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パナ ー ジ ・ リ ンク ス 虹 


Banagher Links 捕手 


自ら の 「 血 続 ] か ら 
新た な 戦乱 に 人 巻き 込ま れ た 少年 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 工 業 専門 学校 に 通 
っ て いた パナ ー ジ ・ リ ンク ス は 、 ネ オ ・ ジ オン 残党 軍 
「 宙 付き 』 の 姫 、 ミ ネバ ・ ラ オ ・ ザ ビ (オー ドリ ー・ パ 
ー ン ) を 助け た こと を きっ か け に 、『 ラ ブラ ス の 箱 】 を 
巡る 大 き な 戦 乱 に 巻き 込ま れ て いっ た 。 一変 し た バ 
ナー ジ の 生活 で あっ た が 、 そ れ は 単なる 偶然 の 積み 
っ て 生み 出さ れ た の で は な く 、 彼 自身 の 「 血 
」 に 起因 する 、 宿命 と 言え る も の だ っ た の で ある 。 

パナ ー ジ の 父 は 、 宇 宙 世 紀 へ の 改 和 万 と 地球 連邦 
創設 に 関わ る 重要 な 機密 「 ラ ブラス の 箱 』 を 保有 す 
る ビス ト 里 団 当主 カー ディ アス ・ ビ スト で あ . コ 
が 、 母 と カー ディ アス が 幼い 頃 に 見 別 し ; 
ナー ジ は 父 の 請 も 経歴 も 知ら ず に 育っ た 。 母 の 死 
後 、 バ ナー ジ は 父 の 導き で アナ ハイ ム 工 吾 へ と 入 
学 。 そこ で 学生 と し て 過ごし て いた 彼 で あっ た が 、 オ 
ー ド リー に ネバ) を 教 い 、 彼 女 と 行動 を 共に し た こと 
で 、 カー ディ アス と の 再会 が 実現 する の で あっ た 。 


関連 ファ イル 


Ft RE 


オー ドリ ー と 訪ね た ビスト 邸 に て 、 カ ー デ ィ ア ス と 再会 
し た バナ ー ジ 。 そこ で 彼 は 、 な ぜ か 懐か し さ を 感 じ る 。 そ 
の 使 か し さ の 正体 は 、 コ ロニ ー 内 で 地球 連邦 軍 と 「 袖 
付き 』 の 戦闘 が 開始 され た の ち 、 MS 格納 庫 で 行わ れ た 
カー ディ アス と の 二 庶 目 の 再会 で 明らか と な る 。 パナ ー 
ジ が 胸 の 奥 に 押し 込め て いた 過去 の 記憶 が 甘 り 、 か つ 
て 母 と 共に ビス ト 邸 で 暮らし て いた こと 、 そ し て カー ディ 
アス が 父 で あっ た こと を 思い 出し た の だ 。 だ が 、 そ の 感 
傷 に 江 る 臣 も な く 、 バ パナ ー ジ は 瀬 死 の カー ディ アス か ら 
託 き れ た 「 ラ ブラ ス の 箱 ] の 鍵 ニ ユニ コー ン ガ ンダ ム で 
戦場 に 出 な けれ ば な ら な か っ た 。 

以後 、 パナ ー ジ は 地球 連邦 宇宙 軍 ロ ンド ・ ペ ベル 所 属 
の ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 乗 衝 する こと に な り 、「 ラ プラ ス の 
箱 ] を 巡っ て 「 袖 付き 」 と 戦闘 を 繰り 広げ た 。 ユニ コー シン 
ガン ダム の 圧倒 的 性 能 に 翻弄 され る バナ ー ジ に 
予期 せ ず に 医 兵 の 命 を 奪っ て し まう 戦場 に 、 著 
悩 す る こと も あっ た 。 だ が 、 オー ドリ ー と 共に 戦争 の 拡大 
を 食い 止め た いと いう 想い 、 そ し て ダグ ザ ・ マ ッ ク ー ル な 
ど 地球 連邦 軍 の 信 額 で きる 軍人 の 説得 も あり 、 戦 乱 
の 鍵 を 握る ユニ コー ン ガ ンダ ム の パイ ロッ ト と し て の 立場 
を 徐々 に 理解 し て いく 。 や が て バナ ー ジ は 、『 箱 | の 正 
体 を 追う こと を 自身 の 使命 の よう に 感じ て 行く の だ っ た 。 
それ は まる で 、『 親 』 の 正体 を 百年 近く 守っ て きた ビス ト 
家 の 遺 児 と し て の 本 能 が 現れ て いく か の よう に 一 一 。 


中 時 RE 


パナ ー ジ は 、 カ ー デ ィ ア ス に よっ て ユニ コー ン ガ ンダ 
ム の パイ ロッ ト に 登録 され 、 直 後に 戦場 へ 出撃 する こと 
と な っ た 。「『 補 付き 』 の 強化 人 間 で 、 サイ コミ ュ 搭 載 MS 
クシ ャ トリ ヤ を 操る マリ ー ダ ・ ク ルス と の 戦い で は 、 機 価 
に 搭載 され た NT-D が 発動 し 、 デ スト ロイ モー ド の 変形 
を 実現 し て いる 。 

た だ 、 ト ロ ハ チ を 操縦 する な ど 多 少 は MS 操 継 の 心 
得 が あっ た パナ ー ジ だ っ た が 、 そ の 能力 は マリ ー ダ や シ 
ナン ジュ の パイ ロッ ト 、 フ ル ・ フ ロン タル を は じ め と する 
歴戦 の 兵士 た ち に 比べ る と 、 まだ まだ 未 黙 な も の で あっ 
た 。 マリ ー ダ と フロ ンタ ル の 挟撃 に より 、 パ ナー ジ は ユ 
ニコ ー ン ガン ダム ご と 捕虜 と され 、『 袖 付き 』 の 拠点 パ 
ラオ へ と 連行 され る こと も あっ た 。 

また 、 パ ナー ジ は 不要 な 命 の や り 取り を 回 避 す べく 、 
ピー ム ・ マ グ ナ ム な ど 、 強 力 な 火器 の 使用 を 極力 避け 
よう と も し て いた 。 オー ドリ ー を 救う べく 戦場 に 飛び 込ん 
だ と は いえ 、 ま だ その 心 は 優し き 少年 の まま で あり 、 兵 
士 に 徹し きれ て いな い 面 も あっ た の で ある 。 


NT-D の 発動 制御 


ユニ コー ン ガ ンダ ム に は NT-D シ ステ ム (ニュ ー タ イ 
プ ・ デ スト ロイ ヤー・ シ ステ ム ) と 呼ば れる 、 ニ ュー タイ 
プ 破 壌 用 の 特殊 OS が 搭載 され て いた 。 これ は 対 マリ 
ー ダ 戦 で 本 領 を 発揮 し た が 、 彼 女 を 雪 い た い バ ナー ジ 
の 強烈 な 意志 が 、 NT-D を 制御 する こと に 成功 し た 。 


リーダ ほ 無 悪 に 策 め つけ る NT-D( に 屋 し で いた パナ ー ジ だ が 、 夏 の 拉 


な 思 が NTLD を 信 い 止め 、 疲 公 の 全 は 衝 わ れ で いる 。 


MORE INFO! 
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。 足跡 | 戦争 を 回 放す る た め の 行動 | 


MORE INFO! ミネ バ の 両親 


生 補 し た ド ズ 
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シャ ア ・ ア ズ ナ プル 編 


Case of Char Aznable 
B| ほ に 優れ 


ーー 一 会 > 
ーー テーー ア > 
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7 アズナブル が 年 戦争 で 残し た 
葉 は 店 條 の 出自 が 彫 じ て い た 。 


認め た く な いも の だ な か な ・ 
自分 自身 の 若き 夏 の 過ち と いう も の を 


一 年 戦争 中 期 、 シ ャ ヤ アヤ は ゲリラ 戦 を 展開 する 地球 連 
孝 軍 の 掃討 作戦 を 成功 させ て 帰 暫 する 途中 で 、 サ イド 
7 へ 向かう ホワ イト ペー ス を 発見 する 。 それ が 地球 連邦 
軍 の 「V 作 戦 」 に 関係 し て いる と 推測 し た シャ ア は 、 こ 
れ を 追跡 し て 偵察 を 目的 に コロ ニー 内 部 へ 2 購 の MS- 
06F ザク UF 型 を 潜入 させ た 。 し か し 、 RX-78-2 ガン ダ 
ム と の 交 潜 に よっ て 2 名 の 部 下 を 失う こと に な る 。 上 の 
言葉 は 、 報 告 を 受け た シャ ア が 漏らし た 独り 言 で あっ た 


シャ ア は ホワ イト ペー ス を 捕捉 し た 時 点 で 、 自 ら を 運 
の な い 男 と 評 し て いる 。 それ は 、 作 戦 直後 の 症 軸 し た 
状態 で 敵 の 極秘 作戦 の 手 抱か り を 組む と いう 、 巡 り 合 
わせ の 悪さ を 意味 し て いた 。 だ が 、 シ ャ ア は その 状況 で 
も 追跡 を 決断 し 、 結果 と し て 部 下 と 2 機 の MS を 失っ た 。 
シャ ア は 自身 の 判断 ミス が 失敗 を 招い た 事実 を 認め 、 
て それ を る 自 秦 し た の で ある 。 一 方 で 、 認め た く な いと いう 言 
葉 は 、 シャ ア の 自負 心 の 強 さ の 表れ で も あっ た 。 


劇場 版 1 


モビ ルス ー ツ の 性 能 の 違い が 
戦力 の 決定 的 差 で は な いと いう こと を 教え て や る 
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ホワ イト ペー ス が サイ ド 7 か ら の 脱出 を 図っ た 際 、 彼 
は 初め て ガン ダム と 交 載 し た 。 そこ で 、 ガ ンダ ム の 圧 
個 的 な 性 能 を 目の当たり に する 。 し か し 、 ド ズル ・ ザ 
ビ 中 将 か ら 「V 作 戦 ] の デー タ 茎 取 を 命じ ら 
ア は ホワ イト ペー ス を 追撃 し 、 大 気 園 突入 を 図っ た 同 
箕 へ の 強 醒 を 実行 に 移す 。 その 戦闘 で ガン ダム を 狙 
っ た シャ ア が 放っ た 言葉 が これ で ある 

シャ ア が 委 め た 通り 、 ガ ンダ ム と ザク II の 性 能 に は 


大 き な 差 が あっ た 。 し か し 、 シ ャ ア は ガン ダム を 圧倒 し 
て 自ら の 言葉 を 証明 。 彼 の 操縦 技術 は 機体 の 性 能 
差 を 覆す に 充分 で あり 、 彼 も 己 の 技量 に 絶対 の 自信 
を 持っ て いた か ら こ そ 、 先 の 台詞 が 出 て きた の で ある 。 
し か し 、 シ ャ ア は ガン ダム を 圧倒 し た も の の 撃 哨 は で 
き な か っ た 。 シャア の 力量 を も っ て し て も 屈服 させ られ 
な い ガ ンダ ム の 性 能 は 、 の ち に ライ バル と な る アム ロ ・ 
レイ と 共に 、 彼 の 悩み の 種 と な っ て いく の で ある 。 


ガル マ 、 聞こ えて いた ら 


君 の 生ま れ の 在 幸 を 喝 う が いい 


ET 


キシ リア ・ ザ ビ 少 取り 立て られ た 
ド ・ ア ング ラー 隊 の : に 就任 し 、 前 線 に 
シャ ア は 1 1 月 半ば に ベル ファ スト で ホワ イト 


を 漏らし た 


見 える ぞ ! 


MORE INFO! 


アル テイ シア と の 選 近 


ホワ イト ペー ス を 追っ て 地球 に 降下 し た シャ ア は 、 地 
球 方 面 軍司 令 を 務め る ガル マ ・ ザ ビ 大 佐 と 合流 し て 
追撃 を 続行 し た 。 し か し 、 シ アト ル で の 攻防 に お いて 
シャ ア は ガル マ を 陥れ て ホワ イト ペー ス の 射線 上 に 謎 
い 出 し 、 彼 を 謀 条 する に 茎 る 。 その と き 、 シャ ア が 死に 
際 の ガル マ に 投げ か けた の が 上 の 言葉 で あっ た 

それ まで の シャ ア は 、 公 国軍 人 と し て 功績 を 挙げ 
ザビ 家 要 人 か ら の 信頼 も 得 て き た 。 だ が 、 その 根底 に 


地球 ・ ジ ャ ブロ ー 


当初 の ガン ダム と アム ロロ は 、 シ ャ ア を 脅かす よう な 
身 で は な か っ た 。 し か し 、 戦 い を 垂 ね る 中 で アム ロ は 
パイ ロッ ト と し て 目覚 まし い 成 長 を 違 げ 、 シャア を 苦戦 
させ る ほど の 技量 を 持つ 英 と な っ て いた 。 そう し た 相 
手 に エー ス の 稚 持 を 刺激 され た の か 、 これ 以降 
ア は ガン ダム と アム 口 を 強く 意識 する よう に な る 。 先 
の 言葉 は 、 これ ら を 自ら の ライ バル と し て 認め た 証 で も 
あっ た の だ 


私 に も 敵 が 見 える ! 


一 年 載 争 最後 の 戦い と な っ た ア ・ バ オア ・ ク ー 攻 
防戦 に お いて 、 シャ ア は MSN-02 ジオ ング で 出撃 し 
アム ロ と 対決 する こと に な る 。 その 戦い で 、 シ ャ ア は 
タイ プ 能 力 を 発揮 し て アム ロ と 渡り 合っ た 。 上 
の 言葉 は ガン ダム と の 交戦 中 に シャ ア が 思わ ず 口 に 
し た も の で ある 

シャ ア は ニュ ー タ イプ に 変 到 の 可能 性 を 感じ な が 
ら 、 自 身 は ララ ァ や アム ロロ の よう な 優れ た ニュ ー タ イプ 


ララ ァ と の 関係 


は ザビ 家 へ の 復讐 心 を 抱き 続け で て いた 。 そし て 、 ガ ル 
マ が 追い 詰め られ た この 機 を 狙い 、 彼 を 扉 に 陥れ た 
の だ が か っ た その 言い 回 し は 、 ザ ビ 家 
憎しみ を 隠し て 模 男 的 な 公国 軍人 を 演じ て き 
の 屈折 し た 心情 を 表し て いた と も 言え る 。 し か し この 直 
後 、 シャ ア は ガル マ 戦 死 の 責任 を 問わ れ 、 左遷 され る 
こと に な る 。 それ に より 、 シャ ア は 表 募 台 か ら 身 を 引き 
洗 伏 の 時 を 過ごす こと と な る 


能力 を 持ち 得 な か っ た 。 そし て それ が 
に 若 か れ た 原因 で あっ た こと を 痛感 し て いた 。 だ が 
ア ・ バ オア ・ ク ー の 戦い で シャ ア の ニュ ー タ イブ の 資 
質 は 開花 し 、 戦場 で アム ロ を 察知 する ほど の 力 を 発揮 
する 。 し か し 、 そ れ で も な お シャ ア は この 時 点 の アム ロ 
に 及ば ず 、 相 討ち に 持ち 込む の が 精 一 杯 だ っ た 。 ニニ 
ュー タイ プ と し て の 力 を 垣間見 な が ら も 結局 は アム ロ 
に 勝て な い 現実 は 、 シャ ア を 打ち の めし た の だ っ た 


a. + 
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プラ ント 最高 評議 会 議長 を 父 に 持つ CI 
ザフト 新人 兵 の 北 絶 な 戦い 


CE71.01.25、 ザフト の クル ー ゼ 隊 が 、 オー ブ の | | b # 
資源 衛 星 ヘ リオ ポリ ス を 馬 撃 。 地球 連合 軍 の 新型 
MS、 ガ ンダ ム 5 機 の うち 4 機 を 英 い 去っ た 。 C.E.71 
に お ける ザフト と 地球 連合 軍 の 戦乱 の 口 火 を 切っ た 
この 作戦 行動 に 、 ひ と り の エリ ー ト バイ ロッ ト が 参加 
し て いた 。 当時 プラ ント 国防 委員 長 を 務め て いた パ 
トリ ッ ク ・ ザ ラ の 息子 で あり 、 プ ラン ト の 歌姫 ラク ス ・ に 1 
クラ イン の 婚約 者 で も あっ た アス ラン ・ ザ ラ で ある ーー 
アス ラン に と この 戦い は 特別 と 言え た 。 それ 
は CE.70.02.14、 地 球 連邦 軍 と プラ ント の 対立 を 
決定 的 に し た 酔 攻撃 「 血 の パレ ンタ イン | 事件 に よ - 
て 、 還 国 ユニ ウス セブ プン と 、 還 親 レノ ア ・ ザ ラ を 失 旬 | ) 
て いた か ら で あ る 。 肉親 の 死 と いう 悲し み と 息 り を ] 
胸 に 、 彼 は ヘ へ リオ ポリ ス で の ガン ダム 奪取 作戦 に 中 】 a 
ん だ 。 だ が 、 そ こ で 彼 を 惑わ す 出 来 事 が 起こ る 。 月 
面 都市 コペル ニク ス の 幼年 学校 で 知り 合っ た 、 キ ラ 、 
ヤマ ト と の 再会 で あ 


ザフト と 地味 環 合 軍 の 
に 1 


才 運 合 守 か ら 守 
イー ジス カン ダム を 次 
に a 
せ 拉 産 馬 を 枯 


芋 い の 中 で MS 導 7 
隊 も 任 さ れる が ンス 


へ リオ ギリ ス で 避 選 し た 、 ア 
スタン の 針 陰 。 コー ディ キ 
イタ ー で ある が 学生 伯 間 を 
人 う た に 地 還 較 合 守 に 吉 
ぬ 、 ア スタ ン と 秀 六 する こと 


PERSONAL PROFILE SE mm02 1 


ラン の 無 二 の 親 友 で あぁ 
の 絆 を 垂 め て いく 。 コー ディ ネイ 
た め に 地球 連合 軍 へ と 
フト に 立ち は だ 
と 違 軸 する た び 
の 入隊 を 藤 め る も 、 頑 な な 彼 の 気 


請け を 無 に する も の た 
て 猛攻 を 仕掛 けた 


に は 、 友人 の 人 を 取 
びな ど 後 磨 も な か っ た 。 た だ 、 キラ を 半 め よう と し た こ 


た クル ー ゼ 隊 は 、 ヘリ オ ポ 
ク の 破壊 ・ 強 礁 を 目指 


機体 が 搭載 され た 地球 連合 


ル を 追跡 


を 撃破 する も 、 自 身 も 重傷 を 負 
連合 軍 の 捕虜 と され 、 事 実 


MORE INFO! 無人 島 で 出会っ た 少女 


可変 MS、 イー ジス ガ 3 備え て イー ジス と 到 動 中 、 地球 連合 軍 の 
『 交戦 の 未 に 無人 島 へ 不 時 落 する 。 そこ に は スズ 
5 っ た 少女 も 辿り 基 い て お り . 
当初 は カ ガ り を 人 損 に 取っ た アス ラ : 
SEED 最後 は 再会 を 約束 する ま 
より も 高まっ た thn ei 
! いう 葉 で 果たさ れる 


MS 失 編 能力 を 


機動 戦士 ガン ダム 00 
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利 那 ・F・ セ イエ イ 


Setsuna F Seiei 


幣 那 ・F・ セ イエ イ 


PROFILE 
年 齢 16 央 


< 2 
設 カ 


[mW mE02 mM 
ド の 2 


計 相 届 [ 革 」 NVY 


MAIN MS 
誠 ) 1 
\ で GN-001 
dy jy 4 個 ガ ンダ ム エ ク シア 
i ¥ oe ライ 9 WN 
ガン 時 
4 た タイ ト 
に い ear 


還 フ ァイル 


秩 重 村 士 ガン ダム OC 
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午 那 ダム の 武力 介 
果 を 発揮 し 、 実際 に 紛争 が 
の 後 も 与え られ た ミ 


は 、 当 初 絶大 な 効 
止 する 地域 も 現れ た 。 そ 
いた 衝 那 


彼 を 突き 動か すこ と と な っ た 


破る 行動 を 取 
実 惨 な 


る き 


大 勢力 が 対 ガ ンダ ム 戦 を 本 格 化 さ せ 始 め る と 
CB は 劣勢 に 立た 


赤道 直下 で 行わ れ て いた AEU イ 
に 介入 


紛争 地域 
実に 戦果 を 挙げ て いく 


を 敵 に 茜 し て し まう 
理 が 生じ た ほか 


宣 と の 戦闘 に よ 


財 表 組織 KP 
次 


を 操縦 技術 で 埋め られ 
ダム を 巧み に 撮 


も こ な 
スス 
《 介 還 し た 析 も 、 革 陣 は 六 朋 に 抽 人 


4 の の の お て 


戦い に 巻き 込ま れ 


歴史 に 名 を 残し た デム ロ ・ レ イ 


彼 が = 年 戦争 


れる 吉 陽 、 ガンダム 
の 性 藤 に 稔 けち か る 


U.C.0079.09.23 


: 鹿 る も ぶっ た ! 


親父 に も ぶた れ た こと な 


: 見 た も の は 何 か . 


U.C.0079.09.18、 サ イド 7・1 パ ンチ で 起こ っ た 
地球 連邦 軍 と ジオ ン 公 国軍 の 遭遇 埋 に 巻き 込ま れ 
た アム 口 は 、 ガ ンダ ム に 乗り 込ん で MS 戦闘 を 経験 す 
る 。 戦闘 に 勝利 し た アム 口 は 、 状 況 に 流さ れる まま ホ 
ワイ トペ ー ス に 身 を 寄せ た 。 そし て 、 コ ロニ ー か ら の 脱 
た ホワ イト ペー ス を 狙う シャ ア ・ ア ズ ナ ブル と 
初め て 対 岩 し 、 戦場 の 空気 に 標 状 と する 

アム ロ に と っ て 、 サ イド 7 遺 遇 戦は 称 地 を 脱 す る こ 


k い の に 


て ガン ダム の / 


アム ロ ・ レ イ 編 


Case of Amuro Ray 


と の み を 考え て 必死 に 温 っ た だ け で あり 、 そ れ 以外 を 
才 え て いる 余裕 は な か っ た 。 だ が 、 コロ ニー 脱出 時 の 
戦闘 は 、 ア ムロ 自身 が 未 回 と は いえ 覚悟 を 持っ て 部 
ん だ 戦い だ っ た 。 し アム ロ の 前 に 立ち は だ か 
た の は 、 ジ オン 公国 宣 の エー スパ イロ ッ ト 、「 赤 い 模 
性 の 異名 を 持つ シャ ア で あっ た 。 彼 の 圧倒 的 な カカ 
を 前 に し て 、 ア ムロ は 自ら が 選ん だ 現実 の 茜 酷 さ を 肌 
で 翔 じ る こと に な っ た の で ある , 


劇場 版 


ゃ CHARACTER'S MIND 


と き 、 二度と ガン ダ 
と 王 な な 租 度 を 取 


乗 
圭 う 意志 を 取り 戻し た 


の 計 薄 


の で ある 


大 気 園 突入 時 に シャ ア の 攻撃 を 受け た ホワ イト 
ペー ス は 、 ジ オン 公国 軍 の 勢力 男 で ある 北米 に 降下 
し た 。 一 方 、 ガ ンダ ム 単 独 で の 大 気 国 突入 と いう 危 
険 を 置 さ ざ る を 得 な か っ た アム ロ は 、 それ まで の 疲労 も 
あっ て 戦い を 呈 避 する よう に な る 。 だ ホワ イト ペー 
ス は ガル マ ・ ザ ビ 率 いる 部 隊 に 包囲 され 、 ブ ライ ト は 
その 状況 に な っ て も 出撃 を 拒む アム ロ を 殴り 付け る 
アム ロ は プラ イト の 最 力 に 理不尽 を 感じ 、 思わ ず 幼 稚 


な 言葉 で 言い 返し た の で ある 

サイ ド 7 中 過 戦 以来 、 アム ロ に は 心 が 休ま る 服 は な 
か っ た 。 度 重 な る 戦い と 、 そ れ を 強要 する 周囲 
死 の 恐怖 と 過度 の 重圧 が 、 ア ムロ を 飲ん で いた の だ 
だ が 、 ホ ワイ トペ ー ス に アム ロ の 心情 を 処 前 し 
余裕 は なく 、 ブ ライ ト は 著 力 に 上 断 え る し か な か っ た 
し て 、 ア ムロ に も そう し た 事情 を 生け 止め る 度量 は な 
く 、 先 の 言葉 が 口 を 突い て 出 た の だ っ た 


る 


地球 ・ カ スピ 海東 岩 


・ あ の 人 に 勝ち た い 


ホワ イト ペー ス が ユー ラ シ ア 大 本 に 到 舌 し て か らし ら 思 う の だ っ た 

ば らく の 後 、 ア ムロ は ブラ イト と 衝突 し て ホワ イト ペー アム ロ が ホワ イト ペー ス を 脱走 する こと に な っ た 理 
ス を 脱走 する 。 その 放 渦 の 中 で アム ロ は ラン パ ・ ラ ル 由 の ひと つ は 、 彼 自身 の 通り に あっ た 。 自分 が ホワ イ 
と 出会い 、 彼 の 度量 の 大 き さ を 目の当たり に する 。 さ トペ ー ス を 守っ て いる の だ と いう 自 悔 れ が ブラ イト の 
ら に 、 戦場 で 相対 し た ラル を 退け た も の の 、 ガ ンダ ム 不信 を 招き 、 ガ ンダ ム を 降ろ され そう に な っ た た め に 
の 性 能 に 頼っ て い の 自ら の 未 熱 さ を 指摘 され アム 口 は その 現実 か ら 和 逃げ ば た の だ っ た 。 し か し 、 ラ ル 
る ホワ イト ペー ス に 戻っ て 独房 に 入れ られ た と の 出会い で 自ら の 未熟 さ を 思 い 知 り 、 それ を 乗り 越 
アム ロロ は 、 悔しさ に 茜 ま れ な が ら ラ ル を 超え た いと 心 か える た め に 彼 に 勝ち た いと 強く 意識 し た の で ある 


U.C.0079.12.30 E 


僕 は 取り 返し の つか な いこ と を し て し まっ た ん だ ・ 


U.C.0079.12、 ホ ワイ トペ ー ス は 宇宙 に 上 が り サ 底 
イド 6 に 寄 航 する 。 アム ロ は そこ で 


ララ ァ の 命 を 奉っ て し まう 

アム ロ は サイ ド 6 で ララ ァ と 多く の 言葉 を 交わ し て は 
い 、 彼 女 の 存在 に 強い 印象 を 受け る 、 いな い 。 それ で も 、 ふ た タイ プ と し て 言葉 以 
と ララ ァ が 再会 は 戦場 に お いて で あっ た 上 の 共感 を 有 し た 。 戦場 で 再会 を 果たし た アム ロ に は ラ 
モン 攻略 戦 の 第 、 ア ・ パ バオア ・ ク ー に 進撃 し た ホワ イラ ァ と より 明確 な 共感 を 福 た が 、 彼 女 を 世 と し て 倒す 
トペ ー ス は キシ ザビ 魔 下 の 突撃 機動 軍 散 隊 と と いう 運命 を 避け られ な か っ た 。 ララ ァ を 介し て ニニ 
交戦 する 。 アム ロ は その 戦場 で と 相対 し 、 共 悪 タイ プ を 自覚 し な が ら 、 そ の 結果 が 彼女 の 死 で あっ た 
現象 の 中 で 奄 思 を 交わ し な が ら も 、 最 後 こと に 、 アム ロ は 悔恨 の 念 を 抱い た の で ある 


リア ・ 


C.0079.12.31 


ご めん よ …… ま だ 僕 に は 帰れ る と ころ が ある ん だ 。 
こん な に うれ し いこ と は な い …… 


一 年 戦争 最後 の 戦い と な っ た ア ・ バ オア ・ ク ー 攻 か ら 透 れ 、 仲間 た ちの 元 へ と 帰っ て いっ た の で ある , 
防 圭 に お いて 、 ア ムロ は シャ ア の ジオ ング と 相討ち に アム 口 は か つて 、 ラ ラ ァ に 守る べき も の を 持た な い 
な る 。 その 後 、 要 窒 内 に 入り 込ん だ アム ロロ は 生身 で と 評 さ れ た 。 し か し 、 ア ムロ は 一 年 戦争 の 最後 に これ 
シャ ア と 対 時 し 、 決闘 の 末 に 決別 する 。 一 方 、 ホワ イ まで 共に 較 っ て きた 仲間 た ち を 「 守 る べき も の 」 と し 
トペ ー ス は 要 者 に 座礁 し 、 乗 組員 彼ら の 命 を 教 っ た 。 それ は 同時 に アム ロロ に と っ て の 施 
中 に あっ た 。 ホワ イト ペー ス の いで も あっ た 。 シャ ア は アム ロロ と の 決 関 の 中 で 
は 仲間 た ち に 人 刀工 を 促し 、 自ら も 残さ れ た コア ・ フ ァ イ タイ プ が 殺し 合い の 道具 に し か な ら な いと 語っ た が 
ター で 脱出 を 図る 。 そし て 、 ア ・ パ オア ・ ク ー の 爆発 アム ロロ は 自身 の 行動 で その 言葉 を 舌 定 し た の で ある 。 


IMORE INFO! 
宿 英 シャ ア と の 対 財 アム ロロ と ララ ァ の 悲劇 
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プラ イド “プア 年間 EE ュ ュー 


D Bright Noa 


ホワ イト ベー ス の 指揮 を 執っ た 
地球 連邦 箇 の 士官 候補 生 


一 介 の 士官 候補 生 に 過ぎ な か っ た プラ イト ・ ノ ア 
は 、 陰 場 の 混乱 に よっ て 新鋭 艇 ホワ イト ペー ス の 施 
長 を 季 め る こと に な り 、 地 球 連邦 軍 の 一 納 と し て 一 
年 載 争 に 深く 関わ っ た 。 それ は 全く の 成り 行き で は 
あっ た が 、 プ ライ ト は 強い 責任 感 を も っ て 、 民 間 人 ば 
か り で 構成 され た ホワ イト ペー ス 隊 を 率い て 生き 獲 る 
た め の 戦 い に 錯 ん だ の だ 。 

宇宙 世紀 〔U.C.) 0079.09、 ホ ワイ トペ ー ス に 乗 
り 3 込ん で 地球 連邦 軍 の 「V 作 戦 」 に 携わっ た ブラ イ 
ト は 、 サイ ド 7 に お いて ジオ ン 公 国軍 の 乱 級 を 受け 
た 。 その 戦闘 で ホワ イト ペー ス は 乗組 員 の 大 半 を 失 
い 、 艦長 の パオ ロ ・ カ シア ス も 負傷 し た こと で 、 プ ラ 
イト に は 艦 を まとめ る 役目 が 託さ れる こと に な る 。 さら 
に 、 艦 を 降り た パオ ロ に 代わ っ て 散 長 を 務め た プラ イ 
ト は 、 ジオ ン 公 国軍 の 追撃 を 振り 切る べく 指揮 を 執っ 
た 。 その 必死 の 行動 が 妥 秒 し た 戦局 に 模 を 打ち 込 
み 、 一 年 級 争 全体 に も 影響 を 与え た の で ある 。 


EL 
ROE ERROR 
の 殿中 に 必 な か っ た 、 
Le FT に 


よっ て 本 を 折り あく MK 
Ti 


ホワ イト ペー ス の 艦長 を 任 さ れ 、 ジ ャ ブロ ー 基 地 まで 
態 を 率い る こと に な っ た ブラ イト は 、 情 れ な い 指 控 に 苦 
労 し な が ら も 実戦 を 切り 抜け て いっ た 。 胃 力 に 余裕 の 
な い 地 球 加 邦 箇 か ら は 満足 な 支 握 も 受け られ ず 、 環 立 
無援 の 戦い を 強い られ る 中 で 、 ブラ イト は ホワ イト ペー ス 
の 指揮 を 寺 り 続け た 。 プラ イト の 案 配 に よっ て 、 ホワ イト 
ペー ス は 地球 降下 か ら 北米 、 ユ ー ラ シア へ と 続く 戦闘 
を 潜り 抜け た 。 その 過程 で シャ ア ・ ア ズ ナ ブル や ガル 
マ ・ ザ ビ 、 ラン パ ・ ラ ル 、 黒 い 三連星 と いっ た ジオ ン 公 
国軍 の 名 立た る 英 を 退け る こと が で きた の も 、 プ ライ ト 
の 指揮 に よる と ころ が 大 きい 。 し か し その 一 方 で 、 乗 人 
集団 で ある ホワ イト ペー ス 隊 を 最前 線 に 孤立 させ る 地 
球 連 邦 軍 の 対応 に は 、 不満 を 感じ て いた よう だ 。 

その 後 、 オ デ ッ サ 作戦 を 経て ジャ ブロー 基 地 に 辿り 
着い た ブラ イト を 待っ て いた の は 、 ホ ワイ トペ ー ス の 第 
13 独 立 部 隊 へ の 編入 だ っ た 。 ニュ ー タ イブ 部 李 と 見 な 
され 、 固 と し て の 役割 を 任 さ れ た プラ イト は 、 様々 な 思い 
を 拾 < 乗組 負 を まとめ て 任務 に 当たっ た 。 その 戦い は サ 
イド 6 か ら ソ ロモ ン へ と 移り 、 や や が て は 一 年 戦争 最後 の 
戦場 と を る ア ・ パ オア ・ ク ー に 至る 。 ホワ イト ペー ス を 
失う 激しい 戦い の 中 で も 、 ブ ライ ト は 乗組 員 の 先頭 に 
立っ て 革 昔 の 指揮 を 軌 り 、 最 後に は 退散 を 指示 し て 仲 
間 た ち を 生還 に 導い た 。 指揮 官 と し で の 務め を 全う し 、 
ブラ イト は 一 年 戦争 の 終戦 を 迎え た の で ある 。 


。 足 DE T 和 析 2FTT1 


ブラ イト は ホワ イト ペー ス を 指揮 し て 多く の 圭 果 を 挙げ 
た が 、 そ の 歩み は 決し て 順調 な も の で は な か っ た 。 民 
間 人 ば か り の 乗組 員 は 協調 性 に 欠け 、 当 初 の ホワ イト 
ペー ス は 軍 艇 と し て 充分 な 機能 を 発揮 し て いな か っ た 。 
それ を まとめ な けれ ば な ら な い プ ライ ト の 心労 は 深く 、 リ ュ 
ウ ・ ホ セイ や ミラ イ ・ ヤ シマ の 支え が な けれ ば 重圧 に 万 
えら れ な か っ た に 違い な い 。 し か し 、 や む を 得 な い 状 況 
と は いえ 頭ごなし に 較 い を 強要 する ブラ イト の 能 度 に 反 
発する 乗組 員 も 少な く は な く 、 ア ム 品 に 至っ て は ブラ イト 
と の 感情 的 な 起 販 が 一 因 で 脱走 事件 を 起こ し て さえ い 
る 。 それ で も 、 プ ライ ト は 戦い の 中 で 徐々 に 乗組 員 た ち 
と の 信 団 関係 を 桂 き 、 一 人 前 の 指揮 官 へ と 成長 し て 
いっ た 。 セイ ラ ・ マ ス に 身の上 を 打ち 明け られ 、 そ の 秘 
冗 を 自分 の 脚 の 内 に だ け 留 め て 変わ ら ぬ 処遇 を 続け た 
の も 、 プラ イト の 成長 の 表れ と 言え よう 。 


揮 官 の 才能 


士官 候補 生 と し て の 教育 を 受け て いた ブラ イト は 、 実 
戦 の 中 で 指揮 宜 と し て の 資質 を 開花 させ た 。 地球 連邦 
軍 に お いて は 未成 熟 だ っ た MS 運用 を 戦場 で 磨き 、 マ 
チル ダ ・ ア ジャ ン に は 「 ホ ワイ トペ ー ス を 初期 の 性 能 以 
上 に 運用 し て いる 」 と 評価 され て いた 。 


MORE INFO! 


ー 年 双 争 に お いて ホワ イト 
て 数 々 の 圭 乱 に 身 を 投じ た 


ニュ ー タ イブ と 共に あっ た 半生 


の 修 長 《 務 た ブラ イト は 、 そ の 後 も 地球 放 還 


自身 に ニ 
え の 意 貞 を 最も 間 
の 埋 い を 裏方 と し て 
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Kira Yamato 
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キ う は 当初 、 そ 


人 カ 
MORE INFO! 


トリ ィ は 、 キ ラ が 学生 時 代 か ら 可愛 が っ て いた 島 型 の ペッ トロ ボッ 
ト で ある 。 トリ ィ を 制作 し た の は アス ラン で 、 キラ が へ リオ ポリ ス へ 、 
アス ラン が プラ ント へ と 引っ 越し する 前 、 ア スラ ン か ちら 友 慣 の 証 と し 
て プレ ゼン ト きれ た 。 C.E71、 ア スラ ン と 症 同 士 に な っ て か ら も 、 キ 


キラ と アス ラン が フェ ンズ 直し 


gH 
ろ過 り 半 
いた の が きっ か で 
て 
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Lacus Clyne 
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還 還 本 王 】 クラ イン 泊 の リー ツー: し て の 生生 


重 対 勢力 で ある は ず 


能力 廊 


MORE INFO! ハロ ン オ カビ 


宅 に は オカ ビ と 呼ば れる 固定 歩行 融 の お 手伝い C 
ちら も アス ラン の 制作 で あっ た 
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マリ ー ダ ・ ク ルス 


Marida Cruz 


PROFILE 
年 齢 18 央 


関連 ファ イル 


en 
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能力 TN 


MORE INFO! 
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ロッ クオ ン ・ ス トラ トス 


(ニー ル ・ デ ィ ラ ン デ ィ ) 
Lockon Stratos (Niel Dylandy) 


プトレマイオス を 支え た 
最 年 長 ガ ンダ ム マ イス ター 


ロッ クオ ン ・ ス トラ トス は 、 プトレマイオス に 所 属す 
る ガン ダム マイ スタ ー で 、 射撃 戦型 MS・ ガ ンダ ム デ ュ 
ナメ ス を 操っ た 狙撃 手 (スナ イ バ パー) で あっ た 。 明る 
い 性 格 で 艇 の ムー ド メ ー カ ー で も あっ た 彼 だ が 、 一 方 
で 、 自 ら が 相 と 判断 され て も 、 世 界 を 変 医 さ せる た め 
に その 身 を 捧げ る 決意 を 固め て いた の で ある , 

ロッ クオ ン ・ ス トラ トス ー 一 本 名 ニー ル ・ デ ィ ラン 
ディ は 、 北 アイ ル ラ ンド の 出身 で ある 。 両親 や 妹 ら と 
共に 不 自由 な く 暮 らし て いた 彼 を 、 突 然 の 悲劇 が 肛 
う 。 過激 組織 KPSA が 行っ た 無 差 別 テロ に より 、 家 
族 の 命 が 失 われ た の だ 。 大 き な 絶望 と 憎しみ に 囚 わ 
れ て し まっ た ニー ル が 、 そ の 想い を ぷ つ ける た め に 選 
ん だ 道 、 そ れ が 全 戦 争 行為 の 根絶 を 訴え る ソレ スタ 
ルビ ピー イ ング (CB) へ の 参加 で あっ た 。 そし て 西暦 
2307 年 、CB の 蜂起 と 共に 彼 は ガン ダム マイ スタ ー 
と し て 様々 な ミッ ショ ン に 参加 し 、 争 い の な い 世 界 の 
構築 を 目指 し た の で ある , 


RELATIONS 


PERSONAL PROFILE 


ニー ル は オス クル ー の 一 員 と し て 多数 の 
戦場 に 介入 、 一 部 の 紛争 を 停戦 や 終戦 に 潤い た 。 途 
中 、 講 那 エイ が 秘匿 義 季 を 硫 っ て 素 願 を 敵 


に 晒し た こと で ティ エリ ア ・ ア ー デ ら と 衝突 を 起こ し た 


を 仲 坊 し 、 内 輸 揉 め の 危 機 を 未希 
令 静 


そう し て 努め て 
衝撃 の 事実 カ 
に 至ら し め た KPSA に 所 属し て 
入行 動 を 行 


て 多く の 殺 協 に 関与 


べ て を 燃 け る 。 それ は 
ル は 結果 的 に サー シェ 
軸 に 山 っ た 。 だ が 、 そ の 起り 


て 血 を 分 けた 弟 の ライ ル 


人 革 連 
取り 残さ れ た 


ムズ を 操作 、 ス ロ 
ヴァ イ の 最後 の 一 
命 を 落と し た 


狐 撃 手 と し て の 高い 実力 


射撃 を 習得 し て いた 

備え られ た 射撃 性 能 を 存 分 

ンダ ム 4 森 で 連携 を 取る 際 
残り 3 機 が 自由 に 行動 で 

) で ある 。 スロ ー ネ ツ ヴァ イ と の 
な が らち も GN ア ー ム ズ の 主 武 


ネツ ヴァ イ を 行動 不能 ( 


イル を 棚 く 両親 と 妹 が 


5 ひし が れ / 
行為 に 対し 


死亡 


テロ を 経 内 し た 


mE02 sm 


年 時 代 の 


本 02 sr 15n 


Suberoa Zinnerman 
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WW| mr02 sm 


足 中 加 228 ェ ー ル 隊 の 行動 


還 】 ロ Km で tt ※※ も 5 ミッ 555 較 MOREINFO! マリ ー ダ と の 主従 関係 


信夫 する の は 彼女 に と っ て 命 の 弄 人 で ある か ら だ 


て は 投 が 子 の よう で あり 。 大 
た 。 そん な 裕 女 を 圭 場 に 送 
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フェ ルト ・ グ レイ ス Ny 


Feldt Grace 


大 切な 仲間 と 共に 戦っ た 
プトレマイオス の プリ ッ ジ クル ー 


西暦 2307 年 、 突 名 と し て 蜂起 を 宣言 し た 私 設 起 
装 組 織 ソ レス タル ビーイング (CB) は 、 イオ リア ・ シ ュ 
ヘン ベル グ に よっ て 西暦 2100 年 頃 に 設立 され た と 
推定 され て いる 。 それ か ら の お よそ 200 年 間 、 組 織 
は その 実体 を ほとん ど 明 か さ な い まま 、 ガ ンダ ム や GN 
ドラ イヴ と いっ た 兵器 群 を 開発 し で て いた の で ある 。 プ 
トレ マイ オス の プリ ッ ジ クル ー と し て 敵 起 に 参加 し た 
フェ ルト ・ グ レイ ス は 、 両 親 共 に CB 出身 と いう 環境 
で 生ま れ 育っ た 、 い わ ば CB の エリ ー ト と 言え る 人 物 
で あっ た 。 

フェ ルト の 両親 は 、 弟 二 世 代 ガ ンダ ム の ガン ダム 
マイ スタ ー で あっ た と 言わ れる 。 だ が 、 フェ ルト が 幼い 
項 、 事 故 と いう 形 で 両親 は この 世 か ら 去 っ て し まう 。 
天 各 孤独 の 身 と な っ た フェ ルト は 、CB の 仲間 た ち に 
よっ て 育て られ る 。 そし て 、 外 の 世界 を 知る こと な く 、 
14 歳 の 若 さ で プトレマイオス の 戦況 オペ レー ター に 
競い た の で ある 。 


bm 


リッ ジ ク ル ー と し て 
の 実力 は 申し 分 な 
か っ た 。 


フェ ルト に と っ で 堪 

電 は 悪し いも の で 
あっ た ダク リス ティ 
ナシ エラ (タリ スリ 
な ど プ トレ マイ ネス 
の 仲間 た ち に 訪 け 
5 れる の で あっ た 。 sm 、 


プトレマイオス 

CB 全 埋 久行 あ へ の 介入 

を 提 げ て 投入 し た 、MS 給 
ンダ ム 4 機 を 運用 する 


Fu rmeyiw 


CF 
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フェ ルト は プトレマイオス の クル ー と し て 、 い き な り 戦 
還 の 真っ 只 中 へ と 放り 込ま れ 、CB と いう 戦闘 
集団 の 中 で 育っ た た めか 、 英 負 に 対し て 動揺 する こと 
も な く 、 冷 航 に 情報 収集 と 状況 の 把握 を 行う 変 は 、 ス 
メラ ギ か ら も 感心 さも る ほど で あっ た 。 人 革 連 の 「 頂 起 」 
部 隊 の 急 醒 を 受け た 際 も 、 居 え て 任務 を 放 業 し よう と し 
た クリ ス を 励ま す な ど 、 幼い な が ら も 芯 の 強 さ を 見 せ た の 
だ っ た 。 

一 方 で 、 全 閉 争 行為 の 根絶 と いう 目 禁 に 向かっ て 圭 
い 続け る クル ー た ちと フェ ルト の 間 に は 、 友 情 に も 似 た 
気持 ち が 生ま れ て いた 。 口数 の 少な い 自分 を 邪険 に す 
る こと も な く 、 ひ と り の 友達 と し て 接し て くれ る グリス 、 自 
ら 5 の 素性 を 明か し 、 腹 を 割っ て 話 を し て くれ た ロッ クオ ン ・ 
スト ラ ト ス …… 彼 ら と の 関わ り は 、 両親 の 死後 、 フ ェ ル ト 
の 心 に 単 食 っ て いた 預 独 感 を 取り 払っ て いく 。 プ ト レ マ 
イオ ス は 、 彼 女 に と っ て の 「 家 ] と な り 、 ク ルー た ち は 「 家 
族 ] と な っ て いっ た の で ある 。 

だ が 、 ク ルー た ちと の 友好 が 深まっ て いく の と 同時 に 、 
プトレマイオス を 巡る 情勢 は 悪化 し て いた 。 CB を 危険 
視 し た 世界 は 国連 軍 を 結成 し 、 対 プトレマイオス 戦 に 本 
歴 を 上 げた の で ある 。 その 中 で クリ ス と ロッ クオ ン 、 操 能 
士 の リヒ テン ダー ルツ エー リ ( リ ヒ テ ィ ) ら の 命 が 失 われ 、 
プトレマイオス も 高 沈 。 フェ ルト に と っ て 西暦 2308 年 の 
戦い は 、 大 き な 間 し み の 中 で 終 駒 する の だ っ た 。 


還 二 人 に よっ て 凡 け られ た 合 


フェ ルト は プトレマイオス の 戦況 オペ レー ター と し て 、 
東 敵 や 情報 管理 ・ 通 信管 制 の みな ら ず 、 ガ ンダ ム の 
発進 を 管理 する な ど し て いる 。 また 、 円 滑 な 緊 力 介入 を 
進め る た め 、 量 子 コン ピュ ー タ ー [ヴェ ー ダ ] の 情報 を 
ショ ンプ ラン の 検討 も 行っ て いた 。 主 に プ ト レ 
で 任務 に 就 いた が 、 ガ ンダ ム が 地上 
ョ ン を 行う 隊 は 、 エ ー ジ ェ ント の 王 留美 
(ワン ・ リ ュー ミン ) が 所 有する 上 邸宅 に ノー ト 型 情報 箕 
末 を 持ち 込み 、 戦況 の 確認 を 行っ た 。 

国連 事 と の 最終 決戦 で は 、 艦 の 危機 を 察知 し た クリ 
ス と リヒ ティ ら の 指示 に 従い 、 ブ リッジ か ら 苑 れ て 強 栖 
用 コン テ ナ へ と 移る 。 直後 、 プ リッ ジ に は ピー ム が 直撃 
し 、 完全 に 背 壊 。 クリ ス と リヒ ティ は その 爆発 に 巻き 込 
まれ で 宇宙 に 磐 る 。 フェ ルト は 九 死に 一 生 を 得 た が 、 ふ 
た り を 教え な か っ た こと に 罪悪 感 を 覚え る の で あっ た 。 


4 カ | オペ レー ター と し て の 高い 能力 


両親 が CB の メン バー で あり 、 そ の 死後 も CB か ら 英 
孝 教育 を 施さ れ て いた と 見 られ る フェ ルト は 、14 歳 で あ 
りな が ら 戦 況 オペ レー ター と し て 充分 な 実力 を 持っ て い 
た 。 戦術 予報 士 で あっ た スメラギ か ら の 信頼 も 厚く 、 逆 
に 生 真面目 すぎ る 部 分 を 心配 され る ほど で あっ た 。 ま 
た 、 艦 で クル ー た ちと 接し て いく うち に 、 当初 は 若手 と し 
て いた 他 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力も 向上 し 、 人 間 
的 な 成長 も 見 せ た 。 


オペレータ ー と し て 、 リア ル タ イム で 表示 され る 
所 供し 、 スメラギ に 衣 切 な 人 を 行っ た 。 
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PERSONAL PROFILE ウ ャ マイ カン ・ ダ ニン ガン 
ジャ マイ カン ・ ダ ニン ガン 


Jamaican Daningan 


エリ ー ト 意識 を 笠 に 着 た 


ティ ター ンズ の 作戦 参謀 0 
地球 信 重 の 地球 軍 邦 軍 に お いて 、 地 球 出身 者 

に よっ て 構成 さも た ティ ター ンズ は 支配 層 に 位置 す SN a ー 

る 組織 で あり 、 そ れ ゆ え に 彼 ら は 強い エリ ー ト 意識 を KN 5 

持っ た 。 良識 的 な 者 は それ を 軍人 と し て の 使命 感 に & “< 

整 げた が 、 一 方 で その 便 議 を 笠 に 着 て 量 慢 さ を 表 に 

出す 者 も 少な く は な か っ た 。 ジャ マイ カン ・ ダ ニン ガ NN 


ン 少 佐 も また 、 そう し た 人 物 の ひと り で あ - 
ジャ マイ カン は ティ ター ンズ の ナン バー2 に あたる 
バス ク ・ オ ム の 副官 的 な 存在 と し て 、 作 戦 参謀 を 務 
め た 人 物 だ っ た 。 また 、 作 戦 立案 だ け で な く 前 線 指 4 4 
挿 の 実務 を 処理 する 手腕 も 持ち 、 軍 人 と し て 確か な 
能力 を 有 し て いた こと は 間違い な い 。 その 反面 、 典 
型 的 な ティ ター ンズ 士官 で 他 者 を 見 下す 傾向 が 強 
く 、 そ の 矛先 は スペ ー ス ノイ ド や 一般 の 地球 連邦 軍 
人 の みな ら ず 、 隙 級 が 下 の ティ ター ンズ 士官 に も 及 
ん だ 。 ジャ マイ カン の そう し た 人 間 的 な 短所 は 、 の ち 
と な っ て 自身 に 返っ て くる の で ある , 


ー ~ < ティ ター シズ の 宣 事 上 の 


プラ イト ・ ノ ア を 送還 す 
る 舞 り を も し て 、 供 の 休み 
に 避 い 計 ち も か ける ジャ 
マイ カン 。 地球 軍部 軍 
の 一般 士 宮 き 見 下す 福 
の 本 曽 は 、 そ の 行 欠 
畿 々 に も 表れ て いた 。 


WEL て TR を あい 


デラ ー ズ 9 次 借 に 、 ジオ ン 
末 条 3 


を 芋 大 。UCOO87 中 
地球 才 理生 押し た 


理央 は 
た さき な が 2 が 由 


at 
GL 


ム Mk-I 強 故事 


指揮 下 に 置い た 一 連 の 作 
見 を 聞き 入れ よう と せ ず 、 単 和 
援軍 を 送ら ず 結果 的 


Mk 人 事 
他 江 の 析 清 も 内 っ た 


の 実務 能力 を 
地球 育ち の 


ジャ マイ カン の 乗艦 アレ キサ ンド リア 


2 と な り 、 バ パス ガ デ ィ ・ キ ン ゼ ー 
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HE D2 se 28A 


シャ ア ・ ア ズ ナ ブル は 


階 越 少佐 一 大 佐 
出身 サイ ド 3 
Char Aznable VS EO 


年 戦争 で 才覚 を 示し た 
ジオ ン の 「 赤 い 替 星 


赤い 条 三 


回 シャ ア 専 用 ズゴック 
民生 水 部 両 選 AS 


堆 球 遂 邦 軍 
ガン ダム と 己 過 は 、 以後 ホ ¢ 
追 貴 任 務 に 当たっ た 。 ガン ダム の 性 能 に 探さ れ な が 
を + 大 気 関 殖 入 崎 を っ た 礎 堪 に よっ て 
を ジオ ン 公 園 軍 の 勢力 詳 で ある 北米 に 相 下 さ 
地 天 方 面 軍 司 鈴 ガ ザビ と 合 潜 し て 追撃 埋 を 
経 兵 する 。 し か し 、 ホ ス えと の 交 財 に よっ て カ 
マ < が 武 区 し た 責任 を 問わ れ て ドズル ザビ の 不 異 を 質 
宇宙 攻撃 宣 を 散発 され る 


作戦 」 を 府 知 し 、 サ * 


ホワ ィ ^ の 舌 和 を 連 。 いい に 


ef に だ か 1 1 基地 へ の 保 入 口 を 発 
見 する カ 緒 を 党 げ オン 公園 重 

攻 還 作 戦は 失 数 に 絡 ア は ホワ ィ イト 
を 貼っ て 環 び 補 定 1 た 
宇 軍 に 麻 っ た A ン € TF き 
貢 任 生 に 当たっ た が 、 ガ ンダ な 内 で 彼 交 を 容 
8 年 転 争 の 最 絆 決戦 + 
圭 に お いて 自身 も ガン ダム と 相対 ち 


1 13 


イト ス の 責 太 を 試み 、 そ 失敗 し て を 
ア の 意思 を 包ん た 彼 の 像 を 居 か に 茜 


ぇ る ガン ダム の 人 性能 と ア 年 の 才能 
初 は 径 人 病 請 の アム ロ を パイ ロホ 

と で 圧 全 し な が ら も 、 徳 自身 が [化物 

話し た ガン ダム の 性 態 の 前 に 散 利 を 個 め な か t 


空白 其 森 を 桂 ロー で ガン ダム と 相 四 え 


き に は 、 年 分 と 互角 に 居り 合う ほど の 成長 ム 

1 に 搬 退 を 余 きれ る 。 そ 畠 績 ? 

ダム の 久 軸 的 な 性 押 に 向け られ 生 拉 
や が て アム ロ 竹 パイ し 2 - 
私 人 の シャ ア 要 な 存在 で あ 

う ラ ァ の 使 を 走 オ 戦 に を 5 は | 

が つか な か っ た 3 と の 因縁 は 、 後 年 に まで 続 
な る 。 ガン ダム 、 そ し て アム 戦い が 、 一 年 

幸 争 に お ける シャ ア の 状況 を 大 きく 左右 し 7 


中 指 押 官 と し て の 能力 
ょ ジオ ン 公 國 重 有数 の エー スパ イロ ッ + 

も 優れ た 手 瞳 を 発 種 し た 。 大 

昔 に お ける 2 疫 村 え の 作戦 立 夫 や 

ラー 衣 の 凍 性 を 活か し た 謎 報 活 動 お よび 潜 

工作 な その 更 講 は 多野 に 頁 
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PFRSMNL PROFILE Se a ne02 sm2AM 


PROFILE 


年 内 


RELATIONS 


ン 公男 軍 の 主力 二 - 時 進 し 
た ドレ ン は キャ メル を 統 馬 と し 
に 


休 動 四 二 カ 


PERSONAL PROFILE > D2 A 


2 当 四 緑 めい た 木馬 と の 戦い 


日 名 高く 評価 され た ドレ ン の 指揮 能力 


4.19 
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ソー マ ・ ビ ー リ ス 


Soma Peries 


人 革 連 に よっ て 造ら れ た 
超 兵 1 号 の 戦い と その 成長 


人 天 昔 新 連 釧 が 、 選 界 の 主導 権 を 折る た め に 
行っ た 施策 の ひと つが 、 超 人 機 間 を 使っ た 超 兵 の 
開発 と 凌 成 で ある 。 彼ら は 身寄り の な い 子 供 ら を 世 
界 各国 か ら 集め て 超人 機関 へ と 送り 込み 、 人 為 的 
を 操作 を 施し て 「 寺 闘 マ シー ン ] を 造 ろ うと し た の で あ 
る 。 その 非 人 道 的 な 内 容 が 全 世 界 に 広まっ た た め 、 
一 時 は 機関 を 閉鎖 し た 人 革 連 だ が 、 西 暦 2307 年 
頃 、 その 運用 を 再開 。 そし て その 第 1 敵 と し て 送り 込 
まれ た 「 超 兵 1 号 」 が 、 ソー マ ・ ピ ー リ ス で ある 。 

中 で も デザ イン ベイ ビー と し て 生ま れ 、 様 々 な 燃 理 
を 施さ れ た ソー マ は 、 脳 量子 波 に よっ て 通常 の 人 間 
に 比べ 、 優 れ た 反応 速度 や 情報 処理 能力 を 獲得 し 
て いた 。 また 、 そ の 能力 を 活用 する MS・ テ ィ エ レン 
タオ ツー も 用 量 さ れ 、 滴 を 持 し て 人 草 連 の 対 ガ ンダ 
ム 部 隊 「 頂 武 ] に 合流 し た の で ある 。 だ が 、 その テス 
ト 運 用 時 、 ア レル ヤ が ソー マ の 床 量 子 濾 と 干 浴 し 合 
い 、 彼女 は 錯乱 状態 に 陥っ て し まっ た 。 


ソー マ は 萌 人 価 関 
で の 軸 巧 を 給え た 


ガン ダム キュ リオ ス 


本 02 sm9M 


機動 


PERSONAL PROFILE 0 mr02 am 


お 寺 ) 肝 准 的 に 行っ た 対 ア レル ヤ 戦 


に 


に てる が 


IW 


上 多 叶 起 兵 と し て の 人 能力 と その 短所 


と っ て 大 き な 机 失 と きえ た ミン は 、 吾 呆 に 仙 を 組 し て キュ 


VY ガン ダム 


PERSONAL PROFILE 
グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド ge 一 る 


Guin Sard Rhineford 


月 の 技術 力 を 用 いて 
産業 革命 を 目指 し た 若き 領主 


正 徹 (C.C.) 2342 年 、 北 アメ リア 大 陸 イ ング レッ 
サ 領 に 、 月 か ら 交 信 機 が 降下 し た 。 イン グレ ッ サ 領 は 
これ 、 北ア メリ ア 大 陸 ・ サ ン ペ ベル 
ト 地 帯 へ の 入植 を 希望 する "ムー ン レ イ 
ス (月 の 民 )” と 秘密 在 に 交渉 を 進め て 
いた の で ある 。 この 交渉 を 取り 仕切 っ 
て いた の が 、 イ ング レッ サ 領 の 若き 
領主 、 グ エン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー 
ド で 

グエン は 、 月 に 住む と いう ムー 
ン レ ィ ス の 存在 を 全面 的 に 信じ て 
いた わけ で は な か っ た 。 だ が 、 無 
団交 信 機 を 見 て その 高度 な 技術 カカ 
を 感じ 取っ た 彼 は 、 その 技術 の 客 取 を 
企ん だ の で ある 。 グエン は 今回 の 交渉 を 機 
に 、 地 珠 の 工業 化 の 推進 、 い わ ゆ る 産業 革命 を 起 
こそ うと し た の だ 


イン グレ ッ サ 休 の 款 き 販 


関連 ファ イル 


ムー ン レ ィ ス ば 、 グ エン の 想定 以上 の 技術 と 文明 を 有 
し て いた 。 彼 は それ を 知り つつ も 、 諾 み を 見 せ ず に 交 淳 
を 続け る 。 また 幸運 に も 、 タ ー ン エー ガン ダム や カブ ル な 
ど 地 球 か ら も " 超 兵 器 " が 発見 され た こと で 、 な ん と か 対 
等 の 立場 を 維持 で きた の だ が 、 地 球 民 と ムー ン 
レ ィ ス の 対立 を 止め る まで に は いか ず 、 イ ング レッ サ 領 の 
普 都 ノッ クス は 陥落 。 イン グレ ッ サ 領 の 軍隊 ミリ シャ は 
ル ジ ャ ー ナ 領 の ミリ シャ と の 合流 を 余 備 な くさ れる 。 一 時 
は 過 通 生活 を 強い られ た グエン だ が 、 ま だ 当初 の 目的 を 
諦め て は いな か っ た 。 

グエン が 再び 表 舞 台 に 現れ た の は 、 宇 宙 戦 慈 ウィ ル 
ゲ ム が 発見 され 、 月 へ の 上 陸 が 現実 味 を 帯び た 頃 で あっ 
た 。 彼 は 月 で 上 牧 部 と 直接 交渉 し 、 技 術 提携 を 企ん だ 
の で ある 。 だ が 、 月 の 女王 ディ アナ ・ ソ レル に よっ て 解 
放さ れ た 地球 の 歴史 「 黒 歴史] を 見 た こと で 、 彼 は 思い 
切っ た 行動 に 出る 。 彼 は 黒 歴史 の デー タ を 密か に 玲 取 
し た だ け で な く 、 月 の 武 門 を 司る ギ ム ・ ギ ン ガ ナム と 連携 
し て 地球 に 降下 し 、 北ア メリ ア 大 陸 の 主 導 権 を 握 し よ 
うと し た の だ 。 仲間 た ち を 見 捨て 、 さ ら に これ まで 英 対 し 
て いた ギン ガ ナ ム と 手 を 結ん だ こと は 、 ロ ラン や ディ アナ 
か ら 痛 烈 に 批判 され る 。 だ が 、「 黒 歴史 」 の 膨大 な デー 
タ を 得 た 彼 は 、 世 界 を 自ら の 手 で 操る こと が で きる と の 確 
信 を 得 た の だ っ た 。 だ が 、 そ れ が 錯覚 で ある こと を グエン 
が 知る の に 、 そう 時 間 は か か ら な か っ た の で ある 。 


技術 草 新 か ら 派生 し た 野望 


穏便 に ムー ン レ ィ ス の 技術 奏 取 を 狙っ た グエン は 
一 方 で マウ ン テ ン ・ サ イク ル で の 発 揚 事 業 を 推進 。 大 
量 の カプ ル を 発 機械 化 部 藤 を 組織 し た 。 だ が 
入植 交渉 は 不調 に 療 わ り 、 ディ アナ ・ カ ウン ター (DC 
劉 に よる ノッ クス へ の 伊 攻 が 行わ れ た 。 一 時 失脚 し た 
クエ ン だ が 、 ル ジャ ー ナ 領主 の 娘 リ リ ・ ポ ル ジ ャ ー ノ の 
支援 で 前 線 に 復帰 する と 、 ウ ィ ル ゲ ム の 艦長 に 就任 
宇宙 で の 直接 交渉 に 打っ て 出 た 。 さら に 月 で は 、「 黒 
歴史 ] の 存在 に 藩 目 、 そ の デー タ を 奉 取 する と 、 ギ ン ガ 
ナム 寮 と の 提携 を 決断 。 ロラ ン や ディ アナ の 反対 を 押 
し 切っ て ミハエル ・ ゲ ルン ら ご く 一 部 の 部 下 と 共に 地 
球 へ 降下 し 、 北 アメ リア 大 陸 の 制圧 を 始め る 。 だ が 
地球 に 降下 し た DC と ロラ ン 5 ミ リ シ ャ 部 隊 の 合同 軍 に 
よる 反抗 を 受け ギン ガ ナ ム が 死亡 。 部 下 に も 見 捨て ら 
れ た グエン は 、 再起 を 目指 し ガリ ア 大 陸 へ と 渡っ た 


人 能力 \ 行 動力 の 除 で 失っ た 人 蛍 | 


機械 化 ・ 工 業 化 推 進 に よる 産業 華 命 を 直 直 に 目指 
す グ エン の 姿 は 、 部 下 の ロ ラン や 友人 の り リ など から も 
当初 は 支持 され て いた 。 それ は 、 グエン が 市 井 の 人 々 や 
大 陸 全 体 の こと を 思っ て 行っ だ と 考え られ て いた か 
ちら だ 。 だ が グエン は 、 そん な 類 い を 裏切る か の よう に 、 産 
葉 某 命 の た め な ら 多少 の 答 牧 を 払っ て も 構わ な いと の 
楼 勢 を 打ち 出す よう に な り 、 ロラ ン た ち を 失望 させ た , 


『 | 


A で の RPT は アグリ 
な アァ ピー 


1 


た ギ 画 用 を 益 用 し 、 宇 害 環 者 へ の 対応 を 図っ た 
で あっ た と 推測 され る 


MORE IN 


FO! 


統治 
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コウ ・ ウ ラキ すら 
所 履 地球 に し 、 押 
階級 少 奈 
に 地球 


Kou Uraki 


関連 ファ イル 
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RX-786PO1 
ガン ダム 試作 1 号 柏 
ガン ダム 華人 


PERSONAL PROFLE 


ーー 足 中 EK32 ヲ お 


。 能力 COT 


1 られ て 更 谷 刑 を 
伴い 因 杖 も 消 区 し た 


機動 戦士 ガン ダ 083 スタ ー ダ スト メモ リー 


PERSONAL PROFILE 。 L8] neD2 mw]AM 
ー ナ ・ パ ー プ ルト ン 


Nina Purpleton 


EAA 


SAS た SS ペー NN 


AI に m( yy 


関連 ファ イル 


PERSONAL PROFLE 8 02 wh 


還 記 寺 コ ッ エト ー の 回 で 描 れ 動い た 感情 


較 記 稼 有 エ ンジ ー ア と し て の 佐 れ た 次 質 
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[m0) neD2 sr28n 


セル ゲイ ・ ス ミル ノ フ 。 時 ーーー 画 


Sergei Smirnov 


幼き 超 兵 と 共に 行っ た 
ガン ダム と の 激戦 


西暦 2307 年 、 全 戦争 行為 へ の 介入 を 開始 し た 
ソレ スタ ルビ ピー イン グ (CB) の 存在 は 、 世 界 に 大 き 
な 動揺 を 与え た 。 その 中 で 、 三 大 勢力 の ひと つ で あ 
る 頒 革新 運 習 は 、CB が 連用 する ガン ダム の 能力 
を 高く 評価 し 、 他 の 勢力 に 先駆 け て その 礁 取 に 取り 
組ん だ の で ある 。 [ロシア の 荒 態 」 と の 異名 を 持つ 
人 草加 の 中 佐 セ ル ゲ イ ・ ス ミル ノ フ は 、 ガ ンダ ム 容 
取 を 任 さ れ た 実行 部 隊 の リー ダー と し て 、CB と 対 時 
し た 人 物 で あっ た 。 

セル ゲイ は 、18 年 前 の 第 4 次 太陽 光 紛 争 に も 参 
加 し て で いた ベテラン の 軍人 で 、 そ の 的 確 な 指揮 と 人 
心 掌握 術 で 中 佐 に まで 登り 詰め て いた 。 CB が 登場 
し 、 各地 の 紛争 に 武力 介入 を 開始 する と 、 セ ル ゲ イ 
は 対 ガ ンダ ム 潜 用 の 特務 部 隊 「 頂 武 」 の 指揮 人 に 
任命 され る 。 その 部 隊 に は 、 超 人 機関 に よっ て 差 育 さ 
れ た 「 超 兵 1 号 ] で あり 、 セ ル ゲ イ と 大 き な 関わ り を 持 
つこ と に な る ソー マ ・ ビ ピー リス が 配属 され た の だ っ た 。 


殺人 被告 し た 
の だ っ た 。 


セル ゲ ィ は 、 EE 
い ソ ー マ を 戦場 に 
出す こと に た め ち い 
も あっ た 。 そう し た 
し し 


ン の よう だ っ た 
で に 伝わっ で い (。 


a 

ティ エレ ン 高 機動 型 
カン タム エク シア と の 初 
時 に 財 い : エレ ン の 高 
尼 動 タイ 
に 3 
で の カ 
を 手 得 し で いる 
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PERSONAL PROFILE mm02 amn20 。 


お 寺 肖 複 数 回 行っ た 対 ガ ンダ ム 戦 


ソー マ と 初め て 対面 し た 隊 . まる で 「 と 女 ] の よう な 坊 
さ に 硬 撃 を 飼 け て い 


兵士 の ら 和 全 を 洋 び 、 ソ ー 
と 店 げ を 分 か ち 合っ た 


[FALLEN ANGELS」 の 


ガン ダム キュ リオ ス の 友 連 に よ ス の 山体 部 に ダメ ー ジ を 受け る が 、 胃 遇 を 
次 概して 曽 けり 付け た ソー マ に よっ て 艇 われ た 


MORE INFO! キム 司令 官 


人 革 連 軍 の 幹部 で 、 セル ゲイ の 上 官 。 セル ゲイ の 指揮 能力 を 折 
て お り 、 対 ガン ダム 用 特 季 部 層 の 責任 者 に 任 使 し て いる 。 セル ゲイ 
利多 計 高い 指揮 能力 と パイ 』) が 天 定 的 で あっ た 超人 機関 に よる 超 兵 状 成 に 関 三 し て お 
を 特 季 部 隊 で 扱う よう に 命令 
道具 と し て 扱っ て お り 、 ガ ンダ ムキ ュ リ オス の パイ ロッ ト が ソー マ の 碑 
重子 法 で 其 走 し た こと を 知る と 、 その を 利用 し よう と し た 


人 人 共 較 上 必撮 の 橋 示 を 飼 け 
ガン ダム の 虚 理 を セル ゲイ に 
信じ た 。 ユ の 9 カ 半 
感じ て いた 彼ら ガ 
ンダ ム の 容 取 は 起死回生 の 
手 徹 で あっ た 


セル ゲイ に か ける 期待 は 高く 症 見 は 不明 で ある が 、 見 

yy ーー 主人 羽 GN ドラ イヴ と ジン クス を た 目 は セル ゲイ より も 知 々 

CS 詳 い の Po 入手 し た 録 に は 。 パ イロ ルト の し セル ダイ がら 直 失 ガ 
a | 人選 を 鼻 に 一 企 し で いる 。 国 \ ンダ ム の 圧 側 的 な 胡 力 に 
六 も 、 暫 部 と し て 開 | つい て の 間 千 を 性 り 、 攻 


わっ て いた 』 た 
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シー エンロン カン ダム の パイ ロッ 
ト 。 中 国 自治区 内 で 


RT 


PERSONAL PROFILE 


の 本 納 を 連 涯 する 
中 導 性 MC 
1 に 移動 、 リリ 


ナ や レデ ィ ・ ア ン 
と 共に 埋 乱 の 半 
Mt 見 きっ と 


MORE INFO! 


旧 中 国 の 山岳 地帯 で 活動 し て いた 対 0Z レ ジス タン ス 。 元 来 、 こ 
の 地域 は 連合 傘下 の 自治 区 で あっ た が 、 自 治 国 の トッ プ で ある プン ト 
大 価 が 自身 の 立場 引き 換え に OZ に 望 返り 、 反 OZ 勢力 の 制圧 を 
進め て いた 。 これ に 反 礼 し た 一 部 の 人 々 が レジ スタ ンス を 結成 、 サ リィ 
も 自ら の 故 姜 を OZ か ら 守る た め組 織 に 大 だ が 、 その 戦力 は ミ 
サイ ル や 鉄 と いっ た 機 行 兵 療 の み で あ 3 


代 た ち を 戦火 の 胡 ば 
ms 


HE D2 sf 1 1 
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の 
ミー ア ・ キ ャ ン ベ ル 計 ココ 
Meer Campbell 絆 mW arr 
「 歌 姫 ] に 憧れ 


デュ ラン ダル に 利用 され た 少女 


CE.( コ クー イラ) 73、 ザ フト と 地球 連合 軍 
の 間 で 、 再 び 激 し い 武 力 衝突 が 開始 され た 。 当時 
の プラ ント 最高 評 講 会 議長 ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ 
ル は 、 こ れ か ら さら に 混 湯 と する で あろ う 戦 乱 に 向け 
て プラ ント 市 民 の 心 を ひと つ に する た め 、 あ る 秘策 を 
用 意 し て いた 。 それ が 、 ラク ス ・ ク ライ ン の 影武者 ニ 
ア ・ キ ャ ン ベ ル で あっ : 
ア は 、 ラ クス に 人 憧れ た コー ディ ネイ ター の 少女 
で あっ た 。 外見 は 似 て いな か っ た が 、 歌声 は ラク ス 
そっ くり で あり 、 そ の 声 を 聞い た デュ ラン ダル に スカ ウ 
ト さ れ た の で ある 。 ミー ア が デュ ラン ダル か ら 依 頼 さ 
れ た の は 、 プ ラン ト か ら 苑 脱し 、 オ ー ブ で 隠 通 生活 を 
送っ て いた 本 人 の 代わ り に 、「 ラ クス その も の 」 を 演 
じ る こと で あっ た 。 ラク ス に 憧れ を 抱い て いた 少女 は 
これ に 同意 し 、 整 形 を 受け ラク ス と 瓜 。 の 顔 と 
な る 。 そし て ミー ア は 、 プ ラン ト に 帰還 し た 「 歌 姫 」 と 
し て 全 世 界 に その 次 を 晒し た の だ っ た 


| 
さけ 0S 提 本 へ 弧 A* 補 計 


デュ ラン ダル の 信夫 を 生 
は ラウス と し て 
生き る こと を 決 章 。 プラ 
ント 市 民 の 前 に 庄内 と 


妻 を 現し 、 国 三 発 揚 に 
一 人 買っ て いる 


ス 本 人 の 所 在 が 
て お ら ず 、 自ら の 正体 が 胃 見 する こと を 恐れ で いた 


Z6MF-1000 
ザク ウォ ー リ ア 
(ライ ブ 住 欄 ) 


あれ は わた し よ ! 
わた し まわ ! 


「 ラ クス 」 と な っ た ミー ア は 、 デ ュ ラ ンダ ル の 演説 に 付 
き 添っ た り 、 ザ フト の 各 拠点 で 野間 ライ ブ を 行っ た りす 
る な ど 、 政 府 側 の 人 間 と し て 精力 的 に 活動 を こなす 。 
デュ ラン ダル に 政治 利用 され て いる こと は 承知 し て いた 
が 、 彼 の 政策 に 倫 同 し て い ) ア に と っ て 、 それ は 問 
題 で は な 。 また 、 ラ クス と し て 市 民 か ら 得 られ る 声 
援 は 、 ミ ー ア に は 気持 ちよ く 署 いた の で ある 。 デュ ラン 
ダル の 方 針 に 疑問 を 持っ た アス ラン か ら 脱 走 を 促さ れ 
た 際 も 、 ミ ー ア は ラク ス と し て の 地位 を 捨て る こと は で き 
ず 、 断っ た の で あっ た 

だ が 、 ラク ス と し て の 日 々 は 突如 と し て 終 混 を 迎え る 。 
これ まで 族 を 隠し て いた 本 物 の ラク ス が 登場 し 、 そ の 
正体 が 明らか に な っ て し まっ た の だ 。 直後 か ら ミ 
新た に マネ ー ジ ャ ー と し て 派遣 され た サラ の 下 、 コ ペル 
ニク ス で 軟禁 生活 を 強い られ る こと に な る 。 華やか な 表 

台 か ら 強 制 的 に 退場 させ られ た こと で . ア に は ラ 
クス 本 人 へ の 不満 が 募っ て いく 。 そし て サラ に 唆 され 
ラク ス 暗殺 を 画策 する まで に な る の だ っ た 

し か し 、 暗 殺 目 的 で ラク ス 本 人 と 対面 し 、 そ の 言葉 を 
聞い た ミー ア は 、 彼 女 に 憧れ て いた 頃 の 自分 を 取り 戻 
す 。 外見 が いか に 似 て いよ うと 、 その 言葉 に は 、 自分 に 
は な い 清廉 さと 、 強い 意志 が あっ た の だ 。 サラ の 銃撃 か 
ら 身 を 据 し て ラク ス を 守っ た の も 、 これ まで の 行動 を 悔い 
た ミー ア な り の けじめ の 付け 方 だ っ た の か も 知れ な い 


足跡 ZZ43Y7IK3 


ミー ア が 初め て 大 衆 の 前 に 次 を 現し た の は 、 ナ チュ 

ラル に よる 楼 攻 撃 が 明らか と な り 、 ブ ラン ト 市 民 の 間 に 
混乱 が 生じ て いる と き で あっ た 。 ミー ア が ラク ス と し て 
放っ た 言葉 は 、 プ ラン ト 市 民 の 動揺 を 最小 限 に 抑え た 
の で ある 。 また 、C.E.71 の 戦乱 時 に プラ ント の 政策 を 
批判 し 、 郊 脱し て いた ラク ス の 帰還 は 、 新 政権 に 対す 
る 市 民 た ちの 信頼 の 操り 所 と も な っ た 。 その 後 も ミー ア 
は デュ ラン ダル 政権 の 広告 塔 を 演じ る が 、 搭乗 する シャ 
トル が ラク ス 本 人 に 奏 取 され 、 対 オー プ 江 終結 後 の 演 
説 を ラク ス 本 人 に ジャ ッ ク さ れる 。 以後 、 デュ ラン ダル か 
ら 不 要 と 判断 され ア は 、 月 面 都市 ・ コ ペル ニク ス 
に 追い や られ 、 ラ クス 暗殺 の 捨て 移 と し て 利用 され た 
ラク ス 本 人 の 説得 で 自身 の 危う い 立場 を 実感 し 、 犯 し 
た 過ち に 気付 いて 涙し た ミー ア だ が 、 直 後に サラ が 放っ 
た 鉄 撃 か ら ラ クス を 底 い 、 命 を 落と し た 


能 カ 62 の 


「 プ ラン ト の 歌姫 」 と し て 知ら れる ラク ス を 演じ る た め 
に は 、 外 見 以上 に 、 優 れ た 歌唱 力 が 不可 欠 で あっ た 
ミー ア は ラク ス に 似 た 声色 と 歌唱 力 を 持ち 合わ せ て お 
り 、 市 民 た ち は 彼 女 を 偽者 だ と 縫う こと は な 
だ し 、 以 前 は ゆっ た り と し た アレ ンジ で 接 露 され て いた 
楽曲 が ダン ス ・ チ ュー ン へ と 様変わり し て お り 、 その こと 
に 戸惑う ファ ン は いた よう だ 。 


ネル パ の プリ ッ ジ クル ー で あっ た ヴィ ー ノ ・ デュ 
180 度 界 な る パパ フォ ー マ ンス に 凌 和 誠 を 甘え て いた 


MORE INFO! 
ミー ア の マネ ー ジ ャ ー 


は 、 キ ング TG@KED@ が マネ ー ジ ャ ー に 
こと を 知っ て お り 、 本 物 の 


キラ や アス ラン た ちと 時 区 区 を 紀 り 広 
手 偽 列 を 用 いで ラク ス 障 符 を 
層 成 し よう と する も 拓 了 
よっ て と ど め 刺され た 


A YS - WE 


ンダ ム W 
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| mkenown | 


XXXG-O1W ウイ ンプ ガン ダム 
ガン タム の 開発 者 


MS 形 三 で は 不可 能 な 
高速 移動 が 可能 と な る 。 


| aig ガン タム W 
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作戦 ミス は 死 だ 。 し か し 、 
この まま で は 死ね な い ! 


ツ 容 。 0Z 制 式 の も の 


i/ 地球 を 駆け 巡っ た 戦い 


MORE INFO! 指導 者 ヒイロ ・ ユ イ 


ム で あり 、 そ の 名 前 の 由来 と 


国家 群 の 独立 と 自治 
非武装 ・ 非 暴力 箇 え 、 コ ロニ ー 住 民 か ら 熱 麹 な 支持 を 徹 け 
。 だ が A.C.175、 ヒ イロ ・ ユ コイ は 何者 か に 暗 病 され 、 凡 降 

独立 ・ 自 治 運動 は 下 火 と 
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nl 


モル ゲン レー テ 社 の 女性 た ち 主語 


出身 不明 


IMorgenroete Women 技能 US 時 09 訪 6 ポラ 


中 立 を 維持 する た め に 自衛 
M1 ア スト レイ の 実用 化 を 急い で 


人 ム エリ カ ・ シ モン ズ 


オー プ 国 民 と し て の プラ イド 


ナチ ュ ラ ル で は 有数 の 操縦 能力 


する た め の 0S の 改善 を 依頼 


クサ ナギ に も 搭 果 


実 意 を 終え 、 な ん と か 帰 馬 し た アサ ギ 
た た め 、 療 労 田 粧 の 様子 で あっ た 


ヤキ ン ・ ド ウゥ ー エ 攻略 戦 
マユ ラ 。 この 直後 


スト ライ クル 
撃 す る カガリ り を 、 エリ カ は 
心配 そう に 見 つめ て い 
た 。 幼い 頃 か ら 知っ て い 
る カガリ を 娘 の よう に 見 


MORE INFO! 

ヒビ ヒル ゲン レー テ 社 

モル ゲン レー テ 社 は 半 公営 企業 で あり 、 
と 言え る 。 兵器 開発 を 専門 と し て お り 、 そ の 高い 技術 力 は ザフト や 地 
球 軍 か 5 も 注目 され て いた 。 だ が 、 中 立 と いう 立場 を 破り 、 大 西洋 連邦 
と 共同 で GAT-X シ リー ズ を 開発 。 ザフト の 通 撃 を 許す 口実 与え て し 
C.E.71 に は . オー ブ の 技術 を 狙う 地球 軍 の 保 恵 を 避け た た め . 
オノ ゴロ 島 の 放棄 ・ 電 破 を 決断 。 オノ ゴロ 島 に あっ た モル ゲン 
テ 社 の 本 社 と MS 製造 工場 は 壊 厳し て し まっ た 


質 上 オー ブ の 直轄 組織 


Td 


オン ゴロ 島 は 、 オ ー フ の 軍 

た 
セキ ュ リティ も 鑑 し か っ た 
が 、 島 で 生活 し て 
ト の スパ イ の 手引 き 
ザラ 隊 の 潜入 を 許し 


MS 実験 場 


エリ カ た ち に よっ て M1 ア ス 
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プア タグ * 和 り ラ ( う 


階級 


出身 


Athrun Zala 


ザフト を 腕 退 し た エリ ー ト 兵士 が 
戦争 の 意義 を 探し た 苦悩 の 日 々 


「 何 の た め に 戦う の か 」 一 一 それ は 、 コズミック ・ イ 
ラ (CE) 71 の 戦乱 に 参加 し た アス ラン ・ ザ ラ を 最 
も 苦悩 させ た 問い で あっ た 。 軍人 の 大 義 は 、 所 属す 
る 軍 の 命令 に 従い 、 己 の 命 を 捧げ て 自軍 の た め に 
行動 する こと に ある 。 だ が 、 そ の 大 義 に 従っ て 幼 馴 
染 で ある キラ ・ ヤ マト と 交戦 し 、 彼 の 乗る スト ライ ク ガ 
ンダ ム を 破壊 し た と き 、 ア スラ ン の 心 に は 虚 し さ だ け 
が 残っ た 。 そし て その 上 護 し さ の 意味 を 、 キラ ヤラ クス ・ 
クラ イン が 取っ た 行動 に よっ て 知る の で ある 。 

オー ブ 近 海 で スト ライ ク を 撃破 し た 衝撃 に 巻き 込ま 
れ 、 重傷 を 負っ た アス ラン 。 だ が 、 彼 は カガリ ・ ユ ラ ・ 
アス ハ に よっ で 救出 され た 。 アス ラン は カガリ と の 会 
話 の 中 で 、 自 身 が 取っ た 行動 へ の 後悔 の 念 に 荷 ま 
れる 。 その 気持 ち に 整理 が つか ぬ ま ま 、 ア スラ ン は 
プラ ント へ と 帰国 する 。 帰国 し た プラ ント で は 、 ラク ス 
が ザフト の 新型 機 フリ ー ダ ム ガ ン ダム を 奪取 し 、 姿 を 
消す と いう 大 き な 事件 が 起き て いた 。 


2 カガリ や ラク ス と の 接 角 
ン ノ で 、 アス ラン は 怪 う こと 
L/ 有 | の 正味 を ぎえ 始め る 
・ ム 地球 軍 と の 戦闘 が さら 
に 過酷 化す る 中 で 、 息 ク 
は キラ と の 共 関 決意 
N る の だ っ た 。 


スト ライ ク を 糧 硫 する た 
め に イー ジス ガン ダム を の 

自信 させ た アス ラン は 、\ 

検 動力 手 江 型 MS、 』 1 

ステ ィ ス ガン ダム を | 
な 還 機 と し 、 そ の カカ を 存 
分 に 先 拓 た デー 


ラン と 友好 を 深め 、 彼 が ず フ 
ト を 区 騰 し て エタ ー ナ ル に 
移っ て か ら に 共に 行動 し た 。 
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この 介 人 は …… 
俺 個人 の 意思 だ ! 


スラ ン は 父 で ある パト リッ ク か ら 、 ラ クス が ザフト に 
反目 し 、 行方 を くら ませ た こと を 聞か され る 。 元 婚約 者 の 
" 相 切 り " に 衝撃 を 受け る アス ラン で あっ た が 、 同 時 に 
ラク ス の 拘束 を 父 か ら 命じ られ た 。 ラク ス の 居場所 を 突 
き 止め た アス ラン は 、 戸惑い な が ら も 彼女 に 銃 を 向け 
る 。 だ が 、 ラ クス の 強い 決意 を 感じ 取っ た アス ラン に は 、 
彼女 を 撃つ こと は で き な か 

ラク ス か ら キ ラ の 生存 を 知っ た アス ラン は 、 彼 と の 接 
触 を 試み る た め 、 受 領 し た ジャ ステ ィ ス ガン ダム で 地球 
に 降下 。 「 オ ー ブ 解 放 作戦 ] に て 彼 が 地球 軍 の 攻撃 
に 遭っ て いる の を 見 た アス ラン は 、 衝 動 的 に 彼 を 提 護 
する 。 軍人 で は な く 、 ひ と り の 人 間 と し て 友 を 助け た い 、 
と いう 想い が 、 彼 を 突き 動か し た の だ 。 ザフト や 父 へ の 
信頼 や 地球 軍 へ の 憎悪 は 消え な か っ た が 、 現状 を 変え 
る べく 、 キラ と の 共闘 を 決意 し た の で ある 

アス ラン は 、 アーク エン ジェ ル エタ ー ナ ルン クサ ナ 
ギ に よる 合同 部 隊 に 参加 。 ザ フト と 地球 軍 の 凄惨 な 戦 


い を 終結 させ る た め に 、 そ の 力 を 振る う 。 また 、 パ トリ ッ 話さ と @⑧ ザ フト の エリ ー ト バイ ロッ ト で あっ た アス ラン の 抽 脱 は 、 ザ フト 内 に も 大 き な 害 撃 を 角 え た 。 と りお 
ク と の 直接 交渉 を 行う な ど 、 自 身 の 立 場 を 活か し た 行 3 イサ ー ク は 、 ディ アッ カ と アス ラン が 隊 有 し た こと に ショ ッ ク を 受け て いる 

パイ ロッ トス ー ツ 姿 。 ザフト を 離脱 し 、 エ ター 立 部 隊 に 合流 後 も 、 パ イロ ッ ト ス ー ツ に は 
動 も 取っ た 。 すべ て は 戦争 に よる 憎しみ の 連鎖 を 終わ ) ら 替え ガ が な か っ た た めか 、 その まま 潮 用 し て い 3 
ら せ る た め ー 一 それ が 、 ア スラ ン が 仲間 た ちと 共に 選 1 @ ント 2 提 9 行 す る アス ラン 。 プ 2 対人 、 カ ガリ なの 軍人 に した 
に = 5 所 ト 、 動 | て 装 
ん だ 正義 で あり 、 キ ラ と の 交戦 で 感じ た 虚 し さ に 対す る オー プ ・ オ ノコ ゴロ 島 が か ら 衣 隊 し 、 ク サナ ギ に 合 溢 し た アス ラン は 、 オー ブ 軍 が 用 意 し て いた オレ ン 


ジジ 色 の ジャ ケッ ト を 着用 し て いる 


っ た 。 その 想い は 、 大 き な 犠 牲 を 払い な が ら も 、 
前 の 世界 を 救っ た の で ある 


に キザ デフ ト 離 脱 と いう 決断 


アス ラン に と っ て 、 ザ フト か ら の 離脱 は 大 き な 決 断 で 
あっ た 。 父 パ トリ ッ ク や クル ー ゼ 隊 隊 長 の ラウ 
盟友 イザ ー ク ・ ジ ュー ル な ど を 裏切る こと に hu 
だ 。 だ が 、 ナ チュ ラル の 残 減 に 傾く ザフト に 違和感 を 覚 みり に ま 
え 、 ジ ャ ステ ィ ス 受 社 後に ザフト を 苑 反 。「 オ ー ブ 解 放 き 
作戦 ] に オー ブ 側 と し て 参加 し た アス ラン は 、 ア ー ク エ 
ンジ ェ ル プク サナ ギ の 宇宙 へ の 離脱 を 
プラ ント で パト リッ ク と 対面 する が 、 アス ラン が ザフト を 非 
難し た こと で 交渉 は 決裂 。 その 後 、 ク ライ ン 派 の 助け で 
エタ ー ナ ル に 合流 し た アス ラン は 、 ボ アズ 、 ヤキ ンド ゥ ー 
エ で の 戦 し 骨 が 繰り 広げ られ る 
中 、 地 球 に 照準 を 合わ せ た ザ フト の 大 量 破 壊 兵 器 、 ジ ェ 
ネ シ ス の 発動 を 止め る た め 、 カ ガリ と 共に 内 部 へ 潜入 
ジャ ステ ィ ス を 自爆 させ 、 を 破壊 する 。 これ を 機 に 
ザフト と 地球 軍 の 長き に 理 る 戦乱 は 終結 し た 


3 


MORE INFO! 父 と の 確執 


イー ジス に 代わ る ア 
ス は 、 核 動力 を 搭載 し た 試作 機 で あっ た 。 その 大 出力 
は 既存 の MS を 大 きく 上 回 る も の で あっ た が 、「 フ ァ ト ゥ 
ム -00」 の 搭載 な ど 、 斬 新 な 機構 を 各所 に 採用 し て お 
り 、 そ の 操作 も 習熟 を 要する も の で あっ た 。 だ が 、 ア ス 
ラン は 、 そ の 優れ た 能力 を 駆使 し 、 機 体 を 巧み に コン ト 
ロー ル し た の で ある 。 


LM6 


m02 sm13i 
フル ・ フ ロン タル 


Full Frontal 


剛 朗 直入 れる た め の 溢 証 


ラン の に HE し た な や 
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スメラギ ・ 李 ・ ノ リエ ガ 革 k 


Sumeragi Lee Noriega tn 


CB の 理念 に 身 を 委ね た 
プトレマイオス の 指揮 官 


戦術 予報 士 一 一 身 軍 の 戦力 や 戦闘 環境 を 詳 
軍 に 調査 ・ 分 析 し 、 最 も 効率 的 ・ 効 果 的 な ミッ ショ 
ンプ ラン を 立案 する 職業 で ある 。 いわ ば 戦術 の プ 
ロフ ェ ッ ショ ナル と も 言え る 彼ら の 存在 は 、MS 同 士 
で の 戦闘 が 多発 し て いた 24 世 紀 初 頭 で も 必要 不 
可 欠 で あり 、 戦 術 予報 士 が 指揮 官 を 業 ね る こと も 
多かっ た 。 ス メラ ギ ・ 地 ・ ノ リエ ガ は 、 西 暦 2307 
年 に 歴史 の 表 舞 台 に 登場 し た ソレ スタ ルビ ー イ ング 
(CB) の 所 履 艦 ・ プ トレ マイ オス の 戦術 予報 士 と し 
て 、 全 戦闘 行為 へ の 武力 介入 を 指揮 し た 

スメラギ は 、 ユ ニオ ン 国 際 大 学 を 卒業 後 、 そ の 能 
力 を 買わ れ て AEU の 戦術 予報 士 と な る 。 だ が 、 あ る 
作戦 で の 失敗 を 楓 に 彼女 は 戦術 予報 士 と し て の 自 
信 を 失い 、 軍 を 雷 脱 する 。 そん な 彼女 の 新た な 光 と 
な っ た の が 、 全 戦争 行為 の 根絶 を 掲げ る CB で あっ 
た 。 その 理想 に 惹か が れ た スメラギ は CB に 参加 し 、 プ 
トレ マイ オス に 乗 能 し た の で ある 。 


CL 


プトレマイオス 
CB 天仙 


PERSONAL PROFILE 0 nD2 sm D6 


プトレマイオス で は 、CB の 活動 を 管理 する 量子 コン 
ピュータ 「 ヴ ェ ー ダ ] が 示す 武力 介入 プラ ン を 受け 、 そ 
れ を 実行 する 役割 果たし て いた 。 当初 は ミッ ショ ン の 
多く を 成功 に 導い た スメラギ だ が 、 民間 人 を 教 出 する た 
め 、 プ ラン を 無視 し た 指揮 を 軌 る こと も あっ た 。 彼女 は 
CB に よる 世界 の 変 華 を 匠 っ て いた が 、 それ は 人 類 が こ . 
れ ま で 歩ん で きた 殺 氏 の 歴史 を 変え た いと の 珠 い か ら 「 
で あり 、 た と え 「 ヴ ェ ー ダ 」 の 命令 で あっ て も 、 その 信 恋 
を 曲げ る こと は な か っ た の で ある 。 一 方 で 、 大 学 の 同 
軍 で あり 、 ユ ニオ ン の 技術 士官 を 和 務め て いた ピリ ー・ カ 
タ ギ リ か ら ユ ニオ ン の 情報 を 引き 出す な ど 、 作戦 の た め 
に は な り ふ り 構わ な い 姿 勢 も 見 せ て いた 。 戦術 予報 十 
と し て これ が 最後 の 戦い に な る こと を 願っ て 一 一 。 

ガン ダム の カ を 又 使 し た スメラギ の ミッ ショ ンプ ラン は 
世界 を 盆 か し 、 三 大 勢力 の 結束 を 促す 。 だ が それ は 、 
物量 に 劣る プトレマイオス が 劣勢 に 陥る こと を 重 味 し て 
いた 。 さら に 疑似 GN ドラ イヴ と ジン クス を 保有 する 国連 
軍 の 登場 に より 、 態 は 禄 地 に 立た され る 。 敷 北 を 悟る 
スメラギ だ が 、 そ れ で も 仲間 た ちと 載 い を 続け た 。 それ 
が CB の 役目 だ と 信じ て いた か ら で あ る 。 だ が 、 国 連 軍 
と の 最終 決戦 で 次 々 と 仲間 が 命 を 落と し て いく その 光 
景 を 見 て 、 スメラギ は 自身 が 戦術 予報 士 と し て 無力 で あ 
る こと を 再び 痛感 する 。 彼女 は 深い 失 師 の 中 で 、 国連 
軍 と の 戦い を 終え る の だ っ た ……。 


EE | 


プトレマイオス の 戦術 予報 士 と と っ た スメラギ は 、4 機 
の ガン ダム を 使っ て 各地 の 紛争 地域 に 介入 。 状況 や 
達成 度 に 応じ て プラ ン を 切り 替え る な ど 、 慎 量 か つ 大 胆 
な 戦術 で ミッ ショ ン を 成功 に 洛 い た 。 だ が 、 人 類 草 新 連 
加 の 「 頂 武 」 部 隊 と の 交 音 で は 、 敵 指揮 官 で ある セル 
ゲイ ・ ス ミル ノ フ の 載 術 に 秋 弄 され 、 総 体 絶 命 の 危機 
に 陥る 。 その 危機 は 和 逃れ た も の の 、 タ クラ マカ ン 砂 満 で 
行わ れ た 三 大 勢力 合同 軍 と の 戦い で は 4 機 の ガン ダム 
で 持久 戦 に 臨み 、 圧 倒 的 物量 差 か ら 苦 埋 を 強い られ る 。 
それ で も 秩 特 者 は 出 な か っ た が 、 国 連 軍 に よる 対 CB 壊 
減 作戦 「FALLEN ANGELS」 で 、 プ トレ マイ オス は 包 
囲 さ れる 。 スメラギ は 自ら も 強 黄 用 コン テ ナ に 移乗 し 攻 
撃 に 参加 する が 、 軍 医 の JB. モ レノ ヤブ リッジ クル ー の リ 
ヒ テ ンダ ー ル ・ ツ エー リ 、 ク リス ティ ナ ・ シ エラ が 埋 死 。 
スメラギ は 生き 残っ た こと に 後 梅 すら 覚え る の だ っ た 。 


少数 部 隊 の カカ を 引き 出し た す 党 | 
他 の MS を 圧倒 する ガン ダム を 4 機 保有 し て いる と は g 
生ま mas 衝 あ が 本 利 < | MOREINFO! ビリー ノエ イフ マ ン い 
変わ り は な か っ た 。 だ が 、「 ヴ ェ ー ダ 」 の 示し YS 
た プラ ン を ペー ス と し な が ら も 、 状 況 に 応じ て 臣 応 変 
に プラ ン を 修正 し た スメラギ の 存在 が 、 ガ ンダ ム の 能 
カカ を 最大 限 に 活か し た 。 それ は 結果 的 に 、CB が 掲げ る 
[全音 争 行為 根絶 と いう 理念 を 人 類 に 浸透 させ る 
だ け の イン パク ト に 閥 が っ た の で ある 。 


』 
人 


タ ギ リ は ィ ィ ビリー・ カ タ ギ リ 


レイ フエ イフ マン 
+ 則 和 研 


4 | 
ガン ダム マイ ステー の アレ ル ヤ ズム が 人 革 連 大 人 析 問 の 紅 を 
鱗 え る と 。 スメラギ は それ に 敵 瑞 。 間 ら に ミッ ショ ンプ ラン を 立 茎 し た 。 
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グラ ハム ・ エ ー カ ー 


Graham Aker 


「 演 」 と し て の 生き 方 を 模索 し た 
ソル プレ イヴ ス 隊 隊長 


ガン ダム へ の 愛憎 入り 混じる 想い か ら 修 牙 の 道 を 
歩ん だ 男 は 、 西 礎 2312 年 に 行っ た 半 孝 ・F・ セ イ 
エイ と の 一 騎 討 ちの 中 で 、 新た な 道 を 示さ れる 。 「 生 
きる た め に 戦え 」 一 一 麗 族 の その 言葉 は 、 こ れ ま で 
の グラ ハム の 行動 を 否定 する も の で あり 、 すぐ に は 愛 
け 入 れ 難 い 考え で あっ た 。 だ が 、 ア ロウ ズ の 前 壊 と 
共に 西暦 2312 年 の 戦い が 終わ る と 、 彼 は ミス ター・ 
プシ ドー で は な く 、 グ ラ ハ ム ・ エ ー カ ー と し て 地球 連 
孝 軍 に 参加 する 。 アロ ウズ に 所 属す る こと で 招い た 
混乱 へ の 噴 罪 、 そ し て 、 ソ レス タル ビー イン グ (CB) 
と 共に 妄 を 消し た 半 緒 と 再び 館 り 合う こと を 信じ 、 行 
動 を 再開 し た の だ 。 

幸い に も グラ ハム の 周囲 に は 、 盟友 ピリ ー・ カ タ ギ 
リ 、AEU 出 身 の カ ティ ・ マ ネ キ ン な ど 、 信 頼 で きる 仲 
間 や 上 官 が お り 、 彼 の 復帰 は スム ー ズ に 進ん だ 。 さ 
ら に グラ ハム は 自ら を リー ダー と する MS 部 隊 ・ ソ ル ブ 
レイ ヴ ス を 結成 し 、 新た な 戦い に 備え た の で ある 。 


ソル プレ イヴ スウ 


地球 連邦 還 
か 佐 い 


ュ ニオ 


MS 欄 組 、 部隊 橋 尾 


BNX-Y903VW 

。 プレ イヴ 指 押 富 用 試験 
ap 
し て 開 工 し た 攻 

人 科 。 間 

人 は RGNF ラ 

橋 凌 (一 般 用 は 1 基 

も 大 型 で ある 


カレ イヴ 商 竹 葛 用 試験 


EE 
ue revew 


西暦 2314 年 
配備 に 見 込み が 
備 を 整え て いた 。 だ が 
自由 に 形 を 変 


人 や 戦艦 を 次 々 と 香 み 込 
を 本 


て いた 装 那 は 、 ELS に 対し 
動 を 理解 し よう と 対話 を 試み た の で 
い 志 に グラ ハム は 副 鉄 を 受け る 
の 提 謀 を 始め た の で あっ た 

ラ ハ ム は 、CB と 共同 で 行っ た ELS と の 一 大 
肉 戦 に ソル プレ イヴ ス を 引き 連れ て 参加 。 秒 那 を 対話 


で は な く 、 彼 ら の 行 


に 導く た め 、 出来 る 限り の 援護 を 行う 。 だ が 、 ELS は 部 
下 の 機体 を 拐 弄 し 、 そ し て グラ ハム の 乗 機 を も 汚染 
始め た 。 この まま 命 を 身 ら 
グラ ハム は 、ELS の 集合 

の 機体 ・ ダ ブル オ 


水先 案内 人 を 買っ て 出る 

体 ご と 突撃 する グラ ハメ れ 

の 叫び を 残し 、 人 類 の 未来 を 守る べく 
ね た の で ある 


EE CL ] 


ソル プレ イヴ ス の 初出 撃 は 、ELS の 大 群 に 壮 撃 され 
た 地球 連邦 軍 の 艦隊 を 援護 する た め に 行わ れ た 。 だ 
が 、 グ ラ ハ ム ら が 戦場 に 到着 し た 頃 に は 態 隊 は 全 減 ! 
て お り 、 グラ ハム は 出動 の 遅れ を 悔やむ 。 その 後 、 自 部 
隊 の み で 対 ELS 戦 を 敢行 し た が 、GN 粒 子 が 低下 し た 
た め 、 CB の プトレマイオス 2 改 に 合流 。 艦内 で は 、 ELS 
と の 戦闘 で 重信 を 負っ た 剰 那 と 久々 の 対面 を 果たす の 
だ っ た 。 換 点 に 帰還 し た \ ム は 、 ソ ル ブ レ イヴ ス を 
ELS と の 一 大 決戦 に 郊 む 地球 連邦 軍 の 一 部 
て 再 出撃 。 少数 部 隊 で ある に も か か わら ず 、 練 度 
の 高い 連携 に よっ て ELS の 侵攻 を ある 程度 は 食 
に 、 ダ ブル オー クア ンタ を 援護 | 
を サポ ー ト し た 。 そし て 最後 は トラ ン ザ 
と 突撃 。 その 身 を 抱 し て 、 ダ ブル オー 
ELS 内 部 へ と 保 入 する 経路 を 切り 開い た の だ 


、 能力 EES ] 


ュ ニ オン フラ ッ グ 時 代 か ら 見 せ て いた 揉 縦 能力 は 、 ブ 
レイ ヴ に 乗り 換え で か ら も 活 が され た 。 これ まで の 党 機 と 
同様 信頼 する 技術 者 ビリ ー が ブレ イヴ の 開発 を 手持 
け て お り 、 グラ ハム 好み の チュ ー ン ナッ プ が な され て いた 
こと も 、 そ の 力 を 十 二 分 に 発揮 で きる 要因 と な っ た の で 
ある ソル ブレ イヴ ス の 隊長 と し て の 指揮 能力 も 
高く 、 一 系 乱れ ぬ 連 携行 動 に よっ て 対 ELS 江 を 行 ! 

圧倒 的 な 物量 差 に ちか か わら ず 多大 な 戦果 を 挙げ た 


は 
その 身 を ELS 


RTTHWTTTTTTTTZD 
き 間 か て 出 役 し た グラ ハム sr 


MORE INFO! _ ソル ブレ イヴ ス 


グラ ハム が 地理 連邦 軍 内 で 新た に 組織 し た MS 部 隊 。 運 吉 


ロト の 宏 も 見 られ た 
習 場 か ら 江 退 し た た め 、 全員 が 
を 中 し て 皿 ん だ 2 度目 の 交戦 で は 、 イ 
て いる ほか 、 複 数 の プレ イヴ が 再 硫 る 他 の 隊員 も 
還 場 で 命 を 括っ た と 見 られ る 。 グラ ハム が 出 再 前 に 語っ た . 生き 
て 帰 連 せ よ と の 命令 に 従う こと は さす が に 国難 で あっ た 


ヴィ クト ル ・ レ オー ノ フ 


ア ・ タ ケイ イェ ー ガ ン ・ ク ロウ 


a 


ルド ルフ ・ シ ュ ラ イ バ ー 


グラ ハム に 戦 礼 す る ソル プレ イヴ 
に: に と っ て も 、 画 選 2307 年 時 の 
し ・ ダ + 


ネフ ェ ル ナギ ー ブ 
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リヒ テン ダー ル ・ ツ エー リノ テーー ト ee 
クリ ステ ィ ナ ・ シ エラ は = 


Lichtendahl Tsery プ Christina Sierra 


実行 部 隊 の 拠点 を 支え た 
若き クル ー の 活躍 と 最期 


私 設 起 装 組織 で ある ソレ スタ ルピー イン グ (CB) 
に は 、 人 種 や 性 別 、 年 齢 ・ 経 庭 な ど に 関係 な く 、「 全 
戦争 行為 の 根絶 ] と いう 理念 に 貸 同 し た 者 が 参加 
し て いた 。 プトレマイオス の 操 衣 士 で あっ た り ヒ テン 
ダー ル ・ ウ エー リ (リヒ ティ ) 、 戦 況 オペ レー ター の ク 
リス ティ ナ ・ シ エラ (クリ ス ) も 、 そ れ ぞ れ の 理由 か ら 
CB の 理念 に 身 を 委ね た メン バー で ある 。 

リヒ ティ は 、 太 陽光 紛争 で 両 半 を 亡くし 、 自 身 も そ 
の 際 の 催 傷 が も と で 半身 を 機械 化 さ れ て いた 。 その 
後 、 操 能 の 院 を 買わ れ CB に 参入 、 プトレマイオス に 
操 艇 士 と し て 乗艦 する 。 一 方 で クリ ス は 、 育 て の 緩 
と の 対立 か ら 家出 し 、 ク ラッ キン グ で 生計 を 立て て い 
た 。 彼女 の 高い クラ ッ キ ング 能力 は CB に も 伝わり 、 
クリ ス は スカ ウト され る 。 そし て 彼女 も リヒ ティ と 同様 、 
プトレマイオス に 乗艦 する こと と な っ た 。 
た りほ プ ト レ マ イ 
す オス の クル ー ミ を り 。 
理生 2307 等 に 表 


カカ 介入 を 開 結 。 そ 
ITT 


導き を 増し で いっ 
た 。 その 中 で ふた り 
は 。 閉 いで 結ば 
かれ て いっ た 


4 クリ ステ ィ ナ ・ 
シエラ (タリ ス ) 


ム リヒ テン ダー ル ・ 
「* | ツ エ ー リ (リヒ ティ ) 


に 2 J 


1 メ 
の 末 を 実行 に 柳 し ょ 


mE02 mm 094 


西暦 2307 年 、 ふ た り は プトレマイオス の クル ー と し ルン 
て 、 各 地 の 紛 争 に 武力 介入 を 開始 し た 。 リヒ ティ は 散 < 
の 操 能 士 と し て 、 砲撃 手 で ある ラッ セ ・ ア イオ ン や 戦術 や 、 
予報 士 の スメラギ ・ 李 ・ ノ リエ ガ と 連携 を 図り な が ら 、  「、」 
非武装 の 藩 を 抄 命 に コン トロ ー ル する 。 人 類 基 新 連 盟 
「 頂 吉 分 隊 と の 戦い を ど で ミス を 犯す こと も あっ た が 、 / 
それ は 実戦 経験 の 不足 か ら 生 じ る も の で あり 、 戦 い を 
経験 する ご と に 澤 し く 成長 し て いく 。 = 

戦い と は 無線 に 生き て きた クリ ス は 、 初め て 経験 する 了 
戦場 の 能 し さ に 、 戸 感 い と 恐怖 を 隆 せ ず に いた 。 だ が 、 | 
年 下 な が ら ど の よう な 状況 に も 動じ な い ブ リッ ジ ク ル ー、 
フェ ルト ・ グ レイ ス に 感化 され 、 恐 怖 を 乗り 越え る 強 さき を 。 
身 に つけ て いっ た の で ある 。 その 中 で 、 彼女 は CB が 掲 
げた 理念 と 向き 合い 、 そ の 実行 に 選 進 する こと を 決意 。 | 
する の だ っ た 。 

プトレマイオス の 行動 に よっ て 紛争 は 減少 し 、 大 きく 
3 つの 勢力 に 分 か れ で いた 世界 は ひと つ に まとまり 始め | 
る 。 だ が それ は 、 プ トレ マイ オス へ の 圧力 が 強まる こと を MT) 
間 味 し て いた 。 CB は 敗北 を 悟り な が ら も 戦い を 続け 、 
地球 連邦 の 団体 と な っ た 国連 の 飛 生 を 促す 。 だ が 、 そ 
の 代 信 と し て プトレマイオス は 撃沈 し 、 最 後 まで 艦 に 
斑 っ た リヒ ティ と クリ ス も 命 を 散ら せ た 。 生き 残っ た ガン 
ダム マイ スタ ー や 、 ふた り が 妹 の よう に 思っ て いた フェ ル 
ト に これ か ら の 志 界 を 託し て 一 一 。 


強い 絆 か ら 芽 生 ヵ 
リヒ ティ と グリ ス は プトレマイオス 内 で 出会い 、 同 じ 志 
を 持っ た 同僚 と し て 語 め 合う 伸 で あっ た 。 リヒ ティ は 当 
初 か ら ク リス の こと を 気 に 掛け て お り 、 そ れ と な く ア プ 
ロー チ を 継 り 返し て いた 。 し か し 、" イ ケ メ ン " 好ま の クリ 
ス に と っ て リヒ ティ は 対象 外 で あっ た よう で 、 相 手 に し て 
いな か っ た 。 それ で も 、 戦闘 が 続く 中 で 絆 を 深め る と 、 
徐々 に クリ ス の 感情 に も 変化 が 生ま れ て いっ た の で あぁ 
る 。 だ が 、 そ の 変化 が リヒ ティ へ の 愛 だ と 気付 く の は 、 
ジン クス の 攻撃 に よっ て プトレマイオス の ブリ ッ ジ が 劇 
培 し 、 彼 に よっ て その 身 を 底 わ れ た と き で あっ た 。 クリ ズ 
は 、 リヒ ティ の 気持 ち を 初め て 感じ 取り 、 彼 に 真 割 に 向 
き 合っ て こ な か っ た 自分 を 駆 じ る 。 一 方 で リヒ ティ は 、 命 
の 灯 が 消え る 直前 で あっ て も その 想い が 通じ た こと に 
理 び を 感じ て いた 。 ほん の 一 瞬 で は あっ た が 、 確 か に ふ 
た り は 愛 を 共有 し た の で ある 。 


能力 四 下 22 | 


プトレマイオス は 、 人 草 連 「 頂 武 ] 部 隊 の ガン ダム 画 
獲 作 戦 、 さ ら に ジン クス を 入手 し た 国連 軍 に よる 2 度 の 
要 撃 に 遣っ て いる 。 非 武 対 の 藩 で あり な が ら 、「FALL 
EN ANGELS ] まで 凄 ぐ こ と が で き た の は 、 リヒ ティ の 操 
艇 能力 に 依る と ころ が 大 きい 。 クリ ス も 、 モラ リア と AEU 
の 軍配 信 デ ー タ を すぐ に 入手 する な ど 、 そ の クラ ッ キ ン 
グ 能 力 は 他 者 に は 真似 で き な か っ た 。 「 ヴ ェ ー ダ ] に 選 
ば れ た ふた り の 能力 は 、 や は り 優秀 だ っ た の で ある 。 


リヒ ティ の 座る 提 錠 語 
クリ ス の 座る オペ レー ター 庶 
要 に は 手 の うっ セ が 、 クリ ス の 上 2 の 


し フェ ルト を 性 か せ て いた 。 
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カー ディ アス ・ ビ スト 庄 。 な 


Cardeas Vist 


「 ラ プラ ス の 箱 | の 開放 を 試み た 
ビス ト 財 団 の 2 代目 当主 


ビス ト 財 団 一 一 表向き は 美術 品 の コロ ニー 移送 
を 扱う 公益 法人 だ が 、 そ の 実は 地球 圏 の あら ゆる 経 
玉 活 動 に 関 裏 の 世界 に 王国 を 鍵 き 上 げた ピス 


Ni 
rr 
oo 
に ドン ア ンー 


Qt 
連 - 
で 


トー 族 、 そ の 巨大 な 水 山 の 一 角 で ある 。 カー ディ ア > 
ス ・ ビ スト は 財団 の 運営 を 一 手 に 担う ビス ト 家 の 2 代 に 3 3 な 
目 当 主 で あり 、 宇宙 世紀 と いう 世界 の 構造 を 府 知 す nb 


る 、 数 少な い 人 物 の ひと り だ っ た と 言え る 

ビスト 一 族 の 繁栄 は 、『 ラ プラ ス の 箱 ] に よっ て 支 
えら れ て いた 。 開放 され れ ば 地球 連邦 政府 を 転 欄 さ 
せる と 言わ れる 「 箱 ]。 それ を 万 し 持つ こと に よる 地 
球 連邦 政府 と の 共生 関係 が 、 ビ スト 一 族 に 無限 の 
権力 を 与え て きた の で ある 。 その 意味 を 最も 理解 し 
て いた の は 、 最 初 に 『 箱 】 に 触れ た ビス ト 家 当主 サ 
イア ム ・ ビ スト と 、 カー ディ アス の ふた り だ け で あっ た 
だ が 、 カー ディ アス は 「 箱 ] の 開放 を 目論み 、 他 者 に 
委ね る こと を 選ん だ 。 そこ に は 、 装 小 路 に 向かい つ 
つ あ る 人 類 へ の 危機 感 が あっ た の で ある 


ぜ ば て 
語 選 ぶ 


| 
| 


bo 
9 
Tt 
ar 
a 


語 | デ ベル し 
全 支 


乱 の 前 半生 を 経 宮 当 主 に 対 い た 
と は 学生 時 代 に 表 を 飛 地球 連邦 
宙 宇 に 入隊 し た と も され る 。 事 の 音 偽 は 別 と し て も . 場 人 を 
語 ん だ 者 な ら で は の 際 胆 を 持っ て いた こと は 潜 か で あっ た 


ロ LETTT 
一 = する 。 それ は 
と 同時 に 、 未来 へ の 
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人 章 だ けが 神 を 持つ 
可能 件 と いう 内 な る 神 を 


カー ディ アス は 『 箱 』 を 守り 続け て きた 祖父 サイ アム ・ 
ピス ト の 意思 を 受け て 、「 箱 ] を 第 三 者 に 譲渡 する 計画 
を 進め て いく 。 その 引き 受け 先 に 選ん だ の が 、 ネ オ ・ ジ 
オン 残党 軍 「 袖 付き ] で あっ た 。 だ が 、 ジ オン 再興 とい 
う 狭 松 な 目的 に 傾き か ね な い 相 手 に 『 箱 』 を 託す 危険 
性 を 秦 護 し 、 カ ー デ ィ ア ス は 『UC 計 画 ] を 「 箱 」 の 鍵 と 
し て 利用 し よう と する 。 乗り 手 を 『 親 』 へ と 導く ラプ ラス ・ 
プロ グラ ム を ユニ コー ン ガ ンダ ム に 組み 込み 、 カ ー デ ィ 
アス の 仕掛 け は 着 々 と 進行 し て いっ た 

だ が 、 カー ディ アス の 行動 は 、 それ を 望ま な い ビ スト ー 
族 の 造反 者 と 地球 連邦 の 反発 を 呼び 、「 箱 を 巡る 争 
い を 招く こと に な る 。 カー ディ アス が ユニ コー ン ガ ンダ ム を 
袖 付 き 】 に 引き 渡 そ うと し た その 時 、 地 球 連邦 軍 が 送 
り 込ん だ 特殊 部 隊 エ コー ズ に より (イン ダス トリ アル 7) 
は 戦場 と 化す 。 その 混乱 の 中 、 カ ー デ ィ ア ス は アル ベル 
ト : ピ スト の 銃弾 を 受け て 重傷 を 負い 、 それ で も な お 箱 
の 鎧 が 地球 連邦 に 氷 る の を 防ぐ た め に 手 を 尽く す 。 そし 
アス の 前 に ひと り の 少年 が 


こ ユ ニコ ー ン ガン ダム を 託 
し 、 満ち 足り た 想い の 中 で 生涯 を 閉じ た の だ っ た 


パナ ー ジ ・ リ ンク ス と の 関係 


カー ディ アス は か つて アン ナ ・ リ ンク ス と いう 女性 を 
倒し 、 一 子 を も うけ た 。 それ が パナ ー ジ ・ リ ンク ス で あり 
カー ディ アス は パナ ー ジ に 可能 性 を 見 出し て 幼少 期 の 
彼 に 訓練 を 施し て し う 。 し か し 、 ア ン ナ は バナ ー 
ジ が ビス ト 家 の 呪縛 に 囚われ る こと を 嫌っ て カー ディ ア 
ス の 元 を 去り 、 カ ー デ ィ ア ス は 成長 し た バナ ー ジ が アナ 
ハイ ム 工 専 に 入学 する 便宜 を 図る 以外 、 極 力 接触 を 
選 け て きた 。 カー ディ アス は 、 ふ た り を 追い 込ん だ 自ら 
の 業 か ら 目 を 逸らし て いた の か も し れ な い 

だ が 、「 逢 を 巡る 混乱 は 、 結 果 的 に カー ディ アス を 
パナ ー ジ と 引き 合わ せる こと に な る 。 死に 瀬 し た 
アス の 前 に パナ ー ジ が 現れ た こと は 、 偶 然 
た 。 それ で も 、 カ ー デ ィ ア ス は パナ ー ジ が 「 箱 | と 地球 
園 の 未来 を 奏 ね る に 相応 し い 人 間 で ある と 信じ て 、 ユ 
ニコ ー ン ガン ダム を 託し た の で ある , 


財団 の 当主 と し て の 手 | 


サイ アム の 次 男 の 長 子 と し て 生ま れ た カー ディ アス 
は 、 サ イア ム が ビス ト 家 の 当主 に 値する と 認め た 唯一 
の 人 物 だ っ た と され る 。 事実 、 地 球 連邦 に 対す る 影響 
を 駆使 し て ビス ト 財 団 を 運営 し た カー ディ アス は 、 そ 
の 裏 で 『 箱 の 開放 を 企図 し 、 ユニ コー ン ガ ンダ ム の 管 
轄 を ビス ト 財 団 に 引き 上 げ る 実行 力 を 見 その 周 
到 な 仕掛 け は 、 第 を 狙う 者 た ち を 翻弄 し た 
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MORE INFO! 
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ギ 宙 世紀 を 始ま り の 時 か と 


尊 」 の 開放 を 決断 し た 
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ア へ の 変形 機構 を 備え る , 
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PERSONAL PROFILE 


マス ター・ ア ジア と の 激闘 


キン グ ・ オ プ ・ ハ ー ト を 継承 し た 実力 


MORE INFO! ドモ ン の 両親 
Er 


機動 起 開 伝 G ガ ンダ ム 


ol 02 se Dl 
ドモ ン ・ カ ッシュ 編 


Case of Domon Kasshu 
だ 郁 ら 


第 13 回 が ガンタ ム ワ ァ イト を 制 し た ドモ ン の 
どこ まで も 熱い メッ セー ジ が 魂 を 揺さぶる 5 


見 の 行方 を 追っ た 圭 き ガン ダム ファ イタ ー の 成長 


F.C.60 サバ イ バ ル イレ ブン 時 対 サイ ・ サ イシ ー 戦 3 話 
俺 の この 手 が 光 っ て 陣 る 
お まえ を 倒せ と 郊 き 叫ぶ ! 


モビ ルフ ァ イ タ ー (MF) を 操る ガン ダム ファ イタ ー いる MF だ け に 、 ガ ンダ ム フ ァ イタ ー 自 身 の 気 合 や 全 
た ち は 、 英 MF に と ど め を 刺す 際 に 「 必 殺 持 ] を 用 い 志 も 、MF の 能力 を 発揮 させ る 重要 な 要 擬 と な っ て い 
た 。 シャ イニ ング ガン ダム を 操る ドモ ン は 、MF の 頭 部 。 た の だ 。 特に シャ イニ ング ガン ダム は 、 ガ ンダ ム フ ァ イ 
を 右手 で 掴み 、 そ の まま 破壊 する 必殺 技 「 シ ャ イニ ン ター の 引 り に 反応 し て 発動 する 「 ス ー パ ー モ ー ド ] を 
グ ・ フ ィ ン ガ ー」 を 線 り 出す 前 口上 と し て 上 記 の 言葉 搭載 し て お り 、 ドモ ン が 感情 を 爆発 させ る こと で より 戦 
を 叫ん だ 後 、「 必 殺 ! シャ イニ ング ・ フ ィ ン ガ ァ ァ ッ ー 由 闘 能力 を 向上 させ る こと が 可能 だ で ある 。 この 
と 続け る パタ ー ン が 多かっ た 。 搭乗 者 の 身体 能力 を 前 口上 が 初め て 登場 し た の は 、 ネオ チャ イナ で 行わ れ 
フィ ー ド バッ ク す る モビ ルト レー スシ ステ ム を 採用 し て た 対 サ イ ・ サ イシ ー 戦 で あっ た 


F.C.60 サバ イ バ ル イレ ブン 時 ネオ ロシア 5 スキ ー 戦 5 話 


そう か 、 俺 も 因 人 な ん だ …… 
この 地球 と いう 名 の リン グ の …… 


| ドモ ン は ガン ダム ファ イト の 傍ら 、 母 ミ キノ を 死に 至ら 地球 と いう リン グ に 張ら れ た ガン ダム ファ イタ ー の 宿命 
し め 、 父 ライ ゾウ を 冷凍 刑 に 追い や っ た 兄 ・ キ ョ ウジ を 知ら され 、 上 記 の 言葉 を 咳 く 。 兄 の 行方 を 探す こと 
の 行方 を 探し て いた 。 そし て 潜入 し た ネオ ロシア で 、 ド に 躍起 に な り 、 ネオ ジャ パン の 行く 未 や ガン ダム ファ イ 
モン は ネオ ロシア チー ム の 関係 者 に 身柄 を 拘束 され 、 ター の 立場 に つい て 考え て も みな か っ た ドモ ン で あっ 
収容 所 に 放り 込ま れ て し まう 。 そこ で ネオ ロシア の 囚 た が 、 バ ー ド マン の 一 言 己 も また 囚われ の 
人 ガン ダム ファ イタ ー、 アル ゴ ・ ガ ルス キー と 激戦 を 繰 ” 身 で ある こと を 痛感 する 。 それ で も ドモ ン は 、 消 えた 兄 
り 広 げた ドモ ン 。 ファ イト が 引き 分 け に 終わ 後 、 ド これ か ら も 戦い 続け る こと を 決意 し た の 
モン は 収容 所 で 親交 を 深め た 囚人 ・ パ バード マン か ら . 
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F.C.60 決勝 大 会 時 


ネオ ホン コン 


俺 の この 手 が 真 っ 赤 に 燃え る ! 


お ねり. その 前 志 が 活 


きれ な 


F.C.60 


東方 不敗 の 拳 が …… 


サパ バイ バル イレ ブン で 消耗 し た シャ イニ ング ガン ダム 
か ら 、 新 た に 用 意 さ れ た ゴッド ガン ダム に 乗り 換え 、 ネ 
オ ホ ン コン で の 決勝 大 会 に 臨ん だ ドモ ン 。 その 決勝 
大 会 初戦 、 ネ オギ リ シ ャ 代 静 マ ー キ ロッ ト ・ ク ロ ノ ス が 
乗る ゼウス ガン ダム と の 較 い で 、 ド モン は ゴッド ガン ダ 
ム の 必殺 技 「 婦 熱 ゴッド ・ フ ィ ン ガ ー」 を 初め て 使用 
し た 。 その 前 口上 と な っ た の が この セリ フ で 、 敵 機 を 
掴ん だ 後 、「 ヒ ー ト ・ エ ンド ォ オ オッ! の 叫び と 共に ゼ 


拳 が 泣い て いる ・ 


マス ター は 、 ド モン に 流派 東方 不敗 を 伝授 し た 師 
匠 で ある 。 だ が 、 彼 は 地球 環境 を 破壊 する ガン ダム 
ファ イト の シス テム に 絶望 し 、 自 己 再生 ・ 自 己 増殖 ・ 
自己 進化 の 3 大 理論 を 持つ デビ ルカ ガン ダム を 用 いた 
地球 の 浄化 に 乗り 出し て いた 。 その 本 心 を 知ら ず に 
いた ドモ > 、 ラン タオ 島 で 迎え た 最終 決戦 に お い 
て マス ター の 口 か ら 直 接 その 内 容 を 聞か され る 。 さら 
に マス ター と 拳 を 交え た と き 、 年齢 を 感じ させ な い 力 強 


F.C.6Q 決勝 大 会 終了 後 


俺 は …… お まえ が 


MORE INFO! 
レイ ン と の 関係 


さ に 満ち 溢れ て で いた は ず の マス ター の 其 が 、 ま る で 泣 
いて いる か の よう に 感じ られ た の だ っ た 。 シャ ッ フル 同 
明 を 部 脱し て まで 地球 再生 に 悪 け た マス ター の 強い 
決意 に 、 心 を 揺さぶら れる ドモ ン 。 だ が 、 ド モン は マス 
ター の 心 を 受け 入れ た 上 で 「 人 類 も 自然 の 一 部 ] と い 
う 自 論 を 展開 し 、 マ スタ ー に 立ち 向かう 。 それ が 武闘 
家 と し て 、 そ し て 師匠 を 愛す る 弟子 と し て 出来 る 唯一 の 
"説得 "で あっ た 


ネオ ジャ バン コロ ニー 


・* お まえ が …… 
お まえ が 好き だ !! 


ドモ ン の 優勝 で 幕 を 閉じ る か に 思わ れ た ガン ダム 
ファ イト 第 13 回 大 会 だ が 、 ネ オジ ャ パン 陣営 の 実力 
者 で あり 、 前 大 会 の 代表 で も あっ た ウル ペ ・ イ シカ ワ 
の 反乱 に より 、 デビ ル ガ ン ダム の 生体 ユニ ッ ト と し て レ 
イン ・ ミ カム ラ が 取り 込ま れ て し まう 。 ドモ ン は 彼 に と っ 
て な く て は な ら な い 存 在 に な っ て いた レイ ン の 教 出 に 
向かう 。 新生 シャ ッ フ ル 同 題 の 協力 も あり 、 デ ビル ガ 
ンダ ム の 内 部 に 到達 し た ドモ ン だ っ た が 、 レ イン へ の 


明鏡 止 水 の 境地 


ウス ガン ダム を 撃破 し 、 勝 利 | シャ イニ ング ガン ダ 
ム の 時 より も 文字 通り "熱い " 言葉 と な っ て お り 、 血 
の 準 む よう な ギア ナ 高 地 で の 特訓 で 直し た 「 明 鏡 止 
水 ] の 境地 が その バッ クボ ー ン と な っ て いる 。 シャ ッ プ 
ル 同 盟 と の 絆 、 師匠 で あり な が ら 現 在 は 反目 し 合う マ 
スタ ー・ ア ジア へ の 辻 憎 入り 混じる 想い …… そ れ ら が 
ドモ ン の 闘志 へ と 変換 され 、 揺 る ぎ な い 言葉 と な っ て 
送っ た の で ある 


ター 4 


お まえ が 欲し い ぃ !!! 


気持 ち を うま く 言 葉 に 表せ ず に いた 。 だ が 、 仲 間 た 
の 励ま し が ドモ ン に 勇気 を 与え 、 つ い に そ の 心 を レイ 
ン に ぶつ けた の で ある 。 あま り に も スト レー ト で 、 正 直 
すぎ る ほど の 言葉 は 、 固 く 半 ざさ さ れ て いた レイ ン の 心 
を 射 抜き 、 デ ビル ガン ダム か ら の 解放 に 繋が っ た 。 聞 
で 語り 、 挙 で 未来 を 切り 拓 い て きた ドモ ン は 、 不 器用 
で は ある が その 本 心 を 素直 に 伝え られ る 立派 な 人 間 
へ と 成長 し て いた の で ある 


neD2 sm 


Rain Mikamura 


ドモ ン の 成長 を 見 つめ た 
女性 クル ー の 1 年 


ガン ダム ファ イト で は 、 実 際 に ファ イト を 行う ガン ダ 
ム フ ァ イタ ー 以 外 に 、 機体 や ファ イタ ー を サポ ー ト する 
クル ー の 参加 が 認め られ て いた 。 機体 と その 搭乗 者 
の 能力 が 勝利 に 最も 重要 で あっ た が 、 不 測 の 事態 
に 対応 で きる クル ー の 存在 も また 不可 欠 で あっ た 。 

レイ ン ・ ミ カム ラ は 、 ネ オジ ャ パン の クル ー と し て ガ 
ンダ ム フ ァ イト 第 13 回 大 会 に 同行 し た 人 物 で ある 。 
父 は ガン ダム 開発 局 の 主任 を 務め る ミカ ムラ 博士 
で 、 自身 も 医学 や 機械 工学 に 輔 通し て いた 。 加え て 
ガン ダム ファ イタ ー で ある ドモ ン ・ カ ッシュ は 幼馴染 で 
あり 、 サ ポー トク ルー と し て は これ 以上 な い 適 任 者 と 
言え た の で ある 。 だ が 、10 年 振り に 再会 し た ドモ ン は 、 
「 デ ビル ガン ダム 事件 」 に よっ て 行方 不明 と な っ た 
兄 キ ョ ウジ を 接 索 する こと に 中 起 に な っ て お り 、 独 断 
で 行動 する よう な 場面 も 多かっ た 。 レイ ン は 彼 の 行 
動 に 頭 を 抱え な が ら も 、 メ カニ ッ ク 兼 医師 と し て 彼 と 
共に 地球 に 降り 立っ た 。 


交 な ら の 要請 を 四 れ ず 


GF13-017NJ 
シャ イニ ング ガン ダム 
ドモ ン が サバ イ バ ル イレ ブン 
で 章 用 し た MF, 


関連 ファ イル 


GF13.017NJ シャ イニ シク ガン ダム 
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ドモ ン は 、 兄 キョ ウジ の 行方 を 探す 目的 で 地球 全土 
を 渡り 歩き 、 各国 の ガン ダム ファ イタ ー と 熱戦 を 繰り 広 
げ る 。 当初 は あく まで "仕事 " と し て サポ ー ト を 行っ て い 
た レイ ン で あっ た が 、 ド モン の 武信 家 と ! 
し て 情 に 厚い 彼 の 人 柄 に 惹か れ て いく 
へ の 想い が 増し て いく ほど 、 ドモ ン の 素っ気 な 態度 か 
気 に な っ て いた 。 自分 は 必要 と され て いな い の で は な い 
か ーー そん な 疑念 が 彼女 の 頭 を よぎっ た の で ある 。 だ 
が 、 決 勝 大 会 開幕 の 前 日 、 ギ アナ 高地 に いる ドモ ン と 
交信 を 図っ た 際 、 彼 の 心 の 中 に 、 し っ か り と 刻み 込ま れ 
を 確認 する 。 ドモ ン の 気持 ち を 知っ た レイ ン 
は 、 彼 を これ まで 以上 に 支え る 決意 を 固め る 

決勝 大 会 で は 、 ド モン に 想い を 寄せ る 恋敵 、 アレ ン 
ビー・ ビ アズ リー が 登場 し 、 災 始 を お ぼ え る こと も あ 
た レイ ン 。 だ が 彼女 は 、 デ ビル ガン ダム 事件 の 真犯人 
が ウル ペ ・ イ シカ ワ と 父 で ある こと を 知っ て し まう 。 父 が 
罪 を 抑 し た の 責任 、 そ し て ドモ ン へ の 後ろ め た さか 
ら 、 レ イン は 自ら 彼 の 下 を 離れ る 。 だ が 、 ド モン は レイ ン 
ヽ の 愛 を 伝え る た め 、 数 々 の 試練 を 乗り 越え 宇宙 


ーー 方 で 、 後 


取り 込ま れ て いた デビ ル ガ ン ダム か ら の 解放 に も 杏 が 
た 。 ガン ダム ファ イト の 中 で 育ま れ た ドモ ン と の 愛 は 、 そ 
の 終了 と 共に つい に 実 を 結ん だ の で あっ た 


較 時 モン と に 素 り 越え た 数 その 危機 | 
サバ イ バ ル イレ ブン か ら ド モン の サポ ー ト に 入っ た レイ 
ン は 、 地 球 全土 を 渡り 歩く 。 レイ ン は 戦 上 境目 まく 
る し く 変 わる 中 で 機体 を 整備 し 、 一 方 で 無茶 を する ドモ 


ン を 追い か け て の 体調 管理 な ど 、 苦労 が 絶え な か っ た 
ネオ シン ジュ ク で は 、 ド モン の 不在 時 に 自ら シャ グ 
ガン ダム に 搭乗 し 、 急 速 ファ イタ ー と も な っ た 。 その 後 


訪れ た ギア ナ 高 地 で は 、 特 調 に 励む ドモン を 陰ながら サ 
ポー ト し 、 明鏡 止 水 の 境地 へ と 導い て いる 
決勝 大 会 で は 、 ド モン の 新た な 愛 機 ゴッド ガン ダム を 
調整 し つつ 、 裏 で は DG 細 胞 の 真相 を 追 達 中 、 ア 
レン ピー へ の 対応 を 巡っ て ドモ ン と の 関係 が 悪化 し て 
チー ム を 離脱 し た こと も あっ た が 、 ド モン が マス ター・ ア ジ 
ア に 勝利 し 、 つい に ガン ダム ファ イト を 制す る と 、 レイ ン は 
父 と 共に コロ ニー へ と 移動 。 ウル ベ に 騙さ れ デ ビル ガン 
ダム に 取り 込ま れ て し まう が 、 ド モン に その 命 を 救 われ た 


ファ イタ ー と し て の 実力 | 


医師 や メカ ニッ ク と し て の 腕 は 一 流 で あっ た レイ ン だ 
が 、 フ ァ イ ター と し て も それ な り の 実力 を 切な 備え て 
た 。 ネオ シン ジュ ク で の マス ター ガン ダム 戦 に は 敗北 し 
た も の の 、 ネ オ ホ ン コン で 暴走 状態 と な っ た アレ ン ビ ー 
の ウォ ルター ガン ダム と 交戦 し た 際 に は 、 ラ イジ ング ガン 
ダム で 互 倉 の 戦い を 繰り 広げ 、 最 後 は 「 必 殺 必 中 ライ 
ジン グ ・ ア ロー」 で 敵 機 を 行動 不能 と し て いる , 


で シャ イニ tt 
5、 マス ター ガン ダム を 接骨 に 中 


た が 放流 交代 析 


ム を 大 きく 進化 きせ た 


レイ ン に と っ て 
る 存在 で あっ た テ ) 
ビル ガン ダム 事件 が 、 父 と » 7 
ショ ッ ク を 受け / の 訟 族 で ある 父 へ の 情 1 / 

を 盾 て る ご, 家族 で その 甘 を 引き 受け よう と し た を / | 


ー ン ヴ ガ ンダ ム に 族 載 きれ た 
発する な 
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機動 戦士 ガン ダム SEED 


—— 


ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ 


Raww Le Klueze 


失敗 作 の 始 印 を 押さ れ 
世界 を 憎悪 し た 仮面 の 男 


仮面 一 それ は 素顔 を 隠す た め に 用 いら れる 。 ラ 
ウ ・ ル ・ ク ルー ゼ は 、 その 仮面 の 下 に 世界 の 減 び を 
望む ほど の 憎悪 を 忍ばせ て いた の で ある 。 それ ほど 
の 悪意 は 、 何 ゆ え に 培 われ た の で あろ うか . 

フラ ガ 家 を 継ぐ た め 、 アル ・ ダ ・ フ ラガ の クロ ー ン 
と し て 生み 出さ れ た 存在 が クル ー ゼ で あっ た 。 し か し 
鼻 は 常人 より 老化 が 早い 「 失 数 作 ] だ っ た た め 不 要 
な 存在 と され た 。 アル の 代理 と な る べく し て 育て られ 
た た め 「 自 分 」 と し て の 過去 を 持た ず 、 短 い 寿 命 
た め に 未来 も な い 。 そし て 彼 の 現在 は た だ 復讐 に 臣 
や され る 。 人 の 欲望 に より 勝手 に 生み 出さ れ 捨て 
られ た 、 そ ん な 自身 を 生み 出し た 世界 に クル ー 
ゼ が 憎 醒 を 向け た の は 必 枯 で あろ う . 

クル ー ゼ は ナチ ュ ラ ル 根 絶 を 訴え る パト リッ 
ク ・ ザ ラ に 協力 、 その 一 方 で や は り コー ディ ネ 
イタ ー 根 絶 を 掲げ る ムル タ ・ ア ズラ エル に も 
通じ 、 世界 を 破滅 させ る べく 歯車 を 回 す . 


” ラガ 放 は 不 き き 
ャ 玩 矢 。 その 間 


て 林 ト 
よる 各 復 で あり 、 徒 の 僕 
し 敬 軸 の 結 ま り で あっ た 


《 


癌 に 任せ て 業 を 生み { 、 


0 る 人 暑 。 そ れ を っ あう 
させ る た め に 行動 する ク * y 
ルー ゼ は 、 自ら の 出自 を 
委 い 、 同じ 和 人 の 開 の 摩 
大 人 
例 」 で ある キラ ・ ヤ マト 
GNBW 3 


CHARAcrER 


狂おしい まで の 憎 惹 を 仮面 の 下 
的 に 振る 舞い 、 部 下 か ら 信頼 
れる 。 その 撤 赦 は 功 を 奏し 
世界 を 泥 乱 に 


キラ ・ ャ マト 
ムウ ・ う ・ フ 2 か 


ZGMF-X13A プロ ヴィ デン スガ ンタ ダム SEED-01.13 
2GMF 600 グイ ツ ZGMF-515 シダー SEED-01-15 
SEED-02.01 


邊 に 討た れ 


私 に は ある の だ よ ! 
この 学 宙 で た だ ひと 
すべ て の 人 類 を 
裁く 権利 が 


世界 樹 攻防 戦 
能 6 隻 を 撃破 
級 江 艇 カル 


Dl 
se 


きす デ っ ッ レル 共 の 尋 を 大 信 し た 


最 基 の 向い た 甘み を 洋 か 


MORE INFO! 


クロ ー ン は 敬 じ られ て いた も の の 、 技術 は 人 の 複製 を 可能 と し て い : 
いえ 、 人 の 寿命 を 司る テロ メア る 
画 胸 が 生ま れ て 遺伝 子 が 複 舞 され る た びに 
アル ・ ダ ・ フ ラガ は 高齢 の 域 に あり 、 すでに 
その 体 細 施 を 複製 し 
さ の テロ メア し か 持た 


で 振 生 し た た 
た め 老 化 連 度 も 常人 を 通 か に 超え て いた よう だ 。 徒 の 仙 革 は 
の 信夫 な 時 さ を 姜 す た め の も の で あっ た と も 言わ れ て いる 
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ザフト の 兵士 た ち 


ldiers of ZAFT 


へ リオ ボリ ス の 「G] 強 礁 作戦 に 参加 し て いた ミ ゲ 
ザフト ・ ク ルー ゼ 隊 の エー ス 級 パイ 
最上 位 パ イロ ッ ト の 称号 で ある 「 赤 

スラ ン ・ ザ ラ や イザ ー ク ・ ジ ュー 
ル と は 違っ て いた が MS の 機動 性 を 最大 限 に 活か 
す テ クニ ッ ク か ら 「 黄 皆 の 魔 弾 ] と 
の で ある 。 だ が 、 ジ ン に 搭乗 し て 行っ た 「G] 強 
礁 作戦 で は 、 民 間 人 の キラ ・ ヤ マト が 搭乗 し た 「G」 
の うち の 1 機 、 ス トラ イク ガン ダム と の 戦 し 
り 、 搬 退 を 余儀 な くさ れる 。 さら に 、 作戦 に 参加 し た 
ラス ティ ・ マ ッ ク 同僚 が 戦死 し た こと 
ル は スト ライ ク [ 息 り を 覚え る 。 その | 
ミゲル は スト ライ 
が ゲル の テク ニッ ク を 持っ て し て も 、 スー パー コ . 
ディ ネー ター で ある キラ に よっ て 運用 され る スト ライ ク 
と の 性 能 差 は 埋め 難く 、 格 闘 載 で 命 を 落と し て し ま 
2。 結果 的 に 彼 は 、 ス トラ イク に 敗北 し た 初 の ザフト 
兵 と な っ た の で ある 


RELATIONS 


a ね 


人 る フレ デリ ッ ク ・ ア デス 


人 マル コ ・ モラ シム 


ント 最高 計 全 活 長 で 
ザフト の 手 縺 も 較 る 。C. 
の 再 乱 で は 、 ナ チュ ラ 


E71 

ル へ の 備 吾 か ら その 廃 を 

呈 聞 し 地球 合 凍 と の 内 
彼 大 し て いっ た 。 


Ci E 


PERSONAL PROFILE 


官学 校 時 代 か ら の 同期 で あり 、 友 人 の ひと ! 
隊 に 配属 され た 彼 は 、「G」 者 


灰 服 」 と し て クル 
取 作戦 の 実 て へ リオ ポリ ス に 潜入 。 だ カ 
軍事 工場 内 に 置か れ た スト ライ 地 
球 連 合 軍兵 士 か ら 銃撃 を 受け た 
ァ プ a た 
sw 2 時 作れ sR 
" 


ゼ 隊 の 族 工 ヴ 


地上 浮 訂 が 着用 


の 制 妥 を 条 


信条 暫く 5 F 業 せ た 地球 近 合 軍 


クエ ル イン ド 洋 
で の 交戦 時 に 自 機 を 撃破 され た 
「 7 シホ ・ ハ ー ネ ン フー ス 


ょ 

ろ を 制止 する 。 そ れ 
る も 、 薄れ ゆく 意識 の | 

計 会 し た 際 HST 
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PERSONAL PROFILE D2 sm 
アム ロ ・ レ イ Pt 


Amuro Ray 


回 還 思 
し 上 


PERSONAL PROFILE 
く や U い けど 
僕 は 男 な ん だ な 


較 朗 直人 に 絡 まっ た シャ ア と の 内 要 


較 に から:ierRR へ の | 
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PERSONAL PROFILE cr LR | 02 wm21h 
ミハル ・ ラ トキ エ 


Miharu Ratokie 


生き る た め に スバ パイ と な っ た 
戦災 撤 児 の 少女 


一 年 戦争 の 戦 摘 は 、 力 の な い 者 を 容赦 な く 虐 げ 
た 。 戦地 か ら 逃れ る 術 を 持た な い 一 般 市 民 は 不 自由 
な 生活 を 強い られ 、 戦 争 に 加担 する こと で 生き る 栖 
を 得 よう と する 者 も いた 。 ミハル ・ ラ トキ エ も また 、 そ 
うし た 肌 者 の ひと り で あっ た 。 

ミハル は 早く に 両親 を 矢 い 、 一 年 戦争 の 只 中 に 放 
り 出 され た 。 北 アイ ル ラ ンド の ペル ファ スト に 不法 居 
佳 し 、 土 地 の 物産 を 売っ て 生計 を 立て た ミハル だ っ 
た が 、 幼い 弟 と 妹 を 抱え て の 暮らし は 楽 な も の で は な 
か っ た 。 その 苦境 か ら 逃 れる た め 、 ミ ハル は ジオ ン 公 
国軍 の スパ イ と し て 働く こと を 選ぶ 。 「107 号 」 の コー 
ド ネ ー ム を 与え ら ハル は 、 ペ ベル ファ スト の 地球 
連邦 電 基 地 を 探り 、 そ の 情報 を ジオ ン 公 国軍 に 流し 
て 生活 の 本 を 得 て い た の で ある 。 だ が 、 ホ ワイ トペ ー 
ス の ペル ファ スト 入港 に よっ て ミハル 機 が 訪れ 
る 。 そし て 、 カ イ ・ シ デン と の 出会い が 彼女 の 運命 
を 大 きく 変え て いく こと に な っ た 。 


ベル ファ スト の 准 を 思 


端 の 行か な い 家族 多 の 中 で 生き で \ し 
回 る ほか な か っ た の で ある 。 | 


U.C.0079.1 1.18、 ミ ハル は これ まで 見 
い 軍 能 が ベル ファ スト の 地球 連邦 軍 基 地 に 入港 する 
様子 を 目撃 する 。 そし て 、 情 報 を 集め る た め に その 軍 
し 3 ホワ イト ペ 接近 し た ミハル は 、 艦 を 降り た 
カイ と 出 ミハル は カイ を 家 に 招い て 情報 を 聞き 出 
そう と する が 、 自 分 の スパ イ 行 為 に 薄々 と 気付 き な が ら 
も 敢えて 情報 を 漏らす 彼 に 、 好意 を 抱く の だ っ た 
一 方 、 ミハル が 送っ た 情報 は ジオ ン 公国 軍 の マッ ド ・ 
ラー 隊 に 伝わり 、 シ ャ ア ・ ア ズ ナ ブル は ミハル に 
ホホ ワイ トペ ー ス の 針路 を 探 ら せ た 。 伝令 を 通じ て 
命令 を 受け た ミハル は 、 ペ ベル ファ スト 基地 騰 撃 の 混乱 
に 乗じ て ホワ イト ペー ス に 潜り 込む こと に 成功 する 。 艦 
に 戻っ た カイ に 蕎 わ れ な が ら 、 民 間 人 に 偽装 し て ホワ イ 
トペ ー ス に 乗り 込ん だ フラ ナガ ン ・ ブ 
た ミハル だ っ た が 、 そ の 接触 が 結果 的 に ホワ イト ベース 
の 攻撃 を 招く こと に な る 。 そこ で 自分 や 弟妹 と 同じ 年 
頃 の 少年 少女 た ち が 戦 う 光 景 を 目の当たり に し 、 自 ら 
の 行為 に 後悔 の 飼 \ た ミハル は 、 カイ と 戦う 
決意 を 固め る 。 そし て 、 カ イ の ガン ペリ ー に 同乗 
ハル は 、 故 障 し た ミサ イル を 発射 さ は ぜ る た め に 危険 


ア 


を 願 み ず カ ー ゴ に 降り た 。 し か し 、 ミ サイ ル を 発射 し た 
骨 間 、 ミ ハル の 身体 は 噴射 に 押さ れ て 機 外 へ と 放り 出 
され る 


自ら を 劉 弄 する 戦争 に 抵抗 し よう と し た 少女 は 
その 優 い 命 を 大 西洋 に 散ら せ た る 


、 足跡 | ハル の 心変わり を 促 


幼い 弟 と 妹 を 食べ させ る た め に ジオ ン 公 国軍 の スパ 
当初 は カイ を 利用 する 意図 を も 

うし た 行為 を せ ざ る を 得 な い 
彼女 の 境 通 を 気 ドワイト ペー ス の 情報 を 流 
し 、 さ ら に は 泊 励 まで し て くれ た カイ の 優し さ に 触れ る 

また 、 潜 入 し た ホワ イト ペー ス で も 、 ス パイ と 知り な が ら 
自分 を 匿う カイ に 感謝 の 念 を 抱い た 。 さら に カツ 、 レ ツ 
キッ カ の よう な 年 端 の f い 子 死に 埋 う 姿 を 
見 て 、 弟 た ち を 守る た め に 戦争 の 片棒 を 担い だ 自分 の 
せい で 他 の 子供 危険 に 晒さ れる と いう 現実 を 直 
視 す る 。 そう し た 体験 に よっ て 、 自 分 の スパ イ 行 為 が ジ 
オン 公国 軍 に 利用 され て いる に 過ぎ な いと 感 | 
は 、 カ イ に 手 を 貸し て 戦う こと を 選ん だ の で ある , 
その 決断 が 結果 的 に ミハル 自身 の 死に 繋が 
た こと は 、 度 肉 と 言う ほか は な い 、 


還 rssr<oegcms | 
ミハル は ジオ ン 公国 軍 の スパ イ と し て ベル ファ スト 基 

地 の 情 報 収 集 に あたっ て いた が 、 実 際 に は 現地 協力 
者 の 扱い だ っ た と 考え られ る 。 課 報 員 と し て の 専門 的 な 
訓 線 を 受け て お ら ず 、 接 触 の 指定 時 間 に 居 眠り を する 
な ど 、 その 行動 は 素人 に 近 か - また 、 ジオ ン 公 国軍 

の 護 報 部 隊 か ら は 一 方 的 な 指令 を 受け る の み だ っ た 


は 集 し た 情報 を 、 風 邊 で 江 水 入隊 に 送 
を 湯舟 し た 計時 電 で 人 


ミハル の 弟 ジ ル ・ 
バイ 行為 を 明確 に 6 
の 指示 で カイ を 監視 する : 
ツル が 変 を 消し た の 


リー・ ラ トキ エ ( 右 ) 
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ミハル ・ ラ トキ エン 民間 人 編 


Case of Miharu Ratokie - Civilian 


年 戦争 は 民間 人 に 
掛か っ た 。 彼ら が 口 に 


戦時 ト に 生き た 民間 人 た ち = 一 。 彼ら の 
昔 悩 と 諦観 は 深かっ た 。 = 


この 仕事 が 終わ っ た ら 。 
戦争 の な い 所 に 行こ うな 、 3 人 で ハル トキ っ) 


スパ イ 107 号 と し て ジオ ン 公 国 協力 し て いた ミ が ある と 、 ささ や か な 希望 を 抱い て . 

ハル ・ ラ トキ エ は 、 ベ ルフ ァ ス ト の 地球 連邦 軍 基 地 に 身寄り の な し ル た ち が 戦 時 下 で 生き て いく に 
入港 し た ホワ イト ペー ス を 目撃 し 、 そ の 情報 を マッ ド ・ は 、 何 より も 金 が 必要 だ っ た そ 、 ミハル は ス 
アン グラ ー 隊 へ と 流し た 。 それ を 受け た シ バイ 行為 に まで 手 を 染め た の で ある 。 戦争 か ら 逃 れる 
ナブ ル は 、 地 球 連 邦 軍 の 動向 を 探る た め に 戦争 に 加担 する と いう 矛盾 を 抱え な が ら 、 ミ ハ 
ワイ トペ ー ス へ の 潜入 を 命じ る ル は スパ イ を 続け り 、 ホ ワイ トペ ー ス 潜入 と いう 危険 な 
うた め に その 任務 を 受け た ミハル は 、 幼 い 弟 妹 に 素 任務 に も 首 を 縦 に 振っ た 。 弟 た ち に 掛け た 言葉 に は 
の 間 の 別れ を 告げ た 。 この 仕事 の 先 に 穏やか な 未来 彼女 の 願い が 込め られ て いた の か も し れ な い 、 


いつ まで も こん な 世の中 じゃ な いん だ ろ ? 
ね 、 カイ ・ an. hs) 


ホワ イト ペー ス へ の 潜入 に 成功 し た ミハル は 、 ペ ル カイ に 、 彼女 の 幻 が 語り か けた の が この 言葉 だ っ た 。 


ファ スト で 知り 合っ た カイ ・ シ デン に 医 わ れ な が ら スパ カイ が 見 た ミハル は 、 彼 自身 が 作り 出し た 幻影 に 過 
四 い を 強要 イ と し て の 役目 を 果たし た 。 だ が 、 洋 上 で 攻撃 を 受け ぎ な か っ た の か も し れ な い 。 だ が 、 そ の 言葉 は ミハル 
or ' た ホワ イト ペー ス を 守 ろ うと 必死 に 働く カツ 、 レツ 、 キ の 想い を 代弁 し て いた の だ ろ 
ほじ て 埋 EN カカ の 変 を 見 て 、 戦 い を 招い た 自ら の 行為 に 下 任 を 感じ 許し 、 自 ら の 死に 悔い を 見 せな い ミハル 


る 。 その 想い に 突き 動か され 、 カイ と 共 | 
戦闘 の 最 中 に ガン ペリ ー 
落と し て 


撃 し た ミ ハ イ の よう な 者 た ち が 、 い つか は 戦争 を 終わ 
ら 投 げ 出 され の だ と いう 期待 が 込め られ て いた の で ある 。 そ 
そし て 、 ミ ハル の 死に 鳴 吾 する 言葉 は 、 以 降 の 彼 に 大 き な 影 響 を 与え る こと と な っ た 


地球 ・ 北米 大 陸上 空 


これ が みん な 陸地 と 海 で で き て いる 
自然 の 星 な ん だ よ 、 ペロ >) 向 


どちら が 勝っ て も 負け て も 


サイ ド 7 を 脱出 し た ホワ イト ペー ス は 、 シ ャ ア ・ ア ズ 
ナブ ル の 追撃 を 受け な が ら 、 地 球 連邦 軍 ジ ャ ブロ ー 
基地 を 目指 し て 大 気 園 突 入 を 行っ た 。 そし て 、 ル ナ 
ツー で の 下船 を 許さ れ な か っ た サイ ド 7 の 記 難 民 た ち 
も 、 ホ ワイ トペ ー ス に 同乗 し た まま 地球 に 降り る こと に 
な る 。 その 避難 民 の 中 に は 、 初 め て 見 る 地球 の 光景 
に 感動 する ベロ と 、 嬉 し そう な 孫 の 様子 に 琵 居 深 げ 
な 表情 を 浮か べ る スミ ス 老 人 の 姿 が あっ た . 


ッ ド 湖 付 近 


当時 の スペ ー ス ・ コ ロニ ー 居 住 者 に は 、 地球 連邦 
政府 の 施策 に よっ て 強制 的 に 宇宙 へ 移住 させ られ た 
者 も 少な く な か っ た 。 スミ ス 老 人 も その ひと り で 、 コ ー 

南米 か ら サ イド 7 へ の 移住 を 強い 
られ た と いう 。 だ が 、 皮 上 肉 に も 戦争 が スミ ス 老 人 を 地 
球 へ と 導く こと に な っ た 。 ベロ に 掛け た 言葉 に は 、 二 
度 と 戻れ な いと 諦め て いた 故郷 へ の 帰還 に 湧い た 春 
び が 込め られ て いた の で ある , 


私 の よう に 夫 を 亡くす 人 が これ か ら も 大 夫 山 る ん で し ょ うぃ 


北米 大 陸 を 航行 中 の ホワ イト ペー ス で は 、 電 度 と 
な く 避 難民 の 下船 要求 が 持ち 上 が っ た 。 その ひと つ 、 
ミッ ド 湖 近辺 の ケー ス で は 、 追 撃 す る ジオ ン 公 国軍 と 
一 時 的 に 休戦 し て 9 名 の 避 癌 民 を 下船 させ た と され 
る 。 その 中 に いた ペル シア は 、 息子 の コー リー を 連れ 
て 亡き 夫 の 故郷 で ある セン ト ・ ア ンジ ェ に 向かっ た 
し か し 、 付 近 で 戦闘 が 発生 し 、 ペ ルシア 親子 は 撃 哨 
され た ルッ グン の パイ ロッ ト 、 パ ムロ と コム と 共に その 


光景 を 眺め る こと に な る 。 遠く に 光る 爆発 に 
ア は 嫌悪 感 を 覗か せる の だ 
ホワ イト ペー ス の 避 雛 民 に と っ て 、 地 球 は 故郷 で あ 
りな が ら 当て の な い 土地 で あっ た 。 それ で も 、 多 く が 
軍艦 に 乗り 続け る より も 地球 の 土 を 踏む こと を 選ん 
だ 。 息子 を 夫 の 故郷 で 育て た いと 考え る ペル シア も 
その 感情 は 列 く 、 思 い 出 深い 土地 で 繰り 広げ られ る 
戦闘 に 、 恨み 言 が 漏れ た の で ある 


ペル シ 


・ 北 米 プ リン スル バー ト 


娘 だ け じ ゃ な いよ 、 上 人 も ね 
i 


MORE INFO! 
ミル ハル と カイ の 関係 


北米 の ジオ ン 公国 軍勢 力 園 を 脱し た ホワ イト ペー 

ス は 、 捕 給 の た め プ リン スル バー ト 付近 に 停泊 し た 
生ま れ 邦 郷 に 戻っ た アム ロ ・ レ イ は 、 地 球 連邦 軍 の 
兵士 に 嫌がら せ を 受け て いた 女性 に 出会う 。 彼女 は 
幼 製 染 の 少女 コミ リー の 母親 で あっ た 。 アム ロ は 彼 
女 の 口 か ら コミ リー が 空 柚 で 命 を 落と し た こと を 開か さ 
れる 。 そし て 、 娘 と 夫 を 戦争 で 亡くし た 彼女 は 、 自 分 
だ けが 取り 残さ れ た 現状 に 肩 を 落と す 


当時 の プリ ンス ルパート は 、 取 り 残 され た 地球 連邦 
軍部 隊 が ゲリラ 戦 を 展開 する 地域 だ っ た 。 コミ リー の 
母親 は そこ で 林 橋 な ど を 売っ て 生活 し て いた が 、 荒ん 

地球 連邦 軍兵 士 の 姿 や 空 舞 で 破壊 され た 街 を 前 
て 打ち ひし が れ て いた 。 家族 に 先立た れ た 悲し み 
も 、 彼 女 の 心労 を 強く し て いた の だ ろう 。 彼女 の 言葉 
に は 、 先 行き に 希望 を 抱け な い 戦 争 被災 者 た ちの 現 
実 が 漆 み 出 て いた と 言え る だ ろう . 


サイ ド 7 避 難民 た ちの 苦悩 
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FJ リー hh サー A 


Ali al-Saachez 


利 那 に 戦闘 を 叩き 込ん だ 
元 KPSA の 指導 者 


「 戦 争 が 好き で 好き で 堪ら な い 、 人間 の プリ ミ テ ィ ブ 
な 衝動 に 準じ て 生き る 、 最 低 最 悪 の ロク デ ナ シ で す 
ed) アリ ー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス の 人 と な り を 一 
言 で 表す な ら ば 、 絹 江 ・ ク ロス ロー ド に 告げ た 上 記 の 
自己 紹介 が 最も 適切 だ ろう 。 西暦 2307 年 、 ソレ スタ 
ルビ ピー イン グ (CB) の 前 に 立ち は だ か っ た 彼 は 、 モ ラ 
ル に 縛ら れ な い 非道 な 行い で プトレマイオス の クル ー 
や ガン ダム マイ スタ ー を 衣 拭 させ た の で ある 

サー シェ ス の 人 生 は 、 ま さ し く 戦争 と 共に あ 
数 々 の 戦場 を 備 兵 と し て 渡り 歩い て いた 彼 は 、 西 暦 
2301 年 に 中 東 で 起き た クル ジス 紛争 に も 参加 。 各 
地 で テロ 行為 を 繰り 返し て いた 反 政 府 ゲ リラ 組織 ・ 
KPSA の 指導 者 と し て 多数 の 少年 兵 を 養成 し 、 戦 
場 に 放っ た の で ある 。 西暦 2307 年 、 モ ラリ ア 共 和 
国 の 民間 軍事 会 社 PMC ト ラス ト の 備 兵 と し て 戦場 
で 活躍 し て いた が 、CB の 登場 に より 、 彼 は より 大 

< き な 戦 乱 に その 身 を 投じ る の だ っ た 。 


PC トラ スト 在 和 時 


プラー 


PMO ラ スト 基 一 
も 、AEU や 略 較 軍 
を 注 り を 、 寺 人 の 
虹 前 給 に 立ち 続け 
た 。 下 寺 を 思い 求 
の る その 租 は まさ に MAIN MS 
MW と えた 


その 人 格 


た めか 、 他 人 の 命 を 究 う こ 


et 
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サー シェ ス が 数 々 の 戦場 で 見 せ た 極 悪 非道 な 振る 
無い に よっ て 、 多 数 の 人 々 が 被害 を 受け 、 秩 竹 と な っ 
た 。 サー シェ ス の 新た な 標的 と な っ た CB の ガン ダム マイ 
スタ ー も 、 それ は 例外 で は な か っ た の で ある 。 KPSA 時 


代 の サー シェ ス に より 少年 兵 と し て の 「 指 導 ・ 教 育 ] を 
施さ れ た 刺 那 ・F・ セ イエ イ 、 そ し て KPSA が 行っ た テ 


サー シェ ス に 迫っ た の で ある , 

だ が サー シェ ス は 、 ふた り と の 対決 を 楽し むか の よう で 
あっ た 。 彼ら が 操る ガン ダム の 圧倒 的 な 力 に 備 兵 と し 
て の 血 が 渡り 、 そ れ を ね じ 伏 せる こと に 興奮 を 覚え て い 
た の で ある 。 CB と の 戦い を 求め 、PMC か ら AEU へ 、 そ 
し て 国連 軍 へ と その 場 を 移す サー シェ ス 。 チー ム ト リ ニ 
ティ を 前 撃 し て ガン ダム スロ ー ネ ツ ヴァ イ を 奪取 し 、 衝 那 
ら と 同等 の 力 を 得 た 彼 は 、 国 連 軍 が 行っ た CB 壊 減 作 
戦 「FALLEN ANGELS」 で も 、 プ トレ マイ オス と ガン ダ 
ム を 付け 狙っ た 。 そし て つい に 、 ロ ッ ク オ ン の 乗る ガン 
ダム デュ ナメ ス を 破壊 し た サー シェ ス だ が 、 ロ ッ ク オ ン の 
捨て 身 の 攻撃 で 乗 機 は 中 破 、 一 命 は 取り 留め た も の 
の 、 半 身 を 失う こと と な る 。 この 戦い で プトレマイオス は 
撃沈 、 CB も 活動 を 停止 し た た め 備 兵 と し て の 職務 は 果 
が 、 己 の 身体 と プラ イド を 傷つけ られ た サー シェ ス 
の 起り が 鎮 まる こと は な か っ た の で ある 


お寺) 当世 場 を 愛し た 男 の 購 忠 


PMC ト ラス ト の 備 兵 で あっ た サー シェ ス は 、 モ ラリ ア で 
の 紛争 や 、 ア ザ デ ィ ス タン で の 内 乱 に 参加 し た 時 に CB 
の ガン ダム と 対 時 。 ガン ダム を 撃破 すれ ば 多額 の 謝礼 を 
手 に で きた が 、 ど ちら の 戦い で も 決着 は つか な か っ た 。 そ 
の 後 、 彼 は AEU の 外人 部 隊 に 加入 し 、 タ クラ マカ ン 夏 
漠 で 行わ れ た 三 大 勢力 合同 軍 対 CB の 戦闘 に 参加 す 
る 。 この 戦い で は 剰 那 の 乗る カン ダム エク シア を 追い 詰 
め る も 、 チ ー ム トリ ニテ ィ の 介入 で 撤退 を 余儀なく され た 

た 、 そ れ 以 外 に も 、 チ ー ム トリ ニテ ィ へ の 柚 撃 、CB の 
監視 者 で リニア トレ イン 公社 総裁 の ラグ ナ ・ ハ ー ヴ ェ イ 
の 暗 毅 な ど を 実行 し た 。 これ ら の 暗躍 に は 、 世 界 を 牛 耳 
ろう と し た CB の 監視 者 、 ア レ ハ ン ドロ ・ コ ー ナ ー の 指示 
が あっ た と 見 られ る 。 「FALLEN ANGELS」 で は 、 国 連 
軍 の 一 員 と し て 参加 。 ロッ クオ ン と の 交 載 で 戦場 か ら 
脱 す る まで 、 プトレマイオス の 前 に 立ち に 


常人 離れ し た 操縦 


戦争 屋 を 自負 する だ け あ り 、 パイ ロッ ト と し て の 実力 は 
突出 し て いた 。 中 で も 白兵戦 を 得意 と し 、 専用 の イナ ク 
ト で 首 著 の ガン ダム エク シア と 互角 以上 の 勝 典 を 線 り 
広げ て いる 。 また 、 特 殊 MA で ある アグ リッ サ や 、 遠 語 
操作 兵器 GN フ ァ ン グ を 主 武装 と する ガン ダム スロ ー ネ 
ツヴァイ を 乗り こなす な ど 、 機 体 の 特性 を 把握 する 能力 
に 秀 で て いた 。 加え て 、 サ ー シ ェ ス 自 身 の 猟 猛 で 負 狼 
な 性 格 が 、 その スキ ル を 支え て いた の で ある 。 


“ \ 


ガン ダム スロ ー ネ ツ プ ァ イ 穫 生 時 ば 、 得 芋 と する 格 生 載 の みな ら ず 、GN フ ァ 
ング で の オー ルレ ンジ 攻撃 に よっ て CB の ガン ダム すら 押 弄 し た 


MORE INFO! 


A に 所 属し で いた 頃 の サー 
兵 に 仕立 て 上 げ 、 埋 場 に 送り 
子供 1 i 
こ に 息 う 従順 な 兵 を 


KPSA 所 属 時 代 


ス は 、 黄 し い 子供 た ち を 少年 


00 


ne02 sm34M 
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Billy Katagiri 


ビリ ー・ カ タ ギ リ ee 


[| nc? sm2bh 


想 穫 A bits 


ツー 生き < ささ 


PERSONAL PROFILE | m02 am 


ぷと 技術 者 と し て の 珍 持 


MORE INFO! _ レイフ ・ エ イフ マン 


ニオ ン に お ける MS 開発 の 功労 者 で 、 現 在 で も 区 一 線 で 活躍 す 
技術 者 。 ユニ オン 大 学 で 教本 も 執っ て お り 、 ピ リー と スメラギ 
の 大 学 時 代 の 皿 師 に も あたる 。 ユニ オン フラ ッ グ の 開発 を ど 、 ユ ニオ 
ン の 東 事 体制 に 大 き な 影 響 を 与え た 。 CB の 登場 以後 は 、 対 ガン ダム 
調査 隊 の 責任 者 と し て 、 ガ ンダ ム と GN ド ライ ヴ の 解析 を 行っ た ほか 
グ の 必修 も 手掛け た 。 その 解析 の 中 で CB の 設立 者 で ある イオ 
シュ ヘン ベル グ の 真 の 目的 に 近づく も 、 チ ー ム トリ ニテ ィ の 講 撃 
て MSWAD の 基地 ご と 消さ れ て し まっ た 。 


技術 者 と し て の 高い 技量 | 


レイ フ ・ エ イフ マン 


重 通 で あっ た が 
いう 不測 の 事 朝 に 立ち 上 が 


や スメラギ と いっ た 備 発 な 究 


椅 者 / 間 新 巴 畔 二 を 人 出し た 
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Tieria Erde 


LCCFzPZZmog 


PERSONAL PROFILE 


足 中 Pi 


_ EZgZEZZDH) MORE INFO! ヴェーダ へ の アク セス 権 


月 の 吾 側 に メイ ンタ ー ミ ナル が 設置 は 、CB の 活 
動 の 根 幸 成す オシ ズ ェ ー ダ ] と 直結 し た 


機動 戦士 ガン ダム 00 


WE 
あの 


武力 介 人 行動 の 中 で ティ エリ ア : ア カニ 
が 獲得 し た 仲間 と の 信頼 と 絆 


[ヴェ ー ダ 」 を すべ て の 指 i 針 と し た ガ が 


な ん と いう 拓 態 だ ! 


僕 は 


(00) neD2 sr D5o 


ティ エリ ア ・ ア ー デ 編 


Case of Tieria Erde 


・ ア ー デ は 、 「 イ オリ ア き 


ダム マ マイ スタ ー ー の 戦い 


宇宙 (ガン ダム 画 獲 作戦 時 ) 計 T 要 。 


万 死に 値する ! 


ガン ダム ヴァ ー チ ェ の ガン ダム マイ スタ ー と し て . 
CB の 実働 部 隊 で ある プトレマイオス に 乗 租 し て いた 
ティ エリ ア は 、CB の 根幹 を 成す 量子 演算 処理 シス テ 
ム 「 ヴ ェ ー ダ ] の 指示 の み を 信じ 、 自 身 の 行動 原理 と 
し て いた 。「 ヴ ェ ー ダ ] に 反する 行為 を 行っ た 者 は 、 た 
と え プ トレ マイ オス クル ー で あろ うと も 紀 弾 する 一 一 そ 
うし た 姿勢 は 、 特 に 武力 介入 を 開始 し た 初期 の 段階 
で は スト イッ ク に 費 か れ て いた の で ある 。 上 記 の 言葉 


…… 私 は …… ! 


は 、 人 類 革 新 連 頭 (人 革 連 ) が 行っ た ガン ダム 画 獲 
作戦 で 、 ア レル ヤ ・ ハ プティ ズム が 搭乗 し た ガン ダム 
キュ リオ ス が 画 獲 され た 際 、 起り に 任せ て 発せ られ た 
ガン ダム と いう CB の 最 重 要 機 密 が 敵 勢 力 に 渡っ て 
し まう こと は 、「 ヴ ェ ー ダ 」 が 管理 する 「 イ オリ ア 計 画 」 
の 失敗 を 意味 し て いた 。 それ は 、 替え が きく ガン ダム 
マイ スタ ー の 命 が 失 われ る こと より も 、 テ ィ エ リア に と っ 
て 回 選 し た い 事 態 だ っ た の だ 
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ー ダ 」 の 指示 に 反し た 者 に 対す る 厳し い 視線 
は 、 プ トレ マイ オス クル ー の みな ら ず 、 自 身 に も 向け ら 
れ て いた 。 人 華 連 「 頂 武 ] 部 隊 の ガン ダム 貞 獲 作戦 
で ガン ダム キュ リオ ス の 画 獲 を 嘆い た 直後 、 テ ィ エ リ 
ア も 彼ら の 術中 に 送り 、 機 体 を 拘束 され て し まう 。 ガ 
ンダ ム ヴ ァ ー チ ェ と GN ドラ イヴ を 敵 勢 力 に 玲 取 され か 
ける が 、 装 甲 を パー ジ し た 特殊 形 能 、 ガ ンダ ム ナ ドレ 
と な り 、 そ の 危機 を 回 避 す る 。 これ を きっ か け に 頂 武 


部 隊 は 撤退 し た が 、 秘匿 義務 で ある ガン ダム ナド レ の 
容 を 晒し て し まっ た その 行動 は 、 ティ エリ ア 自 身 に 大 き 
な 動揺 と ショ ッ ク を 与え た 。 コク ピッ ト の 中 で 狼 銀 し 
涙 を 流す 姿 は 、 普 段 の 介入 行動 の 中 で プ ト レ マ イ オ 
スク ルー に 見 せ て いる よう な 、 厳 格 で 冷静 な 態度 と は 
180 度 異な る も の で あっ た 。 彼 を 包ん だ 挫折 感 は 、 そ 
の 後 の 行動 に も 少な か ら ず 影響 を 及ぼ すこ と と な っ た 
の で ある 


全 戦 争 行為 の 根絶 に 向 央 し 
ティ エリ ア と 他 の ガン ダム マイ スタ ー の 関係 に も 
が 見 られ る よう に な っ た 。 以前 は 「 ヴ ェ ー ダ 」] の み を 信 
じ 、 時 に 痛烈 な 批判 を 行っ て いた 彼ら と の 


情 9 も の え 始 め た の で あ 
行動 し た こと で 、 ロッ クオ ン ・ ス トラ トス や 球 那 ・F 
イエ イ 、 ア レル ヤ ・ ハ プティ ズム ら の 変革 


い 起 い を 知っ た か ら だ 


西暦 2307 年 一 8308 年 


テ 度 は 私 が 微 を 守る ! 


ロッ クオ ン の 死後 も 、 
晒さ れ 


国連 軍 と の 戦闘 は 続い た 


レ マ イ オス も つい に 撃破 され 、 ク 
ル ・ ツ エー リ と い 
敗北 


落と し た 


ティ エリ ア は 仲間 た ちと 戦う こと が 世 

ひい て は 「 イ オリ ア 計 画 『 進 に 繋が る 

その 力 を 誰 い 続け た の で ある 。 だ が 、GN ド ラ 

イヴ に 隠さ れ た 力 、 ト ラン ザム モー ド で 向上 し た 戦闘 


ティ の 登場 以降 、 ティ エリ ア と 他 の ガン 
ダム マイ スタ ー と の 繋が り は より 強く な る 。 だ が 、 トリ ニ 
ティ の 暴 味 に より 、 ロ ッ ク オ ン の 家族 を 殺害 し た テロ 


組織 に 、 か つて 脂 那 が 在 舌 し て いた こ 
ふた り は 一 般 即 発 の 状態 と な りな が 
作 頼 か ら 、 和 解 し た の で ある 
間近 で 見 て いた ティ エリ ア は 、 ふ た り の * 
銘 を 受け 、「 人 間 」 の 力 を 実態 する の だ っ た 


それ ま て 
一 部 始終 を 


三 大 勢力 が 結集 し 、 さ ら に 疑似 GN ド ライ ヴ 搭 載 
型 MS・ ジ ンク ス を 入手 し た 国連 軍 と の 最終 決戦 が 
プトレマイオス に と っ て 厳し い 畔 い に な る の は 明白 で 
あっ た 。 それ で も 、「 ヴ ェ ー ダ 」 が 指し 示す ミッ ショ ン を 
遂行 する の が ガン ダム マイ スタ ー の 使命 だ と 、 敗 北 を 
悟り な が ら も ティ エリ ア は 戦場 に 出る 。 だ が その 戦闘 
中 に 、 プ トレ マイ オス 所 属 機 の 「 ヴ ェ ー ダ 」 と の リン ク 
が 突如 切断 され 、 テ ィ エ リア 本 人 も アク セス が 不可 


国連 軍 と の 二 度 目 の 決 戦 一 一 西暦 2307 年 か ら 
始 さ れ た CB に よる 武力 介入 行動 が 、 プ トレ マイ オ 
ス の 敗北 に よ 旦 終結 を 迎え た 戦闘 は 
ティ エリ ア に と っ て ご た く 越 が 異な る 載 い 
ティ エ ! ー ダ 」 に よる 指 


開 


初め て 、「 


と な 


示 で 本 人 の 意志 で 戦闘 に 参加 し た の で ある , 
が CB の 掲げ る 「 イ オリ ア 計 画 」 の 遂行 に 繋が る 
定か で な い 状 態 で あっ た が 、 自 身 に 教 い の 


軸 (国連 軍 と の 決戦 時 ) 


能力 すら も 、 人 迫り 来る 

焼け 石 に 水 の 状 

動 不 能 に され な が ら も 、 国 連 軍 に よる 機体 の 拘束 を 
許す 前 に 、 ガン ダム を 支え る 半永久 出力 禁 関 ・GN ド 


ライ ヴ を 虚空 に 向け て 放出 する 。 それ は 、 本 人 の 
より も 機密 保持 を 優先 する ガン タ 
ティ エリ ア が 今 戦 乱 で 行 
える だ ろう 


手 を 癒し 伸 べ た ロッ クオ ン の 気持 ち に 報い よう と 
大 量 の ジン クス 部 隊 が プ ト レ 


クオ ン が 


ティ エリ ア は . 


ヴェ 


た 彼 に 、 次 々 と 


の で ある 


オン の 身体 を 張っ た 行動 に 


イオ 


立ち は だ か り 、 ティ エリ ア も 徐々 に 
さら に 、 手 仙 い な が ら 出撃 し た ロ 
ル ・ サ ー シ ェ ス と の 戦闘 で 戦死 


- ダ 」 と の リン ク が 途切れ て 
新た な 指針 と な る は ず の ロッ クオ ン も 立て 続け に 失 - 


て し まう の だ 


以降 
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PERSONAL PROFILE i m02 sr12n 
王 留美 ノ 紅 前 eg 


Wang Liu Me Hong Long i 


ソレ スタ ルビ ー イ ング を 支え る 
大 富豪 の エー ジェ ント 


戦争 の 根絶 を 掲げ て 武力 介入 を 行う 私 設 武装 組 
織 ソ レス タル ピー イン グ (CB)。 最前 線 に 立つ 実働 
部 隊 が ガン ダム マイ スタ ー と プトレマイオス の クル ーー 
で ある 。 一 方 、 人 彼ら の サポ ー ト を 担当 する 裏方 も 陰 
な が ら 存 在 し て いた 。 その 「 エ ー ジ ェ ン ト ] が 、 王 留美 
彼女 に 仕え て いる 紅 龍 (ホン ロ 


・ リ ュー ミン 
ン ) で ある 

世界 を 相手 に 事 を 構え る に は 、 先 進 的 な 技術 力 や 
ー ダ に よる 情報 力 だ け で は 充分 と 言え ず . 

対抗 する た め の 組織 力も 必要 で あっ た 。 この 
た め 世 界 各地 に は エー ジェ ント が 艇 っ て お り 、 除 に 日 
向 に CB を 支援 する 体制 が 加え られ で いる 。 中 で も 英 
大 な 資産 を 有する 王家 の 当主 ・ 留 美 は エー ジェ ント 
の 第 頭 と 言 く 、 様々 な 面 で の 支援 を 担っ た 

留美 が CB に 協力 する 理由 。 それ だ 世界 の 変 
苦 を 望ん で の 行動 だ っ た 。 紅 衣 は 、 今 の 世界 を 嫌う 
妹 の 意志 を 知っ て な お 、 億 近 と し て 付き 従う 


4 紅 龍 


全 王 留美 


PERSONAL PROFILE 


が あめ 9 の で は 9 か 
2 

ガン ダム に よる 武力 介入 か ら 、 世界 は 着実 に 変わ りつ 
つ あ っ た 。 戦 着 根絶 と いう CB の 理念 。 その 実現 の た め 
に ジェ ント と な り 全 面 的 に CB を サポ ー ト ずる 王 留美 
と 紅 龍 で あっ た が 、 少なく と も 留美 の 目指 す と ころ は CB 
と 閉 な っ て いた よう で ある 。 平和 と いう 目的 ( 真 の 目的 は 
また 別 で ある が 】 の た め に 武力 介入 を 行う CB に 対し 、 留 
甘 は 世界 の 恋 革 その も の こそ が 望み で あっ た の だ 。 

留美 の 思惑 が 表面 化す る の は 、 イレ ギュ ラー で ある 第 
二 勢 力 の ガン ダム 「 チ ー ム トリ ニテ ィ ] の 出現 か ら で あ ろ 
う 。 トリ ニテ ィ は 犠牲 を 大 わ な い 過剰 な 武力 介入 を 行い 、 
皮肉 に も 世界 の 結束 を 早め た 。 その 行い は プ ト レ マ イ オ 
ス の ガン ダム マイ スタ ー た ち に と っ て 許せ る も の で は な く 、 
両者 は 衝突 する 。 し か し 劉 美 に と っ て は 、 世界 の 早急 な 
変 草 を 誘発 する 素 量 らし き 起 爆 剤 で あっ た 。 彼女 は トリ 
ニテ ィ も また CB だ と し て 受け 入れ 、 サ ポー ト を 約束 する 。 
CB の 理念 か ら 外 れる トリ ニテ ィ に 協力 を 申し 出 た 留美 に 
対し 、 紅 能 は 彼女 の 本 心 を 確認 。 留美 が 今 の 世界 を 
嫌悪 し て いる こと を 知る 。 彼女 に と っ て 望ま れ ぬ 立場 に 
その 身 を 押し 上 げ ら れ た 現状 は 壊し た い ほど 憎む べき 世 
界 で あり 、 そ れ ゆ え に 座 より も 変革 を 温 望 し て いた の だ 。 
その 原因 が 兄 の 自分 に も ある こと を 知る 紅 龍 は 、 す べ て 
を 飲み 込ん だ まま 変わ ら す 留美 に 従う の で あっ た -……- 


足 中 PWRIDZSSSI | 


西暦 2307 年 、 人 類 革新 連 貿 の 静止 衛星 軌道 ス 
テー ショ ン で 開催 され た 記念 式典 で 、 王 留美 と 紅 龍 は 
「 そ の 時 」 を 迎え た 。 式典 会 場 が テロ の 標的 で ある こ 
と を 知り つつ も 、 敢 えて 会 場 に 留まっ た 留美 は ガン ダム 
の カカ を 見 届け る 。 以降 、 留美 は 紅 尊 と 共に エー ジェ ン 
ト と し て ガン ダム マイ スタ ー に 接触 。 CB の 後方 支援 を 
務め る 。 その 後 、 チ ー ム トリ ニテ ィ が 舞台 に 上 が っ た こ 
と で 、 留 美 の 支援 対象 は 彼ら に も 及ぶ 。 一 方 の 紅 熊 
は 、 プ トレ マイ オス と 敵対 する トリ ニテ ィ ま で 支援 する 役 
女 に 経 問 を 投げ 掛け る 。 し か し 世界 の 変革 を 望む 留美 
に と っ て トリ ニテ ィ の 武力 介入 は 変革 を 加速 させ る 要因 
で あり 、 望 むべ き 展 開 だ っ た 。 結果 的 勢力 は ひ 
と つと な り 国 連 軍 を 結成 。 CB と の 全面 対決 に 至る 。 そ 
し て 西暦 2312 年 、 大 きく 動き 出し た 世界 の 行く 未 を 見 
届け る た め 、 留美 は 新た な 手 を 打つ 。 


| 


若く し て 家 替 を 継い だ 留美 は 、 そ の 美雪 も 相まって 
社交 界 の 注目 を 浴び 、 調 く 間 に 王家 当主 と し て 認知 き 
れ た よう だ 。 も と より 王家 自身 が 政財界 に 顔 が 利き 、 要 
富 な 人 脈 を 有 し て いた こと に 加え 、 留 美 自身 も 当主 と し 
て の 権力 を 活用 。 三 大 勢力 を 出し 抜い て CB の 活動 を 
支援 し て いる 。 また 紅 熊 は 武術 の 腕 を 活か し て 彼女 の 
護 条 と 補佐 を 担い 、 世 界 各 地 の エ ー ジ ェ ン ト を 動か し て 
の 情報 収集 な ど 、 様々 な 工作 活動 に 従事 し て いる 。 


時 と 紅 栓 は 、 各 地 の エー ジェ ント や 王 家 の コネ クシ ョ ン を 仙 じ た 情報 
WCB へ の 全 寺 條 を 想う 。 また 。 紅 輸 は 括 看 と し て 式 術 の も 立つ 。 


MORE INFO! 


cgl 
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PERSONAL PROFILE 
テム ・ レ イ 


Tem Ray 


「V 作 戦 」 に 参加 し た アム ロ ・ レ イ の 父 
手 峰 に 掛け た ガン ダム と の 了 因縁 


一 年 載 争 以前 、 ジ オン 公国 軍 が 人 型 兵 器 MS を 開 
発し て いる と の 情報 を 得 た 地球 連邦 軍 上 雇 部 は 、 そ 
の 対抗 手段 と し て 「RX 計 画 ] (後に V 作 戦へ 移行 ) を 
実施 し た 。 テム ・ レ イ は MS 開発 技師 長 と し て 、 この 計 
画 に 参加 する こと に な る 。 この 人 事 は お そら く 「RX 計 
画 ] の 発案 者 レビ ル 将 軍 の 指名 に よる も の で あろ う 。 

そし て 、 地 球 連 邦 軍 が 絶 力 を 結集 し て 開発 し た 
RX-78-2 ガン ダム は 、 民 間 人 の 少年 で あっ た 彼 の 
息子 アム ロ ・ レ イ の 手 に よっ て 起動 する こと に な る 。 

「 な ん て 攻撃 の 仕方 だ ! 誰が コク ビッ ト に い 

ーー る !?] 一 一 その 初陣 を 目 に し た MS 開発 技師 長 テム ・ 
レイ の 言葉 だ 。 自ら 手 塩 に 掛け て 開発 し た MS の 不 
甲斐 な い 戦 い 振り に テム が 起り と も 普 立 ちと も つか な 
い 琶 情 に 囚われ て いた に 遅い な い 。 も っ と も 、 そ ん な 
操縦 を 行っ て いた の が 実 の 息子 だ と は 想像 も し て い 
な か っ た で あろ う 。 さら に 言え ば 、 そ の 息子 の 手 に よっ 
て 技術 者 と し て の 将来 が 閉ざさ され て し まう こと に な る 。 
サイ ド 7 入浴 電 靖 の ホワ 

イト ペー ス で も 、RX シ リー 

ズ の 重 終 確 雇 を 行う テ 

ム ・ レ イ 。 その 後 、RX シ 


リー ズ は 等 電 投 入 を 
信 な くさ れる 。 


LR] mM2 sn 18A 


PROFILE 
年 


不明 


FG-01.03 莉 
で 


RX シ リー ズ が 新造 艦 ホ ワイ トペ ー ス に 搬入 され る そ 
の 日 、 テ ム ・ レ イ も 艦 に 乗り 、 狼 入場 所 で ある サイ ド 7 
の 1 パン チ に 到着 し た (そこ は アム ロロ の 住ん で いる 場所 
で も あっ た ) 。 し か し 、 そん な 晴れ 無 台 は 、 ジオ ン 公国 軍 
全 察 部 隊 の 攻撃 で 惨劇 へ と 変わ っ て し まう 。 次 々 と 破 
壊さ れる HX シ リー ズ を 前 に 、 彼 は コロ ニー 住民 の 選 難 
より も 機体 失 入 を 優先 させ た 。 それ は 技術 者 と し て 当 た 
り 前 の 行為 で あっ た だ ろう が 、 人 と し て は 最低 の 行 才 で 
も あっ た 。 し か も 、 そ の 姿 を アム ロ に 目撃 され て も 、 テ ム 
は 挫 送 を 為 が せよ うと し た の で ある 。 

そん な 行為 の 報い な の で あろ うか 。 彼 は 戦 開 で 被弾 
し た コロ ニー 外壁 に 開い た 穴 か ら 皇 宙 へ 放り 出さ れ て 
し まう 。 戦 本 中 の こと だ け に 生死 不明 と な っ た テム ・ レ 
イ で あっ た が 、 幸 い に も 彼 は サイ ド 6 所 属 の 民間 宇宙 
艇 に 教 助 され て いた 。 し か し 、 宇 宙 を 漂流 する うち に 彼 
の 脳 は 重大 な ダメ ー ジ を 受け て お り 、 以後 、 RX シリ ー ズ 
(中 で も 最高 傑作 た る ガン ダム ) に 携わる こと は な か っ 
た の : Seo な 


導い リ ー ズ 開発 の 役者 | 


地球 連邦 軍 の 命運 を 左右 する 「V 作 戦 」 の 設計 技 
師 に 技 控 され た テム は RX シリ ー ズ の 開発 に 尽力 し 、 見 
事 に その 役目 を 果たし た 。 実際 、 RX シリ ー ズ の 活躍 は 
目覚 まし く 、RX-78-2 ガン ダム は 戦後 も その 系 計 が 受 
けり 継 が れる ほど で あっ た 。 パイ ロッ ト が まとも な 戦闘 訓練 
を 受け て いな い 民 間 人 で あっ た こと を 考え る と 、 そ の 機 
体 性 能 は 驚異 的 で ある 。 MS 開発 デー タ と 運用 理論 
乏しい 地球 連邦 宣 で この よう な 高 性 能 機 を 開発 し た 徳 
の 有 能 さ は 、 こ れ ら の 事例 か ら も 明らか で ある 。 その 一 
方 で 家庭 人 と し て の テム の 評価 は 、 技 術 者 と し て の も 
の と は 天 と 地 ほ どの 差 が あっ た 。 仕事 に 没頭 する あま り 
に 家庭 を 願 みず 、 つ い に 妻 と は 別居 。 ひと り 息子 の ア 
ム 口 を 引き 取っ た も の の 疎遠 な 状態 が 続い た 。 技術 者 
と し て 優れ て いて も 、 父 親 と し て は 失格 で あっ た 。 た だ 
し 、 彼 の 痛 を 見 な が ら 成 長 し た アム ロロ が ガン ダム の パイ 
ロッ ト に な っ た こと は 、 因縁 深い 出来 事 で ある 。 


酸 素 欠 和 症 の 影響 


宇宙 に 放り 出さ れ た テム ・ レ イ は 救助 こそ され た も 
の の 、 彼 の 脳 は 酸 到 欠 乏 症 に よっ て 深 秘 な ダメ ー ジ を 
負っ た 。 その た め 、 第 一 線 で 活躍 する だ け の 能力 を 失っ 
て いた 。 救助 後 の テ ム は サイ ド 6 の ジャ ンク 屋 に 身 を 寄 
せ 、 地球 連邦 軍 と ガン ダム の 活躍 に 一 吾 一 胡 す る 日 々 
を 送っ た 。 その 傍ら に は 、 ガ ンダ ム の パワ ー ア ッ プ パー 
ツ と 称す る ガラ クタ が 多数 艇 乱 し て いた と 言わ れる 。 優 
秀 な 技術 者 と し て の か つて の 姿 と 比べ る と あま り に み じ 
め な 境 通 だ が 、 本 人 は 気 に し て いな か っ た よう だ 。 彼 の 
目 は ガン ダム に し か 向け られ て いな か っ た の で ある 。 


テム ・ レ イ は サイ ド 6 で アム ロ と 笛 閥 を 果たす 。 その 要 。、 ア ムロ に ガン ダム の 
球 化 パー ツ 兵 す が 、 それ は た だ の ガラ クタ で し か な か っ た 。 


MORE INFO !  HX シ リー ズ の 開発 


0079.09.18、 テ 


a 10-22 


MORE INFO! 


プス 戦役 の 最終 決戦 で 柄 神 を 旗 奈 きせ 、 埋 
後 も 長期 間 に 言 る 療養 生活 を 強い られ た 。 だ が 、 心 を 保 
まま 戦い 抜き 、 無 事 に 夫 戦 を 迎え た と する 説 も ある 。 RR 
ちら は カミ ー ユ が 終戦 まで に 辿っ た 経 紀 が あま り に 異な る た め 、 : て 提 夫 する の で は な て 


上 信 慢 を 「 人 を 家 
異説 の 域 を 出 な い 。 ミン 」 と 語り 、 人 と 


し て の 在り 方 を 正す よう 


内 や 和 近 な 者 の 玩 を > ーー 
ら ち も 柄 和 記 壊さ を る こ 
と な く 、 ファ ・ ユ イリ ィ と 
共に 無事 に 鍵 選 を 果 た 


され る 。 クワ トロ を は じ め 在 劇 を 乗り 直 

と する 周囲 の 人 間 の 支 に 
えも 、 カ ミー ユ の 成長 を 事情 は 、 幸福 な 結末 
助け る 要因 と た と 言 
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機動 戦士 アガ ンダ ム 


礎 狼 に 學 ぁ 
あの 


カミ ー ユ ・ ビ ダン 一 一 その 繊細 な 心 は グ 
リプ ス 戦 役 の 中 で 何 を 感じ た の か ? 


カミ ー ユ 


[7 | mg02 mwMk 


・ ビ ダン 編 


・ ビ ダン は 衝動 か ら 戦い に 身 を 投じ 、 エッ ゥ 
その 言葉 に は 、 少年 らし い 複 雑 な 感情 が 表れ て いた 。 


Case of Kamille Bidan 


カミ ー ユ 
と な っ て いっ た 。 


の 中 心 的 な 存在 


ニュ ー タ イプ の 少年 が 悲劇 の 中 に 見 出し た 進む べき 道 


U.C.0087.03.08 


サイ ド 7 グリ ー ン ・ ノ ア ] 


a CREE ! 


グリ プス 戦役 が 勃発 する 以前 、 カ ミー ユ は 一 介 の 
民間 人 と し て サイ ド 7 の グリ ー ン ノア 1 に 暮らし て いた 。 
し か し 、 ブ ライ ト ・ ノ ア に 会 うた め に 宇宙 港 を 訪れ た そ 
の 日 、 カ ミー ユ の 運命 を 変え る 事件 が 起こ る 。 カミ ー 
ユ の 名 を 聞い た ジェ リド ・ メ サ が 、 す れ 違 いざ ま に そ 
れ を 女 の 名 前 と 近 搬 し た の で ある 。 その 言葉 に 激 早 
し た カミ ー ユ は 衝動 的 に ジェ リド に 殴り 掛か り 、 結 果 、 
ティ ター ンズ に 遠 捕 さ れ て し まっ た の : 


U.C.0087.05.18 


歯 ぁ る 食い 縺 れ ! 


催 は 男 だ よ ! 


ミー ユ は 、 女性 の よう な 自分 の 名 前 に 強い コン プ 
レッ クス を 抱い て いた 。 その 反動 か ら 空手 や ホモ ・ ア 
ビス や Jr. モ ビル スー ツ と いっ た 趣味 に の め り 込 ん で 
いく と 同時 に 、 屈 折 し た 心情 ゆえ に 疾 の 強い 少年 に 
育っ て ぃ ジェ リド の 言葉 は カミ ー ユ の そう し た 部 分 
を 刺激 する も の で あり 、 衝 動 的 な 暴力 に 走ら せる に は 
充分 だ っ た 。 結果 、 速 捕 さ れ : 


そん な 大 人 、 修正 し て や る !! 


国 さと eEC た 


グリ ー ン ・ ノ ア 1 の 事件 を 契機 に エッ ー ゴ へ と 身 を 
投じ た カミ ー ユ は 、 ジ ャ ブロ ー 降 下 作戦 に 参加 し て 地 
球 に 降り た 。 そし て カミ ー ユ は 、 ジ ャ ブロ ー 基 地 で 救出 
され た カイ - シ デン が 残し た 手紙 の 内 容 か ら 、 クワ トロ ・ 
バジ ー ナ の 正体 が シャ ア ・ ア ズ ナ ブル で ある こと を 知 
る 。 ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン の 遺児 と いう 境遇 と 求 心 
力 か ら 目 を 背け 、 一 介 の パイ ロッ ト に 甘んじ る クワ トロ 
に 起り を 覚え 、 カ ミー ユ は 激しい 感情 を 露 わ に し て 聞 


CHARACTER'S MIND 


を 振る っ た の で ある 。 

7 ボー ユ が エゥーゴ に 参加 し た の は 状況 に 流さ れ て 
の こと だ っ た が 、 周囲 の 大 人 た ち は それ に 鮭 醒 も せ ず 
戦い を 強要 し た 。 カミ ー ユ に し て みれ ば 、 そ の 筆頭 と 
も 言え る クワ トロ が 自ら の 素性 を 隠し て 一 兵士 に 甘 ん 
じ て い る こと は 、 逃避 と だ ろう 。 だからこそ 、 
大 人 と し て の 責任 を 果たそ うと し な い ク ワ ト ロ に 、「 修 
正 ] と いう 形 で 起り を ぶつ けた の で ある 。 


U.C.0087.1 1.03 


地球 ・ キ リマ ンジ ャ ロ 基 地 


僕 は も う 、 あな た の こと を クリ トロ 大 有 尉 と は 呼び ませ ん よ 
あな た は 、 シ ャ ア ・ ア ズ ナ ブル に 戻ら な く て は いけ な いん で す 


U.C.0087.08 


グリ プス 戦役 が 終盤 に 差し 掛か っ た 頃 、 エ ウー ゴ は 
カラ バ と 共同 で ティ ター ンズ の キリ マン ジャ ロ 基 地 攻 
略 作戦 を 実行 する 。 地球 に 降下 し た カミ ー ユ は 、 戦 
い の 中 で 死ん だ と 思っ て いた フォ ウ と 再会 し 、 な ん と 
か し て 彼女 を 助け よう と し た 。 し か し 、 フ ォ ウ は 強化 人 
間 の 呪 締 に 翻弄 され た 未 に カミ ー ユ を 底 っ て 命 を 落 
と す 。 カミ ー ユ は 悲し み に 打 ち ひ し が れ な が ら も 、 こ れ 
以上 の 犠牲 を 出さ な いた め 、 クワ トロ に シャ ア と し て の 


宇宙 ・ グ リプ ス 2 周 辺 宙 域 


遊び で や っ て ん じゃ な いん だ よ !!! 


U.C.0087.02.22 


エゥーゴ と ティ ター ンズ 、 ア クシ ズ が 三つ巴 の 混戦 
を 繰り 広げ る グリ プス 戦役 の 最終 局面 で 、 カ ミー ユ は 
多く の 命 が 散 っ て いく の を 感じ て いた 。 そし て 、 その 惨 
状 を 楽し お か の よう に 戦い に 興じ る ヤ ザ ン ・ ゲ ー ブ ル 
を 、 彼 は 激しい 慎 り を 覚え た 。 彼 の 怒り に 反 
応 し た バイ オ ・ セ ン サ ー は Z ガ ンダ ム に 超常 的 な 力 を 
与え 、 ヤ ザン を 退け た の で ある 。 

グリ プス 戦役 が ここ に 至る まで に 、 


ミー ユ は 英 味 


宇宙 ・ グ リプ ス 2 周 辺 宙 域 


。 そ の 悲劇 を 繰り 返さ な いた めし 
ター ンズ を 打倒 し て 戦争 を 止め る ほか な い 。 
フォ ウ の 死に よっ て それ を 決意 し 、 エッ ー ゴ の 指導 者 ブ 
レッ クス ・ フ ォ ー ラ が 暗殺 され て も 傍観 


方 を 問わ ず 多 く の 人 間 た ちの 死 を 目の当たり に し て き 
た 。 そう し た 体験 を 経て 、 人 の 命 こ そ が 宇宙 を 支え て 
いる 力 で ある と いう 確信 に 辿り 着き つつ あっ た カミ ー 
ユ に と っ て 、 命 が 次 々 と 失わ れ て いく 戦場 は 耐え 難い 

= AN MM の 


わか る まい 、 戦争 を 遊び に し て いる シロ ッ コ に は 


この 、 俺 の 身体 を 通し て 冊 る 力 が ! 


MORE INFO! 


ジェ リド と の | 


因 


緑 


グリ プス 戦役 の 最 戦は 、 や が て グリ プス 2 を 中 
心 と し た 乱戦 に 移行 し て い ユ は その 中 で 、 
ハマ ー ン ・ カ ー ン と パプ テマ ス ・ シ ロッ コ の ふた り が 
戦い を 生む 元凶 と 見 定め 、 彼 ら を 討 と うと する 。 そし て 、 


を 列 い られ て し まう 。 1 その と き 、 カ ミー ユ 
魂 た ち が 彼 に 力 を 貸す 。 カミ ー ユ は 己 の 身 
体 と Z く ガン ダム を 介し て その 思念 を 受け 止め 、 シ ロッ コ 


フォ ウ と の 関係 


と 対 時 する の だ っ た 。 

カミ ー ユ は 、「 歴 史 の 立会 人 ] を 自称 し て 陰 か ら 
人 を 弄ぶ シロ ッ コ の 存在 を 危険 捉 し た 。 そ の 意思 と 
ニュ ー タ イプ 能力 は 、 カ ミー ユ と 心 を 通じ た 者 た ちの 
思念 を 呼び 、 アガ ンダ ム へ と 集まっ て いく 。 高み か ら 人 
を 利用 し た シロ っ て 、 そ れ は 理解 し 難い も の 
だ っ た 。 し か し 、 カ と Z ガ ンダ ム は 人 の 意思 を 吸 
い 込み 、 シロ ッ コ を 討つ と し た の で ある 。 


な 間 知 ・ サ ン ライ ズ 
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PERSONAL PROFILE 
ププ イト ル ノ プア 


に つ 

Bright Noa AEUG 
ーー 
伝 エ 
i 


や 


YO 


7 。 


RN 


[ 識 


i | 
vn 


パ 
4 


アー ガマ 
エッ ウー ゴ の 放 箕 で ある 強 箇 


連装 カタ バルト や 上 下 2 用 
天 の MS デッキ . 回 転 式 居住 


= ブラ イト が キャ プ - 
導入 時 シャ 
プス 間 期 は サイ 


に 


関連 ファ イル 
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機動 戦 十 ア ガンダム 


PERSONAL PROFILE 


ティ ター ンズ と エゥーゴ 、 ど ちら の 活動 か ら も 離れ て い 
た ブラ イト だ っ た が 、 地球 至上 主義 を 唱え 強権 を 振り か 
ざす ティ ター ンズ と 間近 に 接し た こと で 、 反 勢力 の 台頭 
は 必然 だ と 感じ た 。 これ に より ティ ター ンズ の 行動 に 義 
慎 を 抱い た ブラ イト は エリー ゴ へ の 参加 を 決め た の で あ 
る 。 この 時 ブラ イト は 、 冷遇 に より 鬱々 と し て いた 自分 か 
ら 脱 し 、 新しい 時 代 の 流れ に 乗る と と を 選ん だ の だ 。 

グリ プス 戦役 に 身 を 投じ た ブラ イト は 、 ア ー ガ マ の 第 
長 に 着任 。 名 艦長 と 主 わ れ た 手腕 を 発揮 し て ティ ター 
ンズ 及び アク シズ と の 戦い の 最前 線 に 立つ 。 そし て 
U.C.0087.11.16 に お ける ダカール 演説 後 、 エ ゥ ー ゴ 
の 実質 的 な 指導 者 と な っ た シャ ア を 擁する アー ガマ は 、 
名 実 と も に エゥーゴ の シン ボル と な り 、 実働 部 隊 の 指揮 
官 で ある ブラ イト も 必然 的 に エ ウ ー ゴ の 中 心 人 物 と な っ 
て い <。 彼 は 単なる 艦長 で は 済ま され な い 立場 と な り 、 
政治 的 な 視点 で グリ プス 戦役 を 見 渡さ ね ば な ら な く な っ 
た 。 さら に 、 第 三 勢力 で ある アク シズ の 出現 で 三つ巴 
の 争い に 進展 し 、 政 治 的 な 駆け 引き は グリ プス 戦役 の 
命運 を 左右 する こと と な る 。 艦 の 指揮 だ け で な く エ ウー 
ゴ 、 いわ ば 地球 圏 の 未来 まで が ブラ イト の 双 肩 に か か る 
こと に な っ た の だ 。 その 重責 を 乗り 越え た ブラ イト は グリ 
プス 戦役 を 制 し 、 テ ィ タ ー ン ズ に 辛うじて 勝利 し た 。 し か 
し な が ら 、 この 戦い で エゥーゴ は 疲 幣 し 、 ア クシ ズ は 未だ 
健在 。 彼 の 責務 は より 重 さ を 増し た の で ある ……。 


お 2 当 戦 後 の 冷 過 と エッ ー プ へ の 参加 


一 年 戦争 終結 後 、 軍 に 残留 し た ブラ イト 。 U.C.0080 
年 代 の 中 頃 ま で に 中 佐 へ と 昇格 し て いた が 、 彼 に 与え 
られ た 役職 は 軌道 往還 シャ トル の 艦長 と いう 閑職 で あっ 
た 。 ホワ イト ペー ス と いう 当時 の 最新 鋭 紙 の 艦長 を 勤め 
上 げた 人 物 に 対す る 配置 と は 言え ず 、 冷 過 措 置 は 明 ら 
か で あっ た 。 第 一 線 か ら 退 けら れ た ブラ イト は 、 ティ ター ン 
ズ の 台頭 に よる 地球 連邦 軍 の 変容 を 横目 で 見 な が ら 、 
時 代 の 流れ に 取り 残さ れ て いく 。 だ が 、 グリ ー ン ・ オ アシ 
ス に お ける ティ ター ンズ の 暴挙 を 目 の 当 た ! ラ ィ 
ト は 、 テ ンプ テー ショ ン が アー ガマ に 救助 され た こと を 契 
機 と し て エゥーゴ へ の 参加 を 決意 。 大 佐 と し て アー ガマ 
の 艦長 に 迎え られ る 。 そし て 就任 早々 、 エゥーゴ の ジャ ブ 
日 侵攻 作戦 の 艦隊 指揮 を 任 さ れ 、MS 部 隊 の 降下 を 
成功 させ た 。 以降 、 実 働 部 隊 を 率い て エゥーゴ の 中 心 メ 
ン パ ー と な っ て いき 、 グリ プス 戦役 の 功労 者 と な る 。 


上 少 叶 プラ ンク を 感じ させ な い 指 控 能 力 


ホワ イト ペー ス で の 活躍 は 広く 知ら れ て お り 、 ブ ライ ト 
の 指揮 能力 は 高く 評価 され て いた 。 名 艦長 の 伝説 は 、 
軍人 だ け で な く 民 間 人 に も 浸透 し て いた よう で ある 。 事 
実 、 7 年 も の 問 、 最 前 線 か ら 遠 ざか っ て いた に も か か わ 
ら ず 、 戦 艦 の 艦長 に 復帰 し た 直後 に 手腕 を 発揮 し た ブ 
ライ ト は 、 名 艦長 が 顕在 で ある こと を 示し た 。 その 優れ 
た 艦隊 指揮 は 、 エ ウ ー ゴ を 勝利 に 導い た の で ある 。 


0 ハア 
ホワ イト ペー ス 時 代 か ら 変 わり な く 、 ク ルー に 対し て MK 叶 し つつ 条 配 を 振る の 。 
そし て 重 規 を 乱す 者 に は 容 赤 な い 修正 を 加え . 場 の 空気 を 引き 締め た 。 


ブラ イト を 高く 評価 し て い 


ゴ は 、 彼 を 大 佐 へ と 昇格 させ て 
2 代目 親 長 と し て 迎え 、 実 人 部隊 の 指揮 を 任せ る 。 


MORE INFO ! テンプテーション の 艦長 と し て 
et 指揮 能力 に 才覚 を 示し た ブラ 


を 覚え て いた で あろ う ブ ライ ト だ 
が 、 能 長 と し て の 責務 後 ま 避難 民 の 安全 を 守る た め 
グリ ー ン ・ ノ ア 1 か ら 脱 出し た 。 な お 、 ブ ライ ト は ホワ イト ペー ス 隊 
の 中 で 唯一 、 宇宙 へ 出る こと が 許さ れ て いた 人 物 で ある 。 


テン プ テ ー シ ョ ン 
人 員 や 物資 の 小 規 模 な 輸送 や 連絡 任務 に 用 
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機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


PERSONAL PROFILE 人 
カガリ ユラ 内 アス ハ PROFILE FE i 


Cagalli Yula Athha 


€ 


亡き 父 の 理念 を 継い だ 
カガリ の 新た な 戦い 


C.E. (コズミック ・ イ ラ ) 71 の 戦い で 、 養 父 で ある 
オー ブ の 代表 首長 ウズ ミ ・ ナ ラ ・ ア スハ を 失っ た カ 
ガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ は 、 他国 へ の 侵略 行為 を 拒み 続 
けた 父 の 理念 を 引き 継ぐ た め 代 表 首 長 の 座 に 就 い 
た 。 前 大 戦 で 絆 を 深め た アス ラン ・ ザ ラ (アレ ックス ・ 
ディ ノ ) を パー トナ ー に 迎え 、 プ ラン ト や 地球 連合 の 
間 に 横たわる 起 較 を 解消 し よう と 弁 走 し て いた の で あ 
? 『、 カガリ の そう し た 行動 は 、 地球 連合 政府 と 
の 連携 を 強め る こと で 国家 を 安定 させ た い 他 の 首長 
か ら は 、 理想 論 で ある と 煙たがら れ て いた 。 CE.73、 
ファ ント ムペ イン に よる ザフト の 新型 「G」 奪取 事件 
が 発生 し 、 ザ フト と 地球 軍 が 再び 一 触 即発 の 状態 
に な る と 、 カ ガリ の 立場 も 急激 に 悪化 。 地球 軍 と の 
連携 に 積極 的 な セイ ラン 家 が 発言 力 を 増し て いき 、 
カガリ も ユウ ナ ・ ロ マ ・ セ イラ ン と の 政略 結婚 を 承諾 
させ られ で し まう 。 そん な 彼女 を 救っ た の は 、 血 を 分 
けた 双子 で ある キラ ・ ヤ マト で あっ た 一 一 。 


好 世 券売 ささ ユー シキ 
ば ご 或 只 人 悪く 洪 部 (r 友 幼 


前 大 圭 を 経験 し た こと で 非 戦 の 意思 を 明確 に し て お り 、 
プラ ント や 地球 連合 に 出向 いて オー ブ の 姿勢 を 伝え よう と し * - 
た 。 一 方 で 、 オ ー ブ の 内 政 を セイ ラン 家 な ど 他 の 首長 に 任 2, = グレ し て お り 、 ビー 
せ て いた た め 、 内 部 か ら カガリ へ の 不満 が 出 で い た 。 る 攻撃 を ほぼ 無効 化し た . 

a MBF-02 
スト ライ クル ー ジ ュ 


する 。 


セイ ラン 家 に よる 地球 連合 と の 連携 を 止め られ な 
か っ た カガリ は 、 自 ら の 非力 さ に 失意 を 覚え て いた 。 だ 
が 、 キ ラ や アー クエ ンジ ェ ル の クル ー た ち が 、 今 回 の 戦 
乱 を 食い 止め る た め に 再び ザフト や 地球 軍 に 立ち 向 か 
お うと し て いる 姿 に 奮起 する 。 ザフト 対地 球 連合 オー 
ブ の 合同 軍 の 戦闘 に アー クエ ンジ ェ ル の クル ー と し て 
介入 し 、 オ ー フ 軍 の 即時 撤退 を 訴え た の で ある 。 だ が 、 
地球 軍 の 圧力 に 屈し た オー ブ 軍 は 、 カ ガリ の 存在 を 「 無 
"、 ト ダ カ を は じ め 、 多 数 の 兵士 が 戦場 
で 散っ て いく こと と な っ た 。 カガリ は 、 地 球 連合 と の 連 
携 に よっ て その 属国 へ と 埋没 し て いく オー ブ を 再建 する 
た め 、 本 国 へ と 帰還 する チャ ンス を 寝 う 。 

オー ブ 本 国 は 、 地 球 軍 を 牛耳る ロゴ ス の リー ダー、 ロ ー 
ド ・ ジ ブリ ー ル を 匿 い 、 ザ フト の 侵攻 を 受け る こと に な る 。 
国家 崩壊 の 危機 を 感じ た カガリ は 、 オ ー ブ へ と 帰還 。 セ 
イラ ン 家 か ら 主 権 を 奪い 返し 、 本 土 壊 減 を 阻止 する こと 
に 成功 し た 。 以後 、 彼 女 は 宇宙 へ 向かっ た アー クエ ン 
ジェ ル に は 乗艦 せ ず 、 代表 首長 と し て 国内 の 立て 直し を 
開始 。 中 立国 と し て の アイ デン ティ ティ を 取り 戻す た め 、 
地球 軍 と は 距離 を 取っ た ほか 、 デ ュ ラ ンダ ル が 提唱 し た 
人 類 管理 政策 「 デ ステ ィ ニ ー プ ラン 」 に も 明確 に 反対 
の 意思 表示 を する 。 一 方 で アー クエ ンジ ェ ル を 軍 に 編入 
させ 、 全面 約 に パッ クア ッ プ 。 それ が 結果 的 に 、 CE.73 
か ら 開 始 さ れ た 戦乱 の 終結 に 繋が っ た の だ っ た 。 


計 汗 指導 者 と し て の 姿勢 


カガリ は 、 ウ ズミ の 後 を 継い で 代表 首長 に な っ た も の 
の 、 指 導 者 と し て の 「 器 ] まで は すぐ に 手 に 入れ る こと 
が で き な か オー ブ の 理念 を 頑 な に 守 ろ うと し た こ 
と で セイ ラン 家 や 他 の 首長 か ら 反感 を 買い 、 国 家 の 主 
権 を 奪取 され る 事態 を 生ん だ の で ある 。 だ が 、 ア ー ク エ 
ンジ ェ ル に 保護 され 、 ユ ウナ が 地球 軍 の 圧力 に 屈する 
様子 を 外 か ら 見 た こと で 、 国 家 に お ける 指導 者 の 重要 
性 を 再 認識 する 。 オー ブ に 帰還 し て か ら の 彼女 は 、 以 
前 の よう に 感情 的 に な り 過 ぎ ず 、 現 実に 即 し た 和 柔軟 な 
対応 を 取り 始め る 。 アー クエ ンジ ェ ル に 自ら 乗艦 し て 戦 
場 の 最前 線 に 身 を 置く の で は な く 、 オー ブ 本 土 か ら の サ 
ポー ト に 徹し た の も そう し た 考え か ら で あろ う 。 これ は 結 
打 中 立国 と し て の オー ブ の 立場 を 明確 に 世界 へ 
と 伝え る と と に な り 、「 デ ステ ィ ニ ー プ ラン 」 に も 国家 と し 
て 明確 に NO を 突き 付け る こと が で きた の で ある 。 


バイ ロッ ト と し て の 技量 

カガリ は 、 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 に 続い て スト 
ライ クル ー ジ ュ で 戦場 に 出 た ほか 、 ウ ズミ が 道 し た 高 性 
能 機 、 ア カツ キ に も 搭乗 し て いる 。 ある 程度 の 操縦 セ 
ンス を 持っ て いた カガリ で は あっ た が 、 ザ フト の シン ・ ア 
ょ エー スバ パイ ロッ ト ほ どの 技量 は な か っ た よう 
で 、 ア カツ キ 搭 乗 時 に デス ティ ニー ガン ダム と 交 | 
共に は 苦戦 を 強い られ て いる 。 


メサ イア 攻 力 戦 終 半 後 、 カ ガリ は オー プ 代 表 と ど 
区 を 人 表 。 完全 な 話 戦 に 向け て 憎 議 を 開始 し た 


アー モリ ー ワ ン で フ 
ベイン の 瑞 撃 を 受け た 
の 混乱 で 、 豆 部 を 修 打 , 
が 、 大 事 に は 至ら な カ 


所 
彼女 の 気持 ち を 
教 い 出 まれ た 。 た アカ 
が 指揮 を 執っ 
助 箱 本 部 へ と 到 
球 軍 へ の 甘い 態度 か ら 本 寺 
修 放 を 許し た ユウ ナ に 代わ け 
代表 に 復帰 し た 


「W 


代表 首長 と し て 生き て ゆく 決意 を 回 
そし て 、 アス ラン に 想い を 寄せ る メイ 


MORE INFO! カガリ の 結婚 式 


ユウ ナ と カ が り の 結婚 式 は 、 オ ー プ に と っ て 喜ぶ べき 出来 事 で あっ た 。 5 大 氏族 に 属 
ヽ 家 と セイ ラン 家 の 下 取 り 同士 と いう 、 こ れ 以 上 な い ロイ ヤル カッ プル の 誕生 
で ある 。 その 結婚 式 は 、 オ ー ブ の 伝統 で 盛大 に 開催 され 、 ハ ウメ 
ア 山 の 術 に ある 神 | i に 
キラ の フリ ー ダ ム ガ ン ダム に 


カガリ の た め に 、 純 白 の ウェ 

ディ ング ドレ ス が 用 草 さ れ た 

本 来 は 喜び の 涙 が 燃 を 伝 う は 

ず の 結婚 式 で あっ た が 、 カ ガ 

リ は 悲し み と 梅 し さか ら 5 目 を 潤 ( 
ませ る の で あっ た 。 ヽ 


EN ・ サ ン ライ ズ 
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エル ビー・ プ ル 


Elpeo Ple 


自分 の 心 を 素直 に 表現 し た 
アク シズ 生ま れ の ニュ ー タ イプ 

エル ピー・ プ ブル は 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 期 に 
ネオ ・ ジ オン が 戦線 に 投入 し た ー タ イプ ・ パ イロ ッ 
し か し 、 そ の 素顔 は 無邪気 で わが まま な 少 
女 そ の も の で あり 、 純 粋 な 感情 が 命じ る まま に 振る 
舞い 、 た だ 自身 の 欲す る も の を 求め た 。 その 先 に 何 
が 待っ て いよ うと も 、 ブル は 自分 の 好き な 人 の た め に 
戦い 、 その 身 を 投げ 出し た の で ある 。 

ブル は U.C.0077.03.08 に 生ま れ 、 ア クシ ズ で 
育っ た 。 た が 、 定 に ニュ ー タ イブ の 素 開 を 見 出さ れ 
た ブル は 、 戦 士 と し て 養成 され る こと に な る 。 周囲 に 
同年 代 の 仲間 も な く 、 戦 うた め の 駒 と し て 大 人 た ち 
に 扱わ れる 中 で 、 プ ル は 自分 を 理解 し て 受け 入れ て 
くれ る 存在 を 求め た 。 それ を ジュ ドー・ ア ー シ タ と いう 
少年 に 見 出し た と き 、 プル は 彼 に 強い 興味 を 抱く よう 
に な る 。 そし て 、 ジ ュ ド ー を 一 途 に 求め な が ら 第 一 次 
ネオ ・ ジ オン 戦争 の 中 を 駆け 抜け 、 自 ら の 感情 を 素 
直 に 表現 し て いく の だ っ た 。 


初対面 か ら : 
地 眼 い 波 馬 


兄ちゃん 」 と 呼ん で 貫い 
た 。 ジュ ドー の 側 を 時 9 6 


あたし は ジュ ドー と 
遊ん で 欲し い だ け な の よ ! 


ブル は 、 ア クシ ズ に 潜入 し た ジュ | ここ 
同士 の 共感 を 抱き 、 彼 に 強く 惹か れ た 。 し か し 、 ジュ ドー 
の 気 を 惹 こ うと する あま り 、 彼 の 妹 の リィ ナ ・ ア ー シ タ を 
人 質 に 取り 、 ア クシ ズ の 市 街 地 で MS を 動か す と いう : 
動 に 出る 。 常識 を 外れ た その 振る 無い は 、 プ ル が 普通 
の 環境 か ら 隔 離さ れ て いた こと の 証 で も あっ た 。 

だ が 、 そ の 傾向 は ブル を 管理 する グレ ミー・ ト ト に 危 
険 視 さ れ 、 記憶 の 刷り 込み っ つて 戦い を 強い られ る こ 
と に な る 。 そう し て 、 上 
か っ た プル 彼 の 呼び か け に よっ て 正気 を 取り 
戻し 、 エゥーゴ へ と 身 を 寄せ た の 


動 に よっ て 騒動 を 引き 起こ し な が ら も 、 
な ろう 2 と 上 命 に 戦 

ル で は リィ ナ の 命 を 奪 お うと さえ し た 。 し 
方 不明 に な ち は 落 胆 す 


た の で ある 。 そし て 、 
を 朋 っ た と き 、 プ ル は 身 を 拭 


ジュ ドー と の 出会い に よっ て 自ら の 居場所 を 見 つけ 
女 は 、 それ を 守る た め に その 身 を 投げ 出し た の だ 


周 ジュ ドー を 巡る リィ ナ と の 関係 


ブル に と っ て 、 リ ィ ナ は 自分 か らち ジ ュ ド ー の 興味 を 奪 
う 邪 魔 な 存在 その た め 、 リ ィ ナ を 救出 する た 
め に ジュ ドー が アク シズ に 投降 し た 際 に は 、 自 分 を 構わ 
な い ジ ュ ドー に 腹 を 立て て リィ ナ を 人 質 さら に ダ 
カー ル で は 、 意図 的 に リィ ナ を ジュ ドー か ら 引き 郊 し 、 彼 
女 を 襲っ て いる 。 し か し 、 プ ル の ジュ ドー を 慕う 想い を 没 
ん だ リィ ナ に より 、 そう し た 頑 な 


に な る と 、 そ の 責任 を 感じ て も う ひ と り の 妹 と し て ジュ ド 
の 傷心 を 褒 そ うと し た の だ っ た 。 当初 は 周り の 人 間 や 
ジュ ドー 自身 の 迷惑 も 願 み ず 、 彼 の 興味 を 切 こう と する 
行動 ば か り が 目立っ た ブル だ が 、 や が て は 大 事 な 相手 
の 心情 を 慮 る まで に 成長 し た 。 そこ に は . う 


る ニュ ー タ イプ の 波長 だ け で 顔 も 知ら な い 彼 を 探し 当 
て 、 き さら に は サイ コミ ュ 兵 器 を 備え る キュ ベレ イ Mk-I を 
自在 に 操っ た 。 また 、 パ イロ ッ ト と し て も 優れ た 適応 能 
力 を 示し 、 さま ざま な 機体 を 乗り こなし て いる 。 


高い 知覚 能力 を 桂 


位置 を 正確 に 把 揚 


アー ガマ が ハイ パー・ 
メガ 和子 砲 の テト を 


る こと な く 裕 を 消し た 


理 多 の 道具 


れ て こ な 


た 披 多 感 の 表れ で あ 


暫 


サン ドラ か 5 アー ガマ を 
に 単身 出 連 す 
ンダ ム MkH 

その 各地 救っ た の は 、 
ユ ・ ビ ダン の 声 だ っ た 
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礎 多 だ 残る 
あの 


自由 和佐 族 な ニー タイ ププ の 少女 
は 葛藤 が あろ うた 


その 明 るい 表情 の 家 


U.C.0088.04 


へ 
ne 3 


「 語 ) 


プル 。 彼女 の 言 


憎 り の な い 言 葉 に 垣間見 える 少女 の 苦悩 と 成長 


NV 


胸 が キュ ン キ ュ ン する …… 
で も と っ て も 気持 ちがい い ! 


エル ビー・ プ ル 編 
Case of Elpeo Ple 


ジュ ドー・ ア ー シ タ を 一 途 に 想い 
は 、 その 素直 な 


CZ] mM2 sr2Os 


心 が 満 た され る こと を 願っ た エル ピー・ 
情 を 映し 出し て いた 。 


幼 さ の 表れ で あっ た -. 


U.C.0088.05 


初め て アー ガマ 隊 に 接触 し た 戦場 で 、 ブ ル は 対 崎 
し た ZZ ガン ダム の パイ ロッ ト に 不思議 な 感覚 を 覚え て 
ち 、 ブ ル は アク シズ で 胸 の 奥 を 刺激 する 

うな 心地 良い 波動 を 感じ る 。 それ が 先 の 戦い で 出 
会 っ を た パイ ロッ ト の も の だ と 直感 し た プル は 、 グレ ミー・ 
トト の 制止 も 聞か 宮殿 を 飛び 出し て いっ た 。 そし 
て 、 プ ブル が その 波動 の 持ち 主 を 探し て 向 
は 、 彼女 の 運命 を 変え る こと と な る 少年 


あたし が 目 の 前 に いる の に 、 リィ ナ ば っ か り で 
あたし を いじ め る …… い じ わ る ! 


アー シタ が いた 。 

生ま れ て か ら 10 年 以上 の 時 を アク シズ と いう 閉鎖 
され た 空間 で 過ごし 、 愛情 を 注 が れ ぬ まま 戦士 と し て 
育成 され て きた プル に と っ て 、 本 当 の 意味 で 対等 な 
存在 は 皆無 だ ドー に 感じ た ニュ ー タ イプ と 
し て の 共鳴 は 、 そ うし た プル の 孤独 感 を 埋め ゆる も の で 
あっ た に 違い な い 。 その 感覚 に 導 か れる まま に 、 プ ル 
は ジュ ドー に 惹か れ て いっ た の で ある 。 
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グレ ミー に 囚われ た 妹 の リィ ナ を 、 先 の 潜入 作戦 で 
助け り 出 せな か っ た ジュ ドー は 、 再 び ア クシ ズ に 乗り 込 
ん だ 。 それ を 知っ た プル は 監禁 され た ジュ ドー を 助け る 
が 、 リ ィ ナ を 助け た いと いう 一 心 で 行動 する ジュ ドー は 、 
プル を 相手 に し よう と し な か っ た 。 プル は その 態度 に 
起り 、 リ ィ ナ を 人 質 に し て で : ー の 気 を 引 こ うと する 。 
そし て 、 再 会 を 果たし た ジュ ドー と リィ ナ を 前 に し て 、 
感情 を 爆発 させ る の 


自ら の 好意 が ジュ ドー に 受け 入れ られ な か っ た と き 、 
自分 の すべ て が 拒絶 され た と 感じ て し まう 。 それ は プ 
ル の 幼 さ ゆえ の 極端 な 感じ 方 で あり 、 彼 女 が それ まで 
まとも な 人 間 関 係 に 接し て こ な か っ た こと の 証明 で も 
あっ た 。 さら に 、 ア ク 居住 区 に 被害 が 及ぶ こ 
と も 構わ ず 、 茜 立ち を ジュ | ぶつ けた プル の 行い 
は 、 戦 い の 意味 を 教え られ な いま ま 戦 士 と し て 育て ら 
れ た 韻 酷 な 環境 を 物語 っ て いた の で ある 。 


U.C.0088.08 


地球 ・ ダ カー ル 


私 に は 親 も 兄弟 も いな いか ら 


U.C.0088.09 


欲し いん だ よ ! 


ル は 、 ジ ュ ド ー と 行動 を 共に する こと に な り 、 ネ オ ・ ジ 
オン が 占拠 する ダカール に 向かっ た 。 そこ で ジュ ドー は 
リィ ナ の 蒲 出 に 成功 し 、 プ ル は ジュ ドー の 戦い の 邪魔 
に な ら な いよ う 、 リ ィ ナ を 連れ て 戦場 か ら 離 れ よ うと し 
た 。 し か し 、 リ ィ ナ は プル を 強化 人 間 と 疑い 、 紅 弾 す 
る 。 そん な リィ ナ に 対し て 、 プ ル は 孤独 に 荷 まれ て き 
た 自ら の 感情 を 吐露 する 。 


リィ ナ は グレ ミー に 厚遇 され 、 ジ ュ ド ー か ら は 情 し み 
な い 愛 情 を 向け られ て きた 。 戦争 の 道具 と し て 扱わ 
れ 、 ジ ュ ド ー か ら の 愛情 も 受け られ な いと 感じ て いた プ 
ル に と っ て 、 リ イィ ナ は 羨望 と 始 の 対象 だ っ た 。 リィ 
ナ に 向け られ た 激しい 敵意 は 、 た だ ジュ ドー に 甘え た 
いと いう 純粋 な 想い の 裏返し だ っ た の で ある 。 プル の 
不幸 は 、 そう | ら の 感情 を 表現 する 術 を 学ぶ 環境 
を 与え られ な か っ 


あたし は リィ サナ じゃ な いか ら 、 リ イナ の 代わ り は 無理 か も し れ な いけ どー 
で る も 、 今 日 か ら ジ ュ ド ー の 妹 に な っ て あげ る よ 


リ イ ナ を 失っ て 塞ぎ 込む ジュ ドー に 、 周囲 の 反応 は 
さま ざま だ っ た 。 ル ー・ ル カ は 悲し み で 歩み を 止め て 
は な ら な いと 敢えて 厳し く 接し 、 ビ ー チ ャ ・ オ レー グ は 
今 は そっ と し て お くべ きだ と 考え た 。 そし て 、 ブ ル は 可 
失 感 に 韻 ま れる ジュ ドー を 気遣い 、 も う ひ と り の 妹 と し 
て 彼 の 支え に を な ろう と し て いた 。 

リィ ナ が 行方 不明 に な 
ル は 自分 が リィ ナ に な る と : 


自 後 の ダカール で 、 プ 
ュ ド ー に 訴え た 。 だ が 、 そ 


U.C.0088.10.31 


わた し は あな た よ ! 


の 言葉 は 黙 め に な る どこ ろか 、 最 愛 の 妹 を 失っ た ジュ 
ドー の 傷 を 深め る だ け で あっ た 。 それ を 感じ た プル は 、 
リ イ ナ の 代わ り と し て で は な く 、 ジ ュ ドー の 悲し み を 癒 
す 存 在 に な り た いと 願っ た の で ある 。 リ イ ナ を 好 
き な ジ ュ ドー が 自分 を 受け 入れ て くれ る か 、 ブ ル は 不 
安 を 抱い た 。「 好 き ] で な けれ ば 「 嫌 い 」 と 認識 され 
る 一 一 絶え ず 抱 えて いた その 恐れ と 向き 合っ た 上 で 、 
それ で も な お プル は 自ら の 決意 を 口 に し た の だ 


あな た は …… わ た し な の よ 


1 | 


を 


MORE INFO! 
カミ ー ユ ・ ピ ダン と の 共 万 


プル は 最期 の カ を 拓 
り 直 っ て ブル ッ 

そう と する 3 
の 攻撃 は サイ コ ・ ガ カン 
ダム する 


ジュ ドー の 力 に な る うと 懸命 に 戦っ た プル は 、 ダブ リ 
ン で アー ガマ を 守っ て 負傷 する 。 その 直後 、 ネ オ ・ ジ 
オン は コロ ニー 落と し を 敢行 し 、 グ レミ ー は プル ツー の 
MRX-010 サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-II を 差し 向け 、 ア ー 
ガマ の 撃破 を 狙っ た 。 その 気配 を 感じ 取っ た プル は 
怪我 を 押し て 出撃 し い 、 ブル ツー と 対 財 する 。 鏡 に 映し 
た 自分 と 戦う よう な 感覚 に 、 目 の 前 の 敵 が 自分 と 同 
じ 存 在 で ある こと を 理解 する ブル 。 その 叫び は 、 プ ル 


し 、 ブ ル は 彼女 が 自分 
の 写し 身 で ある こと を 正確 に 見 抜い た 。 戦い に お いて 
は 優位 に 立っ で て いな が ら 、 プル ツー が プル に 恐れ を 感 
じ た の は 、 その 差 が あっ た か ら な の か も し れ な い 。 


プル ツー を 導い た ブル の 思念 


A サラ イズ 
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クラ ウス ・ グ ラー ド 


Klaus Grad 


CB と の 連携 に カ を 入れ た 
カタ ロン 中 東 支 部 の 構成 員 


「FALLEN ANGELS」 で ソレ スタ ルビ ー イ ング 
(CB) を 崩壊 に 導い た 三 大 勢力 は 、 そ の まま 連携 
体制 を 維持 し 、 地球 連邦 政府 を 発足 させ た 。 彼ら は 
地球 人 類 の 意思 統一 の 名 の 下 に 、 非 加盟 国 に 対 
し て 武力 に よる 併合 を 進め て いた の で ある 。 こう 
政策 に 反発 する 人 々 や 、 地 球 連邦 軍 / ア ロウ ズ 設 
立 に 伴う 人 員 削 減 で 職 を 失っ た 軍人 た ち が 中 心 と な 
り 、 反 政府 勢力 ・ カ タロ ン が 結成 され た 。 その カタ ロ 
ン の 中 東 支部 リー ダー と し て 、 反 抗 グ ルー プ を まとめ 
て いた の が クラ ウス ・ グ ラー ド で ある 。 

三 大 勢力 に 所 属 せ ず 、 非 加盟 国家 が 多かっ た 中 
東庄 国 で は 、 地 球 連 邦 軍 と アロ ウズ に よる 強硬 な 
併合 が 相次い で お り 、 クラ ウス は こう し た 状況 を 危 恨 
し て いた 。 三 大 勢力 か ら 横流し され た MS 群 を 有する | 
カタ ロン で あっ た が 、 連 邦 側 の 横暴 を 食い 止め る に 
は 至ら な か っ た 。 そ の た め ク ラウ ス は 、 西 暦 2312 
年 に 再 始動 し た CB と の 連携 を 模索 する 。 


クラ ウス 5 の グル ー 


プ に は 、 アザ ディ ス ト -) 


ー> ペ xS ご 選 志 当 汽 
Yi 明記 泥 全 神 S 革 優 


6 と 本 格 的 に 活動 を 再 
a 較 還 人 ACBOー ム 
1 1 fh プトレマイオス に 接 \ 1 | 
| * 壮 。 友達 孝 勢 カ の 
’ 宮 な 連携 を 図り 、 
\ 一 大 勢力 を 形成 し 1 
ょ うと し て いた 。 


RELATIONS 
ーー ェ 


硫 革 する 組織 。 三 大 勢力 を 


朱 脱 し た 兵士 を ど が 直 加 し 、 
カタ ロン 構成 員 間 い S 衝 有する 。 
9 ヶ 


| 本戦 エガ ンタ ム OO 


PERSONAL PROFILE クラ ウス ・ ク ラー ド [U0] mr02 sr87A 


西暦 2312 年 、 ガ ンダ ム マ イス ター に 選ば れ た カタ ロ 
ン の 「 ジ ー ン 1」 こと ライ ル ・ ディ ラン ディ (ロッ クオ ン ・ ス 
トラ トス ) を 通じ て CB の 情報 を 得 て い た クラ ウス は 、 プ ト 
っ た 「 ア レル ヤ 奪 本 作戦 」 
作戦 を 成功 に 導く 。 その 後 の 会談 で クラ ウス は CB に 共 
闘 を 呼び 掛け る が 、 行 動 理念 の 違い か ら 一 旦 は 断ら れ 
る 。 だ が 、 対 ア ロウ ズ 戦 が 続く 中 で 、 両 勢力 は 自然 と サ 
ポー ト し 合う よう に な る 。 ガン ダム を 保有 する CB の 
は カタ ロン に と っ て 魅力 的 で も あり 、 また CB の 行動 
頼 を 置い て いた クラ ウス は 、 その 協力 を 惜しま な か っ た 

し か し 、 ア ロウ ズ が カタ ロン 壊滅 に 本 腰 を 入れ 始め た 
た め 、 ク ラウ ス ら は 苦し い 逃 亡 生 活 に 入る 。 彼 は そん な 
中 で も 連邦 の 打倒 を 諦め ず 、 来 た る べき 宇宙 で の 戦い 
に 備 人 ン ら アロ ウズ 離脱 
組 と 共に CB と アロ ウズ と の 一 大 決戦 に 介入 し 、CB 側 
の 勝利 を サポ ー ト し た の だ - 

戦乱 総 結 後 、 ク ラウ ス は パー トナ ー で ある シー リン と 
共に 、 再 編 さ れ た 地球 連邦 政府 の オブ ザー バー に 任 レ の ん : 頃 の 私 服 。 ダー ク ブ ラウ ン の ジャ ケッ ト を 常に お お 弧 っ 
命 され る 。 シー リン と の 間 に 子 供 も 生ま れ た クラ ウス は 、 
政権 安定 の た め に 者 走 。 西暦 2314 年 の ELS 棋 来 時 ⑪ 浴 自 は 冷笑 っ 葛 人 道 的 な 連邦 政府 と アロ ウズ の 政策 
に も 、 オブ ザー バー と し て の 立場 か ら そ の 対応 を 検討 し 、 尼 り を 皮 じ て お り 、 その 打倒 に 燃え て いた 。 
自ら の 役割 を 全う し て いる 。 どの よう な 情勢 で も 信念 
曲げ ず 、 全 力 を 尽く す 彼 の スタ ンス は 、 連邦 政府 、 そ し 
て 人 類 の "革新 "を 支え る 大 き な 力 と な っ た の 


(ー と し て 活躍 し て いた 頃 の クラ ウス 。 政治 の 


む 寺 ) 当 中 東 勢 力 を 堅持 する た め の 行 動 


クラ ウス が 所 属し て いた の は 、 連邦 へ の 非 加 盟 国 が 
多く 、 反 連邦 勢力 の 巣窟 と な っ て いた 中 東 支 部 で あっ 
た 。 ライ ル を 通じ た CB と の 連携 の 一 方 で 、 ル ブ ア 
ル ハ リ 破 漠 | ょ ど 、 そ の 軍備 拡大 に 余 
念 が な か っ た 。 だ が 、 ル プア ル ハ リ の 拠点 は 連邦 軍 
突き 止め られ て 壊 減 。 さら に 、 スイ ー ル 王国 と の 連携 
渉 中 に メメ ント モリ の 砲撃 を 受け 、 ス イー ル の 首都 に 出 
向い て いた 中 東 支部 長 が 死亡 し て し まう 。 代わ り に 支 
部 長 と な っ た クラ ウス は 、 中 東 第 二 支 部 を ペー ス ! 
動 を 継続 。 その 際 、 負傷 し た 球 那 ・F・ セ イエ イ を 救護 
し て いる 。 「 ブ レイ ク ・ ピ ラー 事件 以降 、 カ タロ ン の 地 
上 支部 は ほぼ 壊滅 。 これ に 伴い 、 カ タロ ン は その 全 戦 
力 を 宇宙 に 集中 させ 、 クラ ウス も 宇宙 へ 上 が っ た . 

戦乱 終結 後 は 、 カ タロ ン を 解散 させ た 上 で 政党 を 結 
成 し 、 クラ ウス は 政治 面 で その 力 を 発揮 し よう と し た 。 


上 時 カタ ロン を 維持 し た 政治 手腕 


カタ ロン は 、 ユ ニオ ン フ ラッ グ や AEU イ ナク ト と いっ た 
MS 群 の ほか 、 艦 隊 も 多数 所 有 し て いた 。 だ が 、 疑 似 
GN ドラ イヴ 搭載 機 まで は 確保 で きす 地球 連邦 軍 
アロ ウズ と の 戦力 差 は 明らか で あっ た 。 政府 転覆 の た 
め に は より 強力 な 軍備 の 確保 は 不可 欠 で あり 、 ク ラウ 
ス は CB と 熱心 な 連携 交渉 を ある 。 3 彼 
ら が 中 東 に 擁する 拠点 は 、CB に と っ て も 利用 価値 が 
高く 、 最終 的 に は 共闘 関係 に 沖 ぎ 着け た の で ある , 


MORE INFO! カタ ロン 構成 員 


CB 対 アロ 
れ た カ 
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ws ME ク ド PROFILE 
@ ーー 六角 22 基 

5 紗 4 ロロ スベ ロ NN 
Kinue Crossroad 最 能 取材 か ー 


優秀 な 記者 で ある が 故に 
その 剣 を 狙わ れ た 沙 慈 の 姉 


イオ リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ を 首謀 者 と する 私 設 武 
装 組織 ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) は 、 様 々 な 謎 に 
包ま れ て いた 。 設立 者 で ある イオ リア の 経歴 、 組 織 
の 規模 や 参加 メン バー、 そ し て オー バー テク ノロ ジー 
で 造ら れ た 機動 兵器 ・ ガ ンダ ム の 存在 一 一 それ ら は 、 
三 大 勢力 を も 動揺 させ る も の だ っ た の で ある 。 経済 
特区 東京 に 拠点 を 構え る 報道 機関 ・JNN に 
絹 江 ・ ク ロス ロー ド は 、 イオ リア と ガン ダム の 謎 に 迫っ 
た ジャ ー ナ リス ト の ひと り で あっ た 。 

絹 江 は 、 優 秀 な 記者 と し て 名 声 を 得 て い た 父 の 姿 
を 見 て 育っ た 。 だ が 、 父 は ある 取材 で トラ ブル に 巻き 
込ま れ て 収監 され 、 汚 名 を 着せ られ た まま 死亡 し て し 
まう 。 絹 江 は その 汚名 を そそ ご うと 、 父 の 遺志 を 継い 
で 報道 記者 を 志 し 、JNN に 入社 。 そし て 西暦 2307 
年 、CB が ガン ダム と 共に 突如 と し て 姿 を 現し 、 武 力 
介入 を 開始 する と 、 彼 女 は 組織 の 真実 追っ て 取材 
を 始め る の だ っ た 。 


取 
材 で 帰宅 が 深夜 に 
及ぶ < と も あく 、 顔 


し た 絹 尋 は 、 イ オリ ア 
が か つて 天才 科 : 
者 と し て 名 を 陸 せ た 
人 人 物 で ある の を 舞 
み 、 その 後 も 取材 を 
電 続 する が 


Ci 

真実 を 愚直 に 追 

れ て いた 反面 、 取 村 に の め り 込 みす き て 周り が 見 えな く な る 
と ころ が あっ た 。 人 の 肉親 で ある 弟 ・ 沙 
替 に は 優し く 、 常に その 身 を 案じ て いた 。 


沙門 の ガー ルフ レン ド 、 

エイ メ ・ ハ レヴ ィ と も 顔 ー 
0 が 、 彼 CB の 真相 を 握っ て 地球 各地 を 邦 走 する 細 江 の 次 は 、 か つて 

記者 と し て 活躍 し た 父 の 基 を 見 る よう で あっ た 、 真相 に 3 

に つれ 不 務 な 動き が 彼女 に 迫る 。 


EE 


関連 ファ イル 
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CB の 取材 を 進め る 中 で 、 絹 江 は その 設立 者 で ある 
イオ リア の 存在 に 着目 する 。 太陽 光 発 電 シ ステ ム の 理 
論 を 提唱 し た 人 物 で あり な が ら 、 ほ と ん ど 公 の 場 に 姿 を 
現さ き な か っ た 彼 の 経歴 と 身辺 を 洗う こと で 、" 戦 争 の 根 
絶 " と いう 理念 の 裏 に 隠さ れ た 真相 を 探 う うと し た の で 
ある 。 三 大 勢力 の 謀 報 機関 も CB と ガン ダム の 秘密 を 
探る こと に 苦戦 し て お り 、 一 介 の 記者 で あっ た 絹 江 が 
真相 に 近づく の は 困難 で あっ た 。 だ が 、 絹 江 は 我が身 
を 危険 に 晒す の も 原 わ ず 粘 り 強 い 取 材 を 続け 、 こ ご 
百年 の 間 で 、 大 量 の 技術 者 科学 者 が 行方 不明 に 
な っ で いる 事実 を 突き 止め た の で ある 。 

絹 江 の 取材 を 基 と し た JNN の CB 特集 は 高 視聴 率 を 
挙げ 、 上 司 か ら も 取材 の 継続 に GO サイ ン が 出る 。 だ 
が 、 イ オリ ア の 真相 に 近づく こと は 、 今 回 の 戦乱 に 潜 
お 巨大 な 間 に 直面 する 結果 と な る 。 タク ラマ カン 砂漠 
で 出現 し た 新た な ガン ダム を 追い 始め た 絹 江 は 、 そ の 
ガン ダム の 開発 に 関し 、 リ ニア トレ イン 公社 の 総裁 ラグ 
ナ ・ ハ ー ヴ ェ イ の 関与 を 疑う 。 ラグ ナ は JNN の 大 株 主 
で あり 、 部 下 か ら も これ 以上 の 深追い は 危険 だ と 説得 
され る も 、 彼 女 は 真実 の た め 、 単 独 で 面会 に 向かう 。 
記者 と し て の 使命 を 全う し よう と する 想い が 、 絹 江 を 容 
き 動 か し た の だ 。 だ が 、 真 実 の 解明 を 焦る 気持 ち が 、 
戦争 屋 で ある アリ ー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス と の 接触 に 繋が 
リ 、 志 半 ば で 命 を 落と す と いう 意 劇 を 生ん で し まっ た 。 


む 圭 肖 飼い 続け た CB の 正体 

絹 江 は 、 CB の 宣戦 布告 を 行っ た 初老 の 人 物 を 、 早 
い 段 階 で イオ リア だ と 断定 。 すぐ に 彼 の 調査 を 開始 し 
た 。 だ が 、 200 年 以上 前 の 科学 者 の 情報 は 乏しく 、 取 
材 が 空振り に な る こと も 多かっ た 。 それ で も 、 ユ ニオ ン 
安全 保障 局 の 動き を 追う こと で 、 多 数 の 科学 者 が 行 
方 不明 と な っ て いる 情報 を キャ ッ チ す る 。 以 降 も 、CB 
本 体 で は な く 、 イ オリ ア 自 身 の 経歴 や その 人 間 関 係 を 
中 心 に 調べ 続け た 。 

タク ラマ カン 砂漠 で 行わ れ た 三 大 勢力 と CB・ プ トレ 
マイ オス と の 戦闘 後に は 、 新た な ガン ダム に 関す る 情 
報 を 喚 ぎ 付け る 。 その 中 で 、 偶然 ガ ンダ ム パ イロ ッ ト の 
声 を 聞い た と する ユニ オン の パイ ロッ ト に 取材 。 その 中 
で 得 た 「 ラ グ ナ ] と いう キー ワー ド を 元 に 、 リ ニア トレ イン 
公社 の 総裁 で ちる ラグ ナ に 辿り 着く 。 ラグ ナ 本 人 と の 
面会 は 断ら れ た が 、 直 後に ビル か ら 出 て きた アリ ー・ ア 
ル ・ サ ー シ ェ ス に 突撃 取材 を 敢行 。 サ ー シ ェ ス か ら は 
GN ド ライ ヴ の 存在 を 教え られ る も 、 直 後に 彼 の 手 で 殺 
害さ れ た た め 、 その 情報 を 発信 する こと は で き な か っ た 。 


危険 を 願 み な い 取材 活 重 


CB の 真相 を 探っ て いく 中 で 、 紹 江 は ユニ オン の 裕 
全 保障 局 や リニア トレ イン 公社 な ど 、 大 き な 組 織 と 対 財 
する こと に な っ た 。 部 下 が 止 め る まで も な く 、 我 が 身 の 
危険 を 感じ て いた 絹 江 で あっ た が 、 ジ ャ ー ナ リス ト と し て 
の 使命 を 優先 し た の で ある 。 


NN F Gy 
巨大 企業 や 議 幸 機関 を 恐れ な い 縛 江 の 取材 が 数 々 の スク ー プ に 問 が っ た 
が 、 それ は 命 を 許 け た 行動 で も あっ た 。 


細江 が 失 束 し で い < 
た 家族 写真 。 亡き ~ r — 


いる , 苦し い 取材 
活動 の 中 


MORE INFO! JNN の 人 々 


を 構え る 報 首 機 関 。 綱 江 が 所 属し て いた 報 
混乱 する 世界 情勢 を 、 各 地 に 派遣 し て い し に 
た 。 硬派 な 報道 番組 TJNN } 
1 内 で 、 絹 江 が 取材 し て いた イオ リア 関連 の 情報 を 取り 扱っ 
て いる 。 相当 な 激務 で 、 絹 江 も 休日 は 皆無 で あっ た 


デス ク 
JNN の デス クウ で 、 
材 活 動 を 


待 
きす る と 釘 も 利 し 


ae サン frmes 12.22 
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イザ ー ク @ ジュ ー ル を 


Yzak Jule 還 


高い 徐 持 を 拠り どこ ろ と する 
クル ー ゼ 隊 所 属 の 赤 服 


コー ディ ネイ ター と いう 優れ た 種 と し て 生ま れ 、 資 
質 と 家柄 に も 恵まれ て いた イザ ー ク ・ ジ ュー ル 。 そ 
の 環境 は 、 エ リー ト と し て の 異常 に 高い プラ イド を 彼 
に 植え 付け た 。 その プラ イド の 高 さ は 自ら を 研磨 する 
起爆 剤 と な る 反面 、 ど うし て も 越え られ な い 相 手 と 出 
会 っ た 際 は 不 軸 の 要因 と な っ て し まう 。 

イザ ー ク の プラ イド を 刺激 する 相手 
ザラ と は アカ デミ ー の 同期 生 で あり 、 首 席 の 彼 に 対 
し イザ ー ク は 次 席 に 甘んじ で いた 。 同期 の ライ バル と アン 
し て 対抗 心 を 燃やす イザ ー ク で あぁ っ た が 、 敵 に も 彼 | 
の プラ イド を 揺さぶる 相手 が 現れ る 。 

CE.71 年 、 ヘ リオ ポリ ス で の 「G] 奪取 後 、 奏 え 
な か っ た 1 機 と その 母艦 「[ 足 付き ] を 追う イザ ー ク た ち 
は 、 ス トラ イク に 煮え 湯 を 飲ま され 続け て きた 。 その 
追撃 戦 に お いて 後 れ を 取っ た イザ ー ク は 員 傷 し 、 居 


辱 に まみ れ た の で ある 。 か くし て 彼 の 敵 属 心 は 、 自 分 
を 傷付け た スト ライ ク に 注 が れる の で あっ た 。 
アス ラン を 意識 し て お り 、 
その 対抗 は 刺 々 し い F 
ーー 態度 と な っ て 現れ た 。 し 
【】 か し 計 の 実力 は 故 よ り も 
評価 し て お り 、 ア スラ ン 


作る 負 わ さ れ た スト ライ ク 
に 対し 異常 な 畔 状 を 見 
必 を 記 


3 eta 
アス ラン ・ / 


は 、 ス トラ イク を 倒す こと 
で 必 礎 を 量 ら そう と する 。 


ディ アッ カ ・ 


Tn 


h FLEPmEWEW 
エル スマ シ SEED-02.11 アス ラン サラ 


ウト 。 アカ デミ ー で 
は 党首 席 の 存在 で 、 イ ザー 
ク が ライ バル 視 す る 相手 で 
る 。 その た め 、 両者 は な に か 
と 血 突 する こと が 多かっ た 。 


アカ デミ ー を 優秀 な イザ ー ク は 、 エ リー 
と が 許さ れ 、 精 鋭 部 隊 で 
クル ー ゼ 隊 へ 配属 され た 。 C.E.71、 イ ザー ク は 
A 兵器 「G] の 奪取 任務 に 就く 。 
ー ブ 首 長 国連 合 の 中 立 コロ ニ リオ ボ 
イザ ー ク は 、「G] の 1 機 で ある デュ エル を 礁 うこ と 
の し 、 そ の 専 と な る 。 
奪取 は 完全 に は 成功 せ ず 、 奪 えな 7 
スト ライ ク と 、 そ の 同艦 「 足 付き ] は へ リオ ボリ ス か 
出 。 クル ー ゼ 隊 も 3 た 。 イザ ー ク は 仲間 と 共 | 


た 


ザー ク は 再び プラ イド を 傷付け られ 
と クル ー ゼ に 上 申し 、 そ れ 
が 結成 され る が 、 追 撃 に 意欲 を 
置き 、 同 等 の 立場 で ある アス ラン が 
隊長 に 任じ られ た ちる 。 屈辱 に 身 を 震わせ る イザ ー 
辺 た が 、 そ の 屈辱 は 甘んじ て 受け 、 ザラ 隊 の 一 員 
て 打倒 スト ライ ク の 執念 を 燃やす の ; 


: 寺 ) 及 ア スラ ン ・ ザ ラ へ の 対抗 意識 


ラン は ア 同期 生 で あり 、 イザ ー ク は 彼 
の 生 真 面目 な 性 4 と ウ わな か また 、 生 来 の 
ン と 相 容 れ ず 、 成 績 優秀 な 彼 に 


な いん だ ぞ 」ーー イ MORE INFO! 


[| の 誇り が 伝 プラ ント の 意思 決定 は 最高 評議 会 の 総意 に よっ て 決定 され る 。 イザ ー ク ・ ジ ュー 

だ け の 実力 が な けれ ば : ル の 母 、 エ ザ リ ア ル は その 評議 評議 員 で あっ た 。 エ ザ リア は ナチ ュ ラル に 

イザ ー ク は 赤 服 で ある に 良い 感情 を 持っ て お ら ず 、 徹底 抗戦 を 掲げ る パト リッ ク ・ ザ ラ を 支持 。 ザラ 派 の 重 

件 と し て 活動 する 。 戦後 の こと を 見 据え て いた エ ザ リア は 、「 あ な た の 仕事 は 、 戦 

Mc な い エ リー ト で 在 ろ うと する イ 後 の 方 が 多く な る の よ ] と 息子 に 期待 を 掛け て いた 。 俺 戦後 に イザ ー ク が 議員 と 
し て 活動 し て いた 次 期 も あり 、 母 の 想い に 応え て の 行動 だ っ た の か も し れ な い 、 


プラ ント 評議 会 議員 の 母 


を ま 隊 を 後 
方 に 回 す よう 手配 する 
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クワ トロ ・ バ 


(Quattro Vageena 


組織 を 支え る 存在 と し 
を 得 て い た 


や や 


i 


ナ 


(2) ne02 mm 


PROFILE 
年 齢 _27 歳 

( ) 
a AEUG 


持 能 MS 操 綻 、 戦闘 指 揮 


リッ ク ・ デ ィ ア ス 
クワ トロ が アク シズ が ら 桂 を 


較 迷 ーッ ーー 広 え た クワ トロ の 役 


MORE INFO! 
クワ トロ の 腹心 、 キ グ ナ ン 


グリ プス の 動向 の 調査 を 命じ 、 独 自 に 情報 収集 を 進 
また 、 キ グ ナ ン は 余 
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ヘン ケン ・ ベ ッ ケ ナー ーー 式 


Henken Bekkener 


Li WW02 seni 


時 連 ファ イル 
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| 人 戦 十 ガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE 


アー ガマ の 艦長 に 就任 し た ヘン ケン は 、 グ リー ン ・ オ 
アシ ス 事 変 に 始ま る エゥーゴ の 初期 作戦 行動 を 指揮 し 、 
アー ガマ 単 艦 で ティ ター ンズ の 追撃 部 隊 を 振り 切る ほど 
の 手腕 を 見 せ た 。 その 後 、 次 に 備え る ジャ ブロ ー 侵 攻 
作戦 の た め に 艦 を 地球 に 向かわ せ た ヘ ン ケン は 、 エ ウゥ ー 
ゴ に 参加 し た ブラ イト ・ ノ ア に アー ガマ 艦長 の 座 を 譲り 、 
自身 は 新造 艦 ッシュ の 指揮 を 執っ た 。 そし て 、 ブ 
ライ ト と 共に アー ガ で 実働 部 際 の 中 核 を 担っ た ヘン ケン 
は 、 宇宙 で 対 ティ ター ンズ の 戦い を 継続 する こと と な る 。 

アポ ロロ 作戦 や ダラ ナダ へ の コロ ニー 落と し と いっ た 
ティ ター ンズ の 作戦 を 阻止 すべ く 来 配 を 振る っ た ヘン ケ 
ン だ っ た が 、 プレ ックス の 暗殺 に よっ て 事態 は 悪化 の 区 
し を 見 せる 。 それ で も ヘン ケン は 、 ブ ライ ト や クワ トロ ・ 
バジ ー ナ と 共に ブレ ックス 亡き 後 の エ ウゥ ー ゴ を 率い 、 戦 
線 を 支え た 。 そし て 、 ア クシ ズ の 介入 に よっ て 混迷 を 深 
め る 戦い の 中 で 、 ヘ ン ケ ン は ラー ディ ッシュ を 指揮 し て 
アー ガマ を 陰 か ら 支え た 

や が で 、 グリ プス 戦役 は エ ウ ー ゴ と ティ ター ンズ 、 アク 
シズ の 三つ巴 の 最終 決戦 へ と 突入 する 。 その 総力 戦 
の 中 で 、 ヘ ン ケ ン は ヤ ザ ン ・ ゲ ー ブ ル に 追い 詰め られ 
た エマ ・ シ ー ン を 守る た め に 艦 を 拉 に する 。 身 を 手 し て 
エマ の 危機 を 救っ た ヘン ケン だ っ た が 、 自 身 は 沈み ゆく 
ラー ディ ッシュ と 運命 を 共に し 、 エ ッ ゥ ー ゴ の 勝利 を 見 る こ 
と な く 戦 い に 捧げ た 生涯 を 閉じ た の だ っ た 。 


お寺 ) 肖 エマ に 向け た -ー 途 な 思慕 の 情 


軍人 と し て の 大 胆 な 行動 カ と は 対照 的 に 、 ヘ ン ケ 
ン は 女性 に 対し て 非常 に 奥手 だ っ た 。 し か し 、 テ ィ タ ー 
ンズ を 離れ て エゥーゴ に 身 を 投じ た エマ に 一 目 惚れ する 
と 、 機 会 を 見 て は 彼女 の 気 を 惹 こ うと し た 。 アー ガマ を 
降り る 際 に エマ を 呼び 出し て 激励 し 、 さ ら に は 彼女 へ の 
プレ ゼン ト を レコ ア ・ ロ ンド に 預け た りす る な ど 、 不 器用 
な アプ ロー チ を 繰り 返し て いた 。 エマ が ラー ディ ッシュ に 
配置 転換 され て か ら は 、 放 射 能 汚染 を 心配 し た り 、 お 
葉 に 誘っ た り も し て いる が 、 エマ に は 素 気 無く あし ら わ れ 
て いる 。 それ で も 一 途 に エマ に 想い を 容 せ 続 けた ヘン 
ケン は 、 最終 的 に 自ら を 欄 牲 に し て 彼女 の 命 を 救う こと 
に な る 。 エマ ひと り の た め に 艦 を 危険 に 晒す 行為 に は 、 
さす が の ヘン ケン も 購 路 を 見 せ た が 、 彼 の ひたむき さ を 
見 続け て きた ラー ディ ッシュ の クル ー は 逆 に ヘン ケン の 
背中 を 押し 、 上 官 の 純情 に 理解 を 示し た の だ っ た 。 


艦長 と し て の 優れ た 手腕 

ヘン ケン は 戦術 眼 に 佑 れ た 有 能 な 艦長 で あり 、 そ の 
手腕 は ブレ ックス や クワ トロ も 認め る と ころ だ っ た 。 ガン 
ダム Mk- 尋 強奪 直後 の 撤退 戦 で は 、 テ ィ タ ー ン スズ 艦隊 
の 目 を 散 く た め に リス ク を 承知 で 艦 の 針路 を 選ぶ な ど 、 
果断 な 来 配 を 見 せ て いる 。 また 、 ク ワ ト ロ と ウォ ン ・ リ ー 
ら 出資 者 の 会 談 の 場 に お いて は 、 変 尊し て 連絡 役 と 
ボディ ガー ド を 務め て いる 。 


"= 


h の 4 に 


アー ガマ を ブラ イト に 託し た ヘン ケン だ っ た が 、 衝 長 と し て の 能力 は 高く 、 そ 
の 各 配 で エゥーゴ を 支え た 。 また 、 出 資 者 と の 次 渉 に も 同 秦 し て いる 。 


、 ヘン ケン を 補佐 
( ら は ヘン ケン を 上 官 と し て 藤 
する 不器用 な 態度 を 間近 に 見 
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ビダン 大 雪 ーー 


Mr. and Mrs. Bidan 


ティ ター ンズ に 協力 し た 
地 来 連 孝 軍 の 技術 二 世 

フラ ンク リン ・ ビ ダン と ヒル ダ ・ ビ ダン は 、 グ リプ ス 
戦役 期 の 地球 連邦 軍 技 術士 官 で ある 。 ガン ダム 
Mk 開発 の 中 心 的 存在 だ っ た フラ ンク リン と 、 Mk- 
I 開発 や ド ゴ ス ・ ギ ア 建 造 に 携わっ た 材料 工学 の 
専門 家 ヒ ル タ ダー 一 ふた り は 技術 者 と し て 一 定 の 業 
績 を 挙げ て いた が 、 私 人 と し て は 多く の 問題 を 抱え て 
いた 。 や が で は それ が 遠因 と な っ て 、 ふ た り は 身 を 減 
ぽ す こ と に な る の で ある 。 

フラ ンク リン と ヒル ダ は 結婚 し て カミ ー ユ ・ ビ ダン と 
いう 息子 を も うけ て いた が 、 カミ ー ユ が ハイ スク ー ル 
に 通う 頃 に は 共に 家族 も 顧み よう と し な か っ た 。 フラ 
ンク リン は 外 に 愛人 を 作り 、 ヒ ル ダ は それ を 知り な が 
ら も 仕事 に 没頭 し た の で ある 。 その 両親 の 姿 を 見 て 
喘 屈し て いっ た カミ ー ユ は 、 の ち に ガン ダム Mk-I 強 
奪 と いう 大 事件 を 引き 起こ と すこ と に な る 。 そし て 、 そ 
き 込 まれ た 夫妻 は 、 悲 劇 的 な 最期 を 迎え る の 


ガン ダム MK の 開発 に 
携わっ クリ ン は 、 
ー バス ク ・ オ ム 5 テ ィ タ ー ン 
ズ 上 選 部 と も 密接 な 関 ド 


4 ヒル ダ ・ ビ ダン 


人 ム フラ ンク リン ・ ビ ダン 


便 20101 Rx178 カ ンタ AMkT =。 | 


グリ ー ン ・ オ アシ ス で ティ ター ンズ の 兵器 開発 に 携 
わっ て いた ビダン 夫妻 の 周囲 は 、U.C.0087.03.02 
に 起こ っ た ガン ダム Mk-T 強 奪 事件 と カミ ー ユ の 暴走 に 
よっ て 一 変 する こと に な る 。 息子 が ティ ター ンズ の 新型 
MS き 強 奪 し て エ ウ ー ゴ に 参加 し た こと は ふた り の 立場 
を 悪く し 、 事 情 も 飲み 込め な いま ま 追 撃 艦隊 へ の 同行 
を 命じ られ る こと と な っ た 。 だ が 、 その 実は エゥーゴ に 対 
する 人 質 で あり 、 ティターンズ は ヒル ダ を 利用 し て ガン ダ 
ム Mk-I を 奪回 し よう と 画 築 す る 。 し か し 、 交渉 は 人 質 
を 知っ た : ユ の 独走 に よっ て 決裂 し 、 カ ブ セ ル に 閉 
じ 込 め ら れ た ヒル ダ は ジェ リド ・ メ サ の 狙撃 に よっ て 、 カ 
ミー ユ の 目 の 前 で 宇宙 の 藻 層 と 消え た の だ っ た 。 

ひと り 残 され た フラ ンク リン は 、 結 果 的 に ティ ター ンズ 
の 捕虜 と な っ た カミ ー ユ か ら 妻 の 死 を 聞か され る こと に 
な る 。 その 後 、 エ マ の 脱走 に 乗じ て エ ウ ー ゴ に 寝返っ た 
フラ ンク リン だ っ た が 、 自 分 を 人 質 に し た パス ク を 逆 に 
利用 し 、 テ ィ タ ー ン ズ で の 立場 を 手 に 入れ よう と 画策 す 
る 。 リッ ク ・ デ ィ ア ス を 強奪 し て エ ウ ー ゴ から 逃 亡 を 図り 、 
艦隊 戦 の 中 で カミ ー ユ と 対 央 する フラ ンク リン 。 エゴ イ 
ズム を 剥き 出し に し て 息子 を 撃つ その 姿 に 、 親 と し て の 
責任 感 は 欠片 も な か っ た 。 カミ ー ユ の 制止 も 聞か ず に 、 
我 を 忘れ て 戦場 に 留まり 続け た フラ ンク リン は 、 や が て 
艦 移 射 撃 を 受け て 爆発 する 機体 に 巻き 込ま れ 、 カ ミー 
ユ の 心 に 深い 傷 を 残し た まま 死ん で いっ た の で ある 。 


国 記 ミー の 行動 を 招い た 夫 半 の 不実 


家庭 を 気 に 掛 け な い ビダン 夫妻 の 行い は 、 
を 衝動 的 な 少年 に 成長 させ た 。 ティ ター ンズ に 逮捕 き 
れる 原因 と な っ た 凌 行 も 、 そ うし た 環境 が 生ん だ 行動 
だ っ : える 。 さら に 、 カ ミー ユ が ガン ダム Mk-IL を 動 
か せ た の も 、 フ ラン クリ ン の コン ピュ ー タ か が ら デ ー タ を 姿 
ん で いた か ら だ っ た 。 事件 に 至っ た ユ の 行動 の 
根底 に は 、 両親 と の 関係 が 根差し て いた の で ある 。 

まま た 、 カ ミー ユ は ヒル ダ を 助け よう と し た 際 、 激 し い 事 
り を 彼女 に ぶつ け て いる 。 カミ ー ユ の 眼 に は 、 ヒ ル ダ が 
置か れ た 状況 が 自分 の 感情 や 都合 を 無視 し た も の に 
映っ た の だ ろう 。 さら に 、 フ ラン クリ ン に ヒル ダ の 死 を 告 
げた カミ ー ユ は 、 そ れ と 同時 に 「 こ れ で 若い 恋人 と 上 手 
くい くね 」 と 語っ て 言 外 に 父 を 責め た 。 父 の 死後 、 カ ミー 
ユ が 漏らし た 「 両 親 に 親 を や っ て 欲し か っ た 」 と いう 言 
葉 は 、 ビダン 夫妻 の 不実 が 言わ し め た も の で ある 。 


貞光 計 技術 者 と し て の 優れ た 


人 の 親 と し て は 問題 の 多かっ た ビダン 夫妻 だ が 、 技 
術 者 と し て は 優秀 だ っ た 。 フラ ンク リン は ガン ダム Mk-L 
の 開発 を 主導 し 、 それ に 続く ジオ ン 系 の 技術 を 取り 入れ 
た MS 開発 の 構想 も 頭 に 描い て いた と いう 。 一 方 の ヒ 
ル ダ は 、 装 甲 の 分 野 に お いて MS に 加え て 艦艇 の 建造 
に も 関わ る だ け の 技能 を 有 し 、 テ ィ タ ー ン ズ で は 装甲 の 
材質 調査 も 担っ て いた と 見 られ る 。 


ガン ダム Mk の 解 人 作業 に 口 を 出す フラ ンク リン 。 MS の 採 継 技術 も 有 有 し 
て お り 、 クワ トロ は 徒 を 「 な まじ の 技師 で は な い | と 評価 し で いる 。 


ゴ の MS を 検分 
る 。 人 損 と し て 利用 


MORE INFO! 


レ は 当時 、 マル ガリ ー タ と いう 
た 。 それ は ヒビ. ミュ 


@ 平 時 は 技術 部 
0 アレ キサ ンド リア 


、 マル ガリ ー タ と ビダン 家 


マル ガリ ー タ 
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生体 CPU 


(オル が ・ サ プ ナ ッ ク プ シャ ニ ・ ア ンド ラス プク ロト ・ ブ エル ) 


CPU of Living Body 


人 人為 的 な 強化 を 施さ れ 
戦い に 身 を 投じ た 若者 た ち 


ナチ ュ ラ ル が 拾 く コー ディ ネイ ター へ の 差別 心 ・ 
憎悪 は 、 反 コー ディ ネイ ター 団体 ・ ブ ルー コス モス を 
中 心 に 高まっ て いた 。 C.E. (コズミック ・ イ ラ ) 71 に 
戦乱 が 激化 する と 、 そ の 感情 は ピー ク に 達し 、 彼 ら 
は 武力 用 いて コー ディ ネイ ター を 根絶 し よう と し た の 
で ある 。 中 で も 、 生体 CPU と 呼ば れる 3 人 の パイ ロッ 
トーー オ ル ガ ・ サブ ナッ ク 、 シ ャ ニ ・ ア ンド ラス 、 ク ロ 
トブ エル ーー は 、 コー ディ ネイ ター 根絶 の た め に 「 生 
みみ 出さ れ た ] MS パイ ロッ ト で あっ た 。 

生体 CPU と は 、 地 球 連 合 軍 上 層 部 と ブナ ルー コス 
モス が 強化 ・ 養 成 し た MS パイ ロッ ト で ある 。 幼少 の 
頃 か ら 投 薬 や 特殊 訓練 、 マ イン ドコ ント ロー ル な ど で 
人 為 的 に 強化 が 施さ れ た その 能力 は 、 一 説 に は コー 
ディ ネイ ター 以上 の も の で あっ た と され る 。 彼ら は 、 ブ 
ルー コス モス の 盟主 ムル タ ・ ア ズラ エル が オブ ザー 
パー と し て 本 格 的 に 地球 軍 へ 介入 する と 、 そ の 「 駒 」 
と し て 戦場 に 投入 され た の だ っ た 。 


オル ガ が 率い る 3 人 人 の 生 
体 CPU は 、「 オ ー プ 解放 
1 


パ r 
パイ ロッ ト と し て 優れ た 能 
探し た 


neD2 ml 


PROFILE 
年 齢 10 代 後半 (オル ガン シャ 
属 地球 連合 軍 (オルガ 


MS パイ ロッ ト (オル ガ 


MAIN MS 


BAT-X131 
カラ ミ ティ ガン タダ 。 ム 


4 
3 

腹部 ・ 肩 部 に 備え た 大 型 火 

窟 を 特徴 と する 、 区 2 期 GA 

Xx シ リーズ の 1 機 。 絶大 な 

火力 を 持つ 。 


4 シャ ニ ・ クロ ト ・ 


アン ドラ ス プ エ ル 
MAIN MS 
GAT-X252 GAT-X370 
フォ ビ ド ゥ ン ガ ンダ ム レイ タダ ター ガン タム 


YY 


pe 


特殊 師 向 装甲 「 ゲ シュ マイ 
ディ ッ ヒ ・ パ ン ッ ァ ー」 を 装備 
する 格 問 戦 仕様 。 大 型 の 鐘 
状 兵 毅 「 ニ ー ズ ハグ] を 主 直 
装 と する 。 水中 溢 に も 強い 。 


関連 ファ イル 


殺さ れる より は 
毅 す ほう が マシ っ て ね ! 


(オル ガ が ・ サ プ ナ ッ ク ) 
地球 軍 と の 連携 を 拒む 中 立国 ・ オ ー ブ 連 合 首長 国 
に 侵攻 し た [オーブ 解 放 作戦 ] に て 、 生 体 CPU の 3 人 
は 実戦 に 投入 さき れ た 。 その 圧倒 的 な 操縦 技術 と 闘争 
本 能 で 、 次 々 と オー ブ の 防衛 網 を 突破 し て いっ た 3 人 だ 
が 、 キ ラ ・ ヤ マト や アス ラン ・ ザ ラ ら 、 オー プ に 加担 し た コー 
ディ ネイ ター た ちの 反撃 も あり 、 一 時 撤退 を 余儀 な くさ れ 
る 。 リベンジ を 奪っ た 二 度 目 の 出撃 で も 、 オ ー プ 代表 首 
長 ウズ ミ ・ ナ ラ ・ ア スハ の 自爆 行為 に より 、 地球 軍 が 欲 
し て いた オノ ゴロ 島 と マス ドラ イ バ ー が 爆破 され て し まう 。 
その 後 、 彼 ら 5 は ザフト と の 決戦 に 備え 、 ナ タル ・ バ ジ 
ルー ル が 指揮 を 執る ドミ ニオ ン に 乗艦 し て 宇宙 へ 同 か っ 
た 。 プラ ント へ の 核 攻撃 を 行っ た 地球 軍 ビ ー ス メー カー 
隊 を 援護 する な ど 、 ザ フト と コ イタ ー の 残 減 に カ 
を 傾け た 彼ら だ っ た が 、 そ の 戦い に 、 キ ラ や アス ラン が 
参加 する 独立 部 隊 が 介入 。 オル ガ た ち は 、 独立 部 隊 と 
の 戦い も 余儀 な くさ れ た 。 地上 で の 屈辱 を 晴らす べく 、 
キラ や アス ラン ら と 激しい 戦い を 繰り 広げ る 3 人 。 上 
混迷 する 戦場 と 投薬 に よる 副作用 の 影響 も あり 、 本 来 
連携 を 必須 と する 彼ら は パラ バラ に 分 断 さ れ て いく 。 そ 
し て 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 に お いて 、 シャ ニ 、 オ 
ル ガ 、 タロ ト と 、 彼ら は 次 々 と 命 を 失う 。 戦争 の 道具 で し 
か な く 、 強い られ る まま に 続け て きた 彼ら の 戦い は 、 戦 
争 終結 を 目指 す 独 立 部 隊 の 強い "意志" の 前 に 屈する 
結果 と な っ た の で ある 。 


に し て の し い x 放 

対 コ ー デ ィ ネ イタ ー 戦 の 切り 札 と し て 、「 オ ー プ 解放 
作戦 ] に 投入 され た 彼ら だ っ た が 、 キ ラ や アス ラン と い 
う 予 想 外 の 強敵 と 対 央 し 、 緒 戦 か ら つ まず いた こと に 
焦り を 感じ て いた 。 その 理由 は 、 戦 闘 能力 を 極限 まで 
引き 出す 代わ り に 、 強 い 副作用 を 持つ 「Y (ガン マ ) - グ 
リフ ェ プ タン 」 が 常用 的 に 処方 され て いた こと に 関係 す 
る 。 万 が 一 、 上 層 部 か ら 「 用 な し 」 と 判断 され れ ば 投薬 
を 受け る こと が で きず 、 彼 ら は 辛く 苦し い 薬 の 禁断 症状 
に 長期 間 苦 し め られ る か ら だ 。 オル ガ ら 3 人 も また 、「 殺 
さ な け れ ば 尊 さ れる 」 と いう 戦い の 連鎖 に 巻き 込ま れ 
も が いて いた の で ある 。 加え て 、 オ ブザー バー と し て | 
ニオ ン に 乗り 込み 、 戦 闘 に 口 を 出し 続け た アズ ラ エル 
の 存在 も 、 戦 略 的 に 彼ら を 有効 利用 で きた と は 言い 狂 
か っ た 。 結果 的 に 3 人 は 、 ア ズラ エル ら 地 球 軍 上 層 部 
の 暴走 に 翻弄 され 、 その 命 を 散ら し て いっ た の で ある 。 


所有 テイ ネイ ター を 超え る 能力 

地 珠 軍 と ブル ー コ スモ ス に よる 強 1 

生体 CPU は 、 ナ チュ ラル が コー ディ ネイ ター を 超え る た 後 も 、 極 

た め に 養成 し た 強化 人 間 で ある 。 肉体 面 ・ 本 神 面 
方 の 人 為 的 強化 が な され た こと で 、MS 操 縦 に 欠か せ 8 

な い 反 応 速 度 の 向上 を 実現 し て いた 。 また \- グ リフ ェ ブ 際 2 so i 
タン な どの 投薬 に より 脳 内 の [リミッター| を 解除 し 、 自 に 1 ント ロー ルツ ー ル と 6 っ た 

身 の 肉体 が 傷 付 く こ と すら 歴 わな い 闘争 本 能 の み で の の 
戦闘 を 可能 と し 、 コー ディ ネイ ター に 肉 人 迫 し た の で ある 。 


MORE INFO! 生体 CPU と 強化 人 間 
| 強化 人 間 (エク ステ ン デ ッ ド ) 


シャ ー、 ク ロト 、 オ ルカ の 有 順 で 人 閣 的 な 強化 の 度合 い が 強 く な っ て お り 、 戦 
開 能 力 が 高い 反面 、 策 神 画 の 脆 さ も 沙 し く な っ て いっ た 。 


機動 戦士 ガン ダム 


PERSONAL PROFILE a m02 wm 


PROFILE 


ラン バ @ 2 


Ramba Ral 


権力 闘争 に 翻 更 き ん な が ら も 
祖国 に 身 を 捧げ た 一 本 気 な 軍人 


ジオ ン 公 国 の 歴史 に は 、 ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン と 
デ ギ ン ・ ソ ド ・ ザ ビ の 政争 が 付き まとう 。 そし て 、 両 
派 の 対立 に 巻き 込ま れ 、 犠牲 に な っ た 者 は 決し て 少 
な く な か っ た 。 ジオ ン 公 国軍 を 代表 する 軍人 の ひと 
り 、 ラ ン バ ・ ラ ル も 、 ジ オン 公国 の 成立 に まつ わる 


権力 闘争 の 影響 を 受け た 人 物 で あっ た 。 
ラン パ ・ ラ ル の 父 ジ ン パ ・ ラ ル は 、 ダイ クン の 側近 


と し て 旧 ジ オン 共和 国 の 成立 に 関わ っ た 政治 察 


た 。 し か し 、 ダ イク ン の 死後 、 ザ ビ 家 の 台 頭 に よっ て ) 」 / 

父 は 政治 の 表 舞 台 を 追わ れ 、 ダ イク ン の 適 児 を 運 れ " ト 
て 地球 に 逃れ る 。 一 方 、 ラ ン バ ・ ラ ル は ザビ 家 が 実 IS 41 

権 を 握っ た ジオ ン 公国 に 残り 、 軍人 と し て の 道 を 歩ん TD USSr ン ニン ンー 

だ 。 た と え 、 か つて の 政敵 の 下 で 蘭 し い 立場 に 追い A SW ンク 74M 


や られ た と し て も 、 祖 国 の た め に 戦う こと を 選ん だ の 
で あぁ る 。 その 信念 の 下 、 ジ オン 公国 軍 に 入隊 し た 
ン バ ・ ラ ル は 、 ドズル ・ ザ ビ 雇 下 の 宇宙 攻撃 軍 の 一 
員 と し て 、 一 年 戦争 の 渦中 に 身 を 置い た の で ある 。 


。 ブル 7 ビ の 回 新 


より も 、 軍 人 と し て 独立 


戦争 に 責 献 する こと を 必 


軍人 と し て の 存在 避 と 人 蘭 /』 | 
間 的 な 器 の 大 き さ は 、 ア | 【 | 
ムロ レイ に 大 きら 影 / 
を 生え た 。 ラン バラ ル < / | 

が 敵 と し て 立ち は だ か っ 2 に 
た こと が 。、 無 的 に この 3 。 | - 

少年 の 成長 を 促し た 。 | る 


RELATIONS 


PERSONAL PROFILE 


ラン バ ・ ラ ル は 、 一 週間 戦争 と ルウ ム 戦 役 に お いて 
6 隻 の 艦艇 を 沈め る と いう 戦果 を 挙げ な が ら も 、 親 ダイ 
クン 派 の 父 を 持つ が ゆえ に 昇進 か ら 遠 ざけ られ で いた 。 
だ が 、 ガ ル マ ・ ザ ビ が 「 木 馬 ] と の 戦い で 命 を 落と し た 
こと が 、 彼 の 運命 を 変え る こと に な る 。 ドズル は ガル マ . 
の 信 討 ち を 企 較 し 、 ラ ン パ ・ ラ ル に その 任務 を 与え た 
の で ある 。 「 ザビ 家 の 私 息 ] と 彼 が 評 し た 任務 に よっ て 、 
クラ ウレ ・ ハ モン や 特務 部 隊 の 部 下 た ちと 共に 地球 に 
降り た ラン パ ・ ラ ル は 、 木馬 の 討伐 に あたる の だ っ た 。 

木馬 と 接触 し た ラン パ ・ ラ ル は 、 老 猫 な 指揮 と 主 越 
し た MS 操縦 技術 で 木馬 を 苦し め た 。 し か し 、 木 馬 を 仁 
留め る に は 至ら ず 、 長期 戦 を 強い られ る 。 木馬 を 追う 転 
戦 の 中 で 、 彼 は 生身 の アム ロロ ・ レ イ と 出会い 、 そ の 度 
胸 を 認め て 地球 連邦 軍 の 兵士 と 気付 き な が ら も 彼 を 見 
逃す 。 その 後 、 ガ ンダ ム を 駆る アム ロ と 戦場 で 相対 し 、 
一 騎 討ち で 遅れ を 取り な が ら も 、 ラン バ ・ ラ ル は 執 投 に 
木馬 を 追い 続け た 。 

度 重なる 戦闘 で 戦力 を 失っ た ラン バ ・ ラ ル は 、 ゲリラ 
戦 に 活路 を 見 出す 。 彼 は 自ら 部 隊 を 率い て 白兵戦 を 仁 
掛け 、 木馬 の 艦内 に 突入 する 。 し か し 、 そこ で 対面 し た 
アル テイ シア ・ ダ イク ン (セイ ラ ・ マ ス ) の 姿 に 動揺 し 、 
貞 傷 し て し まう 。 敗北 を 悟っ た ラン バ ・ ラ ル は 自決 を 選 
ぜ び 、 木 馬 の 少 年 兵 た ちの 眼前 で 兵士 の 未 路 を 見 せつ 
ける 最期 を 迎え た の だ っ た 。 


人 ア ムロ に 強敵 を 意識 させ た 数 々 の 戦い 


ラン パ ・ ラ ル は 5 度 に 理 っ て 木馬 と 交戦 し 、 そ の うち 
3 度 の 戦闘 で アム ロ と 直接 対 財 し て いる 。 最初 の 機会 
は 地球 降下 直後 の 太平 洋上 に お ける 戦闘 で 、 こ の と 
き は 小手 調べ の 意味 合い が 強く 、 格 闘 戦 で ガン ダム を 
あし ら う と すぐ に 後退 し て いる 。 2 度目 と な っ た タリ ム 盆 
地 付近 の 戦闘 で は 、 ア ムロ が 操 綻 する ガン キャ ノン に 
対し て 接近 戦 に 持ち 込む こと が で き な い まま 撤退 を 余 
儀 な くさ れ た 。 3 度目 が ソ ド ン の 街 で アム ロロ と 顔 を 合わ せ 
た の ちの こと で 、 ラ ン パ ・ ラ ル は ここ で 彼 が ガン ダム の 
パイ ロッ ト だ っ た こと を 知る こと に な る 。 この 直後 、 ラ ン 
パ ・ ラ ル は アム ロロ に 格闘 戦 を 挑 まれ 、 ビ ー ム ・ サ ー ベ 
ル で グフ の 両 腕 を 切断 され た 末 に 胴体 を 貫 か れ 、 機 体 
を 撃破 され た 。 結果 的 に ラン バ ・ ラ ル が 敗れ て は いる 
が 、 す べ て の 戦い で アム ロロ を 苦し め 、 強 敵 と し て 意識 さ 
せ た の だ っ た 。 


能力 

ラン バ - ラ ル は ゲリラ 戦 に 長け た 歴戦 の 職業 軍人 で 、 
部 下 の 信望 も 篤い 優れ た 指揮 官 で も あっ た 。 MS パイ 
ロッ ト と し て も 一 流 で あり 、 乗 機 を 青い バー ソナ ルカ ラー 
で 浴 装 し て いた と と か ら | 育 い 巨星 ] の 異名 で 呼ば れ た 
と も 言わ れる 。 その 一 方 で 、 父 の よう に 政 
と は な く (革命 運動 に は 参加 し て いた )、 ウ ラガ ン に 「 戦 
(いく さ ) 馬鹿 」 と 評 され て いる 。 


\ い ) 


= 
自ら を ゲリラ 屋 と 称す る ほど の ゲリラ 戦術 カエ キス パー ト で 、 白 兵 埋 で 木馬 を 
追い 庄 め た 。 また 、 MS 戦闘 で も グフ を 胃 っ て ガン ダム と 渡り 合っ た 。 


po | 


問 不 足 を 水 知 の 上 で 攻撃 を 仕掛 
ける 果断 さ を 見 せ た 。 


木馬 と の 初め て の 戦 
フル 638N 


ン パ ・ ラ ル の 息子 ラン バ ・ 
ラル も 幼少 期 の アル テイ シア と は 面 議 が あり 、 思 わ ぬ 形 の 再会 に 
強い 衝撃 を 受け た の で ある 。 


友 は ジン バ ・ ラ 
ル と きれ る 人 物 
と キャ スパ ル 、 
アル ティ シア 。 
は 若き の ラ 


近 その ー カ 、 


f で アム ロ 出 


兵 険 を 仕掛 ける 

が 、 アルテイシア と の 対面 
に 動 提 し て 陣 を 作り 。 作 昔 
| は 手 


FLE D2 sr oDn 


木馬 と の 関わ り に 気付 き な 
行 を つけ て 木馬 の 位置 を 控 - 
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ラン バ ・ ラ ル 隊 編 


Case of A Corps of Ramba Ral 
ガル マ ・ ザ ビ の 人 討ち 任務 を 受け て 木馬 を 追 


ラン バ ・ ラ ル 隊 。 孤 


秦 光 に 學 3. 
4 


ル と 共に 戦っ た 者 た ち は 
の 鞍 り と 生き 様 を ボ し た 


U.C.0079 


君 の こと を 私 が 気に入っ た か ら な ん だ けど 


劇場 版 T 


理由 に な ら な いか し らら ラッ レム ェ ジ 


木馬 討伐 の 任 に あたっ た ラン バ ・ ラ ル 隊 は 、 中 央 
アジ ア を 転載 中 に ソ ド ン の 街 へ と 立ち 寄っ 
に 備え て 英気 を 養う た め に 入っ た 食堂 で 、 ク ラウ レ ・ 
ハモ ン は ひと り の 少年 に 出会う 。 その 少年 アム 

9 ロロ ・ レ イ に 興味 を 抱き 、 食事 を 振る 舞 お うと する ハモ 
ハモ は 動 』。 ン 。 し か し 、 ア ム 品 は 物 を 恵 ん で も ら う 理 由 が な いと 固 

を 見 辞 する 。 ハモ ン は 穏やか に 微笑 みな が ら 、 そ ん な アム 
口 を 好ま し く 思う 感情 を 口 に する の だ っ た 。 


あの 坊や が 邪魔 する よう な こと が あり まし た ら 


ハモ ン が アム ロロ に 食事 を 振る 舞 お うと し た こと に 、 
深い 意味 は な か っ た の だ ろう 。 事実 、 ハ モン は 「 あ ん 
な 子 が 欲し い の か 」 と 問い 掛け た ラン バ ・ ラ ル に 「 ま 
さか ] と 返し て いる 。 だ が 、 ハモ ン が アム ロロ に 好意 を 
抱い た こと は 間違い な い 。 この と き の ハ モン は 、 ア ム 
A の ME ッ ト で ある こと を 知ら な か っ た が 、 
| ら か の 資質 を 見 出し て いた の か も し れ な い 。 ハ 
言葉 は 、 その 表れ だ っ た と も 言え る だ ろう 。 


あな た …… 守 っ て くだ さい ま し ね (クラ ウレ ・ ハ モン ) 


ゲリラ 戦 に よる 木馬 の 奪取 一 一 M3 作戦 に 失敗 し 
た ラン バ ・ ラ ル 隊 は 、 ラン バ ・ ラ ル を は じ め と する 多く 
の 隊員 を 失っ た 。 し か し 、 ハ モン は ラン バ ・ ラ ル の 遺 
志 を 継い で 残さ れ た 兵 を 率い 、 木 馬 へ の 最後 の 攻撃 
を 試み る 。 自ら も マ ゼ - ッ プ に 搭乗 し た ハモ ン は 、 
戦い が 始ま る 直前 、 亡き ラン パ ・ ラ ル を 想い 口 に する 。 
脳裏 に 浮か ぶ ア ムロ の 次 に 思い を 馳せ な が ら 、 ハ モ 
ン は ラン バ ・ ラ ル の 魂 に 勝利 を 願っ た の で ある 。 


ハモ ン は 木馬 に 肉薄 
し 、 ア ムロ の ガン ダム 


一 説 に は 、 ハ モン は ジオ ン ・ ダ イク ン と ギレ ン ・ ザ 
ビ の 愛人 だ っ れる 。 複雑 な 事情 を 抱え た 自 
分 を 愛し て くれ た ラン パ ・ ラ ル に 、 ハ モン は 息 情 と 同 
時 に 恩義 も 感じ て いた に 違い な い 。 この 戦い は ハモ 
ン に と っ て 、 ラ ン バ ・ ラ ル の 信 討 ち で も あっ た 。 一 方 
で 、 ハ モン は アム ロ が その 障害 と な る こと を 予感 し て 
いた 。 ハモ ン の 忠 き に は 、 愛 し た 男 の た め に 自身 が 目 
を が けた 少年 と 戦う 複雑 な 心境 が 込め られ て いた 。 


U.C.00798.10.10 


ド 素 人 ども め 


地球 ・ タ リム 盆地 付近 


ろく な 身体 検査 も し な いで メンタ の 


U.C.0079.1 1 


中 央 アジ ア の タリ ム 盆地 付近 に お ける 木馬 へ の 
攻撃 で 、 ラ ン バ ・ ラ ル 隊 の コ ズ ン ・ グ ラ ハ ム は セイ ラ ・ 
マス が 搭乗 し た ガン ダム を 捕 准 寸前 まで 追い 詰め た 。 
だ が 、 救 援 に 駆け 付け た アム ロロ の ガン キャ ノン に 倒さ 
れ 、 逆 に 捕虜 と な っ て し まう 。 し か し 、 木馬 に 収容 され 
た コ ズ メン は 、 上 奥歯 に 爆薬 を 隠し 持っ て いた の で あぁ る 。 
脱出 に 望み を 繋い だ コ プ メン は 、 独房 で ひと りほ くそ て 笑 
む : 


地球 ・ カ ッ パ 


その ほう が 兵 た ち も 帝 び ま す ら ぅ > っ 


U.C.00798.11.05 


木馬 と の 連戦 で MS の 大 半 を 失っ た ラン バ ・ ラ ル 隊 
は 、 中 央 アジ ア 方 面 を 管轄 する マ ・ ク べ に 支援 を 求 
め た 。 し か し 、 マ ・ ク ベ は オデ ッ サ 作戦 へ の 準備 を 理 
由 に 増援 を 拒み 、 送 に ラン バ ・ ラ ル 隊 単独 で の 木馬 
の 奪取 を 要求 し た 。 それ を 受け た ラン バ ・ ラ ル は 、 ゲ リ 
ラ 戦 に よる 木馬 へ の 攻撃 を 考え 、 傍 ら に 控え る クラ ン 
プ に 語っ た 。 クラ ンプ は その 問い に 不 敵 な 笑み を 浮か 
べ 、 部 下 た ちの 総意 を 代弁 し た の で ある 。 


地球 ・ カ スピ ビ 海 西岸 


な ん で こん な 子供 が いる ん だ 


劇場 版 和 


民間 人 上 が り の 少年 兵 ば か り 
の ラン バ ・ ラ ル 隊 で は 、 そ の 経 
た 。 MS に よる 戦闘 で アム ロ に 後 れ を 取る と いう 失態 
を 犯し な が ら も 、 捕虜 と な っ た 状況 か ら 単 身 脱出 を 
ズン の し た た か さ は 、 そ の 経験 の 差 の 証明 と 
も 言え た 。 隠し 持っ て いた 爆 藤 を 使い 、 隙 を 突い て 
独房 か ら 脱 走 し た コ ズ ン は 、 ラル に 木馬 の 
情報 を 伝え る と いう 丈 勲 を 立て た の で ある 。 


劇場 版 L 


ラン バ ・ ラ ル は ゲリラ 戦 の エキ スパ ー ト と し で 知ら れ 、 
その 部 下 た ち も ゲ リラ 戦闘 を 得意 と し て いた 。 それ は 
彼ら 5 の 誇り で あり 、 ラン バ ・ ラ ル の 副官 を 務め た クラ ン 


も 任務 を 放 乗 せ すず 、 得 意 と する ゲリラ 戦 に よっ て 逆転 
を 図 ろ うと し た ラン バラ ル の 決断 に 、 クラ ンプ は 黄 意 
を 示し た の で ある 。 それ は 、 ラ ン バ ・ ラ ル 隊 の 兵士 た 
ちの 想い だ っ た と 言え る 。 


U.C.0079.11 


人 選 っ て いろ ! 


IM3 作 戦 を 実行 に 移し た ラン バ ・ ラ ル 隊 は 、2 輌 の 
キュ イ で 木馬 に 肉 澤 し て 白兵戦 を 展開 し た 。 その 戦い 
に お いて 第 2 キュ イ の 指揮 を 執っ た クラ ンプ は 、 木 馬 
の 艦橋 に 取り 付い て 窓 の 爆破 を 図 爆薬 
を 仕掛 け よ うと し た クラ ンプ の 視界 に 飛び 込ん だ の は 、 
窓 の 向こう で 自分 に 怒り の 仕草 を 見 せる 幼い 少女 の 
に その 光 き を 隠せ ず 、 ク ラン プ は 自分 
て 退避 を 促す 大 声 を 上 げた の だ っ た 。 


の 立場 


その 心配 は ご ざい ませ ん 、 ハモ ン 様 
全員 刀 か ぬ 覚 域 で あり ます ( ぅ チ ) 


ケガ を する ぞ 


生粋 の 軍人 で ある クラ ンプ に し て みれ ば 、 軍艦 に 
年 端 も 行か な い 子供 が 乗っ て いる な ど 根 像 も で き な い 
し て 、 ク ラン プ は 平気 で 幼い 子 
供 を 戦い に 巻き 込む よう な 冷酷 な 人 間 で も な か っ た 。 
木馬 の 制圧 と いう ラン バ ・ ラ ル 隊 の 目的 を 考え れ ば 、 
子供 に 貴 路 な ど せ ず 一 息 に 艦橋 を 爆破 すべ き で あっ 
クラ ンプ に 子供 を 冬 牲 に する よう な 真似 は 


M3 作 戦 の 失敗 で ラン パ ・ ラ ル や 多く の 隊員 を 失っ 
て な お 、 残っ た ラン バ ・ ラ ル 隊 の 者 た ち は 任 務 を 諦め 
ず 、 木 馬 へ の 最後 の 攻撃 を 試み た 。 その 中 で 、 タ チ 
は ハモ ン を 補佐 し て 作戦 の 準備 を 進め た 。 出撃 の 直 
前 、 ハモ ン は タチ と 残っ た 部 下 ら を 集め 、 作 戦へ の 参 
加 を 強制 し な い 旨 を 告げ る 。 し か し 、 タチ は 隊員 た ち を 
代表 し て 不 退 転 の 覚悟 を ハモ ン に 語り 、 ラ ン バ ・ ラ 
ル の 人 討ち の た め に 死地 へ と 赴 い た の で ある 。 


M3 作戦 の 失敗 で ラン バ ・ ラ ル 隊 が 被っ た 損害 は 
大 きか っ た が 、 そ れ で も 士気 は 衰え て いな か っ . 


ン パ ・ ラ ル が 部 下 た ち を 集め て いた か ら こ そ 、 
ハモ ン が 企図 の 似 討 ち 作戦 に 異 を 唱え る 者 
は ひと り と し て いな か その 作戦 で タチ が 提案 し た 


「 氏 の 戦法 ] と 呼ば れる 戦術 は 、 損 害 を 願 み な い 突 
撃 幕 法 で あり 、 彼 ら は 命 を 賭し て ラン バ ・ ラ ル の 信 討 
ち を 遂げ よう と し た の で ある 。 


機動 戦士 ガン ダム 


PERSONAL PROFILE 


= [R| 02 mg91h 


クラ ウレ ・ ハ モン ーー 


Crowley Hamon 


ラン バ ・ ラ ル 隊 と 共に 
木馬 と の 戦い に 身 を 投じ た 民間 人 


ゲリラ 載 に 長け た ジオ ン 公 国軍 屈指 の 戦闘 指揮 
官 、 ラ ン パ ・ ラ ル 。 その 傍ら に は 、 常に ひと り の 女性 
の 次 が あっ た 。 その 女性 は ラン パ ・ ラ ル に 愛さ れ 、 自 
ら も 彼 を 愛し 、 時 に は 彼 と 共に 戦い に 加わ っ た 。 そう 
し て 一 年 戦争 に 自ら の 生き 様 を 貫い た 彼女 の 名 は 、 
クラ ウレ ・ ハ モン と いう 。 
ハモ ン の 出自 に は 不明 な 点 が 多く 、 一 説 に は ジオ 
ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン の 愛人 だ っ た と (加え て ギレ ン ・ 
ザビ の 愛人 と も ) 言わ れ て いる 。 ラン パ ・ ラ ル と の 出 
会 い は 一 年 戦争 に 入っ て か ら で 、 開 戦 直後 の ルウ 
ム 戦 役 に お いて ゲリラ 戦 を 展開 し て いた 彼 に 助け ら 
れ た こと が その きっ か け だ っ た と いう 。 それ 以来 、 ラン 
バ ・ ラ ル の 密 愛 を 受け た ハモ ン は 、 民 間 人 の 身 で あ 
りな が ら 彼 と 行動 を 共に し 、 戦 場 に 身 を 置く と と に な 
る 。 そし て 、 ガルマ ・ ザ ビ の 信 討 ち 任務 を 受け た ラン 
パ ・ ラ ル に 寄り 添い 、 木馬 と の 戦い に 身 を 投じ て いっ 
た の で ある 。 
埋 場 に は 不 釣合い な ほ 
どの 美しい 女性 で 、 ラン 
バ ・ ラ ル に 乏 く 党 れ て 
いた 。 一 方 で 戦い に 性 
気づか な い 度胸 


民間 人 で あり な が ら ラン 
バ ・ ラ ル 隊 の 中 心 的 存 


在 だ っ た 。 


ラン バ ・ ラ ル 隊 の 一 員 と 
し て 戦 膨 指 押 を 執る ハ 
モン 。 木馬 の 討 備 任 務 
に お いて は 、 ザン ジ バ パル 
や ギャ ロッ プ で ラン バ ・ 
Pas の 


不明 
EE3S 提 提 


諾 な ぶな 半 炎 ポ で 吉 訪 如き 
ざ 必 濁 人 ささ ・ ン くく! 


ラル 次 死後 に 陸 さ れ で いた 3 
機 が 木馬 へ の 司 後 の 攻撃 に 
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よい 少年 
さて 、 どう 出 て くる か …… 


ハモ ン は 当初 、 ガ ル マ の 信 討 ちと いう 任務 に 良い 感 
情 を 抱い て いな か っ た 。 ザビ 家 の 私 息 に 端 を 発する 作戦 
に 関わ る こと で 、 ラ ン バ ・ ラ ル に 累 が 及ぶ 事態 を 危 恨 し 

だ ろう 。 だ が 、 功 績 を 挙げ て ハモ ン や 部 下 た ち に 良 
活 を させ た いと いう ラン パ ・ ラ ル の 想い を 波 み 、 
の 補佐 に 全力 を 注い で ゆく 。 地 
い の 中 で 、 ハ モン は 出撃 する ラン バ パ ・ ラ ル に 代 : 
方 か ら の 指揮 を 担い 、 ラ ン バ ・ ラ ル 隊 を 
結局 の と ころ 、 ザ ビ 家 の 思惑 が 作戦 に 影 を 
は な いか と いう ハモ ン の 懸念 は 現実 の も の と な る 。 ラ 
に ガル マ の 似 討ち を 命じ た ドズル 3 
追撃 戦 の 舞台 と な っ た 中 央 アジ ア を 管 轄 する キシ リア ・ 
ザビ の 対立 が 、 作戦 に 影響 を 及ぼ し た の で ある , 
ア 直 属 の マ ・ ク ベ カ ら 満 足 な 支援 を 受け られ な か っ 
ン バ ・ ラ ル 隊 は 徐々 に 戦力 を 失い 、 つ い に は ゲリラ 戦 
馬 の 奪 取 を 図ら さる を 得 な い 状 いい 込 
まれ る 。 し か し 、 そ の 作戦 に 失敗 し ランバ ・ ラ ル は 命 
、 ハ モン は 愛す る 男 を 失う こと に 


も 18 名 の 隊員 を 率い て 木馬 に 攻撃 を 仕掛 け 
た 。 捨て 身 の 戦 法 で 迫り 、 自 分 も ろ と も アム ロ ・ 
レイ の ガン ダム を 撃破 し よう と する ハモ ン 。 だ が 、 リュ ウ ・ 


ラル の 背中 を 守っ た 戦い 


バ ・ ラ ル 隊 の 隊員 か ら 深 く 信頼 され 、 
後方 支援 指揮 を 任 さ れ て た 。 


機動 巡洋艦 か ら 援護 し 、 撤 退 時 の 指示 : 
また 、 タリ ム 盆地 付近 の 戦闘 に お いて は 、 


に も の の 、 プル ムロ の カル タム に キャ ロッ プ を 撃破 
撤退 を 余儀 な くさ れ た 。 ラン バ ・ ラ ル の 死後 は 、 
タチ を は | 隊員 た EM 


は 自ら も マ ゼ ラ ・ ト ッ プ で 埋 - 


こと と な っ た 


た 吾 練 の 士 宮 に 補佐 され て 隊 の 指揮 を こ 
RTM 


1 と り ひ と り に 声 を 掛け 
お り 、 人 格 の 面 か ら も 周囲 の 信望 を 集め て いた 


大 下す る 。 地 球 は 初め て た 
馬 を 追補 する 地 
司る 様 子 を 


出撃 前 の ラ ン パ ・ ラ ル と ロ づ 

り の 関 
ン バ ・ ラ ル 隊 の 隊員 
っ て は 周知 の 事実 で 
それ を 踏ま えた 上 で ハモ 
っ て いた 


立ち 去る 彼 を 笑顔 で 見 
だ 


MORE INFO! 


ハモ ン は ソ ド ン の 街 で 出会っ た アム ロ に 興味 を 持ち 、 彼 が 地球 
連邦 軍 の 兵士 と 気付 きっ つも 見 逃し て いる 。 また 、 ア ムロ が ガン ダ 
ム の パイ ロッ ト と 知る と 、 そ の 力量 を 計る よう な 言動 を 見 せ た 。 そ し て 、 
ラン バ ・ ラ ル が 木馬 と の 戦い に 敗れ て 死 し でも な お 、 ア ムロ に 憎 し 
み を 抱く こと な く 、 手強い 敵 と 認め て 相対 し た の だ っ た 。 


ラン バ ・ ラ ル 隊 の 残存 昔 力 に 
責 軸 を 中 けた 麻 、 ア ムロ は 


自分 に 好意 
ラル に 報い る た 
の を いて 木 に 交 
を 仕掛け 、 自 ら も / と 
し て 参加 し た 。 


アム ロ の ガン ダム の 背後 を 取り 、 撃 破 二 前 まで 追い 詰め る 。 し か 
し 、 りら ウ の コア ・ フ ァ イ ター の 体 当たり に 阻ま れ で 命 を 落と す 


アム ロ へ の 関心 


アム ロ ・ レ イ 
ガン ダム の パイ ロッ ト を 務め 
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トル ・ ラ バー パ バ ・ ウ ナー 府 ーー 上 


Quatre Raberba Winner 


、 指 近 管 制 能力 、 ヴァ イオ リン 


戦い の 中 で 精神 を すり 減ら せ た 
パイ ロッ トー 一 その 想い と 暴走 


「 オ ペレ ーション ・ メ テオ ] で 降下 し た 5 人 の 少年 
た ち は 、 感情 を 表 に 出さ ず 、 淡々 と 作戦 を こなし て い 
く 者 が 多かっ た 。 特に ヒイロ ・ ユ イ や トロ ワ ・ バ パート 
ン は 、 あ た か も 戦闘 マシ ー ン の ご と く 機械 的 に 任務 を 
遂行 し 続け て いっ た の で ある 。 一 方 で 、 戦い を 憎み 、 
世界 の 平和 を 訴え よう と し た パイ ロッ ト も いた 。 L4 コ 

ニー 群 か ら ガ ンダ ム サ ン ドロ ッ ク で 降下 し た 、 カ トル ・ 
ラバ ー バ ・ ウ ィ ナー で ある 。 

カト ル は 、 資源 衛星 を 所 有する 大 富豪 で 、 L4 コ ロ 
ニー 群 の 発展 に 大 きく 寄与 し た 人 物 ザ イー ド ・ ウ ィ 
ナー の 埼 男 で あっ た 。 ザイ ー ド は 非 戦 論者 で あり 、 カ 
トル も その 思想 に は 多大 な 影響 を 受け て いた が 、 コ 
ロニ ー の 独立 を 妨げ る 地球 圏 統一 連合 (0Z) に 対 
抗 する た め 、 父 の 反対 を 押し 切っ て 「 オ ペレ ーション ・ 
メテオ 」 に 参加 。 L4 コ ロニ ー 群 と 関係 の 深い 中 東 
諸国 の 協力 を 得 て 、 0Z の 軍事 基地 に 対し 襲撃 を 開 
始 し た の だ っ た 。 


トル は 、 中 東庄 国 を 拠 
3 の 4 と する MS 部 隊 ・ マ グ 

の 2、 ナッ ク 隊 と 共に 作戦 を 
も 居 行 。 他 の ガン ダム バイ 


デ < 昌 ヘン | の 」 S 半 諾 堆 愉 
SSR 路 rok で 喜 


は 折り 合い が 悪 か 
意 愛 に 満ち た 精神 


XXXG-01SR 
ガン ダム サン ドロ ッ ク 
H 教 近 に よっ て 開発 され た が 


ンダ ムタ イプ 。 防御 カ と 指 畠 


FA 
ウ ゼ ー 
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僕 は この 狂っ た 宇宙 の 
すべ て を 磯 悦 する ん だ ! 


マグ アナ ッ ク 隊 や 「G」 の パイ ロッ ト と 連携 し 、「 オ ペ 
レー ショ ン ・ メ テオ ] を 実行 に 移し た カト ル 。 だ が 、 そ の 
行動 は 0Z に 利用 され 、 コ ロニ ー 国 家 群 と の 和平 を 模索 
し て いた 連合 上 層 部 を 譲っ て 殺害 し て し まう 。 地球 園 を 
制圧 し た 0Z は 、 コ ロニ ー 国 家 群 に も その 勢力 を 伸ばし 
始め 、 侍 柔 策 で 彼ら を 支配 下 に 置 こう と する 。 カト ル ら 
は 懸命 に 反抗 する が 、 コ ロニ ー 国 家 群 か ら も 見 放さ れ 、 
その 立場 は 日 を 追う ご と に 悪く な っ て いっ た 。 それ で も カ 
トル た ち は 、 そ ん な 最悪 の 状況 を 変え よう と 宇宙 へ と 帰 
症 。 カト ル も 故郷 で ある L4 コ ロニ ー に 戻る の だ 

だ が 故郷 で も 、0Z の 懐柔 を 受け た L4 コ ロニ ー 群 の 
市 民 た ち が 、 0Z と の 連携 を 拒否 する 父 ザ イー ド を 綱 弾 
し て いた 。 ザイ ー ド は 0Z へ の 反抗 の 意志 を 明確 に する 
た め 、 所 有する 資源 衛星 を 爆破 。 ザイ ー ド 自身 も その 
大 破 に よっ て 死亡 し た の で ある 。 確執 が あっ た と は 言 
え 、 父 の 死 が カト ル に 与え : ッ ツク は 大 きか っ た 。 カト 
ル は 父 を 追い 詰め た L4 コ ロニ ー 群 を 敵視 し 、 復 讐 の た 
め に 禁断 の MS= ウ イン グ ガ ンダ ム ゼ ロ を 完成 させ た の 
で ある 。 バイ ロッ ト の 精神 に 反応 する 「 ゼ ロ シ ス テム 」 を 
搭載 し た ウイ ング ゼロ に 搭乗 し た こと で 、 カト ル の 起り は 
増幅 され 暴走 。 無 差別 な 戦い を 開始 する 。 だ が 、 そ ん 
な カト ル を 救っ た の は 、 彼 の 優し さ を 知る ヒイロ 、 そし て ト 
ロワ と いう 仲間 た ち で あっ た 。 ふた り の 身 を 拭 し た 
に より 、 カト ル は 正気 を 取り 戻し た の で ある 。 


主 肖 優し き と 裏 返し の 「 脆 き 」 


カト ル は 高い 社交 性 を 活か し 、 他 の ガン ダム パイ ロッ 
ト と の 共闘 を 吉 度 も 実現 する な ど 、 の ち に 結成 され る 
「G」 チー ム の 基礎 を 作る こと に 貢献 し て いる 。 一 方 
で 、 ヒ イロ ・ ユ イ が その 命 を 懸け て 行っ た ウイ ング ガン 
ダム の 爆破 行為 に 大 き な シ ョ ッ ク を 受け る な ど 、 感 受 性 
が 強 す ぎる 性 格 ゆえ に 精神 が 不安 定 に な る 傾向 に あっ 
た 。 加え て 、「 オ ペレ ーション ・ メ テオ ] 以降 、 戦 い が 
過激 化 ・ 拡 大 化し て いっ た こと も 、 彼 の 心 を 徐々 に 側 
ん で いっ た の で ある 。 そし て さら な る 追い 打ち と な っ た の 
が 、 愛 憎 
は ず の コロ ニー 市 民 に 追い 詰め られ て の 一 一 で あり 、 カ 
トル を 復讐 の 鬼 へ と 変え て し まっ た 。 その 結果 、 ガ ンダ 
ム の 開発 者 で きえ 危険 だ と 生産 を 中 断 し た ウイ ング ガン 
ダム ゼロ を 蘇ら せ 、 ヒ イロ や トロ ワ と いっ た 仲間 に も 容 
攻 な く 牙 を 剥く ほど に な っ た の で ある 。 


優れ た 指 押 能 力 


教授 か ら ガ ンダ ム サ ン ドロ ッ ク の パイ ロッ ト に 任命 さ 
れ た だ け あ り 、 そ の 操縦 能力 は ヒイロ や トロ ワ な ど と 肩 を 
並べ る ほど で あっ た 。 加え て 優れ た 状況 判断 力 を 持っ 
て お り 、 マ グ ア ナ ッ ク 隊 や 、 共闘 し た ガン ダム の 能力 を 
最大 限 に 活か し た の で ある 。 カト ル の 指揮 官 と し て の 能 
カカ は ヒイロ ら 5 に 認め られ 、 の ち に 「G」 チー ム の 指揮 官 
に も 任命 され た の で ある 。 


トル は 人 の 能力 や 交 性 を 見 極め る 力 に 優れ て お り 、 それ を 堆 々 な 作 昔 行 
動 に 活か し て いっ た 。 


レー 


MORE INFO! カト ル の 家族 
カト ル が 生ま れ 
みな ら ず 、 中 東 
家 で ある 。 宇宙 開 


た ウィ ナー 家 は 、L4 コ ロニ ー 群 の 
有数 の 富豪 と し て 知ら れ た 名 
与 し 、 資 3 


の 管理 や コロ ニー 屋 住 者 の 保護 な ど 、L4 コ ロニ ー 群 の 
発展 に 大 きく 寄与 し て いた 。 


4 コロ ニー 群 の 建国 の 父 と 
言え る ウィ ナー 家 で あっ た 
が 、0Z の 巧妙 な 懐 季 策 に 
よっ て コロ ニー 市 民 か ら 醒 禄 
され る 悲惨 な 運命 を 辿っ て 
いっ た 


| mm02 sr 0A 


た 設計 回 を 基 に 、 カト ル は ウイ ング ガン ダム ゼロ を 制作 
し て 無 准 別 な 攻撃 を 析 り 近 し た - 


ザイ ー ド ・ 
ウィ ナー 
軟 涯 拓 星 の 管理 


地 寺 側 の を 下 に 
下る こと を 危 傾 し 


て いた 
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機動 戦士 ガン ダム 逆 前 の シャ ア 


PERSONAL PROFILE (ON me02 mg 
アム ロ ・ レ イ FT 


馬 級 大 
身 


Amnuro Ray 


RG6Z-91 
リ - ガズィ 
MSZ-Q9G Z ガ ンダ ム の 量産 


アム ロ は チェ ー ン 
こ か に 恒 を 作っ て いた 様 


ンダ ム の 完成 
和 機 CD で 連用 し た 


FLEPREVEM 
へ 


な ん で こん な も の を 
地球 に 落と す !? 


に 赴 ま 、 サイ コ ・ 
団 の 不 朋 明 さ 
く 


の 背景 に は 
口 の 強い 意志 が あ - 


アム ロロ と シャ ア に 寄り 添 


シャ ア と の 因 緑 の 根 渡 と も 
に 。 一 年 戦争 で アム ロ と 区 し 
アム ロロ の 手 に 掛か っ た ラ 


パイ ロッ ト て いた が ra の 存在 し 続け た いと v 
6 け 入 れる 
に 携わる な 
パル の 屋台 骨 を 支え て いた の 
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機動 戦士 ガン ダム 逆 朋 の シャ ア 


(EA) ne02 mm 


アム ロ ・ レ イ 編 


WE 
あの 


宿敵 と の 対決 に 臨ん だ 伝説 の ニテ ー タ イプ 
彼 が 最後 の 戦場 に 残し た 想い ゝ と は 一 一 


に 。 


人 が 人 に 嗣 を 与え る な ど と っ 1! 


ネオ ・ ジ オン に よる 5th ル ナ 落 と し を 阻止 すべ <、 ロロ 
ンド - ベ ル の 先陣 を 切っ て 奮戦 し た アム ロ 。 だ が 、 ギュ 
ネイ ・ ガ ス に 阻ま れ て 村 ノ ズル に 辿り 着け ず 、5th ル 
ナ の 地球 落下 を 許す こと に な る 。 さら に 、 ギ ュ ネ イ の 
援護 に 駆け 付け た シャ ア と 対 財 し た アム 口 は 、 核 の 冬 
を 引き 起こ す 行 動 の 真意 を 問い 質 す 。 その 問い に 対 
し て 地球 に 住む 者 の 抹殺 と 言い 放つ シャ ア に 対し 、 
アム ロロ は 彼 の 艇 慢 を 否定 する の だ っ た 。 


U.C.0083.03.04 


U.C.0093.03.18 宇宙 ・ ア クシ ズ 周 辺 自 域 


ヤツ を 伴 留 め な けれ ば 
死に 切れ る も ん じゃ な い ! 


ネオ ・ ジ オン の 地球 寒冷 化 作戦 が 本 格 的 に 動き 
出し 、 ア クシ ズ は 地球 へ の 進路 を 取っ た 。 ロン ド ・ ペ 
ル は 作戦 の 阻止 に 全力 を 注ぎ 、 ア ムロ も ガンダム 
で 出撃 する 。 だ が 、 ケ ー ラ ・ ス ウ を 人 質 に 取っ た ギュ 
ネイ に 投降 を 迫 ら れ 、 結 果 的 に ケー ラ を 助け られ ず に 
後退 を 余儀 な くさ れる 。 ケー ラ の 死に 沈む ラー・ カ イ 
ラム で 、 ア ムロ は 自ら の 落ち 度 を 悔やむ と 共に 、 こ の 
状況 を 作り 出し た シャ ア へ の 門 り を 暮らせ て いた 。 


Case of Amuro Rey 
アム ロ ・ レ イ は ロン ド ・ ベ ル 隊 の 一 員 と し て 
最後 の 戦い に 臨む お 。 その 根底 に あっ た の は 、 人 類 へ の 希望 だ っ 


シャ ア ・ ア ズ ナ ブル と の 
た 


グリ ブス 戦役 に お いて 、 ア ムロ は シャ ア と 共に 地球 
に し が みつ く 者 た ちの 腐敗 を 目の当たり に し た 。 それ 
に 落胆 し た シャ ア が ネオ ・ ジ オン の 再興 に 走っ た 一 方 
アム ロロ は 地球 連邦 と いう 体制 を 守る こと を 選ん で 
いた 。 一 年 戦争 か ら 戦 っ て きた アム ロ に は 、 一 部 の 
人 間 に よ る 過激 な 改革 が どれ ほど の 犠牲 を 招く か が 
実感 で き て いた の だ ろう シャ ア の 行い を 
真っ 向 か ら 否定 し た の で ある 


自身 の 防衛 本 能 に 過 徴 に 反応 し た ファ ン ネ ル が 
ギュ ネイ を 刺激 し た こと が 、 ケ ー ラ の 死 の 、 
た と いう 自 夷 の 念 が 、 アム ロロ の 
に 、 そ れ ぞ れ を 戦い に 駆り 立て る 状況 を 招い た シャ ア 
に 慎 り を 向け 、 そ れ を 止め られ ず に いる 自分 を 不 甲 斐 
な く 思 っ た の で ある 。 だ が 、 戦い の 元凶 を 断 と うと する 
アム ロ の 覚悟 の 言葉 は 、 恋 人 の チェ ー ン ・ ア ギ を 不 
安 に させ る の だ っ た 。 


機動 戦士 ガン ダム 逆 隈 の シャ ア 


U.C.0083.03.1 ら 


敵意 が 無邪気 過ぎ る 


シャ ア じ ゃ な い 、 あの 男 で も な い 


ギュ ネイ の ヤ 外 


な 
強 き を 先 押 する 。 


U.C.0083.03.18 


ロン ド ・ ペ ベル は アク シズ に 対す る 第 2 次 攻撃 を 敢行 
し 、 ア ムロ は MS 部 隊 の 中 核 を 担っ て 戦い に 臨ん だ : 
その 戦場 で 、 シ ャ ア に 感化 くれ て ネオ ・ ジ オン に 身 を 
投じ た 少女 一 一 ク ェ ス ・ パ ラ ヤ の 衝動 的 な 敵意 を 感 
じ 取 る アム ロ 。 アク シズ の 落下 阻止 と シャ ア に 
狙い を 定め る アム ロ に と っ て 、 ク ェ ス は 前 進 を 阻む 障 
害 の ひと つ で し か な か っ た 。 この と き の アム ロ の 目 は 、 
その 先 に ある アク シズ に の み 向 いて いた の だ っ た 。 


宇宙 ・ ア クシ ズ 


貴様 ほど 急ぎ 過ぎ も し な けれ ば 
人 類 に 総 望 も あし ちゃ いな い ! 


アム ロロ と て 、 シャ ア に 利用 され る ク ェ ス の 身 を 案じ て 
いな か っ た わけ で は な い だ ろ う 。 だ が 、 そ れ よ り も シャ 
ア の 行為 を 阻 も うと する 決意 の ほう が 強かっ た の は 確 
っ た 。 それ 故 、 眼 前 の 敵 が ク ェ ス と 理解 し な が ら 
も 彼女 を 願 みず 、 子 供 と 見 な し て 相手 に すら し な か っ 
た 。 それ は 、 戦場 で クウ ェ ス を 感じ 取る ほど に 研ぎ 浴 ま さ 
れ た アム ロロ の ニュ ー タ イブ 能力 と 、 そ の 意識 が シャ ア 
に 向け られ て いた こと を 表し て いた の で ある 。 


U.C.0093.03.12 


アク シズ に 到達 し た アム ロロ と 、 そ れ を 執 投 に 追う シャ 
ア 。 燃 烈 を 極め た ふた り の 一 騎 討 ち は 、 ア ムロ の 勝 
利 と いう 形 で 決着 を 迎え た 。 し か し 、 ロ ンド ・ ベ ル の 
作戦 が 裏目 に 出 て 、 分 断 さ れ た アク シズ の 後部 が 地 


球 へ の 沙 下 を 始め て し まう 。 アム ロロ は それ を 止め る ペ 
Cl 


ンダ ム で アク シズ に 取り 付く <。 シャ ア を 第 楊 さ 
行動 へ と アム ロ を 突き 動か し た も の は 、 人 類 の 
可能 性 を 信じ た 強い 想い で あっ た 。 


ガン ダム は ダテ じゃ な い ! 


アム ロロ は 、 人 類 が いつ か は 自ら の 力 で 重力 の 束縛 
を 脱し 、 革 新 を 迎え られ る と 信じ て いた 。 だ か ら こ そ 、 
地球 を 汚染 させ る こと で 人 類 を 宇宙 に 上 本 2 
イプ へ の 革新 を 促す と いう シャ ア の 急進 的 な 行動 を 
受け 入れ られ な か っ た 。 ナナ イ ・ ミ ゲル が 「 優 し さ が 
ニュ ー タ イプ の 武器 と 勘違い し て いる 」 と 評 し た よう 
に 、 そ の 感じ 方 は アム ロロ の 甘 さ で も あっ た が 、 人 の 優 
し さ を 拠り どこ ろ に シャ ア と 相対 し て いた の だ 


地球 へ の 落下 を 始め た アク シズ を 前 に し て 、 アム ロ 
は それ を ガン ダム で 押し 返 そう と する 。 無論 、 地球 の 
重力 に 引か れ た 小惑星 の 軌道 が 、 MS の 推力 程度 で 
変え 5 れる は ず は な い 。 だ が 、 ア ムロ は 単機 で アク シ 
ズ に 取り 付き 試み に 命 を 懸け た 。 そし て 、 そ 
の 行動 と 意思 が 、 奇跡 を 起こ すこ と に を る の だ っ た 。 

リガ ンダ ム は アム ロロ が 基礎 設計 の 段階 か ら 携わっ 
て 完成 させ た 機体 で あり 、 シ ャ ア と 決着 を つけ る た め 


に 用 意 し た MS で も あっ た 。 先 の 言葉 は 、 そう し た アム 
口 の 拘り が 言わ のせ た も の だ っ た の だ ろう 。 し か し 、 アム 
口 自身 も 望み を 抱い て いな か っ た アク シズ の 落下 阻 
止 は 、 ル ガン ダム に 組み 込ま れ た サイ コ ・ フ レー ム の 」 
力 に よっ て 実現 され る こと に な る 。 リガ ンダ ム は 当 の 
アム 口 すら 予想 し な か っ た 形 で 力 を 発揮 し 、「 シ ャ ア の 」 
反乱 」 に 幕 を 引い た 。 そし て 、 アム ロ は リガ ンダ ム と 共 
に 宇宙 世紀 の 歴史 か ら 完 全 に 姿 を 消し た の で ある 。 


) 経 験 で も あ 


アク シズ を 押し 戻 そう と し た アム 
ロロ の 行動 は 、 サ イコ ・ フ レー ム を 


サイ コ ・ フ レー ム の 共振 に 


よっ て 発生 し た 光 の 真 が 
アク シズ の 軌道 要 え た 


八 サ ウェ イ へ の 忠告 


MA YI イベ 


15-16 


15-17 
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階級 大 佐 


Bright Noah 人 


ee 人 旨 の 5 棒 々 0S 
Hk 問 Ce 休 る 


UC.0079 以 降 、 地球 圏 で は 大 規模 紛争 が 立て 
続け に 発生 し 、 多く の 命 が 失 われ た 。 だ が これ 5 の 
戦乱 に すべ て 参加 し 、 生 き 残 っ た 人 物 も いる 。 地球 
連邦 軍 外 郭 組織 ロン ド - ベル 指揮 官 、 ブ ライ ト ・ ノ 
ア で ある 。 常に 第 一 線 か ら 地球 園 の 混乱 を 目 に し て 
いた ブラ イト だ が 、U.C.0090 年 代 に 入る と その 混 
乱 振り に 拍車 が 掛か っ た こと を 感じ いな い 。 
当時 、 地 球 連邦 に 対す る スペ ー ス ノイ ド の 感情 は 最 
悪 だ っ た か ら だ 。 戦乱 か ら 何 も 学ば ず 、 た だ 保身 ば 
か り を 優先 する 連邦 政府 高官 に 対し 、 不 満 を 薔 策 
させ た スペ ー ス ノ 
イド に よる テロ 行 
為 が 続発 。 スペ ー 
ス ・ コ ロニ ー は 不満 分 
子 の 温床 と な りつ つ あ っ た 。 そん な 現状 を 夏 え た ブラ 
イト は 治安 維持 部 隊 の 設立 を 軍 上 層 部 に 具申 。 そ 
の 結果 、 外郭 組織 「 ロ ンド ・ ベ ル 」 が 編制 され 、 ブラ 
イト は 指揮 官 に 収まっ た の で ある 。 


か つて 共に 戦っ た 


較 コード - ベル の 族 能 と な る 大 
吾 戦 艦 。 MS 運用 能力 と 交 

人 し 
研 存 する 連邦 工 の 集大成 と 
も 言え る 存在 で ある 。 同和 
も 造れ 、 UC.0150 年 代 
で も 運用 され た 


関連 ファ イル 


Rx93 
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DRABDIFE Sho0 


ロン ド ・ ベ ル 隊 の 指揮 官 に 収まっ た ブラ イト は 、 反乱 
分 子 が 潜伏 する と 思わ れる コロ ニー や 障 確定 域 を 巡視 
し て 回 っ た 。 だ が 組織 と し て の ロン ド ・ ベ ル の 規模 が 
小さ か っ た こと 、 何 より スペ ー ス ノイ ド の 市 民 感情 が 反 
連邦 に 傾き つつ あっ た こと か ら そ の 活動 は 困難 を 極め 
た の で ある 。 それ で も ブラ イト は 任務 を 続行 し た が 、 目 
立っ た 成果 を 挙げ る に は 至ら ず 、 不 安 ば か り が 増大 し 
て で いっ た 。 そし て ブラ イト の 不安 は 現実 の も の と な っ た 。 
U.C.0092.12.22、 シ ャ ア ・ ア ズ ナブ ル を 指導 者 と 爺 
で 軍事 組織 「 ネ オ ・ ジ オン 」 が コロ ニー (スウ ィ ー ト ウォ ー 
ター) を 占拠 し た の だ 。 それ まで は 別個 に 活動 し て いた 
反 連 邦 組織 を ひと つ に まとめ 上 げた シャ ア の 手腕 と カリ 
スマ 性 、 何より ネオ ・ ジ オン の 軍事 力 は 、 ブラ イト に と っ 
て 但 威 以外 の 何 物 で も な か っ た 。 連邦 政府 も ネオ ・ ジ 
オン を 危険 視 し (と は いえ か な り 過 小 評価 し て お り 、 それ 
が ブラ イト に は 我慢 な ら な か っ た よう だ )、 ロ ン 
に 対処 を 一 任 。 た だ ち に ブラ イト は シャ ア と ネオ ・ ジ オン 
の 封じ 込め に 乗り 出し た 。 し か し そん な 算段 を 喘 笑 うか 
の よう に 、U.C.0093.02.27 に 放映 され た 公共 放送 を 
通じ て 、 シ ャ ア は 連邦 政府 に 対し て の 宣戦 を 布告 。 続 
いて 地球 周回 軌道 上 の 小惑星 5th ル ナ を 強襲 し 、 連 
邦 軍 本 部 が 位置 する チベット ・ ラ サ 地 区 に 落下 させ た 
の で ある 。 つま り ブ ライ ト の 努力 に も か か わら ず 、 ロン ド ・ 
ベル の 行動 は 常に 後手 に 回 っ て いた の だ っ た 。 


ネオ ・ ジ オン と の 決戦 を 前 に し て 
先手 を 取ら れ 続 け て いた ブラ イト で は あっ た が 、 ネ オ ・ 
ジオ ン が 画 筑 し た 「 地 球 容 准 化 作戦 ( 小 避 星 アク シズ 
を 地球 に 落下 させ 、 地上 に 械 の 冬 を も た ら す ) 」 の 発動 
に 際 し て は 攻勢 に 出 て いる 。 連邦 軍 に 投降 する と 見 せ 
か け て アク シズ 占拠 を 狙う ネオ ・ ジ オン 艦隊 の 動向 を 
見 抜い た アム ロ ・ レ イ の 勘 の 当 え も あり 、 シャ ア の 意 較 
に 気付 いた の で ある 。 その た め 軌 道 を 苑 れ た アク シズ 
が 地球 落下 コー ス に 入る と 、 ロ ンド ・ ペ ベル は その 軌道 
上 に 布陣 し 、 進 行 を 阻止 する 作戦 を 独自 に 展開 。 核 ミ 
サイ ル の 使用 も 辞 さ な い 猛 攻 を 仕掛 けた の だ 。 そし て 
多く の 税 衝 を 払い な が ら も アク シズ 落下 を 防い だ の で あ 
る 。 だ が ブラ イト の 陶 中 に は 、 作 戦 成功 の 喜び より 苦 
い 想 い が 満 ち て いた の で は な い だ ろ うか 。 事 ある ご と に 
地球 較 に 警 負 を 喰 ら し な が ら 、 そ れ に 耳 を 人 ける 者 の 
少な き を 改め て 思い 知ら きれ た で ある うか ら ………。 


シャ ア 7 を も 吟 ら せ た 洲本 


「 シ ャ ア の 反乱 」 で 敵対 する こと と な っ た ブラ イト と シャ 
ア だ が 、U.C.0087 の グリ プス 戦役 で は 戦友 と し て 共闘 
し た 経緯 も ある 。 だ か ら こ そ シャ ア の 作戦 に 対す る 対抗 
手段 を 講じ られ た の だ ろう ぅ 。 常に 三 手 三 手先 を 読む と さ 


れる シャ ア だ が 、 ア クシ ズ の 落下 阻止 に 際 し て 、 ブ ライ 
ト は さら に その 先 を 行く 作戦 立案 を 行っ た の で ある 。 こ 
れ に は さしも の シャ ア も 舌 を 巻き 、 思 わ ず 「 や る な 、 ロ ン 
ド ・ ベ ル ] と 感嘆 の 言葉 を 吐 か せ た と 記録 され て いる 。 


アウン ズ 巡 圭 の 絆 な る 秘蔵 の 析 ミ サイ ル を 使う 明 、 通 規 ミ サイ ル の 弾 に 
杭 ミ サイ ル を 天 ば せ て 発射 する こと で シャ ア の 裏 を か こう と し て みせ た 。 


(COA 本 02 sur D8n 


MORE INFO! 


RN ベル が シャ ア 率 いる ネオ ・ ジ オン の 向 
こ 戦 で きた の は 、 部隊 に 所 属す る 者 た ちの 土気 が 高 。 て 
5 関係 し て いる 。 自 墜落 な 連邦 政府 高官 の 下 で 唯 々 
する 連邦 軍人 と は 異な り 、 ブ ライ ト の 信念 に 共感 し て ーー 


ペル は 優れ た 指揮 官 に 恵まれ た 
動 す る 部 下 も 優秀 さ で は ブラ 


ーー 


ブリック オペ レー ター の | 
て いる 際 に は 
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パト リッ ク ・ コ ー ラ サワ ー 加 


34 歳 
Patrick Colasour 


地球 軍 孝 軍 
准尉 

地球 

MS 提 


忌 の 信念 を 員 き 通し 
カテ ィ に 尽く し た 愛妻 家 


"不死身 の コー ラサ ワー" と 呼ば れ 、 何 度 撃 翌 さ れ 
て も 戦場 か ら 生還 し た 男 、/ パ パト リック ・ コ ー ラ サワ ー。 
西暦 2312 年 、 ソ レス タル ピー イン グ (CB) と 連携 し 
て 行っ た イノ ベイ ド 勢 力 と の 最終 決戦 で は ガ ガ に よっ 
て 乗 機 を 撃破 され る が 、 森 跡 的 に 生 財 を 遂げ た の で 
ある 。 その 原動力 と な っ て いた の は 、 上 官 で あり 、 恋 
人 で あっ た カテ ィ ・ マ ネ キ ン の 存在 で あっ た 。 彼女 の 
側 で 、 彼 女 の た め に 働く こと が で きれ ば 、 パト リッ ク 
は 他 に 何 の 称号 も いら な か っ た の で ある 。 コー ラ 
サワ ー と いう 名 前 を あっ さり と 捨て 、 カ ティ に 
婚 入 り し た と いう 事実 も 、 彼 の 宇宙 より も 深 
い 揺 情 を 示す エビ ソー ド と 言え る だ ろう 。 

西暦 2314 年 、 地 球 連邦 軍 の 准尉 に 降格 
し て いた パト リッ ク だ が 、 准将 に 昇格 し た カテ ィ 
を 睦 語 に 支え よう と し て いた 。 そん な 彼 と カテ ィ の 
幸せ な 日 々 を 引き 裂 い た の は 、 謎 の 異 星 体 ・ELS で 
あっ た 。 


イノ ペド 勢 力 か 5 
間 取 し た コロ ニー. 


15-19 


[W] mg02 sr26c 


パパ リック が か つて 相対 し た CB や イノ ベイ ド 勢 力も 謎 
の 組織 で あっ た が 、ELS は 突如 と し て 地球 に 飛来 し た 
異 星 体 で あり 、 コミ ュ ニ ケー ショ ン を 図る こと すら まま な ら 
な か っ た 。 だ が 、 パ トリ ッ ク は 己 の 勘 だ け で 彼ら の 存在 
を 楽 鋭 視 し 、 カ ティ の 緊張 を ほ ぐ そ うと ピール を 渡す な ど 
相変わらず の 調子 で あっ た 。 彼 の 憎 点 と も 言え る 現状 
認識 の 甘 さ が 発 揮 さ れ た 形 で あっ た が 、 一 方 で 、 一 流 の 
戦術 予報 士 で ある カテ ィ の 指示 に 従え ば 、 あ ら ゆ る 困 
難 を 友 服 で きる とい 3 厩 へ の 絶対 的 な 信頼 の 表れ 
と も 言え た の で ある 。 

そし て パト リッ ク は 、 対 ELS に 全 戦 力 を 結集 させ た 地 
球 連 邦 軍 の 一 兵士 と し て 戦場 に 向かう 。 多く の 機体 が 
ELS に 取り 込ま れる 中 、 パ イロ ッ ト と し て の 優れ た セン ス 
を 披露 し 、 奮闘 する 。 だ が 、 連 携 を 分 断 さ れる と 彼 の 乗 
機 も 取り 込ま れ 、 自 爆 を 決意 。 カテ ィ に 最後 の メッ セー 
ジ を 残し 、 深 く 死 を 受け 入れ よう と し た が 、 ガ ンダ ム サ バー 
' に すん で の と ころ で 助け られ 、 奇 跡 的 に 機体 か ら 脱 
出し た の だ っ た 。 西暦 2307 年 、 ガン ダム の 武力 介入 か 
ら 開 始 され た 彼 の [不死身] 伝説 は 、ELS で すら 打ち 
破る こと は で き な か っ た の だ 。 それ を 人 は 「 運 ] が 良かっ 
た と 証する か も し れ な い が 、 同 時 に 「 運 も 実力 の うち 」 と 
いう 至言 は 彼 の た め に ある こと を 実感 さそ る の で ある 。 


カテ ィ へ の 信頼 と 彼女 の 護衛 
西暦 2312 年 の 戦乱 が 終結 後 、 パ トリ ッ ク は 恋人 で 
あっ た カテ ィ と 結婚 ・ 入 籍 し 、 マ ネ キン 姓 へ と 改名 し て 
いた (だ が 、 地 球 連 邦 軍 で は 便宜 上 、 コ ー ラ サワ ー で 
通し て いる ) 。 カテ ィ が 昇格 し 、 より 責任 が 重い 立場 と な 
る 中 、 パ トリ ッ ク は 護衛 と し て デカ ルト ・ シ ャ ー マ ン と の 
接見 に 付き 添う な ど 、 公 私 と も に 彼女 を 支え て いた の で 
ある 。 ELS 襲 来 後 は 、 ジ ー ク ス V の パイ ロッ ト と し て 出 
撃 。 指揮 官 機 に 搭乗 て いた こと か ら 、 部 隊 を 任 され 
て いた と 思わ れる 。 だ が 、MS や 戦艦 を 取り 込む こと で 
その 能力 を コピ ー す る ELS の 前 に 、 パ トリ ッ ク も 後退 を 
余 備 な くさ れる 。 ELS に 乗 機 を 取り 込ま れる と 、「 幸 せ 
過ぎ て 、 不 死 身 じゃ な く な っ た みた いで す 」 と カテ ィ に 遣 
言 め いた メッ セー ジ を 残す が 、 ガ ンダ ム の 援護 に より 脱 
出 。 その 後 は パイ ロッ トス ー ツ の まま 宇宙 空間 を 漂う が 、 
ELS と の 接触 は 免れ 、 ほぼ 無傷 で 生 軍 し た の で ある 。 


訓 和 前 に 見 


連 」 を 呼び 込む 夫人 MORE INFO! カテ ィ か ら の 信頼 


ELS と 交戦 し た 結果 、 ジン クス IV を 侵食 され る 事態 と カテ ィ は 、 西 歴 2312 年 の 戦い で は アロ ウズ に 所 属し て いた が 、 そ 
な っ た パト リッ ク は 、 カ ティ と の 「 生 き て 帰る 」 と の 約 東 の 後 無間 悲 な 武力 弾圧 を 進め る アロ ウズ の 戦時 に 反発 し 、CB と 連 5 
が 果たせ な いと 悟っ た 。 だ が 、 少し で も カテ ィ 、 そし て 地 I ET 


の 最 走 を 食い 止め た こと を 称え らち れ た カテ ィ は 、 准 0 


球 人 類 を 守る べく 、ELS を 巻き 込ん だ 自爆 を 実行 に 移 出現 後 は 、 地 球 邦 車 の 総司 令 と し て 対 ELS 戦 の 
そう と し た の で ある 。 西暦 2312 年 の 戦い で も 、 突 攻 兵 
器 ガ ガ を 3 機 まとめ て 葬り 去 ろう と し た パト リッ ク 。 その 最 
後 まで 戦い を 捨て な い 姿勢 が 、 奇跡 の 生還 を 呼び 込ん 
だ の で ある 。 


プラ イベ ー ト 面 で 5 


える 冷 境 な 仕事 振り が 用 
だ け は ペー ス 


だ っ 
(の 砲撃 を 乱 さ れる こと も 名 。 


ダム | 
服 。 / ト リッ ク は 宇宙 へ と 施 り 出さ れ 、 九 索 に 一 生 を 得 た 。 


機動 戦士 ガン ダム 


PERSONAL PROFILE ET m02 sm42 


PROFILE 
年 齢 不明 


志 い 


(ガイ ア 、 オル 
The Black Ti 


ジオ ン 公 国軍 を 代 普 する 
エー スパ イロ ッ ト ・ チ ー ム こぶ 


一 年 戦争 初期 に お ける ジオ ン 公 国軍 の 優勢 を 支 
えた 最大 の 要因 が 、 MS と いう 新兵 器 だ っ た こと は 言 
うま で も な い 。 そし て 、 そ れ を 駆る 熟練 パイ ロッ ト の 存 
在 も また 、 ジ オン 公国 軍 の 強み で あっ た s 「 黒 剛昌 
い 三 連 星 ] と 呼ば れ た エー スパ イロ ッ ト ・ チ ー ム は 、 そ へ し 
うし た 者 た ちの 代表 格 で あっ た 。 

「 黒 い 三連星 ] は ガイ ア 、 マ ッシュ 、 オ ル テ ガ の 
3 名 か ら 成 る パイ ロッ ト ・ チ ー ム で 、 そ の 出発 点 は 
U.C.0075 に 設立 され た 教導 機動 大 隊 に 遡る 。 大 
隊 の 第 1 期 隊員 に 名 を 連ね た 彼ら は 、 同じ 第 2 中 隊 
D 小 隊 に 所 属し た と いう (U.C.0079.04 に は 同 大 
隊 で 新兵 に 対し て 特別 講習 を 行っ て いる ) 。 それ 
か ら 一 年 戦争 に 至る まで の 間 に 頭 角 を 現し 、 キ シ 
リア ・ ザ ビ 直 属 の 突撃 機動 軍 第 7 師団 第 1MS \ 
大 隊 司 令 部 付 特務 小隊 と し て チー ム を 組む こと 
に な る 。 そし て 、 ルウ ム 戦 役 に お ける 活躍 を も っ / 
て 、「 黒 い 三連星 」 の 名 を 高 か せ た の だ っ た 。 


最も 階 紙 が 高い ガイ ア 
が リー ダー と な っ て チー 


れ で いた よ 


用 され る と と も 多く 、 一 /a で - 重 
舌 当 千 の 戦 カ と 見 な さ 


地 

サ を 時 衛 す る 任務 を 項 

び 、 最 新鋭 構 の ドム と 共 
= に 地理 へ と 隆 り 立つ 。 


木馬 を 軽視 > 
を 警 式 する 素振り を 見 せ 
護 覚 が 、 木 馬 へ の 警 


RELATIONS 


シリア ・ ザ ビ の 壇 刀 と 評 さ れ 
る 。 戦士 と し て の 志 を 生ん じ 
る 黒い 三連星 の 行動 を 、 快く 
思っ て いな か っ た 。 


あの パイ ロッ ト め ! 
具 者 じゃ な い ぞ 


U.C.0079.11、 地 球 連 邦 軍 の オデ ッ サ 作戦 に 際 し 
リア の 命 を 受け た 「 黒 い 三連星 」 は 増援 と し て 地球 
に 降下 し 、 マ ・ ク ベ と 合流 する 。 折 し も 、 オデ ッ サ に 迫る 
地球 連邦 軍 主 力 の 後方 か ら 木 馬 が 接近 し て お | 
クベ は レビ ル 磨 下 の 正面 戦力 を 叩い た の ち に 木馬 を 攻 
「 黒 い 三連星 」 に 要請 する 。 ガイ ア は ニュ ー タ 
噂 され る 木馬 に 警戒 心 を 抱き つつ も 、 11.06 

こ 対し て 攻撃 を 仕掛 けた 

連 星 」 は 、 巧 みな 連 


ガイ ア は ニュ ー タ イプ の 存在 を 
確信 する 。 その 力 を 間 威 と 感じ 、 ジ ェ ッ ト ・ ス トリ ー ム ・ 
アタ ッ ク で 仕留め よう と する ガイ 
攻撃 は 立て 続け に 回 避 さ れ 、3 
に ビーム ・ サ ー ベ ル の 直撃 を 受け で 

に 、 オ ル テ ガ は セイ ラ . マ ス の コア ・ ブ ー ス ター 
ガイ ア は ガン ダム に 撃 成 され 、「 黒 
か し い 戦 を 下ろ し た 


し て レビ ル 磨 下 の 駐 
説 も ある ) 、 オ デ ッ サ で 全 減 す 
教導 機動 大 隊 


グレ ー な どの 3 色 を 基調 

て いる (ルウ ム 潜 役 の 

て れる )。 その 

、 教 導 機 動 大 隊 で の 特別 任務 を 経て 前 線 に 復帰 し 
た 彼ら は 、 高 機動 型 ザク R-1A タ イプ を 受領 。 ドム が 支 


一 列 に 並ん だ 3 機 が 目標 に 対し て 連続 攻撃 を 行 
うと いう も の 7 彼ら は チー ム 結 初 か ら この 戦 
法 を 用 いて 多く の 戦果 を 挙げ 、 エ ー ス の 名 を ほし いま ま 
に し た 。 チー ム 単 位 で 見 る な ら ば 、 一 年 戦争 屈指 の 戦 
闘 集団 で あ - と は 疑い よう も な し 


ト は 頭 


見 的 特長 。 身体 前 / 
他 


色 の な 


ガン ダム の ピ 
る ガイ ア 。 1 機 の M 


の 中 で 、 敬 必 の 表情 を 浮か 


ホワ イト ベー ス 隊 と の 交戦 異説 


と する 異説 も 存在 する 。 後者 に お し 
前 に 1 回 目 の 戦 闘 が 発生 
ク が 破 ら れ て マッ シュ が 戦え 


ュ ン 
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マチ ナル ダ ・ ア ジャ ン も ーーー 


Matilda Ajan 


輸送 比 操 終 E-F.S.F. 


戦争 の 中 に 希望 を 見 出 そ う と し た 
強い 信念 の 持ち 主 


戦争 と いう 大 き な 破壊 行為 の 渦中 に 身 を 置か さる 
を 得 な く な っ た と き 、 マ チル ダ ・ ア ジャ ン は その 中 に 
あっ て も 物 を 作り 出す こと に 拘っ た 。 それ は マチ ル ダ 
な り の 信念 で あり 、 それ を 貫く こと こそ が 彼女 の プラ イ 
ド だ っ た の で ある 。 

マチ ル ダ は 一 年 載 争 期 の 地球 連邦 軍 に 籍 を 置い 
た 女性 士官 で あり 、 第 136 連 隊 に 所 属す る 補給 部 
隊 の 指揮 官 を 務め る 人 物 で あっ た 。 U.C.0079.04 
に は ヨー ロッ パ 南 方 戦線 に お いて 第 44 機 械 化 混成 
連隊 へ の 補給 任務 に 従事 する な ど 、 地 上 に お ける 
補給 線 の 維持 に 貢献 し て いる 。 さき: その 実務 能 
力 を レビ ル 将 軍 に 見 込ま れ た こと で 、 ホ ワイ トペ ー ス 
隊 を 支援 する 任務 に 携わる こと と な っ た 。 そし て マチ 
ル ダ は 、 その 任務 の 中 に お いて ホワ イト ペー ス で 戦う 
若者 た ち に 可能 性 を 見 出し て いく 。 戦場 に 射 し た 光 
明 一 一 ニュ ー タ イプ を 支え る べく 、 マ チル ダ は 危険 を 
題 みず に 自ら の 役目 を 果たそ うと し た の だ っ た 。 


マチ ル ダ 隊 と 呼ば れる 補 


は 1! 
名 に 交 義 可能 な コ 
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マチ ル ダ ダ が 初め て ホワ イト ベー ス 隊 と 接触 し た の は 、 
U.C.0079.09.23 の こと で あっ た 。 レビ ル の 特命 を 受 
けた マチ ル ダ は 、 地 球 に 降下 し た ホワ イト ペー ス に 補給 
を 行う べく 北米 で 合流 し た 。 た だ し 、 こ の と き の マ チル 
ダ に は ホワ イト ペー ス の 処遇 に 関す る 通達 は な く 、 戦闘 
記録 を レビ ル の 下 に 持ち 帰る に 留まっ て いる 。 た だ 、 ガ 
ンダ ム を 駆る アム ロロ ・ レ イ に 才能 を 感じ て いた こと は 確 
か で 、 彼 を 「 エ スパ ー」 と 評 し て いる 。 その 後 、 10.05 に 
プリ ンス ル バ ー ト 付近 で 再び ホワ イト ペー ス に 接触 し た 
マチ ル ダ は 、 ブラ イト ・ ノ ア に レビ ル の 意図 の 一 端 一 一 
ニュ ー タ イプ 部 隊 と し て の 期待 を 明か す の だ っ た 。 

戦局 が 推移 し 、 地 球 連 邦 軍 が オデ ッ サ で の 反攻 作 
戦 を 企図 する 頃 、 レ ビル は ホワ イト ペー ス を 戦力 と し て 見 
な す よ うに な る 。 その 意向 を 受け た マチ ル ダ は 、 11.07 
に ホワ イト ベー ス と 含 流し 、 コ ア ・ ブ ー ス ター の 搬入 と 

ンジ ン の 修理 を 行っ た 。 一 方 で 、 ニ ュー タイ プ の 適性 
あり と し て モル モッ ト 同 然 に 扱わ れる こと に 反発 する セイ 
ラ ・ マ ス に は 、 地 球 連 邦 軍 の 内 情 を 語っ て レビ ル の 尽 
力 に 対す る 理解 を 求め て いる 。 軍人 と し て 命令 に 従い 
な が ら も 、 セ イラ の よう な 立場 の 者 を 気遣う 情 が あっ た 
の で ある 。 さら に 、「 黒い 三連星 ] の 攻撃 を 受け て ホワ イ 
トペ ー ス が 危機 に 陥る と 、 ミ デア で 戦場 に 割っ て 入り 、 
身 を 抵 し て ドム を 阻ん だ 。 そし て 、 ホワ イト ペー ス を 守る と 
いう 信念 を 紀 い て 散っ て いっ た の で ある 。 


国 記 寺 : ワ イト ペー ス を 支え た 行動 


マチ ル ダ に 託さ れ た 任務 は ホワ イト ペー ス へ の 補給 
と 修理 だ っ た が 、 当 時 の ホワ イト ベース に は サイ ド 7 の 
避難 民 が 乗り 込ん で いた 。 その た め 、 1 回目 の 接触 で 
は 避難 民 の うち 病人 な ど 35 名 を 引き 取り (大気 囲 突 入 
に 同行 し た リー ド 中 尉 以下 の サラ ミス 乗組 員 も この と き 
に 下 艦 し て いる ) 、 プ リン スル パー ト に お ける 捕 論 の 際 
に 残り の 避難 民 の ほとん ど を 引き 取っ て いる 。 

ちな み に 、 マチ ル ダ 隊 と ホワ イト ペ ベース の 接触 時 期 に 
つい て は 諸説 あり 、 2 回目 の 接触 時 に は 帰還 途中 の マ 
チル ダ 隊 が ジオ ン 公国 軍 の 製 撃 を 受け た と も 言わ れ て 
いる 。 な お 、 一 般 的 に 語ら れる マチ ル ダ 隊 の 作戦 行動 
に は 、 そう し た 交戦 記録 は 存在 し て いな い 。 


太 に 徹し た マナ ル タ の 技能 と 知識 


! 時 < 届 
補給 部 隊 の 指揮 官 と いう 立場 に あっ た マチ ル ダ は 、 
技術 者 と し て の 知識 も ある 程度 は 有 し て いた と 見 られ 、 
ホワ イト ペー ス の 修理 を 監督 する こと も あっ た 。 また 、 
ニュ ー タ イプ 論 に 理解 を 示す レビ ル の 特命 で 行動 し て 
いた た めか 、 ニ ュー タイ ブ の 概念 に 一 定 の 理解 が あり 、 


MORE INFO! 
ブラ イト や セイ ラ と の 会 話 の 中 で その 考え を 語っ て い マチ ル テ 

る 。 一 方 で 、 直 接 的 な 戦闘 行動 に 関わ る こと は ほとん 
ど な く 、 ミ デア に 搭乗 する 際 に も コ ・ パ イロ ッ ト シ ー ト か 
ら 指 示 を 出す 程度 に 留まっ て いた 。 あく まで 裏方 と し て 
働く < と と が 、 マチ ル ダ の 本 分 だ っ た の で ある 。 


Nd ) 
マチ ル ダ 隊 は ホワ イト ペー ス の 析 関 部 の 修理 を 行う こと が 多く 
それ に 立ち 会 っ た 。 また 、 多少 の 大 用 に も 属 ま な い 上 E カ を 借 


HH wm 


サイ クロ プス 隊 編 


1 Pe ョ ソン 』/ Case of A Corps of Cyclops 


あの プイ なす 


歴戦 の 勇士 が 揃っ た サイ クロ フス 隊 
彼ら に えら れ た 任務 は 壮絶 で あっ た 


な が ら 戦 い 続け た 小 部 隊 


U.C.0079.18.15 


まぁ 、 パー ニ ィ 和 岡 き の 仕事 が 


ひと つの 由来 た っ て こと きん. 


ジオ ン 公 国軍 突撃 機動 軍 に 所 属す る 特務 部 隊 ・ 
サイ クロ プス 隊 は 、 地球 連邦 軍 が 開発 し た と され る 新 
型 機 、 ア レッ クス の 奪取 及び 破壊 を 語 じ られ て いた 。 
連邦 軍 北 極 基地 で の 作戦 が 失敗 に 終わ る と 、 彼 ら 
は 機体 が 運び 込ま れ た と され る サイ ド 6 へ と 潜入 し た 
の で ある 。 サイ ド 6 へ の 潜入 に あたり 、 北 極 基地 の 戦 
闘 で 命 を 落と | ディ ・ ス トロ ー ス の 代わ り と し て 、 
隊 に は パー ナー ド ・ ワ イズ マン (バー ニ ィ ) が 加入 。 だ 


サイ ド 6〆 リ ポー.・ ヨ ロニ ー 


U.C.00798.18.1 フ 


ジオ ォ ン は …… 負 ナ る な いと に シラク テ つ 


新型 ガン ダム の 奪取 を 命じ られ 、 中 立 コ ロニ 
入 し た サイ クロ プス 隊 。 彼ら に は 過酷 な 戦い か 


あっ た サイ ド 6 へ と 潜 


受け て いた 。 


、 疾 人 


バダ fr 


が 、 実 戦 経験 が 少な い 新兵 の 加入 を 、 メ ン バ ー た ち 
は あま り 歓 迎 し て いな が っ た 。 

バー ニ ィ の 扱い に 困っ てい た メン バー た 
ボー・ コ ロニ ー に 暮らす 少年 で 、 パ ー ニ ィ と : 
で いた アル フレ ッ ド ・ イ ズル ハ (アル ) が 隊 の 失点 に 
潜り 込ん だ た め 、 その お 守り 役 を 命じ る 。 ミハイル ・ カ 
ミン スキ ー ) の 発言 は 、 兵 士 と し て は 実力 不 
ニ ィ へ の 度 肉 と も 言え る だ ろう 。 


16-19 


着 々 と アレ ックス 奪取 及び 破壊 を 目指 し た 襲撃 計 
画 「 ル ビ コ ン 作戦 」 の 準備 を 進め る サイ クロ プス 隊 。 
隊長 の シュ タイ ナー は 、 リ ボー・ コ ロニ ー で 喫茶 店 を 
営み な が ら 、 陵 で ジオ ン 公 国軍 と 内 通し て いた スパ イ 
の チャ ー リ ー と 公園 の ベン チ で 合流 する 。 変装 用 の 
連邦 軍制 服 を 手渡 され た あと 、 シ ュ タ イナ ー は チャ ー 
リー か ら 「 お まえ た ち は 圏 だ 」 と 告げ られ る 。 だ が 、 軍 
上 上 礎 部 の 対応 の 悪さ か ら 隊 が 中 で ある こと を 感 づい 


で いた シュ タイ ナー は 、 驚 く 素振り すら 見 せな か っ た 。 
お し ろ 彼 は 、 自 軍 の 兵士 を 騙し て まで アレ ックス の 奪 
取 を 目指 す 公国 軍 の 姿勢 か ら 、 戦 争 が 終わ り に 近い 
こと 、 そ し て 公国 軍 の 履 北 を 悟っ て いた の で ある 。 た 
だ 、 職 務 を 放棄 し て お め お め と 逃げ る こと な ど で き な 
役割 を こなす の が 公国 軍人 と し て の 
ん ば か り に 、 坪 々 と ルビ コン 作戦 を 
進め よう と し た の だ っ た 。 


サイ ド 6 


ポー・ コロニー 


威 誠 れる 相手 が いな く な る と 困る 
死ぬ ぬん じゃ ね え ぞ フェ ルネ ミレ ス ・ ガ ルシア ) 


な いと する 彼 の 決意 
で も あっ た 


U.C.0079.12.19 


さあ 来い ! 


ガブ リエ ル ・ ラ ミレ ス ・ ガ ルシア は 、 サ イド 6 に 潜入 
し た サイ クロ プス 隊 の メン バー の 中 で も 特に 気性 が 荒 
く 、 補充 兵 と し て は あま り に 頼り な い 部 下 ・ バ パー ニ ィ 
に 対し て 厳し い 態 度 を 取っ て いた 。 アル に 振り 回 され 
た パー ニ ィ が 、 独 断 で 連邦 軍 の 秘密 基地 へ 潜入 し た 
際 に は 激 吊 。 上 官 で ある シュ タイ ナー や ミハイル が 思 
わ ず 止 め に 入る ほど の 鉄 参 制裁 を 加え た の で ある 。 

だ が それ は 、 一 度 サ イク ロ プ ス 隊 に 配属 : れ た か ら 


サイ ド 6〆 リ ボー・ コ ロニ ー 


戦 し 方 を 教え て や る (ミハイル ・ カ ミン スキ ー) 


に は 、 立 派 な メン バー に 育っ て 欲し い 一 一 と い 2 先 
意 と し て の 想い か ら 出 た 行動 で あっ た 。 上 記 の セリ フ 
は 、 ルビ コン 作戦 の 開始 直前 、 防 汗 チョ ッ キ を 見 た だ 
け で 緊張 を 高め た パー ニ ィ に 対し 発せ られ た も の で あ 
調 こ そ 高 圧 的 で あっ た が 、 その 端々 に は 、 パ ー 
ヽ の 優し き が 溢れ て いた 。 ガル シア に と っ て 、 バー 
ニ ィ は 出来 の 悪い 部 下 で あっ た と 同時 に 、 た っ た ひと 
り の 可愛 い 部 下 で も あっ た の だ 。 


に 利用 する な ど 
WR 


を 死に 追い や っ 


U.C.0079.12.29 


バー ニ ィ ・ 


ルビ コン 作戦 は 、U.C.0079.12.19、16 時 に 決行 
され た 。 隊 は 大 きく . に 分 か れ 、 が MS・ ケ 
ンプ ファ ー に よる 陽動 を 行い 、 その 間 に シ ュ タ イナ ー、 
シア の 3 名 が アレ ックス を 奪取 する 手 
が 操縦 する ケン プ フ ァ ー は 、 サ イ 
ド 6 に 配備 され て いた スカ ー レ ッ ト 隊 な ど を 寄せ 付け ず 
市 街 地 を 突き 進み 、 連邦 軍 の 秘密 基地 目前 まで 辿り 
着く 。 その 前 に 姿 を 現し た の が 、 クリ スチ ー ナ ・ マ ッ ケ 


サイ ド 6 プ ノリ ボー・ コ ロニ ー 


員 が ド ず だ な ……ー 


ンジ ー 搭 乗 の アレ ックス で あっ た 。 重 装甲 の た め に 、 
し 、 ミ ー シ ャ は 和裕 
の 面持ち で 上 記 の セリ フ を 放っ た 。 結果 、 ア レッ クス 
の 装甲 (チョ バム ・ ア ー マ ー) を 破壊 し た ミー シャ だ が 、 
その 中 か ら 本 体 が 現れ た こと は 、 彼 に と っ て 予想 外 で 
一 瞬 隙 を 見 せ て し まっ た : ャ は 、 ア レッ ク 
ス に 展 え られ た 腕 部 ガト リン グ ガン の 餌食 に な っ た の 
で ある 。 


新米 兵士 ・ 


バー ニ ィ 


ミー シャ の ケン プ フ ァ ー が リボ ー・ コ ロニ ー の 市 街 
地 で 陽動 を 行っ て いる 頃 、 連 邦 軍兵 を 装っ て アレ ッ 
クス の ある 秘密 基地 内 部 へ と 潜入 し 
ち 。 、 パ バーニィ が 軽口 を 叩い た < 
で ある こと が バレ て し まい 、 一 気 に 窮 地 へ と 追い や ら 
れる 。 必死 に 応戦 し た も の の 、 ま ず は シュ タイ ナー が 
銃撃 を 受け 食傷 、 次 いで ガル シア が 、 ア レッ クス も ろ 
と も 自爆 し よう と し て 命 を 落と し た 。 残さ れ た パー ニ ィ 


公国 軍 の スパ イ ・ チ ャ ー| 


は 、 瀬 死 の シュ タイ ナー を 抱え て な ん と か 基地 か ら の , 
脱出 を 図る 。 一 瞬 意 識 を 取り 戻し た シュ タイ ナー を 勇 
気づけ よう と 、/ ャ の ケン プ フ ァ ー が ア 
、 そ の バー ニ ィ の 表 
情 と 口調 か の ら 、 シ ュ タ イナ ー は すぐ に それ が 嘘 だ と 気 
付く の だ っ た 。 そん な 嘘 すら 上 手 に つく と と が で き な い 
パー ニ ィ を 微笑 まし く 見 守り 、 シ ュ タ イナ ー は 静か に 息 
を 引き 取っ た の で ある 。 


リー 


CMA サンライズ 
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機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


PERSONAL PROFILE 
テグ ェ ル ーー か ss 旬 


Ei 


Stellar Loussier 


英 パ イロ ッ ト と 心 を 通わ せ た 
ファ ント ムペ イン 所 属 の 女性 兵士 


ステ ラ ・ ル ー シ ェ は 、 地 球 連 合 軍 が 打倒 コー ディ 
ネイ ター を 掲げ て 投入 し た エク ステ ン デ ッ ド (強化 人 
間 ) で ある 。 幼少 の 頃 か ら の 投薬 や マイ ンド コン トロ ー 
ル に よっ て 人 並み 外れ た 能力 を 獲得 し た 彼女 は 、 
C.E. (コズミック ・ イ ラ ) 73、「 フ ァ ン トム ペイ ン ] の 兵 
士 と し て ステ ィング ・ オ ー ク レー、 ア ウル ダ ら 同 
胞 と 共に アー モリ ー ワ ン で の 襲撃 作戦 に 多加 、 新 た 
な 戦乱 の きっ か け を 生み 出し た 。 だ が 、 ステ ラ は 戦争 
の 道具 で し か な く 、 た だ 「 死 ] へ の 恐 頂 か ら 戦い を 続 
け て いた の で ある 。 そん な 彼女 に 大 き な 影響 を 与え 
た の は 、 ほか で も な い ザ フト の MS パイ ロッ ト だ っ た 。 

アー モリ ー ワ ン で ザフト の 新型 MS・ ガ イア ガン ダ 
ム を 奪取 し た ステ ラ は 、 その 後 、 ザ フト の ミネ ル バ 部 
隊 と 激戦 を 繰り 広げ る 。 その ミネ ル バ パ に 乗艦 する 、 
イン パル スガ ンダ ム の パイ ロッ ト で あっ た シン ・ ア 
スカ と 、 彼女 は 交流 を 持つ こと と な る 。 


ステ ィング 、 ア ウル 5 と 


エク ズ 
25 生 体 CPU と 比べ 精神 
ラ は 上 官 の ネオ ・ ロ アノ ー ク や ステ ィング の よう な 信頼 の 置 
ける 人 物 以外 と は ほぼ 言葉 を 交わ さなか っ た 


ステ ラッ ルーシ ェ e、w グ 


ある ステ ラ か ら 絶大 な 信幸 を 
寄せ られ て し 
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ディ オキ ア で 束の間 の 休息 を 取っ て いた ステ ラ は . 
見 晴らし の 良い 崖 で 気分 良く 踊っ て いた 。 だ が 、 目測 を 
誤っ て 海 へ 落下 、 気 が 動転 し た ステ ラ は 湖 れ て し まう 。 
偶然 その 樺 子 を 目撃 し 、 救 助 に 駆け 付け た の が シン で 
あっ た 。 ステ ィング が 駆け 付け る まで の 間 、 シ ン と ふた り 
で 過ごし た ステ ラ は 、 彼 が 発し た 「 守 る ] と いう 発言 に こ 
れ ま で 感じ た こと の な い 温 か さ を 感じ る 。 亡くな っ た 妹 の 
姿 を ステ ラ に 重ね た シン の 就 い 想い は 、 エ クス テン デ ッ 
ド で ある 彼女 の 心 すら 揺り 動か し た の で ある 。 

ステ ラ は 部 隊 に 戻る と 、 地 球 軍 に よっ て シン と の 記 
憶 を 消さ れ て し まう 。 だ だ 、 ロ ドニ ア の ラボ で シン の イン 
パル ス と 交戦 し 、 身 柄 を 拘束 され た 際 に 再会 。 シン の 
懸命 な 努力 で 記憶 を 取り 戻し て ゆく 。 し か し 、 ス テラ は 
地球 軍 に よる メン テ ナ ン ス が な けれ ば 生き て は いけ な い 
体 で あり 、 生存 を 願う ラシン の 独断 で 、 地球 軍 へ と その 身 
柄 を 返還 され た の で ある 。 その 後 、 彼女 は 無 慈 間 に も 、 
デス トロ イガ ンダ ム の 生体 CPU と し て 「 再 利用 ] され て 
し まう 。 死 の 恐怖 か ら 逃 れる た め 、 デ スト ロイ ガン ダム で 
殺 協 を 続け る ステ ラ だ が 、 ま た も シン が 説得 に 現れ る 。 
ン の 記憶 と 、 植 え 付け られ た 戦闘 
マシ ー ン と し て の 強迫 観念 の 中 で も が き 続 けた ステ ラ 。 
その 結果 、 彼 女 は 命 を 落と し た が 、 最 後に シン に 関す 
る 記憶 を 取り 戻し 、 ひ と り の 人 問 と し て 自ら の 感情 を 伝 
える こと が で きた の は 、 唯一 の 救い と 言え る だ ろう 。 


アー モリ ー ワ ン で ガイ アガ ンダ ム を 奪取 し た ステ ラ は 、 
ファ ント ムペ イン の 旗艦 ガー ティ ・ ル ー に 所 属し て ミネ 
ル バ を 追撃 し た 。 ガイ アガ ンダ ム の 特性 を 瞬時 に 把握 
し た ステ ラ ほ は 、 廃 棄 コ ロニ ー の 外壁 を 四 足 獣 型 MA 形 
態 で 駆け 抜け る な ど 、 イ ン パ ルス ガン ダム や ザク ウォ ー リ 
ア ら ミネ ル バ 部 隊 と 互角 に 渡り 合う 。 地球 に 降下 し て か 
ら も 追撃 を 続け 、 ダー ダネ ルス 海峡 付近 で の 戦闘 で は 
FAITH (フェ イス ) の 称号 を 持つ ザフト の エー スパ イロ ッ 
ト 、 ハ イネ ・ ヴ ェ ス テン フル スズ 搭乗 の グフ イグ ナイ テッ ド 
を 撃破 する 功績 を 挙げ た の だ 

シン と の 選 逝 以降 は 精神 的 に 不安 定 と な り 、 ロ ドニ 
ア の ラボ に 独断 で 出撃 する と 、 一 時 ザフト に 捕らえ られ 
る 。 その 後 。 地 球 軍 に 復帰 する も 、 デ スト ロイ ガン ダム 
の 生体 CPU と し て ペル リン を 襲撃 し た 際 、 キ ラ ・ ヤ マト 
が 搭乗 する フリ ー ダ ム ガ ン ダム の 攻撃 を 受け 戦死 し た 。 


コー ディ ネイ ター と 渡り 合う 戦闘 能力 


エク ステ ン デ ッ ド で あっ た ステ ラ の 能力 は 、 パ イロ ッ ト 
と し て だ け で な く 、 生 身 の 戦 闘 に お いて も コー ディ ネイ 
ター と 互角 以上 に 渡り 合え る も の で あっ た 。 また 、 軍 が 
行っ た マイ ンド コン トロ ー ル に よっ て 、 生命 を 奪う こと に 
何 の 疑 問 も 抱か な い 状 態 と な っ て お り 、 そ うし た 戦闘 マ 
シー ン と し て の 冷酷 さ は 、 ザ フト の 兵士 た ち に も 大 き な 
恐怖 を 与え た の で ある 。 


MORE INFO! 


ロゴ ス の 直轄 組 4 
ムペ イン ] に は 、 ステ 


テ ナ ン 


を 使っ 


第 81 狼 立 機 動 群 [ファ ント 
ィング 、 アウ ル の ほか に 、 多 
数 の エク ステ ン デ ッ ド が 在籍 し 、 特 殊 作 戦 に 投入 
秋 物 へ の 依存 度 を 下げ た た めか 、C.E.7 
iCPU よ り も 扱い や すい も の の 、[ 人 めし 


整 は 


強化 人 間 ( エ クス テン 
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新 機動 戦記 ガン ダム W 


PERSONAL PROFILE CW nD2 ww0 


デュ オ ・ マ ックス ウェ ル 鞭 aー…- 較 


Duo Maxwell 


ご ご 湯 愉 層雲 高 」 


息 直 * マ 厄 / 競 土 


ン を 取れ 
人 が 良 すぎ る た めか 、 任 務 の 中 
で 損 な 役回り を 引き 受け させ られ る こと も 多 か 


XXXG-01D 

ガン ダム デス サイ ズ 
エッ サーG が 開 人 し た 
ムタ イプ 。 ハイ パー ジャ | 

マー と 呼ば れる 提 乱 粒子 に 

よっ で ステ ルス 性 能 を 獲得 し 

の 表 を 悟ら 
問 抽 を 敵 で き 


に 転入 する な ど 
する 機会 が 多 か 


新 夫 動 戦記 ガン ダム W 


PERSONAL PROFILE ックス ウェ ル | W| mr02 sr D2 


の が 特徴 。 体格 
身体 能力 は 高く 、 し な や 


張 五 飛 
パイ ロッ ト ( 


当地 球 と 宇宙 を 股 に 掛け た 


の た 。 ヒイロ と は 降下 直後 に 出 


取 北 を 犬 わな い 強 き Er 


MORE INFO! 0Z の 女性 志願 兵 ・ ヒ ル デ 


0Z の 巧み な 交渉 術 に よっ て 懐 科 され た コロ ニー: 
アッ プ を 受け て 武力 を 所 有 し よう と し て い : 
し 、 自 ら 0Z に 志願 する 者 も 多く いた の で ある 。 ヒル デ * シ ュ バ イカ ー L 
も そう し た 若者 の 一 人 で あり 、 コ ロニ ー が 武力 を 持つ こと に 何ら 疑問 を 抱い 土 で 、 階 は 振 士 。 リー オー 
て いな か が 、 コ ロニ ー の 平和 を 願う 「G」 の パイ ロッ ト 、 デュオ と 出会っ の 宇 軍 タイ ブ を 操る な ど 、 短 


た こと で 、 02 へ の 信頼 が 揺らい で いっ た の だ っ た 。 AR 


家 群 は 、0Z の バック 
コロ ニー で 暮らす 若者 た ち も そ 


う 突 き 付け 5 れ 、 頑 を な 
者 え を 改め る の だ っ た 。 
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新 機動 戦記 ガン ダム W 


PERSONAL PROFILE 
ガン ダム の 開発 者 


Gundam Developers 


ガン ダム は 世界 に 混乱 を も た らし 、 地 球 側 と コロ 
ニー 側 と の 戦争 を 招い て し まう 。 戦争 を 止め る べく 戦 / 
う ヒ イロ た ち に 希望 を 見 出し た ドク ターJ ら は 、 そ の 技 
術 と 老 猪 さ を も っ て 彼ら を 支援 する 。 そし て 世界 | 
家 群 と ホワ イト ファ ング の 最終 決戦 と な っ た EVE ん 
$ い て 、 リ ー ブ ラ の 地球 落下 を 隠 上 
動 し て 行方 不明 と な っ た 。 


暗 替 きれ た ヒイロ ・ ユ イ 
の 福 倖 の た め [ヒイロ] 


EVE WARS で 死亡 し た 
と 考え られ た が 、 秘密 
に 建造 され た 軌道 上 の 
i 


だ は ず の ドク タ - 5 
イロ に 届い た と いう 2。 


関連 ファ イル 


発し 
ーー すれ る 
NS の 第 型 。 護 的 な 性 能 を 


17-15 


ガン ダム デス サイ ズ の 

開発 者 。 コロ ダム 製造 の 証拠 隠 減 を 

際 、 レデ ィ ・ ア ン に 捕らわれ る 。 その 後 は 拘束 

開発 者 と 0Z に 従う 振り を し つつ 、 老師 0 と 一 

緒 に ガン ダム デス サイ ズ ヘ ル と アル トロ ン ガ ンダ ム を 密 
に 開発 。 その 後 は ゼ ク キス に 手 を 貸し て い ) 


を 射殺 し て し まう 。 その 際 に 、 整 備 工 を し て いた 名 
少年 が 替え 玉 を 申し 出 
新た な 「 ト ロワ 」 に 


ム サ ン ドロ ッ ク の 開発 者 。 L4 コ ロ 資 
衛星 を 管理 する ウィ ナー 家 に 匿 わ れ て お り 、 カ トル ・ 


L5 コ の) 意 

血縁 関係 が あっ 

の 開発 者 で ある 。 

は 学問 の 師 で も あっ た 。 な お 、 トー ル ギ ス の 設計 図 を 持 
出し 老師 O は 、 竜 一 族 の 守り J 


3 
適度 に 靖 め 付か 


MORE INFO! 


ハワード も また 、 MS や ウイ ング ガン ダム ゼロ の 開発 に 携わっ 
て いた ひと り で ある 。 だ が 、 自 ら の 研究 が 戦乱 を 広げ る 原因 と 
任 を 感じ 5 人 と 祥 を 分 か つ 。 戦火 が 宇宙 へ と 広 
オン で ゼクス を 支援 。 その 後 、 彼 が ホワ イト ファ 
ング の 指導 者 に な る と ガン ダム パイ ロッ ト た ち に 
は 異な る 道 で 、 戦火 を 拡大 させ た 責任 を 取る べく 寿 走 し た 。 


デュ オ の 要請 で デス サイ ズ 


親善 大 使 と し て 字 宙 へ 行く 


手助け を し て いる 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


PERSONAL PROFILE 
ムル タ ・ ア ズラ エル a 


Multa Azrail 鐘 軍民 指揮 = | OMNI | 


コー ディ ネイ ター を 憎み 、 
狂気 に 囚われ た 項 き 実業 家 


遺伝 子 調整 を 図っ た コー ディ ネイ ター と 、 自 然 の ま 
ま に 生 まれ た ナチ ュ ラ ル は 、 そ の 絶対 的 な 能力 差 か 
ら 激しい 対立 関係 に あっ た 。 C.E. (コズミック ・ イ ラ ) 
71 の 戦乱 が 大 規模 化し た の も 、 双方 の 不満 が 一 気 
に 噴出 し 、 歯 止め が 利 か な く な っ た か ら で あ る 。 戦乱 
の 後半 、 突 如 と し て 表 舞 台 に 姿 を 現し た ムル タ ・ ア 
ズラ エル は 、 ナ チュ ラル 側 の 暴走 の 一 緩 を 担っ た 人 
物 で あ 


エル は 、 軍 事 コ ング ロマ リッ ト を 経営 する 実 
業 家 で あり 、 地 球 連 合 を 動か す ほ どの 財力 と 発言 
を 有 し て いた 。 一 方 で 、「 青 き 清浄 な る 世界 の た め 
に | を スロ ー ガ ン と する ロビ ー 団 体 、 ブ ルー コス モス 
の 盟主 と し て 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー の 排 岳 運動 を 行っ 
で いた の で ある 。 アズ ラ エル 及び ブル ー コ スモ ス は 、 
C.E.70 に 芝 発 し た プラ ント へ の 核 攻撃 事件 「 血 の パ 
レン タイ ン ] 事件 に も 関与 し て いた と 言わ れ 、 コー ディ 
ネイ ター と の 対立 を 根深い も の に し て いた の だ っ た 。 


ーー 


者 くし て 大 き な 権 を 提 っ 
た アズラエル は 、 CE71 


ンー 
82 した 
の で ある, 
アス ラ エ ル は 、 投 薬 や 2 
マイ ンド コン トロ ー ル に 
よっ て 身体 能 力 を 人 
し た 生体 CPU を MS 
イ 加 水 と し て 投入 、 ザ 
フト の 填 減 を 目指 し た 
の で ある 。 
アズ ラ エル は 幼少 の 頃 、 その 能力 差 か ら コ ー デ ィ ネ イタ ー 
に いじ め を 受け が あっ た 。 それ が 彼 の 中 で 消え 去る , 
と の で き な い 劣 : な り 、 い つ し か コー ディ ネイ ター 全体 
て いっ た の で ある 。 
し な けれ ば な ら な い 存 在 
変 束 し て いっ た 
3 
5 に | 
アズ ラ ェ ル 
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ムル タ ・ ア ズラ エル m02 sm0M 


戦争 っ て の は 
そう や る も ん だ ろ ? 


C.E.71 の 戦乱 で も アズ ラ エ ル は 、 軍 事 コ ング ロマ リッ 
ト の 中 心 人 物 と し て 、 地 球 連合 軍 が 行っ て いた 対 ザ フ 
ト 戦 を 資金 面 で バッ クア ッ プ し て いた 。 だ が 、 遅 々 と し 
て 進ま な い 対 ザ フト 戦略 に 共立 ち 、 自 ら 陣 頭 指揮 に 乗 
り 出 す 。 彼 は 地球 連合 へ の 参加 を 拒 お 技術 立国 、 オ ー 
プ 連 合 首長 国 に 対し て 行っ た 「 オ ー プ 解 放 作戦 ] に 、 
オブ ザー バー と し て 参加 。 生体 CPU と 新型 MS を 導入 
する が 、 オー プ の オノ ゴロ 島 の 壊 減 に より 、 その 侵攻 理 
由 で あっ た マス ドラ イ バ ー の 確保 に 失敗 する 。 
その 後 、 戦局 が 宇宙 に 移る と 、 ア ズラ エル も 宇宙 へ 
と 進出 。 生体 CPU が 乗り 込ん だ 地球 軍 の 旗艦 ド : 
オン に オブ ザー バー と し て 搭乗 する 。 世界 の 破滅 を 願う 
ザフト の ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ の 策略 で 、 核 動力 が 使用 
可能 と な る ニュ ー ト ロン ジャ マー キャ ン セ ラー を 入手 し た 
彼 は 、 地 球 軍 上 層 部 の 反対 を 押し 切っ て プラ ント へ の 
核 攻撃 を 決断 。 すべ て の プラ ント を 破壊 し よう と し た 。 そ 
こ に は 、 地 球 連合 を 牛耳る 財界 トッ プ と し て の 冷静 さや 
広い 視野 は な く 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー へ の 憎悪 に 囚われ る 
ナチ ュ ラ ル の 疲 が あっ た 。 世界 を 減 ぼ す 悪 歴 に も な り 
得 た アズ ラ エ ル だ が 、 ド ミニ オン 艦長 の ナタ ル - パ バジ ルー 
ル の 反逆 と 、 ザ フト と 地球 軍 の 争い を 止め よう と し た アー 
クエ ンジ ェ ル の 反攻 に 道 い 絶命 する 。 恵まれ た 地位 に 
” ある 彼 の 暴走 は 、 ナ チュ ラル と コー ディ ネイ ター と の 対 
立 の 根 深 さ を 端的 に 物語 っ で いる と 言え よう 。 


開 に と 叶 旋 か ら の 反発 


アズ ラ エ ル は 、 人 為 的 に 能力 を 高め た パイ ロッ ト た ち 
ー 生 体 CPU を 、MS を 動か す た め の 「 モ ル モ ッ ト ] と し て 
導入 する な ど 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー 根 絶 の た め に は その 手 
段 を 選ば な か っ た 。 また その 権力 を 用 い 、 戦争 の プロ で 
ある 軍人 の 意見 を 聞か ず に 独断 で 事 を 進め る こと も し ば 
し ば で あっ た 。 その 最たる 例 が 核 ミサ イル の 製造 と 、 そ 
の 運用 を 専門 と し た 「 ビ ー ス メー カー 隊 ] の 結成 で ある 。 
反対 勢力 や 慎重 な 意見 を こと ご と く 和 無視 し 、 思い 通り に 
軍 を 扱う アズ プラ エル の 態度 に 、 内 部 か ら も 疑問 や 反発 
が あっ た 。 そし て アズ ラ エ ル は 、 自 ら 乗 り 込ん だ ドミ ニオ 
ン の 艦長 、 ナ タル の 人 造反 に 直面 する 。 彼女 は 、 ア ズラ 
エル が 実行 に 移し た プラ ント へ の 村 攻 撃 に 激 喝 。 アズ 
ラ エ ル は ドミ ニオ ン の 室内 に 閉じ 込め られ た まま 、 ア ー ク 
エン ジェ ル が 放っ た 「 ロ ー エ ング リン ] の 直撃 を 浴び 、 そ 
の 命 を 散ら せ た の だ っ た 。 


、 能力 ESU27 及 


戦争 に 関し て は 素人 で 、 尊 大 な 態度 や 感情 的 な 発 
言 な ど 、 人 格 面 で も か な り 問 題 が あっ た アズ ラ エ ル 。 だ 
が 、 国 防 産業 理事 と し て の 立場 が 、 彼 に 大 き な 権力 を 
与え て いた 。 また 、 地 球 軍 上 麻 部 や ナチ ュ ラル に 温 透 
する コー ディ ネイ ター へ の 差別 意識 が 、 対 プラ ント に 強 
硬 姿 勢 見 せる アズ ラ エル に 対す る 一 定 の 支持 に 繋 
が っ た と と が 、 彼 の 暴走 を 助長 し た と 言え る 。 


人 


| 4 
ブラ ント へ の 松 攻 撃 を ナタ ル に 行っ た 銃 商 な ど 、 自身 に 歯 向 か う 者 に 対し て 
の 行動 は 非道 その も の で あっ た 。 


ブル ー コ スモ ス の 支持 者 た ち 


は 


リア ム ラン ド 


wm ンタ 17-18 


強化 人 間 の 監視 役 と いう 任務 を 帯び て キャ ラ の 下 に 紋 


いた ラン ス と ニー 
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PROFILE 


年 本 
所 属 ネオ ・ ジ オン 軍 ロイ 
訪 組 _ 


MS-17B ガル バル ディ 1B 弄 を 
改修 し た ロイ ヤル ガー ド 専 用 


機 と し て 運用 され 


AMX-117L 
ガ ズ エ ル 


ガ ズ ア ル の 対 と な る 同型 機 で 


の 仕様 と なっ で 
ング は パー ル シ ル バー と レッ ド 
で 。 ランス が 輸 機 と し た 


出身 不明 
技能 MS 操 終 


る 


不明 


関連 ファ イル 


FLE PREVIEW 


て の 戦士 と 渡り 合っ た 戦歴 


と し て の 実 カー 


MORE INFO! ジオ ン 公 国軍 の 親衛 隊 


ジオ ン 公 国軍 に お いて は 、 ギ レン ・ ザ ビ 総 帥 の 直属 と 
し て 親衛 隊 が 置か ね と され る 。 これ は 、 第 古語 を 
特徴 と する ジオ ン 公国 の 文化 形態 と ザビ 家 の 独 裁 体制 な 
ら で は の 軍 編 制 で あり 、 そ の 傾向 は ジオ ン 公国 の 直系 に 
あたる ネオ ・ ジ オン に も ロイ ヤル ガー ド と し て 受け 継が 
また 、 ネ オー ジオ ン 鐵 党 軍 抽 付き ] に も 、 首 雷 の フル ・ 
フロ ンタ ル を 警護 する 親衛 隊 が 組織 され て お り 、 一 般 兵 
と は 一 線 を 画す 働き を し て いる 


フロ ンタ ル の 区 
を 人 者 だ っ た 
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機動 戦士 ガン ダム SEED 


PERSONAL PROFILE 
キラ ・ ヤ マト 


Kira Yamato 


戦争 を 終わ ら せ る た め 
立ち 上 が っ た 少年 


「 僕 た ち は 、 何と 戦わ な きゃ な ら な い の か 、 少し 、 ね 
か っ た 気 が す る か ら -……] 一 一 戦争 に 翻弄 され た 少 
年 キラ ・ ヤ マト は 、 多 く の も の を 失い 心身 と も に 傷 付 
く 。 それ で も 彼 は 戦い を 終わ ら せ る べく 、「 本 当 に 戦 
うべ き 英 ] と 向き 合う 道 を 選ぶ 。 

親友 で ある アス ラン ・ ザ ラ と 殺し 合う 結果 に な っ 
た こと を 梅 いる キラ は 、 戦 争 の 意味 を 考え 、「 貢 ] を 
討つ と と に 疑問 を 抱く 。 戦争 を 終わ ら せ る に は 何と 戦 
うべ き な の か 、 騰 げ な が ら も 答え を 見 出し た キラ は 、 
地球 連合 軍 と ザフト に 属さ な い 第 三 勢力 と し て 、 戦 
和 争 終 結 の た め に 行動 を 起こ す 。 その 道行 き で 自分 が 
「 最 高 の コ ー デ ィ ネ イタ ー] の 成功 体 だ と 知っ た キラ 
は 、 同時 に ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ こ そ 両 陣営 問 で 暗躍 し 、 
戦 揚 を 広げ る 存在 だ と 悟る 。 彼 も キラ と 同じ く 人 類 の 
業 の 産物 な が ら 、 失 敗 作 と し て 見 捨 で られ た 人 間 で 
あっ た 。 世界 の 減 び を 望 お タルー ゼ に 対し 、 キラ は 仲 
間 の いる 世界 を た だ 守る た め 、 戦い の 元凶 を 討つ 。 
メン デル の 購 伝 子 研究 
所 で 、 思 い が け ず 出 生 
の 秘密 と 共に 、 カ ガリ と 
双子 で ある こと の 斉 付 け 
を 知っ た キラ 。 そし て 自 
分 の 存在 が 多く の 人 々 


へ 、 の 打 和 の も と に 邊 在 す 
NN る こと を 若く 


世界 EXU、 コ ー デ ティ ネイ 
ター と ナチ ュ ラ ル の 確報 


NO [ーー 


関連 ファ イル ーー 
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IR 
光り だ 6 世 界 が ある 75721 


アー クエ ンジ ェ ル の オー ブ 出 航 後 、 マー シャ ル 諸 島 に 
お ける ザフト 追撃 部 除 と の 整 闘 は 爆烈 を 極め た 。 イー 
ジス ガン ダム の 自爆 に より スト ライ ク ガ ンダ ム は 大 破 。 
重傷 を 負っ た キラ は 、 オー ブ の マル キオ 導師 に 助け られ 
る 。 そし て プラ ント に 運び 込ま れ た キラ の 傍ら に は 、 彼 
の 身 を 案じ る ラク ス ・ ク ライ ン の 姿 が あっ た 。 

ラク ス の 元 で 傷 を 癒 や す キ ラ は 、 オ ペレ ーション : ス ピッ 
トブ レイ ク の 攻撃 目標 が アー クエ ンジ ェ ル の 目的 地 、 地 
球 連合 軍 本 部 アラ スカ 基地 (JOSH-A) だ と 知る 。 仲 
問 の 危機 を 目前 に 、 キラ は 戦場 に 戻る こと を 決意 。 そし 
て また 、 ア スラ ン と の 死闘 は 、 戦 うべ ぺき 敵 が 地球 連合 
軍 で も ザフト で も な いと 気付 か せる に 充分 で あっ た 。 そう 
し て キラ は 、 仲 間 を 守る た め に 戦争 を 止め る 道 を 選ん だ 
の で ある 。 その 意志 に 応え た ラク ス か ら ザ フト の 最新 鋭 
機 フ リー ダム ガン ダム を 託さ れ 、 地上 へ と 向かう 。 

アー クエ ンジ ェ ル と 共に オー ブ へ 身 を 寄せ て いた キラ 
は 、 中 立 を 良し と し な い 地 球 連 合 軍 の 侵攻 に 遣う 。 この 
「 オ ー ブ 解 放 作 戦 ] に お いて 3 機 の 最新 型 「G] か ら キ 
ラ を 助け た の は 、 フ リー ダム 奪還 の 命 を 受け た アス ラン 
で あっ た 。 彼 と 和解 し た キラ は 、 マ リュ ー・ ラ ミア ス 率 い 
る アー クエ ンジ ェ ル 、 ラ クス 率い る エタ ー ナ ル 、 カ ガリ ・ 
ユラ : ア スハ 率い る クサ ナギ と 共に 第 三 勢力 と な り 、 コ ー 
ディ ネイ ター と ナチ ュ ラ ル が 互い に 減 ぽ し 合 お うと する 
戦争 を 、 水際 で 食い 止め る こと に 成功 し た の で ある 。 


む 寺 ) 妥 キラ の 決意 と アス ラン と の 絆 


工 度 も 戦場 で 相対 し な が ら も 、 アス ラン と 本 気 で 殺し 
合う と は 考え も し な か っ た キラ 。 し か し 互い の 友人 を 殺め 
た と きか ら 、 ふ た り は 「 敵 同士 」 と な る 。 親友 で ある トー 
ル ・ ケ ー ニ ヒ の 死 は キラ を 門 り と 憎しみ に 染め た 。 その 
感情 に 流さ れる まま 親友 アス ラン と 戦っ た 未 に 、 互 い 
に 条 意 を 向け 合っ た と いう 事実 に 涙 を 流す 。 [戦争 ] や 
「 蔵 ] と いう 理由 で 親友 同士 が 殺し 合う と と に キラ は 針 
け な い 。 だ か ら 彼 は 、 仲 間 を 守る た め 戦争] を 止め よ 
うと 決意 し た の で ある 。 そし て 「 オ ー ブ 解 放 作戦 の 際 、 
キラ は 複雑 な 心境 で アス ラン と 再会 し た 。 キラ は 憎しみ 
も 束 し み も 飲み 込み 、「 こ の まま じゃ 本 当 に 、 プ ラン ト と 
地球 は 、 お 互い に 減 ぽ し 合う し か な く な る よ 」 と 、 復 讐 
の 連鎖 を 止め た いと 告げ る 。 その 想い は アス ラン に 届 
き 、 ふ た り は 手 を 携え 戦争 終結 に 力 を 尽く す 。 そこ に は 
辛苦 を 乗り 越え て 結ば れ た 確か な 絆 が あっ た 。 


スー パー コー ディ ネイ ター の 成功 体 


「 最 高 の コ ー デ ィ ネ イタ ー」 と し て 造り 出さ れ 、 数 多 の , 
失敗 作 を 踏み 台 ( 一 の 成 功 体 一 一 それ が キラ で 
ある 。 普通 の コー ディ ネイ ター を 遥か に 超え る 素養 を 持 
ち 得 で いた か ら こ そ 、 戦 場 で キラ が 生き 残れ た の だ と も 
言え よう 。 MS の ナチ ュ ラル 用 OS を 短 時 間 で 改良 し た こ 
と や 、 和 砂漠 で の 戦闘 中 に 接地 圧 を 変更 し た こと な ども 、 
スー パー コー ディ ネイ ター と し て の 片鱗 を 裕 わ せる 。 


フリ ー ダ ム を 本 棟 と し で か 5 は 圧倒 的 な 吾 力 F 発 理 す る キラ 。 さ 
ロッ ト を 術 さ な いよ うに 戦い 戦闘 木 能 に する 技量 の 閉 え を 見 せる 


MORE INFO! 


キラ の 実 の 両親 で ある ヒビ キ 夫 妻 は 、 L4 コ ロニ ー の メン デル 
め る 遺伝 子 工学 者 
を 実子 で 作ろ うと し た 去 に / 
二 卵 性 で ある 愛 精 卵 の ひと つっ て 
で 誕生 し た の が キラ で ある 


| ユー レン ・ ヒ ビ キ () 
) ヴィ ア ・ ヒ ビ キ ( 右 ) 


キラ の 育て の 親 で ある ヤマ ト 夫 
妻 。 素 カリ ダ は ヴィ ア ・ ヒ ビ キ 
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地球 軍 人 \ 軍 に 参加 し た コ 
の 少年 は 、 戦乱 の 中 で 


C.E.71.01.25 


キラ ・ ヤ マト 、 ガン 


C.E.71 .08.11 


アー クエ ン 


現す る 際 に は 
内 る あう 


中 
成長 し で いく 


へ リオ ポリ スー アル テ ミ ス 四 域 


ダム 行き ます ! 


中 立国 オー ブ の 資源 衛星 ・ ヘ リオ ボリ ス で 暮らす 
キラ ・ ヤ マト は 、 工科 カレ ッ ジ の 学生 と し て 平穏 な 日 々 
を 過ごし て いた 。 だ が 、 ザ フト の クル ー ゼ 隊 が 突如 と 
し て ヘリ オ ポ リ ス を 械 撃 、 当 地 で 開発 され て いた 地球 
連合 軍 の MS、「G」 を 奪取 する 事件 が 勃発 する 。 現 
場 に 居合 わせ た キラ は 、 ザフト 側 に 幼馴染 で あっ た ア 
スラ ン ・ ザ ラ を 見 つけ る も 、 避難 し た 学生 仲間 を 助け 
る た め に スト ライ ク ガ ンダ ム に 搭乗 し た こと で 、 地球 連 


低 軌道 再 域 周辺 


ェ ル は 、 沈め させ や し な い ! 


コー ディ ネイ ター で ある キラ に と っ て 、 や は り ナ チュ 
ラル の み で 構成 され た 地球 軍艦 、 ア ー ク エン ジェ ル で 
の 日 々 は 居心地 の 悪い も の だ っ た 。 仲間 や 軍人 か ら 
起 骨 に 差別 を 受け る こと も 多々 あり 、 そ の た びに キラ 
は ショ ッ ク を 受け て いた の で ある 。 仲間 た ち へ の 信頼 
と 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー と いう 出自 、 そ し て ザフト に 所 属 
する アス ラン か ら の 説得 …… 彼 は 戦闘 の た びに 揺れ 
動く 。 だ が 、 そ ん な キラ の 悩み に 関係 な く 、 ザ フト の ク 


En reD2 mgMtt 


・ ヤ マト 編 


Case of Kira Yamato 
ザフト に よる へ リオ ポリ ス 襲 撃 に 唱 通し 、 ず も スト ライ ク ガ ンダ ム に 


合 軍 側 で の 行動 を 余儀 な くさ れ た ! 
ネイ ター で あっ た キラ は 、 図 らち ず も アス ラン や 同胞 た ち 
で 構成 され た ザフト と 対立 する 境遇 と な り 、 困惑 す る 。 
だ が 、 仲 間 た ちや ヘリオ ポリ ス か ら の 避難 民 を 救う に 
は スト ライ ク の 操縦 を 難なく こなす 自ら の 力 が 不可 欠 
な 状況 と な り 、 キ ラ は 戦場 に 身 を 置く 決意 を 固め る 。 
その 後 、 想像 を 絶する 苦難 が ゲキ ラ を 待ち 受け て いる こ 
と を 、 本 人 は まだ 知る 由 も な か っ た 。 


ルー ゼ 隊 は アー クエ ンジ ェ ル に 追撃 を 仕掛 け て きた の 
で ある 。 クル ー ゼ 隊 の 急 嘩 に よっ て 、 ア ー ク エン ジェ 
ル が 絶 体 絶命 の 状況 を 迎え た その と き 、 キ ラ の 中 で 
何 か が 弾け る 。 「SEED] そう 呼ば れる 能力 を 発 
現し た キラ は 、 驚異 的 な 戦闘 能力 を 発揮 し 、 ク ルー ゼ 
隊 を 撤退 させ た の だ っ た 。 アー クエ ンジ ェ ル に 搭乗 す 
る クル ー や 避難 民 を 守 ろ うと する 強い 気持 ち が 、 キ ラ 
を 新た な 領域 へ と 導い た の で ある 。 


C.E.71.02.16 


気持 ち だ け で …… 


EE | 


いっ た い 伺 が 守れ る っ て いう ん だ ! 


71.03.28 


宇宙 で の 戦い を 終え 、 地 上 に 降り た アー クエ ンジ ェ 
ル だ っ た が 、 降り 立っ た 場所 は 、 ザフト の 勢力 國 で 
アフ リカ 北部 で : 。 キラ た ち は 、 地 球 軍 本 部 アラ 
スカ 基地 (JOSH-A) を 目指 し 、 再び 逃避 行 を 余 備 な く 
され る 。 だ が 、 ア ー ク エン ジェ ル を 支援 する 組織 も 現れ 
た 。 アフ リカ で 反 ザ フト を 掲げ る レジ スタ ンス 組織 、「 明 
着 ] で ある 。 キラ は 、 そ の メン バー の ひと り に 、 
ヘリ オ ポ リ ス で 助け た 少女 三 カ ガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ を 発 


大 事 な 友達 に ちら っ た 、 大 事 な 物 な ん だ …… 


C.E.71.06.16 


アー クエ ンジ ェ ル は 、 一 時 的 に ザフト の 追撃 か ら 逃 
れる た め 、 中 立国 で ある オー 港 する 。 入港 後 、 
キラ は オー ブ の 半 公営 企業 ・ モ ル ゲ ン レ ー テ 禁 の 社 
員 を 装っ て M1 ア スト レイ の 0S 調 整 な ど に 励ん で い 
た 。 一 方 、 アス ラン を リー ダー と する ザラ 隊 は 、 アー ク 
ル の 行方 を 追っ て 密か に オー ブ へ と 潜入 し て 
いた の で ある 。 ふた り の 再会 は 、 そ の 直後 に 訪れ る 。 
キラ は 、 突 然 外 へ 飛び 出し た ペッ トロ ボ ・ ト リ イ を 追う 


一 往 に 行こ う …… ア スラ ン 『 


C.E. フ 1.09.8 フ 


それ で も ! 


キラ と アス ラン は 、 そ れ ぞ れ の 友人 た ち が 戦 死 し 
過激 化す る 戦闘 の 中 で 憎しみ を 募ら せ 一 崎 討 ち に 至 
る 。 その 結果 、 キ ラ は 乗 機 で ある スト ライ ク を 撃破 され 
る が 、 な ん と か 一 命 を 取り 留め る 。 マル キオ 導師 、 そし 
て ラク ス ・ ク ライ ン に よっ て 保護 され た キラ は 、 ザ フト と 
地球 軍 の 戦い を 食い 止め る た め 、 再 び 戦 場 に 戻る 
と を 決意 。 ラ クス か ら フ リー ダム ガン ダム を 受け 取り 、 
地球 に 舞い 降り た の で ある 。 キラ は 、 地 球 軍 を 離脱 し 


EZ 
守り た い 世 界 が ある ん だ !! 


第 


うち 、 モ ル ゲ ン レ ー テ 施設 と 外部 を 隔て る 全 網 に 辿り 


着く 。 その 向 こ た の は 、 オ ー ブ に 潜入 し て い 
た アス ラン か ら ト リィ を 避け 取っ た キ 
ラ は 、 上 記 の 言葉 を 伝え る 。 大 事 な 友達 と は アス ラ 
ン の こと で あり 、 こ の トリ ィ も アス ラン か ら キ ラ へ 試 別 
代わ り に 贈ら れ た も の で あっ た 。 キラ は 敵 同士 と いう 
り の 間 で 筑 か れ た 


た アー クエ ンジ ェ ル と 共に オー ブ へ 合流 し 、 オ ー ブ 右 
領 を 狙う 地球 軍 へ の 抵抗 を 開始 する 。 その 戦い の 最 
に EE 


5 ザフト と 地 革 の 戦い を 四 する 
必要 な の か それ を アス ラン や カガリ 、 
で きる 仲間 た ちと 探 そ うと し た の で ある 。 


宇宙 を 舞台 に 開始 され た 、 ザ フト と 地球 軍 、 そ し て 
キラ 5 ら 独立 部 隊 に よる 三つ巴 の 決戦 。 地球 軍 が 述 ミ 


大 量 破壊 兵器 を 用 いた こと で 、 世 界 は 崩壊 寸前 に ま 
で 陥る 。 その 中 で キラ は 、 今 回 の 戦乱 を 裏 で 操っ て 
いた 張本人 で 、 プロ ヴィ デン ス を 操る ラウ ・ ル ・ ク ルー 
セ と 相対 する 。 クロ ー ン と いう 出自 か ら 世 界 を 憎ん だ 
彼 は 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー の 成功 体 で ある キラ を 嫌悪 し 


て いた 。 ラウ か ら こ の 世 の 矛盾 や 静 暗 を 説 か れる キラ 
だ が 、 そ れ で も 戦う 理由 を 、“" 守 り た い 世 界 " と いう 言 
葉 で 表現 し た の で ある 。 それ は 、 コー ディ ネイ ター、 ナ 
チュ ラル 両者 の 感情 に 触れ た だ け で な く 、 太 事 な 友 
人 た ち を 数 多く 失っ た キラ が 、C.LE.71 の 戦乱 の 果て 
に 辿り 着い た 境地 で あっ た 。 結果 、 キ ラ の その 想い 
は 、 ラ ウ の 深い 憎しみ を 打ち 破り 、 世界 に ひと と き の 
平穏 を も た らし た の で ある 。 


| の 


CHARACTER'S MIND 
ラウ と の 戦闘 の 後 、 ヤ キン ・ ド : 
エ で の 攻防 戦は 終結 し 
数 多く の プレ 
ク は 癒え な か 
ある 。 キラ は る その後 戦場 
オー プ に ある 、 


前 千 ・ サ ン ラ イズ 
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PERSONAL PROFILE s (SD me02 sr ODA 


0.W.NI 


IMurrue Ramius 


SO: に イコ 


ば ご 箕 鷲 豆 ミ RCYH マ ー コ 


「G」 と いう 重要 機密 に 艇 れ た キラ た ち を 拘束 する な ど 、 
軍人 と し て 厳し い 一 面 も あっ た マリ ュ - 本 的 ( 


便 し い 人 物 で あっ た 。 戦闘 好 に も 、 人命 を 優 沈 する | 
見 せ た た め 、 画 の ナタ ル か ら 批 判 され る こと も あっ た . 


アー クエ ンジ ェ ル 
地球 軍 が 、「GI の 運用 
の 


クル ー を まとめ る 
の で ぁ る 。 


関連 ファ イル 


SEEp-01 


機動 戦士 SE 


PERSONAL PROFILE 


モビ ルアー マー 乗り は 
嫌い で す ・ 


還 証 王 吐 i 地球 を 股 に か けた 湯 い 


に 発揮 きれ た 指揮 能力 


トラ イク ガン ダム を 起動 さ 
は 、 08S を 胃 時 に 山 束 し た キラ 


最終 決戦 か 
と ムウ の 心 の | 


ルー が 目撃 し 、 量 然 と な っ た 


ムウ の 死 の 衝撃 に 打ち び し が か 


サイ クロ プス 発動 か ら 逃 れ 


る た め 軍 の 藻 
マリ ュー は 


め る 。 = 


MORE INFO! 


キラ に 継ぐ エー スパ イロ ッ ト で あり 、 ム ー ド メー カー と し て 艦 を 支え て くれ た 
マリ ュー は 恋心 を 寄せ て い が 、 恋人 関係 

に は 、 ム ウ か ら の 告白 を 待た な ば な ら な か っ た 。 それ は 、 マリ ュー が か つ - 
性 が ムウ と 同じ KMA の パイ ロッ ト で あり 、 先 立た れ て し まっ た 過去 が 
あっ た か ら だ と いう 。 同 じ よう な 想い は 二度と し た く な い 一 一 そん な 感情 が 、 
マリ ュー を 騰 病 に し て いた の で ある 。 だ が 、 度 肉 な こと に ムウ も また 、 彼 女 
の 前 か ら 姿 を 消し て し まう の だ っ た 。 


ムウ ・ ラ ・ ラ ラガ 
メビウス ・ ゼ ロ と スト ライ ク ガン ダ 
ム の パイ ロッ ト 。 マリ 当 
初め ら 気 が あ 

に 掛け て い 
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機動 戦士 ガン ダム O080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


PERSONAL PROFILE 
_ サイ クロ プス 隊 


(アン ディ 、 ガル シア 、 ミー シャ ) 
Cyclops Squad (Andy;Garcia,Misha) 


ルビ コン 作戦 に 従事 し た 
ジオ ン 公 国軍 特務 部 隊 の 隊員 


サイ クロ ブス 隊 は ジオ ン 公国 軍 の 容 軸 機動 還 に 
所 属す る 常設 特務 部 隊 の ひと つ で 、 一 年 戦争 開戦 
当時 か ら 様 々 な 任務 に 従事 し て きた 。 定数 規定 の な 
い 小 規模 の 部 隊 だ っ た と され 、 当 初 は 12 人 程度 だ っ 
た 隊員 も 終戦 間際 に は 4 人 まで 減っ て し まう 。 ミ 
ハイ ル ・ カ ミン スキ ー 
トロ ー ス 、 ガ ブリ エル ・ ラ ミレ ス ・ ガ ルシア 
の 3 人 は 、 最 後期 まで 隊 を 支え た 生え 抜き 7 7 6 
の 兵士 た ち で あっ た 。 | 

サイ クロ プス 隊 が 少数 精 錠 の 特殊 工作 7 


補佐 し て いる 。 アン ディ と ガル シア も 、 それ ぞ れ し 

の 能力 を 発揮 し て 隊 を 支え た 。 そし て 、 一 年 肖 
争 も 終わ り に 近づき つつ あっ た U.C.0079.12、 \ 
サイ クロ プス 隊 に 与え られ た ある 任務 が 、 彼 ら の 、 
運命 を 決定 付け る こと に な っ た の で ある 。 


| | ルビ コン 作戦 直前 の ミー 
ーー | テン シャ と 
| 


ガル シア 。 彼ら の 素行 は 
決し て 良く な か っ た が 、 職 
| 業 軍 人 と し て の 次 企 感 
¥ は 非常 に 緒 く 任務 に は 
a ) 黄 軸 に 取り 組ん だ 。 


任務 の 際 守 着用 すれ 臣 
は 護 間 人 で きえ 鐘 な “ ゴイ 
く 役 害 し よう と する 非情 な 


季 は 厚い 。 キリ ング 中 と 折 
合い が 悪く 挫 て 石 と し て 合 
も 


任 生 の 全う に 命 を 在り る 。 


機動 土 ガ ンダ ム ODBD ポケ ッ ト の 中 


PERSONAL PROFILE 


一 年 戦争 末期 、 地球 連邦 軍 の 新型 ガン ダム 開発 の 
情報 を 掴ん だ 突撃 機動 宣 の キリ ング 中 佐 は 、 サイ クロ プ 
ス 隊 に 奪取 を 命じ た 。 U.C.0079.12.06、 サ イク ロ プ ス 
隊 は 地球 に 降り 、 同月 9 日 に 地球 連邦 軍 北 極 基地 を 護 
撃 。 し か し 、 目 標 を 積ん だ シャ トル の 発進 阻止 を 試み た ア 
ン デ ィ が 撃破 され て 戦死 し 、 作戦 は 失敗 する こと に な る 。 

戦友 を 失っ シャ た ち が 感 傷 に 浸る 暇 も な く 、 次 の 
任務 一 一 サイ ド 6 に 運び 込ま れ た ガン ダム の 奪取 ある い 
は 破壊 を 目的 と し た 、「 ル ビ コ ン 作戦 」 が 通達 され る 。 12 
朋 1 5 日 、 リボ ー・ コ ロニ ー に 潜入 し た サイ クロ プス 隊 は 、 
作戦 の 準備 を 進め た 。 偶然 事情 を 知っ た 地元 の 少年 ア 
ルフ レッ ド ・ イ ズル ハ (アル ) の 監視 を 新任 の バー ニ ィ ト 
任せ 、 本 来 の 任務 に 当たる ミー シャ と ガル シア 。 だ 
シャ は 自分 た ち が 捨 て 石 で ある こと を 察し て いた 。 ガル シ 
ア も また 、 危険 を 承知 で 作戦 に 臨ん で て いた の で ある 。 

12 月 19 日 、 ル ピコ ン 作戦 は 決行 され た 。 ミー シャ の 陽 
動 に 合わ せ て 、 ガ ルシア は シュ タイ ナー た ちと 共に 地球 
連邦 軍 施 設 に 侵入 する 。 だ が 、 バーニィ の 失態 に よっ て 
正体 が 赴 見 し 、 銚 撃 戦 の 中 で ガン ダム の 爆破 を 試み た 
ガル シア は 銃 遂に 倒れ て 命 を 落と す 。 息 絶え る 間際 の 
ルシア の 自爆 も ガン ダム を 破壊 する に は 至ら ず 、 そ の 
前 に 立ち は だ か っ : ャ も また 、 力 及ば ず 戦 死す る 。 
こし て 、 サ イク ロ プ ス 隊 と し て 一 年 戦争 を 戦っ て きた 兵 
士 た ち は 、 その 結末 を 見 る と と な く 姿 を 消し た の だ っ た 。 


高い MS 戦闘 技能 を ぶす 戦果 の 数 々 


新型 ガン ダム (アレ ックス ) を 巡る 一 連 の 任務 を 通し 
て 、 サイ クロ プス 隊 は 単独 で の 作戦 行動 を 余儀 な くさ れ 
た 。 だ が 、 そ の 状況 に あっ て も 、 ミ ー シ ャ た ち は 歴 戦 の 
特務 部 隊 の 名 な い 戦 果 を 挙げ て いる 。 北極 基 
地 吉 撃 に お いて は 、 ミ ー シ ャ と ガル シア は 氷上 の 基地 
施設 を 攻撃 し 、 防 衛 に 当 た 6 
た 。 その 際 に は 、 少 な く と も ミー シャ が 1 機 、 ガ ルシア が 
2 機 の ジム 寒冷 地 仕 様 を 撃破 し て いる 。 また 、 ル ビ コ ン 
作戦 に お いて ケン プ フ ァ ー に よる 単機 陽動 を 担っ 
シャ は 、 ジム ・ ス ナイ パーII と ガン キャ ノン 量産 型 を 中 心 
に 編制 され た グレ イフ ァ ン トム 所 属 の スカ ー レ ッ ト 隊 を 全 
減 させ 、 リ ー ア 軍 に も 大 打撃 を 与え た 。 だ が 、 ア レッ ク 
ス と の 戦闘 で は チェ ー ン ・ マ イン で チョ バム ・ ア ー マ ー 
を 破壊 し た も の の 、 コ ク ピ ッ ト に ガト リン グ ・ ガ ン の 直撃 
を 受け て ミー シャ は 絶命 し た の で ある 。 


サイ クロ プス 隊 の 任務 に お いて 、 前 述 の よう な MS 戦 
闘 は あく まで 一 側面 に 過ぎ ず 、 後 方 提 乱 や 要 人 の 拉 
致 本 活動 ちい っ た 符 珠 工作 こそ が その 本 領 だ っ た 
' ャ た ち は そ うし た 任務 に 必要 な 多く の 技 
能 を 有 し て お り 、 総 じ て 銃火 器 の 扱い や 個人 戦闘 技術 
に も 長け て いた 。 ルビ コン 作戦 に お ける 潜入 工作 任務 
も 、 それ ら の 技能 が 発揮 され た 一 例 で あっ えよ う 。 


ルビ コン 作戦 で は 、 短い 人 間 で 地番 の や 出 殖 の 確 
保 E い っ た 多彩 な 工作 を 行い 、 実行 段 で も 暫 々 の 閉 闘 能 を 介 近 し た 。 


サイ クロ プス 隊 (アン ディ 、 ガル シア 


MORE INFO! 


ン 公 国軍 の 突 軸 模 動 軍 は 、 複数 の 特務 部 隊 を 有 し て 
匠 定 的 に 編制 され る 部 
イク ロ プ ス 隊 
「 間 夜 の フェ ン リ ル 隊 ] の コー ド 
季 部 隊 も 存在 し た と 言わ れ て いる 。 


アズ ナブ ル が 指揮 し た 
マッ ボド ・ ア ング ラー 隊 も 、 情 報 
収集 や 潜入 工作 と いっ た 様々 
を 任 季 に 当たっ て お り 、 特 務 
剖 了 に 近い 性 を 有 し て いた 。 


公国 軍 の 特務 部 隊 


隊 で あり サイ クロ プス 欠 と 
は 性 格 が 異な る も の の 、 
捧 立 部 足 と し て 運用 され 
た 点 は 共通 し 
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SR 出身 クル ジス 共和 国 
Setsuna F Seiei 琉 能 MS の 操 弧 、 破 城 ・ 潜 入 工作 


BN-0000 

タダ ブル オー ガン ダム 
ソイ ンド ライ ヴ シ ステ ム を 備え 
た ガン ダム 。 2 革 の 大 間 を 
同調 ささ る こと で GAN 粒子 の 
生産 量 を 一 生化 させ る 。 その 
調整 は 田 離 で 、 オ ー ラ イザ ー 
と の 合体 に より 安定 する 。 


関連 ファ イル 


ドド 勢力 の リー ダー。 その 正体 
は 、「 イ オリ ア 計 画 」 推進 の 
め に 人 為 的 に 生み 出さ れ 
た イノ ベイ ド で あっ た 。 
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機動 戦士 ガ ンダ ム O0 


ガン ダム エク シア 、 
簡 邪 ・F・ セ イエ オダ 8 
米 来 を 切り 拓く ! 


[ 突 に よる CB 壊滅 後 、 腹 
アロ ウズ の 合 


界 の 歪み を 正す べく 
こ 再び CB と L の 
の 裏 に は リボ ンズ が 率い る イノ ベイ ド 勢 力 が 存在 し 、 世 
界 の 歪み の 元凶 と な 
生き て いた アリ 


ム は 大 き な 力 と な り 、 大 量 破壊 兵器 メ メン トモ リ の 攻略 


て 動き 出す 。 ヴェ ー ダ の 奪還 作戦 に 際 | 
利 那 と ダブ ルオ ー ラ イザ ー の トラ ン ザ ム バ パー スト が 、 リ 
配下 か ら ヴ ェ ー ダ を 取り 戻す 契機 と な っ た 


上 久 有 イノ ベイ ター へ の 交 昌 = | 


に 向け て イオ リア が 望ん だ 、 人 | 進化 


な お 、 リボ ンズ た ち 自 称 
「 イ ノ ベ イド 」 と 呼ば れる 
革新 を 促す た め の 存 在 で ある 


CB の た め 大 切な 
けら れ な 憶 


その 事実 を 知 


MORE INFO! 空白 の 4 年 


それ に 伴う 反 政 府 勢力 の 
な ど 、 世 界 は 泥 送 の 明 
いる 世界 の 破壊 を 


陸連 示 の 過 区 な 下 
る アロ ウズ の 
邪 は 、 再 び 至 ん で 


人 通 ・ サ ン 
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nl 


(0 me? srd5n 


マリ ナ ・ イ スマ イー ル 且 gw- 較 


Marina Ismail 


て 万 
と 


ーー の 庄 へ 服装 叶 刀 S 


内 耶 S 混 革 の rf 


育っ た マリ ナ は 、 歌手 を 夢見 る 女性 で 
王家 の 血筋 に あっ た た め 指導 者 と し て 拉 立 

され た の で ある 。 指導 者 と し て の 力量 不足 は 否め な か - 

の の 、 理 表 の な い 言動 は 多く の 国民 か ら 支 持 を 得 て 


wy 
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機動 


DEDCnN Dn 
ERSONA PROFI 


る 3 う 戦 わな く て いい の よ 
…… い い の よ 、 ツ ラン 


外交 と 非 戦 の 訴え 


指導 力 不足 の 


民族 計 。 公務 用 の も の 
活動 時 に 着用 し て し 
き に 幼 っ た 察 参 


NE と し て 、 また 気 の 置け 
な い 友 人 と し て 大 切な 存在 で あっ た 


MORE INFO! TA TIT = 


民衆 か ら 


サー と 崇め られ て いる 有力 な 宗教 指 3 

を 有する 人 物 で あっ た 。 改革 派 と 対立 する 
し て 認知 され て いる が 望ん で お ら ず 、 
ナ が 保守 派 も 含め て 国家 を まとめ る ご 
シェ ス ら 価 兵 部 隊 に 拉致 さ れ て し まっ 7 
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リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク =ーー 芽 4 


Ribbons Almark 


痢 那 の 能力 を 危 恨 し 、 
その 打倒 を 目指 し た イノ ベイ ド 


「 イ オリ ア 計 画 ] を 遂行 する 存在 と し て 、「 ヴ ェ ー ダ ] 
に よっ て 生み 出さ れ た 生命 体 、 イ ノ ベ イド 。 彼ら の 最 
終 目的 は 、 人 類 の 革新 ニ イ ノ ベイ ター 化 を 促し 、“ 来 
る べき 対話 "に 備え る こと で あっ た が 、 イ ノ ベ イド の ひ 
と り 、 リ ボン ズ ・ ア ル マ ー ク は 、 己 が 持つ 圧倒 的 な 
能力 か ら イ ノ ベ イ ター を 自 頁 し 、 思い 通り に 人 類 を 操 
ろう と し て いた 。 

西暦 2307 年 の 戦乱 の 中 で 「 ヴ ェ ー ダ 」 の 掌握 に 
成功 し た リボ ンズ は 、「 イ オリ ア 計画] を 歪め よう と し 
た アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー を 死に 至ら し め 、 ソ レス タル 
ビーイング (CB) を も 壊 減 状態 に 追い や っ た 。 その 後 
リボ ンズ は 、 コ ロニ ー 型 外 宇 宙 航 行 母艦 [ソレ スタ 
ルビ ー イ ング 号 」 を 拠点 に 、 リジェ ネ ・ レ ジェ ッ タ な ど イ 
イベ イド の 同胞 た ちや 、 地 球 連邦 内 に 設立 し た 独立 
治安 維持 部 隊 ・ ア ロウ ズ を 操り 、 人類 の 意思 統一 
を 断行 する 。 だ だ が 、 リ ボン ズ の 前 に 、 一 度 は 壊滅 し 
た は ず の CB が 再び 立ち は だ か っ た の で ある 。 
リポ ンズ は 、 イ ノ ベ イ 
ド 勢 か や ア ロウ ズ 、 
そし て 債 兵 と し て 雇 
い 入 れ た アリ - 
ル ・ サ ー シ ェ ス ら を 


弁 し て 、 イオ リア 
計画 | を 進め た 。 


S 民 っ へ 2 
0o 思 寺 ※ |「 革 型 \ ニ 才 へ 」 


= 


量子 演算 処理 シス 


で が 剥 講 と の 最終 決 

し た 医 似 GN ド ライ 

ヴ 措 載 記 MS。 ガン ダム 形 能 

と キャ ン ン 形 表 が 「 痛 中 合わ 

| に な っ て いる 特 殺 な 機構 
が 特徴 で ある 。 


(の 昔 新 者 を 意味 する 存 
、[ イ オリ ア 計 画 ] の 中 
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それ は 人 に は 購 来 な い … 
出来 る の は 僕たち 
イノ ベイ ター だ けさ 


リボ ンズ は 、 復 活 し た CB の 中 で も 、 か つて 自身 が 組 
織 へ と スカ ウト し た ガン ダム マイ スタ ー、 市 那 ・F・ セ イ 
エイ の 存在 を 危 恨 し て いた 。 「 ヴ ェ ー ダ ] に も 保存 され 
て いな か っ た 技術 、 ツ イン ドラ イヴ を 搭載 し た ダブ ルオ ー 
ガン ダム に 搭乗 し た と と で 、 球 那 は 純粋 種 の イノ ベイ 
ター と し て 覚醒 を 始め て いた の で ある 。 首 那 の イノ ベイ 
ター 化 は 、 自 身 の 優位 性 を 揺るが し か ね な いと し て 、 リ 
ボン ズ は その 打倒 に 注力 。 最新 鋭 の MS や イノ ベイ ド を 
投入 し た アロ ウズ 、 そし て 衛星 兵器 ・ メ メン トモ リ を 駆使 
し 、 反 政府 勢力 を 無慈悲 に 制圧 し よう と する が 、 講 那 
5CB か ら 予想 以上 の 抵抗 を 受け る 。 表面 上 は 平静 を 
装っ て いた リボ ンズ で ある が 、 そ の 焦り や 荷 立 ち は 隠 し 
切れ な く な っ で いっ た 。 

リボ ンズ の そう し た 焦り は 、「 イ オリ ア 計 画 ] 遂行 の た 
め に 築き 上 げた 体制 の 崩壊 を 予期 する か の よう で あっ 
た 。 地球 連邦 正規 軍 と 併合 し た に も か か わら ず 、 徐 々 
に カカ を 失っ て いく アロ ウズ 、 王 留美 と 手 を 組み 、 リ ボン 
ズ 独 裁 体制 の 打倒 を 目論ん だ リジェ ネ の 反逆 一 一 これ 
ら は 、「 ヴ ェ ー ダ 」 に 頼る "イノ ベイ ド " で し か な か っ た 
ンズ の 限界 と 言え た 。 そ し て リボ ンズ は 、 純粋 種 の イノ 
ペイ ター と な っ た 半 那 と の 一 騎 討ち に 敗れ 、 そ の 居 場 
所 を 失っ た の で ある 。 


圭 肖 | ヴェ ー ダ | を 用 い 作 り 上 げた 独裁 体制 


リボ ンズ は 人 類 の 意思 統一 を 早期 に 実現 する た め 、 
一 心 同体 の 存在 と 言え る 「 ヴ ェ ー ダ 」 の 力 を 最大 限 に 
活か し た 。 彼 は イオ リア 計画 を 管理 する 「 ヴ ェ ー ダ 」 の 
情報 を アロ ウズ 上 層 部 に 流す こと で 地球 連邦 の 軍事 
力 を 事実 上 掌握 し た ほか 、CB の エー ジェ ント で ある 王 
留美 や ルイ ス ・ ハ レヴ ィ ら 富豪 の 資金 力 を 用 い 、 多 数 
の MS や 兵器 を 開発 し た の で ある 。 また 
は ほとん ど 戦 場 に 姿 を 現さ な か っ た が 、 
て 戦場 に 投入 し た イノ ベイ ド と コミ ュ - 
戦況 を 把握 。 イノ ベイ ター へ の 覚醒 を 始め た 刺 那 に い 
ち 早 < 危機 感 を 示し た 。 また 、 イノ ベイ ド で ある アニ ュー・ 
リタ ー ナ ー を プトレマイオス 入 さ せ 、「 ヴ ェ ー ダ ] に 
保存 きれ で いな か っ た ツイ ンド ライ ヴ の デー タ を 獲得 。 ダ 
ブル オー ライ ザー に 対抗 する 兵器 と し て 、 リ ボー ンズ ガ 
ンダ ムリ ボー ンズ キャ ノン を 完成 させ て いる 。 


ィ ノ ベイ ド の 特殊 能力 


リボ ンズ は 、 脳 量子 流 に よっ て 他 の イノ ベイ ド た ちと 
交信 で きる 能力 を 持つ ほか 、 肉 体 を 「 器 」 と し て 自在 に 
入れ 換え る こと が 可能 と な っ て いた 。 これ は リボ ンズ の 
意識 自体 が 「 ヴ ェ ー ダ 」 内 部 に ある た めで 、 ひ と つの 器 
を 破壊 され た と し て も 、 別 の 器 を 用 意 す れ ば いく ら で も 
復活 で きた の で ある 。 これ は 他 の イノ ベイ ド に な い リ ボン 
ズ だ け の 能力 で あり 、 リ ジェ ネ ・ レ ジェ ッ タ は 、 器 を 変え 
て 復活 し た り ボン ズ の 姿 を 見 て 条 禁 と し て いた 。 


Ne 


容 攻 兵器 ・ ガ ガ に 持 乗 し た 量産 型 イノ ベイ ド も 、 リ ボン ズ が 「 ヴ ェ ー ダ 」 を 用 
いて 作り 出し た も の で ある 。 


で は 、80m 級 GN レ 
て 戦闘 も 行っ た 


ロ 


一 型 外 宇宙 航行 母 


リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク 


型 外 宇宙 航 


(00) 本 02 sr185 


ィ ・MBS 
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公国 軍 残 党 兵 


出身 
Remnant Soldiers of Zeon 技能 MS 提 


RELATIONS 


ア の トリ ント ン 基 地 か ら 試作 2 
号機 の 等 取 を 成功 させ た 。 


要 和 戦士 ガン ダム O083 
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に トー の 作戦 を 支え 


ボブ は 追撃 部 隊 の 柱 と 
た ツ 機 を 狙い 、 ザ 
格 問 戦 を 挫 む 、 

の 、 パ ニン グ に 重 衝 を 負わ 


「 星 の 局 作 戦 」 の 初期 段階 に 貢献 し た 手 MORE INFO! 
地上 の 公国 軍 残 党 


一 年 戦争 に お いて 、 オデ ッ サ 戦 の 敗 

よっ で 地球 上 の 支配 固 を 大 きく 削 が れ 

ン 公 国軍 は 、 さ ま ざ ま な 経路 か ら 戦 力 を 宇 還 
へ と 戻 そう と し た 。 し か し 、 地球 連邦 軍 の 反攻 
に 阻ま れ て 兵員 の 帰 思 は 思う よう に 進ま ず 、 
多く の 兵士 が 地球 に 取り 残さ れる こと に な る 。 
戦後 、 地球 連 邦 軍 は 地球 上 の ジオ ン 公国 軍 
残党 の 武装 解除 を 進め た が 、 ゲ リラ 化し て 洪 
伏し た 残党 勢力 の 撲 浅 に は 至ら ず 、 後 に 福 


天下 の 勢力 や 、 第 一 次 ネオ ・ 「 克 演 の ロン メル 」 の 軟 多 を 取っ 
オン 戦争 まで アフ リカ に 潜伏 し て いた ロン メ メル は 、8 年 も の | 
= ル 中 佐 の 部 隊 は 代表 的 な 例 で 、 そう し た 残党 、 ジオ 
を 勢力 の 雌 伏 は U.C.0090 年 代 後 半 ま で 続い は 一 起 に 幼 し て ガン ダ , 
撃 を 仕掛 り E 


| neD2 親 2 


( 〇 ボブ は トリ ント ン 基 電 馬 撃 に 地 
バイ ロッ ト の 中 で 最も 階級 が 高く 、 へ 


い を 綴 験 し て きた こと を 物語 っ て いた 
〇 ゲイ リー の ノー マル スー ツ 攻 , 


⑨ ア ダム スキ ー の ノー マル スー ツ も 、 ボ 
プ ヤ ゲイ リー と 同じ も の 。 ヘル メッ ト の 


分 は ダグ レー 単色 の カラ ー リ ング で 
ン ブ レ ム も 若干 異な る 

鶴間 を あし ら っ た 軍 還 を 被 

開け る な 

豊か な 明 

言動 が 多い 人 


直 一 ガン ダム 試作 2 号 村 の 到着 に 
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PERSONAL PROFILE の HEB。 [R] m02 un 


シャ ア の 部 下 た ち 。 慰 


Char's Troops 


関連 ファ イル 


MS-O6F TF 

ムサイ 級 軽 包 洋 能 
キア ・ ア スナ ブル 

ZISZ'ET 

記 


EPREWEW 


DNAL PROFILE 


ワ ォ ックス 


「 あ れ が 連邦 軍 の MS の 
威力 な の か?] ザク の 動 
カバ パイ プ を 片手 で 引き ち 
ぎる ガン ダム の 力 に 敬 必 


1 
潜入 し て 破壊 工作 を 担当 


に カン ダム に 交戦 、 戦死 する 。 シャ ア の 部 


務 も こなす 実力 者 揃い で 


邦 軍 の 


ム か 5 補 


クラ ウン 機 は ガン ダム と 共に 大 気 
園 へ と 実 入 し て 果て る 。 その 自習 
2 く 特 拓 任 
を 出し た 。 


ガ テ ム 


NV 作戦 に 関す る 作戦 行動 素 引 性格 を し 
: か ら も 、 公 国軍 の 究 捧 が 
給 を 受け る 際 、 シ ャ ア た ち は 


追撃 中 の 木 8 坦 を 受け た と の 説 も ある 。 


礎 欄 で カタ バル ト が 族 隆 し 
た 際 、 部 下 に 「 手 で 押し 出 
せ ] と 様 を 飛ば す ガ デム . 
自 邊 を 失い つつ も 、 捕 給 部 
隊 の 面子 に 又 け て 物資 を 
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PERSONAL PROFILE (Ff ne sr33n 
ガル マ ザビ 二 2amw 地球 方 主 


騙 想 天体 
1 出身 サイ ド 3 コア 3 コロ ニー 
Garma Zabi 能 パロ ト 、 才 


AVL ye) か ED 


ザビ 家 の 御 いう 育ち の 良さ ゆえ か 、 ガ ル マ は 裏 
の な い 性 格 を し て し の 素直 で 誠実 な 人 柄 で 国 
ルル マ だ が 、 シ ャ ア が の ち 
置か れ た 立場 に 比 し て 甘 さ が あ - 


ツウ 


ジオ ン 公 固 軍 が 開発 し た 天気 

内 用 中 上 機 地球 人 攻 作 

幸 に な ける 制 補 析 確 人 を 目 9 

と し て お り 、 高 い 格 開戦 性 能 

を 用 する 。 ガル マ は 「401 の 

コー ド が 記さ ツナ ルカ 
- の 専用 機 を 運用 し た 


関連 ファ イル 


FG.01-40 画 


ト 。 カル マ と は 圭 官 学校 以 来 
の 旧知 の 仲 で ある 。 し か し 

仮面 の 下 に は サビ 家 へ 
の 復 鍵 心 を 也 し て いた 
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木馬 を 北 
請 を 愛 け 、 自 ら 部 油 を 率 


@ 計 ED 


イセ リナ を 見 初め て 相思 相 
党 と な り 、 い ずれ は 結 巡 
考え て いた 。 その 7 

柄 を 挙げ て 父 デ ギ 

し よう と し た 


軍人 と し て の 評価 と 公 人 と し て の 天性 


ーー ジオ ン 公園 総 角 に し て 一 年 戦争 当時 
『 幸 ガル マ の 死 は 政治 的 の 実質 的 な 指導 者 。 身内 の 死 さえ も 政 

け で な く 、 ザビ 家内 部 に 亀裂 を た 入れ た の で ある 。 治 的 に 利用 する 冷徹 さ に よっ て 、 ジオ ン 
た 。 が 


大 々 的 な 国葬 を 執り 行っ 
意味 を 持た され : 


ガル マ を 青 か に 肛 い た いと 考え 
る デ ギ ン に 対し 、 ギ レン は 国 を 


還 還 請 上 の 博多 な 対立 が 表面 
還 還 計 化す る こ : 
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瑞 neD2 ser395 
ガル マ ・ ザ ビ 編 


Case of Garma Zabi 


北米 大 陸 で 木馬 を 迎え 撃っ た ザビ 家 四 男 ガル マ ・ ザ ビ 。 その 言葉 の 
端々 に は 、 彼 の 純粋 さと 甘 さ が 見え隠れ し て いた 


舞 
談 代 の ジ ォ ン 公国 を 担う 若き エリ ー ト は 
0 で 過 答 な 具 実 に 間 面 する 


笑う な よ 、 兵 が 見 て いる 


一 年 戦争 中 期 、 ガル マ は 地球 方 面 軍司 令 と し て 北 
米 大 陸 に お ける 指揮 を 任 さ れ て いた 。 に 、 地 球 連 
邦 軍 が 進め る V 作 戦 の 成果 一 一 木馬 が 、 シ ャ ア ・ ア 
ズ ナ ブル に よっ て 誘い 込ま れ て くる 。 戦功 を 譲っ て 姉 キ 
に 対す る 顔 を 立て る 機会 を 与え て くれ た シャ 
を 示す ガル マ 。 AS 
向かっ て 、 ガル マ は 取り 繕 う よ : 
ガル マ に と っ て 、 A 


シリ ア ・ ザ ビ ( 


地球 ・ 北 米 


こ は 尋 に 対し て の 立場 が ある と 言っ た ろ 
こ は わ か ら な い 昔 労 さ 


は 、 腹 を 割っ て 付き 合え る 友人 だ っ た 。 それ ゆえ 、 地 
球 方 面 軍司 令 の 肩書 き に 釣り 合う 実績 を 持 
ル マ の 立場 と 、 彼 を 取り 巻く ザビ 家 の 人 間 関 人 
ア の 知る と ころ で も あっ た 。 ガル マ が 、 木 馬 を 北米 に 
誘い 込ん だ シャ ア の 行 を 心遣い と 受け 取っ た の も 、 
相手 が 事情 を 知る シャ ア : 
うし た 裏表 の な さ に 笑 : 


劇場 版 1 
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シャ ア の 策略 に より ジオ ン 公国 軍 の 勢力 圏 で ある 
北米 へ の 降下 を 余儀 な くさ れ は 、 単 独 で 北米 
を 脱出 する 動き を 見 せる 。 これ を ガウ 攻撃 空 母 で 追 
撃 し た ガル マ は 、 グ レー トキ ャ ニオ ン 付 近 で 木馬 を 捉え 
て 攻撃 を 試み た 。 そし て 、 自ら も ドッ プ に 搭乗 し て 出撃 
し 、 陣 頭 指揮 を 執 ろう と する 。 司令 官 が 出撃 する 必 
要 は な いと 指摘 する シャ ア に 対し 、 ガ ル マ は 自身 が 置 
か れ た 立場 を 語る の だ っ た 。 


地球 方 面 軍 司令 の 地位 に あっ た ガル マ だ が 、 組 
織 上 は キシ リア が 指揮 する 突撃 機動 軍 
る 。 そし て 、 ガ ル マ は 姉 が 決し て 血縁 
価 し な い 閑 腕 家 で ある こと を 充分 に 承知 し て いた 。 そ 
れ だ け に 、 ガ ル マ は キシ リア を 納得 させ る に 足る 戦果 
を 欲し て いた の で ある 。 それ を 自身 が 戦っ て 成 そ うと し 
た 点 は ガル マ の 若 さ を 表し て いた る が 、 ジ オン 
公国 軍人 と し て の 自覚 を 持っ て いた こと は 確か だ ろう 。 


ガル マ も ガン ダム と 拉 
能 、 乗 橋 の 主旨 を 切 
断 され る 。 辛うじて 帰 
選 し た ガル マ は 、 木馬 
の 育成 を 招 譜 し た 


地球 ・ 北 米 


應 下 の 戦力 を 率い て 木馬 に 攻撃 を 仕掛 けた ガル マ 
は 、 陸戦 兵器 の 出来 損ない に し か 見 えな い 敵 MS ( ガ 
ン キ ャ ノン 、 ガ ンタ ンク ) に 失望 を 隠せ な か っ た 。 それ 
が 、 シ ャ ア が 言う よう な 十字 勲章 も の の 獲物 と は 思え 
な か っ た か ら で あ る 。 だ が 、 遅れ て 戦場 に 現れ た 白い 
MS 一 一 ガン ダム の 性 能 が 、 ガ ル マ の 表情 を 一 変 さ 
せる 。 空中 戦 を 展開 し 、 単 機 で 戦況 を 覆す 活躍 を 見 
せる 白い MS を 目の当たり に し て 、 ガル マ は 称 慢 する 。 


地球 ・ 北 米 


私 が イセ リナ の た め に 焦っ て いる だ と ? 


私 は 冷静 だ 


ガル マ が 知る MS は ジオ ン 公 国軍 の それ の み で あ 
り 、 地 上 に お ける 運用 思想 は あく まで 歩兵 の 枠 を 超 
える も の で は な か っ た 。 だ が 、 木 馬 と の 戦い で 相対 し 
た ガン ダム は 連続 し た ジャ ンプ 機動 を 可能 と する 性 能 
を 有 し 、 パ イロ ッ ト は それ を 利用 し て 擬似 的 な 空中 戦 
を 行っ て みせ た 。 その 光景 に ガル マ は 、 初 め て ガン ダ 
ム と 対 財 し た シャ ア と 同じ 感想 を 抱き 、 地球 連邦 軍 の 
底力 を 思い 知っ た の で ある 。 


シャ ア 
謀っ た な 、 シャ ア ! 


木馬 を 発見 で き 還る ガル マ に 、 シャ ア は 地上 の 
索敵 を 買っ て 出る 。 それ を 容れ た ガル マ は 、 シ ャ ア の 
報せ を ガウ の 機 上 か ら 待 っ た 。 そし て 、 敵 MS が 逃げ る 
先 に 木馬 が いる は ず と いう シャ ア の 報告 を 受け 、 編 隊 
を 率い て それ を 追う 。 し か し 次 の 瞬間 、 編隊 は 背後 か 
ら 5 木馬 の 攻撃 を 受け る 。 飛地 に 追い 込ま れる 中 で 古 
に 飛び 込ん で きた シャ ア の 暴 笑 に 、 ガル マ は 自分 が 陥 
れ ら れ た こと を 知り 、 悲痛 な 叫び が を 上 げ る の だ っ た 。 


MORE INFO! 
父 デ ギ ン と の 関係 


人 柄 が 表れ て お り 


最初 の 接触 で 木馬 を 取り 逃がし た ガル マ は 、 シ ア 
トル に 防衛 ライ ン を 敷い て 木馬 の 北米 脱出 を 阻止 し 
よう と し た 。 そし て 、 木馬 の シア トル 到達 の 報 を 受け る 
と 、 自ら 機動 一 個 中 隊 を 率い て 攻撃 に 赴 いた 。 だ が 、 
紋 和 爆撃 を も っ て し て も 木馬 は 姿 を 見 せ ず 、 ガル マ は 
次 第 に 焦り を 見 せ 始 め る 。 その ガル マ に 対し て 、 女 
性 へ の 想い ゆえ の 気負い を 指摘 する シャ ア 。 だ 
ル マ は 自ら に 言い 聞か せる よう に 独白 し て いた 。 


ガル マ が V 作 戦 の 機密 と いう 戦功 を 求め た の は 、 ザ 
ビ 家 の 男子 や ジオ ン 公国 軍人 と し て の 面目 を 立て る 
た め だ け で は な か っ た 。 お 互い の 親 が 反対 する イセ リ 
ナ ・ エ ッ シ ェ ン バ ッ ハ と の 結婚 を 認め させ る た め に 、 ガ 
ル マ は 大 き な 戦 果 を 必要 と し て いた の で ある 。 木馬 を 
北米 か ら 逃 せ ば その 機会 た 失う こと に な り 、 ガ ル マ が 
焦っ て いる と いう シャ ア の 指摘 も 正 鶴 を 射 て いた が 、 
ガル マ 自身 は それ を 認め た く は な か っ た の だ ろう 。 


劇場 版 


ガル マ は シャ ア を 親友 と 思い 、 心 を 開い た 。 し か し 、 
シャ ア が ザビ 穴 に 恨み を 抱い て いる こと を 知ら ず 、 そ 
の 策略 に も 気付 け な か っ た 。 ガル マ が 真相 を 知っ た 
の は まさ に 死 の 直前 で あり 、 シ ャ ア を 責め る 叫び に は 
彼 の 本 性 を 見 抜け な か っ た 自分 の 末吉 さ を 悔い る 思 


いも 込め られ て いた の か も し れ な い 。 この と き 、 シ ャ ア 
は ガル マ を 「 い い 友人 」 が 、 そ れ が ガル マ を 
死に 追い や っ た 不幸 の 一 因 だ っ た と も 言え る の だ 。 


イセ リナ に 明か し た 決意 


M0 サンライズ 
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機動 新 世紀 ガン ダム X 


PROFILE 


unknown 


DT-6800HMC 
ド - ト し XHMC7 イ ピー 


フリ ー の MS 乗り 


関連 ファ イル 
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MORE INFO! 


セイ ンズ アイ ラン ド は 、 港 酒 都市 と し て 経済 的 に も \ 
て の 能力 に 妖 間 を 感じ て い 
、 シ ー パ バル チャー の ル マ ー ク ・ カ ウト な ど 旧 友 も 多 
に きた り | 証 の いこ の 街 は 、 居 心地 の 良い 場所 で あ MS 乗り と いう 経 

上 歴 を 隠し て マイ ルズ と 交際 し 、 プロ ポー ズ も 受け た が 、 その 明 
に 耐え 切れ な か は 、 MS 乗り に 復帰 する の だ っ た 


エス ペラ ン サ 
エニ ル が ル マ ー ク か ら 章 
人 し た MA。 海中 か 5 サル 
ペー ジ し た パー ツ を 組み 
> 合わ せ た ハ ンド メイ ド 機 
で 、 空 戦 能 力 に 優れ る 
ッ 新 運 邦 宣 の フロ スト 部 
と の 戦い で 撃 嘆き れ で し 
まっ た 


m02 sr 12n 


綾女 は 新 連邦 
へ 単身 乗り 込み 、 


gy 


セイ ンズ アイ ラン ド へ の 移住 
マイ ルズ ・ グ ッ ド マン 


ル マ ー ク ・ カ ウト 

シー バル チャ ー と し て 活躍 
て いた 男性 。 MS・MA の 改 
人 得意 ヒ し 、 エスペランサ 
改 の 開発 を 手持 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


] ne02 sm 人 


マー ジー 


Haman Karn 


| て 誤 バ 本 吉 茜 
パ SgnERtc- SC 


立 祥 立 い 泡 


や は り 、 昔 葬 りか い ? 
シャ ア ………。 


較 記 直人 用 生 し た パイロット と し て の い | 


地球 画 に 箇 
ズ か ら 艦 を 展 
由 


交渉 を 有利 に 進め た 政治 力 と 米 配 | 


機動 戦士 Z く ガン ダム 


Li ne02 ser36c 


クリ プス 戦役 に 映 忌 し た アグ シズ の 前 穏 
ーー その 食欲 な 野心 と 女性 と し て の 内 面 


ミネ パ 様 は ザビ 察 の 後継 者 と し て 
スペ ー ス ノイ ド の 項 選 に 立た ね ば な ら ぬ お 方 だ 


へ と 逃亡 し た ジオ ン 公 国軍 


ズ に 対し 、 エ ゥ ー ゴ は アー 一 年 戦争 後 ( 
うと する 。 その 使節 残党 に と っ て 
な が ら 禄 を 分 再起 を 担う 希望 だ 


ハマ ー ン に 掴み 掛 
7 ン は ザビ 家 の 主 張 を 盾 に 、 自 ら 
の 行為 を 正当 化す る の だ っ た 


ふ ふ 、 シャ ア か ら そ の よう な 申し 出 を 受け る と は 称し い 
だ が 困っ た も の だ な 、 お まえ は 物 の 頼み 方 を 知ら な いよ うだ 


交渉 は 、 シ ャ ア の 激 発 に よ アク シズ に 潜伏 し て いた 時 期 の シャ ア は 、 ジ オン 公 
だ が 、 エゥーゴ は ティ ター ンズ の 動 国軍 残党 の 中 。 
め 再 ぴ ア クシ ズ に 接近 し 、 サ イド 3 の れ を 抱い た と いう 
2 の コロ ニー・ レ ー ザ ー 破 壊 を 

が マ に 出向 いた ハマ ー ン 
知 む 姿勢 を 見 せる 一 方 で 、 シ ャ 
頭 を 下げ る シャ ア を 
表情 を 浮か べ る の だ っ た 表れ だ っ た と 言え る だ ろう 
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マ 


グリ プス 2 へ の 攻撃 に よっ て 
ター ンズ の 関係 は 、 ハ マー ン と ジ 
パプ テマ ス ・ シ ロッ コ の 三 者 会 談 の 決裂 に よ 
綻 する . 


フ ・ ハ イマ 


シロ ッ コ た ち を 前 に し て 


い 放 っ た の で ある 


宇宙 ・ グ リプ スム 周辺 宙 域 
けず け と 人 の 忠 に 入る ! 
恥 を 知れ 、 俗物 ! 


三 陣営 が 入り 乱れ る 混戦 に 乗じ て グリ プス 2 を 制圧 
し た アク シズ に 対し 、 エ ウー ゴ は その 奏 取 を 目的 と し た 
メー ル シ ュ トロ ー ム 作 載 を 展開 する 。 落 戦 の 中 
ユ ・ ピ ダン と 対 財 し た ハマ ー 
ー タ イプ の 共 | 
ユ の 中 に シャ ア 
見 る ハマ ー ン 。 し か し 、 ハマ 
と カミ ー ユ に 襲い 掛か る の だ っ た 


ャ ア 、 私 と 来 て くれ れ ば …… 


戦い は や が て 、 グリ プス 2 を 
る 最終 局面 へ と 移る 。 その 戦場 に シ 
ア を グリ プス 2 の 内 部 へ と 


る 。 ザビ 家 の 再 異 に 手 を 貸す よう 、 再び シャ ア を 説得 
する ハマ ー ン 。 だ が 、 シ ャ ア は 同じ 過ち を 繰り 返す だ け 


と 、 ハ マ 


言葉 を 否定 する 。 自分 を 拒絶 し た シャ 
ア : 討ち の 末 に 倒し た ハマ ー ン は 、 シ ャ ア を 呑み 
込む 爆発 を 見 や りな が ら 、 寂し げに 咳 く の だ っ た 


MORE INFO! 


カミ ー ユ と の 共感 シャ ア に 示し た 野心 


独自 に 進歩 し 


ン の ニュ ー タ イ ン て の 自負 は 
童 語 す る ほど に 強かっ た 
5、 先 の 言葉 が ハマ 
た 背景 が あ 


タイ プ の 可能 性 を 示し て い 
孤独 の 中 で 


が ハマ ー ン の 不幸 で あり 
し れ な し 


マー ン が シャ ア 


彼女 の 胸中 


ー タ イプ 研究 は 、 一 部 が アク 


ー ユ の 共感 現象 は 、 人 は わか り 合 


だ が 


ハマ ー ン に 


ち て 優れ た 資質 
他 者 を 受け 入れ られ な く な 


て いた 


ャ ア を 憎悪 し 、 対 立 し た ハマ 
ィ ャ ヤ ア に 対す る 執着 の 斉 


返し で も 


tA + 
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PERSONAL PROFILE A 1 D2 sr37 
ミネ バ ・ ラ オ ・ ザ ビ = 


Mineva Lao Zabi 


PERSONAL PROFILE 


7E 和 再 貞 の だ め に 
ガ を 引く くれ よ 二 シャ ア 。 


、 足早 包 細 Wi | 


_ 力 | ザビ 家 後 継 者 と し て の 教育 


ザビ 家 に 仕え る 者 た ち 
画 ラ ミア 


條 長 を 移 め で いる 


na 21-18 


機動 戦士 ガン ダム 00 


PERSONAL PROFILE 2 の” [mm02 mM 


リヴ ァ イ ヴ ・ リ バイ バル ノ 員 s 
A Eg 


守 
Revive Revival Hiling Care 


技能 


リボ ンズ の 指揮 下 で 動い た 
イノ ベイ ド の 戦い 


「 イ オリ ア 計 画 ] を 管理 する 量子 演算 処理 シス テム 
「 ヴ ェ ー ダ 」 は 、 計 画 の 進行 と 警 理 を 人 類 だ け に 任 
せ て は いな か っ た 。 リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク ら 、 イノ ペイ 
ド と 呼ば れる 人 間 型 端末 を 投入 し て いた の で ある 。 
彼ら は コロ ニー 型 外 宇宙 航行 母艦 「 ソ レス タル ビー 
イン グ 号 を 活動 拠点 と し て 、「 イ オリ ア 計画 ] を 急 
ピッ チ で 遂行 し て いた 。 その イノ ベイ ド の 中 か ら 、 地 
球 連 邦 軍 の 独立 治安 怒 持 部 衣 ・ ア ロウ ズ に 合流 し 
た の が リヴ ァ イ ヴ ・ リ パイ バル と ヒ リ ン グ ・ ケ ア で ある 。 

ふた り は MS パイ ロッ ト と し て アロ ウズ に 派遣 され 、 
対 ア ロウ ズ 戦 を 繰り 広げ る 抵抗 組織 や プ ト レ マ イ オ 
ス 2 の 打倒 を 狙っ た 。 彼ら は イノ ベイ ド 専 用 に 開発 さ 
れ た 高 性 能 機 に 搭乗 し た だ け で な く 、 部 隊 の 指揮 下 
に 入る 義務 の な い ラ イセ ン サ ー と し て の 特権 を 持ち 、 
自由 に 行動 し た の で ある 。 


イノ ベイ ド の 中 で も 、 


> 」 
[wpe」 


ご 


っ > 
(人) 


I 


に に 


1 


ト 


リポ ンズ と 阿 じ 電 基 
者 す 

、 り ヴァ 

イヴ 5 の あと に アロ 
ウズ へ 馬渡 。 ガ デ ッ 


ご 束 深 者 


人 る ヒ リ ン グ ・ ケ ア 


関連 ファ イル 
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PERSONAL PROFILE 


ヴェ ー ダ の 
パッ クア ッ プ が な く た っ て ! 
人 間 な ん か に ! 


(セリ ンダ ・ タ ア 」 
ふた り は リボ ンス が 進め る 「 イ オリ ア 計 画 ] を サポ ー ト 
する た め 、 ア ロウ ズ に 合流 。 プトレマイオス 2 と 交戦 し 
た 。 必 量 子 波 に 対応 し 、 人 類 を 次 窟 す る 身体 能力 ・ 
操 継 能力 を 持つ ふた り は 、 ガ ンダ ム と 互角 以上 の 戦い 
振り を 見 せ た 。 だ が 、 リ ヴァ イヴ と ヒ リ ン グ に と っ て 誤算 
だ っ た の は 、 ダ ブル オー ガン ダム に 搭載 され た ツイ ンド ラ 
イヴ シス テム の カカ と 、 そ の パイ ロッ ト 、 痢 那 ・F・ セ イエ 
イ の イノ ベイ ター へ の 革新 で あっ た 。 特に リヴ ァ イ ヴ は 、 
和 体 の 量子 化 な ど を 眼前 で 見 た こと で 、 痢 那 の 能力 を 
答 成 と 感じ る 。 それ は 、 華 新 し た 者 ・ イ ノ ペ ベイ ター を 自 
信 す る リボ ンズ を も 凌 元 する の で は な いか ーー 一 と 。 だ が 、 
「 ヴ ェ ー ダ 」 と いう 径 る 唐 に よっ て 能力 を 維持 し て いる 
彼ら が 、 リボ ンズ と 挟 を 分 か つこ と な ど あ り 得 な か っ た 。 
その 後 も リポ ンズ の 指示 に より 、 プ トレ マイ オス 2 と の 
戦闘 を 継続 。 だ が 、 イ ノ ベ イタ ー へ と 革新 し た 作 著 と ダ 
ブル オー ガン ダム を 撃破 する に は 至ら ず 、 テ ィ エ リア ・ 
アー デ に は 「 ヴ ェ ー ダ 」 を 奪回 され て し まう 。「 ヴ ェ ー ダ ] 
を 失っ た 彼ら に 、 も は や ガン ダム た ち に 抵抗 する カ は 
残っ て いな か っ た 。 リヴ ァ イ ヴ は ロッ クオ ン ・ ス トラ トス 
に 、 ヒ リン グ は アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム に 乗 機 を 撃破 さ 
れ 、 命 を 落と す 。「 ヴ ェ ー ダ 」 に 締 ら れ た イノ ベイ ド の 限 
界 が 、 彼ら に よっ て 明らか に な っ た と 言え よう 。 


較 記 直人 に 計 科 を 強い られ た イノ ベイ ド 


西暦 2312 年 、 ア ロウ ズ の テコ 入れ を 図 ろ うと し た リ 
ボン ズ の 指示 で 、 リ ヴァ イヴ は パト リッ ク ・ コ ー ラ サワ ー 
ら と 共に カテ ィ ・ マ ネ キ ン 指 揮 下 の 部 隊 に 合流 する 。 
一 方 、 ヒ リン グ は アロ ウズ 主催 の パー ティ ー に 出席 し た 
リボ ンズ に 同行 し た の ち 、 メ メン トモ り リ 防衛 戦 に て プ ト レ 
マイ オス 2 と 初 交 戦 。 直後 、 テ ィ エ リア に 破れ た ブリ ン 
グ の 戦死 に 伴っ て マネ キン の 部 隊 に 合流 し 、 リヴ ァ イ ヴ 
と 共に 対 ガ ンダ ム 戦 を 開始 する 。 

リヴ ァ イ ヴ は ダブ ルオ ー ガ ンダ ム を 礁 取 す べく 、 同 じ 
塩基 配列 パタ ー ン を 持つ アニ ュー・ リ ター ナー と の 連 
携 で プトレマイオス 2 に 潜入 。 一 時 は オー ライ ザー を 奏 
取 す る も 、 結 果 的 に は 失敗 に 終わ る 。 さら に リヴ ァ イ ヴ 、 
ヒ リ ン グ は 「 ソ レス タル ビーイング 号 ] 付近 で の 決戦 で り 
ボン ズ の 護衛 に 就く も 、「 ヴ ェ ー ダ 」 と の リン ク が 途切れ 
た こと で 本 来 の 力 を 発揮 で きず 、 敗れ て し まっ た 。 


ィ ノ ベイ ド の 特殊 能力 


イノ ベイ ド は 、 謗 量子 波 を 自在 に コン トロ ー ル で きる だ 
け で な く 、「 ヴ ェ ー ダ 」 に 蓄積 され た 情報 な ど を 引き 出し 、 
埋 開 に 活か すこ と が 可能 と な っ て いた 。 その た め 、 対 ガ 
ンダ ム 埋 に お いて も 英機 の 動き を ある 程度 察知 で きた 
ほか 、 脳 量子 波 に よる サポ ー ト な ど に より 、 人 類 で は 実 
現 不可 能 な 寺 闘 を 可能 と し て いた の で ある 。 だ が 、 ツイ 
ンド ライ ヴ シ ステ ム な ど 、「 ヴ ェ ー ダ ] が 管理 し て いな い 
情報 に は 対応 で き な い 面 も あっ た 。 


良く も 重く も [ヴェ ー ダ 」 の 情報 称 本 で し か な く 、 リ ンク ゲ 信 巧 れ た 溢 も 自由 
に 抹 動 で きる が 、 判 力 は 著しく 低下 し た 。 


neD2 sm MI 


機動 戦士 Z く ガン ダム 


PERSONAL PROFILE 202 sg 
き ee と @ ビダン 由記 = 


Kamille Bidan 


お寺: 汗 能 力 の 拡大 と 人 間 的 な 成長 


拡大 は 、 彼 の 人 間 ば 


受け 継が れる ハロ 
ュ コン ・ カ クー ラー 
れ た ハロ も 見 付け 、 修 
一 年 戦争 後に 玩具 メ 
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機動 戦士 アガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE 
ファ ・ エ イリ イオ 


Fa Yuiry 


過 功 な 時 代 を 通し て 
優し き を 体現 し た 生き 様 


「 優 し さ ] は 人 間 の 美徳 だ が 、 戦 争 と いう 非 日 常 
優し さ が 自ら を 縛る 男 に な る こと が ある 
ば 、 ど の よう な 苦境 に お いて 
戦乱 に 番 弄 され な 
微笑 み を 絶やさ な か っ た 人 
ファ ・ ユ イリ イィ と いう 少女 で ある , 

し た 優し さ は 、 彼 女 の 生 い 立 ち に 起因 し 
て いる と 考え られ る 。 U.C.0070 に 誕生 し た ファ は 一 
年 戦争 の 戦 褐 の 中 で 育っ た 。 し か も 彼女 の 故 拠 ( サ 
イド 1) は ジオ ン 公 国軍 の 初期 攻撃 目標 で 、 さ ら 5 に 洪 
後に は ティ ター ンズ に よる 大 量 虐殺 事件 (30 パ ンチ 
事件 ) も 発生 し て いる 。 幼い 彼女 の 目 は 周囲 で 起こ 
る 悲 修 な 状況 を 否応 な く 映し 出し て いた の だ 。 と は い 
え 喜 ば し いこ と に 、 こ うし た 戦災 の 記憶 は ファ の 成長 
に ネガ ティ ブ な 影響 を 与え な か っ た 。 逆 に 悲惨 な 状 
に 苦し お 人 々 に 共感 し た 彼女 は 、 そ の 苦し み を 少 
し で も 軽 浅 さ な た いと 上 応 う 優し さ を 育ま せ た の で ある 


PROFILE 


生 錠 
所 司 
牙 級 
出身 
技能 


7 
民間 人 ー エ 
Fi 


L2 | mg02 swM7I 


サイ ド 1 ・ 25 バ ンチ 


子供 の 世話 


章 護 、 MS の 控 緒 


AEU.G. 


徹 ば rrSy9row 只 全 生 門 
= た ーー 


サイ ド 7 の グリ ー ン ・ ノ ア 1 に 居 を は 平穏 な 
日 常 が 約束 され る も の と 思わ れ た 。 だ が ティ ター ンズ が そ 
の 地 を 拠点 と し た こと か ら 、 彼女 の 日 常に 再び 戦乱 の 光 
が 忍び 寄り 始め た の で ある U.C.0087.03.02 
に 決定 的 な 転機 が 訪れ る 。 グリ ー ン ・ ノ ア 1【 
ゴ 部 隊 が 、 テ ィ ター ンズ の 試作 MS (ガン ダム Mk 
I) を 強 瑞 し た の だ 。 し が ) 事 件 の 陰 で は 、 フ ァ の 運 
命 を 左右 する さら に 大 き な 事件 が 発生 し て いた 。 彼女 
の 幼なじみ の 少年 、 カミ ー ユ ・ ビ ダン が ガン ダム Mk-T 強 
関与 し て いる と いう の だ 。 ティ ター ンズ の あら ぬ 疑 い 
か ら 逃 れる た め 、 フ ァ は グリ ー ン ・ ノ ア 1 を 用 
家族 は ティ ター ンズ に 検挙 され て いる 


優し さも 失わ れる か と 思わ れ 
転 変 する 。 難民 を 乗せ た シャ トル 
に 保護 され 、 フ ァ は カミ ー 


ン ・ ノ ア 1 を 離れ な けれ ば な ら な く な っ た 要因 の ひと つ は 
カミ ー ユ に あり 、 普 通 な ら 相手 を 責め る 
ファ は カミ ー ユ と の 再会 を 喜び 、 以 後 は 
事 を 自主 的 に 手伝う よ 
旋 き を 孔 し 切れ な か 
の 強 さ で あり 、 優し さ 
他 者 を 気 に 掛 け よう と する 優し さ は 、 状況 を 
を 逃れ る た め の 方 弁 と いう 者 も いる か も し れ 
も ファ は そう や っ て 時 代 を 生き あり 、 彼女 の 優 
し さ に 救 わ れ た 者 が 多い の は 紛れ も な い 事実 で ある 、 


アー ガマ の 一 員 と な っ た ファ は 戦い で 僅 み 療 れ た カ 
いた わろ うと 勢力 し た 。 し か し 激戦 に 明け 暮れ 
彼女 を 思い 遣 る 


っ の 決心 を 
は 自分 自身 が 力 を 身 に つけ 
負い だ と わか て も 、 フ 


は その よう に 振る 非 っ た 。 MS パイ ロッ ト に 志 
カミ ー ユ を 思う 心 の 現れ だ っ た の だ ろう 。 以後 + 
MS メタ ス を 和 駆っ て 戦場 へ と 飛び 出し て いく 。 だ が 思う よ 
うに 戦果 が 挙げ られ な いこ と より カミ ー 
感情 的 な 衣 い や すれ 違い が 
女 自身 も 次 第 に 余裕 を 失っ て いっ た の だ っ た 


MORE INFO! グリ プス 戦役 後 の ファ 


2 を 受け た カミ ー ユ は アー が 


欧州 


に 出る ファ の 姿 は それ ほど 不 似合い だ 


PERSONAL PROFILE TT 0 hh 
ブル ー ノ & ヤ コッ プ 


Bruno & Jacop は 馬 MS 奄 、 衣 


we コレ ン の 補佐 と し て 地球 へ 降下 し た 
正 暦 (C.C.) 2345 一 一 月 の 市 民 軍 ディ アナ ・ カ ムー ン レ ィ ス の 伸 良 し コン ビ 


ウン ター は 、 北ア メリ ア 大 陸 に 降下 し た 。 女王 ディ ア 
ナ ・ ソ レル の 下 、 高度 に 組織 化 さ れ て いた ディ アナ ・ 
カウ ンタ ー で あっ た が 、 地 球 と いう 初め て の 土地 、 そ 
し ャ と いう 戴 対 勢力 の 存在 は 、 組 線 に 大 き な 
混乱 を も た らし た 。 さら に 、 月 で 暮らす 反 デ ィ ア ナ 派 
の 妨害 も 、 彼 ら を 苦し め て いた の で ある 。 そん な ディ 
アナ ・ カ ウン ター に 途中 か ら 合流 し 、 そ の 後 様々 な 
理由 か ら 所 属 を 転々 と する こと に な っ た の が 、 ブ ルー 
ノ と ヤ コ ッ プ の ふた り 組 で ある KO) 

ディ アナ の 地球 帰 軍 計 画 に 反対 し て いた アグ リッ ‘ A = 
パ ・ メ ン テ ナ ー が 、 帰還 を 妨害 する た め に 投入 し た 


部 隊 「 コ レン ・ ナ ンダ ー 独 立 部 隊 ]。 その 一 員 と し て ~ 
プル ー ノ と ヤ コ ッ プ は 地球 に 降下 し た 。 だ が 、 長 期 
の 冷凍 刑 の 副作用 で 好戦 的 に な っ て いた コレ ン の 
サポ ー ト は 想像 を 絶する ほど キツ く 、 彼 ら は 陳 あ ら ば 
> 


逃げ よう と 考え て いた の で ある , 


nt 4 | 

/ 
/ is \ } | 
: 8 : 
5 る |, 


者 を 計っ 大 の 合流 ーー | | 


TT 1 


R 


関連 ファ イル 

TAF-M9 イー ダル NRS P701 ゴ 
TR FO ウィ ルケ ムン ギャロ 
を っ た 
ギャ ロッ プ 


マウ ンチ テン ・ サ イク ル か ら 発 無 

され た 高層 吐 戦 穫 。 ホバー 

走行 に よる 何れ た 杜 動 性 を 
1 


プ ブルー ノノ ヤ コ ッ プ の 上 志 で 


TEE 5 ※ = 
AL あり 、 角 導 隊 の リー ダー。 
傍 著 工人 な 性 絡 で 、 ブ ルー 
っ ヤ コ ッ プ の ふた り も 悪人 

7 じ て い た 


る ロラ ン が 務め た 


や る と き や っ と きゃ あ 、 
信隆 当 だ っ て 測る ん だ ぜ 


コレ ン が 行方 不明 と な 


の まま 艦 の 操 弦 
動 を 共に する こと 


その 後 、 ブ ルー ノ と ヤ コ ッ プ は ミ 
ウィ ル ゲ ム の 操 能 も 任 され に 月 に も 帰還 する 。 だ 
が 、 ミ リ シ ャ の 司令 官 グ ェ ン ・ サ ー ド ・ ラ 
ギン ガ ナ ム 艦隊 と 独断 で 手 を 組 . 
た り は グエン に 合 迫 F 動 を 
た 。 だ が 、 ギ ン ガ ナ ム 艦隊 の 恐ろし さ を 
アナ ・ ソ レ 2 


居場所 を 見 つけ た 。 それ は 彼ら の 、 組 織 に 張ら れ 
い 変 わり 身 の 速 さ が : ゆら と 言え る だ ろう 


むす 人 所 屈 を 転々 と し た 流浪 の 戦い 


コレ ン と 共に 降下 他 の ディ アナ ・ カ 
兵 か ら は 蔵 ま れ て いた ブル ー ノ と ヤ コ ッ プ 。 彼 
会 っ た の が 
ディ アナ 暗 尊 を 実行 し よう と する 彼女 に 
当初 は 協力 する も 、 剛 末 に 執着 する 彼女 
ず 脱 走 。 その 後 、 ゞ Cab 
アニ ス ・ ベ ル の ここ で も 重労働 に 耐え 切れ 
ず 、 ディ アナ ・ カ ウン ター 人 望み を 託す の だ っ 7 
ムー ン レ ィ ス の 亡命 者 を 装っ て ギャ ロッ プ へ 潜入 し た 
の を 機 に 、 ふ こそ の まま 合流 。 ギャ ロ 
な す 。 グ 


た 地 団 の 夫 計 和 . 


能力 レ ィ ス と し て の 
所 属 組織 が 安定 せ ず 、 何 度 も 危険 な 目 に MORE INFO! ふた り が 行動 を 共に し た ムー ン レ ィ ス 


ルー ノ & ヤ コッ プ だ が で きる そ プルーフ と ヤ コ ッ プ が 行人 を 
技術 が 彼ら を 教 っ 
ス 亡 命 者 の 価値 は 高く 、 技 術 を 持つ ふた り は 重用 され 
る 。 事実 、 ウ ィ ル ゲ ム で の ザ ー 接 続 た ザ が 、「 名 
ど な 技術 と 知識 を 伴う 事案 を 成功 に 導 し に ディ ア ts 彼女 の 行動 は 、 そ 


な 
た < ミリ シャ に 言 2 ら も 見 放さ れ て し まう も の で あっ た 


_9 


寺 役 計 画 を 行 に 棚 し た テ A 1 
) 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


PERSONAL PROFILE 


(m8) 本 02 se 11n 


ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル 調 科 


Gilbert Dullindal 


対話 を 掲げ て 

プラ ント の 支持 を 得 た 
り の 二 還 遇 昌和 明 
| ドー 


PERSONAL PROFILE 02 a 11 


に する 戦局 へ の 随 機 応変 な 対応 


MORE INFO! 
C.E.73 の プラ ント 最高 


ラン ト 最 高 評 


22-20 


機動 戦士 ガン ダム 


PERSONAL PROFILE ] mm02 sm が 


ゃ ーーー ささ PROFILE 
@ ング アー 年 見 18 大 
ン 所 属 諾 間 人 ご 地球 軍 孝 宣 _ CE 


Kai Shiden i 


出身 不明 (スペ F 
技能 。 MS 操 経 、 大 列 特 狂 車 輌 の 採 作 EF.S.F. 


= RX-77-2 
N ガン キャ ノン 
地理 居 邦 還 の 『V 作 埋 


関連 ファ イル 


8 


reD2 sgl 


ホワ イト ペー ス の 守り を 担っ た 活躍 ] 


MORE INFO! 


戦争 栖 、 カイ は 夫 東 連邦 軍 を 退役 し て フリ ー の ジャ ー ナ リス ト 
て いる 。 その 背景 に は 、 ホ ワイ トペ ー ス 本 の 元 乗組 員 を ニュ ー 
し て 危険 視 する 地球 補 邦 軍 の 監視 が あっ た 。 グリ プス 縮 役 
に お いて は 、 反 地球 連邦 政府 組 織 の カラ パ に 情報 を 提供 する 一 
方 、 戦争 の 関係 者 に 接触 し て 取 桂 を 行っ て いた と も 言わ れ て いる 。 


右 は グリ プス 圭 役 期 に ジャ ブロ ー 基 寺 へ 

クリ プス 埋 徹 絹 に 。 ジャ ー ナ リス ト に の 落 入 を 試み た 麻 の カイ 。 紅 の コー ト に 

し て エ ウ ー コ と カラ バ の 反 地 球 運 

孝 設 府 運 動 に 協力 し た 。 その 妥 

議 に A る を 使う クワ トロ -・ パ ジー ナ 
< シャ ア ) の 正体 を 具 校 いて いる 


ia ‘+51x 23-14 
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機動 戦士 ガン ダム 


[| 本 02 mM 
カイ ・ シ デン 編 


Case of Kai Shiden 


ホワ イト ペー ス の 乗組 員 と な 


ES = 
Bm の A ho 


[ボワ イド ベス に 身 を 寄せ た 少年 
戦い の 出 に 見 だ 現実 と ロ の 意義 


屈折 し た 少年 が 戦場 に 吐き 出し た 多様 な 感情 


U.C.0079.09.23 5 球 ・ 北 米 劇場 版 


死ん だ か ら と いっ て 
條 た ち に は 恩給 も 軸 や し な いん だ ろ 


ジャ プロー 基地 を 目指 し て 大 気 園 突入 を 試み た ホ カイ は ホワ イト ペー ス に 避難 し た 当初 か ら 戦い に 対 
ワイ トペ ー ス は 、 シ ャ ア ・ ア ズ ナ ブル の 計 路 に よっ て し て は 消極 的 で 、 ガ ル マ 隊 と の 戦闘 で ガン キャ ノン の 
ジオ ン 公 国軍 の 勢力 下 に ある 北米 大 陵 へ の 降下 を パイ ロッ ト を 引き 受け た の も 、 否 応 な し の 状況 を 理解 
衝 備 な くさ れる 。 さら に 、 ガ ル マ ・ ザ ビ 率 いる 地球 方 し て いた か ら で あ る 。 それで も 、 軍 人 で も な い 自 分 た 
面 軍 の 攻撃 を 受け る と 、 カイ は ガン キャ ノン を 任 さ れ て ち が 必 要 以 上 の 危険 を 冒す 覚悟 を 持て な か っ た カイ 
パイ ロッ ト と し て 初め て 出撃 する こと に な る 。 し か し 、 カ は 、 ホ ワイ トペ ー ス の 直 捧 以外 は し な いと 言い 放っ た 
イ は ブラ イト ・ ノ ア に 向かっ て 戦闘 へ の 拒否 感 を 句 わ ブラ イト に 投げ 掛け た 言葉 も 、 無 駄 死に は し た く な い 
に し 、 戦死 し た 場合 の こと に まで 言及 する の と いう カイ の 率直 な 心情 の 表れ だ っ た の だ ろう 


UC.0079.11.07 地球 ・ 黒 海 沿 央 1 


な ん て ドジ だ よ 、 俺 は ! 
敵 の 足 を 止め る こと さえ 、 で き や し な い 


北米 大 陸 を 脱し た ホワ イト ペー ス は 、 地 球 連邦 軍 カイ は 北米 で の 初陣 以降 、 ガ ン キ ャ ノン の パイ ロッ 
の オデ ッ サ 作戦 に 参加 すべ く 中 央 アジ ア を 西進 し た ト と し て 出撃 を 重ね て いっ た 。 その 過程 で 、 生 き 残る 
その 動き を 警戒 し た ジオ ン 公 国軍 は 「 黒 い 三連星 ] を た め に 戦う こと を 受け 入れ た と し て も 不思議 で は な い 、 
差し 向け 、 ホ ワイ トペ ー ス と の 交戦 に 及ぶ 。 その 戦い 、 し か し 、 パ イロ ッ ト と し て の カイ が 比較 で きる の は 、 ガン 
の 中 、 ジ オン 公国 軍 が 誇る エー スパ イロ ッ ト ・ チ ー ム ダム で 目覚 まし い 戦果 を 挙げ る アム ロ ・ レ イ で あっ た 
の 技量 を 前 に し て 、 手 も 足 も 出 な いま ま 翻 弄 さ れる カ エー スパ イロ ッ ト の 任 攻 を 凄い で な お 、 カ イ が 無力 感 
イ 。 カイ は 必死 に ホワ イト ペー ス を 守り な が ら 、 自 ら の を 覚え た の は 、 ア ムロ へ の 複雑 な 感情 が あっ た か ら な 
押さ に 悪態 を つく の だ っ た の か も し れ な い 


U.C.0079.1 1.24 ポ ・ 大 西洋 上 


じゃ 、 お まえ は いい の か よ ! 死ん じゃ っ て さ 
死ん じゃ あ 、 な ん に も な ら ね え じ ゃ ね え か ! 


ペ ベル ファ スト で 出会っ た ミハル ・ ラ トキ エ が ジオ ン 帰還 後に カイ が 見 た ミハル が 、 彼 女 の 想 い の 残 津 
公国 軍 の スパ イ と 知っ て な お 、 カ イ は ホワ イト ペー ス だ っ た の か 、 そ れ と も カイ の 悲し み が 生 ん だ 幻覚 だ っ 
に 潜入 し た 彼女 を 匿 い 、 そ の 行為 を 見 逃し た 。 弟妹 た の それ は 誰 に も わか ら な い 。 だ が 、 泣き 立 れ 
を 養う た め 、 ス パイ に 手 を 染め る ミハル を 気遣っ た の る カイ の 前 に 現れ た ミハル は 、 自 身 の 死に 恨み 言 ひ 
で ある 。 し か し 、 罪 の 意識 を 感じ た ミハル は カイ と 共 と つ 残 さ ず 、 カイ に 感謝 を 告げ た 。 し か し 、 カイ は 弟妹 
に 電場 へ と 飛び 出し 、 命 を 落と すこ と に な る 。 そ を 残し て 命 を 落と し た ミハル の 無念 を 慮 り 、 彼 女 に 代 
時 帰還 後に は 、 自 分 に 語り か ける ミ ハ わっ て 涙 を 流し た 。 ミハル が 生き る た め に 必死 に あ が 
大 さ な 叉 突 を 全 え た ル の 幻 に 向け て 、 や り 切 れ な い 想 い を ぶつ けた いた 末 の 悲劇 を 、 カイ は 受け 入れ 難かっ た の で ある , 


uGoozg.11.3o 一 名 mm 
お まえ みた いな 了 を 増やさ き な い た め に …… 
ジオ ォ ン を 叫 く 、 徹底 的 に な ! 


ホワ イト ペー ス は 大 西洋 を 越え て 地球 連邦 軍 ジ ャ ブ 自分 が 戦う 意味 を 見 出せ ず 、 一 度 は ホワ イト ペー ス 
ロー 基地 に 到着 し 、 宇 宙 に 上 が る 準備 を 進め た 。 だ を 降り よう と し た カイ 。 だ が 、 ジ オン 公国 軍 に 利用 され 
が 、 シ ャ ア の マッ ド ・ ア ング ラー 隊 に 追跡 され 、 ジ ャ ブ た 未 に 命 を 落と し た ミハル の 亡 が 、 和 弱者 を 巻き 込ん で 
ロー 基地 の 所 在 を ジオ ン 公 国軍 に 知ら に な いく 戦争 の 悲惨 さ を カ イ に 教え 、 ミ ハル の よう な 人 間 
る 。 それ に 呼応 し た ジオ ン 公 国軍 の ジャ ブ プロー 攻撃 か 。 を 増やさ な いた め に 戦う と いう 意味 を 与え た 。 それ を 
らち ホワ イト ペー ス を 守る た め 、 ガン キャ ノン で 出撃 する 。 役 に カイ は ミハル を 失っ た 悲し み を 心 の 奥底 に 収め 
tT カイ 。 載 い に 臨む コク ピッ ト の 中 で 、 カ イ は 亡き ミハル 本 ワイ トペ ベース 隊 の 一 員 と し て 戦争 を 終わ ら せ る た め 

容れ た に 向け て 自ら の 決意 を 語る の だ っ た に 戦う こと を 決意 し た の で ある , 


UGCgo7g.12.3o EE 
じゃ あさ 、 その 後 で 連邦 も 史 く か い ? セイ ラ さ ん 


ホワ イト ペー ス が 「 星 一 号 作戦 ] に 向け て ア ・ パ オ し シャ ア が セイ ラ 
ア ・ ク ー に 針路 を 取る 中 、 カ イ は 戦い に 臨む 選 あり 、 その こと か り の 関係 を 薄々 感じ て いた の だ 
仲間 た ち に 吐 紅 し て いた 。 無能 な 地球 連邦 の 高官 ろう 。 カイ は 自分 ドワイト ペー ス 隊 を いい よう に 利 
て 死ぬ の は 御免 だ と 吐き 捨て る カイ を 論 す 。 用 する 地球 連邦 軍 上 層 部 へ の 不信 感 を 、 ジ オン 公 
イ ・ ヤ シマ が 敵 は ザビ 家 そ の も の だ と 語る , 国軍 の エー ス と 繋が り が ある セイ ラ に 投げ 掛け る こと 
それ を 聞い た カイ は 、 セイ ラ ・ マ ス に 水 を 向け る で 、 仲 間 た ち を 試し た の か も し れ な い 。 その 洞察 力 と 

この と き の カイ が 、 ジオ ン ・ ダ イク ン の 忘れ 形見 と い 発想 の 鋭さ は 、 そ れ まで の 戦い に よっ て 鍛え られ て き 
う セ イラ の 素性 に 気付 いて いた か は 定か で な い 。 し か た カイ の 才覚 だ っ た と 言え る だ ろう . 


に 宛て た 金 境 を 回 収 し た の は カイ で 


MORE INFO! 
アム 口 に 対す る 感情 ミハル た ち へ の 心遣い 
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アン ナマ リー・ プ ルー ジュ ノ 千 坦 esa 
ジ クリ ュー た SE = ー し 


Annamarie Brougia Gilais Kreuger 


コス モ 貴 族 主 義 が 左右 し た 
ふた り の 士官 の 命運 2 


U.C.0123、 クロ スポ ー ン ・ バ パン ガー ド (CV) が フ < 
ロン ティ ア M に 侵攻 し 、 コ スモ ・ パ バビ ロニ ア 建 国 戦 
争 の 幕 が 開く <。 アン ナマ リー・ ブ ルー ジュ と ジレ ・ ク 4 a \ 
リュ ー ガ ー は コス モ 賃 族 主義 に 費 同 し た 土 官 で ある 。 \ ンー の 
し か し CV は 一 枚 着 で は な く 、 コ スモ 下 族 主義 は 計 ー 
刃 の 剣 だ と いう こと を 両者 は 身 を も っ て 示し た 。 同じ 
放 の 下 に 集い な が ら も 、 人 間 の 思惑 や 感情 の 機 科 
は 理想 と 志 を 容易 く 斉 切 る の で ある 。 
慎 察 隊 を 任 さ れる 若き 俊英 の アン ナマ リー だ が 、 
将来 を 棒 に 振っ て 連邦 軍 に 下 近 る 。 彼女 を 裏切り に 
務 り 立て た の は 、 半 細 な 結 と 才 等 感 だ っ た 。 一 方 , 
作戦 参 識 で ある ジレ は 総司 令 の 鉄 仮面 に 従い 虐殺 , 6 
に 加担 。 その 行い は 「 上 履 部 の 時 走 ] と 判断 れ 是 | げ 
浦 され る 。 高 涯 を 求め る コス モ 中 族 主 義 は 同胞 す 
斉史 に 裁き 結果 的 に CV を 揺るが す の で あっ た 。 ンジ 


コス で 仙 族 主 症 よ り 
も 雑 姫 とい う 直情 


代 仮 重 の 宮 天 な 右 | 
戦 と し て 曽 々 と 行動 

する ジレ で あっ た が 、 

バグ に よる 術 宝 は ザ 

ピー ネ に と っ て 許し 

難い 行為 と 晩 り 、 世 

清 の 対象 と な っ た 。 


_XM-06 
ダ ギ ー イ ルス 


人 の 人 用 MS。 同 

じ 作 の XN403 エビル 、 エ B s 
うと 小 導 給 6。 アン ナマ リー コーーー ェ 
の は 者 に 投 人 し た 


クロ スポ ー ン ・ パ ンカ ー ド の 
本 人 隊 、 炉 の 厨 議 の 析 探 
窟 。 部 下 の ア ン ナ マリ ー も 見 


ガン 
4M| NA 
NMA 


アン ナマ リー・ プ ルー 
アン ナマ リー は 、 コ スモ 貴族 主義 の 理 4 


た と も 言わ れる 
コス モ ・ パ ピロ ニア 建国 戦争 ! 
抜 挫 さ れる 。 そし て U.C.0123.03.16、 フ 
偵察 任務 を 完遂 し 、 制 
CV に お ける 立ち 位置 を 


それ は 娘 尋 が 感じ させ た こと な の か 真実 は 不明 だ が 
な く と も ザビ ー ネ は 、 ペ ラ タイ プ の 才能 と アイ 
ドル 性 を 感 【 と は 確か で ある 。 一 介 の バイ ロ 
ト で ある 自分 と ベラ の 差 に アン ナマ リー は 劣等 感 を 抱 
き 、 ザ ビー ネ に 対し て の 不満 が 濃 の 如く 薔 積 され 
「 成 り 上 が り の 私 が 、 ロ ナ 家 
] 爆 ぶ っ て いた 感情 は や が て 
は 感情 の 赴く まま CV を 裏切っ て し まう 
に 投降 し た 彼女 は 、 恋 情 と 既 知 が 入り 混じっ た まま ザ 


の で ある 。 人 類 の 9 割 を 
知っ て な お 、 鉄 仮面 に 協 
は 大 義 か 野心 か 不明 で ある が 、 計 画 を 推 
和博 な 意志 は 紛れ も な く 本 物 
こ は 総帥 で ある マイ 
て 進め られ 、CV の 中 
それ ゆえ ザビ ー 不審 を 抱か れ 
フロ ンティア 1 で 実験 され た 殺人 兵器 パグ の 投 
同胞 と し て の 信頼 関係 は 瞳 壊 する 。 虐殺 に 
嫌悪 を 抱い た ザビ ー ネ か ら 計画 を 追求 され る が 、 ジ レ は 
結果 、 CV で は な く 鉄 仮面 個 
香 
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ガン ダム タイ プ を 所 有 し た 
フリ ー デ ン 所 属 の MIS 乗 り 


アフ ター・ ウ ォ ー (A.W.) 0015 一 一 前 大 戦 の 傷 
徹 が 色 選 く 残 る 北米 大 陸 は 、 強 き 者 だ けが 生き 残る 
器 肉 強 食 の 世界 で あっ た 。 そん な 混 活 と し た 情勢 の 
中 、 母 と まだ 幼い 弟妹 の 生活 を 楽に させ よう と 、MS 
乗り と いう 危 陵 な 道 を 選ん だ 若者 が いる 。 フリ ー デ ン 
で ガロ ー ド ラン ら と 共に 戦っ た 、 ウ ィ ッ ツ ・ ス ー で あっ た 。 


424 


fr 
9 


ウィ ッ ツ は 、 一 家 の 大 黒 柱 で ある 父 を 早く に 亡くし i 3 依 ) 
て いた 。 長男 で あっ た ウィ ッ ツ は 、 家族 を 支え る た め LF と る 
に 危険 を 承知 で MS 乗り と な る こと を 決意 。 母 に は k | 6 
心配 を か け ま いと 、 そ の 決意 を 誰 に も 言わ ふま ま 家 を W ー 


飛び 出し た の で ある 。 その 後 、 ウ ィ ッ ツ は と ある パル 
チャ ー に 弟子 入り し 、MS の 操縦 技術 を 習得 。 バル 
チャ ー の リー ダー に 気に入ら れ た 彼 は 、 ガ ンダ ムタ イ 
プ の 一 種 、 ガ ンダ ム エ ア マス ター を 譲り 受け 、 フ リー 
の MS 乗り と し て 独立 し た の だ っ た 。 そし て ウィ ッ ツ は 、 
ジャ ミル ・ ニ ー ト を 艦長 と する バル チャ ー、 フ リー デン 
と 出会っ た の で ある 。 


ゅ (の 


GW-9800 
ガン ダム エア マス ター 
ガン ダム タイ プ の 一 種 で 、 か 


ME の よう G4 

ルム と な る ファ イタ ー モ ー ド へ 

の 変 才 が 可能 で あっ た 

GW-9800-B 

ルル タム r ア マス 2 タ ーー スト 

エメ クル 共和国 の 交 金 を 用 
スタ 


関連 ファ イル 


800 # 


Fat enevew 


LT 
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フリ ー デ ン に は 、 ガン ダム レオ パル ド を 所 有する ロア 
ビィ ・ ロ イ や 、 ガ ンダ ム X の パイ ロッ ト と な っ た ガロ ー ド ・ 
ラン な ど 個 性 的 な パイ ロッ ト た ち が 揃 っ て いた 。 家族 と 
離れ 、 フ リー の MS 乗り と し て 各地 を 転々 と し て いた ウィ ッ 
ツ に し て みれ ば 、 年 齢 も 近く 、 気 の 合う 者 も 多い フリ ー 
デン は 居心地 の 良い 場所 へ と 変わ っ て いっ た の で あ 
る 。 女性 プリ ッ ジ クル ー の ひと り 、 ト ニヤ ・ マ ー ム の 天 
真 煽 湯 な 人 柄 に 惹か れ て いっ た こと も 、 そ の 大 き な 理 
由 の ひと つ で あっ た 

その 後 ウ ィ ッ ツ は 、 フ リー デン と 正式 に 長期 契約 を 
結び 、 ニ ュー タイ プ を 巡る 複雑 な 戦乱 に 身 を 置く こと と 
な る 。 自ら の 家族 を 養う こと で 精いっぱい だ っ た 彼 は 、 
フォ ー ト セ バ ー ン 市 や エス タル ド 共 和 国 を 訪れ た こと で 、 
新た な 戦乱 が 迫る 地球 の 各地 の 『 現 実 」 に 触れ た の 
で ある 。 これ まで と は 規模 が 異な る 危険 な 戦い で ある 
の は 理解 し て いた が 、 ウ ィ ッ ツ が 逃げ 出す こと は な か っ 
た 。 新地 球 連邦 軍 が 再編 され 、 復 活 し た 宇宙 革命 軍 
と 新た な 軍事 衝突 一 第 8 次 宇宙 江 争 が 吉 発 し て も 、 彼 
は フリ ー デ ン の クル ー と し て 宇宙 へ と 上 が り 、 両 者 の 戦 
賠 に 介入 し た の で ある 。 それ は フリ ー デ ン と いう 新た な 
『「 家 」、 そ し て トニ ヤ と いう 大 切な 女性 を 得 た ウィ ッ ツ に 
と っ て 当然 の 行動 で あっ た 。 家族 を 想い 、 合 を 片 け て 
守る ろう と する 彼 の 姿勢 は 、 ど の よう な 戦乱 に 巻き 込ま れ 
て も 揺らぐ こと が な か っ た の で ある 。 


較 記 当り か ら 邊 まれ た 成長 | 

ウィ ッ ツ は 実家 に 残し て きた 家族 を 養う た め 、 危 険 な 

MS 乗り を 続け で いた 。 その 甲斐 あっ て ある 程度 の お 金 

(金塊 ) を 記 め る こと に 成功 し た ウィ ッ ツ は 、 休 由 を 取っ 

て 実家 に 里帰り する 。 皆 の 喜ぶ 顔 を 期待 し て いた ウィ ッ 

ツ だ が 、 家 族 か ら 予想 も し て いな か っ た 事実 を 知ら され 

る 。 ウィ ッ ツ に 内 緒 で 、 母 が 新た な 夫 を 迎え て いた の だ 。 

ショ ッ ク を 陽 し 切れ な い 彼 は さよ な ら の 言葉 すら 言え ず 、 
金塊 の み を 残し て 実家 を 立ち 去っ た の で ある 。 

だ が この こと が 、 家長 と し て の プレ ッ シ ャ ー か ら 彼 を 解 
き 放 ち 、 世界 の 現実 に 目 を 向け させ る 契機 と な っ た 。 た 
だ 例 を 積 ぐ た め の 戦 いと は 異な り 、 様 々 な 人 々 の 野 肛 
や 知り 、 絶望 が 混ざり 合っ た 戦い に 触れ た こと で 、 ウィ ッ 
ツ の 精神 的 な 成長 に 繋が っ た の で ある 。 その 中 で 家族 
へ の わだかまり も 捨て て いっ た ウィ ッ ツ は 、 第 8 次 宇宙 
戦争 終結 後 、 ト ニヤ と 共に 里帰り を し て いる 


。 能 カ EE 
ウィ ッ ツ の 所 有する ガン ダム エア マス ター は 、 旧 連 MORE INFO! 


邦 軍 の 決戦 兵器 と し て 投入 され た 機種 で あり 、 元 々 は 
ニュ ー タ イブ 専用 で あっ た 。 ウィ ッ ツ は ニュ ー タ イプ 能力 ウィ ッ ツ 


の 愛す る 家族 
て こそ 持た な か っ た が 、 MS 形態 と ファ イタ ー モ ー ド を 自在 Ag 恵まれ た 大 
に 使い こなし 、 そ の 人 性 能 を 最大 限 に 発揮 し た の で ある 。 
長年 フリ ー と し て 活躍 し て きた ウィ ッ ツ だ け に 、 そ の 操 継 


能力 は 一 流 と 言っ て も 過言 で は な か - 
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一 人 案 で 外 匠 次 
サン ク 


意 に 

キン グ ダ ム の 国 雪 元 着 。 外 
人 活動 中 、 マ リー メイ ア 軍 に 
拉致 され で し まう 。 
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條 は …… 條 は …… 
も う 誰 も 殺さ な い 


む 寺 ) 肖 仲間 た ちと の 連携 


多 庄 甘 え 知 ら ず の 戦闘 能力 
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a 24-16 
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タイ ガー バウ ム の 住人 。 演 


出身 サイ ド 3 


Residents of Tigerbaum 半 能 朗 洛 (スタ ン 7 で ハロ インプ チ た MS 枯 


閉塞 し た 中 立 コ ロニ ー に 暮らす 
独裁 者 と 被 支配 者 た ち 


サイ ド 3・24 パ ンチ 「 タ イカ ー バ ウム | 一 一 UC.0080 
年 代 来 の 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 期 に 、 中 立 の 観 
えた 密閉 型 コ ロニ ー で ある 。 旧 世 紀 の 
都 を 模 し 、 華やか な 装い を 見 せ た タ イガ ー 
パウ ム 。 し か し 、 そ の 裏 で は 住民 に 重税 を 課 し 、 払 
も する と いう 圧政 が 敷 か れ て い 
た コロ ニー 総監 と し て 支配 体制 の 頂点 
に 君 中 し た の が 、 ス タン パ ・ ハ ロイ で ある 。 だ が 
スタ ン パ の 統治 は 当然 の よう に 住民 の 反感 を 生 


し か し 、 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ の 来訪 
状況 に 変化 を 引き 起こ す の だ っ た 


で は 自ら の 屋敷 に ハー レム を 作 

道 を 外れ 
て 「 人 生 を 

つ は ほど で 、 ある 重 味 で は 非常 


信 スタ ン パ ・ ハ ロイ 


人 人 テラ 


関連 ファ イル 


箕 し い 管理 下 に 置き 、 目 に 留まっ た 女性 を 記 
tk \ー レ ム に 入れ る と いう 行為 に 手 を 築 
エ ゥ ー コ に 属す る ネェ ル ・ ア ー ガ 
J 獲物 に 過ぎ すず 
置 れ 込 も うと する 。 し か し 、 そ の 中 に ハマ ー ン 
が いた こと と 、 ジ ュ ド ー・ が ルー・ ル カ た ち 
取り 返 そう と 行動 を 起こ し スタ ン パ の 計画 を 
狂わ せ て いっ た 。 正体 を 明か し た ハマ ー ン に 共 順 の 姿 
勢 を 見 せる 一 方 で 、 自 ら の 欲望 の 赴く まま に ネェ ル ・ ア ー 
ガマ の 女 た ち に 執着 する スタ ン パ 。 その 結果 、 ラ サラ ・ 
追い や り 、 モ ンド ・ ア ガケ や ハマ 
モン ド の 手 に 掛か っ て 我 


イガ ー バ ウム の 3 
は 誘拐 され た 


か ら 捧 取 し た 財産 を 取り 戻 そう と し た 
年 代 の ジュ ドー た ち が 現 状 を 変え る た め [ 
外界 か ら 隔 絶 し た タイ ガー パウ ム も 


こと を 学ん で いく ルナ ン 。 や が て 


戦争 と は 無縁 で な 
ん で ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 手 を 貸し て いっ た ルナ ン 
は 、 危険 を 願 み ず ス タン パ に 立ち 向かい 、 そ の 圧政 を 
終わ ら せ る 一 助 と な っ た 。 そし て 、 自 分 

ガー バウ ム を 住み や すい コロ ニー に し て 

ドー に 装い 、 ネェ ル ・ ア ー カ ガマ を 見 送っ た の だ っ 


徐 を 見 当っ な 


24-18 


機動 戦士 ガン ダム 00 


PERSONAL PROFILE 
沙 慈 ・ ク ロス ロー ド 
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PROFILE 


際 17 歳 


unknown 


他人 事 で あっ た 
少年 に と っ て の 「 戦 争 」 


世界 三 大 勢力 た る 「 ユ ニオ ン ] [AEU』 [人類 革 
新 連盟 」 は 軌道 エレ ベー ター を 建造 。 大 陽光 発電 シ 
ステ ム を 実現 し た 。 これ に より 人 類 は エネ ルギー 問 
題 を 解消 し た が その 思 恵 は 平等 で は な く 、 新 た な 争 
い の 火 種 を 生ん だ と も 言え る 。 そし て 西暦 2307 年 、 
依然 と し て 人 類 は 「 戦 争 ] を 手放さ な か っ た 。 

沙 栗 ・ ク ロス ロー ド に と っ て 、「 戦 争 」 は どこ か 別 
の 世界 の 出来 事 で あっ た 。 し か し 、 ソ レス タル ビー イ 
ング (CB) の 僅 場 に よっ て 、 平 穏 だ っ た 沙 灯 の 日 常 
は 終わ り を 告げ る 。 世界 の 変 薬 は 、 同 時 に 彼 の 身 
の 周り に も 影響 を 及ぼ し て いく 。 唯一 の 肉親 で ある 
姉 、 絹 江 ・ ク ロス ロー ド を 失い 、 恋 人 で ある ルイ ス ・ 
ハレ ヴィ は 心身 に 傷 を 負い 疎 吉 と な っ て し まう 。 そう 
いっ た 出来 事 が 、 沙 圭 に 「 戦 争 ] は 身近 な も の で あ 
る と いう 現実 を 否応 な し に 自覚 させ た の で ある 。 平 
和 な 日 常 を 事 受 し て きた 沙 走 に と っ て 、 それ は まさ し く 
「 世 界 ] が 変わ る 出来 事 で あっ た 。 

CB と ば 知ら ず 、 着 


郵 -F・ イ E イ た 知 
り 全う 沙 相 。「 武 カ 


| を 手 と 共に 宇 宇 持 


[CB は 僕たち を 孝 っ て くれ た の に 、 戦争 な ん が 
孝 う 依ら 財 争 も 引き 紀 こ す CB の 行動 に 対し 
直さ せ て いる だ け だ と - 武力 分 入 を 理 定 す る 光電 


関連 ファ イル 
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本 動 埋 ガン ダ 


PERSONAL PROFILE WW| m02 snr38h 


戦い を 止め させ る 
戦い を 引き 起こ し て いる 
そん な の お か し いよ 


経済 特区 ・ 日 本 に 住む 沙 療 は 、 宇 宙 工 学 を 学ぶ 学 
生 で ある 。 両親 と 死別 し 、 唯 一 の 肉親 で ある 姉 と 生活 
し て いる こと 以外 は 普通 の 人 物 で あっ た 。 西暦 2307 
年 、CB に よる 突然 の 武力 介入 宣言 は 、 ご く 普通 の 日 
常 を 送っ て いた 沙 癌 の 運命 を 大 きく 変え る 

CB が 語る 矛盾 を 務 ん だ 理念 に 、 世 間 と 同様 に 沙 慈 
も また 異 味 を 惹か れ 、 彼ら の 行動 を 注視 する よう に な る 
戦争 根絶 の た め に 武力 を 用 いる と いう CB の 言動 に 偽り 
は な く 、 世 界 は 彼ら の 介入 を 受け る 。 その 結果 、 リ アル 
IRA の 活動 凍結 宣言 を 皮切り に 、 世 界 の 紛争 は 表向き 
に は 減っ て いく 。 その 中 で 沙 閑 は CB に 命 を 孝 わ れ て 感 
琶 する 一 方 、 人 争い の 火種 と な る CB の 行動 に 対し 納得 
で き な い で いた 。 世界 が 変わ っ て いく こと を 感じ 、 命 の 
危機 に 遣い な が ら も 、 平 和 な 世界 で 生 : た 沙 菊 に 

て 、 戦 争 は 未だ 遠い 世界 の 出来 事 で あっ た 。 し か し 
チー ム ・ ト リ ニ テ ィ の 攻撃 に よっ て 恋人 の ルイ ス が 家族 
と 左手 を 失う 。 身近 な 人 物 が 戦争 の 租 牧 と な と 
に 衝撃 を 受け る 沙 束 は 、 さ ら な る 計 報 に 見 舞 わ れる 
CB を 追う 姉 が 和 殺さ れ 、 沙 不 は 戦争 の 現実 に 直面 。「 戦 
争 」 は 他人 事 で は な いこ と に 、 よ う や く 気 付く の で あっ た 


メデ ィ ア を 通し て CB の 活動 を 見 聞き し て いた 沙 慈 だ 
が 、 低 軌道 ステ ーション で の 実習 時 、CB と 遭遇 する 。 
沙 友 の いた ブロ ッ ク が ステ ーション か ら 切 り 離 され て 地 
球 の 重力 に 引か れ て し まい 、 救 助 は 絶望 的 で あっ た 。 そ 
れ を 助け た の が ガン ダム で ある 。 CB 側 に と っ て イレ ギュ 
ラー な 出来 事 で あっ た も の の 、 人 命 救助 を 行う CB の 一 
面 を 沙 栽 は 我が身 で 体験 し た 。 一 方 で 、 モ ラリ ア に 武 旋 
介入 し て 戦争 を 起こ す CB に 対し 、 選 界 を 混乱 させ る だ 
考え る 。 以降 も CB の 活動 を 第 三 者 と し 
起 だ が 、 ほど な く 当事者 と な る 。 チー ム ・ ト ! 
に より 民間 人 が 攻撃 され 、 そ の 中 に ルイ ス が 居 た の で あ 
る 。 さら に 姉 は CB を 追っ て いた が た め に 命 を 失う 。 戦争 
の 現実 を 目の当たり に し た 沙 感 は 、CB の せい で 大 切な 
日 常 を 失っ た の で ある 。 そし て 西暦 2312 年 、 宇 宙 開 発 
[いて いた 沙 閑 は 、 再び 「CB」 と 出会う 


| 

沙 超 の 父 は 名 を 馳せ た フリ ー ジ ャ ー ナ リス ト で あり 

姉 は その 志 を 継い で JNN の 報道 記者 と な っ て いる 。 沙 
超 も また 家族 の 血 を 受け 継い で いる よう で 、CB が 歴史 
の 表 舞 台 に 登場 し て か ら ず っ と 、 彼 ら の 行動 を 注視 し 
て いた 。 それ は CB が 「 紛 争 の 根絶 を 理念 に 掲げ な が 
ら も その 手段 に 武力 行使 を 知 さ な いと いう 矛盾 し た 考 
え を 体現 し て いた か ら で あ る 。 姉 も また 記者 生命 を 懸け 
CB を 追っ て お り 、 血 は 人 争 え な い 姉 弟 と 言え よう 


ye F・ セ イエ イ 


HB の 基 力 介入 の 結果 、 舞 別 絆 Mn 
口 な ど 起 きる は ず も な い 国 家 さ え 無 妹 で 
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和紀 w ュ ザラ 


Athrun Zala 


ザフト へ の 不信 を 募ら せ 
オー プ へ と 復帰 し た MIS パ イロ ッ ト 


対 フ リー ダム ガン ダム 戦 で の 敗北 一 一 FAITH 
(フェ イス ) と いう 肩書 き を 持ち な が ら キ ラ ・ ヤ マト に 対 
し て 不覚 を 取っ た こと は 、 ア スラ ル バ で の 立 
場 を 悪く し て いっ た 。 その こと は アス ラン を 再び 苦悩 
へ と 陥れ 、 ザ フト に 身 を 置く と いう 自身 の 決断 に すら 
括 問 を 持つ よう に な る 。 その 後 、 デ ュ ラ ンダ ル が ど ち 
ちの 勢力 に も 属さ な い ア ー ク エン ジェ ル を 敵 と 認定 し 、 
その 撃破 を 指示 し た こと に 、 ア スラ ン は 強く 反発 。 だ 
が 、 そ の 意向 は 黙殺 に 近い 形 で 無視 され る の だ っ た 。 

さら に アス ラン の ザフト へ の 不信 を 決定 的 と する 
事態 が ア ・ キ ャ ン ペ ベル の 口 か ら 伝え られ る 。 デュ 
ラン ダル と レイ ・ ザ ・ パ レル が 、 ア スラ ン の 暗殺 に つ 
いて 話し 合っ て いた と いう の だ 。 身 の 危 険 を 感じ た ア 
スラ ン は 、 当 時 ミネ ル バ が 停泊 し て いた ジブ ラル タル 
基地 か ら の 脱出 を 決意 。 逃亡 に 協力 し て くれ た メイ リ 
ン ・ ホ ー ク と 共に 、 グ フイ グ ナ イ テ ッ ド を 奪取 し て 基 
地 を 脱出 し た の だ っ た 。 


億 デュ ラン ダル が アー クエ ン 


生 | 
ム ガ ンダ ム が 芋 研 され た 
こと で 、 アス ラン は 後 へ の 
不 和 を 至 め た の だ っ た = 


避 せ て 応 盛 促 鐘 趣 SY 立 N ヤ ャ 
で 送 党 rr [部 局 」S そ きぐ NEt 


Z6MF-2000 

グフ イグナイテッド 

アス ラン が ジブ ラル タル 基地 

脱出 の 畠 に 用 いた グフ イグ ナ 

イ テ ボ の 倒産 機 , 必 股 
を 持 


Z6MF-X19A 
レフ イオ ジャ ステ 


分 浮 も 可能 な MS 去 
生 補 中 林 民 人 


ム -01」 を 装備 する 


銃 で 解決 で きる こと な ん て 、 
本 当 は 伺 ひ と つない ん だ ! 


シン の デス ティ ニー ガン ダム に グフ イグ ナイ テッ ド を 撃 
墜 され た アス ラン だ が 、 地 球 軍 に スパ イ と し て 潜入 し て い 
た レ ド ニ ル ・ キ サカ に メイ リン と 共に 救出 され 、 九 死に 一 
生 を 得 た 。 その 後 ア ー ク エン ジェ ル に 運ば れ 、 懸 命 な 手 
当て に よっ て 意 議 を 回 復 し た アス ラン は 、 オ ー ブ 代 表 へ 
の 復帰 を 目指 し て いた カガリ や 、 シ ン と の 交 紅 で 灯 害 さ 
れ た は ず の キラ と 再会 。 ふた り が 己 の 「 正義] を 信じ 戦 
い 続け る 姿 を 見 た アス ラン は 、 彼 ら を サポ ー ト する た め 
痛む 身体 を 押し て アー クエ ンジ ェ ル の ブリ ッ ジ に 入る 。 ロ 
ゴス の リー ダー、 ロ ー ド ・ ジ ブリ ー ル の 確保 を 名 目 と し て 
オー ブ に 侵略 を 仕掛 けた ザフト に 対し 、 ア スラ ン は 反攻 
を 決断 。 ラク ス ・ ク ライ ン が 宇宙 か ら 持ち 帰っ た 新型 機 
イン フィ ニッ ト ジ ャ ステ ィ ス ガン ダム で 出撃 する の だ っ た 

オー ブ 本 土 の 防衛 戦 に 参加 以後 、 ア スラ ン は オー ブ 
の 軍属 と な り 、 宇 宙 で 勃発 し た ザフト と の 最終 決戦 「 メ 
サイ ア 攻 防戦 」 に も 参加 する 。 戦闘 の 結果 、 今 回 の 
戦乱 を 拡大 させ た 張本人 で ある デュ ラン ダル は 死亡 
彼 が 考案 し た 遺伝 子 に よる 人 類 管理 政策 「 デ ステ ィ 
ニー プラ ン 」 の 導入 は 防 が れ た の だ 己 の 中 に ある 
「 正 義 」 の 揺らぎ か ら ザフト と オー プ を 行き 来 し 、 多 く の 
苦悩 を 抱え た アス ラン 。 だ が 、 そ の 苦し みや 矛盾 の 中 
か ら 人 類 に と っ て 最善 の 策 を 選び 取 ろ うと も が き 続け た 
彼 の 行動 が 、 結 果 的 に 人 類 を 破滅 か 救う 大 き な 力 と 
も また 事実 な の で ある 。 


シン を 救 うた め の 行動 


オー ブ の 所 属 に な っ て か ら も 、 ア スラ ン は ミネ ル バ に 
所 属す る パイ ロッ ト 、 シ ン の こと を 気 に 掛け て いた 。 シ 
ン は デュ ラン ダル の 巧み な 話術 に よっ て 操 ら れ 、「 デ ス 
ティ ニー プラ ン ] 導入 の 駒 と し て 扱わ れ て いた の で ある , 
アス ラン は シン の 才能 を 買っ て いた が 、 力 を 過信 し 、 自 
惚れ て いく 彼 を 危険 と も 感じ て いた 。 オー ブ で の 防衛 
戦 以 後 も 、 ア スラ ン は シン の 前 に 競 度 と な く 立 ち は だ か 
り 、 戦 闘 を 止め る よう に 説得 を 続け た の で ある 。 だ が 
FAITH と し て 厚遇 され 、 デ ュ ラ ンダ ル と 運命 共同 体 で 
あっ た レイ に 信頼 を 置い て いた シン は 、「 デ ステ ィ ニ ー プ 
ラン ] 発表 後 も デュ ラン ダル へ の 心酔 を 止め な か っ た 
ザフト と の 最終 決戦 と な っ た メサ イア 攻防 戦 で も 説得 を 
行っ た が 、 結 果 的 に これ を 拒否 され た た め 、 デ ステ ィ ニ ー 
ガン ダム を 行動 不能 に 追い 込む 。 ア スラ ン は シン を 戦 
場 か ら 生還 させ る た め 、 その 力 を 使っ た の で ある 。 


記名 用 注い を 振り 切っ た アス ラン の 実力 


キラ の フリ ー ダ ム に セイ バー を 撃破 され る な ど 、 ア スラ 
ン は 本 戦乱 で 敗北 を 戻す る こと も 多かっ た 。 それ は 戦う こ 
と に 迷い が あっ た か ら で あ る 。 だ が 、 オ ー ブ に 転身 し 、 対 
デュ ラン ダル の 雪 勢 を 明確 に し て か ら は 、 本 来 の 実力 を 
十 二 分 に 発揮 。 メサ イア 攻防 戦 で は 、 シ ン の デス ティ ニー 
を 破壊 、 さら に ミネ ル パ バ も 高 沈 させ る な ど 、 ザ フト を 事実 上 
の 壊 減 状 態 に まで 追い 込ん で いる , 


オー プ 居 放 ほ 、 キ ラ に 企 っ て 「 不 条 」 の 戦い を 行っ た 
SED] き 持つ 徒 の 高い 実力 と 言え よう 


EE 
念 や わだかまり を | 


MORE INFO! 
カガリ と の 関係 


カ ガ り と 強い 絆 


に 行動 し で いた | 
帰 、 そ ー プ 代表 へ の 復 旭 と いっ た 重大 な 決断 
の 中 で . 物 理 的 な 閥 見 だ け で な く 、 重 神 的 な 四 難 も 問い て し 

た の で ある 。 カガリ へ の 信頼 は 不変 で あっ た が 、 彼女 が 代 夫 


机 を 任 先 する 決 落 を 行う と も オー ブ 
ヾ イロ ント と し て の 任 季 を 億 先 す る 。 それ は 、 以 前 の よ 
な パー トナ ー 関 係 の 解消 を 意味 し で いた の だ っ た 


メイ リン ・ ホ ー ク 劇 
1 アメ ダート を 生 朗 し た 
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PERSDNAL PROFILE RA (8) mr02 sr 09 


PROFILE 


ハイ ネ ・ ヴ ェ ス テン フル ス 内 


Heine Westenfl 


パイ ロッ ト の 和 を 取り 持っ た 
ザフト の FAITH 


CE.73.10.2、L4・ プ ラン ト の アー モリ ー ワ ン で 
起き た 新型 機 の 強 奏 を 皮切り に 、 地 球 連合 と ザフト 
は 再び 戦争 に 突入 。 強圧 され た 新型 機 を 追っ て い 
た ザフト の 新鋭 巧 ミ ネル バ は 、 最 新鋭 機 と 赤 服 を 拘 
える 一 大 戦力 と し て 戦争 の 渦中 に 身 を 投じ た 。 その 
ネル パ 所 属 の シン ・ ア スカ と 復 
折り 合い が 悪く 、 パイ ロッ ト た 
つ だ っ た と いう 。 そこ に 補充 
要員 と し て 配属 さっ れ た パイ ロッ ト が 、 特 務 隊 (FAITH) 
の ハイ ネ ・ ヴ ェ ス テン フル ス で あっ た 

ミネ ル バ パ の パイ ロッ ト 同 士 に 距離 感 を 感じ た ハイ ネ 
は 、 お 互い に 名 前 で 呼び 合う こと を 提案 する 。 気 さ 
くに 振る 舞う ハイ ネ の 融 度 は アス ラン と シン た ちの 間 
に あっ た 壁 を 取り 払い 、 パ イロ ッ ト 同 士 の 繋がり を 深 
め た 。 だ が 、 ハ イネ は フリ ー ダ ム の 戦闘 介入 が 原因 
で 命 を 落と す 。 その こと が 再び アス ラン と シン と の 則 
に 壁 を 作っ て し まう の だ 


仁 ら な い 情 の 人 斉 征 で 
生 任 早々 ミネ ル バ の パイ 
ロト た ちの 中 に 清 込 


CHARACTER その 人 格 


格 


RELATIONS 


ず 起 ん で いた 符 に 。 ハイ ネ は 
助言 を な えた 。 


ザク と は 違う ん だ よ ! 
ザク と は !! 


前 大 寺 の 英雄 で ある フリ ー ダ ム と アー クエ . ル 。 
彼ら が ザフト と 地球 連合 軍 の 戦闘 に 介入 し た 最初 の 戦 
場 が 、 ダ ー ダ ネル ス 海 峡 で ある 。 この 介入 に より 戦場 
は 混乱 を 来たし 、 本 来 で あれ は 死な ず と も よかっ た 者 が 
命 を 落と し た 。 その 犠牲 者 の ひと り が ハイ ネ で あっ た 。 

FAITH で ある ハイ ネ は 、 指 揮 系 統 に 縛ら れ な い 特権 

で 、 藩 長 で ある 

そし て ハイ ネ を 含め た 3 人 

も の FAITH が 同じ 艦 に 集う こと と な る 。 その 指揮 系 統 
の 混乱 を 危 己 し 、 ギ ル / ラン ダル 議長 の 考え 
何 か 思惑 が ある と 悟り 、 兵 


ル パ の パイ ロッ ト 間 で は アス ラ : 
ひと つ も の の 、 ハ イネ の 合流 で パイ ロッ ト 間 の 仲 


間 意 識 は 良い 方 に 進展 し 、 ア スラ ン と シン の 人 間 関係 
っ て いく 。 し か し 、 ハ イネ の 存在 で うま 
| 係 は 、 彼 を 失う こと で 元 に 戻っ て し まう 。 


は 解消 に 向 


配属 され た ハイ ネ の 最初 で 最後 の 戦場 が 
ダー ダネ ルス 海峡 と な 戦力 で 劣る ザフト で あっ た 
が 、 戦場 は 予想 だ に し な か っ た 方 向 へ と 向かう 。 オー ブ 
の 首長 カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ が 停戦 を 呼び 掛け る も の 
の オー ブ 軍 は 戦 開 を 止め ず 、 両 軍 に 対す る フリ ー ダ ム 
の 介入 が 始ま っ た の で ある 。 ハ イネ も また フリ ー ダ ム に 
戦闘 力 を 削 が れ 、 命 を 失う 契機 と な っ て し まう 。 


ドキ 四 FAITH と し て の 活 忠 


前 大 戦 、 C.E.71 に お ける 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 
畔 は 嫌 鹿 を 極め る 戦闘 <。 その 戦い を 生き 抜い た 
ひと りこ そ 、 当 時 ホー キン ス 隊 に 所 属し て いた ハイ ネ で あ 
る 。 この 時 の 功績 に より FAITH に 任命 され 、CE.73 で 
は 重 本 部 に 所 属 。 そし て 地球 連合 軍 と ザフト の 開戦 時 、 
地球 連合 田 の プラ ント へ の 村 攻 撃 、 フ ォ ックス ノッ ト ・ ノ 
ペン パー で は 本 土 の 防 衛 戦 に 参加 し 、 大 き な 功 績 を 残 
し で て いる 。 その 後 、 デ ィ オ キア 基地 へ 向かう デュ ラン ダル 
の 護衛 と し て 地球 へ と 降り 立ち 、 そ の まま ミネ ル バ へ 配 
属 と な っ た 。 間もなく 、 ス エズ に 侵攻 する 地球 連合 宣 と 
援軍 の オー プ 軍 を 阻止 する た め 、 ミ ネル / さ は ダー ダネ ル 
ス 海 峡 へ と 向かい 両 軍 は 激突 。 突如 と し て 介入 し た フ 
リー ダム に 戦場 は 混乱 し 、 乗じ て 動き 出し た 地球 連合 軍 
に 合わ せ て 出撃 し た ハイ ネ だ が 、 帰還 は 叶わ な か っ た 。 


te ETE 


功績 を 認め られ た ハイ ネ は 、FAITH と し て 耳 じ な い 
パイ ロッ ト 能 力 を 備え て いた 。 MS 操縦 の 技量 も さる こと 
な が ら 、 ハイ ネ の 真価 は 、 その コミ ュ ニ ケー ショ ン 態 力 に 
あっ た と も 言え る 。 気さく で 明る い 人 柄 は 少々 の 不 協 和 
音 も 吹き 飛ば し 、 パ イロ ッ ト 間 の 潤滑 油 で あり ムー ド メ ー 

の 振る 舞い は 、 チ ー ム の 連帯 成 を 深め た 。 そ 
ダル に 評価 され て 護衛 を 任 され 、 ひ いて は 
期待 を 掛け る ミネ ル バ へ と 配属 され た 理由 で あろ う 。 


+ 
克 吉 の 存在 し な い ザフト 5 し く 、 パイ ロッ ト に 上 下 は な く 名 前 で 呼び 全う べき と 
し た イネ 。 その こと ザ チ ー ム ワー ク を 靖 め る こと に つなが っ た = 


デュ ラン ダル と ミネ ル パ ク 
工 に 立ち 登っ た ハイ ネ は 、 
尋 る 罰 給 と. 利益 の た め 
を 生業 と きえ る ロゴ ス の 存 
いて 半 味 療 く 聞き 入っ て 


プ と の 埋 い に 送 台 する 
ハイ ネ は や 情 


MORE INFO! 


沙 戦 と 店 われ た 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 で 間 功 を 浴 
こ 任命 され た だ け あ り 、 ハ イネ の MS 操 縮 技術 は 突 
5 に 裏表 の な い 人 本 や 面倒 見 の 良さ か ら 、 厚 
られ て いた よう だ 。 その 証 が オレ ンジ ショ ル ダ ー 
で ある 。 ハイ ネ の 死後 に 彼 を 幕 う 書 た ち が 百 機 の 一 部 を ハイ 
ネ の パー ソナ ルカ ラー で 柴 め 、 彼 と の 絆 の 証 と し て いた 


ザク ウォ ー リ ア (オレ ンジ ショ ル ダ ー 仕 様 ) 


細 妙 な 正座 夏 が あっ た が 、「 パ イロ ント は みん 


え が 、 仲間 同 士 の 首 問 替 を 解消 し た 


グフ イグ ナイ テッ ボ の 性 能 を 分 
に 発 提 し 。 ガ イア ガン ダム に 

て 互角 以上 に 椅 り 含 う ハ イネ 。 し 
か し 、 そ の 多面 は フリ ー ダ ム の 相 
杜 を 受け で 旅 れ 去っ た 


ZGMF-1001 
則 ザク ファ ント ム 
地球 連 全 軍 の フォ ックス ノ = ト 
バー に 落し 、 プ タン ト 乱 圧 の た 


ZGMF-X2000 

グフ イグ ナイ テッ ド 
テ ェ ラ ンダ ル を 議 生 し 
いた ハイ ネ が 以降 の 旧 織 に 
ダネ ルス 導 母 の 笠 龍 で 失わ れ て いる 


し た ハイ ネ が 辻 栓 と し WJ け 


機動 戦士 ガン ダム F91 


[| mg02 mM 


フロ ンティア の 民間 人 ① 府 swsas… 記 


ET 


出身 フロ ン 


Citizens in the Fronteer IV 


厳し い 逃 避 行 を 強い られ た 
フロ ンティア IV の 学生 た ち 


全 ドワイト ・ カ ムリ 


25-17 


フロ ンティア 総合 学園 ハイ スク ー ル の 生徒 会 長 を 務 
め る 普通 科 3 年 生 で 、 地 球 連邦 宇宙 軍 フ ロン ティ ア ・ 
サイ ド 駐 留 箇 の 副 を 又 に 持つ 。 小心 な 面 が あり 
一 時 は コス モ ・ パ バビロニア に 投降 する こと も 考え た 


フロ ンティア 総合 学園 ハイ スク ー ル 普通 科 の 1 年 生 
で 、 父 親 は 地球 連邦 軍 の 情報 局員 。 派手 な 外見 と 軽 
薄 そ うな 言動 と は 対照 的 に 、 優し い 性 格 で 責任 感 が 強 
く 、 共に 避難 し た 幼い 子供 た ちの 面倒 を 見 た . 


フロ ンティア 総合 学園 ハイ スク ー ル 工学 部 電子 科 の 
2 年 生 。 考え つい た こと を 即座 に 行動 に 移す 積極 的 な 
少年 で 、 戦闘 に も 進ん で 参加 し た 。 ガン ダム F91 に も 乗 
ろう と し た が 、 先走り を 危 慣 し た シー ブッ ク に 止め られ た 


フロ ンティア 総合 学園 の 普通 科 に 通う 2 年 生 で 、 お | 
と り と し た 言動 と は 裏腹 に 、 危 険 な こと に も 率先 し て 当 
た る 行動 力 の 持ち 主 だ スペ ー ス ・ ア ー ク で も 整 
備 や 対空 銃座 の 砲手 な ど 、 様々 な 仕事 を 務め た 


学年 上 の シー ブッ ク と は 親友 同士 だ っ た 。 軍 や 兵器 に 
詳し く 、 戦 うこ と に も 抵抗 が な か っ た 。 し か し 、 ロ イ 戦 争 
博物 館 で ロイ ・ ユ ング を 手伝い 、 戦闘 で 命 を 落と す 


枝幸 を 試み 
RA 


答 カ で の 書 
平和 が 大 い 掃 し て 


の 書 器 を 全備 


た フロ ンティア 総合 学園 は 


か っ た と いう ) 。 CV の 凍 撃 が あっ た 当日 は 
て の 学園 祭 が 行わ れ て いた 
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機動 戦士 ガン ダム O00 


PERSONAL PROFILE TE 1 
ミレ イナ ・ ヴ ァ ス ティ 


Mileina Vashti 江 


両親 と 同じ 道 を 選ん だ 
組織 生ま れ の 少女 


ソレ スタ ルピー イン グ (CB) で は 、 そ の 秘 | 
匿 性 ゆえ に 組織 内 で 生ま れ た 子供 は 組織 N ソ 
リ / / 


内 で 育て られ る こと が 通例 で ある 。 両親 が 
第 二 世 代 ガ ンダ ム の マイ スタ ー で あっ た と いう 
フェ ルト ・ グ レイ ス が そう で あり 、 技術 者 の イア ン ・ 
ヴァ ステ ィ と リン ダ ・ ヴ ァ ス ティ を 両親 に 持つ ミレ 
イナ ・ ヴ ァ ス ティ も また 例外 で は な い 。 

組織 で 育っ た ミレ イナ は 両親 と 同じ 道 を 歩む 。 
すなわち 、 CB と し て の 過酷 な 戦い に 身 を 投じ た の で 
ある 。 誤 力 介入 開始 時 の フェ ルト と 同様 に 14 歳 の 
身 で あり な が ら 、 彼 女 は プトレマイオス 2 の 戦況 オペ 
レー ター 兼 メカ ニッ ク と し て CB の 活動 に 参加 。 ガン 
ダム マイ スタ ー を 支え る こと を 選ん だ 。 し か し ミレ イナ 
自身 に 悲壮 感 は 全く な く 、 その 無邪気 な 明る さ が プ ト 
レ マ イ オス 2 に お いて 救い と な っ て いた こと は 起 像 に 
難く な い 。 ミレ イナ は 技術 的 に も 精神 的 に も 、 グルー 
を 助け て いた 立 投 者 と 言え る 。 
ヌカ ラ キャ - 季 ・ プ リエ 
HMA て TARTU 
か プティ ズム 孝 出 の 
ミッ ショ ンプ ウン を 見 
て ミレ イチ ほ 『 大 能 


で すう) と 押下 に 放 を 
上 る 。 


モリ 大 二 委 に 
オレ マイ オス 2 も 槍 
人 し 機 に 際 $。 そ 
1 で 食事 と 拓 い 

た ミレ イナ は 生 直 に 
音 び 、 イ アン は 給 を 
能 天 気 と 先 れ た 


プトレマイオス 2 
プトレマイオス の 柏 編 上 


タル ビー ジグ 青 紹 符 


vc a : 


PERSONAL PROFILE 


西 礎 2312 年 、 一 度 壊 減 に 追い 込ま れ で いた CB は 
淡 し い 戦 い を 強い られ で いた 。 ヴェ ー ダ と いう 組織 の 要 
で も ある 量子 演算 コン ビュ ー タ を 奪わ れ た CB に と っ て 、 
以前 の よう な 活動 は も は や 聞 し い 状 況 下 だ っ た の で あ 
る 。 それ で も ミレ イナ は 、 両親 と 同じ CB と し て の 道 を 歩む 
こと を 望ん だ 。 た だ 、 彼 女 は 悲 杜 な 管 情 を 持っ て プ ト レ 
マイ オス 2 に 乗り 込ん だ わけ で は な い 。 ミレ イナ は 父 の イ 
アン に 「 能 天気 」 と 評 さ れる ほど マイ ペー ス で あり 、 年 相 
応 の 少女 で あっ た 。 特に 恋愛 ご と に は 異 味 津 々 で 、 事 
ある ご と に 「 乙 女 の 勘 ] を 働か せ て 恋人 関係 を 尋ね 、 場 
を 騒が せ て いた 。 そん な ミレ イナ の た わい の な い セ リフ や 
挙動 に 、 クル ー は 彰 や され て いた の だ ろう 。 ミレ イナ は 覚 
悟 を 持っ て CB に 大 加 レ し な が ら も 陰 は 全く な く 、 そ の 素直 
な 明る さ は 以前 の CB に は な い 変化 を も た らし た 。 彼女 
が も た らし た 前 向き な 姿 こそ 新生 CB が 変わ っ た 証 だ と 
言え る 。 実際 、 ア ロウ ズ と その 背後 に いる イノ ベイ ド た ち 
と の 戦闘 は 拓 烈 を 極め 、 戦い は 以前 に も 増し て 幅 し い 
状況 だ っ た 。 ミレ イナ は その 状況 の 中 で も 変わ ら ず 明る 
く 振る 舞い 、 プ トレ マイ オス 2 の ムー ド メ ー カ ー と し て の 役 
割 を 自然 と 担っ て いた の で ある 。 また 、 両 親 斉 り の メカ 
ニッ ク 能 力 は 、 少 数 で 切り 盛り する プトレマイオス 2 を 際 
な が ら 支 え 、 父 イ アン の 代わ り も 立派 に 還 た し て いた 。 ミ 
レイ ナ の 存在 は 実務 と 雰囲気 の 両面 こ に おい て 、 プ トレ 
マイ オス 2 に な く て は な ら な いも の と な っ て いた の で ある 。 


足跡 加 g 町 当 


西暦 2307 年 、 国 連 軍 の 攻撃 で 壊 減 的 な 被害 を 受 
けた CB は 、 ひ っ そり と 再起 の 時 を 府 っ て いた 。 組織 内 
で 育て られ で いた ミレ イナ は 、 そ の 間 に 必 要 な 知識 を 身 
に 付け 、 CB の 一 員 と し て 相応 し く 成長 を 層 げ て いた 。 

畔 況 オペ レー ター と し て 、 新た に 建造 され た プ ト レ マ 
イナ オス 2 に 乗り 込ん だ ミレ イナ は 、 西 暦 2312 年 、 独 自 
に 行動 し て いた 利 邪 ・F・ セ イエ イ と 出会う 。 彼 と の 合 
流 を 機 に 、 新生 CB は 本 格 的 な 行動 を 開始 。 ミレ イナ も 
ブリッジ ク ルー と し て だ け で な く 、 両 親 調 り の メカ ニッ ク と 
し て の 能力 を 駆使 し 、 困難 な ミッ ショ ン に 立ち 向かう 。 

ヴェ ー ダ の バッ クア ッ プ が な い CB に と っ て 、 ア ロウ ズ 
と の 戦闘 は 常に 被害 を 伴う も の と な る 。 その た め 整 備 や 
修理 は 以前 の 武力 介入 時 以上 に 欠か せな い 状況 と な 
り 、 メ カニ ッ ク と し て も 動け る ミレ イナ が イア ン 不 在 の 際 
の 切り 札 と な り 、 ティ エリ ア ・ ア ー デ に 頼り に され て いた 。 


_ 能 カ EE TE 


CB は 優秀 な 人 材 が 集まっ て お り 、 組 織 に 所 属す る 
者 同士 の 子供 は 極め て 優秀 な 遺伝 子 を 持っ て 生ま れ 
る こと が 多い 。 ミレ イナ も また 、 父 に イア ン 、 母 に リン ダ 
と いう メカ ニッ ク に 秀 で た 両親 を 持ち 、 優 れ た 才能 を 受 
け 継 いで いる 。 替 彼 は フェ ルト と 共に プトレマイオス 2 の 
戦況 オペ レー ター を 務め る ミレ イナ だ が 、 エ ンジ ニア と し 
て の 才能 を 両 前 か ら 受 け 継い で お り 、 プ トレ マイ オス 2 
で は イア ン と 共に ガン ダム の 整備 を 担っ た 。 

= に こ マ レー 


ん だ 道 | 


きま 9 i Tr I 
て の 枝 重 も 備え て お り . 胡 代 メカ の カレ ル に 奏 示 し て 革 偽 修理 も 行う 。 


m02 sm 


ミレ イナ の 両親 


アスティ 
全休 


a Mt 25-20 


セイ ラ ・ マ ス 


Sayla Mass 


道 を 違え た 見 に 嘆く 
ジ ォ ン ・ ダ イク ン の 遺児 
年 戦争 


杖 況 た と 


仲間 に も 減 多 を 流す 場面 が 見 ち れ た 


記 】 | | 


26-13 


_R | mM2 smwM7/p 


PROFILE 

年 齢 17 角 
1 
ET 
出身 
折尾 


EF.S.F. 


FF-X7Bst 


ャ ブロ ー 基 地 で 対面 し た シャ ア に 軍 を 難 れ る よう 起 
告 され な が ら も 、 セイ ラ は 宇宙 へ と 上 が る ホワ イト ペー ス 
に 留まり 続け た 。 自分 た ち が す で に 抜け 出せ る よう な 状 
況 に な か . と 、 兄 に よる ザビ 家 へ の 復讐 を 止め た 
いと いう 想い が あっ た た めで ある 。 折り し も 、 ホ ワイ トペ ー 
軍 と 合流 する た め テ キサ ス ・ コ ロニ ー に 立ち 寄 
り リ 、 セ イラ は 偵察 に 赴 い た コロ ニー 内 で シャ ア と 再会 す 
る 。 そこ で セイ ラ は 、 シャア の 目的 が 復讐 か ら ニュ ー タ イ 
プ の た め の 世 作り に 変わ っ て いる こと を 知る 。 その 独善 
的 な 理想 に 危 慣 を 抱く マセ イラ だ っ た が 、 過 去 を 捨て た 兄 
か ら 決 別 を 告げ られ 、 ひと り 涙する の だ っ た 

一 方 、 戦 い は 終局 に 至り 、 ホ ワイ トペ 
オア ・ ク ー 圭 に 臨む 。 その 戦い で セイ ラ は 、 再 び 見 の 
変 を 求め て 要塞 内 へ と 分 け 入 いく 。 そこ で 彼女 は 
生身 で アム ロ ・ レ イ を 葬 ろ うと する シャ ア と 対 財 す る , 
体制 に 利用 され る ニュ ー タ イプ と し て の アム ロロ を 芳 険 視 
する シャ ア と 、 ア ムロ の 争い を 止め よう と する セイ ラ 。 [ 
か し 、 セ イラ の 言葉 は まっ た く シ ャ ア に は 届か ず 、 シ ャ ア 
は 戦い を 忘れ ろ と 言い 残し て セイ ラ の 前 か ら 姿 を 消す の 
だ っ た 。 導 度 か の 兄 と の 別れ に 絶望 し た セイ ラ は 、 自 
分 の 生き 延び る 意味 を 見 失い か ける が 、 ア ムロ の 声 
導 か れ て ア ・ バ オア ・ ク ー か ら の 脱出 を 果たす 。 そし て 
アム ロ の 帰還 を 迎え た と き 、 セイ ラ の 一 年 戦争 も 終わ り 
を 迎え た の で ある , 


較 寺 】 パイ ロト と し て の 働き | 


レビ ル 和 将軍 派 の 地球 連邦 定 上層 
適性 を 認め られ 、 オ デ ッ サ 戦 の 最 中 に コ 
の パイ ロッ ト を 任せ られ た セイ ラ は 、 戦 い を 
裏腹 に 出撃 を 重ね る ご と に 技量 を 高め 
ロー 江 の の ち に 宇宙 へ て か ら も 
ス の 数 少な い パ イロ ッ ト 要 員 と し て 主要 な 戦闘 の すべ て 
に 参加 し て いる 。 だ が 、 その 戦果 は 、 共 に 戦っ た アム ロ 
や カイ ッ シ デン に 比べ て 目立つ も の で は な か っ た 。 た だ し 
キャ メル ・ パ トロ ー ル 能 隊 と の 交 較 や ア ・ バ オア ・ ク 
戦 に お いて MS を 撃 騰 する な ど 、 埋 脱 機 乗り と し て 充分 
な 戦果 を 残し て いる 。 し か し 最後 に は 、 ア ・ バ オア ・ ク ー 
戦 の 最 中 に 被弾 し て 要 宣 表面 へ の 不時着 を 余儀 な くさ 
れ 、 機 体 を 放棄 する こと と な っ た 。 それ で も 、 常 に 激戦 
に 身 を 讃 いた ホワ イト ペー ス に あっ て 、 セイ ラ の 働き が 重 
要 な 役割 を 担っ て いた こと は 間違い な い だ ろ う , 


ス は ア ・ バ 


除 だ と 給 す の だ っ た 


[ 衝 2 分 林 央 に 見 せ た ニ ュー タイ プ の 刻 鱗 | 
前 述 の よう に 、 セイ ラ は パイ ロッ ト と し て 優れ た 資質 を MORE INFO! 


持っ て いた (一 説 に は 、 後 年 に カイ が その 才能 を 高く 評 
価 し た と 言わ れる ) 。 その 一 方 で 、 マ チル ダ ・ ア ら 
が 期待 し た ニュ ー タ イプ の 垂 質 に つい て は 兆候 が あ - 
た と 言え る 程度 で 、 ア ムロ ほど の 能力 の 顕在 は 示さ な 
か っ た 。 し か し 、 戦争 終盤 に は 英 の 気配 を 察知 する な 
ど 、 ニュ ー タ イブ 能力 の 片鱗 を 見 せ て いる 


セイ ラ は 幼い 頃 か ら 宛 を 慕っ て いた が 、 シ ャ ア を 名 乗る 兄 
と 再会 し た の ち は 、 考 え を 異 に する よう に な っ た 
オン ・ ダ イク ン が 提唱 し た ニュ ー タ イブ 論 を 
と 感じ た セイ ラ は 、 シャ ア を 鬼子 ] と ま 
よい と まで 語っ で いる 。 それ で も 
事実 で . 決別 に 強い ショ ッ ク を 破 ( 


セイ ラ ほ アム 
タイ プ を 時 め 
間 アデ を 頁 め た シャ アゲ 
オー ルド タイ プ や それ に F す 
る ニュ ー タ イプ を 神 除 する 選 
な 新 に 、 層 和紀 志 


ター を 押 a 
ア の 気配 を 坪 じ 取り 


Way ラ ィ ネー 26-14 


機動 戦士 ガン ダム 


PERSONAL PROFILE [R02 ar26n 


PROFILE 


マッ ド ・ ア ング 


Mad Angler Corps 


信 カラ ハ 


関連 ファ イル 


MSM03 ゴ 


ペル ファ スト に 不法 落 住 する 
軸 克 の 少女 。 芝 と は を 挟 
107 


コク リー 


4 | mg02 sm2 世 


機動 戦士 ガン ダム 


LM 本 02 serr DTA 


出身 41 


Camion Party な 


オイ ・ ニ ュ ン ダグ 


カミ オン 


りー ミ リティ ア の 矯 上 上 語 が 
午 用 し た 大 吾 の 給 天 用 ドレー 
ラー、 V ガ ンダ ム の パー ツ 運 
ながら 、 ヨー ロー 技 封 す 


リー 攻略 埋 に で て 大戦 す る 。 


VO1.37 男 
Votr3e 


PERSONAL PROFILE 
エス テル ・ チ ャ パリ 


ネス ・ ハ ッ シ ャ ー 


タッ プ フ ・ サ ロモ ン 


スト ライ カー・ イ ー グ ル 


26-19 


PERSONAL PROFILE 
アレ ン ビ ー・ ビ アズ リー 


Alenbie Biazurie 


年 鯉 17 歳 
所 属 
ET 
出身 ネオ 


技能 軍隊 式 格 膨 術 、 ゲ ー ム 


unknown 


PERSONAL PROFILE > RE D2 sm ll 


中 時 | へ の な 放 と レイ ン へ の 和 


RE INFO! A TA ATR 


ンダ ム フ ァ イト スタ ッ フ の 中 で 主 大 的 
ベル イマ ン 人情 士 と ホル ベイ ン 少 1 

団 の ガン ダム ファ イト 総 橋 責 侍 考 

上 を 馬 わ な か っ た 。 ベル イマ ン 


| モン に 計 め られ た 確か な 容 | 


を Wah 重用 
* 


na 26-20 


(sea) mM2 sm ll 


ナナ イ ・ ミ ゲル a 


Nanai Mingeru 生化 午 指 、 事 務 全 
の 
7 aa 

公私 に お いで シャ ア を 支え た | | 半 

ネオ ・ ジ ォ ン の 戦術 党 4 

二 二 次 4 キン 戦 加 、 い わ ゆ の 反 ( > 

& 大 張る | 


/ 


| A | 
4 ト 
パ 


N 


| \ \ 


9 


1 
し 2 


オン は スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ 
ム 口 は シャ ア と 再会 を 乗 

は 「 人 額 の 重 浦 」 と いう 大 
> ロ と 尋 護 を 決する こと こそ が 


す 出来 事 か : 

義 名 分 を 揚げ な が ら も 
本 心 な の だ と ナナ イ は 値 3 
FDO TAR iS 


る こと を 知り つつ 、 憶 に 庄 
る こ だ ナナ イ 。 し か し 、 ひ と り 取 けり 鐵 ま れる の で は 
を いか と いう 不安 せ 撤 い 去れ な か っ た 。 そし て 、 シャア 
ララ ァ を 相 起 を な せる ク ェ ス の 存在 が 、 ナ ナイ の 不安 に 拍 
埋 を 持 け る 。 その 予 只 は 的 中 し 、 作 雷 が 進行 する 
れ ジ シャ ア は 次 筑 に "ムロ と の 対決 胡 勢 を 強め て いき 、 夫 
球 か ろ 爺 れる アク シズ も ろ と も シャ ア は 雪女 道 と な ま 

ムロ と の 決 若江 拘っ た シャ ア は 、 最 入 き で ナナ イ の 
こと を 馴 み る こと は な か っ た の で ある 。 前 い 人 の 中 に 自分 
が 民 が し ご と を 知り つつ も 炒 に 大 る こと を 憧 ん だ ナナ イ パ 
が 、 それ すら も 時 むず 。 ひと り 取 けり 到 され て し ま 


チ ナナ イ の 名 が 広く 知ら れる よう に な っ た の は 「 シ ャ ア の 
反乱 」 に お いて で あろ う 。 それ まで の 彼女 の 符 麻 は 不 鮭 
明 だ が 、 裁 疹 な 入 生 を 刻ん で いた と いう 引 が ある 

10 大 前 扶 の ナナ イ は フラ ナガ ン 機 描 の 彼 験 者 で あ 
た いう 、 一 年 埋 争 後 、 机 雪が サビ 齋 十 湖 の 末 い を 
笑 け られ た こと で 家族 と も ども 人 瞬 艇 な 弓 石 頁 査 収 紫 晶 務 
に 8 られ 。 父 を 失っ て いる 。 U で.0082、 ジ ォ > ン 失 和 國 k 
謀っ た ナナ イ は 、 フ ラナ ガン 機 関 に お ける 同 号 の 好 び 竹 
け に 応え 、 地 下 活動 を 行 テッ オ ン 狼 立 同 暇 に 参加 

が ハイ スケ ー ル に 粘 い な が ら ッ イプ の 研究 に 補 
王 し た 。 U で 0083.03、 ア クシ ズ の 使者 ハマ か 

の 一 行 で あっ た シャ ア と ジオ ン 独 立 同 陳 と し て 讃 
ニュ ー タ イブ の 情報 を 代 出 し て いる 。 その 後 、 夫 球 較 郊 
の オー ガス タ 研 究 所 に 擬 寺 者 と し て 所 還 す る が 
タイ プ に 関す る 知識 の 溢 さ を 認め られ 、 研究 者 と し て 
され た 。 グリ プス 財 役 入 の COOB ほ 8、 ナナ イ は オー ガス 
タ 全 究 所 の 回 億 の 一 髪 と 共 | ャ ー ン の ネオ ・ ジ オ 
マー ン の 死後 た 経 歳 は 央 境 す る が 、 ナナ イ の 
所 業 す る 胡 究 六 は 閉 類 され ず 辺 境 で 全 究 は 続け られ た 
で し て り COO9O 年 代 、 直 胡豆 備 を 進め る シャ ア と 再会 
し ナナ イ は 徐 に 惑 か れ 、 研究 長 び て の 枠 を 越え て 太 
が ずる よう に な っ て いく 。 シャア の 友和 に あい て は 公私 
だ (に シャ ア の パー トナ ー と し て 総 織 の 中 核 を 成 し た 


_ 能 カ 本 | 


誠 初 な ニュ ー タ イプ 能力 の 研究 者 と し て 才 党 を 氷 
て いた ナナ イ 。 だ が シャ ア に 事務 能力 も 見 出さ れ 、 共 
板 紅 作り に 力 を 注い で いる 。 趣 然 と し て の 貴 季 に 集中 
ば ャ ア の 仙 揚 を 成ら す た め 事務 能力 
衝 交 を 発 種 。 ナナ イ は 党 す る 人 移 の 期待 に 応え 、 科 
編 春 か 経理 な ど 生 震 に 凍っ て 組織 の 性 台 志 と な る 


ネオ ・ ジ オン 軍 の 高官 た ち 


ホル スト ・ ハ ー ネ ス 


カイ ザ ス -M・ バ パイ ヤー 


機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 


PERSONAL PROFILE 
レズ ン ・ シ ュ ナ イダ ー 


Rezin Schnyder 


ジン 四 て 


ネオ ・ ジ オン の 支柱 と な っ た 
女性 エー スパ イロ ッ ト 


シャ ア ・ ア ズ ナ ブル が 有 異 し た ネオ ・ ジ オン は 
様々 な 反 地 球 連 邦 紹 織 を 規 合 ( 言っ て し まえ ば 
反 地 球 運 邦 連 動い う 共 通 項 に よっ て 疫 ぎ 止め られ 
『 り 合い 所 副 だ っ た 。 それ を ひと つ に まとめ た の が 
ア と いう 強力 な カリ スマ だ っ た が 、 そ の 一 方 で 地 
球 連 邦 軍 と の 街 突 に 備え 、 寄せ 集め の 実戦 部 隊 の 
福 と な る 存在 も 必要 と な っ た 。 その 役割 を 果たし た の 
が 、 レ ズン ・ シ ュ ナ イダ ー で ある , 

レズ ン は U.C 0093 の シャ ア の 反乱 ] 当 時 、 ネ オ ・ 
ジオ ン 軍 に 乏 を 置い て いた 女性 パイ ロッ ト で 、 ネ オ 
ジオ ン 参 加 以 前 の 経歴 に つい て は 明 ら で 
な い 。 た だ 、 ネオ ・ ジ オン の 中 で も 群 を 抜く 実力 の 持 
ち 主 で 、 パ イロ ッ ト 技能 と 同時 に 部 隊 指 揮 の 才能 も 


伴 せ 持っ て いた こと は 確か で ある 。 その カ 重 を 託 め ら 
れ 、 旗 態 し ウル ー ラ の ギラ テー ド ー ガ 隊 隊 藤 を 務め た レ 
ズン は 、 ネ オ ・ ジ オン の 中 杯 を 成す 人 物 の ひと り と し 


関連 ファ イル 


M 
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U.C.0093.02.27、 地 球 連邦 政府 に 室 載 布告 し た 
ネオ ・ ジ オン は 、3 月 初め に は 地球 寒冷 化 作戦 の 第 一 
段 花 に あたる ラサ へ の 5th ル ナ 落 と し を 実行 に 移し た 
レズ ン は ネオ ・ ジ オン の パイ ロッ ト と し て 作戦 に 参加 し 
続く て ロンド ・ ペ ル 際 へ の 陽動 攻撃 で も 隊 | 頭 拍 探 を 執る 
こと に な る 。 その 戦闘 で は 、 アム ロ ・ レ イ の 参 協 に よっ 
て 後退 する まで ロン ド ・ ペ ベル を 所 弄 し 、 英 MS 部 議 を 突 
破 し て ラー・ カ イラ ム に 肉薄 する ほど の 働き を 見 せ た 。 
きら に 、 ネ オ ・ ジ オン が 地球 連邦 軍 へ の 投 財 を 装っ で 
アク シス の 容 取 を に 困 に は 、 仏 凌 北 隊 の 一 攻 と し 
て ルナ ツー の 制圧 に 参加 し て いる 。 そこ で も 、 ル ナツ ー 
の 宇島 攻 隊 を 前 に し て 「 あ た し だ け で 捕 除 し て や る 」 と 
棄 語 し 、 その 言葉 に 見 合う だ け の 戦果 を 末 し て いる , 
その 材 、 ル ナツ ウー 制圧 艇 隊 は アク シズ に 先行 し て い 
た シャ ア の レ ウ ル ー ラ に 合流 し 、 レ ズン は 地球 へ の アク 
シズ 落と し を 友 目 し よう と する ロン ド ・ ベ リ 撃 を 仁 
掛け た 。 アク シズ へ の 攻撃 で 手薄 と な っ “ペル 
態 隊 の 足 を 止め る べく 、 ラ ー・ カ イラ ム を 強 肌 す る レズ ン 
し か し 、 倒 散 か ら の 対空 交 火 の 直撃 を 昼 け て 機体 は 爆 
前 し 、 レズ ン は 命 を 落と すこ と に な る 。 それ は 、 チェ ーー・ 
ア ギ が 失 え て いた サイ コフレ ー ム の 力 に よる も の だ っ た 
の か も し れ な い 。 本 率 で あれ ば 昔 威 と と る は ず も な い 対 
空 和 火 に 撃 接 され る と いう 事 能 に 彼 憶 する レズ ン の 言 
甘 は 、 糧 光 と 共に 刻 空 へ と 消え た の だ 


ZEISS 


レズ ンー は 腕利き の オー ルド タイ プ ・ パ イロ ッ ト で ある が 
故に 、 ニ ュー タイ プ や 強化 人 間 に 嫌 村 感 を 抱い た 。 そ 
れ は ば 味方 の ギュ ネイ ・ ガ ス や ク ェ ス ・ エ ア (パラ ヤ ) に 誤 
し て も 同じ で あり 、 ふ た り を 小 庭 に する よう な 言動 も 
見 せ て いる 。 また 、2 度 目 の ロ ンド ・ ベ ル 態 議 と の 交 織 
中 に も 、 ニ ュー タイ プ や 強化 人 間 だ ろう と 埋 場 で 実績 を 
挙げ られ な けれ ば 食味 は な いと いう 主 提 の 言葉 を 口 に し 
で いた 。 だ が 、 そ れ ら は ニュ ー タ イプ 能力 を 持た な い 自 
分 の コン プレ ックス の 埋 近 し と も 受け 取れ る 。 さら に 、 レ 
ズン を 撃 遼 し た 際 の チェ ー ン は ニュ ー タ イプ 芽 力 の 療 介 
と な る サイ コ ・ フ レー ム を 所 持 し て お り 、 レ ズン も 撃 樽 
再 前 に 得体 の 知れ を い 力 に 気圧 され る 感覚 を 破け て い 
た 。 レズ ン の 合 を 究 っ た も の が ニュ ー タ イブ の 力 だ っ た と 
する な ら ば 、 そ れ は ニュ ー タ イブ に 所 雑 な 感情 を 抱い て 


いた 彼女 に と っ て は 度 肉 を 結果 だ っ た と 言え る だ ろう 。 
た 実力 
MORE INFO! 
・ ジ オン の 中 で も 屈指 の エー スパ イロ ッ 
2 es SE レ ウ ル ー ラ は レズ ン が 指揮 する ギラ ・ ド ー ガ 血 隊 を 述 了 する ネオ ・ 
ト で ソナ ルカ ラー を 誠 め られ た 数 少な い 者 の ひと オン 研 隊 の 放 短 で 、 シ ャ ア の 産業 艇 で も あっ た 。 艇 長 は ライ ル 
り だ っ た 。 事実 、 そ の 栄 状 に 進め 温 定 能力 を 誠 り 、 ナイ が 同業 する こと も 多かっ た 


地球 連邦 軍 の 最 精 鐘 で ある ロン ド ・ ペ ル の MS 部 隊 を 
圧倒 する カカ を 示し た 。 一 方 で 、 軍 人 と し て の 型 に は まっ 
た タイ プ で は な く 、 戦場 に 出れ ば 者 放 に 動く きら い が 年 に は ネオ ・ ジ オン 表 沈 の 「 袖 付き } に よっ て 運用 され た が 。、 ラ イル 
あ - それ で も 、 実 力 に よっ て 周囲 を 納得 させ 、 自 由 を は じ め と する 当時 の クル ー は 残っ て いな か っ た と 見 られ る , 

な 言動 を 話 め させ て いた と 見 られ る 。 


自 員 報 こそ が MS 級 箇 の 本 束 と きえ る 本 向 が め り . 仁 作 困 に は 
し た 。 一 方 で . そ の 機 谷 に 環 の 対 放 を 誕 ろ うと する 技 叶 全 の さま も 
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ウッ ソ ・ エ ヴィ ン 編 
Case of Uso Ewin 


ヴィ ン は 巻き 込ま 
言葉 は 、 未来 を 担う 世代 の 可 


ザン スカ ー ル 戦争 に 才覚 を が し た 少 
あり の まま の 感情 が 紡い だ 


U.C.0153、 地 球 の 不法 居住 区 ポイ ント ・ カ サレ ウッ ソ は 否応 な く 戦 い に 差 き 込 まれ 、 リ ガ ・ ミ リティ 

ら す 少年 ウッ ソン は 、 リ ガ ・ ミ リティ ア と ザン ス アア の 大 人 た ち に 期待 され も る が まま に V ガ ンダ ム の パイ 
カー ル 帝 国軍 (ベス パ ) の 争い に 巻き 込ま れる 。 成り 。 ロッ ト と な っ た 。 天性 の 才能 を て MS を 探り 、 大 
行き で ベス パ の MS を 傘 っ たこ と が きっ か け で 、 リ ガ ・ 人 た ちの 想像 を 超え て いく ウッ ソ だ っ た が 、 戦 い へ の 

ィ ア の カミ オン 隊 と 行動 を 共に し た ウッ ソ は 、 ヴィ た は ず は な い 。 それ で も 、 生き延び よう 
クト リー (V) ガン ダム に 乗っ て クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー の 結果 と し て 優れ た セン ス を 示し て いっ 
ゾロ と 対 財 する 。 その 中 で ウッ ソン は 、 戦 関 の 恐怖 を 振 た 。 クロ ノ ク ル と の 戦闘 で ウッ ソ の 口 か ら 出 た 言葉 も 
り 払う か の よう に 叫ぶ の だ っ た 入 怖 に 抗 お うと する 心 の 表れ だ っ た と 言え る 


状況 で 
うと 栓 時 暫 を 漠 
ri 


地球 ・ ヨ ー ロ ッ パ 


戦い を 嫌っ て カサ レ リ ア に 戻っ た シャ クティ ・ カ リン 成り 行き で リガ ・ ミ リティ ア に 参加 し て か ら の 短い 間 
心配 し 、 カミ オン 隊 を 離れ た ウッ ソ 。 し か し 、 その 途中 ウッ ソ は 戦争 の 非 現実 性 を 嫌 と いう ほど 目撃 し た 
遺骨 し シャ クティ を 追っ て カミ オン 隊 を 離れ た の も 、 そ の 状況 
る 。 それ まで の 体験 に 埋没 し て し まう 自分 を 恐れ た た めで ある 。 し か し 、 一 度 
泥沼 か ら 抜け 出 は 関わ っ た 人 た ちの 危機 を 捨て 置け ず 、 自 分 た ち が 生 
の 如 問 を 見 き 残 る た め に 人 を 殺す こと の 矛盾 を 抱え た まま 戦場 に 
戻っ た 。 そし て 、 自 ら の 意思 に 反し て 戦い の 渦中 に 身 
を 投じ て いっ た の で ある 


状況 に 流さ れる まま に 戦場 へ 
で 戦争 の 異常 性 を 思い 知り な が ら 
せ ず に も が く ウ ッ ソ は 
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ucolsaosoe 一 縮 


カテ ジ ナ さん お か し いよ 、 お か し いで す よ ! 


ジ ナ は 、 戦 い の 中 
ウッ ソ の 前 か ら 姿 を 消し た 。 し か し 
で 再 3 
パ の パイ ロッ ト と な り 、 ウ ッ ソ の 瑞 と し て 立ち は だ か - 
た 。 カテ ジ ナ の 変 培 に 戸 自 う ウッ ソ は 、 涙 な が ら 
情 を 爆発 させ る 0 


メリ ア ・ コ ロニ 


U.C.0153.06.01 


Mi 


死 を 目 沿 す 


| 


ベス パ に よる 地球 クリ 

ミゲル を 亡くし た ウッ ソ は . 
れ た 東 の 間 の 休息 に も 
中 、 協定 を 無視 し た ドゥ カ 


ソ が MS に 乗っ て 昔 っ た 理由 の ひと つ は 、 東 贅 
く ウ ー イ ッ グ で ベス パ の 空 査 に 唱 
ロ ノ クル に 連れ 去ら れ ナ を 数 うた め だ っ た 。 し か 
の 恋 募 の 情 は 一 方 通 f 
カテ ジ ナ は 、 マ リア 主義 に 傾倒 する ペ ス わし ささ え 感 じ て い た 。 そ 
巻き 込む リガ ・ ミ リティ ア の 大 
テ ジ ナ を マリ ア 主 義 に 走ら せ 
ソ に は 到底 理解 で き な か っ た の 


この と き の ウ 


北海 洋上 


死ん で いく の が 当たり 前 だ と し て も 、 僕 に 人 を 恨む 
復讐 する 心 を 忘れ る こと な ん て で きる ん だ ろう か …… 


ン 作 


戦 の 最 中 に 周 


休戦 協定 の 締結 で 得 ら 
み を 払え ず に いた . 
・ イ ク が 3 


A Er 自分 自身 の 感情 に 思い を 巡ら す の だ っ た 


U.C.0153.06.23 


生き 物 は 親 を 越え る も の で す 
親 は 子 を 産ん で 死ん で いく も の な ん で す ! | 


ザ 


協 


われ 
i 


の 上 で 


スカ 


す 


た カテ ジ 

カテ ジ ナ に 対す る ウッ ソ 
に 過ぎ ず 、 当 の カテ 
) 情 や 子供 を 戦い に 
た ち へ の 反発 が 、 カ 


ナ は 類 


そん な 
洋上 で ホワ イ 
ク を 衣 撃 し 、 ウ ッ ソ た ち は 鯨 の 骨 が 打ち 寄せ られ 
た 小島 へ の 退避 を 人 1 
ソン は 小島 の 光景 に 生き 物 の 死 を 実感 し 


リガ ・ ミ リティ ア に 参加 し て 戦い 続け 、 仲間 た ちの 死 
に 様 を 間近 に 見 て きた ウッ プ に と っ て も 、 母 親 の 死 は 
ショ ッ ク だ っ た 母 を 死に 追い や っ た ベス / と 戦 
いそ の も の に 対 と 恨み を 抱く 己 れ を 自覚 
いた の で ある 。 朽ち た 鯨 の 骨 が 積み 重なる 光景 は 
ん な ウッ ソ に 生 と 死 と いう 当たり 前 の 摂理 を 思い 起こ さ 
せ た 。 戦争 と いう 異常 な 状況 下 で の 母 の 死 は 、 ウ ッ ソ 
に 葛藤 を 強い て いた の だ 


48 話 


ル 帝 国 の 宰相 フォ ン セ ・ カ ガチ は 、 休戦 
り 裏 で エン ジェ ル ・ ハ イロ ッ ゥ に よ 
汰 を 画策 し た 
は 、 その 作 協 を 昭 
の 中 棒 を 担っ て 激戦 に 身 を 
ャ クティ を 救う た め に エン 
侵入 し た ウッ ソ は 、 カ : 
ウッ ソ は カ ガ チ に 対し て 尊 と 子 の 真理 を 


球 人 類 の 油 


地球 連邦 軍 と 協力 し た リガ ・ ミ リティ ア 
く 態 隊 を 動か し 、 ウッ ソ も 戦力 


そん な 中 、 四 


ンジ ェ ル ・ ハ イロ ゥ の 中 
と 遺 遇 する ご 


説き 、 手 段 を 


ェ ル ・ バ ハイ ロウ ゥ 周辺 空域 


クロ ノ ク ル と 死 上 
ソ は カテ ジ ナ を 迷わ せ て 


げ る ウッ ソ 。 その 中 
と 追い や っ た ク 
クロ ノ ク ル は 自ら の 境 

激しい 敵意 を 
る まま に 力 を 振る う 
憎しみ に 囚われ た ク 


謎 っ た カ ガ チ を 綱 絢 す る の だ っ た 
ウッ ソ は ザン スカ ー ル 戦争 の 中 で 、 常 に 大 人 た ちの 
想像 を 越え る セン ス を 発 探し 続け た 。 それ は 、 戦い を 招 


いた 古い 世代 に 、 ウッ ソ が 示し た 新しい 世代 の 可能 性 
で あ える 。 そし て 、 ウッ ソ が カ ガ チ に 投げ 掛け た 
言葉 は 戦い の 中 で 導き 出し た 結論 で あ 


り 、 人 疾 を 幼子 の 眠り へ と 誘う エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ は 
それ に 背く 存在 だ っ た の で ある , 


か つて は ウッ ソ も 母 を 死な せ た 戦 い に 対 する 憎しみ 
仲間 た ちや 新しい 命 を 守る と いう 
意思 の ら の 息 念 を 捨て 、 戦い を 終わ ら せ る 決意 
を 固め た 。 その ウッ ソ に と っ て 、 憎 醒 に 駆 ら れ て 戦う ク 
ロ ノ クル は 討た な けれ ば な ら な い 英 で あり 、 彼 を その よ 
けた カテ ジ ナ も また 、 倒 すべ き 相手 だ っ た 。 自 
) 道 を 歩ん だ ふた り と の 対決 は 、 ウ ッ ソ 


way 
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アン ドリ ュー・ バ ルト フェ ルド 議 。 


Andorew Waldferd 


キラ に 戦争 の 厳し さき を 教え た 
ザフト の 有 能 な 指揮 官 Mi 


ザフト は 、 柱 動力 の 運用 を 阻止 する ニュ ー ト ロン 
ジャ マー の 降下 と 共に MS 部 隊 を 投入 し 、 地 球 の 一 
部 分 を 占領 する こと に 成功 し て いた 。 その 占領 地 の 


ひと つ 、 ア フリ カ 地 方 の 北部 を 任 さ れ て いた 指揮 官 
が 、「 夏 漠 の 虎 ] と の 異名 を 持つ アン ドリ ュー・ バ ル 
ト フ ェ ル ド で ある 。 


バルト フェ ルド は 、 自 身 の 部 隊 バ ルト フェ ルド 隊 を 指 4 
揮 し 、 ア フリ カ 地方 を ザフト の 統治 下 に 置い て いた 。 そ / パ し ] 
の 高い 統率 力 は 、 同 地域 で 活動 する レジ スタ ンス 「 明 
け の 砂 漢 』 か ら も 恐れ られ て いた の で ある 。 C.E. ( コ ズ | 


リト フェ ルド は 、 スト ライ ク ガ ンダ ム 
の パイ ロッ ト 、 キラ ・ ヤ マト と 出会う 。 まだ 少年 で ある 彼 に ( 
と 敵 で な が ら 交流 を 持っ た パル ト フ ェ ルド は 、 止め 

る こと の で き な い 戦 争 の 不毛 さと 、 戦 わ ね ば な ら な い 

重 人 と し て の 使命 の 間 に 揺れ 動く の だ っ た 。 ( 
パル ト フ ェ ル ド 聞 際 長 と し 


て 、 ザ の 作 重 な 古寺 好 * 3 | 
で ある アフリ カ 地 方 を 死人 Py 』 


し よう と し た 。 人 通 的 な 家 
者 克 で せる 人 人物 だ が ゲ リ 
ラ 志 動 に 対し て は 伺 べ 対 
坦 た 


エー チン ・ ダ コメ タ な ど 浮 
下 み ら は 信 鍼 を 寄せ ち れ 
フェ ルド が アー 


関連 ファ イル 


信和 下 ニ アー クエ ンジ エル 他 否 ヘー SEEDGS07 
be2E 1 | 
FE PiwEw 
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バル ト フ ェ ルド は 、 圧 便 的 な 戦闘 能力 を 持ち な が ら も 
輔 神 面 k さき を 秘め る キラ に 若 か れ て いた 指 
揮 官 で ある 彼 は 軍人 と し て の 立場 を 優先 し 、 ス トラ イク 
と の 決戦 に 臨ん だ の で ある 。 その 戦い で バル ト フ ェ ルド 
は 、 急 達 に 砂 漢 で の 戦い に 順応 し ラ の 攻撃 を 受 
け 、 愛 機 ラ ゴ ゥ を 破壊 され て し まう の だ っ た 
この 敗北 に より 、 パ ルト フェ ルド と 共に ラ ゴ ゥ へ 搭乗 し 
て いた 恋人 の アイ シャ は 死亡 。 彼 自 身 も 、 左 腕 と 右足 を 
失っ て し まう 。 強い 可 失 膨 に 包ま れ た バル ト フ ェ ル ド で あ : 
た が 、 一 命 を 取り 留め た 奇跡 を 、 人 世界 の 変革 に 還元 し 
よう と する 。 彼 は 、 パリッ ク ・ ザ ラ の 下 、 ナチ ュ ラル 根絶 
に 令 き 始め た ザフト に 反発 し 苑 説 。 ダコ スタ や 部 下 を 引 
き 連 れ 、 穏 健 派 で あっ た 前 プラ ント 評議 会 議長 シー ゲ 
ル ・ ク ライ ン が 主 滞 す る クラ イン 派 に 合流 し た の だ っ た 
主戦 場 が 宇宙 へ 移る と 、 バ リト フェ ルド は 、 ラ クス ・ グ 
ライ ン と 共に ザフト の エタ ー ナ ル を 奪取 。 彼 は 艇 の 副 租 
長 と し て 、 ア ー ク エン ジェ ル 、 ク サナ ギ ら と 結成 し た 独立 
部 隊 に 合流 する の だ っ た 。 そこ で キラ と も 再会 し 、 同 志 
と し て 共闘 し た の で ある 。 キラ 戦 で の 敗北 か ら の 奇跡 的 
な 復活 を 契機 に 、 軍 人 と し て の 立場 を 脱し 、 自身 の や る 
べき こと を 見 定め た バル ト フ ェ ル ド 。 高い 実力 を 持つ 彼 の 
独立 部 隊 の 参加 は 、 戦 争 の 終結 に も 繋が っ た の で ある 


むす 当 ザフト へ の 疑念 と 離脱 の 決断 


「 血 の パレ ンタ イン 」 事件 な ど 、 こ れ ま で 地球 軍 ( ナ 
チュ ラル ) が 行っ て きた 数 々 の 暴挙 に 対し 、 コ ー デ ィ ネ 
イタ ー で ある バル ト フ ェ ル ド は 当然 の よう に 怒り を 覚え て 
いた 。 だ が 、 パ トリ ッ ク が 訴え た ナチ ュ ラ ル へ の 強硬 議 
と は 距離 を 讃 いて お り 、 ど ちら か と 言え ば 和平 的 な 解決 
を 目指 す シ ー ゲ ル の 考え に 賛同 し て いた の で ある 。 ま 
た 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー で あり な が ら 地 球 軍 に 参加 し て し 
た キラ と の 出会い と 敗北 を 経た こと は 、 バル ト フ ェ ル ド 
に 大 き な 転 機 を 与え た 。 彼 は 本 戦乱 の 不毛 さ を 改 め て 
感じ 、 ナ チュ ラル の 根絶 に 突き 進む パト リッ ク へ の 不信 
感 を さら に 強め た の で ある 。 以後 、 部 下 た ちと 共に 新た 
な 生き 方 を 模索 し た バル ト フ ェ ル ド は 、 シ ー ゲ ル 
が 組織 し た クラ イン 派 に 接近 し 、 独 立 部 隊 の 結成 に 関 
ザフト と 地球 軍 の 戦闘 を 食い 止 


上 多 叶 指 揮 人 官 / バイ ロッ ト と し て の 高い 実力 


パル ト フ ェ ル ド は 、 指 揮 官 と し て だ け で な く 、MS の パ 
イロ ッ ト と し て も 高い 実力 を 有 し て お り 、 そう し た 現場 主 
義 的 な 部 分 も 、 部 下 か ら 大 き な 信 頼 を 寄せ られ た 一 因 
と 言え る 。 また 、 キ ラ と の 交戦 後に は 身体 的 に 問題 を 
抱え エタ ー ナ ル の 副長 と し て その 指揮 能力 を 
発揮 。 実戦 経験 の 少な い ラ クス を サポ ー ト し 、 ザ フト の 
戦 第 ・ ヴ ェ サ リウ ス 撃 墜 な どの 埋 果 を 挙げ た 


> コッ と スト ライ ク は 甘 引 を 拉 SEED』 発動 し な キラ の 古家 
笛 合 か の 前 に 奴 れ て し まっ た 


バル ト フ ェ ルド は 


隊 で 現場 指 控 
派 の 活動 に 参 
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ロッ クオ ン ・ ス トラ トス me 


(ライ ル ・ デ ィ ラ ン デ ィ ) 
Lockon Stratos Lyle Dylandy) 


西暦 2312 年 の CB に 合流 し た 
新た な ガン ダム マイ スタ ー MS 5 
暦 2312 年 、 剃 那 ・F・ セ イエ イ が 合 : 
人 ィング (CB) の 拠点 と し て : 
始 し た プトレマイオス 2。 彼ら は 艦 の 体制 を 整え る ペ 
く 、 前 大 戦 で 死亡 し た ニー ル ・ デ ィ ラ ン デ ィ に 代わ る 
ガン ダム マイ スタ ー の 存在 を 欲し て いた 。 そこ 2 
の 矢 が 立っ た の が 、 ニ ー ル の 双子 の 弟 ラ イル ・ デ ィ 
ラン ディ で ある , 
ライ ル は 、 両 親 な ど が 死亡 し た KPSA の テロ に は | | 
巻き 込ま れず 、AEU 領 内 で 暮らし て いた 。 会 社員 と 
し て 働く 傍ら 、 0 旨 「 カ タロ ン | に 参加 し て お 


こと 、 そ し て 彼 が 4 年 前 | ご と 

て 知り 、 居 然 と する 。 彼 は 、 兄 の 後釜 と な る こと に 戸 
惑 い を 感じ な が ら も 、 カ タロ ン に CB の 情報 を 持ち 込 
お チャ ンス と 捉え 、 スカ ウト に 応じ た の た 


記 は | | 


立ち を 見 せる 析 
ル が 見 せ た 列 い 正義 王 と 通じ る も の が あっ た 。 


! の 面 昌 を 感じ 
戸惑う フェ ルト 
レイ ス に 対し 、 突 
る る 6 別人 
飛行 


ライ ル の 政子 の で 、 正 暦 
2307 年 の 戦い に CB の ガン 
ダム マイ スタ ー と し て 参加 。 
ムー ド メ ー カ ー と し て タル ー を 
引っ 張る が 、 国連 箇 と の 最終 
決戦 で 中 軍 に 枚 っ た 。 


俺 だ らち は 過 天 じゃ なく 
x 米 の だ め に 戦う ん だ 


和服 に スカウト 
は 、 カタ ロン と CB の 連携 を 
可 ん で プトレマイオス 2 に 合 
流 を 決意 。 アレ ル ヤ ・ ハ プ 
ティ ズム 幸作 電 が 初陣 と 


っ 。 上 な 締結 


TAR CB の 秘密 基地 か ら 合流 し た アニ ュー に 興味 を 折 い た ライ ル 。 恋仲 
と を 伝え 5 れる 。 そ を 5 に は そう 時 間 は か か ら な か っ た > 


ライ ル は 反り 
を 聞 し 切れ ず 鉱 を る 向 け 
ド ネ ー ム で 活動 。 カタ ロン の 基地 だ が 、 引き 鉄 を 引く 
| が アロ ウメ に 詳 当 れ た 際 は 、 こと は で き な か っ た 。 
に 必 え て いる 。 1 y 


閉 猛 な 戦闘 い 
合い 、 ア ルケ ー ガ ンダ ム を 破壊 。 さら 上 出し アル ケー カン ダム を 灯 
章 郭 が か つて KPSA に 所 属し て い さて も な お 、 多 天香 
こと を 本 人 か ら 知 5 され る ザ 、[ 骨 い 折り を 見 せる サー シェ 
=] と て ス を ライ ル は 冷静 に 仕 


MORE INFO! 


ナイ パー と し ライ ル は 、 ア ニュ ー を 真剣 に 愛し て い ' ら こそ 、 ア ニュ ー が 

を 引き 継ぐ か ら か 、 2 硬 量 子 波 の 千 渉 を 受け て いる 様子 を 見 か けた と きも 、 そ れ を クル ー 

た ち に は 伝え な か っ た の で ある 。 彼女 が プトレマイオス : を 向い 

6 9 て か ら も 、 ライ ル の 気持 ち が 揺 ら ぐ こと は な か っ た 。 だ が 、 脱 量 子 濾 

2312 年 、 射撃 戦 に 牡 化し た MK に よっ て リボ ンズ の コン トロ ー ル 下 に ある 彼女 が 、 イ ン ベ イド 勢力 か 

と し て 見 せ た 活躍 は 、 ニ ら 郊 脱 する の は 不可 能 だ っ た 。 それ で も 最後 まで 、 身 が 減 ぶ の を 

革 司 で 説得 続け た ライ ル 。 この 一 達 の 悲劇 の 中 で 彼 は 、 種 が 異 

な っ て も いつ か は わか り 合 える こと を 理解 し 、 それは 西暦 2314 年 の 
ELS と の "対語 "で も 活か され た の で ある 。 


ー が 命 を 失う 直前 、 彼 女 に 寄り 添っ た ライ ル 。 一 肢 で は あっ た が ア 
ー は 科 量 子 液 か ら 解き 放 た れ 、 その 絆 を 確か め 合っ た 


た の で ある 。 


本 | > 
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CB に 送り 込ま れ た 
自覚 な き イ ノ ベ イド 


イン ベイ ドー 一 量子 演算 処理 シス テム [ヴェー ダ 」 
が 用 いる 人 間 型 端末 で 、 本 来 は 人 問 の 進化 を 促す 
た ぬ に 生み 出さ れ た 存在 で ある 。 し か し 、 リ ボン ズ ・ 
アル マー ク の 人 台頭 に より 彼ら は イノ ベイ ター を 自称 、 
人 類 支配 を 画策 し た 。 ヴェ ー ダ を 手中 に 収め た り ボ 
ンズ で あっ た が 、 ダブ ルオ ー ガ ンダ ム の ツイ ンド ライ ヴ 
シス テム は 未知 の も の で あり 、 奪 取 を 狙う 。 その た め 
に ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) へ と 送り 込ま れ た イノ 
ペイ ド が アニ ュー・ リ ター ナー で あっ た 。 

アニ ュー は 自ら が イノ ベイ ド と いう 自覚 を 持た ず 、 プ 
トレ マイ オス 2 の 仲間 と し て アロ ウズ と 戦い 、 絆 を 強 
めで て いく 。 その 最 中 、 ロ ッ ク オン ・ ス トラ トス (ライ ル ・ 
ディ ラン ディ ) と 恋仲 に な っ た アニ ュー に と っ て 、 ラ イ . 
ル へ の 愛 に 嘘 は な か っ た 。 イノ ベイ ド へ の 覚醒 後 も 
彼女 の 愛 に 変わ り は な く 、 人 間 と イノ ベイ ド が わか り 
合え る こと を 示し た 。 し か し 、 そ の 愛 が 慕 劇 を 呼ぶ こ 
と に な っ て し まう 。 


剖 が し ミー の 位置 
を 正確 に 知る た め 、 
= 


プトレマイオス 2 
プトレマイオス の 後継 能 。 大 
CARAcrER その 人 人格 | re 
信和 能力 府 示す る こと な く < 拓 る 攻 い 社交 0 な 女性 Neer 
RR rs し か し イノ ベイ ド で ある か ら か 、 恋 愛 面 に は 貴 い よ 


ル の 生 臣 を も うと 雲 する こと が で きず 、「 選 は 明 
で "ちょ っ と ニナ イ な ] と 彼 か ら 言 あ れ て いた 。 


内 東 め ちぎ る イア ン ヴ ァ 
ステ ィ の 紹介 を 受け た 
アニ ュー は 、 同 れ な が 
5 も 初め て 会 う プ トレ グモ 多 数 装備 し て いる 。 基本 
マイ オス 2 の 面々 に 挨 的 に は 入団 過 け て 郊 

拓 す る 。 脱 す 5 こと を 上 9 と する 。 


2 
に 3 2 
上 体 を 知ら ぬ ま ま 惹 か れ 合い 、 


28-15 
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メメ ント モリ の 破 】 ン で プトレマイオス 2 が 地上 
に 降下 し た 隊 、 アニ ュー と ライ ル の 仲 が 深まる 。 プ ト レ マ 
イオ ス 2 の 位置 情報 が 漏れ て いる 件 (アニ ュー に よる も 
の だ が ) で 、 ア ニュ ー は 何者 か と 交信 し て いた ライ ル に 
不審 を 抱く 。 結局 、 カタ ロン の 構成 員 で あっ た 彼 が 応援 
を 頼ん で いた と 知り 、 打 ち 解け た の で ある 。 その 際 に ア 
ニュ ー は ライ ル と 本 名 で 呼び 合う 仲 と な り 、 自 分 に 気 中 
い を 見 せる 彼 に 判 か れ て いく 。 

自分 が イノ ベイ ド と は 知ら ず 、 ア ニュ ー は 人 間 の ライ ル 
を 愛す る 。 その 感情 は 人 間 と し て ライ ル と 過ごし た と き の 
も の で ある が 、 イ ノ ベ イド に 覚醒 し て も 消え る も の で は な 
か っ た 。 「 貴 だ と 言う の か 、 俺 の 想い も 、 お まえ の 気持 
も ライ ル の 叫び を アニ ュー も 否定 する こと は で きず 、 
最後 に は 自分 の 中 に ある ライ ル へ の 息 を 確信 。 人 間 と 
し て ライ ル の 元 へ 戻る ろう と する 。 し か し 彼女 の 意識 は リ 
ボン ズ に 奪わ れ 、 そ れ を 断ち 切る こと は 叶わ な か っ た 。 
死 光貞 間 に ダブ ルオ ー ラ イザ ー の GN 粒 子 に 包ま れ た 
アニ ュー は 、 最 期 に ライ ル ヒ の 絆 を 確か め ら れ た こと で 
笑 願 を 見 せ 、 死 ん で いっ た の で ある 。 アニ ュー は 人 種 を 
超え て わか り 合え る こと を 示し 、 イ オリ ア ・ シ ュ ヘ ン ペ ベル 
グ の 掲げ る 対話 」 の 可能 性 を 垣間見 せ た と 言え よう 。 


CB の 活動 再開 の 際 に 、 リ ボン ズ の 息 が 掛か っ た 王 
留美 の 紹介 で 組織 に 参加 し た アニ ュー。 ラグ ラン ジュ 3 
資源 衛星 群 に 隠さ れ た CB の 秘密 基地 で 、 プ トレ マイ オ 
ス 2 に 合流 し た 。 以降 は トレ ミー の 操 衣 士 と し て ブリ ッ ジ ク 
ルー の 一 員 と な る 。 その 陰 で は 、 ア ニュ ー と 同 タ イプ で あ 
る リヴ ァ イ ヴ ・ リ バイ バル の 脱 量 子 波 に 呼応 し 、 そ の 都 
度 、 本 人 の 知ら ぬ 間 に CB の 情報 を アロ ウズ に 流す 役目 
を 担う 。 その 目的 は ダブ ルオ ー ガ ンダ ム の 奪取 に あっ た 。 

トレ ミー で は イノ ベイ ド 捕 獲 を 計画 し て お り 、 イ ノ ベ イド 
側 で は それ を 逆 に 利用 し た ダブ ルオ ー ガ ンダ ム の 稚 取 計 
画 が 進む 。 敢えて 捕まっ た リヴ ァ イ ヴ の 脳 量子 波 に 呼応 
し 、 アニ ュー は つい に イノ ベイ ド と し て 覚醒 を 果たす 。 し か 
し ダブ ルオ ー ガ ンダ ム の 奪取 に は 失敗 。 破壊 工作 に よ 
り 機 能 が 麻痺 し た プトレマイオス 2 を 叩く た め 、 ア ニュ ー ら 
は MS で 出撃 する 。 ライ ル と 交戦 し た アニ ュー は 彼 へ の 
愛 が 真実 だ と 悟る が 、 リ ボン ズ に 意 謙 を 乗っ 取ら れ て し 
まい ライ ル を 条 そ うと する 。 し か し 利 那 ・F・ セ イエ イ に 討 
た れ 、 ラ イル と 想い を 確か め 合っ て 散っ て いく 。 


イノ ベイ ド と し て の 優れ カカ 


宇宙 物理 学 、 MS 工学 、 再生 治療 の 権 成 で あり 、 操 
船 技術 や 料理 に も 長け る 。 それ は 情報 収集 タイ プ の 人 
型 端末 と し て その よう に 造ら れ た アニ ュー に と っ て 、 当 氏 
の 能力 で あっ た 。 その 能力 が イア ン に 買わ れ 、 プ ト レ マ イ 
オス 2 の 乗員 と し て 推薦 を 受け る 。 また 、 本 来 の 姿 で ある 
イノ ベイ ド と し て の 脳 量子 波 に よる 通信 が 可能 だ が 、 こ 
れ は リヴ ァ イ ヴ に よる 一 方 通行 の も の で ある 。 アニ ュー 
本 人 は リヴ ァ イ ヴ か ら の コン タク ト を 覚え で いな い 。 


し / 


プトレマイオス 2 の 井 巡 を 担当 する ほか 、 医 復 な ど サポ ー ト 全般 を と な す 。 ま 
た イノ ベイ ド の 特 抽 と し て 放 量子 流 を 持つ 。 


< れ な けれ ば わか り ませ ん 。 ニブ イ で すか 5] 自分 を 気 に 掛け る 
言う アニ ュー は 付け され 、 彼 の 気道 い は 好意 だ 


ライ ト 
と 知る 。 恋 を 知ら な か っ た 彼女 は ライ ル を 受け 止め 店 人 と 


「 も う 一 度 お まえ を 俺 
の 婦 に する リア ニュ ー 
を 倫 す る ライ ル の 強い 
意思 を 授け 、 ア ニュ ー 
は 自分 の 中 に ある 彼 
へ の 区 を 自 和 し 


MORE INFO! 


「 イ オリ プア 計画] の 進行 と 管理 を 担う た め 、 ヴェ ー ダ に よっ て 生み 
出さ れ た イノ ベイ ド 。 戦闘 型 や 情報 収集 型 な ど 目的 
が 異な り 、 男 女 の 別 や 性 の な い タ イプ も 存在 。 何 パタ ー ン か の 塩 
基 配 列 を 基 に 生み 出さ れる 。 イノ ベイ ド に は 自ら が 端末 と いう 自覚 
を 持た ず 、 人 間 社 会 に 溶け 込ん で 情報 収集 を 行う タイ ブ が 存在 す 
る 。 アニ ュー も また 、 ス パイ と し て 潜入 し や すい よう に 自分 が イノ ベ 
イド と は 知ら ね まま 行動 し て いた 。 そし て 脳 量子 波 を 用 いる た め に 
委 常 の 機器 で は 発見 され な いま ま イ ノ ペ ベイ ド 同 士 で 通信 で きる 。 


い 情報 が ある 


で 人 還 ・ サ ン ライ ズ ・NBS 
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02 am 
シー リン ・ バ フ テ ィ ヤー ル 器 。。 


Shirin Bakhtiar 


I 
@ 4 


マリ ナ と は 大 学 時 代 か ら の 友人 で あり 、 側 近 と し て 頼り ( 
され で いる 。 彼女 に 対し て 妹 の よう な 愛着 を 持つ 反面 
入 で 現実 的 な シー! 想 を 近い 求め る マリ ナ 
に 菩 立 ちと 紹 り な さ を 覚え る こと も あっ た と いう 。 


| 


款 一 国 衣 な っ た 地球 政府 は 、 中 東江 国 に 過酷 な 政和 
を 打ち 出す 。 母 回 愛 う シー リン は 国 の 再 着 だ け で は 無駄 だ ど 
判断 。 マリ ナ の 下 を 去っ て 反 牙 府 組 織 カ タロ ン に 身 を 投じ る 。 


関連 ファ イル 


ラジ ha 
マリナー イス マイ ー ル 
アザ ディ スタ ン 王 回 の 内 紛 
和束 計 男 


FE PREVIEW 


アザ ディ スタ ン 王 国 の 第 一 上 


0 
位 す る 。 淡 し い 国家 事情 | 
に 童貞 し な が 5 も 、 対 双 
平 衝 を 実現 し よう と 国政 に 携 


国民 み 5 の 人 気 も 高 


28-1Z 


本 戦士 ガン ダム DO 


PERSONAL PRORLE 


アザ ディ スタ ン 王国 は 経済 ・ 内 政 に お いて 危機 的 な 
状況 に あっ た 。 その 打開 を 求め て 議会 は 王制 を 復活 
マリ ナ を 象徴 と し て 祭り 上 げ 、 大 陽光 発電 シス テム を 有 
す 国 家 か ら の 技術 支援 な ど を 期待 し た の で ある 。 自ら の 
役割 を 果たそ うと 勢力 する マリ ナ だ が 、 国 家 の 代表 と し 
て 知識 と 経験 の 不足 は 如何 と も し 難く 、 シ ー リ ン は 政治 
面 の 補佐 を 請け 負う 。 また 単なる アド パイ ザー と し て で は 
な く 、 マ リナ に 政治 的 な 物 の 見 方 を 身 に 付け させ る た め 
3 た 。 マリ ナ の 側近 と し て 常 
に 付き 従う シー リン は 、 童 国 の 情勢 を 教材 と し て 講釈 を 
行う 。 そう し て マリ ナ に 政治 的 な 意味 や 真意 を 考え させ 、 

治 観 を 葉 う よう に 指導 し た の で ある 。 一 方 で マリ ナ は 
非 戦 を 旨 と し て お り 、 対 話 に よる 問題 解決 を 目指 す 。 そ 
れ が どれ だ けり 理想 論 か 知る シー リン は マリ ナ の 政治 方 
針 に 育 定 的 で は な か っ た 。 それ で も マリ ナ が 第 一 皇女 と 
し て 相応 し い 大 物 だ と 期待 し 、 シー リン は マリ ナ を 見 守っ 
て いく 。 だ が 、 保 守 派 の リー ダ 
ディ の 誘拐 を 発端 と し 、 アザ ディ スタ ン 王 国 ( 
生 。 国家 の 建て 直し を 太陽 光 発 電 ( 
派 の 反発 を 招い た | 自ら が 最悪 の 事態 を 招い た 
と に マリ ナ は 自信 を 失う が 、 シ ー リ ン は 国家 の 危機 に 
然 と 構え 、 マ リナ に 活 を 入れ て 立ち 直ら せ た の で ある 

者 と し て は まだ 心許ない マリ ナ だ が 、 シ ー リ ン の 支え 
が 彼女 を 第 一 皇女 と し て 成り 立た せ で て いた と 言え 


えよ う 
足跡 


西暦 2307 年 、 ア ザ デ ィ スタ ン 王 国 は 大 き な 誠 
迎え で いた 。 テロ が 痢 市 部 に まで 及び 、 租 人 浜 と 手 を 
組 改革 を 推し 進め ね ば な ら 
助 を 請う た め 遊 説 に 向かう マリ ナド 
れる 国 は な いと 現実 を 突き 付け る シー リン は 、 国 内 が 充 
れる こと で CB の 武力 介入 が ある と その 予測 骨 
り マ リナ の 人 遊説 は 食糧 支援 に 留まり 、 太 陽光 発電 シス 
テム 建設 の 技術 援助 は 空振り に 終わ る 。 し か し 国連 か 
ら 技術 支援 の 話 が 舞い 込む 。 不 自然 な 話 に シー リン は 
疑惑 の 目 を 向け る が 、 案 の 定 、 そ れ が 火種 と な り ア ザ 


無償 で 援助 し て く 


スタ ン 王 国 は ま 9 見 舞 わ れる 。 マリ ナ を 支 
事態 の 収拾 に あたる > 結局 CB の 介 
入 で 事態 は 収束 し た 。 その 後 、 地球 連邦 政府 が 樹立 


その 政策 下 で 母国 に 未来 は な いと 悟っ た シー リン は 、 自 
ら の 力 で 国 を 守る べく マリ ナ の 下 を 去る の だ っ た 。 


上 池 』 稔 明 な 洞察 力 の 持ち 主 


27 歳 と いう 若 さ な が ら 第 一 皇女 の 側近 を 務め る シー リ 
ン は 、 政 治 面 に 関し て 深い 造語 を 持つ 。 タリ ビア 王国 
が 突然 ユニ オン を 脱退 し て 大 陽光 発電 の エネ ルギー 権 
を 主張 し た 件 に 対し 、 そ の 意図 を 正確 に 洞 実 。 CB を 利 
用 し て タリ ビア 王国 が 利益 を 得 よう と し て いた と と を 看破 
し 、 マ リナ へ の 政治 講釈 に 用 いた こと も ある 。 その 際 に 
CB は 世 議 を 気 に 掛 けず 戦争 根 引 の 理 変 を 買い た と と 
を 察し て お り 、 CB の 利用 は 無理 だ と 結論 づけ て いた 


勢力 が 手 を 結ん で 国軍 軍 を 編成 し た 
め る と と で は な いか と 苦し た 


CB の 利用 を 目 叶 ん 


の 
邊 
る 


リナ に 問い 


MORE INFO! 


カス ビ ピ 海 と ペル シャ 湾 に 挟ま れ 7 


ー リ ン ・ パ フ テ ィ ヤー ル 0 02 er Bn 


発足 後 、 アザ テ ィ スタ 
カタ ロン に 加入 拉 も 長 双 


問い 質 
、「 ご 立派 4 お 考 
取ら ず 、 話 半 分 に 聞く 。 


アザ ディ スタ ン 和 王国 と クル ジス 共和 国 


剃 那 ・F・ セ イエ イ 


る 。 自 
酸 い を 追い 求め る 戦争 屋 。 
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PERSONAL PROFILE 
ジャ ミル ・ ニ ー ト amn 


(x) nD02 srr D8n 


Jamil Neate 

自ら の 過ち を 繰り 返さ な いた め A 

ニュ ー タ イプ を 提 し た バル チャ ー る N 
弟 7 次 宇宙 戦争 一 一 連邦 軍 と 宇宙 革命 軍 の 箇 る る; = 


突 は 、 地 球 人 口 100 億 の 大 半 を 死に 至ら し め る 最 事 導 
の 形 で 終わ り を 迎え た 。 その 災厄 を 招い た 


3 に 
と し の 引き 鉄 を 引い た の は 、 当 時 15 歳 の ニュ ー タ イ 家 


5 それ か ら 15 年 が 周 ぎ た A.W.0015、 


た 。 その 者 の 名 を 、 ジャ ミル 
か つ で 連邦 軍 に 所 属し 

能力 を 認め られ て 第 7 次 宇宙 戦争 に お いて ガン ダム 

X の パイ ロッ ト を 務め 、 宇 直 革 命 軍 の コロ ニー 落と し 

作戦 を 阻止 する た め に サテ ライ トキ ャ ノン を 用 いた 。 し | 

か し 、 その 行為 は 作戦 の 強行 を 招き 、 地球 に 甚大 な = 

被害 を 与え て し まう 。 ジャ ミル は それ に より 大 き な ト ラウ 5 

マ を 抱え 、 戦後 は 連邦 軍 を 離れ る 。 そし て 、 同 じ 財 ち 9 1 1 


を 繰り 返さ な いた め 、 さ ら に ニュ ー タ イプ を 自分 と 同じ 
た め 、 バ ルチャ ー と し て 放浪 


戦争 の 道具 に させ な し 


の 旅 に 臨ん だ の だ っ た 。 


と し て 参加 し 、 
軍 が 地球 に 向 


破 境 する 


MAIN MS MAIN MECHANIC 


容 照 で 無 表情 、 内 面 を 表 に 出す こと の 少な い 性 格 だ っ た 
が 、 誠 実 で 正義 感 の 強い 人 柄 か 5 ク グル チャー 仲 間 
か ら の 信連 は 厚かっ た 。 一 方 で 、 ガ ロー ド の 無 時 克 な 行動 
を 後押し する な ど 、 熱血 漢 の 一 面 も あっ た 。 


ゝ た の だ : 


タイ プ を 探す 旅 を 続け て い : 
救い 出す 。 その カ を 


と 接触 し た > 

イプ と いう 存在 が 応 
カロ ー ド の 天性 の オイ 
能 と ティ ファ へ の 一 


の 注 近 を 執り 、 准 で 、 前 大 
ライ バル で ある ラン スロ ー・ ダ ー ウ ェ ル と 、 15 年 の 時 を 経て 装 面 し て いる 。 


ル は 、 自 分 が 古い 時 1 
い 


ロー レラ イ の 海 で テイ ファ の 
チル と 再会 


3。 し か し 、 ル チル 
ラス テム か ら 解 8 放つ と 
と d で きず 彼女 を に 未来 を 機 索 し 始め る 
沈め て 過去 の 記憶 に 別れ 平 協会 の 一 員 と | 
を 告げ た 2/ 軍 和 命 軍 の 和 角 に 


MORE INFO! 


前 大 戦時 、 旧 連邦 軍 の 教育 士官 と し て ニュ ー タ イプ の 
養成 と F シ ステ ム の コン トロ ー ル 指導 に 携わっ て いた 人 物 
が 、 ル チル ・ リ リア ント だ と っ て ルチル は 直 

)、15 年 経っ た 


ルチル ・ リ リア ント 
早く か ら ニ ュー タイ プ 能 を 覚醒 させ た が 、 総 争 で 
策 神 を 破 壌 され て な お 、 上 シ ステ ム の 中 柱 と し て 利 
用 され る 。 右 は ティ ファ の 身体 を 借り た ルチル 。 


軍 通 サン ライ ズ 28-20 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


PERSONAL PROFILE < [8] m02 sm 
サウ ス ・ バ ニン グ a 


South Burning 


SG EF.S.F. 


関連 ファ イル 


| PFRSONAL PROFILE 


年 戦争 に 始ま る エー ス の 戦歴 


コウ た ち を 導い た 指揮 官 と し て の 能力 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


PERSONAL PROFILE | 
エイ パー・ シ ナ プ ス 


Eyphar Sinapus 衣 半 ELFS.F 


軍 剛 賠 争 の 答 牲 と な っ た 
アル ビオ ン の 艦長 


U.C.0083.11.13、 史 上 2 度目 の コロ ニー 落と し 
が 発生 し た 。 ジオ ン 公国 軍 残 党 デ ラー ズ ・ フ リー ト が 
起こ し た 事件 一 一 「 デ ラー スズ 紛争 ] で ある 。 連邦 軍 
の 失態 は 明白 だ っ た が 、 こ の 汚点 は 公国 軍 残 覚 の 
偶 成 へ と すり 替え られ 、 テ ィ タ ー ン ズ と いう 一 大 軍 癌 
が 誕生 し た 。 その 裏側 で は 、 軍 内 部 に お ける 政治 開 
争 が 行わ れ て いた の で ある 。 その 軍 閲 闘争 に 翻弄 さ 
れ た ひと り が エイ パー・ シ ナ プ ス 大 佐 で あっ た 。 

ペガサス 級 強 敵 揚 陸 艇 アル ビオ ン の 租 長 で ある 
シナ プス は 、 同 態 が 搭載 する RX-78GP02A ガン ダ 
ム 試 作 2 号機 を 左 わ れ た こと で 、 デラ ー ズ 紛争 に 深く 
関わ っ て いく 。 だ が 、 必死 で コロ ニー 落と し を 止め よう 
と する シナ プス の 行動 は 、 実 の と ころ 空回り に 過ぎ な 
か っ た の で ある 。 な ぜ な ら ば デラ ー ズ 一 党 の 作戦 は 
連邦 軍 に 漏れ て お り 、 それ を 利用 し て 敵対 派閥 の 一 
掃 を 図る 者 が いた の だ 。 た だ し 、 最 前 線 に 立つ シナ 
プス に 陰謀 劇 を 知る 術 は な か っ た の で ある ………。 


試作 2 号 緒 の 追 生 で 、 ア 
ル ピ オン 区 は 村 充 生出 
レオ ン 基 地 の MS パ イロ 。 
Cd 
シナ プス は サウ ス ・ 
Gk に EMS 
の りあ 6。 


運 邦 軍人 4 請 り を 持 ー 
ナ プ ス 。 デラ ー ズ 紛争 が 軍 凍 の 政治 聞 争 に 利 


な く . コロ ニー 括 ど 
アル ピオ ン 
ペガサス 引導 衣 消 7 


アル ピオ ン 多 
FE Preview 
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デラ ー ズ 紛争 は 、 表 向き ジオ ン 公 国軍 残党 に よる 大 
規模 な テロ で あっ た が 、 つま る と ころ 、 連邦 軍 の ジー ン ・ 
コリ ニー 大 将 の 派閥 に よる 軍閥 関 争 の 場 に 利用 され た 
事件 で も あっ た 。 命令 違反 を 犯し て まで コロ ニー 落と し 
を 何と し て も 止め よう と し た シナ プス だ が 、 実 際 の と ころ 
彼 の 手 が 届か ぬ 場 所 で 事件 は 推移 し て いた の で ある 。 

デラ ー ズ 紛争 の 裏側 で は 、 政 治 的 な 背景 に よる 軍 
問 関 争 が 渦巻 いて いた 。 奉 わ れ た 試作 2 号機 の 核 が コ 
ン ペ イト ウ に 撃た れ た こと で 、「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] を 推 
進 す る ジョ ン ・ コ ー ウ ェ ン 中 将 の 派 開 は 失 騰 。 デラ ー ズ ・ 
フリ ー ト の 内 通 者 に よっ て 「 星 の 局 」 作戦 の 全容 を 把握 
し て いた コリ ニー 派閥 に よっ て 、 紛 争 解決 の シナ リオ が 
すでに 描か れ て いた の だ 。 この た め コー ウェ ン の 息 が 持 
か っ た アル ピオ ン 隊 に は ソー ラ ・ シ ステ ム T『 に よる コロ 
迎撃 計画 が 知ら され る こと な く 事態 は 進み 、 一 方 の 
シナ プス に と っ て は 連邦 軍 上 飛 部 の 対応 に 不審 を 抱く 
結果 と な っ た の で ある 。 こう いっ た 事情 か ら シ ナ プ ス は 
軍 上 層 部 に と っ て 予定 外 の 行動 を 取り 、 紛 争 解決 の 
筋書き を 乱す 異 分 子 と な っ て し まう 。 と は いえ 、 コ リ ニ ー 
派閥 に と っ て これ は コー ウェ ン の 信頼 厚い シナ プス を 公 
状 と 処断 する 格好 の 口実 と な る 。 軍事 法廷 で 裁 か れ た 
シナ プス は デラ ー ズ 紛争 に お ける 功績 を 評価 され る こと 
な く 、 軍 岡 闘争 の 犠牲 と な っ て 消え て いく の だ っ た 。 


足跡 | 機 追 吹か ら 始 か 
UC.0083.10.13、 トリ ント ン 基 地 に 入港 し て いた ア 
ルビ オン か ら 楼 搭 載 の 試作 2 号機 が 強奪 され る 。 アル ビ 
オン 隊 を 率い 追撃 する シナ ブス だ が 、 ア フリ カ で 取り 透 し 
宇宙 へ と 脱出 され て し まう 。 これ を 追っ て 宇宙 へ 上 が っ た 
シナ プス は 、「 デ ラー ズ 宣 言 」 に よる デラ ー ズ ・ フ リー ト の 
宣戦 布告 放送 を 受け 、 試作 2 号機 の 奏で 事 は 終わ ら 
な く な っ た と 確信 。 デラ ー ズ 一 党 の 狙い が 艦 観 式 だ と 暗 
ん だ シナ プス は 周辺 宙 域 の 監視 任務 に 就く も 試作 2 号 
機 に よる 艦 観 式 舞 撃 は 阻 め ず 、 核 を 放 た れ て し まう 。 そ 
れ で も な お 数 の 上 で 連邦 軍 の 優位 は 揺るが な いこ と か 
ら 、 シ ナブ プス は 英 の 目的 は 別に ある と 気付 く 。 その 読み 
は 的 中 し 、 デ ラー ズ 一 党 は コロ ニー 落と し を 敢行 。 この 
状況 下 で アル ビオ ン 隊 は 解任 され る が 、 シナ プス は 独断 
で コロ ニー の 追撃 を 行う 。 し か し 阻止 は 成ら ず 、 命 令 無 
視 の 責 で シナ プス は 軍事 法廷 に 立た され る こと と な る 。 


旧 越 し た 状況 判断 と 測 府 

アル ビオ ン の 艦長 と し て 栗 配 を 振る っ た シナ プス は 、 
冷 和 沈着 な ベテラン 軍人 で ある 。 艦 の 指揮 能力 も さる 
こと な が ら 、 特 筆 す べき は ペ ベテラン と し て の 経験 が 裏 打 
ちさ れ た 状況 判断 力 と 洞察 カ で あろ う 。 アフ リカ に お け 
る 試作 2 号機 の 捜索 の 際 、 陽動 を 受け た こと か ら 「 畑 
が 知ら れ た く な い の は 、 そ こ に ガン ダム 2 号機 が ある か ら 
で は な い の か ] と 生 の 思考 を 読み 久山 基地 の 位置 
予測 し て 行動 し た 。 


FO! 「 デ ラー ズ 紛 争 」 の 顔 末 


を 運用 し て 東関 行為 を ジョ ン ・ コ ー ウ ェ ン 


ー ズ ー 党 の 真 飼 で は な いと 見 板 く シナ プス 。 また 、 スパイ 
こと で 錠 基 地 の 位置 を 捧 き 止め よう と し た 靖 士 で も ある 
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ダグ ザ ・ マ ッ ク ー ル は am 


Daguza Mackle 


「 ラ プラ ス の 箱 | 開放 堕 止 に 尽力 し た 
エコ ー ズ の ベテラン 司令 官 


地球 連邦 軍 の 特殊 部 隊 「ECOAS (エコ ー ズ ) = 
Earih COlony ASteroid] は 、 連 邦 軍 の 他 の 部 隊 
に すら その 作戦 を 漏らさ な い 独 立 部 隊 で あり 、「 マ ン 
ハン ター (人 狩り )」 と の 異名 を 持っ て いた 。 秘密 理 
に 行う 数 々 の 調査 や 作戦 に 投入 され て きた 彼ら が 
新た に 請け 負っ た の は 、 ビ スト 財団 が 有する "『 ラ プ 
ラス の 箱 】 の 開放 阻止 " と いう 任務 で あっ た 。 この 
任務 に 投入 され た エコ ー ズ 920 隊 の 司令 官 で あり 、 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ と 共に 行動 し た 人 物 こ そ 、 ダ グ ザ ・ 
マッ クー ル で ある 。 

ダグ ザ は エコ ー ズ 920 部 隊 の 現場 指揮 官 と し て 、 
ビス ト 財 団 か ら ネ オ ・ ジ オン 残党 軍 『 袖 付き 』 へ の 
『 釘 』 の 譲渡 を 阻止 する べく 行動 を 開始 。 謀 濾 の 
た め の 会 談 が 開か れ た (イン ダス トリ アル 7) へ と 部 
本 を 差し 向け 、 会 談 を 妨害 し た 。 以降 、 ダグ ザ は ロン 
ド ・ ベ ル 氷 の 強 損 揚陸 准 ネェ ル ・ ア ー カ マ に 乗 能 し 、 
「 箱 』 の 行方 を 追う の だ っ た 。 
(ンタ メト リア ル 7) 
で の 香 通 あっ 勢 信 し 
EEGT1 
で だ 参 放 。 二 能 で ある 
や ロイ. ハー ケン セ 


(お) と 内 に キネ ェ ルー 
アー ガマ に 末寺 し て 
we 


「 蘭 』 の 鍵 と され る ユ 
4 コー ンカ ンタ ム の パ 


連 反 還 の 旨 折 部 訟 - 
PPT 


望み と いう も の が 


ダグ ザ に と っ て 、 『 箱 」 の 鍵 と 言わ れる ユニ コー ン ガ ン 
ダム が 秦 を 現し た の は 予期 せ ぬ 事態 で あっ た 。「 親 』 の 
開放 阻止 は 命じ られ て いた が 、『UC 計 画 』 の 概要 を 知 
らち な か っ た ダグ ザ は 、 機 体 の 圧倒 的 な 性能 と 、 そ の パ 
イロ ッ ト が ビス ト 和 財団 当主 カー ディ アス ・ ビ スト の 息子 パ 
ナー ジ ・ リ ンク ス で ある こと に 衝撃 を 受け る 。 ユニ コー ン 
ガン ダム が 『 箱 】 に 繋が る 重要 な 装置 で ある の を 直感 
的 に 理解 し た 彼 は 、 ミネ バ ・ ラ オ ・ ザ ビ (オー ドリ ー・ バ パー 
ン ) を 人 質 に 取る な ど そ の 死守 に 弄 走 する が 、 ネ エル ・ 
アー ガマ を 守 ろ うと し た バナ ー ジ が ユニ コー ン ガ ンダ ム 
で 出撃 し 、『 袖 付き 』 の 部 隊 に 拘束 きれ て し まう 。 

ダグ ザ は バナ ー ジ と ユニ コー ン ガ ンダ ム を 礁 還 する た 
め 、「 補 付き 』 の 拠点 で ある パラ オ へ の 敵 撃 を 画策 。 
作戦 は 成功 裏 に 終わ る も 、 エコ ー ズ 部 隊 に は 多大 な 秩 
牧 が 出 た の だ っ た 。 その こと に 苦い 想い を 抱え た ダグ ザ 
で あっ た が 、 一 方 で 、 教 出し た パナ ー ジ の 純粋 さと その 
能力 に 期待 を 掛け て お り 、 彼 が 『 箱 』 を 巡る 本 埋 乱 を 
終結 に 漠 く の で は な いか と 感じ 始め る 。 首相 官邸 跡 の 
調査 の た め ユ ニコ ー ン ガン ダム に 同乗 し た 長 、「NT-D」 
抵 と 反応 する バナ ー ジ を 見 て ダグ が ザ は その 思い を 
確か に し 、 力 持つ 者 の 責任 を 彼 に 熱く 説く 。 そし て 自ら 
は 、 機 体 と パナ ー ジ を 守る た めそ の 身 を 艇 らし た の だ っ 
た 。 ダグ ザ の こう し た 行動 は 、 バ パナ ー ジ に 戦う 理由 を 与 
え 、 大 き な 成長 を 促す きっ か け と な っ た の で ある 。 


「 俺 は 連邦 と いう 巨大 な 装置 の 部 品 。 歯車 だ 。 与え 
られ た 役割 を 果たす だ け だ ] 一 一 ダグ ザ は エコ ー ズ の 
現場 指揮 官 と し て 、 己 を 末 し て も 組織 に 従う 決 昌 を 固 
めで いた 。 パラ オ 攻 略 戦 の よう に 、 状況 に よっ て は 部 
下 を 消耗 品 の よう に 扱わ な けれ ば な ら な いこ と に 良心 の 
何 貢 や 罪 看 中 も あっ た が 、 そ れ す ら 自ら に 与え られ た 次 
和 務 と し て 碁 々 と 行 動 し た の で ある 。 『 箱 を 巡る 戦い で も 
歯車 を 自信 し て 任務 を 遂行 し て いた が 、 バ ナー ジ の 存 
在 は 、 自身 の 中 に あっ た 閉 宏 感 を 打破 する 一 筋 の 光 に 
見 えた 。 ダグ ザ は 彼 と ユニ コー ン ガ ンダ ム が その 実力 を 
発揮 する こと こそ が 「 箱 の 流出 阻止 と 世界 の 安定 に 
業 が る と 、 大 き な 期 待 を 寄せ る 。 首相 官 包 臣 で の 戦い 
で 、「 和 荷物 ] で あっ た ダグ ザ 本 人 が いち 早く ユニ コー ン 
ガン ダム か ら 降 り 、 使 悪 け で シナ ンジ ュ と 対 崎 し た の も 、 
パナ ー ジ と いう 希望 を 失い た く な い 一 念 か ら で あ っ た 。 


現場 


ダグ ザ は 920 部 隊 の 現場 指揮 宮 と し て 、 自 ら ロ ト に 
乗り 、 出 撃 す る 機会 が 多かっ た 。 バイ ンダ スト リア ル 7)〉 
紅 寝 で は 潜入 作戦 を 指揮 し た ほか 、 パ ラオ 攻略 戦 に も 
パナ ー ジ の 救出 に 自ら 乗り 出し た 。 また 、 バ ズー カ 有 片手 
に 対 MS 戦 を 行う な ど 、 白 兵 戦 能力 に も 非常 に 長け て 
いた の で ある 。 危険 を 伴う 任務 ば か り で あっ た エコ ー ズ 
だ け に 、 素 先 し て 現場 に 出る ダグ ザ の 実は 部 下 か ら 信 
頼 を 寄せ られ る も の で あっ た 。 


パ バズーカ ま を 使 っ た 由記 | 
た り 、 シナ ンジ ュ の 的 甲 に 


|、 NT 専用 僧 で ある クシ ャ トリ ヤ を た むろ が せ 
ジ を 与え る 客 独 を 見 せ た 。 


MORE IN 


1 人 は 


FO! 


ダグ ザ の 信頼 する 部 下 


コン ロイ ・ ハ ー ゲ ン セ ン 
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PERSONAL PROFILE 


張 五 飛 


(チャ ン ・ ウ ー フ ェ イ ) 
Chang Wufei 


RE 02 SNE IN 


単独 行動 を 好 ん だ 
L5 コ ロニ ー 群 か ら の 刺客 


0Z の 軍事 拠点 を 制圧 する クー デ タ ー 作 戦 「 オ ペ 
レー ショ ン ・ メ テオ ] を 実行 に 移す べく 、L1 一 L5 コ ロ 
群 か ら 降下 し た 5 人 の 少年 た ち 。 ヒイロ ・ ユ イヤ 
デュ オ ・ マ ックス ウェ ル な ど 、 個 性 凌 か な メン パー が 
揃っ て いた が 、 中 で も 安易 に 連携 を 組む こと を 良し 
と せ ず 、 単独 行動 を 好 ん だ MS パイ ロッ ト が 、 張 五 飛 
(チャ ン ・ ウ ー フ ェ イ ) で ある 。 

古代 中 国 江 士 の 一 族 に 生ま れ た 五 飛 は 、 幼 き 頃 
か ら 5 戦士 と し て の 厳し い 養育 を 雄 け て きた 。 その 中 
で 、 笛 者 や 女性 に 手 を 出さ な いと いっ た 、 江 い に お 
ける 独自 の 戦闘 美学 を 染 き 上 げ て いた の で ある 。 参 
加 し た 「 オ ペレ ーション ・ メ テオ 」 で も 、 そ うし た 信念 
に 沿わ な い 場 面 に 提 度 も 遺 遇 し 、 自身 を "少年 "と 見 
て 攻撃 の 手 を 統 め た OZ の 女性 士官 を 見 逃し た こと 
も あっ た 。 また 、 他 の 4 人 の 少年 た ち が 比 較 的 早い 
段階 で 連携 を 結ん だ の に 対し 、 五 飛 は 単独 で の 行 
動 を 選ぶ な ど 、 極端 な 個人 主義 を 採っ た の で ある 。 


時 戦 の 直 且 に 生ま 


ee WAT TE, 


FN 


対立 し て いた 地 豆 人 > i 


一 前 陣 を ガンダ 

を 使っ で 二 書 し た OZ の 1 
地 便 、 ト レー ズ ・ ク シュ リ 『 
ナー ダ の 硬 叶 に 所 付く な 
と 六 直 な 埋 害 炎 力 を 


REILATIONS 
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ショ ン ・ デ イブ 
レイ 2]! を 尼 座 し 地球 
| 一 導 合 軍 を 事実 上 の 座 下 
\ た 


戦っ た りす る な ! 


愛 機 「 ナ タク 」 
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シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 人 


Char Aznable 生生 


3 
技能 MS 提 、 部 隊 指 揮 


ザビ 家 へ の 復讐 に 身 を 捧げ た 
ジ ォ ン ・ ダ イク ン の 遺児 

キャ スパ ル ・ レ ム ・ ダ イク ン と いう 過去 を 捨て 、 復 
黄 に 人 生 を 捧げ た シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 。 彼 が 矯 右 
の 先 に 見 出し た も の は 、 人 類 の 華 新 の 在り 方 

ー タ イプ だ っ た 。 父 が 提 嶋 し た 理想 を 現実 と す ペ 
シャ ア は その 障害 の 排除 を 目指 し た 。 だ が 、 そ れ 
は シャ ア を さら な る 孤独 へ と 請う こと と な る 

キャ スパ ル は ジオ ン 共 和 国 の 建国 の 祖 、 ジ オン 
ズム ・ ダ イク ン の 子 と し て 生ま れ た 。 し か し 、 父 の 病 
死後 、 共 和 国 は 実権 を 握っ た ザビ 家 に よっ て ジオ ン 
公国 へ と 変わ り 、 自 身 は 父 の 側近 ジン バ ・ ラ ル の 手 
引き で 公国 内 の 抗争 を 逃れ て 地球 に 降り る こと に な 
る 。 その 過程 で 、 父 の 死 が デ ギ ン ・ ザ ビ に よる 暗殺 
だ と 信じ る よう に な っ た キャ スパ バル は 、 ザ ビ 家 へ の 復 
堆 を 期し て ジオ ン 公 国 た 。 さら に シャ ア と 名 
を 変え 、 士 官学 校 を 経て 軍 に 入隊 。 ザビ 家 へ の 接 
近 を 図る 。 そし て 、 一 年 戦争 の 中 で 目 ら の 目的 の た 
め に 策動 し 、 変革 の 兆し を 目 に し て いく の で ある 


複 心 に 茜 っ て 
年 細 争 の 中 | 
置い た シャ ア 


状況 を 利用 よう した 
YMS-14 
シャ ア 専 用 ゲル ググ 


を 見 せな い 人 物 だ ラ 
に 対し て 「 お まえ の 才能 を 
こと も ある が 、 シ ャ ア に と っ て 彼女 


の ドラ イブ に 成功 し た 機体 


MSN-02 
ジオ ング 


クス レ した シャ ア の 様子 


る 
| の 
( \ 1 FG0118 邊 
EG 
と F020 


FG.0207 
FG-02.29 


FLE PREVIEW 


ュー タイ プ の 資質 を 開 
せ た ガ ンダ ム の パイ ロッ ト 
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ジオ ン 公 国軍 人 と し て 一 年 戦争 に 身 を 投じ た シャ ア 
は 、 地 球 連邦 軍 の 「V 作 戦 ] を 追う 一 方 で ぜ ビ 家 へ の 
復 供 の 機会 を 寂 っ た 。 その シャ ア に と っ て 、 ホ ワイ トペ ー 
ス の 北米 大 陸 べ の 降下 は 絶好 の チャ ンス だ 北 
米 で 指揮 を 執る ガル マ ・ ザ ビ を 戻 に 掛け 、 ホ ワイ トペ ー 
ス 隊 と の 戦闘 を 利用 し て 謀殺 し た の で ある , 

し か し 、 複 讐 の 一 端 を 果たし た シャ ア が 抱い た の は . 


高 掲 感 で は な く 上 し い だ っ た と いう 。 そん な 自分 を 顧み て 
シャ ア が 求め た の は 、 ニュ ー タ イプ に よる 時 代 の 革新 
だ っ た 。 キシ リア ・ ザ ビ に 拾わ れる 以前 に ララ 


と 出会い 、 ニュ ー タ イブ の 存在 を 意識 し た シャ ア は 、 そ 
の 陸 圭 と な る オー ルド タイ プ の 駆逐 を 決意 する 。 そし て 
交 の 人 討ち と し で で は な く 、 人 人類 の ニュ ー タ イプ へ の 草 
新 に 道筋 を つけ る た め ザ ビ 家 の 打倒 を 志 し た の だ っ た 。 
その シャ ア の 前 に [体制 に 取り 込ま れ た ニュ ー タ イ 
プ ] 一 一 アム ロ ・ レ イ が 立ち は だ か る 。 アム ロロ と の 戦い 
で ララ ァ を 失っ た シャ ア は 、 ア ・ パ オア ・ ク ー 戦 に お い 
て アム 口 を 討 と うと する も 叶わ ず 、 決 着 を 見 な いま ま に 
別離 し た の で ある 。 そし て 、 妹 アル テイ シア (セイ ラ ・ マ 
) に 別れ を 告げ ば た シャ ア は 、 キ シリ ア を 暗殺 し て 複 讐 
その 挨 は 消息 を 絶ち 、 彼 が 再び 地球 園 に 次 
を 現す まで に 、 し ば し の 時 間 を 必要 と する の だ っ た 


ララ ァ へ の 感情 と アム ロ と の 対立 


シャ ア は ララ ァ と の 出会い に 大 き な 影響 を 受け 、 ニ 
タイ ブ の 存在 に 確信 を 抱い た 。 その 一 方 で 、 ラ ラ ァ に 対 
し て 単なる 部 下 以 上 の 感情 も 抱い て お り 、 ニ ュー タイ プ ブ 
と し て 共感 し 合う アム ロロ と ララ ァ の 関係 は シャ ア を 荷 立 
た せる 。 さら に ソロ モン 戦後 の 戦闘 で 、 ア ムロ の 攻撃 か 
ら 自 分 を 底 っ て ララ ァ が 命 を 落と し た こと も 、 ア ムロ へ の 
拘り を 増幅 させ る 結果 に 繋が っ た 。 同時 に 、 ア ムロ の 
優れ た ニュ ー タ イプ 能力 を 認め て いた か ら こ そ 、 彼 が 地 
球 連邦 軍 と いう 体制 の 道具 と し て 利用 され る こと を 危 
険 視 し 、 ア ・ パ オア ・ ク ー で その 命 を 絶 と うと する 。 し か し . 
シャ ア に も ララ ァ を 道具 と し て 利用 し た 側面 が あっ た こと 
は 確か で 、 ア ムロ と の 対話 の 中 で は 彼女 の 死 を 「 運 命 ] 
と 評 す る 矛盾 を 垣間見 せ た 。 そう し た 父 慢 ゆえ に 、 ア ム 
口 は シャ ア を 受け 入れ られ な か っ た の だ ろう 。 


ュー タイ プ 能 力 の 発現 


ニュ ー タ イプ の 世 を つく ろう と 行動 し た シャ ア 」 が 
当初 は 彼 自 身 に ニュ ー タ イプ 能力 の 発現 は 見 られ な か 
た 。 その 兆し が 現れ た の は ララ ァ が 戦死 し た 戦闘 に お ! 
て で 、 ア ムロ と ララ ァ の 共振 現 旬 を 感知 し た の が 最初 で 
ある 。 その 後 、 ア ・ バ オア ・ ク ー 戦 で 自ら の 能力 を 認識 し 
た シャ ア で あっ た が 、 i i 
の 差 を 思い 知る 結果 に も 繋が - 


ララ ァ と アム H の 人 旬 『 和 じ 取る シャ ア 。 で 前 と 5 プ 能 力 
需 間 見 せ 杜 め 。 ア ・ パ バオア ・ ク ー 戦 で 本 格 的 な 能力 の 発現 を 示し た 


ザビ 衣 へ の 復讐 の 皮切り と し て . 
で ガル マ を 了 れ て 死に 追い や る 


MORE INFO! 


シャ ア は 当初 、 父 ジオ ン の 似 討 ちと し て ザビ 家 へ の 復 警 目 誠 ん だ 
し か し 、 ニ ュー タイ プ の 存在 を 確信 し た こと で 、 そ の 意識 に も 若干 の 変 
化 が 訪れ て いた 。 ザビ 家 に 対す る 役 意 は 同じ で も 、 それ が ニュ ー タ イプ 
を 首 具 と し て 利用 する 体制 の 排除 を 意図 し た も の に 変 
ある 。 キシ リア の 暗殺 も 、 二 . 
た 彼女 を 放置 する こと が 憩 隆 


機動 戦士 ガン ダム 


秦 旬 だ 残る 


あの 


ジオ 公国 を 累 い た 独 聞 者 の 
弘 烈 な カリ スシ 必中 


私 の 第 、 諸君 ら が 愛し て くれ た 


mE02 sm4 人 B 


ギレ ン ・ ザ ビ 編 
Case of Gihren Zabi 


ジオ ン 独 立 戦争 を 引き 起こ し た ジオ ン 公 
指導 者 の 言葉 は スペ ー ス ノイ ド の 心 を 捉え 、 同時 に 多く の 敵 を 作っ た 。 


帥 ギレ ン ・ ザ ビ 。 稀代 の 


劇場 版 


ガル マ ・ ザ ビ は 死ん だ ! な ぜ だ 


北米 に お ける ザビ 家 末 弟 ガ ル マ ・ ザ ビ の 戦死 は 、 
ジオ ン 公 国 に 大 き な 波紋 を 生ん だ 。 地球 方 面 軍 司令 
を 務め た 若き 指揮 官 の 死 は 、 指 揮 系 統 の 混乱 を 招 
き 、 胡 戦 ム ー ド の 高まり を 引き 起こ す 恐 れ も あ っ た 。 ご 
の 事態 に 際 し て 、 ギ レン は サイ ド 3 の ズム ・ シ ティ に お 
いて ガル マ の 国葬 を 大 々 的 に 執り 行い 、 そ の 様子 を 
地球 圏 全域 に 向け て 放送 し た 。 上 の 言葉 は 、 その 壇 
上 で ギレ ン が 行っ た 追悼 演説 の 一 節 で ある 。 


ガル マ の 完 福 を 秀 か に 
祈っ て 欲し いと 願う デキ 
ン に 対し 、 ギ レン は 無言 


ガル マ の 葬儀 に 関し て 、 公 王 デ ギン ・ ザ ビ は 愛す 
る 我 が 子 の 死 を 静か に 悼む こと を 望ん だ 。 一 方 、 ギレ 
ン は 国民 に 人 気 の あ っ た ガル マ の 葬儀 を プロ パガン 
用 する こと で 、 戦 意 高揚 を 図る うと する 。 結果 
的 に ギレ ン は 自ら の 意見 を 押し 通し 、 追 悼 演説 で 戦 
争 の 継続 を 国民 に 力強く 訴え か けた 。 し か し 、 肉 親 の 
死 を も 政治 的 に 利用 する ギレ ン の 酷 注 さ は 、 父 デ ギン 
と の 問 に 深い 溝 を 刻む こと に な っ た の で ある 。 


戦争 末期 、 ジオ ン 公国 軍 は か ね て より 建造 し て い 
た 戦略 兵器 ソー ラ ・ レ イ を 完成 させ 、 本 土 防衛 の 切 
。 そ の 使用 認可 を 巡る 調 見 の 場 で 、 
と 計画 の 事後 承諾 を 迫る ギレ ン を 中 世紀 の 独裁 者 
な ぞ ら え た デ ギ ン は 、 
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「 ヒ ッ ト ラ ー の 尻尾 ] と いう デ ギン の ギレ ン 評 は 、 ギ レ 
ン の 独走 に 対す る 不信 感 の 表れ だ そこ に は 、 
時 代 を 読み 切れ な か - と いう ヒッ トラ ー 観 を ギレ ン 
に 重ね る 意図 ちあ っ た は ず で ある 。 し か し 、 ギ レン は デ 
ギン の 言葉 に も まっ た く 動 じ な か っ た 。 自ら の 戦略 に 
絶対 の 自信 を 抱き 、 勝利 を 疑っ て いな か っ た う 。 
だ が それ ゆえ に 、 ヒットラー は 身内 に 殺さ れ た と いう デキ ギ 
ン の 独白 に も 気付 か な か っ た の で ある 。 


老い た な 、 父上 


時 すでに 層 V ゝ の だ が な 


ギレ ン の 独走 に 危 恨 の 念 を 抱い た デ ギン は 地球 連 
邦 と の 和平 画 築 し ア ・ パ オア ・ ク ー に 侵攻 
する 地球 連邦 軍艦 隊 と 接触 する た め 座 乗艦 の グレ ー 
ト ・ デ ギン で ズム ・ シ ティ を 発っ た 。 あえ て その 動き を 
黙認 し た ギレ ン は 、 グ レー ト ・ デ ギン を 見 送り な が ら 、 
父 の 政治 感 党 の 衰え を 見 下す よう な 叶 き を 漏らす 。 そ 
れ と 時 を 同じ くし て 、 ギ レン の 元 | ラ ・ レ イ の 発射 
準備 が 整っ た 旨 の 報告 が 届く の だ っ た 一 一 


ギレ ン は 、 地球 連邦 軍 が 反攻 に 転じ た 時 点 で の 和 
交渉 に 、 政治 的 メリ ッ ト を まっ た く 感 じ て い な か っ た 。 
だ か ら 5 こそ 、 時 期 を 逃し た 和平 工作 を 試み る デキ ン を 
軽 ん じ る 言葉 を 漏らし た の だ ろう 。 し か し 、 デ ギン を 地 
球 連 邦 軍 に 接 前 させ る こと は 、 自身 の 戦略 に 綻び を 
和 - ー ラ ・ レ イ の 準備 を 進 
、 潜 在 的 な 政敵 で ある 父 と 地球 連邦 軍艦 
ろう と する ギレ ン の 思惑 が あっ た の だ 。 


お う 、 “カス で ある ! I” と 


劇場 版 和 


Eo 


ふっ 、 


冗談 は よせ 


放っ た 
和み て 


MORE INFO! 
弟妹 た ちと の 関係 


ソー ラ ・ レ イ に よっ て 総 戦 カ の 1/3 を 失い な が ら も 
作戦 を 強行 し た 地球 連邦 軍艦 隊 に 対し 、 ギレ ン は ア ・ 
パオ ア ・ ク ー で これ を 迎え 撃っ た 。 そし て 、 両 軍 の 激 
突 を 控え た ア ・ パ オア ・ ク ー| 


対す る 勝利 を 断言 し 、 優 良 種 で ある ジオ ン 公 国 国民 
に よる 人 類 の 管理 を 訴え る ギレ ン 。 その 言葉 に 、 居 
並ぶ ジオ ン 公 国軍 の 将兵 た ち は 沸き 立つ の だ 


ア ・ パ オア ・ ク ー の 戦い は ジオ ン 公国 軍 の 優勢 に 
進み 、 全 軍 の 指揮 を 執っ た : 
の 展開 で あっ た 。 し か し 、 グ 
う 事実 か ら ギレ ン に よる 父 の 課 殺 を 確 人 
ザビ は 、 兄 に 銃 を 向け た 。 ギレ ン が その 行動 に x 
浮か べた 次 の 瞬間 、 銃 口 か ら 放 た れ た レー ザー が 彼 
オン 公団 の 独 款 者 の 最期 は 呆気 


デ ギ ン に 語っ た 理想 


デ ギ ン を 課 殺 する た め に ソー ラ ・ レ イ の 発射 時 刻 を 
繰り 上 げた こと は 、 地 球 連邦 軍 主 力 艦隊 へ の 被害 を 
減ら す 結果 に 繋が っ た 。 し か し 、 ギ レン は この 時 点 で 
勝利 を 疑っ て お ら ず 、 敵 残存 艦隊 を 「 カ ス ] と 断 じ た 
の だ っ た 。 同時 に 、 自 ら の 持論 で ある 「 優 性 人 類 生 
存 説 」 を 前 面 に 押し 出し 、 ジ オン 公国 の 正当 性 を 説い 
た 。 ギレ ン は 事 こ こ に 及び 、 一 年 間 に 芋 っ た 戦争 の 
仕上 げに 掛か っ て いた の で ある 。 


劇場 版本 


ギレ ン は キシ リア の 政治 的 野心 を 認識 し な が ら 、 そ 
の 存在 を 軽視 し 続け た 。 ジオ ン 公国 の 趣 勢 が 区 か っ 
た 決戦 の 中 で 、 NR 牙 を 剥く は ず が な い 
と 考え て も いた 


け 取 れ な か っ た ギレ ン の 「 甘 さ ] が 
死に 追い や る こと に な っ た の で ある 。 


稀代 の 指導 者 を 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


PERSONAL PROFILE [Z] nD2 mm 


イリ ア ト パ ゾ ム 0 « | 
Illia Pazom Sh = 部 


彼女 の 命令 に 対 | 
が 情緒 不安 定 と な っ た 隊 も 、 彼 の 制御 に 全力 を 注ぐ な ど 
ハマ ー ン の 期待 に 応え よう と し て いる 


MS-14J 
リゲル グ 
イリ ア 専用 に 与え られ た 高 機 


改修 を 加え た 機体 で 、 
本 線 機 と し て 運用 す : 
数 定 され て いた 。 


関連 ファ イル 


TZ 
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一 派 と ガン ダム ・ チ ー ム 


対 時 し た グレ 


活か きれ た リゲル グ の 能力 


サト ー に 司 ら れる よう . 了 石 の 影 か ら 


狙撃 し 、 彼 を 絆 お 


ュ マー の 


ず 、 ハ マー ン へ の 人 負 成 


摘む 役割 も あっ た 


ラ I に 合流 し る マシ ュ マー に 付き 従っ た イリ ア 
撃 の 前 に マシ 8 ジュ ドー と の 交戦 に 


MORE INFO! 


プル ツー な どの クロ ー ン パイ ロッ ト や : 
抗 する 手段 と し て 、 複 数 生み 出し 
よる 強化 入村 


する グレ 
投薬 や マイ ンド ・ コ ント ロー ル ( 
ー 方 で 、 
マシ ュ マー に イリ アカ 
コン トロ ー ル で 


提 役 と し て 人 
の で は な か 


強化 人 間 の 行く 末 


サン ライ ズ 
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機動 戦士 ガツ ダム SEED 


PERSONAL PROFILE RS (ED mg02 se OZ 


ブ レイ ア ルス タ = 寺 ea \ ウ 
Fllay Allster = 
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ED 


PERSONAL PRORLE 


む 寺 汗 キラ に 抱い た 愛憎 


イタ ー へ の 起り は 収まる こと な く 、 捕 虜 ど と 
し 


2) で 、 彼 の 探り 人 形 と し て 
プロ ヴィ デン ス に 撃 議 ま も て し まっ た れ で し まっ た 


命 を 変え られ な か っ た . 


MORE INFO! 父 ジ ョ ー ジ ・ ア ルス ター 


大 本 洋孝 の 事務 次 官 で あり 、 地 球 軍 の 要 人 。 また 反 コ ー デ ィ ネ イタ ー 
組織 「 ブ ルー コス モス 」 の 支持 者 で も あり 、 フ レイ が コー ディ ネイ ター へ の 偏 
見 を 抱い て いた の は 、 そん な 父 の 教育 の 影響 が 一 因 と 見 られ る 。 アー クエ ン 
ジェ ル に 娘 フ レイ が 避難 し て いる の を 知り 、 彼 女 の 救 出 を 望む も 、 自身 が 乗 
る 艦 を ザフト に よっ て 沈め られ て し まっ た 


トコ メリ を ザフト の 攻撃 がら 
イン を 人 気 と 


30-20 


機動 戦士 ガン ダム UC 


PERSONAL PROFILE 


リ デ ィ ・ マ ー セ ナス 


Riddhe Marcenas 


ミネ バ パ に 惹か れ て いっ た 
ロン ド ・ ベ ル 隊 の 新人 パイ ロッ ト 


地球 連邦 政府 の 存在 を 揺るが す と され る 「 ラ ブラ さ 代 
ス の 箱 ]。 その 正体 は 明らか と な っ て いな か っ た も の こま た 
の 、「 箱 ! を 所 持 す る ビス ト 財 団 当 主 カー ディ アス ・ の M 連 
ビス ト が 実父 で あっ た バナー ジ ・ リ ンク ス の よう に 、 ーー ay 
箱 』 と の 因 縛 に よっ て 大 きく 運命 を 変え られ た 者 も / で 者 
いた 。 ロン ド ・ ペ ル 隊 の 新人 パイ ロッ ト と し て ネェ ル ・ に リ 
アー ガマ に 配属 され た リ デ ィ ・ マ ー セ ナス も 、「 箱 ヶ ヽ Kk ・ 
の 呪縛 に 囚われ た ひと り で あっ た | a, プ \ 
リ デ ィ は 、 地 球 連 邦 政府 の 初代 大 統領 リカ ルド ・ イ み - た 
マー セナ ス の 子孫 で あり 、 地 球 連邦 政府 中 央 講 会 統 
の 大 物 講 員 ロー ナン ・ マ ー セ ナス を 父 に 持っ て いた け ps 
だ が 、 政 治 家 の 父 へ の 反発 や 「 マ ー セ ナス 家 」 の < 8 
重圧 か ら 和 逃れ る た め 、 自 身 は 連邦 軍 に 志願 し た の で )) で へ 、 * 4 
ある 。 そし て U.C. (宇宙 世紀 ) 0096、 リ ディ は ロン ド ・ | 


ペル 隊 所 属 の MS パイ ロッ ト と し て (イン ダス トリ アル | 
7) で 勃発 し た 「 箱 | を 刀 る 戦闘 に 参加 する こと に な 
る の だ っ た 


イン ダス トリ アル ア 


MAIN MS 


和光 


ミ 
EE 


MORE INFO! 
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機動 戦士 V ガ ンダ 


PERSONAL PROFILE = m02 srln 
シュ ラク 隊 ① me 


ET 


と 7 
Shrikes 室 MS 導 


EN 


モズ の 名 を 泡 し た 
MS 部 隊 の メン バー た ち 


NNN ユ ツ ・ マ クマ 


W 


ざき な を の eS 仁村 
ーー に さい] 


FM ・ デ へ YY 


関連 ファ イル 


半 LM111E02 
ガン イー ジ 


リー ダー 格 の ジュ ンコ ・ ジ ェ ン コ を し て 「 一 番 シ ュ ラ ク 
隊 に 似 合 て 、 島 の モズ その も の っ て 性 格 を 持 
て いた 」 と 言わ し め た 、 激しい 気性 の 持ち 主 。 旧 ペ チエ 
ンー に お ける ル ペ ・ シ ノ 隊 と の 埋 闘 で 、 輸 送 機 を 守る た 
め に 喜 機 と 相討ち に な り 、 コク ピッ ト ご と 潰さ れ て 命 を 落 
と す 。 シュ ラク 隊 最 初 の 戦死 者 と な っ た 


Lj 

> へ,、 Wp リル 

7 歳 の 固 に 両 禁 と 部 を 事故 で 失い な が ら も 、 明 る く 質 
る 工 う 気丈 な 女性 。 感情 的 な 部 分 も あり 、 ヘレ ン の 仏 詩 
ち に 逸 る あま り ザ ンス カー ル 希 へ 国軍 の 挑発 に 乗り 、 ア 
ティ ・ ジ ブラ ル タ ル 侵攻 の 口実 を 与え て し ま その 戦 
いで 南 を 撃破 する も 、 同 時 に 反撃 を 室 け て 乗 橋 が 小 
爆発 を 起こ し 、 それ に 巻き 込ま れ て 戦死 し た 


ケ ず b ト ょ アッ シュ 
サイ ド 2 の アメ リア ・ コ ロニ ー 出 身 で 、 ザ ンス カー ル 


ア に 身 を 投じ た と 言わ れる 。 アー ティ ・ ラル タル に 
お ける 2 度目 の 洪 闘 で 、 傷 付 いた マス ドラ イ バ ー の レー 
ル を 乗 機 で 支え 、 動 き を 止め た と ころ を クワ ン ・ リ ー に コ 
クビ ピッ ト を 焼 か れ て 命 を 落と し た 


バ べべ 1) に 


調 類 で 自己 主張 する こと は あま り 多 く な か っ た が 、 パ 

イロ ッ ト と し て は シュ ラク 三 の 中 で も ジュ ンコ に 
力 を 有 し て いた 。 ズ ガ ン 第 隊 と の っ て 負傷 し 
ウッ ソ た ちと 共に アメ リア ・ コ ロニ ー へ の 潜入 を 図る 
そこ で 危機 に 陥っ た ウッ ソ を 棄 っ た ペギー は 、 ク ロ ノ ク 
ル ・ ア シャ ー の 攻撃 に 身 を 晒し て 戦死 し た 


し 
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機動 戦士 (ガン ダム 


カー し 戦争 に 


Es 
あの 


ザン スカ ー ル 戦争 に 身 を 投じ 
女性 だ ちの 苦悩 と 決意 


シュ ラク 隊 編 
Case of Shrikes 


ィ ア の 中 核 を 担う 
己 の 生き る 意味 を 示 


ち : が 戦場 に 


ucon5ao4.4 
止ま っ た ら や られ る だ ろ ! 


ん だ 人 f 


修 し 745 の 誕 


っ き する ん だ よ ! レレ ンー シッ ツジ 


ヨー ロッ パ の 各地 に 戦力 を 分 散 し て いた リガ ・ ミ リ 


ティ ア は 、 ジ ン ・ ジ ャ ハナ ム の 指令 を 受け て 旧 ペ チエ 
ン へ の 集結 を 図っ た 。 その 動き に 合わ せ て カミ オン 隊 
と の 合流 を 試み た シュ ラク 隊 は 、 送 上 で ウッ ソ ・ エ ヴィ 


ン と ゲト ル ・ デ プレ 率い る ザン スカ ー ル 帝国 箇 (ベス 
パ ) 部 隊 の 交 載 に 遭遇 する 。 ヘ レン ・ ジ ャ クソ ン は そ 
の 戦い の 中 、 酸 机 の 煙 発 に 尼 然 と 立ち すく む ウ ッ ソ 
に 様 を 飛ば す の だ っ た 


uconsao4e 
ウッ ツ ソ と あん た は いつ だ っ て 一 艇 だ っ た も ん ね 


ウッ ソ は カミ オン 隊 の 老人 た ち に 「 ス ペ シ ャ ル ] と 称 
され る 天性 の 才能 を 持 て は 
素人 に 近かっ た 。 一 方 、 シュ ラク 隊 は オリ イノ 
エ が 集め た 腕利き の パイ ロッ ト た ち で 、 前 述 の 戦闘 で 
デブ プレ が 「 自 兵 寺 を よく 知っ て いる 」 と 評 し た よう に 戦 
技 に も 秀 で て いた 。 ヘレ ン の 言葉 は そう し た 差 の 家 れ 
で あり 、 シュ ラク 隊 の 助言 に よっ て ウッ ソ は パイ ロッ ト と 
し て 成長 し て いく こと に な る の で ある , 


きっ と 死ぬ と きも る 一 簡 だ よね ot 


カミ オン 隊 と 合流 し た シュ ラク 隊 は 、 旧 ベ チエ ン で 
ヘレ ン を 、 さ ら に アー ティ ・ ジ プラ ル タ ル で マ ヘ リア ・ 
メリ ル を 失い 、 わ ず か な 期間 に ふた り も の 戦死 者 を 出 
すこ と に な る 。 そう し た 中 、 マ ヘリ ア の 葬式 に 立ち 会 っ 
た ケイ ト ・ ブ ッシュ は 、 戦友 を 吊っ て くれ る ウッ ソ と シャ 
クティ ・ カ リン を 羨む 言葉 を 口 に する 。 涙 を 浮か べ な 
が ら 「 尋 けち ゃ う ね 」 と く ケイ ト の 姿 に 、 幼 いふ た り 
は 怪 主 な 表情 を 浮か べ る の だ っ た 


「 死 ぬ と きも 一 緒 ] と いう ケイ ト の 言葉 は 、 不吉 に 聞 
こえ る か も し れ な い 。 し か し 、 そ れ は ケイ ト を は じ め と す . 
る シュ ラク 隊 の メン バー た ち が 、 死 を 覚悟 し て 戦い に 
臨ん で いた こと の 表れ だ っ た ご 
マ ヘ リア た ちの 死に 対す る 悲し み と 同時 に 、 生 死 を 
共に する 仲間 に 先立た れ た 無念 を 感じ 、 寄 り 添い 合 
う よ う に 一 緒 に いる ウッ ソ と シャ クティ へ の 葵 望 が 口 を 
突い て し まっ た の だ ろう 


察 が あっ て 人 が いて 
初め て 暮らし と いう も の が ある ん だ (<*- 5-) 


戦場 は アー ティ ・ ジ ブラ ル タ ル か ら 宇 宙 に 移り 、 リ 普段 は 専 黙 で 自ら の 胸中 を 語る こと の な か っ た ペ 
ガ ・ ミ リティ ア は カイ ラス ・ ギ リー 攻防 戦 に 勝利 する ギー が 、 ウ ッ ソ に 先 の 言葉 を 掛け た の は 、 シ ャ クティ 
し か し 、 リ ー ン ホー ス Jr. は ムッ ター マ ・ ズ ガン 艦隊 に の 安否 を 心配 する あま り に ウッ ソ が 先 走 る の で は な い 
人 退路 を 阻ま れ 、 シ ュ ラ ク 隊 も 応戦 に 追わ れる こと に な 危 慣 し た か ら だ っ た 。 また 、 拠る べき 場所 が あっ て 
る 。 リー ン ホ ー ス の 敵 中 突破 を 支援 すべ く 褒 戦 する ペ そ 人 は 生き て いけ る の だ と いう 思い は 、 ペ ギー 自身 
ギー・ リ ー は 、 先 の 戦い で 行方 不明 と な っ た シャ クティ (の だ ろう 。 ペギー は それ を 守る た め に 戦 
の 消息 に 気 を 取ら れる ウッ ソ に 、 帰 る 場所 を 守る と い ソ に 教え る こと で 、 足 元 も 見 ず に 突っ 走る 
う 心 得 を 説く の だ っ た 少年 の 成長 を 促 そ うと し た の か も し れ な い 


| 宇宙 ・ サ イド 2 軸 域 


良い 子 すぎ る よ 、 ウ ッ ソ は ! それ に 引き 換え あたし た ち 大 人 は 
あん な 子 の 力 ま で アテ に し ちまっ て さあ ! sav ョ シュン ョ 


ラク 隊 の 働き に よっ て ズ ガ ン 艦 隊 の 包 子供 の ウ ER TART 


囲 を 9 ス Jr. は 、 カイ ラス ・ ギ リー の ビ 大 人 た ちの 身勝手 は て カテ が 

7 る ズ ガ ン 艇 隊 の 織 減 を 図っ た 。 その 陽 。 で あっ た 。 そし て と い 弄 い を 強い て 

所 と し て アメ リア ・ コ ロニ ー を 空 衣 し た ジュ ンコ ・ ジ ェ ン 構え を 教え 込み な が ら 、 es 6 本 
コ は 、 カ テ ジ ナ ・ ル ー ス の 攻撃 か ら ウ ッ ソ を 底 っ て 仙 けた ちの 無力 さ PT て い 7 潤し た ジュ ンコ は 、 ピッ グ キャ ノン 


傷 す る 。 それ で も 戦 お うと する ジュ ンコ を 気遣い 、 戦場 性 を 持つ 子供 た ちの 未来 を 
f ぴ 出す ウッ ソ 」 その 健気 な 次 に 、 自 分 "に 、 当 の ウッ ソ の 力 を 借り る 矛盾 一 一 それ は 、 ジ ュ ン する ゲ 、 そ の 発 に 大 6 込ま れ 但 錠 の 解 陸 を 試み 
不 甲 斐 な さ を 嘆い た コ た ち が 抱 えて いた 苦悩 だ っ た の で ある 


楽し いこ と を 思い 出さ な くっ ちゃ 
何 の た め に 戦う か 忘れ ち 


戦い は 、 地 球 ク リー ン 作戦 を 経て エン ジェ ル ・ ハ イ 思い 起こ す の だ っ た 

ロ ゥ を 巡る 攻防 へ と 移り 、 リ ガ ・ ミ リティ ア と 地球 連邦 緊張 感 の な い 子 供 た ち に 苦 立 つ ユ カ ・ マ イラ ス を 
軍 の 連合 艦隊 は 決戦 に 向け て 前 進 を 開始 する 。 そ コニー は 戦争 だ けが 自分 た ちの すべ て 
の 傍ら で は 、 ホ ワイ ト ア ー ク に 集う 子供 た ち が 宇 軍 空 た 。 戦争 の 中 で 、 戦 い が 手 段 で は 
間 で ボー ル 遊 びに 異 じ て いた 。 これ まで の 激戦 を 潜り まう こと の 危険 を 、 コニー は 感じ て いた 
抜け ク 隊 の 面々 は 、 その 光景 に 様々 な 想 願 で いら れる 未来 の た め に 戦う と ! 
そし て 、 隊 の 最 古参 と な っ た コ . 忘れ な いた め に 、 立 ち 止ま る 時 間 。 コ ニ 
シス は 、 子 供 た ちの 楽し そう な 次 に 自分 が 江 う 意味 を 前 の 光 最 は 、 そう し た も の だ た の か も し れ な い 


ちの 生 内 に 
きも の を 本 確 庄 す 


フラ ン 


マー ペッ ト が 、 あたし た ちの 子供 を 
産ん で くれ る っ て こと の 意味 、 あん た ら に は わか ら な いよ ! ぉ か < 


ラク 隊 は ホワ イト ユカ は 、 関わ っ た 部 隊 が こと ご と く 全 減 し て いる こと 
迫っ た 。 その 戦 か ら 5 「 死 神 ] の 澤 名 で 呼ば れ 、 そ れ を 嫌っ て いた 
い の 中 で ガー ハッ ト が 授かっ た オ が 、 軍 人 と し て の ユカ に 戦う 以外 の 道 は な く 、" 
リフ ァ ー の 子 を 見 届け よう と 覆い 合い 、 ウ ッ ソ た ち を 守る こと で 汚名 を 雪 ご うと し た の で ある , 
の 援護 に 向かう ユカ 2 カ ( ヽ 命 を 宿 し た マー ペッ ト は 、「 死 神 」 
こう と する ウッ ン の 行く 手 を 阻む か カテ ジ ナ に 相対 し た ユ は な い 女 性 と し て の 自分 、 ひ いて は シュ ラク 隊 の 女 た 
カ は 、 マ ー ベ ペッ ト に 宿っ た 新しい 命 の 意味 を 背 食い 、 ち す べ て の 希望 だ っ た と 言え る 。 それ を 守る た め ( 
澤 身 の 叫び を 上 げ る ユカ は 自ら の 命 を 悪 け た の で ある , 
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PR の ガン タム ファ イク ー ① 


Gundam Fighters 


第 13 回 大 会 に 参加 し た 
ガン ダム ファ イタ ー た ち 


Ser 品 


ざ 計 党 村 易 導 信忠 諾 評 
びく 必 べ て 薄 世 


アン ドリ ュー・ グ ラ ハ ム 


ん 
と 


GF13-037NCA 


ハン ス ・ ホ ル ガ ー 


>a 


関連 ファ イル 
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キラ ル ・ メ キレ ル (+ も パー 
キラ ル | は 、 第 11 回 大 会 に も マ ント ラガ ンダ ム で 参加 し 
た 門馬 家 で ある 。 その 大 会 の 優勝 候補 に 挙げ られ て い 
た が 、 一 良 の 油断 か ら 敗 北 。 その 共に 視力 も 失っ た こと 
で ガン ダム ファ イト 自体 に 強い 恨み を 抱く 。 第 13 回 大 会 
で (は 、 対戦 相手 を 事前 に 中 条 す る 非道 な 手段 に 出 で い 
た が 、 ネオ ジャ パン の ドモ ン ・ カ ッシュ と 対 央 し た こと で 改 
心 。 以降 は ファ イト を 放 妥 し 、 世界 返礼 の 旅 に 出 た 。 


アン ドリ ュー・ グ ラ ハ ム (+ の 

グラ ハム は 、 個 人 的 な 退 恨 か ら 第 13 回 大 会 に 参 埋 し 
た 。 彼 は 宇宙 刑事 時 代 、 妻 と 共に 土星 系 の 警備 ステ ー 
ショ ン に 勤務 し て いた が 、 アル ゴ ・ ガ ルス キー 率い る 宇宙 
海賊 の 船 が ステ ーション に 激突 。 妻 /ー マ が 死亡 する 。 
その 後 グ ラ ハ ム は 、 ノ ー マ の 命 を 奪っ た アル ゴ へ の 複 讐 
を 炊い 、 彼 が ガン ダム ファ イタ ー に な っ た の を 知る と 自ら も 
第 13 回 大 会 に 参戦 。 執 抽 に アル ゴ を 追い 続け た 。 


ハン ス ・ ホ ル ガ ー は + デン マー タ 

ハン ス は 、 国 家 の た め に 吾 い に 障 ん だ ガン ダム ファ イ 
ター で 、 正 々 委 々 と し た 凌い 振り が 有名 で あっ た 。 特に 
水中 で は 無類 の 強 き を 科 り 、 決 有 大 会 に も 進出 。 だ が 、 
国家 が 財政 護 で 、 マ ー メ イド ガン ダム の メン テ ナ ン ス すら 
まま な ら な い 状 能 で あっ た 。 迎え た ネオ チャ イナ 代表 サ 
イ ・ サ イシ ー と の 死 間 で 村 体 は 完全 に 破 城 きれ て し まい 、 
深く 3g く 決 騰 の 四 台 か ら 去る の で あっ た 。 


株 セシル と サイ シー が 誤 と な っ 
た こと に 気 を 失 ん で いた ハン ス 
FE 

切り 情 い の な い 主 い を し た 。 


MORE INFO! 


画 バー ル ・ バ パー ホー ペン (ネオ オラ ンダ ) 


チコ ・ ロ ドリ ゲス ( ぇ + ォ ぇ メキシコ) 

チコ は ガン ダム ファ イタ ー で あり な が ら 、 地 

球 降下 後 か ら ファ イト を 放棄 し 、 姿 を 消し た 
それ は 、 不治の病 を 抱え る 妹 ジー ナ と 地球 で 静か 
だ が 、 ネ オジ ャ パン の ドモ ン と 出 
と し て の 血 が 騒い だ チコ は 、 フ ァ イ ト 
を 受諾 。 戦い に は 敗れ た が 、 ドモ ン の 配慮 で 命 は 奪わ れ 
な か っ た 。 乗 機 は テキ ー ラ ガン ダム 


ネオ キュ ー パ の ガン ダム ファ イタ ー で 、 搭 

乗 機 は 多 線 の よう な フォ ルム を 持つ アラ ク 

ノ ガ ンダ ム 。 知名 度 を 上 げ よ うと 、 ネ オフ ラン ス の ジョ ル 

ジュ ・ ド ・ サ ンド に 勝負 を 挑む が 、 ド モン の 割り 込み を 受 

けた 上 、 頭 部 を あっ さり と 破壊 され て し まう 。 その 後 、 数 

北 の 腹いせ に ネオ フラ ンス 元首 の 娘 で ある マリ アル イ ゼ 
に 難癖 を 付け る が 、 再び ドモ ン に 撃退 され た 


ネオ ノル ウェ ー か ら や っ て 来 た 奏 傑 ファ イ 

ター。 名 前 の 通り 、 バ イキ ング を 祖先 に 持 
つと 言わ れる 。 戦闘 能力 は 高く 、、 ネ オ ホ ン コン で の 決勝 
会 に も 進出 。 だ が 、 決 勝 大 会 で は ネオ ドイ ツ の シュ バ 
ルツ ・ ブ ルー ダー に 敗れ る な ど 低 迷 し 、 ラ ンタ オ 島 で の 
最終 パト ルロイ ヤル 進出 は 逃し た 。 搭乗 機 は 海賊 船 を 
模 し た バイ キン グ ガ ンダ ム 、 


カル ロス ・ ア ンダ ルシア (* ォ スペ ィ ン 


闘牛 士 と し て の 実力 を 買わ れ 、 ガ ンダ ム 

ファ イタ ー と な っ た 武闘 家 。 ネオ ホン コン で 
の 決勝 大 会 に 進出 し 、 各 機 と 熱戦 を 繰り 広げ た 。 正 々 
堂々 と し た 戦い を 信条 と し 、 ネ オイ タリ ア 代 表 ミ ケロ ・ チ ャ 
リオ ッ ト が 持ち 込ん だ 卑劣 な 作戦 へ の 参加 を 拒否 。 そ 
れ が 原因 で 命 を 狙わ れ た 。 搭乗 機 は 牛 の 頭 が デザ イン 
され た マタ ドー ル ガ ン ダム 


unknown 


ネオ ス 
会 の 村 権 を 信人 


コン タ ・ ン ・ ド ゥ ー ル * ォ ヶ = ア ) 

ネオ ケニア か ら 参 戦 し た 多 猛 な 武 関 家 

動物 的 勘 と 身体 能力 を 活か し た 戦法 を 得意 

と し 、 決 勝 大 会 に も 進出 し た 。 ラン タオ 島 で の 最終 パト 

ルロイ ヤル 進出 は な ら な か っ た も の の 、DG 細 胞 へ の 感 

染 も 免れ て いる 。 正義 感 が 強く 、 対 デ ビル ガン ダム 戦 で 

は 世界 ガン ダム 連合 に も 参加 。 デビ ル ガ ン ダム か ら 地 
球 を 守 ろ うと し た 。 搭乗 機 は ガン ダム ゼブラ 


unknown 
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PERSONAL PROFILE 
トロ ワリ バー トン 1 We 


Trowa Barton 


「 ト ロワ 」 に 成り すま し 地球 へ 降り た 
へ ビー アー ムズ の パイ ロッ ト 


11ーL5 の 各 コ ロニ ー 群 か の ら ガ ンダ ム で 降下 し た 5 
人 の 少年 達 。 彼ら は OZ (オズ ) へ の 柚 撃 作戦 「 オ ペ 
レー ショ ン ・ メ テオ 」 を 実行 に 移す た め の 選 ば れ た 存 
在 で あっ た が 、 L3 コ ロニ ー 群 か ら 降 下 し た 少年 だ け は 、 
当初 の 予定 と は 別 の 人 物 j の で ある 。 ト ロワ ・ バ パー 
トン を 名 乗る この 人 物 は 、 あ る 事情 か ら その 本 人 に 成 
り 代 わっ て ガン ダム に 搭乗 し た 名 無し の 少年 で あっ た 。 

トロ ワ を 名 乗る この 人物 の 氷 性 は 不明 な 部 分 が 多 
い 。 一 脱 に よる と 、 彼 は 戦災 孤児 で あり 、 あ る 時 其 
か ら 値 兵 と し て 各地 の 戦場 を 転々 と し て いた と いう 。 
AC.( ア フタ ー・ コ ロニ ー) 195、 L3 コ ロニ ー 群 で ガン 
ダム へ ビー アー ムズ の 整備 を 担当 し て いた 彼 ほ は 、 本 
物 の トロ ワ が 、 ヘ ビー アー ムズ の 開発 者 ドク トル S と の 
対立 の 末 、 彼 の 都 下 に 射殺 さ れる 現場 を 目撃 する 。 
へ ビー アー ムズ の 性能 に 上 異 味 を 抱い て いた 少年 は 、 
トロ ワ の 代わ り に 模 体 の 操 綻 を 申し 出 、 地 球 に 降下 
し た の だ っ た 。 


ドク トル S の 半 可 香 て 地 否 


任 栓 中 に 出会っ た サン ド 
DIPOLAR, hh 
se td 


寺 人 相 で . 一 齋 
POT で ET 
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PERSONAL PROFILE 


トロ ワ ・ バ パー トン を 名 乗っ て 参加 し た 「 オ ペレ ーション ・ メ 
テオ ] 以降 の 戦乱 は 、 名 無し の 備 兵 と し て 参加 し た 機 多 
の 圭 闘 と は まっ た く 趣 の 異な る も の で あっ た 。 ガ ンダ ム と い 
圧倒 的 性 能 の 機体 に 搭乗 し た こと 、 そ し て 巨大 勢力 で 
ある 0Z に L3 コ ロニ ー 群 を 代表 し て 立ち 向かわ ね ば な ら な 
か っ た こと は 、 基 議 せ ず と も 彼 に 重圧 や 責任 を 与え た の 
で ある 。 だ が 一 方 で 、 カ トル や ヒイロ ・ ユ イ な ど 、 同 じ 記 を 
持つ パイ ロ - 小 と の 連携 に より 、 これ まで 備 兵 時 代 に 捨 え 
て いた 孤独 司 が 解消 し て いっ た の も また 事実 で あっ た 。 

だ が 、 戦い は さら に 混迷 化し 、 0Z が 「 オ ペレ ーション ・ 
デイ ブレ イク ] を 発動 し て か ら は 、 トロ ワ を は じ め ガ ンダ ム 
勢力 も 敗北 を 紀 す る こと が 増え て いっ た 。 追い 詰め られ 
た トロ ワ も 一 時 は 自爆 を 発 悟 し た ほど で あっ た が 、 コ ロ 
すら 制圧 し つつ あっ た OZ の 贅 剛 を 暴く べく 一 金 発 
起 し 、 彼ら の 宇宙 で の 質点 で ある 月 面 基地 へ の 洪 入 を 
試み る の だ っ た 。 

だ が 、0Z 兵 と し て 行動 する 徳 を 待ち 受け て いた の は 、 
戦友 で ある カト ル と の 同士 討ち で あっ た 。 カト ル は 、 父 が 
侍 ろ うと し た コロ ニー 市 民 た ち に 自ら 追い 詰め られ て 命 を 
牙 と し た こと で 最 走 。 危険 な 機体 で ある ウイ ング ガン ダム 
で ロ で 出 し 、 コロ ニー を 破 壌 し て いた の で ある 。 ゼロ シ 
ステ ム で 増幅 され た カト ル の 趣 り を 針 め よう と 説得 する ト 
ロウ だ が 、 その 説得 も 虚しく 乗 機 を 破壊 され 、 宇 宙 空 間 
に 放り 出さ れ で し まう の だ っ た 一 一 。 


中 時 の EEZ | 


『 オ ペレ ーション ・ メ テオ 』 を 開始 し た トロ ワ は 、0Z コ ル 
シカ 基地 に て カト ル と 出会う 。 カト ル と は 気 が 合っ た よう 
で 、 彼 が 弾く パイ オリ ン に 合わ せ て トロ ワ が フル ー ト を 吹く 
な ど 、 プ ライ ベー ト で も 目 交 を 深め て いる 。 一 方 、 戦 士 と 
し て は 、 ヒイロ の 生き 様 に 大 き な 影 響 を 受け て いた 。 任 
季 の た め な ら ば 死す ら 礎 わな い 覚 悟 、 そ し て 、 誤っ て 殺め 
た 連合 昔 硫 部 の 家族 を 訪ね 歩き 、 直 接 謝 罪 する 芯 の 
列 さき ーー トロ ワ が サー カス で | 自爆 ショ ー」 を 敢行 し た の 
も 、 そう し た 彼 に 感化 され て の 行動 で あっ た と 言え る 。 

また 、 所 属す ずる サー カス 団 の パー トナ ー、 キ ャ スリ ン ・ 
ブル ー ム の 存在 も 彼 の 中 で 大 きく な っ て いっ た 。 彼女 
は 何かと トロ ワ に 世話 を 焼く だ け で な く 、 ト ロワ の 「 自 井 
ショ ー」 を 強引 に 止め た の で ある 。 そん な 彼ら と の 出 会 
い が 、 彼 を 名 無し の 備 兵 か ら 「 ト ロワ 」 と いう 人 間 へ と 変 
えて いっ た の で ある 。 


サー カス 団 で アク ロ パ ティック な 動き を 見 せ て いる よう 
に 、 トロ ワ は 類 い 稽 な 身体 能力 の 持ち 主 で あっ た 。 そう し 
た 能力 は 垂 武 装 型 で ある へ ビー アー ムズ の 操 編 に も 活 
か きれ て ね り 、 時 に は 機体 で 曲芸 の よう な 動き すら 可能 と 
し て いた の で ある 。 また 、 偽 兵 時 代 か ら 幾 多 の 戦場 を 経 
験 し て いた た めそ の 戦況 判断 力 は 高く 、 圧 食 的 な 物量 
差 の 0Z 部 硝 と も 互角 の 輝い を 行う こと が で きた 。 


コロ ニー の 放出 人 まま 装っ て OZ 月 医 攻 藻 お 導入 ずる な どる 。、 ス パイ と し て の 
力 6 上 中 涼 も の の あ っ た 。 


民間 人 
理 闘 に 巻き 込ま れ 


地理 、 宇 宙 を 設 に 掛け て 行動 する 移 


を 哲 え る 大 規模 な 組 
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PERSONAL PROFILE の Te02 am1A 
キャ スリ ン ・ ブ ルー ム まき 了 y』 


出身 不明 
隔 蓋 、 ナ イフ 投げ 


Cathrine Bloom 


第 の よう に トロ ワ を 可愛 が っ た 
サー カス 団 の パー トナ ー 


ガン ダム へ ピー アー ムズ に 搭乗 し 、L3 コ ロニ ー 群 
か ら 地球 へ 降下 し た トロ ワ ・ バ ー ト ン 。 OZ 基地 を 次 々 
と 舞 撃 し て いた 彼 が 、 地 球 で その 身 と ヘビ ー ア ー ム 
ズ 本 体 を 隠す た め に 合流 し た の が 、 地 球 や コロ ニー 
を 巡業 する 移動 サー カス 団 で あっ た 。 大 量 の 動物 
や 荷物 と 共に 移動 する 彼ら と 同行 すれ ば 、 その 所 在 
が 掴み に くく な る と トロ ワ は 考え た の だ 。 トロ ワ は た だ 
身 を 寄せ る だ け で な く 、 ビ エロ と し て サー カス へ の 出 
演 も 始め る が 、 その パー トナ ー と し て 共に 舞台 に 立っ 
て いた の が キャ スリ ン ・ ブ ルー ム で ある 。 

若 さ と 美貌 を 兼 ね 備え た キャ スリ ン は 、 サ ー カ ス 団 
の 花形 的 存在 で あっ た 。 だ が 彼女 も 、 地 球 園 統一 
連合 と コロ ニー 国家 群 と の 戦い に より 、 弟 が 行方 不 
明 に な っ た と いう 辛い 過去 を 隠し て いた の で ある 。 そ 
ん な 悲し み を 抱え な が ら も 、 サ ー カ ス で は 明る く 振 舞 
い 、 厳 し い 生活 を 続け る 市 民 た ち を 励ま し 続け て い 
た 彼女 の 前 に 、 ト ロワ が 次 を 現し た の だ っ た 。 

EERIE FM 
員 た ち に よる アク ロティ 
ク な ショ ー が 人 気 を 介し て 
いた 。 ナイ フ 栓 げ を 午 凍 と 


する キャ スリ ン は 、 その 中 
で も 意 い 人 気 を 持っ た 
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PROFILE 


ライ オン を すぐ に 手 懐 け る トロ ワ 
な 第 一 印象 を 持つ . 
こ は 、 一 切 恐 怖 を 感じ 
て いな い ト ロワ の 様子 を 見 て 、 驚き と 同時 に 言い 知れ ぬ 
不安 すら 感じ る の だ っ た 。 それ が 彼 へ の 興味 に 繋が 
て いく 一 方 で 、 キャ スリ ン は 生死 不明 の 状態 で ある 弟 の 
次 を トロ ワ に 重ね て いた 。 以降 、 トロ ワ に 対す る 情 は さら 
に 強く な り 、 彼 が ガン ダム へ ピー アー ムズ を 用 いて 「 自 
爆 シ ョ ー」 を 行っ た 際 に は 、 そ の 身 そ 所 し て それ を 止め さ 
せよ うと し た の で ある 

「 自 燈 シ ョ ー」 の 責任 を 取り 、 ト ロワ は サー カス 団 を 退 
団 す る 。 キャ スリ ン は 彼 と の 別れ を 寂し く 思っ て いた が 
や が て 再会 で きる こと を 信じ て 疑わ な か っ た 。 そし て 訪れ 
た 再会 一 一 だ が トロ ワ は 、 戦 闘 の 
いた の で ある 。 キャ スリ ン は 彼 を 、“ 弟 "と し て サー カス 団 
護 し 、 彼 を 支え る 決意 を 固め る 。 デュ オ ・ マ ックス ウェ 
ガン ダム の パイ ロッ ト に 対し て も 加 り の 予 先 を 向け 
る な ど 、 彼 女 は トロ ワ を 再び 戦場 へ 戻す まい と し た 。 だ が 
トロ ワ が 自ら の 意志 で ビー スミ リオ ン 合 流 を 決め る と 、 キャ 
スリ ン が それ に 反対 する こと は な か っ た 。 トロ ワ の 身 を 案 
じ つ つ も 、 混 迷 化 する 戦乱 を 食い 止め 、 世 界 を 変え て く 
り で ある 。 その キャ スリ ン の 想い が 通じ た 
の か 、 戦乱 は 終結 。 そし て 戦乱 の 中 で 記憶 を 取り 戻し た 
トロ ワ も 、 再び サー カス 団 に 帰っ て きた の で あっ た 


、 足 中 DS ゝ と ガン ダム へ の 期待 | 


いい 加減 に し て 欲し い 一 一 みん な 幸せ に 暮らし た 
い だ け な の に ] キャ スリ ン は 、 サー カス の 巡業 で 訪 
れ た C412 コ ロニ ー で 0Z 宇 宙 軍 の 材 撃 に 遭い 、 人 質 
に され て し まう 。 サー カス で 世界 中 を 巡 華 し て きた 彼女 
は 、 市 民 の 生活 が 戦闘 に よっ て 何 度 も 破壊 され る 現場 
を 見 て 来 た 。 その た め 、 軍 人 が 飽き も せ ず 、 プ ライ ド や 
立場 だ け で 戦争 を 続け て いる こと に 暗 易 し て お り 、0Z 
宇宙 軍 の 兵士 に 対し て 上 記 の 言葉 を 放っ た の で ある 
サー カス 団 団長 の 培 得 で 起り を 鎮め た キャ スリ ン だ が 
弟 が 行方 不明 に な り 、 普通 の 生活 を 奏 わ まっ た 
彼女 の 反戦 へ の 想い は 強かっ た 。 そん な 彼女 に と っ て 
の 一 繧 の 望み と 言え た の が 、 トロ ワ た ち ガ ンダ ム 勢 力 の 
存在 で あっ た 。 軍人 で は な く 、 コ ロニ ー や 地球 の 
的 な 平和 の た め に 動き 始め た トロ ワ ら に 彼女 は 期 f 
較 乱 の 世 が 正 され る こと を 願っ た の で ある 


較 和 た コミ ュ ニ テーション 能 カ 


キャ スリ ン は 、 無 口 で 感情 を 表 に 出さ な い ト ロワ に 対 
根気 強く 接し て いた 。「 自 爆 シ ョ ー] を 行っ た トロ ワ を 
諫 め る 際 に は 鉄 芋 制 裁 に 出る な ど 、 真 っ 直ぐ な 感情 で 
向き 合っ た の で ある 。 トロ ワ も キャ スリ ン の そう し た 想い 
に 動か され 、 徐 々 に 心 を 開い て いっ た 。 A.C.195 の 戦 
乱 が 終結 し た 後 、 ト ロワ が サー カス 団 へ の 復帰 を 選ん だ 
の も 、 キャ スリ ン の 存在 が あっ た と 言え る 


0 入 栓 も . 団員 と 


トロ フ の 行動 を 不思議 
て いた 。 だ が - キャ スリ ント 
供 の 邊 中 


い 信博 を 寄 


その 人 柄 は 加 し くも 温 
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PROFILE 
年 齢 26 大 
軍 押 本 方 面 機 村 ( 


カレ ン ・ ジ ョ シュ リ 


Karen Joshua 


陵 越 牙 
出身 地球 
MS 浴 経 


郭 隊 指 揮 、 医 


末 処 な 小隊 長 を サポ ー ト し た 
第 08 小 隊 の ベテラン 先任 下士 官 
地球 連邦 軍 極 東方 面 軍 に 配 され て いた 、 迄 称 「 コ 
ジマ 大 隊 ] は 、 お 世辞 に も 品 の 良い 部 隊 と は 言い 苑 
か っ た 。 昼行灯 の 大 隊長 に 酔 客 の 補給 中 隊長 、 柄 
の 悪い 隊員 た ちと 、 品 行方 正 と は 程 遺 い 地球 連邦 
軍人 た ちの 吹き 溜まり だ =。 第 08MS 小 隊 の 
先任 下士 官 を 務め た カレ ン ュ ワ も 、 階 級 だ け 
で は 上 官 に 従わ な い 気 質 ゆ え に 、 周 囲 と 衝突 する こ 
と も 少な く な か っ た 。 前 任 の 小隊 長 が ノイ ロー ゼ で 
後方 の 病院 っ た の も 、 カ レン と の 起 力 
が 原因 と 撤 搬 する 者 さえ いた ほど で ある 。 だ が 、 
新任 の 小隊 長 シロ ー・ ア マダ と の 出会い が 、 カ レ 
ン に 転機 を も た ら す こと に な る 。 勝 面 も な く 理想 請 を 
語り 、 迷 いな が ら も それ に 向かっ て 歩み 続け る シロ ー 
に 対し て 、 次 第 に 信頼 を 寄せ て いく カレ ン 。 し か し . 
シロ ー が 戦争 と いう 状況 に 所 弄 され 苦悩 する と 同時 
に 、 カ レン も 軍人 と し て の 役割 と 自分 の 感情 の 狭間 
で 揺れ 動く の だ っ た 。 


表 紅 町 で MS の 旨 
林 ご も 何れ .06 小 上 の 中 
(し て 大 き 彼 枯 を 上 た 


枢 基 大 性 第 08 小 婦 


EE.F.S.F. 


or 


円 
ET 
J 3 れ 、 連 


カレ ン が 極東 戦線 に 配属 され て か ら 3 ヶ月 近く が 経っ 
た U.C.0079.10、 シ ロー が 新任 の 小隊 長 と し て コジ マ 
大 隊 に 赴任 する 。 当 初 は 経験 の 浅い シロ ー の 力量 を 
疑問 視 し 、 乱 し い 態度 を 取っ て いた 。 し か し 、 押 いな が 
ら 5 も 隊長 と し て の 責務 を 果たそ うと する シロ ー に 接する 
うち に 、 彼 を 上 官 と し て 認め る よう に な っ て いく 。 そし て 、 
シロ ー が ジオ ン 公 国 の 女性 パイ ロッ ト 、 ア イナ ・ サ ハリ 
ン と の 関係 か ら ス パイ の 嫌疑 を 掛け られ て も 、 カ レン は 
彼 の 潔白 を 信じ 続け た 。 戦場 に あっ て 綺麗 ご と を 語る シ 
ロー の 甘 さ を 知り つつ も 、 それ が 命 を 騨 けた 彼 の 信念 で 
ある こと を 理解 し て いた の で ある 。 


害 を カレ ン に 命じ た 。 苦 波 の うち に その 命令 を 受け た 彼 
女 は 、 ラ サ 基 地 攻 略 作戦 の 最 中 に アイ ナ を 救う た め に 
軍 を 抜け よう と し た シロ ー に 銃口 を 向け る 。 し か し 、 信頼 
を 寄せ た 仲間 を 殺す こと は カレ ン に で きず 、 立ち 去る シ 
ロー の 背中 を 苦い 想い と 共に 見 送っ た の だ っ た . 


中野 が り の 思 色 の 経歴 


カレ ン は 地球 連邦 軍 に 入隊 し て パイ ロッ ト に な る 以前 
に は 医学 生 と し て 学び 、 軍医 の 男性 と 結婚 も し て いた 。 
し か し 、 夫 が 戦死 し て 未亡人 と な っ た の ち 、 軍 人 と し て 
最前 線 で 戦う 道 を 選ぶ こと に な る 。 シロ ー が コジ マ 大 隊 
に 赴任 し た 一 年 戦争 後期 に は 、 先 任 下士 官 と し て 小隊 
を まとめ られ る ほど に 経験 を 積み 、 ジ オン 公国 軍 の トー チ 
基地 攻略 戦 な どの シロ ー の 不在 時 に は OB 小隊 の 指 
揮 を 執る こと も あっ た 。 また 、MS の 操縦 技術 も 確か で 、 
08 小 隊 が 携わっ た 任務 で 多く の 戦果 を 挙げ て いる 。 だ 
が 、 アプ サラ ス 開 発 基地 の 捜索 作戦 に お いて 、 初 の パ 
ラ シ ュ ー ト 降下 に 怖 気 を 覗か せ 、 ガ ウ 攻 撃 空母 と の 中 
過 戦 で 其 締 する 場面 ちあ っ た 。 さら に 、 着陸 直後 に は 
アッ ガイ に 礎 角 を 受け て 乗 機 が 小 破 し 、 任 和 務 の 達 中 で 
召 脱 を 余 備 な くさ れ て いる 。 な お 、 一 年 戦争 終結 後に 
08 小 隊 が 解 敵 され た の ち は 他 の 部 隊 に 転属 し 、 難 民 
キャ ンプ で 配給 係 を 務め て いた と 言わ れ て いる 。 


兵士 と し て の 多才 さと 医療 の 心得 


カレ ン は パイ ロ : 小 と し て 高い 技量 を 有 し 、 重 力 下 戦闘 
に お いて は 小隊 着任 当初 の シロ ー を 上 回 る 能力 を 発揮 
し た 。 状況 判断 も 的 確 で 、 戦 況 や 彼 我 の 戦力 差 を 楽観 
視 し な い 戦術 恨 に は 08 小 隊 の 隊員 た ち も 信 頼 を 置い て 
いた 。 さら に は 、 ある 程度 の 格闘 術 も 習得 し て いた ( 敵 味 
方 の 判別 が つか な か っ た キキ を 組み 伏せ て いる )。 その よ 
うに 兵士 と し て 非常 に 有 能 だ っ た だ け で な く 、 元 医学 生 
の 知識 と 経験 を 活か すこ と も あっ た 。 エレ ドア ・ マ シス が 
一 時 的 に ジオ ン 公国 軍 の 捕虜 と な り 、 脱 出 時 に 負傷 し 
た 際 に は 、 有り 合わ せ の 器材 で 応急 処置 を 施し て いる 。 


08 小 鍵 の 先任 下士 官 と し て 。 シ ロー に 代わ っ て 変 物販 り 仕切 
か っ た 。 また . アー ミー ナイ フ 1 本 で エレ ドア に 施 称す る 技 析 も 
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一 * 世 一 以 久 ーー 


3 
(マリ ー・ パ ー フ ァ シ ー) 


不明 (超人 機関 
Soma Peries (Maric Parfacy) 


ST 


モル ゲイ ・ ス ミル ノ フ が 培っ た 
「 ツ ー マ ・ ビ ピー リス 」 と し て の 生 


「 ソ ー マ ・ ピ ー リ ス 」 と いう 偽り の 人 格 が 与え られ て 
いた マリ ー・ パ バー ファ シー は 、 幼 い 頃 に 超人 機関 で 
唯一 の 友人 で あっ た アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム と 接触 
し た こと で 、 本 来 の 人 格 を 取り 戻し た 。 し か し ソー マ 
の 記憶 と 人 和 格 を 抱え た まま マリ ー の 人 格 が 中 っ た こ 
と は 、 彼女 を 苦し め る 原因 と な っ て し まう 。 

セル ゲイ ・ ス ミル ノ フ の 部 下 と し て 過ごし た 年 月 は 、 
ソー マ に 大 き な 影響 を 与え て いた 。 彼女 に と っ て セ 
ル ゲ イ は 、 尊敬 する 軍人 で ある と 共に 父親 の よう な 
存在 で 、 ア レル ヤ に 並ぶ 大 切な 人 と な る 。 その た め 
アン ドレ イ ・ ス ミル ノ フ の 凶行 で セル ゲイ を 失っ た マ 
リー は 、 似 を 討つ べく 彼 と 長く 過ごし た ソー マ の 人 格 
へ 変貌 する 。 だ が 、 ダ ブル オー ライ ザー の トラ ン ザ ム 
パー スト に て 履 讐 は セル ゲイ が 望む こと で は な い 


と 悟り 、 マ リー に 立ち 戻る の だ っ た 。 本 来 の 人 格 が 
マリ ー で ある 一 方 、 も は や 「 ソ ー マ ] も 偽り の 人 格 で 
は な く 、 彼女 の 一 部 に な っ て いた の で ある 。 


モル ゲイ か ら 生 子 の 鈴 
ンー は まき 
RB | 
が 英 え - その 名 で 呼ば nn ~~ 
索 れ た て / 
て と 千 え を 保 入 し と wy 
1/ 出 


SSA 
の 」 記 昼 が 戻っ た マリ ー 
は 、 3 時 に 五 馬 を 
た な か っ た た め 理 天 に ア 
レル ヤ と 言 業 を 次 せん しさ 
える 現在 に 褒 詳 する 


BNX-704T/SP 
アヘ ッ ド 及 量 子 渡 対 応 弄 


GNR-101A 

GN アー チャ ー 

GN.007 アリ オス ガン ダム の 

地 拉 。 和 大 計 CN コ ン テ ン 

サー を 信 載 し . アリ オス と の 合 

人 時 に 和子 倫 を 琶 り る 。 
し て 開発 さも て いた 


GNA-101A GN 


GNO ヵ 
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「FALLEN ANGELS] か ら 4 年 を 経た 西暦 2312 年 、 
ソー マ は セル ゲイ と 共に 暮らし て お り 、 養子 に な ら な い 
か と 誘わ れ て いた 。 し か し 幸せ な 時 間 は 続か ず 、CB の 
活動 が 再開 し た こと で アロ ウズ に 招 聴 され る 。 そこ で 囚 
われ て いた ガン ダム マイ スタ ー、 ア レル ヤ と の 再会 を 契 
機 に 、 本 来 の 自分 「 マ リー・ パ ー フ ァ シ ー」 が 呼び 覚 ま 
され る 。 ソー マ の 記憶 と 人 格 を 持ち つつ マリ ー に 戻っ た 
彼女 は 、 アレ ル ヤ と 共に 生き る こと を 決意 し た の で ある 。 

CB と 行動 を 共に し た マリ ー は 、 ア レル ヤ の 希望 に よ 
り リバ イロ ッ ト で は な く 裏 方 に 徹し て いた が 、「 ブ レイ クビ 
ラー 事件 ] に お いて 鐘 り 注ぐ 破片 を 少し で も 除去 する た 
め に 、GNR-101A GN ア ー チ ャ ー に 搭乗 。 そこ で 、 セ 
ル ゲ イ が 息子 の アン ドレ イ に よっ て 討た れる 場面 に 暫 
過 し て し まう 。 『 父 」 の よう に 慕っ て いた セル ゲイ の 死 は 、 
マリ ー を 再び 「 ゾ ー マ ・ ピ ー リ ス ] へ と 立ち 戻ら せる 。 ア 
ンド レイ へ の 復讐 の た め に 畔 い 続け る 彼女 だ が 、 刺 那 ・ 
F・ セ イエ イ の ダブ ルオ ー ラ イザ ー が 放つ トラ ン ザ ム バ パー 
スト は 、 ア ンド レイ の 心 の うち を ソー マ に 伝え 、 そ の 悲し 
いす れ 違 い を 知っ て 涙する の だ っ た 。 

西暦 2314 年 、 ア レル ヤ と 共に CB を 離れ 、 地 球 で 巡 
礼 の 旅 を 続け て いた マリ ー は 、 地球 外 変異 性 全 許 体 (E 
LS) の 肌 来 に よっ て アレ ル ヤ と 一 緒 に 再び 戦場 に 立つ 。 


較 寺 アレルヤ と まみ 出し た 新た な 人 人 


セル ゲイ と の 穏やか な 暮らし は 、 親 を 持た な ない 「 ソ ー 
マ 」 に と っ て 夢 の よう な 時 間 で あり 、 彼 の 娘 と し て 暮 ら 
す 道 も あっ た だ ろう 。 し か し 、 自 分 を 取り 戻し た 「 マ リー」 
は 、 ア レル ヤ の 傍ら に 居 続け る こと を 選ぶ 。 し か し セル 
ゲイ を 「 ブ レイ クビ ラー 事件 」 で 失っ た こと に より 、 心 穏 
や か な マリ ー の 人 人 格 か ら 、 ア ンド レイ へ の 複 讐 の た め 趣 
兵 1 号 で ある ソー マ の 人 格 が 表面 化す る 。 アレ ル ヤ と 
モル ゲイ が 彼女 に 望ま を な か っ た 戦い に 、 敢えて 身 を 投じ 
る ソー マ 。 し か し 、 ト ラン ザム バー スト に よる GN 粒 子 が 
アン ドレ イ と ソー マ の 意識 を 結び 付け 、 お 互い の 気持 
ち を 理解 し 合っ た こと で 復讐 心 は 氷解 する 。「 私 は あな 
た が 許せ な い 。 で も 、 あ な た を 憎み 続け て 恨み を 晴らし 
て も きっ と 大 佐 は 喜ば な い ] そう 悟っ た ソー マ は 再び マ 
り 、 ア レル ヤ の 元 に 戻る 。 そし て 戦い を 離れ 、 
彼 と 共に 巡礼 の 旅 に 出る の だ っ た 。 


画 ! 乏 レー | の 記 他 と 人 格 を 持つ 「 マ リー 


「 マ リー」 と し て の 人 格 を 取り 戻し な が ら 、 軍 人 で あっ 
た 「 ソ ー マ 」 の 記憶 と 人 格 も 失っ て いな か っ た 。 本 来 i= 
の 優し い 性 格 を 知る アレ ル ヤ と 、 ソ ー マ を 父 の よう に 見 ” 
守っ て いた セル ゲイ の 意向 に より 、 マ リー が パイ ロッ ト と 
し て 最前 線 に 出る こと は な か っ た 。 し か し 、「 ブ レイ クビ の 
ラー 事件 ] を きっ か け に 超 兵 1 号 の 「 ソ ー マ 」 と し て 再 で あっ た 
び 戦 う よ う に な る 。 ELS 壮 来 の 際 も 、 戦 闘 時 は 「 ソ ー マ 」 
の 人 格 と な っ て 、 CB の 貴重 な 戦力 と な っ た 。 


MORE INFO! 
・ バ パー ファ シー の | 


に こ 析 産 の GN-011 ガン ダム ハル ー ト に 棋 業 。 アレ ル ヤ と その 
と 共に 、 三位一体 の マル ー ト モー ド で 結 兵 の 力 ま 例 性 し た 。 
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クリ スチ ー ナ ・ マ ッ ケ ンジ 


Christina Mackenzie 


E-F.S.F. 


マン 肖 


ーー ロペ スッ ほ 穴 ご 深 加 


ES RT C0 2 


| mr02 se 5A 


止 じい と な が で 同 処 に も な い 
目 分 (CGC で きる に と を 
96U か な いん だ わら 


剛 朗 】 リー トコ ー ス を 歩ん だ 経 礎 と 実績 | 


テス トバ パイ ロッ ト を 和 務め た 技量 。 | 
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リボ ー・ コ ロニ ー の 地 款 連 放 軍 ee | 


Earth Federation Force in Ribo HE EC RF | ESF 


アレ ックス を 守る べく 戦っ た 
リボ ー・ コ ロニ ー 駐 留 の 連邦 軍 


サイ ド 6 「 リ ー ア 」 は 、 一 年 戦争 に お いて 中 立 の 立 
場 を 取っ た スペ ー ス ・ コ ロニ ¢ 

ド 2、 サ イド 4 は 戦争 の 緒戦 で 
減 。 サイ ド 6 が 前 撃 さ れ な か っ た の は 、 当 時 の 政権 を 
握っ て いた ラン ク 内 閣 が ザビ 家 の 後 押し で 誕生 し 、 事 
前 に 密約 を 交わ し て いた た め と され る 。 し か し 親 公国 で 
あっ た ラン ク 内 閣 は 、 戦争 の 推移 に 伴い 地球 連邦 寄 
り に 立場 を 社 す 。 これ は 戦争 の 旗 色 も さる こと な が ら 、 
公国 軍 の コン スコ ン 模 動 部 隊 に よる 領空 内 で の 発 
砲 事件 や リポ ー・ コ ロニ ー へ の 普 撃 を 受け て の 駿 度 
硬化 に より 、 U.C.0079.12 月 上 旬 か ら 親 連邦 の 動き 
は 加速 し 、 駐 留 する 連邦 軍 は 増強 され て いく 。 そん な 
流れ の 中 で リボ ー・ コ ロニ ー に 駐留 し た べ カ サス 級 ( ホ 
ワイ トペ ー ス 級 ) 強襲 掲 陸 航 グレ イフ ァ ン トム を 中 心 と 
し た 連邦 軍部 隊 は 、 ニ ュー タイ ブ 専 用 ガン ダム 、RX- 
78NT-1 アレ ックス を 巡る 争い の 中 心 と な り 、 サイ クロ 
ブス 隊 の 攻撃 に 晒さ れる こと と な っ た 。 
新台 ガン ダム を 守る た の 

りー 

駐 の グレ イフ ァ ント ム と ee 

カー レオ 了 が 湊 違 され た 

その 物 々 し さ は 、 薄 党 の 凡 


入 次 に 見 合わ な い は ど 
の 剛力 で あっ た 


UC.0079.12.13 


関連 ファ イル 


RX78NT-1 7! 


て | 
re ム A スチ ュ ア ー ト 
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本 02 sr DBn 


連邦 軍 の G-4 実 験 部 隊 の 指揮 宮 を 務め る 中 佐 。 ア 
レッ クス の 最終 調整 の た め リ ボー・ コ ロニ ー に 駐留 し た 
こと で 、 公 国軍 の 特務 部 隊 サ イク ロブ プス 隊 と 交戦 する こ 
と と な る 。 ルビ コン 作戦 に お いて 、 人 迫る MS-18E ケン プ 
ファ ー に 対し て リー ア 軍 と 共に 対応 。 グレ イフ ァ ン トム を コ 
ロニ ー 内 に 入れ 、MS で 防衛 線 を 張 ろ うと 指示 する も ス 
カー レッ ト 隊 は あえ な く 壊 減 し て し まう 。 そこ で アレ ックス の 
テス トバ パイロット 、 クリ スチ ー ナ ・ マ ッ ケ ンジ ー 中 尉 (クリス) 
に 出撃 を 命じ 、 辛 くも 撃退 する 。 その 後 の ク リス マス 作 
較 に お いて は 、 ア レッ クス 1 機 で MS-06FZ ザク I 改 を 迎 
撃 さ せ 、 蔵 は 撃破 し た も の の アレ ックス は 大 破 。 第 13 独 
立 部 隊 へ の 新型 ガン ダム 配備 は 叶わ な か っ た 。 この 報 
告 を 受け た レビ ル 将 軍 は 「 所 診 は 、 ポ ケッ ト の 中 の 戦争 
に 過ぎ ん さ 。 我々 に は 、 も っ と 大 き な 戦 場 が 待っ て いる ] 
と 評 し た と され 、 こ の 結果 が 一 年 戦争 を 左右 する も の で 
は な か っ た の で ある 。 


ケン プ フ ァ ー の 出 環 で リー ア 

TT 
を 要 壮 。 し か し スチ ュ ア ー ト は 
[君たち も 生 電 を 隊 し て あい 
た は うがい いと 思う が な 」 と 、 
塗 洪 に 記し 和 面 に 立た せ 
た の で ある 。 


UN メデ ィ カ ル ・ セ ンタ ー 性 


天天 られ た 
チュ アー ト は 、 舞 宣 が 個 め な 
いこ と を 理 食し て 段々 し げに 
MRE ETDS 


リボ ポー・ コ ロニ ー に ある U.N. メ ディ カル ・ セ ンタ ー に 動 
め る 科学 者 。 メカ ニカ ル ・ ア ー ム の 研究 を 行っ て お り 、 
その 義肢 技術 は MS に も 流用 され て いた と いう 。 

「 あ れ は 、 必 要 悪 と で も 言う べき 機械 で 、 人 を 幸せ に 
する た め の も の で は な い 」 一 一 これ は 「 モ ビル スー ツ は 
役に立っ て る よ 」] と 話 る 、 見 学 に 訪れ た 少年 アル フレ ッ 
ド ・ イ ズル ハ (アル ) に 対す る ディ ッ ク 博 士 の 返答 で ある 。 
MS に 対す る 博士 の 見 解 は 必ず し も 良い と は 言え な いも 
の で あっ た が 、 ア レッ クス の 開発 に 携わっ て いた の は 紛 
れ も な い 事 実 で ある 。 MS が 人 々 の 暮らし に も た ら す 思 
恵 を 充分 に 理解 し て いる か ら こそ 、「 必 要 蛋 ] で ある と 
割り 切っ て 連邦 軍 に 協力 を し て いた の で あろ う 。 ケン プ 
ファ ー 嘩 来 の 際 は 連邦 軍 か ら 連 絡 を 受け 、「 も ちろ ん 動 
か せる 状態 に あり ます が 」 と アレ ックス の 状態 を 答 
えて いた 。 リボ ー・ コ ロニ ー に お いて 、 アレ ックス の 最終 
調整 を 行う 重要 な ポジ ショ ン を 担っ て いた よう で ある 。 


イン タビ ピュア ー に よっ て 、 執 肝 
研究 が 孝 還 の MS 開 師 に 
用 いち れ で いる こと を 適 天 さ 
れ た 情 士 は 、 [トースター と 大 
回 に も 共 寺 する 技 圭 は ある 
と 本 業 を も 江 し て 守 え た 。 


へ と 入る た め の パ ス を ア 
ル に 状 ま れ で し まう 。 


™ 軍 浴 で 
和 を 見 短め た 警備 山 。 拉 が り 


MORE INFO! 


連邦 の 医 餅 研 究 施設 。 一 年 戦争 の 来期 に 吉孝 政府 が 施設 
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関連 ファ イル 
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PERSONAL PROFILE gm02 se OGn 
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MORE INFO! 戦い を 終え て 一 ム 組 っ 、 
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機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


PERSONAL PROFILE 


メイ リン ・ ホ ー 


Meyrin Hawke 


淡い 恋心 か ら 軍 を 離脱 し た 
ザフト の 新人 兵士 


アー モリ ー ワ ン に 入港 し て いた ザフト の 新鋭 
ル バ に は 、 土 官学 校 と し て 機能 し て いた アカ デミ 
スク ー ル を 卒業 し 、 ザ フト に 入隊 し た ば か り の 新人 兵 
士 た ち が 多数 配属 され て いた 。 彼 ら は ミネ ル バ の 出 
航 に 備え て 準備 を 進め て い : ファ ント ムペ イン に 
よる ザフト の 新型 機 礁 取 事件 に 遺 遇 。 以降 、 地 球 
連合 軍 と の 大 規模 な 戦乱 に 巻き 込ま れる こと に な っ 
た の で ある 

メイ リン ・ ホ ー ク も 、 ミ ネル バ の ブリッ ジ ク ル ー と し 
て 戦場 の 最前 線 に 身 を 置く こと に な っ た 新人 兵 の ひ 
と り で ある 。 彼女 は 、 同 じ く ミ ネル バ に 配属 され で てい 
た MS パイ ロッ ト 、 ルナ マリ ア ク の 妹 で あっ た が 
「 赤 服 ] を 靖 る エー スパ イロ ッ ト と し て その 実力 を 認 
め ら れ て いた 姉 と は 異な り 、 軍 人 と し て の 胆 力 や 倫 
理 観 に 欠け て いる 部 分 が あっ た 。 それ が の ち に 、 ザ フ 
ト か ら の 苑 脱 と いう 衝動 的 な 行動 へ と 彼女 を 駆り 立 


ン 


ZAFT 


ミ 
ネ 
ル 
プ \ 
の 
女 
性 
ク 
ル 
] 


に に AN( い | 


ミネ ル バ 


毅 さ れる くら いな ら 
行っ た 方 が いい で す ! 


メイ リン が ミネ ル バ の ブリ ッ ジ クル ー と し て 参加 し た 戦 
乱 は 、 地 球 軍 が 植 兵器 を 使用 する な ど 、C.E.70 に 勃発 
し た ザフト と 地球 軍 の 戦争 に 匹敵 する も の と な っ た 。 プ 
ラン ト の 危機 で ある と 頭 で は わか っ て いた が 、 あ まり に 杜 
絶 な 戦闘 の 連続 に 、 彼 女 は 精神 的 に 追い 詰め られ て い 
く 。 一 方 で メイ リン は 、 ザ フト に 復 隊 し た アス ラン ・ ザ ラ 
に 淡い 恋心 を 寄せ る よう に な る 。 伝説 的 な MS パイ ロッ ト 
で あぁ り 、 大 人 の 雰囲気 が 漂う 彼 の 振る 舞い に 、 憧 れ に 
近い 感情 を 抱い た の だ 。 そう し た ふた つの 感情 が 、 ジ ブ 
ラル タル 基地 か ら ア スラ ン が 脱走 する と いう 緊急 事態 
に お いて 、 彼 女 を 大 胆 な 行動 に 走ら せる 。 メイ リン は ア 
スラ ン を 追っ 手 か ら 匿 い 、 脱出 の 手助け も し た の で ある 。 
自身 も アス ラン と 共に 基地 か ら の 脱出 を 試み る が 、 レイ ・ 
ザ ・ パ レル と シン ・ ア スカ の 追撃 を 受け 、 乗 機 の グフ イ 
グ ナ イ テ ッ ド を 撃破 され て し まう の 。 

メイ リン は その 後 、 地球 軍 に 潜入 し て いた オー ブ 軍 の 
スパ イ に 助け られ 、 ア ー ク エン ジェ ル に 移送 され る 。 艦 
は ミネ ル パ と 交戦 する こと に な る が 、 唯一 の 支え で ある 
アス ラン と 共に 行動 する た め 、 下 艦 を 拒否 。 彼女 の 献 
身 的 な 姿勢 は 、 や が て カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ に も 伝わり 、 
宇宙 で 彼 を 守る よう 直々 に 依頼 され る まで に な る 。 そし 
て 宇宙 に 上 が っ た メイ リン は 、 ラク ス を 艦長 と する エタ ー 
ナル の 管制 官 と し て 活躍 。 アス ラン が 願う 戦乱 の 早期 
終結 を 目指 し 、 共に 最後 まで 戦い 抜い た の で ある , 


中野 ET 


メイ リン は アス ラン の こと を 気 に 掛け て いた が 、 
る ルナ マリ ア も アス ラン に アタ ッ ク し て いた た め 、 そ れ ほ 
ど 表 立っ た モー ショ ン を 掛け て いる 様子 は な か っ た 。 だ 
が 、 ア スラ ン へ の 気持 ち は 強 く 、 基 地 か ら の 脱出 を | 
て 自身 の 部 屋 に 侵入 し た アス ラン の 基地 か ら の 脱走 に 
協力 し た の で ある 。 それ だ け に 留まら ず 、 彼 女 は 基地 の 
コン ピュ ー タ を ハッ キン グ し て 追撃 部 隊 を 混乱 きせ 、 ア ス 
ラン が 脱出 する 時 間 を 稼 い だ の だ っ た 。 それ は 後 先 を 考 
えな い 衝動 的 な 行動 と 言え た が 、 一 方 で 、 戦 場 に お け 
る 閉 者 感 や 、 ア スラ ン へ の 信頼 が その ペー ス に あっ た 
の は 間違い な い だ ろ う , 

メイ リン は その 後 、 ア スラ ン と 共に 行動 する に つれ 、 
オー プ ブ 軍 や アー クエ ンジ ェ ル 部 隊 が 戦場 に 介入 し て い 
た 意味 を 知る 。 その 中 で 彼女 自身 も 戦い の 意味 を 考え 、 
自ら の 意志 で 部 隊 に 参加 する 決意 を 固め た の だ っ た 。 


四 を 得 て い た 管制 能力 


ザフト 入隊 直後 に ミネ ル バ へ 配属 され た こと か ら も . 
メイ リン は 管制 官 と し て 優れ た 能力 を 持っ て いた と 言え 
る 。 時 に 輔 神 的 な 動揺 は 見 られ た も の の 、 複 数 の ガン 
ダム を 運用 する ミネ ル バ の 管制 に ちい て 大 き な ミス は な 
く 、 ミ ネル パ 艦 長 で ある タリ ア ・ グ ラディ ス か ら も 信頼 を 
得 て い た 。 ザフト 離脱 後 も 、 エ ター ナル の 管制 官 と し て 
その 力 を 発揮 し た の で ある , 


ルナ マリ ア の よう に 。 MS ババ イロ ッ ト に し て 華やか な 涯 は で き な か っ た ザ 。 ブ 
ジグ し て ミネ ル パ を 大 い に 密 え た の で ある 
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PERSONAL PROFILE a nD2 sm1A 


Zabine Chareux 


自ら の 信念 に 基づい て 
貴族 主義 に 身 を 捧げ た 俊英 


コス モ 貴 族 主義 の 下 に 、 社 会 の 腐敗 を 正 そ うと し 
た コス モ ・ パ ビ ピロ ニア 。 その 武力 組織 クロ スポ ー ン ・ 
バン ガー ド (CV) で 、 若 くし て 頭角 を 現し た 俊英 の ひ 
と り が ザビ ー ネ ・ シ ャ ル で ある 

ザビ ー ネ は 、 コ スモ ・ パ ビ ピロ ニア 建国 戦争 期 に 名 
を 上 げた 人 物 だ が 、 そ れ 以 前 の 経歴 は 明らか に な っ 
て いな い 。 一 説 に は 、 ブ ッ ホ ・ コ ン ツ ェ ル ン に 属す る 
ブッ ホ ・ エ アロ マシ ン の モビ ル マ シ ン 開 発 部 門 で テ 
スト パイ ロッ ト を 務め 、 連 邦 軍 士 官学 校 を 経て CV に 
入隊 し た と も 言わ れ て いる 。 その 真 偽 は 別 と し て も . 
ザビ ー ネ は 己 の 才覚 を 頼り に CV の 整備 に 協力 し 
CV 総帥 マイ イッ ツァ ー・ ロ ナ の 信頼 を 得 て 戦闘 大 隊 
を 任 さ れる まで に な る 。 そし て U.C.0123、 決 起 し た 
CV に よっ て フロ ンティア ・ サ イド 侵攻 が 実行 に 移さ 
れる と 、 ザ ビー ネ は 先 殺 と し て 戦場 に 身 を 投じ る こと 
に な る 。 だ が 、 その 胸中 に は 自ら の 理想 を 実現 し よう 
と する 野心 が 秘め られ て いた の で ある 
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RELATIONS 


人 類 は ゴミ だ と 
教 ん を た は ず だ が な …… 


U.C.0123.03.16 の フロ ンティア ・ サ イド 優 攻 で 、 ザ 
は 黒 の 部 隊 を 率い て フロ ンティア MM 制圧 に 参加 


ア の アイ ドル と な る 


彼女 の 


を 請 路 な く 返り 討ち 
交 引 で 機体 を 損 人 し て 後 刀 を 
の 抑 反 を 許し て し まう 


ビー ネ は 、 鉄 仮 

ー を 殺害 する , 鉄 

ガン ダム F91 に 倒さ れ た の 
満身 創 聞 の ガン ダム F91 を 見 逃し て コ 


周囲 
し か し 、CV 
と を 許さ れ て お り 
れる りう か 、 ザビ ー 
統治 を 標 欄 す る コス モ 吐 族 
忠誠 心 を 抱い て い 


いた 。 さ 戦闘 指揮 の 能力 
工 闘 大 隊 、 通 称 「 黒 の 部 隊 ( ブ 

ー ド )」 は 、CV の 中 で も 最強 と 
ベラ う の MS 的 絆 綿 半 を 提 導 し た り 、 ア ン ナ マ 
、 他 者 の 才能 を 見 抜 
事実 、 ア ン ナ マリ ー は ザ 


機動 戦士 ガン ダム F91 


DEDQI 


(FY mg02 sr iln 


戦争 博物 館 の 学芸 員 た ち 語 w 門 。 


Curators in the War Museum 


自ら の 嗜好 で CV に 立ち 向かっ た 
武器 マニ ア の 学芸 員 


は 、 単 に 自ら の 嗜好 を 満足 さ t 


暴挙 は 避難 


RXR-44 

ガン タン ク R-44 
A 
と 同 | 


関連 ファ イル 


RXR.44 カン タン ク RL44 


ue raevew 
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Dl A PR 財 LE 


ロイ 埋 争 博物 館 の 館長 。 武器 と し て 知ら れ て 


よる と ロイ は 


実戦 の 経験 は 皆無 で あっ た と いう 。 周囲 に ロイ と 
軍 と の 徳 着 も 感じ させ る 通り 名 で は ある が 、 実際 に は 呼 
び 名 に 相応 し い 敬 意 は 持た れ て いな か 敬 
ロイ 笠 軍 」 と 呼ん を で いた の は 部下 で 
ュー バー と クリ ス だ け だ っ た の か も し れ な い 

ロイ が 何 | 争 や 武器 に 興味 を 抱い て いた の か は 
不明 だ が 、 私 財 を 投じ て フロ ンティア IM に 戦争 博物 館 を 
し 、 そ の 館長 に 収まる ほど の 入れ 込み よう で あっ た 
の 熱意 は 偏執 的 で あり 、 ま その 時 」 を 待っ て いた 
よう に 、 ガ ンタ ンク R-44 を で も 使え る よう に 整備 し て 
の 侵攻 時 に は 同機 を 持ち 戦い 
ロイ の 意気 込み は 空回り し 、 戦 場 を 混乱 さ 
と で 連邦 車 に 本 最期 に は 避難 し て きた 
学生 を も 巻き 込ん 


7 條 人 特 合 の 所 


ロイ 戦争 博物 館 の 職員 の ひと り 。 ロイ や クリ ス と 共に 
ガン タン ク R-44 で 出撃 し て お り 、 胸 部 コク ピッ ト に お し 
て 砲手 を 担当 し た 。 ロー バー の 戦闘 に 悪 け る 意気 込み 
わざ わざ 戦闘 用 の 
路 は や は り ロ 


砲 に 受け 、 誘電 し た 際 に 命 を 落と し て いる 


MORE INFO! 


ィ ア IV に ある 戦争 情 物 館 。 ロイ の 私 財 に よ 
\、 そ の 際 に 敢 え の 上 に 計 
様々 な 武器 を 展示 
ョ ン を 展示 
て は 、 UCOC 
て あっ た 吾 多 博物 館 


ロイ 戦争 博物 館 の 事務 員 で ある が 、 ロ ー バ ー と 同様 


ロイ や ロー バー の よ 


一 見 冷静 に 行動 
撃 し 


を 受け て いた こ 


ia. +- 34-16 
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Telly Sanders jr. 


シロ ー を 信じ て 戦い 抜い た 
第 08MS 小 隊 隊 貞 


地球 連邦 軍 の 軍 草 テリ ー・ サ ンダ ー ス Jr. は 、 自身 
の ジン クス に 苦し め ら れ た 男 で ある 。 何 を する に も 命 
著 け の 戦場 で は 、 そ の 実力 も 然 る こ と な が ら 、 運 や 
線 と いっ た 偶発 的 要素 も 重要 視 さ れ た 。 その 中 で サ 
ンダ ー ス は 、 軍 人 と し て 申し 分 な い 技術 と 精神 力 を 
持ち な が ら も 、「3 度 目 の 出 撃 時 に 、 所 属し て い 
る 小隊 が 全滅 し て し まう ] と いう ジン クス を 抱 
えて お り 、 連 邦 軍 の 仲間 か ら も 「 死 神 サ 
ンダ ー ス 」、「 小 隊 濱 し の サン ダー ス 」 
と 呼ば れ 敬 速 され て いた の で ある 。 そ 
ん な 彼 が 新た に 配属 され た の は 、 シ 
ロー・ ア マダ が 隊長 を 務め る 極東 方 面 
軍 の 部 隊 、"08 小 隊 " で あっ た 。 か つて 、 
自身 の 危機 を シロ ー に 救 わ れ た こと の ある サ 
ンダ ー ス は 、 彼 の た め に 尽力 する こと を 決意 する 。 
自身 の せい で 隊 が 全 減 する の で は な いか と いう 不安 
を 抱え な が ら 一 一 。 
軍 で の 謀 衝 の 最 
中 、 ジオ ン 公 国 症 の MS 
殿 導 司 と 條 遇 . 同じ 部 
隊 の MS が 次 々 と 落と きれ 
る サンダ 


(は シロ ー 
の 7 を 入 て 無 事 に 生計 
し た 


ロー 以下 、 全 性 豊か な 
イン バー が 揃っ た 08 小 呈 


関連 ファ イル 


5 


第 08MS 小 隊 の リー ダー で あっ た シロ ー は 、 過酷 な 
戦場 の 実態 に そぐわ な い 理 想 論 と も 言え る 目標 を 掲げ 
る 人 物 で あり 、 部 下 で すら 半ば 呆れ 返る 様子 で あっ た 。 
だ が 、 シ ロー に 思 が あり 、 全 幅 の 信頼 を 寄せ て いた サ 
ンダ ー. は 、 隊 長 の 指示 を 着実 に 遂行 し よう と 片 
命 に 努力 し た の で ある 。 だ が 、 3 度目 の 出撃 を 前 に し て 、 
「 死 神 ] と し て の ジン クス が 彼 の 頭 を も た げ 始 め て いた 。 
サン ダー ス は シロ ー や 隊員 た ちの 命 を 奪う わけ に は いか 
な いと 、 隊 か ら の 離脱 を 申し 出 た の で ある 。 それ を シロ ー 
や カレ ン ・ ジ ョ シュ ワ に 引き 止め られ た だ け で な く 、 逆 に 
激励 を 受け た サン ダー ス は 審 起 。 ジオ ン 公国 軍 の 新型 
MA アプ サラ ス へ の 無謀 と も 言え た 突撃 が 功 を 奏し 、 誰 
ひと り と し て 戦死 する こと な く 戦 闘 に 勝利 し た の で ある 。 
それ は 、 彼 が よう や く < 死神 の 呪 細か ら 解 き 放 た れ た 瞬間 
で あっ た 。 

以降 、 サンダース は 08 小 隊 の 主力 と し て 行動 。 最終 
的 に シロ ー が 地球 連邦 軍 か ら 訣 脱 す る 事態 と な っ た が 、 
彼 は 超 り を 緒 わ に する わけ で も な く 、 淡 々 と その 決断 を 受 
け 入 れ た 。 隊 が 解散 後 、 別 の 隊 に 配属 され た サン ダー 
ス だ が 、 彼 が シロ ー へ の 恩義 を 忘れ る こと は な い だ ろ う 。 


中 時 な 市 ア シア 笠 線 


08 小 隊 に 配属 され た サン ダー ス は 、 ま ず 06 小 隊 へ 
の 支援 任務 に 参加 。 シロ ー、 カ レン と 共に 陸戦 型 ガン 
ダム を 操り 、 前 線 部 隊 と し て 任務 を 成功 に 導い た 。 そ 
の 後 、 公 国軍 が 占拠 する ザジ ジ 村 の 解放 作戦 に 取り 
組む と 、 こ れ も 当地 の ゲリラ と 連携 する こと で 村 の 解放 
を 実現 。 その 高い 戦闘 能力 を 示し た 。 そし て 3 度目 の 
出撃 と な っ た アプ サラ ス と の 遺 遇 載 で は 、 ジ ンク ス を 振 
り 払う か の よう に 率先 し て アプ サラ ス と 対 財 。 その 命 懸 
け の 戦い に よっ て 見 事 ア プ サ ラ ス を 撃退 する の だ っ た 。 

その 後 、 敵 と の 接触 が 見 られ た シロ ー に スパ イ 容 蜂 
が 掛け られ た た め 、 サ ンダ ー ス も 上 層 部 か ら 彼 を 監視 す 
る よう に 命じ られ る 。 、 シ ロー を 信じ る 彼 は スパ イ 容 
煙 が 掛か っ て いる こと を 本 人 に 打ち 明け る な ど 、 そ の 中 
繊 心 は 保 た れ た まま で あっ た 。 以後 も サン ダー ス は 、 ラサ 
で の 秘密 基地 攻略 戦 を 経て 部 隊 が 解散 する まで 、08 
小隊 の 主力 と し て 戦い 抜い て いる 。 


能力 ZIEEYS 


所 属す る 部 隊 が 3 度目 の 出撃 で 全 減 する こと か ら 「 死 
神 」 と 呼ば t た サン ダー ス 。 だ が それ は 、 ど の よう な 危機 
的 状況 を 迎え て も 生還 で きる 、 パ イロ ッ ト と し て の 彼 の 高 
い 能 力 の 証明 と も 言え た 。 事実 連邦 軍 が MS 部 隊 を 
組ん で 間 も な い 時 期 に あり な が ら 、 サ ンダ ー ス は 初期 型 
ジム で 6 機 を 撃墜 し た 実績 を 持っ て いる の で ある 。 彼 自 
身 が 「 死 神 ] の 重圧 か ら 鞭 縮 する よう な 場面 も 見 られ た 
も の の 、08 小 隊 に 配属 され て か ら も 本 来 の 実力 を 発揮 。 
乗 機 で ある 陸戦 型 ガ ンダ ム を 一 度 も 撃破 され る こと な く 、 
サン ダー ス は 東南 アジ ア 戦 線 を 終え て いる 。 
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アー クエ ンジ ェ ル に 乗艦 し た 
仲 睦 まじ いふ た り を 製 っ た 悲劇 


へ リオ ポリ ス は 、 中 立 を 宣言 し て いた オー ブ 連 合 首 
長 国 の 資源 衛星 で あっ た 。 ナチ ュ ラ ルコ ー デ ィ ネ 
イタ ー を 問わ ず 、 戦乱 を 嫌う 人 々 が 生活 し て いた が 、 
突如 と し て その 平和 が 刷 壊 する 。 C.E.71、 地 球 連 
合 定 と モル ゲン レー テ 社 に よる MS 開発 を 叫 ぎ 付け 
た ザフト ・ ク ルー セ 隊 が 、 コロ ニー を 柚 撃 し た の だ 。 ミ 
リア リア ・ ハ ウ と トー ル ・ ケ ー ニ ヒ は 、 こ の 戦闘 に 差 
き 込 まれ た た め に 人 生 が 激変 し た 民間 人 の 学生 カッ 
プル で あっ た 。 

ミリ アリ ア と トー ル は 、 へ リオ ポリ ス の 工業 カレ ッ ジ 
に 通う 学生 で 、 親友 で ある キラ ・ ヤ マト ら と 共に 平和 
な キャ ン パ スラ イフ を 送っ て いた 。 だ が 、 ク ルー ゼ 隊 
の 敵 撃 に 巻き 込ま れ 、 地 球 軍 の 戦 第 アー クエ ンジ ェ 
ル に 人 避難 する こと に な る 。 加え て 、 ス トラ イク を 起動 
させ た キラ が 以降 も 戦闘 へ の 参加 を 余儀 な くさ れ た 
た め 、 ふ た り も 彼 を 支え よう と 艦 の クウ ルー と な る こと を 


スト ライ ク e を 目撃 し た た め 、 
ミリ アリ ア と トー ル も キ うと 


同じ < 地 東 軍 の 可 宴 下 に 
置か れ て し まう 。 その 矯 、 
ふた だ り は アー クエ ンジ ェ ル 


て 成長 を 見 せ 始 め る 、 ト ー 
ル は スカ イグ ラス パー の パ 
イロ ッ ト に も 名 業 り を 還 げ 
る が 


CHARAcrER その 人 衝 


で あっ た さり 


モリ ルル 2 


MAIN MECHANIC 


RELATIONS 


関連 ファ イル 


x カイ クラ ルー 


FX-550 


‘Fue pnevew 
NEED 02.04 へ リオ ギリ ス の 学生 


私 は アー クエ ンジ ェ ル の 
CIC 掴 当 よ ! 


( き リア リア ) 
アー クエ ンジ ェ ル で は 、 ミリ アリ ア が CIC (戦闘 指揮 所 ) 
の 出 上 撃 管制 に 、 ト ー ル が 副 操 秀 手 に 就き 、 ザ ト と の 激 し 
い 戦 闘 を 最前 線 で 体験 する こと に な る 。 平和 な へ リオ ポリ 
ス と は 真 逆 と も 言え る 戦場 は 苦難 の 連続 で あっ た が 、 キ テラ 
を サポ ー ト し た いと いう 気持 ち が ふ た り を 支え て いた 。 戦い 
の 中 で 正規 クル ー に も 認め られ て いく と 、 トー ル は 自ら スカ 
イグ ラス パー の パイ ロッ ト に 志願 。 オー ブ 近 海 で 行わ れ た 
ザラ 隊 と の 戦い に 参加 する が 、 現 実は 甘く な か っ た 。 彼 
の 乗る スカ イグ ラス パー は 、 アス ラン ・ ザ ラ の 搭乗 する イー 
ジス ガン ダム の 攻撃 を 受け 大 破 。 ト ー ル も 帰ら ぬ 人 と な る 。 
恋人 で あっ た トー ル の 死に アリ ア は 大 き な シ ョ ッ 
ク を 受け る 。 情緒 不安 定 に な っ た 彼女 は 、 ト ー ル が 戦 
死 し た 戦闘 で 捕虜 と な っ た ディ アッ カ ・ エ ルス マン の 態 
度 に 激怒 し 、 ナ イフ を 突き 付け た こと も あっ た 。 だ が 、 
アー クエ ンジ ェ ル が 地球 軍 を 離脱 し 、 独 立 部 隊 と し て 
行動 する よう に な る と 、 ミ リア リア も 戦乱 の 大 局 に 目 を 
向け 始め る 。 彼女 は 、 自身 が 味わっ た 苦し み を 繰り 返さ 
せな いた め 、 戦 乱 の 終結 まで 戦い 抜く こと を 決意 。 第 2 
次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 の 終結 まで 、 ア ー ク エン ジェ 
ル の ブリ ッ ジ クル ー を 務め 上 げた の で ある 。 
民間 人 の カッ プル が 本 戦乱 で 直面 し た 、 あ まり に 残 
酷 すぎ る 結末 。 だ が 、 生 き 残 っ た ミリ アリ ア が その 悲劇 
を 乗り 越え 、 ひ と り の 人 間 と し て 成長 し た こと は 唯一 の 
教 いと 言え る だ ろう 。 


ーー 中味 ET 実感 」 


互い に 信頼 し 、 励ま し 合っ て きた トー ル の 死 は 、 激化 
する 戦場 の 中 で な ん と か 正気 を 保っ て きた ミリ アリ ア に 
大 き な ダメ ー ジ を 与え た 。 その 怒り や や る せな さ は 当初 、 
アー クエ ンジ ェ ル の 捕虜 と な っ た ディ アッ カ に 対し て ぶ 
つけ られ た の で ある 。 だ が その 後 、 彼 と 各 度 か コミ ュ ニ 
ケー ショ ン を 取る 中 で 、 そ の 気持 ち に 変化 が 見 られ て 
いく 。 コー ディ ネイ ター と ナチ ュ ラ ル の 違い が ある と は い 


え 、 彼 が 単なる 毅 人 ン で は な く 、 同 じ 人 間 で ある 
こと を 実感 し て いっ た の だ 。 その 「 実 感 ] こそ が ミリ アリ 
ア を 立ち 直ら せ 、 再 び 寺 闘 に 参加 する 気力 を 与え た の 


で ある 。 アー クエ ンジ ェ ル が 地球 軍 を 離脱 し 、 参 加 義 
務 が な く な っ た 後 も クル ー と し て 自ら 温 い に 堅 ん だ の は 、 
コー ディ ネイ ター と ナチ ュ ラル が 憎しみ 合う 世の中 を 少 
し で も 変え た いと いう 、 彼 女 自身 の 想い か ら 生じ た 行動 
と 言え た の で ある 。 


徐々 に 成長 し た 管制 能 カ MORE INFOI RR 


オ ポ 


ミリ アリ ア は 民間 人 、 し か も 学生 で あっ た た め 、 当 初 
は クル ー と し て 実力 不足 で あっ た 感 は 否め な い 。 だ が 
仙 不 足 の アー クエ ンジ ェ ル は ミリ アリ ア な ど 学 生 た ち 
に 頼ら ざる を 得 ず 、 そ うし た 代え の 利 か な い 状 況 が 彼 
女 の 成長 を 促し た と 言え よう 。 その 後 ミ リア リア は 、MS 

MA 管制 だ け で な く オ ペレ ー タ ー も 担当 する な ど 、 艦 
に 欠か せな い 存 在 と な っ て いる 。 


アリ ア の 両親 
1 


男 ト ー ル の 両親 
リア の 画 と 同 

SE 詩 8 な が ら 

prt 


カズ イ ・ バ パス カーク が 下馬 


サイ ・ ア ー ガ イル と 共に 、 由 誠 放 若 まで ブリ ッ ジ ク グリ 


"は 34-20 
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Li mM2 sr ZA 


ジェ リド ・ メ サザ サ 結党 


Jerid Messa 


エリ ー ト 意識 に 突き 動か され た に 

ティ ター ンズ の 青年 士官 

U.C.0080 年 代 未 、 グ リプ ス 戦 役 各 発 の 要因 と 電 4 

連邦 軍 の 治安 維持 組織 ティ ター ンズ \ 

地球 至上 主義 を 背景 と ) 組 織 は 、 地 球 出 身 

者 を 中 心 と する 構成 員 ら に 強い エリ ー ト 意識 を 抱か 

せ た 。 それ は 土気 の 高き を 生む 人 者 に 対す 

る 差別 意識 に も 繋が ィ タ ー ン ズ 士 官 = 

の 典型 と も 言え る 人 物 が 、 ジェ リド ・ メ サ で ある と 

役 期 に ティ ター ンズ に 所 属し 

多く の ティ ター ンズ 構成 員 
は アメ リ 
当時 か 

た よう だ 。 ティ ター 

ズ 入隊 直後 の 実習 訓練 で は ジ 軍 残 飲 の 3 W 

基地 占拠 事件 に 伸明 、 そ れ を 解決 に 導い た と いう 3 

その 真 偽 は 別 と し て も 、 ジ ェ リ ド が エリ ー ト 

を 歩ん 


デー ご HowntS ペ ペー で へ 
ば ざさ ざ 加 合 避 導 S/ 避 詩 


CHARACTER その 人 格 
エリ ー ト 章 議 と (1 


フレ ー ム は の ちの MS に 大 
EEERET. ジェ リド は 3 
ECGT 


性 
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友和 を Li チア > っ チ 
特別 な ん じ * 


U.C.0087.03、 グ リー ン ・ ノ ア 1 で ガン ダム Mk-I 強 
故事 件 に 遺 遇 し た ジェ リド は 、 ガ ンダ ム Mk-II と エゥーゴ 
を 追う 中 で 、 ある 少年 へ の 執着 を 強め て いく 。 それ が 、 
ジェ リド と の 出会い を 契機 に エゥーゴ へ と 身 を 投じ た カ 
ミー ユ ・ ビ ダン で あり 、 ジ ェ リド は 彼 に 敗北 を 喫し た 屈 寿 
か ら 載 い に の め り 込 ん で いく こと に な る 。 ジェ リド 自身 、 
知ら な いま ま に カ ミー ユ の 田 ヒ ル ダ ・ ビ ダン の 命 を 礁 い 、 


ミー ユ に 息 り を 向け られ も し た 。 し か し 、 ー ユ を 倒 
す た め に 教え を うた ライ ラ ・ ミ ラ ・ ラ イラ を 当 の カミ ー 
ユ に 殺 され 、 そ の 人 も 討 て ぬ ま ま 敗 北 を 重ね た ジェ リド 
は 、 彼 へ の 憎しみ を 募ら せ て いく 。 

一 方 、 攻 勢 に 転じ た エゥーゴ は ジャ ブロ ー 侵 攻 作 戦 
を 実行 に 移し 、 カ ミー ユ も その 作戦 に 参加 し た 。 ジェ リ 
ド は カク リコ ン ・ カ クー ラー と 共に カミ ー ユ を 付け 狙う が 
力 及ば ず 、 目 の 前 で カク リコ ン を も 撃墜 され て し まう 。 さ 
ら に 、 ジャ ブロ ー 基 地 で も カミ ー ユ を 執 勧 に 追跡 し た が 、 
拡大 し つつ あっ た カミ ー ユ の 力 の 前 に 敗れ る こと に な 
る 。 敗北 感 に 打ち ひし が れ な が ら も 、 再 起 を 期し て ジャ 
プ ブロー 基地 か ら 脱 出す る 輸送 村 に し が みつ く ジェ リド 。 
振り 落と され そう に な っ た その 腕 を 掴み 、 ジ ェ リド を 教 っ 
た の は 、 の ち に 心 を 通わ すこ と に な る 女性 士官 、 マ ウ 
アー・ フ ァ ラ オ だ 


む 寺 妥 カミ ー ユ と の 度 重なる 戦闘 と 敗北 


ジェ リド は 将来 を 騰 望 され た 若手 士官 と し て 、 ティ ター 
ンズ の 拠点 で ある サイ ド 7 の グリ プス に 配属 され 、 ガ ン 
ダム Mk-II の パイ ロッ ト 候 補 に も 選ば れ た 。 ガン ダム Mk- 
II 強 奏 事 件 で は ハイ ザッ ク を 駆り 、 脱 出 を 図っ た エ ゥ ー 
ゴ 部 隊 を 追跡 する も 返り 討ち に 遣い 、 そ の 後 は アレ キ 
サン ドリ ア に 乗艦 し て アー ガマ 追撃 任務 に 加わ る こと 
に な る 。 し か し 、 一 連 の 追撃 戦 に お いて も 目立っ た 潜 
果 を 残せ ず 、 ライ ラ の 似 討ち を 期し て 臨ん だ 、 月 面 で の 
カミ ー ユ と の 一 騎 討ち (この 際 に は ガル バル ディ に 搭 
乗 ) も 勝利 に は 及ば な か っ た 。 また 、 月 か ら ジ ャ ブロ ー 
に 至る まで の 戦闘 で は マラ サイ を 運用 し 、 カ クリ コン と 
の 連携 で ガン ダム Mk-I を 追い 詰め る 場面 ちあ っ た 。 そ 
し て 、 ジ ャ ブロ ー で また し て も カミ ー ユ に 敗北 し た ジェ リド 
ャ ブロ ー か ら の 脱出 に 成功 し て 命 を 拾う こ 


少 肝 光信 に 見 せ た 能 力 の 片鱗 


ッ プ 機 と も 言え る ガン ダム 
Mk-I の パイ ロッ ト 候補 だ っ た 事実 か ら は 、 パイ ロッ ト と し 
て の 一 定 の 評価 が 察 え る 。 た だ し 、 ライ ラ に 教え を 受け 
る まで は 宇宙 空間 で の 実戦 に 不慣れ だ っ た 様子 も 見 ら 
れ た 。 また 、 ヒ ル ダ が 閉じ 込め られ た カプ セル を 狙撃 し 
て 屋 壊し た 際 に 不快 感 を 覚え て お り 、 わずか で は ある が 
ニュ ー タ イブ の 素質 が あっ た と も 考え られ る 。 


ティ ター ンズ の フラ 


っ た 


傘 球 で の 績 疑 の 結 還 は 供 革 で 時 備 は 
還 販 不足 な 範 れ あり, 対応 の 印 き を プ 


neD2 sr dA 
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Li ne02 sm22t 
ジェ リド ・ メ サ 編 


Case of ]erid Messa 


グリ プス 戦役 に 身 を 投じ た ティ ター ンズ の 青 3 
・ ビ ダン と の 因縁 の 先 に 彼 が 見 た も の は 何だ 


ew ・ 間 記 
(( \ 


プ テ ナ 


辱 と 捧 折 
凡 き 出し た 言葉 


U.C.0087.03 


女 の 名 前 な の に …… な ん だ 、 男 か 


U.C.0087、 畔 力 拡 充 の た め に サイ ド 7 の グリ ー ン ・ この 時 点 の ジェ リド と カミ ー ユ は 初対面 で 、 カ ミー 
"シス の 基地 化 を 進め た ティ ター ンズ 。 その 一 員 と ユ が 女 の よ うな 自分 の 名 前 に コン プレ ックス を 抱い て 
し て グリ ー ン ・ ノ ア 1 に いた ジェ リド は 、 遅れ て 到着 し な ど 、 ジ ェ リ ド は 知る 由 も な か っ た 。 だ か ら こそ 
た カク リコ ン ・ カ クー ラー た ち を 宇宙 港 に 出 迎 先 の 言葉 を 何気なく 発し た の だ が 、 そ れ に 激 息 し た カ 
た 。 そこ で 聞こ えて きた 「 ユ 」 と いう 呼び ミー ユ は ジェ リド に 殴り 掛か り 、 エ リー ト 意 識 が 強かっ 
り 返 っ た ジェ リド は 、 見 知ら ぬ 少 年 の 姿 を 目 に する た ジェ リド も カミ ー ユ 時 な 振る 舞い で 応じ た ささ 
そし て 、 ジェ リド が 口 に し た 何気ない 一 言 が 、 そ の 少 。 いな 言葉 か ら 始 まっ こそ 、 ジ ェ リ ド の 運命 
年 一 カミ ー ユ ・ ピ ダン と の 因縁 を 生む の だ っ た を 大 きく 変え て ゆく こと に な る の で ある 


UC.0087.05.11 _ 12 著 
ー ス ノイ ド の 自由 に させ て た まる か 
地球 は 條 た ちの 夏 郷 な ん だ ! 


本 格 的 な 軍事 行動 を 開始 し た エゥーゴ は 、 地 球 連 ティ ター ンズ は 地球 至上 主義 に 基づい て 結成 され 


邦 軍 の 中 枢 で ある ジャ ブロ ー 基 地 の 攻略 を 企 国 し た た 組織 で あり 、 構 成員 た ち は 多 か れ 少な か れ そ うし た 
対す る ティ ター ンズ は 迎撃 戦 を 展開 し 、 ジ ェ リ ド は エ ゥ ー 思想 を 持っ て いた 。 ティ ター ンズ と し て の エリ ー ト 意識 
ゴ の MS 隊 を 追っ て ジャ ブロ ー に 降下 する 。 ジャ ブロー が 強い ジェ リド は 特に その 思想 が 濃く 、 同 時 に スペ ー 


基地 の 抵抗 の 弱 さ に 疑念 を 抱き つつ も 、 エゥーゴ を 押 ス ノ イ ド に 対す る 差別 意識 も 強 
し 返す べく 奮戦 する ジェ リド 。 そこ に は 、 地 球 連邦 軍 士官 と し て の 使命 感 は も ちろ ん あ - ジェ 
の 象徴 で ある ジャ ブロ ー 基 地 を エゥーゴ に 遮 す まい と リド の 言葉 は ティ ター ンズ と いう 組織 の 性 格 を 端的 ( 
する ジェ リド の 意地 が あっ た の だ っ た 表し て も いた の で ある , 
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U.C.0087.09.21 


俺 は 死ん で いっ た 者 た ち に 代わ っ て 


宇宙 ・ サ イド 2 宙 域 


急 念 返し を する だ け な ん だ 


ティ ター ンズ は 見 せしめ に サイ ド 2 へ の 奏 ガ ス 攻撃 を 
行う こと で 、 エ ウゥ ー ゴ の 動き と 反 テ ィ タ ー ン ズ の 越 勢 を 
抑え 込 も うと し た 。 その 作戦 で MS 隊 の 指揮 を 任 され た 
ジェ リド は 、 戦 争 の 早期 終結 と いう 建前 を 語っ て 部 下 
た ち を 鼓舞 する 。 一 方 、 マ ウ ア ー・ フ ァ ラ オ は 非 人 道 
的 な 行為 に 手 を 染め な けれ ば な ら な い ジ ェ リド の 心情 
を 気遣う 。 そん な マウ アー に 対し て 、 ジ ェ リド は 自ら の 
暗い 感情 を 吐 超 する の だ っ た 


U.C.0087.09 宇宙 
オレ は カミ ー ユ を 例 さ な い 限り 
一 間 も 先 に 進め な い 男 に な っ ちまっ た 


アー ガマ に 対し て 陽動 と 伏兵 の 二 段 構え に よる 攻 
撃 を 試み た アレ キサ ンド リア 。 アー ガマ を 沈め れ ば Z ガ 
ンダ ム も 討 て る と いう ガ デ ィ ・ キ ン ゼ ー の 言葉 に 、 ジェ リ 
ド は 闘志 を 燃やす 。 し か し 、 必 要 以 上 に カミ ー ユ に 執 
着 す る ジェ リド の 次 を 見 て 、 マ ウ アー は 危う き を 感じ て い 
た の で ある 。 そ 【 ジェ リド は カミ ー ユ と いう 壁 に ぶつ 
か っ て 、 そ こ か ら 挟 け 出せ な く な っ て いる 自分 の 弱 さ を 
心 を 許す マウ アー に 明か す の だ っ た 


ティ ター ンズ と エゥーゴ 、 ア クシ ズ の 三つ巴 と な っ た 
グリ プス 戦役 の 最終 決戦 に お いて 、 ジ ェ リ ド は 自ら を 
縛り 付け て きた 因 緑 を 終わ ら せ る べく 、 カミ ー ユ に 迫っ 
た 。 カミ ー ユ こそ が 自分 を 戦い に 圭 り 立て た 元凶 と 断 
じ 、Z ガ ンダ ム に 襲い 掛か る ジェ リド 。 し か し 、 そ の 執 
念 は つい に カミ ー ユ を 捉え る こと な く 、 反撃 を 受け た 
ジェ リド の バウ ンド ドッ ク は コン トロ ー ル を 失う 。 そし て 
ジェ リド の 最期 の 叫び は ラー ディ ッシュ の 糧 発 に か き 


MORE INFO! 
ライ ラ に 見 せ た 真 撃 な 一 面 


大 き を な 叉 響 もち 


マウ アー と の 関係 


・ ラ イラ と カク リコ ン ・ カ クー ラー ジェ 
ユ と の 戦い で 、 自 分 に と っ て 大 切な 人 間 
を 失っ て きた 。 それ に 起因 する 復讐 心 こ そ が 、 ジェリ ド 
を 突き 動か し て いた 原動力 だ っ た の で ある 。 ジェ リド と 
て 、 毒 ガス に よる 庵 殺 と いう 非道 な 行為 に 罪悪 感 を 
ユ に 対す る 


初め て 較 っ た と きか ら こ れ ま で 度 と な く 苦 汁 を 営め 

させ られ 、 ニ ュー タイ プ ブ と し て 自分 の 前 に 立ち は だ か る 
カミ ー ユ を 、 ジ ェ リ ド は いつ し か 壁 と 認識 する よう に な 
て いた の で ある 。 一 方 の マウ アー は 、 ジ ェ リド が ひと り 
の 敵 に 拘 泥 し 、 自 分 を 追い 詰め る こと で 身 を 滅ぼす の 
で は な いか と 久居 し て いた 。 し か し 、 度 重なる 敗北 の 
屈辱 や 大 切な 人 間 の 死 が 、 ジ ェ リド を 感情 の 袋小路 
に 追い 込ん で いた の だ ろう 


消さ れ て いっ た … 

ユ と 出会わ な けれ ば 、 戴 と し て 意識 し な けれ 
ば 、 ジ ェ リ ド の 運命 違っ て いた だ ろう 。 だ が 、 結 果 
と し て カミ ー ユ と の 戦い は ジェ リド か ら 様 々 な も の を 奪 
い 、 彼 を 妄 軌 の 深み へ と 引き 込ん で いっ た 。 そし て . 
ジェ リド は そこ か ら 抜け 出す こと が で き な い まま 、 グ リプ 
ス 戦 役 の 終局 に 死 を 迎え た 。 ジェ リド の 最期 の 言葉 
に は 、 その 無念 が 込め られ て いた の で ある 
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UL aD2 WETdON 


ゴッド ワル ド と 部 下 た ち 諾 == 洒 


座 級 中身 ( ゴ 
身 


Godwald and the Others FT 寺 ・ に 5Z7 和 2 1 


ウッ ソ に 戦士 の 薦 陶 を 技 けた 
ザン スカ ー ル 帝国 の 戦 二 


戦争 に お 


ZM-D11S 
アビ ゴル 


2 る ゴッド ワル ド ・ ハ イン 


cd 


ゴッド ワル ド ・ ハ イン 


酸素 に も 宙 た ゴッド 
符 持 が 疫 に 救 わ れる こと を 和良 [ 


け よ うと する ウッ ソ の 好意 を 受け 入れ 、 ゴ ッ ド ワ 


る 戦闘 後 、 ゴ ッ ド ワル ド は 戦闘 
赴 域 の 偵察 任務 に 款 く 。 そこ で 再び ウ 

の パイ ロッ ト た 戦場 に お い 
ゴッド ワル ド は 戦い を 通じ て 戦 


と コン ピ を 組ん で い 
優れ た 連携 


ミン グ を 作る な 
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PERSONAL PROFILE (x) nD2 sm 


ロア ビィ ・ ロ イ を 5 


ET 


Roybea Loy 


女性 と 自由 を 愛し た 
フリ ー デ ン の ムー ド メ ー カ ー 


ジャ ミル ・ ニ ー ト を 艦長 と する フリ ー デ ン に は 、 決 
載 兵 問 と 呼ば れ 、 圧倒 的 な 性 能 を 誇る ガン ダム ・ 
タイ プ が 3 機 も 搭載 され て いた 。 その うち の 1 機 
ガン ダム レオ バル ド の 所 有 者 落 パ バイ ロッ ト と し て 
フリ ー デ ン の 主戦 力 の 一 覧 を 担っ て いた の が 品 
アビ イ ・ ロ イ で ある 

ガン ダム レオ パル ド を 入手 し た の を 機 に 、 フ 
リー の MS 乗り と な っ た ロア ビィ は 、 ジ ャ ミル 
請 わ れ て フリ ー デ ン と の 専属 契 約 を 結ん だ 。 だ が 
ジャ ミル の 目的 が 「 ニ ュー タイ ブ の 保護 ] で ある と 知っ 
た 彼 は 、 促 骨 に 拒否 反応 を 示す 。 元 来 、 政治 的 な 動 
き に 上 興味 が な く 、 面 仙 
アビ ィ は 、 一 時 的 に ン を 降り た の で ある 
若い ブリ ッ ジ クル ー が 多く 居心地 の 良さ を 感じ て 
いた 彼 は 復帰 を 決断 。 同じ く ガ ンダ ム ・ タ イプ を 所 有 
する MS 乗り ウィ ッ ツ ・ ス ー と 共に 、 フ リー デン と 長期 
契約 を 交わ し た の で ある 


ー プ バ ミ | 
Ep tT 


3 


で > 
5 


GT-9600 

ガン ダム レオ バル ド 

地球 部 章 が 開発 し た ガン 
11 


関連 ファ イカ 
GS600.D ガン ダム レオ 7 中 ・ デ な ロイ x 


要 動 新 世 


PERSONAL PROFILE m02 se Don 


| we 


目 を 背け る こ 
相応 の 努力 が 


は 本 戦乱 で 身 を も っ て 知 


se gd 


) よ うな 女性 に も 優し く 接し て いた が 、 や 


で あっ た の が 、 レ オバ ルド を 譲 


展 を 款 わし 積極 
度 に は 、 大 切な 女性 を 
の 無念 や 後悔 が 准 み 出 


| MORE INFO! t 回 
ロア ビィ に まつ わる 女性 た ち y 


ィ の 女性 に 対す る 愛情 は 相当 な も の で .「 見 の Ry 
し サイ ズ が わか る ん だ ] と 自慢 相手 に きれ h ず 
- の 徳 女 は 死亡 し サラ 6 ED 
ッ コ 実 の 党 に 巡り だ 時 間 が 
スタ ー や 、 オ ー ル ラウ ンダ ガ を 多 率 0 Mens 
な 砲撃 で サポ ー ト 。 物 便 ・ 人 員 と も に 不足 する フ に 4 
人 
/ 
ETT3 ェ ニ ル ・ エ ル 


機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 


PERSONAL PROFILE : [中 | me02 sr DA 
ケー ラ ・ ス ッ 人 


遇 人 
Kayra Su 了 MS 電 、 生 和 


高い 士気 を 戦場 に 示し た 
ロン ド ・ ベ ル の パイ ロッ ト 


U.C.0090.03.21 に 地球 連邦 軍 の 外郭 部 隊 と し 
て 設立 され た ロン ド ・ ペ ル 。 激化 する 反 地 球 連 邦 運 
動 に 対応 する た め に 組織 され た この 独立 部 隊 は 、 当 
時 の 地球 連邦 軍 に あっ て 随 一 の 士気 を 誇っ た 。 逆 に 
言え ば 、 潜 伏 す る 反 吉 邦 勢力 に 小 規模 な 戦力 で 対 
応 し な けれ ば な ら な い 状況 に お いて は 、 隊員 の 土気 こ 
そ が 頼み の 綱 だ っ た の で ある 。 その 中 に あっ て 重要 な 
役割 を 果たし た 人 物 の ひと り が 、 ケー ラ ・ ス ゥ だ っ た 。 

ケー ラ は 地球 連邦 軍 の 女性 士官 で 、U.C.0093 
に 起こ っ た 「 シ ャ ア の 反乱 」 時 に ロン ド ・ ペ ベル に 在籍 
し て いた 。 前 歴 は 不明 だ が 、U.C.0093 の 時 点 で は 
ロン ド ・ ペ ル 旗 艦 ラ ー・ カ イラ ム に 所 属す る ジェ ガン 
部 隊 の 隊長 を 務め 、MS 部 隊長 長 アム ロ ・ レ イ に 次 
ぐ パ イロ ッ ト と し て の 役割 を 果たし て いた 。 折り し も 、 
シャ ア ・ ア ズ ナ ブル が 再 異 し た ネオ ・ ジ オン が 兵 を 挙 
げ 、 ロン ド ・ ベ ル は 鎖 圧 に 追わ れる 。 ケー ラ も その 一 
員 と し て 戦い に 身 を 投じ る の だ っ た 。 

アム ロ と 開 げ シャア 
の 反乱 」 期 の ロン ド ・ 
ペル を 代表 する パイ 


ロッ ト の ひと UEL で 知 
られ る 。 その 次 机 は 一 


アナ バハ イム: エレクト ロニ クス 
AE) が 開発 し た 地理 較 邦 軍 
の 汎用 MS。 ジム と ネモ その 符 

1 


ビ 
ベル へ 健 先 的 に 配備 され た 
RG6Z-91 

リ ・ ガ ズ ィ 

ガン ダム の 量産 人 6 旧 析 し 


開発 きれ た AE の 試作 MS 
WSt 用 
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U.C.0093、 地球 連邦 政府 に 対し て 宣戦 を 布告 し た 
ネオ ・ ジ オン は 、3 月 4 日 
行 す る 。 その 阻止 を 試み : 
ば ず 5Ih ル ナ の 落下 を 許し 、 さ ら に は サイ ド 1 ・ ロ ン デ ニ 
オン へ の 帰還 才 中 に ネオ ・ ジ オン の 強 醒 を 受け る 。 リガ 
ンダ ム 受 領 の た め ア ムロ が 不在 の 中 、 鶴 戦 し た ケー ラ 
は レズ ン ・ シ ュ ナイ ダー に 苦戦 を 強い られ な が ら も 、 アム 
口 の 帰還 まで 艦隊 を 死守 する こと に 成功 する の だ っ た 。 

だ が 、 ロ ンド ・ ペ ル の 危機 感 を よそ に 地球 連邦 政府 
は ネオ ・ ジ オン と の 和平 交渉 を 進め る 。 し か し 、3 月 12 日 、 
シャ ア は 武装 解除 を 装っ て アク シズ を 制圧 し 、 地 球 寒 
冷 化 作戦 を 実行 に 移し た 。 ロン ド ・ ペ ベル は 作戦 を 阻止 
すべ く ア クシ ズ へ の 攻撃 を 行い 、 ケ ー ラ は 第 一 波 攻撃 
の 先 鏡 と し て 出撃 する 。 そし て 、 ア クシ ズ に 展開 する ネ 
オ ・ ジ オン 艦隊 に 肉薄 する が 、 ギ ュ ネ イ ・ ガ ス に 行く 手 
を 阻ま れ て 捕獲 され て し まう 。 ケー ラ を 人 質 に 取り 、 彼 
女 の 危 機 を 感じ 取っ て 駆け 付け た アム ロ に 投降 を 迫る 
ギュ ネイ 。 一 方 、 ケ ー ラ は 自 巡 する アム ロロ に ギュ ネイ の 
撃墜 を 促す 。 アム ロ は ケー ラ の 妥 に 武装 解除 を 決意 す 
る が 、 そ の 意図 を 許 解 し た ギュ ネイ は 激 曲 し て ケー ラ を 
手 に 掛け る 。 ヤク ト ・ ド ー ガ の マニ ビュ レー ター に 近 り 漬 
され 、 変 わり 果て た 姿 と な っ て し まう ケー ラ 。 その 亡骸 は 
アム ロロ に よっ て ラー・ カ イラ ム へ と 戻さ れ 、 恋人 の アス ト 
ナー ジ と 対面 する こと に な る の だ っ た ……-。 


還 計 当 + ア の 反乱 」 に お ける 巣 取 な 戦い 


ケー ラ は アム ロ の 不在 時 に は 彼 に 代わ っ て MS 部 隊 の 
戦闘 指揮 を 執る 立場 に あり 、5Ih ル ナ 落 と し の 後 の レ ズ 
ン 墜 に よる 陽動 攻撃 の 際 も 、 ジェ ガン 部 隊 の 先頭 に 立っ 
て 戦っ た 。 この 戦闘 で は ラー・ カ イラ ム の 直 捧 に つい て レ 
ズン の 攻撃 を 防い だ が 、 彼 女 と の 一 騎 討ち で は 劣勢 に 
回 る 場面 も 見 られ た 。 た だ し 、 月 か ら 急行 し た アム ロ の 救 
援 に よっ て レズ ン 隊 は 撤退 し 、 ケー ラ は 難 を 逃れ て いる 。 

また 、 アク シズ を 巡る 攻防 戦 に お いて は 、 リ ・ ガ 
乗り 換え て 第 一 波 攻撃 の 中 核 を 担い 、 ネ オ ・ 
散 レ ウル ー ラ へ の 直接 攻撃 に も 及 ん で いる (だ が 損害 を 
与え る に は 至ら な か っ た ) 。 し か し 、 単 機 で 突出 し 過ぎ た 
た め に ギュ ネイ が 率い る MS 部 隊 の 包囲 を 受け 、 機 体 を 
行動 不能 に され て 捕らえ られ る こと に な る 。 ケー ラ が 優 
秀 な パイ ロッ ト だ っ た こと は 間違い な い が 、 任 務 に 対す 
る 気負い が 彼女 の 命 を 縮め た と も 言え る だ ろう 。 


パイ ロッ ト と し て の 長所 と 短所 


絶対 的 な エー スバ イロ ッ ト と し て ロン ド ・ ペ ル を 支え た 
アム ロ を 除け ば 、 ケ ー ラ は 部 隊 内 で も トッ プク ラス の 操 
縦 技術 を 有する パイ ロッ ト で あっ た 。 た だ し 、 自 身 の 戦 
貞 に 没頭 する あま り 、 味方 態 の 対空 砲火 に 近付き 過ぎ 
る こと が あっ た ほか 、 攻 撃 目 標 に 執 落 し た こと で 後退 す 
る チャ ンス を 失う な ど 、 気 負い 過ぎ て や や 視野 が 狭く な 
る 部 分 も あっ た と 言え る 。 それ で も 、 ロ ンド ・ ペ ベル の 主 
要 パ バイ ロット の ひと り と し て 活躍 を 見 せ て いる 。 


アク シズ へ の 基 一 波 区 概 で は 先 呈 を 切っ て MS 生 訂 を 和 
性 力も ある 理 度 は 有 し て いた ザ 、 補 野 の 下 さ ひら 重 地 に 郊 る 


画 ト ゥ ー ス 
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シロ ー の 熱さ に 彫 響 され て いっ た 
第 08MS 小 隊 の メン バー 


エレ ドア ・ マ シス は 、 ミ ュー ジ シ ャ ン と し て 生計 を 立 
て て いき た いと いう 夢 を 抱い て いた 。 だ が 、 ミ ュー ジ 
シャ ン と し て 成功 で きる の は 、 頻 策 な 才能 と 凶 ま め ぬ 努 
力 を 続け る ほん の 一 握り の 人 々 だ け で ある 。 エレ ドア 
も そう し た 「 壁 」 に 直面 し た の か 、 一 年 戦争 開戦 を 機 
に 、 地 球 連 邦 軍 に 入隊 。 08 小 隊 の メン バー と し て 、 
東南 アジ ア 戦 線 に 参加 し た の だ っ た 。 

だ が 、 彼 は 夢 を 諦め た わけ で も 、 補 人 と し て 立身 
出世 を 目指 そう と する で も な い 、 ど こ か 中 傍 半 端 を 
日 々 を 過ごし て いた 。 その 理由 の ひと つ に 、 彼 が 義 
所 恐怖 症 を 患っ て お り 、MS に 搭乗 で き な い こと も 
あっ た と 言え る だ ろう 。 また 、 鼻 が 所 属す る 08 小 隊 
は 、 MS の 運用 と デー タ 収 集 を 目的 と する 部 隊 で あっ 
た た め 、 そ の 疎外 感 は な お さら だ っ た と 思わ れる 。 や 
む な く ホバー・ ト ラッ ク 要 員 と し て 配属 され 、MS の サ 
ポー ト を 行っ て いた 彼 だ が 、 ある 人 物 と の 出会い が そ 
ん な 自 堅 落 な 日 々 を 変え る の だ っ た 。 

重 に 入っ て か ら も ミュ ー ジ 

ン の 夢 を 謗 め l 


4 
た 時 


ン テ ス ト に 活 る 6 ど . ど 
ち つ か ず の 日 々 を 続け て 
いた 


訂 長 L て 新た に 香 作 し 
て きた シロ ー の 真っ で な 


ワ に 次 ぐ 古 参 メ た 
の メン バー か ら も 信 電 を 置か れ て いな 


ホバー・ ト 
地球 達 邦 軍 が 二 用 し て いた 
半 四 兵 貞 内 送 間 (APC)。M 

を サポ ー ト する 支援 
プラ ウン ドン 
て 生得 
っ た 
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戦場 で の 日 々 に 閉 宏 感 を 覚え て いた エレ ドア だ が 、 
08 小 隊 に 新た な 隊長 が 派遣 され て きた 。 不器用 で 一 
本 気 だ が 、 誰 より も 熱い ハー ト を 持つ シロ ー で あっ た 。 
彼 の 理想 論 と も 言え る 言動 に 対し 、 エ レ ド ア は 当初 そ 
れ を 小 馬 鹿 に し た よう な 態度 を 取っ て いた 。 だ が 、 ど の 
よう な 場面 で も 掴 る ぎ な い 彼 の 信念 に 、 エレ ドア は 徐々 
に 感化 され て いく 。 あま り 身 が 入っ て いな か っ た 軍務 に 
お いて も 、 他 の 隊員 と 積極 的 に 連携 し 、 小 職 を 支え よ 
うと し た の で ある 。 

よう や く 軍 人 と し て の 自覚 が 芽生 え 始 め た 一 方 で 、 エ 
レ ド ア の 自作 曲 が コ ン テ ス ト を 通り 、 デ ビュ ー が 確約 さ 
れる 。 ここ に 来 て 夢 が 叶う か も し れ な いと 喜ぶ エレ ドア 
だ が 、 直 後に 公国 軍兵 に よっ て 拘束 され る 事態 に 巻き 
込ま れる 。 な ん と か 脱出 に 成功 し た も の の 、 その 本 に 仙 
傷 し た エレ ドア は 戦列 を 謀 れ る こと に な っ て し まっ た 。 病 
院 で 彼 は 、 ミ ュー ジ シ ャ ン と し て の 夢 を 選ぶ か 、 そ れ と も 
軍人 と し て の 道 を 選ぶ か で 揺れ 動く 。 

結果 、 エ レ ド ア は OB 小隊 に 帰っ て きた 。 自身 を 変え 
て くれ た シロ ー を 、 そ し て 想い を 寄せ て いた カレ ン を 、 さ 
ら に ミケ ル ・ ニ ノリ ッ チ や テリ ー・ サ ンダ ー ス Jr と いう 2 戦 
友 た ち を 見 捨て る こと は で き な か っ た の で ある 。 そこ に 
は 、 か つて 見 せ た 自 虫 落 な 厩 は な く 、 仲間 の た め に 戦う 
こと を 選ん だ エレ ドア の 揺るぎない 信念 が 溢れ て いた の 
だ っ た 。 


足 中 E22 


08 小 隊 の メン バー と し て 、 同 じ 仔 の 飯 を 食う 仲間 で 
あっ た エレ ドア と カレ ン だ が 、 そ の 関係 は 当初 、 円 満 と 
は 言え な か っ た 。 エレ ドア の よう な 言動 が 軽く 「 軟 派 」 
な 考え の 人 間 を 、 か つて 戦場 で 夫 を 亡くし た カレ ン が 好 
意 的 に 見 て いる と は 考え に くく 、 エ レ ド ア 自 身 も 、 カ レン 
の よう な 勝気 な 女性 を 敬遠 する 傾向 に あっ た の だ ろう 。 
だ が 、 ジ オン の 拘束 か ら 逃 れる 際 に 負傷 し た エレ ドア を 、 
カレ ン が 手早く 応急 処置 し た こと で (カレ ン か ら す れ ば 、 
軍人 と し て 当然 の 行動 だ っ た )、 エレ ドア の 彼女 へ の 気 
持ち は 急速 に 高まる 。 いつ し か 彼女 を 命 を 救っ て くれ た 
「 女 神 ] だ と 思う よう に な っ た エレ ドア は 、 隊 に 復帰 後 、 
いつ も と は 違う 真剣 な 面持ち で モー ショ ン を 掛け る よう 
に な っ た 。 だ が 、 夫 を 失っ た 傷 か ら 和 えて いな い カ レン 
か ら 色 よい 返事 は も ら う こと が で きず 、 エレ ドア の 片想い 
と いう 形 で 終わ っ た よう だ 。 


索敵 担当 と し て 
閉所 麗 知 症 が 貯 っ て MS に 搭乗 で まなか っ 
ア だ が 、 唯 一 戦場 で 発揮 で きる 特技 が あっ た 
シャ ン で も ある エレ ドア の 耳 の 良さ で あり 、 ソ ナー を 使っ 
た 索敵 に お いて 徳 の 右 に 出る 者 は いな か っ た と 言わ れ 
る 。 ホバー・ ト ラッ ク の 操縦 士 で あっ : ル と の 連携 
も 良く 、MS に 搭乗 し た カレ ン や サン ダー ス 、 そ し て 隊長 

の シロ ー を 充分 に 支え た の で ある 。 


こと の で き な い エ レ ド ア に と っ て は 、 優れ た 委 生 能力 だ けが 
重 人 た し て の 確 の 季 作 を 云え て いた 。 


MORE INFO! 


MS 部 隊 の サポ ー ト を 行う ホ パー・ ト ラッ ク に 、 索敵 用 の ソナ ー 
は ・ ト ラッ ク に 搭載 され た ソナ ー は アン 
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プトレマイオス と 対立 し た 
ガン ダム スロ ー ネ の パイ ロッ ト 


西暦 2307 年 、 全 戦争 行為 へ の 武力 介入 を 行っ 
て いた ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) に 、 プトレマイオス に 
次 ぐ で セカ ンド チー ム が 登場 し た 。 チー ム ト リ ニテ ィ と 呼ば 
れ た 彼ら は ガン ダム スロ ー ネ を 操り 、 そ の 過激 な 介入 
行動 で 潜 場 に さら な る 混乱 を 巻き 起こ し た の で ある 。 

ヨハ ン ・ ト リ ニ テ ィ 、 ミ ハエ ル ・ ト リ ニ テ ィ は 、 
ネー ナ を 含め た 3 兄妹 で 構成 され て いる チー ム ト リ ニ 
ティ の メン バー で あっ た 。 彼ら は 遺伝 子 揉 作 が 施さ 
れ た デザ イン ペ ビ ー で あり 、 ガン ダム マイ スタ ー に な る 
こと を 幼い 頃 か ら 定め られ て いた の で ある 。 その 能力 
は 、「 イ オリ ア 計 画 ] を 我 が 物 と し 、 世界 を 生 耳 る うと 
し た CB の 監視 者 アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー に よっ て 利 
用 され た の だ っ た 


テテ イ 喘 - 選 


PROFILE 


[I 
出身 


ふさ Ni ニテ ・ そ で H> ん ヤマ 


GNW-001 
ガン ダム スロ ー ネ ア イン 


ガン ダム スロ ー ネ ツ ヴァ イ 


年 齢 26 歳 (ヨハ ン ) /19 歳 ( ミ / 


ヨハ ン ・ ト リ ニ テ ィ ン ; 
ミハエル ・ ト リ ニ 
Johann Trinity/ Michael Trinity 


[0] ne02 gm18M 


不明 (デザ イン ペ ビ 
の 准 容 


関連 ファ イル 


Fe mevew 


ヨハ ン や ミハエル は 、 自 分 た ち が 世 界 の 変 薬 を 託さ れ 
た 者 で ある と 信じ て 時 わな か 彼ら を 従え る ア 
レ ハ ン ドロ の 目論見 は 別 の と ころ に あっ た 。 プ ト レ マ イ オ 
ス の ある 種 「 人 道 的 」 な 介入 活動 に 痺れ を 切ら し た 彼 
は 、 支 配下 に 置い て いる チー ム ト リ ニテ ィ を 用 いて 、 よ り 
迅速 な 三 大 勢力 の 統合 を 目指 そう と し て いた の で ある 。 
その 真意 を 知る 由 も な か っ た ヨハ ン は 、 ミハエル 、 ネーナ 
ら と 共に 、 指示 通り に 武力 介入 を 続け た の だ っ た 

一 方 で ゴハン た ち は 、 同 じ 志 を 持つ は ず の プ ト レ マ イ 
オス と 連携 する た め の 交 渉 に 入る が 、 武 力 介 入 に お け 
る 姿勢 の 違い か ら 決裂 。 ヨハ ン た ちの 武力 介入 を ブ ト 
レ マ イ オス が 阻止 する と いっ た CB の 内 部 分 裂 に 発展 
し た 。 ミハエル は プトレマイオス の そう し た 態度 に 激 趣 し 
応戦 する も 、 ガ ンダ ム 同 士 の 戦闘 は 双方 に 疲 還 を も た 
ら す だ け で あっ た 。 さら に 三 大 勢力 が 集約 し た 国連 軍 か 
ら 、 ガ ンダ ム ス ロ ー ネ と 同じ く 疑 似 GN ド ライ ヴ を 搭載 し 
た GN-X が 登場 し 、 ヨハ ン た ち は 劣 勢 を 余 供 な くさ れる 。 
計画 に 狂い が 生じ 始め た こと を 悟る ヨハ ン だ が 、 アレ ハ 
ンド ロ か ら の 支援 は な く 、 追い 詰め られ て いく 

トリ ニテ ィ が アレ ハン ドロ の 手 の 中 で 踊ら され て いた こ 
と を 知る の は 、 アレ ハン ドロ が 放っ た 刺客 アリ ー・ ア ル ・ 
サー シェ ス の 醒 撃 を 受け た 時 で あっ た 。 ヨハ ン 、 ミ ハエ 
ル に それ に 気づけ な か っ た 悔し さや 怒り の 中 、 命 を 落と 
す 。 唯一 離脱 し た ネー ナ に その 想い を 託し て 一 一 。 


中 時 EE | 


チー ム ト リ ニテ ィ は 、 三 大 勢力 に よる 合同 軍 と プ ト レ マ 
イオ スク ルー が 交戦 し た タク ラマ カン 夏 漢 の 戦い に 介 上 
入 。 究 地 に 立た され て いた プトレマイオス を 接 護 し 、 合 
同 軍 を 撤退 に 導い た 。 その 後 、CB の 新た な チー ム と し 
て 認証 され た 彼ら は 、 ア レ ハ ンド ロ と 連携 する 監視 者 ラ 
グ ナ ・ ハ ー ヴ ェ イ か ら 指 示 を 受け 、 武 力 介入 を 開始 す 
る 。 その 中 で 、 ユニ オン の MSWAD 基 地 を 馬 繋 し 、GN 
ドラ イヴ の 謎 を 探っ て いた レイ フ ・ エ イフ マン 教授 を 死に 
追い や っ た の は 大 き な 功 績 と 言え る だ ろう 。 だ が 、 彼ら の 
行っ た 介入 は 、 民 間 人 の 犠牲 を 膝 わな い 過 激 な も の で 
あり 、 世 間 の CB へ の 到 情 を より 悪化 させ た 。 さら に それ 
は 、 プ トレ マイ オス クル ー と の 軌 皿 に も 繋が っ た の で ある 。 
だ が 、 世 琲 の 変 甘 の た め に 生み 出さ れ た 彼ら に と っ て . 
人 命 に 配慮 すべ き と い う プ トレ マイ オス 側 の 批判 は 意外 
な も の と 映り 、 理解 で き な か っ た の で ある 。 


ガン ダム マイ スタ ー と し て の 能力 | 


ガン ダム マイ スタ ー に な る こと を 定め られ て いた ヨハ 
ン 、 ミハエル は 、 遺 伝 子 操作 に よっ て 高い 身体 能力 を 
得 て い た と 見 られ る 。 それ ぞ れ 長 所 は 異な り 、 ヨ ハン は 
冷徹 さ 澤 う 優れ た 判断 力 を 持ち 、 数 々 の ミッ ショ ン を 効 
率 的 に 進め た 。 一 方 で ミハエル は 、 引 猛 と も 言え る 高 
い 関 争 本 能 が 特徴 で 、 乗 机 で ある ガン ダム スロ ー ネ ツ 
ヴァ イ に 装備 され た 遠 司 操作 兵器 、GN フ ァ ン グ を 駆使 
し て 多数 の MS を 撃破 し て いる 。 


ネー ナ 6 倉 め た 江 放 掌 6 張 度 が 高く 、 さ 締 の ガン ダム スローネ で 基地 や 角 
に EET1 


複数 の 
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MS 電報 


イノ ペイド の 思惑 を 過 け た 
プル トー ネ の マイ スタ ー 


ソレ スタ ルビ ピー イン グ (CB) の 武力 介入 開始 か ら 
週 る こと 15 年 前 、 西暦 2292 年 に お いて 「 ガ ンダ ム 」 
は 第 2 世代 の 完成 を 迎え て いた 。 その 際 の ガン 
ダム マイ スタ ー と し て スカ ウト され た ひと り が 
当時 16 歳 の シャ ル ・ ア クス ティ カ で ある 。 

シャ ル は 戦争 根絶 と いう CB の 理念 に 
同 する 一 方 、 実戦 で 戦う 覚悟 は 持ち 得 て 
いな か っ た 。 その 彼女 に 戦い の 決意 を させ た 
事故 が 「 プ ルト ー ネ の 惨劇 ]」 で ある 。 シャ ル が 
搭乗 し た ガン ダム プル トー ネ の 脱出 シス テム が 
働か みず 、 助け に 入っ た ガン ダム マイ スタ ー、 ル イー ド ・ 
レゾ ナン ス と マレ ー ネ ・ プ ラディ が シャ ル を 才 い 、 代 
わり に 命 を 落と し て し まう 。 これ は 人 間 の ガン ダム マ 
イス ター を 良し と し な い イノ ベイ ド 、 ピサ イド ・ ペ イン が 
仕組 ん だ 「 事 故 ] で あっ た 。 だ が 、 シャ ル は 大 切な 仲 
間 の 死 を 乗り 越え て イオ リア 計画 に な い CB の 
支援 組織 「 フ ェ レ シュ テ 」 を 作り 上 げ る 。 ピサ イド の 
思惑 は 、 結 果 的 に 町 組 織 設立 の 原動力 を シャ ル に 
与え た と 言え る だ ろう 


関連 ファ イル 
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ガン ダム 開発 に 携わり な が ら 、 シ ャ ル た ち マ イス ター 。 

は 信頼 を 深め て いっ た 。 いつ し か ルイ ー ド に 惹か れ て い 、 に 
た シャ ル は 、 マ レー ネ も また 同じ 上 想い を 抱く こと に 気付 
く 。 そし て ルイ ー ド の 心 も マ レー ネ に ある こと を 寮 し 、 シ ャ 
ル は 恋 に 敗れ た こと を 知っ た 。 その 韻 し み は 、 自 然 と 指 
け 替 え の な い 友人 を 祝福 する 想い と な り 、 ふ た り の 結 
婚 式 を お 膳 立て し た の で ある 。 ル イー ド と マレ ー ネ の 子 
が 生ま れ た こと で 、 ル イー ド は 戦争 根絶 の 想い を さら に 
強く し 、 ガン ダム で 戦う 決意 を 固め て いた 。 その た め シャ 
ル は 、 結 婚 を 機 に 予備 マイ スタ ー と な っ て いた マレ ー ネ 
に 代わ り 、 自分 が 幸い の 中 で ルイ ー ド を 守 ろ うと 考え る 。 
その 想い を 見 透かし た マレ ー ネ か ら 、 戦 う 以 外 の 生き 方 
を すべ きだ と 論 さ れる の だ っ た 。 その 言葉 に 、 自 分 の 優 
し さ は 玉 さ に 繋が っ て いて 人 類 全 体 の た め に 戦え る ほ 
どの 覚悟 で ほな いと 気付 く 。 テロ を 防ぐ と いう ミッ ショ ン 
を 最後 に シャ ル は マイ スタ ー の 引退 を 決意 する が 、 こ れ 
が 「 プ ルト ー ネ の 惨劇 」 の 引き 鉄 と な り 、 ル イー ド と マレ ー 
ネ を 同時 に 失っ た シャ ル は 心身 に 深い 傷 を 負う 。 大 切 
な ふた り を 失っ た こと で シャ ル は 自分 の 道 を 見 失い か け 
る が 、「 シ ャ ル の 生き 方 を し ろ ] と いう マレ ー ネ の 言葉 に 、 
CB の 理念 に 賛同 し た こと を 思い 起こ し 、 ふ た り の 遺志 
を 継い で CB の 行く 未 を 見 届け る こと を 区 う の で あっ た 。 


中 時 

高校 生 だ っ た シャ ル は 、 ワ ー ク ロー ダー の 操 弓 技術 
を 買わ れ て CB に スカ ウト され た 。 一 説 で は 、 コ ン デ ィ 
スキ プル ス 高 等 学校 に 在 知 し た ワー クロ ー ダ ー 競 技 の 
トッ プ 選 手 、 シャ ル ・ ウ ィ ル ゴ が その 人 だ と 言わ れる 。 

CB 参加 時 、 シ ャ ル の プル トー ネ は まだ 完成 し て お ら 
ず 、 使命 感 と 裏腹 に 何 も で き な いこ と に 対し て 気 を 反 ん 
で いた 。 そん な 時 に ルイ ー ド の 気違い を 受け 、 そ の 優し 
さ に 惹か れ て いく 。 も う ひ と り の マイ スタ ー で ある マレ ー 
ネ は 常時 拘束 され る 重 犯 罪人 で あっ た こと か ら 、 当初 
シャ ル は 抵抗 を 感じ て いた 。 し か し マレ ー ネ の 優し い 本 
質 に 毅 れ た こと で 彼女 へ の 不信 感 は 氷解 する 。 シャ ル 
に と っ て ガン ダム 開発 は 、 青春 の 日 々 で も あっ た 。 

「 ブ ルト ー ネ の 惨劇 ] 後 、 エー ジェ ント と し て CB に 残っ 
た シャ ル 。 自分 が で きる こと を 模索 し 続け 、 つ い に CB を 
極秘 に 支援 する 組織 「 フ ェ レシ ュ テ 」 を 設立 する 。 
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肉親 へ の 過剰 な 情愛 
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スレ ッ ガ ー・ ロ ウ ギ 


Sleggar Law 


大 人 の 責任 を 果たし た 
ホワ イト ペー ス の 補充 兵 


一 年 戦争 に お ける ホワ イト ペー ス に 、 大 人 で ある 
こと を 強要 され た 若者 た ち は 多 く と も 、 本当 の 意味 で 
の 「 大 人 」 は いな か っ た 。 戦争 を 押し 付け られ た ホワ い 
イト ベー ス の 若者 た ち に 対し て 、 大 人 の 計 護 は ほ と WV NN | 
ん ど な か っ た の で ある 。 だ か ら こ そ 、 載 い の 半 ば で 加 ’ h 
わっ た 唯一 の 大 人 一 一 スレ ッ ガ ー・ ロ ウ の 存在 は 
ホワ イト ペー ス に と っ て 大 きか っ た と 言え る 

スレ ッ ガ ー は 補充 要員 と し て ホワ イト ペー ス に 配属 
され た 地球 連邦 軍 の 士官 で 、 戦 死 し た リュ ウ ・ ホ セ 
イ に 代わ っ て 転属 し て きた 経 線 を 持つ 。 当時 の 年 齢 
は 不明 だ が 、 少 な く と も ホワ イト ペー ス の 少年 少女 た 
ちよ り は 年 上 で あり 、 職 業 軍 人 と し て の 経験 も 豊富 
軽薄 な 言動 が 目立ち 、 若 者 た ちの 規範 と な 
る よう な 人 物 で は な か っ た が 、 年 長者 らし い 余 裕 に 
は 存在 感 が あっ た と も 言え る 。 そし て 、 ス レッ ガー は 
ホワ イト ペー ス に 身 を 置い た わずか な 間 に 、 多 く の も 
の を 若者 た ち へ と 残し て いっ た の で ある 。 


《⑱ 
ーー 
さび 6 選 バ 深 


(J 
0 


tl 
ロ 
CJ 


地球 補 施 重 本 部 の ジャ 
プロ ー か ら ン ロモ ン 攻 加 
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善 入 の 指 る 無い は 軽く 、 ツ 
年 長 が 多い ま ワ イト ペー ス 
に も すん な り と 畠 了 ん で っ 
た こし か し 、 麻 の 中 で も 打 少 


な い 大 人 で . その 下 任 を 行 MAIN MECHANIC 
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悲し いけ ど 、 
これ 、 戦争 な の よね ! 


一 年 戦争 後期 、 宇 宙 で の 反攻 作戦 に 備え た 陣 任 
務 を 与え られ た ホワ イト ペー ス は 、 ジャ ブロ ー 基 地 か ら 再 
び 宇 宙 へ と 上 が ろう と し て いた 。 その 準備 に 追わ れる 中 
で 、 スレ ッ ガ ー は 補充 要員 と し て ホワ イト ペー ス に 転属 し 
の で ある 。 宇宙 に 上 が っ た 直後 か ら パ イロ ッ ト と し 


役割 を 果 ホワ イト ペー ス 隊 に 溶け 込ん で いく 
スレ ッ ガ ー。 さ サイ ド 6 で は ミラ イ ・ ヤ シマ と カム ラ 
ン ・ ブ ルー ム と の 間 に 入り 、 ふ た り の すれ 違い を 諭す 


か つて の 許婚 で ある カム ラン に 対し て 感情 的 に な り 、 そ 
の 心遣い を 理解 し と よう と し な い ミ ライ の 強情 を 戒め た の 
で ある 。 そし て スレ ッ ガ ー の そう し た 人 間 性 は 、 ミ ライ の 
心 を 惹き 付け て いく こと に な る の で あっ た 

その 後 、 地 球 連邦 軍 は ジオ ン 公 国軍 の 宇宙 要塞 ソ 
ロモ ン の 攻略 に 着手 し 、 ホ ワイ トペ ー ス も 作戦 に 参加 
する 。 スレ ッ ガ ー は その 激戦 の 中 で 、 ミ ライ の 思い 詰め 
た 様子 か ら 彼女 の 想い に 気付 く 。 し か し イ の 気持 
応え る こと は せ ず 、 母 の 形見 の 指 轄 を 彼女 に 託し 
て 出撃 し て いく 。 そし て 、 地 球 連邦 軍 慈 隊 に 猛威 を 振 
る う ビ グ ・ ザ ム を 前 に し て 、 己 の 命 を 願 み ず 
掛け た 。 命 と 引き 換え に し た スレ ッ ガ ー の 体 当 た り を 足 
掛か り に グ ・ ザ ム は 撃破 され 、 地球 連 才 
モン 攻略 戦 に 勝利 する 。 一 方 で 、 ス レッ ガー の 戦死 は 
ホワ イト ペー ス 隊 の 若者 た ち に 戦争 に 臨む 者 の 現実 を 
教え に 傷心 の 記憶 を 残し た の だ っ た 


ドキ) 人 ホ ワイ トペ 前 後 の 経 礎 


ホワ イト ペー ス に 配属 され る 以前 の スレ ッ ガ ー の 経歴 

は 、 戦 闘 機 の パイ ロッ ト だ っ た と いう こと 以外 明らか に 
な っ て いな い 。 た だ し 、 一 培 に は MS の テス トバ パイ ロッ ト 
を 断っ た と も る (面倒 臭い と いう の が その 理 
ホワ イト ペー ス に 配属 され て か ら の 働 
き は スレ ッ ガ | ッ ト だ っ た こと を 物語 っ て 
お り 、 ホ ワイ トペ ー ス 隊 に お ける 最初 の 戦闘 と な っ た キャ 
メル ・ パ トロ ー ル 艦隊 と の 貴明 戦 や 、 ソ ロモ ン 攻 略 戦 
で も 少な か ら ず 戦果 を 残し て いる 。 特に 、 ソ ロモ ン 攻 略 
戦 に お ける ビグ ・ ザ ム の 撃 三 は 、 ス レッ ガー の 身 を 擬 し 
た 直接 攻撃 に よる と ころ が 大 きい 。 な お 戦後 に は 、 ス 
レッ ガー が ホワ イト ペー ス 隊 に 配属 され て いた と いう 記 
録 が 地球 連邦 軍 本 部 の デー タバ ンク に 存在 し て いな 
か っ た 、 と も 言わ れ て いる 。 も っ と も 、 これ に つ 真 
偽 の 程 も その 理由 も 定か で は な い , 


上 多用 選 剛 臣 目 と し て の 優れ た 技能 


スレ ッ ガ ー は 戦闘 機 パイ ロッ ト と し 
く 、 砲 手 と ! て の スキ ル も 有 し て いた 。 で 語ら れる 
シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 率い る ザン ジ バ ル と の 戦闘 で は 、 ホ 
ワイ トペ ー ス の 主砲 の 操作 を 担当 し 、 砲 手 の 中 で 唯一 
ザン ジ バ パル に 直撃 弾 を 与え て いる 。 また 
て は コン ピュ ー タ 制御 に よる 補正 を 好ま ず 
操縦 の 感覚 を 重視 し た と 言わ れ て いる 


用 


ME D2 sl 
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ES 
あの 


スッ カー ロウ の 言葉 の 裏 に 隠さ れ た 
成 茸 じ た 男 と ぼ : で で の 責任 感 と こ 決意 


U.C.0079.1 1.30 


俺 も ツイ て きた な 


地球 ・ ジ ャ ブロ ー 基 地 


こん な 和 綺 帳 な ウッ ウェー ブ プ と 


ジオ ン 公 国軍 の 追撃 を 受け な が ら 各 地 を 転載 し て 
ス は 、 ようやく 地球 連邦 軍 本 部 の ジャ 


た リュ ウ ・ ホ セイ を 失 ド 
D リ ュ ウ の 補充 要員 
と て 2 し 、 当 
の スレ ッ ガ ー は ミラ イ ・ ヤ シマ や セイ ラ ・ マ ス と いっ た 
女性 クル ー に 興味 を 示し 、 軽 薄 な 言動 で 彼女 た ちの 


精神 的 な 支柱 で あ 
きか 


U.C.0079.12.03~05 


どう も ご 婚 人 の お 記 に つく っ て いう の は 
僕 の 趣味 じゃ な いん で ね 


第 13 独 立 部 隊 と し て 男 任 務 を 与え られ た ホワ イト 
に 上 が っ た 。 し か 


7 メ ナ ブル の ザン ジ バ ル と キャ メル ・ パ バト 
ロー ル 北 隊 に 挟撃 を 受け 
破 を 図る 
レッ ガー は 


キャ メル 艦隊 の 撃破 と 突 
ァ ・ ブ ー ス ター で 出撃 し た ス 
て 英機 へ の 長 
の 攻撃 の 直前 に 


その 戦闘 に コア 

隊列 を 組む 僚機 に 
上 の 言葉 は 
た も の で あっ た 


ご 一 緒 で きる な ん て 


スレ ッ ガ ー・ ロ ウ 編 
Case of Sleggar Law 


と し て ホワ イト ペー ス 


頼り 甲斐 が あり クル ー た ちの 測 滑 油 的 な 存在 だ - 
と 、 基 任 早々 に 女性 士官 へ 言い 寄る スレ ッ 
で は 、 ホ ワイ トペ ー ス の クル ー た ちの 心象 は 正 反 
対 だ っ た に 違い な い 。 だ が 、 ス レッ ガー は 周囲 の 反応 
に 気 を 掛け る こと も な く 、 自 分 の 個性 を 買い た 。 そこ に 
は 、 た と え 戦 時 中 で あろ うと 人 生 を 楽し も うと する スレ 
ガー の 余裕 が 垣間見 えて いた と 言え よう , 


劇場 版 和 


(の パイ ロッ ト と し て 筐 富 な 経験 
て の 意地 も あっ た 。 素人 だ け で 
ホワ イト ペー ス を 動か し 、 戦い を 切り 抜け て きた 少年 
兵 た ちの 能力 を 認め な が ら も 、 大 人 と し て 彼ら に は 仙 
けら れ な いと し も あっ た の だ ろう 。 先 の 言葉 は 
自分 と 同じ く コ ア ・ ブ ー ス ター の パイ ロッ ト を 務め た セ 
イラ の こと を 指し て いた が 、 その 実は 自ら 
うと する スレ ッ ガ ー の 自負 の 表れ だ 


スレ ッ ガ ー は 戦 
を 積み 、 鞭 業 軍 


休 動 幸二 ガン ダム 


U.C.0079.12.24 劇場 版 相 
ミラ イ 少 尉 、 人 間 若い と き は いろ ん な こと が ある けど 


今 の 自分 の 気持 ち を 、 あ ん まり 本 気 に し な い ほ うがい い 


地球 連邦 事 は ジオ ン 公国 軍 の 宇宙 要 寒 ソロ モン 
の 攻略 作戦 を 開始 し 、 ホワ イト ペー ス も 作戦 に 大 加 | 
て いた 。 その 激戦 の 中 で 乗 機 が 損傷 し 、 ホワ イト ペー 
ス に 一 時 帰 態 し た ガー は 、 待機 ボッ クス で 

深 を 浮か < 


ス の お 鐘 さ ん 」 と 評 し た こと か 
ン ッ ガー は 彼女 の 人 柄 に 好感 
イ が 自分 に 向け て いる 


C.0079.18.24 劇場 版 有 
安物 な ん だ が ね …… お 袋 の 形見 な ん だ 
字 箇 で 拓く し た ら 犬 変 だ 、 預かっ と いて くれ 


い 感 情 を スレ ッ ガ 
スレ ッ ガ ー は 自分 と 
ら 、 ひ と つの 指 轄 を 差し 出す 

を 残し 、 ス レッ ガー は 戦場 に 戻っ て いく 


で な い 。 だ が 
時 に 、 唯 を 吐く 自分 
で 彼女 を 突き 放 そ うと し た の か も し れ な い 


U.C.0079.12.24 


悲し いけ ど 、 これ 、 戦争 な の よね ! 


スレ ッ ガ ー が ミラ イ と 別れ て 再 出撃 し て いた 頃 この 時 点 で ソロ モン 攻略 戦 の 大 勢 は 決し て いた と 
要 諸 ソロ モン の 放棄 を 決断 し た ドズル ・ ザ ビ は 、 ビグ ・ は いえ 、 ビグ ・ ザ ム に よっ て 主力 艦隊 の 戦力 が 削ら れ 
ザム で 地球 連邦 軍 主 力 艦隊 へ の 特攻 を 敢行 し て れ ば 以降 の 作戦 に も 影響 が それ は スレ ッ ガ 
た 。 長 距離 ピー/ "な い 身 を 止め る た め 、 ス レ ほど の 兵士 で あれ ば 理解 で きた に 違い な い 。 また 、 戦 
ガー は 至近 距離 攻撃 を 試み る が 、 そ れ は 自殺 争 に 携わる 軍人 と し 責任 感 も 、 ビ グ ・ ザ ム を 断 
に も 等 し い 無謀 な 行為 その 決断 に 驚く アム 固 阻 止 す る 
ロロ ・ レ イ に 、 ス レッ ガー は 葉 れ も せ ず に 戦争 人 と し て の 
に 身 を 投じ る 兵士 の 変 を 見 せ 付 ける の だ っ た スレ ッ ガ ー 


MORE INFO! 
ブラ イト と の 関係 


ダム X 
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イプ と デザ イール 時 4 
Tiffa Adil 1 


フリ ー デ ン に 保護 され た 
特殊 な 予知 能力 を 持つ 少女 


第 7 次 宇宙 戦争 時 、| 昌 地球 連邦 軍 は 「 ニ ュー タ 
プ 」 と 呼ば れる 特殊 能力 者 を 戦場 に 投入 し 、 大 き 
な 戦果 を 挙げ て いた 。 戦乱 が 終結 し 、AW. (アフ 
ター・ ウ ォ ー) へ と 移行 し た 後 も 、 世界 の 主導 権 を 握 
らん と する 権力 者 た ち は 「 ニ ュー タイ プ ] の 力 を 爽 し 
た の で ある 。 ティ ファ ・ ア ディ ー ル は 、 予 知能 力 な ど 
ニュ ー タ イプ と 目 さ れる 特殊 な 力 を 持つ が 故 、 幼 少 
の 頃 か ら 研究 対象 と し て 自由 を 槍 われ 、 各地 の 施設 
を た らい 回 し に され 少女 で あっ た 。 だ が 彼女 は 
「 ニ ュー タイ プ 」 の 保護 を 進め る バル チャ ー 艦 ・ フ リー 
れ た こと で 、 自 身 の 運 命 を 変え る ひと り の 


軍 示 企業 アル タネ イ テ ィ ブ 
社 の 依頼 を 受け 、 テ ィ フ ァ の 身柄 を フリ ー デ ン か ら 鶴 
周 に 来 た ガ ロー ド ・ ラ ン で あっ た 

て し まい 、 ア ル タ ネ イ テ ィ ブ 社 へ 連れ 戻さ 


之 交 | さ ユ マー 
ば ご 池 海 y 党 琉 計ら rr アー ロ 党 
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hol MM PROFIL 


で きる こと な ら 、 
普通 の 人 間 と し て 暮らし た い 


活 を 選ん だ 。 ティ ファ は た だ 日 々 を 過ごす だ け で な く 、 予 
知能 力 を 生か し 、 フ ォ ー ト セ バ ー ン 市 や サン ルー カス の 
海 な ど 、 ニ ュー タイ プ に 関連 する と 見 られ る 場所 を 特定 
し て いっ た の で あぁ 
や が て フリ 


は 、 彼 女 に と っ て 居心地 の 良い 場 
所 と な っ て いく に は 、 然 い 想 い を ぶつ け て くれ る ガ 
ロー ド の 存在 が あ . ニュ ー タ イプ で ある こと を 特別 視 
し な い 彼 に 、 テ ィ フ ァ は 心 を 開い て いっ た の で ある 。 だ 
が 、 過 激化 する 戦場 の 中 で "は 最悪 の 未来 を 
予知 する よう に な る 。 事実 、 ス ペー ス ノ イ ド を 「 ニ ュー タ 
イプ | と 定義 し た い 宇宙 革命 軍 に 誘拐 され 、 ガ ロー ド と 
離れ 離れ に な っ た 際 に は 死す ら 覚悟 し た の だ っ た 
だ が 、 ガロ ー ド と フリ ー デ ン に ち は 革命 
軍 か ら テ ィ フ ァ を 奉還 し 、 彼女 の 予知 を 覆す 。 以降 、 ティ 
ファ は 自身 の 予知 を 信じ る の で は な く 、 フ リー デン の クル ー 


タイ プ を 巡る 争い で 4 炊 宇 宙 間 か 
に は 、 月 の 施設 「 DOME ドー ム )」 に 封印 され た フ 


スト タイ プ と 接触 。 「 ニ ュー タイ プ は 人 類 の 革新 
は な い 」 と いう メッ セー ジ を 聞き 出し た 。 フ 
ガロ ー ド の 出会い か ら 人 間 と し て 成長 し た ティ ファ | 


ら の 力 で ニュ 


= か 5 還 20 | 


自身 を ニュ ー タ イプ と し て で は な く 、 ひ と り の 人 間 と 【 
て 見 て くれ た ガロ ティ ファ も 徐々 に 想い を 寄 
せる よう に な っ て いっ た 。 シャイ な ティ フ 当初 
の 気持 ち を 素直 に 表す こと が で き な か っ た 自発 
的 に フリ ー デ ン の 作業 を 手伝う な ど 、 ク ルー 
ョ ン を 取る 姿 か の ら は 、 ガロ ー 
られ た の で ある 。 その 後 
宇 軍 華 命 軍 に 連行 され る 事態 と な り 、 生 命 の ! { 
擬 度 も 瀬 す る 。 そう し た 状況 に 置か れ た こと は ガロ ー ド 
ヽ の 想い を さら に 強め る 結果 と な り 、 彼 と 再会 し た 後に 
は その 気持 ち を 伝え る < 


、 能力 語 記 3 語 本 


ファ は 、F シ ステ ム の 起動 や サテ ライ トシ ステ ム 
信 を 実現 し た ほか 、 示 来 予 知 と いっ た 特殊 能力 
て 他 者 の 思念 を 読み 取る 力も あり 
タイ プ 能 力 者 と の 感応 だ け で な く 、 「 カ テ ゴ リ ーF」 
に 認定 され た フロ スト 兄弟 を は じ め と する ニュ ー タ イプ 候 
補 者 や 、 サ ン ル ー カ ス の 海 で た 白 イ ルカ な どの 心 
も 読む こと が で きた の で ある 


MORE INFO! 


L 


ティ ファ と 共感 し た 「 ニ ュー タイ ブ j 能力 者 


画 ルチル ・ リ リア ント 


ET 
は ルチル が 葉 り 和 


た 状 湯 の テ 
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に ーw PROFILE 
グレ ミー・ ト ト きす 


Glemy Toto 


ザビ 家 の 箇 筋 を 自認 する 
ネオ ・ ジ オン の 若き エリ ー ト 


自ら の 野心 を 満た そう と し た ハマ ー ン ・ カ ー ン が 、 
アク シズ の | 旧 ジオ ン 公 国 凌 党 を 利用 し た の は 、 当 然 
の 経 縛 だ っ た と 言え る 。 し か し 、 ジ オン 公 細 の 体制 を 
路 覇 する と いう こと は 、 ザビ 家 に まつ わる し が ら み を 
引き ずる と いう こと で も あっ た 。 その 最たる 例 が 、 グ レ 
ミー・ ト ト の 存在 で ある 。 

グレ ミー は 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 期 に お いて ア 
クシ ズ に 所 属し た 青年 士官 で 、 当 初 は いち パイ ロッ 
ト に 人 過ぎ な い 人 物 だ っ た 。 だ が 、 そ の 出自 に は ザビ 
家 が 間 わ っ て いた と 言わ れ 、 ア クシ ズ が ネオ ・ ジ オン 
と 名 を 変え て ハマ ー ン の 野心 が 拡大 し て いく 中 で 、 グ 

ミー も 自ら の 血統 を 意識 し て いく 。 そし て 、 ミ ネバ ・ 
ラオ ・ ザ ビ を 便 偶 に ザビ 家 を 騙る ハマ ー ン に 反 旅 を 
動 し 、 ネ オ ・ ジ オン を 二分 する 内 乱 を 引き 起こ すこ と 
に な る 。 その グレ ミー を 突き 動か し て いた も の は ザビ 
家 の 正 当 性 と 、 ザビ 家 が 背負 っ た スペ ー ス ノイ ド 独 
立 と いう 大 義 だ っ た の で ある 。 


一 人 の パイ ロッ トル ら 細 ま 
り 、 ハ マー シ の 量 須 明け 


すう ウレ ュー。 埋 に と っ 
て 大 二 を 実 可 する 
た め に 自ら 講 ん だ 乱 の 通 
IX-107 
バウ 


ー 
Fe raevew 
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内 か ら 湧き ド が る 
衝動 は ある まい ! 
そん な クス は 私 の 前 か り 衣 】 


筑 一 次 ネオ ・ ジ オン 埋 争 の 勃発 時 、 グ レミ ー は サイ ド 
制圧 部 隊 の エン ドラ 隊 に 参加 し て いた 。 当時 は マシ ュ 
マー・ セ ロ や キャ ラ ・ ス ー ン の 部 下 で し か な か っ た グレ ミー 
だ っ た が 、 地 玲 侵 攻 作 戦 の 前 接 に ミン ドラ や サン ドラ の 
穫 長 に 技 所 され 、 軍 内 で の 地位 を 高め て いく 。 同時 に 
エル ピー・ ブ プル の 監督 を 任 さ れ て ニュ ー タ イブ 研究 と 関 
係 を 持ち 、 秘 社 理 に 戦力 を 蒼 え て いっ た 

地球 に 降り た グレ ミー は 、 エ ッ ー ゴ と カラ バ へ の 対処 を 
担う 一 方 で 、 自ら の 野心 を 徐々 に 表し て いく 。 その 転機 と 
な っ た の が 、 ア フリ カ に お ける | 青 の 部 隊 」 と の 接触 だ っ 
た 。 民族 自決 を 志す 彼ら の 姿 が 、 グ レミ ー に ザビ 家 の 血 
筋 の 重 さ を 認識 させ な た の で ある 。 そし て 、 ダ ブリ ン へ の コ 
ロニ ー 落 と し 作戦 で プル ツー を 覚醒 させ た グレ ミー は 、 つ 
い に ハ マー シン 打 倒 の 兵 を 挙げ る , 

グ | は アク シズ を 制圧 し 。 プ ルツ ー を は じ め と する 
ー タ イプ 部 隊 や 味方 に 付け た ラカン ・ ダ カラ ン を 締 し 
て ハマ ー ン と の 対決 に 臨ん だ 。 し か し 、 エゥーゴ の ネェ ル ・ 
アー ガマ が 内 乱 に 介入 し 、 サ ビ 家 の 血統 に 拉 る グレ ミー 
の 大 義 は ジュ ドー に よっ て 真っ 向 か ら 否定 さ た る 。 そし て 
プル ツー が ジュ ドー を 選ん で 自分 か ら 区 れ て いっ 
ルー が 放っ た 一 撃 に 


Vs 


較 計 レミー の 中 上 と ハマ ー ン の 重用 | 


と ザビ 家 の 関 わり に つい て は 諸説 あり 、 デ ギ 
ン ・ ソ ンド ・ ザ ビ の 愛人 の 子 や その 試験 管 ご ビー と いう 
説 、 さ ら に ギレ ン ・ ザ ビ の 試験 管 べ ビー だ っ た と いう 説 
な ど が 混在 し て いる 。 また 、 一 年 戦争 の 数 年 前 に 没落 
綱 族 だ っ た トト 家 の 姜 子 と な り 、 そ れ を 境 に トト 察 が 盛り 
返し か ら 、 ギ レン の 落 暑 で は な いか と いう 噂 が 立っ 
た と も 言わ れ て いる 。 それ ら の 真 信 の ほど は 定か で な い 
が 、 ハ マー ン も グ と ザビ 家 の 関 係 を 知っ て いた 節 
が あり 、 そ の せい か 異例 の 厚 骨 を 繰り 返し て いた 。 ハ 
マー ン の 個 近 か ら 地 球 連邦 政府 と の 折衝 役 、 対 エ ゥ ー 
ゴ の 革 闘 指 控 宮 な ど 、 グ レミ ー は 他 の 士官 を 差し 置い 
て 重要 な 役割 を 与え られ る こと に な る 。 だ が 、 グレ ミー は 
その 裏 で ハマ ー ン へ の 反逆 を 画策 し 、 監 提 役 と し て 送 
られ た オウ ギュ スト ・ ギ ダン を 取り 込む な どの 工作 に よっ 
て ハマ ー ン に 克 敵 する 戦力 を 構築 し た の だ っ 


パイ ロッ ト と し て の 腕 と 人 心 堂 提 術 | 


グレ ミー の 初陣 は エン ドラ が サイ ド 1 ・ シ ャ ング リラ を 秀 
れ た 直 複 の 戦闘 で 、 パイ ロッ ト と し て は 未 熱 だ っ た 。 経験 
を 積む に つれ 操 継 技術 も 向上 し て いっ た が 、 低 出し て い 
た と は 言い 苑 い 。 一 方 で 弁 舌 に 長け 、 人 を 動か す 才能 
は あっ た と 見 られ る 。 ラカン や アリ アス ・ モ マ と いっ た 熟 
絢 の 士官 に は 若造 と 陰口 を 叩か れる こと も あっ た が 、 短 
期間 で 反 ハ マー ン 勢 力 を 繁 い た 事実 は 確か で ある 。 


で イロ と し て ある 欄 度 の 往時 を 有 し て いた が 、 ガ ング ム ・ チー ム に 禄 を 
取る こと も あめ っ た 、 一 方 埋 魚 餅 に は 人 の 上 に 立つ 共 和 人 信 する 
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理想 と 厳し い 現実 の 狭 問 で 
バイ ロッ ト で あり 続け た 少女 EN 


グリ プス 戦役 の 最 中 、 アー ガマ 第 長 を 務め る ブラ イ 
ト ・ ノ ア は 「 こ こ は 託 児 所 か 」 と ぼや いた こと が ある , 
エゥーゴ 艦隊 旗 態 で あり な が ら 年 端 も 行か な い 戦 光 
橋 児 が 態 内 を うろ つく 様子 に 頭 を 抱え た た めで あろ う 
し か も 続く 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 で は この 状況 に 
拍車 が 掛か り 、 能 内 は 混乱 の 様相 を 増す こと と な - 
た 。 グリ プス 戦役 未 期 の 激戦 で 主要 乗組 員 が 洪 死 
も し く は 負傷 で 穫 を 降り 、 や む な く 有 能 な パイ ロッ ト 候 
補 を 民間 人 か ら 徹 用 せ ざ る を 得 な く な っ て いた の だ 
志願 兵 の ルー・ ル カ が アー ガマ に 准 任 し た の は 、 まさ 
に そん な 混乱 の 真史 中 だ っ た 。 自ら 軍属 を 希望 する 
ルー だ け に 、 ア ー ガ マ は 憧れ の 着任 地 だ っ た に 蛋 い 
な い 。 と ころ が 現場 で 徳 女 が 目 に し た の は 修理 も 
まま な ら な い MS と 自分 より も 年 下 の 少 年 少女 の 
。 結果 、 地 年 長 の ルー に は パイ ロッ ト 
少年 少女 の 保護 者 役 が 任 され る こ 
で ある , 


アー カ ャ に 本 も た ら も 


2 と ずる が 4 


相 
NN 全 較 

8 アキ なら の 披 人 は 

h 4 TET 

"7 ドー と 織 し い エル - ビ ア 

PL | シノ 昌 何 り と ルー に 王 み 

| が < 谷地 。 2 ずる うち 


に 本 に ルー ビ 上 六 す 


ジュ ドー た ちの 前 で は 

14 歳 の 少年 少女 の 

ー が 必要 だ っ た の だ 
ちら が ルー の 素顔 か も し | 


る の だ が . 年 下 の 子供 を 儲 識 
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軍隊 の 規 軒 で は な く 、 子 供 ら し い 無 秘 気 さ を 行動 規 
男 に する ジュ ドー た ち に 振り 回 され た ルー は 起り を 暮らせ 
る が 、 そ ん な 彼女 の 前 に 現れ た の が ネオ ・ ジ オン 士官 
の グレ ミー・ ト ト だ っ た 。 ひと め 惚 れ し て 以来 、 執 投 に 付 
きま と う グ レミ ー に 呆れ な が ら も 、 ジ ュ ド ー に は な い 優 し さ 
に 、 ル ー は 引き 寄せ られ る よう に な る 。 し か し 次 第 に 彼 
の 言動 に 違和感 を 濾 え 始め た 。 自ら を ザビ 家 の 血 秦 に 
連なる 者 と する グレ ミー は ネオ ・ ジ オン 総帥 で ある ハマ ー 
ン ・ カ ー ン の 支配 を 拒絶 。 密か に 反乱 軍 を 組織 し 、 決 
起 の 時 を 図っ て いた の だ 。 彼 の 信義 は と も か く 、 戦 乱 
の 拡大 は 許さ きれ る も の で は な い 一 一 そう 考え た ル . 
グレ ミー と 被 を 分 か ち 、 ジ ュ ド ー の 元 に 戻っ た 。 その 時 
初め て 彼女 は 気付 いた の で ある 。 戦い を 拡大 させ る 元 
凶 は 信義 の 名 の 下 に 自ら の 行動 を 正当 化す る 人 間 の 
ェ エゴ で あり 、 そ れ を 打破 で きる の は ジュ ドー の よう な シン 
プル な 考え と 行動 力 で ある 、 と 。 以後 、 ル ー は ジュ ドー 
た ち を 子供 扱い する こと を や め 、 自 分 も シン プル な 考え 
と 行動 規範 に 従う こと を 決意 し た 。 信義 に 振り 回 され る 
の で は な く 、 戦 争 の 終結 の た め に 戦う こと に し た の で あ 
る 。 そん な ルー を ジュ ドー も 仲間 と し て 認め 、 結 集 さ れ た 
彼ら の 力 は ハマ ー ン や グレ ミー の 會 威 か ら 地球 園 を 守り 
抜く て 盾 と な っ た の だ っ た 


む 寺 ) 肖 世 の 男 を 惹き 付け た 、 ルー の 魅力 


グレ ミー に 惚れ られ る 一 方 、 ジ ュ ド ー に 想い を 寄せ る 
ルー だ が 、 そ の 他 に も う ひ と り 、 彼 女 に 熱 を 上 げた 男 
性 が いる 。 アフ リカ の 砂漠 地帯 に 点 在 する オア シス に 
造ら れ た 街 ガル ダー ヤ , 反発 し て アー ガマ を 
飛び 出し た ルー は この 街 に 立ち 寄っ た の だ が 、 そ の 姿 
を 見 染め た の が 芸術 寮 の ジュ ネ ・ コ ク だ っ た 。 自 他 と 
も に 認め る プレ イボ ー イ の ジュ ネ は 甘 言 を 弄 し て ルー に 
接近 。 大 人 の 容 囲 気 を 発散 させ る ジュ ネ に ルー も 興味 


ジュ ドー 


を 揺 き 立て られ た ュ ネ に 関心 を 寄せ 
た 背景 に は アー そっ た 寂し さ が あ り 
相手 に 惚れ 結局 、 ジュ ネ の 
想い は 届か ず 、 ル ー は アー ガマ に 放 能 し て いる 。 この よ 
ルー に は ほ 世 の 男 / 惹き 寄せ る 魅力 が よ 
うだ 。 し か し 、 肝心 の ジュ ドー は その 魅力 に 気付 か な が っ 
た よう だ 

貞光 止 規 パ バイ ロッ ト と 『 示 し た 技量 


ジュ ドー に 振り 回 され る 次 が 印象 的 な ルー だ が 、 い ざ 
戦闘 と な る と 頼り 甲斐 の ある 一 面 を 発揮 し た 。 志 願 兵 と 
は いえ 正夫 訓練 を 受け た だ け は あり 、 コ ア ・ ブ ァ イ タ ー を 
アー ガマ に 織 入 する 初任 務 を 完 導 。 さら に アー ガマ 隊 
の 一 員 りら は 、Z ガ ンダ ム を 自在 に 乗り こ な 
オ ・ ジ オォ ン と の 戦闘 の 矢面 に 立っ て いる 。 そし て 時 に は 
ジュ ドー を 助け る な ど 、 セン ス の 良さ を 発揮 し た の で ある 


MM が 上 に 
か ら も ルー と 年 少女 た 
tr 


1 は 、 夏 の 下 に 走り 
か けた の だ が 


ルー を 探す 仲間 た ち . 何より 


ジュ ド 


tt 


マ に 戻っ で 


に 


は ジュ ドー の 行 


ジュ ドー た も 。 
ルー は キメ キ と 特集 を 党 げ 
な く < て は な ら な い 人 村 
それ と 同時 に ジュ ド 


MORE INFO! 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 笠 多 終結 接 、 木 国 に 向 か 
ジュ ドー の も の 後に つい て 
地球 一 林間 いう 圧 交 て 上 が 情 幸人 の 妨げ 
て いた の は 間違い な い だ ろ う )。 た だ し 木星 園 に 拠点 を 
・ ジ オン 残 沈 の 亡命 再 に 。 ふた り が 関わ っ た と いう 
未確認 情報 が 聞か れる だ け だ 。 それ に よる と 亡命 事件 が 発 


は 


軸 了 村 。 エ フーゴ アラ 内 角 し た ルー は 、 ジ ュー と 共 
者 押 ジュ ビリ スロ で 井出 各 。 60m 
た 人 りら 人 の 6 見 


木星 圏 で の ルー・ ル カ 


目 し た の は ジュ ドー の 族 生 日 で 、 亡 命 者 を 受け 入れ る た め に 
ZZ-GR (必修 翌 ZZ ガ ンダ ム ) で 発 六 し た ジュ ドー は 追撃 部 隊 
と 交戦 。 推進 剤 切れ に 胸 る も の の , リィ ナ か ら 凌 

レレ ゼン ト (ZZ ガン ダム の B バ パーツ ) で 難 を 逃れ る こと が 
きた 。 一 方 、 ルー は 戦闘 に 参加 せ ず 、 ジ ュ ピ ト | 
の 帰 紙 を や きも き し な 


ーー 


機動 戦士 ガン ダム 


[R 」 mM2 ser 4Bn 


Degwin Sodo Zabi 誠人 が ZEON 


開帳 成 に 見 る デ ギン の 牙 沿 理 人 


ジオ ン 公国 を 建て た 政治 手腕 


ゃ 


一 上 
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ルイ ス ・ ハ レヴ ィ 


ーー 
出身 AEU( ス ペイ ン | 


Louise Halevy 技 態 刻 稼 の 租 け 引き | 


経済 特区 ・ 日 本 に 留学 し て いた 
AEU 出 身 の 天真 糞 温 な 少女 


ユニ オン の 克 護 下 に あり 、 人 類 某 新 連 盟 や AEU 
と も 繋が り が 深かっ た 経済 特区 ・ 日 本 は 、 三 大 勢 
の ゼロ サム ・ ゲ ー ム が 続い て いた 西暦 2307 年 の 世 
界 に あっ て 、 比 較 的 平和 な エリ ア と し て 知ら れ て い 
た 。 都市 部 も 発展 し て お り 、 戦 争 を 避け た い 人 々 が 
勢力 に 関係 な く 居住 し て いた の で ある 。 ルイ ス ・ ハ レ 
ヴィ も 、 AEU の 領内 に ある スペ イン か ら の 留学 生 と し 
て 、 穏やか な 学生 生活 を 論 歌 し て いた 少女 だ っ た 

ルイ ス は 、 資 産 家 と し て 知ら れる ハレ ヴィ 家の子 
女 で あり 、 幼 少 の 頃 か ら 裕福 な 暮らし を 送っ て いた 
日 本 へ の 留学 も 、 少 し で も テロ や 戦争 に 巻き 込ま れ 
る リス ク を 減ら そう と し た 両親 の 選択 で あっ た と 見 られ 
る 。 沙 閑 ・ ク ロス ロー ド と いう ボー イフ レン ド に も 恵 ま 
れ 、 日 本 で の 生活 に も 馴染 ん だ ルイ ス だ っ た が 、 全 
戦争 行為 へ の 武力 介入 を 宣言 し た ソレ スタ ルビ ー イ 
ング (CB) の 登場 が 、 彼 女 の 平穏 な 日 々 を 大 きく 牌 


本 を 廊 わ | 


関連 ファ イル 


Fue ereview 


寺泊 区 ・ 日 本 で 宇宙 工学 
を る 学生 で 、 ル イ 
ス の 閉 人 。 普 緩 か ち ル イス の 
ワガママ に 振り 回 され で いる 
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CB の 武力 介入 に よる 世界 の 混乱 は 、 ル イス の 生活 
こも 影響 を 与え て いっ た 。 研修 旅 和 革 連 の 軌道 エ 
レベ ー タ ー に 業 り 込ん だ 際 に は 、 ソ ー 
走 に よっ て 居住 ブロ ッ ク が 破壊 され 、 生 命 の 危機 に 直 
面 。 さら に 日 本 で も 、 CB に 反抗 する ラ ・ イ デン ラ の テロ 
た の で ある 。 ルイ ス は 恐怖 


沙 慈 
と の 生活 を 選ん だ ルイ ス は 、 そ の 後 も 日 本 で 暮らし て い 
た 。 だ が 、 親 族 の 結婚 式 に 出席 する た め 、 一 時 的 に 
故郷 へ と 帰国 する こと を 決意 。 すぐ に 日 本 に 戻る 予定 
で あっ た が 、 彼 女 に 悲劇 が 訪れ る 。 華やか な 結婚 式 を 
尋 ん だ チー ム ト リ ニテ ィ の メン パー、 ネー ナー トリ ニテ ィ が 
会 場 を 攻撃 し た の で ある 。 これ に より ルイ ス の 両親 を 含 
む 多 く の 親族 が 死亡 、 そし て ルイ ス 自 身 も 、 左手 首 か ら 
先 を 失っ て し まっ た の で ある , 

あま り に 多く の も の を 失い 、 失 意 の どん 底 に 叩き 落と 
され た ルイ ス 。 その 知ら せ を 聞き 付け た 沙 慈 が すぐ に 病 
院 へ と 駆け 付け る が 、 彼 の 存在 すら 、 ルイ ス の 心 の 傷 を 
完全 に 癒す こと は で き な か っ た 。 一 方 で 、 ル イス は 沙 慈 
の 負担 に な る こと は 選 け よう と 、 敢 えて 彼 を 突き 放し 、 日 
本 へ と 比 国 させ る 一 一 沙 閑 が 夢 を 叶え 、 宇宙 で 働く こと 
を 願っ て 。 その 4 年 後 、 ル イス が アロ ウズ の 兵士 に な る 
と は 、 この と き は 誰 も 知る 由 が な か っ た 


足 か 蔽 飛 交 3 


沙 超 に 対し て は ワガママ 放題 で あっ た ルイ ス だ が 、 そ 
れ は 彼 に 対す る 信頼 と 愛情 の 裏返し と も 言え た 。 優柔 
不断 で ある が 、 ど ん な 無理 を 強い て も 起 る こと な く 、 睦 
命 に 自身 を 支え よう と する 沙 慈 の 優し は は 、 ルイ ス に と っ 
て 非常 に 心強く 、 頼 り し に な っ た の で ある 。 トリ ニテ ィ の 
攻撃 を 受け て 重傷 を 負 越 が 日 本 か ら す ぐに 
交 院 へ と 駆け 付け て くれ た し て も 、 ル イス は 感 
謝 の 気持 ち で いっ ぱい だ あろ う 。 その まま そば に 
いて 欲し いと いう 感情 も 当然 あっ た と 思わ れる が 、 自 身 
の 存在 が 沙 閑 を 縛り 付け て し まう の で は な いか と の 双 
念 が ルイ ス の 頭 を も た げた の だ っ た 

悩ん だ 末 、 ルイ ス は 沙門 を 敢えて 突き 放し 、 日 本 へ と 
帰国 させ た の で ある 。 優秀 な 学生 で あっ た 沙 慈 の 未来 
を 奪う ほど の ワガママ は 、 ル イス と いえ ど さ す が に 口 に す 
る こと は で き な か っ た の だ 


_ Pe EE 


沙 慈 と は 仲良 やっ て いた ルイ ス で ある が 、 彼 女 は 決 
し て 人 付き 合い が 上 手 いと は 言え ず 、 他 の 友人 と 過 ご 
す 様子 は あま り 見 られ な か っ た 。 その 中 で 、 沙 慈 と 同じ マ 
ンション に 暮らす 千 那 ・F・ セ イエ イ と は 何 度 か 顔 を 合わ 
せ て いる 。 だ が 、 母親 と 離れ た こと を 嘆く ルイ ス に 、 剰 那 
が 「 母 親 が 帰っ た ぐら いで 、 な ぜ 泣 く ?] と 疑問 を 呈し た 


た め 、 ルイ ス は 反発 。 ガン ダム マイ スタ ー と し て 戦場 に 身 
を 置く 刺 那 と ルイ ス が 相 容 れ る こと は な か っ た 


人 季 間 の 較 導 | 


MORE INFO! 


ルイ ス の 実家 で ある ハレ ヴィ 家 は 、AEU の 中 で も か な り の 名 家 で 
あっ た 。 不安 定 な 世界 情勢 で あり な が ら ル イス を 何不 自由 な く 育て 
海外 留学 させ る 余裕 も あっ た の で ある 。 上 注 階 帆 で ある が 故 、 大 規 
惨 な 転 乱 に 巻き 込ま れる こと も な いと 見 られ た が 、 ネ ー ナ に よる 無相 
悲 な 攻撃 が 、 ハ レヴ ィ 素 と 一 族 が 多数 参加 し た 結婚 式 を 普 っ た 。 こ 
の 攻撃 に より 、 式 を 挙げ た 夫婦 や 参列 者 、 そ し て ルイ ス の 最 生 の 母 
も 死 記し て いる 。 ルイ ス 自 身 は 一 度目 の 爆撃 を 送れ た も の の 、 二 族 
目 の 坦 責 に 巻き 込ま れ 、 互 凌 の 下敷 きま と な っ て し まっ た 


る も 無残 な 妻 と な っ た 。 その 太 
き ル イス が 相続 する ご 


(の 攻撃 を 生 け た ルイ 


ルイ ス の 母 と その 家族 


還 ル イス の 国 
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MIA マン タイ ズ ・BS 


機動 戦士 Z: 


PERSONAL PROFILE 520 (1 02 an2M 
フォ ウ ・ ム ラサ メ 計 凍 ーーーーー 


Four Murasame 


グー 


に ルー か ば 
さ 塊 ン 伯 届 太 本 せき さす 浸 
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se LED 


人 的 に 増幅 され た ニュ ー タ イプ 能力 | 


機動 戦士 Z く ガン ダム 


グリ プス 
道具 


グリ プス 戦役 に 残し た 言葉 の 数 々 


U.C,0087.06.29 


な っ 、 何 だ 


ー ホ ンコ ン 


この ザラ と し た 感覚 は ? 


な に 優 い 生 を 刻ん だ フォ 
呆 有 用 され た 強化 人 間 の 


(2) nD02 SHEET 29s 


フォ ウ ・ ム ラサ メ 編 


Case of Four Murasame 


・ ム ラサ メ の 言葉 に は 、 戦 い 0 


喜 が 垣間見 える 


こん な 感覚 を 持っ た 敵 が いる と いう の か ……: 気 持ち 悪い 
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ジャ ブロ ー 侵 攻 作 載 の の ち 、 カラ パ と の 連携 を 図 
た エゥーゴ の アウ ドム ラ に 対し 、 地 球 連邦 軍 は スー ド 
リ を 追撃 に 差し 向け た 。 フォ ウ は 増援 と し て 
ムラ サメ 研究 所 か ら ス ー ド リ に 送ら れ 、 ニ ュー ホン コン 
へ の 襲撃 で 初陣 を 経験 する 。 サイ コ ・ ガ ンダ ム を 駆っ 
て ニュ ー ホ ンコ ン を 戦火 に 巻き 込ん だ フォ ウ は 、 そこ で 
ガン ダム Mk-II と 交 音 し 、 瑞 パイ ロッ ト に 言い 知れ な い 
不快 感 を 抱く の だ っ た 


先 の 戦 開 で 昌 け た 感覚 が 気 に な っ た フォ ウ は 、 ひと 
ニュ ー ホ ンコ ン の 街 に 出向 いた = 自分 を 不愉快 に さ 
は パイ ロッ ト を 見 極め よう と し た の で ある 。 そこ で 
フォ ウ は 繊細 そう な 少年 一 一 カミ ー ユ ・ ビ ダン と 出 会 
い 、 語 らい の 時 間 を 持つ 。 フォ ウ ・ ム ラサ メ と いう 耳 
展 れ な い 名 前 に 径 直 な 語 想 を 抱く カミ ー ユ を 構 目 に 
フォ ウ は 恋い を 帯び た 表情 で 忠 く 

フォ ウ ・ ム ラサ メ と いう 名 前 は 、 ム ラサ メ 研 で 調整 


フォ ウ の 強化 は 決し て 完全 で は な か っ た が 、 研究 
成果 を 軍 に 認め させ よう と し た ムラ サメ 研 は 彼女 を 実 
戦 に 投入 し た 。 戦い に 臨ん だ フォ ウ も 、 失 われ た 自身 
の 記憶 を 取り 戻す た め 、 ム ラサ メ 研 に 戦果 を 示 そ うと 
し た 。 だ が 、 フォ ウ は 戦場 で 相対 し た 敵 パ イロ ッ ト ー 一 
カミ ー ユ ・ ビ ダン か ら 、 初 め て 味わう 感覚 を 受け る 。 そ 
れ が ニュ ー タ イプ の プレ ッ シ ャ ー で ある こと を 、 この と き 
の フォ ウ は 知ら な か っ た の で ある 。 


され た 4 番目 の 被験 体 、 つ まり は 「 ナ ン バ ー4 (four) 」 
を 表す 符号 に 過ぎ な か っ た 。 フォ ウ 自 身 、 そ の 名 前 に 
嫌悪 感 を 抱き 、 ナン バー4 と 呼ば れる こと に も 激しく 反 
発し て いる 。 し か し 、 一 年 戦争 で 過去 の 記憶 を 失っ て 
孤児 と な り 、 ム ラサ メ 研 に 拾わ れ た フォ ウ に は 、 偽 り 


た 無力 感 が 込め られ て いた の だ ろう 。 


ucoo8707 


皆 の 記憶 も 取り 戻せ な いと いう の に 、 今 の 記 層 が あっ た っ て 伺 に な る ! 
みん な …… 燃 えて し まえ ! 


カミ ー ユ と 心 を 通わ せ た フ ォ ウ は 家族 を 失い 、 ム ラサ メ 研 で 被験 体 と し て 育 - 
の 間 の 安らぎ を 得る 。 し か (し フォ ウ は 、 1 独 感 に 荷 まれ て し 


ー ホ ンコ ン の 光景 を 目 
執着 を 揉 き 立て られ の 元 を 郊 れ て サ 
ガン ダム の コク ビッ ト に 戻 


独 を 埋め すがる べき 記憶 さえ 持 

と っ て は 、 カ ミー ユ と の 間 に で きた 新しい 
自分 の 立脚 点 と な る は ず の 過去 の 記 信 に 
に 街 を 火 の 海 に 沈め る フ カミ ー は よ は なか っ た の で ある 。 し か し 、 フ ォ ウ の 言葉 
思い 出 の 場所 を 前 に 、 居 を 流し な が ら 抑え 切れ な い は 裏腹 な 感情 一 一 カミ ー ユ と の 思い 出 
衝動 を 言葉 に する の だ っ た に 対す る 未 緑 が 隠 され て いた 


過去 の 記憶 を 取り 戻す こと に 囚われ た フォ ウ と 、 思 


い 出 の ユ で は 、 向 いて いる 方 向 が 全く 

加わ る 。 一 方 、 フォ ウ が サイ コ ・ カ ガンダム の バイ ロ 違っ た 。 それ 故 、 フ ォ ウ は カミ ー ユ の 言葉 を 受け 取り 
自 2 語っ て 記憶 を な が ら も 、 彼 を 拒絶 し た の だ ろう 。 その 代わ り に 、 フ ォ 

| き 苑 そ うと し た ウ は カミ ー ユ を 宇宙 に 帰す こと を 選ん だ 。 宇宙 と いう 


スー ドリ へ と 戻 
め の 手 助け 


ー ユ に と っ て プラ ス に な る と 、 感覚 で 理解 
5 し れ な い 。 フォ " ミー ユ を 宇宙 に 送 
その 想い に 応え た の だ っ た 


て いく 
を 命 を 舌 け て 果 た た し た の で ある , 


U.C.O087.11.08 地球 ・ キ リマ ンジ ャ ロロ 基地 


お まえ た ち は あ た し を いじ め に 来 た ! 
あたし か ら 記 層 を 奪っ た の は お まえ た ち だ !! 


太平 洋上 の 戦闘 の 後 、 回 収 さ れ た フォ ウ は ティ ター 強化 人 間 の 調整 に お いて 、 ト ラウ マ を 利用 し て 疫 
ンズ の 管轄 下 に 置か れ た 。 そし て 、 エ ゥ ー ゴ と カラ バ 意 と ニュ ー タ イプ 能力 を 増幅 させ る 試み は 珍し く な か 
に よる キリ マン ジャ ロロ 基地 攻略 作戦 で ユ と 再 。 た 。 フォ ウ の 場合 は 、 失 われ た 記憶 を トリ ガー と し て 
会 する こと に な る 。 そし て 、 カ ミー ユ に 連れ られ て 基地 。 エゥーゴ へ の 憎悪 を 植え 付け る 崎 神 操作 が 施さ れ て 
か ら 脱 出し た の も 束の間 、 目 の 前 で 繰り 広げ られ る 戦 0 ' あ る 。 フォ ウ も そ 
闘 に 表情 を 一 変 させ 、 サ イコ ・ ガ ンダ ム で 幸い 始め て て し まう 自分 に 恐れ を 抱い て いた 
し まう 。 キリ マン ジャ ロ の 戦場 に 、 自 分 を 見 失っ た フォ ちら れ た 強化 人 間 の 呪縛 は 、 カ ミー ユ の 声 も 届か な く な 
ウ の 叫び が 響く る ほど に 根深い も の だ っ た の で ある 


U.C.0087.1 1.08 us 
カミ ー ユ 、 悲 し まな いで 。 これ で あたし は 、 いつ で も あな た に 会 える わ | 
本 当 に 、 あな た の 中 へ 人 る こと が で きる ん だ か ら …… 


戦闘 衝動 に 囚われ た フォ ウ は 、 カ ミー ユ の 説得 に られ た 戦い の 中 で 、 フ ォ ウ が 精神 操作 を 撮 ね 
も 応え ず 、 戦 い を 止め よう と し な か っ た 。 だ が 、 そ の 心 除け て 自分 自身 を 取り 戻せ た の は 、 カミ ー ユ へ の 強い 
奥底 に は 、 カ ミー ユ を 探し 求め る 本 来 の フォ ウ の 意 想い が あっ た か ら う 。 し か し 、 そ れ は 命 を 額 み 
議 が あっ た 。 そし て ユ の 革命 な 呼び 掛け に 意 ず に カミ ー ユ を 守 する 行動 に 繋が り 、 フ ォ ウ を 死 
識 を 取り 戻す フォ ウ 。 だ が 、 次 の 瞬間 、 復 覆 に 燃え る に 追い や っ た 。 それ で も 、 フ ォ ウ は ニュ ー タ イプ の 力 を 
ジェ リド ・ メ サ が カミ ー ユ を 軸 い 、 フ ォ ウ は 身 を 据 し て カ 介し て 惹か れ 合っ ユ と 共に ある こと に 充足 感 

に が 失わ れ て いく 中 で 、 そ の を 得 て い た 。 フォ ウ の 死 は 、 ニ ュー タイ プ の 悲劇 と 可 
く の だ っ た え 


キリ マン ジャ ロ 基 地 
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PERSONAL PRO Li me? sr12A 
アム ロ ・ レ イ 


Amuro Ray 


unknown 


械 電 理 士 Z ガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE 
あな た に 鍵 台 が 


回 っ て きた だ けさ 


証 計 4 「 綴 い 人 |」 に 文 えら れ 、 復 話し た 黄 必 


RE D2 sET 12A 


MORE INFO! アム ロロ を 監視 する 者 た ち 


ーー 年 戦争 に 勝利 し た 連邦 政府 だ が 、 勝 利 に 大 きく 寄与 し た 
ニュ ー タ イプ の 存在 を 危 慣 。 ニュ ー タ イプ の 人 台頭 に より 自 
治 基 眉 D を 防ぐ た め . ニュ ー タ イプ の 区 倶 
祝 下 に 置き 制限 を 設け た 。 中 で も 「 最 高 の 
プ 」 と 評 き れ た 最 重 要 の 革 視 対 象 で あり 、 本 人 に その 
気 は な < と も 、 中 、 行動 を 見 張ら れ で いた の で ある , 


付き まとう 監視 者 た ち 。 し か し グリ プス 則 在 時 に は 部 
それ が アム ロ の 肛 出 と 仙 活 に 麗 が っ た の で ある 
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ムウ ・ ラ ・ フ ラガ 


Mwu La Fllaga 


4 
“ 


デマ ロ ヘ へ ヘン ペーhS 軍 競艇 
ぐさ マー 


hie < Yat 


5 中 | mr02 sgH8M 


大 丈夫 、 
條 は すぐ に 戻っ て くる き 


_ sw gm 


ナチ ュ ラル の 中 で も 秀 で た 挫 終 能力 | 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


PERSONAL PROFILE AL [8 | mg02 wm17A 


アナ ベル ・ ガ トー 府 


ET 


Anavel Gato 1 


ジオ ン 公 国 の 大 義 に 身 を 捧げ た 
デラ ー ズ ・ フ リー ト の 戦士 2 I 


アナ ベル ・ ガ トー 一 「 ソ ロモ ン の 悪夢 」 と 称 され 人 

た ジオ ン 公 国軍 の エー スパ イロ ッ ト 。 スペ ー ス ノイ ド 

の 自治 独立 と いう ジオ ン 公 国 の 大 義 を 信じ て 一 年 戦 

争 を 戦っ た ガト ー は 、 祖 国 が 潰え た の ち も 理 想 を 失う に 
こと な < 再起 を 目指 し た 。 その 志 は 、 宇 宙 世 紀 の 歴 AA 
史 の 転換 点 に 起こ っ た デラ ー ズ 紛争 に お いて 、 鮮 


烈 に 描き 出さ れる こと に な る の で ある W | | 
ガト ー は 一 年 載 争 に お いて ジオ ン 公 国軍 の 宇宙 』 


攻撃 軍 302 哨 戒 中 隊 を 率い 、 ソ ロモ ン 防 衛 載 の 活 

虫 に よっ て 「 ソ ロモ ン の 悪夢 ] の 異名 を 高 か せ た 。 し 

か し 、 ジオ ン 公 国 は 一 年 戦争 に 敗れ 、 一 度 は ア ・ バ 

オア ・ ク ー を 死地 と 定め た ガト ー だ っ た が 、 エギ ー ユ ・ 

デラ ー ズ の 説得 に よっ て 生き 長らえ る 覚悟 を 決め る , e) 

そし て 、 デラ ー ズ が 率い る ジオ ン 公 国軍 残党 「 デ ラー 

ズ ・ フ リー ト 」 に 参加 。 月 の フォ ン ・ ブ ラウ ン で 潜伏 

生活 を 送っ た の ち ズ ・ フ リー ト の 決起 と 共に 

その 志 を 再び 地球 園 に 向け て 掲げ た の だ っ た 0 


MAIN MS 


ら そ の 言動 を 「 汚 れ な き 清 湾 の よう ] と 話さ れる ほ 
ど 高 湊 で 実 書 な 性 格 で 、 そ の 人 柄 め え に 周 囲 か 5 の 人 望 も 
お いて は 奇 烈 な 面 を 見 せる 一 


ジオ ン 公 国 の 高 貞 を 応 う デ 
ラー ズ : フ リー ト の 橋間 者 。 アー 


パオ アト クー の 息 い で ギレ ン ・ 


イイ ビ の 死亡 を 知っ た 畠 、 ジ オ 
ン 再 護 の た の 靖 し て 圭 力 を 
計 存 し た 。 


CTS 


PERSONAL PROFILE. 


U.C.0083、 デラ ー ズ ・ フ リー ト は 「 星 の 選 」 作戦 を 立 
案 し 、 ガ トー は その 根幹 て 地球 に 降 ] 目標 
は ガン ダム 試作 2 号機 の 奪取 一 一 作戦 の 成 知 の 鍵 を 
握る 任務 を 受け た ガト ー は 単身 トリ ント ン 基 地 に 潜入 し 
2 号機 の 奏 取 に 成功 する 。 地球 運 邦 軍 の 新米 パイ ロ 
ト 、 コ ウ ・ ウ ラキ を 経験 の 差 で あし らい 、 包 囲 を 突破 し て 
脱出 を 図っ た ガト ー。 し か し 、 コウ た 
アフ リカ へ の 転 
の 狼 持 を 傷付け た の 7 
する た め 、 オ ー ス トラ リア か 
ら ジ オン 公国 軍 残 党 が 集う アフ リカ の キン バラ イド 基地 
に 向かっ た ガト ー は 、 ノ イエ ン ・ ビ ッ タ ー の 協力 を 得 て 
HLV に よる 地球 脱出 を 試み る 。 そこ で も コウ た ち ア ル ピ 
オン 隊 の 横槍 を 受け た ガト ー だ っ た が 、 身 を 擬 し て HLV 
カ け た 、 ビ ピッ ター の 決死 の 陽動 に よっ て 


リラ ハウ だ っ た 。 不 各 
警戒 心 を 忠 わ に する ガト ー。 し か し 、 デラ ー 
に 義 の 前 に 私 心 を 押し 込め 、 ガ トー は 地球 連 

ラー ズ の 傍 
な 段階 に 進 


み 、 ガ トー の 戦い も また 核心 へ と 突き 進ん で いく の で ある . 


お寺 当年 了 争 期 か ら 続く ガト ー の 戦果 


年 戦争 末期 に 大 尉 だ っ た ガト ー は 、 ソ ロモ ン 防 衛 
戦 に お いて ドロ ワ を 中 心 と する ア ・ パ オア ・ ク ー へ の 撤 
退 艦隊 の 典 を 務め た 。 その 戦闘 で リッ ク ド ム を 駆り ( 試 
作 型 ビー ム ・ ラ イフ ル 装 備 の ゲル ググ と 
地球 連邦 軍 の 追撃 艦隊 に 基 大 な 被 
ノロ モン の 章 夢 ] の 異名 て 
た 。 一 年 戦争 に お ける 撃隊 数 は 80 機 程度 と 言わ れ . 
は 及ば な いも の の 、 戦 
用 いら れ た 現代 戦史 の 


発揮 きれ た 。 トリ ント ン 基 地 騰 撃 で は コウ の 
【 作 1 号機 を 歯牙 に も 掛け ず 、 ス レー ブ 海 
撃 戦 で も 数 に 勝る バニ ング 小隊 や カレ ント 小隊 を 圧 
し 、 一連 の 戦闘 で 異名 に 違わ ぬ 戦 果 を 挙げ た の だ っ た . 


トリ ント ン 基 地 負 撃 で 見 せ た 戦 術 眼 
の よう に 、 ガト ー は パイ ロッ ト と し て 非常 に 優れ た 
技量 を 有 し て また 、 戦術 眼 に も 優れ て お り 、 ト リン 
トン 基地 襲撃 で は 奪取 し た 2 号機 を コム サイ で 宇宙 に 
上 げ る 手順 が 失敗 し た 場合 を 想定 し イル 攻撃 の 
た め の ユ ー コ ン を 逃走 手段 に 利用 する こと も 考慮 し て 
戦力 の 配置 を 行っ て いる 。 それ ら を 鑑み る に 、 戦闘 指 
揮 官 と し て の 高い 適性 も 備え て いた と 言え る だ ろう . 


る 一 四 の 幸 
博 の 高 き を 見 3 


な く 皿 う 柏 衣 


共に 電線 を 


83 


mE02 sg] 


40-15 


fc いい 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


SUNALE [8] m02 sa]7 


アナ ベル ・ が トー 編 
Case of Anavel Gato 


「 ソ ロモ ン の 悪夢 ] と 称 さ れ た アナ ベル ・ ガ トー は 、 デ ラー ズ 紛 争 の 中 
で 己 の 理想 と 意地 を 貫き 


Es に ディ 
バグ 古 婦 /  / 


ジオ ォ ン 公国 の 理想 に 身 を 捧げ た 
エー スパ イロ ッ ト の 鮮烈 な 


SN 


戦後 の 地球 圏 に スペ ー ス ノイ ド 独 立 の 志 を 掲げ た 男 の 生き 様 
トト ! * A ] - 1 
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我々 は スペ ー ス ノイ ド の 真 の 解散 を 鋼 み 取る の だ ! 
地球 か ら の 悪し き 膨 縛 を 我 が 正義 の 鍋 に よっ て な ! 
「 星 の 大 」 作戦 の 初期 段階 し し て 、 ガト ー は 地球 連 終 載 か 53 年 も の 間 、 ガ トー は ジオ ン 公 国 の 再 具 


邦 軍 ト リン トン 基地 か ら ガ ンダ ム 試 作 2 号機 を 奉 取 し と いう 理想 を 実現 させ る た め に 雌 伏 の 時 を 過ごし て き 
た 。 し か し 、2 号 機 と 共に 宇宙 へ と 戻 ろう と し た 矢先 た 。 スペ ー ス ノイ ド の 自治 独立 と いう ジオ ン 公 国 の 大 


U.C.0083.11.10 


再び ジ ォ ン の 理想 を 掲 


サウ ス ・ バ パニ ング 率い る 追撃 部 隊 に コム サイ を 撃破 
され 、 意図 を 阻ま れる こと に な る 。 爆発 する コム サイ 
か ら 脱出 し た が トー は 、 コ ムサイ を 撃破 し た ガン ダム 試 
作 1 号機 の パイ ロッ トー 一 コウ ・ ウ ラキ に 対し て 、 起り 
と 共に 自ら の 志 を 語る の : 


宇宙 ・ コ ン ペ ベイ トウ 再 域 


義 に 共鳴 し て 戦争 に 身 を 投じ た ガト 
戦争 の 敗戦 は 屈 呼 で あっ た が . 
に は な ら な か っ た の で ある 。 コウ に 
「 星 の 層 ] 作戦 の 成 款 に 皮 け た ガト ー の 信念 の 強 さ 
を 物語 っ て いた と 言え る だ ろう 。 


る た め に ! 星 の 局 成 対 の た め に ! 
ソロ モン よ ! 私 は 帰っ て きた !! 


デラ ー ズ ・ フ リー ト の 宣戦 布告 宣言 の の ち 、 し ば ら 
く 鳴 り を 潜め て いた ガト ーー に が 、 地 球 連邦 軍 が 計 
画 し た 観艦式 に 合わ せ て 行動 を 再開 し た 。 観 穫 式 の 
募 台 で ある コン ペイ トウ ( 旧 ソ ロモ ン ) に 集結 する ジオ 
ン 公 国軍 残党 の 陰 に 隠れ 、 ガ トー は コン ペイ トウ へ の 
禁 村 を 敢行 する 。 そし て 2 号機 の アト ミッ ク ・ バ ズー カ 
の 照準 を 旗艦 バー ミン ガム に 合わ せ 、 積 年 の 思い が 
込め られ た 叫び と 共に 引き 鉄 を 引く 


ガト ー の 異名 の 由来 と な っ た ソロ モン 戦 に お ける 疾 
子 族 迅 の 戦い は 、 彼 に と っ て 栄光 の 詞 間 で ある と 同 
時 に 苦い 記憶 で も あっ た 。 ジオ ン 公 国 の 斜陽 を 色濃く 
し た 防衛 戦 の 敗 刀 と 高め られ た 自ら の 名 声 
多く の 同胞 が 散っ た 宙 
に も 複雑 な 感情 が あ 
の 理想 を 再び 世に 知ら し め る た め 、 ガ トー は 自ら の 手 
で ソロ モン に 「 星 の 居 ] の 狼煙 を 上 げた の だ っ た 


相生 幸 士 ガ ンダ ム 0083 スタ ー- 
1 
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し か し 急 恨 の み で 戦い を 支え る 者 に 私 を 倒せ ぬ ! 


宇宙 ・ コ ン ベ イ トウ 生 域 


私 は 義 に よっ て 超 っ て いる か ら な ! 


一 は 観艦式 豚 撃 を 成功 させ 、 コ ン ベ イ トウ 宙 域 
は 大 混乱 に 陥っ て いた 。 だ が 、 宙 域 か ら の 難 脱 を 図っ 
た ガト ー の 2 号機 を コウ の フル バー ニア ン が 捉え 、 ふ 
た り は 激しい 一 騎 討 ち を 深 じ る こと に な る 。 その 戦い 
の 中 、2 号 概 を 強奪 さん た こと へ の コウ の 強い 執念 
に 、 外 恨 が 彼 を 戦い に 駆り 立て て いる と 知る ガト ー 
し か し 、 その 感情 を 当然 の も の と 認め な が ら も 、 ガト ー 
は コウ を 一 躍 す る の 


U.C.0083.1 1.12 


U.C.0083.11.13 


博 々 の 真 実 の 戦い を 、 後 の 世 に 伝え る た め に ! 


MORE INFO! 


デラ ー ズ へ の 忠誠 


トリ ント ン 基 地 筐 撃 に 始ま っ た オー スト ラリ ア の 追撃 
戦 で 、 ガ トー は 戦士 と し て あま り に 未熟 な コウ と 語る 意 
味 を 見 出さ な か っ た 。 し か し 、 屈 族 を 糧 に 成長 し た 
と 対 時 し 、 瑞 と し て 認め る 思い が 湧い た の だ ろう 。 そ 
れ で も ガト ー は 、 自 分 が 個人 的 な 引 恨 の 念 に 駆 られ 
て 戦う コウ に 敗れ る こと を 微塵 も 考え な か っ た 。 そこ に 
は 、 大 義 を 実現 する た め いる と いう 、 ガトー の 
確 信念 が 表れ て ? 


拉 角 司 迷 で コウ に 千 室 を 6 
ぇ える ガトー 両者 の 田 引 が 
まっ た 三間 だ っ た 


_ 第 12 話 
これ ほど 、 意 る 心 で 地球 を 見 た こと が ある だ ろう か ・ 


デラ ー ズ ・ フ リー ト は 観艦式 襲撃 と 月 へ の コロ ニー 
落と し を 陽動 と し て 、「 星 の 局 作戦 を 最終 段階 一 一 
地球 へ の コロ ニー 落と し に 移し た 。 ガト ー は コロ ニー の 
主 衛 を 担い 、 それ を 止め よう と する コウ の ガン ダム 試作 
3 号機 と 対決 する 。 コウ と 一 戦 を 交え た の ち 、 補 給 に 
戻っ た ガト ー は 、 戦 闘 の 疲労 を 気遣う ヴィ リィ ・ グ ラー 
ドル の 進言 を 満足 気 な 表情 で 退け て 忠 く 。 その 視線 
の 先 に は 、 青く 次 く 地球 が あっ た 


観 艇 式 豚 撃 か ら 地 球 連邦 軍 の コロ ニー 追撃 艦隊 
の 迎撃 、 コ ウ の 3 号機 と の 戦闘 と 、 ガ トー は 連載 を 経 
て いた 。 その 身体 を ガト ー の 右腕 と も 言え る グラ ー ド ル 
が 心配 し た の は 当然 で あっ た 。 し か し 、 ガ トー は コウ の 
3 号機 を 倒せ る の は 自分 だ け と 語り 、 疲 れ を 見 せな か っ 
た 。 「 星 の 選 」 作戦 の 完 居 を 目前 に し た 万 感 の 思い 
と 、 コ ウ と いう 好敵手 を 得 た パイ ロッ ト と し て の 高揚 万 
が 、 先 の 言葉 に は 込め られ て いた の だ ろう . 


宇宙 ・ 地 球 周回 軌道 


シー マ の 裏切り 、 デラ ー ズ の 意地 、 コ ウ の 執念 
様々 な 想い を 香 み 込み 、 コ ロニ ー は 地球 に 落ち た 。 そ 
の 光景 を 見 届け た ガト ー は 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト 残 存 部 
隊 の 先頭 に 立ち 、 地 球 連 邦 軍 追撃 能 隊 の 突破 を 試 
みる 。 残存 兵 を 回 収 すべ く 地球 園 に 留まる アク シス 先 
唱 艇 隊 を 目指 し 、 一 兵 で も 多く 脱出 させ よう と 死 力 を 振 
り 絞る ガト ー。 自分 た ちの 行い を 意味 ある も の と する た 
め 、 ガトー は 最後 の 戦い に 臨む の だ っ た 


ニナ と の 関係 


年 戦争 後 、 月 の フォ 
を 送っ た カ 


シー マ の 寝返り っ て 「 星 の 選 」 作戦 の 完遂 を 
見 ぬ ま ま 敵 っ た の 遺志 を 背負 い 、 ガ トー は 北 
来 大 革 へ の コロ ニー 落着 を 成 し 送 げた 。 それ は 、 ジオ 


ン 公 国 が 掲げ た スペ ー ス ノイ ド の 独立 と いう 大 義 が 
一 年 戦争 の 終戦 を 経て も な お 漬 え て いな いこ と の 証 
で あっ た 。 そし て 、 ガト ー は その 志 を アク シズ に 託 そう と 
し た 。 降伏 を 療 し と せ ず 、 最 後 まで 戦い 続け る こと で . 
己 の 信念 を 綱 き 通 そ うと し た の で ある 
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RELATIONS 


の が に 衝 し い 雪代 を 商 さ 
生き て きた カリ ウス 。 た 


の 肩 ] 作戦 の 最終 


グ ワ デン の 乗組 員 c よ  $m 
も 、「 必 の 扇 」 作戦 男 グ ワ デ ン の 散 長 
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Lasse Aeon 


ガン ダム を サポ ー ト し た 
プトレマイオス 砲撃 二 


全 戦 争 行 為 へ の 武力 介入 を 宣言 し た ソレ スタ ル 
ビー イン グ (CB) に は 、 世界 を 変え た いと の 変 章 を 強 
く 願 う 者 た ち が 参 加 し て いた 。 その 理由 は それ ぞ れ 
に 尋 な る も の で あっ た が 、 プ トレ マイ オス の 砲撃 士 兼 
繰 能 士 と し て 艇 を 支え て いた ラッ セ ・ ア イオ ン も 、 変 
芋 へ の 強い 意志 か ら 戦 い を 続け た メン バー の ひと り 
で ある 

CB に 所 属す る 以前 の ラッ セ が 、 ど の よう な 暮らし 
を し て いた の か の 詳細 は 不明 で ある 。 だ が 、 変革 を 
武力 で 成 し 進 げ よ うと する CB へ の 参加 を 決意 し た こ 
と か ら 、 現 状 の 世界 へ の 不満 は 大 きか っ た と 見 られ 
る 。 CB に 加入 し た 彼 は 、 プ トレ マイ オス の 砲撃 士 ・ 
探 範 士 に 款 いた 。 さら に ガン ダム の 予備 パイ ロッ ト と 
し て も 登録 さも る て お り 、CB に 骨 を 埋め る 覚悟 で 載 い 
に 想 ん で いた 。 西 茶 2307 年 に 組織 が 蜂起 し て か ら 
も 、 ラ ッ セ は クル ー を 引っ 娠 る 兄 足 分 と し て 、 そ の 役 
割 を 全う し よう と し た の で ある , 


, 


プトレマイオス 
CB に 所 属す る 宇 


GN アー ムズ TYPE-E 
還 軍 事 と の 最終 吾 を 前 


関連 ファ イル 


本 ガ ンタ 


PERSONAL PROFILE ラッセ フ 0 02 mn08M 


武力 介入 が 宣言 され た 後 、 ラ ッ セ は プトレマイオス の ク 
ルー と し て その 実行 役 を 担っ た 。 彼ら の 当面 の 目標 は 、 
ゼロ サム ゲー ム を 続け る 三 大 勢力 を ひと つ に まとめ 、 数 
ある 紛争 を ひと つ 残 ら ず 終結 させ る こと で あっ た が 、 予 
想 外 の 出来 事 が 次 々 と 発生 する 。 CB の セカ ンド チー ム 
を 名 乗る チー ム ト リ ニテ ィ の 琶 場 、 そ し て 疑似 太陽 炉 を 
持つ ジン クス を 主戦 カ と し た 国連 軍 の 結成 な ど が 、 プ ト 
レ マ イ オス を 追い 詰め た の だ っ た 。 CB の 敗北 は ほぼ 確 
定 的 な 状況 と な っ て いた が 、 そ れ で も ラッ セ は 最前 線 で 
畔 い を 続け た 。 CB が 世界 を ひと つ に まとめ る た め の " 生 
賢 " に な ろう と も 、 絆 を 深め た プトレマイオス の 仲間 た ち 
と 共に 、 変 基 を 実現 し よう と し た の で ある 。 

国連 軍 と の 最終 決戦 を 前 に し て 、 ラッ セ は プ ト レ マ イ オ 
ス の ブリ ッ ジ を 飛び 出し 、 GN アー ムズ の パイ ロッ ト と し て も 
活躍 する 。 ガン ダム エク シア を 巧み に サポ ー ト し た その 技 
術 は 、 予 備 の ガン ダム マイ スタ ー と し て 登録 され て いた だ 
け の 実力 を 害 わ せ た 。 だ が 、CB の 方 針 を 自ら の 野心 か 
ら 歪 め た 監視 者 ・ ア レ ハ ンド ロ ・ コ ー ナ ー が 乗る アル ヴァ 
トー レ と の 最終 決戦 に お いて 、 乗 機 で ある GN ア ー ム ズ 
は 大 破 す る 。 それ と 前 後 し て チー ム プ トレ マイ オス は 事 
実 上 湖 壊 し . 国連 軍 に 屈する の だ っ た 。 ラッ セ も 乗 材 の 
大 破 と 共に 宇宙 に 消え た か に 思わ れ た が 、4 年 後 、 再 
び 彼 は 世界 の 変革 を 願い 、 


ーー 足 中 区 SS 


ラッ セ は 、 国 連 箇 と の 決 載 前 、 ガ ンダ ム エ ク シア の 
マイ スタ ー で ある 刺 那 に 対し て 以下 の よう な 声 を 掛け て 
いる 。「 正 直 、 俺 は 紛争 根絶 が で きる な ん て 思っ ちゃ い 
ね ぇ 。 だ が な 、 俺 た ちの 馬鹿 げた 行い は 、 良 き に し ろ 悪 
し まき に し ろ 、 人 々 の 心 に 刻ま れ た 。 今 に な っ て 思う 、 ソ 
レス タル ビーイング は 、 俺 た ち は 、 存 在 する こと に 意義 
が ある ん じゃ ね え か っ て な ] 一 一 ラッ セ は 、CB の 掲げ た 
理念 が 非 現実 的 で あり 、 馬 慶 げ た 行為 だ と 考え な が ら 
も 、 そ うし た 戦い を や り 遂 び げ る こと で 、 三 大 勢力 に よっ 
て 形作ら れ た 世界 の " 三 み "を 人 々 が 実感 で きる の で は 
と 信じ て いた 。 プトレマイオス が 危険 な 立場 に ある こと 
も 理解 し て いた が 、 一 般 民 衆 に 国連 事 の や り 方 を 知ら 
し め る 絶好 の 機会 と も 捉え て いた の で ある 。 も は や 彼 
に と っ て 今回 の 戦い は 、 CB の 理念 を 叶え る た めで な く 、 
自ら の 想い が 先 に 立つ も の と な っ た の で ある 。 


能力 臣下 


主 に プリ ッ ジ クル ー と し て の 操 角 や オペ レー ト 挟 務 MORE INFO! マイ スタ ー を 支え る 人 々 
に 障 ん で いた ラッ セ だ が 、 ガ ンダ ム の 予備 パイ ロッ ト と し な 埋 開 力 を 持 ガン ダム を て の の 画 プトレマイオス 


て 名 を 軍 ね て いた よう に 、 パ イロ ッ ト と し て の 技術 に も 委 マイ オス は 限ら れ た 人 * の クル ー 
で て いた 。 国連 軍 と の 最終 決 埋 に お いて その 実力 は 明 。。 『 ナー it 目 い + 
ら か と な り 、 GN アー ム ス TYPE-E を 操縦 し 、 半 那 の 生 る し て いた エー ジェ 2 4 開 」 


ガン ダム エク シア を サポ ー ト 。 アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー の 
乗 機 ア ル ヴ ァ ト ー レ と の 滋 戦 に 敗れ る まで 、 プ トレ マイ オ 
ス の 貴 垂 な 戦力 と し て 活躍 し た の で ある 。 


ッ レン ジ 


時 エ ー ジェ ント 


ラン の 玩 を も きれ 衝 和 な 理 い 拓 り 3 生々 は なの カン ダム マイ スタ ー に 
も 大 きき を 重 介 を 等 えた と 和楽 られ る 。 


PT 40-20 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE a 1 2 mm24 
カク リコ ン ・ カ クー ラー 向 


Kacricon Cacooler 


ティ ター ンズ の 価値 観 に 染まっ た 


地球 出身 の パイ ロッ ト 生生 ) 
地球 至上 主義 に 根差し た ティ ター ンズ の エリ ー ト 


意識 は 、 そ こ に 属す る 者 た ちの 価値 観 を 歪 ま せる > 
危険 性 を 秘め て いた 。 自分 た ちの 正義 を 縫 お うと も | 

せ ず 、 権 勢 を 振る う 。 ティ ター ンズ に は 、 地 球 園 最 
大 の 軍事 組織 で ある 地球 連邦 軍 の 横暴 さ が 付き ま DD) $ 

と っ て いた の で ある 。 その よう な 傾向 を 強く 示し た ノ 

物 の ひと り が 、 カク リコ ン ・ カ クー ラー で ある , = 

カク リコ ン は 地球 出身 の パイ ロッ ト で 、 グ リプ ス 戦 * 

役 期 に お いて ティ ター ンズ に 選抜 され た 士官 だ っ た 銘 物 
ジェ リド ・ メ サ や エマ ・ シ ー ン と 同期 で 、 地 球 で の 害 
練 を 経て (その間 に ジオ ン 公 国軍 残党 の 武装 蜂起 
に 遺 遇 し た と も ) 、 サイ ド 7 の グリ プス へ と 配属 と な る , 
し か し 、 そ の 矢先 に エゥーゴ の 手 に よっ て ガン ダム な 
Mk-H 強 礁 事件 が 起こ り 、 カ クリ コン も 対 エゥーゴ の KU 

作戦 に 参加 し て いく な る 。 その 中 で カク リコ > KN の っ 
が 見 せ た 行動 は 、 ティ ター ンズ の エリ ー ト 意識 と 専横 


を 如 実 に 表し て いた の で ある , 


A 1 
に 半 通 アァ レキ 


MAIN MS 


"等 


ノノ 
4 


ミー ュ ・ ピ ダン ょ 
A eI 


CHARA 
情 華 だ が 尊 落っ 気 の 


ト ・ ノ ア の 末 害 を 賠 


RELATIONS 


ES. 基 


MORE INFO! 


周辺 に お ける 作戦 


カク リコ ン を 巡る 人 々 
ー yy 


を 補佐 


機動 戦士 ガン ダム 


oe = ゃ 
パプ テマ ス ・ シ ロッ コ 編 
Case of Paptimus Scirocco 
た 木星 帰り ) 男 


Wi Es 
あの 


グリ プス 戦役 で 野心 を 踏 わ に し た 
木星 帰り の ニュ ー タ イプ の 素顔 


ティ ター ンズ に 参加 し て 間もなく 、 ド ゴス ・ ギ ア の 指 
揮 を 任 さ れ た シロ ッ コ は 、 アボ ポロ 作戦 を 前 に 単独 行動 
を 取っ た 。 その 中 で 、 部 隊 に 編入 し た ジェ リド ・ メ サ と 
マウ アー・ フ ァ ラ オ を 値 路 み し 、 自 ら の 載 力 に 取り 込 
も うと する シロ ッ コ 。 一 方 、 ジ ェ リ ド と マウ アー は シロ ッ 
コ の 真意 を 問い 質 す 。 警戒 心 を 皿 わ に する ふた り に 
対し て 、 シロ ッ コ は ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン の 狙い を 語る と 
同時 に 、 自身 の 考え を 明か す の だ っ た 


決め られ た 役割 を 演ずる と いう の は 、 難し いも の だ な ・ 
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ティ ター ンズ は フォ ン ・ ブ プラ ウン の 制圧 を 目的 と し た 
アポ ロ 作 戦 を 発動 し 、 シ ロッ コ は その 戦闘 指揮 を 任 
され た 。 だ が 、 シ ロッ コ は ジャ マイ カン ・ ダ ニン ガン ら 
の 艦隊 を エゥーゴ に 対す る 因 と し 、 混 戦 の 間隙 を 突き 
ド ゴ ス ・ ギ ア 単 艦 で フォ ン ・ ブ ラウ ン に 降下 、 制 圧 を 
成功 させ る 。 その 狂 断 専行 が ジャ マイ カン の 衣 り を 買 
い 、 叱 責 を 受け る シロ ッ コ 。 ジャ マイ カン へ の 謝罪 の 
裏 で 、 シロ ッ コ は 冷や や か に 吐く の だ っ た 


員 し た 男 の 言 葉 に 垣間見 える 理想 と 野望 


血判 状 と いう 大 仰 な 手段 で ティ ター ンズ に 恭順 の 
意 を 示し な が ら 、 シ ロッ コ は 自ら の 野心 を 隠 そう と は し 
な か っ た 。 ふた り に 語っ た 「 自 分 が いな けれ ば 時 代 は 
変わ らち な い 」 と いう 言葉 も 、 シ ロッ コ の 野心 と 自信 を 物 
語っ て いた と 言え る 。 だ が 、 戦後 の 地球 園 を 治め る 天 
才 が 必要 だ と し な が ら も 、 それ は 自分 で は な く 女 性 で あ 
る べき と 語っ た 。 シロ ッ コ に は 、 自 分 は 舞台 を 用 意 す 
る だ け の 存在 と いう 思い が あっ た の か も し れ な い 。 


シロ ッ コ は 自ら の 野心 を 満た 

と いう 組織 の 中 で 動く こと を 選ん : ‘ 
負 す る シロ ッ コ に と っ て 、 自 分 より 劣る 者 に 合わ せ て 
振る 基 う の は 、 あ る 意味 で は 負担 だ っ た と 言え る 。 自 
分 を 盾 に し よう と し た ジャ マイ カン を 逆 に 利用 し 、 ア ボ 
口 作戦 を 成功 に 導い て も 、 ジ ャ マイ カン か ら 向 み 混 じ 
り の 非難 を 受け る 。 シロ ッ コ の 咳 き に は 、 そ うし た 程 
度 の 低 さ へ の 喘 笑 が 含ま れ て いた の だ ろう 。 


U.C.0088.02.21 


生 の 感情 丸出し で 戦う な 
これ で は 人 に 唱 性 を 求め る な ど 、 絶望 的 だ 


グリ プス 戦役 の 終 毅 
ティ ター ンズ の 実権 を 握っ た 
ザー で ある グリ プス 2 を 巡り 
巴 の 戦い を 終り 広げ る 。 その 中 で 


そし て . 


次 々 と 失わ れ て し 


ン ロ ッ コ は ジャ ミト フ を 暗殺 し て 
コロ ニー・ レ ー 
エゥーゴ や アク シズ と 三 つ 


く 命 に 性 類する カミ ー ユ ・ ビ ダン の 感情 を 察知 し 、 不 
愉快 そう に 居 を ひそ め る シロ ッ コ 。 傍 に 控え る レコ ア ・ 


ゅ 戦場 に 赴く 


の 心中 を 漏らし た シロ ッ コ は 、 寺 い を 終わ ら 


シロ ッ コ は 感情 的 な 行動 や 判断 を 嫌い 、 冷 静 な 
視点 か ら 世 界 の 変 草 を 導 こ うと し た 。 人 の 死に 感情 
を 爆発 させ た カミ ー ユ の 思念 に 嫌 患 感 を 示し た の も 
それ で は 人 を より 良く 導く こと が で き な い と いう 考え を 
持っ て いた た めで あっ た 。 の ち に カミ ー ユ に 対し て 言 
い 放 っ た 「 ち っ ぽ け な 駿 傷 は 世界 を 破滅 に 導く だ け 」 
と いう 言葉 か ら も 、 高 み に 立っ て 人 間 の 生 の 司 情 を 
忌避 し た シロ ッ コ の 考え が 殖 え る の で ある 


50 話 


天才 の 叫 を 引っ 張る こと し か で き な か っ た 俗人 ども に 、 何 が で きた ! 
常に 世の中 を 動か し て きた の は 、 一 据 り の 天才 だ ! 


エゥーゴ に よる グリ プス 2 の 発射 を 止め る べく 内 部 
に 侵入 し た シロ ッ コ は 、 シャ ア ・ ア ズ ナ ブル (クワ トロ ・ 
パ ジ ー ナ ) と ハマ ー ン ・ カ ー ン の ふた り と 対 時 する 。 
相対 し た シャ ア を 「 世 界 の 都合 を 洞 寄 で き な い 男 ] と 
断 じ 、 排除 し よう と する シロ ッ コ 。 だ が 、 乱入 し た カミ ー 
ユ に 阻ま れ 、 人 の 命 を 軽 ん じ る 思想 を 組 弾 され る 。 し 
か し 、 シ ロッ コ は 自ら の 論理 を 振り か ざし 、 カ ミー ユ の 
言葉 を 知 定 する の だ っ た 


技 ・ グ リブ ス ら 軸 域 


私 だ けが …… 死 ぬ ぬ 訳 が な い …… 


貴様 の 心 も 一緒 


グリ プス 2 を 巡る 戦闘 は 、 コ ロニ ー・ レ ー ザ ー の 発 
射 に よる ティ ター ンズ 間 隊 の 壊 減 で 急 展開 を 迎え た 
ジュ ピ ト リ ス に 搬 退 し て 巻き 返し を 図っ た シロ ッ コ だ - 
た が 、 カ ミー ユ の 追撃 を 受け て 一 騎 討 ち に 及ぶ 。 そ 
の 戦い に お いて も 才 を 発 控 し 、 カ ミー ユ を 圧倒 する シ 
ロッ コ 。 だ が 、Z ガ ンダ ム に 人 の 魂 を 集め た カミ ー ユ を 
前 に ジ ・0 が 制御 を 失い 、Z ガ ンダ ム の 体 当たり で コ 
クビ ピッ ト を 押し 満 さ れる 。 そし て 、 シ ロッ コ は カミ ー ユ に 


MORE INFO! 
自身 を 取り 巻く 女性 た ちと の 関係 


に 達 れ て い 


呪 衣 の 言葉 を 投げ 掛け な が ら 絶命 する の だ っ た 

シロ ッ コ は ニュ ー タ イプ と し て 優れ た 資質 を 持ち 、 そ 
の 能力 を 野心 の 根拠 の ひと つと し て いた 。 だ が 、 カ 
ミー ユ を 妖 介 に 発現 し た 人 の 意思 を 感じ る こと は で き 


な か そこ に は 、 ニュ ー タ イプ の 相互 理解 と いう 

て カミ ー ユ に 及ば な か っ た シロ ッ コ の 限界 
が 表れ て いた と も 言え る , 『、 シ ロッ コ は 自身 の カ 
を 息 念 と し 、 カミ ー ユ の 心 を 堆 っ て いっ た の で ある 


己 の を 閑 み に し て きた シロ ッ コ に と っ て 
は 自分 の 杉 と な る 存在 で し か な か っ た 。 世界 を 変え 、 
歴史 に 立 こと を 目指 し た シロ ッ コ は 、 そ うし た 倍 
人 を 導く 絶対 者 を 演出 する こと で 、 自 ら の 野心 を 満た 
そう と し た の か も し れ な い 。 だ が 、 才能 で 人 を 区 別 す 
る ある 種 の 選民 思想 は 、 目 的 の た め に 載 争 を 利用 し 
て その 犠牲 を 願 み な い 独 善 に 調 が っ た 。 先 の 言 華 に 
は 、 そう し た シロ ッ コ の 催 憎 さ が 表 れ て いた と 言え る 


倍 人 と 


シャ ア と ハマ ー ン と の 関係 


A + 
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機動 戦士 ガン ダム ZZ 


PERSONAL PROFILE pn m02 mA 
エル ・ ア ジン ノ mm 。 


Elle Vianno AEUG 


RX-178 
ガン ダム Mk-I 


縮 を 邊 えよ うと する 
ロト の 時 線 護 要 
色 だ が 。 ジャ 

府 の 短い に 相 革 
で 可能 と な っ た 


関連 ファ イル 


Rt 


ue revew 
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_ cuy BT 思 BTDXTm | 


_ 能 カ EE 


ビー チャ に 対す る 想い 


eo 栓 


機動 還 


STINY 


PERSONAL P OF ME [DE mg02 sr 16n 
ロー ドジ シイ リー ヤル 


Lord Djibril 


核 の 使用 に より 世界 を 震 拭 させ た 
プル ー コ スモ ス の 届 主 


C.E. (コズミック ・ イ ラ ) 71 の 戦乱 が 終わ っ た 後 も 、 
ナチ ュ ラ ル の 間 で は 未だ コー ディ ネイ ター 帳 絶 論 が く 
す ぶ っ て いた 。 停 畔 条約 が 締結 され た と は いえ 、 感 
情 の わだかまり が すぐ 消さ れる わけ で は な く 、 一 
部 で は 戦乱 の 影響 で その 憎悪 が さら に 深まる 結果 と 
な っ た の で ある 。 秘密 結社 的 組織 で 、 地 球 較 合 軍 
を 邊 耳 る 「 ロ ゴス 」 の リー ダー で あり 、 ロ ビー 団体 「 ブ 
ルー コス モス 」 の 眉 主 で も あっ た ロー ド ・ ジ ブリ ー ル は 、 
ナチ ュ ラ ル の 反 コ ー デ ィ ネ イタ ー 感 情 を 再び 集約 し 、 
プラ ント を 壊 減 し よう と し た 人 物 で ある 。 

ジブ リー ル は 、 前 大 戦 で 載 死 し た ムル タ ・ ア ズラ 
エル の 後 を 継ぎ ず 、 ブ ルー コス モス の 留 主 と な っ た 。 
彼 は プラ ント へ の 対応 策 を ロゴ ス メ ン バ ー と 練っ て お 
り 、 再 び 反 コー ディ ネイ ター 活動 を 活発 化 さ せよ うと 
し て いた の で ある 。 その タイ ミン グ で 、 ザ フト の テロ 部 
隊 に よる ユニ ウス セブ プン 落 下 事 件 「 ブ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー 
ルド ] が 勃 発し た の だ っ た 。 


3 
て 柱 の 使用 に 時 欄 が 


を か っ た 。 


者 を 排除 する 性 絡 だ っ た の 


pt 
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「 プ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] 事件 は 、 地 球 各地 に 大 規 
模 な 被害 を も た らし た 。 ジブ リー ル や ロゴ ス の メン バー は 、 
これ を プラ ント の 責任 と し て 喧伝 し 、 宣戦 布告 を 行う 。 プ 
ラン ト の 壊滅 を 狙っ た ジ プ リ ー ル は 、 棋 ミサ イル の 使用 を 
早々 と 決断 。 だ が 、 ザ フト が ニュ ー ト ロン スタ ン ピ ビー ダー 
を 用 いて 横 ミ サイ ル を 撃沈 し 、 両 勢力 は 全面 戦争 へ と 
突入 し た の で ある 。 出鼻 を 挫 か れ た ジブ リー ル だ が 、 ロ ゴ 
ス の 直 輸 部 隊 フ ァ ン トム ペイ ン を 用 いた ザフト 粒 減 作戦 
を 断続 的 に 行っ た ほか 、 中 立国 オー プ 連 合 首長 国 を 事 
実 上 吸収 。 対 ザフト 包囲 綱 を 藩 実に 広げ て いっ た 。 

だ が 、 ザ フト に よる 抵抗 、 ま た ザフト と 地球 軍 の 戦乱 
に 介入 する アー クエ ンジ ェ ル 隊 の 登場 に より 、 ジ ブリ ー 
ル は 挫 々 に 追い 詰め られ て いく 。 切り 札 と し て 投入 し た 
デス トロ イガ ンダ ム も 、 初 陣 以 降 は 戦果 を 上 げ る こと が 
で き な か っ た 。 そし て ザフト に よる ロゴ ス 壊 減 作 戦 「 オ ペ 
レー ショ ン ・ ラ グ ナ ロ ク ] 発動 に より 、 ジブ リー ル は 地球 
軍 の 最高 司令 部 ヘブンズ ベース か ら の 逃亡 を 余 備 な く 
され た の で ある 。 

ジブ リー ル は その 後 オ ー プ に 身 を 隠す も 、 ザ フト の 追 
撃 は 続き 、 月 面 基地 ダイ ダ ロ ス へ と 移動 。 彼 は な お も ザ 
フト を 狙い 、 レ クイ エム を 起動 させ て プラ ント 6 基 に 投 害 
を 与え た 。 ミネ ル バ 隊 の 追撃 で 最後 は 命 を 失う も の の 、 
アズ ラ エ ル 同 様 、 コ ー デ ィ ネイ ター 根絶 に こだわ り 続 け 
た その 姿勢 が 、 戦乱 の 拡大 を 生ん だ の で ある 。 


リー ル は 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー の 根絶 を 当初 か ら 狙 っ 
て いた だ け で は な く 、 自ら の 地位 を 保つ た め に は 他人 の 
命 な ど 願 み な い 冷 酷 な 人 物 で あっ た 。 エク ステ ン デ ッ ド 
を 運用 し た 作戦 な ど 、 兵 士 を 自ら の "道具 "と し て し か 見 
て いな か っ た の で ある 。「 オ ペレ ーション ・ ラ グ ナ ロ ク ] 
で ザフト に 追わ れる 身 と な っ て か ら は さら に その 姿勢 が 
鮮明 と な り 、 これ まで の 協力 者 一 ロゴ ス の メン バー や 
へ ブン ズ ペ ー ス の 地球 軍兵 士 、 そ し て セイ ラン 家 な ど 
オー ブ の 指導 者 一 一 を 簡単 に 切り 捨て 、 自 ら は 逃 て を 
続け た の だ っ た 。 月 面 の ダイ ダ ロ ス 基地 か ら ア イザ ッ ペ へ 
ル 基 地 に 移る 麻 も 、「 私 が 生き て いれ ば 、 ま だ いく ら で 
も 道 が ある ] と 、 形 勢 逆転 に 自信 を 見 せ て いた ジブ リー 
ル 。 だ が 、 い くら 巨大 な 権力 を 持っ て いよ うと も 、 仲間 
や 協力 者 の 存在 な くし て 逃亡 を 続け る の が 離し いこ と 
を 、 彼 は その 身 を も っ て 知る こと に な っ た の で ある 。 


MORE INFO! ロゴ ス の メン バー 


アダ タム ・ ヴ ァ ミ リヤ 
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Allelujah Haptsm 


42-13 


es pos 


MORE INFO! 超人 機関 と もう ひと り の 人 格 


「 超 人 機関 術 写 
殊 機 関 で あり 、 手 
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機動 戦士 ガン ダム OO 


アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー 


Alejandro Corner 


リボ ンズ を 従え 武力 介入 を 見 つめ た 
ソレ スタ ルビ ー イ ング の 監視 者 


圧倒 的 な 戦闘 を 誇る 機動 兵器 ガン ダム を 主戦 
力 と し 、 あ ら ゆ る 戦闘 に 対し て 武力 介入 を 行っ 
た ソレ スタ ルビ ピー イ ング (CB) 。 彼ら は 、 ガ ンダ ム 4 機 
を 乗せ た プトレマイオス を メイ ン の 実働 部 隊 と し て い 
た が 、 そ の 介入 行動 を 資金 面 や 政治 面 で 秘密 裏 に 
バッ クア ッ プ する 人 々 が いた 。 それ が 監視 者 と 呼ば 
れる 有力 者 グル ー プ で あり 、 その 中 で も リー ダー 的 存 
在 と し て 振る 舞っ て いた の が アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー 
で ある 。 

アレ ハン ドロ は 、 三 大 勢力 の ひと つ で ある ユニ オ 
ン の 国連 大 使 を 務め て いた 人 人物 で 、 表 社会 で も 高 
い 発言 力 を 有 し て いた 。 一 方 で コー ナー 家 は 、 イオ リ 
ア ・ シ ュ ヘ ン ペ ル グ が 立ち 上 げた 「 イ オリ ア 計 画 ] に 
以前 か ら 関与 し て お り 、 アレ ハン ドロ も 計画 の 進行 を 
監視 する 立場 に 競い て いた の で ある 。 当初 は プ ト レ 
マイ オス に よる 介入 行動 を 静か に 見 つめ て し ー 
が 、 その 裏 に 大 き な 野望 を 抱え て いた の だ : 


り 
を 伴 者 と し た アレ ハン 
ドロ は 、 プ トレ マイ オス 
に よる 英介 和 本 動 

\ を 科 馬 へ 殿 界 を 生 耳 
ろう と し て いた 


アル マー ク 


チー ム ト リ ニテ ィ を CB 
の 一 赤 佐 し て 間 め 
きせ る な ど 、 委 梓 者 ゲ 
ルー プ の 中 で る 高 
人 計 カ を 活か し て 計 
を 思う ザ ま ま に 垂 め 
て いっ た 


困 重 に 叶 い で いた 中 東 の 小国 ア 
な ど 、 穏 筆 的 な 人 物 と し て 知ら れ て いた 
藍 視 者 と し て 、 世界 情勢 を 見 極め で いた の で ある 。 
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アレ ハン ドロ の 野望 一 一 それ は イオ リア の 計画 を 三 
め 、 世 界 を 我 が 物 に する こと で あっ た 。 彼 は プ ト レ マ イ 
オス が 三 大 勢力 を ひと つ に まとめ て いく と 、 脳 量子 波 を 
探る 待 者 の リボ ンズ を 利用 し な が ら 、 世 界 の 掌握 に 向 
け 徐 々 に その 本 性 を 現し て いく 。 まず は 実働 部 隊 の セ 
カン ド チ ー ム と し て チー ム ト リ ニテ ィ を 参加 させ 、 武 力 介 


入行 動 を 強化 。 さら に ジン クス の 設計 較 と 共に 疑似 GN 
ドラ イヴ を 三 大 勢力 に 供与 し 、 国 連 軍 の 結成 を 促し た 
の で ある 。 また その こと で 、 不 必要 な 存在 と な っ た プ ト レ 
マイ オス を 葬り 去 ろう と し た の だ っ た 。 

一 方 で アレ ハン ドロ 本 人 は 、 リ ボン ズ と 共に 月 へ と 移 
動 。 イオ リア 計画 の 遅行 を 管理 する 量子 演算 処理 シス 
テム 「 ヴ ェ ー ダ 」 の アク セス 権 を 掌握 する 。 これ に より 計 
画 その も の を 乗っ 取る 形 と な っ た アレ ハン ドロ は 、 最 後 
の 仕上 げ と し て 、 自 らち も アル ヴァ トー レ で 対 プ ト レ マ イ オ 
ス 戦 に 出撃 し た 。 莉那 ・ ド F・ セ イエ イ が 搭乗 する ガン ダ 
ム エ クシ ア に 予想 以上 の 若江 を 強い られ る こと に な っ た 
が 、 ア レ ハ ンド ロ に は 「 ヴ ェ ー ダ ] を 掌 控 し て いる 余裕 が 
感じ られ た 。 だ が 、 彼 が 容 愛 し て いた リボ ンズ が 、 突 如 と 
し て 真 切り を 宣言 。 後ろ 盾 を 失っ て し まっ た アレ ハン ドロ 
は 、 その まま 市 那 の 攻撃 に よっ て 命 を 敵 ら し た の で ある 。 
CB を 用 いて 世界 を その 手 に 収め た か に 見 えた アレ ハン 
ドロ だ が 、 信 頼 する 部 下 の 裏切り に 遣 い 、 単 な る 道 化 
と し て その 生涯 を 閉じ る こと に な っ た の だ っ た 。 


中 時 SG 


アレ ハン ドロ は 、 侍 者 と し て 付き 従っ て いた リボ ンズ 
に は 絶大 な 信頼 を 寄せ て いた 。 リポ ンズ が 有 し て いた 
能力 は 、 コ ー ナ ー 家 が 以前 か ら 掲 げ て いた CB の 掌握 
と 世界 征服 を 成し遂げ る た め に 不可 欠 な も の で あっ た 
か ら だ 。 また アレ ハン ドロ は 、 リ ポン ズ の 妖 し げ な 存在 
感 に 惹か れ 、 主従 関係 以上 の 想い を 彼 に 向け る よう に 
な る 。「 リ ボン ズ ……- 君 は まさ し く 私 の 天使 」 と 路 
くそ の 姿 か の ら は 、 ひ と り の 男性 と し て リボ ポン ズ の 虜 に な っ 
て いっ た 様子 が 君 える 。 だ が そう し た アレ ハン ドロ の 盲 
目的 な 実勢 は 、 リ ボン ズ の 反逆 を 科 単 に 許し て し まう 大 
き な 要 因 と な っ た 。 アレ ハン ドロ 自身 が その こと に 気付 
く の は 、 リ ボン ズ が 「 ヴ ェ ー ダ 」 を 掌握 し て 以降 、 ア ル ヴ ァ 
トー レ で 出撃 し た 最終 決戦 の 最 中 の こと で ある 。 も は 
や 逆転 の チャ ンス が な いと 悟っ た 彼 は 、 コ ク ピ ッ ト 内 で 
その 綴り を 吐き 出す こと し か で き な か っ た 。 


= 力 | 軍人 と し て の 操縦 能力 


西 麻 2307 年 の 時 点 で は ユニ オン の 国連 大 使 を 務 
め て いた アレ ハン ドロ だ が 、 元々 は ユニ オン 軍 に 所 属す 
る MS パイ ロッ ト で あっ た と いう 。 その 能力 を 誇示 する た 
めか 、 最 終 決 載 で は 自ら アル ヴァ トー レ を 駆っ て 参戦 し 
た の で ある 。 ファ ング を 操る な ど 、 そ の 空間 認識 能力 も 
高く 、 ガ ンダ ム エ ク シア と GN ア ー ム ズ (TYPE-E) を 追 
い 詰 め る ほど の 奮闘 を 見 せる 。 だ が 、 リ ボン ズ の 裏切り 
と 莉那 5 の 執念 の 前 に 敢 え な く 屈する の だ っ た 。 


アル Ir トレ. アルヴァ ア ロン を | 
の 実力 は 示し た も の の 、 勝利 E 隊 6 まで に は 伴 ら な か 


い の アク セス 権 を 雪 控 し 、 さら に コー ルド ス 
役 寄 。 世界 を 手中 に 改め た か に 見 えた 


MORE INFO! 


イィ ォ リア 計 


の みな ら イ 


画 を 送 行 する た め に 設立 され た CB に は 、「 ヴ ェ 
プ 。 監視 する 人 々 
アレ ハン ドロ と 、! 社 の 和 帥 ラグ ナ ・ 
その 秦 性 は 明らか に な な い が 、 富 放 や 権力 者 が 参加 し 
た と 見 られ る 。「 ヴ ェ ー ダ 」 と 共に イオ リア 計画 の 層 
機関 で あっ た が 、 ア レ ハ ン ドロ の 最 走 を 止め られ な 
本 戦乱 以 時 、 監 禄 者 制度 は 廃止 され た よう た 


Mas 


wes 
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Wi,- Es 
あの 


コス モ 貴 族 主義 の 象 抽 と な る こ 
女 の 迷 いと 決意 


強い られ た 


・ フ ェ ア チ ャ イル ド で す 
ベラ ・ ロ ナ で は あり ませ ん 


家 の 血 縁 と 
バビ ロニ アプ 


ーー 一 人 
ニニ 2 


と み 


と を 


フロ ンティア MV 


U.C.0123.03.16 に 起こ っ た クロ ス ボ ポーン ・ バ パン 
ガー ド (CV) の フロ ンティア 了 M 嘩 撃 に セシリー 
は 戦火 の 中 か ら 逃 避 行 を 強い られ た 。 そし て 、 養父 シ 
オ ・ フ ェ ア チ ャ イル ド の 手引 き で ロナ 家 に 迎え られ た セ 
シリ ー は 、 ロ ナ 家 の 長女 パラ ・ ロ ナ と し て 周囲 の 者 た 
ち に か し ず か れる こと に な る 。 し か し 、 セ シリ ー は そう し 
た 扱い に 反発 し 、 自 ら を 市 井 に 暮らし て きた ひと り の 
少女 だ と 語る の だ っ た 。 


[mm) neD2 sm025 


セシリー・ フ ェ ア チ ナチ ャ イル ド (ベラ ・ ロ か) 編 


Case of Cecily Fairchild (Berah Ronah) 


うれ た セシリー・ フ ェ ア チ ャ イル ド 
戦争 の 混乱 の 中 で 激しく 揺れ 動い た 


ロナ 家 か ら 毅 れ て 育っ て きた セシリー の 目 に は 、 貴 
族 主義 を 掲げ ける ロナ 家 の 在 り よ う が 異 様 に 映っ た こと 
だ ろう 。 加え て 、 ロ ナ 家 は CV を 組織 し て フロ ンティア 
IV を 舞い 、 理 想 の 下 に 流血 を 行っ た 。 戦場 と な っ た 
フロ ンティア MV を 目の当たり に し 、 友 人 の 死に も 直面 
し た セシリー に し て みれ ば 、 自 ら が その よう な ロナ 家 の 
一 員 で ある こと は 受け 入れ 難かっ た 。 それ ゆえ 、 自 分 
は ペラ で は な く セ シリ ー だ と 言い 張っ た の で ある 。 


MS の 基本 答 作 き 短 


必 性 は ザビー ネ を し て 
本 物 と 放さ れ た 
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こ 迷 い を 抱き な が ら も 、 他 の 選択 肢 を 
セシリー は 、 ベラ ・ ロ ナ と し て 歩ん で い 
る 。 し か し 、 そ の 思い と は 裏 用 に 、CV の 一 


させ て いく セシリー。 上 達 の 早 さ は CV 随 一 の エー スバ 
イロ ッ ト で ある ザビ ピー ネ ・ シ ャ ル も 感嘆 する ほど で あり 、 
ザビ ー ネ の 評価 に 対す る セシリー の 独特 の 表現 も そ 
の 才能 の 片鱗 を 物語 っ て いた の で ある 。 


ザビ ー ネ は の ち に 「 あ る が まま を 見 た だ け で 、 そ の 
も の の 本 質 を 洞察 で きる の が ニュ ー タ イプ 」 と 語っ て 
いる 。 その 見 方 に 当て は め れ ば 、MS と いう マシ ー ン 


を 「 和 柔らかい ] と 感覚 的 に 捉え た セシリー の セン ス は 


る 。 事実 、 セ シリ ー は フロ ンティア ・ サ イド の 攻防 戦 
の 中 で 比 度 と な く 鋭 答 な 感覚 を 見 せ た 。 その 片 鍵 は 
この 頃 か ら す で に 現れ て いた の だ 


お 母 様 の お っ し ゃ る 自由 は 


遂 げ 回 る た め の 日 


私 は まだ 、 


は 髪 を 切っ て 過去 の 自分 と 決別 し 、 連 れ 
ー ブ ッ ク ・ ア ノー を 拒ん だ 。 そし て 、 コ ス 

・ パ ピロ ニア の アイ ドル と な る こと を 覚悟 し 、 ロ ナ 家 
の 一 員 と し て の 務め を 果たそ うと する 。 そん な セシリー 
の 前 に 、 か つて 自分 を 連れ て ロナ 家 か ら 出 者 し 、 こ れ 
まで 座 を 消し て いた 母 ナ ディ ア ・ ロ ナ が 現れ る 。 し か 
し 、 セ シリ ー は 自分 を 再び ロナ 家 か ら 引 き 離 そう と する 
母 を 、 冷 然 と 拒 総 する の だ っ た 


セシリー・ ブ フェ アチャ イル ド よ ! 


し か 聞こ えま せん 


、 


死ん だ と 思っ て いた シー ブッ ク が 自分 を 迎え に 来 て 
も 、 セ シリ ー は 手遅れ と 語っ て その 手 を 振り 払っ た , 
ベラ と し て の 自分 を 受け 入れ る し か な い 状 況 に 追い 込 
まれ 、 も は や 戻れ な いと 感じ て いた の で ある 。 それ は 、 
ナディ ア に 対し て も 同じ で あり 、 先 の 言葉 は その 表れ 
どっ た 。 し か し 、 そう し た 振る 舞い に 見 える ロナ 家 の 一 
員 と し て の 責任 感 も また 、 本 心 を 押し 殺し て 状況 に 埋 
没 する た め の セ シリ ー の 口実 だ っ た と 言え よう 


仮面 を 着け な 


送 を 穴 信 な 
ロン ティ ア N の 子供 た 
ちの 変 を 見 で. 深き 机 れ 
る セシリー ロナ 款 の 理 
束 の 半 和 を 実際 し た の 
だ る 


CV は 抵抗 派 が 立て 区 も る フロ ンティア 1 の 制圧 を 
目的 と し た 作戦 を 展開 し 、 セ シリ ー は ビ ギ ナ ・ ギ ナ の 
パイ ロッ ト と し て ザビ ー ネ が 率い る 黒 の 部 隊 に 随行 し 
た 。 そし て 、 コロ ニー 内 部 で シー ブッ ク の ガン ダム F91 
と 対 財 し 、 相 手 が 誰 か 知ら ぬ ま ま 激しい 戦闘 を 繰り 広 
げ る 。 し か し 、 そ の 戦い の 中 で ふた り は お 互い の こと 
に 気付 き 、 セ シリ ー は それ まで 心 に 留め て いた 和 想い を 
シー ブッ ク に ぶつ ける の だ 


フロ ンティア 1 軸 域 


ょ けれ ば 伺 も で き な い 男性 
それ が 世直し を 言う な ん て ! 


ペラ ・ ロ ナ で ある こと を 一 度 は 受け 入れ よう と し た 
セシリー 心 の どこ か に は 常に 違和感 が あっ 
た 。 祖父 マイ ッ ツ ァ ー・ ロ ナ が 語る 貴族 主義 や 父 カ 
ロッ ゾ ・ ロ ナ へ の 不信 感 に 納得 で き な く と も 、 他 に 道 
は な いと いう 思い 込み で それ を 抑え て いた う 。 だ 
が 、 シー ブッ ク と の 再会 が セシリー の 本 心 を 明らか に さ 
せ た の 放 呈 本 45 の セシリー は 


MORE INFO! 


マイ ッ ツ ァ ー へ の 共感 


シー ブッ ク と の 再会 を 機 に ロナ 家 と 補 を 分 か っ た セ 
シリ ー は 、 ス ペー ス ア ー ク に 身 を 寄せ て CV と の 対決 
に 夏 ん だ 。 その 矢先 に 、 フ ロン ティ ア 1 の 内 部 で パグ 
に よる 大 量 殺 鐵 に 遭遇 する セシリー。 眼前 で 繰り 広 
げ ら れる 人 眉 劇 が 父 カ ロッ ゾー 鉄 仮面 が 画策 し て いた 
計画 に よる も の と 知っ た セシリー は 、 シ ー ブ ッ ク と 共に 
鉄 仮面 を 討つ こと を 決意 する 。 そし て 、 鉄 仮面 の 弱 さ 
と 贅 購 を 責め る 言葉 を 口 に する の だ っ た 。 


カロ ッ ゾ と の 関係 


ロナ 家 の 一 員 と し て 動乱 に 直面 する 中 で 、 セシリー 
が 明確 な 敵 と し て 認識 し た の が 、 実 父 で ある カロ ッ ゾ 
だ っ た 。 マイ ッ ツ ァ ー の 理想 の 険 に 隠れ て 、 パ バグ に よ 
る 条 栓 を 踏 路 な く 行う 人 間 性 の 欠如 。 そし て 、 素 顔 
を 隠さ な けれ ば 自ら の 弱 さ に 向き 合う こと さえ で き な い 
人 間 が 地球 園 の 改革 を 唱え る 贅 講 に 、 セ シリ ー は 慎 
り を 覚え た の で ある 。 それ が 実 の 父親 で あっ た 

セシリー に と っ て は 許せ な い 現実 だ っ 


A - x 


機動 戦士 ガン ダム F91 


PERSONAL PROFILE ロナ の 人 々 
ロナ 家 の 人 々 i 


The Ronah Family 


reD2 sw18M 


高 費 な る 理想 を 掲げ 、 
歴 喝 の 表 多 台 に 出現 し た 男 た ち 


U.C.0123、 マ イッ ツァ ー・ ロ ナ を 頂点 と する ロナ 
家 が 提唱 し た 「 コ スモ 貴族 主義 」 は 、 地 球 連 邦 
政府 に よる 腐敗 し た 政治 基盤 を 一 新 す る と 同 
時 に 、 地 球 園 の 環境 保全 に も 疫 が に 【 コ 〆 
な る は ず だ た 理想 を 持た な い 人 民 や 現 政 
権 に 代わ り 、「 高 貴 な る 精神 ] を 有する 貴族 
階級 に よる 施政 を 確立 する その 理想 実 
現 を 目指 し て マイ ッ ツァ ー は 行動 を 起こ し 、 彼 
の 孫 で ある ドレ ル ・ ロ ナ は 腐敗 の 連邦 政府 
お よび 連邦 軍 討 伐 の 先頭 に 立っ た の で あ 
る 。 し か し これ は 、 裏 を 返せ ば 貴族 に よる 窒 
頭 政治 に 他 な ら な い 。 そし て 人 民 の 上 に 立 
つ 者 は 、 圧倒 的 な カリ スマ 性 を 発揮 し て 人 々 を 
夫 引 し な けれ ば な ら な い 。 惜しむ らく は 、 マ イッ 
た ち に は 理想 実現 に 足る カリ スマ 性 が 不足 し て いた 
は 理想 は 実現 で き な い 一 一 その 意味 を 、 
を も っ て 体験 する こと と な る 


自ら 邊 を 流す こと を 池 


角 に マイ 
0 を 同 給 し た 


要 動 幸二 ガン ダム F9 


PERSONAL PROFILE 


国 
動機 は 


れる 。 宇宙 進出 を 果 
に 囚われ 、 戦争 を 繰り 
地球 園 を 汚染 し て いた 。 この 

来 は 閉塞 し た も の に な 


き 人 民 と の 間 に 線 を | に マイ ッ ツ ァ ー 
人 0 の 貴族 が 権勢 を 誇っ た の は 
断 を 貴族 に 委ね た 結 


思想 を 持 


を 向け る ば か り ( 
れ だ け 
苑 が 待ち 構え て いた 


を 流れ る 思 
る 義務 


ドレ ル は 
嫌 わ れる ザ 

きれ て いる 
ル は 戦功 に 人 逸 る よ 


ル 大 隊 苔 を な す 梨 の 部 了 (部 中 長 は ザビ ー ネ ) の 組 業 を ^ 
半 に 二 機 を 再選 され る と いう 失 埋 を 演じ て いる 


コス モ 買 族 主 義 の 理想 と 現実 


貴族 は 血 を 流す 
者 


は 
同時 に 強化 奴 軒 を 受 


よる 中 清 は 留まる 
ずれ は 
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ガラ ン シ ェ ー ル 隊 隊 員 


Garencieres Party 


=s で 
< 


wOr(」 
mo ナ 1Y ご で v 


AMS-129 

ギラ ・ ズ ー ル 

アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 
社 に よっ て 倒 発 され た 『 袖 付 


裕 付 き 〕 に 所 属す る ガラ ン 
シー ル 隊 の 田 半 と し で 電 用 き 
れる 就 空 毅 。 4 機 の MS 
を 江 各 能 で あり 、 大 気 還 突 


関連 ファ イル 


コー ル ら と は 長年 の 仲間 で 、 
厚い 信頼 で 詰 は ばれ て いる 。 


集 機 を 撃破 され 、 合 を 
落と 


シン パ の 総督 が 「 補 f 
の メン バー の 中 に 
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ルナ ツー の 地球 連邦 軍 士 官 詞 


OFFICERS in LUNA II 


ケイ ン )、 中 尉 (リード) 、 少尉 (カミ ラ 


ケイ ジ ) 、 部 隊 指 揮 ( リ ー ド ) | E-F.S.F. 


最後 の 否 に 身 を 置き つつ 、 
状況 を 静観 し 続け た 軍人 た ち 


ーー 年 戦争 緒戦 の 記録 的 な 大 敗 に よっ て 、 地球 連 
邦 軍 は その 版 図 を 大 きく 減ずる こと と な っ た 。 特に 宇 
軍 に お ける 後退 は 著しく 、 制 宙 権 を 失っ た 連邦 軍 は 
宇宙 で の 活動 を 制限 され 、 そ の 影響 は 公国 軍部 隊 
の 地球 降下 き 阻止 で き な い と いう 結果 を 生み 出し て 
し まっ た (公国 本 国 は 地球 か ら 最も 遠い 宙 域 に 位置 
し て お り 、 地 球 降 下 に は 制 宙 権 確保 は 必須 で ある 。 
それ は 連邦 軍 も 承知 し て いた が 、 ま ん ま と 公 国軍 に 
出し 抜か れる 形 と な っ た )。 その よう な 不利 な 状況 下 
で 、 唯一 、 宇宙 に お ける 連邦 軍 の 活動 拠点 と な っ た 
の が 小惑星 基地 ルナ ツー で ある 。 その た め ル ナツ ー 
に 赴任 し た 連邦 定 士 家 は 、 最 後 の 橋 頭 釜 を 守る と い 
う 気 概 を 抱い て いた 一 一 か と いう と 、 実 は そう で は な 
か っ た よう だ 。 すでに 補給 線 を 確保 し た 公国 軍 に と っ 
て ルナ ツー は 戦略 的 価値 が 低く 、 一 方 の 連邦 軍 士 
密 に は 「 目 立つ と ジオ ン に 攻撃 され る 」 と の 認識 か ら 
一 種 の 事 な か れ 主 義 が 募 古 し て いた らし い の だ 。 


そん な 閉 論 し た 状況 で も 
本 久志 ワッ ケイ ン は 持ち 
前 の 生 頁 面目 さ を 発 畠 。 
理 意 


遷 型 SN へ YS 全 


マセ ラン 級 宇宙 波 艦 。 関連 ファ イル 


UC0070 年 代 の 軍備 強 計 
画 に よっ て 配信 が 決定 し た 連 


ルッ ワ だ や 


UC.0079.09.20、 ルナ ツー 司令 宮 ワ ッ ケ イン と その 
副官 は 、 ル ナツ ー に 入港 し た ホワ イト ペー ス の 乗組 員 を 、 
有無 を 言わ さ ず に 拘束 し た 。 想 急 時 の 挫 置 と は いえ 、 単 
な る 士官 候補 生 と 民間 人 が 軍 の 最高 模 密 に 触れ て し 
まっ た か ら だ 。 この 決定 に 対し て 乗組 員 は 当然 の よう に 
反発 し た が 、 ワ ッ ケ イン は 耳 を 貸 そ うと し な か っ た 。 「 定 め 
られ た 命令 は 厳守 だ ] と いう 彼 の 言葉 は 模 筐 的 な 意見 
その も の だ が 、 現実 を 無視 し た 堅苦しい も の で も あっ た 。 


Fr 
ある と 言え よう 。 


と まい え ワ ッ ケ イン 人 身 も 昌 
沈 こ ちろ が あ っ た らし い 。 の ち 
に ニュ ー タ イプ 名 隊 と 称 さ れ 
る まで に 成長 し た ホワ イト 
ペー ーー 
た 徹 は 、 笑み を 
arr 


ワッ ケイ ン の 特命 を 受け た リー ド は 、 連 孝 軍 本 部 ジャ プ 
ロー に 向かう ホワ イト ペー ス の 先導 役 と な っ た 。 だ が この 
任務 は 、 彼 の 予想 を 上 回 る 困難 に 満 る て いた 。 ホワ イト 
ペー ス は 公国 還 に マー ク さ れ て お り 、 行 く 先々 で 激しい 潜 
闘 が 行わ れれ た の だ 。 ルナ ツー で の 待機 生活 に 身 を 委ね て 
いた リー ド に 実戦 指揮 が 務 ま る は ず も な く 、 不用 意 な 命令 
を 下 し て 窮地 を 招く こと も し ば し ば だ っ た 。 ホワ イト ペー ス の 
苦難 の 旅 は 外 加 だ け で な く 内 因 も 関係 し て いた の で ある 。 

上 に 立つ 立場 に あり な が ら 図 
ら ず も 実 経 不 足 を 名 星 し 
て し まっ た リー ド 。 だ が ワッ ケイ 


ン の 指示 を 無 科 する わけ に も 
いか ず 、 不 承 不 承 な が ら も 水 
先 素 内 を 務め た の だ が 


リー ド の 補佐 と し て ホワ イト ペース に 乗艦 し た カミ ラ は 、 
小心 の 上 家 と は 対照 的 に お っ と り し た 性 格 だ っ た 。 何事 
も 楽天 的 に 考え る ーー それ こそ が 彼 の 処世 術 だ っ た の 
で ある 。 悪い こと を 考え て も 事態 が 好転 する わけ で は な 
い 。 それ な ら 明 る い 結 果 を 予想 し た ほう が よほど いい だ ろ 
う 。 常に オロ オロ する リー ド の 傍ら で どっ し り と 構え る カミ 
ラ の 姿 は 、 傍目 か ら も 好 対 照 を な し て いた に 赴 い な い 。 


EEF に 『F や り よう に 
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アス ラン ・ ザ ラ 編 
Case of Athrun Zala 


前 大 戦 を 終え 、 オ ー ブ に 身 を 隠し て いた 元 ザ フト の アス ラン ・ ザ ラ は 、 
アー モリ ー ワ ン で 新た な 戦い に 遭遇 し 、 再び 戦闘 の 最前 線 に 立つ 


あの 


「 正 義 ] と は 何 か を 
考え 続け た MS な イロ ッ ド の 則 跡 


ザフト か ら 独 立 部 隊 に 参加 し 、 C.E. (コズミック ・ イ 
ラ ) 71 の 戦乱 終結 に 大 きく 貢献 / た エー スパ バイ ロット 、 
アス ラン ・ ザ ラ 。 彼 は 大 戦 終結 後 も プラ ント 本 国 へ と 
戻ら ず 、 前 大 戦時 に 友好 を 深め た カガリ ・ コ ラ ・ ア ス . 
ト す る た め 、 オ ー ブ 連 合 首長 国 で 暮らし て 
いた の で ある 。 素性 を 隠す た め 、 アレ ックス ・ デ ィ ノ の 
名 で 行動 し て いた アス ラン は 、 ア ー モ リー ワン で 行わ 
れ た カカ リ と プラ ント 最高 評 講 会 議長 キル バー ト ・ デ ュ 


アス ラン は 、 デ ュ ラ ンダ ル 直 々 の 要請 を 受け オー ブ 
か ら プラ ント へ と 族 還 。 フェ イス と し て 自由 に 活動 する 
権限 を 与え られ た 上 で 、 ザ フト に 復 隊 す る 。 彼 
が ミネ ル バ の クル ー す べ て か ら 受 け 入 れ ら れ た か と い 
えば そう で は な か っ た 。 特に 、 イ ン バ ル スガ ンダ ム の . 
MS パイ ロッ ト で 、 オ ー プ 出身 の シ ン - アス カ は 、 前 大 
戦時 に 両親 と 妹 が オー ブ で の 戦闘 に 差 き 込ま れ て 死 
し た た め 、 中 立 と いう 理念 か ら 力 を 持た な か っ た 国 


ラン ダル の 非 公式 会 談 に も 同行 。 そこ で ファ ント ムペ 
イン に よる ザフト の 新型 MS 独 礁 事件 に 坦 遇 し 、 図 ら 
ず も ザフト の 新鋭 艇 ミネ ル バ に 身 を 寄せ る こと に な る 。 
プラ ント を 離脱 し た と は いえ 、 ア スラ ン は 英雄 と し て ザ 
フト で も 知ら れ て お りり 、 ミ ネル バ の クル ー か ら も アス ラ 
ン で ある こと を 指摘 され る 。 だ が 、 ザ フト を 部 脱し た 身 
分 で ある アス ラン は 、 組 織 を 抜け た 立場 上 、 それ を 否 
定 す る の だ っ た 。 


家 や カガリ り 、 そ し て アス ラン を 信用 し て いな か っ た 。 ア 
スラ ン は 誤解 を 解く た め シ ン と 積極 的 に コミ ュ ニ 
ショ ン を 取 ろ うと する が 、 ふ た り の 関係 は あま り 改善 し 
な いま ま 、 イ ンド 洋 で の 地球 連合 軍 と の 戦闘 に 突入 
する 。 そこ で シン は 、 基地 建設 の た め に 強制 労働 させ 
られ て いた 民間 人 を 独断 で 救出 する 。 アス ラン は 、 シ 
ー ロ ー 気 取り の 行動 を 危険 視 し 、 類 を 


転 十 ガ ンダ ム SEED DESTINY 


… 代 だ っ て で きれ ば 討ち た く は な い 。 


で も あれ じゃ 戦う し か な いじ ゃ な いか ! 


ザフト に 復 隊 し た アス ラン は 、 自 身 の 帰 国 を サポ ー 
ト し て くれ た デュ ラン ダ 着 を 置い て いた 。 か つ 
で 馬 走 し た 父 バ バト リック ・ ザ ラ と は 異な り 、 彼 の 対話 
を 重視 し た 友好 的 な 振る 舞い が 世界 を 良い 方 向 に 
導く と 考え て いた の で ある 。 一 方 で 。 か つて アス ラン 
と 共闘 し た キラ ・ ヤ マト ら ア ー ク エン ジェ ル 部 隊 は デュ 
ラン ダル に 不信 感 を 抱い て いた 。 彼ら は ザフト と 地球 
軍 (と オー ブ の 合同 軍 ) の 戦闘 に 介入 し 、 即 時 の 戦 


関 停止 を 訴え 続け た の で ある 。 アス ラン は キラ の 真 
意 を は か る た め 、 戦場 ジャ ー ナ リス ト と な っ て いた ミリ ア 
リア ・ ハ ウ を 通じ て 彼 と 連絡 を 取り 、 久 々 に 再会 を 果 
た す TD カガリ に 対し 、 ア ー ク 
介入 行動 が 戦乱 を 拡大 させ て いる と 指 

な っ た ハイ ネ ・ ヴ ェ ス テン フル ス が 戦死 し 
た こと も あっ て アス ラン は 感情 を 抑え 切れ ず 。 戸 を 荒 
げ て し まう の だ っ た 。 


ンダ ル の 政策 
情 が 生ま れる 。 そし て デュ ラン ダル が アー クエ ンジ ェ 

と フリ ー ダ ム を 英 と し て 認定 し 、 さ ら に シン の イン パル 
ス が フリ ー ダ ム を 撃破 し た こと で 、 彼 へ の 反発 は 最高 
潮 に 達する 。 アス ラン は ラク ス ・ ク ライ ン の 影武者 ミー 
ア ・ キ ャ ン ベ ル か ら 自身 の 暗殺 計画 を 知り 、 
ら の 説 走 を 決意 。 途中 、 脱 走 に 協力 し た メイ リン ホー 


ク と 共に グフ イグ ナイ テッ ド で 基地 か ら 離 脱 す る 。 それ 
を 追撃 し て きた シン に 対し 、 アス ラン は 上 記 の よう な 上 蔵 
し い 吾 葉 を 口 に し 、 デ ュ ラ ンダ ル の 政策 を 強く 批判 
彼 の “ 胸 " と し て 操 ら れ て いる シン を 説得 し よう と し た の 
だ っ た 。 アス ラン の あま り に 真 に 迫っ た 口調 に シン も 
動揺 を 見 せる が 、 デ ュ ラ ンダ ル の 忠実 を 部下 、 レ イ ・ 
バレ ル に よっ て 制 され 、 謗 得 は 失敗 に 終わ っ て し 


の デス ティ ニー ガン ダム | 
メイ リン は 命 を 落と し 
球 軍 に 潜入 し て いた レ ド ニ ル ・ キサ カ に よっ て 教 出さ 
れ 、 ア ー ク エン ジェ ル へ と 移送 され た の で ある 。 意識 
を 取り 戻し た スラ ン ゆ キッ マデ ク スズ と 再 会 を 上 
デュ ラン ダル の 暴走 を 止め る た め に ア 


が 導入 し よう と し て いる 人 類 管理 政策 「 デ ステ ィ ニ ー 
プラ ン 」 の 全 艇 を 知ら され る 。 定 め られ た 遺伝 子 に 
よっ て すべ て の 役割 を 決め られ 、 少し の 自由 も 許さ れ 
な い 世 界 。 それ に 抗う こと は 果たし て 無駄 な の か 
そこ で オー ブ と アス ラン た ち 独 立 部 隊 が 出し た 結論 
は 、 デ ュ ラ ンダ ル と の 決戦 で あっ た 。 アス ラン の 上 記 
の 言 、「 デ ステ ィ ニ ー プ ラン 」 に 最後 まで 抵抗 
する と いう 強い 意志 が 込め られ た の で ある 。 


ザフト が ネオ ジェ ネ シ スズ 、 地球 軍 が レク イエ ム を 用 い 
る な ど 、C.E. 74 の 戦乱 も 壮絶 な 消耗 戦へ と 突入 し て 


て 最後 まで 戦乱 に 介入 し 、 そ の 早期 終結 を 目指 し た 


の で ある 。 アス ラン の 前 に は 、 か つて ミネ ル バ で 共闘 
し た ルナ マリ ア 、 そ し て シン が 立ち は だ か っ た 。 ルナ マ 
リア に 対し 圧倒 的 な 強 さ を 見 せ た ア スラ ン に し 
て も シン と 一 対 一 で 対 岩 す る 。 アス ラン は 未だ シン が 


デュ ラン ダル に 心酔 し 、 揉 ら れ て いる こと に や り 切 れ な 
さ を 覚え 、 そ の 呪縛 か ら 逃 れる よう に 戦い の 最 中 に も 
説得 を 続け る 。「 デ ステ ィ ニ ー プ ラン 」 の 危険 性 や 閉 
等 感 を 意 譲 せ や 憎しみ に 任せ て 戦う シン 
の 論 は 、 ア スラ ン に と っ て も 辛い も の だ っ た の で ある 。 
そん な アス ラン の 心 が シ ン に 伝 : の は 、 シ ン の 乗 
機 で ある デス ティ ニー を 行動 不 I い 込ん で か ら で 
あっ た 。 
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ステ ィング クレ ー& a 
アウ ル ・ 選 証 敵 


Sring Oakley Auel Neider 


新た な 戦争 の 幕 を 上 げた 
地球 連合 軍 の エク ステ ン デ ッ ド 


エク ステ ン デ ッ ドー 一 人 衝 的 に 肉体 ・ 精 神 を 改造 
され た 強化 人 間 の こと で ある 。 CE.71 の 戦争 に お 
いて は 生体 CPU と 呼ば れ 、 第 2 期 GAT-X シ リー ズ 
の 文字 通り 「 パ ー ツ |] に され てい た 存在 だ が 、 投 棄 な 
どの 副作用 に よっ て 精神 が 不安 定 で あり 、 活 動 で き 
る 時 間 も 限 られ て いた 。 強化 人 間 の 研究 は 戦後 も 
続け られ 、 精 神 の 安定 に 一 応 の 成功 を 見 せ た の が 
エタ ステ ン デ ッ ド で ある 。 ステ ィング ・ オ ー ク レー と ア 
ウル ・ ニ ー ダ は 、 地球 連合 軍 の 特殊 部 隊 で ある ファ 
ント ムペ イン の エク ステ ン デ ッ ド で 、 や は り 生 体 CPU 
と 同様 に 「 道 具 ] と し て 扱わ れ 、 死ん で いく 。 

C.E73 に 同胞 の ステ ラ ・ ル ー シ ェ と 3 人 で プラ ン 
ト の アー モリ ー ワ ン を 杉 撃 。 ザフト の 新型 MS を 奪取 
し 、 新 た な 戦争 の 呼び 水 と な る 。 以降 、 地球 連合 
軍 の 失 兵 と し て ザフト の ミネ ル パ バ 隊 と 戦い 続け た 。 


「 計 た な きゃ 供 け 」 だ と 自 


NCARACT TM 


ステ ラ が 地球 人 軍 の 。 
兵士 に 絡ま れ た 泊 。 味方 


ント ムペ イン の 提 控 守 
ある ネオ ロアノーク に し 
か 従わ な か っ た 。 


人 る アウ ル ・ ニ ー ダ 


関連 ファ イル 


Z6MF: 人 
SE 


ファ ント ムペ イン に 、 
負け は 話さ れ ね ぇ 


(ステ ィング ・ ネ ー ク レー) 
ファ ント ムペ イン の エク ステ ン デ ッ ド と し て 、 アー モリ ー 
ワン か ら ザ フト の 新型 MS を 奪取 し た ステ ィング と アウ ル 
は 、 追 っ て きた ミネ ル パ バ 隊 を 翻弄 。 述 に ユニ ウス セブ ン 
沙 下 後 は 、 地 球 へ と 陰り た ミネ ル バ 追 撃 の 任 に 就く 。 
本 来 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー に 対抗 する た め に 生み 出さ れ た 
存在 で ある ステ ィング と アウ ル は 、 実 際 ザ フト に 抗 する 
充分 な 実力 を 持つ 。 し か し 、 ミ ネル パ 隊 を 倒す に は 至ら 
まず 「 負 け な い が 勝 て な い ] と いう 戦況 が 続く 。 地球 連 
合 軍 に と っ て 道具 で し か な い 彼 ら に と っ て 、 敵 を 倒す こ 
と で し か 自分 た ちの 存在 意表 を 主張 で きす 、 戦 果 こ そ 
評価 の すべ て と 言え た 。 ステ ィング と アウ ル は 戦争 の 趣 
奉 に 関心 が な く 、 た だ 生き る た め に 結果 一 一 ミネ ル バ 
隊 の 撃墜 が 必要 だ っ た の で ある 。 黒星 が 続く 状況 に ス 
ティ ング は 危 恨 を 抱き 、 アウ ル も また それ を 理解 し て いた 
も の の 、 依 然 ミ ネル バ 隊 は 健在 で あり 、 彼 ら の 立場 は 
苦し いも の と な っ で いく 。 そし て ステ ラ が ザフト の 捕虜 と 
な っ た こと で 彼女 に 関す る 記憶 が 抹消 され 、2 人 の 管 
理 は さら に 本 し いも の と な る 。 事態 は 悪化 の 一 途 を 巡 
り 、 オ ー プ 軍 と 合同 で 行っ た ザフト の 挟撃 作戦 に お い 
て つい に アウ ル が この 世 を 去っ て し まう 。 その 後 ステ ィ 
ング は 再 調整 され た ステ ラ と 共に ベル リン 侵攻 に 投入 
され る 。 その 戦い で 撃墜 され る が 生き 残り 、 量産 され た 
デス トロ イガ ンダ ム を 与え られ て ヘブン ズ ペ ー ス 防衛 に 
配 さ れる も 、 そこ が ステ ィング の 最後 の 戦場 と な っ た 。 


5 戦い に 彩 ら れ た 短い 人 生 


ロ ド ニ ア の ラボ で エク ステ ン デ ッ ド と し て 養成 され た ス 
ティ ング た ち は 、 ア ー モ リー ワン で の MS 奉 取 を 皮切り に 
新た な 戦争 へ と 投入 され て いく 。 奪取 直後 に 起き た 、 一 
部 の ザフト に よる ユニ ウス セブ ン の 落下 テロ で は 、 ミ ネル 
バ 隊 に 攻撃 を 仕掛 ける も の の 撤退 。 その 映像 を 持ち 帰 
り 、 地 球 運 合 軍 に 「 ザ フト の 仕業 ] と いう 宣戦 布告 の 大 
義 名 分 を 与え る 要因 を 作る 。 その 後 は 地球 に 降り 、 対 ミ 
ネル バ 隊 の 矢面 に 立っ て 戦っ た 。 ジブ ラル タル の 増援 
に 向かう ミネ ル バ 隊 と イン ド 洋 で 激突 し 、 ボ ズ ゴ ロ フ 級 潜 
水 艦 の 撃沈 を 果たし て 戦力 を 削る こと に 成功 。 だ が 、 オ ー 
ブ と の 共同 戦線 を は じ め と し た 度 重 な る 戦闘 に お いて も 
ミネ ル バ 隊 を 押し 切る こと は 叶わ な か っ た 。 結局 、 ク レタ 
沖の 挟 没 時 、 フリ ー ダ ム の 介入 に より 混乱 し た 戦場 で ア 
ウル が 戦死 。 次 いで ステ ラ も ペル リン の 戦い で 死に 、 量 
後に 残っ た ステ ィング も 戦い の 中 で 討た れ て いる 。 


旧 多 剛 エク ステ ン デ ッ ド の 力 


常人 を 遥か に 湊 ぐ 身体 能力 を 備え て いる ステ ィング と 
アウ ル は 、 ス テラ を 加え た わずか 3 人 で 新型 MS の 奪取 
に 成功 し て いる 。 ステ ィング は カオ スガ ンダ ム 、 アウ ル は 
アビ スガ ンダ ム を 奪い 、 その まま 自 橋 と し て 搭乗 。 MS の 
操縦 技術 は 並み の コー ディ ネイ ター を 大 きく 上 回 り 、 ザ フ 
ト に 大 き な 間 威 と な っ た 。 お 互い に 反目 し が ち だ っ た 生 
体 CPU と 違い 、 3 人 は 協調 し て 戦闘 に 了 風 ん で いる 。 


比 きれ た 身 人 能力 と 名 杯 に より 、 珠 疾 マシ ー ン と し て 登り 上 上 げ らち れ た エク 
ステ ン デ ッ ド は 、 コー ディ ネイ ター 相手 に 生身 で 入り 合っ て いる 。 


MORE INFO! 


エク ステ ン デ ッ ド の 実験 ・ 状 成 施設 が 、 ロ ドニ 


は 精神 を 乱す 
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これ で も 負け 続け る 
戦い は 得意 で ね ! 


慌 3 ガ 完 社 」 と し て 最後 の 戦い 


証 [ 多 人 1 収 - し を れ な い 和 精神 カ | 


MORE INFO! 突撃 艇 


デュ オ は X-18999 コ ロニ ー へ の 侵入 を 試み る た め 、 狂 自 
に 突撃 艇 を 用 意 し て いた 。 この 突撃 租 は 、 機 首 の 円 形 パー 
ツ に トー ラス ・ ク ルー ザー の ユニ ッ ト が 流用 され で いる ほか 、 
MS 用 の ビー ムラ イフ ル を 上 部 設置 する な ど 、 

程度 の 戦闘 能力 を 有 し て いた 。 また 
和 軒 され て お り 、 本 体 か ら 切り 


PERSONAL PROFILE ES (0 0 
プリ べ ン タ の 人 々 OME 


am of Preventor 


歴 更 の 陰 を 活躍 の 場 と し 、 
治安 雑 持 に 努め た 特務 員 


AC.195 に 三 発 し た 地球 圏 統一 連合 と WF (ホワ 
イト ファ ング ) に よる 戦乱 は 、5 機 の ガン ダム の 活躍 も 
あっ で 終結 。 世界 は 新た に 発足 し た 統治 機関 、 地球 
園 統一 国家 の 名 の 下 に ひと つ に な っ た 。 これ まで 地 
球 と コロ ニー に 分 か れ て 主権 を 主張 し て いた 人 類 が つ 
い に 戦 い を 放棄 し 、 軍 組織 を 持た な い 「 非 武装 ・ 非 
戦 」 社会 を 実現 する 機会 を 得 た の で ある 。 だ が 非 武 
装 の 理念 だ け で は 平和 は 訪れ ず 、 何 より 火 意 の 本 に 
国家 防衛 も 覚 素 な く な っ で し まう 一 一 万 が 一 の 事態 
を 懸念 し た 初代 大 統領 は 、 友 体制 組織 に よる テロ や 
クー デ タ ー に 備え る と いう 名 目 で 、 大 統領 直属 の 謀 報 
機関 「 プ リ ベ ン ター] を 組織 。 構成 要員 と し て 、 前 年 の 
戦乱 終 語 に お いて 重要 な 働き を 示し た 人 材 を 招集 し 
た 。 こう し て 杜 秘 衰 に 誕生 し た プリ ベン ター は 国家 が 
平安 で ある 限り 、 活 躍 する 機会 は な い は ず だ っ た 。 だ 
が AC.196、 国家 の 存亡 を 揺るが す ク ー デ ター 事件 
が 発生 、 プ リ ベ ン タ ー が 鎮圧 に 乗り 出し た の で ある 。 

旋 戦 か ら 1 年 が 経過 し た 


AC.196 の 2 リ スマ スズ - 
イブ 。 大 統 帆 内 で の パー 
テテ し た ブリ ベ 
ター レデ は 
これ か ら も 平場 か の 幸 く こと 
を っ た と され る = 


を 切り に の ち に | ノー 
リー メイ ア の 反乱 | と 呼 — ニニ 
ば れる クー デ タ ー が 徐々 っ = 

に 天仙 現す の だ っ た 。 の 


その 人 椅 
アン は 、 OZ 部 帥 トレ ー 
件 


ブリ ベン ター の 創立 メン バー と し て 現場 指揮 を 担当 

- ア ン は 、0Z 総 帥 (トレ ー ズ - クシ ュ リ ナー ダ ) 

> 酔 し 、 息 の 片腕 と な る こと に 心血 を 注い で いた 骨 
去 が あ レー ズ は 戦乱 の 果て に 命 を 落 ど | 


レデ ィ は 自ら の アイ デン ティ ティ ー を 見 失い か け て し まう 。 
| そん な 彼女 を 数 っ た の は 、 他 な ら ぬ トレ ー ズ の 選 : 
た 。 数 知れ な い 戦い に 身 を 染め た 
の 志 か さ を 理解 し て お り 、 人 人 


は 、 誰 より も 戦乱 
い の 空 し さ を 示 すこ 


圏 各地 を 巡回 し 、 テ ロ や 反乱 の 左 
ある 。 そし て 廃棄 コロ : 


独自 に 行動 を 開始 。 コロ 
『 一 斉 蜂 起す る と 、 そ れ 
成功 し て いる 。 


地球 圏 統 
密か に 想い を 容 
こと に 衝 

だ が 彼 の 帰 層 を 疑う こと は な か っ た 。 その 

フイ ン は レデ ィ や サリ ィ と 共 

、 そ の 間 も ゼ クス の 復活 を 

女 の 願い は 時 
形 で 報 わ れる こと と な る 。 | マリ ー メ イア の 反乱 ] を 未 祭 
プリ ベン ター は 苦し い 立 場 に 造 い 込 まれ 
『、 そ こ に どこ か ら と も な く セ ゼクス が 


協力 し 、 反 怒 舘 圧 に 乗り 出し 


隊員 の 予 人 を 意 じ 到 っ た サ り ィ と ノイ 
の 近 


し か し マリ ー メ イア 軍 の 動き は プリ <: 
ター の 予想 を 電 か x 


統領 府 
手 を こま ね いて いた 


ト を は じ め と する 博 力 者 と 
に 友 攻 作戦 に 乗り 出し 7 


Nore INFO! 


非 戦 を 主軸 と する 地球 田 統 一 国家 に と っ て 、 プ リ ペ ン ター 
の よう な 実戦 部 隊 を 保有 する こと は 国家 体制 に 矛盾 を 凶 む 
と と 同義 で ある 。 それ で も 大 絞 震 を は じ め と する 理解 ある 者 
ちの 助力 が あっ て プリ ベン ター は 設立 され た 。 さら に 政府 外 に 
も ブリ ベン ター の 活動 に 理解 を 示す 者 は 存在 し て お り 、 戦 乱 
勤 発 に 際 し て は 、 陰 に 日 向 に な っ て 協力 を 惜しま な か - 


画 地 球 園 統一 国家 大 統領 

地球 還 統 一 国家 の トッ プ に 立つ 指導 者 。「 非 
戦 ・ 非 武装 」 の 精神 の 下 、 地球 と コロ ニー の 平 
等 統治 に 心 を 砕く 一 方 、 破 壊 活動 を 天然 に 防ぐ 
た め に プリ ペン ター の 設立 に 尽力 し た と され る 。 


B [マリ ー メ イア の 反乱 」 
の 共に は 自ら 表 に 立 

つも け に いか ず 、 安 
全 み 場所 か 5 プリ ペン 
ター の 動向 を 静観 す 
る し か な か っ た 。 


ガン ダム パイ ロッ ト た 
MS を 相手 に する 一 方 、 大 
計 信 主 に 温和 し た レデ ィ 
は 、 一瞬 の 央 を 突い て 人 
質 と な っ て いた り リー ナ ・ 
ピー スク ラフ ト の 救出 に 成 
区 し で いる 。 


さら に 反乱 の 首 課 者 デキ ム ・ パ バー| 
リー メイ ア ・ ク シュ リナ ー ダ を 保護 し 、 


プリ ベン ター の 関係 者 、 協力 者 


玉 ゼ クス ・ マ ー キ ス 

最終 決戦 で 行方 不明 と な っ 
て いた ゼクス 。 し か し 「 マ リー ズ 
イア の 反乱 」 の 共に 姿 を 現し 、 
「 火 消し の 風 ・ ウ イン ド 」 と し て 
プリ ペン ター と 共 関 し て いる 


下 ドロ シー・ カ タロ ニア 
OZ の 上 潤 組 織 で ある ロー ム フ ェ ラ 肝 団 代 表 デ 
ル マ イ ユ 侯 器 の 孫娘 。 [マリ ー メ イア の 反乱 」 に お 
いて に 、 市 氏 に 真 の 平和 の 在り 検 を 説き 伏せ 、 戦 
争 根 光 の た め に 妊 起 させ る 重要 な 役 を 揚 


戸 妃 う 市 民 に 対し て 


44-16 


CMR + 


EE 
ME 4 | LR 


ブフ ラウ ・ ボ ッ ゥ ッ 


Fraw Bow 


ホワ イト ベー ス に 身 を 寄せ た 
心 優し き 避 難民 の 少女 


否応 な く 戦 争 に 巻き 込ま れ 、 戦 わざ る を 得 な く な っ 
た ホワ イト ペー スズ の 少年 少女 た ち 。 だ が 、 突 然 に 命 
の や り 取 り を 強要 され た 彼ら が 、 戦場 に あっ て も 自分 
らし さ を 失わ な か っ た こと は 、 芯 の 強 さ の 表れ だ っ た と 

言え る 。 ホワ イト ペー ス 隊 の 一 員 で ある フラ ウ ・ ボ ウゥ 
は 、 そう し た 強 さ を 内 に 秘め た 少女 で あっ た 。 

フラ ウ は 一 年 戦争 当時 、 サ イド 7 に 暮らし て いた ご 
く 普 通 の 少女 だ っ た 。 戦火 か ら 離 れ た コロ ニー で 、 
ひと り 暮 らし の 幼なじみ で ある 、 ア ムロ ・ レ イ の 世話 
を 焼く 変 特 の な い 日 々 。 だ が 、 そ れ は ジオ ン 公国 軍 
の サイ ド 7 襲 撃 に よっ て 破 ら れ 、 フラ ウ は アム 口 た ちと 
共に 地球 連邦 軍 の 戦艦 ホ が ワイ ト ベ ー ス へ の 放 骨 を 
余 修 な くさ れ た の で ある 。 そこ か ら 始 まっ た 若者 た ち 
の 区 避 行 は 、 や が て 一 年 戦争 の 往 心 へ と 達 な る 長 
い 坦 い の 日 々 と な っ た 。 そし て フラ ウ は 、 戦 争 と いう 
現実 を 必死 で 受け 入れ な が ら 、 そ の 中 で の 自ら の 在 
り よう を 探し て いっ た の で ある 。 


サイド 7 の 吉 馬 に 基き 込 


項 し て いく アム ロ 
その を 案じ た 
8 


フラ ウ は 優し く 世話 好き な 人 性格 で あり 、 カ ツ ・ ハ ウィ ン ら 3 
人 の 子供 た ち に も よく 債 か れ で いた 。 休み を 内 に 決め 込ん 
で し まう 傾向 も あっ た が 、 人 当たり が 良く 誰か ら も 好 か れる 
少女 だ っ た こと は 確か 


fF へ 
= ホル 
4 スコ 
ント ラ * 
2 ・ ず 
#4 - 


旨み 込ま れ た 。 サイ 7 調 夫 


中 に フラ ウ た ち が 表 を 者 
年 虹 争 の 持 ま で 活躍 し た 


FGO1.27 画 

FGO2-01 重 

7 : コ バキ シ FGO2-3 革 
ランキ ッ み FG O205 面 


い 読 ける こと と な る 。 


ジオ ン 公 国軍 の サイ ド 7 壮 撃 で ホワ イト ペー ス に 避 離 
し た フラ ウ は 、 人 手 不足 か ら 乗 組員 と し て 働く こと に な 
る 。 避難 民 の 世話 や 医療 の 手伝い に 弄 在 する 一 方 で 、 
ガン ダム の パイ ロッ ト と し て 戦う アム ロ を 気違い 、 健 気 に 
世話 を 焼く フラ ウ 。 し か し 、 ア ムロ は 戦い に よる 心身 の 
疲労 か ら 、 そ の 心配 り に 気付 < こと も で き な か っ た 。 それ 
で も 、 フ ラウ は アム ロ を 思い 遣り な が ら 、 ホ ワイ トペ ベー ス 
の 乗組 員 と し て の 務め を 果たし て いく の だ っ た 。 

激 し さ を 増し て いく 戦い の 中 で 、 フ ラウ は バイ ロッ ト と 
な っ た セイ ラ ・ マ ス に 代わ っ て 通信 士 の 役目 を 担う よう 
に な る 。 さら に 、 ジ ャ ブロ ー 基 地 で 上 等 兵 に 任官 し 、 よ 
り 深く 戦い に 関わ っ て いっ た 。 その 中 で アム ロ が ニュ ー 
タイ プ と し て 覚醒 し 、 同 時 に 様々 な 経験 に よっ て 精神 
的 に 成長 し て いく の を 目撃 する フラ ウ 。 アム ロ が 自分 を 
置い で 大 人 に な っ て いく こと に 、 フ ラウ は 寂し さと 疎外 
感 を 覚え る 。 だ が 、 そ の 感情 を 押し 込め て フラ ウ は 戦い 
に 臨み 、 一 年 戦争 の 終局 に 向かっ て 歩ん で いく 。 そし 
て 、 ア ・ パ バオア ・ ク ー 戦 て 咽 地 に 陥り な が ら も 、 ア ムロ 
の 「 声 」 に 導 か れ て 脱出 を 果 ホワ イト ペー ス の 仲 
間 た ちと 共に 終戦 を 迎え る の だ っ た 。 し か し 、 フ ラウ に 
と っ て それ は 戦い の 日 々 の 終わ り で ある と 同時 に 、 淡 い 
趣 い と の 決別 に も な っ た の で ある 。 


| 足 時 | アム ロ へ の 想い と その 行動 


フラ ウ は ホワ イト ペー ス 隊 の 中 に あっ て は 自己 主張 が 
多い タイ プ で は な か っ た が 、 ア ムロ に 関し て は 大 胆 な 行 
動 を 取る こと が 多かっ た 。 その 一 例 と し て 、 ア ムロ が 度 
重なる 戦闘 に 療 れ て 出撃 を 拒否 し た 際 に は 、 彼 の 代わ 
り に ガン ダム に 乗る と まで 語り 、 アム ロロ の 秦 起 を 促し た 。 
また 、 ア ムロ が ホワ イト ペー ス か ら 脱 走 し た 事件 で は 、 
フラ ウ は 厳し く 評 価 され る 彼 を 底 い 、 連 れ 戻 す た め に 単 
身 で 艦 を 降り て いる 。 し か し 、 当 時 ホワ イト ベー ス の 対 
伐 任務 に 就 い て いた ラン バ ・ ラ ル 織 に 見 つか り 、 尾行 
され た 結果 ホワ イト ペー ス を 攻撃 され る 事態 を 招い て し 
まっ た こと も あっ た 。 そう し た 向こう 見 ず な 行動 に 走ら せ 
る ほど に 、 ア ムロ に 対す る フラ ウ の 想い は 強かっ た と い 
うこ と で あろ う 。 し か し 、 ア ムロ が ニュ ー タ イプ と し て 抜き 
ん 出 た 才能 を 発揮 し 始め る と 、 自分 た ちと の 溝 を 意識 し 
た 言葉 も 漏らし て お り 、 複雑 な 酸 情 が 応え る 。 


ホワ イト ペー ス で の フラ ウ の 役割 


フラ ウ は 特に 技能 も 持っ て いな か っ た こと か ら 、 ホ ワイ 
トペ ー ス に 身 を 寄せ た 当初 は 怪 芸人 の 手当 て や 避難 
民 へ の 配給 な どの 雑事 を 任 され て いた 。 その 後 は 、 北 
度 も 戦闘 を 経験 し た こと で ブリ ッ ジ の 機材 の 扱い を 覚え 
た の か 、 セ イラ に 代わ っ て 通信 担当 を 一 手 に 受け 持っ 
て いる 。 一 方 で 、 戦 闘 行動 に 直接 関わ る こと は ほとん 
ど な く 、 武器 を 手 に し た ケー ス も ご く 笑 で あっ た 。 


ホワ イト ペー ス に 選 召 し て 問 も な く 、 話 痢 の 手伝い に 軽 り 出さ れる フラ ウ 。 そ 
の 稼 は 。 和信 土 と し て ホワ イト ベー の 交 抽 を えた . 


較 | 補 の 球 に 目 の 前 で 呈 と 揚 父 と 失い 、 
到 公 状 感 に 腕 る 。 し か し 、 ア ムロ の 
「 尾 は 強い 女の子! 


ソロ モン 区 笛 に お いて 貞 仙 し た ハト ・ コバ ヤシ の 基 作 を する 中 
で 、 アム ロ へ の 複雑 な 思い を 二 間 見 せる フラ ウ 。 その 後 は 、 ハ ヤ ト 
と 上 務 に し て いる 場面 も 見 られ た 。 


サイ ド 7 で 母 ファ ム ・ ボ ゥ と 祖父 
ン 公 国軍 に よる 身 撃 が 起こ っ た 


酸 に は 、3 人 で 一 且 ! 
の 拡大 を 共 れ で 他 の 避難 選 と 共 
の 避難 殿 の 列 に 流れ 殊 が 直撃 し 、 ア ムロ を 兄 つけ て 列 か ち 
離れ て いた フラ ウ を 除い た ほとん ど が 犠 邊 と な っ た 。 


フラ 7。 ホ ワイ トペ ー 
し て か ら の フラ ウ は 、 肉 捉 の 


ea. 13 A4-18 


機動 戦士 ガ カン ダム 


PERSONAL PROFILE NO (D2 sr hn 


ホワ イト ベー ス の 乗員 壮 e==== 上 
White Base's Crew EF.S.F. 


「Y 作 戦 」 の 中 核 を 担う 
新造 艦 を 支え た 乗組 員 た ち 


地球 連邦 軍 の 「V 作 戦 ] に お いて 重要 か 役割 を 
担っ た 新造 盤 、 ホ ワイ トペ ベー ス 。 その 存在 自体 が 主 
カカ MS の 量産 か 5 ジオ ン 公 国軍 の 目 を 移ら す た め の 
弄 と いう 忠 は あっ た 。 だ が 、 任 務 を 受け て ホワ イト ペー 
ス に 乗り 込ん だ 地球 連邦 軍 軍 人 の 使命 感 と 責任 感 
に 偽り は な か っ た と 信じ られ る 。 それ は 、 初 代 艦 長 と 
し て 指 探 を 執っ た パオ ロ ・ カ シア ス を は じ め と する 乗 
組員 た ちの 奮戦 見れ ば 明らか と 言え よう 。 彼ら は 
地球 か ら の 航海 の 途上 で シャ ア ・ ア ズ ナ ブル の 閣 
尾 を 受け 、 サイ ド 7 で 奇襲 を 受け る 。 民間 人 を 戦闘 に 
巻き 込ん だ 責任 の 一 端 は あっ た に せよ 、 ホ ワイ トペ ー 
ス の 乗組 員 た ち は 艦 と V 作 戦 の 成果 、 そ し て コロ ニー 
を 守る た め に 命 を 懸け て 戦っ た 。 その 結果 、 正 規 の 
乗組 員 は 大 半 が 死傷 し 、 ホワ イト ベース は 訓練 生 と 
民間 人 の 手 に 委ね られ る こと に な る 。 そし て 、 生 き 
残っ た 訓練 生 た ち は 正 規 兵 顔 貸 け の 働き を 示し 、 ホ 
ワイ トペ ー ス の 伝説 の 一 端 を 担っ た の で ある 。 

パオ ロ は ホワ イト ペー ス 
の 笑 長 と し て 地球 連邦 
軍 の 『V 作 束 」 の 一 落 を 
担い 、 不 濁 の 事 吉 に 直 
面 し な が ら も 秀 を 峰 り る 
直前 ま 


自ら の 役目 を 
全う し よう と し た 。 


EAA テー っ きら 


か FOONEBSNSSYNSS 


また 、 柔軟 な 思考 の 持ち 主 で 、 若者 た ち 
に 多く の 便 宮 を 図っ た 。 一 方 、 た 調子 の オス カ に 生 真 
面目 な マー カー と 、 各線 生 の . は 対 短 的 性格 


ホワ イト ペー ス 

MS の 運用 を 前 提 に 開発 され 
た 地球 連邦 現 の ペガサス 級 
強 負 押 陵 艦 2 番 茎 。 RX シリ ー 


柱 に 位置 付け られ る 。 地球 で 
建造 され 、 ル ナツ ー で 下 艇 する 
まで は パオ ロ が 族長 を 季 め た 。 


の 肪 電 で 仙 傷 し 
ら を 富み ず 側 


関連 ファ イル 


FE PREMEW 


国軍 の シャ ア は 、 サ イド 7 に 債 
家 部 職 を 派 中 
開い て し まい 
の 正規 兵 は 大 き な 被 害 を 愛 け 
て し #3。 


人 パオ ロ ・ カ シア ス 


パオ ロ は ホワ イト ペー ス の 艦長 に 任命 され 、 RX シ リー 
ズ を 受け 取る た め に サイ ド 7 を 目指 し た 。 だ が 、 シ ャ ア の 
ファ ル メ ル の 追跡 を 振り 切れ な いま ま サ イド 7 に 到着 し 
た こと か ら 、 コ ロニ ー 内 で の 戦闘 を 招く と と と な る 。 防戦 
に あたっ た パオ ロ は 、 人 手 不足 の 状況 で ホワ イト ペー ス 
を 守る た め 、 自 ら コ ロニ ー の 機銃 座 に 着い て 戦っ た 。 し 
か し 、 被 弾 時 に 破片 を 受け て 重傷 を 負い 、 そ れ で も な 
お スト レッ チャ ー で サイ ド 7 か ら の 脱出 の 指 探 を 執っ た 。 
そし て 、 ル ナツ ー に 到着 後 、 差 長 代行 の 役目 を ブラ イ 
ト ・ ノ ア に 託し て 自ら は 艦 を 降り た (一 説 に は シャ ア が 
ルナ ツー を 攻撃 し た 際 に 死亡 し 、 宇宙 葬 に 付 され た と も 
いう )。 パオ ロ が ホワ イト ペー スズ の 指揮 を 執っ た の は わ ず 
か な 期間 で あっ た が 、 若 者 た ち に 艦 を 任せ た その 英断 
が 歴史 を 作っ た の で ある 。 


状況 を 准 列 に 判断 し 、 季 次 
に 対応 する 能力 を 有 し た 人 物 


オス カ ・ ダ ブリ ン と マー カー・ ク ラン は 、 ホ ワイ トペ ー 
ス に 乗 艇 し て いた 訓練 生 の 若者 で 、 ジオ ン 公国 軍 の サ 
イド 7 襲撃 に よっ て 正規 の オペ レー ター が 死亡 し た こと 
で 、 ブ リッ ジ ・ オ ペレ ー タ ー を 務め る こと に な っ た 。 民間 
人 ば か り と な っ た ホワ イト ペー ス に お いて は 、 正 規 の 副 
棟 課程 を 経験 し た 数 少な い 人 材 で あり 、 ふ た り の そつ 
の な い 管 制 と 分 析 が 艦 の 運行 を 支え て いた と 言っ て も 
過言 で は な い 。 実際 、 艇 長 代行 を 務め た ブラ イト も 、 ふ 
た り が 一 番 働 いて いる か も し れ な いと 評 し た と いう 。 サイ 
ド 7 カ ら 一 年 戦争 を 通じ て ホワ イト ペー ス 隊 で 埋 い 続け 
た ふた り は 、 ア ・ パ オア ・ ク ー 攻 防戦 で ほか の 乗組 員 
た ちと 共に 脱出 を 果たし 、 無 事 に 生き 残っ て 終戦 を 迎 
えた 。 決し て 目立つ こと は な か っ た が 、 その 働き は ホワ イ 
トペ ー ス 隊 に 欠か せな い 力 と な っ て いた の で ある 。 


> CRT RAS SS 
計 子 、 ほ か の 昌 組 員 か う 踊 心 さ 
れ た こと も あっ た と いう 。 


MORE INFO! 
ホワ イト ベー ス の ブリ ッ ジ 要 員 


サイ ド 7 襲 撃 で 正規 の 乗組 員 の 多く を 矢 い 、 パ オロ 租 長 も 降り た 
ホワ イト ペー ス は 、 素人 同然 の ブリ ッ ジ 要員 に よっ て 運用 され た 。 正 
規 の 軍 人 で ある リー ド 中 尉 が 乗艦 し て いた 時 期 も あっ た が 、 実 
指揮 を 執っ た の は ブラ イト だ っ た 。 ス は 手探り の 状態 で 
央 経 を 積み 、 歴戦 の 艦 へ と 成長 し て し で ある 。 


当初 は 塁 経 験 不足 ネ ホワ イ 
ス と RX シリ ー ズ MS の 性 能 に も 


動け られ て 数 々 の 実戦 を 潜り 抜け 、 
ー タ イブ 部 隊 と 評 さ れる ほど の 駿 
上 開 し て いく 。 


TAN ADE て HME F 


ブラ イト ・ ノ ア 
志和 補 生 と し て ホ 
プイ トペ ー ス に 系 態 し 


フラ ウ ・ ボ ゥ 

サイ ド 7 の 選 品 民 で 、 
当初 は 医 錠 や 主 活 
有人 も っ で 


ロ の 祖 佐 を 地 
開明 代行 1 


gsg・ サ ン ライ ズ メ ・ 44-20 
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PERSONAL PROFILE a m02 sm 
エギ ー ユ デラ ー ズ PROFILE 


Aiguille Delaz 


地球 圏 に 雌 伏 し た 
デラ ー ズ ・ フ リー ト の 首 則 
一 年 戦争 終結 後 、 地 球 連邦 へ の 屈 従 を 良し と し “ 
な い ジ オン 公国 軍人 は 、 ふ た つの 道 を 歩ん だ 。 ひと 
つ は 地球 園 を 話 れ て アク シズ に 逃れ る 道 。 も 20 と 二 * 宮 写 宮 " 
つ は 、 地球 園 に 残っ て 潜伏 する 道 。 そし て 、 後者 の 上 77/」 
FP 


中 で 戦後 の 地球 連邦 に 反旗 を 福 し た 者 が いた 。 
それ が 、 エギ ー ユ ・ デ ラー ズ で ある 。 

デラ ー ズ は 一 年 戦争 に お いて 宇宙 攻 
撃 軍 ノ ロモ ン 防 空 隊 で グ ワ デン の 艦長 
を 務め 、 の ち に ア ・ バ オア ・ ク ー 統 
一 軍 総 帥 直属 艦隊 司令 と な っ た 。 
だ が 、 ア ・ バ オア ・ ク ー 戦 に お ける ギ 
レン ・ ザ ビ 総 帥 の 戦 リア ・ ザ 
ビ の 課 略 を 感じ た デラ ー ズ は 、 い ち 早 く 
戦線 を 離脱 する 。 そし て 、 アク シズ に 向かう 
同胞 た ちと 挫 を 分 か ち 、 地 球 園 に 留まっ て 「 デ 
ラー ズ ・ フ リー ト ] を 結成 。 己 の 大 義 を 追い 求 
め て 兵 を 起こ し た の だ っ た 。 


計 一 年 戦争 の 敗 紅 で 民放 = 
を 味わい な が ら 5、 ジ オォ ン 


9/ 
he Ti 


開発 計画 本 
族 式 と いっ た が 況 を 巧み 
に 利用 し て 尊 軸 な 作戦 
を 立 字 し 、 コロニー 落と し 


作戦 を 葉 し 送 げ た 。 その 
吉 は アク シズ に 昼 け 絢 
が れる こと に な る 。 


開発 計画 ] を 察知 する と 、 
戦 「 星 の 選 」 作戦 
ベル ・ ガ トー を 地球 に 


更に ある ジ 軍 の 暗部 に 嫌 


マ の 裏切り を 招く 。 コロ ニー の 地球 


め の 捨 て 石 と な る 覚悟 表し た デラ ー ズ は 、 そ れ を 理解 
の 凶 弾 に 倒れ 、「 星 の 
の 生涯 を 閉じ た の で ある 


移す 一 方 


兵 を 月 面 都市 や サイ ド 


計画 の 情報 が も 
到 な 準備 の 下 
フリ 
に 耐え 得る し 
彼 自 身 も 作戦 中 に 「2 本 目 の 矢 は 放 て な 


ラー ズ は 複雑 な 表情 
で きた 性 成 本 


ア ・ バ オア ・ ク ー に お ける 撤退 戦 


こ で は 、 第 603 技 術 試 験 隊 を 編入 し 


< ン 戦 闘 大 隊 に よる 撤退 支援 が 行わ れ 、 地 球 アー 
h た 。 


連邦 軍 の 追加 部 際 と の 激しい 戦闘 が 履 開 8 


部 603 打 層 に よっ て 還 
用 され た ビグ ・ ラ ング 。 モ 
秋 剛 を 去 え た 


Ma 45 
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プイ エン ° ビッ ター i 


人 Newen Bitter 


リ ピッタ 
区 地 の 完 率 カ の 保 特 に 不可 
欠 で ある こと を 穴 し た と され る 。 


関連 ファ イル 
MS.06F-2 ザク MF2 型 


も の で ある 。 


本 加 圭 ガ ンダ ム 00B3 スタ ー ダ スト メモ リー 


|PERSONAL PROFILE_ 


兵 た ち は よ く 戦 うた 、 
肖 々 の 志 は 
選 の 層 | 作戦 に 受け 締 が れる 


司令 官 と し て 果たし た 苦渋 の 決断 


pe 


= 


ー ビ ル の 挫折 に よ 
男 が 特定 され る こと ど 


MORE INFO! 


アル ピオ ン 隊 と の 戦い の 
身 を 散ら 


て に ピッ ター は その 


: の で ある 。 お そら 
で きた こと こそ 


還 デ アナ ベル ・ ガ トー 
地 か ら 試 作 2 号 機 を 強 窒 し た ガ 
厚意 で 衛星 軌道 上 の 艇 


胸 に 、 ガ トー は 「 星 の 
層 」 作戦 の 完 居 の 決意 
を 新た に する の 


基地 の 位 


の 右腕 で ある ヴァ ー ル は 、 基 地 と 残 
死 し て 名 を 残す より も 
果たし て 飲 
ー の 想い を 悟 
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キシ リア ・ ザ ビ 


® Kycilia Zabi 


ZEON 


et NC 


CE2PZ7 


PERSONAL PROFILE 


を 取り 巻い た 権力 構造 


| 人 能 還 SDOEfEg 


MORE INFO! キシ リア が 設立 を 指示 し た 公 | 


球 各地 の 工作 員 と 連携! 


球 連 郊 軍 の 音 水 放 を 履 條 し た 


国 


画 フラ ナガ ン 機 関 


民間 団体 を 装っ た ジオ 


フラ ナガ ン 機 関 の 主 宰 を 移 め め た 
市 民 の 民間 人 科学 者 。 10 数 生 


neD2 sm9MM 
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PERSONAL PROFILE CR) mg02 mA 


ア ・ パ オア ・ ク ー の ジ 


る Garrison in A Baoa Qu 


RELATIONS 


| 


@) Ume 


る (で 一 
ーー 
MS ・ MA 開発 工 琴 と し て も 


人 ジオ ング の 整備 兵 4 学徒 兵 jo 


可動 剛士 ガン ダム 


PERSONAL PROFILE 


アサ グラ 


る 面 笛 的 な 事件 の 直後 
要 寄 内 に は 失 様 な 空気 


字 栖 兵 は 、 ゲルググ: 
と ガン ダム の 四 い に 参 き 込ま きれ 戦死 し た 


MT 


に 
その 他 の 兵員 


4 


ラ 
ず ギレ ン も 笑 祭 で ある キシ リア 
南 た れる と は 思っ て お ら 


目 二 | 了 . 挟 史 Wz と ころ を 衝 わ れ て 


し まっ た 。 
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ロ ザ ミ ア ・ バ ダム We 


階級 少尉 一 中 慰 
. 出身 不明 
Rosamia Badam 所 MS 旭 


MRX-055 
パウ ンド ・ ド ッ ク 
チ ィ ター ンズ が 軍用 し た ニ 
[ARACTE と の タイ プ 東 用 可愛 MA。 

| a な 上 半身 に マッ シブ な 下 洗 信 


\ に 悪 り 立て る た め 、 研 究 者 
| 落と し に 対す る 副 怖 選 


MRX-010 
サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-H 


ティ ター ンズ が 軍用 し 
タイ プ 革 用 大 民 可 恋 MA。 サ 
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私 は ロサ ミア だ ! 


ロサ ミ あ れ じ や な い 1! 


過度 の 記憶 操作 が も た らし た 悲劇 


大 切な も の と 引き 換え に し た 戦闘 能 力 | 


MORE INFO! 

画 ロ ー レ ン ・ ナ カモ ト 
[の オー ガス タ 研 究 所 か ら テ ィ タ 
の 兄 役 を 演 


自身 が ロ ザ ミア を 本 11 
な は 不明 だ た が. 肖 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


L7 | me02 sr285 
ヤ ザ ン ・ ゲ ー プ ブル 編 


Case of Yazan Gable 


戦役 で 猛威 を 振る っ た ティ ター ンズ の 凄腕 パイ ロッ ト 、 ヤ ザン ・ 
ブル 。 [野獣] と 評 さ れ た 男 の よ 、 強い 自我 が 表れ て いた 


WE 三 馬 
。 あ の グル 


グリ プス 戦役 に 解き 放 た れ た 野 献 
ーー その 強烈 な 戦闘 衝動 と 自意識 


U.C.0087.08.24 ニー 
フォ ン ・ プ ラウ ン か ら 撤 退 を し て 、 補給 を 済ま せれ ば これ だ 
俺 た ち は ジ ャ マイ カン の 玩具 か ! 


エゥーゴ の アー ガマ 隊 と 初め て 本 格 的 に 相対 し た ビダン を は じ め と する アー ガマ の MS 隊 を 圧倒 し な が 
フォ ン ・ ブ ラウ ン で 、 意 に 沿わ ぬ 搬 退 を 強い られ た ヤ ら 、 ジ ャ マイ カン の 判断 に よっ て 科 退 を 余儀 な くさ れ 
ザン は 、 さ ら に 不愉快 な 思い を する こと に な る 。 ジャ マ た 。 その フラ スト レー ショ ン に 加え 、 コロ ニー 落と し と い 
イカ ン ・ ダ ニン ガン が 発案 し た 月 へ の コロ ニー 落と し う 己 の 力 が 関与 し な い 作戦 を 考え 出し た ジャ マイ カン 
作戦 に 組み 込ま れ た た めで ある 。 思う よう に 戦う 機会 。 に 、 ヤ ザン は 心底 想っ て いた の で ある 。 先 の 言葉 に 
を 与え られ な い 茹 立 ヤ ザ ン は 上 官 で ある ジャ マ は 、 明 力 的 で あり な が ら も 純粋 な 力 勝 仙 を 好む ヤ ザ ン 
イカ ン に 対す る 批判 を 平然 と 言い 放つ の だ の 性 格 と 、 そ れ に そぐわ な けれ ば 上 官 批判 も 辞 さ な い 

フォ ン ・ ブ プラ ウン の 防衛 戦 で 、 ヤ ザン は カミ 職業 軍人 らし か ら ぬ 気質 が 浴 み 出 て いた と 言え る 。 


M 
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コロ ニー 落と し に 失敗 し て グリ プス へ の 帰還 の 途 
上 に あっ た アレ キサ ンド リア で 、 ヤ ザン は ジャ マイ カン 
の 意図 を 無視 し て 追撃 する エゥーゴ 艦隊 を 叩 こう と し 
た 。 コロ ニー 落と し の よう な 邪道 を 用 いた 落と し 前 を 
つけ る べく 、 中 隊 を 率い て 出撃 する ヤ ザン 。 その 部 隊 
の 中 に 、 実戦 を 経験 し て 間 も な い アド ル ・ ゼ ノ の 姿 が 
あっ た 。 瑞 か ら の 攻撃 に 居 え を 見 せる アド ル に 、 ヤ ザ 
ン は 自ら が 戦 だ 教訓 を 伝え る の だ っ た 


軍 の 規律 を 物 と も せ ず 、 戦 闘 手 と も 受け 取ら れ か 
ね な い 強 烈 な 個性 の ヤ ザ ン は 、 当然 な が ら 上 官 か ら 
の 受け も 悪かっ : が 、 それ と は 対照 的 に 、 部 下 か 
ら の 信望 は 決し て 悪い も の で は な か っ た 。 ヤギ ザ ン は 自 
分 と 同じ よう に 戦場 で 命 の 遣り 取り を する パイ ロッ ト に 
は 理解 を 示し 、 部 下 の 面倒 は 親身 に 見 た の で ある , 
アド ル に 掛け た 言葉 も 、 戦 闘 に 不慣れ な 部 下 に 対す 
る ヤ ザ ン な り の 気遣い だ っ た の で あろ う 


エゥーゴ 追撃 艦隊 へ の 攻撃 い C、 ヤ ザン は 敵 
を アレ キサ ンド リア 付近 に 引き 込 も うと し た 。 そ ヤ ザ ン に と っ て 、 ジ ャ マイ カン は 気 に 食わ な い 上 官 
は 、 友 軍艦 の 戦力 を 活用 し よ た 戦術 的 判断 と の 何者 で も な か っ た 。 それ で も 、 意 味 も な く 殺 害 
ジャ マイ カン を 細か そう と し た 個人 的 な 感情 の ふた つ に 至る ほど 、 ヤ ザン は 無法 者 で も な けれ ば 考え な し で 
の 意図 が あっ た 。 し か し 、 味 方 を 巻き 込ん だ アレ キサ 『 
ンド リア か ら の 砲撃 が 、 ヤ ザン に ジャ マイ カン の 誠 殺 と 
つ 目 の 思 感 を 生む 。 自 に し て スー パー・ ガ 
ンダ ム を 誘導 し 、 ア レキ サン ドリ ア の 艦橋 を 狙撃 させ 。 ジャ マイ カン を 謀殺 し た の で 


U.C.0087.09 
俺 の 乗る 艦 に は 、 旧式 な 人 形 も 
その 半端 な 戦闘 人 形 な ん か も 、 乗せ て お きた く な い の き 


ジャ マイ カン を 課 欠 し た の ち 、 ヤ ザン は パプ テマ ス ・ 生粋 の 
シロ ッ コ の 意向 で 再び アレ キサ ンド リア の 所 属 体 の 知れ な い 存 在 に 長い E 
は 、 エ リー ト 気 質 で 自分 と は 肌 の 合わ 譜 で は な い 。 加え 
ジェ リド ・ メ サ だ け で な く 、 シ ロッ コ が 選ん ー タ イプ 能力 を 与え ら 
プ 候 捕 生 の サラ ・ ザ ビア ロフ も いた 。 その し 半端 な 戦闘 人 形 ] 
つけ る か の よう に 、 ハ イザ ッ ク を 艦 か ら 放り 出 そ う と す の 力 以外 に 頼る 、 す な わ て の 3 

ン 。 理由 を 詰問 する ジェ リド に 、 ヤ ザン は サラ 織 悪 感 の 表れ で あろ う 。 周囲 の 反応 な ど 意 
る 調子 で 言葉 を 返す の だ っ た 我 が 道 を 突き 進む ヤ ザ ン らし い 発言 だ っ た 


タイ プ と いう 得 


か っ た と 


U.C.0088.02.81 宇宙 ・ グ リブ プス ら 軸 域 49 話 


お まえ も その 伸 間 に 入れ て や る っ て ん だ よ ! 


グリ プス 戦役 末期 、 シロ ッ コ と 手 を 組ん だ ヤ ザ ン は 貢 味 
彼 の 思惑 に 乗り つつ も 自ら の 欲望 の まま に 戦場 を 駆 ヤ ザ ン に と - 


入り 乱れ る グリ プス 戦役 末期 の 戦場 は 
ら の 力 を 示す 絶好 の 舞台 


け 巡 っ た 叫 の その ヤ ザ て みれ ば 、 戦 いで 人 が 死ぬ の 
昔 い の 中 ケ ナ ー ユ の 過ぎ な か っ た 
を 死に 追い や り . ユ の な し カミ ー ユ の 叫び を 一 巴 だ 


人 荒 げ ける 。 に せ ず 、 獲 物 の ひ 
喜 悦 を 隠 暴 性 を 吉 わ に し た ヤ ザン 


た の で ある 徐 れ て 


起り を 呼ぶ 。 し か し 
ユ を 前 に し て な お 、 ヤ ザン は 戦 
そう と も せ ず 、 敵意 を 剥き 出し し 


し て 狩 ろう と し た の だ ろう 。 凶 
に は 、 そ うし た 仙 慢 が 


MORE INFO! 
シロ ッ コ と の 関係 グリ プス 戦役 後 の 行動 


wa 
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出身 サイ ド 7 


Hayato Kobayashi 人 MS- 放 人 


地球 連邦 の 腐敗 に 起ち 上 が っ た 
カラ バ の 中 心 メ ン バ ー 


EE 性 が ある 危険 人 物 
館長 閑職 ( 
地球 連邦 軍 の 体質 


四 想 放 き |!S ペ ーー へ コキ 
はい 区 各 肖 選 ご 放 記 愛 選 大 競 


度 ぐ らい の 個 然 で 、 
それ が お まえ の 才能 だ と 
思う の は 埋 半 だ ! ! 


U.C.0087 アス 戦役 に お いて 、 ハ ヤ ト は カ 
の 中 心 的 存在 と な っ て エゥーゴ の 支援 に 春 走 し た 
デン が クワ トロ ・ パ ジー ナ の 正体 に 言及 ! 


ヤ ト の 一 綱 し た 決意 が 表れ て | 
一 方 で 、 カ ツ に 対し て は 指揮 官 と し て 
取り な が ら も 、 地 球 の 生活 か ら 抜け 出 i 
の 意思 を 波 み 、 エ ウゥ ー ゴ へ の 参加 と 宇宙 行き を 容認 
た 。 し か し 、 宇 宙 の 環境 が カツ を 成長 させ る と 考え て 送 
り 出 し た ハヤ ト の 親心 が 仙 と な り 、 グ リプ ス 戦 役 末期 


を 補 引 し た ハヤ ト の 戦い 


ハヤ ト は エ よる ジャ ブロ ー 侵 攻 作 戦 に お いて 
ョ ッ ト の 宇宙 へ の 帰 二 を 支援 し その まま アウ ド 


て 北米 が ー- ホ ンコ ン 、 ニ ュー ギ ニ 
その 後 は て 再起 し た アム ロ 
北欧 を 拠点 に 2 バ の 活動 に 従事 


ダカール に に お ける 地球 連 議会 の 占拠 
突入 を 指揮 し 


た ハヤ ト は 、 第 

ネオ ・ ジ オン 戦争 で も 引き 続き アウ ドム ラ で 指揮 を 

幸 っ た 。 ネオ ・ ジ オン に 占 携 され た ダカール の 吾 還 人 

戦 に お いて は 、 プラ イト ・ ノ ア の アー ガマ と 連携 し て ネオ 

オン 放 系 サダ ラー ン を 後退 させ て いる 。 さら に 、 ハ ヤ ト 

は ダブ の コロ ニー 落と し で 市 民 の 教 助 作業 に あ 
た り 、 その 最 中 に 戦死 し た の だ っ た 


ハマ ー ン も 評価 し た 指揮 能力 | 

アウ ドム ラ の 機長 を 務め た ハヤ ト は 、 果 敢 な 指揮 
を 挙げ 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 の ダ カ ー 
た 手並み 」 と 本 嘆 され 


や 情報 収集 な ど 、 様 々 な 分 野 で 活躍 し て いる 
0 て の 技量 も 衰え て は いな か っ た よ 
ガリ ン の 戦闘 に お いて は ド ・ ダ イ 改 を 操縦 し て 戦っ た 


年 軸 争 の 順 か ら の 埋 鹿 な 玉林 を 生か 
気 な 福 作 を 堆 る こと も あっ た 。 ま た 洪 入 と し て も 面 いた 


ダカール 清 説 を 終え た 


に 狂わ れ た ジュ 
末 模 の 埋 発 に 呑み 込ま れ て 


MORE INFO! " カラ バ の メン バー 


| 


ハヤ ト が 指揮 を 内 っ た アウ ドム ラ は カラ バ を 
代表 する 実 仁 部 大 で あり 、 一 年 戦争 の エー ス 
で も 


瑞 ベル トー チカ ー イ ル マ 


カラ バ に と っ て 、 非常 に 重要 で あっ た と 言え る 


を 講 較 し て 幅 
本 行動 を 取っ た 


Wa- ィ シラ ィ 
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人 エサ サイ ド 部 隊 に にせ : = $ 


Suicide Corps Hn 


ル ジ ャ ー ナ 領 の 地位 向上 を 目指 し た 
範 敢 な 兵士 た ちの 戦い 
イン グレ ッ サ 頒 に 次 ぐ 、 
北ア メリ ア 大 陸 の 第 二 
勢力 で あっ た ル ジ ャ ー 
ナ 額 。 その 軍隊 で ある 
ル ジ ャ ー ナ ・ ミ リ シ ャ は 、 
マウ ン テ ン ・ サ イク ル か 
ら ボ ポル ジャ ー ノ ン を 発 握 し 
た こと を 機 に 、MS 部 隊 を 結 
成す る 。 それ が ギャ バン ・ グ ー ニ ー を リー ダー と 
し た スエ サイ ド 部 隊 で あっ た 。 ル ジ ャ ー ナ 領 の 
優秀 飛行機 乗り に よっ て 結成 され た 部 隊 は 、 
ル ジ ャ ー ナ 領 を 田 か す 危険 分 子 の 打倒 と 、MS 
の きら な る 発掘 を 主任 務 と し 、 その 結果 と し て イン グ 
レッ サ ・ ミ リ シ ャ に 勝る 軍事 力 を 得 よ うと し て いた 。 だ 
が 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター の 條 威 、 そ し て 「 昧 歴史 」 
と いう 未知 の 文明 に 、 彼 ら は 振り 回 され る こと に な っ 
た の で ある 。 
民 坦 推 打 官 マ り ガン の 
捧 示 で 動 し た スエ ヴイ 
ド 部 阿 。 ムー ン レ ィ ス 狩り 
を ど 、 当初 は 非 人 運 
な 作戦 に その 区 力 を 使っ 
て いた を 。 


ム スエ サイ ド 部 隊 際 員 


エサ イト 前 訂 を 編 着 し た 。 


ギャ パン ・ グ ダー ニー 

ギャ パン は 、 ス エサ イド 部 隊 の リー ダー と し て 上 
部 下 問わ ず 信頼 を 得 て い た 人 物 で ある 。 彼 の ル ジ ャ ー 
ナ に 尽く す 姿 勢 は 、 スエ サイ ド 部 胡 の 名 に 区 じ な いも の 
と し て 、 イ ング レッ サ ・ ミ リ シ ャ の 兵士 た ちか ら も 一 目 置 
か れ で いた 。 プラ イベ ー ト で は 、 イ ング レッ サ ・ ミ リ シ ャ 
に 所 属す る ソシエ へ の 求婚 が 実り 、 婚約 。 この 出来 事 
は 、 ミ リ シ ャ の 連携 を より スム ー ズ に する と 期待 され た 。 
だ が 、 ロ スト ・ マ ウン テン で の 発掘 作業 の 最 中 、 彼 は 
選 明 し た ディ アナ ・ カ ウン ター か ら ある 鍵 弾 を 強 英 する 。 
それ は 療 忌 の 兵器 栓 」 で あっ た が 、 ギ ャ パン が その 人生 
威 を 知る 由 も な く 、 爆弾 を 手 に 戦闘 を 継続 。 その 結果 、 
粒 弾 は 爆発 し 、 彼 は 志 半 ば で 命 を 落と し た の で ある 。 


エイ ムズ 


ギャ パン の 右腕 と し て 、 ス エサ イド 部 隊 を 支え て いた 
大 男 。 ギャ バン の 死後 は 彼 の 適 志 を 継い で リー ダー を 
引き 受け 、 カリ スマ を 失っ た 部 隊 を 事 引 。 宇宙 戦 開 で あ 
る ウィ ル ゲ ム に 乗り 込み 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター の 本 損 
地 で ある 月 に も 上 陸 し た 。 


実直 な 人 全 で 。 ギャ パン へ の 選 度 


も も 緒 か っ た 。 ギャ バン ゲ 村 間 革 
に あお 込 まれ た 拍 も . ロラ ン セ アッ 


ギャ パン の 死後 、 エ イム ズ と 共に スエ サイ ド 部 隊 を 盛 
り 立 て た 青年 パイ ロッ ト 。 軽口 を 叩く こと も あっ た が 、 現 
状 認識 力 は 高く 、 冷 静 に 物事 を 見 る こと が で きた 。 宇 
宙 で は ムー ン レ イィ ス の 高い 技術 力 を 肌 で 感じ る と 共に 、 
その 人 柄 に も 触れ た こと で 差別 心 あ なくなっ た よう だ 。 


スエ サイ ド 部 隊 隊 員 


スエ サイ ド 部 議 に 参加 し た パイ ロッ ト た ち 。 ボル ジャ ー 
ノン の 操 継 を マス ター する な ど 、 ル ジャ ー ナ ・ ミ リ シ ャ の 
中 で も 高い 能力 を 持っ て いた 。 剖 隊 結成 後 も 月 側 と の 
活力 差 は 大 きか っ た が 、 優れ た チー ム ワ ー ク と 個々 の 
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ドモ ン の 前 に 立ち は だ か っ た 
最大 に し て 最強 の 人 物 


第 12 回 ガン ダム ファ イト の 優勝 者 で あり 、 流派 ・ 
東方 不敗 の 創設 者 、 さ ら に シャ ッ フル 同 盟 の 一 員 で 
も ある 稀代 の 武 調 家 マス ター・ ア ジア が 、 デ ビル ガ 
ンダ ム を 包 る 一 連 の 事変 に 加担 し た の は 何故 な の 
か ? それ は 、 徳 が 目 に し た あま り に も 表し い 現実 に 起 
因 し て いる 。 第 12 回 大 会 に ネオ ホン コン 代表 と し て 
出場 し た マス ター は 持て る 力 の すべ て を 発揮 し 、 並 
み 居 る 強 京 を 下 し 立っ た 。 だ が 詳 利 の 余 
字 を 帆 み 締め る の も 束の間 、 ふ と 背後 に 目 を 転じ た 
マス ター は 、 勝利 の 名 の 下 に 己 が 為 し た 所 業 を 目 の 
当たり に する こと と な る 。 鵜 多 の 闘い に 晒さ れ た 地 
上 は 醒 く 荒れ 果 だ 廃 雄 が 広がる だ け だ アベ 
た の だ 。 闘う こと に 囚われ て 天地 自然 の 荒廃 
に 気付 か を か っ た ば か りか 、 その 一 賢 を 担っ て 
し まっ た マス ター の 絶望 感 は や が て 人 吾 へ の 
憎しみ へ と 転化 。 地球 汚染 の 元凶 は 人 間 と す 
台 か れ て し まっ た の で ある 


その 人 表 
を 作 洒 し 、 地 信 
生生 手 R 


RELATION クー ロン ガン ダム アイル 


GF13-001NH 関連 フ 


BF13-001NHL 
マス ター ガン ダム 
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PERSONAL PROFILE 
この が カ 沸 系 が 


地球 環境 の 再生 の た め に 人 間 を 排除 し . 
スタ ー の 前 に 、 その 目論み を 果たす た め の 力 が 出現 し た 
ネオ ジャ パン ・ コ ロニ ー か ら 逸 走 し た アル ティ メッ ト ガ ンダ ム 
デビ ル ガ ン ダム ) と 、 そ の パイ ロッ ト で ある キョ ウ 
' あ る 。 デビ ル ガ ン ダム を 構成 する DG 細 乃 


再生 の カギ と な る と 判断 し た マス ター は 、 そ の 力 を 行使 し 
よう と する 。 だ が それ に は ひと つの 問題 が あっ た 。 デビ ル 
ガン ダム の 能力 を 発揮 させ る に は 機能 中 枢 と な る 生体 ユ 


ニッ 小 の 存在 が 不可 欠 で ある こと が 判明 し : 


だ 。 と は し 


え マ スタ ー ほ どの 武 開 家 な ら 生体 ユニ ッ ト と し て は 申し 分 
な く 、 な ん ら 問 題 は な い は ず で ある 。 し か し この 時 、 すでに 
マス ター の 肉体 は 不治の病 に 俣 され て お り 、 生 体 ユ ニ 


ト と し て は 不適 格 だ っ た の だ 。 また キョ ウジ も 大 気 園 突入 
の 際 に 番 傷 を 負っ て お り 、 この まま で は マス ター の 計画 は 
水泡 に 帰す と 思わ れ た 。 それ で も 地球 環境 の 再生 に 疾 


ける 彼 の 熱 便 は 冷め る は ず も な く 、 つ い に 砂 案 を 思い 付 = 
いた 。 キョ ウジ の 弟 で あり 自分 の 愛 弟子 で ある ドモ ン - カ > " に 
シュ を 、 ガ ンダ ム フ ァ イト を 通じ て 最高 の 武闘 宣 に 育て 上 きも 、%2 タ この 馬 に 9 ーー 


げ 、 その 強 万 な 肉体 を 生体 ユニ に 利用 し よう と 考え た 
の だ 。 か つて 自ら 厳し い 稽古 を つけ 、 「 キ ング ・ オ ブ ・ ハ ー 
ト ] の 称号 を 受け 継い だ ドモ ン な ら ば デビ ル ガ ン ダム の 
能力 を 十 全 に 発揮 で きる に 違い な い 一 一 そう 確信 し た マ 
スタ ー は 密か に 行動 を 開始 。 ネオ ジャ パン 代表 と し て 第 
13 回 大 会 に 出場 し た ドモ ン に 接近 を 図っ た の だ っ た 


地球 環境 の 再生 に 着手 それ に は 高 
度 な 政治 力 が 不可 欠 と され た 。 ドモ ン を ガン ダム ファ イト 
に 読 い 出す お 暦 立て (試合 の 来 配 な ど ) を する と 同時 に 
華 備 が 完了 する まで の 間 、 世 間 の 耳目 か ら デビ ル ガ ン ダ 
ム を 隠匿 し て お く の は 、 一 介 の 武 賠 家 の 手 に 余る 所 挟 

た の で ある 。 そこ で や む な く マス ター が 助力 を 請う た の 
が ネオ ホン コン 首相 で あり 、 第 13 回 大 会 開催 委員 長 の 
ン ・ ユ ン フ ァ だ っ た 。 マス ター の 正眼 を も っ て ウォ ン の 
族 黒 さ に 気付 け な か えな い 。 それ で も 開催 委 
員 長 が 持つ 権限 に は 代え 難く 、 危険 を 承知 で 手 を 組ん 
だ の で ある 。 以後 、 ウ ォ ン の 後ろ 盾 を 得 た マス ター は ドモ 
ン を 選 に 掛け る べく 権 謀 術 数 を 張り 巡ら し て いく 。 だ が ウォ 
ン の 悪 草 は マス ター の 予想 を 遥か に 上 回 り 、 私 
欲 の た め に デビ ル ガ ン ダム の 力 を 行使 し よう と 画策 。 マス 
ター の 計画 は 徐々 に 持 じ 曲げ けら れる こと に な る の だ っ た 


マス ター 


拓夫 すべ き 存 在 


派 ・ 東 方 不敗 の 開 福 と し て | 


マス ター が 編み 出し た 流派 東方 不 政 は 、 一 説 に よ MORE INFO ! マス ター・ ア ジア の 愛馬 「 風 雲 再起 
れ ば 天 と 地 の 雲 気 を 交 生 と し 、 天 地 自 大 いな る カ 性 界 を 放 満 する マス ター・ ア ジア に 付き 全う 、 ブ プー ん 
3 ー・ ア ジア に 付き 科 う 
を 受け て 義生 し た と され る (地球 環境 の 汚染 を マス ター が 履 震 再起 で ある 。 白い 毛並み に 時 いた て が み 、 ひ 4 7 と 
が 嘆い た の は 、 この こと に 関係 し て いる らし い )。 その カ と た び 惑 けれ ば 風 の 名 < 疾走 する と 言わ れ 、 そ の 2 ) 人 
に は 知性 を 示す 光 を 宿 し て いる 。 その 次 に マス ター・ GE 
アジ ア も 昼 れ 込み 、 人 間 と 動物 な が ら 深い 絆 で 結ば ん ka 
2 れ て いた 。 まさ に 「 人 用 一体 』 の 呼び 名 が 相応 し い i とべ 
者 は マス ター と ドモ ン な ど 、 ご く 少数 だ っ た と され る = N ト 
ゃ ルン 
Mk 
J 
+ 


マス ター を 矢 つ た 内 再起 は ドモ 
同人 で いる 。 そし て デビ ルカ ガン 
と な り . レイ の 


モビ ル ホ ー ス の 提 茜 も こなす こと が で きる | 
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PERSONAL PROFILE 


マス ター・ ア ジア 編 


Case of Master Asia 


レ た ネオ ホン コン 代表 の ガン ダム ファ イ 


ドモ ン に 立ち は だ か っ た 
第 12 同 ガン ダム ファ イト の 市 者 


国家 間 の 代理 戦争 と し て 制定 され 、 未 来世 紀 の 称号 を 持つ シャ ッ フ ル 同 回 の リー ダー で も あっ た 彼 

ター ト し た ガン ダム ファ イト 。 4 年 に 1 度 参戦 。 デス アー ミー の 侵攻 
会 で は 、 世 界 各地 か ら 主 導 権 
獲得 を 目指 し て 多彩 な 武闘 家 た ち が 参 戦 し て いた 。 そ 
で も 優勝 の 最 有 了 力 候 補 と し て 挙げ られ 
前 を 圧倒 的 な 強 さ で 制 し た ネオ 
ンダ ム フ ァ イタ ー、 マ スタ ー・ ア ジア 
の 体得 者 で あり 、「 キ ング ・ オ ブ ・ ハ ー ト は 


ンダ ム 


ファ イタ ー で ある ドモ ン ・ カ ッシュ に 、 対 デス アー 
ミー 戦へ の 共闘 を 呼び 掛け る マス ター。 師匠 の 頼み 
と あら ば ドモ ン は それ を 快諾 。 だ が 、 マ スタ ー の 動き に 


"不穏 な 影 が 見 られ た の で ある 


ドモ ン を 味方 に 付け よう と し た マス ター の 真 の 目 
+ ょ キョ ウジ が 生体 ユニ ッ ト と し て 取り 込ま 
ダム を 用 いて 人 類 を 抹 帝 し 、 荒 
こと で あっ た 。 だ が 、 マ スタ ー の 


狂 攻 を 仕掛 けた 。 これ に 対し ドモ ン 

の 起り か ら 
ts 
と し て の 未熟 を 感 じ 取 
よう な 痛烈 な 言葉 を 浴び せる 。 真っ 向 か 
どこ か 彼 の 戦い へ の 


や は り 師 匠 


こと に な る 。 ドモ ン の 潜在 能 
力 を 危険 複 し て し ター は 、 ギ アナ 高地 に 特 玉 


出かけ た 彼 を 追い か け 、 デ ビル ガン ダム と デス アー 


ネオ ホン コン 


人 間 な ど 、 も は や この 地球 に は 無用 の 存在 ! 


だ か ら こ そ 、 だ か ら こ そ を 、 この ワシ は ! 


ギア ナ 高 地 で ドモ ン に 敗れ た は ず の マス ター で あ , 
トン コン で 開催 され た 決勝 大 
を 見 せ て いた 。 彼 は ネオ ホン コン 首相 ウ 
ン ・ ユ ン フ ァ と 共に 決勝 大 会 を 牛耳る 立場 に あり 

の 対戦 スケ ジュ ー ル すら コン トロ ー ル し 


た が 


の よ 


ち 上 が り 、 ネ オド イ 


マス ター の サポ ー ト も あり 
勝利 。 ラン タオ 島 で の 決勝 パト ルロイ 
出し た 。 これ に より 、 マ スタ ー と ドモ 


掲げ た マス ター 


ドモ ン と の 決戦 に 敗れ た マス タ 


画 流派 ・ 東 方 不 敢 の 口上 
si 湖 泊 ! 東方 不敗 は 1! 
sz: 王者 の 風 よ !! 


MORE INFO! 
ドモ ン と の 


絆 を 示す 


OH : 狗 新 ! 

"> 薩 叶 ! 

8 emo 天 相 全 見 よ ! 
TO 東方 は 赤く 燃え て いる ぅ 3! 


に は 当然 


そ 
た の で あ 
自身 の ライ バル に な る で あ 
彼 は 不 公平 な 戦 


ドモ ン は シュ バル ツ に も 
ヤル に 全勝 で 進 
直接 対決 が 実 


流派 ・ 東 方 不敗 を 体得 し た 者 同 


の まま 意識 


代表 の シュ バル ツ ・ ブ ルー ダー と の 全勝 対決 を 迎え 
シュ バル ツ の 実力 を 知る マス ター は ドモ ン の 危機 
彼 を ネオ ホン コン の 郊外 に 呼び 出す 


授 
爺 


地球 環境 を 願 み 


ム フ ァ イト と い 
な い 人 類 を 批判 し た 


ム に 浮か れ 
ある 


士 の 激しい 
マス タ 


ァ イ ト は 、 第 13 回 
は 自身 の 意図 を 


ろう と し な い ド モ 


言葉 を 放っ た 


現す る 。 そこ は 、 拳 と 符 を 合わ せる だ け で な く 、 己 の 想 。 が 、 ド モン も 折れ る こと な 5 また 自然 の - 

い を ぶつ け 合 う 場 と な っ た 。 デビ ル ガ ン ダム を 崇拝 する 。 と 断じて 、 マ スタ ー の 考え を 真っ 向 か ら 否定 し た の で 
マス ター に 異 を 唱え る ドモ ン 、 対 し て 地球 を 劇 壊 させ る 互い 
ガン ダム ファ イト と いう 贅 講 に 気付 き 、 人 類 の 抹殺 を し た 戦い を 繰り 広げ マス 


た 弟子 の 前 に 膝 を 折る の 


を 失っ て し まう 。 不治の病 に 置 され た 体 を 押し て 、 騙 『 過 ち で あっ た の を 認め 

し 騙し 戦っ て いた マス ター で ある が 、 ド モン と の ファ イ ャ ッ フル 同一 に 、 地球 の 

ト に よっ て 致命 的 な ダメ ー ジ を 授け て し まっ た の だ 。 ド た 。 マス ター は 、 ネ オシ ン 
モン に 抱き か か えら れ 、 彼 の 腔 の 中 で 目 を 覚まし た マ ジ t て し まい 、 そ の まま 対 
スタ ー。 ふたり に も は や これ まで の わだかまり は な く 立 する 関係 と な さだ め ) を 感 し 
以前 と 同じ よう な 侯 子 ] と し て の 強固 な 絆 "な が ら 、 静 か に 息 を 

が ある の み で あ マス ター は 、 再 び 「 師 匠 」 と 呼 


! 


a x 47-16 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


Lx) neD2 sr D8n 


フロ スト 兄弟 mm 


Shagia Frost & Olba Frost 


4 オル バ ・ ブ ロス ト 


サー ゴ 


関連 ファ イル 


回 > 日 


剛直 委 に い た 兄 間 の 集 送 = | 


能力 と 知 謀 | 


棒 


MORE INFO! 


PERSONAL PROFILE EY 
リガ ・ ミ リティ ア の メン バー 謀 


League Militaire's Members 


リ が ・ ミ リティ ア の 戦い に 
身 を 投 し た 戦 王 た ち 


ーー 較  。 。 計 や 2 の 


(影武者 ) 


FT 


PERSONAL PROFILE ‘ i V D2 sie 13A 


ナム | 上 が っ た リー ン ホ ー ス に 合 
流し 、 そ の 指揮 を 執る だ が 、 実質 的 な 指揮 
ルト ・ ゴ メス で あり 、 ジン ・ ジ ャ ハナ ム 自 身 は お 
な か っ た 。 実際 、 彼 は 数 多く いる 影武者 の 
ン リ ー ク に [置物 の 理 」 と 
は 無能 者 扱い され 
・ ギ リー 攻略 戦 に 際 し て 戦 第 ガ 
ァ イ ー ド 1 の 回 収 と リー ン ホ 


て 、 戦 争 の 最終 
彼 


ス Jr. の 特 玉 


さて で ぁ 
ee 


間 
を 
a 


軍 の 地球 クリ ー ン 作戦 に 際 し て 
タン ピコ 防衛 線 の 戦闘 に 参加 し た り ガ 7 

パー。 メカ だ っ た ミズ ホ は 、 自 分 
撃 を 仕掛 ける も 、 そ の 下敷 き 


た も 、 艦 条 射 撃 に 巻き 込ま れ て 戦死 し て いる 


ご の 中 ザ 
リガ ・ ミ リティ ア の 地下 工場 か と 
イッ グ を 戦場 に 選ん だ 者 も いた 


カー ル 調 田宮 の MAS を 革 
イグ に 凍 け 人 が 4 


機動 戦士 ガン ダム 第 OBMS 小 隊 


PERSONAL PROFILE 


ee 


Shiro Amada 


地上 勤務 を 命じ し られ た 
新米 隊長 が 戦場 で 示し た 短 持 


地球 連邦 軍 と ジオ ン 公国 軍 が 一 進一 退 の 攻防 
戦 を 繰り 広げ る 東南 アジ ア 戦 線 。 そん な 最前 線 に 
配属 され た 新任 士官 の シロ ー・ ア マダ は 、 部 下 か ら 
「 甘 ちゃ ん 」 と 評 され た と 言わ れる 。 それ は 彼 が 士官 
学校 を 卒業 し た ば か り で あり 、 実戦 経験 に 乏しい こと 
に 起因 し て いた 。 だ が それ より も 現場 で シロ ー が 示し 
た まっ すぐ な 意見 (「 小隊 ひ と り で も 欠け る こと な く 生 
運 し 、 勝 利 の 喜び を 共に 勝ち 取る こと を 切望 し て や 
まな い 」 と の 訓示 に 彼 の 考え が 反映 され て いる ) が 、 
戦い 慣れ し た 兵 に は 青臭い 理想 論 と 暫 い た か ら だ ろ 
う 。 と は いえ 踊 笑 を 浴び て も シロ ー は 理想 を 捨て な 
か っ た 。 逆 に 彼 の 真 撃 な 態度 は 次 第 に 周囲 に 影響 
を 与え て いく よう に な る 。 事 が その まま 進め ば 、 シロ ー 
は 理想 を 現実 と し た か も し れ な い 。 し か し 命 の や り 取 
り を する 戦場 で は 理想 より 権 謀 術 数 が 優先 され る も 
の で あり 、 そ の 流れ に 逆らう の が どれ だ け 過 酷 で ある 
か を 、 その 時 の シロ ー は わか っ て いな か っ た ……。 
証 を 聞い て いる 相手 が 
亜 大 と し て いる に も か か 
わら ず 、 理 起 誠 を 参り 上 
サ る シロ ー。、 これ が 「 せ 
ちゃ ん ] と 呼ば れる 所 以 


な の だ が . 当 の 人 は 気 
に も 模 け て いな か っ た 。 


われ て いく 光景 を 目 
み . 権 殺生 む ま いと 


* 


48-13 


PROFILE 
年 


23 歳 
: 本 東 方 面相 大陸 第 DBMS 小 
薦 級 少尉 


技能 部 隊 指 衝 、MS 操 双 


RB-79K 

ボー ル に K 型 

一 動 股 サ と 議 圭 する サン 
ダース 

は MS に 及ば な いも の の ワイ 


ヤー を 使っ た 礎 校 な 理 音 で 引 
計 5 に 持ち 込ん だ 


RX-79 [6] 
陸戦 型 ガン ダム 


> 人 か ら 生じ た 
全車 パ ー ツ を 基 に 和義 され で 
連 郊 製 了 埋 用 MS。 コス ト 間 
て 機体 構 造 が 義人 
る 一方 、 多種 多 欄 な 
兵 装用 重き れ た 


関連 ファ イル 
TOT て 


TI 


UC.0079.10.06、 東 南ア ジア 地区 へ の 配属 命令 
が 下っ た シロ ー は 、 地 球 へ と 向かう 輸送 船 に 乗っ て い 
た 。 その 途中 、 友軍 と 公国 軍 の 交戦 現場 を 目撃 。 友軍 
の 不利 を 見 て 取っ た シロ ー は 独断 で 戦場 へ と 向かい 、 
戦い の 中 で 公国 軍 の テス ト パ イ ロ ッ ト 、 ア イナ ・ サ ハリ 
ン と 遭遇 し た 。 共に 機体 を 失い 、 宇 宙 に 取り 残さ れ た シ 
ロー と アイ ナ は 、 味 方 と いう 立場 を 忘れ て 生き 延び る 
た め に 協力 し 合い 、 その 奇妙 な 経験 を 通し て 心 を 通わ せ /2 
た の だ っ た 。 憎む べき 敵 だ と 思っ て いた 公国 軍兵 に 、 自 
分 と 想い を 共有 で きる アイ ナ の よう な 女性 が いる こと を 知 | 
り 、 シ ロー は 少な か ら ず 動揺 する 。 時 間 と 立場 が 許す な | 
ら 、 彼 は アイ ナ と 過ごす その 時 を も っ と 味わっ て いた か っ | 
た こと だ ろう 。 し か し 東 の 間 の 交流 は 教授 部 隊 の 接近 に し 
よっ て 断 た れ 、 ア イナ は シロ ー の 手 に 懐中 時 計 を 残し て 
去っ て いっ た の だ っ た 

東南 アジ ア 地 区 に 降り 立っ た シロ ー は 、 極 東方 面 軍 
機械 化 混成 大 隊 (コジ マ 大 隊 ) の 一 員 と な り 、 新 た に 第 
08MS 小 隊 の 小隊 長 に 落 任 する こと と な っ た 。 初め て 
経験 する 地球 環境 の 過酷 さや 困難 な 任務 の 数 々 、 何 
より 部 下 た ちの 反発 に 悩ま され な が ら も 、 彼 は 彼 な り に 
隊長 と し て の 責務 を 果たそ うと 奮起 し た 。 誰 に 笑わ れ よう 
と も 常に 理想 を 口 に し 、 そ の 実現 の た め に 努力 し た の で 
ある 。 その 愚直 な まで の ひたむき さ は 部 下 の 心 を 動か し 、 
小隊 の 結束 を 強め て いく 。 こう し て 新米 隊長 は 激 開 の 中 
で 着実 に 成長 し 、 自ら の 地歩 を 固め て いっ た の だ っ た 。 

だ が 、 と ある 戦い で 公国 軍 の 試作 MS アプ サラ ス と 
六 遇 。 その パイ ロッ ト が アイ ナ そ の 人 で ある こと に 気付 
く 。 再び 瑞 味 方 と を っ た アイ ナ と の 出会い が 、 シ ロー を 
さら な る 苦難 へ と 巻き 込む こと に な る の だ っ た ……。 


還る こと が ん だ 、 衣 下 と の 信吉 


周囲 の 信頼 を 徐々 に 勝ち 得 た シロ ー だ が 、 そ れ で は 
隊長 と し て 優秀 だ っ た か と 問わ れる と 、 そ うと は 言い 切 
れ な い 。 初め て の 出撃 (密林 地帯 で の 夜間 戦闘 ) で は 、 
功 を 焦っ た 挙句 、 部 隊 か ら は ぐれ て し まっ た 。 また 公国 
軍 拠 点 の 攻略 作戦 で は 作戦 エリ ア に 移動 する 途中 に 
地元 ゲリラ と 遺 遇 。 機体 を 奪取 され る と いう 失態 を 犯し 
て いる 。 これ に は さしも の 部 下 た ち も 呆 れ た 願 を 隠 そう 
と し な か っ た 。 た だ し 失敗 を 犯し た と は いえ 、 シ ロー は 促 
則 と の 約束 を 中 えた こと は 一 度 も な か っ た 。 それ を 知っ 
て いる か ら こそ 部 下 も シロ ー を 信頼 し た の で ある 。 


柔軟 な 発想 か ら 導 き 出 され た 奇抜 な 戦術 


MS バイ ロッ ト と し て の シロ ー は 柔軟 な 発想 に よる 戦術 
を 用 いた こと で 知ら れる 。 格 上 の 機体 を ワイ ヤー で 絡め 
取っ て 動き を 封じ た り 、 水 中 に 身 を 潜め て 接近 を 図る な 
ど 新任 士官 と は 思え な い 江 い 振り を 披露 し て いる の だ 。 
と は いえ これ ら は 頭 で 考え た 作戦 で は な く 、 中 嘩 に 思い 
つい た 妙 案 に 近い も の ば か り で ある 。 それ で も 古参 兵 に 
は この よう な 関 き は な く 、 シロ ー に 助け られ た 者 も 多い 。 


舞 硬 に 見 る 行動 も を あ 々 も っ た が 、 凍 率 を 守る た め に は 倉本 を あれ な い の 
が シロ ー の 美 点 で あり 、 それ が 信幸 の 殖 欄 に 謀 が っ た の も 事実 で ある 。、 


08] m02 sr Dn 


計画 ) を 春吉 し た 孝 車 は 靖 
相手 の 能力 は 超 定 以上 で あり 


MORE INFO! 


て の 夜間 出撃 で 部 下 と は ぐれ た シロ ー は 。 密 林 を 
見 知ら ぬ 少 女 キキ ・ ロ ジ 
の ち に 地元 ゲリラ と 
一 帯 を 取り 仕切 る 
た の だ 。 初め は シロ 
に 1 キキ の 事 用 も か. 
シロ ー も ゲリラ の 信頼 を 理 切 ら な い 活躍 を 
危 機 に は 命令 達 反 を 犯し て まで 虹 け つけ で いる , 


この 


機動 戦士 ガン ダム 第 0BMS 小 隊 


PERSONAL PROFILE 
アデ アイナ サリ 


Aina Sahalim 


PROFILE 

年 齢 20 歳 

所 属 ジオ 地 3 
重 組 少尉 千 選 
出身 サイ ド 3 

技能 MS- MA 可 藤 


[W] 本 02 mm] 


ZEON 


MS-06RD-4 
高 機動 型 ザク 


アプ サラ ス の デー タ 収 業 を 自 
有 的 に 対 作 され た ジオン 公国 
宣 の ザク ・ タ イプ MS。 アイ 
ナ ゲ 地 束 に 硬 り る 芋 に テス ト 
バイ ロッ ト を 務め た が 、 軸 で 
間 境 され た 


アプ ブサ ラス! 

「 ア ブサ ラス 計画 」 で 卿 飲み 
れ た 護 作 MA。 ミノ フス キー・ 
クラ フト に よる 重 カ 下旬 生計 
栓 を 目的 と し て いた た め 。 苦 
杜 は 癒さ れ て いない 。 時 行 
本 験 の 邊 町 か ら ア イナ が パ 
イロ 2 ト を 務め た 


あな た 、 私 が 開い て た 
達 邦 澤 の イメー ジ と は 
ずい ぶん と 違う …… 


中 時 EA 


民間 人 離れ し た アイ ナ の パイ ロッ ト 能 力 
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アフ リカ に 暮らす 人 々 を 


Peoples in Africa 


出身 
失態 MS 控 (マサ イ 、 タマ ン 


戦争 に 翻弄 さき され た 大 地 で 
様々 な 生き 方 を 選ん だ 人 を 々 


アフ リカ 大 陸 は 、 一 年 戦争 後 も 多く の ジオ ン 公 国 
軍 残 党 が 潜伏 し た 場所 だ っ た 。 同時 に 、 民 族 意識 
や 人 種 間 の 対立 も 根 深 く 、 様 々 な 火種 が 婚 る 土地 
で も あっ た と 言え る 。 アフ リカ に 暮らす 者 た ち は 、 多 か 
『 れ そう し た 環境 に 翻弄 され 、 あ る い は 受け 入 
れ て 利用 し よ ある . 

そし て 、 ふ た つの 争乱 が 相次い だ U.C.0080 年 
代 素 に は 、 地 球 連邦 政府 の 中 枢 で ある ダカール が 
位置 する アフ リカ は 、 た 第 - 
次 ネオ ・ ジ オン 戦争 に お いて は 、 エゥーゴ の ガン ダム ・ 
チー ム が アフ リカ 大 陸 の 縦断 を 図り 、 そ の 旅 で 様々 
・ チ ー ム の 子供 
アフ リカ と いう 


^ ム マサ イ ・ ン ガバ ム 長老 


関連 ファ イル 


MS, 
サイ が 人 


長老 ら 村 の 者 た ちか 
は 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 の 3 年 前 
1 マサ イ は 、 硫 独 の 中 で 亡き 恋人 の 
名 準 の 回 復 を 生き 甲斐 
た ゲル ググ で ガン 
に タグ の 存在 を 認め させ 
及ば ず ジ ュ ドー 


に 敗れ 、 ゲ ル グ グ と 
の 拠り 所 と 引き 換え に 
で ある 


タマ ン は 妹 の アヌ と 
に より 生計 を 立て て いた 。 し か し 


道 を 選ぶ 。 一 方 の アヌ は 8 
え 兄 が 人 殺し の 手伝い を する こと が 我慢 で きず 、 擬 度 と 


な く タマ ン を 止め よう と し た 。 だ が 、 タ マン は アヌ の 言葉 
も 聞か ず た ネオ ・ ジ オン 軍 の 現地 
徴用 兵 と 攻撃 に 加わ る 。 し か し 、 黄 前 
逃亡 を 図 オン 兵 に 殺害 され た 仲間 の 末路 


や 、 戦 し ュ ドー の 
に 戦争 に 利用 され て いた こと (し. 
カプ ー ル を ぶつ け て 基地 を 破壊 し 、 アヌ の 元 


自分 


住む 自称 天才 芸術 
周囲 に も 知れ 渡る 
イ だ っ た ジュ ネ は 、 ア ー ガ マ を 脱走 し て 
ヤ を 訪れ た ルー・ ル カ に ひと め 惚 れ し 、 彼 女 を 
地下 都市 に 案内 する 。 し か し 、 地 
問 沙 を 起こ し た 上 

白人 寄り の ガル 
・ ジ オン 軍 も 
巻き 込ま れ ルー 
ュ ネ は 、 自分 た ち が 築い た 文明 
自ら の 手 で 破壊 する 戦争 の さ を 、 破 壊さ れ た ガル 


砂 
家 


な り 、 稲 止 を り 切 
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ネオ ・ ロ アノ ー ク es 


Neo Roanoke 


要 動 二 EED DESTINY 


PERSONAL PROFILE 
さき あ 、 その 機体 も 


旧 越 し た 空間 認識 能力 


の DE INFO! イア ン ・ リ ー 


の 族長 を 季 め 、 提 間宮 で ある ネオ を サポ ー ト 
ー で ある 。 自ら 戦場 タイ プ の ネ 

の 代わ り に 旗 の 手 休 を 任 さ れる こと が 多く 、 ミ ネル 1 の に 
5 キオ 陰 が 地球 に 陸 下 後 も ガー 

振り 、 月 面 付近 で の 埋 全 に 参加 し て いる 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


PERSONAL PROFILE D2 sn 12 
イザ ー ク ・ ジ ュー ル 。 乏 


Yzak jule 


友 の 行 く 道 を 痛 定 し た 
誇り 高き ザフト の 少年 


「 足 付き ] の 追撃 に お いて 行方 不明 に な っ て いた 
クル ー ゼ 隊 の 一 員 デ ィ ア ッ カ ・ エ ルス マン は 、 ザ フト 
に も 地球 連合 軍 に も 属さ な い 第 三 勢 力 と し て イザ ー 
ク ・ ジ ュー ル の 前 に 現れ た 。 戦争 の 現実 を 知り 、 軍 
D 命 令 で 盲目 的 に 戦う こと を 否定 し た 友人 を 、 裏 切 
り 者 と 料 弾 する イザ ー ク だ が 問わ れる 。「 俺 は 
お まえ の 「 敵 ] か ?」 と 。 その 言葉 に イザ ー ク は 当 副 
する 。 ザフト の 軍人 と し て 本 来 デ ィ ア ッ カ を 「 敵 」 と し 
て 撃た ね ば な ら な い 立 場 だ が 、 親 友 を 「 没 」 と 断 じ る レコ か た ご 
こと は で き な か っ た 。 さら に 、 ス トラ イク の パイ ロッ ト と 
アス ラン ・ ザ ラ が 、 お 互い に 友人 だ と 知り つつ 戦 \ 
て いた と 聞か され 、 人 奇しくも 「 疫 と し て 戦場 で 相対 す 
る ] 自分 た ちの 状況 を 鑑み る 。 結局 ディ アッ カ を 撃つ 
こと は で きず 、 ふた り は 戦場 で 再び 出会う 。 その 際 に Ed 
イザ ー ク が 取っ た 行動 は 、 共 に 肩 を 並べ て 戦う こと = ! 
で あ - そ が 、 道 を 異 に し つつ も 友 を 信じ た 
イザ ー ク の 本 意 で あっ た と 言え よう , 


で の 再開 秩 、 イ 
ザー NTT 


ト 〕 Pt 


I 
ンー ee: NN 


FEARS UNE 


MAIN MS 


クル ー ゼ 或 の 一 中 。 アカ デ 
ミー で は イザ ー ク と 山室 で 、 
時 所 の 盾 け な い 友 人 と な 
る 。 アー クエ ンジ ェ ル の 栓 中 
と な っ て 戦 多 の 現 要 を 知り 

キラ に 引力 する ょ うに な る 。 


き て いて くれ た の は 居 し い ・ 
が ! 事 と 次 第 に よっ て は 
員 欄 で 3 許さ ん を 


「 足 付き ] の 追撃 は 過酷 な も の と な り 、 スト ライ クト 
コル ・ ア マル フィ が 討た れ 、 激 し 
予想 に 反し アス ラン も また ニ 
こと で イザ ー ク は 言葉 を 失い 、 
と に 灰 か な 親しみ を 覚え る の 
そし て 総力 戦 の 結果 、 デ ィ ア ッ カ は 敵 の 捕虜 と 
な り 、 ア スラ ン は スト ライ ク と 相討ち と な っ て 負傷 する 。 
共に 死線 を 潜り 抜け 、 アス ラ 対し て 確か な 絆 を 感じ 
ー ク は 、 特 務 隊 配属 と な っ た 葉 上 は 毒 づつ 
いて 見 せる も 、 既知 や 対抗 心 も 感 じ る こと は な く 宇 宙 へ 
上 が る 彼 を 見 送っ た 。 こう し て 「 足 付き ] 追撃 は 幕 を 閉 
じ 、 イ ザー ク は 再び ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ に 付き 従う 。 そ 
し て 宇宙 へ と 戻っ を イザ ー ク は 、 コ ロニ ー・ メ ン デ ル に 
お いて ディ アッ カ と 思わ め ぬ 再 会 を 果たす 。 彼 が 生き て い 
た こと を 喜び な が ら も 、 ザ フト を 抜け た こと に 驚き と 直り 
、 ザ フト と 連合 軍 の 殺し 合い を 止め る ペ 


兵器 の 矛先 を 向け 合う 。 そこ 
が 寺 い を 止め る べく 動く 。 イザ ー ク も ま 
場 を 超え て 、 ディ アッ カ た ちと 共に 鞭 う の : 


お寺 2 信 ザフト の 軍人 と し て 買い 勢 


「 足 付き 」 の 追撃 で ニコ ル 、 デ ィ ア ッ カ を 失い 、 特 務 
隊 に 任命 さ スラ ン が 本 国 に 帰還 する こと で ザラ 
隊 は 解散 と な り 、 イザ ー ク は ひと り クル ー ゼ 隊 に 戻る 。 そ 
こ で オペ レー ショ ン ・ ス ピッ トブ レイ ク に 参加 し 、 連 合 軍 
の 本 部 で ある アラ スカ 基地 の JOSH-A に 攻撃 を 仕掛 け 
る の そこ で 蛋 遇 し た フリ ー ダ ム は 英 味 方 問わ ず 
アラ スカ の 自爆 を 知ら せ 、 イ ザー ク も また 命 を 教 わ れる 。 
その 後 の バ ナマ 侵攻 で 無 抵抗 の 連合 軍兵 を 虐殺 する 
同胞 の 姿 を 目の当たり に し 、 牌 ん で いく 戦争 の 目的 に 対 
し て 次 第 に 違和感 を 持つ 。 こう し た 一 連 の 出来 事 を 受 
け 、 イ ザー ク の 中 で 爆 っ て いた 思い が 、 再 会 し た ディ アッ 
カ の 言葉 で 表面 化し 、 ザ フト の 戦争 が 本 当 に 正しい の 
か イザ ー ク は 疑問 を 抱く 。 だ が 、 戦 争 の 目的 が プラ ント 
を 守る た めで な く ナ チュ ラル を 減 ぼ す た め に な っ て いた こ 
と に 気付 き な が ら も 、 ザフト の 戦士 と し て 戦い 抜い た 。 


能力 際 長 と し て の 上 成熟 


非常 に 優秀 な 能力 を 持ち な が ら も 、 個人 の プラ イ 
こだわ る その 像 慢 な 性 格 か ら 、 隊 を 率い る 立場 に 抜 控 
され る こと は な か っ た イザ ー ク 。 し か し 「 足 付き ] 追撃 と 
いう 実戦 が 仲間 と の 関係 性 を 彼 に 教え 、 人 間 的 に 大 き 
な 成長 を も た ら す 。 そこ で 培っ た 様々 な 経験 て そ が 、 エ 
ター ナル 追 討 任務 後に 自分 の 専 必 隊 を 与え られ た イ 
ザー ク を 、 隊 長 と し て 相応 し い 人 物 へ と 変え た の で ある 。 


ストラ イク と の 藤 畔 で MS の / エ イロ ント と し て 調 は る 5 に 歴 か れ . 軍 含 醒 の 新 穫 
「Q」 フ wC ド 2 ン W 生 結 、 き ら に レイ ダー まで 仕 入 め る 引導 けた 。 
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ーー ゲル タイ 


Sigel C 


答 健 的 な 政策 を 訴え 続け た 
プラ ント 最高 評議 会 議長 


「 血 の パレ ンタ イン 」 事件 夫 発 時 、 プラ ント 最高 評 
講 会 議長 を 務め て いた シー ゲル - ク ライ ン は 、 コ ー デ ィ 
ネイ ター の 歴史 、 また ザフト の 歴史 を 語る 上 で 欠か せ / 


な い 人 物 で ある 。 か つて L5 コ ロニ ー で の プラ ント 建 
設 業務 に 従事 し て いた 彼 は 、 その 仕事 先 で 知り 合っ 
た パト リッ ク ・ ザ ラ ら と 共に 、 ザ フト の 前 身 で ある 政 
治 結社 「 黄 道 同盟 ] を 設立 。 プラ ント の 自治 権 獲得 ! 
な ど を 訴え 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー 勢 力 の 形成 に 大 きく 貢 


の だ っ 

58 に は プラ ント 最高 評 講 会 議員 に 、 C.E.68 

に は プラ ント 最高 評議 会 議長 に も 選出 され た シー ゲ | 

ル は 、 コ ー デ ィ ネイ ター 勢力 の 「 顧 ] と し て 、 地 球 連 

合 の 脅し と も 言え る 圧力 に 抵抗 を 続け て いた 。 だ が | 間 b コ 
「 血 の バレ ンタ イン ] 事件 を きっ か け に 地球 連合 と 

の 関係 性 は 一 段 と 悪化 。 対話 を 重視 する 租 健 的 な 

シー ゲル の 政治 姿勢 は 「 弱 腰 ] と 取ら れる よう に な り 

ブラ ント 内 で の 立場 も 克 う く な っ て いっ た の で ある | 


血 の パ レン タイ 
作 寺 以 隊 も 、 地 呈 
全車 と の 全 画 析 争 を 暫 
カモ 箇 ね た 
た 至 寺 書生 
は 。 閑 の ラク ス ・ ク ライ 
ン に も 受け 緒 が れ た 


その 人 絡 
楼 勢 で 知 


し た 。 それ は 、 地 球 
う 本 換地 が 脆 記 で あっ た こ 


RE 
Ftryvtt ET ob 
舞 力 に 侍 れ る 。 選 会 子 槍 作 

ご を 行っ て いな い ナチ ュ ラル と 
の 対立 が 化 し て いっ た 。 


シー ゲル ・ ク ライ ィ ン |8 還 | mr02 mm 


合 は 生ま れ 出 ずる も の だ 。 
造り 出す も る の で は な い ! 


プラ ント 最高 評議 会 議長 と し て 権力 を 保持 し て いた 
シー ゲル だ が 、 ナ チュ ラル へ の 全面 攻撃 を 主張 する 強 
硬派 の パト リッ ク が 、 評 議会 内 や プラ ント 内 で の 支持 を 
集め て いく 。 地球 軍 に よる MS 開発 が 発覚 し た こと も あ 
り 、 そ の 動き は ます ます 加速 し て いっ た の で ある 。 そし て 
CE.71.04.01、 シ ー ゲ ル の 任期 切れ に 伴い 最高 評 

会 の 議長 選挙 が 行わ れる と 、 パ トリ ッ ク が 当選 。 表 
向き は パト リッ ク を 祝う よう な 素振り を 見 せ て いた シー ゲ 
ル だ が 、 彼 は 新た な 体制 と は 距 苑 を 置き 、 補 を 分 か つ 
の で あっ た 。 これ を 機 に プラ ント 最高 評議 会 は 、 ナ チュ 
ラル 根絶 を 目指 し た 強硬 策 を 次 々 と 実行 
を 広げ て いっ た の で ある 。 

ザフト で の 活動 か ら 身 を 引い た シー 
ナチ ュ ラル コー ディ ネイ ター 反 方 に 
師 と は 繋が っ て お り 、 独 自 に 和平 へ の 進 を 模索 し て い 
た 。 また 、 ラ クス と 共に クラ イン 派 の 支持 固め に 動き 、 
プラ ント 内 で 一 定 の 勢力 を 確保 し よう と し た の で ある 。 


パト リッ ク は ラク ス だ け で な く 、 シ 

指名 手配 する 。 逃走 を 続け た 

特殊 部 隊 に よっ て 発見 され 、 殺害 され て し まっ た 。 最後 
まで 地球 側 と の 和平 を 探っ た シー ゲル は 志 半 ば で 倒れ 
た が 、 そ の 強い 適 志 は ラク ス や クラ イン 派 に 引き 継が 
れ 、 戦 乱 終結 の 大 き な 力 と な っ た の で ある 。 


2 当 ナ チュ ラル と の 共存 を 日 指し て 


穏健 派 と し て 知ら れる シー ゲル で ある が 、 血 の バレ 
ンタ イン 事件 直後 の C.E.70.04.01 に は 、 ニ ュー トロ ン 
ジャ マー の 散布 な ど を 盛り 込ん だ 赤道 封鎖 作戦 「 オ べ 
レー ショ ン ・ ウ ロボ ロス ] を 発動 する な ど 、 軍 事 的 手段 

( み 切っ た こと も あっ た 。 だ が 、 当 時 国防 委員 長 で 

あっ た パト リッ ク は 楼 ミ サイ ル で の 地球 攻撃 を 主張 し て 
お り 、 そ れ を シー ゲル が 制 し た 形 で あっ た と 言わ れる 。 そ 
うし た 彼 の 判断 の 影 に は 、 出 生 率 の 低 さ な ど 、 コーデ 
ネイ ター が 極め て 「 田 い 」 種 で ある こと が 念頭 に あっ 
ナチ ュ ラ ル と 共存 で きる 世界 を 構築 し な けれ ば 、 結果 
に コー ディ ネイ ター は 減 亡 に 至る と 考え て いた の で ある 。 
ナチ ュ ラ ル へ の 反感 は 持ち な が ら も 、 シー ゲル が パト リッ 
ク の よう に その 根絶 を 目指 さき な か 
ター の 未来 に 強い 危機 感 を 覚え て いた か 


よ ノ ペリ ッ ク と 土手 を 交わ 


| ば ル バ パー ニ の 表 歩 を 電 出 し た 
ラク ス と 共に 会 見 に 環 セ シー マル キオ と は 旧知 の 促 で あり 、 
ゲル 。 プラ ン オキ 人民 か ら 絶 大 な 
人 気 を 計る 徳 女 の 存 在 は 
シー ゲル に と っ て も 非常 に 
結い も の で あっ た 


オペ レー ショ ン ・ ス ピッ ト プ ブレイク] 
の 放 軸 目 林 が 。 パト リッ ク の 獅 画 で 
アラ スカ へ と 要 され た こと を 知り 
シー ダル は 情 類 と 


ラク ス と / サ リッ ク の 息 チ アス 

は 許婚 で あり その他 を / パ トリ ッ ク が 泊 遺 し た 特殊 導 隊 に 包 
男 き れ た シー ゲル は 、 才 解 の 人 地 す 
ら な えら れず . その 坦 で 射 款 され て し 


心配 し て いた 。 アス ラン に 
会 っ た 券 に は 、 線 と 等 う 村人 
を 電 や す よ う 字 告 する こと も 


マル キオ は 、 オー ブ に 司 を 模 え る 宇目 の 伝道 人 で あり 、 ナチ ュ ラル 
コー ディ ネイ ター 届 方 に 閣 が 利く 存在 と し て 知ら れ で いた 。 和平 運動 に 
取り 組ん で お り 、 C.E 70.10.22 に は 、 地球 連合 事務 総長 オル バー ニ 
と シー ゲル の 会 談 を セッ ティ ング する な ど (10 月 会 談 と 呼ば れる )、 両替 
の 対立 解消 に 奉 走 し て いる 。 特に クラ イン 派 と は 式 が り が 深く 、 ラ ク 
ス の サポ ー ト を 手掛け て いた 


な 所 に 


トト ) 


SE 
S| 


マル キオ 自身 は ナチ ュ ラ ル で あり 、 そ の た 希 2 交 ヤ キン ドゥ ー エ 攻防 光 の 絡 科 人 
地球 の 各 財 と も 湖 い 鉛 が り を 有 し た 。 た キラ を ラク ス を 含め 自宅 に 受け 入れ て いち 
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プリ ング @ スタ ビ テ ィ ノ ン (プリ ング ディ ヴァ イン 共 半 ) 


ET サー 


ディ ヴァ イ ン ・ ノ ヴァ 議 二 cwe 


Bring Stabity/ Divine Nova 


リボ ンズ の 駒 と し て 動い た 
アロ ウズ の ライ セン サー 


私 設 武村 組織 ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) の 創設 
者 イオ リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ が 、 人 類 の 革 新 を 目指 
すべ く 立案 し た 「 イ オリ ア 計 画 ]。 その 計画 を スム ー 
ズ に 進め る た め に 生み 出さ れ た 人 型 の 生命 体 が 、 イ 
プ ベ イド で ある 。 だ が 、 イ ノ ベ イ ド の ひと り で ある リボ 
ンズ ・ ア ル マ ー ク は 、 計 画 を 進め る た め の 道 具 で し 
か な いそ の 立場 に 反発 し 、 自 ら が イノ ベイ ター (革新 
者 ) と し て 世界 の 主導 権 を 掌握 し よう と し た 。 イノ ベ 
イド の 中 で も 能力 に 優れ て いた 彼 は 、 他 の イノ ベイ ド 
を 駒 と し て 用 いる こと で 「 イ オリ ア 計画 ] を 我 が 物 と し 
て いっ た の で ある 。 プリ ング ・ ス タビ ティ 、 デ ィ ヴ ァ イ 
ン ・ ノ ヴァ と いう 、 同 じ 塩 基 配 列 パ ター ン を 持つ ふた 
り の イノ ベイ ド も 、 リポ ンズ に よっ て 垂 め られ た "計画" 
を 進行 する た め 、 西 暦 2312 年 の 戦場 に 投入 され た 
者 た ち で ある 。 


を 事 新 種 で ある 「 イ ノ 
人 類 を 見 下す よう な 短 度 を 取っ て 


人 プリ ング ・ ス タビ ティ 人 ディ ヴァ イン ・ ノ ヴァ 
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討つ と いう の か ! 
同類 を ! 


(プリ ング ・ ス タビ ティ ) 
西暦 2312 年 、 プ トレ マイ オス 2 を 中 心 と する CB の 部 
隊 が 、 打 倒 ア ロウ ズ を 掲げ て 活動 を 再開 する 。 規模 自 
体 は 小さ か っ た が 、 ダ ブル オー ガン ダム を は じ め 大 陽 炉 
搭載 型 MS を 有する 彼ら の 戦力 は 決し て 楽観 視 で きる も 
の で は な か っ た 。 その 中 で 、 ア ロウ ズ の 司令 官 で あっ た 
ホー マー・ カ タ ギ リ が 、 資 金 面 ・ 技 術 面 で の パッ クア ッ 
プ を 依頼 し て いた リポ ンズ に 協力 を 要請 。 リボ ンズ は これ 
を 受け 、 リヴ ァ イ ヴ や ヒ リ ン グ ・ ケ ア に 引き 続き 、 ブリ ング 
を アロ ウズ に 投入 し た の で ある 。 プリ ング は 格闘 型 の イ 
ノ ベ イ ド 専 用 機 ・ ガ ラッ ゾ プ で 初出 撃 し 、 プ トレ マイ オス 2 を 
急 弁 。 その 後 も カテ ィ 部 隊 の 一 員 と し て 、CB の 秘密 基 
地 且 撃 に も 参加 する 。 だ が 、 ツ イン ドラ イヴ の 真 の 力 が 
発揮 され た ダブ ルオ ー ラ イザ ー に は 鬼 退 を 余 備 な くさ れ た 
ほか 、 テ ィ エ リア ・ ア ー デ の 乗る セラ ヴィ ー ガ ンダ ム と の 
区 開 で は 、 セ ラヴ ィ ー に 隠さ れ た セラ フィ ム ガ ン ダム の 奇 
醒 を 受け 、 機 体 と 共に 散っ て し まう 。 彼 は アロ ウズ に 参 
加 し た イノ ベイ ド で 初 の 死者 と な っ て し まっ た 。 
ブリ ング の 死 の 直前 に アロ ウズ に 参加 し た の が ディ 
ヴァ イン で 、 試 作 MA・ エ ンプ ラス で 出撃 。 ブリ ング の 
代 を 取る べく CB の ガン ダム に 迫る も 、 プ レイ クビ ピラ ー 事 
件 の 最 中 、 ラ イザ ー ソ ー ド の エネ ルギー に よっ て 機体 は 
爆散 。 ブリ ング に 続き 、 ディ ヴァ イン も ガン ダム に 敗れ た 
こと は 、 リボ ンズ を 絶対 的 な 指導 者 と し て いた イノ ベイ ド 
勢力 の 動揺 を 生み 出し た の で ある 。 


中 時 ZSIDBR2I 


イノ ベイ ド は 脳 量子 波 で 会 話 で きる 特性 を 持ち 、 人 
類 よ り も 濃密 な コミ ュ ニ ケー ショ ン が 可能 で あっ た 。 トッ 
プ に 立つ リボ ンズ は 「 別 格 ]」 で あっ た が 、 イ ノ ベ イ ド 同 
土 は 互い に 同類 と し て 認め 合っ て お り 、 そ の 関係 性 も 
悪く は な か っ た 。 中 で も プリ ング と ディ ヴァ イン は 、 同 じ 
塩基 配列 パタ ー ン (0666) を 持つ た めか 、 特 別 な 絆 で 
結ば れ て いた よう だ 。 ディ ヴァ イン は 、 プ リン グ が 戦死 し 
た こと に 相当 な ショ ッ ク を 受け て いた が 、 それ を 決し て 口 
に 出 そ う と は し な か っ た 。 反対 に 、「 わ た し は 起り に 誠 え 
て いる 。 ブリ ング ・ ス タビ ティ の 不 甲 斐 な さ に だ 」 と 、 リ 
ヴァ イヴ の 前 で 強がっ て 見 せ た ほ ど だ っ た の で ある 。 だ 
が 、 ブ レイ クビ ラー 事件 時 に 勃発 し た ダブ ルオ ー ラ イ 
ザー と の 戦闘 時 に は 、 そ の パイ ロッ ト で ある 幣 那 ・F・ 
セイ エイ に 「 ブ リン グ の 似 | と 、 秘 め た る 本 心 を 叫ば ず 
に は いら れ な か っ た 。 


イノ ベイ ド の 蛋 半 能力 


イノ ベイ ド は 、 そ の 身体 能力 も 高い も の で あっ た が 、 
や は り 隙 量子 波 に よる 他 の イノ ペイ ド と の リン ク 機 構 が 
佑 れ た 戦闘 能力 の 要 と な っ て いた 。 特に 、「 ヴ ェ ー ダ 」 
と の 芋 が り を 持つ リボ ンズ か ら 与 えら れる 情報 は 、 彼 ら 
の 迅速 な 動き を 支え た の で ある 。 一 方 で 、「 ヴ ェ ー ダ ]」 
に デー タ が 保管 され て いな い 情報 や 技術 へ の 対応 は ど 
うし て も 遅れ て し まい 、 ツ イン ドラ イヴ シス テム を 搭載 し 
た ダブ ルオ ー ラ イザ ー の 前 に 屈する こと と な っ た 。 


ブリ ング は セラフィム 、 デ ィ ヴ ァ イ ン は ダブ ルオ ー ラ イザ ー と 、 ど ちら も 情報 を 
時 介し て いな か っ た MS に 松 れ た の で あっ た 。 


イド 電力 で あっ へ 


CPE 


イノ ベイ ド 勢 力 の 組織 形態 
イノ ベイ ド 勢 力 の 組織 回 
Ee Yn 
ot ti 


49-1 


機動 戦士 ガン ダム F91 


PERSONAL PROFILE 


フロ ンティア ・ サ イド の 
地球 連邦 軍 土 官 


Officers in Fronteer Side 


CV の 侵攻 に 際 し て 
有効 な 反撃 も 行え な か っ た 軍人 


「 シ ャ ア の 反乱 」 や 「 ラ ブラス の 箱 を 巡る 紛争 」 
が 終結 し 、 ジ オン 共和 国 の 自治 権 放棄 も 完了 し た 
U.C.0120 年 代 は 、 ある 種 の 停滞 し た 時 代 と 考え られ 
る 。 宇宙 世紀 了 開 闘 以来 続い て いた 地球 連邦 重 と 反 
抗 勢力 に よる 戦乱 に は 終止 特 が 打 た れ 、 地 球 園 は 


地球 連邦 政府 の 下 に 統一 され た 。 結果 、 地 球 と コロ 
の 経済 活動 は 著しい 発展 を 見 せ 、 特 に コロ 
の 生産 力 は 疲 音 し た 地球 の 食糧 生産 や エ 


業 力 を 肩代わり する まで に 拡大 し た 。 だ が 経済 
活動 の 発展 は 市 民意 識 の 低下 を 招く こと に な っ 
た の で ある 。 また 仮想 頁 を 失っ た 連邦 軍 は 急 
形 由 化 。 表面 上 の 平和 と は 裏腹 に 、 地 球 園 に は 停 
滞 と 自 了 落 が 碁 延 する こと に な っ た 。 U.C.0123、 現 
状 を 打破 すべ く 武装 蜂起 を 開始 し た ロナ 家 の 前 に 連 
邦 政 府 が 対応 し 切れ な か っ た の は 当 釣 の こと だ ろう 。 

正体 不明 の MS 郭 本 が 


フロ ンティア ・ サ イド に 
ーー 尾 入 し た と の 埋 千 を 受け 


Fe neview 
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ロナ 家 が 組織 し た 武力 組織 CV (クロ スポ ー ン ・ バ パン 
ガー ド ) に よる フロ ンティア ・ サ イド 侵攻 が 開始 され た 際 、 
その 地 に 赴任 し て いた バル ド は 本 格 的 な 戦闘 を 経験 し 
た こと が な か っ た 。 も ちろ ん 士官 学校 で は 古今 東西 の 
戦史 を 学び 、 様 々 な 状況 下 に お ける 部 隊 配 備 や 戦闘 
指揮 と いっ た 訓練 は こなし て いた で あろ う 。 と は いえ 学 
校 で 好成績 を 挙げ て も 、 そ れ が 実戦 に 繋が る と は 限ら 
な い 。 まし て CV は 自ら MS を 開発 し 、 長 期 に 理 っ て 綿 
密 な 侵攻 計画 を 画策 する な ど 、 充 分 な 訓 隷 を 積ん で き 
た 組織 で ある 。 そん な 圧倒 的 不利 な 状況 下 に あっ て 戦 
闘 継続 の 意欲 を 失わ な か っ た バル ド の 気概 は 
値する 。 さら に 浮 足 立っ た 部 下 を まとめ 、 レ ジス タン ス と 
連携 し て 反撃 態勢 を 避 え る な ど 、 彼 は 彼 な り に 状況 に 
対応 し た の で ある 。 と は いえ や は り バ ルド の 理論 は 机上 
か ら 脱 する こと は で き な か っ た 。 CV を 抑え よう と する あま 
り 、 民 間 人 を 府 に し よう と 考え た の で ある 。 市 民 を 守る 
べき 軍人 が 載 い に 市 民 を 利用 する 一 一 効率 重視 の パ 
ルド の 次 は 、 随 落し た 地球 連邦 軍 の 象徴 と も 言え る も 
の で あっ た 。 


他 の 連 郊 宣 士 容 が 装 
贅 に 遅れ る 一 方 、 幸村 
を 受け た バルド は 部 障 
を 箇 震 する と 攻 机 を 
公 。 連邦 軍人 と し て の 
衝 析 を 示 も うと する 。 


し めし 実 織 の 総 装 
釣 不足 に 忠国 する 集 り 
が 導電 な 逢 下 力 ま を 笑わ 
せ 、 旭 気 込み と は 東 導 
に 、 陳 所 を 青天 させ る 
こ て し まっ た 。 


CV が 攻撃 目標 と し た フロ ンティア ・ サ イド は U.C.0100 
年 代 に 建造 され た 新 異 サ イド で あり 、 地 球 園 か ら 戦乱 が 
払拭 され た こと を 介 徴 する 存在 だ っ た 。 その た めこ の 地 
に 駐留 する 連邦 軍 は 、 規模 は 大 きい も の の 個人 の 練 度 
は 低かっ た 。 それ は MS パイ ロッ ト も 同様 で 、CV の 猛攻 
を 前 に 士気 が 低下 し た 一 部 パイ ロッ ト は 戦闘 を 放 研 する 
素振り を 見 せ 、 迫撃 を 鏡 忠 うほ ど だ っ た と され る 。 


フロ ンティア ・ サ イド に 駐留 する 連邦 軍 の 練 度 や 土気 
が どれ ほど 低かっ た と は いえ 、 全 員 が 及び 腰 だ っ た わけ で 
は な い 。 中 に は 勇敢 に 敵 と 立ち 向かい 、 載 果 を 挙げ よう と 
し た 者 も いた 。 フロ ンティア ・ サ イド 駐留 態 隊 放 能 「 ラ ー・ 
グ ス タ ] 艦長 も その ひと り だ 。 岩 塊 に 偽装 させ た 態 で CV 
に 占拠 され た フロ ンティア IV に 接近 し た 艦長 は 、 コ ロニ ー 
外壁 越し に 艦 砲 射撃 を 加え る と いう 奇 療 を 撤 填 し て いる 。 


條 翠 引 し の 商 還 は 正 
確 な 基 浴 が で きず 、 無 
剛 休 の 人 も 栓 守 に 基き 
込む 表れ が ある , し か し 


。 
医長 は それ を 了 素 知 の 上 
で 商 撃 を 断行 し た と 記 
FC プー Po 


7 條 度 に 工 を 者 や し た バル ド は 、 配下 の 
R44 の 深 着 確保 を 橋 示 。 を ら に 自分 も 委 名 を 抜き 、 間 邊 
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クロ クル! あな た の 慌 さ が 
カテ ツナ さん を 輝 わ せ た の が 、 
まだ わか ら な いん で すか ! 


議 訴 】 > メン が 机 い に 見 出し た 人 の 衣 理 | 


[思い の 中 で がき 潤 ま され て いっ た カ | 


MORE INFO! ウッ ソ を 取り 巻く 女性 た ち 


ウッ ソ の 周囲 に は 圭 場 に 身 を 投じ る 女性 た ち が 多 か っ た 
ュ ラ ク 隊 の パイ ロ 


も いる 。 その 最たる 例 が カテ ジ ナ で あり 、 そ 
の 関係 が ウッ ゾ を 成長 させ て いっ た と も 言え る だ ろう 
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Shahkti Kareen 


unknown 


争い を 終わ ら せ る べく 誕 走 し た 
ザン スカ ー ル 帝国 女王 の 娘 


ザン スカ ー ル 戦争 に 巻き 込ま れる まで の シャ ク 
~ ティ ・ カ リン は 、 地 球 の 不法 居住 区 ポイ ント ・ カ サレ 
リア に 暮らす ご く 普 通 の 少女 で し か な か っ た 。 だ が 、 
ウッ ソ ・ エ ヴィ ン と 共に リガ ・ ミ リティ ア と 行動 し て ザ 
ンス カー ル 帝 国 と の 戦い に 触れ る うち 、 シ ャ クティ は 
自ら の 生ま れ の 秘密 を 知る こと に な る 。 ザン スカ ー ル 
帝国 の 女王 マリ ア ・ ピ ァ ・ ア ー モ ニア の 娘 と いう 境 
通 は シャ クティ を 政治 の 道具 と し 、 その 身 は 大 人 た ち 
の 思惑 の 中 に 引き ずり 込ま れ て いっ た 。 し か し 、 シ ャ 
クティ は 激流 に 翻弄 され な が ら も 、 戦 い を 止め る 術 を 
団 命 に 模 案 し た の で ある 。 
シャ クティ が 自分 の 出生 の 秘密 を 知っ た の は 、 ザ 
ンス カー ル 戦 争 が 本 格 化し て 間もなく の こと で あっ 
た 。 戦い に よっ て カサ レ リ ア を 追わ れ た シャ クティ は 、 
宇宙 で 一 時 的 に ザン スカ ー ル 帝国 の 保護 下 に 置か 
れ 、 母 マリ ア と 再会 する こと に な る 。 それ が 、 シ ャ ク 
ティ に と っ て 本 当 の 戦い の 始ま り と な っ た の で ある 。 


べ ババ ss 吾 ぶ 普 誤 


て いく 。 圭 い を 止め る た 
め に 秀 寺 し 、 自ら が 劉 内 
に 芋 れ る こと も 歴 わな 
か っ た 。 


や ける て 涯 ぶ ^> 


ザン ズ スカー ル 和 来期 に 
は . エン ジェ ル ・ ハ イロ > 
送る 軽い の 中 心 に 半 か 
れる 。 だ が 、 最 終 的 に は 
シャ クティ の 純粋 が 争 
い に 半 上 符 を 打つ こと に 
を る の だ っ た 


= 1 リュ 
上 すこ と は で き な 【 
女王 マリ ア が 実 の 母 で あっ た 事実 は 、 シャ クティ に 衝 
撃 を 与え た 。 その 一 方 で 、 女王 の 娘 と いう 立場 は シャ ク 
ティ に 使命 菩 を 芽生 えさ せ 、 戦 い を 回 避 す る 方 法 を 探 
し 求め て いく 。 だ が 、 戦争 を 対話 に よっ て 止め よう と し た 
シャ クティ の 理想 主義 は 、 その 意図 に 反し て 混乱 を 招く 
こと に な る 。 シャ クティ は 、 北 度 と な く 叔 祥 の クロ ノ ク ル ・ 
アシ ャ ー へ の 説得 を 試み た 。 し か し 、 そ れ ら は 結果 的 に 
シャ クティ の 身 を 危険 に 晒し 、 ウ ッ ソ の 母 ミュ ー ラ ・ ミ ゲ 
ル の 死 の 遠因 と も な っ て し まう 。 それ で も 、 シャ クティ は 
戦い を 止め る と いう 希望 を 捨て な か っ た の で ある 。 
さら に 、 ザン スカ ー ル 戦争 末期 の 攻防 雷 の 中 で 、 シャ 
クティ は エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ の キー・ ル ー ム に 立つ こ 
と に な る 。 平和 を 願う サイ キッ カー た ち を 利用 し 、 人 々 を 
赤子 の 眠り へ と 誘う エン ジェ ル ・ ハ イロ ウゥ ーー シャ クティ 
は 自ら が 祈り を 捧げ る こと で 、 戦 争 を 止め る た め に その 
力 を 使 お うと し た の で ある 。 最終 局面 と な っ た 激しい 戦 
い の 中 で 、 シャ クティ の 祈り は サイ キッ カー た ちの 力 を 増 
幅 さ せ 、 エン ジェ ル ・ ハ イロ ウゥ の 劇 壊 を 引き 起こ すこ と で 
戦い を 収束 させ て いく 。 そし て 、 シ ャ クティ 自身 は キー・ 
ルー ム に 抱か れ た まま ウッ ソ の 元 に 戻り 、 戦 争 を 終え る 
こと に な る 。 その の ち 、 カ サレ リア で ウッ ソン た ちと 共に 移 
か に 暮らす シャ クティ は 、 再 会 し た カテ ジ ナ ・ ル ー ス の 
変わ り 果 て た 実 を 見 て 江 い の 無常 さ を 感じ た の か 、 人 
知れ ず 涙し た の だ っ た 。 


シャ クティ は 当初 、 戦 い を 恐れ 、 た だ 忌避 する だ け で 
あっ た 。 し か し 、 マ リア と 再会 し て 戦場 の 現実 を 目 の 当 
た り に する に つれ 、 明 確 な 意思 を も っ て 戦争 と 向き 合う 
よう に な っ て いく 。 その 中 で 生き る 意味 や 戦う 意味 に も 
考え を 巡ら せ 、 ウ ッ ソ た ちの 戦い を 「 緒 月 に 生き て いけ 
る 環境 を 作る た め ] の も の と 語っ た こと も ある 。 

そう し た 感じ 方 が 影響 し た の か 、 シ ャ クティ は エン ジェ 
ル ・ ハ イロ 9 を 危険 視 し 、「 狂 気 を 感じ る ] と 評 し た 。 た 
だ し 、 そ れ は エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ に 身 を 委ね た サイ キッ 
カー た ちの 願い を 捨 じ 曲 げ 、 利用 し よう と し た フォ ン セ ・ 
カ ガ チ ら へ の 印象 で も あっ た の だ ろう 。 攻防 戦 の 最 中 
に 囚われ た シャ クティ が 、 キ ー・ ル ー ム に 立つ こと を 受 
け 入 れ た の も 、 そ の 歪み を 正 そう と し た 意思 が あっ た か 
らち こそ と 言え る 。 そし て 、 平 和 を 願う 純粋 折り に よっ て 、 
シャ クティ は 戦い を 終わ り に 導い た の だ っ た 。 


、 能力 RGB | 
エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ の キー・ ル ー ム に 立っ た シャ クティ 
は 、 カ ガチ の 想像 を 超え る 感応 能力 (サイ コ ・ パ ワー) 
を 発 探し 、 強烈 な ウォ ー ム ・ パ バイ ブレ ーション を 引き 起こ 
し た 。 その ほか に も 、 フ ァ ラ ・ グ リフ ォ ン の 鈴 の 音 を 級 
感 に 感じ 取る な ど 、 人 並み 外れ た 感覚 を 見 せ て いる 。 
また 、 他 者 の 内 面 を 推し 量 る 場面 も 多く 、 深 い 洞窟 
を 示す よう に な っ て いた こと が 豆 え る 。 


柚 を が 閣 む に つれ て . シャ クティ の 事 覚 は 拉 く な っ て いっ た 。 エン ジェ ル ・ ハ 
イロ 9 放 兵 戦 で は 。 クロ ノ ク ル と カテ ジ ナ の 笑 入 を 医 じ 取っ て いる 。 


50-17 


マチ ス 一 家 


Mazis Warker and Family 


愛し た 土地 と 家族 の た め 、 


よる 戦争 の 説明 で 
え 、 人 の 命 を 
の 絶対 的 タブ ー 
を 犯す に は 強烈 な 動機 付け が 必要 と な る ) 
戦争 に 参加 する 兵士 た ち は 、 それ ぞ れ の 動機 を 胸 に 


銃 を 取っ た 。 ある 者 は 国家 の ま 
た ある 者 は 英 座 に な の 
た め に 戦う こと を 喜 


と する 者 も いた か も し れ な い 。 と 
は いえ 崇高 さや 浅 ま し さと は 関係 な く 

る 者 に 動機 が 必要 な の 
ル 帝 国軍 人 マチ ス 


ス だ が 、 決 し て 
非 戦 負 時 は 言わ ず も が な . MS 
家族 の た め 


PROFILE 
年 齢 不明 


所 属 ザン スカ ー ル 帝国 宣 
軸 地 大 肌 
出身 不明 
技能 部 隊 指 揮 . MS 操 護 


* 党 S/ 競 筐 


二 ポ マン 雪 政 計 


ば て 貴 部 人 


人 マチ ス の 娘 (姉妹 ) 


た の だ 。 し か 


基地 か ら 


に 被弾 し た 友軍 機 が 大 爆発 を 層 げ 
が 咲い て し まっ た 。 寒 族 の た 


ナ ・ ワ ー カ ー と 娘 た ち 


ス と 共に ラ ゲ ー ン 基地 に 移り 住ん だ 家族 ( 妻 の 


レー 


出し て いた の で あ 
無事 帰還 を 遂げ 
う 。 し か し 家族 と 共に 暮らす 土 
ス の 願い が 彼 を 死地 へ 向かわ せ 、 レ ー ナ の 

め た 。 それ で も レー ナ は 最愛 の 夫 
} 入 れ 、 ふ た り の 娘 を うと し た 


対 


MORE INFO! 


達 の 戦 負 が 届 ま 


する レー ナ は 和 線 を 線 め 
表 四 の 言 業 を 近 
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ネー ナ ・ ト リ ニ テ ィ 


Nena Trinity 


る 


傍 若 無人 な 戦い 振り を 見 せ た 
チー ム ト リ ニテ ィ の 紺 一 点 


ソレ スタ ルピー イン グ (CB) の セカ ンド チー ム と し て 
過激 な 武力 介入 を 結 り 広げ た 、 ト リ ニ テ ィ 三 兄妹 に よ 
る チー ム ト リ ニ ティ 。 彼 「 イ オリ ア 計 画 ] を 我 が 
物 に し よう と し た アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー の 主導 で 生 
み 出 され た デザ イン ペ ビ ー で あり 、 ガン ダム マイ スタ ー 
に な る こと を 義務 付け られ て いた . 
ある ネー ナ ・ ト リ ニ テ ィ も 、 その 宿命 
スロ ー ネ ドラ イ を 馳 っ た 人 物 で ある , 
見 た 目 は まだ 幼 さ の 残る 少女 で あっ た ネー ナ は ば 
言動 も 天真 糞 混 な も の で あっ た 。 一 方 で 、 ガ ンダ ム 
マイ スタ ー に な る べく < 開成 され て きた た め バ パイ ロット と 
し て の 実力 は 充分 で あり ショ ン の た め な ら 人 命 
を 勢 うこ と に 対し て も 何ら 抵抗 は を か っ た の で ある 
ネー ナ は 当初 、 兄 た ちと 共に 
オス と 連携 を 図 う うと し た 。 だ が 
力 回 選 し よう と する 彼ら の 考え が 理解 で きず 、 徐々 に 
弄 謙 が 生ま れ て いっ た の で ある 


JsNUM= 写 


KA OEE 


タウ タマ タン 生 江 で の 


SPT 
fuE Review 
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プトレマイオス クル ー と の 連携 交渉 が 決裂 し た こと 
で 、 ネ ー ナ た ち は 単 独 で 介入 行動 を 開始 する 。 CB の 
監視 者 ラグ ナ ・ ハ ー ヴ ェ イ か ら の 指示 を 受け 、 ネ ー ナ 
は ふた り の 兄 と 共に 世界 各地 の 軍事 基地 や 武器 工場 
を 隈 な く 録 頭 し て いく 。 だ が 、 休 みな く 送 られ て くる 武力 
介入 ミッ ショ ン 、 プトレマイオス に よる 抵抗 、 充 分 で は な 
い 福 給 物 資 …… [イオ リア 計画 ] を 遅行 する た め に 行 
動 し て いる に も か か わら ず 、 ネ ー ナ は その 待 過 の 悪さ に 
徐々 に 茶 立 ち を 暮らせ て いっ た 。 そし て その スト レス を 
ショ ン に 関係 の な い 民間 施設 を 攻撃 し て 解消 する こ 
と も あっ た の で ある 。 
勢力 に 疑似 GN ドラ イヴ と ジン クス が 供与 され る 
と 、 チ ー ム トリ ニテ ィ は さら に 隆 立 を 深め て いく 。 国連 軍 の 
ジン クス 部 隊 に 敗れ る な ど 、 焦り が 見 え 始 め た ネー ナ た ち 
の 前 に 、 ア リー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス が 現れ る 。 彼 は 、 ラ グ 
ナ か ら の 使者 と の こと で 気 を 抜い て いた ミハエル を 射殺 
さら に ガン ダム スロ ー ネ ツ ヴァ イ を 礁 い 、 ヨ ハン を 機体 と 
共に 葬り 去る 。 突然 の 出来 事 に 嘩 然 と する ネー ナ だ が 、 
刺 那 た ちの 登場 に より な ん と か 現場 か ら 脱出 する こと が 
に が 、 自 分 た ち が 計画 遂行 の た め の 単なる 「 捨 
知っ た ネー ナ は 、 そ の 息 り を ぶつ ける 先 す ら な く . 
行き 場 を 失っ て し まう 。 それ で も CB の エー ジェ ント 、 王 留美 
(ワン ・ リ ュー ミン ) に 居場所 を 与え られ た ネー ナ は 、 彼 女 
の サポ ー ト を 務め な が ら 、 兄 の 仙 討 ち を 狙う の だ 


足跡 EE 


デザ イン ベビー で ある ネー ナ は 、 MS パイ ロッ ト と し て 
美 成 され て きた こと 、 さ ら に ミハエル や ヨハ ン か ら 漠 愛 さ 
れ て きた こと も あり 、 良 く 言え ば 天真 焦 温 、 章 く 言え ば 
ワガママ な 性 格 に 育っ て いた 。 関 争 本 能 を 強化 され て 
いた 影響 か ら か 、 感 情 の コン トロ ー ル も 苦手 で 、 ス トレ 
ス を 感じ る と それ は 無 差別 な 敵意 と な っ て 発 戴 され た の 
で ある 。 それ が 名 実に 現れ た の が 、 AEU 領 地内 で 行わ 
れ て いた 結婚 式 会 場 へ の 砲撃 で ある 。 数 々 の 武力 介 
入 に よっ て 療 幣 し て いた ネー ナ は 、 幸せ そう な 結 拭 式 の 
風景 を 見 て その 遥 慎 が 頂点 に 達し 、 無 直 悲 な 攻撃 を 
加え た の だ っ た 。 これ に より 、 結 婚 式 会 場 は 見 る も 無 
残 な も の と な り 、 あ る ひと り の 少女 を 残し て 大 勢 の 参加 
者 も 死亡 し た の で ある 。 だ が 、 その 生存 者 一 一 ル イス ・ 
ハレ ヴィ が 、 近 い 将 来 、 英 と し て 目 の 前 に 現れ る こと に 
な る こと を 、 ネー ナ は まだ 知る 由 も な か っ た 


ふた り の 兄 の サポ ー ト 役 ] 


チー ム ト リ ニ テ ィ は 、 三 兄妹 で の 連携 攻撃 を 基本 と し 
て いた 。 長兄 の ヨハ ン は 砲撃 と 全体 の 指揮 を 、 次 兄 の 
ミハエル は 前 線 で の 江 闘 を 担当 し 、 ネー ナ は その ふた り 
を サポ ー ト する 役割 を 担っ て いた の で ある 。 乗 村 で ある 
スロ ー ネ ドラ イ も 、GN 給 子 発生 装置 を 装備 し 、 案 英 や 
提 乱 に 長け た 機体 で あっ た 。 その 特性 を 活か し 、 ネ ー 
ナ は 宛 ふ た り が 操る 機体 を 後方 か ら ス ムー ズ に 支援 し 


た の で ある 。 


 GNWS 寺 の 科 欄 と し て も 機能 し て お あり. スロー ネ ア イ ン に 指 載 され な GN ラ 
チャ ー に 曽 棒 エ キル ギー を 供 結 する 傘 制 も あっ た 


MORE INFO! 


た 西暦 2314 年 の 戦乱 に 登場 
ナ ・ カ ー マ イン の 祖先 、 カ ー マ イン 衣 の 選 伝 子 が 用 いら れ - 
いる 。 ネー ナ と ミー ナ の 次 や 声 が 義 個 し て いる の は . 
子 が ほぼ 共通 の た め だ と 言え る だ ろう 


ミー ナ は カー マイ ン 案 の 絡 特 な 信 


デザ イン ベビ ー と し て 
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来る べき 対 苦 と 向き 合っ た 
純粋 種 の イノ ベイ ター 


イノ ベイ ド 勢 力 と 対 崎 し た 西暦 2312 年 の 戦い の 
最 中 、 ダ ブル オー ライ ザー の [トラン ザム パー スト 」 モー 
ド を 発動 し た 放 那 ・F・ セ イエ イ は 、 高 濃度 の GN 粒 
子 を 浴び た こと で 人 類 初 の イノ ベイ ター へ と 進化 し 
た 。 変 草 の た め に その 身 を 投げ 打つ 覚悟 を 固め て い 
た 装 那 だ 己 自身 に 大 き な 変革 が 訪れ た こと に 対 
し て は 、 少 な か ら ず 戸 惑 いや 違 和 殿 を 覚え て いた 
で ある 。 それ で も 彼 は 、 世 界 の さら な る 変革 を 願い 、 
CB の メン / あり 続け た 。 「 イ オリ ア 計 画 ] の 最終 
段階 ある 、 来る べき 「 対 話 」 に 備え る た め に 一 一 。 

西暦 2314 年 。 連邦 政府 の 新政 権 
推し 進め 、 そ れ な り の 効果 を 上 げ て いた が 
な 反乱 や テロ は 断続 的 に 続い て いた た め 、 羊 那 ら 
CB は 極秘 裏 に 介入 を 続け て いた の で ある 。 一 方 で 
市 那 は 、「 戦 い を 止め させ る た め の ガ ンダ ム 」 の 開発 
を 、CB の メカ ニッ ク で ある イア ン ・ ヴ ァ ス ティ に 依頼 
し て いた 。 


地下 変 性 人 必 
株 ELS( エ ル 2) の 


つて いた 。 CB の クル ー で あ 


る ミレ イナ ・ ヴ ァ ス ティ も 「 詩 めい て いま す 」 と 、 簡 那 か ら ミ ス 
テリ アス な 雰囲気 を 感じ 取っ て いた の で ぁ る 。 


RELATIONS 


暦 2314 年 、 突如 と し て 接 
前 を 較 っ て きた 地球 外 到 異 
性 人 属 体 ELS (エル ス ) に 対 
し 、 甘 那 地球 連 孝 軍 、CB 
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「 戦 い を 止め させ る た め の 機体 ] 一 タダ ブル オー クア ンタ 

の 最終 調整 が 進む 中 、 閉 那 は ある 違和感 を 常 え て いた 。 
その 違和感 を 説明 で きず 、 戸惑い を 見 せる 刺 那 。 だ が 、 
その 予 成 が ELS の 襲来 で ちあ っ た こと が 判明 する と 、 彼 ら 
と の 接触 を 目指 し た 。 木星 の 探査 船 に 擬態 し た ELS と 
の ファ ー ス トコ ンタ クト で は 、 彼 ら の 意思 を 感じ 取り 、 利 
那 は 攻撃 を 中 断 し て し まう 。 その 意思 を 明確 に 知る ろう と し 
た 閉 那 は 、 二 度目 の コン タク ト 時 に ダブ ルオ ー ラ イザ ー の 
トラン ザム パー スト ] を 発動 し 、 高 濃度 粒子 領域 を 生 
成す る 。 だ が 、ELS の 急激 な 干渉 に よっ て 首 那 の 脳 は 
大 き な ダ メー ジ を 受け 、 夏 睡 状態 に 陥る の だ っ た 。 
利 那 が 守 医 状態 か ら 目 を 覚ます と 、3 ヶ 月 と い 月 日 
『 流 れ て いた 。 ELS と 地球 連邦 軍 の 全面 衝突 は 続い 
て お り 、 様 々 な 物体 を 取り 込む ELS の 圧倒 的 物量 に 
対し 、 地球 全土 に 危機 が 迫っ て いた 。 戦場 へ と 復帰 し 
た 球 那 は 、 つ い に 完 成 し た ダブ ルオ ー ク アン タム 乗り 
込み 、 再 び ELS と の コン タク ト に 了 臨む 。 共に 戦っ て きた 
CB の 仲間 、 さら に これ まで 鐘 を 削っ て きた ライ バル た ち 
も 彼 の 行動 を 後押し し た こと で 、 超 大 型 ELS の 中 枢 へ 
と 辿り 着く 。 剤 那 は そこ で 「 ク アン タム バー スト ] を 発動 
し 、 イ ノ ベ イ ター で ある 自身 の 存在 意義 を 懸け て 、 ELS 
と 対話 を 試み た の で ある 。 一 一 結果 、ELS は 活動 を 
停止 。 対話 に よる 戦闘 の 終結 が も た ら さ れ 、 変 甘 を 望 
お 齋 那 の 長き 戦い も 、 一 応 の 終結 を 見 た の だ っ た 。 


に キ ) 四 イノ ベイ ター と し て の 部 独 感 


イノ ペイ ター に 進化 し た こと で 、 衝 那 は これ まで 以上 
の 重圧 を 覚え る よう に な っ て いた 。 CB の 中 心 的 存在 と 
な っ て いた こと 、 さ ら に 己 自身 が 世界 の 変革 を 促し 、 人 
類 を イノ ベイ ター へ と 推し 進め な けれ ば な ら な いと いう 合 
命 王 に 包ま れ て いた こと が 、 午 那 を 苦し め て いた の で 
ある 。 そう し た プレ ッ シ ャ ー が 熊 り へ と 変わ り 、GN ド ライ 
ヴ が 搭載 され て いな い ダ ブル オー ライ ザー で の 不 完全 な 
「 ト ラン ザム パー スト 」 を 発動 させ る に 至り 、 大 き な ダメ ー 
ジ を 負う 結果 と な っ た 。 だ が 、 そ ん な 彼 に 冷静 さ を 取 り 
戻さ せき た の は 、 や は り CB の 仲間 の 存在 で あっ た 。 技 睡 
状態 の 中 で 彼 が 見 た 、 ニール ・ デ ィ ラ ン デ ィ や クリ ステ ィ 
ナ ・ シ エラ 5 ら 、 利 那 に 未来 を 託し て 敵 っ で いっ た 仲間 た 
ちの 姿 。 それ を 見 で 幣 那 は 、 自 身 が 孤独 で は な か っ た 
と と を 改め て 知り 、 仲 間 た ちの 想い も 背負 っ で ELS と の 
対話 を 目指 し た の で ある 。 


中 脳 基 子 小 に よる 対話 


イノ ベイ ド 勢 力 は 、 脳 量子 波 を 活 が し て ヴェ ー ダ と リン 
ク し 、 戦 場 で 的 確 な 行動 を 取っ て いた 。 純粋 種 の イノ 
ペイ ター と な っ た 講 那 も 、 脳 量子 波 に よっ て ヴェ ー ダ と リ 
ンク すれ ば 、 よ り そ の 戦闘 を スム ー ズ に 進め る こと が で 
きた の で ある 。 事実 、 テロ 部 隊 と フラ ッ グ 強化 型 で 対 財 
し た 際 も 、 圧 倒 的 な 強 さ を 発揮 し で 敵 部 隊 を 撃破 し て 
その 後 の ELS と の 対 財 で は 、 ヴ ェ ー ダ と の リン ク 
能力 を 戦闘 で は な く 対話 に 用 いて いる 。 


ダ の ター ミナ ル を 搭載 。 ヴェ ー ダ 
還 け る こと が で きた 。 


ELS と の ファ ー ス トコ 


い ] と 答え で いる 。 


eh 

が 0 SE の 
を 大 み た 諸 の 
(OIL 


に 失っ た 披 に 
い を 寄せ る フェ ルト 5、 そ 

待ち 他 び る 仲間 た ちの 声 ね 
の か 、 首部 は 意識 を 取り 戻し 


MORE INFO! 


ELS と の 対話 に よっ て 、 羊 那 は ELS の 特性 を 身 1 

その 後 、 役 は ELS の 母性 か ら 地球 へ の 帰 そ 目指 

が 、 そ の 距離 は あま り に も 違 く 、 章 邪 が 地球 に 辿り 着い 

年 後 の 2364 年 で あっ た 。 彼 は その 足 で 、 マリ ナ ・ イ スマ イー ル の 下 

へ と 向かっ た の で ある 。 
ELS と の 相互 理 舟 を 果たす 
た め 、 そ の 特性 すら も 受け 入 
れ た 痢 郡 。 結果 、 そ の 身 価 は 
会 呈 化 し て いる 。 


マリ ナ の 次 を 見 つけ 、 疾 み を 
遇 せる 朱 革 。 ELS を 取り 込ん 
: た めか 、 50 年 を 経て も 
に は 老化 が 見 られ な か っ た 。 


] HE D2 sen De 


対話 経て 、ELS の 間野 を 和 


そし 
て 破 は 、 量子 ジ ャ ンプ に よっ て ES 性 へ と 向かい 、ELS と 結合 し た 。 


マリ ナ ・ イ スズ マイ ー ル 
SL の 人 が 950 和 た た か 人 


所 本 で 逢 欧 び 来 た こと を 人 


Wa・ サ ン ライ ズ ・MBS 
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PFRSONALPROFL 
デカ ルト ・ シ ャ ー マン 
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Descartes Shaman 


「 イ ノ ベ イ ター」 と な っ て 得 た 
常人 を 超え た 力 と 人 間 的 な 大 情 


リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク が 画策 し た イノ ペイ ド に よる 
人 類 支配 は 、 ソ レス タル ビー イン グ (CB) に よっ て 打 
ち 破 ら れる 。 量子 型 漁 算 如 理 シス テム 「 ヴ ェ ー ダ ] を 
巡っ て の 最終 戦闘 の 最 中 、 書 那 ・F・ セ イエ イ 以 外 
に も 純粋 種 の イノ ベイ ター に 覚醒 し た 者 が いた 。 そ 
れ が デカ ルト ・ シャー マン で ある 。 

人 類 に と っ て 初 の イノ ベイ ター (当然 CB の 羊 那 は 
知ら れ て いな い ) と 認定 され た デカ ルト で ある が 、「 イ 
イペ イタ ー」 を 研究 する た め の 素 材 一 いわ ば モ 
ル モ ッ ト と し て 扱わ れ た の だ っ た 。 彼 が 軍人 と 
いう 立場 で あっ た こと も (地球 連邦 軍 に ) 都 < 織 
全長 く 働き 、 本 来 で あれ ば 異 星人 と の 対話 
の 鍵 と な る べき 人 類 の 革新 者 が 、 脳 量子 
波 の 軍事 転用 に より 戦い の 道具 に 貯め られ 
て し まう 。 常人 を 超え る 力 を 持ち な が ら 人 間 より 
も 劣る 待遇 を 受け 続け た デカ ルト は 、 そ の 矛盾 す 


靖 。 その カ は デカ ル 3 
ト の 人 生 を 一 変 させ 
モル E ト と し で 扱わ 


3 イン ベイ ター と し て 
ーー 昌 .S と 相互 理大 し 、 
| 午 合 に より 新人 類 と 
な れる 可能 往 も あっ 
が". 欄 な 要 困 の 
幼 果 、 対 話 の 壮 は 

措 ま れ て し おう 。 


能力 を 持ち な が らち モルモット 扱い され た た め 
か 、 力 を 得 た が ゆえ か 、 デ カル ト は 通常 の 人 類 を 劣等 種 と し 
で 見 下 し で いた 。 以前 の 彼 を 知る 術 は な を い が 、 そ の 精神 は 

| それ まで の 人 舌 と 何ら 変わ る こと は な か っ た と 言え る 。 


「 モ ル モ ッ ト 扱い きれ 
続け れ ば 、 必 も 磨り 
ン に [生意気 ] と 言わ 
れ 


カル ト は 、 自 中 
気味 に そう 古っ た 。 


RELATIONS 


ELS と 名 付け られ 、 
人 天 と の 接触 は 不幸 に も 戦 
還 BR と いう 形 と な っ て し まう 
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この モノ ノ ケ ど \ ゃ ちがっ! 


西暦 2314 年 、 外 宇宙 航行 衣 ソ レス タル ビー イン グ 号 
に 配属 と いう 名 目 で 球 茜 され 、 実 験 が 続け られ で いた デ 
カル ト は 、 カテ ィ ・ マ ネ キ ン 准 将 と 面会 。 その 際 、 地球 へ 
た 130 年 前 の 木星 探査 船 「 エ ウロ パ ] の 
する 。 通常 の 戦力 で は 止め る こと の で き な 
か っ た 船 を 新型 の イノ ベイ ター 専用 MA を 駆っ て 破壊 し 、 
その 力 を 示す の だ っ た 。 だ が 、 木星 探査 船 の 地球 接近 
は 、 地 球 外 変 異性 金属 体 ELS 襲 来 の 先 前 れ で あっ た 。 

木星 に 出現 し た 膨大 な 数 の ELS。 腕 量 子 波 に 引か れ 
る ELS の 特性 を 知っ た: 
を 測る た め イ ノ ベ イ ター で ある デカ ルト を 含め た 
送る 。 先陣 を 切っ て 接触 する デカ ルト だ が ELS と の 相互 
理解 は 成ら ず 、 戦 端 が 開か れ て し まう 。 ELS が 脳 量子 波 
を 持つ 者 だ けが 感じ 取れ る ノイ ズ を 発する こと に 意思 を 感 
じ 取 り 、ELS を 「 モ ノノ ケ ] 一 一 妖怪 の 類 い だ と 称し た デ 
カル ト 。 彼ら が 放つ 脳 量子 波 を 「 叫 び ] と 捉え 、 
き 友 い 不 気味 な 相手 」 と 認 講 し た が ゆえ の 印象 で ある 
の た めか ELS と の 
づけ 圧倒 的 な 戦闘 カ で ELS を 打 : 
数 と も 言え る 数 を 相手 に し て 、 つ い に デ カル ト の 機体 は 
ELS に 捕捉 され る 。 圧倒 的 な 情報 の 者 流 が デカ ルト の 
意識 を 飲み 込み 、 理 解す る 間もなく 精神 崩壊 に 至る の 
。 結局 「 イ ノ ペ ベイ ター」 と し て 対話 の スキ 5 
まま 、 デ カル ト は 最期 を 迎え た の で ある 。 


デカ ルト は 、 西 暦 2312 年 に 
居合 わせ て いた 。 そこ で ダブ ルオ ー 
度 粒 子 全面 開放 シス テム 、「 ト ラン ザム 
され る 。 リポ ンズ 亡き 後 の ア ロウ 
ズ は 解体 。 そう し て 地球 連邦 軍 の 軍人 に 戻っ て か ら の 
デカ ルト は 、 身 体 を 来 す 。 身体 機能 の 向上 と 共 

も 見 せ 始 め た 結果 、 軍 の 訓練 に お いて 


昌和 きれ た の ち 、 人 人類 初 の イノ ベイ ター た と 結 付 
けら れ た と いう 。 以後 は 行動 を 制限 され 、 モ ル モ ッ ト と し 


て の 日 々 が 始ま っ た 。 そし て 西暦 2314 年 、 イノ ベイ ター 
専用 MA を 与え られ た デカ ルト は 、 日頃 の 庫 情 を 晴らす 
か の よう に ELS へ と その 力 を 存 分 に 振る う の で あっ た 。 


記名 』 由 戦い に 用 いた イノ ベイ ター の 能力 
状況 把握 カ ・ 


間隔 ・ 組 胞 変化 に よる 肉体 


フ ベ イタ ー は 通常 の 人 類 を 超え 能力 を 持つ 、 まさ し く 
進化 し た 人 類 で ある 。 軍人 で あ . カル ト は 、 結果 的 
に 戦闘 の た めそ の 力 を 振る うこ と と な り 、 イオ リア が 望ん 
だ 異 星 の 知性 体 と の 『 対 話 」 に 、 イノ ベイ ター の 
用 いる 機会 は 与え 5 られ な : 


デカ ルト 


訪れ た カテ ィ 
木 探 宜 包 の 雪 道 
変更 作戦 が 失敗 する 


「」 だ 伝え る デカ ルト 。 


利 に 使う と する 者 


その 直後 、 デカ ルト け 大 量子 攻 に 

格 い て で くる 不思議 な 琶 覚 に 庁 さ れ 
それ は 加 く 菊 れ て い 

ELS が 出現 する 予 汐 で る - 


MORE INFO! 


イノ ベイ ド 勢 力 と の 戦い を 経て 、「 イ ノ ベ イタ ー] の 存 
在 は 周知 され る 。 革 す 
る 可能 性 を 持つ 人 々 は 増大 傾向 

府 は 、 イ ノ ベ イタ ー の J 


西 礎 2964 年 、 人 舌 の 4 割 は イア 
人 類 は 新天地 


“シテ マン 


(m) HE D2 SHET 1 


る ELS の 情報 人 
条 気 な い 最 期 を 迎え 


首 那 ・F・ セ イエ イ 
イノ ペド 勢 力 と の 戦い で 


・MBS 
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加 neD2 mm125 
アム ロ ・ レ イ 編 


Case of Amuro Ray 


7 年 の 眠り を 経て 、 グ リプ ス 戦 役 で 再起 し た アム ロ ・ レ イ 。 葛藤 を 乗り 
越え た 一 年 戦争 の 英雄 は 、 戦い の 中 で 再び 輝き を 放ち 始め る 。 


ぶ の 内 に 苦悩 を 抱え な が ら 
再び 戦場 に 立っ た ニュ ー タ イプ 


U.C.0087.05 地球 ・ 北 米 
こう いう 生 済 を 強制 され た ら 
少し は 骨抜き の 人 間 に な っ た っ て 任 方 な い だ ろ ! 


エゥーゴ と ティ ター ンズ の 武力 衝突 が 本 格 化し 始め 捉 し た 地球 連邦 軍 に よっ て 、 事 実 上 の 軟禁 状態 に 
た U.C.0087.05、 地 球 連邦 軍 シ ャ イア ン 基地 に 配 置か れ て いた 。 し か し 、 そ れ 以 上 に アム ロ を 縛り 付け 
属さ れ て いた アム 口 は 、 後 進 の 指導 に 当たっ て いた 。 て いた も の は 、 一 年 戦争 で 受け た 彼 自 身 の ト ラウ マ で 
その アム 口 の 元 を 、 一 年 戦争 で 共に 戦っ た フラ ウ ・ あ える 。 それ ゆえ 、 アム 口 は 戦う こと を 恐れ る 
コバ ヤシ 母子 が 訪れ る 。 反 ティ ター ンズ 運動 に 委 加 。 よ : 、 地 球 圏 の 現状 を 愛 い な が ら も エ ウ ー ゴ や 
し な いこ と に 対し カツ ・ コ バ ヤ シ に 責め られ た アム ロロ カラ バ へ の 参加 を 決断 で きず に いた 。 そし て 、 そ ん な 
は 、 自分 を 納得 させ る か の よう に 反論 する の だ っ た 。 自分 を 認め られ ず に 、 カ ツ に 対し て 自己 弁護 に も 等 し 

一 年 戦争 終結 後 の ア ムロ は 、 ニ ュー タイ プ を 危険 い 言葉 を ぶつ け て し まっ た の で あろ 2 う 。 


U.C.0087.07 


人 の 善意 を 無視 する ヤッ は 
一 生 療 し む ぞ 、 ヵ ミ ー 


周囲 の 後押し も あっ て アウ ドム ラ に 合流 し た アム ロ 在 で あっ た 。 ニ ュー タ イプ と し て 高い 資質 を 見 せる 少 
は 、 己 の 内 面 と 向き 合い な が ら 徐 々 に か つて の 感覚 年 の 姿 は 、 か つて の 自分 を 思い 起こ させ た 。 さら に 、 
を 取り 戻し て いく 。 一 方 、 ア ウド ムラ は 太平 洋上 で スー フォ ウ と カミ ー ユ の 交流 は 、 自 分 と ララ ァ ・ ス ン の 関 
ドリ の 追撃 を 受け る 。 その 際 に 、 カ ミー ユ ・ ビ ダン と . 係 に も 重なっ た の で ある 。 自分 を 犠牲 に し て まで カミ ー 
2 の 時 人 を 攻 じ 取 。。 心 を 通わ せ た フ ォ ウ ・ ム ラサ メ は 彼 を 宇宙 に 帰す た め 。 ユ を 先 に 進ま せよ うと し た フォ ウ の 行為 を 無 叶 に させ 
、 ア ムロ は カミ ー ユ の 背中 を 押し た 。 それ は 、 
ララ ァ と の 別れ に トラ ウマ を 背負 っ た 自分 と 同じ 圭 を 踏 
ませ まい と する 、 強い 想い の 表れ だ っ た の で ある 。 


ユ の 宇宙 へ 


旨 護 し ょ うと に 命 を 懸け る 。 アム ロ は その 姿 に 自分 の 過去 を 重ね 、 な | 


アム ロ 。 その 鋭い 
6) 


51-19 


PERSDNAL PROI 


U.C.0087.11.03 


人 は 同じ 過ち を 繰り 返す 


概ね る 。 し が 


U.C.O087.11.16 


まっ た く ! 


グリ ブス 戦役 後期 、 ア ムロ は カラ バ の 一 員 と し て 戦 
い 、 テ ィ タ ー ン ズ の キリ マン ジャ ロ 基 地 攻略 作戦 に 参 
加 し た 。 だ が 、 キ リマ ンジ ャ ロ の 戦場 は カミ ー ユ と フォ 
ウ の 再会 の 舞台 と も な る 。 再 調整 を 施さ れ て 戦い に 
駆り 立て られ る フォ ウ と 、 彼女 を 救 お うと する カミ ー ユ 。 
その 未 に 、 フ ォ ウ は カミ ー ユ を 底 っ て 命 を 落と す 。 そし 
て アム ロロ は 、 眼 前 の 悲劇 に か つて 自分 が 味わっ た 感 
情 を 想起 し 、 苦し げに 独白 する の だ っ た 。 


人 間 は 戦い 続け て 歴 更 を 作っ て きた 
それ が な けれ ば 、 人 間 は 滅ん で いた さ 


た 
痛み を 負い な が ら も 、 


U.C.0087.11.16 


キリ マン ジャ ロ 攻 略 作戦 の の ち 、 カ ラバ は ティ ター 
ンズ の 専横 を 告発 すべ く ダ カー ル の 地球 連邦 政府 
議会 を 占拠 し て 、 ゲリラ 的 に 演説 を 行う 作戦 に 打っ て 
出る の だ っ た 。 その 出撃 の 直前 、 フ ォ ウ を 失っ た : 
ユ を 気遣う アム ロ 。 カミ ー ユ と の 会 話 の 中 で 、 戦 う 意 
味 が わか ら な いと 語る 彼 に 対し て 、 ア ムロ は 戦い 自体 
に 意味 は な いと 言い 切り つつ も 、 自 分 が 経験 か ら 得 
た 答え を 語る の で あっ た 。 


人 は 変わ っ て いく も の だ ろう ? 


一 年 戦争 に お いて 、 ア ムロ は ニュ ー タ イプ と し て の 
共感 を 得 た ララ アァ を 戦い の 中 で 失っ た 。 そし て 、 キ リマ 
ンジ ャ ロ の 攻防 戦 マ で フォ ウ が 迎え た 最期 は 、 ア ムロ に 
と っ て ララ ァ の 死 の 再現 で あっ た 。 ニュ ー タ イプ 能力 
を 持つ 者 が 、 戦 争 の 道具 と し て 利用 され て 命 を 落と 
す 。 それ を 繰り 返し て し まう 人 の 業 を 、 ア ムロ は も う ひ 
と り の 当事者 で ある シャ ア ・ ア ズ ナ ブル (クワ トロ ・ バ 
ジー ナ ) と 一 緒 に 嘆い た の で ある 。 


よう に 、 人 類 の 歴史 は 戦争 の 歴史 で 
あっ た 。 その 中 で 人 類 は 技術 を 発展 させ 、 多 大 な 犠 
牲 を 払い な が ら 進 歩 し て きた 。 そう し た 功罪 を 理解 し 
て いた か ら こ そ 、 ア ムロ は 戦う べき と き に 戦う こと を 否 
定 し な か っ た の だ ろう 。 また 、 ニュ ー タ イプ も ある 意味 、 
戦い に よっ て 急激 な 覚醒 を 促さ れ た 存在 だ っ た と 言え 
る 。 軍人 と し て 、 そし て ニュ ー タ イプ と し て 、 アム 口 は カ 
ミー ユ に 戦う と と の 意義 を 語っ た の で ある 。 


地球 ・ ダ カー ル 


ダカール で ティ ター ンズ を 告発 する 役目 を 負っ た シャ 
ア だ っ た が 、 そ の 胸中 に は 迷い が あっ た 。 シャ ア の 心 
情 を 察し た アム 口 は 、 彼 が エゥーゴ を 率い る に 足る 人 
物 で ある と 信じ 、 反 ティ ター ンズ の 旗印 と し て 表 其 台 
に 立つ こと を 託し た 。 そし て 、 政 治 的 な シン ボル と いう 
道 化 に な る の を 嫌う シャ ア に 対し て 、 彼 の よう な 存在 
を 求め る 時 流 を 説き 、、 そ れ に 応じ て 自分 た ち も 変わ っ 
で いく べき だ と 語る の だ っ た 。 


PORE INFO! 
シャ ア と の 関係 


戦場 に 復帰 し た 当初 、 ア ムロ は ララ ァ を 巡る シャ ア 
と の 確 軌 を 払拭 し 切れ て いな か っ た 。 同じ 陣営 
で 戦い を 重ね て いく 中 で 、 シャ ア に 対す る わだかまり を 
解消 し て いっ た 。 シャ ア と の 会 話 で アム ロ が 語っ た 言 
工 は 、 そう し た 自身 の 変化 を 表し て いた と も 言え る 。 そ 
し て 、 ペ ベク トル こそ 違え ども シャ ア に も そう あっ て 欲し い 
と 考え た の だ ろう 。 その 根底 に は 、 同 様 に 地球 園 の 
未来 を 愛 う 者 と し て の 共感 が あっ た に 違い な い 。 


| CHARACTER'S MIND ル 。 


プリ プス 戦役 で エゥーゴ の 中 枝 護 
キャ ア は 、 地球 軍 都 の 褒 敗 


「 シ ャ ア の 反乱 」 に お いて . 
アム ロ は 道人 
と 決 基 を つり る こ 。 


アム WW 
「 変 わっ て 」 し まっ た の で ある 。 


カミ ー ユ へ の 期待 と 教訓 


て いる 
苦い 経験 を 積ん 


アム ロ 6 


ユ の 行く 未 を 案 | 
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し 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE 
カイ @ シン デン セイラ ・ ・ マ ス 詩人 25 間 (ef う ) ーー 5 上 


し ) Kai Shiden Sayra Mass 


部 - 宰 の 


実戦 か ら 身 を 引い た 
ホワ イト ペー ス 元 乗組 員 の 現状 


一 年 戦争 後 、 ホ ワイ トペ ー ス を 降り た カイ ・ シ デン 
が ジャ ー ナ リス ト に 転身 し 、 セ イラ ・ マ ス は 隠棲 し て 
静か に ひと り 暮らす 道 を 選択 し た 一 一 一 見 し た と こ 
ろ 、 ふ た り が 進む 道 は 大 きく 隔 た っ た よう に 感じ られ 
る 。 し か し 実際 に は 共通 点 が あっ た 。 立場 も 暮らす 
世界 も 違い な が ら 、 カ イ と セイ ラ は ある 人 物 の 動向 
に 注目 し て いた の で ある 。 その 人 物 と は エゥーゴ の 中 
心 人 物 の ひと り で あり 、 セ イラ の 実兄 で も ある クワ ト 
口 ・ バ ジー ナ だ っ た 。 ジオ ン ・ ダ イク ン の 遺児 と し て 
スペ ー ス ノイ ド に 絶大 な 影響 力 を 有する クワ トロ が 、 
グリ プス 戦役 で は その 影響 力 を 振る うこ と な く 一 介 の 
MS パイ ロッ ト の 立場 に 甘んじ て いる 。 彼 の 正体 を 知 
る カイ に は それ が 歯 療 か っ た よう だ 。 一 方 、 セ イラ は 
クワ トロ を 危険 視 し て いた 。 戦乱 に 乗じ て 彼 が 性 急 
な 行動 に 出る こと を 恐れ て いた の で ある 。 それ 故 、 ふ 
た り は それ ぞ れ の 想い を 胸 に 、 ク ワ ト ロ の 動き を 注視 
する こと に 没頭 し た の だ っ た 。 

ジャ ー ナ リス ト と し て 活動 


する よう に な っ て か ら も 
変わ り 


の 箇 放 を 巧み に 策 用 し 
て 真実 追求 し よう と し 
た 箇 が 見 受け 5 れる 。 


ゃ > 


條 も 、 彼女 は どこ か 他人 
事 の よう に 感じ て いた よ 
3 に 見 受け 5 れる 。 


CHARACrE その 人 折 


一 年 戦争 の 最 中 、 兄 と 再会 し た セイ ラ は 相手 の 変 千 に 
敬い た 。 か つて は 政治 と は 無 緑 だ っ た 兄 は 、「 ニ ュー 
に よる 世界 を 見 て みた い ] と 平然 と 言っ て の ける まで 
セイ ラ は その 言葉 に 危険 な 兆候 を 感じ 収 っ た の だ 


4 
ゼ 
1 
wn 
の 
めく 


ら な いと 決意 し て いる 。 


ど 邊 か っ た よう だ 。 


FLEPhEVEw 

争い や 衝突 と は 一 

切 無 経 の 生 ; エゥーゴ の 中 棒 パ バー の ひと 

る セイ ラ 。 それ で も 1 その 正体 は 、 か っ て で [赤い 
吾 屋 」 と し て 型 れ られ た 公国 


ポア ・ ア ズ ナ ブル で あり 、 
ズム ・ ダ イク ン 
の TKY 
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ホワ イト ベー ス の 乗組 員 と し て 一 年 戦争 の 激戦 を 反 い 
潜っ た カイ は 、 戦 後 、 フ リー の ジャ ー ナ リス ト に 転向 し た 。 
元 来 、 物事 を 斜め か ら 眺 め る 傾向 の 強い カイ だ け に 、 社 
会 の 動向 を 探る 報道 の 仕事 は 向い で て いた の だ ろう 。 し か 
も 従軍 中 の 体験 が 、 彼 の この 傾向 に 拍車 を 掛け る こと 
に な っ た と 思わ れる 。 自分 が 籍 を 置い た 地球 連邦 軍 が 
信義 の 下 に 戦闘 に 従事 し て いる 訳 で は な く 、 特 定 の 利 
益 や 思想 の た め に 行動 する こと が ある の に 気付 いた の 
だ 。 それ は 地球 連邦 政府 も 同様 で あり 、 関 心 を 寄せ れ 
ば 寄せ る ほど 社会 の 暗部 や 矛盾 が ひし ひし と 感じ 取れ た 
の で ある 。 こう し て 軍部 や 政府 に 対す る 情 り と 不信 感 を 
幕 ら せ た カイ は 、 その 捉 け 口 を ジャ ー ナ リズ ム の 世界 に 見 
出し た 。 そし て 自ら の 手 で 世界 の 真 の 姿 を 訴え よう と 考え 
る まで に な る 。 ティ ター ンズ と エゥーゴ の 対立 が 激化 し 始 
め た 頃 、 単身 で 連邦 軍 本 部 ジャ プ ブロー に 潜入 を 図っ た の 
は 、 ジャー ナリ スト と し て の 信念 の 吾 明 だ っ た に 違い な い 。 
軍 か ら 身 を 引い た と は いえ 、 カ イ は 彼 な り の 手段 で 戦い を 
続け て いた の だ 。 それ が どん な に 小さ な 戦い で あろ うと 、 
彼 は 決し て 屈し よう と し な か っ た 。 


な っ た の だ が 


条約 を 無視 し た 連 才 軍 
の 所 業 を 糧 間 見 る 
に 道明 する こと に な - 


カイ と 同じ よう に 軍 か ら 身 を 引い た セイ ラ は 南 フ ラン ス 
の 一 角 に 居 を 構え 、 主 に 株 の 売買 で 生計 を 立て て いた 。 
し か し 安定 し た 生活 を 手 に 入れ た と は いえ 、 彼 女 の 表 
情 は 精彩 を 欠い て いた と され る 。 一 年 戦争 で の 凄惨 な 
体験 、 中 で も 兄 と の 再会 と 別離 は 、 それほど まで に 彼女 
の 心 を 疲 琴 させ て いた の で ある 。 だ か ら こ そ ティ ター ンズ 
の 台頭 を 皮切り と する 戦乱 の 予 光 が 高まっ て も 、 セ イラ 
は 自ら 動 こ うと し な か っ た 。 エゥーゴ の 中 核 に 座 す クワ ト 
口 ・ パ ジー ナ か ら 兄 の 気配 を 感じ 取っ て も 、 彼 女 は 敢 え 
て 行動 を 起こ さ ず に いた 。 セイ ラ に と っ て 兄 は すでに 過 
ら こ そ カ イ の よう に クワ トロ 
の 動向 を 直接 的 に 追う こと な く 、 セ イラ は 兄 の 思惑 に 想 
い を 巡ら せる だ け に 留まっ て いる 。 し か し 物静か な 表情 
の 下 で 、 相反 する 考え も 抱い て いた よう だ 。 兄 の 思想 は 
危う いと ころ が あり 、 ひ と た び 表 舞台 に 出る こと を 決意 す 
れ ば 新 乱 を 引き 起こ し か ね な い 、 と も し か し 
た ら セ イラ の 隠 守 生 活 は 、 兄 が 引き 起こ す で あ ろう 混乱 
を 収め る 力 を 蓄え る 準備 期間 だ っ た の か も し れ な い 。 


戦争 の 当事者 で は が く な っ 
た と は いえ 、 セイ ラ が 自ら 
手 和 を 庫 に 入 め て いり 
拭い 切れ な い 事 実 て ある 。 
それ が 彼女 の 精神 を 疲れ 
旨 和 に 半 いや 
た と 思わ れる 。 


部 隊 と 同行 する こと と な っ た 。 


の ち に | 自ら 5 の 正体 を 明 かじ ワ ト ロ は 、 箇 孝 詳 会 で ティ 
の 較 行 を 告発 。 界 規 棋 で 中 継 され 、 カ イ 
知れ な い 場 末 の パー で 放送 に 耳 を 傾け た 。 


8 
DTD 
クワ トロ に 関す る メッ 
その 正体 を 示 嘩 し て いる 。 


の 選定 の と っ 
た よう に も 思え る 。 


カイ が ジャ ー ナ リス ト を 志 し た 理由 


向 し た 理由 と し て 、 ミ ハル ・ ラ トキ エ が 辻 し た 
!ー) を 探す た め と の 説 が ある 。 ホワ イト ペー ス を 出 寿し た 
の 家 に し ば し 身 を 寄せ 、 幼 い 弟 妹 と 懸命 に 生き る 彼女 に 心 
を 動か され た 。 その 時 の 想い が 彼 を 突き 動か し た と いう の で ある 。 


MORE INFO! 


公国 軍 の スパ イ と し て 生き る ミハル と そん な 姉 を 且 合 に 支え る 弟 。 その 閉 に カ 
イ は 、 軍部 や 政府 へ の 情 を 芽生 えさ せ た の だ っ : 


言わ れれ て いる 。 


EMR YF 
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機動 戦士 ガン ダム 


PERSONAL PROFILE 


プラ ン ・ プ ブル ター ク i 
Buran Blutarch ーー 


1) ne02 sr39n 


52-13 


ncD2 sg 


較 訟 直人 め で の 活躍 と 折 押 人 記 と し て の 忠敬 | 


高い 操縦 技術 と 指揮 能力 


MORE INFO! 


ティ ター ンズ と エゥーゴ の 武力 抗争 が 中 心 と を っ た グリ プス 
洪 役 に お いて は 、 地球 加 邦 軍 正 森吉 了 の 影 は 薄かっ た と 言 
える 。 その 中 に は 、 ブ ラン の よう に 正規 部 隊 と し て の 稚 補 を 
拘 きつ つ ティ ター ンズ に 協力 し た 士官 が いれ ば 逆 に ティ ター 
ンズ の 横 時 に 欄 気 を 差し て 反抗 し た 者 も いる 。 グリ プス 戦役 
は 、 地理 連 邦 軍 に 属す る 者 た ち に 選択 を 求め た の で ある 、 


a + 
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機動 戦士 ガン ダム 


PERSONAL PROFILE ーー [7 | 02 mm 


アポ リー ロベルト [ 生 ーー 


Apolly & Roberto 投了 情報 和 指 手 MS AEUG 


A アポ リー - 
(アポ リー・ ペ ベイ ) る ロベルト 


年 戦争 を 戦い 抜い 


憶 休 と 証人 を 共 
ド な っ た 。 赤 ギ ば で 2 
トロ や ア ギ リ ー と 裂 れ 


MORE INFO! エゥーゴ の パイ ロッ ト た ち 


アポ リー と ロベルト は 、 エ ッ ー ゴ に 参加 する MS パイ ロッ ト を 較 G デ ィ フ ェ ン サー の パイ ロッ ト 


ほとん ど な か っ た だ ろう 


リー や ロベルト と 共に 戦場 に 在り 、 戦い に 貢献 し た の で ある 、 


画 アボ リー の 同僚 


8. +3 
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PERSONAL PROFILE 


地球 の 民間 人 ① 


(ウィ ル ・ ゲ イム プア ニス ・ ベ ル ) 
Wil Game/ Annis Bell 


ロラ ン が 交流 を 持っ た 
北ア メリ ア 大 陸 の 人 々 


ン レ ィ ス の 降 


農業 を 続け て いた の だ っ た 


信 ウィ イル ・ ゲ イム 


人 る ム アニ ス ・ ベ ル 


関連 ファ イル 


SPA-51 
キャ ノン ・ イ ルフ ー ト 
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ウィ ル は 、 キ ング スレ ー の 谷 か ら 砲 撃 型 MS キャ ノン ・ 
イル フー ト を 発掘 し た だ け で な く 、 つ い に 探 し 求め て い 
た 宇宙 船 ら し き 物 体 を 発掘 する 。 ミリ シャ の シド ・ ム ン 
ザ や ロラン ・ セ アッ ク ら の 協力 を 得 た こと で 宇宙 船 が 使 
用 可能 な こと が 判明 。 だ が 、 ウ ィ ル と 同居 し て いた テテ 
スー 彼女 は ディ アナ ・ ソ レル 殺害 の た め に 送り 込ま 
れ て いた 暗殺 者 で あっ た 月 を 目指 す な ら 月 の 
民 で ある ディ アナ ・ カ ウン ター に 合流 すべ き と の アド バ 
イス を 受け る 。 彼女 の アド バイ ス を 真 に 屋 け た ウィ ル は 
キャ ノン ・ イ ルフ ー ト と 共に ディ アナ ・ カ ウン ター へ の 合 


引き 渡 そ うと する が 、 す で に 艦 を 確保 し て し 
ウィ ル は 月 へ の 上 陵 を 果たせ ぬ ま ま 、 その 


リ シ ャ と ディ アナ ・ カ ウン ター の 戦 
リ シ ャ の ロラ ン か ら 避 難 を 促 
彼女 に と っ て 畑 は 生活 基盤 で あり 
夫 と の 想い 出 が 詰 ま 所 で も 
あっ た た め 、 簡 単に 離れ る こと は で き な か で ある 
それ で も 、 小 幹 の 刈 入れ や 手紙 の 代 読 な ど 、 様 々 な 
話 を 嫌がら ず に 行う ロラ ン に 徐々 に 信頼 を 置く よう 
は ロラ ン の 説得 を 受け 入れ た 。 畑 を 雷 れ る こ 
最後 まで 悩ん だ も の の 、 我 が 身 を 案じ て くれ た ロラ 
ン の 気持 ち に 応え る べき だ と 考え た の で ある 


、 足 中 EZgez2II 


ウィ ル は 、 か つて ディ アナ ・ ソ レル と 恋 に 落ち 、 結婚 
の 約束 を 交わ し た 祖先 (初代 ウィ ル ・ ゲ イム ) と 瓜 二 つ 
の 顔立ち を し て いた 。 ウィ ル と 初め て 対面 し た ディ アナ 
が 、 そ の 風貌 か ら 本 人 と 勘違い し 、 思わ ず 抱 き 付 いて 
し まっ た ほど そっ くり だ っ た の で ある 。 だ が 、 ウ ィ ル に と 
て は 、 キ エル ・ ハ イム を 名 乗っ て 行動 し て いた ディ アナ 
は 赤 の 他人 で し か な く 、 特 別 な 興味 を 持つ こと は な か 
た 。 一 方 で 、 当初 は ウィ ル の 存在 に 無い 上 が っ て い 
た ディ アナ も 、 彼 が 初代 ウィ ル の 血 を 引い て いる だ け の 
「 別 人 ] で あり 、 初 代 ウ ィ ル の よう に 心 が 広 く 、 魅 力 的 
な 人 物 で な い の を 感じ 取っ て いっ た の で ある 

初代 ウィ ル と 月 の 姫 の ロマ ンス を 確か め る べく 、 月 へ 
の 上 陸 を 目指 し て いた ウィ ル 。 だ が 、 キ エル に 挫 し て い 
た ディ アナ こそ 、 そ の 月 の 姫 本 人 で ある と は 想像 も つか 
な か っ た の で ある 


アニ ス の 人 心 飼 撮 術 


ウィ ル ・ ゲ イム (初代 ) 
ト の ドン キー と 共に 畑 を 守っ て いた あ ァ ス え が 負 っ て いた ロバ 。 畑 を 本 本 代わ り と 
る 時 か ら ブ ルー ノ と ヤ コ ッ プ と いう ムー ン レ ィ ス を 働か せ り 人 れ て いた ほか 、 炉 の 代役 と も な っ て いた 。 泥 


を 発見 し 本 


ディ アナ に 求婚 する 男 た ち が 次 々 と 訪れ た た め 、 彼女 は それ 
に 実現 不可 能 な 灯 件 を 出し 、 計 がめ : 
「 眉 楽 員 の 玖 」 を 探す た め に 東 
その まま 音信 不通 と な っ た の で あぁ る 


て いた 。 アニ ス は 彼ら が 強 姿 を 働 こ うと し 
ドン キー を 使っ て 退治 。 以降 、 ふ た り を 芋 掘り や 坦 の 
刈 入 れ に こき 使っ て いた の で ある 。 か な り の 老齢 で あ 
た アニ ス だ が 、 その 圧倒 的 な 迫力 は 脅威 で あり 、 ブル ー 
ノ と ヤ コ ッ プ も 簡単 に は 脱走 で き な か っ た よう だ 


キー ス が 得 め る バン 屋 は [ ド 
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機動 戦士 ガン ダム 00 


PERSONAL PROFILE 
マリ ナ ・ イ スマ イー ル は 


| 邊 芋 
Marina Ismail 


Jil DNC EC 
RSONAL PROFILE 


……… 舞 理 を し て た の か し ら 


で も あな た も 同じ に 見 える わ 


届 の 環 結 大 うし みな か っ た 


os 


催 必 し 、 呑 し む 殖 半 を 克 


MORE INFO! 孤児 た ち 


邦 政 


能力 ITE 


| UALR Fr 
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機動 戦士 ガン ダム 


PERSONAL PROFILE に _R | m02 sr DBn 
リュ ウ ・ ホ セイ ーー 


Ryu jose MS ELFS.F 


数 少な い 正 規 量 人 と ピ く 周 壮 の 
精神 的 支柱 と な うろ た 青年 


53-15 


較 寺 】 : ワ イト ペー ス 想 長 を も 支え た リュ ウ 


較 之 及 の 要 体 に 系 り 災 い だ 技量 の 持ち 二 | 


で も リュ ウ を は じ め わずか 


02 sgM 


の いう わけ で は な い が 、 補完 し て 作業 を こ な イ リュ クウ の 災 
を 信 え 次 指 に 入出 


の は . 乗組 員 の 


MORE INFO! 


自ら を 和 禁 特に キワ イト ペー ス を 守っ た リュ ウ に 乗組 員 た ち は 沙 し く 動 所 
し 、 人 人 目 も は ば か ら ず 涯 を 流し た 。 だ が それ だ け で 悲し み が 緒 える は ず も 
なく 、 事 ある ご と に 乗組 員 た ち は り ュ ウ の 死 を 悼み 、 護 情 を 坦 発 させ 
戦場 で は 常に 死 と 関 り 合わ せ に ある と は いえ 、 二 し い 人 を 目前 で 夫 
と に . 乗組 員 た ち は 気持 ちの や り 場 が な か っ た の だ ろう 。 仲間 間 士 で 
乱 且 し た り 。 無神経 な 一 言 に こだわ っ て 穫 が 及ぶ の も 村 わ ず に 反発 し 
た の は 、 彼ら な り に リュ ウ の 死 と 向き 合っ た 結果 な の か も し れ な い , 


男 オデ ッ サ 作 埋 終 了 直 後 較 ベル ファ スト で の 任官 式 
り リュウ の 体 当たり を 包 ら され た アム ロ は 、 鼻 を 止め られ な か っ た ハヤ ト ・ ジャ プロ ー で の 任 記 式 で 、 幹 死 し た り > ウ に 労い の 言 琶 を 失 け よう と し な 
コパ ヤシ に 噴 っ て 代 か り 、 つい に は 較 り 合い の 朗 敵 に 発 属す る い 笛 官 に アム ロ は 反 健 。 衝 官 の 替り を 思い 、 笠 所 打ち を 喰らっ て いる 


a +9x 53-16 
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PERSONAL PROF| 
ククル ス ・ ド アン と その 島 の 住人 内 2 


Cucuruz Doan and Citizens 


ザク と 基 に 離島 に 逃れ た 

元 ジ オン 公国 軍 の MS パイ ロッ ト 
U.C.0079 の 3 月 、 ジオ ン 公国 軍 は 、 地球 制圧 の 
一 環 と し て [焦土 作戦 」 を 開始 し た 。 その 作戦 に 参 
し た 公国 軍兵 の ひと り 、 ククル ドア ン は 、 作戦 
の 実行 中 、 便 図 せ ず 民 間 人 を 殺し て し まっ た の で あ 
る 。 国 の た め と は いえ 、 民間 人 を 殺め た こと に 絶望 し 
た ドア ン は 、 そ の トラ ウマ か ら 和 逃れ る こと が で きず 、 公 
国軍 を 脱走 する の だ っ た 

ドア ン は その 後 、 ロ ラン ・ チ ュ ラ ン を は じ め 、 公 国 
軍 の 侵攻 に よっ て 親 を 児 た ちと 共に 茜 島 で 
の 生活 を 開始 する 。 だ が 島 で の 生活 は 簡単 な 
も の で は な か っ た 。 自給 自足 で 生活 する 必要 が あっ 
た だ け で な く 、 公 国軍 か ら 派遣 され た 追撃 部 隊 が 何 
度 も 島 に や っ て 来 た の で ある 。 その た びに ドア ン は . 
隠し 持っ て いた ザク TI で 追撃 部 隊 を 撃退 し て いた が 
隠 授 生活 か ら 半年 以上 を 経た 同年 10 月 、 今度 は 地 
球 連邦 軍 の 兵士 デア ムロ ・ レ イ と 遭遇 する こと に な 
た の で ある 


国軍 の 疫 部 際 を 
MS パイ ロッ ト と し て の 技術 は 佑 れ で 
民間 人 を 手 に 挫 ド 


出身 不明 
技能 MS 操 次 、 手 事 、 子 供 た ちの 世 庄 


人 ククル ス ・ ド アン 


人 ロラ ン ・ チ ュ ア ン 


関連 ファ イル 


neD2 sr36n 


unknown 


FG-01.08 画 


ドア ン は 、 コア ・ フ ァ イ タ ー で 難 島 の 偵察 に 訪れ た アム 
ロ ・ レ イ と 違 遇 し た が 、 ザ ク I で 撃退 に 成功 。 その 後 、 ド 
任せ る 傍ら コア ・ 


- 連 邦 


追撃 部 隊 が 島 に 前 来 す る が 、 ドア ン 
戦い を 間近 で 見 て いた アム ロ は 、 
アン の 気持 ち を 流 み 、 ザ ク I を 廃 械 
初め て 、 戦い の 呪縛 か ら 逃 れる こと が で 


ドア ン と 共に 暮らし て いた 孤児 の 中 で 、 最 年 長 で あ 
た 少女 。 ロラ ン が 両親 を 殺め た 張本人 で ある の を 穴 し 
責め る つも り は な か っ た むし ろ . 
ン を 心配 し 、 彼 を 支え よう と すら 〔 
ら す 中 で 、 彼 本 来 


の 優し は に 触れ た か ら こ そ で あっ た 


ドア ン を 実 の 録 の よう に 其 畑 仁 
事 や 家事 も 億 力 し て こなす な ど 。 で も ドア ン や ロラ 
減ら そう と 考え て いた 。 ドア ン を 敵視 する ア 
ムロ に 対 て 強く 反発 し 、 不 時 着 し た コア ・ フ ァ イ タ ー 


LO YE 
と に 故 再 を 受け た 
MS モ 半 て 


ドア ン が 隠 庄 生活 を 送っ て いた 離島 


2 
ポイ ント 305 と 呼ん 


選 紀 時 代 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE RD (OV D2 m3 
ザン スカ ー ル 帝国 の バイ ロッ ト 褒 =。。 漆 
Zanscare Pilots TE EE 


肝 引 少年 


東欧 の 戦場 に その 名 を 刻ん だ 
iO ou 地球 侵攻 の 括 兵 た ち 


地球 侵攻 の 先 鐘 を 


も あっ た 。 ガリ ー・ タ ン 

部 隊 に 名 を 連ね た バイ ロッ ト た ち で ある 
UC.0152.10、 イ エロ ー ト は 東欧 の 

ラ ゲ ー ン を 制圧 し て 地球 侵攻 の 

た 。 それ か ら 約 半年 が 経過 

ザン スカ ー ル 帝国 

の 活動 が 東欧 で 表面 化し 

は 対処 に 追わ 

ゲー ン 基 地 に 所 属 ! 

部 隊 の 一 て リガ \ 

に 身 を 投じ 、 ザン スカ ー ル 了 戦 人 争 の 始ま り に そ 

の 名 を 刻ん だ の で あぁ る 


53-19 


ガリ ー・ タ ン 


の テス ト を 行 


ソ に 撃墜 され て 負傷 し て 
3 ト の 戦死 を 


催 必 し た 身 で 軍 導 を 0 
雷 新 出 和 を 還る 


名 


交戦 で 撃隊 さ れ た 。 ジム ・ ス テ . 
+ の 奉還 任務 
/ と カミ オン 隊 の V ガ ァ 
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機動 新 世 紀 ガ 


PERSONAL PROFLE ーー 
フリ ーー デン の クル ー ① 1 に 


Freeden's Crew 1 


絶望 か ら 脱却 を 図 ろう と し た 
ふた り の 女性 クル ー 


第 7 次 宇宙 戦争 の 終結 か ら 15 年 を 経た A.W, ( ア 
フタ ー・ ウ ォ ー) 0015 に な っ て も 、 北 米 大 陸 に は 戦 
争 の 傷跡 が 深く 残り 、 人 々 の 生活 も 不安 定 で あっ 
た 。 明日 へ の 希望 を 見 失い が ちな 時 代 の 中 、 地 せ 
を 掴む た め 列 命 に 生き 拡 こう と し た 女性 た ちがい た 。 
サラ ・ タ イレ ル 、 ト ニヤ ・ マ ー ム も 、 MS や パー ツ を 売 
買 する バル チャ ー の 一 員 と し て 、 新た な 世界 を 切り 開 
こう と し て いた の で ある 
ジャ ミル ・ ニ ー ト を 艦長 と する パル チャ ー 
ッ リー デン に 参加 し 、 そ の 航行 を 支え て いた 。 フ 
リー デン は 通常 の バル チャ ー と は 異な リ 、「 ニ ュー タイ 
プ の 保護 」 と いう ふた り に と っ て 理解 し が た い 目 標 を 
掲げ て いた が 、 ジ ャ ミル や クル ー の 仲間 た ち へ の 信 
頼 感 は 強く 、 反発 する 様子 は 見 せな か っ た の で ある 。 


トニ は 過信 土 
前 で 情報 区 理 を 湯 当 し 
円 


トー4・ さ iー ム A 


で で へ ざ ・ ざ 幸人 る 


関連 ファ イル 


Fe eaevew 
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7 リー デン は 、 ニ ュー タイ プ 能 力 者 と され る テ 
アデ ィ ー ル を 保護 し て か ら 、 数 々 の 戦い に 巻き 込ま れる 


こと に な っ た 。 本 来 の バル チャ る 危険 な 戦 
を 経験 し た ふた り だ が 、 ブ リッ ジ ク て その 役割 を 
果たし 続け た の で ある 。 も ちろ ん た り に 惑 怖 心 が な 


か っ た わけ で 
生活 が 困難 な 時 代 
共に 未来 を 作り 出す 
に 戦い の 中 
頓 で きる 男性 と 交流 を 深め た こと 、 トニ 
畠 を 共有 で きる MS 乗り 、 エニ ル ・ 

ひと り の 女性 と し て も 成長 し 


な い 。 だ が 、 算 を 下り た と し て も 平 種 な 
あっ た た め 、 信頼 する 仲間 た ちと 
こと を 選択 し た の で あっ か 

サラ は ル や 


や 宇宙 の 登場 な ど 
中 に あっ て も 、 フ リー デン へ の 参加 
を 変え た 彼女 た ち に 下 艦 の 理由 は 見 
むし ろ 「 ニ ュー タイ プ の 保護 」 と いう 目標 
身 を 捧げ よう と し た の で ある 
ふた り は フリ ー デ ン II に も 乗り 込み 、 宇 宙 


二 軍 雪 争 に 参加 。 月 の D.O.ME. (ドー ム 
トニ ュー タイ プ ブ と の 選 過 も 果たし た 
8 次 宇宙 戦 欠 は 終結 フリ ー デ ン は 解 貞 する 
トニ ヤ も 別々 の 道 を 歩む こと フ 
の 経験 や 人 碑 が 彼女 た ちの 
豊か な も の と し て いく で あろ 


MS 乗り の ウィ 

『 も 彼 に 興味 を 示し て いた が 、 が 極端 

に 奥手 で あっ た た め 、 な か な か 心 を 通じ 合わ せる こと カ 

で き な か っ た 。 だ が 、 宇 宙 で の 最 引 決 戦 を 前 に 

突 舌 の 告白 を 愛 け る と 、 戦乱 終結 と フ 

を 機 に それ を 受け 入れ 、 ふ た り で 町 た ヵ 
こと で ある 


[名 作 な フリ 


ヤ は 、 陸上 戦艦 フ リー デ ル て 
貝 乱 を 幸い 抜い て 活 
曜 が 脚光 を 浴び て た 
り の 活躍 が 大 きか 宇宙 
戦 態 プリー デン ル 
し て 活躍 。 慣れ な し が ら ふ た り は 


慎重 か つ 冷 静 に 作業 し 、 自 


MORE INFO! 


様々 な 杭 乱 に 大 ま 込ま れ た フリ ー 
ン ゴ 


' 則 を 近 り 続け た の が 、 失 利 二 の シ 
昔 且 か ら 秀 を 守っ た だ け で な く 、 情 店 
手伝い 、 き ら に 補 虜 の 見 


月 面 へ の 上 区 や 対 竹 を こら 
半 結 繁 は キッ ド ・ サ ル サ ミ ル や パパ シス ら が 立ち 上 げ 
ン テ ナ シス 工場 プリー デン で 動い て ‘る よう だ 


1 で 得 連 を 行う 
ゴ 。 條 が 俺 れ た 欄 


皇 術 を 構っ て いる こと 
は 一度 も 南 硫 を 装 
» も 


53-22 


新 機動 戦記 ガン ダム W Endless Waltz 


PERSONAL PROFILE CM) nD2 se 0A 
カト ル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナ ー 謀 な 4 


ュ 生 上 4 コロ ニー 寿 
Quatre Rabarba Winner 入門. 


非 戦 を 支持 し 
ガン ダム を 廃業 し た 
L4 コ ロニ ー 和 群 購 身 の 
ガン ダム パイ ロッ ト 


地球 岡 続 一 国家 を 支持 し た 
心 優し き パ イロ ッ ト の 戦い 


A.C. (アフ ター・ コ ロニ ー) 196、 地 球 園 統一 国 
家 が 設立 され た 世界 で は 、 大 規模 な テロ 行為 や 武 
衝突 が 減少 し つつ あっ た 。 完全 平和 主義 を 唱え 
た サン クキ ング ダム の 遺児 リリ ー ナ ・ ド ー リ アン を 外 
交 官 に 加え た 地球 園 統一 国家 は 、 設 立直 後 か ら 武 
カカ に 依ら ちな い 政 策 を 履 開 。 それ が 地球 コロ ニー 到 
方 の 安定 に 繋が っ て いっ た の で ある 。 「G」 チー ム の 
メン バー で あっ た カト ル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナ ー は 、 前 
大 戦 の 反省 か ら 、 地 球 園 統一 の 政策 に 積極 
的 に 綿 同 し て いた 。 彼 は 「EVE WARS」 の 終結 か 
ら 1 年 後 、 抑 止 力 と し て 維持 し て いた ガン ダム サン ド 
ロッ ク 改 の 廃棄 を 決意 。 張 五 飛 (チャ ン ・ ウ ー フ ェ イ ) 
を 除く 3 名 の ガン ダム パイ ロッ ト か ら も 機体 を 預かり 
太陽 に 向け て 廃棄 し た の で ある 。 だ が 廃棄 か ら 間 も 
な く 、 地 球 園 で は マリ ー メ イア 宣 が 蜂起 。 これ に 対 
応 する た め 、 カ トル は 放棄 し た サン ドロ ッ ク 改 の 回 収 
を 急ぐ の だ っ た 


トル の 人 に 6 


像 し き 入 物 で あり 


記憶 ん だ 過去 が あっ た 
は 人 の 理性 を 者 う 戦 争 を さら に 憎む よう 


関連 ファ イル 
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僕 の サン ドロ ッ ク 


惑星 間 探 査 船 に 乗り 込ん だ カト ル と マグ アナ ッ ク 隊 は 
ガン ダム が 積み 込ま れ た 廃 到 資 源 衛星 へ と 向かっ た 。 カ 
トル 5 は 金星 付近 で 廃棄 資源 衛星 に 辿り 着く と 、 そ の 進 
行方 向 を 変え る た め に ある 作戦 を 実行 に 移す 。 その 作戦 
と は 、 カ トル が 単身 廃棄 資 逝 衛星 に 飛び 移り 、 内 部 ( 
ある 推進 器 を 操作 する こと で あっ た 。 廃棄 資源 衛星 と 惑 
星 間 探査 租 の 接触 は ほん の 僅か な 時 間 で あっ た が 
グ ア ナ ッ ク 隊 の サポ ー ト も あっ て 絶妙 の タイ 
資源 衛星 に 飛び 移 成功 。 無事 
を 地球 に 向け る こと が で きた の だ っ た 

地球 園 へ の 帰還 に 成功 し た カト ル の 元 に は 、 ヒイロ 
デュ オ 、 トロ ワ が 駆け 付け 、 そ れ ぞ れ の ガン ダム が 無事 
コッ ト の 元 へ と 戻る 。 だ が ア 軍 は す で ! 
ュ ッ セル の 大 統領 府 を 占拠 し て 
オ や トロ ワ と ま セル 市 
応 に 当たっ て いた プリ の ゼクス ・ マ ー キ ス 、 ル 
合流 。 果敢 に サー ベン ト 部 隊 の 制 
圧 に 臨 で ある 。 圧倒 的 不利 な 情勢 で あっ た 
カト ル た ち は 戦 い 続け る 姿勢 を 市 民 た ち に 見 せ 
で 、 彼ら の 非 戦 へ の 意思 を 確か め よ うと し て いた 

結果 、 カ トル の 命 を 難 け た 戦闘 が 功 を 奏し 、 市 民 た 
ち は マ リー メイ ア 軍 の 統治 に 反対 の 意思 を 突き 付け 
た 。 カト ル が 戦い を 通じ て 訴え た 非 戦 へ の 願い 
民 た ち に も 伝わっ た の で ある , 


中 時 ET ] 


ガン ダム の 廃棄 を 進め る な ど 、 カト ル は 「G」 
中 で も 武力 の 放棄 に 意欲 的 で あっ た 。 直後 に マ 
イア 軍 の 反乱 が こと も あり た カト ル の 行 
動 は 勇み足 と な っ て し まっ た 感 は 呑め な い 。 だ が 、 前 大 
戦 で 開 走 峡 を 持つ カト ル は 、 圧 倒 的 性 能 を 持つ 
ガン ダム に 愛着 と 共に 異 頂 を 抱い て お り 、 で きる だ け 自 
身 か ら 遠 ざけ た 気持 ち が あ っ た と 見 られ る 。 カト ル 
も 、 マ リー メイ ア 軍 の 動向 を 察知 で きず ガン ダム を 廃棄 
5 り 、 ガン ダム の 奉 財 


が 、 カ トル の 非 戦 の 意思 、 武 力 放 東 
戦乱 を 経て も 揺るが な か っ た 。 マリ ー メ イア 軍 を 制圧 
た 後に は 、 ガン ダム サン ドロ ッ ク 改 を 自ら 爆破 。 ガン ダム 
を 捨て 、 武力 に 依ら な い 生 き 方 へ と シフ ト し た の で ある 


思い は 


MORE INFO! 


前 大 埋 終 結 後 も 


苦 に も 参加 
の 接 角 を 目 析 


し 4 コロ ニー 区 と 至り の 


太陽 に 向 
の 運用 も 手 情 


na + 
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機動 戦士 ガン ダム 


PERSONAL PROFILE 59 CY me02 sm が 
ファ ラ ・ グ リフ ォ ン ーー 


Fuala Glifon 


あの 自 い ヤツ は 
落と さき なけ れ ば な ら な い ! 


まだ 22 歳 の 女性 で あり な が ら 地 球 侵攻 都 隊 の 失 兵 
(イエ ロー ジャ ケッ ト ) の 指揮 官 と な っ た ファ ラ は 、 自ら 
の 立場 が 不安 定 な も の で ある こと を 認識 し て いた よう 
だ 。 分 不相応 の 大 任 拓 控 は 周囲 の 婚 如 を 挿 き 立て る 

さら に 彼女 の 背後 に は カイ ラス ・ ギ リー 艦隊 司 

令 タ シロ ・ ヴ ァ ゴ が お り 、 口 さ が な い 者 た ち は フ ァ ラ が 
タシロ の 情 才 だ と の 噂 を 触れ 回 - で ある 。 それ で も 
帝国 軍人 と し て の 請 り を 抱く ファ ラ は 自ら の 実力 を も っ 
て 大 任 を 果たそ うと 礁 起 し た 。 た だ 、 その 気負い が 彼女 
に 午 大 な ミス を 犯さ せ 、 そ の 身 を 破滅 へ と 追い 込ん で し 
まう と は 、 当 の 本 入 も 夢想 だ 
ラ ゲ ー ン 基地 司令 に 就任 し た ファ ラ は 、 拓夫 
の 筆頭 で ある リガ ・ ミ リティ ア の 蔵 減 を 図る こ 
た 。 そこ で リガ ・ リティ ア の 根 押 地 の ひ と つ で ある ウー 
イッ グ の 町 を 空襲 し た の だ が 、 思 わ ぬ 反撃 に 遣っ て し ま 
う 。 リガ ・ ミ リティ ア は 独自 に MS (V ガ ンダ ム ) の 開発 
に 成功 し て お り 、 落 国 へ の 反攻 姿勢 を 明確 で 
ある 。 結果 、 帝 国 の 版 図 拡大 は 遅 々 と し て 進ま 
ミリ ティ ア の 重要 人 物 (オイ ・ ニ ュ ング ) の 捕獲 に 成功 
し た も の の 、 有益 な 情報 は 得 ら れず に 終わ っ て いる 。 
思う よう な 帳 果 を 挙げ られ な いこ と に ファ ラ は 韻 立 ち を 
暮らせ 、 つ い に 中 立地 帯 で ある アー ティ ・ ジ ブラ ル タ ル 
制圧 作戦 を 実行 し た 。 地上 と 宇宙 を 結ぶ マス ・ ド ライ 
パー 施設 を 押さ えれ ば 、 地 上 の リガ ・ ミ リティ ア の 夏 体 
化 は 容易 に な る と 考え た の だ 。 それ は 、 追い 詰め られ た 
彼女 な を り の 賭け だ っ た し 強引 過ぎ る 作戦 が 成功 
する は ず も な く 、 背水 の 陣 で 臨ん だ 作戦 は リガ ・ ミ リティ 
ア の 反撃 の 前 政 に 終わ っ て いる 。 すべ て を 失っ た 
ファ ラ は 宇宙 に 召 只 さ れ 、 タ シロ か ら 宇 宙 漂 流刑 を 
告 され た 。 軍事 法 旋 を 介さ な い 判 決 に ファ ラ は 竣 り を 霞 
わ に する 。 し か し その 声 は 無視 され ね 、 フ ァ ラ は 虚空 へ と 
放出 され て し まっ た の 


む 寺 当 複雑 な 人 間 関 係 に 振り 回 され た ファ ラ 


基地 司令 と し て の ファ ラ は 気 苦労 が 綴 え ず 、 周 囲 と の 
入間 聞 係 に 悩ま され て いた が 、 中 で も 頭 光 の 種 と な っ た 
の が クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー の 扱い た 女王 マリ ア の 実 
弟 で あり な が ら 自ら の 手 で 半 功 を 挙げ た いと 望み 、 イ エロ ー 
ジャ ケッ ト に 赴任 し た クロ ノ ク ル を どう 扱っ て いい も の か わ 

か っ た の だ 。 うま く 引 き 入れ れ ば 女王 へ の パイプ に 
な る 一 方 、 怪我 や 戦死 で も され た ら 自分 の 苗 が 飛び か ね 
な い 。 そん な 思惑 と 不安 が 交錯 する 状態 で 、 フ ァ ラ は 茎 
地 司 令 と し て の 任務 を 全う し な けれ ば な ら な か っ た の だ 。 


能力 


基地 司令 で ある ファ ラ は 実戦 に 参加 する こと は ほとん 
で なく 、 自ら MS を 駆る こと も な 宇宙 一 流刑 
か ら 復 活 し て か ら は 一 変 し 、MS パ イロ ッ ト と し て 戦い を 湯 
て いる 。 一 説 に は 、 復活 の 共に 強化 妨 

た と 言わ れる が 、 真 偽 の ほど は 定か で は な い 


う (を ! は 理 還 を 考 下 に 年 せ で いた の だ が 


る ( 右 )。 確 女 に 伺 が あっ た の か な. 真帆 を 0 


ファ ラ ・ グ リフ ォ ン Ll 本 0Z mgT22A 


示 人 当 呈 の ファ ラ は 各 交 ゲト ル 
デブ 


ある 時 気晴らし に 春 に 出 棋 け た 
が その 少年 が 、 自分 を 依 ま す V ガ ンダ 


| MORE INFO! ラ ゲ ー ン 基地 で の ファ ラ の 部 下 ご 


画 ゲト ル ・ デ ブレ 一 メッ チェ ・ ル ー ペ ンス 

ラ ゲ ー ン 基地 形 司令 と し て ファ ラ の 直属 の ラ ゲ ー ン 基地 所 許 の パイ ロッ ト で 、 フ ァ ラ 
閣下 で 、 階 同 は 大 肌 。 クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー や が 描 乗 する リカ ー ル の パイ ロッ ト を 季 め た 
アル ペ オ ・ ビ ビ ン と いっ た 新参 の 士官 に 士官 。 フ | 
対抗 意 鐘 を 多 や し 、 時 に は プ の 幸樹 を 揮 掛け られ 
り 病 す な ど 、 投入 な 手 大 で 電力 を 拡大 し よう タル を 公 る 攻 恩 理 
と て v を 授 が し . 自分 は 坦 発 の 中 に 消え て いる 


ファ ラ 洪 落と す た め 


まる 向き も ある 


a 491x 54-16 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


PROFILE 
年 吉 


ファ ラ ・ グ リフ ォ ン の 部 下 


Fual's Subordinate a 


それ ぞ れ の 感情 と 思惑 を 秘め 
ファ ラ に 従っ た 士官 た ち 


る ゲト ル ・ デ プレ 


LV | mg02 29M 


x 講 : コ 
5 PP A 
に て 
\@_ 0 っ 
ーー ゃ 
た ン 
、 ヶ ペペ の 
fr 【 フ 
A 
| / パプ 
/ 戦 
上 
A 2 硫 リ だ 
還 屋 才 


7 が 機体 か ら 苑 れ た 
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PERSONAL PROFILE (0 7h 
カテ ィ ・ マ ネ キ ン 議 me 


胡 幼 大 


出身 
失 藤 


〆 い 
いい 


Kati Mannequin 


作戦 立案 と その 実行 力 に 長け た ( 
コー ラサ ワー の 上 和 官 に 
3 
葉 介 入 を 続け る ソレ スタ ルビ ピー イ ング (CB) に 対 3» 
し 、 三 大 勢力 は 連携 し て その 対応 に 当たる こと を 決 1 。 
章 。 タク ラマ カン 砂 渡 で 合同 演習 を 行う と いう 名 目 で ココ 
ガン ダム を 誘い 込み 、 そ の 邊 獲 を 目 所 し た の で ある 。 ご < 


対 CB 較 に お いて は 当時 最も 大 規模 と な っ た この 作 
昔 に お いて 、AEU 側 の 作戦 指揮 宮 と し て 派遣 され 
た の が 、 カテ ィ ・ マ ネ キ ン で あっ た 。 

カテ ィ は 、 ユ ニオ ン 団 際 大 学 で 戦術 予報 を 学ん だ 
女性 で 、 の ち に CB に 転身 する スメラギ ・ 地 ・ ノ リエ 
ガ や ユニ オン の 技術 者 ピリ ー・ カ タ ギ リ の 同窓 で あっ 
た 。 戦術 予報 士 と し て の 実力 は 当時 か ら 知ら れ て お 
り 、 ス メラ ギ か ら も 義 望 の 眼差し を 受け る ほど の 存在 
だ っ た の で ある 。 大 学卒 葉 後 、 そ の 能力 を 買わ れ た 
カテ ィ は 、AEU に 佐 官 待遇 で スカ ウト され 、 ま だ 32 
歳 な が ら 大 佐 の ポス ト を 得る まで に な っ た 。 そし て 丁 
層 2307 年 、 各 地 で 武力 介入 を 行っ て いた CB へ の 
対応 を 任 さ れ た の で ある 。 


正確 か つ 旬 幸 の 上 
PE 


3 


Em Amm 


タク ウマ カン 写 送 に 
珠 民 され た ティ 
爆 全 時 介 に 之 し 
た MS パイ ロッ ト き 本 
TS. それ が パト 
D サワ . 


の 後 、 三 大 勢力 は 、GN ド ライ ヴ [T 7/ 
の 入手 に より 、 本 格 的 な 合同 宣 で ある 国連 軍 を 結成 


カテ ィ も 国連 軍 ( ト し 
官 に 任命 され た 。 ガン と 同等 の 性 能 を 得 た ジン クス 
を 入手 し た こ 


か せ た の で ある 


BE 握 し た カテ ィ は 一 時 撤退 を 検討 する が 
ドロ ・ コ ー ナ ー 自 ら が 乗り 込ん だ アル ヴァ トー レ が 合 
た た め 、 戦闘 を 継続 2 結果 、 プ トレ マイ オ 
沈 す る こと に 成功 し た ほか 、4 機 の ガン ダム を すべ て 行 
動 停止 に 追い 込み 、CB を 事実 上 崩壊 に 導い 
た 。 だ が 、 自 軍 の 被害 も 甚大 で あり 、 カ テ 
消耗 戦 と な っ て し まっ た こと を 指揮 官 と し て 悔い る 。 だ 
が 彼女 と CB と の 因縁 も 、 こ の 戦い で 終結 する 


cg 2 の 


骨格 な 軍人 で あっ た カテ ィ は 、 規 律 の 守れ な い 部 下 
に 対し て は 特に 離し か っ た 。 遅 誠 し て きた パト リッ ク を 有 
無 も 言わ さ ず 殴り 付け た の も 、 カ ティ の そう し た 強い 信 

生 


ん だ 行動 で あっ た 。 だ が 、 それ が ひと ) 在 機 と 
な トリ ッ ク に 惚れ られ て し まう と は 、 カテ ィ も 思い も 
寄ら な か っ た で あろ う 。 彼 の 積極 的 な アプ ロー チ に 対 
当初 は 戸 感 い を 見 せ て いた カテ ィ 。 だ が 、CB の 登場 で 
する 世界 情勢 に これ っ ぽ っ ち も 関心 を 持た ず 

『 て 興味 を 抱き 始め る 。 そ 
男性 と し て の 彼 に 惹か 
の 彼 の 無 鉄 Pr PT トー モル ケイ 
な 行動 を 気 に し て いた よう で 、 表 面 上 は 他 の 兵士 と ca SM 
同等 に 扱い つつ も 、 戦 場 か ら 無事 に 竹 財 する こと を 祈 

て いた 。 その 想い が 通じ た の か 、 は た 由 の 強 軍 か は 


わか ら な い が 、 ふた けり 揃っ て 戦乱 を 生き 抜い た の で ある MORE INFO! パト リッ ク へ の 戸惑い 


戦術 予報 上 と し て | 
ティ が 国連 事 の 語 に 任命 され た の 英 部 
懇 の 実力 を 素早 く 解析 し 、 優 れ た 作戦 を 立案 で きる 能 
が 備わっ て いた か ら で あ る 。 か つて 戦術 予報 士 
活躍 し て い ) カ ティ は 、 了 つの 紛争 を 終結 に 導い た 
と も 言わ れ て お り 、 誰 も カ を 認め て いた 。 また 
カテ ィ に は 予報 士 と し て の 能力 に 加え 、 毅然 と 
度 で 作戦 通す 実 も あり 、 それ が 指揮 官 と 
の 緒 力 に も 繋が っ て し 


まで の 女性 関係 を 一 切 維 ち 、 カ ティ 
ある 。 愛す る 人 を 守る た め に 埋 い た いと いう パト リッ ク の モチ ペ 
ン は 、 カ ティ に と っ て 新鮮 な も の と 映り 、 鞭 か れ て いく 要因 の ! 
も な っ た 。 パト リッ ク の その 不問 用 な が ら も 明解 な 生き 方 が 、 カ ティ の 
を 杜 ん だ と 言っ て も 過言 で は な い の で ある 


実 陸 に カテ ィ と の 六 果 | 
ト き で た 検 、 軍 人 と 
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機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 


FE Dn sm 
シャ ア ・ ア ズ ナ ブル ee 


Char Aznable 


人 類 の 革新 を 志 し て 
再起 し た 「 赤 い 彗 量 


ダ 


登 秒 の た め に 被っ た 人 り の 仮面 2 
年 歌 委 赤い 妊 晒 し まう 3 る] 
同時 に 、 立 ジオ ッ が me 
革新 理 形 に 且 を 向 
名 は 特別 な 重 味 を 持 
を る 乗っ て 表 舌 4 六 
ェ 博 待 が 返 
き 受 け 容れ さる を 提 ある 
希望 を 措 2 の: 
天 の 年 新 を 下 指 間 暫 争 
因 緯 の 束 失 
戦 疫 で 地球 内 先 下 許 の 記 燈 を 思い 
乱 望 は 矢 観 に 諾 な 手 委 * 
用 畑 の 音 基 ー 
畔 役 入 の 選 伏 を 経て ネオ ・ ジ オン を 再 東 
ま 記 さき を 東 


ue rmevew 


ー E3 ゎ の た 1 


降 一 次 ネオ ・ ジ オン 埋 谷 (ハマ ー ン 攻 争 
は | 旧 ネ オ ォ オン 随 容 さば はじ め と て する 友 地 球 夢 
孝 放 章 起 奏 を 紳 合 し 、 大 か に 胃 カ を 整 穫 | て 


OOg2 22、 スウ を 記 角 | 
キ ・ ジ オン の 記 詞 を 生計 0093. 02.271 に は 地 天 
達 基 政府 に 対し て 憲 報 を 布告 し 、3 月 社 必 に Sh ルナ モ 
リ に 落と す 還 事 1 5 
据 息 ( 提 二 交え ネオ ・ ジ オン 埋 争 ) | の 始 よ 
5 た 業 と し で EN | 


は 、 自 ら の 行動 を 地表 人 類 の 車 博 


る た め の 抹 
よっ て 満 
転入 で 貴 わ っ た 術 朋 
是 を 本 軍 に 上 げ て 
"は 自ら が 業 そ 音信 お た の で る る 


ょ その 人 も ネオ ・ ジ オシ 経 付 と し て 作 転 を 攻め 
デニ オン に お ける 者 丈 電 吉政 府 と の 妨 移 
理 の 和平 父 池 7 ンズ の 斉 枯 を 取り 付け る 。 だ が そ 
h を 地球 に 区 杖 の 和 を を 引き 起こ そ 
する | 地球 家 活 化 作 由 ] の 一 策 で あ 閣 桂 むさ 
自己 欄 章 を き つつ も ロン デニ オジ で 対 細 
ロ の 追及 か ら 透 れ た シャ ア は 、 自分 に 基本 
共に きら な る 購 左 


剛 朗 ジャ ア の 広 員 補 須 に 見 2 活動 


OO9O 年 穫 初 本 は 勢い を 増す 一 方 で 較 
[【 る 、 族 夫 球 軍 孝 政 許 宣 動 を まとめ , ネオ 
ォ ン 遍 骨 の 布石 # ゃ NSP と 夫 
半 夫 政府 相 姓 の 詩人 で 夫 王 し 、 さ 夷 一 次 ネオ 
オン 戦争 を 生き 禁 っ た ネオ ・ ジ オン 祭 党 に 接 角 
も 詞 る 。 一 税 


- | 
きわ れる 
の 再三 以前 に は 政 洪 工作 
ま 二 格 的 な 定率 を 聞 始 
た の ちば は 、 紹 夫 > 電 に あり な が ら 前 雇 に も 出 
5Ih ル ナ 到 乱 圭 で は 友 車 の 簡 退 ま 援 の た め に は 
で の 音 関 で は 
を 使わ では 
箕 半 さ る 
議連 ネオ ・ ジ オン を 文 えた シャ ア の 政治 
fr は 語る まで も な いか 
ネオ ・ ジ オン に お いで は それ に 加え で 政 洛 案 
ス を 授 る 交 水 で は 、 カイ ザ ス ・M 
や ネル スト ネス と 箇 交 無力 に 作 
を 年 用 に 』 
較 施 葉 窒 高 意 を 往 玉 に 取 
打 を 半 う 一 午 も 見 せ て いる ]。 ま 


氏 そ を 絡 素 させ る 大 きく 信 
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機動 戦士 ガン ダム 逆 閉 の シャ ア 


必 に 印 
あの 


(50A) me? sm0 


シャ ア ・ ア ズ ナ プル 編 


Case of Char Aznable 


ーーーー 一 人 


と み 


オン の 遺児 が 歩ん だ 数 々 の 戦乱 三 一 
その 末 に 辿り 着い た 終着 


宇宙 ・5th ル ナ 


ネオ ・ ジ オン を 再興 し た シャ ア は 、 地球 人 類 の 責 清 
を 目的 と し て [地球 寒冷 化 作戦 」 を 実行 に 移し た 。 そ 
の 初期 段階 に あたる 地球 へ の 5 ルナ 落と し 作戦 で 
シャ ア は 因縁 の 相手 で ある アム ロ ・ レ イ と 対 財 す る , 
地球 に 棲 の 冬 を 引き 起こ す 随 石 落 と し の 真意 を 問い 
質 す アム ロ に 、 シ ャ ア は 地球 に 住む 者 た ちの 身勝手 
さ を 語 る 。 そし て 、 自 ら の 名 を も れ を 排除 し よう と 
する 意志 を 宣言 し た の で ある 。 


アム ロ 、 私 は 賠 潮 な こと を や っ て いる 


グリ プス 戦役 に お いて 、 シ ャ ア は エゥーゴ の クワ トロ ・ 
ジー ナ と し て 戦い 、 地 球 連邦 政府 の 共 骨 を 内 側 か 
ら 正 そう と し た 。 し か し 、 そ こ で 体制 の 実態 を 目 の 当 た 
り に し て 、 緩 や か な 改革 が 無理 で ある と 悟っ た シャ ア 
は 、 ネ オ ・ ジ オン の 決起 に よっ て 過激 な 手段 に 訴え 
た 。 アム ロロ に 投げ 掛け た 言葉 は 、 限 界 を 迎え た 地球 
類 を 巣 立 た せよ うと し た シャ ア の 強い 決意 の 表 
っ た と 言え る だ ろう 


近く に いる の な ら 、 この 私 を 感じ て みろ 罰 朗 
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5th ル ナ 落 と し の の ち 、 シ ャ ア は 極秘 裏 に サイ ド 1・ 
ロン デニ オン へ と 向かい 、 地 球 連 邦 政府 と の 和平 交 
渉 に 皿 ん だ 。 だ が それ は 、 地球 塞 冷 化 作戦 の 一 環 と 
し て アク シズ を 手 に 入れ る た め の 課 申 で あっ た 。 交渉 
に 成功 し た シャ ア は 、 自 分 た ちの 信じ た いも の だ け を 
信じ て 現実 を 直視 し よう と し な い 地球 連邦 政府 高官 
を 蔵 む 。 その 一 方 で 、 彼 ら と 同じ 土合 に 立つ 我が身 
を 許 み て 、 自明 め いた 思考 を 暫 ら す の だ っ た 


ば 謀 も 秦 わ な い 気 質 だ 
に お ける 政治 工作 は 、 シャ ア の 本 意 で は 
な か っ た と 見 られ る 。 人類 の ニュ ー タ イプ へ の 革新 と 
いう 理想 の た め に 汚名 を 着る こと を 覚悟 し て いた と は 
いえ 、 腐 敗 し た 地球 連邦 政府 高 写 を 相手 に する 行 
為 は 忌避 の 対象 だ っ た の で ある 。 アム ロロ に 向け た 思 
い は 、 そう し た 自己 嫌悪 の 裏返し の だ ろう 


シャ ア は ネオ ・ ジ オン 艦隊 の 武装 解除 を 装っ て ル 一 年 戦争 後 、 シ ャ ア は ジオ ン 公 国軍 残党 に 同行 【 

ナツ ー を 衣 撃 させ 、 同 時 に アク シズ を 審 取 し て 地球 。 て アク シズ に 逃亡 し 、 潜 伏 生活 を 送っ た 。 そし て 、 グ 
寒冷 化 作戦 の 最終 段階 一 一 地球 へ の アク シズ 落と 。 リプ ス 埋 役 で アク シズ が 地球 園 に 帰還 する と 、 ハマ ー 
し を 開始 する 。 作戦 の 阻止 を 試み る ロン ド ・ ペ ベル と の ン ・ カ ー ン と の 由 力 に よっ て 度々 属 特 を 味わっ た 。 シャ 
間 で 溢 し い 戦闘 が 繰り 広げ られ る 中 、 ア クシ ズ の 防 ア が 地球 寒冷 化 作戦 の 肝 に アク シズ を 選ん だ 
衛 に あたる シャ ア 。 その 背後 で アク シズ の 杜 ノ ズル に 他意 は な いと 思わ れる 。 だ が 、 ア クシ ズ が 地球 に 降下 
火 が 入り 、 地 球 へ の 針路 を ゆっ くり と 進み 始め る 。 シャ し て 景 に は 、 さ す が の シャ ア も 感傷 的 な 想い を 
ア は その 光景 に 、 過去 と の 決別 を 思う の だ っ た 抱か ず に は いら れ な か っ た の だ ろう 


し か し 、 こ の 温か さ を 持っ た 人 間 が 、 地 基き ぇ 破壊 する ん だ 
それ を わか る ん だ よ 、 ア ムロ ! 


アク シズ を 舞台 と し た シャ ア と アム ロ の 因 緑 の 対決 シャ ア は 人 の 可能 性 を 信じ た か ら こそ 、 地 球 に 鐵 
は 、 シ ャ ア の 敗北 に 終わ る 。 それ と 時 を 同じ くし て 、 ロ た 人 類 を 葉 清 する こと で 、 ニ ュー タイ ブ へ の 革新 を 促 
ンド ・ ベ ル が 分 断 し た アク シズ の 後部 が 地球 に 降下 そう と し た 。 その 意味 で は 、 サ イコ ・ フ レー ム に よっ て 
し 始め た 。 落下 を 阻止 する た め 、 シ ャ ア の 脱出 ポッ ド 発現 され た 力 は 、 シ ャ ア が 望ん だ も の だ っ た と も 言え 
を 捕らえ た まま り ガ ンダ ム で アク シズ に 取り 付く アム る 。 し か し 同時 に 、 人類 の 大 多数 が それ を 理解 で き 
ロ 。 その 行動 に よっ て サイ コ ・ フ レー ム が 共振 し 、 人 ず 、 現 実 と し て 地球 を 食し つ ある こと も 、 実 感 
の 意思 を 集め る 様 を 目の当たり に し た シャ ア は 、 安 心 と し て あっ た 。 先 の 理想 と 現実 の 格差 を 思 
感 さえ 覚え る 人 の 力 に 身 謀 い する , い 知 っ た シャ ア の 本 音 だ っ た の だ ろう 


ララ ァ ・ ス ン は 、 私 の 母 に な っ て くれ る か も し れ な か っ た 女性 だ 
その ララ ァ を 殺し た お まえ に 言え た こと か ! 


リガ ンダ ム か ら 発 し た サイ コ ・ フ ィ ー ル ド に よっ て 由 の ひと つ に 、 ア ムロ と の 因縁 が あっ た 。 一 年 戦争 
アク シズ を 押し 戻 そう と し た 周囲 の MS が 跳ね 飛ば さ で アム ロロ に 条 さ れ た シャ ア は 、 それ を トラ ウマ と 
れ て いく 中 、 シャ ア は アム ロ と 生 の 感情 を ぶつ け 合 う し て 抱え 続け て いた 。 ニュ ー タ イブ と し て 自分 を 導い 
シャ ア に 父性 を 求め て ネオ ・ ジ オン に 身 を 投じ た ク ェ て くれ る か も し れ な か っ た 女性 を 失 は 、 シ ャ ア 


ス ・ エ ア を 、 シ ャ ア は 載 い の 道 具 と し て 利用 し た 。 そ に と っ て 大 き な 衰 失 だ っ た の で ある 。「 シ ャ ア の 反乱 」 

の 行為 を 非 苑 する アム ロ に 、 シ ャ ア は 一 年 戦争 の 罪 は 、 シ ャ ア の 個人 的 な 思 v っ て 引き 起こ され た 争 

be CR a を 問う て 返す の だ っ た . 乱 と いう 一 面 が あり 、 先 の 言葉 は それ を 如 実 に 物語 
( と える シャ ア が ネオ ・ ジ オン を 再 異 し て 戦い を 起こ し た 理 。 て いた と 言え よう 


MORE INFO! 
決起 に 懸け た シャ ア の 志 女性 た ち へ の 言動 に 見 る 内 面 


na 
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機動 戦士 ガン ダム 第 0BMS 小 隊 
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Alice Miller 3 介 人 作 


友軍 か ら も 疎 ま れ た 
連邦 軍 情 報 部 の 女性 部 只 


どん な 物事 に も 裏表 が ある よう に 、 軍 隊 に も 裏表 
が 付き も の で ある 。 強大 な 英 を 負 敵 ら す 軍 際 は 同時 
に 国土 を 荒廃 させ 、 何 も 生産 する こと な く 物資 を た だ 
消費 する の み ーー そ れ が 軍隊 の 抱え る 裏表 で ある 。 
きら に 軍隊 と いう 組織 自体 に も 裏表 が 存在 する 。 戦 
場 で 戦う 実戦 部 隊 に 対す る 裏 の 顔 、 そ れこ そ が 情 
報 部 で あろ う 。 表 舞 台 に は 立 と うと せ ず に 陰 で 情 
報 の 収集 や 分 析 、 時 に は 探 造 に まで 手 を 染め 
る 情報 部 は 、 敵 の みな ら ず 味方 か ら も 煙 た が ら 
れ 、 並み の 神経 の 持ち 主 な ら 聞 わり た が ら な い 
も の で ある 。 と ころ が この 情報 部 に 自ら 望ん で 
所 属し 、 汚 い 仕事 も 原 わ ず に 実行 する 女性 が い 
た 。 地理 連邦 軍 情 報 部 の 女 父 、 ア リス ・ ミ ラー で あ 
る 。 彼女 が 任務 に 没頭 し た 理由 、 そ れ は ジオ ン 公 国 
に 対す る 激しい 憎悪 だ っ た と され る 。 し か し アリ ス の 
憎悪 を 挿 き 立て る 要因 に つい て は 誰 も 知ら ず 、 また 
敢えて 彼女 に 尋ね よう と する 者 は 皆無 で あっ た 

し 11 | IE 

音 部 で 締 馬 を 括る うに は 
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情報 部 員 と し て の アリ ス の 任務 、 そ れ は 公国 の 動向 
を 探り 、 連 邦 を 勝利 に 導く こと に ほか な ら な い 。 さら に 
彼女 に は 別 の 任務 も 課せ られ て いた 。 友軍 内 に 紛れ 
込ん だ スパ イ の 摘発 で ある 。 仲間 の 振り を 装う スバ イ を 華 
アリ ス は 公国 以上 に 憎み 、 一 切 の 容赦 を し な か っ た 。 
スパ イ は 南 で あり 、 重量 の 余地 は な か っ た の だ 。 

そん な アリ ス の 元 ( 
アジ ア 地 区 を 担当 する 連邦 軍機 械 化 混成 大 隊 (コジ 
マ 大 隊 ) に 、 ス パイ 容疑 を 掛け られ た 新任 少 周 が いる 
と 言う ロー・ ア マダ と いう その 少尉 は 公国 軍 新 
兵器 アプ ブサ ラス と 交戦 し た も の の 撃破 せ ず 、 友 軍 の 教 
援 を 待つ 間 、 敵 パイ ロッ ト と 週 ご し て で いた らし い 。 情報 を 
得 た 軍 上 居 部 は 、 シ ロー が 新型 MS (陸戦 型 ガン ダム ) 
を 手 土産 に し て 公国 軍 に 寝 返 ろ うと し て いる と 推察 。 ア 
リス に 身辺 調査 を 依頼 し て きた の で ある 。 身分 を 隠し 
て シロ ー と 接触 し た アリ ス は 、 相 手 が 軍人 と は 思え な い 
「 甘 ちゃ ん 」 で ある こと を 見 抜い た 。 敵 を 討つ こと より も 
味方 の 安全 を 第 一 と する シロ ー の 態度 は 、 と て も スパ イ 
を 働く よう に は 見 えな か っ た の で ある 。 それ で も アリ ス は 
結 り 強い 調査 を 続け 、 つ い に ひ と つの 真相 に 辿り 基 い 
た 。 シロ ー が 公国 軍 の 女性 パイ ロッ ト に 恋愛 右 情 を 抱 
き 、 こ の 戦争 その も の を 特定 し よう と し て いる 、 と いう の 
だ 。 それ は 公国 を 憎 悲 する アリ ス に と っ て 、 ス バ パイ 行為 
以上 に 矢 し 難い 罪 だ っ た 。 そこ で 彼女 は シロ ー を スパ イ 
容 明 で 審問 会 送り に する 。 だ が シロ ー は 騰 す る こと な く 
自ら の 漂白 を 主張 。 加え で 「 英 味方 に 分 か れ て いて も 
わか り 合え る 」 と 言い 放っ た 。 これ に は 審問 会 の 一 同 


の みな ら ず アリ ス も 呆れ 返り 、 再 び 彼 女 は シロ ー と 対 時 
する こと に し た の だ が ……・ 


「 最 醒 の テロ リス ト 集 団 、 人 の 皮 を 被 J] 「 ヤ ツ ら 
を 殺せ ば 殺す ほど 、 人 類 は より 純粋 な 存在 に 近づく こと 
が で きる 」。 これ ら は 公国 に 対す る アリ ス の 辛 村 な 評価 
で ある 。 確か に 情報 部 の アリ ス が 公国 を 敵視 する の は 
自然 な こと だ 。 と は いえ この セリ フ は 度 を 越し て いる よう に 
見 受け られ る 。 それ で は ここ まで 言わ し め る アリ ス の 憎 し 
み は どこ か ら 生 じ た と いう の か 。 それ は 彼女 の 過去 に 起き 
た ひと つの 事件 に 起因 し て いる 。 実は シロ ー と 同様 、 か 
つて の アリ ス も 公国 軍兵 士 と 恋 に 落ち た こと が あっ , 
し か し 彼女 は 利用 され て お り 、 最 後に は 信じ た 相手 に 裏 
切ら 5 れ た の で ある 。 この 私 名 が アリ ス を 突き 動か し 、 か つ 
て の 恋人 が 属す る 公国 へ の 起り と な っ た の で ある 。 


能力 RUSHUODS2EIPY】 
情報 部 員 で ある アリ ス は 巧み な 心理 革 と 話術 を 虹 全 
し て 標的 を 絡め 取る の が 得意 で ある 。 表面 上 は 友好 
的 な 重度 を 装い つつ 、 そ の 裏 で は 常に 導入 な 視線 が 
相手 を 分 析 し て いる の だ 。 スパ イ の 摘発 と いう 任務 に 
お いて 、 この よう な スキ ル は 必須 の も の だ っ た の だ ろう 。 


始め る アリ メ 、 本 
の は . 情 震 有 員 な ち 


量 が 失 
固 共 す 
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4、 クイ ー ン ・ 人 プラ ッ ク ・ 人 ジャ ッ ク ・ 人 クラ ブ ・ 
ザ ・ ス ペー ド ジョ ー カ ー イン ・ ダ イヤ エー ス 


マス ター の 虹 走 を 止め る た め に 現れ た 
シャ ッ フ ル の 紋章 を 持つ 者 た ち 


ャ ッ プ それ 


ンジ ュ ク シテ ィ で 再会 を 果たし た マス ター は 、 以前 
と は 界 な る 次 を 見 せ て 「 自 己 再生 
大 理論 を 有 し た デビ ル ガ ン ダム 
デビ ル ガ ン A DG) 細胞 を 用 


に する わけ は いか な 
られ て いた ネオ ジャ パン の ドモ ン ・ か 
対応 に 乗り 出し た の で ある 


、 足 ! 3 シャ ッ フ ル 同 盟 、 その 歴 


フル 同盟 は 、 ガ ンダ ム フ ァ イト が 行わ れる 

と 言わ れる 。 同盟 の 主 な 役割 は " 圭 い 
/、 虐殺 や 殺 四 兵器 の 使用 な ど 

人 類 の 減 亡 に 至る よう な 事態 を 察知 し 、 事 

て きた の で ある 。 戦い の 最も 進化 し た 形 と ( 

れ た ガン ダム ファ イト が 開始 され て か 


監視 を 続 の 排除 や 各 
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た マス ター で さえ 
き 、 一 時 撤退 し た 
表 は 草 と と 事 を 交え て こそ 対話 が で きる と の 考え を 持 
マス ター と の 対決 に 尻込み し て いた ドモ ン に 対し て 
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私 を 毅 っ て くれ る 光 …… 
謙 に も 奪わ せ は し な い !! 


ネェ ル ・ ア ー カ ガマ の 捕虜 と な っ た マリ ー ダ ・ ク ルス は 
彼女 を 利用 し よう と 企む ビス ト 財 団 (マー サ ) へ と 引き 渡 
され て いた 。 強化 人 間 の 悲し い 過 去 を 垣間見 た バナ ー 
ジ ・ リ ンク ス の 想い と は 反し 、 彼 女 は 「 道 具 ] と し て 再 
び 戦 い に 駆 り 立て られ る こと と な る , 

オー ガス タ 研 究 所 で マリ ー ダ を 待っ て いた の は 、 が か つ 
て 自分 を 戦う 道具 に 仕立 て た マシ ン 、 量産 型 キュ ベレ イ 
で あっ た 。 マシ ン を 前 に マリ ー ダ は 恐慌 を 来たす 。 未だ 
彼女 の 魂 は マシ ン に 捕われ た まま で 、 その 呪 絹 か ら 逃れ 
られ な いで いた の で ある 。 マリ ー ダ に マー サ は 旭 く 、「 私 
が あの マシ ン か ら あ な た を 連れ 出し て あげ る 」 と 

再 調整 され た マリ ー ダ は 、 新 た な マス ター で ある アル 
ベル ト に 仕え る 「 ブ ルト ゥ エル プ 」 と し て 以前 の 記憶 を 封 
じ ら 5 れ 、 パ ナー ジ の 駆る ユニ コー ン ガ ンダ ム の 捕獲 作 
戦 に 従事 。 同機 を ガル ダ に 移送 中 、 ガ ラン シェ ー ル 隊 
の 舞 撃 を 受け る 。 鉄 を 向け る マリ ー ダ だ っ た が 、 ジ ン ネ 
マン が 本 当 の マス ター だ と 説く パナ ー ジ の 言葉 を 聞き 
脳裏 に は ジン ネ マ ン の 面影 が よぎる の だ っ た 。 し か し 
難 り つつ ある 記憶 と 現 マ スタ ー の アル ペル ト の 言葉 に 
混乱 を 来たし た マリ ー ダ は 、 す が る べき 光 ニ マス ター を 
奪わ せま いと ユニ コー ン ガ ンダ ム に 迫る 。 だ が 、 助け に 
来 た ジ ン ネ マン の 呼び 掛け で 記憶 が 戻り 、 刷り 込ま れ た 
「 敵 で ある ガン ダム 」 に 自分 が 乗っ て いた 事実 に も 気 
付く 。 調整 は 破綻 、 バン シィ は 動き を 止め た の だ っ た 


強化 人 間 を ケア する 施設 が ルナ ツー に な いと いう 建 
前 で 、 ビ スト 財団 の 横槍 に よっ て 地球 の オー ガス タ 研 
究 所 に 搬送 され た マリ ー ダ 。 閉鎖 され て いた ニュ ー タ イ 
プ 研 究 機関 で あっ た が 、 強 化 人 間 の 調整 施設 は 健在 
5 り 、 そ こ で 再 調整 を 受け る 。 祖父 サイ アム ・ ピ スト 
と 兄 カー ディ アム ビス ト と 対立 する マー サ は 、 ユニ コー 
ン ガ ンダ ム を 抑え る た め 、 同 型 機 で ある 2 号機 の 乗り 手 
て いた の で ある , で マリ ー ダ は [ブル トゥ エル 
調整 され 、 マ ー サ の 策 で ある アル ベル ト を 
ー ン ガン ダム 2 号機 パン シィ 
の パイ ロッ ト と な る の だ っ た 。 その 後 パ ナー ジ と ジン ネ マ 
ン の 説得 に よっ て 本 来 の 自分 一 「 マ リー ダ ] の 記憶 
を 思い 出し 、 ジン ネ マ ン の 下 に 和 帰る の だ っ た 


パン シィ の パイ ロッ ト と し て 


ユニ コー ン ガ ンダ ム に 搭載 され た 対 ニュ ー タ イプ 用 の 
シス テム 「NT-D] は 、 採 綻 者 に も ニュ ー タ イプ の 研 質 
を 求め る 。 マリ ー ダ は 人 エニ ュー タイ プ 
り 、 再 調整 に より ビス ト 財 団 の 手駒 ! < 
バン シィ の パイ ロッ ト と し て 最適 の 人 材 で あっ た 。 だ が 
強化 人 間 と し て 刷り 込ま れ た 「 ガ ンダ ム は 英 」 と いう 暗 
示 は 残っ て お り 、 自 分 の 駆る 機体 も ガン ダム だ と いう 所 
盾 が 、 記憶 操作 に 綻び を 生む 要因 に も な っ た 


i 


区 バン シィ の デス トロ イモ ー ド を 使い ご バナ ー ジ の 野 け 掛け 
が 表 乱 し 始め る た 、 マシ ン に 8|8 ず で 
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新た を 戦乱 の 終結 を 目指 し た 
スー パー コー ディ ネイ ター 


第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 の 終結 後 、 ア ー ク 
エン ジェ ル 所 属 の MS パイ ロッ ト と し て 戦乱 終結 に 
大 きく 買 獣 し た キラ ・ ヤ マト は 、 表 舞台 か ら 姿 を 消し 
て いた 。 彼 は 激しい 戦闘 を 繰り 広げ た こと で 精神 と 
肉体 を 著しく 消耗 し し オープ ブ の マル キオ 邸 で 療 療 に 
入っ た の で ある 。 同じ く マ ルキ オ 邸 に 移り 住ん だ ラク 
ス ・ ク ライ ン の 献身 的 な 看 嘩 も あり 劇 的 に 状態 は 回 
復 する も の の 、 戦場 へ の 帰 選 に は 消極 的 に 見 えた 。 
だ が 、C.E. (コズミック ・ イ ラ ) 73、 フ ァ ン トム ペイ ン 


ザ ・ ワ ー ル ド ] 事件 を 度 切り に ザフト と 地球 連合 軍 は 
交戦 状態 に 移行 。 そし て キラ が 暮らし て いた マル キ 
、 ラ クス 暗殺 を 狙う ザフト の 特殊 部 隊 が 現 
で ある 。 特殊 部 隊 を 針 圧 する た め に フリ ー ダ 
ム ガ ン ダム に 搭乗 し た キラ は 、 ラ クス を 守 ろ うと 殖 場 
へ の 帰還 を 決意 。 か つて の 仲間 た ちと 共に アー クエ 
ンジ ェ ル を 始動 させ た の だ っ た 。 


示 営 S 避 光 計 ご 個 吉 主 普 選 
Cr ご yS ご 開 喘 選 


ZGMF-X10A 
フリ ー ダ ム ガ ン ダム 
ずら 宮家 し た ニュ ー ト ロン 
ジャ マー キャ ン セ ラー 休載 相 。 
商 大 筆 柱 は 、 マル キオ 語 の 
近く の 夫 奉 ま 地 に 委 $ れ て 
た が 、 ザ の 隊 欠 部 隊 を 細 
ーー で 條 WW 


Z5MF-X20A 
ライ ク フ リ ー ダ タム ガン ダム 


デュ ー ト リオ ン ] エン 
届 に より ダム を 
出力 を 攻 振 し て いる 
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覚 悦 は ある 。 
僕 は 戦う ……! 


アー クエ ンジ ェ ル で 戦場 に 帰 時 し た キラ は 、 オ ー ブ 指 
導 部 の 政争 に 巻き 込ま れ て いた カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ を 
救出 。 その 後 、 ザ フト と 地球 軍 の 圭 乱 に 介入 し 、 戦 闘 
の 停止 を 訴え た 。 彼ら の そう し た 動き は 、 か つて 共闘 し 、 
C.E73 の 戦い か らち ザフト へ と 復 隊 し た アス ラン ・ ザ ラ か 
ら 疑 問 を 星 さ れる 。 だ が キラ は 、 ラ クス を 暗 条 し よう と し 
た ザフト 指導 者 ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル に 対し て 不信 
感 を 抱い て お り 、 ア スラ ン と 真っ 向 か ら 対立 。 戦場 で も 
彼 の 乗っ た セイ バー ガン ダム を 行動 不能 と し た の だ っ た 

その 後 も 介入 行動 を 続け た キラ は 、 デ スト ロイ ガン ダ 
ム が 侵攻 を 行っ た ペル リン 市 街 で の 戦い に も 介入 。 だ 
が 、 咽 貴 の 攻撃 に よっ て 、 デ スト ロイ の パイ ロッ ト で あ . 
た ステ ラ ・ ル ー シ ェ の 命 を 奏 っ て し まう 。 この 出来 事 は 
ステ ラ と 敵 な が ら 絆 を 築い て いた ザフト ・ ミ ネル バ 部 隊 
の シン ・ ア スカ の 表 り を 生む 。 キラ は 北欧 付近 で ミネ ル 
パ 部 隊 と 交戦 し た が 、 そ の 際 、 シ ン の 気迫 に 押さ れ た 
彼 は フリ ー ダ ム を 撃破 され て し まっ た の で ある , 

一 命 は 取り 留め た が 、 機 体 を 失っ た こと に ショ ッ ク を 
受け る キラ 。 だ が 、 宇 宙 で 建造 され て いた スト ライ ク フ 
リー ダム を 受け 取る と 、 再 び 戦 場 に 降り 立つ 。 その 後 
は アー クエ ンジ ェ ル ご と オー プ 軍 に 合流 し 、 キ ラ は 宇宙 
で の 決戦 に も 参加 。「 デ ステ ィ ニ ー プ ラン 」 導入 を 掲げ 
る ザフト 、 そ し て コー ディ ネイ ター 根絶 を 目指 す 地球 軍 
に 抵抗 を 続け 、 世 界 を 絶滅 の 危機 か ら 救 っ た の で ある , 


還 E3 キ ラ が 中 び 報 っ た 理由 
mam 


オー ブ で 穏やか な 日 々 を 送っ て いた キラ が 再び 戦場 1 AE 

に 出撃 し た の は 、 ラ クス や カガリ を は じ め 、 命 の 危険 に 
馬 さ れ た 大 切な 仲間 を 守る た めで あっ た 。 瑞 対 する 者 
た ち を 殻 め る こと は 本 意 で は な く 、 無 駄 な 殺生 を 極力 回 
記す る こと で 新た な 憎しみ の 連鎖 を 最小 限 に 留め よう と 
し た の で ある 。 一 方 、 デ ュ ラン ダル が 清和 を 目指 し た 遺 
伝 子 に よる 人 類 管 理 政策 「 デ ステ ィ ニ ー プ ラン 」 に 対し 
て も 、 キ ラ は は っ きり と 反発 し た 。 遺伝 子 の 適性 に よっ 
て 将来 を 決め て し まう シス テム は 、 生 きる モチ ベー ショ ン 
と な る 夢 や 未来 を 瑞 い 去る 行為 と も 言え 、 人 類 と いう 
種 の 「 死 を 意味 する と 危 尼 し て いた の で ある 。 プラ ン 
導入 を 阻止 する た め に は 戦い を 継続 し な けれ ば な ら ず 
その こと に キラ が 苦悩 する 様子 も 見 られ た 。 生き 
る "希望 "を 維持 する た め 、 キラ は ラク ス た ちと 共に デュ 
ラン ダル と の 一 騎 討 ち に 臨ん だ の で ある 


マル キオ 再 師 
オー ブフ に 暮らす 和平 


、 能力 | 現す る 能力 ] Fs 。 や キラ と いっ た 大 に 


長期 の 療養 に 入っ て いた も の の 、 再び 戦場 に 
きた キラ の 操縦 セン ス に 錆び 付き は な か っ た 。 フリ ー ダ 
ム 、 ス トラ イク フリ ー ダ ム と いっ た 高 性 能 機 の 能力 を 最 
大 限 ま で 引き 出し つつ 、 敵 兵 の 命 を 奪わ な い 不 殺 の 戦 
い を 繰り 広げ て いた の で ある 。 そう し た 制限 を 自身 に 課 
し な が ら も 、 ア スラ ン の セイ バー や レイ ・ ザ ・ パ レル の 
レジ ェ ンド を 行動 不能 と し て いる , 


て は 前 大 戦 と 同じ く [SEED) を 時 現し 失 釣人 反 詳 
麻 す る 場面 が 参 々 あっ た 


=] 56-16 
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(2) 本 02 sm 
グレ ミー・ ト ト 編 


Case of Glemy Toto 


に 反旗 を 翻 し た グレ ミー・ 


Es 
あの チル な が 


野心 を 内 に 秘め た サビ 家 の 後継 
で で 正統 を 追い 求め た 着 者 の 信久 


8 話 


ひと めで 好き に な れる 女性 が いる な ん て 


感 席 し ます 、 ハ マー ン 様 ! 


ン 戦 争 初 期 、 グ レミ ー は ネオ ・ ジ 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 の 勃発 当時 。、 グ レミ ー は 
・ カ ー ン に 重用 され 、 マシ ュ マ ー サイ ド 制 圧 部 隊 の ひと つ に 属す る 一 介 の パイ ロッ ト に 
セロ が 指揮 する エン ドラ 隊 に 配属 さ れ て いた 。 そ , 過ぎ な か っ た 。 そし て 、 ル ー に 熱 を 上 げ 、 そ の 度 彼女 
アー ガマ 攻撃 に 参加 し た グレ ミー は 、 エ ウゥ ー ゴ の パイ に 手玉 れる グレ ミー の 次 は 、 年 相応 の 幼 さ を 表 
ロッ ト 、 ル ー・ ル カ に 出会う 。 民間 人 を 装 ー の し て で の ち に 牙 わ と な る 野心 は な く 、 ハマ ー 
面倒 を 見 る うち 、 彼 女 に ひと め 惚 れ す る グレ ミー。 そし ン へ の 息 誠 心 も 見 て 取れ る 。 ハマ ー ン の 支配 に 猪 妖 
て 、 ルー と の 巡り 合わ せ を 導い た アク シズ の 地球 園 帰 心 を 抱き 、 ザビ 家 の 血統 を 強く 意識 す る まで 、 グレ ミー 
思 と 。 それ を 率い た ハマ ー ン に 感謝 を 示す の だ っ た は ネオ ・ ジ オン に 埋もれ る 存在 だ っ た と 言え る 


私 は ザビ 察 再 興 に こだわ る 
うつ け 者 の 臓 言 と 言わ れる が ・ 


へ の 配属 以降 、 出 世 を 重ね て いた グレ 
ダカール 戦 の の ち に 地球 降下 作戦 の 実施 前 に は エン ドラ 級 館 洋 
交戦 中 に 撃墜 され て 艦 を 与え られ る まで に な っ て いた 。 同時 に 、 独 自 の 戦 
こ で 青 の 部 隊 に 拾わ れ た 力 を 蓄え 、 ザ ビ 家 の 再興 と いう 目的 に 向け て 歩み 始 
ガン ダム ・ チ ー ム と の 戦い で 命 を 落と し た め た 。 その 方 向 性 に 大 き な 影響 を 与え た の が 、 青 の 
ディ ドー・ カ ルト ハ の 半 志 を 継ぎ 、 ト アレ グ 族 の 独立 部 隊 と の 出会い だ っ た の で ある 。 民族 自決 に 命 を 甘 
運動 に 協力 し た 。 そし て 、 そ の 志 を 語る エロ ・ メ ロ エ けた エロ ・ メ ロ エ た ちの 生き 様 は 、 実 現に は 程 癌 い グ 
に 応え る よう ( ミー の 実情 を 再 確認 させ た の だ ろう 


登用 され る 


地球 ・ ダ ブリ ン 


すべ て が 整理 され た の な ら 
お まえ な ど 必 要 と は し な い 、 プル ツー 


タイ プ 部 隊 の 編制 を 和 
コー ルド スリ ー プ 状態 で 秘匿 し て いた 落と し に 際 も 


強化 人 間 、 プ ルツ ー を 目覚 め さ せ る 。 覚 本 直後 に も 覚醒 させ た の | 弓 制 され 

か か わら ず 、 望む よう に 整理 され て いな い 状況 を 察 す た 。 こ 放さ 「 * 
る プル ツー の 能力 に 気圧 され な が ら も 、 グ レミ ー は 冷 と アフ リカ で 働 付 いた 名 閥 を 回 復 【 + 女 た ち 想 科 に 生き 株 
淡 に 言葉 を 返す て 、 サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-I を 与 。 を 拡大 し よう と し た の だ ろう 。 ハマ ー ン に 対抗 で きる 状 < さ ッ 

え 、 ブル ツー を 戦場 の で ある 況 を 作り 出す た め 、 切り 札 を 出し た の で ある 


ハマ ー ン ・ カ ー ン シン …… 
世界 を 治め よう な ど と いう 野心 は 、 身 を 滅 ほす 元 だ よ 語 


グレ ミー は ザビ 家 に よる スペ ー ス ノイ ド の 統治 に 正 
統 性 を 求め 、 ミ ネバ ・ ザ ビ を 担い で ネ ォ ン を 騙 


ズ を 占拠 し て 艦隊 戦 を 展開 する グレ 

に ズ か ら 切 り 離 し た 小惑星 モウ サ を 
\ マ ー ン の 艦隊 と コア 3 に ぷ ぶ ーー 挙 に 戦局 を 動 
5 と する 。 モウ サ が 進む 先 に ハマ ー ン の 姿 を 見 据 
グレ ミー は 不 身 な 笑み を 浮か べた 


お まえ に は 了 肉 か ら 湧 き 上 が る 衝動 は ぁ る まい ! 
そん な クズ は 、 私 の 前 か ら 去れ !! 


と の 決戦 が 終局 


エル ピー・ プ カ まれ 
グレ ミー は プル ツー を 戦わ せる た よ 
サ に 同乗 し 、 ア クシ ズ に 侵入 し た ガン る ー を 戦場 に 立 
ダム ・ チ ー ム を 迎え 撃っ た 。 さら に 、 ジュ ドー の ZZ ガン 対決 に 繋が っ た える 。 ザビ 家 の 


言え 
正義 も な く 戦 い プ ルル ツー を 惑わ 
と も 確か で あろ う 。 だ か 
た の だ っ た レミ ー は 、 ジュ ドー を クズ と 断 じ た の で ある 


ダム と 対 岩 し た ー は 、 状 況 に 流さ れる ま 
を 責め る 。 そし て 、 大義 に 狗 ずる 自ら 0 
ジュ ドー を 退け よう と 


MORE INFO! 
ルー・ ル カ へ の 執着 ブル た ち へ の 対応 
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[z | mM2 SHEET 2Bn 


青 の 部隊 ーー" ーー 


Blue Tribem 


祖国 の 解放 を 悲願 と し 、 戦 
戦い に 身 を 投じ し た 夏 漠 の 民 
日 世紀 か ら 幻 ん に 行わ れ て いた アフ リカ 大 陵 い 


ギ 宙 世紀 に な っ て も 衰え 


族 角 放 運動 
先祖 伝来 の 


“YT Ni A 


塾 Sr* 聞 きる 避 


> 必 詩 み (r 有 属 詩 宣 選 器 能 


ディ ドー・ カ ルト ハ 
に 昔 ら す 人 々 の 自由 の た め ( その 大 義 
の 下 に ディ ドー は 戦い 続け た 
ク ) に 控 取 され る ガル ダー ヤ の 
の も 大 義 の た めで あり 、 その た め に ネオ ・ ジ オ 
レミ ー・ ト ト ) を 利用 し よう と し た 。 し か し その 判断 が 新た 
な 戦乱 を 呼び 込む と は 予想 で き な か っ た よう で ある , 


0 連 和 果敢 で ある 


エロ ・ メ ロ エ Ox 


青 の 部 隊 」 の 若き 戦士 で ある エロ 
アフ リカ 解放 の 戦い は 名 準 ある も の だ っ た 


オン の 手 を 借り る の は 我慢 が な ら な か っ た の だ ろう 


NM 


彼 に し て みれ ば 、 ネオ ・ ジ オン も 欧米 の 挟 頁 者 と 同様 た 
の だ 。 だ か ら こ そ エ ロ は ディ ドー の 指示 を 無視 し て 単独 
行動 に 打っ で て 出 た 。 た だ 、 自ら の 誇り を 守る た めし 


「 ア フリ カ の 英 座 ] と 詩 わ れ た ガ デ ブ ・ ヤ シン ト 

ディ ドー の 作戦 は 受け 入れ られ な か っ た 。 欧米 資本 
更に まみ れ た ガル ダー ヤ は 破壊 すべ き で ある 一 一 

その 信念 を 実践 すべ く 、 彼 は ガル ダー ヤ 攻 略 に 乗り 出 | 
その 結果 、 仲間 同士 の 戦闘 に 発 属し よう と も 、 ガ テ 
プ は 自ら の 信念 を 曲げ け よ うと は し な か っ た の だ っ か 


MORE INFO ! アフ リカ に 暮らす 人 々 


+ 内 
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公園 軍 


4 
々 


くだ らく 
た 297 


> 


NE 
流 な 


に 


mnieJ 
, 


| 1 に 

は は が 

7 | | F 
\ ーー ピク ) 


/ MAIN MA ~ MAIN MS 


晃 性 
ク バ まき 合 用 と し て 重用 し た 。 


CT 


PERSONAL PROFILE Ff ne? srADn 


ウフ ラカン あの 脱 を 
キジ リア 様 に 届け で くれ よ 
あれ は 、 良い や の だ ! 


お 寺 ) 妥 異説 に 見 る マ ・ ク ペ の 行動 


+ いて 映 色 
さら に 、 半ば 友軍 を 見 精 て る よう 


二 多 用 処理 能力 に 長け た 9 個 面 


MORE INFO! 


ア と 共に ア ・ パ バオア ・ ク ー 戦 に 。 ゼナ 
か ら の 消息 は 定か で は な い が 、 キシ 
リア の 戦死 を 受け て ゼナ 后 子 の 脱出 を 助け た と いう さら な る 
説 も 存在 する 。 それ に よる と 、 ゼ ナ 殺 子 を 乗せ た コム サイ に 
ギャ ン で 呆 伴 し て ア ・ パ オア ・ ク ー を 脱出 し た が 、 鹸 能 か ら 
の 次 再 が 直撃 し て 命 を 落と し た と され る 。 


機動 戦士 ガン ダム 


PERSONAL PROFILE 


正 突 刺 機動 宣 


部 陸 手 手 ( 


ドラ ゴン ・ フ ライ 

ーー 生起 多 時 に 地球 較 孝 軍 

が 守 用 し た 小計 連絡 機 。 ビッ キシリア ・ ザ ビ の 人 刀 。 オデ ッ 

クー トル 一 経 多 財 組 に も 枚 幸 方 面 凍 の 司令 定 で あり 、 
ズ で 、 伝 人 を 全 
いら れ た 。 ジュ ダッ 

ク が マ ・ ク べ と 挫 削 す る 昧 に 

使用 し て いる 。 


PERSONAL PROFILE FE mM2 mAh 


が キ 9 
を 桂 社 し て いた 症 と 言え る 


で 本 
ス へ の 飼 合 を 明言 する も 過 
られ. 直 欄 の 圭 で 吉光 た 


部 下 か ら 見 た マ ・ ク ベ 


何事 も 理詰め で 考え る 価 向 
プ の 士官 と は 反り が 合わ ず 
批判 され る ケー ス も 少な く ソロ モン 埋 の 直後 に は 
ゼナ 母子 の 脱出 秀 見 失 て よう と し て 、 作詩 委 襲 の パロ ム 
軍 の 兵士 の 気持 ち を わか っ て いな い 」 
る 。 また 、 マ ・ ク ベ の よう な 官僚 気賀 の 者 を 
め に オデ ッ サ を 失っ た と も ある と 言う 
と の 反論 も ある ) 


機動 戦士 ガン ダム 


PERSONAL PROFILE 


先見 の 明 と 冷静 な 判断 で 
公園 軍 と の 戦い に 挑ん だ 持 軍 


ジオ ン 公 国 に ギレ ン ・ ザビ と いう 総 対 的 カリ スマ が 
存在 し た よう に 、 地 球 連邦 軍 に も それ に 相当 する 人 
物 が いた 。 連邦 軍 大 将 と し て 定 の 来 配 を 握っ た レビ 
ル 和 将軍 その 人 で ある 。 全 宣 の 最高 指揮 官 で あり 、 名 
演説 で 人 心 を 惹き 付け る な ど 、 両 者 に 共通 点 は 多い 
し か し ギレ ン が ザビ 家 の 血 派 に 連なる 生ま れ な が ら の 
特権 的 地位 に あっ た の に 対し 、 レビ ル が 現在 の 地位 
を 獲得 し た の は 大 き な 挫折 の 代償 と し て な の で ある 

一 年 鞍 争 開戦 当初 、 中 将 だ っ た レビ ル は サイ ド 5 
駐留 艦隊 を 指揮 し 、 押し 寄せ る 公国 軍機 動 部 隊 を 迎 
撃 。 公国 軍 の 攻勢 を 退け 、 サ イド 5 を 壇 減 の 危機 か ら 
だ が 続く ルウ ム 戦 役 で は 事情 が 違っ た 

し 宙 攻 撃 宣 MS 部 隊 の 前 に 壊滅 
的 な 敷 北 を 喘 し 、 乗 穫 ア ナン 沈 させ られ た 上 に 
捕 磨 と な っ で し まっ た の た こ 脱 出 に 成功 し た と は 
いえ 、 思 わ ぬ 辛 坪 を 舐め さ た 体験 は 、 の ちの レ 
ビル の 戦術 に 大 き な 変革 を も た 


一 和則 剛昌 の 


上 neD2 sm12h 


地球 軍 才 軍 


大 香 


合 攻 指揮 人 や 革 所 


MAIN MECHANIC 


PERSONAL PRORLE = 


地球 の 命運 は 
この 一 戦 に 虎 か っ て いる 


軍 に 復帰 し た レビ ル は 大 科 に 昇進 する と 、 休 む 間 も な 
く 対 分 国軍 戦隊 を 練る こと と な る 。 だ が 当初 、 彼 の 戦略 
は 連邦 宣 参謀 か ら 白 い 目 で 見 られ た よう だ 。 レビ ル は ルク 
ム 戦 役 の 大 数 の 要因 を 公国 軍 が 大 量 投入 し た 新型 兵 
器 に 求め た の で ある 。 10m を 超え る 人 型 兵 器 一 MS 
の 有無 が 戦局 を 決し た と 考え た の だ 。 旧 前 依然 と し た 思 
才 か ら 技 け 出せ な い 参 謀 達 を どう に か 説き 伏せ 、 つ い に 
受け 入れ られ た レビ ル の 主張 は 、 新 型 MS お よび MS 之 
用 理 入 の 開発 を 中 心 と する 「V 作 戦 ] と し て 結実 。 連邦 
軍 内 に MS の 重要 性 が 温 透 する こと に な っ た 。 

その 後 、 戦 局 は 用 区 状 態 に 飼っ た が 、 こ の 脱 み 合 
い に よ っ て 連邦 軍 は 「V 作 戦 ] の 準備 に 必要 な 時 間 を 
稼ぐ こと が で きた 。 そし て つい に 新型 MS (RX シリ ー ズ ) 
と 軍用 馬 艇 (ホワ イト ペー ス ) が 完成 する と パワ ー バ ラ 
ンス は 種 り 、 以 後 、 邦 軍 は 攻勢 に 打っ て 出る よう に 
な る 。 さら に RX シ リー ズ の パイ ロッ ト (アム ロ ・ レ イ ) が 
低 界 的 な 戦績 を 挙げ て いる と 聞く や 、 レ ビル は これ を プ 
ロバ パガン ダ に 利用 。 ア ムロ と 彼 が 所 属す る ホワ イト ペー 
ス 隊 を 「 ニ ュー タイ ブ 部 隊 」 だ と 喧伝 し 、 戦局 を さら に 優 
位 に 進め よう と し た 。 宇宙 移民 者 の 父 と 見 な され る ジオ 
ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン が 提唱 し た ニュ ー タ イプ が 連邦 宣 に 頂 術 に 行 電 。 V 作 を 主 
属し て いる と いう だ け で 、 兵 士 の 士気 は 大 きく 変わ る と Et 
予 潤し た の で ある 。 

この よう に 虜囚 の 身 か ら 復 活 し た レビ ル は 連邦 軍 を 
勝利 に 導く 命令 を 下 し 、 自 ら の 地位 を 磐石 と し た 。 その 
た め 微 を 、 笠 来 を 見 越す 視線 を 有する 電材 齋 と 見 な す 
者 も 多い 。 この 説 が 正しい か どう か は 判然 と し な い 。 た だ 
し レビ ル の 死後 、 連邦 軍 が 急速 に 保守 化 の 道 を 辿っ た 
こと を 考え る と 、 彼 の 存在 の 大 き さ が 呈 い 知れ る だ ろう 。 


eo 


お寺) 肖 連邦 軍 将 兵 の 士気 を 高め た 名 演説 


レビ ル の 足跡 と し て 最も 名 の 知れ た も の と 言え ば 、 
公国 軍 に 囚われ て いた 状態 か ら 脱出 し 、 人 奇跡 の 生 司 
の 直後 に 行っ た 演説 だ ろう 。 この 演説 の 前 後 、 緒戦 の 
敗退 の 衝撃 か ら 抜け 切れ な い 較 邦 軍 は 公国 軍 と の 停 
戦 条 約 (南極 条約 ) に 臣 も うと し て いた 。 だ が レビ ル の 
演説 に よっ て 公国 軍 の 内 情 が 暴 偵 され 、 緒 戦 の 圧勝 
は 薄 水 の 上 に 成立 し た よう な も の で ある こと が 知れ 渡っ 
た 。 結果 、 停戦 条約 は 撤回 され 、 大 量 破壊 兵器 (コロ 
ニー 落と し を 含む ) の 間 制 や 埋 時 捕虜 の 取り 扱い の 確 
急 に 留まっ た の で ある 。 の ち に 「 ジ オン に 兵 な し 」 と 呼 円 3 i に ーー 
ば れ た 彼 の 演説 が 、 劣 勢 だ っ た 連邦 軍 に 反 反 の 機運 = 培 き 払い 、 者 きま 系 え を 受け た し 
を 与え た の は 間違い の な い 事 実 で ある 。 


上 多 有 ニュ ー タ イブ の 片 鋭 を 玖 わ せる 表 抜 り | J MORE INFO! ( 容 レビ ル に 関係 する 者 た ち 


公国 本 国 へ の 侵攻 作戦 ( 業 一 号 作戦 ) を 控え て レビ 画 レビ ル 付き 土 官 画 ベル ファ スト 基地 司令 官 
ル は 周囲 に 原因 不明 の 頭痛 を 訴え た 。 その 直後 、 公 アス ト 基 季 に 佑 泊 し た ホワ イト ペー レビ ル の ペル ファ スト 基地 訪問 は 門 定 外 | 
国軍 ニュ ー タ イブ (ララ ァ ・ ス ン ) が 連邦 軍 衝 を 強 還 し 0204206PTytyeea の 出来 束 だ っ 
て いる 。 この 事実 を も っ て レビ ル に も ニュ ー タ イプ 能力 が っ 重 講 riepiebiopsteri rk 
開花 し た と する 者 が いる が 、 真人 の 程 は 定か で は な い 。 追わ れ て お り . レビ ル も 多忙 を 極め て する の は 極め て 輸 例 で 3 
星 わ れる 。 だからこそ 息 を サポ ー ト する た め 
の 士官 が 必要 だ と 判断 され た の だ ろう 


タイ ィ ブ 覧 カ を 負 攻 させ た か は 不吉 。 し か し それ が 
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Corps of Let 


地球 民 に 迫害 され な が ら も » 

生き 抜い た ディ アナ 側近 の 子 導 に この - 
地球 へ の 帰 周 は 、 月 の 女王 ディ アナ ッ ン レル 以下 、 

ムー ン レ ィ ス の 悲 願 で あっ た 。 C.C. ( 正 暦 ) 2345 に 

本 格 的 な 帰 同 作戦 を 開始 し た が 、 そ れ 以前 に も ディ 

アナ は 地球 へ の 降下 を 試み 、 そ の 現 境 に 触れ た 経 

喘 を 持つ 。 約 150 年 前 に 行わ れ た この 帰還 計画 で 

は 、 デ ィ ア ナ を は じ め 複 数 の 側近 て 

が 同行 し て お り 、 彼 女 が 月 に 戻っ 

た 後 も 一 郎 が 地球 へ 残っ た 。 そ 

の 共に 地球 に 残っ た ムー ン レ ィ ス の 子孫 で 人 

あり 、 C.C.2345 の 帰 思 計画 で ディ アナ ・ カ W = 7 

ウン ター に 接触 し た の が レッ ト 隊 で ある 。 M | > FN 
レッ 隊 は 、 キ ャ ン サ ー・ カ フカ を 中 心 に 組織 細 粒 pp ン 4 議 

され た 集団 で 、 メンバー 全 員 が ムー ン レ ィ ス の 血 を 殆 人 

け 継 いで いた 。 彼ら の 祖先 は 文化 の 違い か ら 地 球 

民 と の 生活 に 馴染 め ず 、 徐 々 に 預 立 。 キャ ン サ ー の 

世代 で は 、 月 を 貯 拝 する 独自 の 文化 を 形成 する に @y 


至っ た の で ある 。 ⑳ 人 ペ 


SR の Xt マー gt 
きら に 師 春 に 違い 続け て “= 4 
きた レト 謙 は 、 ディ アナ の > | 
と 月 を 本 拝 す る こと で な 飛 
) ん と ク 生 きる 衝 人 を 見 出 | 
j し tu た 


門 、。 ン 、 \ パ ヽ 


< ゝ 間 
lay ee 
FA RE, | | | \ 
FUTERELt Wt a | | \ \ 
いで の 元 に 座 か っ た 。 \ 、 


人 る キャ ン サ ー・ カ フカ 


FLAT06D 
フラ ッ ト | 
ディ アテ ・ か ワン ター 制 の 可変 月 の ま 王 に 者 忠 す る 文 性 。 

> | ィ レ 揚 先 を 科 え 
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ひゃー ! 
廣 法 使い で 


の 再会 を 夢見 
の 報 は これ 以上 な い 喜 U 


ン サ ー は 、 ム ロン と 


知識 は 
い に お 
が 、 フ ィ ル ・ 


指導 部 は 、 外 製 か ら 


を 煙 た が り 、 重用 し な か っ 


これ を 明 


ダル 


月 の 首都 へ 


5 は ず の ディ アナ ・ 


フ の す ほ 
作戦 は 
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レッ ト 隊 メン バー CO 8 


さま 覚え る な 
た 。 生ま れ も 育ち も 地球 で あ 
りな か っ た 
で 知識 の 継 らん と 行わ れ て いた と 
が っ た 際 も 、「 血 」 が 
その 環境 に 順応 し て いる . 


月 地理 が 健 
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ソノ ティ 
あの 


幼なじみ と の 戦い に 苦 ピ だ エリ ー ト 兵士 
そし て 選び 取 う た 新た な 道 


ザラ ブル ト * の エリ ー ト 兵 


EET 。 
コー ディ ネイ ター の お まえ が 、 
な ぜ ナ チュ ラル の 味方 を する ん だ ! 
ザフト の エリ ー ト 部 隊 「 ク ルー ゼ 隊 」 に 所 属す る MS 


パイ ロッ ト 、 ア スラ ン ・ ザ ラ は 、 大 き な 苦 悩 を 抱え な が 
ら 戦 い に 臨 ん で いた 。 敵 で ある 地球 連合 軍 の パイ ロ 


ト と し て て 幼年 学校 で 友情 を 繁 いた キラ ・ ヤ マ 
ト の 座 が あ =。 ナチ ュ ラル で 構成 され た 地球 


軍 に キラ が 参加 し て いる こと に 、 誕 問 と 慎 り を 隠し 切 
れ な い ア スラ ン 。 彼 は へ リオ ポリ ス 内 で の 戦闘 後 、 ア 
ル テ ミ ス 要 宰 周 辺 の 軍 域 で 再び 対 岩 し た キラ に 、 直 


CE71.02.08 。 


キラ を 戴 と 認 議 し た アス ラン だ が 、 彼 へ の 情 を な か 
な か 断ち 切る こと が で きず 、 ク ルー ゼ 隊 の メン バー で 
ある イザ ー ク ・ ジ ュー ル か ら も 問い 詰め られ る 事態 と 
な る 。 キラ を な ん と か し て 説得 し て ザフト へ と 連れ て い 
きた い ア スラ ン で あっ た が 、 英 同士 で ある 以上 、 腹 を 
割っ て 話す 機会 も な く 、 戦場 で 対 財 する 度 に 両者 の 
溝 は 深まっ て いっ た 。 その 満 は 、 ブ プラ ント の 歌姫 で ア 
スラ ン の 婚約 者 で も あっ た ラク ス ・ ク ライ ン を 、 彼 女 を 
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アス ラン ・ ザ ラ 編 


Case of Athrun Zala 


C.E.71 の 戦乱 。 激しい 戦 


ミ 上 が 直面 し た 友 と の 戦い 


接 そ の 意思 を 問い 質 し た の で ある 。 [友達 を 守る た め 
に 戦っ て いる 」 と いう キラ の 言葉 に アス ラン は や り 切 
れ な さ を 覚え る が 、 そ ん な 想い と は 関係 な を く 、 戦場 は 
混迷 を 深め て いく 。 その 中 で キラ が 乗る スト ライ ク が エ 
ネル ギー 切れ (フェ イズ シフ ト ダ ウン ) を 起こ し た た め 、 
機体 撃破 の 大 き な チ ャ ンス を 得る が 、 ア スラ ン は キラ 
へ の 情 か ら 機 体 を 撃つ こと が で きず 、 結果 的 に 取り 
逃がし て し まう の だ っ た 


WETTED 
そん な 早 快 者 と 其 に 戦う の が 、 お まえ の 正義 か ! 


保護 し て いた 地 青 軍 鞭 散 アー クエ ンジ ェ 
と し て 利用 し た こと で 決定 的 と な る 。 アス ラン は 、 民 
則 人 で ある ラク ス を 戦争 の 駆け 引き に 使う 地球 軍 の 
戦略 に 激 吉 し 、 さ ら に それ を 制止 し な か っ た キラ に も 
強い 疑念 を 抱く 。 地球 軍 を 「 卑 仁 者 」 と 表現 し た 背 
景 に は 、 ア スラ ン の そん な 慣 り が 込め られ て いた の で 
ある 。 それ に 負い 目 を 感じ た の か 、 キ ラ は その 後 、 独 
断 で ラク ス の 身柄 を ザフト へ と 返還 し て いる 


アス ラン が 所 属す る ザフト と 、 キ ラ が 所 属す る 地球 
軍 と の 対立 に は 収拾 の 気配 ぇ ず 、 日 に 日 に 激化 
て い ふた り が 参加 し て で 


戦場 で は 一 箇 兵 と し て 
て 始ま っ た オー プ 
を 追い 込む が 、 親 友 


も 激しい 電 癌 が 織り 広げ られ 、 中 アマ ルフ ィ が 撃 で 命 を 落と し て し まう 
プ 連 合 首長 国 を 巻 の 死に 我 を 失 再戦 
プ へ 入港 し ェ る 。 彼 へ の 情 よ り 、 ニ コル を 失っ た 苦 
入 る アス キラ の 乗る スト 


アス ラン は 、 キラ 自身 が 幼年 学校 時 代 と 変わ ら ず 優し 補 獲 し 


5 と も に 自爆 を 選ぶ 


CE7106.15 
この 介入 は …… 俺 個人 の 意志 だ ! 


弱 竹 に し て キラ を 死 ( 


カガリ ・ ユ ラ ・ 


政策 の 中 で 行動 を 再 
嫌っ て 反旗 を 翻 し た 
と の 意味 "を 問い 直し 
が 、 カ ガリ の 茎 g 信 な 言葉 が 胸 を 打 な 華 様 ジャ ステ ィ ス ガ 
その 後 ザフト へ と 戻っ た ア と 、 ア ー 


友人 を 手 に 掛け 


カ を 得 た オ 


の 共闘 を 決意 し た の だ っ た 


C.E71.07.01 。 
俺 た ち は い っ た いし mm で 、 
戦い 続け な けれ ば な ら な いん で すか 


エン ジェ ル に 加担 し た 


に 激 兄 し た パト リッ ク は 実 の 息 
た 彼 は 、 こ れ 以 ッ ス ラン は ラク ス 東 ね る クラ イン 
\ と 帰 時 する に より 拘束 を 逃れ た も の の 、 父 が 及 ん だ 凶 
戦乱 の 拡大 を 回 避 し て 欲し いと 直談判 。 行 の 衝撃 は 測り 知れ な いも の で 
する た めで あっ た 。 だ が 、 か 球 軍 の 攻撃 で 球 軍 の 対立 食い 止め る に は 
失い 、 ナ チュ ラル の 廃絶 に す て いた パト リ と する 第 三 勢力 の で あ 
ク は 、 上 記 の セリ フ を ン の 琴 命 の 員 と する エタ ー ナ 


説得 に 、 ま っ た く 応じ る 気配 を 見 せな か っ た 。 それ ば か 介入 し た の で ある 


CE710928 = 
者 は 借 が 守る ! 


ゥ を 通わ せる 。 市 民 を 戦 。 
ーー 心 で 戦う カガリ の 純粋 な 正義 
で ザフト 兵 と し て の 立場 に 
放つ 。 そし て 、 ヤキ ン ・ ド ゥ 


て ザフト の 大 量 破壊 兵器 
現し 、 戦 乱 の 終結 に 大 し 


防い だ ほか 、 カガリ と 連携 
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[SED neD2 sr 22A 
ウズ ミ ・ ナ ラ ・ ア スハ 問 em- 凡 


Uzumi Narah Athha 本 莉 


中 立 回 家 と し て の 劉 持 を 
オー プ 連 合 首 長 固 の 長 

「 他 園 を 侵略 せ ず 、 他国 の 侵 叶 を 許さ ず 、 他国 の 
争い に 介入 し な い 」 オー ブ 連 合 首長 国 は 、 プ 
ラ 連合 政府 と いう 軸 の 中 に あっ て ナ 
ィ ネ イタ ー を 受け 入れ 、 中 立 を 買 き 
続け た 国家 で ある 。 高い 技術 力 を その 力 と し て きた 
オー プ だ が と し た 外交 を 展開 
アス ハ で あぁ る 

五大 氏族 (セイ ラン 家 、 ト キノ 家 、 マ シ 
マ 家 、 キ オウ 家 、 ア スハ 家 ) か ら 代表 首長 を 選ぶ シ 
ステ ム で あり 、C.E. (コズミック ・ イ ラ ) 71 当 時 は 
アス ハ 家 の ウズ ミ が 代表 を 務め て いた 。 彼 は その 高 
い 指 導 力 と カリ スマ 性 に より 、 国家 は 勢力 を 拡大 。 さ 
5 に その 中 立 を 買 く 妥 替 は 戦争 を 嫌う 市 民 か ら の 支 
持 を 得 て い た 。 だ が 、 地球 連合 軍 と オー ブ の 半 公 番 
企業 モル ゲン レー テ 社 が 、 オ ー ブ の 資源 衛星 ヘリ オ 
ポリ IS を 開発 \ た 事実 が 発覚 。 その 責任 
2 ズミ は 代表 の 座 を 下り た の で ある , 


っ た 


激 か S 党 国 は 品 古 ご ざさ 乱 
疎 紀生 マユ ー キ サン 江 局 に 写 


関連 ファ イル 
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様 は 遷 ん だ …… 
これ で 、 よい 


代表 首長 の 座 を 退 い た ウズ ミ は 、 第 で ある ホム ラ を 
後 雑 者 に 任命 。 だ が 、 実質 的 な 指導 権 は 変わ 5 ら ず ウズ 
ミ が 人 掌握 し て お り 、 プ ラン ト の 軍事 組織 ザフト と 、 地 球 
軍 の 激しい 対立 か ら 国家 を 守る た め に 春 走 する 。 それ 
で も 彼ら の 軍事 的 圧力 は 無視 で まき な いも の と な っ て い 
き 、 オ ー ブ が 保有 する マス ドラ イ バ パー を 欲し た 地球 軍 か 
ちら 編入 を 要求 され る 。 これ を ウズ ミ が 拒否 する と 、 地 球 
軍艦 隊 は 本 土 へ の 侵攻 を 宣言 。 ナチ ュ ラ ル も 多く 住む 
オー ブ へ の 侵攻 を 決定 し た こと に 、 ウ ズミ は 激 到 。 彼ら 
に 答 研 抗戦 する た め 、 宙 か に 軍備 を 進め て いた MS 戦 
力 の 使用 を 決 所 し た の で ある 。 

オー プ ・ オ ノ ゴ ロ , 繋 し た 地球 軍 に 対し 、 カ ガリ 
を 通じ て 連携 を 図っ て いた アー クエ ンジ ェ ル 部 隊 や 、 自 
衛 戦力 と し て 用 章 し て いた M1 ア スト レイ 部 隊 で 抵抗 
だ が 、 第 2 期 GAT-X シ リー ズ を 投入 し た 地球 軍 に 押さ 
れ 始め る 。 この まま で は オー ブ 本 士 へ の 被害 は 免れ な 
いと 感じ た ウズ ミ で あっ た が 、 世 界 を 二分 化し て し まう 地 
球 宣 へ の 編入 だ け は 回 選 し よう と し て いた 。 その た め ウ 
ズミ は 、 彼ら へ の 抵抗 を 示し つつ 、 オ ー プ 本 土 へ の 保 
攻 を 食い 止め る べく オノ ゴロ 島 の 放棄 と マス ドラ イ バ ー 
の 破壊 を 決断 。 後継 者 に すべ く 育 て て いた カガリ と オー 
プ 宣 の 残存 部 隊 、 そ し て アー クエ ンジ ェ ル を 宇宙 に 脱 
出さ せる と 、 ウ ズミ は 複数 の 側近 と 共に オノ ゴロ 島 ご と 
爆破 し 、 自ら も その 爆炎 の 中 に 消え る の だ っ た . 


ーー 足 叶 EE | 


ヴィ ア ・ ヒ ビ キ か ら 引 き 取 っ た 養女 カガリ に 対し 、 ウ 
ズミ は 以前 か ら 強 い 愛 情 を 注い で いた 。 早く か ら カ ガリ 
を 次 期 代 表 音 長 に 据え よう と 考え て いた ウ が 、 自 
術 戦 力 の 強化 に 強硬 に 反対 し 、 理 想 論 に 拘っ て いる 
彼女 の 革 さ も 充分 に 認識 し て いた 。 その カガリ に 対し 
指導 者 と し て の 自 芽 を 身 に 付け させ る た め 、 ウ ズミ は 普 
段 か ら 多 し い 態度 で 接し て いた の で ある 。 だ が 、C.E.71 
の 戦乱 が 予想 以上 に 拡大 し 、 ウ ズミ は 自ら の 命 と 引き 
換え に オー ブ ・ オ ノ ゴロ 島 の 爆破 を 決断 。 カガリ を 一 人 
前 の 指導 者 と し て 育て 上 げ る 前 に 、 別れ を 余儀 を くさ れ 
る 。 その 後悔 の 念 か ら か 、 も し く は 彼女 を 凶 独 に させ ま 
いと する 「 釘 心 」 か ら か 、 オ ノ ゴ ロ 島 の 爆破 直前 に 、 隠 
し 続け て きた 秘密 一 一 カガリ が 養女 で ある こと 、 そ し て 
キラ ・ ヤ マト と は 双子 で ある こと を 告げ た の で ある 。 


MORE INFO! 


画 レ ド ニ ル ・ キ サカ 
宮中 事 一 條 で 5 り 。 ウズ 
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PERSONAL PROFILE : | 
チャ ッ ク ・ キ ー ス Fs 十 


Ti 


Chack Keith 3 D (試験 運 用 を 含 E.F.S.F. 
突然 の 紛争 に 人 巻き 込ま れ た 
新米 パイ ロッ ト の 転身 


一 般 に は 公国 軍 残 党 の 大 規模 テロ と 評 され る こ 
と の 多い デラ ー ズ 紛争 だ が 、 実 際 に は 地球 運 却 軍 
の 暗部 が 引き 起こ し 』 だ っ た 。 一 連 の 戦乱 を 通 
し て 孤 軍 審 闘 の 働き を 示し た アル ビオ ン 隊 が 寄り 
合い 所 帯 ] と 話さ れる の も 、 紛 争 に 対す る 連邦 軍 の 
態度 を 示し た も の で あろ う 。 事実 、 落 任 当初 の アル 
ビオ ン で は 乗組 員 同 士 の 謗 い が 絶え ず 、 任 務 に 支 
障 を 来たし か ね な い ほ ど だ っ た 。 そん な 最 中 に あっ て 
チャ ッ ク ・ キ ー ス は 「 寄 り 合い 所 帯 ] の 潤滑 油 に な っ 
て いた よう だ 。 本 来 、 キ ー ス は トリ ント ン 基 地 に 勤務 
する テス ト パ イ ロッ ト に 過ぎ な か っ た 。 それ が デラ ー ズ 
紛争 に 身 を 投じ る よう に な っ た の は ガン ダム 試作 1 
2 号機 を 搭載 し た アル ビオ ン が 寄港 し た こと に よる 。 
それ まで の キー ス は 軍人 の 道 を 選び な が ら も 戦乱 と 


は 無縁 の つも り だ っ た らし い 。 だ が 試作 2 号機 が 強 
究 さ れ た こと で 、 追 繋 の た め に キー ス も アル ビオ ン 隊 
へ の 転属 が 決定 し て し まっ た の で ある 。 
新生 MS の 詳 価 度 馬 に 
9 し た キー ス 。 や る 気 


mt を 見 せ 96 の の 用 の 実 


世 寺 に 機体 を 挟ま れ で 動 


年 電 争 因 に 遂 用 され た ガン 
目 相 し て 前 


FL 
ue rmevew 


DD 
I 


アル ビオ ン 隊 に 加え られ た キー ス だ が 、MS1 機 の 追 
撃 任 和 務 な どす ぐに 片 が 付く と 思っ て いた 徹 が ある 。 し か 
し 実際 の 任務 は 、 彼 が 想像 し て いた 以上 に 昔 酷 な も の 
だ っ た 。 試作 2 号機 の 後 を 追う アル ビオ ン は オー スト ラリ 
ア か ら ア フリ カ 大 陸 、 さ ら に 宇宙 へ と 転戦 。 任務 内 容 も 
単なる 追撃 か ら 大 規模 テロ リズ ム の 鎮圧 へ と 様相 を 変 
えて いっ た の で ある 。 これ は 経験 回 富 な 兵士 で も 敬遠 
し て も お か し く な い ほ どの 境 過 と 言え よう 。 だ が それ で も 
キー ス は 最後 まで 音 を 上 げ な か っ た 。 子供 っ ぽ さ が 抜け 
で ぞ 、 次 鐘 に 見 られ が ちな 彼 だ っ た が 、 逃 げ よ う の な い 激 
戦 に 身 を 置く こと で 気持 ち に 変化 が 生じ た の だ ろう か 。 
も し く は アル ビオ ン 隊 先輩 パイ ロッ ト の 厳し いし ご き が 甘 
い 心根 を 一 授 さ せ た の か も し れ な い 。 理由 は どう あれ 、 
デラ ー ズ 紛争 の 最前 線 に 身 を 置い た アル ビオ ン 隊 で 、 
キー ス が 最後 まで 戦い 抜い た の は 事実 で ある 。 いつ 果 
て る と も し れ な い 戦い は 、 甘 っ ちょ ろ い 気持 ちの 抜け な い 
ヒ ヨ ッ コ を 一 人 前 の パイ ロッ ト に 生ま れ 変 わら せ た の だ 。 

惜しむ らく は 、 こ の 潜 し ー ス が 稔 持 を 見 出せ な 
か っ た こと だ ろう 。 敵対 する デラ ー ズ ・ フ リー ト の 将兵 が 
自ら の 信念 に 狗 じ る の に 対し 、 連 邦 軍 高 官 は 戦乱 を 利 
用 し て 派閥 拡大 に 余念 が な く 、 キ ー ス の よう な 末端 の 
兵士 の 想い な ど 欠 ほど も 到 じ て いな か っ た 。 その こと に 
薄々 感 づい て いた か ら こ そ 、 キ ー ス は 連邦 軍兵 士 で あ 
りな が ら も 軍 や 連邦 の た めで な く 、 ア ルビ ピオ ン 低 の 仲間 
の た め に 命 を 片 けた 。 戦い を 通じ て キー ス は 軍人 と し て 
成長 し た だ け で な く 、 世界 の 裏 に 根付 く 悪意 を 見 抜く カ 
を 多少 な り と も 身 に 付け て いっ た の で ある 。 


較 記 に 対す る 村 析 的 一面 発揮 


アル ピオ ン 隊 の 中 で 酒 と 女 に 目 が な い 男 と 言え ば べ 
ルナ ルド ・ モ ン シ ア が 筆頭 に 挙げ られ る が 、 キ ー ス も 女 
性 に 対し て は 積極 的 だ っ た 。 ガン ダム 試作 1 2 号機 
の シス テム エン ジニ ア と し て 赴任 し た ニナ ・ パ ー プ ルト ン 
を 、 最初 に 口説 き 落と そう と し た の は ほか な ら ぬ キー ス で 
ある 。 その 時 は 彼女 の 親友 で ある モー ラ ・ パ シッ ト の 手 
痛い 妨害 に よっ て 想い は 遂げ られ な か っ た が 、 い つの 
則 に か モー ラ に 標的 を 定め 、 見 事 に 彼女 の ハー ト を 射 
止め て いる 。 これ に は 親友 と し て 付か ず 難 れず の 位置 
に いる コウ も 言葉 を 失っ た が 、 本 人 は 至っ て 平然 と モー 
ラ を 紹介 する 有 様 だ っ た 。 戦場 で は 及び 腰 な キー ス だ 
が 、 恋愛 に つい て は 的 確 な 判断 を 発揮 し た よう で ある 。 


厳し い 実戦 が も た らし た 芯 重 な 経験 
テス ト パ イ ロ ッ ト と 言え ば 操 継 技術 に 長け た エリ ー ト と 

いう イメ ー ジ が 強い が 、 士 官学 校 を 卒業 し た て の キー ス 

に この 評価 は 当て は ま ら な い 。 それ で も デラ ー ズ 紛争 

の 激戦 を 通し て 、 訓 練 で は 得 られ な い 経 を 揚 。 急 
速 に パイ ロッ ト と し て の 技能 を 高め て いっ た の だ っ た 。 


こと は な か っ た と は いえ 。 ク 
ルビ ピオ ン の 守り 手 と し 


キャ ノン HI に よる 欄 方 主 
本 を 欄 め た 


MORE INFO! デラ ー ズ 紛争 終結 後 の キ ー ス の 処遇 


キー ス に も 何 
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PERSONAL PROFILE 02 a3 
モー ラ ・ バ ン シ ッ ト 


Maula Bashit 


寄り 合い 所 淀 の 屋台 骨 を 支え た 
アル ビオ ン 整 備 班 の リー ダー 


【 寄 り 合い 所 帯 ] 一 一 デラ ー ズ 紛争 の 渦中 に 足 を 
踏み 入れ る こと に な っ た アル ビオ ン 隊 を その よう に 評 
し た の は 、 ほ か な ら ぬ アル ビオ ン 艦 長 の エイ パー・ シ 
ナ プ ス で あっ た 。 確か に 、 当 時 の 地球 連邦 軍 主 流 
派 か ら 外れ た 指揮 雪 統 で 動き 、 新 米 パ イロ ッ ト や 疑 
の 強い ベテラン 、 果 て は 出向 の 民間 人 エン ジニ ア ま 
で が 入り 混じっ た アル ピオ ン 隊 は 、 統 制 の 難し い 集 
団 だ っ た と 言え る 。 モー ラ ・ パ シッ ト も そこ に 属し た ひ 
と り だ っ た が 、 彼 女 の 場合 は 持ち 前 の 社交 性 と 面倒 
見 の 良さ で 周囲 の 仲立 ちと な っ た 。 モー ラ の 存在 は 、 
雑多 な アル ビオ ン 隊 を 繋ぐ 一 助 と を っ た の で ある 。 

モー ラ は U.C.0057 に 生ま れ 、 一 年 戦争 後 の 
U.C.0083 に は 中 尉 と し て 地球 連邦 軍 に 籍 を 置い て 
いた 。 そし て 、 地 球 連 邦 宇宙 軍 ・ 第 三 地球 軌道 艦 
飛 に 所 属す る 栄 英 攻 撃 部 隊 ア ルビ オン の MS 整備 
中 隊 の 隊 長 を 務め 、 地 球 の 大 地 を 踏む 。 そこ で モー 
ラ は 、 デラ ー ズ 紛争 の 幕開け に 立ち 会 っ た の だ っ た 。 


ナゾ アル ピオ ン 隊 
に 沙 込 む 上 で 大 まな 二 
けけ に な っ た と 者 え る 。 


アル ビオ ネン 黄 備 匠 の 責 
作者 し て MS デ > 和 を 背 
シッ アプ 


アル ピオ ン 
一 年 欠 に 拉 発 ・ 計 され 
た 地 サス 圭 


モー ラ は 、 アル ビオ ン の 乗員 と し て 地球 連邦 軍 の 「 ガ 
ンダ ム 開 発 計画 ] に 関わ り 、 ガ ンダ ム 試 作 1 号機 と 試 
作 2 号 枝 の 試験 の た め トリ ント ン 基 地 に 降り た 。 し か し 、 
デラ ー ズ ・ フ リー ト に よる 試作 2 号機 の 強 礁 事件 に 違 
通し 、 モー ラ も それ に 巻き 込ま れる 。 その 状況 の 中 、 ア 
ナハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 か ら 出 向 し て いた ニナ の 
心情 を 気違い 、 試作 2 号機 を 追い か け よ うと し た 彼女 
同行 する 。 モー ラ は そこ で コウ と アナ ベル ・ ガ トー、 
ナ の 因 妹 が 始ま る 瞬間 を 目撃 する こと に な る の で ある 。 

その 後 、 ア ルビ ピオ ン 隊 の 試作 2 号機 追撃 任務 に 加 
わっ た モー ラ は 、 ア フリ カ か ら 宇 宙 へ と 続く < デラーズ ・ フ 
リー ト と の 戦い に 身 を 投じ て いく 。 同時 に 、 コ ウ と 親密 
に な っ て いく 一 方 で 愛 い を 深め る ニナ を 案じ 、 コ ウ に 心 
を 配る よう 助言 ち し た 。 だ が 、 ラビ アン ロー ズ で ルセット ・ 
オデ ピー が 死 の 直前 に 語っ た 過去 一 一 ニナ が か つて 
ガト ー と 付き 合っ て いた と いう 事実 が 、 モ ー ラ の 午 念 を 
危 選 へ と 変え る 。 ニナ が 心 を 寄せ た 男性 同士 が 戦う 事 
態 に 心 を 痛め て いた こと を 知り な が ら 、 激 し さ を 増す 戦 
い の 中 で アル ビオ ン を 飛び 出す 彼女 を 止め られ な か っ 
た モー ラ 。 そし て 、 戦 い は ニナ た ちの 運命 を 弄 ん だ 末 に 
終息 し 、 モ ー ラ は 北米 の オー クリ ー 基 地 に 配属 され る 。 
そこ で モー ラ は 、 戦友 た ちと の 再会 を 果たし た の だ っ た 。 


国人 と し て の 信 き と 私 人 と し て の 行動 


モー ラ は デラ ー ズ 紛争 に お いて アル ビオ ン の MS 整 
備 斑 を 指揮 し 、 試 作 2 号機 追撃 任務 と 「 星 の 肩 」 作戦 
の 阻止 に 尽力 し た 。 ニナ の 言葉 に よれ ば 、 メカ ニッ ク 担 
当 と し て ジャ プロー か ら 派遣 され た と 考え られ る 。 また 、 ト 
リン トン 基地 で 初め て 実戦 に 直面 し た ニナ に 対す る 言 
動か ら は 、 そ れ 以 前 に 実戦 を 経験 し て いた こと が 騙 え る 
が 、 評 し い 経歴 は 不明 で ある 。 デラ ー ズ 紛争 を 戦い 抜 
いた の ち は 、 地球 連邦 地上 軍 に 転属 し 、 北米 方 面 オー 
クリ ー 基 地 の MS 整 備 班 に 籍 を 移す こと と な っ た 。 

一 方 、 私 人 と し て の モー ラ は 、 ニ ナ と 親しく 付き 合い 
公私 に 渡っ て 彼女 を サポ ー ト し た 。 また 、 ト リン トン 基地 
で 出会っ た チャ ッ ク ・ キ ー ス と は 、 デラ ー ズ 紛争 の 最 中 
に 交際 する よう に な っ て いる 。 た だ し 、 キ ー ス の 軟派 な 
部 分 に 対し て は 初対面 か ら 手 央 し く 応 じ て お り 、 付 き 合 
い 始 め て か ら も 力 尽 く で 注意 する こと が あっ た 。 


メカ ニッ ク と し て の 資質 と 女性 離れ し た 体力 


dy ~ 
Xe 
モー ラ は 優れ た 技術 と 行動 力 を 有 し た メカ ニッ ク で あ 1 te 
り 、 常 に 激戦 の 渦中 に あっ た アル ビオ ン の MS 部 隊 を MORE INFO! (} 
裏方 と し て 支え た 。 デラ ー ズ 紛争 で は 、 一 般 的 な 量産 アロ イス ・ モ ズ し て アル ビオ ン に 東和 し て | 
機 だ け で な く 、 ガ ンダ ム 試 作 1 号機 や 試作 3 号機 と いっ EE | 


尊重 着 暖 も 
た 特殊 な 試作 機 も 扱い 、 そ の 能力 を 示し て いる 。 また 、 っ 


大 柄 な 体格 に 見 合う 交 っ 節 の 強 さ を 持っ て お り 、 褒 ん 
で きた アル ファ ・A・ ペ イト を 投げ 飛ば す 場 面 も 見 られ た 。 


大 攻 半 の 可 備 を まとめ 上 げ 、 指 作 の 拉 し い アル ビオ ン の MS 部 本 を 支え 
た 。 また 。 系 性 の 監 い バ イロ っ ト を 電導 に 大 立ち 回 り を 清 じ た こと も あっ た 。 
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Case 


あの 


宿敵 と の 深い 因縁 に 導 か れ て 地球 圏 の 
争乱 に 感情 を ぶつ けた 若者 の 軌跡 


それ で も 僕 は 、 連 # 


U.C.0083、 士 官学 校 を 卒業 し た ば か り の コウ は 


こ 見 下 
す の だ 


補充 


ア と 衛 

ヾ イロ ッ ト の 座 を も の に し 

疫 頭 し た 。 そん な 中 、 洪 入 

動き に よっ て オン は ガト ー の 


4 


| 許す る モン シア に 


u Uraki 


当時 の コウ は 、MS< れ か ら パ イロ ッ ト を 目指 
し 、 戦 争 を 知ら な いま ま 地 球 連邦 軍 に 入隊 し た 新米 
少尉 に 過ぎ な か っ た 。 対し て 、 ガ トー は 一 年 戦争 で 「 ソ 
ロモ ン の 悪夢 ] の 異名 を 馳せ た ジオ ン 公 国軍 の エー 
スパ イロ ッ ト で あり 、 戦 い に 門 む 信金 も コウ と は 比べ る 
べく も な か っ た 。 それ ゆえ に 、 ガ トー は コウ を 敵 
め な か っ た が 、 そ れ で も コウ は 未 懇 な プラ イド を も 
ガト ー に 食い 下がっ た の で ある 


選ん だ コウ は 、 戦士 と 
歴戦 の パイ ロッ ト で 
コウ な り の 議 講 で 返 


U.C.0083.1 1.10 


満足 だ ろう な 、 ガ トー ! 


・ コ ン ベ イ トウ 軸 域 


で も そい ぃ つ は 2 号機 を 堆 わ れ た 俺 た ち に と っ て 、 層 辱 な ん だ ! 


アル ビ ピオ ン は 試作 2 号機 を 追っ て 宇宙 に 上 が り 
軍 は 示威 を 目的 に 製 艦 式 を 強行 する 。 一 
時 の 敗北 や パニ ング の 死 を 乗り 越え 、 コ 
域 に ガト ー の 影 を 追う 。 だ が 、 それ を 中 笑 
ガト ー は 観艦式 を 肌 撃 する 。 試作 2 号 
機 の 検 攻撃 を 許し た コウ は 、 脱 出 を 図っ た ガト ー を つ 
に 捉え 、 死 本 を 演じ る 。 その 戦い の 中 で 、 コ ウロ は 自 


ら を 突き 動か し て きた 感情 を ガト ー に ぶつ ける 


U.C.0083.1 1.18 


U.C.0083.1 1.12 


待っ て いた の か ・ 


MORE INFO! 


ケリ ィ ・ レ ズ ナ ー か ら 受 けた 影響 


コウ を ガト ー の 追跡 に 駆り 立て た も の は 、 試 作 2 号 
機 を 目 の 前 で 奏 わ れ た 無力 感 や 、 数 々 の 辛酸 を 営め 


t た こと へ の 人 情 り で あっ た 。 それ は 私 想 と 呼ぶ 


べき も の だ っ た か も し れ な コウ に と っ て は 何より 
も 大 き な 理由 と な っ た の で ある 。 デラ ー ズ ・ フ リー ト の 
思惑 を 阻止 する と いう 地球 連邦 軍人 


上 に 、 ガ トー へ の 英 蛋 心 を 種 と し て 載 場 に 立 
コウ の 内 面 が 、 先 の 言葉 か ら は 祝 え る . 


コロ ニー 落と し の 全 
星 の 選 」 作戦 に 対し 
試み 、 コウ は 試作 3 号機 を 駆っ て 戦っ た 
落着 阻止 限界 点 を 越え た 次 の 瞬間 
ガラ ハウ の 裏切り に よっ て 戦況 は 一 変 し 、 帰納 は ソ - に まで の 潜 い を 否定 する に 
ム TI に 委ね られ る て コウ は 、 自 分 た ち 地球 連邦 軍 上 層 部 と シー マ の 裏 取引 を 、 コ ウ は 許せ 
を 無 け た 戦い を 弄 ん だ シー マ や 連邦 上 。 な か っ た の で ある 。 コウ の 目 に は 、 それ が バニ ング と ケ 
起り の 叫び を 上 げ る の だ っ た リィ の 死 を 財 め る 行為 に 映っ た の で あろ う . 


ズ 紛 争 を パイ ロッ ト と し て の 最後 と 捉え 、 そ 
た サウ ス ・ バ ニン グ 。 戦士 と し て の 生き 様 
己 の 謗 り に 狗 じ た ケ リィ イ ・ レ ズ ナー 

は コウ に 大 き な 影 響 を 与え 、 成 長 を 促し 


アル ピオ ン は 作戦 の 阻止 を 


ナ が ガト ー を 底 い 、 自 分 の 前 か ら 
良 実 は 、 コウ を 打ち の めし た 。 ガト ー の 目的 
こと も で きず 、 戦い の 末 に 何 も 残 ら な か っ た コ 
心情 は 想像 に 路 く な い 。 それ ゆえ 、 目 的 を 果たし 
た は ず の ガト ー が 、 鞭 士 と し て の 決 ける た め に 

は 、 コウ に と だ っ た 
紛争 の 最後 に 迎え た 対決 が 
に 意味 を 持た せ た の で ある 。 


を 突破 し 

ウ は 最後 の 軌道 修 

部 に 侵入 し 、 ガ トー 

対面 する 。 だ が 、 ニナ は ガト 

を 失っ て 情 然 と する コウ を 脱出 し 

コウ は 、 そ こ に いる は ず の な い 生 一 トー の ノイ エ ・ 
ル を 目 に し て 、 簡 き の 咳 き を 漏らす の だ っ た 


ニナ ・ バ パー ブル トン と の 関係 
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ベル ナル ド ・ モ ン シ ア 庄 = 
Bernard Monsha 入 MS 紅 EES.E. 


新米 パイ ロッ ト を ライ バル 視 し 、 
部 隊 に 不 和 の 種 を まい た 張本人 


U.C.0083、 デ ラー ズ ・ フ リー ト に 強奪 され た ガン 
ダム 試作 2 号機 を 追尾 する アル ビオ ン 隊 に 転属 と 
な っ た ベル ナル ド ・ モ ン シ ア は 、 自 分 の 部 下 と な っ た 
新任 少尉 (コウ ・ ウ ラキ と チャ ッ ク ・ キ ー ス ) を 「 小 便 
小僧] と 呼ん で は ば か ら な か っ た 。 一 年 戦争 を 戦い 
抜い た ベテラン で ある だ け に 、 士 官学 校 を 出 た ば か 
り の 少尉 な ど 戦 力 の 足し に な ら な いと 忠 ん だ の だ 
ろう 。 し か し この 言葉 の 裏 に は 多分 に 個人 的 な 
政情 が 含ま れ て いた よう だ 。 転属 以来 、 モ ン シ 
ア が 目 を 付け て いた 女性 (ガン ダム 試作 1 号 横 
と その 専属 シス テム エン ジニ ア で ある ニナ ・ パ ー 
プル トン ) を 、 新米 の コウ に 族 わ れ て し まっ た か ら 
で ある 。 アル ビオ ン 隊 を 束ね る 艦長 エイ バー・ シ 
ナブ プス に と っ て 、 コウ の 竹 用 は 何ら か の 高度 な 判断 
の 結果 で あろ う 。 と は いえ 、 そ れ で モン シア が 納得 す 
る は ず も な く 、 目 当て の も の を 礁 われ た 腹いせ と ば か 
り に コウ に 嫌がら せ を 仕掛 けた の 


RGM-79N 

ジム ・ カ スタ ム 
一 年 婁 争 引 後に 連 二 
大 発し た エー ジョ 


エー スリ イイ ロッ ト 向 まり 
出力 財 軸 が 施さ れ で いる は 
か 、 欄 達生 は を パイ ロッ ト 【 
合わ せ た 前 対 に な っ て いる 


59-15 


ガン ダム は 培 れ ちまっ た 
ヒ ヨ ッ コパ イロ ッ ト が 
乗っ て た か ら な ぁ ! 


試作 1 号機 を 連 る モン シア と コウ の 序 い は 私 開 に 発 
属し 、 ふ た り は 模擬 戦 と 称し た 一 騎 討 ち を 行っ た 。 経 
験 に 勝る モン シア は 終始 コウ を 圧倒 する 。 と ころ が 終 
わっ て みれ ば 、 事 配 は コウ に 上 が り 、 モ ン シ ア は 思わ ぬ 
敗北 を 突 し た の だ っ た 。 この 一 件 が 彼 の プラ イド を いた 
く 傷 つけ た よう で あり 、 以 前 に も 増し て モン シア は コウ 
に 突っ か か る よう に な る 。「 小 便 小 備 ] と いう 茂 称 も 
意図 的 に 粗 手 を 区 め る た め に 用 いた と 見 て いい だ ろう 
だ が 当 の コウ は 黙 し て 耐え 、 そ れ が モン シア の 感情 を ま 
すま す 逆 撫で する 結果 と な っ た の だ っ た 

そん な モン シア が 一 矢 封 いる 絶好 の 機会 が 到来 
た 。 地球 周回 軌道 上 に 上 が っ た アル ピオ ン を 、 シー マ ・ 
ガラ ハウ 率い る 洛 兵 隊 が 急騰 し た の で ある 。 この 時 
地上 戦 装備 の 試作 1 号機 に は 待機 命令 が 出さ きれ 、 コ 
ウ は ジム ・ カ スタ ム で 出撃 する 手 矯 に な っ て いた 。 し か 
し ニナ に 自分 の 腕 を 認め させ た いと 焦っ た コウ は 試作 1 
号機 で 出撃 。 結果 、 満 足 な 操 継 も で き な い まま に 機体 
を 大 破 さ せ て し まっ た の で ある 。 これ を 好機 と 見 た モン 
シア は 「 壊 れ ち まっ た ガン ダム を 見 る の は さす が に 辛い 
か ぁ !?」 と の 追い 打ち を 仕掛 け ひ 、 和 失意 の コウ を アル ビオ 
ン か ら 追 い 出す こと に 成功 し た 。 これ で 試作 1 号棟 は 自 
分 の も の だ と し 、 いずれ ニナ も 振り 向 か せ て みせ る 
この 時 の モン シア の 胸中 の 想い を 言葉 に する と お そら < 
こう な る だ ろう 。 し か し 彼 の 思惑 が 実現 する こと は な く 
誠に 握 林 た コ の ほ 記 画 的 ほお 生 NE <en so 
て も 一 上 者 けた に は モン シア も 
貸さ を 隠せ な か っ た が 、 今さら どう する こと も で き な し 
結局 、 改 修 さ れ た 試作 1 号機 (フル バー ニア ン ) の パイ 
ロッ ト の 座 は コウ が 射止め 、 モ ン シ ア は 歯 噛 みす る し か 
な か っ た 。 コウ の 実力 を 最後 まで 認め よう と し な か っ た こ 
と ーー それ が モン シア 最大 の 失敗 だ っ た と 言え よ 


" 


ピオ ン か 5 導い d 
大 きく 誠 長 


巧み に 本 か 
開 記 に 計る 科 李 9 な アプ ロー チ の 政 0 BE TTY 
ウ に 対し て は 辛 凌 そ の も の の モン シア だ っ た が 、 相 

手 が ニ ナ と な る と 態度 は 一 変 。 相 好 を 崩し な が ら 猫 な で 
声 で 追 る な ど 、 ペ テラ ン パ イロ ッ ト の プラ イド を 打ち 捨て 

た か の よう な 凄 を 見 せ て いる 。 し か も 一 度 断 られ て も 詳 

め よ うと せ ず 、 次 々 と 別 の アプ ロー チ を 示す な ど 、 積極 
的 に 接近 を 図っ た の で ある 。 し か し 最後 まで ニナ は モン 
シア に 振り 向 か ず 、 さ ら に 戦乱 が 急激 に 激化 し た こと も 

あっ て 、 さす が の モン シア も 諦め ざる を 得 な か っ た よう だ 


『 チ ブ を 取っ た が 。 一 抽 の 博 を 天 
アア は 3、 これ 以降 、 コウ に 対す る 眉 み を 


[ 了 思 | 本 沈 身 の 第 4 小隊 」 と し て の 能 カ 。 攻 MOREINFOI トラ ブル メー カー の 意外 な 一 面 


性 格 的 に 間 題 を 抱え る モン シア だ が 、 パイ ロッ ト と し トラ ブル メー カー と し て の 側面 ば か り が ピッ クア ッ プ され が ち シア は 列 党 し 、 彼 の 命令 な ら どん な 舞 


て の 上 胸 前 は 一 流 だ っ た 。 特に 一 年 戦争 で は サウ ス ・/ な モ が 、 一 度 仲間 と 話 め た 相手 に 対し て は 情 の 深き 返事 で 請け 負う ほど だ っ た 。 その 関係 は 戦 1 け 幼 が れ 
ニン グ を 小隊 長 と 四 小 を 見 せる 人 物 で も あっ た 。 それ は 、 か 死 身 の 征 四 アル ビオ ン 隊 へ の 転 工 が 
eo 隊 」 で 隊長 と 部 下 の 関係 に あっ た バニ ング に 対す る 被 の 記 ン 

に 者 し て お り 、 多 大 な 戦果 を 挙げ て いる 。 戦後 4 年 が 見 る こと が で きる 。 パイ ロッ と し て 優れ て いる だ け 8T 

経過 し て も 、 その 腕 は 答え を 見 せな か っ た よう た の 羽目 を 外し た 行動 を 見 送 す 度 芋 を 葉 ね 備え た パニ ング を モ 
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アル ビオ ン の 乗員 


Albion's Crew 


a 


様々 な 思惑 に 謀 草 きれ な が ら 
自ら の 責務 を 果たし た 船乗り た ち 


U.C.0083 の デラ ー ズ 紛争 に お いて 、 地 球 連邦 
軍 は 上 層 部 の 派閥 争い に 起因 する 混乱 か ら 対応 の 


足並み が 揃わ ず 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト の 跳 乗 を 許し 
た 。 し か し 、 そ うし た 上 麻 部 の 腐敗 に 関わ りな <、 衣 Sh 
軍人 と し て の 義和 務 感 や 誇り を 抱い て 戦い に 臨ん (oy 
だ 者 た ち は 、 確 か に 存在 し た 。 アル ビオ ン の 乗 | 
員 た ち は 、 その 一 例 で ある 。 T| 1 
「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] に 携わっ た アル ピオ 
ン は デラ ー ズ 紛争 に 深く 関わ あり 、 そ の 最前 
ーー | 


線 で 戦う こと に な る 。 だ が 、 指 揮 系 統 が (A 

地球 連邦 軍 の 主流 派 か ら 外れ て いた アル ヾ ん 

ピオ ン は 孤立 無援 の 戦い を 強い られ 、 乗 員 た 

ち は 上 大 部 へ の 不満 を 抱え な が ら も 、 任 務 に 陣 ん 

だ 。 そし て 、 アル ピオ ン 散 長 エ イ パ ー・ シ ナ プ ス の 下 、 

デラ ー ズ ・ フ リー ト と の 戦い に 命 を 区 けた の で ある 。 
地球 宙 還 - 三 
地 二 電 道 艦 隊 拓 属 。 圭 
動 放 琴 作 藤 アル ビオ ン 


の クル ー と し て 、 デラーズ 
給 委 に 身 を 投じ る 。 それ 


で が 軍人 と し て の 全 
をもって 戦っ た の だ っ で 


ささ ニッ >・NNN A 


関連 ファ イル 
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アル ビオ ン の 能 を 預かる 35 歳 の 地球 連邦 軍 大 慰 
で 、 シ ナ プ ス の 命令 を 忠実 に 実行 する 究 黙 な ケル ー。 
また 、 暇 を 見 て は 操 能 席 で 文庫 本 を 読む ほど の 読書 家 
で 、 酒 に 強く 水 の よ うに あお る 場面 も 見 られ た 。 


オー スト ラリ ア の トリ ント ン 基 地 へ 
の 航 語 の 送 上 、 控 太 間 で 計 書 す 
る パサ ロフ 。 シナ プス も 硬 党 時 を 
時 いて は / パ サロ フ の 量 味 に 口 届 し 
し な か っ た よう だ 。 


アル ビオ ン の 航法 士 で 、 航 法 計算 や 艦載 機 の 発進 
管制 な ど を 担当 し た 。 階級 は 中 尉 。 気さく な 人 物 だ が 、 
地球 連邦 軍 上 層 部 へ の 不満 は 強く 、 ア ルビ ピオ ン に 支援 
が 受け られ な いこ と の 慎 り を 漏らす こと も し ば し ば だ っ た 。 


アフ リカ で の ガン ダム 訪 作 2 等 紅 
過 軸 任 季 で 、 本 格 8 的 に 
ス し な 


人 
不作 本 の 圧 さ が 正 え る 、 


アル ピオ ン の 通信 士 を 担当 する 少尉 。 普段 は 物 姜 
か だ が 、 上 暦 部 へ の 嫌気 を 末 か せ た こ と も ある 。 ま 
独走 し た ベル ナル ド ・ モ ン シ ア に 対し て 、 サ ウス ・ バ パニ 
ング の 穏 る 様 を 伝え て 叱責 する と いう 一 面 も あっ た 。 

1 


仲間 本 い の 人 物 だ っ た 


アル ビオ ン の 左 艇 側 を 担当 する オペ レー ター で 、 階 
級 は 軍曹 。 戦 開 中 は 落ち 着い た 姿 を 見 せる が 、 ひ と た 
び 戦 い を 離れ る と 軽口 を ] く こと が 多く 、 シナ プス に た し 


な め ら れ で いた 。 ま 


酒 欠 が 非常 に 悲 か っ た 。 


アル ビオ ン の 右 般 側 オペ レー ター を 季 め る 軍 紳 。 生 
り で 「 凸 
が 、 


真面目 な 性 格 の 青年 で 、 対 照 的 な シモ ン と ふ : 
回 コン ビ ] と 評 さ れ た と 言わ れる 。 仕事 振り も 熱 
曖昧 な 報告 を シナ プス に 一 喝 され た こと も あっ た と 言う 。 


性 格 が うか が える 一 区 と 言え る 。 


フォ ン ・ プ ラウ ン に 上 独 し 、 他 の 還 
組員 と 共に パプ へ と 出前 けた 原 に 
は 、 周り が 洒 を 楽し 中 で 計算 に 
呈し て いた 。 スコ ッ ト の 真面目 な 


し 1 59.18 
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新地 球 連 邦 軍 の 人 々 議 


Soldier of New Earth Federation 


2 壮 、 た な MB を Y も けた 
ーー 椎 者 と その 兵 二 上 たち 


で 旧 連 邦 系 の 実 
に 動き を 進め て 


シル ラ が 搬 業 し た 全 装 外 MS。 
ビー ム 攻 撃 を 舞 汰 化す る ピー 
ム ・ ジ ェ ネ レー ター を 博信 。 


上 NRX-016 
ラス ヴェ ー ト 


アベ ル が 描 集 し た 用 MS。F ギア NEA TT, 
(フワ ラッシュ) シス テム を 橋 埋 
し 、 同 列 供 を 介 費 挫 作 で きる 。 
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攻 府 再 紅 委員 会 に 参加 
機関 
直属 


れ た 新 連 邦 軍兵 


戦線 の 狩 


新地 球 運 邦 軍 の 人 々 KX] mm02 mM 


朱 ち 類 い た 特 訂 を 見 せ 


カト ッ ク ・ ア ル ザ ミー ル 


の 潜入 を 読み る が 失 迷 ! 


間 に も 革 秒 を 続 ける な ど 抵 六 を 示し た が 、 接 で し た 
ッ ・ ア ディ ー ル や ガロ ー ド 力 の 可能 性 に 共 
彼ら の 支援 に 回 っ た 
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理不尽 に は 怒る の が 人 間 だ 
人 は 神 じ ゃ な い ! 


お寺 5 信 ロー の 心 を 約 っ た 鍵 恨 の 念 
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較 記 の 店 度 と 生 える 自意識 


較 記 稼 有 季 和 へ の 伝 役 と し て 


パラ オ 攻 中 戦 に 向け 
作 邊 を . ネ ミノ アー 
RAT 
だ が 夫 
CT 


MORE INFO! 


アル ペル ト を ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 派遣 し て いた の が 、AE の 
幹部 で ある マー サ ・ ビ スト ・ カ ー バ イン で ある 。 ビス ト 謎 に 生 
まれ 、AE へ と 人 辺 い だ 彼女 は < 
よっ て 財団 と AE の 権威 を 
アル ベル ト や 補 磨 と し た マリ ー ダ の 艇 力 を 「 手 胸 ) と し て 使 お 
うと し て いた の で ある 
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北米 の ジオ ン 公 国軍 兵 


Soldiers in North America 江陽 人 人 人 


庁 酷 な 戦場 で 「 人 の 情け ]」 を 示し じ た 
公国 軍兵 士 の 記録 


6 う 1 0 ん の 


MAIN MECHANIC 


ー 
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バム ロ 


タロ タ 
= 
= 
に == 
RS 


は 側 丈 任務 中 に も か か わら ず 。 その後 
真 析 を は じ め と する 秩 湖 を 投下 し て みせ た 


MORE INFO! 


ー 年 戦争 初期 の 電撃 的 な 地球 伊 攻 に よっ て 、 北米 大 馬 
H 宮 の 手 に 落ち た 。 本 来 ¥ 
宙 集 し て お り 、 浴 病 笑 設 や 油田 ・ 鉱山 地帯 まで を 加 

味 する と 。 戦 闘 の 重要 度 は 計り 知れ な いも の だ っ た 。 だ 


年 凌 争 終 秀 まで こ 
動 する 公国 軍 の 定価 
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Shinn Asuka 
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オー プ で 両親 と 妹 を 失っ た 少年 放す 
ザフト で 開花 し た その 戦闘 能力 : 


ザフト が 「 ユ ニウス 条約 」 締結 後に 開発 し た 新鋭 
称 ミ ネル パ バ に は 、 北 長 の タリ ア ・ グ ラディ ス を は じ め 
ザフト の エリ ー ト 兵 が 多数 乗艦 し て いた 。 また 、 士 官 
学校 で ある アカ デミ ー ス クー ル を 優秀 な 成績 で 卒業 
し た エリ ー ト 予備 宣 も 配属 され 、 現 場 で の 英才 教育 
が 予定 され て いた の で ある 。 シン ・ ア スカ は 、 ミ ネル 
バ に 配属 され た 新人 兵 の ひと り で あり 、 上 層 部 か ら 
大 い に 期 待 され て いる 若者 で あっ た 

シン は 、 中 立国 家 で ある オー プ 連 合 首長 国 の 出 4 
身 で ある 。 それ まで は 戦争 と は 無縁 の 生活 を 送っ て 
C.E. (コズミック ・ イ ラ ) 71、 地球 連合 軍 が 

ー ブ へ と 侵攻 し た 「 オ ー ブ 解 放 作 戦 」 に 生き 込ま 
れ 、 両 親 と 妹 の マユ が 死亡 。 ひと り 残 され た 


コー ディ ネイ ター で あ ら プ ラン ト へ と 移住 ー 』 
ザフト の アカ デミ ー ス クー ル ( に 入学 する 彼 は 家族 を \ 


守れ な か っ た 己 の 不 甲 斐 な さ と 訣別 する た め 、 軍 人 
と し て 生き る 道 を 選ん だ の で ある , | 


NT い プ eeee 
P 鞭 兵 を が ら その 槍 経 馬 | 1 


Fs 6 
意 で ある レイ ー ザ ・ パ バレ 4 = 
pea の ( : て 会 \ 


も 軸 じ < ミ ネル パ に 角屋 
きれ 。 シン に と っ て か けが N 
和え の ない 級 衣 と な る N 4 0 


上 
ステ ター ルー シュ 


ーー . 礼 
Ey a 


ED 
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は 死な な い ! 
革 は 俺 が …… 俺 が 守る か ら !! 


は 、 ミ ネル バ が 寄港 し て いた ザ 

アー モリ ー ワ ン で 、 地 球 軍 の 特殊 間 
に よる 新型 機 強 妄 に 遭遇 。 イ 
H た シン は 、 以 降 、 戦 闘 の 最前 線 に 放り 込ま れる こ 
ワー ルド 」 事件 を 機 に 世界 カ 


地球 軍 と 手 を 結 


7 の 代表 首長 で も る カガリ や 、 そ 
\ た 前 大 江 の 英 護 ア 
軍 へ の 憎 し 。 
5 を 非難 し た の だ っ た 


ルリ ン に お ける 戦い 
自身 の 非力 さ を 嘆き 


ドキ 四 こき 妹 と ステ ラ へ の 愛情 


が ザフト 軍人 と し て の 道 を 選ん だ の は 、 家 族 
り を 助け られ な か っ た こと 


彼 は イン ド 洋 沖 租 撃 戦 


i ET TN 


評議 
後押し が 


を 把握 し 、 当 初 カ 


イン ド 津 で の 二 
て 計 れる よ 


言 

開 を 抹 に 生け 取 
きず 、 反論 す 
あか っ た 


を 発現 し て 以来 、 棒 々 に 仲間 か ら も エー ス 


MORE INFO! 


解放 作 埋 


て 甘 器 中 に 注 れ 細 の ビ 
た シン の 家族 。 オー プ で 平和 に 暮 ら 
准 き 込ま れ て し ま 


DES] neD2 sm 
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レイ ・ ザ ・ バ レル きっ 


Rey Za Burrel 


特異 な 生い立ち か ら A ミ 
世界 の 変革 を 願っ た 兵士 | 


平和 的 な 指導 者 と し て 、 国民 か ら 高い 支持 を 得 て ! 
いた プラ ント 最高 評議 会 議長 ギル バー ト ・ デ ュ ラ ン = し 
ダル 。 彼 は 遺伝 子 に よる 人 類 管 理 政 策 「 デ ステ ィ に 、 

ニー プラ ン 」 の 導入 と いう 大 き な 野望 を 抱い て いた ト の ) / N 
が 、 当 初め ら デ ュ ラ ンダ ル と 結託 し 、 そ の スム ー ズ な 2 。 克 。 
政策 導入 に 向け て 動い て いた ひと り の 青年 が い 
ザフト ・ ミ ネル バ 隊 所 属 の MS パイ ロッ ト 、 レ イ ・ ザ ・ 


バレル で ある , 
レイ は 、 地 球 連合 軍兵 で あっ た ムウ ・ ラ ・ フ ラガ の 田 


父 、 アル ・ ダ ・ フ ラガ の クロ ー ン で ある 。 つま り 、 前 大 ! 
戦 の 中 心 人 物 で あっ た ザフト の ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ と 
同種 で あり 、 また レイ は ラウ の DNA を 持つ 二 世代 目 と \ 
も 言わ れる 。 幼少 期 か : 育て られ た レイ は 、 ラウ 

と 、 ラ ウ の 親友 で あっ た デュ ラン ダル に 対し て 強い 信 


頼 を 寄せ て いた 。 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻 念 戦 で ラ 1 アア 
ウ が 死亡 し た 後 は 、 彼 の 死 を 無駄 に せ ぬ よう 、 デ ュ ラ / = | 
ンダ ル と 共に 新 世界 の 構 禁 を 目指 し た の で ある 
ーー 
Co “NF # ン の | 


に も 共に 本 語る れ 


に 
リャ 生還 


デー マロ ユ ヘッ の 且 ざ 汽 半 うそ メル 
ば で 誤 著 rr そ ぐ Ni 


ネネ ワ ィ イト カラ ー の ず ザク ブフ: 上 』 | 4 に っ 

カラ ー の アラ ファ 

ント ム を うえ 6 れる な と 2 J 1 1/ 

その 表 訪 は 早く か ら よ 上 麻 “4 

閣 に 語ら れ て いた 。 装 メ 。 

に デュ ラン ダル か ら は Pp 
シン と に 人 を 光り て { MAIN MS 
WE る, 』 } 


地球 宣 が 運営 し て いた 
デ ッ ボ の 太 究 近 
麻 酸 され た 


RELATIONS 


ZGMF-10017M プレ イズ ザク ファ ン ホム 帳 DES-01.05 
5MF.X666S レジ ェ ンド ガン ダム DES1.09 


本 生得 士 ガ ンダ / 
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ウル ・ ク ルー ゼ だ ! 


フ 


ミネ ル バ に 配属 され た レイ は 、「 フ ァ ン トム ペイ ン 」 に 
よる ザフト 製 MS 強 礁 事件 を 皮切り に 、 地球 軍 と 江 戦 
を 繰り 広げ る 。 前 線 で その 高い 戦闘 能力 を 発揮 する 一 
方 、 レ イ に は も う ひ と つの 役割 が あっ た 。 デュ ラン ダル 
が 政策 実行 を スム ー ズ に 進め る 鍵 と 考え て いた 、 シ ン ・ 
アス カ の 監視 と 誘導 で ある 。 彼 は 「SEED」 の 能力 を 
持つ コー ディ ネイ ター で あり 、 ひ と り で 江 況 を 一 変 させ る 
力 を 及 し て いた 。 だ が 、 精神 的 に 未熟 な 面 が ある の を レ 
イ は 巧み に 利用 し 、 デュ ラン ダル に 依存 する よう に 仕向 
けた の で ある 。 途中 、 ザ フト 特務 隊 (FAITH) と し て ミネ 
ル バ に 会 流し た アス ラン ・ ザ ラ の 言葉 に シン が 影響 を 
受け 始め る と 、 レ イ は それ を 監視 。 時 に アス ラン を 非 衣 
し 、 シン と の 関係 性 を 壊し た の だ 

地球 軍 と の 戦乱 が 拡大 し 、 第 三 勢力 と し て アー クエ 
ンジ ェ ル が 登場 する と 、 こ れ ま で 水面 下 で 行わ れ て いた 
レイ の 策動 も 露 技 に な っ て いく 。 デュ ラン ダル と 共 課 し 
て アス ラン 量 条 に 乗り 出し た ほか 、 ア スラ ン と メイ リン ・ 
ホー ク の 脱走 に 若 悩 する シン を コン トロ ー ル 下 に 置き 、 
彼 の デュ ラン ダル へ の 依存 度 を 高め て いっ た 。 その 後 、 
レイ に と っ て も 宿 醒 で あっ た 「 デ ステ ィ ニ ー プ ブラン] が 世 
界 に 発表 され る と 、 そ の 導入 を 巡る 最終 決戦 に 参戦 。 
その 中 で シン の 力 を 上 手 く 利用 する こと が で きた レイ で 
ある が 、 一 方 で アー クエ ンジ ェ ル の 力 を 見 誤り 、 そ れ が 
プラ ン 導 入 に 失敗 する 要因 と な っ て し まっ た の で ある 


> っ om > | 


レイ は 、 世 界 の 破 減 を 目指 し た ラウ に シン パ :> 
じ て で は いた が 、 自 ら は デュ ラン ダル と 共に 「 デ ステ 
プラ ン ] を 提唱 する な ど 、 新 た な 世界 秩 訟 を 構 桂 す る 
ジテ ィ ブ な 考え を 持っ て いた 。 その 背 量 に は 、 デ ュ ラ : 
ダル 以外 に は 心 を 開い て いな か っ た ラウ と は 異な り 、 シ 
ン や ルナ マリ ア な ど 、 盟友 と も 言え る 存在 が いた か ら で 
あろ う 。 その レイ も 、 スー パー コー ディ ネイ ター で ある キ 
ラ ・ ヤ マト に 対し て は 、 嫌 悪 感 を 示し て いた 。 薬 が 手 放 
せな い 身 体 で ある レイ に と っ て 、 人 工 的 に 生み 出さ れ た 
種 の 中 で も 成功 体 で あっ た キラ は 悩む べき 「 同 胞 ] と 言 
えた の で ある 。 キラ と は 最終 決戦 に て 一 対 一 で 対 崎 し 、 
激しい 戦い を 線 り 広げ る こと と な る が 、 様々 な 戦い の 中 
で 憎しみ も 悲し み も 乗り 越え て きた キラ の 言葉 に 、 レ イ 
は 盛 化 され て いく 。 そし て レイ は 、 デ ュ ラ ンダ ル の 掲げ る 
末 来 より も キラ の 訴え る 未来 を 選び 取る の だ っ た 。 


上 多用 コー ディ ネイ ター と 同等 の 能力 


ラウ の DNA を 用 いて 生み 出さ れ た と 言わ れる レイ は . 
キラ に も 肉薄 し た ラウ と 同 竹 度 の 戦闘 能力 を 有 し た 。 「 ド 
ラグ ー ン ・ シ ステ ム 」 を 搭載 する レジ ェ ン ドガ ンダ ム に 措 
乗 し た 際 も 、 高 い 空間 認識 能力 を 発揮 し て スム ー ズ な 
量子 通信 を 可能 と し 、 無 線 誘導 兵器 で ある ドラ グー ン を 
綻 横 無 尽 に 操っ て いる 。 だ が 、 ラ ウ の よう な 冷酷 さ は 持 
ち 合 わせ て いな か っ た よう だ 。 


= すす 
7 ピン へ 
〆 / 、 


補間 計 能 力 は 、 ア ル の 実子 で ある ムウ ・ ラ ・ フ ラガ もち 著 し て あり 、 フ 
う ガ 宣 の 人 則 ザ 棒 つ プ 能 の ひと つ だ っ た と 言え る だ ろ 3。 


MORE INFO! 


クロ ー ン と し て 生ま れ た 者 た ち は 、 生 まれ つき テロ メア が 壮 
老化 が 早い と 言わ れ て いる 。 また 。 定期 的 な 発作 を 抑え 
た め の 投票 は 必須 で あり 、 非 常に 不安 定 を 生命 体 で あっ 
た 。 発作 を 抑え る 差 は 遂 伝 子 工学 の 専門 表 で ある デュ ラン 
ダル か ら 手 江 さ れ て お り 、 ラウ ヤレ イ も それ に 閑 っ て い : 


ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ 

ザフト ・ ク ルー や 導 隊 務 。 ザフト と 地 
電 軍 の 戦乱 を 頁 で 探り 、 戦 乱 の 拭 太 
に よる 世界 の 謝 増 を 目論ん だ 


PR 
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タリ ア ・ グ ラディ ス すき 


1 


Talia Gladys 失 


CHARACTER - 
同じ 女性 馬 長 と し て Fr 
は 親近 感 と 共に 好 交 手 め いた 和 邊 を 


第 三 勢力 と を 混乱 さ し MAIN MECHANIC 
に 湊 り 滋 突 し 、 互 


PERSONAL PROFILE E02 am 


pp 一体 何 を 考え て いる の かしら ね 

時 元 恋人 と の 別れ が 生ん だ 戦争 議長 は 」 と 、 FAITH に 任 発 きれ た タ 
リア は デュ ラン ダル の 重 図 が 読め 
了 . 同様 に FAITHE 振 全 し た アス 
ラン ・ ザ ラ に 本 益 を こ ば 


メサ イア の 放 助 理 で アー クエ ン 
馬 漂 を 決する ミネ ル バ 。 軍配 は 
に 上 が り 、 タリ ア は 志和 を 指示 する 


平 交 と 味方 を 天 き 込ん 
A ove 


靖 死 の デュ ラン ダル を 放 き 、 畑 い を 違え た 硫 を 撃っ で し まっ た レイ も 企 し く 受け 
た りり と 宣 佑 を 共に する こと を 選ぶ 


MORE INFO! デュ ラン ダル と の 関係 


学生 時 代 の タリ ア と デュ ラン ダル は 恋人 同士 で あり 、 促 も 本 選 去 の タリ ア 
良好 で あっ た 。 し か し 、 刀 伝 子 的 に ふた り の あい だ に 子供 が 
で きる 確率 は 絡め て 低かっ た こと か ら 、 子供 を 望 な タリ アビ 別 
れ を 切り 出す 。 コー ディ ネイ ター は 出生 車 が 低い た め 、 プラ ン 
ト の 社会 で は 子供 を 産め る こと を 前 提 と し て 結婚 が 許さ れ て 
いた の で ある 。 この こと が デュ ラン ダル の 「 傷 ] と な 


生 時 代 の タリ ア 。 己 話 な 女性 
デュ ラン ダル に は 甘 顔 ば か り 


3 [和子 供 が 区 し い の 。 だ 
> 


ンダ ル に 別れ を 告 7 た 
ア 。 夫 と な る 人 物 も その 場 
に は 控え 


機動 戦士 ガン ダム 
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ドズル ・ ザ ビ の 部 下 


Dozle's Subordinates 技能 攻 下 措 了 前 失 


Cuara 


ドズル に 対す る 包 下 の 密度 は 、 戦局 
わる こと は な か っ た と され る 。 連 孝 軍 と の 死 
モン の 骨 落 が 選 厚 に な っ て も 汗 ら は ド ズ 

| り 語 き 上 官 の 夢 を 祈っ た の で ある 。 


E02 | 
し て いた 宇宙 人 当初 ジオ ン 公 国生 語 
/ TT | 
の ち に 鈴 栓 ロケ ッ る 
ト ・ エ ンジ ン に 的 練 。 億 せ て で ¢ 
丈 時 の 栓 化 を 図ら れ た 。 を 補 れ な いと いう 一 面 が あり 
厚い 価 参 を 寄せ られ で いる 。 


PERSONAL PROFILE FZ YEOBT [Ff] mr02 mm98M 


ノロ モン 攻 崎 戦は 較 


名 も な き 兵 士 た ちの 生き 様 


: の は ラコ ッ ク や コン スコ ン と いっ た / N \ 
上 弘士 官 ば か り で な く 、MS パ イロ ッ ト や 挨 内 要員 と ・ 
いっ た 名 も な き 一 兵卒 まで も が ドズル に 信頼 を 寄せ 


出す の に 
出陣 する こと を 販 わ な か - 

ル の 下 に 紅い た 兵士 た ちの 土気 は 高く 
に 戦い に 身 を 投じ た の で ある 。 


プ 族 力 に 日 覚め た ア 
ムロ ・ レ イ に 打ち 二 ち 
れ て いる 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 
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Judau Ashta 失態 MS の 地 8 AEUG 
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、 足跡 | リィ ナ と プル 、 ふた り の 「 妹 


[人 】 --ー タ ィ プ と し て の 代 カ | 


PERSONAL PROFILE 


LZ | mg02 ser 10n 


リィ ナ ・ ア ー シ タ 計 店 本 | 


Leina Ashta 


幼き 少女 が 目 に し た 
地球 岡 の 動乱 と その 世 末 


戦乱 を 生き 延び る た め に 必要 な 力 は いろ いろ と 考 
えら れる が 、 最 も 根源 的 な 要素 は その 人 の 「 想 い の 
強 さ ] と 言え よう 。 単に 「 死 に た く な い 」「 生 きた い ] 
と 願う だ け で も 、 極 限 状態 で は その 想い が 体 を 突き 
動か し 、 思 わ ぬ 力 を 発揮 する も の で ある 。 だ と すれ ば 、 
その 想い が 自分 に で は な く 、 大 切な 人 に 向け られ た と 
し た ら どう だ ろう 。 大 切な 人 を 守り つつ 、 自 分 を も 強く 
する 力 と な る の で は な い だ ろ うか 。 それ を 実現 させ た 
の が リィ ナ ・ ア ー シ タ と いう 少女 で ある , 

U.C.0088、 グ リプ ス 戦 役 で 立 幣 し た エゥーゴ に 対 
し て アク シズ (ネオ ・ ジ オン ) が 仕掛 けた 侵 暗 行為 (の 
ちの 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 ) に 巻き 込ま れ た リィ ナ 
は 、 小 さ な 体 に 強い 想い を 秘め て 周囲 に 巻き 起こ る 
無情 な 戦乱 に 対 舌 し た 。 そん な 彼女 の 想い は MS パ 
イロ ッ ト に な っ た ドー・ ア ー シ タ ) を 守り 抜く こ 
と に な る 。 武器 を 持た ず と も 、 彼 女 は 想い の 力 で 自 
分 な り の 戦い を 演じ た の だ 。 


に り ィ ナ は 咽 を 全 ま 
で ある 


出身 | 
技 態 見 の 褒 竹 


戦い に 駆り 立て られ る 見 に 
正しい 道 を 示し た 婚 


ネオ ・ コ ア ・ フ ァ イ タ ー 
「Z 購 」 で 


可動 時 ガン ダ 


PERSONAL PROFILE 


私 は こん な 大 人 に 
な る た め に 
生き で る ん じゃ な い !! 


自分 を 山の手 の 学校 に 通わ せる た め と は いえ 、 ア ー 
ガマ の 了 臨時 パイ ロッ ト と し て 戦乱 に 身 を 投じ た ジュ ドー の 
決断 は 、 リ ィ ナ に と っ て 負担 だ っ た に 違い な い 。 と は い 
え そ れ が 兄 な り の 思い 還 り で ある こと に 気付 いた リィ ナ 
は 自分 も アー ガマ に 華 艦 す る こと を 決意 。 シャ ング リラ 
で 生活 し て いた 頃 と 同様 に 、 食 事 や 洗濯 な どの 雑務 を 
買っ て 出 た 。 エゥーゴ の 振り か ざす 正義 な ど 理 解 で き な 
いも の の 、 兄 の 力 が 必要 と され る な ら それ を 支え る の が 
自分 の 役目 だ と 考え た の だ ろう 。 さら に 戦乱 の 裏 に 見 え 
司 れ する 大 人 た ちの 思惑 ( 派 開 閲 争 や 保身 、 理 取引 な 
ど ) に 気付 く と 、 そん な 悪意 か ら ジ ュ ドー を 字 ろ うと 奮起 さ 
え し た の で ある 。 そう し た 責任 感 の 強 さ が 裏目 に 
て 、 リ ィ ナ は 不運 に 見 舞 わ れ て し まう 。 ジ . 
て 輸送 任務 に 同行 し た 折 、 突 発 的 な 戦闘 
れ て ネオ ・ ジ オン の 捕虜 と な っ て し まっ 
捕虜 生活 は 、 彼 女 に 新しい 視点 を 与え る こと ご 
エ ウ ー ゴ か ら 英 福 さ れる ネオ ・ ジ オン 将兵 に も 彼ら な り 
に 戦う 理由 が ある こと 。 何より 彼ら の 一 部 は 、 エ ゥ ー ゴ 
上 層 部 と 同様 の 思 器 に まみ れ て いる こと ……。 そん な 
事情 を 知る に つけ 、 リィ ナ は 戦争 と 戦争 を 始め た 大 人 た 
ち に や り 切 れ な い 感 情 を 抱く よう に な っ た | 

それ で も 唯一 変わ ら な か っ た の は ジュ ドー に 対す る 想 
いで あり 、 離れ 離れ に な ろう と も ふた り の 間 に は 強い 絆 
が あっ た 。 大 人 た ちの 邪 念 か ら ジ ュ ド ー を 守 ろ うと 、 品 
く 離 れ た 場所 か ら リ ィ ナ は 一 途 に 兄 を 想い 続け た と され 
る 。 そん な 彼女 の 想い は 、 ニ ュー タイ ブ 能 力 を 覚醒 させ 
た ジュ ドー に よっ て た び た び 混 知 され 、 激 情 に 流さ れ か 
けた 兄 に 正しい 道 を 示す 道標 と な っ た の : 


中 中 抽 記 の 冬場 か ら 二 回 見 た 大 人 た ちの 乗 


ネオ ・ ジ オン で の 捕虜 生活 は 、 リィ ナ に と っ て 別 の 意 
味 で 征 屈 な 暮らし を 強い る こと に な っ た 。 ネオ ・ ジ オン 
将 官 グレ ミー・ ト ト が 彼女 を 気に入り (実は 、 密 か に 門 
い を 寄せ る ルー・ ル カ の 代役 に 仕立 て よう と 考え た らし 
い )、 洲 女 の 嗜み を 教え 込 も うと し た の で ある 。 身柄 を 
拘束 する 代わ り に 慣れ な い ド レス に 着 埋 えさ せら れ 、 戦 
いと は 関係 の な い テ ー ブ ル マナ ー や ダン ス の 作法 を 教 
え 込 も うと 了 曜 起 に な る グレ ミー の 様子 に 、 リ ィ ナ は 大 人 
た ちの 業 の 深 さ を 見 た 気 が し た に 違い な い 。 そし て その 
業 こ そ が 他人 と の 相互 理解 を 阻 み 、 戦乱 の 根源 に な っ 
て いる こと に 思い 至っ た の で ある , 


還 久 イナ が 示し た ニュ ー タ イプ と し て の 上 上 鱗 | 

戦い を 通し て ジュ ドー が ニュ ー タ イプ 能力 に 目覚 め た 

よう に 、 リ ィ ナ も その 且 鱗 を 開花 させ て いる 。 自分 と は 

立場 の 違う 大 人 た ちと 数 多く 接する こと で 、 彼ら の 思 宮 

を 鋭 稚 に 感じ 取る よう に な っ た の で ある 。 た だ し それ が 
必ず し も 益 を も た らし た わけ で は な か っ た よう だ が 


を 押し た ネ 
もじ 取っ た リィ ナ は 、 あま り の 面 還 に 邊 譜 を 失っ て し まっ た 


MORE INFO! 


ダカール で 業 作 を 負っ た リィ ナ を 保護 し た の は 、 セ イラ ・ マ 
ス だ っ た 。 数 容 な 運命 の 下 、 重 営 の 兄 と 違う 道 を 選択 せ ざ 
る を 得 な く な っ た セイ ラ だ け に 、 リ ィ ナ に 同じ 相 を 請 ま せ た く な 
セイ ラ の 底 護 に よっ て リィ ナ は 世 調 に 回 覆 
よう な 明る さ を 取 り 戻し て いっ た と され る 
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ネオ ・ ジ オン の 将兵 


出身 
Neo Geon's Officers 人 


全 サダ ラー ン の 
プ ブリッジ 要員 


関連 ファ イル 
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出身 


Ghingnham Fleet 


ギン ガ ナ ム 艦隊 に 参加 し た 
兵士 た ちの 初め て の 戦い 


月 の 武 門 を 司る ギン ガ ナ ム 案 は 、「 キ 
ム 橋 隊 」 と 呼ば れる 軍隊 を 保 有 し 、2 千 年 奴 
是 っ て 漬 才 を 織り 返し て き 
歴 )2345 年 。 地球 の 部 磁 で ある ミリ シャ が 月 
上 距 し 、 彼 ら は つい に その 戦力 を 発 探す る 村 


し て お り 、 月 の 堆 政 を 司る アグ 
葉 を 借り れ ば 「 前 争 本 態 」 が 目覚 め 


てい た の た 


郎 隊 で あ ナ ター を 設立 し 、 彼 
帰 肖 計 画 を 進め た こと に 人 慎 り を 臣 え て いた の で ある 


全 メリ ー ベ ル ・ ガ ジッ ト る 信 スエ ッ ソ ン ・ ス テロ 


関連 ファ イル 


-M2F/AMX-1002 
・ ・ ズ サ ン 
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メリ ニ ベ バル ・ カ ジッ ト 

メリ ー ベ ペル は な 、 月 社会 の 中 で は 運 旭 人 より や 階級 が 低 
い 最 下層 の 人 間 で あっ た と 言わ れる 。 だ が 、 ギン ガ ナ ム : 
捨 われ て か ら は 彼 の 本 佐 役 と し て 活躍 。 地球 に 降下 接 は 


ター ン エ ー ガ ンダ ム に も 搭乗 、 北ア メリ ア 大 子 を 昧 題し た 


スエ ッ ソ ン ・ ス テロ 

マヒ ロー 厩 隊 長 と し て 、 資 振 衛 芋 ミ スル トゥ っ や 月 の 運 
局 で ミリ シャ と 次 篇 。 部 下 と の 連携 反撃 で 彼ら を 笑い 詰 
め た 。 ギン ガ ナ ム ら と 共に 地球 へ 降下 し た が 、 暴 走 する 
ギン ガ ナ ム の 攻撃 に 皿 い 、 乗 材 と 共に 英 っ て し まっ た 


ヤン シッ キネ ン に の 
マヒ ロー 隊 に 参加 し て いた スエ ッ ソ ン の 部 下 。 スエ ユ 
ソン の 一 宮 的 ポジ ショ ン で あっ た が 、 彼 か ら は 理不尽 な 

た た め 、 か な り 不 満 を 抱え て いた よう た 


ギン ガ ナ ム 加 隊 の 一 郎 基 で 、 砲撃 戦 用 MS の ズ サ ン 
に 乗り 込む 。 ミリ シャ 勢力 : ホエー ルズ の 破壊 
を 狙い 、 その 阻止 に 動い た ディ アナ 親衛 貴 と 交 軟 する 


せ 大 る (ぐい みう ) で 、 革 
キス や カン ム が いた 
みみ もら ズ サー を な ん に 


ご アナ 鐵 和 郊 の スモ 
P TTY 


MORE INFO! ギン ガ ナ ム 艦隊 の 軍服 


ギン ガ ナ ム 工 鐘 は 非常 に シス テム 化 され た 部 隊 で あ 
り 、 そ の 政 綴 や 役割 が 環 か く 分 か れ て いた 。 これ に 合 
わせ て 軍 耶 も 多数 の パリ エー ショ ン が あり 、 同 じ 部 際 
と は 思え な い ほ ど パ ラ ェ エ ティ に 富ん で いる 。 演習 ば か 
リ で あっ た 彼ら だ が 、 そ の 族 村 に も 実 鞭 に 備え た 用 重 
財 径 さ が 感じ られ る 。 


縛り 置か を ギン ガ ナ ム 胃 
父 の 大 節 。 パイ ロホ スー 
ッ を 味 き 。 ギ ン ガ ナム 本 
麻 の マー ク が 共通 
医 じ し て 入れ られ た 
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機動 戦士 ガン ダム 逆 紅 の シャ ア 


PERSONAL PROFILE mm02 sm が 
ギュ ネイ ・ ガ ス ee 


Gyunei Guss 


力 を 求め て 強化 人 間 と な っ た 
ネオ ・ ジ オン の 若き バ パイロット 


シャ アゲ ・ ア ズ ナ ブル が 思 し た 新生 ネオ ・ ジ オン は 、 
多 方 面 の ら 5 ニ ュー タイ ブ 研 究 を 参 朴 し 、 横 栖 的 な 埋 
カ 人 上 を 容 し 進め た 。 その 成果 の ひと つが 、 ティ ター シ 
ズ や 則 ネ オ ・ ジ オン か ら 受 け 織 が れ た 人 エニ ュー タ 
ィ イブ の 技術 一 一 強化 人 間 で ある 。 そし て で 、 ネ オジ 
オン の ニュ ー タ イプ 研究 所 が 完成 きせ た 雑 一 の 妖 
化 人 間 が 、 ギュ ネイ ・ ガ ス で あっ た 

ギュ ネイ は 、U.C.0093 の 『 シ ャ ア の 反乱 」 替 発 
時 に ネオ ・ ジ オン に 所 属し て いた バイ ロッ ト だ っ た 。 
そこ まで の 経歴 は 明らか に な っ て いな い が 、 両 者 を コ 
ローー 漬 し で 失い 、 ネ オ ・ ジ オン に 身 を 投じ た の ち に 
ニュ ー タ イブ 研究 所 の 強化 を 室 け 。 旅 馬 レ 
ウル ー ラ 付き の 竣 化 人 間 と な っ た と いう 。 それ は 、 シ ャ 
ア を 越え る 力 を 手 に 入れ よう と し た ギュ ネイ の 野 わ が 
選ば せ た 道 で あっ た 。 その 答志 は ある 少女 と の 出合 
い に よ っ て 名 達 し 、 ギ ュ ネ イ を 軽い に 悪 り 立 て で いっ 
た の で ある 


了 ク *- こ ガ の パ 
イロ z ト と し て 3 


関連 ファ イル 
Re 2 ンタ 


Fut Phivew 


Mj な 


PERSONAL PROFILE ネイ 遇 wm02 am 


ドキ 地球 楽 冷 化 作戦 に お ける ギュ ネイ の 戦果 


則 多 中 強化 人 問 と し て の 能力 と | 


の し 4 


を 椅 っ て も 相手 に され ず 、 シャ ア の 女性 関係 を あげ つら う 。 し か 
手 作 く 折 絶 され て し ま 


機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 


Wi, Es 
あの 


ーー 一 会 > 
ーー < 重い 


と 


力 を 求め て ニュ ー タ イプ を 目指 じ た 苦 者 が 


戦い の 中 に 


U.C.0093.03 


期 弁 し て くれ よ ! そ 


し た 恋 墓 の 情 と 野 』 


う で な く て も 俺 は 


逆 組 の シャ ア 


[mW 本 02 sm128 


ギュ ネイ ・ ガ ス 編 


Case of Gyunei Guss 
オン の 強化 人 間 、 ギ ュ ネ イ ・ 
の 内 面 に は 


ーー 「 シ ャ ア の 反乱 」 に 身 を 
未熟 な 野心 と 独占 欲 が 横たわっ て いた 


か 


ニュ ー タ イプ 研究 所 出身 だ っ て や っ か まれ て る ん だ か らき さ ! 4 
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2 
賠 め え 


た の だ ろう 


U.C.0083.03 


U.C.0093、 シ ャ ア ・ ア ズ ナ ブル 率い る ネオ ・ ジ オ 
ン は 、 地 球 連 邦 政府 に 対す る 大 規模 な 軍事 行動 に 
踏み 切っ た 。 ネオ ・ ジ オン の 一 員 と し て その 戦い に 参 
加 | ュ ネ イ は 、 シ ャ ア の 護衛 で 赴 い た サイ ド 1 ・ ロ 
ン で 、 シ ャ ア に 共感 し て ネオ ・ ジ オン に 身 を 
投じ た 少女 ク ェ ス ・ エ ア ( ク ェ ス ・ パラ ヤ ) に 出会う 。 
ク ェ ス の 者 放 な 行動 に 手 を 模 く ギュ ネイ は 、 自 身 の 微 
妙 な 立場 を 彼女 に 聞か せる の だ っ た 。 


スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー 逆 串 


ギュ ネイ は ネオ ・ ジ オン の ニュ ー タ イブ 研究 所 で 調 
整 を 受け た 強化 人 間 で あり 、「 全 が か か っ て いる ] と 
シャ ア が ギュ ネイ 自身 に 語る ほど 、 あ る 意味 で は 特別 
扱い され た パイ ロッ ト だ っ た 。 そし て 、 先 の 言葉 は 、 ギ ュ 
ネイ が 自ら の 立場 を 理解 し て いた こと を 示す 。 過去 の 
不安 定 な 強化 人 間 と は 異な り 、 人 間 関係 の 機 満 に 
配慮 する こと が で きた 点 が 、 強 化 人 間 と し て の ギュ ネ 
イ の 完成 度 を 物語 っ て いた と 言え る 。 


大 佐 み た いな の が 頭 に 来る と 、 コロ ニー 潰し な ん か や る ん だ よ 
そん な 時 に 大 佐 を 止め る 月 が いる だ ろ ? 


サイ ド 1 ・ ロ ン デ ニオ ン か ら ネ オ ・ ジ オン の 本 撮 地 ス 
ウィ ー ト ・ ウ ォ ー タ た ギュ ネイ は 、 シ ャ ア や ク ェ 
ス と 行動 を 共に し な が ら 次 の 作戦 に 向け 待機 し て い 
た 。 一 方 で ギュ ネイ は 、 自 分 と は 明らか に 異な る ニュ ー 
タイ プ の 力 を 示す ク ェ ス に 惹か れ て いく 。 その ク ェ ス に 
対し 、 ギ ュ ネ イ は 自分 が ネオ ・ ジ オン に 身 を 投じ て 強 
化 を 受け た 理由 を 語る ギュ ネイ の 生 い 立 
ち が 関 係 し て いた の だ 


ギュ ネイ は グ ェ ス と の 会 話 で 、 両 親 を コロ ニー 漬 し 
で 失っ た こと を 明か す 。 同時 に 、 シ ャ ア が 戦争 を 始め 
た 理由 を 「 欲 求 不満 の は け 口 」 と 評 し 、 そ の よう な 人 
同 に 歯止め が 効か な く な っ た 際 の 危険 性 を 自身 の 経 
験 に 重ね た 。 その 抑止 カ と な る た め 、 ギ ュ ネ イ は 望ん 
で ニュ ー タ イプ に な る た め の 強 化 を 受け た の で ある 。 
それ は 、 ギ ュ ネ イ の 根底 に ある も の が 、 シ ャ ア へ の 対 
抗 心 や 野心 だ っ た こと を 物語 っ て いる 。 


U.C.0083.03.18 


ええ い 、 ファ ン ネ ル た ち 


一 番 熱 量 の 高い ミサ イル だ 


U.C.0093.03.12 


U.C.0093.03.12 


ガン ダム を 手 に 入れ た ら 、 それ こそ 俺 は いつ だ っ て 
シャ ア を 倒し て 、 ク ェ ス を 手 に 入れ られ る 男 に な れる 


字 


・ ア クシ ズ 周 辺 軍 域 


! 当たれ ! 


や が て ネオ ・ ジ オン の 地球 窯 冷 化 作戦 は 最終 段 
階 に 入り 、 ギ ュ ネイ は 擬装 態 隊 の 一 員 と し て ルナ ツー 
の 制圧 に 加わ る こと に な る 。 そし て 、 ル ナツ ー か ら 析 
兵器 を 零 っ た 散 職 は シャ ア の 元 に 取っ て 返し 、 ア クシ 
ズ の 地球 降下 に 移っ た 。 その 中 で 、 シャ ア を 探し て 艇 
を 飛び 出し た ク ェ ス を 追っ た ギュ ネイ ロン ド ・ 
ベル が アク シズ を 止め る べく 発射 し た 核 ミ サイ ル の 存 
在 を 察知 し 、 その 阻止 に 成功 する 


アク シズ の 降下 阻止 を 図る ロン ド ・ ベ ル に 対し て 
ネオ ・ ジ オン は 全 戦 力 を 挙げ て 防衛 埋 を 展開 し 、 ギ ュ 
ネイ は その 一 翼 を 担っ た 。 し か し 、 戦 場 で 相対 し た V 
ガン ダム に 苦戦 を 強い られ 、 そ の パイ ロッ ト で ある アム 
口 ・ レ イ か ら プ レッ シャ ー を 感じ る 。 一 方 で 、 強 大 な 英 
に 功名 心 を 刺激 され た ギュ ネイ は 、 ア クシ ズ に 肉薄 し 
た ケー ラ ・ ス ゥ を 生け 捕り に し 、 彼 女 を 人 質 に アム ロ 
か ら ガ ンダ ム を 奏 お うと し た 


ララ ァ を アム ロ に 取ら れ た か ら 
大 佐 は この 戦争 を 始め た ん だ ぞ ! 


MORE INFO! 
シャ ア と ナナ イ へ の 感情 


ロン ド ・ ペ ベル の 1 次 攻撃 を 凄い だ ネオ ・ ジ オン は 、 

アク シズ で 態勢 を 立て 直す 。 その 際 ギ ュ ネ イ は 、 ク ェ 
ス を アク シズ 内 部 の 居住 区 跡 に 連れ 出し 、 核 ミサ イ 
ル を 阻止 し た 自ら の 功績 を 誇 
する 。 し か し 、 ク ェ ス は その 言葉 
を 色 め る ギュ ネイ に 反発 する 。 それ で 
うと する ク ェ ス の 背中 に 、 彼 が 知る シャ 
げ ず に は いら れ な か っ た の で ある ,。 


彼女 の 気 を 著 こ うと 
を 貸さ ず 、 シ ャ ア 


ク ェ ス と の 関係 


帳場 を 飛来 する ミサ イル の 弾頭 を 判別 する な ど 
簡単 に で きる こと で は な い 。 ギュ ネイ に それ が 可能 だ っ 
た の は 、 強化 され た 知覚 能力 ゆえ で あろ う 。 ファ ン ネ 
ル を 操る ギュ ネイ の 言葉 は 、 彼 が どの よう に ミサ イル 
の 存在 を 感じ 取っ て いた か を 表し て いた と 言え る 。 
ア を し て 「 あ れ が 強化 人 間 の 仕事 」 と 言わ し め た よう 
に 、 ギ ュ ネ イ の 能力 は ネオ ・ ジ オン に あっ て 大 き な 章 
味 を 持っ て いた の で ある , 


逆襲 の シャ ア 


ギュ ネイ は ク ェ ス に 好意 を 寄せ た が 、 当 の ク ェ ス は 
シャ ア を 慕っ て ギュ ネイ に 見 向き ち も し な か っ た 。 その 関 
係 は ギュ ネイ に 焦 媒 感 を 抱か せ 、 シ ャ ア へ の 対抗 三 
月 を 稀 え 上 が ら せ た 。 そこ に 現れ た リガ ンダ ム は 、 ギュ 
ネイ に と っ て シャ ア を 超え る た め の 格好 の 獲物 
の で ある 。 し か し 、 そ の 短絡 的 な 思考 と 強引 な や り ロ 
は 、 ギ ュ ネ イ の 精神 的 な 若 さ を 証 明 し て いた と も 言え 
る だ ろう 


戦功 を 挙げ て も ク ェ ス に 認め られ な か 
は 、 シャ ア の 醒 聞 を 伝え て 彼女 の 目 を 自分 に 向け させ 
よう と し た 。 ネ オ ・ ジ オン の 中 枢 に 近い ニュ ー タ イブ 
研究 所 に 居 た ギュ ネイ の 耳 に は 、 そ うし た シャ ア の 噂 
も 届き や すか っ た の だ ろう 。 し か し 、 他 人 の 評価 を 下 
げ て も 自分 の 評価 は 上 が ら な いこ と に 、 ギ ュ ネ イ は 気 
付け な か っ た 。 一 方 で 、 ギ ュ ネ イ の 言葉 は 皮肉 に も 
真実 の 一 面 を 突い て いた の だ っ た 
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キス ハ 


し 率い 
侵入 し た 資材 運 矯 船 を 陸 


UC.0153.06.15. 


央 を 生ん で くれ な 


引き で 脱出 する 。 た 
だ も の と 思い : 


# 和 逃がす も の の 相 


な 人 を 


ピッ ト か ら 連 れ 出 し た キス ル は 死 の 潮 で 結婚 式 を 行 
構体 の 爆発 に 巻き 込ま れ 共に 虐 空 


の 下 へ 向かっ た 際 に 反撃 を 受け 、 キ スハ 


退却 せ ざ る を 得 


#、 キ 


し 真 に 受 ! 
お 互い の 機体 を 買い て 
を 負う 。 最期 は 恋人 の 
育 景 に 結婚 式 を 挙げ 


し 
ーー 
か ら 人 た ちの 結 槍 式 き し よう 。 あれ を ウェ デイ * 
i 3 を 前 に 、 キ カリ ンカ は 引 遇 を 学 げた 
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地球 圏 統一 連合 の 指導 者 人 ま 。。 a 


身 


LEADERS of the EARTH AREA UNITED ALLIANCE 庄 待 計 - 計 WW 


地 款 岡 統一 連合 を 代表 する 
高官 た ちの 光 と 陰 


ん AC.133 に コロ ニー 間 の 紛争 阻止 目的 に 発足 
し た 地球 園 統 一 連合 は 、 設 立 目的 と は 矛盾 する 要 
素 を 務 ん だ 組織 だ っ た 。 紛争 解決 を 掲げ な が ら 、 紛 
争 が 下 火 に な る と 、 組織 存続 の た め に コロ ニー 勢力 
や 連合 に 与 し な い 小国 に 戦乱 を 誘発 させ る と いっ た 
時 力 装 置 と し て の 側面 を 拡大 し て いっ た の で ある 。 
それ で も 連合 対 コロ ニー 勢力 と いう 洪 い の 構図 が 明 
確 に な っ て くる と 連合 内 で も 尼 重 論 が 絹 か れる よう 
に な り 、 種 健 泊 と 好戦 派 と いう 派 開 が 形成 され た の 
だ っ た 。 AC.195、 連 合 の 上 飛 分 は コロ ニー 勢力 と 
の 対話 の 道 を 図る 連合 軍 総 司令 定 ノ ベン タ 元 帥 を 
中 心 と する 穏健 派 で 占め られ 、 長 き に 古 る 対立 に 終 
止 待 が 打 た れる か と 思わ れ た 。 し か し 戦乱 か ら 利益 
を 得る 貴族 や ーー 部 の 好 電 派 軍人 、 さ ら に 0Z 引 帥 ト 
レー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ の 暗躍 に よっ て 対話 の 機会 
は 失わ れ 、 連 合 自 体 が 0Z に よっ て 解体 され る と いう 
事態 が 発生 し て し まっ た の で ある 。 


一 本 の 巡 中 . が ンダ ム の 


る ダイ ゴ ・ オ ネ ゲ ル 


地 東園 統 一 連合 の 最高 司令 宮 で あり 連合 軍 元 帥 の 
地位 に ある ノ ベ ン タ は 、 コ ロニ ー 勢 力 と の 軍事 衝突 を 必 
ける た め に 積極 的 な 対話 路 
団 を 主張 。 さら に 連合 軍 の 縮 


小 を 提案 し た 。 し か し 0Z に 先 

導 さ れ た 好戦 派 は ノ ペン タ 排 円 
丘 を 画策 、 事 故に 見 せ か け N 
た 暗殺 を 目論ん だ の だ っ た 。 に BN 


ペン ティ 


連 会 軍 地 球 方 面 司令 部 の トッ プ で あり 、 ノ ペン タ が 
主張 する 一 縮 に 埋 同 し た の が ペン ティ で ある 。 連合 か ら 
の 独立 を 主張 する コロ ニー 


勢力 を 武力 で 抑え 込む の は 
不可 能 と 判断 し た ベン ティ が 
幸先 し て 影響 力 を 発揮 し た こ 
と で 、 和 平 工作 は 滞り な く 進 
で も の と 思わ れ た が ……。 


セ プ テ ム 


連合 宇宙 方 面 司令 部 の 代表 で ある セ プ テ ム は 、 生 
縮 案 に 反対 を 表明 し て は ば か ら な か っ た 。 コロ ニー 勢力 
と の 衝突 の 矢面 に 立つ 宇宙 
軍 を 束ね る だ け に 、 優位 な 対 
話 に は 軍事 力 が 必要 不可 欠 


と 考え て いた の だ 。 そし て そ ミ 
の 考え が 、 彼 を 陰謀 に 加担 さ 
せる こと に な っ た の で ある 。 


ギン ター 


連合 宇宙 軍 の 将校 で ある ギン ター は 、 父 セブ テム が 
0Z と 接触 する の に 難色 を 示し た 。 0Z の 台頭 に 危険 な 


匂い を 察知 し た の だ ろう 。 だ か 

ら 5 こそ 連合 月 壊 後 は 有志 と 

共に コロ ニーD120 に 立て 其 @ 
も り 、 勢 力 を 拡大 する 0Z に ャ 
抵抗 し な が ら 、 そ の 危険 性 を し 
地球 園 に 訴え た の で ある 。 


ダイ ゴ ・ オ ネ ゲ ル 


較 合 軍 将 校 の ダイ ゴ ・ オ ネ ゲ ル は 、 A.C.185 に 実施 
され た サン クキ ング ダム 侵攻 作戦 の 指揮 宮 で あり 、 完 
全 平 和 主 義 の 芽 を 摘ん だ 張 


本 人 で ある 。 し か し 10 年 後 、 

彼 は 報い を 受け る こと に な 

る 。 サン クキ ング ダム 王 の 婚 

男 ミリ アル ド ・ ビ ピー スク ラフ ト | 
が 復讐 に 現れ た の だ 。 


プン ト 


連合 軍 の 中 に は 保身 の た め に 0Z に 寝返っ た 者 も い 
る 。 旧 中 国 地 区 の ブン ト も その ひと り で ある 。 彼 は 0Z か 
ら 連 合 削 壊 後 の 地位 を 保証 
され る と 暴君 と 化し 、 地 元 ゲ 
リラ の 掃討 作戦 を 開始 し た 。 
し か し 利己 的 な 行動 が 黙認 
され る は ず も な く 、 結 局 は 戦 
場 の 赴 と 消え た の だ っ た 。 


mM2 sl 
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機動 新 世 紀 ガ ンダ ム X 


PERSUMML PROFILE LM] mr02 sr On 
フリ ー デ ン の クル ー③ ーー 販 


出身 北大 陸 
Freeden's Crew (2 提 能 、MS 下 作 天 作 ( さ ボド) / 人 性 天 の お クス 


寝る 間 を 惜しみ 戦っ た 
フリ ー デ ン の 裏方 た ち 

ジャ ミル ・ ニ ー ト が 指揮 を 執る 陸上 戦艦 フリ ー デ ン 
に は 、 ブ リッ ジ ク ル ー や MS パイ ロッ ト だ け で な く 、 長 
期 の 航行 を 支え る 非 戦 語 員 も 複数 乗 散 し て いた 。 メ 
カニ ッ ク の キッ ド ・ サ ル サ ミル 、 船 医 の テク ス ・ フ ァ ー 
ゼン パー グ も そう し た フリ ー デ ン の 非 戦闘 員 で あり 、 
新地 球 較 邦 軍 や 宇宙 革命 軍 と の 戦い に 突入 し た 艦 
を 力強く 支え た の で ある , 

キッ ド は 、 有 絞 冠 12 歳 で あり な が ら 、 複 数 の メカ ニッ 
ク を 従え る チー フ と し て 活躍 し て いた 。 その 肪 は 天才 
的 で あり 、 整 備 の ほか 機体 の 改修 も こなす ほど で あっ 
た 。 一 方 の テク ス は 、 数 々 の 戦場 を 経験 し て きた べ 
テラ ン 船 医 で 、 常に 冷静 な 振る 舞い が 特徴 8 的 で あっ 
た 。 艦長 の ジャ ミル か ら も 信頼 を 置か れ て お り 、 良 き 
相談 役 と も な っ て いた の で ある 。 


ーー 


4 に 
NAS [ 


2 


rT 


| に に AN( 


戦後 の 信 誠 し た 状況 の 中 、 少 数 精鋭 で 運用 され て いた 


ルー た ち は 強 い 終 
年 見 


ペー>Y 衣 一 さ ざ ざ ・ ぷ St 全 


関連 ファ イル 


S$ | 
本 | 


Fue paevew 


キッ ド と テク ス が 参加 し て いた フリ ー デ ン は 、「 ニ ュー タ 
イプ の 保護 ] と いう 特殊 な 航行 理由 を 持ち 、 利益 の た め 
に 動く 通常 の バル チャ ー と は 大 きく 異な る 危 際 な 各 行 に 
臨ん で いた 。 その た め 、 アル タネ イ テ ィ ヴ 社 や カリ ス ・ ノ ー 
ティ ラス 、 さ ら に フロ スト 兄弟 な ど 、 次 々 に 難 開 と 対 崎 し 
た の で ある 。 だ が 、 ジ ャ ミル に 年 用 され 、 絶 対 的 な 信頼 
を 置か れ て いた キッ ド と テク ス は 、 そ うし た 航行 に 文句 ひ 
と つ 言わ ず 、 キッ ド は メカ ニッ ク の 、 テク ス は 船 医 の "プロ 
フェ ッ シ ョ ナル “と し て クル ー を 支え 続け た の だ っ た 。 

フリ ー デ ン は 、 ゾ ンダ ー エ プ タ で の 較 い や エス タル ド 
で の 民族 紛争 に も 参加 。 さら に 、 新 地球 連邦 政府 と 
宇宙 革命 憲 に よる 新た な 宇宙 戦争 に も 巻き 込ま れ て い 
く 。 キッ ド や テク ス へ の 食 担 は 非常 に 大 き な も の と な っ 
て いた が 、 ク ルー た ちと 絆 で 結ば れ た ふた り に 、 艦 を 捨 
て る 考え は な か っ た 。 むし ろ フ リー デン の 仲間 た ちと 共 
に 、 世界 を 変え て いこ うと いう 気 擬 に 満ち 溢れ て いた の 
で ある 。 月 周辺 宙 域 で の 最終 決戦 で も 、 キ ッ ド は 宇宙 
殖 境 に 応じ た 機体 の 調整 を 素早 く 行い 、 テ クス も 、 ク 
ルー た ちの 体調 管理 に 細心 の 注意 を 払っ た こと で 、 そ 
の 戦力 を 維持 する こと が で きた 。 ガロ ー ド ら MS パイ ロッ 
ト の 活躍 ば か り が クロ ー ズ アッ プ さ れ て いる が 、 ふ た り 
が 果たし た 役 半 も 非常 に 大 きか っ た と 言え る の だ 。 


還 テ クス が Wi し た キッ ド の フラ イド 


キッ ド ほ MS デッキ 、 テ クス は 医務 室 を 拠点 と し て い 
た た め 、 普段 の 職務 で は ほとん ど 接 殻 する こと は な か っ 
た 。 だ が 、 キ ッ ド が ガン ダム X を ガン ダム X デ ィ バ イダ ー 
に 改 眉 する べく 連日 の 徹夜 を 敢行 し て いた 際 、 テ クス 
は 彼 の 体調 を 危 恨 。 キッ ド の 異変 を チェ ッ ク す る た め 、 
デッキ まで その 様子 を 確認 し に 来 て いた の で ある 。 テク 
ス は キッ ド に 休 姜 が 必要 な 状況 で ある の を 把握 し て い 
た が 、 無 理 や り 医 季 室 に 運ぶ よう な こと は し な か っ た 。 
キッ ド の メカ ニッ ク と し て の プラ イド と 頑固 さ を 知る 彼 は 、 
改修 を 終え る その 陣 間 まで は 彼 が 現場 を 離れ る こと は 
な いと 踏ん で いた の で ある 。 結果 、 テ クス の 危 恨 は 的 
中 し 、 体 力 の 限界 を 迎 "は 、 改 修 を 終え た と 同 
時 に 気 を 失っ て し まう 。 だ が 、 テ クス は 倒れ る キッ ド を 優 
し く 抱 きか か えて 迅速 な 処置 を 施し 、 わ ず か な 休息 で 彼 
の 体調 回 復 を 実現 し た の で ある 。 


較 和 の 貼 い 技術 知識 


キッ ド は 、 メカ ニッ ク と し て 類 ま れ な セン ス と 知識 を 有 し 
て いた 。 日 頃 か ら MS や 戦艦 の 廃棄 パー ツ を 収集 し て 
お り 、 万 が 一 の 隙 に は 、 補 修 や 改修 に 回 せる よう 準備 

て いた の で ある 。 ガン ダム X か ら X デ ィ バ イダ ー へ の 改 
修 も キッ ド か ら 申 し 出 た も の で あり 、 ジ ャ ミル を 悪 命 に ロ 
説い て 実現 。 そう し た 行動 も 、 自 分 の 知識 と 技術 に 自 
信 を 持っ て いた か ら こ そ で ある 。 


ジャ ミル に X デ ィ バ イダ ー へ の 改修 を 申し 出る キッ ド 。 MS 格納 間 に は 、 奈 が 
所 用 し て いた 記 村 パー が 山 の よ うに 楠 まれ : 


+ 


に! 


MORE INFO! 


ト 


| ⑨ 全 業 と 銀 縁 の 良 絆 が 印象 時 な テク ス 
| ge と コー ヒー。 か な り の 


フリ ー デ ン の メカ ニッ ク 
癌 


機動 戦士 ガン ダム 第 0BMS 小 隊 


PERSONAL PROFILE 
ノリ ス ・ パ ッ カ ー ド 


Norris Packard MS 旨 前 ZEON 


サハ リン 家 へ の 忠節 を 肢 に 刻み 
極東 の 戦場 に 生き 様 を 示し た 武人 


プリ ス ・ パ ッ カ ー ド と いう 人 物 は 、 謗 り 高き 呆 業 軍 
人 で ある と 同時 に 、 ジ オン 公国 の 名 門 サ ハリ ン 家 に 
忠 絆 を 英 う 私 人 と し て の 顔 を 持っ て いた 。 そし て 
サハ リン 密 の 兄妹 が 一 年 戦争 に 自ら の 信 旋 を 
買 こ うと すれ ば 、 ノリ ス は 身 を 粉 に し て 支え る こと 
を 責務 と し て 自ら に 課 し た 。 し か し 、 兄 妹 は や が 
で 歩む 道 を 違え 、 ノ リス は 葛藤 を 抱き な が ら も 自 
ら の 役割 を 果たし て いく 。 その 先 に 何 が あっ て も 
受け 入れ る 覚悟 が 、 ノリス に は あっ た の で ある 。 

ノリ ス は 一 年 鞍 争 期 に 活躍 し た ジオ ン 公 国電 
人 で あぁ り 、 ジ オォ オン 公国 の 成立 以前 か ら 軍 に 団 を 
置い て いた と も 言わ れる 。 同時 に 、 サ ハリ ン 誠 
に 起義 を 感じ し 、 そ の 寮 が 没落 し た の ち も ギ ニア 
ス ・ サ ハリ ン と アイ ナ ・ サ ハリ ン の ふた り に 仕え 
た 。 そし て 、 家門 の 再 異 を 志 し た ギニア ス を 福 
佐 し 、 一 年 戦争 に 自ら の 成す べき こと を 果たそ 
うと し た の だ っ た 。 


Lo 
ジオ ン 公 購 事 の 主 カ で ある 
MSO6F ザク 1 を さき 修 し た 
際 由 用 MS。 愉 東 方 模 に な 
JC 旗 に 時 ば れる マイ ナー 


関連 ファ イル 


サ 牌 工場 基 地 至 
Fue rnenew 


PERSONAL PROFILE 2 mm12 


7 イナ 様 の 相 MAG 出 9 
ワッ 前 旧い 人 人 生 で あう だ! 


お 寺 肖 極 東 地 に お ける 獅子 准 迅 の 働き 


DR 


多用 所 押 官 と し て の 手 脆 と エー ス の 技量 
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機動 戦士 ガン ダム 第 DBMS 小 隊 


PERSONAL PROFILE 


アイ ナ ・ サ ハリ ン 編 


Case of Aina Sahalim 


ナ ・ サ ハリ ン 。 彼女 の 
前 で 激しく 揺れ 動い た 


誠一 念 


心 優し き 女性 
と 叶 愛 が 育 だ だ 強 さ 


尺 師 に な れる か し ら ? 


ー 年 戦争 中 期 、 ア イナ は テス ト パ イ ロ ッ ト と し て 高 を 見 せる の だ っ た 


機動 型 ザ ク の デー タ 収 集 に 携わっ て いた 。 し か し 、 地 アイ ナ は 当初 、 捕虜 と な る こと を 良し と せ ず 、 シロ ー 
し た 際 に シロ ー・ ア マダ と を 拒む 。 だ が 、 そ の 若者 は 机 で ある アイ ナ を 助け 、 決 
彼 と 共に 漂流 する 戦 艇 の 残骸 に 取り し て 諦め ず に 生還 を 試み る 。 その 前 向き な 姿 は アイ 


こ シ ロー と 協力 し 、 彼 ナ が 知る 地球 連邦 軍 の 兵士 と は 異な る も の で 、 彼 女 
助け を 呼ば ぼう と する 。 に 好意 を 抱か せ た の だ っ た 。 そ し て 、 普段 は 生 真 面 
目 な アイ ナ が 口 に し た 冗談 めか し た 言葉 は 、 彼女 が シ 
ロー に 心 を 許し て いた こと の 証 だ っ た と 言え る 


騰 …… サ ハリ ン 察 の 私 


た アイ ナ は 、「 ア プ サ ラ ス 


ス ・ サ ハリ ン を 手伝う た め 
て 、 テ スト パイ ロッ ト を り 理想 と 夢 を 理 て は いた が 、 そ の 一 方 で 
避 功 させ 、 祝賀 パー 戦争 を 嫌悪 プ ブ + 画 に 疑問 も 感じ て いん 


退席 し て ノリ ス ・ 自ら を 人 形 と 評 し た アイ ナ の 言葉 は 、 そ の 葛藤 
イナ は 、 兄 の 計画 と 
唯 々 う 自分 


U.C.00798.1 1.09 地球 ・ 極 東山 岳 地 区 エリ ア 847 


私 た ち ふ ぶた だ たり 、 この 世に 残っ た 
最後 の 男 と 女 な らい い の に …… 


アプ サラ ス 計 画 が 進行 する 中 で 、 ア イナ は 射 爆 坦 の 再会 は 、 ア イナ に 自分 自身 を 見 つめ 直 
で 地球 連邦 軍 コ ジマ 大 隊 第 08MS 小 隊 の 柚 撃 を 受 す 機会 を 与え た 。 シロ ー か ら 愛 の 告白 を 受け 、 ア イ 
ける 。 そこ で 対 岩 し た の は 、08 小 隊 の 隊長 と なっ て 。 ナ は 自分 も また 彼 に 意 か れ て いる こと を 改め て 自覚 す 
いた シロ さら に 、 交 畔 の 最 中 に アプ サラ ス る 。 同時 に 、 ふ た り を 分 か 
I の 制御 を 失い 、 ア イナ は シロ ー と 共に 雪山 に 中 難 
て し まう 。 宇宙 で 出会っ た 時 と と カ を 合 
わせ て 苦境 を 切り 抜け る アイ ナ 。 そし て 、 ふ た りき り で 外 で は な か 
夜空 を 見 上 げ な が ら 、 叶わ め ぬ 望 み を 口 に する な いこ と へ 


透 れ られ 


U.C.0079.1 1 


見 て いて くだ さい ・ 


アプ サラ ス 計画 を 察知 し た 地球 連邦 軍 極 東方 面 
軍 は 、 大 規模 な 捜 案 ・ 掃 対 作 戦 を 展開 し 、 ラサ 基地 た 戦争 へ の | A \ り 合え る と い 
を 包囲 し た 。 基地 区 危機 に 瀬 し た 状況 で 、 ギ ニ て それ は 、 ラ サ 基 地 の 攻 防 

アス と 共に 完成 し た アプ サラ ス 皿 で 出撃 する アイ ナ 失っ て も な お 盟 る < 戦い の 中 で 人 の 若 意 を 
地球 連邦 軍 と 対 央 し た アイ ナ は 、 傷 病 兵 を 乗せ た ケ 
ル ゲ レン を 脱出 させ る た め 、 一 時 休戦 を 申し 入れ る , 
懐疑 の 目 を 向け る 地球 連邦 宣 の 前 に 生身 を 
晒し 、 命 を 踏 し て 自ら の 信念 を 買 こう と し た 


地球 ・ ラ サ 基 地 


アイ ナ の 休戦 交 消 は 、 戦 い を 求め た ギニア ス と 極 兄 キ ギニア ス と 決別 し 、 シ ロー と 共に ラサ 基地 の 戦い 
ー サ ン ・ ラ イヤ ー の 行動 に よ に 終止 待 を 打っ た アイ ナ は 、 最 終 的 に 戦争 と いう 状 っ 
ギニア ス に 撃た れ た アイ ナ だ っ た が 況 か 距離 を 置く こと を 選ん だ 。 同じ 理想 を 抱き 、 評 
シロ ー に 攻 わ れ て 一 命 を 取り 留め る 。 妄 婁 に 囚われ び も 苦悩 も 分 か ち 合っ た シロ ー と 共に 、 新しい 未来 を 
た 兄 と 決 落 を つけ る た め 、 シ ロー と 共に アプ サラ ス 皿 。 歩も うと し た の で ある 。 その 去り 際 に アイ ナ が 漏らし た 4 
に 挑み し た アイ ナ 。 そし て 、 戦 い の の ち 、 ア イ 言葉 は 、 様 々 な も の を 冬 牲 に し て 自分 た ち が 選び 取 ー 
ナ は シロ ー と ふた り で 姿 を 消す 。 その 間際 、 ア イナ は た 未来 に 対す る 、 責 任 の 重 さ を 意味 し て いた の か も し 人 体 に は 介 


シロ ー を 支え な が ら 短く 咳 く の だ っ た れ な い 


MORE INFO! 
シロ ー へ の 想い 
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東南 アジ ア 地 区 の 公 ga 


Soldiers of South East Area 


MORE INFO! アプ サラ ス 開 発 を 支え た 兵員 た ち 


7 軍人 や 開発 担当 者 に よ 
て 支え られ で 1 間 発 施設 を 
埋 い に 耐え 、 完 成 の 馬 

方 、 問 発 陣 も 容 食 を 
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ミュ ー デ ィ ー& シ ャ ム ス 半 尊 結 旬 


Mudie&Shams 


テロ ミオ ・ー ュ ポロ クマ 


キー ロ ・ ボ よさ ツマ 
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還 還 2 有 】 ティ ネイ クー を ※ く 店 | 


ある ロゴ ス は 、 コ ー デ ィ 
業 成 


RY 


機動 戦士 ガン ダム OO 
nrnarn npf 


アロ ウズ の 兵士 ① 


Soldiers of A-Laws 


江 さ です ・ 一 4ー キ tv 


[m) neD2 sdlh 


PROFILE 
年  ( 


『 風 アロ ウズ (ホー マ 


デー 


2 


= 


ーー 


“4 ささ ・ 一 まつ NV 


ーッ ズ の 強硬 姿勢 ) 


ーー 


イノ ベイ ド に 頼っ た 手法 | 


アロ ウズ と イノ ベイ ド 勢 力 の 関係 


重 0 作 回 
イノ ベイ ド 勢 力 
本 買 倫理 人 0 
("トモ (6 の e 
・ イ ベイ ドリ パイロット 、 吉 還 G の りー ト 


その 他 、 各 種 の 通 
・「 ヴ ェ ー タ 」 に よる 指示 


アロ ウズ 
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グラ ハム ・ エ ー カ ー 半 


(ミス ター・ プ シド ー) 
Graham Aker (MrBushido) 


復讐 の 仮面 を 細い 戦っ た 
アロ ウズ の ライ セン サー 
ぬ 球 連邦 軍 の 


5 安 維 持 部 隊 [「 ア ロウ 


ガ が 
と 
E 
'4 
MS 
BNX-704T/AC 
近接 戦闘 弄 
22 DkermEans 
. 
お に 」 
ae 
= で a 


関連 ファ イル 


Fue paevew 
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ラ ハ ム は 、 大 西洋 上 に 論 を 現し た プトレマイオス 2( 
対し 近接 戦闘 型 「 サ キ ガケ 」 で 出撃 する 。 彼 
味方 キ 無用 


自ら 戦 本 を 中 断 


が レオ ー を 見 
整 殿 不 和良 の 機体 と 戦い 、 勝 利 し て も 心 は 晴れ な い 
そう ク 考え て いた の で ある 。 その 後 、 盟友 ビリ 


グラ ハム は 専用 機 
た 医 似 太陽 炉 搭 


S に 乗り 換え る 。 連邦 政府 へ の クー テ 
ター が 勃発 た アフ リカ で も ハム は 再び ぴ ダ ブル 
ォ オー ライ ザー に 攻撃 を 仕掛 ける 。 トラ ン ザム を 発 6 

本 を 紀 り 広げ る が で も 決着 は つか な か 

ゲラ ハム は ガン ダム と の 決戦 に 備え 、 マ スラ オ を さと 
に 改修 し た スサノオ で 出撃 する 。 主義 の 合わ な い ア ロ 
や イノ ベイ ド 勢 力 の 便 働 と な っ て まで 追い 求め て き 


刺 那 と の 一 騎 討 ち 。 だ が 、 イ ノ ベ イ ター へ と 変革 
未来 を 見 据え る 刺 那 2 
ム は そこ で 、 ガ ンダ ム へ の @ 
よう や く 気づい た 


アロ ウズ と の 最終 決戦 を 前 
ム と 判 都 の 戦 し 
ダブ ルオ ー ラ イザ ー が トラ 
(の 章 識 は 量子 空間 
は 、 午 那 が イノ ペイ ター へ と 変革 し て いく 光 業 を 間近 で 
見 て 、 激しく 動揺 する 。 打倒 ガン ダム と いう 過 
( れ て きた 自分 と は 異な り 、 市 那 が 人 類 * 
未来 を 求め て いく その 疲 に 、 岐 し さと 真 の 強 さ を 感 
まっ た の だ 。 その 動揺 は グラ 隊 を 作り 
再開 され た 戦闘 で スサノオ を 破壊 され て し ま 
受け 入れ た グラ ハム は 生き る 意味 を 失 

ど め を 刺 す よう 事 牟 す 


の 可能 性 を 狭め て 


『 間 で の 


グラ ハム の ス 
ザム を 発動 し た よし 
する 。 そこ 


球 那 に 対 
だ が 半 那 は 拒否 生き 
残し て 戦場 を 去 

た だ それ を 時 状 と し た 表情 で 
の で ある 


『 商 香 へ の に だ わり 。 | 


4 年 前 の 戦闘 時 と 同 ( ラ ハ ム は 格闘 戦 に 強し 


だ わり を 抱い て いた 。 武士 道 に 感化 され 
に その 傾向 は 強まり 、 乗 機 も 格闘 鞭 に 特 化し た も の を 
用 意 さ せ た の で ある 。 その 背景 と 彼 自 身 が 格闘 
を 撃 硫 す 


戦 に 絶対 的 な 自信 を 持 お り 、 ガ 
t こ に 集中 する し か な 
神 面 ・ 肉 体面 に お ける 日 々 


WW | mg02 sm2 


簡 発 し た 


人 香代 生 よ い 
放電 で あっ た 


MORE INFO! 


グラ ハム は アロ ウズ 内 で 「 ワ > 

衣 で も は ば 多 断 で 行動 し て いた 。 そう し た 行動 を 支え で いた 
理解 者 が 、 ホ ー マ ー と 、 その 誠 の ビリ ー で ある 
ラ ハ ム の 実力 に 妖 い 信 閑 を 置い て お り 
重用 し た 。 ビリ ー は ユニ オン 時 代 か ら の 劉 友 
スサノオ を 開発 。 グラ ハム の 対 ガ ンダ ム 戦 を 支え 


CEADMA 

に 夫 加 し た ビ ! 
の 能力 も 晶 大 限 に 引き 

TMS 開発 し た 
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地球 較 邦 還 


アン ドレ イ ・ ス ミル ノ フ 庄 


Andrei Smirnov 
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5 
a 


ア 


N 


ドレ イ の 母 ・ ホ リー 
る 軍人 と し て 
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バング ・ ハー キュ リー PROFILE 


Pang Hercury 


軍 組 織 を 正常 化す る た め 
蜂起 を 決意 し た 連邦 軍人 


| | | 1 \ 関連 ファ イル 


| BE 


| m02 ser33A 


世論 を 無視 し た 形 で 独立 治安 維持 部 隊 を 組織 し 、 さ 
に は 礎 星 兵器 メメ ント モリ まで も 用 いて 軍事 力 拡大 
走る 地球 連 都 。 アロ ウズ と 

逢 過 で き な い パン グ ・ ハ ー キ 
規 軍 の 有志 を まとめ 上 げ 、 水 面 下 で 2 
準備 を 進め た 。 そし て 自分 の 起 い の 
物 旧友 で ある セル ゲイ ・ ス ミル ノ フ の 元 
ズ の 横行 は 、 較 邦 政 府 に 疑問 を 
享受 する 民衆 に も 責任 の 一 端 が 
は いれ 系 の 良識] を 取り 戻 
の 手段 だ と 話す § 
な く 、 関わ ら な いよ う ( 


人 り の 平和 


を 破壊 し 
人 と 間 に 葬 る 
。 易く 釈 御 に す 


市 民 を 教 
た 事態 に 少し で も 対 衝 す 
の 被害 を 防ぐ 。 そ 
反乱 の 音 護 者 と し て セル ゲイ の 島 子 アン ド 
れる ー の 存在 は 
も 反乱 軍 の 仲間 と アン ドレ イ に 勘違い させ て 
まい 、 息子 が 又 を 討つ 要因 と な っ て し まっ た 


足 EE 


優れ た 政治 ・ 良 議 あ る 市 民 
箇 組 織 が 機能 する 
を 抱 
兵士 の 頃 よ り 一 貫 ! 


ら も その 変 勢 を 貫く 


た セル ゲイ [ 


きら に ハー キ 


抑止 力 と 
る と の 理想 


\ た ハー キ 


ロウ ズ の 悪行 を 公 じ 
上 が っ た の た 
画 は 封殺 さ れ 


肖 l 上 | MOREINFO! 西暦 23 12 年 に お ける 地球 連邦 軍 
、 能力 主要 上 。 画 悦 2312 年 に おい て ・ a 主事 正吉 i / 
っ | 


地球 連邦 軍 の 情報 作戦 室 に 所 


は 、 優 れ た 作戦 立案 能力 を 持 も あみ っ た よう で 作る i 光電 昌 闘士 ハー* D 


に は 多数 の 正門 兵 が 鍵 同 し 有志 


直前 まで アロ ウ 察知 され すず 
が )、 ス ムー ズ この [プレ イク ビラ ー 事 件 後 、 軍 の 指 
また に 集約 され 、 事 実 上 科 才 正規 兵 は アロ ウ 


正規 軍 の 有 寺 リー の 
こと か ら も 、 厚い 信頼 を 得 で いた と 思わ れる 


機動 戦士 ガン ダム 
ILDOII DANE 
N| 1 


サン ドー ジュ 公 RTRTTE は 


SANDHOGE PC. and the OTHERS 


LV | 02 snr35n 


we 


導 

日 

ぐさ | 
(て 


戦乱 に 商機 を 見 出し た 者 が 
引き 起こ し た 、 小さ な 戦闘 の 筐 末 


^>* SR SM 民 
全 嘩 舞 が 傘 ぶ ぷ ポ 人 避 S 亡 落 


人 ズ プ ロフ ・ シ モネ フ 


MM 

ぁ 3 ゃ っ 
' 
き 


人 る ノ マ イ ズ ・ ゼ ー タ 


関連 ファ イル 


サン ドー ジュ 公社 職員 


商売 に 対す る 態度 に は 頭 


ノ マ イ ズ ・ ゼ ー タ 


級 哨 起 能 の 記 長 を 務め る 


ニコ ライ & パ トリ ッ ク 


学徒 自ら MS に 搭乗 
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PERSONAL PROFILE 4 EA (1 cD2 sr 17A 
ナディ ア ・ ロ ナ & シ オ ・ フ ェ ア チ ャ イル ド 計ら 民 4 


I 
四 


Nadia Ronah & Theo Fairchild 


に エエ 人 シオ) 


コス モ 貴 族 主 義 に 関わ り 、 
運命 の 流れ に 翻弄 きれ た ふた り 


ロナ 家 の 当 主 マイ 
モ 貴 族 主義 2 
人 類 社 会 を 未 ヨ 


ナ が 提唱 する コス 
よる 施政 を 
Aa 5 の 


距離 を 縮め て 
と も 、 その 時 の ふた り に 


人 シオ ・ フ ェ ア チ ャ イル ド 


関連 ファ イル _ 


信 ナディ ア ・ ロ ナ 
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ツァ ー の 娘 で あり ロナ 家 の 血 碑 に 連なる ナ 
ア に は 、 本 来 な ら 将 来 の 不安 な ど 何 も な い は ず だ 
『 マ イッ ツァ ー が 「 コ スモ 貴族 主義 ] を 提唱 し 
色 く 傾倒 し た こと か ら 、 ナディ ア の 
て いっ た 。 一 握り の 仁 族 が 人 類 の 運命 を 
いう 考え が 、 彼女 に は どう し て も 受け 入れ 難 
その 想い は 急速 に 拡大 し 、 コ スモ 貴族 主 
に 関わ る 者 すべ て を 拒絶 する よう に な っ て いく 。 そし 
\ に ロナ 家 の 中 に 居場所 を 失っ た ナディ ア は 、 年 
英 も 行か な ない 一 人 劉 の ペラ (の ちの セシリー・ フ ェ ア チ ャ 
イル ド ) を 連れ て 出 弄 。 ロナ 家 と は 無関係 の 市 民 と し て 
新た な 生活 を 築 こ うと し た の だ っ た 。 だ が 、 そ れ ま で 浮 
世 難 れ し た 生活 を 送っ て いた ナディ ア が 市 民生 活 に 希 
出せ る は ず も な い 。 次 第 に セシリー や シ 
\ に 新しい 家 
族 の 前 か ら も 姿 を 消し て し まっ た 。 図ら ず も 養 
父 の 元 に 残さ れる 形 と な っ た セシリー は 、 母 の あま り に 
身勝手 な 行動 に 息 り を 禁じ 得 な か っ た と され る 


ディ 


パ 癌 さき 付 詳 省 


シオ が いつ か ら ナ ディ ア と 知り 合い に な っ た か は 定か 
か な の は シオ が ナディ ア に 想 
ロナ 家 を 出 弄 し た 彼女 を 妻 
で ある 。 以後 
パン 屋 の 主人 と し て 慣 ま し いな が ら も 温か い 家 庭 を 築い 
た シオ は 、 た と え ロ ナ 家 が から 追及 の 手 が 伸 び よ う と 、 妻 
と 女 を 守り 切る つも り だ ろう 。 し か し 、 そ ん な シオ の 
思い は 他 な ちぬ ナディ ア に よっ て 打ち 砕 か れ て し まう 
理由 を 告げ ぬ ま ま 、 ナ ディ ア は シオ の 前 か ら 姿 を 
し まっ た の だ 。 その 際 、 残 され た 
の 頭 中 に 良 か ら ぬ 考え が よき 
家 の 制 裁 を 待つ より 、 い ずれ セシリー を ロナ 家 に 戻す こ 
と を 条件 に 目 こぼし を 受け 、 あ わ よ くば ロナ 家 に 引き 
て て も ら う そん な 打算 が シオ を 捉え た の で ある 。 < 
し て シオ は 何 食わ ぬ 顔 で セシリー の 面倒 を 見 る 一 方 で 
宙 か に ロナ 家 と 連絡 を 取り 、 彼 女 の 所 在 を 知ら せ た 。 そ 
【 スモ 終 族 主義 が 花開く 日 を 一 日 千秋 の 思い で 待 
に な っ た の で ある , 


ナ 亭 
情報 を 炒 え 
V の 給 起 が 内 
まる まで 竹 女 の 世話 を 
する こと に な っ た 


a 66-16 


機動 戦士 ガン ダム F91 


ーー 
ーー 会 、 


礎 旬 に 玩 っ タテ ーー 
と # 


あの 


杏 応 な く 戦い に 人 巻き 込ま れ た 少年 
に が し た 進む べき 道 


争乱 の 満 ! 


フロ ンティア IV で ご く 菩 通 の 学生 と し て 暮らし て いた 
ク の 日 常 は 、 ク ロス ポー ン ・ パ ン ガ ー ド (CV) 


が 命 を 落と し て し まう 。 それ で も シー ブッ ク は 悲し 
み に 耐 えな が ら 歩み を 続け 、 心 の うち に 理不尽 へ の 
抵抗 の 決意 を 固め る の だ っ た 


フロ ンティア MV を 脱出 し て フロ ンティア 1 に 逃げ 込ん 
だ シー ブック た ち は 、 地 球 連邦 軍 の 練習 郁 スペ ー ス ・ 
アー ク に 収容 され る 。 し か し 、 ス ペー ス ・ ア ー ク は 抵 
抗 運動 の 搬 点 と な り 、 シ ー ブ ッ ク た ち も 吾 応 な く 戦い 
き 込 まれ て いく 。 そん な 中 、 CV の MS 部 隊 が フロ 
ィ ア I に 侵入 し 、 ス ペー ス ・ ア ー ク は 応 埋 を 余 備 
な くさ れる 。 覚悟 を た シー ブッ ク は 、「 ガ ンダ ム 」 と 
名 付け られ た MS 一 一 F91 の コク ピッ ト に 座る 
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シー ブッ ク の よう な フロ ンティア ・ サ イド の 住人 た ち 
に と っ て 、CV の 前 撃 は まさ に 青天 の 夫 評 で あっ た , 
し か も 、 そ の よう な 事態 に 備え る は ず の 地球 連邦 軍 
理 場 を 広げ た 。 子供 ば か り で 避 茜 を 
ロイ ・ ユ ング の 無謀 な 行動 が 元 で アー 
っ その 状況 は 大 人 た ちの 
身勝手 さ が 作 り 上 げた も の に ほか な ら な か っ た の だ ろ 
う 。 先 の 言葉 は 、 その 起り を 表し て いた の で ある , 


戦い を 避け て 辿り 着い た スペ ー ク ・ ア ー ク が 、 結 
局 は 戦い の 油 中 に 置か れ た こと は 皮肉 で あっ た 。 さら 
その 艦 に 母 モニ カ ・ ア ノー が 関わ っ た F91 が あっ 
た こと も 、 シ ー ブ ッ ク に と っ て は 数 奇 な 館 り 合わ せ と 言 
える 。 その 状況 で 、 シ ー ブ ッ ク が 戦い に 途 る サム ・ エ 
ル グ 【 て F9 の は 、 皆 で 生き 残る 
め の 選択 に 過ぎ な か っ それ が 結果 的 に シー 
ブッ ク を 載 い の 深み へ と 引き 込ん で いく の だ - 


ucoieaoae | 還 還 二 還 還 


セシリー、 軍事 力 を 持っ て 出 て きた 者 は 


武力 制 左 し か 考え な いと いう こと 、 な ぜ わ か ら な いん た 


PV の 逃避 行 で は ぐれ た セシリー の 身 を 
CV に 占領 され た フロ ン テ ィ 
リー は CV を 率い る 
3 畔 び 、 迎 え に 
コス モ ・ パ ビ ロ ニ ア 建 国 宣言 
し て 並ぶ セシリー を 育 に し な 
が 掲げ る 理想 の 裏 に 潜む 危 陵 
に 思い | を 胃 せ る の で あ た 


来 た シ ー ブ ッ ク を 拒む 
の 式典 に ロナ 


が ら 、 シー ブ 


シー ブッ ク は フロ ンティア IV の 脱出 行 で 


り も な い 民 間 人 が 積 牧 に 


きた 。 ロナ 家 が どれ ほど 高尚 な 主 
こ に 成り 立 


それ が CV の 時 力 の 上 


シリ ー に 対す る 落 
せ ざ る を 得 な か 


が シー ブック に な か 


U.C.0123.03 


いい ん だ よ 、 セシリー a こい て も いい ん だ 


コス モ ・ パ バビ ロニ ア 尋 国 宣言 の 
ィ ア I へ の 侵攻 を 本 格 化 させ 


U.C.0123.03.30 


フロ ンティア 1 で バグ ! 
た り に し て 、 シ ー ブ ッ ク は 争乱 を 拡大 さ 
敵 が 鉄 仮面 = ニカ ロッ ゾ ・ ロ ナ で あ 
を 討つ た め 、 セ シリ 


者 の 境 を 全 洲 せ た た 録 仮 面 の ラフ レシ ア だ 
巨大 MA が 発する 光 に 、 シ ー ブ ッ ク は 袖 々 し 


MORE INFO! 
母 モ ニカ へ の 感情 


ビル ギ ッ ト ・ ピ リ ヨ の 


よう と する 者 た ち が 集 ま 
アー ク の 特殊 な 環境 は 、 セ シリ ー を 屋 け 入れ た 。 シー 
ブッ ク も 、 ロ ナ 家 に 身 を 寄せ た セシリー の 選択 を 、 パ 


イロ ッ ト と し て 命 


反感 を 抱く 者 が いた 


直り 取り を 


な る 


分 と 重ね 、 彼女 に 理解 を 示し た . 


華 に は 


た 思い が 込め られ 


する 


伺 の 関わ 


を いく つも 目撃 し て 


張 を 掲げ て も 
る こと を 実感 し 
ロナ 家 に 身 を 投じ た 


し か し . 


事情 を 護る だ け の 余裕 
こと も また 事実 で あっ た 


ロナ 家 の 一 族 で ある セ 
当 句 だ 


た スペ ー ス ・ 


強要 され た 自 


に 向け た 言 


て いた の で あぁ る 


フロ ンティア 1 で 繰り 広げ られ た バグ の 教 載 行 為 は 


シー ブッ ク を 戦 怪 させ た 


鉄 仮面 を 倒さ な けれ ば な ら 


に 行動 に 移し た シー ブッ ク で は 


面 の 異常 性 に 箇 威 を 感じ 


ブッ ク が 漏 ら | 
\ た 恐怖 


物語 っ 


その 凶行 を 計画 し た 


セシリー と 共 


ーー 方 で 鉄 仮 


て も いた の で ある 。 ラフ レ 
し た 咳 き は 、 鉄 仮面 に 対し 


て いた と 言 


える , 


の 表れ で あり 、 シ ー ブ 


WiA- 
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ドゥ カー・ イ ク = 


Duker Iq 


イク 操 生 系 兵 


パイ ク 乗 り の 楽園 建設 の た め 
戦い を 選ん だ 帝国 軍 士 党 


旧 世紀 
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バイ タタ 乗り に は 
夫 は 他 合 わん ! 


た 反 帝 国定 組織 ! 
帝国 軍 の 


れ た 後 も 独断 で 戦闘 を 続け る る 
じき 行動 を 取る よ 


進む 男 と それ を 支え た 部 下 


カー が 率い た ガ 
M] を 拠点 と し た 部 隊 ( 


共有 
下関 係 を 超 


生き 方 は 魅力 的 で 
部 下 を 巻き 付け る 力 を 持っ て いた の で 


リガ が ・ ミ リティ ア に 肉薄 し た 能力 


優秀 で あっ た ドゥ カー は 、 戦 闘 
ず 、 水 中 戦 MS で あっ た ガル グ 


ゴ ふ 、 


MORE INFO! 


本 名 が 終わ 


帝国 重 入隊 敏 も 


態 を 用 


無間 と も 言え る 


0 
ア 


バイ ク 乗 り の 夢 


る 未 を 旨い 本 


Y ] mE02 sm3MM 


レン ダ ・ デ ・ パ ロマ 


Renda De Paroma 


戦争 の 先 に バイ ク 乗 り の 夢 を 見 た 
ザン スカ ー ル 帝国 軍 の パイ ロッ ト 


C き 力 を 拡大 ス 


ご 洪 七 愉 ぶ ヘ ・ー さ マ 
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C.0153.04 の 初め か 
格 化し た リガ ・ ミ リ テ の 戦闘 


機 を 損傷 


て 帰 箕 し た と 


タル に 停泊 ホ 『 
は 曳航 能 2 隻 を 撃沈 する 戦果 を 挙げ た 


詳 を 指揮 し て V2 ガ ンダ 
に 機体 を 損傷 し て 帰 義 


ー ィ イフ ル の 直撃 を 受け て 戦死 


リ シ テ ア 級 巡洋艦 の 乗員 


y 7 ESM ン 
" / 7 ぇ 
= ん 日 | 
[1 
® 
1 
理 に も 
| 


機動 戦士 ガンダム 


PERSONAL PROFILE (1 nD2 sr 05a 
エマ ・ シ ー ン ーー 


Emma Sheen 務 MM 


RX-178+FXA-05D 
スー バー ガン ダム 


m02 sm05M 


較 記 0 当 とよん だ エマ の 前 半 4 


エッ ー ゴ の 中 核 を 成 し た 実力 


機動 戦士 メガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE | 02 sn bh 
カツ ・ コ バ ヤ シ i 


Katz Kobayashi 


AEU.G 


関連 ファ イル 


仏 問 う で 。 そん な に 
信じ られ な らい の か: 


彼女 に 裏切ら 


や は けり 非情 


勢力 を 


BMT が HS 


MORE INFO! 


シン ロッ コ の 指示 で アー ガマ に 派遣 され た サラ は 、 ス バイ と し 
て 艇 を 混乱 させ る 役 軍 を だ が 、 身 で ある 自分 
好意 を 寄せ る カツ の 純粋 さ に 戸惑い を 見 せる 。 シロ ッ コ の カリ 

た と は いえ 、 サラ も まだ カツ と 同年 代 の 少 


持ち に ほ だ され て し まう 庄 る だ 
(に 尽く すこ と を 決意 し た の で ある 」 


味方 を 


VT 
A 


サラ と いう 英 兵 
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ティ ター ンズ 司令 官 と し て 
戦乱 を 助長 し た 張本人 


U.C.0083.11.16、 ジ オン 公国 軍 残 党 に よる 大 
規模 テロ リズ ム に 対抗 すべ く 、 地球 連邦 軍 高 官 ジ ャ 
ミト フ ・ ハ イマ ン は 公国 軍 残 党 狩り を 目的 と し た エリ ー ‘ [ 
ト 部 隊 を 編成 し た 。 それ が ティ ター ンズ で あり 、 そ の 
指揮 宮 抜 握れ た の が パス ク ・ オ ム で ある 。 部 隊 2 
発足 に あたり 、 パ バス ク は 次 の よう な 宣言 を 述べ て いる 

「 我 々 の 地球 は 絶え ず 様々 な 危険 に 晒さ れ て いる 全員 
の だ 。 地球 ! この 宇宙 の シン ボル を 揺るが せ に し な \ 


いた め に も 我々 は 誕生 し た 。 地球 ! 真 の 力 を 再び こ 

の 手 に 取り 戻す た め 、 テ ィ タ ー ン ズ は 起 つの だ !! 

この 宣言 を 耳 に し た 市 民 は 一 様 に 歓声 を 上 げ 、 テ ィ 

ター ンズ の 誕生 を 祝 し た と され る 。 し か し 耳 触り の 良 

い 言 葉 の 陰 に は スペ ー ス ノイ ド に 対す る 根深い 偏見 

が 吸 さ れ て いた 。 そし て この 偏見 が 軍事 力 と 結び 付 トメ 
いた 時 、 テ ィ タ ー ン ズ は 暴走 を 始め る 。 反抗 勢力 か 

ら 地 球 を 守る の で は な く 、 自 ら の 権勢 を 拡大 する た め 

に 力 を 振る う よ う に な っ た の で ある , 


ーー ET 
NT 


で の 
バス ク の 非 達 き は エッ ー 


EE 
が 、 当 の を 人 は 誤 色 ひ 
と つ 変え ず に 非情 な 作 


コ の 権 提 書 で あぁ る プレ 
フス フォ ー ラ に よっ て = | 
糧 を 実行 し て いる 。 | 


1! MAIN MECHANIC 


TF | tet: 
トス 


の 慰 球 を 松 導 する 一 方 - 軍 


時 と 畑 邦 替 血 に お ける 昧 
カ E 技 大 し . ティ ター ンズ 
< 玉生 本 を 訂 符 し た 


般 将 校 


+ 


別種 の 火種 が 』 
圧 路 線 ( 
谷 独 立 を 推進 する 連邦 軍 内 
組織 「 エ ゥ ー ゴ ] を 組織 
吉孝 軍 ( 


足跡 還 63 


反抗 


ド ゴ ス ・ ギ ア の 乗組 員 
男 ド ゴス ・ ギ ア 護 長 


の 


乗員 が | 
唯 々 話 2 
を 意見 を 肌 申 す 
指揮 官 り スク の gt が あっ た 。 し か し それ が 相手 


戦闘 に 積極 
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アナ ハイ ム ・ エ レク トロ こ ニク ス 工 専 生徒 き 


Students of Anaheim Electronics Industrial College 葉 


ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 乗艦 し た 
パナ ー ジ の 友人 

「 ス プー ン か ら 宇 宙 戦 第 まで ] を キャ ッ チ フレ ー ズ と 
する アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) は 、 ジ ャ 
ン ル を 問わ ず あ り と あら ゆる 製品 を 開発 ・ 製 造 し 、 宇 
宙 世 紀 の 産 業 の 中 核 と 言え る 存在 で あっ た 。 彼ら 
は 技術 者 育成 の た め の 学校 運営 に も 乗り 出し て お 
り 、 ビ スト 財団 を メイ ンス ポン サー と し た アナ ハイ ム ・ 
エレ クト ロニ クス 工業 専門 学校 を 設立 。 工業 コロ ニー 
イン ダス トリ アル 7) に キャ ン パ ス を 構え 、 一 般 教養 
と 技術 的 な 専門 教育 を 生徒 た ち に | \ た の で あ 
る 。 タク ヤ ・ イ レイ 、 ミ コッ ト ・ バ パー チ は 同 
の 生徒 で あり 、( イ ンダ スト リア ル 7) を | 
プラ ス の 籍 』 を 巡る 戦乱 に 巻き 込ま れる 
若者 た ち で ある , 


ト ジ ・ リ ンク ス の 学友 で ある 
は 、( イ ンダ スト リア ル 7) が 戦火 に 包ま れる その 直前 
行動 を 共に し て し 


出身 


へ で へ ・ さ N ゞ 人 


訓練 用 モビ ル ボ ッ ド 


不明 
MS の 知識 (タクヤ! 


インダス 
PE hpvmw 


| 


ポー>・ デ マロ ん 人 る 


アン ーー 
DERSONAL PROFIL レク 生 mel sgml 


た り は 、 誠 を くら ま 
工 専 の 校庭 に トロ ハチ が 不 時 落 し た 事件 に 
関 与 し て いる の で は と 噂 する 。 その 後 、 バ ナー ジ が ふた 
り の 元 に 合流 する が 、 事 実 を 確か め る 間もなく 、 地 球 
連邦 軍 と ネオ ・ ジ オン 残 覚 軍 「 袖 付き ] の 戦闘 に 巻き 
\ る 。 戦闘 に よっ て 周り の 友人 た ち が 秩 牧 と な り 
呆然 と する タク ヤ と ミコ ッ ト 。 だ が 、 ふた り は 幸運 に も 連 
邦 宣 の リ デ ィ ・ マ ー セ ナス に 救助 され 、 地球 連邦 軍 ロ ン 
ド ・ ペ ベル 隊 の 強 抽 揚 陸 態 ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 乗 態 する 


ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 保護 され た ふた り は 、 パ ナー ジ が 
ユニ コー ン ガ ンダ ム に 乗り 込ん で いた 事実 に 区 き を 隠せ 
な か っ た 。 以降 も 、 目 まぐ る し く 変 わる 戦況 の 中 、 彼 : 
中 で 待機 する こと し か で きず 、 その スト レス や 
れ そ うに な る 。 だ が 、 そ うし た 総 望 に も めげ 
ず 、 タク ヤ は ミコ ッ ト を 励ま す 努 力 ! 
ン ガ ンダ ム の パイ ロッ ト と 
以前 と は 雰囲気 が 変わ っ た こと に も 気付 く 。 特に ミコ ッ ト 


は 、 彼 し た 変化 の リー・ パ ミネ バ ・ 


て いた 。 また 、 ふ た り 


た パナ ー 


リ デ ィ と 共に 1 

コッ ト は 発見 する 
切り だ と 慣 る 彼女 で あっ た が 
し な いた め に 、 今 は こう する し 
ネバ の 説得 を 受け 入 ミコ ッ ト は 決 
し て 彼女 を 許し た わけ で は な か っ た が 、 ザ ビ 家 の 末 商 と 
いう 彼女 の 身分 が 戦乱 の キー と な る 
理解 で きた 。 ミネ バ の 存在 は 差し 替え が 利 か な いも の 
で あり 、 ミ コッ ト は 悔し さき を 押し 殺し つつ も 、 そ の 行動 
挨 け る し か な か っ た の で ある , 


BEE 


MORE INFO! 


栓 術 者 の 卵 た ち が 多 数 通っ て いた 


アナ ハイ ム 工 専 の 人 々 


A 
ks 
oo 個 


ル 7) に Hl 
生 ・ 教 師 が 命 を 攻 と 


】 


a 
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ザン ジ バ ル の 公国 軍 は 


Soldiers in Zanzibar 


| MAIN MA 


PERSONAL PROFILE 


マリ ガン 


デ ミト リー 


R | mg02 sr28n 


仲間 と 共に 戦場 を 叉 け 抜け た 少女 の 感情 


セイ ラ は サイ ド 7 居 住 時 に ジオ ン 公 国軍 の 奇襲 
遭い 、 地球 回 邦 軍 の 強壮 揚陸 艦 ホ ワイ トペ ー ス に 避 
離す る こと に な る 。 人 手 が 足 りな い ホ ワイ トペ ー ス の 
教 族 活 動 を 手伝い 、 逃 げ 遅 れ た 避難 民 を 探し に 出 よ 
うと し た セイ ラ は 、 ホワ イト ペー ス に 逃げ 込ん で きた カ 
i すれ 違う 。 その 不貞 鷹 れ た よう な 態度 に 
事 り 、 平手 打ち を 浴び せる セイ ラ 。 さら に は 、 カイ に 対 
し て 央 し い 言葉 を 投げ 掛け る の だ っ た 


セイ ラ ・ マ ス 編 


ン の 遺児 、 セ イラ ・ マ ス , 


悲哀 が 次 み 出 て いた 


に 強い 情 り を 覚え て いた の だ ろう 。 
同時 に 、 た と え ぇ 民間 人 で あろ うと それ ぞ れ が 力 を 尽く さ 
な けれ ば な ら な い 戦 災 の 中 に あっ て 、 自 分 の 安全 だ 
け を 考え て 行動 する カイ に 対し て 腹 が 立っ 
い 。 だ か ら こ そ 、 セ イラ は カイ を 軟 層 者 と きえ 非難 し た 
の で ある 。 それ は 、 セ イラ の 気 の 強 さ と 気 位 の 高 さ が 
言わ せ た 言 葉 だ っ た と 言え る だ ろう 。 


に 4 


か つて ジオ ォ オン ・ ダ イク ン が 提唱 し て いた ニュ ー タ イプ は 
便利 屋 で は な いん で すけ ど ね 
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成り 行き か ら ホ ワイ トペ ー ス の 乗組 員 と な っ た セイ ラ 
は 、 ラン パ ・ ラ ル 隊 と の 戦闘 に お いて ガン ダム で 出撃 
し た 経緯 に 注目 され 、 コ ア ・ ブ ー ス ター の パイ ロッ ト に 
抜 握 され る こと に な る 。 セイ ラ は 、 ニ ュー タイ プ の 実 映 
と 称し て 素人 に パイ ロッ ト を や ら せ よ うと する セキ に 反 
発し 、 地 球 連邦 軍 の 事情 を 押し 付け る マチ ル ダ ・ ア 
ジャ ン に 皮肉 の 言葉 を 漏らす の だ っ た 

人 の 革新 と し て の ニュ ー タ イプ を 提唱 し た ジオ ン ・ 


ダイ クン は 、 セ イラ (本 名 は アル テイ シア ・ ソ ム ・ ダ イ 
クン ) の 父 で あっ た 。 それ ゆえ 、 幼 い 頃 か ! rt 
プ と いう 思想 に 接し て きた セイ ラ が 、 ニュ ー タ イプ を パ 
イロ ッ ト 能 力 の 向上 と 都合 良く 狭義 
連邦 軍 に 不快 一 を 抱い た の は 当 振 
ガン ダム の 無断 使用 と いう 罪 を パイ ロッ ト と し て 戦う こ 
と で 帳消し に させ よう と する 大 人 た ちの 狂 獲 さ に 、 辛 
半 な 皮肉 で 返し た の で ある 


宇宙 ・ サ イド 6 四 域 劇場 版本 


… 自 分 で も わか る …… 


コア ・ ブ ー ス ター の パイ ロッ ト を 務め る よう に な っ た セイ ラ は 嫌悪 し て いた 戦い を 強要 され な が ら も 、 そ 
セイ ラ は 、 ペ ベル ファ スト か ら ジ ャ プロ ー へ と 続く 実戦 を れ に 順応 し 、 命 の や り 取り に も 慣れ て いっ た 。 その 現 


潜り 抜け 、 単 第 で の 囲 任 季 を 命じ られ た ホワ イト ペー 実は セイ ラ の 心中 で 、 優 し か っ た 兄 キ ャ スパ ル が シャ 
ス の 一 員 と し て 戦い に 埋没 し て いく 。 そん な 中 、 ホ ワ ア ・ ア ズ ナ ブル と 名 を 変え 、 戦 い に 身 を 投じ て いた こ 
イト ペー ス は サイ ド 6| に コン スコ ン 艦 隊 と と に 重なっ た の か も し れ な い 。 同時 に 、 自 分 の 意思 と 
の 交戦 に 及ぶ 。 コア ー ス ター の コク ビット で 出撃 は 関係 な く 、 地 球 連邦 軍 が 解釈 する ニュ ー タ イプ 像 
を 待つ セイ ラ は 、 戦い の 日 々 に 慣れ て いく 自分 を 願 み その まま に パイ ロッ ト と し て の 適性 を 2 いく アム ロ 
て 、 名 々 し い 咳 き を 口 に する や 、 自分 へ の 諦観 の 表れ だ っ た の だ 


喝 は 気 子 で す ! 父 の 本 当 の 望み を 歪め て 受け 止め て 
自分 が で きる な ん で て …… キ ャ スバ ル 上 兄さん じゃ あり ませ ん ! 


セイ ラ は テキ サス ・ コ ロ キャ スパ ル と 再会 セイ ラ は ブラ イト と の 会 話 の 中 で 、 自 分 た ち が ジ オ 

し 、 過 去 を 捨て て シャ ア と し て ニュ ー タ イプ の 革新 を ン の 子 で ある こと へ の 拒否 感 を 見 せ た 。 その 出自 ゆめ A 
望ん だ 兄 と 決別 する こと に な る 。 そし て 、 シャ ア と の 関 。 え に ザビ 3 われ 、 地 球 か ら も 離れ さる を 得 な か - の の ち に 戦い を 次 
係 を ブラ イト ・ ノ ア に 明か し た セイ ラ は 、 コン ペイ トウ か た 過去 に 苦い 想い を 抱い て いた の だ ろう 。 それ だ け 
ら 出 港 し た の ち 、 自 分 た ち 兄 妹 が ジオ ン ・ ダ イク ン の に 、 シ ャ ア と 名 を 変え て まで 父 の 理想 に 固執 する 兄 
適 見 で ある こと を ブラ イト に 告白 。 同時 に 、 父 が 目指 。 キャ スパ ル の 心情 が 理解 で きず 、 鬼子 と 評 し た の で あ 向 を 2 
し た 人 類 の 革新 と いう 理想 に 囚われ た 兄 を 思い 、 内 る 。 シャ ア と 刺し 違え て も いい と 語っ た セイ ラ の 言葉 = 
に 秘め て いた 盛 情 を 吐 忠 す る は 、 兄 と 道 を 逢え た 悲し み の 裏 返し だ っ た と も 言え る , 


ア ・ バ オア ・ ク ー 


人 が …… そ ん な に 
便利 に な れる わけ 


や が て 一 年 戦争 は 最終 局面 で ある ア ・ パ オア ・ ク ー ニュ ー タ イプ の 可能 性 を 示し な が ら 悲 劇 を 招い た ア 
の 攻 防 に 至り 、 セ イラ も 激戦 に 身 を 投じ た 。 そし て ム 口 と 、 人 の ニュ ー タ イプ へ の 革新 を 信じ て 戦 v 
ア ・ パ オア ・ ク ー 内 部 で シャ ア と アム ロ の 対決 を 見 め り 込 ん た シャ ア 。 ふた り の 姿 を 傍 で 見 て きた 
届け た セイ ラ は 、 ザビ 家 へ の 復讐 を 遂げ よう と し た シャ セイ ラ は 、 ニ ュー タイ プ の 存在 に ある 種 の 絶望 惑 を 抱 
ア と 別れ る こと に な る 。 要 宏 内 に 取り 残さ れ な が ら も いて いた の か も し れ な い 。 先 の 言葉 は 、 セ イラ の そう 
アム ロロ の 導き で 仲間 た ちと の 合流 を 果たす セイ ラ 。 だ し た ニュ ー タ イプ 観 を 物語 っ て いた と 言え る 。 し か し 
が 、 ひ と り 戻 ら な い ア ムロ の 存在 を 感じ る こと が で き アム ロロ は 子供 た ち に 導 か れ て 生還 し 、 セ イラ は 虚しい 
ず 、 自分 た ちの 限界 に 嘆く の だ っ た 戦い の 最後 に 希望 を 見 る こと が で きた の で ある 


MORE INFO! 
ホワ イト ベー ス で の セイ ラ の 立ち 位置 シャ ア と の や り 取 り に 見 る ニュ ー タ イプ 観 


3 a を a + 。 キサ ス ーー で キ 
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PERSONAL PROFILE CR 02 mW 
カツ 、 レツ 、 キッ カ wu | 


Katz,Letz & Kikka 下関 | 
茜 芋 な 状況 に お いて も 
快活 さ を 失 わな か っ た 子供 た ち 2 


の ち に 「 ニ ュー タイ ブ 部 隊 ] と 呼ば れ 、 英 味方 か ら 
恐れ と 異 菩 の 目 を 向け られ た ホワ イト ペー ス 本 だ 
実際 に は 乗組 員 の 大 半 が サイ ド 7 か ら の 避難 民 で 構 
成 さ れ 、 実 戦 な ど で き る は ず が な か っ た (それ を な ん と 
か し た の が ニュ ー タ イプ 部 隊 と 呼ば れ た 所 以 な の だ 
が ……) 。 し か も ホワ イト ペー ス に は 10 歳 に : 
幼子 が 乗り 込み 、 大 人 た ちの 手伝い を し て し 
記録 が 残さ れ て いる 。 カツ ・ ハ ウィ ン (8 版 )、 レ ツ ・ 
コ フ ァ ン (6 歳 )、 キ ッ カ ・ キ タモ ト (4 歳 ) の 3 人 で あ 
る 。 彼ら は 元々 、 サ イド 7 に 暮らす 、 ご < 普通 の 子供 
た ち だ っ た 。 し か し サイ ド 7 で 連邦 軍 新 型 MS (RX シ 
リー ズ ) の 運用 試験 が 行わ れ た こと が 、 彼 ら の 運命 
を 変え る こと に な る 。 情報 を 聞き つけ た 公国 軍 特 務 
部 隊 が 潜入 し 、 サ イド 7 は 時 な ら ぬ 戦場 に な っ て し まっ 
た の だ 。 戦火 を 逃れ る に も 、 も は や サイ ド 7 に は 安全 
な 場所 は な く 、 や む な く 3 人 は ホワ イト ペー ス に 避難 
長い 航海 を する こと に な っ た の で ある , 


その 後 、 ホ ワイト ペー ス 
' で の 生活 に 情 れ た 3 人 
ンー、 は 自主 的 に 雑 馬 W 手 人 


相 剛 中 . 外 うく 介 発 に 等 
き 込 まれ て 任 装 を 
る 。 それ で も ホワ イ 


ホネ ワ イト ペー ス に 鞭 吾 し た 3 人 は すぐ に 打ち 能 け 合い 、 お 
互い を 友達 で あり 、 家 族 で ある と 思う よう に な っ た 。 その 妻 
は 本 当 の 兄妹 の よう で 、 年 下 の キ ッ カ の や ん ちゃ を 年 上 の 
カツ や レツ が た し な め る こと が 多かっ た 


RN 信 カツ ・ ハ ウイ ン 人 レツ ・ コ ファ ン 


人 キッ カ ・ キ タモ ト 


関連 ファ イル 


な 存 
在 。 加 は 待 ら を 美子 と し て 
13 


誰 去 を 繊 みる か ン 
カゲ 攻 拓 で 動か し た 
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公国 軍 の 攻撃 を 透 れ て サイ ド 7 を 脱出 し た ホワ イト 
こ は 、 行き場 を 失っ た 避難 民 が 100 名 近く も 乗り 
\ た 。 その 中 に カツ 、 レ ツ 、 キッ カ も 含ま れ て お り 
頃 の 3 人 は 他 の 避難 民 と 大 く 、 自 分 た ちの 置 
れ た 状況 も わか ら ぬ まま に 居 え て いる 状態 だ っ た 。 し 
洪 民 受け 入れ 70 寄っ た 連邦 軍 基 地 
7 否 さ れ て し まい 、 避 難民 は ホ 
ー ス に 乗 産 し た まま 、 連 邦 軍 本 部 ジャ ブロ ー に 
た の で ある 。 情け 容 載 の な い 
を 落と す 。 だ が その 中 で カツ 、 レ ツ 
キッ カ だ け は 気力 を 失わ な か っ た 。 それ ば か り 
た 艦内 の 雑務 を 率先 
小さ い 体 で 仕事 を こなす 3 
日 常 的 な 光景 に な 
見 る か は 人 に よっ て 分 か 
え ぇ る の は 、 此 末 な 仕事 


人 の 姿 は 、 次 第 に ホワ イト ペ 
これ を 是 と 見 る か 非 と 


か ブ プロー 到着 
ー ス を 離れ よう と せ す 
ホワ イト ペー ス 乗 組員 
険 を 承知 し な が ら も 
残留 を 認め て いる 。 つま り 乗組 員 ( 
3 人 は 本 当 の 家族 同様 の 存在 に な っ て 


し て も 


いた の で ある 


ーー 足 中 EZ TE 


ジャ ブロ ー の 保育 施設 で の 保護 が 決定 し た カツ 、 レ ツ . 
キッ カ は それ に 反発 し て ホワ イト ペー ス を 脱走 。 結局 は 連 
れ 戻 され て いる も 。 頑 な に ホワ イト パ 
を 拒絶 し た ス 乗組 員 の ひと り 、 カ イ ・ 
シ デ ン は 「 う ちの チビ た ち は ね 、 そん じ ょ そ 
違う の よ ] と 3 人 を 擁護 し 、 結 選 、 ホ ワイ トペ 
留 が 認め られ た の で ある 。 カイ の 一 言 は 、 ホ ワイ トペ ー ス 
た ちの 存在 を 認め 、 強い 仲間 意識 を 抱い 
それ ほど 彼ら は 密接 な 間柄 に な 
て いた の で ある 。 た だ し アム ロ ・ レ イ は 子供 た ちの 残留 


まれ 


に 対し て 「 小 さい 子 が 人 の 
よ ……] と 咳 いて いる 。 アム ロ 自 身 も 戦い に 巻き 込ま れ 
た 10 歳 に も 満た な い 子供 が 戦争 を 間近 
に する 異常 さ を 危 慣 し 


に ひと りな 
と りな 


だ 最 年 長 の カ わずか 8 誠 
の 簡単 な 操縦 は 覚え て い 
重 が 仕掛 けた 時 限 爆弾 を エレ カ 
か し いも の の 大 人 上 顔負け の 活躍 を 拉 吉 


TITTTTTE 
な 衝動 カ と 決 導 カゲ 公国 凍 の 簡 謎 を 選 け る こと に な っ た 


MORE INFO! 


1] 


ほ が 可能 な 
遊び 相手 
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LM m02 sl 


PROFILE 


ラン ズ ロ ー・ ダ ゲー ウツ ウェル 8 


Lanslow Darwell 


ニュ ー タ イプ 主義 の 象 微 と され た 
学 第 巧 命 軍 の エー スパ イロ ッ ト 
タダ ウォ A.W.) 0015、 地球 制 


た 宇宙 芋 


HU 車 の ジャ ミル ・ ニ ー ト ら と 
時 の 激しい 戦闘 に よ 
+ た 。 だ か 


関連 ファ イル 
TS ETIET'Y ] 
と 
ut rncvew 
ET ETT TE  ※=5※5=5t も tt〔t〔t{〔t4| 
PF 


[ 円 
* 


の 】 


っ て の 大 き な 契 機 と な っ た の は 
り 込 ん だ 革命 軍兵 の ニコ ラ ・ フ ァ フ ァ 
ー タ イプ 能力 者 の ティ ファ を 連れ 帰っ て きた 
彼女 の 予知 能力 に 未来 を 変え る 力 が あ 
スロ ー で あっ た が 、 コロ ニー 生ま れ の み を 
ニュ ー タ イプ と 定義 し た い ザ イデ ル は 頑 な に それ を 認め 
よう と は し な か っ た 。 それ ば か りか 、 地 球 制圧 を 目的 と し 
た 「 ダ リア 作戦 」 を 強行 し よう と し た の で ある 。 一 方 で ラ 
ンス ロー は 、 反 政府 組織 サテ リコ ン に 参加 し て いた ガ 
ロー ド と 戦場 で 遺 遇 。 彼 や ティ ファ と の 接触 に より 、 か 
つて 戦場 で 戦っ た ジャ ミル が 、 ニ ュー タイ プ 能 力 者 の 保 
護 に 春 走 し て いる こと を 知る 。 その 生き 方 に 心 揺 る ぶら 
れ た ラン スロ ー は 、 テ ィ フ ァ と ガロ ー ド の 行動 を 身 な が ら 
支援 する こと を 決意 する の だ 

「 ダ リア 作戦 は ガロ ー ド の 乗る ガン ダム DX の 活躍 で 
阻止 され た 。 これ を 機 に ラン スロ ー は 、 テ ィ フ ァ の 可能 性 
を 信じ た ニコ ラ と 共に 、 ザ イデ ル に 対し 新地 球 連邦 政 
府 と の 和解 を 提案 。 だ が 、 彼 の 要求 は 揚 ね 付け られ た 
ば か りか 、 宇宙 革 命 軍 は 、 新地 球 連 邦 軍 と の 第 8 次 宇 
宙 戦 争 を 開始 し て し まう の だ っ た 。 ラン スロ ー は この 戦い 
を 不毛 と 癌 じ 、 革 命 軍 を 部 脱 し て 同 戦 乱 に 介入 し た フ 
リー デン 部 隊 に 合流 。 同 部 隊 の 隊長 で あっ た ジャ ミル と 
共に 「 未 来 ] の 象徴 で ある ガロ ー ド の ガン ダム DX を 支援 
し 、 第 8 次 宇宙 戦争 を 早期 終結 に 性 いた の で ある 


中 時 IE | 


ラン スロ ー は 、 第 7 次 宇 宣戦 争 時 に ジャ ミル と 一 騎 
討ち を 行っ た 際 、 互い の ニュ ー タ イプ 能力 が 反応 し 合 
た の か 、 人 類 の 新しき 未来 を 垣間見 る 。 戦争 の 「 道 
具 ] で は 同類 と 言え た ジャ ミル に 対 
し 、 そ れ 以 降 、 ラ ンス ロー は 敵 で あり な が ら も 不思議 な 
緑 を 感じ て いた の で ある 。 それ か ら 15 年 後 、 ジ ャ ミル が 
ー タ イプ 能力 者 の 保護 に 取り 組ん で いる と 知っ た 
ラン スロ ー は 、 彼 に 対し て 葛 敬 の 念 を 覚え る と 同時 に 
未だ 革命 軍 の 道具 で し か な い 自身 の 地位 を 了 務 じ る の 
だ っ た 。 ラン スロ ー が 反 ザ イデ ル の 動き を 活発 化 さ せ た 
の は 、 そ ん な ジャ ミル の 生き 方 に 触発 され た 部 分 が 大 き 表 8 次 字画 埋 多 
か っ た の で ある 。 ジャ ミル と は 、 第 8 次 宇宙 戦争 時 に 訪 ト Wa 
れ た 月 の D.0.ME. (ドー ム ) で 久々 に 再会 。 すでに わ だ | 7 
か まり は ふた り の 間 に は な く 、 戦争 を 終結 に 導く た 
共闘 する こと を 敬い 合っ た の だ っ 


能力 ETS | 0 宇宙 革命 軍 の 兵士 た ち 
貸 7 次 宇宙 戦争 時 は 、 革 命 軍 側 の ニュ ー タ イプ 能 
力 者 の ひと り と し て 、 多く の 戦果 を 挙げ た 。 その 戦い で 
ニュ ー タ イプ 能力 こそ 失っ た も の の 、 戦 乱 後に 教育 大 
隊 を 任 さ れ た よう に 、 パ イロ ッ ト と し て も 非常 に 優秀 な 人 
物 で あっ た と 言わ れる 。 事 実 、 ガ ロー ド が 乗る ガン ダム 
DX と も 互角 の 戦い を 線 り 広げ る な ど 、 特に [ホーム] で 
ある 宇宙 戦 に は 自信 を 持っ て いた よう だ 
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ロン メル 隊 


The Rommel Corps 


待ち 他 び た 戦い と 、 
8 年 の 歳 月 が 生ん だ 消耗 


ジオ ン 公 国軍 が 一 年 戦争 に 敗北 し て か 58 年 後 
の U.C.0088、 地 球 連邦 政府 に よる 支配 が 続い て 
いた 地球 上 に 、 未 だ 公国 軍 、 そ し て ザビ 家 の 再 具 
を 信じ る 者 た ちがい た 。 特に アフ リカ 地域 に は 、 ザ 
ピ 家 の 再興 を 信じ る 小 規模 な 部 隊 が 複数 存在 し て 
いた と 言わ れ 、 連 邦 政 府 打倒 の 機会 を 待ち 侍 び て 
いた の で ある 。 一 年 戦争 時 、 アフ リカ 戦線 で 活躍 し た 
デザ ー ト ・ ロ ン メ ル 」 こと 、 ロンメル を リー ダー と する 
部 隊 も 、 そ うし た 残党 勢力 の ひと つ で あり 、 ハ マー 
ン ・ カ ー シ が 主導 する ネオ ・ ジ オン 車 の 動き に 伴 - 
て 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 に 参加 し た の だ っ た 

ロン メル た ち ア フリ カ 戦 線 の 部 隊 は 、 連 邦 政 
府 の 目 が 届か な い 砂 選 地 帯 で 潜伏 し て いた 。 ロ 
ン メ ル や 副官 の カラ ハン は ザビ 衣 へ の 強い 写 
央 心 を 維持 し て いた が 、8 年 に 及ぶ 厳し い 潜 
依 期 間 は 、 彼 ら の 疲 電 を 生ん で いた 。 特に 
若い 兵士 に は それ が 顕著 だ っ た の で ある 
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け マ 鞭 ン 罰 避 漏 宙 迷人 


ド ワ 

人 温 虹 用 MS. ド ワッ ジ を エ 
スパ パイロット 用 
MS。 大 型 プー スタ ー を 機 休 
各所 に 追加 し た こと に 

合 輝 で の 村 重 性 が 大 内 


この 日 を どん な に ! 


ロン メル 

ロン メル 隊 は 、 ザ ビ 家 の 貫 子 で ある ミネ ババ パ ・ ラ オ ・ ザ 
ビ が 地球 園 に 帰 運 し た と いう 報せ を 受け 、 す ぐさ ま 隊 員 
を 召集 し 、 出 撃 の 準備 を 開始 し た 。 彼ら は その 忠誠 必 
を 示す べく 、 ネ オ ・ ジ オン 軍 の 降下 部 隊 が 制圧 に 成功 
し た ダカール へ と 向かう 前 に 、 同じ く ダ カー ル へ 向かお う 
と し て いた アー ガマ 、 そ し て ガン ダム ・ チ ー ム の 婚 減 を 
性 っ た の で あぁ る 。 

カラ ハン や ニキ を 引き 連れ 出撃 し た ロン メル は 、 ガ ン 
ダム ・ チ ー ム の 撃破 に 自信 を 持っ て いた 。 一 年 戦争 時 
に は 動 業 を も ら う ほど の 功績 を 挙げ て いた ロン メル は . 
日 央 か ら 負 錬 を 垂 ね て きた 自分 の 操 給 技術 や 部 隊 と し 
て の 連 損 態 力 が 、 現 在 で も 通用 する と 考え て いた の で 
ある 。 だ が 、8 年 と いう 歳 月 は 、 彼 ら を [時代遅れ 」 に す 
る の に は 充分 過ぎ る 時 間 で あっ た 。 特 に 軍事 技術 の 
進歩 は 目覚 まし く 、 改 修 型 と は いえ 、 旧 式 の MS し か 持 
た な い ロ ン メ ル 隊 は ガン ダム ・ チ ー ム の 能力 に 振り 回 さ 
れ た の で ある 。 部 隊 の 指揮 官 で ある ロン メル すら 、 戦場 
で 初め て 彼ら と 対 財 し た こと で それ を 実感 。 部 下 の ニ キ 
を 図 と する な ど 、 ロ ン メ ル は な り ふ り 構 わ ず そ れ に 抗 お う 
と し た が 失 数 に 終わ る 。 また 、 操 縮 し て いる パイ ロッ ト た 
ち が 子 供 で ある こと も 、 ロ ン メ ル を 情 将 と させ た 。「『8 年 
の 間 に 時 代 の 流れ に 取り 残さ れ た と いう の か 。 砂漠 は 
まっ た く 同 じ だ っ た ん だ ぞ 」 一 一 彼 の 独白 に は 、 そ うし た 
覧 さと 戸 束 い が 感じ られ た の で あぁ る, 


中 時 較 補 3 | 


「 ジ ー ク ジオ ン 上!」 の 名 の 下 に 、 ロ ン メ ル 隊 は 鉄 の 結 
素 を 張っ て きた 。 補 絵 も まま な ら な い 砂 症 で の 生活 に 耐 
え 続 ける こと が で きた の は 、 ザ ビ 家 の 再 異 に 執念 を 稀 
や し て いた 彼ら の 友 い 連 末 が あっ た か ら こ そ で ある 。 そ 
の 一 方 、8 年 と いう 歳 月 の 間 に 現地 の 女性 と 結婚 し 
子供 を 持つ 者 も 少な く な か っ た 。 ニキ も そう し た 兵士 の 
ひと り で あり 、 彼 に は ジオ ン 再 異 と いう 隊 の 目的 の ほか 
に 、 家 放 を 業 っ て いか な ば な ら な い 境 過 に も あっ た の で 
ある 。 ミネ バ 旗 思 に よっ て 隊 が 出 繋 する こと に な っ た 礎 
に も 、 軍人 と し て の 立場 と 、 家長 と し て の 立場 の 間 で 苦 
し め ら れ て いた 。 結果 的 に 、 ロ ン メ ル の 命令 を 拒む こと 
が で きず 、 心配 する 妻子 を 置い て 戦場 に 向 
誠 族 の た め に も 勝利 を と 意気 込む ニキ で あっ た が 、 隊 
の 中 で も 下っ 端 で あっ た 彼 は 搭 て 駒 と し て 使わ れ 、 再 
び 家 族 の 顔 を 見 る こと な く < 戦場 に 楓 っ た の で ある 。 


MORE INFO! 

ニキ の 妻子 マサ イ ・ ン ガバ 

ロン メル 様 に 所 属す る ニキ の 者 と 夏 沿 の 民 で 、 旧 公国 軍人 の タグ と 意 人 
幼い 答 ら の 子供 。 特 来 に 不安 を 考 じ て い 関係 に あっ た 女性 。 それ が 元 で 町 の 人 か 
た 姦 は ニキ を 引き 禄 め る も 、 結 果 的 に 彼ら は 三 ま れ て お り 、 彼 の 汚名 を 晴らす 

は 潜 死 し て し まっ た ガン ダム 軟 い を 技 人 た 


た 構体 ば リィ ナ 7 チ T] ょ 
小屋 を 下 箇 本 全 ぁ 
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U.C.0088 の アー ス ノ イ ド 。 艇 。 @ 


撮 償 (ホワ イト 


Earthnoid in U.C.0088 


ネオ ・ ジ オン の 薄 戚 か ら 目 を 背け 
既得 権 を 次 っ た 地球 連邦 高官 た ち 


U.C.0088 の 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 に お いて 、 
地球 運 邦 政府 と 軍 の 上 層 部 が ネオ ・ ジ オン の 台頭 
に どれ ほど の 危機 品 を 抱い て いた か は 妖 問 で ある 。 
地球 と 自分 た ちの 既得 権 に の み 興 味 を 持ち 、 宇宙 と 
スペ ー ス ノイ ド に 目 を 向け な い 一 一 宇宙 世紀 が 成立 
し て か ら 変 わる こと の な い ア ー ス ノイ ド の 実態 が 、 そ 
こ に は あっ た の で ある 。 ネオ ・ ジ オン に よる ダカール 
制圧 を 受け て 、 ダブ リン の 「 ぶ な 屋敷 」 に 逃げ 込ん だ 
地球 連邦 の 高官 た ち は 、 その 象徴 だ っ た と 言え る 。 

ホワ イト 、 ロ ー ム 、 タ ン デ ム の 3 人 は 、 そ れ ぞ れ 地 
球 連 邦 の 要職 に ある 者 た ち だ っ た 。 ネオ ・ ジ オン が 
地球 に 勢力 を 拡大 する 状況 に あっ て 、 彼 ら は ダ カ ー 
ル を 脱出 し て ダブ リン に 人 退避 し 、 安 全 な 場所 か ら 和 
平 交渉 を 進め た 。 だ が 、 そ れ が ハマ ー ン ・ カ ー ン の 
増長 を 招き 、 事 能 を 悪化 させ る こと に 気付 いて は い 
な か っ た 。 そし て 彼ら は 、 そ の 認識 の 甘 さ の 都 い を 自 
身 の 命 で 叶う こと に な っ た の で ある 。 


埋 叶 下 と は いえ 
は 


人 に 和 も か 
き 穫 を くす 人 物 
で ぁ っ た 


PFIST LT' 
者 も 流し て 少な く 
は な か っ た 
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A | nD? se Og 


ぶな 屋敷 に 逃げ 込ん で いた 地球 連邦 高官 た ち 。 ホ 
ワイ ト は 憲 、 タンデム と ロー ム は 政府 の 要職 に 就 いて い 
た と 見 られ る 。 ネオ ・ ジ オン に サイ ド 3 を 明け 渡す こと で 
戦争 の 回 選 を 図り 、 ア ー ガ マ の 武装 解 際 を 進め た が 、 
アリ アス ・ モ マ の ダブ リン 攻撃 に 巻き 込ま れ た 。 


kW Rit i ct bot 
| を 貸し ホワ イト た ち 。 
と 戦時 下す に あり な が ら 安 
半生 6 場所 に 引き 得 も - 
生生 er に 
ライ ト は 情 り を 葉 え る 。 


地球 連邦 政府 の 首都 で ある ダカール の ふた り の 重 
針 。 U.C.0088.08 の ネオ ン に よる ダカール 制圧 
の の ち に 行わ れ た ミネ バ ・ ザ ビ の 入城 パレ ー ド に お いて 、 
ハマ ー ン と 共に 参列 し た 。 な お 、 エゥーゴ と カラ バ に よる 
ダカール 攻撃 後 の 消 息 は 不明 で ある 。 


指揮 を 軌 っ て いた 人 物 。 カテ ラ バ の み で ネオ ・ ジ オン に 
対す る 状況 を 愛 い 、 ア ー ガ マ の 補給 の た め | 
立ち 寄っ た ブラ イト に 、 地 球 連 邦 政 府 高官 が 和 逃 げ 込ん 
だ ダ プ リン の 情報 を 伝え て 交渉 を 委ね た 。 


守っ た 。 確か な 刊 断 力 を 
桂 つ 人 物 だ っ た よう だ 


MORE INFO! 


ダカール 滑 圧 オ ・ ジ オン が 加 寅 館 で 開い た 
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を 目指 し た 狙撃 手 の 戦い 
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を 開始 し た CB の ガン ダム マイ 
アイ ル ラ ンド 出身 の 彼 
つて 中 東 を 基盤 と する 過激 組 


親 と 妹 を 失う 悲劇 に 見 舞 わ 
耳 す る 世界 に 欄 


無 別 な 行為 が 
た ロッ クオ ン は 、 イ オリ ア ・ 
た 私 設 武装 組織 ・CB に 


CB の 輸送 艦 プ トレ マイ オス に は 、 品 


4 人 の が > イス ター が 乗 茎 し て いた 
の 任務 実行 する た め の 胸 と な 
た が 、 ア レル ヤ ・ ハ プティ ズム や 羊 那 ・・ セ イエ イ 
が 命令 違反 を 犯す な ど 、 決し て 一 枚 岩 と は 言え な か 
CB の 方 針 を 決め 
ェ ー ダ 」 に 心酔 し て いた 


を 歪め た ふ た り の 行動 


う コ ー ド ネー ム で 、 世界 の 変 甘 を 目指 し た の で ある 。 
ロッ クオ ン は 精密 な 射撃 を 得意 と する スナ イ バ ー で 
あり 、 砲 撃 戦 タイ プ の MS・ ガ ンダ ム デ ュ ナ メス で 次 々 
と 敵 MS を 狙撃 し た 。 狙い 撃つ !] と いう セリ フ は 、 出 
撃 時 の 前 口上 と も 言え る も の で 、 自 分 の 狙撃 能力 に 
絶対 の 自信 を 抱い て いた こと が 寮 え る 。 事実 、 戦 場 で 
も ロッ クオ ン の 正確 な 射撃 が 他 の ガン ダム マイ スタ ー を 
導 っ た り 、 戦 況 を 一 変 さ せ た り する 機会 は 数 多く あっ た 


強く 非難 。 ロ 


クオ ン エリ ア と 秒 那 の 対立 を 仲 
放さ を 示し て いた が 、 テ ロ 
オン も また 、 国 際 テ ロ ネ ットワーク 「 ラ ・ イ 
よる 無 差別 テロ の 報 に 起り を 名 わ に する 
これ に 乗じ て 民間 人 の 犠牲 すら 計画 の 一 部 と 主張 す 
る ティ エリ ア に も 激 兄 、 珍 し く 声 を 荒 げた 。 家族 が 稚 
牲 に な っ た テロ 行為 を 容認 する よう な ティ エリ ア の 発 
言 を 、 ロッ クオ ン は 許せ せな か っ た の で ある , 


西暦 8307 年 


戦闘 を 離れ れ ば 気さく で 明る い ロッ クオ ン は 、 プ トレ そし て 今日 が その 


マイ オス の ムー ド メ ー カ ー と な - に は 若い ク る 。 CB の 税 匿 義務 に 
ルー も 多かっ た た め 、 大 人 の 余 させ る 彼 の 存 と 語る フェ ルト 
在 は 、 熊 を る 大 き な 力 と な っ で 2 で ある 。 人 


類 系 新 連 串 ( 


ひと り で 


よる 「 ガ ンダ ム 直 獲 作 戦 」 の 直 
オペ レー タ 
イス の 凄 を 発見 普段 は 感情 を 直 
前 を 疑問 に 思っ た ロッ クオ ン が 1 


: 俺 は 今 、 無性に お まえ を 狙い 撃ち た い 
察 族 の 八 を 取ら せろ 、 恨み を 崎 ら させ ろ …… ! 


三 大 勢力 に よる ガ 
部 隊 「 チ ー ム | 
マイ オス は 窮地 に 立た され て 
は 、 世 界 の 変革 を 目指 す 強 い 意 7 

の で ある 。 同時 に 


ム 直 獲 作 戦 や 、CB の 新た を 告げ られ た の だ 。 か つて 家族 を 昔 害 し た 組織 に 利 
沸き 上 が る 怒り を 抑え 切れ な い ロ ッ ク オ 
戦闘 終了 § る 。 だ が 、 ロッ クオ 
とい を せ ず ロッ クオ ン 
身 を 委ね た の で ある 。 沈黙 ロッ クオ 

も 絆 を ここ ピ 下ろ し 、 彼 を 許す 。 ロ クオ ン は 過去 の 因縁 
戦 し て いた ト ! [ 入 の 中 で 半 那 と 紡い で きた 絆 を 信じ た 
つて KPSA に 所 属 


西暦 2308 征 
お 手 本 に な る 奴 が すぐ 側 に いる じゃ ね え か 
自分 の 思っ た こと を 、 i i sia 


三 大 勢力 は 疑似 GN ド ライ ヴ と ジン クス の ) を 

入手 す 1 連 軍 を 組織 し 、 対 CB 戦 に 向け て 総力 

を 結集 し に より 、CB の 武力 介入 か ら ス ター ト ダ 」 と の リン ク を 失 
宇宙 を 舞台 に し た 最終 局面 へ と 突入 し エリ ア に 対し 、 何 が あろ うと 揺るが な い 刺 那 を 引き 合 

隊 の 准 繋 を こ 出し て ある 。「 失 敗 ざ らい する さ . 

鈍っ た ティ エリ ア を 底 お うと し た ロッ クオ 人 間 な ん だ か ら な 」 一 一 罪 を 許し 、 前 を 向き 続け る 彼 

まう 。 し か も 、 彼 の 精密 な 射撃 を 支え よ 大 き な 怪 我 を 負っ て も 変わ 5 ら ず 、 ま た 、 そ の 

た の だ っ た 。 プ ト レ マ イ が ティ エリ ア を 救う 結果 と な っ た 


ィ エリ ア と 対面 する が 、 責 め る 
通り に 接する 。 逆 に 「 ヴ ェ ー 


環 音 を 吐い た ティ 


し た 戦乱 は 


西暦 2308 年 
こい つ を 撃た な きゃ …… 仙 を と ら な きゃ …… 億 は 前 に 進め ね え 
世界 と も 、 向 き 合え ね を 。 だ か ら …… だ か ら さ … 狙 い 撃つ ぜ ! 


敵 と 対 財 す る 。 アリ ー・ ノン を 直接 発射 する こと を 決意 。 それ は サー シェ ス 
刺 那 に 生身 すこ と と な る 決死 の 行動 で あっ た が 、 サ 


HARACTER'S MIND 


幸 行 旋 存在 を 乗り 越え を けれ ば 、 こ れ 以 上 世界 
F こと が で き な い と 彼 は 考え て いた の だ 。 結 
の 乗る 機体 を 行動 不能 と し た も の 


ロッ クオ ン も GN キ ャ ノ 
の まま 帰ら ぬ 人 と な っ て し まう 


爆発 に 巻き 込ま れ 、 そ 


ma" っ xrups 69-20 


区 s+ 
に 鳴っ た 妖 
Ce 


サイ ド 5・ テ キサ ス ・ コ ロニ ー 


は 大 佐 を ぎっ て いき た いと いう 情熱 あり ます 論 


シャ ア と 共に サイ ド 6 を 発っ た ララ ァ は テキ サス ・ コ 
移り 、 フ ラナ ガン 博士 立会 い の 下 で サイ コ 
ミュ の 同調 テス ト を 受け て いた 。 その 最 中 に ララ ァ は 
何者 か の 存在 を 琶 じ 取 り 、 シ ャ ア は 彼女 が 英 と 意思 
を 通じ 合っ た 際 に その 相手 と 戦え る の か と いう 疑問 を 
口 に する 。 だ が 、 ラ ラ ァ は シャ ア の 危 恨 を 取り 除く か 
の よう に 、 自ら の 想い を 彼 に 伝え た の で ある , 

一 説 に 一 週間 戦争 で 両親 を 失っ て 徹 児 


ララ ァ | 


劇場 版本 


直 一 


と な っ た と ころ を シャ ア に 教 わ れ た と 言わ れ 、 彼 に 思 
義 を 感じ て いた と 考え られ る 。 そし て 、 ラ ラ ァ は 後日 の 
アム ロロ と の 共振 現象 の 中 で 「 私 を 救っ て くれ た 人 の た 
め に 私 は 戦っ て いる 」 と も 語っ て いる , 
いと は 、 シ ャ ア を 守る た め の も の だ 
れ を 情熱 と 称し 、 ニ ュー タイ プ 同 士 の 交感 に 
勝る 強 さ を 信じ た 。 し か し 、 そ の 想い こそ が 、 の ち 
ラ ァ を 苦し め る こと に な る の だ っ た 


た の で ある 


劇場 版 皿 


こ は 見 える 、 あな た に は 夏 郷 も な けれ ば 、 家族 も 


な いわ 


人 を 愛し て も いな い ! 


突撃 機動 車 独立 第 300 戦 隊 一 一 ニュ ー タ イブ 部 
隊 の 一 員 と し て 戦い に 加わ っ た は 、 コ ン ペ イト 
ウ へ の 攻撃 で その タイ プ 能 力 を 道修 な く 発 揮 
する 。 そし て 、 ホ ワイ トペ ー ス と の 戦 開 に 及 ん だ ララ ァ 
は 、 つ い に ア ムロ と 対 時 する こと に な る 。 その 戦い の 
中 で 、 ピッ ト を 操る 思 必 を 察知 し て オー ルレ ンジ 攻撃 を 
退け る ほど の アム ロロ の 力 に 、 會 威 を 感じ る テ そし 
て 、 守 る べき も の を 何 も 持 た な い ア ムロ が そこ まで 戦 


える こと に 、 ララ ァ は 驚き を 抱く の だ っ た 
一 年 戦争 で サイ ド 7 を 追わ れ 、 両 親 と も 決別 する こ 


と に な っ た アム ロロ の 内 面 を 、 ラ ラ ァ は わずか な 接触 で 
感じ 取っ た アァ の ニュ ー タ イプ 能力 の 高 さ を 
表し て いた が 、 そ れ だ け に 彼女 に と っ て アム ロ の 力 は 


られ な いも の で あっ た に 違い な い 。 シャ ア を 守る た 
て みれ ば 、 戦う 意味 を 持た な い ア 
ムロ の 強 さ が 理解 で き な か っ た の で ある 


は 、 ニ ュー タイ プ と し て 彼 に : 
が 遅 す ず た こと を 吐い た 。 だ が 
ロ の 共振 を 式 れ 事 と 断 じ リ 
その まま シャ ア と アム 口 、 セイ ラ ・ マ ス と の 混戦 に 陥る 
ララ ァ 。 そし て 、 セイ ラ に 気 を 取ら れ て 随 を 作 
ア を 底 い . 

貨 か れる 


た シャ 
アム ロロ の ガン ダム に エル メス の コク ピッ ト を 
命 が 散 る 瞬間 、 ラ ラ ァ の 意識 は アム ロ の 


MORE INFO! 
シャ ア と の 微妙 な 距離 感 


は 1 


それ と 溶け 合い 、 未来 を 見 る の だ っ た 

ララ アァ は ニュ ー タ イプ と し て アム ロロ に 惹か れ な が ら 
も 、 ひ と り の 人 間 と し て は シャ ア へ の 思慕 を 選ん だ 
その 感情 が ララ ァ を 突き 動か し 、 ア ムロ の 攻撃 に 身 を 
晒さ せ (に な っ た 。 し か し 、 ラ ラ ァ は 死 と 共に 自ら 
の 存在 を シャ ア と アム ロロ の | 彼ら 5 の 因縁 の 
中 心 と な を っ て いく の で ある 。 ララ ァ が 見 た 「 時 」 と は 
ふた り の 行く 未だ っ た の か も し れ な い 


アム 口 と の 避 近 に 抱い た 思い 


ーー 


PERSONAL PROFILE デー D2 m2 
アグ リッ パ ・ メ ン テ ナ ー に ニー 販 2 


Agrippa Maintainer 


ーー 足 中 imD の ZS 


帰 運 計 画 妨 害 の た め の 手 段 | 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


PERSONAL PROFILE 
ネオ ・ ロ アノ ー ク 


(ムウ ・ ラ ・ フ ラガ ) 
Neo Roanoke (Mwu La Fllaga 


PROFILE 
年 齢 30 誠 


か つて の “母艦 "で 鱗 っ た 
ムウ と し て の 記憶 


ファ ント ムペ イン の 一 部 隊 を 率い て いた 仮面 の 
男 、 ネ オ ・ ロ アノ ー ク 。 その 正体 は 、 第 2 次 ヤキ ン ・ 
ドゥ ー エ 攻防 載 に て 行方 不明 と な っ た アー クエ ン 
ジェ ル の MS パイ ロッ ト 、 ム ウ ・ ラ ・ フ ラガ で あっ た 。 
彼 は 宇宙 を 漂っ て いる と ころ を 地球 軍 に よっ て 救出 
され 、 奇 跡 的 に 一 命 を 取り 接 め た が 、 こ れ ま で の 記 
恒 を 失っ て いた 。 地球 軍 上 層 部 は 、 彼 に 新た な 記 
恒 を 植え 付け 、 エ クス テン デッド を 動か す 「 胞 ] と し て 
使っ た の で ある 。 

ペル リン 市 等 地 で の 戦い で 乗 機 を 撃破 され た ネオ 
は 、 ア ー ク エン ジェ ル の 捕虜 と な る 。 その 際 、 彼 の 生 
痕 を 見 た マリ ュー・ ラ ミア ス ら 艦 の 人 々 は 、 そ の 正体 
が ムウ で ある の に 気付 く 。 記憶 が 戻ら な い ネ オ は 、 マ 
リュ ー 以 下 、 複雑 な 表情 を 浮か べ る クル ー た ち を 不可 
解 に 思っ て いた 。 だ が ネオ も 、 知 る は ず も な い プ リッ ジ 
と の 通信 コー ド が 頭 に 浮か ぶな ど 、 自 分 と アー クエ ン 
ジェ ル に 何ら か の 琴 が り が ある こと に 気付 き 始め る 。 


8 
中 と 
阪和 
戻 元 
に 
記 和 軍 
憶 兵 


MS 


Fx550 
ん スカ イグ ラス パー 
地 圭 較 男 宴 が 半 発 し た 大 所 
画 内 用 二 指 埋 請 機 。 ガン ダ 
ム と の 軍 が 和 定 きれ て か 
り . スト ライ カー パッ ク の 病 項 
と 輸送 が 可能 と な っ て いる , 


る もう 俺 は どこ へ も 行か な い 。 
般 わ ら せ て 帰ろ う 、 マ リュ ー! 


ネオ は 、 捕 虜 と し て の 生活 が 長期 に 及ぶ と 、 ア ー ク 
エン ジェ ル の クル ー た ち が 口 に する 「 ム ウ 」 と いう 存在 
が 自分 自身 で は な いか 、 と 考え 始め る 。 一 方 で 戦乱 は 
拡大 し て お り 、 彼 が 乗る アー クエ ンジ ェ ル も 、 ザ フト か ら 
介 攻 を 受け て いた オー ブ の 支援 に 向かお うと し て いた 
その オー ブ へ 向かう 直前 、 ネオ に は マリ ュー か ら ス カイ グ 
ラス パー が 与え られ 、 艦 か ら 解 放さ れ た の で ある 。 自由 
の 身 に な っ た ネオ だ が 、 す で に 地球 軍 に 居場所 は な い 
と 考え て いた 。 する と 彼 は 、 ア ー ク エン ジェ ル へ と 帰還 
する だ け で な く 、 ス カイ グラ スパ ー で 艦 を 支援 し た の で あ 
る 。 ネオ は 、 自身 の 存在 が 何者 で ある か を 知る に は 彼ら 
と 共に 行動 する 必要 性 を 感じ て いた 。 さら に 、 捕虜 生 
活 の 中 で 、 マ リュ ー や 他 の クル ー ら と の 関係 に 、 居 心 
地 の 良 さ を 覚え て いた の も 事実 で あっ た 

記憶 が 戻ら な いな が ら も 、 ネオ は オー ブ 軍 に 加入 。 艦 
で も 活躍 する 。 メサ イア 付近 で 
で は 、 ザフト 艦 ミ ネル バ か ら 放 た れ た 陽電子 砲 を 、 
乗 機 で ある アカ ツキ で 阻止 。 その 瞬間 、 彼 の 脳 理 に . 
か つて アー クエ ンジ ェ ル に 向け て 放 た れ た 陽電子 砲 を ス 
トラ イク ガン ダム で 阻止 し た 記憶 が フラ ッシュ バッ ク し た 
の で ある 。 これ を 機 に 、 ム ウ と し て の すべ て の 記憶 を 取 
り 戻し た ネオ 。 一 時 は 地球 軍 に よる 記憶 の 改 窟 を 受け 
な が ら も 、 彼 は アー クエ ンジ ェ ル と の 再会 と いう 幸運 に 
よっ て 本 来 の 自分 を 取り 戻す こと に 成功 し た の で ある 


モエ 7 


アー クエ ンジ ェ ル の 艦長 で あっ た マリ ュー の 不可 解 な 
行動 は 、 ネ オ に と っ て も 気 掛か りな 部 分 で あっ た 。 以降 
マリ ュー の 言動 を 注目 する よう に な っ た ネオ は 、「 ム ウ 」 
の 存在 を 待ち 続け る 健気 な 人 柄 に 触れ て いき 、 記 憶 は 
戻ら な いな が ら も 彼女 を 愛す る よう に な っ た の で ある 。 そ 
れ は 、 一 度 は 身柄 を 解放 され な が ら 、 ア ー ク エン ジェ ル 
に 帰 馬 する 大 き な 理 由 と も な っ た 。「 あ ん た が 苦し い の 
は わか っ て いる 。 で も 、 俺 も 苦し い 。 だ か ら 、 ここ に いて 
いい か ? あん た の 、 そ ば に ] 一 一 「 ム ウ ] を 愛し 続け 
る 彼女 の 苦悩 を 理解 し つつ 、 そ れ で も ネオ は 自分 の 感 
情 を 抑え 切れ ず 彼 女 を 抱き 締め た の だ っ た 

記憶 の 改 軒 を 受け て も 、 そ の 人 格 ま で は 大 きく 歪め 
る こと は で き な い 。 マリ ュー に 惹か れ て いっ た ネオ 、 そ し 
て それ に 応え た 彼女 と の 関係 性 は 、 そ れ を 証明 する か 
の よう で あっ た 


男 敢 な 戦士 と し て 
ファ ント ムペ イン 部 隊長 と し て 優れ た 指揮 能力 を 発揮 
し 、 最 前 線 で も エグ ザ ス や ウィ ンダ ム の バイ ロッ ト と し て 
クエ ンジ ェ ル を 苦し め た ネオ は 、 充分 な 操縦 能力 を 
て いた 。 オー ブ 軍 に 加入 後 は 、 カガリ の 代わ り に ア 


別人 格 と わ カ 
分 の 気持 ち を 抑え 続け られ な か っ た 


カッ ツキ の パイ ロッ ト と し て 活躍 。 高い 空間 認識 能力 を 活 震 い が 。 その 記憶 の 簡 活 に 寄与 


か し て 無線 誘導 兵 癌 を コン トロ ー ル し 、 ア ー ク エン ジェ 
ル を 死守 し た の で ある 
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PERSONAL PROFILE EA (02 0 


ロッ クオ ン ・ ス トラ トス 党 


(ライ ル ・ デ ィ ラ ン デ ィ ) 
Lockon Stratos (Lyle Dylandy) 


仲間 へ の 信頼 か ら 
林 知 へ の 理解 を が し た バイ ロッ ト レ 


西暦 2314 年 一 一 2 年 前 の 大 戦 以降 、 ソ レス タル * 
ピー イン グ (CB) の 族 弟 で あっ た プトレマイオス 2 は 

表 畠 台 か ら 絶 然 と 誠 を 消し て いた 。 だ が 、 彼 ら は 密 

か に 活動 を 続け て お り 、 小 さ な 紛 争 や 軍事 面 突 に 

介入 する こと で 、 新 た な 戦乱 の 芽 を 未然 に 摘み 取 

て いた の で ある 。 その メン バー の 中 に 、 ガ ンダ ム マ イ 4 
スタ ー の ひと り 、 ロ ッ ク オ ン ・ ス トラ トス (ライ ル ・ デ ィ 
ラン ディ ) の 姿 も あっ た 

2 年 前 の 戦い で 、 ラ イル は 身 対 する イノ ベイ ド 勢 
カカ の ひと り 、 ア . ・ リ ター ナー と じ 合 わ 
彼女 は その 後 の 戦乱 の 中 で 宇宙 
守る こと が で き な か 

ライ ル は CB に 残る 
ー の よう な 存在 が 
る 世界 の 変 薬 と 


決断 を する 。 彼 は 、 ア 
上 現れ な いた め に も 、 さ 
な 平和 を 月 指し た 


RR 
で 
EDR も の 
表 性 に 当初 は 本 
見せ た ライ ル 
だ が 、 対 時 の 中 で " 
の 借り が 列 の 電 情 
へ と 変わ っ て いっ た 


の で きき 。 


柄 神 や 人 当たり の 良き は ディ 
me MAIN MS 


年 、 ダ ブル オー クア ンタ を 用 い 
て . BLS と の 対語 を 撤 み た 。 


L PROF 


ミ ぜ カロ! 
品 れ 枝 つ ぜ つ 


地球 園 を 抽 っ た 新た な 危 本 ELS (地球 
物体 の 舞 来 で あ 
食し 、 地 球 園 を 


た め の 援護 に 徹 す 
頼 す る CB の 他 


終結 に 難 
異種 と わか り 


と の 接触 を 


まり Ei( の ) 


イル の 叫び ぴ は 、ELS 
必死 で 載 い 続け た 彼 の 想い が 表れ て 


MORE INFO! 
頼も し き 相棒 一 一 ハロ 


CB が 所 有する 独立 Al 


替 段 は プトレマイオス 2 の メ 
装 責 畔 タイ プ で あっ た ガン ダム 


最大 2 基 に 増設 され た 
9 ニャ で 重用 


彼ら を 単に 道具 と し て 


ta. > 


we 


71-16 
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PERSONAL PROFILE 
スメラギ ・ 李 ・ ノ フリ エガ 誤 eNy 


Sumeragi Lee Noriega i 


絶望 と 希望 の 間 で 描 れ 続け た 
戦術 予報 土 の 新 た な 戦い 


「FALLEN ANGELS」 に よっ て 、 ソ レス タル ピー 
イン グ (CB) の 主力 実働 部 隊 で あっ た プ ト レ マ イ オ 
ス は 事実 上 立 壊 し 、 国 連 軍 が 勝利 を 収め た 。 戦術 
予報 士 で あっ た スメラギ ・ 季 ・ ノ リエ ガ は 辛うじて 生 
き 残 っ た が 、 多 く の 仲間 を 失っ た 上 で の 敗北 に 絶望 
し 、 CB を 離脱 する 。 その 後 、 彼 は 大 学 の 同窓 で あっ 
た ビリ ー・ カ タ ギ リ の 自宅 に 身 を 寄せ 、 洒 浸り の 自 随 
落 な 生活 を 送っ て いた の だ っ た 。 

だ が 、 戦 術 予報 士 と し て の 彼女 の 能力 は 、 CB の 
復活 に は 欠か せな いも の で あっ た 。 西 麻 2312 年 、 
再 始動 の 準備 を 進め て いた プトレマイオス の クル ー 
た ち は 、 ス メラ ギ の 復帰 を 明 望 し 、 剰 那 ・F・ セ イエ 
イ が 直談判 に 向かっ た の で ある 。 突 鱗 の 刀 那 の 訪 
問 に 驚く スメラギ だ が 、 現 場 に ビリ ー も 居合 わせ た た 
め 、 か つて CB に 所 属し て いた こと が 明らか と な っ て し 
まう 。 これ に より ビリ ー と の 生活 は 破 総 し 、 スメラギ の 
居場所 は CB だ け に な っ て し まっ た の で ある 。 


I LC 
う ギ が 4 年 閉 り に CB 
へ と 合流 。 仲間 と の 
両替 を 苗 ん だ ス メ ラ 
FE 
に は 居 い が 


Fue myew 


CB に 復帰 し た 後 も 、 当 初 は 作戦 に 勿 加 し よう と し な 
か っ た が 、 ラ ッ セ や ティ エリ ア 、 ま た 刺 郡 の 説得 も あり 
地球 達 邦 軍 に 捕らえ られ た アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム の 鞭 
吉 作 戦 を 指揮 する 。 これ ほど 失敗 を 繰 り 返 し て も 、 頼 っ 
て くれ る 仲間 た ちがい る 一 一 スメラギ は 意 歌 を 取り 戻し 、 
プトレマイオス 2 の 戦術 予報 士 と し て 本 格 的 な 復帰 を 果 - 
た し た 。 だ が 、 新 た な 刺 と な っ た 連邦 軍 内 の 独立 治安 
護持 部 隊 「 ア ロウ ズ 」 と の 衝突 に より 、 か つて AEU で 共 
全 し て いた 戦術 予報 士 、 カ ティ ・ マ ネ キ ン が アロ ウズ に 
所 放し て いる こと が 判明 。 その 時 代 に 大 き な 失 敗 を 犯し 
て いた スメラギ は 、 過去 の トラ ウマ | 

スメラギ は そう し た 精神 的 ダメ ー ジ に 苦し みな が ら も 、 
戦い を 捨て な か っ た 。 そこ に は 、 仲間 の 存在 、 そし て 純 
粋 種 の イノ ベイ ター へ と 変 攻 し て いく 剥 那 に 希望 を 見 
た の も 大 きか っ た と 思わ れる 。 その 変 勢 は 無 典 で は な く 、 
「 ブ プレ イク ・ ピ ラー] 事件 で は 貢 ・ 味 方 な く 較 的 し て の 
救援 活動 に 繋が っ た ほか 、 ア ロウ ズ と の 決戦 で は 、 ア 
ロウ ズ を すでに 離脱 し て いた カテ ィ の 部 隊 と 共 問 する な 
ど 、 プ トレ マイ オス 2 を 支持 する 勢力 も 増え て いっ た の で 
ある 。 結果 、 プ トレ マイ オス 2 は アロ ウズ を 牛耳っ て いた 
イノ ベイ ド 勢 力 を 胃 須 する こと に 成功 し 、 武 力 に 依ら な 
い 新 た な 世界 へ の 移行 を 促し た 。 スメラギ は その 後 も 
CB に 残る こと を 選択 。 自分 を 立ち 直ら せ た 最 良 の 「 居 
場所 」 で 、 世界 の 行く 末 を 見 守る の だ っ た 。 


還 計 か つて の ミス と 、 エミ リオ と の 別 次 。 | 


スメラギ が 苦し め ら れ 続 けた 過去 ーー それ は 
AEU に 戦術 予報 士 と し て 参加 し て いた 頃 の 出来 事 で 
あっ た 。 層 宗 17 旋 で 大 学 を 卒業 し た 彼女 (当時 は リー 
サ ・ ク ジョ ウ の 名 で あっ た ) は 、 そ の 手腕 を 買わ れ て 
AEU の 戦術 予報 士 と な る 。 戦争 が 終わ ら な いな ら ば 、 
戦争 を 早期 に 終結 に 導く 。 そん な 門 い か ら 数 々 の 作戦 
を 成功 に 導い で いた が 、 あ る と き 、 カテ ィ と 共に 行っ た 作 
戦 で 、 誤 情報 に より 友軍 を 同士 対 ち させ て し まう 事態 を 
生ん で し まっ た の だ 。 その 事件 に より 、 当 時 、 ス メラ ギ と 
恋仲 に あっ た エミ リオ ・ リ ビシ が 致命 傷 を 軸 い 、 ス メラ ギ 
の 馬 い も 虚しく 候 総 えて し まっ た の で ある 。 以降 、AEU 
か ら 離 脱し た 彼女 は 姿 を 消し て いた が 、 世 界 か ら 圭 争 を 
な くす と いう 野望 を 掲げ び 、 CB に 参加 し た の で ある 。 だ が 、 
西暦 2307 年 か ら 線 り 広げ られ た 戦い で は 敗北 を 喫し 、 
スメラギ は 自身 の 力 不足 に 再び 絶望 し た の だ っ た 


、 能力 SEEP237787) 


スメラギ の 立案 能力 は 、「 ヴ ェ ー ダ ] が 失わ れ た プ ト レ マ 
イオ ス 2 で も 発揮 され た 。 アレ ル ヤ を 共通 する た め の 300 
秒 の 電撃 作 二 や 、 宇宙 に 設置 され た 大 量 破壊 兵器 「 メ 
メン トモ リ ] 破壊 作戦 な ど を 立案 し 、 成 功 に 導い た の で あ 
る 。 そこ に は 、 英 畔 力 を 冷静 に 分 析 す る 一 方 で 、 ダ ブル 
オー ライ ザー な ど 、 新 戦力 を きっ ちり と 把握 し て : 
構築 する 彼女 の 柔軟 さ が あっ た 。 大 胆 な 作戦 の 裏 で 、 ス 
メラ ギ が 日 々 研究 を 重ね て いた こと が 穴 え る の で ある 。 


向け て 。 ス メラ ギ は プトレマイオス 2 に 新た に 橋 痢 きれ た 
トラ ンプ ムシ ステ ム も 利用 し で いる 。 


MORE INFO! 


12 年 の 戦乱 終結 後 . 家計 台 か 
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アン ダー フッ ク と 宇 明 | 越 公 社 の 人 々 久 <ciwssmm 朗 2 


座 組 ヨー ロ 


UNDERHOOK and PC.S.T. 江 人 で ま 間 ロン 人 セン テラ 


帝国 と り ガ が ・ ミ リティ ア 、 
それ ぞ れ に 協力 し た 人 々 と その 思惑 


U.C.0153 に ザン スカ ー ル 帝国 が 実施 し た 地球 
侵攻 作戦 は 一 般 市 民 に も 多大 な 影響 を 与え 、 戦 時 
下 で の 身 の 振り 方 を 考え させ る こと に な っ た 。 そん な 
状況 で 両極 端 の 決断 を 下 し た 者 が いる 。 海底 都市 
アン ダー フッ ク に 居 を 構え る マリ ア 主 義 者 (リー ダー 
は エレ ナ と いう 女性 ) と 、 総裁 の マン デラ ・ ス ー ン が 
率い る 宇宙 引越 公社 ヨー ロッ パ 総 局 で ある 。 帝国 
の 女王 マリ ア ・ ピ ァ ・ ア ー モ ニア が 提唱 する マリ ア 
主義 を 信 替 する エレ ナ た ち は 帝 国 の 勢力 拡大 を 歓 
迎 。 一 方 、 帝 国 の 主張 に 太 散 臭い 一 面 を 嘆 ぎ 取っ 
た マン デラ は 密か に リガ ・ ミ リティ ア (LM) を 支援 し 
た と され る 。 ふた り は それ ぞ れ 戦い の 中 に 自分 た ちの 
進む べき 道 を 見 つけ 、 そ れ を 実施 し た の で ある 。 た だ 
し 問題 は ふた り の 行為 が 戦況 に 少な か ら ぬ 影響 を 
与え た こと で 、 エ レナ と マン デラ は 意識 せ ぬ まま に 昔 
争 に 加担 する こと に な っ た 。 そし て 自ら も 戦い の 洪 中 
に 巻き込ま れ て し まっ た の で ある 。 


われ る 宣 民 主 病 に すり 村 
ぇ で し て 夫 ! 


ウッ ノ へ の 令 胃 と 夫 男 へ 還 


“ーーxN・ NN A 


社 に 挟 り 込ん だ 番 国 還 二 | 
意 % 前 に し て も 破 の 信 生 
は 折れ ず 、 届 謙 と 反 宗 す 
る 委 規 を 貢い て いる 、 


主義 才 ネ 


関連 ファ イル 
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戦乱 に 明け 暮れ る 人 々 を 平 租 に 導く に は マリ ア の 教 
え を 葵 遍 的 な も の に し な けれ ば な ら な い - 一 一 そう 考え た 
エレ ナ は 周囲 に マリ ア 主 義 を 広め た 。 だ が その 姿 は 、 マ 
リア の 慈悲 に すがっ て いる だ け に も 見 えた と 言う 。 


笛 国 の 健 攻 に 其 を 含 わせ て 人 
を 革 浦 する エレ ナ 。 さら に 女王 
の 書 で ある シャ クティ ・ カ リン を 旨 
柳 し て 電 国 に 取り 入ろう と する な 
ど 、 次 基 に 昌 力 的 な 箇 硬 を 放 わ 
に する よう に な っ て いっ た 。 


ゼネ タン 


錠 国 の 保 攻 を 快く 思わ な い 者 が マリ ア 主 義 者 を 白眼 
視 す る の は 仕方 の な いこ と で ある 。 その た め ビ スタ ン を 
は じ め と する 熱心 な 同胞 は 自ら の 主義 主張 を 押し 孔 し 、 
いつ し か 周囲 の 人 々 を 蔵 む よう に な っ て し まっ た 。 


し 3 
が . 破 を 上 力 に 向かわ せ た よ うだ 。 


マン デラ ・ ス ー ン 


宇宙 引越 公社 ヨー ロッ パ 総 局 の 総裁 を 務め る マン 
デラ は 、 ウッ ソ ・ エ ヴィ ン の 両親 と 近しい 間柄 に あっ た 。 
その た め ウ ッ ソ が LM に 身 を 寄せ て いる と 知る や 、LM の 
宇宙 行き を 、 公社 を 挙げ て バッ クア ッ プ し た の で ある 。 


で ある ウッソ と の 出 会 

| デマ ン デラ 。 公社 が 昔 争 に 

を 03 に カサ もこ 
約 で 茜 止 さも て いる が 、 ウッ ソ の た 
め な ら マ ン デ ラ は 条約 を 無 浴 す る 
こと な ど 何と も 時 わな か っ た よう だ 。 


上 引 引 公社 の シャ トル パイ ロッ ト で ある > 
施設 を 接収 し よう と する 帝国 軍 (イエ ロー ジャ ケッ ト ) に 
起り を 抑え られ ず に いた 。 だ か ら こ そ LM の 宇宙 行き で は 
自ら 先導 役 を 買い 、 ウッ ソ を 宇宙 に 上 げた の だ ろう 。 


座 国 宣 の 大 株 に 見 次 われ て 不 


宏 を 毛 せ な い ジ ニス 。 それ で も 

: ち を 売り 少 す よう な こと は 
で ず 。 最後 まで UM に 佑 力 し た の 
ロビ 。 それ だ け 春 国軍 へ の 横 り が 
勝っ て いた か ら で あ ろう 。 


ジョ アン ナ ・ ナ ビル と 逢 二 和紀 者 


マン デラ の 片腕 と し て 知ら れる ジョ アン ナ ・ ナ ビル は 
帝国 軍 の 侵攻 に も 顔色 ひと つ 変 え ず に 応対 を 務め た 。 
マン デラ や ジニ ス 同 様 、 彼 女 も 帝国 軍 は 嫌悪 し て いた 
が 、 有 能 な 秘書 と し て の 立場 が 自重 を 促し た よう だ 。 


| 

の 信夫 用 の マス ー ド ライ バー 答 

論 に 蜂 り 立つ 爾 国 更 を 、 洗 畔 な 

四 視 較 で 幼 め る ジョ アン ナ (を )。 

身 二 移 者 (大) が 峰 結 ハラ ハラ し 
を 唱 間 て いた の と は 好 対 陣 と 言え よう 。 


MORE INFO! 


市 填 造 計画 は 縮小 
つの 頃 か ら か 地上 に お け 


PETTT 


も 


市 和 地 が 広がる 一 方. 下 絢 地 に は 


海底 都市 アン ダー フッ ク 
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アル ベ オ ・ ビ ヒビ ニー 


Arbeo Pippiniden 


功名 心 に 塵 られ て 策 を 巡 ら せ た 
ザン スカ ー ル 章 国軍 の 若き 野心 家 


015| 一 時 1 


本 格 1 


も 
は 
ZMT-A30S 
ビル ケ ナ ウ 


ut pevew 


実行 段階 


ロ ゥ を 巡る 攻防 戦 が 
艦隊 を 率い て 防衛 


ら せ た 策 周 と 戦果 


UC.0153・04.11 に 地球 へ と 降下 し た ビビ 


タル 制圧 部 隊 
モト ラッ ド 艦 隊 の 作戦 参謀 に $ 
く < 補 佐 し た が 、 部 下 の ゴ ス 

2 を 人 質 に 取る 昧 劣 な 作戦 を 実 
人 望 を 失う 結果 
攻防 埋 
わざ と 後退 し 


mt | 

ビビ ニー デン は 1f た 操 支 術 と 戦闘 指揮 能力 を 
指揮 する 部 隊 の 高度 な 連携 
すず れる ほ 


* テオ 艇 
ュ パ バッ テン 艦隊 を 巻き 込む こと 
い 能 力 が 嘉 


の MS 大 時 を 束 


Pe 


夫 球 に 妖 下 する 
タム を 打 折 と 定め た 


ラダ ー ン 基地 


PT 
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アカ ハナ と 工作 = 


Akahana and the Others ES ZEON 


アカ ハナ マヤ イィ イワノフ ト 


人 ボラ スキ ニ フ 


潜水 艦 課 報 部 隊 の 一員 と し て 
日 陰 の 任務 に 従事 し た 男 た ち 


戦争 運行 に 不可 欠 な の は 強大 な 試 力 だ が 、 そ れ だ け で 競 利 を 得 
る の は 難し い 。 洗 力 を 維持 する 補給 線 の 確保 や 必要 な 情報 を 入 
手 す る た め の 情 報 網 の 確立 な ど 、 戦闘 以外 の 各 方 面 を 考慮 し て こ 
そ て 最終 的 な 勝利 を 得る こと が で きる の だ 。 それ は 一 年 戦争 を 引き 
公国 軍 で も 同様 で あり 、 中 で も 潜水 艦 謀 報 部 隊 「 マ 
ー 隊 」 は 通商 航路 破壊 を 瑞 基 地 へ の 潜入 と 情 
破壊 工作 な ど を 担当 し た 
の 戦線 を 隆 


その 人 橋 


関連 ファ イル 


PE meew 
FC02.39 ミシン リア ・ サ に 


ーー 


CUT 
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ハー 


WK : プペ 
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に: 作 員 
AA A 
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邦 軍 の MS 工 麻 枝 寺 


思わ ぬ 妨 害 に よっ て 失敗 し た 
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つこ ーー や PROFILE 
> ライ e や ヤ > 年 上 
1 
孤 、 っ 重 引 
Sa 3 字 ? 
Mirai Yashima 1 ELFS.F. 
優し い 人 柄 で 周囲 を 支え た 
ホワ イト ベー ス の お ふく ろ さ ん 
ス の ま ろ さ ん 」 と 称 さ れ た ミラ イ 
ャ 示す よう に ホワ イト 
た 。 ミラ イ の 中 庵 な 物事 の ーー あー 
控え 方 は 、 戦 争 と いう 不条理 の 中 に 放り 込ま れ た オ 人 
と っ て 、 ひ と つの 拠 
ライ 自身 に 間 障 や 苦 
か それ で も な お 変 
ミラ テイ を ホワ イト mn 
ある , ーーー 
だ が 、 ホ ワイ トペ ー ス に 乗り 込ん だ 当初 の ミラ イ は 
ーー 年 戦争 に 巻き 込ま れ た 民間 人 
起 や か で 包容 力 の ある ミラ イ の 人 策 は 、 ホ ワイ ト ス 隊 
の 人 皆 か ら 信 輌 され て いた 。 また 、 よ く 気が付く 家 
さ を 特 っ た 女性 で 、 仲 間 た ちの 絆 い 物 を 責 
あっ た 。 そう し た 性 格 は ミラ イ た と 言え る . 
ホワ イト ペー ス 


地 喜男 

当番 兵 の 手付 き で は 不安 た だ 

の 3 た 時 間 利用 | 
プラ イト の シャ ッ を 織 


5 こと も あっ た 
の 冷静 さと 胆 カ 


経験 を 積む 


最 中 に スレ ッ ガ 
3 の 形見 の 指輪 を ミラ ィ 
を が 、 失 意 が 癒え る 販 も な 
年 鞭 争 の 終局 か 戦い 続け た 。 そ 
パオ ア 攻防 戦 で ホワ ィ を 沈め 
ア 声 に 導 か れ て 仲間 た ちと 共 


終戦 を 迎え た の で ある 


発熱 で 倒れ た 際 に 指 舞 を 
が 管理 する 鉱山 革 地 ( 
ホワ イト ペー ス を 


せる 結果 を 招い た と され る 
稚 抑 な 対応 を 鎖 発 
無視 し て 適切 に フォ ロー す 
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ヘル ベル ト ・ フ ォ ン ・ カ スペ ン 


Herberr Von Kuspen YE 押下 名 下 打 凍 


言 因 囲 か ら 快く 思わ れ て 


下 や 友 の こと 4 に い 人 物 だ っ た 。 カス MAIN MS 


自身 に 府 交 


RELATIONS 


MS-14 ゲル ググ MS-096 リッ クー ドム  IGL01.09 時 
ヨー ラン ヘイ ム CED 
1GL02: 


エル ブ ィ ン ・ キ ャ ティ テッ ク JGC02.13 
プラ ナダ 坦 前 区 の 戦い オッ ゴ 評 価 諾 験 一 IGLOS.05 計 
ED 本 動 導 相 - ビ グ ・ ラ ング 評価 計 一 IOGL-0S06 


PERSONAL PROFLE 0 


表 者 た は 博 、 
ソロ モン に 槻 か れ た ee 
肌 が 、 導 た な 4 利 税 が 列 着 する 


む 寺 ) 当 作 戦 行動 に 見 る カス ペン の 冷 査 な 判断 


中 佑 れ た 指揮 能力 を 備え た 義手 の エー ス 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


PERSONAL PROFILE こ X | 02 mw] 
ザイ デル ・ ラ ッ ソ 


Zaidel Rasso 


地球 制圧 を 目論ん だ 
コロ ニー 側 の 指導 者 


クラ ウド 9 を 中 心 と し た 宇宙 革命 軍 は 、 第 7 次 宇宙 
戦争 時 に コロ ニー 落と し を 実行 し 、 地 球 較 邦 軍 を 滞 
壊 に 導い た 。 だ が 、 葉 命 軍 側 の 被害 も 甚大 で あり 、 
戦争 を 継続 する 余力 は な か っ た の で ある 。 彼ら は 国力 
の 回 復 を 最 優先 と し な が ら 、 地 球 圧 制圧 に 向け た 準 
備 も 進め て いた 。 そう し た コロ ニー 側 の 動き を 指標 し 
て いた の が 、 宇 宙 革 命 軍 総 続 ザイ デル : ラ ッ ソ で ある 。 

ザイ デル は 、 コ ロニ ー レ ー ザ ー に よっ て 先制 攻撃 
を 仕掛 け 、 そ の 後 MS を 投入 する 「 ダ リア 作戦 」 を 立 
案 し て いた 。 彼 は その 実行 の 機会 を 舌 う べく 、 地 球 
に スパ イ 部 際 を 潜入 させ 、 そ の 情勢 を 監視 し て いた 
の で ある 。 一 方 で ザ サイ デル は 、 民 衆 か ら の 支持 を 得 
る た め 、 コ ロニ ー 出 身 者 を ニュ ー タ イプ と する 独自 の 
理論 「 ニ ュー タイ ブ 主 義 ] を 説い て いた 。 彼 は その 
象 往 と し て 、 元 ニュ ー タ イプ 能力 者 の ラン スロ ー・ ダ ー 
ウェ ル を 重用 する な ど 、 ニ ュー タイ ブ と いう 言葉 で 民 
衆 を 扇動 し て いた の で ある 。 
Aw (アフ ター 
に 圧入 後 , ザイ ク 


ラウ ド 9 を 疾 吉 と し て 箇 
各位 。 地 は 生 を 


サテ リコ ン 0 だ ど 、 二 記章 
合 軍 の 活動 に 発 を 映え 
で 反 直 府 替 

て いた が 、 ザ イデ ル は そ 
か を 臣 力 で 仙 圧 し よう と 
し で いた 


ガー ペラ 

宣 軍 共 多 の 放 監 で ぁ り リザ 
イデ ル が 揚 揚 を 替 る 天 生 埋 
® WR SGT 
デル を 業 せ て 出撃 し 、D.O. 
ME ドー ム ) に も 放り 立っ た 。 
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PERSONAL PROFILE 


AW.0015、「 ダ リア 作戦 の 実行 を 決断 し た ザイ デ 
ル は 、 地 球 に 派遣 し て いた 潜入 部 隊 を 引き 上 げ さ せる 。 
ー タ イプ 能力 者 で あ 
る ティ ファ を 連れ 帰っ て きた の だ だ が 、 地 球 生 まれ 
の ティ ファ の 存在 を 認め て し まっ て は 、「 ニ ュー タイ ブ 主 
義 ] が 根幹 か ら 畜 れ て し まう と 危 恨 し た ザイ デル は 、 彼女 
の 存在 を ひ た 右 し に し た の で ある 。 そう し た 彼 の 行動 は 
ティ ファ を 保護 し て いた ニコ ラ ・ フ ァ フ ァ ス 、 そ し て ラン ス 
ロー の 離 反 を 招い て し まう 。 その 結果 、「 ダ リア 作戦 」 の 
横 で ある コロ ニー レー ザー を 地球 備 ( ガ ンダ ム DX) に 
て 破壊 され る 事態 を 招い て し まっ た の だ 

作戦 失敗 後 も 地球 園 の 制圧 を 諦め な か っ た ザイ デ 
ル は 、 地 球 で 新た に 設立 され た 新地 球 連邦 軍 と 全面 
的 に 争う 姿勢 を 見 せ た 。 彼 は まず 、 ニュ ー タ イブ 主義 の 
継 続 と 集 竹 を 欲し 、 フ ァ ー ス | ー タ イブ が 封印 され 
て いる 月 の 「D.O.ME. (ドー ム )」 を 手中 に 収め よう と す 
る 。 だ が 、 フ ァ ー ス トニ ュー タイ プ か ら 語ら れ た ニュ ー タ 
イプ の 真実 は 、「 す べ て は 幻想 で ある ] と いう も の で あ - 
た 。 それ を 受け 入れ る こと が で き な か っ た ザイ デル は 
D.O.ME. の 奉 四 を 諦 め 、 新 連邦 軍 と の 戦闘 怒 続 を 決 
意 す る 。 だ が 、 世界 を 恨む フロ スト 兄弟 の 講 撃 に より 
彼 は 乗 北 の ガー ペラ ご と 宇宙 に 散る の だ っ た . 


中 叶 医 環 ZEEE ] 


D.O.M 三 に 封 還 さ れ て いた ファ ー ス トニ ュー タイ ブ か 
ちら 、 ニ ュー タイ プ の 真実 を 聞か され た ザイ デル 。 だ が 彼 
は 、 そ れ を 慌て た 様子 で 拒絶 する 。「 私 に と っ て ニュ ー 
タイ プ と は 信じ る べき も の な の だ ! それ を 否定 し ろ と 言 
われ て も 、 それ は 不可 能 だ !」 一 一 その 言葉 の 裏 に は 
自身 を ニュ ー タ イブ と し て 定義 し 、 民 衆 の トッ プ と し て 君 
堅 し た ザイ デル の 思惑 が あっ た 。 その た め に 「 ニ ュー タ 
イブ 主義 」 を 声高 に 主 娠 し 、 地 球 園 を 制圧 する こと に 
よっ て それ を 認め させ よう と し て いた の で ある 。 だ が 、 そ 
れ を 歪め る 人 々 を 否定 する 古い 考え に 囚われ て いた ザ 
イデ ル は 、 ファ ー ス トニ ュー タイ プ の ほか 、 すでに 彼 の や 
り 方 に 懐 経 的 で あっ た ラン スロ ー と 決別 する 。 ティ ファ 
の 能力 を 頑 な に 否定 し て いた 頃 か ら 始 まっ て いた 
タイ プ 主 義 の 破綻 は 、D.O.M.E. へ の 上 陸 を 経て 現実 
の も の と な っ た の で ある 


名 記 指 押 富 と し て の 詳 算 | 
自ら の 「 家 」 を 武器 と し て 用 いる 「 コ ロニ ー 落 と し ] に 
加担 し な が ら も 、 ザ イデ ル は ニュ ー タ イプ 主義 を 用 いた 
思想 続 制 で 、 民衆 か ら 圧 倒 的 な 支持 を 得 て いた 。 前 大 
戦 徐 す ぐに スパ イ 部 隊 を 地球 に 常駐 させ た ほか 、 反 政 
府 組織 サテ リコ ン を 壊 減 に 導く な ど 、 次 々 と ダリ ア 作 戦 
に 向け て 手 を 打っ て いた の で ある 。 だ が 、 信 轄 し 重用 し 
て いた ラン スロ ー の 事実 上 の 苑 反 は 許 算 で あっ た 。 


DOME ま を 
TFT 


友 。 答 を 国 導 反 闇 と 見 
株 役 刊 に 誠 し た の で ある 


MORE INFO! 


正 ザイ デル の 側近 


放 6 主 害 埋 多 時 。 手 全 
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グラ ー べ ・ ヴ ィ オ レン トノ 
か サー: ププ ェ ルミ 


Grave Violento/ Hixer Fermi 


武力 介入 の 準備 を 
推し 進め た イノ ベイ ド 


西暦 2307 年 に 武力 介 入 を 開始 し た ソレ スタ 
ルピー イン グ (CB) の 計画 は 、 組 織 の 創始 者 
た る イオ リア ・ シ ュ ヘ ン ペ ル グ 存 命中 の 西暦 
2091 年 に お いて すでに 着手 され て いた 。 
入金 な 下 準備 は 200 年 以上 も 前 か ら 進 め 
られ て お り 、 資 材 や 人 材 な ど 計画 に 必要 
な も の は 多岐 に 責 っ て いた 。 中 で も 、 組 
織 の 秘 宙 を 守っ て イオ リア の 理念 を 共 
有 で きる 人 材 の 発掘 は 困難 で あっ た と 
考え られ る 。 そこ で ヴェ ー ダ は 、 生 体 端末 ハー 
で ある イノ ベイ ド を 様々 な 人 材 と し て 起用 。 グラ ー ベ ・ 
ヴィ オレ ント は スカ ウト 華 ガ ンダ ム マ イス ター、 ヒ ク 
サー・ フ ェ ル ミ は パイ ロッ ト と し て 、 武力 介入 直前 だ っ 
た CB の 礎 を 築く 。 そこ で 彼ら は 、 あ る イノ ベイ ド の 目 
論 み に 巻き 込ま れる ……。 


Ch E 


ダ 
カト は 手 抑 け て い 
を 
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GN 


3 
時 年 *: 


クラ フーム ハ ワ ゴ ガブ ョ レン ド 


AEU の ユニ オン 人 類 歴史 研究 所 に 勤め て いた グ 
ラー ベ は 、 ある 日 突 中 イ ノ ベ イド と し て 覚醒 を 迎え た 。 人 
間 を 知る た め に 、 そ れ ま で イノ ベイ ド で ある こと を 隠さ れ 
て いた の で ある 。 こう し て 自身 の 使命 の 下 、 第 二 世 代 
の ガン ダム マイ スタ ー を 仲間 に する が 、 彼ら は 事故 一 一 
「 プ ルト ー ネ の 修 劇 ] で 2 名 が 死亡 、1 名 は 心身 に 多大 
な 傷 を 負う 。 そし て 第 三世 代 の ガン ダム マイ スタ ー の 刀 
定 を 進め る 中 、 親 友 の ヒ クサ ー か ら 撃 た れる グラ ー ベ 。 
優秀 な 人 間 を スカ ウト する グラ ー ベ は 、「 イ ノ ベ イ ド に よ 
る ガン ダム マイ スタ ー」 を 目論む イノ ベイ ド 、 ビ サイ ド ・ 
ペイ ン に と っ て 邪魔 だ っ た の で ある 。 彼 に 操 ら れ た ヒ ク 
サー に よっ て 致命 傷 を 負っ た グラ ー ベ だ が 、 最期 の 力 を 
振り 絞り 、 太 属 炉 を 審 い に 来 た ピ サイ ド を 倒す 。 そし て 
意思 に 反し た 自分 の 行動 に 壮 然 と する ヒ ク サ ー に 、「 生 
きろ と 通信 を 週 し 宇宙 の 深淵 へ と 消え て いく ぐ ……。 


M - 


プラ ー ベ は ニー ル ・ デ ィ ラテ 
シディ の 人 剛性 に 畠中 

に マ ィ スタ ー 問 の 寺 衝 を 
瑞 め る 南 質 を 持つ と 先 失 
いて スカ ウト し 、 ヴ ェ ー ダ 
に 半 浴 華 し て いる 。 


ピグ コナ ルー エリ レベ 


グラ ー ベ の 相棒 と な っ た ヒ ク サ ー。 クー ル な グラ ー ベ 
と 陽気 な ヒビ クサ ー と いう 一 見 タイ プ の 違う ふた り だ が 、 ヒ 
クサ ー の 人 人 慎 っ こさ は 自 半 と グラ ー ベ の 心 を 開き 、 親 
友 と し て 絆 を 深め て いく 。 実 の と ころ ヒ ク サ ー は 、 グ ラー 
べ を 監視 し 、 場 合 に よっ て は サポ ー ト する た め に リポ ン 
ズ ・ ア ル マ ー ク が 送り 込ん だ イノ ベイ ド で あっ た 。 ガン 
ダム ヴァ ー チ ェ と の 模 刻 戦 の 際 に グラ ー べ を 底 っ て 重 
傷 を 負っ た は ず が 、 藻 異 的 な 回 衝 を 見 せ た こと で グラ ー 
べ に 気付 か れ 、 ヒ ク サー も また 自分 が 人 間 で は な いと 感 
じ な が ら 告 白 で き な か っ た 。 そし て 、 あ る ミッ ショ ン で ビ サ 
イド と 出会っ た 際 に ヒ ク サ ー は 細工 を 施さ れ 、 自 分 の 意 
思 に か か わら ず グ ラー ペ を 撃っ て し まう 。 自分 が 友 を 撃っ 
た こと で 特 神 障害 を 起こ す が 、 グ ラー ベ べ の 最期 の 通信 
が 生き る 活力 を 与え た 。 回 復 し た ヒ ク サ ー は ヴェ ー ダ 直 
属 の エー ジェ ント と な り 、 再び 活動 を 開始 する 。 


リポ ンズ は ピサ イ ド と 本 反 


オン を 候補 に 挙げ で 
参加 する エコ ・ カ ロー レ も お り 、 仁 秀 な 
ウト で あっ た 


人 材 を CB に 送り 出 | 
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シーマ ・ ガ ラブ ハウ 


Cima Garahau 
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ー ] 
MAIN MS 


得 動 臣 士 ガン ダム 0083 スタ 
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に 所 デラ ー ズ 紛争 に お ける 


台帳 多 方 面 に 填 能 を 発揮 し た シー マ の 独 腕 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


PERSONAL PROFILE mW2 mm が 


シー マ の 部 下 た ち 評 


Cima 's Subordinates 


こい し 3 
MAIN MECHANIC ~ MAIN MS 


リリ ー・ マ ルレ ー ン 


シー マ 生 誠 の 放 紙 で ある ザン 
AU2L LE 8 
る 場所 を な くし た シー マ た ち に 
と っ て は 「 東 同 基 。 だ び 面 
止 夫 点 を 選 る 青 終 で ガン 
試作 3| 


2 細か ら の | 
議 け で 直 訪 し て し まっ : 


MS-06-F2 

ザク IF2 型 

一 和民 経 般 に 和 発 れ た 
ず 


本 動 戦 士 ガ ン 
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デ ト ロ ー フ ・ コ ッ セ ル 


クル ト 


ラー ズー プリ ー ト を 本 切 = て 意外 を 生 控 。 デ 
f 手 土産 に 吉孝 重 家 仁 の 合図 


MORE INFO! 
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ビリ ー・ カ タ ギ リ 0 


階 衣 技術 重 問 
出身 


Billy Katagiri 


ELS へ の 対策 を 練っ た 
連邦 軍 の 技術 士官 


アロ ウズ の 技術 士官 で あっ た ビリ ー・ カ タ ギ リ は 、 
西暦 2312 年 の 戦い に お いて 、 リ ボン ズ ・ ア ル マ ー 
ク 幸 いる イノ ベイ ド 勢 力 と 共に 戦乱 を 拡大 させ て いっ 
た 。 その 原動力 と な っ て いた の は 、 ソ レス タル ビー イ 
ング (CB) に 所 属し て いた 大 学 の 同 窟 、 ス メラ ギ ・ 
地 ・ ノ リエ ガ へ の 復讐 心 で あっ た が 、 最 終 決 戦時 に 
彼女 と の わだかまり を 解消 する こと が で きた の で ある 。 
ピリ ー に と っ て この 戦い は 辛苦 を 伴う も の と 言え た 
が 、2 年 後に さら な る 激変 が 襲う こと を 、 彼 は まだ 知 
ら な か っ た 。 

戦乱 終結 後 、 ビ リー は 解体 され た アロ ウズ か ら 連 
邦 軍 へ と 異動 し 、 次 世代 標 の 開発 に 取り 組ん で い 
た 。 前 大 戦時 に 獲得 し た イノ ベイ ド 勢 力 の 技術 を 解 
析 し 、 新 た な 危機 に 備え で いた の で ある 。 そし て 西 
暦 2314 年 。 地球 に 、 ELS ( 地 坦 外 変 異性 全 諾 体 ) 
と 呼ば れる 正体 不明 の 敵 が 講 来 する 。 これ を 機 に ビ 
リー は 、 ELS へ の 対策 に 乗り 出す の だ っ た 。 


カー と は 軍 繕 を 至り 
合っ て いた よう だ 。 


SA 正人 不明 
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d の 開発 に 目処 が 
付い て いた ビリ ー は 、 連 邦 軍 の 指揮 官 て いた カ 
ティ ・ マ ネ キ ン の 指示 を 受け 、 人 半額 に 
術 研究 <] 破片 の 解析 チ 
で ある 。 破片 の 解析 を 進め る 中 で 
含有 する 物体 を ELS と 命名 。 ELS が 原 量 子 流 を 発 す 
る 人 間 に 引 き 審 せら れる と いう 性 質 を 突き 
【 以外 の 特性 や その 目的 を 把握 する こ . 
ず 、 脳 量子 流 の 因子 を 持っ た 人 々 を 遮断 施設 に 送る ょ 
う 模 示す る の が 輔 一 杯 だ っ た の で ある , 


え 、 それ 


動き を 最前 線 で 
最終 決戦 で 


歴 


は 部 職 属 開 に も 協力 紀 
特種 ・F・ セ イエ イ に よる 対話 を 
支え 積極 的 ク を 仕掛 け 


ピリ ー に と っ て 非常 に 』 
! た 最終 決戦 で も 、 ビ 
ナ と 共に 戦況 を 見 つめ 
と の 対話 の 成功 を 確認 し た の で ある 


mE 3 ナ へ の 想い 還 還 


宇宙 物理 学者 で あっ た ナ と は 、 以 前 か ら 知 り 合 
いで あっ た と 言わ れる 。 技術 者 と し て は 非常 ! 
恋愛 て は 「 超 」 が 付く ほど の 


つて 想い を 寄せ て いた スメラギ と も 恋人 


5 な か 


掛け て きた ナ に 徐々 に 惹か れ て 
て の 才能 も 知っ て お 
で きる 間柄 で あっ た の も 


要因 に な 


た ピリ ー だ が 
6 お り 、 対 ELS 戦 に 全力 を 
が ナ か ら 仕 事 場 で [ 
ま 了 落 。 彼女 の 存在 は 、 その 頑固 さす ら # 
の 中 で 増大 し て いた の だ っ た 


ELS を 辿っ た 分 析 カ ll 


疑似 太陽 炉 を 用 いた トラ ン ザ ムシ > 
疑似 太陽 炉 搭載 MS の 開発 に お いて 第 一 人 者 


\ た ビリ その 技術 力 を 支え た 


白 」 を 受け た ビリ 


物質 に 対す る 調 欲 な 妻 勢 と 、 優れ た 分 析 
) 力 を カテ ィ に も 買わ れ 、 彼 は ELS 対 策 
実 、 ビ リー は ミー ナ 


解明 し て いき 、ELS と の 


MORE INFO ! 寄せ られ た 好意 


ミー ナ が ピリ ー に どの 肢 障 で 若 か れ た か は 定か で は な い が 
人 夷 領 の 宇宙 局 で 彼 と 再会 し た 共に は か な り の 入れ 込み よ 
う で あっ た 。 ビ 面目 き は 、 派 手 好き 

ミ いっ た 部 分 が 徳 女 の 


手 を 尽く し て 徐 を 落と 


リ 、 無事 に ビリー と 恋人 同士 に な 


と を 知っ で いた が . ミー ナ の 
気 特 ち 変わ ら な か っ た 


.S と の 間 終 決 還 を 
前 に し て 。 ミー ナ に 作 


"ELS 理 を 見 


便 廊 に よ 


機動 戦士 ガン ダム Q0 
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ミー ナ @ カー マイ ン は 


Mina Carmine 


ゼリー に 想い を 寄せ た 
字 条 物理 学 の 専門 家 


西暦 2314 年 、 木 星 遼 で 廃棄 され て いた は ず の 
探査 船 の 破片 が 地球 園 に 到達 し 、 大 気 画 で え 尽 
きる こと な く 地 球 に 落下 する と いう 謎 の 現象 が 発生 
し た 。 これ は の ち に 、 地 球 外 生命 体 の ELS (地球 
外 変 異性 金属 体 ) の 凍 来 で ある る こと が 判明 し た が 、 
この ELS の 解明 に 大 きく 寄与 し た 人 物 が いた 。 宇 
軍 物 理学 者 で あり 、 そ の 優れ た 解析 力 で 運 孝 軍 に 
協力 し て いた ミー ナ ・ カ ー マ イン で ある 。 

ミー ナ は 、 地球 回 邦 か ら 秘 密 理 に 依頼 を 受け 、 控 
査 船 が 落下 し た 今回 の 事案 に 関す る 調査 に 乗り 出 
し た 。 彼女 は 、 ユ ニオ ン 領 か ら 合流 し た 技術 士官 、 
ビリ ー・ カ タ ギ リ ら と 共に 、 人 半額 の 宇宙 局 技術 研 
究 所 に 保管 され て いた 探査 船 の 破片 の 解析 を 開 
始 。 当初 は その 不可 解 な 物質 に 戸 感 い を 見 せ て い 
た ミー ナ で ある が 、 探査 船 の 破片 が 落下 地点 か ら 独 
自 に 動い て いる と 推察 。 その 仮説 を 基 に し た こと で 、 
ELS の 正体 に 少し ずつ 迫っ て いく の だ っ た 。 


い を 寄せ で 
が 女性 に 対し て 筑 手 
な の き 知 る と 醒め 
に アプローチ 
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本 和 二 


PERSONAL PROFILE | m02 se 16n 


の 金属 体 が 自力 で 移動 | 


連邦 軍 所 属 の イノ ベイ ター、 テ - 
培 力 を 依頼 する 。 ミー ナ 本 人 も ピリ ー と 共に 宇宙 
と 上 が っ て デカ ルト と 対面 する が 、 彼 か ら は 新た な 情 
ず に 終わ る 。 その 後 、ELS は これ まで 以 
上 の 大 群 で 地球 園 に 普 来 。 あら ゆる 有機 物 を 取り 込み 
な が ら 増 殖 を 始め た の だ っ た 
ミー ナ た ち は 、 連 邦 軍 の 指揮 定 カ ティ ・ マ ネ キ 
連携 し 、ELS の 保 食 を 阻止 する 地球 国防 衛 作戦 の 策 
定 に 参加 。 ELS の 実態 を 分 析 ・ 解 析 し つつ 、 連 邦 軍 
部 動 を サポ ー ト する 。 作戦 開始 第 スタ 
ルピー イン グ 号 で 理 況 を 見 つめ 、 その 成功 
た 。 結果 、 連 邦 軍 と 連携 し た ノレ スタ ルビ ー イ ング (CB 
の 刺 那 ・F・ セ イエ イ が 、 ELS 本 星 へ と 接触 。 彼 は イ 
て の 能力 を 発揮 し て EL 対話 」 に 成 
功 し 、 そ の 侵攻 を 阻止 する 。 ミー ナ き 結果 
を 、 最 錠 ? 


祈る の た 


そし て 誠実 な 人 柄 に 惹か れ 
は な か っ た が 宇宙 局 


地球 園 防衛 を 主 岩 と し た ELS と の 決 埋 が 間 
ミー ナ の アプ ロー チ は 色仕掛け も 含 も 
まず さ を 指摘 

か い 選 の d 


と 想い を 通わ せる こと も ミ 


_ Ei の 


| MOREINFO! ELS の 能力 


木星 探査 船 の 解析 に 乗り 出し ナ だ が 、 そ の 破 ELS (Extraterrestrial Livingmelal Shapeshifter) は 全 
片 を 2 割 し か 回 収 で き な か っ た こと に 自問 を 揮 司 体 で あり 、 較 部 軍 宇 宙 己 技術 研究 所 に よっ て 靖 称 され た 
て 破片 の 移動 し 7 子 流 を 持つ 人 々 破 農 も 活動 佑 止 状態 で は 「 特 全 す べき 点 は な い 」 金属 と さ 


た 。 だ が 、 そ の 質量 は 大 気 較 で 清 江 し な い ほ どの も の 
うま リ イ ノ ベイ ター の 因子 を 持 の 関連 を 推察 。 ヒ で あり 、 活動 時 に は MS や 人 類 を 取り 込み 自在 に 形状 を 変 


に 、 イ ノ ベ イ ター 因子 を 持つ 人 リス ト を 提供 する 化 で きる 特性 も 有 [ 
こ 求 め た の で ある 。 この リス ト に 記さ れ た 人 々 と 破片 
置 の 合致 が 見 られ た 


, 人 
働き 持 け を し て いる 事実 が 判明 し た の だ っ た Na 


し た ELS の 一 部 。 自在 に 
形 杖 変え る こと が で き 
MS を 保 食 し て その 形 を 
再現 す 


」 3 
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PERSONAL PROFILE 


張 五 飛 


(チャ ン ・ ウ ー フ ェ イ ) 
Chang Wufei 


「G」 チ ー ム の 一 員 と も な っ た 
正義 を 問い 続け る 少年 の 戦い 


「 ナ タク ] と ェ ン ロン ガン ダム に さら な る 力 を 求 
め 、 そ の 改修 を 決意 し た 張 五 飛 (チャ ン ・ ウ ー フ ェ イ )。 
彼 は 0Z に 拘束 され て いた 5 人 の 科学 者 た ち に 改修 を 
任せ る た め 、 敢 えて 0Z 宇 宙 軍 に 拘束 され る と いう 大 腸 
な 行動 に 出る 。 これ が 功 を 奏し 、 性 能 が 大 幅 に 強化 さ 
れ た アル トロ ン ガ ンダ ム が 完成 。 新た な 「 ナ タク 」 を 手 

五 飛 は L5 コ ロニ ー 群 に 和 帰還 し 、 武術 の 師匠 ・ 
竜虎 鈴 (ロン ・ シ リン ) の 下 で 修行 を 開始 する 。 それ は 
機体 性 能 に 見 合っ た 力 を 身 に 付け る た めで あっ 

、 修 行 を 行っ て いた 0206 コ コロ 

ー を 傘下 に 収め よう と する 07Z 部 隊 が 襲来 する 。 
五 飛 は その 対応 に 向かう が 、MD (モビ ルド ー ル ) 部 
可 の 前 進 を 防ぐ の が 精 一 本 で あっ た 。 する と 箇 鈴 
は 、0Z へ の 吸収 を 拒否 する 手段 と し て 、 コロ 
爆破 を 決意 。 察 鈴 も コロ ニー と 共に 宇宙 に 散っ た の 
で ある 。 彼 は 攻 銀 する 師匠 ゃ や 故 導 を 鶴 っ た 0Z に 対 
し 、 超 り を 圭 わ に する の だ っ た . 


その 人 人格 


トレ ー ズ に 攻 れ た 際 は 、 自 ら の 力 に 総 望 し て 戦う こと すら 
止め て し まっ た 石飛 。 だ が 、 サ リィ ・ ポ ォ ら レジ スタ ンス と の 
出会い 、 そ し て 箇 匠 で ある 甘 魚 の 命 を 惜しま な い 行 動 を 見 
て 、 潜 い 続 ける こと の 午 要 性 を 理解 し 始め て いた 。 


ム 00 入 まで は 単身 で 計 O7 
を 線 り 広げ て いる 


PROFILE 


生 鈴 
所 属 
酷 起 
出身 
扶 能 


W| mg02 sm05p 


ET 
し 5 コロ ニー 幹 a 


L5 コ ロニ ー 者 | 
MS 挫 六 、 格 製 術 1 


EE 
(EET 
トレ ー ズ ・ タ シュ リナ ー ダ 


で 軍用 
っ 5 の 


傘 の 敵 は …… 字 笛 に 
戦闘 を も た ら す すべ て の 重 だ 


幸 携 も 拒 百 飛 i 


MORE INFO! 


mM 
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PERSONAL PROFILE トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー タ 
トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ タダ 桂 


Treize Khushren 


る 舞い 続け た 
ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 幹部 


地球 園 統 一 連合 軍 (以下 
ルズ を 設立 する な ど 、 
強め て いた 軍事 結社 OZ (オズ 


総帥 に 就任 。 以降 
ャ ンス を 窪 っ て い AC.195. 
立 す る コロ ニー 国家 群 か ら 5 機 
降下 する 襲撃 作戦 「 オ 
ョ ン ・ メ テオ ] が 勤 発する 。 これ に 
)0Z の 軍事 基地 


の の 、 ト レー 


MAIN MS 


Pec = 


4 こさ ok 
3 


ァ 
『 


< 
eb 
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私 は …… 
敗者 に な り た い …… 


「 オ ペレ ーション ・ デ イブ レイ ク ] が 成功 を 収め る と 、 ト 
レー ズ は 抵抗 を 続け る 5 機 の ガン ダム に 対応 し つつ 、 
次 な る 一 手 を 打つ 。 それ は 、 コ ロニ ー 国 家 群 の 制圧 で 
あっ た 。 彼 は スム ー ズ な 制圧 を 実現 する た め 、 武 力 に 
よっ て 国家 群 を 夕 す る の で は な く 、 武力 を 与え る こと 
で 0Z の 力 を 浸透 させ る 慎 柔 策 を 採る 。 その 指揮 官 と し 
て 腹心 の レデ ィ を 派遣 し た こと も あり 、 慎 務 筑 は 思惑 通 

ま 、 ロ ー ム フェ ラ 
財団 に 対し 0Z へ の 支援 を 要請 する な ど 、 世 界 を 手中 

め る の は 確実 と 思わ れ : 

0Z の 内 部 で は 、 ト レー ズ の 意 に 沿わ な いあ る 
動き が 進行 し て いた 。 OZ 宇宙 軍 に 所 属す る ツバ ロフ 
技師 長 が 、 無人 で MS を 操る MD (モビ ルド ー ル ) シス 
テム の 導入 を 進め て いた の だ 。 MD を 導入 すれ ば 、 前 
線 に 割く 人 的 コス ト の 低下 は 明白 で あっ た が 、 ト レー ズ 
は これ に 真っ 向 か ら 反対 する 。 彼 は 人 と 人 が 血 を 流し 、 
戦っ て こそ エレ ガン ト で ある と の 美学 を 持ち 、 そ こ で 恐 
怖 を 体験 し な けれ ば 無為 な 争い が 続く と 考え て いた 。 ト 
レー ズ は MD の 実験 場 に 潜入 し て MD を 破壊 し た ほか 、 
財団 の 会 議 で も MD の 導入 に 異 を 唱え 続け る 。 だ が 、 
財団 の トッ プ で あっ た デル マイ ユ 侯 ら 首 層 陣 も MD 導入 
に 偽 成 し て いた た め 、 ト レー ズ は OZ 総帥 を 辞 す る 。 そ 
の 後 ト レー ズ は 、 反 逆 者 と し て 財団 に 拘束 され 、 ル クセ 
ンブルク の 本 部 | 


お ゴ ) 及 | ゲン ダム | の 戦い けた 影響 


「 オ ペレ ーション ・ デ イブ プレ イク ] の 発動 に 5 機 の ガン 
ダム を 利用 し た トレ ー ズ で あっ た が 、 彼 自身 は 、 そ の 敗 
北 すら も 脈 わな い 彼 ら の 戦い 振り に 感銘 を 受け て いた 。 
トレ ー ズ が 追い 求め て きた 、 戦 う 上 で の エレ ガン ト さ が 
そこ に あっ た か ら で あ る 。 それ が 以降 の トレ ー ズ の 行動 

圭 を 与え た こと は 否定 で きず 、0Z 総 師 を 辞し て ま 

で MD 導入 に 反対 し た の に は 、 彼 ら の 存在 へ の 敬意 が 

う 。 また 、 シ ェ ン ロン ガン ダム の バイ 

ロッ ト で あっ た 張 五 飛 (チャ ン ・ ウ ー フ ェ イ ) と は ペー リン 

グ 海 峡 で 対 崎 し 、 生 身 で の 戦闘 を 行っ て いる 。 その 戦 

いで は トレ ー ズ が 五 飛 を 圧倒 し た が 、 強 い 者 を 打倒 し よ 

うと する 五 飛 の 戦士 と し て の 心構え に 感心 し 、 彼 を 見 

透 し た 。 MD 導入 を 巡っ て 一 時 失脚 する こと に な っ た ト 

レー ズ だ が 、 命 を 又 け て 戦い 続け る ガン ダム の パイ ロッ 
ド た ち に 対し て は 、 期待 すら 抱い て いた よう だ 。 


思 多 財部 下 を 引き 寄せ る カリ スマ 性 


トレ ー ズ は その 血筋 と 共に 高潔 な 人 間 性 で も 部 下 を 
若き 付け た が 、 指 導 能 力 決断 能力 に も 優れ て いた 
ガン ダム を 用 いた 連合 首 訪 部 の 一 掃 や 、 美 才 を 持つ 
レデ ィ を 交渉 役 と し て コロ 家 群 の 懐柔 を 進め る な 
ど 、 鮮 や か な 手並み で 世界 の 掌 提 を 進め て いた の で あ 
る 。 だ が 、 その 能力 が 財団 幹部 に 危険 視 さ れ 、 意 見 の 
相違 か ら 幽 閉 さ れる に 至っ た 。 


MS イロ ッ ト と し で も 分 に 侍 佐 で 
実習 供 を 次 々 と 吾 柱 し て いっ た の で ある 。 


Rs}. 0Z の 


五 鐘 と 手合 わせ を する トレ ー 
ズ 。 その 実力 は トレ ー ズ の 足 
下 に も 及ば な いも の で あ 

に か ら 伝わる 


MORE INFO! 独自 の 美学 


トレ ー ズ は 。 洪 . 味 方 間 わ ず 、 人 を 医 き 付け る 要素 を 持 
た 。 レデ ィ の よう に 、 部 下 で あり な が ら 女 性 と し て 彼 に 心 
物 も いれ ば . 五 飛 の よう に 、 一対 一 の 鐘 追 り 合 いか 


らち 鼻 を ライ バル 視 し 。 リベンジ の 機会 を 殖 う 者 も いた 。 その 人 
間 的 な 鮭 力 と カリ スマ 性 は 護 閉 後 も 評価 され 続け り 、 再び 徳 を 
雪 舞 台 へ と 引き 上 げた の で ある , 


以 間 を 計 失 す 
ち に 人 再 1 
ズ に 週 っ た 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


PERSONAL PROFILE LW] me? ser1On 
レデ ィ ・ ア ン ーー 


Lady Une 


XXXG-01W 
ウイ ング ガン ダム 


+ 


4-.19 


EE 中 と し て の レデ ィ ・ ア ン の 真相 


能力 | MS パイ ロッ ト と し て の 実力 MORE INFO! 


レデ ィ ・ ア ン の 部 下 と 
製 する 様子 を 最も 間近 
敵 を 指揮 


動 を 共に し た ニ 
た 存在 で ある 


ル k 0 
権 往 を 碑 


機動 戦士 ガン ダム 00 


[W ] mM2 sidBp 


シン シー リン ・ バ フ テ ィ ヤー ル 


Shirin Bakhtiar 


unknown 


4 


リナ と 穫 党 の 子供 た ち を 
その 押 は ク 
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より 広い 世界 で 振る われ た 実力 


機動 戦士 Z く ガン ダム 


PRSOMALPRORLE 0 a 
アート ナァ ラ チオ 所 


Mouar Pharaoh 


愛す る 人 の た め に 
その 身 を 列 じ た 女性 廿 官 


た り 意 見 を 具申 
苗 を 与え る 兵士 を 、 軍 隊 


女 | な 
体 や 
の ) 
a 
MAIN MS 
」 1 
| 7 | 


機動 エスカ 


PERSONAL PROFILE 


る 。 さら に マウ ア 


に すべ 
ド を 守り た いと いう 想い に 昇華 し 、 無 謀 な 戦闘 を 仕掛 け 
る パー トナ ー の 育 中 を マウ アー が 守る と い 


ェ リド 自身 も マウ ア 


情熱 は 感 づ いて お り 
く 限り 、 ふ た り は ペスト パー トナ ー 
激化 する 戦乱 は 
は 自ら の 決意 を 実践 し な け 


的 な 危険 性 を 感じ 取 


め る 者 
+ 心地 良し 
\。 実 ンズ 士官 サ 

コ の 窒 愛 を 受け 、 彼 の た め に 載っ て 
と いう パー トナ ー の いる マ 
得体 の 知れ な い 恐 れ を 感じ させ 


回 多 中 強い 決意 を 実現 させ る だ け の 技量 


マウ アー は MS パイ ロッ ト 
作 機 の 可変 MS ガ フ 
フ Z ガ ンダ ム を は じ め と する エ 
な ど 、 間 多 の 埋 果 が 彼女 の 実力 を 物語 っ て いる 


際 に ティ タ 


Et 
eter ri 


憎しみ ば か り を 増大 
雪 千 た の だ 
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機動 上 ム 


PERSMNAL PROFILE 08 a re D2 sr 1B 
グリ ー ン ・ ノ ア 1 の 居住 者 甘 守 > 暫 


» H 募 不明 
Inhabitants In Green Noa1 区 7 ズー シン ラン 


生活 を 踏み に じ し ら れ た 
コロ ニー の 住民 た ち 


サイ ド 7 に ある グリ ー ン ・ ノ ア 1 は 、 民間 人 が 暮らす 
居住 用 の スペ ー ス ・ コ ロニ ー と し て 運用 され て いた 
だ が 、U.C.0087.03.02、 ガ ンダ ム Mk-II の 強 奏 を 
目指 す エッ ー ゴ の 届 撃 を 受け 、 コ ロニ ー は た ち ま ち 戦 
場 と 化し て し まっ た の で ある 。 グリ ー ン ・ ノ ア 1 に 暮 ら 
す 居 住 者 た ち は 、 不幸 に も こう し た 襲撃 に よっ て 日 
常 生活 を 破壊 され た の だ っ た 

メ ズ ー ン ・ メ ックス 、 ラン パン ・ ス クワ ー ム は 、 グリ ー 
ン ・ ノ ア 1 に ある ハイ スク ー ル の 学生 で あっ た , た 
り は 空手 部 に 所 属し て お り 、 メメ ー ン が 主将 、 ラン バ 
将 と し て 日 々 錯 針 を 重ね て いた の で ある 
は カミ ー ユ ・ ピ ダン が 在 額 し て いた が 、 部 活 を サ 
ポ っ て テン プ テ ーション の 見 学 に 行く な ど 、 才 能 が あ 
りな が ら も 不 真 面目 な 態度 を 見 せる 彼 に 手 を 焼い て 
いた の で ある 。 そん な カミ ー ユ が エゥーゴ の MS パイ 
ロッ ト と し て 戦乱 に 参加 する と は 、 ふ たり は 思い も し な 


ノア 1 で の 本 
その 平和 0 を 


NN CNY A 


トーINN CC A 


put nevew 


NE D2 siE 1 bh 


伝統 的 な 武術 は 、 人 々 
宙 世 紀 に な っ て も 継承 され て きた 。 心身 


ハイ スク ー 


多数 の 生徒 ( 主 に 男子 ) が 
た の で ある 。 メー ン や ラン バン を 中 
は 熱気 に 満ち 溢れ 、 内 容 も 板 割り を 実践 する 
部 員 た ちの 多く は メ ズ ー ン 
ふた り に 反発 する か 
エゥーゴ 柚 撃 以降 の 
以前 の よう に 部 活動 に 打ち 
は 間違い な い 


は 反り が 合わ な か 
彼ら の 動向 は 不明 た 
で 生活 が で き な ぐ 


て 、 道場 へ と 
事情 で 道場 
を 理由 に 通 場 5 


た め に 、 家族 全員 が ティ ター 
その 後 の 夫 妻 の 
の 対決 容 勢 を 鮮明 


て いて も 不 思 


グリ ー シ ・ ノ ア 1 は 、U.C.0078.05 に 移住 が 開始 さ 
れ た 新 異 コロ ニー で あり 、 非 常に 活気 に 満ち た 場所 と MORE INFO! 
5 れ て いた 。 カミ ー ユ や ファ が 通っ て いた ハイ ス テン プ テ ー シ ョ ン で の 避難 
クー ル も 賑やか な 空気 に 満ち て お り 、 生 徒 た ち が 何不 ド こ 2 
自由 な く 暮 らし て いた こと が 瑞 え る 。 戦い と は 無 緑 の 租 Se に 
青春 を 送っ て いた 彼ら で あっ た が 、 ティ ター ンズ と 
『 突 に よっ て 生活 が 一 変 。 その 後 、 近 肌 コ 
ある グリ ー ン ・ ィ タ ー ン ズ の 手 に よ 


ン 1 を は じ \ 
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PROFILE 


マリ ア ・ ビ ァ ・ ア ー モ ニア 


Maria Pure Armonia 


母系 社会 の 実現 を 唱え た 
ザン スカ ー ル 帝国 の 女王 


0150 頃 の 宇宙 戦国 時 代 
帝国 は 


野心 人 た ち に 
利用 きれ た 
心 人 し き 女 性 


J.C.0140 年 
急速 


関連 ファ イル 


2 し 2 結 ーー 


子 は 母 よ り 生 まれ 
マリ り ア の 下 へ 集い 、 人 遊べ! 


国 の 女王 と 
ぇ 、 実 質 的 な 権力 を 持た な 
し か た 。 若い 頃 に 生ん だ 嫌 シ 
手放さ ざる を 得 な か っ た の も 、 彼女 が 自分 と 同じ よう 
政治 的 に 利用 され る こと を 遊 けた 苦 洗 の 決断 だ っ た 
ザン スカ ー ル 戦争 の 中 で 、 マ リア は 無力 感 に 荷 ま れ て 
た の で ある 。 し か し 、 戦争 は マリ ア を さら に 翻弄 ( 
クティ と の 再会 を も た ら す 。 し か し 、 マ リア は 娘 を 巻き 込 
に 一 方 で 、 シ ャ クティ を 案じ る ウッ ソ ・ エ ヴィ 
ウッ ソン に 可能 性 を 感じ 、 何 も で き な い E 
ャ クティ を 託し た の で ある 

だ が 、 マ リア の 望み と < ティ た ち は 戦 
争 に 深く 関わ っ て いっ た リア は 、 カ ガ チ の エ 
ェ ル ・ ハ イロ ゥ が 、 委 | を 止め よう と する 自分 の 祈り を 
利用 し て 人 類 を 死 の 眠り に 導く 代物 だ っ た こ 
そし て 、 エ ンジ ェ ル ・ ハ イロ ゥ を 巡る 戦争 終盤 
で 、 反 乱 を 起こ し た タシロ ・ ヴ ァ ゴ に 囚われ 
争い の 元凶 と な っ た 自分 と 大 人 た ちの 愚行 を 省 み て 悲 
嘆 す る 。 その 未 に マリ ア が 選ん だ の は 、 ウ ッ ソ ら 子 供 た 
ち に 未来 を 託す こと だ っ た 。 祈り の 力 で 彼 を 導 
ア は 、 我 が 身 を 差し 出し て 争い の 元 を 断つ こと を ウ 

に 促し 、 逆 上 し た タシロ の 凶 強 に 倒れ る 。 マリ ア は 幸 
争 の 中 で 利用 され 続け な が ら も 、 最 期 に は その 命 を 投 
げ 出 し て 噴 罪 を 果たし た の だ っ た 


生還 工 】 デン スクー か に お り z 
名 目 上 と は いえ ザン スカ ー ル 帝国 の 指導 者 だ っ た マ 
リア は 、 ペ スパ の 宣 事 作戦 に 関し て も 報告 を 受 
た 。 し か し 、 そ れ ら の 情報 は あく まで 断片 的 な も の に 過 
ぎ ず 、 地球 クリ ー ン 作戦 や エン ジェ ル ・ ハ イロ っ の 真 
実 を 知る こと は で き な か っ た 。 それ で も 、 ギ ロ チ 
麗 怖 政治 を 王 く ザン スカ ー ル 帝国 の 体制 に は 危 恨 を 
ノ ら リガ ・ ミ リティ ア の メン バー が ペ ス パ の 捕虜 
に 際 に は , 密か に 脱出 の 手助け を し て いる ,. 
エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ の 完成 後 は 、 キ ー・ ル 
入っ て 祈り を 捧げ 、 文 字 通り 稼働 の た め の 鍵 と な 
た 。 し か し 、 攻 防 戦 の 最 中 に カ ガ チ に 対し て 反乱 を 起こ 
た タシロ の 人 人質 と な り 、 タ シロ 無 隊 の 旗 租 シュ パッ テ 
ン に 収容 され る 。 その 後 、 祈 り に よっ て ウッ ソ ら 子供 た 
ち を 呼び 寄せ 、 タ シロ 艇 隊 嘩 減 の 尽 樹 か り を 作っ た が 
平 角 を 失っ た タシロ に 撃ち 科 さ れ て し ま 


カ | 
は 超常 能力 を 持っ て いた と され 、「 思 芯 の 備 
ば れる 儀式 で 民衆 に 治 衛 の 交 誌 を 示し て いた 。 一 
方 で 、 こ れ は ガチ 党 が 用 意 し た サク ラ に よる 演技 だ っ た 
と も 言わ れ 、 真 謝 は 明 : な か し 、 エ 
イロ ッ 攻 防戦 で は マリ ア の 呼び か け を ウッ ソ が 明確 | 
知覚 し 、 ほ か の 子供 た ち も 「 声 ] を 聞い て いた こと か ら 
何かしら の 能力 を 有 し て いた の は 確か と 言え る 


MORE INFO! 女王 の 近衛 隊 


機動 戦士 V ガ 


_V | 02 mm 


ザン スカ ー ル 帝国 軍 の 人 々 ま 。=。 


Zanscare Force 揚 騙 中 折 搬 (アマ ル テ ア 下 の 直下 


ザン スカ ー ル 帝国 軍 に 集 っ た 
様々 な 出自 の 将兵 た ち 


カー ル 帝 国 が 勢 


宙 戦 


る 了 アマル テア 級 の 艦長 人 アマ ル テ ア 級 の 乗員 


SS 


スク イー ド 1 の 医師 


ゴ カ 


で 情報 収集 


MORE INFO! 女王 に 仕え る 者 た ち 


し 事 
た 間 内 
| 


で いい 
作業 着 を 渡 
か と 誘わ れ た が 、 訳 が わか と 
ラ が 仕掛 けた 爆弾 の 糧 発 ( 


ハイ ル ・ ザ ンス カー ル ( ザ 


吐き な が ら 息 絶え た 
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Harry Ord 虹 


ディ アナ と キ エ ル に 尽く し 
地球 へ の 帰 思 を 支え た 兵士 


月 の 女王 ディ アナ ・ ソ レル の 行動 に 常に 目 を 配り 
何 か ア クシ デン ト が あれ ば その 身 を 括 し て 彼女 を 守 
る 。 それ が ディ アナ の 警護 役 と し て 結成 され た ディ 
アナ 親衛 隊 の 役目 で あっ た 。 その 親衛 隊 の 隊長 
と し て 地球 へ と 降下 し 、 女 王 が 進め た 地球 帰 通 
計画 を 実現 し よう と 弄 走 し た 人 物 が 、 ハリ ー・ オ ー 
ド で ある 。 彼 は ふた り の "女王" の 存在 に 戸惑い 
な が ら も 、 その 任 を 全う し た の だ っ た 
ディ アナ ・ カ ウン ター の 第 一 次 帰 週 
行 し 、 護衛 
MS 戦力 を 手 に 入れ た 地球 側 と の 入 
植 交渉 は 上 手 く 進ま な か っ た が 、 ハ リー は ディ / 
アナ の 意思 に 従い SW/ 


な か っ た の で ある 。 だ が 、 入 植 活 動 の 中 で 
ハリ ー は 女王 の ある 異変 に 気付 く 。 彼女 の 
発言 や 立ち 居 振 る 舞い の ぎ こ ち な さ に ハ 
リー は 不審 感 を 覚え た の で ある , 


ht < よ 
CWA Sy 


人 光 革 の 入 相 Nb 


EEE iR 


非常 に クー ル な 性 格 で あり 、 敵 だ け で な く 味方 の 前 で も 
可 情 を 名 わ に する こと は 策 で あっ た ャ 
ス を か け て いる の も 、 擬 か な 動揺 すら 

見 5 れ 、 その 凍 底 振り が 豆 え る 


MRC-F20 
スモ ーー 「ー ル ド タ イブ ) 


味方 すら 歌い た 。 そ 
埋 札 は 考 較 計 構 が 長 誠 化 
A 2 て も 変わ ら な か っ た 


ハリ ー の 予想 通り 、 デ ィ ア ナ は 地球 の 民間 人 で あ 
た キ エ ル ・ ハ イム と 入れ 和 替わっ て いた 。 だ が 、 そ の 入れ 
替わり が 明らか て し まえ ば さら な る 混乱 は 確実 で 
あり 、 デ ィ ア ナ の 望む 地球 へ の 帰還 は より 困難 に な る 
と ハリ ー は 考え た 。 その た め 、 彼 は 単独 で 地球 側 (ミリ 
入 し 、 キ エル と し て 行動 し て いた ディ アナ と 接 
" ナ ・ カ ウン ター の 旗艦 で ある ソレ イ ユ 
その 途中 で 彼女 の 身柄 は 月 
派 に 押さ えら れ 、 月 へ と 強 


制 的 に 帰 選 させ られ た の 
ハリ ー は ディ アナ を 救出 する べく ャ が 掘り 起こ 
し た 宇宙 戦艦 ウィ ル ゲ ム に 同乗 し 、 月 へ と 上 陸 
は 闘争 本 能 に 目覚 め た ギン ガ ナ ム 艦隊 、 そ し て 月 の 主 
財 権 を 所 ろう と する アグ リッ パ が ディ アナ に 反旗 を 処し 
た た め 、 ハリ ー は ミリ シャ と 結託 し て 彼ら と の 交戦 に 臨ん 
だ 。 ギン ガ ナ ム 艦隊 の 地球 降下 に より 再び 戦場 が 北 
アメ リア 大 陸 に 移っ て か ら も 、 ハリ ー は ミリ シャ と 連携 し 
つつ 、 女王 ディ アナ を 守る べく 尽力 し た 
の 結果 、 ギ ン ガ ナム 編隊 は ミリ シャ に 罰 科 され 、 月 と 
地球 の 和平 も 成立 。 一 ディ アナ は 地球 で の 穏 や 
らし を 希望 し 、 女 王 の 座 を 密か に 退く の だ っ た 。 だ 
が 、 ハ リー に 『 な く な っ た わけ で は な か っ た 。 キ エ ル 
て 月 の 女 た め 、 彼 は そ 
まで 通り 彼女 を 支え て いる の で ある 


足跡 maTION 


ディ アナ と 入れ 替わっ て 月 の 女王 と な っ た キ エ ル に 
ハリ ー は 文句 C ず 従っ た ) 理 由 は 、 正 体 
を 悟ら れ ぬ よ ン ィ ス の 習性 や 文化 を 学習 し 
抑 命 に ディ アナ と し て 振る 

取っ た か ら で あ る 。 サン ペル ト 
その 正体 に 気付 いた ハリ ー 
驚嘆 し 、 尊 郊 の 
ハリ ー は キ エ ル か な り 、 彼 自身 
も キ エ ル に 基 か れ て いく 。 それ で も 彼 は 女王 と 親衛 隊 
長 と いう 主従 関係 を 優先 し 、 ディ アナ を 字 る た 


の 建国 宣言 中 止 を 機 ! 
た が 、 彼 女 の 努 力 に 
戦い の 中 で 


の で ある の を 自覚 させ た 。 戦後 、 キ エル が ディ アナ 
し て の 道 を 選ん だ こと は 、 ディアナ と キ エ ル を 同等 
想う ハリ ー に と っ て 最良 の 結果 で あっ た と 言え る , 


較 記 計上 に し て の 優れ た 能力 。 | 


タイ プ の スモ ー を 操る ハリ ー は 、 そ の 操縦 技 
術 に お いて ムー ン レ ィ ス の 中 で も トッ プク ラス で あっ た と 
言え る 。 事実 、 ギ ン ガ ナム 艦隊 の マヒ ロー 隊 と 互角 の 
戦い を 繰り 広げ た だ け で な く 、 ギ ム ・ ギ ン ガ ナム が 搭乗 
し た ター ン X に も 肉薄 する な ど 、 親 衛 隊長 に 相応 し い 
能力 を 持っ て いた 。 その 能力 を 、 ハ リー は ディ アナ の 守 
で ある 


コ ゴー) 


MORE INFO! 


大 隊 級 の 出 食 で 、 当 初 は ギン ガ ナ 
言わ れる 。 だ が 、 試 門 を 司る 者 と 
高い 彼ら と 反り が 合わ ず 、 天 隊 を 表記 


ギン ガ ナ ム 艦隊 と の 関係 


ギ ム ギンガ ナム 
月 の 説 門 - ギ ン ガ ナ ム 宮 の 当主 
で 全 握 し た 
ター ン X の 租 力 に 緒 を 記 れ 、 無 
湊 別 な 本 壊 行 旋 に 手 を 多め て 


ガ ナ ム は 折り 合い が 
抗 を 始め る と 、 ハリ 


a tx 7 の -14 
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イン ダレ ッ サ ミリ シャ の 人 4① 宇 


People of Ingressa Militia 


イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ を 率い た 
グエン の 信頼 厚 き 軍人 た ち 


正 礎 2345 年 、 アメ リア 大 陸 イ ング レッ サ 領 主 の 
孫 グ ェ ン ・ イン フォ ー ド は 、 ガ リア 大 陵 か 
ら の 侵攻 に 備え て 事 隊 の 近代 化 と 増強 を 進め て い 
た 。 だ が 、 そ の 実体 は 地球 へ の 帰 馬 を 目指 す ムー ン 
レイス に 対抗 する た め の 組織 だ っ た 。 そし て 、 グ エン 
の 側近 と し て その 還 組 織 一 一 イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ 
を 指揮 し た の が 、 ミ ハエ ル ・ ゲ ルン と ヤー ニニ ・ オ ピュ 
ス の ふた り で ある 。 

ミハエル は イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ の 司令 官 と し て 組 
締 全 体 の 指揮 を 担い 、 ヤー ニ は ミハエル を 補佐 し て 
実戦 部 隊 を 率い た 人 物 だ っ た 。 共に イン グレ ッ サ ・ 
ミリ シャ の 中 心 的 な 存在 と し て 組織 を 支え 、 デ ィ 
アナ ・ カ ウン ター と の 武力 衝突 の 矢面 に 立っ た 。 
し か し 、 グ エン は ミリ シャ を 交渉 の カー ド と し か 見 
て いな か っ た 。 その 状況 の 中 で 、 自 分 た ちの 
住 夕 を 守 ろ うと する ふた り の 意気 は 、 混乱 に 拍 
車 を 掛け る 一 因 と な っ て いっ た の だ っ た 。 
グエン と 共に イン グレ ッ 

ミリ シャ の パレ ー ド に 


め 只 する ミハエル 。 イ ン 詳 
クレ ラサ 領 の 実質 前 な 
者 で ある ウェン も 症 


や \・ そ H> ん A 


パレード の 重 列 を 素 い 
共 礼 の 号 信 納 ける ヤー 

ミハエル の 信任 を 
リ 、 斉 生 打 詞 の とり 
ん て ディ アナ ・ カ ウン ター 
と の 臣 力 大 実 の 押 一 引 


ミハエル ・ ゲ ルン 


ミハエル は ムー ン レ ィ ス の 地球 帰還 が 始ま っ た 正 暦 
2345 年 以前 か ら 、 イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ の 整備 に 携わっ 
て きた 人 物 で ある 。 だ が 、 あ くま で 交渉 を 優先 する グエン 
の 姿勢 に 内 心 で 不満 を 抱い て お り 、 抑 断 で ソレ イ ユ を 
攻撃 し て ディ アナ ・ カ ウン ター に ノッ クス 攻撃 の 口実 を 与 
えて し まう 。 それ に よっ て イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ が 崩壊 し 
た の ち も 、 ミ ハエ ル は ル ジ ャ ー ナ ・ ミ リ シ ャ に 合 渡し て 抵 
抗 を 続け 、 再 起 を 図っ た グエン と 共に ウィ ル ゲ ム で 月 に 
向かう こと に な る 。 その 途上 、 慣 れ な い 宇 宙 の 環境 と 手 
甘 の 念 か ら 天 乱 を 起こ す が 、 妻 子 の 下 に 戻る こと を 励み 
に 気 を 取り 直す 。 そし て 、 ギ ム ・ ギ ン ガ ナ ム と 手 を 組ん で 
地球 の 文明 開化 を 目論ん だ グエン に 従っ た ミハエル だ っ 
た が 、 最 後 の 潜 いで 破壊 を 楽し p ギ ン ガ ナ ム を 前 に し て 
も な お 野 旋 を 捨て な い グ エン を 見 限る の だ っ た 。 


イン クレ ッ サー ミリ シャ の 痢 下 た 
ち を 音 に 作 起 を 表明 する ミ ハ エ 
ル 。 グ ェ ン か ら ミリ シャ の 王 用 を 

EEE た, 


ヤー ニ ・ オ ピュ ス 


ミハエル の 腹心 と し て イン グレ ッ サ ・ ャ を 率い た 
ヤー ニ は 、 地 球 に 降下 し た ディ アナ ・ カ ウン ター と の 衝 
突 に お いて 戦闘 指揮 を 執っ た 。 ムー ン レ ィ ス を 得体 の 知 
れ な い 宇 宙 人 と 功 視 し て 抗戦 の 先頭 に 立ち 、 ミハエル 
の 発案 に よる ディ アナ ・ ソ レル の 捕縛 を 指揮 し た こと も 
あっ た 。 イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ 前 壌 後 も ミハエル と 行動 を 
共に し て お り 、 酒場 の 親父 を 装っ て ディ アナ ・ カ ウン ター 
の 建国 宣言 の 式典 に 潜入 し 、 そ の 妨害 を 図っ た 。 し か し 、 
ウィ ル ゲ ム で 宇宙 に 上 が っ た 際 に は 、 酔っ た 勢い で 酒樽 
に 入っ て 地球 に 帰ろ うと し た 挙句 、 坂 乱 を 起こ し た ミ ハ エ 
ル に 同調 。 ボル ジャ ー ノ ン で 宇宙 に 飛び 出し た こと も あっ 
た 。 それ で も 、 最 後 まで 主人 で ある グエン と ミハエル に 付 
き 従 っ た ヤー ニ で あっ た が 、 ミ ハエ ル と 同じ く 結 局 は グ エ 
ン に 見 切り を つけ て ウィ ル ゲ ム を 降り た の で ある 。 


ディ アナ ・ カ ウン ター 交 王 の 時 
竹 権 竹 を 囚 る ヤー ニ 。 初め て 見 
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地球 の 民間 人 


Citizen in U.C. 


戦乱 の 続く 地球 で 
生き 延び る 道 を 模索 し た 人 々 


誤解 を 恐れ ず に 言う な ら ば 「 お よそ 戦争 と は 陣 取 
り リ 合戦 で ある 」 と 定義 で きる 。 ある 地域 の 支配 権 を 
巡り 、 国家 や それ に 準じ る 集団 が 行う 武力 衝突 が 戦 
争 で あり 、 こ れ は 古来 か ら 変わ ら な い 。 し か し 机上 の 
シミ ュ レ ーション な ら ま だ し も 、 実 際 に は 標的 と され た 
地域 は 戦争 に 無関係 な 人 々 の 生活 の 場 で ある こと 
が ほとん ど で 、 戦争 の 勃発 は その 地 で 暮らす 人 々 に 
不幸 を も た ら す 。 それ まで の 生活 を 壊さ れ 、 土 地 を 追 
われ た 人 々 は 、 戦争 終結 まで 静か に 耐え る し か な い 。 
これ も また 古来 か ら 変 わら な い 事実 で ある 。 宇宙 世 
紀 に お いて 地球 連邦 と ジオ ン 公 国 と の 間 で 勃発 し た 
一 年 幸 争 で も 、 多 く の 民 間 人 が 故郷 を 追わ れ 、 その 
日 その 日 を 細々 と 生き 挟 く 生活 を 余儀 な くさ れ た 。 特 
に 地上 に 暮らす 人 々 は コロ ニー 落と し の 戦 宰 に 続い 
て 公国 軍 の 占領 政策 下 に 置か れ 、 苦 し い 生活 を 余 
備 な くさ れ て いる 。 宇宙 世紀 に な っ た と は いえ 、 戦 争 
が も た ら す 酸 劇 は 変わ らち な い の で ある 。 


本 中 に 者 き 込 まれ た 人 々 


は 生き 氷 ら 13 
前 し つつ も 音 し い 生 活 べ 交 


CHAKACTER 
財 、 


人 る カマ リア ・ レ イ 


ボラ ンティア 


人 ム コミ リー の 母親 


押 民 キャ ンプ で ま ら 
す 人 々 は 、 お 言い に 
動け 合っ て 苦し い 生 | 
話 を 去 え 合い な が ら 、 
理 の 許 結 を 持ち 
にし で いた 。 


故 卿 の 近く に 設立 され た 難民 キャ ンプ で ボラ ンティア 
活動 を し て いた カマ リア ・ レ イ は 、 その 地 を 訪れ た 息子 ア 
ムロ ・ レ イ と 再会 を 果たし た 。 父 級 に 引き 取ら れ 、 幼 い 
頃 に 宇宙 に 向かっ た アム ロ と の 、 思 い 掛 け な い 再会 に 
カマ リア は 人 目 を は ば か る こと な く 喜 ん だ 。 し か し 最愛 の 
息子 が 軍 に 属し て いる と いう 事実 が カマ リア を 苦し ませ 
る 。 戦争 が も た ら すず 悲劇 を 離 民 キャ ンプ で 嫌 と いう ほど 目 
に し た カマ リア に は 、 ア ムロ が 戦争 に 加担 し て いる 事実 
を 受け 入れ られ な か っ た の だ 。 彼女 に と っ て の アム ロロ は 
別れ た 時 と 同じ 、 穏 や か で 心 優し い 少年 だ っ た の で ある 。 


アム ロ と の 再会 を 講 ぶ カッ マ リア. 


彼女 に と 


アム ロ が 理 欠 に 加 揚 し て いる と 
知っ た カマ リア は 息子 を 測 し く 
綱 列 。 生き 性 び る た め に は や 
を 得 な か っ た と 言う 
情 も 芽 に 入ら な か っ た 


ホワ イト ペー ス の 半 算 休 息 を 利用 し て 故郷 を 訪れ た ア 環 民 キャ ンプ で 働く カマ リ 
ムロ が 、 初 め て 出会っ た の が コミ リー の 母 で ある 。 コミ リー i 
と アム ロ は 幼なじみ で 、 ア ムロ が コロ ニー に 移住 する ま PT 


で は よく 遊ん で いた 。 母親 は そん な ふた り の 姿 を よく 目 に 
し て いた だ け に 、 成 長 し た アム ロロ の 素性 に すぐ 気付 く と 
カマ リア の 働き 先 を 教え て いる 。 戦乱 で コミ リー を 失っ た 
彼女 は 、 久 し 振り に 再会 し た アム ロ を 候 子 の よう に 感じ 
た の か も し れ な い 。 た と え 連 邦 軍 の 制服 を 身 に 着け て い 
た と し て も 、 アム ロ の 姿 は 懐か し い 愛 娘 を 思い 出す きっ か 
け と な り 、 それ を 彼女 は 喜ん だ の だ ろう 


難民 キャ ンプ で その 日 暮らし を 送る 人 々 に と っ て 、 ア ム 
口 の 出現 は 騒乱 の も と で し か な か っ た 。 難民 キャ ンプ の あ 

る 地域 は 連邦 軍 と 公国 軍 の 緩衝 地帯 に あり 、 事 ある ご MORE 1 
と に 公国 軍兵 に よる 臨検 が 行わ れ た た めで ある 。 そん な INFO! 


場所 で 連邦 軍 の 制服 を 着 た アム ロ が ウロ ウロ し て いた ら た 
だ だ i i AE に 今 も 措 き 付い て し だ 。 支間 先 で 父親 に 
どう な る か 。 自分 た ち が 痛 くも な い 腹 を 探 ら れる に 違い な を 3| の れる アム ロ の 頒 に カマ リア は ロロ づけ を し 、 表 しげ 
い そん な 不安 が 人 々 の 間 に : な 色 を 障 に 浮か べ な が ら 送 り 出 それ が 、 ア ム ( 
も カマ リア の 機転 で 難 を 逃れ た か に 思わ れ た 。 し か し 突 ロ が 覚え て いる 母親 の 変 で ある 。 それ 以来 、 宇 宙 で 


と ほす る よう に な っ た アム ロ は 、 折 に 触れ て 氏 と の 思 
然 の 臨検 に 追い 込ま れ た アム ロ が 早まっ た 行動 に 出 て し ed た こ a eos 


まい 、 人 々 の 不安 は 現実 の も の と な っ て し まっ た の だ っ た . る も の で あり 、 現実 の カマ リア は 別人 の よう だ っ た 


la・ ッ ンタ イメ 


機動 戦士 ガン ダム 


Lalah Sun ZEON 
感情 の 狭間 で 苦悩 し た ゃ ゞ 
ニュ ー タ イプ の 少女 


ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン が 提唱 し た 人 類 の 革 新 
ニュ ー タ イブ ーー 他 者 と 放 解 な くわ か り 合え る と いう 
その 思想 は 、 宇 宙 に 進出 し た 人 類 の 理想 で も あ - 
それ が 決し て 幸福 だ け で は な いこ と を 、 ラ 
と いう 少女 の 短い 人 生 は 物語 っ て いる 
ー タ イプ だ っ た が ゆえ に 苦悩 し 、 悲し い 運 
命 を 辿っ て し まう の で 


ララ ァ は 一 年 戦争 期 に ジオ ン 公 国軍 に 身 を 置い て 
いた 少女 で 、 その 出生 は 諸説 ある が 、 一 週間 戦争 で [ 
両親 を 失い 戦災 殆 児 と な と っ た と ころ を シャ ア ・ ア ズ ナ 
ブル に 拾わ れ た と 言わ れ て いる 。 ニュ ー タ イプ の 資質 


を シャ ア に 見 出さ れ て フラ ナガ ン 機 関 に 送り 込ま れ た 
ララ ァ は 、「 フ ラナ ガン 機関 の 秘蔵 っ 子 ] と 呼ば れる 
ほど の 能力 を 示し た 。 そし て 、 ジ オン 公国 軍 の 突撃 機 


動 宣 独立 第 300 戦 隊 に 所 属し た ララ ァ は 、 シ ャ ア の 
下 で 彼 の た め に 戦 お うと する 。 し か し 、 ア ムロ ・ レ イ と 
の 出会い が 、 ラ ラ ァ の 運命 を 弄ぶ こと に な る の だ っ た 。 


“NN~ へ ーー ト hIS 下 捧 押 男 < 
きき QE A 
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人 は 変わ っ て で いく も わ 。 
私 た ちと 同じ よう に …… 


機関 で 育成 
ん な 中 


受け な が ら 5 実戦 の 機 


前 述 の 2 回 の 
た U.C.00 
ピット! 


ュー タイ プ 


能力 を 有 し て お り 
高 の ニ ュー タイ プ ・ パ イ 
攻撃 の 際 
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地球 連邦 軍 の 将 官 時 = 


Ofcers in E.ES.E 


ィ アン ム ). 裏 工作 (エル ラン ) | EF.S.F. 


公国 軍 と の 戦乱 の 33 4 
矢 画 に 立っ た 将 官 と その 実情 9 
地球 連邦 軍 と いえ ば 一 枚 岩 と 思わ れ が ち だ が 、 ン 
実際 に は 軍 内 に いく つも の 派閥 が 形成 され 、 そ れ ぞ 
れ が 素 制 し 合い な が ら 軍 を 地 引 し て いた と いう の が A 


真相 で ある 。 その 顕著 な 例 と し て 、 レ ビル を 中 心 と す 
る 一 派 と それ 以外 の 派閥 の 対立 を 挙げ る こと が で き 
る 。 一 年 戦争 緒戦 (一 週間 戦争 ) で 大 敗 を 喫し 、 公 
国軍 の 捕虜 と な っ た レビ ル は 、 そ の まま 歴史 の 開 に 
誠 を 消す か と 思わ れ た 。 と ころ が 奇跡 的 な 脱出 劇 の 
果て に 軍 に 復帰 。 し か も 公国 軍 の 実情 を 暴き 、 失 
意 の 連邦 軍兵 の 士気 を 上 げ る 名 演説 を 行う な ど し て 
失態 を 挽回 。 これ に より 連邦 軍 は レビ ル の 名 の 下 に 
反攻 作戦 を 開始 し た の だ が 、 他 の 派閥 の 笠 官 は レ 
ビル 派 の 権力 拡大 を 危険 視 し 、 彼 の 追い 落と し を 図 
る よう に な っ た の で ある 。 も ちろ ん 表立っ て の 反抗 は 
軍規 の 乱れ が 生じ る た め 、 表 面 上 、 連 邦 軍 は 一 丸 
と な っ て 行動 し て いる 。 し か し 組織 の 内 奥 で は 、 様々 
な 権 護 術 数 が 渦巻 いて いた の だ っ た 。 


居 力 争い も 、 こ の 差 乱 と も 
の 竹 の 再編 制 ゲ 一 因 に 
っ た も の と 思わ れる 。 


に LLES 1 11 
LT N 


の ダレ ビル だ 

し 居間 の 的 

人 事 に 綺 得 せ ず 、 太 面 
下 で の 工作 活動 が 間 結 
きれ た 


で 


た か は 不明 だ が 。 心情 的 
に は 反 レ ビル 派 で あっ た こと は 間違い な い 。 オデ ッ サ 作戦 で 
は レビ ル の 副官 で あり な が 
と ころ に 、 徒 の 反抗 心 を 垣間見 る こと が で きる , 


レー 二 革 上 間 矢 。 関連 ファ イル 
電導 が 一 年 に 
投入 し た 陵 圭 艇 。 ホバー 推 
開 に よる 高い 直 彼 性 を 有 し 


UC の 共 折 
百 争 靖 の 世界 


pr 
も 優れ て いる 」 


マゼラン 紋 戦艦 タイ タン 
地理 防 条 軍 が 一 年 吉久 


地 半 直人 邦 定 の 大 区 。 一 年 
幅 多 引 畔 で 公国 軍 の 裕 者 と 


U.C.0079.11.07、 公 国軍 に 対す る 連邦 定 の 一 大 
反攻 作戦 が 開始 され た 。 世に 言う 「 オ デ ッ サ 作 載 ] で あ 
る 。 レビ ル を 最高 司令 官 に 据え 、 大 量 の 地上 戦力 を 投 
入 し た この 戦闘 に は 多数 の 将兵 も 参加 し 、 ま さ に 以後 
の 江 局 を 左右 する 戦闘 と な っ た (また 、 連 邦 軍 製 MS が 
初め て 参戦 し た の が 本 作戦 と する 向き も ある ほど だ )。 そ 
ん な 重大 な 局面 に お いて 、 レ ビル の 補佐 を 務め た の が 
創 官 の エル ラン で ある 。 と ころ が ふた り の 間 に は 、 周 囲 
か ら は 想像 の つか な い ほ どの 深い 溝 が あっ た 。 ホワ イト 
ペー ス を ニュ ー タ イプ 部 隊 と 見 な し 、 前 例 を 無 提 し た 多 
大 な 支援 活動 を 強行 し た レビ ル を エル ラン が 疎ん じ た と 
いう の だ 。 レビ ル も エル ラン の 具申 を 聞き 入れ よう と せ 
ず 、 ふた り の 間 の 確 幸 は 静か に 、 し か し 確実 に 増大 し て 
いっ た 。 その 結果 、 エ ル ラン は 連邦 事 人 と し て ある まじ き 
時 挙 に 出 た 。 オデ ッ サ 地 区 を 支配 する 公国 軍 と 内 通し 、 
自軍 情報 を 漏洩 し た の で ある 。 残さ れ た 記録 に よれ ば 、 
エル ラン の スパ イ 行 為 が 事実 で ある か どう か は 判然 と し 
な い 。 し か し ある 時 期 を 境 に し て 、 彼 が 軍 上 層 部 か ら 姿 
を 消し た こと が 、 その 行為 を 雄弁 に 物語 っ て いる 。 


補 向 き は し ビル の 宅 実 な 逢 容 と 
LEMIRE 

地主 に 人 
人 介する こと 6 に 
者 L て いた よう だ 。 


し か し レビ ル と の 才 執 が 寄る 
に Ni 上 を 上 了 す る 


一 週間 戦争 に お いて 、 そ れ ま で 強大 な 宇宙 能 隊 戦 
を 誇っ て いた 連邦 軍 は 、 公 国軍 の 「 コ ロニ ー 落 と し 
を 阻止 する こと が で き な か っ た 。 その 要因 は いく つか あ 
る が 、 戦 術 的 に は 「 ミ ノ フ スキ ー 尊 子 散布 下 の 目 視 戦 
賠 に 関す る 戦 剛 理論 が 確立 し て いな か っ た こと 」、 さら に 
「 公 国軍 が 実戦 投入 し た 大 型 人 型 兵器 (MS) の 対応 
策 が 事前 に 考慮 され な か っ た こと 」 が 挙げ られ る 。 と は い 
え 、 い くら 理由 を 挙げ つら っ た と ころ で 敗北 と いう 事実 を 
本 せる は ず も な い 。 この 戦闘 で 艇 隊 指 揮 を 託さ れ た ティ 
アン ム に と っ て 、 圧倒 的 に 有利 と 目 さ れ た 昔 騰 で の 敗北 
! は 、 宇 宙 船 乗り と し て の プラ イド を ひど く 傷つけ る も の だ っ 
た に 違い な い 。 「 あ の 巨人 ども を 、 我 が 軍 も 伺っ て いれ 
ば な …」 敗走 を 余 備 な くさ れ た 旗 絡 の 中 で 、 テ ィ ア ン 
ム は 座 に 言う で も な く 咳 いた と され る 。 それ ほど 彼 の 無念 
は 強く 、 再 戦 に 叔 け る 意志 は 固かっ た の だ ろう 。 一 年 戦 
争 終 盤 、 宇 宙 に お ける 反攻 作戦 の 一 環 と し て 実施 され 
た 公国 軍 宇 宙 要 寄 ソ ロモ ン 攻略 戦 に 参戦 し た ティ アン IMORE INFOI スバ イ 役 、 ジュ ダッ ク 
ム は 、 連 孝 軍 の 量産 MS 部 隊 (ジム と ポール) を 引き 軍 アラ ン の Ez っ て fav 
れ 、 か つて の 当 故 を 果たす べく 畜 起 し た の で ある 。 部 下 ジュ ダッ ク だ 。 ジ 


クス テム の 展 還 を 還 始 。 ン ロ モ 還 
の 臣 の 入る を 折 よ し て い s、 較 
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ナミ カー・ コ ー ネ ル ング 


ロー レン ・ ナ カモ ト 


Namicar Cornel/ Loren Nakamoto 


ニュ ー タ イプ 研 究 へ の 関 合 か ら 、 
戦乱 に 参加 し た ふた り の 研究 者 


地球 連邦 軍 は 、 ア ムロ ・ レ イ ら ニュ ー タ イプ の 存 
在 を 解明 する べく 、 オ ー ク ラン ド や オー ガス タ な ど に 
専門 の 研究 機関 を 設立 し て いた 。 上 層 部 を 中 心 に 
ニュ ー タ イプ を 危険 視 する 意見 が 強かっ た 連邦 軍 で 
あっ た が 、 そ の 能力 自体 の 研究 は 進め られ て いた の 
で ある 。 ナミ カー・ コ ー ネ ル 、 ロ ー レ ン ・ ナ カモ ト と い 
うふ た り の 研究 者 も 、 連 邦 軍 が 運営 し て いた ニ 
タイ プ 研 究 所 に 在籍 し て いた 研究 者 で あ 
し て いた 研究 所 こそ 違う も の の ( 
研究 所 、 ロ ー レ ン は オー ガス タ 研 究 所 )、 ど ちら も 強 
化 人 間 の 開発 と 運用 に 関わ っ て いた の で ある 。 グリ 
プス 戦役 が 始ま り 、 テ ィ タ ー ン ズ が その 勢力 を 強め る 
と 、 研 究 所 は 彼ら の 指 探 下 に 置か れる 。 その 中 で 
両者 と も 強化 人 間 の 監視 役 と し て 戦場 に 向かう こと 


に な っ た の だ っ た | 


DT も Mt. ロサ ミア 
バダ ム の 管理 と その 庫 
且 に 失わ っ た の で ある 


CHARAcrER その 人 格 


ー. ロー レン と も 、 妊 化 人 間 に 対す る 牙 麻 は 共通 し 
て いた 。 強化 人 間 は あく まで 実験 の た め の 道 員 


ミー ロ ・ー キ 人 る 


MAIN MECHANIC ~ MAIN MA 


ムラ サメ 縛 所 で 理 成 され 

ン て い 代 化 人 怖 。 ナミ カー は 
フォ ウー ムラ サメ の イン スト ラ 
クタ ー と し て ムラ サメ 研究 所 
か ら 決 違 され た 。 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


、 み の 用 


世界 を 憎み 破滅 を 狙う た 仮面 の 男 
その 出生 に 隙 され た 秘 審 と は 一 。 


CE.71.01.25 


遅い な …… 私 の 期 が そ 


う 千 げ て いる 


C.E. (コズミック ・ イ ラ ) 71、 前 年 に 起き た 「 血 の パ 
レン タイ ン ] 事件 以降 、 ザ フト と 地球 連合 軍 の 対立 は 
いた 。 プラ ント を 拠点 と する ザフト は 、 そ の 規 
そ 地球 軍 に 大 きく 劣 四肢 を 持つ 機 
動 兵 器 そ モビ ルス ー ツ (MS) を 先立っ て 開発 し た こと で 
戦況 を 優位 に 進め て いた の で ある 。 
モビ ルアー マー (MA) を 主力 と し て 
ブ の 資源 衛星 へ リオ ポリ ス に て 秘密 


プラ ント 本 国 


その 時 代 を 、 今 表 々 が 守ら ね ば な ら な い 。 


地球 軍 が 開発 し た 4 機 の 新型 MS を 奪取 し た 
ルー セ ゼ 隊 は 、 取り 逃がし た 残る 1 機 「 ス トラ イク 」 も 窒 
取 す ヘリ オ ポ ボリ ス か ら 発 進 し た 地球 軍 の 新型 
艦 、 ア ー ク エン ジェ ル を 追撃 する 。 その 途中 、 プ ラン 
ト 本 国 へ と 一 旦 帰 思 し た ラウ は 、 ヘリ オ ポ リ ス で の 作 
戦 と 地球 軍 製 MS の 性 能 を 報告 する た め . 
最高 機関 で ある プラ ント 最高 評議 会 ( 
の 本 、 隊 の メン バー で ある アス ラン が 同行 し て いた が 


画 ne? sg15 


ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ 編 
Case of Raww Le Klueze 


リー ト パ イ ロ ッ ト と 
う 出自 か ら 世 界 を 恨み 


へ リオ ポリ ス 画 域 


スタ ー ト させ て いた 。 これ を いち 早く 察知 し た の が 、 ザ フ 
ト の エリ ー ト 部 隊 ク ルー ゼ 隊 隊長 、 ラ ウ ・ ル ・ ク ルー 
ゼ で あっ た 。 彼 は へ リオ ポリ ス か ら 搬送 され る 前 に 、 地 
球 軍 製 MS の 礁 取 を 画策 。 副官 の フレ デリ ッ ク ・ ア デ 
ス か ら は 、 評 議会 の 許可 を 取る べき と 進言 され た が 
それ で は 楓 を 逃す る と 、 ア デス を 制 し 、 拓 断 で 作戦 を 
遂行 し た の で ある 。 結果 、 ヘリ オ ボ リ ス で 開発 され て い 
た 5 機 の MS の うち 、 4 機 の 奏 取 に 成功 し た の だ っ た 


彼 は アー クエ ンジ ェ ル と の 交戦 に 苦悩 し て いた 。 な ぜ 
な ら 、 ア ー ク エン ジェ ル に て の 幼なじみ 、 キラ ・ ヤ 
マト が 搭乗 し て お り 、 戦場 で 相 ま み える こと に な っ た 
か ら だ 。 その 様子 を 見 た ラウ は 、 プ ラン ト 国 防 委 員 長 
パト リッ ク ・ ザ ラ の 息子 で あり 、 次 世代 を 牽引 する 存 
在 と し て 地位 が 保証 され て いる ア 
ディ ネイ ター の 未来 を 守る べく 、 今 
を 尽く すべ き 一 一 そう 彼 に 説い た 


李 動 加 十 ガ ンダ ム SEED 
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し て や られ まし た な 、 ナチ ュ ラ ル ど も に …… 


アー クエ ンジ ェ ル が 地球 へ 降下 する と 、 ラ ウ は アス は 、 基 地 の 地 下 に 大 量 破壊 兵器 サイ クロ ブス シス テ 
の 追撃 を 任せ 、 あ る 一 大 軍事 作戦 の 準備 ム が 敷設 され て いる の を 知り 、 さ ら に それ が 起動 状態 
を 進め て いた 。「 オ ペレ ーション ・ スピ ト プ ブレイク] と で ある の を 確認 する 。 だ が 、 ク ルー ゼ は 、 基 地 を 製 撃 
呼ば れる その 作戦 は いる 侵攻 部 隊 に その 情報 を 伝え な か っ た 。 結果 
地 (JOSH-A) に 大 部 隊 サイ クロ プス シス テム の 発動 に よっ て 多く の ザフト 兵 
か も 攻 理 目標 は 直前 まで 各 攻 され て い : 地球 て 囲 に 使わ れ た 地球 軍兵 が 秩 牲 と な る 。 ラウ は 
軍 に 大 き な 重 提 作戦 発動 と 共 この 様子 を 見 て 、 何 も 知ら な か っ た か の よう に 上 記 の 
に 地球 へ と 隆 下 し 、JOSH-A 内 部 に 潜入 。 そこ で 彼 違 想 を 述べ る の だ っ た 


CE71.07.12 


さぁ 右 慮 せ ず 来 た ま え 。 始ま り の 場所 へ ! ! 
キラ くん 、 君 に と っ て も ここ は ほ は 生まれ故郷 だ ろ ? 


「 オ ペレ ーション ・ ス ピッ トブ レイ ク 」 に 続き 

ライ バー 奉還 の た め の パ ナマ 攻略 戦 に も 参加 

ウ は 、 そ の 後 プラ ント へ と 帰 加 する 。 プラ ント と 地 R&D] が 存在 し 、 コー ディ ネイ ター で ある キラ ・ ヤ マト 
軍 の 戦乱 は さら に 混迷 を 深め て お り 、 ラク ス ・ ク ライ ン そし て ムウ ・ ラ ・ フ ラガ の 父 ア ル の クロ ー ン で あっ た ラ 
を リー ダー と する クラ イン 派 が ザフト に 反旗 を 社 し 、 地 ウ 本 人 が 出生 し た 場所 で あっ た 。 ラウ を 追っ て メン テ 
球 軍 を 苑 脱 し た アー クエ ンジ ェ ル オー プ ブ の 艦 ル を 訪れ た ムウ と キラ を 、 彼 は メン デル の 施設 内 
に B 隊 を 結成 し た の だ っ た 部 に 誘き 寄せ る 。 ラウ は 、 ふた り の 出生 の 真相 を 明 ら 
点 と し て いた L4 コ ロニ ー に 向かい か に し よう と し た の で ある 


NM F 
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私 に は ある の だ よ 。 この 学 此 で た だ 一 人 、 
すべ て の 人 類 を 義 く 権利 が な ! 


ラウ は メン デル で 、 キ ラ が 数 ある 失敗 作 の 上 で 誕生 難 脱 し た ラウ は 、 世 界 を 終わ ら せ る 最後 の 鍵 と し て 
し た スー パー コー ディ ネイ ター で ある こと 、 そ し て ムウ 核 動力 の 使用 が 可能 と な る ニュ ー ト ロン ジャ マー キャ 
の 父 ア ル の クロ ー ン が 自分 で ある と 実 を ふた り 。 ン セラ ー を 地球 軍 に 提供 。 これ に より 地球 軍 も 杯 ミサ 
に 突き 付け る 。 その 上 で 彼 は 、 数 々 の 副作用 を 抱え る イル の 生産 ・ 配 備 が 可能 と な っ た こと で 、 よ り 戦 争 は 
「 出 来 損 な い 」 の クロ ー ン と し て 、 生命 の 神秘 すら 弄 大 化し て いっ た 。 その 様子 を 見 て 、 ラ ウ は ほ く そ 笑 
人 類 を 鹿 清 する こと を 宣 の だ っ た 。 彼 は ザ フ む 。 だ が 、 世 界 の 破 減 を 食い 止め よう と 、 ア ー ク エン 
ト の た め に 戦っ て いる の で 世界 を 破滅 に 導く ジェ ル ら 独立 部 隊 が 春 走 し て いた 。 その た め 、 ラ ウ は 
こ 戦 乱 を 誘発 させ て し る 。 メン デル か ら プロ ヴィ デン ス で 彼ら の 排除 に 向かっ た の で ある 


CE710927 ーー ee9 
その 果て の 縦 局 だ ! も は や 止め る 術 な ど な い ! Ne ン 
そし て 滅ぶ 、 人 は ! 滅ぶ べく し て な 1!! た へ // 


ザフト と 地球 軍 の 衝突 を 終わ らち せよ うと 、 両 者 の 戦 力 を 持つ "成功 作 " の キラ に 対し 、 その 慈 り や 憎しみ を 
い に 介 入 する 独立 部 隊 。 ラウ は と し て 存 ぶつ け で て だ が ィ ネ イタ ー 
在 感 を 増し て いく 彼ら に 昔 立 ち を 隠せ ず に いた 。 プロ 方 の 存在 を 認め 、 大 切な 人 を 守 
ヴィ デン 撃 し た 彼 は 、 地 球 を 標的 と し た 大 量 破 が 上 回 り 、 ラ ウ は 敗れ 
壊 兵 器 の 発射 まで 時 間 を 策 ぐ べく 、 フ の 発射 まで は 防ぐ こと が 
リー ダム に 乗る キラ と 対 財 する 。 この 世に 出生 し た そ が 、 か つて 部 下 で あっ た 
の 瞬間 か ら "失敗 作 " の 始 印 を 押さ れ 、 多 く の 苦 し み シス も 破壊 され る 。 世界 の 破 減 と いう ラウ の 野望 は 
と 共に 過ごし て きた ラウ は 、 同類 で あり な が ら 全能 の その 最終 局面 に て 漬 え る こと に な っ て し まっ た 
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ラカン ・ ダ カラ ン 


Rakan Dahkaran 


第 一次 ネオ ・ ジ オン 戦争 を 舞台 に 
妊 猛 な 戦意 を 発揮 し た バ パイロット 


U.C.0088.02、 ア クシ ズ は 、 グ リプ ス 圭 役 終結 
後 の 混乱 に 乗じ て 地球 園 の 制圧 に 秒 手 し た 。 その 
失 兵 と な っ た の は 、 サ イド 制圧 艦隊 を 任 さ れ た 高級 
士官 た ち で ある 。 吐 盛 な 江 章 と ハマ ー ン へ の 忠誠 
心 を 特徴 と し た 彼ら の 中 に 、 ラカン ・ ダ カラ ン の 赤 は 
あっ た 。 し か し 、 ラカン の 欠 く な き 開 争 心 は 、 第 一 次 
ネオ ・ ジ オン 戦争 の 進展 に 伴い 予 先 を 変え 、 忠 識 
の 対象 で あっ た は ず の ハマ ー ン に 向く こと に な る の 
で ある 

ラカン は 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 孝 争 に 名 を 残し た 軍 
人 で 、 一 年 埋 争 後に アク シズ へ と 逃れ た ジオ ン 公 国 
宣 残 党 の 出身 だ っ た と され る 。 潜伏 期 に は アク シズ 
の 内 部 抗争 に 関わ っ た と も 言わ れ 、 地球 園 に 帰 運 し 
た の ち は 先 誤 秀 隊 の ひと つ を 率い て サイ ド 1 の アル 
カ デ ィ ア ・ コ ロニ ー を 制圧 し た と い 軍 内 
に 確固 た る 地位 を 筐 いた ラカン は 、 第 一 次 ネオ ・ ジ 
オン 戦争 に 己 の 開 争 本 能 を 発 鑑 させ た の だ っ た 


RAD 
の 内 者 で は ダレ ミー 演 に 
加 李 し . ご の 関心 が 


RELATION: 


MAIN MS ~ MAIN MECHANIC 


内 乱 は ネネ ・ グ 


雷 化 


て し まう 


PERSONAL PROFILE 


敗れ る 


角 の 戦 

ルカ ディ ア 制 圧 戦 で 
モ 4 機 を 撃破 する 

われ て いる 。 また 、10 月 30 日 の ダブ 

搭乗 し て 無 差 別 攻 


tf キト ・ コ バ ヤ シ の ド ・ ダ イ 改 を 撃隊 


ド 横槍 を 受け 、 交 絆 


Te 


面 も 


スペ ー ス ・ ウ ルフ 隊 は 、 ネ オ ・ ジ オン の 内 乱 に お い 


改 を 撃 結 する 埋 果 を 挙げ た 


| と マシ ュ マー の 尚 硫 鐘 に 1 名 ず 


貞 で 2 名 が 輸 死 
こ 工 す る 
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0 本 蛋 え の 栓 5 主 た ち た 


| me D2 se 2h 


スペ ー ス ・ ウ ルフ 隊 


その ほとん ど が 最 死 し た 


ネオ ・ ジ オン 士官 


Officers in Neo Geon 拉 能 重層 折衝 け け う ギュ 基 う MS 舞 間 (アリ アス タナ 


人 アリ アス ・ モ マ 


関連 ファ イル 
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を 理 士 と し て 調 撃 
機 、 自 分 を 取り 戻し た 
の 強 化 人 間 の 実 革 配備 に 本 を 


na 78-16 
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Soldiers of ORB 引 芝 評 人 


中 立 と いう 理念 を 愛し 、 


ユウ ナ に 反発 し た 兵 た ち 

C.E. (コズミック ・ イ ラ ) 73、 オー ブ 連合 首長 国 に 
は 激震 が 走っ ウズ ミ ・ ナ ラ ・ ア スハ に 代わ 
て 代 表 首 長 と な っ た カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ が 、 独 立 


部 隊 ア ー ク エン ジェ ル に よっ て 拉致 され る と 
が 発生 し た の で ある 。 以降 、 カ ガリ の 婚約 者 で あ , 

た ユウ ナ ・ ロ マ ・ セ イラ ン と 、 そ の 父 で ある ウナ ト ・ 
エマ ・ セ イラ ン が 暫定 的 な 指導 者 に 就 いた オー プ ブ は 
中 立 の 理念 を あっ さり と 捨て 、 地 球 連合 と の 連携 を 
選ぶ の だ 
地球 軍 と の 連携 を 余 備 な くさ れ た こと で 、 他 国 を 
侵攻 し な いと いう オー プ 軍 の 不 文 律 も 当然 破棄 され 
た 。 地球 軍 と 敵対 し て いた ザフト ・ ミ ネル パ 部 隊 と 
の 交戦 に も 同 り 、 そ こ に は 多数 の オ 
ブ 兵 が 参加 し た の で ある 。 海外 派遣 軍旗 艦 タ ケミ カ 
ムラ サメ の パイ ロッ ト で ある バ 
念 に 反する 行動 に 苦悩 し つつ も 
て の 責務 を 果たそ うと し た の だ た 


人 球 軍 と 較 清 し た 
Ft 


FMSOY— 和 お S 必 豆 黄 
人 だ 2 の か ーー ドー hm 


MVF-M11C 
ムラ サメ 


講和 休 尼 有 し 大気 還 
の 高 飛 行 を 実現 し た 。 権 
島 機 で 補 江 し て 出撃 する 


関連 ファ イル 


FM11 


‘Fut PmEmEW 
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オー プ 還 の 一 佐 で 、 オー ブ 重 海外 派遣 軍旗 艦 ・ タ ケ 
ミカ ズ チ の 艦長 を 務め た 人 物 。 厳格 な 軍人 な が ら 情 に 
厚く 、 部 下 か ら も 信頼 を 寄せ られ て いた 。 当初 は 軍人 と 
し て の 責務 を 果たす べく 、 地 球 軍 艦隊 と の 合同 作戦 を 
進め て いた ト ダ カ で あっ た が 、 クレ タ 沖 で の 戦い で 、 看過 
で き な い 出来 事 に 適 遇 する 。 スト ライ クル ー ジ ュ で 戦場 
に 介入 し 、 載 膨 中 止 を 訴え た カガリ を 、 地球 軍 の 圧力 を 
受け た ユウ ナ が 無視 し た の で ある 。 これ に 反発 し た ト ダ 
カカ は 、 ユウ ナ を 無理 矢 理 下 艦 させ る と 、 部 下 た ち に も 退 
艦 を 命じ 、 ひ と り で ミネ ル バ に 突撃 を 仕掛 ける 。 それ は 
オー プ の 理念 と プラ イド を 守る た め の 行 動 で あっ た 。 


ミネ キル パ へ の 突 計 は 成功 せ ず 
イン バル スガ ンダ ム に よっ て 薫 は 
沈め られ た 。 ト ダ カ は オー プ 兵 と 
し て 、 理 を 纏っ た 罪 を ひと り で 
寝ろ うと し て いた の で ある , 


アマ ギ 


ト ダ カ を サポ ー ト し て いた 
オー プ 兵 。 ト ダ カ を 心から 信 
頼 し て お り 、 彼 が タケ ミカ ズ 
チ で の 突撃 を 考え て いる こと 
を 知る と 、 自 身 も 同行 を 頼 
し た 。 だ が 、 ト ダ カ の 激励 を g 
受け 生き る こと を 決意 、 ア ー ので 見 送る アマ ポキ < 本 


の 叫 志 継ぎ 昔 う こと を 決 宣 し 
クエ ンジ ェ ル に 移っ た 。 た の で ある 。 


が パパ 


ムラ サメ の 操 継 を 担っ て い 
た オー ブ 軍 の MS パイ ロッ ト 。 
クレ タ 沖 で の 戦い に も 参戦 し " 
た 彼 は 、 ザ フト と の 戦い で 多 
数 の 部 下 を 失う 。 その 八 を 討 
つべ く 、 ミネ ル バ に 突 芝 を 仕 (カン ダム で 2 


掛け る も の の 、 結 果 的 に 失敗 
わっ て いる 。 


ぃ ムラ サメ の パイ ロッ ト 

オー ブ 軍 の 主力 可変 機 ム 
ラサ メ の パイ ロッ ト と し て 活躍 
し た 3 人 =。 イケ ヤ 、 ニ シ ザ ワ 、 
ゴウ の 3 人 1 組 で 行動 し 、 連 
携行 動 に よっ て 多数 の 戦果 
を 挙げ て いた 。 アマ ギ と 共に 
アー クエ ンジ ェ ル に 移動 し 、 以 
降 、 租 の 貴重 な 戦力 と な っ た 


オー プ 還 国防 本 部 で 指揮 
官 を 務め て いた 兵 で あり 、 ユ 
ウナ の 指示 を 軍 に 伝え る 役 
割 を 果たし て いた 。 だ が 、 保 
身 ば か り を 考え る ユウ ナ に は | 
慣 り を 感じ て お り 、 カ ガリ が オー 生 入 は 沈 角 な ンカ で あっ た が 
ブ に 帰還 する と 、 そ の 趣 り を 国東 を 無 後 し た ユウ ナ の 自己 中 


心 的 を 拓 る 舞い に は 春 に 据え か 
抑え 切れ ず 彼 を 殴打 し た 。 ね て いた よう だ 。 


オー プ の 理念 を 守る べ 
ト ダ カ は クレ タ 沖 の 

陽 いで 生生 を 革 始 。 科 

は 上 官 で ある ユウ ナヤ 

Pr 

せ 、 た 

ル 7 に 天理 し 


ベル リン で は ムラ サメ 3 模 に よる コン 
橋 乗 する カオ スガ 


アー クエ ンジ ェ ル に 合流 し た 
は 、 他 の オー プ 兵 ら と 共に 
行 を サギ ー ト 。 カガリ と 共に 
下 華 む 才 力 し で 活躍 


イア で の 導電 を 間近 で 見 る こ 


MORE INFO! レ ド ニ ル ・ キ サカ 


レ ド ニ ル ・ キ サカ は 、 前 大 戦 崎 、 カ ガリ の 護 衝 役 と し て 活 誠二 NT 
羅 し て いた 兵 で ある 。 彼 は 前 大 戦 終了 後 、 地 百 重 に 潜入 し と き の キ タカ 。 右 は オー プ 
その 動向 も 召 っ て いた 。 また 、 地 理生 の 立場 か ら ザフト の 前 近年 で ある 委 叶 
向 も 探っ て お り 、 ザ フト の 基地 か ら 説 走 し た アス ラン と メイ リ キサ カ は 。、 地 理生 に 潮 入 す 
ン ・ ホ ー ク を 教 出 。 アー クエ ンジ ェ ル へ と 運ん で いる 。 これ を る と いう 久本 を 任 策 に 換わる 
機 に 彼 も 地球 定 を 次 現 、 オー プ へ 帰還 し た 。 こと に な っ た 


4 


アス ラン の 股 坪 を キャ ッ チ し た キサ ニオ ー プ に 戻る と . 代 表 普 
が #、 徐 と メイ リン を 才 出 し て いる 。 し た カガリ の 隊商 に 紋 
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超人 機関 出身 


ーー 会 、 
に ーー アァ 
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CB に 参加 し た 超人 機関 出身 の 超 兵 
心 僕 し き 彼 が 対 崎 し た 3 度 の 戦乱 


CB の 伸和 に より 、 尾 
て ふた めく 供 界 。 それ 


西暦 2307 年 、 ユ ニオ ン .AEU 人類 革新 連盟 
が ゼロ サム ・ ゲ ー ム を 続け る 世界 に 、 ひ と つの 衝撃 
が 走っ た 。 機動 兵器 ガン ダム を 保有 する 私 設 武装 組 
織 「 ソ レス タル ビー イン グ (CB)」 の 蜂起 で ある 。 世界 
か ら 戦 争 を 根絶 すべ く 、 「 全 戦争 行為 へ の 武力 介入 
を 宣言 し た 彼ら だ が 、 ガ ンダ ム を 操る パイ ロッ トニ ガン 
ダム マイ スタ ー の ひと り と し て 組織 に 参加 し て いた の 
が 、 ア レル ヤ ・ ハ プティ ズム で ある 。 アレ ル ヤ は 、 か 


プトレマイオス 艦内 


ガン ダム マイ スタ ー、 ア レル 
つの 人 格 「 ハ レル ヤ 」 と 向き 合い な が ら 


[W] mg02 親 0 


アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム 編 


Case of Allelujah Haptism 


ヤ ・ ハ プティ ズム は 、 も う 


激しい 戦い に 身 を 置く 


つて 人 革 連 運営 の 超 兵 青 成 機関 「 超 人 機関 」 に 在 
囚 し 、 幼 少 の 頃 か ら 非 人 道 的 な 扱い を 受け て いた 。 
な ん と か 施設 か ら の 脱出 に 成功 し た アレ ル ヤ は 、 新 し 
い 居場所 と し て 世界 の 変革 を 掲げ る CB へ の 加入 を 
選択 する 。 そし て 始め られ た 、 本 格 的 な 武力 介入 。 
変 天 の た め に 自ら “テロリスト” と な る 決意 を 固め て い 
た アレ ル ヤ だ が 、 世 界 が 混乱 する 様子 を 見 て 、 改 め 
て その 行為 の 大 胆 さ を 認識 する の だ っ た 。 
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アレ ル ヤ は ガン ダム キュ リオ ス に 搭乗 し 、 各 地 の 紛 
争 や 軍事 衝突 に 介入 し た 。 一 方 ショ ンプ ラン 
を 無視 し て 民間 人 を 救助 する な ど 、 そ の 力 を 人 道 的 
行為 に も 用 いた の で ある 。 それ は 、 世 界 の 変 薬 を 心 
か ら 望 みな が ら も 、 で きる だ け 民 間 人 の 惜 牲 は 避け た 
い 彼 の 優し さ に 起因 する 行動 で あっ た 。 その 彼 も 、 あ 
る 大 き な 決 断 に 迫 ら れる 。 己 を 生み 出し た 超人 機関 
が 秘密 裏 に 活動 を 再開 し て いる こと が 判明 し た の だ 。 


アレ ル ヤ は 、 超 人 機関 で の 育成 の 影響 で 「 ハ レル ヤ 」 
と いう 凶暴 な 別人 格 を 有 し て お り 、 そ の 共存 に 苦し ん 
で いた 。 同じ よう な 存在 を 生み 出さ な いた め 、 彼 は が 
ンダ ム で 施設 を 破壊 。 内 部 に は 多数 の 陣 児 が 残っ て 
いた が 、 そ の 未来 に 希望 は な いと 、 自 ら 手 を 下 し た の 
で ある 。 ミッ ショ ン を 終え た アレ ル ヤ は 、 戦 術 予報 士 
の スメラギ ・ 地 ・ ノ リエ ガ に 対し て 自ら の 存在 を 上 記 
の よう に 規定 し 、 すべ て の 罪 を 育 負 う の だ っ た 。 


反射 と 思考 の 醒 合 …… 


それ こそ が 、 超 兵 の ある べき 姿 だ ! 


アレ ル ヤ の 凶暴 な 別人 格 で ある 「 ハ レル ヤ 」 は 、 超 


人 機関 に 育っ た 同類 で 、 超 兵 1 号 と 呼ば れる ソー 
ピー リス の 脳 量 子 波 に 反応 し た 際 な ど 、 縛 神 が 不 安 
た と き に その 衣 を 現し た 。 一 度 ハ レル ヤ に 切 
の 戦い 振り 変 し 、 他 人 の 命 


の 罪悪 感 も 抱か な いよ うに な っ た の で 
【 力 介入 を 続け る 傍ら 、 そ ん を 相反 する 人 性格 
の ハレ ル ヤ と も 向き 合わ ね ば な ら な か っ た アレ ル ヤ 


だ が 、 三 大 勢力 が 結集 し た 国連 軍 と の 最終 決戦 時 
に は 、 仁 いつ くば っ て で も 生き 抜 こ うと する ふた り の 意 
壱 が 同調 し 、 そ の 人 格 が 統合 し た 状態 と な っ た の で あ 
る 。 理知 的 な アレ ル ヤ が 持つ 思考 力 、 そ し て 野性 的 
な ハレ ル ヤ の 持つ 反射 が 統合 され た その 
戦闘 力 は 格段 に 向上 。 それ は ソー マ を 大 きく 凌ぐ も の 
で あり 、 被 女 や セル ゲイ ・ ス ミル ノ フ が 乗る ジン クス を 
すぐ さま 追い 込ん で いっ た 


7 話 (セカ ン | 


あり が と う 、 生き て いて くれ て 
あり が と う 、 こん な 僕 に 生き 中 斐 を くれ て 


国連 軍 が CB の プトレマイオス を 打倒 し た 「FALLEN 
ANGELS」 か ら 4 年 。 戦闘 中 に 国連 軍 に よっ て 機体 
と 共に 回 収 さ 1 て いた アレ ル ヤ は 、 連 邦 軍 の 捕虜 収 
容 施設 に 監禁 いた 。 だ が 、4 年 振り に 活動 を 再 
開 し た プトレマイオス チー ム に よっ て 、 ア レル ヤ は 施設 


か ら 脱 出 、 CB に 復帰 し た の で ある 。 その 後 、 アレ ル ヤ 
は 敵 勢 カ アロ ウズ に 所 属し て いた ソー マ へ の 接触 を 
試み る 。 彼女 は マリ ー・ パ ー フ ァ シ ー か つて 超 


人 革 領 モン ゴル 地域 


ウダウダ し て る 忠 は ね え ! 体 を 借り る ぜ 相 様 ! 


西暦 2312 年 の 戦乱 で は 、 高 濃度 に 圧 締 され た GN 
粒子 の | で ハレ ル ヤ が 復活 。 アレ ル ヤ は 超 兵 と し て 
の 能力 を 再び 取り 戻し た 。 イノ ベイ ド の ひと り で ある ヒ リ 
ング ・ ケ ア を 打倒 する な ど 、 そ の 圧倒 的 な 戦闘 力 は 最 
終 決 戦 で も 発揮 され た の で ある 。 戦乱 終結 後 、 ア レル 
ヤ は マリ ー と 共に CB を 離脱 し 、 世 界 放 注 の 旅 に 出る 、 
それ か ら 2 年 後 の 西 暦 2314 年 地球 に は 、 地 球 
外 変異 性 金属 体 「ELS (エル ス )」 と 称 さ れ た 異 星 体 


これ が 、 趣 兵 の 力 だ ぁ !! (ハレ ル ヤ ) 
違う 、 末 来 を 切り 開く 力 だ !oum 


プトレマイオス 2 改 に 合流 し た アレ ル ヤ は 、 マリ ー と 同 
乗 で きる 複 座 型 の 新型 機 、 ガ ンダ ム ハ ルー ト で ELS と 
の 決戦 に 臨む 。 ELS が 肌 来 する 意図 は わか ら な か っ た 
が 、 彼ら と の 対話 に 臨む 剰 那 を サポ ー ト する た め 、 そ の 
力 を 振る お の で ある 。 だ が 初出 撃 時 は 、 球 那 が 
ELS に 取り 込ま れ そ うに な り 、 作 戦は 中 断 す る 。 2 度目 
の 出撃 で は 、 ELS の 大 群 と 壮絶 な 戦い を 繰り 広げ る こ 
と に な っ た が 、 そ の 中 で 、 ハ レル ヤ の 人 格 が 常時 共存 


人 機関 で 出会い 生き る 希望 を 与え て くれ た 存在 

で あり 、 彼 女 の 当 時 の 記憶 を 取り 戻 そ や うと し た の だ 
た 。 戦 ソー マ と 人道 過 レル ヤ は 、 そ の 後 不 
時 落し た 無人 島 で ソー ふた りき り と な る 。 彼 は そ 
で 難 命 の 説得 を 続け 、 つ い に ソ ー マ は マリ ー 
記憶 を 移ら せる 。 アレ ル ヤ は マリ ー と の 再 
喜び 、 彼 女 を 守る た め に 戦う こと を 決意 。 ふ / 
プトレマイオス 2 に 合流 し た の だ 


WW 部 は 


劇場 版 


が 地球 に 前 来 。 議 量 子 波 が 反応 する と 、 危 機 
を 感じ た ハレ ル ヤ が 登場 し た の で ある 。 「 反 射 ] を 司る 
ハレ ル ヤ は 、 ト ラッ ク な ど 様 々 な 有機 物 と 融合 し な が ら 
迫り 来る ELS を 回 選 し 続け 、 救出 に 四 け 付け た CB メン 
パー と の 合流 に 成功 し た の だ っ た 。 ハレ ル ヤ が アレ ル 
ヤ を 相棒 と 呼ん だ よう ( の 人 格 が 以前 の よう 
に 険悪 な 関係 に な く な 入れ 替わり を 実現 し て 
いた こと が 彼 と マリ ー を 教 っ た の で ある 


し た 状態 と な っ た の で ある 。 上 記 の セリ フ は 、 ガ ンダ ム 
ハル ー ト 内 で 、 ハ レル ヤ と アレ ル ヤ が 意見 け 合わ 
せ た も の で ある 。 超 兵 と し て の 力 を 誇示 し 、 凶暴 な 戦い 
を 続け る ハレ ル ヤ 。 未来 を 生み 出す た め に 戦い 、 そ の 
た め の 被 害 も 最小 限 に し よう と する アレ ル ヤ 。 ELS と わ 
か り 全 お うと し た 戦闘 の 最 中 、 ひ と つの 身体 に 共存 す 
る ふた り も 、 よ り わ か り 合う た め に 膝 を 宇 っ て 向き 合っ た 
の だ っ た 
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PERSONAL PROFILE 


ルイ ー ド ・ レ ヅ ナ ンス / 二 寺 wT 
マレ ー ネ ・ ブ ラディ 


Ruido Resonance/ Marlene Vlady 


イノ ベイ ド に 影響 を 与え た 
第 2 世代 ガン ダム の マイ スタ ー 


策 1 世 代 ガ ンダ ム の マイ スタ ー が イノ ペイ ド の リポ ン 。 
ズ ・ ア ル マ ー ク で あり 、 武力 介入 を 担っ た 第 3 世代 ガ 
ンダ ム の マイ スタ ー が 氷 著 ・F ト ・ セ イエ イ た ち で ある 。 
その 間 に 位 置 する 第 2 世代 ガン ダム の マイ スタ ー た ち 
は 、 紛 争 根絶 と いう 組織 の 理念 に 失 同 し 、 そ れ を 実 
現さ せる た め の MS 一 一 「 ガ ンダ ム 」 を 開発 する た め 
に 集 っ た 、 い わ ば テス トバ イロ > ト 的 な 者 た ち で あっ た 。 

ルイ ー ド ・ レ ゾ ナ ンス と マレ ー ネ ・ ブ ラディ は 第 2 人 世 
代 の ガン ダム マイ スタ ー で あり 、 第 3 世代 ガン ダム の 
完成 に 大 きく 貢献 し た 功労 者 で ある 。 一 方 で 、 も う ひ 
と り の マイ スタ ー で ある シャ ル ・ ア クス ティ カ を 加え た 3 
人 は 、 イノ ベイ ド で ある マイ スタ ー、 ガン ダム マイ スタ ー 
874 と スカ ウト の グラ ー ベ ・ ヴ ィ オ レン ト に 対し 、 人間] 
と いう 存在 の 様々 な 一 面 を 見 せ 、 感 情 を は じ め と し た 
人 人 間 味 を も た ら す 呼び 水 と な っ た 。 ルイ ー ド と マレ ー ネ 
の 生き 様 は 、 ふ た り の イノ ベイ ド だ け で な く シ ャ ル に も 大 
き な 影 響 を 及ぼ し た 。 「 プ ルト ー ネ の 惨劇 に よっ て シャ 
ル を 助け た ルイ ー ド と マレ ー ネ は 、 毒性 を 持っ た GN 粒 
子 を 浴び て 帰ら ぬ 人 と な っ て し まう 。 その 死 は シャ ル に 
紛争 根絶 の 決意 を 再 確認 さき せ 、CB を サポ ー ト する 組 
織 「 フ ェ レシ ュ テ ] の 設立 に 繋が っ て いく 一 一 。 


GNY-001 
ガン ダム アス トレ ア 
2 人 W 代 カー タ 


関連 ファ イル 


GNY.001 ポン ダム 
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グラ ー ペ の 訪問 を 受け た ルイ ー ド は 、「0 ガ ンダ ム ] の 
写真 を 見 せら れる 。 こよ な く メカ を 愛す る ルイ ー ド に と っ 
て 未知 の MS 開発 に 失わ れる こと は 大 い に 力 的 で あ 
り 、 戦い を 止め る 手伝い と し て CB に 参加 し た 。 

と ある 実験 の 直後 、 拠 点 と し て いる CB の スペ ー ス ・ 
コロ ニー 「 ク ルン テー プ 」 に 人 類 革 新 連 盟 (人 革 連 ) 
の 電 艇 が 接近 する 。 迎撃 に 出 た ルイ ー ド は 戦闘 で 凍 を 
倒す 、 す な わ ち マイ スタ ー と し て 人 を 殺め ね ば な ら な いと 
いう こと を 実感 し て 激しく 動揺 する の だ っ た 。 し か し 、 戦 
争 の 無常 を 嘆き 、 身 を も っ て ゲリラ の 村 を 守 ろ うと し た 
マレ ー ネ の 優し さ を 知 っ た ルイ ー ド は 次 第 に 草 か れ て い 
き 、 彼 女 を 戦場 に 出さ な いた め 自 分 が 代わ り に 戦う こと 
に 意義 を 見 出す 。 そし て マレ ー ネ に 起 い を 告げ 、 シ ャ ル 
の 提案 で 結婚 式 を 挙げ る の だ っ た 。 そこ で 犯罪 者 と し 
て 拘束 され て いる マレ ー ネ の 首 輸 を 外し 、「 君 と し て 生 
き て 欲し い ] と 、 ガ ンダ ム の パー ツ で あろ うと する マレ ー 
ネ を マイ スタ ー か ら 解 き 放 ち 、 結婚 を 申し 込む 。 

結婚 か ら 数 年 が 経ち 、 第 3 世代 ガン ダム の 最終 組み 
立て に ルイ ー ド も メカ ニッ ク と し で 従事 し て いた 。 そん な あ 
る 日 、 大 規模 な テロ の 情報 が も た ら さ れる 。 それ を 阻止 す 
る 作戦 で 、 シ ャ ル が 乗る ガン ダム プル トー ネ の 脱出 装置 
が 働か な いこ と に 気づい た ルイ ー ド と マレ ー ネ は 、 危 険 を 
額 みず に 教 助 に 向かう が 最 走 に 巻き 込ま れ 死 ん で し まう 。 


宇宙 労働 者 で あっ た マレ ー ネ 。 ある 日 、 彼 女 の 乗る 
宇宙 船 で 伝染 病 が 発生 し た が 地球 や 同業 者 か ら 見 捨 
て 5 れ 、 マレ ー ネ は 著 し ん で 死ん で いく 家族 同然 の 仲間 
た ち を 看取り な が ら 絶 望 の 日 々 を 過ごす 。 よう や く ロ バー 
ク ・ ス タッ ド と いう 宇宙 作 葉 者 が 助け に 訪れ た も の の 、 
生 残 者 は マレ ー ネ だ け だ っ た 。 だ が 、 死 亡者 の 一 部 に 
は マレ ー ネ が 手 を 下 し た 者 も いた の で ある 。 それ は 病 の 
苦し みか ら 閑 うた め の 行動 で あっ た ろう が 、 宇 宙 舶 の 管 
理 責任 を 担う ユニ オン の 企業 は マレ ー ネ に 全 責 任 を 負 
わせ る た め 二 人 罪 に 仕立 で て 上げる 。 マレ ー ネ は これ を 
破け 入れ て 罪 を 情 う つも り で あっ た が 、 自 分 を 助け た 心 
ある 宇宙 作業 者 が 事故 死 し た こと を 知り 世 の 無 常に 衝 
撃 を 受け る 。 この 出来 事 を きっ か け に 生き て 世界 を 変え 
た いと 応 う よう に な り 、 グラ ー ペ の 請 い を 授け CB に 参加 
し た の だ っ た 。 こう いっ た 経 購 か ら 、 犯罪 者 で ある マレ ー 
ネ に は 爆発 物 が セッ ト さ れ た 首 輸 が 付け られ 、 普段 は 拘 
東 され で いる 特殊 な 立ち 位置 の マイ スタ ー と な る 。 当初 ふた り の 忘れ 形見 
は ルイ ー ド や シャ ル に も 固い 態度 を 見 せ て いた が 生来 UA A 
の 優し さ は 変わ ら ず 、 ル イー ド と シャ ル は マレ ー ネ の 本 質 
を 理解 し 、3 人 は か けが え の な い 仲 間 と な っ て いく 。 そし 
て ルイ ー ド の プロ ポー ズ を 受け た マレ ー ネ は 結 抵 し 、 マ 
イス ター を 引退 する 。 だ が その 平穏 は 長く は 続か ず 、「 ブ 
ルト ー ネ の 修 劇 ] で シャ ル を 救い 、 夫 と 共に 命 を 落と す 。 


ェ ル ト ・ グ し 


両親 語り の 優秀 さ を 革 提 


重 に 反し で 伝 際 病 を 治さ 
れ 生き 表 ら えた た めか 、 丁 
凍ら か な か っ た た め 
か 、 マ レー ネ は 医者 に 権 
灯 を 時 い を 格 き 、 モ レノ と 
午 交 し た こと も ある 。 
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ルー ス , 


ずる た め に 他 者 を 傷付け た 女 
狂気 の 先 に 待ち で ば た 結末 と は ーー 


ウー イッ グ の 街 は 


こう いう 風 に 爆撃 され て 良かっ た ん で す 


ウー イッ グ で ペ ス パ の イエ ロー ジャ ケッ ト に よる 空 舞 
に 吐い 、 ウ ッ ノ ・ エ ヴィ ン に 助け られ た カテ ジ ナ は 、 リ 
ガ ・ ミ リティ ア の カミ オン 隊 と 行動 を 共に する こと に な 
る 。 その 後 、 焼け 野原 と な っ た ウー イッ グ に 戻っ た カテ 
民間 人 を 巻き 添 
論 行 に 慣習 する オイ ・ ニ ュ ング 伯 稚 た ちの 傍ら で 、 誰 
に 聞か せる と も な くそ う 忠 いた 。 特別 区 の 特権 に す が 
り 馬 落 し た 人 々 へ の 報い と 続け る カテ ジ ナ に 、 カ ミオ 


私 は 、 ザ ンス カー ル が 目指 し て いる も の を 見 た い の よ 
オー ルド タイ プ の 吾 い 人 た ちの 造っ た 世界 が 変わ っ て いく も の を ! 


カテ ジ ナ ・ ル ー ス 編 


Case of Katejina Loos 


LU | me02 m25 


憎悪 の 袋小路 に 陥っ た 
を の 軌跡 が 表れ 


ン 隊 の 老人 た ち は 言 葉 を 失う 

自ら も ウー イッ グ に 住む こと を 許さ れ た 特権 階 起 だ っ 
た カテ ジ ナ だ が 、 そ の 暮らし に は 不満 も 多かっ た 。 愛 
人 に 教 心 し て 家庭 を 願 み な い 母 と 、 それ に 目 を 向け ず 
ペ ス パ と 取り 引き し て まで 商売 に 血 道 を 上 げ る 父 。 そ 
うし た 家庭 環境 が 、 カ テ ジ ナ に ウー イッ グ の 住人 に 対 
する 嫌悪 感 を 植え 付け た の だ ろう 。 原 世 的 な カテ ジ 
ナ の 言葉 は 、 その 表れ だ に 違い な い 。 
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に に た ん し 
友 験 し た カテ 


"や 


カテ ジ ナ は 、 カミ オン 隊 に 同行 する 中 で クロ ノ ク グル ・ 
アシ ャ ー に 捕らえ られ 、 ザ ンス カー ル 帝 国 に 身 を 寄せ 
た て 、 次 第 に マリ ア 主 義 に 傾倒 し た カテ ジ ナ は 
ペ ス パ に 身 を 投じ る こと に な る 。 パ イロ ッ ト と し て 頭角 
を 現し 、 ク ロ ノ クル の 下 で 戦っ た カテ ジ ナ 。 戦場 で 再 
会 し た ウッ ソ の 言葉 に も 耳 を 貸さ ず 、 ザ ンス カー ル 帝 
国 の 大 義 名 分 を 振り か ざす の だ っ た 
カミ オン 隊 と 行動 を 共に し て いた 頃 か ら 、 カ テ ジ ナ 


は り ガ ・ ミ リティ ア の 老人 た ち に 対し て 否定 的 だ っ た 。 
それ は 、 ウ ッ ソ の よう な 子供 を 戦争 に 券 き 込み 、 軍 隊 
同然 の 戦い を 行い な が ら ベ スパ を 否定 する リガ ・ ミ リ 
ティ ア の や り 口 を 嫌っ た た めで ある 。 一 方 で 、 カ テ 
ナ は クロ ノ ク ル に 惹か れ 、 ザ ンス カー ル 帝 国 の 主義 
に 同調 し て いっ た 。 同時 に 、 クロ ノ ク ル が 抱い た 母系 
社会 の 確立 と いう 野望 に 可能 性 を 感じ 、 そ の た め に 
戦う こと を 受け 入れ て いっ た の で ある 


MORE INFO! 
クロ ノ ク ル へ の 不満 


大 気 圏 上 層 


クロ ノ ク ル の 腹心 と し て ベスパ に 身 を 置い た カテ ジ 
ナ は 、 地 球 ク リー ン 作 畔 か ら エン ジェ ル ・ ハ イロ ッ ゥ 攻 
防戦 へ と 続く 戦い に の め り 込 ん で いっ た その 
過程 で カテ ジ ナ の 人 格 は 攻撃 的 な も の に 変貌 し 、 戦 
場 に 憎しみ を 搬 き 英 ら す よ うに な る 。 エン ジェ ル ・ ハ イ 
ロ ゥ が 発する 波動 に 心 を 乱 さ れ て リン グ を 攻撃 し 、 そ 
れ を 離反 と 勘違い し た フラ ンチ ェ ス カ ・ オ ハラ (フラ 
ニー) を 撃墜 し た カテ ジ ナ の 言葉 に は 、 その 狂気 が 浴 


大 気 圏 上層 


あたし は ね 、 クロ ノ ク ル と いう 築 を 見 つけ た ん だ 
な の に お まえ と シャ クティ は 、 そ れ を 笑っ た ! チビ の くせ に !! 


エン ジェ ル ・ ハ イロ ッ ゥ 攻防 戦 の 混乱 の 中 、 カテ ジ ナ 
は ウッ ソ と 対決 する 。 激しい 感情 に 突き 動か され る ま 
ま に 前 い 掛か る カテ ジ ナ と 相対 し な が ら 、 そ うま で し て 
戦う 理由 を 問い か ける ウッ ソ 。 フォ ン セ ・ カ ガチ の 世 直 
し を 信じ て いな い カ テ ジ ナ の 真意 を 指摘 する ウッ ソ の 
言葉 に 、 カ テ ジ ナ は それ を 背 定 する と 同時 に 己 の 情 
念 と ウッ ソ た ち へ の 憎悪 を 吐き 出す 

カテ ジ ナ が クロ ノ ク ル に 惹か れ た の は 、 単 に 男性 と 


地球 ・ カ サレ リア 


エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ 攻防 戦 で クロ ノ ク ル を 失い 、 自 
ら も ウッ ソ と の 激闘 の 未 に 敗れ た カテ ジ ナ は 、 ザ ンス 
カー ル 戦 争 の 表 舞 台 か ら 座 を 消し た 。 それ か らし ば ら 
く の ち 、 ポ イン ト ・ カ サレ リア に 戻っ て 穏やか に 暮らす 
シャ クティ の 元 に 、 変 わり 果て た カテ ジ ナ が 辿り 着く 
視力 を 失い な が ら ウ ー イ ッ グ を 目指 し て 旅 を 続け る カテ 
ジ ナ に 、 ワ ッ パ の コン パス を 差し 出す シャ クティ 。 その 
と き 、 空 か ら 舞 い 落 ちる 雪 を 感じ 、 カ テ ジ ナ は 何 か を 


ウッ ソ に 向け た 感情 


み 出 て いた の だ っ た 

戦い の 中 で 、 カ テ ジ ナ は ウッ ソ や シャ クティ ・ カ リン 
へ の 憎しみ を 募ら せ て いっ た 。 その 大 情 は カテ ジ ナ を 
挫 じ 曲げ 、 昔 ん だ の で ある 。 戦争 末期 に は すでに それ 
を 無 差 別に 周囲 へ と ぶつ ける よう に な り 、 エン ジェ ル ・ 
ハイ ロウ を 介し た シャ クティ の 祈り に 激 し た 。 その は け 
口 と な っ た ブフ 向け た 言葉 は 、 カ テ ジ ナ の 歪ん 
だ 内 面 を 物語 っ て いた と 言え る 


し て の 魅力 を 感じ た か ら だ け で な く 、 依 存 欲求 を 抱い 
た が ゆえ な の だ ろう 。 ウッ ソ と の や り 取り で カテ ジ ナ が 
語っ た 「 巣 ] と いう 言葉 は 、 そ れ を 表し て いた と 言え る 
し か し 、 ク ロ ノ グル は カテ ジ ナ の 期待 に 応え られ ず 
姉 マリ ア ・ ピ ァ ・ ア ー モ ニア 日 く 「 小 さ な 魂 し か 持て 
な い 人 間 」 に と ど ま っ て し まっ た 。 カテ ジ ナ は それ に 対 
する 若 立ち を 、 子 供 な が ら 素直 に 才能 を 示す ウッ ソ と 
シャ クティ ( た の で ある 


思い 出し た 葉 を 紡ぐ の だ っ た 。 

カサ レ リ ア で シャ クティ と 再会 し た と き 、 カ テ ジ ナ が 
以前 の 記憶 を 持っ て いた か は 定か で な い 。 表面 上 は 
シャ クティ に 何 の 反応 も 示さ ず 、 シ ャ クティ も カテ ジ ナ 
を 知ら な い 相手 の よう に 振 暮 っ た 。 し か し 、 カ テ ジ ナ 
が 冬 の 訪れ に 垣間見 せ た 感 傷 と 、 シ ャ クティ の 傍 を 
離れ た の ち に こぼし た 涙 は 、 彼 女 の 心 の 内 に 何 か が 
残さ れ て いた こと の 証 と も 取れ る の で ある 。 
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ザン スカ ー ル 帝国 の 指導 者 四 m。 洒 


出身 


人 心 李 舞 ( カ カチ )、 男 隊 指揮 (スズ ガ ン 


Leaders in Zanscare 


人 類 再 生 の た め に 立ち 上 が っ た 
木星 船団 の 乗組 員 た ち 


する 者 た ち も い 
て 知ら れる 木星 を 目指 す / 


人 る フォ ン セ ・ カ ガチ 


人 ムッ ター マ ・ ズ ガン 


hts 関連 ファ イル 


GARE 0 
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フォ ン セ ・ カ ガチ 


サイ ド 2 に 建国 され た ザン スカ ー ル 帝国 は 、 女 王 マリ 
ア の 威 を 借り た 宰相 フォ ン セ ・ カ ガチ の 名 の 下 、 地 球 
侵攻 を 開始 し た 。 人 生 の 大 半 を 悠久 の 宇宙 で 過ごし た 
彼 に と 地球 園 に 留まり 続け 、 度 重なる 戦乱 で 母 
な る 地球 を 汚染 する 人 類 は 排除 すべ き 存 在 だ っ た よう 
だ 。 戦い し か 知ら な い 人 類 は 一 掃 し 、 後 に 残っ た 穏 や 
か な 人 々 で 地球 園 を 再生 させ る これ が ザ 
ル 戦 争 を 引き 起 
味 で は カ ガ チ も 人 こ 愛 慮 し 、 彼 な り の 
え た だ 問題 は 彼 の 打 
れ て お り 、 カ 
ガチ 自身 が その こと に 気付 いて いな か っ た こと に ある 


カ ガ チ と は 木星 船団 以来 の 頭 友 で あり 、 帝 国 No.2 
の 産 に 巡 い た ムッ ター マ ・ ズ ガン だ け に 、 カ ガチ の 理想 
に は 無 条 件 に 恭順 し て いる 。 た だ し カ ガ チ が 政治 家 と し 
て 行動 し た の に 対し て ズ ガ ン は 軍人 気質 で あり 、 よ り 迅 
速 で 効果 的 な 支配 体制 の 確立 を 望ん だ 。 つま り は 武 旋 
に よる 地球 園 支配 で ある 。 宇宙 要塞 カイ ラス ・ ギ リー の 
直 衛 艦 譜 司令 タン ロ ・ ヴ ァ ゴ を 征 ん じ 、 女王 マリ ア の 弟 
で ある クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー の 台頭 に いい 顔 を し な か っ た 
武 動 を 上 と いう 軍人 ) 一 面 が 強 
: め だ 。 と は いえ 、 そ の 強烈 な エゴ が 帝国 軍 内 
販 を 生み 、 最 内 部 か ら の 基 壊 を 招く こ 
うと は 、 さす が の ズ ガ ン も 考え 及ば な か っ た よう で ある 


の は 


の. 押 赴 する 由 選 の 中 で タ 


MORE INFO! 
ズ ガ ン の 腹心 た ち 


婁 争 検 期 、 エ ンジ ェ ル ・ ハ イロ っ の 直 奇 を 担う ズ ガ ン 艦 訂 を 指 
記す る ズ ガン の 下 に は 、 数 多く の 優秀 な 軍人 が 参 舌 し た 。 エン ジェ 
ル ・ ハ イロ っ は 人 々 の 章 議 を 退行 させ る サイ コミ ュ 兵 競 で あり 、 錠 
て 運用 され る 予定 だ っ た 。 だ か ら こ 強国 な 妃 衛 線 
b 務 で 、 その 任 が ズ ガ ン に 託さ れ 


79-16 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


PERSONAL PROFILE 


— ぃ ヽ 


ディ アッ カ ・ エ ルス マン 


ディ アッ カ ・ エ ルス マン 


Dearka Elthman 


パス ター の パイ ロッ ト と し て 
体験 し た 戦争 の 厳し さ 


ザフト ・ ク ルー ゼ 隊 に は 、 アカ デミ ー 出 身 の エ リー 
ト 兵 が 多数 在籍 し て いた 。 ヘ リオ ポリ ス で の 「G」 
強 礁 作戦 に 参加 し て いた ディ アッ カ ・ エ ルス マン も 
「 赤 服 ] と 呼ば れる エリ ー ト バイ ロッ ト の ひと り で あ 
り 、C.E. (コズミック ・ イ ラ ) 71 に 勃発 し た 戦乱 の 
最前 線 に 立ち 続け た 少年 で ある 。 

ディ アッ カ は 、 プ ラン ト 最高 評議 会 に 在 琴 す る タ 
ド ・ エ ルス マン を 父 に 持つ サラ ブレ ッ ド で ある 。 国家 
を 支え る 父 の 人 楼 を 垣間見 て きた 彼 が 、「 血 の バレ ン 
タイ ン ] 事件 以降 、 危 機 的 状況 に あっ た プラ ント の 
た め に アカ デミ ー に 入隊 する こと は 、 も は や 必然 と 言 
えた 。 アカ で は 、 同じく プラ ント 最高 評議 会議 
員 を 親 に 持つ アス ラン ・ ザ ラ 、 イ ザー ク ・ ジ ュー ル . 
ニー コル ・ ア マル フィ ら と 出会い 、 交流 を 深め る 。 アカ 
デミ ー を 優秀 な 成績 で 卒業 する と 、 イ ザー ク や アス ラ 
ン と 共に クル ー ゼ 隊 に 合流 。「G」 強 礁 作戦 で は パ 
スタ ー の 審 取 に 成功 し た の で ある 


し た 他 皇 重 制 MS 
イク の 息 了 を 
PTYTT 


当 枯 は すぐ に 埋 乱 の 締 
結 す る に まえ で 
アッ カ で あっ た が 、 ア ー 
クエ ンジ ェ ル の 区 桃 に 香 
UG, PT EE 
し 、 デ ィ ア ッ カ も 地味 に 
6 こと と な る 


て 章 大 な 能 度 を 取 
対し て も 差別 凍 議 を 拍 


MAIN MS 


ザフト - ク ルー で 苑 に 白蘭 す 
る MAS パイ ロキ の ひど ディ 
カ デ ミー 時 代 の ら 


供 た ち が 討た な きゃ な りな い の は 
スト ライ ク だ ! 


ディ アッ カ は 、 パ スタ ー の バイ ロッ ト と し て アー クエ ン 
ジェ ル の 追撃 を 行っ た 。 当初 は 戦争 へ の 危機 意識 が 
希薄 で あり 、 本 戦乱 も すぐ に 解決 する だ ろう と 考え て い 

、 彼 の そう し た 甘い 憶測 は 打ち 破 ら れ 、 アー クエ 
ンジ ェ ル を 捕獲 で き な い ば か りか 、 親 友 の イ ザー ク が 重 
傷 を 負っ て し まう 事態 に 発展 する 。 事 の 重大 さ を よ う や く 
認識 し た ディ アッ カ で あっ た が 、 宇 宙 で は アー クエ ンジ ェ 


ル を 駆逐 する こと が で きず 、 戦闘 の 舞台 は 地球 に 移る 。 
ディ アッ カ は アー クエ ンジ ェ ル の 追撃 を 継続 する た 
め 、 イ ザー ク と 共に バル ト フ ェ ル ド 隊 に 合流 。 だ が 、 地 
球 と いう 慣れ な い 環 境 で の 戦闘 に 苦戦 し 、 そこ で も アー 
クエ ンジ ェ ル を 取り 逃がす 。 パ ルト フェ ルド 隊 が 壊滅 す 
る の ディ アッ カ と イザ ー ク は 、 宇 宙 か ら 合 渡し た アス ラ 
ちと ザラ 隊 を 結成 。 結成 後に 行っ た オー 
ブ 近 海 で の 電 い で は 、 アー クエ ンジ ェ ル を あと 一 歩 の と 
ころ まで 追い 詰め た だ け で な く 、 ア ー ク エン ジェ ル を 匿っ 
た と され る オー ブ へ 潜入 する な ど 、 そ の 撃破 に 執念 を 低 
や し た 。 だ が 、 オ ー ブ プ 近 海 で の 再戦 で 、 こ れ まで 共に 
戦っ て きた ニコ ル が 戦死 。 つい に 訪れ て し まっ た 次 劇 
に 、 ディアッカ も 局 を 落と す 。 その 人 討ち も 兼ね た マー 
シャ ル 諸 島 の 戦い で は 、 ス カイ グラ スパ ー の 攻撃 を 
け 機体 が 摘 傷 、 さ ら に アー クエ ンジ ェ ル の 主 碑 を 向け ら 
れ て し まう 。 そこ で ディ アッ カ が 選ん だ の は 、 ア ー ク エン 
ジェ ル へ の 投降 で あ 


ドキ 仲間 へ の 想い と ニコ ル の 死 


境遇 や 性 格 が 似 て いる イザ ー ク と 特に 親しく し て いた 
ディ アッ カ で あっ た が 、 同 期 で あや っ た アス ラン や ニコ ル 
に 対し て も 、 友 情 は 抱い て いた 。 温厚 な 性 格 の ニコ ル 
に 対し て 「 購 病 者 」 と 辛 捧 な 評価 を 下 | と も あぁ 
が 、 そ れ は 彼 の 口 の 悪さ に 起因 する も の で あり 、 本 : 
で は な か っ た と 見 られ る 。 事実 、 オー プ 近 海 の 戦い で ニ 
コル が 戦死 し た 胡 、 イ ザー ク や アズ 


任 を 暫 っ て 対立 し た アス ラン と イザ ー ク の 仲裁 

ど 、 彼 の 死 を 機 に バラ バラ に な りか け て いた ザラ 隊 を ひ 
と つ に まとめ て いる 。 そこ に は 、 ナチ ュ ラル を 見 下 し て い 
た 当初 の ディ アッ カ の 姿 は な く 、 本 戦乱 に 対し 真 撃 に 、 
冷静 に 立ち 向かお うと する 座 勢 が 感じ られ た 。 ニコ ル の 
死 と いう 悲劇 は 、 ディ アッ カ の そう し た 姿勢 を より 明確 に 
する 出来 事 で あっ た と 言え る 。 


中 砲撃 戦機 の パイ ロッ ト と し て 


ディ アッ カ は 、 アカ デミ ー を 優秀 な 成績 で 修了 し 、「 赤 
服 ] を 着用 で きる エリ ー ト で あっ た 。 MS の 操縦 能力 は そ 
の 名 に 恥じ ず 優 れ て お り 、 へ リオ ポリ ス で 究 取 し た バス 
ター を すぐ に 操縦 で きる 技術 を 有 し て いた 。 搭乗 する パ 
スタ ー は 砲撃 戦 に 特 化し た タイ ブ で あり 、 後 方 か ら の サ 
ポー ト を 主として いた 、 デ ィ アッ カ は 時 折 先行 し て 
し まう な ど 、 実戦 に 不慣れ な 部 分 も 見 せ て いる , 


は 。 玉生 中 尼 凶 陣 休 グッ ル を 用 いて 香合 
TT Tt Et 


イザ ー ク と 共に バルト フ ェ ル ド 可 


イザ ー ク と 共に アー クエ ンジ ェ 
ルル 基軸 に 参加 で きる ょ う 要 本 し 


_MORE INFO! 


ディ アッ カ は 、 ク ルー ゼ 可 ザラ 棚 の 中 栓 メン 
だ が 、 イ ザー ク 、 ア スラ ン の 
アッ カ は 、 ふ た り より も 前 に 


出る こと は し な か っ た 


イザ ー ク や アス ラン 、 ニ 
コル と 較 換 し な が ら 杏 っ 
た ディ アッ カ 。 後方 か ら 
答 ら を 到 え た 


きい 全う イザ ー ク と アス 
ラン を 促 畑 し た 。 仲間 
回 選 し よう と 尿 死 
で あっ た 


イザ ー ク と 半 に 、 アーク 
ジェ ル の 手 基 を 四 析 
が 、 そ の 

タラ 


る ?」 と 本 邊 的 な 各 計 を する こと 
で . 浴 由 き を 取り 戻さ せ た 


マー シャ ル 弥 島 で の 電 
ター が 中 確 し 、 必 い 放 | 
ディ アッ カ は 、 自ら パス ター の ユ 
クビ ッ ト ハ ッ チ を 間 け 、 投 款 の 
業 四 を 示し た の だ っ た 


イザ ー ク ・ ジ ュー ル 
ディ アッ カ の 鍵 友 で 
アー クエ ンジ ェ ル を 内 
者 に 近い 考 けた パイ 
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ナタ ル ・ バ ジル ー ル 


Natarle Badgiruel 


式 隊 対 没 絡 全 隊 記 全 計 
で でぶ 典 ぱ 准 庄 ぐさ 9 共 


ー ク 
2 
8 
ビタ 更 
+ 


関連 ファ イル 
: 


次 に 死ぬ の は 自分 だ ぞ 


較 記 二井 に と の 韻 に 邊 まれ た 、 徴 か な 古 


出光 中 艇 長 と し て の 技量 を 発揮 し た ナタ ル 


| 


MORE INFO! ナタ ル が 見 せ た 、 


四 堤 で は 候 秀 な 宣 人 と し て の 顔 が 目立つ ナタ ル だ が 、 軒 を 降り る と 意外 な 一 
面 を 見 せ て いる 。 その ひと つが 飲酒 に 関す る も の だ 。 実は 強気 な 性 格 に 反し て ナ 
タル は 酒 に 器 く 、「 明 け の 紗 演 】 の メン パー と 祝杯 を 上 げた 
返っ で いる 。 また 属 紅 な 男 と 対等 に 眉 り 合う 度 脱 は 持ち 合 
と 探す る 能力 は 低く 、 タ ッ シ ル の 攻 か : 0 
いか わか ら ず . 独 編 し て し まっ た 。 これ ら は 軍人 と し て の 能力 は 高い が プラ イペ ベー 
ト で の 対人 スキ ル が 低い ナタ ル な ら で は の エピ ソー ド と 言え る だ ろう 。 
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ク ェ ス ・ パ ラ ヤ を 述 る 人 々 


(アデ ナウ アー・ パ ラ ヤ 他 ) 


Adenauer Paraya and more 


挟 放 な 少女 を 戦場 に 走ら せ た 
地球 の 重力 に 魂 を 引か れ た 者 た ち 


UC.0093 の 『 シ ャ ア の 反乱 ] に お いて 、 シ ャ ア ・ 
アズ ナブ ル に 共同 し て ネオ ・ ジ オン に 身 を 投じ た 少 
女 、 ク ェ ス ・ パ ラ ヤ 。 その 行動 の 背景 に は 、 周 囲 の 
人 人 々 か 5 受け た 影響 が あっ た 。「 あ な た 、 人 の 魂 は 
地球 の 重力 に 引か れる っ て 言っ た で し ょ 。 あれ 、 あ 
た し に 実感 な ん だ 」 一 一 シャ ア に 向け た ク ェ ス の 言 
葉 が 、 それ を 物語 っ て いる 。 そし て 、 ク ェ ス に と っ て の 
[地球 の 重力 に 区 を 引か れ た 人 々 」 と は 、 父 アデ ナ 
ウツ アー・ パ ラ ヤ に は ほかなら な か っ た の で ある 。 

アデ ナウ アー は U.C.0093 当 時 に 地球 敵 邦 政府 
参謀 次 官 の 地位 に あり 、「 シ ャ ア の 反乱 ] で は ネオ ・ 
ジオ シン と の 折 面 徹 を 務め た 。 し か し 、 地 東園 の 実情 
に 目 を 向け よう と は せ ず 、 そ の 認識 の 甘 き が 争乱 の 
拡大 に 拍車 を 掛け る こと に な る 。 一 方 、 私 生活 で 
は キャ サリ ン と いう 愛人 を 作り 、 公 括 と 連れ 歩く 有 様 
だ っ た 。 そう し た 姜 勢 は ク ェ ス の 反発 を 抽 き 、 彼 女 が 
ネオ ・ ジ オン に 走る 原因 の 一 開 と な っ た の だ っ た 


の 理生 の 4 る ゲ 
x 華 か れ 


いし HARACI 


ナウ アー は 地理 連邦 政府 高官 と し て の 権利 を 当 義 
も な か っ た 


RELATIONS 


TIAN A 


~ 
PA 


に たり 


[AM mg02 scr Bn 


所 履 地球 連邦 
計 設 参謀 次 官 
出身 地球 

技 散 政治 工作 (アデ ナウ ア 」 


U.C.0093.03、 武力 行 使 に 踏み 切っ た ネオ ・ ジ オ 
に 対し 、 地 球 連 邦 政 府 は アク シズ の 譲 各 と 引き 換え 
に し た 和平 交渉 を 持ち 掛け る デ ナ ウ アー は その 使 
者 と し て 特命 を 受け サイ ド 1 ・ ロ ン デ ニオ ン へ と 向かい 
ネオ ・ ジ オン と の 交渉 に 当たっ た 和平 を 装 
て アク シズ を 手 に 入れ よう と し 真意 を 見 抜け 
ず 、 同 行 させ た ク ェ ス が シャ ア の 元 に 身 を 寄せ た こと に 
も 気付 か な な か っ た 。 そし て 、 ル ナツ ー で の ネオ ・ ジ オ 
態 誠 の 武装 解除 に 立ち 会 っ た ウ ア ー は 、 ネ オ 
ジオ ォ ン の 奇 豚 に よ を 落と すこ と に な る 。 度 肉 に 
も 、 ア デ ナ ウ アー の 命 を 替 っ た の は 、 ネ オ ・ ジ オン に 身 
を 投じ た 娘 ク ェ ス で あっ た 。 その 事実 を 知る こと な く 。 永 
克 の 別れ を 迎え た 親子 。 それ は 、 家 族 の 娠 を 狂 け な か . 
た ふた り が 近 っ た 当然 の 帰結 だ っ た の で ある 


1 18 1 
C3 


キャ サリ ン は アデ ナウ アー が 家庭 の 外 に 作っ た 愛人 
で あり 、 ア デ ナ ウ ア は 「 キ ャ シー の 愛称 で 呼ば 
れる ほど 釘 宙 な 関係 だ っ た 。 し か し 、 ア デ ナ ウ アー の 嬢 
で ある ク ェ ス か ら は 嫌 わ れ て お り 、 キ ャ サリ ン 自 身 も 進ん 
で 彼女 と の 引 離 を 縮め よう と は し な か っ た 。 それ ゆえ ク ェ 
ス の 反抗 的 な 惑 度 に つい て いけ ず 、 破 女 と 一 緒 に 宇 
軍 へ と 上 が る こと を 嫌がっ て ホン コン デ ナ ウ アー 親 
子 と 別れ る 。 その 空席 に ハサウェイ ・ ノ ア が 座る こと (に 
な っ た の も 、 運命 の 砺 戯 だ っ た と 言え る だ ろう . 


アデ ナウ アー と は 別に 、 ク ェ ス の 価値 観 
えた 人 物 の ひと り が 、 ク リス チー ナ だ っ た 。 イン 
タイ プ に な る た め の 修行 を し て いた クリ ス 
ナ は 、 一 時 行動 を 共に し て いた ク ェ ス に 、 自身 が 考 
(る ニュ ー タ イプ の 概念 を 教え た 。 それ が ク ェ ス の ニュ ー 
タイ プ 婁 の 根幹 と な り 、 ア デ ナ ウ アー と いう 反面 教師 を 
通し た シャ ア へ の 共感 に 繋が し か し 、「 シ ャ ア 
の 反乱 」 の 賢 末 を 地上 か ら 了 眺め た クリ スチ ー ナ た ち は 
ク ェ ス が 行き 藩 いた 先 を 知 た の で ある 


な か 


機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 
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ハサウェイ ・ ノ ア 衣 


Hassaway Noa 


mE02 sm 


unknown 
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ガン ダム ヴァ ー チ ェ の 第 民 提 
て 開 | 
タダ 
苦竹 の 2 


関連 ファ イル 
GN.008 で ラヴ ィ ー ガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE 


イオ リア 計画 と イノ ベイ ド の 


を 失っ て いた 。 だ が 。 その 人 


剛 記 へ 和 と し て の カ 


MORE INFO! 


リボ ンズ と 行動 を 共に する 機会 が 多かっ た リジェ 
ティ エリ ア と 岡 じ 塩基 配列 パ 


ティ エリ ア の 同 異体 


ン (0988 タ イプ) を 株 こ 
し て 仲間 に 引き 入れ よう と する 
て その 力 を 歌 し て いた よう だ 

た め 両 者 は 箇 対 する 。 その 後 、! 
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PERSONAL PROFILE 
リジェ ネ ・ レ ジェ ッ タ 


Regene Regetta 


unknown 


リボ ンズ の 裳 の 上 で 踊っ た 
イノ ベイ ド の 衣 切 り 者 


イオ リア ・ シ ュ ヘ ン ペ ル グ の 計画 実現 の た め 、 
その 根幹 に 用 いら れ た 量子 演算 型 処理 シス テム 
「 ヴ ェ ー ダ ] は 、 手 足 と な る 人 間 型 の 情報 端末 「 イ 内 
ノ ベ イ ド 」 を 生み 出す 。 この 存在 は 革新 を 遂げ た 人 類 
「 イ ノ ベ イ ター」 を 想定 し て 造ら うれ 、 脳 量子 波 を 操る 
こと を は じ め と する 優れ た 能力 を 持た され て いた 。 本 
来 で あれ ば 人 間 の サポ ー ト に 徹する べき イノ ベイ ド だ , 
が 、 個 性 の 芽生 え に よ り 野 望 を 企む リボ ンズ ・ ア ル 
マー ク の よう な 者 が 出現 し た の で ある 。 そし て また 、 リ 
ポン ズ に 造ら れ た リジェ ネ ・ レ ジェ ッ タ も 宙 か に 野心 
を 抱く ひと り で あっ た 。 リジェ ネ は 自分 こそ が イオ リア 
計画 を 統べる に 相応 し いと 考え 、 リ ボン ズ に 取っ て 
代わ ろう と 暗躍 する 。 だ が 、 そ の 裏切り 行為 は 調 量 
子 渡 を 通じ て 造物 主たる リボ ンズ に 筒 抜け で あり 、 
党 の 上 で 踊っ て いた に 過ぎ な か っ た 。 イノ ベイ ド と 
いえ ども 、 人 類 と 同じ く 斉 路 や 裏切り か ら 無 緑 
で は いら れ な か っ た の で ある …… 


人 人間 の 二 笠 栖 イ ン 
ペイ ター 次 遍 ・F・ 
セイ エイ を 否定 し た 


人 の イノ ペイ ド 」 を 編 え よう に 
する レイ ヴェ レ チ 
5 と 反 舞 する 厩 に 休 人 


ーー マデ アン 


PERSONAL PROFILE 


僕 だ …… 僕 な ん だ ・ 
人 類 を 導く の は この 僕 
リジェ ネ ・ レ ジェ ッ タ だ ! 


西暦 2307 年 、 リ ボン ズ が 操っ て いた アレ ハン ドロ ・ 
コー ナー が 率い た 国連 軍 に より CB は 壊滅 。 その 戦闘 で 
アレ ハン ドロ も 戦死 し 、 リ ボン ズ が 世界 を 掌握 する 土台 
が 形作ら れ て いっ た 。 その 手助け を する た め 、 リ ジェ ネ ら 
イノ ベイ ド 勢 力 は ヴェ ー ダ を 掌握 する リボ ンズ の 手 に よっ 
て 造ら れる 。 な か で も リジェ ネ は 、 戦 闘 用 と し て 生み 出さ 
れ た リヴ ァ イ ヴ ・ リ バイ バル た ち 同 胞 と 異な り ア ロウ ズ に 
参加 する こと な く 立ち 回 る 、 特殊 な 存在 で あっ た 。 その 
独自 性 が リジェ ネ に 野望 を 抱か せる 一 因 と な っ た の か も 
し れ な い 。 リポ ンズ が 主 滞 す る イオ リア 計画 に 納得 が 行 
か な い リ ジェ ネ は 、 自 ら の 手 で 遂行 し た いと 目 議 ん だ 。 そ 
うし て CB の エー ジェ ント で あり な が ら リ ボン ズ 側 に も 与 し 
た 王 留 美 (ワン ・ リ ュー ミン ) や 自分 と 同じ 中 伝 子 で 生み 
出さ れ た ティ エリ ア と 接 吉 し 、 独 自 に 計画 の 促進 を 企 て 
る 。 一 方 、 この 行動 は リポ ンズ の 知る と ころ で あり 、 野 
心 が 看 破 さ れ た リジェ ネ は 反射 的 ズ を 射殺 する 
の だ っ た 。 これ を 予期 し て いた リボ ンズ は 新た な 肉体 に 
意識 を 移し て 胃 り 、 リジェ ネ は 敢 え な く 護 清 され る 。 だ が 、 
その 意 議 は 失わ れず 、 ト ラン ザム バー スト の 影響 で リボ 
ンズ の 脳 量子 流 が 乱れ ヴェ ー ダ と の リン ク が 不 完全 に 
な っ た 隙 を 突き 、 リ ジェ ネ の 意識 は ティ エリ ア に 味方 し て 
ヴェ ー ダ を 奉還 。 リボ ンズ に 一 矢 報 いる の で あっ た 。 


較 記 ジー ネ が ポ め た 計画 の 促進 


西暦 2312 年 、 新 生 し た CB の 活動 再開 に 伴い 、 リ 
ジェ ネ は リボ ンズ に 無断 で ティ エリ ア と 接触 。 計画 の 
全貌 を 明か し て 仲間 に 語 う 。 さら に 王 留美 に 働き 掛け 、 
アロ ウズ 上 層 部 が 出席 する パー ティ ー の 情報 を CB に 
流し 、 テ ィ エ リア と リボ ンズ の 選 逝 を セッ ティ ング し た 
この 接触 は 物 別 れ に 終わ っ た が 、 リ ジェ ネ は 自ら の 野 
ンズ に 代わ っ て イオ リア 計画 を 進め る た め 独 
そう し て 暗 虫 する リジェ ネ は 、 ヴ ェ ー ダ の 所 在 
を 王 留美 に 教え る と 同時 に 、 彼 女 に 対し て 不満 を 抱い 
て いた ネー ナ ・ ト リ ニ テ ィ を 味方 に 引き 入れ 、 品 封じ を 
兼ね て 利用 価値 の な く な っ た 王 留美 を 謀殺 し た 。 これ 
に より CB は ヴェ ー ダ 奪還 の 最終 攻勢 に 着手 。 「 計 画 を 
六 守 する イノ ベイ ド 」 の 範 購 と し て 当初 その 動き は リボ ン 
で か ら も 大 目 に 見 られ て いた も の の 、 野 心 に 囚われ た リ 
ジェ ネ が 駒 と し て の 役割 を 逸脱 し た こと で 床 条 され た 。 


、 人 能力 9 


イノ ベイ ド と し て 人 間 よ り 優れ た 能力 を 与え られ た リジェ 
ネ は 、 イオ リア 計画 の 完遂 を 目指 し て 行動 する 。 リボ ンズ 
を 補佐 する 立場 と し て 高い 知性 を 備え て いた が ゆえ か 
次 第 に 単なる 駒 で は な く 計画 自体 を 主導 し よう と 独 着 に 
走っ て いく 。 リポ ンズ の 代わ り と し て 計画 の 実行 者 に な り 
た いと いう 野心 が 芽生 えた り ジ ェ ネ は 、 そ の 思考 が リボン 
ズ に 簡 抜 け だ と 知ら ぬ 行 動 。 その 結果 、 策謀 は 空回り し 
て 身 を 減 ぼ すこ と に な っ て し まう 。 


ー て イオ リア 計 黄 まめ 


MORE INFO! 


イド 」 一 ィ 


か ら 雷 移さ れ 、 記憶 も リセ ッ ト さ れ で し ま 
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PERSONAL PROFILE 
カリ レ 湊 ・ ナー ティ ブス 


Carris Nautilus 


平和 な 社会 の 実現 を 願い 、 
自警 団 の リー ダー と な っ た 少年 


想 は 人 を 突き 動か す モ チ ペ ーション と な り 、 未来 
を 切り 拓く 原動力 で ある 。 し か し 理想 を 突き 詰め る と 
周囲 が 見 えな く な り 、 良 か ら ぬ 考え を 持つ 他人 に 付 
け 入 られ る 隙 を 生じ や すく な る 。 だ か 
想 を 掲げ る 者 は 自ら の 身辺 に 気 を 配ら な 
な い が 、 現 実に は そこ まで 至ら な い 
フォ ー ト セパ バー ン 市 の 自警 団 リ ー ダ ー と し て 市 の 安全 
ラス が 自ら の 凍 思 と は 関係 な く 
まっ た の も 、 元 を 辿れ ば 彼 の 理 
由来 し て いる 。 第 7 次 宇宙 戦争 の 終結 後 、 混 
し た 世界 は 有力 者 が 独自 に 勢力 を 拡大 する 混乱 
状態 だ っ た 。 そん な 無法 に 本 され た カリ ス は 平和 な 
世界 を 希望 し 、 理 想 を 実現 する 方 法 を 求め た 。 そ 【 
て 自ら に ニュ ー タ イプ 能力 の 片 仁 が ある と 知る や 、 そ 
の 能力 を 人 為 的 に 開花 させ 、 人 工 ニュ ー タ イプ と な 
た の で ある 。「 平 和 な 世界 の 実現 ] と いう カリ ス の 理 
想 を 希求 する 心 は 、 それ ほど まで に 強かっ た の だ 


ER 
さき h た 大 製 MA 戦 人 
ト セ バー ン 語 の 地下 に 硬 き れ 
民活 の 村 を 基 っ て いた 
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ニュ ー タ イプ と し て の 能力 を 使っ て フォ ー ト セ バ ー ン 
市 と 市 民 を 外 病 か ら 守り 、 平 和 な 社会 を 畠 く 純粋 
な 想い を 貫く カリ ス は 野 姿 紛い の バル チャ ー の 集団 を 
次 々 と 撃退 し た 。 し か し 彼 の 想い を 自分 の 私 欲 と 複 讐 
の た め に 利用 し よう と いう 者 が いた 。 カリ ス に ニュ ー タ イ 
プ 能 力 を 与え た 張本人 、 フ ォ ー ト セ バ ー ン 市 の 市 長 ノ 
モア ・ ロ ング で ある 。 そう と は 知ら な い カリ ス は ある 時 、 
ニュ ー タ イブ の 少女 ティ ファ ・ ア ディ ー ル の 保護 を 求め 
る パル チャ ー の 一 団 「 フ リー デン 」 と 遺 遇 。 フリ ー デ ン 
が ティ ファ を 拘束 し て いる と 計 解 し て 戦い を 挑む 一 方 
ティ ファ の 身柄 を 確保 し た 。 同じ ニュ ー タ イプ と し て ティ 
ファ の 身 を 案じ た の だ 。 これ まで ニュ ー タ イプ 能力 を 私 
利 私 欲 に 利用 し よう と 考え る 者 た ち に 追わ れ て いた ティ 
ファ に 対し 、 フ ォ ー ト セ バ ー ン 市 を 安住 の 地 と し て 提供 
し 、 自 分 の 力 で 身 の 安全 を 保科 し よう と し た の だ ろう 
だ が 他 な ら ぬ ノ モ ア が ティ ファ の 能力 に 固執 し 、 そ の カ 
を 我 が 物 に し よう と 画策 し て いる と 気付 き 、 カ リス は 総 
望 の 洞 に 立た され て し まう 。 ノ モ ア から 与え られ た ニュ ー 
タイ ブ 能 力 が 平和 な 社会 を 挫 く た め の 力 で は な く 、 ノ モ 
ア の 復讐 の 道具 に 過ぎ な か っ た と いう 現実 に 、 存 在 価 
値 を 見 失っ て し まっ た の だ 。 フォ ー ト セパ ーー 市 を 飛び 出 
カリ ス は フリ ー デ ン の 元 に 向かい 、 テ ィ フ ァ の 友人 
で ある ガロ ー ド ・ ラ ン に 戦い を 挑ん だ 。 ニュ ー タ イプ 態 
力 の な い ガ ロー ド に 敗れ る こと で 、 呪 われ た 人 工 ニ ュー 
タイ プ の 旋 を 否定 し よう と し た の だ 。 死 力 を 尽く し た 戦い 
の 果て に 、 望み 通り に 敗北 し た カリ ス は 、 ひ と り の 人 間 
と し て ガロ ー ド と 橋 力 。 ティ ファ の 教 出 に 力 を 貨 そう と す 
る 。 し か し ノ モ ア の 束縛 は いま だ カリ ス を 解放 する に は 
至ら ず 、 彼 の 人 工 ニュ ー タ イブ と し て の 力 は さら な る 義 
形 に 利用 され て し まう の で ある . 


較 記 】 - ライプ 人 力 ほ 換え の 苦 導 


フォ ー ト セパ ー ン の 平和 を 守る た め に 獲得 | 
タイ プ 能 力 だ が 、 そ の 代 情 は 大 きか っ た 。 月 に 
強烈 な 斑 痛 舞 わ れる 名 作用 が 生じ た の だ 。 「 シ 
ナッ プス ・ シ ンド ロー ム 」 と 名 付け られ た この 症状 は 服 
業 に よっ て 軽減 する と は いえ 、 放 置 すれ ば 生命 に 影響 
を 及ぼす 誠 険 性 が ある と 考え られ た 。 それ で も 自ら が 掲 
げ る 理想 を 達成 する た め 、 カ リス は 敢えて 苦痛 を 屋 け 
入れ た の で ある 。 し か し そこ まで し て 獲得 し た ニュ ー タ イ 
プ 能 力 が 悪用 され る と は 、 非情 な を も の で あっ た 


ティ ファ に 欧 航 する ニュ ー タ イプ 能力 を 失 和 MORE INFO! カリ ス を 利用 し た 張本人 
カリ スズ に 与え られ た 人 工 ニュ ー タ イプ 能力 は 、 ティ ファ 


カリ 


に ニュ ー タ イプ 能力 を 与え た ノ モ ア ・ ロ ング は 本 名 を ドー ラッ ド と 


の よう に 自然 発生 し た ニュ ー タ イプ と 大 差 な い ほ どの 数 言い . 字画 華 命 軍 の 科学 者 手合 軍 の 講和 を 
値 を 示し た 。 加え て 、 実 験 段階 で 見 られ た 記憶 の 錦 議 は 、 先 の 大 埋 で 和 欧 に 詩 わ っ た 地 天 圧 作 電 「 ラ イ 
や 情動 の 不安 定 さと いっ た 葬 害 も 晃 受 けら れず 、 シナ 続 を 決 重 。 その 舌 兵 と し て カリ ス を 利用 し よう と 考え た の 


プス ・ シ ンド ロー ム を 除け ば 、 ほ ば 完璧 な 状態 だ っ た 


ン 2 か つて の 大 転 で 投入 し た 兵 替 を 湯 存 する ノ モ ア は 。 地上 を 火 の 才 に 座 え る こと / 


全 需 に し て いた 。 その 想い で 。 が か) ス を 突 擬 に 利用 し よう と 王 講 ん だ の で ある 


で 
12 千 ONE ト を 製 全 し た 送 世 N ー タ イブ 族 力 を 覆 旨 し た カリ ス な 
で は の WM で. され まで 生地 を 本 RT ET TE Et 
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理財 下 作 載 様 、 幹 衝 の 
勢い で 仁 攻 し た ジオ ン 公 国 
Cr 


剖 の 兵士 に 結 を 持ち 的 けた 


ガン ダム に 時 限 針 細 を 仕 拉 けり 

る ソル 、 小 回 り が 利く ワッ パ で 

下 を 軸 弄 し つつ 。 陣 を 突い て 
を 取り 付け 

合 知 ら イ な 理 法 だ っ た 


| MORE INFO! 


公国 軍 の 駐留 部 隊 と 避難 民 


ジオ ン 公 園 宣 は 地上 の 勢力 圧 の 各地 に 殺 線 基地 を 筑 き 、 / サ ロー ル 
て 地 幸 連 却 宣 の ゲリラ 戦術 に 対応 し た 。 その 監視 綱 は 選 
難民 キャ ンプ に も 及び 、 ア ムロ は 還 カ マリ ア ・ レ イ に 会 い に 
た 才 枚 近 の 鐘 民 キャ ンプ で ジオ ン 公 国軍 兵士 


兵 
て も 折れ る ケー ス が 多かっ た 
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機動 戦士 ガン ダム 


ES 


あの 


着き 


ーー 会 、 
に 


は 、 厳し い 戦 


ーー 
b=§ 
ホワ イド ペー ス の 指揮 を 的 っ た 
計 候 補 生 の 苦悩 と 決意 


宇宙 ・ サ イド 7 宙 域 


革 っ た れる な ! ガン ダム を 任 さ れ た か ら に は 
貴様 は パイ ロッ ト な の だ ! この 船 を 守る 義務 が ある ! 頒 


下 れ る 重 言 


際 っ て な ぜ 悪 いか ? 貴様 は いい 、 


U.C.0079.09、 地球 連邦 軍 士 官 帳 補 生 の ブラ イ 
ト は 、 新造 艇 ホワ イト ペー ス に 配属 され て サイ ド 7 を 訪 
れ て いた 。 し か し 、 そ こ で ジオ ン 公 国軍 の 強 膝 を 受け 
て 乗組 見 の 大 半 が 死傷 し 、 ブ ライ ト は 負傷 し た パオ 
口 ・ カ シア ス 艦 長 の 補佐 と し て ホワ イト ペー ス の 指揮 
を 担う こと に な る 。 だ が プラ イト は 、 ガ ンダ ム に 乗り 込 
ん で ホワ イト ペー ス を 守っ た 民間 人 の 少年 アム ロ ・ レ 
イ を 労 わる こと も せ ず 、 激しく 叱責 し た の で ある 。 


地球 ・ 北 米 


プラ イト ・ 
Case of Bright Noa 


一 年 戦争 で ホワ イト ペース の 艦長 を 務め る こと に な 
中 に 生き 残る 術 を 探し 


[R | mg02 mg09 
ノア 編 


た ブラ イト ・ ノ ア 
仲間 た ち を 牽引 


ホワ イト ペー ス を 動か す た め に サイ ド 7 か ら の 選 難 民 
の 力 を 借り な けれ ば な ら な い 状 況 に あっ て 、 ア ムロ は 
ガン ダム の パイ ロッ ト と し て シャ ア ・ ア ズ ナブ ル の 攻撃 
か ら 茎 を 守っ た 功労 者 だ っ た と 言え る 。 し か し 、 ブ ライ 
ト に は 機体 性 能 に 額 っ た アム ロ の 戦い 方 が 歯 控 く 感 
じ ら れ た 。 それ を 改善 させ な けれ ば 生き 残れ な を い ホワ イ 
トペ ー ス の 現状 を 衝 感 し て いた か ら こ そ 、 ブ ライ ト は ア 
ムロ に 厳し い 言 葉 を 投げ 掛け た の だ ろう 。 


劇場 版 


そう し て わめい て いれ ば 気分 も 晴れ る ん だ か ら な ! 


サイ ド 7 を 脱出 し た ホワ イト ペー ス は 、 地 球 連 邦 軍 
本 部 ジャ ブロ ー を 目指 し て 地球 に 降下 し た 。 ブラ イト 
は 、 ル ナツ ー で 艦 を 降り た パオ ロ に 代わ っ て ホワ イト 
ペー ス の 態 長 代 理 を 務め た が 、 ア ムロ が 度 華 な る 戦 
同 に 心労 を 重ね て 出 繋 を 拒否 する 事態 に 陥る 。 北米 
で ガル マ ・ ザ ビ 率 いる 部 隊 の 攻撃 を 受け る 中 、 ガ ン 
ダム に 乗 ろう と し な い ア ムロ を 殴り 付け る ブラ イト 。 そ 
し て 、 反発 する アム ロロ の 甘え を 非 離す る の 


士官 候 福生 の 身 で ホワ イト ペー ス の 組 取り を 担っ 
た ブラ イト に と っ て 、 ア ムロ と ガン ダム は 生き 残る た め 
の 頼み の 繝 で あっ た 。 し か し 、 そ の アム ロ は 載 い に 
僅 ん で ガン ダム に 乗る こと を 拒否 し 、 自 分 の 部 に 閉じ 
立っ た 。 否応 な く 背 負わ され た 次 任 を 全う し よう と し た 
ブラ イト か ら 見 れ ば 、 ア ムロ の 態度 は 逃 刀 に ほか な ら 
ず 、 奇 立ち を 感じ た と し て も 不思議 で は な い 。 先 の 言 
葉 は 、 そう し た 感情 の 表れ だ っ た と 言え る 。 


ucoo7eooe 。 mw 


伺 を 言う か ! 


ザビ 宗 の 独裁 を 目論む 男 が 何 を 言う の か ! 


地球 に 旗下 し た ホワ イト ペー ス は 、 ガル マ が 指揮 す プラ イト は 士官 候補 生 と は 言え 、 ホ ワイ トペ ー ス 隊 
る ジオ ン 公 国軍 の 猛攻 を 潜り 抜け 、 シ アト ル の 戦闘 の 中 で は 数 少な い 正規 の 地球 連邦 宣 人 だ っ た 。 それ 
で ガル マ を 潜 死 に 追い や っ た 。 さら に 、 息 つく 間もなく だ け に 、 状 況 に 強い られ て 戦っ た アム ロロ た ちと は 異な 
ラン パ ・ ラ ル 隊 の 追撃 を 受け 、 辛 うじ て これ を 退け る り 、 ジ オン 公国 の 所 業 へ の 義 慎 も あっ た の だ ろう 。 明 

成功 する 。 その 直後 、 世 界 中 に 向け て 実況 放 確 な 英 の 妻 を 目の当たり に し て 困 呈 し 、 言 葉 を 失う 
送れ た ガル マ の 国葬 の 映像 が ホワ イト ペー ス に も 届 ムロ た ち 民 間 人 上 が り の 乗組 員 と は 対照 的 に 、 ブ ライ 
ジオ ン 公 国 を 正当 化す る ギレ ン ・ ザ ビ の 演説 に ト が 強い 感情 を 表 に 出し た の も 、 そ うし た 背景 が あっ 
ブラ イト は 慎 り を 鍵 わ に する て こそ だ と 考え られ る 


ok 


EZ 
俺 だ っ て 生き て いる 間 く らい 
人 並み に 上 手 に 生き て みた いと 思う けれ ど …… 不 器用 だ か ら な 


ホワ イト ペー ス は 回 部 隊 と し て の 任務 を 帯び て 再 ブラ イト は 、 ホ ワイ トペ ー ス の 艦長 と し て 載 う 中 で 
び 宇 宙 に 上 が り 、 ブ ライ ト は 引き 続き その 指揮 を 執 - 自身 の 傍ら で 操 能 手 を 季 め た 信頼 を 寄せ 、 い 
た 。 その 途中 で 立ち 寄っ た サイ ド 6 で 、 ミ ライ ・ ヤ シマ つ し か 彼女 を 意識 する よう に な っ て いっ た 。 それ ゆえ 
の 許婚 で ある カム ラン ・ ブ ルー ム と 出会う こと に な る カム ラン の 存在 を 知っ た ブラ イト は 心中 穏やか で な く 
だ が 、 秘 か に 想い を 寄せ る ミラ イ と カム ラン と の 関係 サイ ド 6 に 寄 航 する こと に も 抵抗 感 を 抱い た " 
を 気 に し な が ら も 、 ブ ライ ト は ミラ イ の 胸中 に 踏み 込め ミラ イ の 立場 や 考え を 護り 、 起 い を 
ず に いた 。 それ を ミラ イ に 問い 質 さ れ た プラ イト は 、 言 留め た 。 そし て 、 そ の 不問 用 さ を 自覚 し つつ 
業 を 濁す よう に 自ら の 心情 を 吐 雲 する の だ っ た いて 成り 行き を 見 守っ た の で ある 


UiC.079.12.24 | 宇 四 ソロ モン 四 母 ” oi 
者 の 気持 ち は わ か っ て いる 


:、 僕 は いつ まで も 待っ て いる よ 


ホワ イト ペー ス の サイ ド 6 へ の 寄港 は 、 ブ ライ ト た ち 度々 プラ イト の 相談 に 乗っ な を ど 、 ミ ライ に プラ イト へ 
の 関係 に 変化 を 与え た 。 カム ラン と の や り 取 り の 中 で の 好意 が あっ た の は 確か だ ろう 。 し か し 、 そ れ が 恋愛 
見 せ た スレ ッ ガ ー・ ロ ウ の 男気 に ミラ イ は 惹か れ 、 プラ 感情 へ と 育つ より も 先 に 、 ミ ライ の 心 は スレ ッ ガ ー に 
イト も それ を 感じ 取っ て いた の で ある 。 それ ぞ れ の 想い 傾く 。 それ で も 、 ブ ライ ト の 想い を 受け 入れ 
を 呑み 込ん で 始ま っ た ソロ モン 攻略 戦 の 最 中 、 ミ ライ 踏み 出せ ず に いた 彼女 の 行動 を 促 自分 の 感情 
は 乗 本 の 損傷 で 帰 杉 し た スレ ッ ガ ー の 安否 に 気 を 揉 を 押し 付け る の で は な く 、 ミ ライ の 思う よう に させ る こと 
む 。 ブラ イト は 、 その ミラ イ の 背中 を 押す と 同時 に 、 彼 "が 、 プ ライ ト な り の 心遣い だ っ た 

女 に 自ら の 想い を 告げ る 


MORE INFO! 
アム ロロ に 懸け た 期待 
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ジャ ブロ ー の 将 


Ofcers in Jaburo 


ジャ プロ ー に 座 する 上 級 将 、 
地位 と は 裏腹 な 、 そ の 実態 


MS を 主 輪 と する ジオ ン 公国 軍 に 対抗 すべ く 、 地 
球 連邦 軍 は 新型 MS と 運用 艦 衣 建造 計画 (V 作 戦 ) 
を 実施 。 これ に よっ て 建造 され た の が 強 尊 掲 陸 艦 
ホワ イト ペー ス で ある 。 サイ ド 7 を 脱出 し 、 多 く の 民 間 
人 に 運用 され た ホワ イト ペー ス は 辛うじて 連邦 軍 本 
部 ジャ ブロ ー に 到着 。 並み 居る 区 官 か ら 歓 春の 声 で 
迎え 入れ られ る は ず だ っ た 。 し か し ホワ イト ペー ス を 目 
に し た 将 定 は 予想 外 の 態度 を 示し た と され る 。 困難 
な 航海 を 乗り 越え た 乗組 員 を 手厚く 迎え 入れ よう と 
する 者 と 、 深々 と 報告 を 聞く だ け で すぐ に 新た な 任 季 
に 就 か せよ うと し た 者 で ある 。 ジャ プ ブロー まで の 航海 
の 間 に 驚 異 的 な 畔 果 を 挙げ た ホワ イト ペー ス は 英 味 
方 か ら 5「 ニ ュー タイ ブ 部 隊 」 と 評 さ れる まで に な り 、 ジ 
ブロ ー に 座 す 上 級 将 官 の 威厳 を か すま せる ほど に 
な っ て いた 。 その た め 一 部 の 将 官 は ホワ イト ペー ス を 
「 厄 介 者 」 と 見 な し 、 公 国軍 の 注意 を 引き 付け る た 
め の 図 役 と し て 利用 し よう と 考え た の で ある 。 
サイ ド 7 か ら の 長い 衝 
を 終え 、 ジ ャ プロ ー に 凡 
り 符 いた ネ ワ イト ペー ス 。 
し み し ジ ャ ブロ ー 将 巧 た 
ちの 目 は 冷や や か で 、 明 


ちか に み ワ イト ペー ス を 
衝 議 者 揚 い し て いた 。 


きら に ホワ イト ペー ス が 公 
本 理 胡 本 に 財 履 され た 
こと ゲ 笠 意 た ら の 評価 を 


の は 尊 身 に な っ て 迎え 入れ 
て いる 。 そ の 惑 度 は 軍人 と し て 人 衝 移 を 果たそ うと する た 
く 、 和 個 人 の 惑 情 が 反 弘 され た も の だ っ た の が 
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技能 補修 (ウッ ディ )、 作 理 承 庄 (コッ プ E.F.S.F. 
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ファ ン フ ァ ン 


ジャ ブロ ー で 宇宙 船 整備 担当 士官 を 務め る ウッ ディ 
に と っ て 、 ホ ワイ トペ ー ス は 特別 に 思い 入れ の ある 艦艇 
だ っ た 。 同じ 連邦 軍人 で あり 、 将 来 を 約束 し た 婚約 者 
マチ ル ダ ・ ア ジャ ン が 命 を 賭し て 守り 抜い た 艦 だ っ た か 
ら で あ る 。 だ か ら こ そ 満 身 創 聞 の 状態 で ジャ ブロ ー に 辻 
り 甘 いた ホワ イト ペー ス に 、 ウ ッ デ ィ は 全身 全土 を 傾け 
て 補修 作業 を 行っ た 。 公国 軍 に よる ジャ プ ブロー 降下 作 
戦 が 実施 され 、 シ ャ ア ・ ア ズ ナ ブル 率い る 特務 部 隊 が 
基地 内 に 潜入 し た 長 に 先陣 を 切っ て 応戦 に 向かっ た の 
も 、 今 は 亡き 恋人 へ の 想い が 彼 を 駆り 立て た の だ ろう 。 
その 戦い の 果て に ウッ ディ は 命 を 落と し た の だ が 、 彼 の 
決死 の 行動 に よっ て ホワ イト ペー ス は 守ら れ た 。 恋人 の 
愛し た 散 を ウッ ディ も 愛し 、 身 を 据 し て 守っ た の で ある 。 


アム ロ の 制止 に も 耳 を 紅き 
ず に 、 フ ァ ン ファ ン で 電電 
に 乗り 込ん だ ウッ ディ 。 ホワ 
イト ペー ス を 守り た いと いう 
待 の 便 電 は 、 自ら の 身 の 旬 
購 を 本 みな い は ほど に 至っ 
た の で ある 。 


サイ ド 7 の 避難 民 や 戦闘 経験 の 少な い 土 定 候補 生 
に よっ て 運用 され た ホワ イト ペー ス に と っ て 、 ジ ャ ブロ ー 
まで の 道程 は 永 違 に 等 し いも の だ っ た に 違い な い 。 そ 
ん な 無法 と も 思え る 命令 を 容易 く 発する ほど 、 ジャ ブロ ー 
に 座 す る 高級 将 官 た ち は 戦 場 か ら 掛け 離れ た 立場 に 
あっ た 。 それ は 将 官 を 取り まとめ る 地位 に いる ゴ ッ プ 提 
督 も 同様 で ある 。 彼 に し て みれ ば 、 新 鋭 艇 ホワ イト ペー 
ス も 単なる 友軍 散 艇 の 1 隻 に 過ぎ な か っ た の だ 。 そん な 
艇 が 「 ニ ュー タイ プ 部 隊 」 の 名 で 呼ば れ 、 英 味 方 か ら 注 
目 を 浴び る 事態 に な れ ば 、 自 ら の 権威 が 陰 る こと に な り 
か ね な い 。 こう し て ゴ ッ プ は ホワ イト ペー ス に 「 厄 介 者 」 
の 閣 印 を 押し た 。 そし て 購 路 うこ と な く 困 部 隊 と し て の 任 
務 を 与え 、 自 分 の 目 の 前 か ら 厄 介 払い し た の で ある 。 


還 林 な 角 

ブロ ー に 殖 重 し た * ワ イト 
ペー ゴ ッ プ は 労 
い の 詩 董 の ひと つも 描け な 
か っ た 。 同じ 吉孝 宣 に 属し な 
が 5 も 、 ゴ ッ プ は ホワ イト ペー 
ス を も 紅い し て いた の だ 。 


MORE INFO! 


ウッ ディ や ゴ ッ プ の 他 に も ジャ ブロ ー に は 多く の 兵士 や 衝 密 が 
量 め て お り 、 それぞれ が 異な る 洩 度 で ホワ イト ペー ス を 迎え 入れ 
度 を 見 せる 者 は は と ん ど お 


全 4 Pert 
[ WT の に あっ た よう だ 


し て 
ィ は の PR 


mE02 ser19n 


7 サハ エレ トロ ニク 2 社寺 


Executives in AE 生か ラニ ー).kJ 提 53 


式 術 (ウォ ン 


実業 家 の 視 点 か ら 戦 争 に 介入 し た 
エゥーゴ の 支援 者 た ち 


U.C.0087 に 起こ 
軍 の 内 部 抗争 で あ 


は 、 地 球 連 者 
ス ノ イ ド 派 と スペ ー 
一 年 戦争 に 近い 構図 を 時 


に と っ て 重要 な 人 物 で あ - 
AE は エッ ー ゴ を 援助 し 


1 
uF Re 


ヘッ ラー さ ミ ・ー ド ば ・ー[(Nx A 


関連 ファ イル 


1 


Jr. モ ビル スー ツ rut new 


U.C.0080 年 代 後半 、AE の 会 長 と し て 政財界 に 絶 
大 な 影響 力 を 有 し て いた メラ ズ の 台 
頭 に 際 し て 、 ク ワ ト ロ ・ パ ジー ナ (シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 
や ブレ ックス ・ フ ォ ゴ の 設立 に カ を 
貸し た 。 だ が は な く 、 地 球 連 邦 
軍 の 混乱 を 利用 し て 利潤 を 追求 し よう と し た 企業 家 と 
て の 行動 だ っ た と 言う 。 また 、 メ ラニ ー 自 身 が 表 に 出る 
こと は ほとん ど な く 、 ウ ォ ン を は じ め と する AE 幹部 を 通じ 
て エゥーゴ を 動か し た 。 し か し ズ が 地球 園 に 帰 
し て 事態 に 介入 する と 、 自 ら 交 渉 の 席 に 着い て アク 
を 味方 に 引き 入れ よう と し た 。 その 際 に は 、 地 球 連 
邦 政 府 に 働き 掛け て サイ ド 3 を アク シズ に 譲渡 する と い 
ー ザ ー を ア 
成功 し て いる 。 し か し 、 こ の 斉 
第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 
に 福 根 を 残す こと と な る の だ っ た 


は 、 テ ィ タ ー 


は グリ プス 戦役 に お いて 


メラ ニー の 名 代 の ひ 
ー ゴ と の 交渉 に 当たっ た 。 だ が 、 出 資 者 
と し て エゥーゴ の 戦略 ・ 戦 術 に 口 を 出す こと も 多かっ た 
た め 、 クワトロ や ブラ イト ・ ノア と いっ た 現場 の 人 間 に は 
煙たがら れ て いた 。 また 、 エゥーゴ に 身 を 投じ た ば か り の 
ユ ・ ピ ビダン と 出会っ た 際 に は 、 意識 の 低 さ を 見 等 
め て 修正 を 加え て いる 。 し か し 、 地 位 を 笠 に 落 る だ け の 
人 物 で は な く 、 ア ー ガ マ が アン マン で 農 撃 され た 際 に は 
防戦 の 陣頭 に 立ち 、 グラ ナダ へ の コロ ニー 落と し で は グ 
ダ に 居 残 っ て 市 長 の 説得 に 当たる な ど 、 自 ら の 行 
“を 杏 け る 覚悟 を 持っ て いた 。 アク シズ と の 初め て 
の 交渉 で も 、 アー ガマ 隊 に 同行 し て ミネ バ ・ ザ ビ と の 会 
見 に 臨み 、 一 時 は 捕 膚 に な りな が ら も 行動 力 を 発揮 し 
て 脱出 を 果たし て いる 。 その 後 も 、 出 資 者 の 立場 か ら 
エゥーゴ の 意思 決定 に 関わ り 続け た ウォ ン は 、 第 一 次 
ネオ ・ ジ オン 戦争 に も 身 を 投じ た の で ある 


TTF 


し 82-18 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


ED) nD02 se An 


へ リオ ポリ ス の 学生 ② 席 


Students of Heliopolis OWNI 
スト ライ ク と の 遺 遇 か ら る > 前 
ぞ 戦 
地球 軍 に 参加 し た 学生 に 3 | 
ヘリ オ ボ ポリ ス の 工業 カレ ッ ジ に 通っ て いた サイ ・ 2 し 前 


アー ガイ ル と カズ イ ・ パ スカ ー ク は 、 ザフト に よる 「G] 
強 礁 作戦 に 巻き 込ま れ 、 その 後 の 人 生 を 大 きく 左右 
され る こと と な っ た 。 これ まで の 平穏 な 学生 生活 か ら 
一 変 、 ア ー ク エン ジェ ル へ と 乗 散 し 、 命 を 厩 い 合う 
乾 場 に 身 を 置く こと に な っ た の で ある 。 ふた り は 
そう し た 環境 の 変化 に 戸 慈 い 、 苦し みな が ちら 
も 、 自ら が 進む べき 道 を 選択 し て いっ た の 
だ っ た 。 

「GJ 強奪 作戦 に よっ て 端 壊し た ヘリ オ 
ポリ ス か ら 和 逃れ る た め 、 地 球 連合 軍 の 新鋭 
艦 ア ー ク エン ジェ ル に 乗艦 し た ふた り 。 艦 の 人 
員 不 足 、 そ し て 友人 の キラ ・ ヤ マト が スト ライ ク の パ 
イロ ッ ト と し て 落 命 に 戦っ て いる の を 見 た 彼ら は 、 北 
の プリ ッ ジ ク グルー と な る 。 いき な り の 実戦 は 彼ら に と っ 
て 相当 の 重荷 で あっ た が 、 危 機 的 状況 を 回 選 す る 
た め 、 必死 に 任務 を こなし た の で ある 。 
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| 
MAIN MECHANIC 


アー クエ ンジ ェ ル 


同人 が 午 化 する 


中 | mr02 mA 


平家 に な っ た ら また 会 お う 。 
それ まで 死ぬ ん じゃ な い ぞ 


(サイ ・ ア デー ガイル) 
サイ と カズ イ は 、 艇 を 降り る こと も で き な い まま 、 ア ー 
クエ ンジ ェ ル を 追 軟 し て きた ザフト ・ ク ルー ゼ 隊 と 玲 度 
ル は 地球 軍 の 第 
た り に も よう や く 下 態 の 
、 サイ の 橋 約 者 で あっ た フレ 
イ ・ ア ルス ター が 軍 に 入隊 する こと を 宣言 する と 、 キ ラ 
を 含め た 学生 仲間 全員 が 艦 に 残る 決断 を する 。 だ が 、 
それ は さら な る 浪 眉 な 戦い へ と ふた り を 導い て いっ た 
江 闘 以外 で も 、 サ イ は フレ イ を 巡っ て キラ と 対立 する 
な ど 、 戦 乱 と いう 閉鎖 環境 の 中 で スト レス を 抱え て いく 。 
中 で も ふた り に 追い 打ち を か けた の が 、 学生 仲間 で あっ 
た トー ル ・ ケ ー ニ ヒ の 死 で あっ た 。 これ まで どの よう な 危 
機 的 状況 も 仲間 と 励ま し 合い な が ら 乗り 越え て きた 彼ら 
に と っ て 、 そ の 衝撃 は 計り 知れ な いも の が あっ た 。 事実 、 
オー ブ 攻 防 戦 を 前 に し て カズ イ は 下 態 し た の で ある 。 一 
方 で 、 サ イ は 軍人 と し て 艦 に 残る 決断 を する 。 トー ル の 
死 . そし て キラ と の 対立 と いっ た 苦境 を 、 彼 は 一 軍人 と 
し て の 力 を 身 に 付け る こと で 乗り 越え よう と し て いた 。 そ 
の サイ の 勢力 は 実 を 結び 、 艦 の 航行 に は な く て は な ら な 
い 存 在 に な っ て いっ た の で ある 。 


サイ と カズ イ 激しい 戦乱 の 中 で 、 ふ た り は 別々 
の 道 を 歩む こと と な っ た 。 だ が 、 今 回 の 戦乱 を 間近 に 
経験 し た こと で 、 ふ た り が 大 きく 成長 し た の は 間違い な 
いこ と で ある 。 


、 足 忠 R37 


アー クエ ンジ ェ ル の 通信 士 と し て 鞭 命 に 博 張っ て き 
た カズ イ で あっ た が 、 オ ー ブ 攻 防戦 を 前 に し て アー クエ 
ンジ ェ ル か ら の 下 艦 を 決意 し た 。 だ が 、 意外 に も サイ 
や ミリ アリ ア が 熊 に 残る 姿勢 を 見 せ た た め 、 そ の 決意 
は 揺らぎ 始 め る 。「…… 俺 だ け 降 り る っ て 言っ た 
みん な 朋 病 者 と か 卑 入 者 と か …… 俺 の こと 思う ん だ 
ろ !?] 一 一 サイ に 突き 付け た この 言葉 は 、 ど うし て も 他 
人 の 目 を 気 に し て し まう カズ イ の 本 音 と 言え た 。 だ が 、 
サイ は それ を 一 笑 に 付 し 、 彼 の 決意 を 後押し し て 艇 か ら 
送り 出し た の で ある 。 一 見 、 非 情 に も 思え る サイ の 醒 
度 で あっ た が 、 カ ズ イ の あま り に も 優し 過ぎ る 性 格 を 間 
近 で 見 て いた 彼 は 、 こ れ 以 上 の 戦闘 は カズ イ に と っ て 
も 、 ア ー ク エン ジェ ル に と っ て も 良い 結果 を も た ら さ な い 
と 感じ て いた 。 その た め サ イ は 、 カズ イ の 決断 を 葛 重 し 、 
その 重 思 を 最後 まで 買 く よう に 告げ た の で ある 。 


時 成長 を 見 せ 続 けた ふた り ] 


何 の 準 備 も な く ア ー ク エン ジェ ル に 乗 能 し 、 ブ リッ ジ 
クル ー と な っ た サイ と カズ イ 。 だ が 、 正 規 兵 に よる 誤 練 
も あっ て 徐々 に 技術 を 習得 し 、 径 を 支え る まで に な っ て 
いっ た 。 彼ら が 元々 、 工業 カレ ッ ジ の 学生 で あり 、 ロボ ッ 
ト の 研究 を 行っ て いた こと も 操作 に 慣れ る ひと つの 要 
因 と 言え た 。 また 、 常 に 生命 の 危機 に 晒さ れ な が ら の 
航行 が た り を 成長 させ た の で ある 。 


サイ と カズ イ の 両親 


が 虹 争 に 巻き 込ま れ な い サ 
を 移住 させ で て の 


サイ は カメ イ が 次 騰 し た こと で CIC 提 前 か ら オ ペレ ー タ ー 湯 当 に 条 - 
が . その 人 務 を スム ー ズ に 半 め て いる 」 
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1X 


? 


ご 


、 足跡 | エッ ゥ ー ゴ に お ける レコ ア の 実績 


1 1 | 課 報 任務 に 生か きれ た 記憶 カ ー ー 
MORE INFO! 


還 争 当時 
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PERSONAL PROFILE (1 | m02 2 
ティ ター ンズ の MS パイ ロッ ト 皿 


MS Pilots in TITANS 


上 官 の 部 合 に 振り 回 され 、 
戦場 に 散っ た 若き パイ ロッ ト た ち 


ジオ ン 公 国軍 残党 の 掃討 と いう 大 義 を 抱え て 発足 
し た 地球 連邦 軍 特 殊 部 隊 テ ィ タ ー ン ズ は 怠 速 に 勢 
力 を 拡大 。 連邦 講 会 を 掌握 し 、 連 邦 軍 自体 の 指揮 
権 を 掌握 する まで に 成長 し た 。 すべ て は ティ ター ンズ 
総帥 ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン が 描く シナ リオ で あり 、 事 
台 が この まま 進め ば 地球 囲 は ティ ター ンズ に よっ て 
統一 され る は ず だ っ た 。 し か し 実際 に は スペ ー ス ノイ 
ド へ の 強引 な 弾圧 に 反発 する 勢力 が 誕生 、 テ ィ タ ー 
ンズ と の 間 に 激しい 内 戦 が 繰り 広げ られ る こと 
た の で ある 。 その 結果 、 さ し も の ティ ター ンズ も 優秀 
な 人 材 が 不足 し 、 実 戦 経験 の 少な い 士 官 の 全 用 も 
や む お なし と いう 事態 に 陥っ て し まっ た 。 シド レ と アド ル ・ 
ゼノ 、 両 名 の 登用 は 本 来 の ティ ター ンズ の 基準 に 
乗っ 取れ ば 早 過 ぎる も の だ っ た ろう 。 だ が 精鋭 部 隊 
に 憧れ る 彼ら に ティ ター ンズ の 内 情 を 理解 し ろ と いう 
の が 無理 な 話 で あり 、 血 気 の 逸 る まま に ふた り 
場 へ と 乗り 出し て いっ た の だ っ た 


と は 表 陣 に 硬 
内 き W 発 居 。 色 し いい な が 


TU 3/ 
a 


マラ サイ 


AE (アナ ハイ ム ・ エ レク トロ 
ス せ ) ザ 間 発し た 。 主 カ 
3 


引き 渡さ きれ る こと に な っ た 


MORE INFO! 


人 先 な 人 材 が 不足 
っ ズ だ が 。 これ 


V ガ ンダ ム 


『| mW02 sg 


キー ス ・ レ ジェ 2 


工 】 地球 理夫 肌 
Keith Laijie 


出身 月 
挫 能 パン の 生 状 ・ 販 売 、 営業 活動 


パン 屋 と し て 和平 に 尽く し た 
地球 環境 調査 員 の ひと り 


正 届 (C.C.) 2343、 デ ィ ア ナ ・ ソ レル が 主導 する 
「 地 球 帰還 計画 ] の 実行 に 先立ち 、3 名 の ムー ン レ イィ 
ス が 地球 へ と 降下 し た 。 地球 環境 調査 員 と 呼ば れる 
彼ら は 、 身 分 を 師 し て イン グレ ッ サ 領 に 入り 、 ある 意味 
で は [実験 体 } と し て 地球 で の 日 々 を 過ごし て いた の で 
ある 。 イン グレ ッ サ 領 に ある パン 屋 [ドン キー] の 職人 
と し て 修行 の 日 々 を 送っ て いた キー ス ・ レ ジェ も 、 調 査 
員 と し て 地球 へ 相 下 し た ムー ン レ ィ ス の 少年 で あ - 

キー ス は 、 ひ と り で 生活 し て いく 力 を 得る た め 、「 ド 
ン キ ー」 の 職人 見 習い と し て 住み 込み で の 修行 を 開 
始 。 慣れ な い 環 境 で の 暮らし で あり な が ら 世 命 に 勢 
カレ し 、 親 方 に その 腕 を 対 め られ る まで に な っ て いた 。 
そし て キー ス の 地球 降下 か ら 2 年 後 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウ 
ンタ ー を 含む 帰還 部 隊 の 第 一 陣 が 旗下 する 。 彼 は 
ン レ ィ ス の 円 滑 な 入植 を 期待 し て いた が 、 地 球 
民 、 ム ー ン レ ィ ス 到 方 の 「 偏 見] は 大 きく 、 両 勢力 は 
対立 し て し まう の だ っ た 


共 交 S ぷ 、 く で ペー ドジ 


ば ご 業 吉 壁 雪 弄 く r 全 給 、 


MAIN MS 


FLAT-L06D 
フラ ッ ト 


周 いた ムー シル 
地 二 陸 下 和 
St 4 
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催 は 生き て いる 航 の た め に 
パン を 焼い て や る ん だ よ ! 


キー ス も 両 勢力 の 対立 に よっ て 、 そ の 生活 が 一 変 
する 。 働い て いた ドン キー の 経営 が 価 い た だ け で な く 、 
オー ナー で も ある 親方 が 負傷 し 、 苦 境 の 中 で 店 を 任 さ 
れる こと に な っ た の だ 。 彼 は 生活 の た め 、 帰 運 し た ムー 
ン レ ィ ス た ち に も パン を 焼く よう に な り 、 デ ィ ア ナ 主 催 の 
親睦 パー ティ ー で も ケー キ を 第 作 。 さら に 、 地球 帰還 の 
た め に 用 いた フラ ッ ト を イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ に 売却 し 
ドン キー 再建 の 資金 を 得 た の た 

ドン キー の 事業 拡大 を 進め る 一 方 で 、 キ ー ス は ムー ン 
レ ィ ス の 保護 に も 取り 組ん で いた 。 帰還 計画 の 混乱 に 
よっ て 生活 に 肛 し て いた ムー ン レ ィ ズ の 技術 者 た ち を 亡 
命 させ た ほか 、 一 部 を パン 工場 で 雇っ た の で ある 。 キー 
ス は ドン キー と いう 「 働 く 場 ] を 確保 し な が ら 、 ム ー ン レ ィ 
ス と 地球 民 の 共存 を 目指 し た の だ っ た 。 や が て 彼 の 努 
力 は 実 を 結び 、 ル ジャ ー ナ 領 に 構え た パン 工場 の 一 帯 
に 、 ム ー ン レ ィ ス と 地球 民 が 分 け 過 て な く 暮らす 中 立地 
帯 が 形成 され て いっ た の で ある 
ミリ シャ と ディ アナ ・ カ ウン ター の 対立 は その 後 も 収 ま 
ら ず 、 戦乱 の 畠 台 は 月 に も 広がっ た 。 その 中 で も キー 
ス は 、 工場 と を その 周辺 の 中 立地 帯 を 維持 し 続け 、 地球 
民 と ムー ン レ ィ ス の 融和 を 推し 進め た の で ある 。 ロラ ン 
の よう に 戦乱 に 直接 関与 し た わけ で は な か っ た が 、 キー 
ス の 存在 が 、 民 間 レ ベル で の 交流 に お いて 多大 な 功 
績 を 挙げ た の は 間違い な いと 言え る だ ろう , 


時 


晃 百 いと し て ドン キー の 門 を 叩き 、 わ ず か 2 年 で 店 の 
運営 を 任 さ れる まで に 至っ た キー ス 。 月 と は 異な る 文明 
の 中 で 彼 が 修行 に 集中 で きた の に は 、 恋 仲 と な っ て い 
た 親方 の 娘 ペ ルレ ー ヌ ・ ポ ンド の 支え が あっ た 。 ロラ ン 
や フラ ン と 違っ て ミリ シャ に 同行 せ ず 、 戦 闘 の 最前 線 と 
は 離れ た と ころ で 活動 し て いた キー ス に と っ て は 、 彼女 を 
等 り た いと いう 気持 ちこ そ が 厳し い 状況 を 耐え 抜く < 大 き 
な モチ ベー ショ ン と な っ て いた の で ある 。 そん な ペル レー 
ヌ へ の 錠 情 は 、 地球 と そこ に 住む 人 々 全体 へ の 愛着 へ 
と 繋が り 、 パ ン 工 場 を 中 心 と し た 中 立地 帯 の 形成 に ま 
で 彼 を 導い た 。 月 と 地球 の 停戦 が 実現 し た の ち 、 ペ ベル 
レー ヌ と の 則 に 子供 を も うけ た キー ス は 、 ギ ン ガ ナム 秀 
共に よっ て 工場 が 破壊 され た 「 ド ン キ ー] の 再 再建 に 輌 
を 出し て いる と 言う 。 守る べき 家族 を 手 に 入れ た キー ス 
は 、 これ か ら も 地球 に 根 を 張っ て 暮らし て い う 


較 記 近い の 2 電 箇 で 発 押さ れ た 交 閉 術 。 | 


EY 
MORE INFO ! a 
うふ た つの 課題 を クリ ア す べく 行動 し て いた 。 その 中 で ボー スピ OAM レニ 2 い 


キー ス は 、 ムーン レ ィ ス ミリ シャ どちら に も 接触 を 図り 
『 バ パン 」 と いう 商 材 を 駆使 し て 見 事 に 立ち | の で あぁ 
る 。 誰 に 対し て も 般 然 と し た 吉 度 を 取り 、 相 手 か ら 斉 歩 
を 引き 出す キー ス の 交渉 術 は 、 混 乱す る 社会 情勢 の 
中 で より 磨 か れ て いっ た 
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機動 戦士 ガン ダム 00 


ロッ クォン ・ ス トラ トス (ライ ル ・ ア (ラン ティ 編 


Case of Lockon Stratos (tyie Dylandy) 


ンダ / 


謙 の 
お 


あの イガ 
新た な 「 ロ ッ ク オ ン 」 の 活躍 


戦死 し た 兄 と 同じ 名 を 背負 う 新た な ンダ ム マ イス ター 


太ら 318 年 4 話 ( セ カン 
気付 か せ て や っ た ん だ 。 
…… 上 比較 され た ら 堪 らん だ ろ 


西暦 2312 年 、 4 年 前 の 戦乱 で 崩壊 十 前 に 陥っ た も 兄 と も た た め 他 の x > パー か ら 兄 と 同じ 期待 
部 隊 「 プ トレ マイ オ 戦力 を 整え 再起 し を 掛け られ て お り 、 そ 
は 前 戦乱 で ガン ダム ター の ひと り ロッ ク は 戦 能 力 以外 に も 及び 、 か つて 
スト ラ ト ス (ニー ル ・ デ ィ ラ ン ディ ) を 失っ た が せ て いた フェ ルト ・ グ レイ ス か ら も 、 戸惑い の 目線 を 琶 
て 、 双子 の 弟 で ある ライ ル ・ デ ィ ラ ン デ ィ け て いた の で ある 。 それ を 嫌がっ た ライ ル は 、 フ ェ ルト 

る 。 当初 は 素人 6 う 。 彼女 か ら 平手 打ち を 食らう 結果 と 
の セン ス で ケル ディ ム ガ ン な っ た が 、 ラ イル は 自ら 看 役 と な る こと で 、 兄 と 別人 で 
だ が 、 その 風 税 が あま り に ある こと を 明確 に 示し た の で ある , 


地球 連邦 軍 の 独立 治安 維持 部 隊 「 ア ロウ ズ 」] の ネー ショ ン が 必要 と され た 。 ライ ル の 乗る ケル ディ ム ガ 

打倒 を 掲げ 、 本 格 的 に 始動 し た プトレマイオス 2。 新 ンダ ム に は 、 メ メン トモ リ を 狙撃 する 重要 な 役割 が 与 
る イル も 、 ケ ルディ ム ガ ン ダム えら れ た の で ある 。 繋 張 を 抱え な が ら 、 射 撃 の 瞬間 を 
を 挙げ て いく 。 中 で も 待っ た ライ ル 彼 は 、 セラ ヴィ ー と プトレマイオス 
同様 の 昌 項 を 。 彼 の 能力 を め た の が 、 ア ロウ ズ が 導入 し た 衛 ” 2 の 攻撃 に よっ て 鍵 出 し た メメ ント モリ の 電磁 波光 共 
ラー 星 兵 問 「 メ メン トモ リ ] の 攻略 戦 で ある 。 戦術 予報 士 。 振 部 を 、GN ス ナイ パー ライ フル で 狙撃 。 その 撃破 に 
し 作戦 は 、 ガ ン 成功 する 。 この 作戦 を 機 に 、 ラ イル は よう や く "ロック 
5 プトレマイオス 2 の 優れ た コン ビ オン "と し て 行動 する 自信 を 得 た の だ っ た 


と な っ た 
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西 計 2312 年 20 放 (セカ ノシ 


イノ ベイ ター と し て で は な く 、 人 間 と し て ……! 
俺 た ちの も と に ! 


プトレマイオス 2 で の 生活 に 馴染 ん で きた ライ ル で 
た が 、 ロ ッ ク オ ン と し て 過ごす 戦乱 の 日 々 に 消耗 し が 明確 に な 
な ライ ル の 支え と か っ た ライ ル 。 彼 は 戦場 


て いる の も 確か で あっ た 。 だ が な 
\ た の が 、CB の 秘密 基地 か ら 艇 に 合流 し た 


て ア 
彼女 と の 関係 こ 深 


だ が 、 彼 女 は リボ ンズ ・ 
派遣 し た イノ ベイ ド で あり 、 突 : 


西 礎 2312 年 24m Ct 
見 さん の こと 責め られ ね ぇ な 。 
け は 、 許せ ね ぇ ! 


アロ ウズ 部 隊 を 撃破 し た プトレマイオス 2 は 、 つ い に 
ズ 率 いる イノ ベイ ド 勢 力 と の 最終 決戦 に 突入 す 
トレ マイ オス 2 は 、 り ボン ズ が 根城 と し て いた 「 
レス タル ビーイング] へ 強引 に 落 艦 
議 ん だ 。 ライ ル は 激戦 を 繰り 広げ る 中 
に 追い や っ た 宿敵 、 ア リー・ 
する 。 サー シ 


改め て 知っ た ラ 


の 叫び は 護 


西暦 312 年 プトレマイオス 2 艦内 25 話 (セカ ンド シー ズン ) 
た と え 世 界 か ら 刺 まれ よう と 、 
その 濃 が 下さ れる まで 戦い 続け る ………! 


ライ ル が 所 属す る プトレマイオス 2 は 、 多く の 自 牲 ” リス (マリ ー・ パ ー フ ァ シ ー) 
を 払い な が ら も イノ ベイ ド 勢 力 の 駆逐 に 成功 し 、 西 歴 いた が 
2312 年 の 戦乱 を 終結 に 消し 以降 、 地 球 連邦 
政府 は 反 政 府 勢力 で あ 3 の メン バー を 加 
えて 再編 され 、 独 立 治 アロ ウズ は 解体 き 
れ た の で ある プトレマイオス 2 を 含む CB の 
面々 は 再び 表 次 を 消す ダ と 一 体 化 


し た ティ エリ ア 、 アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム や ソー マ ・ ピ ー 


に 私 を 苑 れ た 者 も 


こと を 


墓標 を 訪れ た る 


西暦 314 年 
アニ ュー と だ っ て わか り 合え た ん だ 
お 前 ら と だ っ て !! 


イノ ベイ ド 勢 力 と の 決戦 か ら 2 年 を 経た 、 西暦 2314 


年 。 ライ ル は プトレマイオス 2 

動 を 続け て いた 反 地 球 連邦 組織 ( 

行為 や 武力 蜂 戦乱 の 火種 を 未然 に 摘 

み 取 イオ リア うに 、ELS と も わか ! 
地球 外 変 異性 金属 体 =ELS が 地 の 偏見 と 敵 
の で あっ た 。 当初 は 物 言 わ ぬ 彼ら と の 
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機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 


PERSONAL PROFILE - (| 02 ser D2A 


准尉 (技術 士官 
Chan Agi MS の 機体 調 撃 . 失 紀 EF.S.F. 
公私 に 渡っ て 、 
アム ロ を 支え 続け た 女性 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 の 終結 後 、 地 球 連邦 軍 
は ネオ ・ ジ オン 残党 の 追跡 と 反 連 邦 運動 の 監視 を 目 
的 と し た 外郭 組織 を 設立 。 「 ロ ンド ・ ベ ル 」 と 名 付け ら 
れ た この 部 藤 は 当時 の 連邦 軍 に お ける 最強 の 実働 
部 隊 で あり 、 配 備 さ れ た 艦 衣 や MS は も ちろ ん 、 部 隊 
上 員 も 優秀 な 人 材 が 顔 を 描 え て いた (それ だ け に 一 部 高 
官 た ちか ら は 危険 視 さ れ 、 冷遇 され た と いう 記録 も 残っ 
て いる の だ が ……)。 技術 士官 と し て ロン ド ・ ペ ベル に 
配属 され た チェ ー ン ・ ア ギ の 任務 は 、 隊 で 運用 され る 
MS の 開発 だ っ た 。 実戦 の 矢面 に 立つ 可能 性 の 高い 
ロン ボド ・ ペ ベル だ け に 、 より 強力 な 機体 の 開発 は 急務 だ っ 
た の で ある 。 そん な 彼女 が 心血 を 注い だ の が 、 ア ムロ ・ 
レイ が 基礎 設計 を 担当 し た ニュ ー タ イプ 専用 MS、 リガ 
ンダ ム だ っ た 。 この 機体 の 完成 に 向け 、 チ ェ ー ン は 文 
字 通 り 全身 全 婁 を 捧げ て いる 。 加え て チェ ー ン が アム 
口 に 恋心 を 抱 ま 、 ア ムロ も それ に 応え た こと が 、 彼 女 
が ガン ダム に 固執 する 一 因 と な っ た の で ある 。 


アム ロ が 手 咽 けた 


ッ プ ・ 
シー ト に チェ ー ン が 本 し た 。 
RGZ-91 
リ ・ ガ ズ ィ 
ガン ダム の 変 現 機構 を 青 設 
計 す る こと で 量化 を 昌 給 ん 


本 で 半 横 し て し まっ た が ハ サ 
ウェ イノ ア を 二手 する た 
チェ ー ン が 紀香 


自室 に 義 じ 鍵 っ た ア 
を 


関連 ファ イル 


ガメ 
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各 コ ロニ ー を 巡回 し て 反 連 邦 運動 の 芽 を 監視 する ロン 
ド ・ ベ ペル だ が 、 反 抗 勢 力 は な か な が 尻尾 を 掴ま せよ うと 
せ ず 、 危う バラ ンス の 上 に 成り 立つ 平穏 な 時 が 過ぎ て 
いっ た 。 この まま 何事 も 起こ ら な けれ ば 、 チ ェ ー ン は アム 
ロロ と の 仲 を 進展 させ て いっ た こと だ ろう 。 し か し 時 代 は 突 
療 、 動 き 出 す 。 U.C.0092.12.13、 グリ プス 戦役 以来 
行方 不明 に な っ て いた シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 率い る 武装 
組織 「 ネ オ ・ ジ オン ] が 連邦 政府 に 対す る 攻撃 を 示 嘆 
続く 12.23 に は 難民 コロ ニー (スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) を 
占拠 。 U.C.0093.02.27 に は TV 放送 を 通じ て 、 事実 上 
の 宣戦 布告 を 発し た の で ある 。 だ が この 期 に 及 ん で 連 
邦 政 府 は ネオ ・ ジ オン を 過小 評価 。 や む な く ロン ド ・ ペ 
ル は 独自 の 判断 で 対抗 措置 を 取る こと に な っ た 。 し か し 
サイ コミ ュ の 調整 が 難航 する ガン ダム は 配 借 が 遅れ 、 
つい に ネオ ・ ジ オン の 攻撃 (連邦 軍 本 部 の ある ラサ に 
対す る 限 石 落と し ) を 許し て し まう 。 対抗 で きる 機体 が な 
く 焦 媒 感 を 暮らせ る アム ロ の 姿 に 、 チ ェ ー ン も 何かしら 
の 決心 を し た の だ ろう 。 機体 の 組み 立て を 進め る 月 の 
フォ ン ・ ブ プラ ウン 工 謙 に 赴き 、 完 成 期日 の 前 倒し に 友 
走 し た の だ っ た 。 その 間 も ネ オ ・ ジ オン は 落 々 と 作戦 行 
動 を 進め 、 事 ある ご と に ロン ド ・ ペ ベル は 後手 に 立た され 
て し まう 。 思う よう に 進ま な い 状 況 に アム ロ は 茜 立 ち を 
募ら せ 、 そ れ が チェ ー ン ご を 不安 に させ た 。 と は いえ 彼女 
に で きる こと は リガ ンダ ム を 完璧 な 状態 に 仕上 げ び 、 ア ム 
口 の 戦い を 支え る こと だ け だ っ た の で ある 。 


較 記 アロ を 滞る 、 ク ェ ス と の 評 い | 


この 時 期 、 ネ オ ・ ジ オン の 台頭 と 同様 、 も し く は それ 
以上 に チェ ー ン を 不安 に させ る 出来 事 が 起こ っ て いる 。 
地球 連邦 講 員 アデ ナウ アー・ パ ラ ヤ の 娘 で 、 地 球 か ら 
避難 する 途中 に ロン ド ・ ペ ベル に 保護 され た ク ェ ス ・ パ ラ 
ヤ が 引き 起こ し た 騒動 で あ : ー タ イプ や 人 間 の 精 
神 の 可能 性 に 興味 を 持っ て いた ク ェ ス は 、 ロン ド ・ ペ ベル 
の 族 態 ラー・ カ イラ ム で 出会っ た アム ロロ に 接近 。 恋人 
の チェ ー ン を 邪魔 者 と し て 敵視 する よう (- た 。 チェ ー 
ン も 初め の 頃 は 年 下 の 女の子 が 英雄 に 憧れ て いる だ 
け だ と 考え て いた よう だ 。 し か し 、 突 如 と し て 激 員 し た ク ェ 
ス は 、 ア ムロ と 別れ る べき だ と チェ ー ン に 詰め 寄っ た の 
で ある 。 と は いえ アム ロ と 従 を 分 か つ 理 由 の な い チ ェ ー 
ン が 耳 を 貸す は ず も な く 、 子 供 の 我がまま に 真 額 で 対 
応 す る こと も で き な い 。 想定 外 の 騒動 を 前 に 、 チ ェ ー ン 
は どう する こと も で き な か っ た の だ 


。 能 カ 邊 」. が 示し た 実戦 で の 腕前 
MO ! 想い を 引き 継い だ 、 サイ コ ・ フ レー ム の 輝き 
技術 士 宮 の チェ ー ン だ け に 、 実 戦は さ は ど 得意 で は な RE INFOI いい を 3 続 い だ 、 サイ コ ・ フ ビレ ーー 
い 。 し か し ネオ ・ ジ オン の MS 部 隊 か ら ラ ー・ カ イラ ム を pe aay ee タン \ 
防衛 し た 除 に は 、 慣れ な い 機銃 座 を 操作 し て 、 瑞 エ ー ス 導く 


(レズ ン ・ シ ュ ナ イダ ー)〕 を 撃破 し て みせ て いる 。 も っ と も 
この 殊勲 に は 、 ある 外因 が 影響 し て いた の だ が ……。 
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Aleksandro Hemme 


CHARACTER その 人 格 
な 性格 で 、 剛 


ww 


へ イム を 二手 態 し て 草 

る 必 。 オリ ヴァ ー・ マ イ 持 
想 中 時 が 配 馬 され. ヨル ムン 
か の 評価 層 潤 を 行っ た 。 
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よろ し く 頼 む ぜ 
投 術 屋 さ ん た ちよ ! 


お 寺 肖 603 技 術 試験 隊 に お ける ヘン メ の 戦い 


旧称 中 大砲 屋 と し て の 確か な 力量 


ヨー ツン ヘイ ム の 甲板 員 


両 双 の 巨大 
運用 し た 。 その 悦 納 庫 


' は MS や モビ ルポ ッ ド の 器 ま で 
D 評 価 拭 験 が 少な く 行え た 


くっ シッ ンー | | 
8 か っ た 初志 の 男性 FRR Rt 
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Cagalli Yula Athha 記 押 TT 


アス ハ 家 と オー プ の 未来 を 担い 、 
各地 を 逢 走 し た 娘 

ザフト と 地球 連合 軍 の 対立 が 溢 化 する 中 、 ナ チュ 
双方 を 連 け 入れ 、 中 立 を 維持 
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代表 首長 で あっ た か 
上 層 部 は 難し い 対 応 を 迫 ら れ た が 
愚直 ( 
ちっ た カガリ ・ ユ ラ ・ 


選ぶ の だ っ た 


Am か れい リー トー 
の 守 移 売 忌 宝 
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が 、 あ まり に 
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毅 げ る な ! 
生き る ほう が 験 い だ ! 


明け の 砂漠 で 、 ザ フト の パル ト フ ェ ル ド 隊 と 対 崎 し 
て いた カガリ の 前 に 、 地 球 軍 の 軽 艇 アー クエ ンジ ェ ル 
が 現れ る 。 そこ に 乗艦 し て いた MS パイ ロッ ト の ひと り 
キラ ・ ヤ マト は 、 ヘリ オ ポ リ ス で 自分 を 助け た 少年 で あ 
た 。 バ ルト フェ ルド 隊 と の 戦い で 彼 と 共闘 し た 縁 で 、 カ 
ガリ は アー クエ ンジ ェ ル へ と 乗艦 。 彼女 は スカ イグ ラス 
パー の パイ ロッ ト と し て 、 戦場 に 立っ た の で ある 

一 時 、 藍 か ら 将 脱し て し まう アク シ デ ン ト は あっ た も の 
の 、 カ ガリ は アー クエ ンジ ェ ル と 共に オー ブ に 帰還 。 以 
後 、 彼 女 は 艦 を 降り 、 母 国 の 姫 と し て 行動 する 。 だ が 
状況 は 好転 せ ず 、 地 球 軍 の 圧力 を 受け た オー プ は オノ 
ゴロ 島 の 放 乗 を 決定 。 その 責任 を 取り 、 カガリ の 父 ウ ズ 
ミ を 含め た 上 訂 部 が オノ ゴロ 島 で 媒 風 に 散る の だ っ た 。 
ウズ ミ の 遺志 を 引き 継い だ カガリ は 、 オー ブ 軍 の 残存 
部 隊 を 率い て 宇宙 へ と 脱出 する 。 そこ で 地球 軍 を 離脱 
し た アー クエ ンジ ェ ル 、 ザ フト を 離脱 し た エタ ー ナ ル と の 
共闘 を 決意 。 ザフト 対地 球 軍 の 戦乱 を 食い 止め る 第 
勢力 と し て 戦闘 へ の 介入 を 始め た の だ っ た 。 オー ブ 
の 旗艦 クサ ナギ の 態 長 を 任 され た カガリ だ そ 
こ で も 実戦 不足 は 否め ず 、 戸 感 う 変 も 見 られ た 。 た 
双子 で ある こと が 判明 し た キラ や 、 ザ フト を 離脱 し た ア 
スラ ン ・ ザ ラ の 支え 、 そ し て これ 以上 、 戦 乱 を 続け させ 
まい と する 強 征 な 意志 か ら 戦 闘 を 継続 。 第 2 次 ヤキ ン ・ 
ドゥ ー エ 攻防 戦 の 早期 終結 に 責 献 し た の で ある 、 


較 記 時 / スラ ン と の 出逢い と 深め た 絆 


は アー クエ ンジ ェ ル 乗 艇 時 、 ザフト と の 戦闘 で 乗 
機 に ダメ ー ジ を 受け 、 無 人 島 に 不 時 落 する 事態 に 見 環 
われ た 。 無人 島 に は 、 カ ガリ の 攻撃 で 同じ く 不時着 し た 
ザフト の バイ ロッ トー アス ラン ・ ザ ラ が お り 、 教 助 が 来る ま 
で の 間 、 ふた り は 共に 過ごす こと に な る 。 だ が 、 ふ た り は 
身 対 する どこ ろか 徐々 に 打ち 解け て いっ た の で ある 。 そ 
の 後 、 カ ガリ は アー クエ ンジ ェ ル と ザラ 隊 が 交戦 し た マー 
シャ ル 諸 島 で 手 負 い の ア スラ ン と 再会 。 キラ と 幼馴染 で 
あり な が ら 役 し 合う 虚 し さ を 彼 に 訴え か けた の だ っ た 
カガリ の そう し た 行動 が ひと つの 呼び 水 と な り 、 オ ー 
プ 攻 ク 防 載 で は アス ラン が ザフト か ら 離 脱し 、 オ ー プ の 防 
衛 に 合流 する 。 カガリ は アス ラン の 合流 を 、 キ ラ 
3 人 で 喜び 、 分 か ち 合う の だ っ た 。 宇宙 に 上 が っ て 
は さら に アス ラン と の 距離 は 縮まり 、 互 い ! 
な い 存 在 と な る まで に 絆 を 深め た の で ある , 


能力 度 妥 ERR | 


ウズ ミ の 死後 に は クサ ナギ の 艦長 に も な っ た カガリ だ 

が 、 そ の 指揮 能力 は 決し て 高い と は 言え ず 、 常 に 補佐 
役 を 務め て いた レ ド ニ ル ・ キ サカ に よる サポ ー ト が 必須 
で あ し か し な が ら 、 情 勢 や 駆け 引き を 無視 し 、 物 
事 に 真正 面 か 5 ら 取り組む そ の 純粋 さく が 、 キラ や アス ラン 
た ちの わだかまり を も 打ち 砕い て いっ た の で ある 。 それ 
力 の 結集 に も 繋が っ た と 言え る の だ 


MORE INFO! 


明け の 夏 浪 ] は 、 ザ フト 勢力 園 に あっ た アフ リカ を 拠 吉 と 
レジ スタ ンス 組織 で ある , 


MS を 保有 し な いた め ゲ リラ 戦 が 主 と な っ た の で ある 。 リー 
ン バ パー に は 子供 の 変 も 見 られ た 
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! 降 0Z 


足跡 | 少年 た ち へ の 憧れ 


球 。 


能力 | 常人 を 造 か に 湊 ぐ 操縦 技術 | 


ゼクス の 忠実 な る 部 下 
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Lucrezia Noin 


較 記 に し て の 腕 の 沙 え と その 評価 


1 1 力 | 戦闘 以外 で 見 せ た 、 意外 な 才能 』 bs 
テ MORE INFO! 大義 を 忘れ た 、 不 肖 の 教え 子 た ち 結 
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シン タ & ク ム 


Shinta & Qum 


アー ガマ に 身 を 寄せ て 
ふた つの 戦乱 を 目撃 し た 子供 た ち 


3 人 の 子供 
する こ 


明る さと 無 牙 


た 5 る 


・ パ ジー ナ が 、U.C.0087.09 に 宇 
軍 へ と 帰還 し た 際 に 連れ 帰っ た 下 


児 た ち だ っ た 。 シ 


ンタ と クム 7 を 暗 衝 ス ・ フ ォ ー ラ の 
身代わり と 感じ た クワ トロ は 、 ふた り を アー ガマ に 預け 
た 。 以降 、 ふ た り は ファ ・ ユ イリ ィ や ハリ 面倒 を 
見 て も らい な が ら 、 ア ー ガ 


タ と クム は その 先 に ある 戦い に も 
すさ ませ る こと な く 向 き 合 っ た の だ っ た 


関連 ファ イル 


クワ トロ に 連れ られ て アウ ドム ラ が から の シャ トル で 宇宙 
に 上 が り 、 ア ー ガ マ に 乗艦 し た シン タ と クム は 、 一変 し 
た 環境 に も 瞬く 間 に 原 応 し た 。 ファ を 姉 の よう に 慕い 
ハロ を 遊び 相手 と し て アー ガマ の 態 内 を 午 け 回 
た り は 、 周 囲 の 大 人 た ち を 振り 回 し な が ら も 次 第 
入れ られ て いく 。 フォ ン ・ プ ラウ ン に 寄港 し た 麻 に 行方 
不明 と な っ た り 、 勝手 に MS に 乗り 込ん で 出撃 し よう と し 
た り と 、 騒 動 の 種 に な る こと も 少な く な か っ た 。 また 、 ア ー 
ガマ に 潜入 し た ロ ザ ミ ア ・ バ ダム に 懐く あま り 、 彼 女 の 
ティ ター ンズ へ の 帰還 を 助け て し まっ た こと も あっ た 
か し 、 戦場 に あっ て 素直 な 子供 らし さ を 見 せる ふた り を 
守 ろ うと する 意思 は 、 フ ァ を は じ め と する アー ガマ の 乗 
組員 た ちの エネ ル ギ っ た の で ある , 

そし て 、 グ リプ ス 戦 役 が 終結 し た の ち も 、 シ ンタ と クム 
は アー ガマ に 留まり 続け 、 先 の 戦い で 疲 団 し た 人 手 不 
足 の 艦 で 雑用 を 手伝っ た 。 炊事 当番 か ら MS カタ バル 


ト の 誘導 員 、 さ ら に は 捕虜 と な っ た キャ ラ ・ ス ー ン の 監 
視 役 ま で 、 ふ た り は 自分 た ちの で きる こと で アー ガマ の 
戦い を 助け よ た の で ある , 


し て 、 ア ー ガ マ の 一 
員 と し て 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 を 潜り 抜け た - 
た が 、 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ を 受領 し た 除 の 戦闘 で 
放り 出さ れる こと に な る 。 し か し 、 プラ イト ・ ノ ア に 救助 さ 
れ 、 最後 の 戦い に 向かう ジュ ドー・ ア ー シ タ た ちと ネェ ル ・ 
ちり マ を 見 送っ た の だ っ た 


な IN 1 Ce 
シン タ と クム が クワ トロ に 保護 され た 経 締 は 明らか に 1 “ta 
な っ て いな い が 、 俗説 と し て 語ら れる 話 が 存在 する 。 そ 
れ に よる と 、 シ ンタ と クム は ダカール で 水 売り を し て 片親 
の 父 を 助け て いた と いう 。 し か し 、 そ の 父 が ティ ター ンズ 
に よっ て プレ ックス 暗殺 の 犯人 に 仕立 て 上 げ ら れ た 示 
に 和 殺害 され 、 身 寄り を な くし た と ころ を クワ トロ に 捨 われ 
た と され て いる (クワ トロ は ララ ァ ・ ス ン の 声 に 従い 、 ふ 
た り を 保護 し た と いう ) 。 これ は あく まで 俗説 に 過ぎ な い 
が 、 陣 児 と な っ た ふた り が アー ガマ に 身 を 寄せ で 
教 わ れ た の は 確か だ ろう 
アー ガマ に お いて は 非 戦闘 員 と し て 扱わ れ て いた が 
U.C.0087.11.17 の 洪 闘 で は ふた り で メタ ス に 乗り 込 
ん で 戦 お うと し て いる , カミ ー ユ ・ ビ ダン と クワ ト 
ロ が キリ マン ジャ ロ に 降り て いた 時 期 で 、 ふ た りな り ト 
アー ガマ を 守 ろ うと 


グリ プス 戦 衝角 の メイ 
トロ ー ム 作 電 


に 作 直 の 者 破 を 


出撃 を 制 隊 され た ファ に 
代 も っ て 


2 度 の 戦乱 に 見 る 子供 た ちの 成長 


シン タ と クム は ご < く 普通 の 年 端 も 行か な い 子供 で 、 特 


追わ れる 大 人 
と ころ を 見 せ て いた 


けち 負け 
確 左 の た め に MS を 
うつ も り で 傍 に 面倒 を 挫け て し まう こと も あ 行夫 
する クム の 夫 も 見 られ た 
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PERSONAL PROFILE 
モニ ク ・ キ ャ ディ ラッ ク 


Monique Cadirac 


PROFILE 
由 
ェ 


エリ ー ト で ある こと を 自覚 し 、 
自ら を 律 し た 士官 の 隠れ た 苦 血 


真 に エリ ー ト と 称 さ れる 者 は 、 外部 か ら の 評価 の み 
な ら ず 、 自ら ち エ リー ト で ある こと を 災 し く 律する 者 で あ 
る 。 その 意味 で 言え ば 、 公国 東 女 性 士 定 モニ ク ・ 和 キャ 
ディ ラッ ク に 対し て エリ ー ト と 言う 呼称 が 相応 し いか ど 
うか は 少々 首 を 傾げ ざる を 得 な い 。 真衣 の 子女 と し 
て 生ま れ 、 公 国民 で ある こと に 入り を 持つ 彼女 は ば 、 
族 名 と 呈 国 の 名 に 泥 を 漂 ら な いた め に も 自ら ち を 大 し く 
律 し 、 エ リー ト と いう 呼び 各 に 相応 し い 存 在 に な る べ 
く 時 力 し た 。 し か し 高 沿 な 意志 が 空回り する こと も 多 
く 、 結 果 、 周 囲 と の 摩 撤 が 元 え な か っ た よう で ある 。 
それ で も 多様 な 技能 を 身 に 付け 、 つ い に は 公国 軍 
の 中 欄 で ある 継 帥 府 へ の 足掛かり を 獲得 する まで に 
成 長 し て お り 、 こ れ は まさ に 彼女 の 弦 力 の 双 物 と 言 
えよ う 。 だ が 一 年 鞭 争 開 凌 直後 に キャ ディ ラッ ク が 
配属 され た 第 603 技 術 試験 隊 は 大麻 な 名 前 か ら は 
指 け 離れ た 裏方 郭 暴 で 、 そ の 事実 に 勤 づい た キャ 
ディ ラッ ク を 昧 然 と させ る こと に な る の だ っ た 。』 
LE 
ま @ い キャ ディ ラッ 
RM. Eh 
ト た らん と ずる 給 い 
登 二 ず 、 桂 二 昌 和 


ET 
し AG い 


ZEON 


MAIN MECHANIC ~ MAIN MS 


4 a 。 


1 信 叶 事 の 皇 宣 菩 千葉 サ イ 
寺 


@ 
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公国 の 独立 の た め に は 
筆箱 の よう な 艦 を 

危険 に 虹 す こと も あり まい な みう 


四 師 ソン ネン か ら 受 けた 、 多大 な る 影響 


過多 実力 を 持っ た エリ ー ト と し て の 答 持 
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ジャ ン ・ リ ュ ッ ク ・ デ ュ バ ル ws 


Jean Luc Duvall MG ZEON 


MS の 開発 競争 に 覇 草 され た 
ヅダ の テス トバ イロ ッ ト 


U.C.0071、 ジ オン 公国 軍 は ミノ フス キー 幸子 受 
布 下 で の 有 視 界 近接 圭 闘 に 対応 し た 新兵 舌 の 開 
発 に 着手 し た 。 だ が 、 計 画 を 担っ た ZEONIC (ジオ 
ニッ ク ) 社 と ZIMMAD (ツィ マッ ト ) 社 の 競争 は 、 の ち 
に ひと つの 窒 根 を 残す こと に な る 。 その 主役 と な っ た 
の が 、 ジャ ン ・ リ ュ ッ ク ・ デ ュ バ ル と いう 男 で あっ た 。 

デュ パル は 、ZIMMAD 社 の テス トバ パイロ ッ ト を 12 
年 も の 長き に 古っ て 務め 、 ジ オン 公国 軍 の 新兵 
問 一 一 MS の 開発 に 挽 わ やっ た 人 物 だ っ た 。 だ が 、 
U.C.0075、ZIMMAD 社 の ヴ ダ は ZEONIC 社 の ザ 
ク [ と の コン ペティ ショ ン に 数 れ 、 デ ュ バ ル た ち は 屈 
困 を 味わう 。 一 年 渉 多 の 開戦 直前 に 土 官 教 雄 を 厩 
け て ジオ ン 公 園 軍 に 入隊 し た デュ バル だ っ た が 、 そ 
の 一 方 で 敗北 の 屈 耕 を 淀 に 抱え 続け 、 汚名 を そそ ぐ 
機会 を 待ち 望ん で いた 。 そし て 、 戦争 が 転 筐 を 迎え 
つつ あっ た U.C.0079.10、 デ ュ バ ル に 名 溜 午 回 の 
チャ ンス が 訪れ る こと に な る の だ っ た 。 


ザク ト と の 制 化 


LT 
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この 礎 更 の 真実 は 
何人 だり と や 消せ まい 


お 寺 ) 六 ソ ダ の 評価 試験 で 残し た 実績 


を p 由 テス トバ イロ ッ ト と し て の 卓越 し た 技量 
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あの 


ラク ス を 守る た め に 立ち 上 が うた 
スー パー コー ディ ネイ ター の 軌跡 


= : 勢 力 と し て 戦 


CE.73 


(Me) 02 SHEET 20s 


キラ ・ ヤ マト 編 


Case of Kira Yamato 


C.E.71 の 戦乱 で 活躍 後 、 隠 適 生 活 を 
守る べき 人 に 新た な 危険 が 迫 


品 に 介入 し た 伝説 の パイ ロッ ト 


_14 話 


、 謗 めちゃ っ た りら ダメ で し よう ? わか っ て る の に 里 っ て る の 8 タメ で し ょ よう? 9 
か 、 僕 た ち は よく 知っ て る 


第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 の 終結 に 貢献 し た 
フリ ー ダ ム ガ ン ダム の パイ ロッ ト 、 キ ラ ・ ヤ マト は 、 そ 
の 直後 か ら 次 を 消し た 。 彼 は 長き に 古 る 戦乱 で 心身 
に ダメ ー ジ を 負い 、 オ ー ブ で ラク ス ・ ク ライ ン と 共に 隠 
通 生活 を 送っ て いた の で ある 。 だ が C.E.73、「 ブ レイ 
ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] 事件 を 契機 と し て 新た な 戦乱 が 開 
始 され る と 、 キ ラ た ちの 生活 も 細か され る 。 プラ ント 最 
高 評 講 会 議長 ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル が 、 ラ クス を 


アー クエ ンジ ェ ル (オー ブ 近 海 ) 


暗殺 する 特殊 部 隊 を 送り 込ん だ た の だ 。 ラク ス を 守る た 
め 、 キ ラ は 久々 に フリ ー ダ ム へ と 措 乗 し 、 特 殊 部 隊 を 
全滅 させ る 。 次 に キラ は 、 オ ー ブ 連 合 首長 国 で 孤立 
する カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ を 救う べく 、 カガリ と ユウ ナ ・ 
ロマ ・ セ イラ ン の 結婚 式 に 乱入 し 、 彼 女 を 連れ 去る 
こと を 計画 。 キラ に 協力 し て いた マリ ュー・ ラ ミア ス に 
は その 大 胆 な 手口 を 心配 され る が 、 す ぐに 動か な けれ 
ば 事態 は 悪化 する と キラ は 考え て いた の だ っ た 


15 話 


こん な 状況 の と き に カ ガ がり に まで 馬鹿 な こと を され た ら も う 、 
世界 中 が 本 当 に どう し よう も な く な っ ちゃ うか ら 


キラ は 、 フ リー ダム で カガリ と ユウ ナ の 結婚 式 に 乱 
入 し 、 カ ガリ の 身柄 確保 に 成功 し た 。 また 、 フ リー ダ 
ム を 世間 に 晒し た こと で 、 独立 勢力 と し て の アー クエ 
ンジ ェ ル の 復帰 を 地球 軍 や ザフト に 印象 付け た の で 
ある 。 キラ は アー クエ ンジ ェ ル に 帰還 する と 、 オ ー ブ 
の 代表 首長 で ある 自身 を 握 う と いう 今回 の 手段 を 、 カ 
ガリ に 非 施 され る 。 対し て キラ は 、 大 西洋 連邦 と 同盟 
を 結び 、 セ イラ ン 家 と の 政略 結婚 を 認め た カガリ が こ 


の まま オー ブ に いて も 、 セ イラ ン 一 派 の 増大 は 免れ な 
いと 指摘 。 それ は 国家 と し て 中 立 が 失わ れる だ け で な 
く 、 他 の 国 や プラ ント を 鶴 地 に 追い 込ん で し まう と カ ガ 
リ に 反論 し た の で ある 。 温厚 な キラ に し て は 珍し く 練 
の ある 言い 方 で カガリ を 責め た た め 、 ラク ス か ら 制 止 さ 
れる ほど で あっ た 。 だ が 、 キ ラ は 双子 と いう 立場 か ら 
カガリ が 歩ん だ 道 が 過ち で あっ た こと を は っ きり と 諭し 
た の で ある 


K ル ス 海 峡 


な こと に な る の が 嫌 で 、 
潤い て いる ん だ ぞ ! 


52 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 で キラ と 共に 戦っ た 
アス ラン ・ ザ ラ は 、 オー ブ で カガリ の 補佐 を 務め た 後 
再び ザフト へ と 戻っ て いた ラン は オー ブ や 地球 
軍 の や り 方 に 反感 を 抱い て お り 、 ま た デュ ラン ダル と 
\ を 経た 上 で 組織 を 信用 し 、 復 隊 を 選ん だ の 

ー ク エン ジェ ル の 一 員 と 【 地球 軍 
に 介入 し て いた キラ も 、 戦場 で 時 
に な っ た 。 ダー ダネ ルス 海峡 で も 、 キ ラ は 地 け 


軍 の 連合 双 隊 と ザフト と の 凌い に 介入 
けた ん と する アス ラン に キラ は 反発 し 、 非 
ザフト を 守 ろ うと す 
オー ブ 重 の 戦闘 参加 を 止 

心情 を 波 ま な い 鼻 
EED を キ 
に 事 清 の 攻撃 を 仕掛 


こう し て 君 が こ こ に いる 。 それ が 本 当 に 


キラ は その 後 も 、 戦 線 の 拡大 を 阻止 する べく 、 北 
度 も 戦場 に 出る 。 ベル リン で は 、 ス テラ ・ ル ー シ ェ が 
運用 する デス トロ イガ ンダ ム の 撃破 に も 成功 し た キラ 
だ が 、 ザ フト に よる 「 エ ンジ ェ ル ダウ ン 作戦 」( 
机 の フリ ー ダ ム を シン ・ ア スカ が 搭乗 する イン パリ 
に 撃破 され て し まっ た の で ある 。 な ん と か 一 命 は 取り 
留め た キラ だ が 、 乗 機 を 失っ た こと に ショ ッ ク を 隠せ 
な か っ た 。 一 方 で 、 ザ フト の 動き を # 


+ い 鑑 


に きこ 


対話 を 重視 し た 平和 的 な 人 物 だ と 思わ れ 
ラン ト の デュ ラン ダル 講 長 は 、 今回 の 戦乱 を 機 
会 シス テム ( デス ラン ダル の 本 心 
ティ ニー プラ ンー それ は 、 生 まれ 持 - 合流 し て いた 。 デュ 
適応 し た 生き 方 を 進 守 させ る 人 類 管理 政策 で あ きず 、 意気 消沈 気 上 
先天 的 な 能力 に よっ て 人 生 が 決ま っ て し まう コー ディ 共闘 を 呼び 掛け る 。 それ は 、 こ れ ま 3 

ー 優 位 の も の で あっ た 。 キラ は 、 生 き 方 を 社会 た ア の 激励 で あり 、 そ の 力 を 必要 と し て いた 
に 決め られ て し まう 不 自由 さや 、 後 天 的 な 能力 を 無視 。 彼 の 偽 ら ざる 気持 ち で あっ た 


スト ライ ク フ リ ー ダ ム で 戦場 に 出 た キラ は 、 メ サイ ア 指摘 は 理解 し つつ も 、 キ ラ は 人 類 自 ら が 未来 を 選び 
付近 で の 最終 決 載 に も 参加 する 。 彼 は デュ ラン ダル 取っ て いく 世界 で な けれ ば 無 意 味 だ と 、 持論 を ぶつ け 
な 部 下 と し て 動い て いた レイ ・ ザ ・ バ レル の レ それ が 誤っ た 方 向 に f 
ガン ダム を 撃破 する と 、 デ ュ ラ ンダ ル の 待つ に 戦う それ は こ 
メサ イア へ と 向かっ た の で ある 。 その 内 部 で デュ ラン 最終 的 に 辿り 落 
ダル と 対 崎 し た キラ は 、 自 由 を 手 に 入れ た 人 類 は 結 デュ ラン ダル の 死に よっ て プ 
果 的 に 争い し か 生み 出さ な い , | 
人 類 の 飼 く な き 欲 望 に 門 り すら 覚え る デュ ラン ダル の 
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カテ ィ ・ マ ネ キ ン 時 


Kati Manneqin 岳人 


MTS 


リッ ク の 存在 


MORE INFO! 


対 ELS 戦 で の 活 忠 


[人 | 02 wm 
ゃ PROFILE 
e sa ) ーーー 年 齢 6 
) イ リ イ ン ty mkam 
i FT 
Sai Sici 生態 MF の 提 料 理生 


心身 と も に 目覚 まし い 成 長 を 遂げ た 
ネオ チャ イナ 代表 の 武家 


際 床 年 醍 や 経 


GF13-011NC. 
ドラ ンダ ム 


ゴン ガ 


の 特訓 を 経て 部 志 を 取り 戻し た サ +、 無 事 サ 


を 峰 ち 技 
天馬 大 会 で も 、 ネオ テ 4 東 
妹 セ カ 恋 を する 身 
出来 事 も あ が 、 す 
道 書 を 発見 
ち 林 寺 の 再 得 本 来 の 目標 に 全力 を 注ぐ よ 
る 。 行わ れ た ドモ 再戦 最終 奥義 「 真 ・ 溢 
星 胡 尋 剣 ] を 紹 り 出し て 追 結果 的 に は 
北 を 吊 し て し ま お 鼻 取 な 戦い 折 
ォ チ 引 八 に 朗 め られ 、 少 林寺 の 再 軸 は 約 東 
ある 。 その 後 す 島 で の 決勝 
も 参加 し た サ あっ た が 、 優 勝 の 座 を 搬 
き ヵ + 


ーー 
後 は その 類 い まれ な + 礎 利 こそ 笠 
サイ ・ ロ ン バ イ 
し サイ シー の 父 で 、 少林 村 季 
な っ た 法 の 札 地 ・ 性 林寺 の 大 代 
いた 親代わり を 稀 め て いた 。 少林 寺 の 再 
異 に 民 く し で いた が 。 元 玉 身 
て お り 、 そ の が 体 が 豆 く 。 志 半ば で 永 遂 の 限 
イト で も 、 隔 吐 の 呼 級 で 彼 を 去 え た り に 款 いて し まっ た 
二 箇 で の 対 テ ビル CTTTTT = 
ビー ム の 名 を 「 環 山 ビー ム 」「 事 生 ビ ー ム 」 と 答 手 に 名 付け た 
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ガン ダム 


PERSONAL PROFILE TT 
世界 の ガン ダム ファ イタ ー ②⑫ 


Gundam Fighters 


デビ ル ガ ン ダム と DG 細胞 の 
下僕 と な っ た 武闘 家 た ち 


F.C.60 に 開催 され た ガン ダム ファ イト 第 13 回 大 会 
は 、 そ れ ま で の 大 会 と は 様相 が 異な る 展開 を 呈す る 
よう に な っ た 。 各国 代表 の ガン ダム ファ イタ ー が 頂点 
を 目指 し て 商 雄 を 決する 一 方 、 デ ビル ガン ダム を 利 
用 し て 地球 環境 の 再生 を 目指 す マ スタ ー・ ア ジア が 
購 政 し て いた か ら だ 。 さら に マス ター・ ア ジア は 自分 
の 手駒 と し て 利用 で きそう な ガン ダム ファ イタ ー に 目 
を 付け る と 言葉 巧み に 接近 。 DG 細胞 か ら 得 られ る 
パワ ー を エサ に し て 相手 の 野心 を 席 き 付け る と 、 デ ビ 


5 
9 
に 
属 
し 


と きき 2 3-055NI 

ル ガ ン ダム と マス ター ・ ア ジア に 選 放 を 家 う 直 負 と ネロ スガ ンダ ム 

し て 仕立 て 上 げ て いる 。 学 げ た ミケ ロ ・ チ ャ リ ネオ イタ リア の ルフ ァ 
オッ ト (ネオ イタ リア 代表 ) ント ル ・ チ ャ ッ プ マン は ーー で 
(ネオ イン グラ ンド 代表 ) は その 典型 で , 歪ん だ 野心 5 生 細 細 必 alme 
満た す た め に 、 講 踊 う こと な く DG 細 胞 に 身 を 任せ て 。 MEE 


いる 。 た と え そ れ が 武 騰 家 の 道 に 反する 行為 で る ろう 
と も 、 自ら の 敬 記 に 囚われ た 彼ら に は 、DG 細 胸 に 身 
を 任 す 以外 の 選択 肢 は 考え られ な か っ た の だ ろう 


マフ ィ ア の が ス と し て 束 


6 
3 
| 


し 


関連 ファ イル 


DG 妨 
NEPREVEW 


DROFI ; mr si14 


ミケ ロ ・ チ ャ リオ ッ ト デビ ル ガ ン ダム に 魂 を 売っ た 武闘 家 た ち 
ネオ イタ リア 代表 の ガン タダ イタ 2 チ ミケ ロ や チャ ッ プ マン の 他 に も デビ ル ガ ン ダム に そ 

の 身 を 差し 出し た 武闘 家 が 確認 され て いる 。 ある 者 
は 強大 な 力 を 手 に 入れ る た め 、 ま た ある 者 は 復讐 を 
達成 する た め それ ぞ れ の 理由 か ら 彼 ら は 起 
本 家 の 道 を 踏み 外し 、 デ ビル ガン ダム の 億 働 と な 


突出 し た も の で あ 


が 世界 を 目指 せる 大 き た の で あ の 結果 、 彼 ら を 待ち 受け て いる の が 6 ーー 
邊 内 日 々 を 5 証 硫 滅 の 軍人 と * Y 
と F.C.60、 彼 に 絶好 の チ が 到来 する 。 第 13 回 う あっ て も 抗 し 


イト の 開催 に あたり 、 必 勝 を 次 う ネオ イタ ! 

素性 を 問わ ず に 武村 家 を 招集 。 最終 的 

) で ある 。 政府 の マー キロ ッ ト ・ ク ロ ノ ス (キャ 
1 拡大 し 市 民生 活 を 8 休 |PW N 身長 4m も の 巨 1 0 

8 出し が で きず 、 ま さ 同 置 に 勧 読 され た こと も ある 

や り た い 放 題 の 状態 が t と が 決勝 ラウ 
用 か れ た ミケ ロロ は DG 細胞 を rt i 
全 世 界 を 支配 し よ 画策 する よ ケロ に 付け 込ま れ まう 。 それ で も 復讐 の 機 
会 を 与え られ た こと に 満足 し て いた よう た 


セイ ッ ト ・ ギ ュ ゼ ル rh 


セイ ッ ト が どの よう な 理由 で DG 細 胞 に 侵食 され 
た の か 、 詳 細 は 不明 で ある , 


ネオ トル コ 代 表 に 選抜 され た 時 点 され 
て お り 、 その 無念 さか ら 道 を 踏み 外し た も の と 考え 
られ る 。 その 結果 、 強大 な 力 を 獲得 し た が 、 英 味 


方 の 区 別 な く 襲い 掛か る よう に な っ て し まっ た 


ジョ ル 
サン ド と 対戦 し 、 敗 れ 去 っ た 武闘 3 
際 、 故意 に ミサ イル を 観客 席 に 撃ち 込み 、 国 家 
反逆 罪 に 問わ れ て いる 。 それ ら の 門 り を ジョ 
ジュ に ぶつ ける 
染 。 卑劣 な 手段 


ast 


か も その 


ジェ ント ル ・ チ ャ ッ プ マン 


ガン ダ イト 第 9 回 11 回 大 会 で 3 連 頼 する 


第 3 回 大 
オチ ャ イナ と の 戦い に 敗れ て と 
埋葬 され て いた の だ が 、 DG 細 胞 の 力 で 奇跡 的 
復活 を 用 げた 。 その た 思 情 
は ほとん ど 持 っ て お を 死に 追い や っ た ネ 


MORE INFO! 


DG 細 移 に 電光 し た 計 賠 家 は ドモ 


存在 で ある 。 試 家 と し て の 半 を 見 失っ た 者 の 未 導 と は いえ 


あま り に も 青 し い 最期 と 言え よ 
、 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


(m8) neD2 sr21s 


ラク ス ・ ク ライ ン 編 


Case of Lacus Clyne 


ーー 
sa 


「 選 】 


ES 
あの 


プラ ント の 歌姫 か ら 措 導 者 ぶ ペ 


クラ イン 派 を 率い た 才女 


プラ ント の 歌姫 と し て 絶大 な 人 気 を 誇っ た ラク ス 
は 、CE.71 の 戦乱 で パト リッ ク ・ ザ ラ 率 いる ザフト 
首脳 部 と 対立 し 、 プ ラン ト を 離れ た 。 第 2 次 ヤキ ン ・ 
ドゥ ー エ 攻防 戦後 も 、 キ ラ ・ ヤ マト の 療養 に 付き 添う 
た め プ ラン ト に 帰還 せ ず 、 オ ー プ の マル キオ 導師 邸 で 
静か な 生活 を 送っ て いた 。 だ が 、C.E.73、 ブ レイ ク ・ 
ザ ・ ワ ー ル ド 事 件 を 機 に 再び ザフト と 地球 連合 軍 の 
載 乱 が 激化 する と 、 プ ラン ト で は 行方 不明 と し て 扱わ 


まず 決め る 。 そし て や り 通 す 。 
それ が 何 か を な す と き の 唯 一 の 方 法 で すわ 


87-17 


戦場 へ の 復帰 を 決断 し た ラク ス や キラ に 、 マリ ュー・ 
ラミ アス や アン ドリ ュー・ バ ルト フェ ルド を は じ め 、 多 数 
の 仲間 が 賛同 。 彼ら は アー クエ ンジ ェ ル で 出航 し 、 ザ 
フト と 地球 軍 の 戦乱 に 介入 する 第 三 勢力 と し て 行動 
を 開始 し た 。 まず 彼ら は 、 セ イラ ン 家 の 増長 を 止め ら 
れず に いた オー プ ブ 代 表 首 長 カ ガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ を 
奪還 し 、 地 球 軍 と の 連携 を 余儀 な くさ れ て | 
軍 の 即時 戦闘 停止 を 要求 する 。 だ が 、 カ ガリ の 訴え 


れ て いた ラク ス の 身辺 に も 危険 が 及 ん だ 。 プラ ント 最 
高 評議 会 議長 ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル が 、 未 だ 根 
強い 人 気 を 有する ラク ス を 暗殺 し よう と 、 特殊 部 隊 を 
オー プ に 送り 込ん で きた の で ある 。 対話 を 重視 する 新 
講 長 と し て 、 当 初 は デュ ラン ダル に 期待 を 寄せ て いた 
ラク ス 。 だ が 、 自 身 の 替 え 玉 (ミー ア ・ キ ャ ン ペ ベル ) を 
登場 させ る な ど そ の 政策 に 鍵 問 を 覚え 始め た 矢先 の 
出来 事 だ っ た た め 、 彼女 は ショ ッ ク を 受け る の だ っ た 


は 受け 入れ られ ず 、 多く の オー プ 兵 が 命 を 落と し て し ま 
う 。 自軍 の 兵 を 救う こと が で きず 、 カ ガリ は これ まで の 
行動 が 正しかっ た の か どう か 、 苦悩 す る 。 ア ー ク エン 
ジェ ル の 入浴 施設 「 天 使 満 」 で そん な カガリ を 見 か け 
た ラク ス は 、 彼 女 を 毅然 と 論 し た 。 戦場 が 混乱 し て い 
る か ら こ そ 、 泰 枯 自 若 の 姿勢 で 物事 と 向き 合う 一 
クラ イン 派 を 率い る 指導 者 と し て 、 ラ クス は カガリ を | 
まし た の で ある 


た 。 ラク ス は 第 三 勢 力 の 戦力 確保 を 進め る た め , 
軍 へ 上 が る こと を 決断 。 自身 の 偽者 
れ 替 わっ て シャ トル を 奪取 し 、 ク ライ ン 派 9 
て 用 いら れ て いた 秘密 基地 「 フ 
する 。「 フ ァ ク トリ ー」 で プラ ント の 動向 を 探 ! 
型 機 の 開発 な ど 反 撃 体制 を 整え て いた ラク ス は 、 つ 
い に デ ュ ラ ンダ ル が 導入 を 目指 し て いた 人 類 管理 政 


クト リ 


ゝ の は 開 ざ され て し まう こと 。 


ファ クト リー の 存在 が ザフト に 
ザフト か ら の 庄 撃 を 危 恨 し た ラク ス は . 
\ の 攻撃 を 回 避 す る た め エ ター ナル 

ラク ス に 付き 添っ て いた バル ト フ ェ 
目 が な い 無謀 な 行為 と 思 告 され る が 、 
トリ ー を 守る た め 、 自ら エタ ー ナ ル で そ 
の 盾 に な ろう と し た の で ある 


こう な の だ 、 ここ まで だ と 。 終え て し まう こと で す 


型 機 イ ン フ ィ ニ ッ ト ジ ャ ステ ィ ス の パイ ロッ ト 
の 存在 を 明らか と その リー ダー で の 輸送 役 を 務め た 。 ラク ス ン フ トシ 
プリ ー ル の 拘束 に 全力 を 挙げ て ティ ス を 、 ザ フト か ら 難 脱し 、 そ の 後 オー プ に 蕎 われ て 


ブリ ー ル が オー ブ に 匿 いた アス ラン に 託 そ うと し て いた の で ある 。 彼 は まだ 仙 
ミネ ル バ を 派遣 し 傷 が 憩 え て お ら ず 、 デュ ラン ダル に 裏切ら ョ ッ ク 
宇宙 で 状況 を 知っ た は も あっ て 征 然 自 失 の 状態 で あっ た 。 だ が 、 パ イロ ッ ト と 
め 、 新 型 機 ス トラ イク フリ ー ダ ム し て 高い 技術 を 持つ アス ラン の 「 受 け 皿 ] に な る は ず 
ラク ス も と 、 機体 を 彼 の 下 へ 届け た の で ある 


コペル ニク ス 


貴方 の 夢 は 貴方 の も の で すわ 。 それ を 歌っ て くだ さい …… 自 分 の た め に 。 
夢 を 人 に 使わ れ て は いけ ませ ん 


デス テ プラ ン の 導入 に 反対 する ラク ス は 、 カ 
ガリ の 演説 に 参加 し て 公 に 姿 を 現し 、 ミ ー ア を 偽者 で 
ある と 組 弾 し た 。 その 後 、 ザ フト と 地球 軍 の 決戦 に 人 
入 す る た め 宇 宙 へ と 上 が っ た ラク ス は 、 月 面 基地 コ ペ 
ル ニ ク ス で 東 の 間 の 休息 を 取る 。 そこ で ラク ス は 、 自 
身 が 変 を 現し た こと で 事実 上 の 軟禁 状態 に 追い や ら 
ー ア と 出会い 、 対 話す る 機会 を 得る 。 顔 を 整 
形 す る な ど 、 そ の 人 生 を 腹 け て ラク ス を 演じ て きた ミー 


ステ ーション 1 付近 


半 和 の た め に と その 軍服 を 縄 っ た 誇り が 


ア に と 突如 と し て 次 を 現し た ラク ス は も は や 憎 
悪 の 対象 で し か な く 、 起 り を ぶつ けら れる 。 


ス は 「 名 が 欲し い の な ら 差 し 上 げ ま す 」 と 答え た 上 で 、 
顔 や 名 前 が 同じ で も 、 育 っ て きた 環境 が 違え ば 別人 
で ある の は 変わ ら な いと 断言 。 "ラク ス よ うな 歌姫 に な 
り た い " と いう ミー ア の 憧れ が 、 い つの 間 に か デュ ラン 
ダル に 利用 され て いる 現実 を 指摘 し 、 そ の 衰 し さ を 憂 


いた の で ある 


まだ その 身 に ある の な ら 、 道 を 開け な さい ! 


| デュ ラン ダル に よる 「 デ ステ ィ ニ ー プ ラン 」 導入 宣 
言 に より 、 新た な 混乱 が 発生 し た 世界 。 デュ ラン ダル 
は プラ ン の 導入 を 進め る べく 、 地 球 軍 か ら 奉 取 し た 軌 
| 道 則 全 方 位 戦略 砲 「 レ クイ エム ] で 反対 勢力 を 転 逐 
する 策 を 強硬 し た た め 、 オ ー プ と 連携 し た クラ イン 派 
は 反攻 を 開始 する ス も 、 エ ター ナル の 艦長 と 
て 戦場 へ と 出撃 し 、「 レ クイ エム 」 の 破壊 に 乗り 出す 
軍事 拠点 を あっ さり と 破壊 し て し まう レク イエ ム の ビ 


ム が 地球 へ と 放 た れ て し まえ ば 、 今 度 こそ 世界 の 破 
減 は 避け られ な い ーー ラ クス は そう し た 焦り も あり 、 レ 
クイ エム の 中 継 ス テー ショ ン に 向け て 艦 を 急 が せる の 
中 継 ス テー ショ ン を 防衛 する ザフト の 部 隊 に 
ス は 上 記 の よう な 言葉 を 投げ 掛け 、 搬 退 を 
要求 す ラン ダル の 人 の 領域 を 作 脱 し た 行為 
に 対す る 起り が 、 菩 段 は 柔和 な ラク ス の 口調 すら 変 
え で いっ た の で ある , 


だ っ た 


対し 


機動 戦士 ガン ダム 


Ehsl NN 1V | 02 sm24M 


ケロ メタ ee シャ ー は 


Cronicle Asher aa 本 Ms 


女王 の 第 と いう 立場 に 苦し ん だ 
ザン スカ ー ル 帝国 軍 の 俊英 


0149、 サ イド 2 に 異 っ た ザ カー ル 希 


関連 ファ イル 


Ts 


リガ ミリ ティ ア の 自 い ヤツ ! 
よく も ノコ ノコ と ! 


1 ト パ イ ロ ッ ト を 務め 
最 中 に 乗 機 を ウ 
を 犯す 


の 弟 と いう 自ら の 
戦場 で 保護 し た 少女 カテ 
ノ ク ル の 戦意 を 後押し し 、 東 ヨー ロ 
に 戦功 を 重ね て し 


国 の 防空 電 で 功績 を 挙 t 
方 で 、 女 王 の 弟 と いう 焼 過 2 
纏い 続け た 。 リガ ・ ミ リティ ア と 行 和 


の 真価 を 試す 


開放 MK ね て いっ た 翌 功 
2 基 


所属 時 に シャ ッ コ ー を ウッ ソ に 礁 われ た 
奉 二 任務 に 志願 し て 機体 を 取り 戻し た 
さら に 、 コ リー ン の リガ ・ ミ リ テ 

オイ ・ ニ ュ ング の 捕 縺 に 成功 。 その 


タル 制圧 作戦 に お 


ギリ ー 艦 隊 に 締 を 置き 
対し て 防戦 に あたっ た 
敗北 に 終わ る が 、 ク FC 
リガ ・ ミ リティ ブフ 
率い て 戦 関 に 参加 し 、 ヒ 
ニー へ の 直撃 を 阻止 し た 。 これ ら の 戦功 に よ 
クル は モト ラッ ド 艦 職 司令 に 抜 握 され た の で 


偽 力 OKZSUS3UESWGTI 細 


ティ オ 戦 隊 を 
i 


クロ ノ ク ル は パイ ロッ ト と 
な MS を 乗り モト 

で に シャ ッ コ ー、 ゾロ 、 トム 

オ と 乗り 継ぎ 、 一 時 的 に 直 猫 し た り 
操 雇 し た 


世 還 を 剛 む う 


1 


長 に 抜 隊 さ れる 


機動 戦士 ガン ダム 逆 前 の シャ ア 


PERSONAL PROFILE RR (C0) 02 git 


ク ェ ス e パラ マヤ EE テン 


出身 
技能 MS 提 細 


Quess Paraya 


自身 を 受け 容れ る 父性 を 求め て 
戦い に 身 を 投じ た 少女 


れ が 現状 の 吾 定 に 向い た と き 、 自 身 に 斐 劇 を 招く こ 
と に な る の だ っ た 

ス は 、U.C.0090 年 代 初 頭 に 地球 連邦 政府 
参謀 次 官 を 務め て いた アデ ナウ アー・ パ ラ ヤ の 一 
人 狼 で 、 当 時 の 一 般 的 な 見 方 


家庭 を 主 み ず に 愛人 を 作る : 
親 に 不満 を 抱い た ク 
て 家 出 同 銚 の 生活 を 送 
が ク ェ ス に 転機 を 与え 、 彼 女 
た の で ある . 


と 引き 込ん 


に Im ん ルプ 4 う ・ 
に た っ っ 781 EESN IN 


は 到 愛 性 が 強く 、 選 大 力 に 優れ た 少女 で あっ た 
ら の 感覚 を 表 環 す 結 
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あん た あぁ た いな の を 生ん だ 
際 菩 を 囚 き な くっ ちゃ 、 
義 わ れ な いん だ よ ! 


J.C.0093.03、 イ ンド に いた ケ 
と の 交渉 に 赴く アデ ナウ アー に 連れ 
合 に 巻き 込ま れ た 
ニュ ー タ イプ と 称 され 


ア に 戦争 の 道具 と 


ク ェ ス は シャ アド 


込ん で いっ た 。 ル 
ナ の 奇 醒 で は 、 気 付か ぬ ま ま に 父 を 殺め 、 ク ェ ス 
は 不 快感 に 便 然 と す 反動 か ら さ ら に シャ ア を 求 
め た ク ェ ス は 、】 し 作戦 の 最終 段階 で d・ ア 

な 敵意 を 財 場 に 搬 き 散ら し た 
説得 に も 耳 を 
た ク ェ ス だ っ た が 、 チ ギ の 攻撃 カ 
自分 た ち に 向け られ た 謎 間 、 ハ サウ ェ イ て 命 を 落 
る 。 それ は 、 洋 い の 中 で 感受 性 を 暴走 させ 
れ た 良心 の 表れ だ 


お ける ク ェ ス の 戦歴 | 


ジオ ン に 身 を 投じ た ク ェ 
ナナ イ ・ ミ ゲル ( 


組み 込ま れる < 


ツー へ の 奇襲 で 初め て 


た が 、 人 が 乗り 込ん で 


恋し た ク 
之 洋 箱 の 北橋 を 破壊 する 程度 の 戦果 [ 


それ を 機 に シャ ア へ の 傾倒 を さら に 強め る と 同時 
ニュ ー タ イプ の 才能 と 攻撃 性 を 発起 し で 後 
防戦 に お いて Q・ ア ジー ル の バ パイロ 
ベル の 第 2 次 攻撃 に 対す る 
前 衛 を 突破 し た アム ロ の リガ ンダ ム 
過 跡 する 中 で 、 ハ サウ ェ イ と チェ ー ン に 皿 遇 し た ク ェ 
く は 、 ハ サウ ェ イ を 底 っ て チェ ー ン の リ ・ ガ ズ ィ が 放っ た 
グレ ネー ド の 直撃 を 受け 、 戦死 し た の だ っ た 


較 [ 錠 た ニュ ー タ イブ の 資質 | 


の 力 を 高く 評価 し 、 (ニュ 

を 連想 する ほど だ っ た 。 その 才能 は MS の 操縦 に も 
反映 され て いた が 、 感情 の まま に 戦う 傾向 が 強く 、 連 
携 や 戦況 判断 は 未 黙 だ っ た 。 ゆえ に アム ロ に は 「 革 
され 、 簡 単に あし ら われ て いる 


を 人 
TT 


し + 88-14 
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1 | 1 


(mm) 本 02 sm125 


鉄 仮面 ( ぁ ヵ ロ ッ ゾ ・ ロ ナ ) 編 


Case of Iron Mask (Koroze Ronah 
カロ ッ ゾ ・ 
動 た 人 物 


た の 名 を 鉄 仮面 。 ロナ 
す 黒 い 感情 が 


家 の 理想 を 実現 すべ く 行 


ーー 一 人 


FR = 
レグ 克 ル / 記 ) 


クロ ス ボ ー ン ・ バ ンカ ニ ド を 率い た 男 
理想 と 野望 の 狭間 に 溜め 込ん で \ っ た 磐 積 


まい て し 
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U.C.0123.03.16 


に 


人 類 を 氷 遂に 生き 延び させ る た め の 


0123.03.26 


我 が ロ ナ 守 、1000 年 の 夢 


U.C.0123、 ロ ナ 穴 は コス モ ・ パ ピロ ニア 建国 の 
た め に 動き 出す 。 鉄 仮面 を 名 乗っ て クロ スポ ー ン ・ バ 
ン ガ ー ド (CV) の 司令 官 を 務め た カロ ッ ゾ は 、 フ ロン 
ティ ア ・ サ イド 侵攻 の 指揮 を 執っ た 。 その 中 で 、 妻 ナ 
ディ ア ・ ロ ナ に 連れ られ て ロナ 家 を 出 春 し て いた 娘 べ 
ラ ・ ロ ナ (セシリー・ フ ェ ア チ ャ イル ド ) と 再会 する カロ 
ソノ 。 仮面 で 秦 韻 を 骨 す 父 を 非 召す る ペラ に 、 カ ロッ ゾ 
は ロナ 家 の 計 画 の 一 端 を 明か す 


BNRFOT 


脆弱 な 自分 と の 闘い 一 一 カロ ッ ゾ は ペラ と の 対話 
の 中 、 仮 面 で 素顔 を 隠し た 理由 を その よう に 語っ た 。 
妻 を シオ ・ フ ェ ア チ ャ イル ド に 寝取ら れ た 静 い 自分 が 、 
養父 マイ ッ ツ ァ ー・ ロ ナ の 理想 を 実現 する た め に は 
仮面 を 被っ て 自ら を 変え る 必要 が あっ た と し た の だ 。 そ 
し て 、 カ ロッ ゾー 鉄 仮面 が そう まで し て 叶え よう と し た 
養父 の 理想 が 、 ロナ 家 1000 年 の 夢 と 称し た コス モ ・ 
パ ビ ロ ニア の 建 の で ある , 


RF 
我ら と 意見 を 異 に する 者 た ちよ ! 
私 を 殺し に 来る の は いい ! 私 は 遂 げ る 隙 れる も し な い ! 


フロ ンティア 1! を 残し て フロ ンティア ・ サ イド の 大 半 を 
制圧 し た CV は 、 コ スモ ・ バ パピ ビ ロ ン と 名 付け られ た フロ 
ンティア IV に お いて 、 コ スモ ・ バ ビ ロ ニ ア 建 国 宣言 を 
執り 行っ た 。 式典 の 壇上 に 立っ た 鉄 仮面 は 、 宇 宙 乗 
民政 策 を 執る 地球 連邦 政府 の 不正 と CV の 意義 を 訴 
えた 。 だ が 、 そ の 最 中 に 何者 か の 狙撃 が 鉄 仮面 を 抽 
う 。 し か し 、 その 銃弾 を 跳ね 返し た 鉄 仮面 は 、 居 む こと 
な く 狙撃 者 に 対し て 自ら の 覚悟 を 語り か ける の だ っ た 


ロナ 家 が コス モ ・ バ ビ ピロ ニア 建国 に 掲げ た 大 義 は 
地球 連邦 政府 の 腐敗 と 人 類 の 堕落 を 綱 す と いう も の 
CV は その 失 兵 と 称し 、 改 革 の た め の 臣 旋 
を 主張 し た 。 そし て 、CV の 首 上 直 た る 鉄 仮面 は 、 抵 抗 
勢力 に 屈し な い 頑強 な 意志 と 、 自 分 た ち に 抵抗 する 
者 た ち を も 受け 容れ る 舌 を 示し た 。 この 狙撃 事件 は 
こと っ て 、 民衆 に CV と 自身 の 正当 性 を 説く の 
に っ た と 言え る だ ろう 


U.C.0123.03 


私 も 感情 を 持つ 人 間 だ 
素顔 で あれ は 、 今 お まえ を 陵 り 殺し て いた か も し れん 


ロナ 束 の 在 条 を 時 る 
全便 


U.C.0123.03.30 


コス モ ・ パ ピロ ニア 建国 宣言 の の ち 、CV は 抵抗 
勢力 が 立て 邊 も る フロ ンティア I の 制圧 に 乗り 出 そ う 
と し て いた 。 その 作戦 会 議 の 場 に に ペラ が ロナ 家 に 
戻っ た こと を 知っ た ナディ ア が 現れ る 。 自分 と ロナ 家 
を 捨て て シオ の 下 に 走っ た 妻 と の 10 年 振り の 再会 に 
も 、 平 静 を 装っ て マス ク を 外 そ うと し な い 鉄 仮面 。 だ 
が 、 そ れ を 腫 病 と 駒 る ナディ ア の 言葉 に 、 鉄 仮面 は 
マス ク の 臭 で 激しい 門 り を 燃え 上 が ら せ る の だ っ た 


鉄 仮面 に と っ て 、 ナ ディ ア の 存在 は コン プレ ックス 
その も の だ っ た 。 ロナ 家 に 取り 込ま れ た 自分 を 見 限っ 
た ナディ ア に 対す る 感情 は 、 その マス ク を も っ て し て も 
隠し 切れ な い ほど に 激しい も の だ っ た の で ある 。 だ が . 
鉄 仮面 自ら の マス ク を そう し た 感情 を 抑え る た め の 
も の で あり 、 人 類 が それ ほど まで に 情念 を 抑え な けれ 
ば な ら な い 時 代 だ と 語っ た 。 それ は 、 ロナ 家 の 観念 の 
一 端 を 表し て も いた の で ある , 
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誰 の 良心 も 将 め る こと が な い 、 良い 作戦 だ っ た 
機械 に よる 無 作為 の 粛清 …… 


7 
ト の 真琴 を 知生 少 
者 た ち だ っ た 


0123.03.30 


人 類 の 10 分 の 9 を 抹殺 し ろ と 命令 きれ 


の と 貼る 録 作 面 。 彼 が 


MORE INFO! 
ナディ ア に 対す る 複雑 な 感情 


柏 維 な 感情 を 


CV が フロ ンティア 1 制圧 作戦 を 実施 する 一 方 、 鉄 
仮面 は 作戦 の 陸 で ラフ レシ ア ・ プ ロジ ェクト を 進め . 
フロ ンティア 1 の 戦場 を 舞台 に 無人 末 鐵 兵器 パグ の 
試験 を 行 お うと し た 。 作戦 の 指揮 を 執る 腹心 の ジレ ・ 
クリ ュー ガー の 傍ら で 、 状 況 の 推移 を 見 守り な が ら 
満足 そう に 独白 する 鉄 仮面 自ら の 行為 に よっ て 起 
こる 惨劇 を 知り な が ら 、 鉄 仮面 の 言葉 に は 罪悪 感 の 
欠片 も 存在 し な か っ た の で ある , 


フロ ンティア 1 周辺 軸 域 


バグ の 稼働 を 見 届け た 鉄 仮面 は 、 そ れ に 抵抗 を 試 
みた の が 再び ロナ 家 を 出 弄 し た ペラ で ある こと を 感じ 
取っ て いた 。 家庭 の 問題 と 称し て 単身 ラフ レシ ア で 
出撃 し 、 月 か ら の 地球 連邦 宣 の 増援 を 全 減 さ せ た 鉄 
仮面 は 、 ベラ の ビ ギ ナ ・ ギ ナ と シー ブッ ク ・ ア ノー の 
F91 に 普 い 掛か る 。 そ 民間 人 の 虐殺 と いう 非道 
を 行う 父 を 綱 漠 する ペ けし 、 鉄 仮面 は 自ら を その 
行為 に 駆り 立て た 歪ん だ 使命 を 吐き 出す の だ っ た 


だ 使 


マイ ッ ツ ァ ー の 手足 と な っ て コス モ ・ パ ピロ ニア 建 
国 に 骨 進 する 一 方 で 、 鉄 仮面 は 余剰 人 類 の 妃 清 を 
目的 と し た ラフ レシ ア ・ プ ロジ ェクト を 推し 進め た 。 バ 
グ は その た め に 開発 され た 対人 殺傷 兵器 で あり 、CV 
内 部 で も 存在 を 噂 され な が ら 、 実体 を 知る 者 は 一 握り 
だ っ た 。 人 減ら し の た め だ け の 機械 と いう パグ の 発想 
と 、 そ れ を 良い 作戦 と 評 し た 鉄 仮面 の 言葉 は 、 彼 の 
狂気 と ロナ 家 の 暗部 を 物語 っ て いた と 言え る 
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ば 、 こ う も な ろう ! 8 


バグ は フロ ンティア 1T で の テス ト を 経て 月 や 地球 に も 
投入 され る 予定 で 、 そ れ に よる 地球 圏 の 余剰 人 口 の 
一 漬 は 、 鉄 仮面 の 言葉 通り 全 人 類 の 9 割 に も 及ぶ 達 
方 も な いも の だ っ た 。 計画 の 居 行 を 命じ た の は マイ ッ 
た と され る が 、 自ら を 強化 人 間 と し て まで その 
た 鉄 仮面 に 非 が な か っ た は ず も な い , 
責任 を 放棄 し て 姜 3 べ て を 転嫁 し た 
鉄 仮 面 の 言葉 は 、 彼 の 弱 さ を 表し て いた の で ある 


ロナ 家 の 人 々 に 向け た 眼差し 
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PERSONAL PROF 
ミラ ン ・ レ ックス ; 


Miran Rex 桂 能 軍 の 手 竹 政務 の 計画 と 夫 f 


NE D2 se A 


ディ アナ に 翻 甘 さ きれ た こと か ら 、 
忠誠 の 折 い を 播 る が せ た 芝 僚 


地球 園 を 差 き 込む 大 戦 を 避け て 月 に 移住 し た 人 々 
の 子 折 (ムー ン レ ィ ス ) の 悲 顧 と 言え ば 、 先 祖 伝来 
の 故郷 で ある 地理 へ の 帰還 だ 。 優れ た 科学 技術 文 
明 を 幼 承 し て いる と は いえ 地球 へ の 帰還 熱 は ムー ン 
レ ィ ス の 人 遺伝子 に 受け 継が れ 、 彼 ら の 願い は 女王 
ディ アナ ・ ソ レル に よる [地球 帰還 作戦 ] で 結実 す 
る は ず だ っ た 。 だ が 実際 の と ころ 、 地 球 へ の 帰 遇 は 
極め て 困難 か つ 根 気 の いる 作業 で ある こと が 喜 呈 す 
る 。 すでに 地球 に は 大 戦 を 生き 延び た 子孫 が 新た 
な 社会 を 形作っ て お り 、 ム ー ン レ ィ ス と の 間 に 額 土 を 
は じ め と する 主権 問題 が 発生 し た の だ 。 この 問題 の 
矢面 に 立ち 、 両 者 の 橋渡し 役 に な ろう と し た の が 月 
の 執政 官 ミ ラン ・ レ ックス で ある 。 彼 と し て は ディ ア 
ナ の 地球 降下 まで に 入植 交渉 を 終わ ら せ た か っ た よ 
うだ 。 だ が 地球 側 代表 (グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー 
ド ) は な ぜ か 明確 な 回 答 を 避け 続け 、 そ の 間 に も 状 
況 は 混乱 の 様相 を 示し て いっ た の だ っ た 。 

ディ アナ の 偽 簡 と し て 地 


琵 層 作 音 を えた ミラ 
へ 芋 の 才覚 を も っ て す 


の ら り くち り と し た 地球 
土 大 に 0 え 、 得 雪 


グレ ッ サ 領主 と の 入 本 次 給 や 
物資 詩 進 、 さ ら に ディ アナ ・ カ ウン ター の 指 捧 も 託 き まれ てい 
| 々 と し て 居 ま ず 、 地球 偽 と の 小競り合い も 
ラン は 心労 を 募ら ちせ て いっ た の だ っ た 


ソレ イ ユ 


ディ アナ ・ カ ウン ター の 設 攻 と 
し て 地球 時 下 作 戦 に 参加 し 


数 に そぐわ ず 息 絆 カ は 桶 め て 
誠 て さら に 月 光 人 を 頒 止 す 
の ツア ー を 発生 する , 
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ディ アナ の 伺い を 
涯 か ら 消 すこ と も 
で きま し ょ う …… 


交渉 が 遅 々 と し て 進ま ぬ ま ま に デ ィ ア ナ の 地球 降下 
が 完了 。 な お も 非 協力 的 な 地球 側 に 対し て ミラ ン は 粘 
り 強 く 交渉 を 続け 、 デ ィ ア ナ が 掲げ る 平和 的 な 入植 の 
実現 を 目指 し て 春 走 し た 。 そし て (や や 強引 な 手法 を 使っ 
た と は いえ )、 イ ング レッ サ 領 サン ペル ト 地 幕 の 確 保 に 成 
功 。 あと は ディ アナ に よる 建国 宣言 を 待つ ば か り の 状態 
に 滑 ぎ 着け た の だ っ た 。 事 こ こ 
荷 が 降り た 思い を 味わっ た こと だ ろう 。 
気持 ち を 台 な し に する 事態 が 起こ っ た 。 
上 、 建 国富 言 を 行う は ず の ディ アナ が サン ペル ト 地 帯 
へ の 人 入植 中 止 を 宣言 し て し まっ た の だ 。 彼女 は あく まで 
平 艇 な 方 法 で の 交渉 を 望ん で お り 、 地球 側 の 反感 を 買 
う 麗 れ の ある 入 西 事業 に は 反対 だ っ た の , 


不信 感 を 抱い て し まう 。 一 度 、 芽 吹い た 反感 は 道 し よ う 
も な く 、 ミラ ン は 次 第 に ディ アナ か ら 距 離 を 置き 、 政策 に 
も 非 協力 的 な 態度 を 示す よう に な っ た 。 お 互い に 良かれ 
と 思っ て 成 し た こと が 裏目 に 出 て し まっ た の で ある 。 この 
ディ アナ と ミラ ン の 不 和 を 目 さと く 見 つけ 、 権 力 拡大 に 
利用 し よう と 目論ん だ の が 月 の アグ リッ パ ・ メ ン テ ナ ー 素 
いる 一 派 だ 。 ディ アナ に 次 ぐ 地 位 に ある アグ リッ パ は 当 
初 か ら 地球 帰還 作 戦 に 反対 し て お り 、 それ が 叶わ な いと 
みる や 、 ディ アナ の いな い 月 の 支配 権 を 掌握 。 ディ アナ ・ 
カウ ンタ ー へ の 補給 物資 の 輸送 を 遅らせ た り 、 地 球 人 
に 化け た 暗 般 者 を 派遣 する な ど 、 デ ィ ア ナ 失 没 を 画策 。 
さら に 、 こ の 計画 を それ と な く ミ ラン に 伝え 、 黙 認 を 迫っ 
た 。 ディ アナ に 対す る 忠誠 心 が 揺らぐ ミラ > 
の 計画 を 見 逃し 、 ディ アナ に 反旗 を 翻 し て し まう 


国人 の 如 年 に 走 内 する ミラ ン の 菩 偽 
ミラ ン が ディ アナ を 見 限っ た 主 な 要因 は サン ペル ト 建 
国 記念 式典 で の 入 年 中 止 宣言 だ が 、 他 に も 大 小 の 間 
題 が 彼 を 悩ま せ て いた 。 その 中 で 最も 重要 な 問題 だ っ た 
の が 補給 物資 の 遅延 で ある 。 た だ で さえ 不慣れ な 地球 
環境 で の 生活 に スト レス を 感じ て いた ムー ン レ ィ ス 社会 
で の 、 補給 物資 の 慢性 的 な 不足 は 結束 を 乱す こと に 撃 
が り 、 つい に 技術 者 を 中 心 と し た 亡命 者 を 出す 事態 に ま 
で 発展 。 その 後 始末 に ミラ ン は 春 走 させ られ た の だ っ た 。 
ちな み に 物 資 の 輸送 遅延 は メン テナー 家 の 差 し 全 で あ 
り 、 ミラ ン は まん ま と 選 に は まっ た と 考え る こと も で きよ う 。 


日 多 昌行 能 な 摘 政 官 と し て の 一面 
地球 側 だ け で な く 月 側 の 人 間 に も 客 弄 され 続け 


本 條 足す る 状況 を 凍 に 
れ ど 断 謎 は パン ひな けれ ば 生 


は 人 は パ ン の み に 生き る に あら ず 。 さ 
け ぬ | と 、 溢 島 を 幼 そ うと し な か っ た 


MORE INFO! 


暗殺 され た ディ アナ ・ カ ウン ター 指揮 官 


先発 部 明 を 悪い て 
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ミネ ル バ の クル ー の 


Minerva's Crew 


新た な 戦乱 に 参加 し た 
ザフト 最新 鋭 艦 の 乗組 員 た ち 


ント ムペ イン に よる アー モリ ー ワ ン 興 繋 を さっ か 
ザフト と 地球 連合 軍 の 戦闘 は 再び 激化 す 
て 答 発 し た この 戦い に お い 
イン パル スガ ンダ ム や 
ザク ウォ ー リ ア な ど 新鋭 態 ミ ネル バ パ で あ 
た 。 ミネ ル パ は 、 艦長 の タリ ア ・ グ ラディ ス の 指揮 
の 下 ら ザ フト の 新型 機 を 零 取 し た 
た が 、 そ の 突然 
ー サ ー・ ト ラ 
イン を は じ め と する クル ー る 。 彼ら は 「 ブ レイ 
ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド 」 事件 に お ける ユニ ウス セブ ン の 破 
砕 作業 や 、 ア ー ク エン ジェ ル の 繋 破 を 目指 し た 「 エ ン 
ジェ ル ダ ウ ン 作 戦 ] な ど 、 宇 宙 . 地上 を 股 に か け て 
重要 な 任務 を 担い 続け た の で ある 


Rt 


の 
タリ ア の 指揮 を 支え た 
ーー 台 た 。、 リン 
有 朋 な ク グ 


4 
ーー 
< で ご 
へ し 
『) 


て ザフト の 主 7 


の 航行 を 


人 ヴィ ー ノ ・ デ ュ プ レ 


人 ヨウ ラン ・ ケ ント 


相 較 明夫 


ミネ ル バ 


で <iー・ 一 キー 全 


ヴィ ー フ ョ クラ ン 
デュ アレ リント 
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アー サー・ ト ライ ン 

突如 と し て 激化 し た ザフト と 地球 軍 の 戦乱 に 、 
バ の 副 艇 長 で あっ た アー サー は 戸惑っ て いた 。 だ が 、 タ 
リア の 激励 、 そ し て 厳し い 戦 場 に 身 を 護 く 中 で 、 ア ー 
サー は 指揮 官 と し て の 才能 を 開花 させ て いく 。 そし て へ 
ブン ズ ペ ー ス 攻防 戦 、 さ ら に メサ イア の 戦い で は 、 タ リ 
ア に 代わ っ て 艦長 を 任 さ れる まで に 至っ た の で ある 。 


ヴィ ー ノ ・ デ ュ プ レ 

メカ ニッ ククル ー と し て 艦 に 配属 され た ヴィ ー ノ ・ デ ュ プ 
レ は 、 アカ デミ ー ス クー ル を 卒業 し た ば か り の 新人 で あっ 
た 。 実戦 経験 が 皆無 で あっ た 彼 に と っ て 、 今 回 の 戦乱 
は 厳し いも の で あり 、 精 神 的 な 疲 競 も か な り 大 きか っ た 
だ が 、 大 親友 で あっ た シン ・ ア スカ の 活躍 に 自身 を 族 い 
立た せ 、 な ん と か 終 紙 まで 戦い 挟 い た の で ある 。 


シン と は 7: ュ 


ル 
の 同期 で あり 、 挫 の 笑 放 を 


し バレル と 開 便 
を 慰め た た め 、 その 下馬 は 草 
で いっ た 


ヨウ ラン ・ ケ ント 


ヨウ ラン ・ ケ ント は 、 ヴ ィーノ と 同じ く ア カ デ ミー スク ー 
ル か ら ミ ネル バ へ と 配属 され た メカ ニッ ククル ー で ある 。 
上 官 で ある マッ ド ・ エ イブ ス の 指示 を 受け た ヨウ ラン は 

ミネ ル バ に 積み 込ま れ た 大 量 の MS を 整備 する 超 潮 の 
日 々 を 送っ て いた 。 だ が 彼 は 与え られ た 任務 を 着実 に こ 
な し 、 ミネ ル パ を 支え 続け た の で ある 


吾 時 中 で も その 過 和 な 竹 格 
が 欄間 見 えた ヨウ ラン 。 同 誠 
生 で ある ヴィ ー ノ や メイ リン 


MORE INFO! 


マッ ド ・ エ イ 


ミネ ル バ の 優秀 な クル ー 


アビー ザー 


必 長 の タリ ア に 黄 備 状況 を 埋 侍 する 
TT TT TT 
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PERSONAL PROFILE EE (0 mr02 7B 


レナ ー ド ・ フ ァ イ ン ズン em 
デル フィ ー ヌ ・ ベ デリ ア ーー 


Leonard Fiennes/ Delphine Bedelia 


ソレ スタ ルビ ー イ ング を 追う 
人 草加 の パイ ロッ ト た ち 


武力 介入 を 5 年 後に 控え た 西暦 2302 年 、 ソ レス 
タル ビーイング (CB) が 運用 する 超 兵 問 の 存在 に 気 
付い た 組織 や 人 物 は 、 少 数 な を がら 存 在 し て いた 。 人 
類 昔 新 連 副 (人 革 連 ) の 次 世代 開発 研究 所 も その 
ひと つ で 、 超 兵 器 の 実在 を 喫 ぎ 付け 、 独 自 の 手柄 と 
すべ く 本 国 に も 内 密 で 動き 出す 。 そこ で 派遣 よれ た の 
が 、 試 作 機 と な る MSJ-O6YIMLB ティ エレ ンチ ー ツ ー 
の パイ ロッ ト で ある レナ ー ド ・ フ ァ イ ン ズ と デル フィ ー ヌ ・ 
ペデ リア で あっ た 。 7 歳 の レナ ー ド は 超人 機関 技術 
研究 所 所 属 の 超 兵 で あり 、 そ の パー トナ ー と し て 次 
世代 開発 研究 所 所 属 の デル フィ ー ヌ が 補佐 し た 。 

最初 は 逃亡 し た 被 検体 EE-57 (アレ ル ヤ ・ ハ プティ 
ズム ) を 造っ て いた り だ が 、 超 兵器 の 存在 を 知っ 
た こと で その 確保 に 弄 走 する 。 その た め 、 当 時 GN- 
XXX ガン ダム ラジ ェ エル で 行動 し て いた CB の スカ ウ 
ト 、 グ ラー ペ ・ ヴ ィ オ レン ト と 間接 的 に 接触 。 及 量 子 
波 を 扱え る レナ ー ド は グラ ー ベ の 正 し さ と 優し さ に 触れ 
る 。 こう し て ふた り は CB に 加わ る こと を 望み 、 組 織 の 
命令 に 従う 撮り を し て CB を 追う 。 その 試み は 実 を 結 
が 、 レ オ ・ ジ ー ク 、 デル ・ エ ル ダ と 名 を 変 
CB の 支援 組織 フェ レシ ュ テ の 一 員 と な る の 


ご ニ ろ 2・ ペ ー ュ いざ 4 


MSJ-06YLB 
イー し 2 


で es 
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レナ ニー ド 


西暦 2302 年 、7 歳 の レナ ー ド は 在 人 機関 技術 研究 
所 に 所 属す る 超 兵 で あり 、 特 殊 任務 に 携わっ て いた 。 
未だ 「 超 兵 ] の 成功 例 は 出 て お ら ず 、 レ ナー ド の 肩 に 
は 「 超 兵器] 直 獲 に よる 手柄 一 一 趣 兵 と し て の 有用 
性 を 示す と いう 重 藤 が 圧し 掛か っ て いた 。 幼い な が ら も 
自ら の 責 季 を 果たす た め 、 レ ナー ド は パー トナ ー の デル 
フィ ー ヌ と 共に 「 超 兵器 ] を 追う 。 同じ 目標 を 追う 備 兵 、 
フォ ン ・ ス パー ク の 刻 に 晒さ れる こと も あっ た が 、 そ の 
都度 、 超 兵 と し て の 直観 で 危機 を 脱 す る 。 

ある 日 、 偶 類 に アレ ル ヤ の も う ひ と り の 人 格 、 ハ レル 
ヤ と 遺 遇 し た レナ ー ド た ち 。 自分 を 追っ て いる と 勘違い 
し た ハレ ル ヤ の 殺意 に レナ ー ド は 真っ 向 か ら 立ち 向 か 
い 、 摩 重子 波 で アレ ルイ を 起こ す と 貧し て 退 骨 させ る 。 
それ は 自分 を 守る た め に デル フィ ー ヌ が 人 を 撃ち 、 そ の 
た め に 優し い 彼女 が 傷 付 いて し まわ な いよ うに する た め 
で あっ た 。 そん な 中 、「 超 兵器 」 を 捕 す る グラ ー ベ と 名 
乗る 人 物 か ら 呼び 出し を 受け た レナ ー ド た ち は 圧 個 的 な 
力 に よっ て 敗北 する 。 これ は レナ ー ド た ちの 戦力 を 取る 
に 足ら な いも の だ と 実証 し 、 排 除 を 訴え る 組織 の 意見 
を 退け る た め グ ラー ベ が 講じ た 策 で あっ た 。 レナ ー ド た 
ち が 紙 織 の た めで は な く お 互 い の た め に 戦っ て いる こと 
は 、 グ ラー べ や 被 と 同じ CB の エー ジェ ント 、 シ ャ ル ・ ア 
クス ティ カ に よっ て 波 み 取ら れ て いた の で ある 。 正しい 
こと へ の こだわ り と 優し は を グラ ー ベ べから 感じ た レナ ー ド 
は 、 グ ラー ペ の よう に 生き て で みた いと デル フィ ー ヌ に 語 
彼女 も また 納得 する の だ っ た 。 


ソー マ ・ ビ ピー リス が 提 兵 
PRTGAN, hu 


RID [RT 

りり アレルヤ の よう に 

W 直 欠 と し て 邊 きれ 、 舞 

生子 ませ 計る きき は わずか 
を 


テリ ソレ ワ ィ ー ヌ バア テリ リア 


次 世代 開発 研究 所 所 属 の 女性 パイ ロッ ト で ある デル 
フィ ー ヌ は 、 レ ナー ド の パー トナ ー と し て 起用 され た 。 当 
初 は 子守 の よう な 任務 を 嫌っ て いた も の の 、 いつ し か レ 
ナー ド は 守る べき 対象 と な っ て いく 。 CB の シャ ル が 接触 
し た 際 に 示し た 、 レ ナー ド を 守 ろ うと する デル フィ ー ヌ の 
強 き と 優し ょ は は 、 か つて の 仲間 マレ ー ネ ・ ブ ラディ の 面 
影 を シャ ル に 見 出さ せ 、 その 信頼 を 得る 契機 と な る 。 

「 直 兵器 ] を 追う デル フィ ー ヌ た ち が ア レル ヤ に 遺骨 
し た 礎 、 ア レル ヤ に 銃 を 突き 付け た デル フィ ー ヌ だ っ た 
が 、「 デ ル に あな た を 撃た せな いで 」『 彼 女 は きっ と 人 を 
撃ち 末 し た ら 偏 付く ] と 、 レ ナー ド は デル フィ ー ヌ の 本 質 
を 語る 。 その 事実 を 突き 付け られ た デル フィ ー ヌ は 、 こ 
れ ま で の 実戦 で レナ ー ド の 射撃 指示 が 撃破 に 繋が っ 
て いな いこ と に 気付 く <。 それ は 同時 に 、 レ ナー ド が デル 
フィ ー ヌ の 心 も 守 ろう と し て の 行動 だ と 理解 する の だ っ 
た 。 一 方 で 自分 が レナ ー ド の た め に 引き 鉄 を 引け な いこ 
と を 司 む 中 、「 超 兵器 ] と 初め て 運 授 する 。 自分 た ち が 
追っ て いた 相手 = グラ ー ベ が 「 倒 すこ と で デル フィ ー ヌ 
と レナ ー ド を 救 お うと し た ] こと を 知り 、 デ ルフ ィ ー ヌ は レ 
ナー ド と 共に 新た な 道 を 模 索 する の だ っ た 。 


下 凍 2314 き 、 デ ル と も 
上 度 え て フェ レシ ュ テ に 礎 
を きせ た デル フィ ー ヌ は 、 
イア ン ・ ヴ ァ ス ティ を チー 


MORE INFO! 


年 、 レオ デ 
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ガト ル ・ ラ バー バウ ワウ ィ ナー 


Quatre Raberba Winner 


unknown 


MS の 裸 細 、 隊 の 橋 竹 


苦境 を 乗り 越え て 
その 才覚 を 発 控 し た 
「c 」 チーム の 指揮 管 


自ら が 犯し た 過ち に 苦し みな が ら も 
戦い 抜い た サン ドロ ッ ク の パイ ロッ ト 


カル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナー に と っ て 、 A.C. (アフ ター・ 
195 の 戦乱 は 、 挫折 と 後悔 に まみ れ た も の 
愛 機 サン ドロ ッ ク の 煙 破 、 ウ イン グ ガ ンダ ム 
に よる 暴走 と 、 そ の 結果 と し て 招い た 副 友 
トロ ワ ・ バ パー トン と の 別れ 一 一 彼 は すべ で を 自ら の 過 
ちの た め と し 、 責 任 を 背負 い 込ん で し まう 。 だ が 、 心情 
に 左右 され な く 続 く 戦乱 が カト ル に 汚名 返上 の 
機会 を 与え 、 や が て 成長 に も 繋が っ て いく の だ っ た 。 

ウイ ング ガン ダム ゼロ で トロ ワ を 駆逐 し た 後 、 正 気 
を 取り 戻し た カト ル は 、0Z 月 面 基地 に 連行 され る , 
0Z の 分 裂 に より 基地 を 離脱 し た 後 は 、 ヒ イロ ・ ユ イ 
と 共に 地球 に 降り 、 リ リー ナ ・ ビ ピース クラ フト が 再 団 
し た サン クキ ング ダム に 入国 。 だ が 、 完 全 平和 主義 
を 掲げ る 国家 は 0Z の 襲撃 で 其 壊 し 、 再 び 居場所 を 
失っ て し まう 。 激しく 揚 れ 動く 世界 に 翻弄 され る カト ル 
で あっ た が 、 彼 は 心 の 記さ を 払拭 する べく 、 戦 場 に 
居 続 ける こと を 選択 する の だ っ た 


XXXG-01SR2 


ガン ダム サン ドロ ッ ク | 
カト ル の 挟 憶 で 


関連 ファ イル 


Hue nevew 


ET 葉 。 
2 ナー 
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僕 は 戦争 を 凌ぐ 
平 衝 を 信じ る ! 


サン クキ ング ダム で 行動 し た こと に より 、 カト ル は 完全 
平和 主義 こそ 世界 の 規範 に な る べき だ と いう 考え を 持 

彼 は コロ ニー 国家 群 As 
宙 へ の 帰 思 を 決意 。 ルク レツ ブフ イン と 共に 宇宙 
へ 上 が っ た カト ル で あっ た が 、 彼 は 訪れ た コロ 
予期 せ ぬ 人 物 と 再会 する 。 カト ル と の 決戦 以降 、 行 方 
不明 と な トロ ワ は カト ル と 
の 交 軟 の 影響 で 記憶 衰 失 と な っ て いた 。 その 事実 | 
受け た カト ル だ が 、 彼 の た め に も 平和 な 
独立 勢力 と し て 戦力 を 整え て し 
ン に 合流 し た の で ある 
リオ ン に は 、 ヒ イロ や デュ オ ・ マ ックス ウェ ル 
が 失わ れ た 状態 の トロ ワ も 合流 し 、「G] チー 
ム が 結成 され る 。 カト ル は その 中 で 指揮 官 を 任 さ れる と 
まで ほぼ 単独 で 行動 し て いた 個性 的 な メン バー を 見 
引 し 、 信 頼 を 集 , カト ル の 平和 に 向け た 
6 指揮 官 と し て の 才覚 を 開花 
の 結果 、 ホ ワイ ト フ 8 と 
た 戦乱 を 終結 に 攻 に 成功 。 戦い の 中 で トロ ワ 
も 記憶 を 取り 戻す な ど 、 カト ル の 強い 章 志 が 、 様 々 な 事 
戦 を 好転 させ て いっ た 。 北 度 も 挫折 を 経験 し 、 多 く の プ 
レッ シャ ー を 抱え な が ら も 自ら の 力 で 未来 を 切り 拓 い て 
いっ た カト ル 。 心身 と も に 成長 し た 彼 が 、 今 後 の 世界 で 
も 存在 感 を 発揮 する の は 間違い な い だ ろ う 


、 中 3 1『fi \ 


サン クキ ング ダム と の 接触 
参加 に より 、 カ トル は 武力 に 依 
目指 す よ た 。 それ は 
行動 と 巴 盾 する も の で も あ , 


事 
も 
そ 


2Z 月 面 地 を 区 層 


ダム を 保有 する 自身 の 
戦争 が 生み 出す 様々 
これ 以上 の 戦乱 
思 ホワ イト ファ ング に 加担 
し て いた ロー ム フ ェ ラ 財団 代表 の 務 ド ロ シ ー・ カ タロ ニ 
ア は 、 戦 乱 の 中 で 家族 を 失い 、 そ の 憎しみ か ら 世 界 の 
破滅 を 望ん で いた 。 ふた り は リー ブラ の MD (モビ ルド ー 
ル ) コン トロ ー ル シス テム 内 で 対 央 し 、 白 兵 埋 を 行う 。 カ 
トル は ドロ シー の 攻撃 で 重傷 を 負い な が ら も 、 武 器 を 捨 
て る よう に 説得 を 続け る 。 彼 の その 鬼気 迫る 説得 は ドロ 
の 頑 な な 心 を 動か し 、 つ い に は 武器 を 放 広 させ る こ 
成功 し た 。「EVE WARS」 終結 後に は 非 戦 の 思 
想 を さら に 推し 進め 、 サン ドロ ッ ク 改 を 放 乗 し て いる , 


EVE WARS」 の 放 結 条 、 質 


湊 征 星 MO.I に 天 半 


MORE INFO! て 、 マグ アナ ッ ク 隊 と 協力 者 


マグ アナ ッ ク 隊 サダ ウゥ ウル 


[オペ レー か ル の 父 ザ イー 


国 の 指導 者 で 
園 紅 一 連合 
東 に 軍事 基地 を 有 し て いた 。 カト ル と 


乱 の 終結 に 再 献 し た 


PE] 
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新 機動 戦記 ガン ダム W 


PERSONAL PROFILE 
ドロ シー・ カ タロ ニア 出 - 了 


層 緩 
Dorothy Catalonia 革 MD シス テム 名 | 


戦争 と 人 の 閲 争 本 能 を 般 美 する 
ロー ム フ ェ ラ 財 団 ゆ か り の 少女 


紛争 が 相次ぐ アフ ター・ コ ロニ ー (AC.) に お い 
て 、 地 球 の 美しい 自然 を 守る た め に 設立 され た ロー 
ム フ ェ ラ 財 団 。 だ が 、 財 団 は 時 を 経る うち に 変質 し 、 
革 争 を 利用 し て 地球 園 支配 を 目論む よう に な っ て い 
く 。 だ が 、 財 団 に よっ て 助長 され る 戦乱 の 時 代 は 、 
ひと り の 異端 児 を 生む こと と な る 。 それ が 、 ド ロ シ ー・ 
カタ ロニ ア と いう 少女 で あっ た 。 

ドロ シー は 、 A.C.195 に 財団 代表 の 地位 に あっ た 
デル マイ ユ 公 遇 の 孫 既 で あり 、 OZ 幸い た トレ ー ズ ・ 
クシ ュ リナ ー ダ の 建 に あたる 人 物 だ っ た 。 そし て 、 そう 
し た 出自 以上 に ドロ シー と いう 少女 を 印象 付け て い 
た 点 が 、 戦 争 好き を 公言 し て は ば か ら な い 特 異な 起 
向 で あっ た 。 その 言動 は 争い に 揺れ る 世界 に 工 赦 を 
起こ し 、 混乱 を 加速 させ て いく 。 し か し 、 自 ら 進 ん で 
戦乱 の 渦中 に 飛び 込ん で いっ た ドロ シー の 内 面 は 、 
エキ セン トリ ッ ク な 振る 其 い と は 対照 的 に 、 複雑 な 琶 
情 を 抱い て いた の で ある 。 


02MI EVE WARS 
し Fe rnevew 
ビル ゴロ 


キワ イト ファ ング が 給 
ル ゴ c 
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PERSUNA 


ロー ム フ ェ ラ 野 団 が トレ ー ズ を 拝 打 し て 支配 体 抽 を 
強め つつ あっ た AC.195 中 頃 、 ドロ シー は サン クキ ング 
ダム を 訪れ る 。 そこ で 完全 平和 主義 を 唱え る り リリー ナ ・ 
ピー スク ラフ ト と 対面 し 、 彼 女 に 心酔 する 姿勢 を 見 せる 
一 方 、 戦い を 餅 美 する 言葉 を 達 ね る ドロ シー。 その 斉 
で 、 独自 の 加 妖 を 酸 か せ た ド ロ シ ー は 、 0Z の 侵攻 に よっ 
て サン クキ ング ダム が 諸 壊 する と 、 デル マイ ユエ の 思惑 で 
財団 代表 に 奈 り 上 げ ら れ た リリ ー ナ が 反 デ ル マ イコ 派 
の 支持 を 得る よう 工作 する 。 そし て 、 失 肢 し た デル マイ 
ユ を 宇宙 に 向かわ せ て 死に 追い や る の だ っ た 。 

了 その後 、 地 球 と コロ ニー の 対立 が 激化 する 状況 で 
ドロ シー は ホワ イト ファ ング を 率い る ミリ アル ド ・ ピ ビー スク 
ラフ ト の 下 に 身 を 寄せ た 。 この 戦争 が も た ら す も の を 
届け る た め 、 ド ロ シ ー は 戦場 に 身 を 置き 、 争 い を 止め よ 
うと し た ガン ダム パイ ロッ ト た ちと 対決 する 。 そし て 、 再 
起 し た トレ ー ズ が 率い る 0Z と ホワ イト ファ ング が 激突 す 
る 中 で 、 カト ル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナー と 対 崎 する の だ っ た 。 
カト ル と 生身 で 剣 を 交え な が ら 、 初 め て 自ら の 想い を 吐 
起す る ドロ シー。 彼女 は 双 を 死に 追い や っ た 戦争 を 僧 
み 、 その 非違 き を 人 々 に 見 せ 付け る こと で 争い を 根 疲 し 
よう と し た 。 だ が 、 人 の 優し さ を 否 定 し た ドロ シー の 歩み 
は 、 虚しい 結末 し か 残さ な か っ た の で ある 


国人 なく と うと し た ドロ シー の 関 い 


自分 な り の や け 方 で 戦争 を な くそ うと し た ドロ シー は 、 リ 
リー ナ の 求心力 を 利用 し よう と し た 。 その た め 、 デ ル マ 
イ ユ が リリ ー ナ の 暗 坦 を 図っ た 共に は 、 密 告 に よっ て 
計画 を 妨害 し て いる 。 また 、 サ ンク キン グ ダ ム の 凛 に 
お いて は リリ ー ナ を 現実 論 で 追い 込み 、 サ ンク キン グ ダ 
ム の 主権 放 買 へ と 誘導 し た 

さら に 、 ホ ワイ ト フ ァ ン グ に 身 を 投じ た ドロ シー は 、 ゼ 
口 ・ シ ステ ム を 応用 し た MD (モビ ルド ー ル ) の 指揮 シス 
テム を 制御 し 。 ビ ル ゴ I の 部 隊 を 二 い て 「GJ チーム を 
追い 詰め た 。 し か し 、 ゼ ロ シ ス テム を 使用 し た カト ル の 
指揮 に よっ て 形勢 お 送 転 され 、 シ ステ ム を 介し た 重 識 
共有 で カト ル に 対し て 敗北 欄 を 抱く よう に な る 。 そし て 
最後 の 戦い で リー プラ に 侯 入 し た カト ル に 決 聞 を 挑み 
本 係 を 負わ せ た も の の 、 カト ル と トロ ワ ・ バ ー ト ン の 言葉 
に を 動か みさ れ て 胃 量 を 失っ た の だ っ た 


戦争 の 中 傑 物 の 片鱗 
ドロ シー は 硫 の 回 転 が 達 く 弁 舌 に : 


長け 、 ロー ム フ ェ ラ 


財団 の 老人 た ち を 動か す ほ どの 交渉 術 を 備え て いた 。 
ワ フェ シン シン グ に も 秀 で 、 ヒ イロ ・ ユ イ や カト ル と 吾 角 の 
勝負 を 演じ て いる (ヒイロ た ち が 手 を 抜い た 部 分 は あっ 
た )。 また 、 ゼ ロ シ ス テム に 触れ て 平静 を 保っ て いた 唯 
ーー の 人 間 で あり 、 シス テム を 用 いた モビ ルド ー ル の 指揮 
を 見 事 に こなし て いた 。 
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デル マイ ユ の 人 就 に 反する 肌 末 内 の 動力 に 利き 后 ば 、 デル マイ ユ を 座 和 
し 大 ま 條 、 で D シ ステ を 使い こなす 作 和 な 机 桂 力も 思 せ た 。 


精 時 され 


FT 


欄 を 朱 発 する 


V ガ ンダ ム 


| DO DP | 


LV mE02 se D8n 


リリ ・ ボ ル ジ ャ ー ノ Wh 


Lily Borjarno 


mEU/ ser Ut 


小さ な 災 如 心 


MORE INFO! ル ジ ャ ー ナ 領 の 領主 ボル ジャ ー ノ 公 


ナ 休 の 政情 まで 


能力 EE コ | 
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機動 戦士 ガン ダム O080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


PERSONAL PROFILE RN [ml 02 mM 
バー ナー ド ・ ワ イズ マ 


Bernard Wiseman 


ルビ コン 作戦 に 身 を 投 し た 
ジオ ン 公 国軍 の 新米 パイ ロッ ト 
バー ナー ド ・ ワ イズ マン (バー ニ D へ ^ 


期 に ジオ ン 公国 軍 突 撃 機動 軍 ( 
ロッ ト で ある 。 U.C.0060 に 、 サ イド 3 
ニ ィ は 、 一 年 戦争 真 


の MS 科 に 入学 する 。 だ が 


成 期間 を 短縮 され 、 訓練 部 隊 で の 練 成 を 経て 

突 替 機動 軍 第 7 師団 の MS 部 隊 に 配属 され (eT っ 

る こと と な っ た ; 2 
陣 で 、 バー ニ ィ は | 4 


する 。 中 立 コ ロニ ー で 
いた 少年 アル ブレッド ・ イ ズ 
出会い が 、 バ ー ニ ィ を 戦争 の 深み へ と 狂い 、 や 
が て は 選択 を 敵 
タイ ブ 用 ガン ダム を 癌 る 
中 に 放り 込ま か ご 
い の 中 で 難 士 


と に な 


MAIN MS 


0) 
に 給 力 する 。 


機動 戦士 ガン ダム 0080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


PERSONAL PROFILE ” mE02 sr O07A 
アル フレ ッ ド ・ イ ズル ハハ  sss- 販 人 


Alfred Izuruha 本 


戦争 へ の 憧れ が 生ん だ 、 
公国 軍兵 と の 確か な 絆 


社会 に 出 て いな い 子 供 特有 の 無邪気 さ は 、 時 と 
し て 大 き な 濾 乱 を 巻き 起こ す 。 中 立地 帯 の サイ ド 6 

リボ ー・ コ ロニ ー で 暮らし て いた ミリ タリ ー 好 き の 少 
年 = デア ルフ レッ ド ・ イ ズル ハ (アル ) も 、 軍 人 や MS 
へ の 憧れ か ら 戦 争 に 直面 し て し まう 事態 と な っ た 。 し 
か も 彼 に 用 量 さ れ た 結末 は 、11 歳 の 少年 が 経験 す 
る に は あま り に も 悲痛 な も の と な っ た の で ある 一 一 

中 立地 帯 に 育 っ た アル だ が 、 両 親 の 別居 に 加え 、 
共に 暮らす 母 に 成績 不振 を 符 め られ る な ど 強 い ス トレ 
ス を 抱え て いた 。 そん な 閉 寒 し た 毎日 の 中 で 唯一 アル 
が 心 を と きめ か せ て いた の が 、 戦 争 や 軍隊 、 兵 問 な 
ど へ の 興味 で あっ た 。 テレ ビ の 中 で 繰り 広げ られ る 戦 
争 に 対し 、 彼 は 恐怖 心 より も 、 自 分 を 別 の 世界 に 導 
いて くれ る も の で は と いう 期待 感 を 桂 っ て いた 。 そし て 
U.C.0079.12.03、 アル は コロ ニー 内 で 地球 連邦 軍 
と ジオ ン 公 国軍 の MS 戦闘 過 。 直後 に 公国 軍 
の パイ ロ 小 、 パー ナー ド ・ ワ イズ マン と 出会う の 


軍兵 震 へ の 箇 味 と 
値 れ か ら 、 前 ら の 錠 を 
LILLET1 


ET 


ナー パー ニ ィ ) と 遇 会う 


アル は 学内 に も 複数 の 胡 友 が いる 普通 の 少年 て 
が 、 福 典 な 宏 放 環 漠 も あっ て その 胸中 に は 机 独 を 深 え 
た た 太 独 を 埋 め る か の ご と 


関連 ファ イル 


MS-06FZ クロ 80.01.06 量 
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PERSONAL PROFILE 


ザク I 改 の 降下 現場 で バー ニ ィ と 出会っ た アル 。 若 
通 で あれ は 追い 返さ れる と ころ で あっ た が 、 ア ル が 所 有 
し て いた カメ ラ に 連邦 軍 の コン テ ナ が 写っ て いる の を 
バー ニ ィ が 発見 。 アル は 階級 意 と フィ ルム の 交換 を 提 
案 さ れ 、 そ れ を 承諾 し た 。 本 物 の 階級 章 を 手 に 入れ た 
アル は 、 軍人 の 存在 を 身近 に 感じ 、 より 接近 を 試み る 
彼 は バー ニ ィ を 尾行 し て サイ クロ プス 隊 と の 合流 に 成 
功 。 以降 、 バ ー ニ ィ と 共に 行動 し な が ら 連 邦 軍 の 秘密 
基地 を 突き 止め た うえ 、RX-78NT-1 ア レッ クス の 撮影 
に 成功 する な ど 、 戦 争 に 憧れ を 抱い て いた 彼 に と っ て 
は 興奮 の 日 々 が 続い た 

だ が 、 アル が 体験 し て いた の は 、 戦い の ご く 一 部 で し 
か な か っ た 。 パー ニ ィ も メン バー に 加わ っ た サイ クロ プス 
隊 に よる アレ ックス 強奪 作戦 「 ル ビ コ ン 作戦 」 は 失敗 に 
終わ り 、 さ ら に 隊 の メン バー が 戦死 する の を アル は 見 て 
し まう 。 大きな シ ョ ッ ク を 受け る アル を 尻目 に 、 公 国軍 は 
リボ ポー・ コ ロニ ー を 村 で 攻撃 する 作戦 を 決断 。 それ で も 
コロ ニー を 本 攻撃 か ら 救 、 ア ル は パー ニ ィ と 結託 
し 、 アレ ックス の 撃破 を 目指 す 。 だ が 、 バ ー ニ ィ は アレ ッ 
クス と の 交 革 で 絶命 。 きら に アレ ックス に 搭乗 し て いた 
の が 隣人 の クリ スチ ー ナ ・ マ ッ ケ ンジ ー (クリ ス ) で あ 
た こと も 、 ア ル を 奈落 の 底 に 突き 落と し た 。 それ は アル 
に と っ て 残酷 過ぎ る 結末 で あ - 戦争 が 生み 出す 
現実 を 、 彼 が よう や く 実感 し た 瞬間 で も あっ た . 


還 了 内 ゆな か っ た クリ ス と バー ニ ィ の 戦い 


アル の 隣 の 家 に 住ん で いた クリ ス は 、 ひ と り っ 子 で 
た 彼 に と っ て 頼れ る 「 お 姉さん 」 で , 彼女 は 
連邦 軍 に 入隊 し て リボ ー・ コ ロニ ー を 難 れ て いた が 
アレ ックス の テス トバ パイ ロッ ト を 任 さ れ た こと も あり 、 コ ロ 
ニー に 帰還 し て いた の で ある 。 アル も クリ ス と 久々 の 再 
会 を 果たし た が 、 ア レッ クス の 存在 は 機密 事項 で あっ た 
た め 、 彼 女 が テス ト パ イ ロ ッ ト に 就 いて いる こと は 知ら さ 
れ な か っ た 。 その 事実 を アル が 知っ た の は 、 ザ ク H 改 と 
アレ ックス の 戦闘 が 終結 し 、 ク リス が アレ ックス の コク 
ピッ ト か ら 救 出さ れ て いる 場面 を 見 た き で あっ た 。 バー 
ニ ィ と クリ ス と いう 、 信 頼 を 置く ふ 
た こと 、 さ ら に 直前 に 発覚 し た 公国 軍 の 降伏 に よっ て リ 
ボー・ コ Rk = 
要 は な く な っ た こ 
を 上 の 5 れ な か っ た 月 邊 の 無力 に 志す る の で あっ た 


サイ クロ プス 隊 を 救っ た 優れ た 機転 


学校 の 成績 は あま り 良く な く (特に バー ニ ィ と の 出 会 
いか ら 下 降 し た ) 、 母 親 を 呼び 出さ れる ほど で あっ 
ル で あっ た が 、 と ころ どこ ろ で 優れ た 機転 を 見 せ て い 
サイ クロ プス 隊 を 追う た め 警 察 に 虚偽 の 説明 を し た ほ 
か 、 アレ ックス と の 決戦 前 に も 、 嘘 泣き を 交え て 警察 官 
の 注目 を 引き 、 そ の 間 に / が MS 用 の 武器 を 搭載 
し た トレ ー ラ ー を 動か すこ と に 成功 し て いる 


"eR で ML 
これ を 模 に 連 放 基地 を 実 を 止め る こと に 故 示 し た 
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サイ ド 6 は 、 一 年 圭 争 の 初期 に 中 立 宣言 を 行い 、 末 アル の 表 
ける 役 害 を 矯 小 眼 に 留め る こと に 成功 し て いた 。 内 部 アル は 中 洪 電 有 
す 人 々 も 安全 が 確保 され て お り . 平 覆 な 暮らし を 送っ て いた た 。 戦 委 ( 
だ が 、 食 種 事情 は 運 近 し て お けり 、 給 食 も 合成 タン パク が メイ た り 和 前) の 日 々 を 
ン と な る な ど . 戦争 の 影響 も 大 所 に 感じ られ た 。 公国 宣 に よる 
ルビ コン 作戦 」 は 、 そ ん な サイ ド 6 で 起き た 戦 敵 の 中 で は 比 
A 的 大 まな も の で 、 市 民 た ち に も 被害 が 出 て いる 


WMOF RM BN 
がり )、 斑 紀 な 生 者 が 「 由 
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ホワ イト ベー ス の 避難 民 計 ーー 


出身 


Refugees of White Base 人 全 人 の 放 和 ( ペ ル ラ ア 較 作 


戦乱 に 佑 き 込ま れ 、 | 
通行 を 強い られ た 人 々 


タイ プ 部 隊 」 と 呼ば れ 年 戦争 
後半 の 戦闘 に お いて さま ざま な 戦果 を 残し た ホワ イト 
ペー ス で ある が 、 その 実態 は 戦闘 経験 の 少な い 士 官 
候補 生 と サイ ド 7 か ら 脱 出し た 民間 人 の 寄せ 集め 部 
隊 だ タイ プ ア 
ムロ ・ レ イ が いた こと が ホワ イト ペー ス の 名 を 知ら し め 
こ な っ た の は いえ 民間 ち 
ス へ の 乗艦 を 快く 了承 し た わけ で \。 彼ら は 
地球 連邦 政府 の 宇宙 移民 計画 に よ 半ば 強制 
的 に コロ ニー へ の 移住 を 余 備 な くさ れ て お り 、 今 また 
一 年 戦争 の 余波 で 住む 場所 を 追わ れる こと に な っ た 
の だ か ら 。 だ か ら こ そ ホ ワイ トペ ー ス が 地球 へ 向かう と 
知っ た 時 、 民間 人 が か つて の 父祖 の 地 に 移り 住み た 
いと 応 っ た の は 当然 と 言え よう 。 コロ ニー 落と し を は じ 
め と する 戦乱 に よっ て 葉 れ 果て た 大 地 が 広がっ て い 
た と は いえ 、 地球 は 彼ら の 故郷 で あり 、 それ は ホワ イト 
の 乗組 員 に も 痛い ほど 理解 で き う 


民間 人 た ちの スト レス は 
た よう だ 。 し か も 限ら れ た 凍 内 物質 
と か ら 、 奈 わ ぬ 始 り を 爆発 させ た 者 も 
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公国 軍 に よる 「 コ ロニ ー 落 と し 」 は 、 世 界 地図 を 書き 
換え な けれ ば な ら な い ほ どの 傷跡 を 大地 に 残し た 
ド 7 を 追わ れ 、 や っ と の 思い で 地球 に 辿り 着い 
人 が 目 に し た 光景 は 、 か つて の 美しい 自然 ド 
残 に 引き 裂 か れ た 荒野 だ っ た の で ある 。 それ で も ある 人 
に と っ て 、 その 場所 は 懐か し い 故 郷 で あり 、 故郷 に 
た いと いう 気持 ち は 止 め ら れ な か っ た 。 ホワ イト ペー ス に 
身 を 寄せ て いた 民間 人 の 母子 (ペル シア と コー リー) が 
目指 し た セン ト ・ ア も 、 そう し た 戦争 の 傷跡 が 刻ま 
れ た 場所 で ある 。 ペル シア と し て は 亡き 夫 の 生ま れ 故 
卿 を 息子 に 見 せ た か っ た の だ ろう 。 だ が 戦争 の 余波 は 
そん な 願い も 無残 に 吹き 飛ば し て し まう の だ っ 


か し 硫 女 が 委 見 る 導 
箇 も 理 争 の 修 柄 を 信和 れ 入 
次 を 明らか に する 


宇宙 移民 者 の 中 に は 、 連 邦 政府 に よっ て 強制 的 に 
in 送ら れ た 者 も いた 。 連邦 政府 の 宇宙 移民 政策 

「 乗 民政 策 ] と 控 搬 され る 所 以 で ある 。 サイ ド 7 に 移り 
A の の 公国 軍 の 講 撃 に よっ て 第 二 の 故 郷 を 枚 わ 
れ た スミ ス 老 人 と その 珠 ペ ロ も 、 そ うし 」 
だ っ た 。 自分 の 意思 と は 関係 な く コ ロニ 
戦乱 で 多く の 友人 を 失っ た 上 に 、 軍 艦内 で の 不 自由 な 
避難 生活 を 強い られ る 。 まさ に 彼ら は 政策 と 戦争 の 犠 
性 者 だ っ た の で ある 。 だ が 苦 離 に 見 舞 わ れ て も 老人 は 
気 偶 を 失う こと は な か っ た 。 今度 地球 に 戻っ た ら 、 た と え 
軍 か ら 命令 され て も 決し て 動く こと は な い : そん な 固 
い 信 念 が 老人 を 支え 続け て いた の で ある , 


所 の 人 


な ん ら 抵 抗 する 術 を 持た な い 民 間 人 が 突然 戦乱 の 
渦中 に 放り 込ま れ た ら 、 恐慌 を 来 す の は 無理 の な いこ と 
だ ろう 。 し か も ホワ イト ペー ス に 逃げ 込ん だ 民間 人 を 待っ 
て いた の は 、 ま だ 幼 さ の 残る 訓練 生 や 同じ 境 骨 の 民間 
人 で あり 、 不 安 は 抑え よう が な か - いな い 。 そし 
て 明日 を も 知れ な い 生 活 に 和 疲れ 果て た 民間 人 の 感情 
は 、 最悪 の 形 で 爆発 する こと に な る 。 突き 上 げ る 起り に 
番 弄 され た 彼ら は 、 ホ ワイ トペ ー ス 乗組 員 と 幼い 子供 た 
ち を 人 質 に 取り 、 地上 へ の 着陸 を 要求 し た の で ある 


そん な 還 子 を 動け た 
環 便 事 控 だ っ た 。 の も 
た 便 欄 毅 を 見 つけ た ペ 
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ホワ イト ペー ス で 脱出 し た 民間 人 が た 
サイ ド 7 は 公園 凍 の 母国 (サイ ド 3) か ら 量 も 違い 
地理 的 環境 に あっ た 。 その た め 連 邦 軍 は サイ ドア 
の 一 事 基地 化 を 推進 。 公 国軍 の 目 の 軸 まき に く v 
この 地 を 、 新型 丘 吉 の 研究 岡 発電 
り リサ イド 7 に 移住 し 
新天地 で は な か っ 


重 人 打者 た ら ゲ 
サイ ト 7 に は 粗く 派 中 
hop 
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だ っ た が 、 時 
家族 を 捨て て 


シー ブッ ク は 理性 
を 表 


分 別 を わき まえ 
者 さ も 見 せ た 
流 頭 し た 母 モ ニカ に は 複 典 な 同情 を 抱い て いた よう 
で 、 事 族 の 間 題 に 事 が 及ぶ と 其 馬 する 場面 も あっ た 
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PERSONAL PROFILE ED2 


| EE ッ ク の 戦果 


症 の 人 を りき 出 し た シー プッ ク の 人 能 | 


機動 戦士 ガン ダム F91 


PERSONAL PROFILE 
フロ ンティア IV の 民間 人 ② 


Citizens in the Fronteer IV 


力 を 合わ せ て 戦 宰 か ら 逃 れ た 
フロ ンティア IV の 子供 た ち 


U.C.0123.03、 フロ ンティア ・ サ イド を 柚 っ た クロ 
スポ ー ン ・ パ バンガード (CV) の 侵攻 は 、 コロ ニー に 幕 
ら す 人 々 を 区 別 な く 戦 袖 に 巻き 込ん た だ 。 その 最も 悲 
惨 な 被害 者 の 一 例 が 、 抵 抗 する カ を 持た な い 子 供 
だ っ た と 言え る 。 加え て 、 市 民 を 守る べき 地球 連 
駐留 部 隊 は 、 子 供 を 盾 に 
と し た 。 その 状況 下 で 、 子供 た 


児童 だ っ た 

は 、CV の フロ ンティア ・ サ イド 前 繋が 
ンティア IV に 暮らし て いた 子供 た ち だ 
た 。 親 と は ぐれ た 彼女 た ち は 、 年 長 の シー ブッ ク 
ら と 共に 戦火 を 逃れ る 中 で 、 フ ロン ティ ア M7 
の 脱出 を 余 備 な くさ れる 。 し か し 、 大 人 た ちの 保 記 
求め て 逃げ 込ん だ 先 に も ょ 付き まとっ た 


人 る リア ・ マ リー バ 


ロン ティ ア W み ら 選 衝 し た 子供 
れ た 状況 を わき まえ 不平 不 満 や 
ん ど な か っ た 。 し か し 、 家族 が 状況 に 泊 く 関 
は 、 気丈 に 拓 る 旧 い な が ら も 者 ぎ 込 む 様子 を 垣間見 せ た 


関連 ファ イル 


91-15 


リィ ズ は 、 地 球 連邦 軍 の 練習 艦 ス ペー ス ・ ア ー ク に 
身 を 寄せ た 選 難 民 た ちの 中 心 と ー ブ ッ ク の 妹 
で 、 フ ロン ティ ア MV の 小学 校 に 通う 5 年 生 の 少女 だ っ 
た 。 仕事 の た め に 家 を 出 た 母 モ ニカ ・ ア ノー と の 触れ 合 
い を ほとん ど 知 ら ず に 育っ た リィ ズ だ っ た が 、 そ の 寂し さと 
葛藤 を 表 に 出さ な い 気 丈 な 性 格 の 持ち 主 で も あっ 

避難 し た 先 の スペ ー ス ・ ア ー ク で モニ カ が 手掛け た 
F91 に 触れ た リィ ズ は 、 母 が バイ オ ・ コ ンピュータ ー の 
配線 に あや と り を 引用 し て いた こと に 、 昔 と 変わ ら な い 
母親 の 面影 を 見 る 。 一 方 で 、 母 が 関わ っ た F91 の パイ 
ロッ ト に シー ブッ ク が 選ば れ た と いう 現実 に 不安 を 抱き 
その 結果 と し て 父 レ ズリ ー・ ア ノー の 死 を 招い た こと に 
強い 衝撃 を 受け て いた 。 し か し 、 そう し た 経験 は リィ ズ に 
大 人 た ちの 事情 の 一 端 を 理解 させ る こと に 繋が り 、 戦 
い の 中 で モニ カ と 再会 し た リィ ズ は 、 わだかまり を 捨て て 
母 を 受け 入れ た の だ 


スペ ー ス ・ ア ー ク で は ミ ゲ 
ン た ちと 共に 食間 の 用 


ペル トー と ミ ゲ ン 、 リ ア の 3 人 は 、 リ ィ ズ と 共に フロ ン 
ティ ア IMM を 脱出 し た 避難 民 の 子供 た ち で ある , 

ペル トー は リィ ズ と 同じ プロ ンティア IM の 小学 5 年 生 
で 、 彼女 の ボー イフ レン ド だ っ た 。 率先 し て 雑用 を こ な 
す 働き 者 だ っ た が 、 そ そっ か し い 部 分 が あっ て 失敗 も 少 
な く な か っ た 。 また 、 失敗 し た 際 に その 場 か ら 逃 げ 出 そう 
と し た り 、 働 いて いる と いう 理由 で ミ ゲ ン の 食事 を 探 め 
取る な ど 、 小 ズル い 一 面 も あっ た 

一 方 の ミ ゲ ン と リア は 、 リ ィ ズ た ち 一 行 の 中 で は 特に 
幼い 子供 た ち だ っ た 。 ミ ゲ ン は 内 気 で 泣き 虫 な 性 格 で 
あり 、 年 長者 た ち に 守ら れる こと の 多い 少年 で あっ た 
リア は 対照 的 に し っ か り と し た 少女 で 、 面 倒 見 も 良く ミ 
ゲン を 元気 づけ よう と する 場面 も 見 られ た 。 

それ ぞ れ に 、 親 と 離れ 離れ に な りな が ら も 自ら の で き 
る こと で 仲間 た ち を 支え 、 力 を 合わ せ て フロ ンティア MV 
か ら の 逃避 行 を 生き 延び た の で ある , 


戦火 の 下 の 民 間 人 


K に 書き 込ま れ た 民間 人 は リィ ズ た ち 
ロニ ー か ら 透 げ 出 そう と し た 
て フロ ンティア MV を 発っ た 地球 連邦 宣 の 重工 も あり 
中 で 使 を 落と す 人 々 も 少な く な か っ た 


夫 球 加 邦 軍 の 一 部 は 破 
その 巻き 添え に な る 人 々 も 出 た の だ 


裕理 も 馬 み ず に 小 十 館 


の は 難 中 に MS の 拓 
が 間 責 し て 全 を 落と し . 球 され た コチ ュ 


どり を 漬 する リィ ズ 
それ は リィ ズ に と っ て 
数 少ない 

いた 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 一 年 戦争 秘録 


PERSONAL PROFILE (02 mh 


リー * マイ i 


身 


Oliver May 撤 


+ 


MAIN MECHANIC 


を 性 士官 。 一 般 の 軍隊 
で は 中 佐 に 柏 当 する 埋 科 大 
硬 の 地位 に あり 、 租 手 を 小 
馬 陣 に し た よう な 際 度 を 見 を 
で こと ゲ ま か 


可動 戦 ガン ダム ト 


PERSONAL PROFILE 


上 層 部 へ の 


MORE INFO! 
上 釣 』 技 術 旧 席 の 本 上衣 知 た る 熱意 TT 


長 で あり 。 マ イ の 直属 の 上 官 と な る アル ペル ト 
は 済ま な い 軍 上 用 部 の 実 能 を シャ ハト は 知 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


PERSONAL PROFILE sm) mr02 sr 07 
アー クエ ンジ ェ ル の クル ー 議 千 ーー 旬 


Arch Angels Crew 


人 ダリ ダ ・ ロ ー ラ ハ ・ 
チャ ンド ラ H 攻 


vq へ N・zsN-N 4 ご 


Ni ヘー イヤ < 


関連 ファ イル 


91-19 


アー ノル ド ・ ノ イマ ン 


ジャ ッ キ ー・ ト ノム ラ 


チャ ンド ラ ( 左 ) 


パル ( 有 ) 


MORE INFO! 


\ リ オ ポ リス か ら 臣 急 発 | 
的 な 人 員 ・ 物 次 不足 に 人 
最低 限 の 人 状 は 確保 され で 
の 容 療 を 行う 医師 や 


ー ク エン ジェ ル は 、 慢性 
だ が 、 第 を 航行 で きる 
健康 面 の チェ ッ ク と 怪我 

フ な ど 


下 開 し た 者 も 少な か ら ず 存 在 し た 。 だ が 、 大 半 は マリ ュー を 
幕 っ て 艦 に 壮 プリ ッ ジ の みな ら ず 、 アー クエ ンジ ェ ル 
の クル ー た ち は 同 じ 気 桂 ち を 共有 で き で いた よう だ 


a 
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機動 戦士 ガン ダム SEED ASTRAY 


PERSONAPRORE mw02 url 
サー ベン ト テ ー ル ① 上 ーー を 


(イラ イジ ャ ・ キ ー ル プリ ー ド ・ ウ ェ ラ ー) 
Serpent Tail 


に FT 


Cy 全う 
N 


| | lm 


mn 


—r 
「 や ーー 


ミー ヤキ ・ さ へ Ni 人 る 
ーー ・ デ ーー ご A 


LLCES D ABTRAY 


PERSONAL PROFILE 


MORE INFO! 
CE70 に 引き た 地球 と プラ ント の 埋 争 以前 か ら 存 在 し で 
た 関係 な く 話 われ る た め 


に 施す 例 は 多 


a + 91-22 


機動 戦士 ガン ダム O080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


PERSONAL PRORLE 
ゲーテ ザッ ィ シュ ダイ ナー 


Hardie Steiner 


ペグ 


ZEON 


FF 
TE TT ET 
に 対す る 富 毅 作 圭 に ちい て 
ン ュ タイ ナー が 隊 本 し か 


PERSONAL PROFILE ; 0 mm02 02 


UC.0079.12、 地 球 連 邦 軍 の ニュ ー タ イプ 用 ガン 
ダム 「G] の 奉 取 を 命じ られ た シュ タイ ナー は 、 北 
極 基 地 へ の 奇 舞 作 戦 に 従事 する 。 し か し 、 作 戦 立案 
の 不手際 か ら 目 標 を 取り 逃がし 、 隊 員 の アン ディ ・ ス ト 
ロー ス ま で 失っ て し まう 。 成果 を 挙げ られ ぬ ま ま グラ ナ 
ダ に 戻っ た シュ タイ ナー を 待っ て いた の は 、 サ イド 6・ リ 
ボー で 確認 され た 「G」 の 礁 取 任務 「 ル ビ コ ン 作戦 」 で 


あぁ アン ディ に 代わ っ て 新兵 の バー ナー ド ・ ワ イズ 
マン (バー ニ ィ ) を 加え た サイ クロ プス 隊 を 率い 、 シ ュ タ 
イナ ー は リボ ー へ と 潜入 する こと に な る 

リポ ー に 潜入 し た シュ タイ ナー は 、 民 間 人 の 少年 ア 


ルフ レッ ド ・ イ ズル ハ (アル ) に 正体 を 知ら れる と いう ア 
クシ デン ト に 見 碁 わ れ な が ら も 、 サ イク ロ プ ス 隊 を # 
し て 作戦 の 準備 を 進め て いっ た 。 だ が 、 その 一 方 で シュ 
タイ ナー は 、 自 分 た ち が 作戦 の 国 に 過ぎ ず 、 ジ オン 公 
国 の 敗北 が 目前 に 迫っ て いる こと を 理解 し て いた 。 そ 
れ で も 、 軍 人 と し て の 意地 と 誇り を 貫き 、 作 戦 を 完 違 す 
べく 地球 連邦 宣 の 施設 に 潜入 する 。 し か し 、 パ バー ニ ィ 
の 難 細 な ミス に よっ て プラ ン は 破綻 し 、 正体 が 
シュ タイ ナー は 銃撃 戦 の 末 に 重傷 を 負う こと に . 
し て 、 パ ー ニ ィ と 共に 施設 を 脱出 し た の も 束の間 、 作 
戦 の 失敗 と 部 隊 の 壊 減 を 悟っ て 絶命 し た の だ っ た 


きた 歴戦 の 指揮 官 だ っ た 。 一 説 に は 、U.C.0079.03 
の 第 1 次 降下 作 埋 に 参加 し 、 ヨ ー ロ ッ パ に 合 攻 する 第 
1 地上 機動 師団 南方 軍 の 前 衛 と し て 突入 経路 を 確保 
する 任務 を 担っ た と も 言わ れ て いる (4 月 12 日 の 時 点 で 
南欧 トゥ ー ル ー ズ の 攻略 に あたっ て いた と され る . 

ーー 方 で 、 女 性 捕虜 の 逃亡 幸助 を 園 っ た と し て 上 宮 と 
対立 し 、 反 逆 罪 に 問わ れ た と いう 噂 も ある 。 地球 連邦 
軍 北 極 基 地 へ の 人 奇 芋 作 戦 に お いて は 、 同 基地 を 単 な 
る 研究 施設 と 断定 し た キリ ング の 不 見 識 を 作戦 失 数 の 
原因 と 指摘 し て 非 お り 、 自 身 の 信 念 に 反 す れ ば 
上 官 へ の 反抗 も 辞 き な い 人 物 だ っ た こと は 間違い な い , 
し か し 、 自ら に 課せ られ た 任務 に 対す る 意 主 は 高く 、 ル ビ 
コン 作戦 で も 部 隊 が 捨て 石 と 知り な が ら 計 画 通 り に 作 
戦 を 進め 、 12 月 19 日 の 実行 段階 で 戦死 し た の で ある 


末 基 へ の 音 要 作 埋 の 指 


上 中 科 業 軍人 と し て の 多彩 な 技能 と 了 戦 略 眼 


シュ タイ ナー は 特務 部 隊 の 隊長 を 務め る に 足る 優秀 
な 電 業 軍人 で あり 、MS の 操 力 か ら 生 身 で の 戦闘 技 
術 、 民間 人 を 装っ て 潜入 任 季 を 行う ノウ ハウ な ど 、 多彩 
な 技能 を 有 し て いた 。 また 、 冷静 な 戦略 眼 も 備え て お 
り 、 ルビコン 作戦 で サイ クロ プス 隊 を 回 に し て 別 の 手 を 
打 と うと し て いた 上 麻 部 の 意図 や 、 ジ オン 公国 軍 が 置 
を 的 確 に 見 抜い て いた 


導入 工作 員 を 本 


し た 桂 カ * 示 な 地 二 部 事 の 本 人 訟 に 江 入 
本 し っ TOCT 


機動 戦士 ガン ダム 008B0 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


PERSONAL PRORLE TE (0 Oh 
グラ ナダ 駐留 の 公 


Zeon Officers in Granada 


MAIN MECHANIC 


ワ フォン ・ ヘ へ ヘルシング 


MORE INFO! サイ ド 6 の 公国 軍 関 係 者 / 


中 立地 帯 で ある 


の MS 舞 発 施設 ー 方 の 公 | 人 が テー* 


22-1Z7 


機動 戦士 ガン ダム 逆 模 の シャ ア 


あの 


ロン ド ・ ベ ル を 率い た 


プラ イト 


歴戦 の 指揮 官 か 


ネオ ・ ジ オン と の 戦い に 示し た 強固 な 意 


チベット の ラサ に か ? 


・ ノ ア 編 


Case of Bright Noa 


情報 を 知っ て いる 連中 は 真っ 先 に 遂 げ 出し て いる よ 


U.C.0093、 地球 連邦 軍 外 部 組織 ロン ド ・ ベ ペル の 
指揮 官 に 就任 し に て いた プラ イト は 、 シ ャ ア ・ ア ズ ナ ブ 
ル が 再 異 し た ネオ ・ ジ オン の 対処 に 追わ れ て いた 。 だ 
が 、 プラ イト や アム ロ ・ レ イ の 材 命 の 努力 も 虜 し く 、 ネ 
オ ・ ジ オン は 5 ルナ 落と し の 作戦 に 至り 、 ロン ド ・ ベ 
ル は 5 ルナ の 地球 落下 を 許し て し まう 。 落下 地点 の 
ラサ へ の 避難 勧告 を 案じ る アム ロロ の 言葉 に 、 ブ プラ イト 
は 皮肉 めい た 口調 で 返す の だ っ た 


シャ ア は コロ ニー 潰し は し ませ ん 


地球 に 居 残 っ た あな た た ち を 潰す だ け で す 邊 mW 


5 ルナ の 落下 阻止 に 失敗 し た ロン ド ・ ペ ル が 帰 
本 し た サイ ド 1・ ロ ン デ ニオ ン で 、 ネ オ ・ ジ オン は 地球 
連邦 政府 と の 極秘 交渉 を 行い 、 アク シズ の 入手 を 実 
その 事実 を 知っ た ブラ イト は 交渉 役 の 参 
官 ア デ ナ ウ アー・ パ ラ ヤ に 詰め 寄り 、 政 府 の 見 
て の 甘 さ を 非難 する 。 そし て 、 コロ ニー 満 し を 広め か 
し た シャ ア の 真意 が 、 ア デ ナ ウ アー の よう な 為 敗 し た 
アー ス ノ イ ド の 排除 に ある こと を 指摘 し た の で ある , 


ロン ド ・ ペ ベル が 設立 され た 目的 の ひと つ は 、 シ ャ ア 
の ネオ ・ ジ オン の よう な 反 地 球 連邦 政府 運動 の 抑止 
に あっ た 。 し か し 、 当 の 地球 連邦 政府 に 危機 感 は な 
く 、 シ ャ ア と の 調 取 引 に よっ て 5 ルナ 落下 の 情報 を 
事前 に 入手 し 、 先 を 争っ て 逃げ 出す 有り 様 だ っ た 。 自 
ら の 責務 に 全力 を 注い だ ブラ イト だ っ た が 、 そ うし た 地 
球 連邦 政府 の 体 損 に 鐘 易 し て いた の も 事実 で あり 
先 の 言葉 に は その 心境 が 塗 ん で いた の で ある 


® 


アデ ナウ アー が こ 上 が っ た 目的 が ネオ ・ ジ オ 
ン と の 交渉 に ある こと を 見 抜い て いた ブラ イト だ 
が 、 彼 ら が アク シズ を ネオ ・ ジ オン に 裏 吉 する と まで 
は 想像 で き な か っ た 。 5 ルナ 落と し を 目の当たり に し 
て な お 目先 の 利益 に 釣ら れ 、 シ ャ ア が 目論む 地球 案 
冷 化 作戦 の 切り 札 と な り 得る アク シズ を 明け 渡し た 
地球 連邦 政府 の 患 か さ に 、 ブ ライ ト は その 世 清 を 決意 
し た シャ ア の 心中 を 垣間見 た の か も し れ な い , 


サイ ド ] ・ ロ ン デ ニオ ン 


アク シズ を 入手 し た ネオ ・ ジ オン が 次 の 動き に 移る ー 年 戦争 当時 、 ミ ライ に 門 い を 寄せ て いた ブラ イト 
こと を 警戒 し 、 ロ ンド ・ ベ ル は 出撃 の 準備 を 進め た は 、 彼 女 の 婚 約 者 で ある カム ラン の 存在 に 複 維 な 三 
その 中 で 、 ブ プラ イト は カム ラン ・ ブ ルー ム か ら 情 を 抱い た 。 し か し 、 戦 争 を 他人 事 の よう に 見 て いた 
査 局 扱い の 核 弾頭 を 良 り 受け る 。 カム ラン は 、 か つ カム ラン の 態度 に 愛想 を 尽 イ は 婚約 を 破 
て の 婚約 者 で ある ブラ イト の 妻 ミラ イ ・ ノ ア の 身 を 案 し 、 の ち に ブラ イト と 結婚 する こと に な る 。 それ で も な 
じ 、 自 身 が 罪 に 問わ れる こと を 覚悟 の 上 で その 行為 自ら を 危険 に 晒し 
に 及 ん で いた た カム ラン の 意気 に 、 ブ ライ ト は 生 と 願っ た カム ラン の 一 途 さ 
気遣い の 言葉 を 送る の だ っ た 最大 限 の 敬意 を 払っ た の て 


地球 寒冷 化 作戦 を アク シズ 落 


の 段階 に 移行 き 第 1 次 攻撃 で 核 弾頭 の 大 半 を 失っ た ロン ド ・ ペ ベル 
せ た ネ オ ・ ジ オン に 対し 、 ロ ンド ・ ペ ベル は 阻止 行動 に で の 陸戦 も 想定 | 

入っ た 。 だ が 、 第 1 次 攻撃 は 不発 に 終わ り 、 部 隊 に 
も 少な か ら ず 被害 が 出る 。 それ で も 、 ブ ライ ト た ち は ア 敵陣 深く に 入り 込む # 
クシ ズ の 地球 落下 を 阻止 すべ く 、 ロ ンド ・ ペ ベル の 全 馬 で きる 見 込み は 限り な く 低かっ た 。 し か ブラ イト 
を 挙げ た 第 2 次 攻撃 を 企図 し た 。 その 作戦 を 説明 。 は 指揮 宜 と し て 隊員 た ちの 命 を 預かる 覚悟 を 示し 、 命 
する ブリ ー フ ィング の 最後 、 プラ イト は 居 並 ぶ 隊 員 た ち 令 を 下す 。 それ は 、 彼 ら と 同じ よう に 戦場 に 命 を 四 け る 
に 命 を 預け て くれ る よう 言葉 を 掛け る ブラ イト だ か ら こ そ 口 に で きる 言葉 だ っ た 


ロン ド ・ ペ ベル は 激戦 の 末 に 
破 し て アク シズ に 上 陸 し 、 内 き と 
の 分 断 に 成功 し た 。 だ が 、 爆 破 時 に ブレ ー キ が 掛か シズ の 落下 に よっ て 引き 起こ され る 「 村 の 冬 を 止め 
た アク シズ 後部 は 重力 に 引か れ 、 地 球 へ の 落下 コー な けれ ば な ら な いと いう 使命 副 が 、 ブ ライ ト の 冷静 さ を 
ス に 乗っ て し まう 。 混乱 する 戦場 で 、 ア クシ ズ の 地球 失わ せ た の だ ろう 。 普段 の 変 か ら は か け 召 れ た ブラ イ 
落下 を 阻止 し よう と 、 ラ ー・ カ イラ ム で アク シズ を 押せ ト の 言動 は 、 切 人 迫 し た 状 
と いう 無茶 な 命令 を 飛ば す ブ ライ ト 。 だ が 、 事態 は ブ 
ライ ト の 想像 を 超え る 方 向 に 急変 し て いく の で ある 


オ ・ ジ オン 艦隊 を 突 アク シズ を 分 断 し た ブラ イ | 
ら の 爆破 に よっ て そ に シャ ア を 利 す る こと に な っ た 。 その 後 傷 


の 行動 は 


MORE INFO! 


長い 付き 合い で 培 わ れ た アム ロ と の 信頼 関係 八 サ ウェ イ に 見 せ た 父 親 と し て の 顔 
$ ま 3 
オ ・ ジ オ を * 
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機動 戦士 SEED C.E.73 STARGAZER 


PERSONAL PROFILE : LW] m02 ser02n 
エド モン ド & ソ ル Fee の 


肝 直 信和 セ ンタ ー 人 人 和 呈 『 モ オ 


出身 地球 (エドモンド) 不明 (ソル 


Edmond Duclos & Sol Lyne Lange 技能 、 小隊 栖 導 (エド モン ド 〕 MS の 了 邊 フル 


ety DSSD を 支え た 
元 軍 人 と その 更 


DSSD ( 深 宇 宙 探 査 開発 機構 ) が 、 外 宇宙 へ の 
探査 を 目指 し 立ち 上 げた 「GSX-401FW スタ ー ゲ イ 
ザー 計画 」 は 、 セレ ー ネ ・ マ ク グ リフ を 中 心 に 進め ら 
れ た 。 不安 定 な 世界 情勢 の 中 、 探査 用 MS・ ス ター 
ゲイ ザー の テス ト に 潜 ぎ 着け た 彼ら だ が 、「 ブ レイ ク ・ 
ザ ・ ワ ー ル ド 」 事件 が 勃発 し 、 世界 は 再び 戦争 状態 
に 突入 する 。 それ で も DSSD は スタ ー ゲ イザ ー の テス 


ト 継 続 を 決断 し た が エド モン ド ・ 
デュ クロ 、 ソル ・ リ ュー ネ ・ ラ ンジ ュ で あっ た 
ふた り は 血 の 繋 が っ た 親族 で あり 、 エ ドモ ンド の 


姉 夫婦 の 息子 が ソル で あっ た 。 元々 ソル の 両親 は 
DSSD の メン バー で あり 、 セ レー ネ ら と 「 ス ター ゲイ 
ザー 計画 ] を 進め て いた が 、C.E.71 に 起き た 宇宙 
事故 の た め に 死亡 。 以降 、 エ ドモ ンド は ソル を 引き 
取り 、 ふ た り で 暮らし 始め た 。 そし て ソル が 両親 の 遺 
志 を 継ぎ DSSD へ の 加入 を 決意 する と 、 エド モン ド も 
地球 連合 軍 を 辞め 、 DSSD に 参加 し た の で ある 


MAIN MECHANIC。 MAIN MS 


リニア ガン ・ タ ンク 

電電 が 胡 式 控 用 し て 

た 主 由 車 で 、 押 規 

に ょ る 優れ た 走 紅 性 開 を 。 関連 ファ イル 
大 攻 の 克 類 を 1 革 休 

えて お り 、 肝 な 克 天 を 

需 ・ 発 南 す る こと が 可能 


GSX-401FW 


特 株 人 機 模 [ヴォ ワ チ 
h エー ル | と 、 無人 
直行 用 AI ユニ っ ト を 備え る 


TTPTT 
ant 


エド モン ド ・ デ ュ ク ロ 
地球 連合 軍 の 少佐 に まで 登り 詰め た エド モン ド で あっ 
た が 、 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 載 の 終結 、 そし て ソル 
の DSSD 加 入 を 機 に 軍 を 退役 し 、 自 ら も DSSD に 加入 
する 。 南米 フォ ル タ レザ に ある 技術 開発 セン ター の 保安 
副 部 長 に 就き 、 安 定 を 手 に 入れ て いた エド モン ド だ が 
組織 の 第 一 級 管 制定 に な る べく 諸 命 な 努力 を 続け て い 
た 。 これ まで コー ディ ネイ ター し か 選ば れ た こと の な い 第 
一 級 管制 宮 へ の チャ レン ジ は 、 ナ チュ ラル で ある 彼 ( 
て は 無謀 と も 言え た 。 だ が 、 心 の 底 で 爆 り 続け る 関 争 心 
や 野心 を 、 組織 で の 出世 欲 に 転化 し て いた の で ある 
そし て 彼 の 軍人 と し て の 知識 と 経験 は 、「 ブ プレ イク ・ 
ザ ・ ワ ー ル ド ] 事件 の 直後 に 乏 発 し た 、 コー ディ ネイ ター 
勢力 に よる テロ 攻撃 の 際 に 活か され る こと と な る 。 エド 
モン ド は 、 技 術 開発 セン ター に 保管 され て いた 探査 用 
MS・ ス ター ゲイ ザー を 守る べく 、 リ ニア ガン ・ タ ンク で 
突撃 。 結果 、 テロ 行為 を 行う ジン タイ プイ ン サ ー ジ ェ ン ト 
の 撃破 に 成功 し 、 スタ ー ゲ イザ ー へ の 被害 を 回 避 し た 
だ が 彼 は 、 交戦 時 の 負傷 か ら 金 を 英 ら し た の で ある 


総合 の 直前 
ザー を 乗せ た シャ トル 


舞 事 に 打ち 上 げ ら れ た 


ソル ・ リ ュー ネ ・ ラ ンジ ュ 
第 1 世代 の コー ディ ネイ ター と し て この 世に 生 を 受け 
た ソル は 、 志 半ば に し て 散っ て いっ た 両親 の 遺志 を 恋 
ぐ べ く 、DSSD に 参加 し た 。 「 ス ター ゲイ ザー 計画 ] に も 
参加 し 、 ス ター ゲイ ザー の テス ト パ イ ロッ ト と いう 重責 を 担 
うま で に な っ た 。 その 後 、 エ ドモ ンド の 活躍 で 宇宙 に 上 
が っ た ソル は 、 セレーネ ら と 共に スタ ー ゲ イザ ー 起 動 を 
実現 。 だ が 、 喜び に 沸い た の も 束の間 、 直後 に ファ ント 
ムペ イン が DSSD ト ロ ヤ ステ ーション に 襲来 する 。 スタ ー 
ゲイ ザー 用 の AI ユニ ッ ト を 奪取 し に きた 彼ら に 抵抗 すべ 
く 、 ソル は セレ ー ネ と 共に スタ ー ゲ イザ りり 込み 、 戦 
且 を 紹 り 広げ た 。 だ が 、 本 来 戦闘 用 で は な い ス ター ゲイ 
ザー は 、 徐 々 に エネ ルギー を 失っ て いく 。 無 る ソル だ が 
突如 と し て 彼 の シー ト が 機体 か ら 切り 離さ れる 。 その 将 
来 を 慮 っ た セレ ー ネ が 、 独 断 で ソル を 脱出 させ た の だ 
その 後 、 レー ザー 発振 ステ ーション 「 ア ポロ ン A] に 選 雑 
し た 彼 は 、 フ ァ ン トム ペイ ン の 旗艦 ナナ バル ク を 葬り 去 
る 。 スタ ー ゲ イザ ー と 共に 宇宙 の 彼方 に 消え た セレ ー ネ 
と 、 地球 で 散っ た エド モン ド に 想い を 馳せ な が ら 一 一 


を 成 し 送 げ よ うと し た 。 た 
が 、 誠 申す る 世界 情勢 
の 計画 を 浮 し 半 
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ガン ダム マイ スタ ー874/ ma hy 
イア ン ・ ヴ ァ ス ティ ノ / ジョ イス ・ モ レノ = 


Gundam Meister874./ Ian Vashti/ Joyce Moreno 


感情 に 目覚 め た イノ ベイ ド と 
の ち に 組織 を 支え る ふた り の 人 間 


西暦 2292 年 、 ソ レス タル ビー イン グ (CB) の 第 
二 世 代 ガ ンダ ム マ イス ター の 中 に 、 ティエ リア ・ ア ー 
デ と 同じ イノ ベイ ド の マイ スタ ー が 存在 し た 。 それ が ガ 
ンダ ム マ イス ターB74 で ある 。 彼女 は ティ エリ ア と 異 
な り デ ー タ 上 の 存在 で 、 自 らち を イノ ベイ ド だ と 自覚 す 
る が ゆえ に 人 間 の 理解 に 色 め た 。 そし て 、 ル イー ド ・ 
レゾ ナン ス た ち 人 間 の マイ スタ ー た ちと 交流 する に 
つれ て 874 は 人 間 的 な 感情 を 育ん で いく 。 緩やか で 
あっ た が 確実 に 、B874 の 意識 は 変わ っ て いっ た 。 彼 
女 の 転 棋 と な っ た の が イア ン ・ ヴ ァ ス ティ と ジョ イス ・ 
モレ ノ と の 出会い で ある 。 ガン ダム の 目撃 者 と し て 
874 が 排 毅 す る は ず だ っ た が 、 反対 する ルイ ー ド た ち 
の 願い に 874 は 応え 、 ヴ ェ ー ダ の 提案 で イア ン と モ 
レノ は CB に 加わ っ た 。 


[MCEEH ED) 
に 誠司 し て いた モレ ノ 


ガン ダム アル テ ミ ー 
874 の 専用 
で 1 ステ ム を 振 載 し . 細 織 の 表 切 
。 り 者 に 対す る た め の 禁 体 が 


に は に こい こい いい いい 


関連 ファ イル _ 


GNY.0042.874 カン ダム アル 


PTET 


き マッ マ イヤ < 
加 A FR sm 


西 麻 2292 年 、 武力 介入 を 行う マイ スタ ー は 人 間 か イ 
ノ ベ イド か 、 ヴ ェ ー ダ は まだ 確定 し て お ら ず 、 その 指針 の 
ひと つと し て 、 ガ ンダ ム マ イス ター874 は 「 人 間 と いう 栓 
に お ける ガン ダム マイ スタ ー と し て の 適性 ] を 見 極め る と 
いう 役割 を 与え られ た 。 その 役目 の た め 、 人 間 の ガン ダ 
ム マ イス ター た ちと 交流 ・ 観 察し て 「 人 間 ] を 知る べく < 選 
進 する の だ っ た 。 仲間 と し て 接し て くれ る ルイ ー ド た ち マ 
イス ター と の 日 常 は 、 少 し ずつ 号 情 を 874 に 芽生 えさ せ 
て いく 。 その 矢先 、「 ブ ルト ー ネ の 愉 劇 ] と 呼ば れる 事件 
で 仲間 の ルイ ー ド と マレ ー ネ ・ ブ ラディ を 和 失い 、 心身 に 傷 
を 典 っ た シャ ル ・ ア クス ティ カ は マイ スタ ー か ら 外 れ て し 
まう 。 この 出来 事 は 874 に 悲し み の 感 情 を も た ら す 。 そ 
し て 西暦 2302 年 、874 同 様 に 人 間 を 信頼 する イノ ベ 
イド の スカ ウト 、 グ ラー ベ ・ ヴ ィ オ レン ト の 暗殺 未 必 を 契 
機 に 、 人間 の マイ スタ ー を 否定 する 何者 か が 暗 卒 する こ 
と を 知っ た 874 は 、 裏 切り 者 を 倒す べく 動く 。 それ は イノ 
ベイ ド の 責務 と し て イオ リア 計画 の 歪み を 正 そ うと する た 
め だ が 、 一 方 で 仲間 を 想う 自ら の 感情 に 従っ た 行動 で 
も あっ た 。 こう し て 大 隆 が を 狙う 裏切り 者 一 一 ビ サ イド ・ 
ペイ ン を 誘き 出す こと に 成功 し た 874 は 、MS に 搭乗 す 
る た め 887 の 身体 を 一 時 的 に 借り て 戦い に 皿 む 。 戦い 
は 最期 の 力 で グラ ー ベ が ビ サ イド を 討っ て 収束 する が 、 
ピサ イ ド に 裏切り の 証拠 は な く 、 内 乱 の 責任 を 負っ た 
874 は 機能 制限 を か けた 独立 端末 に 封印 。 新た に 設 
立 さ れ た CB の サポ ー ト 組織 フェ レシ ュ テ に 配属 され る 。 
そこ で 出会っ た 新しい ガン ダム マイ スタ ー、 フォ ン ・ ス パー 
ク が 、874 を より 自立 し た 存在 へ と 導い て ゆく -…… 


874 と 弄 な り 。 折ら が イノ 
FL STN TE 
三 紀 代 ガン ダム の マイ ス 
ター と な る ティ エリ ア ( 右 )。 

『 た 、 傘 の マイ スタ ー 


Wt 
と の 妥 二 で 人 壮 ら し さ を 
指 策 し て いっ た の だ っ た 。 


1 リアン 。 モレ 


西 麻 2292 年 、AEU 軌 道 エ レベ ペー ター の 海中 送電 
ケー プル を 調査 し て いた CB と 週 遇 し て し まっ た イア ン と 
モレ ノ 。 目撃 者 と し て 危う く 消 され か ける が 、 助命 を 請う 
ルイ ー ド の 言葉 を 受け 「 人 間 を 知り た い 」 と 望ん だ 874 
は 攻撃 を 中 止 。 イア ン と モレ ノ は ルイ ー ド か ら ス カウ ト さ 
れ て CB に 参加 し 、 組 織 に 欠か せな い 人 材 と な っ て いく 。 

西暦 2302 年 、 ビ サイ ド の 陰 退 に より グラ ー ベ が 相 
棒 の ヒ ク サ ー・ フ ェ ルミ に 撃た れ た 際 、 状 況 を 察知 し た 
874 か ら 指示 を 受け た モレ ノ は グラ ー ベ に 琴 生 処置 を 
施す 。 一 方 イア ン は 、874 の 要望 に 応え て 彼女 専用 
の ガン ダム アル テ ミ ー を 迅速 に 組み 立て 、 グラ ー ベ の ガ 
ンダ ムラ ジ エ ル も 種 働 で きる 状 戦 に 仕上 げ る 。 そし て イ 
アン と モレ ノ は 、 も は や 助 か ら な い グ ラー ペ の 意思 を 団 
重 し て 最期 の 戦い へ と 送り 出す の だ っ た ………。 
om 下 洪 2307 年 、 園 較 宮 


代り 新吾 ガン ダム を 
時 嘩 。 新生 CB の 宮 相 と 
し て 医 半 し て いる 。 


や 


し 

旧 の 当たり に し 、 そ の 縛 
容 に 5 入 ん 人 ん だ, を に で | 
47 AF DOF ED 
イサ リア の 商 凍 が 人 天 の 「_ 
恩人 は な いみ た 気づく 。 
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機動 新 世紀 ガン ダム X 


PERSONAL PROFILE nk [Um Ol 


ティ ファ を 悲 じ ま : 


非 ニュ ー タ イプ と し て の 能力 | 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


PERSONAL PROFILE ルチャ ー の リー タ 
RLL bs = unknown 


Leaders of Valture 人 示 下 和 


それ ぞ れ の 思惑 を 抱き つつ 、 
荒野 を 渡っ た 荒く れ 者 た ち 


第 7 次 宇宙 戦争 の 属 福 に よっ て 地上 の 社会 シス 7 
テム は 崩壊 し た が 、 生き 残っ た 人 々 は 実に し た た か に 
生活 し て いる 。 中 で も 戦後 に 登場 し た 「 バ ルチャ ー] 
と いう 存在 は 、 人 間 の し た た か さ を 尋 的 に 衰 し た も の 
と 言え る だ ろう 。 彼ら の 仕事 は 廃棄 され た 軍事 施設 ト 3 写 


や 取り 残さ れ た 兵器 の 残骸 を 光り 、 使 え そ うな パー 
/ を 売り 拉 く こと に あり 、 そ の 次 が 静 必 に 忠 え ら 
れ て バル チャ ー と 呼ば れる よう に な っ た 。 さら に 
復 異 が 進む と バル チャ ー の 職種 も 多様 化 が 
進み 、 物 資 の 回 収 と 売買 を 行う 者 が いる 一 
方 、 生 活 物質 の 売買 を 中 心 と する 行商 人 
の よう な パル チャ ー や 価 兵 稼業 に 精 を 出す 
パル チャ ー も 登場 し て いる 。 だ が 多く 
チャ ー が 無法 者 集団 と 大 差 な か 
ら 、 一 般 人 か ら は 足 み 嫌 われ て いた 
それ で も パル チャ ー が 戦後 社会 に 不可 欠 な 
存在 で あっ た 


3 チャ ー は 0 
了 e 上 理生 を 


大 。 志 を 


バル チャ ー 艦 で は 比較 的 

クラ ス に 分 類 さ れる 、100m ZETTTTTTTT 
了 芝 上 幸 胃 。 快 天性 を か する パル チャ ー。 条 7 衣 宇宙 
し た 閣 衣 展開 巡 カ が 特 和 。 再 多 に は 旧 夫 球 運 邦 宴 の 
ロー ザヤ の 族 業 短 に は ピン ク を パイ ロッ ト と し て 参 埋 。 し か 


イブ 価 力 を 失 


ロジ ウン 2 の ョ リー ング ョ リーザ : 

ロッ ソ ・ ア ラマ ント 、 グリ ー ツ ・ ジ ョ ー、 ロー ザ ・ イ ン テ 
ン ソ は パル チャ ー の リー ダー で あり 、 旧 軍事 施設 の サル 
へ 物資 の 交易 で 生計 を 立 し か し 事 肉 


ける の は 難し く 、 危 機 に 陥っ た こと も あっ た よ 


な 彼ら の 鶴 地 を 教 っ た の が 同じ バル チャ ー の ジャ ミ 


いる た め 3 人 は ジャ ミル へ の 
に 教 援 が 必要 と な - 
に は 何 が あっ て も 且 け 付け る こと を 心 に 刻み 、 思 を 返す 
が アル タネ イ テ ィ ヴ 社 
に 駆け 付け た 


ひし 作 較 行 を 他 サ ジ ェ 


ザコ ッ ト / ジェ ノ ス 


交易 だ け で 生活 で きる バル チャ ー は 少な く 、 大 多数 
は 野 実 紛い の 強 倫 行為 で 租 口 を し の た の だ 。 ザ 
コッ ト ・ ダ ッ ト ネ ル と ジェ ノ ス ・ ク ライ シス も 武力 を 頼り に 
略 礁 を 繰り 返 | し て 知ら れ 、 ザ コッ ト は 「 炎 
他 の バ 

方 、 ジェ 

ノ ス の 狂い は 無 抵抗 の 市 民 で あり 、 点 在 する 村 や 町 を 

て は 大 切な 物資 を 根こそぎ 奪い 取っ て いた 


女 に 音 用 る 
na -- 性 か な か っ た 


ドニ ゴリ ジマ ニク へ 


陸地 を 拠点 と する バル チャ ー が 「 陵 バル チャ ー] と 呼 
ば れる の に 対し て 、 海 を 拠点 と する バル チャ ー は [シー 
バル チャ ー」 。 さら に 武闘 派 に 属し 、 略 紛 を 線 り 返す シ 
パル チャ ー は 「 オ ルク ] と 呼ば れ て 恐れ られ て いた 。 中 

ー ザ ・ バ ロイ と マー カス ・ ガ イ は 卑劣 な 手段 で 著 
奉 を 織り 返す オル ク の リー ダー と し て 有名 で 、 セン トル ー 
カス 沿岸 を 恐怖 に 由 れ て いた 。 海 は 彼ら の 狩場 に 過ぎ 
ず 、 そこ に 踏み 込ん だ 者 は 獲物 と な っ た の で ある , 


A 


を 簡 用 し 
長音 析 (D ナ ビ ) を 便座 す 


も し は 


剰 で あり 
ター に 


SWAMN・ANNHW A 


経済 活動 ( 主 に 物流 関係 ) を 支え で 
得る 者 た ち も 登場 し た 。 情 幸屋 
ルチャ ー に 売り 搬 く 贈 業 。 人 
ーー 方. 交 
を 提供 し で 


で 開 凍 で きる た め 
商店 や 修 


回 メン テ お や じ 


> 工場 を 富男 性 。 1 
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(SE neD2 sm1 


アン ドリ ュー・ バ ルト ブ ェ ルド 編 
Case of Andrew Waldfeld 
・ パ ルト フェ ルド 隊 の 指揮 官 は 


WEs 
あの 


“砂漠 の 虎 " と 呼ば れ 恐 れ ら れ た 
ザフト 指揮 宜 の 挫折 と 戦場 べ の 帰 避 


キラ と の 戦い か ら 戦 争 を 見 つめ 直し た “砂漠 の 虎 ” 


CE71.02.15 ー 65 | 
コー ヒー が 箇 い と 気分 が いい 。 さぁ 、 戦争 を し に 行く ぞ ! 


モビ ルス ー ツ (MS) の 開発 と 戦場 へ の 投入 、 そ し 手強い 相手 と し て 認識 され て いた 。 そん な バル ト フ ェ 
て ニュ ー ト ロン ジャ マー の 散布 を 経て 、 ザ フト は 地球 ルド 隊 に 、 宇 宙 か ら 地 球 へ と 降下 し た 地球 軍艦 アー 
へ の 優 攻 作 戦 を 本 格 化 さ せ た 。 その 一 環 と し て 進め クエ ンジ ェ ル の 追撃 命令 が 下る 。 クタ ルー Bed 
られ た アフ リカ 戦線 で 、 高 い 統率 力 を 有 し て ザフト の 逃がし 、 地 球 軍 が 第 8 艦隊 を 動員 し て で 
領土 を 広げ て いっ た 指揮 官 が いた 。 “砂漠 の 虎 " の 異 た 戦艦 で ある の を 知り ルト フェ ルド も 気 を 引き 絡め 
名 を 持つ アン ドリ ュー・ バ ルト フェ ルド で ある 。 彼 が 率 る 。 だ が 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー の キラ ・ ヤ マト と 地球 軍 の 
いる パル ト フ ェ ル ド 隊 は 、 パ バナ ディ ー ヤ に 拠点 を 筑 き 新型 機 ス トラ イク を 有する アー クエ ンジ ェ ル の 戦力 は 、 
地球 連合 軍 や 「 明 け の 砂漠 ] な ど 反 政府 勢力 か ら も 彼 の 予想 以上 に 高い も の で あっ た 


C.E71.02.16 
睡 訟 は お いた が 過ぎ た 。 
悪い 子 に は きっ ちり と お 仕置 さき を せん と な 


満 を 持 し て 行わ れ た アー クエ ンジ ェ ル と の 初戦 で 
は 、 ス トラ イク の 戦闘 に 驚き を 見 せ た も の の 、 主 導 
権 を 渡す こと な く 進め られ た 。 し か し 、 パル ト フェ ル ド 隊 
と 敵対 する レジ スタ ンス 組織 明け の 砂 漢 が 突如 と し 
て 次 を 現し た こと で 、 撤退 を 余儀 な くさ れる 。 明け の を 良し と し て いな か っ た バル ト フ ェ ル ド は 、 そ の 生命 だ 
砂漠 の 急 翼 に より 隊 に 被害 が 出 た バル ト フ ェ ルド は 、 け は 教 お うと し た の で ある 。 だ が 、 食 糧 や 彼ら が 保有 
彼ら へ の 復讐 を 計画 。 明け の 砂漠 が 拠点 を 構え て い する 兵器 は ひと つ 残 ら ず 焼き 払っ て お り 、 そ の 戦力 は 
た 街 、 タ ッ シ ル を 焼き 払う の だ っ た 。 それ は 残虐 非道 確実 に 削い で いた 
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C.E.71.02.20 


バナ ディ ー ヤ 市 街 


ケバ パプ に チリ ソー ス な ん て 何 を 言っ て る ん だ ! 
この ヨー グル ト ソ ー ス を か ける の が 常識 だ ろう が ! 


C.E.71.08.28 


戦う し か な か ろう ! 


明け の 砂漠 と 連携 し た アー クエ ンジ ェ ル と の 戦 し 
は 、 一 時 懇 療 状態 と な っ て いた 。 バル ト フ ェ ルド も 提 
点 に 戻っ て いた が 、 パ ナディ ー ヤ の 市 場 で 、 物 資 調 
達 を 狙っ て 当地 を 訪れ て いた 明け の 砂 漢 の メン バー 
カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ と 、 ア ー ク エン ジェ ル の クル ー 
キラ ・ ヤ マト の 姿 を 目撃 する , / に 興味 を 持っ た 
バル ト フ ェ ル ド は 、 サ ング ラス と 幡 子 で その 素顔 を 隠 
し 、 パ ナディ ー ヤ の 名 物 料理 ケバ ブ を 食べ よう と する 


カガリ と キラ に 接近 。 微 は 会 話 の きっ か け と し て 、 ケ 
リソー ス を か け よ うと する カガリ を 制 し 、 ヨ ー グ 
ルト ソー ス を か ける よう に 提案 し た の だ っ た 。 だ が 、 カ 
ガリ は 頑として 旅 ら ず 、 バ ルト フェ ルド は 大 人 気 も な く 


激論 を 交わ す 。 口論 自体 は 、 バ ルト フェ ルド を 狙っ た 
ナチ ュ ラ ル の 過激 派 組織 ・ ブ ルー コス モス の 調 撃 ( 
より 終結 する が 、 自 身 の 正 体 が ふた り に 明らか に な 


て し まう の だ っ た 


互い に 敵 で ある 限り 、 どちら か が 滅び る まで な ! 


大 き な 抽 搬 を 生え を 詩 
と な っ た 


CE.71.07.01 


宇宙 (エターナル 艦内 ) 


パナ ディ ー ヤ で 出会っ た キラ と カガリ を 、 パル ト フ ェ 
ルド は 自ら の 屋敷 に 招き 入れ 、 短 時 間 で は あっ た が 
交流 を 図っ た 。 その 際 、 な ぜ 戦 争 は 起こ り 、 そ し て 続 
く の か て そん な 答え の 見 えな い 問い を キラ に 投げ 
掛け た バル ト フ ェ ルド 。 だ が 、 英 同士 で ある ふた り が 
再び 相 見 える こと に な っ た の は 、 や は り 戦 場 で あっ た 
パー トナ ー の アイ シャ と 共に ラ ゴ ゥ で 出撃 し た バル ト 
フェ ルド は 、 夏 演 と いう 悪 環境 で の 戦闘 に も 適応 し て 


の 能力 の 高き に 改め 
接 キ ラ と 交流 を 図っ た こと で そ 
いた た め . 


敬 か され る 。 また 、 直 
純粋 さ に も 惹か れ て 

彼 と の 戦い に 苦し みす ら 覚 える の だ っ た 
そ パル ト フ ェ ル ド は ザフト の 軍人 と し て 、 キ ラ の 
乗る スト ライ ク と アー クエ ンジ ェ ル の 嘩 減 を 目指 す 。 婚 
烈 な 戦闘 を 線 り 広げ た 結果 、 キ ラ に ラ ゴ っ を 破壊 され 
バル ト フ ェ ルド は アイ シャ と 共に その 爆発 に 巻き 込ま れ 


42 話 


戦争 の 中 だ 。 座 に で も そん な も ん ある し 、 誰 に だ っ て な い 


C.E.71.09.26 


ラ ゴ ッ の 爆発 に 巻き 込ま れ 、 そ の 含 を 失っ た か に 思 
われ た バル ト フ ェ ル ド 。 だ が 、 彼 は 身体 に 大 き な ダ メー 
ジ を 負っ た も の の 、 奇 跡 的 に 一 命 を 取り 留め る 。 そ 
の 後 、 地球 連合 軍 に 対し て 強硬 姿勢 を 強め 、 ナ チュ 
ラル の 廃 総 も 大 わ な い プラ ント 最高 評議 会 議長 パト 
リッ ク ・ ザ ラ の 方 針 に 、 バ ルト フェ ルド は 医 問 を 覚え 
る 。 彼 は 部 下 と 共に 、 戦 争 の 早期 終結 を 訴え る クラ 
イン 派 へ と 接近 し 、 ザ フト か ら 離 脱 。 エネ ター ナル の 副 


近 ( エ ター ナル 艦内 


長 と し て アー クエ ンジ ー プ 残党 軍 と 独立 勢力 
を 結成 する の ルト フェ ルド は 、 キ ラ と 
再会 する 。 キラ は アイ シャ を 殺め た 罪 を 背負 い 「 あ な 
た に は 優 を 討つ 理由 が ある 」 と 、 バ ルト フェ ルド に 千 
げ る 。 だ が バル ト フ ェ ル ド は 、 平 静 さ を 保ち な が ら 上 記 
の 言葉 を 返し た 。 大 切な パー トナ ー を 和 失っ た と は いえ 
軍人 と し て キラ の 行動 を 理解 し て お り 、 そ の 罪 を 改め 
て 問う こと は し な か っ た の で ある 


だ が も う 、 撃た れ ち まっ た か ら な 。 核 も 、 あれ も 時 
どちら も も る う 購 踏 わ ん だ ろう よ 


バル ト フ ェ ル ド が 参加 し た 独立 勢力 は 、 ザ フト と 地 
球 軍 に よる 戦乱 に 介入 し 、 そ の 終結 を 目指 【 た 
が 、 両 勢力 の 戦い は すでに 歯止め が 利 か な く な っ て お 
り 、 ど ちら か の 勢力 が 完全 に 沈黙 する まで 続く 気配 を 


見 せ て いた 。 独立 勢力 は フリ ー ダ ム 、 ジ ャ ステ ィ ス の 
両 ガ ンダ ム を 主力 と し て 抵抗 を 試み る が 、 苦 戦 を 強い 
られ る 。 その 中 で 、 ニ ュー トロ ン キャ ン を 


入手 し た 地球 軍 は 核 を 、 ザ フト は こ 


に 対抗 し て 大 量 


破壊 兵器 で ある ジェ ネ シ ス を 使用 する な ど 、 プラ ント や 
地球 を 壊 減 させ る 力 を 持っ た 兵器 が 凍 路 な く 投入 され 
バル ト フ ェ ル ド は 、 抑止 力 と し て 用 意 さ れ て い 
た は ず の 兵器 が 次 々 と 使用 され る 状況 を 見 て 、 思 わ 
ず 嘆 き の 言 葉 を 漏らす 。 一 方 で 、 独 立 勢 力 と し て 杜 
ジェ ネ シ ス の 使用 を な ん と か 防 ご うと 、 バル ト フ ェ ル ド 
は エタ ー ナ ル で の 戦闘 指揮 に 春 走 。 プラ ント や 地球 
へ の 攻撃 を 防ぎ 、 戦乱 を 終結 に 導い た の で ある , 


a + 
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PERSONAL PROFILE RE [W] m02 ml 


ボー ン ・ ア プ ブス ト と 仲間 た ち 衣 


Bone Abust and the Others 


MAIN MECHANIC 


陽動 に 記 原 する 度胸 の 
た の は . は 9 


EEZkzui FGS308 重 
EK で TE 809.03 
Ez pe.osoe ロ 


fLEPNEwE 


を 全 代 な くさ れ 、 時 存 部 層 は 
アフ リカ 東南アジア へ と 才 
た 


PERSONAL PROFILE 


ボーン アプ スト 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE 


マー ベッ ト ・ フ ィ ン ガ ー ハ ッ ト ea 娘 


Marbet Fingerhat 人 MS の 半切 


戦い を 強い られ な が ら も 
末 来 へ の 道標 を 示 そ うと し た 強 さ 


し < 


SYr 三 
MWT 


(NRC 


し の かい 。 くべ 
YE TPYY i 


ず 


Ne 
res 


ALE D2 il 0 


A な し 
で お ポ # の に 選 


ト が ポイ ント ・ カ サレ リア 上 空 に 速い 込ん で し まっ た こ 
と に ある 。 彼女 が それ に 責任 を 感じ な い は ず が な か っ た 

N と 称 さ れる ほど の 才覚 
る を 得 な い リ ガ ・ ミ リティ ア 


そ マー ベッ ト は ウッ ソ や ! 
こ 保護 され た 子供 た ち を 実 の 肉親 以上 
に 気遣い 、 時 に は 叱 呼 を 交え て 生き る 術 を 教え 込 も うと 
た の で ある 。 お そら く は 、 リ ガ ・ ミ リティ ア か ら 離 れ て も 
生き られ る 力 を 身 に 付け させ よう と 考 
彼女 の 想い と は 裏腹 は 激化 の 一 達 を 辿 っ 
\ に 主戦 坦 が 3 発電 衛星 ハイ 
に 加わ る に 至り 、 つ い に 

を 決意 し た 。 今 の 状 
は 無責任 で あり 、 そ 
そん な 込 


えた の だ ろう 。 だ が 


ンド の 子 


戦 で リガ ・ ミ リティ ア か ら 放 較 す 
れ な ら げ 自分 が 子供 た ち を 守 
げ る 想い が 彼女 を 突き 動か し て いた に 
9 性 ] に ほか な ら ず 、 戦 場 
ペッ ト は 母親 役 を 果たし た の で ある 。 さら ( 
と の 結婚 が 彼女 を 後押し 場 で あり な が 
ペッ ト は ある 種 の 充足 感 
た 。 だ が そん な 幸せ も 束の間 、 オリ フ 
を 遂げ 、 残 され た マー ペッ ト は 失意 の 底 に 突き 落と され 
る 。 それ で も 彼女 を 慕う 子 拭 た ちと 、 何 より 胎内 に 宿 
た 新た な 命 が マ ー ベ ッ ト を 秦 い 立た せ た の で ある 。 欧 【 
み を 振り 払い 、 再 び 戦場 に 立っ た マー ペッ ト の 容 に は 
国 と し て の 強 さ が あり あり と 現れ て いた に 違い な い . 


凍ら か ら も ら っ た 「 強 さ 」 
オリ ファ ー を 失っ た 直後 の マー ベッ ト に と っ て 、 子供 
た ちの 素 引 役 は 重圧 で し か な か っ た 。 悲し み に 募 れる 
あま り 、 周囲 に 気 を 配る 余裕 を 失っ て いた の だ ろう 。 そ 


ん な 気 の 迷 い が 戦 前 で 危機 を 招き 、 守 る べき 子供 た ち 
を 危険 に 晒し て し まっ マ ト を 苦 ( 
め た 。 し か し ひと り 苦 し も ドッ ト を 教 っ た の は 、 ほ か 


な ら ぬ 子供 た ち だ っ た 。 自分 が 子供 た ち を 支え て いる よ 
一 一 互い の 絆 に 気 た 
を 抱き 寄せ て 、 ひ と し きり 涙 を 流 
そし て 涙 を 流し 終え た 時 、 迷 い を 振り 切っ 7 
ト は 母 と し て の 強 さ を 発揮 する よう に な っ た の た 


較 記 錠 有 人 めで 和 えた 、 指 押 記 と し て の す 光 目 MOREINFO! 
ノ に は 血 わ な か っ た と は いえ 、 マー ベッ ト も り ガ ・ ミ カサ レ リ ア で の 静か な 暮らし 


リティ ア の パイ ロッ ト で ム の 託さ れる ほ 

ME hes bsg isa リガ ・ ミ リティ ア と 吉 国 軍 の 始 を 決する エ 
どの 実力 者 だ っ た 。 さら に 戦争 後期 で は 大 局 を 見 据え 本 な 謗 者 が いな いま ま に 終 了 。 以 
た 行動 を 取れ る まで に 成長 し 、MS 部 隊 を 率い た ほか 友人 が 待つ 才女 へ と 戻っ て いっ た 
ホワ イト アー ク の され て いる ポイ ント ・ カ サレ リア に 向 か 
Enis 見 の 出産 に 備え た の だ っ た 
M ファ ー」 と 名 付け 、 子供 た ちと 


る と 誕生 し た 赤子 に 、 マー ベット は 「 オ リ 
続け た と 言わ れ て いる 
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シノ ー ペ 321 の 乗員 ーー | 二 


Sinope321's Crew 


ベス バ の 制 埋 権 維持 を 担っ た 
パト ロー ル 部 隊 の 兵士 た ち 


に mm 和信 ハズ ・ カ イフ 4 ム アー ネス ト ・ リ ゲル 


較 7M-S06S 
ゾロ 
Mm EE [ 


ハズ ・ か イブ 


U.C.0153.04.20、 シノ ー ベ 321 の 艦長 を 務め た ハ 
ズ ・ カ イフ は 、 パ トロ ー ル 中 に 臨検 し た 宇 
ア の V (ヴィ クト リ 
シャ トル の 乗組 員 た ち が カ 
リー 艦隊 の 戦闘 を 目撃 し て いた の を 知り . 
を 承知 で シャ トル の 連行 を 決断 する 。 一 方 で 、/ 
親 を 探す た め に 宇宙 に 上 が っ た と 語る ウッ ソ に 同 
抱く の だ っ た 。 し か し 、 拘束 ド の 子供 た 
と ウッ ソ ら が 協力 し て 脱出 を 図り 、 ハ ズ は 予想 外 の 抵 
も 、 ウ ッ ソ が 操る V ガ ンダ ム ( 

に され た 状況 を 前 に し た ハズ 
ソー ペ 321 を 放棄 する こ 

も ザ 
リティ 起り を 覚え る と 同 @ 
自分 た ち に ほか な ら な 
ら 、 ウッ ソノ た ちの 前 か ら 去 っ た の だ っ た 


に ハイ ラ 


それ を 覚悟 させ た の 
い 知 りな 


アー ネス ト 
民間 人 の 子供 を 
21 の 挟 員 た 
た 。 副長 の アー ネス ト ・ リ ゲ ザ 
従 お うと し な い ハ イラ ンド の 住人 を 快く 思 
の か 、 口 答え する マル チ ナ ・ ク ラン スキ ー 
な けり ゃ ぶん 中 


ヘン リー ズミ サキ 


取る と いう 非 人 道 的 な 任務 


ディ ー を 与え て いる , 

子供 た ちの 反抗 に 落し て は 3 人 と も 容赦 

し た ちの 妨害 を いち 早く 脱し た ヘン ! 

V ガ ンダ ム と 対 央 し た 。 プロ アッ ト の 性 

ソン を 追い 詰め た ヘン リー だ っ た が 

戦法 の 前 に 力 及ば ず 捕 締 され る , 
キ は ヘン リー を 助け る た め の ハ ズ の 判断 に 従 


アラ ルカ ンド と 乗員 


ル 部 隊 は 無数 
ッ ルカ ンド が 租 長 こ 


94-14 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


Emg02 ag09B 


へ リオ ポリ ス の 学生 (1)(- ル &SW7 リ 7) 鍋 
Case of Tolle&Miriallia 
ら す 学生 で あ 


た トー ル と ミ 


ザフト の へ ヘリオ ポリ ス 襲 撃 に 巻き 込ま れ 
アー クエ ンジ ェ ル に 乗艦 じ た 学生 


へ リオ ポリ ス 


ォ ー プ が 戦場 に な る な ん て こと は まず な いっ て - め 
そう … な らし ルル も けど wrnn 


「 血 の パレ ンタ イン 」 事件 以降 、 地球 連合 軍 と ザ フ 
ト の 本 格 的 な 軍事 衝突 が 開始 され 、 地 球 や プラ ント 
を 間 わ ず 多 く の 場 所 が 戦場 に な っ た 。 一 方 で 、 そ の 
圧倒 的 な 技術 力 か ら 中 立 を 実現 し て いた オー プ 連 合 
首長 国 は 自国 の 平和 を 維持 し て お り 、 地 球 に ある 本 
土 や 宇宙 で 保有 する 資 拓 衛星 に も 被害 は 及 ん で い 
な か っ た 。 オー ブ が 保有 する へ リオ ポリ ス も 、 ま る で 戦 
争 と は 無縁 の 穏やか な 時 間 が 流れ て いた の で ある , 


へ リオ ポリ ス 


へ リオ ポリ ス に ある 工業 カレ ッ ジ の 学生 で あっ た トー 
ル ・ ケ ー ニ ヒ 、 ミ リア リア ・ ハ ウ も 、 激 化す る 戦乱 に 
多少 の 不安 を 覚え つつ も 、 ま さか へ リオ ボリ ス が 戦場 
に な る と は 考え て いな か っ た 。 特に トー ル は 自国 の 技 
術 力 と 外交 力 を 信頼 し て お り アリ ア の 心配 を 一 
躍 する 。 だ が 、 直 後に クル ー ゼ 隊 に よる ヘリ オ ポ リス 
襲撃 作戦 が 開始 され 、 ミ リア リア の 不安 が 的 中 する こ 
と と な っ た の だ っ た . 
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へ リオ ボリ ス を 襲撃 し た クル ー ゼ 隊 に よっ て 、 当 地 
で 密か に 開発 が 進め られ て いた 5 機 の 地球 連合 軍 製 
の MS の うち 、4 機 は 礁 取 さ れ て し まっ た 。 残る 1 機 で 
トラ イク は 、 ト ー ル や ミリ アリ ア な ど 友 達 を 守 ろ う 
と し た キラ が 運用 し た た め 、 奪取 を 免れ る 。 だ が 、 ナ 
チュ ラル 用 OS の 調整 が 不 完全 で あっ た 機体 を 閉 な 
く 操 竣 で きた た め に 、 キ ラ が コー ディ ネイ ター で ある こ ご 
と が 判明 し て し まう 。 彼 が コー ディ ネイ ター で ある の を 


知っ て いた トー ル は 、 キ ラ に 対す る 警戒 心 を 強め 、 銃 
を 向け た 地球 軍兵 に 対し 、 起 り を 吉 わ に する 。 同じ 
工業 カレ ッ ジ に 通う 親友 と し て キラ と 交流 を 深め て きた 
トー ル は 彼 の 穏やか な 性 格 を 知っ で お り 、 出 自 の 店 
い に よ っ て 判断 され る こと を 嫌っ た の だ 。 トー ル や ミリ 
アリ ア ら 、 親 友 た ち が 行 っ た これ ら の サポ ー ト は 、 キラ 
が ナチ ュ ラ ル 側 で ある 地球 軍 で 行動 する 大 き な モ チ 
ペー ショ ン と な っ た の だ っ た 


アー クエ ンジ ェ ル に 乗 態 し 、 崩 壊す る ヘリ ナオ ポリス 

か ら 苑 脱し た トー ル と ミリ アリ ア 。 ふた り は 、 艦 が 人 員 € 訪れ る 。 トー ル と ミリ アリ ア 
足 で あっ た こと 、 そ し て キラ が スト ライ ク で 撤 軍 鶴 開 も 下 艦 予定 7 生 仲間 の フレ イ ・ ア ルス ター 
の を 見 て 、 プ リ ング クル が 軍 へ の 参加 を 記 願 。 戦闘 の 中 で 父親 を 失 
上 な 決意 を 感じ 取っ た ふた り も 、 ブリ 
る 決断 を 下す 。 その 後 トー ル 
な っ た キラ (に これ まで の 
葉 を 掛け る の だ っ た 


\ に 地球 軍 の 第 8 艦隊 と 


ミリ アリ ア は 通信 


の 戦闘 に 参加 。 初 の 戦 
サイ や カズ イ ・ パ ス 


オー プ 周 辺 海域 


だ っ た ん だ か ら 、 トー ル が 出る っ て 聞い た と き は yy) 
大 丈夫 だ っ て 。 支援 だ け な ん だ か らき (- ぃ 


トー ル と ミリ アリ ア ら 学生 た ち が 本 格 的 に 参加 し た ア は 反対 こそ し な か っ た も の の 、 ト ー ル が 戦場 に 出る 
ー ク エン ジェ ル は 、 地球 軍 本 部 が ある アラ スカ 基地 し 不安 を 隠し 切れ な か っ た 。 その 後 、 オ ー 
JOSH-A) を 目的 地球 に 降下 する 。 バル ト カイ グラ ス 
ト フ ェ ルド 隊 と の 死闘 や ザラ 隊 と の 激戦 を 乗り 越え て ポー ト 役 を 無難 
いく 中 で 、 ふ た り も 徐々 に 乗組 員 と し て 成長 を 見 せ て 帰 能 後 、 初 戦闘 を 乗り 越え 7 
いた 。 コ ・ パ イロ ッ ト を 和 務め て いた トー ル も 、 ス トラ イク 身 に 付け た トー ル は 、 不 安 ヵ 
で 戦場 に 出る キラ に 触発 され た こと も あり 、 支 援 機 ぞ を 正直 に 吐 起 し た ミリ アリ ア に 対 
ある スカ イグ ラス パー の パイ ロッ ト を 志願 する 。 ミリ アリ と を アピ ー ル し た の だ っ た 


トー ル が いな い の に …… な ん で ! 
な ん で こん な 奴 が 、 ここ に いる の よ !! yy ァ ) 


スカ イグ ラス パー の パイ ロッ ト と な っ た 。 ル の 捕虜 と な っ た ザラ 隊 の 兵士 、 デ ィ ア ッ カ ・ エ ルフ 
ー プ 出港 直後 に 行わ れ も た ザラ 隊 と の 戦 た 。 彼 は 捕虜 と し て 艦内 に 連行 され る 達 


0 だ が 、 実 戦 の 経験 が 不 た 彼 は リア リア の 姿 を 発見 し 、 トー 
不用 重 に ザラ 隊 の MS と 距離 を て イー ジ 発言 を する 。 こ を 
スガ ンダ ム の 攻撃 に よっ て その 命 を 艇 らし て し まう の 治療 に 来 た ディ ア 


だ っ た 。 突然 の 、 そ し て あま り に 間 劇 的 な 彼 の 死 ! 
ショ ッ ク を 受け る ミリ アリ ア 。 征 然 自 和 の 状態 の 彼女 
を さら に 追い 詰め た の が 、 同 じ 戦闘 で アー クエ ンジ ェ 


ア は 、 医務 室 で の 一 件 か ら 自 分 を 見 つめ 直 
静 さ を 取り 戻し て いた 。 さら に 、 捕 
話 を 重ね る 中 で 、 彼 も 自分 と 


が 地球 軍 を 区 
ブ で 解放 され る こと ( 


の 捕虜 扱い で は な く な り 、 オ ー 
な っ た ディ アッ カ に も 、 そ の 決意 
を 
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PERSONAL PROFILE ERs TRS 5 mr02 sr OB 


イィ イザーク ・ ジ ュー ル & 
ディ イィ アッ カガリ" エル スズ スマ マッ 


Yzak Jule & Dearka Elthman 


| ZAFT 


議長 の 恩赦 を 受け て 復 隊 し た 
元 ク ルー ゼ 隊 所 属 の MIS パ イロ ッ ト 


第 2 次 ヤキ ンド ゥ ー エ 攻防 戦 が 終結 を 迎え た と き 
イザ ー ク ・ ジ ュー ル 、 デ ィ ア ッ カ ・ エ ルス マン と いう ふ 
た り の MS パイ ロッ ト は 、 所 属し て いた ザフト を 離脱 し 
エタ ー ナ ル ら 独立 勢力 に 加担 し て いた 。 ふた り は 戦 
乱 終結 後 、 独 立 勢力 に は 留まら ず プ ラン ト へ 帰還 し 
た が 、 一 時 的 に で は ある が ザフト と 英 対 し た 彼ら の 
処遇 が 間 題 と な る 。 特に 、 オ ー ブ 攻 防戦 か ら 5 ア ー ク 
エン ジェ ル で 活動 し て いた ディ アッ カ に は 租 し い 女 春 
が 下さ れる と 予想 され て い 新た に プラ ント 
最高 評議 会 議長 に ル バ ー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル 
の 意向 も あり 、 イザ ー ク は 無罪 、 ディ アッ カ も 結果 的 
に 赤 服 の 剥奪 の み と いう 非常 に 軽 役 な 内 容 と な る 。 
C.E.73 に は 、 イ ザー ク は 文官 と し て の 活動 を 経て ザ 
フト へ と 竹 帰 、 彼 の 盟友 で ある ディ アッ カ も 、 イ ザー 
ク 率い る ジュ ー ル 隊 に 配属 され た の で ある 


ィ y イア ンカ は 


共に 局 し い 旬 和 情 0 
し て いた 。 だ が 、 理財 


必 必 立 部 せく 密 人 ご は 
テー ご ニ hal は 選 藻 溶 全 コキ 


ぐさ H・ き ざっ A 
ESS 


ミーh・ マ ー 圭 ユ 人 


Z6MF-1000. 
ザク ウォ ー リ ア 
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少し は 自 和 分 で も 基 え ろ ! 
その 明 は 飾り か ! 


(イザ ザー ク ・ ジ ュー ル ) 
「 ブ プレ イク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] 事件 を 機 に 、 ザ フト と 地球 
連合 軍 は 再び 戦争 状態 に 突入 する 。 前 大 戦 を 最前 
線 で 経験 し た 者 と し て 、 ふ た り は その 戦乱 拡大 の 阻止 
に 全力 を 尽く そう と する 。 一 方 で 、 村 ミサ イル に よっ 
プラ ント 壊 減 を 狙っ た 地球 軍 に 対し て は 趣 り を 感じ て お 
り 、 ふ た り は 地球 側 へ の 制裁 を 辞 さ な い 姿勢 を 見 せ て 
いた 。 地球 軍司 令 部 が 置か れ て いた へ プン ズ ペ ー ス 
へ 優 攻 す る 「 オ ペレ ーション ・ ラ グ ナ ロ ク 」 で は 、 ジ ュー 
ル 隊 が 作戦 指揮 を 担当 する 。 それ で も 、 ザ フト と 地球 
軍 の 洗 闘 は 終結 の 気配 を 見 せ ず 、 イ ザー ク に も ディ アッ 
カ に も 、 前 大 戦 の 悪夢 が 頭 を よぎり 始め る 。 
戦闘 が 宇宙 へ と 移行 し て か ら は 、 ふ た り も 戦闘 の 最 
前 線 に 立つ こと に な る 。 ザフト の 攻勢 で 後 が な く な っ た 
地球 軍 は 、 戦 略 兵器 [レクイエム] を 用 いて プラ ント 本 
国 を 狙う 暴 迷 に 出る 。 だ が 、 イザ ー ク と ディ アッ カ が MS 
で 対応 に 出 た こと で 、 首 都 ア プリ リウ ス ・ ワ ン 崩 壊 と い 
う 最 一 の 事 能 は 避け られ た の だ っ た 。 これ を 機 に ザフト 
の 勝利 が 近づく が 、 デュ ラン ダル が 遺伝 子 情報 に 基 づ 
く 人 類 管理 政策 「 デ ステ ィ ニ ー プ ラン | を 発表 。 その 
導入 の た め 、 地 球 軍 か ら 礁 取 し た レク イエ ム や ネオ ジェ 
ネ シ ス を 使用 し た の で ある 。 ふた り は これ に 反発 し 、 戦 
乱 に 介入 し て いた アー クエ ンジ ェ ル と エタ ー ナ ル と 連携 。 
「 戦 い を 終わ ら せ る た め の 戦 い 」 を 掲げ 、 大 量 破壊 兵 
器 の 使用 回 避 と その 破壊 に 防 ん だ の だ っ た 。 


足跡 チュラ ンタ ル へ の 昌 


イザ ー ク と ディ アッ カ は 、 そ れ ま で 思 義 に 感じ て いた 
デュ ラン ダル に 反旗 を 番 し 、 ア ー ク エン ジェ ル や エタ ー 
ナル 、 そ し て オー プ 軍 で 結成 され た 独立 勢力 に 加担 し 
た 。 レク イエ ム を 用 いた 地球 軍 月 基地 へ の 攻撃 に 加 
え 、 ネ オジ ェ ネ シス を 用 いて 地球 を 壊滅 させ よう と し た 彼 
の や り 方 に 、 ふた り は 狂気 を 感じ た の で ある 。 前 大 戦 に 
つて 、 その 狂気 は か つて 、 ジェ 
イル に よっ て 英 対 する 勢力 を 抹殺 し よう 
と し た パト リッ ク ・ ザ ラ や ムル タ ・ ア ズラ エル が 抱い て 
いた の と 同じ も の に 見 えた の だ 。 た と え プ ラン ト の た めで 
あっ て も 、 罪 な き 民 間 人 を 抹殺 する よう な 兵器 の 使用 を 
イザ ー ク と ディ アッ カ は 許せ な か っ た 。 まし て や アス ラン 
の よう な 親友 や キラ ・ ヤ マト 、 ラ クス ・ ク ライ ン の よう な 
者 た ち が 無 慈悲 に 焼 か れる の を 、 ふた り は 見 過ごす こと 
が で き な か っ た の で ある 。 


元 エ リー ト の 実力 

イザ ー ク と ディ アッ カ は 共に 、 元 ザフト の 「 赤 服 ] と し 
て 優れ た 能力 を 認め られ て いた パイ ロッ ト で あり 、 本! 
乱 で も その 実力 を 発 探し て いる 。 また イザ ー ク は 、 前 大 
載 時 に 続い て ジュ ー ル 隊 を 率い 、 指 揮 官 と し て も その 
有 能 さ を 示し て いた 。 ザフト 苑 脱 時 も ジュ ー ル 隊 は 反発 
する こと な く イ ザー ク の 指示 に 従っ て お り 、 そ の 指導 力 
も 高かっ た と 見 られ る 。 


ー ル 内 で 人 理 指 揮 を 概 っ で いた イザ ー ク 。 だ が パイ ロッ ト と し て の 


(のか. MS で 出 責 す る 機 全 も 多かっ た 


3 
ディ アッ カ 共 に 
休 作業 の 何と 


94-18 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


PERSONAL PROFILE ; 
シン ・ ア スカ 


Shinn Asuka 


(m8) neD2 serOls 


デュ ラン ダル に 利用 され た 
ミネ ル バ の 主力 パイ ロッ ト 


敵対 する 勢力 (ファ ント ムペ イン ) の パイ ロッ ト で あ 
りな が ら 、 確 か な 絆 を 感じ て いた ステ ラ ・ ル ー シ ェ の 
死 一 それ は 、 大 切な 人 を 守る た め に 力 を 欲し た シ 
ン ・ ア スカ を 、 再 び 絶 望 の 潤 へ と 追い や っ た 。 冷静 
さ を 失っ た 彼 は 、 ス テラ の 人 討ち を 決意 し 、 彼 女 に 
致命 傷 を 与え た キラ ・ ヤ マト の 打倒 を 誓う 。 シン は 盟 
友 レ イ ・ ザ ・ パ レル と 共に 、 これ まで 瘍 度 も 苦汁 を な 
めき さ せら れ て きた キラ へ の 対策 を 線 る 。 そし て 、 ア ー 
クエ ンジ ェ ル 様 撃 作 戦 「 エ ンジ ェ ル ダウ ン 作 載 ] に 
て 、 つ い に 彼 の 乗る フリ ー ダ ム ガ ンダ ム を 追い 詰め 
撃破 に 成功 する の だ っ た 

ステ ラ の 復讐 を 果たし て 以降 、 シ ン は ザフト へ 、 そ 
し て デュ ラン ダル へ の 依存 を 強め て いく 。 途中 、 デ ュ 
ラン ダル の 方 針 に 反発 し た アス ラン ・ ザ ラ が 、 メ イリ 
ン ・ ホ ー ク と 共に 組織 を 離脱 する 事態 が 発生 する 
だ が 、 シン は アス ラン を 綱 弾 し 、 そ の 真意 を 沢 み 取 ろ 
うと は し な か っ た の で ある 


その 人 答 
これ まで 以上 に 力 を 欲す る よう 


で ルパート ・ 
デュ ラン タル 


に 
ロット で 、 シ ン の 時 藤 。 デュ ラテ 
ンダ ル の 政 業 を 補 天 に 天 く 


ため 、 シン の を 梓 用 し ょ うと 
する 。 


CT 


PERSONAL PROFILE 
戦争 を な くす … 


今度 こそ 、 本 当 に ! 


地球 軍司 令 部 が あっ た 「 へ ブン ズ ベ で 
) 攻 防戦 に 参加 。 デス ティ ニー の 性 能 と 彼 の 操 座 
力 は 見 事 な 相乗 効果 を 生み 出し 、 デ スト ロイ 
た 地球 軍部 隊 を 駆 こと に 成功 する 。 さら に 

名 指し し た ロゴ ス の リ 

ー ル を 追撃 す ン が 所 属す る 
の 侵攻 を 任 さ れる 。 “故郷 " で あり 
攻撃 に は 


が 発表 され て も 揺 ら が な か っ 
結果 、 彼 が デュ ラン ダル に 利 
付い た の は 、 アス ラン の 攻撃 に よ 
を 破壊 され 、 パイ ロッ ト と 
た 。 だ が 、 最 終 決戦 と な っ た メサ イア で の 攻略 
後に 終結 し た た め 、 そ の 時 点 で シン 
な か っ た 。 た だ 、 脂 壊し て いく メサ イナ 


か で き な か っ た の で ある 


女 も 妹 メイ リ 
ま 劇 に 見 警 われ て 
て いた 。 ふた り の 関係 は 当初 、 互 い の 傷 を 
た か も 知れ な い 。 だ が 、 凄 眉 な 
と の 絆 は 強固 な 
た びに 互い の 無事 を 礼 6 
に 数 れ 信 傷 し た 際 も 、 ル ナマ リア は 傍ら で 


SEED」 を 有する シ 


攻防 戦 や 地 


95-15 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


PERSONAL PROFILE i (5) mr02 sar 0 


ザフト の 将兵 た ち i 


Soldiers of ZAFT TE OS | AfT 


地上 と 学 宙 と で 
戦い 続け た 軍人 の 記録 


コー ディ ネイ ター の 緊 栄 の た め 、 
死 力 を 尽く し た 職業 軍人 た ち 


CE.71 の 戦乱 に お いて 、 プ ラン ト の 武装 組織 で 
ある ザフト は 、 ナ チュ ラル 廃絶 を 提唱 する 最高 評 請 
会 講 長 パト リッ ク ・ ザ ラ の 失 兵 と し て 活動 。 地 
球 連合 軍 に 大 打撃 を 与え る 一 方 、 ザ フト 自身 
も 少な か ら ぬ 損 害 を 被り 、 結 果 と し て 両 軍 の 
痛み 分 け と いう 形 で 戦乱 は 終結 。 その 後 、 新 
議長 に 就任 し た ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル が ナ 
チュ ラル と の 融和 政策 を 実施 し た こと で 、 ザ フト 
も 表 立 動 は 見 られ な く な っ た 。 と は いえ 
ナチ ュ ラ ル を 仮想 身 と 見 な す 体 制 は 維持 し 続 
け 、 再 軍備 と 新型 MS の 開発 も 着 々 と 進め 
られ た の で ある 。 そし て 戦乱 終結 か ら 2 年 
が 経過 し た C.E.73。 地球 軍 特 務 部 隊 に 
よる アー モリ ー ワ ン 興 撃 に 端 を 発し 、 プ ラ 
ント へ の 核 攻 撃 を 強 攻 し た 地球 軍 に プラ 
ント 側 も 宣 埋 を 布告 。 両 勢力 は 再び 、 死 
カ を 尽く し た 激闘 に 身 を 投じ た の で ある 。 


人 シホ ・ ハ ー ネ ン フー ス 


CEL 
イラ ント 本国 


ッ プ ・ フ ォ ン ・ ア ラフ ァ ス 


ー グ 全 ウィ ラー ド 


レセ ッ プス 級 陸 上 戦 能 。 関連 ファ イル 


ト が 投入 


| 動 に よ 
ュ ア に た ・ 
う ドル 


自 の 理香 
用 響 カ を 免 客 する 


ヨアヒム ・ ラ ドル 
中 東 地区 に お ける ザフト の 重要 軍事 拠点 マハ ムー ル 


基地 の 指揮 を 託さ れ た 人 物 。 同 地区 で の 勢力 基盤 の 拡 
充 を 図る た め 、 基地 を 訪問 し た ミネ ル バ に 協力 を 仰い だ 。 


ロー エン グリ ン 環 台 凌 する 地 
球 軍 姜 地 の 牙 早 に 手 を 焼い て 
いた ヨアヒム だ が 、 ミ ネル パ と イ 
ン パ ルス ガン ダム の 條 力 を 本 で 
目的 を 業 た すこ と が で きた 


ウィ ラー ド 

コン プ ト ン 級 陸 上 戦艦 を 指揮 する 老 桂 ウィ ラー ド は 
アー クエ ンジ ェ ル 攻略 計画 「 エ ンジ ェ ル ダウ ン 作 戦 」 を 担 
当 。 相手 の 実力 を 見 極め 、 交戦 の 時 期 を 待ち 構え た 。 


と ころ が その ミネ ル パ が 
ド の 柏 示 を 無視 し て ア 


ボル テー ル の 艦長 

イザ ー ク ・ ジ ュー ル 率 いる 「 ジ ュー ル 隊 ] の 旗艦 を 預 か 
る 男性 。 イザ ー ク が 前 線 で 里 れ られ た の は 彼 の 後方 支 
援 が あっ て こそ と 言い 切れ る ほど の 実力 者 で ある 。 


地球 に 落下 する ユニ ウス セブ ン 
0 し 


シホ ・ ハ ー ネ ン フー ス 
C.E.71 の 戦乱 か ら 参 戦 し て いた 、 ザ フト の MS パイ ロッ 


ト 。 その 実 閉経 験 の 豊富 さか ら イ ザー ク に 信頼 され て お 
リ 、 彼 の 片腕 と し て 各地 に 同行 する 姿 が 見 られ た 


指 可 を 遇 守っ て いた 。 


ヨッ プ ・ ブ フォ ン ・ ア ラフ ブフ ァ ス 

オー ブ で 隠棲 する ラク ス ・ ク ライ ン の 復帰 を 恐れ た 
デュ ラン ダル が 、 そ の 暗殺 を 命じ た 人 物 。 命令 に は 極 
め て 束 実 で あり 、 自ら の 命 を 購 し て ラク ス を 付け 狙っ た 。 


ラク ス た ち が シ ェ ル ター に 透 げ 
込ん だ た め 、 晴香 は 失敗 か と 時 
われ た 。 だ が ヨッ プ は 締め よう と 
せ ず MS (アッ シュ ) を 使っ た 
林 法 に 香り 出し て いる 。 


Ti- TY A 


こえ A 


に 


INFO! 


の 指導 力 の 


これ を 眼 し 


F. 結束 


せ ず 


引き 起こ 


た か に 見 えた プラ 


反乱 を 3| き 所 
を 信夫 する サ 
た テロ 事件 は 


Wa 


トド 


た 1 
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Es 
あの 


ーー 会 の 為す べ 
ューー ビ < 


万 


戦乱 に 人 巻き 込ま れ た 油 姫 が 実行 し た 


戦い を 止め させ る だ め の 戦い 


ラク ス ・ ク ライ ン は 、 プラ ント 最高 評議 会 議長 で あっ 
た シー ゲル ・ ク ライ ン の 娘 で あり 、 歌手 と し て 絶大 な 
人 気 を 読 っ て いた 。 市 民 た ちの 癒し の た め な ら ば と 政 
治 的 な 役回り も 引き 受け て お り 、 ラ クス は 「 血 の パレ 
ンタ イン ] の 一 周年 式典 に も 、 追 蛋 球 霊 団 の 一 員 と 
し て 参加 し て いた 。 だ が 、 ラ クス の 上 乗る 船 が 地球 軍 か 
らち 攻撃 を 受け 、 教 命 で の 脱出 を 余 備 な くさ れる 。 
奇しくも 、 そ の 救命 ポッ ド を 保護 し た の は 、 地 球 軍 の 


プラ ント (ラク ス 邸 ) 


う 。 


ET neD2 ser20s 


ラク ス ・ ク ライ ン 編 
Case of Lacus Clyne 
歌姫 と し て 絶大 な 人 気 を 


載 能 アー クエ ンジ ェ ル で あっ た 。 南勢 力 の 船 で も マイ 
ペー ス に 過ごし て いた ラク ス は 、 友 達 を 守る た め に コー 
ディ ネイ ター な が ら 地 球 軍 に 参加 し て いた キラ ・ ヤ マト 
と 出会う 。 彼 と ふた りき り で 言葉 を 交わ す 機 会 に 錠 り 
合っ た ラク ス は 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー で ある が 故に 差別 き 
れ で て し まう 彼 の 苦悩 を 聞か され る 。 だ が ラク ス は 、 上 
記 の 言葉 を 返し 、 そ の 出自 に 囚われ る こと の 不毛 さき を 
訴え か ける の で あっ た 


それ で 守れ た も の も 、 た くさ ん ある の で し ょ う 
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ラク ス は キラ の 尽力 に よっ て アー クエ ンジ ェ ル か ら 
プラ ント へ と 身柄 を 返還 され 、 本 国 だ が 、 
地球 軍 と の 戦闘 は 激化 の 一 和 途 を 辿り 、 ラ クス の 父 で 
ある シー ゲル も 、 地球 軍 へ の 強硬 策 を 訴え る パト リ 
ク ・ ザ ラ ら タカ 派 勢力 を 抑え る こと が 難し く な り 、 講 長 
の 座 も パト リッ ク に 裏 る こと と な っ た 。 一 方 、 ア ー ク エ 
ンジ ェ ル に 乗艦 し て いた キラ は 、 ザ フト ・ ザ ラ 隊 と の 
激戦 に より 乗 栖 スト ライ ク を 破壊 され て し まい 、 潤 死 


の 重傷 を 負う 。 ラク ス は 、 オー ブ で キラ を 保護 し た マル 
キオ 導師 を 通じ て 彼 の 身柄 を プラ ント の 自宅 へ と 運び 
入れ 、 そ の 看護 に 専念 する 。 ほど な くし て キラ は 意 議 
を 回 復 し 、 ラ クス も 安 培 の 表情 を 見 せる が 、 キ ラ は 友 
人 で ある アス ラン と 互い の 命 を 零 い 合っ た 自分 自身 
に 大 き な シ ョ ッ ク を 受け て いた 。 ラク ス は 、 すべ て の 責 
任 を 育 負い 込む キラ の 苦悩 を 少し で も 軽く し よう と 、 論 
す よ うに 言葉 を 掛け た の で ある 


想い だ け で も … 


プラ ント 本 国 


力 だ け で も 駄目 な の で す 。 


キラ の 順 い に 、 行 きた いと 望む 場所 に 、 こ れ は 不要 で すか ? 


一 時 は 完全 に 塞ぎ 込ん で いた キラ だ が 、 ラ クス に よ 
る 歴 命 の 午 評 、 そ し て 「 オ ペレ ーション ・ スピ ッ ト ブ レ 
ク 」 の 発動 に アー クエ ンジ ェ ル が 巻き 込ま れる こと を 
知る と 、 再 び 戦 場 に 戻る 決意 を 固め た 。 ラク ス は 当 
初 、 そ れ に 不安 を 隠せ ず に いた が 、 彼 の 重 志 が 強固 
で ある の を 知る と 、 新 た な 力 を 託す こと を 決断 。 ザフト 
が 開発 を 進め て いた 柱 動 力 搭載 型 の 新型 機 、 フ リー 
ダム ガン ダム を 独断 で 彼 に 譲渡 し た の で ある 。 パト リ 


ラン が 信じ て 戦う も の は 伺 で すか ? 


頂い た 勲章 で すか ? 


キラ に は …… 悲 し い 夢 が 多 す き 


ラク ス は 、「 オ ペレ ーション ・ ス ピッ トブ レイ ク ] の 失 
敗 を シー ゲル ら ク ライ ン 派 に 転化 し た パト リッ ク の 策略 
に より 、 ザ フト か ら 追わ れる 立場 と な る 。 支持 者 に よ 
る サポ ー ト を 受 け な が ら 人 逃走 を 続け て いた 彼女 は 、 す 
で に 廃 壇 と 化し て いた 劇場 「 ホ ワイ トシ ン フォ ニー」 で 
アス ラン と 再会 する 。 パト リッ ク か ら フ リー ダム の 兄弟 
機 で ある ジャ ステ ィ ス ガン ダム を 度 領 し て いた アス ラン 
は 、 行 方 を くら ませ た ラク ス や シー ゲル ら の 接 索 を 命じ 


ます 


お 父様 の 合 令 で すか ? 


ク ら 上 層 部 に この 事実 が 伝われ ば 、 た と え プ ラン ト の 
歌姫 で ある ラク ス で あろ うと 、 重 罪 に 問わ れる の は 必 
至 で あっ た 。 だ が 、 キ ラ が 戦場 に 苦い 戻る こと を 決意 
し た の を 機 に 、 ラ クス も [歌姫] か ら 作 脱 し 、 反 戦 を 
掲げ る 指導 者 と し て ザフト や プラ ント と 補 を 分 か つ 動 き 
を 本 格 化 させ る 。 キラ へ の フリ ー ダ ム の 詩 渡 は 、 こ の 
戦乱 を 終結 させ る た め の 大 き な 鍵 だ と ラク ス は 踏ん で 
いた の で あぁ る 


られ て お り 、 ラ クス に も 銃 を 向け る 。 だ が ラク ス は それ 
に 動じ る こと な く 、 キ ラ が 生き て いる こと を 告げ る 。 キ 
ラ の 生存 に 言葉 を 失う アス ラン に 対し 、 ラ クス は 戦う 
こと の 意味 を 改め て 彼 に 問い 質 す 。 未だ 父 パト リッ ク 
の 操り 人 形 で し か な く 、 そ の 高い 能力 を ザフト と いう 凝 
り 固 まっ た 組織 の 中 で し か 発揮 し よう と し て いな い ア 
スラ ン に 対し 、 ラ クス は 強い 調子 で 警告 を 発し 、 奮起 
を 促し た の で あぁ る 


で も …… こ こ に いる あな た が 、 すべ て で すわ 


CR Vi 


で も どう か 


ラク ス は パト リッ ク の 方 針 に 異 を 唱え る 勢力 を クラ イ 
ン 派 と し て 結 入 し 、 ザ フト か ら 礁 取 し た 新鋭 散 エ ター 
ナル で 出撃 。 地球 軍 か ら 苑 脱し た アー クエ ンジ ェ ル 
カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ 率い る オー ブ 還 残党 と 連携 し 
ザフト と 地球 軍 の 戦乱 に 介入 する 第 3 勢力 と し て の 
活動 を 開始 し た 。 ラク ス は エタ ー ナ ル の 艦長 と し て 

宙 で の 戦闘 を 指揮 。 人 類 の 破滅 すら 予感 させ る 消 
衝 温 を 食い 止め る べく 、 そ の カカ を 行使 する の だ っ た 


ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 軸 域 


今 、 こ の 果て な い 


省 い の 連鎖 を 断ち 切る 力 を ! 


その 中 で 、 ひ と り の 人 間 と し て 想い を 通じ 合わ せ て い 
た キラ が 、 ザフト か ら 解 放さ れ た フレ イ ・ ア ルス ター を 
発見 し な が ら 、 彼女 を 乗せ た 救命 ポッド を 回 収 で きず 
に 終わ っ て し まう 。 地球 軍 で の 迫害 、 幼 な じみ で ある 
アス ラン と の 対 時 、 そ し て フレ イ の 教 出 失敗 な ど 、 令 
の 死に 直面 し た ラク ス で すら 、 キ ラ を 襲う 悲劇 の 数 々 
に は 理 不 ty で あっ た 堪え 切れ ず 注 を 
P キラ を 、 ラク ス は た だ 静か に 見 守る の だ っ 


ニュ ー ト ロン ジャ マー キャ ン セ ラー を 入手 し た 地球 軍 
は 、 直 後 か ら 横 ミ サイ ル の 生産 を 開始 。「 ビ ピース メー 
カー 隊 」 を 組織 し 、 大 量 の 配 ミ サイ ル を 撃ち 込ん で ザ 
フト の 要塞 「 ボ アズ 」 を 崩壊 に 導い た 。 再び 「 棲 」 が 
放 た れ て し まっ た こと に 、 ラ クス は 第 3 勢力 と し て 介入 
し て いる 自分 た ちの 旋 不足 に 直面 し 、 ショック を 受け 
る 。 だ が 、 プ ラン ト 本 国 へ の 攻撃 だ け は 回 選 し よう と 
戦闘 の 継続 を 決意 。 フリ ー ダ ム 、 ジ ャ ステ ィ ス と の ド 


キン グ 機 欄 を 持つ エタ ー ナ ル の 副 確 「 ミ ー テ ィ ア 」 を 
使っ て 、「 ピ ー ス メー カー 隊 」 の 第 2 陣 に 備え た の だ 
た 。 楼 ミサ イル が 撃た れれ ば 、 ザ フト も 報復 と し て 大 
量 破壊 兵器 を 使い か ね な い 。 そう な れ ば 、 最 癌 の 事 
態 が ラク ス は そう し た 懸念 を 消し 去る 
た め 、 最 後 まで 抵抗 を 止め な か っ た 。 結果 的 に 彼女 
の 「 謗 め の 悪 さ ] が 、 地球 プラ ント へ の 攻撃 回 選 と 
戦乱 の 終結 に 繋が っ た の で ある 
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アノ ー 玲 妻 


(レズ リー・ ア ノー プ モ ニカ ・ ア ノー) 


Leslie Arno/ Monica Arno 


戦争 の 中 で 家族 の 意味 を 問わ れ た 
学 貞 世紀 の 研究 者 夫婦 


レズ リー・ ア ノー と モニ カ ・ ア ノー 夫妻 は 、 宇 宙 
世紀 に 生き た ご く 普 通 の 夫婦 だ っ た 。 愛し 合っ て 結 
一 男 一 女 を も うけ な が ら 、 家 庭 と 仕事 と いう 異な 
る 道 を 歩ん だ ふた り の 生き 方 も 、 星 の 数 ほど 存在 す 
る 人 の 営み か ら す れ ば さほど 珍し いも の で は な い だ ろ 
う 。 だ が 、 我 が 子 た ち に 託さ れ て 未来 を 拓く 力 と な っ 
た ふた り の 想い は 、 宇 宙 世 紀 の 歴 史 に 小さ くも 確か 
な 家族 の 絆 を 刻ん だ の だ っ た 
レズ リー と モニ カ は 、U.C.0120 年 代 初頭 に 新 思 
の フロ ンティア ・ サ イド に 暮らし て いた 。 シー ブッ ク ・ 
アノ ー と リィ ズ ・ ア ノー の 兄妹 を 子 に 持ち 、 共に で 
分 野 の 研究 者 と し て 実績 を 挙げ て きた 。 し か し . 
カ は 仕事 に の め り 込 ん で 家庭 か ら 距 難 を 置く よう に な 
り 、 レ ズリ ー は そん な 妻 に 理解 を 示し て 子供 
て る こと を 選ん だ 。 そう し て 別々 の 道 を 歩ん だ 
は 、 戦 争 の 中 で それ ぞ れ に 親 と し て の 在り 様 を 問わ 
れる こと に な る 


ブッ ク と リィ ズ は モニ カ に 徐 雑 な 惑 情 を 柏 い て いた が 
な 直情 は な か っ た 。 レズ リー は ク 


PROFILE 


年 見 
1 
LT 
出身 
天 穫 


F91 
ニー ガン ダム F91 


5 の 


2 
東尾 条 を 発振 す る , 
開発 に 光 わ っ た 


サナ リィ が 開 代 し た 夫 球 連 


m02 sr D5n 


47 歳 (レズリー) . 44 歳 (モニカ 
ラー 扶 度 華 午 レズリー | 寺 二 サ ナリ (( モ ニカ) 


全 話 革 ( レ ベリ ー). パ イオ コン ピュ ー タ ー エ 生 科 よ 


ー ヽ づ ・ ざ 1 中 人 


INAL PROI 


DFD 
FERC 
ho! 


レズ リー は 元々 、 合 金 研究 に 携わる 技術 者 だ っ た 
リィ ズ が 赤ん坊 の 頃 に ヒス テリ ー 気 味 に な っ た 
仕事 に 専念 させ る た め に 子供 た ち 
その 後 、 自 分 の 研究 が 宣 事 転用 さ 
楼 工 と な っ た レズ リー は 、 フ ロン ティ 
子供 た ちの 父親 と し て 平凡 な 生活 を 送っ て いく こ 
と に な る (ブラ ッ ド リー 宇宙 建設 工業 に 就職 し 、 コロ 
建設 作業 に 従事 し て いた と いう 

だ が 、U.C.0123.03.16 に 起こ っ た クロ スポ ー ン ・ 
バン ガー ド (CV) の フロ ンティア MV 肌 撃 が 、 レ ズリ ー の 
運命 を 変え る 。 混乱 の 中 、 コ ロニ ー を 脱出 し よう と し た 
同行 し た レズ リー だ っ た が 、 逃 遅れ 
た 子供 を 助け る た め に ひと り コ ロニ ー に 残 
後 、 フ ロン ティ ア MV に 潜入 し た シー ブッ ク と 再会 する が 
移 走 中 に 重傷 を 負い 、 シ ー ブ ッ ク に 看 取 ら れ な が ら 息 を 
引き 取る 。 その 間 具 、 シ ー ブ ッ ク の 誤解 を 解く た め に モ 
ニカ が 家庭 を 難 れ た 事情 を 語っ た の は 、 父 親 の 務め を 
に そう と し た レズ リー の 心 違い だ っ た の か も し れ な い 


ー ブ ッ ク た ち 


ィ ア M に 半 和 
た と コス モ 

EET 
内 で 本 し 。 送 て を 


情報 伝達 と 遺伝 因子 を 研究 する 工学 博士 だ 
レズ リー と 結婚 し を も うけ て も な お 仕事 
熱 を 捨て 切れ な た 。 それ ゆえ 、 レ ズリ ー の 許 
サナ リィ (海軍 戦略 研究 所 =S.N.RL.) に 復職 
だ が 、 その 行為 は 幼い 
仕事 の た め に 家族 

て こと に な る 。 それ で も 、 バ イオ ・ コ ン 
ピュ ー タ ー の 専門 家 と し て 開発 に 携わっ た F91 の 回 線 
と 遊ん だ あや と り の 符 丁 を 引用 し た の は 、 モニ 
カ が 家族 を 忘れ て いな か っ た こと の 証し だ っ た と 言え る 
そし て 、 モニ カ も CV の 柚 撃 で 混乱 の 渦中 に 放り 出さ 
れ 、 フロ ンティア 1 で シー ブッ ク と リィ ズ に 再会 する 。 レズ 
リー の 死 と シー ブッ ク が F91 の パイ ロッ ト に な っ て い 
実 を 知り 、 シ ョ ッ ク を 受け る モニ カ 。 だ が 、 苦境 に あっ て 
も 未来 を 見 据え る シー ブッ ク に 共感 し 、 力 を 貸す こと に 
な る ブック が 鉄 仮面 と の 戦い で 宇宙 に 放り 出さ れ 
た セシリー・ ャ イル ド を 見 つけ る こと が で きた の 
も 、 モニ カ の 導き が あれ ば こそ だ っ た の で ある 


6 秒 け た 款 に 重信 を 負い 、 Fa 
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ネオ ・ ジ オン の 者 が 戦場 に 示 ぼ た 
飽く な き 賠 争 心 と 困 力 へ の 欲求 下 還 認 


U.C.0088.07.13 


Rg [z ] ne02 mm225 


戦 事 で 見 せ た 内 企 さ 


説 
ド 制 圧 作戦 に 


る ほど ハマ ー ン に 重用 され て し 
特攻 同 部 下 の 鐘 気 を 一 切 許 
は 、 異 請 を 唱え る ‘ し 茜 烈 極まりない 


する の だ っ た 


ucoogeioan 


貴様 も ここ の 務 了 の ひと つ に な れ ! 


ネオ ・ ジ 
成功 し 、 
の 惨状 と 人 
の ジュ ドー・ プ 7 


よる ダブ リン へ の コロ ニー 落と し は 
h た 地獄 と 化す 。 ダブ リン の 際 に 
と する アー ガマ 隊 た 。 コ ロニ 
シタ その 光景 を 前 
お 「 今 日 は 良い 日 ] と 嗣 笑 し 、 ジ ュ ド 


戦 し て 搬 退 を 作 
成っ た ダブ リン 

RL こと に 幸運 を 感じ た か 
E ラカン の 言葉 が あっ た の だ ろう . 
の 死に 起り を 寺 わ に する ジ と は 対照 的 
の 惨状 に 罪悪 感 の 欠片 すら 交 
は 、 彼 の 残虐 性 が 垣間見 え 


な が ら も 、 ラ カン は ZZ ガン ダム を 葬 
を 浴び せる の だ っ た 


U.C.0089.01.13 


育 -- 才 に し て は 上 手 い こと を 言う ! 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 末期 、 グ レミ ー・ ト ト は ジ ラカン が どの よう な 思い で ハマ ー ン に 痛い た か は 定 
オン の 正 続 な る 後継 者 を 称し て ハマ ー ン に 反 放 を 番 血 続 に 基づい て ジオ ン を 受け 継 ご うと 【 


し 、 ネ オ ・ ジ オン を 二 
の 状況 


る 内 乱 を 引き 起こ し た 。 そ し た わけ で は な か っ た と 考え られ 


ン は 自分 と グレ ミー を 対 


ラカン は グレ ミー に 与 し て 反乱 軍 の の 共闘 関係 と 見 な 
中 棲 を 担う こと に な る 。 そ 派 と の 激突 を 先 の 言葉 も そう し た 見 方 の 表 
控え 、 グレ ミー が 言葉 巧み に 兵 た 舞 す る 様子 を 


修 ら で 眺め な が ら 、 若 き 避 主 を 「 青 二 才 」 呼 
て 不 英 な 笑み を 浮か べた の で 


ば わり し 


グレ ミー 派 の 主力 と し て ス ・ ウ ルフ 隊 を 率い 
た ラカン は 、 ハ マー ン 派 と の 激しい 戦い の 中 で マシ ュ 
マー・ セ ロ や ヤラ ンス ・ ギ ー レ ン を 晃 破 する な どの 戦果 
を 挙げ る 。 さら に 、 ハ マー ン 親衛 隊 の キャ ラ ・ ス ー 
に 狙い を 定め た ラカン だ ドー の 横槍 を 受 か べ 
け て 逆 まれ て いく 。 そし て 、 乗 機 の ドー ベン ・ 
ウル フ を シ ' の ZZ ガン ダム に 撃破 され 、 驚 性 の 叫 
び を 上 げ な が ら 宇 宙 の 藻 選 と 消え た の だ っ た 


) 力 量 に 絶対 の 自信 を 抱い て 

ブ 的 な 資質 は 皆無 で 、 マ シュ マー と 
で も 強化 人 間 の 力 の 暴走 に 多き の 表情 を 浮 
いた 。 最期 の 瞬間 に お いて も 
根源 が ある が か に 
敗れ る と いう 現実 を 
た の で あぁ る 


MORE INFO! 
人 ハマーン に 向け た 忠誠 心 敵 と の や り 取り に 見 せ た 自尊 必 


ks - 0 の 9 < 
性 me 
s " 
) も [人 旬 と も 」 と 叶 び 、 全容 本 を 
+ ‘ i we 
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PERSONAL PROFILE 5 | me02 sail 
アー ガマ の 乗組 員 


Crew of ARGAMA 


新た な 世代 に 席 を 誤っ た 
グリ プス 戦役 の 功労 者 た ち 


U.C.0079 一 0089 に か け て 、 地球 圏 に は 立て 続 
け に 大 き な 戦 乱 (一 年 戦争 、 デ ラー ズ 紛 争 、 グ リプ 
ス 戦 役 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 ) が 吹き 荒れ た 。 
その 戦 渦 に 巻き 込ま れ 、 運 命 を 大 きく 狂わ され た 者 
は 多い 。 また 否応 な く 埋 い を 強要 され 、 戦 場 に 駆り 
出さ れ た 者 も いる 。 エゥーゴ の 中 村 と な っ た アー ガマ 
隊 に は 、 そ の よう な 者 た ち が 多 く 在 籍 し て いた 。 それ 
で も 彼ら は 現状 を 嘆い て ば か り い る の で は な く 、 戦 乱 
終結 に 向け て 自ら が 進む べき 道 を 模索 し た 。 戦場 に 
立つ だ け で な く 、 状況 を 分 析 し た り 、 周囲 に 気 を 配る 
こと で 、 現 状 を 打開 し よう と し た の で ある 。 後進 と な 
る 少年 少女 を 凶 え た の も その 一 環 だ ろう 。 戦場 で 生 
き 残 る 術 を 教え 、 戦 士 と し て の 心構え を 伝え 、 時 代 
を 読み 取る 目 を 与え る 一 その よう に し て 自ら の 知識 
を 若い 世代 に 託し た の だ 。 そし て 少年 た ち に 未来 を 
切り 拓く 力 が ある と 確信 する や 、 彼 ら は 一 ら 
引き 、 バッ クア ッ プ 役 に 回 っ た の だ っ た 。 


シク) を 上 した 


と は いえ 自由 郁 衣 な 
ドー た も が 


NN へ NY 
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アー ガマ 艦長 と し て グリ ブス 戦役 を 戦い 抜き 、 エ ゥ ー 
ゴ を 勝利 に 導い た 功労 者 と いえ ば 、 ブ ライ ト ・ ノ ア の 次 
が 浮か ぶ だ ろう 。 と ころ が そん な 彼 の 功績 が 慮 し く 思 え 
る ほど 、 グリ プス 戦役 終結 後 の 地 球 圏 は 混乱 の 極み に 
あっ た 。 衣 壊 し た ティ ター ンズ に 代わ っ て 地球 園 を 席巻 
し た アク シズ (ネオ ・ ジ オン ) の 前 に 疲 埋 し た エゥーゴ は 
あま り に 無力 で あり 、 組 織 の 基盤 を 維持 する の が や っ 
と と いう 状態 だ っ た 。 それ で も ブラ イト は 戦闘 を 続行 し 、 
彼 の 熱意 が 思わ ぬ 巡 り 合わ せ を 引き 寄せ た 。 シャ ング リ 
ラ に 暮らす 少年 、 ジ ュ ド ー・ ア ー シ タ が 示し た 無垢 な パ 
イタ リティ ー に 未来 へ の 可能 性 を 見 出し た ブラ イト は 、 
彼ら を アー ガマ の 一 納 に 加え よう と する 。 子供 の 力 を 借 
り ざ る を 得 な い 自分 の 不 甲 斐 な さ を 痛感 し な が ら 、 ず - 
と 先 の 未来 を 見 据え た 行動 に 打っ て 出 た の で ある 。 


翌 土 と し て の 理 を 


ユ ・ ビ ダン の そば に 居 た い 一 一 その 一 心から 
アー ガマ 隊 に 参加 し 、MS パ イロ ッ ト に も 志願 し た ファ ・ 
ユイ リィ だ け に 、 グ リプ ス 戦 役 の 果て に カミ ー ユ が 心身 
東 失 状態 に 陥っ た こと を 契機 に アー ガマ を 降り て も よ 
か っ た は ず だ っ た 。 し か し 彼女 は 仲間 た ちの 下 に 留 ま 
リ 、 唯 一 の 正規 パイ ロッ ト と し て アク シズ 先 遺 散 隊 に 立 
アー ガマ 乗組 員 と の 間 に 貸 いた 確か な 絆 


ほど 大 切な も の に な っ て いた の だ ろう 。 だ が ジュ ドー と の 

会 い が 、 彼 女 を 自由 に する こと に な る 。 アー ガマ を 任 
せる に 値する 資 費 を ジュ ドー の 中 に 見 出し た ファ は 、 彼 
に 正規 パイ ロッ ト の 座 を 譲っ た 。 そし て 自分 は 、 慎 か し 
い 2 ミ ー ユ の 下 に 戻る こと を 決意 し た の で ある 。 


当初 は わが まま な 少年 に 人 
き な い ジュ ドー だ っ た が 、 交 
徹 に 大 岩見 橋 え られ る まで 
に 庶 角 し た 。 これ は ファ の 貸 
赤 の 避 物 で あり 。 自 分 の 店 


な / 
+ 名和 A WI いた の だ っ た 


すべ きこ と を や り 圭 える と 時 


MORE INFO! 
アー ガマ の 子供 た ち を 陰 か ら 支 えた 存在 


参戦 し 、 乏 に 最前 株 
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関連 ファ イル 


4 ロー ニー・< べ ホー 


人 4、 < セー ハ ・ ド ボー ハ 
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ハマ ー ン アク シズ の 高官 


ユー リー・ ハ スラ ー 


| ーー スコ 
| 。 義 


機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 
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ウキ ジン ・ コ ユン ブッ 3 


Won Yun-fat 


世界 の 主導 権 を 譲る まい と し た 


第 13 回 ガン ダム ファ イト 委員 長 Nn 2 世界 を 和牛 耳 ろう どど 【 芝 ご 
( ネオ ホン コン の 首相 


マス ター・ ア ジア が 操る クー ロン ガン ダム が 第 12 
回 ガン ダム ファ イト を 割 し た こと に より 、 世 界 の 主導 
権 は 小国 の ネオ ホン コン へ と 移っ た 。 ネオ ホン コン は 

力 な 権限 を 用 いて 自国 の 開発 を 進め 、 目 覚まし い 
発 麻 を 導 げ る 。 そん な ネオ ホン コン の 開発 と 発展 を 
指揮 し た の が 、 時 の ネオ ホン コン 首相 、 ウォ ン ・ ユ ン 
ファ で ある 。 ガン ダム ファ イト と いう [理想 的 な 戦争 」 
に よっ て 、 通常 の パワ ー バ ラン ス で は 得 ら れ な い 権 
力 を 手 に し た ウォ ン は 、 その 権力 を 2 度 と 手 離す まい 
と 画策 。 F.C. (未来 世紀 ) 60 に 開催 され た 第 13 
に お いて 、 彼 は 「 悪 魔 の 機体 」 と 呼ば れ た デビ 
ル ガ ン ダム (アル ティ メッ ト ガ ンダ ム ) の 能力 に 目 
を 付け る 。 ウォ ン は デビ ル ガ ン ダム を 用 いた 主導 
権 の 確保 を 狙い 、 ギ アナ 高地 で 大 破 し て いた 
機体 を 密か に 回 収 。 その 動力 源 と な る 生体 ユ 
ニッ ト を 、 ガ ンダ ム フ ァ イタ ー の 中 か ら 見 つけ よ 
うと し て いた の で ある , 


を 有用 し た 
梁 路 大 使用 の 橋 


に デビ ル ガ ン ダム に よ 
ロ る 人 因 の 近著 を 全 む 
マス ター・ ア ジア と 寺 


NNE 


PERSONAL PROFILE 


こう な っ た ら す べ て を 
灰 に し て し まえ ! 
デビ ル ガ ン ダム ! 


て 能力 を 強化 


て 生体 ユニ 


た 世界 征服 へ の 


上 稚 提 な 列 城 者 の 未 路 


は 第 13 回 大 
め に 強引 4 


PT 情 を 后 わ に す 


MORE INFO! 


ォ ン が 様々 な 課 時 を 考 
ネオ ホン コン 政府 の 中 彼 と 
夏 庁 で ある 。 宮 華 な 門 横 え に PD 


言え た 。 内 部 に は 決勝 大 
あり . 各国 の MF を ホ 
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Angelo Sauper 


MORE INFOI 親衛 隊 隊 員 
2 une | tiahat 


1 森 ) を 軍用 
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ティ ター ンズ の 協力 者 。 家 


Cooperator of Titans 


それ ぞ れ の 立場 か ら 
ティ ター ンズ に 歩み 寄っ た 者 た ち 
ペン ・ ウ ッ ダ ー と アジ ス ・ ア ジ バ 。 同じ 地球 連邦 
り だ が 、 部 隊 も 違え ば 階級 も 任務 も 違 
通 点 の 少な いふ た り で ある が 、 両 者 を 比較 す 
る と 、 当時 、 権勢 を 急速 に 拡大 し つつ あっ た ティ ター 
ンズ の 次 を 浮き 彫り に する こと が で きる 。 ウッ ダー は 
生 婁 の 連邦 軍 人 で あり 、 エ リー ト 意 識 を 振り か ざ 
す テ ィ タ ー ン ズ を 毛嫌い し て いた 。 し か し 上 層 
部 の 命令 で 協力 を 余儀 な くさ れ 、 アウ ドム う 追 
撃 戦 に 参加 し て いる 。 ティ ター ンズ の 権力 は 
関係 の な い 部 隊 を 徴用 で きる 程 に 拡大 し て いた 


の だ 。 一 方 の アジ ス は ティ ター ンズ の 掲げ る 理 
信幸 し て いた の だ が 、 そ の 想い は 事 も あろ うに 友軍 / 回 
に よっ て 打ち 砕 か れ て いる 。 ダカール を 人 る 畔 闘 で { 


エゥーゴ を 迎撃 する ティ ター ンズ は 戦 補 の 拡大 を 一 | 
ず 、 無 関係 の 市 民 に 多大 な 被害 を 生じ | 


愚直 な まで に ティ ター ンズ を 信奉 する ア | 
この 事実 は どう 映っ た の だ ろう か ? \ i 細 
1 


ダカール に 栓 近 す る エ ゥ ー 
名 隊 の 翌 軸 任務 に 向 


ーー V2 VY 


舗 な 計画 も 辞 さ な か っ た ウッ ダー だ が 
登 外 な は ど 信 頼 され で 彼 以 外 に も 


半生 任務 に 立て 経 

体 当 た ! 

PT1 

を 指示 し た 7 人 の 
人 を 折 本 


琴 で は リフ ティ ング ・ ギ ディ を 
用 。 大 気 愉 を 自在 に 久 
行 で きる よう に な っ た 


語 み が 池 暫 と 
は 失政 し て し ま 


MORE 


INFO ! ダカール 基地 の ティ ター ンズ 


が 箇 天 を 避け る た め に も 
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Rrobert Gomez and the Others 本 て Er ELFSF 


全 ロベルト ・ ゴ メス 


5 」 
- シ 較 


97-17 


Wa-* っ ィ x 97-18 


97-19 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


リリ ー ナ ・ ド ー リ アン i 


:T】 


(リリ ー ナ ・ ビ ピー スク ラフ ト ) キン ダム 


ET 


Relena Darlian (Relena Peacecraft) 


ヒイロ た ちと の 出会い か ら 
大 き な 転 機 を 迎え た 少女 


塵 ガブ リエ ル 学 園 に 通う リリ ー ナ ・ ド ー リ アン は 
地球 園 弥 一 較 合 の 外務 次 定 、 ドー リア ン の 嬢 と し て 
何不 自由 な く 暮らし て いた 。 だ が 、 A.C. (アフ ター・ コ 
ロニ ー) 195、5 機 の ガン ダム が 地球 に 竹下 し た 「 オ 
ペレ ーション ・ メ テオ 」 の 発動 を 機 に 、 彼 女 も 泥 速 す 
る 情勢 に 巻き 込ま れ て いく リー ナ は 自身 の 
出自 を 知り 、 成す べき こと を 見 出し て いく の だ っ た 

「 オ ペレ ーション ・ メ テオ 」 の 発動 直後 、 リ リー ナ 
は 波打ち 際 で 倒れ て いた ウイ ング ガン ダム の パイ ロ 
ト 、 ヒ イロ ・ ユ イ を 教 助 す る 。 だ が 、 工 作 活動 
に 従事 し て いた ヒイロ か ら は 、 医 を 見 た た め に 

殺す 」 と 宣言 され る 。 この 御 撃 的 な 出来 
事 か ら 間 も な く 、 今 度 は リリ ー ナ の 父 ド ー リ 
アン が 、0Z の レデ ィ ・ ア ン に 暗 条 され て し 
まう 。 灘 死 の 父 に 軽 け 寄っ た リリ ー ナ は 、 自身 
が 装 子 で あり 、 サ ンク キン グ ダ ム の 遺児 で ある こ 
か ら 聞 か され る の だ っ た 


い ヒ イロ の 保革 に 
リー ナ は 情 


Fue meyew 


すす 


ビビ イロ 時 る 邊 を 
こい ら つ レ や い ! 


0Z が 行っ た クー デ タ ー 作 戦 「 オ ペレ ーション ・ デ ィ イブ 
レイ ク ] に よっ て 、 こ れ ま で 地球 を 支配 し て いた 地球 園 
統一 連合 は 、0Z に 吸収 さ ね て し まっ た 。 0Z は さら に 、 コ 
ロニ ー 囲 を も 支配 下 に 置く べく 行動 を 開始 し た が 、 リリ ー 
ナ は これ に 反発 の 声 を 上 げ る 。 義父 ドー リア ン を OZ に 
殺害 され た 彼女 に と っ て 、 彼 ら の 晶 力 的 手法 に よる 勢 
の 拡大 を 受け 入れ る こと は で き な か っ た 。 また 、 同 年 
代 の ヒイロ ら が 、 敗 北 を 覚 価 し て 殺 国 ( コ 
の た め に 洪 い 読 け て いる 疲 も り リリー 起 を 促し た 。 
幸い 、 サ ンク キン グ ダ ム の 退 児 と いう バッ クボ ー ン を 持っ 
て いた リリ ー ナ に は 、 フ ノイ ン を は じ め 多 く の 実 力 者 が 協 
力 。 そし て 彼女 は 、 反 0Z の 国家 と し て 完全 平和 主義 を 
掲げ る サン クキ ング ダム を 復活 させ た の で ある 。 

完全 平和 主義 を 中 え 、 就 力 に 依ら な い 統治 と いう 鼻 
女 の "思想 "は 地球 園 の 少な く な い 人 々 に 影響 を 与え 
た 。 財団 派 と トレ ー ズ 派 に よる 0Z の 内 郎 抗争 な ど 、 世 
界 の 主導 権 争 い が さら な る 選 未 に 須 る 中 、 靖 三 勢力 と 
な っ て いた サン クキ ング ダム が 脚光 を 浴び る 形 と な っ て 
いっ た 。 だ が 、 こ れ を 危 慣 し た 0Z 有 財団 派 は 、 無 人 机 の 
MD (モビ ピル ドー ル ) を 投入 。 サン クキ ング ダム は 密か に 
配備 し て いた MS 部 隊 や ガン ダム の 支援 を 受け 国家 の 
防 新 に 全力 を 注ぐ が 。 結果 的 に 騰 壊 し て し まう 。 だ が 、 
世界 的 に 販 戦 ムー ド が 漂い 始め 、 リ リー ナ の 訴え は 確 
実に 浸透 し て いっ た の で ある 。 


中 時 Eo ] 


完全 平和 主義 を 掲げ た サン クキ ング ダム を 再 筐 し 、 非 
時 カノ 非武装 の 思想 を 地球 園 に 広げ て いっ た リリ ー ナ 。 
甘 父 ドー リア ン の 死 か ら 見 せ た 彼 女 の 国 家 再 異 に 至る ま 
で の 行動 は 非常 に 迅速 で あっ た が 、 そ の 行動 の 影 に は 
ヒイロ の 存在 が あっ た 。 いき な り 青 害 を 予告 され る と いう 
衝撃 の 出会い 以降 、 リ リー ナ は 次 々 と 対 0Z 戦 を 線 り 広 
げ て いく ヒイロ の 様子 を 間近 で 見 続け た 。 数 的 不利 は 明 
ら か で あり 、 精神 的 身体 的 に 深く 但 付 き な が ら も 0Z へ 
の 抵抗 を 止め ない ヒイロ の 強 さ に 、 リ リー ナ は 感化 され で 
いく 。 その 中 で 彼女 は 、OZ へ の 抵抗 と し て 完全 平和 圭 
義 を 柱 と し た サン クキ ング ダム の 複 筐 と いう 手法 に 行き 藩 
いた 。 それ は 、 ガ ンダ ム の 性 能 に よっ て 0Z に 立ち 向かっ 
て いた ヒイロ と は 諾 逆 の や り 方 で あっ た 。 だ が 、 軍 人 で は 
な い リ リー ナ が 、 そ の 出自 や 地位 を 有効 に 使っ て 行え る 
最も 適切 な 抵抗 手 稚 で あっ た と 言え る の だ 。 


能力 
リリ ー ナ に は 天性 の 華やか き と 気 品 が 備わっ て お り 、 
誤 ガ ブリ エル 学園 で も 多く の 生徒 か ら 幕 敬 を 集め て い 
サン クキ ング ダム の 王女 と な っ て か ら も 、 彼 女 の 言 
動 は 政治 的 な 駆け 引き に 信 ら な いも の で あっ た 。 それ 
は 、O0Z や ロー ム フ ェ ラ 杯 団 の よう な 既得 権益 集団 に は 
な い 新 鮮 さと 清 護 さ に 溢れ て お り 、 それ が 一 般 市 民 か ら 
の 支持 に 落 が っ て いっ た の で ある 。 


| 9 し 


王女 で お る こと も 四 区 し た の は サジ ウォ ング ダム の 青 員 か 5 で あっ た び 、 そ の 
店 うか ら 栄 じき て いた - 


MORE INFO! 
ドー リア ン 外 務 次 官 1 


お 前 を 季 す 」 と 
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PROFILE 


シャ リア ヴ ル & シ ム ス ア ル バ ハ ロブ 農 


Challia Bull & Simus Al Bakharov 


MAIN MA 


RELATIONS 


イプ 。 見 の ギレ シ ・ 
政 生 の 関 便 に ある 。 


PRRSUMALPRDFHIE ュ コジ ム ス | mM2 se 43a 


シャ リア ・ プ ブル 


シム ス ・ ア ル ・ パ パロ ジン 


ガン 回 し た シャ リア ・ ブ 
ル は 、 蛋 手 パ パイ ロト (アム 
レイ ) も ニュ ー タ イプ だ と 確 

し か も 得手 の 方 が 優れ 

直 穫 的 に 理財 し 


MORE INFO! ブラ ウ ・ ブ ロ の 初陣 


・ プル が 配 民 され る 以前 、 プ ラウ ・ プ ブロ に る 
連邦 軍 が ソロ モン 攻 里 戦 を 実 許す る 直 | を D 
ス が 、 晴 式 任 務 中 の G ア ー マ ー と 較 過 


機動 戦士 ガン ダム 


| mM2 ser ho 
ホワ イト ベー ス の 乗員 編 


Case of White Base' 


ホワ イト ペー ス に 集い 、 戦い 
に 戦場 を 駆け 抜け た 彼ら 


s Crew 


若者 た ち 。 生き 延び る た め 
出し て いた 


サイ ド 7 を 脱 て 地球 連邦 軍 ジ ャ ブロ ー 基 地 を 目 リュ ウ は ホワ イト ペー ス 隊 で 生き 残っ た 数 少な い 正 
指し た ホワ イト ペー ス は 、 ジ オン 公国 軍 の 勢力 園 で あ 規 乗組 員 の ひと り で 、 実 戦 で は パイ ロッ ト を 務め て ホ 
る 北米 へ の 降下 を 余儀 を くさ れ た ガル マ ・ ワイ トペ ー ス の 防衛 を 担っ た 。 パイ ロッ 候補 生 に 過 
ザビ 率い る ジオ ン 公 国軍 地上 部 隊 に 追い 立て られ ぎ な か っ た リュ ウ が 、 そう し て 戦え た の も 、 生来 の 胆 カ 
北米 か ら の 脱出 を 目前 シア トル に 追い 詰め られ が あれ ば こそ だ っ た の で ある 。 自分 た ちの 運命 を 運 に 
る こと と な る 。 ガル マ 隊 の 綾 穫 爆 撃 に 晒さ れる ホワ イ 委ね た リュ ウ の 言葉 は 、 度 胸 が 据わっ た 彼 の 人 柄 を 
トペ ー ス で 、 リ ュ ウ ・ ホ セイ は 息 を 溢 め な が ら 皮 肉 め 表し て いた と 言え る だ ろう 
いた 咳 き を を 漏らす の だ っ た 


_ 劇場 版 T_ 
どん どん 私 か ら 離 れ て っ ち う の ね 、 アム ロロ と.* め 


ホワ イト ペー ス が 北米 を 抜け て 中 央 アジ ア を 転載 フラ ウ は ジオ ン 公 国軍 の サイ ド 7 柚 撃 で 肉親 を 失 
アム ロロ ・ レ イ が 脱走 する 事件 が 起こ る 。 い 、 成 り 行き か ら ワ イト ペー ス 隊 の 一 員 と な っ た 。 だ 
ソ ド ン の 街 で アム ロ を 見 が 、 ご < く 普通 の 少女 で ある フラ ウ に と っ て 、 戦い の 日 々 
ン 公 国軍 の ラン バ ・ ラ ル が 過酷 だ っ た こと は 想像 に 難く な い 。 そ 
う 。 ラン バ ・ ラ ル と クラ ウレ ・ ハ モ あっ て 、 親しかっ た アム ロロ の 存在 は フラ ウ の 支え と な 


つけ る が 、 
隊 に 捕え られ て 


ン の 配慮 で アム ロ と 共に 解放 され た フラ ウ だ て いた の だ みろ が 、 ア ムロ も 戦い に 疲れ 、 フ ラウ 
来 た 彼女 に 素っ気 な い 態 度 を 見 せる アム 口 に 目 を 向け る 余裕 を 失っ て いた 。 フラ ウ の 咳 き か ら は 、 
に 、 寂し げ な 表情 を 浮か べ る の だ っ た そう し た ふた り の すれ 培い が 祥 い 知れ る の で ある , 
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地球 ・ オ デ テッサ 


ワイ ト ベ ー ス が や られ ちまえ ば 
病気 だ ケガ だ っ て 言え る か よ lw».xen 


U.C.0079.11、 地 球 連邦 軍 は オデ ッ サ で の 大 反 ホホ ワイ トペ ー ス の 艦長 ブラ イト ・ ノ ア は の ち に [リュ 
攻 作戦 を 展開 し 、 ホ ワイ トペ ベー ス も その 一 覧 を 担っ た ウ の や り 方 は 利口 で は な か っ た っ た と いう 。 確 
し か し 、 相 次 ぐ 戦 いで 満身 創 訂 の ホワ イト ベ ウ は 不器用 な 人 物 で あり 、 重傷 の 身 で 戦 お う 

クラ ウレ ・ ハ モン 率い る ラン バ ・ ラ ル 隊 の 残存 兵 が と し た その 行為 は 無謀 だ っ た か も し れ な い 。 だ が 、 結 
村 作 の 身 で コア ・ フ ァ 商 う 。 先 の ラン パ ・ ラ ル 隊 に よる ホワ イト ペー ス 急 舞 果 的 に リュ ウ | き 換 え に ア ムロ の 究 地 を 救い 
2 みん に 条 庫 。 で 一 傷 を 催 っ た リュ ウ は 、 そ の 戦い を ペッ ド で 見 て いる 。 ホワ イト ペー ス を 守っ た 。 だ か ら こ そ 、 ブ ライ ト は リュ ウ 

ジー し か な か っ た 。 し か し 、 仲 間 た ちの 苦戦 を 座 視 で きず を 「 強 い ] と も 評 し 、 ホ ワイ ト ベ ペース 隊 の クル ー は 彼 の 

ET 怪我 を 押し て 出撃 し よう と する 。 存在 を 強く 心 に 刻ん だ の で 


か に ! 


戦争 を 自分 と は 関係 な か いも の の よう に 思っ て いる 
あれ じゃ 、 堪ら な いわ s ャ シャ ) 


戦争 後期 、 主戦 場 は 地上 か ら 宇 宙 へ と 移り 、 ホ ワ 名 門 ヤシ マ 家 の 息 女 で ある ミラ イ は 、 父 の 生前 に 
イト ペー ス も 第 13 独 立 戦 隊 と し て の 任務 を 帯び て 宇 家人 同士 の 取り 決め で カム ラン と 織 約 し て いた 。 し か し . 
宙 に 上 が っ た 。 その 途上 、 ホ ワイ トペ ー ス が 寄港 し た 父 の 死後 に ミラ イ が サイ ド 7 に 移住 し た こと で 婚約 は 
サイ ド 6 で 、 ミ ライ ・ ヤシ マ は か つて の 婚約 者 で ある カ 半ば 破棄 され 、 ミ ライ は ホワ イト ペー ス 隊 の 一 員 と な 
ムラ ン ・ ブ ルー ム と 再会 する こと に な る 。 し か し 、 許婚 。 る は 人 を 使っ て ミラ イ を 探さ せ て い 
と の 再会 を 喜ぶ カム ラン と は 対照 的 に 、 ミ ライ は 表情 = た が た 。 戦場 を 経験 し て きた 
を 盟 ら せる 。 そし て 、 ブ ライ ト ・ ノ ア と ふた りき り に な ミラ イ に と それ は カム ラン が 戦争 を 他人 事 の よう 
た ミラ イ は 、 心 の 内 を 吐 皿 し た の で ある 、 に 見 て いる こと の 証左 と 受け 取れ た の だ ろう , 


宇宙 ・ ソ ロモ ン 軸 域 


地球 連邦 軍 は ソロ モン 攻略 戦 を 実施 し 、 ホ ワイ ト 才能 を 開花 させ て いっ た 。 し か し 、 ア ムロ は 能力 を 拡 
ペー ス も その 作戦 に 参加 する 。 その 滋 埋 の 中 で 、 フ 大 させ て いく ほど に 己 の 内 の 空虚 さ を 自覚 し 、 他 者 と 
ラウ は 負傷 し た ハヤ ト ・ コ バ ヤシ の 看病 に 当たっ て い 距離 を 置く よう に な る 。 それ は 、 か つて の アム ロロ を 知る 
た 。 だ が 、 ハヤ ト は 傷 の 痛み に 茜 ま れ な が ら 、 ど れ ほ フラ ウ に し て みれ ば 、 彼 が 手 の 届 かな い 場所 
ど 頑 張っ て も アム ロ に 及ば な い 己 の 不 甲 斐 な さ を 嘆 し まう よう な 思い だ っ た の だ ろう 。 同時 に 、 ニ ュ 
く 。 フラ ウ は そん な ハヤ ト に 、 自 分 た ちと アム 口 の 間 ( プ の 感覚 を 共有 で き な い 自分 が 、 ア ムロ と の 溝 を 埋 
横たわる 深い 溝 の 存在 を 語る の だ っ た ていたから こそ 、 フ ラウ は ハ 

戦い が 進む に つれ 、 ア ムロ は ニュ ー タ イプ と し て の に こ 言葉 を 漏らし た の で ある 


タイ 


MORE INFO! 
アム 口 を 支え た フラ ウ た ちの 想い 
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ーー ュー ゃ PROFILE | 
@ 年 齢 18 乱 
所 属 衝立 部 欄 ア ー ク エン ジェ ルー エタ ー ナ ル = 


T 


出身 プラ ント アプ リリ ウス 市 
Lacus Clyne と 技能 人 天 エ 作 | | 


平和 主義 者 で あり 、 争 い を 揃う ラク ス は 、 オーブ で の キラ 
頼っ て いた 。 だ が 、 新 た な 戦乱 の | 
昌 の 最前 線 に 復帰 。 クラ イン 折 き 
強い 調 任 大 が 彼女 を 突き 動か し | 

平和 を 所 来 し で いく ラク ス の | 


答 陸 と し た 資 勢 は 、 ア ンド 上 


関連 ファ イル 


zGMF 
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NM 


UIMRLT 


すべ て の 命 は 末 来 を 
得る た め に 戦う も の で す 


_ cw gi 


時 医者 ミー ア ( 左 ) と も コペル ニ 
クス で 対面 し 、 デ ュ ラ ンダ ル の 6 


リー ダム を 徐 に 託し た 。 


誰 も が 感じ る カリ スマ 性 上 MORE INFO! 


ファ クト リー や ザフト 内 に は 、 ラ クス を 信奉 す る クラ イン 
派 の 兵士 が 多数 いた が 、 中 で も ラク ス に 対す る 室 義 が 尺 


機動 戦士 ガン ダム 0 


PERSMNML PROFILE 
ネー ナ ・ ト リ ニ ティ 。 


Nena Trinity 拉 MG 全 
王 留 美 の 部 下 と し て 行動 し た 
スロ ー ネ ド ライ の パイ ロッ ト 


西暦 2307 年 に 実行 し た 武力 介入 行動 の 結果 
ソレ スタ ルピー イン グ (CB) は プトレマイオス チー ム を 
は じ め と し て 壊滅 的 な 被害 を 破け た 。 その 後 し ば らく 
は 活動 の 停滞 を 余 備 な くさ れ た が 、 西 暦 2312 年 に 
は 再び 戦力 を 整え 、 本 格 的 な 活動 再開 に 成功 する 
活動 再開 に は CB の エー ジェ ント で 、 英 大 な 資産 を 持 
つ 王 留美 (ワン ・ リ ュ ) の 存在 は 不可 欠 で あっ 
た が 、 彼 女 の 部 下 と し て 付き 従う 女性 が いた 。 チー 
ム ト リ ニ テ ィ の 一 員 と し て 前 大 戦 に も 参加 し て いた 
ネー ナ ・ ト リ ニ ティ で あっ た 。 

ネー ナ は 前 大 戦時 、 アレハンドロ ・ コ ー ナ ー 
の 「 胸 ] と し て 、 長 兄 ヨ ハン 、 次 兄 ミハエル と 
武力 介入 活動 を 行っ た 。 だ が 、 国 連 軍 の 登場 
を 機 に 用 済み と され 、 ア リー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス に 
命 を 狙わ れ た 。 ネー ナ は ひと りり) 生き 残っ た が 、 他 者 と 
の 瑞 が り も な く 路 頭 に 迷う 。 そこ に 、 彼 女 に 利用 価 
値 を 感じ た 留美 が 教 い の 手 を 差し 伸 べ た の で ある 


ー 性 外 の 宴 族 持た ぐ 
い ネ ー ナ せ 、 男 問 か ら 
の 導い を 素早 。 大 


ガン ダム スロ ー ネ ドラ 
イ を 相 語 する 輸送 
リィ アン ] で 情報 
行っ た 。 面 美 の 
は 


朋 大 斑 中 の 、 無 気 と 残 慮 性 が 入り 
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留美 の 元 に 身 を 寄せ る こと に な っ た ネー ナ は 、 地 球 連 
苑 軍 や アロ ウズ の 調査 を 担当 し た 。 サー シェ ス の 行方 を 
探る た め 、 表向き は 留 葵 を 「 お 嬢 様 」 と 呼ん で 付き 従っ て 
いた ネー ナ 。 だ が 、 大 富 要 の 娘 と し て 自由 に 振舞 い 、 CB 
の みな ら ず 敵 対 勢力 の イノ ベイ ド (リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク ) 
と も 繋が り を 持っ て いた 彼女 に 対し 、 徐 々 に 奇 立ち を 募 
ら せ て いく 。 戦う こと し か 許さ れず 、 用 済み に な れ ば すぐ に 
捨て られ て し まっ た ネー ナ だ け に 、 彼 女 の 境 骨 に 対す る 
張 佑 も そこ に は あっ た 。 また 、 リ ボンズ の 勢力 に 兄たち の 
公 で ある サー シェ ス が 参加 し て いた こと も 、 留美 へ の 不満 
に 拍車 を 掛け 、 それ が 起り へ と 変 生 し て いっ た の で ある 。 

留美 へ の 反発 心 は 収まる こと な く 、 ネ ー ナ を 独自 の 行 
動 に 葬り 立て る 。 彼女 は プトレマイオス チー ム の 剥 材 *F・ 
セイ エイ と 再会 する と 、 メ メン トモ リ の 情報 を 彼 に 横流し し 
た ほか 、 そ の 戦 開 を サポ ー ト する な ど 、 リ ポンズ の 勝利 を 
願う よう な 留美 へ の 反抗 を 示す 。 ブレ イク ・ ピ ラー 事件 
後 は 、 留 美 に 対し て 本 格 的 に 反旗 を 翻 し 、 彼 女 が 拠点 
ティ 艦 を ガン ダム スロ ー ネ ドラ イ で 撃沈 す 
る 。 残る は サー シェ ス へ の 復讐 だ け で あっ た が 、 彼 女 の 
その 想い は 果たさ れず に 終わ る 。 か つて ネー ナ が 行っ た 
気まぐれ な 弄 撃 に よっ て 親族 の 大 半 を 失い 、 自 ら も 後遺 
古 を 貸 っ た ルイ ス ・ ハ レヴ ィ が 大 型 MA・ レ グ ナ ン ト で 現 
れ た の だ 。 ルイ ス の 禁 撃 に 対抗 で きず 、 ネ ー ナ は 乗 機 ス 
ロー ネ ド ライ と 共に 宇宙 へ 般 っ て いっ た の だ っ た 。 


導 記 3] ルイ ス に ぶつ けた 径 り と 悲し み 


サー シェ ス へ の 複 讐 の た め に 生き て いた ネー ナ は 、 
肉親 を 殺さ れ た 宰 讐 心から アロ ウズ に 参加 し 、 軍 人 と 
な っ た ルイ ス に よっ て 命 を 奉 わ れ て し まっ た 。 ルイ ス が 乗 
る レグ ナン ト と の 決戦 時 、 彼 女 か ら 家族 の 伯 で ある こと 
を 聞か され た ネー ナ だ が 、 か つて の 行為 を 反省 する 様 
子 は 彼女 に 見 られ な か っ た 。 デザ イン ペ ビー と し て 生ま 
れ な が ら に 戦う こと を 宿命 づけ られ て いた ネー ナ に と っ 
て 、 兄 以外 の 他人 を 気遣う こと な ど で き な か っ た の だ 。 
むし ろ 、 こ れ ま で 一 度 と し て 自由 な 身 と な っ た こと も な 
く 、 さ ら 5 に 兄たち を 理不尽 に 礁 われ た 自身 より も 辛い 境 
山 の 者 な を どい な い 一 一 そん な 圧倒 的 な 了 独 が 彼女 の 
心 に 巣 食 っ て いた 。 「 家 族 の 公 ? 私 に だ っ て いる ね 
よ ! 自分 だ け 不幸 ぶっ て !」 一 一 ルイ ス に ぶつ けた そ 
の 下 ! り と 憎しみ は 、 同 時 に デザ イン ベビ ー と いう 出自 の 
孤独 と 悲し み を 内 包 し て いた の で ある 。 


、 能力 EE 
ネー ナ が 本 埋 乱 で 対生 し た 劉 美 


用 重子 波 を 有する ネー ナ は 、 ヴ ェ ー ダ へ の アク セス BM で る が 、 幼 くし て 当主 
権 を 持っ て いた 。 その た め 、 留美 か ら は 情報 収集 を 任 さ 
れ 、 ア ロウ ズ や ヤ イ ノ ベ イ ド 勢 力 の 動向 も 抑え る 役目 を 任 
され る こと に な っ た 。 また 、 ネ ー ナ の パイ ロッ ト と し て の 
能力 と 、 彼女 が 所 有する 疑似 GN ド ライ ヴ 措 載 型 MS で 
ある ガン ダム スロ ー ネ ド ライ も 、 留美 が 彼女 を 配下 に 置 
いた 理由 の ひと つ で あっ た 。 彼女 は 紅 龍 (ホン ロン ) と 
同じ <、 留美 の 許 術 役 も 担わ され て いた の で ある 。 


2 


ネー ナ い 久生 の 高洲 車 な 条 度 に 邊 り を 薄 ら せ で いき 、 北 計 的 に 衝 美 本 人 
に 向け て その カ を 行使 し た の だ っ た 


MORE INFO! 
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Roran Cehack ET 


地球 で の 生活 を 守る べく 
ミリ シャ に 参加 し た ムー ン レ ィ ス 


「 月 光 尋 」 に より 文明 が リセ ッ ト さ れ た 地球 で 暮 ら 
す 人 々 と 、「 月 光 蝶 の 被害 を 和 逃れ 、 科 学 技術 を 進 
化 さ せ て きた 月 の 人 々 ーー。 正 暦 (C.C.) 2345、 
月 の 人 々 ニム ー ン レ ィ ス が 地球 に 降下 し 、 両 者 は 本 
格 的 に 接触 を 果たす こと と な っ た 。 だ が 、 両 者 の 技 
術 力 や 辿っ て きた 歴史 の 大 き な 差異 が 偏見 や 対立 
に 役 が く 。 一 般 即 発 の 状況 の 中 、 月 と 地球 
の 和平 を 怠 い 、 弁 走 し た ひと り の ムー ン レ ィ ス が 現れ 
た 。 地球 帰 遇 計画 の 調査 隊 と し て 地球 に 降下 し 、 
その 生活 に 順応 し た ロラ ン ・ セ アッ ク で あっ た 

ロラ ン は 、 月 の 簡 級 社会 の 中 で も 最 下層 に 属す る 
運河 ん が びと ) で あっ た 。 その 生活 に 閉 春 感 を 上 
えて いた ロラ ン は 、 女王 ディ アナ ・ ソ レル が 進め て いた 
[地球 帰還 計画 ] の 先行 調査 隊 に 志 康 。 隊員 に 選 
ば れ 、 C.C.2343、 地球 へ と 降下 し た 。 地球 で は 鉱山 
を 所 有する ハイ ム 家 の 使用 人 と な り 、 ム ー ン レ ィ ス の 
帰還 の 時 を 待ち 他 び て いた の で ある 。 


デ テロ へ > と ey 
させ で ご 避 癌 て 填補 当 S 超 著 


持ち 前 の 技術 力 を 買わ れ て ハイ 
昇格 する な ど 、 「 外 想 」 控 いき れる 
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人 の 命 を 大 事 に し な い 人 と は 、 
僕 は 差 と で も 職 い ます ! 


ロラ ン が 待ち 望ん で いた ムー ン レ ィ ス の 入植 は 
C.C.2345 に スタ ー ト し た が 、 文 明 の 違う 両者 が 対等 に 
付き 合う こと は 困 苑 で あっ た 。 ロラ ン は 両者 の 対立 に 歯 
止め を 掛け る た め 、 ア ー ク 山 に 礼 ら れ て いた 神像 か ら 発見 
し た MS・V ガ ンダ ム に 搭乗 。 彼 は 、 技 術 力 で 劣る 地球 
側 の 軍隊 ・ ミ リ シ ャ に 敢えて 加入 し 、 戦力 の 均 衛 を 目指 し 
た 。 ロラ ン の 非 走 も あっ て 、 デ ィ ア ナ (実際 に は ディ アナ 
と 入れ 替わっ て いた キ エ ル ・ ハ イム ) は 予定 され て いた サ 
ン ペ ルト 地帯 で の 建国 を 中 止 。 だ が 、 これ が ディ アナ ・ カ 
ウン ター 内 部 の 起 農 に 繋が っ て いっ た ほか 、 月 本 国 に も 
反 デ ィ ア ナ 勢 力 が 存在 する こと が 明らか と な る の だ っ た 

ディ アナ が 月 へ と 強制 送還 され る と 、 ロ ラン も 地球 で 
発掘 し た 宇宙 船 ウィ ル ゲ ム を 用 いて 宇宙 へ と 向かう 
久々 に 帰還 し た 月 で は 、 デ ィ ア ナ と 英 対 する 執政 官 ア 
グリ ッ パ ・ メ ン テ ナ ー や 、 武 門 を 司る ギ ム ・ ギ ン ガ ナム ら 
と 対 時 。 ロラ ン は 彼ら を 敵 と 定め 、 そ の 駆逐 を 目指 し た 
ギン ガ ナ ム 率い る ギン ガ ナ ム 艦隊 は 地球 に 降下 し 、 イ 
ング レッ サ 領 に 偶 威 を 与え た が 、 ロ ラン シャ は ディ 
アナ ・ カ ウン ター と 連携 し 、 これ を 打倒 。 結果 、 地球 民 
と ムー ン レ ィ ス に よる 一 年 に 斉 る 対立 は 終 甘 を 迎え た 
の で ある 。 それ は 地球 に 順応 し 、 イ ング レッ サ の 人 々 と 
絆 を 深め た ロラ ン に と っ て 最良 の 結末 で あっ た 。 そし て 
その 結末 に 至っ た の は 、 両 勢力 の 和 稲 に 尽力 し た 彼 
自身 の 活躍 が 大 きか っ た と 言え る の だ 


較 記 3 テイ アナ へ の 皿 誠 と ソシエ へ の 情 ] 


レ ィ ス で は 最 下層 ( 女 


て いた ロ 


王 ディ アナ へ の 中 誠心 は 非常 に 強かっ た 。 それ は ミリ 
ー ト 
ハ 


シャ と 行動 を 共に し て か ら も 変わ ら ず 、 彼 女 の サ 』 
の た め な ら 命 を 睡 け る こと も 胡 わ な 
イム 家 の 使 用 人 で あっ た 彼 は 、 主人 
イム の 娘 、 キ エル ・ ハ イム 、 ソ シ エ ・ ハ イム に も 敬意 を 
払っ て いる 。 中 で も ミリ シャ に 参加 し た ソシエ と は 同じ 時 
間 を 過ごす こと が 多く 、 彼 女 の 純粋 さく ・ 素 直さ を 誰 よ り 
も 感じ て いた 。 ソシエ か ら 起 い を 寄せ られ て いる こ 
気付 いて お り 、 彼 自 身 も 惹か れ て いる 部 分 は あっ た と 見 
られ る 。 だ が 、 ディ アナ へ の 信奉 は 揺るが ず 、 月 と 地球 
結 し た 後 、 ロ ラン は 地球 で の 静か な 余生 を 
アナ の 世話 役 と な る こと を 決意 。 
格 の ロラ ン ら し く 、 デ ィ ア ナ と の 暮らし が 
シ エ に その 決断 を 正直 に 告げ て いる 


較 証 少 ケン タム の パイ ロッ ト と し て 

地球 民 か ら も 「 機 械 に 強い ] と 評 さ きれ て いた ロラ ン は 
神像 か ら 出現 し た V ガ ンダ ム の 操縦 も 素早 く マス ター 
た 。 V ガ ンダ ム は 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター 製 の スモ ー と 比 
べ て も 圧倒 的 な 性 能 を 誇っ て いた が 、 ロ ラン は 4 
載 生 の 拡大 を 防ぐ た め の 抑 止 力 と し て 用 いて いる 。 彼 が 
V ガ ンダ ム の 性 能 に 靖 れ ず 、 理 性 的 に 運用 し た こと が 
戦乱 終結 と いう 結果 を 生ん で いる , 


まで 


電 大 陣 に 爺 香 され た 9 
月 区 を 発動 し て 


女王 の 雇 を キ エ ル に 託し 、 地 
珠 で 司 通 生 活 を 送る ディ アナ 
付き 


ム に 向かお た ち に 協力 し 、 月 に 至り 返ら きれ 
た 運河 の 使用 を 提案 。 Y ガ ンダ ム を 競 に 擬 壮 し た ほか 、 ゲ 
ン ガ ナム 保 攻 を 阻 上 正 し よ うと する マヒ ロー 名 隊 に 抵抗 し 
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PERSONAL PROFILE PP rh 
キ エ ル ・ ハ イム 間 


ET | 
出身 北ア メリ ア 大 陸 イ ング レッ サ | 
| 


Kihel Heim 和 馬 芝 


err ちょ っ と し た 人 遊び ひか ら 
RTR Ten 麻 の ゐ 上 玉 と な っ た お 虚 機 


ディ ラン に は 、 キ エ ル と ソシエ と いう 娘 が お り 、 
「 お 妨 様 」 と し て 大 切 に 育て られ て いた の : a 
暦 (C.C.) 2345、17 歳 と な っ た 長女 キ エ ル は 、 大 学 
進学 を 願う 両親 の 意向 を 理解 し つつ も 、 早 く 社会 
出 て 活躍 し た いと の 希望 を 抱く 。 彼女 の 想い を 知 
父 の は か らい で 、 キ エル は イン グレ ッ サ 領 を 治め る ライ 
ン フ ォ ー ド 家 の 御 曹 司 グ エン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド 
の 秘書 と な る 。 その 結果 、 彼 女 は 月 か ら 降下 し た ムー 
ン レ ィ ス と の 対立 を 、 最前 線 で 経験 する の だ っ た 。 

ムー ン レ ィ ス の 入植 交渉 に も 参加 し た キ エ ル は . 
月 の 女王 ディ アナ ・ ソ レル と も 対面 。 フレ ンド リー な 
ディ アナ と 意気 投合 し た キ エ ル は 、 互 い の 願 が そっ く 
りな こと も あり 、 遊び 心から 着用 し て いた 服 を 入れ 替 
える 。 だ が 、 タ イミ ング を 逸し 、 ふ た り は 服 を 落 替 える 


イン グレ ッ サ 倫 の 音 吉 


幼少 の 頃 か ら 様々 な 教育 を 施さ れ 
づ に 相応 し い 気品 と 教養 を 

分 の 意 恋 を 貫く 頑固 さも 持ち 合わ 
就 いた の も 、 社 会 進出 の 第 一 歩 と 考 
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PERSONAL PROFILE 


も し 私 が ディ アナ で な い 
と すれ ば 、 師 と し ます ? 


キ エ ル は ディ アナ と 入れ 替わっ た まま 、 月 の 市 民 軍 ディ 
アナ ・ カ ウン ター の 旅 態 ソ レイ ユ に 合流 し 、 帰還 部 隊 の 
指揮 を 寺 る こと に な っ た 。 女王 と いう 特殊 な 立場 の みな 
ら ず 、 文 化 の 異な る ムー ン レ ィ ス に 対応 する こと に な り 
正体 を 層 し 通す の は 極め て 国難 に 見 えた 。 事実 、 部 下 
に 疑問 を 持た れる よう な 失言 も あっ た が 、 キ エル は 女王 と 
し て 毅然 と 振る 幼い 続け た の で ある 。 一 方 で ムー ン レ ィ 
ス の 歴史 や その 入植 に 関す る 問題 を 懸命 に 学び 、 地 
球 民 と ムー ン レ ィ ス に と っ て 最適 な 選択 を 考え る 。 そし て 
キ エ ル は 、 ム ー ン レ ィ ス の 入植 を 宣言 する サン ペル ト で 
の 建国 式典 で 、 現 時 点 で の 建国 中 止 を 発表 する の だ っ 
た 。 これ は 完全 な キ エ ル の 独断 で あり 、 女 王 の 求 心 カ 
低下 に も 繋が っ た が 、 両 者 の 理解 が 深まっ て いな い 状 
態 で の 入植 は 得 築 で な いと 彼女 は 判断 し た の で ある . 

その 後 、 キ エ ル は 女王 と いう 身分 を 受け 入れ 、 月 と 地 
球 の 戦乱 が 拡大 する の を 防ぐ べく 弄 走 し た 。 ムー ン レ ィ 
ス だ け に 囲ま れ た 環境 で 暮らし て いた た め 、 不 安 や 琉 
独 に 昔 ま れ た の も 事実 で あっ た 。 だ が 、 デ ィ ア ナ 親 衛 
隊 隊 長 ハリ ー・ オ ー ド の 支え に も 助け られ 、 急 速 に 女 
王 と し て の 風格 を 身 に 付け て いっ た の で ある 。 ディ アナ 
と 時 を 同じ くし て 宇宙 に 上 が エル は 、 デ ィ ア ナ 本 
人 と の 再会 を 果たす 。 つい に 入れ 替わり を 解消 し た キ 
エル は 周囲 の 人 々 に も それ を 告白 する 。 以降 は ディ ア 
ナ と 力 を 合わ せ 、 戦乱 終結 に 尽力 し た の だ 


、 足 中 527 


女王 と し て ディ アナ ・ カ ウン ター を 率い る こと に な 
キ エ ル に と っ て 、 唯 一 味方 と し て 心 許 せ る 存在 と な っ た 
の が 、 デ ィ ア ナ 親 衛 隊 隊 長 ハ リー・ オ ー ド で あっ た 。 ハ 
リー は サン ペル ト 建 国 式典 で の 建国 中 止 宣言 以降 
ディ アナ が 別人 で ある 可能 性 を 察知 し な が ら も 、 態 度 を 
変え る こと な く キ エル を 支え た 。 キ エ ル は 、 そ れ が 女王 と 
いう 立場 へ の 敬愛 と 理解 し な が ら も 、 女性 と し て ハリ ー 
に 若 か が れ て いく 。 ディ アナ の 身代わり を ハリ ー に 直接 依 
頼 され て も 、 そ れ が 彼 の 願い な ら ば と 、 文 句 ひ と つ 言 わ 
ず に 受け 入れ た ほど で あっ た 。 だ が 、 月 に 向かう 途中 、 
スモ ー の コク ピッ ト で ふた りき り と な っ た キ エ ル は 、 堪え 
切れ ず ハ リー へ の 熱い 想い を 告白 する 。 ここ で も 親衛 
隊 と いう 立 増 を 貫く ハリ ー か ら は 、 言 葉 で の 返答 を 避け 
られ て し まっ た キ エ ル 。 だ が 直後 、 キ エル は ハリ ー に 口 
づけ で その 想い を 伝え られ た の だ っ た 。 


能力 EHDOE 夫 3 


富 斉 の 娘 で あっ た と は いえ 、 キ エル は 月 の 女王 と いう 
未知 の 立場 に 悪 凌 苦 闘 し た 。 だ が 、 ム ー ン レ ィ ス の 礎 
史 や その 特性 を 密か に 学ん で いた ほか 、 部 下 に 見 せ た 
綻び に 対し て は 、 女 王 と いう 権限 を 用 いて その 追及 を 
防ぐ な ど 、 頭 の 回 転 の 速 さ を を 見 せ て いる 。 また 、 女 王 と 
し て の 務め に キ エ ル は 生き 甲斐 を 見 い 出し 、 ム ー ン レ ィ 
ス の 生活 に も 順応 し て いっ た の で ある , 


その 表情 の みな ら 


MORE INFO! 


ハイ ム 束 は 、 ピ ジ 


く 基 らし て いた が 、 ムー シレ ィ ス の 陸 下 が ハイ ム 誠に 洪 医 を も た らし た 。 


た が 、 結 果 的 
低 大 は 国選 され てい 


ンジ 月 と 地球 の 戦 乱 後 、 地 球 


半生 活 を 決意 し た 
b り 、 キ エ ル 
月 へ 戻っ た 
が いた こと も 


ティ の 北部 に 鉱山 を 所 有する 富夫 で あっ た 。 グエン 
工業 化 と 近代 化 に は ハイ ム 家 の 財力 や 資源 力 が 欠 
その 関係 は 窒 接 で ある 。 ディ ラン 以下 、 家族 仲 肝 ま じ 


AE Ir4 ii I 


アナ と 共に 

ディ アナ に よる 県 歴史 
の 市 叙 の 現場 に も 屋 合 わ 
せ 、 正紀 以前 の 地球 の 映 
像 に 選 き を 見 せ た 


ハイ ム 家 の 人 々 ao 


條 き 理 誕 者 。 位 殿 に 強い と 


いて いた 老 包 の 男女 。 古く 
た と 


用 人 と し て 側 a 


Ma + ライズ 
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[8] 本 2 sm 


Case of Aiguile Delaz 
ジオ ン 再 興 た エギ ー ユ ・ デ ラー ズ 。 彼 


i Es が 地球 国 に 示し た [ 星 の 局 ] に は 、 その 5 | 


あの 


志 に 玖 し た デラ ー ズ ・ フ リー ト の 首 昌 
ーー 一 デラーズ 紛争 に 描か れ 


粗 


A 


い 


ズ の 


U.C.0079.12.31 EN :N 記 時 
生き て こそ 得る こと の で きる 栄光 を 
この 手 に 掴む か まで 、 その 命 、 わし が 預かる ! 


一 年 戦争 末期 、 ジ オン 公国 軍 は ア ・ パ オア ・ ク ー ギレ ン の 戦死 を 知っ た デラ 
戦 に お いて 総帥 ギレ ン ・ ザ ビ を 失い 、 そ の 命運 は 風 る キシ リア ・ ザ ビ に よる 謀殺 を 考え た , 
前 の 灯 と な た 。 その 戦い に 参加 し て いた デラ ー 実 を 確 か め る 術 は な か っ た が 、 ギ レン の 熟 烈 々 
ズ は 、 ギ レン 戦死 の 報 を 聞い て 撤退 を 決意 する 。 同 者 だ っ た それ は 真実 で あり 、 ギレ ン を 失っ た 
時 に 、 奮 戦 の 未 に 乗 機 を 失い な が ら も 出撃 を 繰り 返 ア ・ バ オア ・ ク ー は 命 を 捨て る べき 戦場 で は な く な っ 
と する アナ ベル ・ ガ トー を 引き 止め た 。 デラ ー ズ は て いた 。 それ ゆえ 、 生き延び て ギレ ン の 無念 を 晴らす 
摘 退 命令 に 背 いて 出撃 し よう と する ガト ー に 生き 延び こと を 心 に 期し 、 生き 恥 を 晒す より も 対 
る こと の 意味 を 説き 、 苦渋 の 決断 を 促す の 


U.C.0083.10.31 


ガト ー よ 、 広く も の を 見 よ 


一 年 戦争 終結 後 ズ は 3 年 の 潜伏 を 経て デ シー マ は 一 年 戦争 後に 海賊 行為 に 手 を 染め て お 
ラー ズ ・ フ リー ト を 組織 し 、「 星 の 肩 」 作戦 を 実行 に 移 ” り 、 ガ トー は その モラ ル の 低 さ を 嫌悪 し た 。 し か し 、 デ 
す 。 その 度 切り と し て ガン ダム 試作 2 号機 の 奪取 に 成 ラー ズ は シー マ の 艦隊 戦力 が 「 星 の 局 」 作戦 に 不可 
ガト ー を 、 茨 の 園 に 迎え た デラ ー ズ 。 だ が 、 デ 欠 と 判断 し 、 彼 女 の 悪 評 を 承知 ズ ・ フ リー ト 
ズ が シー マ ・ ガ ラ ハ ウ の 参入 を に 迎え た 。 ガト ー の 反発 は 当然 の も の 
ガト ー は 許 念 示す, デ が 、 デ ラー ズ に と っ て は 素 願 の 成 
た の で ある 。 同時 に 、 ガ トー に 清 潤 1 
し た か ら こ そ 、 先 の 言葉 を 掛け た の で あろ う 


U.C.0083.1 1.10 


本 目 の 矢 は 放 て ん の 


U.C.0083.1 1.18 


し を 学 穫 の 呆 し 者 


MORE INFO! 
ガト ー に 対す る デラ ー ズ の 評価 


デラ ー ズ は 、 ガン ダム 試作 2 号機 の 追跡 に あたっ た 
地球 連邦 軍 の 強 講 揚 陸 態 アル ビオ ン の 追撃 を 断つ 
べく < シーマ 艦隊 を 差し 向け る 一 方 で 、 ガ トー を 伴っ て 
地球 連邦 に 対す る 宣戦 布告 放送 を 地球 園 全 域 に 流 
し た 。 の ち ー ズ 宣言 と 呼ば れ た その 演 脱 の 中 
で 、 デ ラー ズ は 核 搭載 の ガン ダム 試作 2 号機 を 極秘 
裏 に 開発 し た 地球 連邦 軍 の 横暴 を 朝 弾 し 、 自 分 た ち 
デラ ー ズ ・ フ リー ト の 拠る べき と ころ を 訴え た の で ある 


宇宙 


コン ペイ トウ ( 旧 ソ ロモ ン 宇 宙 要 万 ) で 行わ れる 地 
球 連 邦 軍 の 観 胡 式 を 前 に 、「 星 の 肩 」 作戦 は 最終 
段階 に 入ろう と し て いた 。 デラ ー ズ は 旗艦 グ ワ デン で 
態 隊 を 率い て 茨 の 園 を 発し 、 予 定 の 作戦 行動 に 移 
る 。 し か し 、 状 況 の 推移 を 見 守る デラ ー ズ の 表情 に 
は 、 菩 々 し い 感 情 が 塗 み 出 て いた 。 デラ ー ズ ・ フ リー 
ト の 全 戦 力 を 投入 する 作戦 が 一 度 き り の 賭け と な る 
現実 に 、 デラ ー ズ は 苦悩 を 覗か せる の だ っ た 。 


「 性 の 層 」 作戦 は ガト ー ら 5 の 奮戦 に よっ て デラ ー ズ 
の 思惑 通り に 進み 、 コ ロニ ー は つい に 阻止 限界 点 を 
越え る 。 だ が 、 そ の 瞬間 を 待っ て いた か の よう に シ 
マ が 反旗 を 客 し 、 グ ワ デ ン の ブリ ッ ジ を 占拠 し て デラ ー 
ズ を 人 質 に 取る 。 駆け 付け た ガト ー に 降伏 を 迫る シー 
マ の 傍ら で . 目前 の 地球 を 見 や っ た は 、 ガ トー 
に 作戦 の 継続 を 促す 。 そし て 、 狼 名 す る シー マ に 目 も 
くれ ず 、 己 の 覚悟 を 叫ぶ の 


あと は 落ち る の み 


シー マ の 裏切り を 許し た デラ ー ズ の 不覚 


ア ・ パ オア ・ ク ー 戦 の の ち に 抗戦 を 図っ た ジオ ン 
公国 軍 残 党 は 、 ジ オン 共和 国 に よる 終戦 協定 を 介 
但 政 権 の 不当 な 行為 と 断 じ 、 ジ オン 独立 戦争 の 継続 
を 主張 し た 。 それ は デラ ー ズ も 同様 で あり 、 ギ レン が 
大 義 と し た スペ ー ス ノイ ド の 自治 独立 を デラ ー ズ ・ フ 
リー ト の 根 操 と し て な ぞ っ た 。 ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン 
の 名 を も っ て 自ら の 正当 性 を 証明 する デラ ー ズ の 言 
葉 は 、 彼 が 信奉 し た ギレ ン と 同じ だ っ た と 言え る 。 


実現 する た め 、 陽 動 に 陽動 を 重ね た 周到 な 計画 だ 
た 。 それ で も 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト の 規模 を 遥か 
る 大 掛か りな 作戦 で あり 、 成 否 の 如何 に か か わら ず 
戦力 を 損失 し た デラ ー ズ ・ フ リー ト の 存続 は 難し か っ た 
と 言え る 。 兵 の 無益 な 損耗 を 防ぐ た め に は 作戦 の 中 
止 さえ 考え な けれ ば な ら ず 、 デ ラー ズ の 言葉 は その 状 
況 に 置か れ た 彼 の 悲壮 な 胸中 を 表し て いた の で ある 。 


デラ ー ズ が ア ・ パ オア ・ ク ー 戦 で 死 を 選ば な か っ た 
の は 、 ギ レン の 遺志 を 継ぐ で た めで あっ た 。 それ を 鑑み 
れ ば 、「 星 の 肩 」 作戦 に よっ て ジオ ン 独 立 戦争 の 意 
義 が 漬 え て いな いこ と を 示せ た 時 点 ー ズ は 目 
的 を 果たし て いた と 取れ る 。 さら に 、 誇り 高い デラ ー ズ 
に と っ て 、 謀 囚 の 身 と な る こと は 耐え 難い 屈辱 だ っ た 
に 違い な い 。 ガト ー に 向け た 叫び は 、 そ うし た 想い が 
表れ て いた と 言え る だ ろう 


質 に な りな が ら も 表情 
購 倫 に 柏 半 
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厳し い 戦時 下 を 生き 抜い た 
し た た か な 民間 人 た ち 


被害 者 は 市 民 だ 」 と する 主張 は よ 
埋 袖 に 翻弄 され る 


『 様 だ っ た 。 U.C.0079 に 勃発 
デラ ー ズ 紛争 、 グリ プス 戦役 
大 規模 戦争 に 晒さ れ 
民 が 苦難 に 路 ぐ 一 方 


\ と の 事情 も ある だ ろう 。 ど ち 
一 部 の 人 間 は 生き 延 


テー を さこ 4 


関連 ファ イル 


ぐ C で ・ サ サー や ミ マ 
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月 面 都市 た 出 
と 願う セ シ コロ ニ へ の 移住 資金 を 株 ぐ た 
オ ・ ジ オン の スパ イ と し て 活動 する こと を 決意 。 宇 
た アー ガマ の 動向 を 探 ろ うと する 。 し か し アー ガマ 
乗組 員 の 中 に 幼馴染 み ( ト ー レ ス ) が いた ご. 
決意 は 揚 ら ぎ 、 そ れ が 破滅 を も た ら すこ と に な る の だ っ た 


ピー ト の 幼い 目 に 、 姉 の セシリア は 詩 ら し 
酒 に 消 年 老い た 祖母 の 代わ り ( 
扶持 を 稼ぐ 苦労 は ピー ト に に 想像 
感謝 し て いた の だ 。 し か し ピー ト は 知ら な か 
が スパ イ 行 為 を 働い て まで グラ ナダ を 難 れ よう 。 
理由 が 、 家族 の 負担 か ら 和 逃げ 出し た か っ た こと に 


アー ガマ の 情報 を 業 め る ゴ ッ ト 


サイ ド 3 の コロ ニー 「 コ ア 3] で 反戦 運動 を 指揮 し 
た ロイ ・ レ ビン は 、 ネオ ・ ジ オン か ら 追 われ る 身 だ っ た 。 ひ 
と り 娘 に 累 が 及 を 恐れ た 彼 は 静か に 姿 を 消し 
山 衛 星 キ ケロ に 潜伏 。 その 地 で 反戦 運動 を 続行 
た と え 娘 に 恨 ま れ た と し て も 、 平 穏 な 日 々 を 取り 戻 
が で きる な ら ば 、 彼 は 家族 を 捨て る の を 踏 箸 わな か 


父親 が 反 埋 運動 に 身 を 投じ 

強制 労働 を 強い られ た ル チ ー ナ ・ 
失わ な か っ た 。 生き て いれ ば 大 好き な 父親 と 再会 
る 一 一 そん な 小さ な 希望 が 彼女 を 突き 動か し て い 
だ 。 ル チ ー ナ は その 小さ な 体 に 秘め さ を 発揮 し て 
戦争 と いう 現実 に 立ち 向かっ て いた の で ある 


ン ビ ピン だ が 、 明 る さ を 
き 
の 


MORE INFO! 


画 反戦 運動 家 た ち 


ネオ 


反戦 運動 家 を 鉱山 新星 キケロ 
彼ら の 意思 を 


反発 の 機運 を 


アァ ー ガ マ が 族 


幸 が キケロ と コア 3 を 編 ぶ 
シャ フト を 確 壌 。 退路 を 応 た 


ネオ ・ ジ オン 制圧 下 の 市 民 た ち 


画 移住 を 希望 する 人 々 
ジオ ン 再 異 の 旗印 を 掲げ る , 
と で スペ ー ス ノイ ド の 棄 持 を 得 
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Quattro Vageena 
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yl 
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NM 
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さき へ マーh[ 


hw 


新しい 時 代 を 作る ( 


因縁 の 人 物 た ちと の 関係 


ニュ ー タ イプ と し て の クリ トロ 


グリ ブス 戦役 後 の ク ワ ト ロ 


ナ 人 


機動 戦士 ガン ダム 
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ベル トー チカ ・ イ ル マ 。 呈 一 


Beltorchika Irma 


條 奄 、 部 隊 間 の 伝令 役 


か つて の 英雄 を 支え 、 
復活 の 原動力 と な っ た 女性 


グリ ブス 埋 役 で カラ パ の 連絡 員 を 称 め た ペル トー 
チカ ・ イ ル マ に つい て の 記録 は あま り 残さ れ て いな 
い 。 実戦 に 直接 導 わ ら な か っ た 人 物 だ け に 、 そ れ は 
仕方 の な いこ と だ 。 だ が 記録 に は な く と も 、 彼 女 は グ 
リブ プス 戦 役 に お いて 、 重 要 な 役割 を 担う こと に な っ 
た 。 一 年 戦争 の 英雄 、 ア ムロ ・ レ イ の 復活 で ある 。 
圧倒 的 な 戦果 と は 裏腹 に 、 戦 後 の ア ムロ の 境遇 は 
悲 必 な も の だ っ た 。 突出 し た 能力 を 恐れ た 連邦 軍 上 
層 部 は 彼 を 師 い 殺し 状態 に 置く こと を 決定 。 片田 樹 
の 基地 に 軟禁 し た の だ 。 か つて の アム ロロ の 活躍 に 憶 
れ た ベル トー チカ だ け に 、 現 在 の うら ぶれ た 亡 に 藤 き 
を 骨 せ な か っ た こと だ ろう 。 それ で も 英雄 の 複 活 を 信 
じ 、 彼 の サポ ー ト に 徹し た の で ある 。 た と え それ が 個 
人 的 な 感情 に 基づく 行動 だ っ た と し て も 、 ペ ルト ー チ 
カ の 存在 が アム ロ に 大 き な 影 響 を 与え た こと は 間 違 
いな い 。 それ は ベル トー チカ と 遺 遇 し た 後 の ア ムロ の 
様変わり を 見 れ ば 一 目 障 然 で あろ う 。 


コメ ッ ト 
ベル トー チカ が 打 用 し た 本 


18 れ て か 

3 は 衝動 有 点 し て 利用 。 病 

昌一 ネオ ・ ジ オー 符 争 時 に も 
EN a 
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ガン ダム に 乗ら な い 
アムロ な ん で 
お か し いと 思わ な い !? 


U.C.0087 の 5 月 、 ジ ャ プロ ー か ら 脱 出し た エゥーゴ 
部 隊 を 乗せ た アウ ドム ラ へ の 伝令 役 と な 
チカ は 、 そ こ で アム ロ と 出会う こと に な 
名 前 と 業績 は 彼女 も 知っ て いた は ず だ 
に し た 英雄 は 、 自 分 の 殻 に 閉じ 芝 も り が ちな 暗い 青年 
た 。 地 に 落ち た 英雄 の 姿 に 、 カ ミー ユ ・ ビ ダン や カ 
ツ ・ コ パ ヤ シ の よう な 血気 盛ん な 少年 た ち は 軽 尊 を 奄 
そう と も し な か っ た 。 し か し ベル トー チカ だ け は アム ロロ の 
胃 屈 し た 疲 を 「 長 い 眠 り ] と 詳し た 。 そし て 、 た だ 目覚 め 
れ ば いい 、 そ うす れ ば 昔 と 同じ よう に 飛び 立て る と 、 彼 
を 受け 入れ た の で ある 。 ペル トー チカ が な ぜ そ こま で ア 
ムロ に 興味 を 持ち 、 彼 を 擁護 し た か は 定か で は な い 。 た 
だ 、 闇雲 に 戦い 続け る 周囲 の 人 た ちの 中 に あっ て 、 戦 
い を 麗 れ な が ら も 自分 の で きる こと を 探し て 苦し む 彼 の 
要 に 共感 を 覚え た の か も し れ な い 。 そし て その 共感 が 、 
ふた り を 結び 付け る こと に な っ た の で ある 。 

そこ まで アム 口 を 思い 遣 る ベル トー チカ だ が 、 自 ら の 
行為 が 周囲 に どの よう な 影響 を 与え る か まで は 思い 至 
ら な か っ た よ 優し さと 同時 に 春 放 で 激しい 気性 を 
併せ 持つ だ け に 、 ア ム 品 を 思う あま り 、 周 囲 に 気 が 回 ら 
な く な っ て いた 。 事 ある ご と に アム ロロ を 優先 し 、 攻 撃 的 
な 懇 度 を 示す ペル トー チカ に 周囲 は 雑色 を 示す よう に 
な っ た 。 それ で も ペル トー チカ の 態度 は 改 ま ら ず 、 ガ ン 
ダム Mk-H に 搭乗 する カミ ー ユ に 噛み 付い て 機体 の 主 
大 を 迫っ た り 、 アム ロ に 戦い を 強要 する クワ トロ ・ バ ジー 
ナ を 好戦 釣 だ と な じ っ た り ……。 それ で も すべ て は アム 
口 を 想 えば こそ の 行動 と ば か がり に 、 ペ ベルトーチカ は アム 
口 の 支援 者 と し て 振る い 続け た の だ っ た 。 


較 寺 7 た りな 人 に 了 向け られ た 、 利き 出し の 感情 


ペル トー チカ の 攻撃 的 な 気性 は 、 時 に アム ロロ に も 向 
けら れ た 。 ニュ ー ホ ンコ ン で ミラ イ ・ ノ ア と 再会 し た アム 
口 の 親 し げ な 除 度 か ら 如 心 を 募ら せ 、 わ ざと ミラ イ に 
きつ く 接し た の で ある 。 さら に ララ ァ ・ ス ン と の 関係 を 聞 
か され る と 、 詳 し い 情報 を 聞き 出 そ う と アム ロロ に 詰め 寄っ 
て も いる 。 ミラ イ が 制止 し な けれ ば 、 ペ ベルトーチカ の 追 
及 は 際限 な く 続き 、 ア ムロ は 再び 苦悩 の 潤 に 沈ん で い 
た か も し れ な い 。 し か し 「 人 の 心 に で ケズ ケ と 入り 込む 
べき で は な い ] と の 一 言 が 彼女 に 正気 を 取り 戻さ せ た 。 
それ 以降 、 ベル トー チカ は アム ロロ と の 穏やか な 関係 を 取 
り 戻し 、 アム ロロ も 復活 へ の 人 を 歩み 続け た の だ っ た 


連絡 員 か ら の 成長 と その 成果 


アー ガマ 隊 が 宇宙 に 戻っ て か ら も ペル トー チカ は アウ 
ドム ラ に 留まり 、 エ ゥ ー ゴ と カラ パ バ 共 同 に よる ダカール 
占拠 戦 で は 連絡 員 以 上 の 活躍 を 披 紳 。 カラ バ の 報道 
員 と し て ティ ター ンズ の 非道 を カメ ラ に 収め 、 その 映像 を 
地球 園 全域 に 放映 する と いう 重要 な 任務 を 全う し た 。 


ペルー チカ が 本 全 に 栓 し た 野人 は 才 訂 会 


CTTTYTET1 


の 気 間 を 授 め る きっ ぷ け と な 


MORE INFO ! カラ バ の メン バー c ® 


3 反 他 革 細 織 で ある カ wm っ ぁ NZ 
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ミ を 継い 


Es 
あの 


利 を 追求 し た オー プ の 代表 首 
その 苦難 に 満ち た 戦 ね の 歴史 


第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 の 議 撃 後 、 地 球 連 
合 と プラ ント の 間 に は 停戦 条約 「 ユ ニウス 条約 」 が 締 
結 さ れ た 。 これ は 事実 上 の 軍縮 条約 と し て も 機能 し 
て お り 、 各 勢力 は 条約 に 沿っ た 戦力 の 再編 に 取り 組 
ん で いた 。 これ を 機 に 両 勢 力 の 軍事 力 を 削減 し よう と 

交 に 春 走 し て いた の が 、 中 立 を 掲げ る オー ブ 連合 
首長 国 の 代表 首長 、 カ ガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ で あっ た 
コー ディ ネイ ター と ナチ ュ ラ ル が 分 け 隔 て な く 鞭 ら す 社 


アー クエ ンジ ェ ル 艦内 


結婚 式場 か ら 国 守 元 痛 を さら うな ど 、 


国際 手配 の 犯罪 者 だ ぞ !? 


アス ラン と 共に ミネ ル バ に 保護 され た カガリ は 、 ユ 
ニウス セブ ン の 破片 が 落下 する 「 ブ プレ イク ・ ザ ・ ワ ー 
ルド ] 事件 を 間近 で 体感 し 、 新 た な 戦乱 の 気配 に 危 
機 感 を 強め る 。 事実 、 事 件 の 影響 は オー ブ 本 国 に も 
波及 し て お り 、 カガリ 不在 の 間 に セ イラ ン 家 が 政権 の 
奪取 を 目 議 ん だ 根回し を 進め て いた 。 カガリ が 本 国 に 
帰還 し た 頃 に は 、 オ ー ブ は 地球 軍 と の 較 携 体制 を す 
で に 構築 し て いた の で ある 。 カガリ は これ に 反発 し た 


題 に 直面 し 


ne02 sm17 


カガリ り ・ ユ ラ ・ ア スハ 編 
e of Cagalli Yula Athha 
で 代表 首長 


苦悩 し た の だ っ た 


ょ っ た カガリ は 、 平 和 を 求 


会 を 目指 し て いた 彼女 は 、 ザ フト と 地球 軍 が 保有 する 
強大 な 武力 こそ 諸悪 の 根源 だ と 指 描 。 ザフト が 新型 
機 の 開発 を 進め て いる こと を 知る と 、 プ ラン ト 最 高 評 
講 会 講 長 ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル に 接触 し 、 そ の 真 
意 を 質 そ うと し た 。 ザフト の 軍事 基地 アー モリ ー ワ ン に 
出向 き 、 非 公式 な が ら デ ュ ラ ンダ ル と 会 談 を 行っ た カ 
ガリ は 、 抑 止 力 を 名 目 に 軍備 抜 大 を 進め る 彼 の 安 勢 


に 反発 し 、 思わ ず 声 を 荒 げ る の だ っ た 
MA 
し 


が 、 セ イラ ン 案 に 主 凍 権 を 握ら れ 、 つ い に は ユウ ナ ・ 
ロマ ・ セ イラ ン と の 政略 結婚 に まで 合意 させ られ て し 
まう 。 国家 を 再び 焼 か な いた め 一 そう 自分 に 言い 
聞か せる の が 輔 一 杯 の カガリ だ っ た が 、 結 婚 式 の 当 
日 、 キラ ・ ヤ マト の 搭乗 する フリ ー ダ ム ガ ン ダム が 現れ 、 
抵抗 する 間もなく 拉致 され る 。 その まま アー クエ ンジ ェ 
ル へ と 連行 され た カガリ は 、 そ の 大 腸 な 手段 に 驚き と 
起り を 覚え 、 キラ を 問い 詰め る の だ っ た . 


自身 の 敵 で は な いも の を ! 
オー プ は 討っ て は な ら な い !! 


カガリ が 乗艦 
軍 の 温 闘 に 介入 する 


ォ ー ブ 軍 の 即時 撤退 を 要求 する 。 だ が 、 ユ ウナ は 彼 
女 を 無視 し 、 攻 撃 を 続け た の で ある 。 クレ タ 沖 で の 海 
戦 で も 、 カ ガリ は 専用 機 スト ライ クル ー ジ ュ で 出撃 し 、 
オー ブ 軍 の 戦闘 停止 と 即時 搬 退 を 訴え か けた 。 だ が 
ここ で も 指揮 権 を 握る ユウ ナ が 頑 な に 彼女 を 認め な 
軍 は 戦闘 を 継続 。 そし て 兵 た ち は 次 々 と 
く の だ っ た 。 カガリ は 、 自 ら の あま り の 
が れ 、 大 粒 の 涙 を 流す の だ っ た 


国 へ の 侵攻 を 認め て いな カ ヵ 
球 軍 の 圧力 に 屈し 、 自 衛 用 の 軍事 力 (オー プ 艦 隊 
を 提供 し て いた の だ 。 カガリ は 自ら 戦場 に 変 を 現 


カガリ は クレ タ 沖 で の 海戦 や ペル リン で の 戦い を 経 。 軍 の 攻 恩 戦 が 、 オー ブ 本 国 で 勃発 する 

て 、“ 代 表 首 長 " と いう 肩書 き が な い 自身 の 無力 さ を 埋 闘 の 最 中 、 オ ー ブ 本 国 へ と よう や く 辿り 着い 
痛感 。 オー ブ 本 国 へ の 帰 軍 を 目指 す よ うに な る ガリ は 、 再 び 国 が 焼 か れ よ うと し て いる 事実 
オー プ ド 得 し た カカ 。 じ 頃 、 デ ュ ラン ダル は 地球 軍 を 牛耳る 秘密 結社 「 を 受け る 。 だ が 、 前 大 載 で 亡くな っ た 父 ウ ズミ ・ ナ ラ ・ 


委 の 箇 を 和 
び て い た 一 般 長 ゴス ] の 存在 を 世間 に 公表 し 、 そ の 打倒 を 宣言 アス ハ の 遺 彼 が 遺し た MS・ ア カツ キ を 斉 り 受 
女 は 、 事 態 の 早期 終結 を 目指 し て 出撃 。 そし 


いた 。 ロゴ ス の 代表 ロー ド ・ ジ プリ ー ル も 、 ザ フト の 追 
撃 か ら 和 逃れ る べく 密か に オー ブ へ と 人 身 を 寄せ て いた の ュ ユウ ナ が 暫定 的 に 有 し て いた 指揮 権 を 奪取 し 、 オ ー 
成功 する の だ っ た 


で ある 。 結果 、 ジ ブリ ー ル の 身柄 を 人 る ザフト と オー プ ブ 軍 を 自ら の 指揮 下 に 置く こと 


オォ ー プ が 何より 望み た い の は 平和 だ が …… 
だ が それ は 自由 、 自立 の 中 で の こと だ 


オー ブ の 指揮 権 を セイ ラン 家 か ら 堆 い 返し た カガリ 望み 、 外 交 手 段 で の 和平 に 弄 走 し て いた 。 だ が 、 デ ュ 
は 、 セ イラ ン 家 に よっ て 失わ れ た 中 立 の 理 金 を 軸 と し ラン ダル が 強権 を 発揮 し 、 オ ー プ を 含む 世界 を 自ら の 
国家 の 建て 門 し を 図っ た 。 一 方 で 、 国家 と し て 反 ザ フ 支配 下 に 置 こ うと し て いる 状況 に は 異 を 唱え 、 武力 で 
トノ デュ ラン ダル の 姿勢 を 鮮明 と し 、 独 立 部 層 と し て の 抵抗 も や む な し と 考え て いた の で ある 。 その 気持 ち 
活動 し て いた アー クエ ンジ ェ ル 部 隊 を 軍 に 編入 。 ラク を 正直 に 吐 散 し た の が 上 記 の 発言 で あり 、 続 け て 語 
ス ・ ク ライ ン 率 いる クラ イン 派 と 共に 、 穫 し られ た 「 屈 服 や 従属 は 選べ な い 」 と いう 言葉 も 含め 
て の 戦力 を 整備 する 。 時 に は 綺麗 事 」、[ 実 オー ブ を 育 負 っ て 立つ 代表 首長 と し て の カガリ の 強 
的 ] と 言わ れ な が ら も 、 カガリ は 誰 よ り も 平和 な 社会 を い 意 志 が そこ に は あっ た 


だ が も うこ れ 以 上 、 工 界 を 役 の 思い 通り に な ど 
させ る わけ に は いか な い ! 


オー ブ 軍 を 含む 第 三 勢力 は 、 ザ フト と 地球 軍 の 理生 まれ る か も し れ な い 
醐 に 介入 し 、 そ の 拡大 を 防ぐ ^ 
ザフト へ と 全 き 
その 本 性 を 現す 。 破 は 、 以 前 か ら 準 備 


後天 的 な 努力 や 工業 
窒 同 し て いた 。 だ が 選択 の 自由 が な い 人 生 に 、 生 き 甲 斐 な ど な い の で は 
な いか ー 一 カガリ は その よう に 考え 、 プ ラン 導入 に 反 
も し て 対 の 意思 を 示し た の だ っ た 。 それ は キラ ヤラ クス 、 ア 
いた 遺伝 子 に よる 人 類 管理 政策 「 デ ステ ィ ニ ー プ ラ  。 スラ ン と いっ た 仲間 た ち も 同じ で あり 、 プ ラン 導入 陽 
ン 」 を 突 名 と し て 発表 、 さ ら に その 即時 導入 を 宣言 し と デュ ラン ダル の 打倒 を 掲げ 共闘 。 メサ イア に お け 
た の だ 道 伝 子 に よ する f \ に デュ ラン ダル を 追い 詰め 、 戦 乱 終 
その 政策 が 導入 され れ ば 、 確 か に 争い の な い 世 界 が 結 と いう 結果 を 勝ち 取っ た の で ある 
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アン ドリ ュー・ バ ルト フェ ルド 店 = 


Andrew Waldfeld 


を - 


「 夏 沖の 虎 」 と 呼ば れ た 男 
ザフト を 離脱 後に 見 出し た 戦い 


C.E. ( コ ズ 


・ イ ラ ) 73、 オ 
は 、 その 主力 で あっ た キ 

クラ イン を は じ め 、 前 大 戦 で も 第 三 勢力 と 
た 者 た ち が 多 数 参加 し 「 秦 漠 の 虎 」 


と し て 知ら れ た 元 ザ フ 
も その ひと り で あり 
め る た め 、 彼 は 戦場 へ 7 
第 2 次 ヤキ ン ・ ド 
パル ト フ ェ ル ド は オ 


工 攻防 戦 が 終結 し た 
crn ts ラ 
クス や キラ く 、 マ リュ ー・ ラ ミア ス と いっ た 事 
友 と 穏やか うし た 日 々 は 長く は 
続か な か っ た 。 ラク ス 科 害 を 狙う ザフト が 、 突如 と 
て 暗殺 部 隊 を 送り 込ん で きた の で ある 。 これ に 人 危 
機 感 を 強め た バル ト フ ェ ル ド は 、 キ ラ や マリ ュー と 
共に アー クエ ンジ ェ ル へ と 乗艦 。 再び 激化 し て 
いた ザフト と 地球 連合 軍 の 戦闘 に 介入 する の 


各論 弄る ミサ ー ゞ H 
は Nt へ 紅き RN 


エタ ー ナ ル に 発進 準備 ! 
ター ミナ ル に 通達 ! 


アー クエ ンジ ェ ル で は マリ ュー に 艦長 を 譲り 、 バ ルト 
フェ ルド は 彼女 を 支え る 副 操縦 士 と し て 態 の 介入 行動 
に 携わる 。 キラ な ど 才能 の ある パイ ロッ ト が 参加 し 
た も の の 、 艦 の 運用 人 員 は 少な く 、 パ ルト フェ ルド に か 
か る 負担 は 決し て 軽い も の で は な か っ た 。 だ が 、 経 験 を 
活か し た 操 能 と 載 況 分 析 を 駆使 し 、 ザ フト と 地球 軍 
< 振 し た の で ある 
な る 情報 収集 と クラ イン 派 の 戦力 結集 
の た め に 宇宙 へ 向かう と 、 パ ルト フェ ルド は 護衛 と し て 
行 。 宇宙 に 係留 され て いた エタ ー ナ ル に 乗艦 
し 、 時 の プラ ント 最高 評議 会 議長 ギルバート ・ デ ュ ラ ン 
ダル の 真意 を 探る 。 結果 、 彼 が 遺伝 子 に よる 人 類 管 
理 政策 「 デ ステ ィ ニ ー プ ラン 」 の 導入 を 密か に 進め て い 
る 。 バル ト フ ェ ル ド は これ に 異 を 唱え 、 エ ター 
場 の 最前 線 に 向かう の だ っ た 
プ 軍 に 編入 され た エタ ー ナ ル で は 副 上 艦長 を 務め , 
クラ イン 派 の 指導 者 で ある ラク ス を 補佐 する 。 地球 軍 
だ け で な く 、 か つて 所 属し て いた ザフト と 再び 交戦 する 
こと に な っ た が 、 自由 意志 に 依ら な い 生 き 方 を 推奨 する 
「 デ ステ ィ ニ ー プ ラン 」 の 導入 は 、 人 類 に と っ て は 後退 
で ある 一 一 そん な 想い か ら 、 バル ト フ ェ ル ド は 戦い を 続け 
た 。 その 結果 、 メ サイ ア 攻 防戦 を も っ て 、 ザ フト と 地球 
軍 の 戦乱 は 終結 。 大 き な 食傷 を 抱え な が ら 行 われ た パ 
ルト フェ ルド の 戦い も 、 よう や く 終わ り を 迎え た の で ある 


中 時 ラク ス の 護 術 に 司 け る 得 い 
CE.73 一 74 の 戦乱 に お いて 、 バル ト フ ェ ル ド は ラグ クス 
の 護衛 と し て 彼女 に 同行 し た ス が 宇宙 で の 情報 
収集 活動 を 決意 し た と きも 、 地 球 で の 戦闘 介入 に 追わ 


れる キラ に 代わ っ て 自ら が ボディ ー ガ ー ド を 申し 出 、 そ の 人 の アー ン 0 イー 
安全 を 確保 し よう と し て いる 。 キラ に 対し て も 、「 俺 が ちゃ er 


ん と 守る 。 お まえ の 代わ り に 命 天 け で な 。 信じ て 任せ ろ 」 0 Ext 
と 、 ラク ス の 護衛 に 抄 け る 意気 込み を 伝え て いた 。 だ が 
ンダ ル か ら も 命 を 狙わ れ て いる 彼女 の 身辺 は 常に 
四 が し く 、 パル ト フ ェ ル ド も ガイ アガ ンダ ム に 搭乗 し て 戦闘 
を 行う な ど 、 ギリ ギリ の 対応 に 据 ら れる こと も あっ た 。 

そこ まで し て バル ト フ ェ ル ド が ラク ス を 守 ろ うと し た の 
は 、 彼 女 が 訴え る 争い の な い 世 界 に 希望 を 抱い て いた 
か ら だ 。 ラク ス の 信念 の 強 さ と それ を 綱 き 通す 姿勢 は 
終わ りな き 戦い に 身 を 投じ て きた パル ト フ ェ ル ド で さえ 
心 動 か され る も の だ っ た の で ある 


で 重傷 を 負っ た バル ト フ ェ ルド は 、 杖 を つい て 
の 歩行 を 余儀 な くさ れ て いた 。 だ が 、 義手 義足 を 新 
た に 装着 する こと で 、 戦 場 へ の 復帰 が 可能 と な っ た 
党 機 ムラ サメ は 彼 専用 に コク ビッ ト が 改造 され て いた ほ 
か 、 生身 で の 白 兵 埋 に も 対応 する た め 、 左腕 に ショ ッ ト 
ガン を 仕込 ん で いる 。 これ に より 、 ラク ス の ボディ ー 
ド や エタ ー ナ ル の 指 控 も 可能 と し て いた の で ある 


感じ させ な い 戦 闘 力 | MORE INFO! 
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PERSONAL PROFILE 2 mE02 sm 
フリ ッ ト に アス ノ 計 smw 生き の 


Flit Asuno 


ガン ダム AGE-1 を 開発 し 
対 UE 戦 を 可能 に し た 少年 


人 人類 が スペ ー ス コロ ニー へ の 移住 を 開始 し 、 数 百 
年 が 経過 し て いた Advanced Generation (AG.) 
101 年 。 よう や く 世 界 情 勢 が 安定 し 、 人 類 に 平和 
の と き が 訪れ て いた が 、 そ の 静寂 を 破る か の 
よう に 正体 不明 の 敵 ・UE ( 王 Unknown 
Enemy) が スペ ー ス コロ ニー へ と 襲来 する 。 
彼ら の 断続 的 な 攻撃 に 為す 術 が な か っ た 
地球 側 で あっ た が 、 あ る 少年 が 新規 格 の 
MS [ガン ダム ] を 開発 し た こと で 、 状 況 は 一 
変 する 。 その MS 一 ガン ダム AGE-1 ノー マル を 
完成 させ た 少年 こそ 、 フリ ッ ト ・ ア ス ノ で あっ た 。 

フリ ッ ト ・ ア ス ノ は 、 伝説 の MS 銀 冶 一 族 ・ ア ス ノ 
家 の 未 座 で あっ た 。 彼 は A.G.108 年 、 コ ロニ ー・ オ ー 
ヴァ ン に 襲来 し た UE に よっ て 母 マ リナ ・ ア ス ノ を 失う 。 
母 か 5「AGE デ バイ ス 」 を 託さ れ た フリ ッ ト は 、 対 UE へ 
の 復讐 を 絡 っ て MS の 開発 に 着手 。 A.G.115 年 、 彼 
は ガン ダム AGE-1 ノー マル を 完成 させ た の だ っ た 。 

母 マ リナ 5 形 見 と し 
て 愛 け 取 っ た [AGE 
デバ イス ] に は 、 ガン 
ダム AGE-1 の 設 証 国 


が 入っ て いた 。 フト 
これ を る あ に MS の 開 


マリ ナ の 死後 、 フリ ルト は 議 
地球 連邦 軍 の 基地 が 
ある コロ ニー[ ノ ー ラ 1 へ 
と 移住 地球 連邦 軍 の 
培 力 を 受け た フリ ッ ト は 、 


、e WAGEAIT 
5 @ ガン ダム AGE-1 タイ タス 

UE 製 の MS・ バ クト と の 戦 
開 を 経て 、「AGE シ ステ ム 」 
が 新た に 導き 出し た 格闘 タイ 
ブ プ の ウェ ア 形 態 。 各 部 装甲 
も 重厚 と な り 、 肉弾 戦 で も 
UE 和 MS を 圧 剛 し た 。 


AE-1S 

ガン タム AGE-1 スパ ロー 
UE 製 の 高 機動 可変 MS・ ゼ 
ダス と の 戦闘 を 経て 、「AGE 
シス テム 」 が 導き 出し た 高欄 
動 タイ プ の ウェ ア 形 馬 。 着 居 
の 発生 を 最小 限 に する 機構 
を 採用 し 、 則 宮 性 に も 優れ る , 


て 次 回 の 出現 
発揮 し た 。 だ が 
に は 伝わら ず 


AGE-G29 
AGE0215 
AGE02.16 
AGE 0217 


PERSONAL PROFILE 


[MEE] mr02 gl 


フリ ッ ト が ガン ダム AGE-1 ノー マル を 完成 させ た こと 
で 、 地 球 側 は 対 UE 戦力 を 確保 する こと に 成功 し た 。 
これ に 危機 感 を 覚え た の か 、UE の 剖 来 問 度 は 増え 、 
コロ ニー・ ノ ー ラ は 戦闘 に よっ て 崩壊 し て し まう 。 フリ ッ 
は グル ー デ ッ ク ・ エ イノ ア を 艦長 と する 地球 連邦 軍 
製 の 戦艦 ディ ー ヴ ァ で ノー ラ を 脱出 。 以降 は ガン ダム 
AGE-1 の パイ ロッ ト と し て UE と 向き 合っ て いく 。 その 後 
ファ ー デ ー ン に 移動 し た フリ ッ ト た ち は 、 地 球 連 邦 が 設 
立 され て 以降 も 、 上 旧 国家 同士 の 遺恨 が 根強く 残っ て い 
る こと を 知る 。 フリ ッ ト は 対立 する 勢力 の 間 に 立 ち 、 対 
UE に 向け て 力 を 合わ せる よう に 説得 。 彼 の 思い は 徐々 
に 両 勢力 の リー ダー を 突き 動か し て 合同 軍 が 結成 され 、 
UE を 撃退 する こと に 成功 し た の だ っ た 。 

フリ ッ ト や グル ー デ ッ ク は この 勢い を 活か し 、UE の 宇宙 
要塞 アン パッ ト へ の 侵攻 を 決意 。 こと に ディ ー ヴ ァ と UE 
の 一 大 決戦 が 開始 され た 。 X ラ ウン ダー と し て 覚醒 し た フ 
リッ ト は 、UE に 対し て も 圧倒 的 な 戦闘 力 を 見 せ 始め る 。 
UE の X ラ ウン ダー で ある デシ ル ・ ガ レッ ト を 撃退 し た ほか 、 
アン バッ ト 内 部 へ の 潜入 に も 成功 。 その 司令 官 で ある 
ギー ラ ・ ゾ イ と 対 財 する 。 ギー ラ ・ ゾ イ を 追い 詰め た フリ 
たち は 、 彼 の 口 か ら UE の 正体 が 火星 へ と 移住 し た 人 類 
ー ヴ ェ イガ ン で ある こと を 知ら され る 。 直後 に ディ ー ヴ ァ は ア 
ン バ 小 攻略 に 成功 し た も の の 、 フ リッ ト は まだ 見 ぬ 本 隊 
べ の 警戒 を 強め 、 よ り 強い 力 を 欲す る よう に な る の だ っ た 。 


お 寺 ) 当 救え な か っ た 命 
フリ ッ ト は コロ ニー・ ノ ー ラ で の 戦闘 中 、 道 に 倒れ て 
いた 少女 を 助け る 。 不思議 な 予知 能力 を 持つ その 少 
ンー ル シ ェ ル に 、 フリ ッ ト は 心 惹か れる 。 彼女 と 

ミン スリ ー で 再会 し 、 フ リッ ト は 少し の 間 で 
は あっ た が ふた り だ け の 時 間 を 過ごす 。 それ は 戦闘 で 
疲 幣 し て いた フリ ッ ト の 心 を 癒す と 同時 に 、 彼 女 へ の 想 
い を より 一 層 強 め る と と と な っ た 。 その 後 、 ユリ ン と 再会 
を 約束 し て アン バッ ト 攻 略 作戦 に 参加 し た フリ ッ ト だ が 、 
予想 だ に し な い 事態 が 発生 する 。 メラ ウン ダー で あっ 
た ユリ ン は 、UE の デシ ル に よっ て 無理 や り 連 行 され 、 
IMS・ フ ァ ル シア で 戦場 に 出 て いた の で ある 。 デシ ル の 
旦 劣 な や り 方 に 怒り を 器 わ に する フリ ッ ト は 、 ユリ ン の 奪 
思 を 目指 す 。 だ が 彼女 は デシ ル の 攻撃 か ら フ リッ ト を 守 
リ 、 語 を 散ら せる 。 母 だ け で な く ユ リン と いう 大 切な 人 を 
亡くし た フリ ッ ト は 、 より UE へ の 憎悪 を 強め る の だ っ た 。 


較 請 ケン タム を 採る 天性 の 基 


技術 者 と し て も 優れ で いた フリ ッ ト は 、 MS パイ ロッ ト と し 
て も 充分 に 才能 を 発揮 し た 。 さら に 戦闘 の 中 で 、 普段 は 
使用 され て いな い 人 間 の 脱 の 一 部 [X 領 域 ] が 目覚 め 、 
先読み 能力 や 高い 反応 速度 を 発揮 する X ラ ウン ダー と し 
て 覚醒 。 AGE-1 タイ タス や AGE-1 スパ ロー な ど 、 AGE 
シス テム が 導き 出し た 特性 の 異な る ウェ ア 形 態 に もち パイ 
ロッ ト と し て 対応 で きた の で ある 。 その 結果 、 多 彩 な UE 
製 MS に 対応 する だ け の 強 さ を 猿 得する こと が で きた 。 


い 男 < 
カン ダム AGE 1 は 琴 持 の 中 で 進 人 を 続け た が 、 それに 呼応 する よう こ に フ リッ 
ト も 目覚 まし い 忠 長 を 淫 げ て いっ た の で ある 。 


MORE INFO! 
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パプ テマ ス ・ シ ロッ コ 。 詳 =e | 


Paptimus Scirocco 


木 尾 か ら 地 球 岡 に 細い 戻っ た 
異 能 異 才 の ニュ ー タ イプ 


宇宙 世紀 に お ける エネ ルギー 資源 の 要 と も 言え る 
ベリ ウム 3 を 確保 する た め 、 木 星 に 採掘 船団 を 派遣 
する 事業 が 進め られ て いた 。 パプ テマ ス ・ シ ロッ コ は 、 
U.C.0080 年 代 後 半 に その 木星 船団 を 率い て ティ 
ター ンズ に 参加 し 、 異才 と 野心 を も っ て グリ プス 戦役 
に 名 を 残し た 人 物 で ある 。 その 才能 と 価値 観 が 、 地 
球 か ら 遠 離れ た 林 星 の 環境 に よっ て 培 わ れ た も の 
で ある な ら 、 シ ロッ コ は ニュ ー タ イプ の 発現 と いう 事 
象 の ひと つの 典型 だ っ た と 言え る の か も し れ な い 。 

シロ ッ コ が 木星 船団 を 率い て 地球 國 に 帰還 し た 
U.G.0087、 地球 連邦 軍 は ティ ター ンズ と エゥーゴ に 
分 か れ て 内 部 抗争 を 繰り 広げ て いた 。 その 混乱 の 
中 で 、 シ ロッ コ は 己 の 野心 を 満た す た め に 独自 の 行 
動 を 始め 、 テ ィ タ ー ン ズ に 接近 し て いく 〈。 そし て 、 天 
才 的 な 才 党 を 秘め た シロ ッ コ の 跳 梁 は 、 テ ィ タ ー ン 
ズ と エゥーゴ の 対立 に よっ て 混迷 する 地球 圏 の 情勢 
を 、 さら に 複雑 な も の と 変え て いっ た の で ある 。 


「 木 星 帰 り の ニュ ー タ イ 
プ 」 と し て 類 い 下地 覚 


ロッ コ は 、 グ ダリ 

役 に 自ら の 野心 
を 示し て いく 。 その 存在 
は 地球 園 の 泌 乱 を 肪 長 
LT て WD 


・ ビ ダン や ハマ ー 
WV、 カリ プス 
所 を 人 


NS | 


シロ ッ コ が 木星 較 滞 奏 時 の 
ジュ ビ トリ ス 内 で 開発 し た ハン 
ド メ イ ド の TMA。 木星 の 重 カ 
を 規定 し た 大 推力 を 締り 、 
カ に も 優れ る , シロ ッ コ が 地 
球 国 族 選 時 に 捧 乗 


向 が 強 
| を 自称 し て 芝居 
他人 に 得体 の 知れ な い 印 象 を 与え る こと も 多かっ 


‘0 
シロ ッ コ が 自ら の 搭 生 機 し て 
設計 ・ 開 発し に NT 詩 密 MS。 
1t 重 MS で あり な が ら も 優れ た 
電動 性 を 有 し 、 高 い 総合 性 
A 能 を | クリ プス 戦役 末 
a が 搭乗 し た 


関連 ファ イル 


ちら も 、 シ ロッ コ へ の 忠 謎 は 撮 
る が な か っ た 
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地球 圏 に 帰 加 し た シロ ッ コ は ティ ター ンズ に 恭順 を 示 
し 、 ジ ュ ピ トリ ス の 影響 力 を 背景 に その 内 部 へ と 食い 込 
ん で いっ た 。 ティ ター ンズ を 率い る ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン は 、 
シロ ッ コ の 鋭 すぎ る 才覚 に 危 恨 を 抱き つつ も 彼 を 重用 
し 、 ド ゴス ・ ギ ア の 作戦 参謀 薬 司令 官 に 任命 する 。 こ 
うし て 組織 に 確固 た る 地位 を 築い た シロ ッ コ は 、 独 自 の 
戦力 を 整え な が ら 、 アボ ロ 作 戦 の 成功 や 地球 國 に 帰 軍 
し た アク シズ と の 同盟 交渉 で 実績 を 挙げ 、 自 ら の 権力 
を 強め て いっ た の で ある 。 

だ が 、 シ ャ ア ・ ア ズ ナ ブル の ダカール 演説 と アク シズ 
の 本 格 的 な 戦局 介入 を 境 に 、 グ リプ ス 戦 役 の 情勢 は 
楽 化 し て いく と と に な る 。 シロ ッ コ は 三つ巴 と な っ た 状 
況 の 中 で ティ ター ンズ の 掌握 を 図り ハマ ー ン ・ カ ー ン 
と の 交渉 の 席 で ジャ ミト フ を 暗殺 し て ティ ター ンズ の 指 
近 権 を 掌中 に 収め た 。 さら に 、 エ ウゥ ー ゴ と アク シズ が グ 
リプ ス 2 の コ レー ザー を 巡っ て 争う 間 に バ スク ・ 
オム を も 葬り 、 テ ィ タ ー ン ズ を 掌握 す る 。 そし て 、 グ リプ 
ス 2 の 攻防 戦 で 争乱 に 決着 を つけ よう と し た シロ ッ コ は 、 
ハマ ー ン や シャ ア の 排除 を 試み る が 、 エ ッ ゥ ー ゴ が 発射 し 
た コロ ニー・ レーザ ー に よっ て 艦隊 を 失う 。 さら に 、 戦 
力 を 建て 直す べく ジュ ピ ト リス に 撤退 し よう と し た 際 に カ 
ミー ユ ・ ビ ダン の 追撃 を 受け 、 最 期 は ガン ダム に 人 々 
の 意思 を 集結 させ た カミ ー ユ の 前 に 敗れ 、 命 を 落と し 
た の だ っ た 。 


ヨコ の 計 多 き 経 礎 と 日 后 し た 世界 


グリ プス 戦役 で その 名 が 知ら れる よう に な っ た シロ ッ 
コ だ が 、 そ れ 以 前 の 経歴 に つい て は 不明 な 点 が 多い 。 
一 説 に は 科学 者 の 手 に よる デザ イン ベビ ー だ っ た と も 
言わ れ 、U.C.0080 年 代 に 入り 20 代 の 若 さ で ジュ ピ ト リ 
ス 級 惑星 問 へ ヘリ ウム 輸送 艦 1 番 艦 ジュ ピ ト リ ス の キャ プ 
テン に 抜 握 さ れ た と いう 。 シロ ッ コ の ニュ ー タ イプ と し て 
の 覚醒 や 独特 の 価値 観 は 、 木 星 圏 で の 体験 に よる と 
ころ が 大 きか っ た と 言わ れ て いる 。 

地球 園 に 帰還 し た の ち は 、 グ リプ ス 戦 役 後 の 地球 國 
硫 治 を 昭 み 、 そ の 主役 と な る べき は 女性 で ある と いう 持 
論 の 下 に 行動 し た 。 し か し その 一 方 で 、 シ ロッ コ は 天才 
を 自負 し つつ 、 世 界 を 動か みす の は 一 握り の 天才 と いう 考 
え を 持っ て いた 。 自分 が 権力 の 頂点 に 立つ こと は 志向 
せ ず 、 そ の 上 で 自ら が 思い 描く 世界 を 作り 出す と いう 野 
心 に 基づき 、 シロ ッ コ は グリ プス 戦役 を 戦っ た の で ある 。 


上 多 方 面 に 発揮 され た シロ ッ コ の 才覚 
シロ ッ コ は 優れ た ニュ ー タ イブ で あり 、 当 時 を 代表 す 
る MS パイ ロッ ト だ っ た 。 また 、 政 治 や 軍事 の 手腕 に も 
長け 、 瞬 く 問 に ティ ター ンズ の ナン バー3 に の し 上 が る ほ 
どの 才覚 を 示し た 。 さら に 、MS 開 発 者 と し て の 襲 も 持 
ち 、PMX シ リー ズ と 呼ば れる MS 群 を 手掛け た ほか 、 ガ 
ブス レイ や ハン ブラ ビ の 開発 に も 携わっ て いた 。 天才 の 
自負 に 相応 し い 傑 物 だ っ た こと は 間違い な い の で ある 。 


シロ ッ コ は ハマ ー ン と 大 を 中 ぺる ほど の 強 カ な ニ ェ ー タ イブ 飼 を 有する パイ 
ロッ ト で あり 、 息 且 指揮 官 と し て も 優れ た 手際 を 見 せ た 。 


MORE INFO! 


男 ハ イフ ァ ン 


ビ トリ ス に お い 


ハイ ファ ン の 次 が あっ 


ー! 4 


意気 投合 し 、 彼 
生 必 を 健 す る こと と な る 


男女 性 た ち 


電通 ・ サ ン ラ イメ 
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PERSONAL PROFILE ーー E02 mglll 
ヴェ ルナ mi ホ ルク ノ バイ ツン 


Werner Holbein 


何より も 重要 : 
ず 、 そ れ が 元 で 直属 の 上 司 


カ に 便 れ 、 沢 用材 に 下す 
る 。 ズゴック E と 名 付け られ 
た 改修 機 も 諾 生 し で い 


足跡 


錆び た 


ヴェ ルナ ー・ ホ ル バ イ ン 


ツン ヘイ ム で は 坦 
る こと が 多 か - 


それ で も パイ ロッ ト と し 
て の 技 千 は 群 を 持 い て 
お り 、 モビ ル ダ イ / 
ステ ム の 軍用 試験 に は 
欠か せな か 


、| ちな み に 大 気 園 医 下 中 に 


MORE INFO! 


落下 の G に 耐え な が ら 連 邦 軍 艦艇 を 照準 に 捉え た 時 、 ホ ル パ バイ ン は 自分 
の 体 が 海中 に 没 する 感覚 を 覚え た と され る 。 それ は 、 彼 が イメ 
た 「 海 の 男 ] と し て の 理想 だ っ た の だ ろう 。 思い 描い た イメ 
し た か ら こ そ 、 彼 は 戦果 を 挙げ る こと が で きた 。 その 充足 が 彼 に 「 凪 い だ 海 ] 
を 感じ させ 、 穏やか な 気持 ちの まま 、 海中 に 没 し た の で ある 。 


福 弄 し 、 自 5 も 漠 死 の 
重傷 を 負っ た と は いえ 、 
ホル バイ ン の 胸中 は 林 
や か な 海 の よ うだ っ た 。 


| KN だ が その 直後 、 コ ア ・ プ ブー スタ ー の 引 
W ご ンス を 崩し 、 ホル バイ ン と 共に 大 洋 に 


GL) 本 02 ser thn 


最後 の 試験 運用 は ジャ 
プロ ー 直 上 か ら の 垂 直 
許 下 と いう 無謀 な も の 


連 才 軍 艦 穫 を 明 挙 せ し 


め て いる , 


れ た ゼー ゴ ッ ク は 大 破 。 パラ 


初め て の 凪 い だ 


昔 い の 後 、603 部 隊 の 面々 は ホル バイ ン の 祖父 が 
サイ ド 3 の 病院 で 亡くな っ た と 知ら され る 。 だ が 庄 り 
を 朋 に 艇 っ た 彼 を 藻 く 言う 者 は 誰 も いな か っ た 。 
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に PROFILE 
エミ リー・ ア モン ド ーー 
Emily Amonde 3 = 
フリ ッ ト を 一 途 に 想い 
彼 を 信じ て 見 守っ た 少女 


100 年 に も 奄 っ た 地球 と UE= ヴ ェ イ ガン の 戦争 
に お いて 、 フ リッ ト ・ ア ス ノ は 救世 主として 語り 継が 
れる 英雄 で あっ た 。 彼 は 様々 な 悲し み を 乗り 越え 、 
最終 的 に 戦争 を 終結 させ る に 至っ た の で ある 。 その 
苦悩 を 最も 身近 で 見 続け 、 支え た 人 物 が 幼なじみ の 
エミ リー・ ア モン ド で ある 。 7 歳 の 頃 か ら フ リッ ト の 傍 
ら に 居 た エミ リー は 、 ガ ンダ ム 開 発 に 半 け る 彼 の 符 
意 を 知っ て お り 、 取 り 湾 か れ た よう に ガン ダム 以外 は 
目 5 く れ な いこ と を 気 に 病 ん で いた 。 だ か ら こそ ガン ダ 
ム が 完成 し 、 初 め て フリ ッ ト が UE と 戦っ た 隊 は 彼 が よ 
うく 前 に 進め る と 喜ん だ の で ある 。 それ で も 危険 な 
戦い に フリ ッ ト を 行か せ た く な いと 、 当 初戦 い を 止め さ 
せよ うと 考え で いた 。 だ が 、 み ん な を 守 ろ うと 戦う フリ ッ 
ト や ディ ー ヴ ァ の クル ー、 他 の コロ ニー の 人 々 と 接 す 
る うち に 、 フ リッ ト を 信じ て 見 守る と と を 決意 。 想い を 
寄せ る 女性 が フリ ッ ト の 心 の 中 に 居る こと を 薄々 感じ 
つつ も 、 自 ら の 想い を 貫い た 。 


活 を お どなり に し が ち 
な フリ 小 を 、 い つも 気 


リッ ト を 第 一 に 考え て お り 、 ファ ー 
ト を 助け る た め バル ガス や 地下 
の リー ダー、 ドン ・ ボ ヤー 


プイ ニー ヴ ガク 
者 軍 の 戦 著 。 AG.115 当 


ーー 


関連 ファ イル 


四 AGg ot11 
テス AGE-02.01 
アロ ィ 


た AGE デ バイ ズ の 情報 か 5 ガ 
ンダ ム AGE-1 を 造り 上 げ る 。 


101-21 


「 母 に 託さ れ た ガン ダム で みん な を 守る 救世 主 に な 
る 」 一 一 る の 想い を 抱き 生き て きた フリ ッ ト が 、 ノ ー ラ を 
に ガン ダム で 立ち 向かっ た 
一 歩き 踏み 出せ る と 考え た 。 だ が 、 
の 脱出 後 も ガン ダム に 乗り 、 子 供 の 身 で 危険 な 戦い を 
続け よう と する フリ ッ ト に 対し 、 エ ミリ ー は 心配 と 共に 不 
満 を 抱く 。 フリ ッ ト に 代わ っ て ウル フ ・ エ ニア クル と の 勝 
仙 を 買っ て 出 た の も 、 負 け て ガン ダム を 失 え ば フリ ッ ト が 
も う 戦わ ず に 済む と 考え た か ら で あ る 。 戦い を や め て 欲 
し いと いう 赴 い に 反し 彼 が 一 居 戦 い に 向き 合っ て いく 
こと や 、 心 配 する 自分 の 気持 ち を 流 ん で くれ な いこ と に 
音 立 ち を 覚え る こと も あっ た エミ リー。 それ が 時 に は 不 
機嫌 な 態度 と な っ て 表れ る こと も あっ た 。 そん な 折り 、 エ 
ミリ ー は マッ ドー ナ 工 房 の ララ パー リ ・ マッ ドー ナ と 出 会 
い 、 好 き な 相 手 な ら ば 命 悪 け の 戦い を 信じ て 共に 歩む 
べき と アド バイ ス さ れる 。 フリ ッ ト の 身 を 案じ て 戦い か ら 遠 
ざけ よう と し て いた エミ リー だ が 、 そ の 想い の 源 は 好意 
ゆえ の も の だ と 自分 の 気持 ち に 気付 く 。 そう し て 戦う フ 
リッ ト を 信じ 、 見 守り 続け た 自分 の 気 
持ち を 彼 に 伝え よう と は し な か っ た 。 し か し 、「 コ ウ モ リ 退 
治 戦役 ] 後 し ば らく し て エミ リー の 想い は よう や く フ リッ ト 
に 届き 、 ふた り は 結婚 し 二子 を 授かる の だ っ た 。 


に 2 半 戦う フリ ッ ト に 抱く 想い 


ノー ラ 崩 壊 時 に 避難 民 と し て トル ディ ア へ と 移住 する 
リー だ が 、 フ リッ ト が ディ ー ヴ ァ に 乗る と 
放っ て お け な い と 自分 も 艦 に 乗り 込む の た 
それ か ら の エミ リー は ガン ダム で 戦う フリ ッ ト を 止め る た め 
行動 する 。 ファ ー デ ー ン に 寄港 し た 際 、 グ ルー デック ・ 
エイ ノア に 直談判 する こと も あっ た が 願い は 叶わ ず 、 心 
配 が フ に 伝わら な か っ た こと で エミ リー は 艦 を 飛び 
出し て し まう 。 その 際 、 ザ ラム と エ ウ バ の 内 戦 に 巻き 込 
まれ る が 、 そ れ を きっ か け に フリ ッ ト は 両 勢力 を 和解 させ 
内 戦 を 終わ ら せ る の だ っ た 。 その 次 を 見 て フリ ッ ト が みん 
な を 守る た め に 戦う こと を 理解 し な が ら も 、 危 険 な 戦い 
は や め て 欲し いと 悩む お 。 し か し 、 ラ ラバ パー リ の 言葉 で 彼 
女 は 送 い を 振り 払う の だ 


男 ] 乏 ルー テッ の 正しき を 証 功 し た 聡 胃 き 


ノー ラ か ら 逃 げ よ うと し て いた ディ ー ヴ アァ 艦長 ディ ア 
ン ・ フ ォ ン ロイ ド か ら 、 グ ルー デック が 不法 に 艦長 の 座 
を 奪っ た こと を 知っ た エミ リー。 彼 が みん な を 騙し て いる 
こと に 一 抹 の 不安 を 感じ る 一 方 、 ノ ー ラ を 救っ て くれ た 
グル ー デ ッ ク を 信じ て いた 。 そし て 、 グ ルー デック が 艦長 
に な りす まし て いる こと を 告白 し た 際 、 ノーラ の 民間 人 EE 
を ディ アン が 見 捨て よう と し て いた 事実 を ブリ ッ ジ クル ー 
グル ョ 22 が 首長 に な 5 だ お かがり iz ョ ミラ の 議 PT よ と 


の 勝手 な 言い 草 に 起 
り を 覚え る 。 


移住 先 ト ルディ ア の チ 
柱 まれ 


? フリ ッ ト が 大 切 に し て いる り ボン の 持ち 主 
2 かと な っ お 了 、 マ パー ナ エ 有 に 打 する ご と > を 堆 す の だ っ た か っ た と 知り 、 エミ リー は 役 の 悲し み と 自 


Wa tz as 101-22 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


PERSONAL PROFLE 
ファ ラ ・ グ リフ ォ ン 


Fuala Glifon 


PROFILE 


年 齢 2 


技能 _ MS の 操 縮 、 策略 


ザン ネッ ク 


ペ ベスパ が 開 圧 し た 試作 MS.。 


上 生野 道上 か ら 地 の 


栖 的 を 草 撃 可能 な 長久 

キャ ノン | を 搭載 
し 、 り ガ ・ ミ リティ ア が 駐在 す 
る ラ ゲ ー ン 基地 を 明 還 し た 。 


<|<|<|<|<|<|< 


みん な ギロチン で 
一 刀 両 断 に し て や る !! 


タシロ の 素 計 で 宇宙 を 漂い 、 自 ら 命 を 絶つ 寸前 まで 
追い 詰め られ た 体験 は 、 毅 然 と し た 女性 士官 を 凶暴 な 
戦士 へ と 変貌 させ る に 充分 な も の だ っ た 。 その 体験 が 、 
彼女 を 命 の 遣り 取り に 愉悦 する 「 ギ ロ チ ン の ファ ラ 」 に 
変 魏 さ せ 、 戦 場 に 向かわ せる こと と な る 。 エ ル ・ 
ハイ ロウ の 実戦 配備 と 時 を 同じ くし て 、 タ シロ 直属 の 部 
下 と な っ た ファ ラ は シュ バッ テン 艦隊 に 配属 と な 
ガ ・ ミ リティ ア に 対す る 戦力 と し て 、 そ し て 事 あら ば 、 
ンス カー ル 帝 国 を 牛耳る フォ ン セ ・ カ ガチ を 課 殺 する 切 
り 札 と し て 一 一 彼女 は タシロ の 思惑 どおり に 、 その 懐 妃 
で ある 。 し か し ファ ラ か らし て みれ ば 、 


お らん !」 心 を 病 ん だ その 体験 は 彼女 を 戦い へ と 駆り 立 
て 、 ウ ッ ソ と いう 獲物 を 追い 立て る こと に 頭 させ た の 
\ に は キル ・ タ ンド ン や カリ ン ガ ・ ヴ ォ ー 


か つて 心 を 通わ せ た 部 下 の メ ッ チ ェ ・ ル ー 
を 地球 で 失い 、 タ シロ の 手駒 と し て 命 の や り 取り を 強 
つて いた 女性 と 
と で 自ら の 狂気 を 悔 
いさ せ た の だ ろう か 。 戦士 と し て の 誇り に す が ろ うと する 
最後 の 抵抗 も ウッ ソ の 攻撃 の 
の ファ ラ 」 は 今度 こそ 宇宙 に 散っ た の で ある 。 


おお 5 当 ファ ラ の 人 格 変 容 に 関す る 一 考察 
ファ ラ の 人 格 が 


と いう 説 も 

ュ 対応 型 
MS へ の 適応 能力 や 、 戦 闘 中 の ウッ ソ と 交感 状態 に 
入っ た 様子 な ど は 、 フ ァ ラ が 強化 人 間 と な と の 証 
左 と 言え る 。 それ が 真実 な ら 、 フ ァ ラ が 精神 的 な 変調 を 
来たし た の も うな ず け る と いう も の だ 。 し か し ファ ラ が その 
よう な 施術 を 受け た と する 公式 記録 が され て お ら ず 、 
すべ て は 状況 証拠 か ら の 憶測 に 過ぎ な い -……。 


記名 p 過 ファ ラ を 排除 させ た ウッ ソ の 自由 な 発想 


エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ 宙 域 で の 戦闘 に 参加 し た ファ ラ 

ソ を も 上 回 る 能力 を 発 

い 込 ん で いる 。 それ を 制 し 

た の は ウッ ソ 発 案 に よる 奇策 で あり 、 自由 な 発想 で 戦い 
を 制す る ウッ ソ の 前 に ファ ラ は 敗退 し た の だ っ た 。 


JMORE INFOI 


エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ 攻防 戦 に お いて 、 ファ ラ は 新しい 部 下 の キ ル ・ タ ンド ン を 
ッ ク の 窟 撃 手 と し て 同乗 し な が ら も ウッ ソ 機 の 撃破 
ファ ラ に 射殺 され て いる 。 その 際 、 フ ァ ラ は 「 お 前 は メッ チェ 
も な らん 」 と 吐き 捨て て お り 、 彼女 が 今 は 亡き 部 下 の 面影 を キル に 重 
と が 宮 わ れる 。 宇 宇 涯 流刑 か ら 復帰 後 、 周囲 の 誰 も 信じ 
、 失っ た 心 の 際 間 を メッ チェ で 埋め た : 


伴っ て 出撃 し た 。 だ が ザ 


た の か も し れ な い 。 


こと か ら フ ァ ラ の 取り を 買っ 陸 気 は 近い も の が あ 


ファ ラ を 押し 止め た の は マー ペッ ト と 彼女 の 中 に 
な 使 の 力強い 波動 が ファ ラ の 攻撃 を 店 路 わ せ た の だ 


の 戦い は ウッ ソ の 勝利 で 募 を 義 じ 。 フ ァ ラ は 機体 と 共 
は いえ 埋 い に 敗れ だ 精神 は ギ ロ 系 
よう や 解き 放 た れ 、 奄 外 な ほ 


新た な 部 下 キル ・ タ ンド ン WW 


1 な く な っ 


メッ チェ に 似 た 組 面 の 男子 で 
それ が ファ 
し れ な い 


ラ の 貴 味 を 


a サンライズ 102-12 
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機動 戦士 ガツ ダム MS IGLOO ら 重力 戦線 


PERSONAL PROFILE (2) 本 02 se Oln 
対 MS 特 技 兵 分 隊 i = トト | 


Anti MS Squad 


i 


過酷 な 戦い を 強い られ た / > 1 Ls 

地球 連邦 軍 の 対 MS 部 隊 A = 
ー 征 戦争 で ジオ ン 公団 軍 の 新兵 器 一 MS の 民 昌 Y つ 7。 

力 に 直面 し た 地球 連邦 軍 は 、 そ の 対抗 策 に 迫 られ pa = 

た 。 通常 兵器 の 物量 で 対応 し よう に も 、 ジ オン 公国 PS 2 5 ュ ク 

軍 の 地球 侵攻 作戦 に よっ て 消耗 を 強い られ た 地球 『 プー マル クタ ) 


連邦 軍 に 宗 力 は な く 、 来 た る べき 反攻 載 に 備え て 戦 
力 を 温存 する 必要 も あっ た 。 その 状況 で 生ま れ た の 
が 、 対 MS 特 技 兵部 隊 で ある 。 歩兵 に と っ て の 死神 
と も 言え る MS に 対し 、 生 身 で 対 財 す る こと を 任務 と 
し た 彼ら は 、「 ザ クハ ンタ ー] と 呼ば れ た の だ っ た 。 
対 MS 特技 兵部 隊 は 、 地 上 の 地 麗 連邦 軍 各 方 
面 軍 に 配備 され た が 、 そ の 中 で も 特に 知ら れ て いる 
の が 第 44 機 械 化 混成 連隊 所 属 の 小隊 で ある 。 ペ 
ン ・ パ バー バリ ー に 率い られ た この 部 隊 は 、 一 年 戦争 
初期 の 欧州 南方 戦線 で 連隊 の 後退 を 支援 する た め 
に 単独 で 任務 に あたり 、 ジ オン 公国 軍 の ザク 8 機 と 
交戦 し た 。 その 壮絶 な 戦い 振り は 、 ザク ハン ター た ち 
の 過酷 な 運 語 を 物語 っ て いた の で ある 。 
弟 44 機 械 化 混成 連 
隊 の 対 MS 特技 兵 小 


隊 を 品 い た パ バーバ 
は 、 の 部 


り 、 MS に 狙わ れれ ば | 
ひと た まり も な か っ た 


関連 ファ イル 
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個人 用 携帯 装備 
BLE RE 


M-101A3 

りー ニナ 

対 MS 特 扶 兵 が 用 いた 地球 

連邦 軍 の 対 MS 重 誘導 弾 

(ANSM)。 有 

を 発射 する 組み 立 
3 


対 MS 特技 兵 小 隊 に 後退 支 


援 を 


ベン ・ パ ー バ リー は 、 第 44 機 械 化 混成 連隊 に 所 属 
する 対 MS 特 技 兵 小隊 の 指揮 官 で 、10 機 以上 の ザク 
を 撃破 し て きた 凄腕 の ザク ハン ター だ っ た 。 一 方 で 、 そ 
の 代償 と し て 多く の 部 下 を 失い 、 周 囲 か ら 部 下 の 血 を 吸う 
「 死 神 ] と 呼ば れ た 。 パ バーバリー 自身 、 部 下 の 命 を 犠牲 
に 自ら が 生き 長らえ て きた 現実 に 自責 の 念 を 抱い て いた 。 
し か し 、 戦 況 は バー バリ ー の 心中 を 購 醒 する こと な く 地 
球 連邦 軍 を 追い 込み 、 彼 の 小隊 に は 連隊 の 退路 を 分 
断 す る ザク 3 機 を 撃破 する 任務 が 与え られ た ! 

U.C.0079.04.27、 部 隊 を 率い て マリ アー ジュ 近郊 
に 進出 し た バー バ パリー は 、 友 軍 か ら 孤 立 し た 2 機 の ザク 
I と 対 財 する 。 情報 と の 食い 違い を 不審 に 思い つつ も 、 
待ち 伏せ を 仕掛 けた バー バリ ー は 、 多 く の 犠牲 を 払っ て 
1 機 を 仕留め た 。 残っ た ザク の 猛攻 に よっ て 部 隊 
は 壊滅 し 、 ま た し て も バーバリー ひ と り が 生き 残る こと に 
な る 。 その 慎 り を ぶつ ける か の よう に 、 ザ ク を 撃破 する 
パー バリ ー。 だ が 次 の 瞬間 、 地 中 か ら 姿 を 現し た 3 機 目 
の ザク に よっ て 、 ザク ハン ター の 命 は 絶た れ た の だ っ た 。 

戦死 し た 部 下 た ちの ド : 
グ タ グ を コレ マッ タ に 突き 
つけ る パー バリ ー。 対 MS 
特技 兵 を ザク ハン ター と 


も て は や し な が ら 、 捨 て 答 
と し て 扱う 上 官 に 尼 り を 覚 


5 が 死神 と 呼ば れ 、 自 分 
た ち に と っ て の 死神 と 戦 
う 者 と し て 、 死に 艇 入ら 
れ て いた の か も し れ な い 。 


対 MS 特 技 兵 は 、 ザ クハ ンタ ー の 通り 名 と は 裏腹 に 
返り 討ち に 遭う こと も 多く 、 損耗 の 激しい 兵種 で あっ た 。 
パー バリ ー の 部 隊 も 度 重 な る 戦闘 で 多く の 隊員 を 失 
い 、 ペ テラ ン と 呼べ る 者 は 副官 の 役割 を 担っ た パパ ・ 
シド ニー・ ル イス を は じ め わ ず か だ っ た の で ある 。 

ルイ ス は 、 4 個 分 隊 で 編成 され る バー パリ ー 小 隊 の 第 
1 分 隊 砲 手 を 務め た 対 MS 特 技 兵 で 、 平時 は 小隊 の 庶 
務 や 移動 用 軽 車両 の 運転 な ども 担っ た 。 パー バ パリー が 
も っ と も 信頼 する 古参 の 隊員 で あり 、 彼 の 心中 を 良く 知 
る 人 物 で も あっ た と 言え る 。 し か し 、 マ リア ー ジ ュ 近 郊 の 
戦闘 で バー バリ ー の 制止 を 聞か ず に 2 機 目 の ザ ク に 肉 
迫 し 、 対人 兵器 の 直撃 を 受け て 戦死 する こと と な っ た 。 

一 方 、 4 月 末 の 時 点 で 第 44 機 械 化 連隊 に 残る 唯一 
の 対 MS 特 技 兵 部 隊 と な っ て いた バーバリー 小隊 は 、 
養成 も 半ば の 新米 兵 を 矢継ぎ早 に 補充 し て 部 隊 の 体 
を 保っ て いた 。 4 月 26 日 に 補充 され た 第 4 分 隊 の 面々 
が その 例 で 、 わ ず か 2 週間 の 転 科 訓練 期間 で 部 隊 に 
配属 され た 彼ら は 、 その 未熟 さゆ え に 命 を 落と し た 。 

ルイ ス は バー バリ ー の 中 
許 的 な 存在 で 、 多く の 部 
を 失っ て きた 指揮 官 の 
苦 作 を 間近 で 見 て きた 
それ だ け に 、 バ パー バ リ - 


の 心情 を 気 選 う 言動 も 多 
< 見 5 れ た 


第 4 分 隊 の 兵士 た ち は 、 
各線 と 経験 不足 か ら 陣 
地変 換 が 召し い 棋 の 上 
に 陣取り 、 バ ー バ リー に 
叱責 され る 。 結局 バー バ 
リー の 指摘 周り 、 送 げ 
間もなく 全滅 し て し き う 。 


102-15 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


PERSONAL PROFILE に [W] mr02 ser 02s 


デュ オ ・ マ ックス ウェ ル 本隊 


出身 L2 コ ロニ 
Duo Maxwell 技能 _ MS の 操 継 、 秘 密 工 作 、 潜 入行 動 。 


ドア ニア メード アム ん Ji・( | 


ー マ ロ ヘン 選 営 部 rr クト テー\ [の 」 


「G] の パイ ロッ ト の 中 で も 明る く 社区 前 で あっ た デュ ェ 
が 、 デス サイ ズ を 完膚 な 壊さ れる な ど 、0Z と の 
戦 の 中 で 多く の 挫折 を 経験 し : が 、 コ | 
け は 守り た いと 、 戦場 か ら 完全 に 撤退 する こと 


XXX6-01D2 
ガン ダム デス サイ ズ ヘ ル 


0Z 宝 定 軍 に 太 壊 され た ガン 
ダム デス サイ ズ を ペー スズ に 


W0201 
W0215 


新 機動 混 記 ガン ダム W 


PERSONAL PROFILE : W| mr02 sr 025 


パレ な いよ うに 忍び 込む や の は 
得意 技 な ん で ね 


、 足 Yi 


1 軸 。 五 飛 や ヒ イ 
を 生 


た 。 彼 安 の 身 を 大 切 
りり の 彼女 を 見 て 


MD を 甲 破 し た 


デュ オ の 成長 MORE INFO! 


デュ オ は 、 プ ロフ ェ ッ サーG か ら デ ス サ イ ズ を 託さ れ 、 地 
球 に 隆 下 し た 。 以降 は 、「G」 の 技術 者 と 繋が り の ある 
ハワード と 連携 し て OZ に 攻撃 を 加え て いっ た 。 宇宙 に 上 
か ら も 、 プロ フェ ッ サ ーG か ら デ ス サ イ ズ ヘ ル を 渡さ 


ズ を 託し 、 地球 へ と 降下 さ 
術 者 。 デュ オ の バ 
イロ ッ ト と し て の 能力 や 人 
間 的 資質 を 早く か ら 見 技 
いて いた と 見 られ る 。 


た 。 デュ オ は 彼 や ガン ダム の 
技術 者 の こと を 疫病神] と 


は じ め ガ ンダ ム の 

バイ ロッ ト を サポ ー ト し た は 
地球 で は デュ オ の 作戦 を 陰 か か 、「G」 アーム の 結成 に 
ら 支 え 、 ピース ミリオン で は 関与 。 アロ ハシ ャ ツ に サン 
MS の 改修 や 整備 を 指 控 し た ダル と いう ラフ な 格好 か ら 
ハワード 。 デュ オ も 破 を 信頼 は 想像 で きま な い 重 要 な 役 


し て いた 回 り を 担っ で いた 


前 邊 ・ サ ン ララ ィ イズ 102-16 


機動 戦士 ガン ダム SEED ASTRAY 


PERSONAL PROFILE 
ロウ ・ ギ ュー ル の 促 間 a 島 


Lowe Guele's Team 


a 3 
0S 末 (重里 、 リー アム ) 0 


ロウ に 惹か れ て 集まっ た 
風変わり な メン バー た ち 


天才 メカ マン の ロウ ・ ギ ュー ル の 周り に は 、 彼 に 
惹か れ て 非常 に 特殊 な 者 た ち が 集 っ て いた 。 中 で も 
ロウ を 中 心 と し た ジャ ンク 屋 組合 チー ムーー フ ァ ー ス . 
ト ・ コ ー デ ィ ネ イタ ジ ・ グ レン の ファ ン で あ 
る 山吹 樹里 、 ナ チュ ラル に 興味 を 持つ コー ディ ネイ 
ター の リー アム - ガー フィ ー ル ド 、 常人 と 異な る 思考 
を 持つ 謎 の 美女 プロ フェ ッ サ ーー 一 は ロウ が 最も 信 
頼 する 仲間 で ある 。 中 で も 樹里 は 「 ロ ウ の 彼女 ] を 
自称 し て お り 、 ロ ウ が 火星 へ と 旅立っ た 際 も 仲間 の 
中 で 唯一 行動 を 共に し た ほど で あっ た 。 

ヘリ オ ポ リ ス か ら オ ー ブ 製 の 試作 MS を 入手 し た こ 
と を きっ か け と し 、 チ ー ム は 様々 な 事件 に 巻き 込ま れ 
て いく 。 し か し 波乱 に 満ち た 日 々 は 出会い の 場 で も あ 
り 、 風変わり な 仲間 は 増え 続け る の だ っ た 。 


SFr 
< 環 


4 
ィ 


きき 足 門 3 登 


守 似 人 格 コ ンピュータ ー 
の 8( ハ チ ) や ジョ ー ジ ・ グ 
レン の 脳 が 移植 され 」 
GG ユ ニッ ト な ど 、 人 間 以 
外 の 存在 

集い 、 特異 な ジャ 


IN う くど うい 


ロウ に 負け ず 劣 ら ず 、 周 り の 連中 一筋縄 で は いか な い 
者 ば か り 。 リー アム は ナチ ュ ラル 観察 日 課 と し 、 プ ロフ ェ 
サー は 並外れ た 技術 力 と コネ を 持ち 、 樹 里 は 何 を する に も 
失敗 ば か り と 、 それ ぞ れ が 風変わり な 面子 で ある 


AGS-0201 


102-17 


な 性 格 の た め 失 敗 ば か り で 自分 に 自信 を 持て な 
い 樹 里 は 、 何 も で き な い 自分 が ロウ の チー ム に 居 て も 
良い の か 悩ん だ こと も あっ た 。 だ が 、 グ レイ ブ ヤ ー ド で レッ 
ド フ レー ム を 狙う 備 兵 に 人 質 に され た 際 、「 お 前 が いる 
と 色々 あっ て 面白 い ] と ロウ に 助け られ 、 自分 の 居場所 
が ある こと を 感じ た の で ある 。 仲間 と し て の 絆 は 確か だ 
が 、 ロウ の 彼女 を 自称 し な が ら も 肝心 の ロウ に その 自覚 
は な か っ た 。 し か し 、 樹 里 が ロウ の こと を 誰 よ り も 心配 し 
て いる よう に 、 ロウ も また 樹里 を 一 番 に 気 に か け て お り 、 
言葉 に せ ず と も お 互い 通じ て いた の で ある 。 

樹里 の 優し は 、 秘密 組織 ライ ブラ リア ン に よっ て 兵 
土 と な る べく 生み 出さ れ た 少女 一 一 6 人 の リリ ー・ ザ ヴァ 
リー た ち に 安らぎ を 与え た 。 組織 か ら 解放 た れ た リリ ー 
た ち は 樹 里 を 姉 の よう に 慕い 、 樹 里 は チー ム の 一 員 と 
し て リリ ー た ち を 受け 入れ た の で ある 。 


い 構 時 は 気 


サー アム ・ が ー プ ィ ー ル ド 

両親 が コー ディ ネイ ター と ナチ ュ ラ ル の 架け 橋 と な っ 
て 欲し いと 願い 、 双 子 の 弟 で ある リー アム だ け 調 整 され 
て コー ディ ネイ ター と な っ た 。 その た め 、 そ れ ぞ れ の 種 が 
「 ら し く 」 生き る こと で お 互い の 理解 が 深まる だ ろう と 信 
じ 、 コー ディ ネイ ター らし く 生き る た め の 方 法 と し て ナチ ュ 
ラル の 行動 に 興味 を 抱く 。 行方 不明 だ っ た ナチ ュ 
ラル の 兄 シ ニス ト と コロ ニー・ リ ティ リア で 再会 。 生ま れ 
を 気 に せ ず 理 想 郷 を 作ろ うと する 兄 の 生き 方 に 触れ た 
リー アム は 、 自分 の 道 を 模索 し は じ め る 。 


ロウ の 突飛 な 行動 は 非常 に 
興味 深い らし く 、 目 的 の ナ 
チュ ラル 観察 の 中 で も ロウ 


る こと が 多く 、 気 苦労 が 絶え 
な か 


プロ プ ェ ッ サ ー 


ヘリ オ ポ リ ス で アス トレ イ を 回 収 で きた の は 、 旧友 で あ 
る オー ブ の エリ カ ・ シ モン ズ か ら プ ロフ ェ ッ サー が 密か に 
連絡 を 受け た か ら で あ っ た 。 言う な れ ば 、 ロ ウ た ち が 尿 
動 に 巻き 込ま れる 原因 を 作っ た 人 物 と 言え る 。 


トラ ブル も 楽し げに 享受 し 


ー よ shHJ ロ MA 


MORE INFO! ジャ ンク 屋 組合 


避 壊 され た メカ の 改修 と 修理 を 担っ て いた ジャ ンク 屋 組 合 。 地 
球 連 合 と プラ ント の 戦争 部 発 に より 、 リ サイ クル に 従事 する ジャ ン 
ク 屋 組合 の 果たす 役割 は より 大 きく な っ た 。 C.E73、 チー ム を 離 
れ た リー アム は ジャ ンク 屋 組合 の 最高 責任 者 と し て 活動 する 


元 モル ゲン レー テ の 社員 。 C.E.71 の 連合 に よ 
る オー ブ 興 撃 の 際 に 逃げ 遅れ 、 教 助 され た ジャ 
ク 屋 組合 に 身 を 寄せ た 。 天然 だ が 腕 は 確か 


前 サラ ィ イズ 102-18 


機動 戦士 ガン ダム SEED C.E.73 STARGAZER 


PERSONAL PROFILE RAT 本 02 mm03I 
スウ ツェン e カル バイ ヤン 


Sven Cal Bayang 


GAT-X105E 
スト ライ クノ ワー ル ガ ン タム 


スト ライ ク ガ ンダ ム の 強化 タ 
イブ で 、 近接 戦闘 カ の 向上 
を 目的 と し た スト ライ カー パッ ケ 
「 ノ ワー ルス トラ イカ ー」 を 標 
洋装 備 と する 。 


SG-0201 
3G-0204 


103-13 


機動 戦 士 ガン タム SEED C.E.73 STARGAZER 


PERSONAL PROFILE 


中 中 A 


強化 され た 能力 


デュ エル ガン ダム が ケ 
ル ペ ロス パク ッ ハウ ンド 


に よっ て 昧 較 さ れ て いる 


すぐ きま 彼女 の 救出 
向かっ た 


キン 
ント ム ベ イン の 一 部 隊 を 率 


いる 指 探 官 で 、 ス ウェ ン に 非 人 


DSSD の 攻撃 で 族 態 ナナ バル 
2 と 共に 宇 軍 に 散っ た 


- 力 ) 


バ ヤ ン | | m02 sl9A 


コー ルド スリ ー プ ブ 状 


スウ ェ ン を 巡る 人 々 
Tp, 


情 を 桂 っ て スウ ェ ン を 彰 


スウ ェ ン の 面倒 を 見 て い 
た 女医 や 、 義成 交 設 
軍事 教育 を 施し 
| の 死後 も 


食通 ・ サ ン ラ イズ 103-14 


マガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE my, A 
イン グレ ッ サ e ミリ シャ の 人 々 の PROFLE 


People of Ingressa Militia 


イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ を 支え た 
山師 の 老人 と 若き 弟子 


正 暦 (C.C.) 2343、 月 の 民 ム ー ン レ ィ ス は 自ら の 
ルー ツ で ある 地球 へ の 帰還 を 期し 、 地 球 に 住む お 人々 
と の 接 煎 を 図っ た 。 交渉 の 矢面 に 立っ た 北ア メリ ア 
大 陸 イ ング レッ サ 領 の グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー 
ド は 、 対話 の 裏 で 駆け | き の カー ド と な る 軍事 カ の 
増 列 を 進め 、「 黒 歴史 ] の 機械 人 形 が 眠る マウ ン テ 
ン ・ サ イク ル の 発掘 を 行っ た 。 その 役割 を 担っ た の が 
「 山 師 ] と 呼ば れる 歴史 学者 シド ・ ム ン ザ と 、 彼 の 
弟子 ジョ ゼ フ ・ ヨ ッ ト で あっ た 。 

シド と ジョ セ ゼ フ の ふた り は 、 マウ ン テ ン ・ サ イク ル の 
研究 と 発掘 を 生業 と し 、 グ エン が 整備 し た 軍事 組織 
イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ の 戦力 拡充 に 協力 し て いた 。 
C.C.2345、 ム ー ン レ ィ ス の ディ アナ ・ カ ウン ター が 
地球 に 降下 し 、 ミ リ シ ャ と の 武力 衝突 が 活発 化す る 
と 、 シ ド た ち も そ の 戦い に 深く 関わ っ て いく こと に な 
る 。 そし て 、 ふた り は それ ぞ れ の 立場 かみ ら 戦い の 康 末 
を 見 届け る こと に な る の で ある 。 


シド と ジョ ゼ フ は 、 ネ ワイ ト 
ドー ル の 石像 か 5Y ガ ン 


Fi Nu VW 


| FLAT- 0 
プ 


ァ ナ ・ カ ウン ター 製 の 可変 。 関連 ファ イル 
機 で. 大気 務 へ の 突入 能力 


ロン を し て 人 
SYSTEM-V99 


103-15 


ジョ ゼ フ ・ ヨ ッ ト 

ジョ ゼ フ ・ ヨ ッ ト は 南ア メリ ア 大 陸 ・ マ ニ 
少数 民族 マ バ 族 の 出身 で 、3 歳 の 
に 親 を 殺さ れ 、 山 に 捨て られ て いた と ころ を シド に 拾わ 
れ た 。 当初 は 機械 人 形 の 発掘 や 整備 に 携わっ て いた 
が 、 イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ の 司令 官 ミハエル ・ ゲ ルン に 
見 出さ れ 、 バイ ロッ ト と し て 戦い に 加わ る こと に な る 。 

だ が 、 ジ ョ ゼ フ は 自ら の 生い立ち に コン プレ ックス を 抱 
き 、 成 り 上 が る 野心 を 持っ た 。 それ が ロラ ン へ の 対抗 
心 に 繋が り 、 戦い の 終盤 で は ギ ム ・ ギ ン ガ ナム と 手 を 
に も 走ら せ た 。 さら に 、 V ガ ンダ ム 
で ギン ガ ナ ム の ター ン X に 挑む も 、 返り 対 ち に 道 う < と に 
な る 。 それ で も 、 戦 い の 中 で 得 た フラ ン ・ ド ー ル と の 経 
が 、 最後 に は ジョ ゼ フ を 救っ た の だ っ た 。 


シド ・ ム ン ザ 


山師 と し て 各地 を 渡り 歩く 傍ら 、 黒 歴史 の 調査 に 熱 
意 を 注い だ シド ・ ムン ザ は 、 そ の 知識 を グエン に 見 込ま 
れ て 機械 人 形 の 発掘 に 携わっ た 。 シド 自身 、 地 球 が 月 
と 対等 の 関係 と な る た め に は ある 程度 の 軍事 力 が 必要 
と 考え て お り 、 グエン に 同調 する 部 分 も あっ た の で ある 。 
そう し て マウ ン テ ン ・ サ イク タル を 求め 歩い た シド は 、 ロ ラ 
ン や ラダ ラム ・ ク ン 、 月 の 技術 者 ホレ ス ・ ニー ペン た ち 


と 行動 を 共に し 、 さ ら に 多く の 機械 人 形 や 黒 歴史 の 技 
術 に 触れ て いっ た 。 だ が 、 自 ら の 知 的 欲求 に 素直 で あ 
る あま り 、 月 で 黒 歴史 の デー タ を 次 み 出 そ う と する グ エ 
ン の 企み に 加担 し 、 彼 の 野心 を 助長 し た と 悔い る こと 
に な る 。 それ を 償う た め に も 、 最 終 決戦 で は ロラ ン た ち 
に 協力 し 、 黒 歴史 を 巡る 戦い を 見 届け た の で ある 。 


錠 70 を 超え る 老人 だ が 。 


ヴィ ル ゲ , 
も 成功 し て いる 。 


り の 技能 


ジョ ゼ フ と シド は 機械 の 扱い に 長け 、 ミ リ シ ャ の 戦力 
整備 に 大 きく 貢献 し た 。 また 、 ジ ョ ゼ フ は 旧 時 代 の 技 
術 を 理解 する 能力 に も 優れ ん 、 の ち に パイ ロッ ト の 資質 を 
開花 させ る と と に な る 。 一 方 の シド は 山師 と し て の 様々 
な 技能 を 有 し て お り 、 地 層 を 読む 観察 眼 や 発掘 の た め 
の 糧 発 物 の 扱い 、 黒 歴史 の 知識 な ど に 精通 し て いた 。 
事実 、 シド の 力 に よっ て 多く の 兵器 が 発掘 され て いる 。 


ジョ セス は その 男 了 な 潤い 大 の 一 角 を 担う バイ ロッ ト と な っ た 。 


対し て . シド は 星 惑 な 知 詳 注 を 生か し 、 失 術 面 か ら ミリ シャ を えた 。 


MORE INFO! ジャ ラビ ィ 部 隊 


+ の パイ ロッ ト 


仕様 ) 
れる 機械 化 部 隊 F 


機動 戦士 ガン ダム 


EE 
あの 


叉 7 トバ ベニス 隊 を 支え た 少年 が 抱い た 
この 複雑 な 感情 


葛藤 と 基層 


(EB) E02 sr D3s 


ハヤ ト ・ コ バ ヤ シ 編 


Case of Hayato Kobayashi 
ハヤ ト ・ コ バ ヤ シ は ホワ イト ベー ス 隊 の 一 員 と し て 、 


一 年 戦争 に 身 を 投 


じ た 。 だ が 、 その 胸中 に は 仲間 へ の 様々 な 想い が 渦巻 いて いた 。 


ムロ ・ レ イ と い う 聖 に ぶつ か っ た ハヤ ト の 朋 人 


U.C.0079.09.18 


アム ロ の お 父さん みた いな 


U.C.0079.09.23 


軍事 技術 者 が ここ に 来 な けり ゃ … 


一 年 戦争 中 期 、 中 立 の サイ ド 7 に 地球 連邦 軍 の 
新造 盤 ホ ワイ トペ ベー ス が 入港 し 、 コロ ニー 住民 に は 避 
難 命 令 が 出さ れ た 。 サ イド 7 に 暮らす ハヤ ト も 避難 を 
強い られ 、 母 親 と 共に 家 を 離れ る て と に な る 。 し か し 、 
向かい に 住む 一 人 暮らし の アム ロ ・ レ イ に 避難 を 促さ 
な か っ た こと を 幼なじみ の フラ ウ ・ ボ ウ に 注意 され 、 不 
満 げ な 表情 を 浮か べ る ハヤ ト 。 その 口 か ら は 、 恨 み 言 
が こぼれ る の だ っ た 。 


地球 ・ 北 米 


アム ロ に で きた こと だ 、 や っ て みせ る ! 


ハヤ ト の 家 は サイ ド 7 へ の 移住 当初 は 別 の 地区 に 
あっ た が 、 地球 連邦 軍 の 研究 施設 が コロ ニー に 建設 
され た 際 に 立ち 退き を 余儀 な くさ れ て いる 。 ハ ヤ ト は 
内 心 で その こと を 根 に 持っ て いた よう で 、 地球 連邦 軍 
の 技術 士官 を 父 に 持つ アム ロ に 、 あ まり 良い 感情 を 
抱い て いな か っ た 。 先 の 言葉 は その 表れ で あり 、 サ イ 
ド 7 の 住民 が 多かれ 少な か れ 持っ て いた 地球 連邦 定 
に 対す る 反感 だ っ た と も 言え る だ ろう 。 


劇場 版 
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聞 転 
上 RE を A た 


ジオ ン 公 国軍 の サイ ド 7 奇 襲 で ホワ イト ベー ス に 避 
難し た ハヤ ト は 、 戦 死 し た 正規 乗組 上 員 に 代わ り 戦闘 
要員 と し て 働く こと に な っ た 。 一 方 、 サ イド 7 を 脱出 し 
た ホワ イト ペー ス は ジャ ブロ ー 基 地 を 目指 し て 地球 に 
降下 し 、 北米 で ガル マ ・ ザ ビ 率 いる 地球 方 面 軍 の 包 
囲 を 受け る 。 その 戦い で リュ ウ ・ ホ セイ と 共に ガン タン 
ク へ と 搭乗 し 、 パ イロ ッ ト と し て の 初陣 に 臨ん だ ハヤ ト 
は 、 自ら を 鼓舞 する よう に コク ピッ ト の 中 で 叫ん だ 。 


ホワ イト ベー ス が シャ ア ・ ア ズ ナ ブル の 追撃 に 晒さ 
れ な が ら も 地球 に 降下 で きた の は 、 ア ム 口 が 操縦 し た 
ガン ダム の 存在 が あっ た か ら こ そ と 言え る 。 ハヤ ト も サ 
イド 7 脱出 直後 か ら 訓練 に 励み 、 対 空戦 闘 で 機銃 座 
に 就く な ど 、 ホ ワイ ト ベ ー ス の 防衛 に 力 を 尽く し た 。 だ 
が 、 ア ム 品 に 比べ れ ば その 働き が 目立た な か っ た こと 
は 確か で あり 、MS の パイ ロッ ト と いう 同じ 土 伝 に 立っ 
た ハヤ ト は 対抗 意識 を 吉 わ に し た の で ある 。 


U.C.0078.11.07 


地球 ・ オ デ ッ サ 


カイ さん だ っ て ひと り で や っ て る ん で し ょ 、 


ガン タン 2 ク の コク ビット 
で 病 り な き げ な 天 情 を 
浮か べ る ハヤ ト 
は 成 勢 代 < 応 
初め て の 試み | 


U.C.0079.12.24 


北米 を 脱し た ホワ イト ベー ス は 、 オ デ ッ サ 作 戦 に 参 
加 す 中 央 アジ ア を 横断 し た 。 だ が 、 その 束 上 
で ラン バ ・ ラ ル 隊 の 攻撃 を 受け 、 リ ュ ウ が 負傷 し て し 
まう 。 それ まで リュ ウ と ふた り で ガン タン ク を 操縦 し て い 
た ハヤ ト は 、 改 修 され た 機体 を ひと り で 扱わ な けれ ば 
な ら な く な っ た 。 オデ ッ サ 作戦 の 最 中 、 黒い 三連星 の 
抽 撃 を 受け て 出撃 する 直前 に その こと を か ら か う カイ ・ 
シ デ ン に 、 ハヤ ト は 言い 


ソロ モン 宙 域 


こん な 僕 だ っ て ね 、 ホリ イト ベー ス に 乗っ て か ら こ っ ち 
アム ロ に 勝ち た い 、 勝ち た いと 思っ て て この ザマ だ ! 情け な い 


劇場 版 I 


ガン タン ク は パイ ロッ ト と 砲撃 手 の 2 名 で 操 継 され る 
機体 で 、 ハ ヤ ト は 砲撃 手 を 務め て いた 。 オデ ッ サ 作戦 
の 直前 に 改修 が 加え られ て 砲 座 か ら も 操縦 が 可能 と 
な り 、 リュ ウ の 負傷 に 伴っ て ハヤ ト が ひと り で パイ ロッ ト 
を 務め る こと に な る 。 この と き 、 ハ ヤ ト 自身 も 初め て ひ 
と り で ガン タン ク を 操る こと に 不安 を 漏らし て いる の だ 
が 、 カイ に 控 拉 さ れ て 強がっ て みせ た の は 、 彼 の 中 け 
ず 嫌 いな 性 格 の 表れ だ っ た の で ある 。 


劇場 版本 


オデ ッ サ の 攻防 を 境 に 戦況 は 大 きく 推移 し 、 ジ ャ ブ 
ロー 基地 に 到着 し た ホワ イト ベー ス は 再び 宇宙 に 上 
が っ て ソロ モン 攻略 戦 に 参加 する こと に な る 。 その 
激戦 の 中 で ハヤ ト は 乗 機 に 被弾 し て 負傷 し 、 ホ ワイ ト 
ペー ス に 帰 艦 す る 。 治療 を 受け 、 悪 夢 に うな され て 目 
覚め た ハヤ ト は 、 付き 添う フラ ウ ・ ボ ッ ゥ に 自ら の 不 甲 
斐 な さ を 嘆き 、 心中 を 吐 喜 する の だ っ た 。 

ハヤ ト は 地球 降下 直後 か の ら パイ ロッ ト を 務め 、 ホ ワ 


U.C.0079.12.31 


イト ペー ス MS 部 隊 の 一 角 を 担う 活躍 を 重ね て きた 。 
結果 、 エ ー ス と 呼ぶ に 相応 し い 戦果 を 挙げ て いる が 、 
ハヤ ト に と っ て の 不幸 は 周囲 に それ 以上 の パイ ロッ ト 
た ちがい だ っ た と 言え る 。 ア ムロ と いう 傑出 し た 
戦士 を 前 に し て 、 ハ ヤ ト は 自ら の 能力 に 自信 が 持て ず 、 
カイ や セイ ラ ・ マ ス に すら 劣る と 感じ て いた 。 フラ ウ に 
語っ た 言葉 は 、 ア ムロ へ の ライ バル 心 と まま な ら な い 
自身 の 非 才 に 対す る 想い だ っ た の だ ろう 。 


ア ・ バ オア ・ ク ー 


ワイ ト ベ ー ス 、 目立ち ます か ら ね ! 


され て いっ た 。 グリ プス 戦役 で ア 
ムロ と 再会 し た 際 に は 、 軸 茜 生 
活 で アム ロロ を 元気 づけ よ と 融 
うと する 言動 を 見 せ で いる 。 


劇場 版 和 


MORE INFO! 
ブラ イト の 背 


ソロ モン 宇宙 要 宏 を 陥落 させ た 地球 連邦 軍 は 、 ア ・ 
パオ ア ・ ク ー 宇 宙 要 塞 に 駒 を 進め た 。 一 年 戦争 最 
後 の 激戦 と な っ た その 攻防 戦 で 、 ホ ワイ トペ ー ス は 損 
傷 し て ア ・ バ オア ・ ク ー に 着 底 し 、 陸 戦 を 余儀 な くさ 
れる 。 一 方 、 ホワ イト ベー ス を 捧 護 し た ハヤ ト も 、 乗 機 
を 撃破 され て 白兵戦 に 及 ん だ 。 そし て 、 カ イ と 共に 防 
戦 に あたっ た ハヤ ト は 、 押 し 寄せ る 敵 に 麻 易 し た 調子 
で 愚痴 を 漏らし た の で ある 。 


事件 に 見 る ハヤ ト の 頑 | 


その 特異 な 形状 か ら ジ オン 公国 軍 に 「 木 馬 ] と 呼ば 
れ た ホワ イト ペー ス は 、 ア ・ バ オア ・ ク ー 攻 罰 戦 の 混 
乱 の 中 で も ひと きわ 敵 兵 の 目 を 引い た 。 カイ 曰く 「 里 
の よう に ] 殺到 する 敵 に 対し 、 ハ ヤ ト 5 は 必死 の 防戦 
を 繰り 広げ る こと に な っ た の で ある 。 し か し 、 ハ ヤ ト が 
ホワ イト ペー ス の 受難 を 嘆い た 直後 、 ア ムロ の 「 声 」 
が ふた り の 脳裏 に 響き 、 撤退 を 促し た 。 そう し て 、 ハヤ 
ト た ち は ホ ワイ トペ ー ス に 別れ を 告げ た の だ っ た 。 


e 音 紀 ・ サ ン ラ イズ 103-18 


機動 戦士 ガン ダム 第 08MS 小 隊 


PERSONAL PROFILE ーー WI nD2 ambn 


コジ マ 大 隊 の 士官 6Ug セ の | 


Officers of KOIIMA Battalion 占 作業 案 部 隊 指 揮 (コジ マ )、 物 次 の 調 條 (ジダン ) | E.F.S.F. 


若き 兵 た ちの 活動 を 見 守り 、 
上 官 と し て の 頁 任 を 果たし た 者 た ち 


U.C.0079 に 勤 発し た 一 年 戦争 は 地球 全土 だ け 
で な く 周 辺 宙 域 を も 巻き 込ん だ 大 規模 な 戦乱 で あ 
り 、 各 地 で 激戦 が 繰り 広げ られ た 。 その 最たる も の 
が 強襲 揚陸 艦 ホ ワイ ト ベ ー ス を 巡る 戦乱 で あり 、 戦 
争 終 結 に 深く 関わ る この 艦 の 活躍 は よく 知ら れ て い 
る 。 その 一 方 、 語 られ る こと は 少な いも の の 、 特 殊 
な 戦闘 と いう も の も わずか だ が 存在 する 。 コジ マ と ジ 
ダン が 属す る 「 コ ジマ 大 隊 」 と 公国 軍部 隊 と の 戦闘 
も その ひと つ だ 。 東南 アジ ア 戦 線 を 担当 する コジ マ 
大 隊 は 、 こ の 地 を 占拠 する 公国 軍 が 極秘 裏 に 開発 
し て いる と いう 大 型 機動 兵器 (アプ サラ ス ) の 調査 
を 任務 と し て いた 。 だ が 調査 は 遅 々 と し て 進ま ず 、 そ 
れ ば か りか 部 下 の ひ と り (シロ ー・ ア マダ ) に スパ イ 
疑惑 が 掛け られ る な ど 、 思 わ ぬ 事態 が 発生 し て し ま ヤヤ 
う 。 それ で も コジ マ は 上 官 と し て 、 一 方 の ジダン は 同 - 
僚 と し て 陰ながら シロ ー を 支援 。 役 が 軍 内 で 立場 を な 
くす 事態 を 回 避 し よう と 放 走 し た ( 


少々 餅 り な いも の の 話 の 

わか る 指揮 官 と し て 部 下 

> か ら 募 われ て いた コジ マ 。 
部 下 の 章 を 岳 か る 者 と し 

て 彼 が 客 本 し て いる 事実 

人 知る 者 は な か っ た 。 


i 
の 


デー きさく 


ーー 本 気 な シロ ー は 危な 
で は 済ま な い 社 会 の 中 
の を 危 恨 し た の か も し れ 


関連 ファ イル 

X79[G) 旧型 が ダム 08.0101 男 

RX79(G] Ez8 ガン ダム Ez6 080102 男 
本 


ピッ グ ・ ト レー 級 陸 上 戦艦 
較 邦 軍 が 央 る 陸 肖 艇 。 複数 
の MS を 搭載 で きる ほど の 大 
型 箇 だ が 、 親 杭 ホ パー エン 


103-19 


地球 連邦 地上 軍 東 南ア ジア 方 面 軍機 械 化 混成 大 
隊 、 通 称 「 コ ジマ 大 隊 」 と 呼ば れ た 隊 を 率い た 人 物 が コ 
ジマ 中 佐 で ある 。 彼 は 極東 の 激戦 区 を 支え た 軍 人 と し て 
大 小 様々 な 困難 に 直面 し た が 、 戦 術 や 戦略 以上 に 人 
間 関 係 に 頭 を 悩ま せる こと が 多かっ た と され る 。 ジオ ン 公 
が 推進 する ジャ ブロ ー 絢 胃 用 MA 開発 計画 (アプ サ 
ラス 計画 ) に 関わ っ て し まっ た 部 下 シ ロー・ ア マダ の 処 過 
は その 最たる も の だ ろう 。 アプ サラ ス の パイ ロッ ト (アイ ナ ・ 
サハ リン ) と 知り 合っ た ば か りか 相手 を 底 う よ う な 言動 を 結 
返す シロ ー に 、 コジ マ は 頭 を 抱え る こと に な っ た の だ 。 さ 
ら に 直属 の 上 官 と な る イー サン ・ ラ イヤ ー が 連邦 軍 上 層 
部 に お ける 派閥 争い を 戦場 に 持ち 込ん だ こと で 、 コ ジマ 
へ の 重圧 は 倍加 し た 。 慎重 な 判断 を 求め られ る 数 々 の 
問題 は 、 あ る 意味 で 戦い より も 難し い 事 柄 だ っ た に 違い 
な い 。 それ で も 彼 は 自ら の 良識 に 基づい て 、 戦 果 と 軍 の 
息 団 か ら 部 下 を 守 ろ うと し た の だ っ た 。 


て は 、 閑 気 呈 度 に 閉口 し 
で いた 、 それ で も 戦術 ・ 埋 
四面 で 潮 り が 出 な か っ た 。 


公国 軍 秘 民 基 地 へ の 攻撃 
を 強要 する イー サン を 押し 徹 
め よ うと する コジ マ 。 上 官 の 
命令 より も 部 下 の 生 命 を 還 
視 し 、 拓 謀 な 作戦 に 部 下 が 
投入 され る 事 能 を 回 選 し よう 
も し た 


コジ マ 大 隊 の 人 台所 を 支え た 補給 中 隊 の 隊長 一 一 そ 
れ が ジダン ・ ニ ッ カー ド 大 尉 で ある 。 酒 と ギャ ン ブ ル を こ 
よ な く 愛し 、 近 隣 の 村 に 住む ご 婦人 方 に 年 甲斐 も な く 
熱 を 上 げ る 。 お よそ 軍人 らし か ら ぬ 素行 ば かり が 目 出 つ 
ジダン だ っ た が 、 それ は 長い 人 生 で 培っ た 老 猪 な 処世 
術 が あれ ば こそ て 成立 する も の だ っ た 。 その 一 方 で 、 ジ ダ 
ン は 自ら の 権限 を 駆使 し 若い 兵 た ちの 面倒 を 見 た と 
され る 。 それ は 、 自 ら は 後衛 に 留まり 、 若 者 を 戦場 に 送 
り 出 さ ざ る を 得 な い 補給 部 隊 の 一 員 と し て の 彼 な り の け 
じ め で あり 、 で きる 限り の 便宜 を 図る ろう と し た 老人 の 気 
配り だ っ た の か も し れ な い 。 無論 、 抜 け 目 の な い ジ ダン 
が そう し た 行動 の 対価 と し て 相応 の 見 返り を 求め た の 
は 言う まで も な いこ と で ある 。 良 くも 悪く も ジダン は 経験 
豊か な 世渡り 名 人 で あり 、 自 ら の 才覚 ひと つ で 危険 な 
戦場 を 渡り 歩い た 。 ER 周囲 の 人 々 の 目 に は 
どこ か 憎め な く 映っ た 。 


ほる 酔い 気分 で MS 格納 庫 
を 御 個 する ジダン 。 と は いえ 
これ 6G 日 常 の 光景 で あり 、 


柄 給 中 隊 の 隊長 と いう 立場 
を 悪用 し た ジダン は 、 コ ジマ 
の サイ ン 入 り の 白紙 委任 枯 
を 何 枚 も 所 有 し で いた 。 そし 
で それ を 気 に 入 、 
民 し て 便宜 を 図っ て いた の 
だ っ た 。 


ら の スト レス は 相当 な 


1 
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PERSONAL PROFILE ss D2 sb 
ビル ギ ッ ト ・ ビ リ ヨ ーー 


Berghito Pirieau 


EFS.F. 


コス モ ・ バ ビ ロ ニ ア 建 国 戦争 に 


"4 
A 
身 を 投じ た 若き パイ ロッ ト AM 
U.C.0123 の コス モ ・ パ バビロニア 建国 戦争 に お い ピ 
て 、 安寧 に 慣れ きっ て いた 地球 連邦 軍 は 醸 態 を 晒し | 
た 。 指揮 系 統 は 混乱 を きた し 、 輝 げ 出 す 者 や 民間 
人 を 巻き 込む 者 も 現れ る 始末 だ っ た 。 その 余波 に 巻 /、 


き 込 まれ た の が 地球 連邦 軍 の 練習 艦 ス ペー ス ・ ア ー 
ク で あり 、 艦 を 切り 回 し た の は 訓練 生 や 新 米 士官 と 
いっ た 経験 の 浅い 者 た ち だ っ た 。 ビル ギ ッ ト ・ ピ リ ヨ 
は 、 その ひと り と し て 動乱 に 身 を 投じ た 人 物 で ある 。 

ビル キッ ト は 、 ク ロス ポー ン ・ バ ン ガ ー ド (CV) へ 
の 抵抗 試み た コ ズ モ ・ エ ー ゲ ス が スペ ー ス ・ ア ー 
ク に 呼び 寄せ た パイ ロ 訓練 課程 も 
半ば の パイ ロッ ト 候補 生 だ っ た と も 言わ れる 
が 、 ス ペー ス ・ ア ー ク に と っ て は MS で 戦え る 
数 少な い 人 物 だ っ た こと は 間違い な い 。 そし 
て 、 耕 応 な く 飛 び 込 ん だ 戦場 で 、 ビ ル ギ ッ ト 
は コス モ ・ パ バビロニア 建国 戦争 の 狂気 を 目 
の 当たり に する の だ っ た 。 


CV の 便 攻 に 巻き 込 


な い MS パ イロ ッ ト と し 0 \ a 
て 活躍 する 。 や や 屈 N 1 A 
折 し た 一 面 も あっ た 1 


RGM-109 
ヘビ ピー ガン 
地球 連邦 軍 の 主力 汎用 MS。 
アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 


社 製 で 、 こ れ ま で の 主力 機 よ 
り も コン パク ト な MS と し て 開 
発 され た 。 ビル ギ ッ ト が 乗り 込 
ん だ 機体 は 24 番 機 で あっ た 


コ ズ モ の 要請 に 応じ て スペ ー ス ・ ア ー ク に 合流 し た 
ビル ギ ッ ト は 、CV に 対す る 抵抗 運動 の 実態 を ま 思い 知る 
こと に な る 。 フロ ンティア IV から 避難 し て きた 少年 少女 
が 身 を 寄せ 、 素 人 同然 の 抵抗 派 の 民間 人 た ち が 統 制 
も な く 殺 到 す る スペ ー ス ・ ア ー ク 。 その 惨状 に 、 曲 が り 
な り に も 正規 の 訓練 を 受け て きた ビル ギ ッ ト は 、 不 安 を 
感じ ず に は いら れ な か っ た の だ ろう 。 し か し 、 ス ペー ス 
アー ク が 逃げ 込ん だ フロ ンティア I に CV が 侵入 し た と 
き 、 測 機 に 囲ま れ 窮 地 に 陥っ た ビル ギ ッ ト を 救っ た の は 、 
避難 民 の ひと り シ ー ブ ッ ク が 駆る F91 だ っ た 。 以降 、 ビ 
ル ギ ッ ト は シー ブッ ク と 共に スペ ー ス ・ ア ー ク の 守り を 担 
うこ と に な る の だ っ た 。 

一 方 、 小 康 状 態 に 入っ て いた CV の 侵攻 は コス モ ・ 
バビ ロニ ア 建 国 宣言 を 境 に 再燃 し 、 フ ロン ティ ア I は 本 
格 的 に 戦場 と な る 。 隙 を 見 て スペ ー ス ・ ア ー ク を 脱出 さ 
せよ うと し た レア リー・ エ ド ベ べり リ 艦長 代 行 に 同調 し た ビル 
ギ ッ ト は 、 コ ロニ ー に 侵入 し た CV に 応戦 する と 同時 に 、 
脱出 の 準備 を 進め て いっ た 。 だ が 、 CV の 首 処 で ある 鉄 
仮面 に よっ て コロ に 投入 され た パグ の 殺 狼 を 目 の 
当たり に し て 起り に 駆 られ た の か 、 ビ ル ギ ッ ト は シー ブッ ク 
の 制止 も 聞か ず に バグ の 群れ の 中 に 突進 し て いく 。 し か 
し 、 その 論 筋 は ビル ギ ッ ト を 危機 に 陥れ 、 彼 の 乗 機 は バ 

_ グ に 切り 刻ま れ て いく 。 そし て 、 必死 の 抵抗 も 空 し 、 ビ 
ル ギ ッ ト は バグ の 餌食 と な っ て 命 を 落と し た の で ある 。 


お寺 フロ ンティア 1 を 舞台 と し : 


当初 、 ス ペー ス ・ ア ー ク に 所 属す る パイ ロッ ト は ビル 
ギ ッ ト ひと り だ っ た 。 フロ ンティア I 内 部 に 侵入 し た CV の 
ドレ ル ・ ロ ナ 大 隊 と 交戦 し た 際 に も 、 敵 機 の スペ ー ス ・ 
アー ク へ の 接近 を 阻止 する た め に 出撃 し 、 他 の 地球 連 
邦 軍 MS に 混ざっ て 迎撃 に あたっ た 。 と の と き に は 多勢 
に 圧倒 され な が ら も 1 機 を 小 破 さ せ 、 集中 砲火 に 晒さ れ 
た と ころ を シー ブッ ク の F91 に 救 われ で いる 。 

その 後 の フ ロン ティ ア I 攻 防戦 で は シー ブッ ク と アン 
ナマ リー を 率い 、CV の 最 精鋭 で ある 「 黒 の 戦隊 ] と 交 
戦 し て 1 機 を 撃墜 し た ほか 、 シー ブッ ク と 連携 し て 戦果 を 
挙げ て いる 。 し か し 、 ス ペー ス ・ ア ー ク の フロ ンティア I 
脱出 後 、 パ グ の 攻撃 を 受け た 抵抗 派 の 救援 の た め に 
シー ブッ ク た ちと コロ ニー 内 に 戻り 、 突 出し た と ころ を バ 
グ の 大 群 に 囲ま れ て 乗 機 を 切り 刻ま れ 、 機 体 の 爆発 に 
巻き 込ま れ で 戦死 する こと と な っ た 。 


ビル ギ ッ ト の パイ ロッ ト と し て の 力量 


ビル ギ ッ ト は 、 ド レル 大 隊 と の 戦闘 中 に 操縦 を 誤っ て 
乗 機 を 転倒 させ て し まう こと も あり 、 決 し て 傑出 し た パイ 
ロッ ト で は な か っ た と 言え る 。 し か し 、 フ ロン ティ ア ] 攻 防 
戦 で 地球 連邦 軍 の 先 鐘 を 圧倒 し た 黒 の 戦隊 と 交戦 し 
な が ら も 生き 残っ て お り 、 水 準 を 満た す 技量 は 有 し て い 
た と 考え られ る 。 また 、 シ ー ブ ッ ク の 独 行 を 抑え た り 、 自 
らち が 英 を 牽制 し て F91 の 火力 を 活か す な ど 、 あ る 程度 
の 戦術 眼 は 備え て いた 。 


の 中 で 改編 する ビル ギ ッ ト 。 一 方 で 、 フ ロン 
ディア] 攻 昌 戦 で は シー ブッ ク の 軽 挙 を 抑え る 冷 桁 さ を 見 せ て いる 。 


MORE INFO! 
U.C.0180 年 代 の 地球 連邦 軍 


U.C.O090 年 代 未 か ら 大 き な 戦 乱 と は 遠ざかっ て いた 
地球 連邦 軍 は 、U.C.0120 年 代 に は 著しく 弦 体 化 
いた 。 装備 の 老朽 化 に 加え て 、 将 兵 の 質 の 低下 は 目 を 
で ある 。 コス モ ・ パ バビロニア 建国 
IS を は じ め と する 最新 の 装備 を 


強い られ て いる 。 その 
ユン グ に 「 ま る で ド 秦 人 」 
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スペ ー ス ・ ア ー ク の 乗組 員 go 


階級 中 尉 (レア リー) 少尉 (マヌ エラ ! 


SPACE ARK'S Crew 反 部 畠 ( レ アリー) - 伯 (マヌ ェ ラ E.F.S.F. 


慣れ な い 腕 で 艇 を 導い た 
連邦 軍 の 訓練 生 た ち 


連邦 政府 打倒 と 人 類 の 継続 的 発展 を 旗印 と する 
ロナ 家 が 開始 し た コス モ ・ パ ビ ロニ ア 建 国 戦争 に 対 
し て 、 開戦 当初 、 連 邦 軍 は 有効 な 対抗 手段 を 取れ な 
か っ た 。 水面 下 で 着 々 と 私 設 軍隊 (CV: ク ロス ボー ン ・ 
) の 整備 を 進め る ロナ 家 に 対し 、U.C.0100 
の 「 ジ オン 共和 国 の 自治 権 放棄 」 以来 、 形 菱 化 の 
著しい 連邦 軍 は ロナ 家 の 動向 を 察知 で き て いな 
か っ た の だ 。 CV が フロ ンティア ・ サ イド へ の 侵攻 
を 開始 し た 頃 、 同 宙 域 で 訓練 生 に よる 航 宙 艦 
(スペ ー ス ・ ア ー ク ) の 運航 訓練 を 行っ て い 
た の は 、 ま さ に その 証左 で あろ う 。 た 
まっ た も の で な い の は 、 図 ら ず も 戦 で か 、 
乱 に 巻き 込ま れ た 訓練 生 た ち で 
ある 。 し か し 艦長 代理 に 抜 握 さ れ た レア リー・ エ ド ベ ペリ 
の 指揮 の 下 、 訓練 生 た ち は な ん と か 目前 の 事態 に 対 
応 。 己 の 才覚 と 度胸 だ け を 頼り に 辛うじて 届 地 を 切り 
抜け 、 さ ら に 民間 人 の 救助 に も 成功 し た の だ っ た 。 


CV の 攻撃 を 選 け る た 

め に フロ ンティア [に 必 

ー- 離し た し アリ ー た 5 ち 。 だ 
が 状況 を 知ら な い 軍 


自ら を 含め 乗員 の ほとん 
預かる レア リ 


に は 何で も 利用 し 
苦境 を 乗り 越え よう と し た の だ 


> へ > NH A 
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PERSONAL PROFILE 


連邦 軍 中 尉 で ある レア リー・ エ ド ベ リ が コス モ ・ パ ビ 
ロニ ア 建 国 戦争 に 関わ 5 よう に な っ た の は 単なる 偶然 
か ら だ っ た 。 練習 艦 スペ ー ス ・ ア ー ク の 訓練 生 と し て フ 
ロン ティ ア ・ サ イド 周辺 宙 域 で 艦 の 運航 演習 を 行っ て 
いた と ころ を 、 フ ロン ティ ア IV で 発生 し た 戦闘 の 鎮圧 に 
駆り 出さ れ た の で ある 。 この 戦闘 が ロナ 家 に よる 富 戦 布 
告 で あり 、 緒戦 で 連邦 軍 が 劣勢 を 強い られ た と 知っ た 時 
は 、 既 に 士官 ・ 下 士官 クラ ス の 人 間 が 発 艦 し た 後 だ っ 
た (そし て 彼ら は 二度と 帰 艦 し な か っ た )。 その た め 急 回 
レア リー が 艦長 代理 に 抜 握 さ れ 、 以後 、 ス ペー ス ・ ア ー 
ク の 指揮 を 任 され る こと に な っ た の だ 。 一 介 の 訓練 生 に 
と っ て 艦長 代理 の 肩書 は 重責 だ っ た ろう 。 だ が レア リー 
は し た た か さ を 発揮 し 、 艦 の 指揮 を 全う し た の だ っ た 。 


名 線 生 に は 荷 が 勝ち 過 
きる 任務 を 仰せ つか っ た 
レア リー。 それ で も 彼女 は 
与え られ た 任務 を 最後 ま 
で や り 抜き それ ば か りか 

で 気 を 


マヌ エラ も 、 レア リー と 同じ く ス ペー ス ・ ア ー ク に 乗艦 
し て いた 訓練 生 の ひと り で ある 。 た と つ 違 っ て いた 
の は レア リー の 教練 過程 が 艦 の 指揮 を 中 心 に し て いた 
の に 対し 、 マヌ エラ の 場合 は 操 艦 を 担当 し な けれ ば な ら 
な か っ た こと だ 。 つま り 教 官 と な る 士官 が 出 払っ て し まっ 
で て か ら は 、 彼女 に スペ ー ス ・ ア ー ク の 能 が 託さ れ た の で 
ある 。 艦長 席 か ら 指示 を 飛ば す レ アリ ー と は 違い 、 ひ と 
つ 間違え ば 艇 ば か りか 乗組 員 に も 被害 を 生じ か ね な い 
操 能 手 の プ レッ シャ ー は 相当 な も の に な る は ず だ 。 し か 
も 当事者 が 訓練 生 で あれ ば な お の こと だ ろう 。 と ころ が 
マヌ エラ に 限っ て は そん な こと は な か っ た 。 持ち 前 の 楽 
天 的 な 性 格 が 幸い し た の か 、 四 苦 八 苦し な が ら で は あっ 
た も の の 、 見 事 に 巨 艦 を 操っ て みせ た の で ある 。 


思っ た と お り の 操 能 が で 


きた こと で 快 蘭 を 共 げ る マ 


に は 納 重 な も の だ っ た 。 


スペ ー ス ・ ア ー ク の オペ レー ター と し て 訓練 に 励む ジェ 
シカ ・ ン グロ は 、 主 に 素敵 や 通信 を 担当 し た 。 CV と 交 
戦 す る 連邦 軍部 隊 が 敗戦 を 重ね る 中 、 混乱 を 来 し た 情 
報 綱 か ら 必要 な 情報 を 聞き 分 ける こと が で きた の は 彼女 
の 功績 と 言え よう 。 一 方 、 ブリッジ 要員 の ケー ン ・ ソ ン は 
訓練 生 ば か り の スペ ー ス ・ ア ー ク に あっ て 正規 航法 士 
の 資格 を 有 し て いた 。 困難 な 状況 に 遣っ て レア リー を 梓 
佐 す る 余裕 を 見 せ た の は 、 正 規 員 と し て の 経験 と 自信 
の 賜物 だ っ た と 思わ れる 。 深刻 な 状況 下 で 冗談 と も 本 
気 と も つか な い 咳 き を 漏らす 彼 の 姿 に 周囲 は 怪 主 な 顔 
を 浮か べた が 、 こ れ が 彼 流 の リラ ックス 法 だ っ た よう だ 。 


で て は 「 緑 の 下 の カ 持ち 」 
の よう な 存在 だ = た 。 


MORE INFO! 


民間 人 へ の 攻撃 を 禁じ た 
00 人 あま り の 稚 竹 が 生じ て 
+ 反 CV を 表明 。「 抵 抗 派 」 


NN は NHN A 


レジ スタ ンス の 拠点 と な っ た スペ ー ス ・ ア ー ク 


x 104-16 
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妹 那 ・『・ セ イエ イ 編 


純粋 種 の イノ ベイ ター ペペ と 進化 た 


西暦 8300 年 前 後 


クル ジス 共和 | 


この 世界 に 、 宰 な ん て いな い 


西暦 8307 年 


格闘 埋 タ イプ の エラ クシ 
で 、 起 清 の 攻撃 を 株 


り 広げ 4 が 


利 那 ・F・ セ イエ イ が ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) へ 
の 参加 を 目指 し た の は 、 戦 場 で ある 出来 事 に 遭遇 し 
た こと が きっ か け で あっ た 。 幼少 の 頃 か ら 中 東 の 過激 
組織 ・KPSA に 所 属し て いた 彼 は 、 ひ と り の 少年 兵 
と し て 戦場 に 出 て いた 。 当時 の 上 官 で あっ た アリ ー・ 
アル ・ サー シ ェ ス か ら 厳し い 軍事 訓練 を 受け て いた ほ 
か 、 マ イン ド ・ コ ント ロー ル に 近い 思想 教育 も 施さ れ 
て いた 痢 那 で あっ た が 、 両 親 を 自ら の 手 で 殺め た た 


CB に 加入 し た 千 那 は 、 ガン ダム の パイ ロッ ト で ある 
「 ガ ンダ ム マ イス ター」 に 選ば れ 、 ガ ンダ ム エ ク シア を 
与え られ る 。 彼 は エク シア を 駆り 、 CB が 掲げ る 「 全 戦 
争 行為 の 根絶 ] に 向け た 武力 介入 活動 を 開始 。 ま 
ず AEU の 新型 機 で あっ た AEU イ ナク ト の デモ ンス ト 
レー ショ ン に 介入 し 、 機 体 を 撃破 する 戦果 を 挙げ る の 
= その 後 も 介入 活動 を 続け 、 用 那 は ロッ クオ 
ン ・ ス トラ トス 、 ア レル ヤ ・ ハ プティ ズム 、 そ し て ティ 


Case of Setsuna F Seiei 


ガン ダム と の 出会い か ら 世 界 の 変革 を 目指 し た 刺 那 ・F・ セ イエ イ は 
自身 の 変革 に 戸惑い な が ら も 戦い 続け た 


め に 将来 を 悲観 し て お り 、 ま る で 死に 場所 を 探す よう 
に 戦場 を 入 御 う 日 々 で あっ た 。 上 記 の セリ フ は 、 そ ん 
な 氷 那 が 既に 未来 へ の 絶望 と 謗 念 を 抱え て いた こと 
を 示す も の で ある 。 だ が 、 彼 の 絶望 を 消し 去る 救世 
主 が 現れ た 。 それ が リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク の 乗っ た ガ 
ンダ ム (O ガ ンダ ム ) で あっ た 。O ガ ンダ ム に 命 を 助け 
られ た 麗 那 は 、 以 降 、 ガ ンダ ム の 来 を 見 出し 、 
世界 の 変革 を 掲げ る CB に 参加 し た の だ っ た 。 


エリ ア ・ ア ー デ と いう 3 人 の ガン ダム マイ スタ ー と 共に 
セイ ロン 島 で の 民族 紛争 に 介入 する 。 対立 する 両替 
力 を 分 け 隔て な く 攻撃 し 、 そ の 戦闘 を 終結 に 導い た 
羊 那 。 彼 は その 戦い の 中 で 、 自 ら を ガン ダム と 定義 し 
て いた 。 か つて 自身 を 救い 出し た ガン ダム と 同じ よう 
な 存在 に な る 一 一 そう し た 強い 意志 が 彼 の モチ 
ショ ン で あり 、 エ クシ ア の 力 を も っ て すれ ば それ が 可能 
= と 信じ て 疑わ な か っ た の で ある 。 


な 


西暦 5307 年 


母親 が 帰っ た ぐら いで 伺 雪 泣 く ? 


経済 特区 ・ 日 本 14 話 (1 st シー ズン ) 


入り ど 虹 えば いつ で も 会 える 。 死ん だ わけ じゃ な い 


CB の 実働 部 隊 で ある プトレマイオス に 所 属し て い 
た 痢 那 に は 、 地 球 で の 潜伏 場所 と し て 、 経 済 特 区 ・ 
日 本 に ある マン ショ ン の 一 室 が 割り 当て られ て いた 。 
和書 那 は ガン ダム マイ スタ ー と いう 身分 か ら 近 所 付き 合 
い を 極力 避け て いた が 、 隣室 に 住む 沙 慈 ・ ク ロス ロー 
ド と は 艦 度 か 顔 を 合わ せる 機会 が あっ た 。 ある 日 、 半 
那 は 沙 慈 に 請 わ れ 、 彼 の ガー ルフ レン ド で ある ルイ 
ス ・ ハ レヴ ィ を 含め た 3 人 で 食事 を 共に する 。 この 会 


西暦 8318 年 宇宙 


イオ リア の 目的 は 、 人 類 を 革 閑 に 導く こと ・ 


は 、 ス ペイ ン か ら 来 日 し て いた 母 が 帰国 し 、 落 ち 込ん 
で いた ルイ ス を 励ま す た 、 痢 那 は 彼女 
を 突き 放す よう ! こ 上 記 の 言葉 を 口 に する 。 ルイ ス は こ 
れ に 激 門 し た が 、 剃 那 は まっ た く 動じ る 様子 が な か っ 
た 。 KPSA に よる マイ ンド ・ コ ント ロー ル の 結果 と は 言 
え 、 か つて 自ら の 手 で 峡 を 殺め て し まっ た 彼 に し て み 
れ ば 、 一 時 的 に 離れ 離れ に な っ た だ ! 

ス の 気持 ち が 理 解 で き な か っ た 


そう 3、 俺 は 、 変 草 し よう と し て いる …… 


利 那 が 乗艦 し て いた プトレマイオス は 、 西 暦 2308 
年 に 国連 軍 が 実行 し た CB 壊滅 作戦 「FALLEN 
ANGELS] に よっ て 整 破 され 、CB は 一 時 活動 停止 を 
余儀 な くさ れ た 。 西暦 2312 年 、 午 那 は 再 始動 へ 向け 
体制 を 整え た 組織 に 復帰 し 、 新 た な 乗 機 と し て ダブ ル 
オー ガン ダム に 搭乗 。 三 大 勢力 が 集約 され た 地球 連 
邦 政 府 と 、 その 独立 治安 維持 部 隊 で ある アロ ウズ 、 さ 
ら に アロ ウズ を 裏 で 操る イノ ベイ ド 勢 力 と 激戦 を 繰り 広 


西暦 2312 年 
ガン ダム エク シア …… 
導 那 ・F・ セ イエ イ 、 来 来 を 切り 拓く ! 


西暦 2312 年 に 勤 発し た 戦乱 は 、 ア ロウ ズ を 駆逐 
し た CB・ プ トレ マイ オス と 、 リ ボン ズ ・ ア ル マ ー ク 率 
いる イノ ベイ ド 勢 力 の 一 騎 討 ちと な る 。 リポ ンズ は 、「 イ 
オリ ア 計 画 ] の 遂行 を 支援 する た め の 生 命 体 イノ ベ 
イド と し て 生ま れ な が ら 、 己 に 与え られ た 類 まれ な 能 
カカ か ら 5 アロ ウズ を 和牛 耳 り 、 自 ら の 意 の まま に 「 イ オリ ア 
計画 ] を 歪め よう と し て いた 。 純粋 種 の イノ ベイ ター と 
な っ た 麗 那 は これ に 真っ 向 か ら 反抗 し 、 己 の 「 エ ゴ ] 


西暦 5364 年 
マリ ナ ・ イ スマ イー ルー 一 


その 中 で 閉 那 は 、 ダブ ルオ ー ガ ンダ ム に 
搭載 され た ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム の 影響 も あり 、 純 粋 
種 の イノ ベイ ター へ と 進化 し て いく 。 測 那 も 、 自 身 の 身 
体 に 起き て いる 変化 を 如 実 に 感じ 取っ て いた 。 それ は 、 
CB の 設立 者 で ある イオ リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ が 立ち 
画 ] の 真意 に 気付 < と と に も な 
る 。 人 類 の 革新 一 一 刺 那 は ガン ダム マイ スタ ー と し て 、 
その 実現 の た め に 命 を 捧げ る 決意 を 固め た の だ っ た 


ソレ スタ ルピー イン グ 号 


に よっ て 計画 を 歪め て いく リボ ンズ の 駆逐 を 装い 、 戦 
場 へ と 出撃 する も 。 そし て 「 ソ レス タル ビー イン グ 号 ] を 
舞台 と し た 最終 決戦 で 、 幣 那 は ガン ダム エク シア リ ペ 
ア II で 、 リ ボン ズ の 0 ガン ダム と 対 財 す る 。 否 那 は 彼 
と の 戦い の 中 で リボ ンズ が 進め る 計画 を 否定 し 、 未 
来 を 切り 拓く と 宣言 する 。 そし て 刺 那 は その 言葉 通り 
リボ ンズ を 打倒 する こと に 成功 し 、 人 類 の 本 格 的 な 
革新 へ 向け た 、 新た な 世界 の 扉 を 開い た の だ っ た 。 


劇場 版 


こん な に も 長く 、 時 間 が 掛か っ て し まっ た 


西暦 2314 年 。 イノ ベイ ド 勢 力 の 撃破 か ら 2 年 後 、 
地球 は 新た な 危機 に 瀬 し て いた 。 地球 外 変異 性 金属 
一 ELS の 襲来 で ある 。 言葉 を 持た ず 、 ど の よう な 意 


ELS と の 対話 の 結果 、 持つ の か 定か で は な い ELS の 攻撃 に 、 連 邦 軍 や 
ELS と 夫 合 し た 簡 那 。 CB は 戸惑い を 見 せる 。 一 方 で 、 イ ノ ベ イ ター へ と 変革 
6 うと 軍馬 と し て いた 東 族 は 、 彼 5 に 何ら か の 意思 が ある と 信じ 、 ダ 
50 まい ブル オー クア ンタ を 用 いた 「 対 話 」 を 試み る 。 対話 の 失 
ある 敗 に よっ て 重傷 を 負い な が ら も 、 痢 那 は ELS と の 対話 


を 続け 、 彼 ら が 崩壊 寸前 の 母 星 か ら 助 け を 求め に 来 て 
いた 事実 に 辿り 着く 。 その 後 、 利 那 は 彼ら と の さら な る 
対話 を 目指 し 、 母 星 へ と 旅立つ の だ っ た 。 一 一 それ か 
ら 50 年 後 、 利 那 は よう や く 地 球 へ と 帰還 する 。 その 足 
で 彼 が 向かっ た の は 、 アザ ディ スタ ン の 指導 者 と し て 中 
東 の 自治 に 導 走 し た マリ ナ ・ イ スマ イー ル の 下 で あっ た 。 
西暦 2307 年 の 戦乱 時 か ら 奇 効 な 緑 で 結ば れ て いた 
彼女 に 、 ま ず 帰 寅 と 対話 の 実現 を 報告 し た の で ある 。 
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サラ ブス ・ ザ ビア ロブ he 


Sarah Zabiarov 技能 MS の 操 潜入 工 作 
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パプ テマ ス ・ シ ロッ コ に 
すべ て を 捧げ た ニュ ー タ イプ の 少女 


グリ プス 戦役 に 名 を 残し た 天才 、 パ ブ テ マ ス ・ シ 
ロッ コー 一 地球 圏 の 変革 を 目指 し 心 家 は 、 類 い 
まれ な 才能 と カリ スマ を も っ て ティ ター ンズ 内 部 に 台 
頭 し 、 時代 を 動か そう と し た 。 そし て 、 そ の 傍ら に は シ 
ロッ コ に 心酔 し 、 彼 の た め に 命 を 懸け よう と する 者 た 
る 。 サラ ・ ザ ビア ロフ は 、 そ うし た 者 

た 
U.C.0087 の グリ プス 戦役 に お いて ティ 
ター ンズ に 所 属し た バイ ロッ ト で あり 、 少 女 と 呼べ る 
ほど の 若 さ で シロ ッ コ 直 属 の 部 下 と な っ た 。 ニュ ー タ 
イプ の 片鱗 を 示し て シロ ッ コ に 見 出さ れ た サラ は 、 彼 
の カリ スマ 性 と 地球 園 の 未来 を 憂う 志 の 高 さ に 惹か 
れ 、 崇 拝 に も 近い 感情 を 抱く よう に な る 。 そし て 、 戦 
士 と し て グリ プス 戦役 に 身 を 投じ 、 シ ロッ コ の た め に 
命 を 荻 け た 。 し か し 、 その 価値 観 に 波紋 を 投じ る 敵 と 
の 出会い が 、 サラ の 心 を 揺らす こと に な る の で ある , 


ラ は 、 年 相応 の 少女 
た 。 破壊 工作 の た 
カミ ー ユ ・ ビ ダン と 並ん で 


多く の 一 般 兵 が 
複数 の 機体 を 運用 し 
も 、 本 機 を 一 番 扱い 
体 と 評 し 


PMX-002 
ポ り メー ク ・ サ マー シ 


子 らし い 振る 
い に 憶 れ を 抱い て いた よう だ 


J 
| 


UC.0087.07、 サラ は ド ゴ ス ・ ギ ア を 預 か 
、 初 め て 戦場 に 赴 い た 。 ジェ リド ・ メ サ の 
部 下 と し て アー ガマ と の 戦い や アポ ロロ 作戦 に 参加 し 、 
実戦 経験 を 積ん で いく と 同上 その 中 で 鋭敏 な 感覚 
を 発揮 し て シロ ッ コ の 期待 に 応え る サラ 。 さら に 、 ジ ャ 
マイ カン ・ ダ ニン ガン が 画策 し た グラ ナダ へ の コロ ニー 
落と し 作戦 を エゥーゴ に リー ク す る 役割 を 担い 、 投 降 を 
装っ て アー ガマ に 潜入 する 。 し か し 、 そこで 体験 し た カ 
ミー ユ と カツ ・ コ バ ヤ シ と の 出会い が 、 シ ロッ コ を 信 替 
する サラ の 心 に 一 と な 

その 後 も 、 フ ォ ン ・ ブ ラウ ン へ の 潜入 工作 や アク シ 
ズ と の | 行 する な ど 、 シ ロッ コ の た め に 力 を 尽く 
し た サラ だ っ た が 、 そ の 戦場 に は 常に カ 
存在 が あっ た 。 戦い を 助長 する シロ ッ コ の 悪意 を 説く カ 
ミー ユ と 、 目 分 に 純 律 な 起 い を 寄せ る カツ ーー サラ は 
ロッ コ を 慕い な が ら も 、 ふ た り の 言葉 に 迷 
だ が EE 


た その サラ を 追い 詰め て いっ た の で あ 
る 。 そし て 、 ハ マー ン - カー ン と の 戦い に シロ ッ コ の 命 を 
RDG サラ は シロ ッ コ を 底 っ て カ 
の 攻撃 に 身 を 晒し 、 そ の 像 い 命 を 英 ら し た 。 それ で も 、 
残さ れ た 魂 が カツ を シロ ッ コ か ら 守 ろう と し た こと は 、 サラ 
の 偽 5 ざ る 想い を 表し て いた の か も し れ な い 。 


較 了 ラウ の 座 に まつ わる 数 その 思 説 


ティ ター ンズ 入隊 以前 の サラ の 経歴 は 不明 だ が 
説 に は U.C.0072 生 まれ の スペ ー ス ノイ ド だ っ た と され 
る 。 その 説 に よる と 、 サ イド 7 出身 の サラ は 一 年 戦争 で 
家族 を 失い 、 孤 児 院 で 無気力 に 育っ た と 言う 。 し か し 
孤児 院 を 出 て 勤め た ハン バー ガー ショ ッ プ で 非凡 さ を 発 
揮 し 、10 代 の 若 さ で 店 長 に 抜 援 さ れる 。 U.C.0086. 
その 才能 が グリ プス の ニュ ー タ イプ 研究 所 に 注目 され 、 
スカ ウト を 受け て ティ ター ンズ に 入隊 。 そし て 、 ニュ ー タ イ 
プ 候 補 生 と し て 配属 され た ド ゴ ス ・ ギ ア で 、 シ ロッ コ と 出 
会 っ た と され る 。 ちな み に 、 サ ラ が シロ > か れ た 背 
時 に は 、 幼 少 期 に 母親 が 読み 聞か せ た 説 話 「 円 理 の 
白い 騎士 ] の 影響 が あっ た と も 言わ れ て いる 。 別 の 異 
説 に お いて は 、 シ ロッ コ を 「 木 星 帰り の 男 」 と 評 し た カミ ー 
ユ の 言葉 を 、 重力 に 魂 を 引か れ た 人 間 の 下品 な 物言い 
と 切り 捨て 、 シ ロッ コ に 心酔 する 内 面 を 覗か せ た と 言う 。 


優れ た 資質 と シロ ッ コ の 信頼 


サラ は ニュ ー タ イプ と し て の 優れ た 資質 を 備え 、 戦 場 
で 人 の 意思 を 感じ 取る 様子 を 頻繁 に 見 せ た 一 方 で 、 そ 
の プレ ッ シ ャ ー に 圧倒 され る こと も 少な く な が っ 

ロッ ト と し て は 経験 が 浅く 、 当 初 は ジェ リド が 教え た 戦法 
を 上 手 く 実践 で き な い こと を 気 に す る こと も あっ シ 
ロッ コ か ら は 信頼 され て 単独 で の 偵察 ・ 遊 軸 や 洪 穫 
作 と いっ た 重要 な 任務 を 与え られ て いた 。 


ジャ マイ カン の コロ ーー 知 
と し 作戦 を 窒 告 する た め 


耳 を 貸 そ うと は せ ず 、 
ロッ コ の た め な ら 死 ん で 
いい どき を 底 


MORE INFO! 


サラ は 地球 国 を より 良く 変革 し よう と する シロ ッ コ の 理想 に 
し 、 徳 を 「 人 類 の 新しい 世界 を 切り 拓く 方 」 と 崇拝 
カツ の 子供 らし い 純粋 な 好意 に | ERLE 
う 相反 し た 感情 を 覚え 、 心 の 中 で の 存在 を 大 きく し て いっ 
その 板挟み が サラ を 苦し め 、 身 を 滅ぼさ せ た の で ある 。 


攻 に 道 馬 ける の だ っ た 


クリ ブス 戦役 来期 の 2 ロッ コ と ハマ ー ン の 戦い 


ドコ ス ・ ギ ア に 配属 さ 
リド の 小 麻 に 編入 され 、 初 
を 


て 命 を 落と す 。 それ で も 、 残っ た 意識 は カツ を 逃 が そ うと し 


i サラ に 影響 を 与え た 人 物 


パプ テマ ス ・ シ ロッ コ 
ジュ ビ トリ ス を 率い る 木星 和 
タイ プ 。 サラ 6 手 
移 ヒ し て 利用 し た 一 方 で 個 
人 約 に 深く 信頼 し 、 依 存 に 
近い 友情 も 失 


ラ へ の 一 送 な 想 
い を 拘 き 続け た 


仙 双 ・ サ ン ラ イメ 


カツ の 攻撃 か ら シロ ッ コ 
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PERSONAL PROFILE 
ティ ター ンズ の 盤 長 


Captains in TITIANS 


ティ ター ンズ の 艦長 


1) rE02 sn 33n 


PROFILE 
年 齢 ーー 
所 属 


エゥーゴ と の 戦い に 
身 を 投じ た エリ ー ト 艦長 


「 役 慢 ] 「 独 善 的 ] と いっ た 悪評 が つき まとう ティ 
ター ンズ だ が 、 組織 と し て は と も か く 、 軍人 と し て 優秀 
な 人 材 が 揃っ て いた の は 事実 で ある 。 最新 鋭 の MS 7 
や 艦艇 を 優先 的 に 配備 され る だ け あ っ て 、 そ の 人 性 能 
を 十 全 に 引き 出す に は それ な り の 技量 が 必要 だ っ た 
の だ ろう 。 自ら を 「 エ リー ト ] と 標 科 し 、 同 じ 階 級 で も ティ 
ター ンズ の 方 が 2 階級 上 と 見 な し て いた だ け あ っ て 、 
それ に 見 合う 能力 を 求め られ た と も 考え られ る (も っ と 
も グリ プス 戦役 が 長期 化す る と 土 官 候補 生 も 正規 
兵 に 格上げ され 、 そ れ が 元 で 指揮 と 規律 が 乱れ た よ 7 
うだ が ……) 。 特に 艦 を 預かり 、 その 指揮 を 執る 艦長 


に は 優れ た 資質 が 求め られ 、 エ ゥ ー ゴ と の 戦闘 に お に 1 


いて 、 彼 ら は 持て る 力 を 最大 限 に 振る っ た の だ っ た 。 
惜しむ らく は ティ ター ンズ 上 層 部 が 私 欲 に 走り 、 そ の 
思惑 が 艦長 た ちの 行動 に も 影響 を 与え た こと だ 。 他 
な ら ぬ 友軍 の 指揮 系 統 の 乱れ に 、 艦 長 た ち は 足 を 
引っ 張ら れ た の で ある 。 


ティ ター ンズ 秀長 の 代表 


き 
5 
に 
に 


ンー 
s 的 確 な 指揮 を 
4】 行っ た 人 物 と し て 知ら れ 、 
# まさ に 「 エ ! の : 
相応 し い 人 物 : 
へ 
EE 
@ : 
毅 。 前 
当 ( 
た が 、 上 か ) 
ちら の 命令 は 絶対 で あり 、 


意 に 治 わな い 作戦 を 強 { 
いら れる こと も あっ た 。 


/ 
= で 


= 
人 ム テッ ド ・ ア ヤ チ ( 右 ) 


人 る ロン バル ディ ア の 艦長 


MAIN MECHANIC 


ロン バル ディ ア 


グリ プス 戦 彼 を 通し て 一 度 だ 
け そ の 電 が 確認 され た と いう 
珍し い 牙 。 2 基 の MS カタ バ 
ルル ト と 多数 の メガ 粒子 砲 を 有 
する こと から 5、 ア レキ サン ドリ 
ア 級 に 匹敵 する 能力 を 有 す 
る と 考え られ る 。 


相手 を 撃沈 する 
時 に は 深 手 を 与 2 に 


地球 周回 


CEWI に Nm 4 


A 


アー が 


ママ 追撃 に は | 
で ある ジェ リ | 


旧知 の 促 


乗組 員 名 簿 は 現存 し て いな い . その 一 方 裏切り 者 
は 容赦 が な く 、 エ ウー 


アレ キサ ンド 


つけ て いる 沈 。 カ デ ィ も 関 光 の 中 に 消 


ティ ター ンズ に 協力 し た 艦長 


FE U.C.0087 初 頭 、 テ ィ タ ー ン ズ の 勢力 拡大 は 劉 

だ が 、 ジ ャ マイ カン ・ ダ ニン ガン の gt まる と ころ を 知ら ず 、 正 規 部 騰 は ティ ター ンズ より 格 

着任 後 は 彼 が 実質 的 な 指揮 官 と し \ 下 の 扱 いと な っ た 。 その た め 一 部 の 正規 部 隊 は ティ 
て 振る 舞っ た 。 その た め ブ リッ ジ ・ f = ! ター ンズ の 実働 部 隊 と し て 活動 し た 。 

、 ガ ディ より も ジャ マイ カ 

違 さ れ た よう で ある 
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フェ ルト ・ グ レイ ス 


PERSONAL PROFILE 


フェ ルト ・ グ レイ ス 


Feldt Grace 


イノ ベイ ド と の 戦い の 中 で 示し た 
CB メン バー と し て の 勿 持 


西暦 2312 年 。 量子 演算 負 理 シス テム 「 ヴ ェ ー ダ ] 
を 玲 取 され る な ど 、4 年 前 の 戦乱 に お いて 大 き な 痛 
手 を 受け た ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) で あっ た が 、 
生き 残っ た メン バー と 保有 し て いた 技術 力 を 活か し 、 
再 始動 に 向け た 準備 を 整え て いた 。 一 実働 部 隊 で 
あっ た プトレマイオス クル ー も 、 新 た な 母艦 プ ト レ マ イ 
オス 2 や ダブ ルオ ー ガ ンダ ム な ど を 装備 し 、 武 力 介入 
の 再開 を 提 野 に 入れ て いた の で ある 。 前 大 戦時 に プ 
トレ マイ オス の プリ ッ ジ クル ー を 務め て いた フェ ルト ・ 
グレ イス も 、 プ トレ マイ オス の 復活 を 支え た メン バー 
の ひと り で あり 、 再 び ク ルー と し て 艦 に 貢献 し た の で 
あっ た 。 

前 大 戦 で クリ ステ ィ ナ ・ シ エラ 、 リ ヒ テ ンダ ー ル ・ 
ツ エ ー リ と いっ た 信頼 で きる 戦友 を 失っ た フェ ルト は 、 
心 に 大 き な 傷 を 負っ で いた 。 だ が 、 す で に 天涯 孤独 
の 身 で あっ た 彼女 に ほか に 行き 場所 は な く 、 戦 乱 終 
結 後 も CB に 留まる こと を 決意 し た の だ っ た 。 
リヒ ティ ギク リス と いっ 
た プリ ッ ジ クルー、 そ し 
て 想い を 寄せ て いた 
ロッ クオ ン ・ ス トラ トス 
の 死 を 乗り 越え 、 フ ェ 


ルト は 再び 戦場 へ と 
向かう の だ っ た 。 


ッ ジ クル ー で あぁ っ 
た フェ ルト も 、4 年 を 軽 
で て 模 宰 的 に 大 きく 成 
長 を 遂げ て いた 。 その 
能力 は 新た な 戦い で 
も 活か され た 。 


reD2 se D7 


PROFILE 
年 齢 18 歳 
ッ レ スタ ルピー イン グ 


トレ マイ オス 2 の オペ レー ター) 


出身 不明 
技能 オペ レー ト 爆 務 、 ハロ の 世話 


プトレマイオス 2 
CB に 所 属す る 実 人 部 隊 の 


新た な 紅 覆 。 プトレマイオス 
(の 発展 改良 型 で あり 、 宇 思 
の みな ら ず 大 所 園内 や 水中 
で の 航行 も 可能 で : 
客数 の 火 凌 を 備え てい: 


関連 ファ イル 


| mg02 ser OTe 


利 那 ・F・ セ イエ イ や スメラギ ・ 李 ・ ノ リエ ガ な ど 、 一 
時 的 に 艦 を 離れ て いた メン バー が 組織 に 復帰 し 、 フ ェ ル 
ト の 乗る プトレマイオス 2 は 本 格 的 に 始動 し た 。 4 年 前 
の プトレマイオス に は 戦闘 能力 が な く 、 あ くま で ガン ダム 
の 輸送 艦 と し て 運用 され て いた が 、 新た に 乗り 込ん だ プ 
トレ マイ オス 2 は 戦闘 能力 を 有 し 、 加 えて 大 気 圏内 へ の 
突入 も 可能 だ っ た た め 艦 の 活動 範囲 は 大 幅 に 広がっ 
て いた 。 これ に 伴い フェ ルト の 負担 も 大 きく な っ た が 、 彼 
女 は 実戦 経験 の 少な い ミ レイ ナ を サポ ー ト し つつ 芽 実 
に 役割 を こなし 、 様々 な 作戦 を 成功 に 必 い た の で ある 。 

一 方 で 、 艦 や CB を 守 ろ うと する フェ ルト の 強い 想い 
は 、 時 と し て その 感情 を 不安 定 に し て いた 。 新た に 加 
入 し た ロッ クオ ン (ニー ル ・ デ ィ ラ ン デ ィ ) の 双子 の 弟 ラ 
イル ・ デ ィ ラ ン デ ィ に は 、 か つて 想い を 寄せ て い : 
ル の 姿 を 重ね て し まい 、 一 時 は まとも に 話す こと すら で 
き な か っ た 。 この ほか 、 ア レル ヤ ・ ハ プティ ズム と 共に 
艦 に 合流 し た ソー マ ・ ビ ー リ ス (マリ ー・ パ ー フ ァ シ ー) 
に は 、4 年 前 に 仲間 を 失っ た 慣 り を ぶつ け て いる 。 だ が 、 
そう し た 苦悩 や 苦痛 を フェ ルト は 長く 引き ずる こと は な く 、 
の ち に 友好 な 関係 を 築く に 至っ た 。 その 後 も イノ ベイ ド 
で あっ た アニ ュー・ リ ター ナー の 反逆 と いう 事態 に 見 舞 
われ た も の の 、 冷 静 に 対処 し て ブリ ッ ジ の 機能 を 死守 。 
結果 、 前 大 戦 の よう に 艦 を 破壊 さも れる こと な く 、 ア ロウ 
ズ と イノ ベイ ド 替 力 の 打倒 を 実現 し た の だ っ た 。 


較 E 半 し 利光 へ の 息 い 


4 年 前 の 戦乱 時 、 自 身 の 存在 を 優し く 受 け 入 れ て く 
れ た ニー ル に 対し 尊敬 の 念 を 抱き 、 深 い 恋 心 を 持っ て 
いた フェ ルト 。 だ が 、 そ の 想い を 打ち 明け る 前 に ニー ル 
は 宇宙 に 散っ て し まう 。 その ニー ル へ の 想い は 彼 の 死 
後 も 残り 、 容姿 が 瓜 ふた つ で ある 弟 の ライ ル へ と 向け ら 
れ た 。 だ が 、 それ を 嫌っ た ライ ル の 言動 が 功 を 奏し 、 フェ 
ルト は ニー ル と ライ ル を 切り 離す こと に 成功 し て いる 。 
以降 は グル ー と し て 任務 に 没頭 する 日 々 で あっ た が 、 戦 
い の 中 で イノ ベイ ター へ と 革新 し て いく 首 那 に 対し 、 心 
配 の 眼差し を 向け る よう に な る 。 徒 が イノ ベイ ター へ と 
革新 する 中 で 心身 と も に 不安 定 と な っ て いる こと を 見 抜 
き 、 それ を 支え よう と し た の だ っ た 。 

宇 軍 で の 最終 決戦 前 に は 、 マ リナ ・ イ スマ イー ル と 
居 那 の 関係 に 配慮 する 姿勢 を 見 せな が ら も 、 痢 那 に 
一 輪 の 花 を プレ ゼン ト し 、 彼 の 無事 を 祈っ て いる 。 


オペ レー ター と し て MORE INFO! 


以前 か ら メ カニ ッ ク の 知識 が 農 富 で 、 冷 静 な オペ レー CB に 所 属し て いた 両親 を 事故 で 失っ た 過去 を 持つ フェ ルト は 、 プ ト 
ト に は 定評 が あっ た 。 2312 年 の 戦乱 で は 、 プ トレ マイ 
オス 2 で 戦闘 の 最前 線 に 身 を 置く こと に な る が 、 能 を 水 
中 へ と 突撃 させ た 「 ア レル ヤ 礁 還 作 戦 ] や 、 衛 星 兵器 て の 情 な ど 、 ひ と り の 女性 と し て も 
| メメ ント モリ ] の 撃破 作戦 な ど 、 戦 術 予報 士 の ス メ ラ Er END EER RE 
ギ が 立案 し た 難易 度 の 高い ミッ ショ ン を 成功 に 導い た 。 
これ は 、 前 大 戦 を 乗り 越え て きた フェ ルト の 実力 と 経験 
が な く て は 成 し 得 な か っ た も の で ある 。 


副 況 オペ レー ター と し て 有する 確 み な 実力 は 、 ア ロウ バ ヤ イノ ベイ ド 勢 力 に 
天 度 も 狙わ れ た 態 を 架 沈 の 居 構 か ら 教 うこ と に 成功 し て いる 。 
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PERSONAL PROFILE CE 本 02 sn20n 
トロ ヤジ ワレ ノバ リー・ ホ ー 


Rtojan Noiret Barry Hoo 


ゲリラ に 身 を 投じ た 青年 と 
彼 を 導い た 元 オ ー プ の 格闘 守 


C.E.73、 地球 連合 と ザフト は 再び 戦端 を 開い た 。 
それ に 伴い 地球 上 で も 両 勢 力 の 動き が 活発 に な っ 
て いく 。 そう し た 中 で 連合 と ザフト の 両 勢力 に 反発 す 
る 現地 勢力 も 多く 、 東 アジ ア 共 和 国 の 第 13 密 林 保 
護 区 で も 住民 に よる 抵抗 運動 が 起こ っ て いた 。 そ 
の ゲリラ の ひと り が トロ ヤ ・ ノ ワレ で ある 。 

オー ブ 連 合 首 長 国 の 元 MNS パ イロ ッ ト で ある 
格闘 家 パ リー・ ホ ー は 、 若 い 頃 の 修行 地 が 戦 
火 に 見 式 わ れ て いる こと を 見 過ごせ ず 、 ガ ンダ ム ア 
スト レイ グリ ー ン フレ ー ム を 用 い ゲ リラ に 協力 。 そこ 
で 出会っ た トロ ヤ に 自ら の 想い と 拳法 の 持 を 継ぐ に 
足る 資質 を 見 出し た パリ ー は 、 グ リー ン フ レー ム を 旗 
す と 共に 師匠 と し て 拳法 の 神前 を 教え る の で あっ た 。 

東 ア ジア 共和 国 の 戦闘 は 、 連 合 を 裏切っ た ルカ 
ス ・ オ ド ネ ル の 第 四 軍 に よっ て 混迷 を 来 す 。 その 過 
程 で パリ ー は 命 を 失う が 、 そ の 志 を 受け 継い だ トロ ヤ 
に よっ て 戦い は 終息 に 向かう の で あっ た 。 


GE710 戦 乱 で も 支 
忠 地 の が リラ 活動 は 
あっ た 。 アフ リカ で は 
地元 住民 が レジ スタ ン 
ス 「 距 の 漠 ] を 形成 


混 の 虎 」 ア ンド 
バル トラ ェ ルド 


元 オー ブ の 軍人 で あっ 上 
た パリ ー は 、 戦艦 クサ ナ 
ギ の クル ー と し て 苑 2 次 
ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 基 防 戦 
に 雪 加 し た 歴戦 の バイ 
ロッ ト 。 その 接 は 除隊 し 
て 世界 を 放 湖 し て いた 。 


関連 ファ イル 


MBE-M1 MI アス トレ イ SEED.01-21 上 


ドロ YY・ ク ソレ 


MORE INFO! 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 で の バリ ー 
C.E71.09.26、 ザ フト の 字 宙 要 寒 ボア ズ が 核 攻撃 で 落ち た 3 日 ジャ ン ・ キ ャ リー 
ー エ 近傍 軍 域 に 戦域 偵察 「 培 めく 図星 中 の 異名 


連合 と ザフト の 乱戦 の ! 


れ な が ら も 相棒 と し て フォ ロー を 務め る の : 
結局 、 バ リー の 勘 は 破壊 兵器 ジェ ネ シ ス の 存在 を 告げ て いた の で ある 。 


ヤキ ン 潜入 中 、 外 か ら の 悪意 一 
連合 の 槍 ミ サイ ル 攻 撃 を 察知 た 


は 、 か つて な い 大 松寺 
で ある ジェ ネン ス の 有 鑑 で あっ た 。 
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コウ ・ ウ ラキ まき 


Kou Uraki 


6 RX-78GPO1Fb 
負 放 9 拉 7 バ ー ニ アツ 


デラ ー ズ 紛争 以前 の コウ は 、MS 好 き の 純 
た し か し p 


RX-78GP03 
プ ガン ダム 試作 3 号機 


リン ダム 開発 計画 ] に お い 
用 尊 


関連 ファ イル 
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こす * 


俺 べ の 気持 ち は 朋 だ う 


GU 


半 ! コ ツ の 皮 長 を 後押し し た 男 た ち 


Wa シラ イメ 106-14 


機動 戦士 ガン ダム O083 スタ ー ダ スト メモ リー 


PERSONAL PROFILE [| me? ser15n 


アナ ハイ ム の 技術 者 補 


Engineers in ANAHIEM 払 能 MS の 開発 林 評 価 式 験 の 施 和 


UL A EAE 
DAR NE DNS 


NS[ 


優れ た 技術 者 は 往 
い 。 ルセット も そう 
止 を 命じ られ る と 、 


己 頭 示 欲 が 強い 場合 が 多 語 


ーH キ ・ デ マヤ 
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機動 


PERSONAL PROFILE 


必 生 ko ゲー 


TF 2 PE 


芽 作 3 
発 当 結 を 告げ 54 


補 ー ラ ェ > り サッ シュ | Et 


MORE INFO! リバ モア 工場 の 女性 エン ジニ ア た ち 


A ye 


ニナ ヤ や ポー ラ が 所 属す る AE の フォ ン ・ ブ ラウ ン 支 社 リ バ モ 
ア 工 場 MS セ クシ ョ ン は 、 女 性 SE ば か り で 構成 され た 部 署 で 
ある 。 これ は AE が 実力 王 義 を 導入 し た こと の 証 
性 で も 優秀 な 技量 を 有する 者 は 重要 な セク ショ 
の だ 。 彼女 た ち が 担当 する GP: 
の 学名 が 使わ れ た の は 女性 らし い * 
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PERSONAL PROFILE i E02 2 


グラ ハハ ム に EE = カ = 計 3 3 > 4 


Graham Aker 


ナー 2 4 エト や 22 に 】 


グラ ハム は 、 フラ ッ グ 


強い も の へ の 探究 心 や 好 礎 心 が 星 
性 能 の 優 れ た ガン ダム に も 執着 


SVMS-01E 
グラ ハム 専用 
ン フ ラッ グ カ スタ ム 


HE D2 se fn 


、 足跡 7 用 


信頼 する 部 下 の 死 


間 人 で は な し 
克 天 を 強め で 


SWAD の 基地 が 寺 滅 し 、 エ イフ マン も 死 
ティ に 迫り 、 互角 の 戦い を 線 り 広げ た 


MORE INFO! 


画 ダ リル ・ ダ ッ ジ 
グラ ハム が 特に 信頼 する 部 下 の ひ と り 


画 作 ワード ・ メ イス ン 
ダリ ル と 共に グラ ハム を 支え て いた 部 


で 、 戦場 で は グラ ハム の 補佐 と し て 出撃 す フラ ッ グ へ の 肝 着 は 強く 、 グ ラ ハ ム か た フラ ッ ク フ ァ イ タ 

る 機会 が 多かっ た 。 グラ ハム へ の 中 誠心 は ら も 一 目 置 か れ て いた 人 物 で あっ た が 、 と ライ ド が 高く ダラ ハム に 対し て も 高圧 的 な 

強く 、 彼 の 名 汰 を 汚す 者 に は 容赦 な か っ た 。 チー ム ト リ ニテ ィ と の 交戦 で 死亡 し た 。 態度 を 取っ て いた が 、 ガ ンダ ム の 性 能 を 
} 見 設 る 失態 を 犯 し 、 ガ ンダ ム デ ュ ナメ ス に 


よっ て 乗 機 を 破壊 され : 


生 機 を 破 境 され て し まっ た 
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機動 戦士 ガン ダム 00 


歴史 に 末 
あの 


ーーー ーー 


記 


武力 を 否定 じ 、. 対 話 を 求め た 指導 者 
その 苦難 の 道程 上 勝ち得 た 結末 


中 東 の 新 異国 アザ ディ スタ ン 王 国 の 第 一 皇女 と し 
て 国家 の 運営 を 託さ も れ て いた 、 マリ ナ ・ イ スマ イー ル 。 
その 美貌 と 包容 力 の ある 人 柄 か ら 国 民 的 な 人 気 を 得 
て いた が 、 政 治 家 と し て は 未熟 で あり 、 国 家 は 困窮 
の 一 途 を 辿っ て いた 。 その 主 な 原因 で ある エネ ルギー 
問題 一 アザ ディ スタ ン は 三 大 勢力 と の 填 較 に より 
太陽 光 発 電 の 思 恵 を 得 ら れず 、 さら に 化石 燃料 の 厳 
し い 輸 出 規制 も あっ た 一 一 を 解決 する た め 、 マ リナ 自 


アザ ディ スタ ン 王 国 


で も …… そ れ 以 上 に 信じ た い 、 


106-19 


信じ た い の よ ・ 


首 那 と 衝撃 の 出会い を 果たし た マリ ナ は その 後 、 
母国 へ と 帰国 。 だ が 、 彼女 に 安息 の と き は な く 、 保守 
派 の 指導 者 で ある マス ー ド ・ ラ フ マ デ ィ ー が 何者 か に 
拉致 され る 事件 が 発生 する 。 これ を 機 に 、 独 立 を 維 
持 し た い 保守 派 と 、 三 大 勢力 と 手 を 結ん で エネ ルギー 
問題 を 解決 し た い マ リナ ら 改革 派 の 対立 が 激化 。 国 
家 は 非常 事態 を 迎え る 。 だ が 、 こ の 内 乱 に 「 全 戦争 
行為 の 根絶 」 を 掲げ る CB が 武力 介入 を 開始 。 彼ら は 


mE02 se 890 


マリ ナ ・ イ スマ イー ル 編 


Case of Marina Ismail 


中 東 の 新興 国 を 任 され た 女性 指導 者 マリ ナ ・ イ スマ イー ル は 、 ガン ダム の 
少年 に 影響 を 受け な が ら も 、 一 綱 し て 武力 に 依ら な い 平和 を 求め 続け た 。 


ら 外 交 に 芽 走 し て いた 。 だ が 結末 は 芳しく な く 、 落 ち 
込む マリ ナ 。 その 彼女 は AEU の スコ ッ ト ラン ド で 、 同 
国人 の 姿 を 見 か が ける 。 それ が 対 那 ・F・ セ イエ イ で あっ 
た 。 異国 の 寂し さも あり 思わ ず 彼 に 声 を 掛け た マリ ナ 
で あっ た が 、 羊 那 は アザ ディ スタ ン が 減 ぽ し た クル ジ 
ス の 出身 で あり 、 し か も マリ ナ が 「 手 信者 の 集団 」 と 
評 し た ソレ スタ ルビ ピー イン グ (CB) の メン バー で ある こ 
と が 判明 。 その 事実 に 彼女 は 言葉 を 失う の だ っ た 。 


13 話 (1 st シー ズン ) 


マス ー ド の 身柄 を 救出 し 、 マ リナ の 元 へ 返還 する と の 
メッ セー ジ を 寄せ る 。 マリ ナ の 補佐 を 務め て いた シー リ 
ン ・ パ フ テ ィ ヤー ル は 、CB の こう し た 行動 を 懐疑 的 に 
提 え て お り 、 マリ ナ に も 「 正 し い 決断 ] を 迫っ た 。 だ が 
マリ ナ は シー リン の そう し た 懸念 は 重々 理解 し つつ も 、 
国家 の 崩壊 を 回 避 す る に は CB に 懸け る し か な いと 判 
断 。 結果 、 マ スー ド の 身柄 は CB か ら マ リナ の 元 へ と 渡 
り 、 これ を 機 に 内 乱 状態 は 鎮静 化し た の だ っ た 。 


機動 戦士 ガン ダム OO 


首 邪 、 な ぜ な の ? 


地球 連邦 軍 収 監 施設 


な ぜ あ な た は また 戦 お うと し て いる の ? 


マリ ナ の 在 痛 な 中 び 
和 著 は 閉場 


保守 派 と 改革 派 の 対立 を 経て 、 正常 な 状態 を 取り 
戻 そう と 外交 活動 に 奏 走 し た マリ ナ だ が 、 国 家 の 情 
勢 が 劇 的 に 良く な る こと は な か っ た 。 国連 軍 と CB の 
戦 結 し た 後 も 、 政 治 面 で 彼女 を サポ ー ト 
ン が 国家 を 出 弄 。 さらに 、 マ リナ 自身 に 
も 災難 が 振り か か る 。 か つて 紀 那 と 接触 し て いた 事 
実 が 地球 連邦 軍 に 問題 視 さ れ 、 強 制 的 に 収監 され 
た の だ 。 落 暗い 中 獄 の 中 で た だ 耐え る 日 々 で あっ た 


カタ ロン 第 ら 支 部 


、 彼女 に も まだ 運 は 残さ れ て いた 。 西暦 2312 年 に 
TO た CB の プトレマイオス 2 が 、 ア レル ヤ ・ ハ ブ 
を 奪還 する 目的 で 彼女 が 収監 され て いる 施 
| れ た の で ある 。 これ に より マリ ナ も 救出 され た 
が 、CB に 再び 利 那 の 実 が ある こと に 疑問 と 悲し み を 
覚え る 。 何より も 戦争 を 不毛 な も の と 考え る マリ ナ に 
と っ て 、 あ れ だ け 痛 烈 な 敗北 を 喫し な が ら 、 刺 那 が 再 
び 戦 場 に 舞い 戻っ て きた 理由 が 理解 で き な か っ た 。 


15 話 (8n 


は 、 丘 い を 知る こと か ら 始 め な いと / 
その 時 間 ぐ らい 、 あっ て も いい で し ょ ? 


マリ ナ は 緊急 避難 的 に プトレマイオス 2 に 乗艦 し 、 
CB と 行動 を 共に し た 


一 度 母 国 で ある アザ ディ スタ 
1 の お で に アリ ー マ 
ス の 急 器 に よっ て 国 が 焼 か れ て いた た めそ れ は 叶わ 
ず 、 結 果 的 に CB と の 連携 を 目指 し て いた 連邦 政 
府 組織 「 カ タロ ン 」 
ディ スタ ン か ら 離 脱し た 


マリ ナ 。 その 場 に 、 サ ー シ ェ ス と の 戦闘 で 重傷 を 負っ 
た 簡 那 が 究 を 現し 、 マ リナ が 看病 を 任 さ れる こと に な 
る 。 これ まで 導 那 と は 奇妙 な 緑 で 結ば れ て いた が 、 こ ご 
こ に き て 初め て ゆっ くり と 語り 合う 時 間 が で : 
マリ ナ は 上 記 の よう に 痢 那 に 問い か け : その 過去 を 
聞き 出す 。 球 那 が 世界 の 変革 を 望み 戦い 続け る 理 
由 を 初め て 知っ た マリ ナ で あっ た が 、 武 力 で 解決 を 求 
め る 彼 の や り 方 に は 疑問 を 抱い た まま で あっ た 。 


マリ ナ は アザ ディ スタ 


マリ ナ は その 後 も 孤児 た ちの 世話 を 続け な が ら シ ー 
リン や カタ ロン の 幹部 クラ ウス ・ グ ラー ド と 行動 を 共 | 
し 、 ア ロウ ズ の 追撃 を 避け つつ 各地 を 転々 と する 。 そ 
の 中 で も 、 マリ ナ は 対話 を 重視 する 姿勢 を 崩さ ず 、 例 
え 自 己 防衛 の た めで あっ て も 決し て 武器 を 使う こと は 
な か っ た 。 その 頑 な な 態度 を 保ち な が ら ア ロウ ズ の 攻 
撃 を 逃れ 、CB の 活躍 に よっ て 戦乱 終結 の と きま で 生 . 
き 延び る こと が で きた の は 、 あ る 意味 で 奇跡 と 


アザ ディ スタ ン 王 国 


西暦 2312 年 の 載 乱 か ら 2 年 が 経っ た 2314 年 、 
世界 は ELS (地球 外 変異 性 金属 体 ) の 製 来 と いう 異 
常 事態 に 直面 する 。 コミ ュ ニ ケー ショ ン が 取れ な い 彼 
らち へ の 対応 に マリ ナ も 困惑 する が 、 痢 那 は 、「: 
を 用 いて 彼ら と の 和解 の 道 を 探っ て いた 。 税 那 か ら 
の 連絡 は 途絶 えた まま だ っ た マリ ナ も 、 彼 に 最後 の 
希望 を 託し た の で ある 。 その 結果 、 羊 那 は ELS と の 
和解 に 成功 し 、 世 界 に は 平穏 な 生活 が 戻る 。 


か も し れ な い 。 、 マ リナ は 自身 の 生き 方 を 疑っ て 
お ら ず 、 再 編 さ れ た 連邦 政府 の 支援 を 受け て アザ ディ 
スタ ン が 再建 を 果たし 、 そ の 指導 者 に 復帰 し て か ら も 、 
軍事 力 に 頼る こと な く 国 家 の 発 展 を 進め で いこ うと し 
で いた 。 加え て 、 連 邦 と 中 東国 家 の 仲介 役 を 買っ て 
出 て 、 地域 全体 の 再建 に も 乗り 出し た の で ある 。 そう 
し た 平和 に 向け て 導 進 で きる 状況 を 、 マ リナ は 「 小 さ 
な 幸せ 」 と 捉え た 


だ っ た 。 


マリ ナ は この 導 那 に よっ て 勝ち 取ら れ た 平和 を 維持 
すべ く 、 長 き に 理 っ て 王国 と 世界 の た め に 尽力 し た の 
だ っ た 。 それ か ら 50 年 が 経た 2364 年 活 
を 送っ て いた マリ ナ の 前 に 、 あ る パイ ロッ ト が 現れ る 。 
それ は 、ELS の 母 星 か ら 帰還 し た 刺 那 だ っ た 。 閉 那 
か ら 「 君 が 正しかっ た 」 と 、 一貫 し て 対話 を 求め た マリ 
ナ の や り 方 に 次 辞 が 送ら れる と 、 マリ ナ も 幣 那 の 戦い 
が 間違い で は な か りか ける の だ っ た 。 
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Tieria Erde 


EB-002 
ラフ ァ エ ル ガ ン ダム 
エリ ア 専 用 に 開発 され 
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機動 戦士 


PERSONAL PROFILE neD2 sm 


ら ぜ ゐる わけ に 


ス の メン 
エリ ア 。 だ 
する 危機 
再会 を 素直 に 喜ん で 


} b る 。 MORE INFO! 
50 年 本 し た の だ っ た 。 本 体 と の 関係 性 ・ 2 を と て 


て いる と き の ティ 
量子 演算 処理 シス テム と し て 、「 イ オリ ア 計 y ア ー ダ 備 か ら CB 
画 ] の 導 行 と それ に 伴う CB の 活動 方 針 を 示し - Pe 


た ヴェ ー ダ 。 その メイ ンタ ー ミ ナル は 「 ソ レス タル 


(か れ 、 そ こ に ティ エリ ア の 意 


な っ て いた 


fl 識 体 も 存在 し : 
末 (肉体) に 移す ご 
オー クア ンタ に も 移 
び ヴ ェ ー ダ に 戻る こと も 自在 で 


還 メ イン 


ル 


| ツェ ー ダ の メイ ンタ ー ミ ナル 。 革 
CIN AS 識 休 の ティ エリ ア の みな ら ず 、 

| | ヴェ ー ダ 本体 と リン クレ た 打鍵 の 
| に に 目 ] イノ ベイ ド の 技術 士官 が その 内 
部 で 活動 し て いた 。 


ぇ ・MBS 107-14 
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PERSONAL PROFILE 
フラ ン ・ ド ー ル 


Fran Doll 


ジャ ー ナ リス ト の 目線 か ら 
戦争 に 菩 ん だ ムー ン レ ィ ス の 少女 


地球 へ の 帰還 を 志 し た 月 の 民 ム ー ン レ ィ ス が 、 そ 
の 計画 に 先駆 け て 地上 に 降下 させ た 地球 環境 調査 
貞一 検体 と し て 地球 で 生活 する 任務 を 担っ た 彼ら 
に は 、 任 務 完 了 後 の 身 の 振り 方 を 自由 に 選ぶ 権利 
が 与え られ て いた 。 それ ゆえ 、 地 球 の 環境 に 適応 し 
た 彼ら の 中 に は 、 そ こ に 自ら の 居場所 を 見 つけ て 帰 
化 を 望む 者 も 少な く な か っ た 。 フラ ン ・ ド ー ル は 、 そ う 
し た 地球 環境 調査 員 の ひと り だ っ た 。 

フラ ン は 、 正 暦 (C.C.) 2343 に 地球 へ と 降下 し 
た 先 條 調査 員 の ひと り で 、 ロラ ン ・ セ アッ ク と キー 
ス ・ レ ジェ の ふた り と 共に アメ リア 大 陸 に 降り 立っ 
た 。 ふた り と 別れ 、 イ ング レッ サ 領 ノッ クス の 新聞 
社 ノ ックス ・ ク ロニ クル に 印刷 工 と し て 入っ た フラ ン 
は 、 地 球 の 人 々 の 中 で 暮らす うち に 記者 を 目指 す よ 
うに な る 。 し か し 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター の 降下 に 始 
まる ムー ン レ ィ ス の 地球 帰還 が 、 フ ラン を 戦乱 に 誘う 
こと に な る の で ある 。 


EE 


Tr 


ブン テコ 


相 可 惨 強壮 Crrvyry 縦 成層 選 
ASSNixS き rr マタ 


先 悦 調査 員 と し て 地球 
の 生活 に 溶け 込む 中 で 、 
新聞 記者 


イン ルッ 9・ 
パイロット を 務め た 
フラ ・ ヨ ント と 知り 合い 、 お 


身 を 投じ 、 お 互い を 支え 
あっ た 


道 の た め な ら 危 険 を 
を 寄せ た ジョ ゼ フ に 甘え た り 、 太 
指摘 に 飛 坊 する な ど 、 女性 らし い 面 


i 


FLAT-L06D 

フラ ッ ト 

先 達 環 査 員 の 地震 降下 に 
7 


関連 ファ イル 


ニニ ン と 同じ よう に ノッ クス の 街 で 
いい 請 重き ロ を 見 つけ 、 バ パン 屋 に 
上 を 寄せ た 


TU 
Li0UIUI 


区 は 申立 公正 、 
フッ クス ・ タ ロニ クル の 
病 聞 記者 よ ! 


フラ ン た ち が 地 球 に 降り て か ら 2 年 が 経っ た C.C. 
2345、 ムー ン レ イィ ス の 地球 帰還 作戦 が 開始 され る 。 だ 
が 、 地 球 の 民 と の 交渉 は 決裂 し て 武力 衝突 に 至り 、 フ 
ラン は 岐路 に 立た され る こと に な る 。 帰還 者 と し て ムー 
ン レ ィ ス の 下 に 戻る の で は な く 、 中 立 の 立場 か ら 事 の 成 
り 行 き を 報道 する こと で 、 戦 人 争 の 抑止 に 貢献 し よう と す 
る フラ ン 。 ム ー ン レ ィ ス で ある こと を 告白 する ロラ ン を 友 
好 の 架け 橋 と し て 記事 に する な ど し て 、 戦場 の 光景 を カ 
メラ に 収め て いっ た フラ ン だ っ た が 、 そ の 一 方 で 悲惨 な 
現実 を 報じ る こと に 欄 気 が 差し つつ あっ た 。 さら に 、 自 
分 の 記事 が 載る は ず の ル ジ ャ ー ナ の 新聞 が ボル ジャ ー 
ノ 家 に よっ て 発行 を 止め られ て いる と 知り 、 自 分 が 何 も 
知ら な か っ た こと に 落胆 する の だ っ た 。 

それ で も 、 フ ラン は 戦争 の 真実 を 写真 に 残 そう と 決 
意 し 、 従 軍 カ メラ マン と し て ロラ ン た ち に 同行 し た 。 月 に 
向かう ウィ ル ゲ ム に 乗り 込ん だ の も 、 月 に 行く 地球 の 民 
の 記録 を 本 に し た いと いう 思い か ら で あ っ た 。 さら に 、 ギ 
ム ・ ギ ン ガ ナ ム の 妖 起 と グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド 
の 裏切り に よっ て 戦い が 激化 し て も な お 戦場 に 身 を 置 
き 、 その 応 示 を 見 届け よう と する 。 そし て 、 2 機 の ター ン ・ 
タイ プ が 呼ん だ 月 光 蝶 が 争い に 幕 を 引く 昭 間 を 目撃 し 、 
自ら の 歩み に も ひと つの 区 切り を つけ た の で ある 。 


ジョ ゼ フ ・ ヨ ッ ト に 向け た 想い 


フラ ン は ミリ シャ を 取材 する 中 で ジョ ゼ フ ・ ヨ ッ ト と 出 
会 い 、 好 戦 的 に 見 える 彼 の 内 面 に 優し さ を 感じ て 次 第 
に 惹か れ て いっ た 。 結婚 を ほのめかす 言葉 を 投げ 掛け 
た り 、 記 者 と し て の 意義 に 悩む 自ら の 想い を 吐 圭 する 
な ど 、 ゼ フ に 心 を 許し て いた こと が 察 え る 。 同時 に 、 
名 を 揚げ よう と 躍起 に な る ジョ ゼ フ を 心配 し 、 無 茶 な 行 
動 を 制止 する 場面 も あっ た 。 ギン ガ ナ ム 軍 と の 戦い の 
中 で 、 ジョ ゼ フ が グエン に 奪わ れ た V ガ ンダ ム を 取り 戻し 
に 行こ うと し た 際 に も 、 フ ラン は 彼 を 止め よう と し た 。 た 
が 、 そ れ が 叶わ な いと な る と 、 ジ ョ ゼ フ た ちと 共に ウィ ル 
ゲ ム に 乗り 込ん で グエン と の 会 談 に 同席 し 、 軽 挙 を 抑 
える よう 気 を 配っ て いる 。 また 、 取 り 戻し た V ガ ンダ ム で 
ギン ガ ナ ム に 挑 も うと する ジョ ゼ フ を 止め よう と し た が 、 
彼 の 意思 を 曲げ ける こと は で きず 、 返り 討ち に 遭っ て 負傷 


し た ジョ ゼ フ を 回 収 し て 命 を 救っ た の だ っ た 。 ) を 


に な る うと し た 。 


記者 を 志 し た フラ ン の 文 す 
新聞 記者 を 目指 し た フラ ン は 、 カ メラ を 手 に 各地 を 飛 

び 回 り 、 地球 帰 思 作戦 以後 の 混乱 を 記事 に し た 。 ロラ 

ン (ロー ラ ・ ロ ー ラ ) が V ガ ンダ ム の パイ ロッ ト で ある こと 

を 報じ た ノッ クス ・ ク ロニ クル の 記事 も フラ ン の 手 に よ 

る も の で 、 胸 部 に 核 弾頭 を 隠し た V ガ ンダ ム を 「 胸 に は 

寺 い 情 寺 の 核 を 秘め て 」 と 評 す る な ど 、 情 絡 的 な 文才 

の 持ち 主 で も あっ た と 言え る 。 


に 


し 、 皇 
憎 れ な 地球 


年 軍 カ メラ マン と し て 昔 且 を 記録 する 一 方 、 戦 第 を 考え て 人 々 の 日 常 を 取 材 
する こと も あっ た 。 な お 、 フラ ッ ト を 動か す 弄 度 の 所 術 も 有 し て いた 。 


Ma +tz 107-16 


107-17 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


PERSONAL PROFILE 
エマ リー・ オ ンス 


Emary Ounce 


関連 ファ イル 
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"} 


Rl 


機動 戦 士 


PERSONAL PRORILE 


プラ イト 艦長 ! 6 
守っ て くだ さい !! 


ネェ ル ・ ア ー カ マ と 子供 た 
ン ロ ー ズ の ク 


いう 一 邊 も あっ た 


MORE INFO! 


ドッ ク 航 で ある ラ ピ ビアン ロ ー ズ に ! 
な ら 多数 の 作業 員 が 乗艦 し て い : 
リプ ス 戦 役 後 の エ ゥ ー ゴ は 絶対 的 な 人 員 
に 陥っ て お り 、 スキ ル 不足 の 乗組 員 で 
間に合わ せる し か な か っ た 。 ある 時 、 エ マリ ー 
が 「 ダ メ な の よね 、 最 近 の 若い ヤツ は 」 と こ 
(た 陰 に は 、 そ の よう な 理由 が あっ : 


組員 の 硝 杜 で 海 め 息 を つ 
く エマ リー。 艇 長 代 理 と し 


ロー ズ の 聞 長 。 た 


< 自ら が 盾 と な っ た エマ リー 
端 MS の 注意 を 引き 付け た 
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地球 連合 軍 の エー スパ イロ ッ ト ① 民 


(ジャ ン ・ キ ャ リー エド ワー ド ・ ハ レル ソン ) 
Jean Carrey/ Edward Harrelson 


m02 sm 


成す べき こと を 見 出し 
達 合 か ら 脱却 し た ふた り 


第 1 次 連合 ・ ブ ラン ト 大 戦は 、 事 実 上 ナチ ュ ラ ル と 
コー ディ ネイ ター の 対立 と いう 構図 を 描い て いた 。 そう 
し た 状況 の 中 、 コ ー デ ィ ネイ ター で あり な が ら 開 戦 と 
同時 に 地球 連合 へ と 入隊 し た の が ジャ ン ・ キ ャ リー 
で ある 。 戦争 の 早期 終結 の た め 敢 えて 連合 に 身 を 
投じ た も の の 味方 か ら 疎 まれ 、 最 終 的 に 連合 で も 
ザフト で も な い 第 三 勢力 と し て 戦争 終結 に 尽力 し 
た 。 一 方 、 連合 に 併合 され た 南ア メリ カ 合衆国 
の 軍人 だ っ た エド ワー ド ・ ハ レル ソン (エド ) は 、 大 
戦 で 戦果 を 挙げ た エー ス で あっ た が 連合 に 不 
信 を 抱い て 脱走 。 祖国 独立 の た め 寿 走 する 。 
両者 は 大 戦 を 通じ て 連合 に 幻滅 し 、 自ら の や る 
べき こと を 見 出し て 新た な 道 を 歩 お の だ っ た 。 


関連 ファ イル 


BAT-X133 
ソー ドカ ラミ テ 


人 83992 の ま 加 する 
地球 国家 群 。 反 コ ー デ ィ ネ 


RG {> ett 
ルー コ 


ス が 実権 を 握っ て 
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ジャ ン ・ キ ャ リー 

プラ ント で 戦争 の 気運 が 高まっ て いく こと に 反対 し て 
地球 へ 降り た ジャ ン だ が 、 ほ ど な く 連合 と プラ ント は 開 
戦 。 悲惨 な 戦争 を 早く 終わ らち せ た い 一 心から 連合 軍 へ 
と 入隊 し 、 貴 重 な MS 乗り と し て 戦果 を 挙げ て いく 。 だ 
が 連合 で も ナチ ュ ラ ル 用 MS が 登場 し 、 利 用 価値 の 消 
えた ジャ ン は 追わ れる よう に 除隊 し て ジャ ンク 屋 組合 に 
身 を 寄せ た 。 そこ で レッ ド フ レー ム を 駆る ジャ ンク 屋 ロウ ・ 
ギュ ー ル に 出会っ た ジャ ン は 、 戦 争 終 結 の た め に 行動 

る 一 派 一 ー エ ター ナル 、 ア ー ク エン ジェ ル 、 オ ー ブ の 
クサ ナギ カ ら 成る 、 連 合 で も ザフト で も な い 第 三軍 一 一 
を 紹介 され る 。 よう や く 自 分 らし く 戦え る 場所 に 巡り 会 え 
た ジャ ン は 、 ク サナ ギ に 所 属し て 活躍 する の だ っ た 。 以 
後 、 ユ ニウス 条約 の 調印 式 を 狙う テロ の 阻止 を は じ め 、 
C.E.73 に は プラ ント の キャ スタ ー で ある ベル ナ デ ッ ト ・ 
ルル ー と 傷 の 回 復 に 努め て いた エド を 、 ギル バー ト ・ デ ュ 
ラン ダル に よる 暗殺 と 「 一 族 ] の 魔手 か ら 守り 、 ロ ンド ・ 
ミナ ・ サ ハク の 天空 の 宣言 に 立ち 会 わせ る 手伝い を す 
る な ど 、 平和 の た め に 陰ながら 行動 する 。 


150m ガ ー ベ ラ ・ ス トレ ー ト 
の た め 直 精度 研ぎ 機 を 設計 
UV 


リジェ ネ レ イト 肘 備 に カ を 貧 
し ko 


5 乏 し う と 中 る が 
と の 投 和 と 生き 欄 を 名 っ た 
ロウ が 追い 払い 、 タラ イン 派 
の ダコ スタ を 紹介 し た 。 


エド ワー ド ・ ハ レル ソン 

地球 連合 に 併 香 さ れ た 南ア メリ カ 合衆国 の 戦闘 機 乗 
り だ っ た エド 。 C.E.70.08 に 哨戒 編隊 で F-7D ス ピア ヘッ 
ド 戦 闘 機 に 搭乗 し て いた エド は 、AME-WAC01 ディ ン 
特殊 電子 戦 仕様 に ドッ グフ ァ イ ト を 仕掛 け 、 主 翼 で 敵 機 
を 切断 し た こと が 「 切 り 裂き エド 」 の 由来 と な る 。 実 6 
日 酔い で 気付 いた ら 激突 し て いた と いう の が 真相 だ が 、 
この 一 件 で MS 開発 の 実験 部 隊 に 転属 と な り 、 数 々 の 
試作 機 を 乗り 継ぐ 。 な お 、 二 つ 名 を 決定 づけ た の は 、 
CE.71.06 の 第 3 次 ビク トリ ア 攻 防戦 に お いて カラ ミ 
ティ を 駆っ た 戦闘 で あっ た 。 この と き 指揮 官 で あっ た ロン 
ド ・ ギ ナ ・ サ ハク か ら 部 下 に と 誘わ れ て いる 。 そし て 第 
2 次 ヤキ ン ・ ド ウゥ ー エ 攻 防 戦 に お いて 、「 人 命 に 対す る 
敬意 の 不在 が 連合 軍 の 実像 だ と 目の当たり に し た エド 
は 、 攻防 戦後 に 脱走 。 祖国 解放 の 戦い に 身 を 投じ た 。 


番 殴 と 到 刻 を モチ ー フ と し た 
エド の パー ソナ ル マ ー ク 。 帰 
暫し た ソー ドカ ラミ ティ が 机 
MS の 返り 血 ( オ イル ) で 濡れ 
た 梁 か 5、「 切 り 製 き エ ド 」 の 
名 は 決定 づけ られ た と いう 。 


帰し た ミハイル で あっ た 。 


(0 エド ワー ド - ハ レル ッ ン 


MORE INFO! 


地球 連合 の 結束 強化 と いう 名 目 で 併 香 さ れ た 南ア メリ カ 合 
衆 国 は 、 実質 的 に 大 西洋 連邦 の 支配 下 に あっ た 。 祖国 解放 
に 立ち 上 が っ た エド に 連合 も 黙っ て お ら ず 、 刺客 の ひと り リ レ ナ ・ 
イメ リア と の 戦い で エド は 重傷 中 う 。 「 英 雄 」 は 倒れ た が ジェ 
ス の 報道 や ザフト の 介入 で 連合 は 搬 退 。 ス 条 約 で 国 
境線 は 開戦 前 の 状態 に 戻り 、 南米 は 独立 国家 へ と 戻っ た 。 


「 ひ と り で も 強大 な 淫 と 乾 
える 」 こと を 、 自分 の 戦い を 
見 


南ア メリ カ 合 衆 国 の 独立 戦争 


ジェ ス ・ リ ブル 
の 目線 で シャ ッ ター を 切る 
ジャ ー ナ リス ト 。「 南 洲 の 英雄 
エド 」 の 人 本 に 興味 を 抱き 、 
彼 の 真実 伝え る べく 南 共 角 
放 昌 名 の 終結 まで 取材 し た 。 


10Z-20 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE ES m02 wmUM 
オデ ロペ ヘン リー クタ 


Odelo Henrik 負 Ms = | 


大 切な も の を 守る た め に 戦っ た 
リガ ・ ミ リティ ア の 少年 兵 


オデ ロ ・ ヘ ン リ ー ク は 、 ザン スカ ー ル 戦争 期 に リ 
ガ ・ ミ リティ ア の 一 員 と し て 戦っ た 少年 兵 が ひと り で 
ある 。 だ が 、 オ デ ロ は 反 ザ ンス カー ル の 思想 に 同和 
し て リガ ・ ミ リティ ア に 身 を 投じ た わけ で は な か っ た 
この 少年 は た だ 生き 延び る た め 、 そ し て 自分 の 大 切 
な 仲間 や 想い 人 を 守る た め に 、 ザ ンス カー ル 帝 国 の 
圧力 た の で ある 

オデ ロ は 、 ベス パ (ザン スカ 
ン 侵攻 で 
イス や スー 


ル 帝 国軍 ) の ラ ゲ ー 


ィ ・ リ レー ン を 連れ て リガ ・ ミ リティ ア の 
オン 隊 に 身 を 寄せ た 。 それ は オデ ロ に と っ て 戦 
火 か ら 逃 れる た め の 手段 に 過ぎ ず 、 戦 意 吐 盛 な 
カミ オン 隊 の 老人 た ち を 冷め た 目 で 見 る 部 分 も 
あっ た 。 し か し 、 激 し さ を 増し て いく < 戦争 の 中 で 
守る べき も の を 見 い 出 し た オデ ロ は 、 進 ん で 戦 
い に 了 臨み 、 リ ガ ・ ミ リティ ア の 一 員 と し て 自ら の 
役割 を 果たし た の で ある 。 


オデ ロ は 調子 に 乗り や すく 短気 な 面 は あっ た 
気 を 配る こと が で きる 仲間 想い の 苦 良 な 少 
で 、 親 か ら は 愛さ れ て いな か っ た と 感じ て いた よう で 、 父親 探 
し を する ウッ ツ と 衝突 する 場面 も あっ た 


主力 MS。 間 争 和 明 
ー ジ が 順次 と の タイ 


栗 さ れ 。、 パ イロ ッ ト と 
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オデ ロ に と っ て 、 カ ミオ ン 隊 と 共に 訪れ た ポイ ント ・ カ 
サレ リア で ウッ ソ ・ エ ヴィ ン と 出会っ た こと は 、 大 き な 転 
。 子供 た ちの リー ダー 格 と し て 生き 延び る た 
て きた オデ ロ だ が 、 並 外れ た 才能 を 示す 
激 を 受け 、 そ れ ま で より も 真剣 に 戦い と 向き 
な っ た の で ある 。 一 度 は カミ オン 隊 か ら 離 れ て 
カサ レ リ ア に 住 も うと し な が ら 、 結 局 は 戻っ た の も 、 そ う 
し た 心境 の 変化 ゆえ で あろ う 。 さら に 、 ウ ッ ソ の 後 ( 
いて 上 が っ た 宇宙 で 出会っ た エリ シャ ・ ク ラン スキ ー 
ひと め 惚 れ し 、 彼 女 の 気 を 引 こ うと 積極 的 に 戦い 
わっ て いく 。 その 気負い が 勇み足 を 招 
オデ ロ の 行動 力 は 仲間 た ち を 率 引 し た 

その 後 も リガ ティ ア と 行動 を 共に し た オデ ロ は 、 
バイ ロッ ト と し て の 道 を 歩む あこ と に な る 。 そし て 、 師 で ある 
オリ ファ ー・ イ ノエ の 戦死 を 経験 し て 自覚 を 強め 、 子 供 
た ち が 集 っ た ホワ イト アー ク を 支え る パイ ロッ ト に 成長 し 
て いっ た 。 戦争 末期 の エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ 攻防 戦 で 
も 、 オ デ ロ は トマ ーシュ ・ マ サリ ク と 共に ウッ ソ の 両 脇 を 
固め 、 仲 間 た ち を 守 ろ うと し その 一 途 な 責任 感 は 
ウッ ソ の 行く 手 を 阻ん だ カテ ジ ナ ・ ル ー ス の 前 に 、 己 の 
身 を 投げ 出さ せ た 。 し か し 、 カテ ジ ナ の 反撃 に 遭い 、 乗 
機 の 爆発 に 巻き 込ま れ て で 命 を 落と す 。 だ が 、 死 の 間際 
に 自分 を 認め て くれ る 両親 の 幻影 を 見 た オデ ロ は 、 戦 
い の 果 て に 救い を 得 た の か も し れ な い 。 


む 革 汗 仲間 た ち を 救っ た 行動 力 と 空回り 


オデ ロ は 機転 の 早 さと 行動 力 で 、 夫 度 と な く 仲 間 た 
ち を 救っ た 。 宇宙 に 上 が っ て 間もなく ベス パ の 哨戒 艇 
に 拘束 され た 際 や 、 ウッ ソン と マー ペッ ト - フィ ン ガー ハッ ト 
が ベス パ の 捕虜 に な っ た と き に は 、 大 人 た ち を 煙 に 巻く 
立ち 回 り で 設 地 を 脱し て いる 。 また 、 ウ ッ ソ の 母 ミ ュー ラ ・ 
ミゲル が 囚われ の 身 と な っ た 際 に は 、 ウ ッ ソ と 共に 敵艦 
へ と 潜入 し て 奪還 を 図る 勇敢 さ を 見 せ た 。 

一 方 で 、 エ リ シ ャ が 関わ る 場面 で は 、 そ の 積極 性 が 
裏目 に 出る こと も あっ た 。 ホワ イト アー ク が 北海 を 横断 
し た 際 に は 、 デ ー ト 代わ り に エリ シャ を 偵察 飛行 に 連れ 
出し 、 ド ゥ カー・ イ ク 率 いる 部 隊 と の 戦闘 に 巻き 込ん で 
その 後悔 の 忘 か の ら 、 ウ ッ ソ の 制止 も 聞か ず に 
と 敵艦 に 攻撃 を 仕掛 け 、 余 計 な 被害 を 出 
す 結 果 と な っ て いる 。 し か し 、 そ うし た エリ シャ へ の 想い 
が オデ ロ の 原動力 と な っ て いた こと も 確か だ ろう 。 


オリ ファ ー が 認め た オデ ロ の 才能 


オデ ロ は 抜け 目 が な く は し こい 少年 で 、 カ ミオ ン 隊 に 
同行 し て いた 頃 か ら 銃 火器 を 扱っ て 戦う こと も あっ た 。 
の ち に パイ ロッ ト と し て の 基本 的 な 訓練 を 受け 、 オ リ 
ファ ー か ら は 「 場 慣れ し た 子供 は 違う ] と 飲み 込み の 早 
さ を 評価 され て いる 。 以降 、 実 戦 経験 を 積む に つれ て 
操縦 技術 や トマ ーシュ と の コン ビ ネ ーション ( 、 
ワイ ト ア ー ク の 一 皿 を 担う パイ ロッ ト に な っ て いっ た 。 


ルル ・ ハ イロ ゥ ゅ 攻防 戦 で 、 ウ ッ ソ を 拓 議 し て カテ ジ 
討ち に 思い 、 章 れ ゆ ゆく 意識 の 中 で 両親 の 次 を 


ロッ ト と し て は 、 ト マー シュ と コン ビ を 掴ん で ウッ ソ を 支援 し 
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PERSONAL PROFILE COV) nD2 sO9n 
PROFILE で 
ハイ ラン ド の 子供 た ち aes 


_ | 
ロ ・ 階級 一 一 
Chirdren in HIGH-LAND 号 一 ーーー | 
技能 大 人 た ちの 手伝い 、 MS の 操縦 (トマ ーシュ ) 
戦乱 の 中 で た くま し く 生 き 、 ー ジ に ・ _ 
お MA 0 細 プー リン 上 
末 玉 を 紡い だ 小さ な 生命 の 躍動 マサ リク ニュ 
クラ ンス キー 
リガ ・ ミ リティ ア の ホワ イト アー ク 隊 と いえ ば ガン ダ 4 
ム ・ タ イプ の 運用 艦 と し て 知ら れる が 、 こ の 態 が 20 ソ 
歳 に 満た な 子供 よっ て 運用 され て いた 事実 


イ 
を 知る 者 は 少な い だ ろ う 。 地球 連邦 軍 大 将 ム パラ ーー 工 
ク ・ ス ター ン の 言葉 を 借り れ ば [古来 より 少年 兵 は リ 
珍し いも の で は な い 」 と いう こと に な る が 、 そ れ で も 年 六 
端 も 行か な い 少年 少女 が 戦闘 艦 を 動か す 事態 は い 
ささ か 異常 だ と 言わ ざる を 得 な い 。 だ が どん な 批判 が 
ある うと も 、 彼 ら が ホワ イト アー ク に 乗り 込ん 
事実 は 打ち 消せ る も の で は な く 、 な か な か 表 
な ら な い ザ ンス カー ル 戦 争 の 実態 を 示す 指標 と な っ 
た 。 本 来 な ら 両 親 と 共に 楽し く 過ごし て いる 時 期 の 
少年 少女 が 、 命 の 遣り 取り を 行う 戦場 に 身 を 投じ 
る 一 一 この 荷 酷 な 現実 を 前 に し て 、 彼 ら の : 
折れ な か っ た の は 奇跡 


NCH NN 4 


それ 
の 操船 や 帝国 軍人 | 
な 所 で 


関連 ファ イル 
リガ ・ ミ リティ アゲ 衝 自 に 


し た 、MS 軍 用 開 焦 。 サイ ズ EMIT1EO3 
は 小さ いも の の 粒子 砲 や ER 


供 た ちの 手 で 運用 され た 


LN111E03 
ガン ブラ スタ ー 


リガ ミリ ティ ア の MS パイ ロ 
ト と し て 前 線 で 戦う 女性 。 任 
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PERSON 


地球 連邦 と の 武力 衝突 を 開始 し た ザン スカ ー ル 帝国 
軍 (ベス パ ) は 、 地 球 へ の エネ ルギー 供給 を 断つ べく 、 
発電 衛星 ハイ ラン ド に 部 隊 を 派遣 。 保守 要員 の 子供 を 
人 質 に 取っ た 。 子供 た ちの 中 で も 年 長 グ ルー プ の トマ ー 
ヤ 、 ソ フィ ア は 何 も で き な い 自分 に 歯 捧 い 思 
思わ ぬ と ころ か ら 救 い の 手 が トマ ーシュ 4 エリ シャ A ソフ ィ ア 
ー ジブ ラル タル か ら 宇 宙 に 上 
が っ た ウッ ソ ・ エ ヴィ ン を 乗せ た シャ トル が ベス パ 部 隊 と 
接触 、 これ を 撃退 し た の だ 。 自分 と 同年 代 の ウッ ソ が 戦 
う 誠 に 鼓 畠 され た 子供 た ち は リ ガ ・ ミ リティ ア へ の 協力 
を 表明 。 彼ら と 行動 を 6 共に する よ : た の だ っ た 。 


リフ ァ ー か ら 教 隷 を 
ーシュ は 、 若き 
MS パイ ロッ ト と し て 戦闘 に 


と 同様 
シュ は すぐ に 周 | 
い 、 宇 軍 空 間 で も ハロ が 動け る 


年 長 グ ルー プ に 促さ れる まま に リガ ・ ミ リティ ア に 加 a パ TP ry 
わっ た 年 少 グ ルー プ の 子供 た ち (マル チ ナ 、 カ レル 、 ブ 0 組 が 3 込ん で みせ た 1 
ラス タ ) だ が 、 不 満 を 口 に する こと な く 、 率 先 し て 彼ら を 
伝っ た 。 戦争 の 意味 を 正確 に 掴み 切れ な い 彼 ら に 
、 ハ イラ ンド で の 退屈 な 生活 より も リガ ・ ミ リティ 

ン ホ ー ス Ji. や ホワ イト アー ク ) の ほう が よ 
= っ た の だ ろう 。 と は いえ そん な 子供 た ち に 
こと が あっ た 。 初め て 降り 立っ た 地球 の 
環境 で ある 。 コロ ニー と いう 人 工 の 場所 で 生ま れ 育 っ 
た 彼ら 5 に と っ て 、 自 然 が その まま の 形 で 残っ て いる 地球 
環境 は と も すれ ば 不 深 な も の に 感じ られ た の だ 。 


と は いえ 生活 スタ イル の 


5 人 な ら 春 の 訪れ 
る 草 い きれ も 、 彼女 に は 不快 


を た の で ある 


MORE INFO! a クン ハイ ラン ド の 保守 要員 


子供 た ち が 発 電 衛星 ハイ ラン ド で 生活 し て 


いた の は 。 彼ら の 両親 が 保 補 要員 と 1 《 
衛星 に 赴任 し て いた た めで ある 。 地球 に 電力 
を 供給 する 発電 衛 是 は 地上 に 幕 ら す 人 々 の 


重要 な ライ フラ イン で あり 、 保 守 点 検 は 欠か せ ハイ ラン ド は 大 型 の 発電 バネ キル が 複数 組み 合わ さっ た 


0 立場 に ある 形状 を し て お り (全長 120.000m、 全 高 20000m) 
(巻き 込む こと に な っ て し まっ た 保 計 要員 の 居住 区 は 、 そ の 一 朋 に 位置 し て いる 


ウッ ン た ちの 前 に 現れ た ハ 
イラ ンド の 住民 た ち 。 巨大 


iP 


要員 が 常駐 し 、 地 上 へ の 協力 を 表明 し 、 戦後 は 
な く 電 力 を 供給 する た め に 欧州 カサ レ リ ア 地区 に 移り 
日 、 男 カ し て 住ん だ と され る 


黄 計 rc 
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PERSONAL PROFILE a (CW) mM2 senD3s 
トロ ワ ・ バ ー ト ン Een 


Trowa Barton 


友 の 暴 走 で 記憶 を 失っ た 少年 
戦場 へ の 帰還 が 生み 出し た 希望 


効 少 か ら 戦 士 と し て 戦闘 を 繰り 広げ て きた 「 名 無 
し 」 の 少年 は 、 ト ロワ ・ バ パート ン の 名 を 勝手 に 名 乗 
り 、 ア フタ ー・ コ ロニ ー (A.C.) 195 の 戦い に 参加 し 
た 。 だ が 、 茂 し い 戦い の 中 で 、 共 闘 し て いた カト ル ・ 
ラバ ー パ ・ ウ ィ ナ ー が 暴走 。 その 攻撃 を 受け た トロ ワ 
は 心身 に 大 き な ダ メー ジ を 受け . 記憶 を 失っ て し まう 。 
その 後 の 彼 の 足取り に は 不明 な 点 も 多い が 、 と ある 
コロ ニー を 待 従い 歩い て いる と ころ を 、 サ ー カ ス 団 の 
同僚 で あっ た キャ スリ ン ・ ブ ルー ム が 偶然 に 発見 。 
以降 は 彼女 と 団長 の 計ら いで サー カス 団 に 保護 され 
る こと と な っ た 。 
これ まで 戦場 で 生き て きた 彼 の 宿命 な の か 、 
を 抱い て 戦っ て いた デュ オ ・ マ ックス ウェ ル 、 
そし て カト ル が 目 の 前 に 現れ る 。 記憶 は まだ 戻ら な 
か っ た も の の 、 ふ た り と の 避 逝 を 経て 戦場 に 自ら の 
居場所 を 見 出し た トロ ワ は 、 彼 の 身 を 案じ る キャ スリ 
ン の 慰留 を 振り 切り 、 戦場 へ と 戻る の だ っ た 。 


カト ル と の 戦 関 接 、 宇宙 


机 
場 へ の 復 放 を 決意 。 カト 
ル が 参加 する 「G」 チ ー ム 


XXXG-01H2 
タム へ ビー アー ム ス 改 


在 も あり 
活 ち 着い た 夫 情 を | 
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ビー スミ リオ ン を 拠点 と する 「G] チー ム へ と 全 流し 、 
戦闘 に も 参加 し た トロ ワ で あっ た が 、 ま だ 心身 の ダメ ー ジ 
は 回 復 し て お ら ず 、 記 憶 も 失っ た まま で あっ た 。 だ が 、 キ ャ 
スリ ン が 滞在 し て いた コロ ニー が OZ に よっ て 占拠 され る 
と 、 彼 は ウイ ング ガン ダム ゼロ で 出撃 。 ウイ ング ガン ダム 
ゼロ は 、 か つて カト ル を 暴走 に 導い た 機体 で あり 、 ト ロワ 
も ゼロ シス テム に よっ て 取り 込ま れ そ うに な る 。 それ で も 、 
カト ル の 身 を 揮 し た 説得 と キャ スリ ン へ の 想い か ら 暴 走 
に は 至ら ず 、 さ ら に ゼロ シス テム が 導き 出し た 未来 の ビ 
ジョ ン に より 、 記憶 を 取り 戻す こと に 成功 し た の で ある 。 

以前 の 冷静 さ を 取り 戻し た トロ ワ は 、 カ トル と も 和解 し 、 
「G」 チー ム の 一 角 と し て ホワ イト ファ ング 、 そ し て 世界 
国家 軍 と の 三つ巴 の 戦い に 挑む 。 宇宙 用 に 改修 され 
た 愛 機 ・ ガ ンタ ダム へ ヘビ ピー アー ムズ 改 を 運用 し 、 そ の 砲 
撃 戦 能 力 で ホワ イト ファ ング の MD (モビ ルド ー ル ) 部 隊 
を 路 散 らし て いっ た 。 その 中 で 、 ホ ワイ ト フ ァ ン グ の 旗艦 
で あっ た リー ブラ の 内 部 に も 潜入 。 カト ル と ドロ シー・ カ 
タロ ニア の 一 騎 討ち を 見 届け る 。 その 後 も 重傷 を 負っ 
た カト ル を 底 い を が ら 、 ト ロワ は 戦闘 終結 まで 戦場 で 活 
貴 し た の で ある 。 

記憶 を 失う 危機 に 見 舞 わ れ な が ら も 、 最 後 は 記憶 を 
取り 戻し 、 戦闘 終結 を 見 詰め た トロ ワ 。 カト ル ら ガン ダム 
パイ ロッ ト の ほか 、 キ ャ スリ ン ら 守る べき 友人 を 手 に 入れ 
た 本 戦乱 は 、 徳 に と っ て も 大 き な 転 織 に な っ た と 言え る 。 


ゼロ シス テム へ の 反応 


「G] チー ム に 合流 後 、 ト ロワ は 「 姉 さん 」 と 呼び 慕っ 
で いた キャ スリ ン と 、 彼 女 が 所 属す る サー カス 団 の 危機 
の 前 に 出撃 を 決意 する 。 だ が 、 乗 機 ・ ハ へ ビー アー ムズ 
の 改修 が まだ 完了 し て いな か っ た た め 、 ト ロワ は まる で 
導 か れる よう に ウイ ング ガン ダム ゼロ に 搭乗 し た 。 それ 
以前 か ら 、 カト ル や デュ オ ら の 接触 に よっ て 徐々 に 記憶 
の 足掛かり を 掴み つつ あっ た トロ ワ で あっ た が 、 記憶 を 
抹消 され た 原因 で も ある ウイ ング ガン ダム ゼロ へ の 搭乗 
が 、 彼 自身 の 状況 を 大 きく 好転 させ る 。 搭乗 直後 こそ 、 
パイ ロッ ト の 能力 を 強制 的 に 引き 出す 「 ゼ ロ シ ス テム ] 
の 力 に 翻弄 され た トロ ワ で あっ た が 、 搭乗 者 の 脳 に 直 
接 働き 掛け る シス テム の 作用 が 、 そ の 記憶 を 取り 戻す 
こと に 繋が っ た 。 そし て 戦闘 中 に 完全 に 記憶 を 取り 戻 
す と 、 トロ ワ の こと を 最も 案じ て いた カト ル と 共闘 し 、 キャ 
スリ ン の 危機 を 教 う こと に 成功 する の だ っ た 。 


MS を 運用 で きる 身体 の 記憶 
記憶 を 失っ た トロ ワ で あっ た が 、 長 年 兵士 と し て 戦 
場 に 出 て いた た めか 、 身体 が MS の 操 継 を 覚え て いた 。 
「G] チー ム に 合流 後 、 ウ イン グ カ ンダ ム ゼ ロ を 採 縦 し 
て 戦闘 を 行う こと が で きた の も 、 そ うし た 彼 の 能力 の 証 
明 と 言え よう 。 記憶 を 取り 戻し て 以降 は 、 へ ビー アー ム 
ズ 枚 の パイ ロッ ト と し て 多彩 な 窒 撃 区 を 展開 し 、 凍 部 隊 

を 一 網 打 尽 に し て いた 。 


トロ ワ が その 記憶 を 取り 戻し た こと で 、「G| チー ム と し て の 戦力 も 大 絆 に 向上 
し 、 ホワ イト ファ ン ゲ 世界 国家 軍 と の 圭 凌 を 可能 と し た 。 


02 sm085 


人 で 悦 杯 を 上 


再会 する 
、 トル の 悪 命 の 説 
翌 を 取り 戻す 


a サンズ 108-18 


108-19 
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礎 委 に 
g あ の 


貞久 を 苑 よ り も 楽 ビ ん だ 備 兵 
な 言動 


西暦 8307 年 


(m0) reD2 sdAc 


アリ ー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス 編 


Case of Ali Al-Saachez 


備 兵 と し て 数 々 の 戦場 で 暗躍 し た アリ ー・ 
奇妙 な 緑 で 結ば れ た ソレ スタ ルビ ー イ ング と 漢 度 も 対 財 す る 


アル ・ サ ー シ ェ ス 。 彼 は 、 


こち と ら ボ ー ナ ス が か か っ て ん だ ! 


西暦 2307 年 


いた だ く ぜ ・… 


戦争 屋 を 自称 し 、 戦 場 を 求め て 各地 を 渡り 歩い て 
いた サー シェ ス は 、 西 暦 2307 年 、 モ ラリ ア の PMC ( 民 
間 軍 事 会 社 ) の 備 兵 と な っ て いた 。 戦闘 と な れ ば 自ら 
の 出番 が 増え る こと も あり 、 私 設 武装 組織 ソレ スタ ル 
ビー イン グ (CB) の 武力 介入 に 関し て も 大 き な 関 心 
を 寄せ て いた の で ある 。 事実 、 サ ー シ ェ ス に も AEU か 
ら ガ ンダ ム を 画 獲 せよ と の 出撃 命令 が 下る 。 サー シェ 
ス は PMC に よっ て 専用 に チュ ー ン され た AEU イ ナク 


アザ ディ スタ ン 王 国 


さて で て 、 今回 神 は どちら を 選ぶ ? 


サー シェ ス は その 後 も 数 々 の テロ 行為 や 紛争 に 関与 
し 、 戦 闘 の 拡大 を 担い た い 勢力 の 急 先 鐘 と し て 活躍 。 
その 中 で 彼 は 、 と ある 依頼 を 受け て 中 東 の アザ ディ ス 
タン 王国 に 潜入 し 、 改 革 派 と 保守 派 の 内 乱 に 介入 す 
る 。 まず 彼 は 、 保守 派 の 指導 者 で ある マス ー ド ・ ラ フ マ 
ディ ー を 拉致 し 、 国家 を 内 乱 状態 へ と 導く 。 か つて 、 当 
地 で 過激 組織 KPSA の 幹部 を 務め て いた サー シェ ス 
は 現地 の 事情 に 詳し か っ た た め 、 保守 派 と 改革 派 、 と 


ト に 搭乗 し 、 ガ ンダ ム エ ク シア と 対 崎 。 慕 大 な ボー ナ 
ス を 提示 され て 狂喜 する サー シェ ス は 、 エ クシ ア よ り も 
性 能 に 劣る 機体 な が ら 互角 以上 の 戦い を 見 せる 。 だ 
が 、 ガ ンダ ム エ クシ ア の バイ ロッ ト が 突如 と し て 機体 を 
停止 させ 、 コク ピッ ト か ら 姿 を 現し た 。 その 不可 思 議 な 
行動 に 異 味 を 持っ た サー シェ ス は 、 同 じ よ うに 乗 機 の 
か ら 外 に 出る が 、 ガ ンダ ム デ ュ ナ メス の 到着 
を 機 に 戦場 か ら の 離脱 を 奈 儀 な くさ れ た 。 


: 当 
ま 、 ど ちら に し て る 戦争 だ が な 。 諾 6 


ちら が 権力 を 握っ て も 、 結 果 的 に 大 き な 戦 い に 巻 き 込 
まれ る 一 一 と ほぼ くそ 笑 む 。 彼 は さら に 、 内 乱 を 拡大 すべ 
く 大 陽光 受信 アン テ ナ を 破壊 する な ど 、 備 兵 と し て の 
任務 を 着 々 と 遂行 し て いっ た 。 その 後 、 再 び ガ ンダ ム エ 
クシ ア と 交戦 する が 、 そ の パイ ロッ ト が 、 か つて KPSA 
で 戦闘 の イロ ハ を 叩き 込ん だ 簡 那 で ある と 察知 する 。 
か つて の 教え 子 が CB で 活動 し て いる こと に 篤 き な が ら 
も 、 より ガン ダム の 存在 に 興味 を 強め る の だ っ た 。 


機動 戦 士 ガ ンダ ム OO 


西暦 5307 年 リニア トレ イン 公社 近辺 


戦争 屋 で す 。 戦 争 が 好き で 好き で 堪ら な い 、 


人 間 の プリ ミ ティ ブ な 衝動 に 話 じ て 生き る 、 最低 最悪 の ロク デ ナ シ で す …… 


三 大 勢力 が タク ラマ カン 砂漠 で 
習 (事実 上 よ の ガン ダム 直 獲 作戦) 


っ た 合同 軍事 演 レイ ン 公社 の 総裁 で 、CB の 監視 者 を 務め て いた ラグ 
に も アグ リッ サ で 参 ナ ・ ハ ー ヴ ェ イ と も 接触 SB の ガン ダム に 対抗 する た 
加 し 、 ガン ダム エク シア を 追い 詰め た サー シェ ス 。 AEU め クス を 1 機 っ 2 

が 国連 軍 に 吸収 され る 形 ( は 、PMC ト ラス ト り リサ ニ ジェス は CB の 正体 を 追っ い 

か ら AEU の 外人 部 隊 に 所 属 。 「 ゲ ー リ ー・ ビ アッ ジ 」 と の 絹 江 ・ ク ロス ロー ド の 取材 を 受け て いる 。 彼 は 絹 江 
名 乗り 、 GN ドライヴ [T (タウ )] と その 対応 機 で あ : を 優し く 招き 入れ て 角 車 に 乗せ る と 、 途 中 か 
クス の 輸送 を 担っ て いた 。 そ の 合間 に は 、GN ド ライ ヴ [T 一変 さ せ 、 上 記 の 言葉 
(タウ ]] と ジン クス の 輸送 手段 を 提供 し て いた リニア ト サー シェ ス は 無慈悲 に 彼女 を 殺害 する の だ 


西周 2312 年 セカ ンド シー ズン 8 店 
お まえ ら の せい で 、 体 の 半分 が 消し 応 だ ! 
野郎 の 命 だ け じ ゃ あ 、 物 足 り ね えん だ よ ! 


サー シェ ス は 国連 軍 に よる CB 壊滅 作戦 「FALLEN ペイド 勢力 の リー ダー、 リ ボン ズ ・ ア ル マ ー ク に よっ て 
ANGELS] に も 、 チ ー ム トリ ニテ ィ か ら 奪 取 し た ガン ダ 雇 わ れる 。 リポ ンズ か ら ガ ンダ ム ス ロ ー ネ ツ ヴァ イ の 改 
ムズ スロ ー ネ ツ ヴァ イ で 参加 。 KDSA に よる テロ 事件 で 良 機 で ある アル ケー ガン ダム を 与え られ た サー シェ ス 
家族 を 失っ た CB の ロッ クオ ン ・ ス トラ トス (ニー ル ・ デ ィ は 、 西 暦 2312 年 、 ア ザ デ ィ ス タン 王国 を 襲撃 する な 
戦場 で は 個人 の 主義 ラン ディ ) か ら 執 的 な 追撃 を 受け た 。 戦い に は 勝利 し 自身 の 身体 を 
の の 、 サ ー シ ェ ス は 半身 を 失う ほど の 大 き な ダ メー 野郎 (ロッ クオ ン ) の 命 で は 足り 
ジ を 受け て し まう 。 戦乱 終結 後 、 再 生 治 療 の 甲斐 が 彼 は 本 戦乱 
あっ て 復帰 を 果たし た 彼 は 、 そ の 独 猛 さ を 欲し た イノ 


西暦 2312 年 旧 ク ル ジ ス 付近 


備 兵 は 、 ギャ ラ 次 第 で どこ に で も 付く 


アロ ウズ を 裏 で 操る リボ ンズ の 失 兵 と し て 、 イ ノ ベ イ で ある 脂 那 と 再び 名 を 合わ せる 。 彼 の 前 で は 上 の 
ド と 同等 の 扱い を 受け て いた サー シェ ス 。「 戦 争 屋 」 言葉 の 通り 、[ ギ ャ ラ 次 第 ] で どこ に で も 付き 、 どの よ 
で ある 彼 に と っ て も 、 世界 を 武力 に よっ て 迅速 に 億 うな 仕事 も する と 語っ て いた が 、 も は や ギャ ラ よ り も 、 
合 す る と いう リボ ンズ の 考え は 、 区 力 的 な も の で あっ 大 好き な 戦争 を 自由 に や ら せ て も 5 える 状況 が 、 サ ー 
た 。 し か も アル ケー ガン ダム と いう 最新 の 機体 が 与 "シェ ス を 繋ぎ 止め て いた 。 利 那 か ら は 「 ア ンタ の 戦い 

臣 1 えら れ た ほか 、CB に 復讐 する チャ ンス も 得る こと と な 。 に は 意味 は な い の か 」 と 問わ れ た が 、 戦 争 に 参加 す 
『 『 り 、 サ ー シ ェ ス に と っ て は 願っ た り 叶っ た り の 状況 で る こと が 生き 方 と な っ て いた サー シェ ス に と っ て は 愚 
SS bi あっ た と 言え る 。 そし て CB と 戦う 中 で 、 因 緑 の 相 手 。 問 に 過ぎ な か っ た 。 


ン レ スタ ルビ ー イ ング 号 周 辺 宙 域 


ソレ スタ ル な ん た ら !! 


リボ ンズ 勢力 と 共に CB の 打倒 を 目指 し た サー シェ “あっ た 。 兄 の 信 と ば か り に 猛攻 を 仕掛 ける ライ ル 
ス は 、 ソ レス タル ビー イン グ 号 宙 域 で 行わ れ た 最終 決 エス は 奇 立ち を 募ら せる 。 自身 が 最も 輝け 
戦 に も パイ ロッ ト の ひと り と し て 参加 し た 。 区 度 も CB る は ず の 戦場 で 、 自 ら の 前 に 立ち は だ か る CB へ の 憎 
に 襲い 掛か り 、 ガ ンダ ム を 破壊 し よう と し た サー シェ ス し み が 日 を 追う ご と に 高まっ て いた 7 
だ が 、 彼 ら の 総合 力 や 巧み な 戦略 も あっ て こと ご と く ダダ | が ティ エリ ア ・ ア ィ : 
跳ね 返さ れる 。 そし て サー シェ ス の 前 に は 、 見 覚え の ルケ ー ガ ンダ ム の 戦力 が 低下 。 機体 か ら 脱出 し た と こ 
ある ガン ダム マイ スタ ー が 現れ た 。 前 大 戦 で サー シェ ろ で ライ ル に と ど め を 刺さ れ 、 彼 が 再び 戦場 で 輝く こ 
ス が 死に 追い や っ た ニー ル の 弟 、 ライ ル - デ ィ と は な か っ た の で ある 。 


aoa シラ xs 108-20 


109-13 
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PERSONAL PROFILE EE (neD2 mm 
セシリー・ フ ェ ア チ ャ イル ド 党 
(ベラ ・ ロ ナ 


出身 
技能 MS 操 巡 


Cecily Fairchild (Berah Ronah) 


コス モ ・ パ バビロニア 建国 戦争 に 
巻き 込ま れ た ロナ 家 の ア イド ル 


コス モ 貴 族 主義 を 唱え 、 理 想 国家 コス モ ・ パ ビ ロ 
ニア の 建設 を 目指 し た 一 族 、 ロ ナ 家 。 その 一 員 と し 
て コス モ ・ バ ビ ロ ニ ア 建 国 戦争 に 名 を 記し た 少女 が 
ベラ ・ ロ ナ で ある 。 し か し 、 彼 女 に は セシリー・ フ ェ 
アチャ イル ド と いう も う ひ と つの 名 が あっ た 。 彼女 に 
と っ て は それ こそ が 本 当 の 自分 で あり 、 強 いら れ た 立 
場 と の 狭間 で セシリー は 苦悩 し た の で ある 。 

セシリー は 、 ロ ナ 家 の 息女 ナディ ア ・ ロ ナ と 炉 状 
子 カ ロッ ゾ ・ ロ ナ の 間 に 生 まれ 、 幼 年 期 を 祖父 
マイ ッ ツ ァ ー・ ロ ナ の 貴族 主義 に 触れ て 過 ご 
し た 。 し か し 、 マ イッ ツァ ー の 思想 を 嫌っ た ナ 
ディ ア は シオ ・ フ ェ ア チ ャ イル ド と 駆け 落ち し 、 

母 に 連れ られ た セシリー は サイ ド 3 で 新た な 生活 
を 始め る 。 さら に 、 一 家 で フロ ンティア IV に 移住 し 
た セシリー は 、 ナ ディ ア の 和 失 路 と いう 事件 に 見 舞 わ 
れ な が ら も 平穏 な 暮らし を 営ん だ 。 ロナ 家 が 理想 の 
実現 に 向かっ て 活動 を 始め る 、 その 時 まで は ……。 


ハイ スク ー ル の 学園 
ぎ 出 さ 


旨 友人 た ち に 囲ま れ た 平 
陽 A ル な 学生 生活 は 、 突 類 
失わ れる の だ っ た 。 


せ 
る 。 父 が 語る ロナ 家 の 
が 絆 袖 を 引き 起こ し 

た こ ( 


セシリー は 聡明 な 心 優し いい 少女 で 、 フ ロン ティ ア IV の 逃 
選 行 の 最 中 に は 年 少 の 子供 た ち を 励ま し 、 母 親 を 亡くし た 
コチ ュ ン ・ ハ イン を 保護 する 一 幕 も あっ た 。 一 方 で 頑固 な 
面 も あり 、 ロナ 察 か ら 連 れ 戻 し に 来 た ナ ディ ア を 拒ん だ : 


XM-07 
ビビ か る 間 太 


宮寺 宮 用 に 開発 れ た 2 
パン ガー ド の MS 


和信 の 高い と ころ も | 
あっ た よう だ | 


関連 ファ イル 


XM-07 ビ ギ ナ ・ ギ ナ 


仮面 を 着け な けれ ば 
伺 も で き な い 男 性 、 
それ が 世直し を 言う な ん て ! 


U.C.0123.03、 ク ロス ボ ポーン ・ パ バンガー ド (CV) が 
フロ ンティア ・ サ イド に 侵攻 し 、 セ シリ ー が 暮らす フロ ン 
ティ ア IV に も 戦火 が 広がる 。 シー ブッ ク ・ ア ノー ら 友 人 
た ちと 共に 避難 を 試み た セシリー だ っ た が 、 シ オ の 手引 
き で ロナ 家 に 連れ 戻さ れる こと に な る 。 ロナ 家 が 組織 し 
た CV に よる 戦災 に 慎 り を 覚え る セシリー。 だ が 、 コ スモ ・ 
バビ ピロ ニア の アイ ドル に な っ て 欲し いと いう 祖父 マイ ッ 
ツァ ー の 願い と 、 シ ー ブ ッ ク た ちと 離れ 離れ に な っ て 「 セ 
シリ ー」 と し て の 居場所 を 失っ た 心 細 さ と の 板挟み に 苦 
「 ベ ラ 」 と し て 生き る こと を 選ん 
リー は 、 救出 に ブッ ク の 手 を 払っ た 

その 後 、 CV に よる フロ ンティア 1 制圧 作戦 が 行わ れ 、 
セシリー も パイ ロッ ト と し て 参加 する 。 し か し 、 そ の 戦場 
シー ブッ ク と 再会 し 、 抑 え 込 ん で いた 本 心 を 解放 す 
る 。 セシリー で ある 自分 を 捨て られ な 
に ロナ 家 を 捨て させ 、 シ ー ブ ッ ク た ちの 下 へ と 走ら せ た 
の で ある 。 さら に 、 バグ の 惨劇 を 目の当たり に し た と き 、 
セシリー は 父 カ ロッ ゾ が 鉄 仮面 の 奥 に 秘め て いた 手 気 
を 知る 。 その 鉄 仮面 を 敵 と 断 じ 、 シー ブッ ク と 共に ラフ レ 
シア と の 対決 に 中 ん だ セシリー。 そし て 、 戦 い の 中 で 宇 
軍 に 放り 出さ れ た セシリー は 、 鉄 仮面 を 
ク に 救 わ れ 、 一 時 の 安息 を 得 た の で ある 。 


コス モ ・ パ ピロ ニア 和書 国 戦争 前 後 の 歩み | 


ンティア IV へ と 移っ た と され る 。 フロ ンティア TV で は フロ 
ンティア 総合 学園 ハイ スク ー ル の 普通 科 に 通い 、 成績 
優秀 で スポ ボー ツ 万 能 の セシリー は 、 演 劇 や 弁論 の 部 活 
動 で も 才覚 を 示し て 学園 の アイ ドル 的 な 存在 と な っ て 
いっ た 。 一 部 の 生徒 か ら は 「 ク ィ ー ン ] と 呼ば れ 、 そ の 
頃 に 暴行 を 受け そう に な っ た と ころ を シー ブッ ク に 救 わ れ 
て 知り 合っ た と も 言わ れる 。 だ が 、 そう し た 日 々 は CV の 
舞 撃 に よっ て 失わ れる こと に な る 。 

また 一 説 に は 、 セシリー は 鉄 仮面 と の 戦い の の ち 、 


ベラ と し て コス モ ・ バ ビ ロ ニ ア に 戻り 、 貴族 主義 を 否定 


する 演説 を 行っ た と いう 。 それ に より CV は 分 裂 し 、 コ ス 
モ ・ パ ビ ロ ニ ア の 崩壊 に よっ て 建国 戦争 は 終結 。 その 
後 、 ロ ナ 家 を 継い だ セシリー は 再 結 成 し た CV を 率い て 
木星 帝国 と の 戦い に 身 を 投じ た と も 言わ れ て いる 


田上 リー の 多 丈 な す 能 


その こと が さら に 人 気 を 呼ん だ と 言わ れる ) 。 また 、CV 
で パイ ロッ ト の 差 成 訓練 を 受け た 際 に は 、 短 期間 で 基 
本 動作 を 習得 し て 教官 役 の ザビ ー ネ ・ シ ャ ル を 驚嘆 さ 
せ て いる 。 実戦 に お いて も 鋭敏 な 感覚 を 示し 、 ニ ュー タ 
イブ と し て の 片鱗 を 覗か せ て いた 。 


ビー ネ に 評価 まれ る は ど で 、 初陣 と 
埋 い を 弱り 


で イッツ ァ ー と 貴族 主義 に 
つい て 言葉 を 交わ す セ シ 
リー。 高 湊 な 揚 父 を 募っ て 


ラフ レシ ア と の 畔 
の 全 手 絆 り 寺 せ 


出さ れ 、 宇 宙 を 澤 渡し た セシリー。 そ 


一 途 な 想い だ っ た 
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ロナ 家 を 認め た 人 々 


Collaborators of Ronah 


ーーーーーーーーー | mnknown 


MS 操 経 (CV の パイ ロッ ト ) 


コス モ 貴 族 主義 に 同調 し た 
U.C.120 年 代 に 生き る 人 々 


クロ ス ボ ー ン ・ パ バンガード (CV) を 組織 し 、 貴族 主 
義 に 基づい た 世直し 一 一 コス モ ・ バ ビ ロ ニ ア の 建 
国 を 目指 し た ロナ 家 は 、 地 球 連 邦 政 府 の 施策 に 不 
満 を 持つ 者 た ちの 支持 を 得 た 。 彼ら は 、 コ スモ ・ バ 
ビ ロ ニ ア が 地球 連邦 政府 の 絶対 民主 主義 が 招い 
た 特権 階級 の 腐敗 へ の 特効薬 に な る と 期待 し 、 支 
配 階級 の 責任 と 義務 を 説く ロナ 家 に 同調 し た の で あ 
る 。 そう し た 思想 の 者 が CV に 参加 し た の は 勿論 の こ 
と 、 外 部 か ら も ロナ 家 に 協力 する 者 が いた の だ っ た 。 

ロナ 家 の 協 力 者 と し て は 、 当 時 の 木星 資源 採掘 
船 サ ウザ ンズ ・ ジ ュ ビ ター の 艦長 が 良く 知ら れる 。 ロ 
ナ 家 の 計画 と CV の 決起 、 す な わ ち コス モ ・ バ ビ ロ 
ニア 建国 戦争 に は 、 木 星 國 勢 力 の 関与 も や 噂 され て 
お り 、 サ ウザ ンズ ・ ジ ュ ピ ター の 協力 は ロナ 家 に と っ 
て 大 き な 後押し に な っ た と 言え る 。 また 、 コ スモ 貴族 
主義 の 為 陶 を 受け た CV の 兵士 た ち は 精 強 な 戦闘 
集団 を 構成 し 、 快 進撃 の 原動力 と な っ た の で あ 


CV は ロナ 衣 の 政 放 
理念 を 体現 し た 集団 
で あり 、 地下 連邦 政 
府 の 店 敗 と 民衆 の 政 
落 を 正 そ うと する 理夫 
6 


コス モ ・ パ ピロ ニア 建国 の 理想 を 求め て CV に 身 を 投じ た 
者 た ち は 、 総じて 士気 が 高く 軍 紀 を 守る 意識 が 強 
ワイ ト ・ ソ ックス 隊 を 率い た パイ ロッ ト も 、 英 を 地球 連邦 軍 の 
み と し 、 他 へ の 被害 を 出さ な いよ う 部 下 に 厳命 し て いた 。 


了 siMS, コロ ニ 一 内 格 開戦 を 
近 戦 特 化 の 機 

で 、 ショ える 
CV の 主力 機 と し て 運用 され 、 
多く の パイ ロト が 搭 杯 し た . 


各論 ら ー ゞ CEN・AN 才 ざき A 


内 サウ ザン ズ ・ ジ ュ ピ ター の 艦長 


UC.0123 に 地球 圏 へ と 帰還 し た 当時 の 木星 船団 
旗艦 サウ ザン ズ ・ ジ ュ ピ ター の 艦長 を 務め た 初老 の 男 
性 。 同年 3 月 24 日 、 サ ウザ ンズ ・ ジ ュ ピ ター が 地球 園 
に 到着 し た と ころ を CV に 拉致 され る が 、 ロ ナ 家 へ の 協 
力 を 確約 する 。 その 2 日 後 の 3 月 26 日 に フロ ンティア 
で 行わ れ た コス モ ・ バ パ ビ ロ ニア 建国 宣言 の 式典 に も 参 
列 し た 。 な お 、 その 後 の 消 息 は 明らか に な っ て いな い 。 


CV に 占拠 され た フロ ンティア ・ サ イド 、 特に 最初 に 制 
圧 され た フロ ンティア IV で は 、 地球 連邦 政府 に 公然 と 反 
旗 を 翻 し た CV に 喝 来 を 送る 民衆 も 少な く な か っ た 。 コス 


モ ・ パ ピロ ニア 建国 宣言 の 式典 で は 、 鉄 仮面 の 演説 に 
同調 し て 地球 連邦 政府 の 打倒 を 叫ぶ 者 も いた 。 また 、 
CV に 同調 し た 反 地 球 連邦 政府 デモ も 見 られ た が 、 その 
裏 で ロナ 家 や CV に 反感 を 抱く 住民 も 少な く な か っ た 。 


コス モ ・ バ ピロ ニア 建国 
間 人 の 式 内 と 同時 に 行 


球 
は 根 強 か っ た よう だ 


政治 結社 と し て の 側面 を 有 し て いた CV に は 、 貴 族 
主義 に 基づい て 地球 連邦 政府 の 腐敗 を 正す と いう 大 
義 に 葵 同 し た 者 が 多く 集 っ て いた 。 ザビ ー ネ ・ シ ャ ル 率 式典 に 参列 する ペラ ・ 
いる 「 黒 の 部 隊 (ブラ ッ ク ・ バ ン ガ ー ド )」 に 所 属し た ボ 4 は 
ブル ス や 、 ホワ イト ・ ソ ックス 隊 を 指揮 し た パイ ロッ ト (名 
前 は 不明 ) な ども 、 そう し た 兵士 た ちの 一 部 で あり 、CV 


の 理想 を 実現 すべ く 病 を 懸け た の で ある 。 


ベル ガ ・ キ ロス を 駆っ 
て #7 ス 隊 


球 運 邦 軍 第 3 軍 掃 討 に 
参加 し た が 、 ク ラッ プ 級 か 
ら の 集中 栓 火 を 浴び 、 部 
本 ご と 全 流し た 


ロッ ト 。 母 第 の クル ー 還 間 ボブ ルス は フロ ンティア I 制 圧 作戦 
生 暫 を 約 床 し て 出 再 / ya いて ペラ ・ ロ ナ の 直 控 を 任 さ 
れ が 叶う 


JMORE INFO! 


宇宙 世紀 の エネ ルギー 供給 に お いて 重要 な 役割 を 担っ た ヘリ ウム 画 サウ ザン ズ ・ ジ ュ ピ ター 
輸送 船団 (通称 「 木 星 船 団 ]) は 、 地球 連邦 軍 基 僚 会 議 の 管轄 下 に デー 

置か れ た 木星 開発 事業 団 (U.C.0010 に 木星 エネ ルギー 船団 か ら 再 
編 ) に よっ て 運営 され て いた 。 地球 と 木星 の 間 、 約 8 値 Km を 往 複 し て 
ヘリ ウム 3 の 運搬 を 支え た 木星 解 団 は 、 核 パル ス 推進 を 用 いた 大 型 艦 
を 旗艦 と する 護衛 船団 方 式 を 探り 、U.C.0120 年 代 に お いて も 強い 
影響 力 を 有 し て いた の で ある 。 


ジュ ピ ト リ ス 級 惑星 問 ヘ リー 
UC.0080 年 代 後半 に 運用 され ウム 輸送 生 の 発展 形 と さ 
て いた へ リウ ム 給 送 能 「 ジ ュ ピ トリ れる が 、 般 体形 状 は 大 まく 
ス 」、 その 後 も 数 入 の 電 送 艇 が 。 異な る 。 同型 態 の ジュ ピ ト 
直さ れ 。 地球 と 木星 の 間 を 行き 。 リス 9 を 木星 園 の 替 力 が 運 
森 て いた 用 し た と され る 
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機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 一 年 戦争 秘録 、 黙示 


PERSONAL PROFILE EE (0 0 
ヨー ツン ヘイ ム の 艦長 と 副長 議 


Captain and Sub-captain of JOTUNHEIM 


RELATIONS es 


に ーー 
一 年 戦争 に お いて 公国 軍 が 
創設 し た 新規 開発 技術 試験 
を 専門 と する 部 隊 。 主 に 新型 
兵器 の 試験 運用 と 

試 集 を 行う が 、 還 上 層 部 の 時 

人 用 を 当 し た 王 に 掘り 回 され る こと が 多い 。 


| 
UIMNI 


クリ ュー ガー の 取り 成 
し が あっ た お か げ で ど 


MORE INFO! 


望ま ず し て 軍属 と な っ た プロ ホ ノ ウ は 、 正規軍 人 と は 異な 
る 視点 で 一 年 難 争 を 見 つめ 続け た 。 も ちろ ん 徳 も 愛国 心 は 
持ち 合わ せ て いた が 、 軍 人 より も 准 め た 心情 で 戦況 を 静観 で 
きる 立場 に あっ た の だ 。 スペ ー ス ノイ ド の 独立 を 掲げ な が ら コ 
ロニ ー を 軍事 利用 する 公国 軍 の 手 盾 や 、 華々 し い 喧 伝 の 理 
で 祖 給 線 の 維 お る 実態 で 度 に 

ウ は 一 年 戦争 と いう 狂 立 の 歩み に 疑問 を 感 


が 公国 軍 の 実 人 


の 種 と な 


兵 状 の 試験 運用 を 
が 試験 内 容 は 場 当 


そし て 試 険 運用 を 行う 兵士 の 出撃 で は 万 


見 送っ た の で ある 


軍 の 実像 


坦 乱 初期 、 華々 し い ブ 
ロバ ガン ダ 放 送 を 流す 
公国 軍 に 対し 

款 の 状況 を 知る ブ 
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機動 戦士 ガン ダム 00 


PERSONAL PROFLE 
パトリック ・ コー ラサ リー 


Patric Colasour 


テロ ヘッ の 用 S ど ウロ と 
は さき 喝 吉 rr [部 側 」 


パトリック 例 
2 
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機動 戦 ム 00 


PERSONAL PROFILE 


大 條 の キッ ス は 
いた だ きだ ぁ ー ! 


@AEU の 制式 バイ 
を 基調 と し た も の 
に 


HE 


中 ZZ 


ALLEN ANGELS」 で 
宇和 


悦 を 引き 寄せ る 実力 | 


MORE INFO! 


ガン ダム の 打倒 に 一 兵 土 と 
し て は 問題 児 で あり 、 時 間 | それ で も そ 
の 優れ た 能力 か ら 替 め ら れる こと は な か っ た が 、 カテ ィ だ け は パト 
リッ ク を 特別 扱い を し な か っ た 。 彼女 は 集合 時 間 に 遅 刻 し て き 
トリ ッ ク を いき な り 殴 打 し た の で ある 。 パト リッ ク は こう し た 能 
度 に これ まで の 女性 と 異な る 魅力 を 見 い 出し 、 惹か れ て い - 


で 、 国連 軍 に 転属 信 も 指揮 
て 活躍 し た 。 パト リッ ク 
ぎる 記 動 に 指揮 宮 と 
呆れ な が 5 も 、 評 性 と し 

て は 徐々 に 惑 か れ て いっ た 
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新 機動 戦記 ガン ダム W 


ゼクス ・ マ ー キ ス 


Zechs Merquise 


PROFILE 

年 19 央 

所 属 ホワ イト ファ ング 
階級 指導 者 

較 


本 02 mm 


unknown 


本 機 へ と 乗り 組 い だ 


WO111 男 
9120 


: 後 、 機体 を 寺 の 中 に 厄 し 、 隔 生 : 
羽織 


憎しみ を 抱 ー 国 家 
、 ゼ クス は 彼ら と 志 を 共 


た め の 作戦 が 、 成 功 すれ ば 
こす [リー ブラ 落と し ] で あり 、 ゼ クス は そ 
押し て いく の だ っ た | 
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新 機動 戦記 ガン ダム W 


PERSONAL PROFILE TTR LW] nD2 sn18n 


ー ホ ワイ ト フ ァ ン グ の 構成 員 朗 1 うつ 


Members of WHITE FANG 
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新 本 戦記 ガン ダム W 


PERSONAL PRORILE 


MORE INFO! 
画 WF へ 参加 し た 者 た ち 


WF の リー ダー と し て 引き 入れ られ 、 指 導 者 と し て 練 
胸 を 振る っ た ミリ アル ド だ が 、 彼 の 真意 は この 戦乱 を 通 
じ で 戦う こと の 愚か さ を 市 民 に 伝え る こと に あり 、 当 初 
F を 利用 し よう と 考え て い : 
ドロ シー・ カ タロ ニア は ミリ アル ド を 募っ て WF に 参加 し 
て お り 、 組織 の 主義 主張 は 関係 な か っ た よう だ 。 


カー ンズ を 押し の け て WF 
に atdd 


GZ の 敵 壊 
て 地球 画 の 王権 を 握る か 
3 


が WF に 対抗 。 戦 関 が 
舞 続 され | 


画 WF と は 異な る 武装 集 


ALC-196 の クリ スマ スイ ブ に 一 埋 妖 起 し た マリ ー メ 
イア 軍 は 、 コ ロニ ー 勢 力 に よる 支配 体制 確立 を 目指 
し た 過激 集団 。 真 の 「 オ ペレ ーション ・ メ テオ ] の 実 
施 を 目指 し 、 武力 を 放棄 し た 地球 加奈 一 国家 に 侵 
放 。 短 時 間 で 大 統領 府 を 占拠 する な ど 、 あと 少し で 
野望 達成 する と ご . 3 


プリー イア の を を 利用 し 


な 計画 の 普 車 も 次 
手 っ て いっ た 


ズ の 際 子 と 言わ れる マリ ー メ イア | 左 ) が | 


いた が 実際 に は デキ ム ( 在 ) の 便 信 だ っ た 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE a E02 me 


プロ ッ ホ ン ゴ ズ ・ バ ー ル 問 = 


階級 少尉 ( ゴ ズ 


出身 
Brogh Goz Barl 反 馬 MS 所 和 、MA 近 証 ( プ ロッ お 


モト ラッ ド 艦 隊 の 一 紅 を 担っ た 
ベス パ の ベテラン パイ ロッ ト 

新興 国家 で ある ザン スカ ー ル 帝国 に お いて 、 軍 の 
士官 の 多く は 備 兵 に 近い 存在 だ 一 般 の 兵士 
より も 高度 な 専門 持 能 を 有する 人 材 を ガチ 党員 だ け 
で 揃え る こと が 難し か っ た た めで ある 。 その た め 、 ザ 
ンス カー ル 帝 国軍 (ベス パ ) に は 実戦 経験 を 持つ 軍 
人 が 様々 な ルー ト か ら 加 わっ て お り 、 戦力 の 中 核 を 担 
うこ と に な る 。 ブロ ッ ホ や ゴ ズ ・ パ バー ル も 、 そ うし た ペ 
スパ の 士官 た ち で あ 

ブロ ッ ホ と ゴ ズ ・ バ パー ル は ザン スカ ー ル 戦争 に 身 
を 投じ た ベス パ の パイ ロッ ト で 、 戦 争 中 期 に ベス パ 
が 実施 し た 地球 クリ ー ン 作戦 の 中 で 名 を 残し た 者 た 
ち で ある 。 マリ ア 主 義 に よっ て 成り 立つ ザン スカ ー ル 
帝国 に あり な が ら 、 戦 功 や 実利 を 重んじ る 現実 的 な 
職業 軍人 で あり 、 若 い 軍隊 で ある ベス パ を 支え る 緊 
実 な 戦い 振り を 見 せ た 。 し か し 、 リ ガ 
戦い は 彼ら の 歯車 を 狂わ せ 、 それ ぞ れ に 悲惨 な 運命 
を 辿る こと と な る の で ある 


ブロ ッ ホ は パイ ロッ ト と し て 供 が 戦場 
(= を 嫌い 、 随 伴 し た 8 魔 者 扱 
いし た 。 一 方 の ゴ ズ な ら 自 身 の 主 義 に 反 す 
る こと で も 許容 で だ っ た 。 


人 ゴ ズ ・ バ パール 


ZMT-A31S 
ドッ ゴー ラ 


ッ ク 醒 造 を 特 
は グリ ー 

ング が 施さ 

仕 欄 の 機体 に 


個 


ea いか INN7 ニー 
ば ざさ 吹 溢 全局 寺 ペ ー ニ ゞ 問 箕 


コール | 凶 | SQ (EZ デー ニニ ドニー 


| 


ブロ ッ ホ は 、 地 球 タ リー ン 作戦 に 際 し て モト ラッ ド 艦 
隊 に 配属 され 、 自 ら の 名 を 冠 し た ブロ ッ ホ 遊撃 隊 ( 小 
隊 規 模 だ っ た と され る ) を 任 さ れ た 人 物 だ っ た 。 ドッ 
ゴー ラ の パイ ロッ ト を 務め 、 モ トラ ッ ド 艦 隊 の 作戦 参 
謀 ア ル ベ オ ン に 「 宇 宙 戦 艦 1 令 くら いな 
と せる マシ ー ン と 男 ] と 評 さ れる ほど の 力量 を 備 
えて いた 。 その ビビ ニー デン の 手配 で 、 地 球 降下 を 
控え る モト ラッ ド 艦隊 の 援護 に 当 た ロッ ホ は 、 リ 
ガ ・ ミ リティ ア の 追撃 を 断つ べく テス ト 飛 行 も 終わ 
て いな い ド ッ ゴ ー ラ で 出撃 する こと に 
若造 と 見 下す クロ ノ タ ル ・ ア シャ ー や 
れ た 戦場 に 出し ゃ ば る カ 
ブロ ッ ホ は 単機 で り ガ ・ ミ リティ ア の MS 部 隊 を 圧倒 し た , 
し か し 、 ウ ッ ン の V2 ガン ダム の 肉薄 を 許し 、 ドッ ゴー ラ も 
る ろ と も 宇宙 の 党 居 と な る 。 強者 を 自負 す る パイ ロッ ト ゆ 
え の 慢 心 が 、 自ら の 命 を 縮め る 結果 を 招い た の . 


軍 前 た タロ 


ょ る 。 そ し 


自分 が 任 さ 


ゴ ズ ・ バ パー ル は ル ペ ・ シ ノ が 指揮 する シュ バッ ツラ ッ 
ド 隊 の パイ ロッ ト で 、 モ トラ ッ ド 艦隊 の 旗艦 アド ラ 
に 所 属し て 地球 タリ ー ン 作戦 に 参加 し 
や カ と MS 部 隊 の 中 棲 を 担っ た ゴ ズ だ 
が 降下 後 の 哨 戒 任務 中 に 捕縛 きれ 、 リ ガ ・ ミ リ 
ティ ア の 捕虜 と な っ て し まう 。 さ 敵 の 策略 に 乗せ 
られ る 形 で 脱走 し た も の の 、 ウッソ た ち を アド ラス テア に 
引き 入れ る 失態 を 犯し 
な る 。 それ に つけ 込ん だ ピピ ニ 3 
ー ラ ・ ミ ゲル を 人 質 に し て ウッ ソ の V2 ガ ンダ ム を 撃 
絹 す る と いう 役割 を 負わ され た ゴ ズ 。 し か し 、 そ の 非道 
に 対す る 因 悪 感 や 、 失 敗 す れ ば ギロチン に 掛け られ る 
と いう 恐怖 心 は 、 ゴ ズ の 平静 を 失わ せ た 。 その 結果 、 
麗 慌 状態 の まま 戦っ た ゴ ズ は ウッ ソ た ちの 攻撃 を 受け 
て 機体 の 制御 を 失い 、 モ トラ ッ ド 艦 同 士 の 激突 に 巻き 
込ま れ て 命 を 落と し た の で ある 


玉 ラ ッ ド 艇 隊 の 見 脱法 も 単機 
で 敵 MS 部 隊 を 食い 止め た が 
集 


MORE INFO! 


モト ラッ ド 六 隊 は 、 地球 クリ ー ン 作戦 の た め に 新設 さ に 】 
れ た 能 隊 で あり 、 その 名 の 通り モト ラッ ド 艦 の み で 編制 補 
に 。 この 散 隊 に は ブロ 


や ゴ ズ ・ バ パー ル の ほか 


ロマ と シシ リ 
ケド 
パ ギ な ど が 配属 され て いた 


モト ラッ ド 艇 隊 の 族 慈 アド 
ラス テア と 、 隊 伴 刻 の リ シ 
\ テア 級 。 戦闘 力も 高 <、 リ 

ガ ・ ミ リティ ア の 活 攻 を 物 
か っ た 


に 95 


ン の 母 を 盾 に V2 ガ ンダ ム の 撃破 を 試み る が 
ド 散 の タイ ヤ に 濱 され る と いう 未 史 を 巡っ た 


モト ラッ ド 艦 隊 の 陣容 
クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー 3 
首都 防衛 戦 の 功績 を 認め ド 
5 ド 世 の 司 ( 
を 3 
大 財 だ 


クロ ノ ク ル に 中 業 さ れ た 
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PERSONAL HUFIE A 
カナ ー ド ・ パ ルス 半 


Canard Pars 


「 本 物 」 と な る こと に 周 幸 し た 
スー パー コー ディ ネイ ター の 矢 敗 作 


「 コ ー デ ィ ネ イタ ー」 と いう 存在 が 世界 を 大 きく 変え 
た 時 代 、 コ ク ・ イ ラ (C.E.)。 先鋭 化し た 遺伝 
子 工学 は 人 間 の 可能 性 を 見 せる 一 方 、 吉 人 と 言う 
べき コー ディ ネイ ター と 通常 の 人 々 ー ナ チュ ラル と の 
電 力 を 生じ させ た 。 さら に 倫理 の 境界 線 は 曖昧 と な 
り 、 よ り 優れ た 存在 一 一 スー パー コー ディ ネイ ター が 
研究 され 、 球 し い 犠牲 の 末 に キラ ・ ヤ マト と いう 成功 
体 を 造り 上 げ る 。 カナ ー ド ・ パ ルス は 、 そ の 研究 に 
お ける 失敗 作 の ひと り で あっ た 。 「 失 敗 作 ] と 
いう 呪縛 に 囚われ た カナ ー ド は 自分 の 価値 
を 戦い に 求め 、「 本 物 ] と な る た め 打 倒 
キラ を 掲げ て 生き る 。 だ が 、 自 分 と 同 
じ 遺 伝 子 操作 の 被害 者 た る プレ ア ・ 
レヴ ェ リ ー と 出会い 、 前 向き に 生き た 彼 か 
ら 人 の 温か さ を 教わる の だ っ た 。 そう し て 「 失 
敗 作 」 と いう 転 か ら 解き 放 た れ た カナ ー ド は 自 
分 の 歩む 道 を 模索 する ーー 一 。 


カナ ー ド は スー パー コー 
ディ ネイ ター と し て の 能力 
が 期待 値 に 遅し な か っ た 


a \ 
ーー ' 
ーー | 
| 
8 
用 を 特務 部 導 X へ と ( 0 | 
配属 れる 。 その 必 の 上 


念 が 要 宰 アル テ ミ ス の 本 
令 ガ ルシア で あっ た 。 


「 失 敗 作 」 と いう 出自 か ら か が 激 し 
抗 的 な 態度 を 取り 、 埋 闘 
間 ! 理 
オ 


関連 ファ イル 


CAT1X1/3 ハ イ パ W 


オー プ に 住む 学生 i 
人 然 か 5 地下 軍 合 の 新兵 妊 
『G」 の パイ ロッ ト と な る 。 実 


和議 の 只 一 の 成 薩 例 。 


7 だ!) 


} を 造り 出し た 人 間 と 世界 の 彼 : 


官 


し か し 、 プ レア も また ! 


々 の 想 

気付 が され る 。 だ が プレ ア は 
息 絶え る 。 その 

E.73、 ラ イブ ラリ アン と いう 組 
ヴェリー] を 名 乗っ て 

込 = が 、 複 製 さ 
ろう と 内 面 は 「 プ レア ] 

る プレ ア の 意図 を 察し 


て キラ を 探す カナ ー ド は 、 ガ ンダ ム ・ 

ロウ ・ ギ ュー ル の アス トレ イレ ッ ド フレ ー 

編 の アス トレ イブ ルー フレ ー ム と 立て 続け に 衝 
ご 動力 搭載 


ア は 投降 
邦 に 全面 
TF: ME は 


村 動 力 搭載 


下さ 

軍 を 抜け た 

て N (ニュ ー ト ロ 
ハイ ペ 


カナ ー ド は 、 地 球 連 人 
ジャ マー キャ 


リオ ン を 強化 し 


議 X の 仲間 と 共に 備 兵 と な る の た 


能力 MORE INFO! 


ター と し て 生 メン デル で は スー パー コー ディ ネイ ター の 研究 資金 を 

うと 必要 と す 法 と され た クロ ー ン に も 手 を 染め て 

ャ ル を 備え で いた 。 さ いた 。 し か し クロ ー ン 技術 は 不 完全 で 、 テ ロメ ア に 重大 

に 人 物 の アド バイ ス 通 り 、 組 な 欠陥 を 抱え て いた の で ある 。 そう し て 生 を 受け た 存在 

て 資質 を 開花 させ て いく が ラウ - ル ・ ク ルー ゼ や プレ ア で あっ た 。 カナ ー ド 同様 に 

「 失 敗 作 」 いう 境 遇 の 両者 世界 を 憎ん だ クル ー 
セ の 一方 で プレ ア は 人 を 信じ た 生 を 全う する 


最高 の 人 類 を 生み 出 そ う 


座 内 に いる 我 が 子 すら 


座 体 と し て 用 いた 
キラ ・ ヤ マト で ある 


それ が 


同じ 境遇 の 存在 


プレ ア ・ レ ヴェ リー 
マル キオ 導師 の 代理 人 
メビウス ゼロ 部 職 隊員 の 
ロー ン で あり 、 非常 
較 。 で あっ た 。 だ が 、 人 の 想い 
を 信じ て 前 向き に 生き る 


ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ 
ト の エー スパ ロト 。 その 
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機動 戦士 ガン ダム AGE 


PERSONAL PROFILE 2 (ME) mm02 sm02h 
アセ ム ・ ア ス ノ 計 


階級 住 長 
出生 トル ディ ア 


Asemu Asuno 拓馬 MS 株 a 


才能 の 壁 を 乗り 越え た 
天才 フ リッ ト の 息子 

ガン ダム を 開発 し た フリ ッ ト ・ ア ス ノ は 英雄 視 さ れ 、 
生来 の 才覚 を 示し て 地球 連邦 軍 の 総司 令 官 へ と 上 
り 詰め て いた 。 その 息子 が アセ ム ・ ア ス ノ で ある 。 

AG.140、 まだ 学生 で あっ た アセ ム は 、 父 フリ ッ ト 
か ら 託 され た AGE デ バイ ス で ガン ダム を 起動 し 、 襲っ 
て きた ヴェ イガ ン を 退け る 。 一 方 で 学生 らし く 、MS 
クラ ブ を 通じ て 転校 生 ゼ ハー ト ・ ガ レッ ト と の 仲 を 
深め る アセ ム 。 だ が ゼ ハ ー ト は ヴェ イガ ン の 人 間 
で あっ た 。 敵 の X ラ ウン ダー と し て 立ち は だ か る 
ゼ ハ ー ト に 敗れ た アセ ム は 、 力 を 渦 望 する 。 し 
か し アセ ム に は 父 の よう な X ラ ウン ダー の 素養 
は な く 、 父 や ゼ ハ ー ト の よう な 才能 を 持た な いこ 
と に 歯 叶 み する の だ っ た 。 そん な と き 隊 長 の ウル 
フ ・ エ ニア クル か ら [スーパー パイ ロッ ト ] と いう 独自 
の 道 を 示さ れる アセ ム 。 そこ に 光明 を 見 た アセ ム は 、 
父 と ゼ ハ ー ト に 対す る コン プレ ックス を 振り 払い 、 誰 
で も け の 戦い 方 を 見 出し て いく 。 


セハ ー ト と は 学友 の 


ぷ 叶 或 只 人 と 演 せ S 光 人 票 


ABE-1 
ガン ダム AGE-1 ノー マル 
出さ 


助け よう と 行動 する 人 と な り は ゼ / 
を 超え た 友情 を 育む 結 果 と な 
が . 自分 な り の 戦い 方 を 見 


AGE-2 

ダム AGE.2 ノー マル 
AGE-1 の 発展 機 と し て 開発 
され IS。 スト 


害 が 及ぶ フリ ッ ト 
や り 方 に 対し 異 を 


供 た ち を 、 民 た ち を 飛 し て ・ 
騰 だ っ ! 陵 だ っ て 言え よ ! 
セハ ー ト l! 


A.G.115 の コウ モリ 退治 戦役 (アン バッ ト 攻 略 戦 ) に 
よっ て 、UE と 呼ば れ て いた 謎 の 敵 三 火星 園 国家 ヴ ェ イ 
ガン の 存在 が 白 日 の 下 に 晒さ れる 。 それ か ら 25 年 、 戦 
争 は 腰 着 状態 と な っ て 長期 化し て いく の だ っ た 。 

A.G.140、 コロ ニー・ ト ルディ ア の 学園 に 通う アセ ム 
は 、 父 フリ ッ ト に ガン ダム を 託さ れ 、 ヴ ェ イガ ン と の 戦い 
に 身 を 投じ る こと と な る 。 そん な 折り 、 敵 の 出現 と 時 を 
同じ くし て 転校 し て きた ゼ ハ ー ト と 知り 合っ た アセ ム は 、 
いつ し か ロマ リー を 交え た 3 人 で 打ち 解け 合い 、 か けが 
え の な い 友 人 関係 を 築く <。 だ が 、 ヴ ェ イ ガン の スパ イ で 
ある ゼ ハ ー ト は 、 ガ ンダ ム の 行方 を 掴 お な た め フリ ッ ト の 息 
子 で ある アセ ム と 接触 し た の で あっ た 。 その こと を 知ら 
ず 、 アセ ム は セハ ー ト と の 友情 を 深め て いく 。 

卒業 式 の 日 、 地 球 連邦 軍 の 嘉 兵 に 対し て ゼ ハ ー ト 
の スパ イ 疑 惑 を 真っ 向 か ら 否定 し た アセ ム : 
ゼ ハ ー ト か ら 正 体 を 告げ けら れ て 、 口 マリー と 共に 行き 場 
の な い 想 い に 荷 ま れる 。 そし て 士官 学校 へ 行く の を 止 
め 、 ゼ ハー ト を 追う よう に 定 へ の 入隊 を 選ぶ の で あっ た 。 
ロマ リー も また ゼ ハ ー ト の 考え を 知 ろ うと 軍 に 志願 する 。 
その 姿 を 見 た アセ ム は 、 ロ マリ ー が セハ ー| 
いた の で は な いか と 考え 、 独り 思い 悩む の だ 


お寺 当 友人 に 並ぶ た め 力 を 求め た アセ ム 


AG.141、 地 球 連邦 軍 に 入隊 し た アセ ム は ガン ダム 
の パイ ロッ ト と し て ディ ー ヴ ァ に 配属 され る 。 そう し て 、 再 
び 戦 場 で 相 ま みえ た ゼ ハ ー ト に コン タク ト を 試み る アセ ム 
だ が 、 敵 を 討つ 覚悟 を 持た ず 戦場 に 立つ こと を 一 蹴 さ れ 
る の だ っ た 。 さ 5 に 新型 の ガン ダム ーー ガン ダム AGE-2 
の 性 能 を も っ て し て も 敵 わ ず 、 X ラ ウン ダー の 力 を 思い 知 
る こと と な る 。 敵 を 討 て な い 甘 さと 実力 の 差 を 知ら され 、 
完膚 な きま で に 敗北 し た アセ ム は 戦う 目的 を 見 失う 。 そし 
て ゼ ハ ー ト や 父 に 追い 着き た い 一 心 で 力 を 追い 求め る 
の だ っ た 。 そう し て ウル フ に 導 か れ た アセ ム は [スー パー 
パイ ロッ ト ] に 開眼 。 友人 を 討つ 迷い を 断ち 切り 、 件 間 
を 守る た め に ゼ ハ ー ト と 渡り 合う 。 一 方 、 戦 況 は 大 きく 動 
き 、 ヴェ イガ ン は 移動 要 寒 ダウ ネス を 用 い 、 コロ ニー ソー 
トラ ム の 攻略 に 着手 。 激戦 の 最 中 、 予 期 せ ぬ 事態 で 
ダウ ネス が 地球 へ と 落下 を 始め る 。 それ を 止め る べく 行 
動 し た アセ ム は 、 同じ く 地 球 を 救 お うと し た ゼ ハー ト と 敵 
味方 の 確執 を 越え て 協力 し 、 落 下 を 防ぐ 。 その 共同 作 
業 は 学生 時 代 を 想起 させ る も の で あっ た 。 


フリ ッ ト か ら 継 い だ 戦い の 資質 

フリ ッ ト の 息子 で あり な が ら X ラ ウン ダー の 適性 を 持た 
ず 、 才能 ある 父 や ゼ ハー ト に 如 し た こと も ある アセ ム 。 
し か し 父 譲り の 優れ た 資質 は 戦い の 中 で 開花 し て いき 、 
ウル フ の 語る 「 ス ー パ ー パ イロ ッ ト ] と し て 、X ラ ウン ダー 
を 潜 廊 する 技量 を 発揮 。 それ は アセ ム の た まめ 夫 力 
の 賜物 で あり 、 彼 だ け の 戦闘 スタ イル の 確立 で あっ た 。 


ウル フ の 死 を 邊 機 と し て 、 ア セム は スー パー パイ ロト の 片 周 を 見 せ 始 め る 。 
その カ は 敵 の X ラ ウン ダ 
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PERSMMML PROFILE 
アス ラン ・ ザ ラ 


Athrun Zala 


ザフト 開か ら 世 界 の 安定 に 
力 を 尽く そう と し た 戦士 


第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 の 終結 に より 
C.E.71 の 大 規模 な 戦乱 は 一 応 の 終結 を 見 た 。 ザ フ 
ト の 一 員 と し て 参加 し た アス ラン ・ ザ ラ は 、 父 パト リッ 
ク の 方 針 に 反対 し て ザフト を 離脱 し 、 キ ラ ・ ヤ マト 
ラク ス ・ ク ライ ン ら と 独立 部 隊 を 編制 。 この 選択 が 
結果 的 に 戦乱 の 終結 に 繋が っ た が 、 ザ フト を 裏切っ 
た 自身 の 立場 を アス ラン は 自覚 し て お り 、 戦 乱 後 も 
プラ ント に は 帰還 し な か っ た 。 彼 は 、 戦 乱 の 中 で 交 
流 を 深め た オー ブ 連 合 首長 国 の カガリ ・ ユ ラ ・ ア ス 
ハ と 共に オー ブ へ と 移住 。 代表 首長 と な っ た 彼女 の 
補佐 官 と し て 活動 を 開始 し た の で ある 。 / た 

アレ ックス ・ デ ィ ノ と いう 偽名 で カガリ の 外交 活動 
を サポ ー ト し て いた アス ラン は 、CE.73.10、 カ ガリ と 
プラ ント 最高 評議 会 新 議長 、 ギ ルパート ・ デ ュ ラ ンダ 
ル の 非 公式 対談 に 参加 する た め 、 ザフト の 軍事 衛星 
アー モリ ー ワ ン に 向かう 。 そこ で 彼 は 、 ファ ント ムペ イン 
に よる ザフト 新型 機 強奪 事件 に 遭遇 する の だ っ た 。 

地球 軍 と ザフト の 武 カ 
解除 を 狙っ て 外交 活動 
に 者 走 す る カガリ を 、 ア 
スラ ン 指 佐 

ト し て いた 


うし た 生活 は 長く は 続 
な か 


を 置く よう に な る 。 それ が 
ザフト へ の 看 剛 に 敵 が 


カガリ より も 
現 線 で 物事 を 考え る タイ アー モリ 
ン で の 事件 を 皮切り に 地球 軍 の 暴挙 が 続く と アス ラ : 


RELATIONS 


1000 ザク ウォ ー リ ア 


ダウ ズミ の 従 を 継い で オー ブ 
の 代表 首長 を 務め で いた 人 
物 。 前 大 戦時 に 交流 を 深 
め 、 ア スラ ン が オー ブ に 身 を 
寄せ る きっ か け と な っ た 。 


| 理 二 ガン ダム SEED DESTINY 


PERSONAL PROFILE_ 


アー モリ ー ワ ン で の 新型 機 強 故事 件 、 さ ら に その 直 
後に 遭遇 し た 「 ブ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] 事件 に お いて 、 
アス ラン は ミネ ル バ に 対し 助言 与え た ほか 、 自ら も MS 
で 出撃 する 。 こう し た 出来 事 は アス ラン に 戦士 と し て の 
アイ デン ティ ティ を 蘇ら せ 、MS パ イロ ッ ト と し て 戦線 に 
復帰 する こと を 決意 させ た 。 まず プラ ント へ と 帰還 し た ア 
スラ ン は デュ ラン ダル と 会 談 し 、 彼 の 強い 要請 を 受け 、 
ザフト に 復 隊 する 。 

だ が 、 アス ラン が プラ ント に 戻っ て いる 間 、 オーブ の 情 
勢 は 大 きく 変化 し て いた 。 オー ブ 軍 は 地球 軍 と の 連携 を 
選択 し て ザフト と 英 対 する 立場 を 明確 に し た だ け で な く 、 
カガリ も セイ ラン の 策略 に 屈し 、 ユ ウナ ・ ロ マ ・ セ イラ ン 
と の 政略 結婚 を 受け 入れ て いた の だ 。 これ に より オー ブ 
へ の 帰還 が 叶わ な か っ た アス ラン は 、 ミ ネル バ に 合流 。 

ン ・ ア スカ や レイ ・ ザ ・ バ レル ら と 連携 し つつ 、 地 球 
軍 と オー ブ 軍 に 抵抗 する 。 だ が 、 こ の 戦闘 に 新た な 勢 
カカ が 姿 を 現す 。 キラ ヤラ クス た ちの 乗る アー クエ ンジ ェ 
ル が 、 戦 闘 の 即時 停止 を 訴え て 介入 を 始め た の で ある 。 
アス ラン は 彼ら の 介入 が 事態 の さら な る 混乱 を 戦場 に 
生み 出す と 考え 、 ロキ ンジ c ディ オキ ア で キ 


れ た クレ タ 沖 て の 戦闘 で は 、 キラ の フリ ー ダ ム ガ ン ダム 
に 乗 機 セ イ バ パー ガン ダム を 破壊 され て し まう の だ っ た 。 


か つて の 表 友 と の 


アス ラン は 、 ザ フト 側 の 視点 か ら ア ー モ リー ワン 抽 撃 
や 「 ブ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] 事件 に 触れ た こと に より 、 
親 ザ フト の 感情 を 強め て いっ た 。 一 方 で キラ や ラク ス ら 
アー クエ ンジ ェ ル の クル ー た ち は 、 オ ー ブ の 隠れ 家 に 暗 
殺 部 隊 を 派遣 し 、 さ ら に ラク ス の 影武者 ミー ア ・ キ ャ ン 
ベル を 立て た デュ ラン ダル に 対し 、 疑 問 と 慣 り を 感じ て 
いた の で ある 。 た と え 前 大 戦 で 共闘 し た 盟友 で あっ て 
も 、C.E.73 の 戦乱 を まっ た く 別 の 視点 か ら 見 る こと に 
な っ た 両者 が 再び 意見 を すり 合わ せる の は 、 並 大 抵 の 
こと で は な か っ 場 の みな ら ず 、 デ ィ オ キア で 直接 
互い の 意見 を 交換 し た 後 も 、 両者 の 溝 は 完全 に は 埋 ま 
わる 。 だ が 、 デ ュ ラ ンダ ル が ラク ス 暗 釘 を 企 て 
と を 初め て 知っ た アス ラン は 、 彼 に 対す る 過度 
な 信頼 を 考え 直し 始め る 。 それ が の ち に 、 デ ュ ラ ンダ ル 
の 大 き な 策 略 に 気付 く ひ と つの 契機 と な っ た の だ っ 


能 カ 

MS パイ ロッ ト と し て の 能力 は 相変わらず 一 級 品 で あ 
り 、 セ イ バ ー- 『 ム と いう 新た な 乗 機 で も 力 を 見 せ 付 
けた アス ラン 。 一 方 で 、 そ の 力 を 過信 し て し まえ ば さら 
な る 危機 や 対立 を 生み 出す こと を 、 彼 は 前 大 戦 で 痛感 
し て いた 。 だ か ら こ そ 、 ミ ネル バ の 主力 パイ ロッ ト で あっ 
た シン が その 圧倒 的 な 力 を 用 いて 独断 専行 に 出 た 際 、 
彼 は 手 を 出し て まで シン を 諭し た の で ある 。 


測 和 ・ サ シン ラ イズ 111-18 
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ミー ム ・ ミ ドガ ルド 


Mime Midgardo 


ディ アナ の 暗殺 と いう 汚れ 仕事 を 請け 負っ た ミド ガル ド だ 
い 御 庭 番 呼ば わり され た 際 に 


(Cy) 4 ser A dn 


PROFILE 

年 齢 

所 属 ゲン ガ ナ ム 第 二 大 隊 
趣 季 大 慰 | | 
出身 月 

技能 潜入 工作 上 5 


関連 ファ イル 


ジャ ンダ ルム 


アグ リッ パ の や り 方 に 非 を 
条 も うと する が 、 リ リ ・ ポ ル ジ 


潜入 工作 を こなし た ミド ガル ド の 技能 


TE NIORE INFO! 


ガル ド が ディ アナ 暗 埋 の 刺客 と し て 送り 込ん だ の が 、 テテ ス 
展開 ウィ ル ・ ゲ イム の 下 に 身 を 寄せ た テテ ス は 、 ウ ィ ル を 唆 し て ディ ア : 
も ある に 参加 させ た の ち 、 サ ン ペ ルト 建国 宮 言 の 式 肉 で ディ アナ の 講 殺 を 図 っ 

敗 。 その 後 、 ミド ガル ド に 接触 する が 、 直 見 を 恐れ た 彼 に 殺さ れ た の だ っ た 。 


テテ ス ・ ハ レ 

ディ アナ が 100 年 前 に 
地球 か ら 連 れ 撮っ た リン 
ダ ・ ハ レ の 錦 。 地球 人 


ナ に 向け る こと と な る 。 


貞 通 サシ ライズ 111-20 
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PERSONAL PROFILE 2 02 se 1 
ム バ ラク ・ ス ター ン ン ノン フ ビ ライ ・ ゴ ヤ 


Mubarac Srarn Khubilai Goya 


拡大 する 帝国 を 前 に 
異な る 行動 を 選択 し た 男 た ち 


UC.0140 年 代 に 端 を 発する 宇 つ 戦国 時 代 は 、 
各 コ ロニ ー が 地球 連邦 政府 か ら の 独立 を 要求 し 、 カ 
に よる 符 力 拡大 を 狙っ て いた 波乱 の 時 期 だ っ た 。 そ 
の 中 で 最大 勢力 を 計っ た の が サイ ド 2 の ザン スカ ー 
ル 帝 国 だ が 、 そ の 他 の コロ ニー で も 独立 の 気運 が 高 
まっ て いた 。 帝国 と 同じ サイ ド 2 に 属す る マケドニア 
も その ひと つ で 、 軍 部 を 率い る フ ビ ライ ・ ゴ ヤ は 帝国 
に 続け と ば か り に 独立 運動 を 進め た の だ っ た 。 

ーー 方 、 地球 連 都政 府 も コロ ニー の 問 で 独立 が 叫 
ば れ て いる の は 承知 し て いた 。 だ が ULC.0123 以 降 、 2 
本 格 的 な 武力 衝突 が 生じ な か っ た こと か 5 兵器 の 更 a RO 
新 お 滑り 、 兵 員 の 質 も 低下 。 第 一 線 に 配備 され た 抵 この た 人 。 UCO090 年 
艇 が 30 年 前 の 老 配 工 と いう 状況 だ っ た 。 そん な 状 
態 で は 、 ム パ ラク ・ ス ター ン の よう な 先見 の 明 の ある 
存在 が 上 層 孝 か ら 煙 た が られ た の は 当然 だ ろう 。 結 
果 、 連 孝 軍 は 夫 国 の 拡大 を 止め られ ず 、 自ら 首 を 紋 
め る 結果 を 舞い た の だ っ た 。 


軍 上 部 を 見 限り 、 つ い 
に 立ち 上 が っ た 

彼 の 参戦 が ザン スカ ー ル 
戦争 を 名 展開 させ る こと 
に 4 る 。 


カー ル 電 


FLEPREWEW 
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ザン スカ ー ル 戦争 が 勃発 し た 時 期 に 連邦 軍 大 将 の 
地位 に あっ た ム パ ラク ・ ス ター ン を どう 評価 する か は 、 人 
に よっ て 大 きく 分 か れる と ころ だ ろう 。 戦乱 の 終盤 まで 
静観 の 態度 を 貞 さ な か っ た 彼 を 、 他 の 連邦 軍人 と 同じ よ 
うに [日和見 主義 者 」 と 反 搬 する 向き は 多い 。 し か も ム 
バラク が 参戦 し た の は 彼 の 意思 で は な く 、 ジ ン ・ ジ ャ ハ 
ナム の た っ て の 願い を 受け 入れ た た め と いう 意見 も 散見 
され る 。 それ で も 経緯 は どう あれ 、 ム バラ ク が 帝国 と の 
戦い を 決意 し た の は 事実 で あり 、 リ ガ ・ ミ リティ ア と 共同 
戦線 を 展開 し 、 最後 に は 連合 艦隊 の 指揮 を 執る まで に 
な っ た 功績 は 見 過ごせ な い 。 腰砕け な 募 が 集まっ た 軍 
上 層 部 に あっ て 、 現 状 を 正確 に 見 通す 彼 は 動き に く か っ 
た に 違い な い 。 だ か ら こ そ 、 そ の 悔し さ を 振り 払う か の よ 
うに 、 自 ら の 命 を 賭し て 戦い に 身 を 投じ た の だ ろう 。 


戦場 に 向かう 友軍 兵士 た ち 
を 竹 礼 で 送り 出す ム パ ラク 。 


か っ で いる 。 自 ら 戦う こと き 碑 
わな い の が ム パ ラク と いう 人 
物 な の で ある 。 


同じ サイ ド 2 に 位置 する コロ ー- 
倒 的 な 権勢 を 誇る ザン スカ ー ル 帝国 の 顔色 を 吾 わ な け 
れ ば な ら な い マ ケド ニア の 現状 に 、 軍 司令 官 の フ ビ ラ 
イ ・ ゴ ヤ は 激しい 慎 り を 覚え て いた の だ ろう 。 補給 を 求 
め て 入港 し た り 方 ・ ミ リティ ア の 艦艇 (リー ン ホー ス Jr) 
を 有無 も 言わ さ ず に 集 捕 し 、 乗 組員 を 強制 収容 所 送り 
に し た 陰 に は 、 彼 の 長年 に 豆 る 翌 り が あっ た の は まず 
間違い な い 。 帝国 に 橋 突 く 勢力 を 手 土産 に する こと で 
帝国 と 対等 な 関係 を 結ぶ 道 を 模索 し た の で ある 。 だ が 
小国 の 分 不相応 な 態度 は 帝国 の 逆鱗 に 触れ 、 予告 も 
な く コロ ニー を 艶 撃 され る と いう 結果 を 招い て し まっ た 。 
し か も 混乱 の どさくさ に 維 れ て リー ン ホ ー ス Jr. を 取り 輝 
が す 失 態 を 犯し て いる 。 その 後 、 軍 内 で 彼 が どの よう な 
処遇 を 受け た か は 定か で は な い 。 


国家 で あり な が ら 圧 


リー シボ ホー ス j 乗員 を 引 
き 濾 す よう 要求 する 帝国 軍 


MORE INFO! 
宇宙 戦国 時 代 に 生き る 人 々 


2 辻 国 の 巡 国 に EER の 独立 運動 


も 
で 、 連 孝 下 府 は 下 争 終結 まで 革 
語 交 勢 を 買い て いる 


巨大 サイ コミ ュ 兵器 (エン 
ハイ ロッ ) を 投入 する 本 
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ライ ラ ・ ミ 


Lila Milla Rira 


自信 を 抱い て いた 。 好戦 的 な 
を 導 む タイ プ 」 な ど と 評 さ れ 
て OR RE する EM 
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ME 
25 歳 
地球 連邦 軍 


階 紙 


出身 一 一 
技能 _MS 操 継 、 部 隊 指 揮 E.F.S.F. 


oka 


Am 
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RMS-117 
ガル バル ディ 


ジオ ン 公国 軍 が ら 探し た が 
ル バ ルディ を ペー ス と し て 、 一 
半 和 争 公 に 前 が 重 
産 し た 汎用 MS、 

第 載 MS と し て 運用 | 

ラ が 乗 機 と し た 。 


関連 ファ イル 


RMS-117 ガル パパ ルディ 8 01.25 周 


ンズ の 若き 士官 で 、 打倒 カ 
ユ に 級 念 を 多 や す 。 情 れ 


機動 戦 士 Z く ガン ダム 


PERSONAL PROFILE 


らい 男 に な の NU4U は 
5734U か が かう Gi 引 が 訳 め る 8 
し は いい も の 


ライ ラ に まつ わる 異説 の 数 


実戦 経験 に 音 打 ちさ れ た 高い 技量 


MORE INFO! 


ライ ラ が 所 属し た サラ ミス 改 級 ボ スニ ア は 、 チャ ン ・ ヤ ー が 
指揮 を 執っ た 地球 連邦 軍 正 規 部 隊 の 艇 で 、 ガ ンダ 
を 強奪 し て グリ ー ン ・ オ アシ ス を 脱出 し た アー ガマ 


; の また 、 ラ イラ と チャ ン の くだ けた 違 り 取り か ら は 、 気 心 の 知れ 
る た 戦友 と いっ た 間柄 が 窪 え た 。 


mar う ラ 112-14 


機動 戦士 アガ ンダ ム 
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ジャ ミト フ 了 ハイ マン PROFILE 


Jamitov Hymen 


地 款 岡 に 嗣 権 を 唱え よう と し た 7 ペ フ 流 
老 失 な 軍人 の 手練 手 管 = A 0 L 
17 世 紀 示 に イン グラ ンド で 発生 し た 王位 交代 形 デー 4 川 
は 、 無 血 を も っ て 為 さ れ た こと か ら 「 名 準 工 命 」 と 呼ば \ が 
れる 。 革命 に は 血 が 付き 物 と いう 既成 概念 を 打ち 破っ の ) 
た こと が 命名 の 由来 だ ろう 。 確か に 社会 基盤 の 変革 偽 
に は 大 き な 犠 往 が 免れ を い の が 歴史 の 常 だ っ た 。 だ EO wy 4 
が 革命 に 際 し て 当然 の よう に 流血 を 強い る の は 、 施 A 
政 者 の 騙り と 怠慢 以外 の 何 物 で も な い 。 な ら ば 軍事 # 


を も っ て 地球 連邦 政府 の 根幹 を 作り 替え よう と し た 

ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン の 行為 は 衰 め ら れる も の で は な い 。 

し か し 彼 が 人 類 を 愛 え て 変革 を 目指 し た の も 、 ま た 事 

実 な の だ 。 一 年 戦争 以後 、 地 球 に し が み 付き 続け た 

官僚 は 、 や が て 地球 その も の を 食い 尽く す 害 悪 に な る MU) 
| 


で あろ うー 一 その 危機 感 が ジャ ミト フ を 突き 動か し 、 革 
命 へ と 駆り 立て た の だ 。 だ が 革命 


行 する うち に 当 


初 の 高貴 な 目的 は 失わ れ 、 選 ば れ た 軍人 に よる 地球 
統治 へ と 姿 を 変え て し まっ た 。 そし て 結局 は 、 地 球 園 
に 新た な 流血 を 招く こと に な っ た の で ある , 


ご) 千代 


トー 
| 


| 
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MAIN MECHANIC 


ヘリ ウム 9 輸送 船団 を 指 提 

する [木星 帰り の 男 ]。 ジャ ミ 
プ 「 フ に お 願 する 素振り を 見 せ 

な が らち テ ズ 内 部 に 廊 
ノ い 込 : 征 2 動力 を 拓 
大 する こと に 成功 し て いる 。 


邦 軍 と 連邦 政府 の 掌握 に 乗り 出す よ 


お寺 ) 妥 テ ィ タ ー ン ズ 専 横 の きっ か け 


U.C.0083 に 結成 され 

に の は 、U.CO 

月 面 都市 エア 
公国 軍 残 党 を 名 乗る 

敬 


5 名 目 を 掲げ た ジャ ミト フ は 埋 
拡大 を 推し 


する 用 や の 力も っ て 
状況 を 覆す 


MORE INFO! 
ko 
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ミケ ー レ ・ コ レ マ ッ タ me gaa 


少佐 


Michele Corematta 部 隊 指 控 E.F.S.F. 


大 隊 の 指揮 を 執り 
部 下 を 死地 に 送っ た 地球 連邦 軍 士 官 


ミケ ー レ ・ コ レ マ ッ タ は 一 年 戦争 に 従軍 し た 地球 
連邦 軍人 で 、 戦 争 初期 か ら 地上 戦 で 指揮 を 執っ た 
人 物 だ 、 当 時 の 地球 連邦 軍 は 開戦 当初 
の 惨敗 か ら 態 勢 を 立て 直せ な いま まで あり 、 コ レ マ ッ 
タ が 所 属し た 地上 軍 も U.C.0079.03.01 に 始ま っ た 
ジオ ン 公 国軍 の 地球 降下 作戦 に よっ て 苦戦 を 強い 
られ て いた 。 その 状況 の 中 で 、 コ レ マ ッ タ は 自ら に 与 
えら れ た 役目 を 果たす べく 、 来 配 を 振る っ た の で ある 。 

コレ マッ タ は 、U.C.0079.04 の 時 点 で 地球 連邦 
軍 第 44 機 械 化 混成 連隊 に 所 属し 、 大 隊長 の ひと り 
と し て 部 下 を 率い て いた 。 し か し 、 そ の 頃 の 地球 
連邦 地上 軍 は ジオ ン 公国 軍 の 新兵 器 一 一 MS 
の 猛威 に 晒さ れ 、 戦 線 の 維持 と 戦力 の 運用 に 
悩ま され て いた 。 コレ マッ タ の 下 に も 様々 な 兵 
土 と 兵器 が 集まり 、 そ し て 損耗 し て いっ た 。 コレ 
マッ タ は その 命運 を 左右 する 指揮 官 と し て 、 彼 ら 
を 「 死 神 ] の 下 へ 送り 出し て いく の だ っ た 。 


地球 軍 邦 軍 の 士官 と 
し て 一 年 戦争 初期 か 
ちの 地上 戦 に 参加 し 、 
く の 到 下 を 著 場 へ と 
送り 出し て いく 。 

判 


オデ ッ サ の 激戦 に も 参 
加 し た コレ マッ タ は 、 地 
球 軍 孝 地 上 軍 の 趣 勢 


1 
| 3 RYW353M4 


オデ ッ サ 戦 に お いて は 戦場 の 
る 場面 も 見 られ た 


ト 、 ブラ ッ ド ハウ ンド 

) NS 支援 用 特 列 還 絡 。 ホ バー 
クラ フト に よる 不破 性 と 
各種 ソナ ー の 伴 理 能 カ 
4 を 骨 え る 。 オ デ ッ サ 戦 で コレ マ 

5 3 タ が 指揮 車 と し て 運用 し た 

関連 ファ イル _ 
ロ N353A4 ブラッド ハウ ンド IGL2-01.04 画 
| 称し 


UC.0079.04 下 旬 、 欧 州 南 方 戦線 に 展開 する 第 
44 機 械 化 混成 連隊 は 、 戦線 の 縮小 を 余儀 な くさ れ て い 
た 。 し か し 、 連 隊 は ジオ ン 公 国軍 の MS 小隊 に 退路 を 塞 
が れる 事態 に 陥り 、 コレ マッ タ は 部 隊 に 残っ た 唯一 の 対 
MS 特技 兵 小隊 を 後退 支援 に 差し 向け る 。 相次ぐ 戦闘 
で 多く の 部 下 を 失っ た 対 MS 特 技 兵 小隊 の 指揮 官 ペ ン ・ 
パー パリ ー の 反論 も 無視 し 、 彼 ら を 死地 に 送り 出す コレ 
マッ タ 。 その 結果 、 パー パリ ー ら は 全 減 する が 、 連隊 は 後 
退 し て マチ ル ダ 隊 か ら の 補給 を 受け る こと に 成功 する 。 

だ が 、 以 降 も 地球 連邦 地上 軍 の 劣勢 は 変わ ら ず 、 
7 月 下旬 に は 欧州 方 面 軍 は 北方 戦線 に 追い 詰め られ 
る 。 さら に 、 戦 車 大 隊 に よる 反撃 もち 阻ま れ 、 第 44 機 械 
化 混成 連隊 は 機甲 戦力 の 半数 を 失う 。 コレ マッ タ は そ 
の 状況 を 打開 すべ く 、 第 301 戦 車 中 隊 第 1 小隊 隊長 
ハー マン ・ ヤ ン デ ル の 具申 を 容れ 、 偽 情報 で 誘引 し た 
前 MS 部 隊 を 残 減 す る 作戦 を 実行 し た 。 作戦 は ヤン デ 
ル 小 隊 の 壊 減 と 引き 換え に 敵 エ ー ス の 撃破 と いう 戦果 
を 残し 、 連邦 地上 軍 は 勢い を 盛り 返し て いく の だ っ た 。 

その 後 、 第 44 機 械 化 混成 連隊 は 独立 混成 第 44 旅 
団 へ と 改編 され 、 11 月 初め の オデ ッ サ の 反攻 載 に 参 
加 す る 。 陸戦 強 醒 型 ガン タン ク を 駆る アリ ー ヌ ・ ネ イズ ' 
ン ら 囚人 部 隊 の 配備 を 受け 、 第 144 高 地 の 攻 略 に 臨 
レ マ ッ タ は 、 アリ ー ヌ の 命令 無視 に 遭い な が ら も 、 
オデ ッ サ に お ける 連邦 地上 軍 の 勝利 に 頁 献 し た 。 


お寺 肖 作 戦 行動 に 見 える コレ マッ タ の 姿勢 


コレ マッ タ は 重 の 方 針 に 基づい て 隊 の 指揮 を 執り 、 時 
に は 損害 を 承知 で 部 下 を 動か み し た 。 バー パリ ー の 対 MS 
特技 兵 小隊 に 対し て も 、 訓練 半ば の 新兵 を 補充 し て 再 
編 し 、 ザ ク IL3 機 を 排除 する と いう 任務 を 与え た 。 対 MS 
特技 兵 1 個 小隊 で 3 機 の ザク を 相手 に する な ど 無 謀 と 言 
うほ か な く 、 機 甲 戦力 の 温存 を 図っ た 軍 の 意向 で バー バ 
リー ら 5 を 捨て 胸 に し た の で ある 。 また 、 復 讐 心 で 戦う ヤン 
デル を 危 ぶ ぷん だ レイ パン ・ ス ラー の 進言 を 退け 、 ヤ ン デ 
ル の 立案 し た 作戦 を 通し た 点 に は 、 部 下 の 素行 や 心情 
より も 戦果 を 優先 する 考え 方 が 表れ て いた と 言え る 。 

一 方 で オデ ッ サ 戦 に お いて は 、 ア リー ヌ た ち に 無理 
な 命令 は 与え ず 、 支 援 戦力 と し て 妥当 な 運用 を 行 お う 
と し た 。 むし ろ 、 [スバ イ が 潜入 し た ダブ デ 級 陸戦 衣 
へ の 攻撃 を 禁じ た 司令 部 命令 を アリ ー ヌ に 無視 され 、 
コレ マッ タ 自 身 が 災難 を 被る こと に な っ た の で ある 。 


指揮 第 と し て の 力量 と 問 是 上 
コレ マッ タ は 、 冷 朋 な 状況 判断 能力 と 大 局 的 な 戦術 

眼 は 備え て いた が 、 前 述 の よう に 目 に 見 える 戦果 を 挙げ 

る た め に 犠牲 を 原 わ な か っ た 点 を 鑑み る に 、 そ の 力量 に 

は 疑問 符 が 生じ る 。 オデ ッ サ 溢 で は 旅団 の 陣頭 指揮 も 
執っ た が 、 他 前 隊 へ の 対抗 意識 を 了 更 | 
間近 官 と し て は 感情 的 に 過ぎ た と も 言え る だ ろう 。 


の Ee 


戦況 を 分 析 す る 能力 に 長け 。 部 下 か ら の 人 望 は 薄かっ た が 戦力 の 埋 用 | 
賞 を 示し た 。 し か し 。 オデ ッ サ 戦 の 時 頭 指揮 で は 溢 情 裕 の 一 面 を 遼 か 


第 44 旅 


0 ミケ テー レ ・ コ レ マ ッ タ 


は 1 
団 も 死神 旅団 


| EGE 
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ウル べ ・ イ シカ ワ 還 


Urve Ishikawa 


av 


DX00X デビ ル ガ ン ダム (アル ティ メ ホ ガン ダム ) GG-01-1 


EPREEW 
GGO311 が 


当世 界 を 掌握 する た め の 策 課 


MORE INFO! 


ネオ ジャ パン は 、 か つて 経済 大 国 と し て 発展 し た 国家 
が 、 ガ ンダ ム フ ァ イト 導入 後 は 優勝 を 一 度 も 勝ち 取る 。 
層 部 に も 施 り が 生じ て いた 。 地球 に ある ネオ ジャ パン の 額 土 も 
荒廃 の 一 笑 を 辿っ て いた た め 、 ガ ンダ ム フ ァ イト 用 の シャ イニ ング ガン 
ダム と 共に 、[ 自 己 修 複 」 | 自己 増殖 」 「 自 己 進化 | の 三 大 理論 を 有 
する アル ティ メッ ト ガ ンダ ム の 開発 も 進め られ た の で ある 


地球 を 浄化 する 非 戦 本 用 の 
機体 で あっ た アル ティ メッ ト ガ 
ンダ ム だ が 、 デ ビル ガン ダム 
に 変 税 す る と 第 13 回 大 会 を 
大 き な 混乱 へ と 導い た 


温め て いた 計画 を 本 格 的 に ス 
ター ト さ せる の だ っ た 


画 防衛 力 

中 宙 用 の ブッ シ 、 地 上 用 の ノブ ッ シ : 

了 御 戦力 は 充実 し て いた 。 この は 
ガン ダム の 兄弟 機 で 


ノブ ッ シ 

ネオ シン ジュ ク に 配備 され て いた 
デス アー ミー 軍団 に 対抗 する べく 出撃 
し た が 、 多く の 機体 が 撃破 され た 


ポ 
PY 


ー カ で 
を 狂っ 


ンダ ム の 開発 者 で 
ン の 父 。 ネオ ジャ バン 優勝 
現し た ウル ペ に 銃 提 


レイ 


ガン ダム 事件 ] の 映像 を 彼 
に 見 せる 。 する ドモ ン は スー 


EE 


ライ メ 
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機動 戦士 ガン ダム OOV 機動 戦士 ガン ダム 0OV 戦 記 


(N88) ne02 WM 


ロベール ° スペ イシ ー と 友人 た ち ai 


出身 一 


Robert Spacey プ Deborah Galiena Amy Zimbalist EE<=ULuS 


MS 開発 更に 着目 し た 変わ り 種 と 
ロベール に 関わ っ た バイ ロッ ト 


イオ リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ が 提唱 し た 機動 兵器 一 一 
の ち に モビ ルス ー ツ (MS) と し て 結実 する 新兵 器 の 登 
場 に より 、 世界 は 大 き な 変 化 を 送 げ た 。 当初 、 軌道 エ 
レベ ー タ ー の 建造 や 保守 の た め に 生み 出さ れ た ワー ク 
ロー ダー は 、 次 第 に 兵器 へ と 洗練 され 汎用 の MS と な 
る 。 さら に MS の 進化 は 止ま ら うな か っ た 。 ソレ スタ ルビ ー 
イン グ (CB) が 武力 介入 に 用 いた 「 ガ ンダ ム ] は 、 大 陽 
炉 と 呼ば れる 動力 源 を 有 し た 新た な MS で あり 、 以 後 、 
疑似 太陽 炉 を 用 いた MS が 主流 と な っ て いく 。 その 目 ま 
ぐる し い 開 発 状況 に 興味 を 抱き 、 学問 の 一 分 野 と し た 
人 物 が いた 。 それ が ロベール ・ ス ペイ シー で ある 。 

MS 開発 史 研 究 者 の 第 一 人 者 で ある ロベール は 、 
エー スパ イロ ッ ト の デボラ ・ ガ リエ ナ と エイ ミー 
パリ スト と 出会い 、 交 友 を 深め る 。 ふた り と の 交流 は 
様々 な 出来 事 を ロペ ー ル に も た らし 、MS 開 発 史 研 
究 に 多く の 実り を 与 一 方 で 、 エ イミ ー と は デ ボ 
ラ を 巡る 恋 の ライ バル で も あっ た の で ある , 


ン 


美人 の 政治 家 に 会 える 

ー ル 。 結局 は 興味 が 持て 
し て も や り 居 
立 と 第 一 人 者 と な 


関連 ファ イ 


GNX.604T ア ド ヴ 
ィ 


信 ロベール ・ ス ペイ シー の 東 事 


ンズ ・ ア ル マ ー ク の 野 記 


ロベール は 、10 代 の 若 さ で ユニ オン 人 類 歴史 研究 所 
に 入っ た 秀才 で 、 政 治 歴史 学 を 研究 テー マ と し て いた 
だ が 、 ガ ンダ ム を 目撃 し た こと で 衝撃 を 碗 け 、MS 開 発 史 
研究 者 と し て の 道 を 歩み 出す 。 30 代 で あ 時 (西暦 
2307 年 ) は 願 み られ る こと は な か っ た 学問 だ が 、 彼 が 50 
滅 と な っ て よう や く 再 評価 され 、 注目 を 浴び る こと と ど 

西暦 2307 年 、 駆け 出し の 研 
人 類 革 新 連 盟 の 軍事 演習 で 国連 の 代表 と し て 視察 に 
ラ と 出会う 。 それ 以降 、 ふ た り は 行く 先々 

、「 赤 い 糸 ] を 


恋敵 の 動向 が 気 
一 方 デボラ は 両者 を 何と も 思っ て お 
関係 を 続け て いく 


に な る の で あっ た 
5 ず 、 3 人 は 三 


る こと が 多い ロベール 
出会っ て 以降 し つこ ぐ 
て いた の で ある 。 と ある 任務 で エイ ミー と 賭け 
は 、 彼 の 強 運 に 敗北 し 、 オ ペラ を 観 に 行く こと と と な 
タイ ミン グ 悪 くそ こ で ロベール に 遭遇 する 。 修羅 場 に 
と 思い き や 、 男 た ちの 噛み 合わ な い 会 話 劇 は まる で コメ 
ディ ー の よう で あり 、 デボラ は 笑み を 噛み 殺す の だ っ た 


正義 の た め 相 織 を 東 切 る 
むう 国連 天使 ポン 


「 鋼 鉄 の カウ ボー イ ] と 呼ば t た エー スパ イロ ッ ト 、 エ 
イミ ー。 ロペ ー ル と の 出会い は 、CB 崩 壊 直 後 、 エ ー ス 
と な る 前 に ユニ オン 沖縄 基地 で シェ ルフ ラッ グ に 搭乗 し 
て いた 時 で あ - 以後 、 ロベール が 書い た エイ ミー の 
記事 を 当 人 が 気に入り 、 奇 妙 な 緑 が 始ま る 。 また 、 ロ 
ペー ル 同 様 デ ボラ に 好意 を 抱く が 、 同 性 の 気持 ち を 気 
に せ ず 思い 込み が 激しい エイ ミー に と っ て 、 ロ ベー ル を 
恋敵 と 認識 する に は 時 間 が 必要 で 
2802 年 当時 (18 歳 ) の エイ ミー は 、 太陽 炉 搭載 機 に 
対す る セン ス を ヴェ ー ダ が 見 抜き 、 密 か に ガン ダム マイ 
スタ ー 候 補 に 選ば れ て いた 。 エイ ミー が 戦死 し な いよ う 
に 、 CB の スカ ウト で ある グラ ー ベ ・ ヴ ィ オ レン ト は 、 女 好 
き の エ イミ ー に 言葉 が 届く よう 女装 し て 接近 。 その 助言 
は 戦場 で エイ ミー の 命 を 守っ た の で ある 


A ロペ ー ル ・ ス ペイ シー 


ジン クス 開発 秘話 
突如 と し て 世に 現れ た 妹 似 太陽 本 挫 載 構 GNX-603T ジ 

ンク ス 。 その 完成 に 極秘 で 関与 し て いた の が ロペ ー ル と 

ラ で あっ た 。 太陽 放 搭 載 機 は 透 常 の 機体 と は 操縦 の 司 人 

が 異な る 。 その た め 国 連 の パイ ロッ ト と し て 世界 中 の MS に 

税 通 し て いた デボラ の 腕 が 買わ れ た の で ある 。 その 結果 ジン 

クス は 、 どの 軍 の 人 間 で も 操 継 し 易い 機体 に 仕上 が っ た 


アレ ハン ドロ に 談 わ れ た デ ォ 
ラ は 不安 を 覚え 、 ロペ ー ル を 
達 れ 立っ て 引き 受け た 。 不 


安 は 的 中 し 、 リポ ンズ ・ ア ル 
マー ク か 5 アレ ハン ドロ の 野 
琶 を 剛 い で 透け 出し た 


GNX-509T 
スロ ー ネ ヴァ ラ ヌ ス 


ウス の 試作 機 。 チー ム ト リ 

ィ が 運用 し た ガン ダム ス 
ロー ネ の 後継 機 で ある 。 GN 
補 子 発生 装置 を 4 備え 、 機 
信 折 力 を 向上 させ 


前 馬 - サ ン ライ メ 


旧 アド ヴァ ンス ドジ ンク ス (デボラ ・ ガ リエ ナ 機 ) 
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機動 戦士 ガン ダム 


PERSONAL PROFILE [RW] mg02 mwltk 
- ホワ イト ベー ス の 乗員 ③ 器 amー 


出 遇 一 


WHITEBASE's Crew 技能 料理 (タムラ)、 傷 病 者 の 


航海 中 の 心身 の 健康 画 か ら 
乗組 員 を 支援 し た 立役者 た ち 


銃後 の 守り ] と は 、 直 接戦 闘 に 参加 する の で は 
な く 、 軍 隊 が 消費 する 物資 の 供給 を 支え る こと で 戦 
争 の 継続 と 勝利 を 支援 する と いう 考え 方 で あり 、 本 
国 か ら 後方 支援 する 民間 人 を 指す 場合 も ある 。 だ が 
銃後 の 守り を 担う の は 民間 人 だ け と は 限ら な い 。 戦 
場 に 向かう 部 隊 の 中 に も 、 銃 後 の 守 り を 担う 者 が 存 
在 す る 。 部 隊員 へ の 食事 の 提供 を 担当 する 炊事 兵 
や 、 傷 病 兵 の 看護 や 部 隊員 の 健康 管理 を 担当 す 
る 衛生 兵 だ 。 兵士 の 士気 を 高め る た め に 活動 する 
彼 5 の 存在 ね し に 軍隊 は 機能 し な い の で ある 。 の ち に 
「 ニ ュー タイ プ 部 隊 」 われ た ホワ イト ペース に も 
銃後 の 守り を 担当 する 兵 は 存在 し て いた 。 殊 に ホワ 
イト ペー ス は 士 家 候 補 生 や 民間 人 で 運用 され て いた 
た め 、 通 常 の 部 隊 よ り も 土気 は 低く 、 不 満 を 抱え る 
者 も 多かっ た と 言わ れる 。 そん な 角 々 と し た 者 た ちの 
不満 を 解消 し 、 部 隊 の 活動 を 円 滑 に する た 
後 の 守 り を 担う 者 た ち は 礁 闘 し た の だ っ た 
ある 日 の ホワ イト ペー ス 
の 民 立 。 質 ・ 量 とも に 平 
均 的 に 見 える が 、 実 際 
は 仕事 内 容 に よ 藤 
事 内 容 は 異な り 、 全員 が 


満足 し て いる と いう 訳 で 
は な か っ た よう だ 


乗組 員 の た め に 美味 し い 和 料理 を 作り 続け た タム 
の 場合 、 料 理 の 腕前 以上 に 食材 の 7 いた 。 厳し 
い 航 海 に 耐え る 乗組 員 を 満足 させ る た め に 、 逐 し い 食 材 か ら 
し パー トリ ー を 生み 出し 、 タム ラ は 腕 を 振る い 続 けた の で ある 。 


人 マサ キ ( 右 ) 
人 タム ラ 


関連 ファ イル 


ホワ イト ペー ス 


軍 が 立 宮 | 
て 建造 され 


する 機能 を 有 し て いる 


113-13 


ED 


PERSONAL PROFILE ホワ ィ ト ベー ス の 東員 6 FB mr02 wer dle 
タムラ 


地球 連邦 軍 の 庄 る 最新 鋭 艦 ホワ イト ペー スーー そ 
の 食堂 を 預かっ た の が タム ラ で ある 。 正規 軍人 だ が 非 
戦闘 員 と し て ホワ イト ペー ス に 乗艦 し た タム ラ は 、 サ イド 
7 で 発生 し た 公国 軍 の 強襲 を 生き 延び 、 以後 は コッ ク 
長 と し て 乗組 員 (と 避難 民 ) た ち に 自慢 の 腕 を 振る っ た 。 
し か し 、 そ ん な 彼 に も 人 知れ な い 悩 み が あ っ た と され る 。 
補給 も まま な ら な い 状 態 で サイ ド 7 を 出港 し た ホワ イト 
ペー ス に は 食材 の 備蓄 が 不足 し て お り 、 満 足 な 食事 が 
提供 で き な か っ た の で ある 。 し か も な ん と か 地球 に 降下 
し て か ら も 連邦 軍 補 給 部 隊 と の 連絡 が 覚 東 な い 状態 
が 続き 、 ついに 塩 が 底 を 尽 いた 段階 で 、 さ す が の タム ラ 
も 音 を 上 げ て し まっ た 。 調味 料 と し て だ け で な く 、 人体 
の 健康 維持 に 不可 欠 な ミネ ラル で ある 塩 が な けれ ば 、 
さす が の タム ラ も 腕 の 振る いよ う が な か っ た の で ある 


アテ 
思う よう に な ら な い 食 料 事情 
の 
ES 
も で きず 、 タム ラ の 只 力 に 期 
サン マロ マリ エキ 


ュー タ イプ 部 除 と 只 伝 され 、 多 大 な 戦果 を 挙げ た 
ホワ イト ペー ス 隊 だ っ た が 、 そ れ は 公国 軍 か ら 目の敵 に 
され 、 激 し い 攻 撃 に 晒さ れる こと を 意味 し て いる 。 その 
た め 、 ひ と た び 戦 闘 が 発生 すれ は 艦 の 破損 は 言う に 及 
ば ず 、 人 的 被害 に も 多大 な も の が あり 、 輝 か し い 異 名 
と は 裏腹 に 、 ホ ワイ トペ ー ス は 常に 満身 創 音 の 状態 で 
航行 し て いた の だ っ た 。 そん な ホワ イト ペース を 支え た の 
が 衛生 兵 で あり 、 中 で も サン マロ は 衛生 兵 の 中 心 と な っ 


な く 、 外部 か ら 租 に 辿り 着い た 伝令 や 
ほな 性 匠 人 を 癌 康 す る の が サン マロ と マサ キ の 役目 だ っ た 


5 よっ て 多く の 本 組員 の 命 が 教 われ た 。 
ふた り と も 現場 経験 は ほとん ど な く 、 不 慣れ な 状態 て 医 
療 行 為 に 従事 する の は 相当 な スト レス が あっ た と 思わ れ 
Bee 


違い な い 


る 。 それ で も 傷 付 いた 兵士 た ち に 


人 し た 人 の 用 を 人 5 う 
し か し 剖 命 の 浴 科 


ロン 家 了 和 で は 時 人 さく 自ら よう 61 し る 
た 。 それ で も サン マロ た ち は 力 を 尽く し て 教 信 


が 多かっ た に 違い な い 


MORE INFO! 
不満 を 募ら せ た ホ ワイ ト ベ ー ス 乗員 


「 ニ ュー タイ ブ 部 隊 」 と 評 さ れ た こと か ら 優秀 な 乗組 員 が 集中 し て いた と 思わ れ が ちな 
イト ベース だ が 、 実 際 に は 大 半 の 者 は どく 普 通 の 能 力 し か 持っ て いな か っ た 。 サ イド 
7 舞 撃 戦 で 正規 員 の 多く を 失い 、 士 官 候補 生 や 訓 練 生 、 さ ら に 民間 人 の 手 も 借り て い 
た の だ か ら 、 そ れ も 当 然 だ ろう 。 その た め 乗 組員 の 士気 は 通常 の 部 隊 よ り も 低く 、 不 測 
の 事態 が 続く うち に 不満 が 募り 、 大 小 の 衝突 が 絶え な か っ た と の 記録 も 残っ て いる 。 


機関 部 の 調整 を 担当 し 
て いた マク 
も 用 中 に 不満 を 央 の 込ん 
で お り 、 カイ や ハト に 同 
調 し て ホワ イト ペー スカ ら 
の 脱走 を 図っ た 。 


整備 兵 と し て MS の 修理 
と 寅 給 を 担当 し て いた ハ 
ワ ド 。 彼 も 脱走 兵 の ひと 
り だ が 、 リ ュ ウ ・ ホ セイ の 
騰 得 を 団 け 入れ て 最後 


フ ム ラ リウ ( 左 ) と カル ( 右 ) は 自 に 
る 。 と は いえ 自分 た ちの 処 過 に 
乗組 員 同 様 、 不 満 を 抱え て い 


カイ ・ シ デン や ハヤ ト ・ コ バ ヤ シ を 中 心 と する 不満 分 子 が 、 能 か ら の 脱走 を 企 て た こと も あっ た 。 


前 紀 サン ライ ズ 113-14 


機動 戦士 ガン ダム 第 OBMS 小 隊 


本 02 sm 
シロ ー・ ア マダ 編 


Case of Shiro Amada 


極東 の 激戦 地 に 身 を 投じ た 地球 連邦 軍 士 官 シ ロー・ 
現実 の 間 で 翻弄 され た 若者 は 、 その 激流 の 中 で 信念 


アマ ダ 。 理想 と 


: ち 向かう た 
ぎの 葛藤 の 道程 


理想 に 燃え る シロ ー が 目撃 し た 一 年 戦争 の 真実 


U.C.0079.10.06 


自分 が 何者 で 、 休 が で きる や つ な の か …… 
だ か ら 、 和紙 対 に 死ね な いん だ 


一 年 戦争 が 泥沼 の 長期 化 に 陥っ て 久しい 開戦 直後 、 シロ ー は サイ ド 2 で 奏 ガ ス 作戦 に 遭遇 し 
UC.0079.10。 シロ ー は 地球 へ の 着任 の 途上 で 戦 て ジオ ン 公 国軍 の 非道 に 慣 り 、 地 球 連 邦 軍 人 と し て で 
闘 に 巻き 込ま れ 、 ン 公 国軍 の テス ト パ イ ロ ッ ト 、 ア の 使命 感 を 強く し : ロー の そう し た 想い は 新た な 
イナ ・ サ ハリ ン と 共に 戦艦 の 残骸 に 取り 残さ れ て 宇 任 地 に 対し て も 同 | 『、 同 時 に 地球 と いう 環境 
人 宙 を 漂流 する こと と な る 。 生還 を 諦め ず 、 ア イナ と 協 に 希望 を 抱い て いた 。 地球 に 行け ば 自分 の 価値 を 確 

力 し て 脱出 を 試み 、 友 軍 の 救助 を 待っ て 宇宙 を 漂う シ か め る こと が で きる - シロ ー は そう 信じ 、 ア イナ に 想 
ロー。 眼前 に 輝く 地球 を 眺め な が ら 、 シロ ー は 自ら の い を 語っ た 。 そ は アイ ナ の 心 を 打ち 、 ふ た り を 
可能 性 に 懸け る 想い を アイ ナ に 語る の だ っ た 。 結び 付け る こと に な っ た の で ある 。 


UC 0079:1008 
これ だ け は 言っ て お く 、 一 一 総 対 に 死ぬ な ! 


シロ ー は 宇宙 で の アク シ デ ン ト を 切り 抜け て 地球 に コジ マ 大 隊 に 着任 し た シロ ー は 、08 小 隊 の 隊長 と 
降下 し 、 極 東方 面 軍機 械 化 混成 大 隊 (コジ マ 大 隊 ) な っ て 初め て 部 下 を 率い る 立場 と な っ た 。 その シロ ー 
に 着任 する 。 そこ で 第 08BMS 小 隊 の 隊長 と し て 部 下 が 部 下 た ち に 課 し た の は 、 生 き 残る と いう : 
た ちと 対面 し た シロ ー だ っ た が 、 彼 ら の 人 と な り を 知る み で あっ た 。 自分 が 何者 か を 見 定め る まで は 死ね な い 
間もなく 第 06 小 隊 の 支援 任務 に 駆り 出さ れる こと に と いう 己 の 信念 を 、 部 下 た ちと 共有 し よう と し た の だ ろ 
な る 。 08 小 隊 の 初出 撃 を 前 に 、 部 下 た ち に 訓示 を 行 う 。 し か し 、 経 験 豊富 な 先任 の 部 下 た ち に と っ て 
う シ ロー。 そ の 冒頭 、 シ ロー が | は 、 隊 長 の 言葉 は 目指 す と ころ こそ 違え ど 当 然 の 心構え で あ 
と し て 部 下 た ち に 求め た 唯一 の 信念 : 言え る 。 り 、 シロ ー の 若 さ を 示 し て も いた の で ある 。 


機動 戦 圭 ガン ダム 第 OBMS 小 時 


地球 ・ 極 東山 丘 地 区 


死ぬ の も 、 生き る の も 、 ふた り 一 繕 だ ! 


シロ ー 率 いる 08 小 隊 は 、 戦い の 中 で ジオ ン 公国 軍 
の 新兵 器 一 一 アプ サラ ス と 接触 し た 。 そし て 、 捜索 
の 末 に 射 爆 場 で アプ サラ ス と 遺 遇 する が 、 シロ ー は そ 
ご で 初め て 敵 の 新兵 器 を 操っ て いた の が アイ ナ だ っ 
た こと を 知る 。 さら に 、 制 御 を 失っ た アプ サラ ス に 山 
岳 地帯 まで 運ば れ な が ら も 、 ア プ サ ラ ス の 墜落 を 食 
い 止め よう と する シロ ー。 脱出 を 促す アイ ナ に 、 シロ ー 
は 胸中 に 秘め て いた 想い を 告げ る の だ っ た 。 


式場 で アイ ナ と の 再 


確か め 合う の だ っ た 。 


U.C.0079.11 


_ 蔽 味方 に 分 か れ で 戦っ て は いて 


宇宙 で 別れ て 以来 、 シ ロー は アイ ナ か ら 預 か っ た ま 
ま の 懐中 時 計 に 彼女 の 影 を 見 続け て いた 。 だ が 、 ア 
イナ は アプ サラ ス の パイ ロッ ト と し て シロ ー の 前 に 姿 を 
現す 。 それ で も 、 宇 宙 で 出会っ た と き と 同じ よう に 
ロー は アイ ナ と カカ を 合わ せ て 生還 を 試み た 。 シロ ー」 
け で も 助け よう と し た アイ ナ に 向け た 言葉 は 、 生 き 残 
る と と を 第 一 に 考え る 信条 で ある と 同時 に 、 ア イナ へ 
の 感情 を 表し て いた の で ある 。 


2 


き 組 語 地球 ・ 板 東 地区 


も 、 良い 人 間 は いま す 


非情 な 現実 を 突き 
生け て てい 


U.C.0079 


大 は 、 生き る ! 


生き て 、 ア 


シロ ー が 理想 と 現実 の 狭間 で 苦悩 する 間 に も 戦 》 
は 刻 化 し 、 地 球 連邦 極東 方 面 軍 は ジオ ン 公 国軍 鉱 
山 基 地 の 攻略 に 芽 手 し た 。 シロ ー た ち 08 小 隊 も その 
作戦 に 参加 する が 、 ノリ ス ・ パ ッ カ ー ド が 駆る グフ ・ カ 
スタ ム の 襲撃 を 受け て 苦戦 を 強い られ 、 シ ロー は 乗 機 
を 行動 不能 に 追い 込ま れる 。 し か し 、 死 の 恐怖 と 向き 
合う こと で 己 の 騙さ に 気付 いた シロ ー は 、 心 が 命じ る ま 
ま に 反 撃 に 転じ 、 自ら の 想い を 吐き 出し た の だ っ た 。 


MORE INFO! 
アイ ナ と の 遣り 取り 


わか り 合え る ん で す ! 


アイ ナ と 共に 山岳 地区 で 遭難 し た の ち 、 友 軍 に 救 
助 され て コジ マ 大 隊 に 戻っ た シロ ー は 、 ス パイ 容疑 で 
査問 会 に 掛け られ る こと に な る 。 居 並 ぶ 地球 連邦 軍 
の 高 家 た ち を 前 に 、 潔 白 を 証明 し よう と 自ら の 信念 を 
語る シロ ー。 し か し 、 その 言葉 が 彼ら の 心 に 届く こと は 
な く 、 | か ら の 喘 笑 を 受け る 。 シロ ー が アイ ナ と の 
出会い で 確信 し た 理想 は 、 軍 と いう 巨大 な 組織 に は 
受け 容れ られ な か っ た の で ある 。 


イナ と 深い 遂げ る ! 


ノリ ス と いう 圧倒 的 を エー ス と 対 崎 し 、 死 と 直面 し た 
シロ ー は 、 恐怖 の 中 で 自身 が 理想 と いう 理屈 に 囚 わ 
れ て いた こと に 気づい た の か も し れ な い 。 そう し た 上 
辺 を 取り 払っ た 心 の 奥底 に あっ た も の は 、 愛 する 女性 
と 共に 生き た いと いう 単純 な 欲求 だ っ た の だ ろう 。 そ 
の 感情 に 突き 動か みさ れ 、 死 の 恐怖 を 乗り 越え た シロ ー 
は 、 や が て は 個人 と し て の ひと つの 答え に 達する 。 そ 
れ は 、 軍 を 抜け る と いう 決断 だ っ た の で ある 。 


シロ ー は アイ ナ と 出会い 、 生 き 残 る た め に 力 を 合わ 


せ た こ と で 、 殺 し 合う だ けが 戦争 の 姿 で は な いと 感じ 
た 。 さら に 、 ア イナ を 愛す る 想い が 、 シ ロー を 理想 に 
走ら せ た の だ ろう 。 し か し 、 戦 争 の 勝利 を 大 命題 と す 


る 軍 に と っ て 、 シ ロー の 主張 は 絵空事 で ある だ け で な 
く 、 敵 に 通じ る 可能 性 を 務 ん だ 危う い 思 想 だ っ た 。 そ 
れ ゆ え 、 シ ロー は 軍 上 層 部 か ら 危 険 人 物 と 目 され な が 
ら 、 その 理想 を 試さ れる 身 に な っ た の で ある 。 こ 


シロ ー は 過去 と 決別 し 、 身 
香 っ た アイ ナ と 共に 湖 略 の 


仲間 た ち に 向け た 想い 


た 。 軍 の 情 
人 れ 


て を な げ う っ た の で ある 、 
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イア ン ・ ヴァ ステ ィ ノ em トー 
リン ダ ・ ヴ ァ ス ティ i 


Ian Vashti/ Linda Vashti 


プトレマイオス に 乗艦 し た 
ベテラン 技術 スタ ッ フ 

ソレ スタ ルビ ピー イン グ (CB) に は 、 ガ ンダ 
ム マ イス ター や 戦術 予報 士 、 ブ リッ ジ ク 
ルー 以外 に も 、 ガ ンダ ム や 支援 機 、 戦艦 
な どの 開発 や 改修 を 手掛け る 技術 スタ ッ 
フ が 多数 存在 し て いた 。 そん な 技術 スタ ッ 
フ を まとめ る リー ダー 格 と し て 自ら も プ ト レ マ 
イオ ス に 乗り 込ん だ の が イア ン ・ ヴ ァ ス ティ で 
ある 。 の ち に 彼 の 妻 リ ンダ ・ ヴ ァ ス ティ 、 そ し て 
ふた り の 間 に 生 まれ : イナ ・ ヴ ァ ス ティ も 戦 
闘 の 最前 線 に 出る こと に な り 、 一 家 総 出 で CB、 そし 
て プトレマイオス を 支え た の だ っ た 。 

元々 AEU の メカ ニッ ク で あっ た イア ン は 、 医師 で あ 
る JB・ モ レノ と 同時 期 に スカ ウト され 、CB に 加入 し 
た 。 GN ド ライ ヴ と いう 2 虎 の 子 の 技術 を 最大 限 に 活 
か すべ く 、 彼 は ガン ダム の 開発 に 携わる の だ っ た 。 


西暦 2307 か 52308 
年 に か が け て の 戦い で 
は 家族 の 中 で 唯一 
トレ マイ オス に 華 穫 
IFALLEN ANGELS] 
の 共に は 強 杉 用 コン 
ーー 好 に 上 込み 太 
手 と し て 埋 闘 に も 参加 
、 講 % 4 
リン ダ は 西暦 2312 年 
時 の 戦い に お いて 、 プ (A i 西 
の 4 暦 ア 
と 控 態 。 CB の 秒 基 2 ン 
地 で 活動 する だ け で を 
く 、 イ アン を サポ ー ト す 3 ” 
べく プトレマイオス 2 に 
も 艦 し た 。 1 ヴ 
スー 
8§7 


hr) 
~~ E・RCE 4 


プトレマイオス 
CB が 運用 し た MS 輸送 艦 で 、 
プトレマイオス クル ー の 活動 。 関連 ファ イル 
拠点 。 宇宙 で の 高い 航行 能 

人 


町 HE 上 0 SHEET 11 


西暦 2307 年 、CB が 世界 に その 存在 を 明らか に する 
と 、 イア ン は プトレマイオス に 乗艦 。 4 機 の ガン ダム の 改 
修 や 調整 、 武 器 の 追加 開発 な ど を 中 心 に 、 そ の 武力 
介入 行動 を 支え て いた 。 イア ン は CB に 参加 し た 当初 か 
ら 、 そ の 戦い が 辛苦 に 満ち た を も の に な る こと 、 そ し て 世 
界 中 の 非難 の 的 に な る こと を 覚悟 し て いた が 、 実 際 に 
CB は 徐々 に 追い 込ま れ て いく 。 [FALLEN ANGELS」 
で は プトレマイオス も 撃破 され 、 多 く の プ リッ ジ ク ル ー、 そ 
し て 盟友 の モレ ノ も 戦死 し て し まう 。 

だ が 、 イ アン の 世界 の 変革 を 目指 す 意志 は 変わ ら な 
か っ た 。 リン ダ な ど 人 生き 残っ た メン バー と 4 年 に 理 る 地下 
活動 を 経て 、 西暦 2312 年 に 入る と 活動 を 本 格 的 に 再 
開 。 プトレマイオス 2 に は 、 腕 女 で ある ミレ イナ が ブリ ッ 
ジ ク ル ー と し て 乗り 込ん だ 。 イア ン は ダブ ルオ ー ガ ンダ 
ム に 搭載 され た ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム の 調整 に 尽力 し 、 
オー ライ ザー を 用 いた 安定 穂 働 を 実現 。 さら に 戦闘 が 
激化 する と 、 リ ンダ や アニ ュー・ リ ター ナー も 艦 に 送り 
込ん だ ほか 、4 機 の ガン ダム 用 に 追加 装備 も 開発 し て 
いる 。 結果 的 に 、 西 暦 2312 年 の 戦い で は アロ ウズ と 
イノ ベイ ド 勢 力 を 駆逐 し 、 イ アン た ち が 望 ん で いた 変革 
が 成し遂げ られ た の だ っ た 。 その 後 も イア ン と リン ダ は 、 
CB の メン バー と し て 世界 を 監視 し 、 西 暦 2314 年 時 の 
ELS の 襲来 に も 対応 。 技術 スタ ッ フ だ メカ ニッ ク か ら 砲 
撃 ま で あら ゆる 立場 か ら CB に 責 献 し 続け た の で ある 。 


、 足跡 回 遇 5 旨 


西暦 2314 年 、 59 歳 に な っ て いた イア ン だ が 、 CB の 
ッ ク と し て 精力 的 に 活動 し て いた 。 その 中 で も 彼 
が リン ダ と 共に 尽力 し て いた の が 、 午 那 が 望ん だ 「 対 
話 ] の た め の MS、 ダ ブル オー クア ンタ の 開発 で あっ た 。 
来る べき 対話 に 向け た シス テム 「 ク アン タム シス テム 」 
の 構築 に は か な り の 時 間 を 要 し て いた が 、 地 球 外 変異 
性 金属 体 (ELS) の 興 来 を 受け 、 その 作業 を 急 ビ ピッ チ で 
進め て いた 。 そし て 完成 し た 機体 を プトレマイオス 2 改 に 
持ち 込ん だ イア ン と リン ダ は 、 その まま 艦 に 乗り 込み 、 戦 
闘 に 参加 。 サブ ブリ ッ ジ で 砲撃 手 を 務め て いた が 、 ELS 
の 侵食 を 受け て 危機 的 状況 を 迎え る 。 だ が 、 彼 ら の 身 
体 を 保 食 する 直前 で 刺 那 が ELS と の 対話 に 成功 し 、 戦 
場 か ら の 生 軍 を 果たし た 。 午 那 と ELS の 対話 の 陰 に は 、 
クア ンタ ムシ ステ ム を 構築 し た イア ン と リン ダ の 技術 が あ 
り 、 それ が 自ら の 命 を も 救う 結果 と な っ た の で ある 。 


MORE INFO! 


スカ ウト され た JB・ モ レノ は 、 プ トレ マイ オス 
の 体調 管理 を 担っ で 


ア 計 画 ] 遅行 に 向け て 動い で 
ナー の よう に 、 イノ ベ イド 勢力 か 5 スパ イ と し 
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プレ ア ・ レ ヴェ リー 


Prayer Reverie 


人 間 の 想い を 信じ た 2 AA 


クロ ー ン の 少年 


人 類 が 宇宙 へ と 進出 し た コズミック ・ イ ラ (C.E.) 
に お いて 、 遺伝子 工学 は 飛躍 的 な 進歩 を 遂げ た 。 
そん な 時 代 の 申し 子 が 、 遺 伝 子 操作 され た 人 間 ニ 
イネ イタ ー だ と 言え る だ ろう 。 た だ し 、 遺 伝 子 エ 
度 に 発展 し た と は いえ 完璧 で も 自由 で も な く 、 

ー と され る 技術 も 少な く な い 。 その 代表 的 な も の 
が 「 ク ロー ン 」 一 一 人 間 の 複製 で あっ た 。 プレ ア ・ レ 
ヴェ リー は 、 身 勝手 な た 人々 の エゴ に よっ て 造ら れ た ク 
ロー ン で ある 。 し か し プレ ア は 、 同じ く ク ロー ン で あっ 
た ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ の よう に 、 自 分 を 生み 出し た 世 
界 を 憎 も うと は し な か っ た 。 人 の 想い を 信じ た プレ ア 
は 、 同じ 境 過 の 人 間 一 一 「 ス ー パ ー コ ー デ ィ ネ イタ ー 
の 失敗 作 ] と し て 戦い | われ る カナ ー ド ・ パ ルス を 
救う べく 行動 する 。 当初 は 自分 の 力 や 争い を 忌避 し 
ジャ ンク 屋 組合 の ロウ ・ ギ ュー 
力も 使い 方 次 第 と 知り 、 カ ナー ド に 
戦い を 通じ て 人 の 心 の 温か さ を 伝え る の で あっ た 。 
ムウ ・ ラ ・ フ ラガ の よう に 、 


優れ た 空間 語 識 能力 者 
ーー 。 の み が 操 る こと が 可能 で 
* あこ 


セロ 部 隊 の 隊員 の クロ ー 
ン か が 、 プレ ア で あっ た 


プレ ア も また 短命 だ 
の で ある 


碗 で すら 傷 を 暑中 う 素直 で 優し い 少年 。 クロ ー 
ン と し て 自分 が 短命 で ある こと を 理解 し て いる か ら か 、 子 供 
の 見 た 目 に 反し て 傍観 し た 精神 を 宿 し て いた 


プレ ア ・ Ee 
ウッ ーー 臣 : 軍 
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PROFILE 


属 民間 っ ジ ャ ンク 屋 組合 。 
階級 
出身 


反 能 MS 捉 


・ 平 箇 を も た ら す た め 
ドレ ッ ド ノー ト を 
菅 き され た 運 谷 の 子 


YMF-X000A 
ドレ ッ ド ノー ト 
還 伝動 力 搭 載 MS。 ザフト 初 の 
プン ダム タイ ブ で 、 ド ラクーン 
シス テム に も 対応 。 ャ 
ン ャ ラー を し 
細 理 部 が 礁 われ た 際 に は 、 ゲ 
イツ の 斑 部 を 代わ り と し た 。 


SEED-03.24 
SEED.03 33 還 


ドレ ッ ド ノー ト 、 
キミ の 例 短 を ボク に !! 


マル キオ 導師 か ら 運命 の 子 ] と 呼ば れ た プレ ア は 、 
地球 上 に お ける エネ ルギー 問題 を 解決 する 鍵 と な る N 
(ニュ ー ト ロン ) ジャ マー キャ ン セ ラー を 、 地 上 に 届け る 
役目 を 託さ れる 。 だ だ 、N ジ ャ マー キャ ン セ ラー を 導入 し 
た 核 動力 搭載 MSF ド レッ ド ノ ー ト を 受け 取っ た の も 束 の 
間 、 サ ー ベ ント テー ル に N ジ ャ マー キャ ン セ ラー を 強奪 さ 
れ で て し まう 。 合流 し た ジャ ンク 屋 組合 の ロウ た ち に 救助 
ト テ ー ル の 使者 で ある 風花 の 
訪問 を 受け 、N ジ ャ マー キャ ン セ ラー は 返せ な いと の 旨 
を 伝え られ る 。 実 の と ころ 、 ド レッ ド ノ ー ト を マル キオ に 手 
配 し た プラ ント の シー ゲル ・ ク ライ ン は 、N ジ ャ マー キャ 
ン セ ラー の 悪用 を 危 恨 し 、 扱 う 人 間 や 時 期 を 見 極め る 
よう 効 に 依頼 し て い . だ 。 また 、 核 動力 搭載 MS の 
情報 を 掴ん だ ユー ラ シ ア 連邦 は 、 特 務 部 隊 X の カナ ー 
ド ・ パ ルス を 派遣 し て 奪取 を 試み る 。 さら に 機体 の 奪 
選 を 目指 す ザ フト と の 三つ巴 の 争い と な る の だ っ た 。 そ 
の 戦い を 制 し た カナ ー ド と 激突 し た プレ ア は 、 彼 の 心 に 
深い 痢 が ある こと を 感じ る 。 カナ ー ド も また プレ ア と 同様 
遺伝 子 操作 の 犠牲 者 で あり 、「 兵 器 」 と し て の 自分 
に 囚われ て いた 。 戦い の 道具 と し て 生ま れ て きた 苦悩 
を 知る ブレ ア は 、 争い を 避け よう と ドレ ッ ド ノー ト と 共に 
投降 し て 言葉 を 重ね る 。 し か し 、 プ レア と の 戦い に 敗れ 
た カナ ー ド は 、 自 ら の 兵器 と し て の 価値 を 示す た め 再戦 
を 望む 。 だ が 事態 は 大 きく 動く 。 N ジ ャ マー キャ ン セ ラー 
の 情報 が 連合 軍 (大 西洋 連邦 ) に 渡っ た こと で 、 大 西 
洋 連 邦 と 友好 を 結ん だ ユー ラ シ ア 連邦 は 不要 と な っ た 
特務 部 隊 X を 解散 。 実験 体 で あっ た カナ ー ド に 拘束 命 
令 が 下る 。 そし て 、 自 軍 か ら 脱 走 し て まで 決着 を 望む カ 
= 5 えよ うと 、 プ レア は ドレ ッ ド ノー ト の ドラ グー ン 
ユニ ッ ト 装 備 一 一 X ア スト レイ で 立ち 向かう 。 人 を 信じ る 
プレ ア の 想い は 戦い を 通じ て カナ ー ド に 届く 。 だ が プレ 
ア の 寿命 は 尽き 、 最 期 は カナ ー ド の 腕 の 中 で 候 絶 える 
の で あっ た 。 プレ ア の 想い は カナ ー ド へ と 託さ れ 、 彼 の 
手 で N ジ ャ マー キャ ン セ ラー は 地球 の マル キオ 導師 へ と 
届け られ た の で ある 。 


ロウ の チー ム で 得 た 絆 


サー ベン ト テ ー ル に N ジ ャ マー キャ ン セ ラー を 奪わ れ た 
プレ ア は 、 ロ ウ の チー ム に 身 を 寄せ て 自分 の 使命 を 伝 
え 、 協 力 を 仰ぐ の だ っ た 。 そこ で 舞い 来る ザフト や カナ ー 
ド と 対 財 し た プレ ア は ロウ た ちと 一 緒 に 危機 を 乗り 越え 、 
仲間 と 支え 合う こと を 知る 。 そこ に は 子供 な が ら 周 囲 の 
協力 を 得 て 備 兵 を 務め る 風花 の 姿 も あっ た 。 さら に ロウ 
か ら 「 兵 器 は 使い 手 次 第 で 人 助け も で きる 」 と アド バイ スズ 
され 、「 兵 器 と し て 生ま れ た 自分 を 吹 っ 切 る の だ っ た 。 


上 物 則 ドラ グー ン シ ス テム の 使い 手 


プレ ア の オリ ジ ナ ル は 連合 軍 の メビウス ゼロ 部 隊 隊 員 
だ と 言わ れる 。 その 才 を 受け 継い だ ブレ ア は 空間 認識 能 
力 に 優れ 、 ド ラグ ー ン シス テム を 操る 資質 を 持っ て いた 。 


方向 か ら 立 人 的 な 攻撃 を 行え る ガン バレ ル や | 
で 圧倒 的 な 昔 力 と な る 。 その 力 を 利用 する た め ク ロー ン の プレ ア が 言 ら れ た 。 


MORE INFO! 


クロ ー ン の プレ ア が 、 マル キオ 導師 の 下 に 身 を 寄 
ある 。 た だ し 、 そ の 前 は サー・ マ | 


き な 影響 を 及 
時 が プレ ア に 


パ 


/B 


(の 屋 数 に お いて 、 同 じ 


女 セ トナ ・ ウ ィ ン ター スズ と 暮らし 
) 生 活 が プレ ア の 生き 方 に 大 
上 像 に 召 く な い 。 
さき を 感じ させ た の で あろ う 。 


人 に 対し クル ー ゼ (画像 ) 
と 正反対 の 想い を 抱い た 
フレア 。 マ ティ アス や セト ナ 
3 
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ヨン ム ・ カ ー ク ス 


Yonem Kirks の 操縦 、 部隊 指 探 


へ の 信奉 は 非常 
部 下 や ロニ か ら も 総 対 の 信頼 を 寄せ られ て お 
り 、 リー ダー と し て の 資質 は 高 か 


マハ ディ 亡き 後 、 混 乱 
状態 と を っ た 玩 沈 軍 
組 識 を まとめ る こと が 


の 指導 が 大 きか 
た と 言え る 


| が 、「 補 付き 」 の 協力 を 得 て 、 

本 地球 連邦 軍 の 軍事 基地 トリ 
ント ン を 凍 撃 し た 作歌 。 カー 
クス は ザク T・ ス ナイ パー タイ 
プ で 出撃 し た 。 
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ロニ …… お まえ は 
俺 た ちの よう に は な る な ! 


正確 を 和 能 力も あ 
の 機 生 を 一 度 の 昌 


MORE INFO! 
ジオ ン 残 党 軍 の 勢力 LE LN 


活動 を 続け る ジオ ン 残 党 軍 は 、 第 残党 定 の 人 員 は 、「 ジ オン の 再 異 ] 
bw "な り 幼小 人 邦 へ の 復讐 」 を 戦闘 へ の 動機 ど 


ほ と 、 旧式 の MS を 多 替 運 
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ヾ PROFILE 
デメ ジン 1 ーー 中 / @ ソ 年 齢 34 歳 
出身 
Demeziere Sonnen 技能 理 隊 の 指 導 、 車 


EE ル タ ン ク と モビ ルポ ボッ ド 
某 603 技 術 試験 隊 


FE PREMEW 


第 603 技 術 試験 隊 に 配属 


れ た 技術 士官 


技 和 の 和 歩 


が る と 確 


お玉 ドロップ | に 隠さ れ た 複雑 な 事情 


能力 


ヒル ドル プ の 有用 性 を 
前 語る ソン ネン の 次 


再 放 価 試験 の 直前 、 か つて の 
厩 弟 は ヒル ドル ブ の 是非 を 巡っ 
し い 応 記 を 織り 返し て いる 。 
キャ ディ ラッ ク の 目 に は 虚勢 
移っ た ソン ネン の 態度 だ が 、 そ 


再 評 価 試 際 予 定 地 k 
ら が ぬ 実 戦 が 発生 。 ソン ネン は 冷 団 に 測 機 を 吾 硫 し て いく が 


連邦 軍部 隊 [ セ モ ペン テ 隊 ) が 展 開 し て お り 、 時 な 


の 時 の 破 の 胸中 に は 戦車 紅 と 最後 の 1 機 の 概 薄 と 引き 換え に ヒル ドル プ は 機能 を 休 止 し 、 ソ ン ネ ン も 息 を 


し て の 請 り が 募り つつ あっ た 。 


MoE nro! 


公国 軍 地 球 降下 部 隊 の 実情 


ヒル ドル ブ の 再 評価 試験 は 北米 ・ ア リゾ ナ の 第 67 物 資 集積 所 付近 で 行わ 
れる 予定 だ っ た 。 一 年 戦争 開戦 後 、 北 米 大 陸 は 公国 軍 の 勢力 園 に あり 、 夏 
漠 に 点 在 する 物資 集積 所 に は 敵 ど ころ が 味方 の 姿 も まばら に し か 見 られ ず 、 そ 
れ だ け に 芽 任 し た 兵士 の 土気 の 低下 は 避け られ な か っ た よう だ 。 


物資 集積 所 の 周 団 に 広がる の は 見 注 す 限り の 砂漠 で あり 、 
け と いう 有 ね その た め 当 直 兵 士 の 最大 の 油 は 「 刀 選 」 


引き 取っ た 。 こう し て 鋼鉄 の 臣 体 は 戦車 兵 の 墓標 と な っ た の で まる 、 


回 は 第 128 物 資 集積 所 に 配属 さ 
れ た 公国 陸軍 歩兵 。 膝 に 下げ て 
いる の は 小銃 の 予 人 
う 機 会 は は と ん ど な か 
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[が ザ の 風 」 隊 ノ 「 ス 


Gaza Storm/ 3-D 


CBARACTER ーー 一 


配属 され た 「 ガ ザ の 同 」 隊 
セロ の 影響 を 強く 受け て いた 
と 同じ く 騎 士道 精神 を 重 ん | は 、 正 々 堂々 と し た 戦い 
を 心掛け 、 後 ろか ら 敵 を も 禁じ る ほ 


ii a ーー ューー 
MAIN MS ~ MAIN MA 
意 AMX-005 


流れ を 没 む 

可変 機 へ の 設計 変更 が 行 
われ た 。 初期 生産 分 の 3 機 が 
「 ス リー ロ ] 隊 の 乗 要 と な っ た 。 


PSONALPRORLE 。 om TA Di CE mr 上 2 an2 


が 3 の 則 際 が ツバ 


| リーD] 隊 (ダニ ー/ デ 


自分 た ち が 張 っ た 提 
に 各個 撃破 
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レ F ア = ロ の ド IEEE 


Reccoa Londe MS 提 


パプ テマ ス ・ シ ロッ コ に 惹か れ て 
ティ ター ンズ へ と 走っ た 女性 


レコ ア ・ ロ ンド は 、 生 を 実感 する た め に 戦場 に 身 
を 委ね た 『、 そ れ は 自ら の 心 を すり 減ら す 行 為 で 
も あっ た の だ ろう 。 レコ ア は 、 戦 い の 中 で 虐げ られ る 
女性 と し て の 自己 に 充足 を 求め 、 そ れ に 気付 か な い 
周囲 の 男 た ち に 失望 を 募ら せ て いく 。 そし て 、 パプ テ 
マス ・ シ ロッ コ を 自ら の 空白 を 満た す 存在 と 認識 する 
よう に な る 。 それ が レコ ア に と っ て の ター ニン グ ポ イン 
ト と な っ た の だ っ た 。 

エゥーゴ の 一 員 と し て グリ プス 戦役 に 身 を 投じ た レ 
コア は 、 自 ら 進ん で 危険 な 任務 を 担う 。 し か し 、 ジ ャ 
ブロ ー 基 地 へ の 潜入 調査 中 に 捕虜 と な り 、 そ こ で 受 
けた 屈辱 が 心 の 傷 と な っ て 追い 詰め られ て いく 。 一 
時 は クワ トロ ・ バジ ー ナ に 安らぎ を 求め た が 、 彼 は レ 
コア を 顧み ず 、 彼 女 の 苦 悩 は 深まっ て いっ た 。 そう し 
シロ ッ コ と 出会っ た レコ ア は 、 彼 に 女性 と し 
て の 拠り 所 を 求め 、 テ ィ タ ー ン ズ へ と 走っ た の で ある 。 
女性 と し て 満た され な い 
想い を 募ら せ 、 そ れ を 受 
け 入れ て くれ る シロ ッ コ 
の 下 に 走っ た レコ ア 。 
ティ ター ンズ に 与 する こ 


と に 葛藤 を 抱き な が ら も 、 
シロ ッ コ の た め に 埋 っ た 。 


貸し た 。 時 代 の 天目 
拍 し た シロ ッ コ に 騨 けた の \ 


で 8$5。 』 MAIN MS 


度 を 取る こと も あれ ば 
は 、 レ コア の 葛藤 が 


タイ プ で あり 、 自 ら MS の 設計 
を 手掛け る 天才 で ある 。 野 
を 
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ヤ ザン ・ ゲ ー ブ ル と の 戦闘 で 乗 機 を 撃墜 され た レコ 
ア は 、 エ ウゥ ー ゴ に は 戻ら ず テ ィ タ ー ン ズ に 転身 し た 。 そ 
の 行為 を スパ バイ と 縫 われ て も 、 レコ ア は 自分 の 心 に 従っ 
た だ け と 語り 、 シ ロッ コ に 惹か れ た 己 の 決断 を 信じ よう と 
し た 。 し か し 、 テ ィ イター ンズ の 一 員 と し て 毒ガス 作戦 の よ 
うな 非道 に 手 を 染め な けれ ば な ら な い 現 実は 、 レ コア を 
苦し め る こと に な る 。 それ で も 、 シ ロッ コ に 身 を 委ね る 自 
分 を 賃 さき 、 カ ミー ユー ビダン の 問 責 や ファ ・ ユ イリ ィ の 
説得 を 拒絶 し 続け た 。 そし て 、 自分 を 願 み よう と し な か っ 
た クワ トロ に 激しい 敵意 を 向け た 。 それ は 、 テ ィ タ ー ン ズ 
に 身 を 置く 苦悩 の 裏返し だ っ た と も 言え る 。 

や が て 、 戦局 は アク シズ を 交え た 三つ巴 の 混戦 に 進 
み 、 レ コア は その 中 で シロ ッ コ の 腹心 と し て 戦い を 重ね 
た 。 だ が 、 レ コア は 自分 が 思う ほど に 、 迷 い を 断ち 切れ 
て いな か っ た の か も し れ な い 。 サラ ・ ザ ビア ロフ を 手 に 
掛け て シロ ッ コ の 怒り を 買っ た カツ ・ コ バ ヤ シ を 無意識 
の うち に 底 っ た 行為 は 、 レ コア の 揺れ る 内 面 を 
て いた の で ある 。 それ で も 、 レ コア は シロ ッ コ の た め に 
戦い 続け り 、 グ リプ ス 戦 役 最後 の 戦場 で エマ ・ シ ー ン と 
対 財 す る 。 自分 と は 正反対 の 道 を 歩ん だ エマ に 、 レ コ 
ア は 女 で あろ うと し た 己 の 感情 を ぶつ けた 。 そし て 、 エ 
て に 討た れ た レコ ア は 、 自 分 を 追い 込ん だ 男 た ち へ の 
載 積 を 吐き 出し な が ら 、 散っ て いっ た の で ある 。 


お 寺 当 シロ ッ コ の た め に 戦っ た レコ ア の 戦歴 


U.C.0087.11、 テ ィ タ ー ン ズ に 参加 し た 当初 、 レ コ 
了 は アレ キサ ンド リア に 配属 され た 。 そこ で 、 攻 撃 を 図っ 
た クワ トロ の 気配 を 察知 し て 退避 を 促し 、 艦 を 守る と い 
うぅ 功績 を 挙げ る 。 その 後 、 ド ゴス ・ ギ ア に 移っ た レコ ア . 
は 、12 月 7 日 に グリ プス 2 の 偵察 を 試み た アー ガマ 隊 と 
の 交戦 で カミ ー ユ と 再会 。 さら に 、 同 月 14 日 に は パス ク ・ 
オム か ら サ イド 2・21 パ ンチ へ の 毒ガス 攻撃 の 指揮 を 
命じ られ 、 コロ ニー へ の G3 ガ ス 注入 を 成功 させ た 。 

戦役 末期 に は シロ ッ コ の 直属 と な り 、 捕虜 と な っ た サ 
ラ の 救出 任務 (U.C.0088.01.18) や 、 シ ロッ コ が ジャ 
ミト フ ・ ハ イマ ン を 暗殺 し て ハマ ー ン ・ カ ー ン と 対決 し た 
際 の 随伴 を 務め た (1 月 25 日 ) 。 さら に 、2 月 2 日 に は シ 
ロッ コ と 対立 し た バス ク の ド ゴ ス ・ ギ ア を 撃沈 し た レコ ア 
だ っ た が 、2 月 21 日 の グリ プス 2 を 巡る 攻防 戦 の 中 で エ 
て に 撃墜 され て 戦死 し た の だ っ た 。 


| 少 瞳 バイ ロッ ト と し て の 働き 


ティ ター ンズ に 参加 し て か ら の レコ ア は パイ ロッ ト と し 
て 戦う こと が 多く な り 、 エゥーゴ の 代表 的 な バイ ロッ ト と 
互角 に 渡り 合っ た 。 また 、 ニ ュー タイ プ 的 な 感覚 を 垣 問 
見 せる 場面 ちあ あっ た が 、 ニ ュー タイ プ 能 力 を 介し た シロ ッ 
コ と ハマ ー ン の 戦い を 感じ られ な か っ た こと も あり 、 そ の 
能力 は それ ほど 高く な か っ た と 見 られ る 。 


0 本 
ロッ コ か ら 和 預け られ た MS を 駆っ て アー ガマ 隊 と 前 度 と な く 交 埋 し 、 サ イド 2 
へ の 専 ガス 作 戦 で は クワ トロ を 苦し め て いる 。 


⑪ エ ッ ゥ ー ゴ 所 属 時 


レコ ア ・ ロ ンド 


太 
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アア に ガマ 要 員 科 計 Le 


ARGAMA's Crew 部 通信 管制 (トーレス) 、 MS の 整備 (アス トナ ー ジ a 


力強い 意志 と 技量 を も っ て 
アー ガマ を 支え た 乗組 員 た ち 


4 
ァ 
ス 
f 
Es 
1 
レス 
メ 
ド 
C4 


115-15 


ED 


の 「 目 」 と な っ て 艦 の 航行 を 司 っ た の が トー レ 

ス と シー サー、 サ マー ン の 3 人 で ある 。 一 年 戦争 以来 、 

地球 周辺 の 宇宙 空間 に は 戦乱 の 遺物 が 多数 浮遊 し 、 
中 に は 暗礁 宙 域 と 呼ば れる エリ ア ま で 生ま れる 始末 

この よう な 場所 を 安全 に 航行 する に は 優秀 な ナビ 


マ を 導い た の で ある 。 さら に その 能力 は 戦闘 で 
も 週 僧 な く 発揮 され 、 敵 艦隊 の 脆弱 な 部 分 を 的 確 に 見 
抜い て は 、 操 艦 担当 に 指示 を 出し た の : 


エゥーゴ 艦隊 の 中 棲 と な っ た 強 吊 用 機動 巡洋艦 
アー ガマ の 能 を 任 さ れ た の が サエ グ サ で ある 。 グリ ー ン ・ 
オア シス 回 撃 を 皮切り に グリ プス 戦 : 戦 し た アー 


た こと を 示し 、 常 に 3 
と に な る 。 それ で も アー ガマ が 最後 まで 戦乱 を 生き 
延び た の は サエ グ サ の 技量 に 因 る と ころ が 大 きい 。 ブラ 
イト も 彼 の 操 艦 に は 全幅 の 信頼 を 寄せ て いた と され る 。 


グリ ー ン ・ オ アシ ス 
強酸 を 後方 の ら 支援 し た 


hi 


トー レス た ち ナ ビ ゲ ー タ ー を アー ガマ の 「 目 ] と 呼ぶ な / 
と いう 絆 て 結ば 


ら 、 通 信 ・ 索 敵 担当 の キー スロ ン は さしずめ 「 耳 」 で あ 
が キー スロ ン の 役目 は 他 に も あっ た 。 Z ガ ンダ ム 


少 で あ 
は 、 感受 性 が 強く 大 人 を 信頼 し な い カ ミ 
に 打ち 解け 、 早 く か ら 友 人 と な っ た 。 戦士 と し て 成長 し 
ー ユ か ら 刺 々 し い 雰 囲 気 が 失 せ た の は 、 キ ー ス ロ 
ン と の 友情 が あっ た れ ば こそ だ っ た と 言え よう 。 


ク を 保っ て いた の は 、 
根本 的 に は 互い に 信頼 し ティ ター ンズ の 崩壊 で ダリ ブス 戦役 は 終結 し 
合っ て いた まっ て お 5 ず 、 アー ガ で 要員 は 引き 継 き 、 戦い に 駆り 出さ れ た の だ っ た . 


た 腕前 が 要求 され 、 そ れ に 応え た の が チー フ メ カ 
・ メ ドッ ソ や 補佐 の アン ナ ・ ハ ン ナ : 

し か も アー ガマ に は 最新 鋭 の ガン ダム ・ タ イプ MS が 配 MORE INFO! 

備 さ れ 、 メ カニ ッ ク へ の 負担 は 他 の 艦艇 以上 だ っ た 。 そ = 

れ で も ふた り は 機体 の ポテ ン シ ャ ル を 最大 に 引き 出し 、 グリ プス 戦役 後 の アー ガマ 要員 


MS 部 隊 の 戦い を 険 な が ら 支 えた の で ある 。 グリ プス 戦役 は ティ ター ンズ の 敵 壊 に よっ て 東 を 閉じ た が 、 
新た に アク シズ (ネオ が 人 台頭 し 】 
に 留まる こと を 作 備 な くさ れ た 。 
事実 上 、 ア ー ガ マ だ けが 稼働 で きる 状態 だ っ た 
ユ ・ ビ ダン は 出撃 不能 、 ク ワ 
トロ ・ パ ジー ナ は 行方 不明 と な っ て お り 、 ア ー ガ マ の 戦力 は 
は 懸命 に 任務 を 続行 し 、 
その 努力 が ジ - 
入 み 、ZZ ガ ンダ ム と いう 新 
状況 に な ろう と も 、 戦い 
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いい PROFILE a 
イオ リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ き RU 
Aeolia Schenberg ーー 
人 類 の 革 病 を 日 背 し た っ 
ソレ スタ ルビ ー イ ング の 創設 者 正和 用 る 


私 設 武装 組織 ソレ スタ ルビ ピー イン グ (CB) は 、 GN 
ドラ イヴ と ガン ダム 、 量 子 演算 処理 シス テム 「 ヴ ェ ー 
ダダ ]、 さ ら 5 に ヴェ ー ダ が 生み 出し た イノ ベイ ド な ど 、 画 
期 的 な 兵器 や シス テム を 保有 する 組織 と し て 、 西 暦 
2307 年 に その 存在 を 明らか に し た 。 この 組織 の 食 
設 者 で 、 数 々 の シス テム や 兵器 の 基礎 設計 を 築き 
上 げた 人 物 が 、 イ オリ ア ・ シ ュ ヘ ンベルグ で ある 。 様々 
な 分 野 で 輝かしい 実績 を 残し な が ら 、 そ の 人 物 像 や 
経歴 は 多く の 謎 に 包ま れ て いた 彼 は 、CB を 用 いて 
「 イ オリ ア 計 画 ] の 遂行 を 目指 し た の だ 

イオ リア は 、 西暦 2051 年 に 生ま れ た 工学 博士 
物理 博士 で あり 、 軌 道 エ レベ ー タ ー を 用 いた 太陽 光 
発電 シス テム の 基礎 理論 を 構築 し た 人 物 と 言わ れ 
る 。 その 一 方 で 、 人 類 の 革新 と 「 来 る べき 対話 ] に 
備え た 「 イ オリ ア 計 画 ] を 立案 し 、 私 財 を 投じ て CB を 
創設 。 各地 で 科学 者 や 技術 者 の スカ ウト を 進め 、 密 
か に 組織 を 拡大 させ て いっ た の だ っ た 。 
西 層 2307 年 映像 


で その 次 を 現し 、 世 
界 に CB の 存在 と そ 


の 理念 を ! 
, エー と A 


た イオ リア 。 
声明 
深 保存 


FLE PREVEW 


00.0333 私設 計 半 引 紙 
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イオ リア が 自ら の 名 を 冠 し た 「 イ オリ ア 計 画 ] は 、 [CB 
の 介入 に よる 世界 の 統合 ] を 第 一 段階 、「 ア ロウ ズ に 
よる 人 人類 意 思 の 統一 ] を 第 二 段 階 、・ そ し て 「 人 類 の 外 
宇宙 進出 と 、 来る べき 対話 へ の 準備 ] を 最終 段階 と し 
て 進め られ た 。 西暦 2307 年 に 第 一 段階 が スタ ー ト し 、 
西暦 2312 年 に は 第 二 段 階 に 突入 。 監視 者 アレ ハン ド 
口 ・ コ ー ナ ー や イノ ベイ ド で ある リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク の 
反逆 な ど 、 計 画 の 遂行 に は 数 々 の 障害 が 発生 し た が 、 
ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム に よっ て 純粋 種 の イノ ベイ ター へ 
と 進化 し た 莉那 ・F・ セ イエ イ を は じ め と する CB が 、 人 
類 の 意思 款 一 を 成し遂げ た の で ある 。 
イノ ベイ ド と 共存 する 社会 を 構築 し た 人 類 は その 2 年 
後 、 地球 外 変 異性 金属 体 (ELS) の 襲撃 を 受け る 。 これ 
は 期 せ ず し て 計画 の 最終 段階 で ある 「 来 る べき 対話 ] の 
到来 と な り 、 人 類 は 試練 の 時 を 迎え る 。 だ が 、 真 の イノ ベ 
イタ ー で ある 閣 那 と 、CB が 新た に 開発 し た ダブ ルオ ー ク 
アン タ に よっ て ELS と の 対話 に 成功 し 、 これ を 機 に 人 類 
の イノ ベイ ター 化 が 本 格 的 に 始ま っ た の だ っ た 。 武力 介 
入 に 始ま る 「 イ オリ ア 計 画 ] は 、 道 義 的 な 面 か ら は 多く の 
問題 を 務 ん で いる と 言え る 。 し か し 、ELS の 肌 来 に 対応 
で きた の は 、 計画 に よっ て 人 類 の 意思 統一 と 革新 が 図ら 
5 れ て いた こと が 大 き な 要 因 で あっ た こと も また 事実 で ある 。 


較 記 寺 人 舌 の jE し 進化 を 麟 む 者 と し て 
- サ リア は 、 [イオ リア 計画 | の 最終 段階 し て 、 人 類 
の 外 宇宙 へ の 進出 を 視野 に 入れ て いた 。 それ は つま り 、 
イオ リア が 地球 外 生 物 の 存在 と 、 そ の 接触 の 可能 性 を 
生前 に 予測 し て いた と 言え る 。 また イオ リア は 、 地 球 園 
ねっ て 巨大 勢力 が ゼロ サム ・ ゲ ー ム を 続け て いる 状況 
を 好ま し く 見 て お ら ず 、 実際 に 地球 外 生 物 が 凍 来 し た 際 
に 準備 が な けれ ば 、 人 類 は 一 昭 に し て 絶滅 する と 考え 
で て いた 。 それ を 常 日 頃 か ら 危 恨 し て いた イオ リア は 、 親友 
の E・A・ レ イ に 「 私 が 嫌悪 し て いる の は 、 知 性 を 間違っ 
て 使い 、 思い 込み や 先入観 に 囚われ 、 真実 を 見 失う 者 
た ち だ ] と 語り 、 宇 宙 時 代 に 合わ せ た ス タイ ル を 築く こと 
な く 、 既得 権益 に 絆 る 者 た ち を 否定 し て いる 。 そし て それ 
を 解決 する 唯一 の 方 法 が 、 人 類 が "わか り 合う こと "で あ 
る と 考え て お り 、 そ れ ま で に 発明 し た 技術 や 資金 投入 
し 、 「 イ オリ ア 計 画 ] を 実行 する に 至っ た の で ある 。 


MORE INFO! 

イオ リア の 死後 、 計 画 は 量子 演算 処理 シス テム 「 ヴ ェ ー ダ 」 と イ 
ノ ベ イ ド に よっ て 管理 され 、 新 た な 技術 が 次 々 と 開発 され て し 
その 中 で も 完成 まで に 長い 年 月 が 費やさ れ た の が 、GN ド ライ ヴ で 


る と 、 ドラ イヴ を 出力 に 変え 
西暦 2307 年 の 武力 介入 時 に | 


ム の 開発 も 加 
三世 代 が 活躍 す 


ヴ の 開発 に は イノ ベイ 策 
3 と 見 ら 
が 、 西 


計画 遂行 の た め の 技術 と その 協力 者 
E-A・ レ イ 


本 名 は エタ ー ナ ル ・ ア ラン ・ 
レイ 。 蛋 族 の 人 間接 いと 言 


タカ ら 造ら れ た 
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oo reD2 sri2n 
ロ マ リ = ス ト ーー ン 叶 * 地 球 連 邦 軍 


Romary Stone 


自分 に で きる こと を 模索 し た 
ディ ー ヴ ァ の オペ レー ター 


A.G.140 年 、「 天 使 の 落日 ] より 40 年 近く 続く 地 
球 連邦 と U ヒ ーー ヴェ イガ ン と の 戦い の 中 で も 、 人 
は 平穏 な 営み を 失わ ず に 済ん を で いた 。 コロ 
ニー・ ト ルディ ア は そう し た 人 々 の 寄る 辺 の 
ひと つ で あり 、 ロ マリ ー・ ス トー ン は そこ に 募 
ら す ご く 普 通 の 少女 
の 出会い と ヴェ イガ ン の 襲撃 が 穏やか だ 
マリ ー の 日常 を 一 変 させ 、 少 女 は 戦い に 身 を 投 
じ る こと と な る 。 ロマ リー は その 中 で 、 自 分 が で 
きる こと を 探 そ うと し た の : 

ロマ リー は A.G.140 年 当時 、 ト ルル ディ ア の スー 
ジー マス コピ ー ス クー ル に 通う 学生 で 、 ア セム ・ ア 
ス ノ の 同級 生 だ っ た 。 し か し 、 ヴ ェ イ ガン の トル ディ 
ア 興 撃 に 遭遇 し 、 ア セム が ガン ダム を 起動 し て 敵 を 
撃退 し た 場面 に 居合 わせ た こと で 、 ロマ リー を 取り 巻 
く 環境 は 変化 し て いく 。 さら に 、 転 和 生 の ゼ ハー ト ・ 
ガレ ッ ト と の 出会い が 、 ロマ リー に 転機 を 与え る 


アセ ム と セハ ー ト の ふ 

共に 充実 し た 
学生 生活 を 送り 、 そ 
の 思い 出 を 大 切 に し 


紀 間 ひら 学堂 


に ルク 


や が て ヴェ イガ ン と の 


な 光 w 選 滞 の 人 び C 導 局部 人 添 避 


ディ ー ヴ ァ 
地球 連邦 軍 が 建造 し た 宇 宇 
戦艦 。 A.G.115 年 の で 
ガン ダム の 母 生 と し 
AG.140 年 の 時 点 


関連 ファ イル 


枚 、 態 かめ た い の … 

醍 醒 < ょ 、 

て や ー ト が いう 抽 失 5 で 
才 た 剛 ご し て いた か を … 


ロマ リー は 、 ヴ ェ イ ガン の 電 撃 に 遭遇 し た と ころ を ア 
セム に 助け られ 、 彼 が 父 フ リッ ト ・ ア ス ノ か ら 託さ れ た ガ 
ンダ ム を 起動 させ る 瞬間 を 目撃 する 。 その 秘密 を アセ ム 
と 共有 し た ロマ リー は 、 ガン ダム を 巡る 戦い に 巻き 込ま 
れ て いく 。 一 方 で 、 ゼ ハー ト と アセ ム の 3 人 で 7 
め て いっ た ロマ リー が 、 卒 業 式 の 日 に ゼ ハ ー ト が 
ヴェ イガ ン だ っ た こと を 知っ て 衝撃 を 受け る 。 それ ら の 事 
件 は 、 ロ マリ ー に 今 ま で の 自分 に 対す る 疑問 を 抱か せ 
地球 連邦 軍 に 入隊 する 決意 を させ た の だ っ た 。 

A.G.141 年 、 軍 人 と な っ た ロマ リー は ディ ー ヴ ァ の オ 
ベレ ー タ ー と し て 戦い に 身 を 投じ た 。 それ は 、 父 が 決め 
た こと に っ て きた 自分 を 変え よう と し た 意志 の 表 
れ で あっ た 。 だ が 、 そ の 人 心 の 片隅 に は 、 常に アセ ム と 
ゼ ハ ー ト へ の 想い が わ だ か ま っ て いた 。 ソロ ン シ テ ィ で 
選 逝 し 、 相 反する 信 恋 を ぶつ け 合 う ア セム と ゼ ハ ー ト 
の 間 に 割 っ て 入っ た の も 、 か つて の 関係 が 壊れ る こと 
を 恐れ た が ゆえ だ っ た の だ ろう 。 し か し 、 ゼ ハー ト を 底 っ 
た 行為 は アセ ム を 傷付け 、 ふ た り の 間 に 溝 を 作っ て し 
まう 。 それ が 払拭 され た の は 、 ノ ー ト ラム の 防衛 戦後 の 
4.G.142 年 、 軍 を 退役 し た ロマ リー が トル ディ ア に 戻る 
日 で あっ た 学生 時 代 か ら 憧れ て きた 自分 に と っ て の 理 
想像 を 、 ア セム た ち に 押し 付け て いた こと を 詫び た ロマ 
リー は 、 アセ ム と 共に 歩む 道 に 辿り 着い た の だ っ た 。 


較 際 寺 : = < リー に まっ わる ゃ 所 記 と な と し て の 次 
ロマ リー と アセ ム た ちの 逸話 に つい て は 、 一 般 的 に 
語ら れる も の と は 異な る 説 も 存在 する 。 それ に よる と 、 
ロマ リー は 地球 連邦 軍 将 校 を 父 に 持ち 、 ア セム と 幼 な 
じみ だ っ た と 言わ れる 。 スク ー ル で は 学級 委員 を 務め 、 
MS クラ ブ の 合宿 を 主催 し た り 、3 人 で 一 緒 に 行動 する 
こと で 、 ゼ ハー ト と アセ ム の 仲 を 取り 持っ た 。 し か し 、 卒 
業 式 の 日 を 境 に 英 同士 と な っ た アセ ム と ゼ ハ ー ト の 姿 を 
目の当たり に し た こと で 現実 を 知り 、 ゼ ハー ト の 気持 ち 
を 確か め る た め に 軍 に 入隊 する 決意 を 固め た と いう 。 ち 
な み に こ の 説 で は 、 ア セム が ノー トラ ム の 防衛 戦 に 出 
撃 する 直前 に 、 こじ れ た 関係 は 修復 され た と いう 。 
また 、 ロマ リー は 退役 後に アセ ム と 結婚 し 、 A.G.151 
年 に キオ ・ ア ス ノ を 出産 し た 。 だ だ が 、 そ れ と 時 を 同じ くし 
て アセ ム が 任務 中 に 行方 不明 と な り 、 彼 と の 再会 を 果 
た す の は 13 年 後 の A.G.164 年 の と と だ っ た の で ある 。 


軍人 と し て の 資質 


地球 連邦 軍 に 入隊 し て ディ ー ヴ ァ に 配属 | れ た ロマ 
リー は 、 ブ リッ ジ で 戦闘 管制 を 行う オペ レー ター を 担っ 


ー ヴ ァ の プリ ッ ジ クル ー の ひと り と し て 紙 の 直行 を 支え た ロマ リー。 ノー ト 


ラム 入 箱 戦 で も 、 洪 戦 の 中 で 懸命 に 自ら の 役目 を 全う し よう と し た 。 


ヴェ イガ ン の トル ディ ア 軸 撃 
き 込 まれ 、 アセ ム ! 


ハー ト が ヴェ イガ ン と 知 
ショ ッ ク を 受け る 


れ た 。 その 後 アセ 
ム と 結ば れ 、 学生 時 代 
の 友人 や ディ ー ヴ ァ の 
祝福 され 
『 ら 結婚 式 を 挙げ た 


結婚 後 、 ア セム と の 問 
に 息子 の キオ を も うけ 


7 本 画 国 
六 業 後 は 地球 連邦 軍 に 入り 、 デ ィ ー ヴ ァ の クル ー と し て アセ ム ヒ 共に 乾 
し か し 、 ゼ ハ ー ト へ の 想い を 割り 切れ 3 


MORE INFO! 


トル ディ ア の 学生 
トル ディ ア は 地球 部 車 の 芝 基 が 特に 角 生 な コ 
は 平和 な 日 常 を 過ごす こと が で きた 。 ロマ リー た ら が 通 


ロマ リー た ち に と っ て 」 
で ある 


ボイド ( 左 ) 
ベル トン ( 右 ) 
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グッ ド ・ ヴ ェ イ アン 3 
ミハイル ・ コ ー ス ト eg 


Gud Vair Michael Coast 


盛 者 必要 の 理 を 示し た 
ふた り の エー スパ イロ ッ ト 


「 血 の バレン タイン] の 悲劇 を 受け 、 ブ ラン ト は 自 
国 を 守る た め に 発足 させ た 軍事 組織 [ザフト] を 本 
格 的 に 戦争 へ と 投入 する 。 同時 に 多く の コー ディ 
ネイ ター が ザフト に 入隊 、 グ ウッ ド ・ ヴ ェ イア と ミ ハ 
イル ・ コ ー ス ト も そう し た 志願 兵 で あっ た 。 ふ 
た り は 戦場 で 頭 朋 を 現し 、 ヴ ェ イ ア は 必ず 
敵 を 全 減 させ て 帰還 する こと か ら 「 英 i 
雄 | と 呼ば れ 、 ミ ハイ ル は 医師 で ある RN 
こと を 反映 し た 戦闘 か ら [ドク ター] の 
ニニ つ 名 を 冠 さ れ た エー スバ イロ ッ ト と な 
る 。 だ が 、 両 者 は 奇しくも 戦場 か ら 去る 運 gd < | 
命 に あっ た 。 ヴェ イア は 脱走 兵 と な っ た 末 に 討 4 
た れ 、 ミ ハイ ル は 戦傷 で パイ ロッ ト を 辞し て 軍医 と な MS 
る 。 それ で も ふた り の 異名 は 語り 継が れ 、 戦 場 で 生 
き 続け る の だ っ た … 


ス な ど が いる 。 イラ イ 
も 同様 に 、 ザフト に 所 
し て いた 過去 を 持つ 、 


CHARACTER 


普段 は 穏やか な 人 
約 変 し 。 残 上 な 嗜好 を 加わ 
ハイ ル は 他 者 を 信じ な い 冷 
い プ ロ 意 識 の 持ち まで ある 。 


RELATIONS 


イラ イッ ャ ・ 
キー ル 


ジン ハイ マニ ュー バ 
内 トコ 


完成 
で の と し て Rh た 
機体 の ひと つ で 、 機 動力 の 
向上 を コン セプト と し て いる 。 
の ち に 2 型 へ と 改良 され た 。 


脱走 を ザフト が 許す は ず も な く 、 雇 わ 
手 と し て 差し 向け られ る 。 だ Se 


うと は せ ず 、 ME 


いう 過去 を 持つ 。 その : 
た や 共 衣 と 呼ば れ な がら 朋 走 し た ヴェ イ 「 外 
ディ ネイ ター] と いう 自分 の 境遇 に 対す る 答 
' あ る と 感じ た の で ある 。 ヴェ イア は 自分 が 自分 らし く 居 
られ る 場所 が リティ リ 月 
境 骨 は 両親 の 望み ーー「 子 供 の 健康 ] が 目的 で 、 イ ラ 
イジ ャ を 遺伝 子 改造 で 別 の 何者 か の に し た いわ け で は な 
く 、 そ れ ゆ え 外 見 は 生ま れつ き で は な いか と ヴェ イア は 答 
え 葉 は イラ の 気持 ち を 軽く する の 
た 。 こう し て 通じ 合う も の が あっ た ふた り は 友 語 を 結 
『、 計 画 実行 の 直前 、 地 球 連合 軍 の 艦隊 が リ 
ティ リア | 接近 する 。 イリ ア を 守る た め イ ライ ジャ 。 
変 し て 突如 イラ イジ 
い 掛か る 。 実は ヴェ イア は 二 重 人 格 で あり 、 戦 闘 時 
ド ホン の ノイ ズ が 裏 人 格 の 発現 キー と 
ある 。 ある 日 、 ラ クス ・ ク ライ ン の 歌声 が 
裏 人 格 を 封じ る こと が で きる と 知っ た ヴェ イア 。 ジャ ンク 
頼 し 、 裏 
だ っ た 。 し か し 
ド ホ ン は 動き 出し 、 ヴ ェ イア は 正気 に 
つよ う 頼 は 引き 鉄 | 


科 
イア 機 の 面 難 を 斑 し 続け た 。 


ミハイル ・ コ ー ス ト 


ミハエル は 極秘 の 核 動力 搭載 MS 一 一 ドレ ッ ド ノー ト 
の 回 収 作戦 に お いて 陣頭 指揮 を 採り 、 目 標 を 匿っ 
ンク 屋 ロ ウ ・ ギ ュー ル の チー ム を 醐 撃 し た こと が ある 。 し 
か し 、 同 じ く ドレ ッ ド ノ ー ト を 狙う ユー ラ シ ア 連 邦 の 特務 

・ パ ルス に 横槍 を 入れ られ 、 壊 

次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 で 

は 、 連 合 の エド ワー ド ・ ハ レル ソン (エド ) に 敗れ 重傷 を 
負っ た 。 その 後 は 軍医 と し て 復帰 。 奇しくも 、 連 合 を 吾 
切っ て 南ア メリ カ 合 衆 国 の 独立 運動 の 旗手 と な り 、 刺客 
と の 交戦 で 重傷 を 負っ た エド の 治療 を 手掛け た こと も あっ 

CE.73 の ブレ イク ・ ザ ・ ワ ー ル ド 後 、 ホ スピ タル ザク 
を 駆っ た ミハイル は 、 南 米 で フリ ー ジ ャ ー ナ リス ト の 
ス ・ リ ブル と 行動 を 共 N ジ ャ マー・ キ ャ ン セ ラー を 
狙う テロ リス ト 相手 に 栓 え ぬ エー ス の 技 を 見 せ た と いう 。 


7 の 体 の ひと うと 
言え よう 。 


テー ミル @ 


|MORE INFO! 


地球 連合 軍 で は 、 生体 CPU と いっ た ナチ ュ ラル の 強化 兵 
土 が 生み 出さ れる 以前 、 戦闘 用 コー ディ ネイ ター の 開発 が 行 
われ て いた 。 し か し 心理 コン トロ ー ル が 万 全 で は な く 、 初 期 の 
被 検体 の 一 部 は 脱走 事件 を 引き 起こ す 。 その 後 、 心 理 コン 
トロ ー ル に 重点 を 置い た 「 ソ キ ウ ス 計画 ] が 開始 され な 、 ソ キ ウ 
ス た ち 兵士 が 生み 出さ れる 。 だ が 、 生 体 CPU の 完成 や MS 
の ナチ ュ ラル 用 0S 等 の 登場 に 伴い 存在 意義 を 失っ た 。 


秋 も 連合 に 造ら れ 、 脱走 
し た 戦闘 用 コー ディ ネイ ター の 
ひと り で あっ た 。 同じ く 、 ヴ ェ イ 
ア も また 初期 の 戦 有用 コー ディ 
キイ ター で ある 。 


ソキウス 
服従 伝 子 に よっ て 心理 コン 
り 、 ナ チュ 


フィ ー ニ ス - ソ キ ウ ス 
| ッ キ ウス の ひと り で ある が 、 ナ 
チュ ラル へ の 服従 子 は 外 


/ 
/ 


造ら れ た 戦闘 用 コー ディ ネイ ター 
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シュ バル ツ ・ ブ プ ブルー ダー 半 > 


Schwarz Bruder 


デビ ル ガ ン ダム と 接触 し た 
ゲル マン 流 忍術 の 使い 手 
ネオ ドイ ツ か ら 送 り 込ま れ た 環 面 の ガン ダム ファ イ < ン ン に 2 ミ 
ター で あり 、 数 々 の 忍法 を 駆使 する ゲル マン 流 丸 人 金 衣 \| や 9 
術 の 使い 手 一 一 それ が シュ バル ツ ・ ブ ルー ダー 
の "プロ フィ ー ル "で あっ た 。 だ が 、 満 を 持 し ご 
て 臨ん だ 第 13 回 ガン ダム ファ イト の サ 
バイ バル イレ ブン 序盤 で 、 彼 は 「 悪 
魔 の 機体 ] と 呼ば れ た アル ティ + 
メッ ト ガ ンダ ム (デビ ル ガ ン 
ム ) と 遭遇 し て し まう 。 直後 か に 
ら シ ュ パ ルツ は 、 そ の 狂 面 の SN 
下 に 大 き な 秘 密 を 隠し 持つ こと ロ で 
に な っ た の だ っ た 。 ド 
その 秘密 と は 、 デ ビル ガン ダム と の 
接触 に よっ て 本 物 の シュ パル ツ が 戦死 。 代わ り 
に 、 デ ビル ガン ダム の 生体 ユニ ッ ト と な っ て いた キョ 


ウジ ・ カ ッシュ が 、 DG 細胞 を 用 いて 自ら の クロ ー ン を NN 
作成 し 、 シュ バル ツ と 入れ 替わっ て いた こと で ある 。 / 
本 物 の シュ バル ツ も 相当 
な 実力 者 で あっ た が 、 デ | 


ビル ガン ダム と いう 想定 
外 の 機体 と 捧 般 し て し ま 
い 、 志 半ば で 命 を 失っ た 


ウッ は 

ッシュ を 除 な が ら サポ ー & 
ト し た 。 吉 宮 と し て の 成 : ンー 
長 を 促し た の で ある 。 ( / 


明 委 目 水 ] の 壇 


ジュ ク で 姿 を 現し 、 マス ター・ ア ジア と デビ ル ガ ン ダム に 
以降 、 彼 は ギア ナ 高 
き 添い 、 そ の 潜在 能 


ュ バ ルツ は 、 彼 に 「 明 鏡 止 水 」 
バイ ス す る 。 「 明 鏡 止 水 ] と は 、 


が て 「 明 鏡 止 水 ] の 境地 を 手 に 入れ る の : 
そし て 迎え た ネオ ホン コン で の 決勝 大 会 。 


で いた ドモ ン と 一! その 一 戦は 序盤 か 
優位 に 立 - まる で ドモ ン を 勝 


、 そ の 身 を 所 し て デ 
る と 、 機 体 の 撃破 を ドモ ン に 指示 する 。 それ は 、 生体 ユ 
て いる 母体 の 絶命 意味 し て いた が 、 3 


3 ビル ガン ダム 
と め を 制す べく 、 Re な が ら も ラン タオ 島 に 向 
G 細 胞 を 用 いた クロ ー 


ダム 事件 が 、 ネ 
ジャ パン 軍 上 層 部 の 裏切り に よっ て 引き 起こ され た こと 
デビ ル ガ ン ダム の ダメ ー 
命 租 は くも な い a 


ドモ ン は 兄 を 殺め る と い 
石破 天 薩 拳 を 放 > ) 人 上 の 寺 [ 
pices な いよ う ( 


に 、 その 動向 を 


MORE INFO! 
キョ ウジ ・ カッ シュ 


メッ ト ガ ンダ ム の 開発 に 成功 す 
ムラ 博士 の 裏切り に よ 


V ガ ンダ ム 
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ディ アナ ・ ソ レル 理 


出身 月 


Dianna Soriel 技能 政治 指揮 人心 宿所 
地 大 へ の 入植 を 求め た WH 計 i 
ムー ン レ イス の 指導 者 EH SH L 


月 の 千年 女王 と 呼ば れ 、 長 き て ムー ン レ イス 
の 頂点 に 立っ て いた 人 物 一 一 それ が デ 
ル で ある 。 彼女 は 、 月 で の 自給 自足 の 生 : 
貢献 し た ソノ レル 家 の 末 座 で あり 、 武 門 を 司る ギン ガ ナ 
ム 家 、 政 治 を 司る メン テナー 家 と 共に 長き に 斉 っ て 月 
社会 を 統治 し て きた 。 その ディ アナ が 悲願 と し て いた 
の が 、 人 類 の 故郷 で ある 地球 へ の 帰還 で あっ た 。 彼 
女 は ギン ガ ナ ム 家 、 メ ン テ ナ ー 家 の 反発 や 懸念 を 振 
り 切 り 、 地 球 帰還 作戦 を 始動 。 そし て 正 暦 (C.C.) 
2345 年 、 北ア メリ ア 大 陸 へ の 入植 を 開始 する 。 

月 の 市 民 軍 デ ィ アナ ・ カ ウン ター と 
へ と 降下 し た ディ アナ は 、 地 球 民 と 
ね 、 穏 便 に 入植 を 進め よう と し た 。 


の 状態 と な る 。 ディ アナ は 対話 で の 交渉 を 
続行 する も の の 、 ディ アナ ・ カ ウン ター の 内 
部 に は 徐々 に 立 ち が 募っ て いく の だ っ た 。 


ディ アナ は 地球 側 の 民 
間 人 、 キ エル ・ ハ イム と 


きか っ た H 
に 強まり 、 本 格 的 な 帰還 を 


FE PREVIEW 
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地球 帰還 作戦 を 進め る 中 で 、 ディ アナ 自身 に も 問題 
が 発生 する 。 グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド の 秘書 で 
ある キ エ ル ・ ハ イム と 意気 投合 し た ディ アナ は 、 そ の 容 
次 が 似 て いる こと に 気付 き 、 遊 び 心 か ら 互 い の 服装 を 
入れ 替え た 。 だ る タイ ミン グ を 失い 、 その まま 
キ エ ル と し て 行動 する こと に な っ た の で ある 。 地球 側 ( イ 
ング レッ サ ・ ミ リ シ ャ ) の 一 員 と な り 、 時 に は 野戦 病院 で 
看護 に 従事 する な ど 、 女王 と し て の 日 々 と は また 別 の 刺 
激 的 な 生活 を 送っ た ディ アナ 。 唯一 、 入 れ 替 わり を 明 
か し た ロラ ン ・ セ アッ ク の サポ ー ト も あり 、 キ エル と し て 
過ごし 続け る の だ っ た 。 

だ が 、 地 球 民 と し て 今回 の 入植 を 客観 視 し た こと で 、 
ディ アナ は その 交渉 が 不 充分 で あり 、 帰還 作戦 が 抽 束 
で あっ た こと に 気付 く 。 また 、 メ ン 
家 か ら の 反発 も 激しく な り 、 
意 す る 。 そ し て 月 で も ミリ シャ と 合流 する と 、 封 印 され て 
いた 人 類 の 歴史 「 黒 歴史 」 を 解放 する 。 それ は 、 これ ま 
で 築き 上 げ て きた 月 社会 の 崩壊 を 意味 し て いた が 、 ム ー 
ン レ イス と 地球 民 の 融和 を 果たす た め に は 、 同 じ 歴 史 を 
歩ん で い 
考え た の : :。 その 後 、 デ ィ ア ナ と ミリ シャ が ギン ガ ナ 
ム 艦 隊 の 地球 へ の 侵攻 を 食い 止め た こと で 、 ム ー ン レイ 
ス と 地球 民 と の 間 の 戦乱 は 終結 。 両者 は 互い に 手 を 
取り 合い 、 新た な 歴史 を 歩む お こと と な っ た の で ある 。 


較 記 寺地 時 へ の 作れ と 急ぎ 過ぎ た 旬 


ウィ ル ・ ゲ イム (初代 ) と 過ごし た | の 地球 へ の 帰 
還 が 中 途 半 端 に 終わ っ た こと で 、 デ ィ ア ナ は 地球 へ の 
帰還 を 急い だ 。 その 中 で 、 帰 還 の 方 針 を 巡っ て 対立 状 
態 に あっ た 月 の 武 門 ・ ギ ン ガ ナム 家 を 無視 し 、 独自 に 市 
民 軍 で ある ディ アナ ・ カ ウン ター を 結成 。 彼ら を 交渉 役 と 
し て 北ア メリ ア 大 陸 へ の 入植 を 目指 し た の で ある 。 だ が 、 
2000 年 以上 の 分 断 が あり 、 2 


で きず 、 強 く 責 任 を 感じ る 。 月 と 地球 の 戦乱 終結 後 、 デ ィ 
アナ が 女王 の 座 を キ エ ル に 譲っ た の は 、 そ うし た 自身 の 
至ら な さ を 悔 いた 上 で の 判断 で あっ た と 言え る 。 ディ アナ 
は 月 に 帰る こと な く 、 ロ ラン を 執事 と し て 地球 で の 生活 を 


選ん だ が 、 人 里 離 れ た 場所 で 隠 誠 生 活 を 送っ て お り 、 
表 舞 台 に 姿 を 現す こと は ほとん ど な か っ た よう だ 。 


女王 と し て の 存在 感 
ムー ン レ ィ ス を 治め る 女王 と し て 、 デ ィ ア ナ は ディ ア 
ナ ・ カ ウン ター や 月 の 一 般 市 民 か ら 圧 倒 的 な 支持 を 得 
て いた 。 キ エ ル と 入れ 替わっ た あと も その 異変 を 部 下 た 
ち が 追 及 で き な か っ た の は 、 女 王 に 異 を 唱え る こと へ の 
異 怖 が あっ た か ら . る 。 一 方 、 キ エル は そう し た 女 


王 と し て の 存在 感 を 活か し 、 サ ン ペ ベルト 地域 の 入植 中 
止 な ど 、 独自 の 判断 で 物事 を 進め て ぐい っ た の だ っ た 。 


朋 は 茂 しい 隊 弧 社 会 と な っ て いた が 、 最 下層 に 当たる 運河 人 (ロラ ン な ど ) 
か ら も 、 ディ アナ は 列 い 区 昌 の 念 を 抱か れ て い 7 


ウィ ル ・ ゲ イム の 子孫 と 再会 し 
あま り の 針 し 
2 彼 は 祖先 の よう な 


側 通 ・ サ ン ラ 
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トリ ント ン 基 地 の 人 そ 々 所 


People in Trrington Base 


| 


デラ ー ス 紛争 の 始ま り に 立ち 会 っ た 
トリ ント ン 基 地 の 地球 連邦 軍人 


地球 連邦 軍 ト リン トン 基地 は 、U.C.0083 の デラ ー 
ズ 紛 争 に お いて 標的 と な り 、 基 地 に 籍 を 置く 者 た ち 
は 突然 の 戦い を 強い られ る こと に な っ た 。 ディ ッ ク ・ 
アレ ン や ラバ ン ・ カ ー ク ス は 、 そ うし た 地球 連邦 軍 
人 の 一 例 で ある 。 

地球 連邦 軍 が 進め た 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] に 
お いて 、 トリ ント ン 基 地 で は 新型 ガン ダム の 重力 
下 試験 と 試作 2 号機 へ の 楼 弾 頭 の 搭載 が 行わ 
れる 予定 だ っ た 。 だ が 、 U.C.0083.10.13、 デラ ー 
ズ ・ フ リー ト の 襲撃 を 受け 、 ト リン トン 基地 は 戦場 と 
な る 。 そし て 、 テ スト パイ ロッ ト と し て トリ ント ン 基 地 に 
在籍 し て いた アレ ン た ち も 、 戦闘 に 加わ っ た 。 基地 
を 襲っ た 混乱 は 、 平 和 に 慣れ 切っ て いた 彼ら に 、 
いま だ 敵 が 存在 する こと を 教え た の で ある 。 


SNE RE 


ES NN 


も 関与 し た が 、 基地 脱 
事件 で 命 を 落と す 、 


ぐ ざ で ・ ヾ くさ 1 A 
ぷ マ ー さ ・ ぐ >N! A 


D の 周作 
戦 の 最初 の 一 手 で あっ た 
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アル と ウー ジグ 
ディ ッ ク ・ ア レン と ラバ ン ・ カ ー ク ス は 、 トリ ント ン 基 地 
の 地球 連 孝 地上 軍 MS 試 験 中 隊 に 在籍 し た テス トバ パイ 
ロッ ト た ち で 、 と も に サウ ス ・ バ ニン グ が 指揮 する 小隊 
の 一 員 で あっ た 。 中 で も 、 アレ ン は トリ ント ン 基 地 で も トッ 
プク ラス の 技量 を 誇る パイ ロッ ト で 、 基 地 の エー ス で あ 
ぐ 腕前 を 自称 レ し てい た 。 一 方 の カー クス 
ン に 比べ れ ば 未熟 な パイ ロッ ト で あり 、 新 米 の 
コウ ・ ウ ラキ や チャ ッ ク ・ キ ー ス と トリ オ を 組ん で アレ ン 
の 相手 を する こと も あっ た 。 
ふた り は トリ ント ン 基 地軸 撃 事件 に 際 し て 、 バ パニ ング 
の 指揮 下 で 応戦 に 当たっ : 、 カ ー ク ス は 格納 庫 
を 出 た 直後 に ゲイ リー 機 の 攻撃 を 受け 、 乗 機 を 両断 さ 
れ て 戦死 する こと と な る 。 さら に 、 強奪 され た ガン ダム 試 
作 2 号 機 の 追撃 に 当たっ た アレ ン も 、 ス レー ブ 施 岸 の 
戦闘 で アダ ム ス キ ー 機 に 強 前 され 、 コ クビ ピッ ト に バズ スー 
カ の 直撃 を 受け て 無残 な 最期 を 遂げ た の だ 


アレ ン は 、 パ ワー ド ・ ジ ム の 
評価 試験 で カー クス た ちの 
ザク IF2 型 3 機 を 相手 に 1 
対 3 の 棋 鬼 を 行い 、 余 カ 
を 残し た まま カー クス た ち を 
手玉 に 取る 技量 を 見 せ た 。 


アレ ン の パワ ー ド ・ ジ ム を 相 
手 に し た 模擬 埋 で 、 コ ウ と 
キー ス を 率い る カー クス 。 3 機 
が か り で アレ ン を 追い 詰め よ 
うと し た が 、 機 体 性 能 と 操 門 
技術 が 追い 着 か な か っ た 。 


ーー EY 大 

ホー キン ズ ・ マ ー ネ リ は 、 ト リン トン 基地 肛 撃 事件 が 
発生 し た 当時 に 同 基地 の 司令 を 務め て いた 人 物 で あ 
る 。 基地 に 秘 さ れ た 核兵器 貯蔵 庫 の 開封 作業 を 行う 
こと が で きた の は マー ネリ の み で あり 、「 ガ ンダ ム 開 発 計 
画 ] に お いて は ジャ ブロ ー か ら の 許可 を 受け て 試作 2 号 
機 へ の Mk-82 核 弾頭 の 搭載 を 監督 し た 。 基地 負 撃 事 
件 で も 防戦 の 指揮 を 執っ た が 、 司 令 部 ビル へ の 砲撃 に 
よっ て 戦死 し て いる 。 

ピコ ッ ク も U.C.0083 当 時 に トリ ント ン 基 地 に 所 属し た 
地球 連邦 軍 士 官 で 、 主 に 新型 機 や 実験 機 の 評価 試 
験 に 携わっ て いた 。 / グ 小 隊 が 行っ た パワ ー ド ・ ジ 
ム の 試験 に も 立ち 会 い 、 デ ー タ の 観測 を 担当 し て いる 。 

また 、 ト リン トン 基地 に は 兵員 の 生活 を 支え る 者 た ち 
も 多く 在籍 し て いた 。 基地 の 食堂 を 預かっ た 調理 師 の 
男性 は 、 そ うし た 非 戦闘 貞 の ひと り で ある 。 好き 嫌い を 
許さ な い 頑 固 な 人 物 で 、 コ ウ の トレ イ に 彼 が 苦手 と する 
ニン ジン を 余計 に 盛る と いっ た 行為 も 見 られ た 。 


ッ ト の デ 
を 指摘 し て いる 。 


ニン ジン は 要ら な いと 語る コウ 本 
の トレ イ に 。 その ニン ジン を 山 
監 り に する 調理 師 。 兵 た ちの 

た 


デラ ー ズ ・ フ リー ト の 肌 撃 に 導 
し て 基地 防衛 の 指揮 を 幸 
マ 


ーー 


に 


vsu・< ET 


ビー サー NV サー オォ 0 
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EP トリ 


Hideto Washiya VS の 


MS パイ ロッ ト に 憧れ る 青年 
彼 が 抱い た 夢 と 昔 酷 な 現実 


第 603 技 術 試験 隊 と 呼ば れる ジオ ン 公 国軍 の 試 
験 部 隊 は 多種 多様 な 兵器 (し か も どれ も いわ < 付き 
の 兵器 ) の 運用 試験 を 担当 し た こと か ら 、 一 風 変 わ っ 
た 部 隊 と し て 知ら れる 。 その 中 で も ヒデ ト ・ ワ シヤ は 
浮い た 存在 だ っ た 。 真剣 さ が 見 受け られ ず 、 軽く 見 ら 
れ が ちな 性 格 が 、 周囲 か ら 彼 を 浮き 上 が ら せ て いた 
の で ある 。 配属 前 の 土 官 学校 時 代 の 成績 に も そ 
れ が 現れ て いる 。 あま り に 極端 な 成績 で 、 得 意 
分 野 に つい て は 抜群 の 点数 を 獲得 し た 一 方 、 
興味 の な い 分 野 に つい て は 散々 な 有 様 だ っ 
た と いう の だ 。 そん な ムラ の ある 性 格 が 、 彼 
を 希望 する 進路 一 一 MS パイ ロッ ト か ら 遠 
ざけ る こと に な っ た 。 と は いえ 彼 は 彼 な り 
に 真剣 で あり 、 職 務 を 全う し よう と 努め て 
いた の は 事実 で ある 。 そん な ワシ ヤ に と っ 
て の 最後 の 希望 が 第 603 技 術 試験 隊 で 
の テス トバ パイ ロッ ト と いう 職種 だ っ た の だ 。 


1 


7 


食 画 叶っ て MS バイ 
ロッ ト の 雇 を 洒 得 し た 


そう と も し な か っ た 。 そ 
の 先 に 予 相 外 の 3 
が 待ち 構え て いる と も 
コル 観測 機 


NN 


a 


メ 


際 は 本 ヨ ー ツ ン ヘ イト 
に 持 幸 さ れ た 小型 下 第 
要 な | 


関連 ファ イル 


EMS-10 


| Mi ガン ク 


|PERSONAL P PRORLE 党 
だ か ら 訪 は 言う た だ だ 、 
待て で っ で 言っ た の に ! 
な ん で 、 な ん で だ よ お ぉ お 2! 


雪上 を 油 え させ か けた 、 ワ シヤ の 問題 点 


| 
友軍 部 隊 を 者 出 する 陳 に は 
軍 に 狼 い の 手 を 差し 人 


第 603 技 術 試験 隊 内 で 正規 パ バ - 産 を 笑 得 し 
年 戦争 終盤 瀬音 に 果 贅 に 挑む れる 


試験 運用 中 の アク シ デ ン ト 


用 中 の 事 導 に 9 を 無視 し て 機体 を 加速 させ 、 機体 の 空中 分 解 
故 が 発生 し 、 責 生 の は いえ 、 この 件 で 死者 を 責め る の は 酷 と いう も の で あろ う 
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鉄 仮 面 PROFILE 
年 齢 
所 属 2 ロ スポ ー ン ・ 
(カロ ッ ゾ ・ ロ ナ ) 
Iron Mask (Korozo Ronah 


ロナ 察 の 理想 に 身 を 捧げ た 
クロ スポ ボー ン ・ パ バン ガー ド の 首 紫 


鉄 仮面 は 、U.C.0120 年 代 初頭 の コス モ ・ バ ビ 
ロニ ア 建 国 戦争 期 に 現れ た 人 物 で ある 。 その 本 当 
の 名 は カロ ッ ゾ ・ ロ ナ で あり 、 クロ スポーン ・ パ バン ガー 
ド (CV) を 組織 し て コス モ ・ パ バビ ロニ ア の 建国 を (6 ダ 
志 し た ロナ 家 の 一 員 だ っ た 。 、 そ の 仮面 
の 下 で 歪め られ た ロナ 家 の 理 想 は 、 コ スモ ・ 
パ バビロニア 建国 戦争 に 汚点 を 残す こと と な る 
の だ っ た 。 

カロ ッ ゾ は 、 マ イッ ツァ ー・ ロ ナ の 長女 ナディ 
ア ・ ロ ナ と 結婚 し て ロナ 家 の 婚 養子 と な っ た 人 
物 で 、 コ スモ 貴族 主義 の 確立 と いう ロナ 家 の 
野望 に 荷担 し た 。 カロ ッ ゾ は その た め に 自ら を 4 
「 ラ フレ シア ・ プ ロジ ェクト 」 の 実験 台 と し 、 
鉄 仮面 と な っ て CV の 司令 官 に 就任 する 。 
そし て 、 コ スモ ・ パ ピロ ニア 建国 を 目指 す 
道程 を 歩み な が ら 、 自 ら の エゴ を 拡大 させ 
た の で ある 。 


っ た め に 自己 本 
[ 雇 ya 
革 半 組織 CV を 率い 
て ロナ 家 の た め に 皇 


の ち に コス モ ・ パ バビ E ロ 
ニア 美国 戦争 と 呼ば 
た 争乱 に 存在 感 を 


MAIN MA ~ MAIN MECHANIC 


革 伯 面 の 右腕 と 呼べ る ジ 
ラフ レン シア と パグ の 実体 を 知る 
独 少 な い 人 物 


8 し) 
譜 清 れ ) 


人 類 の 10 分 の 9 を 
抹殺 し ろ と 命令 さき れれ ば 、 
こう も な ろう ! 


直し は 、 鉄 仮面 自身 の 望み 


、「 ラ フレ シア ・ プ ロジ ェクト ] 
に よっ て 自己 を 補強 し 仮面 の エゴ は 、 歪 ん だ 
画 の 推進 を 加速 させ る こと と な 
類 の 粛清 と いう プ ! 
U.C.0123.03.30、 鉄 仮面 は フロ ンティア T 
殺 狼 兵器 バグ を 起動 させ 、 大 量 虐 殺 に 及 ん な だ 


の 娘 べ : ‘ロナ (i= 


ソン と いい 、 精 神 波 の 研究 を 行 
ディ ア と 付き 合い 、 ロ ナ 家 と の 繋が り 
関わ れ り 、U.C.0104 に は 


| の 女性 と 結婚 し て 長男 ドレ ル を も うけ 、 その 後 離 
し か し 、 マ イッ ツァ ー の 計画 へ の 傾倒 や 
ミ は ペラ を 
連れ て ナディ ア が 駆け 落ち し て 家 を 出 
貴族 主義 の 実現 に 没頭 し て し 
シア ・ プ ロジ ェクト 」 に よっ て 己 の 肉体 と 自我 を 改造 し 
ある 。 そし て 、U.C.0120 に 
仮面 は 、U.C.0122 に は テロ 
組織 オー ルズ ・ モ ビル を 背後 か ら 操り 、 コ スモ ・ バ ビ ピロ 
建国 の 準備 を 進め た 


月 絢 化 刀 置 が 施さ れ た 

鉄 仮面 は 「 ラ フレ シア ・ プ ロジ ェクト 」 に 

人 間 と な り 、MA ラ フレ シア を 脳波 コン トロ ー ル で きる 能 
カ を 獲得 し て いた 。 身体 能力 の 強化 が 施さ れ た 
肉体 は 、 生 身 の まま 宇宙 空間 で 活動 


鉄 仮面 の 真実 を 突い 
た 叶 葉 


CV の 可 銃 官 と し て フ 
ロン ティ ア ・ サ 人 侵攻 
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ラ ン バ ラ ル 隊 RE 


Ramba Ral Corps 


常に 烈 将 と 共に 在り 、 
一 騎 当 千 の 働き を 示し た 男 た ち 


ホワ イト ペー ス 隊 と 死闘 を 繰り 広げ ラル 
隊 は 公国 軍 の 中 で も 異彩 を 放つ 部 隊 だ っ た 。 隊長 
の ラン バ ・ ラ ル を は じ め 、 隊 員 の 多く が 一 年 戦争 以 
前 か ら ゲリラ 戦 を 戦い 抜い て きた 生粋 の 職業 軍人 で 

|、 公 国軍 (お よび ザビ 家 ) の 掲げ る 「 ス ペー ス ノ 4 
イド の 独立 ] と いっ た 理想 論 よ り も 、 戦 場 か ら 得 られ 
る 情報 を 重視 し て いた か ら だ 。 さら に ラル は 軍人 と し 
て の 技量 だ け で は な く 、 人 間 と し て の 度量 も 大 き 
く 、 部 下 に 気 を 掛け る こと も 忘れ な か っ た 。 その の 1 
た め 隊 員 同 士 は 固い 結束 で 結ば れ 、 そ の 絆 が 
部 隊 と し て の 優秀 さ に 直結 し た の で ある 。 一 方 、 
軍 上 層 部 に と っ て は 、 通 常 の 命令 系 統 よ り も ラ 
ル の 指示 を 優先 する 部 隊 は 扱い に くく 、 煙 た い 存 
在 だ っ た よう だ 。 その た め 作 戦 の 名 の 下 に 危険 な 任 
務 を 振り 当て られ る こと も 多かっ た よう だ 。 


実 経 有 吾 宮 な ラル の 
下 、 部 屋 は 固い 絆 で 結 
ば れ て いた 。 征 定 の クラ 
ンプ の よう に 高い 技量 を 
有する 隊員 も 多い が 、 そ 
れ 以 上 に 互い の 信頼 関 
係 が 部 隊 の 実力 を 高め 
て ぃ 


命 を 落と し か ね な い 危 
な 任務 を 命じ られ て も 、 隊 
員 た ちの 土気 が 低下 する 


RELATIONS 


MS-06J 
ザク JU 型 関連 ファ イル 


一 年 邊 争 同 戦時 に 実科 投 、 MS-06F ザク TF 型 
= 入れ た サク MF を 2 際 
で 軍用 が で きる 
イプ 。 ラン バ ・ 8 
は 含 計 3 機 の 」 型 が 配備 され 
て いた が 、 す べ て 宮 破 され た 。 


キュ イ 
装甲 兵員 輸送 車 と 歩兵 ! 


名 車 の 能力 を 切な 人 

珠 車 輌 で 、 左 右 

テッ プ 部 分 に 歩兵 を 措 生 

せる 。 ホワ イト < へ の 強 

行 突入 を 図る M3 作戦 で は へ か 
2 輌 が 使わ れ た ここ 大通 む が 人 自決 ! 


プ は ラル の 懐 刀 的 な 存在 ラ 

スト で あり 、 副 官 の 立場 を 任 さ れ て いた こと か ら も 、 彼 の 
実力 が 畔 い 知れ る と いう も の だ ろう 。 さら に ラル が 前 線 
に 立つ タイ プ な の に 対し 、 ク ラン プ は 指揮 と 後方 支援 
で 才覚 を 発揮 し た 。 ふた り が 異な る 能力 を 余す こと な 
発揮 する こと で 、 部 隊 は 功名 を 打ち 立て た の で あ 


ホワ イト ペー ス の 
この 行動 に ラ 


独房 から 抜け 出し た コ ズ ン は ホ 
ワイ トペ ー ス の 情報 を 探り 出し 、 

える こと に 成功 。 続い 
て 自ら も 脱出 を 試み 


脱出 直前 に ホワ イト ペー ス 乗 


て 、 ホワイ トペ ー ス の 正確 残れ た 兵 た ち は 力 を 結集 し て ホワ イト ペー ス 疫 破 を 狙う 。 だ が ホワ イト 


ゲリラ 部 隊 と し て 名 を 馳せ た ラン バ ・ ラ ル 隊 は 謙 幸 な 現在 位置 確度 し た 。 ベー ス 個 も 合馬 で 押 抗 し 、 志 が 巣 た され 


動 も 得意 と し て お り 、 そ の 役割 を 担っ た の が ゼイ ガン 
7 で ホワ イト ペー ス の 乗組 員 ら し き 少 女 
ウ ・ ポ ボウ) を 解放 し た ラル は 追跡 を 指示 。 ゼイ ガ 


ン は 砂漠 地帯 を 横断 し 、 渓 谷 に 身 を 隠し て いた MORE INFO! 


ペー ス を 発見 彼 の 報告 を 元 に 利 田 二 れ だ ラ ツ ジラ 
ご 
ス へ の 攻撃 が 開始 され た の で ある 政治 に 利用 され た ラン バ ・ ラ ル 隊 
実戦 加古 な ラン バー ラル 隊 が ホワ イト ペー ス に 敗退 を 咽 し た 理由 と し て は 、 
ガン ダム や アム ロレ イ の 能力 が 挙げ られ る 。 だ が 最大 の 理由 は 軍 内 部 に あっ た 
アア と 当時 の 公国 宣 名 方 面 軍 は ザビ 家 の 者 が トッ プ に 立っ て いた が 、 彼 5 は 派 拓 争 政 
/ コ ニーバ に 明け 暮れ て お り 、 ラン バ ・ ラ ル 隊 は その 闘争 に 巻き 込ま れ て し まっ た の で ある 。 


アコ ー ス は 、 コ ズン と 共に ラル の 両翼 を 回 め た MS パ 
ある 。 地球 降下 直後 の 初戦 闘 で は 良い 
ア の タリ ム 盆 地 で の 戦闘 
計れ な い 地 球 環境 が ペ テ 
た 。 弾薬 切れ に 気付 
コー ス は 
ガン キャ ノン か ら の 直撃 を 受け て 命 を 落と し た の : 


ドズル の 命令 で 地球 に 降下 
の 腹心 ) は 快く 思わ な か っ た 。 新型 MS ドム の 配備 が 見 送ら ち れ だ 


する マ ・ ク ベ (キシ リア 
の も マ ・ ク ベ の 策 申 で ある , 
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機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 


ク ェ ス 


自ら の 感 


シャ ア ・ ア ズ ナ ブル に 愛情 を 求め で : 
ネオ ・ ジ ォ ン に 身 を 投じ た 少女 の 誰 放 き 


サイ ド 1・ ロ ン デ ニオ ン 


お 父さん は こん な も の 知ら な いで 


地球 か ら 学 仙 に 住む 人 を 支配 し て いる の よね 


コロ ニー の 中 に 広がる 
人 工 の 大 地 を 目 に し て 、 
人 の 新 を 信じ られ る と 


U.C.0093、 イ ンド で ニュ ー タ イブ の 修行 を し て いた 
ク ェ ス は 、 父 アデ ナウ アー・ パ ラ ヤ に 連れ 戻さ れ 、 共 
に 宇宙 に 上 が る こと に な っ た 。 ロン ド ・ ベ ル と ネオ ・ 
ジオ ン の 戦闘 に 巻き 込ま れ な が ら も 、 ラ ー・ カ イラ ム 
保護 され て サイ ド 1・ ロ ン デ ニオ ン に 到着 する ク ェ ス 。 
そこ で 初め て 目 に し た スペ ー ス ・ コ ロニ ー の 威容 に 、 
ク ェ ス は 宇宙 に 進出 し た 人 の 可能 性 を 実感 する 。 同 
時 に 、 そ れ に 目 を 向け よう と し な い ア デ ナ ウ アー た ち 


nD02 se Ths 


・ パ ラ ヤ 編 
Case of Quess Paraya 


情 が 赴く まま に 行動 し 
言動 の 奥 に は 、 愛情 を 渦 望 する 彼女 の 境遇 が 隠さ れ て いた 


女 、 ク ェ ス ・ パ ラ ヤ 。 その 無邪気 な 


に 


地球 連邦 高官 の 不 見 識 に 呆れ る の だ っ た 。 

ク ェ ス の 父 ア デ ナ ウ アー は 、 地球 連邦 政府 の 参謀 
次 官 を 務め る 要 人 だ っ た が 、 政府 高官 悪 例 に 漏れ 
ず 宇 宙 を 軽視 し て 地球 園 の 実情 を 願 み な い 人 物 で 
あっ た 。 それ ゆえ ク ェ ス は 、 私 人 と し て ルー ズ な 父 を 軽 
蔵 する と 同時 に 、 公 人 と し て 鈍感 な アデ ナウ アー を 見 
下 し て も いた 。 ク ェ ス の 言葉 は 、 そん な 父 の 姿 が 物語 
る 地球 連邦 政府 の 病巣 を 指摘 し て いた の で ある 。 


逆襲 の シャ ア 


あな た 、 人 の 薄 は 地上 妹 の 車 力 に 引か れる っ て 言っ た で し ょ 
あれ 、 私 に 実感 な ん だ 


> 培い を 語り 、 シ ャ ア 
へ の 失 感 を 明か し た 。 
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ロン デニ オン を 訪れ た ク ェ ス は 、 ア ムロ ・ レ イ や ハ 
サウ ェ イ ・ ノ ア と 共に コロ ニー 観光 に 興じ る 中 で 、 ネ 
オ ・ ジ オン 総帥 シャ ア ・ ア ズ ナ ブル と 出 会 - 
て 、 ア ムロ と 争う シャ 葉 に シン パシ ー を 抱き 、 
彼 の 下 に 走っ て ネオ ・ ジ オン に 身 を 投じ る 。 ロン デニ 
オン を 離れ た の ち 、 その 行動 の 理由 を シャ ア に 問わ れ 
た クエ ェ ス は 、 感じ た まま の 想い を 語る 。 

ク ェ ス は 、 特権 を 利用 し て 地球 に し が みつ き な が 


ら 、 子 供 を 願 み ず に い が み 合う 両親 に 不満 を 抱い て 
いた 。 だ か ら こ そ 、「 地 球 に 残っ て いる 連中 は 地球 を 
汚染 し て いる だ け の 重力 に 魂 を 締 ら れ て いる 人 々 ] と 
いう シャ ア の 言葉 を 直 成 的 に 理解 し 、 彼 に 同調 し た 。 
先 の 言葉 は その 表れ と 言え る が 、 ク ェ ス は それ が わか 
る 人 は 不幸 だ と 続け て も いる 。 わずか な 出会い で シャ 
ア の 中 に 自分 と 同じ 毅 属 を 見 出し た ク ェ ス の 言葉 は 、 
彼女 の 感性 の 鋭さ と 純粋 さ を 示 し て いる の で ある 。 


機動 戦士 ガン ダム 逆 弓 の シャ ア 


. な ん か 、 私 の 中 に 人 が いっ ぱい 入っ て くる ! 
難い 、 気 持ち が 悪い 、 う うう …… 


ク ェ ス は 戦場 に 満ち る 
人 の 死 を 品 じ 取り 、 自 


ら の 中 に 凌 巻 5 の に 
戸惑う 。 シャ ア は そ 


鋭 教 な 癌 受 性 に 内 
で 舌 を 券 く の, 


ネオ ・ ジ オン に 参加 し た ク ェ ス は ニュ ー タ イプ の 資 
質 を 認め られ 、 パ イロ ッ ト と し て の 道 を 歩ん で い . 
だ が 、 初 陣 と な っ た ルナ ツー 制圧 戦 で 、 相 手 が 誰か 
も 知ら な いま ま に 父 を 殺め て し まう 。 その 悪寒 を 労 わ ろ 
うと し な い ナ ナイ ・ ミ ゲル に 反発 し 、 シ ャ ア を 求め て ア 


クシ ズ 宙 域 に 踏み 入る ク ェ ス 。 し か し 、 敵 味方 を 問わ 
ず 多 く の 命 が 消え て いく その 戦 クエ ェ ス は 言い 知 


れ ぬ 恐怖 と 不快 感 を 覚え る の 


ルナ ツー の 戦い で 父親 の アデ ナウ アー を 手 に 掛け 
た ク ェ ス は 、 そ の 直後 に 得体 の 知れ な い 気 持ち 悪さ 
を 感じ た 。 それ は 、 身 近 な 人 間 の 死 を 知覚 し た ニ 
タイ プ 能 力 の 発 雲 だ っ た の だ ろう 。 さら に 、 ア 
の 戦場 で ク ェ ス を 散っ た 人 の 死 が 流れ 込む 感覚 は 、 


ネオ ・ ジ オン の 地球 寒冷 化 作戦 は 最終 段階 に 移 
り 、 アク シズ を 巡る 戦い は 激化 し て いっ た 。 一 方 、 ク ェ 
ス は 決戦 の 準備 が 進む アク シズ 内 部 で ギュ ネイ ・ ガ 
語り 合っ て いた 。 ク ェ ス の 気 を 惹 こう と し て 、 ラ 
ラ ァ ・ ス ン や ナナ イ と シャ ア の 関係 を 指摘 する ギュ ネ 
イ 。 だ が 、 ク ェ ス は シャ ア の 私 生活 を あげ つら う ギ ュ ネ 
イ に 激怒 し 、 そ の 言葉 を 遮っ た 。 そし て 、 昔 の 女 た ち 
か ら シ ャ ア を 礁 お うと お し ろ 躍 起 に な っ た の で ある 。 


クエ ス は 無意識 の うち に シャ ア に 父性 を 求め 、 彼 
の 力 に な ろう と し た 。 だ が 、 シ ャ ア は そん な ク ェ ス の 想 
い に 目 を 向け ず 、 戦 争 の 道具 と し て 利用 し 
タイ プ と し て 優れ た 感性 を 持っ て いた ク ェ ス 
他 者 を 愛せ な い シ ャ ア の 内 面 に ま 
た の だ ろう 。 ララ ァ の 代わ し ろう と し た 
ア の トラ ウマ に 踏み 込む こと だ と 気づけ な か っ た ク ェ ス 
の 幼 さ の 表れ だ っ 


宇宙 ・ ア クシ ズ 四 域 


か ら 、 あん た みた い の を 生ん だ 地球 を 壌 さ な く っ ちゃ 
副 わ れ な いん だ よ ! 


MORE INFO! 


ク ェ ス の 感受 性 を 示す 独特 の 表現 


E 


ジー ル の パイ ロッ ト と し て 地球 寒冷 化 作戦 の 
臨ん だ ク ェ ス は 、 無 那 気 な 敵意 を 戦場 に 
撤 き 英 ら し た 。 だ が 、 その ク ェ ス の 下 に ハサウェイ が 駆 
け 付け 、 シャ ア の 呪縛 か ら 解 き 放 と う 


憎しみ を 別 き 出し に する ク ェ ス を な だ め 、 戦い か ら 遠 ざ 
け よ うと する ハサウェイ 。 し か し 、 ク ェ ス は ハサウェイ の 
言葉 に 耳 を 貸さ ず 、 自 ら の 激しい 感情 の 矛先 を 地球 
へ と 向け る の だ っ た 。 


〇 @ - アジ ー ル に 搭乗 し た ク ェ ス は 、 その サイ コ 
影響 され て いた 。 それ ゆえ 、 シ ャ ア の 敵 を 排除 し よう と 
する 意思 が 敵意 と な っ て 先鋭 化し て いた と 言え る 。 ハ 
サウ ェ イ を 拒ん だ の も 、 そ の 優し さ が シ ャ ア の 目指 す も 
の に 相反 する と 感じ た か ら な の だ ろう 。 ハ サウ ェ イ に 
向け た ク ェ ス の 言葉 は 、 重 力 に 魂 を 縛ら れ た 人 類 を 
ニュ ー タ イプ に 導 こ うと し た シャ ア の 理想 と 、 彼女 自身 
の 錦 積 が せ た も の だ っ た の か も し れ な い 。 


子供 扱い を 嫌っ た ク ェ ス の 心理 
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機 年 DESTINY 


PERSONAL PROFILE 


アス ティ ニー プ ァ ン の 導 信 舌 和 を 、 
今 ここ に 党 計 敵 し ます ! 


中 叶 ステ ィ ーー フ ラン の 内 容 と 則 還 


の 『 ュ ン 
力 を 持つ シン を コ 2 ワ に 
FAITH (フェ イス ) の 


デュ ラン ダル が デス ティ ニー プラ ン を 構築 し た の は 、 コー ディ ネ 
イタ ー の ある 特性 に 起因 し て いた 。 適 伝 子 を デザ イン で きる コー 
ター で あっ た が 、 出 生 率 の 低 さと 寿命 の 短 さ と いう 欠点 
事実 、 デ ュ ラ ンダ ル は タリ ア と の 則 に 子供 を 授かる こ 
と が で きず 、 別 れ を 全 位 な くさ れ て いる 。 そ : 

く 、 遺伝 子 の 適性 に 拘っ 


子供 が 餅 し いと いう タリ ア の 気持 ち を 胡 け 入れ 


デュ ラン ダル と 別れ た の ち 」 
当時 の デュ ラン ダル は 別れ を 選択 し た 


舌 し 子供 を 授かっ て いる 。 
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PERSONAL PROFILE EAT 
ザフト の テス ト パ イ ロ ッ ト 店 


Courtney Hieronimus/ Riika Sheder Mare Strode 


セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ の 
開発 を 担っ た パイ ロッ ト た ち 


「 モ ビル スー ツ (MS) ] と いう コズミック イラ (C.E.) 
始ま っ て 以来 の 新兵 器 誕生 に より 、 戦 争 を は じ め と 
し た 兵器 運用 は 大 きく 変化 を 遂げ る こと と な る 。 当 
然 な が ら 兵器 と し て MS は 未成 熟 で あり 、 手足 の ある 
大 型 兵器 の 運用 や 可能 性 に 関し て は 未知 数 で あっ 


た 。 この た め ドク トリ ン の 確立 や 兵器 と し て の 洗練 の AS 
た め 、 ザ フト は 様々 な 設計 局 と 多く の テス ト パ イ ロ ッ ト る 5 きっ 3 
を 類 し て MS の 研究 開発 勤しん だ 。 A 
た: 局 の 開発 チー ム に お いて チー フ を i 
・ ヒ エロ ニム ス と 、 ザ フト の トッ 


プ ガ ン で ある 赤 服 の リー カ ・ シ ェ ダ ー と マー レ ・ ス 
トロ ー ド は 、 ザ フト の 次 代 を 担う MS 一 一 セカ ンド 
テ リー ズ 開 発 に 携わっ た テス トバ パイロット 
と し て 広く 知ら れ て いる 。 


コー トニ ー は CE71 の 
募 乱 の 頃 よ り テ スト バイ 


な パイ ロッ ト と な っ た 。 し 
み し 、 ファ ント ムペ イン の 
アー モリ ー ワ ン 胡 掌 の 際 
に 重傷 負う 。 


RELATIONS 


イー テ : 
> PEWEM 

ガイ アガ ンタ ダム DES-01-13 ZGMF 

リー ズ の 1 ー 【 


ンド 
機 で 、 パ バク 9 の よう な 四 足 W 
形態 に 変形 で きる 陸戦 型 の 
本 ント ムペ イン 
ルー シェ に よっ て 3 無類 の 機動 を 介する 。 


設計 図 と 新た な 依頼 ( ド 
ト の 悪用 を 防ぐ 監視 役 ) を 区 に 手渡 す 役割 を 果たし た 。 
¥ ト と な 
ント ムペ イン 襲撃 後 は イン パル ス を 中 心 と し た セカ ンド ス 
発展 開発 に 従事 し 、 デ ステ ィ ニ ー イ ン パ ルス を 
完成 させ る 。 メサ イア の 攻防 戦 で は 同機 で 出撃 し て 戦果 
を 上 げた が 、 以降 は 一 線 か ら 人 退き 行方 知れ ず と な っ た 。 


いま 
4 胃 と な っ 
ザク 量産 大 作 型 の テス ト も 


カカ は 、 プ ラン ト の 

ッ ト ・ ル ルー の 仲介 

で 、 新 兵器 取材 を 行う ジェ ス と 親交 を 深め る 。 その 後 の 
ファ ント ムペ イン 襲 設 後 、 リー カ は 連合 の スパ イ と いう 洛 
れ 衣 を 藩 せ られ た ベル ナ デ ッ ト と 、 元 連合 の エド ワー ド ・ 


ル の 話 か ら 、 プ ラン ト 

ルナ デット の 抹殺 を 画策 し た 

・ キ ャ リー の 介入 で 救 われ た リー カ は 
を 寄せ 、 ロ ンド ・ サ ハク の 唱 
居合 わせ る こと と な る の で あっ た 。 


ザク ファ ント ム 指 揮 官 机 ( 画 


その 機体 テス ト を 兼ね た 任務 で 、 火 星 園 か ら 来 た 不穏 
分 子 の 確保 に 向 か ラ マー レ は 、 と ある コロ ニー で 標的 の 
ャ ン を 発見 。 だ が 、 そ こ は ジ ェ ス の 相棒 カイ ト ・ マ ディ 
ン を 収め た 場所 で 、 マ ー シ ャ ン と 知り 
も 訪れ て いた 。 問答 無用 で 攻撃 を 仕掛 
そこ に は カイ ト を 狙っ て きた イル ド も お り 、 

る 。 結局 ジェ ス の 機転 

シル エッ ト を 奪わ れ 、 マー レ は 敗退 


C.E.71 の 戦乱 の 際 に ザ フ 
ト の 水中 部 隊 に 所 属し て い 


MORE INFO! 


MS を 生み 出し た ザフト は 当然 な が ら MS に 精通 し 、 多 く の エ ー ス 
バイ ロッ ト を 輩出 し た 。 特に ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ と 彼 の 率い た クル ー 
セ 隊 の 一 員 は 、「 黄 皆 の 魔 纏 ] ミ デ ザル ・ ア イマ ン の 他 に アス ラン ・ 
ザラ と いっ た 多く の 赤 肌 が 在籍 し 、 戦 乱 の 中 心 と な っ た 存在 で あ 
る 。 また 「 英 雄 」 ウド ・ ヴ ェ イア や ドク ター] ミハイル ・ コ ー ス ト な 
ど 、 ザフト の MS パイ ロッ ト は 多数 の 人 材 を 所 し で いた 。 


プロ ヴィ デン スザク (画像 は 前 身 


実戦 に 駆り 出さ れ た 者 も 多い 。 


ザフト の エー スパ イロ ッ ト 


シホ ・ パ ハー ネン フー ス 
研究 機関 出身 。C.E.71 の 戦乱 で は 
ジ 属さ れ 、 戦 後 は 研 


で 電通 ・ サ ン ラ ィ ズ 117-22 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


m0Z sg 
ウィ ッ ツ ・ ス ー 編 


Case of Witz Sou 


フリ ー の MS (モビ ルス ー ツ ) 乗り で あっ た ウィ ッ ツ ・ ス ー は 、 フ リー デン 
に 乗艦 し た こと で 、 大 切な 仲間 た ちと の 出会い を 果たす 。 


戦後 の 激しい 混 誠 の 中 で 
家族 の た め に MS 乗り を 選ん だ 
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不 紗 用 な が ら 


熱い 想い で 戦い 


1 


アル タネ イ テ ィ ヴ 社 周辺 


ガン ダム 


イト 
キャ ノン の 成 力 を 目 の 
する が 


ッ ツ ・ ス ー は フリ ー の MS 乗り と 
を 立て て いた 。 依頼 に 応じ て 哨戒 や 制 、 
ー ツ の 回 収 な ど 、MS を 用 いて 様々 な 任務 を 行 
う 職 業 で あり 、 当時 と し て は 稼ぎ が 良い こと で 有名 で 
あっ た 。 その 分 、 死 と 直面 する 危険 性 も 争 ん で いた 
が 、 2 年 前 を 亡 く て し 、 その 上 、 長 男 で あっ た ウィ ッ 
ッ が 、 故 郷 に 残し て きた 家族 を 養う に は この 職業 を 


、 ゲ テモ ノ ガ ンダ ム 


ガン ダム X と の 接触 を 機 に 、 ウ ィ ッ ツ は 「 ニ ュー タイ 
プ 能 力 者 の 保護 ] と いう 、 フ リー デン の 本 当 の 活動 
理由 を 知る 。 家族 の た め に 金 を 竹 ぐ こと が 最 優先 で 
あっ た ウィ ッ ツ は 、 艦長 ジャ ミル ・ ニ ー ト の 個人 的 と も 
動 内 容 に 嫌悪 感 を 示し 、 一 度 は 艦 を 降 
『、 自 分 と 同年 代 の クル ー た ち が 多 数 在籍 

し 、 フ リー と し て 活動 を 始め て 以来 、 初 め て 充実 感 が 
得 ら れ た 日 々 で あっ た こと を 下 艦 し て 初め て 気付 く 。 そ 


・ タ イプ か 、 相手 に する に は 画 邊 すぎ る ぜ ! 


選ぶ ほか な か っ た 。 A.W.0015、 バ パル チャー [フリ ー 
デン 」 と 契約 し た 彼 は 、 珍し い 機 体 と 遭遇 する 。 希少 
価値 の 高い ガン ダム ・ タ イプ の ひと つ で 、 自ら が 運用 
する ガン ダム エア マス ター の 兄弟 機 、 ガ ンダ ム X で あっ 
た 。 当初 は ガン ダム ・ タ イブ と の 道 遇 に 、 MS 乗り と し 
て 興奮 を 隠し 切れ ず に いた ウィ ッ ツ 。 戦闘 中 に 
使用 され た ガン ダム X の 大 型 火砲 ・ サ テラ イト キャ ノ 
ン の あま り の 破壊 に 、 彼 は 言葉 を 失う の だ っ た 。 


し て ガン ダム ヴァ サー ゴ 、 ガ ンダ ム ア シ ュ タ ロン に 製 
撃 さ れる フリ ー デ ン を 見 た ウィ ッ ツ は 居 て も 立っ て も い 
られ ず 、 エ アマ スタ ー で 救援 に 駆け 付け た の だ っ た 。 
ウィ ッ ツ と 同じ く 艦 を 降り た は ず の MS 乗り ロア ビィ ・ ロ 
イ も 救援 に 現れ 、 戦力 を 取り 戻し た フリ ー デ ン は 、 2 機 
を その 場 か ら [失せ させ る 」 こと に 成功 する 。 その 後 、 
ウィ ッ ツ は 改め て フリ ー デ ン と 長期 契約 を 結び 、 ク ルー 
た ちと 共に 戦う こと を 選 だ っ た 。 


A.W.0015 


茶 農 だ な ぁ …… 俺 が 矢 し だ 金 導 より 、 


ずっ と キラ キラ し て や が る 


フリ ー デ ン に 訪れ た 休息 の 時 間 を 使っ て 、 
は 生ま れ 故 郷 で ある の どか な 穀倉 地帯 へ と 向 か 
ウィ ッ ツ は 死ん だ 父 と 未 弟 の 墓前 を 訪れ 、MS 乗 
な っ た こと を 昔々 し い 表 情 で 告白 する 。 実は 、2 年 前 
に 死ん だ 父 は MS 乗り に こよ っ て 殺害 され た た め 、 残 さ 
れ た 母 は MS 乗り を 心底 憎ん で いた の で ある 。 気持 ち 
を 整理 で き な いま ま 、 家 族 と 再会 する ウィ ッ ツ 。 喜ぶ 
べき 再会 で あっ ウィ ッ ツ は 家族 の 様子 が どこ か 


エス タル ド 人 民 共 和 | 


フリ ー デ ン は 、 保 護 し た ニュ ー タ イプ 能力 者 ティ 
ファ ・ ア ディ ー ル の 指示 に 従っ て 航行 を 続け 、 南 ア 
ジア の 小国 エス タル ド に 到達 し て いた 。 エス タル ド は 
新 連邦 政府 か ら の 武力 侵攻 を 受け て し め 、 近隣 
の ガス ター ル 、 ノ ー ザ ン ペ ル と 同盟 を 結び 抵抗 を 続け 
て いた の で ある 。 フリ ー デ ン は 彼ら か ら の 依頼 を 受け 、 
補給 と 艦 の 修復 を 協力 し て も ら う 代わ り に 、 戦 闘 へ の 
参加 を 決意 。 ウィ ッ ツ も この 戦闘 に 参加 し 、 新 連邦 


_AWoo15 
こう な っ た ら 有 腐 れ 縁 だ 
地獄 の 左 ま で 付き 合っ て や る 


新地 球 連邦 政府 の 設立 、 そ し て 宇宙 革命 軍 の 再 
登場 に より 、 世 界 | 第 8 次 宇宙 戦争 の 気配 が 広 
が っ て いた 。 フリ ー デ ン も 、 保 護 し て いた ティ ファ が 宇 

章 命 軍 に 拉致 され た ほか 、 ガ ロー ド を 宇宙 に 上 げ 
る べく 弄 走 し た こと で 、 艦長 の ジャ ミル 以下 、 クル ー た 
ち は 新 連 邦 軍 に 拘束 され て し まう 。 ウィ ッ ツ も 身柄 を 
拘束 され 、 死 と 隣り 合わ せ の 状況 に な る が 、 彼 に 後 
悔 は な か っ た 。 アル タネ イ テ ィ ヴ 社 の 届 撃 以降 、 フ リー 


北米 大 陸 


AW.O015 


供 よ ぉ 、 お まえ の こと 、 辛 せ ( 


ウィ ッ ツ は 、 戦い を 通じ て フリ ー デ ン の 通 
CN RE 


了 仙 に て 邊 まで が 2 た め 、 な か な か その 想い を 
伝え る こと が で き な それ で も 、D.0.M.E. (ドー 
ム ) 周辺 で の 最終 決戦 を 前 に し て 、 一 念 発起 し た 
に 指輪 を 渡し 、 告 白 す る 。 突然 の 告 
ヤ か ら そ の 場 で 返答 を 聞く こと は で 


不 自然 で ある こと に 気付 く 。 ウィ ッ ツ が 家 を 出 た あと に 
母 が 別 の 男性 と 結婚 し て お り 、 それ を 隠 そ うと し て いた 
の だ 。 母 と 喧嘩 に な っ た ウィ ッ ツ は 家 を 飛び 出し 、 大 
量 の 金塊 を 置き 土産 に し て 故郷 を 去っ た 。 ほろ 苦い 
里帰り と な っ た が 、 黄 金 の 稲穂 が 広がる 実家 周辺 の 
風景 を エア マス ター か ら 眺 め た ウィ ッ ツ は 、 家族 に 対し 
て 複雑 な 心境 に ある に も か か わら ず 、 そ の 美 し さ に 感 
嘆 の 声 を 漏らす の だ っ た 。 


軍 の 横暴 な や り 方 を 最前 線 で 実感 する 。 さら に エス タ 
ルド 軍 の 最高 司令 官 リー・ ジ ャ クソ ン と 意気 投合 し た 
ウィ ッ ツ は 、 フ リー デン 本 体 が 修理 で 動け な い 状況 の 
中 、 ひ と り エ スタ ルド 軍 に 協力 を 申し 出る 、 同 
盟 国 家 の ひ と つ ノ ー ザ ン ペ ベル は 陥落 。 [ 俺 
体 何 が で きた ん だ ……」 ー 途中 か ら 戦闘 に 参加 し 
た ガロ ー ド が こう 漏らす と 、 己 の 不 甲 斐 な さ を 責め られ 
た よう に 感じ た ウィ ッ ツ は 、 上 の 言葉 を 放つ の だ っ た 。 


デン の クル ー た ちと 共に 時 間 を 過ごす 中 で 、 艦 へ の 


愛着 も 非常 に 大 きい も の と な っ て いた の で ある 。 ジャ 
ミル か ら は 、 個 人 的 な 目的 の た め に クル ー た ち を 巻き 
込ん だ こと に 対し て 謝罪 を 受け る が 72 は 4 の 
必要 は な いと ば か り に 


な いか 、 ジ 」 と 応じ た 。 続け て 上 の 言葉 を ジャ 
ル に 投げ 掛け 、 フ リー デン の クル ー と し て 最後 まで 彼 
に 付き 合う こと を 決意 する の だ 


き な か っ た が 、 ウィ ッ ツ は 不器用 な が ら も スト レー ト な 


や り 方 を 貫い た その 後 、 最終 決戦 が 終結 し 、 ウ ィ ッ 


受け 入れ た た め 、 フ リー デン の 解散 後 、 ふ た 
立っ て 彼 の 故郷 へ と 戻る 。 a 


前 に し て 、 ト ニヤ に 愛 の 言葉 を 路 こ うと し た ウィ ッ ツ 。 
だ が 、 ロ アビ ィ と エニ ル ・ エ ル が その 場 に 姿 を 現し た 
た め 、 結局 クー ル に 決め る と と は で き な か 


Mtm・ う 


ォ 118-14 
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機動 新 世紀 ガン ダム X 


エス タル ド 人 民 共 和 国 の 人 々 


People's Repubric Estardo 


国家 主席 と いう 身分 に あり な が ら 、 ウ ィ リリ 
さ の ほか 、 実 直 で 


ン に 乗 
置い て 


ウイ リズ) 補佐 官 (ルク ス ) 


と し て の 感 | 介 エ スタ ルド 


新 達 孝 軍 の 音感 に 晒さ れ て 

か ら と いう も の 、 人 民 会 議 は 
常に 紛 紅 。 その 中 で 

8 同 還 を 結び 、 武 力 
抵抗 も 視野 に 入れ 


勝ち 気 な 性 格 の フリ ー 
デン クル ー。 ウィ ッ ツ ・ ス ー と 意 
気 投合 。 彼 の 時機 ガ 
ンダ ム エ ア マス ター の 改修 に も 
次 人 提供 を 


連邦 還 の MS 部 立 と 交 音 。 敗 
退 が 確定 し て か ら も 撤退 する こ 
と な く 、 国 表 の 名 誉 を 守り 抜 ご 
うと し た 


グラ ント は フリ ー デ ンク ルー で あ 
た ロア ビィ ・ ロ イ に 接 折 し 、 新 連 
孝 と の 和平 交渉 へ の 境 力 を 依 
頼 し た 政治 的 な 判断 を 
棒 う ロア ビィ は それ を 抱 ん だ 


MORE INFO! 
iiE 症 アッ ア の = 国司 ため エス タル ドガ ぇ ター ル の 人 


名 を 取り 持っ て い ) ザン ペル に 猛攻 を 仕掛 けた 。 これ に より 、 ガ スタ ー ル と 
ト F ュ リロ 近隣 諸国 と の 関係 エス タル ド の 対立 が 再 電 し 、 同 骨 は 茂 れ 去 る の た 
フリ ー デ ン と の 同 回 を 結び 、 新 連邦 軍 に 対し 反抗 
する 姿勢 を 見 せ て いた エス タル ド 。 
ん で いた ノー ザン ベル 連合 王国 が 新 連 邦 に 降伏 し 、 
さら に 英 対 し て いた ガス ター ル 民 主 共和 国 も 新 連 邦 


圧 カ 
エス タル ドス 
エス タル ド が 自国 で 開発 し た MS。 仲介 伸介 
その 発展 機 パイ ロン ( 下 ) も 運用 さ 
れ で いた 
マ 2 
対立 


118-1Z 


GUNDAM EVOLVE (GUNDAM EVOLVE ./) 


PERSONAL PROFILE RD (HM mr02 agm02 
ホリ 條 ・ ユ ニコ ー ン 8& グ レイ ウル 2 本 


unknown 


White Unicorn & Gray Wolf 


RW 


さわ 


3 


ざさ ・ へ で る 


ペー ロ HIi ド ・ デ スコ 閉 人 


関連 ファ イル 


GUNDAM EVOLVE (GUNDAM EVOLVE ./) 


ワイ トニ ニョ ニシ 
「 ホ ワイ ト ・ ユ ニコ ー ン 」 の コー ド ネー ム で 呼ば れ 
イロ ッ ト の 正体 を 一 年 戦争 時 代 の 英雄 と する 向き も あ 
で は な く 、 彼 が な ぜ こ の 名 を 5 
か も 明らか で は な い 。 と は いえ は っ きり し 
の は 、 ホ ワイ ト ・ ユ ニコ ー ン の ニュ ー タ イプ 能力 が 
の 英雄 を 咽 角 と させ る ほど と 優れ 
プス 戦役 の 最 中 、 カラ 


イム ・ エ レク トロ ニ 
験 で ある 。 規 多 の 戦い を 経験 し た 彼 
うこ と の な い デ モン スト 
研究 所 を サイ コシ 


こと で 運 験 は 実戦 と な り 、 ホ ワイ ト ・ ユ 


を 名 乗る 壮年 の パイ ロ 
軍 に 籍 を 置き 、 数 々 の 武勲 を 打 
と 見 る 向き が ある ud22 に 情 の 


を 発 控 し て 、 和 機 の 接近 を 
ち 早 く 感知 し て いた よう だ 


歴戦 の 江 士 で ある こと が 窯 い 知 れる 
バ に 身 を 寄せ た グレ イ ・ ウ ルフ を 待 
え 上 げ ら れ た エー ス の 力量 を も . 


の 満 戦 の 最 中 、 敵 防衛 線 の 突破 が 死 中 に 活 を 求 re 
と 判断 し た グレ イ ・ ウ ルフ は 、 敵 を 引き 付け る 

園 役 を 買っ て 出る こと で ホワ イト ・ ユ ニコ ー ン に 反 刺 の 

チャ ンス を 与え た の だ 。 一 流 の 戦士 が 為す べき 

か ーー クレイ ・ ウ ルフ は 


遅れ て 戦場 に 到 
ユウ リ の 積 禅 が ゲ ミ ヌス の サイ 
われ て し 
うと いう 異常 事態 が 発生 。 残 


MORE INFO! 


チャ クラ 研究 所 に 集う 人 々 AE 人 / | 
3 模 の Z ガ ンダ ム 3 号 機 の 周 入 を 担当 障 
12 ラ 人 所 は 、 元 2 は ティ バター シ ズ の 内 す を マン で は カー 時 
の か 2 半 


敵 通 リン フィ 118-18 


118-19 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE 5 [ra 2h 
ビビ ニー デン 隊 ーー 


階級 
本 ーー 
Pippiniden Corps 抽 能 MS 所 部 了 指 提 (キッ サ 


@ 


野心 家 の 指揮 沖 に 率い られ た 
ベス パ の パイ ロッ ト た ち 


ザン スカ ー ル 帝国 軍 (ベス パ ) を 代表 する 土 官 の 
ひと り ア ル ベ オ ・ ビ ビニ ー デ ン は 、 パ イロ ッ ト と し て 非 
凡 な 才能 を 有 し 、 彼 が 指 探し 部隊 は 高度 な 連携 
戦法 を 得意 と し た こと か ら 「 ビ ビニ ー デ ン ・ サ ー カ ス ] 
の 異名 を 取っ た 。 クワ ン ・ リ ー た ち は 、 その 部 隊 に 籍 
を 置い た ビビ ニー デン 配下 の 者 た ち で ある 。 

U.C.0153.04.11、 ピ ピ ニ ー デ ン は タシロ ・ ヴァ 
ゴ か ら の 将 保 を ラ ゲ ー ン 基地 司令 ファ ラ ・ グ リフ ォ ン 
に 伝え る た め 、 部 隊 を 率い て 地球 へ と 隆 下 し た 。 ク 
ワン ・ リ ー ら 5 は その 部 隊 の 一 員 と し て 同行 する 。 折り 
し も 、 東 欧 で は リガ ・ ミ リティ ア の 動き が 活発 化し つ 
つ あ り 、 ビ ピピ ニー デン 隊 も 進撃 戦 に 参加 。 その 戦場 
で クワ ン ・ リ ー た ち は 、 若 き 野心 家 の 指揮 官 に 信 っ 
て 時 盛 な 戦意 を 発揮 し た 。 それ は 、 ベ スパ の 鐘 暴 性 
の 一 端 を 物語 っ て いた の で ある , 


の 運 携 戦術 を 双 
使 し て 戦っ た 


させ 中 選 S 現 帯 マ ター きす ぷ で 
せき 皿 き AN ババ ペ x さき ー ま き 疲 選 


サー カス 」 の 一 覧 
を 担う 腕利き の パイ ロッ ト 


強い 者 が 多かっ : 
の 傾向 が 強く 、 リ ガ 


レ 4 


PERSONAL PROFILE 
タワ ン ・ リ ー 


クワ ン ・ リ ー は 、 ビ ビニ ー デ ン に 重用 され た パイ ロッ 
ト の ひと り で 、 ゲ トル ・ デ プレ 隊 の 支援 や 旧 バ ル セ ロ 
ナ の 防衛 な ど 、 別 行動 を 任 さ れる こと も 多かっ た 。 アー 
ティ ・ ジ ブラ ル タ ル に お ける 2 度目 の 戦闘 で は 、 メッ メド ー 
ザ を 駆っ て シュ ラク 隊 の ケイ ト ・ ブ ッシュ を 戦死 させ る も 、 
ウッ ソ ・ エ ヴィ ン の 逆 朋 を 受け て 撃墜 され て いる 。 


キッ サロ リア 

ビビ ニー デン 隊 の 一 員 と し て 地球 に 降下 し た キッ サロ 
リア は 、 降 下 直 遇 し た ガッ ダー ル 隊 と リガ ・ ミ リ 
ティ ア の 戦闘 に お いて 、 自 ら の 小隊 を 率い て 地上 支援 
を 行っ た 。 し か し 、 重 力 下 の 戦 闘 に 慣れ て いな か っ た ご 
と を ウッ ソ に 見 抜か れ 、 乗 機 を 大 破 に 追い 込ま れ た 。 ラ 
ゲー ン 基 地 に 帰還 し た が 、 そ の 後 の 消息 は 不明 で ある 。 


キー ラ は ピピ ビニ ー デ ン 隊 に 所 属す る パイ ロッ ト の ひと 
リ で 、 地 球 降下 翌日 の 出撃 に お いて ビビ ニー デン に 随 
伴 し 、 廃 壇 の 街 で カミ オン 隊 を 攻撃 し た 。 その 戦闘 で 、 
マー ベッ ト ・ フ ィ ン ガ ー ハ ッ ト の V ガ ンダ ム を 苦し め た が 、 
ッ ト と 操 綻 キ 代 わっ た ウッ ソ に ビル の 下敷 き に さ 
に な り 、 辛うじて 脱出 に 成功 し て いる 。 


た が 。 V ガ ンダ ム の 分 吉 机 
構 で 拓 げ られ る こと に な る 


て V ガ ンダ ム を 捕獲 し か ける 。 だ 7 
オリ ファ ー・ イ ノエ の 牽制 射撃 に 居 ん だ 隙 を ウッ ソ に 突 
か れ 、 乗 機 を 撃破 され て 脱出 し た 。 


1 
が 力 及ば ず 、 の: 


の 報復 を 晴 け る こと に な る 
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シー マ ・ ガ ラ ハ ウ 編 


Case of Cima Garahau 
シー マ ・ ガ ラ ハ ウ は デラ ー ス 紛争 に 


ris こう と し た 。 その 言動 の 斉 に は 、 戦争 に 翻弄 され た 女 の 信 
ーー 
一 全 


あの 


如 名 高き き W な ら ず 者 舶 隊 を 率 い た 女傑 が 
戦後 の 争乱 に 打っ た 博打 と 思い 描い た 結末 


策謀 を 巡ら せ 、 己 の 生き る 道 を 拓 
が あっ た 。 


| を 貸 


消 條 これ か ら は 楽 きせ で て あ げ る よ 
ガン ダム で も し っ か り 磨 いて お くん だ ね ぇ 


U.C.0083.10、 エ ギー ユ ・ デ ラー ズ の 呼び 掛け ーー 年 戦争 終結 後 、 海賊 行為 に 手 を 染め て いた シー 
に 応じ て デラ ー ズ ・ フ リー ト に 参加 し マ は 、 艦隊 
を 率い て 茨 の 園 に 入っ た 。 そこ で ガン ダム 試作 2 号機 
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を 奪取 し て 戻っ た アナ ベル ・ ガ トー と 対面 し た シー マ 」 
は 、 彼 の 反感 を 意 に も 介さ ず 振 る 無 う 。 さら に 、 奪 わ 
れ た 試作 2 号機 を ぁ 追っ て 宇宙 に 上 が っ て きた アル ビ 
オン の 迎撃 を 買っ て 出る と 、 ガ トー を 挑発 する か の よう 
に 不 敵 な 笑み を 浮か べ る の だ っ た 。 


デラ ー ズ ・ フ リー ト へ の 参入 後 、 シ ー マ は 自ら の 役 
割 を 着実 に こなし て いっ た 。 その 一 手 と し て 月 の フォ 
ン - ブラ ウン を 訪れ た シ 
の ケリ ィ ・ レ ズ ナ ー か ら MA ヴ ァ ル ・ ヴ ァ ロ を 譲り 受け 
る 算段 を つけ る 。 だ が 、 部 下 の ク ルト の 不用 意 な 一 
に よっ て 、 ケリ ィ の 独 行 を 許し て し まう 。 事 に 気付 い 
て 慌て る クル ト の 首筋 に 扇子 を 突き 付け 、 シ ー マ は 凄 
み の あ る 言葉 で その 軽率 さ を 責め た の だ っ 


シー マ の ほう も 彼 を 貴 ま し く 感じ て 
いた こと は 間違い な い 。 また 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト の 計 
画 に 乗じ て 利 を 得 よ うと し た シー マ に と っ て 、 放 | 
必要 以上 の 活躍 は 邪魔 な も の で あっ た 。 ガ | 
げ 掛 けた 言葉 は 、 その 意思 の 表れ だ っ た 。 


還っ ンジ ちっ > 還 還 2 王 
あたし は お 偽 介 な 男 は 大 如 い さぁ ね ! 


外 か ら の 悪評 と は 対照 的 に 、 シ ー マ は 部 下 か ら は 
非常 に 慕 われ て いた 。 それ は 、 シ ー マ が 一 年 戦争 で 
苦楽 を 共に し た 艦隊 の 部 下 た ち に 対し て 、 強 い 仲間 
意識 を 持っ て いた た めで ある 。 た だ し 、 無 条件 に 寛容 
ご っ た わけ で は な く 、 8 PO 


な し に し た クル ト の 例 が まき に それ で あり 、 2 
の 軽 挙 を 許す は ず は な か っ た の で ある 。 


| ワイ アッ ト と の 接触 は 
| 失敗 する が 、 シー マ は 


U.C.0083.1 1.18 


シー マ は 「 星 の 選 」 作戦 を 進め る 一 方 で 、 そ の 情報 
を 地球 連邦 軍 に 売り 渡 そ うと し た 。 その た め に 、 グ リー 
ン ・ ワ イア ッ ト が 乗艦 する バ ガム と の 接触 を 試 
\ー マ だ っ た が 、 アル ビオ ン に 察知 され て サウ ス ・ 
/ グ 率 いる MS 隊 の 攻撃 を 受け る こと に な る 。 そ 
の 戦闘 の 中 、 撃 沈 し た 僚艦 か ら 「 星 の 居 ] 作戦 の 極 
秘文 書 を 回 収 し よう と し た バニ ング に 気付 いた シー マ 
は 、 起り を 露 わ に し て 叫ぶ 。 


あたし は 、 夏 あ れ ば 緩 授 る の さ ! 


U.C.0083.1 1.18 


「 星 の 悦 」 作戦 が 最終 段階 に 進み 、 コロ ニー 落と し 
の 全容 が 姿 を 見 せる と 、 シ ー マ は つい に 叔 意 を 串 わ に 
し た 。 グ ワ デン を 占拠 し て デラ ー ズ を 人 質 に 取り 、 阻 
止 限界 点 の 先 に 待つ ソー 
て 愉悦 の 表情 を 浮か べ る ) 
て 不義 を 責め る デラ ー」 
る 。 一 年 戦争 で 虐げ られ だ 
に 買い て きた 信念 を 、 デラ ー ズ に 叩き 付け た の だ っ た 。 


宇宙 


お まえ は 一 体 、 ど っ ちの 味方 だ ! 


MORE INFO! 


ガト ー と の 遣り 取り に 見 る 英 悔 心 


「 星 の 居 」 作戦 を 舞台 と し た シー マ の 策 は 、 
ズ と ガト ー の 意地 に よっ て 潰え た 。 コロ ニー を 巡る 戦 
闘 は 、 地 球 連邦 軍 と シー マ 艦 隊 、 ガト ー た ち デ ラー ズ ・ 
フリ ー ト 、 そ し で 地球 連邦 軍 上 層 部 に 反抗 する アル 
ビオ ン 隊 が 入り 乱れ て 混 池 と する 。 その 中 で 、 リリ ー・ 
マル レー ン が コウ ・ ウ ラキ の ガン ダム 試作 3 号機 に 
め ら れる 光景 を 目の当たり に する シー マ 。 な お も 戦い 
続け る コウ に 、 シー マ は 慎 り を ぶつ ける 。 


シー マ は デラ ー ズ ・ フ リー ト に 参加 し た 当初 か ら 、 デ 
ラー ズ の 身柄 を 地球 連邦 軍 に 売る 心 積もり で いた 。 
表面 上 は 「 星 の 層 」 作戦 に 協力 し な が ら も 、 その 裏 で 
は 戦後 に 築い た コネ クシ ョ ン を 利用 し て 地球 連邦 軍 
に 探り 寄 ろ うと し た の で ある 。 バ ニン グ が 発見 し た の 
は 、 シ ー マ が 地球 連邦 軍 に 渡 そ うと し た 作戦 の 実施 
要綱 で あり 、 裏 取引 の 材料 だ っ た 。 それ を 控 め 取 ろ う 
と し た バニ ング に 、 シー マ は 激 


シー マ 艦 隊 は 、 一 週間 戦争 に お ける 毒ガス 作戦 の 
実行 部 隊 と し て の 汚名 を 着せ られ 、 終 戦 直後 に は ア 
クシ ズ 行き を 禁じ られ て 地球 園 に 取り 残さ れ た 。 だ が 、 
それ は スケ ー プ ゴー ト に され た 結果 で あり 、 シ ー マ は 自 
分 た ち を 利用 し て 捨て た ジオ ン 公 国軍 を 憎ん で いた 。 
シー マ に と っ て 、 デ ラー ズ が 語る ジオ ン の 大 義 は 綺麗 
事 以外 の 何 物 で も な く 、 そ れ に 忠義 を 尽く すこ と な ど 
は も っ て の 外 だ っ た の で ある 。 


に 残さ れ た 道 は 、 地 球 連邦 軍 と 共に コロ ニー の 落下 
を 阻止 する こと だ け だ っ た 。 だ が 、 アル ビオ ン 隊 は シー 
マ 艦 職 と の 連携 を 拒み 、 独 自 に コロ ニー 阻止 を 試み 
た 。 利益 の み を 行動 規範 と する シー マ に と っ て 、 彼ら 
の 行為 は 理解 し 難い も の で あり 、 その よう な : 戦 
以来 の 我が家 と も 言え る リリ ー・ マ ルレ ー ン | 
れ た こと は 、 シーマ の 心 を 乱 し た の で ある 。 


シー マ の 人 間 ら し さ を 映 す 言 動 
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ヴォ ルフ ガン グ ・ ヴ ァ ー ル 相 


Wolfgung Wall 


ル た ち が ア フリ カ 地 区 に 潜伏 | 
資源 の 存在 より も この 地 が 数 々 の 激戦 の 畠 台 と な っ た こと が 
誕 証 議 よさ い 。 特に 欧州 へ の 足掛かり と 北ア フリ カ 地 区 は 多 
oa 


関連 ファ イル 
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地区 の キン バラ イド 括 山 基 
介 を に 立て 衣 も り 、3 年 も の 骨 、 
傘 代 の 時 を 特 ち 続け た 


ご 武運 を " 開 下 ! 


に 二 半 疑念 を 払拭 させ た 珍 持 


記名 』 財 指揮 官 と し て の ヴァ ー ル の 力量 


MORE INFO! 


物資 の 欠乏 が 著しい キン パラ イド 基地 だ っ た が 兵員 の 士気 は 
高く 保 た れ て いた 。 これ は ビッ ター や ヴァ ー ル の よう な 有 能 な 指揮 
' ら こそ で ある 。 長期 戦 を 見 据え られ る 指揮 官 を 欠い た 
部 隊 で は 貯蔵 物資 の 欠 到 : う 。 また 絶望 的 
に な っ た 兵員 が 暴挙 に 出る 可能 性 も ある 。 ヴァ ー ル た ち は この よ 
うな 事態 を 見 定め 、 部 隊 を 律 し た の だ ろう 


キン バラ 人 ド 共 地 は ダイ ヤ モ ンド 鉱山 を 利用 し た 伯 設 革 地 。 その た め 改 
修 は 最 人 根 で 流 み 、 他 の 残部 際 の 拠点 より 過ごし や すい 環境 だ 


アル ビオ ン の 接近 を 府 知 し た 
ビッ ター は キン パラ イド 基地 を 
往 牧 に し て 試作 2 号機 の 退路 
を 確保 し よう と する 。 ヴァ ー ル は 


上 官 の 情 ら か ら そ の 機 影 を 張 
し げに 眺め て いた 


の 活躍 に よっ て 誌 作 2 号機 を 乗せ た HLV は 大 気 財 外 に 部 説 、 基 
アー ル は 破壊 され た ビッ ター 機 を 無言 で 眺め る し か な 


ピッ ター は ヴァ ー ル に 基 

地 に 留まる よう に 病 じ た ば 

か りか 、HLV の 打ち 上 げ 

後に 狂 伏 せよ と 命じ た の 
要 以 上 の 入 衝 

を 出し た く な いと いう 上 官 9 

の 想い は 痛い ほど 理解 し 

た ヴァ ー ル で は あっ た J 

複雑 な 表情 が 彼 の 内 面 

の 葛 黄 を 物語 っ て いる 。 


ル 。 表向き は 敗残 兵 で は あ 


る が 待 は 決し て 千 を 佑 せ よう と せ ず . ビ ッ タ ー の 大 い を 情け 継い だ の だ っ た 


基地 に は 人 種 も 年 齢 も 異な る 
者 た ち が 集 っ て いた が 、 


信念 は 共通 し て いる 。 だ か 5 こ 
そ 明 き に 責 っ て 再起 の 時 を 待ち 
続け る こと が で きた の だ 。 


看 の 仕様 に ほか な ら な い 。 


U.C.0083 の 夏 階 で キ 
ン パ バラ 條 基地 に は 和 働 
可能 な MS が 10 機 あま り 
も 残さ れ て お り 、 党 に 戦 
い に 備 えて いた 


本 所 員 の 土気 は 符 自 か 
高かっ た が 、 試 作 2 
号機 を 強 客 し た ガト ー 


側 通 ・ サ ン ラ ィ ズ 119-16 
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王 留美 ズ 紅 前 IE 


Wang Liu Mei Hong Long 


所 
援 、 外 交 (留美 ) 身辺 警護 ( 紅 龍 | 


CB の エー ジェ ント を 務め な が ら 
イノ ベイ ド に も 加担 し た 資産 家 


ソレ スタ ルピー イン グ (CB) の エー ジェ ント と し て 、 

西暦 2307 一 2308 年 に か け て 行わ れ た 起 旋 介入 に 
協力 し た 王 留美 (ワン ・ リ ュー ミン ) と 紅 前 (ホン ロン ) 

は 、[FALLEN ANGELS] 後 も CB に 残り 、 組 織 の 
復活 を 支援 し て いた 。 だ が 、 留美 に は 不満 が あっ た 。 


女 が 求め て いた 変革 と は ほど 遠い も の で あっ た 。 も っ 

と 過激 で 、 これ まで の 社会 シス テム を 激変 させ る 真 の 

革命 一 その 想い が 、 彼 女 を 暴走 へ と 導く の だ っ た 。 
留美 が 接触 し た の は 、 西 暦 2312 年 時 の 反乱 で 

CB と 敵対 する こと に な る リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク ら イ ノ 

ベイ ド 勢 力 で あっ た 。 留美 は 彼ら に も 資金 や 情報 

の 提供 を 行い 、 戦 力 増 強 に 一 役 買っ た の で あ 

る 。 留美 の 補佐 に 就 い て いた 紅 龍 は 、 そ うし 

た 彼女 の 行動 に 不安 を 覚え つつ も 、 止 め る こ 

と は で き な か っ た 。 そこ に は 、 ふ た り の 複雑 な 

関係 が あっ た の で ある 。 

留美 は その 資金 を 用 

いて CB の 乱 活 6 

カル . プトレマイオス 2 

の 建造 や ダブルオー 

ガン ダム を は じ め と す 

る 新た な ガン ダム の 


開発 を 支援 。 組織 を 
復活 に 導い た 。 


西 層 2312 年 に 戦乱 が 
調 問 され て 以降 徐々 
に 暴走 し て いく 禄 美 の 


関連 ファ イル 
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西暦 2312 年 、 利 那 ・F・ セ イエ イ や スメラギ ・ 李 ・ 
ノリ エガ な ど が CB に 復帰 する と 、 新 生 プ トレ マイ オス ク 
ルー は アロ ウズ の 打倒 を 掲げ て 復活 する 。 留美 は 、 前 
大 戦中 に 兄弟 を 失い 、 居 場所 を 無く に て いた ネー ナ ・ 
トリ ニテ ィ を 部 下 と し て 用 いな が ら 、 彼 ら へ の 支援 を 継 


する 。 若く し て 王家 を 背負 い 、 そ の プレ ッ シ ャ ー 
の 中 で 生き て きた 彼女 は 、 つい に 世界 を 憎む まで に な っ 
て いた の だ っ た 。 

だ が 、 球 那 の イノ ベイ ター 化 を 巡っ て リボ ンズ と の 関 
係 が 悪化 。 彼 と の 決裂 が 決定 的 に な る と 、 留 美 は イノ 
ベイ ド の ひと り で 、 リ ボン ズ の や り 方 に 疑問 を 感じ て いた 
リジェ ネ ・ レ ジェ ッ タ と 共に 「 リ ポンズ 下 ろ し 」 を 画策 する 。 
し か し 、 留 美 に こき 使わ れ て きた ネー ナ が 、 徳 女 の 煮 え 
切ら な い 態 度 に 怒り を 募ら せ 、 攻 撃 を 仕掛 け て きた の 
だ 。 留美 は な ん と か 生き 延び よう と も が く が 、 その 中 で 紅 
龍 を 失い 、 窮地 に 陥る 。 それ で も 彼女 は 、 最後 まで 変革 
を 諦め な か っ た 。 王家 と いう 呪縛 か ら 解き 放 た れ 、 ひ と り 
の 女性 と し て 自由 に 暮らす 一 一 思い 描い た 夢 が 叶わ な 
いこ と に 絶望 し つつ も 、 最 後 は CB に 所 属す る 計 那 に リ 
ボン ズ の 情報 を 与え 、 宇宙 に 散っ て いっ た の だ っ た 。 


足跡 語 加 加味 


ネー ナ の 反逆 に 遭っ て 真 傷 し 、 さ ら に 紅 龍 まで 失っ て 
し まっ た 留美 で あっ た が 、 ネー ナ の 攻撃 か ら 逃 れ た 先 の 
コロ ニー で 羊 那 と 沙 ち 合う 。 ヴェ ー ダ 本 体 の 所 在 が 
され た メモ を 麗 那 に 渡し た 留美 は 、 コロ ニー か ら プ トレ マ 
イオ ス 2 に 避難 する よう に 促さ れる 。 だ が 、 留美 は それ 
を 拒否 し 、 単 独 で 行動 する こと を 告げ る 。 衝 那 も 留美 
の 様態 を 見 て 戸惑い を 覚え て いた が 、 その 拒絶 の 意志 
は 明確 だ っ た 。「 あ な た た ちと は 行け な い の よ …… 求 め 
て る も の が 違う ん だ か ら 」 一 一 科 那 が 去っ て いく の を 見 
届け た 留美 は 、 そ う 独り 咳 くく 。 た と えど の よう な 被害 が 出 
よう と も 、 既 存 の 社会 シス テム の 崩壊 を 望ん で いた 留 
美 と 、 最終 的 に は 戦争 の な い 、 平和 な 社会 を 求め て い 
た 痢 那 た ち 。 同じ CB に 所 属し な が ら も 、 求 め て いる 世 
界 は 大 きく 和 華 離 し て いる こと を 留美 は 肌 で 感じ て いた か 
ら こ そ 、 鶴 を 分 か っ た の で ある 。 


人 能力 5E あ 539 る を 


留美 が CB だ け で な く イノ ベイ ド 勢 力 と も (表向き は ) 
台頭 に 付き 合う こと が で きた の は 、 王 家 が 持っ て いた 
豊富 な 資金 力 で ある 。 彼女 は それ を 駆使 する こと で 政 
治 力 と 発言 力 を 確保 し 、 若き 当主 と し て 名 を 挙げ て いっ 
た 。 だ が 、 彼 女 の 刻 革 へ の 想い は 「 王 家 か ら の 解放 」 
と いう 個人 的 な も の で し か な か っ た こと 、 ま た 、 ネ ー ナ な 
ど 自 身 の 部 下 に 対し て 高圧 的 な 態度 を 取っ て いた こと 
も あり 、 その 人 望 は ゼロ に 等 し か っ た と 言え よう 。 


<! 


世 へ の 想い 


ネー ナ は 当初 、 自 身 を 捨 っ て くれ た 劉 美 に 思 著 を 感じ て いた 。 だ が 、 彼女 の 
自分 勝手 な 考え に 次 第 に 茜 立ち を 由 え 始め る の だ っ た . 


0 m02 mm125 


MORE INFO! 


既存 の 社会 シス テム を 破壊 する ほど の 変革 一 一 と 
美 の 個人 的 な ら す : 
広げ て いる 武力 介入 より も 
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PERSONAL PROFILE ニン 本 02 mW 
リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク 謀 


階級 ソレ スタ ルビ ピー イン グ 
月 


. 出身 
Ribbons Almark 技能 ヴェ ー ダ へ の アク セス 析 


ヴェ ー ダ を CB か ら 故 取 し た 
正体 不明 の 人 物 


ユニ オン の 国連 大 使 と し て 外交 活動 を 続け る 一 
方 、 ン レス タル ビー イン グ (CB) の 監視 者 と し て プ ト 
レ マ イ オス の 行動 を 監視 し て いた アレ ハン ドロ ・ コ ー 
ナー。 彼 は チー ム ト リ ニ ティ を 戦場 に 投入 し て 以降 、 
その 本 性 を 明らか に し 、CB の 主導 権 掌握 と 「 イ オリ 
ア 計 画 ] の 奪取 を 目論ん だ 。 彼 は 「 イ オリ ア 計 画 ] を 
垂 め 、 我 が 物 と する こと に 絶対 の 自信 を 抱い て いた 
が 、 そ の 根拠 と な っ て いた の が 、 この リボ ポン ズ ・ ア ル 
マー ク の 存在 で ある 。 アレ ハン ドロ か ら [天使] と 称 
され 、 窟 愛さ れ た 彼 で あっ た が 、 そ の 裏 で 誰 よ り も 大 
き な 野望 を 持ち 、 戦 乱 の 中 で 暗 曜 し た の だ っ た 。 

リボ ンズ が アレ ハン ドロ に 密 愛 され た 理由 一 ー そ 
れ は 彼 が 、CB と 「 イ オリ ア 計 画 ] を 管理 する 量子 演 
工 処 理 シ ステ ム 「 ヴ ェ ー ダ ] に アク セス する 力 を 有 し 
て いた か ら で あ る 。 アレ ハン ドロ か ら 絶 大 な 信頼 を 得 
た リボ ンズ は 、 彼 の 侍 者 と し て 共に CB の 行動 を 監 
視 する よう に な っ た の だ っ た 。 

リボ ンズ は ある 計画 
の た め に アレ ハン キロ 
と に 接 江 。 アレ ハン ドロ 
と は 単純 な 主従 関係 


に 収まら な い 難 が り を 
持っ て いた よう だ 。 


で 、 彼 は ある 大 き な 計 
画 を 始動 させ る 。 


アレ ハン ドロ の 宇宙 船 
アレ ハン ドロ が 所 有 し て いた 


関連 ファ イル 
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西暦 2307 年 、CB の 実働 部 隊 ・ プ トレ マイ オス が 開 
始 し た 「 全 戦闘 行為 へ の 武力 介入 ] に よっ て 、 世 界 は 
混乱 状態 に 陥る 。 アレ ハン ドロ は その 後 、 デ ザイ ン ベ イ 
ビー で ある チー ム ト リ ニ テ ィ を 戦場 に 投入 し た ほか 、 開 祭 
し た 疑似 GN ド ライ ヴ と ジン クス の 設計 図 を 三 大 勢力 に 
供与 し 、「 イ オリ ア 計画 ] の 本 格 的 な 乗っ 取り を 開始 す 
る 。 リボ ンズ は その 傍ら で 「 ヴ ェ ー ダ ] へ の アク セス を 続 
け 、 厳 重 に 管理 され て いる は ず の 内 部 シス テム に 侵入 
し 、 そ の アク セス 権 を 奪取 し て いっ た 。 つい に は 月 の 裏 
側 に 設置 され て いた 「 ヴ ェ ー ダ ] の メイ ンタ ー ミ ナル へ と 
辿り 着き 、 完 全 に ヴェ ー ダ を 掌握 。 コー ルド スリ ー プ に 
入っ で いた CB の 創設 者 イオ リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ を アレ 
ハン ドロ が 射殺 し 、 計画 その も の を 手 に 入れ る の だ っ た 。 

だ が 、「 ヴ ェ ー ダ 」 を 掌握 し た リボ ンズ は 、 ア レ ハ ンド 
口 の 知ら な いと ころ で 別 の 計画 を 始動 させ る 。 それ は ア 
レ ハ ン ドロ を 出し 抜き 、 自 ら が 計画 を 乗っ 取り 、 そ の 首 
謀 者 と な る こと で あっ た 。 国連 軍 が 開始 し た CB 壊滅 作 
温 [FALLEN ANGELS] で は 、 満 を 持 し て 出撃 し た ア 
レ ハ ン ドロ を 敢えて 孤立 させ 、 プ トレ マイ オス に と ど め を 
判 され る よう 仕向 ける 。 リポ ンズ に 絶大 な 信頼 を 置い て 
いた アレ ハン ドロ か ら す れ ば 完全 に 慮 を 突 か れ た 状態 と 
な り 、 彼 は 戦死 。 自ら の 手 を 汚す こと な く 見 事 に アレ ハ 

"ンド ロ を 始末 し た リボ ンズ は 、「 ヴ ェ ー タ 」 と 共に その 後 
の 世界 を 陰 か ら 支 配 し て いく こと に な る の で ある 。 


中 時 EE 


リボ ンズ が アレ ハン ドロ に 付き 従っ た の は 、「 ヴ ェ ー 
ダ 」 の 掌握 が 目的 で あっ た 。「 ヴ ェ ー ダ 」 を 掌握 する こと 
は つま り 、 世 界 の 変革 を 目指 し た 「 イ オリ ア 計画 ] を 意 
の まま に で きる こと と 同義 で あり 、 計 画 の 監視 者 た る ア 
レ ハ ン ドロ に 接近 し 、 内 部 か ら 「 ヴ ェ ー ダ 」 へ と 近付い 
た の で ある 。「 ヴ ェ ー ダ 」 を 掌握 する まで は 、 ど れ だ け 屈 
辱 的 な 扱い を 受け よう と も 顔色 ひと つ 変 え ず 、 ア レ ハ ン 
ドロ の 右腕 と し て 働い た 。 だ が 、「 ヴ ェ ー ダ ]」 を 掌握 し 、 
プトレマイオス と の リン ク を 解除 し て か ら は その 態度 を 一 
変 させ る 。 アル ヴァ トー レ で 出撃 し た アレ ハン ドロ が 危 
機 を 迎え て も 助け る 素振り を 見 せ ず 、 通信 モ ニタ ー を 通 
じ て 「 ア レ ハ ンド ロ 、 あ な た は いい 道 化 で し た よ 」 と 、 裏 
切り を 告白 。 その まま 国連 軍 と プトレマイオス の 戦闘 に 
は 介入 せ ず 、 リ ボン ズ は [変革] に 向け た 新た な 作戦 
の 準備 に 入っ た の で ある 。 


MORE INFO! 


算 処 理 シス テム 「 ヴ ェ ー ダ ] は 、 イ オリ ア が 自身 の 計画 の 
た め に 開発 し た 装置 の ひと つ で あり 、CB の 活動 を 管理 し て いた 。 
ヴェ ー ダ へ の アク セス 権 は 数 人 が 有 し て いた が 、 ア クセ ス 権 は 央 し 
く 管 理 さ れ て お り 、 プ トレ マイ オス で は ス メ ラ : 
エリ ア ・ ア ー デ に の み 与 えら れ て いた 。 リオ 
用 いて 「 ヴ ェ ー ダ ] の 内 部 シス テム に 侵入 し 、 
所 する こと に 成功 。 その 後 は プトレマイオス や ティ エリ ア の アク セス 
権 を 剥 束 し 、 テ ィ エ リア の 乗 機 ガン ダム ナド レ に 搭載 され て いた 「 ト 
ライ アル シス テム 」 の 発動 も 阻止 し て いる 。 


ヴェ ー ダ の アク セス 権 書換 え 
は メイ ンタ ー ミ ナル で し か 行え な 
ズ は アレ ハ 
の 理 側 まで 足 を 


ンド ロ と 共 
運ん で いる 


ロフ ィ ー ル や 個人 情報 は [レベ 
ル 7」 と 呼ば れる 最高 機軸 所 
いで 保管 され て いた 


| 発 者 の イオ リア 自身 が 設置 
トラ ン ザ ム 」 が 発動 し た 
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マテ ィ ア ス ノ 信 時 デーーーー 
ベル ナ デ ッ ト @ ルル ー 清貧 操作 (マテ ィ アス ) 報道 (ペル: 


Matias Bernadette Leroux 


" マ 


陰謀 を 巡ら せ た 元 「 一 族 」 と 
戦乱 に 机 弄 され た 人 気 キ ャ スタ ー 


C.E.73 に 起き た プラ ント と 地球 連合 に よる 2 度目 
の 戦争 は 、 ギ ルパート ・ デ ュ ラ ンダ ル の 思惑 が 色 江 
く 反 映 さ れ た 戦乱 で あっ た 。 し 、 こ の 戦争 の 裏 
で 策謀 を 巡ら せ て いた の は デュ ラン ダル だ け で は な 
い 。「 人 類 の 幸せ ] を 目的 に 情報 で 世界 を 支配 し て 
いた 組織 「 一 族 ] も また 暗躍 し て いた の で ある 。 さら 
に は 、MS 乗 り の ジャ ー ナ リス ト で ある ジェ ス ・ リ ブル 
の クラ イア ント だ っ た マテ ィ ア ス は 「 一 族 」 か ら 祥 を 分 
か っ た 人 物 で 、 組 織 壊 減 の た め の ア ブロ ー チ を 仕 
掛け て いた の だ っ た 。 これ ら 裏 舞台 の 情報 戦 に 、 
プラ ント の 人 気 キ ャ スタ ー で ある ベル ナ デ ッ ト ・ 
ルル ー (ベル ) も 巻き 込ま れ 、 命 の 危機 に 瀬 す 
こと と な っ た の で ある …… 


CE72 に お ける 南ア メ 
り カ の 負 立 戦争 で ジェ ス 
(会 っ た ベル は 彼 を 高 
ザフト の 新兵 器 


ファ ント ムペ イン の 製 軸 
が 発生 する 。 


テー ペ こぐ 2S 光束 
ren へ 呈 YET SM 


その 人 椅 


々 を 操る 術 に 長け た マテ ィ ア ス は 、 良 く 
も 悪く も 真実 を 至 め る 存在 で ある 。 一 方 ベル は ジャ ー ナ リス 
ト と し て 強い 正義 到 を 持っ て 情報 に 接し 、 そ の 報道 信 
た め 暗 媒 す る 人 々 の 情報 戦 に 踏み 込み 、 危機 に 降 


(さろ) 一 ミミ プ ヾ せ サ マミ 2 マヤ 


XN 4 


エド ウー ド 。 
ー ル ルン 


女性 が 長 と な る 控 を 持つ 「 一 族 ]。 その 家系 の 男性 
と し て 生ま れ た マテ ィ ア ス は 性 別 を 偽り 、「 一 族 ] の 中 
で も 群 を 抜い た 才能 を 示し た 。 し か し 、 長 の 座 を 欲し た 
妹 マテ ィ ス に よっ て 秘密 は 暴 か れ 、 組 織 を 追わ れ て し ま 
う 。 だ が その 後 、 送 り 込ま れる 刺客 を よそ に マテ ィ ア ス 
は 3 年 で 「 一 族 ] に 匹敵 する 情報 網 を 築き 上 げ る 。 

使命 で ある 「 人 類 の 幸せ ] の た め に は 戦争 も 辞 さ な い 
「 一 族 ] の 手法 を マテ ィ ア ス は 否定 し 、 人 類 は 愚か で 
は な いと 考え て いた (マテ ィ ア スマ ティ ス 兄 妹 の 母 も 
そう 主張 し 、「 一族] を 追わ れ て いる ) 。 その 考え は フリ ー 
の フォ ト ・ ジ ャ ー ナ リス ト で ある ジェ ス ・ リ ブル と 出会い 、 
より 確か な も の と な る 。 真実 求め る ジェ ス の まっ すぐ な 
億 に 人 類 の 希望 を 見 出し た マテ ィ ア ス は 、 ク ライ アン ト 
と し て 取材 を 依頼 。 結果 と し て ジェ ス の 言動 が カン フル 
剤 と な り 世 界 と そこ に 住む 人 々 に 影響 を 与え て いく 。 そう 
し て マテ ィ アス と 同様 に ジェ ス の 本 質 に 着目 し た ロン ド ・ 
ミナ ・ サ ハク は 、 自 分 を 貫 こ うと する 力 な き 者 を 手助け 
する 「 天 空 の 宣言 ] を 発信 する 。 その 効果 で 人 の 本 質 
に 立ち 返る 者 が 増え て いく こと を 悟り 、 人 の 歩み の 邪魔 
と な る で あろ う 「 一 族 ] を 減 ぼ す 決意 を する 。 [一族] と 
自分 の 情報 綱 を ジェ ス と その 仲間 に 託し 、 マ ティ ス と 共 
に 「 一 族 ] の 歴史 を 閉じ る の で あっ た 。 


池 し た 者 に お 
ナ の 「 天 空 の 宣言 」 
し た マテ ィ アス は 一 族 を 注 亡 


ベル ナ デ ッ ト ・ ル ルー 

C.E71、 ブ プラ ント の キャ スタ ー で ある ベル ナ デ ッ ト ・ 
ルル ー は 、 南 米 の 英雄 エド ワー ド ・ ハ レル ソン (エド) の 
取材 で 風変わり な ジャ ー ナ リス ト の ジェ ス と 出会う 。 取 
材 対象 に 干渉 する 彼 の スタ イル は 報道 に 関わ る 者 と し 
て は 失格 だ と 感じ た ベル だ が 、 一 方 で 、 真 実 を 求め る 
た め 人 と 積極 的 に 交わ ろう と する ジェ ス に 興味 を 抱く 。 
そし て 彼 が 自分 を 頼っ て 重傷 を 負っ た エド を 運び 込ん だ 
際 は 、 プラ ント で の 治療 を 請け 負う の で あっ た 。 

CE73.09、 ザ フト の 新兵 器 取材 に お いて 外部 
ジャ ー ナ リス ト の 管理 を 任 さ れ た ペル は ジェ ス を 推薦 。 
だ が 新型 機 の 取材 は 平穏 に は いか ず 、 最 終 的 に 
モリ ー ワ ン は 戦火 に 巻き 込ま れ て し まう 。 さら に ユニ ウス 
セブ ン の 地球 落下 事件 の 裏側 で 、 ジ ャ ンク 屋 組合 へ 
の 負 撃 が 発生 する 。 その 報告 を 聞い た デュ ラン ダル 議 
長 の 反応 に 不穏 な も の を 感じ 、 戦乱 を 操る 何者 か の 暗 
躍 を 疑う 。 これ を 危険 視 し た デュ ラン ダル の 策謀 で 、 ベ 
ル は エド を プラ ント に 密入国 させ た 濡れ 衣 を 着せ られ て 
し まう 。 その 護送 中 、 人 気 キ ャ スタ ー と し て の 利用 価値 
を 求め た 「 一 族 ] か ら も 狙わ れる 。 この 危機 を 、[ 天 空 
の 宣言 」 の た め に 集 っ た 中 の ひと り 、 情 報 屋 の ケ ネ フ ・ 
ルキ ー ニ が 察知 し 、 ジ ェ ス の 意 を 波 ん で 救援 を 送る 。 そ 
の 後 、 ベ ル は ジャ ンク 屋 組合 に 身 を 寄せ る の だ っ た 。 


[切り 裂き エド 」 へ の 取材 を 


表 指 と し て ジェ ス と 出会っ た 
ベル は 、 真実 を 追い 求め る 
エス の 実 勢 に 和 満 を 恒 け 、 
や が て デュ ラン ダル (画像) 
の 晴 範 へ と 触れ か け て 命 を 


MORE INFO! 


IN (ニュ ー ト ラル ) ジャ マー に よっ て 、 地上 で の 通信 手段 の 

ブル に 移り 変わ り 、「 情 報 ] の 秘匿 性 は 低く 

つた 。 これ に より 情報 の 扱い は より 重要 な も の と な る 。 その 

[幸屋 の 存在 は 非常 に 重要 と な り 、 個人 の ジャ ー ナ リス 
一 揚 千 金 を 狙う 者 は 多い 。 


性 われ る 立場 と な る 。 


C.E. に お ける 情報 の 価値 


ケナフ ・ ル キー 
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年 齢 15 歳 
間 一 地球 連邦 軍 


出身 サイ ド 7 
技能 MS 操 縮 、 季 導 


Hayato Kobayashi 


自ら の 感情 と 向き 合い な が ら 
戦っ た ホワ イト ベー ス 際 の 少年 兵 


ハヤ ト ・ コ バ ヤシ は 、 一 年 戦争 で ホワ イト ベー ス に 
乗艦 し た 若者 の ひと り で あり 、 ニ ュー タイ プ 部 隊 と 称 
され た 集団 の 中 村 に 居 た 少年 だ っ た 。 だ が 、 ホ ワイ 
トペ ー ス 隊 の 評価 は アム ロ ・ レ イ の 活躍 に よる 部 分 
が 大 きく 、 彼 に 対し て 複雑 な 感情 を 抱く 者 は 少な く な 
か っ た 。 ハヤ ト も また アム ロ を 意識 し 、 そ の 感情 に 苦 
悩 し な が ら も 戦い に 臨ん だ の だ っ た 。 

一 年 戦争 当時 、 ハ ヤ ト は 家族 と 共に 中 立 の サイ ド 7・ 
1 バン チ に 暮らし て いた (移住 し た の は U.C.0078.05 
頃 だ っ た と いう )。 だ が 、 地球 連邦 軍 の 研究 施設 建設 
の た め に コバ ヤシ 家 は 移転 させ られ 、 軍 の 技術 者 を 
父 に 持つ アム ロ に 対し て 反発 の 念 を 抱く よう に な る 。 
そう し た 状況 の 中 、 ジオ ン 公 国軍 の サイ ド 7 嘩 撃 で 母 
を 失い 、 ホ ワイ トペ ー ス に 身 を 寄せ た ハヤ ト は 、 自 ら 
の 感情 と 向き 合い な が ら 戦 い の 道 を 進ん で いっ た 。 
その 歩み は 、 不 器用 に 己 の 価値 を 探し 求め た 少年 
の 成長 を 促す こと に な る の で ある 。 


ハヤ ト は 、 成 り 行 き の ま 
まま 戦 い に 身 を 投じ る 。 そ 


TV 作戦 」 で 開発 され た 長 中 
朋 寺 押 用 MS。 複 氷 で U 


サイ ド 7 性 過 戦 
FE PREVEW 


120-13 


リエ ウ さ の を 鋭 ほ だ 右 の が 
目 の 前 に ぷる 795G で 3 


ホワ イト ベー ス に 避難 し た ハヤ ト は 、 サイ ド 7 の 戦闘 で 
正規 クル ー の 多く を 失っ た 艦 の 一 員 と し て 戦い に 身 を 投 
じ た 。 当初 は 機銃 座 の 砲手 な ど を 務め て い ガン 
ダム で 戦う アム ロ を 追う よう に パイ ロッ ト と な り 、 ガン タン 
ク の 砲撃 手 を 担う こと と な る 。 生来 の 果敢 な 性 格 に 加 
えて 、 ア ムロ へ の 対抗 意識 が そう し た 立ち 位置 を 選ば 
せ た の だ ろう 。 才能 を 開花 させ た アム ロロ の 存在 
感 は ホワ イト ペー ス 隊 の 中 で 日 を 追っ て 大 きく な り 、 そ の 
背中 を 見 て いる し か な か っ た ハヤ ト は 焦り と 苦悩 を 深め 
て いっ た の だ っ た 。 

し か し 、 ジ オン 公国 軍 と の 戦い の 中 で 積ん で いっ た 
様々 な 経験 は 、 ハ ヤ ト を 人 間 的 に 成長 させ て いき 、 ア 
ム 口 へ の 対抗 心 を も 薄れ させ て 人 ゆく 。 ハ ヤ ト の 心中 に は 
パイ ロッ ト と し て アム ロ に 勝ち た いと いう 想い が 依然 と し 
で あり 、 彼 に 遠く 及ば な い 自ら の 不 甲 斐 な さ を 嘆く こと 
も あっ た 。 だ が 、 ホ ワイ トペ ベー ス 隊 の 一 員 と し て の 使命 
感 や ジオ ン 公国 に 対す る 義 情 も また 存在 し 、 ハ ヤ ト を 私 
情 に 偏ら せな か っ た の で ある 。 その よう に 心情 が 移り 変 
わっ た 背 胡 に は 、 ハ ヤ ト の 胸中 を 察し た フラ ウ ・ ボ ウゥ の 
共感 が めった 。 フラ ウ に 惹か れ 、 彼 女 と 親密 に な っ て 
いっ た こと も 、 ハ ヤ ト を 変え る 一 因 に な っ た の だ ろう 。 そ 
し で て 、 ホワ イト ペー ス を 守っ て 一 年 戦争 を 戦い 抜い た ハ 
ヤ ト は 、 仲間 た ちと 共に 終戦 を 迎え た 。 そこ に は 、 自ら 
の 感情 に 決着 を つけ た 少年 の 笑顔 が あっ た の で ある 


- 年 戦争 を 戦い 抜い た ハヤ ト の 歩み 


ハヤ ト は 、 北 米 グ レー トキ ャ ニオ ン 付 近 で の ガル マ ・ 
ザビ 隊 と の 戦闘 で リュ ウ ・ ホ セイ と 共に ンク で 出 
撃 し 、 パイ ロッ ト と し て の 初陣 を 経験 し た 。 一 説 に は それ 
以前 、 ル ナツ ー 入 港 直前 の ファ ル メ ル へ の 攻撃 で 、 ガ 
ンタ ンク に 搭乗 し て 実戦 に 参加 し て いた と も され る 。 そ 
の 後 も ホワ イト ペー ス 隊 の パイ ロッ ト と し て 戦っ た ハヤ ト 
は 。 ア ム 品 に は 及ば な いま で も 正規 の 軍人 を 凄 ぐ 戦 果 
を 残し た 。 ジャ ブロ ー 基 地 に 到着 し て か ら 再び 宇宙 に 上 
: の ち は 、 新 た に 配備 され た ガン キャ ノン (C-109) 
に 搭乗 し た が 、 引 き 続き ガン タン ク を 乗 機 と し て ジオ ン 公 
国軍 の 試作 MA ザク レロ と 交戦 し た と いう 説 も ある 。 ソ 
ロモ ン 攻 略 戦 で は 戦闘 中 に 負傷 し て ホワ イト ペー ス へ 
の 帰 角 を 余儀 な くさ れ た が 、 傷 が 癒え て 参加 し た ア ・ バ 
オア クー 戦 で は カイ ン と 共に 機体 を 失う まで 戦い . 
仲間 た ちと 要 寒 から の 脱出 に 成功 し た の だ っ た 


貞光 中 苦 実に 成長 を 遂げ た ハヤ ト の 力量 


パイ ロッ ト と し て の ハヤ ト は アム ロ に 及ぶ ほど で は な 
か っ た も の の 、 実 戦 で 経験 を 積ん で 力量 を 高め て いき 
一 人 前 の 戦士 に 成長 し て いっ た 。 また 、 の ち に カラ バ 
の 指揮 に 活か され る 戦術 限 も この 頃 か ら 発揮 され 、 ブ 
ライ ト に 助言 する こと も あっ た と いう 。 な お 、 民 間 人 だ っ 
た 頃 か ら 和 柔道 を 嗜 ん で お り 、 リ ュ ウ の 死に 激 暑 し て 殴り 
掛か っ て きた アム ロロ を 逆 に 組み 伏せ た こと も あっ た . 


り リュ ウ と コン ピ を 組ん で ガン タン ク を 駆り 、 パ バイ ロット と し て 成長 し て い 
た 、 アム ロ と 員 護 に な っ た 了 に は 、 彼 を 投げ 飛ば し て いる 。 


地球 連邦 軍 の 選 
て お 


を 伝 に し 
が 、 埋 購 の 
流 で ホワ イト ペー ス へ 


奈 
の 門 区 を 衝 位 な くさ れ 、 そ 


ハ Y ト は アム ロ 自 分 の 間 に 埋め 
られ な い 差 が ある こと を 自覚 し て い 
た ソロ モン 攻略 
ャ - せ せ は 、 付 き 添 2 フラ ウ に そ 
み 、 戦 要員 を 吐 呈す る 
真 面 上 な 性 格 が 役 
そろ 2。 


アム ロ の 声 に 導 か れ て 
仲間 た ちと 共に アー バ 


イト ペー ス 防 タ 
し 意識 が あっ た 


a サシ ッ イェ 120-14 


120-15 
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(Ov) mM2 RT4 ln 


PROFILE 


タシロ ・ ヴ ァ ゴ ご 


酷 級 大佐 (イエ ロー ジャ ケッ ト 司 令 家 ) 


部隊 ・ 首 隊 指 揮 ーー 


Tassilo Wago 


権力 の 頂点 を 望み つつ 、 
己 の 野心 に 踊ら され た 軍人 


旧 世 紀 以 来 、 地 球 に は いく つも の 国家 が 誕生 し 
て は 消え て いっ た が 、 減 び の パタ ー ン は 2 種類 し か な 
い 。 外圧 に 屈する か 、 内 部 か ら 崩 壊す る か だ 。 広い 
版 図 を 有する 国家 ほど 内 部 か ら の 侵食 に は 騙 く 、 強 
大 な 権力 を 有する 帝国 が 3 
例 は 枚挙 に 暇 が な い 。 U.C.0149、 サイ ド 2 に 興 っ た 
ザン スカ ー ル 帝国 も 、 そ の 崩壊 の きっ か け は 軍 内 部 
の クー デ タ ー か ら 始 まっ た 。 その 反乱 を 主導 し た 人 
物 が タシロ ・ ヴ ァ ゴ で ある 。 帝国 の ナン バー3 と ま 
で 評 さ れ た タシロ は 、 帝国 の 実質 的 な 指導 者 で 
ある フォ ン セ ・ カ ガチ が 外部 か ら 招い た 人 物 だ っ 
た 。 軍人 と し て の 彼 の 手腕 を 利用 し て 軍事 力 を 
拡大 し よう と し た らし い 。 その 目論み は 功 を 奏し 
帝国 還 (ベス パ ) を 組織 し た タシロ は その 司令 官 


た 。 力 を 手 に する ご と に タシロ の 野望 は 肥大 し 、 や が 
て 帝国 全土 の 掌握 を 望む まで に な っ た の で ある . 


i こ 建 造 され た 
クイ ー ド 緑 宇宙 戦 穫 の 
番 艇 座 乗 


地 司 令 の ファ ラ は リガ ティ ア と の 戦闘 で 特別 区 
ウー イッ グ へ の 爆撃 を 強行 。 その 責 を 問わ れ て いた の 
だ 。 する と タシロ は ファ ラ に 宇宙 漂流 刑 を 宣告 し 、 ノ ー 
マル スー ツ だ け を 身 に 着け た ファ ラ を 宇宙 空間 に 放逐 
し た 。 タシロ に 言わ せれ ば 、 極 秘 裏 に 彼女 を 回 収 する 


れ た 彼女 は 精神 に 変調 を 来 し て し ま 
いこ と に ファ ラ の 取り 逃し た リガ ・ ミ リ 
ティ ア 部 隊 が カイ ラス ・ ギ リー を 占拠 する と いう 事態 が 
発生 。 タシロ 自身 も 責任 を 問わ れる こと に 。 処刑 
現場 に リガ ・ ミ リティ ア が 乱入 し た こと 、 何 より これ まで 
の 彼 の 功績 を 評価 する カ ガ チ の 尽力 に より 死刑 こそ 免 
れ た が 、 タ シロ に 感謝 の 気持 ち は 生じ な か っ た 。 それ よ 
り も 死刑 寸前 まで 自分 を 気 に 掛 け な か っ た カ ガ チ に 怒り 
を 覚え 、 次 第 に 対抗 心 を 器 わ に し た 。 

そん な タシロ が つい に 反旗 を 振 し た の は 、 ザ ンス カー 
ル 戦 争 終盤 だ っ た 。 その きっ か け は リガ ・ ミ リティ ア と 
地球 連邦 軍 の 連携 が 実現 し た こと で 、 そ の 対抗 策 と し 
て 帝国 軍 は 巨大 サイ コミ ュ 兵 器 [エン ジェ ル ・ ハ イロ 2] 
の 投入 を 決定 。 その 直 衛 艦隊 司令 に タン ロ が 抜 摺 さ 
れ た の で ある 。 艦隊 戦 の 最 中 、 戦局 が 不利 に な っ た と 
感じ た タシロ は 、 当該 宙 域 か ら 離 脱 。 さら に 帝国 の 女 
王 マリ ア ・ ピ ァ ・ ア ー モ ニア を 人 質 に 取り 、 カ ガ チ に 投 
降 を 求め て いる 。 と ころ が 事 は 思 悪 通り に は 進ま な か っ 
た 。 カ ガ チ に と っ て 女王 は 便 優 に 過ぎ ず 、 切 り 捨て て も 
痛く な い 存在 だ っ た 。 さら に 反乱 部 隊 の 中 核 と な る ぺき 
ファ ラ は ウッ ソ ・ エ ヴィ ン と の 対決 に 固執 し 、 命 令 に 従 
お うと し な い 。 作 方 塞 が り に な っ た タシロ は 激情 の まま 、 
女王 に 銃 を 向け て いる 。 己 の 野心 を 満た ます ため に 周到 
な 準備 を し た タシロ だ が 、 最 後に は 一 時 の 感情 か ら 身 
を 減 ぼ すこ と と な っ た の だ 


ファ ラ へ の 対応 に 見 られ る 価値 観 の 相 信 


愛人 で ある ファ ラ へ の 態度 を 見 る 限り 、 彼 に 愛情 が 
が か どう か は 疑わ し い 。 た と え あ っ た と し て も それ は 
薄 で あり 、 自ら の 保身 の た 簡単 に 捨て られ る も 
ろう 。 宇宙 漂流 刑 か ら 生還 し た ファ ラ に 言 
明 を する 姿 は 、 相 手 を 案じ て と いう より も 
立場 を 取り 繕 お うと 必死 に な っ て いる よう に 感じ られ る 。 
タシロ が 大 切な の は 自分 だ け だ 


能 カ ER 


野望 の 大 き さ や 愛人 へ の 対応 は さて お き 、 軍 人 と し 
て の タシロ は 高い 評価 を 得 て い る 。 短期 間 で ナン バー 
3 の 座 を 獲得 し た の は 優れ た 才覚 の 賜物 だ ろう 。 中 に 
は ムッ ター マ ・ ズ ガン の よう に 彼 を 「 戦 争 屋 ] と 非難 す 
る 者 も いた が 、 タシロ の 威信 が 揺らぐ こと は な か っ た 。 


帝 固 の 地球 保 攻 の 要 と な る エン ジェ ル ・ 
放 能 シュ バッ テン か ら 指 押 を 罰 る 次 は 軍人 と し て 


提 を 見 る に 敏 と いう 側面 も あり 


MORE INFO! 


画 スク イー ド 1 の 紫 長 
カイ ラ 


浴 の 戦闘 
手 らし く 、 接近 する リガ ・ ミ リ 
ィ ア 夏 隊 に 白兵戦 を 仕掛 けろ 
と の 命令 に 尻込み し て いた 


る 
不 


和 隊 を 拓 探 す 人 議 


動 


敵 で あろ うと 利用 で きる な 
ら ば 機会 は 逃さ な い 。 帝 


に た 。 り ガミ 
リティ ア と の 映 天 が 激化 す 
意 に 沿わ な い 雪 王 に 度 を 立て 、 倫 作 


タシロ の 側近 た ち 


画 シュ バッ テン の 艦長 
エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ の 防衛 を 担 
当 。 上 官 が 帝国 の 女王 に 反 族 を 
動 す と は 思っ て お ら ず 、 防衛 担当 
軍 域 か ら の 撤退 念 名 に 難色 も 示 
す 容 が 目撃 され て いる 。 


大 通 . サ シラ イズ 120-16 
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PERSONAL PROFILE 


he 7 に 燃え た ザフト レッ ド の 戦い 


C.E.71.1.25 


自 業 自得 で す 


C.E.71.2.13 


出 て 来い スト ライ ク ! 


Eo ne 02 se 12c 


イザ ー タ クタ ・ ジ ュー ル 編 


ザフト の エリ ー ト 


Case of Yzak jule 


ザフト レッ ド 」 と し て ヘリ オ ポ リ ス 襲 撃 作戦 に も 参加 


し た イザ ー ク ・ ジ ュー ル は 、 度 重 な る 仲間 の 離反 に 心 を 揺らす の だ っ た 


出 


へ リオ ポリ ス 


員 エ ザ リ ア ・ ジ ュー ル の 息 
子 で あっ た イザ ー ク ・ ジ ュー ル は 、 ザフト の 士官 学校 を 
優秀 な 成績 で 卒業 し 、 ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ 率 いる クル ー 
セ 隊 に 配属 され た 。 クル ー ゼ 隊 で は 、 同 じ く 士官 学校 
か ら 配 属さ れ た アス ラン ・ アッ カ ・ エ ルス マン 、 
コル ・ ア マル フィ ら と 共に 、 オ ー ブ の 資源 衛星 ヘリ 
オ ポ リ ス で の 新型 MS 強 戦 に 参加 。 イザ ー ク も 
5 機 の 「G] の うち の 1 機 、 デ ュ エル ガン ダム の 奪取 に 


ヘリ オ ポ リ ス で スト ライ ク を 取り 逃し た クル ー セ 隊 
は 、 以 降 、 ス トラ イク が 搭載 され た 地球 軍 の 新鋭 艇 
アー クエ ンジ ェ ル を 追撃 する 。 イザ ー ク も デュ エル ガン 
ダム で 出撃 し 、 ア スラ ン や ニコ ル 、 ディアッカ た ちと 共 
その 中 で 、 ス トラ イク の パイ ロッ ト で あ 
る キラ ・ ヤ マト が 、 アスラン - ザ ラ の 幼なじみ で あり 、 コー 
ディ ネイ ター で ある こと が 発覚 する 。 キラ に 対し て 殻 然 
に 出 ら れ な い ア スラ ン に 代わ り 、 そ の 打倒 


成功 する 。 その 後 、 取 り 逃 し た 残る 1 機 、 ス トラ イク ガ 
、 攻 撃 を 継続 。 隊 の メン バー で 
ゲル ・ ア イマ ン に も 、 拠 点 玉 滅 用 の D 装 備 を 有 
I - で の 出撃 命令 が 下 
リス の 崩壊 を 懸念 する ニコ 

らし いと いう 口 振り で 上 記 の 言葉 を 返す 。 中 立 を 衣 っ 
て いな が ら 、 地 球 軍 と 結託 し て MS を 開発 し て いた オー 
プ に その 責任 が ある と 断 じ た の で ある 。 


ある : 


に 臨ん だ イザ ー ク 。 だ が 、 地球 軍 第 8 艦隊 と 合流 し た 
アー クエ ンジ ェ ル に 急 舞 を 掛け た 際 、SEED を 発現 し 
た キラ か ら 猛 攻 を 受け 、 デ ュ エ ル が 中 破 。 さら に イザ ー 
ク 自 身 も 顧 面 に 大 き な 傷 を 負っ て し まっ た 。 プラ イド が 
傷付け られ た イザ ー ク は 、 手術 に よっ て 簡単 に 消せ る 
は ず の 傷痕 を 敢えて 残し た まま 、 戦 線 に 復帰 する 。 そ 
れ は 、 ス トラ イク に 敗北 を 喫し た 屈辱 を 忘れ まい と する 
イザ ー ク の 強い 決意 の 表れ だ っ た 。 


プラ ント へ 放 た れる 砲火 、 
ひと つた り と も 通す ん じゃ な い ! 


MORE INFO! 


結 後 の イザ ー ク 


人 放 あい つが 死な な きゃ な ら な い ! 1 


イザ ー ク の 苦難 に 満ち た 戦い は その 後 も 続い た 。 
ディ アッ カ と 共に 派遣 され た バル ト フ ェ ルド 隊 で は 慣れ 
な い 地 球 環境 に 苦し み 、 そ の 後 、 ク ルー ゼ の 命令 に 
より 結成 され た 部 隊 (ザラ 隊 ) で は アス ラン の 補佐 に 
回 る な ど 、 ス トラ イク 打倒 の 表 無 台 に 立つ こと すら で 
き な い 日 々 を 過ごす 。 それ で も オー ブ へ の 潜入 作戦 を 
経て 、 オ ー ブ 近 海 で の アー クエ ンジ ェ ル 襲撃 作戦 を 
開始 。 この 作戦 で アー クエ ンジ ェ ル と スト ライ ク を 追い 


ニコ ル の 吊 い 合戦 と な っ た マー シャ ル 諸 島 の 戦い 
で は 、 ア スラ ン が 重傷 を 負っ た だ け で な く 、 デ ィ ア ッ カ 
も アー クエ ンジ ェ ル の 捕虜 と な っ て し まう 。 その 後 、 ア 
スラ ン は プラ ント 本 国 へ と 戻っ たため 、 イ ザー ク は 独り 
地球 で 行動 する こと と な る 。 彼 は 地球 軍 の 宇宙 へ の 
連絡 路 を 断つ べく 実行 され た 「 パ ナマ 攻略 戦 ] に 参 
加 、 作 戦 の 最終 目標 で あっ た マス ドラ イ バ ー の 破壊 
に 成功 する 。 また 、 こ の 作戦 に 用 いら れ た 特殊 兵器 


ザフト と 地球 軍 の 決戦 の 無 台 は 宇宙 へ と 移り 、 イ 
ザー ク も 宇宙 へ と 帰還 する 。 だ だ が 、 デ ィ ア ッ カ や アス 
ラン は アー クエ ンジ ェ ル ノエ ター ナル プク サナ ギ ら で 
構成 され た 独立 部 隊 へ と 合流 し 、 イザ ー ク だ けが ザ フ 
ト に 残る 状況 と な っ て いた 。 戦場 で ディ アッ カ や アス 
ラン と も 再会 し た イザ ー ク は 、 も は や 単なる 破壊 行為 
で し か な い ザ フト と 地球 軍 の 戦闘 を 止め させ る た め に 
彼ら 5 が 戦っ て いる こと を 知り 、 感化 され る 。 だ が 、 母 エ 


独立 部 隊 と の 再度 


詰め た が 、 ザラ 隊 の メン バー で ある ニコ ル が 、 ス トラ イ 
ク の 攻撃 を 愛 け て 戦死 し て し まう 。 心 優し い 
対し て 厳し い 態 度 を 取る こと も 多かっ た イ - 
や は り 戦 友 と し て の 情 は 強く 、 彼 を 救え な か っ た | 自身 
に 対し て も 慎 り を 覚え ん 、 つ い に は その 奇 立ち を アス ラ 
ぶつ け て し まう 。 ディ アッ カ が 制す る まで も な く 、 
イザ ー ク も それ が 不毛 で ある こと を 知っ て いた が 、 感 
情 の 兄 ぶ り を 抑え る こと が で き な か っ た 。 


ル が 絶大 な 威力 を 発揮 し 、 地 球 軍 の 主 カ 
機 ス トラ イク ダガー を 電磁 衝撃 波 に より 次 々 と 行動 不 
能 と し た 。 ザフト は 行動 不能 と な っ た MS と パイ ロッ ト 
に 攻撃 を 加え た ほか 、 投 降 す る 地球 軍兵 に も 容赦 の 
な い 攻 撃 を 浴び せ た 。 イザ ー ク は こう し た 虐殺 行為 に 
対し て 嫌悪 感 を 示し 、 上 の 言葉 を 咳 く 。 いく ら ナチ ュ 
ラル が 憎い と いえ ども 、 軍人 と し て の 一 線 を 越え る こと 
は な か っ た 。 


ザ リ ア が プラ ント 最高 評議 会 の 議員 を 務め て いた こと 
も あり 、 イザ ー ク は 最後 まで ザフト を 離れ よう と は し な 
か っ た 。 その 中 で 自ら が 指揮 を 執る 部 隊 、 ジ ュー ル 隊 
を 新た に 編制 し た 彼 は 、 プ ラン ト 本 国 へ の 核 攻 撃 を 
防ぐ こと の み に 力 を 注ぐ 。 拠点 で あっ た ボア ズ は 枝 攻 
繋 に よっ て 破壊 され た が 、 本 国 へ の 攻撃 は 独立 部 隊 
の 協力 も あっ て 阻止 に 成功 。 本 国 を 守る ーー その 気 
持ち だ けが イザ ー ク を 戦場 に 向かわ せ た の だ っ た 。 
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a02 wl 
パト リッ ク ・ ザ ラ 生計 、 和 - 


Patrick Zala | 


共 能 


RY 


a 
- ル 7 


で 


に 


こ は 期 待 を 掛け て いた 
生じ る の 


120-19 


| 機 戦 ガン ダム SEED 


PERSONAL PROFILE 


り 、 地 球 軍 と 中 オー ブ 連 
同 開発 が 発覚 。 中 立国 を 巻 


ジャ マー 投下 を 中 杜 と し た 
ウロ ボロ ス 」 を 見 直し 、 よ り 


地球 軍 の 拠 
カ 基 地 (JOSH-A) に 変更 ) を 攻撃 目標 と する 
ビッ トブ レイ ク ] を 提案 し 、 了 承 さ れる 
この 作戦 が ザフト の 勝利 戦闘 の 終結 に 繋が る 
ント の 歌姫 で ある ラク ス ・ ク ライ 
より 戦局 は 混 活 と し 


地球 軍 へ の 流失 に より 、 再 び プ ラン ト は 核 の 危機 に 晒 


ス を 地球 に 向け て 発射 し よう と し た パト リ 
見 た 部 下 に 対し て この よう ( 


その 傾 り が つい 
a 親 だ け 
な り 、 パ トリ ッ ク は 命 を 絶た れ て し 


MORE INFO! 
ブラ ント 最 会 メン バー 
プラ ント 最高 評議 会 は 地 球 側 へ の 対応 を X り 急進 泊 、 科 人 


派 中 立派 の 3 つの 替 力 に 分 か れ て いた 。 だ が 、 埋 乱入 期 に な 
る と パト リッ ク を 中 心 と し た 急進 派 の 力 が 増し て いっ た 。 


バ パトリック ・ ザ ラ 


| 02 中 1 


バー ネル ・ ジ ェ セ ッ ク 
( 艇 陽 寄 り 中 立 ) 

松 叶 語法 要員 / フ ウェ ン ペ 
ルル 市 選出 
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PERSONAL PROFLE os es oO n02 mm0 
サー ペン ト テ ー ル ② 庄内 デーー と 


(ロレ ッ タ ・ ア ジャ ー プ 風花 ・ ア ジャ ー) 
Serpent Tail 


関連 ファ イル 


P03 が タダ 


機動 戦 士 ガ ンダ ム SEED ASTRAY 


ERSONAL PROFILE DL Pt AM Sr) [BS] 02 sm0 


ロレ ッ タ ・ ア ジャ ー 


風花 ・ ア ジャ ー 


0 と し 


が 典 MS の 登場 に よっ て 戦場 の 最前 線 に 立つ こと は な く な 
る の た 自 が 、 そ れ 以 前 に 広く 普及 し て いた パワ ー ド スー ツ 。 CE.71( 
お いて は 、2m 程 度 の サイ ズ を 活か し て MS が 侵入 で き な い 
末路 や 狭い 場所 で の 運用 に 重宝 され て お り 、 限定 的 な 任務 
ナチ ュ ラ ル で ある ロレ ッ タ は MS こ 
、 潜 入 爆破 任務 に お ける 相棒 と し て 
な じじ て 知り 信 y 複数 の パワ ー ド スー ツ グティ ] を 所 有 し て いる 。 ナチ ュ ラル と 
< = コー ディ ネイ ター が 共存 する アマ ゾン の 村 の 防衛 や 、 ソ キ ウ 
族 ] の の で 4 ス と 決闘 し た 効 へ の 随伴 時 な ど に 運用 され た 


煙管 の スペ シャ リス ト と し 
て ロレ ッ タ が 運用 する こと 
が あい パワー ド 
スー ツ を 用 い ず 生 身 で 行 ” アク タイ オン 社 製 の 戦 開 用 パフ ー ド スー ツ 。 肢 部 が クロ 
動 す る こと も あっ た いる 。 市 笛 戦 共 地 攻略 戦 用 の コー ナー ショ ッ ト ラ イフ ル 等 を 持つ 


機動 戦士 ガン ダム O00 


(0) ne? 呈 0W 


、 アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム 王 ae 一 一 ッ 


Allelujah Haptism 


幼少 の 頃 、 ア レル ヤ は 超人 機関 に # 
と し て 様々 な 人 体 実 験 を 受け て いた 
の 中 「 ア レル ヤ ] の 名 を 与 
彼女 と の 選 近 か ら 未来 に 希望 を 抱く こと 


立 致 され 、 被験 体 E-57 
憶 も 抹消 され 、 絶 望 


GN-007 
アリ オス ガン ダム 


ガン ダム キュ リオ ス の 発展 弄 
と し て 開発 され た 可変 MS 
飛行 形 態 で は 圧倒 的 な 加 


大 揚 な 手 
も それ ほじ まで に 「 生 ] 
El 39 が 大 さか っ 
と 言え よう 


ググ 4 


回 S 


121-15 


ハレ ル ヤ の 復活 と 共存 


マリ ー を 守る た め に 振る われ た カ 


ダブ ルオ ー ラ イザ 
子 の 大 量 骸 
や の 前 量子 流 
より アレ ル ヤ の 中 に 記 っ て いた 
ハレ ル ヤ が 呼 


MORE INFO! 


ソー マ は 、 マリ ー の 記憶 を 改 写し て 誕生 し た 超 
アレ ル ヤ の 呼び 掛け に より マリ ー の 記憶 が 閑 - 
ル ゲ イ が 戦死 し た 際 に ソー マ と し て の 自我 が 復活 
リー より も ソー マ と し て の 意思 が 強く な っ た 


た アレ ル ヤ 。 ヘ ル メ ッ ト は 


— 
与え られ た 能力 を 用 い 、 
ガ ガ や ガラ ッ プ を 芝 破 
存する 


MXNBS 121-16 


121-17 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


(MW) 本 02 ser17n 


ロー ム フ ェ ラ 財 団 派 の 人 々 


People of A Lomeferra Foundation Group 


MD 開発 (ツバ ロフ 


0Z に よる 世界 続 一 の 中 で a 証 ao a 
勃発 し た 財団 の 内 紛 ee La NN 


欧州 の 王侯 貴族 た ち が 、 自 然 や 伝統 を 守る 名 目 
で 設立 し た 保守 系 組織 が ロー ム フ ェ ラ 財団 で ある 。 
その 内 実は 既得 権益 を 守る た め の も の で あり 、 ア フ 
ター・ コ ロニ ー (AC.) に 入っ て か ら も 、 軍 事 組織 で 
ある 0Z (オズ ) を 用 いて 地球 連合 軍 を 牛耳っ て いた 。 
A.C.195、 時 の 財団 首脳 デル マイ ユ 候 は 、 財 団 幹 
部 トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ を OZ の 総帥 に 擁立 し 、 
連合 軍 に 対す る クー デ タ ー 「 オ ペレ ーション ・ デ イブ 
レイ ク ] を 敢行 。 これ に より 地球 圏 を 制圧 し た デル マ 
イコ は 、 コロ ニー 国家 群 も 傘下 に 収め る べく 、 ある 計 
画 を 立ち 上 げ る 。 それ は ツ パ ロフ ・ ビ ル モ ン が 主導 し 
て いた 無人 MS 一 MD (モビ ルド ー ル ) に よる 軍事 カ 
の 確保 だ っ た 。 だ が 、 こ の 計画 が トレ ー ズ の 反発 を 
生み 、 財団 は 崩壊 の 一 途 を 辿っ て いく の だ っ た 。 

デル マイ ユ は 財団 が 世 
界 を 制圧 する 手段 と し て 


MD を 推進 。 人間 同 二 
は 戦っ て こそ 意 装 ある 存 


ツバ ロフ は 0Z の 技師 長 
と し て MD の 開発 を 手持 
け て いた 。 彼 が 完成 
せ た ビ ルコ ゴキ 主力 機 と し 
で 


関連 ファ イル 
zoevs 


戦闘 用 MS の 開発 や トレ ー ズ の 0Z へ の 派遣 な ど 、 デ 
ル マ イ ユ は 財団 の 積極 的 な 政治 介入 を 主導 し た 。 だ が 、 
MD の 導入 に トレ ー ズ が 反発 し 、 財団 の 内 紛 に 繋が っ た 
の は 予想 外 で あっ た 。 慌て た デル マイ ユ は 急 憶 、 民 衆 か 
ら 支持 を 集め て いた り リリー ナ ・ ビ ー ス クラ フト を 像 伸 と し て 
擁立 する が 失敗 。 彼 は 財団 で の 居場所 を 失う の だ っ た 。 


リリ ー ナ の 戸 え る 完全 平和 主 
egrets re 


、 デ ル マ イ ユ に と っ て 


0Z 技 師長 と し て MD の 開発 に 取り 組ん で いた ツ パ ロフ 
は 、 つ い に 完 成 し た MD・ ビ ル ゴ の 能力 に 自信 を 持っ て 
いた 。 ト レー ズ が 失脚 する と OZ 宇宙 軍 の 司令 官 に 就任 。 
「 オ ペレ ーション ・ ノ ヴァ ] を 発動 させ 、 トレ ー ズ 派 と 反 財 団 
勢力 の 一 掃 に 着手 し た 。 その 結果 、 サン クキ ング ダム を 崩 
壊 に 導く も 、 ホ ワイ ト ファ ング の 蜂起 に 遭い 命 を 落と し た 。 


宇宙 要 密 バル ジ で MD 部 隊 


に よっ て 拘束 され た 。 その 後 
脱出 し た が 、 アル トロ ン ガ ンダ 
ム の 相 撃 に 道 い 死 亡 し た 。 


ツバ ロフ の 部 下 で あっ た 技術 士官 トラ ント ・ ク 2 ラーク 
は 、MD で は な く 、 戦 闘 中 に 南 獲 し た ウイ ング ガン ダム 
ゼロ の 性 能 に 興味 を 抱い て いた 。 彼 は デュ オ ・ マ ッ ク 
スウ ェ ル を 脅迫 し て 無理 や り 機体 に 搭乗 せる な ど 、 独 
断 で 「 ゼ ロ シ ス テム ]」 の 研究 に 没頭 。 そし て 、 そ うし た 
暴走 は 制御 で き な く な り 、 自身 を 減 ぽ す 結 果 と な っ た 。 


人 で ef 和 て し まっ 6。 


MORE INFO! 


財団 の 下部 組織 で あ 
財団 内 も 一 枚 岩 な か っ た 。 特に え 
ナ を 迎え 入 ウェ リ 部 が 彼女 の 考え 
に 同調 す を 見 せ 始 め た 。 その た め 、 リ リー ナ を 促 介 と し 
て 利用 し よう と し の だ っ た 


OZ が 内 部 2 


ヘル OYKTTT 
隊 . 徒 は 行方 不明 


画 ウェ リッ ジ 

財団 電 部 の ひと り で 、 サン クキ ング ダ 
き は デル マイ ユ を 支え つつ も 、 も 傘下 に し よ 
する 彼 の 強 夏 線 に は 反対 し て お り 、 リリ ー ナ を 財団 代表 に 受 
け 入 れ た こと に 乗じ て 平和 路線 に 艇 を 切 ろう と し た 。 


RN 


に 計 ん お 


財団 埋 部 


デル マイ ユ や トレ ー ズ の 財団 強 
ジ ら の 財 団 税 
が 、 ト レー 
か れる 幹部 
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アル ベル ト e シャ ハト 


Alberto Schacht 能 大 


様々 な 試作 兵器 に 対し 評価 試験 の 命 今 を 下す シャ ハト 。 
それ ら 兵 器 群 は も は や 見 放さ きれ た も の ば か り で あっ た 。 


RELATIONS 関連 ファ イル 


leL0i11 
ieLo2 1 
IGL02.05 
IEo31 
部下 | 作 埋 和 


ム 工 科大 学 を 織り 上 け ; 

と な り 、 弟 603 技 術 試験 了 
へ と 配 語 さ れ た 。 物事 に 対し 
真 没 に 接し よう と する 実直 な 
人 物 で ある 。 


これ は 人 人 が 決め る 
も の な の だ よ 


に 半 第 603 技 術 試験 隊 を 通し て 見 た 


評価 殿 験 が 終了 し て い 
た ヒル ドル プ を 、 再 評価 
理夫 に 配信 す 


5 れ な い 事 情 を 伝え 
イ を 納得 させ る 。 


シャ ハト は ツ ダ が 欠 際 


| MORE INFOI 


シャ ハト は 第 603 技 術 試 験 隊 を 「 魔 女 の 鍋 ] と 語っ た 。 そ 
れ は 軍属 の 運行 する 船 ヨー ツン ヘイ ム に 、 技 条 情 報 科技 
術 試験 科 、 お 目付 役 と し て 総帥 直属 の 特務 大 尉 が 乗り 込ん 
で お り 、 各々 の 所 属す る 上 層 部 の 思 世 が 混 池 と し て いた か ら 
で ある 。 そん な 中 に 、 大 学 を 卒業 し た ば か り の 若い 技術 士官 
を 送る の は シャ ハト と て 忍び な か っ た よう だ 


ド 。 技術 本 部 と 軍部 と 
ド 


ング で の 対 艇 克 は 
一 怠 だ に され な か っ た 


内 肌 の 林 勢 を 決する と され て 
いた ヨル ムン ガン ド だ が 、 実 


と を 


いこ と を 


3 技術 


モニ ク ・ キ ャ ディ ラッ ク 
管理 官 と し て 第 603 扶 術 
試験 隊 に 配属 され た 、 総 
角 府 直属 の 特務 大 用 
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2 マー ン 


機 は 黄 し た 、 と も に 戦 お う 
ネオ ・ ジ オン の た め に 、 ネオ ・ ジ オン の 栄光 の た め に ! 


グリ プス 戦役 末期 、 エ ウー ゴ と ティ ター ンズ の 衝突 
に 介入 し な が ら 巧 み に ア クシ ズ の 戦力 を 温存 し た ハ 
役 終結 直後 か ら 地球 園 制圧 に 乗り 出し 
隊 を 派遣 し て 勢力 を 拡大 させ る と 、 
地球 へ の 侵攻 を 開始 し た の で ある 。 地球 降下 を 控え 
て 集結 し た 艦隊 を 前 に し て 、 和 将兵 の 士気 高揚 を 図る 
べく 演説 を 行う ハマ ー ン 。 そこ で ハマ ー ン は 「 ネ オ ・ ジ 
オン | を 名 乗り 、 兵 た ち を 鼓舞 し た の 


地球 ・ ダ カー ル 


(a) ME D2 il 1 85 
・ カ ー ン 編 


Case of Haman Karn 


ネオ ・ ジ オン を 率い て 地球 圏 制圧 を 目論ん 
ン ・ カ ー ン 。 その 言葉 の 裏 に は 、 人 類 へ の 暗い 感情 が 隠さ れ て いた 。 


ー タ イプ ーー ハマ ー 


ハマ ー ン は ミネ バ ・ ラ オ ・ ザ ビ を 擁し て アク シズ を 率 
い 、 ジ オン の 後継 者 を 自称 し た 。 地球 制圧 に 着手 す 
る 段階 で キオ ・ ジ オン を 名 乗っ た の も 、 ザ ビ 家 と ジオ 
ン 公国 の 大 義 名 分 を 継承 し た こと を 明確 に 示し た 行 
為 だ っ た と 言え る 。 だ が 、 ザ ビ 家 を 利用 し て 自ら の 復 
璧 を 果たそ うと し た 真意 を 隠し 、 ネ オ ・ ジ オン を 騙っ て 
兵 た ちの 士気 を 高め る ハマ ー ン の 姿 は 、 指 導 者 と し 
て の 彼女 の 空虚 な 一 面 を も 物語 っ て いた の で ある 。 


初め は 私 に 期待 を 抱か せ 、 最後 の 最後 に 私 を 裏切る 
ジュ ドー・ ア ー シ タ 、 お まえ も だ ! 
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地球 連邦 政府 の 中 枢 で ある ダカール を 占拠 し た ネ 


務 寅 巡 に 忍び 3 込ん だ 彼 と 対 崎 す る 。 地球 の 汚染 を 


拡大 させ た 者 た ちの 腐敗 を 説く ハマ ー ン だ っ た が 、 囚 
われ た 妹 を 助け 出 そ う と する ジュ ドー は その 言葉 を 拒 
む 。 優れ た 資質 を 持ち な が ら 私 情 に 囚われ る ジュ ドー 
に 、 ハマ ー ン は 失望 と 起り を 露 わ に 


同じ も の を 見 出し た が 人 ゆえ の 行動 だ っ た 。 だ が 、 ジ 

ドー は 直感 的 に ハマ ー ン を 警戒 し 、 そ の 誘い を 振り 払 
う 。 そし て ダカール で も 、 本 心 を 吐 走 し た ハマ ー ン に 対 
し 、 ジ ュ ド ー は 妹 を 助け た いと いう 感情 を 優先 させ た 。 
その 行為 は 、 か つて 自分 の 下 か ら 去 っ た 男 を ハマ ー 
ン に 連想 させ 、 心 を 乱 し た の だ っ た 。 


側近 の 背 に シャ ア ( ク 


いた の だ る うか 


エゥーゴ と カラ バ の 攻勢 に に っ て 、 ネ オ ・ ジ オン は ダ 
各地 に 戦 
力 を 掛け 続け 、 ハ 
て キリ マン ジャ ロ に 向 
か う 。 自ら の 野心 を 満た すべ く 次 々 と 手 を 打つ ハマ ー ン 


カー ル か ら の 撤退 を 奈 備 な くさ れ た 。 だ が 、 
力 を 分 散 さ せ て 地球 連邦 政府 


だ っ た が 、 そ の 胸中 に は シャ ア ・ ア ズ ナブ ル の 面影 が 
あっ た 。 凌 を 分 か っ て 異な る 道 を 歩ん だ シャ ア ( 
を 馳せ 、 ハマ ー ン は 自身 の 孤独 を 実感 する の だ っ た 


サイ ド 3・ コ ア 3 


ハマ ー ン と シャ ア は 、 共に ザビ 家 に 運命 を 弄 ば れ た 
者 た ち だ っ た と 言え る 。 父 を 謀殺 され て 復讐 心 に 囚 わ 


は 従 を 強い られ た ハマ ー ン 。 似 た 部 分 が あっ た か ら 
こそ 、 ハ マー ン は 心 の 底 で シャ ア と 共に 歩む こと を 求 
め た の だ ろう 。 だ が 、 シャ ア は グリ ブス 戦役 で ハマ ー ン 
と 対立 し 、 彼女 の 前 か ら 姿 を 消し た 。 その 現実 に 、 ハ 
マー ン は 寂 室 感 を 抱い た の で ある , 


の ビ 
ep ー 対決 の 量 中 に も ジュ 


ドー を 誘う ハマ ー シ 。 
存在 その も の が 吉 困 
し いと 突き 放さ れ な が ら 
も 、 己 の 運命 を 自分 で 

iil 5044.cii-r- 


ZZ ガン ダム の ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ ノン を 受け な が ら も 、 
戦い 続け た ハマ ー ン 。 だ が 、 起 死 回 生 を 狙っ た 一 
は ZZ ガン ダム に 届か ず 、 キュ ペレ イ は 両断 され る 。 自ら 
の 敗北 を 認め た ハマ ー ン だ っ た が 、 引 き 起 こし た 争い 
の 無 意 味 さ を 諭 す ジ ュ ド ー の 言葉 を 遮り 、 少 年 が 差し 
伸 べ た 手 か ら 離 れ て いく 。 その 間際 、 ハ マー ン は 重力 
に 引か れ て 地球 園 に 戻っ て きた 自身 の 歩み に 意味 が 
あっ た こと を 知り 、 満足 気 な 表情 を 浮か べ る の だ っ た 。 


MORE INFO! 
ザビ 家 に 対す る 複雑 な 感情 


帰っ て き て 良かっ た …… 張 い 子 に 会 えて …… 


戦争 末期 、 ネ オ ・ ジ オン は グレ ミー・ 
よっ て 二分 され 、 戦力 の 多く を 喪失 し た 。 その 状況 
に 至り 、 ハ マー ン は ジュ ドー と の 決着 を つけ る べく 単 
身 出撃 し 、 激しい 一 騎 討 ち を 繰り 広げ る 。 し か し 、 ジュ 
ドー を 追い 詰め た の も 束の間 、 人 の 意思 の 力 を 集め 
た ZZ ガン ダム に 圧倒 され る 。 ニュ ー タ イプ の 発現 を 示 
し 、 ハマ ー ン の 内 部 に 巣 喰う 憎しみ を 払 お うと する ジュ 
ドー を 前 に し て も な お 、 ネ オ ・ ジ オン を 率い た 預 高 の 


トト の 反乱 に 


"コア 3 


か つて 心 を 許し た シャ ア に 裏切ら れ た と 感じ 、 本 質 
的 な 部 分 で 人 を 信じ られ な か っ た ハマ ー ン は 、 a 
に 荷 まれ な が ら 血 塗ら れ た 鞭 道 を 歩ん 
ドー が 示し た ニュ ー タ イプ の 発現 に 、 ハ マー ン は 光明 
を 見 出し た の か も し れ な い 。 人 の 業 に 抗い 切れ ず 地 
球 園 に 舞い 戻っ た ハマ ー ン が 、 最期 に 体験 し た 若き 
ニュ ー タ イプ と の 交流 一 一 それ は 、 絶 望 に 囚われ て 
いた 彼女 に 救い を も た らし た に 違い な い 、 


ジュ ドー に 明か し た 真 


女傑 は 己 の 信念 を 曲げ る こと は な か っ た の で ある 。 
分 離し た まま 行動 不能 に 陥っ た ZZ ガン ダム を 再 合 
体 させ た 人 の 意思 の 力 を 目の当たり に し て 、 ハ マー 
ン は ニュ ー タ イプ の 真価 に 触れ た 。 だ が それ で も 、 ハ 
マー ン の 孤独 感 が 払拭 され る こと な く 、 人 の 可能 性 


を 信じ よう と は し な か っ た 。 ジュ ドー が 「 憎 し み を 育て る 
血 ] と 呼ん だ ハマ ー ン の 絶望 は 、 
に まで 根 を 張っ て いた の だ ろう 。 


彼女 の 心 の 奥深 く 


意 


サンライズ 
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あの 


グレ ミー・ トト の 切り 札 と て 
眉 い を 強い られ た 少女 の 


あたし は プル 


装 時 し た ブル か 5 受け 
る 店 党 を | J と 
評 し 、 不 愉 伺 を 陽 さ 


悪 だ っ た と も 言え る , 


ル チ ー ナ を 助け た 理由 


を ジュ ドー に 間 わ れ 、 返 
答 に 記す る プル ツー。 プ 
目 


[Z | mMZ mm21B 


プル ツー 編 


ルツ ー。 だ が 、 


コー ルド スリ ー プ され て いた プル ツー が 目覚 め た の 
一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 中 期 の こと だ っ た 。 グレ 

ミー・ ト ト か ら ア ー ガ マ 撃 沈 の 命 を 受け 、 サ イコ ・ ガ ン 
ダム Mk-II で 出撃 し た ブル ツー は 、 コ ロニ ー が 落ち た 
ダブ リン で エル ピー・ プ ル と 対 財 す る こと と な る 。 
お 互い の 手の内 を 見 切り 、 不 快感 を 与え る 敵 
ル と 対決 する 中 で 、 プ ルツ ー の 心 は ざわ めく 。 そし て 、 
相対 する 者 が 自分 自身 だ と 語る プル の 言葉 に 、 プ ル 


サイ ド 3・ コ ア 3 


ダブリン の 戦い で プル を 手 に 掛け 、 ジ ュ ドー・ ア ー 
シタ に 敗れ た プル ツー は 、 グ レミ ー の 下 に 戻り その 駒 
と し て 働い た 


その 後 、 ハ マー ン ・ カ ー ン 暗殺 の 任務 
の アク シズ 占拠 に 呼応 し て コア 3 で 
『、 ハ マー 靖幸 に 失敗 し た プ 
ジュ ドー と の 交戦 に 
及ぶ 。 その 戦い の 中 で 、ZZ ガ ンダ ム に ブル の 影 を 見 
て 動揺 する プル ツー。 そ の 内 面 を 察し て 説得 を 図る 


Case of PLE-TWO 


戦闘 マシ ー ン と し て の 宿命 を 背負 い 、 戦場 に 己 の 存在 意義 を 
その 内 面 に は 少女 と し て の 葛藤 が 隠れ て いた 。 


ツー は 自分 の 名 を 叫ぶ の だ っ た 。 

戦争 の 道具 と し て 生ま れ た ブル ツー は 、 自分 に 限り 
な く 近 い 存 在 で ある プル の 記憶 を 持っ て お ら ず 、 そ う 」 
定義 され た 自分 に 疑問 を 抱く こと も な か っ た 。 それ ゆ 
え 、 お 互い が 同じ 存在 で ある と 理解 し た ブル の 言葉 
を 受け 容れ られ な か っ た の だ ろう 。 「 私 は あな た 、 あ な 
た は 私 ] と いう プル の 言葉 を 拒絶 する か の よう な プル 
ツー の 叫び は 、 その 感情 の 表れ だ っ た と 言 


ツー 有 江 し くい な か っ た その 行為 の 理由 を 、> 


は プル を 殺し た 自責 の 念 と 語っ た 。 ル チ ー ナ に 自ら を 


アク シズ を 占拠 し て 挙兵 し た グレ ミー に 対し て 、 ハ 
マー ン は キャ ラ ・ ス ー ン ら の 艦隊 を 展開 し て 応戦 の 構 
え を 取り 、 ネ オ ・ ジ オン を 二分 する 内 乱 は 本 格 化し て 
た 。 その 攻防 の 中 で 、 クィ ン ・ マ ン サ を 駆っ て グレ 
派 の 中 械 を 担っ た プル ツー は 、 ハ マー ン の 懐 刀 
の ひと り で ある マシ ュ マ ー・ セ ロ と 相対 する 。 意気 揚々 
と 突進 し て くる マシ ュ マ ー を 前 に し て 、 プ ルツ ー は 不 敵 


心 を 乱 さ れ た ブル 
吐 盛 な 戦意 は 失わ れ て いな か っ た 。 そ 
れ ど ころ か 、 グ レミ ー か ら ク ィ ン ・ マ ン サ を 与え られ た ご 
と で 士気 を 高め 、 ハ マー ン 派 と の 激突 に 嬉々 と し て 臨 
むこ と に な る 。 強化 人 間 で ある マシ ュ マ ー と の 対決 に 
際 し て も 、 快 むこ と な く 強い 自信 を 覗か せ た 。 それ は 、 
戦闘 マシ ー ン と し て 生み 出さ れ た プル ツー の 一 面 を 示 
つた と 言え る だ ろう 。 


激化 する ハマ ー ン 派 と の 戦闘 の 中 で 、 ブ ルツ 
グレ ミー の 切り 札 で ある ニュ ー タ イプ 部 隊 を 率い て 
線 を 支え た 。 だ が 、 戦 い に の め り 込 お ほど に 、 ブ ルツ ー 
の 内 に 響く 声 は 大 きく な っ て いっ た 。 その 声 の 正体 が 
わか ら ず 、 激 し く 動揺 する プル 
離さ れ た モウ サ が コア 3 を 目 掛け て 進み 、 ハ マー ン 派 
の 艦隊 を ひき 潰し て いく 戦場 で 、 プ ルツ ー は 内 な る 声 
に 苦し み 絶 叫 す る の だ 


プル ツー に と っ て の 「 プ ル | は 、 ダ ブリ ン で プル が 
語っ た よう に 、 己 の 映し 身 に も 等 し か っ た の だ ろう 。 そ 
の プル を 殺め て し まっ た こと は 、 プ ルツ ー も 知ら ぬう ち 
に 彼女 の 心 の 中 に し こり と な っ て 残り 、 戦 闘 マ シー ン 
と し て 調整 され た 自我 と 戦い を 否定 する プル の 思念 と 
の 間 で 葛藤 を 生む こと に な る 。 相反 する 感情 に 苦し む 
プル ツー の 叫び は 、 戦 争 の 道具 と し て 利用 され た 者 
の 悲 衣 を 物語 つて いた の で ある 。 


押 
れ 昌 準 を 委ね た 


MORE INFO! 
グレ ミー と の 距離 感 


ブル ツー は 、 ア クシ ズ 内 部 の 戦闘 で グレ ミー の 下 を 
離れ 、 ジ ュ ド ー に 身 を 委ね た 。 それ か ら 時 を 置か ず 、 ジ ュ 
ドー は ハマ ー ン と 決着 を つけ る べく コア 3 に 向かう が 、 
モウ サ と の 衝突 に 巻き 込ま れ て コロ ニー 内 に 閉じ 込 
め ら れ て し まう 。 ジュ ドー の 危機 を 感じ プル ツー 
は 、 退 路 を 拓く た め に ネエ ェ ル ・ ア ー ガ マ の ハイ ・ メ ガ 
粒子 砲 の 照準 を 導い た 。 その 心 の 内 に は 、 も う ひ と り 
つて いた の で ある 。 


グレ ミー の 呪縛 か ら 解放 た れ た ブル ツー は 、 ジ ュ 
ドー を 「 お 兄ちゃん 」 と 呼ん だ 。 それ は 、 ジ ュ | 
っ た プル と 同じ 言葉 で あり 、 プ 】 
心 を 受け 容れ た こと を 表し て いた 
ズ の 戦闘 で クィ ン ・ マ ン サ の 爆発 に 巻き 込ま れ て 重 
傷 を 條 いな が ら も 、 ジ ュ ド ー の 身 を 案じ て 力 を 振り 紋 り 、 
彼 の 生還 を 助け よう と し た プル ツー。 その 純粋 な 想い 
に 、 プル も 力 を 貸し た の だ ろう 。 


ル チ ー ナ か ら 受 けた 影響 


人 ・ サ ン ラ イズ 
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PROFILE 
き @ 1] ヽ 年 齢 18 大 
We ーー ツ 所 属 地球 東方 面 機 人 混和 08l 


階級 佑 長 


Michel Ninorich 本 


軍人 らし か ら ぬ 隊長 を 艇 愛し た 
第 08MS 小 隊 の 最 年 少 メ ン バ ー 


一 年 戦争 当時 の 出来 事 に つい て は 公文 書 や 個 
人 の 記録 、 口 伝 な ど 、 様 々 な 形 で その 記録 が 残さ れ 、 
後世 に 語り 継が れ て いる 。 一 年 戦争 時 の 連邦 軍人 
ミケ ル ・ ニ ノリ ッ チ も また 、 歴 中 の 断片 を 自分 の 言 
葉 と 方 法 で 語り 継い だ まひ と り で ある 。 ミケ ル が 図ら ず 
も 自分 と 、 自 分 に 関わ り を 持っ た 人 た ちの 歴史 を 記 
録 する こと に な っ た の は 、 彼 が 文通 を 行っ て いた た め 
で ある 。 結婚 を 約束 し た BB. と いう 女性 を 故郷 
の サイ ド 2 に 残し て いた ミケ ル は 、 彼 女 へ の 
想い と 共に 、 当 時 の 近況 な ども 書き 記し 
て いた 。 それ が 後に 、 彼 が 配属 され た 第 
08MS 小 隊 の 足跡 を 鶴 わ せる 資料 と な っ 
た の で ある 。 ミケ ル は 、 若 さゆ え に そ の 婚 
約 者 と の 手紙 の 遣り 取り に よっ て 現実 か ら 
逃避 し が ち だ っ た が 、 そ ん な 彼 も ある 人 物 と の 
出会い に より 、 自 ら の 失敗 を 糧 に し つつ ひと り の 
兵士 と し て 成長 し て いっ た 。 


友軍 を 助け る べ < 殴 税 な 


靖 な LR※s ミ ケル 。 補 対 
面 シロ ー の 型破り 


シロ ー の 部 下 と な っ て か 
ら は 、 仲 間 を 守る ろう と す 
る だ け で な く 、 献 の 命 ま 
で 示 お うと する 破 を 尊 人 
と っ 
て は 理想 の 隊長 像 と し 
て 映っ た よう だ 。 
MS と の 連携 行動 が 考慮 さ 
れ た 装甲 兵員 輸送 累 。 部 隊 
の バッ クア ッ プ 用 に 配備 き 
れ 、 武 装 こ そ 貧 問 な も の の ア 
軍 季 に 対し て は 非常 に 実 
に だ 、18 歳 と いう 若 さ 故に 想定 外 の 事態 に は 楓 
:、 故 血 に 残し て きた 恋人 B.B. の こと を いつ も 気 
た 精神 的 な 不安 定 さ を 見 せる こと も あぁ っ た 


関連 ファ イル 
RX-79 [G] 本 革 型 


08.0202 
og-0203 


第 08MS 小 隊 の 隊長 。 不吉 
つ すぐ な 性 格 人 
部 と の 折り 合い 


無謀 と も 思え る RB-79K ボー ル で の 宇宙 戦 や 、 不 慣 
れ な 重力 下 で の 戦闘 。 それ で も シロ ー は 仲間 の た め に 
戦い に 向かっ た 。 シロ ー が 隊長 を 務め る 第 08MS 小 隊 
に 配属 され た ミケ ル は 、 甘 い 理想 論 を 持つ 「 甘 ちゃ ん ]」 
の 隊長 を 次 第 に 尊敬 し て いく よう に な る 。 一 年 戦争 の 
地上 戦は ミケ ル が 考え て いた 以上 に 過酷 で あり 、 彼 の 
末 晃 さ は 時 と し て トラ ブル を 引き 起こ し た 。 し か し 、 彼 は シ 
ロー を は じ め と する 08 小 隊 の 助力 に より 、 兵 士 と し て の 
心構え を 学び 、 戦い の 中 で 成長 し て いっ た の で ある 。 

兵士 と し て だ け で な く 個 人 と し て 戦場 に 生き 、 故 郷 で 
待つ 恋人 の た め に 生き 残る 一 一 。 故郷 を 離れ た 当初 
は 、 そ うい っ た 想い で 戦場 に 立っ て いた ミケ ル 。 そん な 
若者 に と っ て 、 実際 に 生死 共に する 仲間 の 存在 は 貴 
重 で あっ た 。 や が て 彼 は 恋人 と の 別れ を 経験 する こと に 
な っ た が 、 そ の 精神 的 な 苦境 を 乗り 越え る こと が で きた 
ロー を は じ め と する 仲間 の 存在 が あっ た お か げ 
逆 に 、 敬 愛す る シロ ー が 軍 か ら の 圧力 を 受け た 
際 に は 、 彼 を 守 ろ うと 08 小 隊 の 面々 と 共に 彼 の 元 に 急 
行 し て いる 。 08 小 隊 最 後 の 戦 いと な っ た 公国 軍 鉱 山 
基地 攻防 戦 に お いて シロ ー は 容 を 消し た も の の 、 仲 間 
へ の 強い 想い が ミケ ル の 戦い を 支え 、 彼 は 生来 の 陽気 
さや 勝 病 さ と いっ た 人 間 性 を 保っ た まま 波乱 に 満ち た 
一 年 戦争 を 終え た の だ っ た 。 


較 記 1 泊 中 に 記し た 系 08MS 小 隊 の 記録 
兵士 た ちの 中 に は 、 気 分 転換 を する た め の 自 分 な り 
の 方 法 を 持っ て いる 者 が 多い 。 ミケ ル の 場合 、 そ れ は 
文通 だ っ た 。 結婚 を 約束 し た B.B. と いう 女性 を 故郷 の 
サイ ド 2 に 残し て いた ミケ ル は 、 戦 争 の 最 中 に も 、 そ の 
胸 の 内 を 彼女 へ の 手紙 に 託し て いた 。 や が て B.B. カ ら 
の 便り は 少な く な り 、 つ い に そ の 心 は ミケ ルカ ら 杏 れ て 
いっ た 。 一 方 、B.B. へ の 想い を 綴っ て いた ミケ ルカ から 
の 手紙 は 、 いつ し か 第 08MS 小 隊 の 戦況 報告 と シロ ー 
へ の 崇拝 を 込め た レポ ー ト へ と 変わ っ て いっ た 。 な お 、 
U.C.0079、08 小 隊 は 戦場 の 取材 を し て いた 新聞 記 
者 の ネス カ ・ コ ー ル マン を 救出 し た と の 記録 が ある 。 そ 
の 後 、 彼女 は 野戦 病院 で 再会 し た エレ ドア を 通じ 、 ミケ 
8 小隊 戦記 の 執筆 を 勧め た と も 言わ れ て いる 。 
この 本 が 実際 に 刊行 され た か は 定か で は な い が 、 も し 
現存 し て いれ ば 、08 小 隊 を 巡る 真実 を 内 部 か ら 語 る 貴 
重 な 資 料 と な っ た で あろ う 。 


NIS パイ ロッ ト と し て の 腕前 
ミケ ル の 第 08MS 小 隊 で の 彼 の 主 な 任務 は 、 ホ 
バー・ ト ラッ ク に よる バッ クア ッ プ で あっ た 。 索敵 任務 

で は 、 相棒 の エレ ドア ・ マ シス と 絶妙 の 連携 を 見 せ た と 
言わ れる 。 一 方 MS パイ ロッ ト と し て は 、 アプ サラ ス 捕 獲 
作戦 に お いて RX-79[G] 陸戦 型 ガ ンダ ム に 搭乗 。 ドッ 

プ 1 機 を 撃墜 する と いう 戦果 を 挙げ ば た が 、 ア プ サ ラ ス を 
前 に 体 が 書 み 、 格好 の 的 に な りか けた と の 記録 も ある 。 


や エレ ドア に 起 鳴 られ つつ 、 審 林 地 基 の 戦闘 で 初中 を 経験 し た 


MORE INFO! 
一 年 戦争 終結 後 の ミ ケル 


シロ ー の 足取り を 
は か つて の 08 小 隊 メ ン バ ー この を 末子 
まり 、 シロ ー は 死ん だ と 聞か され る 。 それ で も 
し は 真相 を 追い 続け 、7 SN 


内 争 の 傷 名 に 触れ る ふた り 。 な 
あり 、 旅 の 主導 権 は キキ が 提 


と 共に 破 の 生存 を 吾 ん た 


td. ¥ 
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地球 PROFILE 2 ウ ワ ウト ル マヤ リト ) F 
の 民間 人 e 旨 
記 属 アデ スカ の 民 (2 ワウ トル / マ ヤリ ト ) 
層 概 王 (279 ト ル ) へ 王 の 護衛 (< ー | unknown 
デス カ の 民 ) ーー 
The people of Adesca 


北ア メリ アァ 大 陸 最 南端 で 暮らす 
誇り 高き 民族 と ミリ シャ の 接触 
北ア メリ ア 大 陸 の 最 南端 に ある マニ ュー ビ チ ( 
「 ア デス の 枝 (ザッ クト レー ガー) を 護り な が ら 暮 ら 
す 原 住民 、 ア デス カ の 民 が い 彼ら は ある 夜 、 災 
い が 降 りか か る と いう 「 空 が 赤く 染まる 夢 ] を 見 て し ま 
う 。 それ を 防ぐ 方 策 と し て 、 当 地 の 慣 習 ( 
の 交代 を 執り 行う が 、 現 王 の クワ ウト ル が 、 
で ある タル カ と の 交代 を 拒絶 し て 逃亡 これ を 機 に 
i 陥 - 
街 に ある マス ドラ イ バ ー を 利 
ャ が 現れ た 。 タル カー 派 は ミ 
I 「 白 い 悪 
魔 」 と 断定 し 、 身 柄 の 拘束 に 動い た 。 だ が 一 方 で 、 
クワ ウト ル と その 護衛 役 で ある マヤ リト は ミリ シャ に 協 
力 す る 。 さら に クワ ウト ル は ミリ シャ と 接する 中 で 彼ら 
の 可能 性 を 見 抜き 、 マ ス ド ラ イ バ ー の 使用 を 許可 し 
その 判断 が 結果 的 に 、 ア デス カ を 災い 


クワ ウト ル が タル カ に 王座 を 語ら な か っ た 理由 一 一 それ 
タル カ が 王 の 重責 に 恐れ を な し て いる の を 感じ 取っ た か 
クワ ウト ル は それ を タル カ に 自覚 させ る た め 、 自 
邊 が 頁 め られ る の を 未知 で で 身 を 隠し た の で ある , 


若き タル カ に は 期待 を 折 


歴史 を 紹介 


地下 水路 を 用 いて 身 を 隠し な が ら 、 ミ リ シ ャ を 支援 し て 
いた クワ ウト ル 。 彼 の 意図 は ミリ シャ や マヤ リト を 通し て タ 
ルカ に 伝わり 、 タ ルカ も ミリ シャ を 支援 する よう に な る 。 ご 
れ を 機 に クワ ウト ル は タル カ へ の 王座 の 委 誤 を 決意 し 


マ バ 族 の 出身 な が ら ク ワウ トル の を 務め て いた マ 
ヤリ ト 。 クワ ウト ル へ の 忠誠 心 は 非常 に 強く 、 タ ルカ に 王 
を 委譲 し な か っ た 際 も 、 彼 を 衛 を 続け た 。 その 
が わる こと は な か っ た , 


地下 に 身 を 洪 
リ シ ャ と 接触 


の 後 、 テ 
時 拘束 きれ て し まっ た 


も 語ら な 


マヤ リト が タル カ の 


次 期 王 に 指名 され な が ら も 、 タ ルカ は その 重責 に 不 
安 を 隠せ ず に いた 。 その 不安 を 見 抜か れ て いた こと を 知 
る と 、 ミ リ シ ャ に 協力 し て ディ アナ ・ カ ウン ター の 砲台 を 
破壊 。 その 後 、 クワ ウト ル を 倒し て 新た な 王 に 就 いた 


「 タ ルカ 王 が お 望み だ 」 fi 
ワウ トル に 弓 を 引く こと を 促し 議 フト ル の 追 志 を 引 
テ スズ な シャ に 協 


王座 の スム 


で ある 仮面 を 性 


MORE INFO! 
アデ スカ に 伝わる 伝説 


タル カ を 支援 し た 部 下 た ち 。 テ ベ トル は タル カ の 右腕 


アデ スカ に は 、 「 自 い 悪 歴 が アデ ス の 相 
と し て 部 隊 を 率い 、 ク ワウ トル の 護衛 で あっ た ヨロ ル は ら 天 と 地 の 間 に 大 き な 争 い が 起 きる ど 
彼 を 裏 合流 し た 。 また 、 白い 悪魔 を た 。 アデ スカ の よう に 、 閉鎖 的 で 農耕 が 中 心 の 暮らし 
保有 する ミリ シャ を 危険 な 存在 と し て 拘束 し よう と し た 。 WEE RR 
E ) 
i 庫 
| x と の 
フト ル 追 撃 部 隊 を 窒 い て bt と ッ 『 \ [| で + 
り 90 較 し て も 文明 は 未 発達 た 


アデ スカ の 民 が 見 た と いう 「 夫 く 地 ま る 攻 」。 それ は 「 打 民 史 」 時 代 の が 、 + れ は [アデ ス の 枝 ] に まつ ち 
杜 則 争 を 示し て いた も の と 言わ れれ て いる ど 11 PT が PO 
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PERSONAL PROFILE 


ユウ ナ ・ ロ マ ・ セ モイ ラン 詩 


Jona Roma Saran 


オー ブ 連 合 首 長 国 の 実権 を 握っ た 
一 大 氏族 セイ ラン 家 の 婚 男 


CE. (コズミック ・ イ ラ ) 71 の 戦い で 代表 首長 ウ 
ズミ ・ ナ ラ ・ ア スハ を 失っ た オー ブ 連 合 首 長 国 で は 、 
その 養女 で ある カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ が 首長 の 座 に 
就き 、 他 国 へ の 侵略 を 拒み 続け た 区 の 理 忘 を 引き 
継い だ 。 し か し 、 若輩 の 指導 者 に 対し 、 支配 階級 で 
ある ほか の 五大 氏族 か ら は や が て 不満 の 声 が 上 が 
り 始 め る 。 五大 氏族 の ひと つ セ イラ ン 家 の ユ ウナ ・ 
ロマ ・ セ イラ ン も また 、 中 立 と いう 理念 を 捨て 、 国 政 
の 方 向 転換 を 図 ろ うと し た 人 物 で あっ : 


ト と 地球 連合 が 再び 交戦 状態 と な る 中 、 オー ブ で も 
水面 下 に お ける 主導 権 争 い が 始 まっ た 。 セイ ラン 家 
の 長 で オー ブ 宰 相 を 務め る ウナ ト は 、 ユ ウナ と カガリ 
の 婚約 関係 を 利用 し 、 国 の 実権 を 名 実 と ち に セイ ラ 
ン 家 で 和牛 耳 ろう と 画策 。 父 の 策 に 従っ て カガリ に 急 
接近 し た ユウ ナ は 、 自分 た ちの 婚 如 関 係 と 、 地球 連 
合 政府 と の 連携 の 必要 性 を カガリ に 説き 続け た 。 
一 族長 で ある 区 を 直り 
に し て いた ユウ ナ 。 国 の 
実 悔 を 探る た め の 絵 回 


も ウナ ト が 描い て お り 、 
披 は 自身 の 思想 は ほとん 


ど 持 た な い 便 借 で て し か な ム 


し て . 自分 と の 結 路 を 率 
回 きせ た 。 


ザフト と の 戦い の 最 
で は な いこ と を 起 呈 し 、 


rT 
た オー プ 還 兵士 は 
と し て 扱わ れれ た 


a ロマ 
セイ ラン 


ユウ ナ ・ ロ マ ・ セ イラ ン 


(5) mM2 .9MEH 1M 


PROFILE 


申立 を 維 て 示 り 
湯 計 に 匠 弄 きれ た 
ォ ー プ 備 療 音 長 


半 
板 を 有 L し 、MS の 大 量 搭載 と 
高度 な 運用 が 可能 と な っ た 


弟 し く 生 まれ 変わ る ん だ よ 、 
若 も 、 オー プ も ね 。 


以前 か ら オ ー ブ の 主導 権 を 欲し て いた ユウ ナ は 、 父 
で あり 、 オ ー ブ の 政治 と 軍事 を 取り 仕切 っ て いた ウナ ト 
と 共謀 し 、 首 長 で ある カガリ を 実質 的 な 失脚 へ と 追い 
込む お べく 策謀 を 巡ら せ た 。 彼ら は 地球 連合 に 属す る 大 
西洋 連邦 と の 同盟 を 他 氏 族 に 持ち 掛け 、 協 力 を 取り 付 
けた の で ある 。 その 結果 と し て カガリ を 孤立 させ 、「 再 び 
国 を 焼き た い の か 」 と いう 司 喝 に 近い 言葉 に よっ て 同 
盟 の 締結 を 認め させ た だ け で な く 、 許 才 で あっ た カガリ 
と の 結婚 も 半ば 一 方 的 に 取り まとめ 、 セ イラ ン 家 に 権 
力 が 集中 する 構造 を 作り 上 げた の で ある 。 

五大 氏族 の セイ ラン 家 と アス ハ 家 の 跡取り 同士 の 
結婚 は よ 、 オー ブ に と っ て 喜ぶ べき 出来 事 と し て 、 国 を 挙 
げ て 盛大 に 執り 行わ れ た 。 これ に より 民衆 の 愛国 心 を 
高揚 させ 、 大 西洋 連邦 と の 同盟 へ の 反論 を 抑え よう と 
考え て いた ユウ ナ だ が 、 そ の 結婚 式 で 、 カ ガリ が フリ ー 
ダム ガン ダム に さら われ る と いう 事件 が 発生 。 カガリ と い 
う カ リス で を 操り 、 民 衆 を 誘導 し よう と し て いた ユウ ナ の 
計画 は 瓦解 し た 。 さら に 大 西洋 連邦 と の 同盟 が 戦乱 
の 火種 と な り 、 や が て オー ブ 本 土 が 侵攻 され る に 至っ た 
こと で 民衆 の 支持 を 失っ た ユウ ナ は 、 そ れ ら の 責任 を 
追及 され る 立場 と な る 。 最終 的 に は 帰国 し た カガリ が 
首長 の 座 に 戻り 、 ユウ ナ は オー ブ の 主権 を 失っ た 。 そし 
て 彼 は 国家 反逆 罪 に より 身柄 を 拘束 され 、 
ブ の 実権 を 握る こと は な いま ま 命 を 落と し た の だ 


権 を 舞っ た 先 で 待ち 受け て いた も の 


ユウ ナ は 父 と 共 課 し て オー ブ の 実権 を 手中 に し た 。 だ 
が 中 立 を 捨て た オー プ は 、 以 降 、 地 球 連合 と ロゴス 、 ブ 
ルー コス モス の 指導 者 で ある ロー ド ・ ジ プリ ー ル に 利用 さ 
れ 、 戦乱 に 翻弄 され る こと と な る 。 ダー ダネ ルス 海峡 や ク 
レタ 沖 で の 海戦 で は 自ら 前 線 に 出る も 、 アー クエ ンジ ェ ル 
に 合流 し て いた カガリ が 軍 の 行動 を 阻止 する た め に 姿 を 
現す と 、 彼 は 同盟 を 盾 に する 地球 軍 の 圧力 に 屈服 。 カ 
ガリ を 「 別 人 」 と 切り 捨て 、 彼 女 へ の 攻撃 を 指示 し た 。 こ 
の 行動 は カガリ 誠 を 装っ て いた 多く の オー ブ 兵 士 の 
反感 を 買う と 共に 、 彼 が 指導 者 と し て の 器 で は な いこ と を 
虹 呈 させ た 。 その 後 も ユウ ナ は 、 地球 連合 と の 同盟 を 維 
持 し た が 、 そ の 関係 を うま く 利用 され た 拳 句 に ジブ リー ル 
を 匿う 羽目 と な り 、 ザ フト に よる オー ブ 本 土 へ の 侵攻 を 招 
いた 。 結果 と し て 彼 は 国家 反逆 罪 に より 拘束 され 、 セ イ 
ラン 家 も 自ら の 欲 に よっ て 減 び る こと と な っ た の で ある 。 


指導 者 と し て の 力量 


オー ブ 首 長 と な っ た ほか 、 オ ー ブ 軍 旗艦 タケ ミカ スチ 
司令 官 も 務め た ユウ ナ 。 上 流 階級 で 育っ て きた た め 
か 指示 を 出す こと に は 慣れ て お り 、 周 囲 も 彼 の 立場 上 、 
それ を 受け 入れ ざる を 得 な か っ た 。 だ が 、 実 際 に は 指導 


者 と し て の 「 器 ] も な く 、 そ の 主張 は 空 貴 で あり 、 言 動 も 
重み を 欠く こと が 多かっ た 。 また 、 艦 隊 指 揮 に つい て も 
的 確 と は 言 


いい 難く 、 いた ずら に 混乱 を 招く 結果 と な っ た 。 


市 民 に と っ て は 大 記 の 存 
は 、 カガリ に は 門 く 及ば な か っ た 


父 と 共 詩 し 、 オー ブ の 
人 物 の 協力 を 取り 付け て い 
共に 、 オ ー プ を 

は な く 、 地 

合流 する こと が 必要 


ちの 心 は 艇 れ で い 


MORE INFO! 


C.E.73 前 後 、 オ ー ブ の 実権 は セイ ラン 家 の 長 で 宰相 も 務め 
る ウナ ト に あっ た 。 独自 の 政治 理念 を 持っ て いた 彼 は 、 国 の 実 
権 を 名 実 と も に 牛耳る うと 画策 。 ユウ ナ と カガリ の 尋 約 関 
利用 し 、 セ イラ ン 家 に 実権 を も た らし た 。 以降 、 セ イラ ン 家 
導 さ れ た オー ブ は 、 結果 と し て 戦乱 に 身 を 投じ る こと と な っ 


政 竣 手 胸 を 発 控 し て オー ブ を 我 が 物 に し た り ナ ト 。 だ が 、 


カガリ の 復帰 
ジブ リー ル と の 関係 の 替 見 に より 、 その 実権 を 手放す こと と な っ た 


ザフト の 性 攻 を 受け 、 


a 失っ て い 
な 状況 下 で カ が 
る と 、 右 びれ ずい 


し た と 見 られ る 


セイ ラン 家 


ウナ ト ・ エ マ ・ セ イラ ン 
オー ブ 連 合 首 長 国 宰 相 。 五大 氏族 の 中 で 


た め に カガリ を 胡 立 させ る よう 画策 し た 
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1 PROFILE | 
- ライ プラ リア ン ① ーー 
(プレ ア ・ レ ヴェ リー ノリ リー・ ザ ヴァ リー 

LIBRARIAN rayer Reverie Lily ‘et UN'NO) 


組織 の 計画 を 止め よう と し た 
カー ボン ヒュ ー マ ン た ち 


情報 の 収集 を 目的 と する 組織 「 ラ イブ ラリ アン 」 
ET 記憶 情報 


な どか ら 複製 され た 存在 が 、 \ー ボ ポン ヒュ ー マ ン ]」 と 
呼ば れ て いる 。 CR 最強 の 兵士 の 
量産 計画 を 進め て いた の で あっ 


カー ボン ヒュ ー マ ン と し て 吾 っ た プレ ア ・ レ ヴェ リ 
は 、 平 和 を 望む お オリジナル の 想い を 受け 継い で お り 、 
計画 を 中 止 さ する た め の 行動 に 移る 。 一 方 、 カ ー ボ 
ン ヒ ュー マン の 項 奥 (うん ・ の う ) も また 、 計 画 を どう 
に か すべ く 独 自 に 動く の だ っ た 

そし て 、 ふ た り の 行動 は 、 組織 が 実験 的 に 生み 出 
し た 同 遺 伝 子 を 持つ 少女 た ちの 集団 「 リ リー・ ザ ヴァ 
リー」 を 戦い か ら 解 放す る こと に も 繋が る の だ っ た 


ライ ブラ リア ン の 技術 は 


ワー コー ディ を 
よう な 優秀 な 兵士 


カー ポン ヒュ ー マ ン は オリ ジ ナ ル と 同様 の 人 格 を 持つ 。 ぞ 
た め プ レア は 生来 の 優し は か ら 、 義 奥 は 旧知 の ロウ ・ ギ ュー 
ル を 心配 し て 組織 の 計画 を 妨 客 
格 の リリ ー だ が その 実は 20 人 存在 し 、 各々 が 個性 を 持つ 


自分 の 身 も 願 み ず 
5 べく 行動 する 


LN-ZGMF-X13A 


ニク スプ ブロ ヴィ デン ス 関連 ファ イル 


ZGMF-X13A プロ ヴィ デン 


ネプ ブ ラブ リッ ツ 
GATX207 プリ ッ ツガ ンダ 
ム の 磁化 改良 機 。 綴 制 


ミナ の 兵 半 を 合う 


122-21 


プ ブレア ・ レ ヴェ リー は 、 情 報 操作 に 長け た 秘密 組織 
「 一 族 」 に 匹敵 する 情報 網 を 持つ マテ ィ ア ス と 親交 が 
あり 、 後 継 者 と し て 認め られ て いた 。 ライ ブラ リア ン は そ 
れ を 見 越し て プレ ア の カー ボン ヒュ ー マ ン を 生み 出し た の 
で ある 。 複製 され た プレ ア は マテ ィ ア ス の 情報 網 の 一 部 
を 引き 継ぎ 、 そ れ を 活用 し て 組織 の 最強 兵士 量産 計画 
を 止め る た め に 動き 出す 。 そう し て 組織 の 幹部 た ち を 追 
い 落 と し 、 最高 司書 官 の 地位 へ と 上 り 詰め る の だ っ た . 

各地 に 点 在 ・ 保 管 さ れ た 人 物 情報 に よっ て 何 度 で 
も や り 直 し が 効く 計画 を 阻止 する た め に は 、 カー ボン 
ヒュ ー マ ン の 有用 性 を 否定 し 、 計 画 自体 を 破棄 させ る 
し か な いと 結論 付け た プレ ア 。 カー ボン ヒュ ー マ ン の 部 
自分 勝手 に 動く ロン ド ・ ギ ナ ・ サ ハク 、 脱 走 し た 
ワ ェ イ ア 、 命 令 無 視 の 憩 奥 を 放置 し た こと も そ 
つた 。 そし て 組織 最強 の 自分 が 戦っ て 敗れ 
る こと が 必要 と 考え 、 ロ ウ た ちの 製 撃 を 指示 し 、 自 分 を 
倒せ る 実力 者 た ち を 導く 。 邊 
自分 が 死 の 間際 に 理解 し 合っ 
と を 覚悟 し 、 戦い に 臨む 。 
破壊 すれ ば いい と ロウ か ら 提 案 さ れる 。 場所 も 規模 も 
把握 で き な い た め 不 可能 だ と 考え て いた プレ ア だ が 、 
ウ と その 仲間 た ち を 信じ て 計画 阻止 を 託し 、 自 分 た ち を 
受け 容れ て くれ た 火星 へ と 旅立つ の : 


プレ ア の 命令 で 、 輸 撃 に 失敗 し た 親 奥 の 代わ り に ロ 
ワウ を 製 う リ リー・ ザ ヴァ リー。 一 度 は ロウ を 倒す も の の 、 
投降 を 呼び 掛け に 訪れ た 再戦 で 敗れ て し まう 。 その まま 
ロウ に 助け られ た リリ ー は 、 彼 や 山吹 樹里 た ち ジ ャ ンク 
屋 組 合 仲間 の 温か さ に 触れ て 徐々 に 心 を 開い て いく 。 

リリ ー に は 秘密 が あり 、 実 は 同じ 遺伝 子 を 持つ 少女 ( リ 
リー) の 集団 で あっ た 。 その 秘密 は 組織 内 で も プレ ア な 
ど 一 部 し か 知ら な い 特殊 部 隊 で あっ た 。 ロウ に 助け られ 
た リリ ー は 仲間 の リリ ー た ちの 柚 撃 を 知り 、 彼 女 た ちと ロ 
ウ が 戦わ な いよ うに 単身 で 出撃 。 新た な 機体 の 調整 に 
訪れ て いた サー ベン ト テ ー ル の イラ イジ ャ ・ キ ー ル や ロウ 
の 手助け も あっ て 、 リ リー は 仲間 を 無力 化す る こと に 成 
功 する の だ っ た 。 助け られ た 5 人 の リリ ー も 樹里 に 懐 き 、 
プレ ア と 共に : | か っ た リリ ー た ちと は 別に 、 ロ ウ 
の 誘い も あっ て ジャ ンク 屋 組合 に 残る 道 を 選ぶ 。 


ND HE (エヌ ディ ・ ヒ ィ ) と 共に ロウ を 襲っ た 短 奥 だ が 、 
それ は ライ ブラ リア ン の 暗躍 を ロウ に 知ら せる た めで あっ 
た 。 ロウ の 持つ ガー ベラ ・ ス トレ ー ト の 兄弟 妃 で ある タイ 
ガー ビア ス を 託し た 基 奥 は 、ND HE か ら ロ ウ を 守 ろ うと 
し て 返り 討ち に 遭う 。 その 場 は サー ペン ト テ ー ル の 叢 雲 
勤 の 参入 で 撤退 し た 彼 は 裏切り 行為 を 誤魔化し 、 ロ ウ 
へ の 刺 容 を 防 ご うと 寿 走 する 。 その 後 、 拠 点 に 乗り 込 
ん で きた ロウ に 事情 を 語り 、 す べ て を 託し た 間 奥 は 技術 
の 後継 者 を 育て る べく グレ イブ ヤー ド ( オリ ジ ナ 


レッ ド フレ ー ム が 装備 し て い 
る MS 大 の 刀 は ロウ が 自分 で 
だ が 、 そ の 技術 を 
物 が 引 眼 で あっ た 
意 に 負け 、 剣術 と 


共に 作 刀 術 を 伝授 し て お り 、 
言わ ば 師 部 間 係 に ある 


MORE INFO! 


リリ ー・ ザ ヴァ リー は 、 ラ イブ ラリ アン の 実験 に よっ て デザ イ 
ン ペ イ ビ ー〆 コ ー デ ィ ネ イタ ー と し て 造ら れ 、 同 一 の 遺伝 子 を 


持つ リリ ー が 複数 体 生 み 出さ うな 環境 下 
で 成長 する と 優秀 な 兵士 と な る の か 調査 する た めで あり 、 様々 
な 環境 で それ ぞ れ の リリ ー が 育て られ た の で ある 。12 歳 に な - 


た 時 点 で 組織 の 施設 に 集め られ た リリ ー た ち は 、 自 分 と 同じ 
存在 が いる こと を 知っ て 強い 絆 で 結ば れる の で あっ た 


B 
肛 
に 
う 
0 
@ 
っ 


同一 遺伝 子 の リリ ー た ち 


理 っ た 環境 に よ 
越 団 「 関 光 の 旅団 」 


リリ ー た ちの 個性 は 十 人 十 色 で ある 。 中 に は 海 
角 を 現し 、 効 と 戦っ だ 
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ジェ リ ド メ サ 2 


Jerid Messa 


カミ ー ユ ・ ビ ダン と の 因縁 に 
執念 を 燃やし た ティ ター ンズ の 戦士 ン 


ユ ・ ビ ダン に 刻み 込ま れ た 屈辱 一 一 それ が 、 

ジェ リド ・ メ サ の 歩む 道 を 決定 付け る 感情 と な っ た 。 

ティ ター ンズ の 新鋭 と し て 将来 を 嘱望 され た エリ ー ト = 

で ぁ り な が ら 、 カ ミー ユ と の 出会い に よっ て 多く の に 

も の を 失い 、 挫 折 を 味わっ た ジェ リド 。 その 結果 、 ト 肖 T 

感情 の 袋小路 に 入り 込ん で し まっ た 若き エリ ー ト ) 1 1 
リ 


は 、 妄 幸 に 縛ら れ て いっ た の で ある 。 ) 

ティ ター ンズ の 一 員 と し て グリ プス 戦役 の 端緒 \ EH 
に 立ち 会 っ た ジェ リド は 、 そ こ で カミ ー ユ と 出会い 、 ] 2 
因縁 を 持つ と と に な る 。 戦友 の ライ ラ ・ ミ ラ ・ ラ イ ) 人 三 | 
ラ や カク リコ ン ・ カ クー ラー を 殺さ れ 、 自 ら も 敗北 
を 重ね た こと で 、 ジ ェ リ ド は カミ ー ユ に 執着 する 
よう に な っ て いっ た 。 その 感情 に 突き 動か され 
る まま に ジェ リド は 進み 、 戦い の 深み へ と 拉 
まっ て いく 。 だ が 、 ジェ リド が 歩ん だ 
さら な る 悲劇 が 待っ て いた の だ っ た 


促 己 学 S 遂 光 


し 4 
4 
に 


a 
と 


ー ロ ヘマ S% ペ マー ささ Ni 


ma 


- 9 に 
『 】 支え ち れ な が ら も 、 グ リプ ~ ィ 
戦役 の 洪 中 へ と ど 光 入 し て 
で < の だ っ た | 
へ ー 


に 大 切な 者 た ち を 鞭 わ れ 
た 憎しみ と 結び 


補助 機器 な し で 大 気 園内 の 
飛行 を 実現 し た 試作 MS。 空 
用 気 抵抗 を 考慮 し て 兵 装 は す 
べ て 内 薩 式 と し : 生得 


oz いと なり 
いい いとし う 欠 南 が あ 
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R 雇 に し 


ジェ リド は ジャ ブロ ー 基 地 の 戦 いか ら 生還 し た の ち 、 
パプ テマ ス ・ シ ロッ コ が 指揮 する ド ゴ ス ・ ギ ア に 配属 さ 
れ た 。 共に シロ ッ コ の 配下 と な っ た マウ アー・ フ ァ ラ オ と 
コン ビ を 組み 、 ジ ェ リ ド は 打倒 カミ ー ユ に 執念 を 燃やす 。 
その 戦い の 中 で サラ ・ ザ ビア ロフ ら を 指導 し 、 自 制す る 
慎重 さも 垣間見 せ た ジ ェ リ ド 。 それ は マウ アー の 支え が 
あれ ば こそ の 成長 で あり 、 ジ ェ リ ド は 彼女 と 愛し 合う よう 
に な る 。 だ が 、 カ ミー ユ と の 戦い で マウ アー が 自分 を 底 っ 
て 命 を 落と し 、 そ の 仙 を 討つ こと すら で き な い 無念 さ に 、 
ジェ リド は 再び 憎しみ を 強め て いっ た の で ある 。 

マウ アー を 失っ た 戦い で 負傷 し た ジェ リド は 、 キ リマ ン 
ジャ ロ 基 地 で 療養 の 日 々 を 過ごす 。 そこ に エ ゥ ー 
ゴ と カラ バ が 攻撃 を 仕掛 け 、 相 対し た カミ ー ユ に 激情 を 
エリ ド は 、 フォ ウ ・ ム ラサ メ の 命 を 奪う こと に な 
エリ ド の 復讐 心 は 、 カミ ー ユ に も 悲劇 を 降り か か ら 
で ある 。 それ で も 、 カ ミー ユ に 対す る ジェ リド の 執 
着 は 消え る こと な く 、 混 迷 を 深め る グリ プス 戦役 の 渦中 
で 彼 を 突き 動か し て いく 。 そし て 、 ジ ェ リ ド は 戦い の 最終 


か ず 、 乗 機 の コン ロト ー ル を 失っ た ジェ リド は 女 喉 の 叫 
び を 上 げ な が ら 宇 宙 に 敵 っ て いっ た の だ っ た 。 


む 寺 肖 私 今 に 突 き 動か され た ジェ リド の 戦い 


ド ゴ ス ・ ギ ア に 配属 され て ガブ スレ イ を 受領 し た ジェ リ 
ド は 、 サ ラ や シド レ た ち を 率い る 小隊 長 と な り 、 エ ウー ゴ 
と の 戦 に 身 を 投じ た 。 アポ ロ 作 戦 で は 、 ド コス ・ ギ ア が 
フォ ン ・ ブ ラウ ン に 降下 する た め の 較 と し て 自分 が 使わ 
れ た こと を 承知 の 上 で 戦い 、 負 傷 し な が ら も その 役目 を 
果たし て いる 。 アポ ボロ 作戦 の の ち は ア レキ サン ドリ ア に 
所 属 を 移し 、 サ イド 2 へ の 毒ガス 作戦 の 陣頭 指揮 を 執 
り 、 アー ガマ へ の 何 朋 作戦 で マウ アー を 失う こと と な る 。 
その 後 、 地上 の キリ マン ジャ ロ 基 地 で バイ アラ ン に 搭乗 
し て カミ ー ユ と 戦っ た ジェ リド は 、 ア ウド ムラ 追撃 部 隊 を 
率い て ダカール で 戦闘 を 行い 、 再び 宇宙 に 上 が る 。 以 
降 は ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン の 警護 を 務め (この 時 期 に 強 
化 人 間 に さ れ て いた と する 説 も ある )、 コロ ニー・ レ ー ザ ー 


et SD ュー タイ プ 価 補 生 を 
を 巡る 最終 決戦 で バウ ンド ・ ド ッ ク を 駆っ て カミ ー ユ と " itr 
交戦 し 、 その 末 に 戦死 する こと と な っ た 。 マ 隊 と 戦 


能 カ ETT 


カミ ー ユ と の 戦い で は 敗北 を 重ね た ジェ リド だ っ た が 、 
パイ ロッ ト と し て の 技量 は 着実 に 向上 し て いき 、 戦 争 中 
期 に は カミ ー ユ を 追い 詰め る まで に な っ て いた 。 また 、 
戦闘 指揮 官 と し て も 経験 を 積み 、MS 小 隊 の 隊長 に 加 
えて ガル ダ 級 メロ ッ ド の 指揮 官 も 務め た 。 な お 、 異 常 な 
まで の 生 貴 率 と 敵 遺 遇 率 の 高 さ か ら 、 ニ ュー タイ プ の , 
候補 と し て 挙げ られ た と も 言わ れ て いる 。 


ラ 特 B 死後 は 独自 に 行動 し た が 、 カ 
モ ィ ター ンズ 上 数 の パイ ロッ ト に 成長 し 、 ア ポリ ー を 刺 墜 し て いる 。 また 、 ジャ . - ける も 、 カ 及ば ず 無 カ 感 ユ と の 対決 に 敗れ 、 
ミト フ 直 々 に アウ ドム ラ 追 討 の 命 を 秋 け て メロ ッ ド を 指揮 し た 。 : 基 ま れる の 7 の 爆発 に 巻き 込ま れ て 命 を 江 
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ティ ター ンズ の MS パイ ロッ ト [Li 本 02 ser ln 


ティ ター ンズ の MS パイ ロッ ト 市 


Pilots in Titans 


エリ ー ト 部 隊 に 身 を 置き 
戦場 を 廊 け 抜け た 若き 兵士 た ち 


ティ ター ンズ は 、 一 年 戦争 後 の 地 球 園 最 大 の 不 
安 要素 と され る 公国 軍 残 党 の 掃討 を 目的 と し た 特務 
部 隊 で ある 。 所 属す る 将兵 は その 任務 の 都合 上 、 
通常 軍 と は 異な る 待遇 を 受け る 資格 また は 義務 を 有 
し て いた 。 多く の 連邦 軍兵 は いわ ゆる 「 エ リー ト 」 で あ 
る ティ ター ンズ を 羨望 の 眼差し で 眺め 、 そ の 一 員 に 
加わ る こと を 望み 、 結 果 と し て 優秀 な 人 材 が 多く 集 ま 
る こと と な っ た 。 さら に ティ ター ンズ は 、 人 の 潜在 能力 
を 人 工 的 に 引き 出し 、 ニ ュー タイ プ と 同等 の 感応 能 
力 を 持た せ た 「 強 化 人 間 ] の 研究 に 注力 し て お り 、 そ 
の 被 検体 を 多数 実戦 に 投入 する こと で 戦力 の 増強 
を 図っ て も いた 。 だ が 、 公 国軍 残党 狩り を 語 う ティ ター 
ンズ の 主張 を 信じ て いた 多く の 将兵 は 、 実 際 に は 地 
球 圏 支配 を 画策 し て いた 上 層 部 の 捨て 駒 と し て 利用 
され 、 無為 に その 命 を 散ら すこ と と な っ た の で ある 。 


oS 


な 投 重 を 有 し て 
サス 。 だ が 、 中 に 


MS ロト し で ッ 4 
た ラム で グ 
プ 


識 が マイ ナス 方 向 に 向い 
た 隊員 も 散見 され た 。 


RELATIONS 


バス クオ ム 


> キ ・ ぷ と A 


人 ダン ケル ・ ク ー パ ー 


MAIN MS 


に より 、 地球 連 邦 軍 内 に 設 
3 本 近 
を 


全て の 
・ バ ダム の 「 兄 ] と な る ご 


* 十 と し て の 能力 が 疑問 視 さ れ . 
だ が 当時 oT ンズ に a 
、 彼女 が 兄 と 3 
= て 上 げ 、 そ 
計画 を ゲー ツ 個 
彼 は 兄 と し て の 役割 


ア を 戦場 へ と 駆り 立て た の で ある 憶 を 弄 
為 が 成功 する は ず も の 徐々 に 


タン ケル ・ } がり 5 ナハ 


ティ ター ンズ の MS パイ ロッ ト 、 ヤ ザ し は そ 
の 勇猛 果敢 な 戦い 振り 「 野 獣 」 と 呼ば れ た 人 物 
それ を 邪魔 する 者 


ン と 出撃 し た の は 
ー ガ マ 隊 を 急襲 し た 時 
ブラ ビ に 搭乗 し 、 電 磁 ネ ッ 


攻撃 し 、 相 手 を 重 


で の 確か な 戦果 を 築く こと が 


高く 買っ て お り ) 
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アサ ギ & タ ク ヤ ・ プ リッ グ ス 計 = 


= 階級 一 


Asagi & Takuya Briggs 3 


スペ ベー スグ ライ ダー (アサ ギ 


損傷 し た 宇宙 船 から の 脱出 劇 を 
成功 させ た 民 問 人 の 姉 北 


地球 と コロ ニー、 そ し て 月 面 都市 を 繋ぐ シャ トル 便 
は 宇宙 開発 の 発展 と 共に 発達 し 、 旅客 輸送 の 代表 
的 な 存在 と し て 広く 認知 され る まで に な っ た 。 その 一 
方 で 、 戦時 下 に お ける 航行 は 危険 を 伴い 、 多く の 民 
間 人 が 戦 褐 に 巻き 込ま れ て も いる 。 U.C.0087 に 発 
生 し た 「 プ ロス ペロ ー 呈 事件 」 も また 、 グ リプ ス 戦 役 
に お ける エリ ー ゴ と ティ ター ンズ の 戦闘 に 端 を 発し た 
事件 で あっ た 。 た また ま 戦 闘 宙 域 に 接近 し た 豪華 旅 
客 宇宙 船 プロ スベ ロー は 、 テ ィ タ ー ン ズ の 砲火 に 呆 
され て 損傷 。 姿勢 制御 機能 を 失い 、 大 気 園 に 憧 落 ・ 
四散 する と いう 結果 を 迎え た 。 幸い に も 乗員 と 乗客 
は 無事 脱出 し た が 、2 名 の 乗 容 が 船内 に 取り 残さ れ 
る と いう アク シ デ ン ト に 見 舞 わ れ た 。 航空 宇宙 アカ デ 
ミー に 学ぶ 15 版 の 少女 と 、 そ の 背中 を 追い か ける 
少年 一 アサ ギ ・ ブ リッ グ ス と タク ヤ ・ ブ リッ グ ス の 
姉 弟 は 、 偶 然 彼ら を 発見 し た エ ウ ー ゴ の パイ ロッ ト の 
アド バイ ス を 受け て 脱出 を 図る こと に な る 。 


吾 介 音 さ で させ 注 RE 
光二 上 電 d ロ ー ロ スペ X ロ NL 


12 
ク 
事件 に 道 遇 する まで の タ 
ヤ 
4 
リ 
ツク 
グ 
ス 
プロ スペ ロー 
地球 周回 孝道 と 月 を 往復 す 
る 定 用 
関連 ファ イル 
MSZ.006.34 2 ガン 
~~ 


エア リア ル 
プロ スベ ロー に 搭載 され 


タク ヤ ・ 
ブリ ッ グ ス 
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あき ら め ち ゃ ダメ だ - 一 一 
そう 言っ た の は 
お 姉ちゃん じゃ な いか ! 


(タク ヤ ・ プ リッ グ ス ) 
地球 周回 軌道 を 航行 中 の プロ スペ ロー が 戦闘 に 券 
き 込 まれ て 損傷 し 、 そ の と き 船 内 の 一 区 画 に 居 た アサ 
ギ と タク ヤ は 、 だ け 取 り 残 され て し まう 。 大 気 園 へ 
の 落下 を 始め た プロ スベ ロー の 船内 で 絶望 に 襲わ れる 
ふた り だ っ た が 、 偶然 、 その 姿 を 発見 し た エゥーゴ の パイ 
ロッ ト の 助言 を 受け 、 独力 で 脱出 を 図る こと に な る 。 
ふた り は スキ ンダ イ ビ ン グ な ど で 呼 吸 を 引き 延ばす た 
め の 呼 吸 法 「 ハイ パー ペン チレ ーション ] を 行っ て 生身 
で 宇宙 空間 に 出る な ど 、 様 々 な 苦難 を 乗り 越え て 、 つ 
い に 大 気 園 突 人 に 挑ん だ 。 自動 操縦 の 利 か な い 脱 出 
艇 を 操り な ん と か 地球 へ と 降下 させ た ふた り は 、 今 度 は 
減速 用 ドラ ッ グ シュ ー ト が 作動 し な いと いう 不運 に 見 舞 
われ る 。 そん な 危機 か ら 彼 ら を 救っ た の は 、 見 知ら ぬ 民 
間 人 を 助け よう と 力 を 合わ せ た カ ラバ と ティ ター ンズ の パ 
イロ ッ ト た ち で あっ た 。 姉 弟 が プロ スペ ロー か ら の 脱出 を 
図る と の 報 を 聞き 付け た 彼ら は 、 救出 作戦 を 展開 。 アッ 
シマ ー や ガウ 改 、Z ガ ンダ ム 3 号 機 な ど が 脱出 艇 の 回 収 
に 尽力 。 脱出 艇 を 受け 止め た 3 号機 が 自ら の スラ スタ ー 
を 逆 噴射 させ て 減速 し 、 こ れ を ガウ 改 が 無事 に 回 収 し 
た 。 戦争 の 煽り を 受け て 危機 に 陥っ た 姉 弟 は 、 同 じ 戦 
争 の 中 で 生ま れ た 軍 の 垣根 を 超え た 協力 に よっ て 、 無 
事 に 地球 の 土 を 踏む こと と な っ た の で ある 。 


足跡 上 E 


プロ スペ ロー 号 の 損傷 に より ふた りき り で 取り 残さ れ 
る と いう 状況 に 始ま り 、 脱 出 艇 へ の 連絡 口 の 故障 、 脱 
出 艇 の 自動 操縦 機能 の 故障 、 減速 用 ドラ ッ グ シュ ー ト 
の 不備 な ど 、 ア サギ と タク ヤ は 様々 な 不運 に 見 無 われ 
た 。 も と も と は し っ か り 者 で ある アサ ギ も 、 そ ん な 度 重 な 
る 危機 に よっ て 何 度 か パニ ッ ク に 陥っ て いる 。 

その 窮地 を 救っ た の は 、 姉 と の 生還 に 書け る タク ヤ の 
想い で あっ た 。 普段 は 気 の 強 い 姉 の 陰 に 隠れ が ちな 大 
人 し い 少 年 で し か な か っ た 彼 だ が 、 危 機 的 な 状況 下 で 
本 来 の 芯 の 強 さ を 表し 、 生 き 延 びる 可能 性 を 信じ て 困 
難 に 立ち 向かう 意志 を 見 せ た 。 彼 の 決し て 諦め な い 次 
勢 が 、 絶 望 的 な 不安 を 抱い て いた 姉 を 力 づけ た こと は 
間違い な い だ ろ う 。 そう し て 互い を 励ま し て 決意 
ふた り は 、 説 出 艇 を 操作 し て の 大 気 圏 突入 を 成功 させ 、 
一 連 の 事件 か ら の 奇跡 的 な 生還 を 遂げ た の で ある 。 


) は 、 エゥーゴ の RGM-79R ジィ 


較 錠 時 季 和 7 アカデミ ー で の 処 学 の 成 MORE INFO! 
衣 補 宇宙 アカ デミ ー で 宇宙 船 の 航法 ・ 提 綻 技術 や Pe 
宇宙 科学 全般 を 学ん で いる アサ ギ と 、 そ の 背中 を 追い と いう 大 人 へ の 
掛け て いた タク ヤ 。 特に アサ ギ は 宇宙 船 の パイ ロッ ト に 
な る と いう 夢 を 持ち 、 操 導 能力 に 長け て いた と も 言わ れ 
る 。 姉 弟 の 息 の 合っ た 連携 は も ちろ ん 、 アカ デミ ー で 学 彼女 の 手 を 離れ て と 流 
ん だ 知識 が 、 脱 出産 の マニ ュ ア ル 操 作 に よる 大 気 囲 撃 者 と し て 、 その まま 宇宙 を 漂 
突入 を 成功 させ た 大 き な 要 因 で ある こと は 間違い な い 。 ・ 


取出 見 の 自動 継 能 が 作動 し な いと いう アク シ デ ン ト に 
は 、 大 所 園 突 入 と いう 困難 自力 で 乗り 切る 箕 中 力 を 見 


[> 
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HB の 登場 に より 、 北 
ド の 武装 組 


・ ク ロス ロー ド 


m02 ser88c 


沙 慈 ・ ク ロス ロー ド 編 


Case of Saji Crossroad 


経済 特区 ・ 日 本 で 宇宙 工学 を 学ぶ 学生 で あっ た 
沙 慈 ・ ク ロス ロー ド は 、 宇 宙 で 働く こと を 夢見 て いた 。 
ガー ルフ レン ド で ある ルイ ス ・ ハ レヴ ィ の わが まま に 振 
り 回 され な が ら も 充実 し た 日 々 を 送っ て いた が 、 西 暦 
2307 年 、 ソ レス タル ビー イン グ (CB) に よる 武力 介入 
が 開始 され る 。 三 大 勢力 に よる セロ サム ・ ゲ ー ム や 
民族 紛争 は 多発 し て いた も の の 、 日 本 は 比較 的 安穏 
と し た 状況 で あっ た た め 、 CB の 活動 に どこ か 実感 を 持 


、 沙 慈 を 取り 巻く 環境 は 急 
激 に 変化 し て いく 。 親族 の 結婚 式 の た め に スペ イン 
に 里帰り し て いた ルイ ス が 、CB に 所 属す る ガン ダム 
(チー ム ト リ ニテ ィ ) の 攻撃 を 碗 け 、 左 手首 を 切断 す 


宇宙 で 働く こと を 夢見 る 学生 で あっ 
乱 の 中 で 戦争 の 悲惨 さ に 触れ る こと と な 


クロ スロ ー ド は 、 大 き な 戦 


長年 続け られ て きた 北ア イル 
CB が 全 戦 争 行為 へ の 武力 
介入 を 家 言 し た こと で 停止 され た こと を 知り 、 沙 奈 は 艦 
く 。 教科 書 に も 掲載 され て いる ほど の 長き に 理 る 紛争 
が 、CB が 蜂起 し た 直後 に 一 応 の 終結 を 迎え た の だ 。 
だ それ は まだ メデ ィ ア に よっ て 与え られ る 情報 に 過 
ぎ ず 、CB の 介入 が 自分 た ち を 巻き 込ん で いく と は 、 こ ご 
の と き の 沙 共 は まだ 知る 由 も ちな か っ た の で ある 。 


て ず に いた 沙 慈 。 だ が 、 
ラン ド で の 民族 紛争 


いく 状況 に 、 沙 慈 も 絶望 を 感じ る 。 
で 待っ て いて ] と いう ルイ ス と の 約束 : 
る こと を 全う する こと を 決意 。 宇宙 技師 の 
し 、 宇 宙 で 働く と いう 以前 か ら の 夢 を 叶 : 
ルイ ス と は 音信 不通 の 状態 が 続き 、 彼 女 が 
え 沙 慈 は その 再会 の と き 
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… カ タロ ン で も る 
ソレ スタ ルビ ー イ ング で も あり ませ ん ……! 


ルイ ス と の 再会 の と き を 待ち 儲 び な が 
宙 技 師 と し て 懸命 に 働い て いた 。 だ が 、 
府 組織 カタ ロン の メン バー が い : 
者 と し て 拘束 され 、 強制 労働 施設 の ある コロ 
ラウ ド に 連行 され た の だ っ た 。 コロ ニー・ プ ラウ ド か ら 
は 羊 那 に よっ て 助け られ た 沙 閑 だ が 、 日 本 在住 時 代 
に 隣人 で あっ た 痢 那 が CB で ある こと を 初め て 知り 、 
慎 り を 覚え る 。 彼ら に 助け られ た 身 と は いえ 、CB が 武 


宇宙 


沙 惹 は 連邦 軍 に も カタ ロン に も 合流 する こと が 不 
可能 と な り 、CB の プトレマイオス 2 に 保護 され た 。 プ ト 
レ マ イ オス 2 で は 砲撃 手 を 任 さ れ た こと も あっ た が 、 人 
を 殺め る こと に 抵抗 の ある 沙 慈 は 、 引 き 鉄 を 引く こと 
が で き な か っ た 。 一 方 で 、 基 地 の 壊滅 に 責任 を 感じ 
て いた 沙 整 は 、 ダ ブル オー ガン ダム の 支援 機 オー ラ 
イザ ー の パイ ロッ ト と し て 、 戦場 に 出る よう に な る 。 そ 
は 、 敵対 勢力 で あっ た アロ ウズ に 、 ル イス が 


僕たち は わか り 合 うこ と で 、 未来 を 築く ん だ ! 
う ? ルイ ス ! 


そう だ ろ 


ルイ ス を 奪還 する べく CB に 協力 し 、 ア ロウ ズ と の 
最終 決戦 に 臨ん だ 沙 慈 。 沙 慈 は 、 章 那 と 共に ダブ ル 
オー ライ ザー の パイ ロッ ト と し て ルイ ス が 乗る レグ ナン ト 
と 対 財 す る 。「 お まえ た ちさ えい な く な れ ば !』] 一 一 ガン 
ダム へ の 復讐 に 囚われ て いた ルイ ス は 、 SA 
EC ライ ザー に 猛攻 を 仕掛 け 、 

、 ル イス を 奪還 する 最後 の チャ 
は 、 彼 女 の 心 に 届く よう に 、 真 還 な 


西暦 2312 年 の 戦い が 終結 し た こと で 、 沙 慈 は 以 
前 と 同じ よう に 宇宙 技師 と し て 働く 日 々 を 送っ て いた 。 
アロ ウズ か ら 奪 還 し た ルイ ス は 、 リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク 
に 植え 付け られ た 脳 量子 波 の 副作用 6 
の 献身 的 な 介護 も あり 、 快 方 


の 襲来 が ルイ ス の 脳 量子 波 


り 、 再 び 容 態 が 悪化 し て し まう 。 沙 慈 は 当初 、 苦 し む 


力 に よっ て ルイ ス を 傷付け た の は 事実 で あり 、 沙 慈 は 
居心地 の 悪さ を 感じ て いた 。 彼 は 車 を 借り て 保護 され 
て いた カタ ロン の 基地 を 抜け 出す が 、 そ の 直後 、 地 
a IAN 


、 セ ル ゲ イ 以 外 は 沙 
の 告白 が カタ ロン 基地 
っ た 。 


兵士 と し て 参加 し て いる こと を 知る の だ っ た 。 日 本 在 
住 時 代 か ら 沙 起 が CB に 協力 し て いた の で は と の 疑念 
を ルイ ス が 抱い た た め 、 両者 の 関係 は 最悪 と な る 。 だ 
R は その 誤解 を 解き 、 そ し て アロ ウズ か ら 彼 女 
を 奪還 する た め 、 オ ー ラ イザ ー で 戦場 に 出 続 ける こと 
を 決意 。 アロ ウズ と の 決戦 を 前 に 、 刺 那 に も その 意 
志 を 語っ て いる 。 それ は 沙 慈 が 、 命 の 奪い 合い で は 
な い 形 で 行え る 、 唯一 の 戦い で あっ た 。 


態度 で 説得 を 続け る 。 力 で 勝ち 取っ た 未来 で 幸せ 
は 訪れ る の か 。 そし て 、 そ れ は ルイ ス が 望ん で いた 本 
当 の 未来 な の か 。 さら に 再び わか り 合 うこ と の 意味 を 
彼女 に 説い た 沙 慈 。 そし て その 想い は 、 痢 那 が ダブ 
ルオ ー ラ イザ ー で 発動 し た トラ ン ザ ム パ バー スト で の 高 
濃度 圧縮 粒子 領域 の 中 で 、 つい に 彼女 に 届く 。 それ 

二 度 の 戦乱 に よっ て 引き 裂 か れ た 『 よ う 
くわ か り 合っ た 瞬間 で あ - 


劇場 版 


彼女 を た だ 傍ら で 見 て いる し か な か っ た が 、 連 邦 政府 
が 軌道 エレ ベー ター 防衛 の た め に 宇宙 技師 第 一 種 
免許 取得 者 を 募集 し て いる こと を 知る 。 沙 慈 は ルイ 
ス か ら 苦 し み を 取り 除く た め 、 彼 女 を 脳 量子 波 舌 断 
施設 に 避難 させ 、 軌 道 エ レベ ー タ ー の 防衛 に 参加 す 
る の だ っ た 。 ルイ ス の 元 を 離れ る の は 辛く も あっ た が 、 
沙 惹 は これ まで に 得 た 経験 や 知識 を 活か し 、 そ の 先 
に ある 未来 を 掴み 取 ろ うと し た の で ある 。 
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宇宙 世紀 の 先駆 者 た ち 訟 


Pioneers in U.C. 


ニュ ー タ イブ 研究 (フラ ナガ ン ) 8 


人 類 の 革新 を 先導 し 
宇宙 世紀 に 名 を 刻ん だ 先 叉 者 た ち 


ジオ ン 共 和 国 の 首相 を 務め た 思想 家 ジ オン ・ ズ 
ム ・ ダ イク ン が 提唱 し た 「 メ オニ ズム] は 、 宇宙 世紀 
に 生ま れ た 3 つの 思想 を 融合 させ た も の で ある 。 そ 
の 中 で 特に スペ ー ス ノイ ド の 閉塞 感 を 払拭 し た も の 
が 「 ニ ュー タイ プ 思 想 ] で あっ た 。 宇宙 に 進出 し た 人 
類 が 優れ た 精神 性 を 獲得 し た 結果 、 辿 り 着く 未来 
像 一 一 その よう に 定義 され て いた ニュ ー タ イブ が 出 
現し 始め た と と か ら 、 ジ オニ ズム は さら に 熱 を 帯び 、 
彼ら に 対し 科学 的 に アプ ロー チ を 試み る フラ ナガ ン 
博士 の よう な 者 も 現れ た 。 思想 面 / 現 象 面 に お いて 
「 新 た な 人 類 ] の 有り 方 を 示し た ふた り は 、 後 世に 
お いて 健 人 と 評 さ れ て いる 。 し か し 、 その 裏 に は 常に 
戦乱 の 歴史 が 付い て 回 る こと と な っ た 。 


ジオ ニズム に よっ て ス 
ペー ス ノ イド を 先導 し 、 
共和 国 の 平和 的 な 独立 
を 願っ て いた ダイ クン 。 
だ が 徳 は 。 そ の 志 半 ば 
で 急逝 し て し まっ た 。 


マ さ ヽ ペ ポー ス 2 ぷ S ラ サシ 


いい かこ ペ ーー 


スン と いう 傑出 し 還 
ー タ イプ の 育て の 
し て も 知ら れる フラ ナ 
- 情 士 。 だ が 、 彼 に と っ 
て 彼女 は あく まで 貴重 な 
研究 対象 で あっ 


『 い 
人 類 の 大 半 が 宇 軍民 住 者 と な っ た 時 代 、 ダ イク ン が 語る コロ 
ニー の 平和 抽 な 独立 と スペ ー ス ノイ ド の 可能 性 は 、 連 邦 下 許 
に 不満 を 持つ 宇宙 移民 者 か ら 絶 大 な 支持 を 集め た 。 


に / 


関連 ファ イル 


| 面 を 特 化 させ 、 U.C0079 に 
独立 を 求め て 地球 軍 邦 政府 
に 対し て 宣 幸 布 告 し た 。 
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U.C.0070 年 代 に お ける ニュ ー タ イブ 研究 の 第 一 人 
者 で あり 、 サ イコ ミュ ・ シ ステ ム の 発案 者 一 フラ ナガ 
ン 博 士 の 残し た 成果 を 挙げ ばれ ば 枚挙 に 暇 が な い 。 た 
だ 、 彼 個人 の 詳細 は その 業績 ほど に は 伝わっ て お ら ず 、 
知ら れ て いる こと と 言え ば 彼 が ユダ ヤ 系 の スペ ー ス ノイ 
ド で あっ た こと や 、 サ イド 6 の パル ダ ・ コ ロニ ー に 居 を 構 
えて で いた こと 程度 で ある 。 フラ ナガ ン 博 士 自 身 が それ を 
享 ん だ の か 、 そ れ と も 宇宙 世紀 と いう 動乱 の 時 代 が 彼 
の 存在 を 覆い 隠し た の か 。 彼 に つい て は 一 年 戦争 後 
の 消息 すら 判然 と せ ず 、 た だ その 研究 成果 の み が 残 さ 
れ た 。 特に U.C.0079 に 試作 品 が 完成 し た サイ コミ ュ ・ 
シス テム は 、 フ ラナ ガン 博士 が 残し た 研究 成果 の 最 た 
る も の と 言え る 。 ニュ ー タ イプ が 発する 「 感 応 波 ] を 受 
信 し て 機械 語 に 変換 する シス テム に より 、 技 術 面 か ら 
の ニュ ー タ イプ 能力 の 軍事 転用 が 確立 され 、 以 降 の 
戦乱 に も 大 き な 影響 を 与え た 。 さら に その 研究 が 転じ 
て 、 人 工 的 に ニュ ー タ イプ 能力 を 発現 させ た 「 強 化 人 
間 ] を 生み 出す 結果 と な っ た 。 人 類 の 革新 で ある は ず 
の ニュ ー タ イプ が 、 フラ ナガ ン 博 士 の 技術 を 介し た 場合 
に は 戦争 の 道具 と され る 。 そう し た 意味 で は 、 彼 が 残し 
た 成果 は 決し て 功 業 の み で な く 、 宇 宙 世 紀 の 戦 乱 を さ 
ら な る 惨 福 に 導く 所 業 で も あっ た と 言え る だ ろう 。 


軍 主 導 の 研究 所 で あっ た ご 
と か ら 、 研 究 成果 の 軍事 転 
明 


自 で あっ 
彼 の 研究 は 充分 で 果 を 学 
と げた と いう べき で あろ う 。 


ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イタ ン 


ニュ ー タ イプ の 出現 を 予見 し た 偉大 な 思想 家 一 ー ジ 
オン ・ ズ ム ・ ダ イク ン の 存在 は 、 棄 民政 策 と さえ 呼ば 
る 宇宙 移民 政策 に よっ て 、 半 強制 的 に 移民 させ られ た 
スペ ー ス ノイ ド た ち に 希望 を 与え る も の だ っ た 。 彼 が 提唱 
し た ジ ォ ニズム は 、 地 球 連 邦 の 抑圧 下 に あっ た 多く の ス 
ペー ス ノ イド の 心 を 掴ん だ が 、 そ の 一 方 で 、 一 部 の 野心 
家 に この 思想 に 則っ た 権力 掌握 の 夢 を 抱か せ て も いた 。 
ダイ クン は U.C.0052 に サイ ド 3 で 自治 権 獲得 運動 を 
開始 し 、 そ の 6 年 後 、 サ イド 3 独立 宣言 に よっ て ジオ ォ ン 
共和 国 を 樹立 し た 。 だ が その 独立 運動 は 連邦 政府 の 
経済 制裁 、 軍 事 力 に よる 示 成 行動 と いっ た 強硬 策 に 
よっ て 召 航 を 極め た 。 徳 は あく まで 対話 に よる 自治 権 
獲得 を 望ん だ が 、 独 立 運動 に 協力 し た ザビ 家 と の 亀裂 と ミ 
が 、 彼 を 追い 詰め て いく と と に な っ た 。 それ が 決定 的 な MORE INFO! } 1 
も の と な っ た の が 、U.C.0067 の コロ ニー 自治 権 整 備 
法案 の 廃案 で あっ た 。 この 連邦 政府 の 施策 に より 、 彼 ジオ ニズム の 変貌 
が 目指 し た 平和 な ジオ ニズム の 実践 に よる 独立 の 道 は 一 年 戦争 終 毅 、 デ ギン の 意 を 受け た ダル シア ・ パ ハロ 首 
絶た れ た の で ある 。 その 1 年 後 、 ダ イク ン は 急逝 し 、 跡 TS は 
を 継い だ デ ギ ン が 共和 制 を 廃し て ジオ ン 公 国 を 建国 、 さ os 
RR a cr 
その 死に よっ て 振り 搬 か れ た 災厄 は 地球 園 を 長い 戦乱 に 
に 巻き 込む こと と な っ た の で ある 。 


態 を 示す ほん の 一 例 で ある 。 


死 の 間 醒 、 ダ イク ン は 傍ら の 
デ ギ ン を 指さし 、 従 書 ( 


国 首 相 , 一 年 戦争 時 は 
や 軍部 は ギレ ン が 究 押 し て い 
た た め 実 質 的 な 権力 は な く 、 デ ギ 
ン と 共に 集 微 と し て 置か れ て いた 
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J » = デマ 
ノー * マ ン @ の ル 年 上 
所 属 地球 連邦 軍 第 44 機 械 化 混成 連隊 


階級 中 尉 (ヤン デル ) "軍曹 (スラ ー) 


くべ 夫 ペ = 出身 一 
レ ノ フン ” スス ノ 技能 戦車 操縦 (スラー)、 小 隊 指 揮 (ヤン デル ) | EE-F.S.F. 


Hreman Yandel/Laban Slur 


復讐 心 に 身 を 委ね た 戦車 長 と i FE 
その 戦い を 見 届け た 若き 提 縦 手 ピ 


「 陸 の 王者 」 の 称号 を ほし いま ま に し た 地球 連邦 0 史 に ss 』7 
軍 の 主戦 車 一 61 式 戦車 。 だ が 、 一 年 戦争 に 
お ける ミノ フス キー 粒子 と MS の 出現 に よっ て その 栄 
光 は 失わ れ 、 洞 落 の 道 を 辿っ た 。 61 式 戦車 を 操る 
戦車 兵 た ち も ま た 栽 濱 し ]「 タ ダ 飯 食らい 」 と 茂 ま 
れ 、 屈辱 に まみ れる こと に な る 。 し か し 、 王 者 の 狼 持 
と 執念 は 、 戦車 兵 た ち に 戦い 続け る こと を 選ば せ た 。 
ハー マン ・ ヤ ン デ ル は 、 そう いっ た 男 で あっ た 。 

ヤン デル ほ は 、 地 球 連邦 地上 軍 欧 州 方 面 軍 の 第 
44 機 械 化 混成 連隊 に 所 属し た 人 物 で 、 第 301 戦 
車 中 隊 第 1 小隊 の 指揮 官 を 務め た 。 撃破 記録 を 保 
持 す る 優秀 な 戦車 長 だ っ た が 問題 も 多く 、 ペ ア を 組 
む ド ライ バー が 病院 送り と な る 事態 も 招い て いた 。 そ 
の 捕 充 と し て 配属 され た レイ パン ・ ス ラー は 、 執 2 
彩 ら れ た ヤン デル の 戦い を 目撃 する こと と な る 。 


ヤン デル は 優れ た 綾 

車 長 で あり 、61 式 戦 
車 の 乗り 手 で ある こと 
に 誠 り を 抱い て いた 。 
人 格 に 問題 は あっ た 
が 実力 は 確か で 、 最 
技 的 な MS 軸 硫 記録 

[EAA 


61 式 戦車 の ドラ イ バ 


ヤン デル は 過去 の 経験 の た めか 、# 
面 が 


に 。 ヤン デル は 当初 、 
部 分 も あっ た よう だ 。 


ーN・ ぐ > へ ぐ マヤ 


関連 ファ イル 


M61A5 
61 式 戦車 5 型 


が ドラ イ バ ー を 季 め た 
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ヤン デル は 高い 射撃 技術 や 柔軟 な 状況 判断 能力 を 
和 優秀 な 戦車 長 と し て 名 を 馳せ て いた 。 だ が その 一 
方 で 、 ヤ ン デ ル の 背中 に 死神 を 見 た と いう 者 も いた た め . 
に 、 周 囲 か ら 死神 と 暮らし て いる ] と 噂 され た 。 ヤン デ 
ル が 死神 に 魅入 られ た 理由 一 一 それ は 、 ジ オン 公国 軍 
の 「 ホ ワイ ト オ ー ガ ー] こと エル マー・ ス ネル に 喫し た 敗北 
だ っ た 。 ホワ イト オー ガー に 敗れ て 片 脚 を 失い 、 さ ら に は 
帰る べき 故郷 と 家族 も 失 く し た ヤン デル は 、 復 讐 心 ( 
われ て 死神 を 育 負 う よ う に な っ た の で ある 。 以来 、 ヤン デ 
ル は 自ら も 「 死 神 ] と 呼ば れ な が ら 、 ホワ イト オー ガー に 復 
儲 す る 機会 を 待っ た 。 そし て 、 U.C.0079.07.25、 偽 情 
報 で 誘き 出し た ホワ イト オー ガー に 礎 襲 を 掛け る 作戦 を 
上 申す る 。 明け て 26 日 、 特 別 編制 の 2 個 小隊 を 率い て 
ホワ イト オー ガー の 小隊 を 待ち 伏せ た ヤン デル は 、 激 闘 
の 未 に 宿敵 を 破っ て 因縁 を 払拭 し た 。 だ が 、 その 喜び に 
浸っ た の も 束の間 、 ジ オン 公国 軍 パ トロ ー ル 部 隊 の 攻撃 
を 受け て 61 式 戦車 は 炎上 し 、 ヤ ン デ ル は 死神 か ら 逃 れ 
る こと 叶わ ず 爆 発 の 中 に 消え て いっ た の で ある 。 


ヤン デル は 過去 に ホワ イ 


ー を 倒 
すこ と に 摘 着 する よう に | 
な っ て い <。 


ホワ イト オー ガー へ の 強 


は その ひと り だ っ た 。 


UC.0079.07.21、 第 44 機 械 化 混成 連隊 第 301 
戦車 中 隊 に 転属 と な っ た スラ ー は 、 そ こ で 初め て ヤン デ 
ル と 出会う 。 不可 解 な 挙動 を 見 せる ヤン デル の 61 式 戦 
車 と 、 新 た な パー トナ ー の 卓 絶 し た 技術 に 度肝 を 抜か れ 
る スラ ー。 し か し 、 そ れ 以 上 に スラ ー を 驚 橋 させ た の は 、 
ヤン デル の 背中 に 見 える 死神 の 姿 だ っ た 。 ヤン デル が 
まとっ た 不吉 な 影 と 、 彼 を 戦い に 駆り 立て る 復讐 心 に 危 
恨 を 抱い た スラ ー は 、 大 隊長 の ミケ ー レ ・ コ レ マ ッ タ に 指 
揮 権 の 剥奪 を 進言 する も 。 だ が 、 ス ラー の 言 は 通ら ず 、 ヤ 
ン デ ル が 立案 し た 奇襲 作戦 に 参加 する こと に な る 。 その 
戦い に 臨み 、 ヤ ン デ ル に 見 える 死神 の こと を 明か し た ス 
ラー は 、 彼 の 深い 執念 を 知る の だ っ た 。 そし て 、 ホ ワイ ト 
オー ガー と の 戦い に お いて 、 ス ラー は 61 式 戦車 の ドラ イ 
バー と し て 死 力 を 尽く し 、 ヤン デル が 復讐 を 果たす 一 助 と 
な る 。 し か し 、 戦い に 勝利 し て 61 式 戦車 か ら 降 り た スラ ー 
は 、 狂 喜 す る ヤン デル に 未だ ま と わ り 付 く 死 神 を 目撃 す 
る 。 その 直後 、 攻 撃 を 受け て 炎上 する 61 式 戦車 が ヤン 
デル を 呑み 込む 光景 を 見 届け 、 ひ と り 生 還 す る の だ っ た 。 


ヤン デル の 彰 中 に 死 入 
| を 見 て 、 臣 属 の 表情 を 洋 


スラ ー は 合 れ た 名 投 術 
る 有 し 、 ヤ ン デ ル の 失 還 
指示 を 的 確 に 実行 し て 
戦果 を 挙げ た 。 ホワ イト 
オー ガー と の 戦い で も 、 
ザク の 股下 を 破け 抜け る 
果敢 な 操 縮 を 見 せ た 。 


MORE INFO! 


早く か ら MS を 実戦 投入 


病院 送り に な っ た 前 任 


の ド ライ バー に 代わ 


オン 公国 軍 の 戦車 乗り と MS へ の 転 科 


画 デ メジ エー ル 


し 


x 124-16 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


ーー 一 会 


WIEs ーー 

Bm の {FF 
アー クエ ンジ ェ ル の 主力 の 一 翼 を 担っ た 
地球 軍 エ ー ス パイ ロッ ド の 戦い 


人 の た め に 戦う 


BE 
で きる だ け の 力 を 持っ て いる だ ろう ? 


ムウ ・ ラ ・ 
Case Of Mwu La Fllaga 


地球 連合 軍 の エー スパ イロ ッ ト で あっ た ムウ は 、 組 織 で は な く 愛 すべ き 
道 を 選ぶ の だ っ た 。 


GE 4 sl6g 
フラ ガ 編 


5 へ リオ ポリ ス 四 域 と 


な ら 、 で きる こと を や れ よ 


メビウス ゼロ の パイ ロッ ト と し て グリ マル ディ 戦線 で 
多大 な 功績 を 残し 、「 エ ン デ ュ ミ オン の 薦 」 と いう ふた 
つ 名 を 持つ 地球 連合 軍 の エー スパ イロ ッ ト 、 ムウ ・ ラ ・ 
フラ ガ 。 彼 は 、 ザ フト の クル ー ゼ 隊 が 行っ た ヘリ オ ポ 
リス 襲撃 作戦 に 遭遇 し 、 メ ビ ピウス ゼロ で 出撃 する 。 戦 
闘 に 参加 し た ムウ は 、 それ まで の 母艦 が 撃破 され た た 
め 、 急 速 ヘ リオ ポリ ス か ら 出航 し た アー クエ ン > 
に 合流 する 。 艦 に は 、 地 球 軍 が 初め て 開発 し た MS 


艦長 に マリ ュー アス 、 副 艦 長 に ナタ ル ・ バ ジ 
ルー ル が 就任 し 出撃 ー ク エン ジェ ル は 、 ク ルー 
ゼ 隊 の 執 拓 な 追撃 に 耐え つつ 、 地 球 軍 第 8 艦隊 と 
の 合流 を 目指 し て いた 。 ムウ は 人 員 不 足 が 続く 艦 を 
支え る た め ブ リッ ジ ク ル ー と し て も 活躍 し た だ け で な く 、 
意見 の 相違 が 続く マリ ュー と ナタ ル の 間 に 立 つ な ど 
艦 の まとめ 役 と し て も 立ち 回 っ た 。 だ が 、 彼 の 本 職 は 
MA パイ ロッ ト で あり 、 メ ビ ウ ス ゼ ロ で の 戦闘 に は 絶対 
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の 1 機 で ある スト ライ ク ガ ンダ ム が 搭載 され て いた が 、 
それ を 民間 の 学生 で ある キラ ・ ヤ マト が 運用 し て いた 。 
キラ の 類 いま れ な 操縦 セン ス と 反応 速度 を 問 近 で 見 
た ムウ は 、 彼 が ナチ ュ ラ ル で は な く 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー 
で ある こと を いち 千 く 察知 する 。 だ だ が 、 ム ウ は キラ を 差 
別 す る こと は な く 、 その 力 が アー クエ ンジ ェ ル や 仲間 た 
ち を 助け 必要 で ある と キラ に 訴え 、 戦闘 に 参加 
する よう に 諭す の だ っ た 。 


の 自信 を 抱い て いた の で ある 。 アー クエ ンジ ェ ル が 第 
8 艦隊 先遣 隊 と の 合流 を 目指 し た 際 は 、 先 遣 隊 に 攻 
撃 を 仕掛 けた クル ー ゼ 隊 を 叩く た め 、 キ ラ の スト ライ ク 
と 共に 出撃 。 だ が 、 満 を 持 し て 戦場 に 出 た も の の 、 
予想 以上 に 激しい クル ー ゼ 隊 の 攻撃 に 晒さ れ 、 自 機 
が 被弾 し て し まう 。 己 の 不 甲 斐 な さ を 嘆い て 思わ ず 上 . 
記 の セリ フ を 吐い た ムウ 。 パイ ロッ ト と し て の 強い 鈴 持 
が 溢れ た 瞬間 だ っ た 。 


CE71.286 


ふーん 、 味 の わか る 男 だ な 。 


バナ ディ ー ヤ 


けど 、 敵 の こと な ん か 知ら な い ほ うがい いん だ 。 早く 忘れ ちまえ 


第 8 艦隊 と 合流 後 、 ア ラス カ 基 地 (JOSH-A) を 目 
指し た アー クエ ンジ ェ ル で あっ た が 、 ザ フト の 支配 地 
域 で ある アフ リカ の パナ ディ ー F 下 し て し まう 。 バ 
ナディ ー ヤ で は 、 地 元 の レジ スタ ンス 組織 「 明 け の 砂 
漠 」 と 合流 し 、 現 地 を 制圧 する バル ト フ ェ ルド 隊 と 対 
財 す る 。 バル ト フ ェ ル ド 隊 の 隊長 で ある アン ドリ ュー・ 
パル ト フ ェ ル ド は か な り の 曲 者 で 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー な 
が ら 地球 軍 に 参加 し て いる キラ に 興味 を 持ち 、 身 元 


CE71.4.1 フ 


撃た な けれ ば 撃た れる ! 
お まえ も ! みん な ! 


バル ト フ ェ ル ド 隊 と の 戦い を 終え た アー クエ ンジ ェ ル 
は 、 再 び ア ラス カ 基 地 に 進路 を 取る 。 だ が 、 ク ルー 
ゼ 隊 か ら 分 派 し た ザラ 隊 に 追い 詰め られ 、 艦 は 密か 
に オー ブ へ 入港 する の だ っ た 。 そし て 、 オ ー ブ 出 航 直 
後 ザラ 隊 か ら 括 攻 を 受け た : め 、 ム ウ は トー ル ・ ケ ー 


アス ラン の 友人 を 秩 め た 
こと に より 、 キラ は 戦い の 
意味 すら 見 失っ て いく 。 

ムウ は そん な 彼 を 救 お う 
『、 そ の 言葉 は キ 
届 カ な か っ た 


ク を サボ: ト U、 艦 を 守り 抜く こと と に 注力 する 。 この 戦 
いで キラ は 、 ザ ラ 隊 の ブリ ッ ツ ガン ダム を 撃破 する こと 


キラ と スト ライ ク を 失う と いう 大 き な 痛 手 を 負い な が 
ら 、 ア ー ク エン ジェ ル は アラ スカ 基地 に 到着 し た 。 そこ 
で ムウ は 異動 を 命じ られ 、 艦 か ら 離 れる こと に な る 。 だ 
が 、 艦 長 で ある マリ ュー の 傍ら に 居 た いと の 気持 ち が 
抑え られ ず 、 急 層 、 艦 へ と 引き 返し た ムウ だ が 、 その 道 
中 で 衝撃 の 事実 を 知る 。 地球 軍 上 層 部 は アー クエ ン 
ジェ ル ら 守備 隊 を 田 に し て 、 基 地 の 地下 に 敷設 され て 
いる 大 量 破壊 兵器 サイ クロ プス を 発動 し よう と し て い 


や ゃ やっぱ 俺 っ て 、 不可 能 を 可能 に 一 一 


と 。 後日 、 キ ラ と 食 
事 を 共に する 中 で 、 ケ バブ に は ヨー グル ト ソ ー ス で ある 
と 力説 し た ムウ に 、 キラ が 「 虎 (バル ト フ ェ ル ド ) も そう 
言っ て た ] と 返す 。 それ を 聞い た ムウ は 、 バ ルト フェ ル 
ド の 味覚 を 認め つつ も 、 敵 兵 へ の 思い 入れ は 危険 で 
だ と 告げ る 。 戦闘 時 に 敵 パ イロ ッ ト の 人 格 が 見 えて し 
まっ て は 、 命 の 遣り 取り が し 辛い 一 一 それ が 長年 軍 
人 と し て 過ごし て きた ムウ の 実感 で 


に 成功 。 何 度 も 苦し め ら れ て きた ガン ダム の 1 機 を 撃 
破 し た こと で 沸き 立つ アー クエ ンジ ェ ル の クル ー た ち 
、 キ ラ は ひと り 沈 ん だ 表情 を 見 せ て いた 。 
英機 を 撃破 し た と いう 事実 より も 人 を 殺め た こと へ の 
後悔 が 彼 を 飼い 詰め て いた の で ある 。 それ を 見 た ムウ 
に 敵 
を 見 せ て し まう と 、 今 度 は 自分 た ち が 命 を 落と し て し ま 
うと いう 戦場 の 理 を キラ に 説く の だ っ た 。 


アー クエ ンジ ェ ル に 戻っ た ムウ は その 事実 を マ 
いち 早く 伝え 、 戦 域 か ら の 離脱 を 促す 。 直後 
に キラ も 帰還 し た こと で 、 艦 は 難 を 逃れ る の だ っ た 。 そ 
の 後 、 ア ー ク エン ジェ ル が オー ブ に 合流 する と 、 ム ウ は 
マリ ュー に 自ら の 気持 ち を 告白 する 。 マリ ュー は 過去 の 
経験 か ら 「 モ ビル アー マー 乗り は 嫌い で す 」 と 返す が 、 
スト ライ ク で の 戦場 復帰 が 決ま っ て いた ムウ は 上 の 言 
葉 を 路 き 、 マリ ュー と 口づけ を 交わ す の だ っ た 。 


アー クエ ンジ ェ ル は 、 ザフト を 離脱 し た エタ ー ナ ル 、 
そし て オー ブ の 残党 部 隊 と 共に 独立 部 隊 を 結成 し 、 
ザフト や 地球 軍 の 戦闘 に 介入 する こと を 決断 。 ムウ 
は 、 キラ に 代わ っ て スト ライ ク の パイ ロッ ト と な り 、 宇宙 
で 開始 され た 大 規模 な 戦闘 に 介入 し た 。 ムウ は MS 
の パイ ロッ ト と し て も 充分 な 能力 を 発揮 し 、 ア ー ク エン 
ジェ ル の 主戦 力 と し て その 存在 感 を 見 せ 付け る 。 そ 
の 後 、 艦 は ナタ ル が 態 長 を 務め る ドミ ニオ ン と 激しい 


戦い を 繰り 広げ た 。 その 中 で 、 ド ミニ オン の オブ ザー 
バー で ある ムル タ ・ ア ズラ エル が 、 ナ タル の 制止 を 振 
り 切 り ロ ー エ ング リン を 発射 。 それ は アー クエ ンジ ェ ル 
に 直撃 する コー ス を 辿っ て いた が 、 ギ リ ギ リ の と ころ で 
ムウ が 橘 と な り 、 砲 を 防い だ の で ある 。 「 不 可能 を 可 
能 に する 男 」 一 一 自ら を そう 称し て いた ムウ は 、 今 回 
も それ を 実行 し て 見 せ た 。 だ が 、 そ の 代償 は あま り に 
も 大 きか っ た の で ある 。 
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機動 武闘 伝 ガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE ss m02 sm08h 
ネオ ジャ パン の 人 々 


People of Neo Japan 


ドモ ン の ファ イト を 支え た 
ネオ ジャ パン の 上 層 部 


か つて は 経済 大 国 と し て 名 を 馳せ た ネオ ジャ パン 
で ある が 、 ガ ンダ ム フ ァ イト が 催さ れる よう に な っ た 未 
来世 紀 (F.C.) に 入っ て か ら は 優勝 も な く 、 国力 の 低 
下 が 路 か れ て いた 。 危機 感 を 覚え た カラ ト ら ネ オジ ャ 
パン の 上 大 部 は 、 ガン ダム ファ イト を 制覇 で きる 武闘 
家 と し て ドモ ン ・ カ ッシュ に 白羽 の 矢 を 立て 、 さ ら に ミ カラ フト と ミカ ムク 、 そ し て ウル ペ は 、 ド モン の 戦い 
カム ラ 博 士 の り 、 彼 の 力 を 最大 限 に 発揮 で き 一 胡 し て いた が 、 それ ぞ れ に 思惑 が あっ た 。 

る シャ イニ ング ガン ダム を 完成 さす た の で ある 。 満 を 
持 し て 大 会 に 臨ん だ ネオ ジャ パン で あっ た 
が 、 そ の 一 方 で 、 カ ガン ダム ファ イト を 揺 る 
が す 事 態 が 勤 発し て いた 。 ライ ゾウ ・ カ ッ 
シュ が 開発 し た アル ティ メッ ト ガ ンダ ム ( デ 
ビル ガン ダム ) を 、 ガン ダム ファ イト 実行 委員 
で あっ た ウル ベ ・ イ シカ ワ が 奪取 し よう と し た 「 デ ビル 
ガン ダム 事件 」 が 起き て いた の で ある 。 大 会 に 参加 
し た ドモ ン が 快 進撃 を 続け る 裏 で 、 世 界 は デビ ル が ガ 
ンダ ム の 存在 に 戦 標 する の だ っ た 。 


ガン ダム ファ イト で 一 度 も 
優勝 で き な か っ た ネオ ジ 


貴 吾 本 へ さと で マ 有 
記 ふ 上 風 必 湖 博 SS で > 


関連 ファ イル 


ジャ バン 軍 の 少佐 で 、 ガ 


ンダ ム フ ァ イト の 実行 要員 を 
務め 人物 ミカ ムラ 人 
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シャ イニ ング ガン ダム 、 ゴ ッ ド ガン ダム の 開発 者 と し て 、 
ドモ ン の ファ イト を 支え た 技術 者 。 だ だ 、 そ の 裏 で ライ ブ 
ウ へ の ライ バル 心から ウル 首謀 の 「 デ ビル ガン ダム 事 
件 」 に 協力 し 、 ラ イソ ウ を 幽閉 し た 。 その 後 、 ネ オ ホ ンコ 
ン で は 事件 の 真相 を 知る キョ ウジ ・ カ ッシュ を 殺害 し よう 
と し た が 、 女 の レイ ン に それ を 制止 され る と 過ち を 認め た 。 


レイ ン の 制止 に よっ て 自 5 の 
誤 ち を 反省 し た ミカ ムラ は 、 
ウル ペ が 宇宙 へ と 持ち 帰っ 
を デビル ガン ダム を 夫 し よ 


ネオ ジャ パン の 最高 権力 者 で あっ た カラ ト は 、 ガ ンダ 
ム フ ァ イト の 制 賛 に 執着 し て いた 。 ドモ ン の こと も 当初 
は 理 権 を 握る た め の 道具 と し て 見 て いる 面 も あり 、 険悪 
な 間柄 で あっ た 。 だ が 、 ドモ ン の 武闘 家 と し て の 戦い 振 
り に 、 カラ ト は 徐々 に 心 を 動か され て いっ た 。 


ウル の 音 切 り に よっ て デビ 
ル ガ ン ダム が ネオ テ ャ パン コ 


ローー を 天 取 し た 租 、 カ ラ ト は 
首相 と し て 市 民 た ちの 安全 
で 最 全 先 に えて 行動 し た 。 


ネオ ホン コン で の 決勝 大 会 時 、 ド モン と の 仲違い が 原 
因 で レイ ン が クル ー を 辞め た た め 、 急 表 派 遣 され た 技術 
スタ ッ フ 。 ゴッド ガン ダム の 整備 を 担っ た が 、 ド モン 特有 
の セッ ティ ング を 知ら ず 、 その 能力 を 引き 出せ な か っ た 。 


ミカ ムラ と ゴッド カン ダム の 
セッ ティ ング に つい て 話し 信 


デビ ル ガ ン ダム と デス アニ ミー 軍団 の 問 撃 を 受け た 
ネオ シン ジュ ク の 人 々 。 都庁 に 匿っ た 市 民 を 守る た め 、 
市 長 は 防衛 隊 を 動か し た ほか 、 ド モン や マス ター・ ア ジ 
ア の 協力 を 得 て デ ス ア ー ミ ー の 打倒 を 目指 し た 。 

ネオ シン ジュ ク に 合流 し た ドモ ン 
と マス ター を 全面 的 に サポ ー ト 。 
マス ター が 考案 し た デス アー ミー 


工 減 作戦 に も ノブ ッ シ で 構成 さ 
れ た 防衛 隊 を 状 し 向け た 。 


ュ ク 防 条 隊 。 潤 長 を は じ 
2 た ちか まし 
て いた が 、 デス アー ミー に 対抗 
する は どの 力 は 持た な か っ た 。 


= 
ウル ペ が 本 性 を 現し 


ミカ ムラ は キョ ウジ を 笠 害 し 


スペ ー ス コロ ニー 軍隊 長 


ドモ ン の 活躍 に よ 


*〆 
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VY ガン ダム 


PERSONAL PROFILE 
ディ アナ ・ カ ウン ター 兵 


Dianna Counter 


本 02 ml 


地球 で の 入植 活動 で 試さ れ た 
女王 ディ アナ へ の 思 誠 心 


月 の 女王 ディ アナ ・ ソ レル が 、 地球 帰還 計画 を 進 
め る た め に 編制 し た 市 民 軍 「 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター] 。 
彼ら は 正 暦 2345 年 、 地 球 へ の 入植 を 目指 すべ く 北 
アメ リア 大 陸 に 降下 し た が 、 文 化 の 異な る 地球 側 と 
の 交渉 は 上 手 く いか ず 、 入植 は 遅 々 と し て 進ま な か っ 
た 。 現場 指揮 官 で あっ た アジ が 降下 直後 の 交渉 の 
席 で 殺害 され た こと も 組織 内 の 混乱 に 拍車 を 掛け 、 
地球 側 と も 一 触 即発 の 状態 が 続い た の で ある 。 アジ 
に 代わ っ て 現場 指揮 官 を 務め た フィ ル ・ ア ッ カマ ン 、 
そし て 彼 の 補佐 と し て 活躍 し た ボゥ ・ エ イジ ら は 、 その 
混乱 の 中 で ディ アナ に 対し 不信 感 を 募ら せ 、 ク ー デ 
ター を 実施 する 。 だ だ が 、 ク ー デ ター 後 も 地球 で の 状 
況 は 好転 せ す 、 疲弊 だ けが 重なっ て いっ た の だ っ た 。 
フィ ル や ボゥ は 、 文 明 で 
劣る 地 殖 人 を 論 族 と 見 
な し て お り 、 理解 し よう と 


し な か っ た 。 それ が 地球 
側 と の 対立 を 深め て いっ 


電 た の で ある 


を 起こ し て 地球 で の 実 
を 撮っ た も の の 、 地球 側 


より 身動き が 取れ な い 状 
況 に 陥る 。 


フィ ル に は そう し た 考 
技術 力 の 差 を 理解 


ーー 


RELATIONS_。 


(MODEL U) 


JMA0530 
ウォ ドム 
ディ アナ ・ カ ウン ター が 地上 
制圧 用 


Ms. 

砲 や ミサ イル な ど 多 彩 な 涼 蜂 

I RUB 
ein 


ウォ ー キ ング ・ ダ ンプ ブリ ング 地球 帰 計 画 を 推し 進め た 
分 類 きれ る 小型 の 作業 月 の 千年 女 王 。 帰 直 計画 を 
MS。 背 番 大 の フレ ー ム [スパ 返っ て ギン ガ ナ ム 家 と 対立 
イン ・ コ ン セト ・ フ レー ム 」 の し 独自 に ディ アナ ・ カ ウン 
採用 に よっ て 高い 宣 動 能 力 ター を 編制 し た 。 

を 滋 福 し 、 戦 交 に も 対応 し た 。 


現場 指揮 宮 と し て 降下 部 隊 を 率い た 
の 入植 を 訴え る 強硬 派 で 、 平 和 的 な 人 植 を 掲げ ラディ 
アナ と 対立 。 サン ベル ト 地 帯 へ の 入植 を ディ アナ が 中 


* ッ ・ エ イジ 

フィ ル 直 属 の 部 下 と し て 重用 され て いた MS パイ ロッ ト 

、 ポッ ゥ ・ エ イジ で ある 。 パイ ロッ ト と し て の 能力 に は 秀 
で て いた も の の 、 精 神 的 に 脆い 面 が あり 、 そ れ が 地球 
側 と の 戦乱 を 拡大 させ る 要因 と も な っ た 。 フィ ル が 起こ 
し た クー デ タ ー 後 は 、 彼 の 副官 と し て の 役割 も 担っ 


輸 中 に 決 を 見 せる こと も 
冷静 さ が 求め : 


イク ル で 先 押 作業 を 
管理 し て いた 女性 兵 土 て 


見 
坦 と 配 の 放棄 を 訴え る も 、 軍 か 
ら は 背信 行為 と 見 な され た 


ホレ ス は 、 CS 士官 と し て 地 
球 に 降下 し た 。 だ が 、 地 球 の マウ ン テ ン ・ サ イク ル か ら 
発 握れ る MS や 呈 宙 角 に 具 味 を 持ち 、 組織 を 離脱 。 
その 後 、 ミリ シャ に 合流 し て ウィ ル ゲ ム に も 乗艦 し 


V ガ ンダ ム の 出力 を 利用 
し 、 ウ ィ ル ゲ ム の 竹 動 を 試 

ス 。 マウ ン テ ン ・ 
サイ クル か 5 得 た 戦力 を 
活か すこ と が で きた の は 
彼 の 功績 が 大 き し 


サイ ル の 放 来 を 約束 し た 。 


MORE INFO! 
ディ アナ ・ カ ウン ター の 軍服 


ウン ター は 、 そ の 地位 に 応じ た 軍服 が 
。 管理 職 は 紫 を 基調 と の で 、 指 
* ど に も それ ぞ れ 個別 の デザ 
シャ 側 と 比べ て も 、 軍 隊 の 
管理 が 行き 届い て いる こと が 寮 える , 


画像 は ギン ガ ナ ム 能 隊 に 
所 属す る アス ピー テ の 艇 
長 。 ギン ガ ナ ム 艦隊 は ディ 
アナ ・ カ ウン ター と 異な る 
デザ イン を 採用 し て いた 


II アジ の 先 記 、 谷 兵 の 各 地球 
環境 と 毅 対 的 4 ミリ シャ へ の メト し 


レイ ユエ eV カレ ダム と ター ン X の 由 を 上 っ た フィ 戦 、 フ ァ ル は 
ディ アナ と 共に 月 に 戻っ た が 、 ボウ は 地球 で 山本 見 習い と な っ た 
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機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 一 年 戦争 秘録 、 黙 示 録 0078 


PERSONAL PROFILE RR E02 0d . 


ROFILE 


ヨー ツン ヘイ ム の 乗員 た ち 還 


Jotunheim's Crew 捕 幸信 (ザビ エル ) - 反 (マル ケ 

試験 支援 艦 の 運用 を 支え た に | 

軍属 の 若者 た ち ] 
古く は 旧 世 紀 か ら 、 戦 時 下 に お いて 民間 船 が 徴 3 

用 され て 戦闘 目的 に 改修 され る 例 は 珍し く な い 。 ジ ツ 

オン 公園 有数 の 連絡 賀 客船 だ っ た ヨー ツン ヘイ ム も ン 

また 公国 軍 第 603 技 術 試験 除 の た め に 答 用 され た ピグ 

拓 燥 で あり 、 ク ルー た ち は 軍 属 と な っ て 紙 の 運用 を アコ 

支え る 役割 を 担う こと と な っ た 。 戦闘 艦 と し て 設計 さ ハ 

れ て いな いこ と か ら 性 能面 で は 正規 の 軍艦 に は 及ば > 

な い ヨ ー ツ ン ヘ イム は 、 時 に は 危機 に 陥る こと も あっ 3 if 

た が 、 優秀 な クル ー の 力も あり 、 ルウ ム 戦 役 に 始 まっ か 

た 603 の 数 々 の 任務 を 支え 続け た 。 /、 
第 603 技 術 試験 隊 に と っ て 任務 の 主役 は 試作 3 

兵器 と それ に 命 を 台 け る テス トバ パイ ロット た ち で あり 、 の 

ヨー ツン ヘイ ム の クル ー た ち は 裏 方 の 存在 で あっ た 。 T 

し か し 試作 兵器 の テス ト パ イ ロ ッ ト た ち が 命 を 鷺 け て 5y 


評価 試験 に 店 ん だ の と 同じ よう に 、 ザ ビエ ル や マル 
ケス と いっ た クル ー た ち も ま た 、 そ の 身 を 危険 に 晒し 
な が ら 戦 っ て いた こと は 紛れ も な い 事 実 で ある 。 


試作 兵器 の 試験 の た 


NN") 


ro 


/ 


ヨー ツン ペイ ム は 公国 
軍 最後 の 戦場 と な っ 


4 


り 
の 


う 4 
ン 
ザ ュ 
ビ 6 
a 
ル ル 

2 

ス 


関連 ファ イル 


FIUE PREVEW 
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ジー ン ・ ザ ビエ ル 


地 よ 部 隊 
投下 する 

ム 。 様々 な 作戦 を 閥 行 
し た 裏 に は 、 優秀 な ク 
ルー の 尽 た こ 
と は 言う まで も な 


ア ・ パ オア ・ ク ター 攻防 戦 
に 、MA-05Ad 
・ ラ ング と 合流 し た 
後 は 、 E フ ィ ー ル を 棋 団 
する と いう 族 隆 な 任務 に 
指 近 に 応え る だ け の 能力 を 有 
5 こそ 部 隊 の 主要 な 任務 で 、 ふた り が 航海 士 の 役 目 を 務め た の で ある 。 


DRE INIO! その 他 の 主 な 乗員 た ち 


ヴァ ー・ マ イ ら 枝 条 二 容 が それ に 同乗 する 形 が 取ら れ て いた 。 そ | で 7 の 則 像 本 夫 903 洒 時計 | 
各種 兵 装 や 、 試 作 兵 器 の デー ター | 季 湯 指 控 所 で は マイ 油 指揮 所 で の デー タ 
収集 が メイ ン と な る 拍 測 指 舞 所 に は 正規 の 宴 人 の 究 が 見 られ の 右 層 に 座る 。 マイ が | 時 4 し た 投 | 
MA-05Ad ビグ ・ ラ ン | 中 尉 。 眼鏡 を か け て 
乗 し た 際 に は 、 いた が 、 マル ケス を は | 
彼 に 代わ っ て 機体 の | 異な り 一 般 的 な 近視 
説明 を 担当 し た 用 の も の で ある 。 


還 キ ムル 
格納 度 で 物 抽 の 撤 
出入 や 管理 を 担当 し 
| た 女性 甲板 員 。 物 


男 ウィ リア ム ・ ハ ン 
旬 り 上 げた 右 と あご | 
が 折 和 の 2 邊 


拭 は 少 用 次 術 和 
は 軍 か ら 派遣 され て 
きた 正門 の 軍人 で 
構成 まれ て お り 、 彼 
| | も 同様 で あっ た と 考 
ES 


無事 に 生 押 し た マイ 5 の 変 を 認め 、 安 地 の 表情 を 浮か べた ザビ エル た ち 
: で あっ た 
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< 
FES 


あの 


ファ ラ ・ 


スカ ー ル 帝国 の 暗部 を 背負 うた 


CD 


吐き 感情 


地球 ・ 東 欧 


開 に 信じ し な い ほ うがい い 
と いう の が 、 女 の 私 か ら の 思 皆 で あり ます 


ザン スカ ー ル 戦争 初期 、 ラ ゲー ン 基 地 司令 を 務め 
て いた ファ ラ は 、 
へ の 対応 


活発 化し つつ あっ た リガ ・ ミ リティ ア 
われ た 。 そん な 中 、 クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー 
リティ ア の 中 心 的 人 物 、 オ イ ・ ニ ュ ング 伯 
処 を 捕らえ る と いう 手柄 を 上 げ る 。 クロ ノ ク ル を 迎え 、 
その 傍ら に 少女 の 姿 を 見 る ファ ラ 5 少女 を ウー イッ グ 」 
の 被災 者 と 語る クロ ノ ク ル を か ら か う よ う に 、 フ ァ ラ は 
冗談 めか し た 忠告 を する の だ っ た 。 


ギロチン の 和 守 系 が 、 ギ ロ ナ ン に 掛け られ た ら 
お 笑い だ も の な …… 


オイ ・ ニ ュ ング を 捕虜 と し た ファ ラ だ っ た が 、 彼 を ギ 
けた こと で 自ら の 首 を 絞め る 結果 を 招く 。 


遅 々 と し て 進ま な い 地 球 制 圧 に 加え 、 不 用 意 に ギ ロ 
チン を 使っ : 


が 、 フ ァ ラ の 上 官 で ある タシロ ・ ヴ ァ 
れ た の で ある 。 召還 命令 を 受け て タ シ 
口 の 下 に 戻っ た ファ ラ は 、 軍 事 法廷 に 掛け られ る まで 
も な く 宇 宙 漂 流刑 を 宣告 され る 。 その 執行 直前 、 ファ 
| れ た の は 自 員 の 言 た 


ギロチン の 処刑 束 の 家 系 に 生ま れ た ファ ラ は 、 ザン 
スカ ー ル 帝国 の 暗部 を 象徴 する 人 物 だ っ た と 言え る 。 
ファ ラ 自 身 、 そ の 境遇 を 呪い な が ら も 、 自 ら の 役割 か 
ら は 逃れ られ な か っ た 。 捧 問 に 口 を 割ら な か っ た オイ ・ 
ニュ ング を ギロチン に 掛け た の も 、 っ 
ギロチン の 意義 を 示さ ね ば な ら な いと 考え 
る 。 し か し 、 そ れ が 己 を 破 減 に 追い 込ん だ 事実 ( 
ラ は 自分 を 卑下 せ ず に は いら れ な か っ た の だ ろう 。 


| rE02 sr226 


グリ フォ ン 編 
Case of Fuala Glifon 
ファ ラ ・ グ リフ ォ ン は ギロチン の 家系 に 生ま れ た 自身 を 呪い 、 


や が て は 
こ は 、 そ の 苦悩 が 隠さ れ て いた 。 


ファ ラ に と っ て 、 テス ト パ イ ロ ッ ト と し て ラ ゲ ー ン 基地 
任 し た クロ ノ ク ル は 、 直属 の 部 下 に あたる 士官 
、 ザ ンス カー ル 帝 国 の 女王 マリ ア ・ ピ ァ ・ 
ニア の 弟 で も ある クロ ノ ク ル を 、 ファ ラ が 扱い あ 
ぐね た の も 確か だ っ た 。 言 外 に 本 国 へ の 帰還 を 勧め 
て も それ を 拒み 、 軽 視 で き な い 実績 を 挙げ た クロ ノ ク 
ル に 対し 、 フ ァ ラ が 嫌み の ひと つも 言い た く な っ た の 
は 無理 の な いこ と だ っ た と 言え よう 。 


UC.0153.06 


あれ が 自 い ヤ ツ な ら 


ここ で 肛 れ 軌 を 切っ て や る ! 


ち を 迎撃 する 


鈴 の 音 に 引き 寄せ ら 
れる 敵 の 群れ に 愉悦 
の 表情 を 浮か べた , 


ws 


坊や 、 あたし の 前 で ほか の 女 に 気 


タシロ が 仕組 ん だ 宇宙 漂流 刑 に よっ て 表 舞台 か ら 
姿 を 消し た ファ ラ は 、 戦 争 末期 に 「 ギ ロ チ ン の ファ ラ 」 
と し て 戦場 へ と 舞い 戻っ た 。 ザン ネッ ク を 駆り 、 タ シロ 
が 指揮 する シュ バッ テン 艦隊 の 中 核 を 担っ た ファ ラ 
は 、 宇宙 に 上 が っ た リー ン ホ ー ス Jr. の 前 に 立ち は だ か 
る 。 そし て 、 群がる 敵 の 中 に 白い MS 一 一 V2 ガ ンダ 
ム を 発見 し た ファ ラ は 、 自分 を 転落 させ た 因縁 の 相手 
に 激しい 敵意 を 向け た の だ っ た 。 


宇宙 


を 取ら れる の か 


タシロ の 懐 刀 と し て 戦線 に 復帰 し た ファ ラ は 、 以 前 
と は 別人 の よう に 凶暴 な 攻撃 性 を 皿 わ に し た 。 それ 
は 、 宇宙 漂流 刑 の 恐怖 が ファ ラ の 心 に 影響 を 与え た 
結果 で あろ う (強化 処置 に よる 人 格 の 変貌 と も 言わ 
れる )。 だ が 、 地 球 で 失敗 を 重ね る 原因 と な っ た リガ ・ 
ミリ ティ ア の 白い MS の 存在 は 、 フ ァ ラ の 記憶 に 深く 
刻み 込ま れ て いた 。 狂気 に 満た され た 心 の 中 で 、「 白 
い ヤ ツ 」 へ の 執着 が 強い 色 を 放っ て いた の で ある 。 


そい っ は 目 の 前 の 女 に 対し て 、 無 礼 だ ろう が ! 民 導 、 


U.C.0153.06.81 


エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ ゅ を 巡る リガ ・ ミ リティ ア と の 戦 
いで 、 フ ァ ラ は 執 失 に ウッ ソ ・ エ ヴィ ン を 付け 狙っ た 。 
そし て 、 タ シロ が 女王 マリ ア を 拉致 し て 反乱 を 起こ し 
た の と 時 を 同じ くし て 、 シ ュ バ ッ テ ン 艦隊 に 迫っ た V2 
ガン ダム を 捉え る 。 だ が 、 ウッソ は ファ ラ と 戦い な が ら 
も 、 自 ら に 呼び 掛け て くる マリ ア の 思念 に 注意 を 向け 
て いた 。 目 の 前 の 敵 が 自分 に 目 を 向け よう と し な い 無 
礼 に 、 ファ ラ は 怒り を 爆発 させ た の で ある 。 


首 を 落と せ ば 剣 も 消え る ! 
そう すれ は 、 合 の 輝き に 脅かさ れる こと も な い !! 


マー ベッ ト の 中 か ら 響 
く 合 の 名 動 に 動 押 
ラ 。 ウッ ソ 

女 


MORE INFO! 


メッ チェ へ の 想い 


ウッ ツ と の 戦い は 激 し さ を 増し ファ ラ の ゲン ガオ ゾ 
は V2 ガン ダム を 追い 詰め る 。 ウッ ソ の 窮地 を 感 
じ 取 っ た マー ベッ ト ・ フ ィ ン ガ ー ハ ッ ト が 両者 の 一 騎 討 
ち に 割っ て 入り 、 フ ァ ラ の 前 に 立ち は だ か る 。 無粋 な 
乱入 者 に 起 る ファ ラ だ っ た が 、 マ ー ベ ッ ト の 
ふた つの 命 を 見 て 混乱 する 。 その 隙 を ウッ ソ に 突 か れ 
て ゲン ガオ ゾ を 傷付け られ な が ら 、 ファ ラ は 自ら の 感情 
を 振り 払う よう に 叫 え る の だ っ た 。 


ウッ ソ に 執着 し た ファ ラ は 、 彼 と の 戦い を 「 遊 ん で 
や っ て いる 」 と 語っ た 。 それ は 、 命 の 遣り 取り を 遊び と 
称す る ファ ラ の 狂気 を 物語 っ て いた と 同時 に 、 憎 悪 
が 転じ て 愛情 に も 近い 感情 と な っ て いた ファ ラ の 複 
雑 な 内 面 を 表 し て いた と 言え る 。 それ ゆえ 、 ファ ラ は 自 


分 と の 戦い の 最 中 に マリ ア に 気 を 取ら れ た ウッ ソ に 激 
部 し た 。 ウッ ン に 対す る ファ ラ の 執着 の 根底 に は 、 歪 


な 独占 欲 が あっ た の だ ろう 。 


か な ら な 
5 は 、 戦 士 た ら 
ん に し た 自分 と 女 と し て の 本 能 、 相反 する 自我 の ギャ ッ 
プ が させ た こと だ っ た の か も し れ な い 。 ファ ラ の 叫び 
は 、 そ の 感覚 を 拒 も うと 戦士 と し て の 自分 に すがっ た 
表れ だ っ た の だ ろう 。 し か し 、 フ ァ ラ が 女 で ある 自分 か 
ら 脱し 切れ な か っ た こと も 、 また 確か だ っ た の で ある 。 
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PROFILE 
ノ ベ や 年 齢 18 歳 (レイヴ) "40 歳 (テリ シラ 
本 思 unknown 


出身 一 


Innovade (Leif Recitativo / Telicyra Herfi/ Beside Pain) = ME VSWR US EI ED | 


ヴェ ー ダ が 求め た 
「6 人 の イノ ベイ ド 」 集め 


「 イ オリ ア 計 画 」 を 成就 する た め の 手 足 と すべ く 、 
ェ ー ダ は 生体 端末 で ある 人 人 造 生命 体 「 イ ノ ベ イド 」 
そし て 、 イ ノ ベ イド は 自分 が 何者 か 知 
込ん で 生活 し 、 人 間 を 学習 し よ 
そこ で 特別 な 
【 き 、 ま た あ 
憶 が 消去 され 、 別 の 場所 で 別 の 人 
物 と な り 、 再び ヴェ ー ダ の 目 と な っ た 
西暦 2312 年 、 学 生 レ イヴ ・ レ チタ ティ ー ヴ ォ は 
「6 人 の イノ ベイ ド 」 を 集め る 役割 を 与え られ て 覚 
し た 。 その 最初 の 仲間 が 医師 テリ シラ ・ ヘ ルフ ィ で 
ある 。 ふたり は 目的 も 知ら きれ ぬ ま ま に 仲間 探し を 始 
め る が 、 その 先々 で 仲間 候補 が 次 々 に 暗殺 され て い 
く 。 さら に レイ ヴ の 肉体 は 、 以前 ソレ スタ ルビ ー イ ング 
(CB) に 反乱 を 人 物 一 一 ビ サ イド ・ ペ イン 
の も の で あり 、 そ の 因縁 が 「6 人 の 仲間 集め 」 の 行く 
に 暗雲 を 呼ぶ の で あっ た 


サイ ド と 異な 
ノ ベ イド の 共存 
が 、 ま っ た く 別 


エー へ すさ や ぐ で ・ さ て ヤ 
さそ ク 2・ い ご NI / 
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機動 戦士 


PERSONAL PROFILE 


イノ ベイ ド と し て 目覚 め た レイ ヴ に 「6 人 の イノ ベイ ド ] 
を 集め よ と いう 指示 が 下る 。 仲間 候補 の 有無 と 、 人 間 
カイ ノ ベ イド か を 見 分 ける を 得 た レイ ヴ は 、 信 お 伏 発 見 
し た テリ シラ ・ ヘ ルフ ィ を 仲間 る の だ っ た 

ふた り は 仲間 候補 に 接触 が 、 人 間 社 会 に 溶け 
込ん だ イノ ベイ ド が 次 々 と イノ ベイ ド ハ ンタ ー に 暗殺 され 
て いる 事実 を 知る 。 そん な 中 で 出会っ た 3 人 目 の 仲間 、 
プリ ュ ン ・ ソ ンド ハイ ム も 興 撃 に より 負 傷 し て し まう 。 さら 
に は イノ ベイ ド ハ ン ター の ラー ズ ・ グ リー ス も 仲間 だ と 判 
明 。 さら に 、 レ イヴ は 過去 の 自分 の 夢 に 悩ま され 、 端 末 と 
し て 生き る イノ ベイ ド と いう 存在 に 不安 を 抱く 。 だ が 人 間 
を 信じ る テリ シラ の 言葉 を 受け 、 自分 た ちの 役目 が イノ ベ 
- 作 を 次 の ステ ッ プ に 導く た め の も の だ と の 希望 を 持ち 、 
人 間 と イノ ベイ ド が 共存 する 世界 を 望む よう に な る 。 そし 
て 、 レイ ヴ は 自分 の 記憶 の 謎 を 解く べく 、 量 子 通信 で 自 
分 を 呼ぶ 者 が いる と いう 場所 へ 赴く 。 そこ で 夢 に 見 た 「 ガ 
ンダ ム ] と 、 レイ ヴ を [ ビ サ イ ド ・ ペ イン 」 と 呼ぶ ビク サー・ 
フェ ルミ に 出会う 。 導 か れる よう に 1 ガン ダム に 乗っ た レ 
イヴ は 、 ビ サ イド の 人 格 に 乗っ 取ら れる の だ し か し 、 
独自 の 視点 で 世界 に 介入 する 元 フ ェ レ シュ テ の ガン ダ 
ム マ イス ター、 フ ォ ン ・ ス パー ク の 手助け で 再び 自我 を 
取り 戻し 、6 人 の 仲間 を 揃え る こと に 成功 する 。 仲間 集 
め の 目 的 は イノ ベイ ド に よる 新た な 監視 者 の 設立 で あっ 
た 。 最終 的 に オブ ザー バー 兼 6 人 目 と し て フォ ン を 迎え た 
レイ ヴ は 、 人 間 と イノ ベイ ド の 共存 に 向け て 歩み 始め る 


レイ ヴ と の 接触 で 覚醒 し た 医師 の テリ シラ 

候補 の イノ ベイ ド を 目覚 め さ せ る 能力 を 得 た 。 レイ ヴ を 支 
えて 仲間 探し に 協力 し た テリ シラ は 、 イ ノ ベ イド ハン ター 
の ラー ズ が 仲間 だ と 知り 、 覚 醒 と 捕獲 に 成功 する 。 そ 
の 後 レ イヴ が ビ サ イ ド の 自我 に 飲み 込ま れ た こと か ら 、 
彼 と 裕 を 分 か つ 。 そこ に 5 人 目 の 仲間 と し て ビ サ イ ド が 
見 出し た リジェ ネ ・ レ ジェ ッ タ が 近づく も 、 テ リ シ ラ は 野 
望 を 抱く リジェ ネ の 覚醒 を 断り 、 レ イヴ を 元 に 戻す 方 法 
を 求め て CB に 接触 を 図る 。 そこ で 出会っ た フォ ン に よっ 
て 、 彼 と の 戦闘 で 重傷 を 負っ た ビ サ イ ド が レイ ヴ の 肉体 
を 捨て 、 予 備 の 肉体 に 人 格 を 写し 変え る 現場 へ と 連れ 
られ た テリ シラ は 、 恩 師 モ レノ が 遺し た イノ ベイ ド の 医療 
デー タ で レイ ヴ の 治療 を 行い 、 レ イヴ を 取り 戻す こと に 
成功 する 。 そし て ピサ イド の 意思 を レイ ヴ が 打ち 破る こと 
を 信じ 、 ふた り の 対 幅 を 見 守る の で あっ た 。 


反乱 の 際 、 グ ラー ベ べ に 討た れ た ビ サ イ ド は 偽物 で 、 
本 物 は 1 ガン ダム を 支援 する GN キャ ノン に 、 コ ピー を 装 
い 搭 乗 し て いた 。 ビ サ イ ド は リボ ンズ と ヴェ ー ダ を 欺く た 
め 人 格 の パッ クア ッ プ を 1 ガン ダム に 隠し 、 ヴ ェ ー ダ の リ 
セッ ト を 受け “ある 。 策 は 功 を 奏し 、 レ イヴ の 自我 を 
押し や っ て 復活 し た ビ サ イ ド 。 リジェ ネ を 見 出し て 共闘 
関係 を 築く が 、 フ ォ ン の 計略 に よっ て 予備 の 肉体 に 移っ 
た 結果 、 仲 間 を 見 出す 能力 を 失う 。 そし て フォ ン と の 戦 
闘 に 負け て 再び レイ ヴ の 肉体 に 復活 し よう と 試み る が 、 
レイ ヴ の 意思 に 負け て 消え 去る の だ っ た 。 


で 撃た れ た 隔 も 別 の 身体 
平然 と 優 活 し た 


A レイ ヴ ・ レ チタ ティ ー ヴ ォ 


D ピサ イド ・ ペ ベイン 


ビ サ イ ド ・ ペ イン の 暗躍 


イノ ベイ ド に よる ガン ダム マイ スタ ー を 主張 する ビ サ イ ド は 
第 二 世 代 ガ ンダ ム マイ スタ ー の 頃 よ り 人 間 の マイ スタ ー 排 除 
に 向け 暗躍 し て いた 。「 ブ ルト ー ネ の 惨劇 ] で は マイ スタ ー2 人 | 
が 落 命 、 ひ と り が 重傷 を 負う 事件 を 起こ す 。 また 、 佑 秀 な 人 
間 を スカ ウト する CB の エー ジェ ント 、 グ ラー ベ ・ ヴ ィ オレ ント の 
中 殺 を 画策 、 太陽 炉 の 奪取 を 目論む が グラ ー ベ に 討た れ た 。 


に 対し 、 ビ サイ ド は 表面 上 
は 従う 振り を 見 せ た . 


西暦 事件 ファ イル 


ヒ ク サー・ フ ェ ル ミ 
プラー べ の 相棒 で あり 親友 で ある CB の 
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PERSONAL PROFILE で (mM) mg02 mm09M 


PROFILE 


ト | 男 4 リ で ノ さ ws ト ン 2 i 


不明 
MS の 操縦 、 潜入 工作 、 曲芸 


Trowa Barton 


プリ ベン ター に 加担 し た 
「G」 チ ー ム の MS パイ ロッ ト 


マリ ー メ イア 軍 に よる クー デ タ ー の 準備 は 、「EVE 
WARS] 総 結 後 、 す で に 秘密 福 に 進め られ て いた 。 
その 計画 を 地球 園 統一 国家 の 謀 報 機関 「 プ リ ベ ン 
ター」 は 直前 まで キャ ッ チ で きず 、 リ リー ナ ・ ド ー リ アン 
外務 次 官 の 拉致 と プリ ュ ッ セ ル の 占拠 を 許し て し まう 
こと に な っ た 。 だ が 、 い ち 早 く マ リー メイ ア 軍 の 反乱 を 
察知 し 、 内 部 か ら 軍 の 情勢 を 探っ て いた 人 物 が いた 。 
「G」 チー ム の メン バー だ っ た トロ ワ ・ バ パート ン で ある 。 

トロ ワ は 、「EVE WARS」 の 終結 後 、 キ ャ スリ ン ・ 
ブル ー ム を 頼っ て サー カス 団 に 合流 し て いた 。 だ が 、 
L3 コ ロニ ー 群 で の 巡業 公演 中 、 まばら な 客席 か ら 何 


4 


A 


| いい ヽ 


Aa 


者 か が 監視 し て いる よう な 異様 な 替 囲 気 を 感じ 取る 。 DE 
直後 、 怪 し げ な スー ツ の 男 た ちと 接触 し た トロ ワ は 、 hs 
彼 5 が バー トン 財団 か ら 派遣 され て いる の を 知る 。 彼 の ) 
は 、 財団 を 調査 する 中 で マリ ー メ イア 軍 の 存在 に 近 に 

り 着き 、 その 内 部 へ の 潜入 を 開始 する の だ っ た 。 リ 4 ) 


[EVE WARS」 終 結 後 
に 団 の 花形 と 


還 = ぃ , 
リー 


活 を 送っ て お り 、 地球 や 
男 家 群 を 巡っ 


FLAE 7 (EW 
全身 に IN 


リー メイ ア 軍 の 反乱 を 直前 まで 察知 
と を 悔い て お り 、 反乱 制圧 に 闘 


マリ ー メ イア 軍 の 主力 模 で 、 
新 素材 で 耐久 性 の 高い 


マリ ー メ イア 軍 の 概要 と その 
歴史 を 引 介 する 


トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ の 遺児 を 名 乗る マリ ー メ イア ・ 
クシ ュ リ ナー ダ を 元首 と し て いた マリ ー メ イア 軍 で あっ た 
が 、 そ の 実権 は 「 真 の オペ レー ショ ン ・ メ テオ ] の 発案 
者 の ひと り で ある デキ ム ・ バ ー ト ン が 撮っ て いた 。 軍 に 
潜入 し た こと で デキ ム が 黒幕 で ある こと を 掴ん だ トロ ワ 
は 、 マ リー メイ ア 軍 の 主力 機 で ある サー ベン ト が 地球 へ 
と 降下 する 前 に 反乱 を 止め る べく 、 デ キム 暗殺 を 試み 
る 。 だ が 、 そ れ は 戦士 と し て の 居場所 を 求め 軍 に 参加 
し て いた 張 五 飛 に よっ て 制止 され て し まう 。 一 旦 は 服従 
を 准 う 姿勢 を 見 せ た ト ロワ だ が 、 ヒ イロ ・ ユ イ と デュ オ ・ 
マッ クス ウェ ル が X-18999 コ ロニ ー に 合流 する と 、 彼 ら 
と 共に コロ ニー の 地球 落下 阻止 に 動く の だ っ た 。 

これ を 機 に マリ ー メ イア 軍 を 離脱 し た トロ ワ は 、「G] 
た カト ル ・ ラ バー パ ・ ウ ィ ナ ー に よっ 
ダム へ ビー アー ムズ 改 を 受領 し 、 地 
球 へ と 降下 。 地球 囲 統一 国家 の 課 癌 機関 「 プ リ ベ ン 
ター」 や ゼクス マー キス と も 連携 し 、 サ ー ベ ント 部 隊 と 
対 財 す る 。 戦い は 不利 な 状況 で 進め られ て いた が 、 彼 
ら の 死 を 歴 わな い 戦い が 一 般 市 民 の 心 を 揺り 動か し 、 
非 戦 を 唱え た 人 々 が 続々 と 街 に 集結 し 始め た の だ っ 
た 。 同じ 頃 、 マ リー メイ ア と デキ ム が 拠点 と し て いた 大 
統領 府 の シェ ルター を 、 ヒ イロ が 搭乗 する ウイ ング ガン 
ダム ゼロ が 破壊 。 結果 、 マ リー メイ ア 軍 は 活動 を 停止 
し 、 戦闘 の 拡大 は 防 が れ た の だ っ た 。 


本 物 の トロ ワリ と の 入れ 替わり 


「 オ ペレ ーション ・ メ テオ ] 時 に L3 コ ロニ ー 群 か ら 地 
球 へ と 降下 し た トロ ワ だ が 、 彼 は 本 物 の トロ ワ で は な か っ 
た 。 彼 は 幼少 期 か ら 備 兵 と し て 各地 の 戦場 を 渡り 歩い 
て きた 名 な し の 少年 で あり 、 当 時 も ガン ダム へ ビー アー 
ムズ の メカ ニッ ク を 務め て いた 。 デキ ム ・ パ バー トン の 候 
子 で ある 本 物 の トロ ワ ・ バ パート ン は 、 へ ビー アー ムズ の 
パイ ロッ ト と し て 地球 へ と 降下 する 予定 で あっ た が 、 ガ ン 
ダム で 地球 を 貴 柚 する 「 真 の オペ レー ショ ン ・ メ テオ ] 
を 実行 し よう と し た た め 、OZ に 攻撃 範囲 を 限定 する よ 
う 訴 える 開発 者 の ドク トル S や 彼 の 助手 と 対立 。 つい 
に は 助手 が トロ ワ を 銃殺 し た の だ っ た 。 それ を 間近 で 見 
て いた トロ ワ は ドク トル S の 前 に 姿 を 現し 、 ト ロワ の 代わ 
り に 地球 へ と 降下 する こと を 志願 。 その 名 を 引き 継ぎ 、 
地球 へ と 降下 し た た 。 その た め 、 デ キム は 戦乱 
当初 、 実 の 息子 が 殺さ れ た の を 知ら な か っ た よう だ 。 


能力 2 


トロ ワ は マリ ー メ イア 軍 潜 入 時 、 軍 の 主力 機 で ある 
サー ペン ト を 運用 し て いる 。 サー ペン ト は 、 ネ オ ・ チ タ 
ニュ ウム 合金 を 採用 し た 重 MS で 、 ダ ブル ガト リン グ ガ ン 
を 使っ た 砲撃 戦 を 得意 と し て いた 。 この 特性 は 、 トロ ワ 
が 運用 し て いた へ ヘビー アー ムズ 改 と 同様 の も の で あっ 
た 搭乗 し て すぐ に その 戦闘 力 を 最大 限 に 引き 出 


すこ と が で きた 。 


リー オー で X-18999 コ ロニ ー 内 に 保 入 し た デュ オ と 寺崎 し 、 その 窒 疫 力 を 見 
せ 付け た 。 一 方 で 、 デュ オ な ら 攻 撃 回 避 で きる と トロ ワ は 踏ん で いた 


「G」 チーム の 幼 友 で ある デ 
ニー 突入 に よる 混乱 | 


た 人 物 。 デキ ム の 権力 を : 
特 を 最小 月 と し た 「 オ ペレ 
ちら 反発 。 デキ ム が 発案 し た 「 真 の オペ レー ショ 
球 を 火 の 海 に し よう と し て いた 。 


本 物 の トロ ワ ・ バ ー ト ン 


デキ ム の 息子 と し て 、 ヘ ビー アー ムズ に 搭乗 する 予定 で あっ 


neD2 sm09M 


草 玉 な 態度 を 取り 続け た 本 物 の ト け 
ロワ 。 バー トン 財団 に よる 世界 の 人 
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PERSONAL PROFILE 
ヒイロ ・ ユ イ 


Heero Yuy 


ゼクス と トレ ー ズ の 打倒 を 目指 し 
「G」 チ ー ム に 合流 し た 少年 


「 オ ペレ ーション ・ メ テオ ] 実行 の た め に 地球 へ と 
降下 し た ヒイロ ・ ユ イ で あっ た が 、 作 戦は 成功 せ ず 、 
その 後 も 厳し い 戦 い が 続 いた 。 攻撃 目標 で あっ た OZ 
は 地球 圏 統一 連合 に ター デ ター を 起こ し て 実権 を 
握っ た だ け で な く 、 つ い に は コロ ニー 国家 群 に まで そ 
の 触手 を 伸ばし た の で ある 。 ヒイロ も 混迷 化す る 情勢 
に 翻弄 され て いっ た が 、 特 珠 機構 が 搭載 され た 機体 
へ の 搭乗 を 機 に 、 何と 戦う ぺき か を 見 定め て いっ た 。 

0Z 在 籍 時 に ウイ ング ガン ダム ゼロ の テス ト パ イ ロッ 
ト を 務め た ヒイロ は 、 搭 乗 者 の 精神 に 直接 作用 する 
「 ゼ ロ ・ シ ステ ム ] の 効果 に より 暴走 する が 、 気 を 
失う 直前 に 、 か つて 殺害 を 予告 し た リリ ー ナ ・ ド ー リ 
アン の 幻影 を 見 る 。 その 幻影 に 導 か れる よう に 、 ヒ イ 
口 は 0Z 月 面 基 地 を 脱出 し て 地球 へ と 降下 。 MD ( モ 
ビル ドー ル ) へ の 危 恨 か ら 0Z ト レー ズ 派 に 参加 後 
リリ ー ナ が 立ち 上 げた 完全 平和 主義 国 ・ サ ンク キン 
グ ダ ム へ と 辿り 着く の だ っ た 。 


2 月 古 基地 を カト ル と 
共に 


そし て 乗 機 の 自爆 行為 を 含む 数 度 の 敗北 を 


経て 、 自ら の 意思 で 戦う こと を 決断 し た の だ っ た 


PROFILE 


年 齢 
所 属 
階級 
出身 


凶 能 


15 歳 
Lian= 


不明 
MS の 操 


OW) 本 2 mM 


操縦 潜入 工作 


クキ ング ダム ー 「G] チ ー ム 


| mmknown 


107-13MS 
ガン ダム エビ オン 
トレ ー ズ ・ タ シュ リナ ー タ が 


怪 で あり 、 コ ント ロー ル で きる 
バイ ロッ ト は 限ら 5 れ て いた 。 
XXXG-00WO 

ウイ ング ガン ダム ゼロ 


|PERSONAL PROFILE 


俺 は 死な が な い !! 


む 寺 当 2 機 の MS か ら 得 た 進む べき 道 


池 中 ゼ モロ ・ シ ステ ム を 制御 する 圧倒 的 能 


サン クキ ング ダム の 攻 寺 直後 、 
セク ス と 対 時 。 戦闘 が 痛み 分 
け に 終わ る と 、 ヒイロ は ゼクス と 

ウイ ング ゼロ を 


ピー スミ リオ ン で 結成 きれ た 「G」 
チー ム で は 、 カ トル の 佑 れ た 指 
畠 能 力 を 見 抜い て 「 ゼ セロ ・ シ ス 
テム 」 を 託す な ど 、 そ の 較 換 強 
化 に 大 き な 栓 震 を 果たし 


カト ル と 共に サン 

に 身 を 寄せ 

ナ と 再会 。 彼女 が 訴え る 完全 
に 、 ヒ イロ も 強い 関 


託さ 
その 圧倒 的 な 性 
航 怖 すら 覚え 


こと を 約束 し 、 最後 の 戦 
い へ と 出撃 する の 7 


で 見 て それ を 中 止 し た 。 


セク ス に 勝利 し 、 リ ー ブ ラ の 地球 許 下 阻止 仙 献 し た ヒイロ 。 戦乱 の 終 
結 直 後 、MO-『 を 席 れ る と 、 破 は 表 舞台 か ら 姿 を 消し て いる 。 
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GUNDAM THE RIDE 


PERSONAL PROFILE A [mm m02 sr On 
ジャ ッ ク ・ ザ ・ ハ ロウ ィ ン 小隊 皿 


Jack the Halloween Team 凶 MS 昌志 E.F.S.F. 


| 


「 軍 人 」 と し て の 責務 を 全う し た 
ジャ ッ ク ・ ザ ・ ハ ロウ ィ ン 小 隊 

U.C.0079.12.31、 ア ・ パ オア ・ ク ー 攻 防戦 に 
お いて 、 民 間 人 を 乗せ た ラン チ を 守り な が ら 激 戦 を 潜 
り 抜 けた 部 隊 が あっ た 。 サラ ミス 改 フ ジ 級 輸送 艦 「 ス 
ル ガ | に 配属 され た MS 小隊 「 ジ ャ ッ ク ・ ザ ・ ハ ロウ ィ 
ン 」 一 一 ジャ ッ ク ・ ペ アー ド と アダ ム ・ ス ティ ング レイ 
は 、 予 期 せ ぬ ア クシ デン ト に 見 舞 わ れる こと に な る 。 
コン ペイ トウ を 出航 し て サイ ド 6 に 向かっ て いた スル 
ガ が 公国 軍 の 製 撃 を 受け た た め 、 輸 送 し て いた コロ 
ニー 移住 者 た ちの 脱出 ラン チ を 護衛 する 任務 が 与え 
られ た の で ある 。 折 し も 連邦 軍 の 「 星 一 号 作戦 」 が 
進行 中 で 、 戦 い の 間隙 を 縫う よう に し て 脱出 行 を 政 
行 し た 彼ら は 、 多 数 の 民間 人 を 連邦 軍 の 最新 鋭 艦 
「 ブ ラン リヴ ァ ル 」 に 送り 届け た 。 その 軌跡 は ア ・ バ 
オア ・ ク ー を 横断 する も の で あり 、 無事 脱出 で きた こ 
と は 午 僚 だ っ た 。 だ が それ は 小隊 の [民間 人 を 守る 
と いう 信念 が あっ て こそ 成 し 得 た 生還 劇 だ っ た こと は 
言う まで も な い だ ろ う 。 


mn " ジャ ッ ク ・ ザ ・ ハ ロウ ィ 
A 5 
\ 


We 


いと EARES だ 5 


ン ら し い 注意 深き て 
の 主導 権 を 握っ た 年 
の た め に 仙 身 を 恒 し 


~via i SRA 


ペニーー 


関連 ファ イル 


FLEPREMEW 


年 戦争 人 期 に 投入 さ 
連邦 軍 主 カ MS。 ジ 


126-1Z 


地球 連邦 軍 MS 小 隊 「 ジ ャ ッ ク ・ ザ ・ ハ ロウ ィ ン ] 
ーー ジャ ッ ク ・ ベ アー ド 少 尉 は 、 その 小隊 の 隊長 を 務め 
た 若き パイ ロッ ト だ っ た 。 し か し レア ・ パ オア ・ ク ー 攻 防戦 
に 参加 し た 時 点 で の 彼 は 、 軍 人 と し て の 働き の 多く を 
経験 豊か な 部 下 に 頼る 未熟 な 青年 士官 に 過ぎ な か っ 
た と 言え る 。 その 彼 が 何より も 勝る 武器 と し た の は 強い 
責任 感 で あり 、 戦 う 術 を 持た な い 民 間 人 を 守る と いう 軍 
人 の 責務 だ っ た の だ 。 脱出 行 の 途中 で アダ ム 機 が 爆 
発 に 巻き 込ま れ て 姿 を 消し た 際 、 ア ダム に 後 を 託さ れ た 
ジャ ッ ク は 、 単独 で ラン チ を 護衛 し な が ら 移動 を 続け た 。 
そう し て 彼ら は 、 何 処 か ら か 聞こ える 声 に 導 か れ て 要 実 
か ら の 脱出 を 成し遂げ た 。 の ち に ジャ ッ ク は 、 報 告 書 に 
お いて | 一 般 市 民 を 守護 する こと は 連邦 軍人 の 本 懐 」 
と 語っ た と いう が 、 軍 人 と し て の 信念 は 、 経験 が 豊富 な 
アダ ム に も 劣ら め ぬ も の で あっ た こと は 間違い な い 。 


ラン チ の 覆 衛 以外 に も 
意外 な 戦果 を 学 げ て いる 
連邦 軍旗 


発 
壊 に 成功 し て いる 。 


ジャ ッ ク ・ ザ ・ ハ ロウ ィ ン 小 隊 に あっ て 、 若 気 の 残 る 
隊長 を 補 伴 し た アダ ム ・ ス ティ ング レイ 耐 長 は 、 ジ ャ ッ ク 
と は 対照 的 な 叩き 上 げ の 軍人 だ っ た と 言わ れる 。 戦場 
で の 状況 判断 に 優れ ん 、 パ イロ ッ ト と し て も 水準 以上 の 技 
量 を 有 し て いた 彼 は 、 経 験 の 少な い 「 少 尉 威 ] を 力強く 
宇 引 する 存在 だ っ た 。 その アダ ム が 脱出 行 の 最 中 で 民 
間 人 の 保護 と 同等 に 重んじ て いた の が 、 勝 利 の た め に 
命 を 叔 け る 職業 軍人 と し て の 務め で あっ た 。 その 使命 感 
が 導 ル h い た 戦場 の 先 に は 、 一 年 戦争 の 裏 舞台 に 照 さ れ 
て いた 災厄 が 横たわっ て いた 。 要 寒 内 部 で ミニ ・ ソ ー ラ ・ 
レイ を 発見 し た 彼 は 、 と っ さ の 判断 に より 破壊 を 進言 し 、 
これ を 敢行 し た 。 さら に その 場 か ら の 脱出 を 敵 機 に 阻ま 
れ た 彼 は 、 身 を 星 し で ラン チ を 救っ た 。 それ ら 一 連 の 決 
断 は 、 彼 の 信念 に よる も の で ある と 同時 に 、「 ラ ンチ は 
隊長 が 守っ て くれ る 」 と いう 信頼 の 証し に 違い な い 。 

i CE 
Mi 
に 「 タ 尉 4 


身 を 無し て も 軍人 
と し て の 務め を 全う し よう 
と する 強い 決意 が 究 れ で 
> ai いた 


MORE INFO! ジャ ッ ク ・ ザ ・ 
スル ガ の 脱出 ラン チ (3 号 艇 ) と 合流 し 
隊 は 、N フ ィ ー ル ド の 艦隊 
その まま 艦内 を 通過 


ロス ペロ ー 号 事件 」 
り 残 され た 民間 人 を 発見 
し な が ら 所 路 を 抜け 、 相 沈 す < 近 5 9 べく 、RGM-79R ジム II( エ ウー 
ら 要 府 外 に 脱出 し て プラン リ ヴァ ル に 到達 した ら 的 確 を アド バイ ス を 送っ た と いう 


挫 乗 し て いた RGM.79 
中 泊 べ 半 人 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


礎 必 に 克 
あの 


リカ : ミ リティ ア の 中 
レジ スタ ンス た ちの 葛藤 と 覚悟 


私 の 寿命 は も う 終 わっ た よ 
私 を ギロチン に か ける 


RE D2 SHEET 


カミ オン 隊 編 


Case of Camion Party 
ザン スカ ー ル 戦争 初期 か ら リ ガ ・ 


ミリ ティ ア の 中 核 を 担い 続け た カミ オ 


人 A ン 隊 。 その メン バー た ち は 、 様々 な 想い を 胸 に 戦っ て いた 。 


「 互 】 


と な っ で 戦っ た 


が いい (4 ィ = ュ ン の | 


呈 鹿 に し な いで よ 
あの 子 だ けが スペ シャ リス ト じ ゃ な に い の よ に ー ペ ッ ト ラ フィ ンタ ーッ ト ) 


U.C.0153、 リ ガ ・ ミ リティ ア は 反 ザ ンス カー ル 運 
動 を 活発 化 させ 、 ン 隊 は 東欧 で 稚 戦 し て いた 。 
その 戦い の 中 、 隊 の 中 心 的 な 役割 を 担っ て いた オイ ・ 
ニュ ング は コリ ー ン で ベスパ の 捕虜 と な り 、 ラ ゲー ン 
基地 司令 ファ ラ ・ グ リフ ォ ン の 下 に 送ら れ て し まう 。 し 
か し 、 オ イ ・ ニュ ング は ファ ラ の 授 問 に も 口 を 割ら ず 、 
逆 に 自分 を ギロチン に か けろ と 言い 放つ の だ っ た 。 

「 市 民 レ ベル の 抵抗 運動 ] と 撮 拉 さ れる こと も あっ 


た リガ ・ ミ リティ ア だ が 、 メンバ ー の 覚悟 は 本 物 だ っ た 。 
地下 工場 の ひと つ を 任 さ れ た ボイス ン は 、 工 場 の 場 
所 を 隠す た め に ウー イッ グ で 空 員 に 身 を 晒し た 。 そし 
IGR ング も また リガ ・ ミ リティ ア の 運動 に す 
べ て を 懸け 、 ベ スバ の 捕虜 と な っ た 時 点 で 己 の 命 は 
な いも の と 考え た 。 だ か ら こ そ 、 自 ら が ギロチン に か け 
られ る こと で ザン スカ ー ル 帝国 の 残虐 性 を 示し 、 抵 抗 
運動 の 結束 を 高め よう と し た の で ある 。 
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カミ オン 隊 の 戦い は 、 ウ ッ ソ ・ エ ヴィ ン の 才能 に 支 
えら れ て いる 部 分 が 大 きか っ た 。 だ が 、 ウ ッ ソ は オイ ・ 
ニュ ング が 処刑 され る 光景 に 衝撃 を 受け 、 カ ミオ ン 隊 
を 離れ て し まう 。 さ ウッ ン 不 在 の カミ オン 隊 を ペ 
スパ の イエ ロー ジャ ケッ ト が 前 い 、 マ ー ペ ッ ト ・ フ ィ ン 
ガー ハッ ト は 怪我 を 押し て V ガ ンダ ム に 乗る 。 ウッ ソ に 
代わ っ て 戦場 に 臨ん だ マー ベッ ト は 、 傷 の 痛み に 耐え 
な が ら 自 ら を 鼓舞 する の だ っ た 。 


カミ オン 隊 の メン バー は 、 パイ ロッ ト と し て の ウッ ソ に 
大 き な 期 待 を 寄せ る 一 方 で 、13 歳 の 少年 を 戦い に 駆 
り 出 す 自分 た ち に 不 甲 斐 な さ を 感じ て いた 。 特に 、V 
ガン ダム の 元々 の パイ ロッ ト だ っ た マー ペッ ト は 、 負 傷 
に よっ て ウッ ソ を 頼り に せ ざ る を 得 な か っ た こと も あり 、 
い を 強く 抱い て いた に 違い な い 。 ウッ ソ ヘ へ 
に も 見 える マー ペッ ト の 言葉 は 、 ま まな ら 
な い 自 分 を 発奮 さき ざる も の で も あっ た の だ ろう 。 


サイ ド ら 2・ ア メリ ア 


戦争 の こと を わか っ て な い お 嬢 さん は 


E 引っ 込ん で な さ v 3 M (マー ベッ ト ・ フ ィ ン ガ ー ハ ッ ト ) 


相対 する 堪 が カテ ジ ナ 
と 聞き 、 箇 撃 を 受け る 


こ は …… 感 じ な い 


や が て 戦場 は 宇宙 に 移り 、 カ ミオ ン 隊 は リー ン ホ ー 
ス に 乗 艇 し て リガ ・ ミ リティ ア の 主力 を 担っ て いく 。 そ 
し て 、 カ イラ ス ・ ギ リー を 巡る 攻防 の 中 で 、 ウ ッ ソ た ち . 
は ザン スカ ー ル 本 国 の アメ リア ・ コ ロニ ー を 舞台 に 戦 
うこ と に な る 。 だ が 、 そこ に 待っ て いた の は 、 か つて 」 
カミ オン 隊 に 身 を 寄せ た カテ ジ ナ ・ ル ー ス だ っ た 。 マ 
リア 主義 の 信奉 者 と な っ て 立ち は だ か る カテ ジ ナ に 、 
マー ベッ ト は 感情 を 起 わ に する 。 


A A 


ウー イッ グ で 被災 し て カミ オン 隊 に 同行 し た カテ ジ ナ 
は 、 ウ ッ ソ を 戦い に 巻き 込む リガ ・ ミ リティ ア に 否定 的 
だ っ た 。 だ が 、 抵 抗 運動 に 命 を 叔 け る マー ペッ ト た ち 
に と っ て 、 カ テ ジ ナ の 主張 は 綺麗 ご と の 理想 論 で し か 
な か っ た 。 その カテ ジ ナ が 身 を 転じ て マリ ア 主 義 の 理 
想 論 を 語れ ば 、 マ ー ペ ベッ ト を 逆 質 で し た の も 無理 の な 
い 話 と 言え る 。 カテ ジ ナ に 向け られ た 言葉 は 、 現 実 を 
見 よう と し な い 少 女 へ の 怒り の 表れ だ っ た の で ある 。 


で も 、 本 当 の こ と だ っ て わか る (マー ベッ ト ・ フ ィ ン が ガー ハ ッ | 


戦争 末期 、 マー ベッ ト は 子供 た ち を まとめ て ホワ イト 
アー ク を 指揮 する 立場 と な っ て いた 。 そし て 、 エ ンジ ェ 
ル ・ ハ イロ ウゥ の 攻防 に お いて 遊撃 部 隊 の 役割 を 担っ 
た マー ベッ ト た ち は 、 フ ァ ラ ・ グ リフ ォ ン の 鈴 の 音 が 響 
く 戦場 で 鶴 闘 する 。 その 戦い の 中 で 、 鋭 仁 な 感覚 を 
発揮 し 始め る 子供 た ち 。 一 方 の マー ベッ ト は 、 彼 ら を 
横目 に 自ら の 限界 を 思い 知り な が ら も 、 子供 た ちの 感 
受 性 が 正しい 方 向 に 向い て いる こと を 実感 する 。 


MORE INFO! 
カミ オン 隊 に と っ て の ウ 


類 い まれ な 


リガ ・ ミ リティ ア の 中 で 、 ウッ ソ た ち に 最も 近い 場所 
に いた の が マー ベッ ト だ っ た 。 それ だ け に 、 子 供 た ち 
の 素直 な セン ス が 時 と し て 大 人 た ちの 状況 判断 に 勝 
る こと を 、 マ ー ペ ベッ ト は 肌 で 感じ て いた の だ ろう 。 エン 
ジェ ル ・ ハ イロ ウ の 宙 域 で も 、 子供 た ち は 土 や 木 と いっ 
た 地球 の 温か さ に 引き 込ま れる 感覚 を 抱い た 。 それ を 
感じ る こと が で き な か っ た マー ペット: が 、 子 供 た 
ちの 感覚 が 間違っ てい な いと 信じ られ た 。 


ー ス Jr. は 最期 の 時 を 迎え よう と し て い . 
覚悟 を 固め た カミ オン 隊 の 老人 た ち は 若 い ク ルー を 
退 艦 させ 、 ロ ベル ト ・ ゴ メス や ジン ・ ジ ャ ハナ ム の 影 
武者 と 艦 に 残る 。 そし て 、 レオ ニー ド ・ ア ル モ ド バル と 
共に ガン イー ジ に 乗り 込ん だ ロメ ロ ・ マラ バル は 、 敵 
MS 部 隊 の 猛攻 に 晒さ れる 我が身 に それ まで の 人 生 
を 顧み て 、 気丈 に 軽口 を 叩く の だ っ た 。 


老人 揃い の カミ オン 隊 の 中 で も 、 ロ メロ は 85 蔵 の 
最長 老 だ っ た 。 だ が ティ ア の 抵抗 運動 に 
お いて 、 先 に 命 を 落と し て いっ た の は 若者 た ちば か り 
で あっ た 。 ウッ ソ の よう な 子供 た ちさ え 戦 い に 駆り だ 
し 、 自 分 た ち は お め お め と 生き 残っ て いる こと に 、 ロ メ 
口 を は じ め と する 老人 た ち が 罪 悪 感 を 抱い て いた と し 
て も 不思議 で は な い 。 ロメ x ロ の 言葉 に は 、 そ うし た 性 
民 た る 想い が 込め られ て いた の だ ろう 。 


カミ オン 隊 の 若者 た ちの 和 故 闘 
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機動 戦士 ガン ダム SEED 


PERSONAL PROFILE a re 02 enh 


PROFILE 
年 齢 1 


Nicol Amarfi 


過酷 な 戦場 に 身 を 置い た 
心 優し き 少年 の 末路 
ザフト の クル ー ゼ 隊 に は 、 士官 学校 を 優秀 な 成績 
で 卒業 し た 者 た ち が 配属 され た 。 彼ら は すぐ に 戦場 
に 身 を 投じ 、C.E. (コズミック ・ イ ラ ) 71 に 
地球 連合 軍 と の 激しい 戦闘 を 経験 する こ 』 = 
の で ある 。 だ が 、 士 官学 校 で 優秀 な 成績 を 修め て も 、 
それ が 戦場 で 発揮 で きる と は 限ら な い 。 命 の 遣り 取 
り を 行う 過酷 な 状況 を 乗り 越え る に は 「 敵 を 打倒 す 
る ]、 ま た は 「 生 き 残 ろう ] と する 強い 精神 力 が 不可 
欠 で あり 、 そ れ は 様々 な 戦い を 経験 する こと で し か 得 
られ な いも の と 言え る 。 クル ー セ 隊 に 配属 され た ニコ し レー EE 
ル ・ ア マル フィ は 、 他 人 へ の 優し さ を 捨て られ ず 、 戦 
場 と いう 憎しみ が 支配 する 場所 に 飲み 込ま れ た 。 1 
プラ ント 最高 評議 会 議員 ユー リ ・ ア マル フィ を 父 
に 持つ ニコ ル は 、 ピ アノ の コン サー ト を 開く な ど 芸 術 


方 面 で 覚 を 発揮 し て いた 。 一 方 で 、 幼 い 頃 か ら 父 に E 
の 発走 する 次 を 見 て お り 、 ブ ラン ト を 守る た め に ザ フ / 


ト へ 入隊 する 道 を 選ん だ の : 
ヘリ オ ポ リ ス で 開発 さ 
4 呈 。 | て いた ve 1 
作戦 に も 参加 。 その 中 
7 の 1 機 で ある ブリ - 
2 0 ンダ ム を 強 窒 し 、 そ の 
# 9 ま パ イロ ッ ト と し 
W し ue。 
フル ー セ 瞭 の 一 中 と し a 
て 地球 箇 の 導 ア ー 
クエ ンジ ェ ル の 追撃 に 参 
加 。 幼なじみ と 対 崎 す る くき ュ N 
こと に 基層 する アス ラン ・ : 7 
ザラ を 陰ながら まえ た の + 


は 徹 だ っ た 


ザフト 最高 評議 会 議長 に 就 
公 し 2 


ルー ゼ 隊 、 ザ ラ 隊 で 
し 合い な が ら 戦っ た 


戦わ な きゃ いけ な いな 
僕 る も …… っ て 思っ た ん で す 


アカ デミ ー 卒 業 後 、 ア スラ ン や イザ ー ク と 共に クル ー 
ゼ 隊 に 配属 され た ニコ ル は 、 地 球 軍 (大 西洋 連邦 ) の 
軍事 要 寒 ・ ア ル テ ミ ス へ の 潜入 作戦 を 成功 に 導く な ど 、 

- パイ ロッ ト と し て の 能力 だ け で な く 、 戦 略 家 と し て も 高い 
スキ ル を 発揮 し た 。 だ が 、 最 大 の 目的 で あっ た アー クエ 
ンジ ェ ル と スト ライ ク の 撃破 に は 至ら ず 、 地 球 へ の 降下 
を 許し て し まう 。* 

プラ ント に 一 時 帰国 し て いた ニコ ル で あっ た が 、 再 び 
アー クエ ンジ ェ ル 追撃 の た め 、 ア スラ ン と 共に 地球 へ 
と 降下 。 一 足 先 に 地球 へ 降下 し て いた イザ ー ク 、 デ ィ 
アッ カ と 合流 し て ザラ 隊 を 結成 する 。 オー ブ 内 へ の 潜入 
な ど 危 な い 橋 を 渡っ た こと も 功 を 奏し 、 リル た ち は つ 
い に オ ー ブ の 港 か の ら ア ー タ エン ジェ ル が 出撃 する 情報 を 
キャ ッ チ し 、 和 領海 外 に 出 た と ころ を 書 撃 する 。 千載 一 過 
の チャ ンス に 、「 こ こ で 艦 を 沈め な けれ ば 」] と 強い 決意 で 
戦闘 に 臣 ん だ ニコ ル 。 だ が 、 そ うし た 意気 込み が ニコ ル 
か ら 冷 静 さ を 礁 い 、 キ ラ の 乗る スト ライ ク と の 戦闘 で ブリ : 
ツ の 右腕 を 破壊 され て し まう 。 それ で も アス ラン の イー ジ 

いい 詰め られ て いる の を 見 る と 、 ニ コル は 喘 唆 | 
リッ ツ で 両機 の 間 に 介入 。 だ が 、 ス トラ イク の 攻撃 が コ 
クビ ピッ ト を 直撃 し 、 リル は 命 を 散ら し た の だ っ た 。 自ら を 
犠牲 に し て も 、 人 を 思い 遣 る こと を 忘れ な か っ た . 
その 意志 の 強 さ が 悲し い 結末 を 生む 結果 と な っ た が 、 そ 
れ を 責め る 者 は 誰 も いな か っ た こと も 事実 で ある 。 


最 年 少 メ ン バ ー で あっ た ニコ ル は 、 イ ザー ク や ディ ア : 
カ と の コミ ュ ニ ケー ショ ン に 苦心 する 一 方 で 、 ア スラ ン 
に 良好 な 関係 を 築い て いた 。 年 下 だ か ら と か 
ら か うこ と も な く 、 ひ と り の 優秀 な パイ ロッ ト と し て 誠実 に 
接し て くれ た アス ラン コル は まる で 兄 の よう に 慕っ 
て いた の で ある 。 アス ラン は 、 幼なじみ で ある キラ ・ ヤ 
マト と の 戦闘 に 苦悩 し 、 ま た それ が も と で イザ ー ク と ディ 
アッ カ の 起り を 買う が 、 ニ コル は アス ラン を バッ クア ッ プ 
し 、 ク ルー ゼ 隊 の 不協和音 を 最小 限 に 留め よう と し た 。 
ブラ ント に 一 時 帰国 し た 際 も 、 ア スラ ン を ビア ノ の コン 
サー ト に 誘う な ど 、 プ ライ ベー ト で も 彼 と 交流 が あっ た ニ 
コル 。 オー ブ 近 海 で の 戦闘 で 、 ニ コル が 中 破 し た 機体 
で アス ラン を 底 お うと し た の は 、 見 方 を 変え れ ば 無謀 で 
あっ た か も 知れ な い 。 だ が 、 ニ コル に と っ て は 最も 優先 
すべ き 行動 で あっ た と 言え る だ ろう 。 


昌志 中 自 機 の 特性 を 活か し た 戦闘 


ニコ ル が へ ヘリオ ポ リス で 奪取 し た プリ ッ ツ ガン ダム は 、 

る 高い ステ ルス 性 能 を 有 し て い 

= 活か し 、 普 段 は 光波 防御 帯 に 

8 て ガー ド され て いる 軍事 要塞 アル テ ミ ス に 密か に 接 

近 し 、 防 御 帯 が 展開 され る 前 に 内 部 へ と 侵入 し た 。 こう 

し た 機体 特性 を 把握 し 敵 要塞 の 攻略 を 成功 に 導い た 
機転 は 、 ニコ ル の 高い 能力 を 裏付け る も の と 言え 


間 況 を 提 提 する 能力 に 便 れ て いた ニコ ル 。 アス ラン や イザ ー ク 5 と の クル ー 
せ 陣 で の 吉 失 行動 に ね いて も 、 も の 力 は 発 探れ た 。 


| 時 に は ビア ノ の コ 
アス ラン を 招 
あま り 準備 期 


アメ ラン を 慕っ て いた ニコ ル は 、 降下 作戦 へ の 不安 を 打ち 明け る 一 方 、 ア 
スラ ン が 悩ん で いる の を 見 る と 率先 し て 声 を 指 け た 。 


MORE INFO! 


ル の 父 ユ ー リ は 、 最高 評議 会 の 中 で も シー ゲル ・ ク ライ 
ン い 穏 健 派 の 人 物 で あっ た 。 だ が 、 戦 闘 が 激しく な る 中 で 
地球 軍 へ の 疑問 と 不審 が 増し て いき 、 そ れ は ニコ ル の 死 を 境 
に 憎しみ に 変わ っ て いっ た 。 母 ロ ミナ も 、 ニ コル の 死 の ショ ッ ク 
が 大 きく 、 泰 ぎ 込 む 日 々 が 続い た 


イザ ー ク 、 デ ィ アッ カ と は 性 格 

9 り が 合わ ず 見 稲 の 相違 
が 、 戦 闘 で は 巧み な 

CO3 


スト ライ ク の 攻撃 が ブリ ッ 


ツ の コク ビッ ト を 直撃 。 中 略 
な ル は 「 母 
1 
う 言 葉 を 残し 、 機 体 の 爆 
破 に 巻き 込ま れ た 。 
ニコ ル の 両親 


ー リ ・ ア マル フィ 
ユー リ は ロボ ッ ト 工 学 の 
専門 衣 で 、 田 的 委 員 を 
担当 し て いた 。 ニコ ル の 
塞 後 、 徳 は ナチ ュ ラ ル の 
根絶 を 狙う 急進 派 の パト 
リッ ク 支 持 に 回 っ た 。 


ロミ ナ ・ ア マル フィ 
愛情 を 注い で い 
た ロミ ナ 。 専業 主婦 で あっ 
た よう で 、 多忙 な 夫 と 和子 
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プレ ックス ・ フ ォ ー ラ 


Blex Forer 
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PERSONAL PROFILE 


中 時 a 


中 指導 者 と し て の 行動 力 と 務 軟 性 


中 デー 


ブレ ックス ・ フ ォ ー ラ 


オン ズム ・ ダ イク ン の 仁 提 
地球 園 の 未来 を 委ね る 。 それ が 
ブレ ックス の 最後 の 望み で あっ た 。 当 
初 、 ブ レッ クス 暗殺 の 事実 は 伏せ られ て いた が 、 彼 の 影響 
こと を 隠し 通す て と は で きず 、 直 々 に エゥーゴ を 旗 

それ が 


MORE INFO! 


FE D2 se DBn 


クス の 夜 革 に 懸け る 遺志 
に より 結実 し た 肝 間 で あっ た 
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グル ー デ ッ ク ・ エ イノ ア 諸 


Grodek Ainoa 還 


技能 作 埋立 案 、 コ ンピュータ エン ジニ ア 、 指 探 | 呈 記 と 


UE へ の 復讐 に すべ て を 捧げ 
ディ ー ヴ ァ を 指揮 し た 偽り の 艦長 


[天使 の 落日 ] 一 一 A.G.101 に 起こ っ た UE (アン 
ノウ ン エ ネ ミ ー) に よる 最初 の 柚 概 事 件 は 、 長き に 責 
る 争い の 端緒 と な り 、 様 々 な 因縁 の 種 を まい た 。 グ 
ルー デック ・ エ イノ ア の 歩ん だ 道 も また 、 こ の 事件 に 
端 を 発し て いた 。 復讐 心 を 胸 に 秘め て 突き 進ん だ 
男 は 、 の ち に 「 コ ウ モ リ 退 洛 戦 役 ] と 呼ば れる こと 
に な る 戦い に 、 己 の 信念 を 刻ん だ の で ある 。 

事件 以前 の グル ー デ ッ ク は 、 コ ンピュータ エン 
ジニ ア と し て 働く ごく 普 通 の 民間 人 だ っ た 。 し か し 、 
「 天 使 の 落日 ] で コロ ニー (エン ジェ ル )〉 に 暮らす 
妻子 を 失っ た 彼 は 、 家 族 の 命 を 奪っ た UE へ の 復 
警 を 的 っ て 地球 連邦 軍 に 身 を 投じ る 。 だ が 、 グ ルー 
デック は そこ で UE の 情報 を 隠蔽 する 軍 の 腐敗 を 
目の当たり に する こと に な る 。 それ で も な お 、 グ ルー 
デック は 信念 を 曲げ ず 、 機 会 を 待ち 続け た 。 そし. 
て 4.G.115、UE の コロ ニー (ノー ラ ) 襲撃 を 機 
に 、 自 ら の 復讐 を 遂げ る 行動 を 起こ す の だ っ た 。 


Tt 


浴 提 し で UE と の 戦い に 
身 を 投じ 、 独 自 の 行動 
を 差 め た 。 その 中 で UE 
の 非道 を 目の当たり に 
べ の 憎しみ と 復 
鞭 心 を 強 め て いっ た 。 


MAIN MECHANIC 


ディ ー ヴ ァ 


の 一 面 で あり 、 本 来 は 誠実 な 性 格 だ っ 


ッ ク が 危 長 の 座 を 奉 
7 モ り 退治 載 処 を 通じ 


AGE 


PERSONAL PROFILE 


AGE) ne02 sr OA4n 


の 
A の 
FIEDVAL 


A.G.115、 ア リン スト ン 基 地 の 副 司令 を 務め て いた 
グル ー デ ッ ク は 、UE の ノー ラ 襲 撃 に 乗じ て ディ ー ヴ ア 艦 
長 デ ィ ア ン ・ フ ォ ン ロイ ド を 拘束 し 、 そ の 後任 に な りす ま 
し た 。 そし て 、 崩 壊す る ノー ラ か ら の 住民 の 脱出 を 指揮 
し 、UE と の 戦闘 に 対処 する 一 方 で 、UE の 解析 を 進め 
て いく 。 その 中 で 、UE が 本 拠 と する 宇宙 要塞 アン バッ 
ト の 存在 を 突き 止め た グル ー デ ッ ク は 、 地 球 連邦 軍 に 
頼ら ず に それ を 攻略 する た め 、 独 自 に 戦力 の 増強 を 図っ 
た 。 同時 に 、 UE に 両親 を 殺さ れ て ガン ダム AGE-1 を 駆 
る フリ ッ ト ・ ア ス ノ を 同志 と 見 な し 、 ディ ー ヴ ァ の クル ー に 
も 自ら の 真意 を 明か す 。 彼ら の 協力 を 得 た グル ー デ ッ ク 
は 、 地 球 連邦 軍 か ら 反 逆 者 と し て 追わ れ な が ら も アン 
バッ ト 攻 略 作戦 を 進め 、 激戦 の 未 に アン バッ ト を 攻め 沙 
と すこ と に 成功 する 。 さら に 、 偽 と も 言え る ギー ラ ・ ソ イ . 
を 討っ た グル ー デ ッ ク は 、 戦 後 の 重 法 会 議 で すべ て の 
責任 を 背負 い 、 自 ら の 戦争 に 終止 符 を 打っ た の で ある 。 

それ か ら 長 い 時 が 過ぎ た A.G.141、 刑 期 を 終え た グ 
ルー デック は 、 な お も UE (ヴェ イガ ン ) と の 戦い を 続け る 
フリ ッ ト と 再会 する 。 そし て 、 軍 刑務 所 で 得 た 地球 連邦 
軍 内 に 存在 する ヴェ イガ ン の 内 通 者 の 情報 を 渡 そ うと 
する が 、 父 ギー ラ の 復讐 を 期し た アラ ベル ・ ゾ イ に 命 を 
絶た れ 、 孤独 な 最期 を 迎え た の だ : 


つた 。 


に 復 讐 に 基づい た グル ー デ ッ ク の 行動 


妻子 を 殺し た UE へ の 復讐 を 果たす た め に 行動 を 起 
こし た グル ー デ ッ ク は 、 デ ィ ー ヴ ァ 艦 長 の 座 を 奪う と 地 
球 連 邦 軍 の デー タ を 改ざん し て 追肥 を か わし 、 独断 で 
対 UE 戦 の 準備 を 進め た 。 コロ ニー (ファー デー ン ) で は 
ボ ヤ ー ジ に 接触 し 、 地球 連邦 軍 の 兵器 デー タ ベ ー 
ス を 材料 に 協力 を 取り つけ 、 ザ ラム ・ エ ウパ 連合 の 戦 
艦 4 食 を 味方 に つけ る こと に 成功 する 。 さら に 、 中 立 コ 
ロニ ー 〈《 ミ ンス リー)〉 の 有力 者 アル ザッ ク ・ パ ー ミ ング ス 
の 支援 の 下 に ディ ー ヴ ァ の 改修 を 進め 、 ア ン バ ッ ト 攻 
略 作戦 を 立案 。 その 後 、 ザ ラム ・ エ ウパ 連合 と 共に ア 
ン バ パッ ト に 攻め 込ん だ グル ー デ ッ ク は 、 攻 防戦 の 最終 
局面 で 陸戦 部 隊 を 率い て 要 塵 内 部 に 侵入 し 、 ギー ラ と 
対面 し て その 陰謀 を 暴 い た 。 そし て 、 ギー ラ を 撃つ こと 
を た め ら う フ リッ ト に 代わ っ て 彼 を 殺害 し 、 コ ウ モ リ 退 治 
戦役 の 終結 を 導い た の だ っ た 。 


ニア と し て の 腕 と 指揮 官 の 才覚 


グル ー デ ッ ク は 、 地球 連邦 軍 の セキ ュ リ ティ を 突破 す 
る ほど の 優秀 な コン ピュ ー タ エン ジニ ア で あり 、 監査 局 
の 追及 を 受け た 際 に は 監査 宮 の 秘密 口座 を 調べ 上 げ 
て 彼 を 脅し 、 身 柄 の 拘束 を 免れ て いる 。 また 、 参 謀 と し 
て の 作戦 立案 能力 に も 優れ 、 そ の 能力 を 見 込ま れ て ア 
リン スト ン 基 地 の 副 指令 に 抜 握 さ れ た と いう 。 UE と の 
一 連 の 戦い に お いて も 果断 さ を 発揮 し て 規 多 の 危機 を 
切り 抜け 、 アン バッ ト 攻 略 を 成し遂げ て いる 。 


軍 の セキ ュ リ ティ を 抜け で: 
優れ 、 ディ ー ヴ ァ を 追撃 し た 


グアバ ラン も その 肝 を 認め た 


プルー デック が 妻子 を 失っ た 「 天 使 の 落日 ] は 、UE の 商 設 に よ 
る コロ ニー 破壊 事件 だ っ た 。 それ を 裏 で 手引 き し た 人 物 が アン パッ 
ト の 本 令 官 ギー ラ で あり 、 彼 は ヴェ イガ ン の 指導 者 フェ ザー ル ・ イ 
ゼル カン ト の 計画 に 基づい て さら な る 策謀 を 巡ら せ た 。 ヤー ク ・ ド レ 
と し て 地球 園 に 兵器 の 情報 を 流し 、 ザ ラム と エ ウ バ の 対立 を 煽っ 
た の も 、 そ の 計画 の 一 環 だ っ た 。 グル ー デ ッ ク は そう し た UE の 暗 
躍 を 突き 止め た が 、 結局 は 地球 連邦 軍 に 隠蔽 され た の で ある 。 


マフ ド ー ナ 工房 の ムク レ ド 


を 肢 け よう と し た 


も 、 ヴ ェ イ ガン の 行為 を 和香 争 
と 断 じ 、 ギー ラ を 撃っ た 


5 年 折り に フリ ッ ト と 再会 し 、 自ら が 掴ん だ 情報 を 語 
手渡 す 前 に アラ ベル に 市 され て 命 を 落と し た 


ラ の 仮 の 次 。 (エン ジェ ル ) に UE を 
引き 入れ て 「 天 使 の 落日 」 引き 起 
こし 、「 銀 の 杯 条約 で 廃 さ れ て 
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(8) ME D2 se 1] 8 


ジェ ス ・ リプ ルン 幸い | 
カイ ト ・ マ ディ ガン 


Jess Rabble Kaite Madigan 


「 真 実 ] を 求め る ジャ ー ナ リス ト と 
「 絆 」 を 欲し た プロ の MS パイ ロッ ト 


いた た め 、 社 会 に 大 き な 混乱 を 来 し た の で ある 。 そ 
の 後 、 新 た に 整備 され た 通信 環境 に お いて 情報 は 


容易 く 改 窟 くさ れる よう | 
リー の フォ ト ・ ジ ャ ー ナ リス ト で 
実 」 を 求め て 行動 し 、 プ ラン ト と 地球 連合 の 戦争 の 
険 に あっ た 争い 情報 で 世界 を 動か す 秘密 組織 
「 一 族 ] と 、 そ こ か ら 宙 を 分 か っ た サー・ マ ティ アス 
の 対立 に 巻き 込ま れ て し まう 。 そし て 、 危 機 の 只 中 
に 踏み 込む ジェ ス の 護衛 を 担 が 、 プ ロ の MS 
バイ ロッ ト で ある カイ ト ・ マ ディ カン で ある 。 数 々 の 依 
頼 を 通じ て ふた り は 掛け 替え の な い 相 棒 同 士 と な り 、 
カイ ト は 探し て いた 「 自 分 を 必要 と する 存在 ] を ジェ ス 
に 見 出す の だ 


うし た 情勢 の 中 、 フ 
ある ジェ ス ・ リ ブル は 「 真 


野次馬] と 呼ば れる ほど 好奇 必 

願 みず MS で 戦場 に 赴く ジャ ー ナ リス ト で ある , 
護衛 する カイ ト は 苦労 が 絶え な か っ た も の の 、 真 実 を 天 
ジェ ス の 姿勢 を 理解 し て 協力 する 数 少な い 人 物 で 


で へ A・ へ A 


デット ・ ル ルー (ペル 
ー モ リー! 
材 に お いて ジェ ス を 推 工 し た 


ZGMF-X12 
か 私 2M イア ホル - ム 関連 ファ イル 


セト ナ ZGMF-X12A 
ウィ ンタ ー ス 
カイ ト 4 3 
マデ ィ ガン N \ マデ ティ ガン 専用 テス タメ ント ガン ダム 
i 地球 軍 合 軍 に 採用 され た ス ト と 地球 連合 の あい だ 

で 再び 巻き 起こ る 戦争 。 そ 
の 際 に は 様々 な 者 た ちの 思 

ベル ナ デ ッ ト ェ ス も 大 き な 流 


訪れ た ジェ ネ シ ス 0 で 、 ジ ェ ス は 火星 に 旅立と うと する 
ロウ と 出会う そこ で MS を 用 いた 取材 スタ イル を 面白 
が っ た ロウ か ら 、 ガ ンダ ム ア スト レイ アウ ト フ レー ム と 蜂 
似 人 格 コン ピュ ー タ ー 「8 (ハチ )」 を 預かる の だ っ た 。 

CE.71.11、 ジ ェ ス は 南ア メリ カ 合 衆 国 の 英雄 エド 
ハレ ルソン (エド ) を 取材 する 。 その 人 柄 に 触れ 
た ジェ ス は 、 英雄 の 活躍 を 追う だ け に 留まら ず 友 と し て エ 
ド を 助け 、 彼 が 倒れ た 際 は 「 エ ド の 想い 」 を 南米 の 国民 
に 届け る 報道 を 行う 。 ジェ ス の 熱意 は 、 同じ く エド を 取材 
し た プラ ント の キャ スタ ー、 ベ ル に も 伝わる の だ っ た 。 さ 
ら に CE.73.09、 ア ー モ リー ワン に お ける ザフト の 新型 
MS の 取材 で は 、 ジ ェ ス の 行動 が テス ト パ イ ロッ ト に まで 
影響 を 与え た の で ある 。 そし て ジェ ス は 、 知 ら ず し て 「 一 
族 ] と 対 財 する こと と な る 。 ユニ ウス セブ ン の 地球 落下 
を 阻止 し よう と し た 際 、 真 実 を 歪め る 貢 一 一 コン ピュ ー 
ター ウィ ルス で 機器 を 騙す テス タメ ント ガン ダム の 妨害 を 
受け る が 、 肉眼 で 敵 を 捉え て 丈 賠 を 打ち 破る の だ っ た 。 

取材 対象 に 干渉 し 、 あ まつ さえ 行動 に 影響 を 与え る 
ジェ ス は ジャ ー ナ リス ト 失 格 で ある が 、 それ こそ が 人 を 動か 
す ジ ェ ス の 本 質 で あっ た 。 真実 を 求め る ジェ ス の 瞳 は 見 
られ た 者 が 自ら を 願 み る きっ か け を つく り 、 本 人 が 望む 行 
動 を 起こ す カ ン フ ル 剤 と な る 。 その 力 は マテ ィ ア ス に 希望 
を 抱か せ 、 人 類 に は 導き が 必要 だ と 情報 で 操 ろ うと する 
「 一 族 」 は 不要 だ と 決意 を させ た の で ある 。 マテ ィ ア ス の 
最後 の 依頼 を 受け た ジェ ス は 、 関 わっ た 事件 の 中 で 「 一 
族 ] 絡 み で あっ た も の が 少な く な か っ た こと を 知り 、[ 一 族 ] 
と 共に 果て た マテ ィ ア ス を 健 ぶ の で あっ た 。 


任 兵 部隊 サー ペン ト テ ー ル 


訪 イ ト ・ マ ディ ガン 


親 に 望ま れず 生ま れ な が ら に 捨て られ た カイ ト は 、 自 分 
を 必要 と する 人 間 を 求め 、 同 胞 を 手 に 掛け て まで 「 サ ー 
カス 」 を 抜け た 。 こう し て フリ ー と な っ た カイ ト は プロ の 
MS パイ ロッ ト と し て 活動 し 、 マ ティ アス の 依頼 で ジェ ス . 
の 護衛 を 請け 負う 。 戦わ な いこ と を 信条 と し な が ら も 戦 
場 で 取材 を 行う ジェ ス の 無謀 さ に 、 果 れつ つも 手助け す 
る カイ ト 。 是 が 非 で も 自分 の 「 目 ] で 真実 を 確か め よう と 
する 野次 馬 ぷ ぶり と 、 ジャ ー ナ リス ト らし か ら 放 行動 一 一 取 
材 対象 を 助け よう と 行動 する ジェ ス に 好感 を 抱く 。 

「 自 分 し か で き な い 生き 方 と 仕事 を 選ぶ 」 こと を 信念 
と する カイ ト に と っ て 、 ギガ フロ ー ト の 事件 は 他 の 人 物 で 
も で きる 依頼 で あり 、 カ イト と し て 受け る に 値 し な い 仕事 
で あっ た 。 だ が 、「 お まえ と 仕事 を し た い 」 と いう ジェ ス の 
言葉 に 動か され 、 結 局 は 手助け する の で あっ た 。 そう し 
た 依頼 を 重ね る 内 に 、 カ イト が 求め て いた 「 自 分 を 必要 
と する 人 間 ] は 身近 に いた こと に 気付 く 。 


南米 に お いて 、 エ ド ( 堪 ) と 宮 
合 の 判 客 で ある レナ ・ イ メリ 
ア が 一 騎 林 ち で 共に 重傷 を 

( 刻 急 処置 


リブ ル . 


カイ ト 


88] ne02 sm 


A テス リフ ル BB ジェ スリ ブル 


人 カイ ト ・ マ ティ ガン 


MORE INFO! 


a 


ジェ ス と カイ ト の 下 に 突如 と し て 現れ た 少女 が セト ナ ・ 
。 食事 や 掃除 な ど 身の回り の 世話 を 
数 日 姿 を 消す こと が ある 不思議 な 存 
ン で あり 、 マテ ィ 
ロウ が 緑 と な っ 
ゴ で ある 。 


いし 


Q メ て 生き た いと 
NN、 頼っ て 地球 へ と 渡っ た 


導通 サン ラズ 127-20 
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機動 戦士 アガ ンダ ム 


(C1) re D2 mm02t 
クワ トロ ・ バ ジー ナ 編 


Case of Quattro Vageena 
シャ ア ・ ア ズ ナ ブル の 名 を 捨て 、 エ ゥ ー ゴ の 一 員 と し て グリ プス 戦役 に 
Ws 身 を 投じ た クワ トロ ・ バ ジー ナ 。 彼 は 決意 と 苦悩 を 抱い て 戦っ た 


あの 


ひとり の パイロ ッ ト と し て 変革 を 目指 し た 
ニュ ェ ュー タイ プ の 痢 独 な 戦い と 秘め た 想い 


シシ 


連 趣 澤 は 、 いつ に な っ た ら 
ここ が 地球 と 地 続 き で な いっ て こと が わか る ん だ ! 


に 帰還 し た シャ ア ・ ア ズ ナ シャ ア ・ ア ズ ナ ブル と し て 一 年 戦争 を 戦っ た クワ ト 
ブル は 、 ク ワ ト ロ ・ パ ジー ナ を 名 乗っ て エゥーゴ に 参加 口 は 、 宇 宙 に 目 を 向け な い 地 球 連邦 政府 の 実態 を 
し 、 人 台頭 する ティ ター ンズ に 対抗 し よう と し た 。 そし て 、 痛感 し て いた の だ ろう 。 エゥーゴ に 参加 し た の も 、 そ う 
ティ ター ンズ の 新型 ガン ダム 開発 の 真 偽 を 確か め め る べ し た 体制 に 変化 を 促す た めで あっ た 。 だ が 、 グリ ー ン ・ 
く グ リー ン ・ オ アシ ス (サイ ド 7) の ふた つの コロ . ノア 1 で クワ トロ を 迎撃 し た 地球 連邦 軍 の MS は 、 コロ 
潜入 し た クワ トロ だ っ た が 、 地 球 連邦 軍 の 迎撃 を 受け 。 ニー へ の 被害 も 考え ず に 戦闘 を 繰り 広げ た 。 一 年 戦 
る こと に な る 。 コロ ニー 内 で 戦闘 を 仕掛 ける 地球 連邦 争 の 頃 と まっ た く 変わ っ て いな い 地 球 連 邦 の 体質 に 、 
軍 の MS の 軽率 さき に 、 ク ワ ト ロ は 慎 り を 覚え る の だ っ た 。 クワ トロ は 韻 立 ち を 届 せ な か っ た の で ある 。 


アク シズ を 離れ て 地球 | 


北米 ・ ケ ネ デ ィ 宇 宙 港 


今 の 私 は 、 クワトロ ・ バ ジー ナ 大 尉 だ 
それ 以上 で も 、 それ 以下 で も な い 


グリ ー ン ・ オ アシ ス 襲 撃 を 機 に 始ま っ た エ ウ ー ゴ と 「 赤 い 彗 星 ] と 称 さ れ た ジオ ン 公 国軍 エー スパ イロ ッ 
- ティ ター ンズ の 街 突 は 、 激 化 の 一 途 を 辿っ た 。 そ の ト に し て 、 ジ オン ・ ズ ム ・ ダ イク ン の 遺児 キャ スパ バル ・ 
に に と ーー 中 で 、 ク ワ ト ロ は ジャ ブ プロー 侵攻 作戦 の 指揮 を 執っ て "レム ・ ダ イク ンー 一 シャ ア と いう 名 前 が 持つ 意味 を 、 
ワ シン 地球 に 降り 、 か つて の ホワ イト ペー ス の クル ー、 カ イ ・ クワ トロ は よく 理解 し て い : 、 英雄 視 さ れる 自 
EE ア  。 シ デ ン や ハヤ ト ・ コ バ ヤ シ と 出会う 。 だ が 、 カ イ は クワ ら の 虚像 を 重荷 に 感じ て いた こと も 、 ま た 事実 で あっ 
トロ の 正体 を 見 抜き 、 パ イロ ッ ト に 甘んじ る 行い を 卑 た 。 それ ゆえ 、 シ ャ ア と し て 人 の 上 に 立つ べき と いう カ 
必 と 非難 する 。 それ で も 、 ク ワ ト ロ は 自ら を シャ ア と 認 。 イヤ ハヤ ト の 言葉 を 受け 容れ ず 、 ク ワ ト ロ は 自ら を いち 
め ず 、 仮 の 姿 を 通 そ うと し た の で ある 。 パイ ロッ ト の 位置 に 留め よう と し た の だ っ た 。 


私 は ザビ 察 と は 関係 な い 


私 は 、 いつ も ひと り の 男 だ っ た 


い ミ ネバ の 行く 末 を 気 
選 っ て は いた 。 


グリ プス 戦役 は アク シズ の 帰還 に よっ て 混迷 を 深 
め 、 エ ゥ ー ゴ は アク シズ 先遣 艦隊 と の 接触 を 図っ た 。 


の 塊 に 育て た 
PE きら | クワ トロ は ハマ ー ン の 命 を 狙う 

、 カ ミー ユ ・ ビ ダン と レコ ア ・ ロ ンド に 制止 され る 。 
交 SE クワ トロ は 


ザビ 家 の 再 異 が 目的 で は な か っ た の か と 問う た レコ 
ア に 、 ク ワ ト ロ は 上 の 言葉 で 答 ザビ 家 へ の 復 
警 は 一 年 戦争 で 決着 が つき 、 ア ク : ち 延 び た 
治 的 に 利用 され か ね な い ミ ネバ を 案じ 
オン 公国 の 再興 は 非 現実 的 と 捉え 、 
結果 と し て アク シズ と 祥 を 分 か つこ と に な る 。 クワ トロ 
の 言葉 は 、 ジ オン 公国 を 引き ずっ て いた 
あっ て 、 彼 が 孤独 だ っ た こと を 表し て いた 


生生 エゥーゴ と ティ ター ンズ 、 アク シズ は コロ 
ニー・ レ ー ザ ー の グリ プス 2 を 巡っ て 三つ巴 の 激戦 を 
繰り 広げ た 。 その 戦い の 中 、 クワ トロ は グリ プス 2 の 内 
部 で ハマ ー ン と バブ テマ ス ・ シ ロッ コ の ふた り と 対 時 
する 。 窮地 に 立ち な が ら も 、 ザビ 家 再 異 に 手 を 貸す よ 
う 誘う ハマ ー ン を 拒 お クワ トロ 。 そし て 、 自 ら が 目指 す 
世界 の 変革 を ふた り に 語っ た の で ある 。 

歴史 の 立会 い 人 を 自称 し た シロ ッ コ と 、 ザ ビ 家 を 再 


興す る こと で 変革 の 道筋 を 示 そ うと し た ハマ ー. 
が クワ トロ は 、 そ れ ら が 一 年 戦争 の 繰り 返し に 過ぎ な 
いと 考え た 。 そう し た 世界 の 歪み を 止め る た め に 、 ク 
ワ ト ロ は エゥーゴ に 身 を 投じ て 戦っ て いた の で あぁ る 。 そ 
し て 、 一 年 戦争 で 実感 し た 人 類 の ニュ ー タ イプ へ の 
覚醒 を 待ち 、 そ の 障害 と な る も の を 排除 し よう と し た の 
だ っ が 、 こ の 後に 数 年 と 待た ず し て クワ トロ は 、 
目 5 の 言葉 を 翻す こと と な っ て し まう の で あっ た 。 


グリ プス 2 


ふま れ 、 戦 
艇 の 誘爆 を 引き 起 
し て 爆 飲 の 中 に 消え 
て いっ た 。 


アム 


・ レ イ と の 再 


クワ トロ と ハマ ー ン 、 シロ ッ コ と の 対決 は 、 カミ ー ユ と 
ファ ・ ユ イリ ィ の 乱入 に よっ て 破 ら れ た 。 クワ トロ は ふ 
た り を 連れ て グリ プス 2 か ら の 脱出 を 図る が 、 ハ マー ン 
と シロ ッ コ を 戦い の 元凶 と 見 定め た : ユ は 彼ら を 
討つ こと を 自ら の 使命 と し 、 グ リプ ス 2 に 残 ろ うと する 。 
その カミ ー ユ に 脱出 を 促し た クワ トロ は 、 自 分 に 未来 
を 託 そ うと する 少年 を 制止 し 、 カ ミー ユ こ そ が 新た な 

だ と 説く の だ っ た 。 


ハマ ー ン た ち に 語っ た よう に 、 
の 主役 と な る こと を 望ま を か っ た 。 グリ プス 戦役 の 中 
タイ プ と し て 覚醒 し た ユ の よう な 若者 こ 
そ が 次 代 を 担う に 相応 し いと 考え 、 自 身 は その 道 を 拓 
こう と し た の で ある 。 だ か ら こ そ 、 カミ ー ユ が ハマ ー ン や 
シロ ッ コ と の 戦い で 命 を 落と す 事態 を 嫌っ た 。 クワ トロ 
は 役目 を 終え た 老人 と 自分 の こと を 見 な し 、 若 者 の 犠 
牲 の 上 に 生き 残る こと を 拒ん だ の で ある 。 


クワ トロ は 自ら が 歴史 


カミ ー ユ に 託し た 想い 


戦う 意義 を 見 出 


彰 通 サン ライ ズ 128-14 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


PERSONAL PROFILE (A] D2 mW 


PROFILE 


や へ 
年 齢 15 歳 
ビー ゴチ ヤ ® オ レー ク 所 必 民間 人 = エッ ー コ に コ 
階級 


サイ ド 1、 シャ ング リラ ・ コ ロニ ー = | AEUG 


Beecha Oleg 季 馬 MS の 旨 、 


な 4 「Z 計 画 ] に お いて 開発 され 
た 試作 MS。 グリ プス 埋 和 


ビー チャ は 自己 中 心 的 で 規律 に 
な 不良 少年 だ っ た 。 れ ら は 与え られ 
の 意識 は や が て 、 リ ー ダ ー シ ッ プ と 英 に 
対抗 する 強い 意思 に 形 を 変え て 発現 する 。 


ネェ ル ・ ア ー ガ マ 
アー ガマ に 代わ る エゥーゴ 放 


備 の 管制 


の 指揮 を 執っ た 
の 族長 代理 
異 を 唱え る 者 は 情 な か っ た 。 


、 = 


リラ の 少年 。 

て 同年 代 の 
重 し 

アー ガマ に | 

ロッ ト の 才能 を 


128-15 


な ん で ず 工 の 傘 意 が 戦っ て 、 
万 拭い じ な きゃ な ら な いん たよ ! 


ライ バル で あぁ る ジュ ドー は MS パイ ロッ ト と し て 7 


暴走 し 、 一 時 は モン ド ・ ア ガク 


a ドー の が きっ ik 較 
Tt 


較 め よう と する エル を 


MORE INFO! IE 


UC.0080 年 代 末期 の 各 コ 福利 厚生 政策 は お 2 
ピー 世辞 に も 充実 し て いた と は 言え ず 、 多 く の 子 供 た ち が 困 欠 し た 暮 W 人 


し を 強い られ で いた 。 また サイ ド 3・24 パ ンチ の タイ ガー パウ ム の よ 

も す に 値する リー ダー と 判断 の で 
り | 1 た 
1 = 
【 > 


い 税金 が 掛け られ て いた ケー スズ も あり 、 身 寄り の な 
D 最 終 決戦 を 無事 生き 廷 強盗 を 働か ざる を 得 な い ほ ど 追 い 詰め られ て いた 。 


 \ グー る 
SEC RT RL Dt 
れ な い 生 活 を 強い られ た 視 害 者 の 一 : 


a サン ラズ 128-16 


ガンダム 


PERSONAL PROFILE A (YD2 pre 
イン タレ > サリ シャ の 人 々 ③ 計 : 


People of Ingressa Militia 


ムー ン レ ィ ス と の 戦い に 
誠実 に 向き 合っ た 父 と 娘 


正 暦 (C.C.) 2345 年 当時 、 イ ング レッ サ ・ ミ リ シ ャ 
の 主戦 力 と な っ て いた の は 戦闘 機 で あっ た 。 イン グレ ッ 
サ 領 の 急速 な 工業 化 も あっ て 、 戦闘 機 の 進化 は 目覚 
まし く 、 そ の 航行 能力 や 戦闘 力も 日 を 追う ご と に 向上 
し て いた の で ある 。 これ ら 戦 闘 機 の 開発 を 手掛け 、 イ 
ング レッ サ ・ ミ リ シ ャ の 戦力 を 支え て いた の が 、 飛 行 機 
の 設計 と 製作 を 生業 と し て いた クン 家 で あっ た 。 

クン 家 の 家 長 で ある ラダ ラム ・ ク ン と 、 彼 の 娘 で あ 
る メシ ェ ー・ ク ン も 、 他 の イン グレ ッ サ 領 の 人 々 と 同じ 
く 、 月 か ら 降下 し た ムー ン レ イィ ス と の 対 崎 を 余儀 な くさ 

t れ た 。 ラダ ラム が 満 を 持 し て 送り 出し た ブル ワン 、 ヒッ 
プペ ベビ ー と いっ た 戦闘 機 で は ムー ン レ ィ ス 製 の MS に 
は まっ た く 歯 が 立た ず 、 そ れ は パイ ロッ ト と し て 月 側 と 
の 戦い に 参加 し た メシ ェ ー も 性 能 の 差 を 実感 する こ 
と と な る 。 当初 は 彼ら と の 技術 力 の 差 に 敬 き を 隠せ 
な か っ た ふた り だ が 、 や が て 月 側 の 技術 を 食欲 に 取 
り 込 むこ と に 意欲 を 見 せる よう に な る の だ っ た 。 


一 乗り 95MS・ カ プル の バ 
< イロ オト へ と 転身 。 親友 で 
ある - 


ラダ ラム も ミリ シャ に 合 

側 の MS や マウ ン 
テン ・ サ イク ル か ら 続 々 
と 発見 され る 機械 人 形 
(MS) に 興味 を 抱き 、 そ 
の 技術 と 知識 の 百 得 
MD ん だ 。 


Craracrer 


試作 し 
子 は 家業 を 通 


“yuyu 4A 


その 人 橋 


MAIN MECHANIC MAIN MS 
EN 
ラダ ラム が 開発 し た 戦機 


で 、 プ ル ワ ン の 徒 奴 林 前 


関連 ファ イル 
尾翼 型 の 戦 且 機 で 、 機関 


109 カプ 
ム 


を 2 門 装備 し て いる の が 特徴 


s AMX-109 

カプ ブル 
イン グレ ッ サ 件 の マウ ン テ ン ・ 
サイ クル か ら 発 所 され た 機械 
人 形 。 球状 の 機体 を 特徴 と 
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PERSONAL PROFILE 
ネネ シェ ー・ ク ン 


メシ ェ ー は 、 V ガ ンダ ム の パイ ロッ ト で あっ た ロラ ン ・ セ 
アッ ク や 、 メ シェ ー が 隊 に 引き 入れ た ソシエ ら と 共に 、 ミ 
リ シ ャ 内 に 設立 され た 機械 化 部 隊 に 配属 され た 。 戦闘 
機 の パイ ロッ ト と し て 高い 能力 を 有 し て いた メシ 
カプ ル の パイ ロッ ト と し て も その 手腕 を 発揮 。 ミリ > 
主力 機 だ っ た カブ ル の 操縦 を 一 般 兵 に 教え る 教官 役 
に 任命 され る な ど 、 年 齢 的 に は まだ 十 代 で あり な が ら 、 
ミリ シャ の 戦力 増強 に 大 きく 貢献 し た の で ある 。 月 側 の 
技術 や 文明 に 対す る 理解 度 も 高かっ た こと か ら 、 ミ リ 
シャ の 宇宙 戦 艇 ウィ ル ゲ ム に 乗艦 する メン バー に 選ば 
れ 、 月 に も 上 陸 。 ミリ シャ と 月 側 の 戦乱 の 終結 を 、 最前 
線 で 見 届け た の だ っ た 。 


2 
に 搭乗 し 、 ウ ィ ル ゲ ム を 守っ 
た こと も あっ た 。 


ラダ ラム ・ ク ン 

ミリ シャ に 納入 し た 戦闘 機 で は 月 側 の 戦力 に 太刀 打 
ち で き な い こと が 判明 し て か ら も 、 ラ ダラ ム は 技術 者 と し 
て の 腕 を 買わ れ 、 ミ リ シ ャ に 合流 する 。 彼 は マウ ン テ ン ・ 
サイ クル か ら 発掘 され た カブ プル を は じ め と する MS 和 群 と 、 
宇宙 戦艦 ウィ ル ゲ ム の 整備 を 任 さ れる が 、 当 初 は その 
構造 を 理解 する だ け で 精 一 杯 で あっ た 。 だ が 、 山 師 で 
あっ た シド ・ ムン ザ や 、 ミ リ シ ャ に 亡命 し た ディ アナ ・ カ 
ウン ター の 技術 者 ホレ ス ・ ニ ー ベ ン と 協力 する こと で 機 
体 や その 整備 に 関す る 知識 を 獲得 し 、 ディ アナ ・ カ ウン 
ター に 対抗 で きる 戦力 を 整え る まで に 至っ た の で ある 。 


か KS 


好奇 も 持ち 併せ て いた 。 


か され た 操縦 能力 


戦闘 機 の パイ ロッ ト と し て 操縦 相 を 握っ て いた メシ ェ ー 
は 、 カ プル や ウ ァ ッ ド と いっ た MS を スム ー ズ に 運用 し た 。 
カプ ル や ウ ァ ッ ド の 操縦 は それ ほど 難し く は な く 、 戦 闘 機 
の 操 継 を 熟知 し て いる 者 で あれ ば 、 あ る 程度 の 練習 で マ 
スタ ー で きた と 見 られ る 。 カブ ル が 大 量 に 発掘 され た と は 
いえ 、 彼 女 の よ うに 一 般 兵 に 操作 を 教え る こと が で きる . 
存在 が いた の は 、 ミ リ シ ャ に と っ て 非常 に 有用 だ っ た 。 


た だ 単に カプ ブル の 提 作 方 法 を マス ター し て いる だ け で な く 、 敵 に 立ち 向かう 
男 取 きも 若 な 備え て いる の が メシ ェ ー と いう 女の子 で あっ た 。 


の 操作 法 
月 と 地球 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


PERSONAL PROFILE ER TE (OS) 02 ser22n 
> リ ユ = 8 ラ ミ テス 8 で ー a | 


(アー クエ ンジ ェ ル クル ー) 
Murrue Ramius (Arch Angel's Crew) 


ド 


独立 部 隊 の 一 翼 を 担っ た 

元 地 辰 軍 の 軍人 た ち 

・ イ ラ ) 71 の 戦い に お いて 、 ザ フ 
も 与 し な い 独立 部 隊 と し て 行動 
ー ク エン ジェ ル 隊 。 第 2 次 ヤキ ン - ド ゥ ー エ 攻 
防戦 後 、 艦長 の マリ ュー・ ラ ミア ス 以 下 、 ク ルー た ち 
は オー ブ で 隠 通 生 活 を 送っ て いた 。 だ が 、C.E.73、 
同じ く オ ー ブ で 暮らし て いた ラク ス ・ ク ライ ン が ザフト 
の 暗殺 部 隊 に 狙わ れ た こと と 、 さ ら に オー ブ 自 体 が 不 
安定 な 情勢 と こと も あり 、 彼ら は キラ ・ 
ヤマ ト ら と 共に 再び 戦場 へ 復帰 する こと を / 
決意 し た の で あぁ る, 


か こい | 
ば 大 湾 ノ 部 避 記 浪 rrNi ヤ 


アー クエ ンジ ェ ル 


ぷ ペ パム!・ 一 ご VY 


オー プ で 秘密 本 に 改修 され 
水中 潜航 や 水中 か ら の 発進 


前 も 可能 と な っ て いる , 


関連 ファ イル 
ク 


ジー 
その 正体 は ム 
ウラ ・ フ ラガ だ っ た 。 
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マリ ュー・ ラ ミア ス 

マリ ュー が 艦長 に 復帰 し た アー クエ ンジ ェ ル は 、 地 球 
軍 と ザフト と の 戦闘 に 介入 し 、 戦 闘 停止 を 強く 訴え た 。 
その 番 闘 も 虚しく 戦乱 は 拡大 する が 、 そ れ で も マリ ュー 
ら は 誇 め る こと な く 戦い を 続け 、 オ ー ブ 軍 と 共に 宇宙 で 
の 決戦 に も 参加 し た 。 一 方 で 、 前 大 戦時 に 行方 不明 と 
な っ た 恋人 、 ム ウ ・ ラ ・ フ ラガ と 再会 。 失わ れ て いた 彼 
の 記憶 が 戦い の 中 で 蘇る と いう 奇跡 を 誰 よ り も 喜ん だ 。 


ムウ と し て の 記憶 を 
赤 の 彼 に も 著 か れ て いつ: 


アア ・ か ハツ 

キラ の 学生 仲間 と し て アー クエ ンジ ェ ル に 乗艦 し 、 そ 
の まま クル ー と な っ た ミリ アリ ア ・ ハ ウ は 、 戦 乱 終結 後 
戦場 ジャ ー ナ リス ト と し て 活躍 し て いた 。 だ が 、 ア スラ ン ・ 
ザラ に 求め られ て アー クエ ンジ ェ ル と コン タク ト を 取っ た 
こと を 機 に 畿 へ と 合流 。 艦 で は MS の 出 下 管 制 を 担い 、 
戦乱 終結 まで 最前 線 で 戦い 続け て いる 。 


デ / 


アソ セッ / 多 ロー か カツ 2 

元 地球 軍 の 正規 軍人 で あっ た アー ノル ド ・ ノ イマ ン 、 
ダリ ダ ・ ロ ー ラ ハ ・ チ ャ ンド ラ I 世 も 、 キ ラ や マリ ュー の 
呼び 掛け に 応じ て アー クエ ンジ ェ ル に 舞い 戻っ て きた 。 
艦 を 就 知 する ふた り の 加入 は 非常 に 大 きく 、 マ リュ ー も 
安心 し て 指揮 を 執る こと が で きた 。 オー ブ 軍 に 合流 後 
も 、 ふた り は ブリ ッ ジ クル ー と し て 艦 に 貢献 し て いる 。 


フイ マン (画像 ) は 操 能 手 と 
し て 、 チャ ンド ラ は オペ レー 
ター と し て 散 の 運用 を サポ ー 
ト 。 スペ シャ リス ト で ある ふた 
り の 加入 は 、 ク ルー の 人 手 
不足 を 構っ た 。 


コジ ロー・ マ ー ド ッ タ 

戦場 で の 経験 豊富 な ベテラン メカ ニッ ク で ある コジ 
ロー・ マ ー ド ッ ク も 、 C.E.73 に 再発 進 し た アー クエ ンジ ェ 
ル に 合流 。 水中 航行 が 可能 と な っ た 艦 や 新型 MS を 手 
際 良 く 整備 し 、 戦闘 力 の 維持 に 努め て いる 。 


前 大 昔 時 を も 湊 ぐ 激しい 戦 
まれ た アー クエ ン 


ジェ ル や 艦載 MS を 迅速 
整備 し た 。 メカ ニッ ク 

を まとめ 上 げ る 

び 付い て いな か 


クエ ンジ ェ ル の 再発 人 時 
に ノイ マン 、 チャ ンド ラ 、 コジ 
は で! 


CE74、 メ サイ ア 攻 罰 
を 最後 に 戦乱 が 終結 し た 
の ち 、 マ リュ ー は オー ブ へ 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


[z | 本 02 se 13n 


PROFILE 


2 マー ン ・ カ ー ン 


Haman Karn 


出身 サイ ド 3 
技能 MS 提 弓 政治 工作 


ネオ ・ ジ オォ ン を 準 い 

野望 を 中 に し た 
部 高 の 女 傑 
アン どー 


へ 


ネオ ・ ジ オン の 頂点 に あり な が ら 周 囲 に 
の 道 を 歩ん だ ハマ 
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帰っ て でき で て 良かっ た 
張 い ず ず に 会 えて 


ハマ ー ン 自身 が 共 美 な 


較 記 和光 ジオ ン 層 争 に お ける 行動 


地 加代 作戦 で 香 兵 を 諏 員 する ハマー 較 
ン 。 自ら 指揮 を 執っ て 地球 人 

方 、 ジ ュ ドー を 味方 に 引き 入れ よ 
うと し て 度々 誘い を 掛け 


入城 し た ハマ ー ン は 
ネオ ・ ジ オン の 優位 を 見 せ 1 


記名 中 便 軟 織り 交ぜ た 戦略 家 と し て の 手腕 


バ ・ ザ ビ を 拉 立 し て ザビ 家 再 興 を 大 状 名 分 と し た / 
、 ミ ネバ は 前 戦役 終結 時 に 行方 不明 と な り 
者 が その 代わ り を 務め 

役 未 期 に シャ ア ・ ア ズ ナ ブ 
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機動 戦士 ガン ダム ZZ 
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PERSONAL PROFILE 
ゴット ン ・ ゴ ー 


Gottn Goh 


PROFILE 
年 齢 一 


MAIN MS 。 MAIN MECHANIC 


D 寿 放 な 性 格 お より 
軍 


間 コン トン の 上 官 。 果 士 六 策 社 
を 重んじる 高 涯 な 精神 の 持 
ち 主 。 反面 、 主 寺 で ある ハ 

を 水 拝 する あま り 、 常 
人 に は 理解 し 右 い 行動 を 取 
る こと も 多かっ た 。 


ラ 地 する の 3 箱 暑 けた ! 


隊員 へ の 作戦 説 明 も ゴ ッ 
トン の 役割 の ひと つ : 
が 気紛れ な 上 官 た 


寺 ) 有 アー ガマ を 追い 続け た 副官 の 苦労 


わき れ 、 良 いよ 3 
決死 の 覚悟 で 救出 し 


の 行動 カ は 一 般 兵 以上 の も の の アー ガマ を 執 失 に 付け 用 う ゴット ン . 
だ っ た 。 移し た が 、 最後 は スパ イ の 


能力 JMORE INFO! 巡洋艦 エン ドラ の 乗員 た ち 


グリ プス 戦役 後 、 戦 力 を 温存 し た アク シズ (ネオ ・ ジ オン ) ーー 年 戦争 か ら の 復興 途中 に あり 、 そ の 制圧 は 容易 と 思わ れ 
軍 は 各 サ イド に 制圧 部 隊 を 派遣 基 大 な 被害 を 受け た エ ウ ー た の だ ろう 。 その 乗員 た ち は 上 官 の 命令 に 中 実 な 面々 で あっ 
ゴ に これ を 止め る 術 は な く 、 各 サイ ド は 次 々 と ネオ た が 、 気 持ち に 行動 力 が 付い て 行か ず 、 作 戦 は 失敗 続き で 


指 


降伏 し た 。 そん な 制圧 部 隊 の ひと つと し て サイ ド 1 
た の が 、 マ シュ マー 率い る エン ドラ 隊 だ っ た 。 サイ ド 1 は 未だ 揮 官 ど 


あっ た 。 な お 、 ほ と ん どの 乗員 は グラ ナダ 付近 の 戦闘 で 
と 運命 を 共に し た よう で ある 


画 ゴット ン の 部 下 た ち 画 エン ドラ 乗員 (エン ドラ 隊 ) 


ネル ・ マ ー セ ン 。 コッ 
トン の 手足 と な っ て 働 
| いな 面々 で 、 アー カ 

て や ZZ ガ ンダ ム と も 
| 交 皿 し た 


の PT 
| コッ トン の 指揮 下 に 
入っ た 
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機動 武闘 伝 G ビ ガン ダム 


WEs 
あの 


「 語 


アメ リカ ン ・ ド リー の 成就 を 目指 し 
拳 で 未来 を 切り 拓 ゝ た 武闘 家 の 熱 き 想い 


地球 (アメ リカ ) 


は 座 も 立た せん ! 


アイ ・ 
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アム ・ チ ャ ン ピ ビオ ン ! 


ヨー ク の 貧民 街 で 育っ た チ ボ デ ー は 、 幼 い 
頃 か ら 苦し い 生 活 を 強い られ て いた 。 そん な 苦境 か ら 
抜け 出す た め に チ ボ デー は 力 を 欲し 、 毎 日 の よう に 喧 
嘩 に 明け 暮れ て いた の で ある 。 その 腕 っ ぷ し の 強 さ が 
ネオ アメ リカ の 上 層 部 に 認め られ 、 彼 は ガン ダム ファ 
イタ ー に スカ ウト され る 。 成功 者 が 暮らす ネオ アメ リカ 
上 陸 し た チ ボ デ ー は 、 ボク シン グ で コロ ニー 
チャ ン ピ オ ン に も 輝く 。「 ア メリ カン ・ ド リー ム ] を 掴ん 


ドモ ン と の 戦い を 経て 、 チ ボ デ ー は ファ イト を 再開 す 
る 。 ネオ メキ シコ で は 再び ドモ ン と 顔 を 合わ せる な ど 、 
チ ボ デ ー は サバ イ バ パル イレ ブン を 勝ち 抜く こと の 厳し 
さ を 実 感じ つつ あっ た 。 その 中 で 彼 は 、 デ ビル ガン ダ 
ム を 利用 し よう と する マス ター・ ア ジア の 策略 に より 
DG (デビ ル ガ ン ダム ) 細胞 に 感染 し て し まう 。 幼い 頃 
の 極貧 生活 が も た らし た 強烈 な ハン グリ ー 精 神 と 、 何 
事 も ポジ ティ ブ に 捉え る 楽天 的 な 性 格 が チ ボ デ ー の 


02 snr Obs 


チ ボ デ ー・ ク ロケ ッ ト 編 
Case of Chibode Croquette 


ネオ アメ リカ 代表 と し て 国家 の 再興 を 目指 し た スト リー ト 上 が り の 少年 
は 、 苦境 を その 共 で 克服 し て いっ た 


だ チ ボ デ ー の 次 な る 夢 一 一 それ は ガン ダム ファ イト を 
制 壊 し 、 母 国 ネ オア メリ カ に か つて の よう な 栄華 を も た 
ら す こと で あっ た 。 大 会 の 制覇 に 絶対 の 自信 を 抱き 、 
スタ ッ フ クル ー を 務め る チ ボ デ ー・ ギ ャ ルス を 引き 連れ 
て 故郷 で ある ニュ ー ヨ ー ク へ と 帰っ て きた チ ボ デ ー。 
だ が 、 彼 の 前 に は 、 ネ オジ ャ バン 代表 の ドモ ン ・ カ ッシュ 
と いう 強力 な ライ バル が 現れ る の だ っ た 。 


強み で も あっ た が 、DG 細 胞 の 感染 
も 粗暴 な も の へ と 変貌 を 遂げ る 。 ネ 
遭遇 し た ドモ ン を 見 下す 態度 を 見 せる な ど 、 これ まで と 
は 異な る 戦い 方 で ドモ ン の 命 を 奪わ ん と し た の で ある 。 
その 後 、 シャ ッ フル 同盟 (クイ ー ン ・ ザ ・ ズ 
て DG 細胞 か ら 解 放さ れ 、 正 気 に 戻 
が 、DG 細 胞 に 感染 し た トラ ウマ は 、 その 後 も チ ポテ デー 
を 苦し め 続け た の で ある 。 


機動 下 上 伝 ガン ダム 


みん な いい 目 を し て や が る ! 
昔 の まん まだ ぜ ! 


吹 し 、 ス タッ フル し て 履 
用 。 それ 以来 彼女 た 
は 強い 絆 で 結ば れ 
て いた 


チ ボ デ ー は 、DG 細 胞 に 感染 し た ショ ッ ク か ら 抜 け 
出せ ず 、 フ ァ イ ト の 度 に 暴走 する よう に な っ て いた 。 彼 
を 支え る 4 人 の チ ボ デ ー・ ギ ャ ルズ は 、 こ うし た 状況 
を 打開 すべ く 、 ラ イ バ ル で ある ドモ ン と の ファ イト を 画 
策 。 さら に 、 ド モン が 乗る シャ イニ ング ガン ダム か ら 戦 
闘 デ ー タ を 抜き 取り 、 チ ボデー が 有利 に な る よう に 仕 
向け た 。 チ ボ デ ー は 何 も 知ら な いま ま ド モン と ファ イト 
を 開始 する が 、 フ ァ イ ト 中 、 ギャ ルズ が 激流 に さら われ 


地球 (ネオ ホン コン ) 


この 調子 で 必ず 優勝 し て ゃ る ぜ ! 
4 人 の ママ の た め に も な ! 


て いる の を 発見 。 彼女 た ち を 助け る べく 繰 
パン チ は 、 こ れ ま で の 不調 を 吹き 飛ば す の に 
充分 な 手応え が あっ た 。 チ ポ デー は その 後 、 ギ ャ ルズ 
に よる 戦闘 デー タ の 奪取 を 知る が 、 彼 女 た ちの 作戦 
に よっ て 結果 的 に スラ ンプ か ら 脱 し た チ 』 
れ を 不問 に 付す 。 さら に スト リー ト 上 が り の 彼女 
か つて の 食欲 さ を 忘 れ て いな いこ と を 喜び 、 上 記 の 
葉 を 掛け る の だ っ 


臣 肌 示 と し て の 
2 成長 を 促し た の だ っ 7 


DG 細 胞 感染 の 恐怖 を 克服 し た チ ボ デ ー 
も う ひ と つ 幼 少 期 に 受け た 大 き な 傷 が 残っ て いた 。 そ 
れ は 、 ピエ ロ へ の 恐怖 で ある 。 チ ボ デ ー は 幼い 頃 、 母 
と 共に 訪れ た サー カス で 、 ビ エロ の 愉 好 を し た 強盗 団 
と 遭遇 し 、 人 質 に され た 過去 が あっ た の トラ 
ウマ は 記憶 の 底 に 眠っ て いた が 、 ネ オ ホ ン コン で 拳 を 
交え ルト ガル 代表 の ガン ダム ファ イタ ー、 ロマ 
リオ ・ モ ニー ニ が 、 ビ エロ の 衣装 に 身 を 包ん だ 武 菩 


地球 (ラン タオ 島 ) 


ウィ ナー は 條 た ちな ん だ よ ! 
グッ バイ 、 チャ ッ プ ! 


家 で あっ た 。 彼 と の 戦い で 人 質 に され た 際 の 恐怖 が 
蘇り 、 思う よう に 力 を 発揮 で き な い チ ボ デ ー。 それ を 見 
た ギャ ルズ は 、 チ : 
よく 口ずさん で い : 
優し き に 母 を 重ね 
熱 マ シン ガン ・ パ ンチ で ロマ リオ を 打倒 し 、 フ ァ イ ト に 
も 勝利 し た の だ っ は ギャ ルズ に 対し 、 感 
謝 と 共に 優勝 を 准 う の ; 


MORE INFO! 
感情 豊か な 


武闘 家 


の 中 で お 互い を 認め 


= 


pL 
ww 


チ ボ デ ー は 決勝 リー グ で ドモ ン と の 再戦 に 敗れ た も 
の の 、 ラ ンタ オ 島 で の 最終 パト ルロイ ヤル に 参加 し て 
いた 。 その 戦い の 最 中 、 デ ビル ガン ダム 四天王 の 1 
機 で 、 ジ ョ ン ブ ル ガ ンダ ム が 変貌 し た グラ ンド ガン ダム 
と 対 時 する 。 デビ ル ガ ン ダム の 恐怖 を 知る チ ボ デ ー 
は 、 ネ オフ ラン ス の ジョ ル ジ ュ ・ ド ・ サ ンド と 共闘 。 圧 
倒 的 な 巨体 と 砲撃 力 に 押さ れ な が ら も 、 チ ボデー は 
最後 まで 撃破 の チャ ンス を 待ち 続け た 。 そし て ジョ ル 


「 ジ ャ スト ( ア ) モー メン ト !」 


ジュ が 操る ガン ダム ロー ズ の 武器 ・ ロ ー ゼ スピ ッ ト を 
鉱 弾 と し て 用 いた ギガ ン テ ィ ッ ク ・ マ グ ナ ム に よる 狙 
撃 で 、 グ ラン ドガ ンダ ム の コク ピッ ト を 破壊 。 DG 細 胞 
に よっ て 暴走 する ジェ ント ル ・ チ ャ ッ プ マン を 止め た の 

デ に は 、 武 開 家 と し て の プラ イ 
ド だけ で な く 、 新 生 シャ ッ フル 同盟 の 一 員 と し て 、 デ ビ 
ル ガ ン ダム に 屈する わけ に は いか な いと いう 強い 意志 
が 感じ られ た の で ある 。 


「 ガ ッ デ ム 由 1 
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PERSONAL PROFILE | mM am 
ラッ セ ・ ア デア イオン mm 


階 雪 一 一 (砲撃 手 


出身 一 一 
Lasse Aeon 3 


源 死 の 重傷 か ら 復活 を 遂げ た 
利 邪 の 良き 解 者 


国連 軍 に よる CB 壊 減 作戦 「FALLEN ANGELS] 
に お いて 、 ラ ッ セ ・ ア イオ ン は GN アー ムズ に 搭乗 し 
て 出撃 。 対 ア ル ヴ ァ ト ー レ 戦 で GN アー ムズ は 行動 
不能 と な り 、 ラ ッ セ も 重傷 を 負っ て し まう 。 な ん と か 一 
命 は 取り 留め た ラッ セ で あっ た が 、 ア ル ヴ ァ ト ー レ の 
疑似 GN ド ライ ヴ か ら 放 出さ れ た GN 粒 子 に よっ て 組 
胞 異常 が 発生 。 その 影響 に より 体調 は 悪化 の 一 途 
を 辿っ て いた 。 

だ が 、 ラ ッ セ は 本 格 的 な 活動 再開 を 目指 す CB ( プ 
トレ マイ オス 2) の ブリ ッ ジ クル ー に 復帰 し 、 新 た な 変 
革 の 時 を 待っ て いた 。 体調 は 一 向 に 回 復 し て いな 
を 待つ より も 、 ラ ッ セ は 変革 に 身 を 
捧げ る こと を 選ん だ (の で ある 。 西暦 2312 年 、 プ トレ 
マイ オス 2 が 対 ア ロウ ズ を 掲げ て 表 舞 台 に 復帰 する 
と 、 ラ ッ セ も 砲撃 手 と し て 乗艦 。 リヒ テン ダー ル ・ ツ 
エー リ の 不在 に より 操 角 も 要 任 す る こと に な っ た が 、 
それ を 受け 入れ 黙々 と 職務 を こなす の だ っ た 。 
II EE 

有朋 人 * そ の 6 の に 電 能 
カカ が 備え られ て いた 
た め 、 碗 撃 手 と し て 
登録 され て いた ラッ セ 


は これ まで 以上 の 負 
担 を 強い られ た 。 


ガン ダム の 予備 バイ 


ダム (0 カレ ダム 


プトレマイオス 2 
プトレマイオス の 慈 杉 で 
條 病 能 力 を 大 幅 に 治 化 し た 
タイ プ 。 重力 下 や 水中 で の 
基 行 気 園 突入 が 可 
能 と な り 、 そ の 運用 範囲 が 
大 幅 に 広がっ た 。 


GN-000 
0 ガン タタ. Et 


ンク を 持田 し 、 ガ ガ の 運 撃 に 
軍用 され た 。 
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相生 


PERSONAL PROFILE ァ ン [ 画 ] m02 mm08 


ソレ スタ ルピー イン グ (CB) を 離脱 し て いた 誕 那 ・F・ 
セイ エイ 、 ス メラ ギ ・ 李 ・ ノ リエ ガ が 復帰 し 、 さ ら に アレ 
ル ヤ ・ ハ プティ ズム の 身柄 を 地球 連邦 軍 か ら 稚 還 し た 
こと で 、 プ トレ マイ オス 2 は 本 格 的 に 対 アロ ウズ 戦へ と 
突入 し て いく 。 プトレマイオス 2 は 戦闘 能力 と 大 気 囲 内 
で の 航行 能力 を 有 し て し 、 拭 の 行動 範囲 も 大 幅 
に 拡大 。 た だ で さえ ブリ ッ ジ で の 役割 が 増え て いた ラッ 
その 負担 が 重く の し 掛か っ た 。 だ が 、 ラッ セ は 、 ブ 
リ ルー の 中 械 と し て 戦術 予報 士 で も る スメラギ を 
サポ ー ト し 、 フ ェ ル ト や ミレ イナ ら と 連携 し て 艦 の 運行 と 
ガン ダム の 支援 に 全力 を 注ぐ の だ っ た 。 

激しい 戦い の 中 で 、 ガ ンダ ム マ イス ター の ひと り で あ 
る 章 那 が 、 純 律 種 の イノ ベイ ター へ と 革新 し て いく の を 
ラッ セ は 間近 で 目撃 する 。 球 那 に は 以前 か ら 期 待 し て い 
た ラッ セ は 、 彼 の 望む 未来 こそ て 人類 が 進む べき 道 だ と 考 
え 、 そ れ を 後押し する こと を 優先 する 。 細胞 異 富 に よる 
体調 の 悪化 が 続い て いた が 、 そ の 命 を 騒 け て 変革 を 目 
指し た の だ 。 迎え た アロ ウズ イノ ベイ ド 勢 力 と の 最終 
決戦 で は 、 プ トレ マイ オス 2 を 離れ て 0 ガン ダム (実戦 配 
備 型 ) に 搭乗 し 、 突 撃 を 仕掛 け て くる ガ ガ 部 隊 と 対 財 。 
その 結果 、 半 那 の イノ ベイ ター 化 が 果たさ れ た ほか 、 ア 
ロウ ズ ノ イノ ベイ ド 勢 力 の 撃破 に 成功 する 。 多く の 犠 性 
が 出 て し まっ た が 、 よ う や く 望 ん で いた 未来 を 手 に 入れ 
た こと に 、 ラッ セ は 達成 感 と 安 堪 感 を 覚え る の だ っ た 。 


足 時 75 
ラッ セ は CB に 参加 し た 時 点 で 、 自 ら が 犯罪 者 と し て 
扱わ れる こと を 覚悟 し て いた 。 世界 の 変革 が 簡単 に で 
きる と は 思っ て いな か っ セ は 、 変 革 の 過程 で 命 を 
失っ て も 、 それ は 本 望 だ と 考え て いた 。 細胞 異常 に よっ 
て 体調 が 悪化 し て か ら も ラッ セ が プトレマイオス 2 を 離れ 
な か っ た の は 、 そう し た CB に 懸け る 強い 想い が あっ た か 
ら と 言え る 。 西暦 2312 年 に 合流 し た スメラギ に は 体調 
の 悪化 を 見 抜か れ て お り 、 艦 か ら 下り る よう 促さ れ た こ 
と も あっ た 。 だ が 、 ラ ッ セ は それ を あっ さり と 拒否 し 、 プ ト 
レ マ イオ ス 2 で の 活動 を 継続 し た 。 事実 、 ラ ッ セ の 体調 
は 日 を 追う ご と に 悪化 し て いた が 、 刺 那 が 発動 し た ダブ 
ルオ ー ラ イザ ー の トラ ン ザ ム バ パー スト に より 、 細 胞 異常 
が 劇 的 に 改善 する 。 ラッ セ が 病 を 押し て 組織 の 一 員 で 
あり 結 け た こと が 、 結果 と し て 体調 の 回 復 い う 人 蹴 に 
繋が っ た の で ある 。 


バイ ロッ ト と し て の 実 カ 


ブリッジ クル ー と し て 操 能 オペ レー ト . ご 砲撃 管制 と MORE INFO! 


変 


E の 活躍 


オー ル マ イ テ ィ な 活躍 を 見 せ た ラ ッ セ で ある が 、 パ イロ ッ 
ト と し て の 高い 能力 も 持ち 合わ せ て いた 。 前 大 戦 で は 
GN ア ー ム ズ の パイ ロッ ト と し て 戦場 に 出 た が 、 本 戦乱 
で は 、0 ガ ンダ ム (実戦 配備 型 ) を 操り 、 コ ロニ ー 型 外 
宇宙 航行 母艦 「 ソ レス タル ビー イン グ ] に 接 午 し た プ ト 
レ マ イ オス 2 の 防衛 を 担当 。 大 量 の 方 ガ 部 隊 に 対応 
し 、 複数 機 を 撃墜 する こと に 成功 し て いる 。 


は 、 西 匿 2314 年 に 勃発 し た ELS (地球 外 変 異性 金属 体 ) 
トレ マイ オス 2 改 の クル ー と し て 体験 し て いる 。 ELS と いう ぅ 


イナ と の 高い チー ム 
万 全 か ら 程 遂 い 体調 で あり な が ら 、 プトレマイオス 2 の 功 箱 を 果たし た ラッ セ 。 は + 『ー デ と も 情報 共有 
旧型 と 言え る 0 ガン ダム (実戦 配備 型 ) で ガ ガ に 対応 し た 。 
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Es (M6) 02 ser 1Bn 


PROFILE | 


マー シャ ン 


unknown 


出身 オー スト レー ル 


Martian( Ergnes Brahe Nahe Herschel,/ Setona Winters Deago Lowell) te MS 押 指 押 ( ア クニ 


ー ゴ 家事 全 般 ( セ トナ ) 


戦乱 の 地球 回 を 訪れ た 
火星 か ら の 使者 た ち 


様々 な アプ ロー チ が な され た 宇宙 開拓 の 中 、「 火 
星 移 1 上 」 に より 火星 に 住み 着い た 者 た ち は 自 
ら を 「 マ ー シ ャ ン 」 と 名 乗り 、 移 民 者 それ ぞ れ が 
コロ ニー 群 を 形成 。 地球 か ら は 独立 し た 社会 
を 築く 。 中 で も オー スト レー ルコ ロニ ー は 、 過酷 
な 環境 や 少な い 人 材 で 暮らす た め 、 役 割 に 応じ 
た 遺伝 子 調整 を 施し た 人 々 で 構成 され て いた 。 

火星 と 地球 圏 で は 年 に 1 回 の 定期 宇宙 船便 が 往 
来 し て お り 、 C.E.73、 マー シャ ン の 使節 団 は 戦争 直 
前 の 地球 圏 を 訪れ る 。 リー ダー の アグ ニス ・ ブ ラー 
エ と 副官 ナー エ ・ ハ ー シ ェ ル は 火星 の 未来 の た め 各 
勢力 と 接触 を 図る が 、 そ こ で アグ ニス は 、 オー スト レー 
ル の シン ボル と な る 定め を 捨て て 火星 を 飛び 出し た 
姉 、 セ トナ ・ ウ ィ ン タ ー ス と 再会 を 果たす 。 さら に 彼女 
を 探し 続け て いた ディ アゴ ・ ロ ー ウ ェ ル も 合流 し た マー 
シャ ン 一 行 は 、「 遺 伝 子 に 定め られ た 運命 」 と は 異な 
る 肩 一 一 新た な 道 を 切り 拓 い て ゆく 。 


アク ニス と 会談 し た プラ ン 


作 釜 を 業 り 越え た 
マー シャ ン た も 


ペー さて > さ す ・ 二 ーー さ 


火星 以 加 の 宇宙 開拓 を 行 
う DSSD ( 深 宇 軍 探 査 開 
発 機構 ) と 親 立 を 持ち 、 


FSI Vv 


GSF-YAMO1 
デル タ ア スト レイ 関連 ファ イル 


GSF-YAMO1 デル タ ア スト レイ 


MMF-JG73L 
ター ン デ ル タ 


ロウ が 完成 させ た 機 
中 に は 履 良 型 の ヴォ ワ チ ュー 
ル ・ リ ュ ミエ ー ル を 搭載 し 、 デ 


褒 を 生 け て 真価 を 発振 する 


PERSONAL PROFILE 


N (ニュ ー ト ロン ) ジャ マー キャ ン セ ラー の 希少 な ベー 
スマ テリ アル 鉱脈 が 発見 され た 火星 。 鉱脈 の 存在 は 
供給 バラ ンス を 崩し 、 地 球 園 と の 争い の 火種 に な る と 
考え た 火星 政府 は 、 使節 団 に 地球 圏 の 調査 を 命じ る 。 
その た め に 派遣 され た アグ ニス と ナー エ は 、「 ブ レイ ク ・ 
ザ ・ ワ ー ル ド ] 直後 の プラ ント を 訪問 し 、 そ こ で 地球 連 
合 と の 開戦 に 直面 する の だ っ た 。 その 後 、 地球 連合 に 
接触 を 図る る も の の 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー を 敵視 する 連合 の 
特殊 部 隊 フ ァ ン トム ペイ ン と 、 連 合 に 壇 力 し て 名 を 上 げ 
よう と する オー ブ 下 級 氏 族 の 追撃 部 隊 に 追わ れる こと 
と な る 。 その 戦い で 敗れ た アグ ニス は 、 愛 機 デル タ ア 
スト レイ に 自爆 装置 が 仕掛 けら れ て いた こと を 知る 。 機 
体 へ の 大 き な 損傷 を 地球 人 (テラ ナー) の 敵対 行為 と 
見 な し 、 自 爆 を も っ を 断絶 する 計画 が 裏 に 隠さ 
れ て いた の で ある 。 政府 か ら 信 用 され て いな か っ た こと 
に ショ ッ ク を 受け 、 道 を 見 失う アグ ニス 。 だ が 、 消 沈 す 
る 彼 の 前 に 、 ロ ウ か ら 預 か っ た ター ン デ ル タ に 乗り 、 姉 
セト ナ が 現れ る 。 姉 の 導き で アグ ニス は 自分 を 信じ て 再 
起 し 、 火星 と 地球 の 架け 橋 と な る べく 戦わ な い 道 を 探し 
て 地球 側 の 勢力 と 会 談 を 図る 。 そこ に 再び ファ ント ムペ 
イン と オー ブ 下 級 氏族 の 残党 が 現れ る が 、 ロウ や ジャ ー 
ナリ スト の ジェ ス ・ リ ブル な ど 様 々 な 地球 人 に 助け られ 
敵 を 退け る 。 そし て ナー エ は 政府 へ の 対応 の た め 火 星 
に 戻り 、 ア グ ニ ス は デュ ラン ダル 講 長 が 掲げ た デス ティ 
ニー プラ ン を 見 届け る た め 地 球 に 残る の で あっ た 。 


を 上 上 め た 英俊 と 思っ て 
(1 9 を 記 み て いた キラ ・ ヤ マ 
| ト が 、 個人 的 理由 で カガリ 


【 左 ) の 婚礼 を 妨害 し た こと 
5 その こと で 


ミナ 5 
見 え で いない ] と 
夫 さ れる こと も あっ た 。 


セト ナ ・ ウ ィ ン タ ー ス 
C.E.73 か ら 遡 る こと 5 年 前 、 ロ ウ の 仲間 と な る プロ 
フェ ッ サ ー が 漂流 中 の 脱出 カブ セル を 発見 する 。 その 中 
で 眠っ て いた の が セト ナ で あっ た 。 オー スト レー ル の シン ボ 
ル と な る べく 生ま れ た も の の 、 その 役割 に 疑問 を 抱き 、 定 
め ら れ た 運命 と は 別に 、 人 々 の 世話 を し て 生き た いと 考え 
た セト ナ は 、 地 球 行き の 中 宙 船 に 忍び 込ん で 火星 を 出 
春 。 だ が 船 は 事故 に 違い 、5 年 の 漂流 を 経て 救助 され た 
セト ナ は 、 元 「 一 族 」 の 富豪 マテ ィ ア ス に 預け られ 、 訳 あ 
り の 少年 プレ ア ・ レ ヴェ リー と 3 人 で 暮らす の だ っ た 。 
C.E.72、 ジ ェ ス の 下 に 押し か け ア シス タン ト と し て 身 
を 寄せ た セト ナ は 、 翌 C.E.73、 ア ー モ リー ワン の 取材 
時 に ファ ント ムペ イン の 嘩 撃 で ジェ ス か ら は ぐれ て し まう 。 
その 際 、 地 球 圏 に 帰還 し た ロウ に 拾わ れ 、 彼 の 造っ た 
ター ン デ ル タ を 弟 ア グ ニ ス に 送り 届け る 。 その まま マー 
シャ ン 使 節 団 と 行動 し 、 アグ ニス を 見 守る の だ っ た 。 


彼女 の 失 吐 後 も 行方 を 探し 続け て いた 。 そし て セト ナ が 
地球 へ 向かっ た こと を 知り 、C.E.72、 火 星 に 来 て いた 
ロウ が 帰還 する 際 に 便乗 し て 地球 へ と 赴く <。 そこ で ラク 
スク ライ ン が 成長 し た セト ナ だ と 思い 込ん だ ディ アゴ は 、 
アー クエ ンジ ェ ル を 追う 。 その 前 に 現れ た の が ター ン デ 
ル タ に 乗っ た 本 物 の セト ナ で あっ た 。 その 後 は 彼女 ど 共 
に マー シャ ン 使節 団 に 協力 する 。 


A アク ニス ・ フ ラー エ いい 


M 


上 D アゴ. ロー ウェ ル 


MORE INFO! 


オー ブ の カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ 代表 と 会 見 し 
共に 中 立 を 掲げ る 勢力 と し て 共感 を 覚え る 。 さ 
キオ 導師 と も 接触 し 、 ペ ー ス マテ リア ル ( 
を 仰い だ 。 また マー シャ ン を 取材 し た いと い 


に 協力 し た 


マー シャ ン へ の 協力 者 


アイ ザッ ク ・ マ ウ 


ッッ ラ ィ ズ 129-22 


130-13 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


(x) mE02 mm05B 
ロア ビィ ・ ロ イ 編 


Case of Roybea Loy 
フリ ー デ ン と 長期 契約 を 結ん だ ロア ビィ ・ ロ イ は 、 戦争 の 過酷 さ に 直面 
し な が ら も 、 それ に 向き 合う 道 を 選ん だ 。 


歴 当 に 針 
あの 


ラリ デン と 長期 契約 し た 
戦い の 中 で 成し遂げ た 成長 


や る こと だ け チ ャ ッ チ ャ と や っ て 、 
ギャ ラ 貰 っ て 帰る の が 大 人 じゃ な い の ? 


地球 連邦 軍 と 宇宙 革命 軍 に よる 第 7 次 宇宙 戦争 な 時 代 を 生き 抜く 手段 と し て 、 バ ルチャ ー と も 関わ り の 
は 、 革命 軍 に よる 「 コ ロニ ー 落 と し 」 の 直後 、 痛み 分 け 深い MS (モビ ルス ー ツ ) 乗り を 生業 と し て いた 。 MS 乗 
に 終わ っ た 。 結果 、 地球 は 甚大 な 被害 を 受け 、 誰 も が り は 、 バ ルチャ ー の 依頼 に 応じ て 艦 の 護衛 や 戦闘 を 担 
Usha が + 絶望 的 な 状況 に 追い や られ た の で ある 。 そ れ か 5 ら 15 年 。 う 職業 で あり 、 常 に その 身 を 危険 に 晒す 職業 で あっ た 。 
く 、 女好き ーー ロア を 経た A.W.0015、 北 米 大 陸 で は 、 前 大 戦 で 使わ れ だ が 、 仕事 以外 で は 自由 に 行動 で きる MS 乗り の 気楽 
た MS や その パー ツ を 回 収 ・ 売 買 す る 「 バ ルチャ ー」 の さ を 、 ロア ビィ は 気に入っ て いた 。 フリ ー デ ン と 契約 し て 
登場 に より 経済 活動 が 活発 化 。 地球 環境 の 回 復 も も 、 依頼 を すでに 片づけ る こと を 最 優先 と し 、 余 
あり 復興 の 兆し が 見 えて いた 。 ロア ビィ ・ ロ イ は 、 そ ん ょ 問題 に は 首 を 突っ 込 も うと は し な か っ た 。 


AWoo15 EE 
犬 岡 な ん て ある の か な ? 


「 ニ ュー タイ プ の 保護 ] と いう フリ ー デ ン の 行動 目 ボー イ の ロア ビィ らし く 、 そ の 前 に 複数 の ガー ルフ レン 
的 を 当初 は 煙 た が っ て いた ロア ビ : 若者 が 集う 下 の 元 を 訪ね る マメ さも 見 せ た 『、 彼 が 本 命 と し 
艦 の 居心地 の 良さ か ら 長 期 契約 を 決意 。 艦 に コミ ュ て いた 女性 は 、 す で に この 世 を 去っ て いる こと を 知る 。 
ニテ ィ ス ペー ス を 作る な ど 、 艦 内 を 盛り 上 げ る ムー ド  「 出 来 の 悪い メロ ドラ マ じ ゃ な いん だ か ら 」 一 一 彼女 
と し て 振る 舞っ た 。 だ が 、 長 き に の 墓前 で そう 軽口 を 叩く ロア ビィ が 、 シ ョ ッ ク は 
生活 に 療 れ を 感じ た ロア ビ イ は 、 休 暇 を 申 語 隠し 切れ な か っ た 。 同様 に 故郷 に 帰っ て いた ウィ ッ ツ 
へ 帰る 。 その 最大 の 目的 は 、6 ダム レオ バル ド と 再会 し た ロア ビィ に は 、「 地獄 ] の よう な 里帰り で あっ 
を 譲っ た 意 中 の 女性 に 会 い に 行く ご, た と 告げ 、 続け て この セリ フ を 漏らす の だ っ た 。 


機動 新選 紀 ガ ンダ ム X 


A.W.0015 


地球 (サン ルー カス ) 


喚 霊 な ん か ホン ト に いた ら 、 


A.W.O015 


ゲリラ に な っ て 新 連 邦 と 戦う 理由 は 、 俺 に は な い 


が の 5 を 人 りな 誠 


A.W.0015 


単 以 で も な ん で も いい ん じゃ な い ? で も 、 A 
死ん だ ら 、 元 も 子 も な いん だ か ら 


の 希望 を 求め て いた . 


A.W.0015 


“過ち は 繰り 退 る な い 


仲間 と 共に 未来 を 押 
こう と し た 。 


故郷 で 辛い 現実 と 向き 合っ た ロア ビィ は 、 ウィ ッ ツ ・ 
スー や ガロ ー ド ・ ラ ン 、 さら に 気 に な る 存在 で 
艦長 サラ ・ タ イレ ル な ど が 在籍 する フリ 希望 
を 見 出し て いく 。 フリ ー が # れ た サン ルー カス 海 
岸 で は 、 クル ー に 水着 を 買っ て くる な ど 、 ロア ビィ は 彼 
ら の 結束 を より 強め よう と 振る 舞っ て いた 。 そん な 中 、 
ロア ビィ た ち は 、 サ ン ル ー カ ス 海 岸 の * る 「 ロ ー 
レラ イ の 海 ] と 呼ば れる 海域 を 捜索 する こと に な る 。 


地球 (南ア ジア ) 


地球 に は 旧 連 邦 政府 の 上 層 部 に よっ て 再建 され 
立 され 、 独 立国 の 併合 を 進 
Z ア の 小国 も こう し た 連邦 政府 に よる 
、 当 地 を 訪れ て いた 


ず 、 艦 か ら 隆 り る 。 艦 を 降り た 後 、 


彼 は ユリ ナ ・ サ ノ 


宇宙 (フリ ー デ ン I 艦 内 ) 


新 連 邦 軍 の 登場 と 共に 、 宇 宙 で は コロ ニー 国家 
を まとめ る 宇宙 革命 軍 が 本 格 的 に 始動 。 これ に よ 


り 、 に わか に 第 8 次 宇宙 戦争 勤 発 の 気配 が 強まっ 
て いた 。 フリ ー デ ン の クル ー た ち は 、 こ うし た 動き を 
止め る に は ファ ー ス トニ ュー タイ ブ が 封印 され て いる 
「D.O.M.E. (ドー ム )」 に 接触 する ほか な いと 、 フ リー 
デン II で 宇宙 へ と 上 が る こと を 決意 する 。 これ が 最終 
決戦 と な る こと は 誰 も が 感じ て お り 、 ロア ビィ も 副 艦長 


3)” な ん で し ょ ! 


フリ ー デ ン II で 月 へ と 向かっ た ロア ビィ は 、 つ い に 
ファ ー ス トニ ュー タイ ブ が 封印 され て いる D.O.ME. へ 
と 辿り 着き 、「 ニ ュー タイ プ は 幻想 で ある 」 と の 結 請 を 
= が 、 そ れ を 認め よう と し た の は フリ ー デ ン の ク 
だ け で あり 、 ニ ュー タイ プ を 利用 し よう と し て 
いた 地球 連邦 軍 の フィ クス ・ ブ ラッ ド マ ン 、 さ ら に 宇 
下草 命 軍 の ザイ デル ・ ラ ッ ソ は この 結論 を 拒絶 。 彼 
ら は 直前 に 勤 発し た 第 8 次 宇宙 戦争 を 継続 し よう と し 


「 ロ ー レ ライ の 海 ] と は 、 女 性 の 幽霊 が 出現 する 海 
域 の こと を 指し 、 海 で MS や パー ツ の 回 収 を 行う バル 
チャ ー 「 オ ルク ] で すら 接近 し な いと いう いわ くつ き の 
実際 に 女性 の 声 を 聞い た と いう 報告 も 
、 ロ アビ ィ は まっ た く 取 り 合わ な か っ た 。 第 7 
次 宇宙 戦争 に よっ て 人 類 の 大 半 が 失わ れ た この 世 
の 中 で 、 幽霊 の 存在 を 信じ る な ど 馬 鹿 馬鹿 し いと ロア 
ビィ は 感じ て いた の で ある 。 


ハラ と いう ピア ニス ト と 出会い 、 交 流 を 深め る 。 だ が 、 
彼女 は 現地 で 活動 する ゲリラ 組織 「 民 族 独立 戦線 」 
メン バー で あり 、 ガ ンダ ムレ オ パ ル ド を 保有 する ロア 
ビィ を 仲間 に 引き 入れ よう と し て いた 。 ユリ ナ の 上 官 
に 組織 へ の 参加 を 強要 され た ロア ビィ だ っ た が 、 首 を 
縦 に 振 ろ うと は し な か っ た 。 だ が 、 結 果 的 に ユリ ナ が 
新 連邦 軍 と の 戦闘 に より 死亡 。 その 事実 と それ を 招 
いた 自身 の 言動 を ロア ビィ は 後悔 する の だ っ た 。 
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で あっ た サラ を 呼び 出す 。 当 初 か ら サ ラ に 好意 を 抱 
いて いた ロア ビィ だ が 、 そ れ は 戦い を 経る 中 で より 強く 
な っ て いた 。 一 方 で 、 サ ラ が ジャ ミル に 想い を 寄せ て . 
いる の を 知っ て いた た め 、 ロ アビ イィ は 彼女 の 本 音 を 問 
い 質 し た 『*、 サ ラ の 態度 は 優柔 不 思 な も の で あり 、 
ロア ビィ は 彼女 を 諭す よう に 上 記 の 言葉 を 告げ る 。 想 
い を 寄せ る 女性 と 突然 の 別れ を 経験 し た ロア ビィ は 、 
気持 ち を ぶつ ける 重要 性 を 誰 よ り も 理解 し て いた 。 


た 。 さら に [ニュ ー タ イプ ] に 憎しみ を 抱く フロ スト 兄弟 
も 、 両 勢力 の 打倒 を 狙っ て いた 。 これ に 対し フリ ー デ 
ンク ルー は 、 全 面 戦争 の 終結 に 向け て 徹底 抗戦 を 
決意 。 ロア ビィ も この 戦闘 に ガン ダム レオ パル ド デ ス ト 
ロイ で 参加 する 。 も う 二 度 と ニュ ー タ イプ を 戦争 の 道 
具 と し て 使う わけ に は いか な い ャ ミル の 想い は 
これ 以上 の 戦い を 望ま な い ロ アビ イ に も 伝わり 、 結 果 
と し て 戦乱 を 終結 に 導く の だ 


で 背 通 ・ サ ン ラ イズ 130-14 
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ウル フ 隊 ey 


(アリ ー サ ・ ガ ン ヘ イル ノ マ ッ クス ・ ハ ー ト ウェ イノ オプ ライ ト ・ ロ ー レ イソ ) 
Woolf Team (Arisa Gunhale /Max Hartway/Obright Lorain) 


ディ ー ヴ ァ に 所 属す る 
白い 狼 の 部 下 た ち 


激戦 を 潜り 抜け た 
ディ ー ヴ ァ の MS パイ ロッ ト た ち 
A.G.141 年 、 地 球 連邦 軍 の 戦艦 ディ ー ヴ アァ は 、 
新た な 使命 を 受け て 地球 へ の 航路 に 就 いた 。 その 
ディ ー ヴ ァ 所 属 の MS 部 隊 に 配属 され た 若き パイ ロッ 
ト た ち が 、 アリ ー サ ・ ガ ン ヘ イル 、 マッ クス ・ ハ ー ト ウェ 
イ 、 オ プラ イト ・ ロ ー レ イン の 3 人 で あ . 
隊長 は コウ モリ 退治 戦役 の 功労 者 で 、「 白 い 狼 ] 
と 呼ば を た ウル フ ・ エ ニア クル で あり 、 通 称 「 ウ ルフ 
隊 ] に は 英雄 フリ ッ ト ・ ア ス ノ の 人 息子 アセ ム ・ ア ス ノ 
まで も 配属 され て いた の で ある 。 さら に [ガン ダム 」 の 
運用 艦 で ある こと か ら 、 ウ ルフ 隊 の 面々 は 出航 早々 
か ら 激 し い 戦い の 渦中 に 投げ 込ま れる の だ っ た 
『 パ イロ ッ ト た ち は 若 甘み な が ら も 腕 は 確か で あり 、 ベ 
パイ ロッ ト で ある 隊長 ウル フ の 導き に よっ て 急 
速 に 成長 し て いく 。 そし て 、 デ ィ ー ヴ ァ の 戦力 の 中 核 
と し て ヴェ イガ ン と の 戦争 に 身 を 投じ た 。 


0 ETY ウル フ 隊 の 信 間 で あ 

N Qe. る アセ ム の 結 竹 式 に 

a 出席 する アリ ー サ と 

マッ クス 。 白い 震 と 呼 

ルフ の 
の 部 下 と し て 、 


AN 
へ に 1 FN てい た 


ウル フ の 専用 機 で あっ た ジェ 
ノア スカ スタ ム を ペー ス に し 
で 、 援 い 易い よう に 改良 が 施 


気 に 掛 ける AGE1 ノー マル 並み の 装 
甲 強度 を 備え た 。 


ン の X ラ ウン ダー に 比 軸 す る 。 


号 
29 横 に ア リー すか 人 


アリ ー サ ・ ガ カン ヘイ ル 

ディ ー ヴ ァ に 配属 と な っ た アリ ー サ は 、 噂 に な っ て い 
た 有名 人 、 ビ ッ グ リン グ 基 地 司 令 フリ ッ ト の 息子 アセ ム 
と 出会う 。 「 ア ス ノ 司 令 の 息子 は ガン ダム に 乗る 特別 
扱い の 坊ちゃん 」 と いう 自分 の 噂 に 拐 ね ね アセ ム に 対 
し 、 同 じ 新人 パイ ロッ ト で あり 父 同士 が 友 語っ た 
アリ ー サ は 、 積極 的 に 仲良 くし よう と 試み る の で あっ 

パイ ロッ ト と し て 最初 の 第 一 歩 を 踏み 出し た アリ ー サ 
は 、 軍 上 層 部 か ら 煙たがら れ て いる ウル フ ・ エ ニア クル 
が 隊長 だ と 知っ て 不安 を 抱く 。 だ が 「 白 い 狼 ] の 戦歴 も 
聞い て お り 、 ウ ルフ の 部 下 で あっ た オブ ライ ト は 高く 評 


で ある 。 新米 と し て 隊長 に 守ら れ な が ら 成 長 し て いく 一 
方 、 アリ ー サ は 同じ 新米 で あり 縁 の ある アセ ム を 気 に 消 
ける 。 目 身 の 力 不 足 へ の 焦り を 抱く アセ ム に 対し 、 常 
に 明る く 接し て 彼 を 支え る の で あっ た 。 


《(B マク スー ハ ー ト ウェ イ 人 (フライト: ロー レイ ン 


マッ クス ・ ハ ー ト ウェ イ 
ー ヴ ァ 配 属 後 初 の 戦闘 で 危機 に 陥る 
が 、 ウ ルフ 隊長 ば か りか 、 後 輩 の アリ ー サ か ら も 助け ら 
れ て し まう 。 だ が 、 アス テロ イド ベル ト の 戦闘 で は 落ち 着 
いて 戦い 、 ア リー サ の 席 機 を 救う 。 そ うし て 自信 を つけ 

クス は 、 アリ ー サ と の コン ピ を 確立 し て いく 。 

アセ ム よ り 戦 績 が 低い こと を 気 に し て いた マッ クス は 、 
「 次 世代 パイ ロッ ト 訓 練 プ ログ ラム 」 を 受け る 。 奇しくも 


ラー、 デ 
| 「 優 の 方 が 階 地 は 上 な ん 

と 、 後 工 で あ 

= る アセ ム の 練習 に 付き 合 
され て 不満 を こぼす マ 


Si 
Nu | 」) クス 。 それ で も 硬 価 に 


ja 、 較 き 合 う 人 の 良き を 見 せ た 


オフ ワラ イト ・ ロ ー レ イン 

愛 機 で ある ジェ ノア ス II の 左足 の 反応 が 鈍い こと を 
気 に し た オブ ライ ト 。 ディ ケ に 整備 記録 を 見 せ て も ら う よ 
うに 頼ん だ 際 、 担 当 整 備 士 の レミ ・ ル ー ス と 知り 合う 。 
MS に つい て 勉強 熟 心 で 、 ディ ー ヴ ァ が 家 で みん な 家族 
の よう な も の だ と 考え る | 好意 を 抱い た オブ ライ ト は 、 
次 第 に 仲 を 深め て いく 。 だ が 、 コロ ノー トラ ム の 攻 
防戦 の 際 、 デ ィ ー ヴ ァ の フォ トン ブラ スタ ー キ ャ ノン 発射 
口 の ユニ ッ ト 交換 に 出 た レミ は 、 敵 メラ ウン ダー の 攻撃 
を 受け る 。 駆け 付け た オブ ライ ト だ が 時 すでに 遅く 、 致 


シャ キッ と し ろ 員 と 尻 
を 9D き 、 明る く 元 気 づ ディ ー ヴ ァ を 「 家 」 だ と 考え る 整備 士 の し : 
ける アリ ー サ 。 ト 。 結婚 を 申し 込ん で 玉 娠 し えた 


アセ ム に 対し て 対抗 意 

語 を 抱え て いた マッ ク 

ス 。 [次 世代 パイ ロッ ト 

硬 款 プログラム 」 で 張 

り 合う が 、 ア セム は 気 ー ヴ ァ は 俺 た ちの 家 だ ろ っ ! 
に 留め て いな か っ た 。 と プラ 


食通 ・ サ ン ラ イズ ・MBS 130-16 
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ノエ プリ ヨコ * ツア ァ アリ テア ー ア / 


Federico Czariano 


第 603 技 術 試験 隊 と 戦火 を 交え た 
元 戦車 部 隊 隊 長 の 誇り 

一 年 戦争 緒戦 、 ジ オン 公国 軍 の 地球 降下 作戦 に 
際 し 、 物量 に 勝る 地球 連邦 軍 が 大 敗 を 喫し た 主 な 要 
因 は 、 公 国軍 の 人 型 機動 兵器 一 一 MS の 出現 で あっ 
た 。 公国 軍 は MS を 主力 と し た 大 攻勢 に より 、 一 時 は 
地上 の 7 割 を 超す 地域 を 勢力 下 に 置い た の で ある 。 

連邦 軍 も 一 部 の 将校 や 技術 者 か ら の 意見 を 受け 
て 新兵 器 の 開発 計画 「RX 計 画 ] を スタ ー ト させ て お 
り 、 さ ら に MS 開発 と 量産 お よび 運用 を 目指 し た 「V 
作戦 」 を 発動 し た が 、 そ の 実用 化 に つい て は 結果 と 
し て 後塵 を 拝 し て し まっ た 。 さら に 緒戦 の 消耗 か ら の 
回 復 に 時 間 を 要 し た 較 邦 軍 は 、 部 隊 単 位 の ゲリラ  W 
戦 に より 、 公 国軍 を 揚 乱 する 作戦 を 展開 せ ざ る を 得 
な か っ た 。 そう いっ た 状況 下 に お いて 、 着実 に 戦果 
を 挙げ 続け た の が フェ デリ コ ・ ツ ァ リ アー ノ 率 いる 「 セ 
モ ベ ン テ 隊 」 で ある 。 連邦 最初 期 の MS 部 隊 と し て 
活躍 し た と 記録 され る 彼ら だ が 、 そ の 愛 機 は 英軍 の 
IMS-06J ザク TLJ 型 で あっ た 。 


対 | 
た 歩 哨 も 連邦 兵 が 


の 強者 で ある 午 
と 失 疲 され て し まう 


元々 は 戦車 部 R 
戦車 部 扇 は 
走 を 重ね て いた 。 
MS を 使っ て 敵 部 


oa neD2 se 1 


邦 軍 セ モ ベ ペン テ 史 


地球 
MS の 操 綴 E.F.S.F. 


ザク HIJ 型 
公国 軍 主 MS。 ザ ク F 弄 


PE PREVEW 


1GL-01-02 YMTL05 ヒル ド 


齋 光 hi 憶 し か っ 宏光 ア ! 
一 狼 あ 況 村人 の A 


地上 戦 に お いて 優勢 に あっ た 公国 軍 だ が 、 拡大 し た 
戦線 に 補給 線 は 伸び 切り 、 そ の 戦力 は 徐々 に 疲 幣 し 
て いっ た 。 ツァ リア ー ノ 率い る セ モ ペン テ 隊 は 公国 軍 の 
物資 集積 場 を 農 撃 する こと で 、 そ うし た 状況 下 に ある 敵 
に 対し 痛 撃 を 与え 続け て いっ た 。 セ モ ベン テ 隊 は 連邦 
製 の MS で は な く 、 画 獲 し た ザク 邊 型 を 主力 と し た 部 隊 
で あっ た 。 その 他 装 に よる 潜入 と 急 環 は 、 公 国軍 に と っ 
て 間 威 で ちっ た こと は 想像 に 難く な い 。 また ツァ リア ー ノ 
ら が 、 公国 軍 パ イロ ッ ト に 匹敵 する 操 終 技術 を 有 し て い 
た こと も 、 彼 ら が 戦果 を 挙げ た 要因 の ひと つと な っ て い 
た 。 U.C.0079 の 3 月 と いう 非常 に 早い 段階 で セ モ ペ 
ン テ 隊 が 南 獲 し た MS を 乗り こなし て いた と いう 事実 か 
ら は 、 彼 ら が 連邦 製 MS の 実戦 投入 
な ど で 操 縦 訓練 を 受け て いた こと や 、 撃破 また (| 
た MS に よっ て 機体 の 構造 解析 や 操縦 に 関す る デー タ 
を 入手 し て いた こと が 予想 され る 。 

高い MS 操縦 技術 を 有 し て 連勝 を 重ね た セ モ ペン テ 
隊 は 、 U.C.0079 の 5 月 、 予想 だ に し な か っ た 敵 と 道 遇 
する 。 公国 軍 第 603 技 術 試験 隊 の コム サイ を 発見 し 
た 彼ら は 、 た だ ち に 攻撃 を 加え て これ を 不時着 せしめ た 
が 、 そ の 直前 、 コム サイ は 巨大 機動 兵器 一 一 モビ ル タ 
ンク 「YMT-05 ヒル ドル ブ ] を 降下 させ た の で ある 。 


公国 を 翻 莉 し た 特 狐 部 隊 の 成 才 動 
隊長 と し て 特殊 部 隊 で ある セ モ ペン テ 隊 を 率い た 
ツァ リア ー ノ は 、 自 身 も MS を 駆り 、 北 米 地区 西部 に お 
いて 作戦 を 展開 。 各地 に お いて 、 公 国軍 物資 集積 場 
に 対す る 破壊 活動 を 行っ た 。 敵 か ら 直 猫 し た ザク TI 型 
を 運用 し て いた 彼ら は 、 守 備 隊 に 怪し まれ る こと な く ほ 
ぽ 無 傷 で 敵 を 壊 減 する こと に 成功 し て いる 。 焼け 残っ 
た 集積 場 か ら 武器 弾薬 な どの 消耗 品 を 補給 し 、 次 の 目 
標 を 目指 す 一 一 そう いっ た 作戦 行動 を 繰り 返す こと で 、 
セ モ ペン テ 隊 は 数 ヵ所 の 公国 軍 の 物資 集積 所 を 次 々 
と 本 滅 させ て いっ た の で ある 。 
その 作戦 行動 の 最 中 、 セ モ ペ ン テ 隊 は 地球 に 降下 
し た 公国 軍 の 計 作 兵器 で ある 大 型 戦車 と 接触 し 、 戦 
端 を 開い た 。 未知 の 敵 と の 実 発 的 な 戦闘 に 一 応 の 騰 
利 を 収め た も の の 、 セ モ ベ ペン テ 隊 は 壊 減 し 、 ツ ァ リ アー 
ノ 自 身 も また 、 その 戦歴 に 終止 符 を 打つ こと と な っ た 。 


_ 能 カ 人 の な 括 畠 能力 と MS 失 継 技術 

ツァ リア ー ノ は 戦車 乗り と し て 培っ た 指揮 能力 と 短期 
問 で 高い レベ ル に 到 税 し た MS 提 能 力 、 運 用 する ザ 
ク L 型 に 即 し た 戦術 を 用 い 、 連 邦 軍 に お いて 特殊 な 
部 隊 で ある セ モ ベ ペン テ 隊 を 率い た 。 敵 全体 に 与え た 損 
寄 は 微々 た る も の か も し れ な い が 、 同 部 隊 は 劣勢 だ っ 
た 地上 戦 で 連勝 を 重ね る 稀有 な 部 隊 で あっ た 。 その 確 
か な 手腕 は 敵 集 積 所 に 対す る 研 寺 活動 と 。 未 知 の 敵 
で あっ た ヒル ドル プ の 撃 下 に も 直結 し た の で ある 。 


ピル ドル プ と の 戦闘 も 高い 指揮 能力 EMS 挨 綴 技 術 で 対応 し た ツァ リア ー 
ノ 。 前 隊 は 壊滅 の 謎 き 目 に 邊 っ た も の の 、 見 事 に 未知 の 英 を 没 硫 し た 


MORE INFO! 


ツァ リア ー ノ が 隊長 を 務め た セ モ ペ ン テ 隊 に 関す る 詳細 な 情報 は 残 
いな い 。 だ が 画 獲 し た 敵 MS を 操っ た 技量 か ら 判断 する 限り 、 彼 
ら が 連邦 軍 の MS 開 代 に 必要 な デー タ 収 集 を も 担う 特務 部 
能 性 も 否定 で き な い 。 その 戦闘 記録 が 極端 に 少な いと いう 
邦 軍 に よる 意図 的 な 旋 項 工作 が 働い : 


統率 され た 行動 と 各種 
プ も こなす な ど 、 機体 の 運用 に あたっ て 高度 な 調 妹 を 積ん で いた と 思わ れる 


問 の 運用 、 さ ら に 機動 制御 が 難し いと され る ジャ ン 


セ モ ベン テ 隊 の 実態 


MS-06J ザク J 型 
音 


モ 
で ある 同機 を 
款 天 の 取れ た 作戦 行動 を 
展開 し た 
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ロン ド ・ ギ ナ ・ サ ハク ン ee a 


ロ ンド 人 ミナ サ ノ ハク 技能 MS 名 近 苔 工作 


Rondo Gina Sahaku Rondo Mina Sahaku 


ォ ー プ の 中 立 主 義 を 疎ん し 
野望 を 抱い た ロン ド 姉 弟 


ウズ ミ ・ ナ ラ ・ ア スハ 代表 が 中 立 宣言 を 行い 、 以 
降 、 そ の 姿勢 を 買い て いた オー ブ 連 合 首長 国 。 だ 
が 、 オ ー ブ も 一 枚 岩 で は な く 、 中 立 政策 を 良し と し な 
い 者 た ち も い た 。 オー ブ の 政治 を 担う 当時 の 五大 氏 
族 の 中 で も 、 軍 事 を 受け 持つ サハ ク 家 ーー ロン ド ・ 
ミナ ・ ザ ハク と ロン ド ・ ギ ナ ・ サ ハク の 姉 弟 は 、 そ の 
代表 的 な 存在 で ある 。 祖国 を 守っ て いる の は 裏 で 動 
く 自分 た ち で ある と いう 和 験 持 を 抱く ロン ド 姉 弟 は 、 地 
球 連 合 軍 の 侵攻 で ウズ ミ や 五大 氏族 の 長 が 命 を 落 
と す と 、 自 ら が オー ブ の 指導 者 に な らん と 行動 を 起こ 
し た 。 し か し 、 ア スハ 家 を 継ぐ カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ 
の 命 を 狙 ナ は サー ペン ト テ 
た れ て し まう 。 半身 で ある 弟 を 失 
ク 屋 ロウ ・ ギ ュー ル の 言葉 で 民 こ そ が 国 そ の も の だ 
と 思い 至り 、 ギ ナ と は 異な る 人 道 を 歩み 出す の だ 


野望 に 減 ん だ 第 と 
民 に 理解 を 示し た 姉 


> まま ・ 王 弟 ・ デ ペロ 4 


ウ や 丈 と の 出会い が 
重 す る 守護 者 と な る 
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ロン ド ・ ギ ナ ・ サ ハク 

クル ー ゼ 隊 が ヘリ オ ポ ボリス に 迫る 中 、 サ ハク 家 の 一 
部 は アス トレ イ の 開発 が 連合 や ザフト に 知ら れる こと を 
恐れ 、 機 体 の 抹消 を 決定 する 。 これ に 反発 し た ギ ナ は 、 
アス トレ イ ゴー ルド フレ ー ム を 急ぎ 持ち 出す 。 その 後 . 
アス トレ イ レッ ド フ レー ム を 手 に 入れ た ロウ と 遭遇 し 、 交 
戦 し た ギ ナ は 機体 の 頭 部 を 破壊 され て 地球 の オー ブ へ 
と 帰還 。 モル ゲン レー テ で 機体 の 修理 と 強化 を 行う 
その 際 、 オ ー ブ を 訪れ て いた ロウ と M1 アスト レイ で 模擬 
戦 を 行い 、 雪辱 を 果たす の だ っ た 。 そん な 中 、 地上 で は 
マス ドラ イ バ ー を 巡る 連合 と ザフト の 戦い が 激 し さ を 増し 
て いた 。 ギ ナ は オー ブ が 所 有する マス ドラ イ バ ー の 価値 
を 高め よう と 、 ジ ャ ンク 屋 組合 が 洋上 に 建造 中 だ っ た マ 
ス ド ラ イ バ ー 搭 載 の 人 工 島 、 ギ ガ フ ロー ト の 破壊 を 目 論 
む 。 だ が また し て も ロウ と 、 人 工 島 の 護衛 を 担う 区 に 阻 
まれ 手 を 引く 。 そし て 、 マ ス ド ラ イ バ ー を 持つ オー ブ を 狙 
わせ な いた め 、 ザ フト に 奪わ れ て いた 連合 の ビク トリ ア 
基地 奪還 に 協力 する が 、 結 局 オ ー ブ は 連合 に 中 琶 され 
て し まう 。 この 機会 に 乗じ に 、 ギ ナ は 自ら が 世界 の 支配 者 
に な らん と 野望 を 抱く 。 だ が 、 運 命 は 再び アス トレ イ の 
乗り 手 を 引き 合わ せる 。 ロウ と 対 央 した: Ne 
が 、 命 を 奪わ な か っ た ロウ を 狙っ た 際 、 戦い を 見 守 
いた 勃 に と ど と め を 刺さ れ 果 て る の だ 


ロン ド ・ ミ ナ ・ サ ハク 


ギ ナ が ビク トリ ア 基 地 礁 本 に 赴 い た 際 、 ミ ナ は 宇宙 
へ の 戦局 の 推移 に 備え て オー ブ の 軌道 ステ ーション ・ 
アメ ノミ ハシ ラ に 向かう 。 その 後 オ ー ブ は 連合 の 侵攻 を 
受け 、 ギ ナ と 共に 世界 支配 の 野望 を 抱く 。 し か し 弟 は 
敗れ 、 ミ ナ は ギ ナ の 野望 を 継ぐ 決意 を する 。 一 方 で 、 
オー ブ の 民 の 一 部 を アメ ノミ ハシ ラ で 受け 入れ 、 祖国 の 
た 。 そん な 折り 、 ギ ナ の 敵 の ひと リ り 
『、 設備 を 貸し て 欲し いと 接触 し て くる 。 現 
場 の 活気 に 感心 する ロウ か ら 「 国 は 人 の 集まり で 場所 
は 関係 な い 」 と 語ら れ 、 ミ ナ は 国 と は 民 だ と 悟り 、 国 の 
在り 方 に つい て 考え を 新た に する 。 同時 に 、 民 を 蔵 ろ 
に し た ギ ナ が 人 の 和 を 重んじ る ロウ に 敗れ た こと に 納得 
する の だ っ た 。 さら に 別件 の 依頼 で 訪れ た 勤 と も 出 会 
い 、 弟 の 貢 な が ら 豪 胆 で 優し い 人 柄 に 惚れ 込む 。 

C.E.73、「 ブ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] の 発生 時 、 ジャ ー 
ナリ スト の ジェ ス ・ リ ブル に 出会っ た ミナ は 、 真実 を 求め 
続け る 彼 に 触発 され 、「 天 空 の 宣言 」 を 全 世界 に 発信 。 
これ は 「 人 は 他人 の 権利 を 侵害 し な い 限 り 、 己 の 好き 
に 生き る ぺき で あり 、 組織 や 国家 は それ を 支援 する た め 
在 すべ きだ | と する 考え で 、 ミ ナ が ロウ 5 ジャ ンク 屋 
な どか ら 学 ん だ こと で あっ た 。 その 区 同 者 を 無 条 件 で 守 
る 守護 者 と し て 、 ミナ は 世界 を 見 守る こと を 選ぶ 。 


ミサ に と っ て 最初 は 龍 で あっ た 


か アス トレ イ の 乗り 手 ら の 道 は 
重なっ て いく の だ っ た 


A ロン ド - ギ ナ - サ ルク 
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PERSONAL PROFILE 


アナ ベル ・ ガ トー 


Anavel Gato 


「 星 の 局 」 作戦 を 完遂 に 導い た 
議 り 高き ジオ ォ オン 公 国軍 の 戦士 

ジオ ン 独 立 戦 争 で 掲げ られ た スペ ー ス ノイ ド の 自 
治 独立 と いう 大 義 は 、 戦 後 も 地球 連邦 政府 に 抵抗 
する 者 た ちの 拠り 所 と な る 。 彼ら は その 大 義 の た め 
に 命 を 叔 け る こと を 原 わ ず 、 に 狗 じ よう と し た 。 
アナ ベル ・ ガ トー の 戦い は 、 そう し た ジオ ン 公 国軍 人 
の 誇り を 体現 し た も の だ っ た る 。 

ジオ ン 公 国軍 人 と し て 一 年 戦争 に 身 を 投じ 、 敗戦 
か 5 の 3 年 間 を 屈辱 と 共に 典 伏し た ガト ー は 、 デ ラー 
ズ ・ フ リー ト の 決起 に よっ て 雪辱 の 機会 を 得 た 。 エ 
ギー ユ ・ デ ラー ス が 立案 し た 「 星 の 悦 」 作戦 の 中 心 
的 な 存在 と し て 、 ガ ンダ ム 試 作 2 号機 の 奪取 を 担っ 
た ガト ー。 その 戦い の 中 で 地球 連邦 軍 の 若き テス ト 
パイ ロッ ト 、 コ ウ ・ ウ ラキ と 因縁 を 結び な が ら 、 ガ トー 
従っ て 作戦 を 進め て いっ た 。 そし て 、 TT 
デラ ー ズ 紛争 ] と 呼ば れる こと に な る 戦い に 
た 大 義 を 懸け 、 ジ オン 公国 軍人 の 生き 様 を 
歴史 に 刻み 込ん だ の で ある 。 


" 「 星 の 選 」 作戦 に 己 の 
= < て 


デラーズ 条 委 に お いて 、 
「 ソ ロモ ン の 剖 浸 の * 


に 身 を 置く こと が 殊 の 充 
足 に 径 が っ て いた 。 


co 本 02 ml75 


PROFILE 
年 


技能 MS 操 眉 


一 臣 さ れ 、 族 起す る 。 


後 の 世 に 伝え る ため に !! 


試作 2 号機 強奪 に 始 「 星 の 居 ] 作戦 は 、 デ ラー 
3 て 次 の 段階 へ と 移行 
必死 の 捜索 を 続け る 地球 連邦 軍 の 前 か ら 一 度 姿 
トー は 、 コ ン ベ イ トウ で 行 
2 号機 の : 
艦 式 舞 撃 後 、 コウ 


、 観 艇 式 舞 撃 は 終わ り で は な か っ た の で 

ン ベ イト ウ 舞 撃 を 境 に 、「 星 の 居 」 作戦 は コロ ニー 
落と し の 全貌 を 現す 。 その 中 で 、 ガ トー は アク シズ 先遣 
艦隊 か ら 譲 り 受け た ノイ エ ・ ジ ー ル を 駆り 、 地球 連邦 還 
の 追撃 を 阻む 活躍 を 示し た 。 だ が 、 地 球 連邦 軍 と 内 通 
ー マ ・ ガ ラ ハ ウ の 裏切り に よ わ 
れ の 身 と な り 、 作 戦は 頓挫 の 危機 を 迎え る 。 し か し 、 我 
が 身 を 犠牲 と する こと を 太 わ な か い デ ラー ズ の 覚悟 が 、 
に 信念 を 余 か せる 。 デラ ー ズ の 遺志 を 継い で 作戦 
の 完遂 を 目指 | トー は 、 地球 連邦 軍 の ソー ラ ・ シ ス 

テム T を 突破 し て コ 地球 落下 を 
ら に 、 コ ウ と の 因縁 に も 決着 を つけ て コロ ニー 
落下 を 見 届け る と 、 投 降 を 拒ん で 地球 連邦 軍艦 隊 
嘘 し 、 壮 絶 な 戦死 を 遂げ た 。 「 星 の 肩 ] 作戦 の 大 
に すべ て を 捧げ た 誇り 高き ジオ ン 公国 軍人 は 、 そ の 

念 を 最期 まで 曲げ る こと な く 理 想 に 列 | 


に 半 中 の 局 を 見 届け た ガト ー の 戦い 


U.C.0083.11.10、 観艦式 を 製 撃 し た ガト ー は 2 号機 
の Mk82 核 弾頭 6 コ > 結 し た 地球 連 

こ 追 い 込 み . 

の コウ の 

は 、2 号 機 の 左腕 
部 が 動作 不能 だ っ た こと も あり 、 共 に 乗 機 を 失う 痛み 分 
け と な る 。 翌 1 1 日 に は アク シズ 先遣 艦隊 に 接触 し て ノイ 
エ ・ ジ ー ル を 受領 し 、 追 撃 艦 隊 の 先 魚 を わずか 数 分 で 
滅 さ せる 働き を 見 せ た 。 その 後 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト 本 
隊 と 合流 し た ガト ー は 、 12 日 に 入っ て アル ビオ ン 隊 の 阻 
止 に 奮戦 する も 、 マ の 反乱 と デラ ー ズ の 戦死 を 受 


トー が 地球 連邦 軍 追 設 艦 | 


「 星 の 層 」 作戦 の 成否 は ガト ー 個 人 の 能力 に よる 部 
分 が 大 きく <、 単 独 で コン ペイ トウ の |! 


還 紅 遇 撃 で は 近 没 | 
を 見 せ 、 陽 止 限界 
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ジャ ミト フ ・ ハ イマ ング 和 
バス ク ・ オ ム 


Jamitov Hymen./ Bask Om 


E.F.S.F. 


選民 に よる 支配 を 実現 すべ く 
紛争 期 に 暗 躍 し た 男 た ち 


U.C.0083. 地 球 連 邦 軍 トリ 
ント ン 基 地 に お ける ガン ダム 試 
作 2 号 機 強奪 事 件 を 皮切り に 
勤 発し た 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト と 地球 連 
邦 軍 の 紛争 一 一 いわ ゆめ る 「 デ ラー ズ 紛 争 」 
は 、 一 年 戦争 後 の 地球 園 を 再び 戦乱 に 陥れ 
が 、 野 心 や 理想 を 掲げ る 一 部 の 人 間 に と っ て 、 混迷 
を 極め る 情勢 は 同時 に 好機 で も ある 。 強固 な 新 体 
制 を 構築 し 、 そ の 力 に より 民衆 を 管理 運営 する ーー 
そう いっ た 野心 を 実現 する うえ で 、 地 球 規模 の 戦乱 
は うっ て つけ の 状況 で あっ た 。 地球 至上 主義 を 掲げ 
る ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン と その 腹心 た る パス ク ・ オ ム は 、 
そう いっ た 下 を 首尾 良く 立ち 回 り 、 己 の 理想 を 
体現 させ た 組織 で ある 「 テ ィ タ ー ン ズ ] を 設立 。 その 
力 に よる 地球 圏 の 席 失 に 乗り 出し た の で ある 。 

に Wet 


4 


4 
の 


ヾ 3 ヘン >・ コ テバ ネ 


Fx> 4 


回 連 フ ァイル 


ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン の [ジオ ニズム ] を スペ ー ス ノイ 
ド の 立場 に 端 を 発し た エレ ズム と 見 側 し た 場合 、 ジ ャ ミト 
フ の 提唱 し た [地球 至 上 主義 ] は 、 ア ー ス ノイ ド の 視点 
に 立っ た エレ ズム と 考え る こと が で きる 。 つま り 
も また 、 ダ イク ン と 同様 に 地球 環境 を 愛 い 、 増 え 過 
人 類 が 地球 を 食い 潰す こと を 危 慣 し て いた の で ある 。 だ 
が 一 年 戦争 か ら 何 も 学 ば ず 既 得 権益 の 拡大 に の み 執 
着 し 、 地 球 環境 を 汚染 し 続け る 政府 の 醒 態 を 目 の 当 た 
り に し た 彼 は 、 自身 の 思想 に 手直し を 加え 、 選ば れ た 民 
に よる 地球 圏 の 管理 運営 を 推し 進め る こと を 決意 し た 。 

デラ ー ズ 紛争 に よる 地球 園 の 混乱 、 特に コロ ニー 阻 
止 限界 点 を 巡る 一 連 の 戦闘 は 、 ジ ャ ミト フ の 考え る 地 
球 再生 へ の 道筋 を 立て る うえ で 千載 一 遇 の 機会 と な っ 
た 。 英 士官 と の 内 通 に より 「 星 の 選 ] 作戦 の 全容 を 知っ 


ミト フ が 、 対 抗 派閥 の ジョ ン ・ 
も その 一 環 で ある 。 同時 に バス 
ク に は ソー ラ ・ シ ステ ム II に よる コロ ニー 迎撃 を 命じ 、 さ 
ら に は 敵 の プロ パガン ダ を 利用 し た 民意 操作 に も 乗り 
出し た 。 その 結果 、 地 球 圏 は 反 ス ペー ス ノ イ ド 論 に 傾き 、 
彼 の 理想 を 実現 する 下地 が 整う こと と な っ た の で ある 。 


フ は 編 争 計 結 か 5 わ 


か 半月 で 特殊 部 隊 テ ィ ター 


一 年 戦争 中 の パス ク ・ オ ム の 戦歴 に つい て 、 詳 細 
な デー タ は 残さ れ て いな い 。 し か し 一 部 の 記録 に お い 
て は 、 彼 は ジオ ン 公 国軍 の 捕虜 と な り 、 南 極 条 約 に 衣 
われ た 捕虜 虐待 禁止 条項 を 無視 し た 尋問 を 受け 、 視 
力 に 障害 を 負っ た と の 説 が ある が 、 真相 は 不明 で ある 。 
つま り パ スク は 公国 軍 に 対し 、 ひ いて は スペ ー ス ノイ ド 
に 対し て 急 恨 の 情 を 抱く 明確 な 理由 を 持っ て いた こと 
る 。 彼 の そう いっ た 感情 は 、 デラ ー ズ 紛争 期 の コロ 
ニー 阻止 限界 点 を 巡る 戦闘 に お いて 、 ソ ー ラ ・ シ ステ 
ム TI を 用 いて 友軍 部 隊 ご と 敵 を 焼き ま 尽く す と いう 過激 な 
行動 に 繋が っ た と 考え られ る 。 敵艦 隊 と の 戦闘 で 友軍 
部 隊 が 疲 幣 する 中 、 その 様子 を 後方 か ら 冷め た 視線 で 
眺め て いた 彼 に と っ て 、 友 軍 の 被害 な ど は 無視 し て も 
構わ な いも の だ っ た の か も し れ な い 。 

紛争 終結 後 、 ジ ャ ミト フ に よっ て ティ ター ンズ が 設立 
され る と 、 バ スク は 彼 の 腹心 と し て 連邦 内 の 勢力 拡大 
に 尽 し た 。 し か レバ スク は [ 地球 至上 主義 ] と いう 思想 
に 心から 共感 し た わけ で は な く 、 ス ペー スン ノイ ド 弾 圧 の 
方 便 を 得 ん が た め に ジャ ミト フ を 支持 し た と 見 られ て い 
る 。 一 般 市 民 を 大 量 虐殺 し た 「30 バ ンチ 事件 」 の よう 
な 非道 な 作戦 の 遂行 は 、 思 想 に 基づく も の と 言う より 
も 、 テ ィ タ ー ン ズ と いう 暴力 装置 を 得 て 噴出 し た 、 彼 の 
心情 を 発 吉 する も の で あっ た と 見 る べき だ ろう 。 


RT テイ ターン 


Fs 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


4 
FES 


Ov) 本 02 wmWB 


ザン スカ ー ル 帝国 軍 の 人 々 編 


Case of Zanscare Force 


ザン スカ ー ル 帝国 は 、 様 々 な 思惑 を 抱く 者 た ちの 集団 だ っ た 
戦い の 中 で 、 彼ら は 自ら の 想い を 昇華 させ て いく 


激しい 


素直 に 戦っ て 強い か 狼 い か で 人 間 の 器量 を 量り た いも の さ ¢ 


ニュ ー タ イプ な ら わ か っ て くれ る ね 、 坊や の 「 に と ト 


り に な る と 弱 悪 感 表 
し 、「 田 を 本 気 に さ せ 
る の も 手間 が 掛か る 」 
と 語っ た 。 


ザン スカ ー ル 戦争 末期 、 エ ンジ ェ ル ・ ハイ ロ ゥ を 巡 


ン 磨 下 の ラ ステ オ 艦 隊 の 中 桜 を 担っ て 最前 
た 。 同時 に 、 混 乱 に 乗じ て 帝国 上 層 部 を 追い 落と そ 
うと する ピ | デン の 企 で に 加担 し 、 策謀 の 実行 


で 、 策 を 弄 す る ビビ : 
ン と の 対決 を 心 和 


と け の 男 で 、 終わ る も の か よ ! 


(アル ベ オ ・ ビ ビ ピ 、 


ピピ ニー デン は エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ 攻防 戦 に お い 
て 、 ラス テオ 艦隊 を 率い て 前 衛 を 担っ た 。 だ が 、 帝国 
上 上 層 部 に 叔 意 を 抱き 、 後方 で 戦力 を 温存 する タシロ ・ 
ヴァ ゴ を 混戦 に 引き 込 も うと 画策 する 。 そ の . i 
、 タシロ の シュ バッ テン 艦隊 を 戦闘 に 巻き 込 
ビニ ー デ ン は 、 ビ ルケ ナウ で 出撃 し よう と する 。 そし て 、 
艦隊 司令 自ら 戦場 に 出る 軽 挙 を 制止 する ラス テオ 艦 
長 に 、 意気 揚々 と 応え た の で ある 。 


彼女 は ベス パ (ザン スカ ー ル 帝国 軍 ) 屈指 の パイ 
ロッ ト で あり 、 戦 い を 好む 気性 の 持ち 主 だ 
ゆえ 、 ビ ビニ ー デ ン の よう な 策士 を 嫌い 、 
て その 救 意 を 偽り な が ら も 、 内 心 で は 彼 を 軽 ん じ て い 


デン に は その 舞台 を 整え る 役割 を 期待 
ls そう し た 


ピピ ニー デ 
し 、 狼 獅 な 策謀 家 と し て の 才覚 を 発揮 し て 成り 上 が っ 
て いっ た 。 だ が 、 元 を 辿れ ば パイ ロッ ト 出 身 の 彼 は 
戦士 と し て の 己 の 力量 に も 自信 を 抱い で 
言葉 は その 表れ で あり 、 才 を 示 そ うと し 


男 ] と 評 さ れ 、 自 ら の 命運 を 絶つ 
結果 を 招く < こと と に な っ た の で ある 。 


一 度 は ギロチン に 持 け られ そう に な っ た 私 だ 
すでに 死後 の 下 界 に 生き て いる ! za. ァ 5 


エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ 
攻防 戦 の タシロ 
言動 が 


様々 な 思惑 が 交錯 する エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ 宙 域 
で 、 タ シロ も また 自ら の 野心 を 露 わ に し つつ あっ た 。 
女王 マリ ア ・ ピ ァ ・ ア ー モ ニア を 人 質 に 取り 、 ザ ンス 
カー ル 帝 国 の 実権 を フォ ン セ ・ カ ガチ か ら 礁 お うと し 
た の で ある 。 だ が 、 切 り 札 と 頼ん だ ファ ラ ・ グ リフ ォ ン 
を ウッ ソ と の 戦い で 失い 、 マ リア が 呼び 込ん だ 敵 に 追 
い 詰め られ て いく 。 さら に 、 マ リア に その 野心 を 責め ら 
れ た タシロ は 、 狂気 を 垣間見 せる 。 


私 は 、 槍 や か な 人 類 を 地 壮 に 再生 し た い の だ 
し か し 、 戦争 し か 知ら ぬ 連 中 は 林 し 合っ て 、 すれ て 消 減 すれ ば いい ost 


タシロ は 元 来 権力 志向 の 強い 野心 家 だ っ た が 、 あ 


る 出来 事 が 反逆 の 意志 を 加速 させ た 。 それ が 、 思 窟 


追い 落と す 計画 が 発覚 し 、 カ イラ ス - ギ リー 防衛 の 失 
敗 を 名 目 に ギロチン に か けら れ そ う 
以来 カ ガ チ の 思惑 に 乗り な が ら も 野心 
いっ た 。 ギロチン で 殺さ れ か けた 体験 が 権力 欲 と 結 
び 付 き 、 タシロ を 異常 な 行動 に 走ら せ た の だ ろう 。 


カ ガ チ は エン ジェ ル 
真 


タシロ の 反乱 に よっ て 戦局 は 大 きく 動き 、 エ ンジ ェ 
ル ・ ハ イロ ゥ 攻防 戦は 混迷 の 度合 い を 深め て いく 。 
だ が その 渦中 に あっ て 、 作戦 の 首謀 者 で ある カ ガ チ 
は 悠然 と 構え て いた 。 女王 マリ ア を タシロ に 奪わ れ な 
が ら も 、 キ ー・ ル ー ム に マリ ア の 娘 シャ クティ ・ カ リン 
を 立た せ 、 エ ンジ ェ ル ・ ハ イロ ウゥ の 地球 降下 を 進め る 
カ ガ チ 。 その 口 か ら は 、 エ ンジ ェ ル ・ ハ イロ ウ に 託し た 


信念 が 語ら れる の だ っ た 。 


すべ て の 湊 い の 元 は 私 な の で す 


ウッ ソ ツ 少 年 、 私 を 撃ち な さい ! (マリ ア ・ ピ ビ ァ ・ 


木星 か ら 帰 居 し 、 マ リア を 女王 と し て ザン スカ ー ル 
帝国 を 建て た カ ガ チ 。 その 野望 の 根底 に あっ た の は 、 
地球 圏 の 再生 と い 。 カ ガ チ は そ に 
エン ジェ ル ・ ハ イロ ウゥ を 建造 し 、 地 球 の 人 類 を 退行 の 
眠り に 誘っ て 死 減 さ せよ うと し た 。 カ ガ チ に と っ て の ザ 
ンス カー ル 戦 争 は 、 それ に 乗じ て 利 を 得 よ うと する 者 た 
ちの 勢力 と 、 カ ガチ の 理想 を 阻む 勢力 の 双方 を 、 同 
時 に 排除 する た め の 行為 だ っ た と も 言え る の で ある 。 


MORE INFO! 
ベス ババ 将兵 た ちの 意地 と 想い 


国家 に それ ぞ れ の 
カー・ イ ク は バイ 


タシロ の 口 か ら 語ら れ た エン ジェ ル ・ ハ イロ ウ の 真 
実は 、 マ リア に に 。 囚われ の 身 と な りな が 
ら 、 自 分 の 祈り が 人 を 原始 に 戻 そう と し た 罪 を 思い 知 
る マリ ア 。 それ を 償う た め に 子供 た ち に 救い を 求め た 
マリ ア は 、 彼ら を タシロ の 下 に 導 こ うと する 。 そし て 、 
シュ バッ テン に 辿り 着い た ウッ ソ を 前 に し て 、 自 分 も ろ 
と も タシロ を 討 て と 促し た の で ある 。 

カ ガ チ に 部 常 能力 を 見 出さ れ 、 市 井 の 占い 師 か ら 


ザン スカ ー ル 帝国 の 女王 へ と 禁 り 上 げ ら れ た マリ ア 。 
そう し た 自分 が 像 偶 に 過ぎ な いこ と は 、 マ リア も 理解 
し て いた 。 それ で も 、 エ ンジ ェ ル ・ ハ イロ ウ を 通し た 平 
和 の 祈り が 人 々 に 届く と キー・ ル ー ム に 立っ た 。 
だ が 、 そ れ さ えも カ ガ チ の 歪ん だ 世直し に 利用 され て 
いた と 知っ た と き 、 マ リア は 自分 こそ が ザン スカ ー ル 
戦争 を 招い た 元凶 だ っ た と 悟る 。 ウッ ソ に 向け た 叫び 
は 、 財 罪 を 果たそ うと し た 悲痛 な まで の 決意 だ っ た 。 


ウッ ソ に 対す る 様々 な 反応 


の 慈 電 に す が 


過ち を 正す た め に 
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機動 戦士 ガン ダム AGE 


PERSONAL PROFILE DA (ME m02 am 1g 
ファ ー デ ー ン の 人 々 を PROFILE 


出 和 
People of Fardeen 技能 _ MS の 操 (ドン イラ ク | 


ee 紛争 を 続け る 瞳 導 者 と 
に Pac した た ロー ラー デコ その 影 で 苦し を 甲 選 た ち 


た 。 都市 部 は 開発 され て いた も の の 、 紛争 の 影響 も ; 

あっ て 住民 の 貧富 の 差 は 激しく 、 最 下層 の 者 は コロ ? て 
ニー 地下 に ある スラ ム 街 で 生活 し て いた 。 ザラ ム 連 
合 の リー ダー で ある ドン ジ 、 エ ウ パ 同盟 の リー 
ダー で ある ラク ト ・ エ ルフ ァ メ ル も 、 互い の ブラ イド か 
ら 紛争 を 止め る つも り は な く 、 た だ 不毛 な 戦い だ けが 
街中 で 繰り 広げ られ て いた 。 


2 クト) 
政治 指揮 ドン ラクト ) | | 


だ が 、UE (ヴェ イガ ン ) の 襲来 と 、 彼 ら を 追撃 し て 


を 変え て いく 。 特に 大 きか っ た の は 、 7 ァ に 乗 
艦 し て いた ガン ダム AGE-1 の 開発 者 フリ ッ ト ・ ア ス ノ 
の 存在 で あっ た 。 紛争 が 続く ファ ー の 状態 が 
対 ヴェ イガ ン 戦 の 障害 と な っ て いる と 考え た フリ ッ ト 
の 訴え が ふた り の 心 を 動か し 、 や が て は ザラ ム と エ ウ 


臣 力 で の 決着 を 求め 


て 両替 
力 の 戦力 は 扶 抗 し て 
お り 、 決着 は 望め な 
い 状 況 


< < 

ド ラ 

; | 

2 人 回 
常に っ た 。 1 03 
の の 

メ 

ル 


CMS-2236 
ガラ 


エ ウ バ の 主力 機 
の 上 位 機種 に あたる Mi 


ト の 専用 機 。 刀身 部 分 
を 年 する ヒー ト ソー ド 
た 高 機動 タイ プ 
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ン ・ ボ ヤー ジ は 、 旧 国家 派閥 で ある ザラ ム 連 合 の 
リー ダー を 務め て きた 。 ザラ ム を 背負 っ て 立つ 者 と し て 
の 誇り か ら エ ウ バ と の 戦い を 継続 し て を た が 、 ヴ ェ イガ 
ン 製 MS の 圧倒 的 な 性 能 を 目の当たり に し て 、 方 針 を 
転換 。 対立 する エ ウ バ と 連携 し 、 ヴェイ ガン に 抵抗 する 
ディ ー ヴ ァ を 支援 し た 。 自ら も 戦場 に 出 た ドン で あっ た 
が 、 ヴェ イガ ン の 母艦 に 突撃 を 仕掛 け 、 戦死 し た 。 


「 エ ウパ の 騎士 」 を 自負 する 旧 国 家 派閥 エ ウ バ 同盟 
の リー ダー。 29 歳 と ドン に 比べ て 若く 、 ド ン の 屋敷 に も 
直接 乗り 込む な ど 、 彼ら と の 戦闘 に 意欲 的 で あっ : 
が 、 ヴ ェ イガ ン の 王 撃 と フリ ッ ト の 説得 に , 
に ザラ ム と の 連携 を 決意 。 当初 は 不 本 意 で 
宇宙 で 繰り 広げ られ た アン バッ ト 攻 略 戦 で ヴェ イガ ン の 
能力 を 実感 し 、 人 類 が 共闘 する 必要 性 を 知る の だ っ た 。 


ドン の 突 疫 に 衝撃 を 生け 
も 東 機 エル メダ で 突 


フリ ッ ト に 制止 され 


イワ ー ク ・ ブ ライ ア は 、 フ ァ ー デ ー ン の 下層 部 に 募ら : に 失 暗 す 6 フリ ト を あし ち 
し て いた 男性 で ある 。 身 寄り の な い 少 女 リリ ア を 引き 
取っ て 育て て いた だ け で な く 、 ザ ラム と エ ウ バ の 給 争 に 


巻き 込ま れ そ うに な っ た フリ ッ ト と エミ リー・ ア モン ド を 助 
MS 紛争 を 続け 


アン バッ ト 攻略 に お ュー ン 
いて 、 ラ 外 は ザラ ム 


率 し 
地上 に 述 い 出 て 一 自ら も エ 2 


リリ ア を 動け る : 


し て の 胸 前 は それ な り に 
高かっ た 論 を 弱り 広げ た 。 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


カテ ジ ナ ・ ル ー ス 


Katejina Loos 


戦災 に よっ て 流浪 を 張 い られ た 
ウー イッ グ 育 ちの 深 療 の 令 大 


カテ ジ ナ ・ ル ー ス と いう 少女 は 、10 代 の 多 感 な 
時 期 を 複雑 な 家庭 環境 の 下 に 育ち 、 さ 5 に は 戦災 
に よっ て 多く の も の を 失っ た 。 その 境遇 は カテ ジ ナ の 
内 面 を 荒 ませ 、 激 情 に 弄 ら せる こと と な る 。 そし て 、 
戦争 の 中 で その 感情 の 矛先 に 迷い 、 状 況 に 翻弄 さ 
れ た の で ある 。 

カテ ジ ナ は U.C.0136、 地 球 の ディ ー プ ・ ヨ ー ロ ッ 
バ に 位置 する 特別 区 ウー イッ グ に 生ま れ た 。 父 テン 
グラ シー・ ル ー ス は 雑貨 商 を 営む 資産 家 で 、 地 
球 連邦 政府 が 居住 権 を 許し た 街 の 裕福 な 
家庭 で カテ ジ ナ は 育つ 。 だ が 、 特権 に 胡 
邊 を か いて 金儲け に 放 走 する 父 と 、 そ 
ん な 夫 に 愛想 を 尽 か せ て 家 を 空け る 母 
の 姿 は 、 カ テ ジ ナ に 嫌悪 感 を 抱か せ た 
そし て 、 ザ ンス カー ル 帝 国 の 地球 侵攻 に 


か つて は 共に 歩ん だ 者 
た ち に 向け た の で ある 。 


PROFILE 


技能 


17 歳 
民間 一 ザン スカ ー ル 帝国 軍 


ウー イッ グ 


MS 探 


Ov re02 sr25n 


unknown 


ザン スカ ー ル 帝国 軍 (ベス 
0) が シャ ッ コ ー の 理 用 デー 
タ を ペー ズ ス に 開発 し た 汎用 
MS。 主機 の ひと っ と し て 

首都 アメ リア の 防 


住 者 の 少年 ウッ ン ・ エ ヴィ ン に 救 われ 、 成 り 行 き の ま ま 
リガ ティ ア の カミ オン 隊 に 身 を 寄せ る こと と な る 。 
だ が 、 抵抗 運動 と 称し て ウッ ソ の よう な 子供 を 戦い に 巻 
き 込 むり ガ ・ ミ リティ ア の 大 人 た ちの 行い は 、 カ テ ジ ナ 
を 苦 立 た せ た 。 さら に 、 コ リー ン の 地下 工場 で クロ ノ ク 
ル ・ ア シャ ー に 囚われ 、 ザ ンス カー ル 帝 国 の 側 に 立っ 
た こと で 、 カ テ ジ ナ の 中 で リガ ・ ミ リティ ア に 対す る 不 
信 感 は 膨らん で いく 。 その 結果 、 カテ ジ ナ は 自分 を 必要 
と し て くれ る クロ ノ ク ル の 傍ら に ある こと を 選び 、 ザ ンス 
カー ル 帝 国 に 身 を 投じ た の だ っ た 。 

クロ ノ ク ル の 片腕 と し て ベス パ で 働く よう に な っ た カテ 
ジ ナ は 、 次 第 に マリ ア 主 義 に 傾倒 し て いく 。 さら に 、 パ 
イロ ッ ト と し て の 訓練 を 積み 、 首 都 防空 戦 で 初陣 を 飾る 
こと と な る 。 その 相手 は 、 リ ガ ・ ミ リティ ア の 中 核 と し て 
V ガ ンダ ム を 駆る ウッ > た 。 説得 を 試み る ウッ ソ の 言 
葉 に 耳 を 貸さ ず 、 ザ ンス カー ル 。 理想 を 振り か ざし 
て 戦う カテ ジ ナ 。 そこ に は ウー イッ グ で 平穏 に 暮らし て い 
た 令 鐘 の 姿 は な く 、 母 系 社会 の 確立 と いう クロ ノ ク ル 
の 野望 に 尽く す 戦 士 が いる の み で あっ た 。 カテ ジ ナ は 
自ら の 感情 が 赴く まま に 進む お 道 を 選び 、 リガ ・ ミ リティ ア 
の 敵 と な っ た の で ある 。 


周 団 か ら 受 けた 影響 と 戦士 へ の 転身 
ウー イッ グ 空 器 以 前 の カテ ジ ナ は 、 父 が 経営 する 雑 
貨 店 の ルー ス 商 会 の 閉 板 娘 と し て 、 共 屋 を 手伝っ て い 
た と 言わ れる 。 その 容姿 が ら フ ァ ン も 多く 、 隠 し 撮り さ 
れる こと も あっ た が (ウッ ソ も その ひと ! た )、 カ テ ジ 
ナ 自 身 は そう し た 募 を 嫌がっ た よう だ 。 加え て 、 商 売 の 
た め に ラ ゲ ー ン を 制圧 し た ベス パ に 擦り 寄る 父 や 、 家 
を 台 み ず 家 を 空け て ば か り の 峡 に 対す る 冷た い 視 線 
は 、 周囲 の 人 間 に 対す る 織 悪 感 に 買 が っ た と いう 。 
ザン スカ ー ル 帝国 に 参加 し た の ち は 、 クロ ノ ク ル の 補 
佐 役 と し て 雑務 を こなし 、 女王 の 弟 と いう 境 過 に 苦悩 し 
な が ら も 上 を 目指 す 彼 に 惹か れ て いっ た 。 そし て 、 パ イ 
ロッ ト と な っ た カテ ジ ナ は 、UC.0153.05.06 に 発生 し 
た ザン スカ ー ル 帝国 首都 アメ リア ・ コ ロニ ー へ の リガ ・ 
リティ ア の 奇襲 に 対し て 初陣 を 踏み 、 ウ ッ ソ の V ガ ンダ 
ム を 抑え る 働き を 見 せ た の だ っ た 。 


クロ ノ ク ル の 下 で 開花 し た 人 能 


カテ ジ ナ は 元々 ご く 普 通 の 民間 人 で 、 特 殊 な 技能 の 
持ち 主 で は な か っ た 。 し か し 、 ザ ンス カー ル 帝 国 に 身 を 
投じ て クロ ノ ク ル を 手伝う うち に 、 様 々 な 才能 を 開花 さ 
せ て いっ た 。 パイ ロッ ト と し て も 優れ た 適性 を 示し 、 初 め 
て の 実戦 で ウッ ソ や ジュ ンコ ンコ と いっ た リガ ・ ミ 
リティ ア の 名 の ある パイ ロッ ト と 渡り 合い 、 ク ロ ノ クル に 
及 第 点 を 与え られ て いる 。 


クロ ノ ク ル の 補佐 役 を 務め て 実務 能力 を 示し た 。 バイ ロッ ト と し て は 視野 が 
狂い 面 も あっ た が - 筋 還 た い 振り で ウロ ノ ク ル を 助け る こと も あっ た 。 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


ug 4 sr TTA 


U.C.0153 の 民間 人 =—= ニ = 


(で ロロ 出身 
Citizen in U.C.0153 生態 医療 ( サ シフ ゼ ファ クト リー の ドク ター) 


様々 な 生き 方 を 模索 し た 
ザン スカ ー ル 戦争 期 の 民間 人 


宇宙 戦国 時 代 と 呼ば れ た U.C.0140 か ら 0150 
年 頃 、 地 球 連邦 政府 の 形 剛 化 と コロ ニー 主義 の 台 
頭 に よっ て 地球 園 は 混乱 し た 。 宇宙 で は コロ ニー 国 
家 同 士 の 紛争 が 起こ り 、 そ の 中 で 勢い を 増し た ザン 
スカ ー ル 帝国 は 地球 に も 侵攻 の 手 を 伸ばす 。 そし 
て 、 和 争乱 の 時 流 は その 時 代 に 生き る 民間 人 を 抑圧 
する こと に な る 。 テン グラ シー・ ル ー ス や ロブ ・ オ レ 
スケ ス は 、 そう し た 民間 人 た ち で あっ た 

テン グラ シー と ロブ は 、U.C.O150 年 代 初 頭 の 
ザン スカ ー ル 戦争 期 に 地球 の ヨー ロッ パ 地 方 に 
暮らし て いた 民間 人 で ある 。 当 時 の ヨー ロッ パ は 、 
U.C.0152.10 に 起き た ザン スカ ー ル 帝国 軍 (ベス 
バ ) の ラ ゲ ー ン 侵攻 と り ガ ・ ミ リティ ア の 抵抗 に よっ 
て 、 戦 乱 の 光 し を 見 せつ つ あ っ た 。 テン グラ シー と ロ 
ブ の ふた り は 共に そう し た 情勢 に 影響 を 受け な が ら 
も 、 日 々 を 懸命 に 生き た 。 それ は 、 彼 ら が 戦争 と いう 
状況 に 必死 に 抵抗 する 姿 だ っ た 


地球 連邦 政府 が 認定 し 
た 特別 居住 区 ウー イッ グ 


それ が 間 劇 を 招い た 


た ザン スカ ー ル 帝国 に 対し て 、 民間 人 の 反 
だ っ た 。 多く は ベスパ を 侵略 者 と 見 な し て 反感 を 抱 
それ が 必ず し も 抵抗 連動 の 活発 化 に は 繋が ら ず 、 
テン グラ シー の よう に ベス パ に 追従 する 者 も いた の で ある 


ペー マ ・ー ぐ NNN A 


特別 区 

少女 

け 出 され た 隊 

られ 、 流れ 

ア と 行動 を 共に する 
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テン グラ シー・ ル ー ス は ヨー ロッ パ の 特別 居住 区 ウー 
イッ グ に 暮らし て いた 民間 人 で 、 カ テ ジ ナ ・ ル ー ス の 父 
親 で ある 。 代々 続く 大 手 雑貨 商 の ルー ス 商 会 の 社長 で 
商魂 遅し い 人 物 だ っ た 一 方 、 倫 理 観 に 欠け る 面 が あり 、 
ベス パ の ラ ゲ ー ン 制圧 を 商機 と 考え て 取り 引き の 交渉 
を 進め る 節操 の な さも あっ た 。 テン グラ シー 自身 は それ を 
妻 と 娘 を 守る た め の 意 に 沿わ ぬ 取 り 引 き と 語っ た が 、 別 
の 男 に か まけ て 家 を 空け る 妻 を 願 みな い 姿 勢 か ら は 家 
族 愛 の 希薄 さも 垣間見 えた 。 それ ゆえ カテ ジ ナ に も 見 限 
られ 、 ウー イッ グ 空 豚 で 消息 を 絶つ こと と な っ た 。 


ウー イッ グ 空 立 を 前 に 
し て も ベスパ の 危険 


口内 と な る 。 


ロブ ・ オ レス ケス は 、 ザ ンス カー ル 戦 争 当時 に 旧 パ 
ル セ ロ ナ 近 く の 海岸 で 漁師 の 老人 で 、 息 子 の ニコ ル を 
軍 の 徴用 で 失っ て 以来 、 孤 独 と 共に 暮らし て いた 。 そ 
ん な 中 、 アー ティ ・ ジ ブラ ル タ ル に 向かう 途中 の ウッ ソ ・ 
エ ヴ ィ ン と 出会い 、 そ の 少年 に 息子 の 面影 を 重ね た ロ 
ブ は 、 何 くれ と な く ウ ッ ソ の 世話 を 焼い た 。 だ が 、 示 威 
の た め に パル セロ ナ に ギロチン 台 を 置 こう と し 
に 反発 し 、 暴 動 の 種 を 時 いて し まう 。 その 
ベス パ の 兵士 に 追わ れ 、 ウ ッ ソ を 逃がす た め に 身代わり 
と な っ て 命 を 落と し た の だ 


カミ オン 隊 か ら 離 れ 
単独 で 行動 し て いた 
ウッ バル 


ドク ター と 呼ば れ た この 男性 は 、 ザン スカ ー ル 帝国 首 
都 ア メリ ア ・ コ ロニ ー で ベス パ の 直轄 工場 「 サ ン ノ ゼ ・ 
ファ クト リー」 を 経営 する 人 物 で 、 軍 か ら の 下請 け 作 業 
で 細々 と 生計 を 立て て いた 。 太陽 電池 衛星 ハイ ラン ド 
の 管理 を 担っ た マサ リク 家 や クラ ンス キー 家 と は 旧知 
の 間柄 で 、 ア メリ ア に 潜入 し た ハイ ラン ド の 子供 た ち を 
匿っ て いる 。 また 、 画 獲 さ れ た V ガ ンダ ム の 修理 を 請け 
負っ て いた が 、 女王 マリ ア ・ ピ ァ ・ ア ー モ ニア と 共に 工 
場 を 訪れ だ ! を 子供 た ち が 助け た こと で 、 騒 動 に 巻 
き 込ま れ た 。 


マリ ア が ウッ 
辿 玉 の 包み 
本 の 儀 の 配置 図 や 警 
ー 供 稚 況 が 旭 か れ て い 
る こと を 見 技 く ド クタ ー。 
女王 に 


息子 を 沿っ た 軍隊 へ の 


強く 、 ペ ス パ の 横 虹 | 
ロフ ン に 制 
4 


132-17 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


(Ma) mM2 sr 2 Bn 


階級 | 


ゲ モ ン @ 2 ババ ジャ ッ ク Gyz MS 挫 組 | 市 


Yazan Gable & Gemon Bajack 


アー ガマ 隊 を 襲っ た 
大 人 た ちの 思惑 と その 結末 
U.C.0087、 グ リー ン ・ ノ ア 1 で の ガン ダム Mk-L 
強 春 事 件 を 契機 と し て 幕 を 開け た グリ プス 戦役 は 、 
エゥーゴ ティ ター ンズ アク シズ に よる 三つ巴 の 
決戦 を 経て 終息 し た 。 戦乱 に よる 被害 は 甚大 で あ 
り 、 最 も 長い 歴史 を 持つ コロ ニー 群 で ある サイ ド 1 宙 
域 に も その 影響 は 及 ん だ 。 多く の 大 人 は 出稼 ぎ を し 、 
残さ れ た 子供 た ち は 自立 する こと を 余儀 な くさ れ た の 
で ある 。 そん な サイ ド 1 宙 域 の コ | 
に お いて 、 
ブル と ゲ モ ン ・/ 
スパ イロ ッ ト と ジャ ンク 屋 の 元締 め と いう 関連 性 の な 
い 立場 に いた ふた り は 、 戦 乱 後 の 混乱 期 に 偶然 巡 
り 合い 、 協 力 し て アー ガマ を 襲っ た 。 し か し 、 そ の 身 
勝手 な 行い は 、 戦 乱 の 被害 者 で ある 子供 た ちの 手 
に よっ て 阻止 され る こと と な っ た の だ 


と ゲ モ ン 。 戦争 に は 関わ ら な いと い 2 選択肢 
も の の 、 彼ら は 望ん で 戦い に 身 を 投じ た 。 そ 
よっ て 生み 出さ れ た 牌 ん だ 大 人 た ちの 次 が 


プチ ・ モ ビル スー ツ 
ULC.0080 年 代 に 広く 共有 ! 
て いた 作業 用 小型 MS。 主 関連 ファ イル 


せ て 造り 上 げた 重 作 
共用 MS。 まとも な 深 叶 は 持 

ち 合わ せ て い を いも の の 、 ハ 

ンド メイド 特大 の 特 珠 な 機 剛 ド 

を 有 し 、 格 音 で は 軍用 MS や が て MS パイ ロ 
に 匹 測 する パワ ー を 持つ 才能 を 開花 さ 


高い MS 操縦 技術 と 制御 し 難い 野性 的 な 素行 か ら 
「 野 獣 ] と 称 さ れ た ヤ ザ ン - ゲー ブル は 、 敵 だ け で は な 
く 味 方 か ら も 恐れ られ た 。 グリ プス 戦役 時 は ティ ター ン 
ズ の 一 員 と し て 活躍 し た ヤ ザ ン だ っ た が 、 エゥーゴ の カ 
ミー ユ ・ ビ ダン と の 決戦 で 手痛い 敗北 を 喫し て し まう 。 
それ で も 何と か イジ ェクション ・ ポ ッ ド で 脱出 し た 彼 は 、 
エゥーゴ と カミ ー ユ へ の 復讐 心 を 胸 に 宇宙 を 漂 

その 執念 が 実っ た の か 、 ヤ ザン を 乗せ 
イド 1 宙 域 に 流れ 汗 き 、 ジ ュ ドー・ ア ー シ タ に 回 収 され 
た 。 さら に 偶然 に も 、 サ イド 1 に は エゥーゴ の 旗艦 で あっ 
た アー ガマ が 寄港 し て いた の で ある 。 千載 一 遇 の チャ 
ンス を 得 た ヤ ザン は 、 復讐 を 果たす べく アー ガマ 舞 撃 を 
画 。 ジュ ドー た ちの 協力 も 得 て 、 計 画 は 成功 する か 
に 見 えた 。 だ が その 計画 を 阻止 し た の は 、 他 人 を 傷 つ 
ける こと を 胡 わ な い 大 人 一 一 ヤ ザン を 嫌悪 し た ジュ ドー 
だ っ た 。 戦士 と し て は 優秀 な ヤ ザ ン だ っ た が 、 規則 に 縛 
られ な い 強 塊 な バイ タリ ティ ー と 純粋 さ を 持つ 子供 た ち 
と の 戦い で 、 図 ら ず も 人 間 と し て の 強 さ を 試さ れる こと と 
な っ た の で ある 。 結果 、 ヤ ザン は 敗れ 、 浮 浪 者 同然 の 
生活 を 送る こと に な っ た 。 そん な 彼 が 最終 的 に 身 を 寄 
せ た の が ゲ モ ン の 元 で あり 、 避 逝 し た 彼ら は 、 さ ら な る 
アー ガマ 興 撃 計画 を 企てる こと と な る 。 


サイ ド 1 の 1 バン チ は 、 宇 宙 移 民 最 初期 に 建造 され 
た コロ ニー で あり 、 新 天地 へ の 期待 を 込め て シャ ング リラ 
U.C.0088 頃 の シャ 
ング リラ は 理想 郷 と は 程遠い 存在 だ っ た 。 重税 を 課せ 
られ た 住民 た ち は 出 稼ぎ を 余儀 な くさ れ 、 残さ れ た 子供 
た ちの 中 に は 、 ジ ュ ド ー た ちの よう に ジャ ンク 屋 と し て 生 
活 費 を 稼ぐ 子供 も 多かっ た 。 

ジャ ンク 屋 は 宇宙 世紀 に 欠く べから ざる 工業 で あり 、 
サイ ド 1 は 特に ジャ ンク 屋 が 多い こと で 知ら れる 。 だ が 
危険 な 作業 の 従事 者 に 見 られ る 豪快 さ が 「 荒 くれ 者 ] と 
し て 受け 取ら れる こと も 多く 、 そ の 社会 的 地位 は 決し て 
高く は な か っ た 。 そう いっ た ジャ ンク 屋 組合 の ボス を 務め 
て いた ゲ モ ン ・ バ ジャ ッ ク は 、 連 邦 政 府 の 対応 に 不満 
を 抱き 、 ア クシ ズ (の ちの ネオ ・ ジオ ン ) の 台頭 を 諸手 
を 上 げ て 歓迎 し た と 言わ れ て いる 。 さら に ゲ モ ン は アー 
ガマ の 寄港 を 快く 思っ て お ら ず 、 ア クシ ズ 完 遣 艦隊 の 
接近 を 機 に 、 ヤ ザン と 協力 し て アー ガマ を 届 撃 する 。 だ 
が 協力 し た と は いえ 、 自 分 勝手 行動 に 出る の 
計略 が うま く 進む は ず も な か っ た 。 また 、 多く の シャ ング 
リラ 市 民 に と っ て 、 稼 ぎ を 搾取 し て いる の は 他 な ら ぬ ゲ 
モン で あっ た 。 だ か ら こ そ ジ ュ ド ー は ゲ モ ン に 反抗 し 、 そ 
の 横暴 か ら アー ガマ 隊 を 守 ろ うと し た の だ ろう 。 


MORE INFO! 


ンク 屋 組合 の 発言 力 が 大 きい 


こと で 知 


し て いる 。 組合 に 加入 し な けれ 

要 と な る プチ ・ モ ビル スー ツ が 

め 、 多く の ジャ ンク 屋 は 仕方 な く ゲ モ 
た 


だ 、 す で 到 叶 り 逆 ら 
か 5、 人 望 は あま りな 
うた 


アク シズ へ の 協力 を 承 店 し た ゲ モ ン は 、 ハンドメイド MS の ゲ セ に 挫 生 し て 
フ ガン ダム に | 


灯 し エア ルレ タム に 寺 っ た 


最終 的 に 手 を 組ん 
が 、MS パ イロ ッ ト 


栓 で は ある が 機材 と 度 陶 きえ 
生業 と し て いた 


ジャ ンク 屋 た ちの 年 齢 や 性 別 は さま ざま 
あれ ば 始め られ る 茎 業 な の で 


a 
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機動 戦士 ガン ダム SEED 


WW Es 
あの - 春 


オー プ の 目 と し て i 


に 同 け た 戦い の 軌跡 


地球 軍 の 新型 機動 兵 半 


へ リオ ポリ ス 


5 父 さま の 苗 切 り 者 ! 


カガリ が 5 機 の MS€ 目 
撃 する の と 前 後 し て 
ヘリ オ ポ リ ス に は ザ フ 


中 立 を 雇い 、 対立 関係 に あっ た 地球 連合 軍 と ザ フ 
ト の 間 に 立っ て いた 技術 立国 、 オ ー プ 連合 首長 国 。 
その リー ダー で あっ た ウス ミ ・ ナ ラ ・ ア スハ の 一 人 女 
と し て 育て られ て いた の が 、 カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ で あっ 
た 。 国 が 掲げ る 中 立 の 理念 を 誰 よ り も 受 し て いた 彼 
女 は 、 オー ブ が 地球 軍 に 協力 し 、 MS の 共同 開発 を し 
て いる と いう 情報 を 聞き 、 慎 る 。 儀 に は 信じ 難い その 
真相 を 確か め る べく 、 身 分 を 隠し て 自国 の 資源 衛星 


バナ ディ ー ヤ 


みん な 必死 で 戦っ た …… 戦 っ て る ん だ ! 
滞 前 科 衝 0 半 が る た め に 必 敬 で な 1 


へ リオ ポリ ス か ら 地 球 に ある オー ブ 本 国 へ と 帰 思 し 
た カガリ で あっ た が 、 地 球 軍 と の MS 開発 を 「 知 ら な 


か っ た 」 と する ウズ ミ へ の 反発 は 強まり 、 オ ー ブ を 出 
春 。 護衛 の レ ド ニ ル ・ キ サカ と 共に 、 対 ザフト 戦 を 繰 


り 広げ る 市 民 レジ スタ ンス 「 明 け の 砂漠 ] の メン バー 
と し て 行動 する こと と な っ た 。「 明 け の 砂漠 」 は 、 宇宙 
か ら 降下 し て きた 地球 軍 の 戦艦 アー クエ ンジ ェ ル と 協 
力 関係 を 結ぶ が 、 ク ルー の 中 に 、 か つて ヘリ オ ボ ポリス 


ME D2 wl 


カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ 編 
Case of Cagalli Yula Athha 


オー ブ 連 合 首長 国 の 姫 と し て ザフト と 地球 連合 軍 の 対立 に 介 
少女 は 、 激化 する 戦乱 の 中 で も 己 の 信 恋 を 貫 こ うと し た 。 


入 し た 


\ 


へ リオ ポリ ス へ と 向かう カガリ 。 ヘリ オ ポ リ ス に ある MS 
工 語 で 彼女 が 見 た も の は 、 こ れ ま で 見 た こと も 聞い た 
こと も な い 5 機 の MS の 姿 で あっ た 。 中 立 の 立場 を 堅 
持 す る と いう 崇高 な 理 訪 の 裏 で 、 密 き 上 げ ら れ 
て いた 地球 軍 と の 協力 体制 一 一 眼 き 付 けら れ 
た 衝撃 の 事実 に ショ ッ ク を 隠し 切れ な い カ ガリ は 、 思 
わ ず 父 を 否定 し 、 その 場 に 泣き 月 れる の だ っ た 。 


で 命 を 助け て くれ た 少年 が 参加 し て いる の を カガリ は 
発見 する 。 その 少年 ニキ ラ ・ ヤ マト は 、 ス トラ イク ガン 
ダム の パイ ロッ ト と し て 活躍 し て お り 、 バ ルト フェ ルド 隊 
と の 戦い で も 主力 と な っ て いた 。 一 方 で 彼 は 、MS を 
保有 せ ず 、 ゲリラ 的 な 戦法 に 頼る し か な い 「 明 け の 砂 
漠 」 の 抵抗 を 無 意 味 と 考え て いた 。 これ に 反発 する 
カガリ で あっ た が 、 レ ジス タン ス に よる パル ト フ ェ ル ド 隊 
と の 戦い は 無謀 で ある こと は 事実 で あっ た 。 


機動 


ダム SEED 


中 と か 言 うな よ 。 全然 そう 思っ て な いく せ に ・ *o 


そう 言わ れる の 、 ほん と 嫌い な ん だ 


そん な 顔 す る な 。 
私 より お まえ の 方 が 全然 危な っ か し い ぞ ? 


遂 げ る な ! 


バル ト フ ェ ルド 隊 と の 戦い を 経て 、 カ ガリ は 「 明 け 
の 砂漠 」 を 離脱 し 、 ア ー ク エン ジェ ル に 身 を 寄せ た 。 
彼女 は クル ー の ひと り と し て スカ イグ ラス パー で 出撃 
する な ど 、 ス トラ イク の 支援 も 行っ た 。 だ が アーク エン 
ジェ ル が 、 ザフト の ザラ 隊 か ら 執 的 な 追撃 を 受け た た 
め 、 カ ガリ は 自ら の 身元 を 明らか に し て 艦 を オー ブ へ 
と 入港 させ る の だ っ た 。 久々 に 母国 へ と 帰還 し た カ ガ 
リ は 、 父 ウズ ミ か ら その 無軌道 な 行動 を 叱責 され る も 、 


殺さ きれ た か ら 殺 し て 、 殺し た か ら 殺 され て 一 一 
それ で ほん と に 最後 は 半 箇 に な る の か よ ! 


カガリ の 図ら いで オー ブ に 入港 で きた アー クエ ン 
ジェ ル だ が 、 ザ フト の ザラ 隊 は その 情報 を キャ ッ チ し 、 
オー ブ を 出航 し た 直後 の 艦 を 襲撃 する 。 この 戦い に 
よっ て ザラ 隊 と アー クエ ンジ ェ ル に は 互い に 死者 が 出 
る に 至り 、 キラ も その 乗 機 で ある スト ライ ク を 破壊 され 、 
行方 不明 と な っ て し まう 。 彼 の 捜索 に 出 た カガリ は 、 
ザラ 隊 の リー ダー で あり 、 か つて 無人 島 で 友好 を 深め 
た アス ラン ・ ザ ラ を 発見 ・ 救 出す る 。 彼 の 口 か ら 、 キ 


ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 四 域 


誰 に も 死ん で 欲し く な いと いう カガリ の 想い と は 裏 
腹 に 、 戦 乱 は オー ブ 本 土 に も 拡大 。 オノ ゴロ 島 も 戦 
火 に 包ま れ て し まう 。 キラ の 帰還 や アス ラン の 合流 と 
ぷ べ き 出来 事 も あっ た が 、 カ ガリ の 父 で ある 
ウズ ミ は 、 マ ス ド ラ イ バ ー の 接収 と 技術 力 の 流出 を 防 
ぐ た め オ ノ ゴ ロ 島 の 施設 を 爆破 し 、 自 ら も その 爆風 の 
中 へ と 消え て いっ た 。 カガリ 自身 は その 直前 、 オ ー ブ 
軍 の 残存 勢力 と 共に クサ ナギ で 宇宙 へ と 脱出 。 同じ 


生き る 方 が 戦い だ 


ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 で は 、 ザフト の 大 量 破壊 兵 
器 「 ジ ェ ネ シス ] が 発射 が され 、 月 に ある 地球 軍 基 地 
が 甚大 な ダメ ー ジ を 負っ た ほか 、 続 け ざ ま に 地球 が 栖 
的 と な る 。 地球 に ジェ ネ シ ス が 放 た れ て は 取り 返し の 
つか な い 事 態 に な る と 、 カ ガリ は アス ラン と 共に 発射 
司令 所 が ある ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ へ と 向かう 。 要塞 は す 
に 放 径 され て いた も の の 、 そ の 自爆 シー クエ ンス と 
+ シ ス の 発射 が 連動 し て いる 事実 が 発覚 する 。 


「 一 国 の 姫 ] と いう 立場 に 息苦し さ を 覚 えて いた 。 姫 
らし く 振 る 舞う こと へ の 遺 和 感 は いつ まで も 拭え ず 、 
モル ゲン レー テ 社 の 整備 施設 に も わざ わざ 顔 を 出す 
ほど で あっ た 。 M1 アス トレ イ の 調整 を 進め て いた キラ 
か ら は 「 君 は 変 な お 姫 様 だ ね ] と か ら か われ る が 、 カ ガ 
リ は 「 姫 ] と 呼ば れ た こと に 反発 し 、 異 を 唱え る 。 続 
け て 、 そ の 地位 苦し さ を 覚 えて いる と と を キラ に 
吐 回 し た の だ っ た 。 


ラ の 生存 が 絶望 的 で ある こと を 伝え られ た カガリ は 、 
憎しみ の 連鎖 が 続く 現状 を 嘆き 、 そ の 情 り を アス ラン 
に ぷ つ ける の だ っ た 。 その 後 、 冷 静 さ を 取り 戻し た カ 
ガリ は 、 ア スラ ン を ザフト へ と 引き 渡す 。 その 直前 、「 明 


け の 砂漠 で 共に 戦っ た アフ メド か ら も ら っ た 「 ハ ウメ 
ア の 護り 石 ] を し 、 彼 の 無事 を 望む 。 も う 誰 に 
も 死ん で 欲し く な い それ が カガリ の 切実 な 願い で 


あっ た 。 


く オ ノ ゴ ロ 島 か ら 脱 出し た アー クエ ンジ ェ ル と 、 ザフト か 
ら 離 脱し た エタ ー ナ ル と 連携 する 。 指揮 官 と し て 前 線 
に 出る こと に な っ た カガリ で あっ た が 、 双子 で ある こと 
が 判明 し た キラ 、 そし て より 絆 を 深め た アス ラン の 支え 
も あり 、 審 闘 を 見 せる 。 最終 決戦 の 地 と な っ た ヤキ 
ン ・ ド ゥ ー エ で は 、 パイ ロッ ト と し て スト ライ クル ・ 
で 出撃 する こと を 決断 。 アス ラン か ら は 制止 され た が 、 
笑顔 で それ を か わす の だ っ た 。 


これ を 知っ た アス ラン は 、 乗 機 で ある ジャ ステ ィ ス ガン 
ダム を ジェ ネ シ ス の 動力 炉 内 で 爆破 する こと を 決意 。 
さら に 自ら も そこ が 死に 場所 と 考え て いた が 、 カ ガリ は 
これ を 制止 する 。 彼女 は 、 パ トリ ッ ク 暴 走 の 責任 を 息 
子 と し て 育 負 お うと する アス ラン の 気持 ち を 痛い ほど 
理解 し て いた 。 だ が 、 残 され た 者 に 悲し み を 残す の は 
逃げ で あり 、 生 き て 新た な 未来 を 創造 する こと が 真 の 
戦い で ある と アス ラン を 説得 し た の だ っ た 。 
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PERSONAL PROFILE = m02 sh 
アリ ー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス 党 


Ali al-Saachez 


イノ ベイ ド 勢 力 に 尾 われ た 
戦場 を こよ な く 愛す る 戦士 テン | 


戦場 を 唯一 の 居場所 と 定義 し 、 そ の 場 で し か 

輝 《 こ と が で き な い と 自ら の 異常 性 を 自覚 し て いた 

戦争 屋 アリ ー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス 。 西暦 2308 年 、 

「FALLEN ANGELS」 に 国連 軍 の メン バー と し て > ™ 
参加 し た サー シェ ス は 、 ソ レス タル ビー イン グ (CB) 

の ガン ダム マイ スタ ー、 ロ ッ ク オ ン ・ ス トラ トス (ニー 

ル ・ ディ ラン ディ) が 行っ た 決死 の 攻撃 に より 、 重 佑 ) 、 
を 負う 。 一 命 は 取り 留め た も の の 、[ 身 休 半 分 が 消 | 
し 炭 ] に な っ た 不覚 に 起り と 茜 立 ち を 募ら せ て いた 。 NN 


だ が 、 サー シェ ス の 能力 を 評価 し 、 手 を 差し 伸 べ る 
者 が いた 。 イノ ベイ ド 勢 力 の リー ダー と し て アロ ウズ 
を 牛耳っ て いた リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク で ある 。 彼 の , 
支援 に よっ て 再生 治療 を 受け た サー シェ ス は 、 MS を 
運用 で きる まで に 回 復 。 ガン ダム スロ ー ネ ツ ヴァ イ を そっ ュ デ 
ペー ス と し た 新型 機 ア ルケ ー ガ ンダ ム を 託さ れ た サー ® 
シェ ス は 、 リ ボン ズ 直 属 の 備 兵 と し て 西暦 2312 年 
の 戦い に 参加 する の だ っ た 。 
イノ ベ イド 勢力 に 直 
接 必 用 きれ 、 再 埋 
争 に 参加 で きる 機会 
を 得 た サー シェ ス 。 ま 
る で 水 を 得 た 魚の よ 


うに 、 その 入 衝 を 
探し て いく の だ っ た 。 


ス の 衝 綴 さ は 、 新 
変革 の 
た こと で 、 サ ー シ ェ ス は より そ 


て 条 害 され て い 
王 久 甘 の 下 で 
ら 復 舎 を 誓う 。 


機動 戦 士 ガ ンダ ム OO 


終 じ 甲斐 が 
ある せ > ぇ >! 


リボ ンズ に 直接 雇用 され た サー シェ ス は 、 ア ザ デ ィ ス 
タン 王国 へ の 襲撃 や CB の ガン ダム 急 膜 な ど 、 アル ケー 
ガン ダム を 用 いて 特殊 な 任務 を 遂行 し た 。 リボ ンズ ら イ 
ノ ベ イ ド 勢 力 は 、 彼 の 制圧 行動 を 抑止 する どこ ろか 
た サー シェ ス も 心置き な く 戦闘 に 臨む こ 
と が で きた の で ある 。 だ 
た ち が 立 ち は だ 球 那 
る ライ ル な ど 、 困 縁 の ある 彼ら と 
ら の よう な 骨 の ある 者 た 
最終 決戦 時 に 足 析 と な っ て し まう 。 サー シェ ス の 乗 
ルケ ー ガ ンダ ム が 、 CB の メン バー で ある ティ エリ ア ・ 
マリ サー イズ マイ ー ル 不在 の 
アザ ディ スタ ン 王 国 を 焦土 
邊 に 放 国 を 断念 
ーー 


た つの 大 き な 戦 乱 を 経験 し 、 

を 奪わ れ た 戦争 屋 と し て の 生き 様 を 一 貫 

た 。 彼 の 言葉 を 借り れ ば 、「 戦 

な い 、 人 間 の プリ ミ ティ ブ な 衝動 
ロク デ ナ シ 」 で ある こと を 

それ を 改め よう と は し の で ある 。 
と 幾 度 も 対 財 し た CB の 面々 ー 一 特に 誕 那 


で 利 那 

は 最終 決戦 時 、 ダ ブル オー ガン ダム の 「 ト ラン ザム パー 
スト ] 発動 に よ - 有 領 域 を 形成 する こと に 成功 
し 、 英 対し て いた 者 同士 の 対話 と 和解 を 実現 し て いる 。 
> 共有 を 最後 まで 拒絶 し 、 ライ ル 


サー シェ ス は リボ ンズ と ライ ル の 対話] を 拒絶 
ポ し 


吉 半 


イノ ベイ ト 勢 力 の リー リボ ンズ は 、 イ ノ ベ イ ド 以外 
に 数 名 の 人 類 と 接触 を 持っ て いた 。 アロ ウス の 司令 官 で あっ た 
リボ ンズ を し て 、 サ ー ホー マー・ カ タ ギ リ 、 脳 量子 ) 視 を 行っ た ルイ ス ・ ハ レ 
ヴィ 、 CB の エー 彼ら は 情報 
は 評価 され 、 重用 さ 収集 の 一 環 と し て 疫 が り を 保っ て いた が 

れ て いた 。 その 理性 の 「 タ ガ 」 が 外れ た よう な 残虐 な 性 士 と し て の 力 だ け を 望ま れ た 、 稀有 な 人 物 
格 も さる こと な 戦況 や 敵 機 の 状況 を 見 極め る 高 
い 判断 能力 、 隙 や 盟 点 を 把握 的確 に 攻撃 を 行う 技 
り : 士 と し て の 優れ た 能力 も 随所 で 見 せ て いる 。 

町 の 融合 、 

いた の で ある 


MORE INFO! イノ ベイ ド 苦 力 の 狙い 総和 
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PERSONAL PROFILE 


L」 ne02 mh 


PROFILE 

年 齢 13 歳 
所 性 民間 人 一 り ガ 
訪 間 

出身 地球 ポイ ント (カサ レ リ ア ) 
技能 _ MS 操縦 


ティ ア 


関連 ファ イル 


ZMT-S126 

シャ ッ コ ー 

サン スカ ー ル 大 国軍 (ベスパ ) 

が 開発 し た 庄 作 汎 用 MS。 ク 
シャ ー が テス ト パ 


が 鶴 い 、 容 思 さ れる まで の 間 
捧 県 し た 。 


LM312V04 


可変 合体 機構 を 有する 
的 MS。 才能 を 見 出さ れ た 
ウッ ソン が メイ ン ・ パ イロ ッ ト を 
和 務め 、 独 前 的 な 戦法 に . 
て 性 能 3| き 出し て いう 


V01.01 画 


LM312V04 V ガ ンダ ム 


ウッ ソ が 斉 い に 流 
こと を 危 慣 す る 


は V ガ 


PERSONAL PROFILE 


ボク を 包 般 区 こ 
させ な いで よ 『! 
頼 か か ら っ !! 


ー 


リガ ・ ミ リティ ア を 率 引 し た ウッ の 働き 


パラ グラ イダ ー で 
ノ ク ル が 操縦 する シャ ッ コー 
引っ か か り 、 衝動 的 に 弱体 を 


戦場 で 発揮 され た ウッ ソ の 才能 


アメ リア ・ コ ロニ ー の 攻 


除 の メ 
募 い の 埋 1 
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こち 


カミ オン 隊 の 子供 


Children in Camion 


カミ オン 隊 と 行動 を 共に し た 
子供 た ち が 見 つめ た 戦乱 の 光景 


ラ ゲ ー ニ 一 一 旧 世 紀 か ら の 歴史 的 建造 物 や 科 
学 ・ 芸 術 関係 の 施設 が 多く 保存 され た 東欧 の 古都 。 
U.C.0100 年 代 以降 は 地球 連邦 政府 の 特別 居住 
区 に 指定 され て いた 。 だ が 、U.C.0152.10 に ザン ス 
カー ル 帝 国軍 (ベスパ) に 占拠 され 、 地 珠 侵攻 の 橋 
頭 優 と な る 。 それ は 多く の 戦争 被災 者 を 生み 、 街 を 
焼け 出さ れる 者 も いた 。 ウォ レン ・ ト レイ ス と スー ジィ ・ 
リレー ン は 、 そう し た 戦災 孤児 た ち で ある 。 

ウォ レン と スー ジィ は ベス パ の ラ ゲ ー ン 侵攻 で 肉親 
を 失い 、 兄 貴 分 の オデ ロ ・ ヘ ン リ ー ク に 付い て 避難 
し た 子供 た ち だ っ た 。 ラ ゲ ー ン を 焼け 出さ れ た 彼ら は 
リガ ・ ミ リティ ア の カミ オン 隊 に 保護 され 、 行 動 を 共 
に する こと と な る 。 だ が 、 そ れ は 生き 延び る た め に 選 
ん だ 道 に 過ぎ ず 、 ウ ォ レ ン た ち は リ ガ ・ ミ リティ ア の 
大 人 た ちと は 別 の 立場 か ら ザ ンス カー ル 戦 争 を 目撃 
し て いく の だ っ た 。 


仲間 を 守り た いと い 
粋 な 思い か ら の 行 


ザン スカ ー ル 戦争 の 史 


ぷ ヘ マデ ・ ぐ ざき ざす A 


流さ れ て カミ オン 隊 に 同行 し た ウォ レン 
第 に 戦い の 意味 を 考え る よう に な っ て いっ た 。 
て いる 間 に や れる こと を ちゃ ん と や れ ば 、 交 
う ウ ォ レン の 言葉 は 、 そう し た 心境 の 表れ 


競 の 入 が 重なる 光景 に 以 え 


ン 。 人 の 生死 を 目撃 し て : 
こと が 昧 力 し て い 


PROFILE 


年 齢 13 歳 (9 ォ レン ) 


ne02 mM 


9 歳 ( ス ー ジ ィ ) /1 歳 (カル ルマン ) 


unknown 


«rc uy 


ペ ュ ーー すさ ご ・ ヾ 4 そそ きす 人 


| 


カミ オン 


FNL 


2 本能 で 可 和 
式 の クレ ー ン や 射出 レー ル を 
備え る 移動 基地 と し て 機能 し 


キャ ビン も 広く 、 子 供 た 
ちの 生活 拠点 に も な っ た 


ホワ イト アー ク 

リガ ・ ミ リティ ア に よっ て 運用 
され た 大 気 国内 外 両 用 の 小 
民間 古 。 メガ 和子 砲 と ビー 
ム ・ シ ー ド を 装備 し 、4 機 の 


VO2 
V0318 画 


で て 対 ペ スパ 戦 を 絆 り 広げ た 


機動 戦 圭 V 


PERSONAL PROFILE 
ウォ レン ・ ト レイ ス 


ウォ レン ・ ト レイ ス は 、 ベ スパ の ラ ゲ ー ン 侵攻 で 焼け 
出さ れ た 戦災 孤児 の ひと り で 、 オ デ ロ の 弟分 に あたる 
13 歳 の 少年 だ っ た 。 や や 気弱 な 面 が あり 、 緊 張 す る と 
熟 が 出る 体質 の 持ち 主 だ が 、 その お か げ で ベス パ の 追 
及 を 免れ て 危機 を 脱し た こと も ある 。 初め て 上 が っ た 宇 
軸 で 出会っ た マル チ ナ ・ ク ラン スキ ー に ひと め 惚 れ し 、 
彼女 に いい と ころ を 見 せよ うと リガ ・ ミ リティ ア の 戦い に 
積極 的 に な っ て いく 。 同時 に 、 戦 い に 臨 お 者 と し て の 
自覚 も 芽生 え 、 慣 れ な い 地 球 の 環境 に 狼 名 する マル 
チ ナ を 叱責 する 姿 も 見 せ た 。 ザン スカ ー ル 戦争 を 最後 
まで 戦い 抜き 、 そ の 後 は ボイン ト - カ サレ リア で 暮らし た 。 


な ん と か マル チ ナ の 気 を 者 こ 
うと し て 、 ウ ァ ン に アド バイ ス 
を 求め る こと も あっ た 。 し か 
し 、 表 目 に 出 た り 見 授 か され 

*、 恋心 が 空 


スー ジィ ・ リ レー ン 

スー ジィ ・ リ レー ン も ウォ レン と 同じ く ラ ゲー ン で 戦災 
に 遭っ た 孤児 で 、U.C.0153 当 時 9 歳 だ っ た 。 ラ ゲ ー 
ン 侵 攻 で 親 と 姉 を むく し た うえ に 、 ギ ロ チ ン を 目撃 し た 
体験 か ら 、 ビ ー ム ・ ロ ー タ ー の 音 に 義 縮 する よう に な っ 
て いた 。 本 来 は 機転 の 利く 利発 な 少女 で 、 シ ャ クティ ・ 
カリ ン を 手伝う うち に 生活 の 知恵 を 身 に 付け て いっ た 。 
また 、 ウッ ソ ・ エ ヴィ ン を 追っ て 宇宙 に 上 が っ た シャ クティ 
に 同行 し て ザン スカ ー ル 帝国 に 囚われ た 際 に は 、 抜 け 
目 な < 立 て シャ クティ を 支え て いる 。 その 後 も 、 リ 
ガ ・ ミ リティ ア に 身 を 置い て 終戦 を 迎え た スー ジィ は 、 カ 
サレ リア に 移り 住ん だ の だ っ た 。 


バル セロ ナ で 出会っ た ファ 


ラー グリフォン を 死別 し た 績 


カル ルマン ・ ド ッ ゥ カー トッ ス 


カル ルマン ・ ド ウゥ カー トゥ ウス は 、 ベ スパ の ウー イッ グ 空 
典 で 母親 を 殺さ れ た 1 歳 の 乳 飲み 子 で 、 カ テ ジ ナ に 助 
けら れ て カミ オン 隊 に 保護 され た 。 シャ クティ や スー ジィ 
が 面倒 を 見 る よう に な り 、 ほ か の 子供 た ちと 共に 戦場 を 
渡り 歩い た 。 戦い の 中 で も 健やか に 育ち 、 赤 ん 坊 人 ゆえ 
の 感受 性 の 強 さ を 見 せる こと も あっ た 。 戦争 末期 の エ 
ンジ ェ ル ・ ハ イロ ウ 攻 防戦 で は 、 フ ァ ラ ・ グ リフ ォ ン が 鳴 
ら す 鈴 の 音 の 気配 や 、 エ ンジ ェ ル ・ ハ イロ ゥ に 居る シャ 
クティ の 居場所 を 感じ 取っ て いる 様子 を 見 せ て いた 。 
戦後 は シャ クティ に 引き 取ら れ て カサ レ リ ア で 暮らし 、 片 
言 な が ら も 喋る まで に 成長 し て いた 。 


希 し た マー ベッ ト の お 痢 に 
手 を ち て る カル ル 。 周り に は 
開か ら な いこ と で も 、 が ん 坊 


た ちの 道 憶 に も な っ た 。 


ウー イッ グ の 空 朋 で 母親 を 失っ 
戦場 を 転々 と する 中 で 、 新た な 環 


MORE INFO! 


フラ ンダ ー ス と ハロ は 、 子供 た ちの 遊び 相手 と な り 、 時 
に は 彼ら の 危機 を 救っ た 仲 
ティ が カサ レ リ ア に 暮らし て し 
た り に 従っ て ザン スカ ー た も し て 、 昌 
後 は 子供 た ちと 共に カサ レ リ ア に 戻っ た の 


シャ クティ に 代わ っ て カル ル 


ンダ ー ス 。 カル 

ー ス に 懐い て い 
た が 、 赤 ん 坊 の 寿 放 さ に 振 
り 回 され る 場面 も あっ た 


Mm 
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機動 戦士 ガン ダム 第 OBMS 小 隊 


PERSONAL PROFILE ra: [W] mw02 sen17n 
ー キ キ ・ ロ ジー タ 9 同 


階級 一 一 


Kiki Logita 


生き る た め に 戦っ て きた 少女 を 変え た 
ある 連 存 軍人 と の 出会い 


一 年 戦争 に お ける 東南 アジ ア か ら 中 国 南 部 の エ 
リア は 、 豊 富 な 地下 資源 を 有する 地域 で あっ た 。 ジ 
オン 公国 軍 は 、 地 球 降下 作戦 直後 か ら こ の 地域 へ 
の 侵攻 を 開始 。 その 結果 、 重 要 拠 点 で ある 地下 資 
源 の 採掘 場 や 資源 開発 プラ ント を 占拠 する 。 一 方 、 
地球 連邦 軍 も 、 公 国軍 に よる 勢力 園 の 拡大 を 阻止 
する た : 機械 化 混成 大 隊 (通称 コジ マ 大 隊 ) を 
配備 。 ジャ ング ル に 覆 わ れ た この 地域 は 、MS が 開 
歩 する 戦場 に な っ た 。 

公国 軍 は 、 こ の 侵攻 の た め に 近隣 の 農村 を 武力 で 
占拠 する 。 住む 場所 を 追わ れ た 農民 た ち は 、 密 林 の 
奥深 くに 新た に 集落 を 作る が 、 一 部 は ジオ ン 公 国軍 
に 不満 を 持つ ゲリラ へ と 転身 。 この ゲリラ 活動 の 陣 
頭 指揮 を 執っ て いた の が 、 ゲ リラ の リー ダー・ パ バレ スト 
の 娘 キ キ ・ ロ ジー タ で あっ た 。 持ち 前 の 行動 力 で ゲ リ 
ラ を 率い た キキ だ が 、 08 小 隊 の 隊長 で ある シロ ー・ ア 
マダ と の 出会い が 彼女 の 心 を 大 きく 動か すこ と と な る 。 

足 の 不 自由 な 父 バレ スト 
の 代わ り に ゲリラ を 率い 
た 。 彼女 自身 も 高い 指 


揮 能 力 を 持ち 、 仲 間 か 
らち 厚く 信 着 され て いる た 
が 


- 党 人 k 華 惑 ら や 


NE TR いす 


公国 軍 の 保 攻 と 蜂 鶴 に 
よっ て 多く の 仲間 を 

た た め 、 軍 人 に 対し て は 
大 き な 不 信 感 を 持つ 、 


OB 小隊 の 詳 
を 続け て い 
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東南 アジ ア の 小さ な 村 で 農業 を 営み 、 さ ら に 村 の 指 


の 侵攻 に よっ て 村 は 壊 減 し た ほか 、 父 は 足 の 自由 を 失 
い 、 それ まで の 暮らし は 一 変 す る 。 し か し 、 パ レス ト は 同じ 
よう な 境 通 の 人 々 を 集め 、 独 自 に ゲリラ グル ー プ を 組織 
し て ジオ ン 公 国軍 へ の 抵抗 運動 を 行う よう に な る 。 そん 
な 中 で 、 キ キ も 仲間 と 共に ゲリラ 活動 に 参加 。 指導 者 
の 娘 と いう 立場 だ の ら こ そ 、 な ら ず 者 の 集まり で ある ゲ リ 
ラ た ちか ら も 「 お 嬢 さん 」 と 慕 わ れ 、 ま た 現場 に 立て な い 
父 の 代わ り と し て 、 仲間 を 牽引 し て いく 存在 と な 

自分 た ちの 住む 場所 を 奪っ た 公国 軍 は 倒す べき 敵 で 
あり 、 戦 闘 で その 被害 を 拡大 させ る 地球 連邦 軍 も 、 相 
容れ る こと が で き な い 疎 ま し い 相手 と い を キキ は 


持ち 続け て いた 。 そし て 、 自 分 た ちの 住む 場所 と 仲間 
を 守る た め に 戦う こと が いつ し か 日 常 と な り 、 彼 女 自身 


も 、 気がつけ ば 仲間 を 部 下 と し て 戦い に 向かわ せる 「 軍 
人 ] 的 な 存在 と な っ て いた 。 そん な と き 、 作 戦 の 成功 や 
軍 の 利益 以上 に 共に 戦う 仲間 を 重視 する 連邦 軍人 シ 
ロー と 出会う 。 彼 の 考え に 触れ た こと に よっ て 、 ゲ リラ 
活動 に 没入 し て いた た め に 狭まっ て いた キキ の 視野 は 
広がり 、 戦 い へ の 向き 合い 方 を 変え る こと に : 
ん な 大 き な 影響 を 与え た シロ ー に 対し て 、 キ キ は : 


心 さえ も 抱き 始め た の で ある 。 
足跡 KGZNZSY272 
に 
る 


ゲリラ と の 約束 を 守り 、 公 国軍 か ら 村 の 奪還 へ と 導 Ne 『 気 認 ず か し い 表 情 
いた シロ ー に キキ は 大 き な 信 頼 を 寄せ る 。 これ を きっ か に * 

キ は 、08 小 隊 に 協力 的 な 行動 を 取り 始め る 。 そ 
こ に は 、 シ ロー の 近く に 居 た いと いう キキ の 想い も 大 き こ こ 

く 働い た 。 彼女 の 快活 で 嫌味 の な い 、 そ し て 世話 好き 敗残 兵 の 名 撃 で 、 再 び 
な 性 格 は 、08 小 隊 の 面々 に も 受け 入れ られ 、 公 国軍 " HH 3 
に 拘束 され た エレ ドア 


軍 の 敗残 兵 が 自分 た ちの 村 に 迷い 込み 、 そ の 際 
の 戦闘 で 父 の バレ スト を 含む 多く の 犠牲 者 が 出る 。 そ 
れ で も 敵 の パイ ロッ ト を 救 お うと する シロ ー を キキ は 受け 
入れ られ ず 、 仲 間 に よる 伯 討 ち を 止め られ な か っ た 。 そ 
の 後 、 戦い は ゲリラ が 介入 で き な い レベ ル に まで 激化 。 
家族 同然 の 仲間 を 失い 、 信 頼 し た 08 小 隊 か ら も 離れ キキ ビ ネー 
た 彼女 は 、 悲嘆 の まま 終戦 を 迎え る の だ っ た が 、 キ キ の 存在 で 和 


らい で いた の も 事実 だ 
人 の 心 を つ な く 優し き 
ゲリラ の リー ダー 格 と し て 仲間 た ち に 信頼 され 、 08 小 MORE INFO! 


隊 の 面々 と も 親しく な れ た の は 、 彼 女 の 純粋 な 心 と 裏 
の な い 明 る る 、 そし て 繊細 な 心遣い が で きる 優し さ が あ っ 
仲間 を 大 事 か ら こ そ 、 相手 の 心情 
直 に 笑い 、 起 る 。 戦場 と いう ギ ス ギ ス と 


考え が 正しい と 感じ る よう 
グル の 邊 地 へ と 足 を 中 み 入れ る 
に ちと 出会う 


な の 00 


キキ (一 年 戦争 終結 後 ) 

シロ ー と アイ ナ を 探し て ジャ ング ル 
に 踏み 込む に あたっ て 、 キ キ も 軍 
用 還 ペスト を 身 に 着け 


興し いと き ( 
る 。 裏表 の な い キ キ だ か ら こ そ 、08 


いい の な い 能 度 に 
も すぐ に 溶け 込 
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機動 戦士 ガン ダム SEED 


m02 sm196 
ディ アッ カ ・ エ ルス マン 編 _ 


Case of Dearka Elthman 


クル ー ゼ 隊 メ ン バ ー と し て アー クエ > 


レ っ ーーーーー マン は 、 ナチ ュ ラ ル と の 交流 を 経 

Es ーー アヘ スマ ン は 、 ナチ ュ ラル と の 交流 を * 
あの ププ 7 ケ す 

捕虜 生活 、 軍 か ら の 苑 脱 、 独 立 部 隊 へ の 合 

ザフト の エリ ー ト が 歩 た だ 激動 の 日々 


ジェ ル と 対 財 し た ディ アッ カ ・ エ ル 
戦い の 意味 を 問い 直す 


ザフト の アカ デミ ー を 優秀 な 成績 で 卒業 し た ディ 
アッ カ は 、 同 じ く 成績 優秀 者 で あっ た アス ラン ・ ザラ 、 
イザ ー ク ・ ジ ュー ル 、 ニ コル ・ ア マル フィ ら と 共に ザ フ 
ト の クル ー ゼ 隊 に 配属 され た 。 隊 に 参加 し て 間 も な 
く 、 デ ィ ア ッ カ は へ リオ ポリ ス で の 地球 連合 軍 製 新型 
MS の 奪取 作戦 に 参加 し 、 バ スタ ー ガ ンダ ム の 王 取 
に 成功 。 以降 、 パ スタ ー ガ ンダ ム を 自身 の 乗 機 と し て 
運用 する こと と な る 。 この 作戦 に お いて 奪取 に 失敗 し 


た スト ライ ク ガ ンダ ム と 、 そ の 運用 艦 ア ー ク エン ジェ ル 
を 迫撃 する こと と な っ た ディ アッ カ で あっ . その 中 
で 、 ス トラ イク の パイ ロッ ト を 、 ア スラ ン の 幼なじみ で あっ 
た キラ ・ ヤ マト が 担っ て いる こと が 判明 。 これ を 知っ 
た アス ラン は 、 ス トラ イク の 撃墜 と いう 命令 を 無視 し 
て 捕獲 り 、 結 果 的 に 取り 逃がし て し まう 和 失態 を 犯 
す 。 ディ アッ カ は これ に 激怒 し 、 ア スラ ン を 叱責 する 
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言え る 程度 の 発言 で 
あっ た 


ディ アッ カ た ち が 追 撃 し て いた スト ライ ク と アー クエ 
ンジ ェ ル は 、 光 波 防御 帯 が 備え られ た 地球 軍 の 軍事 
要 寒 「 ア ル テ ミス ] へ と 入港 。 これ を 受け 、 デ ィ ア ッ カ 
5 クル ー ゼ 隊 の メン バー は 、 アルテミス 攻略 に 向け た 
作戦 会 議 を 行う 。「 ア ル テ ミ ス の 傘 」 と 呼ば れる 光波 
防御 帯 が 開か れ て し まえ ば 侵入 が 難し く な る こと は 明 
白 で あり 、 そ の 前 に 対処 する 必要 に 迫 られ た ディ アッ 
カ た ち 。 その 中 で 、 デ ィ ア ッ カ の 同期 で あり 、 ク ルー 


ゼ 隊 で は 最 年 少 で ある ニコ ル が 、 ひ と つの 案 を 提示 
する 。 それ は 、 彼 の 乗 機 ブ プリッツ ガン ダム に 搭載 され 
た ステ ルス 機能 を 活か し 、 光 波 防御 帯 が 展開 され る 
部 へ と 侵入 する と いう 作戦 で あっ : 
を 聞い た ディ アッ カ は 、 英 の 虚 を 突く 作戦 に 感心 し つ 
つも : の よう な 感想 を イザ ー ク に 漏らし た 。 騰 病 
に 見 える ほど 心 が 優し く 、 闘 争 心 
を 、 ディ アッ カ は あま り 評 価 し て いな か っ た の だ 。 


供 た ち が 討た な きゃ な ら な い の は 
スト ライ ク だ ! 


ディ アッ カ は スト ライ クア ー ク エン ジェ ル の 地球 
降下 後 、 一 時 的 に 母国 ブラ ント へ と 帰国 。 その 後 、 
イザ ー ク と 共に バル ト フ ェ ル ド 隊 へ と 合流 する 。 | 砂漠 
の 虎 ] と 呼ば れる アン ドリ ュー・ バ ルト フェ ルド が 率い 
る バル ト フ ェ ルド 隊 は 、 アフリカ の 夏 温 地帯 バナ ディ ー 
ヤ 近 辺 に 降下 し た アー クエ ンジ ェ ル を 追撃 し て お り 、 
ディ アッ カ と イザ ー ク は その サポ ー ト に 就 い た の で あ 
る 。 当初 は 地の利 も あり 、 ア ー ク エン ジェ ル と の 戦い 


オー ブ 周 辺 海域 


ディ アッ カ は イザ ー ク と 共に バル ト フ ェ ル ド 隊 を 離脱 
後 、 宇 宙 か ら 合 流し た アス ラン 、 ニ コル ら と ザラ 隊 を 
結成 。 バル ト フ ェ ルド 隊 に 代わ り ア ー ク エン ジェ ル の 
追撃 を 担う こと に な る 。 中 立国 オー ブ へ と 逃げ 込ん だ 
こと を 知っ た ザラ 隊 は 、 彼 ら が オー ブフ 領 外 に 出 た と こ 
ろ を 抽 撃 し 、 撃 破 を 狙う 。 壮絶 な 消耗 ょ - 
た この 戦い で 、 プ リッ ツガ ンダ ム の パイ ロッ ト で あっ た 
ニコ ル は 、 スト ライ ク ガ ンダ ム の 攻撃 を 受け て 死亡 し て 


く 自 機 を 爆破 し 、 そ の まま 行方 不明 と な る 。 前後 し て 
アー クエ ンジ ェ ル に 追い 詰め られ た ディ アッ カ は 降伏 
を 決断 し 、 そ の まま 艦 の 捕虜 と な っ て し まっ た 。 拘束 
され た こと へ の 茶 立 ち 、 そ し て ナチ ュ ラル に 対す る 偏 
見 も あり 、 散 で も 悪態 を 吐い て いた ディ アッ カ 。 
そう し た 彼 の 態度 が 、 艇 の ブリ ッ ジ クル ー で 、 恋 人 で 
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一 度 は アー クエ ンジ ェ ル か ら 下 艦 し た ディ アッ カ で 
あっ た が 、 母 国 を 守 ろ うと 地球 軍 に 抵抗 する ミリ アリ 
ア の 決意 に 心 を 動か され 、 彼 ら を 援護 する こと を 決 
断 。 パス ター ガン ダム で 出撃 し 、 地 球 軍 へ の 抵抗 を 
開始 し た の で ある 。 戦乱 開始 当初 、 ナ チュ ラル に 敵 
意 や 偏見 を 抱い て いた ディ アッ カ で あっ た が 、 ア ー ク 
ジェ エル で の 捕虜 生活 を 通じ て 薄れ て いき 、 彼 ら を 
同じ 人 間 と し て 認め る まで に な っ て いた 。 その 後 も ディ 


を 優位 に 進め て いた バル ト フ ェ ルド 隊 で あっ た が 、 キ 
ラ の スト ライ ク を は じ め 、 ア ー ク エル ジェ ル も 砂漠 地 草 
で の 戦闘 に 対し て 素早 く 対応 。 バル ト フ ェ ルド と その 
パー トナ ー、 ア イシ ャ は ラ ゴ ウ ゥ で 出撃 し た も の の 、 彼ら 


に 就 いて いた 
ディ アッ カ も 、 予 想 外 の 展開 に 思わ ず 指 揮 官 を 批判 
する の だ っ 


し まう の た 性 格 が 合わ ず ふ た り 

な か っ た が 、 同 じ 隊 の パイ ロッ ト と し て 共に 戦 
ニコ ル の 死 は 、 デ ィ ア ッ カ に も 大 き な 衝撃 を 与え る 。 
> 隊 の イザ ー ク と アス ラン も 同様 に 衝撃 を 受け 、 彼 
ら は ニコ ル の 死 を 巡っ て 謙 い を 起こ し て し まう 。 それ を 
見 て 冷静 に な っ た ディ アッ カ は ふた り を 制止 し 、 ス トラ 
イク ガン ダム の 撃破 に 向け 心 を ひと つ に する よう 、 彼 
ら に 訴え た の で ある 


ある トー ル ・ ケ ー ニ ヒ を 先 の 戦い で 失っ た ミリ アリ ア ・ 
ハウ の 起り を 呼び 、 ナ イフ を 向け られ る 事態 に 発展 す 
る 。 その 後 、 自 ら の 言動 を 反省 し た ディ アッ カ は 、 大 
人 し < 捕虜 と し て 生活 を 送っ て いた が 、 ア ー ク 
ル が 地球 軍 を 離脱 し た こと を 機 に 、 釈 放さ れる 。 ミ 
アリ ア か ら 釈 放 を 伝え られ た ディ アッ カ は 、 ア ー ク エン 
ジェ ル の 地球 軍 離 脱 と いう 状況 を 飲み 込め ず に 、 戸 
惑 い を 見 せる の た 


アッ カ は ザフト に 戻ら ず 、 ア ー ク エン ジェ ル 、 エ ター ナ 
ル 、 ク サナ ギ な ど で 構 成 され た 独立 部 隊 に 参加 。 そ 
れ は ザフト と 敵対 する こと を 意味 し て お り 、 事 実 、 親 
友 で ある イザ ー ク と も 戦場 で 再会 する 。 ディ アッ カ が 
部 対 勢力 に 参加 し て いる 姿 に 驚く イザ ー ク か ら は 、 ザ 
フト に 復帰 する よう に 論 さ れる 。 だ だ が 、 ナ チュ ラル の 
立場 や 想い も 知っ た ディ アッ カ は 、 自 ら が 信じ る 独立 
部 隊 で 戦い 抜く こと を 彼 に 伝 
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ジュ ドー・ ア ー シ タ 編 


Case of Judau Ashta 
ジュ ドー・ ア ー シ タ は 真っ 直ぐ な 感性 が 導く まま に 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 


計る の ーー トー 


ー タ イプ の ある べき 姿 を 示し て いっ た 。 


シャ ング リラ の 少年 が 戦争 で 示し た 
ミ ゴ マタ イプ と ば で の 可能 性 と 叫び 


大 人 た ちの 団 か さ に 抵抗 し た ジュ ドー の 強い 意思 


0088.03.11 1 ジャ ジグ リラ 


俺 は 、 ニュ ー タ イプ な ん だ っ て よ ! 


U.C.00088、 ジ ュ ド ー は シャ ング リラ に 入港 し た ブラ イト は 、Z ガ ンダ ム を 動か し て アー ガマ を 救っ た 
アー ガマ か ら MS を 盗み 出 そ う と し た こと を 契機 に 、 ジュ ドー に アム ロ ・ レ イ の 面影 を 重ね 、 ニ ュー タイ ブ と 
エゥーゴ と アク シズ の 戦い に 巻き 込ま れる こと と な る 。 し て の 可能 性 を 感じ た 。 だ が 、 日 々 を 生き る こと に 必 
ブラ イト ・ ノ ア に 才能 を 見 込ま れ 、 パ イロ ッ ト の 役目 を 死 だ っ た ジュ ドー に と っ て 、 ブラ イト の 期待 は 他人 事 で 
背負 わ さ れる ジュ ドー。 戦い を 押 じ 付け る ブラ イト た ち し か な く 、 ア ー ガ マ を 助け た の も 成り 行き か ら だ っ た 。 
に 反発 し な が ら も 、 シ ャ ング リラ か ら 脱 出し よう と する それ で も 、 戦 い に 直 面 すれ ば 頼れ る の は 自分 の み で 
アー ガマ を 援護 | ュ ド ー は 、 大 人 た ちの 言い 分 を し た ジュ ドー は ブラ イト が 見 出し た 自身 
\ 聞 か せる よう に 叫ぶ 。 計 じ る ほか な か っ た の で ある 。 


UC.0088.08.31 
俺 は この 戦い を 見 届け る 
勝手 な 大 人 た ち に 、 ひと 泡 吹 か せ て や り た いん だ ! 


る 覚悟 を 語っ た の で ある 。 
争 に 深く 踏み 込ん で いっ ジュ ドー は 望ん で アー ガマ に 身 を 投じ た の で は な く 、 8 
> | われ た 妹 の リィ ナ ・ ア ー 戦う 理由 も 自分 や 身近 な 人 間 を 守る た 大 人 た ちの エゴ に 抵抗 し て 第 
地球 に 降り て アフ リカ を 転戦 し 、 ネ だ け に 、 戦 争 を 引き 起こ し た 大 人 た ち へ の 慎 り は 強く 、 2 
オ ・ ジ オン が 制圧 し た ダカール に 辿り 着く 。 そし て 、 リ ィ エゥーゴ の メン バー に 対し て で あろ うと その 想い を 隠す 
ナ の 救出 を 心 に 期し て ダカール 奪還 に 臨ん だ ジュ ドー こと は な か っ に 決意 は 、 大 人 た ち を 見 | の 洛 社 を 生ん だ 皿 を 経 て も な お 2 
は 、 戦い の 後に 妹 を 連れ て アー ガマ を 降り る よう エル ・ 返す こと で 自ら の 感情 に 片 を 付け よう と し た 意思 の 表 人 
ビアン ノ に 頼ん だ 。 一 方 で 、 自 ら は 最後 まで 戦い 続け れ だ っ た の だ ろう 。 Ee 
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U.C.D088.10.31 


| EE 
正気 で 戦争 が で きる か ! 


ダカール の 攻防 戦 で リィ ナ が 消息 不明 に な り 、 相 
失 感 に 童 まれ な が ら も 戦い 続 ュ ド ー。 ネ 
オ ・ ジ オン は 攻勢 を 強め 、 ダ ブリ ン へ の コロ 
し を 図 住民 の 避難 を 妨害 する ラカン ・ ダ カラ ン 
率い る ネオ ・ ジ オン 軍 と 戦う ジュ ドー た ち を 員 笑 うか の 
よう に 、 コ ロニ ー 落 着 の 時 間 は 人 迫る 。 それ で も 逃げ よ 
うと し な い 相手 の 正気 を 疑う ラカン に 、 ジュ ドー は 激情 
を 向け る の だ っ た 。 


U.C.0089.01.15 


人 間 の 可能 性 を 


オ ・ ジ オン 戦争 で 人 の 愚か が さ を 
と し と いう 死 と 破壊 し か 
例 で あっ た と 言え 
へ の 起り は 平静 を 
落し に 巻き 込ま れる 危険 
こ ラ カン を 執 提 に 狙っ た . “iG 向け た 言 
葉 に は 、 戦争 と いう 異常 な 状 

盆 が 表れ て いた の で ある 。 


ちっ ぽ け な 自 忌 満足 の た め に 潰 き れ て た まる か ! 


ーー トト の 反乱 に よっ 

て 内 戦 に 突入 し 、 ジ ュ ドー: その 状況 に 乗じ て ネ 
・ ジ オン 中 枢 の 撃破 を 図っ た 。 そし て 、 ハ マー ン 派 
の 衝突 の 間隙 を 縫っ て アク シズ 内 部 に 


、 ジュ ドー は 自ら が 育 員 っ て きた も 
の の 意味 を ぶつ ける 。 


U.C.0088.01.17 サイ ド 3・ コ ア 3 


グ | 
状況 


は 、 ジ ュ ド ー が ガン ダム に 乗っ て いる の は 
過ぎ な いと 断 じ た 。 それ が 出発 点 = 


狭い 観念 を 拠り 所 に する グレ ミー の 大 義 と は え 
ー タ イプ と し て の 人 の 在り 方 だ っ た と 


憎しみ は 憎しみ を 呼ぶ だ け だ っ て 、 わか れ ! 


憎しみ を 生む も の 


アク シズ の 戦闘 で グレ ミー を 倒し た ジュ ドー は 、 残 る 
ハマ ー ン ・ カ ー ン が 最後 の 決着 を 望ん で いる こと を 穴 
し 、 ひ と り コ ア 3r か っ た 。 そし て 、 キ ュ ベ レイ と の 
計 ち で 追い 込ま れ な が ら も 、 人 の 意思 の 力 を ZZ 
ガン ダム に 集め て 窮地 を 脱し 、 ハ マー> 
プ の 力 を 示す 。 それ で も な お 人 の 可能 性 
し な い ハ マー ン を 前 に し て 、 ジ ュ ド ー は 彼女 の 深い 業 
を 払う か の よう に 叫ぶ 


MORE INFO! 
リ イ ナ に 注い だ 愛情 


ハマ ー ン と の 対立 


憎しみ を 育て る 環 を 吐き 出せ !! 


ジュ ドー は 多く の 人 々 の 意思 を 背負 い 、 そ の 証 を 示 
し た 。 一 方 の ハマ ー ン は 、 重 力 に 魂 を 縛ら れ た 人 類 
が いずれ は 地球 を 食い 尽く す と 考え た 。 それ が ハマ ー 
ン を 戦い に 走ら せ た 想 いで あり 、 ジ ュ ド ー は それ を 憎 し 
み と 呼ん で 圭 弾 た 。 孤独 感 に 囚われ て 人 を 信じ られ 
な い ハ マー ン の 内 面 を 感じ 取り 、 彼 女 の 心 の 導 を 除 
こう と し た ジュ ドー。 だ が 、 そ の 意思 が ハマ ー ン に 届く 
こと は な か っ た の で ある 。 
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PERSONAL PROFILE CR [2 | me02 sr32n 


シャ ング リラ ・ コ ロニ ー の 住民 計 -- 


Citizens of SHANGRI-LA 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 の 戦端 と 
その 影響 を 受け た 一 般 市 民 た ち 


新天地 へ の 期待 を 込め て シャ ング リラ (= 理想 郷 ) 
と 名 付け られ た サイ ド 1 の 1 バン チ ・ コ ロニ ー だ が 、 
U.C.0088 頃 の 同 コ ロニ ー は 、 万 人 に と っ て の 理想 
卿 と は 程遠い 場所 だ っ た 。 先 の グリ プス 戦役 で 直接 
的 な 被害 を 受け た わけ で は な いも の の 、 連 邦 政府 の 
政策 に よっ て 市 民 は 長らく 貸 困 に 喘い で いた の で あ 
る 。 し か し 、 そ ん な 情勢 に お いて も 抜け 道 を 目 さと く 
見 つけ る 者 も 少な か ら ず 存 在 し 、 一 部 の 既得 利権 者 
と 一 般 市 民 と の 貧富 の 差 は 拡大 する ば か り だ 
そん な 折 に エゥーゴ の アー ガマ 隊 、 ア クシ ズ 先 遺 艦 


隊 が 相次い で 1 パン チ ・ コ ロ 寄港 し た 。 彼ら 
が 繰り 広げ た 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 の 緒戦 と も 言 
える 戦闘 は 、 シ ャ ング リラ で 暮らす すべ て の 人 々 に 多 


大 な 影響 を 与え る こと と な っ た 


アーガマ 隊 の ファ ン ] を 
白 季 する チマ ッ タ ー は 


奏 走 し た 。 彼 は ダマ ー ル 
の 部 下 で あり 


関連 ファ イル 


度 記 SO 商 ポ 二 マ 


シャ ング リラ で 暮らす 一 般 人 
に 大 き な 影 響 を な えた 
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ジャ ンク の 回 収 が 主要 産業 で ある シャ ング リラ に お い 
て 、 コ ロニ ー 公 社 の トッ プ だ っ た ダマ ー ル 。 富裕 層 に 属し 、 
豪華 な 屋 毅 を 構え て いた 彼 は 、 妻 の アン マ と 共に 贅沢 
恥 っ て いた 。 一 方 、 そ ん な ダマ ー ル 家 に 
: ペ ベン スン は 、 失 職 へ の 恐怖 心 も あ っ て か 、 主 
人 の 理不尽 な 指示 に も 黙々 と 従う 律儀 な 人 物 で あっ た 


香り も 全 
人 け に し た グ 

周辺 の 人 々 は その 
て 大 切々 屋 虹 を 失っ た 


地球 連邦 政府 を 母体 と する コロ ニー 公社 社員 で あり 
アー ガマ 隊 の ファ ン で も あっ た チマ ッ タ ー は 、 ダマ ー ル の 
部 下 で あり な が ら 、 金 備 け 主義 に 正面 か ら 反発 し た 人 
物 た 彼 は アク シズ へ の 協力 を 表明 し た ジャ ンク 屋 
組合 に も 批判 的 で 、 危 険 な 目 に 遭い な が ら も 、 ア ー ガ 
マ 隊 の 役に立ち た いと いう 一 心 で サポ ー ト に 寿 走 し 


his の 前 視 さ れ で \ 
が 天 え る 


アー ガマ が 容 港 し た 際 、 シャ ング リラ 宇宙 港 に 勤務 
する 職員 た ちの 対応 は 、 横 柄 か つ 投げ や りな も の だ っ 
た と いう 。 実質 的 に 地球 連邦 政府 か ら 見 放さ れ た 状 
態 に ある こと や 、 ト ッ プ で ある ダマ ー ル の 影響 びそ うい っ 
た 雰囲気 を 作っ た も の と 思わ れる 。 た だ 、 中 に は チマ ッ 
ター の よう に 協力 的 姿勢 を 見 せる 者 も いた よう だ 


シャ ング リラ に も 学校 教育 制度 は あり 、 子供 た ち に は 
通学 が 義務 付け られ て いた 。 だ が 日 々 の 糧 を 得る た め 
に 働く 子供 も 多く 、 大 人 た ちの 都合 に よっ て 「 自 立 さ せ 
5 豆 る 教師 の 注意 な ど 聞 こう と は 
。 最後 に は 教師 も 開き 直り 、 休 み が ち な 子 
供 を 無視 し て 授業 を 進め る よう に な っ た と いう 


業 は 
の 本 と 生 の 人 
策 す る こと は 困難 だ っ た よう だ 


ド を 作付 
投げ 付け 


MORE INFO! 


年 戦 婦 終結 後 地球 連邦 政府 は スペ ー 
ス ノ イ ド を 危険 視 す る 傾向 を 強め 、 宇 軍政 策 
た 。 その 


も 宇宙 移民 最初 期 に 3 軒 造 され ; シャ ング リラ 
で は 住民 の 二 字 修一 持つ 者 と 持た ぎる 
者 」 と の 格差 が 進行 する こと と な っ た 。 富裕 
所 は 「 山 の 手 」 9Ftr る 高台 に 下痢 
を 構え 、 悠 々 自適 な 生活 を : 


けり 、 交 人 も な い 一 船 住民 の 多く は 出稼 ぎ に 内 
か い 、 残 され ち も 自 分 の 手 で 生活 費 
を 栖 で こと を 強い られ た の だ っ た 


ュ ン 
= ロー ニー の へ の 疲 明 を 放 し 
その せい で 自慢 の 屋 重 が 倒壊 する と 

シャ ング リラ の 生活 水準 
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機動 戦士 ガン ダム O0 


PERSONAL PROFILE ニン [W | mg02 mg28m 
セル ゲイ し スミ ル ノ フ 2 本 | 


- 階級 大 佐 ご 
出身 人 類 半 新 


内 ゃ 題 
Sergei Smirnov 反 態 MS の 名 、 部 了 指 控 | 


連邦 軍 に 合流 し た 元 人 革 連 兵士 
解消 で き な か っ た 息子 と の 確執 


人 類 革新 連盟 の 対 ガ ンダ ム 部 隊 「 頂 武 ] の 指揮 
官 で あっ た セル ゲイ ・ ス ミル ノ フ は 、 国連 軍 合 流 後 も 
「FALLEN ANGELS」 に 参加 し 、 プ トレ マイ オス の 
撃破 に 貢献 し た 。 セル ゲイ は この 功績 を 評価 され 、 
地球 連邦 軍 (平和 維持 軍 ) の 大 佐 に 昇格 。 地球 園 
の 平和 を 維持 する べく 、 そ の 本 腕 を 振る うこ と と な っ 
た 。 一 方 ブラ イベ ー ト で は 、 超人 機関 か ら 送り 込ま れ 
た 却下 ソー マ ・ ピ ー リ ス と 交流 を 深め 、 親 子 同然 の 
関係 を 築い て いた 。 彼女 を 自宅 に 迎え 入れ た だ け で 
な く 、 養子 縁組 を 結ぶ こと も 検討 し て いた の で ある 。 

だ が 、 そ ん な 幸せ な 日 々 は 長く 続か な か っ た 。 連 
邦 軍 内 に 設立 され た 独立 治安 維持 部 隊 「 ア ロウ ズ ] 
が 台頭 し 、 CB が 再 始動 し た 西暦 2312 年 に は 、 ソー 
マ に も 招集 が 掛か る 。 彼女 を 送り 出し た セル ゲイ だ 
が 、 自身 は 武力 に よる 強引 な 制圧 活動 を 進め る アロ 
ウズ に 対し て 疑問 を 隠せ ず に いた 


BNX-609T 
ジン クス 邊 4 


選曲 を 械 
で 、 ジ ンク ス の 発展 日 
7 


、 ソ ー マ き 娘 と し て 迎 
ビ 、 戦場 を 区 れれ ば 優し い 一 面 を 見 せ て 
に 関し て は 、 そ の 面倒 を 最 


後 まで 見 る 党 司 を 決め て し 
と な っ て いる 。 主 武装 は GN 
シス 

MSJ-06M-A 

ティ エレ ン 全 領域 対応 弄 


ンー も セル が 


型 の MS。 セ 
| ル ゲ イ 用 に カス タム され て お 


00.01-45 
00.0229 下 
00-02.3 


アロ ウズ に 所 属す る MS パイ 
ロッ ト で 、 セ ル ゲ イ の 息子 
死 を 館 っ て 


134-17 


CB の 実働 部 隊 で ある プトレマイオス 2 が 復活 する と 
アロ ウズ は その 討伐 に 乗り 出し 、 大 き な 戦 乱 へ と 発展 
し て いく 。 セル ゲイ は 、 平 和 維 持 軍 と し て プ ト レ マ イ オ 
ス 2 の 動向 を 注視 する 傍ら 、 ア ロウ ズ に 参加 し た 戦友 
カテ ィ ・ マ ネ キ ン に その 内 情 の 調査 を 依頼 する な ど 、 友 
軍 に も 疑問 の 目 を 向け て いた 。 そん な セル ゲイ の 元 に 、 
ソー マ が CB と 交戦 中 、 姿 を 消し た 、 と いう ニュ ー ス が 届 
けら れる 。 自ら 捜索 に 出 た セル ゲイ は ソー マ と 再会 する 
が 、 彼 女 は CB の アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム の 呼び 掛け 
で か つて の 記憶 を 取り 戻し て お り 、 ア ロウ ズ に 戻る こと 
を 拒ん だ 。 ソー マ の 幸せ を 願う セル ゲイ は 彼女 を 信じ 、 
アレ ル ヤ 共々 見 逃す の だ っ た 

失意 の 中 、 軍 に 戻っ た セル ゲイ で あっ た が 、 彼 の 前 に 
人 革 連 時 代 の | 旧友 パン グ ・ ハ ー キ ュ リー が 現れ る 。 ハー 
キュ リー は アロ ウズ の 悪行 を 世に 知ら し め る べく 、 軌 道 エ 
レベ ー タ ー を 占拠 する クー デ タ ー を 画策 。 セル ゲイ の 制 
止 も 聞か ず ク ー デ ター が 決行 され る と 、 ア ロウ ズ は 反 政 
府 勢力 を 一 掃 する べく 、 衛 星 兵器 メメ ント モリ を 使用 す 
る 。 軍 か ら ハ ー キ ュ リ ー を 説得 する 特使 と し て 現地 に 派 
遣 さ れ て いた セル ゲイ は 、 エ レベ ー タ ー の 外壁 (ピラ ー) 
の 地上 へ の 落 上 を 少し で も と MS で 出撃 。 だ が 
そこ で 息子 で ある アン ドレ イ と 遭遇 する 。 アン ドレ イ に テ 
口 行為 へ の 加担 を 疑わ れ た セル ゲイ は 、 必 死 の 弁明 も 
虚しく 、 実 の 息子 に と ど め を 刺さ れ て し まう の だ っ た 。 


足跡 本 


セル ゲイ と アン ドレ イ の 確執 は 、 母 ホ リー の 死に 起因 
し で いる 。 ホリ ー は セル ゲイ と 同じ 部 隊 に 所 属す る 人 午 
連 兵 で あり 、14 年 前 の 太陽 光 発 電 紛争 時 に は 、 セ ル 
ゲイ の 指揮 下 で 前 線 に 出 て いた 。 その 紛争 の 最 中 に 
軌道 エレ ペー ター を 狙っ た テロ 事件 に 遭遇 し た セル ゲ 
イ は 、 民間 人 の 犠牲 を 最小 限 に する べく 、 を 含む 
前 線 部 隊 を 見 捨て る 決断 を 下す 。 これ に より ホリ ー は 
戦時 中 行方 不明 に よる 戦死 扱い と な っ て し まっ 
ル ゲ イ は その 罪 を 全面 的 に 背負 い 、 息子 で ある アン ドレ 
イ に も その 詳細 な 事情 を 説明 する こと が な か っ た 。 これ 
が アン ドレ イ の 不信 を 生み 、 セ ル ゲ イ は 「 和 殺し 」 と し て 
長年 憎しみ を 向け られ る よう に な っ た の で ある 。 
月 落す る 現場 で セル ゲイ は アン ドレ イ と 再会 し 、 
交わ し た が 、 尋 故 状 態 に あっ た アン ドレ イ と の 仲 を 修復 
する に は あま り に も 時 間 が な か っ た 


能力 人 を 見 抜く 能力 


セル ゲイ は 、 カ タロ ン の 基地 か ら 逃 亡 し 、 連 邦 軍 に 
保護 され た 民間 人 、 沙 惹 ・ タ ロス ロー ド と 対面 し て いる 。 
沙 慈 は この と き 、 カ タロ ン 構成 員 と の 嫌疑 が 掛け られ て 
いた が 、 セ ル ゲ イ は 「 戦 う 者 の 目 を し て いな い ] と 判断 し 、 
彼 を 民間 人 と し て 取り 扱 そう し た 対応 を アロ ウズ 
の アー バ ・ リ ント か ら 叱 責 さ れる が 、 セルゲイ は 蔵 多 の 
戦場 を 潜り 抜け て きた 自ら の 判断 力 こ そ す べ て と し て い 
た こと が わか る 。 


閑 を 釈放 する 。 だ が 、6 
は アロ ウズ か ら 妹 3 


LM | m02 sm28p 


トウ ー ル ] の 占拠 を 計画 する パン グ か 
休 宮 され る 。 だ が 。 セル ゲイ は 協力 を 拓 み 、 計画 の 中 止 を 訴え た 


MORE INFO! 
太陽 光 発電 紛争 時 に セル ゲイ が 率い て いた 部 隊 に は 、 妻 


ホリ ー の ほか 、 テ ロ の 首謀 者 と な っ た バング も 所 属し て いた 。 ホリ ー 
民間 へ の 被害 を 防ぐ た め 、 妻 を 含む 前 線 部 隊 を 見 捨て る 決 Yi DW I 
断 を し た セル ゲイ に パン グ は 反対 し た 。 だ が 、 セ ル ゲ イ は その も 6 
3 F え る こ か っ た の で の 親友 。 部 隊 ご と 見 捨て 
決断 を 変え る こと は な か っ た の で ある ed 

王 人 で あれ ば 妻 も 和 司 し 醒 較 あり 、 彼 死者 扱い と な っ た 


て いる は ず ーー ホ リー の 
部 隊 を 才 出 する よう パン グ 
に 進言 され る も 、 セ ル ゲ イ 
は 判断 を 変え な か っ た 。 


へ 


セル ケイ の 旧友 で あ )、 セル ケイ も 信頼 を 
置い て いた 人 物 。 セル ゲイ 同様 、 正 閉 感 
が 強く アロ ウズ の や り 方 に 慎 っ 


の まで に 下 人 で あ 23 
と し た こと が 、 家庭 の 崩壊 


へ と 貞 が っ た 。 セル ゲイ に 
と っ て 、 そ れ は 消え る こと 
の な い 苦し み と な っ た 。 
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機動 戦士 ガン ダム AGE 


PERSONAL PROF ルカ レバ 
デシ ル ・ ガ レッ ト wie 販 


Desil Galette 技能 X ラ ウン ダー、 MS 操 紙 


で 地 各 の 居 ご (TSY 選 
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機動 戦士 ガン ダム AGE 


PERSONAL PROFILE 


負け て な ん か な いよ 較 議 


ン の 服装 は 、 着物 や 区 織 の よ 
青い 服 も 、 様 の デ 


を 取っ た フリ ッ ト に 興味 を 持っ た デ ッ ル 。 無 才気 
の 能力 を 探っ て い 


初め て ガン ダム AGE-1 


高い 機動 カマ ガン ダ 


彼 が 想い を 寄せ る ユリ ン を 
連れ 去る ラ 


ノ 
創 台 サン ライ ズ ・MBS 134-20 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


愛す る 少女 の た め 、 


AW.0015.04.1 ら 


アデ ィ ー ル と 出 会 - 


ガロ ー ド ・ ラ ン 編 _ 
Case of Garrod Ran 


戦災 孤児 で あっ た ガロ ー ド ・ ラ ン は 、 ニュ ー タ イプ と され る 少女 ティ ファ ・ 
っ た こと か ら 大 きく その 人 生 を 変え る の だ っ た 。 


[xX) ne02 serOls 


北米 大 陸 ( 旧 連 邦 軍 地下 工場 ) 


これ で 動い た ら 俺 、 神様 を 信じ る ! 


AW.0015 
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第 7 次 宇宙 戦争 が 終結 し て か 5 ら 15 年 一 一 戦争 を 
生き 延び た 人 々 の 多く は 、 未だ 厳し い 生活 を 強い られ 
て いた 。 戦災 孤児 で あっ た ガロ ー ド ・ ラ ン も 、 生 活 の 
た め に MS の パー ツ を 売買 する ジャ ンク 屋 稼業 で 日 銭 
を 稼い で いた 。 か つて メカ ニッ ク を 夢見 て いた ガロ ー ド 
の 豊富 な 知識 と 、 そ の 能力 を 見 込ん だ ライ ク ・ ア ント 
か ら 、 テ ィ フ ァ ・ ア ディ ー ル の 身柄 を 確保 する 仕事 を 
依頼 され る 。 ガロ ー ド は 彼女 が 保護 され て いた フリ ー 


ガン ダム X を 起動 させ た ガロ ー ド は 、 ひ と め 惚 れ し た 
ティ ファ を 守る べく 、 一 度 は 敵対 し た フリ ー デ ン へ の 合 
流 を 選択 する 。 だ が 、 幼 少 時 か ら ほ ぼ ひ と り で 生き 抜 
いて きた ガロ ー お ける 最低 限 の ルー 
ル も 守る こと が で きず 、 また 戦闘 で も 独断 専行 が 続い 
た た め 、 クル ー た ちか ら 叱 責 さ れる 。 失意 の ガロ ー ド は 
ガン ダム X と ま を 離脱 。 フ リー デン と いう 帰る 場 
所 を 失っ た ガロ ー ド は 、 苦 悩 の り 未 に ガン ダム X を 売り 


ガン ダム を 駆っ た 少年 の 戦い と 成長 


介入 し 、 テ ィ フ ァ と 共に MS 用 の コン トロ ー ル 
ト を 持ち 去る 。 ティ ファ を アン ト に 託 そ うと し た ガ 
だ が 、 ティ ファ が 枝 え 出し た 様子 を 見 て 、 引き 渡 
し を 中 止 する 。 そし て ふた り で 彼ら の 前 か ら 逃 亡 し て 
いる 最 中 に 送 い 込ん だ 軍 の 地下 工場 で 、 ガ ンダ ム ・ 
タイ プ の MS を 発見 。 すぐ に は 起動 し な か っ た が 、 フ 
リー デン か ら 奪 取 し た コン トロ ー ル ユニ ッ ト を 差 じ 込 む 
と MS が 起動 。 アン ト の MS 部 隊 を 撃退 する の だ っ た 。 


払う と いう 大 胆 な 決断 を する 。 仲介 業者 の 協力 を 得 
て ガン ダム X を 競売 に 掛け た ガロ ー ド は 、 フ リー の MS 
乗り で ある エニ ル ・ エ ル へ の 売却 を 一 旦 は 承諾 する 。 


| か っ た の だ っ た 。 フリ ー 


で 、 ガ ロー ド は 艦 や クル ー: 
愛着 が 非常 に 強かっ た こと に 気付 か され た の で ある 。 


A.W.0015 


誰 だ っ て 力 が 欲し い ! 


護 の 中 に も る あい つが いる ん だ ! 


A.W.O015 


フリ ー デ ン に 再 合 流し た ガロ ー ド は 、「 ニ ュー タイ 
プ の 保護 ] と いう 第 の 目的 を 達成 すべ く 、 テ ィ フ ァ が 
ニュ ー タ イプ の 存在 を 予知 し た フォ ー ト セパ バー ン へ と 
向かう 。 ガロ ー ド は 街 の 中 で 、 ノ モア ・ ロ ング が 率い 
る 市 の 自衛 部 隊長 を 務め 、 ー タ イプ を 自称 する 
カリ ス ・ ノ ー テ ィ ラ ス と 接触 。 彼 の 乗る ベル ティ ゴ と 
戦闘 を 行っ た ガロ ー ド は 、 無線 誘導 兵器 を 自在 に コ 
ント ロー ル す る カリ ス に ニュ ー タ イプ と し て の 能力 を 感 


ニュ ー タ イブ 研究 所 周辺 


ティ ファ に 手 を 策 す な ー ! 


ガン ダム DX で アベ ル 


A.W.0015 


タイ プ の 保護 と いう 行動 規範 か ら 、 南 アジ 
お ける 新 連 邦 軍 と 独立 国家 群 の 戦闘 に 参加 する な 
ど 、 大 規模 な 勢力 争い に 巻き 込ま れ て いく 。 これ は ガ 
ロー ド に と っ て も 予想 外 で あり 、 精 神 的 な 疲 幣 か ら テ ィ 
ファ へ の 気持 ち が 置 き 去 り に な っ て いた 。 それ を 名 実 
に 感じ 取っ た ティ ファ は ニュ ー タ イプ 能力 が 低下 し 


北米 大 陸 ( 反 政 府 組織 基地 ) 


た と え ぇ 地球 が メチ ャ メチ ャ に な っ て る も 、 
ティ ファ の こと 、 守っ て みせ る ! 


A.W.0015 


新 連邦 軍 の 設立 と 前 後 し て 、《 ク ラウ ド 9) を 拠点 
と する 宇宙 革命 軍 も 本 格 的 に 活動 を 再開 。 ティ ファ 
が 宇宙 革命 軍 に 誘拐 され る 事件 が 発生 し た ほか 、 
「 ニ ュー タイ プ 」 の 在り 方 を 巡っ て 新 連邦 軍 と 宇宙 
革命 軍 が 対立 、 第 8 次 宇宙 戦争 の 勃発 が 間近 に 迫 
る 。 単身 宇宙 に 向かっ て ティ ファ を 奪還 し 、 再び 地球 
に 帰還 し て いた ガロ ー ド は 、 テ ィ フ ァ も 交え て 新 連 邦 
政府 の リー ダー、 フ ィ ク ス ・ ブ ラッ ド マ ン と 会 談 を 持つ 


過ち は 、 繰り 返さ きせ ない ! 


ガロ ー ド た ち は 、 反 地球 連邦 組織 が 用 意 し た 宇宙 
戦艦 「 フ リー デン I で 月 に 向け て 出発 。 ファ ー ス トニ ュー 
タイ ブ に 会 うべ く D.O.M.E. へ と 辿り 着く 。 D.0.M.E に 
は 、 新 連 邦 政 府 の フィ クス 、 そし て 宇宙 革命 軍 総 統 の 
ザイ デル ・ ラ ッ ソ も 集い 、 フ ァ ー ス トニ ュー タイ プ と の 対 
話 が 始め る 。 だ が それ が 語 は [ニュ ー タ イプ は 幻 
想 に 過ぎ な い 」 と いう 意外 な も の で あり 、 フ ィ ク ス も ザイ 
デル も それ を 受け 入れ ず 、 戦 場 に 戻っ て いっ た 。 一 方 


じ る 。 だ が 、 そ の 能力 は 、 ノ モア に よっ て 人 工 的 に 付 
和 与 さ れ た も の で あり 、 そ の 代 代 と し て 激痛 が 身体 を 襲う 
「 シ ナッ プス ・ シ ンド ロー ム 」 と 呼ば れる 副作用 を 抱え 
ガロ ー ド は 激しい 戦闘 の 未 、 カ リス に 勝利 す 
る が 、 彼 が シナ ッ プ ス ・ シ ンド ロー ム に 一 生 苦 し まな け 
れ ば な ら な いこ と を 和 り 、 慢 然 と する 。 強い 力 を 欲す る 
の は 人 間 と し て 当然 だ が 、 力 を 得 た 代償 が あま り に 大 
き 過 ぎる こと に ガロ ー ド は 理不尽 さ を 感じ た の だ っ / 


次 の 目的 地 と し て いた ニュ ー タ イブ 研究 所 の 場所 を 
把握 で き な く な っ て し まう 。 ティ ファ の 寂し さ に 気づか 
な い ガ ロー ド は 、 ア ベル ・ バ ウ ア ー が 乗る ラス ヴェ ー ト 
の 迎撃 に ガン ダム DX で 出撃 。 だ が 、 ピッ ト MS を 駆使 
する 彼 の 攻撃 に 翻弄 され 、 苦 戦 を 強い られ る 。 その と 
イフ ァ の 姿 が 浮か び 、 彼 女 と 想い を 通じ 
と で 反撃 に 成功 。 ティ ファ へ の 熱い 想い を 
菊 ら せ た こ と で 、 アベ ル を 撤退 させ る の だ 


な ど 、 戦 争 を 食い 止め る べく 代走 。 
開戦 は や む を 得 な い 状 況 と な っ た 。 フ 
の 戦乱 へ の 介入 を 決断 。 出撃 の 前 夜 、 ガ ロー ド は ティ 
ファ きり で 過ごす 。 徐々 に 心 を 通わ せる よう に 
な っ た ふた り だ が 、 こ れ ま で ガロ ー ド は 自身 の 気持 ち を 
きち ん と 伝え た こと が な か っ た 。 彼 は 勇気 を 振り 絞っ 
て ティ ファ へ の 愛 を 告白 。 』 で 幸せ に 
を 掴む た め 、 生き て 帰っ て くる こと を 誓う の 


で 、 ニ ュー タイ プ を 拒絶 し 、 そ の 抹殺 を 狙う フロ スト 兄 
弟 は 、 フ ィ ク ス 、 ザ イデ ル 双 方 の 艦隊 を サテ ライ トラ ン 
チャ ー で 紙 減 。 さら に 世界 を 滅ぼす べく 第 二 射 を 定め 
る 。 D.O.M.E. を 離脱 し て いた ガロ ー ド は 、 ご : 
て ガン ダム DX の ツイ ン サ テラ イト キャ ノン を 放ち 、 フロ ス 
ト 兄 弟 の 乗 機 を 撃破 する こと に 成功 。 その 結果 、 世 
界 の 奨 壊 寸前 まで 至っ た 第 7 次 宇宙 戦争 の よう な 惨 
状 を 未然 に 防ぐ こと が で きた の で ある 。 


彰 遂 ・ サ ン ライ ズ 135-12 
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機動 新 世紀 ガン ダム X 
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o ーー ゃ ス PROFLE 
= プ 年 齢 15 歳 
ノ \ ン 所 属 サテ リコ ンー フリ ー デ ン 
階級 ee 


Paala Sys 


技能 戦闘 機 舞 経 ーー 


G フ ァ ル コン を 駆り 、 ガ ンダ ム の 
戦い を サポ ー ト し た 女性 戦士 


宇宙 革命 軍 の 思想 に 異 を 唱え 、 抵 抗 運動 を 続け 
て いた グル ー プ 「 サ テリ コン ] 。 そん な 
の 保護 下 で 成長 し た 女性 が 、 パ バー ラ ・ シ 
ス で ある 。 生後 すぐ に 両親 を 失い 、 サ 
テリ コン に 保護 され た 彼女 は 、 生 まれ 
て か ら ひ と と きも 戦闘 の 最前 線 か ら 離 れ 
た こと が な か っ た 。 戦争 の 悲惨 さと 酸 さ を 
、 そ こ か ら 逃 れる 術 を 持 
た ず 、 真 正面 か ら 戦争 と 対 財 する こと し か で き な か っ 
た の で ある 。 戦争 と 切っ て も 切り 離せ な い 人 生 を 否 
応 な く 歩 ん を で いた パー ラ は 、 成 長 と 同時 に 自然 と サ 
テリ コン の 活動 に 参加 する よう に な り 、 や が て G フ ァ 
ルコ ン の パイ ロッ ト に な っ た A.W.( ア フタ ー・ 
ウォ ー) 0015 に な る と 、 パ ー ラ に 大 き な 転 機 が 訪れ 
た 。 ガン ダム DX の パイ ロッ ト 、 ガ ロー ド ・ ラ ン と の 出 
会 い に より 、 彼 女 は これ まで と は 異な る 戦い に 巻き 込 
まれ る こと と な っ た の で ある 。 


故郷 の た め に 戦っ た 
反 政 府 組織 の 
女性 パイ ロッ ト 


サテ リコ ン の メン パー 


徒 ら の 前 で は 戦い に 疲 
れ た 表情 を 見 せる こと は 
な か っ た 


ガン ダム DX を 教 出し た 
バイ ロッ ト の が 


いう こと も あり 、 ガ 
親近 悪 を 抱く よ 


G フ ァ ル コン 
旧 地 球 連 邦 軍 が ガン ダム ・ 


普段 は 明る く 振る 舞っ て いる 
バー ラ 。 だ が 、 同 い 年 の カ 
ド に は 気 を 許し 、 自 身 の 再 い 
部 分 を 上 あっ た 


FLE PREMIEW 


を 救 
つた 了 上 和 
リー デン の パイ ロッ ト 。 宇宙 
利 命 軍 に 追い 詰め られ る も 、 
パー ラ の 搭乗 する G フ ァ ル コ 
ン に よっ て 教 出さ れ た 


PERSONAL PROFILE 


LM reD2 mM 


それ に し て も ダ セ ェ よ な …… 
ま 大 放 放 が な く な っ ちまう な ん て き 


サテ リコ ン の 保護 下 で 成長 し 、 や が て 活動 に 参加 す 
る よう に な っ た パー ラ 。 そん な 彼女 に と っ て は 、 宇 宙 革 
命 軍 を 打倒 し た いと いう 感情 より も 、 自 ら の 故郷 を 失い 
た く な いと いう 気持 ちの 方 が 強かっ た よう で ある 。 

ガン ダム DX を 救出 し た パー ラ は 、 宇 宙 用 に 改修 し た 
同機 を 引き 渡す 代わ り に 、 組 織 へ の 協力 の 約束 を ガロ ー 
ド と の 間 に 取 り 付け た 。 これ を 機 に 攻勢 に 出 よう と 考え 
た サテ リコ ン は 、 宇 宙 革 命 軍 の 総統 ザイ デル の 暗殺 を 
目論ん だ 。 だ が これ が 失敗 に 終わ る と 、 激 起 し た ザイ デ 
ル は 、 反 宇宙 革命 軍 組 織 の 本 格 的 な 圭 滅 作戦 を 決行 。 
宇宙 革命 軍 は 荷 粒 子 反応 弾 を 使用 し て 資源 小惑星 を 
攻撃 し 、 サ テリ コン の 拠点 は 多く の 仲間 と 共 ( 
た 。 パー ラ 自 身 は ガロ ー ド と 共に な ん と か 回 避 し た も の の 、 
彼女 の 故郷 は 跡形 も な く 消え 去っ て し まっ た の で ある 。 

戦闘 に より 自身 の 拠り 所 を 失っ た パー ラ は 、 仲 間 た 
ちの 人 を 討ち た いと 願い 、 宇 宙 華 命 軍 の 地球 狙撃 作 
戦 「 ダ リア 作戦 ] を 阻止 すべ く ガ ロー ド と 連携 。 地球 を 
狙う コロ ニー レー ザー を 破壊 し 、 地 球 を 危機 か ら 救っ た 。 
以降 、 パ ー ラ は ガロ ー ド と 行動 を 共に する よ 
地球 に 降下 し た の ち は フ リー デン に 身 を 寄せ る よう | 
る 。 フリ ー デ ン の 若い クル ー た ち は パ ー ラ を 仲間 と し て 
快く 迎え 入れ 、 故 卿 を 失い 沈ん で いた 彼女 の 心 を 癒し 
た 。 パー ラ も また 、 そん な 仲間 た ちと 共に 戦う こと を 決意 

し 、 再び 宇宙 へ と 上 が る の だ っ た 。 


パー ラ を 戦い に 向かわ せ た 原 動力 


パー ラ は 第 7 次 宇宙 戦争 が 終結 し た 直後 、 戦 火 か ら 
逃れ よう と し た 市 民 が 乗り 合わ せ た 難 民 船 の 中 で 生ま れ 
た 。 だ が 母親 は 、 パ ー ラ を 生ん で 間もなく 死亡 。 続け て 
父親 も 失っ た 彼女 は 、 生 後 すぐ に 身寄り の な い 境 過 と 
な っ た 。 そん な パー ラ を 支え て きた も の は 、 自 分 を 保護 し 
て くれ た 仲間 と 、 故郷 と も 呼べ る 場所 と な っ た サテ リコ ン 
へ の 想い で あっ た 。 後に 彼女 は その 故郷 すら 失っ た も 
の の 、 新た に フリ ー デ ン の クル ー と な っ た 。 そこ で も 彼女 
は 戦う こと を 止め ず 、 パ イロ ッ ト を 務め る こと を 選ん で い 
る 。 それ は 宇宙 革命 軍 に 対す る 復讐 心 と いう より も 、 仲 
間 と 共に 戦い た いと いう 想い に よる も の で あろ う 。 な お 、 
仲間 と 共に 第 8 次 宇宙 戦争 を 終結 させ た 後 は 、 フ リー 
デン で 親しく な っ た キッ ド ・ サ ル サ ミ ル を 頼っ て 地球 に 残 
る こと を 決意 。 彼 ヤ や シ ン ゴ ・ モ リ と 共に ジャ ンク 屋 「 フ リー 
デン | を 開業 し た と いう 。 


宇宙 で の 戦い を 熟知 し た 操縦 能力 

パー ラ が 所 属す る サテ リコ ン は 、 強 大 な 戦力 を 誇る 
宇宙 革命 軍 に 対し て 攻撃 を 繰り 返し て いた 。 そん な 中 
で バイ ロッ ト を 務め 、G フ ァ ル コン と いう 特殊 な 機体 を 任 
され て いた 彼女 は 、 若 いな が ら も 充分 な 能力 を 持っ て 
いた と 言え る 。 後 の フ リー デン の 活躍 に お いて も 、 宇宙 
で の 戦い を 調 知 し 、 主 カ の ガン ダム を 助け た 彼女 の 存 
在 が 大 きか っ た の は 言う まで も な い 。 


多数 の 英 MS の 中 に 店 路 す る こと な く 突入 し 、 ガ ンダ ム DX を 救出 し た パー 
ラ 。 その 後 も その 操 二 技術 で 提 度 と な く 仲間 を 且 け 、 援護 し て 見 せ た 。 


MORE INFO! 反 宇 笛 革命 


資源 小惑星 を 拠点 と する サテ リコ ン は 、 第 7 次 宇宙 戦争 
の 頃 か ら 宇 宙 革 命 軍 する 勢力 だ っ た 。 その た め組 織 
の リー ダー で あっ た ロイ ザー 司令 を は じ め 、 メン バー は 15 年 以 
上 抵抗 運動 を 続け て いる 者 が ほとん ど で 、 パ ー ラ の よう な 戦 
後生 まれ の 若者 は ご く 少 数 だ っ た 。 抵抗 方 法 は ゲ ! 
戦闘 が メイ ン で あっ た が 、 資 源 惑 星 内 に は 戦艦 や ジ 
いっ た 大 型 戦力 も 保持 し 、 拠点 時 衛 力 を 高め て いた 。 
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機動 戦士 アガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE 
ミラ イ の 家族 ノ フ ラウ の 家族 GS 2 


Mirai & Frau's Family 


奏 と な り 、 母 と な っ た 
か つて の ホワ イト ベー ス の クル ー 


一 年 戦争 で 象徴 的 な 戦果 を 残し た ホワ イト ペー 
ス 。 ニュ ー タ イプ 部 隊 と 目 さ れ た その 艦 の カル ー は 、 
世間 か ら 英 雄 と 持て は や され た 一 方 で 、 地球 連邦 軍 
か ら は 体制 を 揺るが せ か ね な い 危 険 分 子 と し て 監視 
下 に 置か れ た 。 その 扱い は 軍 を 難 れ た 者 た ち に も 及 
び 、 窮屈 な 生活 を 強い た 。 ミラ イ ・ ノ ア (旧姓 ヤシ マ ) 
や フラ ウ ・ コ バ ヤ ン シ (旧姓 ボゥ ) の 親子 た ち も 、 そ うし 
た 日 々 を 送り な が ら 家族 を 支え た の で ある , 

ホワ イト ペー ス の クル ー と し て 一 年 戦争 を 戦い 、 戦 
後に 地球 連邦 軍 を 離れ た ミラ イ と フラ ウ は 、 そ れ ぞ れ 
に 家庭 を 築い て 暮らし た 。 地球 連邦 軍 に 監視 され 、 
宇宙 へ の 渡航 な ど を 制限 され な が ら も 、 彼女 た ち は 
9 で ある 。 だ が 、 U.C.0087 の グリ プス 

っ て 状況 は 変化 し 、 ミ ライ と フラ ウ は 家族 と 
共に 戦時 下 の 地 球 に 放り 出さ れる こと に な る 。 それ 
で も ふた り は 、 妻 と し て 母 と し て 成す べき こと を 探し 、 
自ら の 足 で 歩ん だ の だ っ た 
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~ 
P2 


ざい ヽ ・ さ Ni の マ 
ぐさ 


テイ ター シズ の 追撃 も 受け る 


一 年 戦争 で ホワ イト ペー ス の 操 衣 手 と し て 戦っ た ミラ 
イ ・ ヤ シマ は 、 戦 後に 軍 を 辞め て ブラ イト ・ ノ ア と 結婚 
し 、 ハ サウ ェ イ と チェ ー ミ ン の ふた り の 子供 を も うけ た 。 
U.C.0087 当 時 は 地球 連邦 ブロ ー 基 地 の 敷 地 
内 に 居 を 構え て いた が 、 グ リプ ス 戦 役 の 本 格 化 に よっ 
て 軍 の 監視 が 緩ん だ こと を 機 に 、 子 供 た ち を 宇宙 で 育 
て た いと いう ブラ イト と の 願い を 叶え よう と 、 ジ ャ ブロ ー か 
ら 旅立つ 。 そし て 、 子 供 た ちと 一 緒 に 向かっ た ニュ ー ホ 
ンコ ン で 、 か つて の 戦友 で ある アム ロ ・ レ イ や ハヤ ト ・ 
コバ ヤシ と 再会 する こと と な っ た 。 カラ バ に 身 を 投じ た 
アム 口 に 同行 を 申し 出 られ 、 子 供 た ち を 戦場 に 連れ て 
行く べき 香 か 思い 悩む ミラ イ 。 だ 
戦い に 巻き 込ま れ て 人 質 と な - 
い に 巻 き 込む 危う さ を 思い 知 、 ア ムロ の 申 
し 出 を 断り 、 ル オ 商 会 の ステ ファ ニー・ ル オ の 助力 で イ 
ンド を 目指 し た の だ っ た 。 また 、 は アム ロロ た ち に 
は 再会 し た も の の ティ ター ンズ の 人 質 に な る こと は な く 
難民 船 の コー ラル ・ オ リエ ンタ ル 号 に 乗り 続け る こと を 
選び 、 の ち に 地球 連邦 軍 の 基地 を 目指 し た と され る 。 ま 
た 、 そ の 途中 で ジャ ー ナ リス ト と な っ た カイ ・ シ デン と 再 
会 し 、 苦悩 する 彼 に 助言 を し た と も 言わ れ て いる が 、 真 
偽 の ほど は 定か で は な い 。 


一 年 戦争 に お いて ホワ イト ベー ス の 通 : 
め 、 戦 い の 中 で ハヤ ト ・ コ バ ヤ シ と 恋仲 に な っ て いっ た 
フラ ウ ・ ボ ウゥ は 、 ミ ライ と 同じ く 戦 争 終結 後に 除隊 し て 
ハヤ ト と 結婚 し た 。 そし て 、 ホ ワイ トペ ー ス に 身 を 寄せ て 
いた 3 人 の 孤児 カツ ・ ハ ウィ ン 、 レツ ・ コ ファ ン 、 キッ 
カ ・ キ タモ ト を 差 子 に 迎え 、 家族 と し て 一 緒 に 歩む こと 
と な る 。 だ が 、 テ ィ タ ー ン ズ の 台頭 に 危機 感 を 抱い て 
いた ハヤ ト は カラ バ へ と 参加 し 、 一 方 で ハヤ ト の 子 を 身 
笹 っ て いた フラ ウ は 、 た ち 3 人 の 子供 を 連れ て 地球 
連邦 軍 の 追及 を 逃れ よう と し た 。 

ニホン に 向かう 旅 の 中 で 曳 閉 同然 の 生活 を 送っ て い 
た アム ロロ を 訪ね 、 一 年 戦争 の 呪縛 に 半々 と する アム ロ 
の 姿 に 複雑 な 感情 を 抱く フラ ウ 。 それ で も 、 再 起 を 志 し 
た アム 口 を 信じ て カツ を 託し 、 自 ら は レツ と キッ カ を 連れ 
て ニホン へ と 旅立っ て いっ た 。 そ の 後 の 消息 は 明らか 
で は な い が 、 は シズ オカ に ある ハヤ ト の 父 の 実 
家 に 移り 住み 、 ア ムロ た ちと 共に グリ プス 戦役 の 終 癌 
を 地上 か ら 見 届け た われ て いる 。 また 、 
の 就学 の 
トン を 訪れ た ミラ イ 親 子 と 再会 し た 
た だ し 、 そ れ ら は ミラ イ の 件 と 同様 
に 異説 と し て 語ら れる 話 で あり 、 確か な こと で は な い 。 


孤児 た ち を 引き 取っ て 母 と な 
な が ら も 親 の 務め を 果たそ うと し 、 子供 た ち も そ ん な フラ ウ を 支え 


ハヤ ト と 結婚 し て 妻 と な っ た フラ ウ は 


ざす ニ ロ ・ は 4 


と と 


NN・ へ ad 


アム ロ と 接触 し た こと で テ 


ター ンズ 
が ム 
人 質 に きれ る 。 し か 
ロ ヤ や ナ 
け で 事なき を 得 た 


カラ パ に 参加 し た ハヤ ト に 倍 っ て 戦 お う 
と する カツ を アム ロ に 託し 、 フ ラウ は レツ 
と キッ カ を 件 向 か 


MORE INFO! 


ミラ イ た ちと ブラ イト の 絆 アム ロロ を 後押し し た フラ ウ の 思い 


は 遠く 謀 れ た ブラ イト を 深く 信頼 し て お り 、 ハサウェイ アム ロ と 再会 し た フラ 年 戦争 で 受け た 心 の 作 が 
& ン に 接する 際 に も 夫 の 影 を 自身 に 投影 する よう 心 拍 え ず に 需 屈 する 彼 の 姿 に 内 心 で 失望 を 抱い た の だ ろう 
掛け て いた 。 自分 を 通し て 多 親 を 感じ させ る こと で 、 その 存在 。 アムロ と の : 
を 子供 た ちの 心 に 刻 も うと し た の だ ろう と 告げ て いる 


ーo 


| 4 [| = 


夫婦 の 信幸 は 妻夫 の 時 を 映す と 語り 、 子 供 に も 伝わる と 信じ た 。 カッ の 言葉 が アム ロ 若 しめ 
ペル トー チカ は 親 の 身勝手 な 解釈 と 詳し た が 、 ミラ イ は 動じ な か っ た ラウ 自身 も アム ロ を 塞い 立た 


能 し い 言葉 を 送っ た 


前 通す 


いる 表 が 子 の 凌 
ブラ イト は 涙 を 流す の 
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PERSONAL PROFILE A (CW) neD2 seriln 


や SS Fs PROFILE 
マ サ ノ カ ノ 年 55 此 
ーー @ ビ ト @ ー バ イ 証 必 アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 


ー 階級 ビス ト 財 団 当主 代行 
* s 出身 一 一 
Martha Vist Carbine 近 務 企業 政治 エイ 


Ei 


SN SAS 
EEA ES SS BB 


か ら も 変わ る こと の な い 男 性 主導 の 社会 を 忌み 嫌 


対す る 憎しみ や 恨 
みあ っ た 


サ は 地球 連邦 政府 の 実力 者 で 


ロー ナン ・ マ ー セ ナス と 接触 。『 逢 』 の 開 
mm 。 画 
ss 
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PERSONAL PROFILE 


_ ss 5 


MORE INFO! 


AE は 民間 企業 で ちっ た も の の 、 連 邦 政 府 と の 
に 茎 く 、 軍 に 多く の MS を 提供 し て いた 。 「 釘 ] の 秘 
ト 貯 団 と も 以前 か ら 連 携 し て お り 、 朱 カ 

嫁い で か ら は 、 より 密接 な 関係 を 築い て い . 


が り は 非常 


ネエ ル ・ ア ー ガ マ が 捕虜 と し た 


リー ダ を オー ガス タ 研 究 所 は 


ル ペ ルト に 指 
を 抱 来 し 、 青 


マー サ は 、 ミ ネバ が ネエ ル ・ 
アー カマ か ら 落 脱し 、 連 
邦 政 府 に 身柄 を 確保 き 
と 、 彼 
ロー 


画 「 親 」 を 巡る 情勢 


ーー* 


J 


が 保有 する 『 逢 】 の 威光 に よっ て 
政 奉 に 寺 す る 全 計 力 強 固 
の と し て いた 。 U.C.0096、 ヒ 
補 付 き 」 へ の 誤 流 交 
AE と 3 
圧力 を 掛け 


[wg]) ME D2 sl 


AE と 地球 連邦 政府 
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機動 戦士 ガン ダム 第 OBMS 小 隊 


PERSONAL PROFILE 


アイ ナ ・ サ ハリ ン 


Aina Sahalim 


アイ ナ ・ サ ハリ ン 


PROFILE 
年 齢 
所 略 


階 地 沙 慰 


出身 
技能 


FE D2 WE Ds 


ZEON 


アプ サラ ス I 
アプ サラ スズ 計画 で 開発 され た 


アプ サラ ス I 
テス ト 機 で 得 ら れ た デー タ を 元 
に し て 開発 され た アプ サラ ス の 
完成 形 。 多 目 標 へ の 射撃 か 
可能 を 大 型 メガ 和子 交 と 2 基 
スキ ー・ ク ラフ ト を 商人 
ラサ 基地 の 決 直 で アイ 
ナ が ギニア ス と 共に 搭乗 じ 


関連 ファ イル 


アア サラス 
マダ 


アプ サラ ス 探 索 
ラガ 秒 宙 場 基地 


生き 抜 こう と する 角 血 油 


電動 戦 二 ガ 5 小隊 


PERSONAL PRORLE 


見 で いて 下さ きい …… 
これ が 、 私 の 戦争 で す ! 


む 寺 ) 最 終 決戦 で 見 せ た 信念 と 戦後 の 消息 


戦い の 中 で 岳 問 見 せ た 林 来 の 人 頂 


アプ サラ ス I の 射撃 試験 中 に は 、 08 小 潤 と の 2 度目 の 交戦 を 経験 し た 。 ま た 、 
医薬 品 の 知識 が あり ラサ 革 地 の 兵士 に 投与 され て いた 薬 の 正信 を 見 抜い た 


ァ ィ チ ナ サル リン [0] mr02 mml 


ラリ で 人 の 手当 て を 服装 。 薬品 の 運 嫌 な 
動き や すい パン ツル ッ ク を 選ん で し 
た 私 有 . 


MORE INFO! 


アイ ナ は ギニア ス か ら も 
肌身 難 さ ず 持っ て いた 
時 計 が 壊れ た と いう 2 
イナ が ギニア ス に 提 


けた まま と な る 。 時 計 の 中 に 
真 が 入れ られ で て お り 、 仲 が 良 か 


写真 を 見 た シロ ー は 、 キ ニア 
ス を アイ ナ の 恋人 と 竿 違い 
する 。 し か し 、 その 誤解 は 雪 
山 の 選 近 で 鮮 か れ 、 ふ だり 
の 距離 は 纏 ま る こと と な る 
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機動 戦士 ガン ダム 第 08MS 小 隊 


PERSONAL PROFILE E02 mml 
バレ スト と ゲリラ た ち EE 


Valest and Guerrillas 


自衛 と 生活 の た め に = 4 9 ンー で 
PP 公国 箇 2 ( = 反 抗 す る “ 
一 年 戦争 時 の 地球 に お いて は 、 ジ オン 公国 軍 に クロ U) ラフ の ) 明 | | 


対す る 一 般 人 の 反抗 意識 は 根強く 、 各 地 で 公国 軍 


地上 部 隊 に 対す る ゲリラ 活動 が 展開 され て いた 。 農 ざた a コ 
うい っ た ゲリラ の 多く は 非 軍 人 で あり 、 傍 迷惑 な 戦 } は 7 こら 
争 を 続け る 両 軍 を 等 し く 憎み 、 自 衛 と 生活 の た め に ラ 


立ち 上 が っ た 現地 の 人 々 だ っ ) 

東南 アジ ア 密林 地帯 に ある パル ク 村 も また 、 普 段 3 
は 何 の 変哲 も な い 農 村 で あり な が ら 、 そ の 実は バレ ス | 
ト ・ ロ ジー タ が 率い る ゲリラ た ちの 拠点 と な っ て いた 。 
地球 連邦 軍 東 南ア ジア 方 面 軍機 械 化 混成 大 隊 の 
第 08MS 小 隊 は 、 作 戦 行動 を 展開 する 最 中 、 こ の 
バル ク 村 の ゲリラ に 遭遇 。 部 隊長 の シロ ー・ ア マダ 
が 一 度 は 彼ら に 捕縛 され た も の の 、 後 に 条件 付き で 
和解 し 、 協力 し て 公国 軍 駐 屯 部 隊 を 撃退 し て いる 。 


言わ れ て いる 。 


RELATIONS 


BE | キキ ・ ロ ジー タ (KW 


タリ ラ の 村 の 
々 


バレ スト ・ ロ ジー タ 

バル ク 村 の 農場 主 で ある パレ スト は 、 村 を 拠点 と する 
ゲリラ た ちの 頭目 も 務め て いた 。 ゲリラ の 土地 に 入り 込 
ん だ シロ ー を 捕 張 し た 際 、 彼 は 協力 する つも り だ っ た に も 

か か わ わ ら ず 、 作戦 開始 時 間 が 近付く シロ ー を わざ と 】 
一 計 を 案じ て 交渉 で 優位 に 立つ こと に 成功 
は 、 公 国軍 駐屯 部 隊 と の 戦い に 協力 する 姿勢 を 
見 せつ つ 、 見 返り を 要求 。 医薬 品 の 供給 と 、 戦利 品 確 
保 の 許可 を 取り 付け る と いう 老 猫 さ を 見 せ た 。 その 手腕 


EE 
a S 

りや 6 を 
i クル の スラ スタ ー の ま 
2 拉 


と し た 顎 ヒ ゲ を た くわ えて いた 
を 付け られ た よう で ある 。 その 巨体 に 似合わ ず 気 配り 
た らし く 、 パレ スト の 補佐 役 や 、 キキ の お 
要 な 役割 を 担っ て いた 。 


ノッ ボ 
| レッ ボ | と 呼ば れ た 男 は 仲間 の 先頭 に 立ち 、 率 先 し 
て 戦う 気丈 な 人 物 だ っ た 。 だ が その 気丈 さ が 似 と な けり 、 
公国 軍 ト ッ プ 小 隊 の 一 員 が キキ に 無礼 な 振る 舞い を し た 
慎 居 し 、 戦 闘 の 口 火 を 切っ て し まう 。 そし て 、 そ の 
され 、 命 を 前 らし た 


トッ プ 小 隊 の 異 来 時 、 子 伏 の 時 

が 用 を 据え か ね た ノッ ポ 。 朋 抽 し 
る と いう バレ スト の 言 式 を 条 提 衣 誠 
し て 攻撃 を 仕掛 け 、 無 


7 回 軒 9 間 Niie| 
小さ な な り の 「 チ ビ 」 に と っ て 、 大 人 た ち に 交じっ て 戦 バル ク 村 は ゲリラ た ちの 潜伏 場 
こと は カ の 証明 で あり 、 は 平凡 な 農民 と 同様 の も の だ 
の も 破 だ 7 by700 隊 6 の 失格 で MS 戦 に も 有効 な 無 反 動 邊 な ど を 手 の 選 
面 す る 。 多く の 仲間 を 、 いつ で も 戦 開 能 勢 を 取れ る よう に し て いた 。 
闘士 は 、 少年 の よう に 号泣 する 姿 を 見 せ た の だ っ た ゃ 


、 蘭 段 の 生活 
ひと つ 違 っ て いた の 
で ある 。 彼ら は 小銃 や 機 


た 村人 た ち 。 
行動 


な 光景 で ある ら は シロ ー の 制止 を 振 w 
で は 何で も な いこ と りり 、 一 府 に 妥 い 持 。 玄 性 や 子供 の 次 も 見 られ る バル ク 村 の 人 み 。 中型 的 を 農民 いっ た 所 
(は 仲間 た ちと 共 か っ て いっ た 税 だ が 、 ほ と ん どの 男 た ち は 戦 関 で は 勇 才 果 艇 な ゲリラ 兵 に 間 鋭 する 。 


出る こと を 碑 わ な 
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経済 特区 ・ 日 本 


iE 
あの 


も 


天真 燃 漫 な 留学 生 を 襲っ た 悲劇 と き 
彼女 が 選ん だ 復讐 の 道 


(m) ne02 mA 


ルイ ス ・ ハ レヴ ィ 編 


Case of Louise Halevy 
で 暮らし て いた ルイ ス ・ ハ レヴ ィ は 、CB に よっ て 変革 
され る 世界 の 中 で 運命 を 狂わ され て し まう 


14 話 (ファ ー ス トシ ー ズ ン ) 


スペ イン か ら 経 済 特区 ・ 日 本 に や っ て きた 留学 生 ル 
イス - ハ レヴ ィ は 、 沙 門 ・ ク ロス ロー ド と いう 同い年 の ポー 
た され た 学生 生活 を 満喫 し て い 
デー イン グ (CB) の 突然 の 決起 
に ンス が 激変 。 ルイ ス た ち も 
国際 テロ ネッ トワ ー ク 「 ラ ・ イ デン ラ 」 に よる テロ 行為 
に 怖 を 覚え て いた 。 
この 状況 を 心配 し た 母 が スペ イン か ら 駆 け 付け 帰国 を 


せっ か く 買 っ て も ら っ た の に 


促さ れる が 、 沙 慈 と の 生活 を 選ん だ 彼女 は これ を 拒否 
する 。 だ が 、 母 の 帰国 後 、 ルイ ス は その 寂し さか ら 激 し 


く 落 ち 込ん で し まう 。 これ を 見 た 沙 慈 は ルイ ス の 気 を 給 


程度 で 泣く な 」 と 冷静 に 諭 され ん 、 ル イス は 激 
に 追い 返す よう に 口調 を 荒 げ ける の だ っ た 。 


EN 
uk 


ご く 張 区 な の に …… も う は め ら れ な い の 


ルイ ス が 戦争 の リア リティ を 感じ る こと が で きた の 
は 、 実 際 に 彼女 が 大 き な 悲 劇 に 巻き 込ま れ た 後 で 
あっ た 。 彼女 は 親類 の 結婚 式 に 出席 する た め 故 郷 で 
ある スペ イン に 帰国 し て いた が 、 その 式 の 最 中 、 突然 
の 爆発 が 会 場 を 包む 。 この 爆撃 は 、CB の 実働 部 隊 
の ひと つ 「 チ ー ム トリ ニテ ィ ] に 所 属す る ネー ナ ・ ト リ 
ニテ ィ に よっ て 行わ れ た も の で 、 度 重なる 軍事 行動 に 
スト レス を 溜め た 彼女 の 「 八 つつ 当たり 」 で あっ た 。 ルイ 


両親 きめ 親 終 の 大 半 
を 失い 、 自 5 も 傷つい 
た ルイ ス の ショ ッ ク は 
慈 の 優し さ 
て も すぐ に 
も の で は な 
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ス は 一 命 こ そ 取 り 留 め た が 、 親 類 の 大 半 が 死亡 し た 
ほか 、 自 身 も 左手 首 か ら 先 を 失っ て し まう 。 現地 に は 
ニュ ー ス を 聞き 付け た 沙 慈 が 駆け 付け 、 ル イス を 励ま 
そう と 指輪 を 渡す 。 ルイ ス は 、 誕 生日 プレ ゼン ト と し て 
指輪 を ね だ っ て お り 、 ア ル バ イ ト を 重ね て それ を 買っ て 
くれ た 沙 慈 の 気持 ち を 嬉し く 思 っ て いた 。 た だ 、 自身 
が 左手 を 失い 、 そ の 指輪 を は め る こと が で き な い と い 
う 事 実 が 、 ル イス を 苦し め た の で ある 。 


機動 戦 士 ガン ダム 00 


夢 を 叶え て 。 それ が 私 の 夢 な の 。 


だ か ら 私 の 夢 を 叶え て 、 沙 慈 


19 放 (ファーストシーズン) i 『 二 
2 3 

で 時! 提 較 

I 


別れ の 夜 し さも 顧み 
ず 、 沙 閑 に 帰国 を 促 
し た ルイ ス 。 自分 の 存 
在 が 沙 装 の 将来 を 狭 
め て し まう と の 芳 尼 
が 、 彼 女 に 辛い 決 数 
を 促し た 


身体 だ け で な く 心 の 傷 が 褒 え な い ル イス に と っ て 重 
荷 と な っ て いた の は 、 沙 慈 の 優し さ で あっ た 。 人 彼 は ル 
イス の た め に 学校 を 休み 、 か か り っ き り で 看病 に 付い 
て いた 。 ルイ ス は その 優し さ に 甘え て し まい た く な る 一 
方 で 、 こ の 状況 が 続け ば 沙 越 は 退学 処分 と な り 、 将 
っ た 宇宙 で の 仕事 に 就く こと も 叶わ な く な 
る だ ろう と 懸念 を 抱く 。 沙 敬 が 自分 の た め に 夢 を 拾 て 
て し まう こと だ け は 避け た いと 考え た ルイ ス は 、 沙 慈 に 


アロ ウズ 拠点 


で きる だ ろう か 、 私 に 
租 を …… 沙 慈 を 討つ こと が …… 


対し 、 東 京 に 戻る よう に 告げ ば る 。 ルイ ス の 状態 を 知る 
沙 癌 は 当初 、 そ れ を 受け 入れ よう と し な か っ た 。 し か し 、 
夢 を 叶え る こと が 自分 に と っ て 一 番 の 励み に な る と 、 
沙 慈 に 前 向き な 決断 を 促し た の だ っ た 。 沙 慈 の 前 で 
は 精 一 杯 の 笑顔 を 振り まき 、 別 れ の 寂し さ を 見 せな い 
よう に し て いた ルイ ス 。 だ が 、 病院 を 去る 沙 慈 の 背中 
を 眺め て いた ルイ ス の 目 か ら は 、 止め ど な く 涙 が 溢れ 
続け た の だ っ た 。 


上 上官 で ある アン ドレ イ : 
スミ ル ノ フ が 


ルイ ス 。 
に 対し 、 そ 


西暦 2312 年 、 ル イス は 地球 連邦 軍 の 独立 治安 
維持 部 隊 「 ア ロウ ズ 」 に 参加 し て いた 。 彼女 は 一 族 
の 命 を 奪っ た ガン ダム へ の 復讐 を 胸 に 、MS の パイ ロッ 
ト と な っ て いた の で ある 。 左手 に は 義手 を 付け 、 ま た 
疑似 GN 粒 子 を 浴び た こと に よる 細胞 傷害 に 苦し み 
つつ も 、 慣 れ な い 戦場 で 戦い 続け た ルイ ス 。 だ が CB 
と の 戦闘 中 、 宇 宙 で 働い て いる は ず の 沙 慈 と 遭遇 す 
る 。 沙 惹 と の 久々 の 再会 が 戦場 、 し か も 瑞 同士 と い 


ラグ ラン ジュ 5 由 域 


・ マ マ と パパ を 尊し た 、 
あの 時 の ガン ダム ーー ! 


う 状 況 ヒル イス は 大 き な シ ョ ッ ク を 受け た だ け で な く 、 
沙 越 が 以前 か ら CB に 参加 し て いた の で は 、 と いう 疑 
念 を 抱く 。 これ を 機 に 、 大 事 に 保護 し て い : 
の メー ル も 削除 する な ど 、 ルイ ス は 彼 を 敵 と し 
よう と 努力 する 。 戦場 で 彼 と 顔 を 合わ せ た と き 、 
引き 鉄 を 引く こと が で きる の か 一 一 ルイ ス は 彼 と 過ごし 
た 幸せ な 日 々 を 思い 出し て し まい 、 最 期 まで 沙 慈 へ の 
想い を 捨て 切れ ず に いた の で ある 。 


た 。 複 迷 を 成 じ 
も 彼女 の 束 失 感 は 電 
ま ら な か っ た の で ある 


た 。 西暦 2312 年 の 
人 工 的 に 植え 付け ら 


ルイ ス が MS パイ ロッ ト と し て 戦場 に 出 た 理由 の ひ 
と つ に 、 両 親 を 含む 一 族 を 殺め た ガン ダム へ の 復讐 
が あっ た 。 リボ ンズ か ら 新 た な 機体 と し て 大 型 MA レグ 
ナン ト を 与え られ た ルイ ス は 、 ラ グラ ンジ ュ 5 に お いて 、 
結婚 式場 を 爆撃 し た 赤い ガン ダム ガン ダム ス ロー ネ 
ドラ イ を 発見 、 戦 い を 挑む 。 ル イス は 、 終り に 任せ て 
強引 に スロ ー ネ ドラ イ を 興 撃 。 ダブ ルオ ー ラ イザ ー で 
出撃 し て お り 、 現 場 に 居合 わせ た 利 那 と 沙 慈 か ら は 


戦闘 を や め る よ うに 説得 され る が 、 復讐 に 囚われ た 彼 
女 に その 声 は 届か な か っ た 。 ルイ ス は レグ ナン ト の ク 
ロー を コク ピッ ト に 突き 立て スロ ー ネ ド ライ を 撃破 し 、 そ 
の パイ ロッ ト で ある ネー ナ の 命 を 奪う 。 4 年 と いう 月 日 を 
か け て 復讐 を 成し遂げ た ルイ ス で あっ た が 、 そ れ に よっ 
て 彼女 の 心 が 晴れ る こと は な か っ た 。 むし ろ 、 罪 を 犯 
し た こと へ の 精神 的 ダメ ー ジ が 重なり 、 よ り 自身 を 追 
め る 結果 と な っ た の だ っ た 。 


戦争 に 翻弄 され た 少女 


回 復 個 向 に あっ た 
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機動 戦士 ガン ダム AGE 


PERSONAL PROFILE A A (MEE) mm02 se 16n 


と ケ ・ ガン ヘイ ルン ea と 9 
バル ガス ・ ダ イソ ン 


Dique Gunhale Vargas Dyson 


AGE ビ ル ダ ー を 預かり に = ek 
操作 補助 を 行っ た 技術 者 2 リ ジ シト を 223 で の 7 この 
ee の ミロ 
司令 で ある ヘン ドリ ッ ク ・ ブ ルー ザー に 一 
oe 令 2 \ ツ = ン に = 


き 取ら れ た フリ ッ ト ・ アス ノ の 才能 に 惚れ 込み 、 彼 を 
手助け する 形 で 、 初 期 段 階 か ら ガ ンダ ム の 開発 に 携 
わっ て いた 。 彼 の 孫 痕 エミ リー・ ア モン ド の 同級 生 で 
ある ディ ケ ・ ガ ン ヘ イル は 、 同 い 年 な が ら 軍 に 出入 
りす る フリ ッ ト に 憧れ る 一 方 、 子 供 ら し い ラ イ バ 
ル 心 も 抱い て いた 。 
ふた り は 、 ヴェ イガ ン の 攻撃 か ら 避 難 す る 

た め デ ィ ー ヴ ァ に 乗艦 。 バル ガス は 艦内 設 
備 や モビ ルス ー ツ の 整備 を 任 され 、 そ れ を 手伝っ 
て いた ディ ケ も 、 後 に 正式 な ディ ー ヴ ァ の クル ー と 
な っ た 。 彼 は 、 ガン ダム AGE-1 の 出撃 管制 や 、 武器 
の 射出 な ど を 行い 、 フリ ッ ト を 支援 し た の で ある 。 


IMS、 戦 次 の 改修 補助 (ディ ケ ) /MS の 整備 改修 (パル ガス ) | 臣 記 生 


いい の 


> 振り 回 
1 7 され 、 事 故 を 起こ し そ 
2 
テン 
た こいし ラリ 


あま り 危 険 な 
行為 に 出 そ う な エミ 


に ニー ン 


人 る ディ ケ ・ ガ ン ヘ イル 


pp バル ガス ・ ダ イソ ン 


『 


関連 ファ イル 


ディ ー ヴ ァ 
較 村 地球 較 邦 軍 が 開発 | 
ガン ダム AGE-1 の MS 欠 閣 の 家系 に 生ま れ た 
能 と な っ て いる 。 の 少年 で 、 ガ ンダ ム AGE-1 の 
ち に AGE シ ステ ム の 提 実 で 
履修 され 、 フ ォ ト ンプ ラス ター 
キャ ノン を 搭載 し た 。 サポ ー ト に 者 走 する 。 
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PRDFILE 
TR AN DD 


戦争 が 始ま る 前 は 、 モ ビル スー ツ に 乗っ た り 、 い じ っ 
漠然 と し た 憧れ を 抱い て いた ディ ケ 。 軍 
に 出入 り し 、 実 際 に モビ ルス ー ツ を 開発 し て いる フリ ッ ト 
へ の 対抗 心 は 、 その 憧れ の 裏返し だ っ た と も 言え る 
当初 は 、 コロ ニー・ ト ルディ ア で 艦 を 下り る つも り だ っ 
た よう だ が 、 フ リッ ト に 影響 され た の か 残留 を 決意 。 努 
力 家 の 彼 は 、 バル カス ら と 共に マッ ドー ナ 工 房 に 滞在 し 
7 ァ の 改修 作業 を 手伝う な ど 、 際 立っ た 働き を 
そん な ディ ケ に 対し フリ ッ ト も 信頼 を 寄せ 、 ふ た 
り は 良き 友人 と し て 長く 付き 合う こと と な る 。 
ディ ケ は 人 中 、 ガ ンタ 


が シシ 

7 蔵 で 戦災 孤児 と な り 、 ブ ルー ザー に 引き 取ら れ た フ 
リッ ト は 、 差 父 の 支援 を 受け て 精力 的 に ガン ダム の 開 
発 に 取り 組ん た だ 。 どう いっ た 理由 で バル ガス が ガン ダム 
の 開発 に 関わ っ た の は 不明 だ が 、 ア ス ノ 家 の み に 伝 わ 
る と いう 「 未 知 の 技術 ] を 前 に 、 エン ジニ ア と し て の 興味 
を 刺激 され た こと は 間違い な い だ ろ う 。 

フリ ッ ト を 補う バル ガス が いな けれ ば 、 ガン ダム AGE-1 
や AGE ビ ル ダ ー は 完成 し な か - 
え 彼 は AGE ビ ル ダ ー の 管理 人 と 言 


フリ ッ ト の 持つ 知 
服 し 、 一 人 前 の エン ジニ 
協 め で いた 。 だ 

こそ フリ ッ ト も バル ガ 


モビ ルス ー ツ の 整備 上 


ガン ダム AGE-1 の パイ ロッ ト と し て 出撃 する フリ ッ ト 
の 負担 を 軽く する た め 、 バ パル ガス と ディ ケ は ガン ダム 
AGE-1 や AGE ビ ル ダ ー の 整備 に 専念 し た 。 

AGE デ バイ ス は 、 戦闘 中 で も AGE ビ ル ダ ー に デー タ 
を 送信 し て いる た め 、 ふ た り は 常に は AGE ビルダー の 操 
作 室 で 待機 。 より 迅速 な パー ツ の 成形 を サポ ー ト する 
た め に 必要 と な る デー タ 管 理 や 操作 な ど を 行っ て いた 


で は な いた めか 。 式 器 や ウェ ア の 切削 や 


MORE INFO! 
ディ ー ヴ ァ の クル ー と し て 


コロ ニー・ ノ ー ラ が UE に 投 撃 され た 際 、 パル ガス は 機転 を 
利 か せ 、 停 泊 し て いた ディ ー ヴ ァ に AGE ビ ル ダ ー を 積み 込ん 
だ 。 着 長 が ディ アン ・ フ ォ ン ロイ ド の まま で あれ ば 、 軍 に 接収 
され て いた か も し れ な い が 、 グ ルー デック が 能 を 掌 近 し た こと 
で 、 雑 を 逃れ て いる 、 

軍 の 士官 で あり 、 ま た UE に 対抗 する 唯一 の 武器 で あっ た 
ガン ダム AGE-1 を よく 知る バル ガス は 、 デ ィ ー ヴ ァ に と っ て 欠 
か せな い 整 備 士 と な っ た 。 その 補佐 と な っ た ディ ケ も : 
世代 を 担う 整備 土 と し て 必要 不可 欠 な 存在 だ っ た 


バル ガス の 仕事 を 間近 で 見 る こと で 、AGE シ ステ ム へ の 理解 を 染め 
- デ ィ ケ 。 の ち に その 知識 が 、 フリ ッ ト の 大 き な 助 け と な る 。 


< AGE ビ ル ダ ー 
AGE シ ステ ム が 提案 し た 庶 


を 製造 する 高 吉成 形 マ シン 
内 部 の 回 路 を 含む 、 分 子役 
計 レ ベル で の 構築 が 可能 。 


マ ディ ー ヴ ァ 


電球 和光 宴 の 新 鐘 下 計 。 AGE シ ステ ム 


*・wBs 136-20 


137-13 


機動 戦士 ガン ダム 


PERSONAL PROFILE 
セイ ラ ・ マ スス 


Sayla Mass 


ホワ イト ベー ス に 身 を 寄せ た 
ジオ ン ・ ダ イク ン の 忘れ 形見 

セイ ラ ・ マ ス は 、 ホ ワイ トペ ー ス の クル ー と し て 一 
年 戦争 を 戦っ た 少女 で ある 。 だ が 、 セ イラ に は も う ひ 
と つの 顔 が あっ た 一 一 宇宙 世紀 に 変革 を も た らし た 
革命 家 ジ オン ・ ズ ム ・ ダ イク ン の 妨 と いう その 顔 は 、 
彼女 の 苦悩 の 源 と な る 。 自ら の 出自 に 劉 弄 され な が 
ら 、 セイ ラ は 戦場 を 渡り 歩い た の だ っ た 。 

セイ ラ は 本 当 の 名 を アル テイ シア ・ ソ ム ・ ダ イク ン 
と いい 、 サ イド 3 に その 名 を 冠 し た 共和 園 を 興し た 父 
ジオ ン と 母 ア スト ライ ア ・ ト ア ・ ダ イク ン の 間 に 生 ま 
れ た 。 だ が 、 父 の 急逝 に 端 を 発し た ザビ 家 と ダイ ク 
ン 派 の 派閥 争い に 巻き 込ま れ も か けた た め 、 忠 臣 ジン 
バ ・ ラ ル の 助け で 兄 キ ャ スパ ル ・ レ ム ・ ダ イク ン と 共 
に 地球 に 逃れ る こと に な る 。 そし て セイ ラ ・ マ ス と し 
て 新た な 人 生 を 歩み 始め た アル テイ シア だ っ た が 、 
兄 は 父 の 信 討 ち を 決心 し て 彼女 の 前 か ら 去り 、 セ イ 
ラフ は ひと り サ イド 7 へ と 移住 し た 。 し か し 、 そ こ で さら な 
る 試練 が セイ ラ を 待ち 受け て いた の で ある 。 


ジオ ン ・ ダ イク ン の 性 見 
と いう 素性 を 隅 し 、 ホ ワイ 
トペ ー ス に 身 を 寄せ た セ 
イラ 。 戦い を 好ま な い 性 
格 だ っ た が 、 状 況 に 穫 
され て 一 年 戦争 の 渦中 
に 引き ずり 込ま れ て いく 。 


セイ ラ は 生き 別れ の 兄 と 
の 関係 に を 悩ま され な 
が 


置い た 。 その 戦い の 中 
で 、 身近 な 人 : 


その 人 格 


セイ ラ は 気 位 が 高く 冷 衣 な 性 格 で 、 周 固 か ら 頼り に きれ る 
こと が 多かっ た 。 一 方 で 、 自分 に も 他人 に も 厳し く 、 弱気 を 展 
ブラ イト ・ ノ ア を 突き 放す 場面 も 見 ら 彼女 が 育っ 
て きた 塊 過 が 、 そ うし た 高潔 さ に 表れ て いた の か も し れ な い 。 


サイ ド 7 か ら の 避難 時 、 
助け よう と し な い カイ ・ ジ 
を 平手 打ち し て 「 軟 可 者 ] と 
一 電 し た 。 他人 に も 容 寺 な 
い 一 面 を 見 せ た 


[ 還 ] m02 mm 


PROFILE 
年 齢 17 歳 


出身 サイ F9 
替 能 MS 操縦 


TV 作戦 」 で 開発 され た 地球 
夢 圭 軍 の 白兵戦 用 MS。 ラ 
ン バ ・ ラ ル 隊 と の 一 連 の 戦 
軸 で 、 セ イラ が 2 度 搭乗 し た 
(度目 は 無断 出撃 で 次 は 
キワ イト ペー ス の 白兵戦 時 )。 


Gr= マ = 


ガン ダム の 支援 兵 震 と し て 
開発 され た 地球 連邦 軍 の サ 


軍 
[赤い 甘 星 の 異名 を 持つ 。 
その 正体 ズム ・ ダ 
イク ン の 忘れ 形見 で ある キャ 
スバ ルッ レム ・ ダ イク ン で ある 。 


U.C.0079.09.18、 サイ ド 7 で 看護 学生 と し て 医学 を 
学ん で いた セイ ラ は 、 ジ オン 公国 軍 の 攻撃 に 巻き 込ま 
れ て ホワ イト ペー ス へ の 避難 を 余儀 な くさ れ た 。 さら に 、 
則 撃 直後 の サイ ド 7 で ジオ ン 公 国軍 の シャ ア ・ ア ズ ナ ブ 
ル と 対面 し 、 そ の 仮面 の 下 の 素顔 に 兄 キ ャ スバ ル の 面 
影 を 見 る 。 避難 し た ホワ イト ペー ス で 負傷 者 の 手当 て や 
通信 土 を 務め な が ら 、 戦 い に 呑み 込ま れ て いく 中 で も 、 
セイ ラ の 胸中 に ある 兄 へ の 疑問 は 晴れ る こと が な か っ 
た 。 その 想い が 高じ て 独断 専行 に 走り 、 シ ャ ア の 情報 
ダム で 無断 出撃 を する こと も あっ た が 

に 苦悩 する の だ っ 

一 方 で 、 サイ ド 7 か ら 北米 、 中 央 アジ ア へ と 転載 を 続 
ける ホワ イト ペー ス に 身 を 置い た セイ ラ は 、 戦 い の 中 で 
才能 を 見 出さ れ て パイ ロッ ト の 役割 を 負わ され る 。 ニュ ー 
タイ プ を 戦い に 結び 付け よう と する 地球 連邦 軍 に 対し 
て 諦観 に 近い 想い を 抱き つつ も 、 そ の 資質 を 開花 させ 
て いく セイ ラ 。 そし て 、 ようやく 辿り 着い た ジャ ブロ ー 基 
地 で 、 そ こ に 潜入 し て きた シャ ア と 対面 する こと に な る 。 
優し か っ た 兄 が ジオ ン 公 国軍 に 身 を 投じ て いた 事実 に 
改め て 衝撃 を 受け る セイ ラ に 、 シ ャ ア は 地球 連邦 軍 か 
ら 身 を 引く よう に 告げ て その 場 を 去っ た 。 し か し 、 セ イラ 
は 兄 の 言葉 に 背 い て ホワ イト ペース に 残り 、 新 た な 戦 
い に 向 け て 宇宙 へ と 上 が る 。 その 胸中 に は 、 兄 と の 行 ヽ 
き 違 い へ の 苦悩 が 渦巻 いて いた の で ある 


還 記 下 イラ が ホワ イト ペー ス で 担っ た 役割 


ホワ イト ペース に 身 を 寄せ た セイ ラ は 、 当初 は ブリ ッ ジ 
要員 と し て 通信 を 担当 し て いた 。 し か し 、 中 央 アジ ア で 
の ラン バ ・ ラ ル 隊 と の 2 度目 の 戦闘 に お いて 、 兄 の 消 
息 を 知る た / オ ン 公 国軍 兵士 に 接触 を 図り 、 ガ ン 
ダム で 無断 出撃 に 及 ん だ 。 セイ ラ が MS に 搭乗 し た の 
は これ が 初め て で あり 、 ガ ンダ ム を 小 破 させ た うえ 敵 に 
画 獲 され か けた が 、 ア ムロ ・ レ イ の ガン キャ ノン の 救援 
に よっ て 事なき を 得 た (帰還 後に ガサ ンダ ム の 無断 使用 
の 罪 を 問わ れ て 3 日 間 の 独房 入り と 
し た 実戦 デー タ は アム ロロ の も の と 共 
れ 、 ニ ュー タイ ブ の 資質 を 見 込ま れ た セイ ラ は 、 オ デ ッ 
サ 戦 の 最 中 に コア ・ ブ ー ス ター の パイ ロッ ト に 指名 され 
る こと と な る 。 セイ ラ 自 身 は 自ら の 資質 に 懐疑 的 だ っ た 
が 、 実戦 の 中 で その 能力 は 発揮 され 、 ホワ イト ペー ス 隊 
の パイ ロッ ト と し て 重要 な 役割 を 担っ て いっ た た 。 


事由 潤い の 中 で 示さ れ た セイ ラ の 多 


看護 学生 だ っ た セイ ラ は 、 簡 単 な 医 療 の 心得 を 有 し 
て いた 。 また 、 オ ペレ ー タ ー と し て の 冷静 な 判断 カ も 備 
え 、 ホ ワイ トペ ー ス の 主要 クル ー と し て 活躍 し : 
で 、MS の シミ ュ レ ー タ ー 訓 練 も 受け て お り 
ン バ ・ ラ ル 隊 と の 戦闘 で ガン ダム を 操縦 で きた の も そう 
し た 下地 が あっ た た め だ っ た 。 た だ し 、 パ イロ ッ ト の 才能 
を 発揮 し 始め る の は 、 し ば らく の ちの こと で あっ た 。 


ガン ダム で 出 電 し た セイ ラ は 、 初 め て 体験 する MS の 実戦 に 居 え を 局 か せ 


初 は 慣れ な い 実 戦 に 昔 し ん で 徐々 に 能 を 示し で る 。 その 理 い の 浮 の 捕虜 か ら 兄 の 消 選 を 伝え 開き 、 安 増 の 所 を 流し た 。 想い は 、 セ イラ を 苦悩 させ た 
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地球 連邦 軍 の 技術 者 臣 = ーー 


出身 


Engineers in E.EF 技能 投 師 (セキ )、 電 和 工 学 (モス 


ホワ イト ペー ス 隊 を 支援 し た 
地球 連邦 軍 の 技術 者 た ち 


一 年 戦争 期 に お いて 、MS 開 発 と その 運用 ・ 戦 
術 の 分 野 で ジオ ン 公 国軍 の 後塵 を 拝 し た 地球 連邦 
軍 だ 『、 その 差 を 埋め る べく 持て る 技術 力 を すべ 
て 投入 し た 。 「RX 計 画 ] や 「V 作 戦 ] は その 成果 で 
あり 、 実 戦 に お いて は ホワ イト ペー ス の 運用 に よっ て 
デー タ 収 集 を 図っ た 。 セキ や ヤ モ ス ク ・ ハ ン は 、 そ うし 
た 地球 連邦 軍 の 方 人 針 を 物語 る 人 物 た ち で ある 。 

地球 連邦 軍 技 術 大 佐 で ある セキ と 、 電磁 工学 の 
新鋭 と し て 知ら れ た モス ク ・ ハ ン 博 士 は 、 共に ホワ イ 
トペ ー ス に 関わ っ た 技術 者 た ち だ っ た 。 当時 の ホワ 
イト ベース は 、 レ ビル 将軍 の 意向 も あっ て 、 ー タ 
イプ 部 隊 の テス ト ケ ー ス と し て 扱わ れ て いた 。 それ ゆ 
え 容 赦 な く 実戦 に 投入 され 、 技 術 的 な 問題 に 直面 
する こと も し ば し ば だ っ た 。 セキ や モス ク は そう し た 事 
態 に 対処 し 、 ホ ワイ トペ ー ス の 戦い を 支え る こと と な 
る 。 だ が 、 そ の 背景 に は ホワ イト ペー ス を 利用 する 軍 
上 層 部 の 思惑 が あっ た こと も また 事実 で ある 。 

マチ ル ダ 隊 と 連携 し て ホ 


ワイ トペ ー ス の 支援 を 行っ 
~~ た 地球 連邦 軍 の セキ 技 


モス ク ・ ハ ン 博 士 は アム 
・ ロッ 


コー ティ ング と いう 
カ を 号 え 、 そ の 戦い を 後 
押し し 


セキ は アム ロ を 「 サ ンプ ル ] と 評 し 、 実 
の ニュ ー タ イブ 適性 を 実戦 で 試 
ス の 若者 た ち を モル 
軍 の ニュ ー タ イプ 観 


関連 ファ イル 


RX-78-2 ガン ダム 


13Z-15 


ne02 sr ih 


セキ は 一 年 戦争 期 に 地球 連邦 軍 に 所 属し て いた 技 
術士 官 で 、 オ デ ッ サ 作 戦 の 最 中 に マチ ル ダ ・ ア ジャ ン 
の 補給 部 隊 に 同行 し て ホワ イト ベー ス を 訪れ た 人 物 で 
ある 。 ホワ イト ペー ス に 関連 する 技術 を 熟知 し て お り 、 
エン ジン の 不調 が 頻発 し て いた ホワ イト ペー ス の 修理 に 
も 携わっ た 。 一 方 で 、 アム ロレ イヤ セイ ラ ・ マ ス の ニュ ー 
タイ ブ プ 適性 を テス ト す る 任務 も 帯び て いた と 見 られ 、 ホ 
ワイ トペ ー ス に 運び 込ん だ コア ・ ブ ー ス ター を セイ ラ に 
任せ る に 際 し て 説明 に あたっ て いる 。 また 、 ジ オン ・ ズ ム ・ 
ダイ クン の 提唱 し た ニュ ー タ イプ 論 に 理解 を 示し た が 、 
その 軍事 利用 に 踏 路 の な い シ ビア な 見 方 を し て いた 。 

な お 、 異説 に お いて は ニュ ー タ イブ の テス ト に 関与 す 
る こと な く 、 純粋 な 技術 者 と し て ホワ イト ベース の 支援 
に あたっ た と され る 。 ホワ イト ペー ス の エン ジン の 修理 を 
担当 し た 点 は 一 般 的 な 説 と 同じ だ が 、 彼 と 共に 運び 込 
まれ た の は G パ ー ツ だ っ た と 言わ れ で いる 。 


ニュ ー タ イブ 論 を 支持 し た が 、 
それ に よる 認識 力 の 拡大 と 
et 
断言 し な か 

れ を 明らか に 

ロロ た ち で 実験 する と 語っ た 


ET Ett th 
まで は っ きり し な か っ た 不調 
の 原因 を 突き 止め 、 短 時 間 
で 直す 手際 の 良き を 見 せ た 。 


エモ スク ・ ハ ン は 地球 連邦 軍 に 籍 を 置い て いた 人 物 で 、 
電磁 工学 の 博士 号 を 持つ 新進 気鋭 の 技術 者 だ っ た 。 
アム ロ の 反応 速度 に 操縦 系 が 追従 で きず に オー バー 
ヒー ト を 起こ し た ガン ダム の 技術 的 問題 を 解消 すべ く 、 
自身 の 理論 を 応用 し た マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング 処理 を が 
ンダ ム に 施し た 。 技術 者 と し て の 能力 に 自信 を 持ち 、 マ 
グ ネ ッ ト ・ コ ー テ ィング も その 理論 を 実証 する た め の 手段 
と 捉え て いた 節 が 見 受け られ る 。 また 、 処 理 後 の ガ ンダ 
ム の デー タ 回 収 を 第 一 に 考え て お り 、 ア ムロ に 対し て も 
その 本 音 を 隠 そ うと し な か っ た 。 その た め に 必ず 生還 す 
る よう アム 口 に 語っ た が 、 そ の 言葉 は 技術 者 と し て の 本 
心 で ある と 同時 に 、 年 若い パイ ロッ ト へ の 激励 で も あっ 
た の か も し れ な い 。 な お 、 モ スク 博士 に 関す る エピ ソー ド 
は 異説 に お いて 語ら れる も の で ある 。 一 般 的 な 説 で も マ 
グ ネ ッ ト ・ コ ー テ ィング 処理 は 施さ れ て いる が 、 そ れ が モ 
スク 博士 の 手 に よる も の か 否 か は 定か で は な い 。 
技師 た ち を 率い る モス ク 情 
士 。 プラ ウ ・ ブ ロ と の 戦い か 
ちら 婦 通す る ガン ダム と ホワ イ 
トペ ー ス を ソロ モン の 技術 本 


部 で 符 ち 受け 、 マ グ ネ ッ ト ・ 
コー ティ ング 処理 を 行っ た 。 


充分 な テス ト も せ ず に マグ 
ルト * コ ニー カン 6 すこ 放っ た セイ ラ に 技術 的 な 説明 を 


線 の & 性格 が 芽 え る 。 
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PROFILE 
四 


ユー リ D ケラ ー 芝 


Yuri Kellerne 技能 部 隊 指 揮 


欧州 方 面 制 圧 箇 を 東 ね た 指揮 官 の 
オデ ッ サ 撤退 を 巡る 戦い 


ジオ ン 公 国軍 の 欧州 方 面 制 圧 軍 を 指揮 する 将校 
に し て 、 公国 の 貴族 社会 の 一 員 で も ある 男 一 一 それ 
が ユー リ ・ ケ ラー ネ で ある 。 彼 は 欧州 方 面 制圧 軍 の 
指揮 を 執っ た 将校 の うち の ひと り だ が 、 そ の 度量 の 
大 き さ と 戦略 眼 の 鋭さ に は 定評 が あり 、 将 と し て の 器 
は ジオ ン 公 国 地上 軍 の 一 翼 を 担う に 足る ほど 大 き な 
も の で あっ た 。 彼 が 前 線 を 担っ た ヨー ロッ パ 戦 線 は 、 
北米 や アフ リカ 、 極 東 と 並ぶ 主戦 場 で あっ た 。 北欧 
か 5 西 区 に か け て は 連邦 軍 基 地 が 多く 存在 する 激 
戦地 で あり 、 公 国軍 が 中 央 アジ ア の 工業 地帯 を 維 
持 し 得 た の は 、 彼 の 側 き に 依る と ころ が 大 きか っ た と 
も 言わ れ て いる 。 し か し 地球 に お いて は 、 脱 着 する 
戦局 を 打開 すべ く 、 一 年 戦争 史 に 刻ま れる 一 大 作 
戦 が 展開 され よう と し て いた 。 これ に より 、 彼 を 取り 巻 
く 状 況 は 大 きく 動き 出す こと と な っ た 。 
ギニア ス と は 旧知 の 間 
柄 で ある ユー リ 。 アプ サ 
ラス の 飛行 試験 成功 を 
祝う パー ティ ー に 出席 し 
た 際 も 、 場 の 容 囲 気 を 


童 に 介さ ず 親 し げに 閉 
で る 細っ た 。 


の 人 格 


胆 な 性 格 の 持ち : 
その 粗 景 さゆ 


機動 戦士 ガン ダム 第 


ィ イツ テリ の 自信 過剰 3 て の は 
始 東 が 悪い も ん だ ぜ 


U.C.0079.11、 連 孝 軍 は 戦局 の 腔 着 を 打開 す 
空前 の 規模 と な る 反攻 作戦 を 展開 し た 。 公国 軍 の 
山 群 制圧 を 目標 と し た この 1 $ い て 、 連 邦 側 は 大 
規模 な 戦力 の 集中 に よっ て ジオ ン 箇 を 圧倒 し た 。 一 年 
戦争 の 転換 の 作戦 は 「 オ デ ッ サ 作 戦 」 と 呼 
ば れ 、 以後 、 戦争 の 主導 権 を 連邦 側が 握る こと と な る 。 
「 連 都 に は オデ ッ サ ご と 地球 を くれ て や る 」 

の 、 
の 逃避 行 は 生 易しい も の 

で は な く 、 宇 宙 へ の 脱出 手段 を 求め た ユー リ は 「 ア プ サ 
ラス 計画 を 進め る 公国 軍 鉱 山 基 地 へ と 向 か . 

「 ア ブサ ラ 2 画 ] は 、 公国 軍 の 技術 士官 

の 主導 | 
ン 公 国 の 公 王 デ ギン 
され ーー あっ た 
計画 は 技術 屋 の 夢想 に 過ぎ すず 、 現実 的 な 問題 を 解決 
画 


を 預かる 指揮 官 と し て 、 彼 は 当然 の 策 を # 
し か し 、 彼 の 過ち は 
と で あろ う 。 ユー リ の 秘書 官 を 尋問 し た ギニア ス | 
画 中 止 命令 の 偽装 を 看破 。 後に 策 
ユー リ は 非 業 の 死 を 遂げ る 


む 寺 肖 欧 州 方 面 指揮 官 と し て の 働き 


州 方 面 制圧 軍 は 、 ガル マ ・ ザ ビ 大 

務め た 地球 方 面 軍 の 一 部 隊 われ 

て いる 。 一 年 戦争 中 期 、 公 国軍 は オデ ッ サ に 代表 され る 
中 央 アジ ア の 工業 地帯 を 制圧 下 に 置い て お り 、 彼 が 指 
揮 し た 欧州 方 面 制圧 軍 は 、 前 衛 と し て ヨー ロッ パ の 連邦 
軍 に 対応 する 重要 な 戦力 で = U.C.0079.10.04 
は 混乱 を 来 


評 し て お り 、 内心 
視 し て いた よう だ 


敵 の 追撃 部 隊 
ー リ は 、 欧 州 方 面 制 圧 軍 を 


宛 評 交じり に アイ ナ に 交際 を 中 申 
し 込む な ど 、 生活 を 地 で 行 
< ユー リ 。 し か し 、 当 の 本 に 
も その 無 員 庫 を 王 ま れ て い | 1 ケル ケレ ン を 換 選 に 利 
の 策 度 に よっ て 非 業 の 死 を 3 


は 計画 に 固 る ギニア ス に よ : 時 きれ 


中 指揮 官 と し て の 才能 
ユー リ は 戦 張る 「 兵 」 と 、 彼ら を 動か す 


OR RE っ た 稀有 4 MORE INFO! 
0 リ ト ユー リ を 支え た 側近 た 


硫 天 葉 な ユー リ の 傍ら に は 、 に る 


結果 と し て ギ ニ 
指揮 宮 と し て の 才 穫 


官 は 、 公 の 坦 cc 
(の 経歴 は 不明 だ が 、 公 国軍 少 
こと が 判明 し て いる 。 一 方 


に 彼 の ま は 計ら れず 、 そ 1 時 
秘書 官 を 務め た シン シア は 、 私 人 と し て も ユー リ 法 の 肖 は 58 め られ 


の 生死 も 不明 で ある 


を 支え る 存在 で あっ た と 言わ れ て いる 。 
軍規 の 色 し い 公国 軍 内 ュー リ は | | 
際 異 彩 を 放つ 存在 で あっ た 。 そ うし た 彼 の 


振る 舞い が 問題 視 さ れ な 


の は 、 公 国軍 ん 4 
の 実力 主義 と 、 彼 を 補佐 し た 者 た ちの 存在 に / 
依る と ころ が 大 きい だ ろう 。 6 
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本 02 se 10s 


ミレ イナ ・ ヴ ァ ス ティ Pe て 


Mileina Vathti 


クル ー と し て も 女性 と し て も 
目指 し た さら な る 成長 


「 大 人 の 女 に 脱皮 中 で すぅ !」 一 一 西暦 2314 
年 、 プ トレ マイ オス 2 改 に 帰還 し た マリ ー・ パ バー ファ 
シー (ソー マ ・ ピ ー リ ス ) に 新た な 髪型 を 凍 め られ 
レイ ナ ・ ヴ ァ ス ティ は 、 冗 談 め か し て この よう に 答え 
た 。 だ が 、16 歳 に な っ た 彼女 は 、 ソレ スタ ルビ ピー イン 
グ (CB) の クル ー と し て 、 そ し て ひと り の 女性 と し て 、 
今 まで 以上 の 成長 を 心 に 響 っ て いた の で ある 。 あ る 
クル ー に 対す る 想い と 共に 一 一 。 

西暦 2312 年 、 ミ レイ ナ は 前 大 戦 で 死亡 し た クリ ス 
ティ ナ ・ シ エラ の 後任 と し て 、 弱 冠 14 歳 で ブ ト レ マ イ 
オス の クル ー と な っ た 。 イア ン ・ ヴ ァ ス ティ 、 リ ンダ ・ 
ヴァ ステ ィ と いう 両親 が 傍 に 居 た こと 、 そ し て 戦術 予 
報 士 の スメラギ ・ 李 ・ ノ リエ ガ 、 さ に オペ レー ト 
を 担当 し た フェ ルト ・ グ レイ ス ら の 支え も あり 、 彼 女 は 
アロ ウズ 、 そ し て イノ ベイ ド 勢 力 と の 杜 絶 な 戦い を 乗 
り 越 える こと が で きた 。 一 方 で 、 前 大 戦は 自身 の 未 
熟 さ を 痛感 する も の で も あっ た の だ っ た 。 


硫 型 も 大 まく 変え 、 イ 
ンプ メー ジ チ ェ ンジ を 図っ 


ELS (地球 外 変 異性 
金属 体 ) の 和 来 に 対 
し 、 プ トレ マイ オス 2 
改 の クル ー と し て 出 
撃 以前 より も 冷静 
な オペ レー ト を 行う の 


両親 と 共に 戦い 続け た 
ーー で CB の ラリ ッ ジ ンク ルー 


プトレマイオス 2 改 


本 礎 2312 年 に 運用 あれ た プ 

トレ マイ オス 2 を 改修 "強化 

し た 埋 闘 。 錠 称 は トレ: 
大 型 ブー ス 
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町 


02 中 105 


ニテ デ さ ん が 
7 の な 区 (に な 22 と も 
57 が 入 灯 き :G3 1 


ミレ イナ は 西暦 2312 年 の 戦い が 終わ っ て 以降 も プ 
トレ マイ オス 2 改 に 残り 、 ア ロウ ズ の 解体 後に 再編 され 
た 地球 連邦 政府 の 動向 を 監視 し て いた 。 そん な 彼女 た 
ちの 前 に 英 と し て 現れ た の は 人 類 で は な く 、 ELS と 呼ば 
れる 正体 不明 の 生命 体 で あっ た 。 ミレ イナ も 、 コ ミュ ニ 
ケー ショ ン す ら 取 れ な い 相手 に 戸惑い を 隠せ ず に いた 
が 、 ク ルー と し て 事態 に 対処 し よう と し た 。 まだ 経験 が 
浅かっ た 2 年 前 と は 違い 、「 大 人 の 」、 つ まり 一 人 前 の 
クル ー と し て の 振る 舞い を 、 彼女 は 目指 し た の で ある 。 

だ が 、ELS と の 戦い は 壮絶 を 極め た 。 純粋 種 の イノ 
ベイ ター へ と 変革 し て いた 章 那 ・F・ セ イエ イ は 彼ら と 
の 対話 を 試み た が 、 成 功 に は 至ら ず 、 プ トレ マイ オス 2 
改 本 体 も ELS に 取り 込ま れ よ うと し て いた 。 それ で も ミレ 
イナ は 、 フ ェ ルト と 共に 艦 の 運用 を 最後 まで 諦め な か っ 
た 。 人 退 艦 命 令 が 出 て も 、 彼 女 は 頑として ブリ ッ ジ か ら 苑 
れ よ うと し な か っ た の で ある 。 クル ー と し て の 責任 感 を 身 
に 付け た ミレ イナ の 決意 は 、 半 那 と ELS の 対話 を 実現 
に 導く こと に 成功 。 艦 本 体 へ の ELS の 侵食 も 停止 し た 
ほか 、 サ ブ ブ リ ッ ジ で ELS に 吸収 され そう に な っ て いた イ 
アン と リン ダ の 命 も 救う 。 そん な 幸運 と も 言え る 状況 を 
引き 寄せ た の は 、 オペ レー ター と し て の 責任 を 全う し た ミ 
レイ ナ の 強い 意思 と 言え る だ ろう 。 


国王 ティ ェ エリア へ の 得 い 


ミレ イナ が "大 人 へ の 脱皮 中 "を 宣言 し て いた 理由 の 
ひと つ に 、 テ ィ エ リア ・ ア ー デ へ の 想い が あっ た 。 彼 は 
前 大 戦 に て 、 量 子 演算 処理 シス テム 「 ヴ ェ ー ダ ] と の 
ーー 体 化 を 選び 、 肉 体 を 失っ て いた 。 だ が 、ELS と の 腸 
来 に 対応 すべ く 、 再 び 肉体 を 得 て プ トレ マイ オス 2 改 に 
合流 し た の で ある 。 CB の メン バー と し て ティ エリ ア へ の 
尊敬 を 以前 か ら 抱 いて いた ミレ イナ で あっ た が 、 新 た な 
戦い の 中 で 、 女 性 と し て ティ エリ ア に 惹か が れ て いる こと 
を 感じ る 。 ティ エリ ア は 「 イ オリ ア 計 画 ] を 遂行 する た め 
に 生ま れ た 生命 体 で あり 、 そ も そ も 恋 愛 感 情 と いう も の 
を 彼 が 持っ て いた か は 疑問 の 残る と ころ で は ある 。 ミレ 
イナ も それ は 承知 の 上 で 、「 ど ん な 姿 に な っ て も 」 ティ エ 
リア を 愛す る と 宣言 し た 。 その 告白 を 聞い た 父 イ アン は 
驚き で 言葉 を 失っ て いた が 、 対 照 的 に 母 リン ダ は 応援 
する 姿勢 を 見 せる の だ っ た 。 


能 カ SS 


技術 者 一 家 と 言え る ヴァ ステ ィ 家 に 生ま れ た ミレ イナ 
は 、 ガン ダム の メン テ ナ ン ス に も 携わる な ど 、 その 技術 カ 
は 確か で あっ た 。 さら に 前 大 戦 を 乗り 越え た と いう 経験 も 
あっ て 、 よ り 実 戦 に 則 し た 判断 力 を 身 に 付け ぐい た の で 
ある 。 そし て フェ ルト や スメラギ 、 艦 の 操 角 士 で あっ た ラッ 
セ ・ ア イオ ン な ど ブ リッ ジ ク ル ー た ちと 共に 行動 する 中 で 、 
艦 へ の 愛着 を 増し て いっ た 。 それ は 、 ELS の 弁 来 か ら 艦 
を 守る こと と が で きた ひと つの 要因 と な っ た 。 


と [| 
以前 は スメラギ や フェ ルト に 支え らち れ て いる 印象 が 強かっ た ミレ イナ だ が 、 主 
張 す べき と ころ は 主張 する グル ー と し て の 頼も し きも 身 に 付け で いた 。 


ミレ イナ は フェ ルト と 同じ く 、 生ま れ て か ら こ れ まで CB の 中 で 著 ら し て 
きた 。 両親 も 健在 で あり 、 ふ たり と 共に 参加 する プトレマイオス 2 改 は 
ひと つの 「 家 」 と 言 る 。 彼女 の 艦 の 防衛 に 懸け る 想い は . 
家 を 守り た いと いう っ た 。 


プトレマイオス 2 の 改良 タイ ブ で 、 
前 大 埋 に 引き 続き ミレ イナ の 仕事 場 と な っ た 


的 存在 。 ミレ イナ の ご 
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PERSONAL PROFILE EE [ME] mM2 mg17A 
ユリ ン ・ ル シェ ル 


Yurin Luciel 


フリ ッ ト と 強く 惹か れ 合っ た 
メラ ウン ダー 能力 者 


UE の 衣 撃 に よっ て 家族 を 失い 、 コ ロニ ー・ ノ ー ラ 
の 施設 で 暮らし て いた ユリ ン ・ ル シェ ル 。 A.G.115 
年 、 ノ ー ラ が UE の 租 撃 を 受け た 際 の 混乱 に 紛れ て 
施設 を 逃げ 出し た ユリ ン は 、 ひと り で コロ ニー の 市 街 
地 を 移動 し て いた 時 に フリ ッ ト ・ ア ス ノ と 出会う 。 

ガン ダム AGE-1 を 見 て 居 え た ユリ ン は 、 逃げ よう と 
する が 、 フ リッ ト の 優し い 態度 に 心 を 開き 、 コ ク ピ ッ ト 
に 同乗 し コロ ニー 脱出 を 目指 す 。 その 途中 、 コ ロニ ー 
最 下層 エリ ア で 送っ た 際 に "X ラ ウン ダー" の 能力 を 
発揮 。 目 の 前 で 起き る 外壁 部 の 爆発 を 予測 し 、 脱 
出 を 手助け する の だ っ た 。 ユリ ン は 自分 自身 の 能力 
を 正確 に 把握 ・ コ ント ロー ル し て お り 、 自 ら の 意志 で 
近 未 来 視 や X ラ ウン ダー 同士 の 共鳴 を 起こ すこ と が 
で きた の で ある 。 その 能力 を 使う こと で フリ ッ ト を 導き 、 
ノー ラ を 攻撃 し て いた UE の 撃退 に 貢献 する 。 また こ 
の 共有 体験 を きっ か け と し て 、 フリ ッ ト と 親交 を 深め て 
いく の だ っ た 。 


手 を 重ね 、 彼 自身 が | 
振っ X ラ ウン ダー 能 
カカ の 発揮 を 促し て も 

ve, 


(CBARACTER ーー の 人 格 
15 薦 に し て は 落ち 藩 いて お り 、 控 え め で お と な し い 性 格 。 
戦闘 に 巻き 込ま れ て も 動じ る こと な く 、 周 囲 の 状況 を よく 見 
冷静 さも 持ち 合わ せ て いる 。 し か し 心 を 許し た 
だ け に は 、 年 相応 の 少女 らし い 顔 を 店 か せ た 。 


| 5h る が 対 ラ 
し か し フリ ッ ト の 前 4 る 
で は 、 素直 に 感情 4 機体 。 操 作 は 外部 の 能力 者 
を 表 に 出し て いた 。 が 行 パイ ロッ ト は 生 


休部 品 と し て 掴 われ る 。 


ム AGE-1 を 人 造り上げ 


ム A 
年 。 協 い 頃 に UE の 攻撃 


138-13 


ブリ 2: の し に 
語 だ が る だ ご ご 


ノー ラ で の 戦闘 後 、 フリ ッ ト に 自分 の リボ ン を 手渡 し た 
ユリ ン は 、「 ま た 、 会 える ?] と 別れ を 告げ て 去っ た 。 コロ 
ニー コア に 乗っ た ノー ラ の 避難 民 は 地球 連邦 軍 に 保護 
され 、 避難 先 で ある コロ ニー・ ト ルディ ア へ と 向かう 。 そ 
の 後 、 コ ロニ ー・ ミ ンス リー の 大 富 衰 アル ザッ ク ・ バ パー 
ミン グ ス に 引き 取ら れ た ユリ ン だ が 、 失っ た 家族 を 忘れ 
られ ず 、 養父 と 新た な 家族 関係 を 築け な いま ま 時 を 過 
ご し て いた 。 し か し 、 パ ー ミ ング ス に 引き 取ら れ た お か げ 
で 、UE の 要塞 で ある アン バッ ト 攻 略 の た め ミ ンス リー に 
寄港 し た フリ ッ ト と 再会 Se 

フリ ッ ト の 作戦 会 議 の 合間 、 ミン スリ ー の 自然 の 中 で 
来 の 問 の 楽し い 時 間 を 過ごす ユリ ン 。 し か し 、2 週 間 と 
いう 日 々 は あっ と いう 間 に 過 ぎ て いき 、 フリット が アン バッ 
ト 攻 略 に 旅立つ 前 日 を 迎え て し まう 。 明日 出発 する と 
聞か され た ユリ ン は 、 フ リッ ト に し が みつ いて 涙 を 浮か べ ペ 
て 咳 く 。「 せ っ か く 友 達 に な か れ た の に ……。 また 、 私 ひ 
と り に な る の ] 一 一 末 だ 養父 に 心 を 開け ず に いた ユリ ン 
は 、 よ う や く 会 えた フリ ッ ト が いな く な っ て し まう こと に 心 
細 さ を 感じ て いた 。 その 想い を 振り 切り 、 戦 い が 終わ っ 
た ら また 会 い に 来 る と 約束 する フリ ッ ト を 送り 出す 。 し か 
し 再会 の 時 は 、 ふ た り が 想像 し て いた も の と は まっ た く ぐ 
違う 形 で 訪れ る の だ っ た ……。 


UE に きら われ た ユリ ン 


フリ ッ ト た ち が 去 っ て 間 を 置か ず 、 ユ リン の 元 を 訪れ 
た 人 物 が いた 。 彼 女 が フリ ッ ト の 友達 で ある こと に 加 
え 、 優 れ た X ラ ウン ダー 能力 を も 有 し て いる こと に 目 を 付 
けた 、 UE の 魔 少 年 デシ ル ・ ガ レッ ト で ある 。 

デシ ル に 連れ 去ら れ た ユリ ン は 、MS フ ァ ル シア 
に 乗せ られ て フリ ッ ト と 戦場 で 対 財 し た 。 デシ ル の , 
思考 波 を 受信 ・ 増 幅 す る 道具 と され 、 己 の 意志 
と は 正反対 に フリ ッ ト を 攻撃 する ユリ ン 。 し か し 、 デ 
シル が フリ ッ ト に と ど め を 刺す た め に 、 フ ァ ル シア の 
制御 を 緩め た 一 瞬 の 隙 を 付い て 提 縦 を 奪っ た ユリ ン は 、 
ガン ダム AGE-1 を 底 い ゼ ダ スソ ー ド に 貫 か れ て し まう 。 

「 た だ 、 も う 一 度 会 いた か っ た の ] 一 一 死 の 間 那 、 フ 
リッ ト に た だ 会 いた か っ た と 告げ る ユリ ン 。 し か し 、 も っ と 
生き て いた か っ た と いう 願い も 虚しく 、 彼 女 は 炎 に 包ま 
れ 、 偽 い 命 を 散 らし た の で あっ た 。 


高位 能力 者 に 監 英 す る 正確 な 予測 

初め て 対 時 し た ガ フ ラン の 動き を 把握 し 、 次 に どこ か 

ら 攻 撃 を 仕掛 け て くる か を 正確 に 言い 当て る な ど 、X ラ 

ウン ダー と し て 極め て 高度 な 予測 能力 を 発揮 し た ユリ 

ン 。 また 一 般 兵 と デシ ル の 店 い を も 見 抜い た 事実 や 、 

意図 的 に フリ ッ ト と の 共鳴 状態 を 作り 出す な ど 、 高 い 感 

応 能力 の 持ち 主 で も あっ た 。 発揮 で きる 能力 は も ちろ 

ん 、 その コン トロ ー ル も 完璧 で あり 、 高 位 X ラ ウン ダー に 
匹敵 する 能力 者 だ っ た に 違い な い 。 


4。 De 


汗 的 予測 内 を 持つ X フ ウン ダー に は 、 貞 が どの よう に 動く の か が 
見 える "と いう 。 フリ ッ ト は 、 ユリ ン と の 共鳴 で 予測 能力 を 獲得 し た 。 


HE D2 SHEET 1 7 


の 別れ の 際 、 三 
ト し た 


離れ た く な いと いう 想い か ら フ リッ ト に し が みつ いて 涙する ユリ ン 。 出発 する フ 
リ 小 を 見 送る 表情 に は 不安 が 漂っ て お り 、 ユ リン は この 後に 辿る で あろ う 己 0 
の 運命 を ある 程度 は 予期 し て いた の か も し れ な い いね どく の だ っ た 


MORE INFO! ミン スリ ー と バー ミン グ ス 
広大 な 目 然 保護 地区 が ある ミン 旧 国家 間 戦 争 の 終 語 
後に 地球 連邦 へ の 参加 を 拒ん だ コロ ニー で あり 、 中 立 を 保っ て い 


る 。 ディ ー ヴ ァ 艦 長 グ ルー デック ・ エ イノ ア は そこ に 目 を 付け 、 ア 
ン バ ッ ト 放 國 絶 の た め の 捕 誠 地 と し た 。 同時 に 、 中 立 姿 勢 は UE 
(ヴェ イガ ン ) と の 交流 が あっ て し か る べき で あ . 


の 
を 忠 ざけ て いた 理由 か も し れ な い 。 


Ma サンライズ MBS 
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機動 戦士 ガン ダム 00 パケ ッ ト の 中 の 戦争 


PERSONAL PROFILE 2 m08n 
- リボ ー・ コ ロニ ー の 住人 た ち 監 


な 6 暫 一 
Residents in Ribo 送 人 


中 立 の サイ ド 6 に お ける 局 地 戦 と 
その 影響 を 受け た 住人 た ち 

ラグ ラン ジュ (L) 4 に 建設 され た サイ ド 6 (リー ア ) 
は 、 一 年 戦争 開戦 直後 に 中 立 宣言 を 行っ た サイ ド 
で ある 。 周辺 宙 域 で の 戦闘 行為 は 一 切 禁 止 され 、 
軍 に 加担 する 行為 も 茜 止 事項 と され た た め 、 他 の サ 
イド と 比較 し て ほぼ 無傷 で 一 年 戦争 の 終結 を 迎え る 
こと と な っ た 。 だ が 、 そ ん な サイ ド に も 各 人 陣営 の 偽装 
施設 が 存在 し 、 リ ポー・ コ ロニ ー に お いて は 連邦 軍 
の 施設 で 開発 され て いた MS を 巡る 戦闘 が 勃発 し 
た 。 相応 の 被害 を 出し た が 戦闘 自体 は 局 
地 戦 で あり 、 サイ ド 6 全 域 に 被害 が 拡大 但 
する と いう 最悪 の 事態 は 避け られ た 。 
だ が 穏やか な 生活 を 送っ て いた 住人 
た ち は 、 そ れ ぞ れ が 否応 な し に 戦争 @ 
を 体験 する こと と な っ た の で ある 。 


関わ る 人 間 、 そし て 水面 
で 動く 軍 み ら 市 民 を 守 


の 人 衝 
一 員 寺 
アル フレ ッ ド (アル ) の 家庭 は 、 一 年 戦争 の 終 
再生 を 始め た 。 善 杏 は 別 と し て 、 戦 争 が 


以 一 
本 
F 
5? 
1 
2 
た 


> や ペ ユ ・ ペ テー 4 


> マユ ペ ・ ロ ヤツ 人 


関連 ファ イル 


ー の サト 。 連 孝 軍 と 公 


仕事 に 没頭 し て 家庭 を 願 み な い 父 と 、 そ ん な 夫 に 音 
立ち を 募ら せる 母 。 や が て 夫 は 妻 と 息子 と は 別居 する 道 
を 選択 し アル の 家庭 は 崩壊 寸前 と な っ た 一 一 そん な 
状態 を 解消 する きっ か けが 一 年 戦争 で あっ た 。 協議 離 
婚 の 話し 合い まで 行っ た ふた り が 人 復 緑 し た 理由 は 不明 
だ が 、 結果 と し て アル が 片親 と な る 状況 は 回 避 さ れ た 。 


突然 の 複 緑 を 果たし た 両親 と 、 


リボ ー・ コ ロニ ー の 高校 を 優秀 な 成績 で 卒業 し た 
地球 連邦 軍 士 官学 校 に 入学 。 さら に 卒業 後 は 連邦 軍 
に 入隊 し た クリ スチ ー ナ ・ マ ッ ケ ンジ ー (クリ ス ) 一 一 そん 
な 彼女 の 両親 は 、 娘 の 成長 を どの よう に 見 つめ て いた 
の だ ろう か 。 寛大 な ふた り は 最終 的 に クリ ス の 意思 を 末 
重 し た も の の 、 い つも 軍属 と な っ た 娘 の 身 を 案じ て いた 。 


っ た こと と 同様 に 浮い 
も な い 給 を 心配 し 


中 立 を 保っ て いた と され る サイ ド 6 だ が 、 そ れ は あく ま 
で も 建前 だ っ た 。 実際 に は リボ ー・ コ ロニ ー 内 に は 連 2 0 て 和 人 し た MS 
邦 軍 の 施設 が 存在 し て お り 、 市 民 の 秩序 を 維持 する ロニ ー で は 数 の 慣 

に NN : 者 が 出 た 。 治安 を 守る 
立場 の 警部 に と っ て 、 そ うい っ た 状況 は 謎 慮 すべ き 問 、 に 
題 で ちあ っ た こと は 間違い な い 。 そ し て 彼 の 予感 は 、 両 に 理 電 を 反論 し た 


軍 の MS に よる 戦闘 と いう 最悪 の 形 で 的 中 し て し まう 。 
SE 


MS 同士 の 戦 第 市 
多大 な 被害 が 出 て し ま 
連 孝 軍 と いう 巨大 組 幾 

一 介 の 警部 の カ が 及ぶ べく も 

な いこ と を 承知 し な が ら も 、 彼 は 

拉 査 を 止め よう と は し な か っ た 。 


アル の 母 で ある ミチ コ は 、 女 
手 ひ と つ で アル を 育 で 
状態 だ っ た 。 父 家 

属 ん で ば か り いる ア 

、 必然 的 に 


寝 査 の 一 環 と し て クリ ス と 面会 し 、 執 扶 に 彼女 を 責め 立て た 敬 部 。 控 査 
が 身 を 結び は し な いこ と を 承知 し な が ら も 、 彼 は 追及 の 手 を 繧 め な か っ た 。 


リボ ー・ コ ロニ ー で 「 ビ ンク ・ エ レフ ァ ン ト ] と いう バー 
を 営む 平凡 な 初老 の 男性 一 一 それ が チャ ー リ ー で あ 
る 。 だ が 彼 は 、 中 立 の コロ ニー 内 で 連邦 軍 の 動向 を 探 
る ジ ォ ン の スパ イ だ っ た 。 連邦 軍 の ニュ ー タ イブ 専用 
ンダ ム 、 ア レッ クス を 追っ て コロ ニー に 潜入 し た サイ クロ 
プス 隊 を サポ ー ト し た 。 


長らく スパ イ 活 動 を 続け 、3 自宅 まで や っ て 

ニ ィ を 、 畜 剛 和 

る クリ ス 。 そん な ふた りー ス パイ と し て サイ クロ ブス 隊 に 協力 す 

の 天 を 、 ク リス の 両親 は る チャ ー リ ー。 彼 は 部 衣 の 際 長 で あ 
[から そっ と 見 守っ て る シュ タイ ナー と は 旧知 の 間柄 で あ 


り 、 その 行く 末 を 案じ て 


軍 と 公国 軍 到 方 の 事情 は 
る に 至っ た チャ ー リ ー。 そ 

の 劣勢 前 確 
取り 、 そ の 行く 本 に 末 観 的 な 展 
倒 を 持っ て いた 


前 通 サ ン ラ メ 138-16 


138-1Z 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


の 


ニー タイ を 巡る 戦い の 中 で 
トラ マ を 抱え た 男 が 中 し ‘た 信 


サン グラ ス の 下 に 胃 さ ん た ジャ ミ 


AW.0015.04 


月 は 晶 て いる か ? 


A.W.0015.04 


引き 鉄 は お まえ が 引け 


ガロ ー ド を 捕らえ て ティ ファ を 取り 戻し た の も 東 の 
間 、 フ ロス ト 兄弟 の 暗躍 に よっ て ティ ファ は 再び アル 
タネ イ テ ィ ヴ 社 に 囚われ る こと に な る 。 さら に 、 グ ラン 
ディ ー ネ の 攻撃 で フリ ー デ ン は 窮地 に 陥る 。 その 混戦 
の 中 、 ティ ファ の 思念 を 感じ 取っ た : は 、 その 導 
いい グ ラン ディ ー ネ を サテ ライ トキ ャ ノン で 撃 と うと 
そし て 、 ガ ンダ ム X に 乗り 込み 、 ガ ロー ド に サテ 


する 。 
ライ トキ ャ ノン の トリ ガー を 託す 


[LM mE02 mm095 


ジャ ミル ・ ニ ー ト 編 


まろ xr 


た 


旧 北 米 ・ セ ント ラ > 


A.W.0015、 フ リー デン の 艦長 と し て ニュ ー タ イプ 
の 保護 に 春 走 し て いた ジャ ミル は 、 アル タネ イ テ ィ ヴ 
社 か ら テ ィ フ ァ ・ ア ディ ー ル を 救出 し た 。 し か し 、 ア ル 
タネ イ テ ィ ヴ 社 に 利用 され た ガロ ー ド ・ ラ ント 
ティ ファ を 奪わ れ て し まう 。 ガロ ー| を 追 
『、 旧 連邦 工場 跡 に 逃げ 込ん だ ガロ ー ド は 
ガン ダム X を 起動 させ る 。 その 光景 に 皆 が 人 敬 慢 す る 
中 、 ジャ ミル は ひと り 宇 宙 に 注意 を 向け て いた 。 


旧 北米 ・ セ ント ラン ジェ 郊外 


ジャ ミル は 第 7 次 宇宙 戦争 の 後遺 症 で コク ピッ ト 恐 
怖 症 を 患い 、MS を 操縦 で き な い 身体 に な っ て いた 。 
その 一 方 で 、 テ ィ フ ァ を 助け よう と する ガロ ー ド の 一 途 
な 想い は ジャ ミル の 心 を 動か し 、 ガ ンダ ム X に ガロ ー ド 
を 乗せ る 決断 を 下す 。 同時 に 、 自身 の トラ ウマ に 抵抗 
し て ガン ダム X の コク ピッ ト に 座り 、 テ ィ フ ァ と ガロ ー ド 
の 想い を 繋い だ 。 それ は 、 過 去 と 向き 合 お うと する ジャ 
ミル の 決意 の 表れ だ っ : る 。 


ル の 張 い 


Case of jamil Neate 
か つて ニュ ー タ イプ と し て 戦い 


その 力 を 失っ 


ジャ ミル ・ ニ ー ト 。 過ち 


を 繰り 返さ な いた め の 旅 は 、 彼 の 胸 の 内 を 映し 出し て いく 。 


ビア ィ コ 
Hs 


地球 連邦 軍 の バイ ロッ ト と し て 15 年 前 の 第 7 
軸 戦 争 を 戦 - 宇宙 革命 軍 の コロ ニー 
し て ガン ダム X の サテ ライ トキ ャ ノン を 
撃ち 、 世 界 月 壊 の きっ か け を 作っ た こそ 、 ジャ 
ミル は サテ ライ トキ ャ ノン が 使わ れれ ば どう な る か を 靖 
感じ し て いた 。 ガロ ー ド が ガン ダム X を 再び 動か し た 時 、 
ジャ ミル は ティ ファ が その 鍵 で ある 月 の サテ ライ トシ ス 
テム を 起動 させ る こと を 危 恨 し た の で ある 。 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


A.W.0015 


ジャ ミル た ち は ニ ュー タイ プ を 探し て フォ ー ト セ バ ー 
ン に 辿り 着き 、 ニ ュー タイ プ に よる 平和 の 実現 を 掲 
ば る カリ ス ・ ノ ー テ ィ ラ ス と 対面 する 。 だ が 、 カ リス に 
挑ん だ ガロ ー ド が 敗北 し 、 テ ィ フ ァ も 奪わ れ て し ま 
ニュ ー タ イプ を 称す る カリ ス に 手 も 足 も 出 ず 、 自 信 を 
失っ た ガロ ー ド を 、 凍 っ た 湖 に 連れ 出す ジャ ミル 。 そし 
て 、 氷 上 に 投げ た G コ ント ロー ラー を 掴み 取っ た ガロ ー 
ド に 、 力強く 言葉 を 放つ の だ っ た 。 


新 連 邦 軍 第 8 宇宙 基地 


カリ ス に 敗北 を 喫し た ガロ ー ド は 無力 感 に 共 ま れ 、 
ジャ ミル は 塞ぎ 込む ガロ ー ド を フリ ー デ ン か ら 降 ろ す と 
言っ て 突き 放す 。 だ が 、 そ の 言葉 の 裏 で は ガロ ー ド の 
番 起 を 期待 し 、 彼 の 武器 と も 言え る が お し ゃ ら さ を 思 
い 出 させ よう と し た 。 ガロ ー ド に 水上 の G コ ン を 取り に 
行か せ た の は ジャ ミル な り の 荒 療治 で あり 、 ニュ ー タ イ 
プ と の カ の 差 に 策 気 さく ガロ ー ド に 、 特 別 な 力 な ど 必 
要 な いと 伝え よう と し た の で ある 。 


A.W.0015 


その 後 も ジャ ミル た ちの 旅 は 続き 、 フ リー デン は 
ニュ ー タ イプ 研究 所 に 向かっ た 。 し か し 、 そ こ に も フロ 
スト 兄弟 の 策謀 が 張り 巡ら され て お り 、 ジ ャ ミル た ち は 
新 連 邦 軍 の 攻撃 を 受け る 。 さら に 、 そ の 混乱 の 中 で 
ティ ファ が 宇宙 革命 軍 に 拉致 され 、 宇 宙 に 連れ 去ら 
れる 。 ティ ファ を 追 お うと する ガロ ー ド を パル トー ク に 乗 
せ 、 新 連邦 軍 の 襲撃 か ら 守 る ジャ ミル た ち 。 そし て 、 
飛び 立つ パル トー ク に 向け て ジャ ミル は 叫ぶ 。 


月 面 基地 


ニュ ー タ イプ は 神 で は な い ! 
主義 主張 を 語る 道具 で も な い !! 


MORE INFO! 
ガロ ー ド と の 関係 


こ ガ ロー ド を 


間違い に 気付 


フロ スト 兄弟 の 暗躍 は 新 連 邦 軍 と 宇宙 革命 軍 の 
全面 戦争 を 招き 、 両 軍 は 月 の D.O.ME を 巡っ て 衝 
突 し た 。 ティ ファ も D.0.ME. と の 接触 を 望み 、 ジ ャ 
ミル は 新た な フリ ー デ ン を 率い て 宇宙 に 上 が る 。 
D.0.M.E. に 導 か れ て 月 面 基地 に 降り 立っ た ジャ ミル 
た ち は 、 つ い に D.O.MLE. と の 対面 を 果たす 。 だ が 、 
同じ く D.0.ME. の 下 に 導 か れ た 新 連 邦 軍 と 宇宙 革 
命 軍 の 指導 者 た ち は 、 互 い の 主 義 を 譲 ろ うと し な か っ 


ティ ファ を 失っ て 呆然 と し て いた ガロ ー ド は 、 彼女 が 
書き 残し た 自分 た ちの 絵 を 目 に し て 立ち 直り 、 宇 宙 を 
目指 し た 。 ジャ ミル は その ガロ ー ド を 後押し し 、 ガ ンダ 
ム DX を 取り 引き 材料 に し て 彼 を シャ トル に 乗せ る こと 
に 成功 する 。 さぁ ら に 、 フ リー デン を 身 牲 に し て バル トー 


ク の 打ち 上 げ を 守 ろ うと し た 。 ジャ ミル の 叫び は 、 テ ィ 
ファ を 救い た 


\ と いう 自分 た ちの 願い を 、 宇 宙 に 上 が 
託す 強固 な 意志 だ っ た の で ある 。 


た 。 彼ら を 前 に し て 、 ジ ャ ミル は 鋭く 言い 放つ の だ っ た 。 

戦争 に 利用 され た ジャ ミル は 、 同 じ 危 険 を 背負 っ た 
ニュ ー タ イプ を 助け る こと を 自ら の 使命 と し た 。 そし て 、 
ー タ イプ を 道具 の よう に し か 考え て いな い 指 導 者 
た ち は 、 そ の 元凶 と も 言え る 存在 だ っ た 。 だ か ら こ そ 、 
D.O.ME. に 触れ た ジャ ミル は 、 ニ ュー タイ プ を 自分 た 
ち に 都合 の 良い も の と し て 解釈 し ょ よう と する 彼ら に 対 
し て 、 起り を 赴 わ に し た の で ある 。 


三 エ ー タ イプ ベ の 想 


宙 通 ・ サ シラ ィ ズ 138-18 
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RIE D2 SHEET 25p 


ビリ ー・ カ タ ギ リ 5 


Billy Katagiri 


ベー リン グ 級 海上 空母 


関連 ファ イル 


GNX-U02X 
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間 記 直入 つ た め の 中 


MORE INFO! 


に も 加担 し 
1 碁 の 出力 を 用 いた 「 ソ レス タル ピー イン 
ラン ザム シス テム 搭載 に 関 


疑似 GNF 


⑧ ア ロウ デ の MS 開発 主任 


を 包 


り 、 再び 自家 次 
アロ ウズ の 制式 軍 


た 。 ホ 


立場 も あり 、 出席 を 矢代 な くさ れ 


画 GNX-U02X マス ラオ 画 GNX:Y901TW スサノオ 


革 の 在 作 GN ドラ イヴ を 挫 


戦 矢 了 直 後に は スメラギ と ふた り て 写真 に 収まり 、 そ れ を 机 に 筋 っ て い ? 


ピリ ー。 だ の 引い は 必 


ビリ ー の 開発 


還 「 ソ レス タル ビー イン グ ] 主砲 の 調整 


画 ガ ガ へ の トラ ン ザ ムシ ステ ム 搭 載 


NN 生 
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mE02 sm24B 


グロ ノ グ ル ・ ア シャ ヤー 


Cronicle Asher 


境遇 と 野心 に 翻 遭 され 続け た 
ザン スカ ー ル 帝国 女王 の 北 


宇宙 戦国 時 代 と いう 動乱 期 に あっ て 、 クロ ノ ク ル ・ 
アシ ャ ー は 自ら の 足 で 立 と うと し た 。 それ は 、 ザ ンス 
カー ル 帝 国 の 枠組 み に 否 応 な < 囚われ て し まっ た 青 
年 の 抵抗 だ える 。 だ が 、 身 の 丈 を 超え た 自 
野心 と な っ て クロ ノ ク ル を 張り 、 追い 込ん で い 
く 。 ザン スカ ー ル 戦争 の 状況 弄 き され な が ら 、 ク ロ 
ノブ クル は 袋小路 に 進ん で いく の だ っ た 

クロ ノ ク ル は 、 ザ ンス カー ル 帝 国 の 女王 マリ ア ・ 
ピ ァ ・ ア ー モ ニア の 弟 と いう 境遇 か ら 、 ザ ンス カー 
ル 帝 国軍 (ベス パ ) の 一 員 と し て ザン スカ ー ル 
戦争 に 身 を 投じ た 。 その 戦い の 中 で 自ら が 
保護 し た 少女 カテ ジ ナ ・ ル ー ス を 腹心 と 
し 、 母 系 社会 を 確立 する と いう 野心 を 
抱い て 歩ん で いく クロ ノ ク ル 。 その 先 
に 待っ て いた の は 、 激 し さ を 増す リガ ・ ミ 
リティ ア と の 戦い と 、 ク ロ ノ クル の 意志 の カ 
を 試す 過酷 な 状 に の で ある 。 


戦争 が 進む に つれ て 野心 を 覗か せ て い 
だ っ た が 、 生 来 の 優し さと 甘 さ は 抜け 切ら ぬ ま 
情 的 に な る 場面 も 度々 見 られ 、 狼 劉 さ を 備え 
ら ず 知ら ず の うち に コン トロ ー ル され て いた と も 言え る 


TE に 4 恒 


ZMI-S34S 


質 を 必 に 取っ た ビビ ニ 
ン の 行為 を 軽 産 すべ き 作戦 
と I し 、 肌 壮 電 いと 吐き 挫 て 
た 。 吾 居 な 行い を | き 
は 秋 わ っ て いな か = 
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2MT-S34S リグ ・ コ ン テ ィ オ 


ジュ ル ハイ ロ 3 の 決 埋 
FLE PREVIEW 


流れ の 
まま V ガ ンダ ム の パイ ロッ ト と 
な っ た 


RE D2 sur 2 4p 


区 は こん な と ころ で 
上 まる 説 に は いか な い の だ ! 


ザン スカ ー ル 戦争 中 期 、 モト ラッ ド 艦隊 司令 に 就任 し 
た クロ ノ ク ル は 、 地球 クリ ー ン 作戦 の 前 線 指揮 官 と いう 
大 役 を 務め た 。 自ら の 地位 が 上 が る ど 共 に 、 フ ォ ン セ ・ 
カ ガ チ の 放逐 と いう 野心 を 強く 意識 し て いく クロ ノ ク ル 。 
し か し 、 カ ガチ は 地球 クリ ー ン 作戦 を 隠れ 義 に エン ジェ 
ル ・ ハ イロ ゥ 作戦 の 準備 を 進め 、 ク ロ ノ クル は 自分 が 
敷 帳 の 外 に 置か れ て いた こと を 思い 知る 。 それ で も な 
お 、 自 ら の 野心 を 諦め な か っ た クロ ノ ク ル は 、 エ ンジ ェ ル ・ 
ハイ ロ ゥ の カ ガ チ へ の 接近 を 図る 。 

そし て 、 戦 局 は エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ を 人 巡る 攻防 に 移り 、 
クロ ノ ク ル も モト ラッ ド 艦 隊 を 率い て 防衛 線 の 一 角 を 担 
う 。 だ が 、 権 力 故 取 の 決め 手 を 欠い た まま 攻防 戦 に 臨 
ん だ クロ ノ ク ル は 、 マ リア の 娘 シ ャ クティ - カ リン と いう カー 
ド も カ ガ チ に 知ら れる こと と な る 。 さら に 、 タ シロ ・ ヴ ァ ゴ 
の 反乱 に よっ て マリ ア が 命 を 落と し 、 大 き な 心 の 支え を 
も 失っ て し まう 。 その 状況 で 、 リ ガ ・ ミ リティ ア の 打倒 に 
活路 を 見 出 そ う と し た クロ ノ ク ル は 、 MS を 駆っ て 戦場 に 
己 の カ を 示し た 。 だ それ は カテ ジ ナ の 歪ん だ 依存 
心 に 引き ずら れ た 結果 だ っ た の か も し れ な い 。 自ら の 目 
指す も の が まま な ら な い フ ラス トレ ーション を ぶつ ける よう 
に 、 宿 敵 と も 言え る ウッ ソ ・ エ ヴィ ン と 激しい 一 騎 討 ち を 
繰り 広げ る クロ ノ ク ル 。 その 戦い の 未 、 ウ ッ ソ に 敗れ た 
クロ ノ ク ル は 、 姉 に 助け を 求め な が ら 哀しい 最期 を 迎え 
た の だ っ 


dl ( 


\ レン 


お 7 肖 戦争 後期 に お ける クロ ノ ク ル の 動向 


U.C.0153.05 に 開始 され た 地球 クリ ー ン 作戦 に お い 
て 、 クロ ノ タ クル は 大 佐 待遇 で モト ラッ ド 能 隊 を 指揮 し 、 北 
米 の 制圧 に 自ら MS で 出撃 する こと な く 艦 隊 
指揮 に 徹し た が 、 参謀 を 務め た アル ベ オ ・ ピ ピ ニ ー デ 
ン の 非 人 道 的 な 行為 (ウッ ソ の 母 ミュ ー ラ ・ ミ ゲル を 人 
質 に 取る 作戦 ) を 許す 脇 の 甘 さ も 見 せ て いる 。 そし て 、5 
月 28 日 に 地球 連邦 政府 と の 休戦 協定 が 締結 され る と 、 
上 層 部 の 撤退 命令 を 待た ず に 本 国 に 帰還 し た 。 

6 月 に エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ 攻防 戦 が 始ま る と 、 クロ ノ 
クル は モト ラッ ド 艦 隊 を 議 い て 防衛 線 の 後衛 を 担っ た 。 
さら に 、 リ グ ・ コ ン テ ィ オ で 出撃 する と 、 連 合 艦隊 旗艦 ジャ 
ン ヌ ・ ダ ルク を 無力 化し 、 リ ー ン ホー ス Jr. を 損傷 させ る 
な どの 戦果 を 挙げ た 。 し か し 、 ウ ッ ソ の V2 ガ ンダ ム に 敗 
れ 、 機 体 か ら 投 げ 出 され て エン ジェ ル ・ ハ イロ ウゥ の リン 
グ に 激突 し 、 命 を 落と し た の で ある 。 


指揮 入 と し て の 手腕 と パイロット 能力 re 
戦争 中 期 以降 、 ベ スパ 内 部 で の 権限 を 強化 し た クロ 
ノ ク ル は 、 指 押 宮 と し て の 才覚 も 示す よう に な っ て いっ 
た 。 た だ し 、 感情 に 任せ て 判 灯 を 鈍ら せる 場面 も 少なく 

は な く 、 カ テ ジ ナ の 助言 に 助け られ て いた 面 も 否定 で き 


な い 。 一 方 、 前述 の よう に エン ジェ ル ・ ハ イロ ウゥ 攻防 戦う 。 im の ェ コ ケチ お 
で 目覚 まし い 戦果 を 挙げ て お り 、 パイ ロッ ト と し て の 技量 も ある と 語 
は 戦争 初期 か ら 大 きく 進歩 し て いた と 言え る だ ろう 。 


! 
指揮 官 と し て は 正攻法 を 好む 傾向 が 強 (、 的 確 な 昔 指 控 を 見 せ た 。 バイ 
ロッ ト と し て も コン ティ オ 戦 隊 を 率い て 大 さ な 戦 果 を 挙げ 、 優秀 さ | 


の 利用 価値 を 
を 許 
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ゃ や や » PROFILE 
ゃ @ ドー ] 年 
ン ピ | Ra 所 属 地球 連邦 軍 第 三 地球 軌道 艦隊 司令 
階級 中 将 
出身 
Joun Kowen 還 寺 in EF.S.F. 


「 ガ ンダ ム 開 発 計画 」 を 主導 し 
レビ ル 将 軍 の 後継 者 と 目 さ れ た 男 


一 年 戦争 に お いて MS の 威力 は 充分 に 証明 され 
た も の の 、 勝 利 を 収め た 地球 連邦 軍 で は 、 依然 と し 
て 宇宙 艦艇 を 主軸 に 位置 付け る 「 大 艦 巨砲 主義 
派 が 根 強 か っ た 。 その 一 方 で MS 開発 を 重視 し て い 
た 一 派 は 、 ジ オン 公国 軍 の 機体 や 開発 資料 を 入手 
し 、 MS 技術 の 格差 を 痛感 。 公国 軍 の 技術 を 研究 
し 、MS 開 発 技術 の 向上 に 努め て いた 。 その 延長 上 
に 立案 され た 計画 が 、 新 型 ガン ダム の 開発 プロ ジェ 
クト 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] で あっ た 。 一 年 戦争 で 優れ 
た 戦果 を 挙げ た MS を 積極 的 に 戦力 に 取り 入れ る た 
め に は 、 ガ ンダ ム の 名 を 冠 し た 高 性 能 MS の 開発 が 
必要 不可 欠 と な る だ ろう 一 一 ジョ ン ・ コ ー ウ ェ ン が 立 
案 し た 計画 は 的 を 射 た も の で あり 、U.C.0081、「 地 
球 連邦 軍 再 建 計画 ] の 一 環 と し て 同 計画 が 始動 。 
彼 は 最高 責任 者 と し て 、 そ の 進捗 を 見 守る こと と な っ 
た 。 だ が 、 彼 の 馬頭 を 快く 思わ な い 敵 対 派閥 の 暗躍 
に より 、 彼 を 取り 巻く 状況 は 激変 する こと と な る 。 

一 年 当 後 の 連邦 

も 上 麻 部 に あっ て 、 実 戦 

どい の 経験 を 活か す 道 を 模 
索 し て いた 。 その た め 、 


実 部 隊 と の 間 係 は 入 
好 で あっ た 


E 


きつ 現場 主義 の 人 問 ゆ え で あっ た . 


| 
| 
| 
| 
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コー ウェ ン が 企画 立案 し た 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] は 、 
一 年 戦争 で 疲弊 し た 連邦 箇 の 軍備 を 再建 する た め と 
いう 大 義 の 下 に 承認 され た 。 だ が その 前 提 は あく まで も 
本 計画 の 一 面 に 過ぎ ず 、 計画 の 衰 に は さま ざま な 思惑 
が 見 え 隠 れ し て いた 。 中 で も 特に 問題 視 さ れる べき は 、 
同 計画 が 核 弾頭 の 搭載 と それ を 運用 可能 な MS の 開 
発 を 視野 に 入れ て いた こと で あろ う 。 核 弾頭 の 保有 は 
南極 条約 に よっ て 禁止 され て いた の だ が 、 連 邦 軍 は 敢 
えて これ を 無視 し 、 核 搭載 型 MS の 開発 に 踏み 切っ て 
いる 。 これ は 軍部 の 独走 に ほか な ら ず 、 そ れ を 許し て し 
まう 組織 の 体質 を 窟 わ せる も の で あっ た 。 さら に 「 ガ ン 
ダム 開発 計画 ] は 、 連 抑 軍 内 の 派閥 闘争 に 利用 され 
た 。 一 年 戦争 後 の 連邦 軍 内 に は 複数 の 派閥 (軍閥 ) 
が 台頭 し 、 そ の 芋 権 を 競っ て いた 。 そし て 、 コ ー ウ ェ ン 
は 本 計画 の 成功 を も っ て 、 自 ら の 派閥 の 安定 化 を 図 ろ 
うと し た と いう の だ 。 だ が 、 対す る ジー ン ・ コ リ ニ ー 率 い 
る 派閥 は 、 あ わ よ くば 己 の 栄達 に 利用 し よう と 機 を 祥 っ 
て いた 。 結果 と し て コー ウェ ン は 、 核 搭載 型 MS カ ンダ 
ム 試 作 2 号機 の 強 奏 と いう 事件 と 、 対 立派 閥 に よる 妨 
害 に よっ て 失脚 。 そし て デラ ー ズ 紛争 後 、 紛 争 に 関わ 
る 事件 の 真相 や 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] は 封印 され 、 公 
式 記 録 か ら 抹消 され る こと と な っ た の で ある 。 


開放 松 の 放 生 と 思わ 事件 に よる 失脚 
U.C.0083.09、 コ ー ウ ェ ン は ロー ルアウ ト し た ガン ダム 
試作 1 号機 と 2 号機 を 配下 の アル ビオ ン 隊 に 託し 、 地 球 
へ と 降下 させ た 。 と ころ が 運用 試験 の 直前 、2 号 機 が デ 
ラー ズ ・ フ リー ト を 名 乗る 公国 軍 残 党 部 隊 に 強 礁 され る と 
いう 事件 が 発生 。 枝 弾 頭 搭載 MS の 強奪 と いう 事態 を 
重視 し た 上 層 部 は 、 た だ ち に 機体 の 奪還 を コー ウェ ン に 
指示 、 彼 に 作戦 の 指揮 を 一 任 し た 。 だ が 対立 派閥 に よ 
る 妨害 も あり 、 2 号機 奏 退 作戦 は 失敗 し 、 つい に 核 弾頭 
は 連邦 軍艦 隊 に 向け て 放 た れ た 。 そし て 一 連 の 責 を 問わ 
れ た コー ウェ ン は 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] か ら 解任 され た 。 
その 後 、 コ ー ウ ェ ン は デラ ー ズ ・ フ リー ト の コロ ニー 沙 
と し を 阻止 すべ く 、 防 衛 能 隊 の 指揮 を 執っ た 。 その 最 
中 、 敵 と 密約 を 交わ す コリ ニー の 姿 を 目撃 する が 、 派 
閣 闘 争 に 敗れ た 彼 に 背信 行為 を 告発 する 力 は な く 、 逆 
に 拘束 され る と いう 過酷 な 運命 が 待ち 受け て いた 。 


所 名 p 財 名 将 の 後継 者 と 目 き され た 軍人 


コー ウェ ン は 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] に お いて 、 ガ ンダ ム 
各 機 の 仕様 に も 関与 し た と 言わ れ て いる 。 MS 開発 に 積 
極 的 な 姿勢 や 実地 主義 な どか ら 、 連 邦 軍 き っ て の 名 和 将 
と 呼ば れ 「V 作 戦 ] を 主導 し た レビ ル 和 将軍 の 後継 者 と 目 さ 
れ て いた よう だ 。 また 、 一 年 戦争 時 は 前 線 で 指揮 を 執っ 
で いた 猛将 だ っ た が 、 デラ ー ズ 紛争 期 に は その 境遇 ゆえ 
に 手腕 を 発揮 する 機会 を 失っ て し まっ た 。 


半 事 件 の 符 、 追 史 に 向かわ せ た アル ビオ ン 隊 ど 連携 する コー ウェ ン 
能力 は 高い 人 物 だ っ た が 政治 工作 は 不 揚 手 で あり 、 それ が 失脚 に I 


MORE INFO! 


・ フ リー ト の 真 の 狙い が 地球 へ の コロ ニー 落と し 


H も 、 決 定 
を 交 震 み に する し か な か っ た 
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エッ ター ゴ の 戦い を 牽引 じ た 純 
その 戦い を 支え た 者 た ちの 信念 と 感情 


U.C.0087.03.08 


コク ビ ピット が 違っ て も 


3 日 も あれ ば 自分 の 手足 に する こと 


U.C.0087.07 


何 が 自習 室 だ よ 


U.C.0087、 反 ティ ター ンズ 運動 を 本 格 化 さ せ た 
エゥーゴ は 、 テ ィ タ ー ン ズ の 新型 ガン ダム の 情報 を 
探っ た 。 エゥーゴ の 一 員 と し て その 任務 に 当 
ポリ ー は 、 ク ワ ト ロ ・ バ ジー ナ の 指揮 下 で リッ ク ・ デ ィ 
アス を 駆り 、 テ ィ タ ー ン ズ の 軍事 拠点 と な っ た グリ ー ン ・ 
オア シス を 目指 す 。 その 途上 で 、 慣れ な い 機 体 の 感 
触 を 部 下 た ち に 問う クワ トロ に 対し 、 ア ポリ ー は 実戦 
で 鍛え 上 げた 自身 の 能力 を 誇る あの だ っ た 。 


中 いた アー ガマ クル ー の 言葉 


2) neD2 se 1hg 


アー ガマ 要員 編 
Case ofARGAMA's Crew 
グリ プス 戦役 で エゥーゴ の 陣頭 に 立っ た 旗艦 アー ガマ 


激しい 戦い に 


身 を 投じ た クル ー た ち は 、 それ ぞ れ の 想い を 戦場 に 表現 し た 


2 は 、 ジ オン 公国 軍 に 参加 し て 僚 友 の ロ ベ 
ルト と ま 年 戦争 を 戦い 、 戦 後 は アク シズ に 渡っ 
た 。 その 過程 で シャ ア ・ ア ズ ナ ブル に 見 出 
球 園 に 帰還 し た 彼 に 同行 し て エゥーゴ に 加わ っ た 。 
以降 、 ア ポリ ー は クワ トロ を 名 乗っ た シャ ア の 部 下 と し 
て 、 エゥーゴ 実働 部 隊 の 一 相 を 担う こと と に な る 。 クワ ト 
口 の 問い 掛け に 答え は 、 実 戦 で 己 を 鍛え 上 
げ て きた パイ ロッ ト の 鈴 持 が 表れ て いた の で ある 。 


億 た ちがい な けれ ば 戦争 な ん て で き な v ゝ くせ に よ 1 に とう 


エゥーゴ の ジャ ブロ ー 侵 攻 作戦 以降 、 グリ プス 戦役 
辿り 、 アー ガマ は 戦い に 追わ れる 日 々 


し て 昔 立 ち 、 ブ リッ ジ 要 員 の トー レス 
い を 起こ す 。 カミ ー ユ と 共に 自習 室 に 
入れ られ た の も 束の間 、 敵 の 組 撃 を 受け て 戦闘 配置 
を 急ぐ トー レス た ち 。 プリ ッ ジ に 走り な が ら 、 ト ー レ ス は 
誰 に 向け る と も な く 悪 態 を 吐く の だ っ た 。 


アー ガマ に は 多く の 若者 た ち が ク ルー と し て 乗り 込 
み 、 戦 い に 参加 し て いた 。 トー レス や サエ グ サ も その 
一 員 で 、 彼 ら の 存在 が 一 般 的 な 軍隊 と は 異な る アー 
ガマ の 自由 な 気風 を 作る の に 一 役 買 っ て いた と も 言 
える 。 一 方 で 、 ト ー レ ス た ち に は 自分 た ち が ア ー ガ マ 
を 支え て いる 自負 も あっ た の だ ろう 。 トー レス の 言葉 
は 、 そ うし た 若者 た ちの 意識 を 許容 する アー ガマ の 空 
気 と 、 彼ら の プラ イド を 表し て いた の で ある 


U.C.O087.07 


し か し 、 人 間 は 感情 の 動物 で す ! 7 


U.C.0087.08.24 


ファ ・ ユ イリ ィ は 、 グ リー ン ・ オ アシ ス 農 撃 事件 で 
ティ ター ンズ に カミ ー ユ と の 関係 を 疑わ れ 、 結果 と し て 
i を 寄せ た 。 そし て 、 アー ガマ に 身 を 置く 中 
で 自分 に で きる こと を 探し 、 パ イロ ッ ト の 道 を 歩ん で い 
く 。 し か し 、 カ ミー ユ と の 距離 感 に 悩み 、 そ の 昔 立 ち 
を 戦い に 向け て し まう 。 独断 で 出撃 し て 指揮 を 乱 し 、 
エマ ・ の 叱責 を 受け る ファ 。 それ で も 、 フ ァ は 自 
ら の 内 部 に 渦巻 層 情 を 吐き 出す の だ っ た 。 


人 間 っ て 、 そ ん な に 信じ られ な い の か ・… 


自ら 進ん で 戦い に 身 を 投じ た と は いえ 、 フ ァ と て 当時 
まだ 17 歳 の 少女 に 過ぎ な か っ た 。 幼なじみ の : 
ユ が 地球 で 自分 の 知ら な い 経 験 を し て 、 寂 あら 
ず と いっ た 様子 を 見 せれ ば 、 動 揺 す る の も 仕方 の な 
いこ と で あろ う 。 その 感情 を 衝動 的 に 戦場 へ と ぶつ 
け 、 自 ら の 非 を 頭 で 理 解 し な が ら も エマ に 言い 返し た 
ファ の 言動 は 、 戦 士 に な り 切れ な い 彼 女 の 胸 中 を 物 
語っ て いた の で ある 。 


ティ ター ンズ に 義 情 を 覚え て 戦い に 身 を 投じ 
コバ ヤシ は 、 宇 宙 に 上 が っ て アー ガマ に 乗艦 し た 。 そ 
れ と 同じ 頃 、 テ ィ タ ー ン ズ は 月 面 都市 グラ ナダ へ の コ 
ロニ ー 落 と し を 画策 し 、 サ ラ ・ ザ ビア ロフ が その 情報 
を 持っ て アー ガマ へ 投降 し て くる 。 同年 代 の サラ に 淡 
た が 、 サラ は カツ を 利用 し て アー 
ラ を 逃がし た 責任 を 問わ れ て 独 
房 に 入れ られ た カツ は 、 ひ と り 涙 し な が ら 咳 く の だ っ た 。 


U.C.0088.0g.2 ら 


一 人 前 と 認め られ ず 、 戦 う 機会 を 与え られ な いこ と ! 
フラ スト レー ショ ン を 感じ て いた 。 サラ は カツ の そう し た 
内 面 を 見 抜い た の か 、 自尊 心 に 付け 込ん で 彼 を 騙し 、 
ほな 行動 に 走ら せ た の で ある 。 そし て 、 サ か 
その 相手 に 裏切ら れ た 体験 は 、 カツ を 人 間 

に 。 ここ で カツ が 負っ た 心 の 傷 は 、 グ リプ 
ス 戦 役 を 通じ て 少年 に 付き まとっ た の だ っ た 。 


グリ プス ご ど 生 域 


陥っ た カツ ト 
と が 増え 
は サラ を 諦め 切れ な か っ た が ゆえ 
si リ 、 彼 女 を パブ テ マス ・ 
シロ ッ コ の 呪縛 か ら 解放 する た め 
に 春 走 し た の で ある 


レー ザー 砲 の 中 に は 、 カミ ー ユ た ちがい る ん だ よ 
紀 が 慈 げ 出 すま で …… そ れ ま で は 待つ ん だ ! プラ イト ファ ) 


MORE INFO! 
父親 役 を 務め た ブラ イト の 苦労 


ティ ター ンズ の 台頭 に 危機 感 を 抱い て エゥーゴ に 
参加 し た ブラ イト ・ ノ ア は 、 グ リプ ス 戦 役 を 通じ て アー 
ガマ の 艦長 を 務め た 。 そし て 、 ティ ター ンズ や アク シズ 
と の 最終 決戦 に お いて も エゥーゴ の 指揮 を 執り 、 コ ロ 
ニー・ レ ー ザ ー に よる 敵艦 隊 の 磯 減 を 試み る 。 だ が 、 

ミー ユ た ち が コ ロニ ー・ レ ー ザ ー 内 部 に 残っ て いる 
こと を 知っ た ブラ イト は 、 発 射 の タ グ を 逃す 危険 
を 置 し て で も 彼ら の 脱出 を 待っ た の 


ブラ イト は 一 年 戦争 で ま ホワ イト ペー ス を 指揮 し 、 グ リ 
プス 戦役 で は アー ガマ 艦長 と し て エゥーゴ を 率 引 し た 。 
そこ に 共通 し て いた の は 仲間 を 死な せな まい と する 責 
任 感 で あり 、 だからこそ カミ ー ユ の よう な 若者 た ち に 犠 
牲 を 強い る こと を 良し と し な か っ た 。 勝機 を 逸 す る 綱 渡 
り を 選ん だ ブラ イト の 決断 は 、 指 揮 官 と し て は 正しく な 
か っ た の か も し れ な い 。 その 信念 が アー ガマ の 
士気 の 源 と な っ て いた こと は 確か だ ろう 。 


対照 的 な エマ と レコ ア の 想い 
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本 02 sm2DD 
フ ババ トリ ッ ク 上 コー ラサ リー 邦 軍 アロ ウズ 


アア 尉 大生 
6 申 身 AEU 
Patrick Colasour 投 能 MS の 押 綴 . カテ ィ へ の 愛情 


GNX-609T 
ジン クス (アロ ウズ カラ ー) 
GN ドラ イヴ [T] を 搭載 する 刀 


FLE PREMEW 


139-19 


⑪ ア ロウ ズ を 擁 脱し 、 カテ ィ 率い る クー デ タ ー 部 隊 の メン バー と な 
還 


現 に 身 を 生ん 


能 カ 図 了 ED 


の 


MORE INFO! 


け て いた 。 だ が 、 パト リック が 自ら アビ 
務 で も 再び 行動 を 共 


s 139-20 


機動 戦士 ガン ダム SEED C.E.73 A ASTHAY 


PERSODNAL PROFILE as mE02 sD 


エミ リオ ・ ブ プロ デリ ッ ク 
ダナ ・ ス ニッ プ 


Emilio Bloderick Dana Snip 


MS 提 終 nd 
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A 
っ も mm 
マテ ルト と 


ら 4 で 


に 


Ne EH 4 


_ seEEp.Q3-19 
GAT-X207SR ント ムペ イン パパ パ SG806 軒 
ネロ プリ ッ ツ ガン ダム 
オナ 


139-21 


機 和 戦 士 ガン ダム SEED C.E.73 A ASTRAY 


PERSONAL PROFILE 


ベリ ロン ョ リジン 。 


MORE INFO! 


地球 連合 軍 の 特殊 部 隊 で あり な が ら 、 フ ァ ン トム ペイ ン の 実態 は 
ロゴ ス の 私 兵 で あっ た 。 武力 行使 を 地球 連合 軍 に 依存 し て いた ブ 


兵 や 強化 人 間 で ある エク ステ ン デッド な ど 、 人 道 に 反し た 行為 も 平 
然 と 行っ た 。 また 、 核 な ど 条 約 違反 の 兵器 も 用 いる 集団 で ある 。 


コー ディ ネイ ター の 茜 民 キャ ンプ 

を 、 偽 杯 し た テロ リス ト の 放線 施 

設 だ と 杏 造 し 、 ス ウェン に 頁 潤 を 
倒す る ホアキン 。 


身寄り の な い 子 供 を 集め て 兵 二 
と し て 訓練 を 施し 、 反 コー ディ ネイ 
ター 思想 を 植え 付け る が 、 中 に 
は 子供 を 集え る 者 も いた 


エミ リオ ・ ブ ロ デ リ ッ ク 


ネオ ・ ロ アノ ー ク スウ カル ・ バ ヤ 
ファ ント ムペ イン の 指 キア キン 隊 の エー スパ イ 
探 官 。 3 人 の エク ステ ッ ト 。 マー シャ ン 

ボボ を 使っ て アー モ 


リー ワン か ら ザ フト の 新 
型 MS を 奪取 し 、 連合 
と プラ ント の 再戦 の まっ 
か を 作っ 


問い 掛け を 愛 け て お り 
それ が 人 塊 が 変化 する 
要因 の ひと つと な っ 


[MS] 02 mg0MM 


トム ペイ ン の 指 


控 官 の ひと り で あり 、 ス 
ウェ ン た ち が 所 属す る 
ホアキン 隊 を 率い る 
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アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム 


Allelujah Japtism 


量子 波 が ELS に 反応 する た め 別 人 格 「 ハ レル ヤ 」 が 
現れ た ほか 、 マ リー も 苦し むこ と に な っ た 。 これ に 対処 する た 
め プ トレ マイ オス 2 改 に 帰還 し た 、ELS を 敵 と 
決め つけ ず 、 慎重 な 対処 を メン パー 


に 机 来 し た 明確 を 理 


[m] 本 02 mml 


PROFILE el 
年 齢 26 歳 人 い 0 
所 属 ソレ スタ ルビ ー イ ング 


GN-011 
ガン タム ハル ー ト 
リオ スガ ンダ ム の 後継 
第 天 世 代 ガ ンダ ム に カテ 
コラ イズ され る 可変 


の が 特 側 で ある 


虹 過 礼 の 旅 に 出 て い 
機関 出身 の 起 兵 。 EL 
し アレ ル ヤ と 共に 対 特 
と を 決意 し た 。 


ハレ ル ヤ と の 対 時 


有 量 子 波 の 造 断 


ステ ィ ら と 再会 。 2 年 
間 、 を 区 脱し て いた 
と は いえ 、 後 は その 居 
心地 の 良さ を 改め て 
感じ て いた 


ELS に 取り 
寸前 の 連邦 軍機 か ら 
パイ ロッ ト を 教 出し た 
アレ ル ヤ 。 戦場 で も そ 
の 便 し さ を 隠す こと な 
く 埋 い 続 


MORE INFO! 


2 年 間 の 世界 人 礼 、 そし て その 後 の ELS 戦 の 中 で 、 マリ ー 
は アレ ル ヤ と の 絆 を より 深め て いた 。 その 強い 信頼 感 か 5 生 
み 出 され る 優れ た 連携 に よっ て ガン ダム ハル ー ト の 性 能 を 活 
か す と 同時 に 、 戦闘 終結 まで 生き 抜く こと に 成功 し て いる 。 


ガン ダム ハル ー ト で の 出 貞 時 
は 甘え 排除 す 


ガン ダム ハル ー ト で は 機体 の 
吉 和 割る 担当 。 搭載 され た 


ミサ イル や GN キ ャ ノン の 先 和 
を 担っ た 


良和 
は 
レル ャ は 凍 子 波 を 和 
ル ヤ と な っ て ELS き 攻 
へ の ELS 休 を 隊 い た 


深まる マリ ー と の 絆 


マリ ー・ バ パー ファ シー 
民族 衣 杯 の よう な ワン ピー ス に 身 を 包 
み 、 ア レル ヤ と 共に 世界 迄 所 
出 て いた 。 彼 と の 日 々 は か けが え の な 
いも の で 


x-vas 140-14 


140-15 


機動 武 韻 伝 G ガ ンダ ム 


[ 介 ] ED2 HL 


世界 の ガン ダム ファ イタ ー ③) 


Gundam Fighters 


決勝 大 会 進出 を 果たし た 猛者 と 
ウォ ン ・ ユ ン フ ァ の 策 賠 

第 13 回 ガン ダム ファ イト (GF) は 予選 の サバ イ バ 
ルイ レブ ン を 終え 、 つい に 決勝 大 会 た 。 だ 
が その 決勝 大 会 は 、 公 平 性 が 高い と は 言い 難い も 
の で あっ た 。 な ぜ な ら ば 、 GF 国際 条約 に 違反 する 行 


為 が 続出 し た ほか 、DG 細 胞 が 猛威 を 振る っ た た め 
に 、 純粋 に 戦え る 環境 で は な か っ た か ら で あ る , 

免れ た も の の 、 ラ セツ ・ 

ツ と ガラ ・ ガ ー ラ 、 チャ ンド ラ ・ シ ジー マ 、 そし て 

\ っ た 猛者 た ちち も ま た 、 そ うし た 


まれ た 。 し か し 決勝 大 会 の 開 
ャ パン の ドモ ン ・ カ ッ シ 選手 
様々 な 雑音 を 撮 き 消す 


宣誓 が 
燃え 上 が ら せ た 。 な ん と ドモ ン は 、 本 大 会 で の 全勝 を 
これ に より 多く の ファ イタ ー は ドモ ン へ 


の 激しい 怒り と 対抗 心 を 抱い た 。 そし て その 起り は 、 
後に 開催 国 の 首相 で ある ウォ ン ・ ユ ン フ ァ の 策略 に 
利用 され る こと と な っ た の で ある , 


ラ ャ ツ : ダ カッ ツ 


GF13-041NSI 
アシ ュ ラ ガン ダム 
6 本 の 腕 を 持つ MF。 機体 を 


ー ゞ へ いざと 立 交 朗 溢 
ば はぎ ざ cx 聞 肛 全 嘱 司 S 落 


GF13-047NMA 
スカ ル ガ ン ダム 


の 
様々 な 問題 

朱 が 指摘 され て <: の 

区 13 回 大 会 で 

見 る 混乱 が 状 


ラ セ ツ ・ ダ ガッ ツ 
& が ガラ ・ ガ ー ラ 


ドモ ン に ネオ ホン コン 政庁 に 侵入 され 、 密 か に デビ ル 
ガン ダム を 収容 し て いた こと を 探 られ た と 勘違い し た ウォ 
ン 。 彼 は 決勝 大 会 も 佳境 に 入っ た 同時 期 に 、 ド モン を 
潰す べく 、 正 式 な 対戦 と し て タッ グ 戦 を マッ チ メ イ クタ し た 
ウォ ン は ドモ ン と ネオ スウ ェ ー デ ン 代 表 の アレ ン ビ ピー・ ビ 
アズ リー に タッ グ を 組ま せる 一 方 で 、 そ の 対戦 相手 と し 
て ネオ シン ガ ポ ー ル 代表 の ラ セ ツ と ネオ マレ ー シ ア 代表 
の ガラ に タッ グ を 組む よう 命じ る 。 ドモ ン に 対抗 心 を 燃 や 
し て い た り も 、 傍 若 無人 と も 言え る ウォ ン の 指示 に 
従い 、 タ ッ グ 戦 が 開催 され る 運び と な っ た 。 も と より 決 
勝 まで 勝ち 進ん だ 猛者 で ある ラ セ ツ と ガラ は 、 ウォン が 
仕掛 けた 超重 カフ ィ ー ル ド と 呼ば れる 巨大 な 磁気 装置 
の 助け も あり 、 ド モン と アレ ン ビ ー の タッ グ を 苦し め た 。 
打倒 ドモ ン に 人 えて 
めか 、 即 席 コ ン ビ な が 
外 に 気 が 合っ た 様子 の 3 
り 。 ガラ は ラ ャ ツ を 大 香 


と 先輩 と し て 事 っ て 
た よう で ある 


チャ ンド ラ ・ シ ジー マ 

混 池 と し た 第 13 回 大 会 に は 、 勝 利 の た め に は 手段 
を 選ば な い フ ァ イ タ ー も 数 多く 出場 し て いた 。 ネオ イン 
ド 代 表 の シ ジ ー マ も そう いっ た ファ イタ ー の ひと り で あっ 
た 。 彼 は 自分 の 飼う 巨大 コブ ラ で 対戦 相手 を 襲い 、 フ ァ 
イト 前 に 殺害 し よう と 企 て て いた の で ある 。 その 後 、 暗 
殺 に 失敗 し た ドモ ン に 敗れ た も の の 、 決 勝 リー グ 終了 
後 の 最終 バト ルロイ ヤル まで 駒 を 進め て いる 。 


ロマ リオ ・ モ ニー ニ 

ネオ ボル ト ガ ル 代 表 の ロマ リオ は 、 第 13 回 大 会 優 
勝 候 捕 の 一 角 と 見 な され て いた ネオ フラ ンス 代表 ジョ ル 
道化師 と し て も 
活躍 し て いた 彼 は 、GI 変幻 自在 な 行動 で 疫 を 惑わ 
な お 決勝 大 会 で 敗北 し た 彼 は 、 ミケ ロ ・ チ ャ リオ ッ 
ト が 持ち 掛け た 「 新 生 シ ャ ッ フル 同盟 襲撃 計画 ] に 参 
加 。 同 計画 に は シ ジ ー マ で ら も 参加 し た と 言わ れ て いる , 


第 13 回 大 会 の 運営 に つい て 、 ウ ォ ン は 絶対 的 
な 権限 を 有 し て いた 。 彼 は 決勝 大 会 を 自分 た 
有利 に な る よう 進め よう と 目論ん だ 。 そし て 同時 に 、 
自身 の 計画 の 障害 と な る ドモ ン を 敗退 させ る べく 
様々 な 策略 を 講じ 、4 人 を 手駒 の よう に 扱っ た 。 そ 
の 後 、 シ > に も か か わら 


ラプ セツ ・ ダ ガッ ツガ ラ ・ ガ が ガーラ 

決勝 大 会 の ダー ク ホー ス 的 な 
存在 だ っ た ラ セ ツ と ガラ は 、 ウ ォ 
ン の 命 に 従っ て タッ グ 戦 に 挑ん だ 。 ウォ ン の 策略 
て ドモ ン が 一 時 身動き が 取れ な く な る 中 、 ア レン ビ 
集中 攻撃 を 加え る な ど 勝 利 へ の 高い 執 落 心 を 見 せ た 。 
だ が 超重 力 フィ ー ル ド か ら ド モン が 脱し た こと で 形勢 が 
逆転 し 、 ふた り の 連携 の 前 に 敗北 し た 。 


チェ ー ン を 知 き 、 疾 を 多用 し た 
ン キ 


みな ら ず . 身長 や 価格 に つい て 
も 対照 的 で あ 


勝利 も 目前 だ っ た ラ セ 
っ た よう だ 


3 ける 、 ド モン の 2 戦 目 の 
ジー マ 。 彼 は ネオ ホ 
ンコ ン で 買い 物 を し て いた ドモ ン を 裏道 へ と 誘い 込み 、 
殺害 し よう と 試み た 。 そう いっ た 卑 居 な 手段 も 用 いる シ 
ジー マ だ が ガン ダム ファ イタ ー と し て の 技量 は 確か で 、 ド 
モン が 負傷 し て いた と は いえ 、 一 時 は 巨大 な コブ ラ を 模 
し た コブ ラガ ンダ ム で ゴッド ガン ダム を 圧倒 し た 。 


ドモ ン の 大 胆 な 説 出 方 法 に より 透け られ た も の の 、 コ プラ ガン ダム は 分 区 
能 な 下半身 の 巡 腹 バー ツ で ゴッド ガン ダム の 身動き を 究 っ た 


ロマ リオ ・ モ ニー ニ 


ma 
英機 の 動き を 完全 に トレ ー ス する MF ジ ェ 

スタ ー ガ ンダ ム を 駆 ら ロマ リオ は 、 ジョ ル ジ ュ 

を 破っ た こと も あり 前 評判 の 高かっ た 。 ネオ アメ リカ 代 


表 の チ ボ デ ー・ ク ロケ ッ ト と の 対戦 で は 、 彼 が 過去 の ト 
ラウ マ か ら ビ エロ を 苦手 に し て いる こと を 知り 、 心理 戦 を 
展開 。 トラ ウマ を 乗り 切っ た チ ポ デー に 敗れ た が 、 そ の 
亡 惑 攻撃 で 彼 を 追い 詰め た 。 


時 撃 兵 和 を 多数 装備 する ほか 、 抽 楽 型 の 
を 振る ロマ リオ 。 トレ ー ス 機能 も 駆使 し 、 チ ボ デ 


140-1Z 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


PROFILE 
オ ア 年 齢 13 上 
キ に ス ノ 表 必 地球 電導 


障 級 ーー 
・ 出身 オリ バー ノー ツ 
Kio Asuno 技能 MS 採 綻 、X ラ ウン ダー 


アス ノ 家 の 宿命 を 受け 継い だ 
ガン ダム AGE-3 の パイ ロッ ト 


地球 連邦 と UEー ニ ヴェ イガ ン の 戦い に 深く 関わ っ た 
アス ノ 家 の 血脈 一 その 始ま り と も 言 
える フリ ッ ト ・ ア ス ノ の 孫 が 、 キオ ・ 
アス ノ で ある 。 AG.151 年 、 フ 
リッ ト の 息子 アセ ム ・ ア ス ノ と 
ロマ リー・ ア ス ノ (旧姓 スト ー ン ) 
の 間 に 生ま れ た キオ は 、 物 心 つ 
く 前 に 行方 不明 と な っ た 父 が 残し た 
AGE デ バイ ス を 受け 継ぎ 、 祖 父 フリ ッ ト の 
影響 を 受け て 育っ た 。 そし て 、60 年 以上 続く 
戦い の 中 、 地 球 の 都市 オリ バー ノー ツ で 平穏 に 
暮らし て いた A.G.164 年 、 キ オ は ヴェ イガ ン の 地 
球 侵略 に 直面 する こと と な る 。 戦場 と な っ た オリ バー 
ノー ツ で 、 フ リッ ト に 導 か れる まま に ガン ダム AGE.3 
を 起動 させ る キオ 。 その 昭 間 か ら 始 まっ た キオ の 戦 
い ほ は 、 地 球 圏 と 火星 圏 に 分 か た れ た 人 類 の 未来 を 
左右 する も の へ と 広がっ て いく の だ 


が NE し た AG 
と 共に 、 ア 


た 戦い の 運命 を 朋 け 
* キオ は 、 自 ら 
圧し 掛か る 理 

圭 悩 し な が ら も 前 に 


ai < 


ち 合わ せ て お り 
夫 告 を 退け て 命 を 奪わ な い 間 


(MGE) ne02 sem D3n 


EE 


店 次 
麗 沈 民 


ドン ANPeM いい CK 
Cl っ 0 


me * NN | 
ャ ンジ | 


MS 
MS 


AGE-3 

ガン ダム AGE-3 ノー マル 
地球 吉孝 軍 を 退役 し た 
が 独自 に 開発 し 、 キ 
し た ガン ダム 。 ヴェ イガ ン の 
技術 が 店 用 され た 新 世代 の 
機体 で 、 コア ファ イタ ー と G セ 
プター が 合体 し て MS と な る 


AGE-FX 
ガン ダム AGE-FX 


0) 


ダー の 能力 に 追 梓 する 性 能 
を 有 し た キオ の 乗 林 


オ に 対し て 英才 教育 を 施し 
ガン ダム AGE-3 を 許し た 。 


みん な を 守る ん だ! 


キオ は ヴェ イガ ン の 侵攻 に 対し て ガン ダム AGE-3 で 
戦い 、 フ リッ ト と 共に ディ ー ヴ ァ に 乗艦 する こと と な る 。 フ 
リッ ト を 尊敬 する 気持 ちか ら 、 当 初 は 何 の 疑 問 も 抱か ず 
に ヴェ イガ ン を 敵視 し た キオ だ っ た が 、 様 々 な 経験 が 彼 
の 意識 を 変え て いく 。 スパ イ に 手 を 染め ざる を 得 な か っ 
た シャ ナル ア ・ マ レン 、 フリ ッ ト と 扶 を 分 か ち 宇宙 海賊 ビ 
シディ アン を 率い た 父 ア セム ー 一 価値 観 が 異な る 者 た 
ちと の 出会い は 、 ヴ ェ イガ ン を 憎悪 する フリ ッ ト へ の 疑 
問 を 抱か せ た の で ある 。 さら に 、 ヴ ェ イガ ン に 囚われ て 
連行 され た セカ ンド ムー ン に お いて 、 彼ら が 背負 わ さ れ 
た 現実 を 目の当たり に し た キオ は 、 地 球 園 と 火星 園 の 
人 々 が 争う こと の 意味 を 考え 始め る の で あっ た 。 

その 後 、 ビ シディ アン に 救助 され て 地球 園 に 戻っ た キ 
オ は 、 火 星 圏 の 実態 を フリ ッ ト に 伝え る が 、 憎 し み に 駆 
られ た 祖父 に その 想い は 届か な か っ た 。 それ で も な お 、 
キオ は 自分 な り の 戦い を 模索 し て 埋 場 に 立っ た 。 人々 
が 分 か り 合え る 道 を 探し 、 戦 争 を 止め る た め に X ラ ウン 
ダー の 力 を 使 お うと する キオ 。 その 歩み は 、 ヴ ェ イ ガン 
の 抹殺 に 拘る フリ ッ ト や 、 両 者 の 均衡 を 保っ て 戦争 を 
抑制 し よう と する アセ ム と も 異な る 未来 へ と 向かっ て い 
く 。 そし て 、 戦 争 の 最終 局面 と な っ た ラ ・ グ ラミ ス の 攻 。 
防 で 、 フリ ッ ト を 憎しみ か ら 解 き 放 っ た キオ は 、 ヴェ イガ ン 
の 指導 者 フェ ザー ル ・ イ ゼル カン ト が 抱い た 未来 へ の 
希望 を 受け 継い で 戦い を 終わ ら せ た の だ っ た 。 


キオ を 信念 に 日 覚め させ た 出会い と 別れ 


キオ は 、 捕虜 と し て 足 を 踏み 入れ た ヴェ イガ ン の 本 拠 
地 セ カン ドム ー ン で 、 デ ィ ー ン ・ ア ノン と ルウ ・ ア ノン の 
兄妹 に 出会っ た 。 マー ズレ イ に 侵さ れ て 余命 短 許 も な 
い ル ウ と 、 妹 に 希望 を 抱か せる こと を 諸 め た ディ ー ン の 
雪 は 、 キ オ に ヴ エ イガ ン の 昔 酷 な 現実 を 教え る こと と な 
る 。 ルウ の 病 の 進行 を 抑え る 薬 を 手 に 入れ る た め 、 イ 
ゼル カン ト に AGE デ バイ ス の 情報 を 開示 し た キオ だ っ た 
が 、 ル ウ は キオ と の 出会い で 芽生 えた 未来 へ の 夢 も 半 
ば に 命 を 落と す 。 その 別れ は 、 ヴ ェ イガ ン の 人 々 も 救い 
た いと いう キオ の 願い を 一 層 強 くさ せ た の だ っ た 。 

一 方 で 、 キオ は イ ゼ ル カ ント が 掲げ た プロ ジェ クト ・ エ 
デン を 、 人 が 人 を 選ぶ 間違っ た 行い と し て 拒ん だ 。 そし 
て 、 イ ゼル カン ト の 遺伝 子 を 受け 継い だ セラ ・ ギ ンス の 
ヴェ イガ ン ギ ア と 死闘 を 繰り 広げ 、 暴 走 し た 彼 を 救い 出 
し て イ ゼ ル カ ント に 人 の 優し さ を 示し た の で ある 。 


X ラ ウン ダー と し て の 傑出 し た カ 


幼少 期 か ら ゲ ー ム と 称し て フリ ッ ト の MS 操縦 訓練 を 
受け て いた キオ は 、 当 初 か ら パ イロ ッ ト と し て 高い 能力 を 
示し た 。 X ラ ウン ダー と し て も 優れ た 資質 を 有 し 、 ロ スト ロ 
ウラ ン の 戦い で 隠さ れ た プラ ズ マ 粒子 爆弾 を 見 つけ 出 
し て 基地 の 全 減 を 防い で いる 。 また 、 ガ ンダ ム AGE-3 
が 追い 付か な い ほど の 能力 を 発揮 し 、 ガ ンダ ム AGE- 
FX も 乗り こなし た 。 ヴェ イガ ン ギ ア ・ シ ド を 単身 で 止め 
た 戦果 か ら も 、 その 突出 し た 力 を 宰 い 知る こと が で きる 。 


セカ ンド ム 


に 迎え られ 、 ヴェ イガ ン の 世界 放 
見 届け る よ 
で の 出 会 


フリ ッ ト に MS パト ルル シ ミュ レー ター の 手ほどき を 受け る 幼い 頃 の キオ 。 きら に 
昔 い の 中 で メラ ウン ダー と し て 開花 し 。 ロス トロ ウラ ン の 農 填 も 防い だ 。 
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Diva's Crew 


最終 決戦 まで 戦い 抜い た 
ディ ー ヴ ァ の クル ー た ち 

A.G.164 年 、 オリ バー ノー ツ が ヴェ イガ ン の 骨 撃 を 
受け た 際 、 フ リッ ト ・ ア ス フ 元 総司 令 の 要請 を 受け 、 
意 束 出撃 する こと に な っ た ディ ー ヴ ァ 。 その 命令 を 快 
く 思 わな い 基 地 司 令 ド レイ ム ス に よっ て 抜 握 さ れ た 
の は 、“ 親 の 七 光り " で 出世 し た ナ ト ー ラ ・ エ イナ ス と 
問題 の ある クタ ルー た ち で あっ た 。 し か し ドレ イム ス の 
意 に 反し 、 上 官 へ の 態度 こそ 雛 が ある も の の クル ー 
た ち は 相 応 の 技能 を 持ち 、 命 令 を 待た ず と も 職務 を 
全う せん と する 優秀 な 人 材 で あっ た 。 一 方 、 分 不 相 
応 の 艦長 職 に 及び 腰 の ナ ト ー 、 フ リッ ト に 
努力 と 資質 を 認め られ た こと で 自信 を つけ 、 艦 長 と し 
て の 資質 を 徐々 に 開花 させ て いく 。 

ロス トロ ウラ ン で の 戦い 後 、 宇宙 に 上 が っ た ディ ー 
ヴァ は 連邦 軍 の 中 核 と な り 、 最 終 決戦 で は ディ グマ 
ゼノ ン 砲 の 陣 と な り 牙 沈 す る 。 だ が クル ー は 海賊 船 
パロ ノー ク に 移乗 し 、 最後 まで 戦い 抜い た 。 


も し な い ク ルー 
に ち 。 気 器 で 軍 人 ら 
RE 


し い 反面 、 自 選 背 定 感 の 低 き に 起因 する 気 
| 陣 で 優季 不断 な 性 格 が 前 面 に 出 て いた 。 し か し 艇 長 と し て の 


資質 は 充分 に 備え て お り 、 戦い の 中 で 次 第 
と で 、 的 確 な 状況 判断 と 命令 を 下す こと が で きる よ : 


不足 を 痛感 する ナ 

トー ラ は 、 徹 査 で 艦 

の 資料 を 頭 に 叩き 込 

で 。 才 力 を 惜しま ぬ そ 

の 半 勢 を と 、 フ リッ ト は | 
時 価 し た 


140-19 


出身 
技能 


NF ーー 4 


ディ ー ヴ ァ の クル ー③ ec 


ー で NN うみ 0 が 
CUE 


フイ ニー ヴ ァ 

AG.115 年 に 新造 され た 強 訂 
場 陸 能 。 A.G.140 年 まで 現 彼 
運用 され て いた が 、 老朽 化 が 
差 み AG.164 年 は 動態 保存 


に ディ ー ヴ ァ へ と 垂 開 。 アビ 


ス 隊 と し て 活躍 し た . 
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トー 2 


ナ ト ー ラ は 突然 の 艦長 就任 に 戸惑い な が ら も 、 故 起 
し て 任務 に 臨む お 。 し か し 、 満 足 に 指示 が 出せ な いこ と 
で クル ー に 舐め られ 、 散 々 な 出だし と な っ て し まう 。 実質 
的 な 艦長 は フリ ッ ト と いう 状況 に 不 甲 斐 な さ を 感じ 、 ま す 
ます 葵 縮 す る ナ ト ー ラ 。 そん な 彼女 を 心配 し 、 労い の 言 
葉 を 掛け た の が MS 隊 を 率い る セリ ッ ク ・ ア ビス で あっ 
た 。 彼 に 励ま され 、 自 分 な り に 努力 を 重ね て 成長 し た ナ 
トー ラ は 、 名 実 と も に 「 艦 長 ] と し て 成長 する 。 そし て 、 
ヴェ イガ ン と の 最終 決戦 と な っ た ラ ・ グ ラミ ス 攻 防戦 で 
は 、 藩 長 と し て 苦渋 の 決断 を 下す こと と な っ た 。 セリ ッ ク 
が フォ トン ブラ スタ ー キ ャ ノン の 射線 上 か ら 退 避 で き な く 
な り 、 ナ ト ー ラ は 戦況 を 左右 する 一 撃 ] と 「 思 人 の 命 ] 
と の 間 で 板挟み と な る 。 だ が 、「 頼 む お よ 、 艦 長 ……] と 
いう セリ ッ ク の 最期 の 言葉 を 近 け て 決断 。 発射 命令 
出し 、 立派 に 艦長 と し て の 役目 を 全う し た 。 

僅 て 行動 し て 四 相 を す 


な い セ リッ ク に . 発射 の 決 
介 を 固め 、 破 計 の 言葉 を 
鐘 り 出し た ナ ト ー ラ 。 


ウリ ジン シン クレ = 

ディ ー ヴ ァ に 召集 され た クル ー は 一 癖 も 二 癖 も ある 
人 間 ば か り で あっ た 。 これ は ドレ イム ス に よる 当て 付け 
の 人 選 で あっ た が 、 個 人 の 能力 は 極め て 高く 、 結 果 的 
に ディ ー ヴ ァ の 能力 を 引き 出す 最適 な 人 材 だ っ た と 言え 
る 。 た だ し 軍 人 らし か ら ぬ 熊 度 で 、 ナ トー ラ を 当初 は 軽 
ん じ て い た 。 し か し 、 研 氏 を 続け り 、 ロ スト ロウ ラン の 戦い 
で 適切 な 指示 を 出し た ナ ト ー ラ を 見 直し 、 次 第 に 艦長 
を 認め 支え て いく の だ っ た 。 


馴れ 合い も な く 、 そ れ ぞ れ 


ウジ ド ビ ピジン 17 レタ ペレ 


ディ ケ ・ ガ ン ヘ イル の 孫 で ある ウッ トビ ピッ ト は 、 母 ア リー 
サ の 反対 を 押し 切っ て 軍 に 志願 し 、 整 備 見 習い と し て 
ディ ー ヴ ァ に 乗艦 し た 。 祖父 に 機械 いじ り を 仕込 まれ て 
いる だ け あ り 、 整 備長 ロディ ・ マッ ドー ナ も 認め る 腕前 
を 持つ 。 その ロディ を 敬愛 する ウッ トビ ピッ ト は 、 突 然 現れ 
た キオ が ロディ か ら 親 し くさ れ た ご 


太り ず 嫌 いな 性 格 で 、 キ 
オ 


\ き ー ペ マ 


>NAH・Mー7 キ ャ 
uHHY 
fT 


Ws rv 


RC る 2 
ハー ロ ・MAH v 


NM ロア は 


ルウ ッ ト ビ ピッ ト ・ 
ガン ヘイ ル 
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エル ヴィ ン ・ キ ャ ディ フッ ク 


Erwin Cadillac 


らち パーツ を 注 用 し た 急進 兵 
問 で 、 エル ヴィ ン ら 年少 兵 の 
王 


RELATIONS 


1GL-01-05 


茂 々 は 全員 志 凌 兵 で あり ます 。 
腕 は 炒 許 か る もじ れ ませ ん が 
や う で みせ ます ! 


pl. Ud 4 


Jis は ・Ne ニ テー ご 4 


R の ANN 0 
2 エル ッ ツィ ン が 残し た 鮮烈 な 戦果 FP 1 A 


パー NECAT UA 


ポー ル と の 交戦 か 
ン 。 だ が 、 能 克 鋼 疫 に 
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PERSONAL PROFILE 
ジュ ドー・ ア ー シ タ es に 


Judau Ashta 人 


戦争 を 終結 に 導い た 
少年 の バイ タリ ティ 


FA-01 
全 フル アー マーZZ ガ ンダ ム 
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PERSONAL PROFILE 


相 容 れ な か っ た ハマ ー ン と の 関係 


足 訂 大 し < いっ た ジ 


削 半 ・ サ x 141-16 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


PERSONAL PROFILE a mW02 srD8n 
メッ チャ ー・ ム チャ ノン 時 


隊 級 


ミリ イ e ナル oF 半 陸 基 


Madchar Mucha Milly Childer 


CN (aS 


メガ ライ ダー の 輸送 中 に ネオ ・ 
チャ ー は 、 命 惜 し き に アー ガマ の 情報 


ーー で や ・ ヽ ニー ツ 人 る 


アー 関連 ファ イル 
クリ プス 戦 名 誠に 底 科 た ニー 
EN SE 


ZZ.02.07 画 


AE が 保有 する 大 
エゥーゴ へ の 張 給 侍 


8 李 胡 理科 め 季 る 
リ イ が その 補佐 


ヤク ガン ダム 6 どの ガン ダ 
ム ・ タ イブ MS で 編 逢 さ れ た 
MS 部 隊 が 活躍 し た 
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0 る が 


さき 


れ 、 失 虜 と な る 。 航 第 を 変え た 
きり イッ がり レー チャー は 、 そ の 責任 を ミリ ィ 
= ーー っ ニー ニコ ーー: ッ ーー に 押し 付け よう と し た 。 


フラ イト 
クン ・ 


まっ て いた ジュ ドー を 助け た 


大 人 の 言う こと を 聞か な い ジ ュ 


遺 ざ け よ うと する が 、 そ れ 
イト の 反発 を 招い た 


MORE INFO! 古参 の アー ガマ 要員 


アー ガマ は グリ プス 戦役 を 戦い 抜き 、 第 一 次 ネ ナ ・ ジ オ アン ナ ・ ハ ン ナ キ 
ン 戦 争 で も エゥーゴ の 中 村 を 担っ た 。 トー レス や キー スロ ーー グリ プス 戦役 期 か ら 
ン と いっ た クル ー た ち は 、 ブ ライ ト 艦 長 の 下 で 経験 を 積み 、 アー ガマ に 乗 能 し て い 
ジュ ドー た ちの 戦い を 支え た 。 若者 が 中 心 と な っ て 運用 さ 第 一 次 ネ 
れ た アー ガマ だ が 、 その 紳 度 は 高かっ た の で ある 。 


給仕 役 、 シ ンタ と クム の 
世話 係 な ども 毅 な た 。 


プリ プス 戦役 の 頃 に は ファ ・ 
ュ イ リィ が シン タ と クム の 面 全 
を 見 て いた 彼女 が アー ガ 
マ を 降り て か 5 は アン ナ が そ \ 
の 役目 を 引き 直 い だ \ 
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ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル 


PERSONAL PROFILE 


i Es 
あの )- 


世界 の 大 き な 変 
プラ ント i 


すでに 再び 我々 は 撃た れん て し まっ た ん だ ぞ 、』 


パト ! 
新た 


を 日 指 ビ た 


第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 を 経て 終結 し た 
C.E.71 の 戦乱 は 、 世 界 に 未 骨 有 の 被害 を も た らし 
た 。 プラ ント は その 反省 に 立ち 、 戦後 の 方 針 を 司る プ 
ラン ト 最高 評議 会 の 新 議長 に 、 穏健 派 の ギル パー ト ・ 
デュ ラン ダル を 選ぶ 。 彼 は 、 外 交 的 手段 に よる 地球 
連合 軍 と の 和解 を 目指 し て お り 、 前 議長 パト リッ ク ・ 
ザラ の 暴走 を 知る プラ ント 市 民 か ら も 絶大 な 支持 を 得 
て いた 。 一 方 で 、 事 実 上 の 軍縮 条約 で あっ た 「. 


neD2 mmllk 


ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル 編 
Case of Gilbert Dullindal 


ク ・ ザ ラ に 代わ っ て プラ ント の 指導 者 と な っ 
な 戦い の 中 で 自ら の 野望 を 叶え よう と する 。 


に デュ ラン ダル は 、 


ウス 条約 ] に 遠 反し な い 形 で の 防衛 力 の 強化 は 進め 
て お り 、 新 型 MS の 開発 に も 乗り 出し て いた の で ある 。 
こう し た 姿勢 が 、 オ ー プ 連合 首長 国 代表 首長 で あり 、 
プラ ント と 地球 連合 の 関係 改善 に 大 走 し て いた カ ガ 
リ ・ ユ ラ ・ ア スハ か ら の 反発 を 受け る 。 非 公式 な が ら 
カガリ と の : ら 
すべ き と 訴え る 彼女 | 
和 を 保つ た め の 鍵 で ある と 反論 し た の だ っ た 。 
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アテ 
ン ベ ル を 投入 する 


C.E.73、 誰 も が 懸念 し て いた ザフト と 地球 軍 の 軍 
事 衝突 は 再び 激化 する 。 特に 、 コー ディ ネイ ター の テ 
部 隊 が 起こ し た 「 ブ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] 事件 が 
引き 鉄 と な り 、 地 球 軍 は プラ ント に 対し 宣戦 を 布告 。 
さら 5 に 、 プ ラン ト 本 国 に 向け て 核 攻撃 を 行っ た の で あ 
る 。 これ は 対 核 攻撃 用 に 配備 され て いた ニュ ー ト ロ 
ンス タン ピー ダー の 運用 に よっ て 防 が れ た が 、 デ ュ ラ 
ンダ ル を は じ め プ ラン ト 内 に は 危機 感 が 広がる 。 その 


後 、 デ ュ ラ ンダ ル は オー ブ か ら ザ フト に 帰還 し た アス ラ 
は 前 大 戦 の 悪夢 を 知る アス ラン 
控え る よう に 求め られ る 。 デュ ラン 
ダル は アス ラン の 気持 ち を 理解 し つつ も 、 楼 を 放 た れ 
た プラ ント 市 民 の 起り を 鐘 め る に は 、 それなり の 対応 
に 出 な けれ ば な ら な いと 語る 。 結果 、 積 極 的 自衛 権 
の 行使 の 名 の 下 に 、 地球 降下 作戦 「 オ ペレ ーション ・ 
スピ ア ・ オ ブ ・ ト ワイ ライ ト ] を 発動 させ た 。 


栖 動 戦士 ガ ンダ ム SEED DESTINY 


戦わ な い 道 を 選ぶ と いう 


ディ オキ ア 基 地 


こと は 、 


戦う と 決め る より 区 か に 難し いも の さ 


いる 症 の 能力 に 其 
待 と 信吾 を 置い て いた 


「 オ ペレ ーション ・ ス ピア ・ オ ブ ・ ト ワイ ライ ト ] の 発 
動 に 対し 地球 軍 も 黙っ て は C.E.73 の 戦乱 は 
結果 的 に 拡大 し て いく 。 デュ ラン ダル は 、 地球 軍 と の 
戦闘 の 最前 線 に 立っ て いる ミネ ル バ を 激励 する た め 、 
艦 が 寄港 し て いた ディ オキ ア 基 地 に 降下 する 。 そこ で 
デュ ラン ダル は 、 艦 長 で ある タリ ア ・ グ ラディ ス を は じ 
め 、 主 パイロット で ある シン ・ ア スカ や ルナ マリ ア - 
ホー ク ら と 会 談 す る 機会 を 設け 、 彼ら と 世界 の 現状 に 


ブラ ント 本 国 


下界 の 真 の 献 、 ロゴ ス こ そ を 滅 ほぼ さん と 


戦う こと を 私 は ここ 


ゴス の 存在 を 世 
告発 し 
ル 。 彼 
いた 広 ! 


あり が と う ジ プリ ー ル 


に 賞 言 し ます ! 


デュ ラン ダル は 、 オー ブ 軍 と 合同 部 隊 を 結成 し た 地 
球 軍 、 さ ら に 独立 部 隊 と し て 戦乱 に 介入 する アー クエ 
ンジ ェ ル 部 隊 へ の 対処 を 図る べく 、 次 な る 手 を 打つ 。 
彼 は 、 地 球 定 が デス トロ イガ ンダ ム を 用 いて 行っ た 西 
ユー ラ シ ア ー ベ ルリ ン で の 残 減 作 戦 を 、 大 勢 の 民間 
人 を 巻き 込ん だ 「 虐 殺 行 為 ] と 断定 。 その 映像 を 世 

に 放送 する 。 さら に 、 こ の 虐殺 を 指揮 し て いる の が 
ブル ー コ スモ ス の 母体 「 ロ ゴス 」 で ある と 公表 し 、 リ ー 


プラ ント 本 国 


そし て さよ うな ら だ 


デュ ラン ダル は 、 ジ ブリ ー ル の 討伐 を 名 目 と し て 、 
地球 軍 の 本 拠 地 で あっ た へ ブン ズ ベ ペー ス へ の 侵攻 
作戦 「 オ ペレ ーション ・ ラ グ ナ ロ ク ]、 さ ら に オー ブ 連 
合 首長 国 へ の 侵攻 作戦 「 オ ペレ ーション ・ フ ュー リー」 
を 発動 する 。 結果 的 に ジブ リー ル を 仕留め られ ず 宇 
軍 へ の 逃亡 を 許し て し まう が 、 こ れ ら の 作戦 に より へ 
ブン ズ ベ ペー ス や オー ブ 軍 に 大 き な 打撃 を 与え る こと に 
成功 する の だ っ た 。 さら に デュ ラン ダル は 、 月 に ある ダ 


つい て 語り 合っ た 。 デュ ラン ダル は その 中 で 、 地球 軍 
が 停戦 や 終戦 に 向け た 動き を まっ た く 取 っ て お ら ず 、 

譲歩 の 気配 すら 見 せな いこ と を 明らか と する 。 さら に 、 
戦い を 止め る と いう 決断 の 難し さと 共に 、 戦 争 を 続け 
よう と する 勢力 と し て 、「 ロ ゴス 」 の 存在 を 語る 。 戦乱 
を 止め る た め に は 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー の 排 大 を 訴え る 
過激 組織 「 ブ ルー コス モス 」 の 母体 で も ある 彼ら の 残 
減 が 必要 と デュ ラン ダル は 考え て いた 


ダー で ある ロー| 


ジブ リー ル を は じ め 、 こ れ ま で 極秘 


と され て いた メン バー の 身元 と 顔 写真 を 明らか に し た 
の だ っ た 
の 動き 


る な ど 、 


これ に より 、 地 球 軍 の 管轄 内 で も 反 ロ ゴス 
り 、 市 民 た ち が 独 自 に メン バー を 拘束 す 
ロゴ ス は 崩壊 の 一 途 を 辿る 。 ジブ リー ル の 逃 
も の の 、 デュ ラン ダル は 地球 軍 を そ 


イダ ロス 基地 に 移動 し 、「 レ クイ エム ] に よる プラ ント 
撃滅 を 狙っ て いた ジブ リー ル を 追い 詰め る べく 、 ミネ ル 
パ の みな ら ず 戦艦 コ ゴンドワナ を 派遣 。 ダイ ダ ロ ス 基地 
を 襲撃 し 、 つ い に ジ ブリ ー ル を 殺害 する こと に 成功 す 
る 。 デュ ラン ダル は その 一 報 を 聞く と 、 彼 に 感謝 
葉 を 咳 く 。 それ は 、 彼 の 逃避 行 に 結果 的 に 地 
球 軍 に 多大 な ダメ ー ジ を 与え る こと が で き 、 ザフト の 優 
位 に 繋が っ た か ら で あ っ た 。 


潤 に 存 存 する 最大 の 二 一 一 それ は いつ に な っ て も 欧 服 で き な い 


城 ら 自身 の 無 逢 と 欲望 だ と いう 


地球 軍 の アイ ザッ ペル 
6 を 消 江 


デュ ラン ダル が ジブ リー ル 討 伐 の 
長年 温め て いた 人 類 管理 政策 「 デ ス 
の 発表 と 即時 導入 で あっ た 。 デス ティ ニー プラ ン は 、 
遺伝 子 工学 の 権 デュ ラン ダル が 自ら 生み 
出し た も の で あり 、 遺 伝 子 を 解析 し 、 そ の 特性 に 応じ 
た 工業 に 就 か の せる と いう 内 容 で あっ た 。 デュ ラン ダル 
は 、 この プラ ン が 導入 され れ ば 、 自 ら の 境遇 に 対す る 
不満 を 最小 限 に 抑え る こと が で き 、 能 力 差 に よっ て 


こと を ! 


生じ る 争い ご と も な く な る と 考え て いた 。 核 戦争 の 終 
結 を 機 に スタ ー ト し た C.E. に 入 つ て か ら も 、 ク ロー ン や 
コー ディ ネイ ター が 生み 出さ れ 、 結 果 と し て それ が 新 
火種 に 繋が っ て いく 一 すべ て は 、 自 身 の 資質 
以上 の 力 を 求め る 人 間 の 欲望 と 、 そ れ が 簡単 に 叶う 
と 考え る 無知 が そう させ る の だ と 。 退路 を 断っ て プラ 
ン 導 入 に 動い た デュ ラン ダル だ が 、 ア ー ク エン ジェ ル 
連携 し た オー ブ 軍 に 行く 手 を 阻ま れ た の だ っ た 。 
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機動 戦士 ガン ダム SEED ASTRAY 


ロウ ・ ギ ュー ル 


Lowe Guele 


皇 能 _MS 操 可 、 刺 備 


MBF-P02 
が タス KR レッド フ レーム 


リオ ポリ ス で は 3 慣 ( ゴ 
ルド デレ デブ ルー フレ ー ム 
が 完成 し て いた 
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MORE INFO! 


自称 「 ロ ウ の 彼女 」 の 樹里 は ロウ と 一 緒 に 火星 へ と 向かっ 


新 機動 戦記 ガン ダム W Endless Waltz 


PERSONAL PRDFILE 
張 五 飛 


(チャ ン ・ ウ ー フ ブフ ェ イ ) 
Chang Wufei 


[mM] mM2 sw 


戦士 の 在り 方 を 模索 し 
ヒイロ と の 戦い を 望ん だ 少年 


アフ ター・ コ ロニ ー (AC.) 195 の 戦乱 が EVE 
WARS に て 終結 する と 、 新 た な 統治 組織 と し て 地球 
園 統 一 国家 が 設立 され た 。 彼ら は 非武装 ・ 非 暴力 主 
義 を 掲げ て お り 、 世 界 に も 急速 に その 機運 が 広がる 
が 、 これ を 自問 に 思う 人 々 も 一 部 に は 存在 し た 。 EVE 
WARS で は 「G」 チー ム の メン パー と し て 戦乱 に 介入 
し 、 戦乱 終結 の た め に 戦っ た 張 五 飛 (チャ ン ・ ウ ー フ ェ 
イ ) も 、 その ひと り だ っ た 。 これ まで 戦士 と し て 数 々 の 戦 
い に 参 加 し て いた 彼 に と っ て 、 非 武装 ・ 非 暴力 主義 
は 自身 の 存在 を 否定 する も の に 感じ られ た の で ある 。 

そん な 五 飛 が 選ん だ の は 、 地 球 園 統一 国家 へ の 
ー を 画策 し て いた マリ ー メ イア 軍 へ の 合流 で 
その 実質 的 首謀 者 で ある デキ ム ・ バ パー トン 
に 諸手 を 挙げ て 傘 同 し いて いる わけ で は な か っ 
た が 、 戦 士 と し て の 居場所 を 与え て くれ た 彼ら を 頼っ 
た の で ある 。 そし て A.C.196、 マ リー メイ ア 軍 が 起こ 
し た 反乱 に 、 五 飛 も メン バー と し て 参加 し た の だ っ た 。 


旧い 


7 の 


マリ ー メ イア 軍 に よる 反 
Ph 
LC | 


「G」 チー ム の 他 の メン 
バー は 大 ・ 非 虹 カ 
主義 


と に 拘る 石飛 だ け は 時 
機 を 捨て な か っ た 。 


戦士 と し て 高い ブラ イド を 持 
反面 真面目 で 不吉 用 
五 蘭 は 、 戦 


AC196 の 戦い で 
て 戦場 で 対 特 す る こ 


V Endle 


PERSONAL PROFILE 


マリ ー メ イア 軍 に 参加 し た こと で 、 五 飛 は か つて 共に 
戦っ た 「G] チー ム の メン バー と 英 対す る 。 マリ ー メ イア 
軍 の 存在 を 事前 に キャ ッ チ し 、 還 に 潜入 し て いた トロ ワ 
に 刃 を 向け る な ど 、 個人 的 な 繋が り に 左右 され ず 、 五 飛 
は あく まで も 軍 の 一 員 と し て 振る 舞っ た 。 ヒイロ ・ ユ イ と 
デュ オ が X18999 コ ロニ ー に 潜入 し た 際 に は 、「 ナ タク ] 
こと 愛 機 アル トロ ン ガ ンダ ム で 交戦 。 ここ で 五 飛 は 、 マ 
リー メイ ア 軍 に 参加 し た も う ひ と つの 理由 を 明らか に す 
る 。 ヒイロ と 戦い た いと いう 、 戦 士 と し て の 純粋 な 欲求 
で あっ た 。 彼 は 、 戦 闘 マシ ッ ー ン と し て 育て られ た ヒイロ も 、 
自身 と 同様 に 戦い の 中 で し か 充実 感 を 得 ら れ な い 存 在 
で ある と 以前 か ら 感じ て いた 。 その ヒイロ が 、 非 武装 ・ 
非 暴力 主 状 に 肩入れ する 理由 を 知 ろ うと し た の で ある 。 

ヒイロ と の 戦闘 は 、 大 気 園内 へ と 突入 し 、 地球 
降下 し て か ら も 続く 激しい も の と な っ た 。 だ が 、 戦 
よっ て これ まで 数 多く の 民間 人 が 秩 牧 と な り 、 そ れ に 加 
担 し て いる こと へ の 後 梅 を ヒ に イロ が 口 に する と 、 五 飛 も 
考え を 改め る 。 兵士 と し て 間 雲 に 戦っ て いる 自身 は 、 故 
卿 で ある L5 コ ロニ ー 群 を 破壊 し た 0Z と 変わ 5 ら な い の で 
は な いか ーー ヒイロ の 想い を 受け 止め た 五 飛 は 、 戦 半 
を 中 止 する 。 また 、 そ ん な ヒイロ の 想い が 伝 描 する よう 
に 、 戦 闘 の 停止 を 求め る 市 民 た ち が 自 主 的 に 蜂起 し て . 
いた 。 それ を 見 た 五 飛 は 、 世 界 が 正しい 方 向 に 進ん で 
いる と 判断 し 、 戦い を 捨て る 決意 を 固め た の 


五 飛 が 戦い を 捨て られ ず 、 戦 士 と し て 生き る こ 
拘っ た の に は 、 EVE WARS で 実現 し た トレ ー ズ ・ ク シュ 
リナ ー ダ と の 決戦 に 理由 が あっ た 。 一 度 生身 の 戦い で 
トレ ー ズ に 敗れ て いる 五 飛 は 、 自 身 の 成 長 を 確か め る 
た め に 戦い に 臨む お が 、 ト レー ズ の 自 減 に 近い 形 で 戦闘 
が 終結 し て し まう 。 この 結末 に 納得 が いか な か っ た 五 
飛 は 、 そ れ を 解消 する べく マリ ー メ イア 軍 で 新た な 戦い 
を 求め 、 ト レー ズ と 共に 埋 士 と し て 認め て いた ヒイロ と 
の 決戦 を 目指 し た の で ある 。 そし て ヒイロ と の 対 財 と 、 そ 
の 後 の 市 民 た ちの 反戦 運動 に 感化 され る 形 で 、 五 飛 
は 自ら 兵器 を 捨て る こと を 決断 する 。「 戦 い は 兵士 で 決 
する も の で は な い 。 これ で 俺 も 戦い を 捨て られ 
る ] 一 市 民 た ちの 決意 が マリ ー メ イア 軍 を 崩 壌 に 導 
いて いく 光景 を 眺め な が ら 、 五 飛 は よう や く ト レー ズ へ の 
執着 を 捨て 去る こと が で きた の だ っ 


能力 と の 対 時 

「G」 チー ム の 中 で も 闘争 本 能 を 剥き 出し に 戦う タイ E INFO! 
プ で あっ た 五 飛 は 、 トレ ー ズ か ら 戦 士 と し て 認め られ る な の ーー か 
ど 、 そ の 実力 も 折り 紙 つ き で あっ た 。 ヒイロ と の 決戦 で プリ ベン ター は 、 地 球 較 統一 国家 内 で 極秘 に 設立 され て 

ン ガ ーッ : 王 | いた 大 統領 直轄 の 護 報 機関 で ある 。 その 実態 は 反 

も v2 ルト ロン ガン ダム の 高梨 重 性能 を 活 が じ で 格 政府 組織 や テロ 集団 に 備え て 設立 され た 武装 集団 で あり 、 
開戦 に 持ち 込み 、 互 角 以 上 の 戦い を 繰り 広げ て いる 。 NG196 の 戦い O も U 王 ギア 二条 圧 が を 発 AG195 の 戦時 
それ は 、 マリ ー メ イア 軍 に 合流 後 も 、 五 飛 が 鍛錬 を 騙っ 五 飛 は 戦乱 終結 後 、 知 人 の サリ イィ ・ ボ オォ に 誘わ れ 組織 に 加 に 石飛 と 交 た 
て いな か っ た こと の 証明 と 言え る だ ろう 。 es 


we Lak 
まさ アン 


アル トロ ン を [ナタ ク | と 呼ぶ ほど 、 強い 愛 誠 を 持っ て いた 五 飛 は 、 その 性 能 
を 最大 限 に 出し て 。 戦い に 本 ん だ 。 
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機動 戦士 ガン ダム O0 


PERSONAL PROFILE 92 (0) mg02 ser385 


Saji Crossroad 


出身 経済 特区 日 本 | 
技能 宇宙 失 師 、 支援 机 提 紀 | 


ソレ スタ ルビ ー イ ング に 合流 し た 
心 優 し き 宇和 側 技 師 の 戦い 


経済 特区 ・ 日 本 で 暮らす 普通 の 学生 で あっ た 沙 
慈 ・ ク ロス ロー ド は 、 西 暦 2307 年 、 ソ レス タル ビー 
イン グ (CB) に よる 「 全 戦争 へ の 武力 介入 ] を 契機 
と する 戦乱 に より 、 そ の 人 生 を 大 きく 狂わ され た 。 姉 
で ある 絹 江 を 失っ た だ け で な く 、 恋 人 で ある ルイ ス ・ 
ハレ ヴィ も 左手 首 を 失う 重傷 を 負っ て し まっ た の だ 。 
生ま れ 故 郷 で 入院 し た ルイ ス と は 離れ 離れ に も な り 、 
当初 は 失意 に 包ま れ た 沙 慈 。 だ が 、「 宇 宙 で 働く 」 
と いう 彼女 と の 約束 と 自ら の 夢 を 叶え る べく 勉学 に 
打ち 込み 、 ついに 宇宙 技師 と な っ た の で ある 。 

西暦 2312 年 。 沙 慈 は 民間 の 技師 と し て 宇宙 で 働 
いて いた 。 夢 を 叶え た 達成 感 は あっ た が 、 ル イス と の 
連絡 が 途絶 を が ちと な っ て いる こと が 心配 の 種 で あっ 
た 。 さら に 沙 慈 本 人 も 悲劇 に 見 舞 わ れる 。 同僚 が 反 
連邦 組織 に 加担 し て いる こと が 疑わ れる と 、 沙 慈 本 
人 も 拘束 され て し まっ た の で ある 。 彼 は 弁明 も 聞き 
れ て も ら え ず 、 強制 労働 施設 に 送ら れ た の だ っ た 。 

コロ ニー・ プ ラウ ド の 
議 制 労作 施設 に 送ら 
れ た 沙 綾 は 、 心身 と も 
に 消耗 し て いっ た 。 だ 
が 、 見 覚え の ある 人 物 


= 痢 玩 ・F・ セ イエ イ 
が 現れ 、 教 出さ れ た 。 


刊 弄 に 感 遼 する 沙 義 
で あっ た が 、 彼 が CB の 
メン バー で ある こと が 発 
覚 。 か つて ルイ ス を 傷 


ん だ 。 様々 な 不幸 に 見 舞 わ れ な が ら も 、 
真面目 に 生き 抜く こと が で きた の は 、 彼 の 心 の 強 き 
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僕ら は わか り 合う こと で 
素 来 を 築く ん だ ! 


痢 那 に よっ て 強制 労働 施設 か ら 救 わ れ た 沙 慈 で あっ 
た が 、 ルイ ス を 傷つけ た CB へ の わ だ か わ り は 消え ず 、 プ 
トレ マイ オス 2 か ら 苑 脱 。 彼 は カタ ロン の 秘密 基地 か ら 
車 で 脱出 し 、 途 中 で 出会っ た 連邦 軍 の 尋問 を 受け る 。 
この 際 、 沙 慈 が 連邦 軍 に 伝え た 情報 に よっ て 、 カ タロ 
ン の 紗 密 基 地 は 連邦 軍 の 独立 治安 維持 部 隊 「 ア ロウ 
ズ 」 に 襲撃 され る 。 悪気 は な か っ た と は いえ 、 目 身 の 言 
動 が 大 惨事 に 発展 し た こと に 、 沙 慈 は 大 き な 責任 を 感 
じ ず に は いら れ な か っ た 。 プトレマイオス 2 に 帰還 し た 彼 
は 、 そ の 謝罪 の 意味 も 込め て CB に 協力 する が 、 戦 闘 
に 参加 する こと に は 抵抗 を 抱き 続け て いた 。 

その 後 、 ダ ブル オー ガン ダム の 支援 機 オ ー ラ イザ ー 
の パイ ロッ を 務め る こと に な っ た 沙 慈 だ が 、 敵 対す る 
アロ ウズ に ルイ ス が 所 属し て いる こと を 知る 。 当初 、 彼 
は 動揺 を 隠し 切れ な か っ た が 、 や が て 彼女 を 
取り 戻す こと を 「 戦 い ] と 捉え 、 自 ら の 意思 で 戦場 に 赴 
く 決意 を 固め る の だ っ た 。 そし て 最終 決戦 時 、 沙 慈 は 
ルイ ス と 対面 し 、 懸命 に 説得 を 続け る 。 ルイ ス は 心 を 固 
く 閉 ざし たま まで あっ た が 、 午 那 が ダブ ルオ ー ラ イザ ー で 
発動 し た トラ ン ザ ム パ ー ス ト の 影響 で 、 ふ た り の 意識 は 
高 届 度 圧縮 粒子 空間 内 で 通じ 合う 。 これ に より 沙 慈 は 
つい に ルイ ス と 和解 。 彼女 を 取り 戻す た め に 戦場 と い 
う 不 慣れ な 場所 を 選ん だ 沙 惹 で あっ た が 、 持 ち 前 の 素 
直さ に より その 目標 を 達成 し た の だ っ た 。 


足 叶 利 那 へ の 


ダブ ルオ ー ガ ンダ ム の パイ ロッ ト で あっ た 痢 那 は 、4 
年 前 、 マ ンション の 隣 の 部 屋 に 住ん で いた 知人 で あっ 
た 。 顔 を 合わ せる 回 数 は 少な か っ た も の の 、 年 齢 が 近 
いこ と も あり 、 彼 を 自宅 に 招く こと も あっ た の で あぁ る 。 コ 
ロニ ー・ ブ ラリ ウド の 強制 労働 施設 か ら プ トレ マイ オス 2 
に 保護 され た 直後 、 彼 が CB に 在籍 し て いる と 知っ た 
際 、 沙 慈 は 起り に 震え る 。 だ が 、 そ うし た 批判 や 到 り に 
対し て 反論 する で も な く 、 真 正面 か ら 受 け 入れ よう と す 
る 刺 那 の 強 さ に 沙 慈 は 異 味 を 持つ 。 また 、 ダ ブル オー 
ライ ザー を 運用 する パイ ロッ ト 同士 と し て 連携 し て いく う 
ち に 、 命 を 醒 け て 戦う 刺 那 に 対し 沙 慈 は 尊敬 の 念 を 抱 
く よ う に な る 。 さら に 、 ル イス の 奪還 と いう 沙 慈 の 目標 
に 刺 那 が 全面 的 な 協力 を 約束 し た こと で 、 い つ し か 彼 
に 対す る 憎しみ の 感情 は 消え て いっ た 。 そし て ふた り の 
間 に は 、 強い 信頼 が 芽生 えて いっ た の で ある 。 


ORE INFO! 


西暦 2312 年 の 戦乱 が 終結 する と 、 沙 直 は 未だ 療養 中 で あっ 
た ルイ ス に 共に 暮らす た め 、 人 人 凍 連 祝 の 軌道 エレ ペー ター 「 天 
柱 ] で の 仕事 に 就く 。 その 後 、 沙 慈 の 吉 身 的 な 看病 も あり 、 ルイ 
ス の 体調 は 緩やか で ある が 回復 の 兆し が 見 えて いた 。 だ が 、 西 
大 2314 年 、ELS (地球 外 変異 性 金属 体 ) の 議 雇 に よっ て 、 再 
び 彼 女 は 強い 頭痛 に 苦し むように な る 。 沙 綾 は 彼女 を ELS か ら 
守る た め 、 対 ELS 戦 を 進め る べく 連邦 政府 が 募集 し た 民 問 の 
ラン ティ ア に 参加 。 宇宙 技師 と し て その 力 を 発揮 


た だ ルイ ス の 傍 で 励ま す の で は な く 、 中 軍 技 師 と いう 自ら の 艇 力 を 活か 
し 、 ルイ ス を 苦し め る 元凶 (ELS) を 拓 除 し よう と 春闘 し た の だ っ た 。 


込ん だ 沙 款 は 、「 ツ イン ドラ イヴ 」 シス テム の 効果 に よっ 
て 発生 し た 傘 計 共有 空間 で . ルイ ス と 再会 し た 


に 巣食う 憎しみ を 取り 払い 、 よう や く 和 


西暦 9314 年 の 沙 慈 


CB の 活躍 を 措 い た 里 
画 を 奴 仙 し た が 、 オ ー 
ライ ザー の パイ ロッ ト を 


邦 軍 か ら マー ク され て いた と 言わ れれ る 
癌 合 に 自ら の 財務 に 取り 組ん だ 
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地球 連邦 軍 の 士 家 。 氏 

所 属 地球 連邦 軍 

内 z 階級 大将 、 少 
ー ン ・ コ リ ニ ー グ ステ ファ ン ・ へ ボン ノ ナ カ ッ ハ ・ ナ カト ) 

Officers in E.ES.F(Geen Coliny /Stephane Hepburn /Nakohha Nakato) 


FN | EF.S.F. 


デラ ー ズ 紛争 に 策 を 巡ら せ た 
地球 連邦 軍 の 将兵 た ち 


U.C.0083 に 起こ っ た デラ ー ズ 紛争 は 、 地 球 連 
邦 軍 内 部 の 派閥 対立 を 表面 化 さ せ た 。 地球 圏 を 所 
る が す 事 態 に 直面 し て な お 、 権 力 闘争 に 血 道 を 上 
げ る 地球 連邦 軍 高 官 た ちの 姿 は 、 地 球 連邦 軍 に 
巣 食う 病巣 の 根 深 さ を 物語 っ て いた と 言え る だ ろう 。 
ジー ン ・ コ リ ニ ー と ナカ ッ ハ ・ ナ カト は 、 そ うし た 体質 
に 染まり 切っ た 地球 連邦 軍人 た ち で あっ た 。 

ジー ン ・ コ リ ニ ー は 、 デ ラー ズ 紛 争 当時 に 地球 連 
邦 宇宙 軍 の 総司 令 を 務め て いた 将 官 で 、 一 年 戦争 
時 に は 改革 派 の レビ ル 将 軍 に 対す る 保守 派 の 代表 
格 と いう 。 戦後 は レビ ル の 後継 者 と 目 さ れ た 
ジョ ン ・ コ ー ウ ェ ン と 対立 し 、 地 球 連 邦 軍 の 大 艦 巨 
砲 主 義 へ の 回 帰 に 影響 を 与え た 。 そし て 、 デ ラー ズ 
紛争 の 混乱 に 好機 を 見 出し た コリ ニー は 、 状 況 を 利 
用 し て 自ら の 権力 を 強化 し よう と し た 。 ナカ ッ ハ ・ 
ト は 、 そ の コリ ニー の 走 狗 と し て 働き 、 デ ラー ズ 納 争 
を 陰謀 で 彩っ て いっ た の で ある 。 


いた 


4 


4 
の 


か っ た 士官 で 、 ガ ンダ ム 
試作 3 号 棚 が アル ピオ ン 
手 を 防ぐ 


I 
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コリ ニー は コー ウェ ン と 対立 し 、 デ ラー ズ 紛 争 の 混乱 
に 乗じ て その 排除 を 図っ た 。 政敵 の ダリ ー ン ・ ワ イア ッ 
ト が 観艦式 舞 撃 事件 で 死亡 し た こと も あっ て 、 シ ー マ ・ 
ガラ ハウ の 内 通 を 受け た コリ ニー は 、 事 件 の 責任 を コー 
ウェ ン に 押し 付け て 更 送 す る 。 さら に 「 ガ ンダ ム 開 発 計 
画 」 の 権限 を 手 に 入れ 、 試作 3 号機 を コー ウェ ン 派 の ア 
' ら な いよ う 手 を 回 し た 。 シー マ か ら の 情報 
ステ ム TI に よる 作戦 を 進め 
に と っ て 、 ア ルビ オン 隊 は 邪魔 な 存在 だ っ た の で ある 。 
結果 的 に 試作 3 号機 は アル ビオ ン 隊 の 手 | 


ステ ファ ン ・ へ ボン は 、 デ ラー ズ 紛 争 当時 に コン ペ 
條 ウ 鎮 守 府 基地 司令 を 務め て いた 地球 連邦 軍 将 官 
で 、 観艦式 襲撃 に 居合 わせ た 。 被害 を 受け た 艦隊 を 即 
座 に 再編 し て 事態 に 対応 する 行動 力 を 備え た 人 物 だ っ 
た が 、 観艦式 抽 撃 し た コロ ニー 落と し と いう 「 星 の 
局 」 作戦 の 真 の 目的 まで 見 抜け な か っ た 。 また 、 コ リ ニ ー 
か ら ソ ー ラ ・ シ ステ ム T の 情報 を 知ら され て いな か っ た 節 
も あり 、 彼 の 派閥 に は 属し て いな か っ た と も 考え られ る 。 
観艦式 襲撃 後 、 再 編 さ れ た 艦隊 を 率い て コロ ニー を 追 
撃 し た が 、 月 で の フェ イン ト に か か っ て 追跡 を 断念 。 その 
後 は アク シズ 艦隊 の 率 制 と 事後 処理 に 当たっ て いる 。 


工作 2 号機 の 村 攻 没 を 叶 け 
た コン ペイ トウ で 、 ア ルビ オ 


は 間 信 いな い 。 


ナカ ト は 地球 連邦 宇宙 軍 401 警 戒 中 隊 の 指揮 官 
で 、 コ リ ニ ー の 指示 の 下 で 動い た 人 物 だ っ 
号機 の 開発 凍結 を 図っ た コリ ニー に よっ て ラビ アン ロー 
ズ に 派遣 され 、 試 作 3 号機 の 受領 に 訪 
隊 を 管理 下 に 置い た ナカ ト は 、 彼 ら を 
の 追撃 任務 か ら 遠 ざけ よう と し た 。 だ が 、 旋 作 3 号機 の 
処置 に 不満 を 抱い た ルセット ・ オ デビ ピー の 反発 を 生み 、 
ルセット と コウ ・ ウ ラキ に よる 試作 3 号機 強奪 事件 を 招 
いて し まう 。 さら に 、 ふた り の 拘束 を 試み た 際 に ルセット を 
射殺 し 、 その 罪 を コウ に 着せ よう と し た 。 し か し 、 アル ビオ 
ン 隊 の 乱入 に よっ て 、 その 企 て は 頓挫 し た の だ っ た 。 


誤っ て ルセット を 殺し て し ま 
い . 取り 乱す ナカ ト 。 きら に 


その 罪 を コウ に な すり つけ よ 
うと 強 旬 する 姿 は 、 必 人 


あら も 不信 の 目 で 見 られ た 。 


ジー ン ・ コ リ ニ ー ステ ファ ン ・ へ ボン 
ーー へ 


前 
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_ 抵抗 派 の 人 々 は に ーー し 』 


The Resistance 


クロ スポ ボー ン ・ バ ン ガ ー ド に 
抵抗 し た レジ スタ ンス た ち 


U.C.0123 に 起こ っ た クロ スポ ー ン ・ バ パン ガ ー ド 
(CV) の フロ ンティア ・ サイ ド 侵 攻 は 、 停滞 し て い 
た 地球 圏 に 波 絞 を 投じ た 。 地球 連邦 政府 に 不満 を ーー、 ジー 
抱く 人 々 は CV の 掲げ る 「 世 直し ] に 快 哉 を 叫び 、 そ h 
う で な い 者 た ち は CV に 付き まとう 余剰 人 類 の 府 清 と | 
いう 噂 を 信じ て 反発 し た 。 そし て 、 後者 に 属す る 人 々 a )/ 
は 、 レジ スタ ンス を 組織 し て CV に 抵抗 を 試み る こと と | M 
な る 。 そう し た 抵抗 派 の 代表 的 な 人 物 が 、 コ ズ モ ・ う 
エー ゲス や エル ム 夫 人 、 ミン ミ ・ エ ディ ッ ト ら で ある 。 = 

コ ズ モ た ち は 、CV の 初期 侵攻 を 免れ た フロ ン 』 \ 
ティ ア 1T を 抑 点 と し た 抵抗 派 の メン パー で 、 地 球 N 
連邦 軍 駐 劉 部 隊 の 残存 勢力 と 連携 し て CV に 
徹底 抗戦 を 挑ん だ 。 避難 民 の 少年 少女 を 乗せ 
た 練習 第 スペ ー ス ・ ア ー ク を 巻き 込み 、CV に N a 
抵抗 し て 戦っ た 彼ら は 、 コス モ ・ パ ピロ ニア 建 ア N 
国 戦 争 に 自分 た ちの 意地 を 通し た の だ っ た 。 | 


コ ズ モ と エル ム 夫 人 っ (。 
は 抵 撤 湊 の 中 心 人 % 
物 包 て CV の 保 区 に 3 | 
戦力 を 疲 : 1 


た ミ 
彡 する こと が く 自 身 の 
務め を 果たそ うと し た 。 


普 民 を 乗せ た 。 コ ズ モ た ち 
抵 撤 注 が 味方 に 引き 込み 、 
レジ スタ ンス の 拠点 と な る 。 


F91 ガン ダム F91 


>» 
エ 
i 
イ 
0 
ト 


者 と し 、 コ スモ ・ パ バビロニア 
介 国 宣 言 を 行っ 


コ ズ モ ・ エ ー ゲ ス は 地球 連邦 宇宙 軍 の 
あり 、 か つて は 大 佐 に まで な っ た 人 物 だ っ た 。 CV の フロ 
ンティア ・ サ イド 侵攻 に 際 し て は 、 抵 抗 派 の 民間 人 を ま 
と め 上 げ て レジ スタ ンス の リー ダー を 務め 、 スペース: アー 
ク と の 協力 体制 も (半ば 無理 矢 理 に ) 取り 付け て いる 。 
だ が 、CV に 対し て 強い 危機 感 を 抱く 一 方 、 好 戦 的 で 
傍 若 無人 な 振る 舞い が 多かっ た た め 、 周 囲 か ら の 評判 


は 極め て 悪かっ た 。 スペ ー ス ・ ア ー ク に 逃げ 込ん だ シー 
ブッ ク ・ ア ノー を F91 の パイ ロッ ト に 指名 し た の も コ ズ モ 
で 、 そ の 高圧 的 な 態度 か ら 訂 難民 の 2 

茂 的 な 意味 を 込め て 「 コ | 

し か し 、 フ ロン ティ ア T の 攻防 で コロ ニー に 踏み と ど ま っ 
て 戦い 、 その 末 に パグ の 攻撃 で 命 1 


を 落と し て いる 。 


コ ズ モ は 抵抗 運動 を 第 

一 に 考え る あま り 、 他 人 
の 前 合 や 心境 を 願 み な 
い 無 神経 な 人 物 1 


エル ム 夫 人 は コ ズ モ た ちと 共に 戦っ た 抵抗 派 の メン 
パー の ひと り で あり 、 女 丈夫 と 呼ぶ に 相応 し い 気 質 の 
持ち 主 だ っ た 。 コ ズ モ と は 列 行 動 を 取っ て メン バー を 集 
め て いた と 見 られ 、 彼 が 水先 案内 人 と し て 連れ て きた ス 
ペー ス ・ ア ー ク に 、 自 ら が 集め た レジ スタ ンス の 民間 人 
た ち を 率い て 乗り 込ん で いる 。 コ ズ モ と 同じ く CV に 激 し 
く 反 発し て 星 盛 な 戦意 を 起 わ に し て お り 、 スペ ー ス ・ ア ー 
ク の 運行 に 対し て 無 遠 慮 に 口 を 出す こと も あっ た た め 、 
クル ー が 眉 を ひそ め る 場面 も 見 られ た 。 フロ ンティア エ 
の 攻防 で は 、 コ ズ モ ら と 共に コロ 
に 参加 し 、 銃 を 手 に し て 果敢 に 戦っ 
投入 さき れ た の ちの 消息 は 明らか 


ro。 し か し 、 バ パグ が 
て いな い 。 


命令 系 益 を 無視 し て 指 
ET エル ム ま 人 に 


シン ミト テイ ント 


エディ ッ ト は 、 コ ズ モ ら の 抵抗 派 に 参加 し て い 

> 女 で ある 。 看護 手伝い と し て 働く 元 学生 で 、 コス モ 
と 共に スペ ー ス ・ ア ー ク に 合流 し た 。 気 さく で 優し い 性 
格 で 、 年 齢 の 近い フロ ンティア IV か ら の 避難 民 と も 良好 
な 関係 を 築い て いた 。 だ が 、 自 分 の ミス を 放置 し て 逃げ 
よう と し た ベル トー・ ロ ドリ ゲス を 叱り つけ る と いっ た 厳し 
い 一 面 も 覗か せ て いる 。 フロ ンティア I の 攻防 戦 が 始ま 
る と 、 コ ズ モ た ちと 共に コロ ニー に 残り 、 砲 火 の 中 で 負 
傷 者 の 手当 て に 者 走 し た 。 その 後 、 コ ロニ ー 内 で バグ 
の 普 撃 に 遣う が 、 バ パグ が 人 の 呼吸 を 感知 し て いる と 推 
測 し 、 居 合わ せ た 子 供 の 口 を 塞い で 身 を 隠し 、 シ ー ブ ッ 
ク の F91 が 誘き 寄せ た バグ の 群れ か ら 難 を 逃れ て いる 。 


| 


て 銭 穫 を ばら 鬼 い た 


ER 
st 


で 上 
i 
意 し た 。 


コ ズ モ は F91 の パイ ロッ 
ト を 用 意 で きず 、 シ ー プ ブッ 
ク に その 役目 を 押し 付け 


スペ ー ス ・ ア ー ク に 乗 
RG エル ム 夫 


フロ ンティア I に 丁 っ : 


で モ は バ 


グ の 柚 軸 を 室 け 、 果 取 に 立ち 向 


な が ら 、 看護 担 当 と 
し て の 責任 感 の 強 さ を 
垣間見 せ た 。 


MORE INFO! 


た ち が 率 いた 抵抗 派 は 、CV に 反発 する 民間 人 を 中 心 と し 
て いた 。 彼ら は 地球 較 邦 宇宙 軍 の フロ ンティア V 駐 留 第 3 軍 と 連 
携 し 、 フ ロン ティ ア 1 で CV を 迎え 軸 世辞 に も 統制 が 
取れ て いた と は 言え ず 、 ビ ル ギ ッ ト ・ ピ ! 並み を 乱す 
彼ら に 「 お まえ ら 邪 魔 し に 来 た の か ] と 声 を 荒 げ て いる 。 彼ら は CV 
に 対抗 し 得る 水準 に は な か っ た の で ある 。 


エル ム 夫 人 が 集め た 抵抗 
派 の グル ー プ の 中 に は 、 圭 
の セシリー・ フ ェ ア チ ャ イル ド 
を 探す ナディ ア ・ ロ ナ ( 右 ) 
の 義 も あっ た 。 


抵抗 運動 に 身 を 投じ た 民 


抵抗 派 の 市 民 と 連邦 軍 残 党 部 隊 


フロ ンティア 1 の 廊 防 
埋 で 地上 当 隊 の 本 揮 
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ディ アッ カ ・ エ ルス マン 


Dearka Elthman 還 


ミリ アリ ア と の 交流 か ら 決意 し た 
ザフト 離脱 と 独立 部 隊 へ の 合流 


マー シャ ル 諸 島 で 行わ れ た アー クエ ンジ ェ ル 隊 と 
の 戦闘 に 、 ザ フト ・ ザ ラ 隊 の メン バー と し て 委 加 し た 
ディ アッ カ ・ エ ルス マン 。 彼 は 激しい 戦い の 中 で 乗 
機 パ スタ ー ガ ンダ ム を 行動 不能 に 追い 込ま れ 、 敵艦 
で ある アー クエ ンジ ェ ル へ の 投降 を 余儀 な くさ れる 。 
捕虜 と な っ た ディ アッ カ は 独房 に 入れ られ た だ け で は 
な く 、 ザ ラ 隊 と の 戦闘 で 恋人 を 失っ た ミリ アリ ア ・ ハ 
ウ や 、 父 を ザフト の 攻撃 で 失っ た フレ イ ・ ア ルス ター 
か ら 命 を 狙わ れる な ど 、 ナ チュ ラル の 怒り や 憎しみ を 
目の当たり に する 。 捕虜 に な か ら な けれ ば 気付 く < こと も 
な か っ た 敵 の 感情 に 触れ 、 自 身 が 加害 者 で も ある こ 
と を 痛感 させ られ た ディ アッ カ 。 一 方 で 、 冷 静 さ を 取 
り 戻 し た ミリ アリ ア と 会 話 を 交わ す 中 で 、 ナ チュ ラル 
も 普通 の 人 間 で ある こと を 知る 。 それ は ディ アッ カ の 
戦闘 へ の 意識 を 大 きく 変え 、「 コ ー デ ィ ネ イタ ー vs 
ナチ ュ ラル 」 と いう 単純 な 図式 を 否定 する こと に 或 
が っ た の で ある 。 


エリ 


ける こと と な っ た 。 


た ディ アッ > カ も 、 新 
た な 戦い の 道 を 模索 し 


軽口 が 多く 、 敵 を 作 
来 の 性 格 自体 は 非常 に 
の 意見 に も 耳 を 傾け る 柔軟 さ が あ り 、 そ れ が アー クエ ンジ ェ 
ル 隊 と 共に 行動 する 結果 を 生ん で いる 。 


同年 代 で あっ た ミリ アリ ア に 
異 味 を 持 ディ アッ 
カボ ナ チュ ラル へ の 差別 心 を 
薄れ させ て いっ た ひと つの 要 
因 で あ 


PROFILE 
17 歳 | 


MS の 操縦 


ザフト の 暴走 と 
決別 し 離反 し た 


フェ ブラ リウ ス 市 


ー ト パイ ロッ ト 
と っ 


GAT-X103 
パス ター ガン ダム 


衣 友 | 
が 愛 機 と し て 運用 し 、 独 立 
部隊 を 支援 し た 


FE PREEW 


ディ アッ カ と 斉 砂 な 交流 を 
持っ た 。 


PERSONAL PROFILE 
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ザフト じゃ な きゃ 
戯 だ っ て 言う ん な ら 、 
撃て よ !! 


ザフト と 地球 軍 の 戦乱 が 激化 する 中 で 、 デ ィ ア ッ カ 
を 捕虜 と し て いた アー クエ ンジ ェ ル が 予想 外 の 行動 を 
取る 。 「 オ ペレ ーション ・ ス ピッ トブ レイ ク 」 に お いて 地 
球 軍 上 層 部 か ら 圏 と し て 使わ れ た こと を 知っ た 艦長 マ 
リュ ー・ ラ ミア ス が 、 軍 か ら の 離脱 を 写 言 。 独立 部 隊 
と し て オー ブ と の 連携 を 選択 し た の に より ディ 
アッ カ も 捕虜 と いう 身分 か ら 解 放さ れ 、 オ ー ブ で 自由 の 
身 と な る 。 だ が 、 デ ィ アッ カ は ザフト へ の 帰還 を 選ば ず 
地球 軍 と 嫌 烈 な 争い を 繰り 広げ て いた アー クエ . 
ル へ の 協力 を 決意 する 。 それ は 、 母 国 オー ブ を 守 : 
め に 戦う ミリ アリ ア を 支援 し た いと いう 、 ひ と り の 人 間 と 
し て の 感情 を 優先 し た 結果 で あっ た 。 この 戦い か ら ディ 
アッ カ は 、 パ バスター ガン ダム の パイ ロッ ト と し て 地球 軍 、 
そし て ザフト どちら に も 属さ な い 立 場 と な る の だ っ た 。 

アー クエ ンジ ェ ル が 宇宙 へ 上 が る と 、 デ ィ ア ッ カ は ザ 
フト を 離脱 し た エタ ー ナ ル ら と 共闘 し 、 地 球 軍 と ザフト の 
戦乱 に 介入 する 。 その 中 で ザフト 時 代 の 盟友 イザ ー ク ・ 
ジュ ー ル と 戦場 で 再会 し た ディ アッ カ は 、 ザフト へ の 復帰 
を 求め られ る 。 だ が 、 デ ィ アッ カ は これ を 拒否 。 ザフト と 
地球 軍 が た だ 潰し 合う だ け で は 世界 は 変わ ら な い - 一 
戦友 の 説得 に も 応じ な か っ た その 強い 覚悟 は 、 第 2 次 ヤ 
キン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 終結 の 大 き な 力 に な っ た の だ っ た 。 


イザ ー ク と の 変わ ら ぬ 寿 
マー シャ ル 諸 島 で アー クエ ンジ ェ ル の 捕虜 と な っ た 
ディ アッ カ が 、 イ ザー ク と 再会 し た の は コロ ニー・ メ ン 
デル で あっ た 。 パス ター ガン ダム の コク ピッ ト か ら 降 り た 
ディ アッ カ は 、 そ の 姿 を 目 に し て ショ ッ ク を 隠し 切れ な い 
イザ ー ク と 冷静 に 向き 合う 。 ディ アッ カ は 、 独立 部 隊 と 
し て ラク ス ・ ク ライ ン や アン ドリ ュー・ パ ルト フェ ルド と 行 
動 を 共に し て いる こと 、 さ ら に 捕虜 と は いえ 、 ク ルー た ち 
と 交流 を 持っ て し まっ た 以上 、 ア ー ク エン ジェ ル と 再び 
敵対 する の は 不可 能 で ある こと を 告げ る 。 その 場 で は イ 
ザー ク と 決別 し た ディ アッ カ で あっ た が 、 決し て 彼 を 恨ん 
で は お ら ず 、 む し ろ 気 に 掛 け て くれ た こと に 感謝 の 念 す 
ら 抱い て いた 。 事実 、 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 で 
は 、 ク ロト ・ ブ エル の 乗る レイ ダー ガン ダム を ふた り で 撃 
破 する な ど 、 壮 絶 な 戦乱 の 中 に あっ て も 、 イ ザー ク と の 
絆 は 変わ る こと と な く 保 た れ た の で ある 。 


克 映 戦機 の パイ ロッ ト と し て 


オー ブ か ら 宇 宙 に 上 が っ て 以降 、 デ ィ ア ッ カ の パス 
ター は ムウ ・ ラ ・ フ ラガ の スト ライ ク と 共に 、 ア ー ク エン 
ジェ ル の 主力 機 と し て 活躍 し た (キラ ・ ヤ マト の フリ ー ダ 
ム と アス ラン ・ ザ ラ の ジャ ステ ィ ス は エタ ー ナ ル に 移動 )。 
前 線 に 出る スト ライ ク の 支援 や アー クエ ンジ ェ ル の 防衛 
を 担っ た ほか 、 イザ ー ク の 乗る デュ エル を 揚 護 する な ど 、 
砲撃 戦機 と し て の 特性 を 遺 展 な く 発揮 し た 。 


ペ 4 


ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ が 運用 する プロ ヴィ デン ス の オー ルレ ンジ 攻撃 を 受け 、 
機体 は 中 破 。 だ ゲ 、 撃 潤 は イザ ー ク の 提 護 で 回 選 さ れ / 


ミリ アリ ア と の 出会い 


ミリ アリ ア ・ ハ ウ 
トー ル の 死に 作付 


食通 ・ サ ン ラ イズ 143-14 
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新 機動 戦記 ガン ダム W Endless Waltz 


PERSONAL PROFILE A CM 02 mg 
リリ ー ナ ・ ド ー リ アン 謀 == 一 軌 


(リリ ー ナ ・ ビ ピー スク ラフ ト ) 出身 サン クキ ング ダム = 
Relena Darlian (Relena Peacecraft) ー 


世界 平和 の 象徴 的 存在 と な っ た 
多大 な 影響 力 と 求心力 を 持つ 少女 


A.C. (アフ ター・ コ ロニ ー) 195 に 起き た 争乱 の 
終結 後 、 地球 男 統 一 国家 の 武力 に 依ら な い 政 策 に 
より 、 地 球 園 は 平和 と 安寧 を 享受 し て いた 。 し か し 、 
ロー ム フ ェ ラ 財 団 と 宇宙 の 富 を 二分 する と 噂 され た 
バー トン 財団 の 当主 デキ ム ・ バ パー トン は 、 地 球 園 の 
支配 を 謗 め た わけ で は な か っ た 。 地球 圏 統一 国家 
の 誕生 か ら 1 年 が 経過 し た A.C.196.12、 デ キム の 
孫 に し て か つて の 0Z 総 帥 の 娘 マ リー メイ ア ・ ク シュ 
リナ ー タ 率い る 私 兵 集団 (マリ ー メ イア 軍 ) が 蜂起 
し 、 統一 国家 の 外務 次 官 で ある リリ ー ナ ・ ド ー リ アン 
(リリ ー ナ ・ ビ ピー スク ラフ ト ) を 拉致 。 その 目的 は 、 か 
つて の 世界 国家 元首 か ら 「 地 球 圏 の 最高 位 ] を 委 
譲 さ せる こと だ っ た と 言わ れ て いる 。 さら に その 翌日 、 
マリ ー メ イア 軍 は L-3 コ ロニ ー 群 の X18999 コ ロニ ー 
の 独立 を 宣言 する と 共に 、 宣 戦 を 布告 。 以降 の 争 
乱 中 、 常 に マリ ー メ イア と 行動 を 共に し て いた リリ ー 
ナ は 、 事 ある ご と に 彼女 の 説得 を 試み る の だ っ た 。 
要 人 と の 会 謎 の 最 中 、 

森 物 入り の 飲み 折 を 品 
に し て で 意 議 を 失っ た り 
リー ナ 。 彼女 は マリ ー メ 
イア 生 に 拘束 れ 、 その | 


身柄 は マリ ー メ イア の 元 | 
| 


弱 叶 7 虐 で 軍 細 織 の 指 
導 者 と な っ た マリ ー メ イ 
ア 。 彼女 を 見 守り 根気 


か つて は お 妊 様 らし い 横柄 な 

争乱 期 に 多く の 団 難 を 
乗り 越え た 彼女 は 、 強 し 
「 世 界 平和 の 象徴 ] と 呼 


サン クキ ング ダム 内 壊 後 は ドー リア 夫妻 の 差 子 と な っ た リリ ー 
ナ 。 以 陸 は 復 抽 し た 王国 の 王女 、 世 界 国家 代表 を 経て 、 地 球 
国 続 一 国家 の 外務 する と いう 経歴 を 桂 つ 。 


マリ ー メ イア 軍 の 決起 に 対抗 すべ く 、 地 球 圏 の 平和 
維持 に 当たっ て いた 特務 機関 プリ ベン ター が 行動 を 開 
始 。 さら に 先 の 争乱 に お いて 「G」 チ ー ム の メン バー と し 
て 戦っ た ヒイロ ・ ユ イ ら 志 を 同じ くす る 者 た ち が 団 結 し 、 
事態 の 収拾 を 図っ た 。 彼ら の 活躍 に より 地球 へ の コロ 
ニー 落下 と いう 最悪 の 事態 は 防 が れ た も の の 、 マリ ー メ 
イア 軍 は 作戦 を 続行 し 、 地 球 囲 統一 国家 の 大 統領 府 
を 占拠 。 抵抗 勢力 に 対し て 降伏 を 要求 し た 。 

一 方 、 反乱 を 止め る た め に 説得 を 続け た リリ ー ナ だ っ 
た が 、 マ イン ドコ ント ロー ル 下 に あっ た マリ ー メ イア の 説 
得 は 困難 で あり 、 為 す 術 も な く 争 乱 は 進展 し て ゆく 。 し 
が し 、 マ リー メイ ア と 共に 大 統領 府 に 入っ た 彼女 は 司 
令 部 の モニ ター 越し に 、 敵 の 圧倒 的 な 物量 を 前 に し な 
が ら 平 和 の た め に 戦う 抵 抗 勢力 の 姿 を 確認 。 パイ ロッ ト 
を 殺さ な いと いう 困難 な 戦い に 挑む その 姿 は 、「 完 全 平 
和 主 義 の 担い 手 ] と し て の 自信 を 失い か け て いた リリ ー 
ナ に 、 反乱 鎮圧 に 向け た メッ セー ジ を 発する 気力 を 与え 
た 。 さら に 、 大 統領 府 の 安全 性 を 気 に し な が ら 攻 撃 を 
続け る ヒイロ と 彼 に 絶対 の 信頼 を 寄せ て 毅然 と し た 
態度 を 見 せる リリ ー ナ の 姿 は 、 マ リー メイ ア の 心 に も 変 
化 を 与え た 。 そし て 、 最終 的 に は デキ ム の マイ ンド コン ト 
ロー ル か ら マ リー メイ ア を 解き 放つ た の で ある 。 


義和 求 する 者 と し て 


A.C.195 の 戦乱 終結 後 、 養 父 と 同じ 外務 次 官 と な っ 
た リリ ー ナ は 、 地 球 賠 の 平和 の た 激務 を こなす 日 々 を 
過ごし て いた 。 そし て A.C.196.12.24 に L-3 コ ロニ ー 群 
の X18999 コ ロニ ー を 訪れ た が 、 実 は その 訪問 自体 が 
仕組 まれ た も の で あり 、 リリ ー ナ は マリ ー メ イア 軍 に 拉致 さ 
れ で て し まう 。 以降 、 リリ ー ナ は 軍 の 監視 下 に 置か れ 、 反乱 
鎮圧 の 時 まで マリ ー メ イア と 行動 を 共に する こと と な る 。 

世界 規模 の 武装 解除 後に 起き た 「 マ リー メイ ア の 
反乱 」 は 、 リリ ー ナ に と っ て 自身 の 意思 を 見 定め る 機会 
を 与え た 。 歪 な 形 で 指導 者 と な っ た マリ ー メ イア と 意見 
を ぶつ け 合 うこ と で 、 彼 女 は 完全 平和 主義 を 実現 する 
役目 を 再 確認 し た の で ある 。 そし て 事件 の 最 中 、 リ リー 
ナ は 危険 を 題 み ず に 通信 設備 を 奪取 し 、 放 送 を 通じ て 
人 々 に 語り か けた 。 その 言葉 は 多く の 市 民 を 奮い立た 
せ 、 反乱 鎮圧 の きっ か け を 生み 出す こと と な っ た 。 


MORE INFO! 


AC.196.12、 元 ボワ イト ファ ング 兵士 と 元 ト レー ズ 派 乃 党 の 一 部 に 


よっ て 編制 され た マリ ー メ イア 
件 は 「 マ リー メイ ア の 反乱 」 と 呼 
な お 、 真 の | 
園 支配 ] で か 


は 地球 制圧 作戦 を 開始 し 
、 復興 し つつ あっ た 地球 園 
者 で ある デキ ム の 狙い は 「 


の 青年 校 に 射 科 され で いる , 


新型 MS サー ペン ト を は じ め と する 多大 な 戦力 を 
集 復 で ある リリ ー ナ を 拉致 し た 後 、 地球 


ー 国 


は 作戦 失敗 後 も 野望 の 実現 に 


リリ ー ナ は 自 
え 、 マリ ー メ イア ( 
何 も 生 まれ : 
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(5) reD2 srD7s 
ミネ ル バ の クル ー 編 


Case of Minervas Crew 


ミネ ル バ に 乗艦 し た 優秀 な クル ー た ち は 、 地球 連合 軍 と の 壮絶 な 戦い 
の 中 で 進む べき 道 を 定め て いっ た 。 


アー 


さ ュ 


ザフト の 主力 と し て 活躍 じ た 
ミネ ル バ ク ル 三 た ちの 戦い 


C.E.73 に 勤 発 し た 地球 連合 軍 と の 新た な 戦乱 に アー サー も よう や く 一 息 付け る 状況 に 安 増す る 。 さら 
お いて 、 ザフト の 新鋭 艦 ミネ ル パ は その 主戦 力 と し て に ミネ ル バ の クル - 、 プラ ント 最高 評議 会 議長 キ 
活躍 し た 。 艦 の 副 艦 長 で あっ た アー サー・ ト ライ ン は 、 。 ル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル の 図ら いで 嬉し い サ プラ イズ 
艦長 タリ ア ・ グ ラディ ス を 支え る 役割 で あっ た が 、 宇 が 用 意 され て いた 。 プラ ント の 歌姫 ラク ス ・ ク ライ ン 
宙 か ら 地上 へ と 目まぐるしく 変わ る 戦況 に 対応 し て い が 、 尿 問 ラ イブ の た め に ディ オキ ア ま で 駆け 付け た の 
く の が 精 一 杯 で あり 、 心身 と も に 疲弊 し て し まう 。 艦 。 だ 。 以 前 か ら ラク ス の 大 ファ ン だ っ た アー サー は 、 彼 
は イン ド 洋 や ガル ナハ ン で の 激戦 を 乗り 越え 、 ザ フト 女 の ス テー ジ に 異 礁 し た 様子 を 見 せる が 、 タ リア か ら 
の 重要 拠点 で ある ディ オキ ア 基 地 に 辿り 着く 。 そこ で は 冷た い 視線 を 浴び せら れる の だ っ た 。 


ディ オキ ア 基 地 


視 り 切れ よ 。 今 は 戦争 で 俺 た ち は 軍 人 な ん だ か ら さ 。 
で な ぃ と 、 死ぬ ぬ 研 ov ・ ヴ ェ ス テン フル ス ) 


ミネ ル バ が 寄港 し た と アス ラン ・ ザ ラ の 間 に 立 ち 、 艦 内 の 雰囲気 を 明る 
影武者 ) の ほか 、 くす る こと に 成功 する 。 さら に 、 戦場 で 旧友 キラ ・ ヤ マ 
士 も 合流 し て いた 。 FAITH (フェ イス ) の 称号 を 得 て ト に 再会 し 、 彼 と の 戦い に 苦し む お アス ラン に 対し 、 ザ 
3 は 時 と し て 、 いた エー スパ イロ ッ ト 、 ハ イネ ・ ヴ ェ ス テン フル ス で あ フト に 所 属し た な ら ば 、 兵 士 と し 組織 に 準じ る よう に 
る 。 彼 は デュ ラン ダル か ら 、 デ ィ オキ ア 基 地 出航 後 の 行動 する べき だ と 語る 。 知人 と 敵対 する こと で 生じ る 
ミネ ル パ へ 合流 する こと を 命じ られ で いた 。 戦士 と し 迷い が 戦場 で 出 て し まえ ば 、 そ れ が 死に 繋が る 一 
て は 高い プラ イド を 持ち つつ も 、 気さく な 人 柏 で 知ら も” これ ま で 半 多 の 戦場 季 り 越え て きた ハイ ネ は 、 ア ス 
た ハイ ネ は 、 意見 の 食い 違い が 多かっ た シン ・ ア スカ ラン に 強い 調子 で 警告 し た の だ っ た 。 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


希 さ れる くら いな ら 、 


ジブ ラル タル 基地 


行っ た ほう が いい で す (リン ホー 


の 協力 を 決意 し た . 


私 、 行か な くち ゃ ー 一 


ディ オキ ア 基 地 を 出航 し た 後 も 、 ミ ネル バ は 激しい 
戦闘 に 巻き 込ま れ 続け た 。 地球 軍 オ ー ブ 軍 の 合 
同艦 隊 に よる 朋 撃 、 さら に は 独立 部 隊 ア ー ク エン ジェ 
ル の 断続 的 な 介入 な ど 、 艦 の 負担 が 減る こと は な か っ 
た の で ある 。 さら に ミネ ル バ 内 で も 新た な 問題 が 発生 
し て いた 。 主力 バイ ロッ ト の ひと り で ある アス ラン が 
ザフト (デュ ラン ダル ) の 方 針 へ の 反発 を 強め た た 
その 暗殺 が 密か に 実行 に 移さ れ た の 


アス ラン と メイ リン の 脱走 、 その 後 、 シン が ふた り が 
乗っ て いた グフ イグ ナイ テッ ド を 撃墜 し た と いう 事実 は 、 
ミネ ル バ の クル ー に も 伝え られ た 。 これ に 大 き な ショ ッ 
ク を 受け た の が 、 メ イリ ン の 姉 で あり 、 主 に ガ ナ ー ザ ク 
ウォ ー リ ア の パイ ロッ ト と し て ミネ ル バ に 乗艦 し て いた 
ルナ マリ ア ・ ホ ー ク で あっ た 。 ルナ マリ ア は 、 パ イロ ッ 
ト と し て 尊敬 し て いた アス ラン の 裏切り に 加え 、 実 妹 
が それ に 加担 し た 事実 に 苦し お の だ っ た 


(FINAL PLUS) 


(レイ ・ ザ ・ バ レル ) 
ロゴ ス の リー ダー、 ロ ー ド ・ ジ ブリ ー ル の 追跡 に 専 
4 # ル バ は 、 オー ブ で の 戦闘 を 経て 再び 宇宙 へ 
と 戻り 、 ダ イダ ロス 基地 で つい に ジブ リー ル を 死に 至 
らし め た 。 その 後 も 戦闘 は 続き 、 アー クエ ンジ ェ ル や 
エタ ー ナ ル も 合流 し た オー ブ 軍 と 激しい 戦闘 を 繰り 広 
ル バ 所 属 の パイ ロッ ト で ある レイ は 、 絶 対 的 


新た な 乗 機 で ある レジ ェ ン ド で キラ や アス ラン と 対 時 し 


これ を 知っ て アス ラン は 基地 か ら の 脱走 を 図る が 、 
彼 を 助 6 物 が 、 ミ ネル バ の オペ レー ター を 務め て 
いた メイ リン だ っ た 。 メイ リン は 突如 と し て 部 屋 に 侵入 . 
し て きた アス ラン に 驚い た も の の 、 咽 叶 に 彼 を 匿う 。 
さら に 命 が 狙 われ て いる こと を 知る と 、 メ イリ ン は 軍 に 
逆らい 、 彼 の 脱走 に 協力 し た の で ある 。 アス ラン の 優 
し い 人 柄 を 知る メイ リン は 、 理 由 は どう あれ 、 そ の 人 
奪う こと に 抵抗 を 示し た の だ っ た 。 


それ で も ルナ マリ ア は 、 ミ : 
ザフト の た め に 戦い 抜く こと を 決意 。 地球 軍 の 拠点 
に 総 攻 撃 を 仕掛 けた 「 へ ブン ズ ペ ー ス 攻略 戦 ] で も 
通常 以上 の 能力 を 発揮 し 、 同じ く ミ ネル バ に 所 属す る 
パイ ロッ ト で あっ た レイ ・ ザ ・ パ レル を 頑 か せる 。 ザ フ 
ト の 中 で も エリ ー ト の 証 で あっ た 「 赤 服 (ザフト レッ ド ) 」 
を 纏う パイ ロッ ト と し て の プラ イド が 、 彼 女 を 徐 い 立た 


せ て いた の で ある 。 
A 1 
No あて 2 が | 
\ マ ピ [| 


た 。 だ が 、 キ ラ の スト ライ ク フ リ ー ダ ム と の 決戦 で 敗北 。 
その 後 、 デ ュ ラ ンダ ル が 指揮 を 執っ て いた 宇宙 要塞 
メサ イア に 向かう 。 遅れ て メサ イア に 到着 し た キラ を 
青 後 か ら 狙う レイ だ が 、 未来 と 自由 を 信じ る と いう 彼 の 
言葉 に 突き 動か され 、 キ ラ で は な く デ ュ ラ ンダ ル を 銃 
撃 す る 。 クロ ー ン と し て 生ま れ た 運命 を 憎ん で いた レイ 
だ が 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー と し て 生ま れ な が ら 希 望 を 捨て 
て いな い キ ラ の 強い 意志 に 感化 され た の 


(FINAL PLUS) 


みん な を お 願 V 3。 選 めん な さい (タリ ア ・ グ ラディ ス ) 


区 壊 し て いく メサ イア 


叶 し て いた キテ 
3 


ジブ リー ル を 死に 追い や っ た ミネ ル バ は 、 デュラン 
ダル が 突如 と し て 発表 し た 人 類 管理 政策 「 デ ステ ィ 
ニー プラ ン 」 の 導入 を 目指 すべ く 、 オ ー ブ 軍 、 地 球 軍 


リア で あっ た が 、 ア ー ク エン ジェ ル と の 3 
ンジ ン に 大 き な ダ メー ジ を 受け 、 艦 は つい に 行動 不能 
と な る 。 する と タリ ア は クル ー た ち に 退散 を 命じ 、 さ ら 


に 副 艦 長 の アー サー に 部 隊 の 指揮 権 を 与え 、 ク ルー 
た ちの 脱出 を 支援 する よう に 告げ る 。 その 後 、 タ リア 
が ひと り で 向かっ た の は 、 デ ュ ラ ンダ ル 護 長 が 残る メ 
サイ ア で あっ た 。 か つて デュ ラン ダル の 恋人 で あっ た 
タリ ア は 、 彼 の 暴走 を 止め られ な か っ た こと に 責任 を 
感じ て いた の で ある 。 彼女 は 、 レイ に 撃た れ 致 命 傷 を 
受け た デュ ラン ダル に 寄り 添い 、 さ ら に レイ も 呼び 寄 
せ 、 ふた り と 共に メサ イア で 命 を 散ら し た の だ っ た 。 
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モン ド ・ ア ガケ 


Mondo Agake 


戦い の 中 で 成長 し て いっ た 
ガン ダム ・ チ ー ム の 一 員 


モン ド ・ ア ガケ は 、 ど こ に で も いる よう な お 調子 者 
。 だ が 、 その 少年 は エゥーゴ の 一 貞 と し 
オ ・ ジ オン 戦争 に 身 を 投じ 、 ガン ダム ・ チ ー 
ム の 一 角 を 担っ て 戦う こと と な る 。 生 きる た め に 風 
見 椿 の ご と く < 振る 舞っ た モン ド が 、 戦 い を 受け 入れ て 
いっ た 育 景 に あめ っ た の は 、 様 々 な 経験 が 導い た 人 間 
的 な 成長 た 
モン ド は 、U.C.0073.06.09 に サイ ド 1 の シャ ング 
リラ ・ コ ロニ ー で 生ま れ 、 度 重なる 戦争 に 見 舞 わ れ 
た 動乱 期 に 育っ た 。 U.C.0080 年 代 未 に は 、 ビ ー 
チャ ・ オ レー グ ら と 共 ( 
大 人 に 頼ら ず を 身 に 付け て いく 。 そん な 
中 、 シ ャ ング リラ に 入港 し た アー ガマ か ら MS を 盗み 
出 そ う と する うち に 、 モン ド た ち は エ ウー コ と ネオ ・ ジ オ 
ン の 争い に 巻き 込ま れ て し まう 。 そし て 、 成 り 行き に 
任せ て アー ガマ に 身 を 寄せ た モン ド は 、 自 ら が 戦場 
に 身 を 置く 意味 を 見 出し て いっ た の で ある 


アー ガマ に 乗り 込ん だ 当初 は 利己 的 な 行動 が 目立っ て 
た モン ド だ が 、 様 々 な 経験 に よっ て 人 間 的 に 成長 し て いっ 
戦争 末期 に は 、 エ マリ ー・ オ ンス の 死に 沈む 仲間 た ち 
の 気分 を 冗 読 で 紛 ら わ そう と する 気 入 いも 見 せ て いる 


軽 ロ に 邊 る エル ・ ビ アン に. 


PROFILE 
年 齢 


14 歳 


技能 


関連 ファ イル 


(2) D2 ser Sn 


ラサ ・ ム ー ン と 対立 し て いた 
が 、 
よっ て 和解 へ と 至る 


アナ (いい よー 2 に トー 
記さ き 小 r ン 炒 計 Srr 入 の 


て 幸 ら れ て いた 
設 期 の 館 設 人 


用 ロボ ッ ト 。 動か な く な っ 
た も の を モン ド が 修理 し て 挫 
織 し 、 ネ オ ・ ジ 

の 際 に ガザ C を 撃退 し 


の 衝突 


BRX-178 
ガン ダム Mk-H 


ガン ダム ・ タ イプ MS。 前 電 
役 で 大 破 し た ちの を 修 神 し 


エル ・ ビ アン ノ が メイ ン ・ バ 
イロ ッ ト を 務め た 
搭乗 する こと も あっ た 。 


ジュ ドー た ちの 活躍 に 


よー し 、 今度 は 大 丈夫 
動く は ず で す 、 
ラサ ラ さ ん ! 


ジュ ドー・ ア ー シ タ ら と 共に アー ガマ に 乗り 込ん だ モン 
ド だ っ た が 、 当初 は エゥーゴ の 戦い に まっ た く 興 味 を 示 
それ どこ ろか 、 自 分 た ち が 利 を 得る た め に 、 
と 共謀 し て アー ガマ を ネオ ・ ジ オン に 売 ろ うと し 
た アー ガマ を 見 限っ て ビー チャ と 共に ネオ ・ ジ 
オン に 投降 する が 、 扱 い の 悪 さ に 妊 易 し て 結局 は アー 
ガマ に 戻る こと と な る 。 その 一 方 、 ム ー ン ・ ム ー ン で 出 
会 っ た ラサ ラ ・ ム ー ン に ひと め 惚 れ し 、 彼 女 の た め | っ 
た モン ド は 、 少し ずつ で は ある が 責任 感 に 目覚 め て いく 
戦う 理由 を 見 出せ な いな が ら も 、 仲 間 た ちと 共に 戦場 
に 身 を 置く 現実 を 受け 入れ て いっ た の で ある 。 

その 後 、 モ ンド は ガン ダム ・ チ ー ム の 一 員 と し て 、 地 
球 降下 か ら ダ カー ル 、 ダ ブリ ン へ と 続く 戦い に 身 を 投じ 
て いっ た 。 そし て 、 戦 況 の 変化 に よっ て 再び 上 が っ た 
宇宙 で 、 モン ド は ラサ ラ と 再会 する 。 だ が 、 ラサ ラ は タイ 
ガー バウ ム の 双 動 の 際 に モン ド を 席 っ て 命 を 落と し 、 モ 
ンド は 衰 失 感 に 昔 ま れる 。 それ で も 、 ラ サラ を 失っ た 悲 
し み に 面 えな が ら 、 モ ンド は 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 の 
終局 へ と 歩ん で いく 。 そし て 、 矢面 に 立っ て 戦う ジュ ドー 
た ち を サポ ー ト し 、 ネオ ・ ジ オン の 内 乱 に 介入 し た ネェ ル ・ 
アー ガマ を 支え た モン ド は 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 を 
最後 まで 戦い 抜い た 


モン ド を 変え た ラサ ラ と の 出会い と 別れ 


モン ド の 意識 に 変化 を も た らし た ラサ ラ と の 出会い 
は 、U.C.0088.0325 の こと で あっ た 。 その 時 点 で ネ 
オ ・ ジ オン に 加わ っ て いた モン ド は 、 エン ドラ が ムー ン ・ 
ムー ン に 入港 し た 際 に ラサ ラ と 知り 合う 。 ラサ ラ に 助 カ 
を 請 わ れ た モン ド は 、 裏切っ た は ず の ジュ ドー た ちと も 協 
力 し 、 外 の 世界 に 出 よ うと し た ヒカリ 族 の 混乱 を 収め て 
いる 。 この 時 に は ビー チャ に 連れ られ て その まま ラサ ラ と 
別れ た モン ド で あっ た が 、 戦 争 末期 の U.C.0088.11 に 
彼女 と 再会 する こと と な る 。 モン ド た ち を 乗せ た ネエ ル ・ 
アー ガマ は 、 サ イド 3 に 向かう 途中 で ムー ン ・ ム 
行 が 乗る 難民 船 を 保護 し 、 ふ た り は 再会 を 果たし : 
が 、 その 後に 立ち 寄っ た タイ ガー バウ ム で 騒動 に 巻き 込 
まれ 、 モン ド た ち が ス タン バ ・ ハ ロイ に 襲わ れ た 際 に ラ 
ラ は 命 を 落と すこ と と な っ た 。 この ラサ ラ と の 別れ は 、 モ 
ンド を ひと 回 り 大 きく 成長 させ た の で ある 。 


上 多 上 機械 の 扱い に 長け た モン ド の 能力 

モン ド は シャ ング リラ の ジャ ング ク 屋 仲間 の 中 で も 特に メ 
カ の 扱い に 優れ て いた 。 アー ガマ に は 
MS の 整備 を 手伝い 、 ムー ン ・ ム ー ン で も 長年 放置 され 
て いた リニア ・ サ ブウ ェ イ や キャ トル を 動か せる 状態 に し 
て いる 。 一 方 、 ガ ンダ ム ・ チ ー ム の パイ ロッ ト と し て は 目 
立っ た 活躍 は な か っ た が 、 仲 間 た ちと 息 の 合っ た 連携 
を 見 せる な ど 、 戦い の 中 で 技量 を 高め て いっ た . 


ゴ / 人 タイ カー バウ ム で 自分 を 庄 = て 合 を 活 と 
2 だ 林 本 を 竹生 誠 匠 に 戻 須 きど の 整備 接 二 百間 共 新 。。 ムー ン ・ ム ー ン で ラサ ラッ と 出会い 、 閥 女 る し た ラサ ラ の 世 凡 を 抱き 、 を 流す モン 
で 1 ロッ ト ヒ し て は ネオ ・ ジ オン の 一 般 兵 と 送り 合え る 実力 を 有 し て いた リ 族 が 無 カ の 象徴 と し て いた キャ トル を 動か し 、 ラ サラ | 起り を スタ ン パ に ぶつけ た 
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[z ] 本 02 st 158 
マシ ュ マ ー・ セ ロ 編 


Case of Mashymre Cello 


誠 を 誓っ た 菊 邊 の 騎士 一 ー マ シ ュ マ ー・ セ ロ 。 
争 で 彼 が 残し た 言葉 は 、 そ の 志 を 映し 出し て いる 。 


2 名 


騎 二 道 本 神 を 重 だ し だ 若者 の 純 枠 さと 
自信 に 午 到 され た - 途 な 中 


散 芝 する TS EI Ri 
"の 


UC.0088.03 サイ ド 1 


下町 に 咲く 一 輪 の 花 か …… 
乱れ た 社会 が 、 彼女 を 悲劇 へ と 追い 込ん だ の だ 


マシ ュ マ ー は ハマ ー ン ・ カ ー ン か ら サ イド 制圧 部 隊 マシ ュ マ ー は シャ ング リラ の 制圧 に 際 し て 、「 宣 撫 を 
の ひと つ を 任 さ れ 、 巡洋艦 エン ドラ を 率い て サイ ド 1 ・ 心掛け よ 」 と いう ハマ ー ン の 言葉 を 忠実 に 守 ろ うと し 
シャ ング リラ に 乗り 込ん “エゥーゴ の アー ガマ た 。 そん な マシ ュ マー の 目 に は 、 貧 富 の 差 が 激しい シャ 
ユマ ー。 一 方 、 コロニー の ング リラ は さぞ 酷い 環境 と 映っ た に 違い な い 。 その 中 
カミ ー ユ ・ ビ ダン を 看病 する ファ ・ で カミ ー ユ に 寄り 添う ファ の 姿 は マシ ュ マ ー の 心 を 打 
ユイ リィ に 出 会 ユマ ー は 、 フ ァ を アー ガマ の クツ ち 、 勝 手 な 思い 込み を 進行 させ た 。 そこ で 発せ られ た 
ルー と 気づか ず に その 献身 的 な 姿 に 感動 する と 同時 マシ ュ マ ー の 言葉 は 、 良 く 言え ば 純粋 、 悪 く 言え ば 独 
に 、 コロ ニー の 荒ん だ : ご り よ が り の 激しい 彼 の 人 柄 を 表し て いた の で ある 。 


UC.0088.03.06 サイ ド 1・ シ ャ ング リラ 


どう か 、 こ の 小 羊 に 知恵 と 勇気 を お 与え 下さ い 
お 願い 致し ます 、 ハマ ー ン 様 …… 


シャ ング リラ を アク シズ の 支配 下 に 置く べく 工作 を マシ ュ マ ー は ハマ ー ン に 心酔 し 、 彼 女 の 言葉 を 金 
進め た マシ ュ マ ー は 、 エ ンド ラ 隊 へ の 協力 を 申し 出 た 科 玉 条 と し て いた 。 それ ゆえ 、 コ ロニ ー 住 民 の 協力 を 
ジャ ンク 屋 の ゲ モン ・ パ ジャ ッ タ を 受け 入れ た 。 し か し 、 得る こと が 大 切 と する ハマ ー ン の 教え を 守り 、 一 度 は マシ ュ マ ー は 強化 処置 が 施さ 
ガザ C を 従え て 自作 MS の ゲ ゼ で Z ガ ンダ ム を 討 と うと 退け よう と し た ゲ モ ン を 仲間 と し た 。 また 、 ハ マー ン か A 
する ゲ モ ン の 行動 が 、 コ ロニ ー 住 民 を 刺激 し て し まう ら 昌 っ た 次 薇 敬愛 の 証 と し 、 コ ー テ ィング を 施し て | た 績 神 を 操作 する トリ ガー と な る 
の で は な いか と いう 懸念 を 抱く 。 採る べき 方 策 に 常に 胸 に 挿し た 。 その 薔薇 を ハマ ー ン に 見 立て て 救 人 格 が 一 変 する ほど の 強化 を 写生 計り で 表記 
悩 ん だ マシ ュ マー は 、 ハ マー ン か ら 与 えら れ た 次 竹 に 。 い を 名 う 姿 は 、 マ シュ マー の ハマ ー ン に 対す る 在 目 的 MA 
答え を 求め よう と し た の だ っ た な まで の 業 拝 を 物語 っ て いた と 言え る 。 di 


U.C.0088.03.16 


変形 だ ドッ キン グ だ と 、 一 気 に や ろう が ! 
そん な も の で 私 が 、 た じ ろ ぐ と 思う の か !! 


3 
小 破 さ せる が 


U.C.0089.01.13 


悪 に は 悪 の 報い が ! 


様々 な 手 を 打っ た マシ ュ マ 『、 失 敗 を 繰り 
返し て アー ガマ の シャ ング リラ 脱出 を 許す こと と な る 。 
に 、 不 手際 続き の エン ドラ 隊 に お 目付 け 役 と し て 
し 、 マ シュ マー の 立場 は 悪化 し 
。 逆転 を 図っ て バン マ ・ ハ ンマ で 出撃 し 、 ジ ュ 
ドー・ ア ー シ タ を 追い 詰め る マシ ュ マー。 だ が 、 そ の 
眼前 に エゥーゴ の 新型 MG、ZZ ガ ンダ ム が 姿 を 現し 
マシ ュ マ ー は 、 た だ な ら ぬ 威容 の 敵 機 に 力強く 咲 える 。 


界 に は 罪 の 報い が 下さ れる の だ !! 


や や 頭 が 固く 自己 陶酔 礎 が あっ た マシ ュ マ ー だ が 、 
18 歳 の 若 さ で サイ ド 制 圧 部 隊 の 指揮 官 に 抜 握 さ れ 
た 才能 は 確か だ っ た 。 パイ ロッ ト と し て も 優秀 で 、 こ の 
戦闘 で は ハン マ ・ ハ ンマ を 駆 つ て ジュ ドー の Z ガ ンダ ム 
を 小 破 させ て いる 。 そし て 、 マ シュ マー は ZZ ガン ダム 
に も まっ た く 伝 まな い 勇 敢 さ を 見 せ た 。 し か し 、 第 一 
ネオ ・ ジ オン 戦争 期 最強 の MS に 対し て は 、 そ の 気 
概 だ け で 勝利 する こと は 叶わ な か っ た の で ある 。 


挟 逆 者 の グレ ミー を 
[悪い 」 と 評 す る マ 
上 


U.C.0089.01.13 


私 は や られ ん ぞ 


AMI 


トト が ハマ ー ン に 反旗 
を 動 し て ネオ ・ ジオ ン は 内 乱 に 突入 し 、 マ シュ マー は 
エン ドラ T を 率い て グレ ミー 討伐 の 任 に 就く 。 
派 と の 決戦 を 控え 、 兵士 た ち を 鼓舞 する マシ ュ マ ー。 
グレ ミー を 悪 と 断 じ 、 ハ マ 勝利 を 捧げ よう と する 
は 、 兵 た ち を 告 い 立た せる 。 


ハマ ー ン に よっ て 強化 処置 を 施さ れ た マシ ュ マ ー 
は 、 ど こ か 抜け た と ころ の あっ た 以前 か ら 一 変 し て 冷 
ハマ ー ン へ の 絶対 的 な 忠 
彼女 に 盾 突い た グレ 
り を 向け に 挙げ た マシ ュ マー の 演 
説 の 一 節 は 、 そ うし た 思考 の 裏返し だ っ た と 言え る 。 
そし て 、 a 葉 は 、 兵 士 た ちの 土気 を 大 


・ こ の マシ ュ マ ー・ セ ロ 


己 の 了 肉 が 営 か ら 削 ぎ 了 収 れ る まで 戦う ! 


MORE INFO! 
薔薇 へ の 強い 拘り 


グレ ミー 派 と の 決戦 に お いて 、 ザ ク 改 を 駆っ て 戦 
場 に 身 を 投じ た マシ ュ マ ー は 、 プ ブル ツー の クィ ン ・ マ ン 
サ を も 圧倒 する 働き を 見 その 勢い の まま アク シ 


: が が 、 ラ カン ・ ダ カラ 
【 を 突 か れ 、 ス ペー ス ・ ウ ルフ 隊 の 包囲 を 受け 
窮地 に 陥っ て も な お マシ ュ マ ー の 戦意 は 衰 
える こと な ー タ イプ 能力 を 暴走 させ な が ら 己 の 
信念 に 狗 じ た の だ っ た . 


ジュ ドー と の 応酬 


心 を 他 な ら ぬ ハマ ー ン に 利用 され た 
、 彼 女 の 忠 実 な 僕 と し て 働く 強化 人 間 へ 
と 変貌 し た 。 強化 処 つっ て マシ ュ マ ー の 戦闘 衝 
と の 戦い で 発揮 され る 。 


だ が 、 人 為 的 に 挫 じ 曲げ ら : 


能力 を 暴走 させ る こと と な る 。 マ シ 
通り 、 破 減 する ま 


マー は 己 の 
で ハマ ー ン の た め に 戦っ た の で ある 。 


サン ライ ズ 


144-14 


144-15 


機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 


PERSONAL PROFILE : (0 02 sm 
オク トバ ー・ サ ラン ーー 


October Saran 


MCS ED 
へ SSNs SE 


オク トバ パー は 生 真 面目 な 性 格 か ら か 、 
ダム の 動向 を 気 に 掛 け て いた よう で : 
あっ た サイ コ ・ フ レー ム に つい て は 、 ネオ ・ ジ オン か ら も た 
: こ と を 突き 止め 、 その 事実 を アム ロ に 知ら せ た の だ 


パー は V ガ ンダ ム の 仕様 を 変更 し で | 
ム の 導入 を 推し 進め た 。 サイ コ ・ フ | 


提 和 戦士 ガン ダム 字 豆 の シャ ア 


PERSONAL PROFILE オク トバ ー・ サ ラン oo ne02 sr Don 


、 足 中 Sa が 3 


の V 
アム ロ 。 技術 者 
の 機体 を 渡す こ サイ コ ・ フ レー ム の 


区 こ ズ の 軌道 を 変 
NR の MS」 を 生み 出し た MS 技術 者 に 


ンク 屋 組合 が 大 き な 
ロン ド ・ ベ ル が 拠点 を 置 
いる も の の 主 


載 し て 緑地 面積 


ン の ジャ ンク 屋 
オン ・ コ ロニ ー で THE 
ALEXANDERS」 と 


ド も 見 られ る が 
1 の シャ ング リ 


144-16 


144-17 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


歴史 に 贅 2 
あの 


激動 の 戦後 15 年 を 騨 け 抜け た 
フリ ー デ ン の クル ー の 生き 様 


フリ ー テ : 


A.W.0015 


仕事 中 に 持ち 場 を 離れ る よう な 、 


フリ ー デ 
Case of Freeden's Crew 
ニュ ー タイ ブ の 保 を 目的 と し て 旅 し た フリ ー デ 


L ] mg02 sm07g 


ン の クル ー 編 


の クル ー 


プロ 意識 の な メカ マン に は ネジ ー 本 触れ て 欲し く な KY 


12 歳 と いう 年 齢 な が ら 、 フリ ー デ ン の チー フ メ カニ ッ 
ク を 務め る キッ ド ・ サ ル ] 。 自ら 天才 メカ マン を 自 
称す る キッ ド だ が 、 それ は 口 だ け で は な い 。 才能 も さる 
こと な が ら 、 誰 より も 高い プロ フェ ッ シ ョ ナル と し て の 
意識 を 持っ て 仕事 に 臨 お 姿勢 こそ が 、 責 任 あ る 立場 
に 子供 と 呼べ る 年 齢 の キッ ド が 就 い て いる 理由 で あ 
る 。 その 確か な 仕事 振り か ら 、 自 分 より も 年 上 の 部 下 
で ある 大 人 か ら も 絶大 な 信頼 を 受け て いた 。 


A.W.0015 


不愉快 だ わ … 


フリ ー デ ン 艦 長 ジャ ミル ・ ニ ー ト の 副官 的 立場 の サ 
ラ ・ タ イレ ル 。 彼女 は ジャ ミル に 想い を 寄せ て お り 、 
保護 し た ニュ ー タ イプ の 少女 ティ ファ に ジャ ミル が 関 
心 を 寄せ て いた こと か ら 、 彼 女 に 釣 尋 を 抱い て いた 。 

勝手 な 行動 を 取っ て 危機 を 招い た ガロ ー ド の た め 、 
ジャ ミル は 危険 を 承知 で 救援 に 向かう 。 防護 服 を 渡 
す た め ティ ファ の 部 屋 を 訪れ た サラ が 見 た も の は 、 緊 
も 関わ ら ず 口紅 を 差し て いた ティ ファ で あっ た 。 


"(サラ ・ タ イ 


持ち 前 の プロ 意識 か ら 、 仕事 に 関し て は 厳し い 熊 
度 で 臨ん だ 。 ガン ダム X の 整備 も せ ず に ティ ファ ・ ア 
ディ ー ル の 様子 を 照 い に 行っ て いた 部 下 の ナ イン と ロ 
に 「 プ ロ 意 識 が な い ] と 叱責 し た 。 その 叱責 は 一 
縮 に 行っ て いた パイ ロッ ト の ガロ ー ド ・ ラ ン に も 向け ら 
れ 、「 一 人 前 の バイ ロッ ト な ら 、 出 撃 前 は メン テ に 付き 
合う の が 常識 な ん だ けど 」 と 、 や は り 辛 殖 な 言葉 を 浴 
び せ て いる 。 


レル ) 


サラ は 不快 感 を 回 わ に し 、 軽 散 の 言葉 を 咳 く 。 それ は 
タイ ミン グ 悪 く 、 ク ルー の トニ ヤ ・ マ ー ム が ティ ファ と ガ 
ロー ド の 仲 を 気遣い 、 勧 めで て くれ た 化粧 を ティ ファ が 
試し て いた 矢先 で あっ た 。 潔癖 か つ 生 真面目 な サラ 
に と っ て 、 愛す る 人 が 危険 な 目 に 合っ て いる 時 に 妨 
如 の 対象 が 安穏 と 化粧 を し て いた こと が 許せ ず 、 つ 
い 口 を 衝 い て 出 だ で あっ た 。 一 方 、 こ の 出来 事 
が サラ に 女性 らし さ を 意識 させ る 契機 と な る 。 


CHARACTER'S MIND 
て マッ ドサ イエ ン 
ティ スト な 側面 も ある キッ ド 。 普段 
集め て お り 、 改 


サラ と ティ ファ の 彰 周 は 、 ほど な 
く 解 消さ れる 。 ザコ ッ ト 一 味 の 夏 


と で 、 仲間 と し て 頼る よう に な た に も 


A.W.0015 


セイ ンズ アイ ラン ド 


女 の 過 雲 は 、 言わ な きゃ な い の と 一 緒 よ ぃ = ャ マー 


フリ ー デ ン に お いて 通信 を 担う トニ ヤ ・ マ ー ム は 、 
補給 の た め に 寄っ た 商業 都市 セイ ンズ アイ ラン ド で 、 
互い に 敵対 し て いた と は 知ら ず ー ド を 狙っ た . 
ニル ・ エ ル と 出会う 。 そこ で 服 を 譲っ て も ら っ た こと を 
か け に 意気 投合 する の で あっ た 。 

エニ ル か ら 結 婚 に つい て 相談 を 受け た トニ ヤ は 、 
MS 乗り だ っ た 過去 に 悩ん で いる こと を 打ち 明け られ 
る 。 結婚 相手 が 真面目 な 人間 で あり 、 堅気 で は な い 


ご めん な さい … 
単 棒 者 で すね 、 私 っ て ぅ ・ タ ィ イレ) 


MS 乗り だ っ た 過去 を 隠し 通さ な けれ ば な ら な いと の 悩 
み に 、「 い いん じゃ な い の ? 言わ な けり ゃ や] と トニ ヤ は 
あっ さり と 答え を 返す 。 陽気 で 一 見 軽く 見 える トニ ヤ だ 
が 、 実 際 は 鋭い 感性 の 持ち 主 で 、 自 分 な り の 女性 と 
し て の 生き 方 を 持つ 。 トニ ヤ の 回 答 は 彼女 を 体現 し た 
言葉 だ よう 。 幸せ を 掴む の も 不幸 せ に な る の も 
自分 の 責任 だ か ら と 、 自 分 の 思う よう に 我 が 道 を 行く 
こと を 信条 と する トニ ヤ に と っ て 、 答え は 単純 で あっ た 。 


新 連邦 と 宇宙 革命 軍 の 戦争 が 、 戦後 15 年 を 経て 
始ま ろう と し て いた 。 両 勢力 の 戦い フリ ー デ 
ン の クル ー は 各々 が 心 の 整理 を つけ よう と 行動 する 。 

白黒 を は っ きり さ と ロア ビィ に 告白 され た サラ 
は 、 答 え を 濁す 。 想い を 寄せ る 彼女 で 
た も の の 、 ロア ビィ が 好意 を 寄せ て くれ て いる こと も 寮 
し て いた 。 だが: ミル の 答え が 聞け な いま ま 受 け 
入れ る こと は で き な い 。 サラ の 心情 を 理解 し た ロア ビィ 


板の間 題 は 、 コ ー ヒ ー 一 株 飲ん で いる 間 に 


A.W.0016 


は 、 その 答え が 出る まで 待つ と 宣言 する 
想い 人 で ある ジャ ミル の 答え を 待つ 一 方 、 自 分 に 
想い を 寄せ て くれ る ロア ビィ へ の 返事 を 保留 する と い 
う 、 自分 の 狂 さ を 認め た サラ 。 ロア ビィ へ の 返答 は サ 
ラ な り の 誠意 で あっ た 。 その 答え に 対し ロア ビィ は 「 死 
ん だ ら も と も こう も な い ] と 、 答 え は は っ きり 
よい と 後押し する 。 その 言葉 に サラ は 、 
し て 想い を 打ち 明け 、 答え を 求め た の で ある 。 


第 38 


の 甲 で 解決 する も の だ 。 あと は それ を 実行 で きる か どう か だ と みみ ーー カ 


地球 連邦 軍 と 宇宙 革命 軍 、 両 勢力 の 指導 者 を 失っ 
と で 、 月 の D.O.ME. を 巡る 第 8 次 宇宙 戦争 は 女 
結 する 。 この 戦い を 区 切り と し て フリ ー デ ン の ク 
は それ ぞ れ の 道 を 歩み 出し 、 テ クス ・ フ ァ ー ゼ 
ンバーグ は 地上 の 野戦 病院 に 身 を 置く こと と を 選ん だ 。 
隣 同士 の ペッ ド で い が み 合う 新 連 邦 と ゲリラ の 患 
者 に 対し 、 割 っ て 入っ た テク ス は 話し 掛け な が ら コ ー 
ヒー を 差し 出す 。 呆気 に と られ た ふた | 


MORE INFO! 
新た な クル ー エニ ル の 選択 


当 いた エ 


カ を 止め て コー ヒー を 受け 取る の で あっ た 。 

フリ ー デ ン の 専属 医師 と し て 、 テク ス は クル ー の 心 
身 の ケ ア を 務め て いた 。 年 長者 と し て の 経験 と 博識 
か ら も た ら さ れる 含蓄 ある 言葉 は 妙 に 説得 カ が あり 、 
クル ー た ちの 関係 を 円 滑 に 取り 持つ 役割 を 果たし て 
いた の で ある 。 野戦 病院 の 患者 に 投げ 掛け た 
も 、 フ リー デン の 仲間 と 戦い の 中 に 身 を 置い て きた テ 
クス の 実感 が 込め られ て いる の で は な い だ ろ うか 。 


誠 通 ・ サ ン ラ イズ 144-18 


144-19 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


アセ ム ・ ア ス ノ 


(キャ プ テ ン ・ ア ッシュ ) 
Asemu Asuno (Captain Ash) 


キャ プ テ ン ・ ア ッシュ を 名 乗り 
連邦 と 戦う 決意 を 固め た 義賊 


A.G.151 年 、 ロ マリ ー・ ス トー ン と の 間 に 誕生 し た 
男児 に 「 キ オ 」 と 名 付け 、 漂 流 船 の 調査 任務 に 出 


発し た アセ ム ・ ア ス ノ 。 彼 は その 任務 を 最後 に 退役 
する 予定 だ っ た が 、 捜索 中 に 所 属 不明 の 大 型 機動 


兵器 シド の 攻撃 を 受け 、 部 隊 は 全滅 の 憂き目 に 遭っ 
シド と の 戦闘 で 瀬 死 の 重傷 を 負う も 、 宇 宙 
ビシ ディ アン を 率い て いた キャ プ テ ン ング ラッ ゾ 
出さ れ た アセ ム は 、 回復 する まで 海賊 た ちと 生 
活 を 共に する 。 彼 は 海上 と の 生活 の 中 で 、 地球 
軍 と ヴェ イカ ン の 戦争 に 隠さ れ た 真実 を 知る こ 
、 自 分 な り の 戦い 方 を する た め に 宇 
軍 海 賊 と な る こと を 決意 し た の だ っ た 
それ か ら 13 年 後 。 戦艦 ディ ー ヴ ァ が 、 当 時 ヴェ イ 


ガン の 占領 下 に あっ た ルナ ベー ス へ 向かう と いう 情 
報 を 得 た アセ ム は 、AGE ビ ル ダ ー を 奪う た め に ディ ー 
ヴァ を 柚 撃 。 そし て 、 生 き 別 れ に な っ て いた 息子 キオ 


と 、 戦場 で 再会 する こと と な - 


名 乗り 
13 年 間 も 正人 


(ME nD02 wl2 


PROFILE | | 
年 齢 41 歳 | 
所 属 。 宇宙 海賊 ビンディ アン 

隊 
出身 
技能 ! 


A 
翼 相 芸 族 河 ぶ 弓 がき さけ S 溢 乱 


PERSONAL PROFILE アァ セム 


抽 め な いも の だ っ て ある さ 
俺 た ち は 人 間 な ん だ 


銀 の 杯 条約 以前 の 兵器 テク ノロ ジー の デー タ が 保 
存 さ れ た EXA-DB の 存在 、 地球 連邦 軍 の 不正 、 そし て 
火星 膨 の 悲惨 な 実状 を 知っ た アセ ム は 、 ヴェイ ガン を 
一 方 的 に 悪 だ と は 考え られ な く な っ て いた 。 彼 は 軍 に 所 
属し て いた 時 か ら 「 仲 間 た ち を 守る ] た め に 戦い 、 ご 
か ら も そう あり た いと 思っ て いた 。 だ が 、 ど ちら か の 軍 に 
所 属し て 戦う こと は 、 そ の 信念 に 反する の で は な いか と 
いう 蜂 問 を 抱い た の で ある 。 そし て 彼 が 出し た 答え は 、 
地球 連邦 軍 と ヴェ イガ ン の 戦力 を 均衡 させ 、 戦 争 を 肛 
着 状 態 に する こと で 、 一 時 で も 長く 平穏 な 時 間 を 作る こ 
と で あっ た 。 その た め に アセ ム は 宇宙 海賊 の 首領 「 キ ャ 
プ テ ン ・ ア ッシュ 」 と な り 、 ヴ ェ イガ ン や 地球 連邦 軍 か ら 
作戦 に 必要 不可 欠 な 重要 物資 や 情報 を 奪い 、 大 規模 
な 戦闘 を 阻止 し て きた の だ っ た 。 

フリ ッ ト に その 正体 を 明か し た 後 も 、 ア セム は 地球 連 
孝 軍 と 共闘 態勢 を 取り つつ 、 独 自 の 活動 を 展開 。 セカ 
ンド ムー ン に 連れ 去ら れ た キオ の 救出 や EXA-DB の 破 
壊 な ど 、 海 賊 と いう 立場 を 活か し た 隠密 作戦 で 戦争 拡 
大 阻止 に 貢献 し た 。 また 旧友 で ある ゼ ハ ー ト に 対し て 
は 、 イ ゼル カン ト が ヴェ イガ ン の 民 を 救う 意志 が な いこ と 
を 伝え 、 戦 場 で 相 ま みえ る 度 に 目 を 覚ます よう に 訴え 続 
けた 。 し か し その 願い は 受け 入れ られ ず 、 最後 に は 持て 
る 力 の すべ て を 懸け た 一 騎 討 ち に 発展 。 アセ ム は 、 自 
ら の 手 で 彼 に 引導 を 渡す こと と な っ た 。 


中 中 本 


頑 な に ヴェ イガ ン 砥 減 を 唱え る フリ ッ ト の 説得 を 諦め 、 
戦争 継続 も や む な し と 考え て いた アセ ム 。 だ が 、 戦 争 
終結 を 訴え る 息子 の 姿 を 見 て 、 ア セム は 陰ながら 支援 
の 手 を 差し 伸 べ る よう に な る 。 時 に 諦め か ける キオ を 、、 
親 と し て 、 ま た 「 フ リッ ト と の 対立 ] と いう 道 を 辿っ て きた 
同志 と し て 勇気 づけ た の で ある 。 さら に アセ ム は 、 戦 場 
に お いて も 「 貢 パイ ロッ ト を 殺さ 必 電 い 方 ] を 買 く キオ を 
見 守っ て いた 。 窮地 に 陥っ た 時 に は 必ず 助け に 駆け 付 
け 、 蘭 度 も 救っ て いる こと が その 証拠 で あろ う 。 

な お 最終 決戦 に お いて は 、 ゼ ハー ト を 撃破 する だ け 
で な く 、 セ カン ドム ー ン に プラ ズ マ ダイ バー ミサ イル を 撃 
ち 込 も うと する フリ ッ ト を 制止 。 キオ と 共に 説得 を 試み 、 
親子 ふた り の 力 で よう や く フ リッ ト を 妄 執 か ら 解き 放っ 
た 。 それ は また 、 長年 に 百 り 抱え 続け て きた 父 と の 葛藤 
を 、 乗り 越え る こと が で きた 瞬間 で も あっ た 。 


MORE INFO! 反 連 邦 組織 ・ 宇 宙 海 賊 ビシ ディ アン の 活動 

導 軍 艦隊 へ の 行為 行う など 、 悪 名 高き 記 海賊 独自 開 発し た MS を 保有 し て い 】 
で あっ た ビシ ディ アン 。 彼 5 は ヴェ イガ ン の 戦 衝 の 玖 か ら "見え 。 た な お 、 早宮 の 対象 は 真 
ざる 傘 " の 発生 ユニ ッ ト を 取り 出し 旗艦 パロ ノー ク に 搭載 し た り . で あり 、 後に 単なる 反 連 邦 勢 力 で は な か っ : 
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ケリ イィ ・ レ スズ ナー ie 


Kelley Layzncr 


ケリ ィ は 多く を 語ら な い 村 設 な 人 物 で 、 コ ウ を 脱走 兵 と 考 
えて 譜 い 態 度 を 取る こと も あっ た 。 し か し 、 実 際 に は パ - 
き 続 き な 男 で あり 、 同 じ 道 を 


屋 
と し て 生き る と いう 選択 肢 も 
彼 の 情報 聞い 還 す こじ は で 


地球 連邦 軍 の パイ ロッ ト 。 試 
作 2 号機 の 強 究 に 巻き 込ま 
れ 、 ア ルビ ピオ ン 隊 の 一 員 と し 
て デラ ー ズ ・ フ リー ト を 追う 。 
その 最 中 、 偶 炊 ケ リィ と 出 


会 っ た 。 


俺 は 負け 砂 で は 
な ら な いる 
ど だ なき と が あう で も な |! 


A 結 ま れ た コウ を 
助け り 、 ジ ャ ンク 屋 に 連れ て いく 。 


お玉 コウ と の 交流 と 対決 


と し た コウ と 共に 、 ヴァ ル ・ ヴ ァ 
の 修理 に 没頭 する ケリ ィ 。 パ 
イ 3 


自分 が パイ ロッ ト と し て 必要 と き 
れ て いな いこ と を 知っ た ケリ ィ 
は 、 ガ トー か ら の ビデ オレ ター を 再起 を 期し て ガン ダム に 携 ム だ ケリ 7 は 
見 な が ら 暗 漠 と し た 表情 を 浮か コウ に 兵士 の 生き 様 を 突き 付け る 。 最 
“る 期 は 、 ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ と 運命 を 共に し た 。 


MORE INFO! ケリ イ を 支え た 女性 9 


ラ ・ チ ャ プラ は 、 フ ォ ン ・ ブ ラウ ン で ケリ イ の 身 。 。 ラ トー ラ ・ チ ャ ブラ 

の 世話 を し て いた 女性 で ある 。 共同 生活 お 送る 。 時 髪 が 特 徹 の 物 解 か な 女 
た 経 書 は 定か で な い が 、 恋 愛 冊 情 を 抱い て 性 。 片 陣 が 不 自由 な ケリ ィ 
: と は 確か だ ろう 。 し か し 、 ラ トー ラ は ケリ イィ の 疾 中 の 傍ら で 、 下 革 加 < 世 
か まる 戦い へ の 未 縛 に 気付 いて お り 、 コ ウ と の 蜂 を 焼い て いた 。 ケリ イィ へ 


の 想い は 強く 、 コ ウ に 不満 
っ て その 想い が 膨らむ こと を 恐れ た 。 を ぶつ ける こと も あっ た 。 


バイ ロッ ト と し で の 想い を 
捨て られ な い ケ リィ に 涙 す 
る ラ ト ー ラ 。 彼女 は ケリ ィ 
が 穏やか に 暮らし て くれ る 
こと を 望ん だ 
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Staff in ANAHEIM 
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機動 戦士 ガン タム 0083 メモ リ 


PERSONAL PROFLE 


MORE INFO! 


「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] に お いて 機体 制御 0S の 開発 を 担当 
し た 部 填 が 、MS 開 発 セ クシ ョ ン SE 課 で ある 。 ガン ダム 試作 1 
号機 グ 2 号機 に つい て は 、 同 課 の ニナ ・ パ ー プ ルト ン が 出向 
する 形 で 強 杏 揚 叶 艦 アル ビオ ン に 乗 能 し 、 運用 テス ト が 進め ら 
れ て いた 。 だ が 、 プロ ジェ クト 最高 責任 者 の オサリバン が 計画 
に 雛 色 を 示し た 際 、 課長 は 積極 的 な 反対 姿勢 を 見 せ ず 、 部 下 
を 配置 転換 させ る こと で 上 司 の 意 に 沿 お うと し た の だ : 


ne02 sr 16n 


ョ ン ・ レ ー ザ ー の 使用 を 信じ た オ サ リ パン 。 容 約 を 時 た し 
逮 め な が ら 含み 笑い を こぼし た 


発見 れ た 


ショ ン S 


る 気 李 は 見 られ な 


前 台 ・ サ ン ラ イズ 


145-14 


天真 期間 な 少女 の 戦い 
の 


北ア メリ ア 大 陸 


ムー ン レ ィ ス が 地 款 に 来 な けれ ば 、 


C.C.2345、 月 の 民 「 ム ー ン レ ィ ス 」 が 地球 帰還 計 
画 を 実行 に 移し 、 そ の 帰還 部 隊 が 北ア メリ ア 大 陸 イ 
ング レッ サ 領 に 降下 し た 。 イン グレ ッ サ 領 で 強い 発言 
を 持つ 富豪 、 ハ イム 家 の 次 女 で あっ た ソシエ ・ ハ イ 
ム は 、 ビ シ ニ テ ィ に ある アー ク 山 で 成人 式 に 参加 し て 
いた 際 、 こ の 降下 に 道 通 。 さら に 、 
グレ ッ サ ・ 


ソシエ は 、 地 球 で 発見 され た 機械 人 形 ・ カ プル の 
バイ ロッ ト と し て 、 デ ィ アナ ・ カ ウン ター と の 戦い に 参 
戦 し た 。 親友 メシ ェ ー や ロラ ン の サポ ー ト も あり 、 彼 
女 は な ん と か 実戦 を こなし て いく 。 だ が 、 コ レン ・ ナ ン 

ギン の 者 一 印象 。 ダー を 中 心 と する ディ アナ ・ カ ウン ター の 攻撃 に より 、 
が イン グレ ッ サ 領 の 首都 ノッ クス は 陣 落 。 イン グレ ッ サ ・ 
ャ は 、 独 自 に ー ノ ン を 掘り 当て て いた ル 
ジャ ー ナ 令 の 軍隊 、 ル ジャ ー ナ ・ ミ リ シ ャ と の 合流 を 


145-15 


お 父様 は 死ぬ ぬこ と な か っ た の よ ! 


(Cv) FE D2 wl5p 


ソシエ ・ ハ イム 編 
Case of Sochie Heim 


富豪 ハイ ム 家 の 次 女 と し て 何不 自由 な く 育 っ 
(ムー ン レ イス ) の 舞 来 を 機 に 戦場 の 最前 線 で 戦う 道 を 選 。 


シッ エ , 


成人 式 に 参加 し て いた ハイ ム 家 の 使用 人 ロラ ン ・ セ 
アッ ク と 、 ア ー ク 山 の 聖 像 か ら 出現 し た V ガ ンダ ム の 
存在 に よっ て 事なき を 得る 。 だ が 、 ディ アナ ・ カ ウン 
ター の 機械 人 形 (MS) が 放っ た ビー ム が ハイ ム 邸 を 
直撃 。 ソシエ の 父 で ある ディ ラン ・ ハ イム が 死亡 し た 
の で ある 。 父 の 死に 大 き な シ ョ ッ ク を 受け 、 一 時 密 ぎ 
込ん 々 で し まっ た ソシエ は 、 突 然 姿 を 現し た ムー ン レ ィ ス 
に 対し 、 強い 憎しみ を 抱く の だ っ た 。 


余儀 な くさ れる 。 ここ で ソシエ は 、 ル ジャ ー ナ ・ ミ リ > 
の 機械 化 部 隊 「 ス エサ イド 部 隊 ] の リー ダー、 ギャバ 
ン ・ グ ー ニ ー と 出会う 。 機械 人 形 で の 実戦 経験 は 持 
た な いも の の 、 軍 人 と し て 強い リー ダー シッ プ を 発揮 
し 、 ソ シェ エ た ち を まる で 部 下 の よ うに 扱っ た ギャ パン 。 
カブ ル で 北 度 も 実戦 経て きた ソシエ は 、 そ ん な 彼 の 
人 ぶ っ た 態度 に 茜 立 ち を 覚え 、 挑発 する よう な 言葉 を 
発する の だ っ た 。 


MORE INFO! 
ロラ ン と の 別れ 


北ア メリ ア 大 陸 


あたし が 先走っ て 出 た か ら 、 戦死 者 が 出 た り 、 


ロラ ン に 苦労 させ る の か し ら ? 


ソシエ は 、 ハ イム 家 の 使用 人 で あり 、V ガ ンダ ム 
の パイ ロッ ト で あっ た ロラ ン と 共に 行動 する 機会 が 多 
か っ た 。 だ が 、 ロ ラン は ムー ン レ ィ ス で ある こと を 自ら 告 
白 し 、 そ れ を 知ら な か っ た ソシエ も 戸惑い と 慎 り を 覚え 
る 。 それ で も 、V ガ ンダ ム を 制御 で き 、 機 械 関 人 
い ロ ラン は ミリ シャ 上 詳 部 か ら 重 用 され て お り 、 
動 陸上 族 で ある ギャ ロッ プ も 与え られ て いた 。 ロラ ン ば 
か り が 重用 され る 現状 に ソシエ は 茜 立 ち を 募ら せ 、 ギ ャ 


北ア メリ ア 大 陸 (ロス ト ・ マ ウン テン ) 


自身 の 軍人 と し て の 価値 に 悩ん で いた ソシエ は 、 
新た な 悩み を 抱え る こと に な る 。 スエ サイ ド 部 隊 の リー 
ダー で ある ギャ パン か ら 、 突 如 と し て プロ ポー ズ を 受 
けた の だ 。 ソシエ は 、 使 用 人 で あっ た ロラ ン に 淡い 恋 
心 を 抱い て お り 、 彼 が ムー ン レ ィ ス で ある の が 発覚 し 
て か ら も 、 そ れ は 変わ る こと が な か っ た 。 だ が 、 ソ シ エ 
は 恥ず か し さか ら そ うし た 気持 ち を ロラ ン 本 人 に 伝え る 
こと が で きず 、 ま た ギャ バン の 強引 な アタ ッ ク を 断り 切 


ディ アナ ・ カ ウン ター と の 軍事 衝突 は 一 向 に 収 ま 
る 気配 は な く 、 つ い に は イン グレ ッ サ と ル ジ ャ ー ナ の 精 
鋭 が 集め られ た 合同 の ミリ シャ 部 隊 が 、 月 へ と 上 陸 す 
。 月 で は 、 執 政官 の アグ リッ パ ・ メ ン テ 


月 の 女王 ディ アナ ・ ソ レル の 導き で 、 黒 歴史 の デー 
タル ー ム が ある 冬 の 宮殿 に 向かう 。 その 途中 、 ディ ア 
ナ と ソシエ の 実姉 キ エ ル ・ ハ イム と の 会 話 に 違和感 


ロッ プ を 自ら が 乗る カプ ブル の 基地 と する こと を 突如 と し 
て 宣言 する 。 さら に 敵 松 が 伝え 5 れる と 、 す ぐに カブ 
ル で 出撃 し 、 手 柄 を 立て よう と 躍起 に な る 。 ソシエ を 
援護 する た め 、 マウ ン テ ン ・ サ イク ル か ら 掘 り 出し た ば 
か り の ギャ ロッ プ も 出撃 する が 、 機 関 砲 を 使用 し た と 
ころ 暴発 。 その 影響 で 砲撃 土 が 2 人 死亡 する 。 戦い 
か ら 戻 っ て きた ソシエ は 、 自 身 の 稚 抽 な 行動 が 生ん だ 
悲劇 に ショ ッ ク を 受け る の だ っ た 。 


れず に いた の で ある 。 ソシエ は 流さ れる まま ギャ パン と 
の 結婚 に 向かっ て いっ た が 、 彼 は ロス ト ・ マ ウン テン 
で 核 爆弾 の 爆発 に 巻き 込ま れ 、 帰 ら ぬ 人 に な っ て し 
まう 。 核 爆発 に よる 死 の た め 、 ギ キャ バン は 遺体 すら も 
回 収 で きず 、 現場 に 放置 され る 。 ソシエ は 彼 が 向け て 
誕 の 意 を 込め て 、 プ レ ゼ ント され て いた 
ング ドレ ス を 纏う 。 そし て 、 彼 が 眠る ロス ト ・ マ 
、 その 次 を 見 せる の だ っ た 。 


を 覚え た ソシエ は 、 ふ た り が 入れ 替わっ て いる こと に 
気付 く 。 し か も それ は 、 デ ィ ア ナ の 地球 降下 か ら 間 も 
な い 時 期 か ら 行わ れ て お り 、 父 ディ ラン の 墓参 り で 涙 
を 流し て いた の も ディ アナ で あっ た と 聞か され る 。 これ 
に キ エ ル は 、「 地 球 侵略 を し よう と いう 女王 と お 姉 さ ま 
が 、 あ た し が 機械 人 形 で 戦う より も つら いこ と を し て き 
た っ て わか れ ば 、 部 れ な いじ ゃ な い 」 と 、 た だ た 
だ 慢 然 と する の だ 


P 間 通 . サ ン ラ ィ ズ 145-16 
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マリ ナ ・ イ スマ イー ル | 


Marina Ismail 


自身 が どの よう な 苦境 に 
える 心 の 広 さ を 持っ て い 

た 際 も 、 テ ロ に 加担 
由 を 問い 、 その 反 り や 憎しみ の 根源 


中 東 使節 団 専用 艇 
イリ ナ が コロ ニー の 視察 な ど 


あな た も ・ 
開 違 っ て な か っ た 


使 和 団 の 訪問 を 讐 思わ 
い コ ロニ ー 開 発 公 


マリ ナ た ち は 暗 殺 を れる 
半 と 


中 中 


ELS の 衣 来 に 際 し て 
シェ ルター へ の 各 召 を 
MM - 
ら 利 著 の 活 を 見 続け た マリ ナ 。 破 の 対話 に より 補 ら 


避難 させ て いる 


MORE INFO! マリ ナ (西暦 ら 364 年 時 ) る 


81 歳 と な っ た マリ ナ は 、 価 力 的 4 間 


cE と 再会 人 台 か ら 退 い 
、 能力 HYOGO つい に 訪れ た 再会 の 時 Ca 


ELS と の 対話 か ら 50 年 を 経た 西暦 2364 年 一 マリ ナ は 


存命 で の の 、 高齢 も あっ て 国 実 の 指導 者 を 退き 、 ひ 
と り 藤 か に 暮らし て その 終 の 棲 何者 か が 訪れ た 
の で ある 。 すでに 目 の 見 えな い マ リナ は 一 瞬 、 戸 惹 っ た 表情 
を 見 せ た が 、 す ぐさ きま それ が 羊 那 で ある と 実感 する 。 50 年 以 


上 の 年 月 を 


加味 の ピアノ を 楽し みな 
人生 

た マリ ナ 。 生 舞 外 身 で 
見 られ る , 〆 グ 


利 (西暦 5364 年 時 ) 


時 ク JNN ー 
が | 

2 ELS と の 対話 に よる 人 

バ し て 、 内 人 の 半 な 


導通 サン ラ ィ ズ ・MBS 145-18 


に 揚 拉 を 交わ し 
た 。 彼女 は 再会 の 奇 中 
に 面 び を 間 せ な か っ た 


"| 
7 術 部 で ある と 本 信じ た 
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プル ツー 誠 


Ple-Two 


グレ ミー・ ト ト の 切り 札 と し て 
生み 出さ れ た クロ ー ン の 少女 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 に お いて 、 グ レミ 
が ハマ ー ン ・ カ ー ン に 対抗 する た め の 切 り 札 と し た の 
が 、 強 化 人 間 に よ っ て 編制 され ュー タイ プ 部 隊 
で あっ た 。 その 中 で も 特に 優れ た 能力 を 有 し 、 ニュ ー 
タイ プ 部 隊 の 中 核 と な っ た の が 、 プ ブル ツー と いう 存 
在 で ある 。 ブル ツー は 戦う た め に 生み 出さ れ 、 そ の こ 
と に 何 の 疑問 も 抱か な か っ が 、 戦 い の 中 で も 
う ひ と り の 自分 と 、 そし て 己 の 内 面 と 向き 合い 、 苦悩 1 
する こと と な る の で あっ た 
プル ツー は 、 マ ガニ ー 博 士 が 手掛け た クロ ー ン 兵 
土橋 「 ブ ル シ リ ー ズ 」 の ひと り と し て 生み 出さ れ た \ 
の ち に 選 逝 する こと に な る エル ピー・ プ ブル の 双子 の 
クロ ー ン と も 言わ れる が 、 詳細 は 定か で な い 。 確か な 
こと は 、 来る べき 日 に 備え た グレ ミー に よっ て 、 コー ル 
ドス リー プ 処 置 が 施さ れ て いた 事実 そし て 、 
プル ツー が 目覚 め た と き 、 彼 女 の 眼 前 に は 凄惨 な 戦 
場 が 広がっ て いた の で ある , 


トト 


= コー ルド スリ ー プ か ら 目 J 


自ら の 境遇 に 疑問 を 拘 く 
じ た ブ ルッ ー だ っ た が 
の 0 し と も 言え る 存 


MAIN MA 


RELATIONS E 


か ら 行 動 を 共に し 、 エッ ー ゴ へ 


と 身 を 投じ た 。 ガン ダム ・ チ ー 
ム の 一 中 と し て 行動 する 。 
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ブル ツー が コー ルド スリ ー ブ か ら 目 覚め た の は 第 一 
次 ネオ ・ ジ オン 戦争 後期 、 ダ ブリ ン へ の コロ ニー 落と し 
が 行わ れ た 頃 だ っ た 。 激変 する 戦局 の 中 で 
図っ た グレ ミー は アー ガ で 撃破 の 任務 を 与 
だ が じ て 出 撃 し た プル ツー は 
| れ な い 不 快感 を 味わう 。 自 
エル ピー・ ブ プル に 居 み 、 ジュ 
アー シタ に 後 れ を 取っ た プル ツ - その 
払拭 する 


ハマ ー ン の 暗殺 を 図っ て ネオ ・ ジ オン 内 乱 の 口 
た 。 だ が その 一 方 で 
チー ナ ・ レ ビン を 気 に 掛け 
し た 。 ブル や ジュ ドー、 ル チー ナ と の 選 折 が 
か 知ら な か っ た プル ツー の 過 
る 。 その 迷い と 強制 され 


U.C.0088.10.31、 ダ ブリ ン に 向かう 人 巡洋艦 サン ド 
ラ の コー ルド スリ ー プ ルー ム で 覚醒 し 7 
イコ ・ ガ ンダ ム Mk-II を 駆っ て アー ガマ に 攻撃 を 行っ た 
その 戦闘 で プル の キュ ベレ イ Mk-II と ジュ ドー の ZZ ガン 
ダム を 圧倒 し 、 捨 て 身 の 攻撃 
し め た プル の 死 ! 
乗 4 

11 月 22 日 に は グレ ミー の 意 を 受け て ハマ ー ン の 暗殺 
を 図り 、 キ ュ ペ レイ Mk-1 ア 3 の ハマ ー ン 邸 
た ネオ ・ ジ オン の 内 乱 に お 
て グレ ミー 派 の 中 核 を 担い 、 ラ ビア 
し 、 そ の 
され 続け 、U.C.0089.01.15 

の 呪縛 を 振り 切り 


プル シリ ー ズ の 中 で も ニュ ー タ 
いた と 見 られ 、 グ レミ ー に も 重用 され て 
上 の よ うに サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-TT や クィ 
た ワン オフ の NT 専用 機 を 与え られ 
せ て いる 。 し か し な が ら 、 当 時 は プル 
ー タ イプ 能力 の 持ち 
RM いら れる ケー ス も 


プル シリ 
乱 に 投入 され : 


者 も 存在 し 、 ラ 
還 用 され た と する 説 も ある 


人 立 ち は プル と 反 二 つ だ が 、 目 つき が 鋭く より 大 人 び た 印 象 。 立ち 大 
振舞 いも ブル に 比べ て 落ち 閉 い て 

プル ツー の ノー マル スー ツ は 独特 の デザ イン で 、 乗 機 の キュ ベレ イ Mk 
と 同じ 赤 と 黄 、 黒 の カラ 

⑮ コ アァ 3 で ハマ ー ン と ミネ バ パ ・ ザ ビ に 識見 し た 際 に 着用 し た 軍服 。 赤 を 基 
調 と し 、 マン ト が あし ら わ れ て いる 、 
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第 07MS 小 隊 の 隊員 


The 7th MS Team 


極東 戦線 の 激しい 攻防 を 支え た 
コジ マ 大 隊 MS 小 隊 の メン バー た ち 


一 年 戦争 中 期 、 極 東 戦線 に お いて ジオ ン 公 国軍 
と 激しい 攻防 を 繰り 広げ た 地球 連邦 地上 軍 ・ 極 東 
方 面 軍機 械 化 混成 大 隊 一 一 通称 「 コ ジマ 大 隊 」。 
この 部 隊 に は 様々 な 兵士 た ち が 集まり 、 当 時 の 地 
球 連邦 軍 に と っ て は 虎 の 子 と も 言え る MS8 個 小隊 
の 戦力 を 支え た 。 その 一 角 を 担っ た 第 07 小 隊 を 構 
成 し た の が 、 ロブ と サリ ー、 マイ ク の 3 人 で ある 。 

第 07 小 隊 は 、 コ ジマ 大 隊 の MS 第 2 中 隊 に 所 属 
する MS 小隊 (第 07MS 小 隊 ) だ っ た 。 ロブ と サリ ー、 
マイ ク は その 隊員 で 、 一 年 戦争 の 地上 戦 に 身 を 投じ 
た 地球 連邦 軍 の 兵士 た ち で ある 。 コジ マ 大 隊 は 最 
初期 に MS を 導入 し て 激戦 地 に 投入 され た 部 隊 で 、 
それ だ け に 損耗 率 も 高かっ た 。 第 07 小 隊 も 欠員 を 
出し た まま 戦う こと を 強い られ 、 9 人 で 部 隊 を 維持 し た 
(彼ら の 他 に ジョ イス と いう 隊員 が いた と する 説 も あ 
る )。 そし て 、 ジ オン 公国 軍 の 「 ア プ サ ラ ス 計 画 ] を 
巡る 戦い で 、 陰 斉 の 犠牲 と な っ た の だ っ た 。 
ロブ , サリ ー、 マ イク の 3 人 
か 5 厳 る 第 7 小隊 は 、 コ 
ジマ 大 隊 の MS 小隊 の ひ 
と つと し て 福 東 戦線 の 戦 
い に 臨 ん だ 。 当時 の 地球 


連邦 軍 の 風紀 を 象 役 す る 
者 た ち だ っ た と 言え る 。 


シロ ー・ ア マグ 素 い る 第 
QBNS 小 隊 を ライ バル 神 


と が 多く 、 第 07 小 潤 の 面々 も 素行 は 決し て 良く な か っ た 
戦友 で ある は ず の 筑 08MS 小 隊 と の 衣 い も 日 常 茶飯 事 だ っ 
た が 、 その 反面 部 隊 内 の 結束 は 固かっ た よ 


関連 ファ イル 


79 [G] 陸戦 可 ジ , 


RGM-79IGI 
陸戦 型 ジム 


FMEPREWEW 


詩 昔 型 ガン ダム を ペー ス と し 
た 地球 較 邦 軍 の 時 埋 用 主力 

| 第 07 小 隊 は 本 機 を 運 
3 機 が 配備 さ 
角山 革 培 攻略 作 


ロブ は 第 07 小 隊 の 隊長 を 務め た 地球 連 却 軍 の 士官 
で 、 小 隊 に お いて は 陸戦 型 ジ ム の パイ ロッ ト を 担当 し た 。 
定員 に 満た な い 第 07 小 隊 を 率い て 任務 を 遂行 する だ け 
の 能力 を 有 し て いた が 、 ロ が 悪く 揉め 事 を 起こ すこ と も 少 
な く な か っ た 。 特に 、 新任 の シロ ー・ ア マダ が 率い る 第 
08MS 小 隊 に 対し て は ライ バル 意識 や 排他 的 な 感情 を 
抱い て いた の か 、 テリ ー・ サ ンダ ー ス Jr を 「 死 神 ] 呼ば わり 
し て こき 下ろ す な ど 、 挑 発する よう な 言動 が 目立っ た 。 第 
07 小 隊 の 部 下 た ちと 共に ラサ の ジオ ン 公国 軍 鉱 山 基 
地 攻 略 作戦 に 参加 し 、 撤 道 かみ ら の 基地 侵入 を 試み た が 、 
トラ ッ プ に よる 爆発 に 巻き 込ま れ て 戦死 する こと と な っ た 。 


と 4 


サン ダー ス た ちと の 中 嘩 を コジ 
マ 大 隊長 に 見 替 め られ 、 直立 
不動 で 小隊 同士 の 交流 を 深 
め て いた と 言い 張る ロブ 。 ロ 
は 悪かっ た が 、 一 応 は 上 官 に 
対し て の 礼 仙 を っ て いた 。 


サリ ー は 第 07 小 隊 の 隊員 の ひと り で 、 普 段 は ホバー 
トラ ッ ク で 案 敵 を 担当 し て いた 。 部 隊 の 紅 一 
が 、 口 の 悪さ は ロブ や マイ ク に も 劣ら 
レー ト で 嗜む 酒豪 で も あっ た 。 キキ ・ 
オン 公国 軍 の 敗残 兵 に 豊 われ た 際 | 
ンド ・ ソ ナー で その 状況 を 察知 し た の も サリ ー だ っ た が 、 
手 を 出す こと は な か っ た [地球 連邦 軍 の 兵士 と し て は 正 
し い 判 断 だ っ た と 言え る )。 また 、 パ イロ ッ ト の 技能 も 有 
し て お り 、 鉱 山 基地 攻略 作戦 で は 陸戦 型 ガン ダム に 
搭乗 し て 才 道 へ の 侵入 を 図っ た 。 し か し 、 ロ ブ た ちと 共 
に トラ ッ プ の 爆発 に よっ て 命 を 落と し て いる 。 


キキ の 村 が 界 わ れ た 状況 を 
問わ れ 、 > 公国 


サー 


第 7 小隊 は ゲリラ と の 緑 が 
な か っ た た め 、 深 入り は し な 
カ っ 


第 07 小 隊 の 中 で も 特に 柄 が 悪かっ た 人 物 が マイ ク 
で あり 、 他 の ふた り に 輪 を か け て 気性 が 荒く 口 も 悪かっ 
た 。 サン ダー ス を 「 導 病 神 ] と 呼び 、 同じ 08 小 隊 の カレ 
ン ・ ジ ョ シュ ワ に 同情 する 振り を し て サン ダー ス を 悪し 様 
に けなす 性 格 の 悪さ も 見 られ た 。 また 、 嫌 味 が 過ぎ て 
乱闘 に 発展 し た 際 に は 、 ロ ブ と サリ ー が 羽 交 い 未 め に し 
た サン ダー ス を 袋叩き に し て いる 。 部 隊 内 で は パイ ロッ 
ト を 務め て いた よう で 、 鉱 山 基地 攻略 作戦 に お いて も 
陸戦 型 ジム に 搭乗 し 、4 度 目 の 突 入部 隊 と し て 撤 道 に 
侵入 し た 。 だ が 、 ト ラッ プ の 爆発 に 巻き 込ま れ 、 ロブ と サ 
リー の 両 名 と 運命 を 共に し て 命 を 落と し た の : 


ク 。 を 5 ず 者 然 と し た 外見 そ 
の まま の 性 格 で 、 サ ディ ス 
ティック な 面 も あっ た 。 


MORE INFO! 


国軍 鉱山 基地 攻略 作戦 の 裏 に あっ た 策謀 


は 、 爆発 物 の 処理 が 済ま な い 杖 態 で 侵入 を 強行 


意 議 を 持ち 、 兵 


坦 に よ 
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る 0Z の 若き カリ スマ が 
忘れ な が うっ たき エレ ケン ト な 振る 舞い 


謙 わ れ 者 は 強く な く て は な ら な い 。 


人 類 は 戦っ て こそ 意義 
ある 存在 と 語り 、 人 と 
入ら 


な ら ば ゼクス 、 


地球 


トレ ー ズ ・ 
Case of Treize Khushrenada 
A.C.195 の 戦乱 を 主導 し 


LW 本 02 sm 
クシ ュ リ ナー ダ 編 


た 02Z 総 帥 の 言葉 は 、 彼 な り の 礼節 と 崇高 


0Z に と っ て も 良い 励み に 


ロー ム フ ェ ラ 財 団 を 後ろ 盾 と し て 設立 され た 秘密 結 
社 ・OZ (オズ ) は 、MS の 開発 と その 配備 を 機 に 、 地 
球 園 統 一 連合 軍 内 で も 発言 力 を 強め て いた 。 その 
0Z の 若き 総帥 と し て 凍 腕 を 振る い 、 部 下 か ら も 厚い 
信頼 を 寄せ られ て いた 人 物 が トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ 
で ある 。 ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 幹部 で も あっ た トレ ー ズ は 、 
対立 する コロ ニー 国家 群 と の 和平 に 反対 し て お り 、 交 
渉 を 進め て いた 連合 上 層 部 を 抹殺 。 さら に 、 連 合 軍 
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に 対す る クー デ タ ー 作 戦 「 オペ レー ショ ン ・ デ イブ レイ 
ク ] を 発動 し 、 地 球 全土 の 掌握 に 乗り 出し た 。 トレ ー 
ズ は まず は 地球 圏 の 制覇 を 達成 する べく 、 継続 し て 起 
力 を 行使 する こと を 了承 する 。 トレ ー ズ は 、 武 力 を 用 い 
た 0Z が 強硬 路線 を 取る こと を 自覚 し て お り 、 そ れ が 一 
部 地球 民 の 反発 を 買っ て いる こと を 自覚 し て いた 。 だ 
が 、 0Z と いう 組織 が より 強く な る た め に は 、 嫌 わ れる こ 
と も 礎 わ な い 覚 悟 が 重要 だ と 考え て いた の で ある 。 


0Z の た め に 死ん で くれ 


る 
の 中 で は 確信 
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トレ ー ズ に は 、 そ の 崇高 で エレ ガン ト な 野望 を 支え 
る 優秀 な 部 下 た ち が 複 数 存在 し た 。 中 で も 、 コ ロニ ー 
国家 群 の 懐 朱 を 任せ て いた 腹心 レデ ィ ・ ア ン 、 さら に 、 
トレ ー ズ 本 人 が その 能力 を 高く 評価 し て いた ゼクス ・ 
マー キス へ の 信頼 は 大 きか っ た 。 だ が 、 ゼ クス が 0Z 
に 在籍 し て いた の は 、 父 と 母 を 殺し 母国 を 減 し た 連合 
軍 へ の 復讐 を 遂げ る た めで あっ た 。 それ が 「 オ ペレ ー 
ショ ン ・ デ イブ レイ ク ] の 最 中 に 達成 され た た め 、 ゼ ク 


ス は トレ ー ズ と 挟 を 分 か つこ と を 宣言 し た の で ある 。 ト 
レー ズ は 彼 の 決断 を 嘆き 悲し お 一 方 で 、0Z を 離脱 す 
1 りか ける 。「 ラ 

ング ・ カ ウン ト 」 と 呼ば れる ほど の エー ス で あっ た 
ゼクス が 戦死 すれ ば 、 そ れ を 機 に OZ の 兵士 た ち が ひ 
と つ に な る 一 一 そう 考え て いた の で ある 。 事実 、 ト レー 
ズ は ゼ ク . ! け て 大 量 の MS 部 隊 を 派遣 し 、 そ の 命 
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人 々 は 強い 者 に 支配 され る こと に 選び すら 感じ る 。 
世界 は 戦い 続け る こと が 自然 な の だ 


レデ ィ ・ ア ン に よる コロ ニー 国家 群 へ の 懐柔 策 は 
成功 し 、OZ は コロ ニー 国家 群 を 配下 に 置く だ け で な 
く 、 武力 の 配備 を も 実現 し よう と し て いた 。 だ が 、 ト レー 
ズ の 理想 を 叶え る べく 、 こ れ ま で 暗殺 や 非 人 道 的 な 
行為 に 及 ん で いた レデ ィ ・ ア ン が 、 予想 外 の 行動 に 
出る 。 トレ ー ズ が 導入 に 反対 し て いた 無人 MS、MD 
(モビ ルド ー ル ) の 推進 に 昔 成 し 。 コ ロニ ー 国 家 群 の 
安定 に 利用 する こと を 了承 し て いた の だ 。 レデ ィ ・ ア 
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ン に と っ て は 、 人 命 が 無 痢 に 奪わ れる こと を 懸念 し て 
の 選択 で あっ た が 前 か ら 人 と 人 が 戦っ て こそ 意 
味 あ る 存在 で ある と 語っ て きた トレ ー ズ は これ に 反論 。 
「 こ の 世 か ら 戦 い は な く な らん ] と 前 置き し た の ち 、 上 
の 持論 を 述べ た 。 戦い を 制 し た 強者 が 治め る 世界 は 
人 類 に と っ こよ っ て 戦い その も の 
を 人 類 か ら 礁 い 去 っ て し まう こと は 極め て リス ク の 高 
い 行為 で ある と トレ ー ズ は 考え て いた の で ある 。 


カリ スマ 指導 者 で あっ 


0Z 総 帥 と し て 世界 を 支配 する 立場 に 就く こと は も 
は や 確実 視 さ れ て いた トレ ー ズ だ が 、MD の 導入 に 反 
対し た こと に より 、MD 導 入 に 積極 的 で あっ た ロー ム 
フェ ラ 財 団 の トッ プ 、 デ ル マ イ ユ の 心象 を 悪く し て い 」 
た 。 トレ ー ズ は 、MD の 導入 で は な く 、 敗 北 に も くじ け 
ず 何 度 も 立ち 上 が る 「G] の パイ ロッ ト た ちや ゼクス の 
生き 様 に こそ 、 人 類 の 未来 が ある と 確信 し て いた 。 そ 
の た め 、 ト レー ズ は その 考え を 財団 の 全体 会 議 の 場 で 


も 展開 し 、 改 め て MD 導入 策 に 反対 を 明言 し た の で 
ある 。 これ を 聞い た デル マイ ユ は 、 こ ご これ まで の 功績 を 
讃え な が ら も 、 ト レー ズ を 財団 へ の 反逆 者 と 認定 。 ト 
レー ズ は 財団 本 部 で 幽閉 され る こと と な っ て し まっ た 。 
だ が 、 自ら の 真意 が 伝わら 5 ぬ も の の 、 敗北 を 重ね な が 
ら 世 界 を 変革 し で いく 「G] の パイ ロッ ト や ゼクス に 共 
感 に 近い 感情 を 抱い た トレ ー ズ は 上 記 の 言葉 を 咳 き 
美学 を 貫く 


宇宙 に 上 が っ た トレ ー 
は ゼクス に 決 関 を 


財団 本 部 に 長き に 豆 っ て 幽閉 され て いた トレ ー ズ 
で あっ た が 、 リ リー ナ ・ ピ ー ス クラ フト (ドー リア ン ) の 
財団 代表 へ の 就任 、 さ ら に 直後 に 蜂起 を 宣言 し た ホ 
ワイ ト フ ァ ン グ の 人 台頭 に 反応 。 リリ ー ナ が 唱え る 非 武 
装 ・ 非 本 力 思 想 の 完全 平和 主義 で は ホワ イト ファ ン 
グ は 抑え られ な いと 判断 し 、 ト レー ズ は 財団 代表 へ と 
復帰 する 。 さら に 彼 は 、 ホワ イト ファ ング と の 決戦 に 向 
け て 世界 国家 軍 を 結成 し 、 大 量 の MS 部 隊 を 引き 連 


れ 宇 宙 へ と 上 が っ た の で ある 。 トレ ー ズ も 自ら トー ル ギ 
ス II に 搭乗 し 、 最 前 線 で 指揮 を 封 る こと を 決意 。 指 
揮 官 自ら 戦場 に 出る こと を 危 恨 する 声 も 挙がっ た が 、 
ホワイト ファ ング の リー ダー と し て か つて の 盟友 で ある 
ゼクス (ミリ アル ド ・ ビ ー ス クラ フト ) が 最前 株 に 出 て 
いる 以上 、 指揮 官 が 出る の は 「 礼 節 ] だ と 告げ る 。 そ 
3 ル た 品格 の な い 戦い は 、 単なる 虐殺 に 成り 下がる ご 
と を 、 トレーズ は 理解 し て いた 。 


トレ ー ズ の 号令 に よっ て 開始 され た 、 世界 国家 軍 と 
ホワ イト ファ ング 、 さ ら に 「G」 チー ム で 編制 され た ビー 
スミ リオ ン と の 三つ巴 の 決戦 。 トレ ー ズ 本 人 も トー ル 
ギ ス T で 出撃 し 、 最 前 線 で 自軍 を 鼓舞 し 続け た 。 そん 
な 激しい 戦闘 の 中 で トレ ー ズ が 対 央 し た の が 、 一 度 
生身 の 戦い で 圧倒 し た 張 五 飛 (チャ ン ・ ウ ー フ ェ イ ) 
で あっ た 。 戦士 と し て 高い プラ イド を 持ち 、 潔 い 戦い 
を 見 せ て いた 五 飛 を 以前 か ら 気 に 入っ て いた トレ ー ズ 


は 、 そ の 成長 に 感心 する 。 だ が 、 五 飛 か ら 
人 を 見 下す し か で き な い 男 ] と 応 ら れ 、 さ ら 
た め に 何人 の 人 間 が 死ん だ と 思っ て いる ん 
弾 さ れ た 。 する と 彼 は 、 正確 な 死者 数 を 五 飛 に 返す 。 
さら に 、 昨 日 の 戦場 で の 死者 も 把握 し て お り 、 そ れ も 
伝え た の で ある 。 トレ ー ズ は 、 敵 ・ 味 方 関係 な く 、 それ 
が 不毛 で あろ うと も 、 戦 死者 に 誤 悼 を 捧げ る こと が 礼 
儀 だ と 捉え て いた の だ っ た 。 
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レオ ンズ ・ グ レイ プス ノ ス ー 臣 


投 能 


ー | unknown 


Leons Graves ブ Suu 


民間 軍事 会 社 か ら 派遣 され た 潤 場 を 洪 0 く “ ウ ォ ー サ ー プ ” と 
ザフト 駐留 部 隊 へ の 助っ人 

情報 を 操り 世界 に 絶大 な 影響 力 を 及ぼ し て いた 
秘密 組織 「 一 族 ] は 、 民 間 軍 事 会 社 の 連合 体 も 支 
配下 に 置い て いた 。 そこ に 所 属し て いた の が ナチ ュ 
ラル の レオ ンズ ・ グ レイ ブス と 、 一 族 に 造ら れ た 戦闘 
用 コー ディ ネイ ター の スー で あっ た 。 

「 ブ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] 事件 後 の 混乱 し た 地上 
に お いて 、 ア ジア 園 の 戦闘 は 腰 着 状態 を 見 せ て い 
た 。 その 状況 を 打開 する 任 を 帯び た レオ ンズ は 、 駐 
留 する ザフト へ と 派遣 され て 現場 の 指揮 を 担う 。 だ 
が 、 地球 連合 軍 が 雇っ た 借 兵 サー ベン ト テー ル が 新 
た な 戦力 を 投入 し た た め に 援軍 を 手配 する 。 し か し 
肝心 の 援軍 は 、 味方 に すら 牙 を 剥く 厄介 者 、 スー で 
あっ た 。 頭 を 抱え る レオ ンズ で あっ た が 、 連 合 側 の 
援軍 ルカ ス ・ オ ド ネ ル が スー を 抱き 込み 反乱 を 起こ し 
た こと で 、 事態 は 思わ ぬ 方 向 へ と 進ん を で いく ……。 


軍事 的 要 条 で は な い 東 ア 
ジア に 正規 兵 は 割 き に く 


い 場 所 で あっ た こと か ら 、 
レオ ンズ 5 民間 軍事 会 社 
の 出番 と な っ た 。 


ぷ き へ ざき ・NT で A 


PMC の 社員 と し て 、 レ オン ズ は 請 任務 の 費用 対 
効果 を 念頭 に 置い て 行動 する ビジ ネ - 人 物 で ある 。 そ 
の 対格 に スー は 位置 し 、 上 官 ・ 仲 間 の 言う こと を 聞か ず ! 
を 求め る た め 、 民間 軍事 会 社 の 社員 らし か ら ぬ 存在 で あっ た 。 


の 生体 CPU や エク ステ ン デ ッ 
ト ( 左 ) と 同様 、 縛 神 面 に 問 
題 を 抱え て いる 。 スー は 人 間 
らし さ に 逐 し く 、 戦い を 好 


L 
リア ン ア スト レイ DSSD カ 関連 ファ イル 
_ 頭 に 3 スタ ム を 、 レ オン ズ が 所 属す ーー 


ZGMF-1000 
スー 朝 ケ ル パ ロ 2 ザク ウォ - リ ア 


スー 用 に カス タム され た ザク 

ウォ ー リ ア 。 内 部 は ザク ファ ン 

トム 以上 の カス タム 化 が な さ アッ 

れ て いる 。 常に ケル ベロ ス _ フト 地球 達 合 軍 “地元 ゲ 
ウィ ザー ド を 装備 し て お り 、 格 カ が 三 を 争う 決 
韻 戦 を 得意 と し て いる . 
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戦い を ビジ ネス と 割り 切る レオ ンズ は 費用 対 効果 を 重 
視 し 、 た っ た 1 機 で 20 機 の 敵 が 配備 され た 要 密 に 攻撃 
を 仕掛 る こと も あっ た 。 こう し た 戦場 の 荒波 を 乗り 越え て 
きた レオ ンズ は 、" ウ ォ ー サ ー フ "の 異名 を 取る よう 
また 、 効 率 の た め に 昧 居 な 作戦 も 原 わ な いた め 、 戦 い 
ライ ド を 持っ て 臨む 者 た ちか ら の 評判 は 悪い 。 東 ア 
司令 官 と し て 派遣 
れ た 際 も 、 ゲ リラ の 掃討 を 地球 連合 軍 に 持ち 掛け つつ 、 
実際 は ゲリラ を 利用 し た 連合 軍 の 挟撃 作戦 で あっ た た 
め 、 現 地 の ザ フト 士官 に 歓 錠 さ れ な か っ た 。 だ が 、 こ の 
作戦 は 功 を 奏し 、 サーペント テー ル の 叢 雲 効 の 機体 を 
破壊 する こと に 成功 する 。 た だ し 、 直 後に 勤 が 現地 用 
整 し た ブル ー フ レー ム に 乗り 換え た こと ! ピ 
は 脅 滞 を 覚え 、 本 社 に 増援 を 要請 。 そこ 
スー は 命令 を 聞か ず 暴 走 し 、 レオ ンズ は 暗 溢 た る 気持 ち 
と な る 。 同時 に 地球 軍 も 増援 を 呼ぶ が 、 ゲリラ の 青年 ト 
ロ ヤ ・ ノ ワレ が 呼び 掛け た 和平 に レオ ンズ も 応じ 、 会 
に 臨む 。 し か し 、 ス ー が 地球 軍 に 攻撃 を 仕掛 けた こと で 
戦闘 と な る 。 戦い を ビジ ネス と 捉え る レオ ンズ は 、 守 る た 
め に 戦う と いう トロ ヤ と 互い の 理念 を ぶつ け 合う 。 そこ で 
戦い は 失う ば か り だ と 理解 し た レオ ンズ は 、 和 平 を 望む 
地球 軍 の 指揮 官 ソ キ ウ ス の 働き 掛け で 停戦 し た 。 だ が 
今度 は 地球 軍 を 裏切っ た ルカ ス ら 5 第 四 軍 が ザフト 基地 
を 占拠 する 。 この 事態 を 受け 、 レ オン ズ は 地球 軍 や サー 
ペン ト テ ー ル 、 ト ロ ヤ と 協力 し て 第 四 軍 を 制圧 し た 。 


t 
ジア 共和 国 に 駐屯 する ザフト に 新 


プル ー フ レー ム の 参 畔 に よっ 
で て 、 レ オン ズ は 自費 で レオ ン 
ズ 専用 シビ リア ン ア スト レイ 
DSSD カ スタ ム ( 左 は DSSD 
標準 仕様 の 護 体 ) の 強化 に 
中 その 甲 圧 が あっ 
て 第 四 軍 と の 戦闘 で 活躍 し 


て いる 


一 族 に 造ら れ た スー は 、 戦 闘 に 不要 な も の と し て 基 
本 的 な 人 間 の 機能 を 排除 され た 一 方 で 、 人 間 が 本 来 
持ち 得 な い 戦 闘 に 役立つ 機能 が 与え られ た 。 その 結 
果 、 高い 戦闘 を 獲得 し た も の の 、 コン トロ ー ル 不能 な 
存在 と な っ て し まう 。 ある 一 族 が 起こ し た 事件 で は 敵 味 
方 すべ て に 襲い 掛か っ た こと すら あっ た 。 末寺 兵器 と も 
言う べき スー は 、 そ の 戦闘 力 が 考慮 され て か 、 最 強 の 
備 兵 で ある 勤 の いる 戦場 一: 援軍 と し て 派 
遣 され だが 、 到 着 前 に ゲリラ を 製 撃 。 ゲリラ を 手 助 
けし て いた “ 拳 神 " パリー・ ホ ー と 交戦 し 、 生 身 の 戦闘 
で これ を 下 し た 。 勝手 な 行動 に 怒る レオ ンズ を 尻目 に 
独自 行動 を 続け る スー は 、 地 球 軍 の 基地 も 氏 撃 。 交戦 
し た ルカ ス が 仲間 に 引き 込 も うと し て いる こと を 感じ 、 強 
者 で ある 彼 の 仲間 に な る こと を 選ぶ 。 その 後 ル カス の 
意図 を 的 ん だ スー は 、 地 球 軍 の 新型 機 ライ ゴウ ガン ダ 
ム を 奪っ て 第 四 軍 に 合流 する 。 そし て 再び ゲリラ を 襲っ 
た スー は 、 パ リー の 弟子 トロ ヤ と 相対 。 パリ ー カ ら 奪っ 
た 技 で 戦う が 敗北 し 、 ト ロ ヤ の 「 他 者 を 守る ] た め の 戦 
い 方 に 興味 を 抱き つつ 眠り に 落ち た ……。 


こと が で きる 相手 
ス と 手 を 組 


>NASNS-ANNS Be 


MORE INFO! 
ザフト の 東 ア ジア 戦線 駐留 

ザフト の 東 ア ジア 戦線 駐 軍 を 指 撫 す る アレ ッ ク ・ 
は 、 正 々 堂々 と し た 性 格 ゆ え に 地 域 制圧 に 向 か な 


オー ブ の エー スパ イロ ッ ト を 拉 す る ゲリラ 、 備 兵 サ 
合 と 渡り 合う 必要 性 も あり 


正 


アレ ッ ク ・ ラ ッ ド ルド ルフ ・ ヴ ィ ト ゲン シュ タイ ン 
地元 民 の 村 を 守っ た こと か ら [ミス 「 華 能 な る 英 奴 |] =「 麻 座 ] と 自生 
ター・ ジ ェ ント ル ] と 呼ば れる 混 包 し 、 自 分 を 英雄 と 次 違 いし た 資産 
な 人 物 。 その た め 幼 率 重 視 の レオ 家 の コ ー デ ィ ネ イタ ー. 6 
ンズ と は 対立 する こと と な る 高い も の の 能力 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


ゾロ の パイ ロッ ト た ち 


Pilots of ZOLO 


白い MS に 運命 を 狂わ され た 
イエ ロー ジャ ケッ ト の 隊員 た ち 


U.C.0152.10、 地球 侵攻 作戦 を 展開 し て いた ザ 
ンス カー ル 帝 国 は 、 つ い に 国軍 で ある ベス パ を 地球 
へ と 送り 込ん だ 。 そし て U.C.0153 頃 に は 、 ラ ゲー ン 
基地 を 拠点 と する ベス パ 試 験 部 隊 「 イ エロ ー ジ ャ ケッ 
ト 」 の 働き に より 、 さら な る 勢力 拡大 を 実現 し た 。 

ラ ゲ ー ン 基地 司令 ファ ラ ・ グ リフ ォ ン の 下 で タロ ノ 
クル ・ ア シャ ー や ワタ リー・ ギ ラ と いっ た 士官 が 率い 
た MS 小隊 は 、 欧州 攻 略 の 失 兵 と し て 各地 を 貴 撃 。 
主 に 可変 分 離 MS の ゾロ で 構成 され た 精鋭 部 隊 は 、 
瞬く 間 に 恐 怖 の 対象 と な 
の 中 で 民間 軍事 同盟 リガ 
も 同時 に 進行 し て お り 、 つ い に V (ヴィ クト リー) ガン 
ダム が 実戦 に 投 和 人 され た 。 そし て 、 抵抗 運動 の シン 
ボル と し て 名 高い 「 ガ ンダ ム 」 は 多く の 民衆 を 救い 、 
敵対 する イエ ロー ジャ ケッ ト の 隊員 た ち は 、 そ の 存在 
に 運命 を 狂わ され る こと と な っ た の で ある 。 


記 
地球 連 孝 か ら 民 衆 を 
放す る 「 更 戦 」 で あっ た 
だ が ガン ダム と の 戦い 
で 、 破 の 信 恋 は 大 きく 温 
ら ぐ こと に な る 


MS パパ イ ロ ッ ト と し て 高 
近 弟 技術 を 持つ イエ 
ロー ジャ ケッ ト の 面々 だ 6 
が 、MS を 隆 り た 押 
避 の し て し 
まう 末 熱 な 軍人 も 多 か - 
た よう た 


精鋭 パイ ロッ ト 振 い だ っ た イエ ロー ジャ ケッ ト 
に つい て や や 問題 の ある 人 間 も 多く 、 軍 人 
用 に 手 を 染め る 者 も いた 。 自ら の 信念 に 生き る ワタ リー の よ 還 
うな 存在 は 、 ご く 少数 に 限ら れ て いた よう で ある 。 


ワタ リー の よう な 人 物 は 軍 に 
お いて は 暴 分 子 で あり 、「 前 
時 | て 


PROFILE 
年 齢 
所 属 ザン スカ ー ル 帝国 軍 


部 隊 指 揮 


(Ov) HE D2 WET9ZN 


関連 ファ イル 


サレ リア 適 骨 戦 と 欧州 で の 逃走 上 


人 レイ ・ プ ラッ ド ( 諾 ) 


を カズ ー・ ミ ウラ ( 右 ) 


ZM-S08G 

ゾロ 

合体 変形 機構 と ビー ム ・ ロ ー 
ター に よる 飛行 能力 を 持つ 
可変 分 離 MS。 ザン スカ ー ル 
が 地球 侵攻 用 に 開発 し た 機 
体 で 、 ワ タリ ー 小 隊 を は じ め 
と する 多く の 地上 部 隊 に 配 
備 さ れ た 


イエ ロ 
し て 地球 侵攻 作戦 に 参加 
その 際 に カテ ジ ナ ・ ル ー ス を 
保護 し 、 本国 に 連れ 帰っ た 。 


PERSONAL PROFILE 


ワタ リー・ ギ ラ 

イエ ロー ジャ ケッ ト の 一 員 で ある ワタ リー・ ギ ラ は 、 高 
い MS 操 縦 技術 を 持つ と 同時 に 、 騎 士道 精神 を 掲げ る 
戦士 だ っ た 。 彼 は 自身 が 率い る MS 小隊 の 部 下 に も 崎 
士道 精神 を 重視 させ 、 そ れ に 反する 者 へ の 粛清 も 辞 さ 
な か っ た と 言う 。 その 信念 を 買い た ワタ リー は 、 結 果 と し 
て 部 下 2 人 を 自ら の 手 で 扇 清 。 著しく 戦力 が 低下 し た 状 
態 で 、 戦士 と し て の 計 り を 騨 け て V ガ ンダ ム に 挑ん で いっ 
た 。 だ が 、 そ の パイ ロッ ト が 弱冠 13 歳 の 少年 と 知っ た 時 、 
彼 の 騎士 道 は 大 きく 揺らい だ 。 そし て 、 幼 い 子供 を 戦 
争 に 駆り 立て る 要因 を 作っ た の が ほか な ら ぬ ベス パ だ と 
知っ た 彼 は 、 自ら 命 を 絶つ こと で 購 罪 と し た の で ある 。 


最後 まで V ガ ンダ ム を 倒す こ 
と が で き な か っ た ワタリ 


駆り 立て る 戦争 を 愛 い 、 悲 
障 の 選 を 流し た 。 


ディ ・ ト ラン プ 

自ら が 指揮 する 小隊 に も 騎士 道 精神 を 徹底 させ て 
いた ワタ リー だ が 、 部 下 の トラ ンプ に は 、 る その 精 
神 を 重んじ る 気 は な か っ た よう だ 。 彼 は イエ ロー ジャ ケッ 
ト に 相応 し い MS 操縦 技術 を 有 し 、 初 期 の 地球 侵攻 
作戦 に お いて 充分 な 働き を 示し た 。 し か し MS か ら 降り 
る と 、 そ の 素行 は 決し て 清廉 な も の で は な か っ た の で あ 
る 。 ディ ・ ト ラン プ は クロ ノ ク ル が 保護 し た 一 般 女 性 ( カ 
に ちょ っ か い を 出し 、 上 官 に あたる クロ 
ノ ク ル と 口論 を し た 挙句 、 怒 り に 任せ て 銃口 を 向け る と 
いう 暴挙 に 及 ん だ 。 その 行動 が ワタ リー の 逆鱗 に 触れ 、 
彼 は 扇 清 の 対象 と な っ て し まっ た の だ っ た 。 


カテ ジ ナ へ の 租 虹 な 振 


レイ ・ プ ラッ ド & か ズー・ ミ ウラ 


クロ ノ ク ル 率い る ゾロ 小隊 で 2 番 機 を 担当 し た レイ ・ 


受勲 も の の 栄 党 を 手 に する 機会 を 得 た MS パイ ロッ ト 
だ っ た 。 彼ら は 運 良 く 駐 機 中 の V ガ ンダ ム を 発見 し 、 そ 
の 捕獲 に 成功 し た の で ある 。 だ が 、 そ の まま 機体 を テラ 
ゲー ン 基 地 ま で 持ち 帰ら ず 、 途 中 で 発見 し た 不法 居住 
者 (ウッ ソ ・ エ ヴィ ン ) の 家 に 立ち 寄っ て し まっ た こと が 、 
彼ら の 運命 を 狂わ せ た 。 機体 を 取り 戻 そ うと 画策 し た 子 
供 た ちの 罠 に 掛か り 、 ふ た り は 揃っ て 捕縛 され て し まっ 
た の で ある 。 結果 、 彼 ら は 勲章 も 栄誉 も 手 に 入れ られ 
ず 、 その 後 の 消息 に つい て も 杏 と し て 知れ な い 。 


クロ ノ ク ル に V ガ ンダ ム 直 短 
の 報告 を する レイ と か 
、 そ れ ち ぬか 臣 びに 終 | 
わり 、 イエ ロー ジャ ケッ ト の 戦 
一 士 と し て 不 も 堂 な 結末 を 迎 
デ える こと と な る 。 


MORE INFO! 


MS 部 隊 と し て の 高い 練 度 を 謗 る イエ ロー ジャ ケ : 


イエ ロー ジャ ケッ ト に よる ウー 
イッ グ 坦 撃 時 、 ゾ ロ で 市 街 


人 送 げ 下 う 市 民 そ の も の を 攻 
撃 対象 し て いた 。 


信念 を 打ち 砕 


イエ ロー ジャ ケッ ト の 実態 


人 々 が 逃 げ 惑 う 最 中 で も 攻撃 の 手 を 
に は 直接 関係 の な い 一 般 市 民 に 対し 
び せ た と の 記録 も 残さ れ て いる 。 ご 

に より 一 般 市 民 に 多数 の 死傷 者 が 生じ 、 イ エロ ー ジ : 
と ザン スカ ー ル 帝国 へ の 敵対 心 の 増大 を 招く こと と な 


引 再 され た 街 は 寺 け 野原 と 
なり 、 人 が 生活 で きる よう な 


電通 サン ライ ズ 147-14 


147-15 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


ES 
あの 


デラ ー ズ .・ フ リー ト と 激闘 を 繰り 広げ た 
アル ビオ ン 隊 の 乗員 が 戦場 に 刻ん だ 想い 


地球 ・ ト リン トン 基地 


[] ne02 mm 


アル ビオ ン の 乗員 編 


Case of Case of Albion's Crew 
デラ ー ズ 紛争 に お いて 常に 最前 線 に あり 、 「 星 の 居 ] の 真実 を 目撃 し た 
アル ビオ ン 隊 。 彼ら は 様々 な 想い を 抱い て 、 その 戦い に 臨ん で いた 。 


あたし の 指 を 離せ な い ほ ど 好 き な ら 付き 合う よ 
夕焼け で も ビー ル で も る (モー ラ ・ バ シッ ト ) 


モー ラ ・ バ シッ ト は アル ビオ ン の 整備 班 中 隊長 と し 
て 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] に 携わり 、 ガ ンダ ム の 重力 下 
試 険 の た め に トリ ント ン 基 地 へ と 隆 り 立っ た 。 そこ で 
モー ラ は 、 テス ト パ イ ロ ッ ト の チャ ッ ク ・ キ ー ス と 出会う 。 
だ が 、 そ の 軟派 な 若者 は 自分 の 仕事 仲間 で ある ニナ ・ 
パー プル トン に 言い 寄っ て いる 真っ 最 中 だ っ た 。 ふた 
り の 間 に 割 っ て 入っ た モー ラ は キー ス の 手 を 掴ま え 、 
彼 の 誘い 文句 を その まま 返し た 。 


モー ラロ 面倒 見 の 良い 姉御 肌 の 女性 で 、 民 間 人 
の 身 で あり な が ら 軍艦 に 乗る こと に な っ た ニナ を 気 
、 整 備 班 の 女性 スタ ッ フ を ベル ナル ド ・ 
パイ ロッ ト の ハラ スメント か ら 守 る こと も 
に 誘 お うと し た キー ス を 止め た の 
も 、 そ うし た 責任 感 か の ら で あろ う 。 一 方 で 、 ウ ィ ッ ト に 
富ん だ モー ラ の 言い 回 し は 、 キ ー ス の 悪意 の な さき を 見 
て 取っ た 懐 の 深 さ を 表 し て いた と 言え る 。 


地球 ・ ト リン トン 基地 


大 秒 な 初対面 を 経験 し た モー 
ふた り は の 


操縦 は 半人前 で も 、 女 を 日 読 く の は 一 人 前 っ て か ? 


(ベル ナル ド ・ モ ン シ ア ) 


アル ビオ ン は トリ ント ン 基 地 で ガン ダム 試作 2 号機 
強奪 事件 に 遭遇 し 、 奪 われ た 試作 2 号機 の 追撃 任 
務 を 与え られ た 。 そこ に 補充 パイ ロッ ト と し て 配属 され 
た モン シア は 、 試 作 1 号機 で 「 ソ ロモ ン の 悪夢 ]」 アナ 
ベル ・ ガ トー と 渡り 合っ た コウ ・ ウ ラキ の 資質 を 疑い 、 
小 馬鹿 に し た 態度 を 取っ た 。 さら に ナ が コウ の 資 
質 を 買っ て いる こと を 不愉快 に 感 ン シ ア は 、 下 
品 な 言葉 で コウ を 煽る の だ っ た 。 


モン シア は 一 年 戦争 で 「 不 死 身 の 第 4 小隊 ] の 一 
員 と し て 鳴ら し た 歴戦 の 兵士 だ っ た 。 それ だ け に バイ 
ロッ ト と し て の 自負 は 強く 、 コ ウ が ガト ー と 渡り 合っ た こ 
と を 簡単 に は 認め られ な か っ た の だ ろう 。 一 方 で 、 女 
こ だ ら し な い 点 が モン シア の 悪癖 で あり 、 ニ ナ と 親 
こ 食 わな か っ た 。 モン シア の 言葉 
は 、 パ イロ ッ ト と し て の プラ イド と 、 男 の 競争 心 を 物語 っ 
て いた と 言え る だ ろう 。 


機動 戦 士 ガ ンダ ム 0083 スタ - メモ リー 


3 号機 を 愛 領 し て 戦 較 
を 析 続 し よう と し た 。 その 
矢先 に 、「 星 の 選 ] の 下 
の 奏 が 明らか と な る 。 


コウ ゥ 、 戦況 は 絶え ず 変 


… 臣 の 目的 は な ん だ ? 


"1 
切り 札 を 見 せろ ( ェ ィ バー シナ プス ) 関 還 陸 トピ ポ 


暗礁 宙 域 の 捜索 を 行 お うと し た 矢先 、 
迎撃 を 受け る 。 その 戦闘 の 最 中 、 エ 
の 演説 が アル ビオ ン の ブリ ッ : 
球 連 邦 軍 の 暗部 を 綱 弾 し 
を 宣言 する デラ ー ズ の 演説 ( 
る アル ビオ ンー 艦長 エ イア 
デラ ー ズ の 真意 を 測 ろ うと する 思考 が 渦巻 いて いた 。 


する ん だ 


試作 2 号機 を 追っ て 宇宙 に 上 が っ た アル ビオ ン は 、 
ー マ 艦 隊 の 
デラーズ * 
飛び 込ん で くる 。 地 
ズ ・ フ リー ト の 決起 
厳し い 表情 を 浮か べ 
シナ プス 。 その 胸中 に は 、 


アル ピオ ン を 預かっ プス は 、 「 ガ ンダ ム 開 発 計 
画 ] を 推進 し た 改革 派 の ジョ ン ・ コ ー ウ ェ ン に 信頼 され 
た 人 人物 で あり 、 冷 静 な 判断 力 を 有 し た 指揮 官 だ っ た 。 
紛争 に 際 し て は 危機 感 を も っ て 対処 に あぁ た 
り リ 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト を 笑 る こと は な か っ た 。 デラ ー ズ 
の 演説 に 対し て も 、 示 威 以 上 の 思惑 を 感じ 取り 、 戦 
後 地球 圏 で 蜂起 に 踏み 切っ た デラ ー ズ の 目的 と 勝算 
を 見 極め よう と し た の で ある 。 


ご ま ご し て る と 訟 立 し ちまう ぞ ! ケッ クー ュー る ) 


キー ス は その 後 も コウ 
の 不器用 さ を 見 か ね 


俺 も も う ロ ー ト ル か ・ 


アル ビオ ン は シー マ 艦 隊 と の 戦闘 で 痛 手 を 負い 、 


月 の フォ ン ・ ブ ラウ ン に 寄港 し た 。 その 短い 休息 の 
中 、 パ イロ ッ ト と し て アル ビオ ン に 乗り 込ん で いた キー 
ス は 、 先 の 戦闘 で 試作 1 号機 を 大 破 さ せ て 自信 を 衰 
ニナ に 惹か れ な が ら も 
想い を 上 手 く 表現 で き な い 親友 を 心配 し 、 デ ー ト に 誘 
キー ス は 冗 


失 し た コウ を 気遣う 。 同時 に 、 


う よ う 助 カ し た の で ある 。 慌て る コウ に 
談 め か し て 立ち 回 り の 心得 を 語る の だ っ た 。 


キー ス は コウ と 士官 学校 か ら の 付き 合い で 、 彼 の 
坊ちゃん 育ち を 嫌 と いう ほど 理解 し て いた 。 パイロット 
と し て 先 に 行か れ て も 、 女 性 関係 に つい て は キー ス 
の ほう が 上 手 だ っ た の で ある 。 それ だ け に 、 5 
し て 奥手 すぎ る コウ に も どか し さ を 感じ て いた 
う 。 コウ を 茶 化 す よう な キー ス の 言 薬 は 、 彼 な り に 上 
友 の 行く 末 を 気 に 掛け て い : 
楽天 的 な 感性 は キー ス の 美 


こい つ に 、 いつ まで 乗れ る こと や ら なぁ - バ = ン の 


MORE INFO! 
寄せ 集め 部 隊 の 気 


サウ ス ・ バ 
ルビ ピオ ン に 加わ り 、 デ ラ 


機 の コク ピッ ト で ひと り 嘆 息 す る の だ っ た 。 


アル ビオ ン 隊 の 


トリ ント ン 基 地 で 試作 2 号機 強奪 事件 に 遭遇 し た 
ニン グ は 、 そ の の ち に MS 隊 隊 長 と し て ア 
ズ ・ フ リー ト と の 戦い に 身 を 
投じ た 。 コウ た ち 若 い パイ ロッ ト を 鍛え 、 そ の 成長 を 見 
守っ た パニ ング だ っ た が 、 年 齢 に よる 衰え は 彼 を 追い 
詰め て いく 。 任務 の 合間 に 行っ た 模擬 戦 で コウ に 初 
め て 敗北 を 喫し た パニ ング は 、 そ の 現実 を 前 に し て 腕 


パニ ング は 、 デ ラー ズ 紛 争 に お いて アル ビオ ン の 
エー ス と し て 活躍 し た が 、 39 歳 と いう 年 齢 は バ パイロット 
の 限界 に 近い も の だ 。 シナ プス も それ を 危 ぶ ぷん で 
一 線 か ら 退 く こ と と を 勧め た が 、 バ ニン グ は パイ ロッ ト と 
し て 梅 い を 残し た く な いと いう 想い か ら 現役 に 拘っ た 。 
自ら の 限界 を 知り な が ら 、 バ パイ ロッ ト と し て 戦い 続け る 
こと を 選ん だ バニ ング 。 その 忠 き に は 、 老兵 の 悲哀 と 
決意 が 込め られ て いた の で ある 。 
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北米 ・ フ ォ ー ト セ バ ー ン 近郊 


A.W.0015、 カ リス は フォ ー ト セ バ ー ン の 自衛 部 隊 
隊長 を 務め な が ら 、 ノ モア ・ ロ ング が 掲げ る 平和 の 
実現 を 目指 し で いた 。 そこ に 、 テ ィ フ ァ ・ ア ディ ー ル を 
連れ た フリ ー デ ン が 訪れ る 。 自分 と 同じ ニュ ー タ イプ 
の 存在 を 感じ 取り 、 同 志 を 求め て ティ ファ と の 接触 を 
図っ た カリ ス は 、 彼女 を 守 ろ うと する ガロ ー ド ・ ラ ン と 
対 財 する 。 ガロ ー ド の 誰 何 の 声 に 、 カ リス は 毅然 と 自 
ら の 存在 を 誇示 する の だ っ た 。 


北米 ・ フ ォ ー ト セ バ ー ン 近郊 


カリ ス は ティ ファ を 拉致 し 、 フ ォ ー ト セ バ ー ン に 戻っ 
た 。 だ が 、 テ ィ フ ァ と の 接触 は カリ ス に 真実 を 知る 機 
会 を 与え る こと と な る 。 自分 が 復讐 の 道具 と し て ノ モ 
ア に 利用 され て し と を 知っ た カリ ス は 、 単身 ガロ ー 
ド と の 戦い に 臨ん だ 。 そし て 、 一騎 討ち の 未 に ガロ ー 
ド に 敗れ た カリ ス は 、 動き を 止め た ベル ティ ゴ の コク 
ピッ ト の 中 で 、 香川 で を 持た 生生 
に 空 の 拳銃 を 向け る … 


CX me02 sr15g 


カリ ス ・ ノ ー テ ィ ラ ス 編 
Case of Carris Nautilus 


愚か な 世界 を 終わ ら せ る こ と を 決意 し 、 ニュ ー タ イプ の 力 を 振る っ た カリ 
ス ・ ノ ー テ ィ ラ ス 。 だ が 、 


真実 の 前 に 少年 の 心 は 揺れ 動い た 


カリ ス は 荒廃 し た 世界 に 人 々 の 幸福 と いう 理想 を 
実現 する た め に 、 自 ら 望 ん で ニュ ー タ イブ と な っ た 。 
その 力 は カリ ス の 誇り で あり 、 旧い 人 類 と は 違う と い 」 
う 自負 も あっ た 。 相 手 が ニ ュー タイ プ な ら 負 けら れ な 


に と っ て は 現実 を 直視 で き て いな い 愚 か 者 だ っ た の だ 
ろう 。 その 少年 が 駆る ガン ダム X を 完 劇 な きま で に 叩 
き の め し 、 カリ ス は 自身 の 言葉 を 証明 し た の で ある 。 


カリ ス は 、 自 身 が 多く の 犠牲 の 上 に 成り 立つ 人 エ 
ニュ ー タ イプ で ある こと を 知り つつ も 、 そ れ が 理想 を 
実現 する た め に 必要 だ と 信じ 5 
が 自分 と は 異な る 先天 的 
エニ ュー タイ プ の が ノ モ ア の 復讐 の 道具 に 過ぎ な 
か っ た こと を 知り 、 罪 の 意識 に 荷 ま れ た 。 ガロ ー ド と 戦 
い 、 彼 に 自分 を 撃た せよ うと し た の も 、 購 罪 を 果たそ う 
と し た カリ ス の 純粋 さ が さ せ た 行為 だ っ た の で ある 。 


ガロ ー ド 、 ティ ファ 


北米 ・ フ ォ ー ト セ バ ー ン 


僕 は 生き る よ 、 生き 抜い て みせ る 


ガロ ー ド が 自分 を 愛 け 
入れ た こと は 、 カリ ス に 


1 


る もし か し て 未来 は …… 


この 世界 に 生き る 


ガロ ー ド に 撃た れ な が ら も 一 命 を 取り 留め た カリ ス . 
だ っ た が 、 ノ モア に 春 還 され て パト ゥ ー リ ア の 起動 ユ 
ニッ ト と し て 組み 込ま れ 、 戦 い を 強要 され る 。 だ が 、 ガ 
ロー ド と ティ ファ の 決死 の 戦い の 末 に 救出 され 、 ノ モ 
ア の 呪縛 か ら 解放 され た 。 その 後 、 カ リス は フリ ー デ 
ン と 別れ 、 ひ と り フ ォ ー ト セ バ ー ン に 戻る 。 ガロ ー ド た 
ち に 背 を 向け て 雪原 を 歩く カリ ス の 顔 に は 、 決 然 と し 
た 表情 が 浮か ん で いた の だ っ た 。 


フォ ー ト セ バ ー ン で の 戦い の の ち 、 カ リス は パト ゥ ー 
リア に 破壊 され た 街 の 復興 に 身 を 捧げ て いた 。 し か 
し 、 新 連 邦 政府 が 発足 する と 、 その 強圧 的 な 地球 統 
一 に 抵抗 する 北米 の 反 政 府 組織 に 参加 し 、 再 び 戦 
場 に 身 を 置く と と と な る 。 そし て 、 新 連邦 に 敵対 し て 
捕虜 と な っ た フリ ー デ ン の クル ー を 救出 すべ く 、 行動 
を 起こ す 。 シベ リア で 処刑 され よう と し て いた 彼ら の 下 
に 駆け つけ た カリ ス は 、 未来 の た め に 力 を 振る っ た 


カリ ス は 自ら の 命 を 差し 出す こと で 罪 を 償 お うと し 
た 。 し か し 、 ガ ロー ド は 力 を 欲し た カリ ス の 想い を 受 
け 止め 、 死 に よっ て すべ て を 清算 し よう と し た 彼 の 行 
為 を 否定 し た 。 それ は 、 カ リス に 自身 の 過ち と 向き 合 
う 道 を 示し た の で ある 。 ガロ ー ド と ティ ファ 人 エ 
ニュ ー タ イプ を 超え る 可能 性 を 秘め た 少年 と 、 自 然 発 
生 し た ニュ ー タ イプ 。 ふた り と の 出会い が 、 カ リス に 自 
ら の 罪 を 背負 っ て 生き る 強 さ を 与え た の だ 。 


戦い の 道具 と し て 利用 され た カリ ス に し て みれ ば 、 
ニュ ー タ イプ を 道具 と 見 な し て 戦争 を 助長 する 新 連 邦 
は 甘受 で き な い も の だ っ た に 違い な い 。 同時 に 、 新 
連邦 と も 宇宙 革命 軍 と も 違う 道 を 模索 する ガロ ー ド た 
ち が 、 カ リス に と っ て は 希望 その も の だ っ た の だ ろう 。 
それ を 守る た め な ら ば 、 カ リス は 戦う こと を 忠 路 し な か っ 
た 。 反 政府 組織 の 中 核 と し て 、 カ リス は 窮地 に 陥っ 
た フリ ー デ ン の クル ー を 助け た の だ っ た 。 


々 の 数 だ け あ る の か も し れ ま せん ね 


新 連 邦 軍 と 宇宙 革命 軍 が 激しい 武力 衝突 を 繰り 
広げ る 中 、 カリ ス は ガロ ー ド た ちと 共に D.O.M.E に 接 
触 す る た め 月 に 向かっ た 。 最後 の 戦い を 前 に し て 
リス は 戦い が 終わ っ た ら ど うす る の か と ガロ ー ド と ティ 
ファ に 問う 。 その 問い に 対し て 、 色 々 な 体験 を し て 自 
分 が どん な 未来 を 求め て いる の か を 考え た いと 答え る 
ガロ ー ド 。 その 想い を 受け 止め た カリ ス は 、 自 分 に 言 
い 聞 か せる よう に 咳 く の た 


MORE INFO! 
カリ ス が 内 包 し た 強 さと 弱 さ 


か つて の カリ ス は 人 工 ニ ュー タイ ブ と し て 旋 を 振る う . 
こと で 、 人 々 が 幸せ に 生き られ る 未来 を 目指 し た 。 一 
方 で ー タ イプ と し て 垣間見 た 未来 と 現実 の ギャ ッ 
プ に 苦し お ジ ャ ミル の よう な 者 と 出会い 、 そ の 意味 を 
考え て いく 。 ガロ ー ド へ の 問い は 、 そう し た 想い の 表れ 
だ っ た の だ そし て 、 ガ ロー ド の 言葉 は カリ ス に 未 
来 と いう も の が 持つ 可能 性 を 感じ させ 、 ひ と つの 答え 
へ と 導い た の で ある 。 


カリ ス も 自分 自身 の 
の か も し れ な い 
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PERSONAL PROFILE OND IE RA TIF m02 sm27I 
ヴェ イガ ン の 人 々 ① 


( ザ ナ ル ド プ ゴ ド ム グラ ッ ト プ デモ ン ) 8 5 | 
Vagan Force (Zanald /Godom /Glatt /Deymon) る 


野望 抱く イ ゼ ル カ ント の 側近 と 
RC * 記 夫 " と 呼ば れ た 3 人 起 


unknown | 


ノー ツ を 攻め る , 


グラ ッ ト オ ッ ト ー 


a 
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i ES 


あの 


戦い の た め に 養成 され た 
少年 の 拝 折 と 新 だ な 希望 


死 を 覚 i し た 戦い の 中 で 生 を 


ヒイロ は 、 ド クタ ー 


と 自得 スイ ッ チ を 押し 
た の だ っ た 


148-13 


CW neD2 serO1 


ヒイロ ・ ユ イ 編 


Case of Heero Yuy 


L1 コ ロニ ー 群 か ら 投入 され た ウイ ング ガン ダム の パイ ロッ ト は 、 壮絶 な 
戦い に 身 を 投じ る 中 で 、 戦い の 意義 を 見 つけ て いく 。 


聖 ガ ブリ エル 学園 


A.C. (アフ ター・ コ ロニ ー) 195、 0Z (オズ ) を 出 府 
者 が 、 各自 が 開発 し た ガン ダム を 地 
上 に 投入 する OZ 壊滅 作戦 「 オペ レー ショ ン ・ メ テオ 」 
を 開始 する 。 L1 コ ロニ ー 群 か ら は 、 技 術 者 の ひと り ド 
に 養成 され た 少年 ヒイロ ・ ユ イ が 、 ウ イン グ ガ 
ンダ ム で 地球 に 降下 する 。 だ が 、 大 気 圏 突 入 時 に 
OZ の MS 部 隊 に 発見 され て その まま 交戦 。 ヒイロ は 
大 気 囲 突 入 を 敢行 する も 、 ゼ クス ・ マ ー キ ス の 乗る リー 


ヒイロ 55 人 の 少年 が 開始 し た 「 オ ペレ ーション ・ メ 
テオ 」 で あっ た が 、0Z の トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ の 
野望 に 利用 され る 。 コロ ニー 国家 群 と の 和平 に 乗り 
出し て いた 地球 圏 統一 連合 軍 の 穏健 派 を 彼ら の 策 
略 に 乗る 形 で 殺害 し て し まっ た ほか 、 そ の 後 の 0Z に よ 
る 連合 軍 へ の クー デ タ ー 「 オ ペレ ーション ・ デ イブ レイ 
ク ] の 契機 も 作っ て し まっ た の だ 。 これ に より ヒイロ ら 
に 対す る 包囲 網 も 徐々 に 厳し く な り 、 コ ロニ ー を 人 質 


オー の 突撃 を 受け 、 機 体 を 海中 に 落と され る 。 海岸 
に 流れ 着い た ヒイロ は 聖 ガブ リエ ル 学園 の 生徒 リリ ー 
ナ ・ ド ー リ アン に 救助 され 、 意 識 を 取り 戻す が 、 秘匿 
事項 で ある 素顔 を 彼女 に 見 られ て し まう 。 これ を 危 恨 
し た ヒイロ は 、 聖 ガブ リエ ル 学 園 に 姿 を 現す 。 ヒイロ 
を 歓迎 する リリ ー ナ か ら バ ー ス ディ ・ パ バー ティ の 招待 
状 を 手渡 され る が 、 彼 は 招待 状 を 破り 捨て る と 、 彼女 
本 人 に その 殺害 を 予告 する の だ っ た 。 


に 取ら れ ガン ダム の 引き 渡し も 要求 され る 事態 と な る 。 
これ に 対し 、 ヒ イロ を 派遣 し た ドク ターJ は 降伏 を 受け 
入れ る と 宣言 する も 、 ガン ダム は 渡せ な いと し て 、 ヒ イ 
ロ に 機体 の 爆破 を 命じ る 。 ヒイロ は この 命令 を あっ さ 
り と 了解 する と 、 自 爆 ス イッ チ を 何 の た め ら いも な く 押 
す 。 己 の 死 を 床 わ な いそ の 行動 に 、 
ら 敵 パイ ロッ ト だ け で な く 、 カ トル 
ら 仲間 た ち も 言 葉 を 失う の だ っ た 。 


新 開 動 生 記 ム W 


PERSONAL PROFILE 


ウイ ング ガン ダム の 自爆 行為 で 重傷 を 負っ た も の 

一 命 を 取り 留め た ヒイロ 。 その 後 、 宇 宙 へ と 上 
は 、5 人 の 技術 者 が 拘束 され た OZ の 軍事 
基地 に 潜入 。 そこ で ヒイロ は 、5 人 の 技術 者 が 開発 
し た 新型 機 メリ クリ ウス の テス ト パ イ ロ ッ ト を 務め る こ 
と と な り 、 同 じ く OZ に 潜入 し て いた トロ ワ ・ パ ー ト ン が 
乗る ヴァ イエ イト と 共に テス ト も 兼ね た 任務 に 駆り 出 
され る 。 その 中 で 、 カ トル が 乗る ウイ ング ガン ダム ゼロ 


と を 最 優先 と し た 


ロー ム フ ェ ラ 財 団 本 部 


俺 は 戦う こと し か 考 えな い 。 


と ヒイロ は 対 財 す る 。 カト ル は コロ ニー 市 民 の 圧力 に 
よっ て 父 が 死に 追い や られ た こと を 契機 と し て 暴走 、 
禁忌 の 機体 で あっ た ウイ ング ガン ダム ゼロ を 完成 に 
導き 、 武装 コロ 攻撃 を 加え て いた 。 カト ル へ の 
トロ ワ の 説得 は まっ た く 届 か ず 、 そ の 脅威 は に イロ に 
も 迫る 。 心 優し い カ トル の あま り の 変貌 に 驚き つつ 、 
ヒイロ は コロ ニー を 守る た め 、 彼 の 前 に 立ち は だ か る 
こと を 決意 し た の だ っ た 


平和 な ど 戦 い が 縦 わっ た 後 の 結 果 で し か な い 


0Z 月 面 基地 を 離脱 し た の ち 、 ヒイロ は 再び 地球 へ 
と 降下 する 。 降下 当初 は 、 分 裂 に 至っ た 0Z の 内 部 
紛争 に 介入 し 、0Z ト レー ズ 派 の 兵士 と し て 戦闘 に 参 
加 。 一 時 は リリ ー ナ が 再 異 し た サン クキ ング ダム に 身 
を 寄せ て いた が 、 す ぐに 戦場 へ と 復帰 する な ど 、 彼 は 
混迷 する 状況 の 中 で も 一 兵士 で あり 続け よう と し た 。 
戦闘 の 中 で ヒイロ は 、 デ ル マ イ ユ に 反抗 し ロー ム フ ェ 
ラ 財 団 本 部 に 幽閉 され て いた トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー 


組織 ホ " ET トレ ー ズ が 新 
界 国家 軍 、 
1 っ 2 た 5 ツ ヒイロ は : 
ワイ ト フ ァ ン グ の 拠点 で ある リー ブラ の 内 部 へ と 潜入 
し た 際 、 リ リー ナ と 再会 する 。 非武装 ・ 非 暴力 に よる 
完全 平和 主義 を 訴え る 彼女 と ヒイロ は 、 そ の 手法 も 
含め て 相容れない は ず で あっ た 。 だ が 、 そ の 強い 信 


MO-I 付 近 


MO- 了 付近 で 開始 され た 三つ巴 の 戦い 「EVE 
WARS] は 、 トレ ー ズ の 死 を 受け て 世界 国家 軍 が 降 
伏し 、 終結 に 向け て 動き 出す 。 だ が 、 ホワ イト ファ ング 
の リー ダー、 ゼ クス に よっ て 地球 に 落と され た 巨大 戦 
艦 リー ブラ は いま だ 落下 を 続け て お り 、 そ れ を 食い 止 
め る ぺ く ガン ダム の パイ ロッ ト た ち は 作 走 し て いた 。 ヒ 
イロ も 、 こ の 「 リ ー ブ ラ 落と し 」 に 執念 を 燃やす ゼクス 
と 一 騎 討ち を 行う 2 ヒイロ は 戦い の 傍ら 、 リ ー ブ ラ を 


ダ と 接触 する 。 トレ ー ズ と 対 央 し た ヒイロ は 、 戦 争 に 
対す る 意見 を 問わ れ 、 上 語 を 放つ 。 戦闘 
シー ン と し て 育っ て きた ヒイロ は 、 組織 の 指導 者 で あっ 
た トレ ー ズ の よう に 戦い の 意義 を 考え る こと に 異 味 は 
な か っ た 。 どの よう な 状況 で も 、 目 の 前 の 戦い の み に 
集中 する こと で 良し と し て いた の で ある 。 そう し た 心 構 
え が 、 踏 の な か っ た ヒイロ 
の 戦い 振り に も 繋が っ ピ 


念 に ヒイロ は 徐々 に 惹か れ て いき 、 彼 女 を 支援 する ま 
で に な っ て いく 。 最 絵 決戦 を 前 に し て ふた り で 会 話 を 
交わ す 機会 を 得 た ヒイロ は 、 リリ ー ナ に 戦乱 終結 後 の 
未来 を 託す 。 死 を 覚悟 し た よう な ヒイロ の 発言 に リリ ー 
ナ は 狼 狼 え 、 戦場 に 出る の を 阻止 し よう と する 。 そん 


破壊 する べく 、 乗 機 ウ イン グ ガ ンダ ム ゼ ロ の 自爆 スイ ッ 
チ に 手 を 掛け る 。 、 ヒ イロ の 強い 意志 を 感じ 取っ 
た ゼクス が 、 彼 に 未来 を 託し て 自 機 ガン ダム エピ オン 
で リー ブラ の 動力 部 を 破壊 。 これ に より 、 リ ー ブ ラ は 
破片 の み が 残 っ た 状況 と な る 。 ヒイロ は この 破片 を 完 
全 に 排除 する た め 、 大 気 |] から ツ イン バス ター ライ 
フル を 発射 。 同 時 に 、 ヒ イロ は 初め て 死 を 否定 する 
言葉 を 発し 、 未来 の た め に 生き 残 ろ うと し た の だ っ た 。 


軍 通 ・ サ ン ライ ズ 
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PERSONAL PROFILE RN LW | mg02 senO7s 
リリ ー ナ ・ ド ー リ アン 膨 =…= 暫 


(リリ ー ナ ・ ピ ビー スク ラフ ト ) 
Relena Darlian (Relena Peacecraft) 


兄 の 反逆 に 立ち 向かお うと し た 
完全 平和 主義 者 の 決意 


サン クキ ング ダム の 崩壊 は 、 ピ ー ス クラ フト の 名 を 
掲げ けた リリ ー ナ に と っ て 、 大 き な 挫 折 と な っ た 。 人 は 
結局 、 戦 い の 中 で し か 生き られ な い の か ーー そう いっ 
た 感情 に 苦 ま れ て いた 彼女 で あっ た が 、 そ の 存在 と 
思想 は 、 地球 圏 に 着実 に 根付 き 始め て いた 。 そし て 
彼女 は 母国 の 崩壊 か 5 ほど な くし て 、 再 び 表 舞台 へ 
と 舞い 戻っ た の で ある 。 

リリ ー ナ の 影響 力 に 目 を 付け た の は 、 彼 女 の 思 想 
と は 相反 する は ず の ロー ム フ ェ ラ 財 団 で あっ た 。 OZ 
の 母体 と し て 武力 で の 世界 制圧 を 目指 し て きた 彼ら 
は 、 民 衆 か ら 幅 広く 支持 を 得 て い る リリ ー ナ を 集 偶 と 
する こと で 、 財 団 へ の 批判 を か わ そ うと 考え た の で あ 
る 。 リリ ー ナ も 財団 の 改心 を 本 心 で は 信じ て いな か っ 
た が 、 コ ロニ ー 国 家 群 も 含め て 大 き な 影響 力 を 持つ 
財団 代表 の ポス ト は 魅力 的 で あっ た 。 そし て 彼女 は 
代表 就任 を 受け 入れ る と 、 財 団 の 内 外 で 完全 平和 
主義 の 思想 を 訴え を た の で ある 。 


財団 代表 に 就任 し 、 き ら 
に は 世界 国家 の 樹立 を 
宣言 プリ ン セス か 5 クイ ー 
ン へ と 変 説 し た リリ ー ナ 。 
その 主張 は 戦争 で 筐 弊 
し た 幹部 た ちの も 捕 ら 
えて いっ た の で ある 。 


リリ ー ナ の 思想 に 多く の 
人 が 質 同 し て いた が 、 コ 

家 群 の 独立 を 
上 指す 過 和 組織 「 ホ ワイ 
ト ファ ング 」 の 台 天 に よ 
り 、 地 を 名 える 、 


し な い 強 還 な 意志 を 有 し て いた 。 時 団 代表 に な っ 
が く 、 上 層 部 が 焦る ほど 多く の 支 


0Z が 宇宙 で 建造 を 工 め て い 
た 超大 型 畔 姜 。 ホワ イト ファ 
ング が 蜂起 し た 際 、 彼 ら が 完 
成 直後 の 区 を 奉 取 し 

とし た 。 リリ ー ナ は 兄 ミリ アル 
ド を 説得 する た め 、 リ ー ブ ラ 
内 部 に 潜入 


Ww 
a W0211 血 
ーー za 年 


役 女 を 次 第 に 手助け する よ 
うに な る 
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な ば 30 “で a 
肉 な の で すか ら 


ロー ム フ ェ ラ 財 団 は 、 リリ ー ナ に 財団 全体 を 動か す ほ 
どの 力 は な いと 踏ん で いた 。 だ が 、 彼 女 の 思想 は 、 戦 
乱 に よっ て 心 の 疲弊 を 感じ て いた 財団 の 幹部 た ち に 温 
透 し て いく 。 ウェ リッ ジ ら 財団 内 に 協力 者 が いた こと も あ 
り 、 急 速 に 支持 を 集め て いっ た 。 地球 園 に 世界 国家 を 
樹立 し 、 女王 に 就任 。 武装 解除 を 進め て いこ うと する 。 

だ が 、 ミ リア ルド を 指導 者 と する ホワ イト ファ ング が 、 
地球 圏 に 宣戦 を 布告 。 これ に より 、 完全 平和 主義 を 求 
め る 気運 は 停滞 し て いく 。 リリ ー ナ も 兄 の 登場 に 動 提 
は 隠せ ず 、 打 つ 手 を 失う 。 する と 幽閉 され て いた OZ 診 
帥 、 ト レー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ が 表 舞 人 馬 に 復帰 。 リリ ー toa ッッ ン ツ で 
ナ は 女王 解任 を 言い 渡さ れる 。 

し か し リリ ー ナ が 謗 め る こと は な か っ た 。 彼女 は 宇宙 へ 
と 上 が り 、 ミ リア ルド へ の 直談判 を 試み た の で ある 。 こ 
れ は 失敗 に 終わ る も の の 、 リ リー ナ の 戦争 を 終わ ら せ よ 
うと する 意志 は 、 か つて 王国 再興 の 補佐 を 務め た ルク 
レツ ィ ア ・ ノ イン や ヒイロ ・ ユ イ ら 「G] チー ム が 参加 し た 
第 三 勢 力 「 ビ ー ス ミリ オン の 台頭 に 疫 が る 。 そし て 彼ら 
の 活躍 が 、 ホ ワイ ト フ ァ ン グ と 、 ト レー ズ を リー ダー と する 
世界 国家 軍 の 決戦 を 早朝 に 終結 へ と 導い た の だ っ た 。 
その 終結 へ の 道程 に 、 最 後 まで 完全 平和 主義 を 買い 
た リリ ー ナ の 存在 が 大 きか っ た の は 言う まで も な い 。 


非 早 力 で の 平和 を 訴え る リリ ー ナ は 、 ガン ダム の パイ 
ロッ ト の ひと り と し て 地球 に 降下 し て きた ヒイロ と 、 滋 度 
も 戦場 で 出会う こと に な る 。 戦う こと し か 知ら な い 純粋 
な 戦士 だ っ た ヒイロ と は その 手法 こそ 大 きく 異な る も の 
の 、 リリ ー ナ は や が て 彼 か ら 戦 闘 を 終結 させ る 強い 意志 
を 感じ 取り 、 若 かれ て いく 。 一 方 で ヒイロ か ら も 嘩 味 を 
抱か れる よう に な り 、 当 初 は 殺す と 宣言 され て いた リ 
リー ナ も 、 や が て 彼 に 守ら れる よう に な っ た 。 

宇宙 で の 最終 決戦 時 も 、 リ リー ナ は リー ブラ で ヒイロ 
と 再会 。 共に 兄 ミリ アル ド の 元 へ 向かう な ど 、 彼 へ の 信 
頼 は 日 を 追う ご と に 増し て いっ た 。 だ が 、 ヒ イロ は ホワ イト 
ファ ング と 世界 国家 軍 の 戦い を 終結 させ る た め 、 自 ら の 
命 を 差し 出す つも り で ある こと を 悟る 。 それ を 必死 に 上 上 
88 りり 5 は 語 モ ロ が 徒 克 の 申 で がく で 記 "ーッ ネン クム mi ピー 太 
は な ら な い 存 在 に な っ て いる と と が 窯 え た 。 人 人 の 


を 持ち 掛け られ る と 、 そ れ を リ 
リー ナ は 未 諸 し た 。 


xs きま 


RD 


熱意 と 相反 する 未熟 さ 


ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 幹部 た ちか ら 支 持 を 得る な ど 、 リ 
リー ナ の 一 貫 し た 主張 と 清廉 な 立ち 居 振 る 舞い は 、 指 
導 者 と し て の オー ラ に 溢れ て いた 。 一 方 で 実務 的 な 部 
分 で は 未熟 さも 目立っ た 。 兄 ミリ アル ド の 登場 が あっ た 
と は いえ 、 リ リー ナ は ホワ イト ファ ング の 蜂起 に 対し て 効 た 
果 的 な 手 を 打つ と と が で きず 、 ト レー ズ の 復帰 を 許し て ゃ トー 
し まっ た の で ある 。 


世界 国家 の 女王 と し て 
演 脱 を 行う リリ ー ナ 。 コロ 
ニー 国家 理 を 武力 で 制 
圧する 0Z の 撤退 を 表明 
する な ど 、 款 任 直 機 か ら 
平和 徐 線 へ の 急激 な 転 。 戦乱 終 紛 を レデ ィ ・ ア ン 、 サ リィ ・ ポ ォ ら と 共に MO-I で 迎え 
換 を 図っ た 電化 、 彼女 は 再び 平和 主義 主張 する 外交 活動 を 再 還 する 


人 不足 の と と ろ は あっ た も の の 、 時 暫 部 だ け で な く ノ イン や ヒイロ か ら も 
支持 を 香る な ど 、 生来 の 高い カリ スマ 性 を 発振 し た 。 
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還 寺 の 中 に 示さ れ た ジン ネ マ ン の 決意 


一 端 を 埋 賠 見 
本 われ 


ゲリラ 屋 と し て の 実行 力 と 戦術 眼 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


ゾロ の パイ ロッ ト た ち 


Pilots of ZOLO 


白い MS に 運命 を 狂わ され た 
イエ ロー ジャ ケッ ト の 隊員 た ち 


U.C.0152.10、 地球 侵攻 作戦 を 展開 し て いた ザ 
ンス カー ル 帝 国 は 、 つ い に 国軍 で ある ベス パ を 地球 
へ と 送り 込ん だ 。 そし て U.C.0153 頃 に は 、 ラ ゲー ン 
基地 を 拠点 と する ベス パ 試 験 部 隊 「 イ エロ ー ジ ャ ケッ 
ト 」 の 働き に より 、 さら な る 勢力 拡大 を 実現 し た 。 

ラ ゲ ー ン 基地 司令 ファ ラ ・ グ リフ ォ ン の 下 で タロ ノ 
クル ・ ア シャ ー や ワタ リー・ ギ ラ と いっ た 士官 が 率い 
た MS 小隊 は 、 欧州 攻 略 の 失 兵 と し て 各地 を 貴 撃 。 
主 に 可変 分 離 MS の ゾロ で 構成 され た 精鋭 部 隊 は 、 
瞬く 間 に 恐 怖 の 対象 と な 
の 中 で 民間 軍事 同盟 リガ 
も 同時 に 進行 し て お り 、 つ い に V (ヴィ クト リー) ガン 
ダム が 実戦 に 投 和 人 され た 。 そし て 、 抵抗 運動 の シン 
ボル と し て 名 高い 「 ガ ンダ ム 」 は 多く の 民衆 を 救い 、 
敵対 する イエ ロー ジャ ケッ ト の 隊員 た ち は 、 そ の 存在 
に 運命 を 狂わ され る こと と な っ た の で ある 。 


記 
地球 連 孝 か ら 民 衆 を 
放す る 「 更 戦 」 で あっ た 
だ が ガン ダム と の 戦い 
で 、 破 の 信 恋 は 大 きく 温 
ら ぐ こと に な る 


MS パパ イ ロ ッ ト と し て 高 
近 弟 技術 を 持つ イエ 
ロー ジャ ケッ ト の 面々 だ 6 
が 、MS を 隆 り た 押 
避 の し て し 
まう 末 熱 な 軍人 も 多 か - 
た よう た 


精鋭 パイ ロッ ト 振 い だ っ た イエ ロー ジャ ケッ ト 
に つい て や や 問題 の ある 人 間 も 多く 、 軍 人 
用 に 手 を 染め る 者 も いた 。 自ら の 信念 に 生き る ワタ リー の よ 還 
うな 存在 は 、 ご く 少数 に 限ら れ て いた よう で ある 。 


ワタ リー の よう な 人 物 は 軍 に 
お いて は 暴 分 子 で あり 、「 前 
時 | て 


PROFILE 
年 齢 
所 属 ザン スカ ー ル 帝国 軍 


部 隊 指 揮 


(Ov) HE D2 WET9ZN 


関連 ファ イル 


サレ リア 適 骨 戦 と 欧州 で の 逃走 上 


人 レイ ・ プ ラッ ド ( 諾 ) 


を カズ ー・ ミ ウラ ( 右 ) 
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ゾロ 

合体 変形 機構 と ビー ム ・ ロ ー 
ター に よる 飛行 能力 を 持つ 
可変 分 離 MS。 ザン スカ ー ル 
が 地球 侵攻 用 に 開発 し た 機 
体 で 、 ワ タリ ー 小 隊 を は じ め 
と する 多く の 地上 部 隊 に 配 
備 さ れ た 


イエ ロ 
し て 地球 侵攻 作戦 に 参加 
その 際 に カテ ジ ナ ・ ル ー ス を 
保護 し 、 本国 に 連れ 帰っ た 。 


PERSONAL PROFILE 


ワタ リー・ ギ ラ 

イエ ロー ジャ ケッ ト の 一 員 で ある ワタ リー・ ギ ラ は 、 高 
い MS 操 縦 技術 を 持つ と 同時 に 、 騎 士道 精神 を 掲げ る 
戦士 だ っ た 。 彼 は 自身 が 率い る MS 小隊 の 部 下 に も 崎 
士道 精神 を 重視 させ 、 そ れ に 反する 者 へ の 粛清 も 辞 さ 
な か っ た と 言う 。 その 信念 を 買い た ワタ リー は 、 結 果 と し 
て 部 下 2 人 を 自ら の 手 で 扇 清 。 著しく 戦力 が 低下 し た 状 
態 で 、 戦士 と し て の 計 り を 騨 け て V ガ ンダ ム に 挑ん で いっ 
た 。 だ が 、 そ の パイ ロッ ト が 弱冠 13 歳 の 少年 と 知っ た 時 、 
彼 の 騎士 道 は 大 きく 揺らい だ 。 そし て 、 幼 い 子供 を 戦 
争 に 駆り 立て る 要因 を 作っ た の が ほか な ら ぬ ベス パ だ と 
知っ た 彼 は 、 自ら 命 を 絶つ こと で 購 罪 と し た の で ある 。 


最後 まで V ガ ンダ ム を 倒す こ 
と が で き な か っ た ワタリ 


駆り 立て る 戦争 を 愛 い 、 悲 
障 の 選 を 流し た 。 


ディ ・ ト ラン プ 

自ら が 指揮 する 小隊 に も 騎士 道 精神 を 徹底 させ て 
いた ワタ リー だ が 、 部 下 の トラ ンプ に は 、 る その 精 
神 を 重んじ る 気 は な か っ た よう だ 。 彼 は イエ ロー ジャ ケッ 
ト に 相応 し い MS 操縦 技術 を 有 し 、 初 期 の 地球 侵攻 
作戦 に お いて 充分 な 働き を 示し た 。 し か し MS か ら 降り 
る と 、 そ の 素行 は 決し て 清廉 な も の で は な か っ た の で あ 
る 。 ディ ・ ト ラン プ は クロ ノ ク ル が 保護 し た 一 般 女 性 ( カ 
に ちょ っ か い を 出し 、 上 官 に あたる クロ 
ノ ク ル と 口論 を し た 挙句 、 怒 り に 任せ て 銃口 を 向け る と 
いう 暴挙 に 及 ん だ 。 その 行動 が ワタ リー の 逆鱗 に 触れ 、 
彼 は 扇 清 の 対象 と な っ て し まっ た の だ っ た 。 


カテ ジ ナ へ の 租 虹 な 振 


レイ ・ プ ラッ ド & か ズー・ ミ ウラ 


クロ ノ ク ル 率い る ゾロ 小隊 で 2 番 機 を 担当 し た レイ ・ 


受勲 も の の 栄 党 を 手 に する 機会 を 得 た MS パイ ロッ ト 
だ っ た 。 彼ら は 運 良 く 駐 機 中 の V ガ ンダ ム を 発見 し 、 そ 
の 捕獲 に 成功 し た の で ある 。 だ が 、 そ の まま 機体 を テラ 
ゲー ン 基 地 ま で 持ち 帰ら ず 、 途 中 で 発見 し た 不法 居住 
者 (ウッ ソ ・ エ ヴィ ン ) の 家 に 立ち 寄っ て し まっ た こと が 、 
彼ら の 運命 を 狂わ せ た 。 機体 を 取り 戻 そ うと 画策 し た 子 
供 た ちの 罠 に 掛か り 、 ふ た り は 揃っ て 捕縛 され て し まっ 
た の で ある 。 結果 、 彼 ら は 勲章 も 栄誉 も 手 に 入れ られ 
ず 、 その 後 の 消息 に つい て も 杏 と し て 知れ な い 。 


クロ ノ ク ル に V ガ ンダ ム 直 短 
の 報告 を する レイ と か 
、 そ れ ち ぬか 臣 びに 終 | 
わり 、 イエ ロー ジャ ケッ ト の 戦 
一 士 と し て 不 も 堂 な 結末 を 迎 
デ える こと と な る 。 


MORE INFO! 


MS 部 隊 と し て の 高い 練 度 を 謗 る イエ ロー ジャ ケ : 


イエ ロー ジャ ケッ ト に よる ウー 
イッ グ 坦 撃 時 、 ゾ ロ で 市 街 


人 送 げ 下 う 市 民 そ の も の を 攻 
撃 対象 し て いた 。 


信念 を 打ち 砕 


イエ ロー ジャ ケッ ト の 実態 


人 々 が 逃 げ 惑 う 最 中 で も 攻撃 の 手 を 
に は 直接 関係 の な い 一 般 市 民 に 対し 
び せ た と の 記録 も 残さ れ て いる 。 ご 

に より 一 般 市 民 に 多数 の 死傷 者 が 生じ 、 イ エロ ー ジ : 
と ザン スカ ー ル 帝国 へ の 敵対 心 の 増大 を 招く こと と な 


引 再 され た 街 は 寺 け 野原 と 
なり 、 人 が 生活 で きる よう な 


電通 サン ライ ズ 147-14 
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ES 
あの 


デラ ー ズ .・ フ リー ト と 激闘 を 繰り 広げ た 
アル ビオ ン 隊 の 乗員 が 戦場 に 刻ん だ 想い 


地球 ・ ト リン トン 基地 


[] ne02 mm 


アル ビオ ン の 乗員 編 


Case of Case of Albion's Crew 
デラ ー ズ 紛争 に お いて 常に 最前 線 に あり 、 「 星 の 居 ] の 真実 を 目撃 し た 
アル ビオ ン 隊 。 彼ら は 様々 な 想い を 抱い て 、 その 戦い に 臨ん で いた 。 


あたし の 指 を 離せ な い ほ ど 好 き な ら 付き 合う よ 
夕焼け で も ビー ル で も る (モー ラ ・ バ シッ ト ) 


モー ラ ・ バ シッ ト は アル ビオ ン の 整備 班 中 隊長 と し 
て 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] に 携わり 、 ガ ンダ ム の 重力 下 
試 険 の た め に トリ ント ン 基 地 へ と 隆 り 立っ た 。 そこ で 
モー ラ は 、 テス ト パ イ ロ ッ ト の チャ ッ ク ・ キ ー ス と 出会う 。 
だ が 、 そ の 軟派 な 若者 は 自分 の 仕事 仲間 で ある ニナ ・ 
パー プル トン に 言い 寄っ て いる 真っ 最 中 だ っ た 。 ふた 
り の 間 に 割 っ て 入っ た モー ラ は キー ス の 手 を 掴ま え 、 
彼 の 誘い 文句 を その まま 返し た 。 


モー ラロ 面倒 見 の 良い 姉御 肌 の 女性 で 、 民 間 人 
の 身 で あり な が ら 軍艦 に 乗る こと に な っ た ニナ を 気 
、 整 備 班 の 女性 スタ ッ フ を ベル ナル ド ・ 
パイ ロッ ト の ハラ スメント か ら 守 る こと も 
に 誘 お うと し た キー ス を 止め た の 
も 、 そ うし た 責任 感 か の ら で あろ う 。 一 方 で 、 ウ ィ ッ ト に 
富ん だ モー ラ の 言い 回 し は 、 キ ー ス の 悪意 の な さき を 見 
て 取っ た 懐 の 深 さ を 表 し て いた と 言え る 。 


地球 ・ ト リン トン 基地 


大 秒 な 初対面 を 経験 し た モー 
ふた り は の 


操縦 は 半人前 で も 、 女 を 日 読 く の は 一 人 前 っ て か ? 


(ベル ナル ド ・ モ ン シ ア ) 


アル ビオ ン は トリ ント ン 基 地 で ガン ダム 試作 2 号機 
強奪 事件 に 遭遇 し 、 奪 われ た 試作 2 号機 の 追撃 任 
務 を 与え られ た 。 そこ に 補充 パイ ロッ ト と し て 配属 され 
た モン シア は 、 試 作 1 号機 で 「 ソ ロモ ン の 悪夢 ]」 アナ 
ベル ・ ガ トー と 渡り 合っ た コウ ・ ウ ラキ の 資質 を 疑い 、 
小 馬鹿 に し た 態度 を 取っ た 。 さら に ナ が コウ の 資 
質 を 買っ て いる こと を 不愉快 に 感 ン シ ア は 、 下 
品 な 言葉 で コウ を 煽る の だ っ た 。 


モン シア は 一 年 戦争 で 「 不 死 身 の 第 4 小隊 ] の 一 
員 と し て 鳴ら し た 歴戦 の 兵士 だ っ た 。 それ だ け に バイ 
ロッ ト と し て の 自負 は 強く 、 コ ウ が ガト ー と 渡り 合っ た こ 
と を 簡単 に は 認め られ な か っ た の だ ろう 。 一 方 で 、 女 
こ だ ら し な い 点 が モン シア の 悪癖 で あり 、 ニ ナ と 親 
こ 食 わな か っ た 。 モン シア の 言葉 
は 、 パ イロ ッ ト と し て の プラ イド と 、 男 の 競争 心 を 物語 っ 
て いた と 言え る だ ろう 。 


機動 戦 士 ガ ンダ ム 0083 スタ - メモ リー 


3 号機 を 愛 領 し て 戦 較 
を 析 続 し よう と し た 。 その 
矢先 に 、「 星 の 選 ] の 下 
の 奏 が 明らか と な る 。 


コウ ゥ 、 戦況 は 絶え ず 変 


… 臣 の 目的 は な ん だ ? 


"1 
切り 札 を 見 せろ ( ェ ィ バー シナ プス ) 関 還 陸 トピ ポ 


暗礁 宙 域 の 捜索 を 行 お うと し た 矢先 、 
迎撃 を 受け る 。 その 戦闘 の 最 中 、 エ 
の 演説 が アル ビオ ン の ブリ ッ : 
球 連 邦 軍 の 暗部 を 綱 弾 し 
を 宣言 する デラ ー ズ の 演説 ( 
る アル ビオ ンー 艦長 エ イア 
デラ ー ズ の 真意 を 測 ろ うと する 思考 が 渦巻 いて いた 。 


する ん だ 


試作 2 号機 を 追っ て 宇宙 に 上 が っ た アル ビオ ン は 、 
ー マ 艦 隊 の 
デラーズ * 
飛び 込ん で くる 。 地 
ズ ・ フ リー ト の 決起 
厳し い 表情 を 浮か べ 
シナ プス 。 その 胸中 に は 、 


アル ピオ ン を 預かっ プス は 、 「 ガ ンダ ム 開 発 計 
画 ] を 推進 し た 改革 派 の ジョ ン ・ コ ー ウ ェ ン に 信頼 され 
た 人 人物 で あり 、 冷 静 な 判断 力 を 有 し た 指揮 官 だ っ た 。 
紛争 に 際 し て は 危機 感 を も っ て 対処 に あぁ た 
り リ 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト を 笑 る こと は な か っ た 。 デラ ー ズ 
の 演説 に 対し て も 、 示 威 以 上 の 思惑 を 感じ 取り 、 戦 
後 地球 圏 で 蜂起 に 踏み 切っ た デラ ー ズ の 目的 と 勝算 
を 見 極め よう と し た の で ある 。 


ご ま ご し て る と 訟 立 し ちまう ぞ ! ケッ クー ュー る ) 


キー ス は その 後 も コウ 
の 不器用 さ を 見 か ね 


俺 も も う ロ ー ト ル か ・ 


アル ビオ ン は シー マ 艦 隊 と の 戦闘 で 痛 手 を 負い 、 


月 の フォ ン ・ ブ ラウ ン に 寄港 し た 。 その 短い 休息 の 
中 、 パ イロ ッ ト と し て アル ビオ ン に 乗り 込ん で いた キー 
ス は 、 先 の 戦闘 で 試作 1 号機 を 大 破 さ せ て 自信 を 衰 
ニナ に 惹か れ な が ら も 
想い を 上 手 く 表現 で き な い 親友 を 心配 し 、 デ ー ト に 誘 
キー ス は 冗 


失 し た コウ を 気遣う 。 同時 に 、 


う よ う 助 カ し た の で ある 。 慌て る コウ に 
談 め か し て 立ち 回 り の 心得 を 語る の だ っ た 。 


キー ス は コウ と 士官 学校 か ら の 付き 合い で 、 彼 の 
坊ちゃん 育ち を 嫌 と いう ほど 理解 し て いた 。 パイロット 
と し て 先 に 行か れ て も 、 女 性 関係 に つい て は キー ス 
の ほう が 上 手 だ っ た の で ある 。 それ だ け に 、 5 
し て 奥手 すぎ る コウ に も どか し さ を 感じ て いた 
う 。 コウ を 茶 化 す よう な キー ス の 言 薬 は 、 彼 な り に 上 
友 の 行く 末 を 気 に 掛け て い : 
楽天 的 な 感性 は キー ス の 美 


こい つ に 、 いつ まで 乗れ る こと や ら なぁ - バ = ン の 


MORE INFO! 
寄せ 集め 部 隊 の 気 


サウ ス ・ バ 
ルビ ピオ ン に 加わ り 、 デ ラ 


機 の コク ピッ ト で ひと り 嘆 息 す る の だ っ た 。 


アル ビオ ン 隊 の 


トリ ント ン 基 地 で 試作 2 号機 強奪 事件 に 遭遇 し た 
ニン グ は 、 そ の の ち に MS 隊 隊 長 と し て ア 
ズ ・ フ リー ト と の 戦い に 身 を 
投じ た 。 コウ た ち 若 い パイ ロッ ト を 鍛え 、 そ の 成長 を 見 
守っ た パニ ング だ っ た が 、 年 齢 に よる 衰え は 彼 を 追い 
詰め て いく 。 任務 の 合間 に 行っ た 模擬 戦 で コウ に 初 
め て 敗北 を 喫し た パニ ング は 、 そ の 現実 を 前 に し て 腕 


パニ ング は 、 デ ラー ズ 紛 争 に お いて アル ビオ ン の 
エー ス と し て 活躍 し た が 、 39 歳 と いう 年 齢 は バ パイロット 
の 限界 に 近い も の だ 。 シナ プス も それ を 危 ぶ ぷん で 
一 線 か ら 退 く こ と と を 勧め た が 、 バ ニン グ は パイ ロッ ト と 
し て 梅 い を 残し た く な いと いう 想い か ら 現役 に 拘っ た 。 
自ら の 限界 を 知り な が ら 、 バ パイ ロッ ト と し て 戦い 続け る 
こと を 選ん だ バニ ング 。 その 忠 き に は 、 老兵 の 悲哀 と 
決意 が 込め られ て いた の で ある 。 
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北米 ・ フ ォ ー ト セ バ ー ン 近郊 


A.W.0015、 カ リス は フォ ー ト セ バ ー ン の 自衛 部 隊 
隊長 を 務め な が ら 、 ノ モア ・ ロ ング が 掲げ る 平和 の 
実現 を 目指 し で いた 。 そこ に 、 テ ィ フ ァ ・ ア ディ ー ル を 
連れ た フリ ー デ ン が 訪れ る 。 自分 と 同じ ニュ ー タ イプ 
の 存在 を 感じ 取り 、 同 志 を 求め て ティ ファ と の 接触 を 
図っ た カリ ス は 、 彼女 を 守 ろ うと する ガロ ー ド ・ ラ ン と 
対 財 する 。 ガロ ー ド の 誰 何 の 声 に 、 カ リス は 毅然 と 自 
ら の 存在 を 誇示 する の だ っ た 。 


北米 ・ フ ォ ー ト セ バ ー ン 近郊 


カリ ス は ティ ファ を 拉致 し 、 フ ォ ー ト セ バ ー ン に 戻っ 
た 。 だ が 、 テ ィ フ ァ と の 接触 は カリ ス に 真実 を 知る 機 
会 を 与え る こと と な る 。 自分 が 復讐 の 道具 と し て ノ モ 
ア に 利用 され て し と を 知っ た カリ ス は 、 単身 ガロ ー 
ド と の 戦い に 臨ん だ 。 そし て 、 一騎 討ち の 未 に ガロ ー 
ド に 敗れ た カリ ス は 、 動き を 止め た ベル ティ ゴ の コク 
ピッ ト の 中 で 、 香川 で を 持た 生生 
に 空 の 拳銃 を 向け る … 


CX me02 sr15g 


カリ ス ・ ノ ー テ ィ ラ ス 編 
Case of Carris Nautilus 


愚か な 世界 を 終わ ら せ る こ と を 決意 し 、 ニュ ー タ イプ の 力 を 振る っ た カリ 
ス ・ ノ ー テ ィ ラ ス 。 だ が 、 


真実 の 前 に 少年 の 心 は 揺れ 動い た 


カリ ス は 荒廃 し た 世界 に 人 々 の 幸福 と いう 理想 を 
実現 する た め に 、 自 ら 望 ん で ニュ ー タ イブ と な っ た 。 
その 力 は カリ ス の 誇り で あり 、 旧い 人 類 と は 違う と い 」 
う 自負 も あっ た 。 相 手 が ニ ュー タイ プ な ら 負 けら れ な 


に と っ て は 現実 を 直視 で き て いな い 愚 か 者 だ っ た の だ 
ろう 。 その 少年 が 駆る ガン ダム X を 完 劇 な きま で に 叩 
き の め し 、 カリ ス は 自身 の 言葉 を 証明 し た の で ある 。 


カリ ス は 、 自 身 が 多く の 犠牲 の 上 に 成り 立つ 人 エ 
ニュ ー タ イプ で ある こと を 知り つつ も 、 そ れ が 理想 を 
実現 する た め に 必要 だ と 信じ 5 
が 自分 と は 異な る 先天 的 
エニ ュー タイ プ の が ノ モ ア の 復讐 の 道具 に 過ぎ な 
か っ た こと を 知り 、 罪 の 意識 に 荷 ま れ た 。 ガロ ー ド と 戦 
い 、 彼 に 自分 を 撃た せよ うと し た の も 、 購 罪 を 果たそ う 
と し た カリ ス の 純粋 さ が さ せ た 行為 だ っ た の で ある 。 


ガロ ー ド 、 ティ ファ 


北米 ・ フ ォ ー ト セ バ ー ン 


僕 は 生き る よ 、 生き 抜い て みせ る 


ガロ ー ド が 自分 を 愛 け 
入れ た こと は 、 カリ ス に 


1 


る もし か し て 未来 は …… 


この 世界 に 生き る 


ガロ ー ド に 撃た れ な が ら も 一 命 を 取り 留め た カリ ス . 
だ っ た が 、 ノ モア に 春 還 され て パト ゥ ー リ ア の 起動 ユ 
ニッ ト と し て 組み 込ま れ 、 戦 い を 強要 され る 。 だ が 、 ガ 
ロー ド と ティ ファ の 決死 の 戦い の 末 に 救出 され 、 ノ モ 
ア の 呪縛 か ら 解放 され た 。 その 後 、 カ リス は フリ ー デ 
ン と 別れ 、 ひ と り フ ォ ー ト セ バ ー ン に 戻る 。 ガロ ー ド た 
ち に 背 を 向け て 雪原 を 歩く カリ ス の 顔 に は 、 決 然 と し 
た 表情 が 浮か ん で いた の だ っ た 。 


フォ ー ト セ バ ー ン で の 戦い の の ち 、 カ リス は パト ゥ ー 
リア に 破壊 され た 街 の 復興 に 身 を 捧げ て いた 。 し か 
し 、 新 連 邦 政府 が 発足 する と 、 その 強圧 的 な 地球 統 
一 に 抵抗 する 北米 の 反 政 府 組織 に 参加 し 、 再 び 戦 
場 に 身 を 置く と と と な る 。 そし て 、 新 連邦 に 敵対 し て 
捕虜 と な っ た フリ ー デ ン の クル ー を 救出 すべ く 、 行動 
を 起こ す 。 シベ リア で 処刑 され よう と し て いた 彼ら の 下 
に 駆け つけ た カリ ス は 、 未来 の た め に 力 を 振る っ た 


カリ ス は 自ら の 命 を 差し 出す こと で 罪 を 償 お うと し 
た 。 し か し 、 ガ ロー ド は 力 を 欲し た カリ ス の 想い を 受 
け 止め 、 死 に よっ て すべ て を 清算 し よう と し た 彼 の 行 
為 を 否定 し た 。 それ は 、 カ リス に 自身 の 過ち と 向き 合 
う 道 を 示し た の で ある 。 ガロ ー ド と ティ ファ 人 エ 
ニュ ー タ イプ を 超え る 可能 性 を 秘め た 少年 と 、 自 然 発 
生 し た ニュ ー タ イプ 。 ふた り と の 出会い が 、 カ リス に 自 
ら の 罪 を 背負 っ て 生き る 強 さ を 与え た の だ 。 


戦い の 道具 と し て 利用 され た カリ ス に し て みれ ば 、 
ニュ ー タ イプ を 道具 と 見 な し て 戦争 を 助長 する 新 連 邦 
は 甘受 で き な い も の だ っ た に 違い な い 。 同時 に 、 新 
連邦 と も 宇宙 革命 軍 と も 違う 道 を 模索 する ガロ ー ド た 
ち が 、 カ リス に と っ て は 希望 その も の だ っ た の だ ろう 。 
それ を 守る た め な ら ば 、 カ リス は 戦う こと を 忠 路 し な か っ 
た 。 反 政府 組織 の 中 核 と し て 、 カ リス は 窮地 に 陥っ 
た フリ ー デ ン の クル ー を 助け た の だ っ た 。 


々 の 数 だ け あ る の か も し れ ま せん ね 


新 連 邦 軍 と 宇宙 革命 軍 が 激しい 武力 衝突 を 繰り 
広げ る 中 、 カリ ス は ガロ ー ド た ちと 共に D.O.M.E に 接 
触 す る た め 月 に 向かっ た 。 最後 の 戦い を 前 に し て 
リス は 戦い が 終わ っ た ら ど うす る の か と ガロ ー ド と ティ 
ファ に 問う 。 その 問い に 対し て 、 色 々 な 体験 を し て 自 
分 が どん な 未来 を 求め て いる の か を 考え た いと 答え る 
ガロ ー ド 。 その 想い を 受け 止め た カリ ス は 、 自 分 に 言 
い 聞 か せる よう に 咳 く の た 


MORE INFO! 
カリ ス が 内 包 し た 強 さと 弱 さ 


か つて の カリ ス は 人 工 ニ ュー タイ ブ と し て 旋 を 振る う . 
こと で 、 人 々 が 幸せ に 生き られ る 未来 を 目指 し た 。 一 
方 で ー タ イプ と し て 垣間見 た 未来 と 現実 の ギャ ッ 
プ に 苦し お ジ ャ ミル の よう な 者 と 出会い 、 そ の 意味 を 
考え て いく 。 ガロ ー ド へ の 問い は 、 そう し た 想い の 表れ 
だ っ た の だ そし て 、 ガ ロー ド の 言葉 は カリ ス に 未 
来 と いう も の が 持つ 可能 性 を 感じ させ 、 ひ と つの 答え 
へ と 導い た の で ある 。 


カリ ス も 自分 自身 の 
の か も し れ な い 
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PERSONAL PROFILE OND IE RA TIF m02 sm27I 
ヴェ イガ ン の 人 々 ① 


( ザ ナ ル ド プ ゴ ド ム グラ ッ ト プ デモ ン ) 8 5 | 
Vagan Force (Zanald /Godom /Glatt /Deymon) る 


野望 抱く イ ゼ ル カ ント の 側近 と 
RC * 記 夫 " と 呼ば れ た 3 人 起 


unknown | 


ノー ツ を 攻め る , 


グラ ッ ト オ ッ ト ー 


a 
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機動 戦士 ガン ダム ZZ 


PERSONAL PROFILE 
サラ サ & ラ サラ ・ ム ー ン 謀 = 


Sarasa & Rasara Moon 


ccccRcesrw 人 論 莉 さ の 本 いな 健 で 
ooo 得 の 要 基 に 議 和 才 し た 少 生 た も 


れ 去 られ 、 閉 鎖 さ れ た 環境 で 独自 の 文化 を 築い た 。 
機械 文明 の 無力 を 説く 「 ヒ カリ の 教え ] と 、 その 教義 
に 従っ て 自然 回 帰 を 選ん だ 「 ヒ カリ 族 ] は 、 ム ー ン ・ 
ムー ン の 特殊 な 環境 が 生ん だ 宇宙 世紀 の 突然 変異 
だ っ た と も 言え る だ ろう 。 そ の ヒカリ 族 の 中 で 、 指 導 
者 的 な 立場 に あっ た 人 物 が 、 サラ サ ・ ム ー ン と ラサ ラ ・ 
ムー ン の ふた り で ある 。 

サラ サ と ラサ ラ は 双子 の 姉妹 で 、U.C.0080 年 代 
末 の ムー ン ・ ム ー ン に 暮らし て いた 、 ヒ カリ 族 
を 東 ね る 教祖 を 務め た 姉 の サラ サ に 対し 、 妹 の ラサ 
ラ は レジ スタ ンス を 率い て ラサ ラ に 反抗 し た 。 ふた り 
の 対立 は 外界 か ら の 来訪 者 に よっ て 加速 し 、 ム ー ン ・ 
ムー ン に 変革 を も た ら す の だ っ た 。 


ヒカリ 疾 の 教 包 と し て 、 

ムー ン ・ ム ー ン の 頂点 

に 立っ て いた サラ サ 。 ヒ 

カリ の 教え を 絶対 と 信 

じ 、 それ を 宇宙 に 広め よ 

ノ 、 うと し た 行為 が 、 混乱 を 
‘ 拓く こと と な る 。 


・ ア ガケ 
わす る う 


に 対 
サ も 
の ち に 制 々 し さ が 消え 、 誰 に 対 し 供 正 し く 接する よう 
に な っ た 。 外 の 世界 を 知り 、 視野 を 広げ て いっ た の だ ろう 


礼 を 働く ジュ ドー に 
\ 張り 手 を 見 箇 


ON | 
a | 


_ 是 3 1 
Py 


マー レト ・ 二 主人 
“pF A 
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と ヒカリ り 診 を 束ね る 者 、 
圭 久 で ある ! 


(tete * ey 
地球 圏 が 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 の 只 中 に あっ た 
U.C.0088、 ムーン ・ ム ー ン の ヒカリ 族 は 二 派 に 割れ て 
いた 。 神官 ロ オ ル と 共に ヒカリ の 教え を 宇宙 に 広め よう 
と し た サラ サ と 、 姉 の 軽 挙 に 反対 する ラサ ラ と の 間 で 、 
対立 が 起こ っ て いた の で ある 。 そん な 中 、 ア ー ガ マ と エ 
ンド ラ が ムー ン ・ ム ー ン を 訪れ る 。 サラ サ は 彼ら を 利用 
し て 外 の 世界 に 出 よう と し 、 一 方 の ラサ ラ は ジュ ドー・ 
アー シタ ら の 力 を 借り て 姉 を 止め よう と し た 。 だ が 、 
り の 詳 い は エゥーゴ と アク シズ の 衝突 を 招き 、 ム - 
ムー ン は 混乱 に 陥る 。 そ れ を 針 め た の は 、 ラ サラ と モン 
ド が 動か し た 御 神 体 キ ャ トル で あっ た 。 ヒカリ 族 の 視野 
の 狭 さと 、 サ ラサ を た きつ けた ロ オ ル を 戒め た ラサ ラ は 、 
姉 と の 和解 を 果たし て アー ガマ を 見 送っ た の だ っ た 。 
その 後 、 外 遊 の 機会 を 得 て ム ー ン - ムー ン を 出 た 
た り は 、 ジュ ドー た ちと 再会 する 。 だ が 、 ふた り が 身 を 寄 
せ た ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ に は 、 ハ マー ン ・ カ ー ン が 民間 人 
を 装っ て 潜入 し て いた 。 その 悪意 を 感じ 取っ た サラ サ 
は 、 タ イガ ー パ ウム で スタ ン パ ・ ハ ロイ が 起こ し た 騒動 
に 巻き 込ま れ な が ら 、 ジュ ドー に 警告 を 発する 。 それ で も 
な お 深まる ジュ ドー と ハマ ー ン の 確執 に 危機 感 を 強め 、 
ハマ ー ン と の 対話 を 試み る ふた り 。 し か し 、 そ の 途上 で 
スタ ン パ に 襲わ れ 、 モ ンド を 底 っ た ラサ ラ が 語 を 落と す 。 
そし て 、 サ ラサ は ジュ | の 無事 を 折り つつ 、 妹 の 
亡骸 と 共に ムー ン ・ ム ー ン へ と 戻っ た の で ある 。 


ムー ン ・ ム スー ン と タイ ガー パウ ム で の 行動 


アー ガマ が ムー ン ・ ム ー ン に 寄港 し た の は U.C.0088. 
03.25 の こと で 、 エ ンド ラ の 寄港 も それ と ほぼ 同時 だ っ た 。 
当時 の サラ サ は 外 に 出る た め の 宇宙 船 と 、 水 先 寄 内 人 
と な る 救世 主 を 探し て お り 、 そ こ に 彼ら を 抱き 込 も うと し た 
理由 が あっ た 。 一 方 、 ラ サラ は 外 の 世界 に 出る こと で ムー 
ン ・ ム ー ン に 争い が 及ぶ 事態 を 危 慣 し 、 ヒ カリ の 教え を 
過剰 に 信じ る 姉 と ヒカリ 族 に 対し 、 キャ トル を 動か すこ と で 
過ち を 正 そ うと し た 。 ムー ン ・ ム ー ン で 起こ っ た 騒動 の 背 
景 に は 、 そう し た 姉妹 の 対立 が あ . 

また 、 サイ ド 3 宙 域 を 外遊 中 に ジュ ドー た ちと 再会 し た 
サラ サ は 、 ハマ ー ン の 悪意 を 見 抜い て ヒカリ の 教え を 説 
く 一 方 、 ジ ュ ドー に は 彼女 の 悪意 の 渦 に 呑ま れ な いよ 
う 忠 人 告 し て いる 。 また 、 ふた り の 存在 が ハマ ー ン の 流動 
ー た ち を 守っ て いた と 考え られ る が 、 そ れ ゆ え 
に ラサ ラ は 疲弊 し 、 命 を 落と す 遠因 と も な っ た 。 


ヒカリ 族 の 少女 た ち が 秘 め た 力 


前 述 し た よう に 、 サ ラサ は ハマ ー ン の 内 面 を 感じ 取る 
力 を 示し て お り 、 変 装 し た 彼女 の 正体 を 知ら な い 状 能 
で 「 す べ て の 悪し きも の の 根源 ] と 評 し て いる 。 それ が 
ニュ ー タ イプ と 同質 の 力 だ っ た か どう か は 定か で な い が 、 
サラ サ の 指摘 が 正 針 を 射 て いた こと は 確か で ある 。 ラサ 
ラ は 姉 の よう な 明確 な 力 を 持っ て は いな か っ た が 、 ハ マー 
ン の 波動 に 影響 を 受け る 感受 性 の 強 さ は あっ た よう だ 。 


上 カリ 旅 の 民 を 前 に 自ら の 考え を 語る フサ ラ ( 友 ) と 対話 する サ 
ラサ ( 右 )。 能力 の 有無 は あれ ど 、 ふた り と も 双 明 な 少女 だ っ た 。 


A サラ サー ムーン 


MORE INFO ! ヒカリ 族 の 人 々 


ヒカリ 族 は 徹底 し た 独立 主義 を 綱 き 、 独 自 の 文化 が 根付 
いた ムー ン ・ ム ー ン で の どか な 暮らし を 営ん で いた 。 機械 を 捨 
て た こと で 文明 レベ ル は 後退 し て いた が 、 地球 国 の 争乱 と は 
言え る 。 し か し 、 最 長老 の ロ オ 
満 を 抱き 、 サ ラサ を 利用 し て 


ン パ の 内 面 を 見 抜き 
替え る よう 略 


硬 ロ オル さ 


作 問 か ら 恋 れ 5 れ て いく こと に 
下 究 感 を 覚え 、 サ ラサ を 教祖 
に 仕立 て 上 げた 張本人 


は 、 サ ラサ ト > の 
民 を 託し 、 モ ンド の 胸 の 中 で 息 
を 引き 取る の 


導い る と 語る 
その 試 線 
る よう 祈り な が 5 
て いっ 


ムー ン の 戦士 
栓 と 鐘 、 盾 で 計 甘 し た ヒカリ 施 
比べ て 大 き な 権 
世 を 持っ て いた 


の 戦士 民 ! 
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PERSONAL PROFILE RS (E02 sm0A 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 乗員 ① 半生 = 人 


上 


NAHEL ARGAMA's Crew mr 


陰謀 の 渦中 で 能 を 取っ た ーー 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 艦長 と 副長 


「 ハ マー ン 戦 争 ] の の ち に ロン ド ・ ベ ル 隊 へ と 配備 
され た ネエ ル ・ ア ー ガ マ は 、 特殊 な 成り 立ち か ら 単 艦 
で 軍用 され 、 そ れ ゆ え に 「 ラ ブラ ス の 箱 」 を 巡る パワ ー 
ゲー ム に 利用 され る こと と な っ た 。 だ が 、 そ の 艦 に 身 
を 置い た 者 た ち は 、 油 巻く 陰謀 に 翻弄 され な が ら も 、 
自分 た ち が 為 すべ きこ と を 模索 し た 。 オッ トー・ ミ タス 
と レイ アム ・ ボ ポー リン ネ ア は 、 そう し た ネェ ル ・ ア ー ガ 
マ の 乗員 だ っ た 。 

オッ トー と レイ アム は 、U.C.0096 当 時 に ロン ド ・ 
所 属し た 地球 連邦 軍人 で あり 、 そ れ ぞ れ 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 艦長 と 副長 を 務め た 人 物 だ っ た 。 
ふた り は 「 箱 】 確保 の 任務 を 帯び た ネェ ル ・ ア ー ガ 
マ の 指揮 を 執り 、 ビ スト 財団 と 共謀 し た 地球 連邦 軍 
上 層 部 と ネオ ・ ジ オン 残党 軍 「 袖 付き 』 の 争い に 巻 
き 込 まれ て いく 。 その 戦い の 中 で 、 
て の 責任 感 と 覚悟 を 試さ れ 、 自 分 
定め た 道 を 歩ん で いっ た の で ある 。 


吾 秋 され な が ら 、 牙 
ジ の) 


を 守っ た 。 


板挟み り 
か 


4 
オ 
Wy 
ト 
| 

ダグ 
ス 


NY ニー 第 ・ ト NN へ で 4A 


関連 ファ イル 


械 
よる 「 箱 」 
連 孝 重 と AE 


生生 を 到 っ た 


PERSONAL PROFILE 
オッ ドー ミタ 


レイ 7 へ ドニ リン シイ リィ 


介 単 能 で の パラ オ 攻 撃 を 
命じ 5 れ 、 エ レベ ペーター 
衝 っ て 慣 り を 録 わ に 
する オッ トー。 レ イア ム は 
その 壮 を 目 に する が 、 
彼 の 移 中 を 気 中 っ で 何 


ガラ ン シ ェ ー ル の 回 邊 

作戦 で 、 ネ ェ ル ・ ア ー ガ 

マ を 包む サイ コ ・ フ ィ ー 
す 


MORE INFO! 


地球 園 最大 の 複合 企業 体 で ある アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニ 
深く 関わ っ て いた 。 UC.0096 


『 箱 」 を 巡る 作戦 に 投入 され た ネェ ル ・ ア ー ガ 
こ は 、AE の 幹部 で ビス ト 財 団 の 一 員 で も ある アル ベル ト ・ 
ビス ト が 乗り 込み 、 様 々 な 事柄 に 介入 し た 。 それ ら は 、 ビ スト 
財団 と 地球 連邦 政府 の 共生 関係 を 物語 る 事実 で あり 、「 ラ ブ 
ラス の 釘 事件 の 根底 に あ . テ 
た と 言え る 。 一 連 の 事件 に お いて 、AE は その 窓口 と な っ た の 
で ある 。 


カー ディ アス 亡き 後 の ビ スト 
財団 を 取り 仕切 っ た マ 

サ 。 地球 連邦 政府 の ロー 
ナン ・ マ ー セ ナス と 共 請 し て 
「 親 」 を 人 る 争乱 の 裏 で 権 
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ア ・ ジ ン ネ マン と は 、 埋 
い の 中 で 友 陵 を 深め て 


アル ベル ト ・ ビ スト 
ビス ト 財団 当 ま カー ディ ア 
<・ ビ スト の 息子 ( 

AE の 幹部 を 務め : 
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機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 


Es 
あの 


失 面 に 素顔 を 隙 し た 


そん な ザマ で は デ 


シュ バル ツ ・ 


[人 neD2 sr OD 
ブル ー ダ ー 編 


: 体 不明 の 武闘 家 の 、 
ドモ ン の 成長 に 懸け た 強い 想い 


ネオ シン ジュ ク 


“ビル ガン ダム を 倒す どこ ろか 、 


Case of Schwarz Bruder 


導 面 を 被っ た 神出鬼没 の 武闘 家 は 、「 明 鏡 止 水 ] の 境地 を 授け る べく 
ドモ ン を 見 守り 続け た 


お まえ の 師匠 、 マ スタ ー・ ア ジア に 勝つ こと すら 夢 の ま た 夢 ! 狂 


ネオ ジャ パン 代表 の ガン ダム ファ イタ ー、 ドモ ン ・ カ ッ 
シュ は 、 行 方 不明 に な っ た 兄 キ ョ ウジ ・ カ ッシュ を 探し 
て 第 13 回 ガン ダム ファ イト に 参加 し た 。 地球 各地 で 
様々 な 武闘 家 と 相対 し た の ち 、 か つて ネオ ジャ パン の 
管轄 下 に あっ た ネ ュ ク に 辿り 着い た 彼 は 、 悪 
魔 の 機体 デビ ル ガ ン ダム と 遭遇 する 。 さら に 、 デ ビル 
ガン ダム を 操っ て いる の が 師匠 で ある マス ター・ ア ジ 
ア で ある こと が 発覚 。 師匠 の 裏切り に 楊 然 と し 、 究 


心 の な い 拳 は た だ 破壊 を 生む の み 。 
だ が その 力も 使い 方 次 第 で は 素晴らし いも の に な る 一 一 


バル ツ は ドモ ン の 動向 を 見 守る べく 、 彼 が 特訓 
れ た ギア ナ 高 地 に 出向 く 。 シュ パル ツ は 、 ド モン 
が デビ ル ガ ン ダム と マス ター を 打倒 する た め に は 、 精 
神 面 で の 成長 が 必須 だ と 考え て いた 。 だ が 、 ド モン 自 
身 は 成長 へ の 突破 口 を 開 < と と が で きず 、 も が き 若 し 
む 。 また 、 現地 で は 、 ドモ ン の みな ら ず 、 デ ビル ガン ダ 
ム と の 接触 以降 、 ス ラン プ に 陥っ て いた チ ボ デ ー・ ク 
ロケ ッ ト や サイ ・ サ イシ ー と いっ た ライ バル た ち も 修 行 


地 に 陥っ た ドモ ン の 前 に 姿 を 現し た 男 一 一 それ が ネ 
オド イツ 代表 の 艇 面 ガ ンダ ム フ ァ イ ター、 シ ュ バ ルツ ・ 
ブル ー ダ ー で あっ た 。 ゲ ルマン 忍術 を 会 得 し て いた 彼 
は 、 マ スタ ー と も 互角 に ファ イト を 繰り 広げ る ほど の 実 
力 を 発揮 し 、 デ ビル ガン ダム を 撤退 させ る 。 その 後 も 、 
シュ バル ツ は ドモ ン の 動向 を 見 守る 。 起り に 任せ 、 戦 
略 も な く マ スタ ー と デビ ル ガ ン ダム を 追撃 する ドモ ン を 
制止 する だ け で な く 、 時 に は 一 喝 を 与え た の だ っ た 。 


を 行っ て いた 。 その ひと り で ある フラ ンス 代表 の 武闘 
家 ジ ョ ル ジ ュ ・ ド ・ サ ンド は 、DG (デビ ル ガ ン ダム ) 細 
胞 に 感染 し た ジャ ン ・ ビ エー ル ・ ミ ラボ ー と 拳 を 合わ 
せ て いた 。 現場 に 居合 わせ た ドモ ン と シュ バル ツ は 、 
DG 細 胞 の 恐怖 を 己 の 拳 で 振り 払い 、 ス ラン プ を 克服 
し た ジョ ル ジ ュ の 姿 を 目撃 する 。 そし て シュ バル ツ は 、 
起り や 恐怖 に 囚われ な い ジ ョ ル ジ ュ の 戦い に こそ て 成 
長 の ヒン ト が ある と ドモ ン に 説く の だ っ た 。 


機動 起 財 伝 G ガ ンダ ム 


だ か まり や 、 や まし さき の な い 澄 ん だ 心 。 それ が 明鏡 止 水 。 


それ が 人 に 選 を 越え た 力 を 持た せる こと が で きる 


ドモ ン ! 


ドモ ン を 助け る た め に そ 


それ は 衝 面 の 下 
に 答 


ジョ ル ジ ュ や チ ボ デ ー た ち が ス ラン プ を 克服 し て い 
く 中 、 ド モン は い 
た 。 ネオ ホン コン で 行わ れる 決勝 大 会 へ の タイ ムリ 
ト も 3 日 後に 迫る 中 、 シ ュ バ ルツ は 自ら が ドモ ント 
塞 か る こと を 決意 。 愛 機 ガ ンダ ムシ ュ ビ ピー ゲ ル で ドモ ン 
を 襲撃 し た の で ある s。 修行 を 完成 させ る こと が で き な 
っ た と 感じ 、 失意 の うち に あっ た ドモ ン は この ファ イト 
を 断 ろ うと し た が 、 シュ バル ツ は 強引 に ファ イト を 挑む 。 


思い 出せ っ ! あの と き を …… 
あの 洞窟 で の 一 瞬 を … 


シュ バル ツ の 導き に よっ て 、 ド モン は 一 瞬 で ある が 
明鏡 止 水 の 境地 に 達する 。 だ が 、 直 後に マス ター と 
デビ ル ガ ン ダム に 興 撃 を 受け た ドモ ン は 、 厳 し い 戦い 
を 強い られ る 。 マス ター の 挑発 的 な と 、 デ ビル ガ 
ンダ ム の 生体 ユニ ッ ト と な っ た キョ ウジ の 姿 に 再び 心 
を 乱 さ れ た ドモ ン は 、 末 り に 任せ た 攻撃 に 出 て し まう 。 
シュ バル ツ は 幾度 も 自制 を 促す も 、 そ れ を 聞き 入れ る 
余 容 は ドモ ン に な か っ た 。 マス ター の 思う 恵 と な る ドモ 


ネオ ホン コン 


明鏡 止 水 の 一 瞳 を !! 


狭い 天道 の 中 で 変幻 自在 な 動き を 見 せ 、 ド モン を 追 
( め る シュ バル ツ 。 そし て シュ ピー 4 ド で 彼 
に 斬り 掛か る が 、 ド モン が 修行 
の 刀 が 和 脅 威力 を 発揮 し 、 ブレ ー ド を 食い 止め た の で 
ある 。 怒り や 憎しみ を 超越 し 、 浴 ん だ 心 で し か 生ま れ 
な い [明鏡 止 水 ] の 境地 一 一 ドモ ン は シュ バル ツ の 
強引 な 攻め に 応じ た こと で 、 初 め て その 境地 に 達し た 
の だ っ た 。 


ン に 対し 、 一 時 は 見 捨て る 覚悟 も 見 せ た シ ュ バ ルツ 。 
だ が 、 マ スタ ー の 猛攻 に よっ て 窮地 に 立た され た ドモ 
ン を 見 る と . NEA SG 
の だ - バル ツ の 決死 の 行動 に 心 を 動か さ 
ドモ ン は 、 再 び 明 鏡 止 水 の 境 地 に 達し 、 条 機 シャ イ 
ニン グ ガ ンダ ム の 真 の スー パー モー ド を つい に 発動 さ 
せる 。 シュ バル ツ は 瀬 死 の 状態 に な りな が ら も 、 ド モ 
ン の 成長 を 喜ん だ の で ある 。 


95 ちの は 較 も ST 
そし て 聞こ える だ ろう 。 お まえ を 応援 する 友 の 声 が 
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、 ガ ンダ ム フ ァ イト の 決勝 大 会 が 開催 され る ネオ ホ 
EE 彼 は 決勝 大 会 に お いて も 、 
ドモ ン や その 仲間 た ちの ファ イト を 影 か ら 見 守る 。 シュ 
バル ツ 自 身 も バイ キン グ ガ ンダ ム を 下す な ど 、 決 勝 大 
会 を 無敗 で 勝ち 進ん を で いた 。 そし て つい に 、 シ ュ バ ル 
ツ に は ドモ ン と の 直接 対決 が セッ ト さ れる 。 し か も ファ 
イト は 、 完全 決着 必至 の 電流 爆破 金網 時 限 デス マッ 


チ で 行わ れる こと と な っ た 。 シュ バル ツ は 当初 、 必 
殺 技 「 シ ュ ト ゥ ルム ・ ウ ント ・ ド ラン ク 」 を 繰り 出し て ド 
モン を 翻 弄 する な ど 優位 に ファ イト を 進め る 。 一 方 で 
シュ パル ツ は 、 敵 で ある ドモ ン に 対し 、 彼 を 鼓舞 する 
言葉 を 投げ 掛け て いた 。 ファ イト を 支え て いた レイ ン ・ 
ミカ ムラ を は じ め 、 ド モン を 信頼 する 仲間 が た くさ ん い 
こ 耳 を 傾け 、 それ を エネ ルギー に する 
こと が 武闘 家 の 定め だ と 説い た の だ っ た 。 


シュ バル ツ の 正体 は 、 ド モン の 兄 キ ョ ウジ の 魂 が 
宿っ た クロ ー ン 生命 体 で あり 、DG 細 胞 を その 動力 源 
と し て いた 。 彼 は 本 物 の シュ バル ツ が デビ ル ガ ン ダム 
に 敗れ た 際 に 入れ 替わる 形 で 誕生 し 、 ネ オシ ン 
で の 戦い か ら ド モン を 見 守っ て いた の で ある 。 ドモ ン と 
RI RE 

、 決 勝 パ トル ロイ ヤル が 行わ れ て いた ラン タオ 島 
本 そこ で マス ター と ドモ ン の 戦い に 介入 し た シュ 


め る に は 、 生 体 ユ ニッ ト と な っ て い 

さ ね ば な ら な いと 覚悟 を 決め る 。 シュ バ 

に 対し 、 自 身 と 共に キョ ウジ を 討つ よう に 告げ る 。 兄 
の 命 を 奪う こと に な る た め ド モン は それ を 拒絶 する が 、 
シュ バル ツ の 決意 が 揺らぐ こと は な か っ た 。 a 
ドモ ン か ら 「 石 破 天 苔 拳 ] を 受け た シュ バル ツ は 、 

愛 の 弟 に 感謝 の 意 を 示し な が ら 絶命 る する の だ っ た 。 


g 者 通 . サ ン ラ イズ 150-16 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


PERSONAL PROFILE a mE02 ml 
ヒル デ ・ シ ュ バ イカ ー 二 le 


階級 特 士 ご 


品 ロ 出身 コロ ニー 
Hirde Schbeiker 代 馬 MS の 所 


力 すら 装備 で き な か っ た コロ ニー の 人 々 に 
0Z の 存在 は 釣 力 的 に 映っ た の で ぁ る , 


07-06MS 
リー オー 
0Z が 主力 機 と し て 一 用 し て 
いた 汎用 MS。 地上 用 / 宇 
宣 用 を 含め 宰 数 の パリ エ 


さ ず 


利用 きれ 


ク ョ ン が 存在 し 、 宇宙 用 で 
専用 の バッ ク バッ ク が 装備 
れ た 


か ら 地 球 へ と 
降下 し た ガン ダム デス サイ ズ 
の パイ ロッ ト 。 ヒル デ と は 敵 と 

う も 、 の ち に 友好 を 


売 め 、 パ な っ た 
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新 機動 


PERSD 


ダム W 


NAL PROFILE FW nD2 sr Tn 


中野 アー ォ と か ん だ 木 


だ が 、ND (モビ N 
ル ) の 追撃 を 受け た た め 、 2 TEVE WARS マリ ー メ イア の 反乱 」 終結 後 も 、 ヒル デ は デュ オ 
デュ オ の 援護 を 受け た 7 ト と 共に 行動 し 、 ふた り て 屋 を 幼 り 感 り し 


大 肌 な 行動 カ 


0Z の コロ ニー へ の 浸透 


コロ ニー 市 民 


これ まで 自衛 戦力 の 保有 すら 許さ れ な か っ 


ツバ ロフ 
に と っ て 、 臣 力 を 供与 する と の OZ の 申し 出 は 昨 っ て も な い 機 kd 
ヽ 0Z 月 本 基地 の 司令 官 。 
会 で あっ た 。 0Z か ら 武 器 の 供与 を 受け る 一 方 で 、 コ ロ ried 
国家 群 は 市 民 か ら 志 願 兵 と いう 形 で 戦力 を 提供 する 構造 と 発 を 手 風 け て いた 。 0Z 
な り 、 両 者 の 関係 は 急速 に 接近 し て いっ た の で ある 。 だ が の 宇宙 へ の 勢力 拡大 を 


機 に その 発言 を 増し 


それ は 結果 的 に 0Z の 勢力 拡大 と 同義 で 


OZ 代表 と し て コロ ニー 国 宮 妖 と の 交渉 を 行っ 


0Z は コロ ニー 国 寄 群 に 起 供 必 を 途 め る 傍ら 、 無 人 MS で ある MD て いた 女性 。 音 段 導 本 な 指 近 官 で あっ た 
の 開発 と 導入 を 進め 、 着実 に 軍備 の 増強 を 図っ て いた が 、 可 女 を 演じ て コロ ニー 側 を 慎 示 し た 
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PERSONAL PROFILE 。 i mE02 se 24s 
ゼ ハ ー ト ・ ガ レッ ト ーー 


放 雪 一 一 
Zeheart Galette 


szzo 陸 = 弄 球 奪 選 を 託さ れ て 戦い 続け た 
ヴェ イ ガン の 指揮 家 


MS 操縦 、 部 隊 指 揮 


指揮 専用 の 実験 機 を ぜ 
上 用 に 改修 し た 機体 。 X 
ス 


ガン ダム レギ ルス 

南 雅 し た ガン ダム AGE-3 の 
デー タ を 基 に . EXA-DB の 
共 術 を 加え て 生み 出さ れ た 
ヴェ イガ ン 製 ガン ダム 。 イセ 
ルカ ント が 乗 機 と し た 後 、 ゼ 
ハー ト へ と 受け 継が れ た 


AGE-01-17 革 
AGE 01.1 
AGEO119 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


ERSONAL PROFILE (M6E) m02 wm2B 


全権 を 放さ れ た 
れ た 指揮 杖 を 備え てい 
G ルス ー ツ の 各部 形 


の 計画 を 成 紅 す 
自 衝 を 抑制 する 
た よ 


DE sms 151-14 


151-15 


機動 戦士 ガン ダム 第 DBMS 小 隊 


PERSONAL PROFILE フラ ナガ ン 機 関 の 子 供 た ち 


フラ ナガ ン 機 関 の 子 供 た ち 壮 == 


Children of FLANAGAN Labo. 


フラ ナガ ン 機 関 か ら 解 放さ れ 
新た な 人 生 を 得 た 子供 た ち 


ジオ ン 公 国 で は 一 年 戦争 以前 か ら ニ ュー タイ プ の 


x ニュ ー タ イプ お よび 
強化 人 間 研究 の 基礎 が 築 か れ た 。 同機 関 で は 年 
少 者 を も 実験 体 と し 、 戦争 末期 、 その 一 部 は 半 は 放 
乗 さ れる よう に し て アジ ア 地 区 へ と 逃げ 延び た 。 自 
分 た ちの 身 は 自分 た ち で 守る ほか な く な っ た 子供 た ち 
戦後 も 保護 され る こと な く 独 力 で 生き 続け て い 
・ ア マダ と の 次 いで ミケ ル ・ ニ ノ 
リッ チ と キキ ・ ロ ジー タ の 来訪 に より 、 よ う や く 新しい 
人 生 を 歩み 始め る こと と な っ た 


えて は いな か 


フラ ナガ ン 機 関 に 送り 入 ま れ た ち は デ ー タ を 消 
され 、 名 前 も な く 、 た だ 番号 で 呼ば れ て いた は 第 
08MS 小 隊長 の シロ ー・ ア マダ か ら 生 きる 知恵 と 「 名 前 ] を 
与え られ 、 徐々 に 人 間 ら し さ を 取 り 戻し て いっ た の で ある 


「 名 前 ] が 穴 わ れる こと を 恐れ 
徳 


滴 し < 


コム サイ 


公国 軍 の ムサイ 引 電 人 洋 和 
牙 首 下部 に 搭載 され た 大 所 


関連 ファ イル 
宇宙 世 引 の 先取 者 


地球 較 孝 軍 禁 東方 面 軍 機 
械 化 混 成 大 隊 の 第 08 小 隊 
公国 軍 バイ 


ハリ ンド 
、 戦争 導 


だ た に だ | 


に | 


自身 も まだ 子供 な が ら 、 シ ロー は 仲間 た ち を 守り 、 シ 
ロー・ ア マダ か ら も ら っ た 「 名 前 」 を 守る た め に 戦う こと も 
床 わ な し か し 、 実 験 体 順 の 記憶 は 、 彼 の 
心 に 決し て 小さ く は な い 傷 跡 を 残し て いた よう で ある 。 


研究 所 で の シロ ー は 「1013」 と い 
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その 窒 黙 な 表情 か ら 、 大 人 の 手 は 借り な いと いう 意 
志 を 浴 ま せ て いる サン ダー ス 。 子供 た ち を 守る た め シ 
ロー の 片腕 と し て 戦い 、 自 分 た ちの テリ トリ ー に 無断 侵 
入 し た ミケ ル ・ ニ ノリ ッ チ た ち を いち 早く 取り 押さ えた 


倒す な ど 、 寄 黙 な が 
動 カ の 持ち 主 で も ある 。 


極端 
ス の 姿 を 遠 差 き に し て 見 て いる こと が 多 か 


ほ ロ で 内 気 な エレ ドア は 、 シ ロー や サン ダー 
た 。 し か し . 


っ た と いう わけ で は な く 、 言 葉 に 出す 区 に a 3 
必要 が な い ほ ど に 心 が 通 じ 合っ て いた の か も し れ な い 。 ai 


芋 


子供 た ちの テリ トリ ー に 進入 し 、 
擁 えら れ た ミケ ル と キキ 。 そん な 
笛 ら を 見 る 子供 た ちの 表情 は 
その 年 鉛 に そく わ ず 司 情 に ミレ 
いも の で あっ た 


実 馬 体 と し て 大 人 の 剖 合 


MORE INFO! 


フラ ナガ ン 機関 の 子供 た ち に は 、 も う ひ と 
「 ア イナ 」 と 名 付け ら 
全身 に 酷い 火傷 を 負っ て 


子供 た ちの 中 で 最 年 少 で ある キキ も また 、 幼 い 
も 研究 所 の 実験 体 で あっ た よう だ 
か 他 の 子供 た ちよ り も 早い 段階 で キキ 
を 示し 、 打ち 解け た あと は 年 相応 の 子供 らし さ を 見 せ た 。 と いう キ その間 い 掛り に 対し 
PP れ ぞ それ 「 親 友 」「 兄 妹 」「 仲 間 」 と 返 | 


涙 を 見 せる 者 は いな か っ た 。 そし て 「 伺 


ちの 中 で 永遠 に 生き 続け る ] と 答え た の で あ 
る 。 ニュ ー タ イプ と し て の 能力 を 実験 的 に 高 
アイ ナ の 意識 は 
在 る も の な の か も し れ な い 、 


還 9 ライ テ 151-16 


機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 


PERSONAL PROFILE Ne [WW mr02 
ミラ イ ・ ノ アノ チェ ー ミ ンー ノア 貴一 図 


出身 ミ | 


Mirai Noa & Cheimin Noa 拓 - | 


宇宙 に 旅立つ 家族 を 見 送り 
地球 か ら そ の 無事 を 祈っ た 母子 
重力 に 6 引か れる 


ノア は 久生 の 最 中 
上 が た 。 し か し 、 そ の 願い は 叶わ ず 、 ミ ライ は 
娘 チ ェ ー ミ ン ・ ノ ア と 共に 、 夫 と 息子 の 戦い を 地上 か 
ら 見 守る こと ! た の で ある 
一 年 戦争 で ホワ イト ベー ス の クル ー を 務め 、 戦 後 
に ブラ イト ・ ノ ア と 結婚 し た ミラ イ は 、 以来 地球 で 募 
ら す こと を 強い られ て きた 。 その 状況 は グリ プス 戦役 
一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 を 経て も 変わ ら ず 、 ミ ライ 
を 避け な が ら ハ サウ ェ イ と チェ ー ミ ン の 兄妹 を 
『、「 シ ャ ア の 反乱 ] が ミラ イ た ち に 宇宙 
へ と 上 が る 機会 を も た ら うす こと と な る 。 ミラ イ は 宇宙 を 
経験 する チャ ンス を 息子 ハサウェイ の 将来 の た め に 


ライ ト と / 
戦い を 地 


ミラ イ は 一 年 戦争 を 潜り 
降 の 動乱 
う 危機 に 晒さ れ な が ら 、 ふ た RE 
か っ た の は 、 そ うし た 下地 ゆえ だ っ た の だ ろう 


NL A 


NN VH A 


関連 ファ イ ル 
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シャ ア ・ ア ズ ナ ブル が ネオ ・ ジ オン を 再興 し 、 地 球 連 
邦 政 府 と の 戦 着 に 踏み 切っ た U.C.0093、 ミ ライ は 政 
府 高宮 ジョ ン ・ バ パウ アー の 計ら いで ホン コン か ら 宇 宙 に 
上 が る シャ トル の 航空 巻 を 手 に 入れ た 。 だ イ 
が 座る は ず の シャ トル の 席 は 、 政 治 特権 で 割り 込ん だ 
参 斉 次 官 ア デ ナ ウ アー・ パ ラ ヤ 親子 に 奪わ れ て し まう 。 
それ で も 、 次 の 機会 が ある か どう か も わか ら な い 状 況 で 、 
残っ た 1 枚 の チケ ッ ト を ハサウェイ に 託す ミラ イ 。 宇宙 と 
いう 環境 を 実体 験 する こと の 意味 を 知っ て いれ ば こそ 、 
ミラ イ は ハサウェイ を 宇宙 に 送り 出 そ う と し た の で ある 。 
そし て 、 チ ェ ー ミ ン と 共に ハサウェイ を 見 送っ た ミラ テイ は 、 
次 の シャ トル を 待っ て ホン コン に 留まる こと と な る 。 

その 後 、 ネ オ ・ ジ オン の 地球 寒冷 化 作戦 が 現実 の 
も の と な り 始 め る と 、 ミ ライ と チェ ー ミ ン の ふた り は 了 石 
落と し の 標的 と な っ た ホン コン か ら の 脱出 を 図っ た 。 宇 
軍 に 見 送っ た の ち 音 信 が 途絶 えた ハサウェイ を 心配 し 
な が ら も 、 混 乱す る ホン コン を あと に し た ミラ 
中 国 を 目指 す 旅 の 途中 に お いて 太陽 に 映 
の 影 を 目撃 する 。 し か し 、 ミ ライ と チェ ー ミ ン は 悲観 も 疲 
望 も せ ず 、 生 き 延 びる た め に 旅 を 続け た の だ っ た 。 それ 
は 、 宇 宙 で 自分 た ちの 務め を 果たす 家族 と の 絆 を 信じ 
た 、 ミラ イ た ちの 想い の 表れ だ っ た の か も し れ な い 。 


ミラ イ が 見 抜い た 「 シ ャ ア の 反 誠 」 の 本 質 
「 シ ャ ア な ら や る わ 、 母さん も 昔 戦っ た こと が ある か ら 
わか る の 。 地球 の 人 は 荒れ る だ け で し ょ ? シャ ア は 純 
粋 過ぎ る 人 よ 」 一 一 限 石 が 落ち る の か と チェ ー ミ ン に 問 
われ 、 ミ ライ は そう 答え る の だ っ た 。 その 言葉 は 、 変 草 
の 兆し を 見 せな い 人 類 に 対す る 絶望 ゆえ に 、 過 激 な 手 
段 へ と 走っ て し まっ た シャ ア の 内 面 を 正確 に 評 し た も の 
で あっ た 。 一 年 戦争 で 戦っ て 以来 、10 年 以上 も 接点 
の な か っ た シャ ア と いう 男 の 本 質 を 正しく 認識 し て い : 
ライ の 灯 眼 は 、 グ リプ ス 戦 役 期 の ブラ イト を し て 「 ニ ュー 
タイ プ み た いな も の 」 と 言わ し め た 彼女 の 理解 力 が 衰え 
て いな か っ た こと の 表れ で あっ た と 言え る 。 一 方 で 、 ミラ 
イ は 不安 が る チェ ー ミ ン を 気遣い つつ ホン コン か ら の 脱 
出 を 試み 、 引 き 返 サリ スク を 冒し て も 渋滞 を 注 回 する 冷 
静 な 判断 力 を 見 せ た 。 非常 事態 に あっ て も 娘 を 守る 母 

親 の 務め を 、 ミラ イ は し っ か り と 果たし て いた の で ある 。 


MORE INFO! 


ムラ ン は 生き て 終戦 を 迎え 、「 シ 
政府 会 計 監査 局 の 職員 と な っ て ! 
ける 地球 連邦 政府 と ネ ン の 和平 交渉 に 同席 し 、 
オン へ の アク シズ の 譲渡 を 知る こと に な る 。 地球 連邦 政 


元 婚約 者 の 想い と 動向 


府 高官 ほど 楽観 的 で は な か っ た カム ラン は 、 そ れ が 招く 事態 も 誠 


慣 し て ブライ | 


実 を 知ら せ 、 ア クシ ズ の 落下 則 止 に 臣 ん だ ロ 


便通 サンライズ 
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ジュ ンコ ・ ジ ェ ン コ 


Junko Jenko 


PROFILE 


シュ ラク 隊 を 牽引 し た 
リガ が ・ ミ リティ ア の パイ ロッ ト 


U.C.0153 の ザン スカ ー ル 戦争 に お いて リガ ・ ミ リ 
ティ ア が 編制 し た 「 シ ュ ラク 隊 ] は 、 女 性 パイ ロッ ト ば 
か り で 構成 され た MS 部 隊 だ っ た 。 常に 最前 線 に 身 
を 置い て リガ ・ ミ リティ ア の 中 検 戦力 を 担い 、 偽 くも 
激しく 生き た 女性 た ち 。 その 中 心 に いた 人 物 が 、 ジ ュ 
ンコ ・ ジ ェ ン コ で ある 。 

ジュ ンコ は 、 オ リフ ァ ー・ イ ノエ に よっ て ヨー ロッ パ 
各地 か ら 集 め ら れ た パイ ロッ ト の ひと り で 、 初 期 シュ ラ 
ク 隊 の 一 員 と な っ た 女性 だ っ た 。 リガ ・ ミ リティ ア に 
参加 する 以前 の 経歴 は 定か で は な い が 、 一 説 に は 2 
年 ほど ゲリラ の MS 乗り を し て いた と も 言わ れ て いる 。 
また 、 オ リフ ァ ー に スカ ウト され た の ち は 試作 段階 の 
ガン イー ジ の テス ト パ イ ロッ ト を 務め た と され 、 そ の 後 
シュ ラク 隊 に 配属 され て ザン スカ ー ル 戦争 の 最前 線 
に 赴 い た 。 ジュ ンコ は そこ で 、 自 分 た ち を は る か に 上 
回 る 資質 を 秘め た 少年 と 出会い 、 転 機 を 迎え る こと 
と な る の だ っ た 。 


帝国 軍 と の 戦い の 中 で 
パイ ロッ ト の 本 分 を 果 た 
、 リ ガミ リティ ア を 二 


ウッ ソン ・ エ ヴィ ン の 才能 
を 意 く 買い 、 戦 士 と し て 
の 構え を 叩き 込ん だ 。 
同 


シュ ラク 隊 が 運用 し . 

つも 搭乗 し た MS。 リガ 
ティ ア が 独自 に 開 葉 し た 汎 
用 主力 MS で 、 当 時 の 地球 
連邦 軍 が 採用 し て いた 主 
電 を 潜 鎖 する 性 能 を 有する 。 


人 の こと 」 と 避け 流す な ど 、 複雑 な 内 面 を 垣間見 せ た . LM111E03 


あま り に 激しい 戦い 振り を 心 
配 する ウッ ン を 、 ジュ ンコ は 優 
し < 論 す 。 子供 に 気 を 使わ せ 
まい と し た 大 人 の 女性 らし さ 
の 表れ で あっ た と 言え る 


ッ ト で 、 マー ペッ ト の 拉 約 者 
習う より 慣れ ろ る と い 
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ガン ダム 
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UVSY な 
の 』G で AM た 
327955 な US1! 


シュ ラク 隊 の 一 員 と し て ベス パ と の 戦い に 臨ん だ ジュ 
ンコ は 、 攻勢 に 転じ し た リガ ・ ミ リティ ア の 主力 を 担う べく 
カミ オン 隊 に 合流 し た 。 そこ で ジュ ンコ を 迎え 
(ヴィ クト リー) ガン ダム を 駆る ウッ ソ ・ エ ヴ . に 
大 人 顔負け の セン ス を 示す 少年 に 感心 し な が ら も 、 戦 
場 で バイ ロッ ト と し て の 務め を 果たし て い 
が 、 戦い は シュ ラク 隊 の メン バー た ちの 命 を 次 々 と 奪 
い 、 ジ ュ ン コ は 仲間 を 失う 痛み を 味わう こと と な る 。 それ 
で も 、 ジュ ンコ は 戦友 の 死に 報い る た め 、 悲 し み を 心 の 
内 に 仕舞 い 込ん で 戦い 続け た の だ っ た 。 

その 後 、 戦 局 の 推移 に 伴い 、 シュ ラク 隊 は リー ン ホ ー 
ス で 宇宙 に 上 が っ た 。 激 し さ を 増す 戦い の 中 、 ジ ュ ンコ 
ほ は ウッソ に パイ ロッ ト の 心構え と 戦い 方 を 教え 込ん で い 
く 。 ウッ ソ の 可能 性 を 見 込ん だ か ら こ そ 、 未熟 な 少年 を 
導 こ うと し た の だ ろう 。 一 方 で 、 ジュ ンコ 自身 は 死に 意 ぐ 
か の よう に 戦い に 没頭 し て いっ た 。 ウッ ソ の よう な 子供 
に 戦い を 強い る 自分 た ちの 不 甲 斐 な さ が 、 ジ ュ ンコ を 駆 
り 立 て た の か も し れ な い 。 だ が 、 命 を 削る か の よう な 行 
為 は 、 や が て 悲劇 を も た ら す こと に な る 。 ザンスカール 
本 国 へ の 奇襲 作戦 で 負傷 し 、 怪我 を お し て ビッ グ ・ キ ャ 
ノン に 仕掛 けら れ た 爆弾 の 解除 を 読み た ジュ ンコ は 、 
ウッ ソ の 目 の 前 で 爆発 の 中 に 消え て いっ た の で ある 。 


リガ ・ ミ リティ アプ を 支え た 看 戦 
ンコ は 戦力 の 集結 を 呼び 掛け る ジン ・ ジ ャ ハナ 
ム に 応じ 、 ヘ レン - ジャ クン ン ら 初期 シュ ラク 隊 の 5 人 と 
共に 、U.C.0153.04.14 に カミ オン 隊 と 合流 し た 。 そ 
の 後 は 、 隊 長 の オリ ファ ー を 補佐 し つつ ペチ エン か ら 
アー ティ ・ ジ ブラ ル タ ル へ と 転載 を 続け り 、 リ ー ン ホー ス 
に 乗艦 し て 宇宙 に 上 が る こと と な る 。 

宇宙 で は 、 ユ カ ・ マ イラ ス に 助言 を 求め て 不慣れ な 
環境 に 素早 く 対応 し 、 カ イラ スギ リー を 巡る 一 連 の 作戦 
で も り リガ ・ ミ リティ ア の 主力 を 担っ た 。 さら 
ル 帝 国 首都 アメ リア へ の 2 度 に 豆 る 奇 鍵 
部 隊 を 務め た が 、2 度 目 の 作 戦中 に カテ ジ ナ ・ ル ー ス 
の 攻撃 か ら ウ ッ ソ を 底 っ て 條 傷 す る 。 し か し 、 応 急 処置 
を 施し て 再 出 撃 を 強行 し 、 ク ロ ノ クル ・ ア シャ ー が ビッ グ 
キャ ノン に 仕掛 けた 爆弾 を 解除 し よう と し た が 失敗 。 そ 
の 爆発 に 巻き 込ま れ て 戦死 し た の だ っ た 。 


バイ ロッ ト と し て の 優れ た 力量 


初期 シュ ラク 隊 の サブ リー ダー 的 な 役割 を 担っ た ジュ 
ンコ は 、 パ イロ ッ ト と し て の 技量 に 優れ 、 小 隊 を 率い る 
戦闘 指揮 能力 も 備え て いた 。 戦い 方 は 勇猛 果 逆 で 無 
謀 と 評 さ れる こと も あっ た が 、 冷 静 な 判断 力も 持ち 合わ 
せ て お り 、 オリ ファ ー は その 力量 を 高く 買っ て いた 。 た だ 
し 、 冷静 さ を 欠 く こ と も あり 、 オ リフ ァ ー に は それ を 克服 
し な いと 本 物 に は な れ な いと 指摘 され て いた 。 


カミ オン 隊 と の 合流 時に 交戦 し た ゲト ル ・ デ プレ に は 「 自 兵 戦 を 良く 知っ : 
連中 」 と 許さ れ 、 連 携 に 不慣れ な ウッ ソ に 軽い 方 を レク チャ ー し た 。 
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ハイ ラン ド の 保守 要員 。 詩 ご 


Engineers in HIGH-LAND gao aawer 


否応 な く 戦い に 人 巻き 込ま れ た 
太陽 電池 衛星 の 住人 た ち 


U.C.0150 年 代 初頭 、 放 棄 さ れ た も 同然 の 太陽 
電池 衛星 「 ハ イラ ンド ] で は 、 保守 管理 を 任 さ れ た 住 
民 た ち が 自 給 自足 の 生活 を 営ん で いた 。 し か し 、 カ 
イラ ス ・ ギ リー へ の 電力 供給 を 必要 と し た ベス パ ( ザ 
ンス カー ル 帝 国軍 ) に 目 を つけ られ 、 ハ イラ ンド の 住 
民 た ち は 戦 争 に 巻き 込ま れる こと と な る 。 子供 た ち を 
人 質 に 取ら れ な が ら も 、 ウッソ ・ エ ヴィ ン ら の 助け に 
よっ て 辛く も 難 を 逃れ た ハイ ラン ド の 住民 た ち 。 岐路 
に 立た され た 彼ら は 、 我 が 子 や 仲間 た ち を 守る た め 、 
戦場 の 清 ぎ 出す 道 を 選ん だ 。 そし て 、 リガ ・ ミ 
リティ ア に 身 を 投じ て 戦う 子供 た ち を 支え 、 彼 ら が 帰 
る 場所 を 守 ろ うと し た の で ある 。 


装 せ さこ 人 


成り 行き かり 
ア に 協力 する 


ハイ ラン ド の 大 人 た ち は 、 戦い に 身 を 投じ る 我 が 子 を 止 
め よ うと せ ず 、 パ バー ツラ フ も トマ ーシュ が パイ ロッ ト に な る こと 
を 「 や 5 せる し か な い ] と 容認 し た 。 そこ に は 、 厳し い 環境 に 
生き る 者 の 謗 し い 価値 観 が あっ た の か も し れ な い 。 


導 せ パパ ご H ヽ 全 


アイ ネイ アー ス 

ハイ ラン ド の 住民 た ち が 製 作 
ハン ド メ イ ド の 小型 宇宙 
船体 上 部 に 円 盤 状 の 大 


関連 ファ イル 


Vo1.3 
カイ ラス ・ ギ リー 専 取 四 V0304 四 
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バー ツラ フ ・ マ サリ ク と その 妻 は 、 ト マー シュ ・ マ サリ 


ク と カレ ル ・ マ サリ ク の 両親 で 、 バ パー ツラ フ は ハイ ラン ド 
の 住民 た ちの 中 心 的 な 存在 だ っ た 。 公社 か ら の 船 が 
途絶 えて か ら も 1 年 近く ハイ ラン ド を 管理 し て いた が 、 ペ 


スパ の 侵攻 を 受け て 他 の 家族 た ちと 共に 故郷 の サイ ド 
2 に 向かお うと し た 。 し か し 、 状況 は それ を 許さ ず 、 月 に 
脱出 し た の ち ホ ワイ ト ア ー ク で リー ン ホ ー ス Jr. に 合流 す 
る 。 以降 、 リ ガ ・ ミ リティ ア に 協力 し て 地球 に 降り た 夫 


妻 は 、 ベ スパ と の 停戦 後に 仲間 た ちと 共に カサ レ リ ア 
に 向かっ た 。 そし て 、 カ サレ リア で ホワ イト アー 
宇宙 に 上 が る 子供 た ち を 見 送っ た の だ っ た 。 


ク を 降り 、 


が バーツ ラフ は ハイ ラン ド の 
属 で 、 


き 込 まれ る 中 

を 人 迫 ら れる こと も 多 か 

し か し 、 冷 静 な 判断 カ で 促 
を 主導 し た . 


エリ シャ ・ ク ラン スキ ー と マル チ ナ ・ ク ラン スキ ー 姉 妹 
の 両親 で ある クラ ンス キー 夫妻 (夫人 の ファ ー ス ト ネ ー 
ム は ペー ル ) は 、 ハイ ラン ド を 制圧 し た ベス パ に マル チ 
ナ を 人 質 に 取ら れる 不幸 に 見 舞 わ れ た 。 し か し 、 ウ ッ ソ 
た ちの 活躍 に よっ て マル チ ナ た ち は 解 放さ れ 、 戦 火 か 
ら 逃 れる た め に 仲間 た ちと 脱出 た 。 また 、 サ イド 
2 に 向かう 途中 で マル チ ナ が 急性 盲腸 炎 に 後 る と 、 ク 
ラン スキ ー は ザン スカ ー ル 帝国 首都 アメ リア に いる ドク 
ター・ ワ タレ に 診 せ る こと を 提案 し て いる 。 その 後 も ホ 
ワイ ト ア ー ク に 乗艦 し て マサ リク 夫妻 ら と 行動 を 共に し 、 
カサ レ リ ア に 留まっ て 娘 た ちの 帰り を 待っ た 。 


病 に 倒れ た マル チ ナ を 救う 
に 、 ザ ンス カー ル 帝 国 


る クラ ンス キー。 
危険 を 置 す 親 と し て の 意志 
の 強 き を 見 せ た 


イエ リネ ス 夫 妻 は マサ リク 、 ク ラン スキ ー 夫 妻 と 共に 
ハイ ラン ド の 保守 要員 を 務め た 家族 で 、 ソ フィ ア ・ イ エ 
リネ ス と ブラ スタ ・ イ エリ ネス の 両親 だ っ た 。 他 の 家族 
た ちと 同様 、 ブ ラス タ を ベス パ の 人 質 に 取ら れ 、 ウ ッ ソ 
た ちの 助け を 機 に ハイ ラン ド か ら 脱出 する こと と な る 。 ソ 
フィ ア と ブラ スタ が 幼かっ た こと も あっ て 、 3 家族 の 中 で 
唯一 子供 た ちと 常に 一 緒 に いた が 、 月 へ の 脱出 後 も 
仲間 た ちと 共に リガ ティ ア に 身 を 寄せ た 。 また 
ワイ ト ア ー ク で は 弾薬 の 管理 な ど を 担当 し て パー ツラ フ 
を 補佐 し 、 カ サレ リア へ の 道中 の 戦い を 支え た 。 その 
後 は 、 子供 た ちと 共に カサ レ リ ア に 残っ た 。 


イト アー ク の 秦 手 を 担当 
する イエ リネ ス 。 カ サレ リア 

を 降り る まで は 、 ヴ ォ レ 
ンー トレ イス と 共に ミサ イル 
の 財 撃 管制 を 担っ て 戦 
と が 多かっ た 


へ バー ツラ フ ・ マ サリ ク 


2 


^ マサ リク 夫人 


^ イエ リネ ス 


Do を 2 


ひと り に させ よう と す 
人 ララ ひと り の 親 と し 


MORE INFO! 


UC.0153.05.28、 ザン スカ ー ル 軍手 府 の 
間 に 休 戦 協定 が 締結 され た こと で 、 
的 に 戦 開 行 動 を 停止 し た 。 その 間 に た ち は ホ ワイ ト 
アー ク で 大 西洋 を 横断 し て ポイ ント ・ カ サレ リア に 里帰り し 、 
ハイ ラン ド の 家族 た ち も そ れ に 同行 し た 。 道中 で 休戦 協定 に 
痛い た ドゥ カー・ イ ク や マチ ス ・ ワ ー カ ー ら の 興 撃 を 受け な が 
ら も 、 カ サレ リア に 辿り 汗 い た バー ツラ フ た ち は 、 そ の 豊か な 
感銘 を 受け る 。 そし て 、 と ある 漠 畔 に 空き 家 を 見 つけ 
た 3 家族 は 、 揃 っ て カサ レ リ ア へ の 定住 を 決め 、 載 い を 続け 
る マサ リク 兄弟 と クラ ンス キー 姉妹 を 送り 出し た 。 その 後 、 戦 
争 の 終結 と 共に カサ レ リ ア に 戻っ た 子供 た ち を 迎え 、 カ サレ 
リア で の 3 家族 の 新た な 生活 が 始ま っ た の で ある 。 


ー せ AAMMINA 


ー> 4 


ー せ XNMN 


ベス パ の 下 存 各 隊 に 襲わ れ な が ら ホワ イ 
ト ア ー ク で カサ レ リ ア を 目指 し た が 、 慣 れ 
な い 地球 の 環境 に 戸 若 う こと も 。 


フ た ち 。 部 味方 の 分 け 隔て な く 、 
自社 者 を 訓 っ た 」 


子供 た ちと の 別れ 
に も 悲し み を 見 せ ず 。 無理 は す 
る な と 激励 し て 送り出し た 。 | 
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ES 
あの 


家族 を 敷 え な か っ た 少年 が 選ん だ 
カ べ の 欲求 新た な 戦い ペ の 参加 


また 戦 が し た い の か 1 ! 
あん た た ち は !! 


C.E.73ーー プ ラン ト 側 の 軍事 組織 ザフト と 地球 連 
合 軍 は 、 軍 縮 条 約 「 に 則っ て 軍備 の 
削減 に 努め て いた か 
に 違反 し な い 形 で の 新型 機 の 開発 を 継続 し て お り 、 
ザフト も 新た な MS シリ ー ズ を 密か に 整備 し て いた の で 
ある 。 中 立 と 軍備 削減 を 訴え る オー ブ 連 合 首長 国 の 
代表 首長 の カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ は 、 プ ラン ト の 新た 
会 議長 キル バー ト ・ デ ュ ラン ダル に 接触 


て 頭角 を 現し た 


項 に 回 る っ て 計 う ん な ら 
今度 は 條 が 滅ぼし て や る ! 


ファ ント ムペ イン に よる アー モリ ー ワ ン 腸 撃 以 降 、 
再び ザフト と 地球 軍 の 対立 は 激化 。 ザフト の テロ 部 
隊 が ユニ ウス セブ ン を 落下 させ た 「 ブ プレ イク ・ ザ ・ ワ ー 
ルド ]」 事件 を 機 に 本 格 的 な 軍事 衝突 へ と 発展 し て 
いっ た 。 その 中 で シン は 、 ザ フト の 新鋭 艦 ミネ ル バ の 
一 員 と し て 、 ファ ント ムペ イン の 追撃 を 担っ て いた 。 彼 
ら を 捉え きれ な いま ま 地 球 へ と 降下 し * ル バ は 、 
緊急 避難 的 に 乗船 させ て いた カガリ と その 補佐 官 ア 


オー ブ の 中 立 の 理念 


は 、 宣 族 の 命 を 
は くれ な か 


(8) ne02 srOls 


Case of Shinn Asuka 
ザフト の MS パイ ロッ ト と し て ミネ ル バ に 合流 し た シン ・ ア スカ は 、 初め て 
の 戦場 に 翻弄 され て いく 。 


ーー 


し 、 軍 縮 を 議題 と し た 会 談 を 設け る 。 その 会 談 の 地 で 
ある ザフト の 資源 衛星 アー モリ ー ワ ン に 、 地 球 軍 の 非 
正規 部 隊 「 フ ァ ン トム ペイ ン 」 が 潜入 し 、 ザ フト の 新型 
機 を 奪取 する 事件 が 勃発 。 これ に 対処 する た め に 発 
進 し た イン パル スガ ンダ ム の パイ ロッ ト が 、 ザフト の アカ 
デミ ー ス クー ル を 卒業 し た ば か り の シン ・ ア スカ で あっ 
た 。 前 大 戦時 、 オ ー ブ で 両親 と 妹 を 失っ て いた 
ファ ント ムペ イン の 凶行 に 怒り を 起 わ に する の だ 


レッ クス ・ デ ィ ノ (アス ラン ・ ザ ラ ) の 身柄 を 返す た め 、 
オー ブ へ と 入港 する 。 だ だ が オープ は 、 セ イラ ン 家 の 独 
断 に より 地球 軍 と の 連携 を 決め 、 ザ フト と 敵対 する 勢 
力 と な る 。 オー プ で 家族 を 失っ て 以降 、 オ ー プ に 対し 
疑念 を 抱い て いた シン は 、 今 回 の 決定 に 慎 り を 感じ 
る 。 彼 は 、 中 立 と いう 「 綺 麗 事 ] を 言い な が ら 、 結 果 
的 に 地球 軍 に 擦り 寄っ た オー ブ に 慎 り 、 そ の 打倒 を 
宣言 する の だ っ た 。 
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大 丈夫 。 も う 大 丈夫 だ か ら 。 
者 の こと は ちゃ ん と 、 俺 が ちゃ ん と 守る か ら 


シン が 乗艦 する ミネ ル バ は 、 ザ フト の 地上 拠点 で あ 
る カー ベン タリ ア に 寄港 し た の ち 、 ガ ルナ ハン 
の 戦い を 終え て ディ オキ ア 基 地 に 辿り 着く 。 そこ で 休 


息 を 取っ た シン は 、 バ イク で 海岸 沿い を 走行 中 、 ひと 
り の 少女 が 崖 か ら 下す る の を 目撃 し て し まう 。 
シン は すぐ さま 海 み 、 少 女 を 救助 する 。 だ が 、 


「 死 ] に 対し て 異常 な まで に 麗 怖 し 、 錯 乱 状態 に あっ 
た 彼女 に 対し 、 何 と か 気持 ち を 落ち 着 か せよ うと し た 


あん た は 俺 が 討つ ん だ 


今日 ! 


テー テー 
(ーー 


葉 を 口 に する 。 それ は 衝動 的 
、 か つて 妹 の マユ を 助け られ 
な か っ た シン は 、 そ の 後 壮 度 か 遭遇 する こと に な る 彼 
テラ へ の 想い を 徐々 に 強め て いく の だ っ た 。 ス 
テラ が ファ ント ムペ イン の 一 員 で あり 、 さら に 人 工 的 に 
強化 され た エク ステ ン デ ある こと が 判明 し て か ら 


で ある 。 


制止 を 振り 切 
ー ダ ム の 打倒 


ルナ も 艦 も プラ ント も 、 


敵 で あり な が ら ス テラ へ の 強い 想い を 抱い て いた シ 
ベル リン で の 戦い に お いて 再び 彼女 と 対 財 。 
戦場 で 説得 を 続け た も の の 、 戦 闘 に 介入 し た キラ ・ 
ヤマ ト の フリ ー ダ ム ガ ン ダム に よっ て ステ ラ は 討た れ 
る 。 これ は フリ ー ダ ム の 姿 を 見 た ステ ラ が 再び 攻撃 次 
た め の 行動 で あっ た が 、 シ ン は 彼女 を 葬っ 
けし 憎しみ の 目 を 向け る は 戦友 で ある 
・ ザ ・ バ レル の 協力 を 得 な が ら フ リー ダム の 動き 


ン は 、 


ミネ ル 人 艦内 


みん な 俺 が 守る ! 


を 研究 し 、 そ の 打倒 を 誓う 。 そし て アー クエ ンジ ェ ル の 
撃破 を 掲げ た 「 エ ンジ ェ ル ダ ウ ン 作 戦 ] に お いて 、 シ 
ン は イン バル ス で フリ ー ダ ム に 迫る 。 イン パル ス の 合 
体 分 離 機構 を 利用 し た 攻撃 に よ に っ て フリ ー ダ ム と 互 
衣 以 上 の 戦い を 見 せる と 、 隙 を 突い て コク ピッ ト を 破 
壊し 、 フ リー ダム を 撃破 に 追い 込ん だ の だ っ た 。 シン 
は ザフト て | で 、 ステ ラ の 命 を 奪っ た フリ ー ダ ム へ 
の 復讐 を 成 し 有 遂げ た の で ある 。 


ル パ の 艇 内 で 抱き 


フリ ー ダ ム を 撃破 し た の ち も 、 地 球 軍 と ザフト の 戦 
闘 は 続き 、 そ の 舞台 は 再び 宇宙 へ と 戻る 。 デュ ラン 
ダル か ら こ れ ま で の 活躍 を 評価 され た シン は 、FAITH 
の 称号 と 共に ネ ピ ュ ラ 勲 章 も 与え られ 、 より 彼 へ の 依 
存 を 強め る 。 一 方 で 、 ミ ネル バク ルー の ひと り だ っ た 
メイ リン ・ ホ ー ク が アス ラン と 共に ザフト を 部 脱 し 、 彼 
ら が 乗る グフ イグ ナイ テッ ド を シン が 整 墜 する 事件 も 
起き た 。 これ に は 、 メイ リン の 姉 で あり 、 ミネ ル バ に 所 


メサ イア 四 域 


だ か ら 世 界 は も う 、 変わ ら な きゃ いけ な いん だ ! 
だ か ら オ ー プ は 、 討た な きゃ な ら な いん だ ! 


属す る MS パイ ロッ ト で あっ た ルナ マリ ア ・ ホ ー ク も 落 
胆 を 露 わ に する 。 妹 の 予想 だ に し な い 裏 切り 、 そ し て 
その 彼女 が シン の 攻撃 に よっ て 死ん で いる か も し れ な 
い 事 実は 、 彼 女 を 苦し め て いた の だ 。 キラ を 討っ て も 
満た され る こと の な か っ た シン は 、 そ ん な ルナ マリ ア と 
急速 に 接近 する 。 これ 以上 、 大 切な 人 た ち を 失い た 
く な いと いう 想い か ら 、 シ ン は 地球 軍 の 打倒 と 艦 の 防 
衛 を 彼女 に 奪う の だ っ 


リア ・ 


FINAL PLUS 


今回 の 戦乱 の 張本人 と し て デ 
で 批判 し て いた ロゴ ス の リー ダー、 ・ ジ ブリ ー ル 
を 死に 追い や っ た ザフト は 、 つ い に 戦 局 を 優位 に 進 
め る よう に な る 。 アー クエ ンジ ェ ル を 中 心 と し た 独立 部 
隊 は 未だ 抵抗 を 続け 、 キ ラ の 生存 も 明らか と な っ た 
だ が は デュ ラン ダル を 信じ 、 彼 の た め に 行動 す 
る こと を 決意 し て いた 。 デュ ラン ダル は その 後 、 遺 伝 
子 に よる 人 類 管理 政策 「 デ ステ ィ ニ ー プ ラン 」 の 導 


ダル が 名 指し 


その 導入 に 協力 する こと が 新た な 
世界 に 繋が る と シン も 考え る 。 ザフト を 離脱 し 、 独 立 
部 隊 側 に 参加 し て いた アス ラン と 対 財 し た 際 も 、 世 
界 の 変革 の た め | 
ス 220122 ィ コッ 


前 通 . サ ン ラ イズ 152-18 
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» » PROFILE | 
ノ フ ハハ マー ジン ・ ーー 年 欠 20 央 = 
所 属 アク シズ (ネオ ・ ジ ォ ン 
隊 組 下 政 
出身 サイ ド 3 
Haman Karn 技能 MS 操縦 、 政 治 工作 


地球 園 に 狂い 戻っ た ニュ ー タ イプ 
その 胸中 に 秘め られ た 野心 と 苦悩 

ハマ ー ン ・ カ ー ン は U.C.0080 年 代 後半 を 代表 す 
る 人 物 で あり 、 高 い ニ ュー タイ プ 能 力 の 持ち 主 で も 
あっ た 。 し か し 、 彼 女 ほ その ニュ ー タ イプ の 理解 力 を 
人 と わか り 合う 方 向 に は 向け ず 、 他 者 を 拒絶 する 志 
向 性 へ と 転じ た 。 ハマ ー ン が グリ プス 戦役 で 覗か せ 
た 野心 の 根底 に は 、 優 れ た ニュ ー タ イプ で ある が ゆ 
え の 現 実に 対す る 諦観 が あっ た の だ ろう 

ハマ ー ン は 幼い 頃 か ら ニ ュー タイ プ の 資質 を 示し て 
いた と され 、 一 年 戦争 後に 身 を 寄せ た アク シズ で は 
サイ コミ ュ 搭 載 MS の テス ト に も 協力 言わ れる 
だ が 、 未 成 熟 な ハマ ー ン に 発現 し た ニュ ー タ イプ 能 
力 は . 望ま ぬ 現 実 を 少女 に 突き 付け る こと に な る 。 若 
い 感情 を 味わい な が ら 、 アク シズ の 権力 闘争 の 中 
で 摂政 の 座 に 就 いた ハマ ー ン は 、 ザビ 家 の 再 時 
を 掲げ て 地球 圏 へ の 帰還 を 志 し た 。 し か し 、 そ 
の 胸中 に は 人 の 可能 性 を 信じ る こと の で き な い 
ニュ ー タ イプ の 憶 悩 が 秘め られ て いた の で ある 


アク シズ を 準 い た 
女傑 が 人 の 草 閣 の 
先 に 見 た 抽 実 


アク シズ の 指導 者 と し て 
ジオ ン 公 国軍 残党 を 率 


の 償 出 し た 才能 を 誠 
その は 混乱 を 加 
速 を せる の だ っ た 


ハマ ー ン は 自負 心 が 非常 に 強く 、 ジ ャ ミト フ ・ ハ イマ ン ら と 
の 会 談 で 「 宇 宙 の カ を 手 に し た 」 と 豪語 する ほど だ っ た 。 そ 
れ は 自身 の ニュ ー タ イプ 能力 に つい て も 同様 で 、 パ プ テ マ 
ス ・ シ ロッ コ と の 戦い で も 強気 な 態度 を 


され グリ プス 戦役 後 
期 に ネ の 威力 を 発 近 し だ 


倒す べき 江 
それ は カミ ー ユ ・ ビ ダン 
の … の … を そう いう こと か 


「 私 に 同調 し て くれ な けれ ば 排除 する だ け だ 。 その 上 
で ザビ 家 を 再興 させ る 。 それ が わか りや すく 、 人 に 道 を 
示す と と に な る ] 一 一 グリ プス 戦役 未 期 、 シ ャ ア ・ ア ズ 
ナブ ル と 対 財 し た ハマ ー ン が 語っ た 言葉 で ある 。 そこ に 
は 、 ア クシ ズ を 率い で 地球 圏 に 帰還 し た ハマ ー ン の 真 
意 が 表れ て いる 。 腐敗 し た 地球 圏 の 改革 を 望み な が ら 
も 、 心 の 底 で 人 の 可能 性 に 期待 を 抱け な か っ た ハマ ー 
ン は 、 ザ ビ 家 の 再興 と いう 時 代 に 逆行 し た 手段 し か 選 
ぺ な か っ た の で ある 。 想い を 寄せ た シャ ア が 自分 の 下 を 
離れ て いっ た 過去 も 、 そ うし た ハマ ー ン の 屈折 に 拍車 を 
掛け て いた の だ ろう 。 自ら と 道 を 遠 える 者 を 頑 な に 拒む 
ハマ ー ン の 姿 は 、 人 の 相互 理解 を な を す ニ ュー タイ プ の 
理想 と は か け 離 れ て いた か も し れ な い 。 
を 目指 す 道筋 で 足踏み を 余儀 な くさ れ た - 
苦悩 を 物語 っ て いた こと も 、 また 事実 で あっ 

ハマ ー ン は グリ プス 戦役 
パプ テマ ス ・ シ ロッ コ と いっ た ニュ ー タ イプ と 相対 し 、 そ 
の 誰 と も 交わ ら な い 道 を 歩ん だ 。 野心 と 共に 地球 圏 に 
つて 、 シ ャ ア へ の 未練 や カミ ー ユ と 
の 共感 、 ま し て や シロ ッ コ の 道 化 じみ た 世直し 論 は 、 決 
意 を 揺るが す も の で は な か っ た の で ある 。 それ ゆえ 、 ハ 
マー ン は 彼ら の 排除 を 図り 、 グ リプ ブス 戦役 の 勝者 と な っ 
た 。 し か し 、 ハ マー ン は 満た され ぬ 想 い に 突き 動か され 、 
地球 圏 に さら な る 争乱 を 巻き 起こ し た の だ っ た 。 


カミ ー ユ と の 対決 と 共 大 


グリ プス 戦役 に お いて 、 ハ マー ン が ニュ ー タ イプ 能力 を 
示し た ケー ス は 少な い 。 その 一 例 が 、U.C.0088.02.02 
の カミ ー ユ と の 対決 で ある 。 エ ウ ー ゴ の メー ル シ ュ トロ ー 
ム 作 戦 に 際 し て キュ ペレ イ で 出撃 し た ハマ ーー は 、 カミ ー 
ユ の Z ガ ンダ ム と 一 騎 討 ち に 及 ん だ 。 その 戦い の 中 で 、 
ハマ ー ン は カミ ー ユ と の 共感 現象 を 体験 し 、 彼 を 通し て 
自身 の 記憶 を 見 る と と に な る 。 だ だ が 、 ハ マー ン は それ を 
心 に 踏み 入ら れる 行為 と 感じ 、 無 礼 と 評 し て カミ ー コ を 
拒絶 し た 。 一 方 で 、 カ ミー ユ に 追い 詰め られ た ハマ ー ン 
を 救っ た の は 、「 人 は わか り 合 える ん で し ょ ?] と カミ ー ユ 
に 語り 掛け る 彼女 自身 の 声 だ っ た 。 た だ 、 そ れ は ハマ ー 
ン の 無意識 か ら 発せ られ た も の と 見 る べき で あろ う 。 現 
に 、 ハマ ー ン は この 戦い の の ち 、 カミ ー ユ を 倒す べき 敵 と 
認識 し て いる 。 カミ ー ユ と の 共感 も 、 ハ マー ン の 強烈 な 
意思 を 曲げ る に は 至ら な か っ た の で ある 。 


ハマ ー ン の 傑出 し た ニュ ー タ イブ 能力 


ニュ ー タ イプ と し て の ハマ ー ン は 、NT 専 用 機 で ある 
キュ ベレ イ の 性 能 を 十 全 に 発揮 させ る 優れ た パイ ロッ ト 
で あり 、 シ ロッ コ が 気圧 され る ほど の プレ ッ シ ャ ー を 発 す 
る 場面 も あっ た 。 また 、 自 分 を 狙う カミ ー ユ の 気配 を 感 
じ 取 る な ど 、 鋭敏 な 感覚 を 示し て も いた 。 


E : の 敵意 に 環 塞 を 抱く ハマ ー ン 。 シロ ッ コ と の 戦い で 
も 常人 に は わか ら な い ニ ュー タイ プ 能 力 の 広 介 を 垣間見 で た 


ビ と モル ガル テン 


カミ ー ュ と の 一 | 
他 者 が 自分 

アク シズ の 摂政 と し て ミネ パ の 後 

ろ 画 と な り 、 グリ プス 戦役 に 介入 す 

る 己 の 野心 を 満た す た め に 、 ミ 

ネバ と 状況 を 利用 し た 


身 を 投じ た 4 
イプ の 資質 を 
< こと に な る 


間 を 見 抜い * 拒 
て ジュ ドー は 戦争 の 軸 の ひと つと な る の 


ジュ ドー に 自分 と 引か れ 合 う も 
の を 臣 じ 、 手元 に 引き 入れ よう 
と 誘う ハマ ー ン 直感 
的 に 玲 怖 を 抱い た は 
それ き 拒絶 する 


Ma サン ライ 


ヽ プ 
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PERSONAL PROF ILE SA 配当 neE02 mm22h 
サイ ド 6 の 人 々 ee 


People in SIDE6 mW 5 ラジ | | 


ー 和 を 和 いた の で で すき 生生 
一 年 戦争 時 の サイ ド 6 は 、 地 球 連邦 と ジオ ン 公国 と 。 


の 双方 に 与 し な い 中 立 の 立場 を 保っ た コロ ニー 群 と 
し て 知ら れる 。 国際 条約 に 基づき サイ ド 6 宙 域内 で 
の 戦闘 行為 は 一 切 禁 止 と と され 、 サ イド 6 宙 域 に 入港 
する 両 軍 関 係 の 艦船 に は 、 港 湾 管 理 局 と 検察 官 
に よっ て 封印 が 施さ れる こと に な っ て いた 。 また 、 艦 
船 の 修理 や 補給 と いっ た 行為 も 、 食 糧 な どの 一 部 
の 人 道 的 な も の を 除い て 禁じ る と いう 徹底 振り を 見 
せ て いた 。 そう いっ た 厳し い 制約 に よっ て サイ ド 6 の 
中 立 は 保持 され 、 連 邦 と 公国 の 両 軍 も 基本 的 に は 
この 制約 を 違 守 し た 。 各 組 織 の 尽力 も あり 、 サ イド 
6 は 戦時 中 で も 大 き な 戦 災 を 逃れ 、 多 く の 人 々 は 一 
年 戦争 を 生き 抜く と と が で きた の で ある 。 中 立 と いう 
特殊 な 立場 は は さまざま な グレ ー ゾ ー ン を 生み 出し て も 
いた が 、 先 に 挙げ た 港湾 管理 局員 や 検索 官 と いっ 
た 人 々 の 堅実 な 働き も あり 、 民 間 人 が 戦 褐 を 被っ た 
ケー ス は わずか で あっ た と いう 。 


サイ ド 6 入 港 時 に は 、 各 
勢力 の 慈 始 は 秋 密 な 臣 
査 を 受け る 必要 が あっ た , 
嘉 察 に は 政府 の 栓 填 
ちち 会い 、 監 終了 徹 
に 一 時 的 滞在 を 許可 する 
形 を 取っ て いた 。 


トー NSE A 
和み 人 


関連 ファ イル 


ハル ク 
ブル ー ム 家 が 所 有する 小型 
舞 


公国 の 政権 運営 
より 戦火 を 免れ 、 公国 か ら 中 
許さ 
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ブル ー ム 家 と いう 名 門 に 生ま れ た カム ラン ・ ブ ルー ム 
は 、 サ イド 6 の 政府 高官 で ある 父親 の 克 護 の 下 、 不 自 
由 の な い 生 活 を 送る 青年 で あっ た 。 そし て サイ ド 6 の 検 
察 官 と な っ た 彼 は 、 生 真面目 な 性格 と 温厚 な 人 柄 を も っ 
て 部 下 や 港湾 管理 局 の 作業 員 を 指 撫 し 、 連 邦 ・ 公 国 
両 軍 関 係 の 艦船 を 管轄 。 中 立 性 の 維持 に 尽力 し 、 エ 
リー ト と し て の 道 を 歩み 続け た 。 し か し 、 一 年 戦争 が 激 
化す る 中 で 、 青 天 の 謀 震 と : べき 出来 事 が 彼 を 癌 っ 
た 。 ホワ イト ペー ス が サイ ド 6 に 人 入港 し た 際 、 消息 不明 と 
な っ て いた か つて の 婚約 者 ミラ イ ・ ヤ シマ と 再会 し た の 
で ある 。 彼女 の 足取り を 相当 な 労力 を 費やし て 追っ て い 
た カム ラン に と っ て 、 再 会 は 喜ぶ べき も の だ っ た 。 だ が 、 
ミラ イ の 態度 は 冷や や か で 「 な ぜ ご 自分 で は 捜し て くだ 
さら な か っ た の ] と 問わ れ た カム ラン は 、 彼 女 の 心 が す 
で に 離れ て いる こと を 受け 入れ る し か な か っ た 。 ホワ イト 
ペ ベース が サイ ド 6 を 離れ る 日 、 カ ムラ ン は 個人 的 に 小型 
宇宙 艇 を 準備 し て サイ ド 6 二 域外 緑 まで の 先導 を 申し 入 
れ た が 、 それ は 彼 な り の 清算 だ っ た の だ ろう 。 


艦船 の 修理 を 一 手 に 引き 受け る 「 ベ ル ガ ミ ノ K.K.」 
の 代表 を 務め る 人 物 。 一 年 戦争 時 、 彼 は 連邦 ・ 公 国 
の 区 別 な く 艦 の 修理 を 請け 負い 、 英 大 な 利益 を 上 げ て 
いた 。 戦時 下 で 荒稼ぎ する こと に 対し て 何 の 抵抗 も な 
く 、 両 軍 に 太い バイ プ を 持っ て いた ベル ガミ ノ は 、 それ 
を 自慢 げに 吹聴 し て いた れる 。 中 立 コ ロニ ー と 
し て 比較 的 平和 だ っ た サイ ド 6 だ が 、 そ の 特殊 性 が 彼 
の よう な 人 物 を 生み 出し て し まっ た と も 言え る だ ろう 。 な 
お 、 サ イド 6 で 修理 を 受け られ な か っ た ホワ イト ベー ス も 
ペル ガミ ノ の 浮き ドッ ク で 修理 を 受け よう と し た が 、 そ の 
際 に 公国 軍 の 態 撃 を 受け た と 言わ れ て いる 。 


UC.0079 当 時 に は 民間 宇宙 艇 の チャ ー タ ー に 応じ る 
パイ ロッ ト も 少な く な か っ た よう で ある 。 ホワ イト ペー ス が サ 
イド 6 軍 域外 に 向かっ た 際 、 先導 役 を ブル ー ム 家 所 有 の 
小型 宇宙 艇 が 務め た こと は 先述 の 通り だ が 、 そ の 操縦 
者 も 軍属 で は な く 民間 の 雇 わ れ パ イロ ッ ト だ っ た と いう 。 


に 埋 々 型 々 と 


ジオ ン の 船 だ ち うと 連邦 
うと 直さ せ て も らい ます 


身 を 引く こと を 3 


MORE INFO! その 後 の カ ムラ ン ・ ブ ルー ム 


UC.0093、 サ イド 6 の 検察 官 か の ら 地球 連邦 政府 監査 局 に 
て いた カム ラン は 、 ネ オ ・ ジ オン 高官 と 連邦 政府 の 密談 の 
加わ っ て いる 。 ネオ ・ ジ オン の 武力 放棄 と 引き 換え に アク シズ を 斉 
渡す る と いう 台 意 を 危 慣 し た カム ラン は 、 ロン ド ・ ベ ル の ブラ イト と 接 
触 し て 密談 の 内 容 を 知ら せ た 。 彼 は ミラ イ の た め だ と 口 に し た が 、 そ 
の 行動 は 持ち 前 の 正義 感 と 清 麻 き に 起因 する も の ) う 


する 反 迎 
危険 を 軒 す こと を 駿 わ な か っ た 
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機動 戦士 ガン ダム UC 


ガラ ン シ ェ ー ル 隊 隊 員 ② 


Garencicres Team 


ン バ ー2 で あっ だ] ト 間 味 溢 れる 一 面 を 
た 。 捕虜 と な っ た ガン ダム の パイ ロッ ト 
リン クス に 対し 
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機動 戦士 ガン ダム SEED MSV プ 機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY ASTRAY 


地球 連合 軍 の エー スパ イロ ッ ト (2 
(ジェ ー ン ・ ヒ ュー スト ング モー ガン ・ シ ュ パ リエ ノン レナ ・ イ メリ ア ) 
Jane Houston,/ Morgan Chevalier./ Rena Imelia 


(NS) neD2 wm0D 


連合 を 抜け た エド を 狙う ME 人 42 
エー スパ イロ ッ ト の 刺 容 た ち トラ ププ 


ザフト の 後塵 を 拝 し た 地球 連合 軍 に よる MS 開発 
で ある が 、 第 1 期 GAT-X シ リー ズ と ナチ ュ ラル 用 OS 学 
の 完成 を 皮切り と し て ザフト の MS 開発 に 迫っ て い 
く 。 その 開発 や 試験 に 携わっ た 者 た ち は 、 名 の ある 人 
MS パイ ロッ ト と し て も 活躍 し た の で ある 。 中 で も " 白 
鯨 "ジェ ー ン ・ ヒ ュー スト ン 、“ 月 下 の 狂 犬 ' モー ガン ・ 
シュ バリ エ 、“ 乱 れ 桜 " レナ ・ イ メリ ア な ど 、 二 つ 名 を 
冠 し た エー スパ イロ ッ ト た ち は 、C.E.71 に お ける 第 1 
次 プラ ント ・ 連 合 大 戦 に て 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻 
防戦 を 生き 残り 、 大 き な 戦 果 を 挙げ た 。 だ が 、 エ ー 
スパ イロ ッ ト の ひと り 、“ 切 り 裂 き エ ド " の 異名 を 持つ 
エド ワー ド ・ ハ レル ソン (エド ) は 連合 を 脱退 。 連 
合 に 強制 併合 され た 母国 、 南ア メリ カ 合衆国 
の 独立 運動 の 旗手 と な っ た の で ある 。 そう し て 
"南米 の 英雄 " と 呼ば れる よう に な っ た エド に 対 
し 、 か つて の 同胞 で ある 白鯨 、 月 下 の 狂犬 乱れ 
桜 が 刺 客 と し て 送ら れる こと と な る の だ っ : 


第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻 
防戦 に ちい て 、 ザ フト の シ 


“Mk フ エル 
れ た こと を 

機 と し て 、 モ ー ガ ン は MS 

の 還 要 性 を 理解 。 その 後 

は MS の テス トバ パイ ロッ ト と 

し て 活 寂 し 、 実 戦 に も 参 

ML て WC 


HSE Vit 4A 


VIN—kR HY WV 


GAT-X255 

フォ ビ ド ゥ ン ブ ル ー 関連 ファ イル 
フォ EK ゥ ン ガン ダム を 

し た 水中 用 MS。 エネ ル : 

偏向 装甲 ゲ シ ュ マ イデ ィ ッ ヒ ・ 


革 の 2(3 の 国家 が 参加 する 
連合 還 家 衝 


Frri7 


PERSONAL PROFILE 


ジェ ュー アン ・ モ ュー スト ン 

大 西洋 連邦 海軍 に 所 属し て いた ジェ ー ン は 、 当 初 、 
新型 魚雷 の 開発 に 携わる 技術 士官 で あっ た 。 CE.70、 
プラ ント と の 開戦 に よっ て 、 第 21ASW ( 対 潜水 艦 戦 ) 紙 
隊 の 対 潜 ヘ リコ プター の パイ ロッ ト と な っ た ジェ ー ン は 、 ザ 
フト 部 隊 の カー ペン タリ ア 基 地 入り を 防ぐ た め 、 コー ラル ・ 
シー で 英 を 迎え 撃っ た 。 だ だ が 、 ザ フト の モラ シム が 率い る 
水中 用 MS 部 隊 の 攻撃 を 受け 、 部 隊 は ジェ ー ン を 除い て 
全 減 。 丸 二 日 の 漂流 を 経て 救助 され る 。 その 後 、 連 合 
の MS 開発 チー ム に 転属 し た ジェ ー ン は 水中 用 MS フォ ビ 
ドゥ ウン ブル ー の 開発 と テス ト を 担い 、 制式 採用 機 の ディ ー 
プ フ ォ ビ ド ゥ ン を 完成 させ て 実戦 部 隊 の 指揮 を 任 され る 。 

ジェ ー ン は 恋人 だ っ た エド が 、 自 分 に 何 も 告げ ず 連 
合 を 離脱 し た こと を 裏切り だ と 感じ て いた 。 だ が 、 フ リー 
ジャ ー ナ リス ト 、 ジェ ス ・ リ ブル が 戦闘 中 に 映し て 見 せ た エ 
ド の 取材 映像 で 、 彼 の 愛 が 変わ ら な いこ と を 知っ た 。 戦 
意 を 収め た ジェ ー ン は 、 自 分 も 連れ て 行っ て 欲し か っ た と 
エド に 語り 、 仲間 と な っ て 共に 戦う 同志 と な る 。 


[好き な 女性 の タイ ブ は 9」 と 


いう 質問 を し た 女 こ そ 、 エ ド 


り 、 汰 お 込む まい と 何 も 告 げ 
ず に 連合 を 出 寿し た と 知る 。 


モー ガン ・ シ ュ バ リエ 

ユー ラ シ ア 連邦 陸軍 の 戦車 部 隊 を 指揮 し 、 戦 車 戦 
術 の エキ スパ ー ト と し て 当時 か ら "月 下 の 狂 犬 " の 異名 
で 恐れ られ て いた モー ガン 。 だ が 、C.E.70.05.30 の ス 
エズ 攻 防戦 に お いて 大 敗 を 喫する 。 地中海 か ら 上 陸 
する ザフト 部 隊 を 迎撃 する た め 、 北 アフ リカ の 砂漠 で 待 
ち 構 えた モー ガン の 戦車 部 隊 は 、 マ ー チ ン ・ ダ コス タ が 
指揮 する 鈍重 な ザウ ー ト 部 隊 を 翻弄 。 半数 以上 を 戦 開 
不能 に 追い 込ん だ 。 だ が 、 本 来 で あれ ば 陸戦 兵器 が 
通行 不可 能 な 南方 カッ ター ラ 低地 か ら 出 現し た 敵 一 一 
の ち に "砂漠 の 虎 * と 呼ば れる バル ト フェ ルド が 指揮 する 
バク ゥ ッ 部 隊 か ら 興 撃 を 受け る 。 四 足 歩行 の 優れ た 機動 
性 に 成す 術 が な く 、 モー ガン の 戦車 部 隊 は 演 走 。 上 陸 
部 隊 は 回 で 選 に 抜 め ら れ た こと を 知る と 共に 、MS の 時 
代 と な っ た こと を 理解 。 MS の 優位 性 を 上 層 部 に 進言 
し た こと で 、MS 開 発 に 着手 し て いた 太平 洋 連 邦 に 訓 
練 交 換 性 と し て 転属 と な っ た 。 テス ト パ イ ロ ッ ト と な っ た 
モー ガン は 、 ボ アズ 戦 、 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 
を 戦い 抜き 、 遂 に は エド の 刺客 に 抜 握 。 エド の 恋人 だ っ 
た ジェ ー ン に 嘘 の 情報 を 伝え 、 エ ド を 宇宙 へ と お びき 出 
すこ と に 成功 する が 、 倒す こと は 叶わ な か っ た 。 


レナ ・ イ メリ ア 

両親 を 殺さ れ た と と か ら コ ー デ ィ ネ イタ ー を 恨む レナ は 、 
動体 視力 が 優れ て いた た め MS 開発 チー ム に 所 属す る 。 
その 後 カリ フォ ルニア 士官 学校 の 教官 と な り 、 第 1 期 
GAT-X シ リー ズ の 候補 生 を 指導 し た 。 戦局 の 推移 に 伴 
い 実 戦 で も 活躍 し た の ち 、 実戦 部 隊 を 率い つつ MS パイ 
ロッ ト 養成 アカ デミ ー の 教官 も 務め る よう に な る 。 そし て エ 
ド へ の 最後 の 刺客 と し て 送り 込ま れ 、 教 え 子 で も ある エド 
と 対 財 。 戦闘 で は 敗れ た も の の 、 重 傷 を 負っ た レナ を 助 
ける た め 近 づい た お 人 好 し の エド を 銃 で 撃ち 、 相 討ち と 
な る 。 だ が 、 エド の 取材 を する ジェ ス に よっ て 助け られ た レ 
ナ は 一 命 を 取り 留め 、 連合 へ と 復帰 を 遂げ る の だ っ た 。 


條 サイ メア 


MORE INFO! 
エド と モー ガン の 因縁 


CE.73、 ザ フト の 捕虜 と な っ た エド と プラ ント の 人 気 ニュ ー ス キャ 
スタ ー、 ベ ルナ デット ・ ル ルー の 連合 へ の 移送 を 護衛 する こと と な っ 
た モー ガン 。 そこ で プラ ント 議長 に よる エド た ちの 暗殺 と 、 ルル ー を 
利用 し よう と する 組織 「 一 族 ] の 陰謀 に 巻き 込ま れ 、 奇 し くも ロン | 

ミナ ・ サ ハク の | 天空 の 宣言 ] に 居合 わせ る こと と な る の だ っ た 。 


ぎ 


バハ レル ソン 


気さく な 青年 。 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻 
防 埋 で 軍 合 へ の 不信 が 募り 前 走 。 伴 合 
され た 母国 の 独立 運動 に 身 を 投じ た 。 


通 ・ サ ン ラ ィ ス 


ソー ドカ ラミ ティ を 飼 機 と する 冗談 好き の 
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[ 剛 | mg02 wm0WM 
スペ ー ス ・ ア ー ク の メカ ニッ ク 庄 計 ーー 


軍曹 (グル ス / デ ィ ー ナ / ケ ー ニ -) 、 価 長 (マヌ -) 
(ナン ト ・ ル ー ス / グ ルス ・ エ ラス ノ / ディーナ ジョ グ / ノ ケー ニー・ ハ ー ハ ー/ マ ヌー ソー フ ) r ア M 
Space Ark's Mechanic man 


E.F.S.F. 


スペ ー ス ・ ア ー ク の 戦い を 支え た 
地球 連邦 軍 の メカ ニッ ク た ち 


U.C.0123、 クロ スポ ボー ン ・ バ ン ガ ー ド (CV) の 医 
起 に 遭遇 し た 地球 連邦 軍 の 練習 艦 スペ ー ス ・ ア ー 
ク は 、 戦 争 の 渦中 に 否応 な く 放り 込ま れ た 。 その 戦 
い の 厳し さ は 、 不 完全 な 状態 で 艦 に 積ま れ て いた 
F91 を 戦力 と し な けれ ば な ら な い ほ ど で あ り 、MS の 」 
整備 に 携わる スタ ッ フ は 作業 に 追わ れる こと に な る 。 
そう し て 緑 の 下 か ら ス ペー ス ・ ア ー ク の 戦い を 支え た 
の が 、 ナ ント - ルー ス や グル ス ・ エ ラス を は じ め と する 


ナン ト た ち は 、 U.C.0123 当 時 に 地球 連邦 軍 に 閑 
を 置い て いた メカ ニッ ク で 、 ス ペー ス ・ ア ー ク の 乗員 
と し て コス モ ・ バ ピロ ニア 建国 戦争 に 身 を 投じ た 。 自 
ら の 職責 を 果たす こと で 、 彼 ら は 避難 民 を 乗せ た ス 
ペー ス ・ ア ー ク を 守っ た の で ある 。 

F91 の 発芽 を 指 畠 
する ナン ト 。 メカ ニッ 


的 
庫 の 作業 全般 を 私 
人 作り スペース 
も ペア ー ク の MS 運用 を 
支え て その 埋 い を 肪 
アパ ・ UID 


ぷー マ ・ デ ざ 寺 全 
XNIH・ ぷ で A 
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上 内 ナン トル ー ス BB スエ ラス 


ナン ト ・ ル ー ス は スペ ー ス ・ ア ー ク の メカ ニッ クチ ー フ 
を 務め た 地球 連邦 宇宙 軍曹 長 で 、 正 規 の クウ ルー が 出 
払っ て 訓練 生 ば か り と な っ た 艦 の 中 で は 、 場 慣れ し た 
部 類 の 乗組 員 だ っ た 。 メカ ニッ ク と し て の 仕事 の 傍ら 、 
レア リー・ エ ド ベ リ 艦 長 代行 の 補佐 も こなし 、 彼 女 か 
ら 信頼 され て 助言 を 求め られ る こと も あっ た 。 また 、 シ 
ブッ ク ・ ア ノー5 避 難民 た ち が ス ペー ス ・ ア ー 
寄せ る と 、 格 納 庫 の 一 角 を 間借り し た 彼ら の 面倒 を 見 
る よ る 。 同時 に 、F91 の パイ ロッ ト を 務め る こと に 
な っ た シー ブッ ク の 資質 を 高く 評価 し た ナン ト は 、 自 分 
が 手掛け た F91 に 息子 が 乗っ て いる 事実 に 拒否 感 を 
示す モニ カ ・ ア ノー に 「 自 分 の 子 以外 が 戦っ て 死ぬ の 
は 構わ な い の か ] と 苦言 呈し た 。 それ は 、 戦 い の 中 で 
メカ ニッ ク と し て の 本 分 を 果たそ うと し た 、 ナ ント の 責任 
感 が 言わ せ た 言 葉 だ っ た の だ ろう 。 


デッキ の 作業 を 手伝う よ 
うに な っ た 避難 民 の 子供 
た ち を 監督 し 、 騒 々 し い 
振舞 い を 注意 する こと も 
あっ た 。 だ が 、 居 丈 高 に 
は な ら ず 、 年 長者 と し て 
彼ら の 面 還 を よく 見 た 。 


グル ス . エ ラス は 、 コ スモ ・ パピ ロ ニア 建国 戦争 当 = ディ ー ナ ジョグ 有 D ゲーー ハ ーー 人 揚 マー ツー 
時 に 地球 連邦 宇宙 軍 に 所 属し た 軍曹 で 、 ナ ント ら と 共 \ 

に スペ ー ス ・ ア ー ク の 格納 庫 を 預かっ た メカ ニッ ク の ひ 
と り で ある 。 F91 の 整備 を 任 さ れ て いた が 、 整 備 マ ニュ 
アル に 書か れ た モニ カ の 旋 掛 け の よう な 言葉 が 解け ず 
に 苦心 し て いた 。 だ が 、 リ ィ ズ ・ ア ノー の ヒン ト を きっ か 
け に F91 を 稼働 状態 に 消 ぎ 着け 、CV の 柚 撃 に 際 し て 
シー ブッ ク を パイ ロッ ト と し て 出撃 させ る 。 し か し 、 地 形 を 
盾 に し て 逃げ る だ け で いい と アド バイ スレ 、 シ ー ブ ッ ク に 
無理 を させ よう と は し な か っ た 。 その 一 方 、 シ ー ブ ッ ク が 
単独 で フロ ンティア IV に 潜入 し て 父 レ ズリ ー・ ア ノー の 
死 の 遠因 を 作っ た 際 に は 、 彼 の 再 率 な 行動 を 叱責 し て 
も いる 。 スペ ー ス ・ ア ー ク を 守る た め に シー ブッ ク を 戦場 
に 送り 出し た グル ス だ っ た が 、 少 年 が 必要 以上 に 戦い 
に の め り 込 むこ と は 決し て 本 意 で は な か っ た の で ある 。 


F91 の 配線 の 諾 が 衣 け 
たり に 放り サ る クル 
計 ス 技術 屈折 青年 
で 、 コ ズ モ ・ エ ー ケ ス に 
0 け て も 気付 か ず 
1 に 駆け 寄る ほど 夢 

中 な 様子 を 見 せ た 。 


ディ ー ナ ・ ジ ョ グ と ケー. ハー ハー、 マヌ ー・ ソ ー 
フ の 3 人 は 、 ナ ント の 下 で 働い た スペ ー ス ・ ア ー ク の メ 
カニ ッ ク た ち で ある 。 艦載 MS の 整備 や 発 艦 誘導 な ど を 
担っ た が 、 度 重なる 実戦 で 損耗 し て いく 機体 の 修理 や 、 
投降 し て きた パイ ロッ ト が 持ち 込む MS の 扱い に は 手 を 
焼い て いた よう だ 。 また 、F91 を 無断 使用 し た シー ブッ 
ク の 処分 を 話し 合っ た 際 に は 、 彼ら も 立ち 会 っ て いる 。 


CVO フ ロン ティ ア ・ 
サイ ド 侵攻 を 楽観 机 す 
る 政府 高官 の イン タ 


は シー ブナ 
し た 
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グラ ル ハム.- 正三 


(M0) neE02 mm 


2 的 性 能 に 上 殴 世 られ だ 
ユニ オン の エー スパ イロ ッ ト の 戦い 


ガン ダム と の 縮 江 は 


西暦 2307 年 に 勤 発し た 、 私 設 武 装 組織 ソレ ス 
タル ビー イン グ (CB) に よる 全 戦 争 行為 へ の 武力 介 
入 。 彼ら が 保有 し て いた MS・ ガ ンダ ム は 、 完 成 し た 
ば か り の AEU イ ナク ト を 一 中 す る な ど 、 圧倒 的 な 戦闘 
力 を 見 せつ け 、 世 界 を 謀 拓 させ た 。 AEU イ ナク ト と ガ 
ンダ ム の 戦い を 間近 で 見 て いた ユニ オン 所 属 の MS 
バ パイロット (フラ ッ グ ファ イタ ー)、 グラ ハム ・ エ ー カ ー も 、 
既存 の 機動 兵器 を 逢 か に 湊 ぐ ガン ダム の 性 能 に 多 


グラ ハム ・ エ ー カ ー く 2 ター プー) 編 
Case of Graham Eaker 


ユニ オン の エー スパ イロ ッ ト で あっ た グラ ハム は 、 CB が 開発 し た 超 兵 器 
ガン ダム と の 戦い に 没頭 し て いく 


大 な る 興味 を 抱く 。 彼 は 親友 の 技術 士官 ビリ ー・ カ タ 
ギリ や MS 開発 の 権威 で ある レイ フ ・ エ イフ マン ら と B 
に 、 その 調査 を 開始 。 ダラ ハム は 太平 洋上 の 空域 で 
ガン ダム の 一 機 で ある ガン ダム エク シア を 発見 する と 、 
その 性 能 を 図る べく 戦い を 挑む 。 グラ ハム は その 偶然 
の 出会い を 「 セ ンチ メン タリ ズム な 運命 と 捉え て いた 
が 、 そ れ は ガン ダム と の 長く 苦し い 戦い の 始ま り に 過 
ぎ な か っ た の で ある 。 


ま が す 結 果 と な る 。 
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ガン ダム を 保有 する CB の 武力 介入 に より 、 こ れ ま 
で 3 大 勢力 (ユニ オン 、AEU、 人類 革 新 連 盟 ) に よ 
る ゼロ サム ・ ゲ ー ム が 続け られ て いた 世界 は 大 き な 
岐路 を 迎え た 。 ガン ダム を 画 獲 ・ 破 壊す る た 
大 勢力 が 合同 軍 を 結成 し 、 対 ガン ダム 戦 を 行う まで 
ある 。 グラ ハム た ち ユ ニオ ン の MS 部 隊 
、 ンダ ム の 調査 を 続け る 傍ら 、 こ の 合同 
軍 に 参加 。 タク ラマ カン 砂漠 で 4 機 の ガン ダム を 迎え 


撃っ た の だ の 掃討 作戦 は 10 時 間 を 超え る 長 
期 戦 と な り 、 物 量 で 勝る 合同 軍 が 徐々 に 優位 な 状況 
と な っ て いく 。 対 ガ ンダ ム 用 に チュ ー ン ナッ プ さ れ た 
専用 の フラ ッ グ (グラ ハム 専用 ユニ オン フラ ッ グ カス タ 
ム ) に 乗り 込ん だ グラ ハム も 、 ガ ンダ ム デ ュ ナ メス の 
懐 に 飛び 込み 、 そ の 捕獲 に 一 旦 は 成功 する 。 よう や 
く 彼 ら を 追い 詰め た こと を 喜ぶ グラ ハム は 、 恋 人 へ の 
愛情 を 表現 する よう な 上 記 の 言葉 を 放つ の だ っ た 。 


機動 戦 士 ガン ダム 00 


- 若 の 圧 交尾 能 に 、 私 は 心 奪わ れ た 。 


ム 本 人 も 重傷 負っ た 
の だ っ た 


な ん と いう 誠 僚 ! ! 


生き 恥 を 晒し た 甲斐 が あっ た と いう も の だ ! 


ーー 


戦え 、 少年 1 し ! 


・ ま さ し く 飼 だ ! 


グラ ハム が ガン ダム の 追撃 を 続け て いる 傍ら 、 信 
頼 す る 部 下 で ある ハワード ・ メ イス ン や ダリ ル ・ ダ ッ 
ジ 、 さ ら に 尊敬 する エイ フ マ ン が CB と の 交戦 に よっ て 
命 を 落と し て いっ た 。 次 々 と 大 切な 仲間 を 失っ た グラ 
ハム は 、 ガ ンダ ム を 自ら 打倒 する こと に 執着 し て いく 。 
また 、 彼 は 所 属す る 国連 軍 が 疑似 GN ド ライ ヴ を 入手 
た あと も フラ ッ グ に 拘り 、 ビ リー・ カタギリ に 依頼 し 
て GN フ ラッ グ (グラ ハム 専用 ユニ オン フラ ッ グ カス タ 


ム T) を 製作 。 そし て 国連 軍 に よる ガン ダム 掃討 作戦 
「FALLEN ANGELS」 に お いて 、 刺 那 ・F・ セ イエ 
イ の 乗る ガン ダム エク シア に 迫っ た の だ っ た 。 そこ で 
グラ ハム は 、 ガ ンダ ム に 対す る 複雑 な 感情 を 「 愛 ] と 
表現 する 。 さら に 部 下 の 死な ど を 経 で 愛 が 強い 
| F わ っ た こと を 告げ ける と 、 エ クシ ア に 格闘 戦 
だ が 、 こ の 戦い で 互い の 機体 は 行動 不能 


4 話 (Gnd シ ー ズ ン ) ({ っ 1 


首 那 と の 一 騎 討 ち で 重傷 を 負っ た グラ ハム で あっ 
た が 、 球 那 へ の 、 そ し て ガン ダム へ の 復讐 心 は より 強 
く な っ て いた 。 彼 は ガン ダム の 打倒 に すべ て を 集中 さ 
せる た め 、 導 面 で 素顔 を 隠し た " 修 北 "の 男 「 ミ スタ ー・ 
ドー」 と 化し て 姿 を 現す 。 彼 は ビリ ー の 伯父 で ある 
ホー マー を 頼り 、 国 連 軍 か ら 発展 し た 地球 連邦 軍 の 
独立 治安 維持 部 隊 「 ア ロウ ズ ] に 、 数 々 の 特権 を 有 し 
た ライ セン サー と し て 加入 。 来 た る べき ガン ダム と の 再 


私 を 切り 裂き 、 
その 手 に 勝利 を 掴ん で 見 せろ ! 


アロ ウズ に 所 属し な が ら も 、 ラ イセ ン サ ー の 特権 を 
活か し て 主 に 単独 行動 を 取っ て いた グラ ハム 。 ユニ 
オン 時 代 か ら の 盟友 、 ビ リー が アロ ウズ に 加入 する 
と 、 グ ラ ハ ム は ガン ダム に 対抗 し 得る MS の 製作 を 再 
び 彼 に 依頼 する 。 そし て 、 疑 似 太 陽 炉 に よる トラ ン 
ザム シス テム の 発動 を 可能 に し た マス ラオ が 完成 し 、 
その 性 能 を 活か し て ガン ダム の 撃破 を 狙っ た 。 さら に 
CB と アロ ウズ に よる 最終 決戦 の 直前 に は 、 マ スラ オ 


アロ ウズ と イノ ベイ ド 勢 力 が CB に よっ で 駆逐 され て 
か 5 ら 2 年 が 経過 し た 西暦 2314 年 一 一 。 地球 圏 に は 
ELS (地球 外 変異 性 金属 体 ) と 呼ば れる 謎 の 生命 
体 が 襲来 し 、 新 た な 危機 を 迎え て いた 。 前 大 戦 で ブシ 
ドー と し て 修羅 の 道 を 歩ん だ グラ ハム で あっ た が 、 和 計 
那 か ら 告 げ ら れ た 「 生 きろ 」 と の 言葉 に 感化 され た 彼 
は 、 グラ ハム 本 人 と し て 戦場 に 復帰 。 地球 連邦 軍 内 
で ソル プレ イブ ス と 呼ば れる 精鋭 部 隊 の リー ダー と し 


Cy 


戦 に 備え て いた の で ある 。 そし て 西暦 2312 年 。 CB が 
本 格 的 に 活動 を 再開 し 、 グラ ハム も 洋上 に て ガン ダム 
と 対 崎 す る 。 それ を 矯 倖 と 表現 し た グラ ハム は 、 新た な 
ガン ダム = ダブ ルオ ー ガ ンダ ム の 剣 さ ば き を みて 、 エク シ 
プア を 操っ て いた 少年 が パイ ロッ ト で ある と 確信 。 その 打 
倒 を 目指 し た が 、 ダブ ルオ ー ガ ンダ ム の ツイ ンド ライ ヴ シ 
ステ ム が うま く 機能 し て いな い の を 見 る と 、 公 平 な 状態 
で 決着 を つけ た いと と ど め を 刺さ な か っ た の で ある 。 


だ 。 この 戦い で 事 深 の 格 
イノ ベイ ター へ と 変革 
し つつ あっ た 首 那 の 能力 に 屈し て し まう 。 敗北 を 受け 
入れ た グラ ハム は 死 を 覚悟 し 、 と ど め を 刺す よう に 用 
那 に 告げ る 。 だ が 、 半 那 は 「 生 きろ ] と だ け グ ラ ハ ム 
に 告げ 、 戦 場 か ら 離 脱 。 戦場 に 残さ れ た グラ ハム は 、 
葉 を 失う の だ っ た 。 


て 、 対 ELS 戦 。 その 中 で 、 こ れ 
まで 敵対 し て いた 刺 那 ら CB と 共同 戦線 を 展開 する こ 
と に な っ た グラ ハム は 、 イノ ベイ ター へ と 革新 した 首 
那 が 対 ELS 戦 を 終わ ら せ る キー パー ソン で ある の を 悟 
る 。 戦い の 中 で ELS に 侵食 され て いっ た グラ ハム は 、 
導 那 を ELS の 本 体 へ と 接触 させ る た め 、 そ の 身 を 折 
する こと を 決意 。 大 型 の ELS に 乗 機 ブレ イヴ ご と 突撃 
し 、 痢 那 に 進む べき 道 を 示し た の だ っ た 。 
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PERSONAL PROFILE ニン (GE) 02 mg 
ウル フフ ・ エ ニア クル 計 絆 護 | 


階級 中尉 少佐 


Woolf Enneacle 技能 MS 操 弓 、 部 隊 指 揮 に ビビ 


若い 兵士 た ち を 支え 続け た 
ディ ー ヴ ァ の MS 部 隊長 


地球 連邦 軍 が 本 格 的 に UE (ヴェ イガ ン ) へ の 反 
撃 を 開始 し た A.G.115 年 。 UE の 襲撃 を 受け た ス 
ニー 「 ノ ー ラ ] に 滞在 し て いた ディ ー ヴ ァ 
、 ひ と り の 連邦 軍 正 規 兵 が 居 た 。 それ が 「 白 
い 狼 」 の 異名 を 持つ 連邦 軍 エ ー ス パイ ロッ ト 、 ウ ル 
フ ・ エ ニア クル で ある 。 ノー ラ に て ヒー リン グ ス リー 
プ か ら 覚 醒 し た ウル フ は 、 艦 長 の グル ー デ ッ 
ク ・ エ イノ ア か ら MS 部 隊 の 隊長 に 任命 され 、 
AGE-1 ガン ダム AGE-1 の パイ ロッ ト 、 フ リッ 
ト ・ ア ス ノ と 共に 主戦 力 と し て 活躍 。 さら に 
は 4.G.141 年 に 再び 本 格 化し た ヴェ イガ ン と 
の 戦い の 際 で も 、 デ ィ ー ヴ ァ MS 部 隊 の 隊長 と 
し て 復帰 し 、 フ リッ ト の 後継 者 で ある アセ ム ・ ア ス 
ノ と 共に 戦っ て いる 。 ヴェ イガ ン と の 戦い に お いて 、 
ウル フ は 連邦 軍 の 戦力 を 支え た 稀有 な パイ ロッ ト で あ 
る と 同時 に 、 ガ ンダ ム の パイ ロッ ト を 見 守り 、 導 く と い 
う 重要 な 役割 を 担う 人 物 と な っ た の で ある 。 

bE a 


cu 
スパ バイ ロット と し で 名 高 
ウル は 大き 


る A.G.115 年 時 


絡 ン 貞 S 考 


普通 の 人 同 な が 5X 
ラウ ンダ ー に 比 扇 す 
る M3 提 護 能力 を 有 
し た ウル フ 。 父 の よう 


持た な い ア セム に と っ 
て 、 その 存在 は 大 き 
な 支え と な る , 


A.G.141 年 時 y 


RGE-B790CW 
ジェ ノア スカ スタ ム 


関連 ファ イル 


FEPREWEW 
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いい か 、 全員 
生き て 帰っ て 来い ! 
操 織 楠 に かじ りつ いて も な ! 


時 に 周囲 が 困惑 する ほど に エキ セン トリ ッ ク で 、 軍 人 
と いい う 型 に は ま ら な い 自由 な 人 物 で あっ た ウル フ 。 だ が 、 
仲間 た ちの た め に 戦う こと を 礎 わ ず 、 平 素 は 非常 に 気 さ 
く な 好人 物 で あっ た 。 その た め 、 コ ウ モ リ 退 治 戦役 に お 
いて も MS 部 隊 を 率い る だ け で は な く 、 ブ リッ ジ ク ル ー や . 
まだ 若い フリ ッ ト と も 認め 合う 伸 と な っ て いっ た 。 ウル フ 
は 時 に 経験 豊富 な 兄貴 分 と し て 、 ま た 、 悩み を 打ち 明 
け や す い 相 談 相手 と し て 、 デ ィ ー ヴ ァ に と っ て 欠か すご 
と の で き な い 存在 と な っ て いた の で ある 。 

戦役 終結 後 、 一 旦 は 軍 上 層 部 の 意向 に よっ て ディ ー 
ヴァ を 離れ た ウル フ だ が 、A.G.141 年 の 戦い で 再び 隊 
長 と し て 復帰 。 MS 部 隊 を 的 確 に 運用 し つつ 若い 隊員 
た ちの 成長 を 促す と いう 、 人 と し て の 円 熟 も 見 せ た 。 特 
に 偉大 な 父 を 持つ アセ ム に と っ て 、 隊長 で ある ウル フ の 
サポ ー ト は 大 き な 支 えと な っ て いた よう で ある 。 また 、 ウ 
ルフ は 戦い に 臨む に 当たっ て 必ず 生き 延び る よう に と 節 
を 飛ば し て お り 、 す べ て の 部 下 は その 教え を 守り 、 生 き 
て A.G.141 年 の 戦い の 終結 を 迎え た と いう 。 な お 、 ウ 
ルフ は ノー トラ ム 攻 防戦 に お いて 身 を 所 し て アセ ム を 守 
り 、 戦 場 に 散っ た 。 その 後 、 ア セム は X ラ ウン ダー を 潜 
世 す る パイ ロッ ト と な る が 、 自 身 の 死 を も っ て その 契機 を 
与え る こと が 、 隊 長 で ある ウル フ の 最後 の 務め と な っ た 。 


多大 な 洋 洒 と MS 発展 へ の 功績 


A.G.115 年 、 コ ウ モ リ 退 治 戦 役 に デ ィ ー ヴ ァ の MS 
バイ ロッ ト し て 参加 し た ウル フ は 、 MS 部 隊長 と し て フリ ッ 
ト ら 部 下 を 率い て 戦っ た 。 戦役 終結 後 まで 対 UE 戦力 
の 主力 を 担い 、 戦 役 の 終盤 に お いて は フリ ッ ト と 協力 し 、 
アン バッ ト 司 令 官 ギ ー ラ ・ ゾ イ の 駆る デフ ァ ー ス を 撃 
破 し た 。 戦役 後 は さま ざま な 部 隊 を 転々 と し て いた が 、 
A.G.141 年 に は ディ ー ヴ ァ に 復帰 。 MS 部 隊 「 ウ ルフ 
隊 ]」 を 率い 、 再 び 連 邦 軍 の 主戦 力 と し て 多大 な 戦果 を 
挙げ た 。 また 、 ソロ ン シ テ ィ に お いて は 単独 で テク ノ ソ ロ 
ン 社 に 潜入 する と いっ た 活躍 も 見 せ て いる 。 

な お 、 ウ ルフ は 独自 に マッ ドー ナ 工 房 に 協力 を 仰ぎ 、 
AGE-1 の デー タ を 用 いた 専用 MS の 開発 を 行っ て い 
る 。 の ち に 製造 され た マッ ドー ナ 工 房 製 の MS に 寄与 し 
た 面 は 決し て 小さ く は な く 、 彼 は MS の 発展 に お いて も 
密か に 功績 を 残し た 人 物 と 言え る だ ろう 。 


章 越 し た MS 操縦 技術 と 部 隊 指 揮 能 力 
か つて は モビ ルス ポー ツ の レー サー と し て 操縦 技術 を 
磨い た ウル フ 。 や が て ライ バル が いな く な り 戦 場 へ と 舞台 
を 移し た が 、 そ の 腕前 は X ラ ウン ダー の 敵性 を 持つ バイ 
ロッ ト に 比 記す る も の だ っ た 。 その 腕前 も あっ て ディ ー ヴ ァ 
MS 部 隊 の 隊長 を 務め る こと と な っ た 彼 は 、 理屈 より も 重 
物 的 な 勘 を 頼り に 行動 する 性 質 な が ら 、UE と の 戦い に 
お いて は 冷静 か つ 的 確 な 判断 で 部 下 を 牽引 。 高い 部 隊 
指揮 能力 を 発揮 し 、 ディーヴァ の 戦い を 支え 続け た 。 


専用 機 に 搭乗 し て MS 部 隊 を 率い た ウル フ 。 MS パイ ロッ ト だ け で な く 隊長 と 
し て も 卓 羅 し た 能力 を 発揮 し 、 部 下 た ちの 信頼 は 絶大 な も の で あっ た と いう 。 


真 
お 垢 様 が な 」 と 押 


MORE INFO! ウル フ が 擁し た 専有 


ウル フ と マッ ドー ナ エ 房 の 工場 長 ム クレ ド ・ マ ッ ド ー ナ は I 上 知 
の 間柄 で あり 、 ディーヴァ の 部 隊長 と し て 彼 が 搭乗 し た ジェ ノア 
= ム 、G エ グセ ゼス 、G パ ウン サー と いっ た MS は 、 すべ て マッ 


ドー ナ 工 房 に 依頼 し て 改造 ・ 製 造 され た 機体 で あっ た 


半 作詩 る マッ ドー ナ 工 房 
議 ^GE-1 の デー タ を 入手 し た 
こと も あり 、 その 開発 和 術 は 
さら なる 発展 を 遂げ た 
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機動 戦士 ガン ダム OOI 


PERSONAL PROFILE 
イノ ベイ ド ② 


Innovade (Lars Grise/ Bryn Sondheim / Sulu Suluzu, Hermiya) 拉 


再会 し た イノ ベイ ド の 親子 と 
カタ ロン の 少女 た ち 


ヴェ ー ダ に より 家族 の リセ ッ ト を 受け た イノ ベイ ド の 
ラー ズ だ が 、 彼 ひ と り 記憶 の 改 軍 は 行わ れ な か っ た 。 
そし て 自分 の 下 か ら 去っ て いっ た 妻 が 人 間 で は な い 
と 知り 、 自 分 を 騙し て いた と 思い 込ん だ ラー ズ は 、 イ 
ノ ベ イ ド を 「 似 非 人 と し て 狙い 続け る よう に な る 。 

ラー ズ の 息子 ブリ ュ ン は 、 別 の 家族 の 子供 と し て 
生き て いた 。 その 際 に 「6 人 の イノ ベイ ド ] を 集め る 
使命 を 授かっ た レイ ヴ ・ レ チタ ティ ー ヴ ォ に 仲間 と し 
て 見 出さ れる が 、 あ ろう こと か 父 ラ ー ズ に 命 を 狙わ れ 
る こと と な る 。 だ が 、 ラ ー ズ も また 「6 人 の イノ ベイ ド ] 
の ひと り で あり 、 覚 醒 し て ブリ ュ ン と 脳 量子 波 で 穀 
が っ た こと に より 、 親子 の 絆 は 中 る の で あっ 

一 方 、 仲 間 を 覚醒 させ る 能力 を 持つ テリ シラ ・ へ 
ルフ ィ は 、 ラ ー ズ と 接触 する た め に 訪れ た 反 政 府 組 
織 カ タロ ン で 自分 と 同じ 塩基 配列 の 女性 イノ ベイ ド 、 
スル ー・ ス ルー ズ と 出会う 。 また 、 所 属す る 仲間 の 
少女 ハー ミヤ も 実は 仲間 の ひと り で あっ た 。 


(を ) を 制御 下 に 置き 、 
これ を 使っ て 自殺 し よ 


不 才 を 求め て プリ ュ ン 


イノ ベイ ド ⑧ 


(MS) 本 02 mm2 


PROFILE | 
年 齢 8 歳 (ブリ ュ ン ) 

所 属 民間 
階級 一 一 


[SET 


イノ ベイ ド を 搬 う ハン ター と 
脱 量 了 渡 で 仲間 を 撃 ぐ 用 年 


人 ブリ ュ ン ・ ソ ンド ハイ ム 


関連 ファ イル 


機動 戦士 


PERSONAL PROFILE 


せな 家庭 を 築い て いた ラー ズ 。 
セッ ト さ れる 中 、 何 ら か の 理由 で - 


の だ と いう 、 目 を 背け て いた 事実 に ラ 


ズ の 記憶 操作 の み 
施さ れず 、 独 り 取り 残さ れ て し まう 。 家族 を 探す ラー ズ は 、 
その 記憶 を 残し た まま 特殊 任務 に 従事 する ビ テ ィ を 見 つ 
け 出 す も 、 イノ ベイ ド と し て 行動 する 妻 が 得体 の 知れ な い 
存在 に 感じ 、 家 族 を 奪っ た 伯 と し て 手 に 掛け て し まう 。 こ 
の 時 、 左 眼 に 負傷 し た こと が きっ か け で ヴェ ー ダ の リン ク 
は 遮断 。 本 来 イ ノ ベ イド の 再生 能力 で 治る も の の 、 義眼 
を 入れ た こと で リン ク は 阻害 され る こと と な る 。 その 後 、 送 
られ た 刺 寄 の イノ ベイ ド を 「 似 非 人 ] と し て 殺し 、 逆 に イノ 
ベイ ド を 探し て 狩り 続け る 同胞 殺し と な っ て いく 。 

西暦 2312 年 、 イ ノ ベ イ ド ハ ン ター と な っ た ラー ズ は 、 
レイ ヴ と テリ シラ が 仲間 と 見 出し た ブリ ュ ン を 偶然 租 う 。 
次 いで カタ ロン 構成 員 の イノ ベイ ド を 狙う ラー ズ は 、 待 ち 
受け て いた テリ シラ の 力 で 「6 人 の イノ ベイ ド ] と し て 覚醒 
する 。 これ に より 、 自 分 自身 が 恨ん で きた 似非 人 その も 
ー ズ は 直面 。 生き 
る 気力 を 失う が 、 皮 肉 に も 再会 を 遂げ た 息子 ブリ ュ ン の 
説得 を 受け て 自殺 を 思い 留まり 、 玲 っ て きた 命 の 償い を 
する た め 行動 し よう と 決心 する 。 そし て 、 レ イヴ の 身体 を 
乗っ 取っ て 革 っ た ビ サ イド ・ ペ イン か ら ブ リュ ン た ち を 守っ 
た 。 軌道 エレ ペー ター 倒壊 の 危機 に は 、 ブ リュ ン と 力 を 
合わ せ て 惨事 を 未然 に 防ぐ た め 力 を 尽く し た の で ある 。 


プリ ュ ン ・ ソ ンド ハイ ム 


ラー ズ が 手 に 掛け よう と し た ブリュ ン は 、 奇 し くも 以前 
ラー ズ の 息子 と し て 設定 され て いた 存在 で あり 、 家 族 
の リセ ッ ト 後 に 記憶 を 変え て 別 の 家庭 の 子供 と な っ て い 
た 。 そし て 西暦 2312 年 、 ソン ド ハ イム 家 の 子供 と な っ た 
ブリ ュ ン は 、 テ リ シ ラ に 覚醒 させ られ た 直後 、 ラ ー ズ に 撃 
た れ て 重傷 を 負う 。 その 入院 中 、 イ ノ ベ イド の 存在 を 知っ 
て 不老 を 求め る クレ ー エ に 誘拐 され る が 、 レ イヴ と テリ シ 
ラ に 助け られ る の だ っ た 。 その 後 、 覚 醒 で 芽生 えた 脳 量 
子 波 で 仲間 の 通信 役 を 担い を がら 「6 人 の イノ ベイ ド ]」 
集め に 協力 する 。 その 際 、 レイ ヴ を 呼ぶ 微か な 脳 量子 波 
を 捉え た ブリ ュ ン は 、 以 前 の 自分 を 知り た いと 願う レイ ヴ 
を その 場所 まで 導く 。 だ が それ は 、 レ イヴ の 肉体 の 以前 
の 持ち 主 ビ サイ ド が 復活 の た め に 用 意 し て いた 策略 だ っ 
た 。 復活 し た ビ サ イ ド は 、 野 望 成就 の た め 邪 魔 に な る 
ズ を 消 そ うと する が 、 そ れ を 止め よう と し た ブリ ュ ン は ラー 
ズ の 懐か し い 脳 量子 波 に 触れ 、 か つて の 父 だ と 理解 す 
る 。 そし て 、 ブ リュ ン の 想い は 心 を 固く 閉 さ ぐす 父 に 届い た 。 


スス ルー/ ハー ミヤ 


カタ ロン の 構成 員 で ある スル ー と ハ 


き 医 師団 と し て 訪れ た テリ シラ と 出会う 。 
ラ と スル ー は 同 タイ プ の イノ ベイ ド で 、 テ リ シ ラ が 曲 吟 に 
吐い た 「 生 き 別れ の 兄 ] と いう 嘘 を スル ー は 信じ る の だ っ 
た 。 その 時 に 襲っ て きた ラー ズ は テリ シラ に よっ て 覚醒 
を 果たす が 、 自 身 が イノ ベイ ド で あっ た こと に 絶望 し 、 芽 
生え た 力 で 衛星 兵器 メメ ント モリ を 用 い 自殺 を 図る 。 ご 
れ を 目撃 し た カタ ロン の 人 間 た ち は 、 情 報 秘匿 の た め 役 
め に 、 ス ルー と ハー ミヤ 
は テリ シラ の 家 に 身 を 寄せ る こと と な る 。 その 際 、 目覚 め 
た ラー ズ の 出 放 を 止め て も ら お うと 、 動け な い ブ リュ ン が 


され て し まう 。 部 隊 が 壊滅 し た 


スル ー と ハー ミヤ に 謀 量 子 を 繋い だ こ 


分 た ち が イノ ベイ ド で ある こと と 、 テリ シラ た ちの 目的 を 知 
る 。 その 後 ハー ミヤ も 「6 人 の イノ ベイ ド ] だ と 判明 し 、 ふ 
た り は レイ ヴ た ちと 人 間 社 会 で 暮らし 、 世界 を 見 続け る 。 


じ スルー スル ー ズ 


MORE INFO! 


「6 人 の イノ ベイ ド 」 は 、 イノ ベイ ド に よる 
監視 者 で あっ た 。 人 間 の 監視 者 で は 計画 
の 歪み が 正 せな か っ た た め 、 ヴェ ー ダ は 新 
た な 監視 者 の 放 レイ ヴ た ち ( 
仲間 集め の 目的 が 知ら され な 
監視 者 候補 に 先入観 を お 
させ る た めで あっ た 。 すべ て の 知性 体 が 
共存 で きる 世界 を ヴェ 理想 と し て お 
り 、 イ ノ ベ イ ド に も 拒否 権 と 計画 を 修正 す 
る た め の 能 力 が 与え られ た 。 な お 、 リ ジェ 
ネー レジ ェ ッ タ の 能 免 後 、 人 間 の フォ ン 
ルー イノ ベイ ド の ハナ 
貧 か れ 、 誰 より 


環 監 視 者 の 能力 


ne02 ser29p 


上 BB フュ ン ソン ドバイ ム 


他 問 の 覚 


伯 間 を 異 ぐ 


導 力 な 大 量子 


監視 者 の 能力 
NO を 用 い 、 監 


/ | め る カ で ある 


前 ・ サ ン ライ メ 


wss 154-20 
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ソシエ 


Sochie Heim 


か ら 窒 あら れる こと も あっ た 


落ち 着い た 言動 か ら 大 人 び た 印 人 象 の あっ た 姉 キ エル と は 
異な り 、 ソ シ エ は どちら か と 言え ば 「 お て ん ば ] な 性 格 で あっ 
た 。 喜 引 哀楽 も 激しい ゆえ に 感情 的 な 言動 も 多く 、 ロ ラン 


| nD2 sen 


PROFILE [ 
年 齢 15 歳 

所 属 一 一 イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ 
生 組 一 
出身 イン グレ ッ サ 領 | 
技能 MS の 操縦 


・ ハ イム 


AMX-109 
カプ ブル 


父 の 人 討ち を 目的 と し て ! 
こと も あり 、 ム ー ン レ ィ ス | イン クレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ が マウ ン 
し 当初 は 信 見 を 抱い て テン サイ クル か ら 提 り 出し た 


だ が 、 ロ ラン の 存在 も あり 
5 理解 し て いこ うと し た 。 


球形 の 機械 人 形 。 水陸 両用 
の 可変 機 で 、 操 作 が 容易 な 
が 特徴 と な 


関連 ファ イル 


ソシエ の 叶わ ぬ 恋 


較 記 放し 7 ス へ の 理解 


ギン ガ ナ ム 艦隊 の 
主機 マヒ ロー に 対 


凍 骨 サン ライ ズ 


155-12 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


= mm02 se 125 


A.W.0015、 エ ニル は フリ ー の MS 乗り と し て 各地 
を 転々 と し 、 様 々 な 仕事 け 負 いな が ら 生活 し て い 
た 。 そん な 日 々 の 中 、 バ ルチャ ー の ザコ ッ ト - ダッ ト ネ 
ル か ら ガ ンダ ム X の 情報 を 入手 し た エニ ル は 、 そ の 奪 
取 に 乗り 出す 。 フリ ー デ ン か ら 離 れ て 単独 行動 を 取っ 
た ガン ダム X を 旧 連 邦 の 動力 施設 で 捉え 、 エネ ルギー 
炉 暴 走 の 危険 も 願 みず 攻撃 を 仕掛 けた エニ ル は 、 狼 
犯す る ガロ ー ド ・ ラ ン に 対し 不 敵 に 記 


エニ ル ・ エ ル 編 
Case of Ennil El 


荒廃 し た 戦後 の 地球 で MS 乗り と し し て 生き た エニ ル ・ エ ル 。 ガロ ー ド ・ ラ 


ン と の 出会い が その 運命 を 変え 、 エ ニル は 戦い の 中 に 感情 を 表し て いく 。 


エニ ル は 宇宙 草 命 軍 の 将校 ナー ダ ・ エ ル と 地球 
人 女性 の 間 に 生 まれ 、 戦 後 の 15 年 間 を 苦難 と 共に 
歩ん で きた 。 9 歳 の 頃 に 両親 を 殺さ れ 、 頼る も の も な 
こと っ て 、 危険 の 中 に 身 を 置く こと 
は 日 常 だ っ ろう 。 結果 、 死 を 恐れ ぬ 激 し い 気 性 
の 持ち 主 と な ル は 、 ガ ロー ド と の 対決 の 中 で 
も その 内 面 を 垣間見 せ た 。 エニ ル の 言葉 は 、 彼 女 が 
背負 っ て いた 過去 の 裏 返 に 違い な い 。 


155-13 


エネ ルギー 炉 の 暴走 で 動力 施設 か ら の 撤退 余儀 
な くさ れ た エニ ル は 、 そ の 後 も 執 益 に ガン ダム X を 追 
い 続 けた 。 そし て 、 サ ン ・ ア ンジ ェ ロ 市 で 競売 に 掛け 
られ た ガン ダム X を 見 つけ 、 ガ ロ 
ら に 、 ガ ロー ド と ふた りき り ( 
で 彼 を 誘う が 、 ガ ロー ド は エニ ル を 拒ん だ 。 ガロ ー ド に 
追い 払わ れ 、 プラ イド を 傷付け られ た エニ ル は 、 憎しみ 
を 募ら せる の だ っ 


幼い 頃 に 両親 を 失っ た と いう 点 で 、 エ ニル と ガロ ー 
ド の 境 通 は 似通っ て いた 。 また 、 サ ン ・ ア ンジ ェ ロ で 
エニ ル が 出会っ た ガロ ー ド は 、 フ リー デン で 居場所 を 
失っ て 放浪 し て いた 身 で あり 、 その 孤独 感 を 見 坂 い た 
エニ ル は 彼 に 共感 を 党 え た の で ある 。 し か し 、 フ リー デ 
ン に 心 を 残し て いた ガロ ー ド は エニ ル に な び か ず 、 銃 
を 向け て まで 彼女 を 拒絶 し た 。 その 反応 は エニ ル の 
共感 を 起り へ と 転じ させ た の で ある 。 


A.W.0015 


…… ま た 、 逢え た わ ね 


ガロ ー ド に 執着 し た エニ ル だ っ た が 、 フ ォ ー ト セパ ー 
ン で の 敗北 を 機 に MS 乗り を 廃業 し 、 セイ ンズ アイ ラン 
ド に 流れ 着い た 。 だ が 、 そ の 街 に フリ ー デ ン が 寄港 し 、 
クル ー の トニ ヤ ・ マ ー ム と 出会う こと に な る 。 トニ ヤ の 
素性 を 知ら ず 、 意 気 投合 する エニ ル 。 その 放 返 の 先 
に あっ た の は 、 因縁 の 敵 と の 再会 だ っ た 。 捨て 去 ろ う 
と し て いた 殴 情 を 胸 に 秘め て 、 エ ニル は フリ ー デ ン の 
艦 影 に 向かっ て 咳 き を 漏らし た 。 


A.W.0015 


エニ ル は セイ ンズ アイ ラン ド で マイ ルズ ・ グ ッ ド マン 
と 出会い 、 彼 か ら の 求婚 に 心 を 動 か され た 。 戦い に 
明け 墓 れ た 日 々 と 決別 し 、 マ イル ズ と 平穏 な 暮らし を 
送る ーー そん な 生活 も いい と 思い な が ら 、 そ れ で も ど 
こ か に 物足りな さ を 感 じ て い た の で ある 。 そん な 中 で 
訪れ た フリ ー デ ン と の 再会 は 、 エニ ル の 送 巡 を 消し 飛 
ば し た 。 エニ ル の 咳 き は 、 戦 い に 戻 る こと へ の 複雑 な 
充足 感 を 表し て いた の だ っ た 。 


新 連邦 軍 第 8 宇宙 基地 近傍 


女の子 が 本 当 に 幸せ に な る っ て 
戦争 に 勝つ より 大 変 な こと な ん だ か 


A.W.0015 


セイ ンズ アイ ラン ド を 後に に た エニ ル は 、 ゾ ンダ ー エ 
プ タ で フリ ー デ ン に 協力 し た の ち 、 マ イル ズ の : ち 
の た め に ひと り で 新 連 邦 軍 と 戦う 道 を 選ん だ 。 その 
中 で 宇宙 革命 軍 の スパ イ と 接触 し 、 彼 ら に よっ て ティ 
ファ ・ ア ディ ー ル が 宇宙 に 連れ 去ら れ た こと を 知る 。 
エニ ル は フリ ー デ ン に 合流 し 、 テ ィ フ ァ を 取り 戻す べく 
宇宙 を 目指 し た ガロ ー ド に 力 を 貸し た 。 そし て 、 テ ィ フ ァ 
へ の 想い を 賀 こう と する ガロ ー ド に 、 ひ と り の 女性 と し 


北米 ・ ニ ュー オリ ンズ 基地 


別に 死ぬ の が 昼 い わけ じゃ な いわ 


た だ 悲し い だ け 


仲間 た ちの 沈 痛 な 面 
持ち を 死 才 


MORE INFO! 
ガロ ー ド へ の 想い の 強 さ 


カロ ー ド 


第 8 宇宙 基地 の 戦闘 で 新 連邦 軍 の 捕虜 と な っ た エ 
ニル は 、 カ リス ・ ノ ー テ ィ ラ ス ら 反 政 府 組 織 に 救出 さ 
れ 、 宇 宙 か ら 戻 っ た ガロ ー ド た ちと 
基地 に 身 を 寄せ た 。 そこ で エニ ル た ち を 待っ て いた の 
は 、 宇 宙 で 新 連邦 軍 と 宇宙 革命 軍 の 全面 戦争 が 起 
ころ うと し て いる 危機 的 な 状況 だ っ た 。 一 様 に 暗い 表 
情 を 浮か べ る 仲間 た ち に 不満 を ぶつ ける パー ラ ・ シ ス 
を 諭す よう に 、 エニ ル は 自ら の 複雑 な 胸中 を 語っ た 。 


トニ ヤ と の 友情 


ガロ ー ド へ の 憎しみ と ト 
ヤ と の 友情 の 狭間 で 
絆 余 曲折 を 経て で セイ ンズ ア 


て 言葉 を 送る の だ っ た 。 

戦後 の 荒廃 し た 時 代 に 少女 が 独り で 生き る 厳し さ 
を 、 エ ニル は 身 を も っ て 実感 し て いた 。 さ ! 自分 を 
想っ て くれ た マイ ルズ を 失っ た エニ ル に と っ て 、 テ ィ フ ァ 
想う ガロ ー ド の 姿 は 、 叶 わな か っ た 女 の 幸 せ 
を 体現 する も の だ っ た と 言え る 。 だ か ら こ そ 、 エ ニル は 
自ら リ 、 希 望 を ふた り に 託し た 
の で あろ う 。 


… ま た あん な 上 時代 が 来る か と 思う と ね 


第 7 次 宇宙 戦争 に よっ て 社会 秩序 が 月 壊し た 地 
球 で 、 エ ニル た ち は 15 年 の 時 を 過ごし て きた 。 それ ゆ 
え 、 戦 うこ と に 慣れ て は いて も 、 す べ て の 人 々 に 奇 酷 
な 生き 方 を 強い る 世界 を 好 ん で いた は ず も な か っ た 。 
し か し 、 戦 争 が 起き れ ば 再び その 悪夢 が 訪れ る 一 一 
エニ ル は それ を 「 悲 し い 」 と 評 し 、 無 力 感 を 冷 ま 
望ま め 未来 が 迫っ て いる こと を 知り な が ら 、 何 も で き な 
い 自 分 に 、 や る せな さ を 感 じ て い た の だ ろう 。 
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東南 アジ ア 戦 線 の 連邦 軍 高 記 cae 


Officers in South East Asia 科 能 和 EES.E. 


機械 化 混成 大 隊 を 政争 の 道具 と し た 
東南 アジ ア 方 面 軍 高官 

U.C.0079、 各 地 に お ける 地球 連邦 軍 と ジオ ン 
公国 軍 の 戦い は 一 時 騰 着 状態 に 了 っ た 後 、 国 力 に 
勝る 連邦 軍 が 優位 に 立ち 始め た 。 そう いっ た 状況 
に 置か れ た た 連邦 軍 内 で は 戦後 の パワ ー バ ラ 
ンス を 見 越し た 派 閣 問 の 権力 闘争 が 行わ れ て いた 。 
その 急 先 銚 と 言え る 存在 が レビ ル 将 軍 で あり 、 公 国 
軍 の 捕虜 と な りな が ら も 脱出 に 成功 し た 彼 は 、 そ の 
後 連邦 宣 の MS 開発 と 配備 に 尽力 し 、 さ ら に オデ ッ 
サ 作 戦 で 勝利 を 収め る こと で 連邦 軍 内 外 に 強い 発 
言 権 を 有する よう に な る 。 レビ ル を 中 心 と する 派閥 が 
戦後 の 連邦 軍 を 率 引 する で あろ う 一 一 大 勢 が その 
方 向 に 進む 一 方 で 、 寺 抗 心 に 供え る イー サン ・ ラ イ 
ヤー 大 佐 の よう な 高官 も 存在 し た 。 軍 内 部 で 勢力 を 
拡大 し 続け る レビ ル 派 を 率 制 すべ く 、 イー サン は アジ 
ア 方 面 に 大 規模 な 戦 カ を 投入 。 公国 軍 ラ サ 秘密 
場 基 地 の 捜索 と 放 略 を 進め る な ど 、 権 闘争 を 絡め 
た 痢 自 の 作戦 を 展開 し て いっ た 。 


一 ・ ア マダ の 存在 
は 意 り に 給 で 、 そ の 動 
を 監視 し 、 あ わ よく ば 数 
の 明生 其 如 を 失 得 し よう 
と 目論ん で いた 。 


遂 兵 と の 内 通 が 疑わ れ 
た シロ ー・ ア マダ の 審問 


ー さ へ < ま ー へ マ 


関連 ファ イル 


Fe-0351 
08.030: 


155-15 


機動 


PERSONAL PROFILE mE02 se O09n 
一 沙 シュ タ ザ ヤー 


極東 方 面 軍 の 総司 令 だ っ た イー サン は 、MS を 大 量 
導入 し た 機械 化 部 隊 を 創設 する な ど 、 先 見 の 明 に 優れ 
た 軍略 家 で も あっ た 。 また 、 ジ オン 公国 が 秘密 裏 に 開 
発し た 大 型 機動 兵器 を 撃破 し た と いう 、 指揮 官 と し て 輝 
か し い 戦果 を 挙げ た 人 物 で も ある 。 

だ が 、 そ うい っ た 功績 に より 名 を 残し た 
つ 非 人 道 的 な 作戦 も 辞 さき ない 指揮 官 だ っ た と 評 する 者 
も いる 。 事実 、 英 パ イロ ッ ト と の 関係 か ら ス パイ 容疑 を 掛 
けら れ た シロ ー・ ア マダ の 審問 会 で は 、 理解 の ある 態度 
を 見 せつ つも 、 そ の 裏 で 小隊 員 に 監 梓 、 状 況 に よっ て 
は 処分 する よう に 命じ てい た 。 また 、 公 国軍 基地 攻略 
作戦 に お いて も 、 ト ラッ プ の 存在 を 見 抜い た うえ で 天道 
核 融 合 炉 の 誘 煙 を 意図 的 に 引き 起こ 
さら に は 、 英 側が 先 に 休戦 協定 違反 
を 犯し た と いう 事実 は ある も の の 、 病 院 船 の 撃墜 と いう 
非 人 道 的 な 行為 も 指示 し て いた の で ある 。 レビ ル 和 将軍 
に 対抗 意識 を 燃やし 、 連 邦 軍 に お ける 政争 に 生き た 人 
物 と も 言わ れる イー サン 。 功 を 焦る あま り に 部 下 の 命 す 
ら 願 みな か っ た 彼 の 指揮 は 、 部 下 の 反 発 を 招き 、 最 終 
的 に は 自身 の 死 へ と 繋が る こと と な る 。 


信条 了 の 
撃隊 を 命じ た イー サン 。 功 を 


焦る 彼 に と っ て 非 人 道 的 な 
行為 か どう か は 大 き な 問 題 
で は な か っ た よう だ 。 


公国 軍 大 型 機動 兵器 と 共に 行方 不明 と な り 、 敵 パ 
イロ ッ 小 を 見 逃し 、 英 機動 兵器 を 入手 する 機会 を 逸し 
た 一 一 それ ら の 軍規 違 反 に よっ て スバ パイ 容疑 を 掛け られ 
た シロ ー は 審問 会 に 出頭 し 、 自 身 の 行為 に つい て 「 敵 と 
も わかり 合え る ] と いっ た 趣旨 の 弁明 を 口 に し た 。 だ が 、 
戦時 下 に お いて その よう な 青臭い 論理 が 通用 する は すず も 
な い 。 特に 軍 上 暦 部 の 思惑 に 塗れ 、 政争 の 見 中 に いる 
高官 た ち に と っ て 、 それ は 喘 笑 の 対象 で し か な か っ た 。 


公国 宣 の 松重 兵器 ア 
サラ ス の 番 成 を 確認 


人 し て いた 高官 の ひと り は 電 え 
切れ ぞ 大 笑い し て いた 。 


MORE INFO! 輸送 部 隊 の 連邦 兵 た ち 


オデ ッ サ 作戦 と ジャ ブロ ー 降 下 作戦 で 勝利 を 収め る まで は 連 画 宇宙 輸送 艇 の 船長 ナビ ゲー ター 画 ミ デ ア の パイ ロッ トコ バイ ロッ ト 
が 、 連 孝 宇宙 軍 も また 細々 と と 8 


そん な 中 で 輸送 部 隊 の 兵士 た 


ち は 、 さま ざま な 戦地 へ と MS や 兵員 、 物 資 な ど を 輸送 し 、 味 方 
部 隊 の 展開 に 貢献 し た 。 


宇宙 地上 と も に 単機 で の 移動 が 多 か 


( ET 
確立 れる まで 、 謀 和 部 隊 な ど は 随伴 し な い 


ケッ ト を 着用 し て いた . 


機動 戦士 ガサ ノダ ム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


グリ ー ン ・ ワ イア ッ ト と 高官 器 =ーー ト 


出身 地球 


Green Wyatt and More a 


デラ ー ズ 閑 争 を 権力 争い に 利用 し た ; ; ンー 
地 款 連邦 保守 派 の 代表 格 | 


巨大 な 権力 構造 は 、 そ の 権力 を 欲す る 者 た ちの 
闘争 の 場 と と る こと を 免れ な い 。 それ は 宇宙 世紀 最 
大 の 軍 組 織 で ある 地球 連 部 軍 も 例外 で は な く 、 一 
年 戦争 の 頃 か ら 続い て きた 保守 派 と 改革 派 の 対立 
は 、 U.C.0083 の デラ ー ズ 紛争 に も 陰 を 落と し た 。 そ 
うし た 地球 連邦 軍 の 権力 争い を 象徴 する 人 物 の ひ 
と り が 、 グリ ー ン ・ ワ イア ッ ト で ある 。 
ワイ アッ ト は 、 デ ラー ズ 紛 争 当時 に 地球 連邦 宇宙 
軍 大 将 の 地位 に あっ た 将 官 で 、 軍 の 保守 派 を 代表 
た 。 大 艦 巨 砲 主義 の 信奉 者 で も あり 、 
1 に 始ま っ た 地球 連邦 軍 再 建 計 画 に お い 
ガム の 建造 二 の CSS ガン ダ 
画 を 推進 し た 改革 ンコ ニ ウ ェ ン 
と は 対立 関係 に あっ た 。 そし て 、 地球 連邦 軍 に 反旗 
を 翻 し た ズ ・ フ リー ト に も コー ウェ ン と は 異な る 
意識 で 対し た ワイ アッ ト は 、 そ の 認識 の 甘 さ を 自ら の 
身 を も っ て 知る こと と な る の で ある 。 


ワイ アッ ト は 観 和 式 の 鈴 


フリー ト の 「 星 の 周作 
戦 の 第 牡 と な っ た 。 


座 ひ と り と し て 意 
見 する 者 は いな か っ た 。 
地 芝 邦 軍 の 体質 を 介 


デマ ざさ ・ ペ マー ご さき 人 


宇 軍 | 
103 和 用 且 なく 大 E 
際 主 義 へ の 回 帰 を 象 徹し た 


り 
る 旨 の 久 了 を 
の 局 」 作戦 に 参加 す 
通じ て 裏切り 


前 
帳 半 ね 3 信 億 で な あく で 総合 


デラ ー ズ ・ フ リー ト の 決起 に 対し て 、 地 球 連邦 軍 幕 
僚 会 議 は 強い 危機 感 を 抱か な か っ た 。 奪取 され た ガン 
ダム 試作 2 号機 の 核 が ジャ ブロ ー に 撃た れる 事態 は 警 
戒 し た が 、 敵 の 戦力 その も の は 危険 視 し な か っ た の で あ 
る 。 それ ⑳ え 、 募 人 会 議 は 観艦式 を 強行 する こと で 示 
成 を 行い 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト の 動き を 抑え よう と し た 。 
その た め の 観 閲 官 に 選ば れ た の が ワイ アッ ト で あっ た 。 

ワイ アッ ト に は 、 デラ ー ズ ・ フ リー ト に 参加 し た シー マ ・ 
ガラ ハウ か ら の 内 通 と いう 、 確 か な 勝算 も あっ た 。 し か 
し 、 シ ー マ と の 交渉 は アル ビオ ン 隊 の 横 栓 に よっ て 失 
敗 し 、 ワ イア ッ ト は 情報 を 入手 し 損ね る 。 対立 する コー 
ウェ ン に 内 通 者 の 存在 を 明か さなか っ た 派閥 の 力学 
が 、 皮肉 に も ワイ アッ ト の 手札 を 失わ せ た の だ っ た 。 

それ で も 、 戦 力 に お いて 地球 連邦 軍 の 優位 は 揺 る 
が ぬ 事 実 で あり 、 ワ イア ッ ト は 勝利 を 確信 し て 観艦式 に 
臨ん だ 。 その 直前 に 語っ た 「 式 の 終了 は すなわち デ 
ズ ・ フ リー ト の 敗北 を 意味 する で あろ う ] と いう ワイ アッ ト 
の 言葉 は 、 彼 の 自信 を 物語 っ て いた と 言え る 。 だ が 、 そ 
れ が 慢心 に 過ぎ な か っ た こと を 、 ワ イア ッ ト は 思い 知る 。 
アナ ベル ・ ガ トー の 2 号機 が 地球 連邦 軍 の 警戒 綱 を 
突破 し 、 観艦式 が 行わ れ て いる コン ペイ トウ に 侵入 し た 
の で ある 。 そし て 、2 号 機 が 放っ た 核 の 爆発 に 呑ま れ 、 
その 光 に デラ ー ズ ・ フ リー ト が 画策 し た 「 星 の 居 ] の 一 
端 を 見 な が ら 、 ワイ アッ ト は 命 を 沙 と し た の だ っ た 。 


デラ ー ズ 紛争 に お ける ワイ アッ ト の 行動 


ガム 単 艦 で シー マ 艦 隊 と の 接触 を 試み た 。 し か 
て 艦隊 を 発見 し た アル ビオ ン 隊 の 介入 を 受け て 
交渉 を 断念 。 敵対 行動 を 装っ て ムサイ 級 ニー ベル ング 
を 撃沈 し 、 シ ー マ の 離脱 を 助け た 。 その 後 は シー マ と 接 
触 する チャ ンス も な く 、11 月 10 日 の 観艦式 に 参加 し て 本 
来 の 役目 を 果たし た 。 し か し 、 同 日 14 時 31 分 06 秒 、 観 
開 式 を 租 撃 し た 2 号機 の Mk-82 核 弾頭 に よっ て 乗艦 の 
バー ミン ガム は 轟沈 し 、 ワイ アッ も 戦死 する こと と な っ た 。 

な お 、U.C.0083.03.09 に は ゼブラ ゾー ン の ジオ ン 公 
国軍 残党 基地 「 ヴ ァ ー ル シカ 」 の 制圧 作戦 を 指揮 し た と 
いう (当時 は 中 和 将 )。 6 隻 の 艦艇 を 率い た この 作戦 で は 、 
何ら 得る こと な く ヴ ァ ー ル シカ の 自爆 を 許し た が 、 箸 口 令 
を 敷い て 基地 の 破壊 を 自ら の 功績 に し た と され る 。 


軍人 と し て の 能力 と 政治 手腕 

確認 で きる 範 団 に お いて ワイ アッ ト の 実績 は 少な く 、 

軍人 と し て の 評価 は 難し い 。 少な く と も 、 前 述 の ヴァ ー 

ル シ カ 制圧 作戦 で は 戦果 を 挙げ られ ず 、 観 艇 式 に お い 

て も 2 号機 に よる コン ペイ トウ 貴 撃 を 見 抜け な か っ た こと 

か ら 、 有人 能 な 指揮 官 だ っ た と は 言い 難い 。 それ で も 、 大 

将 の 地位 に あり 、 シー マ か ら の 内 通 を 取り 付け た 点 か ら 
は ある 間 度 の 友人 の 手腕 が 玉 6。 


だ は 観艦式 で 演説 を 行う ワイ アト 。 弁 吾 に 優れ 、 交渉 事 に も 長け て いた と 


見 られ る が 、 2 号機 の 開 疫 に は 憎 て る 欄 子 を 雪 星 し て い 


謝 ) クリ ー ン ワイアット 


MORE INFO! 


ワイ アッ の 死に よっ て 頓 控 し た か に 見 えた シー マ の 内 通 は 、 
交渉 相手 に よっ て 継続 され た 。 コ 
は 保守 派 の 人 物 ワイ ア > ト と は 異な る 派閥 に 
属し て お り 、 政義 の 排除 と 事態 収拾 の 手段 を 同時 に 得 た こと 
に な る 。 さら ( も う ひ と り の 政敵 で ある コー ウェ ン 
を 更 送 し た コ | フフ ・ ハ イマ ン を 憧 刀 に 地球 連邦 
更 の 主流 湊 と し て の 権力 を 確固 た る も の と し て いっ た の で ある 。 


人 の で あっ た 


裏 取 り 引 き の 行 方 


ー ン ・ コ リ ニ ー 

テープ 移 時の間 大村 で 地球 
和久 の 地位 に 
ル シ カ 制圧 作 
人 の 和え た と も 言わ か 


A YF 
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_ フル ・ フ ロン タル 


Full Frontal 


も の な の 
の 希薄 き は 、 フロ 
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機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 


み の 


ケ み 


ネオ フラ ンス の 貴 父 了 が 体感 し た 
戦い の 厳 じ さと 真 の 武闘 家 へ の 道 


* し い 朝 の 光 も 、 
私 の 悪夢 を 払い の け て は くれ な い 


第 13 回 ガン ダム ファ イト が 開始 され た 直後 、 リ ング 
の 一 部 と な っ た 地球 の 都市 ・ パ リ に は 、 ネ オフ ラン スズ 
代表 の 武闘 家 、 ジョ ル ジ ュ ・ ド ・ サ ンド の 姿 が あっ た 。 
ネオ フラ ンス 国家 元首 と 、 そ の 娘 で ある マリ アル イ ゼ 
に 絶対 的 な 忠誠 を 状 う 彼 は 、 ガ ン フ ァ ム ファ イト を 制 
吾 す る こと で 祖国 パリ に 栄華 を も た ら す こと を 至上 命 
題 と し て いた 。 また 、 国 を 背負 う 者 と し て 、 騎士 道 精 
神 に 基づい た 紳士 的 な 言動 を 基本 と し て いた の で あ 


ドモ ン と の 戦い が 引き 分 け に 終わ っ た あと も 、 ジョ ル 
ジュ は ガン ダム ファ イト の 予選 会 で ある サバ イ バ ルイ レ 
ブン に 引き 続き 参加 する 。 だ が 、「 悪 魔 の 機体 」 と 呼 
ば れる デビ ル ガ ン ダム と の 接触 に より 、 彼 は DG 細 胞 
に 感染 し て し まう 。 これ に より デビ ル ガ ン ダム (と マス 
ター・ ア ジア ) の 手下 に な っ : リル ジュ は 、 こ れ ま で 
と は まっ た く 異 な る 暴力 的 な 性 格 と な る 。 DG 細 胞 は 
シャ ッ フ ル 同 盟 の メン バー、 ジャ ッ ク イ ン ・ ダ イヤ に よっ 


ne02 sm 


ジョ ル ジ ュ ・ ド ・ サ ンド 編 
Case of George Do Sand 


第 13 回 ガン ダム ファ イト に 参加 し た ネオ フラ ンス 代表 の 武闘 家 ジ ョ ル 
ジュ ・ ド ・ サ ンド は 、 厳 し い 戦 い の 中 で も 騎士 道 精 神 を 費 こ うと し た 。 


シュ と の 戦い で も 発揮 され る 。 ドモ ン と 激しい 戦闘 を 
繰り 広げ て いた 最 中 、 パリ の 象徴 的 な 建物 で ある エッ 
フェ ル 塔 が 崩壊 し 、 マ リア ルイ ゼ が 巻き 込ま れ て し ま 


う 。 それ を 見 た 彼 は 戦い を 一 時 中 断 し 、 崩れ た 塔 を 支 
えて マリ アル イ ゼ を 救 っ た 。 マ リア ルイ ゼ を 危 
機 に 晒し た こと を 陣 じ た ジョ は 、 対 戦 相手 で ある 


ドモ ン に と ど め を 刺す よう に 頼む の だ っ た 。 


て 取り 除 か れ た が 、 そ の 後 も DG 組 胞 に 感染 し た ご 
に よる 恐怖 が 彼 を 鹸 ん で いた 。 ギア ナ 高 地 で スラ ンプ 
を 克服 し よう と し た も の の 、 フ ァ イ ト 中 に は 恐怖 か ら 暴 
走 し 、 さ 5 に 睡眠 中 も 悪夢 に うな され る ほど で あ . 
か つて 代表 の 座 を 争っ た 武闘 家 ジ ャ ン ・ ピ エー 
ル ・ ミ ラボ ー と の 戦い の 中 で 、 仲 間 や 執事 レイ モン ド 
の 支援 を 受け た ジョ ル ジ ュ は 、 よ う や < く 己 の 中 に 巣 食 
う 融 怖 を 取り 払う こと に 成功 し た の だ っ た 。 


ネオ ホン コン 


二度と 汚い マネ の で き な い よう に 、 
あな た を 葬っ て あげ まし ょ う ! この ガン ダム ブ ァ イト で ! 


ギア ナ 高 地 で スラ ンプ を 克服 し た ジョ ル ジ ュ は 、 予 
選 会 サバ イ バ ル イレ ブン を 勝ち 抜き 、 ネ オ ホ ン コン で 
の 決勝 大 会 に 進出 する 。 決勝 で は サバ イ バ ル イレ ブ 
ン 以 上 の 強敵 た ちと 拳 を 合わ せる こと と な っ た が 、 か 
つて サバ イ バ ル イレ ブン で ファ イト を 行っ た 、 ネ オイ ン 
グラ ンド 代表 の ジェ ント ル ・ チ ャ ッ プ マン と の 再戦 も 予 
定 さ れ て いた 。 前 回 の 戦い で チャ ッ プ マン が 肉体 的 
に 限界 を 迎え て いる こと を 知っ て いた ジョ ル ジ ュ は 、 彼 


が 決勝 進出 し た こと に 疑問 を 覚え る 。 その 秘密 を 探 
る 中 で 、 チ ャ ッ プ マン が DG 細胞 に 感染 し て いる こと を 
ヨル ジュ は 、 ガン ダム ファ イト で 彼 を 華 る こと を 
。 チャ ッ プ マン と 同じ く DG 細 胞 に 感染 し て いた ミ 
ケロ ・ チ ャ リオ ッ ト の 妨害 を 受け な が ら も 、 ド モン た ち 
の 手助け に よっ て ファ イト に 勝利 する 。 だ が 、 チ ャ ッ プ 
マン の 機体 ジョ ン ブ ル ガ ンダ ム が 大 きく 変異 し た 姿 を 
目撃 し 、 不穏 な 空気 を 感じ る の だ 


着 を つけ よう と し た 。 


ネオ ホン コン 
この 戦い は 私 だ け の も の 
た と え ぇ 殆 員 され よう と 、 私 は 最後 まで 闘う ! 


チャ ッ プ マン に 勝利 し た ジョ ル ジ ュ の 次 の 対戦 相手 
は 、 ド モン で あっ た 。 初戦 で は 引き 分 け に 終わ っ て い 
た 因縁 も あり 、 並々 な ら ぬ 気合 いで 準備 を 進め て いた 
ジョ ル ジ ュ 。 だ が 、 ド モン と の 戦い で 機体 や ジョ ル ジ ュ 
の ダメ ー ジ を 心配 する ネオ フラ ンス 上 層 部 か ら 、 ファイ は 新 必 殺 技 「 ロ ー ゼ ス ・ ハ リ ケ ー ン ] を 繰り 出し た が 、 
ト に 出場 し な いこ と 一 不戦敗 を 命じ られ て し まう 。 ジョ ドモ ン の ひら めき に よっ て 擬 ね 返さ れ 、 敗 北 を 喫する 
ル ジ ュ に と っ て 国家 の 命令 は 絶対 で あっ た が 、 すでに だ が 3 は 全力 を 尽く し た こと に よる 晴れ 晴 
ドモ ン と の ファ イト に 向け て 燃え て いた 彼 の 武闘 家 と 情 が 生ま れ て いた 。 


し て の 魂 が 、 それ で 収まる は ず は な か っ た 。 彼 は 国家 
反逆 罪 と し て 裁 か れる こと を 覚悟 し 、 非 公式 で ドモ ン 
と の 決闘 に 挑ん だ の で ある 。 この 想い を 受け 止め た 
モン と の 戦い は 、 一 進一 退 の 攻防 と な る 。 ジョ ル ジ ュ 


門 い が 見 受け 5 


私 に 言わ せれ ば 、 あな た の 生き 方 に は 


美学 が な さ 過 ぎる の で す よ ! 


第 13 回 大 会 は 、 ネ オ ホ ン コン で の 決勝 大 会 を 経 
て 決戦 の 地 で ある ラン タオ 島 で の 戦い に 移る 。 
だ コン 首相 ウォ ン ・ ユ ン フ ァ の 暗躍 に よっ 
uim 感染 し た ミケ ロ や チャ ッ プ マン も 復活 し き 方 を 「 美 学 が な い ] と まで こき 下ろ し た ジョ ル ジ ュ 
て お り 、 も は や 純粋 に 強 さだ け を 競う も の で は な い 不 だ が 、 グ ラン ドガ ンダ ム と の 戦い の 中 で 腹 を 割っ て 話 
穏 な も の と へ 変化 し て いた 。 ジョ ル ジ ュ は この 戦い の し た こと で 、 そ うし た わだかまり が 解け て いっ た 。 最後 
2 中 で 、 チャ ッ プ マン の 乗る ジョ ン ブ ル ガ ンダ ム が 変異 し に は 、 チ ボデー と 息 の 合っ た 連携 攻撃 を 見 せ 、 グラ ン 


ER 
し の one た 疾 王 争 東 グラ ンド ガン ダム と 対 財 。 現場 に 居合 わ 。 ドガ ンダ ム の 撃破 に 成功 し た の で ある 。 


せ た ネ オア メリ カ 代 表 の 武闘 家 、 チ ボデー・ ク ロケ ッ 
ト と 共闘 する 。 気分 屋 で 楽観 主義 の チ ボ デ ー と は 以 
前 か ら 性 格 的 に 反り が 合わ ず 、 面 と 向かっ て その 生 


ネオ ジャ パン コロ ニー 周辺 宙 域 


5 人 揃っ で て の シャ ッ プ ル 人 同盟 ! 


第 13 回 大 会 は 、 マ スタ ー・ ア ジア と の 一 騎 討 ち を DA と 共に 、 
制 し た ドモ ン の 優勝 で 幕 を 閉じ : 『、 戦 い の 裏 で 
デビ ル ガ ン ダム を 奪取 し た ネオ ジャ パン クル ー の ひと 

、 ウ ル ベ ・ イ シカ ワ が 本 性 を 現す 。 レイ ン ムラ 
を 生体 ユニ ッ ト に 取り 込み 、 デ ビル ガン ダム を 復活 さ 


そう で す ! 


2 の 内 人 


き 和 ドモ ン ャ 2 デー と ぶっ か り 合 っ て い 
戦い の 中 で 深め た 絆 、 そ し て 新生 シャ ッ フ 
ル 同 盟 の 一 員 と し て の プラ イド か ら 、 手 を 取り 合っ た 


せ た の で ある 。 さら に デビ ル ガ ン ダム は ネオ ジャ パン コ 
ロニ ー を 吸収 し 、 地 球 に も その 触手 を 伸ばし 始め て 
いた 。 ジョ ル ジ ュ は 、 チ ボデー ら 新 生 シャ ッ フル 同盟 


の で ある 。 そし て 新生 シャ ッ フル 同盟 5 人 に よる 必殺 技 
「 シ ャ ッ フル 同盟 拳 ] に より 、 ウ ル ベ の 乗る グラ ンド マ 
スタ ー ガ ンダ ム を 撃破 する こと に 成功 し た の 


人 サン ライ テ 
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ミレ ー ス ・ ア ロイ ーーー | 


Millais Alloy 


ガン ダム と 共に 戦場 を 歩ん だ 
ディ ー ヴ 7 乗組 員 の ひと り 


A.G.115 年 に 起こ っ た UE (アン ノウ ン エ ネ ミー) に 
よる スペ ー ス コロ ニー・ ノ ー ラ 袋 撃 は 、AG.101 年 
か ら 続 いて きた 地 | の 戦い に 大 き な 転機 を も た ら 
し た 。 ガン ダム と 共に 時 代 を 動か すこ と に な る アス ノ 
家 の 血族 と 、 彼 ら の 戦い を 支え た 戦艦 ディーヴァ の 
船出 一 一 その ター ニン グ ポ イン ト に 立ち 計っ た 者 た 
ちの ひと り が 、 ミレ ー ス ・ ア ロイ で ある 。 

ミレ ー ス は 、A.G.115 年 当時 に ノー ラ の アリ ンス ト 
ン 基 地 司 令 ヘ ンド リッ ク ・ ブ ルー ザー の 補佐 を 務 
め た 地球 連邦 軍 士 官 だ っ た 。 UE の ノー ラ 農 
撃 で は ブルー ザー と 共に 迎撃 の 指揮 を 執っ 
た が 、 コ ロニ ー の 崩壊 を 食い 止め る こと 
は で きず 、 ブル ー ザ ー に 後 事 を 託さ れ て 
ディ ー ヴ ァ で ノー ラ を 脱出 する 。 ディ ー 
ヴァ 乗組 員 と し て の ミレ ー ス の 戦い 
は そこ か ら 始 まり 、 長 い 道程 を 歩ん 
で いく こと に な る の だ っ た 。 


ノー ラ 押 撃 に 際 し て 
ガン ダム と ディ ー ヴ ァ 
を ブル ー ザ ー が ら 託 き 

ー ス は 、AGE 
デバ イス を 持つ 少年 


SN に ペー サビ っ 
SDA TR 


アン バッ ト 攻 略 作戦 の 直前 、 ミ レー ス は エミ リー・ ア : 
に 戦い へ の 恐れ を 明か し た 。 それ で も 戦う 理由 を 問わ : 
分 と 同じ 想い を する 人 が ひと り で も 減る な ら 、 
と 語っ た 。 それ は ミレ ー ス の 芯 の 強 さ だ 


う 。 強 さ だ | 
、、 女 性 約 な 優し さも 
あぁ っ た 


ディ ーー 


AG.115 年 に 吉 拉 し た 地球 
連邦 軍 の 宇宙 戦 ラ 

さ ンピュータ ー 技 師 で あっ た 
AGE シ ステ ム を 搭載 し て が が 、 家族 を UE に 条 き れ た こと 
ダム の 母艦 と な る 。 5 復 和 遂 反 
オペ レー ター キ 季 め 、A.G.140 入隊 し 
年 代 に は 秀長 に 吉 人 し た 。 


ET 


PERSONAL PROFILE 


私 培い の とら G の 3G3 水 ラ :G の 
UG 
記 が の 7/2 の が 人々 ee 


ディ ー ヴ ァ に 乗艦 し た ミレ ー ス は 、 艦内 シス テム を 統 
括 す る オペ レー ター を 務め る こと と な っ た 。 UE の 不可 解 
な 動き や グル ー デ ッ ク ・ エ イノ ア の 艦長 就任 に 微か な 
貴 和 感 を 覚え つつ 、 軍 人 と し て 事態 に 対処 し た ミレ ー 


ス 。 だ が 、UE へ の 復讐 を 期す る グル ー デ ッ ク の 意図 に 
よっ て 、 ー ヴ アァ は 地球 連邦 軍 か ら 離 れ て 独自 の 行 


動 を 取る 。 ミレ ー ス は 迷い を 抱き な が ら も 、UE を 討 と うと 
する グル ー デ ッ ク に 共同 し 、 や が て は 地球 連邦 軍 を も 
敵 に 回 すこ と と な る 。 それ で も 、 ミ レー ス は 自分 の 決断 
を 信じ て 戦い 続け 、 宇 四 要 寒 アン バッ ト 攻 略 作戦 に 参 
加 す る 。 そこ で UE の 正体 が 火星 圏 に 取り 残さ れ た 人 
類 の 未 商 「 ヴ ェ イ ガン 」 で ある と 知っ た ミレ ー ス は 、 真実 
を 隠蔽 し て きた 地球 連邦 政府 の 愚か さ を 思い 知り な が ら 
「 コ ウ モ リ 授 治 戦役 」 の 終 濡 を 迎え た の だ っ た 。 

それ か ら 526 年 の 時 が 過ぎ た A.G.141 年 、 デ ィ ー ヴ ァ 
の 艦長 に 就任 し て いた ミレ ー ス は 、 再び ガン ダム に 関わ 
る こと と な る 。 そし て 、 前 戦役 で 共に 戦っ た フリ ッ ト ・ ア 
ス ノ の 息子 アセ ム ・ ア ス ノ を 上 官 と し て 見 守り な が ら 、 
ヴェ イガ ン と の 寺 い に 臨み 、 ビ ッ グ リン グ 攻 防戦 や ノー ト 
ラム 防衛 戦 で 奮戦 する 。 その 末 に 、 フ リッ ト が 地球 連 
邦 政 府 と ヴェ イガ ン の 癒着 を 一 掃 す る 様子 を 見 届け た ミ 
レー スズ は 、 長き に 理 る 自ら の 戦い を 終え た の で ある 。 


戦い の 中 で 見 せ た ウ ルフ へ の 想い 


A.G.115 年 に ディ ー ヴ ァ で ウル フ ・ エ ニア クル と 出 
会 っ た ミレ ー ス は 、 当 初 は 「 ミ ー ち ゃ ん 」 と 呼ん で 馴れ 馴 
れ し く 接し て くる 彼 に 冷淡 な 態度 を 取っ て いた 。 し か し 、 
共に 戦う うち に 打ち 解け て いき 、 フ ァ ー デ ー ン の 防衛 戦 
で は 出撃 前 の ウル フ を 気遣っ てい る 。 また 、UE へ の 復 
警 に 駄 られ る グル ー デ ッ ク に 同調 する こと へ の 迷い を ウ 
ルフ に 明か し て お り 、 心 を 開い て いた 様子 が 宰 え る 。 

A.G.141 年 に も ミレ ー ス は ディ ー ヴ ァ で ウル フ と 共に 
戦い 、 若 い ア セム を ふた り で 見 守っ た 。 た だ し 、 ミ レー 
ス は 軍人 の 立場 か ら ア セム を 厳し く 律 し 、 ア セム の 少 
年 と し て の 内 面 を 気遣う ウル フ と は 意見 を 異 に する こと 
も あっ た 。 また 、 ノ ー ト ラム 防衛 戦 で ウル フ が 戦死 し た 
際 に は 涙 を 見 せ た が 、 悲 嘆 に 暮れ る こと な く 戦 いと 向き 
合っ た 。 それ は 、 軍 人 と し て 自分 に も 他人 に も 厳し く あ 
ろう と し た ミレ ー ス の 内 面 を 物語 っ て いた と 言え る 。 


軍人 と し て の 優れ た 判断 カ 


ー ス は 、 若 くし て アリ ンス トン 基地 司令 の 副官 的 
な 役割 を 担っ た 有 能 な 軍人 で 、 デ ィ ー ヴ ァ で も グル ー 
デック の 補佐 役 と し て 的 確 な 処理 能力 を 発揮 し た 。 ま 
た 、 フ ァ ー デ ー ン 防衛 戦 で は ザラ ム と エ ウ バ の 同士 討 
ち を 誘う UE の 動き を 見 抜き 、 観 察 眼 の 鋭さ も 見 せ て い 
る 。 そう し た 能力 は 年 齢 を 経た A.G.141 年 の 時 点 に お 
いて も 健在 で 、 デ ィ ー ヴ ァ の 艦長 と し て 優れ た 指揮 能力 
を 示し 、 ヴェ イガ ン と の 戦い に 大 きく 貢献 し て いる 。 


アン パッ ト 攻 略 作戦 で は 、UE の シス テム を 解析 し て 進路 を 開く 働き を 見 
また 、 ディ ー ヴ アァ の 艇 長 と な っ て か ら は 的 確 な 四 関 指環 の 手 院 を 発揮 し 
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Riddhe Marcenas 


マー セナ ス 守 の 末 座 を 苦し め た 
「 箱 」 と の 因縁 と バナ ー ジ へ の 災 如 


ミネ バ ・ ラ オ ・ ザ ビ に ひと め 惚 れ し 、 彼 女 の た め 
に 自ら の 出自 まで 利用 し た マー セナ ス 家 の 嬉 男 、 リ 
ディ ・ マ ー セ ナス 。 ミネ バ と 共に 降下 し た 地球 で 「 ラ 
プラ ス の 箱 」 と マー セナ ス 家 の 因 緑 を 父 ロー ナン か >} 
ら 聞 か され た リ デ ィ は 、「 着 の 呪縛 か ら 逃れ られ な N 乗 


い 境 通 で ある こと に 絶望 。 一 時 は ミネ バ を 引き 連れ て 
「 家 」 を 捨て よう と し た 。 


し む 。 その 後 、 ブラ イト ・ N つ 


と で 、 彼 は 面 え 部 い 孤 
ノア が 艦長 を 務め る ラー・ カ イラ ム に 乗 態 し 戦場 へ } た 
と 復帰 し た が 、 リ ディ は 苦し みか ら 解 放さ れる どこ ろ こま 「) 
か 、 より 迷い を 深め る こと と な っ た の で ある 。 = 決 
復帰 し た 戦場 で は 、 ユニ コー ン ガ ンダ ム の パイ ロッ 1 | 計 | こす 
ト 、 パ ナー ジ ・ リ ンク ス と 共闘 し 、 ロ ニ ・ ガ ー ベ イ が 人 a 碧 | 
操る シャ ンプ ロ を 撃破 し た リ デ ィ 。 直後 、 マ ー サ ・ ビ RR 
スト ・ カ ー パ イン に よっ て 連行 され た ミネ パ と 接触 す を 
る 機会 を 得 た 彼 は 、 再 び 「 家 」 を 捨て る よう の 
だ っ た 一 。 wx 月 
箱 』 ヒマ ー セ ナス 家 りり = 


の 因 紹 か ら 速 れ よ うと 


ディ だ が 、 彼 が 「 箱 ] 
と の 因 絹 を 持つ ビス ト 
家 の 人 間 と 知っ て 以 
放 、 概 雑 な 破 情 が 革 
生え る の だ っ た 。 


その 人 格 


た リ デ ィ は 、 その 史紀 か ら 街 動 的 に 透 
MAIN MS 


関連 ファ イル 


BKOIN] ユニ コー ンダ 22 欄 / ィ ノル ン UGC-91.02c 


ザビ 家 の 未 意 と し て 『 箱 ] を 
所 る 戦乱 に 身 を 置い た 少女 
「 籍 」 の 揚 い を 公 り .「 袖 1 
き ] の 首 航 で ある フル ・ フ ロ 
ンタ ル た 析 を 分 か っ た 


要 動 戦士 ガン ダム UG 


PRRS0MLPROHIE 。 リィ マー セス D2 mm 上 0 


お まえ は 、 ど れ だ け 代 を 
惨め の に させ た ら 和 気 が 済 も ん だ ! 


ガル ダ 艦 上 で の 戦い の 最 中 、 ミネ パ と 再会 し た リ デ ィ 
は 彼女 と 共に 戦場 か の ら 脱出 を 図っ うと し た 。 だ が 、 ザ ビ 
家 の 末 商 と し て 「 釘 の 正体 を 見 極め よう と する ミネ バ 
に 再度 、 これ を 拒否 され て し まう 。 さら に ミネ バ は 、 リ ディ 
で は な お く パ ナー ジ に 助け を 求め る 形 で ガル ダ か ら 脱 出す 
る 。『 箱 」 を 保有 する ビス ト 財 団 を 諸悪 の 根源 だ と 感じ 
て いた こと も あり 、 リ デ ィ は ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 そし て ビ 
スト 家 の 血 を 引く バナ ー ジ に 対し て 強い 憎悪 を 抱く よう 
に な っ て いく 。 

その 後 、 リ ディ は マリ ー ダ ・ ク ルス の 身柄 の 奪還 を 目 
指す アル ベル ト ・ ビ スト と 結託 し 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム 
2 号機 バン シィ ・ ノ ルン の パイ ロッ ト と な る 。 断ち 切れ な 
い ミ ネバ パ へ の 想い 、 そ し て その ミネ バ と 共に 行動 する バ 
ナー ジ へ の 嬢 始 と 憎悪 一 一 彼 は そう し た 感情 を 原動力 
と し て 、 ひと り で 戦場 に 赴く の だ っ た 。 

そし て 最終 決戦 の 場 と な っ た (イン ダス トリ アル 7) で 、 
リ デ ィ は パナ ー ジ の 乗る フル アー マー・ ユ ニコ ー ン ガン 
ダム と 対 幅 す る 。 パナ ー ジ へ の 憎悪 か ら 暴走 する 彼 は 、 
戦闘 に 介入 し た マリ ー ダ を 死に 至ら し め て し まう 。 だ が 、 
彼女 と の 感応 に よっ て 正気 を 取り 戻し た リ デ ィ は 、「『 袖 
付き 』 の 首 越 で ある フル ・ フ ロン タル に 「 箱 』 を 渡す まい 
と 、 パ ナー ジ と 共闘 する 道 を 選ぶ 。 そこ に は 、 パ ナー ジ 
へ の 鐘 和 バ へ の 執着 を 超え 、 人 類 の 良き 未来 を 
見 据え る リ デ ィ の 姿 が あっ た の で ある 。 


マリ ー ダ と の 感応 に よる 孤独 か ら の 解放 


「 貴 様 た ち が 「 ラ プラ ス の 箱 ] に 近づく の を 、 阻 止 す 
る 義務 が 俺 に は ある !」 一 一 パナ ー ジ に 刃 を 向け る 理 
由 を 間 わ れ た リ デ ィ は 、 連 邦 軍 人 で あり 、 マ ー セ ナス 家 
の 人 間 と し て 当然 の 対応 で ある と 答え た 。 だ が 実際 に 
は 、 パ ナー ジ へ の 尋 如 と 憎悪 と いっ た 私 的 な 感情 か ら 
又 走 し て いた の で ある 。 戦闘 中 も 心 を 閉ざし た まま の リ 
ディ で あっ た が 、 現 場 に 介入 し た マリ ー ダ と の 感応 を 通 
じ ミヒロ ・ オ イワ ッ ケ ン 、 さら に か つて リ デ ィ が 
助け た ミコ ッ ト ・ パ バー チ や タク ヤ ・ イ レイ ら ネ エル ・ ア ー 
ガマ 乗員 か ら の 声 を 聞く 。 その どれ も が リ デ ィ 本 来 の 優 
し さや 正義 感 を 信じ 、 発 せら れ た 言葉 で あっ た 。 結果 
的 に マリ ー ダ を 殺め て し まっ た リ デ ィ で あっ た が 、 彼 女 を 
介し て 行わ れ た 仲間 た ちと の 心 の 触れ 合い に より 、 自ら 
の 過ち に 気付 く <。 そし て それ は 、 ミ ネバ と の 決別 に よっ 
て 生じ た 彼 の 深い 孤独 を 取り 払っ て いっ た の で ある 。 


リ デ ィ は バナ ー ジ や 強化 人 間 で ある マリ ー ダ に 比べ る 
と 、 ニ ュー タイ プ と し て の 能力 は 低かっ た 。 それ で も 、 バ 
ン シ ィ ・ ノ ルン に 装備 され た アー ム ド ・ ア ー マ ーXC な ど 
の 効果 に よっ て 機体 と り ディ の 親和 性 は 高め られ 、 彼 


ー タ イプ 能力 を 機体 の 性 能 に 転化 する こと が で き 
ある 。 結果 、 フ ルアー マー・ ユ ニコ ー ン ガン ダム 
や クシ ャ トリ ヤ ・ リ ベア ー ド 、 さ ら に 『 袖 付き | の 最終 兵 
問 ネ オ ・ ジ オン グ と も 渡り 合う こと が 可能 と な っ た 。 


m、 
ン 


ミ 


ゃ 
リ デ ィ は 元々 パイ ロッ ト と し て の 能力 に も 便 れ て お り 、 パン シィ ・ ノ ルン 搭乗 時 
に も その 実力 は 充分 に 発 探さ れ た と 言え る だ ろう 。 
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ィ イセ リナ と その 父親 回 区 


Icerina & Her Father 


ジオ ン 公 国軍 に 制圧 され た 
ニュ ー ヤ ー ク に 生き る 民間 人 


一 年 戦争 期 、 ジ オン 公国 軍 の 地球 侵攻 作戦 に 
よっ て その 勢力 較 に 呑み 込ま れ た 民間 人 た ち は 、 選 
択 を 迫 ら れる こと と な っ た 。 一 部 は 抵抗 運動 に 手 を 
染め た が 、 ジ オン 公国 に 迎合 する こと で 生き 残る 道 
を 模索 する 者 も いれ ば 、 そ の 狭間 で 苦悩 する 者 も い 
た の で ある 。 イセ リナ ・ エ ッ シ ェ ン バ パッ ハ と その 父 は 、 
そう し た 地球 の 民間 人 た ち で あっ た 。 

イセ リナ と その 父 エッ シェ ン パ ッ ハ 氏 は 、 一 年 戦 
争 当時 に 北 洲 の ニュ ー ヤ ー ク に 居住 し て いた 民間 
人 で ある 。 エッ シェ ン バ ッ ハ は ニュ ー ヤ ー ク の 前 市 長 
を 務め た 有力 者 で 、 イ セリ ナ は その 名 家 の 令嬢 に あ 
た る 女性 だ っ た 。 だ が 、 ジ オン 公国 軍 の 地球 侵攻 
作戦 に よっ て 彼ら の 運命 は 大 きく 変わ る こと と な る 。 
ニュ ー ヤ ー ク は ジオ ン 公 国軍 に 占領 され 、 ザ ビ 家 の 
御曹司 ガル マ ・ ザ ビ と 出会っ た イセ リナ は 、 許さ れ ぬ 
愛 に 身 を 焦がし て いっ た の だ っ た 。 


イモ リナ は 、 地 球 の 民間 
人 に と っ て は 保 路 者 で あ 
と ジオ ン 公 国軍 の 司令 


の 震 は 、 小さ な 圧 劇 と し 
て 一 年 戦争 に 守 ま れ た 。 


5 
4 
1 
6 


イセ リナ は ガル マ へ の 愛 に 強い 覚悟 を 抱い た 。 エッ シェ ン 
バッ ハ に ガル マ と の 結婚 を 反対 され て も 、 父 に 私 を 自由 に す 
る 権利 は な いと 語り 、 自 分 で 自分 の 道 を 選ぶ 権利 が ある と 
訴え た 。 だ が . その 想い は 父 に 踏み に じ ら れ た の だ っ た 。 


に の iti える イセ 
リナ 。 使用 人 を 多く 抱え る 名 
補 の 久 療 だ っ た が 、 そ れ 以 上 


関連 ファ イル 


FE PREMEW 


ジオ ン 公国 軍 が 一 年 戦 多 で 量 EEEE 2 
運用 し た 大 型 航空 機 。 攻撃 サビ 家 の 未 弟 。 地下 方 面 
空母 に 分 類 さ れ 、 衝 載 柏 加 本吉 を 務め 、 手柄 を 爽 し て ホ 
送 能 と 糧 撃 能力 を 有する 。 ワイ トペ ー ス を 狙う 。 シャ ア ・ 
ガル マ の 死後 、 ダ ロ タ が 指揮 アズ ナブ ル と は 士官 学校 時 
する 似 対 ち 部 隊 が 運用 し 、 イ 代 の 友人 で あっ た 。 

セリ ナ も 同乗 し た と 言わ れる 。 
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イセ リナ 

イセ リナ は 、 地球 方 面 軍 司令 と し て ニュ ー ヤ ー ク に 旗 
り た ガル マ と 出会い 、 彼 と 恋 に 落ち る 。 保身 の た め に 
ザビ 家 に 擦り 寄る 者 も 多い 中 で 、 イ セリ ナ は 純粋 に が 
ル マ の 誠実 な 人 柄 に 惹か が れ た 。 ガル マ も また イセ リナ を 
有力 者 の 女 と し て で は な く ひ と り の 女性 と し て 愛し 、 彼 
女 の た め に ジオ ン を 捨て て も 良い と 語る ほど の 熟 情 を 傾 
けた 。 だ が 、 ふ た り の 関係 は ジオ ン を 嫌う 父 エッ シェ ン 
バッ ハ の 反対 に 遭っ て 進展 せ ず 、 さ ら に は ホワ イト ベー 
ス の 北米 侵入 に よっ て 転機 を 迎え る 。 

ガル マ は ホワ イト ベー ス の 機密 を 入手 する こと で イセ 
リナ と の 結婚 を 父 デ ギ ン ・ ザ ビ に 認め させ よう と し 、 自 
ら 迎 撃 の 指揮 を 執っ た 。 それ を 見 送っ た イセ リナ だ 
が 、 ガ ル マ へ の 強い 想い か ら 彼 の 元 へ 向かお うと し 、 
父 に 止め られ て し まう 。 そし て 、 傷 心 の 中 で ガル マ の 戦 
死 を 知り 、 悲嘆 に 暮れ た の だ っ た 。 

一 説 に は 、 イ セリ ナ は ガル マ の 死後 に ジオ ン 公 国軍 
基地 を 訪れ 、 ガ ル マ の 仙 討 ち を 図っ た ダ ロ タ 中 
願 し て ホワ イト ベー ス と の 戦闘 に 加わ っ た と いう 。 
その 戦い で 命 を 落と し 、 遺 体 は カル マ の 仙 と 呼ん 
ムロ ・ レ イ ら に 埋葬 され た と 言わ れ て いる 。 


イセ リナ は ガル マ に 想い を 寄 
せ 、 エッ シェ ン パ バッ ハ の 弧 と い 


恋 に 終わ る こと と な る 。 


エッ シェ ン パ ッ ハ 尋 

エッ シェ ン バ ッ ハ 氏 は イセ リナ の 父親 で 、 前 市 長 を 務 
め た ニュ ー ヤ ー ク 有数 の 人 物 だ っ た 。 ジオ ン 公国 に 対 
し て は 批判 的 で 憎しみ を 向け る ほど だ っ た が 、 市 民 保 
護 の 立場 か の ら ニ ュー ヤー ク に 留まり 、 ガ ル マ ら ジオ ン 公 
国軍 高官 と の 折衝 に も 尽力 し た 。 し か し 、 私 人 と し て は 
ガル マ を [ジオン の 頭目 の 息子 ] と 茂 ん で 娘 が 嫁ぐ こと 
を 許さ ず 、 ホ ワイ ト ベ ー ス と 戦う ガル マ の 下 に 向かお うと 
し た イセ リナ を 屋敷 に 軟禁 し た 。 


ジオ ンー 邊 情 が < 垢 が ビ 
家 の 一 族 に 嫁ぐ な ど 言 話 道 
断 と いっ た 慣 度 を 示し た 。 


A イセ リナ 


を 預け る イセ リナ 。 例 
えろ 3 と 邊 分 は ガル マ 


MORE INFO! ニュ ー ヤ ー ク 市 と 公 | 


地球 侵攻 作戦 の 第 2 次 降下 作戦 で 制圧 され た ニュ ー ヤ ー ク 市 
に は 地球 方 面 軍 本 部 基地 が 置か れ 、 西海 岸 の キャ リフ ォ ル ニア ・ 
ぶ 北 米 の 要衝 と し て 機能 し た 。 ジオ ン 公 国軍 は 占領 
ーー ヤー ク を 必要 以上 ef 占領 政策 の 一 環 と し 


まさ 
ネ た が 、 圭 争 の 中 で 生き 残る た 
ゆめ に 必死 だ っ た と も 言え る 


ニュ ー ヤ ー ク で の パー ティ ー に 招 か れ た 要 人 た ち 。 左 は 容 守 故 を が ) 
オン 公 固 軍 の 占領 地 で は あっ た が 、 地球 但 攻 作戦 以後 は 戦火 が 及ぶ 
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運命 的 な 出会い に 傾 は た 


U.C.0093.03.12 


ネオ ・ ジ オン と 地球 連邦 と の 武力 衝突 が 勤 発し た 
U.C.0093.03、 宇 宙 に 上 が っ た ハサウェイ は 父 ブ ラ 
イト ・ ノ ア と 再会 し た 。 さ 伝説 の ニュ ー タ イプ で 
ある アム ロ ・ レ イ と 対面 し た ハサウェイ は 、 道中 で 知 
り 合っ た ク ェ ス ・ バ パラ ヤ と 彼 に つい て 語り 合う 。 どん な 
に 離れ て いて も わか り 合 える 人 間 が ニュ ー タ イブ と 語 
る ク ェ ス の 言 自分 た ち 家族 を 重ね た ハサウェイ 
の 姿 に 苦笑 する の だ っ た 。 


学 箇 に 慣れ る の が 遅 す ぎる っ て 
ママ は 言っ て た も ん な 


ブラ イト の 目 を 科 ん で 次 


を 対 ませ 、 メ ド を 折 終 


行動 を 共に する うち に ク ェ ス に 惹か れ て いっ た ハ サ 
『、 彼 女 は サイ ド 1 の ロン デニ オン で 出 
アズ ナブ ル に 共感 し て ネオ ・ ジ オン に 


会 っ た シャ ア ・ 
者 り 、 ハ サウ ェ イ の 元 を 去っ て し まう 。 それ で も ク ェ ス 
を 諦め られ な か っ た ハサウェイ は 、 彼女 を 取り 戻 そう と 
決意 し 、 ロ ン デ ニオ ン か ら 出 撃 す る ラー・ カ イラ ム に 
密航 する 。 人 目 を 避け て 艦内 で 息 を 潜め る ハサウェイ 
は 、 母 の 言葉 を 思い 出し て 咳 き を 漏らし た 。 


ハサウェイ ・ ノ ア 編 _ 


Case of Hassaway Noa 


ハサウェイ ・ ノ ア は 、 初 め て 上 が っ た 宇宙 で 心 を 寄せ た 少女 と の 別離 
を 体験 し 、「 シ ャ ア の 反乱 」 の 戦場 に 率直 
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感情 を 発露 させ て いっ た 。 


ク ェ ス が 語っ た 人 の 認識 カ の 拡大 と いう ニュ ー タ イ 
プ 観 は 、 ハ サウ ェ イ に と っ て も 理解 で きる 話 だ っ た 。 
宇宙 で 暮らす ブラ イト と 離れ 、 母 ミラ イノ ア や 妹 チ ェ ー 
ミン ・ ノ ア と 共に 地球 で 生活 し て きた ハサウェイ に し 
て みれ ば 、 そう し た 人 の 進化 が な けれ ば 家族 の 繋が リ 
を 保 て な いよ うに の だ ろ 2。 事実 、 父 を 身近 に 
語る ハサウェイ の 言葉 が 、 離 れ て いて も 家族 と し て 成 
り 立 っ て いる ノア 家 の 姿 を 物語 っ て いた の で ある 。 


ブラ イト イ は 宇宙 で 様々 な 物 の 見 方 を 身 に 付 
け て いっ た 。 それ だ 我 が 子 に も 宇宙 を 体験 させ 
た いと いう 想い は 強かっ た の だ ろう 。 確か に ハ サ ウ ェ 
イ は 、 宇 宙 に 上 が っ て スペ ー ス ・ コ ロニ ー を 目 の 当 た 
り に する こと で 視野 を 広げ た 。 そし て 、 ク ェ ス を 取り 戻 
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U.C.0093.03.12 


クタ ェ ス は 死に ませ ん ! その 前 に 取り 戻し ます ! 


その た め に モビ ルス ー ツ の 操 秋 だ っ て 習っ た ん で す ! 


ー・ カ イラ ム に 忍び 込ん だ ハサウェイ は 、 ア クシ 
ズ へ の 第 一 波 攻 撃 の 直前 に 見 つか り 、 ブ ライ ト の 叱 
責 を 受け る 。 さき ら に 、 ク ェ ス が シャ ア に 利用 され て いる 
現状 を アム 口 に 指摘 され 、 彼 女 が 戻る 望み は 薄い と 
諭 され て 激しく 反発 する 。 人 の 死に 乗っ た シャ ア の 世 
直し に 惹か れ て ク ェ ス が 悲惨 な 運命 を 辿る と 語る アム 
ハサウェイ は その 前 に 自分 が 彼女 を 救う 
する の だ っ た 。 


ハサウェイ は 、 ク ェ ス が 


U.C.0083.03.18 


明り 合っ て いる だ け じ ゃ いけ な いよ 


ク ェ ス 、 それ じゃ ダメ だ よ ! 靖 座 


ラー ・ カ イラ ム は ネオ ・ ジ オン と の 艦隊 戦 に 突入 
し 、 ハ サウ ェ イ は その 艦内 で 事態 の 推移 を 見 守る こ 
と に な っ た 。 一 方 、 ク ェ ス は O・ ア ジー ル を 駆っ て ロン 
ち 、 ア ムロ の ガン ダム 


た ラー・ カ イラ ム か ら 戦 場 に 描き 散ら され る ク ェ ス の 
英 意 を 感じ 取っ た ハサウェイ は 、 感 情 を 剥き 出し に し 
て 戦う 彼女 に 呼び 掛け る の だ 


宇宙 ・ ア クシ ズ 宙 域 


を 本 間 見 せ た 。 


U.C.0093.03.18 


逆襲 の シャ ア 


た アム ロロ の 言葉 は 、 正 突 を 射 て いた と 
、 ク ェ ス を 取り 戻 そう と 躍起 に な っ て いた 
っ て は 、 た と え 正 論 で あろ うと アム ロ が 
『 は 到底 受け 入れ られ る も の で は な か っ た 。 
弄 す る ハサウェイ の 姿 は 、 命 を 懸け て で も 
ク ェ ス を 救 お うと し た 彼 の 一 途 な 想い を 物語 る 一 方 
で 、 自 ら が 望ま な い 現実 を 直視 し よう と し な い 少年 の 


幼 さ も 表し て いた の で ある 。 
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アク シズ の 攻防 が 繰り 広げ られ た 「 シ ャ ア の 反乱 」 
の 終盤 、 ク ェ ス は シャ ア の 役に立ち た いと いう 想い か 
ら 戦 闘 衝動 を 先鋭 化 させ た 。 ハサウェイ が 感じ 取っ た 
の は 、 そ うし た ク ェ ス の 意思 で あり 、 自 分 と シャ ア の 邪 
魔 に な る 存在 を 排除 し よう と する 強い 
し て 、 そ れ を 受け 取っ た ハサウェイ の 
合う こと を 放棄 し た ク ェ ス を 止め な けれ ば な ら な い 、 と 
いう 直感 か ら 出 た も の だ っ た の だ ろう 。 


逆襲 の シャ ア 


や っ ちゃ いけ な か っ た ん だ よ ! そん な こと を わか ら な いか ら 
大 人 っ て 地球 だ っ て 平気 で 消せ る ん だ ! 


ク ェ ス の 敵意 を 感じ 取っ た ハサウェイ は 、 ラー・ カ イ ク ェ ス を 取り 戻 そう と し た ハサウェイ に 対し 、 ア ムロ 
ラム を 飛び 出し て 戦場 に 向かい 、 彼 女 の 説得 を 試み は 無理 だ と 断 じ た 。 一 方 、 戦 場 で タク ェ ス と 相対 し た 
た 。 だ が 、 戦 い に 駆 ク ェ ス に ハサウェイ の 言葉 チェ ー ン は 、 彼 女 を 危険 と 感じ て 攻撃 し た 。 それ ら 6 
は 届か ず 、 ふた り は チェ ー ン ・ ア ギ と 対 時 する こと に な 物事 を 割り 切る こと に 慣れ た 大 人 と し て の 判断 
る 。 そし て 、 チ ェ ー ン が 撃っ た ミサ イル が O・ ア ジー ル と 言え る 。 ハサウェイ に し て みれ ば 、 ク ェ ス を 見 捨て る 
を 捉え た と き 、 ク ェ ス は その 攻撃 か ら ハ サウ ェ イ を 底 っ か の よう な 彼ら の 感覚 は 、 地 球 を 潰 そ うと し た シャ ア と 
て 命 を 落と す 。 ク ェ ス の 死に 逆 上 し た ハサウェイ は 、 思え た の だ ろう 。 ハサウェイ の 言葉 は そう し 
チェ ー ン に 激しい 感情 を ぶつ ける の だ っ た を 表し て いた の で ある 。 


MORE INFO! 
「 シ ャ ア の 反乱 ] に 見 せ た 感 性 


を 殺害 し て し まう 。 だ が 、 そ の 行 
為 は 皮肉 に も サイ コ ・ フ レー ム に 
よる 意思 の 拡 艇 を 招き 、「 ア クシ 
ズ ・ シ ョ ッ ク ] を 引き 起こ す 一 端 
を 担う こと と な 


ク ェ ス を 救 お うと し た 想い 


仙骨 ・ サ ン ライ ズ 
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マン シュ マー・ セ ロ 


Mashymre Cello 


I マ ジラ マー ャ ッ 


[z 本 2 Bl 


AMX 


AMX-103 
ハン マ ・ ハ ンマ 

有線 サイ コミ ュ 兵 器 を 搭載 し 
た アク シズ の 試作 MS。 エン ド 
ラ で テス ト が 行わ れ 、 マ シュ 
マー の 3 機 目 の 乗 村 し て 
用 きれ た が 、ZZ ガ ンダ ム と の 
戦 内 で 旧臣 され た 


AMX-011S 
ザク 皿 改 


関連 ファ イル 


ド さ れる の だ !! 


サイ ド 1 制 圧 の 任 を 受け て エン ドラ 隊 を 率い た マシ ュ 


込ん だ 。 だ が 、 そ こ で 
エゥーゴ の アー ガマ と 鉢合わせ と な り 、 成 り 行き か ら Z ガ 
ュ ド ー・ ア ー シ タ と 敵対 する こと と な る 。 


スー ン の 前 で も 戦功 を 挙 けら 
任 を 問わ れ て エン ドラ 隊 指 揮 


戦争 
と し 作戦 で 再び 戦 
こ に 騎士 道 を 東 ぶ 青年 の 姿 は な く 


K ネ オ ・ ジ オン 戦争 に お ける 働き 
前 の マシ ュ マー の 経歴 
に は アク シズ 内 の ゲー ム 
その 才能 を 見 出さ れ た と 


ロッ ト を 務め て ア 
られ ず に 更 送 され る こ 
その 後 は 強化 処置 を 施さ れ 
ラ II の 指 探 宜 と し て ダ 
オン の 内 乱 に 参加 。 グレ ミー 派 と の 戦い 
・ マ ン サ を 圧倒 する ほど の 奮闘 を 見 せる が 、 ラ 
ダ カ ラ ン 率 いる スペ ー ス ・ ウ ルフ 隊 と の 交戦 で 
タイ プ 能 力 を 暴走 させ 、 戦死 


能力 


20 歳 に 満た ぬ 若 さ で サイ ド 制 圧 部 隊 の 指揮 官 に 抜 
重用 に 見 合う 能力 の 


贅 化 処置 を 施さ れ て 戦線 
に 復帰 | マー は 
ア ・ バ ブ ム を 三 技 


に 付け 5 れ た 上 で 、 ハ ャ ー | 


ン の 直属 を 移 め た 


き 、 の 
を 専 われ る , 


な も の と 
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字 宙 世紀 の 実力 者 ーーーーー 陸 


Political Persons in U.C. 


方 (7 ラナ ダ の 市 基 サ イド 29 市 


官民 それ ぞ れ の 立場 か ら 
軍事 行動 に 対処 し た 実力 者 た ち 


エ ウ ー ゴ と ティ ター ンズ の 対立 は 、 政 界 や 経済 界 
に 対し て 影響 力 を 持つ 実力 者 に 、 難 し い 選 択 を 迫る 
事象 だ っ た 。 双方 の 思想 が 大 きく 異な る だ け に 、 札 
を 張る 相手 を 間違え る と 、 加 何 な 実力 者 と 言え と も 
身 の 破滅 を 招く 危険 が 大 きか っ た の で ある 。 特に 難 
し い 局 面 と を っ た の は 地球 に お ける エゥーゴ の 退却 
戦時 だ が 、 こ の 際 、 ニ ュー ホン コン 有数 の 大 企業 「 ル 
オ 商 会 ] が エゥーゴ の 支援 を 選択 。 協力 を 得 た エッ ゥ ー 
ゴ 主 力 が 無事 に 宇宙 へ と 帰還 し た こと は 、 グ リプ ス 
戦役 に お ける 重要 な 転換 点 の ひと つと な っ た 。 

一 方 、 エゥーゴ 帰 : 宇宙 に お いて は 、 地 球 
至上 主義 を 掲げ る ティ ター ンズ に 対し て 好意 的 な 感 
情 が 生ま れる は ず も な く 、 エ ウー ゴ に 肩入れ を する 実 
力 者 が 多かっ た 。 と は いえ 、 住 民 の 安全 を 確保 する 
義務 が ある 市 長 な どの 公 人 は 、 非 常に 難し い 選 択 を 
迫 ら れる ケー ス が 多く 、 そ の 対応 に は 当 人 の 度量 が 
色濃く 反映 され る こと と な 


ホン コン 有数 の 大 企業 の 名 代 と し て 、 生 き 后 の 目 を 抜く 
界 に 生き て いた ステ ファ ニ 


関連 ファ イル 


球 で 胡 

隊 は 溢 し い 仙 撃 に さら され た 
し か し 、 友 箇 の カラ バ や ルオ 
商会 5 の 支援 に より 、 無 事 
ド RT 


158-13 


スチ ブ ァ ニー・ ル オキ 


ニュ ー ホ ンコ ン に お いて 絶大 な 影響 力 を 持つ ルオ 商 
会 。 その 当主 の 名 代 と し て 全権 を 委 主 さ れ て いる 女性 
が ステ ファ ニー・ ル オ で ある 。 自分 より 大 柄 な 男 た ち に . 
指示 を 出し 、 子 供 と いえ ども 厳し い 態度 で 接する 厳格 
な 人 物 で あっ た ステ ファ ニー だ が 、 そ ん な 彼女 が エ ウ ー 
コ と カラ バ に 協力 的 な 姿勢 を 見 せ た 理由 は 明らか に 
な っ て な い 。 も ちろ ん 大 局 を 見 据え た 上 で 、 そ れ が 利益 
に 繋が る と 読ん だ 可能 性 も ある 。 だ が 彼女 自身 が 積極 
的 に エ ウ ー ゴ や カラ バ と 行動 を 共に し 、 時 に は 彼ら を 気 
遣う 場面 も 見 られ た と いう 点 を 鑑み る に 、 そ の 協力 は 損 
得 勘定 の み に よ る も の で は な か っ た 


の 軍人 嫌い と いう ステ 
S アム ロ ャ カ 


が っ た と も 考え られ る 。 


ダラ ナダ の 南明 


エゥーゴ の 本 拠 地 、 さ ら に アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク 
ス 社 (AE) の 支社 が 置か れ て いる 月 面 第 二 の 都 市 ・ ケ 
ラナ ダ は 、 エ ウゥ ー ゴ と ティ ター ンズ 双方 に と っ て 戦略 的 
に 重要 な 場所 で あっ た 。 ゆえ に ティ ター ンズ は エゥーゴ 
の 活動 を 抑制 すべ く 、 民間 へ の 被害 を まっ た く 考慮 し な 
い グ ラナ ダ へ の コロ ニー 沙 と し を 実施 し た の で ある 。 こ 
の 際 、 グ ラナ ダ の 市 長 は 住民 の 安全 を 守る た め 、AE 


幹部 で ある ウォ ン ・ リ ー に 地下 シェ ルター へ の 選 難 命 
令 発布 を 提案 し て いる 。 ウォ ン の 説得 に より 避難 勧告 
は 出さ れ な か っ た も の の 、 市 長 は AE と 事 を 構え る こと も 
辞 さ な いと いう 剣 幕 で 避難 を 訴え た と 言わ れ て いる 。 


グラ ナダ 市 の 芳 機 を 察知 し 
た 市 長 は 、 早 > 


言 
部 に 対し 、 か を り 強 琲 を 朋 
| 度 で 住民 の 避 を 訴え た 。 


サイ ド 4 の 赴 長 
サイ ド 2 の 市 長 は フォ ン ・ ブ ラウ ン 市 か ら の 情報 に よ 
り 、 テ ィ タ ー ン ズ が サイ ド 2 に 毒ガス 攻撃 を 仕掛 け よ うと 
し て いる こと を 知っ た 。 彼 は それ まで エゥーゴ に 協力 す 
る 姿勢 を 見 せ て いた に も か か わら ず 、 市 民 の 安全 の た め 
(ある い は 個人 的 な 恐れ に より ) ティ ター ンズ へ の 降伏 
を 選択 する 。 だ が 、 こ の 作戦 に よっ て 威信 を 示 そ うと す 
る ティ ター ンズ は 降伏 を 受け 入れ ず 、 結局 、 サ イド 2 は 
エゥーゴ に 頼ら ざる を 得 な い 状 況 に 置か れ た の で ある 。 
結果 と し て 毒ガス 攻撃 は 阻止 され た も の の 、 彼 の 行動 
か ら は グラ ナダ の 市 長 が 見 せ た よう な 気概 は 感じ られ 
ず 、 日 和 見 主義 的 な 気質 が 浮き 彫り と な っ た 。 


| 再 ガ ス が 使用 され る こと を 麗 
れ た サイ ド ら 市 長 は 、 独 断 で 
降伏 を 決断 。 通信 で ティ 
ター シズ へ の 降伏 を 打診 す 


、 そ の 申し 入れ は 受け 入 
れ ら れ な 3 


MORE INFO! 


響 力 を 有する ルオ 商会 だ け に 、 大 小 の トラ ブル は 


強大 な | 


、 暴 力も: 
お り 、 アム ロロ を 本 撃 し た の も 彼ら で 


い 用 


実力 者 


一 方 、 官職 で ある サイ ド の 運 
長 自 身 が 暴君 と な る ケー ス も あり , 
ち が 理 不 尽 な 被害 を 投 る ケー ス も あ 


の 周 


に お いて は ト 
側近 に 
と いう 


の 人 々 


る 市 
て 部 下 た 


wom タン ラズ 158-14 
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司 neD2 mm]14B 


ニコ ル ・ ア マル フィ 編 
Case of Nicole Amalf を 


クル ー ゼ 隊 に 配属 され た ニコ ル ・ ア マル フィ は 、 過 酷 な 戦乱 の 中 で も 
生来 の 優し さ を 失 うこ と は な か - 


僕 の 機体 … あ の プリ ッ ツ な ら 


うま く や れ る か も し れ ま せん 


ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ が 率い る ザフト の 精鋭 部 隊 「 ク 
ルー ゼ 隊 」 に 配属 され た ニコ ル ・ ア マル フィ は 、 ザフト 
の アカ デミ ー ス クー ル を 優秀 な 成績 で 卒業 IS バ 
イロ ッ ト で あっ た 。 アス ラン ・ ザ ラ 、 イザ ー ク ・ ジ ュー ル 、 

イア ッ カ ・ エ ルス マン ら 同 期生 と 共に 地球 連合 軍 の 
「GJ 登 取 作戦 に も 参加 し た 彼 は 、 そ の 際 に 層 取 し 
た ブリ ッ ツガ ンダ ム の パイ ロッ ト と し て 地球 軍 と の 戦い 
を 繰り 広げ て いっ た 。 ニコ ル が 乗 機 と し た ブリ ッ ツ は 


宇宙 (地球 軌道 宙 域 ) 


も と も と そちら の も の で し た っ け ね 
用 点 も よ “= : 存 類 だ ! ° 


ニコ ル の 活躍 に より アル テ ミ ス を 崩壊 に 導い た ク 
ルー ゼ 隊 で あっ た が 、 最 大 の 目標 で ある アー クエ ン 
ジェ ル の 捕獲 及び 破壊 は 失敗 に 終わ っ た 。 以降 も 、 
アー クエ ンジ ェ ル の 追撃 を 続け た クル ー セ 隊 は 、 地球 
軍 第 8 艦隊 と の 合流 を 阻止 する べく 、 再 び 衣 撃 を 仕 
掛け る 。 ニコ ル も ブリ ッ ツ の パイ ロッ ト と し て 戦闘 に 参 
加 。 アス ラン や イザ ー ク と いっ た 仲間 た ちと 連携 を 取 
り 、 ア ー ク エン ジェ ル の 撃破 を 狙っ : コル は ブ プリッ 


隠密 性 に 優れ る 機体 で あり 、 特殊 機構 ミ テー ジュ コロ 
イド を 用 いれ ば 、 レ ー ダ ター 目視 に よる 位置 特定 を 陽 
止 で きる ステ ルス 性 能 を 有 し て ぃ 性 能 を 把握 
し た ニコ ル は 、 地 球 軍 の 軍事 衛星 アル 
入 を 敢行 する 。 アル テ ミ ス に は 「 傘 」 と 本 
防御 帯 が 装備 され て いた が 、 二 コル は プリ ッ ツ の ステ 
ルス 性 能 を 活か し 、 防 御 帯 が 展開 され る 前 に 内 部 へ 
と 侵入 。 その 破壊 を 進め た の だ っ た 。 


ツ の ステ ルス 人 性能 を 活か し て 艦 へ の 捧 近 を 試み た が 、 
ピー ムラ イフ ル の 熱源 か ら 機 体 の 位置 を 特定 され 、 
迎撃 を 受け て し まう 。 ブリ ッ ツ の 特性 を 把握 し た 上 で 
の 迅 速 な 反撃 に ニコ ル は 感心 する と 同時 に 、 な か な 
か 撃破 で き な い 手 強 さ も 改め て 感じ て いた 。 事実 、 こ 


の 戦闘 で も アー クエ ンジ ェ ル を 撃破 で き な か っ た ば か 
りか 、 ス トラ イク と 交戦 し た イザ ー ク が 、 顔面 に 裂傷 を 
買っ て し まう の だ 
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本 当 は 、 も っ と ち 


ちゃ ん と し た の を 


アス ラン と は 親友 同士 
で あり 、 私 生活 で も 六 


や り た いん で すけ ど ね 


クル ー ゼ 隊 は 、 第 8 艦隊 と 合 
ル に も 攻撃 を 仕掛 ける 。 だ 第 8 艇 隊 の 決死 の 抵 
抗 に 遭い 、 彼 ら は アー クエ ンジ ェ ル の 地球 降下 を 許し 
て し まう 。 ニコ ル ら は その 後 、 反 撃 体制 を 整え る た め 
に プラ ント 本 国 へ と 帰還 。 一 時 的 に 戦場 を 離れ 、 プ 


流し た アー クエ ンジ ェ 


ライ ペー ト な 時 間 を 過ごす の だ っ た 。 ニコ ル も 特技 と 
言え る ビア ノ の コン サー ト を 開く な ど 、 束 の 間 の 休 
息 を 有意 義 に 過ごし た の で ある 。 だ が 、 ニコ ル は 再び 


戦わ な きゃ いけ な いな 、 僕 も 
ユニ ウス モブ > ie ti 


出撃 命令 を 受け 、 ア スラ ン と 共に 地球 ( ザ フ ド ・ ジ ブ 
ラル タル 基地 ) へ と 向かう こと と な る 。 降下 を 前 に ア 
スラ ン と 会 話 を 交わ し た ニコ ル は 、 コン サー ト を 鑑賞 に 
来 た ア スラ ント を 述べ る 一 方 で 、 き ちん と し た 演 
奏 を 披露 し た か っ た と 嘆く 。 地球 軍 と の 戦い が 激化 す 
る 中 、 あ まり 練習 時 間 が 取れ な い の は 仕方 の な いこ 
と で あっ た 。 それ で も 、 ピ アニ スト と し て 納得 の いく 演 
奏 を 見 せ た いと いう 気持 ち も 強 か っ た 。 


ブリ ッ ツ の 右 脱 部 を 失 
東 能 力 は 芋 無 


MORE INFO! 
画 両 幸 


ニコ ル は ジブ ラル タル へ と 降下 後 、 先 行 し て 地球 
へ と 降下 し て いた イザ ー ク 、 デ ィ ア ッ カ と 合流 し 、 ア ス 
ラン を リー ダー と し た ザラ 隊 を 結成 する 。 その 直後 に 
アス ラン が 行方 不明 と な る 事態 も 発生 し た が 、 その 後 
は 体制 を 立て 直し 、 マ ラッ カ 海 峡 か ら オ ー ブ 近 海 へ と 
アー クエ ンジ ェ ル を 追い 詰め て いっ た 。 アー クエ ンジ ェ 
ル は 中 立国 で ある オー ブ へ と 密か に 入港 する が 、 ニコ 
ル も アス ラン ら と 共に その 姿 を 追っ て オー ブ へ と 潜入 


アス ラン の 予想 通り 、 ア ー ク エン ジェ ル は オー ブ か 
ら 出 港 。 ザラ 隊 は オー ブ の 和 領海 内 を 出 た 直後 に 攻撃 
を 仕掛 けた 。 この 戦い で 決着 を つけ る 覚悟 を 固め て 
いた ザラ 隊 は 、 迎 撃 の 準備 が 整っ て いな か っ た アー 
クエ ンジ ェ ル を 瞬時 に 追い 詰め 、 撃 破 を 狙う 。 ニコ ル 
も 敵 部 隊 の 主力 機 で ある スト ライ ク や その 支援 機 スカ 
イグ ラス パー に 対応 し て いた が 、 スト ライ ク と の 戦闘 で 
右腕 部 を 破壊 され て し まう 。 も は や 戦闘 は 不可 能 な 


画 アス ラン ・ ザ ラ 


セ ゼ 隊 、 ザ サラ R 


する 。 その 中 で 、 ア スラ ン が アー クエ ンジ ェ ル の 乗員 
で ある キラ と 遭遇 。 これ を 機 に 、 ザ ラ 隊 は 彼ら が オー 
ブ か ら 出 港 す る の を 待ち 伏せ する 作戦 に 切り 替え た 
の だ っ た 。 決戦 を 直前 に し て 、 ニ コル は 不安 そう な 表 
情 の アス ラン に 声 を 掛け る 。 逆 に アス ラン か ら ザ フト 
に 志願 し た 理由 を 問わ れ た ニコ ル は 、 約 24 万 人 も の 
同胞 が 命 を 落と し た 222 は! が その 
きっ か け だ 


状態 と な っ て いた が 、 スト ライ ク に 追い 詰め られ る アス 
ラン の イー ジス を 見 て 、 ブ リッ ツ ッ で 喘 嘆 に 戦闘 へ と 介 
入 。 だ が 、 イ ー ジ ス に 向け られ た スト ライ ク の 大 型 刀 ・ 
シュ ベル トゲ ベー ル が ブリ ッ ツ の コク ピッ ト を 直撃 し た 
の だ っ た 。 致命 傷 を 受け た ニコ ル は 、 薄れ 人 ゆく 意 
中 で 、 愛 用 する ピア ノ の こと に 想い を 馳せ て いた 
し て それ を 母親 に 託す 言葉 を 咳 い た の を 最後 に 、 こ 
の 世 を 去っ た の で ある 。 


ニコ ル の 人 柄 と 彼 へ の 評価 


前 通 ・ サ ン ライ ズ 
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PERSONAL PROFILE 
ヤ ザ ン ・ 


Yazan Gable 


グリ プス 戦役 を 朱 台 に 暴れ 回 っ た 8 
ティ ター ンズ の パイ ロッ ト も = 


ヤ ザ ン ・ ゲ ー ブ ル と いう 男 は 戦い を 好み 、 そ の 凶 
[野獣 ] と 評 さ れ た 。 だ が 、 そ の 異名 と は 1 = 
ヤ ザ ン は ある 意味 で 実に 「 人 問 らし い 」 人 2 
物 だ っ た と 言え る 。 野生 の 獣 の よう に 生存 の た め に 
獲物 を 狩る の で は な く 、 命 の 遣り 取り に 喜び を 見 出 
し 他 者 を 害する 一 一 箇 と は 似 て 非 な る ヤ ザ ン の 猟 活 
な 人 間 性 は 、 戦争 の 災厄 を 体現 し た の だ っ た 。 
ヤ ザ ン は U.C.0080 年 代 未 の グリ プス 戦役 に お い 
て 名 を 馳せ た エー スパ イロ ッ ト だ が 、 そ れ 以 前 の 経歴 \ 
は 判然 と し な い 。 一 年 戦争 時 に は すでに 地球 連邦 
軍 の パイ ロッ ト と し て 活躍 し て いた と も 言わ れる が 、 そ 
の 名 が 知ら れる よう に な っ た の は ティ ター ンズ の 台頭 
と 同時 期 で あっ た 。 エ ウ ー ゴ と の 抗争 の 只 中 に あっ 7 2 
た ティ ター ンズ に 名 を 連ね た ヤ ザン は 、 間 争 へ の 修 Ne 
求 を グリプス 戦役 に 嘱 け 出し 、 状 況 を 揺 き 乱 し た 。 そ と | 
し て 、 自 身 の 負 え を 満た す 敵 を 求め て 地球 圏 の 戦場 
を 駆け 巡っ た の で ある 。 


NN 


グリ プス 戦役 後期 に は 
笑 代 の 野心 家 で ある パ 
プ テ マ ス ・ シ ロッ コ と 手 を 
組む 。 権力 争い に は 関 
心 を 示さ ず 、 シ ロッ コ が 
演出 する 状況 の 中 で 戦 


浮揚 で は 
じじ つた 者 が 兆 ぬ だ! 


U.C.0087.08、: 
る アレ キサ ンド リア の 
フォ ン ・ ブ ラウ ン 防 衛 は エ ウーゴ の 最前 
こと に な る 。 以来 、 ヤ ザン は その 技量 を も っ 
(アー ガマ 隊 を 苦し め る が 、 そ の 一 方 で 自分 の 主義 に 
満 を 募ら せ 、 艦 交 
を 機 に カ 


共闘 の 道 を # 
ゞ こと で 、 ヤ ザ ン は 水 を 


に 追い や り 、 さ ら に カツ ・ コ バ ヤ シ を 戦死 さす る 。 だ が 
戦い を 楽し む お ヤ ザ ン の 行動 は カミ ー ユ ・ ビ ダン の 門 り を 
招き 、 そ の 猛攻 の 前 に ヤ ザ ン は 屈する こと に な る 。 乗 機 
を 撃破 され な が ら も : 脱出 に 成功 し た ヤ ザ ン は 
宇宙 を 漂流 する と いう 末路 を 辿っ て グリ プス 戦役 の 終 
り を 迎 


お 寺 当 グリ プス 戦役 前 後 の ヤ ザン の 経歴 
Du 


粗野 な 人 格 と な っ 
に 育て た 親 を 恨ん で いた と 


名 を 用 いて 地球 連邦 


ク 屋 の 用 心 棒 を 務め た と い 
う 話 も ある 。 いずれ に せよ 、 グ リプ ブス 戦 役 以後 の ヤ ザ ン 
の 足取り 


い 振 り を 見 せる 一 方 戦い に 関す る 唄 覚 は 名 
闘 指揮 官 と し て も 優れ た 手腕 を 示し た 。 また 、 面 倒 見 
P 下 か ら の 信望 が 厚い 一 面 も あ 


パイロット で 
果 を 挙げ た 


を 深め 、 自 5 
ドリ ア の 能 橋 を 狙撃 させ る 


謀殺 し た 


MORE INFO! 


ド ゴ ス ・ ギ ア へ の 転属 に 際 し て ヤ ザ ン が 呼び 寄 


ヤ ザ ン の 性 格 を よく 
y ブラ ビ の 小隊 を 
モ の 巣 」 戦法 を 用 いる な ど 、 絶 妙 な 
連携 に よっ て エゥーゴ の パイ ロッ ト た ち を 苦し め た 


ッ コ と ! 天気 投合 し て 手 を 組ん だ 。 戦い に 途 る 
抑え る 場面 も あっ た が 、 お 互い の 野心 に 力 を 貸し た 


画 ダ ン ケ ル 
クー バー 
ヤ ザ ン が グリ プス が 


彰 通 ・ サ ン ラ イズ 159-12 


159-13 


ル ジ ャ ー ノ 嬢 。 
私 は この まま 消え て いく 男 で は あり ませ ん よ 


区 を 目指 じ た 北 アメ リア の 若き き 件 下 司 
月 と の 交渉 の 中 で 生ま れ た 野心 と 暴 


北ア メリ ア 大 陸 最 大 の 領地 、 イ ング レッ サ 領 を 治 
て いた 名 門 ラ イン フォ ー ド 家 。 その 御曹司 で ある グ エ 
ン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド は 、 イ ング レッ サ - ミリ シャ の 
オブ ザー バー と し て 指揮 に 関わ っ て いた ほか 、C.C.( 正 
暦 ) 2343 か ら 開始 され た 
交渉 を 取り 仕切 る 立場 に あっ た 。 産業 革命 を 目指 し て 
いた グエン は 、 月 に 暮らす と いう ムー ン レ ィ ス の 存在 に 
疑問 を 抱き つつ も 、 技 術 発展 を 目指 す カ ー ド と し て 交 


イン グレ ッ サ 領 


アジ 大 佐 が 地球 側 に 殺害 され た こと で 動揺 が 広 
が っ た 月 側 で あっ た が 、 月 の 女王 で あり 、 今 回 の 入 
植 交 渉 の 責任 者 で ある ディ アナ ・ ソ レル が 地球 へ と 
降下 。 これ を 機 に 、 グ エン は ムー ン レ ィ ス と の 交渉 を 
再開 する 。 だ ムー ン レ ィ ス の 帰還 反対 派 が 送り 
込ん だ 囚人 コレ ン ・ ナ ンダ ー が イン グレ ッ サ 領 の 首都 
ノッ クス を 製 撃 。 彼 の 暴走 に よっ て 首都 ノッ クス の ボ 
スト ニア 城 も 陥落 し 、 グ エン は ノッ クス の 放 径 を 決断 


(rt) neD2 srObs 


グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド 所 
Case of Guin Sard Rhineford 


イン グレ ッ サ 領 の リー ダ - 
ライ ン フ ォ ー ド は 、 ムー ン レ イィ ス の 技術 力 を 手 に し よう と 目論む 。 


と し て 月 と の 交渉 に 臨ん で いた グエン ・ サ ー ド ・ 


渉 を 進め る 。 それ か ら 2 年 後 の C.C.2345、 実 際 に ムー 
ン レ ィ ス は イン グレ ッ サ 領 に 現れ 、 そ の 圧倒 的 な 軍事 
力 と 技術 力 を 見 せ 付 ける 。 だ が 、 そ れ は 北ア メリ ア 大 
陸 の 領主 た ち に 異 怖 を 与え 、 ム ー ン レ ィ ス の 軍隊 「 デ ィ 
アナ ・ カ ウン ター」 の 最高 指揮 官 で あ - F、 交 
渉 の 席 で 地球 民 に 殺害 され る 事態 が 起き る 。 これ に 
より 現場 は 一 触 即発 の 杖 態 と な っ た が 、 グ エン は 自身 
の 命 を 懸け て 場 を 収め た の だ 


する 。 これ に より 、 ム ー ン レ ィ ス と の 交渉 は 北ア メリ ア 
の 第 二 勢 力 で ある ル ジ ャ ー ナ 領 が 取り 仕切 る こと に 
な り 、 イ ング レッ サ 領 の 軍隊 (ミリ シャ ) も ル ジ ャ ー ナ 軍 
と の 連携 を 未 儀 な くさ れ て し まっ た 
ナル ジャー ナ 領 の 領主 の 娘 リ リ ・』 
彼 は 旧知 の 仲 で ある リリ に 、 ム ー ン レ ィ ス の 情報 を 横 
流し する よう に 依頼 する 。 失脚 し た グエン で あっ た が 、 
復活 を 見 据え た 行動 を すでに 開始 し て いた 。 


サン ベル ト 地 帯 


あれ が 、 ディ アナ ・ ソ レル か 


フッ クス か ら 撤 退 し た グエン で あっ た が 、 イ ング レッ 
サ ・ ミ リ シ ャ に 所 属し 、Y ガ ンダ ム の バイ ロッ ト を 務め 
FIER セア ッ ク が 、 ル ジャ ー ナ 領 と 
Se 


し た 月 側が 、 当初 か 定 し て いた サン ペル ト 地帯 へ 
の 入植 を 強行 する 。 彼ら は サン ベル ト で 建国 式典 を 行 
うと 独断 で 発表 し 、 グ エン の 元 に も 式典 へ の 招待 状 


月 か ら 見 下ろ され て 戦う 限り 、 


が 届く 。 他 の 領主 た ち が 入 植 交渉 を 進め て いな か っ 
た 事実 に 慎 企 し な が ら も 、 グエン は 再び 交渉 に 参加 す 


る こと を 念頭 に 置い て 式典 に 参加 する 。 、 女王 で 
ある ディ アナ (実際 は キ エ ル ・ ハ イム ) 時 期 商 早 
で ある と 建国 を 突如 と し て 中 止 し た の だ っ た 。 ディ アナ 

を 固 嘩 を 査 ん で 聞い て いた グエン も この 決定 


は 驚き 、 動揺 を 見 せる 。 一 方 で 、 その 決断 力 や 堂々 
と し た 態度 に 、 女王 と し て の 威厳 を 感じ た の だ っ た 。 


二 々 は ディ アナ ・ カ ウン ター と は 対等 に は な れ な い 


表 舞 台 へ と 復帰 し た グエン は 、 キ ング スレ ー の 谷 か 
ら 発掘 され た 宇宙 戦艦 ウィ ル ゲ ム の 改修 と その 運用 
に 携わる 。 彼 は 内 部 か ら の 反対 の 声 を 押し 切り 月 側 
の 技術 者 を 受け 入れ 、 そ の 始動 に 成功 する の だ っ た 。 
する と グエン は 、 ウィル ゲ ム を 使っ て 月 に 上 陸 し 、 入植 
や 技術 供与 に つい て ムー ン レ ィ ス と 直接 交渉 を 行う こ 
と を 決断 。 イン グレ ッ サ バル ジャー ナ 両 ミリ シャ か ら 選 
抜 し た メン バー と 共に 、 月 に 向かっ て 出発 し た の だ っ 


イン グレ ッ サ 領 
こ 比 べ て 1000 年 遅れ て いる 
地表 を 我慢 で きる か ! 


た 。 マス ドラ イ バ ー の ある マニ ュー ピチ か ら 中 継 地点 
で ある ザッ クト レー ガー へ と 到着 し 、 さ ら に 月 へ と 向かっ 
た グエン 一 行 。 だ が 、 地 球 と の 環境 の 違い に 動揺 し 
ハエ ル ・ ゲ ルン 5 ら 一 部 兵士 が 、 地 球 へ の 帰還 を 
えて ブリ ッ ジ を 占 抑 す る 事態 が 勃発 する 。 ロ 
地球 へ の 帰還 を 提案 され た グエン だ っ た が 、 月 
ね ば 対等 な 交渉 は で き な い と 、 ミハエル の 要求 を 頑 と 
し て 認め な い 姿 勢 を 見 せ た の だ っ た 。 


月 へ と 上 陸 し た グエン は 、 キ エル (実際 は ディ アナ ) 
や リリ と 共に 月 の 執政 官 ア グリ ッ パ ・ メ ン テ ナ ー と 直 
接 交 渉 を 行う 。 グエン は その 中 で 、 月 の 技術 力 を 獲得 
し よう と 代走 する が 、 ア グリ ッ パ と は 不調 に 終 
わる 。 一 方 で 、 月 の 武 門 を 司る ギン ガ ナ ム 艦隊 と 極秘 
に 接触 し 、 彼 ら と 連携 する こと を 決断 。 闘争 本 能 に 目 
覚め 、 そ の 力 を 発揮 する 場所 を 探し て いた ギン ガ ナ ム 
艦隊 と 、 彼 5 の 技術 力 や 軍事 力 を 谷 し た グエン の 思 


イン グレ ッ サ 領 


ロー ラ は な ん で 私 の そば に 居 よ うと し な い の だ ? 


惑 が 一 致し た 結果 で あっ た 。 グエン は ミハエル ら 一 部 
兵士 た ち を 連れ て 地球 へ と 降下 する が 、 ギン ガ ナ ム 稲 
隊 を 危険 視 す る ロラ ン や ディ アナ ・ カ ウン ター は これ 
に 抵抗 。 ロラ ン か ら は 直接 、 ギ ン ガ ナム 艦隊 と 手 を 切 
る よう に 懇願 され る 。 それ で も グエン は 、 自ら の 決断 が 
地球 の 技術 力 を 飛躍 的 に 引き 上 げ る . これ を 
拒否 する 。 だ が 、 ギ ム ・ ギ ン ガ ナム 率い る 艦隊 は 、 グ 
エン の 指示 を 素直 に 聞く よう な 相手 で は な か っ た 。 


私 は 、 私 は 、 ロー ラ 


ロラ ン や ディ アナ ら の 懸念 通り 、 ギ ン ガ ナム 艦隊 は 
闘争 本 能 の 赴く まま に 北ア メリ ア 大 陸 を 農 撃 。 グエン 
ほそ れ を 抑え よう と し た が 、 歯 止め は 利 か な か . ド 
ンプ ナム 入隊 の 軍事 を 玩 吉 に 統 国家 建設 を 較 
ヒア メリ ア 大 陸 
叶 に 陥っ て し 
決 も 視野 に 入 
リ シ ャ の ジョ ゼ フ ・ 


0 アプ ウン ター と の 全面 
れる 中 で 、 グ エン は イン グレ ッ サ ・ 


ヨッ ト と ロラ ン か ら 5 接触 を 受け る 。 徹 ら か ら 直 接 、 ギ ン 


ガ ナ ム 艦隊 と の 連携 を 止め る よう に 言わ れ た グエン > 
が 、 逆 に ジョ ゼ フ と ロラ ン を 仲間 に 引き 込 も うと す : 
だ が 、 ふ た り は グエン を 拒絶 。 ロラ ン を 「 ロ ー ラ 」 と 呼 
ん で 、 重 用 し て きた グエン は 彼 を 最後 まで 欲し た も の 
の 、 か つて の 関係 が 再び 戻る と と は な か っ 乱 
終結 後 、 グ エン の そ ド 彼 と 同じ く ほか に 行き 場 
の な い メリ ー ベ ル ・ ガ ジッ ト だ けが 残っ た の で ある 。 
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地球 連 邦 還 人 (① は 

り の を 年 齢 58 歳 (ブル ー ザ ー).34 歳 (ディ アン ).38 歳 (グアバ ラン ) 
所 属 地球 較 孝 軍 

+ 階級 大仁 (ブル ー ザ ー)、 大 佐 ( デ 佐 ( ダ ァ アバ ラン 


出身 


People in Earth Federation Force 反 能 提 i 


ee 還 証 て し で れ の 立 な 時 ん だ と 


A.G.101、 突 如 と し て 出現 し た UE (アン ノウ ン エ 
の ち に ヴェ イガ ン と され る ) に よっ て コロ ニー 
(エン ジェ ル ) が 攻撃 を 受け 能 壊 し た 。 多く の 犠牲 
を 出し た この 大 惨事 は 「 天 使 の 落日 ] と 呼ば れ 、 そ 
の 後 も UE は 地球 園 に 住む 人 々 を 長き に 豆 り 苦し め 
る こと と な る 。 だ が 番 威 に 対抗 すべ き 地 球 連 邦 軍 は 
安寧 を 食 り 、 そ の 腐敗 は 目 を 覆い た く な る ほど まで に 
進行 し て いた 。 UE に 関す る 情報 の 隠蔽 が その 一 例 
で あり 、 軍 本 部 は UE に 対抗 する 意思 が な い の で は 
な いか と 危 慣 す る 者 も あっ た と され る 。 

そん な 中 、A.G.1 15 に は UE に よる コロ ニー (ノー 
ラ ) 襲撃 事件 が 勃発 。 この 製 撃 を 発端 と し て 人 類 と 
UE の 戦い が 本 格 化し 、 の ち に 「 ヴ ェ イガ ン 戦 争 ] と 
呼ば れる 100 年 に 豆 る 闘い が 幕 を 開け た 。 これ に よ 
り 連 邦 軍 の 軍人 た ち は 、 改 め て それ ぞ れ の 立場 に 
いて 「 軍 人 と し て いか に 生き る か 」 と いう 選択 を 迫 ら 
れる こと と な っ た の で ある 


て 見 事 な 指 
押 を 見 た ブル ー ザ 


アリ スト ン 基 地 司令 で ある ブル ー ザ ー は 、 孤 児 と な っ 

術 者 と し て アリ スト ン 基 地 に 招き 
彼 は 軍人 と し て MS 開発 を 見 届け つ 

つ 、 フ リッ ト の 成長 に も 気 を 配る 心 優し い 一 面 を 持っ て いた 


Ni と NN・ー ツ テバ 4 


に 回 用 較 孝 事 所 属 の 新 交 字 宙 戦 
= 乱 。AG.115.UE に よる ソー 
aT | ラ 要 撃 の 混乱 に 乗じ 、 グ ルー 

ンク が 矯 と な っ て 折 引 関連 ファ イル 


01-11 
AGE-0201 


脱し 、 独 自 の 戦力 
の 0 上 を 放 行 し た 。 


ダー ウィ ン 級 宇宙 戦艦 
連邦 還 主 宇宙 戦 。 巡 


追わ れる 身 と な りな が ら も UE 
と の 戦い に 身 を 投じ た 


地球 連邦 軍 の 人 々 ① 


辺境 と も 言え る 位置 に ある こと か ら 、 連 邦 軍 本 部 に 
は 軍事 的 な 価値 の 低い 場所 と 認識 され て いる コロ ニ 
(ソーラ) 。 そん な コロ ニー を 統括 し た 人 物 が 、 ア リン ス 
トン 基地 司令 官 の ペン ドリ ッ ク ・ ブ ルー ザー 大 佐 で ある 。 

高い 指揮 能力 を 持ち 、 有 能 な 人 材 を 多く 抱え て いた ブ 
ルー ザー は 、A.G.115 に 起き た ノー ラ 襲 撃 事件 の 際 に 
その 本 領 を 発揮 。 ノー ラ の 月 壊 が 確実 と な る と 、 コ ロニ ー 
の セン ター コア を 切り 難し て 住民 を 脱出 させ る 作戦 を 立 
案 。 部 下 た ち を 退 選 させ る 一 方 で 自身 は 司令 室 に 残り 、 
セン ター コア を 切り 離す 操作 を 行っ た 。 さら に UE の 攻撃 
に よっ て 退避 作戦 が 妨害 され た 際 に は 、 自身 を 犠牲 に し 
て 作戦 を 完遂 させ る こと も 辞 さなか っ た の で ある 。 その 働 
き に よっ て 多く の 民間 人 が 救 われ 、 の ちの 対 UE (お よび 
ヴェ イガ ン ) 戦 で 大 き な 役割 果たす ディ ー ヴ ァ が 無事 に 
出航 を 果たし た と 言っ て も 過言 で は な い だ ろ う 。 

ノー ラ の 司 金 官 と し て 民 
半 向 に も 交流 を 持っ て いた 
フレー ザー。 過 格 を が ら 普 


、 8 則 厚 な 人 物 で 、 部下 
だ け で が 子供 た ちか ら も 


作 明 進 行 に は 基地 か 5 の 
操作 が 必須 で ある た め 、 
ブ プルー ザー は 単身 で 

室 に 残る こと を 決断 。 覚 


A.G.115 当 時 、 本 来 の ディ ー ワ ヴァ 艦長 は ディ アン ・ 
フォ ン ロ イ ド 大 佐 で あっ た 。 連邦 の 腐敗 を 体現 する か の 
よう な 人 格 の 持ち 主 で あっ た 彼 は 、UE に よる ノー ラ 遇 
撃 の 際 に は 民間 人 の 救助 要請 を 無視 し て 密か に 脱出 
を 図っ た と いう 。 な お 、 多く の 民間 人 は ブル ー ザ ー や グ 
ッ ク の 行動 に よっ て 無事 に 退避 し 、 グ ルー デック 
に その 地位 を 奪わ れ た 彼 は 、 崩 壊す る ノー ラ と 命運 を 
共に する と いう 皮肉 な 運命 を 辿る こと と な っ た 。 


UE に よる 製 繋 の 際 、 部 
下 ヒ 共に 説 出 を 還っ た ディ 

。 ブル ー ザ ー の 計画 
を 「 馬 鹿 げ た 作戦 」 と 一 
箋 に 付 し 。 そ の 考え に は 
従わ な いと いう 意思 を ロ 
に し て いた 。 


グル ー デ ッ ク 捕 縛 の 任 に あたっ た スト ラー・ グ アバ ラ 
ン 中 佐 は 、 連 邦 軍 第 8 宇宙 艦隊 に 所 属す る 特別 分 遣 
隊 の 司令 で あっ た 。 コロ ニー (ミン スリ ー) で グル ー デ ッ 
ク を 拘束 し た も の の ディ ー ヴ ァ ク ルー の 介入 に より 逃走 
を 許し て し まっ た 彼 は 、 さ ら に 出港 直後 の ディ ー ヴ ァ を 
抑え る べく 部 隊 を 展開 。 グアバ ラン は 艦隊 指揮 官 と し て 
も 名 高い グル ー デ ッ ク と 互角 の 心理 戦 を 演じ る こと で 、 
戦艦 乗り と し て の 高い 能力 を 証明 し て 見 せ た 。 


一 旦 は グル ー デ ッ ク の 身 
本 移 素 に 成功 し た ダ ア バ 
ラン 。 だ が 任務 に は 乗り 
気 で は な か っ た よう で 夫 
兵隊 まがい の 仕事 は 俺 
の ガラ じゃ ね ぇ 」 と ぼや い 
て いた と いう 5。 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE 822 OV 02 se 
オリ ファ ー・ イ ノエ ーー 計 = 密 


= 不明 _ 
Oliver Inoe 失態 IAS の 欠如 押 


ぜ 呈 境 語 人 主 寺 


本 SN Eu 


‘LM312V06 
V ガ ンダ ム へ キサ 
V ガ ンダ ム の バリ エー ショ ン 
機 、 オ リフ ァ ー ら 指 押 官 用 と 
し て 開発 され た 改良 機 。 主 
に 通信 セン サー 杜 能 の 到 
化 が 図 5 れ て いる 。 


オリ ファ ー は 周囲 に 対し て 組 や か な 心配 り が で きる 人 物 


者 と し て の 責任 感 も 強く 、 勝 手 な 
行動 を 取っ た ウッ ソ に 鉄 着 制 裁 を 加え る 場面 も 見 られ た 。 


V2 コ ア ・ フ ァ イ タ ー 


Vo ガン ダム の コア ・ ブ ロッ ク 
(コク ピッ 部 含む ) に 変形 す 
る 電 賠 欄 。 ミノ フス キー・ ド ラ 
イブ を 推進 機関 と し て お り . 
、 価 れ た 機動 性 を 発揮 する 。 


関連 ファ イル 


LM312V04 V3 


娠 し て いる こと が ゲ 発 部 する 。 
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PERSONAL PRORLE 02 lh 
マー ペ ベット! 


借 た ちの ず 僕 を 油 ん だ ぞ 


出 あま り の 若 さ 
き を 山 せ な か っ た 。 だ が 、 す ぐ 
ッ ソ の 才能 を 通 め 、 央 し < 接し 


ンコ た ちと 


む 寺 当 オリ ファ ー が 果たし た 役割 


シュ ラク 隊 を 女性 パイ ロ 
ッ ト は か り で 編制 し た た 


シュ ラク 隊 の 一 員 で あ 
月 面 か ら 飛 び 立 と 3 と す 


る モト ラッ ド 態 嫌 を 足止め 


戦士 と し て の 覚悟 を 上 1 
07 


| 釣 有 リカ ミリ ティ 7 を 支え た 手腕 


MORE INFO! マー ベッ ト と の 愛 の 結晶 


満足 な 結婚 生活 を 送る 問 も な く 、 オ リフ ァ ー は マー ペッ ト を 残し て 命 
幸運 に も マー ベッ ト は オリ ファ ー の 子 を 宿 し 、 身重 の 
その 新た な 命 は 、 マ ー ベ ッ ト だ け で な ウッ ソ た ち | 
な り 、 エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ 攻防 戦 に お いて は ファ 


マー ベッ ト - フ ィ ン ガ ー バ ッ ト 
オリ ファ ー と 結ば れ な だ 
ア の 女性 パイ ロッ ト で 
の 子 を 身 得る 。 実際 に 赤ん坊 が 
生ま れ た の は 埋 後 で 、 左 は 手 争 
に 変装 し た 導 


ツ に オリ ファ ー の 存在 を 感じ させ 、 ファ ラ に 命 
リフ ァ ー は 未来 を 託し た の で ある 


マー ペッ ト の 胎内 に 宿 
の 克 き を 示し て 異 休 さ せ た 


大 通 . サ ン ライ ズ 160-12 


機動 戦士 ガン ダム 


Es = 
あの 


ーー 会 、 
mm 
に 惑 い 、 戦場 を 初 筆 うた 


スカ ニル 党 国 の 姫 が 抱く 想い 


U.C.0153、 ポイ ント ・ カ サレ リア で 暮らし て いた シャ 
クティ は 、 幼 な じみ の ウッ ソ ・ エ ヴィ ン と 共に リガ ・ ミ 
リティ ア と ザン スカ ー ル 帝国 の 戦い に 巻き 込ま れる 。 
ベス パ (ザン スカ ー ル 帝国 軍 ) の MS を 強奪 し た こと を 
きっ か け に 戦い に 引き 込ま れ て いく ウッ ソ の 後 を 追い 、 
戦場 と な っ た カサ レ リ ア を 逃げ惑う ラシャ クティ 。 その 中 
で カミ オン 隊 と 行動 を 共に し た シャ クティ は 、 彼 ら が 戦 
う 姿 を 異常 と 感じ て 慢 伏 と する の だ っ た 。 


< 取ら れ て いく の ? 
戦争 が 、 


状況 に 流さ れる まま カミ オン 隊 に 同行 し た シャ クティ 
は 、 コ リー ン の 地下 工場 に 身 を 寄せ る こと と な っ た 。 
一 方 、 ウッ ソ は ヴィ クト リー ガン ダム の パイ ロッ ト と な り 、 
以前 に も 増し て 戦い に の め り 込ん で いっ た 。 そ ん な 
中 、 地 下 工 場 が ワタ リー・ ギ ラ 戦 闘 小隊 の 護 撃 を 選 
け 、 ウッ ソ は シャ クティ の 制止 を 振り 切っ て 出撃 する 。 
そし て 、 恐怖 に 抵抗 し な が ら 畔 う ウ ッ ソ を 遠く に 見 つ 
つ 、 シャ クティ は 不安 を 覚え て いた 。 
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Ov) neD2 mm02t 


シャ クティ ・ カ リン 編 
Case of Shahkti Kareen 


シャ クティ ・ カ リン は 、 ザン スカ ー ル 戦争 の 中 で 自ら が 背負 っ た 運命 に 
翻弄 され 、 それ で も な お 素直 な 感性 を 道標 に 己 の 道 を 歩ん で いっ た 。 


ポイ ント ・ カ サレ リア は 地球 連邦 政府 に 認め られ て 
いな い 不 法 居住 区 で は あっ た が 、 そこ で の 暮らし は 平 
穏 その も の だ っ た 。 し か し 、 リ ガ ) テ ィ ア と ベス パ 
の 戦闘 は その 空気 を 一 変 させ 、 シ ャ クティ に と っ て の 
非 日 常 が 始ま る こと と な る 。 カミ オン 隊 の 面々 は 戦い 
の 中 で 生き 残る た め に 危険 を 置 し た が 、 シ ャ クティ の 
目 に は 、 自 分 の 理解 の 範 購 を 超え る 常軌 を 逸し た 行 
い に 映 っ た の で ある 。 


ウッ ソ を 持っ て いく の ? ヒヒ ( 価 


リガ ・ ミ リティ ア の 抵抗 運動 に 意義 を 見 出せ な か っ 
た シャ クティ は 、 カ サレ リア に 帰ろ うと ウッ ソ を 説得 し 
た 。 だ が 、 ウ ッ ソ は 自分 が 関わ っ た 者 た ち を 見 捨て て 
は お けず 、 恐怖 を 感じ な が がら も ヴィ クト リー で 戦う こと 
を 選ん だ 。 その 選択 に 、 シ ャ クティ は ウッ ソ が 変わ っ 
て いっ て し まう の で は な いか と いう 危 恨 を 抱い た の だ ろ 
う 。 シャ クティ の 言葉 は 、 そ うし た 漠然 と し た 不安 を 物 
語っ て いた の で ある 。 


機動 戦士 ガン ダム 


人 と 人 を 結び 付け る モビ ルス ー ツ な ら 、 衝 、 好 きよ 好き よ 


や が て 戦場 は 宇宙 に 移り 、 シャ クティ も ウッ ソ を 追っ 
宇宙 に 上 が っ た 。 そこ で ベス パ に 囚われ 、 自 分 が 
か ル 帝 国 の 女王 マリ ア ・ ピ ァ ・ ア ー モ ニア 
の 娘 だ っ た こと を 知る シャ クティ 。 その 後 、 ウ ッ 
の 尽力 に よっ て リガ ・ ミ リティ ア 」 と シ 
マケドニア か ら の 脱出 行 で V2 
する 。 その 機体 に 母 ミ ュー ラ ル が 関わ っ て いた 
こと を 知っ て 動揺 する ウッ ソ を な だ め 、 シ ャ クティ は 穏 


綺麗 に 生き て いけ る 弓 境 を 作る た め に 


ベス パ の 地球 クリ ー ン 作戦 に よっ て 戦局 は 動き 、 
休戦 協定 が 一 時 の 平穏 を も た らし た 。 その 間 に 、 シャ 
クティ た ち は カ サレ リア へ 里帰り し よう と する が 、 北 海 
洋上 で ドゥ カー・ イ ク 率 いる 部 隊 の 製 撃 を 受け る 。 攻 
勢 を る 避け た 先 、 鯨 の 骨 が 山 を な す 小島 の 異様 な 光景 
に 取り 乱す クラ ンス キー 姉妹 。 だ が 、 シ ャ クティ は そん 
な ふた り に 汚染 され た 地球 の 現状 を 説き 、 自 分 た ち 
の 戦い の 意味 を 語っ た 。 


戦っ て いる ん じゃ な くっ て ? 


pd 薄 


や か に V2 カ ガン ダム を 見 や る の だ っ た 。 
EE RE 


ー ラ けた ャ シー ン と 捉え 、「 好 き に : な れる そう 1 いつ 
ASA 


る だ ろう 。 


腐 邊 を 放つ 海洋 生物 の 骨 の 山 は 、 宇 宙 で 生ま れ 
育っ た クラ ンス キー 姉妹 に 生理 的 な 嫌悪 感 を 与え 、 
シャ クティ に は 地球 の 汚染 が 未だ 深刻 で ある 現実 を 
教え た 。 それ を [動物 が 綺麗 に 死ね な い 環 境 ] と 評 し 
クティ は 、 綺 麗 に 生き れ ば 綺 死ね る と 姉妹 
た 。 そし て 、 そ の 現状 を 変え る こと こそ が リガ ・ 
ティ ア の 戦い の 意義 で あり 、 綺麗 に 生き る と いう ご 
と だ と 考え た の で ある 。 


= エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ 


51 話 


人 間 の 罪 は 、 死 を も っ て し か 償 え な い の で し ょ うか 
祝 り で は 、 人 の 業 を 消す こと は で き な い の で し ょ うか 


エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ を 人 巡る 攻防 が 繰り 広げ られ た 
戦争 末期 、 シ ャ クティ は 戦い を 止め る た め に エン ジェ 
ル ・ ハ イロ ゥ の キー・ ル ー ム に 立っ た 。 自分 の 祈り で 
サイ キッ カー た ちの 平和 へ の 願い を 導き 、 争 い を 終わ 
ら せ よ うと し た の で ある 。 だ が 、 シャ クティ の 祈り を 喘 
笑う か の よう に 、 戦 い は 人 々 の 命 を 呑み 込ん で いく 。 
その 昔 酷 な 現実 を 前 に し て 、 シ ャ クティ は 自ら の 祈り 


に 強い 意思 を 込め る の だ っ た 。 
MORE INFO! 
マリ ア に 対す る 複雑 な 感情 


戦争 末期 、 シ ャ クティ は 女王 マリ ア の 娘 と いう 自分 
の 境遇 を 意識 し 、 戦 い を 止め よう と 弄 走 し た 。 望ん で 
キー・ ル ー ム に 立っ た の も 、 母 の 祈り に 端 を 発する エ 
ン ン テル ・ の 
ご が 、 シ ャ クティ の 祈り は クロ ノ ク ル ・ 
シャ ー や カテ ジ ナ ・ ル ー ス の 憎しみ を 刺激 し 、 の 
命 が 失 われ る こと と な っ た 。 シャ クティ の 言葉 は 、 そ れ 
を 止め られ な か っ た 嘩 きだ っ た に 違い な い 。 


シ の 祈り 
ハイ ロ 2 の 分 解 を 招き 、 そ の リン 


の ui っ た 


叔父 クロ ノ ク ル と の 関係 
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ライ ブラ リア ン ② a 


(ロン ド ・ ギ ナ ・ サ ハク ノ ND HE / ノ フィ ー ニ ス ・ ソ キ ウ ス ノノ グゥ ド ・ ヴ ェ イ ア ) ーー 
LIBRARIAN (Rondo Gina Sahaka /ND HE Einis Socius /Gud Vair) 


ライ ブラ リア ン の 武力 と な っ た 
カー ボン ヒュ ー マ ン た ち 


[図書 館員 ] [司書] を 意味 する 組織 「 ラ イブ ラリ ア 
ン ] は 、 情 報 収 集 の た め に 武力 を 保持 。 集め た 人 物 
デー タ で カー ボン ヒュ ー マ ン を 造り 上 げ 、 戦闘 要員 と し 
て 利用 し て いた 。 その 戦闘 指揮 官 が 、 カーボン ヒュ ー 
ンド ・ ギ ナ ・ サ ハク で あり 、 ND HE 
)、 フ ィ ー ニ ス ・ ソ キ ウ ス 、 グ ウド ・ ヴ ェ 
イア な ども 同様 に 複製 され た 者 た ち で ある 。 た だ し 促 
あり 、 カー ボン ヒュ ー マ ン は 組織 に 対 
は 抱い て お ら ず 、 そ れ ぞ れ が 別 の 任 
務 や 個人 的 思惑 で 動く こと が 多かっ た 。 中 で も ギ ナ 自 
ら が 、 任務 より も 自分 を 討っ た 叢 雲 区 に 執着 し 、 暴 走 
し て し まう 。 一 方 、 組 織 の 中 で も 珍し い 生 者 の 複製 
体 で ある ヒ イ は 己 の 道 を 探し 求め て いた 


マ ND HE 
(エヌ ディ ・ ヒ ィ ) 


仮 二 で 素顔 を 古 す ヒ ィ は . 
生 ( 右 ) の 知 い 頃 の デー タ 


ヒ ィ は 冷静 な 性 格 を 三 か ら 受け 継ぐ 一 方 、 若 さ あえ の 熱い 
想い を 抱い て いた 。 また 、 フ ィ ー ニ ス は ソキウス ・ シ リー ズ の 
中 で も 異端 で 、 「 破 壌 ] を 喜び と する 性 格 を | 
な ギ ナ の 中 に 望ん だ 「 破 壊 」 を 見 出し 、 


人 ロン ド ・ ギ ナ ・ サ ハク 


| MBF-P05LM2 

ガン タム アス トイ FE 

ルー ム セル ドイ ュー 関連 ファ イル 

MBPO ルー ム AGS-01-201 還 
イク 他 AGSO1.203 上 


に 変 珍 する 。 ギ ナ の 本 拉 


LG-GAT-X105 
ゲイ ルス トラ イク 


PERSONAL PROFILE 


ロン ド ・ ギ ナ ・ サ ハク 

ロン ド ・ ミ ナ ・ サ ハク の 拠点 アメ ノミ ハシ ラ を 負 撃 し た 
ギ ナ は 、 そ の 明け 渡し を 迫る 。 拒む ミナ に 対し 、 姉 が 野 
心 を 捨て た こと を 知っ た ギ ナ は 容赦 な く 倒す の だ っ た 。 
その 直後 、 救援 に 訪れ た 宿敵 、 符 雲 区 に 戦い を 挑む も 
完膚 な きま で に 叩き の め さ れ る 。 そこ で ギ ナ は 、 自ら の 肉 
体 に 危険 な 改造 を 施し て まで 監 の 打倒 を 望み 、 最高 司 
書 官 プレ ア ・ レ ヴェ リー の 命令 を 無視 し て 出撃 。 追手 を 
破壊 し て 進む ギ ナ の 前 に 、 プ レア の 指示 で 戦闘 デー タ 
を 収集 する こと と な っ た ヒ ィ が 現れ る 。 その 際 ギ ナ は 、 効 
の 居場所 を 推測 し て 見 せ た ヒ ィ を 残 の カー ボン ヒュ ー マ 
ン だ と 見 抜く 。 区 の 偽物 と し て ヒ ィ の 存在 自体 を 許せ な 
い ギ ナ は 襲い 掛か る が 、 そこ に プレ ア を 探す 備 兵 カナ ー 
ド ・ パ ルス が 割っ て 入る 。 さら に 現れ た 効 と 戦い 再び 敗 
れ 去 っ た 。 その 後 も 効 と の 戦い に 意欲 を 将 や す ギ ナ は 、 
手 を 差し 伸 べ た ミナ の 下 に 身 を 寄せ 、 ま だ 「 本 当 の ギ ナ 」 
に な っ て いな いと 、 32284 に 4 


ND HE (エメ ディ ・ ヒ ィ ) 

「N (ソー) D (デー タ )・H (ハイ ) E (エラ ー)」 を 意味 す 
る ND HE (エヌ ディ ・ ヒ ィ ) は 、 間 奥 と 共に ジャ ンク 屋 の 
ロウ ・ ギ ュー ル を 襲撃 する 。 し か し 裏切っ た 韻 奥 を 撃退 
し た 直後 、 自 分 の オリ ジ ナ ル で ある 叢 雲 苑 が 駆け 付け 、 
撤退 を 奈 伴 な くさ れる の だ っ た 。 その 後 、 ギ ナ に 同行 する 
よう に 指示 を 受け た 際 、 励 に 執着 する ギ ナ に よっ て 自分 
の 正体 が 効 の カー ボン ヒュ ー マ ン だ と 見 破 ら れる 。 ギ ナ 
と 戦闘 に な る が 、 カ ナー ド と 効 の 乱入 に よっ て 戦闘 は 中 
断 。 郊 と ギ ナ の 戦い を 見 守る ヒ ィ は 、 効 の 強 さ を 肌 で 感じ 
て 戦意 を 失う 。 ギ ナ が 敗れ た の ち 郊 と カナ ー ド を プレ ア の 
下 に 案内 し た ヒ ィ は 、 プレ ア と カナ ー ド た ちの 決 芽 後 、 効 
の 居る 地 で 自分 の 力 を 試し た いと 、 カー ボン ヒュ ー マ ン の 
兵士 開発 を 阻止 する た め 手助け を 買っ て 出る の だ っ た 。 


フィ ー ニ ス ・ ソ キ ウ ス 
ギ ナ と アルミ ハ シラ を 舞 撃 し た フィ ー ニ ス ・ ソ キ ウ ス は 、 


_ 効 に 敗れ た ギ ナ を 助け て 帰還 する 。 乗 機 の 相性 に よっ 


て ギ ナ と 組む こと が 多い フィ ー ニ ス だ っ た が 、 尊 大 な ギ ナ 
を 嫌っ て いた 。 だ が 、 い ば 単独 で 任務 に 当たる こと と な っ 
た 際 、 自 分 が 行う 破壊 で は 滴 ち 足り ず 、 無 謀 な 行動 に 
出る 「 壊 れん た ギ ナ 」 に 魅せ られ て いた こと に 気づく 。 その 
後 アメ ノミ ハシ ラ の 再 攻略 を 命じ られ た 除 、 好奇 心から 5 ギ 
ナ の 姉 ミナ と 対面 。 ミナ に 付き 従う 人 形 の よう な ソキウス 
た ち を 嫌悪 する も 、 彼 ら と 同様 、 自 分 が ギ ナ に を 貸す 
存在 だ と ミナ か ら 告げ られ る 。 反論 する も 、 結 局 は ミナ の 
考え 通り 、 フィ ー ニ ス は ギ ナ と 行動 を 共に し て いく 。 


ダッ ド ・ ヴ ェ イ ア 


勤 が 不在 の タイ ミン グ で 、 サ ー ベ ント テー ル を 壊滅 さ 
せる 指示 を 受け た ヴェ イア だ が 独断 で イラ イジ ャ ・ キ ー 
ル を ライ ブラ リア ン に 誘う 。 交渉 は 決裂 し 、 お 目付 け 役 と 
し て 同行 し た プロ の MS パイ ロッ ト 、 カ イト ・ マ ディ ガン を 
よそ に 、 ヴ ェ イア と イラ イジ ャ の 一 騎 討ち が 始ま る 。 そこ 
で 被弾 に よる 制御 不能 を 偽装 し て 着陸 。 降り て きた イラ 
イジ ャ の 機体 を 奪っ て 逃走 する 。 こう し て 自 機 ヴァ ン セ イ 
パー を 親友 に 渡し つつ 、 ラ イブ ラリ アン か 2 脱走 し た の 
で ある 。 その 後 、 陰 な が ら ナ チュ ラル の た め に 行動 し て 
いる セブ ンプ イレ ブン ・ ソ キ ウ ス と 接触 し 、 組 締 を 平和 
裏 に 解体 する た め に 協力 を 仰ぐ 。 そし て カー ボン ヒュ ー 
マン を 火星 に 移住 させ る 手 等 を 整え る の で あっ た 。 


(ロン ド ・ ギ ナ ・ サ ハク 
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MORE INFO! 謎 の 組織 ライ ブラ リア ン 
ライ ブラ リア ン は 、 カ ー ボ ン ヒ ュー マン を 実戦 投入 し つつ 、 そ カイ ト ・ マ ディ ガン 
の 有用 性 を テス ト し て ! その 目的 は 最強 の 兵士 の 量産 で あ と 4 
り 、 そ ヒュー マン の プレ ア は 暗躍 一 一 部 0】 
そ 和 備 兵 と な る 。 自分 の 遇 っ た | ¢ 


割 通 . サ シラ イズ 160-16 
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本 02 wm 
スメラギ ・ 李 ・ ノ リエ ガ 編 


Case of Sumeragi Lee Noriega 


プトレマイオス チー ム の 戦術 予報 士 だ っ た スメラギ は 、 過 去 の トラ ウマ 
か ら 脱 却 す べく 、 CB に よる 世界 の 変革 を 望ん だ 。 


選 Es 
あの 


CB に 所 属 あ る 矯 入 な 戦術 幸 E 2 
た 苦悩 と 、 戦い の 先 で 見 つけ た 居場所 


| 


4Ah /4 


過去 の 失 用 を 払拭 すべ く CB に 参加 し た 戦 征 予 幸 上 の 戦い 


宇宙 


私 た ち ソ レス タル ビー イン グ の 初 お 披 叫 目 よ ! 
ド 涯 手 に いき まし ょ !! 


西暦 2307 年 、 全 世界 に 向け て 「 全 戦争 行為 へ 
の 武力 介入 を 発表 し た 私 設 武装 組織 「 ソ レス タル 
ビーイング (CB)」。 CB の 実働 部 隊 の ひと つ で あり 、 
4 機 の ガン ダム を 保有 し て いた の が 、 プ トレ マイ オス を 
旗艦 と し た 部 隊 で ある 。 プトレマイオス に は 艦長 は 不 
在 で あっ た ショ ン の 立案 ・ 実 行 を 担う 戦術 了 予 
報 士 と し て 艦 を 指揮 し た の が スメラギ で あっ た 。 CB 
の 介入 行動 を 管理 する 「 ヴ ェ ー ダ ] の 方 針 を 忠実 に 


女 は ね 、 実 年 人 を 言わ れる と 、 
その 分 だ け 基 さき が 減 る の 
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CB の 介入 行動 は その 後 も 世界 各地 で 断続 的 に 
行わ れ 、 過 激 組織 の ひと つ で ある リア ル IRA が 活動 
を 停止 に 追い 込ま れる な ど 、 徐 々 に 影響 が 出 始め て 
。 スメラギ は 限ら れ た 戦力 と 時 間 の 中 で 効率 良く 
ミッ ショ ン を クリ ア す る べく 、「 ヴ ェ ー ダ 」 や エー ジェ ント 
の 王 留美 (ワン ・ リ ュー ミン ) に 頼 で な く 、 自ら も 
情報 収集 を 開始 。 大 学 時 代 の 同窓 で あり 、 現 在 は 
ユニ オン で MS の 開発 に 携わっ て いる ビリ ー・ カ タ ギ リ 


遂行 する の が 彼女 の 仕事 で あり 、 イ オリ ア ・ シ ュ ヘ ン 
ペル グ に よる 声明 後 、 ほ ぼ 同 時 に 行わ れ た 2 つの 介 
入行 動 一 一 AEU で 行わ れ た 新型 機 の デモ ンス トレ ー 
ショ ン へ の 介入 、 そ し て 人 革 連 の 軌道 エレ ベー ター 
「 天 柱 ] を 狙っ た テロ 攻撃 の 阻止 一 一 を 取り 仕切 っ 
て いる 。 CB に と っ て 初 の 介入 行動 で あり 、 失 敗 は 許 


に 、CB に 所 属す る こと を 隠し て 接触 する 。 数 年 振り 
の 再会 で あっ た が 、 以 前 の よう に ユー モア を 交え な が 
ら ビ リー と 会 話 を 重ね た スメラギ 。 その 中 で 、 ユニ オン 
が 対 ガ ンダ ム 調 査 隊 を 組織 し て いる うえ 、 MS 開発 の 
権威 で ある レイ フ ・ エ イフ マン が ガン ダム の 解析 に 乗 
り 出 し て いる と の 情報 を 入手 する 。 スメラギ は ピリ ー を 
散 い て いる こと に 対し 心 を 痛め な が ら も 、CB の 戦術 
予報 士 と し て 貴重 な 情報 を 獲得 し た の だ っ た 。 


西暦 2307 年 宇宙 


こう いう の は …… ま た 間違え て し まっ た 。 
ント 、 どう し よう も な いわ ね 、 私 


た ま ら な い の よ 。 


CB の 武力 介入 が 次 々 と 成功 し た こと で 、 ユ ニオ ン 
人 革 連 AEU と いっ た 三 大 勢力 は 、 < 
ダム の 捕獲 ・ 破 壊 に 乗り 出し た 。 特に 、 技 4 
ニオ ン ./AEU に 遅れ を 取っ て いた 人 革 連 は 、 いい 6 
く ガ ンダ ム を 奪取 し て その 技術 を 解析 する べき だ と 判 
断 。 対 CB 部 隊 と し て 頂 武 を 結成 し 、 ガ ンダ ム 画 獲 作 
戦 を 開始 する 。 スメラギ は 彼ら に 対し て 毅然 と 立ち 向 
か う が 、 頂 武 の リー ダー で ある セル ゲイ ・ ス ミル ノ フ の 


逃げ られ な い の ね 。 私 は …… 
あの 忌まわしい 過去 か ら …… 拭 えな い 過 去 か ら 


西暦 2307 一 2308 年 に か け て 行わ れ た 戦い で 、 プ 
トレ マイ オス は 壊滅 状態 に 陥り 、 な ん と か 生き 残っ た ス 
メラ ギ も CB を 離脱 する 。 だ が 、 4 年 後 の 西 暦 2312 年 、 
幣 那 ・F・ セ イエ イ の 要請 を 受け て CB に 復帰 し 、 プ ト 
レ マ イ オス 2 の 戦術 予報 士 と な る 。 当初 は 前 大 戦 で の 


敗北 を 自身 の 責任 と 捉え 当事者 で ある カテ ィ ・ マ ネ キ ン が アロ ウス の 指揮 官 
スメラギ だ が 、 する 仲間 た ちの 支え も あっ て 徐々 


に 本 来 の 姿 を 取り 戻し て いく 。 だ が 、 プトレマイオス 2 の 


巧妙 な 作戦 に より 、 究 地 に 陥る 。 結果 的 に 
を 撤退 に 導く こと は で 、 ガン ダム キュ リオ ス が 捕 
獲 寸 前 の ビン チ を 迎え た ほか 、 重要 機密 で ある ガン ダ 
ム ナド レ (ガン ダム ヴァ ー チ ェ の 本 体 ) の 存在 が 明らか 
に な っ て し まっ た 。 慎重 に ミッ ショ ン を 完遂 で き な . 
た スメラギ は その 責任 を 痛感 。 さら に 、 過 去 に 犯し た 
失敗 が フラ バッ ク し 、 戦術 予報 士 と し て 成長 し な 
い 自 身 に 昔 立 ちよ り も 悲し み を 抱い た の だ っ た 。 


頂 武部 隊 


宇宙 へ の 脱出 を 巡る 独立 治安 部 隊 「 ア ロウ ズ 」 と の 
戦い で 、 予 想 し て いな か っ た 人 物 と 戦場 で 再会 する 。 
スメラギ が AEU に 所 属し て いた 時 代 の 上 官 で あり 、 彼 
女 が トラ ウ て と な っ て いる 大 き な 失 敗 一 一 作戦 の 司令 
ミス に より 、 友軍 同士 が | と に な っ た 事件 一 一 の 


た の だ 。 カテ ィ と 敵対 する と いう 巡り 合わ せ に 、 スメラギ 
は 過去 か ら 逃 れ ら れ な いこ と を 悟る の だ っ た 


過去 に 犯し た 過ち を 自分 た ち で 払拭 し な くち ゃ 、 。 
本 当 の 未来 は 訪れ な い 。 だ か ら 、 私 は 戦う …… ! 


西暦 8314 年 


アロ ウズ と の 戦い は 、 そ の 裏 で 戦乱 を 牛耳っ て いた 
リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク 率い る イノ ベイ ド 勢 力 と の 戦い 
に 発展 。 スメラギ は イノ ベイ ター と し て 革新 し て いく 衝 
那 の 力 を 最大 限 に 用 いな が ら 、 巨大 勢力 と 互角 以上 
の 戦い を 繰り 広げ て いっ た 。 そし て 戦い は 、「 ソ レス タ 
ルビ ピー イン グ 号 」 周辺 で の イノ ベイ ド 勢 力 と の 最終 決 
戦 に 突入 する 。 スメラギ が 乗る プトレマイオス 2 も 、 ソ 
レス タル ビー イン グ 号 へ の 突入 を 強行 する 。 だ が 、 ブ 


迫り 、 スメラギ も 白兵戦 に 臨む お 。 だ が 、 彼 女 の 目 
の 前 に 、 ア ロウ ズ に 加入 リー が 立ち は だ か る 
スメラギ の 裏切り を 知っ た 直後 か 5 アロ ウズ に 参加 し 
た ビリ ー は 、 イ ノ ベ イ ド に より 統治 され る 世界 が 正しい 
に と 語る 。 それ を 聞い た スメラギ は 、 人 類 が 自ら 
罪 や 失敗 を 克服 し な けれ ば 、 本 当 に 幸せ な 未来 は 訪 
れ な いと 反論 し た の だ っ た 。 


役 を 想っ て あげ て …… そ う 、 


西暦 2312 年 の 戦い に 勝利 し 、 イ ノ ベ イド 勢 力 を 
0 B は 、 表 舞台 か ら 姿 を 消し た 。 だ が 、 テ ロ 
監視 役 と し て その 活動 を 続け て お 
り 、 ス メラ ギ も プトレマイオス 2 改 の 戦術 予報 士 と し て 
艦 に 参加 し て いた 。 2 度 の 大 戦乱 を 乗り 越 
CB こそ 自ら の 居場所 で ある と 確信 し た 彼女 は 、 
する ガン ダム マイ スタ ー や ブリ ッ ジ クル ー と 未来 を 築き 
上 げ る こと を 選択 し た の で ある 。 そし て 西暦 2314 年 、 


それ が わか り 合 うた め に 必要 な こと 


性 金属 体 ELS の 襲来 に より 、 再 び CB 
は 表 舞 台 に 立つ 。 その 中 で 真 の イノ ベイ ター へ と 変 
草 し つつ ある 痢 那 は 、 ELS か ら の 接触 も あり 、 以前 に 
も 増し て 口数 が 減っ て いた 。 刺 那 に 淡い 想い を 寄せ 
る ブリ ッ ジ クル ー の フェ ルト ・ グ レイ ス は 、 そ ん な 章 那 
の 変化 | 彼女 の 正直 な 心情 を 聞い た ス メ ラ 
ギ は 、 ど ん な 状況 に 置か れ て も 講 那 を 想い 続け る こと 
が 、 彼 の 支え に な る は ず だ と 伝え る の だ っ た 


玉 台 サン ライ ・MBS 191-14 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE CU 02 sn2h 


ゃ PROFILE 
ル ペ e ンジ ノ 年 齢 4 
所 属 ザン スカ ー ル 帝国 


に EE3 
回目 
還 
回 
回 

| 


Repet Cineau 挨 IS 提 、 和 了 失 


戦場 に ふた つの 欲求 を ぶつ けた 
ザン スカ ー ル 帝国 の パイ ロッ ト 


ル ペ ・ シ ノ の 人 物 像 は 、 戦 士 と し て の 昔 列 と 女 
性 と し て の 激情 と いう ふた つの 色 に 彩 られ て いた 。 そ 
の 色彩 は 戦い の 中 で 強 さ を 増し 、 矛 先 を 向け る 相手 
を 求め た 。 ル ペ に と っ て の 戦争 は 、 己 の 情念 を 発散 
させ る 舞台 に ほか な ら な か っ た の で ある 。 

ル べ は ザン スカ ー ル 帝国 軍 (ベス パ ) に 所 属し 、 
U.C.0150 年 代 初 頭 の ザン スカ ー ル 戦争 で 活躍 し 
た 人 物 で ある 。 戦士 と し て 非凡 な 才能 を 有 し た ル 
ぺ は 、 ベ スパ に 確固 た る 居場所 を 築き 、 宇 宙 
戦 園 時 代 に 台頭 し た ザン スカ ー ル 帝国 の 一 覧 
そし て 、 抵 抗 勢力 と し て 力 を つけ 
ィ ア と の 戦い に 身 を 投じ 
て いく こと に な る 。 だ が 、 戦場 に ル ペ が 求 
め た の は ザン スカ ー ル 帝国 の 理想 で は な 
く 、 戦士 と し て の 欲求 を 満た す 貢 だ っ た 。 
さら 5 に 、 ル べ ぺ は その 戦い 
感情 を も 投影 し て いく の : 


ご 貴 き べ さ で ご で 度 な 
は ざさ X 吉 合 つ S 張 S③ に 必 


路 蘭 と 


た し の 脚 の 申 で 
あたし の も の に お な り ! 


UC.0153、 ル ぺ は ビビ ニー デン が 率い る MS 大 隊 
の 一 員 と し て 地球 に 降下 し 、 ヨ ー ロ ッ パ で 抵抗 運動 を 
活発 化 さ せる リガ ・ ミ リティ ア と の 戦い に 臨ん だ 。 独自 
の 思惑 を 覗か せる ビビ ニー デン の 指揮 下 で カミ オン 隊 
の 追撃 に 加わ り 、 ベ チエ ン か ら ア ー テ ィ ・ ジ ブラ ル タ ル 
へ と 続く 転載 に 身 を 投じ た ル ぺ は 、 そ の 中 で 持ち 前 の 
戦士 と し て の 力量 と 猟 猛 さ を 発揮 し て いく 。 そし て 、 戦 
争 中 期 に は シュ パッ ツラ ッ ド 隊 の 中 隊長 に 就任 し 、 地 
球 ク リー ン 作戦 に 参加 する こと と な っ た の で ある 。 

地球 に 向かう 途上 、 ル ペ は マケドニア ・ コ ロニ ー に 
お ける 騒動 の 渦中 で ウッ ソ と 対面 し 、 ニュ ー タ イブ と 目 さ 
れる その 少年 に 興味 を 抱い た 。 その 感情 は や が て 、 そ 
の 真っ 直ぐ な 少年 を 介し て 自ら の 母性 を 満た そう と する 
欲求 へ と 転じ 、 戦 争 末期 の エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ 攻防 
戦 に お いて 妄 畔 と も 言う べき 激 し さ で ウッ ソ へ と 向け ら 
れ て いく 。 ピピ ニー デン の 片腕 と し て 彼 の 野心 を 煽る 一 
方 、 戦場 で ウッ ソ を 執 投 に 狙っ た ル ペ 。 それ は 、 ザ ンス 
カー ル 帝 国 の 権力 争い を 自ら が 力 を 振る う 舞台 に 利用 
し た 戦士 の 食欲 さと 、 ウ ッ ソ と いう 子供 に 母性 の 充足 を 
投影 し た 女性 の 欲求 の 表れ で あっ た の だ ろう 。 だ が 、 そ 
E 絶 され 、 パ イロ ッ ト と し て も 敗北 し た 
ル ペ は 、 ピ ビビ ピ ニー デン を 道連れ に し て 散っ て いっ た 。 そ 
れ は 、 自分 の 夢 と 語っ た ウッ ソ を 下 種 な 大 人 に 触れ させ 
まい と し た 、 ル べ の 最後 の 母性 だ っ た の か も し れ な い 。 


ザン メカ ー ル 戦争 を 駆け 抜け た ル べ の 戦歴 


UC.0153.04.11 に 地球 へ と 降り た ル ベ (その 時 点 
の 階級 は 少尉 ) は ば ピ ニー デン の 直属 と し て 動き 、 同 月 
15 日 の バチ エン に お ける 戦闘 や 17、18 日 の アー ティ ・ 
ジブ ラル タル 攻防 戦 で 活躍 し た 。 それ ら の 功績 を 認め ら 
れ て 大 尉 に 昇進 する と 、 新 た に 編制 され た モト ラッ ド 艦 
隊 所 属 の MS 中 隊 (シュ バッ ツラ ッ ド 隊 ) の 中 隊長 と な 
る 。 モト ラッ ド 艦 隊 の 出航 後 は 、5 月 13 日 に マケドニア 
へ の 礎 剖 部 隊 を 率い て ウッ ソ を 捕虜 と する な どの 戦果 を 
挙げ 、24 日 か ら 始ま っ た 地球 クリ ー ン 作戦 で も 主 カ バイ 
ロッ ト の ひと り と し て モト ラッ ド 艦 隊 の 進撃 を 支え て いる 。 

エン ジェ ル ・ ハ イロ ッ ゥ 攻防 戦 で は 、 ビ デン 麻 下 
の ラス テオ 艦隊 に 所 属し 、 タ シロ ・ ヴ ァ ゴ を 追い 落と す 
企 て に 加担 し た 。 だ が 6 月 12 日 、 ウッ ゾ と の 交戦 で 乗 機 
に ピー ム ・ サ ー ベ ル を 受け 、 その 爆発 に ピピ ニー デン の 
ビル ケ ナ ウ を 巻き 込み な が ら 戦 死す る こと と な っ た 。 


優れ た 操縦 技術 と 戦闘 指揮 の 手腕 
ル ペ は ベス パ の 中 で も 屈指 り パ イロ ッ ト で あり 、 トム 2 
リア ッ ト に 始ま り ゲ ドラ フ 、 ドッ ゴー ラ 、 ブル ッ ケン グ と いっ に は 、 2 名 の 部 下 を 
た 様々 な 機体 を 乗り こなす 高い 技量 の 持ち 主 だ っ た 。 
また 、 戦 場 に 残さ れ た 着 跡 か ら 文 戦 の 状況 を 見 抜く 観 
察 力 を 示し た こと も あり 、 そう し た 戦術 眼 に 更 打 ちさ れ た 奇襲 で は アジ ス ・ バ ギ と 共に 彼女 の 面 国 を 見 た 『 } ー = 1 \ 
戦闘 指揮 の 手腕 も シュ バッ ツラ ッ ド 隊 の 中 隊長 に 抜 握 を 小隊 長 と し て その 指揮 下 に 入る 場 人 \ / | | 1 >| 
され た 要因 の ひと つと 推察 で きよ う 。 和夫 | | © 記 \ 


を 指揮 下 に 加え る こと も 多く な り 、 マ ケド ニア ^ 


アジ ス ・ バ 中 尉 (上 ) は マケドニア の 殖 闘 で ウッ 
る だ け の 信任 と 能力 ソ の V2 ガ ンダ ム に 撃 議 さ れ て 昔 死 し た 。 吉 は 地 
を た 上 で ル べ が 整い た パイ ロン 小 た ち 


優れ た 押 紀 技術 を 有 し た パイ ロッ ト で 、 特 性 の 異な る 様々 な 機体 を 乗り こ な 
。 指揮 能 力も 高く 、 部 下 と の 巧み な 連携 で ウッ ン を 追い 詰め て いる 。 
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PROFILE 
了 没 雲 効 = 


・ 出身 人 。 
Gai Murakumo 還 2 


MS 探 


自分 が 矢面 
よう に と 、 それとなく 配慮 する 優し さ を 


MBF-P03 
1 ト 72 ト ルイ プルー ルー ム 


191-17 


| | mr02 sr D3A 


連合 軍 の 制 肥 を 着 放 し て 普 眉 
機能 的 な 制 朗 が 完成 し 


件 の 直前 、2 
基地 を 次 々 と 酸 撃 


a サラ イズ 161-18 


162-11 


VY ガン ダム 


PERSONAL PROFILE 


ギ ム ・ ギ ン ガ ナム 


LU] RED2 ser18n 


PROFILE 


ギ ム ・ ギ ン ガ ナム 一 


Gym Ghingham 


女王 ディ アナ と 対立 し た 
ギン ガ ナ ム 艦隊 の トッ プ 

月 と いう 過酷 な 環境 に 暮らす 民 ニ ムー ン レ ィ ス は . 
冷凍 睡眠 シス テム や 自給 自足 体制 の 確立 に 成功 し 
た こと で 、 2 千年 以上 も の 間 、 歴史 を 築い て きた 。 そ 
の 過程 で 組織 され た の が 、 ギ ン ガ ナ ム 艦隊 と 呼ば れ 
る 防衛 部 隊 で ある 。 外敵 か ら の 翼 来 に 備え 彼ら は 日 
夜 演習 を 繰り 広げ て いた が 、 部 下 か ら 「 御 大 将 」 と 
呼ば れ 、 強 い リ ー ダ ー シ ッ プ を 持っ て 組織 を 統制 し て 
いた の が ギ ム ・ ギ ン ガ ナム で ある 

幸い な こと に 外敵 の 典 来 は な く 、 出撃 の 経験 が な 
か っ た ギン ガ ナ ム 艦隊 だ が 、 一 方 で 武力 を 持つ 者 と 
し て 、 闘争 本 能 を 爆 ら せ で いた 。 彼 ら を 危険 視 し た 
イア ナ ・ ソ レル は 、 自 ら が 進め て いた 地 
画 か ら 彼ら を 排除 。 市 民 軍 ディ アナ ・ カ ウ 
ンタ ー を 結成 し 、 新た な 実行 部 隊 と し た 。 桶 子 を 外さ 
れ た ギン ガ ナ ム は これ に 萌 立 ち を 覚え で いた 。 だ が 、 
地球 側 の 部 隊 「 ミ リ シ ャ ] が 月 ヘ 上 陸 し て きた こと が 
彼 の 戦闘 へ の 意欲 を 授 き 立て た の で ある 。 


箇月 の 式 門 を 司る ギン ガ ナ 
ム は 、 女王 ディ アナ 、 幸 


ム は 、 危機 が 


迫 れ ば ディ アナ や 市 民 た た 
その た め 、 ディ アナ に よる ディ ア 
に と っ て 裏切り 以外 何 物 で も な 


C.C2945 の 電球 
画 の 実行 を 機 に 、 彼 
i Nine or 


キ / | 1 


キンカ ナム し 


出身 月 
技能 MS の 操縦 、 艦隊 指揮 


賠 午 沙 能 に 目覚 め た だ 
月 の 武 門 の 司令 官 


アテ シンメトリー な 構造 と 細部 の 
フォ ルム が 特徴 で ある 


関連 ファ イル 


EPT X 6 


02.06 


PERSONAL PROFILE 


も 2 庄 度 封じ られ る か 
と この キ 2: キ ンカ ナ の を 


ミリ シャ を 外敵 の 喘 来 と 捉え た ギンガ ナム は 、 つ い に 
武力 を 発揮 する 機会 が きた と 喜ぶ 。 表向き は ミリ シャ 
側 と 月 と の 交渉 を 静観 する 姿勢 を 見 せ た キ ギン ガ ナ ム で 
あっ た が 、 小 規模 な 衝突 を 繰り 返す 中 で これ まで 抑え 
付け られ て いた 闘争 本 能 が 目覚 め て いく 。 つい に は 月 
の マウ ン テ ン ・ サ イク ル か ら 発見 し た ター ン X を 持ち 出 
し 、 ミリ シャ に 対し て を 誇示 。 本 格 的 な 戦乱 に 持ち 込 
も うと する 。 そん な ギン ガ ナ ム に 手 を 差し 伸 べ た の が 、 
リ シ ャ の 一 員 で あっ た グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド で 
あっ た 。 月 の 技術 力 を 目の当たり に し た 彼 は 、 その 技術 
を 春 取 し て 地球 で の 産業 革命 起こ すべ く 、 デ ィ ア ナ 
を 裏切っ て ギン ガ ナ ム と 手 を 組む こと を 選択 し た の で あ 
る 。 同胞 の 暮らす 月 で は な く 、 地球 の 方 が 思う 存 分 、 カカ 
を 発揮 で きる と 考え た ギン ガ ナ ム も この 話 に 乗り 、 グ エ 
ン と 共に 地球 へ と 降下 し た の だ っ た 。 

ギン ガ ナ ム は マヒ ロー 部 隊 を 引き 連れ 北ア メリ ア 大 陸 
に 降下 する と 、 ミ リ シ ャ 側 か ら 秦 取 し た V ガ ンダ ム も 駆使 し 
て 地球 を 貴 酸 する 。 心置き な く 武 力 を 発揮 で きる 場所 に 
降り 立っ た こと で 、 戦 い に 酒 れ て いた ギン ガ ナ ム 、。 一 旦 、 
火 が 点 いて し まっ た 彼 の 闘争 本 能 は 、 月 を 外敵 か ら 守る 
と いう 本 来 の 信念 や 役割 すら 忘れ させ た の で ある 。 そし 
て その ギン ガ ナ ム の 暴走 は 、 ロラ ン が 乗る ガン ダム と 自 
身 の 乗る ター ン X の 衝突 に よっ て 発生 し た 月光 蝶 ] に 
身体 を 絡め 取ら れる まで 、 止ま る こと は な か っ た の だ っ た 。 


ギン が ナム を 変え た ター ン X の 魔力 


月 の 最新 技術 を 反映 し た 圧倒 的 な 戦力 を 有 し な が 
ら 、 そ の 能力 を 発揮 する 機会 が な か っ た ギン カナ ム 艦 
隊 。 それ で も 武 門 を 司る 者 と し て の プラ イド か ら 無 痢 な 
戦闘 行為 を 抑え て いた ギン ガ ナ ム で あっ た が 、 月 の マウ 
ン テ ン ・ サ イク ル か ら 発見 され た ター ン X の 存在 と その 
性 能 が 、 彼 を 狂わ せる 大 き な 要 因 と な っ た 。 ミリ シャ 上 
陸 が 生ん だ V ガ ンダ ム と の 対 岩 を 機 に ター ン X を 起動 さ 
せ た ギ ン ガ ナム は 、 そ の 人 圧倒 的 な 能力 を 実感 。 月 の 防 
人 と し て の 役割 を 捨て て で も 、 そ の 人 性 能 を 発揮 し た いと 
考え る よう に な る 。 そん な ギン ガ ナ ム に と っ て 、 グ エン の 
誘い は 渡り に 船 で あっ た 。 彼 を 利用 し て 地球 へ と 降下 
し 、 月 と いう 環境 か ら 解き 放 た れ た ギン ガ ナ ム 艦隊 は 、 
武力 で の 侵略 行為 に 打っ て 出る 。 ギン ガ ナ ム も ター ン 
X で 出撃 する と 、 そ の 能力 を 発揮 で きる 吾 び に 心 を 奪わ 
れ 、 や が て 正気 を 失っ て いっ た の だ っ た 。 


ター ン X を 拘る 居れ た 技量 | 


ター ン X は 月 光 蝶 の 起動 を 可能 と する 「 タ ー ン タイ プ 
MS」 と 称 さ れ 、 その 性 能 や 機構 に 関し て は 不明 な 点 も 
多かっ た 。 また 、 左右 非対称 な 構造 ヤ パ ー ツ の 分 離 機 
構 な ど 、 制御 に は 高い 技量 が 必要 と な っ て いた 。 だ が 、 
ギン ガ ナ ム は すべ て の パー ツ を 分 離 ・ 展 開 す る オー ル 
レン ジ 攻 撃 「 ブ ラディ シー ジ ] を 繰り 出す な ど 、 武 門 の 
指導 者 らし い 優れ た 能力 を 発揮 し て いる 。 


ター ン X は 開 争 本 能 を 最 志 させ る 力も あっ た よう で 、 部 下 スエ ッ ソン ・ ス テロ 
が 乗る マヒ ロー を 「 外 摩 ] だ た と し て 攻撃 し 、 撃 徹し て いる 


A 


対抗 する べく 、 ター ン X を 起 
させ た 。 起動 する だ け で 
月 本 都市 ゲン ガ ナ ム が 停 


彼女 の 命 
現れ た グエン と の 連携 決断 する 


MORE INFO 


ギン ガ ナ ム 態 隊 は 、 マ ヒロ ー 部 隊 、 ズ サン 部 隊 な ど で 編 
制 さ れ て お り 、 外 敵 の 敵 来 に 備え て 演習 を 総 り 返 し て きた 
等 し く 、 臨機 応 不得 
ン ガ ナム も そう で あっ た よう に 部 下 た ち 
5 を 知ら ず 、 暴走 する こと も 多かっ た 。 


だ が 、 実戦 の 経験 は せ | 
意 で あっ た 。 また 


本 ギン ガ ナ ム の 侍 者 で あっ た メ 
リー ベル ・ ガ ジッ ト は 、 デ ィ 


a : 
ー ン X の 引 kt 3 


ギン ガ ナ ム 艦隊 の 戦力 
i 


ギン ガ ナ ム 租 隊 の 族 能 で 、 ギン ガ ナ ム 本 人 
の 抽 点 で も あっ た 。 メガ 粒子 砲 を 多数 備え 
る ほか 、 MS の 射出 カタ パル ト を 有する 


アス ピー テ の 六 長 を 務め 
た 人 物 で 、 釧 が 桂 徴 。 ディ 
アナ と の 接近 に も 付き 添 
うな ど 、 多 く の 面 で ギン ガ 
ナム を 支え た 


i 
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(ME D2 slA 
アビ ス > | ゆみ 7PX/ パ ナル 7 ア ・ マ ルツ サギ スタ ー 7| 
アデ レク ・ ジャック ロウ / オ プラ イト ・ ロ ー レ 41y 


Abis Team (Seric Abis /Shanalua Mallkn / Jonathan Gistabe /Derek Jacklow /Obright Lorain) 


が 少な い キオ を 気 に 
そう し た 一 面 か ら は 、 大 」 
へ 向け る 優し さ が 宋 え 


Xm Ne aA 
“で 4・N マ すさ “人 


RGE-62100 
っ クラ ン シ ェ 


ガン ダム AGE.2 ノー マル を 
ペー 昌和 可 Ms。 台 関連 ファ イル 


人 で 、 アビ ス 隊 を は じ め と する 多 
簡 層 く の 部 獣 に 配備 され た : 


』 RGE- G21006 


PT 
た が 、 セリ ッ ク の 支え も 
て 艦長 と し て の 次 質 を 間 
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セリ ッ ク ・ ア ビス 


ジョ ナ サ ン ・ ギ スタ 


オブ ライ ト ・ ロ ー レ イン 


2 


7/ チ ルク ・ 流 クロ 


バイ ロッ ト 、 キオ は まだ 
いて も 陰ながら 徳 を 支え る 存 


機動 戦士 ガン ダム 第 08MS 小 隊 


PERSONAL PROFILE A E02 se ih 


PROFILE 
トッ プ 小 隊 計 an 
(トッ プン デル アス ) 
p Team (Top ZD /As) 


技能 MS 操 


いと 言わ れる ジオ ン 公 
の で ある 。 


キキ に 外交 を 働 ご うと し た 
に 六 口 を 向け る トッ プ 。 


| MS-05B 
ザク 1 
ジオ ン 状 国軍 が 開発 し た 史 


投入 きれ 、 トップ が 措 生 し て 小 
隊長 機 と し て 運用 され た 。 


MS-06JC 
ザク IJ 型 


地上 藍 の 主力 MSE し て 素 
用 され た ザク 1 の パリ エー ショ 
し 伯 。 デル 本 は マセ ゼラ トッ 
8 を 、 アス 機 は ヒー ト . 運動 を 
EEE TT ET と の いざ こざ で 合 を 落と し た 。 
ー ル ド を 義 備 し て い 7 


トッ プ は トラ ブル を 音 け よ 
うと し た が 、 ア ス は 不満 
げ な 様子 を 見 せ た 


ポ アス は ひき つっ た 
表情 を 浮か べ る 


, ブ は 村 か ら の 脱出 を 図る も 、 シロ ー の 
な が ら も 反撃 する が | て 足 を 止め 5 れ 、 不 運 な 最期 
受け て 乗 機 を 破壊 され た 
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ガン ダム MS IGLOO 一 年 戦争 秘録 


|PERSONAL PROFILE 


た だ たち が 信じ た 
た っ た ひと つの 
道 を ・ OX 


0079 


プロ ホ ノ ウ 
を 託さ れ 
イ 。 自身 が 


む 寺 : 肖 戦 争 木 期 の 任務 に 対す る マイ の 感情 


の 沙 戦 を 埋 い 抜き 軍 し た マイ 。 一 年 
マイ は 自分 が 生き を 


四 多 』 由 7・ バ オア ・ ク ー 戦 に お ける 戦果 


解体 され た と 考え られ る 。 マイ は 技術 中 尉 の 任 を 解 か れ 、 戦 役 

ン 共 和 国 へ と 凄 を 変え た 祖国 で 生き た と 言わ れ て いる 。 第 603 技 術 
試験 隊 が 一 年 戦争 で 残し た 技 ! 績 は 決し て 大 きく は な か っ た 
が 、 そ の 人 員 た ち は 記 倍 を 語り 継ぐ と いう 新た な 役目 を 負っ た の で ある 。 


王 さ れる が 、 マイ は 脱出 に 成功 する 。 箇 事 に 帰 
に 5 も 安夫 の か べた 
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機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 


omo ag 02 sl 
シャ ア ・ ア スナ ブル 本 


テ 障 級 総帥 [大 佐 ! 
出身 サイ ド 3 
Char Aznable 反 馬 MS 外部 間 


宿敵 と の 因縁 に 決着 を つけ る べく 
最後 の 戦い に 陽 ん だ 「 赤 い 彗 星 」 


人 類 の ニュ ー タ イプ へ の 革新 を 志 し 、 戦 乱 の 中 で 

人 類 の 限界 を 知っ た シャ ア ・ ア ズ ナ ブル に と っ て 
アム ロ ・ レ イ は あま り に 大 き な 存 在 だ っ た 。 ニ ュー タ 
イプ の 実存 を 示し 、 ふ た り に と っ て の 運命 的 な 女性 
アァ ・ ス ン を 死な せ た ア ムロ ーー それ は 、 シャ 


決起 し た シャ ア の 胸中 に は 、 そ うし た アム ロ と 
の 因 緑 が 陰 を 落と し て いた の だ っ た 
U.C.0093、 ネ オ ・ ジ オシ 総帥 と し て 地球 
連邦 政府 に 宣戦 布告 し た シャ ア は 、 随 石 
落と し に よる 地球 寒冷 化 作戦 を 進め た 
だ が その 裏 で 、 サイ コ ・ フ レー ム を アナ ハ 
イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 に 流し 。 ア ムロ の 
手 に 渡る よう 工作 し た 。 それ は 、 対 等 の 条件 
アム 口 と 戦 お うと し た シャ ア の 意地 の 素 れ た 
人 類 に 変革 を 迫る シャ ア の 戦い は 、 自ら の 因縁 に 
着 を つけ る た め の も の で も あっ た の で ある , 


休ん で も 5 う ] と 語っ た 
PP 3 + ア 。 人 短 


サザ ビー 


ア と 局 を 並べ て 戦っ た 
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の ち に [シャ ア の 反乱 」 と 呼ば れる こと に な っ た 争乱 
で 、 シ ャ ア は ネオ ン の 総帥 と し て の 役割 に 徹し て 
事 を 進め て ぐい る 。 だ が その 一 方 で 、 サイ ド 1 ・ ロ ン デ ニオ 
ン に お いて 再会 し た アム ロロ に 対し て は 、 自 ら を そう し た 行 
動 に 至ら せ た 感 情 的 な 内 面 を 垣間見 せ た 。 人 間 の 愚か 
さ に 絶望 し た シャ ア は 、 人 の 可能 性 を 信じ る アム ロロ を 否 
定 し 、 激しく 衝突 し た の で ある 。 そし て 、 ク ェ ス ・ パ ラ ヤ を 
伴っ て ロン デニ オン を 後に し た シャ ア は 、 自ら が 進む お 道 を 
信じ て 地球 寒冷 化 作戦 を 次 の 段階 に 進め る 。 地球 へ 
の アク シス 落と し に よっ て 人 類 を 強制 的 に 宇宙 に 上 げ 
る 一 一 それ は 、 人類 の ニュ ー タ イプ へ の 革新 を 促す た 
め に 人 の 業 を 背負 お うと し た 、 シャ ア の 決意 で あっ た 。 

地球 連邦 軍 へ の 投降 を 装っ た 加 艦 隊 で ルナ ツー を 
制圧 し 、 分 艦隊 で アク シズ を 占 提 する ネオ ・ ジ オン の 
作戦 は 、 シ ャ ア の 思惑 通り に 進行 し て いく 。 アク シズ に 
て 指揮 を 執っ た シャ ア は 、 度 重なる ロン ド ・ ベ ル の 猛攻 
を 陣頭 に 立っ て 防い だ 。 だ が 、 アム ロ が アク シズ に 肉 
落す る と 、 自 ら が その 眼前 に 立ち は だ か る 。 ネオ ・ ジ オ 
ン 全 軍 の 指揮 を 執る こと より も 、 ア ムロ と の 対決 を シャ 
ア は 優先 させ た の で ある 。 それ は 、 ア ムロ へ の 執着 の 
表れ だ っ た が 、 結 果 的 に は 一 騎 討 ち に 敗れ て 捕らわれ 
て し まう シャ ア 。 そし て 、 ア クシ ズ を 落と させ まい と し た ア 
ムロ の 和 想い が 引き 鉄 と な っ た サイ コ ・ フ レー ム の 共振 「 ア 
クシ スズ ・ シ ョ ッ ク 」 を 目の当たり に し 、 人 の 温か さ を 感じ 
な が ら 、 その 光 に 包ま れ て 次 を 消し た の だ っ た 


上 雪 ち へ の 抜 る 舞い に 見 える 心 の 間 


シャ ア は 、 ロ ン デ ニオ ンー で 出会っ た 少女 ク ェ ス の 
ニュ ー タ イプ と し て の 資質 に 目 を 付け 、 彼 女 が 自分 を 募 
5 感情 を 利用 し て パイ ロッ ト に 仕立 て 上 げた 。 ク ェ ス に 
対し て 表面 上 は 優し い 径 振り を 見 せつ つも 、 実 際 に は 
まっ た く 心 を 開 こう と は せ ず 、 彼 女 を 戦い の 道具 と し た 
の で ある 。 そこ に は 、 シ ャ ア に 父性 を 求め た ク ェ ス を 疎 ま 
遠ざけ よう と し た 無意識 の 振る 舞い が あっ た 。 
また 、 男 女 の 関係 に あっ た ナナ イ ・ ミ ゲル に 対し て も 
「 寺 の 支え の"C い る] と 語り な が ら 、 ア ムロ と の 対決 に 割 
り 込 も うと し た 彼女 を 衝動 的 に 拒絶 し て いる 。 それ ら は 
心 を 許せ る か も し れ な か っ た ララ ァ を アム 口 に 殺さ れ た こ 
と で 恵 っ た 、 シ ャ ア の 岳 柴 を 物語 っ て いた と 言え る 。 ネ 
オ ・ ジ オン 総帥 と し て の 立場 を 放り 出し て まで 、 ア ムロ 
と の 因縁 に 決着 を つけ よう と し た の も 、 そ うし た 楠 積 す 
る 想い の 裏返し だ っ た の か も し れ な い 。 


アム ロ に 及ば な か っ た 能力 | 


アク シズ を 巡る 攻防 に お いて 、 シ ャ ア は パイ ロッ ト と し 
て 最前 線 に 立ち 、 核 弾 豆 を 忍ばせ た ロン ド ・ ペ ル 態 隊 
の ミサ イル 攻撃 を 阻止 する 活躍 を 見 せ た 。 し か し 、 ア ム 
ロロ と の 対決 で は 、 序 毅 は 互角 に 戦い な が ら も 徐々 に 押 
され 始め 、 最 後に は 格闘 戦 で 圧倒 され て 機体 を 撃破 さ 
れ て いる 。 シャ ア が 優れ た ニュ ー タ イプ だ っ た こと は 間 違 
いな い が 、 アム ロロ に は わずか に 及ば な か っ た の で ある 。 


| 対 ち で は 直線 を すべ て 失う は どの 沸 戦 の 末 に 


Ge 
革 態 職 を ナナ イ ( 
アク シズ の 制 


れ て いる と 非難 し た 


MORE INFO! 


ショ ッ ク で アム ロロ と 共に 消息 を 絶っ た が 、 残 
戦後 も 地球 園 に 潜伏 し た 。 その 勢力 
オン 残党 軍 「 袖 付き] で あり 、「 シ ャ ア 
ル ・ フ ロン タル だ っ た 。 ザビ 家 の 
バー ラオ ・ ザ ビ を を 、 目 9 を 「 句 1 と 称し た フロ ンタ ル は 、 
の 幻影 を 育 銀 っ て 行動 し た の だ っ た 


赤い 彗星 の 再来 と 呼ば れ た 男 


フル ・ フロ ンタ ル 


人 


機動 戦士 ガン ダム UC 


PERSONAL PROFILE A UD2 sm05 
ロン ド ・ ベ ル の 人 々 8 A 


People of LondoBell 


「 親 」 を 巡る 戦乱 に 人 巻き 込ま れ た 
プラ イト 率い る 精鋭 部 隊 


U.C.0090、 反 連邦 政府 勢力 の 掃討 を 目的 に 設 
立 さ れ 、 ア ムロ ・ レ イ や アス トナ ー ジ ・ メ ドッ ン 5 礎 綴 
の 兵士 た ち が 参 加 し た こと で も 知ら れる 地球 連邦 軍 
外部 部 隊 ロ ンド ・ ベ ル 。 『 シ ャ ア の 反乱 | 時 に は ネオ ・ 
ジオ ン と 最前 線 で 戦っ た 彼ら は 、 反 乱 終結 後 も 組織 
を 継続 。 徐々 に 勢力 を 拡大 し 、 独 立 機動 艦隊 と 呼ば 
れる まで の 規模 を 確保 し て いた 。 

UL.C.0096 の 「 ラ ブラ ス の 箱 を 芝 る 争乱 で は 、 品 
ンド ・ ベ ル 所 属 の ネェ ル ・ ア ー ガ マ が ネオ ・ ジ オン 
残党 軍 「 補 付き 』 と の 戦闘 に 巻き 込ま れる 。 だ が 当 
初 は 、 箱 | の 開放 限 止 を 目論む ピスト 財団 当主 代 
行 マ ー サ ・ ビ スト ・ カ ー バ イン の 意向 に より 、 ロ ンド ・ 
ベル の 司令 ブラ イト ・ ノ ア は 身動き が 取れ ず に いた 。 
その 後 、 事 態 の 拡大 を 危険 視 し た 連邦 政府 の 実 カ 
者 ロー ナン ・ マ ー セ ナス が 、 ブ ライ ト に 協力 を 要請 。 
彼 を 指揮 官 と する ロン ド ・ ベ ル 旗艦 ラー・ カ イラ ム も 、 
「 箱 」 を 巡る 争乱 に 巻き 込ま れ て いっ た の だ っ た 。 


ダカール を 朗 撃 し た ジ 


バー 
人 


AS 
Pr 


関連 ファ イル 


1 
スミ 人 ム プラ イト ・ ノ ア 
- 
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MORE INFO! 


ビス ト 財 団 の 当主 代行 で ある る マー サ が 連邦 軍 の 参謀 本 部 と 
深く 結び 付い て いた た め 、 ブ ライ ト は 『 箱 ] に 関す る 情報 が 正規 
ルー ト で は ほとん ど 入 手 で き な か - その た め 、 一 年 戦争 時 代 
の 部 下 で あり 、 フリ ー ジ ャ ー ナ リス ト に 転身 し て いた カイ ・ シ デン 、 
そし て グリ プス 戦役 の 際 に 接触 し た ルオ 商会 に 協力 を 依頼 し て 
いた 。 ルオ 商会 に は 、 か つて カラ バ で 活躍 し て いた ペル トー チカ ・ 
イル マ の 変 も あり 、 彼女 と や り 取 り を 行っ た 


カイ ラム の 牙 長 室 な ど で カ イ や ベル トー チカ と 常に 内 絡 を 取り 合っ 
ブラ イト 。 彼ら は 連邦 軍 よ り も 信頼 で きる 存在 で あっ た と 言え 3. 


カイ か ら コ ロニ ー レ ー 
ザー の 運用 を 賠 か さ 
れ た ブラ イト は 、 ラー・ 
カイ ラム を 宇宙 か ら 地 
球 へ 再 陸 下さ せる こと 
を 決断 する の 


3 ス の 元 ク ルー で 、 連邦 軍 を 離 廃し て 
扱う ジャ ー ナ リス ト と し て 活躍 し て いた 。 


強い パイ プ を 持っ て いた の は 
間違い な いと 言え る 、 


ご 
ロー ナン か ら ガ ラン シェ ー 
ア 提 索 の 任 を 委 け 
息子 の リ デ 
され た ブラ イト 。 トリ ント ン 
に も ジオ ン 斑 党 軍 が 迫り 
危機 菩薩 ら せ た 


ライ ト 。 彼 は パナ 
に 、 ガ ラン シェ ー ル と 
の 共闘 と 、 ネ エル アー 
ガマ へ の 合流 を 指示 
し た の 


コロ ニー レー ザー の 管制 施設 で ある カフ カス の 礎 に 、 部下 を 引き 連れ 向かっ 
ト 。 ネェ ル ・ ア ー ガ マ や (イン ダス トリ アル 7) を 巻き 込ん だ 「 箱 の 破 
壊 は 、 な ん と し て で も 胆 止 せ ね は な ら な か 


ロン ド ・ ベ ル へ の 協力 者 
還 ベル トー チカ ・ イ ル マ 


ら は 、 軍 事情 報 を 取り 


カイ は ブラ イト の 依頼 を 受け 、 
ラン シェ ー ル 隊 と 接 角 . 

バ ・ ラ オ ・ ザ ビ の 身柄 を 救う 
〈、 ユ ニコ ー ン ガン ダム と の 共 
同 作戦 を 提案 
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機動 戦士 ガン ダム AGE 


PENUMMLPRUHIE 
ディ ー ン ・ ア ノン / ル ツウ ・ ア ノン 


Deen Anon / Lu Anon 
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unknown 


技能 MS 操縦 (ディー ジ 


夫 ら 6 王族 義光 記さ 
WS きび 下 全 難 


関連 ファ イル 


機 和 戦 士 ガ ンダ ム AGE 


PERSONAL PROFILE 


と ルウ が 暮らし た セカ ンド ムー ン は 、 ヴ ェ イガ ン の 本 換 
レイ の 影響 
か ら は 逃れ られ ず 、 人 々 は 死 の 恐怖 に 枝 し て いた 。 
高度 な 軍事 持 術 に 比 し て 一 般 民 衆 の 文化 レベ ル と 生活 
準 は 低く 。 ディ ー ン た ち は 質素 な 募ら し を 強い られ た 。 マー ズレ 
イ の 病 を 緩和 させ る 医薬 品 も 非常 に 貴重 で 、 デ 


な 下層 の 住民 の 手 に 渡る こと は ほとん ど な か っ た の で ある 。 


| と ルウ が 募ら し 
て いた セカ ンド ムー ン 市 


服 交 品 な どの 様々 
な 赴 店 が 並ん で いる , 


(ME) mE02 mM 


を 助け た 緑 で 
宅 に 招い た デ 


ルウ は キオ に 興味 を 持 
徳 の 再訪 を 折 


反発 


ジャ ンク の 丘 か ら セ カン 
間 ドム ー ン の 舎 並み を 計 
と ルウ 、 キ 
れ まで 策 訂 
に とっ て 、 吉 に 描い た 
時 名 だ 


ドム ー ン か ら の | 
膨 出 を 図っ た キオ が 了 
けつ けた と き 、 ル ウ は 


は 妹 が 日 記 に 己 し た 
想い を キオ に 伝え た 


セカ ンド ムー ン の 住人 た ち 


で 革 ら し て いた 人 々 の 湊 。 女性 は フー ド を 接 っ て いる こと が 多い 。 地球 
て 組 末 な 格好 の た 募ら し 振り ず 残 える 


キオ の 世話 作 を 務め た マリ ー() と 、 キオ の バッ グ を 


年 ( 右 )。 少年 は ディ ー シ と 知り 合 し 
盗み を 働い た こと に 釘 を 刻 さ れ て いた 。 


・NBS 


164-12 
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PERSONAL PROFILE 


ハン ゲル グ ・ エ ヴィ ング 計 
ミュ ー ラ ・ ミ ゲル モ 
Hangerg Ewin/ Myra Miggelle 


ハン ゲル グ は 現実 主義 者 で 、 目 的 の た め 


旧知 の 人 間 


を 切り 捨て る 冷淡 な 一 面 が あっ 
リガ ・ ミ リティ ア の 活動 を 優先 
それ ら は ゲリラ に 身 を 投じ た 


関連 ファ イル 


LM314V21 V2; Vo 
ハン ゲル グ ・ ミュ ロー フェ : 
エ ヴ ィ ン ミゲル 
4 ャ ン ヌ ・ ダ ルク 
UC150 年 人 初頭 に 地球 


し 、 ザンスカール 


孝 軍 艦隊 の 中 村 を 担い 、 ハ 
ン ゲ ル グ も 同乗 し た 
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機動 理 十 V ガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE a "ギル reD2 jm12 


ハン ゲル グ ・ エ ヴィ ン 


ハン ゲル グ ・ エ ヴィ ン C.0153 当 時 の ハン ゲル グ 。 宇宙 引 
公社 に 勤務 し て いた 頃 は 俊英 と 称 さ 
、 ヨ ー ロ ッ パ 総局 支配 人 マン デ 


ミュ ー ラ ・ ミ ゲル 


ア で の 暮らし 


疫 胃 ・ サ シラ イズ 164-14 


ーーー デス 


礎 光 だ 玩 る ーー 
Bs の FF 
ふ だ り の # デ ィ ア ナ " に 従っ た 
親衛 隊 隊 長 の 圧倒 的 な 忠誠 心 
と で 


北ア メリ ア 大 陸 


か いも の だ な 。 


(Oy) ne02 sn 135 


ハリ ー・ オ ー ド 編 
Case of Harry Ord 


ディ アナ に 付き 従う ディ アナ 親衛 隊 の 隊長 ハリ ー・ オ ー ド は 、 一 度 誓 っ 
た 忠誠 を 最後 まで 破る こと は な か っ た 。 


継 の 地球 、 我ら が 夏 郷 か 


月 の 女王 ディ アナ ・ ソ レル が 編制 し た 市 民 軍 「 デ ィ 
アナ ・ カ ウン ター」 の 中 で も 、 デ ィ ア ナ の 護衛 を 担っ 
て いた 精鋭 部 隊 「 デ ィ ア ナ 親 衛 隊 」 。 その 親衛 隊 隊 
長 で あっ た ハリ ー は 、C.C.2345 に 実行 され た 「 地 球 
帰 本 計画 ] に も 参加 し 、 ディ アナ より も 一 足 先 に 、 北 
アメ リア 大 陸 に 降り 愛 機 で ある ゴー ルド タイ 
つて 地球 に 姿 を 現し た ハリ ー は 、 自 ら 
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け で は 箇 は 抑え られ ませ ん ぞ 、 


的 に 生活 環境 を 生み 出し た 月 で は あり 得 な い 現象 で 
あり 、 ハ リー は 人 類 を 生ん だ 母 な る 大 地 ・ 地 球 の 圧 
倒 的 な 自然 を 肌 で 感じ る 。 だ だ 、 ハ リー が 地球 降下 
の 余韻 に 浸っ て いる 時 間 は ほとん ど な か っ た 。 
側 の 軍隊 イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ と の 交渉 が 不 | 
わり 、 断 続 的 な 戦闘 が 勃発 。 ディ アナ も 事態 収拾 に 
向け て 予定 より も 早く 降下 する 事態 と な り 、 ハ リー は 
彼女 の 護衛 と いう 重責 を 担う こと に な っ た 。 


キ エ ル ・ ハ イム ! 


ディ アナ が 地球 へ と 降下 後 、 月 側 は 懇談 パー ティ ー 
を 開く な ど 、 地 球 側 と の 関係 改善 を 目指 し て い 
が 、 そ の 関係 は 悪化 を 続け 、 度 重なる 軍事 衝突 に よっ 
て イン グレ ッ サ 領 の 首都 ノッ クス が 陥落 する 事態 へ と 
発展 する 。 ディ アナ は 武力 で の 入植 を 好ま ず 、 ハ リー 
つて ディ アナ ・ カ ウン ター 本 隊 に 自制 
た が 、 現 場 の 兵士 た ち は 強 硬 な 姿勢 
を 強め で いた 。 また 、 ディ アナ も これ 以上 の 計画 遅延 


判断 。 部 下 に も 事実 
を 過す 決意 を 回 め た 
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を 避け る た め サ ン ペ ルト 地 葵 へ の 入植 を 半ば 強引 に 
進め る こと を 決意 。 ハ リー も まず は 入植 を 宣言 する こ 
と が 重要 だ と 考え て いた が 、 デ ィ ア ナ は 式典 で 入植 
の 中 止 を 突如 と し て 発表 する 。 ディ アナ が 地球 民 の 
キ エ ル ・ ハ イム と 入れ 符 わ っ て いる と の 蜂 惑 を 抱い て 
いた ハリ ー は 、 入植 の 中 止 を 聞い て これ を 確信 。 彼 
女 の 正 体 を 晒す よう な こと は し な か っ た が 、 勝 手 な 判 
断 を 慎む よう 強い 口調 で 釘 を 刺し た の だ っ た 。 


北ア メリ ア 大 陸 


貢 を 守る と いう の も 、 いざ と な ら ば 仕方 が な い 


キ エ ル が ディ アナ を 演じ て いる 事実 を 掴ん だ ハリ ー 
は 、 一 方 で ディ アナ の 行方 を 気 に し て いた 。 そ れ を 
知っ た キ エ ル の 図ら いも あり 、 地 球 側 の 軍隊 「 ミ リ 
シャ ] が 宇宙 船 を 掘り 出し て いる と いう キン グ ス レ ー の 
谷 に 向かう 。 そこ で は イン グレ ッ サ 領 の 領主 グエン ・ 
サー ド ・ ラ イン フォ ー ド や 、 ムー ン レ イス で あり な が ら 地 
球 側 に 加担 する ロラ ン ・ セ アッ ク な ど が 発掘 作業 を 
続け て いた 。 地球 側 に 亡命 し た 技術 者 を 装い ミリ シャ 
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と 接触 を 図る 中 で 、 彼 は キ エ ル に 拘 し た ディ アナ を 発 
見 。 ディ アナ ・ カ ウン ター に よる 谷 へ の 攻撃 を 把握 し 
て いた ハリ ー は 、 デ ィ ア ナ に 現場 か ら 離れ る よう に 要 
請 す る 。 ディ アナ か ら こ れ を 拒否 され た ハリ ー だ が 、 
彼女 を 危機 に 晒す わけ に は いか ず 、 亡 命 し た 技術 者 
を 守る と いう 名 目 で ディ アナ ・ カ ウン ター の 襲来 に 立 
ち は だ か っ た 。 それ は ディ アナ の 護衛 を 務め る 親衛 隊 
長 と し て は 当然 の 行動 で あっ た 。 


ディ アナ 様 を 一 上 際 た り と も 端 め 潤 か せる よう な こと が あっ た ら 


わが こん ば く 


我 魂 全 、 


ジャ ンダ ルム 
ける た め 、 マ | 


宇宙 船 「 ウ ィ ル ゲ ム ]」 を 発掘 
その 起動 に 成功 し た こと で 、 ミ リ シ ャ は 月 へ の 上 陸 を 
視野 に 入れ て いた 。 一 方 、 地 球 帰 遇 計画 に 反対 す 
る 月 の 執政 官 ア グリ ッ パ ・ メ ン テ ナ ー は 、 地球 に 派遣 
し て いた 部 下 の ミ ー ム ・ ミ ドガ ルド を 使っ て 、 デ ィ ア ナ 
の 身柄 を 確保 する 。 アグ リッ パ は 、 地 球 に 降下 し た 
ディ アナ ・ カ ウン ター の 闘争 本 能 が 目覚 め 、 こ れ ま で 
築き 上 げ て きた 月 の 社会 シス テム が 破壊 され る こと を 


百 万 同 生 まれ 変わ っ て も 女 み 晴らす か ら な ! 


怖 れ て いた 。 そこ で 帰還 計画 の 中 心 人 物 で ある 女王 
ディ アナ を 月 に 明 閉 する こと で 、 部 隊 の 路 体 化 を 狙っ 
た の で ある 。 ハリ ー は アグ リッ パ ら の 動き を 直前 まで 
ンダ ルム に よる ディ アナ の 月 へ の 移 
許し て し まう 。 女王 の 身柄 を 道具 に 使 お うと する 
アグ リッ パ ら の 行動 に 激 門 し た ハリ ー は 、 デ ィ ア ナ の 
身 に 何 か あ れ ば 同胞 で あっ て も 許さ な いと いう 意思 表 
示 を し た の だ っ た 。 


あな た に は ディ アナ 様 の 古 に な っ て いた だ きた い 。 
NF Re, それ は 筑 し いで し ょ うか 


た の で ある , 


ギ ム ・ ギ ン ガ ナム ! 


刺し 違え て で も 、 


ハリ ー が 乗艦 し た ウィ ル ゲ ム は 、 マ ニュ ー ピ チ か ら 
地球 を 離脱 し 、 さ らい 
ガー」 を 用 いて 月 
シャ に 協力 し て いた ハリ ー は 、 キ エル を 連れ て ウィ ル 
ゲ ム か ら 難 脱 。 彼 は キ エ ル を ディ アナ に 見 立て る こと 
で 、 本 物 の ディ アナ の 身柄 を 確保 し に うと し た 。 RY 
oe する の と 同然 の ご 
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が 月 に 上 陸 し た と と で 、 彼 ら を 外敵 と 捉え た 
月 の 武 門 、 キ ギンガ ナム 艦隊 が 始動 。 艦隊 の 司令 宮 
で ある ギ ム ・ ギ ン ガ ナム は 、 武 力 を 振る う 中 で 開 争 本 
能 に 目覚 め 、 戦 乱 は 拡大 し て いっ た 。 さら に 、 ギ ン ガ 
ナム 艦隊 の 戦力 に 惹か れ た ミリ シャ の グ 
ライ ン フ ォ ー ド が 、 デ ィ ア ナ ら と の 連携 を 解 | 
ガ ナ ム 艦隊 と 共に 地球 へ と 降下 する 。 ディ アナ に 従 
わ ず 北 アメ リア 大 陸 を 荒らす ギン ガ ナ ム 艦隊 に 対し 、 


せる よう に な っ て お り 、 そ れ を 嫌がる こと は な か っ た 。 
代わ り に 、「 好 きだ ] と いう 言葉 を 伝え て 欲し いと ハリ ー 
は 告げ けら れる 。 キ エ ル の その 熱い 気持 ち に 喜び と 感 
誕 を 抱い た ハリ ー だ が 、 それ で も ディ アナ へ の 忠誠 を 
揺るが せる こと は な か っ た 。 た だ 、 ディ アナ の 代役 と し 
て 行動 し て くれ る な ら 、 愛 を 捧げ る ーー ハリ ー は キ エ 
ル に 対し 吾 居 な 取引 を し て いる こと を 自覚 し つつ 、 そう 
告げ た の だ 


ハリ ー は 親衛 隊 リ ー ダ ー と し て 徹底 抗戦 を 決意 。 月 
周辺 て マヒ ロー 部 隊 や ズ サ ン 部 隊 と 戦闘 を 繰り 広げ 
た の ち 、 彼 は ディ アナ た ちと 共に 地球 へ 降下 する 。 そ 
こ で ハリ ー は 自ら も スモ ー を 駆り 、 ギ キム ・ ギ ン ガ ナム が 
運用 する ター ン X に 決闘 を 挑ん だ MS の パ 
イロ ッ ト と し て も 非凡 な 才能 を 有 し て いた ハリ ー は 、 捨 
て 身 の 攻撃 で ター ン X に 迫る が 、 タ ー ン X の 驚異 的 な 
性 能 の 前 に 屈し て し まう の だ っ た 。 
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囚人 部 隊 E 


Aline Nazon/Drogba Kuzwayo./ Milos Karppi 


CEES 


オデ ッ サ の 戦い に 命 を 燃やし た 
ガン タン ク 部 隊 の パイ ロッ ト た ち 


因 人 部 隊 一 一 文字 通り 、 囚 人 に よっ て 編制 され 
た 軍 組 織 の 部 隊 で ある 。 彼ら は 何ら か の 罪 を 犯し た 
者 た ち で ある が ゆえ に 項 視 され 、 危 険 な 任務 に 投じ 
られ る こと が 多かっ た 。 だ が 、 冷 遇 され た 囚人 兵 た ち 
に も 意地 は あっ た 。 ア リー ヌ ・ ネ イズ ン た ち は 、 そ の 
意地 を 貫い た 囚人 部 隊 の 面々 で ある 。 

アリ ー ヌ と ドロ バ ・ ク ズ ワ ヨ 、 ミ ロス ・ カ ルッ ピ の 3 
人 は 、 一 年 戦争 時 に 地球 連邦 軍 が 編制 し た 囚人 
部 隊 の 隊員 た ち だ っ た 。 軍規 違反 で 収監 され て いた 
アリ ー ヌ た ち は 、 陸戦 強襲 型 ガ ンタ ンク の パイ ロッ ト 
に な る こと を 条件 に 出獄 を 許さ れ 、 囚 人 兵 と し て ガン 
タン ク 部 隊 を 編制 する こと に な る 。 連邦 軍 が 地上 で 
の 反攻 に 移り つつ あっ た 一 年 戦争 中 期 、 ア リー ヌ た 
ち は ヨ ー ロ ッ パ の 各地 に 駆り 出さ れ 、 戦 力 の 隙間 を 
埋め る 役割 を 担わ され た 。 そし て 、 独立 混成 第 44 旅 
団 に 転属 し て 身 を 投じ た オデ ッ サ で 、 ア リー ヌ た ち は 
命 を 懸け る べき 戦場 を 見 出す の だ っ た 。 


| EE 
M 


自分 た ち を 囚人 兵 と 途 散 する : 
アリ ー ヌ は 我々 に は 確固 た る 目的 が ある と ) 
せら れ 、 四 人 部 隊 と し て 差別 的 な 扱い を 受け な 
ヌ た ち は 高 い 士気 を 保っ て いた の で ある , 


NX さ ※・ ペ ペー ご 4 


関連 ファ イル 


HTX-440 陸戦 強 凍 型 ガ 


FLE PREVIEW 


4 旅団 に 改 還 ) の 指揮 
囚人 部 除 の 面々 を 見 下 し て 
お り 、 層 走 を 図れ ば 背後 か ら 
撃つ と まで 公言 し て いた 。 


の 運用 機 と し て 投入 され た 
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アリ ー ヌ ・ ネ イズ ン は 元々 、 陸戦 強襲 型 ガン タン ク の 開 
発 に 携わる 連邦 地上 軍 の 技術 士官 だ っ た 。 だ が 、 同 僚 
で 恋人 で も あっ た クラ イド ・ ペ タニ ー が RTX-44 の 情報 と 
共 | ン 公国 軍 へ 寝返っ た こと で 軍機 情報 漏洩 才 助 
罪 に 問わ れ 、 終 身 刑 を 課せ られ る 。 自分 を 裏切り 、 RTX- 
44 を 開発 中 止 に 追い 込ん だ クラ イド へ の 復讐 を 期し た ア 
リー ヌ は 、 囚 人 兵 に な る こと を 選び 、 陸 戦 強襲 型 ガン タ 
ンク 小隊 を 率い て 各地 を 転戦 し た 。 そし て 、 独 立 混成 第 
44 旅 団 に 配属 : れ 、 オ デ ッ サ の 戦い に 臨む お こと と な る 。 

UC.O079.11.09、 第 144 高 地 の 攻 略 戦 に お いて 、 
アリ ー ヌ は その 戦場 に クラ イド を 探し た 。 敵陣 に 切り 込ん で 
防衛 線 の 突破 に 貢献 し た の も 、 復讐 を 果たす た め に ほか 
な ら な か っ た 。 そし て 、 後 衛 の ダブ デ 級 陸戦 艇 に 自分 の 未 
来 を 断ち 切っ た 相手 を 見 出し た 彼女 は 、 戦 友 の 鹿 を 踏み 
直 え て ダブ デ に 人 迫り 、 陸戦 強 棋 型 ガン タン ク を 自爆 させ て 
クラ イド を 葬る 。 だ が 、 九 死に 一 生 を 得 た アリ ー ヌ は 、 ク ライ 
ド が 二 重 ス パイ だ っ た こと を 知る 。 命 を 懸け た 復讐 に は 何 
の 意味 も な か っ た 一 一 その 現実 に 呆然 と し な が ら 、 ア リー 
ヌ は 味方 の 艦 砲 射撃 に 巻き 込ま れ て 消息 を 絶っ た 。 


アリ ー ヌ は 独立 洩 基 


ドロ バ ・ ク ズ ワ ヨ は アリ ー ヌ が 率い た 囚人 部 隊 の 一 
員 で 、 陸戦 強 衣 型 ガン タン ク 3 番 機 に 搭乗 する パイ ロッ 
ト だ っ た 。 囚人 兵 と な っ た 経緯 は 不明 だ が 、 反 骨 心 の 
強い 男 で 、 独 立 混成 第 44 旅 団 へ の 配属 の 遅れ を 非難 
する コレ マッ タ に 対し 、 戦 場 を た らい 回 し に され て きた 不 
満 を ぶつ ける 一 幕 も あっ た 。 アリ ー ヌ た ちと 共に 第 144 
高地 攻略 戦 に 参加 し た が 、 後方 の 敵 に 気 を 取ら れ た 隙 
に 前 方 の ザク 1 か ら 攻 撃 を 受け て 負傷 し 、 そ の ザク I を 道 
連れ に 自爆 。 小隊 に お ける 最初 の 戦死 者 と な っ た 。 


陸戦 強 凍 型 ガ ンタ ンク 小 
隊 の 事情 を まっ た く 製 豚 


7 
に 半 
を 示し た 。 


ミロ ス ・ カ ルッ ピ は 、 陸 戦 強 前 型 ガン タン ク 2 番 機 を 
任 さ れ た 囚人 部 隊 の ひと り で 、 アリ ー ヌ と 同じ 技術 士 
官 だ っ た 。 アリ ー ヌ が 抱え る 事情 を 知っ て いた 節 が あり 、 
「 裏 切り 者 」 と いう 彼女 に と っ て デリ ケー ト な 話題 に 触 
れ て し まい 、 慌て て 口 を つぐ お 場面 も 見 られ た 。 また 、 アア 
リー ヌ の 復讐 心 に 共感 し 、 どこ まで も つい て いく と も 語っ 
て いる 。 第 144 高 地 攻 略 戦 に お いて は 1 隻 目 の ダブ デ 
に 特攻 を 仕掛 ひ 、 乗 機 の 自爆 に よっ て ダブ デ を 大 破 さ 
せる も 、 それ と 引き 換え に 命 を 落と すこ と と な っ た 。 


ジム を 支援 せよ と いう コレ 
マッ タ の 命令 に 田 惑 する 


カル > ピ 。 過去 の 転戦 で 


矢面 に 立っ て ば か り だ っ 
た 彼ら は 、 支 援 の ノウ ハ 
ウ を 持っ て いな か っ た の 
で ある 。 


中 アリ ー ヌ - ネ イズ ン 


妊 強 舞 型 ガン タン ク 
小隊 を 率い 、 第 144 高 
地 の 公国 軍隊 地 に 突 
入 す 


ー ヌ 。 陸戦 


前 進 を 助け た 


0) ドロ バー クズ ワ ョ 
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機動 戦士 ガン ダム UC 


に 貞和 の 木 剖 に 放さ れ た [ 箱 | の 間谷 


戦場 で 開花 し て いっ た こ 


ュー タイ プ と し て の 力 


[W] ne02 mM 


パナ ー ジ ・ リ ンク ス 編 
Case of Banagher Links 


ラブ ラス の 箱 」 を 巡る 戦い に 巻き 込ま れ た パナ ー ジ ・ 
た だ ひと り の 少女 を 守る た め に ユニ コー ン ガ ンダ ム に 乗る 


リン クス は 、 


episode 1 


パナ ー ジ は 、〈 イ ンダ スト リア ル 7) に 校舎 を 構え る 
アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 工 業 専門 学校 に 通う 学 
生 で あっ た 。 ある 日 、 コ ロニ ー の シャ フト 部 か ら 落 下す 
る 少女 「 オ ー ド リー・ バ ー ン ] を 目撃 し た 彼 は 、 プ チ モ 
ビ を 使っ て 彼女 を 救出 する 。 バナ ー ジ は オー ドリ ー の 
存在 感 に 惹か れ 、 彼 女 の 案 内 役 を 買っ て 出 た が 、 直 
後に 勃発 し た ネオ ・ ジ オン 残党 軍 袖 付き と 、 地 球 
連邦 軍 の 部 隊 ロ ンド ・ ベ ル の 戦闘 に 巻き 込ま れる 。 


彼 は 戦場 と な っ た コロ ニー 内 で オー ドリ ー を 探し 策 利 
う 中 で MS の 格納 庫 に 辿り 着き 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム 
を 発見 する 。 その 場 に は さら に 、 負 傷 し た ビス ト 財 団 
当主 カー ディ アス ・ ビ スト も 姿 を 現し た 。 カー ディ アス 
と の 会 話 の 中 で か つて の 記憶 が 蘇っ た バナ ー ジ は 、 
彼 が 父 で ある こと に 気付 く 。 その 後 パ ナー ジ は 、 オ ー 
か ら 託さ れ た 「 ラ ブラ ス の 箱 ] の 
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ラプ ラス の 箱 」 の 鍵 と し て 機能 する ユニ コー ン ガ 
ンダ ム を カー ディ アス か ら 託さ れ た バナ ー ジ は 、 機 体 と 
共に ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 収容 され る 。 だ ネェ ル ・ ア ー 
ガマ に は 、「 袖 付き | の 首 艇 で 、" シ ャ ア の 再来 "と 称 
され る フル ・ フ ロン タル が 専用 機 の シナ ンジ 」 

て いた 。 パナ ー ジ は オー ドリ ー 


マリ ー ダ ・ ク ルス の 乗る クシ ャ トリ ヤ と の 戦闘 で : 議 を 


パナ ー ジ は 「 「 拉 付き 
攻撃 的 な 態度 を 見 せる 。 そし て "シャ ア の 再来 " と 呼 
ば れ 、 常 に 仮面 を 着用 し て いる フロ ンタ ル に 対し 、 バ 
ナー ジ は シャ ア 本 人 で ある の か どう か を 直接 問い 質 し 
た の だ っ た 。 


地球 (ガラン シェ ー ル 内 ) 


人 の 肢 し き を …… 庫 し いと 感じ る 心 が 
ある ん だ っ て こと を 、 忘れ た く な い ! 


ネエ ル ・ ア ー ガ マ と エコ ー ズ が 共同 で 行っ た パラ オ 
攻略 戦 に より 、 艦 へ の 帰 選 に 成功 し た バナ ー: 
箱 」 の 居場所 に 繋が る ヒン ト を 開 
プラ ス ・ プ ログ ラム 』 に 従い 、 パ ナー ジ は 首相 官邸 
ラブ ラス 跡 に 向かう 。。 だ が 、 ラ ブラ ス 跡 で 「 袖 付き 
の 襲撃 を 受け る と 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム は その まま 地 
球 へ と 降下 。 パナ ー ジ は 「 袖 付き ] の 船 で ある ガラ ン 
シェ ー ル 隊 の 捕虜 と され て し まう 。 以降 、 ガ ラン シェ ー 


地球 (ラー・ カ イラ ム 艦 内 ) 


ル 隊 の 隊長 スペ ロア ・ ジ ン ネ マン と 行動 を 共に する 
中 で 、 彼 の 律 義 な 人 柄 に 感化 され 、 尊敬 の 念 すら 抱 
いて い 、 彼ら と 連携 し て いる ジオ ン 残 党 軍 が ト 
リン トン 基地 へ の 回 撃 を 開始 する と 、 ジ ン ネ マン は 虐 
殺 に 近い 彼ら の 行為 を 見 過ごそ うと する 。 これ に 対し 
て バナ ー ジ は 門 り を 喜 わ に し 、 い くら 家族 を 殺し た 憎き 
連邦 軍 の 人 間 で あっ て も 、 そ の 死に 対す る 哀しみ を 
捨て 去る の は お か し いと 断 じ た の で ある 
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…… 助 けた い 人 が いる ん で す 。 オー ドリ ー・ バ ー ン 。 
みん な が 、 ミ ネバ ・ ザ ビ っ て 呼ん で いる 女の子 で す 


連 痢 も ジオ ン も 、 宇宙 も 地球 も 関係 な い 。 


ジオ ン 残 党 軍 が 運用 し た 巨大 MA シャ ン ブ プロ と の 戦 
闘 で 、 バ ナー ジ は その パイ ロッ ト で ある ロニ ・ ガ ー ベ イ 
と 対 時 。 サイ コミ ュ に よる 共 現 象 に より 、 彼 女 の 心 
に 宿る 間 に 触 れ た も の の 、 そ の 生命 を 救う こと は で き 
な か っ た 。 ラー・ カ イラ ム に 機体 と 共に 収容 され た バ 
ナー ジ は ショ ッ ク を 隠し 切れ ず 、『 ラ ブラ ス ・ プ ログ ラ 
ム 」 が 示し た 新た な 場所 の 開示 を 拒否 。 連邦 軍 上 層 
部 の 尋問 に も 黙秘 を 続け る 。 だ が 、 彼 の 前 に 、 ロ ン 


ネエ ル ・ ア ー ガ マ 
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ド ・ ベ ル の 司令 家 で 、 ラ ー・ カ イラ ム の 艦長 を 務め る 
ブラ イト ・ ノ ア が 姿 を 現し た 。「 ラ プラ ス ・ プ ログ ラム 
が 示し た 場所 を 聞き 出す で も な く 、 カ ラン シェ ー ル で の 


(の 中 で 、 な ぜ ユ ニコ ー ン ガン ダム 
の パイ ロッ ト と し て | に 出 て いる の か を 改め て 自ら に 
問い 直し 、 オー ドリ ー を 助け た いと いう 強い 気持 ち を 再 


確認 する の だ っ た 。 


みん な の た め に 「 ラ プラ ス の 箱 」 を ・ 


栄 園 」 を 設立 
と し た フロ ンタ ル 
を 批判 し た 


パナ ー ジ は 、 ビ スト 財団 当主 代行 マー サ ・ ビ スト ・ 
カー バイ ン に 身柄 を 拘束 され て いた オー ドリ ー を 、 ガ ル 
ダダ 艦上 で の 戦い を 経て 確保 。 直後 、 ガ ラン シェ ー ル と 
共に 大 気 囲 脱出 を 図り 、 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ へ の 合流 
に 成功 する 。 ネェ エル ・ ア ー カ ガマ で は 連邦 軍 の セ ネ ラル ・ 
レビ ル 艦 隊 に 追わ れる 立場 と な り 、 や む な く バナ 
た ち は 『 宙 付き ] と の 連携 を 選択 し 『、『 補 付き . 
と ネェ ル ・ ア ー ガ で 乗員 と の 感情 的 対立 は 回 避 で き 


ず 、 早々 に その 連携 は 解消 され て し まう 。 パナ ー ジ は 、 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ 艦 内 か ら 脱出 を 図る フロ ンタ ル と 対 
財 。 フロ ンタ ル は 、「 箱 ] が 連邦 軍 に 渡れ ば 、 ス ペ 

ス ノ イ ド に と っ て 不利 益 な 世界 が 続く と 断言 する 
が 、 連 邦 政府 と 同じ よう に 『 箱 』 の 威光 を 利用 し て 宇 
軍 を 治め よう と し て いる 彼 に 対し 、『 箱 』 を 全 世 界 に 開 
放し な けれ ば 、 宇宙 世紀 設立 当初 か ら の 歪 な 構造 か 
ら は 逃れ られ な い - と パナ ー ジ は 語る の だ 
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ラプ ラス ・ プ ログ ラム 』 が 示し た 最終 目的 地 は 、 
争乱 の 始ま り の 地 で も ある (イン ダス トリ アル 7) で あっ 
た 。 パナ ー ジ は フル アー マー・ ユ ニコ ー ン ガン ダム で 
出撃 し 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム 2 号機 パン シィ ・ ノ ルン 
や ロー ゼン ・ ズ ー ル の 妨害 に 遺 い な が ら も 、 メ ガ 
カ に ある ビス ト 邸 へ と 辿り 着く 。 オー ドリ ー と 共に 
スト 財団 宗 主 サイ アム ・ ビ スト と 対面 し た バナ ー ジ は 、 
箱 』 の 正体 が 、 宇 宙 環 境 に 適 店 し た 人 類 に の ち 


の 世界 を 委ね る こと が 明記 され た 宇宙 世紀 憲章 で あ 
る こと を 知る 。 事実 を 知っ た 上 で バナ ー ジ は 、 「 箱 」 の 
開放 に よっ て すべ て の 人 々 が 新人 類 と な る か も し れ な 
い 未 来 の 可能 性 を 信じ た いと サイ アム に 語る 。 直後 、 
ピス ト 邸 に 足 を 踏み 入れ た フロ ンタ ル と 再び 対 財 する 
が 、 パ ナー ジ が その 意見 を 揺るが せる こと は な か っ た . 
そし て 彼 は 、 フ ロン タル と の 最終 決戦 に 突入 し た 
ある . 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


PERSONAL PROFILE E02 jm2h 


w» PPME 

ーー F 齢 14 歳 
Dn 4d 人 に 
Wendy Hertz 技能 MS 揚 終 部 隊 指 揮 = 


幼なじみ と 共に 戦場 た 歩ん だ 
オリ バー ノー ツ か ら の 避難 民 

地球 連邦 と ヴェ イガ ン の 長き に 奄 る 戦い は 、 A.G. 
164 年 に 新た な 局面 を 迎え た 。 ヴェ イガ ン の 指導 者 
フェ ザー ル ・ イ ゼル カン ト が 地球 へ の 全面 侵略 を 宮 
言 し 、 地 球 に も 戦火 が 及 ん だ の で ある 。 平和 だ っ 
地球 の 都市 オリ バー ノー ツ も ヴェ イガ ン の 侵攻 を 受 
け 、 そ こ に 暮らす 多く の 民間 人 も 被害 を 受け た 。 そう 
し た オリ パー ノー ツ の 戦災 者 の 中 に 、 ウェ ン ディ ・ ハ ー 
ツ の 姿 は あ 

ウェ ン デ ィ は オリ バー ノー ツ に 暮らし て いた 少女 
で 、AGE デ バイ ス を 受け 継い だ アス ノ 家 の キオ ・ ア 
ス ノ と は 幼なじみ の よう な 間柄 】 A.G.164 年 の 


「 勇 気 の 日 ] に 起こ っ た ヴェ イガ ン の 地球 侵略 に 巻 
き 込ま れ た ウェ ン ディ は 、 戦 火 を 逃れ て 地球 連邦 軍 
の 戦艦 ディ ー ヴ ァ に 身 を 寄せ る と と に な る 。 そ し て 、 
ガン ダム AGE-3 の パイ ロッ ト と し て 戦う キオ と 共に 戦 
場 を 渡り 歩き さながら 、 そ の 選択 を 信じ て 彼 の 進む 道 
を 見 守っ た の だ っ た 。 


2 か 7 (2 時 いい 
[20 タム に まま ディ 


う キ オ に 、 冷 
や や か な 提 線 を 向け 
る ウェ ン ディ 。 キオ に 
は 好意 を 抱い て いた 


ェ ン ディ は 優し く 快活 な 少女 
ろ も あり 、 オリ バー ノー ツ 莉 設 時 に た 
ちの 救助 に 残っ た 。 また 、 キ オ を 一 才 に 信じ る 心根 の 強 さ 
を 、 ウッド ビッ ト ・ ガ ン ヘ イル に 感心 され て も いる 。 


RELATIO 


rr 
AG.115 年 に 彼 し た 地球 


ム AGE.3 の バイ ロッ ト と し て 
募 う が 、 ヴ ェ イガ ン の 実情 を 
知っ た の ち 、 両 者 の 共存 の 
道 を 模索 し て いく 
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PERSONAL PROFILE 


枚 は キオ が 行く の を 止め な い 
キオ は 戦う た め に 
職 腸 に 生 く ん し ゃ な いか ら 


オリ バー ノー ツ で ヴェ イガ ン の 和製 撃 に 遭っ た ウェ ン デ ィ 
は 、 そ の 戦火 の 中 で キオ と 共に ユウ 、 タ ク 、 ル > カ ら 子 
供 た ち を 救助 し 、 ナ ト ー ラ ・ エ イナ ス に 保護 され て ディ ー 
ヴァ に 避難 し た 。 その まま 出港 する ディ ー ヴ ァ に 乗り 込 
ん で オリ バー ノー ツ を 後に し 、 ユ ノア ・ ア ス ノ の 下 で 医 
療 班 の 手伝い や 子供 た ちの 世話 に 駆け 回 っ た ウェ ン 
ディ 。 その 一 方 で 、 ガ ンダ ム AGE-3 の パイ ロッ ト と し て 
戦う キオ を 気遣い 、 彼 が ヴェ イガ ン に 捕らえ られ て 自分 
た ちの 前 か ら 姿 を 消し て も 、 そ の 無事 を 信じ 続け た 。 そ 
し て 、 激 化す る 戦い の 渦中 で 子供 た ち を 守り 抜き 、 彼 
5 を 無事 に 親元 へ と 送り 届け た ウェ ン デ ィ は 、 火 星 囲 か 
ら 5 帰還 し た キオ と の 再会 を 果たす 。 

戦い が 終局 へ と 向かっ て いく 中 で 、 キ オ は 地球 人 類 
と ヴェ イガ ン が わか り 合え る 道 を 探し 、 ウ ェ ン ディ は キオ 
の 歩み を 見 守っ た 。 ヴェ イガ ン の 残 減 に 固執 する 担 父 
フリ ッ ト ・ ア ス ノ と の 不 和 に 思い 悩む キオ に 、 ウ ェ ン ディ 
は 「 家 族 な の だ か ら 、 い つか わか り 合え る ] と 語っ た 。 そ 
れ は 、 キ オ を 支え よう と し た ウェ ン デ ィ の 想い の 表れ だ っ 
た の だ ろう 。 さら | 
直前 に は 、 決 戦 ( 
ら も 、 誰 も 怪我 する こと な くそ れ が 使わ れ な けれ ば いい 
と 願っ た 。 それ で も 、 人 の 命 を 救う た め に ガン ダム に 乗 
る キオ の 信念 を 信じ 、 戦 場 に 向かう 彼 を 見 送っ た ウェ ン 
ディ 。 同時 に 、 激 戦 の 中 で 負傷 者 の 手当 て に カ を 尽く 
し 、 自 ら が 為す べき こと を 全う し よう と し た 。 そし て 、 キ オ 
が フリ ッ ト と 和解 し て 自ら の 想い を 形 に し た の を 見 届け 、 
戦い の 終わ り を 迎え た の だ っ た 。 


ディ ー ヴ ァ に お ける ウェ ン デ 4 ィ の 役割 

ウェ ン デ ィ は ご く 普 通 の 民 問 人 だ っ た が 、 学 校 で 医療 

を 学ん で いた こと か ら デ ィ ー ヴ ァ の 医療 班 に 加わ り 、 ユ 

ノア を 手伝っ て 怪我 人 の 手当 て な ど を 担当 し た 。 また 、 

ディ ー ヴ ァ に 身 を 寄せ た ユウ 53 人 の 子供 た ち に 懐か 

れ 、 別れ る 日 まで 甲斐 甲斐 し く 彼 ら の 面倒 を 見 て いる 。 
"= srー で 


内 林 と 共 れ 散れ に な っ た 子供 た ちの 策 代 わり と な っ て その 世話 を し た 。 それ 
だ け に 子供 た ち へ の 間 い 入れ も 強かっ た よう で 、 別れ 共に は 湖 を こぼし た 。 


MORE INFO! 


地球 の 北米 に 位置 する オリ バー ノー ツ は 、 近 [| 
軍 の 基地 を 有する 都市 で 、A.G 164 年 の ヴェ イ 
に お いて 標的 の ひと つと な っ た 。 ヴェ イガ ン の 攻撃 は 市 街 地 に 
対し て も 無 差 別に 行わ れ 、 市 民 の 多く が 避難 を 余 僕 な くさ れ た 。 
ユウ 、 タ ク 、 ル ッ カ の 3 人 は その 混乱 の 中 で 親 と は ぐれ 、 ウ ェ ン ディ 
た ち に 救助 され る こと と な っ た 。 また 、 オ リバ パー ノ ー ツ の 遅 難 民 の 
は 、 その 後に 月 の 近く の コロ ニー に 移送 され て いる 。 


加 を 宣言 する イセ ゼル カン 
ト の 立 人 映像 を 呆然 と 


フリ ッ ト と の 確 圭 に 司 
で キオ の 手 を 取り 、 い 
つか は 和風 で きる と 語 
る ウェ ン ディ 。 人 の 鞭 
意 を 信じ る 純粋 さ の 
表 言え る 。 


(か ら ) レブ ルス ・ ラ モン ド 。 ケ イン ・ ロ イス 、 


7 ゲ / 
攻略 作戦 を 控え 、 ウェ ン ディ 
オ に 胸中 を 語る 。 そし て 、 キ オ が 光 
い の 終わ り を た 


オリ バー ノー ツ の 人 々 


ミリ ウ 。 キオ の (を か ら ) ユウ 、 タク 、 ルッ カ の 3 人 の 子供 た ち 。 オリ バー ノー ツ で キオ に 


同級 生 た ち で 、 オリ パー ノー ツ 壮 撃 詩 に キオ と 別れ て 選 難 し た 。 ウェ ン ディ に 保護 され 、 の ち に 親 と の 再会 を 果たし た . 
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取り 戻し た 、 人間らしい 感情 と か つて の 記憶 


お 願 は し て いま せん 。 


(m0) 本 02 sl 


ソー マ ・ ピ ビー リス 編 
Case of Soma Peries 
人 類 革 新 連盟 が 戦場 に 投入 し た 「 超 兵 1 号 ] で ある ソー マ ・ ピ ビー リス 


私 は 、 越 兵 計画 の た め に 生み 出さ きれ た デザ イン べ ベビー です 


中 佐 が いな く な っ た ら 、 


西暦 2300 年 代 、 軌 道 エ レベ ー タ ー を 用 いて 宇宙 
に も その 拠点 を 築い て いた 世界 は 、 主 に ユニ オン 、 
AEU、 人 類 革新 連盟 の 三 大 勢力 に よっ て 統治 され 
て いた 。 人 革 連 は 、 勢 力 を 広げ る た め の 手段 と し て 、 
「 超 人 機関 技術 研究 所 ] を 設立 。 人 為 的 に 戦闘 カ 
を 強化 し た 兵士 王 超 兵 の 開発 を 開始 し た が 、 非 人 道 
的 な 方 法 が 問題 と な り 、 批 判 を 恐れ た 政府 は 運用 を 
停止 する 。 だ が 、 超 兵 の 研究 と 開発 は 密か に 続け ら 


私 は ひと り に な っ て し まう …… 


セル ゲイ と の 
に よっ て 録 わ と 


超 兵 1 号 と し て 戦闘 に 参加 し た ソー マ だ が 、 彼 女 に 
は 次 々 と 予期 せ ぬ 出来 事 が 襲う 。 ひと つ は 、 敵 対す 
る ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) に 所 属す る ガン ダム の 
する 人 物 一 アレ ル ヤ ・ 
ハ プ テ ィ ズ ム が 存在 し た こと だ 。 初出 撃 の 際 も 、 ア レ 
ル ヤ の 干渉 に よっ て ソー マ は 暴走 し 、 結 果 を 出せ ず 
に 終わ っ て し まう 。 も う ひ と つ は 、 戦 闘 マ シー ン と し て 
戦場 に 投入 され た 中 で 、 隊 長 の セル ゲイ に 思慕 の 念 


れ て お り 、 西暦 2307 年 、 超 兵 1 号 と し て ソー マ ・ ビ ピー 
リス が 人 革 連 の MS 部 隊 「 頂 武 」 に 派遣 され る 。「 頂 
武 」 部 隊 の リー ダー で ある セル ゲイ ・ ス ミル ノ フ は 、 ま 
だ 幼い 彼女 を 見 て 驚き を 覚え る 。 彼 に 志願 の 理由 を 
問わ れ た ソー マ で あっ た が 、 戦 士 と し て の 自覚 を 持つ 
彼女 に と っ て それ は 愚問 で あっ た 。 彼女 は 戦い の た 
め に 生み 出さ れ た デザ イン ベビー で ある と 語り 、 戦 場 
に 出る こと は 当然 と いう 意志 を 見 せ た の で ある 。 


25 話 (ファ ー ス ト : ) 


を 抱く よう に な っ た こと で ある 。 セル ゲイ は ソー マ を 道 
具 と し て 扱わ な か っ た ば か りか 、 身 寄り の いな い 彼 女 
を 通常 の 兵士 以上 に 気遣っ て いた 。 その 優し さ を 当 
初 は 理解 で き な か っ た ソー マ で ある が 、 徐々 に 彼 の 存 
在 が 大 きく な っ て いる こと に 気付 く 。 CB と の 最終 決 
戦 「FALLEN ANGELS」 で セル ゲイ が 負傷 する と 、 
ソー マ は 戦場 か ら 離脱 し 、 彼 の 元 に 駆け 寄っ た 。 ソー 
マ は 勝利 より も 、 彼 の 無事 を 願っ た の で ある 。 
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カタ ロン 基地 


戦う た め の 存 在 。 そん な 私 が 人 並み の 壮 せ を 得 よう と し た 。 


これ は その 社 な の で すか 、 大 佐 一 一 ! 


「FALLEN ANGELS」 に よっ て CB の 実働 部 隊 ・ プ 
トレ マイ オス は 壊 減 し 、 世 界 は ユニ オン 、AEU、 人 革 
連 が 結集 し た 地球 連邦 政府 に よっ て 統治 され る よう に 
乱 で 重傷 負っ た セル ゲイ は 回 復 し 、 地 
帰 。 一 方 で ソー マ は 軍 に は 戻ら ず 、 セ 
に 身 を 寄せ で いた 。 セル ゲイ の 養子 に な 


私 の 中 の ソー マ ・ ビ ー リ ス が こう 言っ て いま す 
あな た の 嬢 に 、 な り た か っ た と ・ 


を 断る こと が で きず 戦線 に 復帰 し 、 再 始動 し て いた CB 
の プトレマイオス 2 と の 戦い に 身 を 置く 。 だ が 、 CB や 反 
政府 勢力 カタ ロン に 対し て 非 人 道 的 な 作戦 も 礎 わ な 
い 「 ア ロウ ズ ] に 対し 、 ソ ー マ は 疑問 を 覚え る 。 特に カ 
タロ ン の 秘密 基地 域 減 の た め に 無人 AI 兵器 「 オ ー ト 
マト ン ] を 投入 し 、 兵 士 た ち を 虐殺 し た 作戦 に は 、 心 を 
痛め た 。 そう し た 苦し み を 味わう の は 、 超 兵 で あり な が 
ら 幸 せ を 求め た | ソー マ は 自身 を 責め る の だ っ た 。 


マリ ー と アレ ル ヤ は 、 


戦場 に 復帰 し た ソー マ は 、 脳 量子 波 に 干渉 する 
ガン ダム の パイ ロッ ト 、 ア レル ヤ と 再び 接触 する 。 彼 
か ら [マリ ー] と 
マ は 戸 感 うぅ 。 だ 戦場 で の 度 重 な る 呼び 掛け の 中 
で 、 ソ ー マ は か つて 「 マ リー・ パ ー フ ァ シ ー」 と いう 人 
格 を 有 し て いた こと を 思い 出す 。 さら に 、 アレ ル ヤ が 自 
ら と 同じ く 超人 機関 に 在籍 し て いた 孤児 の ひと り で 、 
脳 量子 波 を 通じ て 会 話 を し て いた 記憶 も 蘇っ た の で 


行方 追っ て いた セル ゲイ が 現れ る 。 マリ ー は 
セル ゲイ に 対し 、 ソ ー マ と いう 人 格 が 後 か ら 植え 付け 
られ た こと 、 そ し て これ か ら は マリ ー と し て アレ ル ヤ と 
共 た いこ と を 告げ る 。 する と セル ゲイ は 、 彼 
女 の 幸 せ を 願い 、 ふ た り を 見 逃し た の だ っ た 。 マリ ー 
は セル ゲイ が 現地 を 離れ る 直前 、 感 謝 の 意 も 込め て 
ソー マ の 意志 を 伝え た の だ っ た 。 


g4 話 (セカ ンド シ 


私 は あな た が 許せ な い 。 で も 、 あな た を 憎み 続け て 。 | 
恨み を 路 ら し た と し て も 、 きっ と 大 佐 は 尋 ば な い ここ 


生み 濃 
第 欄 子 空間 の 


中 で 


マリ ー と し て の 人 格 を 取り 戻し た 彼女 は 、 ア レル ヤ 
と 共に プトレマイオス 2 へ と 帰還 。 クル ー の 一 員 と し て 
生き て いく こと を 決意 する 。 だ が 、 ア ロウ ズ が メメ ント 
モリ を 使っ て 軌道 エレ ベー ター を 攻撃 し た 「 ブ レイ クビ 
ラー 事件 」 の 際 、 セ ル ゲ イ が 実 の 息子 で ある アン ドレ 
イ に よっ て 末 害 され る 事態 が 勃発 する 。 母 ホリ ー の 死 
を 巡っ て 長年 不仲 で あっ 戦場 と いう 過 
酷 な 環境 の 中 で 命 を 奪い 合う 最悪 の 結末 に 繋が っ 


旧 人 革 連 領地 


何だ か 妙 な 胸騒ぎ が し て 。 
ご めん な さい 、 私 の わが まま に 人 


マリ ー と し て の 優し さ を 取り 戻し た 彼女 は 、 西 暦 
2312 年 の 戦乱 終結 後 、 一 時 的 に CB を 離脱 。 アレ 
ル ヤ と 共に 世界 巡礼 の 旅 を 始め た 。 それ は 超 兵 と し 
て これ まで 多数 の 命 を 奪っ た こと へ の 里 罪 の 旅 で あ 
り 、 アレ ル ヤ の ルー ツ を 探る た め の も の で も あっ た 。 だ 
が 、 そ れ か ら 2 年 が 経過 し た 西暦 2314 年 、 マ リー は 
何 ヽ 知 れ ぬ 胸騒ぎ を 感じ お あ よ うに な り 、 導 か れる 
よう に 旧 人 草 連 領内 (モン ゴル 自治 区 ) に ある 太陽 


た の だ っ た 。 これ に ショ ッ ク を 受け た , 
中 に 眠っ て い 
レイ へ の 恨み を 晴 ら そ うと 積極 的 に 戦場 へ と 出る よう 


光 受 信 施 設 へ と 足 を 運ぶ 。 そこ で ソー マ と アレ ル ヤ 
は 、ELS (地球 外 変異 性 金属 体 ) と 遭遇 する 。 ELS 
が 乗り 移っ た トラ ッ ク や へ リ の 製 撃 を 受け な が ら も 、 
CB の ロッ クオ ン ・ ス トラ トス に よっ て 助け られ た 
は 、 プ トレ マイ オス 2 改 に 帰還 。 マリ ー も アレ ル ヤ の 
パー トナ ー と し て 戦場 に 舞い 戻る の だ っ た 。 マリ ー の 
胸騒ぎ と は 、 脳 量子 波 に よっ て ELS の 存在 を キャ ッ チ 
し た こと に より 生じ た も の だ っ た の で ある 。 
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PERSONAL PROFILE RE (0) neD2 serDgn 


チェ イノ テル コッ トノ Pi ラフ 
ドロ レス レン ペ ヘイズ craftG2ZEmedfdP う 


Chay/ Telcott./ Dorores Haynes 


中 立 サ イド の コロ ニー に 暮らす 
戦争 と は 無縁 の 子供 た ち 


一 年 戦争 末期 、 サイ ド 6・ リ ボー に 潜入 し た ジオ ン 
公国 軍 の ハー ディ ・ シ ュ タ イナ ー は 、「 こ の コロ ニー 
は いい と ころ だ な 」 と 語っ た と いう 。 その 言葉 通り 、 
リボ ー は 中 立 を 保っ た サイ ド 6 に あっ て 戦 褐 を 免れ 、 
人 々 は 平穏 な 生活 を 送っ て いた 。 その コロ ニー に 募 
ら す 子供 た ち ーー チ ェ イ や テル コッ ト 、 ド ロレ ス ・ へ 
イズ に と っ て も 、 戦 争 は 遠い 世界 の 出来 事 で し か な 
か っ た の で ある 。 

チェ イ と テル コッ ト 、 ド ロレ ス (ドロ シー) の 3 人 は 、 
一 年 戦争 当時 に リボ ー で 暮らし て いた 民間 人 で 、 同 
じ 小 学校 に 通う 同級 生 た ち だ っ た 。 コロ ニー の 外 
の 戦争 と は 無縁 の 日 々 を 送っ て いた 彼ら だ っ た が 、 
ULC.0079.12.13 に リボ ー で 起こ っ た 地球 連邦 軍 
と 公国 軍 の 戦闘 が 、 子 供 た ち に 外 の 世界 の 現実 を 
垣間見 せる こと に な る の だ っ た 。 


チェ イ と テル コッ ト は リ 
学生 た 


けい 編 科 一 1 ロロ ・ 一 先 三 


える 少女 ドロ シー。 チェ 
イ た ち 3 人 組 を 小鹿 に 
する 言動 が 多く 、 彼 ら か 
ら は 「 織 な 女 ] と 言わ ね れ 

栓 


チェ イ た ちと ドロ シー は 犬猿 の 仲 で 、 革 細 な こと か 
に な る 場面 も 珍し く な か っ た 。 連邦 軍 に MS が ある か どう か で 
言い 争い こと も あり 、 そ れ が アル フレ ッ ド ・ イ ズル ハ 


関連 ファ イル 


Te 
ルビ コン 作戦 
FLE PREVIEW 


(一 ペロ ) 2 ク ・ ぷ で ロイ 全 


模 な 戦 関 が 発 生 し た . 
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チェ イ あ を テル ゴット 


チェ イ と テル コッ ト は 平和 な リボ - らし て いた ご く 
普通 の 少年 た ち で 、 アル フレ ッ ド ・ イ ズル ハ (アル ) と は 
共に 戦争 ご っ こ に 興じ る 親友 同士 だ っ た 。 チェ イ は 連 
邦 軍 の MS パイ ロッ ト を 兄 に 持っ て いた が 、 戦 争 に 対す 
る 実感 は 薄く 、 逆 に 娯楽 と 捉え る 程度 の 認識 し か な か っ 
た 。 それ は テル コッ ト も 同じ で 、 大食漢 の 彼 に と っ て の 
事 と 言え ば 、 日 々 の 食事 くら い の も の だ っ た 。 さら 
に 、 ふ た り の 意識 は 実際 に リボ ー で 戦闘 が 起こ っ て も 
変わ ら ず 、 破壊 され た 学校 に 忍び 込ん で 空 薬 茶 を 拾い 
集め て は 喜ぶ な ど 、 危 機 感 を 見 せる こと は な か っ た 。 だ 
が 、 ふ た り が 戦争 の 悲惨 さ を 目の当たり に する こと が な 
か っ た こと は 、 現 実に 直面 し て 痛み を 覚え た アル に 比 
べ れ ば 、 ある 意味 で は 幸せ だ っ た と 言え る だ ろう 。 


モデ アルガン を 携え た チェ イ と 
テル コッ ト 。 戦争 ご っ こ が 純 
味 の ひ と つ で 、 ア ル を 交え た 


年 
、 潜 争 や 兵 護 
に 憧れ を 抱い て いた 。 


ドレ ネ ・ ヘ イズ 

ドロ レス ・ ヘ イズ (愛称 は ドロ シー) は チェ イ や テル コッ 
ト 、 ア ル と 同じ クラ ス に 在籍 し た 少女 だ っ た 。 真面目 で 
大 人 び た 性 格 で 、 戦争 や 兵器 を ヒロ イッ ク に 捉え る チェ 
イ た ち を 幼稚 と 感じ て いた 。 それ だ け に 、 チ ェ イ た ちと の 
口喧嘩 が 絶え な か っ た が 、 言 い 負 か さ れ て ば か り だ っ た 
3 人 は 頭 の 回 転 が 速 く 口 が 達者 な ドロ シー を 「 あ ん な 性 
格 の 悪い の 居 ね えよ 」 と 評 し て いる 。 し か し 、 心 根 は 優 
し く 、 自 分 が 体験 し た 戦争 を 思い 起こ し て 泣き 出し た ア 
ル を 気遣う 3 次 も 見 せ て いる 。 戦争 と いう 非 日 常 は 、 少 女 
を 成長 させ た の か も し れ な い 。 


チェ イ が 見 せ び ら か し て いた 


MORE INFO! 
アル の 担任 教師 と クラ ス メ イト た ち 


アル と チェ イ 、 テ ルコ ッ ト の 3 人 は な く 「 悪 ガキ | の 部 
類 に 入る 子供 た ち だ っ た 。 そん な 彼ら に と っ て 、 ク ラス (5 年 A 組 ) 
の 担任 教師 は 非常 に 厄介 な 存在 た える 。「 揚 任 の 先 
生 さぁ 、 授業 は つま ん な いく せ に 眉 すし 、 す で 立た せ 
る し ] と いう アル の 愚痴 か ら も 、 彼 女 が 子供 た ちか 5 どの よう に 見 
5 れ て いた か が 萌え る 。 事実 、 役 女 は 成績 に うる さく 、 悪 さ を し た 

児童 の 机 を 教 増 の 前 に 移動 させ る 肖 し い 教 紀 だ っ た 。 

また 、 5 年 組 の クラ ス メ イ ト た ち は 、 電 闘 の | な 
て 無 外気 に 喜 ん で いた 。 そこ : チェ イ た ちほ ど で は な い に 
せよ 、 戦争 と いう も の に 楽観 的 だ っ た 彼ら の 様子 が 見 て 取れ る 。 


テス ト の 成績 が 悪かっ た アル 
呼び 出し 、 母 規 と カウ ン セ 
ラー の どちら を 呼ぶ か と 説教 
する 先生 。 キッ い 物言い で ア 
ル た ち を 畔 易 さ せ た , 


ド 


申 の 前 で 線 り 広げ られ る MS 加 
の 草 


学校 に 被害 7 
チェ イ た ち も 無 事 


サイ クロ プス 隊 と 知り 寺地 た 、 不 
ル を か ら が う 3 1 > 配 し た ドロ シー は 先生 
それ は 電導 | ーー 方 、 チェ イ た 
ち は 「 戦 争 は また 始ま る 」 と 言っ 
て アル を 盛 まし た 。 


小橋 A 組 の 揚 條 を 滴 め た 交信 半 箇 。 
長 た 美人 だ っ た が 、 態 し し 
スリ 


回 
が 上 がり 3 人 人 は 和え 
を 芝 ま され て いた 
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PROFILE 
a 年 齢 52 歳 [ロー ナン ) /62 歳 (リカ ルド 
マ ” | } か 宗 の 人 を 地球 運 者 @ 


出身 - 


The Marcenas Family 天 


宇宙 世紀 の 始ま りか ら 歴 更 を 紡い だ ; きら 
地球 連邦 政府 の 政治 家 一 族 Mk Um 


宇宙 世紀 の 幕開け か ら 100 年 近く 、 マー セナ ス 家 
は その 歴史 を 地球 連邦 政府 と 共に 歩ん で きた 。 初 
代 首相 か ら 連 な る 政治 家 一 族 と し て の 責務 と 、「 ラ 
ブラ ス の 箱 」 の 秘密 を 抱え 続け て きた 家系 の 業 。 長 
い 時 間 の 中 で 積み 重ね られ た 表裏 一 体 の 功罪 は 、 
マー セナ ス 家 の 人 間 を 張る 呪い と な っ た の で ある 。 

マー セナ ス 家 の 歴史 の 中 で も 、 地 球 連邦 政府 初 
代 首 相 を 務め た リカ ルド ・ マ ー セ ナス と 、U.C.0090 
年 代 半 ば に 地球 連邦 政府 中 央 議会 の 議員 を 務め 
た ロー ナン ・ マ ー セ ナス は 、 特に 大 き な 名 を 残し た 
人 物 で あっ た 。 リカ ルド は 『 ラ プラ ス の 箱 』 の 誕生 に 
関わ り 、 ロー ナン は その 存在 に 拠る 体制 の 維持 に 与 
し た 。 だ が 、U.C.0096 に 起こ っ た 「 箱 」 を 巡る 争い 
は 、 地球 連邦 政府 の 根幹 を 揺るが し 、 マ ー セ ナス 家 
に も 影響 を 及ぼ す 。 混迷 する 状況 の 中 で 決断 を 迫 ら 
れ た ロー ナン は 、 自 分 た ち が 守る べき と 信じ る も の の 
た め に 、 責任 を 果たそ うと し た の だ っ た 。 


U.C.0090 年 代 に 地 
の 


L] り 、 そ 
の 油 中 で 公私 の 狭間 
憶 し た 。 


地球 連邦 政府 初代 自 
首相 と し て 、 宇 軍 世 
紀 の 開 闘 に 立ち 会 っ 
た リカ ルド 。 国家 の 


公 人 と し て の ロー ナ 
し て の 彼 は 息子 想い の 父親 で あっ た 。 私 室 に は 若き 日 の 
リア イ ・ マ ー セ ナス と 共に 写っ 人 写真 飾り 、 衣 し い 和 
度 で 接し つつ も 息子 の 行く 末 を 気 


案 
PT Ts 


関連 ファ イル 


UC-0202 
UC-0203. 
UC-0205 


接 っ て 軍 に 身 を 置 


166-15 


UC.0096 当 時 、 ロ ー ナ ン ・ マ ー セ ナス は * 影 の 内 
央 "と 呼ば れ た 移民 問題 評議 会 の 議長 を 務め て お り 、 
政界 に 大 き な 影 響 力 を 有 し て いた 。『 籍 』 を 中 心 と し た 
地球 連邦 政府 と ビス ト 財 団 の 共生 関係 に 深く 関わ る 立 
場 で も あり 、 息 子 の リ デ ィ ・ マ ー セ ナス が ミネ バ ・ ラ オ ・ 
ザビ を 連れ て 自分 を 頼っ て きた こと で 、「 箱 」 を 巡る 争い 
に 香 み 込ま れ て いく 。 マー サ ・ ビ スト ・ カ ー バ イン に ミネ 
パ の 引き 渡し を 迫 られ た ロー ナン は その 要求 を 呑む 一 方 
で 、 ロ ンド ・ ベ ル 隊 司令 ブラ イト ・ ノ ア を 抱き 込ん で 「 箱 ] 
の 鍵 の 確保 を 試み た 。 さら に 、「 箱 ] に 関わ っ て し まっ た 
リ デ ィ に マー セナ ス 家 の 真実 8 明かす が 、 そ の 告白 は リ 
ディ を 苦し め る と と に な っ て し まう 。 

その 後 、『 箱 」 が 外部 へ と 流出 する 危険 性 が 高まる と 、 
ロー ナン は コロ ニー レー ザー で | 箱 ] 自体 の 隠 減 を 図る 
マー サ の 策 に 乗っ た 。 だ が 、 体 制 の 維持 を 宿命 づけ ら 
れ た マー セナ ス 家 の 人 間 と し て の 苦渋 の 決断 は 、『 箱 ] 
の 争奪 戦 に 身 を 投じ て いた リ デ ィ を 巻き 込ん で し まう 。 我 
が 子 の 命 を 奪う 行為 に 呆然 と する ロー ナン だ っ た が 、 リ 
ディ は パナ ー ジ ・ リ ンク ス と 共に コロ ニー レー ザー を 食い 
止め て 生還 を 果たす 。 そし て 、 ロ ー ナ ン は その 光景 が 示 
す 我 が 子 の 選択 を 静か に 受け 入れ た の だ っ た 。 


EI 体制 の 苺 持 
に 関わ っ て きた マー セナ 


便秘 融 に 修 族 され た グリ 
の 


の 起動 権 を 有 し た ロー ナン 
は 、 (イン ダス トリ アル 7) の 
(メガ ラニ カ ) ご と 『 逢 』 の 
秘密 を 消し 去 ろ うと し た 。 


記名 上 界 の 安定 を 担う 政治 家 と し て の 人 覚悟 

U.C.0090 年 代 、 地球 連邦 政府 の 実権 は 首相 と 中 
央 議会 が 有 し 、 そ の 中 核 に 座 す ロー ナン は 強い 権力 を 
保持 し て いた 。 「 箱 | を 巡る 争乱 に お いて も 、 ロ ー ナ ン 
は 事態 の 対処 を 主導 し 、 コ ロニ ー レ ー ザ ー の 使用 に 踏 
み 切 る 決断 力 を 見 せ た の だ っ た 。 


プラ イト と の 交渉 で は 手の内 を 先 に 明か し て 主導 権 を 握る 交 渉 術 も 見 せ た 。 
また 、 政 洛 家 と し て 体制 を 補 る た め に 自ら の 手 を 汚す 介 信 も 示し た 。 


リカ ルド ・ マ ー セ ナス は ロー ナン や リ デ ィ の 先祖 に あ 
た る 人 物 で 、 地球 連邦 政府 の 樹立 時 に 初代 首相 の 座 
に 就 い た が 、 首 相 官 邸 (ラプ ラス ) の 爆破 テロ の 犠牲 
と な っ た 。 宇宙 に 進出 し た 人 類 の 未来 に 希望 を 抱き 、 
宇宙 世紀 窯 章 に ある 一 章 を 書き 加え た が 、 そ の 想い が 
褐 根 を 残し て マー セナ ス 家 の 呪縛 と な っ た の で ある 。 


の 出現 に よっ て 皮肉 に も 


っ い へ と 安 を 交え て し 
OK oss, 


用 ロー ナン マー セナ ス 


宇宙 世紀 の 改 還 セ レ 
9 カレ ド 。( ラ プラ ス ) の 爆 波 デ 

を 徐 と し 、 地理 連邦 政府 の 政治 体制 を 
確立 する た め の 人 柱 と され た 


MORE INFO! 


地球 連邦 政府 初代 首相 を 輩出 し た マー セナ ス 家 と 、「 箱 
の 存在 を 盾 に 牙 府 か ら 便 宜 を 引き 出し た ビス ト 財団 は 、 密 接 
、 そ れ は あく まで お 互い を 利用 する 関 
に は 政治 的 な 朴 け 引き も 存在 し た 
ロー ナン が ブラ イト を 抱き 込 も うと し た の も 、 ビ スト 財団 に 対し 
て 優位 に 立 と うと し た 】 が 、「 箱 ] の 秘密 に まつ わる 
一 致 が 両者 の 手 を 組ま せ た の で ある 


還 アル ベル ト ・ ピ スト 
アス に ー サ 


争乱 末期 に 手 を 組 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


性 / 


\ 


や っ 


っ と d 
世界 か ら 拒絶 きれ た カテ ゴリ ニ = の 児 弟 


ーー 泥沼 の 争い を 


ココ 
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招い た 絶望 と 憎悪 


A.W.0015、 フロ スト 兄弟 は 政府 再建 委員 会 の 謙 
報 機関 に 所 属し 、 ニ ュー タイ プ ブ と 目 さ れる ティ ファ ・ ア 
ディ ー ル を 追っ て いた 。 その 中 で 、 テ ィ フ ァ が フリ ー デ 
ン に 奪取 され た こと を 知る と 、 ふ た り は 別 行 動 を 取っ 
て 罠 を 張り 巡ら せ て いく 。 そし て 、 ア ル タ ネ イ テ ィ ヴ 社 
に 接触 し た シャ ギア は 、 テ ィ フ ァ の 奪還 を 図る フォ ン ・ 
アル タネ イ テ ィ ヴ の 思惑 を 言い 当て 、 ガ ンダ ム ヴ ァ 
サー ゴ と 共に 自ら を 売り 込む 。 


シャ ギア が アル タネ イ テ ィ ヴ 社 に 接触 し た の と 時 を 
同じ くし て 、 兄 と 別 行 動 を 取っ て いた オル バ は フリ ー デ 
ン に 潜り 込む こと に 成功 する 。 善人 の 仮面 を 被っ て フ 
リー デン に 滞在 し 、 人 手 不足 に 付け 込ん で 助力 を 申 
し 出る オル バ 。 その 裏 で ティ ファ を 拉致 する 機会 を 宗 
い 、 皆 睡 状態 に 陥っ て いた 彼女 に 劇 楽 を 投与 し た 。 
ティ ファ を 囚われ の 姫君 と 呼ぶ オル バ パ の 口 か ら は 、 彼 
女 へ の 牌 ん だ 感情 が 漏れ る の だ っ た 。 


(xX) ne02 mm 


フロ スト 見 弟 編 


Case of Shagia Frost & Olba Frost 


シャ ギア ・ フ ロス ト と オル バ ・ フ ロス ト の 兄弟 は 、 力 を 持ち な が ら そ れ を 
認め られ な い 苦 し み に 突き 動か され 、 減 び を 選択 し て いっ た 


フロ スト 兄弟 は 自分 た ちの 目的 を 隠し て 政府 再建 
委員 会 の 猟犬 と し て 動き 、 フ リー の MS 乗り を 装っ て 
ニュ ー タ イプ の 捜索 を 行っ た 。 その ふた り に と っ て 、 自 
然 発生 し た ニュ ー タ イプ で ある ティ ファ は 格好 の 獲物 
っ た 。 シャ ギア は 己 の 力 を アル タネ イ テ ィ ヴ に 誇示 
し 、 疲 の 打算 を 刺激 し て 状況 に 介入 する 。 そこ で シャ 
ギア が 発し た 言葉 は 、 自 ら を 売る た め の 演出 で ある と 
同時 に 、 MS 乗り と し て の 自信 の 表れ だ っ た と 言え る 。 


オル バ は シャ ギア と 共謀 し て ティ ファ を 拉致 する た 
め に フリ ー デ ン に 潜入 し 、 ニー ト に 保護 さ 
れ て いた ティ ファ に 毒牙 を 伸ばし た 。 ティ ファ に 劇薬 
APM を 投与 し た の も 、 彼 女 の 容 態 を 悪化 させ て 医療 
施設 が 整っ た アル タネ イ テ ィ ヴ 社 に 誘導 する た めで 
あっ た 。 だ が その 思惑 と は 別に 、 オ ル バ は ティ ファ に 
対す る 異常 な 執着 を 覗か せ た 。 それ は 、 オ ル バ た ち を 
突き 動か し た ニュ ー タ イプ へ の 憎しみ だ っ た の で ある 。 


可動 新 世紀 ガン ダム X 


ゾン ダー エ プ タ 近海 


来 来 を つく る の は ニュ ー タ イプ で は な い 


カテ ゴリ ーF と 呼ば れ た 生々 だ zaxt) 画 


| フロ スト 兄弟 は 参謀 
部 の 直属 部 隊 を 介入 
財 させ 、 ア イム ザッ ト を 失 


| 和平 派 の 首 碗 を 暗 攻 
反 政 診 鈴 カ 


ティ ファ に 目標 を 定め た フロ スト 兄弟 は アル タネ イ 
ティ ヴ 社 の 一 件 の の ち も 彼 女 を 付け 狙い 、 ゾ ンダ ー 
エ プ タ で フリ ー デ ン を 捕獲 し た 。 だ が 、 捕 虜 と な っ た フ 
リー デン 一 味 は 脱走 を 図り 、 ふ た り は その 混乱 の 中 
で 上 官 で ある 謀 報 統括 官 ア イム ザッ ト ・ カ ー ト ラル に 
銃 を 突き 付け る 。 飼い 犬 に 手 を 噛ま れ た アイ ム ザ ッ ト 
の 野 声 に 反 双 する か の よう に 、 シ ャ ギア は 自分 た ちの 
野心 を 明らか に する 。 


アイ ム ザ ッ ト を 謀殺 し て 新 連邦 軍 参 謀 本 部 の 直属 
と な っ た フロ スト 兄弟 は 、 総 司令 官 フィ クス ・ ブ ラッ ド 
マン の 側近 に 食い 込む こと に 成功 する 。 さ ! 
宙 華 命 軍 の 撲滅 を 志向 する プラ ッ ド マン を 言葉 巧み 
に 操り 、 地 球 と 宇宙 の 対立 を 煽っ て いっ た 。 そし て 、 
ブラ ッ ド マン に 囚われ な が ら も 脱出 し た ガロ ー ド ・ ラ ン 
と の 対決 の 中 で 、 オ ル バ は 自分 た ち が 導 | 
と 向かう 状況 を 勝ち 誇る の だ っ た 。 


世界 が 我ら を 黙殺 する か ら 
閑 ら は 世界 を 滅ぼす の だ !! (シャ ギア ・ フ ロス ト ) 


フロ スト 兄弟 は 能力 者 で あり な が ら 、F (フラ ッシュ ) 
シス テム に 対応 し な いと いう 理由 で 「 カ テ ゴ リ ーF] と 
呼ば れる 不適 合 者 の 閣 印 を 押さ れ た 。 それ は ふた り 
に 屈辱 を 植え 付け 、 復 讐 に 駆り 立 
ザッ ト を 裏切っ た の も 、 彼 を 踏み 台 | 


政府 再建 委員 会 が 中 心 と な っ て 成立 し た 新 連 邦 
政府 は 、 武力 に よる 地球 の 統一 を 推し 進め た 。 だ が 、 
その 一 方 で 宇宙 革命 箇 と の 対決 に は 慎重 な 意見 も 
多く 、 RA NC IER OR 苦 
> フロ スト 兄弟 は そこ に 付け 込み 、 ブ 
者 を 装っ て 彼 の 意識 を 戦 向け 、 宇 
と の 開戦 へ と 誘導 し て いっ た 。 そこ に は 、 
を 求め る ふた り の 暗い 情 恋 が 存在 し て いた の で ある 。 


満ち た 表情 で 
ガロ ー ド に と ど め を 刺 
そう と する シャ ギア 


MORE INFO! 
ガロ ー ド へ の 執着 


に 目 を 付け 


フロ スト 兄弟 の 暗躍 と 両 陣営 首府 の 戦い へ の 執 


着 に よっ て 、 新 連邦 軍 と 宇宙 革命 軍 の 間 に 戦 端 は 
開か 月 の D.O.M.E. を 巡る 衝突 の 中 で 、 フ ロス 


ト 兄 弟 は 凶暴 性 を 剥き 出し に し て 争い を 拡大 させ て い 
激しい 戦闘 を 繰り 広げ る 両者 の 間 に フ リー 
デン I が 割っ て 入り 、D.O ME を 目指 し た 。 その 前 に 
立ち は だ か り 、 ガン ダム ダブ ル エ ッ ク . い 掛 か っ た 
ふた り は 、 ガロ ー ド に 激しい 憎悪 を ぶつ けた の で ある 。 


15 年 前 の 戦争 を 再来 させ よう と し た フロ スト 兄弟 の 
行動 は 、 自 分 認め な い 世 界 に 対す る 深い 憎 し 
ニュ ー タ イプ と いう 概念 の も と に 、 
よっ て 自分 た ちの 存在 その も の 
り は 、 戦 争 を 起こ し て 世界 を 変え る 
こと で 新た な 価値 観 を 構築 し よう と し た の だ ろう 。 シャ 
対す る ふた り の 亡 


執 が 表れ て し 


カテ ゴリ ーF と し て の 憎悪 


am リン ョ イズ 167-12 


167-13 
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PERSONAL PROFILE 


アル ベル ト ・ ビ スト 時 


Alberto Vist 


マー サ の 喝 縛 か ら 逃 ん れ よう と し た 
黒い ユエ ユニコーン の 管理 者 


「 ラ ブラ ス の 箱 』 を 死守 し た い マー サ ・ ビ スト ・ カ ー 
バイ ン の 手先 と し て 、 父 カー ディ アス ・ ピスト を 手 に 
掛け た アル ベル ト ・ ビ スト 。 直後 か ら ネ ェ ル ・ ア ー ガ 
マ に 乗り 込ん だ 彼 は 、AE 社 の 重役 と いう 立場 か ら 
傍 若 無人 な 振る 舞い を 見 せ 、 艦 を 混乱 に 追い 込ん 
だ 。 アル ベル ト 自 身 も 、 叔 母 で ある マー サ の 命令 を 
忠宏 に 実行 する こと を 使命 と し て いた が 、『 袖 付き 」 
か ら 拉致 し た 強化 人 間 で 、「 駒 ] と し て 利用 する は ず 
だ っ た マリ ー ダ ・ ク ルス に 命 を 助け られ る と 、 彼 女 に 
惹か れ て し まう 。 再 調整 が 施さ れ た マリ ー ダ の 新た な 
マス ター (管理 者 ) に 任命 され て か ら も 、 彼 女 を 戦場 
へ 送り 出す こと に 気 が 進 まま な か っ た アル ベル ト 。 だ 
が 、 マ ー サ の 圧力 を 握 ね 付け る 胆 力 は な く 、 ユニ コー 
ンカ ガン ダム 2 号機 バン シィ の バイ ロッ ト と し て や も を 得 
ず 戦 場 に 送り 出し た も の の 、 ユニ コー ン ガ ンダ ム と の 
戦闘 で 敗北 。 彼女 の 身柄 ち も ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ に 秦 
取 さ れ て し まっ た の だ っ た 。 


宇宙 空間 に 放 ! り 出 
き ア 


連邦 政府 す 5 牛耳る 


に ら た そ 
の 想い は 後 の 行動 
反映 され て い 


箱 」 を 巡る 争乱 が 開始 され た 当初 、 ア ルベル ト は マー サザ 
て いた 。 男 社会 へ の カウ ンタ ー を 自負 する マー 


サ の 強引 な 手法 に 未来 を 見 出せ 


アル ベル ト ・ (CW) mW02 sr10s 


マリ ー ツ きみ 多 由 か る 831 届 し 注 
アー ON 


UC.01-02A 
UC O1026 


あか KLRLs)、 選ん 
障 !9 催 放 作 AG で す 


アル ベル ト は 、 ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 収容 され た マリ ー ダ 
の 身柄 を 奪還 すべ く 、 独 自 の 行動 に 出る 。 先 の 戦闘 で 
中 破 し 、 新 た に 改修 され た 


シィ ノル ン の パイ ロッ ト に 、 
リ デ ィ ・ マ ー セ ナス を 据え た の で ある 。 彼 は ザビ 家 の 末 
商 で ある ミネ パ ・ ラ オ ・ ザ ビ を 巡っ て ユニ コー ン ガ ンダ ム 
の パイ ロッ ト で ある パナ ー ジ ・ リ ンク ス を 憎悪 し て お り 、 そ 
の 復讐 の 手段 と し て 機体 へ の 搭乗 を 要望 。 アル ベル ト 
も 、 リ ディ に パン シィ ・ ノ ルン を 与え る 代わ り に 、 マ リー ダ 
の 奪還 を 依頼 し た の だ っ た 。 それ は 、 マリ ー ダ を 取り 戻す 
た め な ら は ば 、 血 を 分 けた 兄弟 で ある パナ ー ジ を 死に 追い 
や っ て も 仕方 が な い 一 一 と の 覚悟 だ っ た の で ある 。 

そし て (イン ダス トリ アル 7) 宙 域 で の 最終 決戦 。 ア 
ルベル ト は マー サ や 連邦 政府 の ロー ナン ・ マ ー セ ナス ら 
と カフ カス の 森 に 移動 し 、 戦 局 を 見 守っ た 。 だ が 、 そ の 
戦い の 中 で 起き た 発光 現象 に より 、 アル ベル ト は マリ ー 
ダ の 死 を 悟る も 。 さら に 、 さら な る 犠牲 を 望ま ぬ 彼 女 の " 和 
言 "を 聞き 、 「 釘 ] の 破壊 の た め に 用 意 し て いた コロ ニー 
レー ザー の 発射 を 止め る よう に マー サ に 告げ た の だ っ 
た 。 結果 的 に 砲 は 発射 され た が 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム 
に よっ て 箱 』 の 消滅 は 回 避 さ れ 、 そ の 後 ミ ネバ の 口 か 
ら 「 箱 』 の 正体 が 全 世界 に 明か され た こと で 、 ビ スト 財 
団 が 有 し た 既得 権益 は 消滅 する 。 アル ベル ト は ビス ト 
家 が 「 箱 ] の 呪縛 か ら 解放 され た と いう この 事実 を 、 た 
だ 素直 に 受け 入れ た の だ っ た 。 


時 血塗ら れ た 財団 の 論理 


アル ベル ト が マー サ に 起 誠 を 誓っ て いた の は 、 血 塗 
られ た ビス ト 家 の 惨状 を 、 彼 女 な ら ば 変え て くれ る の で は 
と 期待 し て いた こと が 挙げ られ る 。 事実 、 マ ー サ の 父 は 、 
箱 ] の 処遇 を 巡っ て サイ アム ・ ビ スト に よっ て 暗殺 さ 
れ た と 言わ れ 、 血 族 同士 に よる 争い が 後 を 絶た 
状 が あっ た 。 そう し た 状況 を 男 社会 の 歪み と 捉え 
マー サ で あっ た が 、 既 得 権益 を 守る た め に コ 
ザー を 発射 し 、 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ ら 友軍 も 共に 葬 ろ うと す 
る 姿勢 は 、「 大 を 活か す た め に 、 小 の 犠牲 を 訂 わ な い ] 
と いう これ まで の 財団 の 論理 と 同じ で あっ た 。 財団 に 変 
革 を も た ら す と マー サ を 支持 し て いた アル ベル ト が か ら す れ 
ば 、 彼 女 の そ うし た 行為 は 裏切り で し か な か っ た の で あ 
る 。 結果 的 に マー サ の 企み は 失敗 に 終わ り 、『 箱 ] の 威 
光 も 失わ れ た が 、 アル ベル ト は マー サ が 血塗ら れ た 財団 
を 引き 継が ず に 済ん だ こと に 安 増 すら 覚え た の だ っ た . 


較 記 久 て リー の た め に 活か され た 強権 


マリ ー ダ に 惹か れ で いく 心 に 嘘 を 付け な か っ た アル ベ 
ルト は 、 マー サ か ら 与 えら れ た バン シィ を 用 い 、 その 奏 加 
を 目指 すこ と を 決意 し た 。 パ バ 
化 人 間 の 運用 を 想定 し て いた が 、 非 ニ 
者 で も 力 を 発揮 で きる バー シィ ・ ノ ルン へ の 改良 と 同時 
に 、 パ イロ ッ ト と し て リ デ ィ を 強引 に 推薦 。 財団 の 権益 
を 守る た め に 投入 され た 機体 を 、 密 か に 私 的 な 理由 で 
運用 し て いた の だ っ た 。 


— 
コー ン ガン ダム は 
徹 ら の 尊像 以上 の カ し た 。 だ が 、 + 
を 発 押し 続け た 。 先 昌 の スイ ッ チ は 押さ 
れ で いた 
リ デ ィ に マリ ー ダ の 
身柄 確保 を 体 導 す 
認め る よう に 促し た 
マー サ に 見 せ た 反 逆 
マリ ー ダ の お か げ で 九 死 に 一 生 を 得 た アル ベル ト は 、 彼女 
の 気持 ちの 純粋 さ に 強く 心 を 動か され た 。 それ まで 叔母 マー 
主従 関係 を 構築 する 目的 で 存在 し た 
: の で ある 。 その 後 、 彼 
、 自 身 の 欲 求 に 対し て 
リ デ ィ ・ マ ー セ ナス 
マリ ー ダ と の 出会い か ら ミネ パ を 究 い 去っ た パナ ー ジ へ の 恨み か 
マー サ へ の 不信 を 強め て ら 、 ア ル ペ ルト を 頼っ て パン シィ ・ ノ ルン ペ 
表向き は これ の 搭乗 を 決意 。 ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 英 と し 
まで と 同じ く 付き 従う 天 替 て 立ち は だ か っ た 
を 見 せ て いた 
ン 


伝わり . 徒 女 へ の 攻撃 
計 距 させ て いる 。 


a yx 167-14 


16Z-15 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


PERSONAL PROFILE アン m02 sm 
フリ ッ ト ・ ア ス ノ 人 


Flit Asuno 


すべ て の ヴェ イガ ン を 排除 すべ く 
新た な 戦い に 陀 ん だ 「 英 雄 」 


「 天 使 の 落日 」 と 呼ば れる 大 惨事 か ら お よそ 40 
年 。 地球 連邦 軍 と か つて UE (Unknown Enemy) 
と 呼ば れ た 「 ヴ ェ イ ガン 」 の 戦争 は 終わ る こと な く 続 
いて いた 。 戦端 が 開か れ た 「 天 使 の 落日 ] 当日 に 生 
を 受け 、A.G.115 年 に は 人 類 の 救世 主たる 「 ガ ンダ 
ム 」 を 開発 し 、「 コ ウ モ リ 退 治 戦役 ] と 呼ば れる 大 戦 
を 戦い 抜い た 英雄 一 一 フリ ッ ト ・ ア ス ノ は 、 正式 に 
連邦 軍 へ と 入隊 し た 後 も その 才覚 を 発揮 し 、 連邦 軍 
総司 令 部 「 ビ ピッ グリ ング ] 司令 へ と 上 り 詰め て いた 。 

し か し 、 フ リッ ト は 戦争 に よっ て 母親 や 好意 を 寄せ 
て いた ユリ ン ・ ル シェ ル と いっ た 大 切な 人 を 亡くし た 
経験 か ら 、 あ くま で も ヴェ イガ ン 打 倒 に こだわ る 人 物 
で あっ た 。 それ まで の 連邦 軍 は 、 ヴ ェ イガ ン の 攻勢 を 
凌ぎ つつ も 和平 の 道 も 模索 し て いた ジェ イガ 
ン 打 倒 に 執念 を 燃やす フリ ッ ト が 司令 官 に 就任 し た 
こと を 機 に 、 そ の 意思 に よっ て 全 軍 を 挙げ た 戦い へ 
と 突き 進む こと と な る の で ある 。 


参謀 に 対し て [和平 
な ど 馬 用 げ で いる] と 
0 


AGE-1F 
ガン ダム AGE-1 フラ ッ ト 


連邦 軍 総 司令 部 司令 官 の 座 に 就 いた フリ ッ ト は 、 先 
の 戦役 が ほん の 前 哨 載 に 過ぎ な いこ と を 予期 し て い 
た 。 そし て その 危 恨 は 現実 の も の と な り 、 コ ロニ ー [トル 
ディ ア 」 製 撃 を 皮切り と し て 、 ヴ ェ イ ガン と の 戦い は 再 
び 激 し さ を 増 し て いく こと と な る 。 A.G.141 年 代 、 連 邦 
軍 が ヴェ イガ ン に 対し て 即応 可能 な 状態 に あっ た こと 
は 、 ま だ 見 ぬ ヴ ェ イ ガン 本 隊 へ の 警戒 を 強め 、 軍 備 増 
強 な ど に 努め て いた フリ ッ ト の 功 病 の ひと つ だ ろう 。 さら 
に 彼 は 、 ヴ ェ イ ガン に 協力 する 組織 の 摘発 に 着手 。 ヴェ 
イガ ン を 徹底 的 に 残 減 す る と いう 意思 を 改め て 示し た 。 
そし て その 一 方 で は 「AGE デ バイ ス 」 を 手放し 、 新型 の 
「 ガ ンダ ム 」 を 次 の 世代 に 託す こと を 決意 。 17 歳 の 誕 
生日 を 迎え た 息子 アセ ム に [AGE デ バイス] と ガン ダム 
AGE-2 を 託し 、 アス ノ 家 の 男 の 宿 命 を 伝え た の で ある 。 

な お 、「 救 世 主 ] の 後継 者 と な っ た アセ ム は 、 苦悩 し 
な が 5 も 「 大 切な 者 を 守る ] た め の 力 と し て [ガンダム] 
を 駆使 し 、A.G.141 年 代 最大 の 攻防 と な っ た 「 ノ ー ト ラ 
ム 攻 略 戦 ] を 終息 に 導く 活躍 を 見 せ た 。 フリ ッ ト が 「 ガ 
ンダ ム ] を 託し た 息子 の 手 に より 、 再 び 地 球 は 危機 を 
脱し た の で ある 。 し か し 、「 す べ て の ヴェ イガ ン を 排除 す 
る 」 と いう フリ ッ ト の 頑 な さと 、 そ の た め に は 犠牲 も 歴 わ 
な い 冷 徹 さ は 、 ア セム に は 理解 し 難い も の で あっ た 。 そ 
し て 、 激 戦 の 中 で それ ぞ れ 異 な る 信念 を 抱い て いた 親 
子 は 、 や が て 兵 を 分 か つこ と に な る の だ っ た 。 


ツェ イガ ン 残 渋 


AG.141 年 、 そ れ まで 再三 に 渡っ て 和平 の 道 を 拒絶 
し て きた ヴェ イガ ン に 対し 、 連 邦 軍 を 率い る 立場 に あっ 
た フリ ッ ト は 「 ヴ ェ イ ガン 研 減 論 」 を 唱え た 。 彼 の 下 で 徹 
底 抗戦 する 体制 を 整え た 連邦 軍 は 、 つ い に 地 球 へ の 
本 格 的 な 侵攻 作戦 を 開始 し た ヴェ イガ ン と の 全 軍 を 掌 
げた 戦い を 展開 。 フリ ッ ト は 司令 宜 と し て 充分 な 才覚 を 
現し て ヴェ イガ ン に 立ち 向かい 、 最 終戦 と な る ノー トラ 
ム 攻 略 戦 を 一 応 の 勝利 に 導い た 。 し か し 、 彼 は その 大 
戦 の 最 中 で 、 か つて ディ ー ヴ ァ で 苦楽 を 共に し た グル ー 
デック ・ エ イノ ア や ウル フ ・ エニ アク ル と いっ た 旧友 を 
失っ た 。 再び 大 切な 者 を 亡くし 、 ヴ ェ イ ガン 殊 滅 に 懸け 
る 決意 を 新た に し た フリ ッ ト は 、 ノ ー ト ラム 攻略 戦後 、 慰 
霊 式典 に お いて 首相 フロ イ ・ オ ルフ ェ ノ ア を 拘束 。 こ 
れ を 皮切り に ヴェ イガ ン に 内 通す る 者 た ち を 次 々 と 描 発 
し 、 連邦 の 組織 改変 に 着手 し た の だ っ た 。 


生還 2 i 村 き に け られ た NS 操 弧 能 カ と 判断 カ 
連邦 軍 総 司令 部 の 司令 官 と し て 、 高 い 作 皿 立 実 能 
カカ と 戦場 で の 指揮 能力 を 発 押し た フリ ッ ト 。 彼 は ニ 二 
数 年 に 主 る 軍属 経験 か ら 、 も と も と 持ち 合わ せ て いた 
才気 に 加え 、 柔軟 な 判断 力 を も 獲得 し て いた 。 
さら 5 に MS パイ ロッ ト と し て の 腕 に も 磨き が 掛か っ て お 
り 、 大戦 終 租 に お いて は 、 ゼ イド ラ な どの 艇 最新 名 機 
と も 互角 の 戦い を 展開 。 僚機 と 共に 、 前 大 戦 か ら の 宿 
敵 デ シル ・ ガ レッ ト を 追い 詰め る 活躍 も 見 せ て いる 。 


に は 冷酷 な 判断 を 下す こと も あっ た フリ ッ ト 。 その 司令 官 と し て の 能力 
に 比肩 する 者 は な く 、 パイ ロッ ト と し て も 重要 な 役割 を 果たし た 。 


ジリ) 


ぇ ノ [ME 02 mM 


チ 
1 年 の 戦争 
ト 。 その 際 に は 専用 


MORE INFO! コウ モリ 退治 戦役 後 の フ リッ ト 


フリ ッ ト は 柔軟 5 
い 込 む 活躍 を 見 せ て いる 、 
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や ee » PROFILE | | 
年 齢 11 歳 | 

ン ャ クティ ・ カ リン ーー 

Shahkti Kareen アン ] 

骨 本 な 運命 を 背負 わ さ れ た 前 

心 優し き カサ レ リ ア の 少女 レン 


シャ クティ ・ カ リン と いう 少女 は 、 自分 の あず か り 知 
ら ぬ と ころ で 過酷 な 運命 を 背 催 わ さ れ た 。 宇宙 戦国 
時 代 に 台頭 し た ザン スカ ー ル 帝国 一 一 の ち に その 
女王 と な る マリ ア ・ ビ ァ ・ ア ー モ ニア の 娘 と し て 生 を 受 
けた シャ クティ は 、 物 心 も や つか な いう ち に 母 と 離れ 離 
れ に な っ た 。 娘 が 政治 的 に 利用 され る こと を 恐れ た 
マリ ア が 、 自 分 の 手元 か ら 遠 ざけ た の で ある 。 そう し 
て 、 シ ャ クティ は 地球 の 不法 居住 区 ポイ ント ・ カ サレ 
リア で 養父 母 に 育て られ 、 自 ら の 出自 を 知ら ぬ ま ま 時 
を 過ごし て いっ た 。 し か し 、 リ ガミ リティ ア と ザン スカ ー 
ル 帝 国 の 戦い が カサ レ リ ア に 飛び 火 し た 時 、 シ ャ ク 
ティ は 幼なじみ の ウッ ソ ・ エ ヴィ ン と 共に その 渦中 へ 
と 引き 込ま れ て いく 。 そし て 、 シ ャ クティ は 鞍 い の 中 
で 目 分 が ザン スカ ー ル 帝国 女王 の 娘 で ある 事実 
を 知り 、 選 択 を 迫 ら れる こと に な る 。 それ は 、11 
歳 の 少女 に と っ て あま り に 厳し い 現実 だ っ た の 
で ある 。 
シャ クティ は 、 カ サレ リア 


を 机 っ た 戦闘 に 基き 込ま 
れ 、 戦 争 の 渦中 に 身 を 
午 


出生 の 秘 宙 を 知っ た シャ 
クティ は 、 そ の 陳 さ に 苦 
悩 する と 同時 に 、 自身 の 
軍 語 と 向き 合い 、 為 す 
べき こと を 探し て いく 。 


リ 
大 型 ト レー ラー。 簡易 MS 二 
用 設備 と 広い キャ ピン を 有 
し 、 東 区 を 転 幸 す る リガ ・ ミ 
リティ ア の 移動 拠点 と な り 、 
シャ クティ も それ に 同行 する 
こと と な っ た 。 


リー ン ホ ー ス 
地球 連邦 軍 ロ ン 


"で 穏やか な 性 格 の 少女 
も 強かっ た 。 また 、 頑 固 で 行動 
嫌っ て コリ ー ン か ら 独 


FLE REEw 
1 


マ 


| を さま れ 
に 、 MS パイ ロッ ト と し て リガ 
記 識 ミリ ティ ア に 加わ っ た 
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U.C.0153 当 時 、 ポ イン ト ・ カ サレ リア に 暮らし て い 
た シャ クティ は 、 リ ガ - ミ リティ ア の カミ オン 隊 と ベス パ ( ザ 
ンス カー ル 帝 国軍 ) の 戦闘 に 巻き 込ま れ 、 ザ ンス カー 
ル 戦 争 の 只 中 に 放り 込ま れ た 。 リガ ・ ミ リティ ア に 協力 
し て 戦い に 没頭 し て いく ウッ ソ の 傍ら で 、 変わ っ て いく 
幼なじみ と 自ら の 進む べき 道 に 戸惑う シャ クティ 。 だ が 、 
拡大 する 戦火 に カサ レ リ ア か ら 離 れる こと を 余儀 な くさ 
れ 、 ワ ウッ ソ を 頼る し か な か っ た シャ クティ は カミ オン 隊 に 
同行 し て 各地 を 転々 と する 。 さら に 、 ウ ッ ン が 行方 不明 
の 両親 を 捜す た め に 宇宙 へ 上 が る と 、 シ ャ クティ は その 
後 を 追い か け て 宇宙 に 旅立っ た の だ っ た 。 

だ が 、 初 め て 体験 し た 宇宙 で 、 シ ャ クティ は さら な る 
苦難 に 見 舞 わ れる こと に な る 。 艦隊 戦 で 被弾 し た リー ン 
ホー ス か ら 宇 宙 空 間 に 投 げ 出 され た シャ クティ は 、 ベ ス 
パ に 保護 され て 自分 の 出自 を 知り 、 母 マリ ア と の 再会 を 
果たす 。 し か し 、 ウッ ソ た ち が 戦 う ザ ンス カー ル 帝 国 の 女 
王 が 実 の 母親 だ っ た と いう 真実 は 、 彼 女 を 苦悩 させ た 。 
それ ゆえ に マリ ア を 母 と 墓 う こと を 踏 踏 い 、 自 分 の 立ち 
位置 に 迷う シャ クティ だ っ た が 、 マ リア が 自分 の 助け を 
求め て いる と いう ウッ ソ の 言葉 に より 、 戦 い の 中 で 何 を 
すべ きか を 考え 始め て いく 。 その シャ クティ の 想い は 、 戦 
い の 激流 の 中 で 彼女 を 突き 動か し て いく の で ある 。 


半 2 サリ ア で 導 ら すこ と に な っ た 経 練 
シャ クティ が カサ レ リ ア に 暮らす よう に な っ た 経 縛 に 
つい て は 、 前述 し た も の と は 別 の 説 も ある 。 それ に よる 
と 、 シャ クティ は サイ ド 1 ・ ア ル バ ニ アン で アリ シア ・ カ リ 
ン と し て 生 を 受け 、 シ ャ トル 事故 を 装っ た 誘拐 に 遣っ て 
マリ ア の 側 か ら 離 され た と いう (フォ ン セ ・ カ ガチ の 策略 
だ っ た と され る ) 。 その 後 、 シ ャ クティ と 名 を 変え て カサ レ 
リア に 移り 住み 、 誘拐 犯 で ある 養父 母 に 育て られ た が 、 
や が て 彼ら と も 別れ る こと に な っ た と 言わ れ て いる ( 養 
父 は 死亡 、 養母 は 行方 不明 ) 。 また 、 シャ クティ が 口数 
の 少な い 少 女 に 育っ た の は 、 養 父母 か ら の 愛情 の 欠 
落 も 要因 に あっ た と され る 。 

母 マリ ア と 過ごし た 記憶 は ほとん ど な く 、 カ サレ リア の 
自宅 に は 彼女 や 叔父 クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー と 一 緒 に 映っ 
た 写真 も ちあ っ た が 、 シ ャ ク テ イ 自身 は マリ ア を 「 お ば さん 」 
と 呼ん を で いた 。 それ だ け に 、 自 分 が ザン スカ ー ル 帝国 
女王 の 娘 だ っ た こと に 衝撃 を 受け た の で ある 。 


。 能 カ 区 ET 
シャ クティ は ウッ ソ と 共に 子供 だ け で 暮らし て いた こと 
も あり 、 家 事 全般 を 得意 と し て いた 。 また 、 カ テ ジ ナ ・ 
ルー ス が 捨 っ て きた 赤ん坊 カル ルマン ドゥ カー トゥ ス ( カ 
ルル ) の 面倒 も 見 る こと に な り 、 功 いな が 5 も 由 角 役 を 
務め た 。 一 方 で 、 戦い に 慣れ る に は 時 間 を 要 し 、 パニ ッ 

ク を 起こ し て 足 手 ま と い に な る 場面 も あっ た 。 


ン で は 戦闘 に 平 千 を 失 い 、 仲 間 た ち に 余計 な 手間 を 掛け させ て し まっ て いる 。 


MORE INFO! 


フラ ンダ ー ス は シャ クティ が 飼っ て いた 雄 犬 だ 


た 。 賢く 温厚 な 性 格 で 、 


苦悩 を 打ち 明 


いつ 頃 か ら シ ャ クティ に 妃 わ れ 
不明 だ が 、 彼女 や ウッ ソ に 


女 
け 


愛犬 フラ ン 


= 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


LW ED2 se OA 


筐 し き ウ ィ ナ ー 家 の 御 組 司 が 直面 し た 
壮絶 な 戦い と 非 戦 べ の 想い 
2 


自ら コク ビッ ト を 出 
生身 を 晒す と | 


僕 に 、 僕 に 隆 り ろ っ て 言う の か 、 サン ドロ ッ ク ……! 


AC.195、 ガ ンダ ム に よる 0Z 衣 撃 作戦 「 オ ペレ ー 
ショ ン ・ メ テオ ] を 遂行 する べく 、 カ トル は 地球 へ と 降 
下 し た 。 彼 は 中 東 の 夏 漠 地 帯 で 支援 組織 で ある マグ 
アナ ッ ク 隊 と 合流 し 、 舞 撃 地点 の ひと つ で ある コル シ 
カ 島 へ と 向かう 。 高い 格闘 能力 と 防御 力 を 有する ガ 
ンダ ム サ ン ドロ ッ ク を 操り 、 次 々 と 0Z の MS 部 隊 を 破 
壊し て いっ た カト ル だ が 、 そ の 中 で 自 機 に よく 似 た 「 顔 」 
を 持つ ガン ダム へ ヘビー アー ムズ を 発見 する 。 適 遇 直 


シン ガ ポ ー ル 


カト ル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナ ー 編 
Case of Quatre Raberba Winner 


「 オ ペレ ーション ・ メ テオ ]」 に 参加 し た カト ル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナ ー は 、 
戦い の 中 で 弱き 心 を 克服 し て いっ た 。 


後 は 警戒 心から 交戦 状態 と な っ た も の の 、 カ トル は そ 
の へ ビー アー ムズ が 敵 で は な く 、 自 ら と 同じ 志 を 持っ 
た 仲間 が 運用 し て いる と 判断 。 コク ピッ ト を 出 て 、 戦 
闘 を 中 止 す る よう に パイ ロッ ト に 呼び 掛け た の で ある 。 
これ を 聞い た へ ビー アー ムズ の パイ ロッ ト 、 ト ロワ ・ バ ー 
トン は 戦闘 を 中 止 し 、 ふ た り は 和解 する 。 その 後 カト 
ル は トロ ワ と 打ち 解け 、 友 と し て 「 オ ペレ ーション ・ メ テ 
オ 」 を 戦っ た の だ っ た 。 


あり が と う …… 僕 の サン ドロ ッ ク 但 
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カト ル は トロ ワ と 接触 後 、 さ ら に ヒイロ ・ ユ イ 、 デ ュ 
オ ・ マ ックス ウェ ル 、 張 五 飛 (チャ ン ・ ウ ー フ ェ イ ) と い 
う ガ ンダ ム の パイ ロッ ト た ちと 出会い 、 時 に 共闘 し な 
が ら OZ に 立ち 向 か - 『、OZ は カト ル ら ガン ダム 
を 利用 し て 地球 囲 統一 連合 と その 軍 に クー デ タ ー を 
起こ し た ほか 、 連 合 に 圧迫 され て コロ ニー 国家 群 を も 
その 支配 下 に 置 こう と する 。 カト ル を は じ め ガ ンダ ム の 
パイ ロッ ト た ち は 0Z に 追い 詰め られ て いき 、 さら に コロ 


ニー 国家 群 か ら も 敵 扱 いさ れ て し まう 。 コロ ニー 国家 
群 が 戦闘 に 巻き 込ま れる 可能 性 を 危 企 する カト ル は 、 
宇宙 へ の 帰還 を 決意 。 だ だ が 、 シ ャ トル の 発射 場 に も 
0Z が 現れ た た め 、 カ トル は サン ドロ ッ ク を 自爆 させ よ 
うと し た 。 する と サン ドロ ッ ク は 、 ま る で カト ル を 逃がす 
か の よう に コク ピッ ト の ハッ チ を 開い た 。 サン ドロ ッ ク の 
“意志 " を 読み 取っ た カト ル は 機体 か 脱出 し 、 シ ャ ト 
ル へ と 乗り 込ん だ の で ある 。 


僕 は に の ガン ダム で 、 


今 、 わか り ま し た 。 
学 赤 の 心 は 、 彼 だ っ た ん で すね 


も 不可 能 で ある と カト 
代 ル は きえ て いた . 


D6ES コ ロニ ー 


狂っ た 学 雷 の すべ て を 破壊 する 


宇宙 へ と 帰還 し た カト ル は 、 故郷 で ある L4 コ ロニ ー 
群 へ と 戻る 。 そこ で 彼 は 、L4 コ ロニ ー 群 の 発展 に 寄 
与 し て きた 父 ザ イー ド ・ ウ ィ ナ ー が 、0Z へ の 協力 を 要 
請 す る コロ ニー 上 層 部 と 対立 し て いる こと を 知る 。 非 
戦 主義 者 で あっ た ザイ ー ド は 、 自 身 が 保有 する 資源 
衛星 を モビ ルド ー ル 生産 基地 に 変え よう と する 彼ら の 
考え を 受け 入れ る こと が で き な か っ た 。 だ が 、 住 民 た ち 
も OZ に 味方 する 状況 と な る と 、 ザ イー ド は 資源 衛星 


オー スト ラリ ア 
» 


正気 を 取り 戻し た カト ル は 、 ヒ イロ と 共に OZ 月 面 基 
地 に 一 時 的 に 移送 され る 。 その 後 、0Z の 財団 派 と ト 
レー ズ 派 の 内 乱 が 勃発 し た こと で 処刑 の 危機 か ら 説 
し 、 ふ た り は 地球 へ と 活動 先 を 求め る 。 まず リリ ー ナ 
が 再興 し た サン クキ ング ダム へ 向かお うと する も 、 ロ ー 
ム フ ェ ラ 財 団 の 配下 と な っ た 国 の 将 宣 タ ウン ゼン ト の 
部 隊 に 捕らえ られ て し ま 、 彼 は カト ル と ヒイロ を 
将来 ある 若者 と し て 監禁 する こと な く 、 い つ で も 逃げ 


MO-I 軍 域 


サン クキ ング ダム で 完全 平和 主義 を 体感 し た の ち 、 
国家 の 崩壊 と 共に 再び 宇宙 へ と 戻っ た カト ル は 、 カ ガン 
ダム の パイ ロッ ト た ち を 中 心 に 結成 され た 「G] チー ム 
に 参加 する 。 そこ で 彼 は ガン ダム に よる 連携 を 指揮 す 
る な ど 、 指 揮 官 と し て も 才覚 を 発揮 し て いっ た 。 戦い 
は 彼ら を コロ ニー 側 の 過激 派 組織 ホワ イト ファ ング と 、 
ロー ム フ ェ ラ 財団 を 母体 と する 世界 国家 軍 を 交え た 
三つ巴 と な っ た が 、 カ トル は 傷つく こと を 怖 れ ず 正 面 か 


ブリ ュ ッ セル 


年 を 奪う 戦い な ら 、 も っ と 早く に 終わ っ て いま す 。 
で も 、 それ し じ ゃ 僕たち が 来 た 意 貴 が な いし じゃ な いで すか 


MO-I 宙 域 で 戦乱 が 終結 し て か ら 一 年 後 の 
A.C.196。 カト ル は 時 の 政府 で ある 地球 較 統 一 国家 
の 方 針 に 則り 、 ガ ンダ ム を 太陽 に 向け て 廃棄 し よう と 
し て いた 。 だ が 、 マ リー メイ ア ・ ク シュ リナ ー ダ を 指導 
者 と する 反乱 軍 が 突如 と し て 蜂起 し 、 統 一 国家 の 大 
統領 府 が ある ブリ ュ ッ セル を 占拠 し た の だ っ た 。 カト ル 
は 廃棄 し た ガン ダム を マグ アナ ッ ク 隊 と 共に 回 収 し 、 
デュ オ や トロ ワ と 共に ブリ ュ ッ セル へ と 降下 。 現地 で 


ご と 葬 ら れ て し まう の だ っ た 。 ザイ ー ド を 死に 追い や っ 
た OZ や 住民 た ち に 下り を 隠せ な い カ トル は 、 復 讐 を 
心 に 次 う 。 彼 は 、 か つて 危険 過ぎ る と の 理由 で 開発 
中 止 と な っ た ウイ ング ガン ダム ゼロ を 建造 し 、OZ の 資 
源 衛星 に 続き 、 武 装 し た コロ ニー も 破壊 し て いっ た 。 
0Z に 潜入 し て いた トロ ワ と ヒイロ が 制止 に 現れ た も の 
の 、 カ トル の 暴走 は 止ま ら ず 、 トロ ワ の 乗る ヴァ イエ イ 
ト ま で 行動 不能 に 追い 込ん で し まっ た の で ある 。 


出せ る 自由 な 環境 を 与え て いた 。 サン クキ ング ダム へ 
と 出発 する 準備 を 進め つつ 、 久 々 に 穏やか な 時 間 を 
過ごし た カト ル 。 ヒイロ か ら 「 動 物 は 優し い 奴 が 本 人 能 的 
に わか る 」 と の 理由 で 、 部 隊 の 飼い 犬 の 相手 を 任せ 
られ た 彼 は 、 そ の 優し さ が 戦場 で は 信 に な っ て いる の 
で は と 自身 に 問い 掛け る 。 それ を 聞い た ヒイロ は 戦い 
に 優し さ は 不要 と 告げ る 一 方 で 、 そ れ 以 外 の 時 間 に 
は 必要 で ある と 語り 、 カト ル を 否定 する こと は な か っ た 。 


ら 立 ち 向かっ て いっ た 。 その 中 で 世界 国家 軍 が 降伏 
る と 、 戦局 は ヒイロ と ホワ イト ファ ング の リー 
・ マ ー キ ス の 一 する か に 見 え 
、 そ の 戦闘 後 、 地 球 に リー ブラ の 破片 が 落 

する こと が 判明 。 「 成 功 の 見 込み は ほとん ど な い 。 
だ が 、 何 も し な いよ り は まし だ 」。 カト ル は 破片 破壊 の 
タイ ムリ ミッ ト が 近付く 中 、 ウ イン グ ガ ンダ ム ゼ ロ の ヒ イ 
ロ に 全て を 叔 け る の だ っ た 。 


Endless Waltz 


ルク レツ ィ ア ・ ノ イン や ゼクス ・ マ ー キ ス と も 合流 し 、 
反乱 軍 の サー ベン ト 部 隊 と 対 財 す る 。 乗 機 で ある ガ 
ンダ ム サ ン ドロ ッ ク 改 の 性 能 を 発揮 し つつ も 、 カ トル 
は 敵 バ パイ ロッ ト の 命 を 奪わ な いと いう 柳 を 自ら に 課 し て 
いた 。 非 戦 を 掲げ る 地球 園 統 一 国家 を 支持 し て いた 
カト ル は 、 そう し た 態度 を 貫く こと が 道理 だ と 考え た の 
で ある 。 結果 的 に カト ル ら の 行動 は 、 平和 を 求め る 市 
民 た ち を 立ち 上 が ら せ る きっ か け と な っ た の だ っ た 


軍 通 サン ライ ズ 
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機動 戦士 ガン ダム SEED C.E.73 A ASTRAY 


PERSONAL PROFILE ーー (M6S] 02 mw] 
マー シャ ン 追 撃 部 隊 


(Wide/ Vanveld/ Saas/ Hawin/ Gard) 


ファ ント ムペ イン に 利用 され た 
出世 を 狙う オー プ 下 毅 氏族 た ち 

C.E.73 に お ける オー ブ 連 合 首長 国 は 、 カ ガリ ・ 
ユラ ・ ア スハ が 代表 を 務め て いた も の の 、 オ ー ブ 五 
大 氏族 の ひと つ セ イラ ン 家 の ウナ ト ・ エ マ ・ セ イラ ン 
が 勢力 を 伸ばし 、 実 質 的 に 政治 を 取り 仕切 る よう に 
な っ て いた 。 その 結果 オー ブ は 地球 連合 と 同盟 を 結 
び 、 中 立 の 理念 は 地 に 落ち て し まう 。 そう し た 中 、 火 
星 (マー シャ ン ) の 使節 団 が 地球 較 を 訪れ 、 カ ガリ と 
設け る 。 連合 の 特殊 部 隊 フ ァ ン トム ペイ 
ン は マー シャ ン を ザフト と 同様 に 敵視 し て お り 、 追 撃 
部 隊 が 送り 込ま れる の : 折 し も カガリ は キラ ・ 
ら わ れ 不 在 で あり 、 連 合 に 与 す る ウナ ト は 
トム ペイ ン に 協力 し 、 マー シャ ン に 退去 を 勧告 
ー ブ 下 級 氏 族 の 5 人 が 出世 を 賭け 、 マー シャ 
ン を 追撃 する た め 編 制 さ れる 。 だ だ が 、 フ ァ ン トム ペイ 
ン に と っ て 彼ら は 捨て 駒 で し か な か っ た 


藻 名 導 ラ ユー キ S シ と の 
ば ご 惨 馬 人 さ ペー く < 


こ 取 り 入ろう と し 1 


CRN 4 


へ VN ニー 4 ぐい 


ワイド ・ ラ ビ 
A ブダ ガ 関連 ファ イル 

ファ ン フ ェ ルト ・ スウ ェ ン カル: バ ヤ ン 8G.0203 画 
リア リン セイ 

a 

剛司 GAT-01A2R 
105 ス ロー ター ダガー 

ホー スキ 


| ODN 
他 は 別 の 装 交 で 出撃 し た 。 
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HR 


PERSONAL PROFILE 


ワイ ド ・ ラ ビ ・ ナ ダ が 

ジャ ガー1 の コー ル サ イ ン を 持つ 下級 氏族 。 自信 家 
で 、 老 儀 の 際 に フリ ー ダ タム ガン ダム か ら 花 嫁 の カガリ を 
守れ な か っ た ユウ ナ ・ ロ マ ・ セ イラ ン に 代わ り 、 出 世 し 
て カガリ の 夫 に な ろう と 野心 を 抱い て いた 。 そん な 夢想 
は 半ば 果 れ て いた が 、 ワ イド は 意外 に 
〈、 マ ー シ ャ ン を 追撃 し た 際 に 自分 が カ を 温存 する よう 
回 り 、 タ ー ゲ ッ ト が 静 ま っ た と ころ を 狙い 、 と とどめ を 
刺 そ うと 目論ん で いた 。 だ が 、 ス トラ イク ノワ ー ル と マー 
シャ ン の デル タ ア スト レイ が 相討ち で 損傷 し た 直後 、 ワイ 
ド 機 の コン トロ ー ル と 装備 し て いた |.W.S.P. が スト ライ ク 
ノワ ー ル に 奪わ れ 、 て いよ く 利用 され て いた こと に 気付 
く 。 その 後 セ イラ ン 家 は 失墜 し た た め フ ァ ン トム ペイ ン に 
取り 入る 意味 は 失う も の の 、 復 讐 に 燃え る ファ ン フ ェ ルト 
と 、 ガル ド の 信 を 討 と うと する サー ス に 付き 合い 再び マー 
シャ ン に 戦い を 挑む 。 戻る 場所 も な いた め 沙 ちる と ころ 
まで 落ち る の も 面白 いと 一 時 考え て いた が 、 デ スト ロイ 
ガン ダム に 乗る ファ ン フェ ルト が 倒さ れ た こと で 、 無 駄 に 
命 を 捨て る の も 馬鹿 らし いと マー シャ ン か ら 手 を 引い た 。 


ファ ン フ ブフ ェ ルト ・ リ ア ・ リ ン ゼ イ 


「 オ ー ブ の 騎士 」 を 自称 する プラ イド の 高い 下級 氏族 
で 、 コ ー ル サイ ン は パン サー2。 マー シャ ン の 追撃 任務 
を 出世 の チャ ンス と 考え 、 ワ イド と 手柄 を 争っ て 先陣 を 
切っ た 。 得意 と する 二 刀 の ビー ム サ ー ベ ル で デル タ ア 
スト レイ を 押す が 、 ヴ ォ ワ チュ ー ル ・ リ ュ ミ エー ル で 強化 
し た こと を 見 て 取り ワイ ド と 挟み 撃ち を 狙う 。 だ が 、 力 を 
温存 し よう と し た ワイ ド が パワ ー 切 れ を 装い 戦線 離脱 し 
た た め 撃 隊 さ れる 。 この 時 、 顔 に 傷 を 負っ 
ルト は 狂気 に 陥り 、 復讐 の た め 再 戦 を 望む 
に 派遣 され た ファ ント ムペ イン (エミ リオ ・ ブ ロ デ リ ッ ク と 
ダナ ・ ス ニッ プ ) に 協力 。 デス トロ イガ ンダ ム を 与え られ 
て 出撃 する が 、 マ ー シ ャ ン の 新型 ター ン デ ル タ に 倒さ れ 
て し まう 。 結局 ファ ン フェ ルト は 、 エ ミリ オ と ダナ に と っ て 
マー シャ ン の 戦力 を 量 る た め の 捨 て 駒 で あっ た 


サー ス ・ セ ム ・ イ ー リ ア 

ガル ド と 一 緒 に 後方 か らち マー シャ ン の 宇宙 船 アキ ダリ 
ア を 狙う サー ス は 、 水 中 を 密か に 移動 し て きた マー シャ ン 
の 同行 者 、 ザ フト の アイ ザッ ク ・ マ ウ が 駆る ケル ベロ ス 
バク ゥ ハウ ンド の 礎 器 を 受け る 。 ガル ド に 底 わ れ て 逃げ 
延び た サー ス は 、 似 を 討 と うと ファ ン フ ェ ル ト の . に 参 
加 す る が 、 フ ァ ン フェ ルト が 倒れ た 際 に 「 生 きよ う ぜ 、 ガル 
ド の 分 まで な 」 と ワイ ド か ら 諭 され て 離脱 する の だ っ た 。 


ホー スキ ン ・ ジ ラ ・ サ カト 
サー ス と ガル ド が アキ ダリ ア に 砲撃 を 仕掛 け て いる 間 、 
水中 か ら 接 近 し つ つ ア ンカ ー で 動き を 止め 、 直 接 母 艦 を 
叩く 戦術 を し か し 、 支 援 砲撃 を 担う 仲間 が 撃破 
され て 劣勢 と な る 中 、 護 衛 が MA1 機 だ け の 敵 母 艦 を 沙 
と すこ と に 勝機 を 見 出す 。 だ が MA は 変形 し て MS 形態 
と な り 、 傷 っ て いた ホー スキ ン は 一 撃 で 海中 に 没 し た 。 


ガル ド ・ デ ル ・ ホ クハ 


与え られ た 砲撃 戦 用 の ドッ ペル ホル ン 装 備 で は な く 
砲撃 と 補給 を 両立 し た ライ トニ ング スト ライ カー を 選ん だ ガ 
ルド は 、 サ ー ス と 支援 に 徹する 。 そこ を ケル ベロ スパ クゥ 
ハウ ンド に 奇襲 され 、 近 接戦 闘 に 不利 な 装備 で あっ た こ 
と か 5 劣勢 と がり 、 底 っ た サー ス を 送 が し て 死ん で ゆく 


人 A サー ス - セ ムイ ー リ ア 


[D105 スロ ー タ ー タ カー 


MORE INFO! 


ファ ント ムペ イン の ホアキン 隊 か ら 要 請 を 受け た オー ブ の 実 
質 的 な 権力 者 ウナ ト は 、 自 国 に 滞在 する マー シャ ン 使節 団 に 
兵 を 差し 向け る 。 この 追撃 部 隊 は 、 ホ アキ ン 隊 か ら 派遣 さ 
た スウ ェ ン を 指揮 官 と する オー ブ 下 級 氏族 で 編制 され て し 
は 汚れ 仕事 を 担う ファ ント ムペ イン を 門 ん | 
ン と の 共倒れ を 望ん で いた 。 下級 氏族 は ウナ ト に 
て も 捨て 胞 で 、 も と より 出世 の 機会 は な か っ た の で ある 


ファ ント ムペ イン の ホ ア 


を 退去 させ 、 追 四部 内 
を 送り 入 ん だ 


上 B ホー スキ ン ・ ジ ラ ・ サ カト 


じじ ガル ド ・ デ ル ・ ホ クハ 


セイ ラン 


て いた 。 ザフト の オー プ 侵 


攻 の 陣 に 命 を 落と す 
画 ホアキン 
スウ ェ ン ら を 部 下 に 持 
つ フ ァ ン トム ペイ ン の 指 


探 官 。 DSSDF ロ ヤス 


碑 、 座 乗 艇 ナナ バル ク 
を 撃沈 され 戦死 し た 


a サン ラズ 168-16 
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機動 戦士 ガン ダム 


本 02 si dn 


ww » や や PROFILE 
ギ 1! ルン ・ ザビ 3 
所 属 ジオ ン 公国 軍 
階級 総帥 (大将 を 兼任 
出身 サイ ド 3 


ZEON 


Gihren Zabi 技能 指導 者 


た 


と 願う デ ギン の 意向 を 無視 し 、 ガ ル マ を 犬 死に の ま 
ら せ な いと し て 政 導 


デ ギ ン の 肖像 画 を 育 に する ギレ ン 。 デ ギン に よる ジオ ン 公国 の 建 
に 参加 し 、 そ の 政争 の 中 で 頭角 を 現し て 指導 者 の 地位 に 就 いた 。 


関連 ファ イル 


FG.02.33 
FG-0237 


サ 提 を 置く ス 
ス ・ コ ロニ ー 国 家 。 国政 の 


在 と その 選民 思想 は 、 一 年 
計 和 半 を に 給 ま る 散々 の 役 入 の 
半 輸 A 四 と も な っ た 


Gi9o ら , 


に キ 独裁 者 的 な 手腕 と 思想 


ジ ォ ン 公国 を 牽引 し た 非凡 な 才能 


戦争 の 長期 化 に , 
下 を 抑制 し よう ど 


求め た ギレ ン は 、 ノ 
の 永 追 の 存続 の た めど 


し 、 エ リー ト に よる 終 治 と 


MORE INFO! 


ジオ ン 公 国軍 の 組織 に お いて は 、 ギ レン の 直下 に 総帥 府 
が 置か れ 、 総 本 直属 の 秘書 官 や 特務 士官 など が 様々 な 任 
季 に 当たっ た 。 その 代表 的 な 人 物 が セシリア ・ ア イリ ー ン で 
あり 、 ギレ ン の 第 一 秘書 を 務め た と され て いる 。 また 、 第 603 
技術 試験 隊 に 配属 され た モニ ク ・ キ ャ ディ ラッ ク 特務 大 尉 も 、 
総 全 府 に 所 属す る 士官 の ひと り で あっ た 。 


セシリア と 同じ 総帥 府 に 
た モニ ク ・ キ ャ ディ フッ ク 。 秘書 
官 と し て ギレ ン を 本 佐 す る 以外 に 
も 、 直 僅 を 帯び で 外郭 に 派遣 
れる ケー ス も あっ た 。 


ア ・ パ バオア ・ ク ー 攻 防 座 


肛 秩 し た こと を 知っ た キ 手 で 時 条 さ れ 、 合 を 落 ど 


軍 の 制服 を 着用 し 
身長 は 190cm 


だ っ た が 


£3 


ギレ ン ・ ザ ビ の 第 一 秘書 Sy / 


セシリア ・ ア イリ ー ン 

ギレ ン の 愛人 され る 秘書 
記 。 一 本 に は 、 寺 各 府 の 重 銀 と し 
て ギレ ン 晴 条 計画 に 関与 し 、 反 ギ 
レン 派 の 摘発 と 二 清 に 尽力 し た と 
も 言わ れ て いる 
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機動 戦士 ガン ダム UC 


(wg 上 D2 se D25 
ォ ー ド リー・ バ ー ン a 


(ミネ バ ・ ラ オ ・ ザ ビ ) 出身 サイ ド 3・ 宇 宙 要 委 
人 心 窟 握 力 、 指揮 能 
Audrey Burne (Mineva Lao Zabi) 


協力 を 迫る る 断固 と し て 拒絶 する 姿勢 を 示し た 


関連 ファ イル 


503 
UG-02-15 
UC-02-16 


ネエ ェ ル ・ ア ー ガ マ 
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機動 戦士 


PERSONAL PROFILE m02 ser D2s 


AA 
IIE 
的 東 を 尽 ん OCG 時 やせ 7 


フロ ンタ ル と 祥 を 分 か っ た ミネ パ の 信念 


較 記 錠 條 地 に 示さ れ た ミネ パ の 行動 


| の 真実 を 知る 
/ タル の 対決 を 見 


ネェ ル ・ ア ー ガ マ で フロ 


サン 


x 169-16 


機動 武闘 伝 G セ ガン ダム 


ne02 mmlH7 
サイ ・ サ イシ ー 編 


Case of Sai Saishi 


ネオ チャ イナ か ら 選 出さ れ た 武闘 家 サ イ ・ サ イシ ー は 、 ファ イト の 中 で 大 
き な 成 長 を 遂げ て いく 。 


歴 皮 に 巡 s = 
BS の 4 jo 


少林 寺 再 興 を 託さ きれ た 少年 武闘 家 が 
ガン ダム ファ イト で 得 た 、 戦 い の 意味 と 真 の 友情 


~ 


イト で 、 ド モン を 大 い 
ある 


し 


ネオ チャ イナ 代表 の ガン ダム ファ イタ ー、 サイ ・ サ イ 
シー は 、 第 13 回 ガン ダム ファ イト に 参加 する た め 地 球 
へ と 降下 し た 。 『、 降 下 時 に 愛 機 ドラ ゴン ガン ダム 
と 離れ 離れ に な っ て し まう と いう 不測 の 事態 に 直面 し 
て し まう 。 サイ シー は 機体 を 回 収 す る た め 、 ネ パ 
ン 代 表 の ドモ ン ・ カ ッシュ に 接近 。 彼 を 利用 する こと 
で 、 機 体 を 奪取 し た 盗賊 団 の アジ ト へ の 潜入 に 成功 
する 。 無事 に 機体 を 取り 戻し た サイ シー は 、 続い て ド 


よ ! 帰り た いよ ! 
こん な の ガン ダム ファ イト と 関係 な いよ っ ! 


モン の 乗る シャ イニ ング ガン ダム と の ガン ダム ファ イト 
に 臨む 。 ファ イト は 互い に 譲ら な か っ た が 、 ド モン が 必 
殺 技 「 シ ャ イニ ング ・ フ ィ ン ガ ー」 を 繰り 出し 、 勝 負 に 
出る 。 ドラ ゴン ガン ダム の 頭 部 に 掌 を 突き 付け られ 、 
万 事 休 す と 思わ れ た サイ シー。 だ が 、 頭 部 後方 か ら 
伸び る 商 髪 が シャ イニ ング ガン ダム の 頭 部 に 巻き 付 
いて いた 。 これ を 把握 し た ドモ ン は 、 予 選 敗 退 を 避け 
る べく 手 を 引き 、 ファ イト は 引き 分 け に 終わ る 。 


舗 和 実 有 し 
ル と の 戦い 


タダ ハー 
も 勝利 
た 


169-17 


ドモ ン と の ファ イト を 終え た サイ シー は 、 お 目付 け 役 で 
共に 、 地 球 各 地 を 巡っ て いた 。 そし 
* オ エジプト で 、 彼 は 謎 の ガン ダム に ファ 
イト を 仕掛 けら れ 、 誤 っ て コク ピッ ト を 破壊 し て し まう 。 
だ が 、 同 時 期 エジプト に 到着 し て いた ドモ ン は 、 
同じ 特徴 を 持つ ネオ エジプト 代表 の MF は 何者 か に す 
に 破壊 され て い る 。 幽霊 や お 化け の 類 が 大 
の 苦手 で あっ た サイ シー は この 話 に 居 え 、 事 態 の 解 


決 に 乗り 出し た ドモ ン に 同行 する こと も 当初 は 拒否 し 
た 。 恵 雲 & 瑞 山 に 叱 呼 され た 彼 は 、 渋々 ドモ ン に 同行 
する と 、 か つて ガン ダム ファ イト に 参加 し て いた ダ ハ ー 
ル ・ ム ハマ ンド が 、DG 細 胞 に よっ て 復活 し て いた 事 
実 を 突き 止め る 。 ダ ハ ー ル は か つて サイ シー の 祖 
ファ イト で 敗れ て お り 、 そ の と き の 悔 し は か ら サイ シ 
迫っ て いた の だ 。 彼 を 葬る に は ファ イト を 受け て 立つ し 
か な いと サイ シー は 考え 、 勝信 を 挑 ん だ の だ っ た 。 


ギア ナ 高 地 


この オイ ラ に も 今さら 修行 し ろだ っ て ? 
年 寄り の 心配 性 に は つい て いけ ね ぇ や ! 


散 も 近い セシル に 対 


ネオ エジプト で の 一 件 で 精神 面 の 憎 さ を 克服 し た 
か に 見 えた サイ シー だ が 、 ネ オシ ンジ ュ ク で DG 細胞 
に 感染 し 、 デ ビル ガン ダム の 手先 に こと で 、 ス 
ラン プ を 迎え る 。 シャ ッ フ ル 同 盟 に よっ て DG 細 胞 か ら 
は 解放 され た サイ シー で あっ : ファ イト に 気 が 向 か 
ず 、 無 気力 な 状態 と な っ た の た それ を 危 怖 する 
瑞 山 と 恵 雲 は サイ シー を ギア こ 連 れ 出 し 、 特 
訓 を する よう に 要求 する 。 だ 


だ か ら 見 て いて よ ! 


が 開催 され る ネオ ホン コン へ と 移動 し た 。 決勝 大 会 
に は 、 こ れ ま で 以上 の 強敵 が 多数 参加 し て お り 、 サ 
イシ ー も 気 を 引き 締め て いた 。 8 
街 を 散策 中 、 チ ン ビ ラ に 絡ま れ て いる ひと り の 少女 
セシル ・ ホ ル ガ ー を 助け た こと で 、 予 想 外 の 事態 が 
発生 する 。 サイ シー が セシル に ひと め 惚 れ し て し まっ 
た の だ 。 し か も セシル は 、 次 の 対戦 相手 で あっ た ハン 


ネオ ホン コン 


ひと つ だ け お 願い が ご ざい ます ! 
それ は 、 少林 半 の 再興 で ご ざい ます ! 


アニ キ は オイ ラ た ち に 、 


決勝 大 会 で も 順調 に 結果 を 残し て いた サイ シー に 、 
つい に ビッ グマ ッ チ が 訪れ る 。 ネオ ジャ 
ン と 、 予 選 会 (サバ イ バ ル イレ ブン ) 以来 の 再戦 が 組 
まれ た の だ 。 その ファ イト の 直前 、 サ イシ ー は 偶然 に 
も 、 病 に 倒れ 志 半 は で 亡くな っ た 父 サ イ ・ ロ ン バ イ の 
遺書 を 発見 する 。 そこ に は 、 自 身 が 成し遂げ られ な か っ 
た 少林 寺 再 異 へ の 熱い 想い と 、 サ イシ ー へ の 期待 が 
記さ れ て いた 。 父 の 想い に いた く 感 動 し た サイ シー は 、 


と し な か っ た サイ シー は これ を 取り 合わ ず 、 さ ら に 焦り 
か ら ネ オロ シア 代表 の アル ゴ ・ ガ ルス キー へ 強 3 
ファ イト を 兵 む な ど 、 自 ら の 弱 さ と 向き 合わ な い 日 々 が 
続い た 。 だ が 、 アル ゴ と 交流 を 持っ た こと で 、 スラ ンプ 
か ら 目 を 背け て いた こと を 悟り 、 気 合い を 入れ 直し た 。 
これ を 契機 に 以前 の よう な 勇敢 な ファ イト スタ イル を 
取り 戻し た サイ シー は 、 直 後に 行っ た アル ゴ と の ファ イ 
ト で 互角 以上 の 戦い を 繰り 広げ た の だ っ た 。 


セシル ! 


ス ・ ホ ル ガ ー の 妹 で あり 、 サ イシ ー が ファ イト で ハン ス 
の 機体 を 破壊 し て し まう と 、 必 然 的 に セシル も 故郷 へ 
帰っ て し まう 状況 と な る 。 初め て の 恋 に 舞い 上 が る サ 
イシ ー は 、 セ シル と 離れ た く な い ば か り に ファ イト に わざ 
と 負け る こと すら 頭 を よぎる セシル に その 考え 
を 諫 め られ る と 、 全 力 で ハン ス と 戦い 勝利 を 得る 。 そ 
の 結果 、 ハ ンス と セシル は 共に 帰国 。 サイ シー は セ シ 
ル の 励ま し に 応え る べく 、 大 会 の 制覇 を 訴 う の だ 


これ まで 以上 に 鍛錬 に 打ち 込み 、 ネ オチ ャ イナ 宗 王 
に も 、 大 会 制 郵 の 暁 に は 、 少 林寺 再 異 を 実現 し て 欲 
し い と 直訴 し た の で ある 。 そし て 迎え た ドモ ン と の 
ファ イト で は 、 少 林寺 の 究極 奥義 で あり 、 自 身 に も 大 
き な 負 担 の 掛か る 必殺 技 「 真 ・ 流 性 胡蝶 剣 」 を 繰り 
出し 、 勝 利 へ の 飽く な き 軌 念 を 見 せ た 。 だ が 、 ド モン 
が 操る ゴッド ガン ダム の 「 爆 熱 ゴッド : フ ィ ン ガ ー| に よっ 
て 返り 討ち に され 、 惜しく も 敗れ 去っ た の だ 


臭 の ファ イタ ー の 殿 び を 教え て くれ た ! 


ネオ ホン コン で の 決勝 大 会 を 乗り 切っ た サイ シー 
は 、 つ い に 優勝 者 を 決め る ラン タオ 島 で の バト ルロイ 
ヤル に 参加 し た 。 だ が 、 ラ ンタ オ 島 で は DG 細 胞 に 感 
染 し た 武闘 家 と その MF が 猛威 を 振る っ て お り 、 サ イ 
シー も その 対応 を 余儀 な くさ れる 。 新生 シャ ッ フル 同 
盟 の 一 員 と し て 、 勝 利 より も 世界 を 守る こと の 大 切 さ 
を 理解 し て いた 彼 は 、 デ ビル ガン ダム 四天王 の 1 機 、 
ガン ダム ヘブン ズ ソ ー ド に 臣 撃 され た ドモ ン を アル ゴ と 


共に 支援 し 、 ドモ ン だ け を 戦場 か ら 離 脱 さ せる 。 その 
後 、 サイ シー と アル ゴ は 共闘 し 、 ガ ンダ ム へ ブン ズ ソ ー 
ド に 迫っ た の だ っ た 。 それ は 大 会 制覇 を ドモ ン に 譲る 
こと を 意味 し て し 「 ア ニキ 」 と し て 慕う ドモ ン か ら 
武闘 家 と し て の 心構え や ファ イト の 楽し さき を 知っ た サイ 
シー に 悔い は な か 結果 的 に 戦友 と いえ た アル 
ゴ と の 連携 に より 、 へ ブン ズ ソ ー ド を 撃破 する こと に 
成功 し た の : 


だ っ た , 
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Argo Gulskii 


戦う こと し か 許さ れ な か っ た 
元 宇宙 海賊 の リー ダー 

世界 各国 か ら 個性 的 な 武闘 家 が 集まっ た 第 13 回 
ガン ダム ファ イト の 中 に あっ て 、 囚われ の 身 と いう 特 
狐 な 立場 か ら 大 会 に 参加 し た 人 物 が 、 ネ オロ シア の 
アル ゴ ・ ガ ルス キー で ある 。 以 前 は 宇宙 海賊 の リー 
ダー と し て 宇宙 較 に その 名 を 共 か せ た 彼 は 、 あ る 事 
故 の 影響 も あっ て 連合 警察 に 逮捕 ・ 拘 束 さ れ て し 
まう 。 投獄 され た 彼 で あっ た が 、 ガ ンダ ム フ ァ イト の 
制覇 を 目 論 お ネオ ロシア 政府 が 、 驚異 的 な 香 力 を 誇 
る アル ゴ に 注目 。 優勝 すれ ば 部 下 を 釈放 する と いう 
条件 で 彼 を 表し 、 ガ ンダ ム フ ァ イタ ー へ と 仕立 て た の 
だ っ た 。 、 囚 人 で あっ た アル ゴ に 自由 は 与え られ 
な か っ た 。 脱走 を 企 て な いよ うに する た め 、 フ ァ イ ト 
以外 で は 腕 部 を 拘束 され 、 さ ら に 胸 に は 爆弾 まで 仕 
掛け られ て いた の で ある 。 あま り の 不 自由 さ に 慎 り を 
覚え な が ら も 、 ア ル ゴ は 仲間 を 解放 する と いう その 一 
念 だ け で ガン ダム ファ イト を 戦い 続け た の た 


D 界 NE 海賊 で 
殺 岳 を 犯さ ず 、 
学 を 持っ て い 


俺 の 仲間 た ち を 部 う た め 
負け る わけ に は いか な い ! 


ト の 予選 会 で ある 「 サ バイ パル イレ ブ 
アル ゴ は ドモ ン と 拳 : 実力 と 
漂わ せる ド 
革 家 と し て の 闘争 本 能 に 
的 な 


ンダ ム (DG) 細胞 に も 
部 の 角 を 上 すい 


ほか 、 ライ バル で も ある ドモ 

島 で の 決勝 パ \ ル ロイ ヤル に 進出 する 

援 わ 自身 の 目標 を 3 

胆 す る アル ゴ 。 一 方 いい の 中 で クル ー の ナス ター シャ 
フル 同盟 の メン バー と は 、 仲間 


と る 、 ナス 
ウル ペ の 反乱 の 
定 。 夫 度 も 苦境 


ネオ ロ 
脱走 し な いた め 


部 下 の た め な 
アル ゴ の 実直 さ は 、 ナ 


ーI を 降下 させ る 
ーー at 


MORE INFO! 


画 ナス ター シャ ・ ザ ビ コ フ 
ネオ ロシア の ガン ダム ファ イト クルー. で ある アル ゴ に 対し 当 
初 は 滅 格 に 接し て いた が 、 の ち に 心 を 開い て いく 。 ウル ペ の 反乱 時 
に は 、 各 国家 の クル ー た ち を 統率 し 、 新 生 シ ャ ッ フ ル 同 盟 を 支え た , 
手 に は 常に 如 を 持ち 、 骨格 
た 振る 舞い を | 
アル ゴ と の 交流 の 
な 表情 を 見 せ て 


セク シー な 


チャ イナ ドレ スズ を 基 有 し て アル ゴ と 人 
事 を 共に し た 。 ナス ター シャ な り の 大 


(の 対 ド モン 戦 の 


アル ゴ と 


る 


に 連合 警察 に 拘束 され 、 そ の 
後 ネオ ロシア コロ ニー の 刑務 所 に 収監 され て 
いた 部 下 た ち 。 アル ゴ に 列 い 信頼 を 寄せ て い 
、 アル ゴ の 戦意 を 高 掲 


地球 へ と 降下 させ られ た 


サバ パイ バ ルイ レブ 
ら 、 ド モン や グ 
敵 と 替 を 交え 


デビ ル ガ ンダ ム 四天王 の 1 機 で 
あっ た ガン ダム へ ブ ンズ ソ ー ド を 
3 


アル ゴ の クル ー プ アル 


の 移ら 


宣 通 サン 


tx 170-14 


月 と 地球 を 平等 に 愛し た ムー ン レ ィ ス 
両替 力 の 和解 に 向け た 長き 戦い の 軌跡 


戦乱 の 拡大 を 抑え よう 
と た 


月 の 女王 ディ アナ ・ ソ レル が 推進 する 地球 帰還 計 
画 は 、 正 暦 2345 年 に 本 格 的 に スタ ー ト し た 。 その 2 
年 前 、 地 球 環境 を 調査 する 目的 で 地球 に 降り 立っ た 
調査 隊 メ ン バ ー の ひと り が 、 ロ ラン ・ セ アッ ク で ある 。 
彼 は 北ア メリ ア 大 陸 イ ング レッ サ 領 の 富豪 、 ハ イム 家 
に 鉱山 夫 と し て 潜入 し 、 地 球 環境 を 調査 し て いた 。 そ 
の 中 で ロラ ン は 地球 の 豊か な 自然 に 圧倒 され 、 さ ら に 
人 々 の 温か さ に も 触れ て いく 。 地球 で の 生活 に すっ か 


北ア メリ ア 大 陸 


人 の 命 を 大 事 に し な い 人 と は 、 
誰 と で も 戦い ます ! 


LM m02 wl 


ロラ ン ・ セ アッ ク 編 
Case of Rolan Cehack 


地球 の 美 し さ に 心 惹か が れ た ムー ン レ ィ ス の ロラ ン ・ セ アッ ク は 、 故郷 で 
ある 月 と 地球 と の 和平 を 目指 し て V ガ ンダ ム を 操っ た 。 
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り 馴 染 ん だ 彼 は 、 ム ー ン レ ィ ス に よる 本 格 的 な 人 植 を 
待ち 望ん で いた の で ある 。 だ が 、 月 の 部 隊 デ ィ ア ナ ・ 
カウ ンタ ー が 降下 する と 、 両 者 の 話し 合い は 上 手 くい 
か ず 、 イ ング レッ サ 領 の 軍隊 「 ミ リ シ ャ ] と 交戦 状態 に 
陥る 。 ロラ ン は 両 勢力 の 交戦 を 食い 止め る べく 、 神像 
ホワ イト ドー ル の 中 か ら 姿 を 現し た 謎 の 機体 ツガ ンダ ム 
を 運用 。 ミリ シャ の 兵 と し て 、 地 球 民 と の 戦闘 も 辞 さ な 
い デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター に 自制 を 求め た の だ っ た 。 


記 NOCIS CHRONCLE 較 
THROVGH LAURA 
EARIH-t0OtI RELATIONS 


/ 
FEACEFULLY CONECT 5 


調査 隊 の メン バー で 、 
新聞 | ノッ クス ・ ク ロニ 
タル | の 記者 で あっ た 


間 に そ の 内 容 が 両替 
に 知れ 渡っ た 。 


170-15 


ムー ン レ ィ ス と 地球 民 の 対立 を な ん と か 回 避 し よう 
と する ロラ ン で あっ た が 、 戦 乱 は 徐々 に 拡大 の 様相 
を 呈す る 。 地球 に 降下 し た 女王 ディ アナ 主催 の 懇親 
会 に 「 ロ ー ラ ・ ローラ] と いう 女性 に 折 し て 出席 する な 
ど 、 戦闘 で な い 場 面 で も 尽力 し た ロラ ン 。 だ が 、 デ ィ 
アナ ・ カ ウン ター と 共に 降下 し た ムー ン レ ィ ス 帰還 民 
と 、 地 球 民 と の 小競り合い を 彼 は 目撃 し て し まう 。 地 
球 民 は 、 ム ー ン レ ィ ス の 製 来 に よっ て 土地 を 奪わ れ た 


と 慎 低 し 、 ま だ 幼い 子供 が いる 帰還 民 の 家族 に も 黒 
声 を 浴び せ て いた 。 この 様子 に ロラ ン は 我慢 な ら ず 、 
自身 が ムー ン レ ィ ス で ある こと を つい に 告白 し た の で あ 
る 。 ミリ シャ の 一 員 と し て これ まで 活躍 し て いた 彼 の 告 
白 は 、 ミ リ シ ャ と ディ アナ ・ カ ウン ター の 双方 に 大 き な 
衝撃 を 与え た 。 だ が 、 こ の 告白 以降 も ロラ ン は ミリ シャ 
側 か ら 対 立 に 介入 し 、 戦 闘 の 拡大 を 回 避 す る ペ べく 赤 
走 し た の だ っ た 。 


北ア メリ ア 大 陸 


た っ た 2 年 で し た けど 、 例 は 地 人 に な れる と 選 っ て いま すし 、 
それ で も る 、 ディ アナ 様 を 敬う 心 も る 忘れ られ ませ ん 


ムー ン レ ィ ス と 地球 民 と の 対立 の 結果 、 女 王 デ ィ ア 
ナ は 当初 予定 し て いた サン ベル ト 地 問 へ の 入植 


を 中 止 する が これ は 、 ディ アナ ・ カ ウン ター 内 部 
の 動揺 を 誘う 結果 と な り 、 事 態 は より 複雑 化し て いっ 
た 。 一 方 で ロラ ンド シャ と 共に 行動 し て いた ハイ 


ム 家 の 長女 キ エ ル ・ ハ イム が 、 女 王 ディ アナ と 入れ 
替わっ て いる こと を ディ アナ 本 人 の 口 か ら 聞か され て 
いた 。 以降 、 ミ リ シ ャ 側 で 唯一 その 事実 を 知る 者 と し 


シャ は 、 封印 され た 過去 の 文明 の 遺産 が 眠る と 
され る マウ ン テ ン ・ サ イク ル か ら 機 械 人 形 を 発掘 し 、 
戦力 を 増強 し て いた 。 彼ら は さら に 宇宙 船 ウィ ル ゲ ム 
を 据 り 出し た こと で 、 ム ー ン レイ ス の 拠点 で ある 月 へ の 
上 陸 を 読み る 。 マニ ュー ビ : 


め て の 宇宙 空間 
力 を 失っ て いた 。 唯一 の ムー ン レ ィ ス で あっ た ロラ ン 


人 の 手 衝 が 生み 量 し た も の な ら 、 
人 を 毅 っ て 見 せろ ! 


クト レー ガー を 用 いて 月 の 周辺 宙 域 に 辿り 着い 
は 、 月 の 武 門 ・ ギ ン ガ ナム 艦隊 に 所 属す る 
MS 部 隊 、 マ ヒロ ー 隊 の 笛 撃 を 受け る 。 ロラ ン は V ガ 
ンダ ム で 出撃 し て その 対応 に 出る が 、 マ ヒロ ー 隊 の 
攻撃 に よっ て アス テロ イド コロ ニー 「 ミ スル トゥ ] が 破 
壊さ れ 、 そ の 残骸 が 月 の 都市 「 フ ォ ン ・ シ ティ 」 に 落 
下す る コー ス を 辿る 。 この まま で は 、 二 十 万 人 も の ムー 
ン レ ィ ス が 住む 都市 に 甚大 な 被害 が 起き る ーー そう 


北ア メリ ア 大 陸 


今 の 地球 を 破 媛 する 必要 な ん て 、 
“ こ に も な いん で す よ ! 


核 弾頭 を 使用 し て 「 フ ォ ン ・ シ ティ ] を 救っ た ロラ ン 
の 兵 た ちと 共に 月 の 首都 ゲン ジ ガ ナム に 上 
陸 。 ミリ シャ は ギン ガ ナ ム や 月 の 政治 を 司る 執政 官 ア 
グリ ッ パ ・ メ ン テ ナ ー と 交渉 を 行う ち も 、 ウ ィ ル ゲ ム の 実 
質 的 な 指揮 官 で あ エン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド 
が ギン ガ ナ ム と 手 を 結び 、 地球 へ と 降下 する 。 突如 と 
し て 仲間 を 裏 切 エン の 行動 に 慎 り を 覚え た ロラ 
ン も 、 残 され た ャ の 兵 や ディ アナ ら と 共に 地球 へ 


て 、 キ エル に 拐 し た ディ アナ の 護衛 に 就 いて いた ロラ 
ン 。 その 中 で 彼 は 、 入植 が 進ま な い の は 、 帰 還 を 名 
ず ぎ 過 ぎ た 自 分 の せい で は な いか 一 一 と 想い 悩む ディ 
アナ の 姿 を 見 る こと に な る 。 か つて の 帰 選 時 に 地球 
へ と 残し た ムー ン レ ィ ス の 子孫 レッ ト 隊 の 不遇 を 見 て 、 
ディ アナ は より その 想い を 強く する 。 だ が 、 ディ アナ の 
方 針 に 問題 が あっ た わけ で は な いと 、 ロ ラン は 地球 で 
充実 し た 日 々 を 送っ て いた 立場 か ら 伝え た の だ っ た 。 


は 、 地球 と は 大 きく 異な る 宇宙 の 危険 性 を 周知 させ よ 
うと 努め る 宇宙 船 を 月 へ と 射出 する 「 ザ ッ ク ト 
レー ガー」 に て ディ アナ ・ カ ウン ター と ニア ミス する と 、 
兵 た ち が MS で 出撃 し よう と する 。 ロラ ン は これ 
調子 で 制止 し 、 慎 重 な 行動 を 要求 し 
れ で も 宇宙 環境 5 
し 、 酒 樽 を 使っ て 地球 に 帰還 し よう と する 者 まで 現れ 
た た め 、 ロラ ン は 頭 を 悩ま せ た の だ っ た 。 


考え た ロラ ン は 、 残 骸 を 破壊 する た ロス ト ・ マ 
ウン テン で 回 収 し て いた 核 弾頭 の 使用 を 決意 する 。 
ウィ ル ゲ ム や レッ ト 隊 の キャ ン サ ー・ カ フカ 、 ム ロン ・ 
ムロ ン と 連携 し た 彼 は 、 タ ー ン X で 現場 に 現れ た ギン 
ガ ナ ム 艦隊 の 指揮 官 ギ ム 人 ・ ギ ン ガ ナム を 退避 させ る 
と 、 核 弾頭 を ミス ルト ゥ の 残骸 に ぶつ ける 。 この f 
は 見 事 成功 し 、 落 下す る ミス ルト ゥ の 残骸 は 消滅 
フォ ン ・ シ ティ は 被害 を 免れ た の だ っ た 。 


と 降下 。 北ア メリ ア 大 陸 を 躍 嘩 する ギン ガ ナ ム 交 隊 
の 横暴 を 阻止 し よう と する 。 そし て 戦い は 、 闘争 本 能 
に 目覚 め た ギン ガ ナ ム の ター ン X と 、 ロ ラン の V ガ ンダ 


| の 戦い は 、 互い の 機体 
か ら 月 光 蝶 を 発動 する まで に な る が 、 最 後 は ロラ ン の 
想い が ギン ガ ナ ム に 勝る の だ っ た , 


介 通 サンライズ 
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機動 戦士 ガン ダム UGC 


PERSONAL PROFILE a 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 乗員 ② 語 


NAHEL ARGAMA's Crew 
様々 な 思惑 に 翻 非 され た ルミ ヒロ ・ 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 乗組 員 た ち オイ ワッ ケン 


地球 連邦 軍 ロ ンド ・ ベ ル 隊 の 強襲 揚陸 艦 ネ キ ェ ル ・ 
アー ガマ は 、「 ラ ブラ ス の 逢 ] を 巡る 様々 な 思惑 に 翻 
弄 され 、 苦境 に 際 る こと と な っ た 。 謀略 に 利用 され た 
その 艦 で 、 ク ルー た ち は 各 々 の 責務 を 果たし 、 こ の 
事態 と 向き 合っ て いく 。 ミヒロ ・ オ イワ ッ ケ ン や ハサン 
ちら は 、 そ の よう に し て 『 箱 』 を 巡る 争乱 に 臨ん だ ネェ 
ル ・ ア ー ガ マ の 乗員 た ち で あっ た 。 ミヒロ た ち は ネオ ・ 
ジオ ン 残党 軍 袖 付き と の 戦い に 直面 し 、 地 球 連 
邦 軍 か 5 も 人造 われ る 身 と な りな が ら も 、 自 分 た ち が 正 
し いと 思う 道 を 歩ん だ の だ っ た 。 


5 ンダ 
ム を 話さ れ た 少年 と 
3 


の 導 所 を 機 に 
た ち は 北 謀 に 呑み 込 
まれ て いく 。 


の 
と っ 
(すみこ 
一 co 


巡 


we i 


ネェ ル ・ ア ー ガ マ の か 
クル ー た ち は 戦 い の 
中 で 「 箇 の 真実 に 
近づい て いく 。 同時 
に 、 の 秒 土 を 守 ろう た 
と すす 6 妃 事 に 大 され 、 し 
決 間 を 試さ れる 。 中 
る 
レー 
ゆ 】 
袖 付き ] と の 共 
それ が 表れ て いる 
MAIN MECHANIC 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ 


る 争乱 に お いて 連邦 軍 か ち 
百 わ れる 立場 と な り 、「 補 付 
き ] と の 連携 も 模索 し た 。 


uc-0101 


土 ガン ダム UC 


|PERSONAL PROFILE 
ミヒロ ・ オ イワ ッ ケ ン 


ワリ ッ ン クル ー AN、 その 
= 地理 連邦 軍 か ら も 難 れ 
て 秦 闘 し た , 


MORE INFO! アー ロン ・ テ ル ジ ェ フ 


フ は 、 装 甲 材質 部 門 の 担当 と し て RX-0 開 発 


機動 戦士 ガン ダム SEED C.E.73 STAHGAZER 


PERSONAL PROFILE 2 (sm02 smn 


セレ ー ネ ・ マ ク グ リフ 導 


Selene Mcgriff 


モレ ー ネ は C.E.71、DSSD 職 員 で あっ た 両親 を 宇宙 事 
だ が 、 彼 女 は : 


GSX-401FW 
スタ ー ゲ イザ ー 
DSSD が 開発 し た 聞 星 近 人 
用 MS。 下 星 間 推 居 シ ステ ム 


関連 ファ イル 


GSX-401FW スタ ー ゲ イサ 


FLE PREVEW 


地球 


ザー と 交戦 し た 。 
171-13 


スタ ー ゲ イザ ー に 執心 し た その 行動 


深 字 宙 探査 に 賭け る 


MORE INFO! 


トロ ヤス テー ショ ン に は 多数 の 技術 者 が 存在 し 、「 ス ター 

関わ る 感 星 問 推進 シス テム の 製作 や 新た 
巨大 な マニ ビュ レー ター の 開発 な ど ワ 
ロン ティ ア の 推進 」 を 目指 し て 多角 的 な 研究 が 推し 進め られ 


画 モリ セイ ワ 博 士 


還 セガ ワ 博 二 


50 誤 の 工学 情 士 で 


難 屋 間 推 進 シ ステ ム 
「 ヴ ォ ワ チュ ー ル ・ リ ュ ミ : 


ル ] を 開発 し た 


し 。 盟友 で あり どちら も 事故 


55 誠 の 工学 情 士 。 ステ ーション 内 で 却 大 時 マ 
ュ レ ー タ ー シ ス テム の 開 


DSSD の 技術 者 た ち 


た 。 いら 持つ 者 も 多く 所 属し て お り 、 そ の 事実 は 


カカ に よっ て スタ ー ゲ ケイ ザー の 起 馬 突 を 成功 へ と 導い た 


画 ノ ス ト ラ ビ ッ チ 博士 


55 歳 の 科学 慢 士 。 トロ ヤメ テーション の 各種 
注 和 関係 を 一 手 に 引き 受け て いた 


| 革 を 進 の て いた 
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機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 


PFRSMMML PROFILE 
ジョ ル ジ ュ ® ド ・ サン ド 張 - 絆 スー --- 壮 妥 人 


ヾ PROFILE 


3 ス 
能 MF の 操 災 、 フ ェ 


George De Sand 


フラ ンス の 名 家 ・ サ ンド 家 の 出 身 で あっ た ジョ ル ジ ュ は 、 正 々 
堂々 と 物事 に 取り 組む 騎士 道 精神 に 基づい て 行動 し た 。 勝 
利 が 最 優先 と され る ガン ダム ファ イト で も そう し た 姿勢 を 守り 、 
自 劣 な 手 段 に 手 を 入 め る こと は な か っ た 。 


GF13-009NF 

ガン ダ タム ロー ズ 

ョ ル ジ ュ の た め に 開発 され 
コロ ー ル カラ ー の MF。 


無礼 な 感度 を 取る 武 且 家 に 
対し て 起り を 雪 わ に し た ジョ 
ル ジ ュ 。 破 は 勝ち 方 や その 
振る 舞い に も 美 し さ や 意味 を 
求め た の で ある 。 


ー マ ー 内 部 に 格納 され 

線 読 兵 状 ロ ー ゼ 

ス ・ ビ > ト を 使っ た オー ルレ ン 
3 撃 を 得意 と する 。 


関連 ファ イル 


イタ ー。 ジョ ル ジ ュ と は サバ イ 


バル イレ ブン で 引き 分 けた あ 
ネオ ホン コン で の 決勝 
『 拳 を 交え て いる 。 
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[ 画 ] mE02 sm 


較 記 寺 】 | を - と の HK で 見 せ た 勝利 へ の 的 


ネオ ボル ト ガ ル 代 表 の ロマ ! 


E INFO! 


ジョ ル ジ ュ を 支え た 執事 と 、 見 守っ た 人 々 


| 信 


リア ルイ ゼ 
リア ルイ セ は 、 ジョ ル ジ ュ の 大 ファ ン 
危 際 な 目 に 違っ 徳 女 の 
ジュ を 応援 し つつ も 、 役 の 心 の 施さ 


琴 還 間 較 間 「3※ で 、 天真 区 池 な マリ アル イ 
拉 半 で 。 ラン タオ 見 で の 届い で は 、 ジョ 


で 4 なく 、 ガ ンダ ムロ ー ズ の メン テ ナ ン ス 、 ま た 専用 の 機体 パ 
ベス ンマ ム を 用 いて の 練習 相手 まで 、 す べ て ひと り で こなす 敏腕 


/』 


間 ジュ を の リン グ 内 に 
潜入 する な ど 、 表 政 さ を 併せ 持つ 、 


ジョ ル ジ ュ を サポ ー ト し た 。 A 


機動 戦士 ガン ダム SEED FRAME ASTRAY 


(M$) HE D2 SHEET 中 


ルカ ス ・ オ ド ネ ルン ノ F 記 
ジス ト ・ エ ルウ ェ ス 


Lukas Odonnell Xist Elwes 


アジ ア 戦 線 を 混乱 させ た 
連合 軍 の コー ディ ネイ ター 


地球 連合 軍 に 与 し た コー ディ ネイ ター た ち は 特 暴 
な 立場 に 置か れ 、 例外 な く 貴 ん じ ら れる こと と な る 。 だ 
が 戦い を 求め 、 敢 えて 捕虜 に か る こと で その 場 に 飛 
び 込 ん だ コー ディ ネイ ター が ルカ ス ・ オ ド ネル で ある 。 
一 方 、 ナ チュ ラル と コー ディ ネイ ター の ハー フ で ある ジ 
スト ・ エ ルウ ェ ス は 、 そ の 境遇 ゆえ に 味方 の は ず の 連 
合 軍 か ら は 望ま ぬ 敵 視 を 受け て いた 。 孤独 だ っ た ジ 
スト は 連合 に 寝返っ た ルカ ス と コン ビ を 組み 、 信 頼 
を 寄せ る よう に な っ て いく 。 し か し ルカ ス は ジス ト を 
道具 と し て 捉え 、 さ ら な る 戦い を 求め 暗躍 。 援軍 
と し て 向かっ た アジ ア 圏 に お いて 連合 を 裏 切 
り 、 第 四 軍 を 築い て 蜂起 する 一 一 。 
コー ディ ネイ ター の 排 
そ を 映え る 台 合 軍 陣営 に 
お いて は 、 た と え 有 能 な 
味方 兵士 で も コー ディ ネ 
- イタ ー は 敵視 され て お り 、 


ルカ ス と ジス ト は 軍 で 不 
当る 評価 を 受け て いた 。 


wz NY 4 


前 大 戦 の カオ シュ ン 基地 
の 区 落 以降 、 東 アジ ア 
共和 国 に 大 き な 昔 い は な 


| GAT-X105E 
ルカ ス 専用 スト ライ ク E 


アク タイ オン プロ ジェ クト の 一 
環 で 生み 出れ た スト ライ ク の 
弄 。 


由 ター の ルカ ス に 預け 2 


ZGMF-515AS 
アサ ルト 


4 


の 
の 


関連 ファ イル 


GAT-X105E ルカ ス 再 


FLEPREWEW 
| 』 ーー 比 球 連合 箇 に 与 する 宙 事 人 を 
業 の マ 社 な ど 


ぷ hH ざ マ H・ デ ぷく 


F る こと も 多い 。 左 は アク タイ オ 
メー HE せ の MA 


171-1Z 


ルカ ス ・ オ ド ネ ル 

戦い を 求め て 戦争 に 参加 し た ルカ ス ・ オ ド ネ ル だ が 、 
戦い の 裏側 に ある 政治 家 の 思 惑 や ギル バー ト ・ デ ュ ラ 
ンダ ル 議 長 の 目指 す 世界 に 気付 を 、 戦 争 へ の 興味 を 
失い か け て いた 。 戦い は 自分 の 意思 で 行う ルカ ス に と っ 
て 、 他 者 に 利用 され る こと は 退屈 で し か な か っ た の で あ 
る 。 だ が 、 地 球 連 合 と プラ ント は 開戦 し て お り 、 エ ー ス 
パイ ロッ ト の ルカ ス が 戦時 下 に 軍 を 離れ る わけ に は い 
か ず 、 抜 ける タイ ミン グ を 逸し て いた 。 そん な 折り 、 戦 
場 で 連合 軍 に 与 し た コー ディ ネイ ター (正確 に は ハー 
フ ) 一 一 ジス ト ・ エ ルウ ェ ス と 遭遇 する 。 この 時 ルカ ス は 、 
連合 の 捕虜 と な る こと で ザフト を 抜け る 案 を 思い 付く 。 
それ は 「 よ り 面 白い 生き 方 ] を 求め て の こと で あり 、 ル カ 
ス は 連合 軍 に 寝返っ た 。 

連合 の 協力 企業 フジ ヤマ 社 の 預かり と な っ た ルカ ス 
は 、 ジ スト と 共に 試作 機 の テス ト を 行っ て いた 。 そし て 
実戦 デー タ 収 集 を 兼ね た 増援 と し て 、 ゲ リラ の 蜂起 で 
戦況 が 混迷 する 東 ア ジア 共和 国 の 森林 地帯 へ と 派遣 
され る 。 そこ で ザフト の 増援 スー の 高い 戦闘 技量 に 目 
を 付け 、 自 分 の 軍団 を 創る た め に 利用 する 。 スー が 起 
こし た 混乱 に 乗じ 、 第 四 軍 を 立ち 上 げ て ザフト 基地 を 
古 拠 し た ルカ ス だ っ た が 、 手 を 取り 合っ た 連合 、 ザフト 、 
ゲリラ に よっ て 野望 は 阻止 され て し まう 。 


連合 に 寝返っ た ルカ ス の 初 


戦は 、 ザ フト を 脱走 し た ザラ 
派 ( 左 ) の 押 討 で あっ た 。 か 
つて 同じ 部 隊 の 仲間 だ 
者 た ち を 相手 に 、 ル カス は 
植 々 と し て 攻撃 を 仕掛 けた 
の で ある 。 


ジス ト ・ エ ルウ ェ ス 


ハー フ コ ー デ ィ ネ イタ ー と し て 連合 軍 内 で 孤独 な 存在 
で あっ た ジス ト は 、 あ る 戦闘 で ザフト の エー スパ イロ ッ ト で 
ある ルカ ス を 捕虜 と し た 。 連合 へ の 協力 を 申し | に 
その 後 ジス ト と 同じ 部 隊 に 配属 され て くる 。 ふた り が ナ 
チュ ラル で は な い 異 質 な 存在 同士 で ある こと か ら 、 行 動 
は 自然 と 一 緒 に な り 、 コ ン ビ を 組む こと で 困難 な 任務 も 
乗り 越え て いく 。 味方 に すら 撃た れ た こと も ある ジス ト は 、 
よう や く 背 中 を 任せ る こと が で きる 仲間 を 得 た の だ っ た 。 

東 ア ジア 共和 国 の 連合 軍 駐 留 部 隊 の 増援 と し て 、 
ルカ ス と 共に 派遣 され た ジス ト は 、 ザフト の アレ ッ ク ・ ラ ッ 
ド に 敗北 。 ハー フ で ある 自分 の 撮り 所 が 「 強 さ ] で あっ 
た ジス ト に と っ て 、 コー ディ ネイ ター に 負け る こと は 許さ れ 
な か っ た の で ある 。 そし て 、 連合 / ザ フト ゲリラ の 三 
勢力 の 会 談 が 行わ れる 場 で 思い 余り 、 攻撃 を 仕掛 け て 
し まう 。 し か し ルカ ス は ジス ト の 感情 も 鑑み ず に アレ ッ ク 
ス を 倒し 、 ジ スト の 思い は 行き 場 を 失う 。 混乱 の 中 で 第 
四 軍 を 立ち 上 げた ルカ ス に 協力 する ジス ト だ が 、 ス ー を 
使い 捨て に する と 語る ルカ ス を 見 て 自分 も 利用 され て い 
た こと に 気づく 。 結局 ルカ ス は 致 と の 一 騎 討 ち に 敗れ 、 
その 際 に 後ろ か ら ル カス を 撃 と うし た ジス | た が 、 人 
間 の 誇り を 捨て で る の か と ザフト の ルド ルフ ・ ヴ ィ ト ゲン シュ 
タイ ン に 言及 され 、 涙 と 共に 銃 を 下す の だ っ た 。 


戦 間 時 すら 陽気 な 


な い が 、 


4 を 持つ 者 に も 似 て いる 。 


内 | ルカ ス ・ オ ド ネル 上 B ルカ ス オド ネル 


人 5 ジス ト エル ウェ ス 


MORE INFO! 


東 ア ジア 共和 国 は プラ ント 理事 国 で あり 、 地 球 連合 に 所 属 
する 国 球 群 で ある 。 CE.71 の 戦争 符 結 俊 、 連 合 と ザフト の 穏 
や か な 緊張 が 続い て いた が 、 C.E.73、 連合 の 支配 に 反対 す 
る 住民 の 一 部 が 武装 ゲリラ と し て 行動 を 開始 。 連合 の 駐留 軍 
は 現地 の 住民 で も ある ゲリラ の 提 
1 地域 の ザフト 


mE02 sm 
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バナ ー ジ ・ リ ンク ス 


Banagher Links 


ods 人 が 持つ 可能 性 を 信じ た 
一 角 獣 の 幼い 隆 
ノー 


パナ ー ジ ・ リ ンク ス が 踏み 込ん だ 状況 は 、 彼 に と っ 
て 昔 難 と 理 不 玉 の 連続 だ っ た 。 忘却 の 彼方 に 追い 
や っ て いた 父親 か ら ユ ニコ ー ン ガン ダム を 託さ れ 、 「 ラ 
プラ ス の 箱 』 を 巡る 争乱 に 巻き 込ま れ も た パナ ー ジ は 、 
命 の 人 遣 り 取 り を 強い られ る こと と な っ た 。 それ は 、 戦 
いと は 無縁 の 場所 に いた パナ ー ジ に は 受け 容れ 難 
いこ と だ っ た の で ある 。 

だ が 、 パ ナー ジ が その 環境 に 身 を 置い た の は 、 オ ー 
ドリ ー・ バ パー ン を 名 乗る 少女 一 一 ミネ バ ・ ラ オ ・ ザ 
ビ の 力 に な ろう と し た 意思 ゆえ で あっ た 。 戦い の 意味 
に 悩み な が ら も 、 周 囲 の 人 々 に 支え られ て 歩み を 進 
めで て いく パナ ー ジ 。 し か し 、 そ の 先 に バナー ジ を 待っ 
て いた の は 、 語 み を 通じ た 人 を 自分 の 手 で 殺め て し ま 
うと いう 無情 な 現実 だ っ た 。 自ら が 犯し て し まっ た 過 
ち に 打ち ひし が れ 、 失 意 と 共に 地球 へ と 落ち て いっ 
た パナ ー ジ は 、 重力 の 井戸 の 底 で さら な る 戦い の 渦 
中 に 取り 込ま れる こと に な る の だ っ た 。 


ンダ ム の 
パイロ と し て 「 林 を 
2 居る 争乱 に 足 を 踏み 


取り で も 、 人 の 京 し さ を 硫 け 止め られ る 人 間 に な り 
り 、 戦い の 中 で 人 問 性 が 失わ れる こと を 拒ん だ 


関連 ファ イル 


172-15 


ガラ ン シ ェ ー ル に 保護 され て 地球 に 降り た バナ ー ジ 
は 、 ス ペロ ア ・ ジ ン ネ マン ら と 行動 を 共に し た 。 その 中 で 、 
過去 を 引き ずる 彼ら の 苦悩 を 知り 、 今 の 自分 に 何 が で 
きる か を 考え る パナ ー ジ 。 さら に 、 ト リン トン 基地 で 乱 念 
に 因 わ れ た ロニ ・ 合う が 、 彼 女 を 救え ず 
に 悲嘆 する 。 その 直後 、 黒 い ユ ニコ ー ン ガン ダム ーー 
バン シィ の 鍋 撃 を 受け た バナ ー ジ は 、 ラ ー・ カ イラ ム の 
捕虜 と な る の だ っ た 。 

囚われ の 身 と な っ た バナ ー ジ だ っ た が 、 ブ ライ ト ・ ノ 
ア の 助け を 得 て オ ー ド リー を 救出 すべ く 行 動 を 起こ し た 。 
ガル ダ を 舞台 に バン シィ と 対 財 し 、 マ リー ダ ・ ク ルス の 
正気 を 取り 戻さ せよ うと する パナ ー ジ 。 その 戦い の 中 、 
空 に 身 を 投げ た オー ドリ ー を 受け 止め た 彼 は 、 ジ ン ネ マ 
ン と 共に マリ ー ダ を 助け 出す 。 だ が 、 宇宙 に 戻っ て 合流 
し た ネェ ル ・ ア ー ガ マ で 「 袖 付き ] と の 共闘 を 余儀 な く 
され 、 パナ ー ジ は 決断 を 迫 ら れる こと に な る 。 

フル ・ フ ロン タル の 冷た き を 拒み 、 彼 と の 決別 を 選 
ん だ オー ドリ ー と 共に 歩も うと し た パナ ー ジ は 、【 箱 』 の 
在り 処 で ある (メガ ラニ カ ) を 目指 し た 。 そし て 、 リ ディ ・ 
マー セナ ス と の 激突 や マリ ー ダ の 死 を 乗り 越え 、 サ イア 
ム ・ ビ スト の 許 に 辿り 着く 。 「 箱 ] の 真実 に 触れ 、 そ こ 
に 込め られ た 想い と 人 の 可能 性 を 信じ て 、 パナ ー ジ は フ 
ロン タル と 戦っ た 。 その 果て に 、 人 の 心 の 暖か さ を も っ 
て フロ ンタ ル の 妄 念 を 解き 放っ た バナ ー ジ は 、( メ ガラ ニ 
カ ) を 狙っ て 放 た れ た グリ プス 2 か ら の コロ ニー レー ザー 
を も 阻止 し た 。 それ は 、 バ ナー ジ が 示し た 真 の ニュ ー タ 
イプ の 発現 だ っ た の で ある 。 


還 証 工 臣 の 1 作 を 示し た バナ ー ジ の 戦い 


『 箱 」 を 巡る 争乱 の 中 で 、 バ ナー ジ は ひと り の 人 問 と 
し て 為す べき こと を 模索 し 、 父 カー ディ アス ・ ビ スト が 遺 
し た 言葉 を 胸 に 人 の 持つ 可能 性 を 信じ よう と し た 。 そ 
の 想い は ユニ コー ンカ ガン ダム を 通し て 力 と な り 、 様 々 な 
ー を 救出 し て 宇宙 に 戻っ た 際 
に は 、 ガラ ン シ ェ ー ル と ネェ ル ・ ア ー ガ マ を サイ コ ・ フ ィ ー 
ルド で 上 繋い で 合流 を 助け た 。 また 、 フ ロン タル と の 決戦 
で は 、 刻 の 果て の 虚無 を 見 せ 付 けら れ て も な お 諦め る 
こと な く 、 自 身 の 心 の 熱 を フロ ンタ ル に 伝え て ネオ ・ ジ 
オン グ を 自 壊 に 導い て いる 。 カー ディ アス が 語っ た 「 可 
能 性 と いう 内 な る 神 ] の 実存 を 、 バ ナー ジ は 自ら の 行動 
を も っ て 証明 し て みせ た の で ある 。 


ニュ ー タ イプ と し て 覚醒 し た 次 
当初 は ユニ コー ン ガ ンダ ム の NT-D に 呑ま れる こと も 
あっ た パナ ー ジ だ が 、 次 第 に その シス テム を 自ら の 意思 


の 下 で 制御 する よう に な り 、 や が て は コロ ニー レー ザー 
を 食い 止め る ほど の サイ コ ・ フ ィ ー ル ド を 発揮 させ る まで 
に 至っ た 。 それ は 、 パ ナー ジ が ニュ ー タ イプ と し て 完全 
に 覚醒 し た 次 だ っ た と 言え る 。 
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ディ ー ヴ ァ の クル ー ① 


Diva's Crew 


新た な 艦長 の 下 で UE に 挑ん だ 
若き スペ シャ リス ト た ち 

AG.115、UE (アン ノウ ン ・ エ ネ ミー) に よる コロ 
ノーラ) 襲 軸 を 機 に 、UE へ の 復讐 を 遂げ る ペ 
く 行 動 を 起こ し た グル ー * エ イノ アーー コ ロニ ー 
(ノー ラ ) アリ ンス トン 基地 の 副 司令 は 、 宇 宙 戦 艦 
ディ ー ヴ ァ の 艦長 で ある ディ アン ・ フ ォ ン ロイ ド を 拘束 
し 、 そ の 後任 に な りす まし た 。 だ が 当初 、 艦 の 運航 
に カカ を 尽く し た クル ー や MS パイ ロ ちの 多く は 、 
その 事実 を 知ら され て は いな か っ た 卓越 し た 
指揮 能力 と 作戦 立案 能力 を 持つ グル ー デ ッ ク に 「 頼 
り に な る 指揮 官 」 と いう ぅ 印象 を 抱き つつ 、 唐 突 に 艦 
長 と な っ た 彼 に 反発 する 者 も いた と いう 。 

そし て 、UE の 拠点 で ある 宇宙 要塞 アン バッ ト 攻略 
を 決断 し た 際 、 グ ルー デック は 真実 と 自身 の 目的 を 
語り 、 クル ー た ち は 連 邦 軍 と 敵対 し て で も 戦い に 身 を 
投じ る か 否 か の 選択 を 迫 ら れる の だ 


男 取 な 


UE に よる ノー ラ 要 
撃 と 容 
代 


の 駿 長 文 
戸 三 う ディ ー 
ヴァ の タル ー 

笠 ら は 混乱 し っ つつ 

語 半 も 、 ひ と まず 軍人 と 
し て 個々 の 役目 を 全 
うし よう と し た 。 


CHARACTER 


の ち に 「 コ ウ モ リ 退 治 東 


へ ママ ・ ヾ シーNI 4 


ディ ー ヴ ァ の クル ーQ 


(ME neD2 mh 


PROFILE 

年 齢 28 歳 (ラー ガン )、24 歳 (アダムス 

所 属 地球 連邦 軍 

階級 中尉 (ラー ガン )、 少 尉 [アダムス 
トー 

技能 MS 輝 縦 (ラー ガン )、 状 生 続 括 (アダムス) | 中 呈 玉 


反 電 を 2 人 1 だ 【 友 に 


ナミ 


ここ ~~ NYN A 


ワニ の シド アイ 

ラー ガン は 、( ノ ソーラ ) を 農 撃 し た UE を アリ ンス トン 基 
地 MS 警 備 隊 「 ラ ー ガ ン 小 隊 」 隊長 と し て 迎え 撃っ た 。 
だ が 、 そ の 奮闘 も 及ば ず 部 隊 は ほぼ 壊 減 し 、 自 身 は 脱 
出す る ディ ー ヴ ァ に 乗艦 し て 同艦 の MS 部 隊 に 所 属す 
る こと と と な っ た の で ある 。 パイ ロッ ト と し て 高い 技量 を 持 
つ ラ ー ガ ン は 、 そ の 後 も MS パイ ロッ ト と し て フリ ッ ト ・ ア 
ス ノ 、 ウ ルフ - エ ニア クル ら と 共に 多く の 死線 を 潜り 抜け 
「 コ ウ モ リ 退 治 戦役 ] を 無事 生き 延び た 。 

な お 、 本来 で あれ ば ラー カン は ガン ダム AGE-1 ノー 
マル の パイ ロッ ト と な る 予定 だ っ た 。 し か し 、( ノ ー ラ ) が 
興 撃 を 受け た 際 に 仙 傷 し 、 結 果 的 に フリ ッ ト に 正 パ イロ ッ 
ト の 座 を 譲っ て いる 。 また 、 デ ィ ー ヴ ァ いて は 生来 
の 人 の よさ も あっ て か 、 損 な 役 を 押し 付け られ る こと も 多 
か っ た 。 し か し 、 「 グ ルー ディ ッ ク 指 揮 下 の ディ ー ヴ ァ ] と 
いう 特殊 な 艦 を 維持 する うえ で 、 それ を 甘んじ 
れる 彼 の よう な 存在 は 不可 欠 だ 


機体 で き 埋 し つつ も 、 フ 
リット や ウル フ の 戦い を サ 


リン バミュ イジ トリ レ 


グル ー デ ッ ク が 不正 に ディ ー ヴ ァ 艦 長 と な っ た こと を 
知ら され た 際 、 ア ダム ス は 他 の クル ー が 賛同 に 回 る 中 
で も 強く 反発 し 、 彼 を 問い 詰め た 。 し か し 、 そ の 行動 は 
彼 の 実直 な 性 格 に よる も の で あり 、 (ファ ー デ ー ン ) 付 
近 で の UE と の 戦闘 に お いて は 、 軍 人 と し て の 参 持 か ら 
民間 人 を 守る た め に 協力 する 姿勢 を 見 せ た 。 以降 、 ア 
ダム スズ は 改め て グル ー デ ッ ク の 下 で 戦う こと を 決意 し 、 
その 高い 能力 で 艦 の 運航 に 力 を 尽く し た 。 


スリ ー) 出 江 時 に 連 
邦 電 第 8 宇宙 第 隊 と 対 
時 し た 妥 に は 連邦 宣 と 
本 思 は な いこ と 
だ け で な UE の 本 提 地 
を 攻略 する た め 互 い に 協 
すべ きだ と 訴え た 


ワリ ジジ クレ ニニ 

本 来 、 ディ アン の 下 で 運航 に 携わる 予定 だ っ た ディ ー 
ヴァ の クル ー。 個々 の 能力 は 極め て 高く 、( ノ ー ラ ) 襲撃 
事件 の 混乱 の 中 で も 新 艦長 で ある グル ー デ ッ ク の 指揮 
に 対応 し 、 そ れ ぞ れ の 役割 を 忠実 に こなし た 。 ノー ラ の 
『 無 事 避 難 で きた こと は 、 そ の 働き に よる と ご 
る 。 また 、 職 務 に 忠実 で ある だ け で な く 
軍人 と し て の 誇り を 持っ て いた クル ー は 、 UE 打倒 に 燃え 
る グル ー デ ッ ク に 葵 同 し 、 その 作戦 を 支え 続け た 。 


FUE 上 SHET D6n 


A に B の 
1 と 52 タッ 
\ し | - = 
と | = 
ラ a ペ 
# | 3 A 
時 信 6 3 
ド \ を ) 
イ 2 3 
ス ネ 語 | 
トラ ル 
ヽ 
E F 


で ay マ 
ーー 


Vc 
eX 
ED 
ば 


1 


Mi tx NBS 172-20 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


PERSONAL PROFILE TR [| neD2 serDbn 
アル ファ ・A・ ベ イト ン em 


イト ) プ タ 尉 (アデ ル 


le り か 出身 不明 
ヤツ Lu プ リ / 技能 MMS の 提 綴 、 加 失 攻 撃 EF.S.F. 


Alpha A Bait/ Chap Adel 


一 年 戦争 を 生き 延び 、 
再び 戦場 へ と 戻っ た 勇士 


まだ 一 年 戦争 の 傷跡 も 癒え ぬ ぬ U.C.0083、 ジ オン 
公国 軍 残 党 デ ラー ズ ・ フ リー ト が 引き 起こ し た 反 
乱 は 、 後世 に 影響 を 及ぼ す 大 事件 と な っ た 。 デ 
ラー ズ ・ フ リー ト に よる ガン ダム 試作 2 号機 の 
強奪 を 受け 、 そ の 追撃 任務 の た め に アル ビ 
オン 隊 に 転属 と な っ た の が アル ファ ・A・ 
ベイ ト と チャ ッ プ ・ ア デル 、 そし て ベル ナル ド ・ 
モン シア の 3 名 で あっ た 。 彼 ら は 一 年 戦争 
で も バイ ロッ ト と し て 活躍 し た 歴戦 の 勇士 で あ 
り 、 ア ルビ オン の MS 部 隊 を 率い る サウ ス ・ パ ニン グ 
大 尉 の か つて の 部 下 で も あっ た 。 先 の 大 戦 を 生き 
トド ら か 、 彼 ら の 不 衣 な 態度 は 新米 揃い 
の アル ビオ ン 隊 の 中 に あっ て 大 い に 舞 盛 を 買う が 、 
激 し さ を 増す 戦闘 の 中 で いつ し か 隊 内 の 結束 も 強 ま 
り 、 信頼 関係 を 築い て いっ た の で ある 。 


思わ ぬ 再 会 と [不死 身 
第 4 小 潤 ] の 再 集結 
喜び を 隠せ な か っ た 


SISENSAREN 


ES CEES NN 


デ ユ みろ ・ と ・ さ ざさ 4 


a 


っ 早い 性 格 で 独善 的 な 性 格 の ペイ ト 、 そ の 正 ) 
衣 な 行動 を 見 せる アデ ル , 


さす いき 4A 


RGM-79N 
ジム ・ カ スタ ム 
RGM79C ジム 改 以上 の 関連 ファ イル 


高 性 能 を 目指 し て 開発 され 
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オー スト ラリ ア 大 陸 で の ガン ダム 試作 2 号機 強 奏 事 
件 に 端 を 発し た デラ ー ズ ・ フ リー ト と の 戦い は 、 ア フリ カ 
大 陸 か ら 宇 宙 へ と 戦場 を 移し て いく 。 当初 は 奪わ れ た 試 
作 2 号 機 の 奪還 と いう 簡単 な 任務 だ と 認識 し て いた ペイ 
っ た が 、 激 戦 の 中 で サウ ス ・ バ パニ ング 大 尉 が 戦 
こと で 事 の 重大 さ に よう や く 気が付く の だ っ た 。 事 
ー ズ ・ フ リー ト の 活動 は 試作 2 号機 に よる 観 艦 
式 へ の 核 攻撃 だ け で は 終わ ら ず 、 地 球 へ の コロ ニー 深 
と し に まで 発展 する 大 規模 な テロ 活動 と な っ て ゆく 。 

デラ ー ズ ・ フ リー ト と の 戦い の 中 心 に いた アル ビオ ン 
隊 は 常に 最前 線 に 身 を 置き 、 MS 部 隊 の 指揮 官 だ っ た 
パニ ング の 戦死 は 若い バイ ロッ ト た ち を 不安 定 に する 
危険 が あっ た 。 し か し 、 新た に 指揮 官 と な っ た ベイ ト は 
コウ ・ ウ ラキ ら を 率い て 激戦 を 生き 延び た の で ある 。 か 
つて 「 不 死 身 の 第 4 小隊 」 と 呼ば れ た 彼ら の 連帯 は ア 
ルビ オン 隊 の 若者 た ち に も 受け 継が れ て いっ た 。 し か 
し 、 デ ラー ズ 紛 争 の 裏 で 演じ られ た 地球 連邦 軍 上 飛 
部 に よる パワ ー ゲ ー ム の 捨て 史 と な っ た アル ビオ ン 隊 と 
彼ら の 命 叔 け の 活躍 は 、 歴 史 の 閣 の 中 に 封印 され て 
し まう 。 公式 記録 に も 残る こと は な か っ た 彼ら の 戦果 だ 
が 、 実 績 を 評価 され た ベイ ト 、 ア デル 、 モ ン シ ア の 3 名 
は ジオ ン 残 党 狩 り 部 隊 と し て 発足 し た ティ ター ンズ へ と 
編入 され た 。 火種 の 消え ぬ 地 球 園 に あっ て 、 彼 ら の よ 
うな 即 戦 力 は 必要 不可 欠 な 人 材 だ - 


較 記 寺 け 計 の 2 不死身 の 第 4 小隊 の 仁志 


パニ ング 大 尉 の 指揮 下 で MS 部 隊 の パイ ロッ ト と し て 
活躍 し て いた 彼ら に と っ て 、 アル ビオ ン 隊 で の 関係 は 一 
年 戦争 当時 の 「 不 死 身 の 第 4 小隊 ] か ら の 馴染 み 深い 
も の で あっ た 。 だ が 、 パ ニン グ が 戦死 し た こと で 彼ら の 
立場 は 部 下 か ら 上 官 へ と 一 変 し て し まっ た 。 戦時 昇格 
に よっ て MS 部 隊 の 指揮 官 と な っ た ベイ ト は コウ や キー 
ス の よう な 若年 の パイ ロッ ト た ち を 育て る こと で 、 ア ルビ 
オン 隊 の 戦力 を 増強 する こと に 成功 し た 。 も と より 沈 
着 冷 衣 だ っ た アデ ル は ベイ ト を 補佐 し 、 モ ン シ ア と 共に 
か つて の 「 不 死 身 の 第 4 小隊 を 復活 させ た の で ある 。 
優秀 な 指揮 官 に 従っ て 戦闘 だ け を 生き 延び て いた ベイ 
ト た ち は 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト と の 戦い の 中 で 指導 者 へ 
と 成長 し た 。 彼ら の 成長 が あっ た か ら こ そ 、 ベ イト た ち を 
は じ め と する アル ビオ ン 隊 の 面々 は デラ ー ズ 紛争 を 生き 
延び る こと が で きた の だ と も 言え る だ 


直近 の パラ ンス の 取れ た 連携 攻 刺 

一 年 戦争 当時 か ら MS パ イロ ッ ト と し て 活躍 し て いた 
彼ら だ が 、 そ の 戦闘 スタ イル は 当時 か ら 決ま っ て いた よ 
うだ 。 ベイ ト は 前 衛 と し て 高 性 能 な 汎用 機 で ある ジム ・ 
カス タム を 駆り 、 ア デル は 中 距離 支援 型 の ジム ・ キ ャ ノ 
ン TT で 後方 か ら 的 確 な 支援 攻撃 を 行っ た 。 ペイ ト が アル 
ビオ ン の MS 部 隊 を 指揮 する よう に な っ て か ら も この 特 
性 は 変わ 5 ら ず 、 巧み な 連係 攻撃 を 得意 と し た 。 


前 衛 と し て 突出 し が ちな と ベイ ト だ が 、 後方 か ら 彼ら 5 を 授 鍵 する アデ 
ル と の 急 は ピッ タリ と 合っ て い 


MORE INFO! 


る 上 官 


ング の 死 は 、 そ れ ま で 粗暴 な 
き な 影 え 


Ma 2 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


PERSONAL PROFILE RE (CT 0 am1h 
シュ ラク 隊 ② 間 


鐘 級 


Shrikes ーー 


壊滅 寸前 だ っ た 部 隊 を 再編 し 、 
さら な る 死地 へ と 赴く 女性 た ち 


リガ ・ ミ リティ ア の 精鋭 部 隊 と し て 知ら れる シュ ラ 

ク 隊 は 、 同 時 に 最も 損耗 の 激しい MS 部 隊 で も あっ 
た 。 ザン スカ ー ル 帝国 と の 本 格 的 な 戦闘 に 入る 以 
前 か ら カ ミオ ン 隊 と 合流 し た シュ ラク 隊 の 6 名 は 、 次 
第 に 激化 する 戦闘 の 中 で 数 を 減ら し て いっ た の で あぁ 
戦闘 の 最前 線 で 活動 を 続け て いた シュ ラク 

ティ ア 内 で の 評価 も 高 耕し た 部 
隊 の 再編 が 行わ れる こと と な っ た 。 初期 隊員 の 中 で 
唯一 生き 残っ た コニー・ フ ラン シス を 隊長 と し て 総 貞 
4 名 が 新た に 招集 され 、 ユ カ ・ マ イラ ス 、 フ ラン チェ 
スカ ・ オ ハラ 、 ミ リエ ラ ・ カ タン に よっ て シュ ラク 隊 は 


XN へ AN・ 一 1 A 


に 未来 を 残す た め 率 先 し て 最前 線 へ と 出撃 し 
し か し 、 新 生 シ ュ ラ ク 隊 が 派遣 され た 戦場 は 
CLEO EMS 彼女 ら も また 散り ゆく 運 
命 に あっ た の で ある 


ーー て 物 峰 か な 性 格 で 目立た 
を な い 存 在 だ 


NAR VY 


LM111E02 
関連 ファ イル 
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人 は 楽し いこ と を 守る た め に 戦う が 、 そ の 楽し いこ と 
っ て 作ろ うと し な けれ ば 生み 出せ な い の で は 
な いか 。 コニー は この 疑問 に 答え る た め 、 仲 間 た ちの 
死 を 乗り 越え て 戦場 に 身 を 投じ 続け た 。 そし て 、 ウ ッ ソ 
や シャ クティ の よう な 次 の 世代 を 担う 子供 た ち へ と 「 楽 
し いこ と ] を 受け 継ぐ た め に 奮闘 し た の で ある 。 


カイ ラス ・ ギ リー 衣 隊 と の 戦闘 で 全 減 し た 地球 連邦 
軍 パ グレ 隊 の MS パイ ロッ ト だ っ た ユカ ・ マ イラ ス は 、 再 
編 さ れ た シュ ラク 隊 へ と 転属 する 。 これ まで 所 属す る 部 
隊 が 全 減 し て きた た め に 「 死 神 ] と あだ名 され た こと に 
不 名 誉 を 感じ て いた ユカ は 、 ま る で 死に 急ぐ か の よ 
最前 線 に 立ち 続け る の だ っ た 。 


死神 な ど と いう 喘 を 奴 拭 
死ん で いっ た 仲間 の た 

も 最 章 線 に 立ち 続け , 

の 一 徐 な 誠 勢 が 周囲 に 死 
に 急い で いる と いう 印 休 を 
与え て し まう 


「 フ ラニ ー」 の 愛称 で 仲間 た ちか ら 慕 われ て いた 彼女 
は 、 ど ん な 過酷 な 状況 で も 明る さ を 和 失わ な い 性 格 で リガ ・ 
ミリ ティ ア の 子供 た ちか ら も 好 か れ て いた 。 彼女 自身 も 
子供 た ちと 触れ 合う の が 楽し み だ っ た よう で 、 特に ウッ 
ソ ・ エ ヴィ ン に 対し て は 時 に 姉 の よう な 、 時 に 年 上 の 
異性 の よう な 、 微妙 な 関係 性 を 保っ て いた 。 


ウッ ソ と の じゃ れ 含 い は 彼女 
自身 に と っ て 、 ま た 子供 た ち 
に と っ て も 、 戦 い の 句 張 が 続 
< 日 々 に あっ て 鳥 抜き 以上 の 


少し 遅れ て 新生 シュ ラク 隊 に 配属 と な っ た ミリ エラ 
は 、 隊 に 合流 し た 直後 か ら フラ ニー と 意気 投合 し 、 ま る 
で 旧友 の よう に 振る 舞っ て いた 。 戦闘 に お いて も フラ 
と の 息 の 合っ た 連携 を 得意 と し 、 彼 女 の MS 操 縦 
技術 に は 連邦 軍 叩 き 上 げ の パイ ロッ ト で ある ユカ で すら 
一 目 置く ほど で あっ た と いう 。 


汰 し い 戦 闘 中 で も 軽口 を MD 
< ほど フ : 促 が 良 


最期 を 近 え た 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


PERSONAL PROFILE a re 02 sr ZA 
ゼ ハ ー ト ・ ガ レッ ト 時 2? 


出身 
Zeheart Galette 反 台 MS 所 了 提 


エ 避 さき へ F 


NL 護 嘱 8 融 S 人 る 六 I 人 r 誤 次 


wwv-xer 
セ ゼ ダ ス R 
tr て 開業 され た 


を 施し た 機体 。A.G.140 年 代 
の 能力 が 向上 し た ガン ダム 
AGE-1 と 互 朋 の 性 能 を 誇る 


人 に 
の 流れ を 色 局 く 残 す 。 その 
深紅 
邦生 に 異人 


を 深め た が 
こと を 知り 苦 憎 す 
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機 了 戦 ガン ダム AGE 


PERSONAL PROFILE ハー トカ レッ ト [MBE mr02 sr 2 


が 通 


と も に 


デザ イ 
く 、 物腰 に も 落ち 着き の ある 
停 し 過ぎ る アセ ム 


する は 
既存 の 機体 で は 、 


AGE-2 を 放 還 し た 
め を 


MS クラ ブ の 活動 を 通し 6 の た セハ ー| 


サンライズ ・MBs 173-20 


機動 戦士 ガン ダム 第 DBMS 小 隊 


PERSONAL PROFILE a 8 D2 Dlg 
ン | 四 4 = ア マ ダ 4 RR 


Shiro Amada 技能 部 隊 指 揮 、MS パ イロ ッ ト 


る $ 


アイ ナ と の 再会 で 確信 し た 
理想 論 的 な 信念 と 真実 の 愛 


ジオ ン 公国 軍 の 秘密 兵 問 ア プ サ ラ ス を 巡る 戦闘 
の 最 中 、 シロ ー・ ア マダ は その テス ト パ イ ロ ッ ト を 務め 
て いた アイ ナ ・ サ ハリ ン と 再会 し た 。 山岳 エリ ア 847 
で 道 難 状態 へ と 陥っ て し まっ た 彼ら は 、 凛 死 の 恐怖 
と 戦い な が ら も お 互い へ の 想い を 確か め 合 う の だ っ 
た 。 し か し 、 戦 争 と いう 極限 状況 が 敵 味 方 に 分 か れ 
り の 愛 を 許す は ず も な く 、 シ ロー た ち は 本 来い 
る べき 場所 へ の 帰還 を 余 億 な くさ れる 。 敵 と 味方 に 
分 か れ て 争う こと の 無 意 味 さ を 痛感 し た シロ ー は 、 帰 
還 後 に 受け た 審問 会 で 己 の 心情 を 吐 句 し て し まい 、 
軍 上 層 部 に 不信 感 を 抱か れ て し まう 。 同 じ 人 間 な ら 
理解 し 合え る な ど と いう シロ ー の 発言 か ら 、 利 敵 行為 
に 走る 危険 が ある と 見 な され た の で ある 。 シロ ー は ス 
バイ 容疑 を 掛け られ 尋問 を 受け る が 、 そ れ で も 自ら の 
主張 を 曲げ な か っ た 。 し か し 、 彼 の 理想 論 的 な 信金 
は 、 あ まり に も 厳し い 戦場 で の 現実 の 前 に 、 打 ち 砕 
か れ て し まう の だ っ た 。 


アイ ナ と の 接触 が スパ イ 
情 


や SOITS す SS> 


尋問 を 流 ける 。 それ は 自 
白 処 ま で 使用 する 肉 し い 
も の だ っ た 。 


束 S 員 只 り 0 選 バ 涯 ぶ 護 帳 


と いう シロ ー の ! 


-79[GIEz-8 
ガン ダム Ez8 

アプ ブサ ラス と の 旨 還 で 大 
し た RX-79 [G] 陸戦 型 ガ ン 
ダム を 現地 改修 し た カス タム 
機 。 第 D8 小隊 の 隊長 機 と し 
シロー が 、 ア デ サ ラス 
四 と の 戦い で 相討ち と な る 。 


関連 ファ イル 


BRXc79【G]Ez8 
ティ ナ 
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HE D2 SHEET D1 


死 同 の る も る 、 生き る の も 
ふた り 一 繕 だ ! 


シロ ー の 信じ た 理想 と は 裏腹 に 、 現 実 の 戦場 で は 理 
不 尽 な 戦い が 繰り 広げ られ て いた 。 ゲリラ の 村 を 侵攻 し 
た ジオ ン 公 国生 の MS 部 隊 を 撃退 すべ <、 シ ロー は 謀 慎 
を 破っ て まで 出撃 を し た 。 村 
隊 ) の 双方 を 救 お うと 春 走 する シ ! 
暴徒 と 化し た 村人 た ち を 止め る こと は で きず 、 シ ロー は 自 
ら 5 の 手 で トッ プ の 命 を 奪う と いう 苦渋 の 決断 を 下さ ざさ る を 
得 な か っ た の で ある 。 この 一 件 で 自ら の 無力 さ を 痛感 し た 
シロ ー は 、 軍 隊 に 所 属す る 自分 自身 に 対す る 疑問 を 抱く 
よう に な っ て いく 。 自分 は 何 の た め に 戦っ て いる の か 一 一 
その 疑問 に 対す る 答え は 、 や が て シロ ー の 前 に 立ち 塞 が 
る ジオ ン 公 国軍 の エー スパ イロ ッ ト が 教え て くれ た 。 
ジオ ン 公 国軍 の 鉱山 基地 を 攻略 すべ く 、 地球 連邦 軍 
コジ マ 大 隊 に よる 大 規模 な 作戦 が 展開 され る と 、 シ ロー 
た ち 第 08MS 小 隊 に も 任務 が 与え られ た 。 し か ! 
た ちの 前 に 現れ た の は グフ ・ カス タム を 駆る ジオ ン の エー 
ス 、 ノ リス ・ パ ッ カ ー ド で あっ た 。 た っ た 1 機 の MS に 手 も 
足 も 出 な い 08 小 隊 の 面々 。 シロ ー も 死 の 恐怖 に 晒さ れ 
る が 、 ア イナ へ の 想い と 生 へ の 執着 が 彼 を 支え て いた 。 
結果 的 に ノリ ス と の 一 騎 討ち を 生き 延び た シロ ー は 、 隊 
員 た ち に 軍 を 技 け る と 言い 残し 、 単 独 で ジオ ン 公 国軍 の 
鉱山 基地 へ と 出撃 。 軍人 と し て で は な く ひ と り の 人 間 と し 
て 戦争 と 向き 合い 、 愛 する 女性 を 戦い の 束縛 か ら 救い 
出す た め に 、 シ ロー は 最後 の 戦場 へ と 向かっ た の で ある 。 


較 記 3 提 雪 の 耳 上 を 知っ た ザジ ジ 届 事件 


過去 の 経緯 か ら シ ロー が 懇意 に し て いた ゲリラ た ち 
の 村 に 、 突 如 と し て 現れ た ジオ ン 公 国軍 の MS 部 隊 。 
し か し 、 ト ッ プ 小 隊 と 呼ば れる 彼ら は 、 無 抵抗 の 村人 を 
虐殺 する 極悪 人 で は な か っ た 。 緊張 状態 が 続く 中 で 突 
発 的 に 戦闘 が 始ま る と 、 や が て 互い へ の 恐怖 が 暴走 し 
て 憎悪 が 生ま れる 。 シロ ー は 互い に 殺し 合う 必要 の な 
いこ の 戦い を 止め る べく 放 走 し た が 、 結局 は 己 の 無力 さ 
を 痛感 し た だ け で あっ た 。 審問 会 で 連 却 軍 高 官 た ち に 
言わ れ た 「 君 は 敵 を 撃て る の か ?」 と いう 言葉 が シロ ー 
の 頭 を 巡る 。 だ が 、 そ の 敵 と は 誰 に と っ て の 敵 な の か 、 
自分 が 撃つ ぺき 相手 な の だ ろう か 。 軍人 で いる 限り 逃 
れ ら れ な い 「 敵 味方 の 束縛 」 に 絶望 し た シロ ー は 、 や が 
て 軍 を 捨て て 個人 と し て 戦う こと を 決意 する 。 ザジ ジ 村 
柚 撃 事件 で の 経験 が 、 戦 争 や 軍隊 と いう あま り に も 強 
大 な 束縛 か ら 離脱 する きっ か け と な っ た の だ ろう 。 


ノリ ス と の 一 騎 討 ち で 見 せ た 生 へ の 執着 


量産 型 ガン タン ク の 護衛 任務 を 遂行 中 の シロ ー た ち 
を 襲っ た の は 、 ジ オン 公国 軍 の エー スパ イロ ッ ト 、 ノ リ 
ス ・ パ ッ カ ー ド で あっ た 。 単独 で 第 08MS 小 隊 を 翻弄 し 、 
次 々 と ガン タン ク を 撃破 し て いく ノリ ス に 、 シ ロー は 自ら 
の 理想 論 が 空虚 で あっ た こと を 実感 させ られ る 。 機能 
停止 し 、 暗 聞 と 化し た コク ピッ ト の 中 で シロ ー が 感じ て い 
た の は 、 死 の 恐怖 と 生 へ の 執着 の み だ っ た の で ある 。 


昔 半 の 肝 利 で は な く 重 産 型 ガン タン ク 部 隊 の 蔵 減 を 目的 と し て いた ノリ ス 。 
MS 同士 の 一 騎 討 ち に は 勝っ た が 、 勝負 は シロ ー の 完敗 で あっ た 。 


A 


ノリ ス と の 戦い で 死 の : 
され た シロ ー は 、 自 ら の 


MORE INFO! 


アプ サラ ス 中 を 巡る 昌 半 の 後 シロ ー は 隊 の 仲間 た ちの 前 か ら 次 
ロー と アイ ナ は 、 道 中 で 出 
自分 た ちゃ か つて の 仲間 の 名 前 を 与え 、 月 5 の 
別して いた 。 ミケ ル が 探し 当て た 彼ら は 、 カ 
いう 新しい 名 前 を 得 て 、 森 の 湖畔 で 静か に 暮らし て の e あ 6 


フラ ナガ ン 機関 の 子供 
た ちの 名 前 を も ら っ て いた 


シロ ー と アイ ナ 、 その 後 の 消息 
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アス ノ 家 の 人 々 


(エミ リー・ ア ス ノ ノ ユノ ア ・ ア ス ノ プ バル ガス ・ ダ イソ ツン / 


Asuno's Family 


新た な 世代 の 旅立ち を 見 送っ た 
アセ ム ・ ア ス ノ の 家族 た ち 


AG.115 年 、 エ ミリ ー・ ア モン ド と その 祖父 バル ガ 
ス ・ ダ イソ ン は 、 の ち に 「 コ ウ モ リ 退 治 戦役 ] と 呼ば 
れる 戦い に 身 を 投じ た 。 ふた り は ガン ダム を 駆る フリ ッ 
ト ・ ア ス ノ と 共に 戦艦 ディ ー ヴ ァ の 乗組 員 と な り 、 そ 
れ ぞ れ の 想い を 胸 に 自ら の 役割 を 果たす 。 そし て 、 フ 
リッ ト の 戦い を 見 届け た エミ リー は 、 戦 役 後に 彼 と 結 
ば れ た の で ある 。 

フリ ッ ト と 結婚 し て アス ノ 姓 を 名 乗っ た エミ リー は 、 
夫 と の 間 に ア セム ・ ア ス ノ と ユノ ア ・ ア ス ノ の 2 児 
も うけ 、 UEー ヴ ェ イガ ン と の 戦い が 続く 世界 で 母親 と 
し て 子供 た ち を 育て て いく 。 一 方 、 地 球 連 邦 軍 を 退 
いた バル ガス も アス ノ 家 で 共に 暮らし 、 孫 娘 夫 婦 や 
儲 環 た ちの 成長 を 見 守っ た 。 だ が 、 ア セム が 17 歳 
に な っ た A.G.140 年 、 エミ リー た ち が 暮 ら す コロ ニー・ 
トル ディ ア が ヴェ イガ ン の 筐 撃 に 遭う 。 再び 巻き 起 
こっ た 戦火 を 前 に し て 、 エ ミリ ー た ち は 新 た な 世代 の 


旅立ち を 見 送っ た の だ っ た 。 


> し 
ア で の 親子 の 日 人 
は 、 ヴ ェ イ ガン の 出現 
に よっ て 破 られ る こと 
に な る 。 


バル ガス は アス ノ 家 
の 人 層 で 放 を 重ね る 一 
方 、 フ リッ ト が 入っ で 


アセ ム と ユノ ア の 母 と な っ た エミ リー は 、 子 供 た 
を 静か に 見 アス ノ 家 の 人 間 と し て 地球 連邦 軍 に 入 . 
隊 す る 道 を 選ん だ アセ ム に も 異 を 唱え る よう な こと は な く 、 我 
が 子 が 過ち を 犯さ な いと 信じ て 送り 出し た 


入隊 式 角 で の 別れ 
束 に アセ ム を 抱き し 


ジョ セ ・ マ リス / ハ ンス ・ イ ー ジ ) 


技能 MS の 整備 (パルス) 


を 


NN・ー こ ん H マ 


NXN・ パ N ド ヤ 


と コノ ア 、 バ パル ガス 。 アセ ム と 
の アス / 家 の 屋 王 で 募ら し 、 埋 いと は 無 緑 の 生 活 を 送 
補間 係 は 人 好 で . バル ガス も 信隆 た ち を 可 辻 が 


関連 ファ イル 


AGE-1 


FEPREWEW 


の 息子 で 、 ユ ノア の 

父 フ リッ ト の 期待 を 青 
っ て 地球 較 孝 軍 に 入隊 す 
多く の 苦 羅 が 待ち 連 け 


W A て いた 。 


< くき YNS> wv 


フリ ッ ト と 結婚 し た 


ミリ ー は 、 戦役 後 も 軍 に 残っ て 多 
忙 な 日 々 を 送る 代わ り 家庭 を 守っ た 。 その 胸中 に 
は 、 志 を 抱く フリ ッ ト に と っ て の 止ま り 木 の よう な 存在 に 
な ろう と し た 想い が あっ た と いう 。 そし て 、 1 日 近く を 要 し 
た 難産 の 未 に アセ ム を 出産 し 、 母 親 と し て の 道 を 歩ん 
で いっ た 。 ヴェ イガ ン の トル ディ ア 製 撃 で は 屋敷 の 地下 
に 避難 し て 難 を 逃れ 、 その 後 は 軍 に 入隊 し ディ ー ヴ ァ で 
旅立つ アセ ム を ユノ ア と 共に 見 送っ た の : 


ユノ ア は フリ ッ ト と エミ リー の 第 2 子 と し て 、 ト ルディ ア 
で 生ま れ た (アセ ム と は 対照 的 に 安産 で 、 付 き 添 い の 」 
た め に 休暇 を 取っ た フリ ッ ト を 拍子 抜け させ た と いう )。 
兄 に よく 懐く 明る い 性 格 の 少女 で 、 ヴ ェ イ ガン の 角 撃 
に 遭っ て も それ を 引き ずる こと な < 日 々 を 過ごし 、 軍 人 の 
道 を 歩む アセ ム を 見 送っ た 。 な お 、 アセ ム と ロマ リー・ ス 
トー ン の 結婚 式 で は ウェ ディ ング プラ ン ナ ー を 引き 受け 
た が 、 あま り の 忙し さ に 後 梅 し て いた と いう 


戦役 後 、 ア ス ノ 家 に 同居 する こと と な っ た バル ガス 
は 、 ア セム た ちの 曽 祖父 と し て 一 家 を 見 守る 傍ら 、 屋 
敷 に 隠さ れ た ガン ダム AGE-1 の メン テ ナ ン ス を 担っ て い 
た 。 ヴェ イガ ン の 鎧 撃 で は 、AGE デ パイ ス を 受け 継い 
だ アセ ム を ガン ダム に 導き 、 そ の 後 も フリ ッ ト と 協力 し て 
ガン ダム の 秘匿 と アセ ム の サポ ー ト に 和 務め た 。 


ノア に は 食 過ぎ を 注意 さ 
れ て いた 


ジョ セ ・ マ リス と ハン ス ・ ル ー ジ の ふた り は アス ノ 家 に 
雇 われ た 使用 人 た ち で 、 バ ル ガ ス の 下 で ガン ダム の メン 
テ ナ ン ス に 携わっ て いた 。 ヴェ イガ ン の トル ディ ア 舞 撃 で 
は 、 パル ガス と 共に アセ ム が ガン ダム AGE-1 に 乗る 手 助 
け を し た 。 また 、 アス ノ 家 と は 家族 ぐる み の 付き 合い 
、 MS コン テス ト に 出場 する アセ ム を 応援 し て 


ジョ セ と ハン ス は 、 ヴ ェ イ 
ガン の MS に 生身 で 立ち 


向かう 一 敢 さ を 
ょ たり の 経歴 は 
が 、 戦闘 に も 
胸 の 持ち 


トル ディ ア が ヴェ イガ ン 
の 陵 撃 を 受け 、 バ パル ガ 
ス 


ンダ ム A( 
準備 を する 
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アセ ム の 息子 キオ ・ ア ス ノ が ヴェ イガ ン と の 戦い に 身 を 投 
じ た A.G.164 年 、 地球 連邦 軍 に 志願 し た ユノ ア は ディ ー ヴ ァ 
の 医療 班長 を 務め た 。 舞っ 子 の キオ を 見 守り つつ 、 ヴ ェ イガ 
ン に 情 的 に な り が ちな 又 フリ ッ ト を 気 條 っ て いる 。 一 
方 、 は 移住 し た オリ パー ノー ツ で ヴェ イガ ン の 豊 撃 に 
遭っ た が 、 ロ マリ ー と 共に 隣 町 へ と 避難 し て いる 


安否 を 心配 する 父 を 娘 と 
し て 気 中 


笑 呈 を 見 

リー と ユノ ア 。 な ふ 

祝福 し 、 そ の 後 も 

ロマ リー の 出産 に 付き 丘 

うな ど 京 族 の 絆 を 保ち | 
けた 


A.G.164 年 の エミ リー& ユ ノア 


四 ユノ ア ・ ア ス ノ 画 エミ リー・ ア ス ノ 


ド 


AG.164 年 当時 の ユノ ア は 38 
央 で 、 生 相応 の 落ち 着き を 見 せる 
一 方 、 生来 の 快活 a も 語 


AG164 年 当時 、 63 大 の エミ 
リー。 上 品 に 年 齢 を 重ね 、 穏 や 
か な 老 婦人 と いっ た 風情 だ っ た 
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PERSONAL PROFILE - ア レッ ク ・ ラ ッ ド ン ノルド ルフ ・ ヴ ィ ト ゲ > 
アレ ッ ク ・ ラ ッ ド ン = 


ルド ルフ ・ ヴ ィ ト ゲン シュ タイ ン 壮 


Alec Ladd,/ Rudolf Wittgenstein 


アジ ア 圏 に 配属 され た 
ザフト の コー ディ ネイ ター 


アジ ア 圏 に 駐留 する ザフト と 地球 軍 の 間 に 緩 や か 
な 緊張 が 続い て いた が 、C.E.73、「 ブ レイ ク ・ ザ ・ 
ワー ルド 」 に より ブラ ント と 連合 は 再び 開戦 。 アジ ア 
園 で は 連合 の 支配 を 良し と し な い 地 元 住民 が 武装 ゲ 
リラ と し て 映 起 し 、 混 迷 を 深め る 事態 と な る 。 その 際 
に 配属 され た の が 、 ザ フト 兵 の アレ ッ ク ・ ラ ッ ド と ルド 
ルフ ・ ヴ ィ イト ゲン シュ タイ ン で あっ た 。 が 


支配 の た め 民 間 軍 事 会 社 の 投入 を 決定 。 レオ ンズ ・ 
グレ イブ ス が 派遣 され た こと で 事態 は 動き 出す 。 


転属 する 前 は 
ア 大 陸 の 永久 訂 


ito i 
ら 平 凡 な 実力 の ルド ルフ 。 

地 夫 軍 と ゲリラ は 大 半 が 
ナチ ュ ラル で あり 、 少数 

を 相手 取る 戦い で あ 

た め 。 ルド ルフ は 自分 が 強 
いと 々 沿 途 いし て いく 


さり NS YY 


シィ 
E73 の 世界 


-2000 

| ルド ルフ 専用 グフ イナ イテッド 

別名 | ゴー ルデン グフ ] 。 装甲 プレ イク ・ ザ ・ ワ ー ル ド 事 件 

に 全 の メッ キ を 施し た 機体 で 、 を 契機 に 、 東 アジ ア 共 和 国 
で は 連合 の 半 治 に 反対 する 
地元 民 が ゲリラ と し て 線 起 。 
ザフト 連合 ご ゲリラ 

皿 ヤ タ ノ カ ガミ と 思い 込ん だ 。 つ 巴 で 争っ て いた 。 


アレ ッ ク ・ ラ ッ ド 
アジ ア 園 の 山間 部 は 戦略 的 に 重要 と は 言え な い 地 
域 で あっ た も の の 、 ザ フト と 地球 軍 の 双方 の 威信 が 懸 
か っ た 戦争 で ある た め 一 応 の 軍隊 は 駐留 し て いた 。 ザ フ 
ト は 各部 隊 か ら は み 出 し た 「 問 題 ア リ ] の 兵士 が 集 っ て 
お り 、 配属 され た アレ ッ ク は 実質 的 な 指揮 官 を 務め る 。 
権 謀 術 数 に 緑 の な い ア レッ ク は 、 指 揮 官 と し て 有 能 
と は 言い 難い 人 物 で あっ た 。 その 正 々 堂々 と し た 戦い 
は 敵 味方 か ら 賞賛 され る も の の 、 無 駄 や 被害 も 多かっ 
本 国 は 旨味 の な い 場 所 の 負担 を 減ら し つつ 効率 
的 に 地域 支配 を 維持 し た いと 考え 、 民 間 軍 事 会 社 に 
協力 を 仰ぐ 。 そこ で 派遣 され て きた 新 指揮 官 レオ ンズ は 
効率 を 第 一 と し 、 粘 息 な 作戦 は ア の 性 に 合わ な 
いた め 衝突 する こと が 多かっ た 。 そ | 地球 軍 に 雇 わ 
ト テ ー ル の 華 土 将 と の 交戦 で 、 
アレ ッ ク は レオ ンズ の 卑 枝 な 策 を すべ て 放 乗 し 、 一 対 
ー の 戦い を 挑む 。 力 は 互角 で : 、 潜 ん で いた レオ 
ンズ が 効 を 背中 か ら 撃 っ た こと で アレ ッ ク は 怒り を 見 せ 
『、 効 が 新型 の ブル ー フ レー ム に 乗り 換え た こと 
利 を 悟り 、 撤 ッ ク は レオ ンズ と 増援 の 算 
段 を 付け る の だ っ た 
間 軍 事 会 社 か ら の 増援 スー が 独自 行動 に 出 た こ 
は 混乱 する 。 結果 、 争 い を 避け よう と ゲリラ が 
が 叶う の だ っ た 。 この まま 連合 と の 講和 も 
場 に 向かう アレ ッ ク : スー の 襲撃 を 
ト 審 を 持た れ 、 連 合 軍 の 増 トド < エ 
ルウ ェ ス か ら 攻撃 を 受け 、 会 談 は 失敗 。 その 際 に アレ ッ 
ク は ルド ルフ を 底 っ て 負傷 し : 


騰 貞 を 真っ 同 か ら 換 ん 7 


ルド ルフ ・ ヴ ィ ト ゲン シュ タイ ン 
自ら の 才 に 見 合わ ず 自 信 過 剰 な 面 が あっ た ルド ルフ 。 

し か し 敵 が ナチ ュ ラ ル ば か り で あっ た 戦い で 勝利 

を 収め て いく 。 地球 連合 軍 05 ダ ガ 

な っ た 際 、 あ まり に 敵 が 避 過 : 


ト テ ー ル と の 遭遇 で 巡っ て くる 。 新型 の ガ 
イブ ルー フレ ー ム サー ド に 乗り 込ん だ 


を 切り 落と され 呆然 と する 。 その 後 、 ゲ リラ の 歩み 寄 
よっ て 連合 と も 和平 交 波 る 流れ と な る が 、 自 称 エ ー 


の っ て 第 を 作り 、 人 < 人 
首 を 落と され て し まう 。 し か し に 奪わ れ た ザフト 基 
地 の 奪 還 作 戦 で 予想 外 の 活躍 を 見 せ た の 


MORE INFO! 


レオ ンズ と スー が 所 属す る 民間 軍事 会 社 の 連合 体 は 地球 
男 の 企業 で あり 、 コ ー デ ィ ネイ ター で ある ザフト が 依頼 する ご 
と は 珍し いこ と で あっ た 。 そ の 実は 情報 で 世界 を 支配 する 組 
圭 「 一 族 」 が 所 有する 軍事 力 の ひと つ で あり 、 一 族 が 滅ん で 
後ろ 盾 を 失っ た の ち も 存 続 し て いる 。 増援 の スー は 一 族 が 生 
み 出 し た 戦 開 用 コー ディ ネイ ター で あっ た が 、 コ ント ロー ル 不 
可能 と な り 、 部 の 政 滅 久 外 に 使い よう が な い 人 材 と な っ た 。 


er wa 


広 を 示 め る プラ ント 本 国 (を) 
ー の 依頼 民間 軍事 会 社 
は 戦争 を ビジ キス と 考え て 的確 
な 行動 を 取る レオ ンズ を 派遣 す 
る 一 方 、 制御 の 効 か な い ス ー を 
増援 に 送っ た 


罰 レオ ンズ ・ グ レイ ブス 
民間 軍事 会 社 に 籍 を 置く 切れ 
者 。 戦争 を ビジ ネス と 捉え て お 
り 、 戦 場 を 居り 歩く こと か ら 「 ウ ォ ー 
サー フ 」 と 呼ば れ て いる 


情報 で 世界 を 探る 秘 宙 織 「 一 
族 」 が 造り 上 げた 戦闘 用 コー 
ディ ネイ ター。 人 問 性 は 排除 き 
れ 、 戦い に 審 び を 見 出す 。 
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機動 戦士 ガン ダム 


PERSONAL PROFILE 
カイ ・ シ デン | 


Kai Siden 


技能 _ MS の 操縦 、 大 型 特殊 車輌 の 操作 | E.F.S.F. 


自ら が 戦う 意味 と 向き 合っ た 
ホワ イト ペー ス の パイ ロッ ト 


ホワ イト ペー ス の 乗員 と し て 一 年 戦争 に 身 を 投じ 
た カイ ・ シ デン は 、 戦 争 と いう 押し 付け られ た 状況 を 
甘受 する こと が で き な か っ た 。 生き 延び る た め に 戦い 
な が ら も 、 自 分 た ちの 行為 に 懐疑 の 目 を 向け 続け た 
の は 、 ひ ね くれ 者 と も 言え る カイ の 気質 が させ た こと 
だ っ た の だ ろう 。 だ が 、 あ る 少女 と の 出会い と 別れ が 、 
カイ に 戦争 と 向き 合っ て その 意味 を 考え る 機会 を 与 
える こと に な っ た の で ある 。 

U.C.0079、 サ イド 7 で ジオ ン 公 国軍 の 興 撃 に 遭 
い 人 避難 を 余 位 な くさ れ た カイ は 、 ホ ワイ トペ ー ス に 身 
を 寄せ る と と に な る 。 そし て 、 ジ ャ ブロ ー を 目指 す 航 
海 の 中 で 、 パ イロ ッ ト と し て 戦い ホワ イト ペー ス を 守っ 
た 。 し か し 、 状 況 に 流さ れる まま 戦う こと に 疑問 を 抱 
き 、 そ れ を 受け 入れ る 仲間 た ち に 一 線 を 引く よう に な 
る 。 次 第 に 積み 重なっ て いっ た 物 屈 は 、 や が て カイ 
を 仲間 た ちと は 違う 道 に 歩 ませ 、 転機 を 迎え させ る の 
だ っ た 。 


カイ は ホワ イト ペー ス に 

虐 っ で 戦う 自分 に 攻 問 を 

PP a 抱 (中 で 、 ジオ ン 公国 軍 
の メ パイ と し て 生計 を 立 

語 て る ミハル ・ ラ トキ エ と 出 


球 導 孝 軍 と いう 析 の 外 
に 見 HH し て いく 。 


ミハル ・ ラ トキ エ が ジオ ン 公 国軍 の スパ イ だ と 気付 き な が 
ら 、 カ イ は 彼女 が 探 ろ うと し た ホワ イト ペー ス の 情報 を 漏らし 
た 。 幼い 弟 と 妹 を 華 う た め に 汚れ 仕事 に 手 を 染め る ミハル 
を 気違い 、 多 く を 問わ な い 優 し さ を 見 せ た 


pe 


RX-77-2 
ガン キャ ノン 
MV 作戦] の 一 環 と し て 開 人 
た 中 外 攻 援用 MS、 
ス の 主 カ と し て 
宇宙 で も 運用 され 、RX-78- 
2 ガン ダム を 支援 し た 。 


関連 ファ イル 


キャ 


EE 


[9 | 
| 9」 


イ と 出会う 
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な 4 な V い か ら な 


一 年 戦争 後期 、 ホ ワイ ト ベ ー ス は オデ ッ サ の 戦い を 
切り 抜け て ベル ファ スト 基地 に 辿り 着い た 。 そこ で レビ 
ル 将 軍 と 対面 する 仲間 た ち を 横目 に 、 カイ は 成り 行き の 
まま 軍 に 組み 込ま れる こと に 反発 する 。 その 感情 を 抑 
え 切 れず に ホワ イト ペー ス を 降り た カイ は 、 ミ ハル ・ 
キ エ に 出会う 。 ミハル に 誘わ れ て 彼女 の 家 に 
ん だ カイ だ っ た が 、 彼 女 が スパ イ 行 為 で 生計 を 立て て 
いる こと に 気付 いて し まう 。 それ で も 、 苦 し い 境 過 で 弟 
妹 を 養う ミハル を 慮 り 、 彼 女 の 行為 を 見 逃す カイ 。 その 
一 方 で 、 ジオ ン 公国 軍 の 製 撃 を 受け た ホワ イト ペー ス を 
見 過ごせ ず 、 カイ は 仲間 た ちの 下 に 戻っ を の で ある 

その 後 、 再び 戦場 に 身 を 置い た カイ は 、 ホワ イト ペー 
ス に 潜入 し た ミハル と 再会 を 果たす こと に な る 。 時 を 同 
じ く し て ホワ イト ベース は 英 の 攻撃 を 受け 、 そ れ を 招い 
た 責任 を 感じ て 戦 お うと する ミハル を 伴っ て 出撃 する カ 
イ 。 だ が 、 そ の 戦闘 の 中 で ミハル は 命 を 落と し 、 カ イ は 
少女 の 不幸 に 涙する の だ っ た 。 し か し 、 戦 争 に 翻弄 さ 
れ た ミハル の 死 は 、 カ イ に ひと つの 想い を 芽生 えさ せ 
た 一 一 彼女 の よう な 憎 者 の 犠牲 を これ 以上 増やさ な い 
と いう 決意 を 。 その 想い を 胸 に 秘め な が ら も 、 以 前 と 変 
わら ず 皆 か ら 一 歩 引 いた 心持ち で 戦い に 臨ん だ カイ は . 
ジャ ブロ ー か ら 宇 宙 へ と 移っ て いく 戦場 を 渡り 歩い た 
そし て 、 ア ・ パ オア ・ ク ー の 決戦 を 生き 残り 、 仲 間 た ち 


時 と 共に 悦 わ れ た 仲 財 


一 度 は ホワ イト ペー ス を 降り な が ら も 、 ミ ハル と の 交 
流 を 経て 艦 に 戻っ た カイ は 、 以 前 に 比べ て 仲間 意識 を 
表 に 出す よう に な っ て いっ た 。 ジャ ブロ ー で は 、 艦 を 陰り 
た く な いと 駄々 を こね る カツ 、 レ ツ 、 キ ッ カ に 助け 舟 を 出 
し 、3 人 を ジャ ブロ ー の 施設 に 残 そ うと し た 育児 官 を 説 
得 し て いる 。 また 、 ブラ イト ・ ノ ア ら の 前 で 「 連 邦 の 無能 
な 官僚 や 参謀 の 橘 と な っ て 死ぬ の は 嫌 ] と 自ら の 明け 
透け な 心情 を 語る こと も あり 、 仲間 た ち へ の 信頼 感 を 覗 
か せ て いた 。 ホワ イト ペー スカ か ら 離 れ た こと で 、 仲間 た ち 
と の 繋が り を 見 つめ 直し た の だ ろう 。 

一 方 で 、 シ ニカ ル で 冷静 な 物 の 見 方 は 健在 で 、 ア ・ 
パオ ア ・ ク 一 戦 の 直前 に は ニュ ー タ イプ を 方 便 に 皆 を 励 
まそ うと し た アム ロロ ・ レ イ の 真意 を 察し て も いた 。 仲間 に 
心 を 開き な が ら も 、 斜 に 構え た 面 は 残っ て いた の で ある , 


外科 中 夫 戦 で 号 に 付け た パイ ロッ ト の 吊 覚 

多く の 実戦 経験 を 重ね た カイ は 、 戦争 末期 に は 一 人 
前 の パイ ロッ ト に 成長 し て いた 。 キャ メル 艦隊 と の 戦闘 
で は いち 早く 戦端 を 開い た スレ ッ ガ ー・ ロ ウ を 諫 め る 尼 
重 さ を 見 せ 、 ア - パオ ア ・ ク ー 戦 で も 先行 する 味方 を 前 
に 騰 病 で 丁度 良い と 語っ て いる 。 己 の 力量 を 把握 し 、 
無理 を し な い バ ラン ス 感 覚 を 身 に 付け て いた と 言え る 


を 高め 病 と の 束 や 区 め の 5RR に 上 培 を 見 せ 
クー で は ガン キャ ノン を 軸 机 され て 陸 軽 に 駿 ん で いる 


ME D2 SHET Ds 


し て むせ び 泣 く 。 


ミハル の 死 を 乗り 絡 え て 一 年 戦争 を 


MORE INFO! 
一 年 戦争 後 の カ イ ⑧ 


戦後 プリ ー の ジャ ー ナ リス ト と な っ た カイ は 
様々 な 騒動 に 首 を 突っ 込み 、U.C.0096 の 
「 ラ プラ ス の 箱 ] を 巡る 争乱 に も 関わ っ た 
そこ で は 、 ブ プラ イト の 依頼 で ビス ト 財 団 ! 
+ ラオ ・ ザ ビ の 傘 財 作戦 を 「 補 
付き | の : ー ル 隊 に 持ち か ける 交渉 あー に ミネ バ の 奉 
役 を 担っ て いる 。 また 、 グリ プス 2 の 情報 を ブ する カイ 。 時 電 の 
ライ ト に 伝え た の も カイ で あっ た 。 マン 相手 に 巧み な 交渉 を 見 せ た 。 


.0096 当 時 の カイ 。 グリ プス 昔 役 の 大 
< スー ツ に 身 を 包み 、 貴 々 と し た 態度 
イト や ジン ネ マン と 接し た 。 


間 通 サンライズ 175-16 


機動 戦士 ガン ダム 第 DBMS 小 隊 


PERSONAL PROFILE (0) ne02 selln 


ギニア ス ・ サ ハリ ン ーー 議 


Ginius Sahalim 


残り 少な い 人 生 の すべ て を と ) a 3 
懸け た 「 ア プ サ ラ ス 計 画 」 


地球 上 に お ける 地球 連邦 軍 と ジオ ン 公国 軍 の 勢 
力 図 が 大 きく 塗り 替え られ よう と し て いた 一 年 戦争 後 
期 、 極 東 地 区 に お いて ジオ ン 公国 軍 の MA 開発 計 
画 が 進行 し て いた 。 衛星 軌道 か ら 降下 する MA に 搭 。 
載 し た 巨大 な メガ 粒子 砲 で 、 目 標 へ の 直接 攻撃 を | 
加え る と いう 「 ア プ サ ラ ス 計 画 ] は 、 ジ オン 軍 側 の 情 = | 
替 不 利 な 戦況 に あっ て な お 強力 に 推進 され 続け て い 
た 。 その 計画 の 中 心 人 物 で ある ギニア ス ・ サ ハリ ン 
は 、 名 家 に 生ま れ な が ら 幼 少 時 か ら 加 い 続け て きた 
病魔 と 関 う 技術 将校 で あっ た 。 重い 病 ゆ え に 自由 に 
な ら ぬ 体 、 名 家 と は いえ 没落 し た 家柄 な ど 、 彼 に と っ 
て 人 生 は 重荷 て し か な か っ た 。 だ か ら こ そ 、 ギ ニア ス 
は アプ サラ ス の 開発 計画 に 傾倒 し て いっ た 。 地球 
連 反 軍 の ジャ ブロ ー 基 地 を 攻略 し 、 そ の 功績 に よっ 
て サハ リン 家 を 再 思 ささ る こと が ギニア ス の 夢 で あっ 
た 。 し か し 、 戦 局 は ジオ ン 公 園 の 劣勢 に 傾き 、 彼 の 
夢 は 次 第 に 歪ん だ も の へ と 変化 し て いく の で あっ た 。 


宇 軍 放射 線 に . a) 


ギニア ス に と っ て 妹 で あ 
る アイ ナ は 唯一 の 内 親 
4 仲の 良い 兄 


バカ な !! 欧 な ど 征 膜 が 
作り 周 す 幻想 に 過ぎ ん ! 


オデ ッ サ 作戦 で の ジオ ン 公 国軍 の 大 敗 に よっ て 、 地 
$ け る 両 軍 の 勢力 図 は 地球 連邦 軍 優 位 に 塗 

り 替 えら れつ つ あ っ た 。 アプ サラ ス の 完成 に よ : 

ブロ ー 基 地 へ の 直接 攻撃 を 目論ん で いた 


の 完成 に の み 注力 する よう に な っ た ギニア ス は 、 オ デ ッ 
サ 作 戦 で 敗残 兵 と ラー ネ 率 いる 友軍 
を 見 捨て する 。 さら に 、 自身 と 共に アプ サラ ス 開 
発 に 心血 を 注い 研究 員 を 毒殺 し 、 鉱 山 基 地 を 支 
兵 た ち を も 陽動 の た め の 犠 牲 と し た の で ある 。 
成 し た アプ サラ ス ブ 皿 に は ギニア ス と 共に ア 
イナ が 搭乗 し 、 鉱 山 基 地 を 包囲 し た 地球 連邦 軍 を 駆 
逐 し よう と する 。 無 意 味 な 戦闘 を 止め させ よう と する アイ 
ナ の 言葉 に 耳 を 貸さ ず 、 ギニア ス は た だ 連邦 軍 の 打倒 
と いう 亡 執 に 取り 間 か れ で いた 。 愛 な ど と いう 幻想 に 基 
か れ た と 断じて 実 の 妹 を も 切り 捨て た ギニア ス は 、 ア イ 
ナ を 拳銃 で 撃 まう 。 も は や 妹 の 愛情 
な っ た 彼 は 、 シ ロー・ ア マダ と アイ ナ が 育ん だ 9 
前 に 敗れ 、 自ら の 分 身 と も 言え る アプ サラ ス 皿 と 共に 災 
の 中 に 夢 と いう 名 の 想念 | われ 、 差 し 伸 ペ 
られ た 救い の 手 を 拒絶 し 、 唯 一 の 肉親 に すら 見 捨て ら 
れ た 末 の 聡 独 な 死 で あ - 


お 寺 : 当 卓 友 、 ユ ー リ ・ ケ ラー ネ と の 確執 


ジオ ン 公 国軍 欧州 方 面 軍 の 司令 官 、 ユ ー リ ・ ケ ラー 
ネ 少 将 と く は 旧知 の 間柄 で ある 。 し か し 、 ユ ー リ 
は 粗暴 な 一 面 を 持つ 生粋 の 軍人 で あり 、 一 方 の ギニア 
ス は 典型 的 な 技術 畑 出 身 の イ ン テ リ で ある , こり の 
友情 は 付き 合い の 長 さ に 反比例 する か の よう に 表面 的 


は 崩壊 し 始め る 。 撤退 する 友軍 を 宇宙 へ 脱出 させ る た 
ユー リ は アプ サラ ス 開 発 基地 の 動力 源 と し て 流用 し E 
ザン ジ バ ル 級 機動 巡洋艦 ケル ゲ レ ン の 徴収 を 偽 1 er eerie 

装 し て ギニア ス に 計画 の 中 止 を 迫っ 4 うけ た 

の 実現 を 阻む も の と し た ギニア ス は 、 ア プ サ ラス 計画 の 

ユー リ を 含む 味方 将兵 た ち を 謀殺 し て し ま 
に 固執 する ギニア ス に 
軍 の 命 すら 配慮 に 値 し な いも の と : 


MORE INFO! 


ニア ス を 中 心 と し て 大 勢 の 技術 者 や 
ち が 携わっ て いた 。 また 、 ア プ ブサ ラス 開発 計画 の 拠点 
山 基地 の 将兵 た ち も 防 新 の た め に 多数 が 投入 され 


記 多 』 由 7 プ サ ラ ス 開 発 を 最 優先 し た 独立 的 行動 


アプ サラ ス 開 発 の 拠点 し て 鈴 山 基地 を 挙 押し て い か か わら ず 計 画 守 成 の た め の 必 要 を 犠 拍 と し 
た ギニア ス だ が 、 そ の 部 隊 運 用 ( ある 。 や が て アプ サラ ス の 危険 性 を 察知 し た 


も あり 腹心 で ある て い 地球 連邦 軍 と の 戦闘 が 激化 する と 、 研究 員 や 開発 スタ ッ フ た ち 
に 薬物 を 投与 し て 作業 効率 の 維持 が 図っ れ た と 言わ れ て いる 


公国 軍 士 官 
『、 そ の 本 に は 者 が 弓 ら れ て 開発 基地 の 防衛 
ン 公 園 


て 不時着 | 
作業 を 担当 し 


祭 方 寿 兵 の 秩 秩 より も アプ サ 


震 は 堪 パ バイ ロット と 接触 


仙 通 ・ サ ン ラ ィ ズ 175-18 
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機動 戦士 ガン ダム AGE 


PERSONAL PROFILE eg, 本 02 ser DTA 


PROFILE (A.G.141 年 時 ) 


39 歳 一 40 歳 (ディ ケ 


ディ ー ヴ ァ の クル ー ⑫ = 


DIVAS Crew 


ミレ ー ス を 中 心 に まとまっ た 
ディ ー ヴ ァ の 新た な クル ー 


A.G.115 年 の 戦い に 投入 され た 地球 連邦 軍 の 
宇宙 戦 往 ディ ー ヴ ァ は 、 戦乱 終結 後 も 軍 で 運用 され 
て いた 。 A.G.140 年 代 に 入り 、 再 び ヴ ェ イ ガン が 攻 


アセ の 戦い を 支え た 
3 四 戦 穫 テイ ー ソ ア の 
2 代目 クル ー た ちら 


勢 を 強め る と 軍 は 前 大 戦時 に ブリ ッ ジ ク ル ー を 務め 


の ほか 、 デ ィ ケ ・ ガ ンー イル や ウル フ ・ エ ニア クル な 
戦 か ら 引き 続き 乗艦 し た も の 
は 若い 軍人 と な り 、 新 た な 布 


ペー マ ・ ツ で マ YW 


AGE.01-1 


レミ ミリ レニ の 
ディ ー ヴ ァ の 整備 士 で 、 デ ィ ケ の 助手 と し て MS の メ 
ン テ ナ ンス を 手掛け て いた 女性 兵 。 ジェ ノア ス I の 整備 
を 担当 し て いた 縁 で パイ ロッ ト の オブ ライ ト ・ ロ ー レ イン 
と 急 接 近 し 、 ブ ロボ ポーズ も 受 放 ノー トラ ム 攻 
防戦 時 、 ヴェ イガ ン の 攻撃 に 巻き 込ま れ て 命 を 失っ た 。 
苦境 に も めげ な い 明る い 
性 格 で 、 MS パイ ロッ ト た 
ちと も 友 聞 的 な 関係 を 休 
いて いた 。 その 中 で オブ 


ライ ト と 舞い を 通わ 
が 


オブ ライ ト か ら の 突然 の 


を 確か め る と 、 彼 の 告白 
を 早けれ る の だ っ た 


ショ ン ョ の カジ ペコ ルレ 


フリ ッ ト と 共に 学生 な が ら デ ィ ー ヴ ァ に 乗り 込ん だ デ 
ケ は 、 バル ガス ・ ダ イソ ン の 助手 を 務め た こと を 機 に 
カニ ッ ク と し て の 道 を 歩み 出し た 。 A.G.141 年 に は は ディ ー 
ヴァ の 整備 士 チ ー フ と な り 、 レ ミ や 多数 の 部 下 を 従え る 
まで に 成長 。 親友 で ある フリ ッ ト を 支え た の だ っ た 。 


取 デ バイス | ミ 
を 使 お うと し て いた 
に 気づき 、 強い 調子 で 


タク ルー で 、 副 艦長 的 な 役割 を 担っ た 
艦内 シス テム 統括 と し て ディ ー ヴ ァ の 状況 を 常に 把握 し 
て いた 彼女 は 、 ミ レー スズ 不在 時 に は 艦 の 指揮 も 任 さ れ た 。 


旗 の 実質 的 な ナン バー2. 


r プリ ッ ジ ク 
ルー の 高い 連携 は 、 彼 
去 の 力 が 大 きか っ た と 計 
ぇ る 


デリ クル ー 

ブリ ッ ジ クル ー は 艦長 や ロマ リー・ スト ー ン を 含め て 女 
性 が 4 名 、 男 性 3 名 で 構成 され て いた 。 ビッ グリ ング 攻防 
戦 や ノー トラ ム 攻 防戦 と いっ た 大 規模 な 戦闘 に 巻き 込ま 
れ な が ら も 、 彼 ら は 逃げ 出す こと な くそ の 職務 を 果たし た 。 


め ク ルー た ち が 参 加 し た 


ノー トラ ム 攻 力 
フリ ッ ト や フレ デリ 

グレ アス も 艦 に 参加 

ウル プ も 、 ヴェ イ 


ガン の 移動 要 守 ダウ ネス を 
CS TO3 


が 乗る ゼ ダ ス M の 攻 


が 、 レ ミ は 彼 
が 機体 に 辿り 着く 直 


戦後 に 行わ れ た アセ ム と ロマ リー の 結 
に 参列 し て いる 。 親友 の 


前 時 ・ サ ン ラ イズ ・MBS 175-20 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 一 年 戦争 秘録 、 
PERSONAL PROFILE i 本 02 mM25 


PROFILE 


Monique Cadilac 


で 


絶 
を 
和 
り 
越 
の 
GC 


す - 
ベベ 
さ 
と 
を 
見 
定 
め 
7 
4 


| MAIN MECHANIC MAIN MS 


Pt i. a 


再会 し た エル ヴィ ン と の 年 
の 春 顔 が 表れ て いた と 言え る 。 


評価 試験 機 と し て ヨー ツン へ 
イム に 逢 り 込ま れ た 試作 泊 
用 MS。 キャ ディ テッ ク は 、 オ 
リヴ ァ ー・ マイ や 学徒 兵 を 才 
うべ く 本 機 を 運用 し た 。 


ゴ の パイ ロッ ト と し 


て 戦争 に 参加 。 だ が 、MP- 
人 02A の 評価 実験 の 共に 理 
死 し て し まう 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 一 年 包 録 、 計 示 録 0079 


PERSONAL PROFILE モー ク - キ ャ ディ ラッ ク [BL mg02 sr 2g 


昔 局 の 悪化 に 集 り E 成 じ 
な が ら 、 モ ビル ダイ バー シ 
ステ ム の 運用 試験 に 提 


足跡 本 my 


学徒 兵 し て ヨー ツン ヘイ ム 
に 着任 し た エル ヴィ ン と 再会 
する が 、 その 死 を 目 の 当 た 


務 大 慰 と し て 
が 閉 さ され た 


E フ ィ ー ル ド に 孤 


記 凶 中 人 と し て の 合理 的 な 


、 エ ル ヴ ィ ン の 小隊 を 出撃 させ た 
概 雑 な 感情 を 抱い た よう 7 


ける キャ ディ 


切り 詰め た モデ 
パー メッ キ 仕様 


サシ ライ テ 176-16 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


PERSONAL PRORLE の 000 の ボー スイ クボ) [mw02 mm 
ヴェ イガ ン の 人 々 ②⑫ ae a 


(ジラ ー ド / シ モン ズ ノ オク ラム ド ,/ ゼ ラ ) 
Vagan Force (Girard /Simmons /Ocramud /Zera) 


| 


ry エ 必 ば yrYN 生 へ H 半 
(デベ ロス 雇 六 S 局 < 


XMS-005 
ティ エル ヴァ 


し AGELFX に 比肩 する 高 
い 機 人 性能 を 発揮 し た 


xg 
ヴェ イガ ン ギ ア 
EXA-DB 内 の デー タ を 基 
造ら れ た 、 ヴ ェ イ ガン 製 
の 始祖 と な る 和信 

す 


176-17 


換 動 戦士 ガ NE 


PERSONAL PROFILE | mr02 sr 28A 
ジラ ー ド ・ スプ リガ ン は 臣 ジラ ー ド ・ ス プリ ガン B PO アロ ー ン ・ シ モン ズ 


1 ファ ルク ・ オ クラ ム ド 


Ma サラ イズ MBS 176-18 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


PERSONAL PROFILE A iE mr02 18 


や ーー PRDFILE( ム クレ ドラ ラバ ー リ [A.G.115 年 時 ]) TT 
w\ = 年 齢 55 歳 (ムク レ ド ) /28 歳 (ララ パー リ 
ツ 所 属 マッ ドー ナ ・ フ ァ ク トリ ー シ ッ プ ma 
了 級 工場 長 ( ム クレ ド ) G3 EN 
' ・ 出身 
Madorna's Family RE iS osxrg i 


高い 技術 と 大 規模 な 工房 を 有 し た 
マッ ドー ナ 家 の 戦い の 歴 喝 


MS の 開発 を 事実 上 不可 能 と する 「 銀 の 杯 条約 

締結 され た A.G. の 時 代 で は 、MS の 開発 や 修復 
を 請け 負え る 民間 の 兵器 工場 も どく わずか で あっ た 。 
だ が 、 地 球 連邦 軍 と の 強い コネ クシ ョ ン や 高い 技術 
力 を 維持 し 、 工場 の 運営 を 続け て いた : が 存在 
する 。 ムク レ ド - マ ッ ドー ナ が 率い る マッ ドー ナ エ 房 も 、 
MS を 量産 で きる 規模 と 技術 力 を 備え 、 連 邦 軍 の ほ 
か 様々 な 組織 か ら 信 頼 を 寄せ られ て い 

A.G.115 年 、 ム クレ ド は 妻 ラ ラバ ー リ ・ マ ッ ド ー ナ と 
共に 、 ファ ー デ ー ン 近く の 宙 域 で 大 型 の ファ クト リー 艦 
の 運営 を 行っ て いた 。 メイ ン は 作業 用 MS の 開発 と 改 
修 で あっ た が 、 戦 闘 用 MS の 開発 も 密か に 請け 負っ て 
お り 、 連 邦 軍 や コロ ニー 国家 用 の MS を 開発 し て いた 
の 商人 ヤー ク ・ ド レ ( 正 体 は ヴェ 
) の 依頼 で ゼ ダ ス の 改良 を 手持 
ける な ど 、 そ の 優れ た 技術 力 が 原因 と な り 、 連 邦 軍 と 
ヴェ イガ ン の 戦争 に 巻き 込ま れ て いく の : 


クル と は 長年 


AG115 年 以降 、 ヴ ェ 
イガ ン と の 戦 

き 込 まれ た マッ ドー ナ 
工房 の 人 々 。 その 中 
で ムク レ ド | 

へ の 協力 を 
彼ら を 全面 的 
する の だ っ た 


連邦 宣 と の 繋が り も た マッ ドー ナ 工 房 だ が 、 民 間 
の 兵器 工場 で あり 、 誰 も が 機体 の 開発 や 改造 を 依頼 で き 
た 。 そ ヤー ク ・ ド レ が 持ち 込ん だ ゼ ダス を 強化 する 
結果 と な る が 、 ムク レ ド 本 人 は それ を 後 梅 し て いた よう だ 


民間 企業 と し て 利益 A ムク レ ド マッ ドー ナ 回 マッ ドー ナ 
(A.G.115 年 時 ) 


AGE-01-10 
AGEO123 


AGE-02.01 
< ナァ クト リー シッ 


マッ ドー ナ エ 房 に お ける MS 
の 改修 ・ 開 発 損 点 。 MS や 
戦 施 の 開発 や 改修 を 意 ピ ッ 


発 を 依頼 し て いる 


176-19 


か つて MS レー サー を 務め て いた ムク レ ド は 、 機 械 好き 
が 高じ て 兵器 工場 の 運営 に 転職 。 その 後 は 高い 技術 力 
を 武器 に 事業 規模 を 拡大 し て きた 。 ヴェ イガ ン と の 戦い 
に 巻き 込ま れ て 以降 は 、 デ ィ ー ヴ ァ の 全面 改修 を 手掛け 
た ほか 、「 コ ウ モ リ 退 治 戦 役 ] で は シャ ルド ー ル 部 隊 を 率 
いて 自ら も 導 闘 に 参加 し 、 連 邦 軍 側 の 勝利 に 貢献 し て い 


を 任 さ れ た アセ ム ・ ア ス ノ ( 
な ど 、 そ の 成長 を 支援 。 ムク レ ド は その 生命 が 尽き る 瞬間 
まで 、 対 ヴェ イガ ン 戦 を 力強く サポ ー ト し 続け た の で ある 。 


て いた こと も ある だ 
MS の 提 縮 技術 も 高 


過 子 で ある ロ デ 
工房 柄 力 
いた 


ララ バ パーリ は 、 ム クレ ド の 27 歳 年 下 の 妻 で あっ た 
が 、 竹 を 割っ た よう な 性 格 の 彼女 は 夫 と も 対等 以上 | 
渡り 合い 、 工 房 を 様々 な 面 で 支え て いた 。 フリ ッ ト ・ ア 
ス ノ に 想い を 寄せ る エミ リー・ ア モン ド に 助言 を 与え る な 
ど 、 デ ィ ー ヴ ァ の クル ー た ち に と っ て も 心強い 存在 で あ 
り 続け た の で ある 。 「 コ ウ モ リ 退 治 戦役 」 以降 も 工房 を 
支え 、 ム クレ ド 亡 き 後 で ある A.G.164 年 の 戦い の 際 に 
は 、 彼 に 代わ っ て 工房 を 切り 盛り し て いる 。 


は 半ば 憲 出 同然 で 工房 
を 雌 脱 。 AG.164 年 
に 再会 


ムク レ ド と ララ バー リ の 息子 で あっ た ロディ ・ マ ッ ドー 
ナ は 、 マ ッ ド ー ナ 工房 の 二 代 目 と な る こと を 期待 され て い 
た 。 ム クレ ド と の 明らか な 実力 差 を 感じ て いた ロディ は 、 
自身 の 成す べき こと を 模索 し 、 そ の 中 で 連邦 軍 へ の 参 
加 を 決意 する 。 その 後 、 デ ィ ー ヴ ァ の チー フ メ カニ ッ ク に 
め た ロディ は 、 キ オ ・ ア ス ノ の 搭乗 する ガン 
ダム AGE-3 な どの 整備 を 手掛け 、 ヴ ェ イ ガン と の 百年 
に わた る 戦い に 終止 符 を 打つ こと に 貢献 し た の で ある 。 


と 自身 の 境遇 を 中 
て 自分 の 道 を 探す よ 
アド パイ ス し た 


年 、 既 に 新 再 


の チー フ メ カニ ッ ク 


rN 


サー 人 ・ ビ ー ニ uul 記 


ボー ズーs く ビー=ulMi 


ed dD 


ed NAD 9 


ガン ダム AGE の 時 進化 し て [AGE システム] か 
ム AGE-FX を 見 上 げ る ロディ と キオ 。 優秀 な K ラ ウン ダ 
最大 限 に 引き 出 


tx NES 176-20 


GUNDAM EVOLVE (機動 戦士 ガンダム) 


PERSONAL PROFILE ユウ リ ・ ア ジッ サ (レッ ド ・ ス ネー 
ユウ リ ・ ア ジ ッ サ PROFILE : 


(レッ ド ・ ス ネー 


(HU) re02 serOln 


AEU.G. 


MS の 操縦 
Yuri po SNAKE) 


MSZ-006/P2-3C 

Z ガ ンダ ム 3 号 槻 P2 型 

"レッ ド ・ セ ゼー タ " と 称 さ れる 
ー タ イブ 専用 機 。 パイ ロッ 


関連 ファ イル 


EVLO107 
ーsNEoros 


177-13 


私 は 今 も 夢 に 見 る 
あの 目 触 れ ら れ な か うた 
あの 人 の 手 の こ と を 


戦役 期 、 パ イロ ッ ト と な っ て いた ユウ リ は 
ゴ に 移籍 し 、 カ ラバ パ の チャ クラ 研究 所 に 配属 され 
ッッ ド ・ 較 タ の パイ ロッ ト 「 レ ッ ド ・ ク ] と 
ヌ 方 で 、 幼 い 頃 に 出 会 


帯 に 満ち る 奇 
その 隊 覚 に 
> は 英 の 制御 


ミヌ ス の 疾 攻 に 苦戦 を 強い ト 
一 方 、 自 ら の 内 ( 過去 の 情景 に 閉じ 
め ら れ た ユウ リ は 、 暗 間 か ら 伸び る 無数 の 手 を 前 に し 
て それ は 、 ユ ウリ が 抱き 続 
た の か も し 
の 叫 が が ユウ リ の 心 に 届い た 
の 呪縛 を 断ち 切 
ス を 撃破 する , 
それ は 、 ユ ウリ が 己 の 内 面 に 抱 いた 死 の 恐怖 
を 乗り 越え た 明 間 だ 


む お寺) 儲 レ ッ ド ・ ス ネー ク と し て の 戦い 


ユウ リ が 搭乗 し 
れる 正規 バイ ロ 


お 、 出 吾 時 に は へ J 


か け で 意識 を 取り 

し て 測 攻 撃 端 末 の 制御 を 奪い 
\ る 。 また 、 レッ ド ・ ゼ ー タ に 
ユウ リ が 高 


MORE INFO! 
0 


ブル ー・ ロ ー ズ 
生生 の ルー ロー ズ 。 チャ 


の ロー ズ の 部 下 
・ ロ ー ズ の 指揮 の 下 


タイ ブ に 不 人 
っ て 寿 を 制す る 」 の 方 針 で 人 選 を 行い 、 ユ ウリ た ち 3 
ス が 墜落 し た チャ クラ 研究 所 周辺 は 基 大 な 被害 
を 受け た と 見 られ る が 、 彼 の 安否 は 不明 で ある , 


ユウ リ た ち が 描 乗 し た 


a ラス 17Z-14 


177-15 


Ring of Gundam 


PERSONAL PRORLE 
エイ ジィ ノビ ュー ティ 


AG Beautiful Memory 


「 ア ムロ の 遺産 」 に 託さ れ た 
人 類 の 記憶 と リン ダグ ・ コ ロニ ー 
宇宙 世紀 が 終 施 を 迎え た 世界 。 人 類 は 根絶 し た 
前 世紀 より 再生 し て 、 地 球 連邦 軍 を 整備 する まで に 
な っ て いた 。 地球 連邦 が 再び 軍備 増強 を 図っ た の 
は 、 最 後 の ス ペー ス ・ コ ロニ ー と な っ た 「 エ クス ペイ 
レイ トラ ンド (エク ス ) 」 か ら の 侵攻 を 察知 し た か ら で あ 
る 。 そし て 、 宇宙 世紀 の 遺産 で ある 直径 五 百 泰 キ 
ロメ ー ト ル も ある 巨大 な リン グ ・ コ ロニ ー を 巡っ て 、 
エク ス と 地球 連邦 で の 争奪 戦 が 予想 され て 
いた 。 エイ ジィ は 連邦 軍 の 対内 部 隊 ] 
に 所 属す る 青年 で 、 地 球 の 高山 で 発 
見 され た 前 世紀 の 人 類 の 記憶 で 
ある 「 ビ ュー ティ ・ メ モリ ー] と 接 
触 を 果たす 。 人 の 形 を し た 記 
恒 装置 で ある ビュ ー テ ィ は | ア 
ムロ の 遺産 」 と 「 リ ング ] と いう 言葉 を 残し て 消え た 。 
ビ ピュー ティ の 語っ た 手掛かり を 求め 、 エ イジ ィ た ち は 
か ぶ リ ング ・ コ ロニ ー へ と 急行 する 。 


地球 
部 隊 「 提 内 分隊] に 
所 属し て いた 。 


後 が 計れ 
回 な 岩 右 ご と 宇宙 へ 
と 移送 する 、 


前 世紀 の 人 類 の 


エイ ジィ ノビ ュー ティ 


本 02 wmfh 


PROFILE 

年 齢 不明 

エク スー 地球 連邦 軍 (エイ ジィ )、 一 一 (ビュ ー テ ィ 
虐 一 一 

上ル 

E MS の 操 継 、 潜 入行 動 (エイ ジィ 


unknown 


受け 継が れる べき 
人 類 の 記憶 を 

外 宇 冗 へ と 運ぶ 
舞い 手 た ち 


ビュ ー テ ィ W 


関連 ファ イル 


RX-78-2 


ガン ダム 

リング ・ コ ロニ ー の 内 部 に [ ア 
ムロ の 遺産 」 と し て 保存 まれ 
て いた 織 思 上 

力 争 期 の ガン ダム に 酷似 す 
る が 、 そ の 内部 機構 は 最新 
技術 へ と 置換 され 


エイ ジィ 

リン グ ・ コ ロニ ー へ と 侵入 し た エイ ジィ た ち 「 血 能 部 
隊 ] は 、 そこ で 先行 し て いた 「 エ クス ] の 駐留 軍 と 遭遇 す 
る 。 ビューティ が 言っ た 「 ア ムロ の 遺産 ] と は 、、 か つて 宇 
宙 世 紀 の 時 代 に RX-78-2 ガン ダム と いう 名 で 呼ば れ た 
MS で あっ た 。 エイ ジィ は それ を 強奪 し よう と し た が 、 彼 を 
止め よう と エク ス の 監視 員 で ある ユリ ア も コク ピッ ト に 乗り 
込ん で し まう 。 ふた り を 乗せ た まま ガン ダム は 起動 し 、 コロ 
ニー 内 の 租 内 部隊 の MS を 次 々 と 攻撃 し て いく 。 エイ ジィ 
の 正体 は 、 地 球 連邦 軍 に 潜入 し て いた エク ス の 密偵 
だ っ た の だ 。 連邦 軍 で MS の 操縦 技術 を 習得 し て いた エ 
イジ ィ は 、 圧倒 的 な 性 能 を 持つ アム ロロ の 遺産 一 カン ダム 
を 操 首 し て 、 帳 模 MS を 次 々 と 撃破 し て 見 せる の だ っ た 。 


ガン ダム の コク ピッ ト に 乗 


AG エイ ジィ 。「 ア ム ! 
の 通産 ] で ある ガン ダム 
こそ が ビュ ー テ ィ ー メ モリ ー 
の 封印 解く 奨 と な っ て 
いた の だ 。 


> っ 
世 ュ ー テ ィ 

宇宙 空間 へ と 脱出 し た エイ ジィ た ち が ガン ダム と 
ビュ ー テ ィ ・ メ モリ ー が 封印 され て いる 岩石 を 接触 させ る 
と 、 その 中 か ら メ モリ ー・ カ プ セ ル が 姿 を 現す 。 封印 を 解 
か れ た ビュ ー テ ィ ・ メ モリ ー は 「 人 は いつ か 、 ア ムロ の 遺 
産 と リン ク し て 、 地球 の 記憶 の すべ て を 新しい 地球 へ 送 
り 届 けら れ ま す ] と 言っ た 。 つま り 、 この 前 世紀 の 遺物 で 
ある 巨大 な リン グ ・ コ ロニ ー は 、 人 類 が 恒星 間 移 民 を す 
る た め の 船 だ と いう の で ある 。 また 、 ピ ュー ティ は 人 類 の 
歴史 を 記憶 する 媒体 その も の で あり 、 彼 女 の 外 見 は そ 
の 時 の 周囲 の 環境 に 合わ せ て 変化 する の だ と いう 。 


ガン ダム が 岩石 に 触れ る 


が 限っ て いた 。 彼女 こそ 
人 類 の 記憶 その も の で 
あっ た 。 


、 


MORE INFO! 


エイ ジィ の 関係 者 
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機動 戦士 ガン ダム AGE 


PERSONAL PROFILE 


地球 連邦 軍 の 人 々 (② 


People in Earth Federation Force 


地球 連邦 内 の 腐敗 の 一 掃 と 
最終 決戦 に 際 ん だ 軍人 た ち 


旧 世 紀 に 行わ れ た 火星 移住 計画 「 マ ー ズ バー ス 
ディ 」。 だ が 、 以上 の 過酷 な 環境 の た め | 
は 頓挫 。 当時 の 地球 連邦 政府 は 責任 か ら 逃 れる た 
め 、 実際 に は 多く の 生存 者 が 火星 園 に 取り 残さ れ て 
いた に も か か わら ず 、 移 民 全員 の 死亡 を 発表 し た 。 
そし て A.G. 以 降 、UE (ヴェ イガ ン ) の 正体 が 彼ら の 
未 商 で ある こと を 知り な が ら も 、 政 府 及 び 軍 上 層 部 
は その 事実 を 隠蔽 。 の みな ら ず 、 ヴ ェ イガ ン 側 に 内 
通し 情報 提供 料 を 得る と いう 腐敗 の 極み に あ 

だ が ALG.142 年 、 首都 ブル ー シ ア で 執り 
慰霊 式典 に て 、「 英 雄 ] フリ ッ ト ・ ア ス ノ が 内 通 者 の 
存在 を 衆目 の 眼前 で 告発 。 連邦 政府 首相 を 筆頭 と 
する 内 通 者 た ち が 摘 発 ・ 粛 清 され 、 大 幅 な 組織 再 
編 が 進め られ た の で ある 。 な お 、 対 清 後 も 内 通 者 は 
後 を 絶た な か っ た が 、 そ の 一 方 で は フレ デリ ッ ク ・ ア 
ル グ レ アス の よう な 優秀 な 人 材 も 台頭 し 、 ヴ ェ イ ガン 
と の 最終 決戦 に 臨む 準備 は 着 々 と 進行 し た 。 


4 フレ デリ ッ ク ・ ア ル グ レ アス 


フロ イ ・ オ ルフ ェ ノ ア 


地域 連邦 軍 の 人 々 @ 


ne02 ml 


PROFILE 


年 齢 24 歳 /47 歳 (アル グレ - 


(A. G. 141 年 時 ) 


em に 
CE Cy Sn NT 


関連 ファ イル 


アマ デウス 
アル グレ アス が 座 乗 し た 宇宙 


RUE PREVIEW 


ワレ デリ ツク / ク レ クレ リョ バハ 


A.G.140 年 代 、 地球 連邦 軍 総 司令 部 ビッ グリ ング 基 
地 参 謀 を 務め た 青年 士 宮 一 一 フレ デリ ッ ク ・ ア ル グ レ 
アス は 、 実質 的 に 総司 令 フ リッ ト ・ ア ス ノ の 副官 の 役割 
を 果 た | 彼 は スラ イス レイ ンズ 士官 学校 を 首席 で 卒 
業 し た 秀才 で あり 、 フ リッ ト か ら は 指揮 を 任 さ れる 程 に 厚 
く 信頼 され て いた 。 一 方 、 ア ル グ レ アス も また フリ ッ ト に 
心酔 し て お り 、 A.G.140 年 代 の ヴェ イガ ン 戦 争 に お いて 
は 様々 な 作戦 で 行動 を 共に し 続け た 。 さら に A.G.142 
年 の 慰霊 式典 時 に は 、 内 通 者 の 粛清 に も 葵 同 。 フリ ッ 
ト と 共に 連邦 の 魔 敗 に 切り 込む 意志 を 見 せ て いる 。 

その 粛清 後に フリ は 連邦 軍 を 退役 し た が 、AG.164 
年 時 、 アル グレ アス は 47 歳 に し て 地球 連邦 軍 総 司令 に 
就任 。 その 才覚 を も っ て ヴェ イガ ン 戦 争 末 期 の 連邦 軍 を 
勝利 へ と 導い た 。 な お 、 総 司令 と な っ た 後 も フリ ッ ト に 対 
する 信奉 は 厚く 、 一 民間 人 の 立場 と な っ た 彼 の 考え を 尊 
重 し 、 何 か と 便宜 を 図っ て いた と いう 。 


AG.140 年 代 の 最終 局 
面 「 ノ ー ト ラム 攻 隊 戦 」 還 


作戦 に お いて 均 拓 揮 を 
本 っ た が 、 最 終 寺 と な っ 


指揮 を 委任 し て いる 。 


ジロ フレ フジ デシ テテ 


名 門 オ ルフ ェ ノ ア 家 出身 で 、 地 球 連 邦 政府 の 首相 
も 務め て いた フロ イ ・ オ ルフ ェ ノア 。 彼 の 血 林 で ある シュ 
トレ イト ・ フ ォ ン ドー ル 博 士 は 火星 移住 計画 の 立案 者 で 
ある と 同時 に 、 計 画 が も た らし た も の の 隠蔽 に も 関わ っ 
た 人 物 だ っ た 。 そし て オル フェ ノア も また 、 同 計画 の 隠 
蔽 と 自身 の 立身 の た め に 連邦 内 部 の 情報 を ヴェ イガ ン 
側 に 流し て いた と 言わ れ 、A.G.142 年 、 永 き に 理 る 連 
孝 の 摩 敗 の 元凶 と し て 豆 清 の 対象 と な っ た の で ある 。 


AG.142 年 の 式典 中 、 


AR NG MA 

A.G.164 年 の ビッ グリ ング 崩壊 後 、 ア ル グ レ アス は 
ロス トロ ウラ ン を 臨時 的 に 総司 令 部 と 定め た 。 その 際 、 
本 来 の ロス トロ ウラ ン 司 令 は アル グレ アス の 補佐 に 回 
り 、 ヴ ェ イガ ン の 降下 作戦 に よる 侵攻 を 迎え 撃っ て い 
る 。 一 方 、 オリバー ノー ツ 基 地 司 令 宜 で あっ た アン ディ ・ 
ドレ イム ス は 、 現 場 より も フリ ッ ト の 意思 が 優先 され る こ 
と に 反感 を 抱い て お り 、 敢 えて ディ ー ヴ ァ に 厄介 者 と さ 
れ て いた 人 員 を 押し 付け る と いう 対応 を 見 せ た 。 


放 フロ イ オル フェ ノア 


フレ デリ ッ ク ・ ア ル グ レ アス 
(AG.164 年 時 ) 


i サン ライズ MBS 17Z-18 


機動 戦士 ガン ダム UC 


トラ イス ター 


Tristar 


ラー・ カ イラ ム を 支え た 
腕利き の パイ ロッ トチ ー ム 


U.C.0096 に 起こ っ た 「 ラ ブラ ス の 箱 」 を 巡る 争 
乱 は 、 地球 連邦 軍 の 外郭 部 隊 で ある ロン ド - ベル 隊 
を 陰謀 の 渦 に 巻き 込ん だ 。 だ が 、 ロ ンド ・ ベ ル 隊 は 
ブラ イト ・ ノ ア 司 令 の 判断 の 下 、 自分 た ち を 取り 巻く 
思惑 に 敢然と 抗 っ た 。 その 先頭 に 立っ た の が [トラ 
イス ター] と 呼ば れる パイ ロッ トチ ー ム で あっ た 。 

トラ イス ター は ナイ ジェ ル ・ ギ ャ レッ ト 、 ダ リル ・ マ ッ 
ギネス 、 ワ ッ ツ ・ ス テッ プ ニ ー の 3 名 か ら 成 る パイ ロッ 
トチ ー ム で 、 ロ ンド ・ ベ ル 隊 に 所 属す る 地球 連邦 軍 
人 だ っ た 。 彼ら は 地球 連邦 軍 が 進め て いた 「UC 計 
画 ] の テス ト パ イ ロ ッ ト 候補 に 選ば れる ほど の 力量 の 
持ち 主 で あっ た が 、 計 画 の 中 断 に よっ て 支援 機 ジェ 
スタ の パイ ロッ ト に 収まる 。 配属 され た ラー・ カ イラ ム 
で は 、 そ の 評価 試験 に 携わっ た 。 し か し 、 ラ ー・ カ イ 
ラム は 「 釘 」 を 巡る 参謀 本 部 と ビス ト 財 団 の 課 略 に 
巻き 込ま れ 、 ト ライ スタ ー の 3 人 も 戦場 に 身 を 投じ る こ 
と と な っ た の で ある 。 
トラ イス ター を 率い た 
ナイ ジェ ル 。 ラー・ カ 
イラ ム の MS 部 隊 の 
中 桂 を 担い 、「 籍 を 
守る 争乱 に お いて 事 


態 を ま 視 し な が ら 自ら 
の 役割 を 果たし た 。 


アク の 強い パイ ロッ ト 
た ち で 、 戦い の 中 で 
様々 な 表情 き 見 せ た 。 


エー スパ イロ ッ ト で ある トラ イス ター の 3 人 は 、 相 応 の 自信 
と 余裕 の 持ち 主 だ っ た 。 中 で も 、 ナ イジ ェ ル は 注意 深 さ を 併 
せ 持 ち 、 博 物 館 起 の MS で 戦う ジオ ン 残 党 軍 を 前 に し て 「 あ 
ん な 執念 は 俺 た ち に は な い 」 と 油断 を 戒め る 場面 も あっ た 。 


貸 
重 さ を 持つ 優れ た 兵 


(6) neD2 sD7n 


PROFILE 
年 齢 27 歳 ナイジェル" ダリ ル )、26 歳 (ワッツ ) 
所 属 大 尉 ナイ 


プ ヾ ざさ 6・ マ RhN へ 十 マ 


関連 ファ イル 


「 箱 】 の 争乱 に 要 加 し 
邦 軍 の 外郭 部 隊 。 リー ダー 
は ホワ イト ペー スズ の 艦長 も 務 
め た ブラ イト ・ ノ ア , 


『 ラ ブラ ス の 箱 』 を 巡る 争乱 に お いて 、 ラ ー・ カ イラ 
ム は 「 箱 』 の 捜索 に 駆り 出さ れ 、 ト ライ スタ ー の 3 人 も そ 
の 任務 に 従事 する こと と な っ た 。 折 し も 、『 袖 付き 】 に 
呼応 し た 地上 の ジオ ン 残 党 軍 が ダカール に 続い て トリ ン 
トン 基地 の 製 撃 に 及び 、 ト ライ スタ ー は 新た ・ カ 
イラ ム に 配属 され た リ デ ィ - マー セナ ス と 共に 迎撃 に 向 
か う 。 その 戦場 で 敗残 兵 た ちの 執念 を 目の当たり に し 
な が ら も 、 事態 の 収拾 に 力 を 振る う ト ライ スタ ー の 面々 。 
し か し 、 パナ ー ジ ・ リ ンク ス と ユニ コー ン ガ ンダ ム が ラー・ 
カイ ラム に 収容 され た こと で 、3 人 を 取り 巻く 状況 は さら 
に 複雑 に な っ て いく の : 

バナ ー ジ を 捕虜 と し た ラー・ カ イラ ム に は ビス ト 財 団 
の 手 が 伸び 、 表 面 化す る 陰謀 に トラ イス ター の 3 人 は 
それ ぞ れ の 感情 を 抱く 。 さら に 、 ナ イジ ェ ル は ガル ダ を 巡 
る 戦闘 で 殺生 を 避け る バナ ー ジ の 心根 を 垣間見 る が 、 
私 情 を 排 し て ユニ コー ン ガ ンダ ム の 追跡 当たっ た 。 だ 
が 、 宇 宙 に 上 が っ た パナ ー ジ た ちの 足取り は 、 ガ ラン 
シェ ー ル の 自爆 に よっ て トラ イス ター の 眼前 で 未 絶 え 、 
彼ら は それ を 追う 術 を 失う 。 し か し 、 バ ナ - が 戦う 
陰 で ラー・ カ イラ ム は 参謀 本 部 と ビス ト 財 団 の 陰謀 を 阻 
止 すべ く 動き 、 トラ イス ター の 3 人 は シャ イア ン 基 地 の 制 
圧 で 自分 た ちの 務め を 果たし た 。 そし て 、『 箱 』 に 辿り つ 
いた パナ ー ジ た ちの 選択 を 地上 か ら 見 届け た の で ある 。 


較 記 寺 ! 邊 に お ける トラ ィ ス ター の 働き 


トラ イス ター の 3 人 が 「『 箱 』 を 巡る 争乱 に 関わ っ た の は 、 
「 袖 付き ] の 偽装 貨物 船 ガ ラン シェ ー ル が 地球 に 降下 
し て か ら の こと で あっ た 。 ジオ ン 残 党 軍 の トリ ント ン 基 地 
提 撃 に 際 し て 迎撃 に 当たっ た トラ イス ター は 、 ヨ ン ム ・ 
カー クス 機 を は じ め と する ジオ ン 残 党 軍 の MS を 多数 撃 
破 ・ 無 力 化し て 戦闘 の 鎮圧 に 貢献 し た 。 さら に 、 ガ ル 
ダ に 移送 され る ユニ コー ン ガ ンダ ム の 護衛 も 担当 し た 
が 、 ブ ライ ト の 意向 に 従っ て そこ で の 戦闘 に 加わ ら ず 、 
その 後 は 宇宙 に 上 上 が つた ガラ ン シ ェ ー ル を 追跡 し た 。 ま 
た 、 和 争乱 の 最終 局面 に お いて は 、 コ ロニ ー レ ー ザ ー の 
発射 を 阻止 する た め に シャ イア ン 基 地 に 乗り 込ん だ ブ 
ライ ト の 下 で 、 基 地 を 警護 する MS を 速やか に 制圧 する 
鮮やか な 手際 を 見 せ て いる 。 トラ イス ター の 3 人 は ブラ イ 
ト 司 令 の 判断 を 信 束 し 、 ロ ンド ・ ベ ル 隊 の 看板 を 背負 
う パ イロ ッ ト チ ー ム と し て の 働き を 示し た の だ っ た 。 


能力 UE 


トラ イス ター の 3 人 は タイ プ こ そ 違 えど それ ぞ れ が 優れ 
た パイ ロッ ト た ち で 、3 機 の 連携 に よっ て 多く の 訓練 記 
録 を 塗り 替え て きた と され る 。 特に 、 リー ダー を 務め た ナ 
イジ ェ ル は 卓越 し た 操縦 技術 に 加え て 冷静 な 観察 眼 
と 判断 力 を 備え 、 癖 の ある 部 下 ふた り を 統率 する 器 の 
持ち 主 だ っ た 。 一 方 で 、 ワッ ツ は 直情 径 行 の 気 が 強 く 、 
頭 に 血 が 上 っ て 失態 を 犯す こと も あっ た 。 


ジェ ル は ガラ ン シ ェ ー ル 岩 撃 で 還 に 気付 く 洞察 力 を 見 せ た 。 また シャ イア 


2 で は 和 人 997 ス ウフ ル を 圧倒 する ほど の 力量 を 見 せ た 。 


イド ・ ペ ベル 隊 の 由 限 | 
RE 
は 勇み足 を 犯し 


MORE INFO! 拠点 ラー・ カ イラ ム 


トラ イス ター が 所 属し た ラー・ カ イラ ム は 「 シ ャ ア の 反乱 」 から 
ル 隊 の 放 胡 と し て 運用 され て きた 歴戦 の 能 で あり 、 ブ 
ナイ ジェ ル は この 艇 の 所 司 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


PERSONAL PROFILE Ed (GE) mg02 se Zn 


ゼ ハ ー ト の 部 下 ① Fee 孤 


unknown 
( ダ ズ ・ ロ ー デ ン ノ メデ ル ・ ザ ント / マジ シャ ンズ 8) 


Daz Roden / Medel Zant / Magicians Eight 


A.G.140 年 代 の 地球 侵攻 箇 に て 
若き 総司 令 を 補佐 し た 弄 師 


指揮 、MS 控 縮 


関連 ファ イル 
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機動 戦士 ガン ダム AGE 


|PERSONAL PROFILE ORTD [NE] mr02 sr 25n 


メデ ル ・ ザ ント (BB ドール フロ スト 2 リン ライズ 


1 


_ 己 を 穫 狂 に する こと も 肛 
沈着 准 衣 な メデ ル 。 平素 は 


「 ソ ロン シテ ィ ] の 企業 テク ノ ・ ソ ロン 社 は 、 ヴェ イガ 
ン の 地球 侵攻 拠点 の ひと つ で あっ た 。 同社 は 秘 容 裏 
用 の MS を 製造 し て いた が 、 連 邦 軍 が 回 収 し た 敵 MS の 残 骨 
社 で し か 製造 で き な い 部 品 が あっ た こと か ら 、 その 事実 が 発覚 し た 。 


頂 並 の た め に 入浴 し た 
ディ ー ヴ ァ を 見 つめ る 、 エバ 
ンズ 工場 長 と 事業 部 長 
| お エバ ンス が 計 死 し 

後 事業 部 長 は 証 所 減 
の た め に 工場 を 自爆 させ 7 


ヴェ イガ ン 側 の 人 間 だ っ た 
イゴール と 、 内 通し て いた 
な 事業 部 長 。 敵 の MS 開発 
に 協力 し て いた 事業 部 長 
ア と も 内 
言わ れ て いる 
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機動 戦士 ガン ダム OOF 


PERSONAL PROFILE フェ レシ ュ テ (フォ ン ・ ス パー ク / シ ェ リ リン ・ ル イド // ナ ヨ / エ コ ・ カ ロー レ ) E02 am27A 


や — PROFILE 

フェ レン ェ ュ テ 年 齢 EL 18 歳 (フォ ン )、30 歳 (エコ 生 
(フォ ン ・ ス パー クシ ェ リ リン ・ ハ イド プ ハ ナヨン エコ ・ カ ロー レ ) 3 
Fereshte (Fon Spaak / Sherilyn Hyde / Hanayo / Eco Calore) 


ソレ スタ ルビ ー イ ング を 支援 する 
フェ レシ ュ テ の メン バー た ち 


第 二 世 代 ガ ンダ ム の ガン ダム マイ スタ ー で あっ た 
シャ ル ・ ア クス ティ カ は 、「 ブ ルト ー ネ の 惨劇 ] に よっ 
て 大 切な 仲間 を 失い 、 心 身 に 傷 を 負っ て マイ スタ ー 
を 退く 。 その 後 、 紛 争 根絶 を 願う 仲間 の 遺志 を 継ぐ 
た め ソ レス タル ビー イン グ (CB) の エー ジェ ント と な っ 
た シャ ル は 、「 ガ ンダ ム 」 に よる 「 ガ ンダ ム ] の 支援 
を ヴェ ー ダ に 提案 。 武力 介入 の 実行 部 隊 で ある トレ 
ミー チー ム に も 極秘 で 活動 する 、 支援 組織 フェ レシ ュ 
テ を 発足 し た の で ある 。 その メン バー は 、 マ イス ター 
の 候補 者 エコ ・ カ ロー レ 、 CB の メカ ニッ ク で あ 
る イア ン ・ ヴ ァ ス ティ の 弟子 シェ リリ ン ・ ハ イド 、 元 マ 
イス ター の ハナ ヨ 、 そ し て 以前 ガン ダム の 存在 を 喫 
ぎ 付 け て 接触 を 図っ た テロ リス ト 、 フォ ン ・ ス パー ク と 
いっ た 異色 の 面々 で あっ た 。 中 で も フォ ン は 組織 を 
出 太 し て 独自 の 行動 を 取り 、 や が て 世界 の 変革 を 見 
届け る 存在 と な っ て いく ……。 


CB の 接 浅 計 、 大 彼 
レダ ムキ ュ リオ ス 
ーー 陽太 は 抽出 
れ 、 フェ レシ ュ テ が 
確保 。 その 後 、 CB の 
| 再 和 を 信じ て 独自 に 
行動 を 図る 一 方 、 フォ 
ン は 出 者 し て し まう , 


GNY-001F 

ガン タム アス トレ ア タイ プ F 
ア の 原型 機 で : 
代 ガ ンダ 


BNY-003F 
ガン タム ア ブル 


関連 ファ イル 
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コロ ニー 建設 の た め の 資 材 衛 星 を 集め る 宇宙 労働 者 
の 子供 で あっ た フォ ン 。 その 父親 は 、 第 二 世代 ガン ダム 
の ガン ダム マイ スタ ー だ っ た マレ ー ネ ・ ブ ラディ を 、 宇宙 
船内 に お ける 伝染 病 の 墓 延 か ら 救 助 し た ロバ ー ク スタ ッ 
ド で あっ た 。 フォ ンー ロ バーク ・ ス タッ ド Jr. は 、 そ の 悪魔 的 
な 頭脳 を も っ て 幼い な が ら も テロ リス ト と な り 、 独 特 な 笑い 
声 か ら 「 フ ォ ン ・ ス パー ク 」 と 呼ば れる よう に な る 。 

西暦 2302 年 、「 ガ ンダ ム 」 の 存在 を 察し た フォ ン は 興 
味 を 抱き 、CB の エー ジェ ント で ある グラ ー ベ ・ ヴ ィ オレ ント 
と 接触 を 図り 、 そ の 能力 を 買わ れ て 、 フ ェ レ シュ テ の ガン 
ダム マイ スタ ー と な っ た の で ある 。 

CB 壊滅 後 、 フ ォ ン は イオ リア 計画 を 歪め る 存在 に 気 
付き 、 フ ェ レ シュ テ か ら 祥 を 分 か ち 独自 行動 を 開始 する 。 
そし て デブ リ ベ ル ト に よる 太陽 光 の 遮断 事件 を 引き 起 
こす の だ っ た 。 その 狙い は ヴェ ー タ の 位置 を 探る と と で 
あり 、 大 規模 な 停電 の 中 で 優先 的 に 電力 が 供給 され 
る 送電 の 流れ を 追っ て 、 ヴ ェ ー ダ の 安置 場所 を 突き 止 
め る 。 メイ ン 機 能 は リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク に よっ て 予備 
ター ミナ ル に 移さ れ た 後 で あっ た が 、 フォ ン は 月 施設 の 
ヴェ ー ダ を 入手 。 その デー タ は 復元 で き な か っ た が 、 再 
起動 後 は 本 物 の ヴェ ー ダ に アッ プ さ れる デー タ も 同時 
に 更新 され る の だ っ た 。 そこ か ら フ ォ ン は 、 イ ノ ベ イ ド の 
監視 者 の 選定 で ある 「6 人 の イノ ベイ ド 探 し ] と いう ミッ 
ショ ン を 知っ て 介入 。 仲間 を 見 分 ける 能力 に 覚醒 し た 
レイ ヴ ・ レ チタ ティ ー ヴ ォ た ち に 力 を 貸す と 同時 に .、 レイ 
ヴ の 身体 を 奪っ て 復活 し た ビ サ イ ド ・ ベ イン の 野望 を 妨 
害する 。 その 後 は レイ ヴ に 請 わ れ 、 監 視 者 の ひと り と し 
て オブ ザー バー 役 と な り 、 世界 を 見 続け る の で あっ た 。 


ンジ エリ リジェ クム イト 

シェ リリ ン は 、 師 区 イアン の 推薦 で フェ レシ ュ テ に 
し た 。 友達 の ハナ ヨ が 宿る ハロ が 破壊 され た 際 、 シ ェ リ 
リン の 想い と 必死 の 修理 が 実 を 結ん で ハナ ヨ の 自意識 
を 繋ぎ 留め る こと に 成功 する 。 その 出来 事 は シェ リリ ン に 
も 強く 影 響 を 与え 、 感 情 を あま り 表 に 出さ な か っ た 彼女 が 
感情 表現 豊か が に な る きっ か け と な っ た 。 


F ヨ ゴ 


西暦 2302 年 、 ガ ンダ ム マ イス ター874 は 実体 を 持 
た な い 自 分 の 肉体 と し て 誕生 し た 887 (ハヤ ナ ) の 身体 
を 強制 的 に 借り 、 グ ラー ベ と 一 緒 に ビ サ イ ド の 野望 を 
阻止 し た 。 その 後 ハロ 型 の 情報 端末 に 宿り 、 ハ ナ ヨ と 
し て フェ レシ ュ テ に 参加 する 。 そこ で 強烈 な 自我 を 持つ 
フォ ン に 影響 され 、 自 己 を 明確 に 意識 する よう に な っ て 
いく 。 太陽 炉 の 引き 渡し を 迫る チー ム ト リ ニ テ ィ を 拒ん だ 
フォ ン が 、 香 切 り 防止 と し て 付け られ た 爆発 物 で 生死 を 
さま よっ た 際 、 ハ ナ ヨ は フォ ン を 救う た め 、 自 ら の 判断 で 
か つて の 仲間 で ある 医師 モレ ノ を 頼る の だ っ た 。 

CB 壊滅 後 、 身 体 を 奪わ れる の で は な いか と の 恐怖 を 
抱く ハヤ ナ に よっ て 、 ハ ロ を 破壊 され た ハナ ヨ は 消え か け 
る が 、 シ ェ リリ ン の 想い に 応え て 再起 を 果たす 。 その 後 は 
自分 の 意思 で フォ ン に 協力 する の だ っ た 。 


フェ レシ ュ テ の ガン ダム マイ スタ ー で ある も の の 、 フ ォ 
ン が 主体 と を る た め ガ ンダ ム に 乗る 機会 が な く 、 重 犯 
罪人 で も ある フォ ン に 良い 思い は 抱い て いな か っ た 。 だ 
が 根 は お 人 好 し で あり 、 チ ー ム トリ ニテ ィ の 要求 を 拒ん 
だ フォ ン が 重傷 を 負っ た 際 、 な ん と か 助け よう と し た 。 


MORE INFO! 


CB 壊 減 後 、 独 自 の 行動 を 取っ て いた フェ レシ ュ 
リ 


食通 ・ サ ン ラ ィ ズ 178-20 


機動 戦士 ガン ダム UC 


PERSONAL PROFILE EE E00 bk 
マリ ー ダ ・ ク ルス 款 i 


Marida Cruz 


階下 中 慰 
四 


の 


ュ の 制御 


こい 630 2 


様々 な 体験 を 経て 
わる こと が な か っ 
は マリ ー ダ の 優し さ が 
る こと に 慣れ てい 
NZ-666 
クシ ャ トリ ヤ ・ リ ベア ー ド 
現地 補修 仕様 で あっ た クシ ャ 
し 


関連 ファ イル 


(イン ダス トリ アル 7) に 住む 
少年 。 ユニ コー ン ガ ンダ ム の 
バイ ロッ ト と な り 、『 靖 ] を 層 
る 争乱 を 軽い 抜い 

へ い に 苦悩 する 徒 は 、 マ リー ダ か 


179-15 


あな だ は 私 の oo 
5 店 度 計 本 を 
年 だ で ぐれ な た 光 で Bp た 


較 記 寺 ! の 人 ん に 造 を ぶし た マリ ー ダ の 思 今 


最期 の 力 を 発揮 させ た 「 根 っ 子 ] 


MORE INFO! 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 後に 虐待 され て いた ブル トゥ エル ブ ( マ 
リー ダ ) を 救い 出し た ジン ネ マ ン は 、 一 年 戦争 後に 地球 連邦 軍 の 
っ て 妻 と 共に 亡くし た 娘 マ リィ の 面影 を マリ ー ダ に 重ね た 。 


親 同然 の 存在 と し て 


画 スベ ロア ・ ジ ン ネ マン 
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機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 


PERSONAL PROFILE Ee (A mg02 serOls 
ア ム ロロ る レイ a ロン F- ペ ルー ム 、 


階級 


Amuro Ray 


)、 3 
\ リガ ンダ タム 
ロロ が 革 確 設計 を 手掛け 
AN ナハ イム ・ エ レク トロ ニク 
ト N/ ス 社 弄 の NT 用 試作 MS、 
アム ロ の 最後 の 乗 機 と な 
壮 入 され た サイ コ 
が 趣 常 現象 を 3l き 起 


ァ an ロ シィ [COA mM2 sr Dlg 


ロ 。 同時 に 、24 
の 攻撃 を 湊 ぎ 
イ の ャ クト 
溢 す る 技 


アク シズ の 攻防 戦 
ャ ア と の 一 
及び 、 葉状 を すべ 


ク ェ ス を 教 うた め に ラ 
に 密航 し た ハ サ ウ ェ 
現実 を 突き 付け る アム ロ の 言葉 を 

ハサウェイ は 聞き 入れ よう と せ ず 、 回 
アム ロ は 引 し い 宮 情 を 学 か べ る 。 隊 


を 受け る アム ロ 。 ケー 
ラ を 人 質 に 取ら れ て 局 


ン ネ ル が 自己 防衛 に 働 
め に 丁 女 が 総 さ 
れる 殺 果 を 舞い た 。 


ケー ラ の 死に 自責 の 念 

を 抱き 、 そ の 状況 を 作 

り 出 し た シャ ア に 起り を 
向け る 。 奴 を 仕留め な 
けれ ば 死に 切れ な いと 
i り 、 チェ ー ン を 不 : 
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サン ダム W Endless Waltz 


ゼクス ・ マ ー キ ス 


Zechs Merquise 


NC 
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(MW) 本 02 se DTA 


PROFILE 

年 齢 20 誠 

所 属 謙 報 機関 プリ バン ター 

訟 き 
出身 地球 北欧 園 サン クキ ング ダム 。 


MS 操 終 


ンタ ー の MAS7Y イ ロッ ト と し て 再 
ツ を 着用 し た 


0Z-00MS2B 
トー ル ギ ス 四 


寄 情 報 部 。 その 任務 の 特性 
上 MS や 宇宙 艦艇 を 保有 す 


Endless W 


圭 肖 注 と 地球 岡 の 平和 へ の 思い 


MORE INFO! ゼクス の 乗 機 と な っ た トー ル ギ ス の 発 


ゼクス が ーー ル ギ ス 想 は 、 トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ が 
AC.195 の 戦 いで た [トー ル ギ ス [| と 同時 期 に 完成 し た 機 
に 言わ れ ID (モビル ドー ル ) と の 戦い に 
も 対応 す 
パッ クス ラス ター 
を 発揮 し た 。 AC. 1 98 の に 析 が が したら 
ター は 数 に 勝る マリ ー メ イア 軍 の 侵攻 限 止 を 可能 と | 


MO- を 破壊 し た 後 は 地球 に 降下 し 、 ブ リュ ッ セ ル 
仲間 捉 に よっ て 、 多数 の 敵 機 を 行動 


リー メイ ア 軍 の 主 埋 力 、 サ ー 
ペン ト 部 蘭 の 居場所 が 、 資 源 
条 尾 MO-M 叩 で ある こと を 見 技 
た ゼクス 。 トー ル ギ ス 皿 に 搭乗 
し 単機 に て 同 条 星 を 急襲 し た 


0Z-00MS2B 
トー ル ギ ス 本 


ノイ ン の る 
k に マリ ー メ イア 宣 の 制圧 作 ~ 


主義 
起 い は 、 確 実に 民 押 の 中 に も 相 
付い て いた の で ある 。 


だ が デキ ム は この 勧告 を 
オ 」 の 飲 動 を ちら つか せる 


@ メガ キャ ノン 装備 時 


x 179-20 


機動 戦士 ガン ダム UC 


PERSONAL PROFILE NE LW」 mg02 sm145 
ア 4 ジェ ロ ザウ Y ki 潤 オン 残党 軍 「 補 付き ] に 
= 


Angelo Sauper 


、 要 人 警護 


フロ ンタ ル が 立ち 上 げた 「 サ イド 共栄 園 」 構 相 
た め 、 ア ンジ ェ ロ は 敵 * 


セプト を 追加 し て 開発 され た 
サイ コミ ュ 措 電機 。 胸部 に 
有線 式 の 準 サイ コミ ュ 兵 問 
| イン コム 」 を 搭載 し て いる 。 


良 す る も . フ ロン タル が 員 え る 
「 す 共栄 園 構想 に 反対 
する 徳 と 再び 宰 を 分 か っ た 


179-21 


較 記 7 k 後 に 知っ た フロ ンタ ル の 本 


較 記 サイ コミ = の 制御 MORE INFO! フロ ンタ ル へ の 想い 護 


灯 」 の 等 取 と 、 そ の 成 光 を 利用 し た 「 サ イド 共栄 園 ] の 設 。 フル ・ フ ロン タル 
立 一 それ が スペ ー ] を 自 仙 す る フロ ンタ ル の 野 稚 | を 
た 。 その 野望 に 、 徹 は あり と あら ゆる 
フロ ンタ ル 
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機動 戦士 ガン ダム 


PERSONAL PROFILE [Rm02 sDls 
アム ロレ イ Wa 上 


出身 (北米 ・ 
Amuro Ray 技能 MS の 操縦 、 メカ ニッ ク _E-F.S.F. | 


EN bao 
SRCrNirsw—pl! 


180-19 


機動 戦士 


PERSONAL PROFILE | 02 Ol 


買 和 様 だ っ で …… 
ニュ ー タ イプ だ ろう に ! 


ニュ ー タ イプ と し て の 歩み 


は 互角 の 埋 い を 演じ た 


能力 | 拡大 し て いっ た アム ロ の パイ ロッ ト 能 力 


間 通 サン ライズ 180-20 
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機動 戦士 ガン ダム AGE 


PERSONAL PROFILE i re 02 sm0t 
フリ ッ ト ・ ア ス ノ 詩 


Flit Asuno 地 E 


EMSH 


EE 


子孫 と は 目的 を 異 に し な が ら も 
争乱 を 戦い 抜い た アス ノ 家 の 長 


4.G.110 年 代 及 び 140 年 代 、 地 球 侵略 を 目 論 
ん だ ヴェ イガ ン 軍 の 侵攻 は 、 地 球 連邦 軍 一 一 を し て 
アス ノ 家 が 生み 出し た 数 世 主 「 ガ ンダ ム ] の 活躍 に 
よっ て 退け られ た 。 し か し A.G.164、 地 球 に 宣戦 布 
告 し た ヴェ イガ ン は 、 か つて な い 規 模 の 侵攻 作戦 を 
展開 。 総司 令 部 ビッ グリ ング を 失い 地球 軌道 上 と 地 
球 の 40% を 制圧 され た も の の 、 猛攻 を 水際 で 湊 い 
だ 地球 連邦 軍 は 、 地 球 の ロス トロ ウラ ン 基 地 及 で び 月 
面 の ルナ ・ ベ ー ス を 拠点 と し た 反攻 作戦 を 決定 する 。 

この 時 、 先 の ふた つの 大 戦 で 多大 な 戦果 を 挙げ 
た 英雄 一 フリ ッ ト ・ ア ス ノ は 、 す で に 軍 を 退役 し 、 
家族 と 共に 地球 上 で 暮らし で いた 。 し か し 、 そ の 内 
に 抱え て いた ヴェ イガ ン へ の 憎悪 は 衰え て お ら ず 、 
彼 は 来る べき 決戦 に 備え て 新型 「 ガ ンダ ム ] で ある ガ 
ンダ ム AGE-3 を 密か に 造り 上 げ て いた 。 そし て フリ ッ 
ト は 、 元 連邦 軍 総 司令 と いう 権威 を 振る っ て 現役 復 
帰 さ は せ た デ ィ ー ヴ ァ に 乗艦 し 、 進 ん で ヴェ イガ ン と の 
最終 決戦 に 身 を 投じ た の で ある 。 


拓 の キオ を ガン ダム 


北 戦 で は 。 自ら も 樽 
体 に 乗り 込ん で キオ 
を 支援 し た 。 


AGE-1G 
ガン タム AGE-1 グラ ン サ 


人 両面 が 強化 まれ て いる 。 


関連 ファ イル 


AGE05.17 
AGE02.20 
FLE REVEw 
AGE-02. 


様々 
と 火星 国 の 人 々 が 
の 意味 を 考え 始め た 


アス ノ [MBE) D2 se Ole 


ヴェ イガ ン 戦 争 に お いて 常に 中 心 的 な 存在 で あっ た フ 
リッ ト は 、 A.G.164 年 の 戦争 に お いて も 球 で ある キオ 、 そ 
し て 新た な ディ ー ヴ ァ の クル ー と 共に 戦い 続け 、 地 上 
宇宙 の 様々 な 戦場 で 重要 な 役割 を 果たし た 。 

だ が 、 彼 は その 戦い の 中 で 家族 と の すれ 違い 、 周囲 
と の 意見 の 相違 に 悩ま され る こと と な る 。 キオ は 価値 観 
の 井 う 者 と の 出会い に より 、「 ヴ ェ イ ガン の 残 減 」 に 執 
着 す る 祖父 に 疑問 を 抱き 始め た 。 また 、 一 時 は 消息 不 
明 と な っ て いた 息子 ・ ア セム も 、 亡 執 ( れ 続 ける 
父 と 丘 を 分 か つ 道 を 選択 。 さら に 、 決戦 を 挑む 決断 を し 
た 連邦 軍 も また 、 残 減 戦 術 は 採用 し な か っ た の で ある 。 

その 後 、 最 終 決戦 と な っ た 「 ラ ・ グ ラミ ス 攻 防戦 ] に 
も 参加 し た フリ ッ ト は 、 デ ィ グ マセ ゼ ノン 砲 の 暴走 を 察知 
し 、 エ ネル ギー 供給 源 と な っ て いた 敵 の コロ ニー 「 セ カ 
ンド ムー ン ] 破壊 に よる 決着 を 目論む 。 し か し 、 身 体 を 
張っ た キオ と アセ ム に よる 説得 、 ユ リン ・ ル シェ ル や グ 
ルー デック ・ エ イノ ア と いっ た 人 々 (の 幻影 ) に 心 を 揺 
り 動 か され た 彼 は 、 コ ロニ ー の 住民 を 救う < 戦闘 中 の 
両 軍 に 救援 を 要請 し 、 多 く の 癌 を 救っ た 。 この 事態 を 
受け た 地球 連邦 と ヴェ イガ ン は 和平 に 動き 、 共 存 の 道 
を 歩み 始め た 。 そし て フリ ッ ト は 共存 の 礎 を 築い た 英雄 
と し て 、 歴史 に 名 を 残す こと と な っ た の で ある 。 


還 酸 寺 ! 陣 い の 系 て に フリ ッ ト が 下 し た 英 記 


AG.164 に は すでに ガン ダム AGE-3 を 完成 させ 、 
ヴェ イガ ン の 侵攻 に 備え て いた フリ ッ ト 。 侵攻 が 本 格 化 
し た 後 、 彼 は 元 軍人 と し て の 権威 を 活か し て 「 オ リバ ー 
ノーツ] か ら デ ィ ー ヴ ア を 出航 させ る こと に 成功 。 同艦 を 
ガン ダム AGE-3 の 運用 艦 と し た 。 さら に 出航 後 は 民間 
人 な が ら も その 経験 を 活か し 、 デ ィ ー ヴ ァ の 中 心 人 物 と 
し て 艦 の 運用 と 作戦 立案 に 尽力 し た 。 

宇宙 に 上 が っ た 後 は 、 自 身 も MS パイ ロッ ト と し て 戦 
場 に 出る こと を 決断 。 ルナ ・ ペ ー ス 攻防 戦後 に は 予備 
役 か ら 現 役 へ と 復帰 し アル グレ アス か ら の 正式 な 依 
頼 を 受け 、 最 終戦 と な る 「 ラ ・ グ ラミ ス 攻 防戦 ] の 総 指 
押 を 執っ て いる 。 な お 、 フ リッ ト は ヴェ イガ ン 戦 争 の 最 
終局 面 に お いて 「 セ カン ドム ー ン ] と その 住人 を 救う ペ 
く 、 戦場 の すべ て の 人 々 に 様 を 飛ば し た 
「 ヴ ェ イ ガン の 研 滅 」 を 掲げ て い だ : 
よう や くそ の 妄 執 か ら 解 き 放 た れ た と 言え る だ ろう 。 


開 記 衝 放 ない と 立 穴 ・ 指 押 ・MIS 提 綻 能 カ 8 
務 和 5(| MORE INFO! 

クー アル クレ アス ) へ の 影響 力 を 持ち 続け て いた フリ ッ ト 。 ルナ ・ ペ ー ス 必 和 戦時 か ら フリ 
軍 内 部 に 反感 を 抱く 者 が いた こと は 、 そ の 権威 の 大 き さ 0 の 
ゆえ と 言え る だ ろう 。 た だ し 、 そ の 権 肥 は 高い 能力 に 裏 
打ち され た も の で あり 、 事実 フリ ッ ト は 現役 時 代 と 変わ 
ら な い 作戦 立案 能力 と 部 隊 指 揮 能 力 、 そ し て エー ス 級 
の X ラ ウン ダー 能力 を 戦場 で 見 せ 付け て いる 。 


AGE-1 の 最終 形態 


AG 60 
re 


を ディ ー ヴ ァ の 運用 と 作戦 立案 に 活か す だ け で な く 、MS パ 
て も キオ や アセ ム と 比 層 する 戦闘 能力 を 発揮 し 


前 寺 ・ サ ン ラ ィ ズ ・MBS 180-22 
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機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY ASTRAY 


PERSONAL PROFILE A (MS) ee02 mam07 


マテ ィ ス ノイ ルド ・ ジ ョ ラー ル 計 2 
Matis /Ilede Llorar a 


独自 の 理念 で 人 類 を 導く 
情報 操作 に 長け た [一族 」 


死 の 商人 「 ロ ゴス 」 と は 異な る 目的 を も っ て 世界 を 
衰 か ら 操 る 組織 が 存在 し た 。 いつ し か 「 一 族 ] と 称 さ 
れる よう に な っ た 存在 は 、 太 古 か ら 「 情 報 ] を 操っ て 
人 類 の 歴史 を 動か し て いた の で ある 。 た だ し 利己 的 
な 考え か ら で は な く 、 人 類 が 絶 減 し な いよ うに 守り 、 
幸福 を 与え る た めで あっ た 。 し か し な が ら 、 | 幸福 を 与 
える に は 同 量 の 不幸 を 作ら ね ば な ら な い 」 と の 信念 
を 抱き 、 敢えて 戦い や 事故 を 起こ し て 「 幸 福 ] を 認識 
させ る と いう 歪ん だ 方 法 を 用 いた 。 一 族 は 人 類 の 管 
理 を 独自 の 思想 を も っ て 遂行 し て いた の で ある 。 

C.E.73 時 の 長 マ ティ ス は 、 世 界 に 介入 する 上 で 
イレ ギュ ラー と な る ロウ ・ ギ ュー ル た ち を 亡き 者 に す 
べく 暗躍 する 。 一 方 で 、 マテ ィ ス の 兄 マ ティ アス は 一 
族 の や り 方 を 否定 。 フリ ー ジ ャ ー ナ リス ト の ジェ ス ・ リ 
ブル を 見 出し た こと で 、 人 類 は 一 族 が 守ら ね ば な ら 
な い ほ ど 調 い 存在 で は な いと 確信 し 、 マ ティ ス と 共に 
滅び る こと で 一 族 に 終 騙 を も た ら す 。 

一 族 は 、 軍 事 関連 組織 「 サ ー カ ス ] で 自分 た ちの 
手駒 と し て 使う 兵士 を 育成 し て いた 。 その 出身 者 で 
ある イル ド ・ ジ ョ ラー ル は マテ ィ ス の 直属 で あっ た が 、 
一 族 の 崩壊 後 は その 遺産 の 一 部 を 手 に 入れ 、 野心 
を 抱き 独自 に 行動 を 開始 する の で あっ た - 


世界 を 険 か 5 控 戦争 イ 
こと で 自ら の 利益 
と と て いた ロコ ス ()。 寺 ル 
し て 一族 は 還 越 し た 情報 人 
操作 に より 、 人 天 を 守る ド 
た め 歴 史 に 介入 を 行っ て ロ 
ゞ > 


マー い NimN 


間 の 未来 を 預かる 者 と し て の 
緊張 を 感じ つつ 一 族 の 使命 に | 


関連 ファ イル 


AGS-02-18 
AGS-02-19 


RGX-04[Z6M-YX-21R] 
ブ プロト セイ バー ガン タム 


セイバー ガン ダム の プロト 本 


小 は イル ド 


マテ ィ ス の 母 は 一 族 の 存在 を 不要 と し 、 長 と な っ た 際 
は 一 族 の 解散 を 宣言 し て いた 。 し か し 、 当時 の 長 で あっ 
た 祖母 は 、 マ ティ ス の “ 姉 " マ ティ アス に 長 を 継承 させ る 。 
その 後に 一 族 を 去っ た 母 は 祖母 に 亡き 者 と され 、 それ を 
知っ た マテ ィ ス は 、 一 族 の 目的 の た め に は 肉親 殺し すら 
され る と 知り 、 歓 喜 に 打ち 雷 え る の だ っ た 。 姉 を 長 の 
座 か ら 引 きず り 下 ろ す た め に 画策 し た 結果 、 マ ティ ス は 
姉 の 秘密 を 知る の だ っ た 。 実 は マテ ィ ア ス は 男 で あり 、 
一 族 の 崩壊 を 望む お 母 の 企み で 女性 と 偽っ て きた の で あ 
る 。 控 で 女性 を 代々 の 長 と する 一 有 族 は マテ ィ ア ス を 追放 
し 、 晴れ て で マティ ス は 長 の 座 を 手 に し た の で あっ た 。 

CE.73、 マ ティ ス は 地球 連合 と プラ ント の 開戦 を 早 
め る ぺ く 、 ア ー モ リー ワン の 新型 機 奪取 を 後押し し た 。 
し か し それ に 気付 いた 存在 が いた こと か ら 、 そ の 人 物 を 
秋 り 出 そ う と 一 計 を 案じ る 。 ユニ ウス セブ ン 落 下 テロ の 
情報 を 事前 に 掴ん だ マテ ィ ス は 、 そ の 実行 犯 と 同じ 装 
備 を 与え た 者 た ち に ジャ ンク 性 組 合 の 拠点 ジェ ネ シ ス q 
を 襲わ せ 、 率 制す る 。 成果 は 芳しく な か っ た も の の 、 そ 
の 過程 で 、 追 放さ れ な が ら も 一 族 に 匹敵 する 情報 網 を 
作り 上 げた マテ ィ ア ス が 目 を 掛け て いる 人 物 一 一 ジェ ス 
が 様々 な 事件 に 関 司 し て いた こと を 知っ た 。 興味 を 抱 
いて ジェ ス に 接触 を 試み た マテ ィ ス だ が 、 平 凡 な 人 物 と 
評価 を 下す 。 だ が 、 ス は ジェ ス の 本 質 を 見 誤っ て 
いた 。 人 それ ぞ れ が や り た いこ と を 見 出し 、 迷 いな く 行 
動 さ せる こと が ジェ 上 内 な 人 の 本 質 で あり 、 人 が 人 
を 動か すこ と に マテ ィ ア ス は 希望 を 感じ た の で ある 。 

ロン ド ・ ミ ナ ・ サ ハク の 「 天 空 の 宣言 」 の の ち 、 マテ ィ 
ス の 拠点 は 攻撃 され る 。 事前 脱出 し た マテ ィ 
ス だ が 、 そ こ に は 行動 を 読ん で 先 に 乗り 込ん で いた マ 
ティ アス が 待ち 受け て いた 。 デー タ 上 の 世界 し か 見 て 
いな い 虚 構 の 支配 者 だ と 断 じ ら れ 衝撃 を 受け る マテ ィ 
ス だ が 、 最後 まで 理解 で き な いま ま 兄 に 抱き し め られ 、 
艦 の 自爆 に 巻き 込ま れ て 最期 を 遂げ た 。 


C.E.73、 イ ルド は マテ ィ ス の 下 で 一 族 の 任務 に 就 い 
て いた が 、 一 族 の 崩壊 後 は 、 その 遺産 と な る 施設 の 一 
部 を 支配 下 に 置き 、 独 自 に 動き 出す 。 その 際 に 同じ サー 
カス 出身 の カイ ト ・ マ ディ ガン と 出会い 仲間 に 誘う が 、 
断ら れ た こと か ら 逆 上 。 力 づく で 物 に すべ く カ イト を 人 負傷 
させ る が 、 友 の た ジェ ス に 敗北 し た 。 その 後 も 
カイ ト を 狙い 、 彼 が ライ ブラ リア ン に 参加 し た と 知っ て 関 
係 施設 を 朋 撃 する 。 そこ で ライ ブラ リア ン と し て 牙 っ た ロ 
ンド ・ ギ ナ ・ サ ハク と 遭遇 し て 敗北 し 、 従 者 を 強制 され 
た イル ド は 嫌々 な が ら 行動 を 共に する よう に な る 。 


な る 要素 の 中 で 特に 注意 
監 梓 し て いた 。 魔 と な る 


・ グ レイ や 直属 の 兵士 を 先 兵 と し た 。 一 族 の 
つつ あり 、 そ の ひと つが 「 サ ー カ ス ] で ある 。 も う ひ 
と つ は 民間 軍事 会 社 の 連合 体 で 、 ど ちら も 様々 な 国家 の 軍隊 に 
入り 込み 、 一族 が 戦争 を コン トロ ー ル する た め に 活用 され で いた 。 


ント ムペ イン の 兵 土間 成 導 設 
と 同様 、 サー カス も 子供 の 頃 か ら 
英才 教育 を 施す 施設 で ある 。 し か 
し サー カス は 捨て られ た コー ディ ネ 

し て いた 


[D イル ド - ジ ョ ラー ル 


還 マテ ディアス 
ジェ ス の クラ イア ント で あ 


画 カイ ト ・ マ ディ ガン 


プロ の MS パイ ロッ ト 
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し ナマ リア ・ ホ ー ク 補 


Lunamaria Hawke 


砲撃 戦 で 力 を 発揮 し た 
ミネ ル バ の 女性 クル ー 


最新 鋭 MS と 若手 な が ら 優秀 な クル ー を 擁し て い 
た ザフト の 新鋭 艦 ミ ネル パ の 部 隊 は 、C.E.73 に 起 
きた ザフト と 地球 連合 軍 の 戦乱 で 中 心 的 な 役割 を 
果たし た 。 艦長 の タリ ア ・ グ ラディ ス は 戦時 中 に 特 
務 隊 (FAITH) の 権限 が 与え られ 、 対 地球 軍 戦 略 
の 要 と し て ミネ ル バ は 活躍 する 。 この た め ク ルー へ の 
負担 は 大 く 、 そ の 中 で も 、 砲 撃 に 長け た ガ ナ ー ザ ク 

ォ オー リア の パイ ロッ ト で ある ルナ マリ ア ・ ホ ー ク は 
激戦 の 中 ル バ の 守り を 担う こと が 多かっ た 。 ザ 
フト レッ ド を 纏う ひと り と し て の 気概 を 持ち 、 心 身 と も 
に 傷 付 き な が ら : ル バ を 支え た の で ある 。 それ は 
プラ ント 市 民 を 守る た めで あり 、 恋 仲 と な っ た 同期 の 
アス カ を 支え る た めで も あっ : 
属さ れ た ルナ マリ ア は 、 ア ー モ リー ワン 
で 地球 軍 の 特殊 部 隊 フ ァ ン トム ペイ ン に よる 「G] 強 
奪 に 遭遇 する 。 それ ( 、 追 撃 の た め に 出航 し た ミ 
ネル バ で ルナ マリ ア は 怒 乱 の 最前 線 に 立つ の だ 


ミネ ル バ の 指 長 タリ ア か | 
ちの 信頼 も 硬く 、 デ ィ オ 
キア で は ザフト に 大隊 し 峰 
た アス ラン ・ ザ ラ の 上 和議 
を 行っ て いる 。 そこ で 彼 
女 は 落 き の 光景 を 見 る 8) で 


関連 ファ イル 


2GMF X56S イン バルス ガン ダム DES.01.01 


ザフト ・ ミ ネル パ 部 隊 に 所 属す 
る WS パイ ロッ ト 。 [SEED」 を 
発現 する カ を 持ち 、 戦 い の 中 
で て の 真 価 を 発 縮 し て いっ : 
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大 丈夫 よ 私 は ! 
信じ で て よっ !! 


ファ ント ムペ イン を 追う 矢先 、 地球 降下 を は じ め た ユニ 
ウス セブ ン の 破砕 作業 に 従事 し た ミネ ル バ は 、 地 球 へ 
と 降り る こと と な る 。 そし て 再び 戦争 が 始ま り 、 ル バ 
eb 
、 追 われ る よう に 出 立 。 地球 軍 だ け で は な く オ ー ブ 軍 
ドニ クエ ンジ ェ ル の 戦闘 介入 も あり 、 ミ ネル バ は 一 層 
の 苦境 に 立た され る 。 戦い の 中 で ルナ マリ ア は 、 ク レタ 
沖の 戦闘 で オー ブ 軍 の ムラ サメ 部 隊 に よる 決死 の 特攻 
に よっ て 乗 機 は 大 破 し 、 自身 も 重傷 を 負っ て し まう 
負傷 で ルナ マリ ア が 戦線 を 一 時 離脱 し て いた 際 も 、 
戦乱 は 混迷 を 深め て いく 。 そう し た 中 で 、 艦内 に は 不 協 
和音 が 漂い 出す 。 ステ ラ ・ ル ー シ ェ が 地球 軍 の エク ス 
テン デッド と 知ら ず に 仲 を 深め た シン は 、 彼女 を 失う 原 
キラ ・ ヤ マト を 憎み 、 打 倒 に 執念 を 燃やす , 
は し て 軍規 を 破っ て まで 後押し する レイ ・ ザ ・ 
パレ ル 、 ア ー ク エン ジェ ル の 戦闘 介入 に 思い 悩み 、 ザ 
フト に 対し て も 不信 を 抱く アス ラン …… ル ナマ リア の 周 
囲 は 、 い つ し か 地球 軍 と の 戦い と は 異な る 苦し み に 満ち 
て いた の で ある 。 そし て ルナ マリ ア 自 身 に も 悲劇 は 訪れ 
アス ラン が 脱走 し 、 そ の 傍ら に は ブリ ッ ジ ク 
ルー で ある 妹 メ イリ ン ・ ホ ー ク が いた と いう の で ある 。 さ 
ふた り は 追撃 し た シン の 手 に 
憧れ の 人 の 裏切り だ け で は な く 、 
た ルナ マリ ア は 大 き な ショ ッ ク を 受け る が 、 同 じ よう に 大 
事 な 人 を 失っ た シン の 存在 が 支え と な る の で あっ た 。 


恋 て 
リ と 衰 し み を 打倒 ロゴ ス に 向け た 

球 軍 の 実質 的 な 指導 者 ロー ド ・ ジ ブリ ー ル 

に 成功 し た の で ある 。 その 後 ギ ル バ ー ト ・ デ ュ ラン ダル 
議長 が 発表 し た デス ティ ニー プラ ン に 疑問 を 抱き つつ 
も 、 議 長 に 異 を 唱え た オー ブ を 敵 と し 最終 決戦 
だ ルナ マリ ア 。 そこ に 死ん だ と 思っ アス ラン と メイ 
リン の 姿 を 認め な が ら も 、 ル ナマ リア は シン を 支え て 戦う 
こと を 選ぶ 。 ヵ 去 に 囚われ る シン の 目 を 覚 ま そ う 
AS っ 共感 。 その 呪縛 を 打ち 破る よう 撃破 


ルナ マリ ア は 、 ザ フト の アカ デミ ー ス クー ル を 優秀 な 成 
績 で 卒業 し た 証 で ある 赤 服 「 ザ フト レッ ド 」 を 纏う 資格 を 

待つ パイ ロッ ト で ある 。 同期 の シン と レイ に 次 ぐ 腕 前 で . 
射撃 や デブ リ 帯 で の 戦闘 を 苦手 と し な が ら も 優れ た 手腕 
を 見 せ た 。 その 実力 は 専用 の カラ ー リ ング が 施さ れ た ザ 
クウ ォ ー リ ア が 和 与え 5 れ て いた ほど で 、 戦 争 終盤 に は イン 
パル スガ ンダ ム を シン か ら 引 き 継 ぎ 、 見 事 に 乗り こなし た 


1 
ルス を 駄 っ た ルナ マリ ア は 、 レ イ と 協 
ド 服 に 見 合う 実力 を 見 せ て いる 


アホ ー ES] mr02 sr Oh 


深紅 の 毛色 が 特徴 で あっ た ルナ マリ ア は 、 ザ フト レッ ド と し て の プラ イド を 示す 

た めか 、 本 ° 
導電 が 、 仙 けん 気 が 強 く 、 時 
T シ ャ ツ に パン ツ 凄 と いう か 


た 際 の 服装 彼女 の パー ソナ ル 
3 


